
別記様式第４号（その２） 

 

教  育  研  究  業  績  書 

令和 5年 3月 31 日    

氏名 大 西  雅 博       

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

器楽合奏・器楽演習（打楽器）・マーチング 

 

マーチング、器楽合奏、打楽器、アンサンブル 

 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事       項 年月日 概   要 

１ 教育方法の実践例 
 
・器楽演習（パーカッション） 
 
 
 
 
 
 
２ 作成した教科書、教材 
 
・「ドラムトレーニング Vol.1～4」作曲 
 
 
 
 
・ドラムライン in NUA 作曲 
 
・アルメニアンダンス NUA オリジナルマー
チングコンテ制作 
 
 

 
・ボレロ NUA オリジナルマーチングコンテ
制作 

 
 
 
・メリーウィドゥ NUA オリジナルマーチン
グコンテ制作 

 
 
 
・ジャグラーNUA オリジナルマーチングコン

テ制作 
 
 

 
 
平成26年4月〜
平成 29年 3月 
 
 
 
 
 

 
 
奈良学園大学において、マーチングバンド
部の監督を務める傍ら、非常勤講師として
「器楽演習（パーカッション）」の授業を行
う。アンサンブルを中心に打楽器の技術を
習得し、幼稚園の演奏会、オープンキャン
パス等で演奏を披露した。 
 
 
 
名古屋芸術大学音楽学部演奏学科の非常勤
講師として、「器楽特殊研究」（1～4年生 21
人）において、自作の「ドラムトレーニン
グ Vol.1～4」を使用。 
 
ドラムラインのオリジナル楽曲を作曲。 
 
名古屋芸術大学アンサンブルフィラルモニ
ク・ア・ヴァン第 11 回定期演奏会ステージ
マーチングのために、オリジナルのドリル
デザインを作成。 
 
名古屋芸術大学アンサンブルフィラルモニ
ク・ア・ヴァン第 12 回定期演奏会ステージ
マーチングのために、オリジナルのドリル
デザインを作成。 
 
名古屋芸術大学アンサンブルフィラルモニ
ク・ア・ヴァン第 13 回定期演奏会ステージ
マーチングのために、オリジナルのドリル
デザインを作成。 
 
名古屋芸術大学アンサンブルフィラルモニ
ク・ア・ヴァン第 14 回定期演奏会ステージ
マーチングのために、オリジナルのドリル
デザインを作成。 



３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
 
・名古屋芸術大学における授業評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
・奈良学園大学における授業評価 

 
 
平成 22 年 4月 
～平成29年3月 
 
 
 
 
 
 
 
平成30年4月〜 

 
 
当初 3 年間のシラバス、及び学生の反応が
評価され、4 年目より選択授業にも関わら
ず、演奏学科弦管打コースの新入生は全員
履修する運びとなった。そしてその後毎年、
名古屋芸術大学アンサンブルフィラルモニ
ク・ア・ヴァンの定期演奏会において、オ
ープニングステージを任されることとな
る。 
 
人間教育学部教授に就任。 
「器楽演習」「器楽合奏」「合奏指揮法」「基
礎ゼミナール」「人間教育学ゼミナール」等
の授業とともに、マーチングバンド部顧問
を務める。 

４ 実務の経験を有する者についての特記
事  項 
 
・愛媛県吹奏楽連盟マーチング講習会講師 
 
 
 
 
 
 
・愛知県吹奏楽連盟マーチング講習会講師 
 
 
 
 
 
・日本マーチングバンド協会関西支部 
 ３D講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アドバ
イザー 

 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 

 
 
 
平成 19 年～ 
現在に至る 
 
 
 
 
 
平成 25 年～ 
現在に至る 
 
 
 
 
平成 29 年～ 
現在に至る 
 
平成 25 年～ 
現在に至る 
 
 
平成 16 年～ 
現在に至る 

 
 
 
平成 19 年 9月より毎年２回、愛媛県吹奏楽
連盟主催のマーチング講習会が開催されて
いる。中学校・高等学校を中心に 2校から 3
校が選択され受講の対象となる。基本動作
からフォーメーションまで、各団体の希望
に応じた指導を行う。 
 
平成 25年 7より毎年、愛知県吹奏楽連盟主
催のマーチング講習会が開催されている。
中学校・高等学校を中心に、基本動作から
フォーメーションまで、各団体の希望に応
じた指導を行う。 
 
兵庫県立総合体育館において、マーチン協 
会関西支部主催３D講習会の講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
姫路パルナソスホール。及びたつの市総文 
化会館において、毎年１月にアンサンブコ 
ンサートの審査と講評を務める。 
 

５ その他  なし 
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事       項 年月日 概   要 

１ 資格、免許 
 

・中学校教諭一級普通免許（音楽） 

 

・高等学校教諭二級普通免許（音楽） 

 
 
昭和 57年 
3月 31 日 
 
昭和 57年 

3月 31 日 

 
 
昭五六中一普第4678号（愛知県教育委員会） 
 
 
昭五六高二普第5413号（愛知県教育委員会） 
 

 

２ 特許等  なし 



３ 実務の経験を有する者について特記事

項 

 

「指導実績」 

 

・大阪市立菫中学校マーチング講師 

 

 

 

・ＩＰＵ環太平洋大学マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ部ア

ドバイザー 

 

 

・大阪市立菫中学校マーチング講師 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部監督 

 

 

 

・大阪市立菫中学校マーチング講師 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部監督 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部監督 

 

 

 

・大阪市立菫中学校マーチング講師 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部監督 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部顧問 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部顧問 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部顧問 

 

 

 

・大阪市立堀江中学校マーチング講師 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 

11 月 24 日 

 

 

平成 25 年 

12 月 14 日 

 

 

平成 2６年 

11 月 23 日 

 

 

平成 27年 

2月 14 日 

 

 

平成 27年 

11 月 22 日 

 

 

平成 28年 

2月 21 日 

 

 

平成 28年 

12 月 18日 

 

 

平成 29 年 

11 月 19 日 

 

 

平成 29 年 

12 月 17日 

 

 

平成 30 年 

12 月 16 日 

 

 

令和元年 

12 月 15 日 

 

 

令和 2年 

12 月 19 日 

 

 

令和 3年 

11 月 21 日 

 

 

 

 

 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 26 回全日本マーチングコンテストにおい 

て、金賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ協会主催、 

第 41 回全国大会において、大編成の部金受 

賞。 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 27回全日本マーチングコンテストにおい 

て、金賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ協会主催、 

第 14 回マーチングステージ全国大会優秀受 

賞。 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 28回全日本マーチングコンテストにおい 

て、金賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ協会主催、 

第 15 回マーチングステージ全国大会講評特 

別賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ協会主催、 

第 44 回全国大会において、大編成の部銀賞受 

賞。 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 30 回全日本マーチングコンテストにおい 

て、金賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ協会主催、 

第 45 回全国大会において、大編成の部銀賞受 

賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ協会主催、 

第 46 回全国大会において、大編成の部銀賞受 

賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ協会主催、 

第 47回全国大会において、大編成の部銀賞受 

賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ協会主催、 

第 48回全国大会おいて、「グッド・パフォー 

マンス賞」受賞 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 34 回全日本マーチングコンテストにおい 

て、金賞受賞。 



 

・奈良学園大学マーチングバンド部顧問 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部顧問 

 

 

 

令和 3年 

12 月 12 日 

 

 

令和 4年 

12 月 11 日 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ協会主催、 

第 49 回全国大会において、大編成の部金賞受 

賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ協会主催、 

第 50 回全国大会おいて、大編成の部銀賞受 

賞。 

４ その他 
 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アドバ
イザー 

 
・島根県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アドバ
イザー 

 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・兵庫県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アドバ
イザー 

 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アドバ
イザー 

 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・日本マーチングバンド協会関西支部 
 ３D講習会講師 
 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 

 
 
平成 25 年 
8月 10日 
 
平成 25 年 
8月 18日 
 
平成 25 年 
9 月 16 日 
 
 
平成 25 年 
10 月 20 日 
 
平成 26 年 
9 月 20 日 
 
 
平成 26 年 
9 月 28日 
 
平成 26年 
11 月 8日 
 
平成 27年 
8月 19日 
 
平成 27年 
9月 21 日 
 
 
平成 28年 
8月 29日 
 
平成 28年 
９月 19日 
 
 
平成 28年 
９月 24日 
 
平成 29 年 
3 月 5日 
 
平成 29 年 
8月 24〜25 日 
 
平成 29 年 
8月 27日 
 

 
 
愛媛県吹奏楽連盟主催のマーチング講習会に
おいて、講師を務める。 
 
愛知県吹奏楽連盟主催のマーチング講習会に
おいて、講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
島根県吹奏楽連盟主催のマーチング講習会に 
おいて、講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
川之江体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
催のマーチング講習会の講師を務める。 
 
武庫川樹脂大学において、兵庫県吹奏楽連盟 
主催のマーチング講習会の講師を務める。 
 
愛知県吹奏楽連盟主催のマーチング講習会に
おいて、講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
川之江体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
催のマーチング講習会の講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
西条市体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
催のマーチング講習会の講師を務める。 
 
兵庫県立総合体育館において、マーチング協 
会関西支部主催３D講習会の講師を務める。 
 
川之江体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
のマーチング講習会の講師を務める。 
 
愛西市立佐織体育館において、マーチング講 
習会の講師を務める。 
 



・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アドバ
イザー 

 
・日本マーチングバンド協会関西支部 
 ３D講習会講師 
 
 
・日本マーチングバンド協会関西支部 
 ３D講習会講師 
 
・平成30年度全国高等学校総合体育大会「東
海総体」開会式のマーチングステージを演
出する。 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アドバ
イザー 

 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アドバ
イザー 

 
・日本マーチングバンド協会関西支部 
 ３D講習会講師 
 
・兵庫県高等学校文化連盟 
 高等学校総合文化祭の講評 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アドバ
イザー 

 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アドバ
イザー 

 
 

平成 29 年 
9 月 18日 
 
 
平成 29 年 
11 月 4日 
 
 
平成 30 年 
７月１日 
 
平成 30年 
7月 30日 
 
 
平成 30 年 
8月 19日 
 
平成 30 年 
9 月 1日 
 
平成 30 年 
9 月 24 日 
 
 
令和元年 
7月 13日 
 
令和元年 
8月 18日 
 
令和元年 
9月 22,22 日 
 
 
令和元年 
11 月 9日 
 
令和元年 
11 月 16 日 
 
令和 2年 
8月 30日 
 
令和 2年 
9 月 21 日 
 
令和 3年 
10 月 3日 
 
 
令和 4年 
8月 23日 
 
令和 4年 
9 月 19 日 
 
 
 

日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
奈良学園大学体育館において、マーチング協 
会関西支部主催３D講習会の講師を務める。 
 
 
アミティーホールにおいて、マーチング協 
会関西支部主催３D講習会の講師を務める。 
 
三重県営サンアリーナで開催された、全国高 
校総体開会式のマーチングステージにおい 
て、メインステージの演出を務める。 
 
愛西市立佐織体育館において、マーチング講 
習会の講師を務める。 
 
川之江体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
のマーチング講習会の講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
松前町体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
のマーチング講習会の講師を務める。 
 
愛西市立佐織体育館において、マーチング講 
習会の講師を務める。 
 
春日井市体育館において、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
福島区民センターにおいて、マーチング協 
会関西支部主催３D講習会の講師を務める。 
 
ベイコム総合体育館において、高校総文祭マ
ーチングバンド部門の講評を務める。 
 
初の試みである、オンラインでのマーチング 
講習会を開催し、講師を務める。 
 
８月に引き続き、オンラインでのマーチング 
講習会を開催し、講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
松前町体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
のマーチング講習会の講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
 



「各大会の審査員」 
 
 
・沖縄県吹奏楽連盟 
 沖縄県マーチングコンテスト審査員 
 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 

・福岡県吹奏楽連盟 
 福岡県マーチングコンテスト審査員 
 
・沖縄県吹奏楽連盟 
 沖縄県マーチングコンテスト審査員 
 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 
・福岡県吹奏楽連盟 
 福岡県マーチングコンテスト審査員 
 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 
・福岡県吹奏楽連盟 
 福岡県マーチングコンテスト審査員 
 
・沖縄県吹奏楽連盟 
 沖縄県マーチングコンテスト審査員 
 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 

・沖縄県吹奏楽連盟 
 沖縄県マーチングコンテスト審査員 
 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 

・四国吹奏楽連盟 
 四国マーチングコンテスト審査員 
 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 

・日本マーチングバンド協会北陸支部 
 マーチングバンド北陸大会審査員 
 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 

・日本マーチングバンド協会北陸支部 
 マーチングバンド北陸大会審査員 
 
・三重県吹奏楽連盟 
三重県マーチングコンテスト審査員 

 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 

 
 
 
平成 25 年 
9 月 22 日 
 
平成 26 年 
1 月 12 日 
 
平成 26 年 
6 月 15 日 
 
平成 26 年 
9 月 15 日 
 
平成 27年 
1月 12 日 
 
平成 27年 
6月 14 日 
 
平成 27年 
1月 10 日 
 
平成 28年 
6月 12 日 
 
平成 28年 
9月 10 日 
 
平成 28年 
1月 8日 
 
平成 29年 
9 月 9日 
 
平成 30 年 
1 月 7日 
 
平成 30年 
10 月 8日 
 
平成 31年 
1 月 13 日 
 
令和元年 
11 月 4日 
 
令和 2年 
1 月 12 日 
 
令和 2年 
10 月 28日 
 
令和 3年 
11 月 3日 
 
令和 4年 
1 月 9日 

 
 
 
沖縄コンベンションセンターにおいて、沖縄 
県マーチングコンテストの審査員を務める。 
 
姫路パルナソスホールにおいて、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
 
サンパレス福岡において、福岡県マーチング 
コンテストの審査員を務める。 
 
沖縄コンベンションセンターにおいて、沖縄 
県マーチングコンテストの審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
 
サンパレス福岡において、福岡県マーチング 
コンテストの審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
 
サンパレス福岡において、福岡県マーチング 
コンテストの審査員を務める。 
 
沖縄コンベンションセンターにおいて、沖縄 
県マーチングコンテストの審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
 
沖縄コンベンションセンターにおいて、沖縄 
県マーチングコンテストの審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
 
西条市体育館において、四国マーチングコン 
テストの審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
 
福井県民体育館において、マーチングバンド 
北陸大会の審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
 
オンラインで、マーチングバンド北陸大会の 
審査員を勤める。 
 
上野市ゆめドームにおいて、三重県マーチン
グコンテストの審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 



 
・兵庫県吹奏楽連盟 
兵庫県マーチングコンテスト審査員 

 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 

 
令和 4年 
9 月 11 日 
 
令和 5年 
1 月 8日 

 
グリーンアリーナ神戸において、兵庫県 
マーチングコンテストの審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の
名称 

単
著・共
著の別 

発行又
は発表の
年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

（機関紙投稿） 

1 どうなる？今後の

部活動 

 

２ 「勝つ」ということ 

 

単著 

 

 

 単著 

 

平成26年 

10月21日 

 

令和3年11月 

 

教育PRO 

 

 

日本部活動学会会報 

第１２号 

 

自らの経験を基に、今後の部活動のあり方について

考察する。 

 

部活動に関わる様々 な見地からの記事をリレー形式

で掲載する〜部活動古今東西〜に、部活動の意義に

ついて提言する。 

（学術論文） 

1 日本におけるマ

ーチングの未来

像 

 

2 新しい打楽器練

習法 

 

 

3 新しいマーチン

グ指導法 

 

 

4 マーチングにお

ける基本動作の

効率的練習法 

 

5 スクールバンド

における指揮法

への一考察 

 

6 演奏の妨げとな

る過緊張（上が

り）の軽減につ

いて 

 

7 意欲的に取り組

むための音楽科

指導法の一考察 

 

8 新しい時代に向

かう鑑賞教育 

 

9 音楽教科におけ

る実践的合奏指

導法 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

 

平成 25 年 

3 月 

 

 

平成 26 年

12 月 1日 

 

 

平成 27年

12月 1日 

 

 

平成 28年 

3月 19 日 

 

 

平成 28年

12月 1日 

 

 

平成 31 年 

3 月 10 日 

 

 

 

平成 31 年 

3 月 

 

 

令和元年 

9月 

 

令和 2年 

3 月 

 

 

 

環太平洋大学研究紀

要 2012 年度 vol.2 
(第 7号) 
 

人間教育学研究第 2

号 

 

 

人間教育学研究第 3

号 

 

 

奈良学園大学紀要第

４集 

 

 

人間教育学研究第 4

号 

 

 

奈良学園大学紀要第

10集 

 

 

 

奈良学園大学オンラ

インジャーナル第２

巻第 2 

 

奈良学園大学紀要第

11集 

 

奈良学園大学紀要第

12集 

 

 

 

日本独自のマーチングにつて、今後の方

向性を考察し、提言する。 

 

 

教育現場における打楽器の技術を、より

短時間に能率よく習得する方法を提言

する。 

 

日本におけるマーチングの現状を検証

し、悪しき既成概念を排除するための指

導法を考察する。 

 

従来の概念にとらわれず、教育現場にお

ける効率的な指導法について、検証し提

言する。 

 

木管楽器・金管楽器・打楽器の短時間練

習法と、合奏指導における効果的な指揮

法を考察する。 

 

俗に言う「あがり症」について検証し、

音楽の授業を通して、過緊張を軽減する

方法を提言する。 

 

 

音楽の授業における歌唱指導・合唱指導

の難しさを検証し、生徒の自主性を高め

るための指導法を考察する。 

 

鑑賞教育の実態について、問題提起と共

に、今後の方向性について考察する。 

 

基本練習を核とした、効率的な器楽指導

のあり方について考察する。 

 

 



（研究ノート） 

1   部活動の経営に

関する研究 

 

 

2 音楽科におけ

る合唱のため

の発声練習法  

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

平成 29 年 

3 月 10 日 

 

 

令和元年 

9月 

 

奈良学園大学紀要第

6集 

 

 

奈良学園大学オンラ

インジャーナル人間

教育 第２巻第８号 

 

中学校における部活動経営と、大学生の

社会性を高めるための組織づくりを比

較し、その関連性を研究する。 

 

短期間で効果的な指導法について、実践

結果をもとに提言する。 

（オリジナルマーチ

ングコンテ制作） 

1. 松山市立津田中

学校吹奏楽部 

 

 

 

 

 

2. 大阪市立菫中学

校吹奏楽部 

 

 

 

3. 平成30年度全国

高等学校総合体

育大会「東海総

体」開会式 

 

4. 大阪市堀江中学

校吹奏楽部 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

平成24年6月 

 

 

 

 

 

 

平成25年〜 

29年 

 

 

 

平成30年7月 

 

 

 

 

令和 3年 

11 月 

 

 

 

松山市立津田中学校

吹奏楽部 

 

 

 

 

 

大阪市立菫中学校吹

奏楽部 

 

 

 

三重県高等学校合同

バンド 

 

 

 

大阪市堀江中学校吹

奏楽部 

 

 

 

アメリカングラフィティーをテーマに 

マーチングを構成・演出。37名を対象に 

オリジナルのマーチングコンテを制作。 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 25 回全日本マーチングコンテストに 

おいて、銀賞受賞。 

 

ジャズをテーマに構成演出。 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

全日本マーチングコンテストに 4回出場 

し、優秀な成績を収める。 

 

平成 30 年度全国高等学校総合体育大会 

「東海総体」のメイン開会式において、 

マーチングコンテを作成し、ステージの 

演出を務める。 

 

アフリカをテーマにマーチングを構成・ 

演出し、全国大会初出場を果たす。全日

本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、第 34

回全日本マーチングコンテストにおい

て、金賞受賞。 

 
 



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 
令和５年３月３１日    

  氏名 住本 克彦               

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

生徒指導論、教育学 
生徒指導、心理学、教育学、道徳指導、教育相談、学校カウンセ

リング、進路指導、いのちの教育 等 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概           要 

１ 教育方法の実践例 

環太平洋大学における授業実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学における授業実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学における授業実践 

 

平成 21 年度 

～平成 27 年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

～平成 31 年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

～現在に至る 

 

 

映像機器活用による教育プログラムの実践や、構成

的グループ・エンカウンター等のグループ活動の導

入を図り、学生の理解力が向上するように工夫し

た。また、参加型・体験型の授業展開を中心とし、

また毎時間、具体的な事例を通して考えさせる学習

形態を取り入れることで、学生の実践力を高め、理

解力を深めることができるように工夫した。さら

に、毎時間学生に授業の感想を含む、小テストを実

施し、学生全員にコメントをフィードバックし、学

生一人一人に適した双方向での個別指導も実践し

た。 

 

ＩＣＴ機器活用による教育プログラムの実践や、筆

者が専門である（「構成的グループ・エンカウンタ

ー公認リーダー」の有資格者）構成的グループ・エ

ンカウンターのグループ活動を活用し、学生の理解

力やコミュニケーション能力が向上するように工夫

を重ねた。このような参加型・体験型の授業展開を

中心とする学習形態を取り入れることや具体的事例

を基に考えさせる実践的授業展開を心がけること

で、学生の実践力や理解力を深めることができた。

さらに、毎時間学生に授業の感想を含む、小テスト

やレポートを実施し、次の週には学生全員に教師の

コメントをフィードバックすることで、学生一人一

人に適した双方向での個別指導も重ねた。 

 

ＩＣＴ機器活用による教育プログラムの実践（オン

ライン授業と対面式授業の併用）や、構成的グルー

プ・エンカウンターのグループ活動を活用し、学生

の理解力等が深まるように工夫を重ねた。コロナ禍

ではあったが、可能な限り参加型・体験型の授業展



開を中心とする学習形態を取り入れることや具体的

事例を基に考えさせる実践的授業展開を心がけるこ

とで、学生の実践力・理解力を深めることができ

た。さらに、今まで継続してきた、毎時間学生に授

業の感想を含む、小テストやレポートを実施し、次

の週には学生全員に教師のコメント等の評価をフィ

ードバックすることで、学生一人一人に適した双方

向での個別指導も重ねている。 

 

２ 作成した教科書、教材 

「次世代の教育原理」（大学教育出版）【再掲】 

 

 

 

「教育原理 事始め」（大学教育出版）【再掲】 

 

 

 

「新しい視点から見た教職入門」（大学教育出版） 

  【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

「プロフェッショナルをめざす保育者論」（教育情

報出版）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「エンカウンターでいじめ対応が変わる・教育相

談と生徒指導のさらなる充実をめざして」（図書文

化社）【再掲】 

 

 

 

平成 25 年度 

 

 

 

平成 31 年度 

 

 

 

平成 31 年度 

（令和 3 年度

第 2 版改訂・

令和 5 年度第

3 版改訂） 

 

 

 

 

平成 31 年度 

（令和 5 年度

改訂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年度 

 

 

 

 

 

環太平洋大学教育経営学科の授業、「教育相談の理

解」「生徒指導・進路指導論」等で使用し、実践的

内容で、わかりやすいと大変好評であった。 

 

新見公立大学看護学科の授業、「教育相談の理解」

「生徒指導・進路指導論」等で使用し、好評であっ

た。 

 

「教職入門」の教科書を作成し、第 1 部第 6 章「教

育制度の改革」(pp.125-134)、「アクティブ・ラー

ニング」(pp.135-136)、第 2第 6 章「教員採用試

験」(pp.267-280)を執筆し、新見公立大学授業「教

育学総論」「教育実習・事前事後指導」において使

用した。奈良学園大学においても、「教職入門Ａ

（初等）」、「教職入門Ｂ（中等）」の科目で使用し、

好評であった。 

 

新見公立大学健康保育学科の授業、「保育者論」等

で参考書として使用した。『子どもの保健と安

全』教育情報出版第 1 章・第 4 節：「地域に

おける保健活動と子ども虐待防止」につい

て執筆。虐待をいかに 防止し、早期に適切

な対応をしていくかについて、そのシステ

ム構築の重要性について詳述した。また、

第 9 章・第 7 節：「子どもと悪性腫瘍」につ

いても執筆。保育者・教育者が、子どもの

病気についての知識を持つことの重要性に

ついて強調。がん教育の推進についても提

唱した。実践的な内容で、理解しやすいと大変好

評であった。 

 

新見公立大学健康保育学科「教育学総論」・看護学

科「教育相談」「生徒指導論」でテキストとして作

成した。いじめ予防保育・教育展開の実践的著書で

ある。住本は編著者である。序章１・２(pp.10-

21)、第 1 章第 3 項(pp.38-41)、同第４項(pp.42-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 921 号『相手も自分も大切にする話し方ってな

に？』」（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材通巻

第 922 号『声のかけ方、注意の仕方で伝わり方が

変わる！』」（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材通巻

第 923 号『自分に合ったストレス解消法を見つけ

よう』」（健学社）【再掲】  

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 933 号『自尊心を高めるってどういうこと？』」

（健学社）【再掲】 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材通巻

第 934 号『自尊心を育てよう！』」（健学社）【再

掲】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

47)、同コラム 2(pp.56-57)、第２章第１項(pp.70-

75)、同第２項(pp.76-79)、同第４項(pp.84-113)、

同コラム 4(pp.114-115)、第３章第１項(pp.118-

123)も執筆。実践的内容のため、全国の教育現場か

らの問い合わせも多数ある。「学校園等で教育相談

を充実させる手立て」「生徒指導実践におけるいじ

め予防の実際」「いじめを起こさないクラスづくり

の実際」等を詳述した。また、組織的対応の重要

性、早期発見・早期対応のシステム作りの留意点に

ついても具体的に解説した。奈良学園大学において

も、「生徒指導・進路指導論Ａ（初等）」、「生徒指

導・進路指導論Ｂ（中等）」の科目で使用してい

る。 

 

 

開発的カウンセリング技法のアサーション・トレー

ニングの具体例（思いやりを持ったコミュニケーシ

ョンの取り方）をビジュアル教材として示した。保

健室（保健センター）等で、健康教育の一環として

活用されている。（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウンセリング技法のアサーション・トレー

ニングの具体例（自他を大切にしたコミュニケーシ

ョンの取り方）をビジュアル教材として示した。保

健室（保健センター）等で、健康教育の一環として

活用されている。（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウンセリング技法のストレス・マネジメン

ト教育の具体例（リラクゼーション法の実践）をビ

ジュアル教材として示した。保健室（保健センタ

ー）等で、健康教育の一環として活用されている。

（Ｂ２判） 

 

 

自尊感情を実感することの大切さ、それを育てるポ

イントについて、ビジュアル教材として示した。保

健室（保健センター）等で、健康教育の一環として

活用されている。（Ｂ２判） 

 

 

自尊感情を育てるための実践例をビジュアル教材と

して示した。保健室（保健センター）等で、健康教

育の一環として活用されている。（Ｂ２判） 

 



「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材通巻

第 935 号『リフレーミングをやってみよう！』」

（健学社）【再掲】 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 956 号『怒りの気持ちどうしたらいい？』[小学

校用]（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 957 号『ルールがある意味とアサーティブな話

し方』[小学校用]（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 958 号『怒りのコントロール方法』[中高校用]

（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 959 号『ルールがある意味とアサーティブな話

し方』[中高校用]（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 968 号『心と体の健康観察をしよう！』」[小学

生用]（健学社）【再掲】 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

令和 4 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月 

 

 

短所を長所に読み替えるリフレーミング技法につい

て、ビジュアル教材として示した。保健室（保健セ

ンター）等で、健康教育の一環として活用されてい

る。（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウンセリング技法のアンガーマネジメント

法の具体例（怒りを感じた時の対処法について：別

のものに視点を向ける・誰かに相談する等）をビジ

ュアル教材（Ｑ＆Ａ方式）としてイラスト入りで示

した。保健室（保健センター）等で、健康教育の一

環として活用されている。（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウンセリング技法のアサーション・トレー

ニングの具体例（ルールがある意味：廊下を走らな

い等についてについて「攻撃的な伝え方」・「受動

的な伝え方」・「アサーティブな伝え方」それぞれど

の伝え方が望ましいかを考えさせる例）をビジュア

ル教材としてイラスト入りで示した。保健室（保健

センター）等で、健康教育の一環として活用されて

いる。（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウンセリング技法のアンガーマネジメント

法の具体例（怒りをコントロールする方法につい

て：6 秒数えて深呼吸・その場を離れる・怒りを点

数化する等）をビジュアル教材としてイラスト入り

で示した。保健室（保健センター）等で、健康教育

の一環として活用されている。（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウンセリング技法のアサーション・トレー

ニングの具体例（ルールがある意味：食事中の黙食

等について「攻撃的な伝え方」・「消極的な伝え

方」・「アサーティブな伝え方」それぞれどの伝え方

が望ましいかを考えさせる例）をビジュアル教材と

してイラスト入りで示した。保健室（保健センタ

ー）等で、健康教育の一環として活用されている。

（Ｂ２判） 

 

 

 

「困ったことがあったとき、付箋に書き出して気持

ちの整理をする」「一人で抱え込まないで誰かに相

談してみよう（気の合う人探し等）」「やる気が起き



 

 

 

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 969 号『日頃からできる心の健康観察法』」[小

学生用]（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 970 号『心と体の健康観察をしよう！』[中高校

生用]（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材通巻

第 971 号『日頃からできる心の健康観察法』」[中

高校生用]（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月 

 

ないときは、深呼吸して『私がんばっているよ！』

のメッセージを送る！」「プラス思考とスモールス

テップで乗り切ろう！」他、『心と体の健康観察を

しよう！』のテーマで、小学生対象の保健教材を作

成した。 

 

 

「自分なりのストレス発散法を見つけよう！（音楽

を聴く等）」「情報をコントロールしよう！」「食事

をきちんと摂ろう」「自分が嫌になったとき、脱出

可能だと自身を信じる（誰にでもあることだと脱出

可能だと信じる等）」他、『日頃からできる心の健康

観察法』のテーマで、小学生対象の保健教材を作成

した。 

 

 

「不安なときは、気晴らしスイッチを探してみよ

う！」「孤独感を感じたときは、『気の合う人探し』

をしよう」「困ったことがあったとき、付箋に書き

出して気持ちの整理をする」「一人で抱え込まない

で誰かに相談してみよう」他、『心と体の健康観察

をしよう！』のテーマで、中高校生対象の保健教材

を作成した。 

 

 

「しんどいときは、自分にプラスメッセージを送ろ

う！」「自分なりのストレス発散法を見つけよう」

「食事は朝昼晩 3 食をきちんと摂ろう」「自分自身

にプラスのメッセージを送ろう！」「人と繋がろう

（話してみよう）！」他、『日頃からできる心の健

康観察法』のテーマで、中高校生対象の保健教材を

作成した。 

 

 

『新しい視点からの教育社会学』大学教育出版：

令和 4 年 3 月発刊【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月

発刊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度中の執筆と編集を終える〈テキストとし

ての活用予定・Ａ5 判・200 頁〉第 1 章: 教育社会

学のアプローチ 第 2 章: 教育社会学から見たカリ

キュラム  第 3 章: キャリア教育と教育社会学  

第 4 章: 現代社会における高等教育  第 5 章: 福

祉の視点から見た教育社会学  第 6 章: 多様化す

る家族のあり方  第 7 章: 不登校・いじめ問題  

第 8 章: 子どもとメディア利用  第 9 章: 特別支

援教育  第 10 章: マイノリティーとジェンダー  

第 11 章: 自殺予防の視点から  第 12 章: 教育社

会学の課題と展望 以上の 12章立てで、住本は、7

章･12 章執筆担当予定。 



 

 

『コンパス教育相談』建帛社：令和 4 年 3 月発刊

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『教職ライブラリ 教職入門－教育学のエッセン

スから学ぶ－』建帛社：令和 5 年 3 月発刊【再

掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

環太平洋大学における学生による授業評価アンケ

ート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学採用時等における学長からの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月

発刊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 3 月

発刊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教育相談」テキストとしての活用・Ｂ5 判・200

頁〉第 1 章:教育相談の意義 第 2 章: カウンセリ

ングの理論と実際  第 3 章: 子どもの発達と教育

相談  第 4 章: 教育相談におけるアセスメント  

第 5 章: 子どもの問題行動と教育相談（事例から考

える）  第 6 章: 開発的カウンセリング技法の活

用  第 7 章: 保護者支援と教育相談  第 8 章: 校

内システムと教育相談  第 9章: 医学と教育の連

携  第 10 章: 学校の危機対応  第 11 章: 教師の

メンタルヘルスと教育相談  第 12 章: 専門機関と

の連携と教育相談 以上の 12章立てで、住本は、1

章･4 章･6 章執筆担当。 

 

 

「教職入門」テキストとしての活用・Ｂ5 判・132

頁〉第 1 章: 第 1 章：教育への基本的視座 第 2

章：日本教育史 第 3 章：西洋教育史 第 4 章：教

員の身分と服務 第 5 章：教員の資質向上と研修     

第 6 章：教育改革の現状 第 7 章：教員としての仕

事と生きがい 第 8 章：学級経営・ホームルーム経

営の基本 第 9 章：生徒指導の実際 第 10 章：教

育実習，教育実習事前・事後指導，教職実践演習   

第 11 章：教員採用試験について 第 12 章：教員の

メンタルヘルス 以上の 12 章立てで、住本は、1

章･11 章･コラム（1 章・3 章・8 章・11 章）執筆担

当。 

 

 

 

双方向授業や、事例を通して学ぶ学習形態、参加

型・体験型学習形態等を取り入れ、全担当科目で９

５点以上の得点を上げ、学生の満足度が非常に高い

（『平成 25 年度 大学最優秀教員賞』受賞。『平成

26 年度 学生による授業評価「受講生 100 人以上

の講義部門」最優秀教員賞』受賞）。 

 

 

 

 

心理士としての実務経験も豊富であり、兵庫県教育

委員会の指導主事としての研修指導もあり、小学校

教師としての具体的な学級経営力も高く、小学校教

員を養成する学級経営学科の教員としては、教育力

が高く、その活躍が期待できる。 

 

 



環太平洋大学における次世代教育学部 教育経営

学科長としての学長からの評価 

 

 

 

 

 

環太平洋大学理事長からの評価 

 

 

 

 

 

 

公立大学法人 新見公立大学 新見公立短期大学 

理事長・学長からの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学における学生による授業評価アンケ

ート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度 

～平成 27 年

度 

 

 

 

 

平成 26 年 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

～平成 31 年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育経営学科長として、学科をまとめ、主に教員を

目指す学生のために、「人間力」「教育力」「国際

力」を高め、資質の高い教員を育成した。平成 25

年度 公立学校教員採用試験に 30 名を合格させるチ

ーム力も備えている。 

 

 

教職センターを中心として、次世代教育学部をまと

め教員採用のための準備カリキュラム実施し、平成

26 年度教員採用試験の 1 次試験の採用者を、延べ

人数で 100 人以上出した。リメディアル教育を構築

してきた組織力を評価する。 

 

 

前任校からの学科長経験を生かし、幼児教育学科長

として、学科運営で手腕を発揮している。平成 31

年度からの短大の４年制への移行でも本学組織の中

核となって事業を進めた。兵庫県教育委員会の主任

指導主事としての研修指導経験（行政・事務経験も

豊富）もあり、公立学校教師としての学級経営力・

生徒指導力・教育相談力も高く、保育教諭を養成す

る幼児教育学科長・健康保育学科長（両学科長兼

務）として、当該教員採用以降の平成 28 年度～平

成 30 年度も進路決定率 100%を達成した（例年ほぼ

100％が保育者採用）。組織運営力の高さはもちろん

のこと、学生からの信頼も厚く、授業力も高く、本

人担当の授業教科では、学生授業アンケートでは常

に、80％以上が大変満足しており、平成 30 年度の

「保育者論」では、「本授業内容については大変満

足している」の回答 100％を達成している。平成三

一年度、短期大学を四大化する中核となっての功績

も評価したい。さらなる活躍が期待できる。 

 

 

対面式とオンライン授業の併用の中においても事例

から学ぶ学習形態や参加型・体験型学習形態、学生

全員にコメントを書く双方向授業等を取り入れ、全

担当科目で平均点以上の授業評価結果[5 点満点

で、4.6 点以上の満足度得点。令和元年度後期 15

時間学生授業アンケート結果：82 人受講科目は、

「4.66（「総合的に満足している」項目：5 段階評

価）」]で学生の満足度も非常に高い。その後も、

「4.660」～「4.85」で推移している。 

 

 

 



奈良学園理事長からの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学学長からの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

～現在に至る 

 

生徒指導、教育相談等の専門性を活かし「2020 年

度 奈良学園 いじめ問題対応教員研修」講師等も担

当、奈良文化高等学校、奈良学園中学校・高等学

校、奈良学園小学校、奈良学園幼稚園、奈良学園登

美ヶ丘中高等、学園全体の教育実践の充実に寄与で

きる得がたい人材である。令和 4 年度より「学園共

同研究（「いじめ防止・対応等、教職員研修プログ

ラム」の開発に関する研究－『学校法人奈良学園』

における『教育相談活動（生徒指導含む）』のネッ

トワーク強化－）も採択し、学園全体の研究教育活

動も中心となってリードしている。 

 

 

 

今までの専門職・役員等の経験（公立大学学科長・

新見市教育委員等）を活かし、大学中期計画策定委

員会 等において自主的に建設的意見を述べ、学部

運営はもとより大学運営を支援している。人間教育

学部人間教育学科員〈小学校専修のリーダー〉とし

て、「人を支える人づくり」運営に全力で協力して

いる。令和 3 年度より「大学評議会・評議員」「小

学校専修長」、令和 4 年度より「自己点検評価委員

会・委員長」「保育教職課程委員会・副委員長」「財

務委員会・副委員長」「小学校専修長」として大い

に活躍している。 

 

 

 

 

 



４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

文部科学省研究指定「社会人基礎力育成カリキュ

ラム開事業」に係る Q-U 結果分析・各担任面談」

「講師」 

 

 

岡山市教育委員会主催「共に成長し合う学級集団

づくり推進事業：研究モデル校 岡山市立竜操中

学校及び同中学校区における市立小学校 3 校」「講

師」 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催事業『思春期サ

ポート事業』講師（スクールカウンセラー）：年間

12 回 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催事業「稲美町生きる

力を育む小・中連携推進委員」『副委員長』 

 

兵庫県立上郡高等学校主催「文部科学省研究指定

『社会人基礎力育成カリキュラム開発事業』にお

ける運営指導委員会」「外部委員・講演会講師」 

 

兵庫県立こどもの館主催「カウンセリング研修 出

張講座「講師」（会場：兵庫県立但馬長寿の郷（対

象は、教員、保育士、保健師、児童福祉施設、教

育相談施設の相談員 等） 

 

兵庫県稲美町立加古小学校主催「稲美町立加古小

学校校内研修会「自尊感情を高めるための発達段

階に応じた指導上の留意点について」「講師」（稲

美町立加古小学校） 

 

兵庫県教育委員会・播磨西教育事務所主催「播磨

西（中播磨地区）生徒指導研修協議会「講師」（会

場：姫路市勤労市民会館） 

 

広島県立教育センター主催「 専門研修講座『学級

（ホームルーム）経営【そこが知りたい！つなが

る学級（ホームルーム）づくり】講座：児童生徒

理解に基づいた学級（ホームルーム）経営と保護

者との信頼関係づくり』」「講師」（広島県立教育セ

ンター） 

 

福崎町立福崎東中学校主催「生徒指導校内研修

会：生徒理解とアイチェックの活用についてⅠ」

「講師」（福崎町立福崎東中学校） 

 

平成 25 年度 

 

                              

  

                                                                                                                            

平成 25 年度 

 

 

 

 

平成 25 年度 

 

 

 

平成 25 年度 

 

 

平成 25年 5

月 

 

 

平成 25年 5

月 

 

 

 

平成 25年 6

月 

 

 

 

平成 25年 6

月 

 

 

平成 25年 6

月 
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各担任からは、検査結果をどのように読み取ればい

いか、それを次年度の活かせるような適切なコメン

トをもらったと高評価を得た。 

 

 

生徒指導上課題の山積している中学校区の生徒指

導、教育相談への指導助言者として、学校現場、特

に道徳教育を核として学級経営に関して話した。 

 

 

『思春期サポート事業』として、継続的に学校に入

り「キャンパスカウンセラー」を務めた。特に不登

校生徒の面談においては、100％再登校できた。 

 

稲美町の各学校園の生徒指導・教育相談をサポート

した。 

 

日常的な指導だけでなく、長期的なカリキュラム開

発を中心になって進めた。 

 

 

人間関係力を高めるカウンセリング技法－構成的グ

ループ・エンカウンターの活用－について、具体的

実践的に学べたと、70 名の受講者の高評価を得

た。 

 

自尊感情を高めるための小学校の発達段階に応じた

指導上の留意点について、すぐに実践できる、具体

的な研修内容であった。特に小学校高学年の児童理

解が自尊感情に大きな影響を与えると指導した。 

 

小・中・高・特別支援学校教職員 110 名を対象に、

『いじめの未然防止、早期発見、早期対応について

-積極的な生徒指導の推進-』で講師を務めた。 

 

小・中・高・特別支援学校教職員 80 名を対象に、

『児童生徒理解に基づいた学級（ホームルーム）経

営と保護者との信頼関係づくり』のテーマで講師を

務めた。保護者にも具体的でわかりやすい内容で、

学校ですぐに実践したいと、受講者から好評であっ

た。 

 

福崎町立福崎東中学校教職員 50 名を対象に、『生徒

理解とアイチェックの活用について』の講師を務

め、分析結果、今後の手立ての指導助言を重ねた。 



 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発：非常勤講師（[ストレート対象授業（1 限

目）、現職院生対象授業（2 限目）夜間コース対象

授業（7 限目）（サテライト）]担当 

 

 

明石市教育研究所主催「事務職員初任者等研修講

座：「講師」（明石市教育研究所） 

 

 

兵庫県内教育研究所連盟 第１回教育相談研究協

議会「講師」（会場：尼崎市立教育総合センター）

対象：兵庫県内教育研究所長 

 

兵庫県西宮市教育委員会主催「『学級経営研修』

「講師」（会場：西宮市立総合教育センター） 

 

 

明石市教育研究所・明石市立藤江幼稚園主催「教

職員研修会」「講師」 

 

姫路市市立安室東小学校主催「不登校防止校内研

修会」「講師」（姫路市市立安室東小学校） 

 

・前半：倉敷市立児島中学校主催「校内研修会」

「講師」（会場：倉敷市立児島中学校）・後半：岡

山市立灘崎小学校主催「校内研修会」「講師」（会

場：岡山市立灘崎小学校）] 

 

兵庫県相生市立若狭野小学校主催「教職員研修

会」「講師」（相生市立若狭野小学校） 

 

 

西脇市教育委員会主催「夏季集中円熟期教職員研

修会」「講師」（生涯学習まちづくりセンター大ホ

ール） 

 

赤磐市教育委員会主催「 赤磐市立高陽中学校ブロ

ック研修会」「講師」（会場：赤磐市立中央図書

館：赤磐市立山陽小学校・山陽西小学校・高陽中

学校：教職員 100 名） 

 

鳥取県教育委員会主催「hyper-QU 活用研修会」「講

師」 （会場：伯耆しあわせの郷） 
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キャリア教育実践プログラムの開発『エンカウンタ

ーによるキャリア教育』」のテーマで「講師」を務

めた。キャリア教育を進める際、エンカウンター技

法を活用することで、児童生徒の自己理解が進み、

教師自身のコミュニケーション力も高めると論じ

た。 

 

『コミュニケーション能力を高めるために』のテー

マで講師を務めた。 

 

 

「教育相談からみたいじめ問題とその対応」の研究

協議会の講師を務めた。教育相談と道徳教育からの

アプローチが好評だった。 

 

カウンセリング技法と道徳教育を活用した学級づく

り－開発的カウンセリング技法や心理テストの実践

的活用法を学ぶ－」の指導をした。 

 

「教員の資質向上について」の講演を務めた。絵本

の紹介など体験を通して指導した 

 

「未然防止と初期対応・事例研究会」の講演を務め

た。不登校防止を道徳教育と関連付けて話した 

 

岡山県からの依頼で、前半は『 総合質問紙調査

「アイチェック」を活用した学級づくり 』を指導

し、後半は『 総合質問紙調査「アイチェック」を

活用した学級づくり 』研修会」の指導をした。 

 

「自他の肯定感を高め、仲間と共に伸びる児童の育

成-カウンセリング技法を活用して」を講演した。

自他の肯定感を高め参加者が親密になった。 

 

『ストレス・マネジメント－学校におけるストレ

ス・マネジメント教育の実際－』」の講師を務め

た。実践的内容でよかったと好評であった。 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図る」の講

師を務めた。生徒指導の困難な中学校区であり、喫

緊の課題が山積しているが、自己肯定感アップを生

徒指導の一環として捉えたいと意見が出た。 

 

「いじめ問題の解消につながる hyper-QU の活用の

仕方」の講演をした。学級のアセスメント法の実際



 

 

鳥取県教育委員会主催「『子どもたちの社会性を育

む事業』地区別研修会」「講師」（講義・指導助

言）（会場：①鳥取市立稲葉山小学校 ②鳥取市立

中ノ郷中学校） 

 

 

 

岡山市教育研究研修センター主催「 岡山市教職員

研修講座」「講師」会場：岡山市教育研究研修セン

ター・対象：岡山市小・中・高等学校教職員 50 名

対象 

 

尼崎市立教育総合センター主催「 道徳教育研修講

座（１）：「講師」（尼崎市立教育総合センター） 

 

山梨県立都留高等学校主催「高校生への授業・講

演」「講師」（対象者：全校生 710 名）] 

 

 

千葉県立幕張総合高等学校主催研修会「講師」（会

場：千葉県幕張高等学校・対象者：教職員 70 名） 

 

岡山県立倉敷南高等学校主催「教育相談・人権教

育教職員研修会」「講師」（会場：岡山県立倉敷南

高等学校） 

 

広島県立教育センター主催「専門研修講座『学校

経営【組織の活性化に向けた学校づくり】講座」

「講師」（広島県立教育センター） 

 

明石市人権教育協議会・就学前教育部会主催「平

成講演会 人権教育を基盤にした『命の教育』の推

進」「講師」 

 

兵庫県伊和高等学校主催「『高校生心のサポートシ

ステム実践・研究発表会」「講師」（会場：兵庫県

伊和高等学校） 

 

赤磐市教育委員会主催「赤磐市子育て講座立高陽

中学校ブロック研修会」「講師」（会場：赤磐市立

山陽小学校） 

 

 

兵庫県立こどもの館主催「家庭教育相談員パワー
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月 

 

 

平成 25年 10

月 

 

 

平成 25年 10

月 

 

 

平成 25年 10

月 

 

 

平成 25年 10
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平成 25年 11

を学べる内容だった。 

 

いじめ問題「『子どもたちの社会性を育む事業』地

区別研修会：①子どもの居場所を確かなものにする

学級経営－hyper-QU の活用を通して－②心の教育

を通した集団づくり－ハイパーQU を活かして－」

の講師を務めた。学級のアセスメント法、hyper-QU

の実際を学ぶ研修会だった。 

 

「学級集団アセスメント研修講座」において講師を

務めた。学級集団アセスメントの実際について、演

習を通じて理解することができた、教育現場へ持ち

帰り広げたい等、受講者に大変好評であった。 

 

『命の大切さ』を実感させる道徳指導の在り方につ

いて考える－」において講師を務めた。 

 

「体験を通して学ぶ『命の教育』－『アイチェッ

ク』を通して考える互いを認め、高め合う人間関係

の構築について－」において講師を務めた。 

 

「アイチェック」を活用した学級づくり－「心の教

育」をベースにして－」において講師を務めた。 

 

『人権教育をベースにした教育相談の進め方－カウ

ンセリング技法を活用して－』」において講師を務

めた。カウンセリング技法の実際を学ぶ研修だった 

 

「一人一人のやる気と能力を引き出すために」をテ

ーマに講師を務めた。組織を活性化させるための具

体的手立てについて、講演した。 

 

幼稚園でのお誕生会が命の教育であり、道徳性の芽

生えに繋がると再確認した講演である。命にかかわ

る絵本の読み聞かせの継続の意義を論じた。 

 

「不登校支援の在り方を考える－学級づくりをテー

マとして－」ついて講演し、不登校生徒への支援の

実際を理解することができたと好評であった。 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図る」にお

いて講師を務めた。ＰＴＡ等職員 70 名が対象であ

ったが、認める子育て法が実感できた等、高い評価

を得た。 

 

「構成的グループ・エンカウンターの理論と実際」



アップ講座『カウンセリング研修会』」「講師」（会

場：兵庫県立こどもの館） 

 

 

 

兵庫県三木市教育委員会主催「同和教育 伝承講

座」「講師」（会場：三木市立教育センター）対

象：三木市小・中学校教職員 70 名 

 

福崎町立福崎東中学校主催「生徒指導校内研修

会」「講師」（福崎町立福崎東中学校）対象：教職

員 50 名 

 

 

兵庫県丹波市立神楽小学校主催「丹波市立神楽小

学校校内研修会『支援を要する児童の支援につい

て』」「講師」 

 

 

兵庫県立上郡高等学校主催「文部科学省研究指定

『社会人基礎力育成カリキュラム開発事業』に係

るインターンシップ成果報告会・講評会及び研究

協議（第 3 回運営指導委員会分科会）」「講師」 

 

科学研究費基盤研究（Ｂ）（平成 24 年度～平成 26

年度）「いのちの教育カリキュラムの開発研究」 

 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「平

成 25 年度石川県教育センター担当者研修講座（講

義・演習）「講師」３回（会場：県内 3 か所、対

象：小・中・高・特別支援学校教職員 900 名] 

 

NPO 日本教育カウンセラー協会主管・愛媛県教育カ

ウンセラー協会主催「教育カウンセラー養成講座  

基礎コース：『公開講座：ひとりひとりを大切にす

る集団づくり－対話のある授業、不登校・いじ

め・虐待などの諸問題に対応するために－」「講

師」（会場：松山市総合コミュニティセンター） 

 

兵庫県情緒障害教育研究会主催「兵庫県情緒障害

教育研究大会 尼崎大会「講師」（会場：あましん

アルカイックホール・尼崎市立成良中学校） 

 

日本教育新聞社主催「『教育セミナー関西 2013 -

教師が変われば、子ども・学校・地域が変わる-』

月 
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平成 26 年度 

 

について講師を務めた。「温かい人間関係の中で、

自己理解や信頼関係を進め、深めることができた」

等、受講者自身がカウンセリングの効果を納得でき

た。 

 

「人権教育をベースにしたいじめ・不登校の未然防

止について」について講演した。いじめ・不登校の

未然防止を道徳教育と関連付けながら説明した。 

 

『生徒理解とアイチェックの活用についてⅡ』のテ

ーマで講師を務めた。各担任へ個別に①１学期との

比較 ②２学期の分析結果 ③今後の指導の方向性

等、指導助言を行った。 

 

教職員を対象に『支援を要する児童の支援につい

て』のテーマで、事例研究会の講師を務めた。「参

加者が元気になる事例研究会だった」等の評価を得

た。 

 

年度を追うごとに参加の生徒は、社会人として働く

意味が理解できてきており、教職員からは「適切な

指導助言により、昨年度より効果の上がったインタ

ーンシップができる」等の意見が出た。 

 

研究分担者として、「『いのちも教育』予備調査から

見えてきたもの―児童・生徒のいのちに対する意識

の実態―」を調査分析した（代表：梶田叡一） 

 

『いじめ問題対策チーム対応力向上講座』：いじめ

の未然防止と初期対応」での講師を務めたが、受講

生からは質問が活発に出、高い評価を得た。 

 

 

教育カウンセラー養成講座の講師を務めた。９０名

の参加者からは、「体験を通して自己発見すること

が多く、自己理解が進んだ」「参加型・体験型の研

修で、受講者が互いにリレーションを形成しなが

ら、めあてに迫ることができた」等の意見が多く、

高評価を得た。 

 

「不登校傾向のある子供の理解と支援」で、助言と

講師を務め、「心を耕す道徳との関連した具体的な

実践例を紹介してもらった」等の感想が多く出た。 

 

分科会=特別支援・カウンセリング、支援するとい

うことを問う 総括シンポジウム「姫路の教育から



●分科会=特別支援・カウンセリング、支援すると

いうことを問う ●総括シンポジウム「姫路の教

育から日本の教育を考える-学校間連携の在り方を

探る-」「講師」（会場：姫路市市民会館） 

 

明石市教育委員会主催事業「平成２６年度 教科

用図書明石地区協議会」「委員」 

 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催「いじめ対策委

員会」「学識経験者・委員」：対象：岡山県立東岡

山工業高等学校教職員 

 

 

公益財団法人 私立大学通信教育協会 平成 26 年

度運営委員会「運営委員」 

 

 

 

兵庫県立上郡高等学校主催「文部科学省研究指定

『社会人基礎力育成カリキュラム開発事業』に係

る職員研修会」「講師」 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発『開発したプログラムの発表・指導助言』」

非常勤講師 [①現職院生対象授業、②夜間コース

対象授業（サテライト）]担当 

 

鳥取県教育委員会主催「『子どもたちの社会性を育

む事業』地区別研修会」に係る「講師」（会場：①

鳥取市立桜ヶ丘中学校～②鳥取市立若葉台小学校

～③鳥取市立津ノ井小学校～④鳥取市立米里小学

校～白兎会館） 

 

兵庫県加東市連合 PTA・加東市教育委員会主催

「PTA PTCA 活動支援事業実践発表大会：私たちの

子供は私たちの手で！－家庭・地域・学校のコミ

ュニケーションで見守り育む－」「講師」（会場：

兵庫県加東市滝野文化会館 対象：教職員、保護

者等 300 名） 

 

兵庫県立上郡高等学校主催「文部科学省研究指定

『社会人基礎力育成カリキュラム開発事業』に係

る研究発表会及び学習成果発表会」「講師」 
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平成 26年 2

月 

 

 

 

 

平成 26年 2

月 

 

 

 

 

 

平成 26年 2

月 

 

 

日本の教育を考える-学校間連携の在り方を探る-」

において講師を務めた。「特別支援教育において実

践できそうな手立てを紹介してもらい大変参考にな

った」等の感想が多く、高評価を得た。 

 

「委員」として、教科用図書の採択を進めた。適正

かつ公正な採択の確保ができたと高評価を得た。 

 

 

「学識経験者・委員」として、生徒指導事例に対し

て助言・指導した。「道徳教育と関連した予防的な

取り組みを理解した」等の感想が多くあった。 

 

 

テーマ「授業・試験並びに成績」を中心にして、計

12 大学の企画・運営・進行・助言・報告書を作成

した。特に住本は、専門領域から、クレームの対応

事例への助言を行った。 

 

高校生活で適切な進路を選択できる社会人基礎力を

つけるための、実現可能なカリキュラム開発を中心

になって進めた。 

 

キャリア教育実践プログラムの開発を実践した院生

に対して、指導助言をした。キャリア教育を就職指

導と狭くとらえがちな院生からは、「最新の研究成

果を盛り込んだわかりやすい助言だった」と、大変

好評であった。 

 

各校を視察・授業観察後、それを踏まえ、講演会場 

（白兎会館）で、心理テストＱ－Ｕを活用した学級

づくり・学校づくりについての講演をし、「児童生

徒の実態を的確に把握し、具体的な手立ても明示さ

れた」と受講者から、高評価を得ることができた。 

 

PTA、PTCA 活動の実践発表「私達の子供は私たちの

手で！－家庭・地域・学校のコミュニケーションで

見守り育む－」について助言をし、家庭・地域・学

校、三者の連携の取り方のポイント、留意点につい

て話し、受講者からは「三者の立場に立ち、共感を

キーワードに助言をもらった」と好評であった。 

 

生徒の研究発表会及び学習成果発表会の講師として

助言、講演をした。生徒からは「研究を評価され、

次のステップも明示され、参考になった」と、好評

で、その内容は、報告書にまとめた。 



 

兵庫県加東市立滝野南小学校主催「『学級集団アセ

スメント』事業に係る研修会：学級集団づくり QU

テストの活用について」「講師」 

 

尼崎市立教育総合センター主催「平成 25 年度 教

育研究部会」「講師」 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「稲美町生きる力を

育むための小・中連絡推進委員会」「講師：副委員

長」（会場：兵庫県稲美町いきがい創造センター） 

 

兵庫県立但馬やまびこの郷主催「不登校推進に係

る研修員の研修成果発表会」に係る「指導助言講

師」 

 

兵庫県加古川市立加古川北公民館主催「『山手寿大

学（高齢者大学）』：カウンセリング技法を活用し

た人間関係づくり」「講師」（対象 200 名） 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催事業「『思春期サ

ポート事業』」講師 年間 12回 

 

兵庫県加東市立滝野中学校主催「『学級集団アセス

メント』事業に係る研修会：学級集団づくり QU テ

ストの活用について」「講師」 

 

 

ＴＶ朝日「ナニコレ珍百景『割れない？生タマ

ゴ』」【珍百景 No.1912】※心理学の立場から解説 

 

 

 

 

 

稲美町教育委員会主催「第１回稲美町生きる力を

育むための小・中連絡推進委員会：「小中学校にお

ける問題行動の状況」「講師（副委員長）」（会場：

兵庫県稲美町役場コミュニティセンター） 

 

ＪＣＩ龍野青年会議所主催講演会：「講師」「演

題：子どもの心みつめていますか」（会場：兵庫県

揖保郡太子町あすかホール 対象は学校関係者

等、約 250 名） 

 

 

平成 26年 2

月 

 

 

平成 26年 2

月 

 

 

平成 26年 3

月 

 

 

平成 26年 5

月 

 

 

平成 26 年度 

 

 

 

平成 26年 5

月 

 

平成 26年 6

月 

 

 

 

平成 26年 6

月 

 

 

 

 

 

平成 26 年度 

 

 

 

 

平成 26年 7

月 

 

 

 

 

年間 2 回実施した心理テストの分析と解説をした。

「次年度の学級づくりに生かせる内容の講演だっ

た」と、受講した教職員から高い評価を得た。 

 

教育総合センターのアドバイザーとして、研究発表

者の教育相談事例発表への指導助言を担当した。 

 

 

各校の校長、生徒指導担当者より 1 年間の取組の発

表に対して、助言した。参加者からは「各事例に対

して的確な助言と感想があった。 

 

不登校推進に係る研修員の研修成果発表に対して、

指導助言講師を務めた。 

 

 

「高齢者大学」で講演。「カウンセリング技法を活

用することで、人間関係が好転することを指導し

た。受講した高齢者からの評価が高かった。 

 

「キャンパスカウンセラー」を務めた。不登校生の

面談では 100％再登校へと支援することができた 

 

5 月に実施した心理テストの分析と解説をした。受

講者からは「明日からの学級づくりに生かせる」

と、受講した教職員から高い評価を得ることができ

た。 

 

「人間にはある行動がどのような結果を生み出すか

を予期・予見する予期機能があり、タマゴを強く握

ると割れてしまうかもということを想像して無意識

のうちに割れないようにブレーキをかけているた

め、タマゴが割れにくくなる」と論じた（ＴＶ朝日

ＨＰより） 

 

問題行動の状況について中学校区ごとによる話し合

いがあり、講師（副委員長）として助言した。各校

の校長、生徒指導担当者から、今後の指導に生かせ

る等、高評価を得た。 

 

演題は、「子どもの心みつめていますか」で、対象

は主に学校関係者であったが、講演後、多くの保護

者が残られ、それぞれの相談に応じた。受講者から

は専門家による講演会を継続の要望が出た。 

 



兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発『エンカウンターによるキャリア教育』」非

常勤講師 ①[ストレート対象授業（1 限目） ②現

職院生対象授業（2 限目） 夜間コース対象授業（7

限目）（サテライト）]担当 

 

 

 

兵庫県立上郡高等学校主催事業「心のサポート事

業研究開発校『コミュニケーションの在り方実践

研究』：i-check データからみるクラス経営」「講

師」 

 

明石市教育研究所主催事業「明石市教育委員会ス

ーパーバイザー派遣事業」「講師」（場所：明石市

教育研究所、対象：明石市立中崎小学校教職員） 

 

 

兵庫県西宮市教育委員会主催「学級経営研修」「講

師」（会場：兵庫県西宮市立総合教育センター） 

 

倉敷市立福田中学校主催「研修会」「講師」（会

場：ライフパーク倉敷） 

 

鳥取市小学校長会主催事業「鳥取市小学校長会第 1

回自主研修会」「講師」（場所：白兔会館、対象：

鳥取市立小学校校長 45 名） 

 

伊丹市立総合教育センター主催事業「生徒指導研

修：積極的な生徒指導の推進―いじめ、不登校

等、児童生徒の問題行動の未然防止のために―」

「講師」 

 

岡山市教育研究研修センター主催「 岡山市教職員

研修講座」「講師」（場所：岡山市教育研究研修セ

ンター）（対象：岡山市立小中高等学校 教職員 50

名） 

 

「赤磐市 高陽中学校ブロック研修会」「講師」（場

所；赤磐市立中央図書館・対象：高揚中学校区教

職員 150 名） 

 

日本生徒指導学会主催「日本生徒指導学会関西地

区研究会第７回大会」「講師」（場所：京都教育大

学） 

平成 26年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 7

月 

 

 

 

平成 26年 7

月 

 

 

 

平成 26年 7

月 

 

平成 26年 8

月 

 

平成 26年 8

月 

 

 

平成 26年 8

月 

 

 

 

平成 26年 8

月 

 

 

 

平成 26年 8

月 

 

 

平成 26年 8

月 

 

キャリア教育実践プログラムの開発において、開発

的カウンセリング技法を生かしたプログラム開発に

ついて研修を行った。「とてもわかりやすく、実践

的に学べた」と、現職教諭の受講者からも高評価を

得た。 

 

 

 

 

『コミュニケーションの在り方実践研究』の一環

で、各クラスの i-check データを分析し、担任へ助

言した。「実際の学級指導に生かせる」と高い評価

を得た。 

 

スーパーバイザーとして、「子どもの人間関係を円

滑にする取組の理論と実際」のテーマで講演。「双

方向形式で楽しく学べた」と、受講者から高評価を

得た。 

 

「カウンセリング技法を活用した学級づくり」研修

会の講師を務めた。 

 

「『総合質問紙調査「アイチェック」を活用した学

級づくり 』研修会の講師を務めた。 

 

「教員の授業力・学級経営力向上をめざす校長の役

割」の研修会で講師を務めた。「とても実践的な内

容で参考になった」と、受講者から高評価を得た。 

 

生徒指導研修：積極的な生徒指導の推進―いじめ、

不登校等、児童生徒の問題行動の未然防止のために

―」研修会の講師を務めた。「参加型・体験型の形

式の研修だった。 

 

「学級集団アセスメント研修講座」の講師を務め

た。「とても実践的な内容で、昨年度同様、大変参

考になった」と、受講者から高い評価を得た。 

 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図る－役

割・期待・承認－2 年目研究の進め方・成果と課

題」で講師を務めた。研究の振り返りを指導した。 

 

分科会『学級経営』」の講師を務めた。生徒指導の

新たな在り方を、一般的に理解されない等の悩み等

が率直に出され、助言を行った。 



 

鳥取県教育委員会主催事業研究会「講師」（場所：

倉吉体育文化会館、対象：県内高等学校教職員 40

名） 

 

 

兵庫県宝塚市光ガ丘中学校主催事業「校内研修

会」「講師」 

 

鳥取県岩美町立岩美南小学校主催事業「鳥取県教

育委員会・岩美町立岩美南小学校：学校外部評

価・指導講評・研修」「外部評価委員」「講師」（場

所：岩美町立岩美南小学校 対象：教職員 50 名） 

 

尼崎市立武庫小学校主催事業「『こころの教育推進

事業：体験、〈いのちの教育〉』「講師」（場所：尼

崎市立武庫小学校、対象：小学５、６年児童 140

名と保護者） 

 

赤磐市立高陽中学校主催「高陽中ブロック授業研

究会：授業参観と指導助言」「講師」（場所；赤磐

市立高揚中学校・対象：高揚中学校区教職員 100

名） 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：非常勤講師（兵庫教育大学） 

 

鳥取県教育委員会主催「hyper-QU 活用研修会」「講

師」対象：鳥取県立高等学校学校長、生徒指導主

事等 40 名：会場；鳥取県立倉吉総合産業高等学校 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：「キャリア教育実践プログラム

の開発」非常勤講師※昼間クラス：夜間クラス）

担当 

 

赤磐市立山陽小学校主催「赤磐市立山陽小学校校

内研修会」「講師」：対象：高陽中学校区教職員 

 

明石市教育委員会「スーパーバイザー派遣事業」・

明石市立鳥羽小学校主催「明石市立鳥羽小学校校

内研修会」講師：対象：明石市立鳥羽小学校教職

員 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「稲美町生きる力を

育むための小・中連携推進委員会：問題行動の状

 

平成 26年 8

月 

 

 

 

平成 26 年度 

 

 

平成 26 年度 

 

 

 

 

平成 26年 10

月 

 

 

 

平成 26年 11

月 

 

 

 

平成 26年 12

月 

 

平成 27年 1

月 

 

 

平成 27年 1

月 

 

 

 

平成 27年 1

月 

 

平成 27年 1

月 

 

 

 

平成 27年 2

月 

 

「hyper-QU 活用研修会：hyper-QU を活用した学級

づくり」の講師を務めた。「とても実践的な内容

で、昨年度に引き続き参考になった」と、高い評価

を得た。 

 

「校内研修会（学級づくり）：開発的カウンセリン

グ技法を活用した学級づくり」の講師を務めた。 

 

「カウンセリング技法を活用した学級づくり」の外

部評価委員・講師を務めた。校長から「教職員を元

気づける外部評価であり、実践的な内容の研修あり

次年度も依頼したい」と、評価を得た。 

 

体験、〈いのちの教育〉の道徳授業で生命尊重項目

を担当した。授業を受けた高学年児童は「命は一つ

だから大切にしたいと強く思った」、保護者は「親

子や家族の絆について考える」等の感想を述べた。 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図るための

効果的な取組について：授業参観と指導助言」を行

った。 

 

 

学校における『心の教育』と道徳指導の実践研究」

の講師を務めた。 

 

「学級づくりにおいて生徒指導の果たす役割やその

推進の実践的な内容で、第 1回に引き続き、大変参

考になった」と、受講者から高い評価を得た。 

 

「キャリア教育実践プログラムの開発」の講師を務

めた。「キャリア教育の専門家の貴重な助言をいた

だき、大変参考になった」と、受講者から評価を得

た。 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図る―役

割・期待・承認―」で講師を務めた。 

 

明石市教育委員会主催の研修会「講師」を務めた。

学級経営と学力向上について、参加型・体験型研修

のため実践的に学べたと受講者から評価を得た。 

 

 

委員会の副委員長として講話を行った。各校の小中

校長、生徒指導担当者より 1年間の取組の事例発表



況、小中連携等」「講師」対象：稲美町教育委員会

職員・町内小中校長、生徒指導担当者 

 

鳥取市教育委員会・鳥取市公立学校教頭会主催

「管理職としての『いじめ未然防止・早期発見・

早期対応』」「講師」 

 

 

 

伊丹市立伊丹高等学校主催 「教員研修会：生徒

が主体的に活動する学級経営について」「講師」対

象：教職員 56 名 

 

兵庫県立上郡高等学校主催事業「心のサポート事

業研究開発校『コミュニケーションの在り方実践

研究』：i-check データからみるクラス経営」「講

師」 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催事業『思春期サ

ポート事業』」講師（スクールカウンセラー）年間

12 回 

 

東広島市いじめ問題調査委員会参加 

 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「第１回稲美町生き

る力を育むための小・中連絡推進委員会：問題行

動の状況」「講師（副委員長）」（会場：稲美町役場

コミュニティセンターホール） 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発『エンカウンターによるキャリア教育』」非

常勤講師 ①[ストレート対象授業（1 限目） 、②

現職院生対象授業（2 限目）、夜間コース対象授業

（8 限目）（サテライト）]担当 

 

岡山市教育委員会主催「適応指導教室 職員研修

会」「講師」（会場：岡山市適応指導教室 対象：

岡山市適応指導教室職員） 

 

 

赤磐市立高陽中学校主催「赤磐市立高陽中学校校

内研修会：自己肯定感の育成をもとに学力向上を

図る―役割・期待・承認―：i-check データからみ

 

 

 

平成 27年 2

月 

 

 

 

 

平成 27年 3

月 

 

 

平成 27 年度 

 

 

 

 

平成 27 年度 

 

 

 

平成 27年 5

月 

 

 

平成 27年 6

月 

 

 

 

平成 27 年度 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 7

月 

 

 

 

平成 27 年度 

 

 

に対して、助言をした。参加者からは「次年度から

の指導に生かせる」等の感想を得た。 

 

「管理職としての『いじめ未然防止・早期発見・早

期対応』」において学校づくりと生徒指導教員育成

の視点で講師を務めた。 

 

 

 

受講者からは「高校生独特の事例についての紹介も

多く、大変分かりやすく、とても実践的な内容であ

った」と、高評価を得た。  

 

前回に引き続き、各クラスの i-check データを分析

し、担任へ助言した。1 学期との比較が受講者に好

評だった。 

 

 

「キャンパスカウンセラー」を務めた。不登校生の

面談では、昨年度に引き続き、100％再登校へと支

援することができた。 

 

いじめ問題調査委員会設置条例に基づき、教育委員

会から、「学識経験者」として委嘱され、会議等で

は、専門的知見から、助言等し実効を上げている。 

 

平成 26 年度の小・中学校における問題行動の状況

について、中学校区ごとに、話し合いがあり、講師

（副委員長）として助言をした。 

 

 

キャリア教育実践プログラムの開発において、開発

的カウンセリング技法（構成的グループエンカウン

ター）を生かしたプログラム開発について研修を進

めた。「キャリア教育の要は、人間関係づくりであ

ると確信できたし、たくさん実践のヒントを得た」

と、受講者からも高評価であった。 

 

不登校児童生徒の支援にとって、心的エネルギーを

いかに高めるか、その手立てについて研修を進め

た。研修後も市内から、たくさん問い合わせがあっ

た。 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図るための

効果的な取組について：授業参観と指導助言」で講

師を務めた。受講者からは「エビデンスが明確で、



る研究推進効果」講師：対象：高陽中学校区教職

員 

 

岡山県教育委員会主催「明るい学校づくり支援事

業における活用力向上（指導者派遣）：心理検査の

分析活用による学級集団の実態把握、課題の明確

化、いじめ、暴力行為、不登校等の未然防止等に

よる学校づくり指導助言」「指導者」：津山市立津

山西中学校②笠岡市立笠岡東中学校③津山市立勝

北中学校 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「不登校支援

の在り方を考える －「学級づくり」をテーマとし

て－」対象：小中高等学校生徒指導・教育相談担

当教員 500 名 

 

鳥取県教育委員会主催 「hyper-QU 活用研修会」

「講師」（場所：倉吉体育文化会館、対象：県内高

等学校教職員 70 名） 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「委員（学識

経験者）」（会場：滋賀県庁） 

 

三木市教育センター専門研修講座「『カウンセリン

グで高める教師力』－カウンセリング技法を活用

した学級づくり－』「講師」（対象：小中教職員 30

名 会場：三木市教育センター） 

 

兵庫県多可町立加美中学校主催「専門研修会：Q-U

を活用した学級づくり」「講師」（対象：多可町教

職員 50 名 会場：加美中学校体育館） 

 

明石市教育委員会「スーパーバイザー派遣事業」・

明石市立貴崎小学校主催「校内研修会：学級経営

をベースにした学力向上について」講師 

 

鳥取県教育委員会主催「認め合い、高め合う豊か

な学級集団づくり」研修：カウンセリング技法を

活用した学級づくり」「講師」（会場：琴浦町生涯

学習センター 対象：小中教職員 50 名） 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「初

任者研修「生徒理解Ⅳ」：いじめ・非行等問題行動

とその対応や未然防止」「講師」（会場：石川県教

育センター 対象：中学校 52名、高等学校 68

名） 

 

 

 

平成 27年 8

月 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 8

月 

 

 

 

平成 27年 8

月 

 

 

平成 27年 8
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実践がスムーズにできる」と意見が出た。 

 

 

心理検査を活用し、暴力行為等、特に問題行動が多

発している県下中学校を年間複数回訪問し、指導助

言をする事業の指導者を担当。「具体的でわかりや

すい研修内容であった」「教師自身が、一息つける

研修内容であった」等の、研修後の声が多く、各校

２学期以降も助言することになった。 

 

 

不登校児童支援の具体的手立てについて研修を進め

た。「不登校を予防する学級づくりこそ大切だと実

感した」「事例についても相談したい」と、研修後

も問い合わせが多かった。 

 

「hyper-QU 活用研修会：hyper-QU を活用した学級

づくり」の講師を務めた。「実践的な内容で、本年

度はさらに深まった」と、高い評価を得た。 

 

いじめ問題調査委員会条例に基づき、教育委員会か

ら、「学識経験者」として委嘱された。 

 

「教師力」を高めるため、カウンセリングの技法を

研修してもらうことを目的とした研修の講師を務め

た。「２学期から早速活用したい」「学級経営に即生

かせる内容だった」と、評価も高かった。 

 

生徒指導には教師の観察だけでは、不十分で、それ

に加え、心理検査が必要であるとの趣旨から、研修

会が開催された。 

 

明石市立貴崎小学校教職員を対象に講師を務めた。

「学級経営と学力向上について、実習形式で、実践

的に学べた」と、受講者から高い評価を得た。 

 

学級づくりのポイントとして、①児童生徒理解の工

夫 ②カウンセリング技法の活用 以上２点を中心

に、参加型・体験型での研修を進めた。心を育てる

道徳教育を基本にすることが重要と強調した。 

 

①学級経営をベースにした取組②学級づくりの中心

には道徳教育や特別活動を活用した「心の教育」

「命の教育」を据える③カウンセリング技法の活

用、以上３点を中心に参加型体験型での研修を進め

た。 



 

明石市教育委員会２７年度「スーパーバイザー派

遣事業」・明石市立王子校主催「明石市教育委員

会・明石市立王子小学校校内研修会：認め合い、

高め合う豊かな学級集団づくり」研修 ①カウン

セリング技法を活用した学級づくり  ②ユニバー

サルデザインの視点からの学級づくり」講師 

 

 

鳥取県教育委員会・岩美町立岩美南小学校主催事

業「平成２７年度 鳥取県教育委員会・岩美町立

岩美南小学校：学校外部評価・指導講評」「講師」

（場所：岩美町立岩美南小学校 対象：教職員 30

名） 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：学校における『心の教育』の

実践研究」非常勤講師（兵庫教育大学神戸サテラ

イト） 

 

滋賀県教育委員会主催「平成 27 年度 生徒指導上

の課題解決に係る管理職等研修会：いじめ・不登

校問題への対応－『いのちの教育』の実践より

－」「講師」14:50～16:10 会場：栗東芸術文化会

館さきら 大ホール 対象：滋賀県教育委員会管

轄 管理職 300 名） 

 

岡山県教育委員会「明るい学校づくり支援事業に

おける活用力向上「指導者」（H27.3.23 付委嘱）。 

 

 

東広島市教育委員会 「東広島市いじめ問題調査委

員会」「委員」（H27.3.24 付委嘱）。 

 

 

滋賀県教育委員会「滋賀県立学校いじめ問題調査

委員会」「委員（学識経験者）」（H27.3.24 付委嘱） 

 

 

岡山県いじめ問題対策連絡協議会「会長」 

 

 

 

「大学コンソーシアム岡山」運営委員会「運営委

員」 
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「認め合い、高め合う豊かな学級集団づくり」のテ

ーマで研修を進めた。特に，「ユニバーサルデザイ

ンの視点からの学級づくり」では，質疑応答が活発

であった。 

 

 

 

 

外部評価委員として，学校評価を実施した。改善点

を具体的に話した上で，教職員研修も実施し，学級

経営，学年・学校運営のポイントを示したので，次

回も派遣依頼を受けた。 

 

 

「『心の教育』の実践事例」について、特に不登校

対策支援の手立てについて講義を進めた。「不登校

支援の様々な実践方法を学べた」と、受講者からも

高い評価であった。 

 

管理職を対象にした研修で、管理職の立場で，どう

生徒の問題行動と向き合うかについて研修を進め

た。「事例についても直接相談したい」と、研修後

も問い合わせが多くあった。 

 

 

 

岡山県教育委員会より「道徳を視点に置いた学級集

団の課題等を明確にして対応や指導等を検討し、望

ましい学級集団育成」専門家の委嘱を受けた。 

 

日本教育カウンセラー協会事務局の推薦により「東

広島市いじめ問題調査委員会」「委員（学識経験

者）」として委嘱された。 

 

日本生徒指導学会の推薦により「滋賀県立学校いじ

め問題調査委員会」「委員（学識経験者）」として委

嘱された。 

 

岡山県教育委員会より「岡山県いじめ問題対策連絡

協議会」「会長」として委嘱された。 

 

 

「大学コンソーシアム岡山」運営委員会「運営委

員」として委嘱された。 

 



 

岡山県保育士養成協議会「理事」（平成２９年３月

まで） 

 

 

新見市子ども・子育て支援事業「新見市子ども・

子育て支援会議」「委員長」 

 

 

新見市教育委員会「教育委員」（平成３２年３月ま

で） 

 

 

岡山県教育カウンセラー協会主催（NPO 日本教育カ

ウンセラー協会主管・岡山県教育委員会後援･岡山

市教育委員会後援・倉敷市教育委員会後援・岡山

いのちの電話協会後援）、2016 年教育カウンセラー

養成講座（岡山会場）「構成的グループ・エンカウ

ンター」「講師」（会場：岡山国際交流センター）3

時間 対象：保育所･幼稚園･小･中･高等学校教職

員･カウンセラー･福祉･保健･医療･教育関係者･学

生等 80 名 

 

NPO 日本教育カウンセラー協会主管・愛媛県教育カ

ウンセラー協会主催「教育カウンセラー養成講座  

基礎コース「対話あのある授業－『いのちを育て

る関わり方』指導者の必要なカウンセリング能力

とは－」「講師」（会場：松山市総合コミュニティ

センター） 

 

NPO 日本教育カウンセラー協会主管・富山県教育カ

ウンセラー協会主催「教育カウンセラー養成講座

（富山会場）「基礎講座：保護者対応の心理学－信

頼される教師であるために－」「講師」（会場：サ

ンシップ富山）・「グレードアップ講座：事例研

究・スーパービジョン－事例研究の方法と進め方

－」「講師」（会場：サンシップ富山） 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「平

成 27 年度 カウンセラー教員養成研修（講義・演

習）児童生徒の心の理解と問題行動の未然防止の

ために－いじめ・不登校防止，『いのちの教育』の

教育実践より－」「講師」（会場：石川県教育セン

ター 対象：全県 高等学校教員・特別支援学校

教員 250 名） 
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岡山県保育士養成協議会「理事」として委嘱され

た。 

 

 

新見市より，新見市子ども・子育て支援事業「新見

市子ども・子育て支援会議」「委員長」として委嘱

された。 

 

新見市教育委員会「教育委員」として委嘱された。 

 

 

 

対象が、保育所･幼稚園･小･中･高等学校教職員･カ

ウンセラー･福祉･保健･医療･教育関係者･学生等

で、計 100 名の受講者であった。受講者からは、

「実践的な内容で、すぐに現場で、子ども支援、保

護者支援に活用したい」「専門性はもちろん、自分

自身の実践や生き方を見つめ直すことができ、自身

の人間性を高めることができる講座内容であった」

等の意見が多く、好評であった。 

 

 

教育カウンセラー養成講座の講師を務めた。幼稚園

教諭、保育士、小中高特別支援学校教員等、９５名

の参加者からは、「参加型・体験型研修で、深い学

びができた」「双方向で、交流しながら、めあてに

迫ることができた」等の意見が多く、高い評価を得

た。 

 

対象が、保育所･幼稚園･小･中･高等学校教職員･カ

ウンセラー･福祉･保健･医療･教育関係者･学生等

で、各講座、50 名ずつ、計 100 名の受講者であっ

た。受講者からは、「実践的な内容で、すぐ子ども

支援、保護者支援に活用したい」「専門性、人間性

を高めることができる講座内容であった」等の意見

が多く、好評であった。 

 

「児童生徒の心の理解と問題行動の未然防止」につ

いて、特に、いじめ・不登校対策の手立てについて

講義を進めた。「いじめ、不登校対策の様々な実践

方法を学べた」と、受講者からも高い評価であっ

た。 

 

 

 



鳥取県教育委員会・岩美町立岩美南小学校主催事

業「平成２７年度 鳥取県教育委員会・岩美町立

岩美南小学校：学校外部評価・指導講評」「講師」

（場所：岩美町立岩美南小学校） 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立上郡高等学校主催事

業「平成２７年度 心のサポート事業研究開発校

『コミュニケーションの在り方実践研究』：i-

check データからみるクラス経営」「講師」 

 

 

 

兵庫県東播磨カウンセリング研究会主催 平成 28

年度研修会「『いのちの教育』をどう進めるか－悩

み相談やアンケート結果から見えてきたもの－」

「講師」 

 

赤磐市教育委員会 赤磐市立山陽東小学校ＰＴ

Ａ・青少年育成協議会 主催 研修会「多様な子

ども達に自信や意欲を持たせる関わり方－自己肯

定感を高める関わりを持つために－」「講師」（会

場：赤磐市立山陽東小学校） 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立智頭農林高等学校主

催 職員研修会「開発的カウンセリング技法を活

用した学級づくり－グループアプローチをクラス

づくりに生かす際のポイント－」「講師」（会場：

鳥取県立智頭農林高等学校） 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催事業「平成２８年度 『思春期サポート事

業』」講師（スクールカウンセラー）（年間 12 回） 

 

明石市教育委員会・明石市教育研究所主催事業

「平成２８年度 明石市教育委員会スーパーバイ

ザー派遣事業：道徳教育から考える子どもの人間

関係づくり」「講師」（場所：明石市教育研究所、

対象：明石市立鳥羽小学校教職員） 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立相生産業高等学校主

催事業「平成２８年度 心のサポート事業研究開

発校アサーションで人間関係づくり－カウンセリ

ング技法を活用したコミュニケーション力の育成

－」「講師」 

 

神港学園神港高等学校主催「平成 28 年度 神港学
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平成 28年 7

「学校外部評価・指導講評」の「講師」を務めた。

「次年度に活かせる、具体的な話だった」と、教育

委員会、小学校管理職、教職員からも好評であっ

た。 

 

心のサポート事業研究開発校で、「コミュニケーシ

ョンの在り方実践研究－i-check データからみるク

ラス経営－」のテーマで、講演をした。「個への向

き合い、集団への向き合いのバランスを意識しよう

と思った。有益であった」等の意見が多く、高い評

価を得た。 

 

「実践的な内容で、すぐに活用できるものばかりだ

った」などの感想が多く、好評だった。 

 

 

 

「大人が変われば子どもも変わる、を実感できる講

演内容であった」などの感想が多く、研修終了後も

問い合わせが多数あり、好評であった。 

 

 

 

「明日から早速、実践したい」「この技法を活用し

て学級経営に取り組みたい」等の意見が多くあり、

受講の教職員から高い評価を得た。 

 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校主

催事業「平成２８年度 『思春期サポート事業』」

講師（スクールカウンセラー）を委嘱された。 

 

「大変実践的な内容で、明日からでも活用できるも

のばかりだった」などの感想が多く、高評価だっ

た。 

 

 

 

心のサポート事業研究開発校で、「アサーションで

人間関係づくり－カウンセリング技法を活用したコ

ミュニケーション力の育成－」のテーマで、講演を

した。「実践的な内容と、的確なアドバイスに感激

した」等の意見が多く、好評だった。 

 

「hyper-QU を活用した学級づくりの手法について



園神港高等学校 校内研修会： hyper-QU を活用し

た学級づくり」「講師」（対象：神港学園神港高等

学校 教職員 50 名 会場：神港学園神港高等学

校） 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発『エンカウンターによるキャリア教育』」

「講師」  

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立但馬やまびこの郷主

催「平成 28 年度不登校に関する研修会：不登校の

未然防止・課題対処型のＳＧＥ－構成的グルー

プ・エンカウンターの理論と実際－」「講師」（会

場：兵庫県立但馬やまびこの郷 対象：兵庫県下

小中学校教職員 70 名） 

 

鳥取県教育委員会主催 「平成 28 年度第１回 

hyper-QU 活用研修会」「講師」（対象：鳥取県立

高等学校、生徒指導主事等 40名：会場；鳥取県倉

吉体育文化会館） 

 

兵庫県明石市教育委員会・明石市教育研究所主催

「平成 28 年度 事務職員研修会：自他を大切にし

た自己表現－カウンセリング技法を活用したコミ

ュニケーション力の育成－」「講師」（会場：明石

市教育研究所） 

 

新見公立大学 看護学部 教員研修「大学におけ

るアクティブ・ラーニングを取り入れた授業展開

の試み」「講師」 

 

新見市教育委員会主催 「平成 28 年度 新見市全

教職員研修会：幼小中の連携をふまえて進める

『心の教育』の実際」「講師」（会場：新見市哲多

総合センター 対象：保・幼・認定こども園・

小・中学校教職員 250 名） 

 

明石市教育委員会平成２８年度「スーパーバイザ

ー派遣事業」・明石市立朝霧中学校主催「明石市教

育委員会・明石市立朝霧中学校校内研修会：今、

求められるコミュニケーションスキル－ストレ

ス・マネジメント教育の実際－」「講師」（対象：

明石市教育委員会・明石市立朝霧中学校教職員 

会場：明石市立朝霧中学校） 

 

月 

 

 

 

 

平成 28年 7

月 

 

 

 

平成 28年 7

月 

 

 

 

 

 

平成 28年 7

月 

 

 

 

平成 28年 7

月 

 

 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

 

 

具体的に理解できた」などの感想が多く、教職員か

ら高い評価だった。 

 

 

 

「キャリア教育実践に活かせる技法を教えてもらい

すぐ活用したい」「実践的内容でよかった」などの

感想が多く、高評価だった。 

 

 

主に「不登校児童生徒の未然防止・課題解決型手立

て」について講演をした。「不登校対策の様々な未

然防止法などを学べた」「大変実践的に学べた」

と、受講者からも高い評価であった。 

 

 

 

「hyper-QU についてはもちろん、これを活用した

学級づくりの手立てについて具体的に理解すること

ができた」などの感想が多く、教職員から高い評価

だった。 

 

「カウンセリング技法を活用したコミュニケーショ

ン力の育成がいかに大切か、演習を通して具体的に

理解できた」などの感想が多く、研修終了後も問い

合わせがあり、好評であった。 

 

 

「わかりやすい内容なので、次回もお願いしたい」

「アクティブ・ラーニング型授業についてよくわか

った」と、受講者からも高い評価であった。 

 

「幼小中の連携をふまえて進める『心の教育』の大

切さ、その実践の仕方が、よく理解できた」などの

感想が多く、研修が終了して後も、多くの問い合わ

せがあり好評であった。 

 

 

「自他を大切にしたコミュニケーション力の育成が

どれほど大切かよくわかった」「実習を通して具体

的に理解できた」などの感想が多く、大変好評であ

った。 

 

 

 

 



明石市魚住東地区人権教育研究協議会・魚住東地

区青少年愛護協議会共催「平成 28 年度 夏季リー

ダー研修会：今、求められるコミュニケーション

スキル －自分も相手も大切にした自己表現－」

「講師」 

 

 

 

 

岡山県国公立幼稚園・こども園教育研究会 道徳

教育部会 研修会「幼児期にこそ育てる子どもた

ちの『心の根っこ』－「心の教育」「いのちの教

育」の実践を通して－」「講師」（対象：部会関係

園長・保育教諭 90 名 会場：ライフパーク倉敷） 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催「平成２８年度 

高校生対象学習会 部活動夏季学習会：バレーボ

ール部・野球部員７０名対象 ストレス・マネジ

メント学習会：体験、ストレス・マネジメント教

育の実際」「講師」（会場：岡山県立東岡山工業高

等学校） 

 

兵庫県西宮市教育委員会主催「平成２８年度 学

級経営研修：カウンセリング技法を活用した学級

づくり： ―構成的グループ・エンカウンターの理

論と実際―」「講師」（10:00～12:00 対象：西宮

市教職員 80 名 会場：兵庫県西宮市立総合教育セ

ンター） 

 

岡山県国公立幼稚園・こども園研究会備北支部研

修会「幼児期にこそ求められる『心の教育』『いの

ちの教育』の実践－幼児期における『心の教育』

『いのちの教育』の進め方－」（対象：岡山県備北

地区 国公立幼稚園こども園長・保育教諭 70 名 

会場：新見公立大学 学術交流センター） 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

「自分も他者も大切にしたコミュニケーション力を

育成することが、いかに大切かが、実習を通して具

体的に理解できた」等の意見が多く寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

「幼児期にこそ育てる子どもたちの『心の根っこ』

－「心の教育」「いのちの教育」の実践を通して

－」のテーマで講演をした。「次はぜひ、私の所属

する園で講演を依頼したい」などの感想が多く、大

変好評であった。 

 

高校生を対象に授業をした。「ぜひ日常に取り入れ

たい」「部活動に活かしたい」などの意見が多く、

次年度も依頼を受けた。 

 

 

 

 

ほとんどが初任者での研修であった。「ぜひ学級づ

くりに活かしたい」などの感想が多く、センター課

長からは次年度も依頼を受けた 

 

 

 

 

「幼児期にこそ求められる『心の教育』『いのちの

教育』の実践－幼児期における『心の教育』『いの

ちの教育』の進め方－」のテーマで講演を進めた。

「次はぜひ、私の所属する幼稚園で講演をお願いし

たい」などの感想が多く、大変好評であった。 

 

 

明石市教育委員会平成２８年度「スーパーバイザ

ー派遣事業」・明石市立花園幼稚園主催「明石市教

育委員会・明石市立花園幼稚園園内研修会：個の

育ちを支える援助を考える－幼児期のおける「心

の教育」「いのちの教育」の進め方－」「講師」（対

象：明石市教育委員会・明石市立花園幼稚園教職

員 会場：明石市立花園幼稚園） 

 

高大連携授業実践・岡山県立新見高等学校「体・

いのちの教育」 1 年生・2 年生 45 名対象（会

平成 28年 9

月 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 9

月 

「個の育ちを支える援助を考える－幼児期のおける

「心の教育」「いのちの教育」の進め方－」のテー

マで講演を進めた。子どもが死にどう向き合ったら

いいか、等の事例についての質問もあり、大変深ま

った研修であった。 

 

 

 

「体験・いのちの教育」のテーマで講演を進めた。

「実践的内容で、進路の具体的なイメージもできて



場：岡山県立新見高等学校） 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「初

任者研修「生徒理解Ⅳ」：いじめ・非行等問題行動

とその対応や未然防止」「講師」（会場：石川県教

育センター 対象：中学校６０名、高等学校７０

名 合計１３０名） 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催いじめ対策会議「ＳＮＳ・プロフによるいじ

めの予防と対応」「講師」対象：教職員７０名 

 

 

 

 

平成 28年 9

月 

 

 

 

 

 

平成 28年 9

月 

 

 

よかった」などの感想が多く、大変好評であった。 

 

「いじめ・非行等問題行動とその対応や未然防止」

のテーマで初任者に講演した。「教師としての心構え

をしっかりと持てた」などの感想が大半を占め、質

疑応答も多かった。 

 

 

 

事例についての内容が多く、とてもわかりやすかっ

た」「生徒指導実践に役立てたい」等の意見が多

く、好評であった。 

鳥取県教育委員会・岩美町立岩美南小学校主催事

業「平成２８年度 鳥取県教育委員会・岩美町立

岩美南小学校：学校外部評価・指導講評」「講師」

（場所：岩美町立岩美南小学校 対象：教職員 30

名） 

 

岡山県高等学校教育研究会教育相談部会・岡山県

学校教育相談研究会高等学校部会主催「平成２８

年度 岡山高教研教育相談部会秋季研修会：カウ

ンセリング技法を生かしたクラスづくり－構成的

グループ・エンカウンターの理論と実際－」「講

師」会場：岡山県立津山東高等学校 対象：教職

員 70 名） 

 

吉備中央町立津賀幼稚園主催 「すこやかセミナ

ー：『生き抜く力』を育てる子育て十カ条」 対

象：教職員２０名・保護者２０名） 

 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：「教育相談の理論と技能開発」

(教育実践高度化専攻：心の教育実践コース専門科

目)「非常勤講師」３限 13:10～14:40 社会棟

526 号室 対象：大学院生 20名 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：「教育相談の理論と技能開発」

(教育実践高度化専攻：心の教育実践コース専門科

目)「非常勤講師」現職院生対象授業（7 限目）夜

間コース院生 5 名対象授業 18:30～20:00 神戸

ハーバーランド・キャンパス（サテライト）] 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

 

 

「教職員が元気になる指導講評であった」「PDCA

サイクルに則った評価で、学校組織がチームとして

次に生かせる内容であった」などの感想が多く、大

変好評であった。 

 

 

「カウンセリング技法を生かしたクラスづくり」の

テーマで講演を進めた。「実践的内容でよかった」

「質疑応答においても、具体的手立てのアドバイス

もあり、参加してよかった」などの感想が複数あ

り、参加者から高い評価を得た。 

 

 

 

「子どもにいかに『生き抜く力』を育てるか」のテ

ーマで保育者や、保護者に講演した。「教師として、

こどもへの関わり方の留意点やヒントをたくさんも

らった」などの感想が大半を占め、質疑応答も多か

った。 

 

「教育相談や生徒指導、さらにはキャリア教育実践

に活かせる技法を教えてもらいすぐ活用したい」

「開発的カウンセリング技法の実践法が理解でき

た」などの感想が多く、高評価だった。 

 

 

「心の教育の実践について具体的に学ぶことができ

た」「管理職としての心構えの参考になった」「カウ

ンセリング技法の実践的な方法が理解できた」など

の感想が多く、高い評価を得ることができた。 

 

 



平成 28 年度にいみ子育てカレッジ「子育て支援者

に対する専門研修」「幼児教育におけるいのちの教

育の理論と実践Ⅰ」・「幼児教育におけるいのちの

教育の理論と実践Ⅱ」・「幼児教育におけるいのち

の教育の理論と実践Ⅲ」「講師」 

 

平成 28 年度

（10 月・11

月・12 月） 

 

 

 

 

「保育者・教育者としてどう子どもの心を育て、子

どもの命に向き合うか、その方向性が見えた」「いの

ちに関わる絵本を紹介してもらったのがよかった」

「次年度も楽しみにしたい」などの感想が多かっ

た。 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立相生産業高等学校主

催事業「平成２８年度 心のサポート事業研究開

発校『アサーションで人間関係づくりⅡ－カウン

セリング技法を活用したコミュニケーション力の

育成－：定時制」「講師」対象：県立高校教職員 

８０名 

 

石川県教育委員会 教職員課主催「平成 28 年度 

子どもの心を育てる教師のコミュニケーション力

向上研修：子どもの心を育てる教師のコミュニケ

ーション能力の育成－教師自身が自他を大切にし

た自己表現を！－」9:30～12:00 会場：石川県地

場産業振興センター 対象：石川県内教職員 300

名                               

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「委員（学識

経験者）」（会場：滋賀県庁）                      

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立上郡高等学校主催事

業「平成２８年度 心のサポート事業研究開発校

①『授業：アサーション・トレーニング、小中学

生にアサーションを伝えるためのプログラム作

り』の課題と成果，②『「i-check」を活用した学

級づくり』「講師」13:00～17:00 

 

 

平成 28年 11

月 

 

 

 

 

 

平成 28年 11

月 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 11

月 

 

平成 28年 11

月 

「生徒指導・教育相談、進路指導に活かせる技法を

教えてもらった。すぐ活用したい」「開発的カウン

セリング技法の実践法（アサーショントレーニング

技法）が理解できた」などの感想が多く、高評価だ

った。 

 

 

「子どもの心を育てる教師のコミュニケーション能

力の育成－教師自身が自他を大切にした自己表現

を！－」のテーマで初任者に講演した。「教師として

の初心に返ることができた」「教職にある者としての

心構えを再確認できた」などの感想が大半を占め、

質疑応答も多かった。 

 

 

いじめ問題調査委員会条例に基づき、教育委員会か

ら、「学識経験者」として委嘱された。 

 

「①『授業：アサーション・トレーニング、小中学

生にアサーションを伝えるためのプログラム作り』

の課題と成果，②『「i-check」を活用した学級づく

り』」のテーマで講演をした。「教育相談や生徒指導

の教育実践に活かせる内容で、すぐに活用したい」

「開発的カウンセリング技法の実践方法が理解でき

てよかった」などの感想が多く、高評価だった。 

 

吉備中央町教育委員会主催・吉備中央町教育研修

所幼稚園部 全体研修会「幼児期にこそ『心の教

育』『いのちの教育』をベースにした実践を！」

（対象：吉備中央町内、保育所、幼稚園、小学校

等、教職員。会場：吉備中央町立津賀幼稚園） 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立日野高等学校主催 

「学級経営に活かす hyper-QU研修会」「講師」

13:00～17:00 

 

平成 28年 12

月 

 

 

 

 

平成 28年 12

月 

「幼児期にこそ『心の教育』『いのちの教育』をベ

ースにした実践を！」のテーマで保育者や、保護者

に講演した。「教師として、こどもへ関わる際のポイ

ントをたくさん教えてもらった」などの感想が大半

を占め、質疑応答も多く、高い評価を得た。 

 

「学級経営に活かす hyper-QU研修会」のテーマで

講演をした。「教師自身が元気になる内容であった」

「次年度もお願いしたい」などの感想が多かった。 

兵庫県教育委員会・兵庫県立姫路別所高等学校主

催事業 「学級経営に活かす hyper-QU 研修会」「講

師」13:00～17:00 

平成 29年 1

月 

 

「学級経営に活かす hyper-QU研修会」の演題で教

職員に講演した。「クラスづくりの手立てについて具

体的に理解できた」等の感想が多く、質疑応答も活



 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催「いじめ対策会議：ＳＮＳ・プロフによるい

じめの予防と対応」「講師」（会場：岡山県立東岡

山工業高等学校 対象：高等学校教職員５０名） 

 

 

 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 ラポート牧山

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

（会場：岡山市適応指導教室 ラポート牧山 対

象：適応指導教室 ラポート牧山 職員）13:00～

15:00 

 

 

 

平成 29年 1

月 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 1

月 

 

 

 

 

発であった。 

 

「いじめ対策会議：ＳＮＳ・プロフによるいじめの

予防と対応」のテーマで当該高校教職員に講演し

た。「ＳＮＳ・プロフによるいじめ予防の大切さが

実感できた」等の感想が多く、質疑応答も活発であ

った。 

 

 

 

「不登校事例への具体的手立てが明確につかめた」

「当該事例への介入法が具体的に理解できた」等の

感想が多く、高評価であった。 

 

 

鳥取県教育委員会・岩美町立岩美南小学校主催事

業「平成２８年度 鳥取県教育委員会・岩美町立

岩美南小学校：学校外部評価・指導講評」「講師」

（場所：岩美町立岩美南小学校） 

 

吉備中央町・にこにこふたば保育園主催「平成 28

年度 にこにこふたば保育園講演会『生き抜く

力』を育てる子育て十ヵ条－子どもの悩みから見

えてくるもの－」13:00～15:00 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成２８年度第２

回稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委

員会：本年度小中学校における問題行動の状況・

振り返り」「講師（副委員長）」（会場：兵庫県稲美

町役場コミュニティセンターホール） 

 

 

平成 29年 2

月 

 

 

 

平成 29年 2

月 

 

 

 

平成 29年 2

月 

 

 

 

「前回同様、教職員や保護者、ひいては子ども達が

元気になる指導講評であった」「学校組織がチーム

として次年度に生かせる内容であった」などの感想

が多く、大変好評であった。 

 

「保育者としてどう子どもの『生き抜く力』を育

て、子どもの命に向き合うかの方向性が見えた」

「いのちに関わる絵本を紹介を紹介してもらったの

がうれしかった」などの感想が多かった。 

 

平成 28 年度の小・中学校における問題行動の状況

について、中学校区ごとにグループディスカッショ

ンがあり、講師（副委員長）として助言をした。 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 すまいる瀬戸

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

（会場：岡山市適応指導教室 すまいる瀬戸 対

象：適応指導教室 すまいる瀬戸 職員）14:00～

15:00 

 

岡山県教育委員会主催「平成 28 年度 第２回 岡

山県いじめ問題対策連絡協議会」「会長」（10:00～

12:00 会場：岡山県庁分庁舎） 

 

岡山県教育委員会・岡山県立岡山東商業高等学校

主催「平成 29 年度 高大接続研修：i-check デー

タからみるクラス経営」「講師」 

平成 29年 3

月 

 

 

 

 

平成 29年 3

月 

 

 

平成 29年 3

月 

 

「今回検討した不登校事例への具体的な手立てが明

確につかめてよかった」「各事例への介入法が具体的

に理解できた」等の感想が多く、高評価であった。 

 

 

 

岡山県教育委員会からの委嘱を受け、岡山県いじめ

問題対策連絡協議会会長として、組織を企画運営し

た。 

 

「クラスの実態が明確に把握でき、明日からどう取

り組めばいいかのヒントももらえた」などの感想が

多く、大変好評であった。 



 

平成 28 年度 第 1 回「新見市総合教育会議」（教

育委員出席・発表「新見公立大学・短大と連携し

た教育によるまちづくり」） 

 

 

平成 29 年度教科用図書（小学校道徳）新見市・高

梁市選定委員会「委員」 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフグルー

プ主催「平成 29 年度小野市いじめ防止市民会議」

「有識者・委員」 

 

 

兵庫県明石市教育委員会「平成 29 年度 教科用図

書明石地区選定委員会」「会長」 

 

 

平成 29年 3

月 16 日 

 

 

 

平成 29 年度 

 

 

 

平成 29 年度

～平成 31 年

度 

 

 

平成 29 年度 

 

 

 

住本は、新見市教育委員として出席し、新見公立大

学健康保育学科長・教授の立場からも「新見公立大

学・短大と連携した教育によるまちづくり」のテー

マで提案した。 

 

「委員」として、教科用図書の採択を進めた。適正

かつ公正な採択の確保ができたと高い評価を得た。 

 

 

「平成 29 年度小野市いじめ防止市民会議」「有識

者・委員」（平成 31 年度まで）として、小野市長よ

り委嘱された。 

 

 

「会長」として、教科用図書の採択を進めた。適正

かつ公正な採択の確保ができたと高評価を得た。 

 

学校法人美作学園美作高等学校（学校長 早瀬 

直紀氏）「平成 29 年度 進路ガイダンス・模擬授

業」2 年生・3 年生 15 名参加「講師」 

 

 

岡山市立岡山後楽館高校工大接続事業「模擬授

業」（3 年生 45 名対象） 

 

 

 

平成 29年 4

月 

 

 

 

平成 29年 4

月 

 

「体験・いのちの教育」のテーマで模擬授業を進め

た。「とてもわかりやすく、実践的内容で、進路の具

体的なイメージもできてよかった」などの感想が多

く、大変好評であった。 

 

「とてもわかりやすい内容で、自身の進路について

の具体的なイメージもできてよかった」などの感想

が多く、大変好評であった。 

兵庫県加古川市平岡公民館主催事業「平成 29 年度 

平岡シニアカレッジ：仲間作りワークショップ」

「講師」（加古川市平岡公民館 9:00～12:00、対

象カレッジ生 80 名） 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催事業「平成 29 年度 『思春期サポート事

業』」講師（スクールカウンセラー）（年間 12 回） 

 

岡山県作陽高等学校（学校長：野村雅之氏）主催

事業「平成 29 年度 高大接続研修 ：i-check デ

ータからみるクラス経営の在り方」「講師」 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立相生産業高等学校主

催『高大接続事業』「平成 29年度 心のサポート

事業研究開発校『アサーションで人間関係づくり

Ⅰ－カウンセリング技法を活用したコミュニケー

平成 29年 5

月 

 

 

 

平成 29 年度 

 

 

 

平成 29年 5

月 

 

 

 

平成 29年 6

月 

 

「他者とのふれあいの素晴らしさが実感できた」

「絆づくりの手法を体験を通して学べた」などの感

想が多く、高評価だった。 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校主

催事業「平成 29 年度 『思春期サポート事業』」講

師（スクールカウンセラー）を委嘱された。 

 

「自分のクラスの実態が明確に把握でき、担任とし

て明日からの生徒指導にどう取り組めばいいかのヒ

ントももらえた」などの感想が多く、大変好評であ

った。 

 

「教育相談や生徒指導、学級経営の教育実践に活か

せる内容で、明日からでもすぐに活用したい」「開

発的カウンセリング技法の実践方法が理解できてよ

かった」などの感想が多く、高評価だった。 



ション力の育成－』」「講師」 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立姫路別所高等学校主

催「平成 29 年度 高大接続事業：hyper-QU を活用

したクラス経営」「講師」 

 

神戸星城高等学校 「進路ガイダンス・模擬授

業」「講師」高校 3 年生 7 名（男 1・女 6）=看護希

望 1・地福希望 1・幼児教育希望 5 

 

岡山県立備前緑陽高等学校（学校長：萩原康正

氏）主催事業「平成 29 年度 高大接続研修 ：i-

check データからみるクラス経営の在り方」「講

師」 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発『エンカウンターによるキャリア教育』」非

常勤講師 ①[ストレート対象授業（1 限目） 9:00

～10:30 B（ストレート学生 47 名）、共通講義棟

204、②現職院生対象授業（2限目） 10:40～12:10 

A（現職教員学生 22 名）共通講義棟 204、 ③夜間

コース対象授業（7 限目）20:10～21:40 夜間学生

1 名 神戸ハーバーランド・キャンパス（サテライ

ト）講義室２] 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成 29 年度第１回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：昨年度小中学校における問題行動の状況・中

学校区ごとによる話し合い」「講師（副委員長）」

（会場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンター

ホール） 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「委員（学識

経験者）」（会場：滋賀県庁） 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立米子白鴎高等学校主

催『高大接続事業』「クラス作りに生かす hyper-qu

研修会」「講師」10:00～12:00 

 

 

岡山県教育委員会主催「平成 29 年度 第 1 回 岡

山県いじめ問題対策連絡協議会」「会長」（13:30～

16:00 会場：岡山県立図書館） 

 

鳥取県教育委員会主催 「平成 29 年度第１回 

平成 29年 7

月 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

平成 29年 7

「学級の実態が的確に把握でき、明日からの生徒指

導にどう取り組めばいいかのヒントももらえた」な

どの感想が多く、大変好評であった。 

 

「模擬授業がわかりやすい内容で、自分の進路につ

いての具体的なイメージもでき、よかった」などの

感想が多く、好評であった。 

 

「担任として自分のクラスの実態が明確に把握で

き、明日からの生徒指導にどう取り組めばいいかの

ヒントももらえた」などの感想が多く、大変好評で

あった。 

 

「心の教育（キャリア教育）の実践について具体的

に学ぶことができた」「教職に就く前に興味深い実

践法を学べてよかった」「管理職としての心構えの

参考になった」「カウンセリング技法（エンカウン

ター）の実践的な方法が理解できた」「体験を通し

て学ぶことができた」などの感想が多く、高い評価

を得ることができた。 

 

 

 

 

平成 29 年度の小・中学校における問題行動の状況

について（前半）、中学校区ごとにグループディス

カッションがあり、講師（副委員長）として助言を

した。 

 

 

 

県立学校におけるいじめ問題について、委員（学識

経験者）として議論した。 

 

「クラス作りに生かす hyper-qu 研修会」の演題で

教職員に講演した。「クラスづくりの手立てについ

て具体的に理解できた」等の感想が多く、質疑応答

も活発であった。 

 

岡山県いじめ問題対策連絡協議会会長として、いじ

め問題への対策について協議し、県の方針をまとめ

た。 

 

「クラス作りに生かす hyper-qu 研修会」の演題で



hyper-QU 活用研修会」「講師」（対象：鳥取県立

高等学校、生徒指導主事等 40名：会場；鳥取県倉

吉体育文化会館） 

 

 

月 

 

鳥取県内教職員に講演した。「クラスづくりの手立

てについて具体的に理解できた」「本校の研修講師

をお願いしたい」等の感想が多く、質疑応答も活発

であった。 

 

平成 29 年度西日本公立保育士養成所長会議 担当

校 企画・運営・会議進行・報告書作成 

 

 

 

岡山県総社市教育委員会 小学校研究部会研修会

「学級作りに生かすカウンセリング技法」「講師」

対象：総社私立小学校校長会校長・教育相談担当

者・生徒指導担当者 50 名 9:30～12:00 

 

 

明石市教育委員会平成２９年度「スーパーバイザ

ー派遣事業」・明石市立松が丘幼稚園主催「明石市

教育委員会・明石市立松が丘幼稚園園内研修会：

カウンセリング・マインドを大切にした保護者と

の関わりについて」「講師」（対象：明石市教育委

員会・明石市立花松が丘稚園教職員 会場：明石

市立松が丘幼稚園） 

 

平成 29年 8

月 

 

 

 

平成 29年 8

月 

 

 

 

 

平成 29年 8

月 

 

 

 

 

 

 

「平成 29 年度西日本公立保育士養成所長会議」の

担当校として（幼児教育学科長）、企画・運営・会

議進行・報告書作成を担当した。 

 

 

「学級作りに生かすカウンセリング技法」の演題で

総社市教育委員会 小学校研究部会教職員を対象に

講演をした。「学級作りに生かすカウンセリング技

法について具体的に理解できた」等の感想が多く、

高評価であった。 

 

「カウンセリング・マインドを大切にした保護者と

の関わりについて」のテーマで明石市立松が丘稚園

教職員を対象に講演をした。「効果的な保護者との

連携の仕方について具体的に理解できた」等の感想

が多く、高い評価を得た。 

 

 

 

鳥取県教育委員会・岩美町立岩美南小学校主催事

業「平成 29 年度 鳥取県教育委員会・岩美町立岩

美南小学校：学校外部評価・指導講評」「講師」

（場所：岩美町立岩美南小学校 対象：教職員 30

名） 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立但馬やまびこの郷主

催研修会「講義・演習：クラスの中での人間関係

づくり－構成的グループエンカウンター（SGE）の

演習を取り入れて－」「講師」丹波の森公苑 

10:00～15:00 兵庫県下教職員 100 名 

 

岡山県立新見高等学校高大接続模擬授業・進路ガ

イダンス「講師」①進路ガイダンス・模擬授業 

13:30～14:40 岡山県立新見高校生 1 年生 15 名 

2 年生 15 名 計 30 名（幼児教育学科志望者） ②

【内容】ガイダンス 学科の特色 入試に概略等 

生徒の希望による模擬授業実施 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「平

成 29 年度 初任者研修（講義）『いじめ・非行等

問題行動とその対応や未然防止－いじめ・不登校

平成 29年 9

月 

 

 

 

 

平成 29年 9

月 

 

 

 

 

平成 29年 9

月 

 

 

 

 

 

平成 29年 9

月 

 

「毎回講評にしてもらうと、課題が明確に把握でき

る」「課題解決法まで指導してもらえるため次につ

ながる評価である」「指導講評は学校組織がチーム

として次に生かせる内容であった」などの感想が多

く、大変好評であった。 

 

「講義・演習：クラスの中での人間関係づくり－構

成的グループエンカウンター（SGE）の演習を取り

入れて－」のテーマで兵庫県教育委員会教職員を対

象に講演をした。「実践的な内容を体験を通して学

べた」等の感想が多く、高評価を得た。 

 

「アクティブ・ラーニング型授業風景動画の視聴

（住本担当授業）や模擬授業を受けて、幼児教育学

科の特色がよくわかった」「大学の授業が、具体的

にイメージできた」「針路のデザインが具体的に描

けた」等の感想が多く、高い評価を得ることができ

た。 

 

「いじめ・非行等問題行動とその対応や未然防止－

いじめ・不登校防止【いのちの教育】の教育実践よ

り－」のテーマで石川県教育委員会初任者に講演し



防止【いのちの教育】の教育実践より－」「講師」

（会場：石川県教員総合研修センター 対象：平

成 29 年度 初任小・中・高・特別支援学校 教員 

300 名 9:30～12:15） 

 

 

 

 

 

 

た。「『教師』としての心構えをしっかりと持てた」

「保護者との連携の仕方や生徒指導の具体的方法の

理解が深まった」などの感想が大半を占め、質疑応

答も多く高評価であった。 

 

第 14 回新見千屋温泉いぶきの里経営諮問委員会

（千屋温泉いぶきの里）「諮問委員」 

 

 

 

新見市教育委員会・新見市小学校校長会主催「平

成 29 年度 第 2 回 小学校校長会議 研修会：

『新見市における保幼小中連携：保・幼・小連携

に関する一考察－接続プログラムの開発を通して

－』9:30～11:00 新見市阿新教育会館 対象；新

見市小学校校長 17 名 

 

岡山県教育委員会主催「平成 29 年度 第 2 回 岡

山県いじめ問題対策連絡協議会」「会長」（9:00～

12:00 会場：岡山県庁分庁舎） 

 

岡山県教育委員会生徒指導室長からの依頼を受け

ての助言「学校における危機対応・心のケア」（生

徒の交通事故死 高校生 3 名） 

 

平成 29 年度にいみ子育てカレッジ「子どもの『い

のち』を育む保育経営の実際⑴－保・幼・小連携

の視点から－」・「子どもの『いのち』を育む保育

経営の実際⑵－保・幼・小連携の視点から－」新

見公立大学 学術交流センター 18:30～19:30

「講師」 

 

岡山県・岡山吉備高原学園高等学校主催 講演会

「体験、いのちの教育」「講師」 

会場：吉備高原学園高等学校  

対象：生徒 300 名、保護者・教職員 100 名 計 400

名 

 

 

 

平成 29年 10

月 

 

 

 

平成 29年 10

月 

 

 

 

 

 

平成 29年 10

月 

 

 

平成 29年 10

月 

 

 

平成 29 年度

（10 月・11

月） 

 

 

 

 

平成 29年 10

月 

 

「新見千屋温泉いぶきの里経営諮問委員会（千屋温

泉いぶきの里）」「諮問委員」として地方創生に関す

る協議を深めた。 

 

 

「新見市における保幼小中連携：保・幼・小連携に

関する一考察－接続プログラムの開発を通して－」

の演題で新見市小学校校長を対象に講演をした。

「実践的な内容について体験を通して学べた」等の

感想が多く、高い評価を得た。 

 

 

岡山県いじめ問題対策連絡協議会会長として、いじ

め問題への対策について協議し、県の年間報告書に

まとめた。 

 

教職員、関係生徒（クラス、部活動等）、遺族等へ

の心のケアの体制づくりを、中心になって企画し、

実施した。 

 

「保育者や教育者として、どう子どもの心を育て、

子ども達のいのちに向き合うかの方向性が見えた」

「いのちに関わる絵本を紹介してもらったのがよか

った」「次回も楽しみである」などの感想が多かっ

た。 

 

 

「体験・いのちの教育」のテーマで、生徒 300 名、

保護者・教職員 100 名 計 400 名を対象に講演をし

た。「とてもわかりやすく、プラス思考で今後生活

したい」「我が子の良さを見つめ直したい」「これか

らよりカウンセリング・マインドを持って子ども達

に向き合いたい」などの感想が多く、大変好評であ

った。 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 ラポート牧山

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」 

 

 

 

平成 29年 11

月 

 

 

 

「事例提供した不登校事例への具体的な手立てが明

確につかめてよかった」「スタッフとしての各事例

への介入法が具体的に理解できた」等の感想が多

く、高評価であった。 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 ラポート牧山 平成 29年 12 「今回検討した事例への手立てが明確に理解できよ



主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

（会場：岡山市適応指導教室 ラポート牧山 対

象：適応指導教室 ラポート牧山 職員）13:00～

15:00 

 

岡山県立備前緑陽高等学校（学校長：萩原康正

氏）主催事業「平成 29 年度 高大接続研修 ：i-

check データから分析するクラス経営の在り方」

「講師」14:00～17:00 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催「いじめ対策会議：SNSによるいじめの予防と

対応」「講師」対象：高等学校教職員 50 名 

 

 

 

新見市教育委員会「プログラミング教育 小・中

学生実践発表会」「審査委員長」13:30～17:00 新

見市役所南庁舎 

 

 

 

 

月 

 

 

 

 

平成 29年 12

月 

 

 

 

平成 29年 12

月 

 

 

 

 

平成 29年 12

月 

 

 

 

 

 

かった」「事例への介入方法が具体的に理解できた」

「講師には専門家として定期的に指導してほしい」

等の感想が多く、高評価であった。 

 

 

「クラス担任として、自分のクラスの実態が明確に

把握でき、明日からの生徒指導にどう取り組めばい

いかについてのヒントももらえた」などの感想が多

く、大変好評であった。 

 

事例についての内容、その手立てについての話が多

く、とてもわかりやすかった」「生徒指導や教育相

談実践に役立てたい」等の意見が多く、好評であっ

た。 

 

 

新見市教育委員会主催の「プログラミング教育 

小・中学生実践発表会」の「審査委員長」として各

発表にコメントをし、発表した生徒からは「意欲を

持てるコメントを受け、一層頑張りたい」等の感想

が多く、次年度以降も「審査委員長」の依頼を受け

た。 

 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「平

成 30 年度 カウンセラー教員養成研修（講義・演

習）絆づくり－教育カウンセリングの視点から

－」「講師」（会場：石川県教員総合研修センター 

対象：全県 教職員 9:30～16:00） 

 

岡山県立備前緑陽高等学校（学校長：萩原康正

氏）主催事業「平成 30 年度 高大接続研修：i-

check データから分析するクラス経営の在り方」

「講師」14:00～17:00 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立千種高等学校主催

『高大接続事業』・高校生心のサポートシステム事

業「講師」場所：兵庫県立千種高等学校 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 すまいる瀬戸

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

対象：岡山市不登校児童・生徒・支援スタッフ 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催事業「平成 30 年度 『思春期サポート事

平成 30年 1

月 

 

 

 

 

平成 30年 1

月 

 

 

 

平成 30年 1

月 

 

 

平成 30年 1

月 

 

 

 

平成 30 年度 

 

「（講義・演習）絆づくり－教育カウンセリングの

視点から－」について、特に、いじめ・不登校対策

の手立てについて講義を進めた。「教育カウンセリ

ングの理論や技法について、体験的に学べた」と、

受講者からも高い評価であった。 

 

「担任としてクラスの実態が的確に把握でき、明日

からの教育相談や生徒指導に生かせる」などの感想

が多く、好評であった。研修後には複数の教員から

の質問があった。 

 

「開発的カウンセリング技法のアサーション・トレ

ーニングについて理解を深めることができよかっ

た」等の意見が多く、好評であった。 

 

「事例への介入方法が具体的に理解できた」「検討し

た事例への手立てが明確に理解できよかった」「今後

も講師には定期的に指導してほしい」等の感想が多

く、高評価であった。 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校主

催事業「平成 30 年度 『思春期サポート事業』」講



業』」講師（スクールカウンセラー）（年間 12 回） 

 

新見市教育委員会「学校における危機対応・心の

ケア」緊急支援チーム・学識経験者 新見市内小

学生・保護者・教職員対象 

 

 

 

平成 30 年度 

師（スクールカウンセラー）を委嘱された。 

 

市内で起きた児童の交通事故死に対して、「心のケ

ア」学識経験者として、助言。 

 

第 29 回新見公立大学「鳴滝塾」『看護と保育と福

祉の統合』 シンポジウム「シンポジスト」会

場：新見市学術交流センター 

 

兵庫県朝来市「保育士等キャリアアップ研修会」

「講師」 会場：朝来市ジュピターホール

（2018.5.12） 

 

 

平成 30年 5

月 

 

 

平成 30年 5

月 

 

健康保育学科長として、本学が四大化し、1 学部 3

学科体制をとり、その一つの健康保育学科の特性に

ついて概略を説明した。 

 

「【乳児保育の環境】保育所・幼稚園・認定こども

園における子どもを座標軸にした環境構成－「心の

教育」「いのちの教育」の実践を通して－」のテー

マで研修講師を務めた。 

岡山県作陽高等学校主催事業「平成 30 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方」「講師」 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立瀬戸高等学校主催事

業「平成 30 年度 高大接続研修：i-check データ

からみるクラス経営の在り方」「講師」 

 

岡山県教育委員会・岡山県立邑久高等学校主催事

業「平成 30 年度 高大接続研修：i-check データ

からみるクラス経営の在り方」「講師」 

 

岡山県美作高等学校主催事業「平成 30 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方⑴」「講師」 

 

岡山市教育委員会・倉敷市立倉敷委翔南高等学校

主催事業「平成 30 年度 高大接続研修：i-check

データからみるクラス経営の在り方」「講師」 

 

岡山県教育委員会・岡山県立新見高等学校（南校

地）主催事業「平成 30 年度 高大接続研修：i-

check データからみるクラス経営の在り方」「講

師」 

 

岡山県美作高等学校主催事業「平成 30 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方⑵」「講師」 

 

 

平成 30年 6

月 

 

 

 

平成 30年 6 

月 

 

 

平成 30年 6 

月 

 

 

平成 30年 6 

月 

 

 

平成 30年 6 

月 

 

 

平成 30年 6 

月 

 

 

 

平成 30年 6 

月 

「個別指導の参考になった」「担任としてクラスの

実態が的確に把握でき、明日からの教育相談や生徒

指導に生かせる」などの感想が多く、好評であっ

た。 

 

「担任として全体指導はもちろん、個別指導の参考

になった」「今後の学級経営に役立つ」などの感想

が多く、高評価を得た。 

 

「生徒一人一人の背景がよく分かり個別指導の参考

になった」「クラスの実態が正確に把握できた」な

どの感想が多く、好評であった。 

 

「学級づくりの参考になった」「２学期も是非お願

いしたい」等の感想が多く、研修後も複数の教員か

らの質問があった。 

 

「講師のコメントは、担任として全体指導や個別指

導の参考になった」「今後の学級経営に役立つ」な

どの感想が多く、高い評価を得た。 

 

「個別指導の参考になった」「担任としてクラスの

実態が把握でき、明日からの学級づくりに生かせ

る」などの感想が多く、好評であった。 

 

 

「２回に分けてもらうとより詳細な助言がもらえう

れしい」「２学期か３学期も、是非同じ講師にお願

いしたい」等の感想が多く、研修後も複数の教員か

らの質問があった。 

 



岡山県教育委員会・岡山県立岡山城東高等学校主

催事業「平成 30 年度 高大接続研修：i-check デ

ータからみるクラス経営の在り方」「講師」 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立岡山東商業高等学校

主催「平成 30 年度 高大接続研修：i-check デー

タからみるクラス経営」「講師」 

 

 

兵庫教育大学大学院客員教員 授業講師「構成的

グループ・エンカウンターの理論と実際」（会場：

兵庫教育大学・神戸サテライト） 

 

 

 

鳥取県教育委員会主催 「平成 30 年度 hyper-QU 活

用研修会（2018.7.30）会場：鳥取県県中部総合事

務所 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成 30 年度第１回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：昨年度小中学校における問題行動の状況・中

学校区ごとによる話し合い」「講師（副委員長）」

（会場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンター

ホール） 

 

岡山県・岡山商科大学附属高等学校主催事業「平

成 30 年度 高大接続研修：i-check データからみ

るクラス経営の在り方⑴」「講師」 

 

 

鳥取県教育委員会 平成 30 年度 hyper-QU 活用

研修会「講師」会場：倉吉体育文化会館 大研修

室 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

県内有数の進学校であったが「学級づくりの参考に

なった」「講師の助言は、生徒指導の参考になっ

た」等の感想が多く、研修後も多数の質問もあっ

た。 

 

「生徒一人一人への個別指導の参考になった」「担

任としてクラスの実態が把握でき、すぐに学級づく

りに生かせる」などの感想が多く好評であった。 

 

 

「構成的グループ・エンカウンターの理論と実際」

のテーマで講師を務めた。「学級づくりの人間関係

づくりの参考になった」「実践的な内容でよかっ

た」等の感想が多く、高い評価を得た。 

 

 

「クラス作りに生かす hyper-qu 研修会」のテーマ

で鳥取県内の教職員に講演した。「クラスづくりの

手立てについて具体的に理解できた」等の感想が多

く、質疑応答も活発であった。 

 

平成 30 年度の小・中学校における問題行動の状況

について（前半）、中学校区ごとにグループで協議

した。住本は、講師（副委員長）として助言をし

た。 

 

 

 

「子ども一人一人への個別指導の参考になった（全

体指導は勿論）」「担任としてクラスの実態が把握で

き、すぐに学級づくりに生かせる」などの感想が多

く大変好評であった。 

 

「学級づくりに生かす hyper-qu 研修会」のテーマ

で鳥取県内の教職員（対象：全県悉皆研修：鳥取県

立高等学校，管理職・生徒指導主事等 40 名）に講

演した。「クラスづくりの手立てについて具体的に

理解できた」等の感想が多く、質疑応答も活発であ

った。 

 

岡山県立 健康の森学園 支援学校 平成 30 年度

夏季研修会「不登校の理解と支援について」「講

師」（2018.8.7）（会場：岡山県立 健康の森学園 

支援学校） 

 

 

平成 30年 8 

月 

 

 

 

 

「不登校の理解と支援について」のテーマで講師を

務めた。「不登校の理解と支援方法についてわかり

やすく理解できた」「エンカウンターについてもっ

と学びたいと思った」「実践的な内容でよかった」

等の感想が多く、高評価であった。 

 



岡山県いじめ問題対策連絡協議会「会長」 

 

 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催「平成３０年度 

部活動夏季学習」ストレス・マネジメント－体

験、ストレス・マネジメント教育の実際－ 対

象：部活動生徒 50 名（2018.8.17 会場：岡山県

立東岡山工業高等学校）                  

 

兵庫県加東市立滝野中学校「hyper-QU を活用した

学級づくり-要支援群の生徒へのかかわりを中心に

して-」「講師」 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立玉野高等学校主催

「平成 30 年度 高大接続研修：i-check データか

らみるクラス経営」「講師」 

 

平成 30年 8 

月 

 

 

平成 30年 8 

月 

 

 

 

 

平成 30年 8 

月 

 

 

 

平成 30年 8 

月 

岡山県教育委員会からの委嘱を受け、岡山県いじめ

問題対策連絡協議会会長として、組織を企画運営し

た。 

 

「すぐに実践してみたい」「体験しながら学べたの

でよかった」「試合で実践してみたい」などの感想

が多く大変好評であった。 

 

 

 

「学級づくりの参考になった」「次回も是非お願い

したい」等の感想が多く、研修後も複数の教員から

の質問があった。 

 

 

「生徒への個別指導の参考になった」「担任として

学級の実態が把握でき、すぐに学級づくりに生かせ

る」などの感想が多く大変好評であった。 

 

子育てカレッジ「平成 30 年度 専門研修「子ども

の『いのち』を育む保育経営の実際－ストレス・

マネジメント教育の実際を体験から学ぶ－」「講

師」18:30～19:30 

 

岡山県教育委員会・岡山県立備前緑陽高等学校主

催「平成 30 年度 人権・教育相談講演会：『いの

ちの教育』－今、あらためて『命の大切さ』につ

いて考える－」講師（対象：生徒・保護者・教職

員 500 名 会場：岡山県立備前緑陽高等学校体育

館） 

 

平成 30 年度 第 1 回「新見市総合教育会議」（教

育委員出席・発表「地域資源・人材を活かした新

見らしい教育について－『塩から子』という人づ

くりについて－」16:00～17:00 新見市役所南庁

舎 1F 1C 会議室 

 

平成 31 年度高梁・新見地区教科用図書（小学校：

国語・書写・社会・地図・算数・理科・生活・音

楽・図画工作・家庭・保健・英語・道徳）採択市

教育委員会協議会「委員」・「役員：監事」 

 

 

平成 30年 10 

月 

 

 

 

平成 30年 10 

月 

 

 

 

 

 

平成 30年 10

月 16 日 

 

 

 

 

平成 30 年度 

 

「保育者や教育者として、どう子どもの心を育て、

子ども達のストレスと向き合うかの方向性が見え

た」「次回も楽しみにしたい」などの感想が多かっ

た。 

 

「『いのちの教育』－今、あらためて『命の大切

さ』について考える－」のテーマで、生徒・保護

者・教職員 500 名を対象に講演をした。「『プラス思

考』で今後は生活したい」「我が子の長所や頑張り

を見つめ直したい」などの感想が多く、大変好評で

あった。 

 

住本は、新見市教育委員として出席し、新見公立大

学健康保育学科長・教授の立場からも「地域資源・

人材を活かした新見らしい教育について－『塩から

子』という人づくりについて－』」のテーマで提案

した。 

 

「委員」・「役員：監事」として、教科用図書の採択

を進めた。適正かつ公正な採択の確保ができたと高

評価を得た。 

 

岡山県作陽高等学校主催事業「平成 30 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方」「講師」 

平成 30年 11 

月 

 

「講師からの実践的助言は、とても参考になりうれ

しい」「次年度も、是非同じ講師にお願いしたい」

等の感想が多く、研修後も複数の教員からの質問が



 

 

新見市教育委員会「プログラミング教育 小・中

学生実践発表会」「審査委員・全体講評」13:30～

17:00 新見市役所南庁舎 

 

 

 

 

 

赤磐市立ひかり幼稚園 PTA 講演会「心を育む子育

て 10 ヶ条」10:00～11:30 

 

 

 

平成 30 年度 新見市婦人連合協議会・新見市民運

動推進協議会大会「『折れない心』のつくり方」－

「いのちの教育」「心の教育」の視点から－」

2018.1202※婦人会講演会  「講師」 会場：新見

まなび広場 大ホール 対象：新見市会員他一般

市民 500 名 

 

 

 

石川県教員総合研修センター 平成 30 年度 初任

者研修（中・高）(講義・演習)「いじめ・非行等

の理解－いじめ・不登校防止等，『いのちの教育』

の教育実践より－」2018.12.6 9:30～16:30 会

場：石川県教員総合研修センター 

 

 

 

 

岡山県立高松農業高等学校主催事業「平成 30 年度 

高大接続研修：i-check データからみるクラス経営

の在り方」「講師」 

 

鳥取県私立学校 「平成 30 年度 hyper-QU 活用研修

会」講師 

 

 

 

 

 

平成 30年 11 

月 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 11 

月 

 

 

 

平成 30年 12 

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 12 

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 12 

月 

 

 

平成 30年 12 

月 

あった。 

 

昨年度に引き続き、新見市教育委員会主催の「プロ

グラミング教育 小・中学生実践発表会」の「審査

委員長」として各発表にコメントをし、発表した生

徒からは「意欲を持てる助言をもらって、さらに頑

張りたい」等の感想が多く、教育長から次年度以降

も「審査委員長」の依頼を受けた。 

 

 

「保育者や教育者として、どう子どもの心を育て、

子ども達の心やいのちと向き合うかについて、その

方向性が見えた」「また次回も楽しみにしたい」な

どの感想が多く、好評であった。 

 

「『折れない心』のつくり方」－「いのちの教育」

「心の教育」の視点から－」のテーマで講演をし

た。新見市長はじめ、多数の来賓をお迎えしての講

演であったが、講演後は「大切なテーマで、しかも

わかりやすい内容で聞いてよかった」「すぐ実践で

きる内容で参考になった」等の感想が多く好評であ

った。なお、講演の様子はケーブルＴＶで放映され

た。 

 

(講義・演習)「いじめ・非行等の理解－いじめ・不

登校防止等，『いのちの教育』の教育実践より－」

のテーマで石川県教育委員会初任者に研修を進め

た。「『教師』として子どもに向き合う心構えをしっ

かりと持つことができた」「保護者との連携の仕方

や生徒指導・教育相談の具体的な手法の理解を深め

ることができた」などの感想が多くを占め、質疑応

答も多数あり、高い評価を得た。 

 

「講師からの助言は、とても参考になった」「次回

も是非同じ講師にお願いしたい」等の感想が多く、

研修後も教員からの質問が多かった。 

 

「クラス作りに生かす hyper-qu 研修会」のテーマ

で鳥取県内の私立学校の教職員に講演をした。「学

級づくりの手立てについて具体的に理解できた」等

の感想が多く、質疑応答も活発であった。 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成 30 年度第 2 回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：昨年度小中学校における問題行動の状況・中

学校区ごとによる話し合い」「講師（副委員長）」

平成 31年 1 

月 

 

 

平成 30 年度の小・中学校における問題行動の状況

について（年間）、中学校区ごとにグループで協議

した。住本は、講師（副委員長）として助言をした

（年度総括・助言）。 



（会場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンター

ホール） 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「平

成 30 年度 カウンセラー教員養成研修（講義・演

習）絆づくり－教育カウンセリングの視点から

－」「講師」（会場：石川県教員総合研修センター 

対象：全県 教職員 9:30～16:00） 

 

 

 

 

 

平成 31年 1 

月 

 

 

 

 

 

 

 

（講義・演習）絆づくり－教育カウンセリングの視

点から－」について、特に、いじめ・不登校対策の

手立てについて講義を進めた。「教育カウンセラー

として、その理論や技法について、体験的に学べ

た」と、受講者からも高評価であった。 

 

児童虐待対応専門アドバイザー事業による研修会

「不登校児童・生徒への支援の在り方を考える－

子どもの悩みから見えてくるもの－」「講師」平成

31 年 3 月 4 日（月）午後 2 時 00 分～午後 4 時 00

分 やぶ保健センター 

 

 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 ラポート牧山

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

（会場：岡山市適応指導教室 ラポート牧山 対

象：適応指導教室 ラポート牧山 職員）14:00～

15:30 

 

平成 31年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 3 

月 

「不登校児童・生徒への支援の在り方を考える－子

どもの悩みから見えてくるもの－」について、不登

校事例が複数出され、事例検討を進めた。「具体的

な手立てについての助言があり、とても参考になっ

た」と、受講者からも高い評価であった。 

 

 

 

「検討した事例への手立てが明確に理解できよかっ

た」「事例への介入法が具体的に理解できた」「今後

も講師には定期的に指導してほしい」等の感想が多

く、高い評価であった。 

 

兵庫県教育委員会 兵庫県立夢前高等学校主催   

特別授業「望ましい人間関係づくり」 

－「心の教育」「いのちの教育」の視点から－」

「講師」（兵庫県教育委員会「特別非常勤講師」）

10:50～12:40 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催事業「平成 31 年度 『思春期サポート事

業』」講師（スクールカウンセラー）（年間 12 回） 

 

令和 1 年 5 月 

 

 

 

 

 

平成 31 年度 

 

 

 

兵庫県教育委員会「特別非常勤講師」として「望ま

しい人間関係づくり－「心の教育」「いのちの教

育」の視点から－」のテーマで授業を担当した。 

 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校主

催事業「平成 31 年度 『思春期サポート事業』」講

師（スクールカウンセラー）を委嘱された。 

 

岡山県作陽高等学校主催事業「平成 31 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方」「講師」13:30～17:30 

 

 

令和 1 年 6 月 

 

「全体指導は勿論、子ども一人一人への個別指導の

参考になった」「担任としてクラスの実態が把握で

き、すぐに学級づくりに生かせる」などの感想が多

く大変好評であった。 

 

岡山県立備前緑陽高等学校主催事業「平成 31 年度

高大接続研修：i-check データからみるクラス経営

の在り方」「講師」14:00～17:30 

 

岡山県立美作高等学校主催事業「平成 31 年度 高

大接続研修：i-check データからみるクラス経営の

在り方⑴」「講師」14:00～17:30 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

「担任として、学級の実態や生徒一人一人の状況が

正確に把握でき、すぐに学級づくりに生かせる」な

どの感想が多く好評であった。 

 

「クラス担任として学級の実態が的確に把握でき、

すぐに学級づくりや生徒指導に生かせる」などの感

想が多かった。 



 

宝塚医療大学「非常勤講師」「教育相談」授業「構

成的グループ・エンカウンターの理論と実際」

2019.7.6（会場：宝塚医療大学）1 限･2 限 9:00

～10:30 10:40～12:10  50名 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成 31 年度第１回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：昨年度小中学校における問題行動の状況・中

学校区ごとによる話し合い」「講師（副委員長）」

（会場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンター

ホール） 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催事業「平成 31 年

度 高大接続研修：i-checkデータからみるクラス

経営の在り方」「講師」14:00～17:30 

 

岡山県立美作高等学校主催事業「平成 31 年度 高

大接続研修：i-check データからみるクラス経営の

在り方⑵」「講師」14:00～17:30 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会（会場：滋賀

県庁） 

 

兵庫県立上郡高等学校主催事業「平成 31 年度 高

大接続研修：i-check データからみるクラス経営の

在り方⑵」「講師」13:45～17:30 1/2 年生 

 

岡山県立岡山東商業高等学校主催事業「平成 31 年

度 高大接続研修：i-checkデータからみるクラス

経営の在り方⑵」「講師」13:00～17:30 

 

 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立日野高等学校主催 

「学級経営に活かす hyper-QU研修会」「講師」

13:00～17:00 

 

岡山県教育委員会主催「平成 31 年度 第 1 回 岡

山県いじめ問題対策連絡協議会」「会長」（14:00～

16:30 会場：岡山県庁） 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

宝塚医療大学の「教育相談」授業の「非常勤講師」

を委嘱され、「構成的グループ・エンカウンターの

理論と実際」のテーマで授業を担当した。学生によ

る授業評価では、8 割以上が「大変満足している」

の評価であった。 

 

平成 30 年度の小・中学校における問題行動の状況

について（前半）、中学校区ごとにグループで協議

した。住本は、講師（副委員長）として助言をし

た。 

 

 

 

「クラス担任として学級の実態が的確に把握でき、

すぐに学級づくりや教育相談に生かせる」などの感

想が多かった。 

 

「担任として学級の実態がしっかり把握でき、すぐ

に教育相談・生徒指導に生かせる」などの感想が多

く、好評であった。 

 

県立学校におけるいじめ問題について、委員（学識

経験者）として議論した。 

 

「講師からの助言は、とても参考になった」「次回

も是非講師をお願いしたい」等の感想が多く、研修

後も教員からの質問が多かった。 

 

「コメントにより担任として学級の実態がしっかり

把握できた。すぐに教育相談や生徒指導に生かした

い」「具体的な手立てについての助言はいつもあり

がたいと実感している」などの感想が多く、大変好

評であった。 

 

「講師の助言により、学級の実態が的確に把握でき

た。すぐに生徒指導、教育相談、学級経営に活用し

たい」などの感想が多く、好評であった。 

 

岡山県教育委員会からの委嘱を受け、岡山県いじめ

問題対策連絡協議会会長として、組織を企画運営し

た。 

新見市教育委員会養護教諭部会主催夏季研修会

「『折れない心』のつくり方－「いのちの教育」

令和 1 年 8 月 

 

新見市内の小・中学校の養護教諭が一堂に会した研

修会。「『折れない心』のつくり方－「いのちの教



「心の教育」の視点から－」「講師」2019.8.2 

10:00～12:00 新見市正田ふれあいセンター 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催「令和元年度 部

活動夏季学習」「講師」「ストレス・マネジメント

－体験、ストレス・マネジメント教育の実際－」

（2019.8.16 10:00～12:00 岡山県立東岡山工業

高等学校 運動部活部員 70 名） 

 

 

新見市教育委員会生徒指導部会主催夏季研修会

「『いのちの教育』の視点からみた人権教育の推進

についてーいじめ問題を中心にしてー」「講師」日

時： 2019.8.20 10:00～11:40   会場：阿新教育

会館 

 

兵庫県東条中学校主催 「学級経営に活かす hyper-

QU 研修会」「講師」13:30～16:00 

 

 

平成 31 年度 新見千屋温泉いぶきの里第 16 回経

営諮問委員会「講師」「カウンセラー、転んで学ん

だ『子育て十か条』－子どもの悩みから見えてく

るもの－」2019.8.29 16:00～19：00 

 

 

 

 

令和 1 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 8 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 8 月 

 

 

 

令和 1 年 8 月 

 

 

 

 

育」「心の教育」の視点から－」のテーマで研修を

進めた。 

 

「体験しながら学べたのでわかりやすかった」「す

ぐに実践してみたい」「試合で緊張したときに今日

学んだことを実践してみたい」などの感想が多く大

変好評であった。 

 

 

 

新見市内の小・中学校の生徒指導担当者が集まった

研修で、「『いのちの教育』の視点からみた人権教育

の推進についてーいじめ問題を中心にしてー」のテ

ーマで研修会講師を務めた。 

 

 

「講師からの助言は、大変参考になった」「次回も

是非講師をお願いしたい」等の感想が多く、研修後

も教員からの質問が多かった。 

 

「カウンセラー、転んで学んだ『子育て十か条』－

子どもの悩みから見えてくるもの－」のテーマで講

師を務めた。 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 ラポート牧山

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

（会場：岡山市適応指導教室 ラポート牧山 対

象：適応指導教室 ラポート牧山 職員）13:00～

16:00 

 

岡山県立新見高等学校 高大接続模擬授業・進路

ガイダンス「講師」①進路ガイダンス・模擬授業 

13:55～14:40 岡山県立新見高校生 1 年生 15 名 

2 年生 25 名 計 40 名（健康保育学科志望者）②

【内容】ガイダンス 学科の特色 入試の概略等 

生徒の希望による模擬授業実施、アクティブ・ラ

ーニング型授業風景動画の視聴 

 

岡山県教育委員会主催「令和元年度心理検査活用

リーダー研修講座」（岡山県立学校人権教育サポー

ト事業）『i-check』の活用について  

－『i-check』の活用のポイントと 具体的な手立

てについて－「講師」2019.9.27 13:45～15:45 

会場：岡山県生涯学習センター 

令和 1 年 9 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

「事例への手立てが明確に理解できよかった」「事例

への介入法が具体的に理解できた」「同じ講師で定期

的に指導をお願いしたい」等の感想が多く、高い評

価であった。 

 

 

【生徒の感想】「学科の特色がよくわかっ

た」「大学の授業が、具体的にイメージでき

た」「進路についてのイメージがより明確に

なった」等、大学にとっても、地元高校への

広報活動の場として大変よい機会であった。 

 

 

 

岡山県下に i-check を活用する学校が増加してお

り、この度岡山県教育委員会主催による研修会がも

たれ、講師を務めた。 

 



岡山県教育委員会・岡山県立備前緑陽高等学校主

催「いじめ対策会議：いじめの予防と対応」「講

師」（会場：岡山県立備前緑陽高等学校 対象：高

等学校教職員５０名）14:00～17:00 

 

岡山県作陽高等学校主催事業「平成 31 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方」「講師」10:30～13:30 

 

 

平成 31 年度にいみ子育てカレッジ「子育て支援者

に対する専門研修」「保育カウンセリング技法の実

際」「講師」 

 

 

岡山県教育庁 福利課 公立学校共済組合 岡山

支部主催「テーマ：職場の健康づくり研修会支援

事業『学校園現場における健康増進の推進につい

て』」「講師」15:00～16:30 会場：美作市民セン

ター 対象：公立学校共済岡山支部内 養護教諭  

50 名 

 

兵庫県明石市教育委員会スーパーバイザー事業

「講師」明石市立松ケ丘幼稚園 「子どもの自己肯

定感を育てる保育実践の在り方を探る－子どもや

保護者の心に寄り添った教育実践のために－」

2019.11.1 9:00～12:00 保育参観 13:00～16:00

講演･指導・助言（2020.1.17、2020.2.4、

2020.3.9） 

令和 1 年 10

月 

 

 

 

令和 1 年 10

月 

 

 

 

令和 1 年 10

月 

 

 

 

令和 1 年 10

月 

 

 

 

 

 

平成 31 年度 

いじめの事例について検討した。「的確な助言をも

らって方向性が見えた」「これからも定期的に指導

助言をお願いしたい」等の意見が出、好評であっ

た。 

 

「講師からの助言が参考になった」「次回も是非講

師をお願いしたい」等の感想が多く、研修後も教員

からの質問が多かった。 

 

 

「保育者や教育者として、どう保護者とつながり子

どもの心を育てていくか、その方向性が見えた」

「次年度も楽しみにしたい」などの感想が多かっ

た。 

 

公立学校共済岡山支部内 養護教諭  50 名を対象

に、具体的事例を中心に指導助言をしながら進め

た。「具体的でわかりやすかった」「実践的な内容で

よかった」等の感想が多く、大変好評であった。 

 

 

 

「子どもの自己肯定感を育てる保育実践の在り方を

探る－子どもや保護者の心に寄り添った教育実践の

ために－」のテーマで講師を務めた。次年度 11 月

の研究発表予定である。 

新見市教育委員会「プログラミング教育 小・中

学生実践発表会」「審査委員長」13:30～17:00 新

見市役所南庁舎 

 

 

 

 

神戸新聞取材（2019.11.15）「神戸市立東須磨小学

校 教師によるいじめ・暴力事案へのコメント」 

 

岡山県立岡山東商業高等学校主催事業「平成 31 年

度 高大接続研修 ：i-check データからみるクラ

ス経営の在り方」「講師」15:55～17:30 

 

令和 1 年 11

月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 11

月 

 

令和 1 年 11

月 

 

一昨年度、昨年度に引き続き、新見市教育委員会主

催の「プログラミング教育 小・中学生実践発表

会」の「審査委員長」として各発表にコメントを

し、発表した生徒からは「意欲を持てる助言をもら

って、一層努力を重ねたい」等の感想が大半を占め

た。 

 

2019 年 12 月 17 日兵庫県全域判 掲載「リレーシ

リーズ：先生はいま」。 

 

「講師からの助言が参考になった」「次年度も是非

講師をお願いしたい」等の感想が多く、研修後も教

員からの個別の質問が多かった。 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会（会場：滋賀

県庁）13:00～16:30 

 

令和 1 年 12

月 

 

県立学校におけるいじめ問題について、委員（学識

経験者）として議論した。 

 



岡山県立美作高等学校主催事業「平成 31 年度 高

大接続研修：i-check データからみるクラス経営の

在り方⑵」「講師」14:00～17:30 

 

兵庫県教育委員会 兵庫県立夢前高等学校主催   

特別授業兵庫県立夢前高等学校主催講演会「講

師」2019.12.16「『折れない心』を持って見つめる

私の『将来の夢』－「心の教育」「いのちの教育」

の視点から－」10:50～12:40 

 

令和 1 年 12

月 

 

 

令和 1 年 12

月 

 

「講師からの助言が参考になった」「講師が認めて

くれるので意欲的に取り組める」等の感想が多く、

研修後も教員からの質問が重なった。 

 

兵庫県教育委員会「特別非常勤講師」として「『折

れない心』を持って見つめる私の『将来の夢』－

「心の教育」「いのちの教育」の視点から－」のテ

ーマで授業を担当した。 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催事業「令和元年度 『思春期サポート事業』」

講師（スクールカウンセラー）15:00～18:00 岡山

県立東岡山工業高等学校 

 

 

兵庫県明石市「スーパーバイザー」：明石市教育委

員会・2019/2020 年度 明石市立松が丘幼稚園研究

への助言・「スーパーバイザー」 11:00～16:30 明

石市立松が丘幼稚園【「令和元年度・令和２年度 

兵庫県明石市教育委員会指定 幼稚園教育研究実

践 『幼児期における〔自尊感情〕育成の方途を

探る』」】 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフグルー

プ主催「小野市いじめ防止市民会議」「有識者・委

員」 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「令

和元年度 カウンセラー教員養成研修（講義・演

習）児童生徒の心の理解と問題行動の未然防止の

ために－いじめ・不登校防止，『いのちの教育』の

教育実践より－」「講師」（会場：石川県教育セン

ター、対象：全県 高等学校教員・特別支援学校

教員 9::30～16:30 石川県教育センター 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成 30 年度第 2 回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：昨年度小中学校における問題行動の状況・中

学校区ごとによる話し合い」「講師（副委員長）」

（会場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンター

ホール） 

 

岡山県教育委員会主催「令和 2 年度 第 2 回 岡

山県いじめ問題対策連絡協議会」「会長」（14:30～

令和 2 年 1 月 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 

 

 

 

令和 2 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 2 月 

 

スクールカウンセラーとして、スクールソーシャル

ワーカーとも連携しながら、不登校事例等を支援

し、好転に導くことができた。また、教職員へのコ

ンサルテーションの重要性が増してきたように感じ

る。 

 

2 年間の研究で、研究テーマは『幼児期における

〔自尊感情〕育成の方途を探る』であった。幼児教

育実践に臨床の視点を持つ等の取組が効果を上げる

ことが確認され、報告書にまとめ、発表会も盛会で

あった。 

 

 

 

 

小野市のいじめ等防止に関連した有識者としての助

言を重ねた。 

 

 

（講義・演習）児童生徒の心の理解と問題行動の未

然防止のために－いじめ・不登校防止，『いのちの

教育』の教育実践より－」のテーマで講師を務め

た。受講者からは、「理論と実践療法の学びを深め

ることができた」「明日からすぐに活用したい」等

の意見が多く、高評価を得た。 

 

 

平成 31 年度の小・中学校における問題行動の状況

について（年間）、中学校区ごとにグループで協議

した。住本は、講師（副委員長）として助言をした

（年度総括・助言）。 

 

 

 

令和元年度の岡山県いじめ問題への取組について総

括をした。 



16:30 会場：岡山県庁） 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「委員」（学識

経験者：日本生徒指導学会 推薦）15:00～17:30 

滋賀県庁 

 

令和元年度 新見市子ども・子育て会議 「会長」

14:00～16:00 新見市南庁舎 

 

 

令和 2 年度 高梁・新見地区教科用図書採択市教

育委員会協議会委員（新見市教育委員会委員・監

事）新見市南庁舎（中学校全教科）15:30～17:30 

 

新見公立大学 非常勤講師 健康科学部 健康保

育学科 2 年生 47 名『教育学総論』（幼稚園教諭養

成課程履修生必修科目・保育士養成課程履修生必

修科目）2 限～4 限・2 限～5限・2 限 

 

 

 

新見公立大学 非常勤講師 健康科学部 健康保

育学科 1 年生 57 名『保育者論』（幼稚園教諭養成

課程履修生必修科目・保育士養成課程履修生必修

科目）2 限～3 限・2 限～4 限・3 限～4 限集中講義 

授業担当 

 

 

「2020 年度 奈良学園 いじめ問題対応教員研修」

「講師」※奈良文化高等学校(奈良県大和高田市東

中 127）：7/27（月）13:30～15:00 

 

岡山県新見市立新見保育所「ロボホンと園児のふ

れあい活動」の平成 31 年度の活動の振り返り[管

理職への聞き取り調査] 

※新見公立大学学長配分研究採択 300,000 円 

【日時】2020/8/1 17:00～17:30（ロボホン・ク

ラブ部員同席） 

【場所】：新見市立新見保育所（新見市哲多町蚊家

4296－1・新見市教育委員会管轄） 

【対象】：新見保育所園児 3･4･5 歳児 25 名 

 

 

 

 

兵庫県明石市「スーパーバイザー」：明石市教育委

 

 

令和 2 年 2 月 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

令和 2 年 4 月 

 

 

 

令和 2 年 6 月

6 日・6月 20

日・8 月 1 日 

 

 

 

 

令和 2 年 6 月

27 日・7 月

11 日 

 

 

 

 

令和 2 年 7 月

27 日 

 

 

令和 2 年 8 月

1 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 8 月

 

 

教育学の立場から、いじめ問題についての意見を述

べ、令和元年度の総括をした。 

 

 

令和元年度の新見市子ども・子育て会議の取組につ

いて総括をした。 

 

 

当該委員として、高梁・新見地区教科用図書採択に

ついて協議した。 

 

 

非常勤講師として授業を担当した。アクティブ・ラ

ーニング型の授業展開により、学生の理解度は高か

った（評価高得点）。 

 

 

 

 

非常勤講師として授業を担当した。参加型・体験

型、ＩＣＴ教育活用等の授業展開により、学生の理

解度は高かった（評価高得点）。特に、グループワ

ークを通して、目指す保育者像を探る体験が印象深

かったようで、当該活動で、科目目標に迫ることが

できたと感じた。 

 

「いじめ防止」「初期対応」「早期発見」等のテーマ

について講演をした。研修内容については、大学紀

要にまとめた。 

 

ア）ロボホンの動き：挨拶・歌唱・ダンス。イ）園

児の反応：挨拶⇒挨拶で返事 95％（満面の笑顔

60％・笑顔 40％）・歌唱⇒ロボホンと一緒に歌う

（満面の笑顔）・ダンス⇒ハミングしながら一緒に

踊る 25％・ロボホンの周りに笑顔で見守る 73％・

その他 2％ ウ）保育者より：ロボホンの愛らし

さ、人に近い動き（大きさ・表情・しぐさ・二足歩

行・音楽が流れる点 等）に親近感を高め、ほとん

ど、園児がロボホンの側を離れていなかった。子ど

もの表情が皆朗らかでうれしそうだった。コミュニ

ケーションが普段とれない園児が興味を示してい

た。新見公立大学年報にて報告。 

 

研究テーマは、『幼児期における〔自尊感情〕育成



員会・2019/2020 年度 明石市立松が丘幼稚園研究

への助言・「スーパーバイザー」 10:00～17:00 明

石市立松が丘幼稚園【「令和元年度・令和２年度 

兵庫県明石市教育委員会指定 幼稚園教育研究 

 

奈良学園大学 人間教育学部 オープンキャンパ

ス模擬授業担当「体験『いのちの教育』の実際」

高校生・保護者計 30 名参加 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立上郡高等学校主催

「総合質問紙調査『アイチェック』を活用した学

級づくり研修会」「講師」14:00～18:00 兵庫県立上

郡高等学校 

 

「2020 年度 奈良学園 いじめ問題対応教員研修」

「講師」※奈良学園中学校・高等学校（奈良県大

和郡山市山田町 430）：8/27（木）15:40～17:10 

 

 

「2020 年度 奈良学園 いじめ問題対応教員研修」

「講師」※奈良学園小学校、奈良学園幼稚園（奈

良県奈良市中登美ヶ丘 3-15-1）：9/7（月）15:50～

17:20 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「令和 2 年度第 1 回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：本年度小中学校における問題行動の状況」「講

師（副委員長）」（会場：兵庫県稲美町役場コミュ

ニティセンターホール） 

 

「2020 年度 奈良学園 いじめ問題対応教員研修」

「講師」※奈良学園登美ヶ丘中高（奈良県奈良市

中登美ヶ丘 3-15-1）：9/10（木）16:00～17:30 

 

 

兵庫県明石市「スーパーバイザー」：明石市教育委

員会・2019/2020 年度 明石市立松が丘幼稚園研究

への助言・「スーパーバイザー」 9:00～16:30 明

石市立松が丘幼稚園【「令和元年度・令和２年度 

兵庫県明石市教育委員会指定 幼稚園教育研究実

践 『幼児期における〔自尊感情〕育成の方途を

探る』」】 

 

岡山県教育委員会・岡山県立津山高等学校主催

「総合質問紙調査『アイチェック』を活用した学

4 日 

 

 

 

 

令和 2 年 8 月

8 日 

 

 

 

令和 2 年 8 月 

 

 

 

 

令和 2 年 8 月

27 日 

 

 

 

令和 2 年 9 月

7 日 

 

 

 

令和 2 年 9 月 

 

 

 

 

 

令和 2 年 9 月

10 日 

 

 

 

令和 2 年 9 月

15 日 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 9 月 

 

の方途を探る』。参観後、教師の質問に対してケー

スカンファレンスで助言をした。参加者は特に、エ

ビデンス・ベースド・エデュケーションの大切さを

再確認することができた。 

 

オープンキャンパス模擬授業を担当した。模擬授業

のタイトルは「体験『いのちの教育』の実際」で、

高校生・保護者計 30 名が参加した。 

 

 

「総合質問紙調査『アイチェック』を活用した学級

づくり研修会」の研修テーマで講師を務めた。全担

任と面談を進めた。 

 

 

「ネット上のいじめ」「いじめ防止」「初期対応」

「早期発見」等のテーマについて講演をした。研修

内容については、大学紀要に掲載した。 

 

 

「ネット上のいじめ」「いじめ防止」「初期対応」

「早期発見」等のテーマについて講演をした。重大

事態の案件事例についても説明した。研修内容につ

いては、大学紀要に掲載。 

 

兵庫県稲美町における小中学生の問題行動の現況に

ついて事務局から報告があり、専門家の立場から助

言をした。 

 

 

 

「いのちの教育」をベースにしたいじめ防止教育プ

ログラムの実践等について講演をした。研修内容に

ついては、大学紀要にまとめて報告をした。 

 

 

研究テーマは、『幼児期における〔自尊感情〕育成

の方途を探る』。参観後、教師の個別の質問に対し

てケースカンファレンスで助言を重ねた。回を重ね

る度に、参加者の質問に深まりを感じる。特に、事

例から学ぶ教師としての姿勢や事実からの子供の内

面の動きの読み取りが深くなってきていた。 

 

 

「総合質問紙調査『アイチェック』を活用した学級

づくり研修会」の研修テーマで講師を務めた。全員



級づくり研修会」「講師」15:30～18:00 岡山県立津

山高等学校 

 

岡山県教育委員会主催「令和２年度心理検査活用

リーダー研修講座（岡山県 県立学校人権教育サ

ポート事業）『ｉ－ｃｈｅｃｋ』の活用について－

『ｉ－ｃｈｅｃｋ』の活用のポイントと具体的な

手立てについて－」「講師」13:45～17:00 岡山県総

合教育センター対象：岡山県立学校生徒指導・教

育相談担当者 20 名 

 

兵庫県明石市「スーパーバイザー」：明石市教育委

員会・2019/2020 年度 明石市立松が丘幼稚園研究

への助言・「スーパーバイザー」 13:30～16:30 明

石市立松が丘幼稚園【「令和元年度・令和２年度 

兵庫県明石市教育委員会指定 幼稚園教育研究実

践 『幼児期における〔自尊感情〕育成の方途を

探る』」】 

 

 

新見公立大学 非常勤講師 健康科学部 健康保

育学科 2 年生 47 名『教育相談』（幼稚園教諭養成

課程履修生必修科目・保育士養成課程履修生必修

科目）・1 限～3 限・1 限～4 限・1 限～4 限・1 限～

4 限集中講義 授業担当集中講義 授業担当 

 

 

新見市教育委員会・新見市教育研究部会 養護教諭

部会研究打合会 15:30～17:30 新見公立大学 

 

 

大阪府立狭山高等学校 2 年生 16 名への校内ガイダ

ンス・模擬授業「〈教育学〉体験『いのちの教育』

の実際」「講師」 教育学志望生徒 16 名にガイダ

ンス・模擬授業実施。 

 

 

 

 

 

 

兵庫県明石市「スーパーバイザー」：「令和元年

度・令和２年度 兵庫県明石市教育委員会指定 

幼稚園教育研究実践研究発表会 『幼児期におけ

る〔自尊感情〕育成の方途を探る』」全体講演「講

師」11:00～16:30 明石市立松が丘幼稚園 

 

 

 

令和 2 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 10

月 6 日・10

月 27 日 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 10

月 31 日・12

月 12 日・令

和 3 年 1 月

23 日・2 月

13 日 

 

令和 2 年 12

月 

 

 

令和 2 年 11

月 5 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 24 日 

 

 

 

のホームルーム担任と面談をっし、手立て等につい

て助言をした。 

 

昨年度に引き続き、『ｉ－ｃｈｅｃｋ』の活用のポ

イントと具体的な手立てについて」講師を務めた。

ほぼ全員の参加者より質問があり、実践例を紹介し

ながら応答した。 

 

 

 

 

2 年間の研究で、研究テーマは『幼児期における

〔自尊感情〕育成の方途を探る』であった。教師自

身が自尊感情を高めておくことの大切さ等が確認さ

れ、報告書にまとめ、発表会も盛会であった。 

 

 

 

 

 

非常勤講師として授業を担当した。参加型・体験型

の双方向授業展開により、学生の理解度は高かった

「事例についての話しが多かったので具体的に学ぶ

ことができた」「カウンセリング・マインドを持っ

た保育者を目指そうと強く思った」等の感想も多か

った（評価高得点）。 

 

総合質問紙を活用した教育実践のテーマで助言をし

た。 

 

 

熱心に取り組み、2 年生であったが、本学に大変興

味を持ってもらった。（男子 3・女子 13）グループ

ワーク・発表形式の授業実施。13:00～15:10 大阪

府立狭山高等学校。「命の大切さについて深く考え

ることができた」「大学の授業がイメージできて良

かった」「命や人生について考える機会を持てて良

かった」等の意見が多く好評であった。 

 

 

 

2 年間の研究の集大成となる研究発表会であった。

『幼児期における〔自尊感情〕育成の方途を探る』

の演題で、全体講演の講師を務めた。研究会出席者

の感想からも、高評価であった（コロナ禍により、

参加者数を限定せざるを得なかったが、出席者は、



 

 

 

 

 

 

 

兵庫県但馬地区県立高等学校 PTA 連合会 PTCA 研究

大会「発達から見た高校生の心理とかかわり方－

高校生との親子関係について考える－」「講師」 

13:00～14:30 豊岡赤穂当学校和魂百年館 対

象：但馬地区県立高等学校 PTA 連合会会員 200 名 

 

 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立日野高等学校主催

2020 年度教職員研修会「hyperQU を活用した学級

経営の在り方」「講師」13:00～15:30 

 

 

 

 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催 特

別授業（対象：高校 1 年生 74人）「兵庫県立夢前

高等学校主催講演会 2020.12.1510:50～12:40 兵庫

県立夢前高等学校 

 

 

 

新見公立大学「非常勤講師」「教育相談（幼）」の科目を担当 

第 1限～第 4限（9：20～16:30）新見公立大学 

 

 

 

岡山県教育カウンセラー協会研修会「コロナ禍に

おける『心のケア』について考える―『心の教

育』『いのちの教育』の視点から―」「講師」 

 

 

 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グループ主催「小野

市いじめ防止市民会議」「有識者・委員」小野市役所 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 28 日 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 12

月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 12

月 15 日 

 

 

 

 

 

令和３年 1月 23

日 

 

 

 

令和 3 年 2 月

7 日 

 

 

 

 

 

 

令和 2年度 

 

「得るものが多かった」「事例を取り上げていただ

いたので、とても具体的で理解しやすかった」等の

意見が多かった）。研究成果は研究紀要にまとめ

た。 

 

 

 

兵庫県但馬地区県立高等学校 PTA 連合会 PTCA 研究

大会の全体会講師を務めた。コロナ禍の影響で 500

名参加のところを 200 名に絞られていたが、参加者

からは「子供の立場で考えることの大切さを再確認

できた」「発達を踏まえて子供と向き合うことが大

切だと実感した」等の感想が多くあった。 

 

 

昨年度に引き続き「hyperQU を活用した学級経営の

在り方」のテーマで質問紙調査の分析依頼と手立て

についての助言を求められた。 

 

 

 

 

 

 

昨年度に引き続き『折れない心』を持って見つめる

私の『将来の夢』－『心の教育』『いのちの教育』

の視点から－」のテーマで高校生を対象に授業の講

師を務めた。「はじめて命について真剣に考える場

になった」等の意見が多く好評であった。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、「教育相談（幼）」の科目を担当す

る。健康保育学科 2年 57人が受講し、「実践的内容だった」と好評

であった。 

 

 

岡山県教育カウンセラー協会研修会「コロナ禍にお

ける『心のケア』について考える―『心の教育』

『いのちの教育』の視点から―」のテーマで、講師

を務めた。オンラインでの講演であったが、本学の

学生も 8 名参加し、受講者の方は熱心に参加され

た。 

 

 

「有識者・委員」として、年度のまとめをした（総括：2/9・

3/10）。 



 

岡山県新見市立新見保育所「ロボホンと園児のふ

れあい活動」の平成 31 年度の活動の振り返りと本

年度の総括[管理職への聞き取り調査Ⅱ] 

※新見公立大学学長配分研究採択 300,000 円 

【日時】2021/2/12 15:30～16:00（ロボホン・ク

ラブ部員同席） 

【場所】：新見市立新見保育所（新見市哲多町蚊家

4296－1・新見市教育委員会管轄） 

【対象】：新見保育所園児 3･4･5 歳児 25 名 

 

新見公立大学「非常勤講師」「教育相談（幼）」第 1

限～第 4 限新見公立大学 

 

 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「令和 2 年度第 2 回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：本年度小中学校における問題行動の状況」「講

師（副委員長）」『講演：ネット上のいじめ対応と

自殺予防教育プログラムについて』「講師」（会

場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンターホー

ル） 

 

 

 

兵庫県明石市「スーパーバイザー」研究の振り返

り「講師」15:00～16:30 明石市立松が丘幼稚園 

 

 

 

 

 

 

岡山県いじめ問題対策連絡協議会「会長」 

 

 

岡山県教育委員会 いじめ対策委員会「委員（学

識経験者）」 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催事業「稲美町生きる

力を育む小・中連携推進委員」『副委員長』 

 

 

 

令和 3 年 2 月

12 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 2 月

13 日 

 

 

 

 

令和 3 年 2 月

15 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月

9 日 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度 

 

 

令和 3 年度 

 

 

 

令和 3 年度 

 

 

 

 

保育所長より、「保育者のかかわりでは反応しない

園児が、ロボホンには反応していた」「人型ロボッ

トペッパーに対しては、威圧感から、恐怖を感じた

園児が複数名いたが、ロボホンに対しては、ほとん

どの園児が親近感を高めていた。それは笑顔の多さ

から推測できた」「特別支援保育の可能性を強く感

じた」等の聴取を総括とし、新見公立大学年報で報

告した。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、「教育相談（幼）」

（幼稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成

課程履修生選択科目）の科目を担当する（集中講

義）。健康保育学科 2 年 47 人が受講し、「保育現場

で活用できる内容だった」と好評であった。 

 

コロナ禍の状況から、「本年度小中学校における問

題行動の状況」については、書面での報告がなされ

た。その後、『講演：ネット上のいじめ対応と自殺

予防教育プログラムについて』の講師を務めた。参

加の先生方からは、「ネット上のいじめ対応の具体

的手立てがわかりやすかった」等の意見や「自殺へ

の初動対応の実際が理解できてよかった」等の感想

が多かった。 

 

 

明石市教育委員会・2019/2020 年度 明石市立松が

丘幼稚園研究への助言・「スーパーバイザー」【「令

和元年度・令和２年度 兵庫県明石市教育委員会指

定 幼稚園教育研究実践 『幼児期における〔自尊

感情〕育成の方途を探る』」】関係者で反省会を実施

し、2 年間の実践を振り返った。 

 

 

2021 年度の岡山県教育委員会取組の集約をした。 

 

 

2021 年度の取組の集約。各事例へのコンサルテー

ションを実施した。 

 

 

2021 年度 不登校、いじめ等問題行動への助言・研

修会講師を務めた。 

 

 



 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「委員（学識

経験者：日本生徒指導学会 推薦） 

 

 

兵庫県教育委員会 県立高等学校「特別非常勤講

師」 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催[兵

庫県教育委員会 県立高等学校「特別非常勤講

師」10:50～12:40 兵庫県立夢前高等学校 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学「非常勤講師」『教育学総論』第 1 限

～第 4 限、新見公立大学 

 

 

 

 

 

新見公立大学「非常勤講師」『保育者論』第 1 限～

第 3 限、新見公立大学 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『保育者論』第 1

限～第 5 限、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『保育者論』第 4

限～第 5 限（オンライン）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

令和 3 年度 

 

 

 

令和 3 年度 

 

 

 

令和 3 年 4 月

13 日 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 4 月

24 日 

 

 

 

 

 

令和 3 年 5 月

1 日 

 

 

 

 

 

令和３年 5月 8日 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 6月 15

日 

 

 

 

 

 

2021 年度 滋賀県立学校におけるいじめ重大事態の

調査報告書（概要版は HP 掲載）を作成した。 

 

 

兵庫県立高等学校での生徒対象にキャリア教育授業

実践。年 2 回実施した。 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催[兵

庫県教育委員会 県立高等学校「特別非常勤講師」

として、特別授業（対象：高校 1 年生 85 人）「望ま

しい人間関係づくり」－『心の教育』『いのちの教

育』の視点から－」を実施、「自分や身近な人の命

について考えるいい機会であった」等の意見が多

く、高評価であった。 

 

 

『教育学総論』（幼稚園教諭養成課程履修生必修科

目・保育士養成課程履修生必修科目）の科目を担当

する（集中講義）。健康科学部 健康保育学科 2 年

57 人が受講し、「保育現場で活用できる内容だっ

た」と好評であった。 

 

 

『教育学総論』（幼稚園教諭養成課程履修生必修科

目・保育士養成課程履修生必修科目）の科目を担当

する（集中講義）。健康科学部 健康保育学科 2 年

57 人が受講し、「今回も保育現場で実践できる内容

だった」と好評であった。 

 

 

『保育者論』（幼稚園教諭養成課程履修生必修科

目・保育士養成課程履修生必修科目）の科目を担当

する（集中講義）。健康科学部 健康保育学科 1 年

53 人が受講し、「保育現場で活用できる内容で、体

験的に学ぶことができた」と好評であった。 

 

 

 

『保育者論』（幼稚園教諭養成課程履修生必修科

目・保育士養成課程履修生必修科目）の科目を担当

する（集中講義）。健康科学部 健康保育学科 1 年

53 人が受講し、「保育現場で活用できる内容で、参

加型・体験型で学ぶことができた」と好評であっ

た。 



 

岡山県教育委員会主催研修会「講師」15:00～

17:00 岡山県立東岡山工業高等学校（オンライン形

式） 

 

 

 

 

岡山県教育委員会主催研修会「講師」15:30～

18:00 岡山県立津山高等学校 

 

 

 

 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グル

ープ主催「小野市いじめ防止市民会議」打ち合わ

せ会議 13:00～14:00 小野市役所 

 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「令和３年度第１回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会（15:00～17:00 会場：兵庫県稲美町役場コミュ

ニティセンターホール） 

 

 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グル

ープ主催「小野市いじめ防止市民会議」15:00～

17:00。小野市役所 

 

 

新見公立大学「非常勤講師」『教育学総論』第 1

限・『生徒指導論』第 2 限～第 4 限、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 7月 6日 

 

 

 

 

 

 

令和３年 7月 13

日 

 

 

 

 

 

 

令和３年 7月 13

日 

 

 

 

 

令和３年 7月 20

日 

 

 

 

 

 

 

令和３年 7月 27 

 

 

 

 

令和３年 7月 31

日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高校主催

「総合質問紙調査『アイチェック』を活用した学級

づくり研修会：特別支援教育事例検討会」で「講

師」を務めた。「具体的手立てを理解でき、有益で

あった」と好評であった。 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立津山高等学校主催「総

合質問紙調査『アイチェック』を活用した学級づく

り研修会」で「講師」を務めた。「具体的な指導法

まで助言していただき、有益であった」と好評であ

った。 

 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グルー

プ主催「小野市いじめ防止市民会議」13:00～

14:00。打ち合わせ会議出席。「有識者・委員」とし

て、人権に関する課題について打ち合わせをした。 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「令和３年度第１回稲

美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員会：

本年度小中学校における問題行動の状況・振り返

り」「講師（副委員長）」として、様々な児童生徒の

問題行動に対して指導助言をした。「具体的手立て

について専門的な視点からの助言は有難かった」と

好評であった。 

  

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グルー

プ主催「小野市いじめ防止市民会議」に「有識者・

委員」として出席し、主に人権課題に対して指導助

言をした。 

 

『教育学総論』（幼稚園教諭養成課程履修生必修科

目・保育士養成課程履修生必修科目）の科目を担当

する（集中講義）。健康科学部 健康保育学科 1 年

57 人が受講し、「全体総括によって、理論と実際の

まとめができてよかった」と好評であった。その

後、『生徒指導論』：健康科学部 看護学科 3 年 8

人：前期『生徒指導論』（2021 年度 前期・養護教

諭養成課程 履修生 必修科目前期：2.0 単位 時間

数：30 時間 3 年 8 人）の科目を担当する（集中講

義）。健康科学部 看護学科 3 年 8 人が受講し、「理

論と実践の区別ができ、わかりやすく理解できた」



 

 

新見公立大学「非常勤講師」『教育相談』第 1 限～

第 3 限、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

兵庫県教育委員会主催研修会「講師」 

13:00～18：00 上郡高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学「非常勤講師」『生徒指導論』第 1 限

～第 4 限、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 8月 14

日 

 

 

 

 

 

 

令和３年 8月 30

日 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 8月 31

日 

 

 

 

 

 

 

 

と好評であった。 

 

『教育相談』：健康科学部 看護学科 3 年 8 人：前

期『教育相談』（2021 年度 前期・養護教諭養成課

程 履修生 必修科目前期：2.0 単位 時間数：30 時

間 3 年 8 人）の科目を担当する（集中講義）。健

康科学部 看護学科 3 年 8 人が受講し、「実践的で

わかりやすかった」と好評であった。 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立上郡高等学校主催事業

「i-check データからみるクラス経営」の研修テー

マで「講師」を務めた。全クラス担任と面談をし、

個別にデータ分析結果を伝え、担任ごとに指導助言

をした。「エビデンスに基づいた助言だったので、

とても説得力があった」等の意見が多く、高評価で

あった。 

 

 

『生徒指導論』：健康科学部 看護学科 3 年 8 人：

前期『生徒指導論』（2021 年度 前期・養護教諭養

成課程 履修生 必修科目前期：2.0 単位 時間数：

30 時間 3 年 8 人）の科目を担当する（集中講

義）。健康科学部 看護学科 3 年 8 人が受講し、「実

践的な内容の講義で、教育現場ですぐ活用できるも

のだった」と好評であった。 

 

新見公立大学「非常勤講師」『生徒指導論』第 1 限

～第 4 限、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学「非常勤講師」『教育相談』第 1 限～

第 4 限、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 9月 1日 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 9月 7日 

 

 

 

 

 

 

 

 

『生徒指導論』：健康科学部 看護学科 3 年 8 人：

前期『生徒指導論』（2021 年度 前期・養護教諭養

成課程 履修生 必修科目前期：2.0 単位 時間数：

30 時間 3 年 8 人）の科目を担当する（集中講

義）。健康科学部 看護学科 3 年 8 人が受講し、「理

論を踏まえた実践的内容だった」と好評であった。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談』：健康

科学部 看護学科 3 年 8 人：前期『教育相談』

（2021 年度 前期・養護教諭養成課程 履修生 必修

科目前期：2.0 単位 時間数：30 時間 3 年 8 人）

の科目を担当する（集中講義）。健康科学部 看護

学科 3 年 8 人が受講し、「グループワークも取り入

れ、楽しく学ぶことができた」と高評価であった。 

 

 



 

新見公立大学「非常勤講師」『教育相談』第 1 限～

第 4 限、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

岡山県教育委員会主催「令和３年度心理検査活用

リーダー研修講座（岡山県 県立学校人権教育サ

ポート事業）13:45～17:00 岡山県総合教育センタ

ー対象：岡山県立学校生徒指導・教育相談担当者

30 名 

 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グル

ープ主催「小野市いじめ防止市民会議」打ち合わ

せ会議 13:00～14:00 小野市役所 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（保）』第 1 限～第 5 限、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グル

ープ主催「小野市いじめ防止市民会議」「有識者・

委員」15:00～17:00。小野市役所 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（保）』（オンライン・第 5 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 9月８日 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 9月 16

日 

 

 

 

 

 

 

令和３年９月 21

日 

 

 

 

 

令和３年 10月 2

日 

 

 

 

 

 

 

令和３年 10月 5

日 

 

 

 

 

令和３年 10月 12

日 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談』：健康

科学部 看護学科 3 年 8 人：前期『教育相談』

（2021 年度 前期・養護教諭養成課程 履修生 必修

科目前期：2.0 単位 時間数：30 時間 3 年 8 人）

の科目を担当する（集中講義）。健康科学部 看護

学科 3 年 8 人が受講し、「実践的で理解しやすかっ

た」と好評であった。 

 

 

『ｉ－ｃｈｅｃｋ』の活用について－『ｉ－ｃｈｅ

ｃｋ』の活用のポイントと具体的な手立てについて

－」のテーマで「講師」を務めた。参加者からは

「専門家から具体的な手立てを助言してもらい参加

してよかった。すぐに実践したい」等の意見が多

く、大変好評だった。 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グルー

プ主催「小野市いじめ防止市民会議」。打ち合わせ

会議出席。「有識者・委員」として、ハラスメント

に関する課題について打ち合わせをした。  

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（保）』

（幼稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成

課程履修生必修科目）の科目を担当する（集中講

義）。健康保育学科 2 年 57 人が受講し、「保育現場

で活用できる実践的な内容だった」と好評であっ

た。 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グルー

プ主催「小野市いじめ防止市民会議」に「有識者・

委員」として出席し、主にハラスメント防止に関し

て指導助言をした。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（保）』

（幼稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成

課程履修生必修科目）の科目を担当する。健康保育

学科 2 年 57 人が受講し、「教育現場で実践できる具

体的な内容だった」と好評であった。（オンライ

ン・第 5 限） 

 

 



 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（保）』（オンライン・第 5 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（保）』（オンライン・第 5 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 インターネット上の人権侵害の解消

推進事業：大学との共同研究に係るシンポジウム

（大阪府研究成果発表会）「指導者参加」（共同研

究：大阪府人権局人権擁護課）大阪産業創造館 

14:00～17:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会に「委員」（学

識経験者：日本生徒指導学会 推薦）13:30～17:30 

滋賀県庁 

 

 

岡山県新見市教育委員会主催「養護教諭中学校部

会研修会」「講師」13:30～16:00 新見公立大学 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（保）』（第 5 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

令和３年 10月 17

日 

 

 

 

 

 

 

令和３年 10月 26

日 

 

 

 

 

 

 

令和３年 11月 27

日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 11月 30

日 

 

 

 

令和 3年 12月 7

日 

 

 

 

令和 3年 12月 7

日 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（保）』

（幼稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成

課程履修生必修科目）の科目を担当する。健康保育

学科 2 年 57 人が受講し、「理論の説明でも具体例を

挙げての解説もあり、理解しやすかった」と好評で

あった。（オンライン・第 5 限）、新見公立大学 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（保）』

（幼稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成

課程履修生必修科目）の科目を担当する。健康保育

学科 2 年 57 人が受講し、「保育現場で実践できると

ても参考になる内容で、理解しやすかった」と好評

であった。（オンライン・第 5 限）、新見公立大学 

 

 

令和３年度 インターネット上の人権侵害の解消推

進事業：大学との共同研究に係るシンポジウム（大

阪府研究成果発表会）：『インターネット上の人権侵

害をどう防ぐか～教師をめざす学生として、意識改

革から行動変容へ～』奈良学園大学 人間教育学部

3 回生：〇プロジェクトリーダー（住本ゼミ）伊藤

美香・早川千世・横山菜摘 〇プロジェクトメンバ

ー（住本ゼミ）岩永健汰・尾川涼夏・奥井秋穂・新

里成哉・乗松貴大/「指導者」として助言指導。 

 

 

 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会に「委員」（学

識経験者：日本生徒指導学会 推薦）として出席。

学識経験者として、知見を述べた。 

 

 

岡山県新見市教育委員会主催「養護教諭中学校部会

研修会」の委員 5 名に「i-check を活用した保健指

導」について指導助言をした。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（保）』

（幼稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成

課程履修生必修科目）の科目を担当する。健康保育

学科 2 年 57 人が受講し、「保育現場ですぐに実践で

きるとても参考になる内容であった」と好評であっ

た。 



 

鳥取県教育委員会主催研修会「講師」13:00～

15:00 鳥取県立日野高等学校 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（保）』（第 5 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「令和３年度第２回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：本年度小中学校における問題行動の状況・振

り返り」「講師（副委員長）」（15:00～17:00 会

場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンターホー

ル） 

 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催[兵

庫県教育委員会 県立高等学校「特別非常勤講

師」10:50～12:40 兵庫県立夢前高等学校 

13:25～15:15 兵庫県立夢前高等学校 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（保）』（第 1 限～第 5 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会に「委員」（学

識経験者：日本生徒指導学会 推薦）13:30～17:30 

滋賀県庁 

 

 

令和 3年 12月 21

日 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 12月 21

日 

 

 

 

 

 

令和 4年 1月 18

日 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 1月 19

日 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 1月 22

日 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 1月 31

日 

 

 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立日野高等学校主催の

「2021 年度教職員研修会「hyperQU を活用した学級

経営の在り方」のテーマで「講師」を務めた。「専

門的な助言をもらって参考になった」「実践を支持

してもらい自信がついた」等の意見が多く高評価で

あった。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（保）』

（幼稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成

課程履修生必修科目）の科目を担当する。健康保育

学科 2 年 57 人が受講し、「教育現場で活用できる内

容でよかった」と高評価であった。 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「令和３年度第２回稲

美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員会：

本年度小中学校における問題行動の状況・振り返

り」で「講師（副委員長）」を務めた。「いじめ調査

報告書から考えるいじめ防止教育プログラム開発の

可能性」で講師も務め、「実践的内容だったので理

解しやすかった」と好評であった。 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催[兵

庫県教育委員会 県立高等学校「特別非常勤講師」

として、特別授業（対象：高校 1 年生 85 人）「将来

の進路を見据えて」－『心の教育』『いのちの教

育』の視点から－」を実施、「自分自身の自己理解

が進んだ」「将来について考えるいい機会になっ

た」等の意見が多く、高評価であった。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（保）』

（幼稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成

課程履修生必修科目）の科目を担当する。健康保育

学科 2 年 57 人が受講し、「保育現場ですぐに実践で

きるとても参考になる内容で、本年度の本科目の総

括ができて良かった」と好評であった。 

 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会調査業務を執行

した。16:00～20:00（滋賀県立八幡工業高校） 

 

 



滋賀県立学校いじめ問題調査委員会に「委員」（学

識経験者：日本生徒指導学会 推薦）オンライン会

議 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会に「委員」（学

オンライン会議 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催[兵

庫県教育委員会 県立高等学校「特別非常勤講

師」10:50～12:40 兵庫県立夢前高等学校兵庫県教

育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催[兵庫県教育

委員会 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育学総論』

（第 1 限～第 3 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育学総論』

（第 1 限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『保育者論』（第

1 限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グル

ープ主催「小野市いじめ防止市民会議」「有識者・

委員」15:00～17:00。小野市役所 

 

 

 

 

令和 4年 2月 22

日 

 

 

令和 4 年 3 月

12 日 

 

令和 4 年 4 月

19 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 4 月

23 日 

 

 

 

 

 

令和 4 年 4 月

30 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 5 月

14 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 5 月

31 日 

 

 

 

 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会オンライン会議

に参加し協議。19:00～21:00 

 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会オンライン会議

に参加し協議。19:00～21:00 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催 特

別授業（対象：高校 1 年生 74名。立夢前高等学校

主催講演会 ⑴「望ましい人間関係づくり」10:50～

12:40 兵庫県立夢前高等学校 ⑵「『折れない心』

を持って見つめる私の『将来の夢』－『心の教育』

『いのちの教育』の視点から－」で実施、「大切な

自他の命について考えるいい機会であった」等の意

見が多く、高評価であった。兵庫県立夢前高等学校 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育学総論』（幼

稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成課程

履修生必修科目）の科目を担当する。健康保育学科

2 年 52 人が受講し、「保育現場ですぐに実践できる

内容で、わかりやすい内容だった」と好評であっ

た。 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育学総論』（幼

稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成課程

履修生必修科目）の科目を担当する。健康保育学科

2 年 52 人が受講し、「実践的で、理論と実践で活か

せる内容であった」と高評価を得た。 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（保）』

（幼稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成

課程履修生必修科目）の科目を担当する。健康保育

学科 1 年 54 人が受講し、「保育者として参考になる

内容ばかりで、すぐに実践できる資料も頂き今後活

用したい」と好評であった。 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グルー

プ主催「小野市いじめ防止市民会議」。打ち合わせ

会議出席。「有識者・委員」として、グローバル社

会の実現対策の課題について話し合った。 

 

 

 



 

新見公立大学非常勤講師として、『保育者論』（第

1 限～第 3 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

姫路市教育委員会 姫路市立総合教育センター：

研修会-幼稚園選択研修「講師」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県教育委員会・県立上郡高等学校主催研修会

「講師」兵庫県立上郡高等学校 

 

 

 

 

 

神戸市「今後の不登校支援のあり方に関する検討

委員会」➀7 月 12 日・場所：神戸市総合教育セン

ター  

 

 

 

令和４年度 岡山県中学校養護教諭夏期研修会 

【研究・実践発表】保健室からつながる笑顔の輪 

～コミュニケーションスキル向上のための養護教

諭の支援のあり方～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育学総論』

 

令和 4 年 6 月

11 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 6 月

23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 7 月

5 日 

 

 

 

 

 

令和 4 年 7 月

12 日 

 

 

 

 

令和 4 年 7 月

28 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 7 月

 

新見公立大学非常勤講師として、『保育者論』（幼稚

園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成課程履

修生必修科目）の科目を担当する。健康保育学科 1

年 54 人が受講し、「保育現場ですぐに実践できると

ても参考になる内容で、本年度の本科目の前半の総

括ができて良かった」と好評であった。 

 

 

姫路市教育委員会 姫路市立総合教育センター：研

修会 15:00～16:40「講師」幼稚園選択研修「カウ

ンセリング・マインドを生かした保護者への対応に

ついて」場所：姫路市立総合教育センター 対象：

姫路市立幼稚園・保育所・こども園の教職員 70 人 

「カウンセリング・マインドを生かした保護者への

対応について」の演題で講演をした。「保護者連携

のポイントについて具体的な方法がわかり、明日か

らの実践に活かしたい」等、好評であった。 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立上郡高等学校主催「総

合質問紙調査『アイチェック』を活用した学級づく

り研修会」において、「講師」を務めた。「学級の実

態に応じた明確な手立てを提示頂きとても参考にな

った」等の意見が多く、高評価を得た。14:00～

18:00 上郡高等学校 

 

当該年度第 1 回目の会議開催。「委員長」の立場で

参加した。➀7 月 12 日・場所：神戸市総合教育セ

ンター 内容：委員委嘱・神戸市における不登校の

現状・検討事項の確認 等 

 

 

令和４年度 岡山県中学校養護教諭夏期研修会 【研

究・実践発表】保健室からつながる笑顔の輪 ～コ

ミュニケーションスキル向上のための養護教諭の支

援のあり方～ 備北ブロック（新見支部）【14:15～

14:40】〇主 催 岡山県学校保健会養護教諭部会中

学校部会 岡山県中学校教育研究会養護部会 〇共 

催 岡山県教育委員会 〇主 管 岡山県中学校教育研

究会備前ブロック養護部会 〇日時：2022．7．28

（木） 〇研修形式：オンライン研修 14:40～14:55

「講師」として、指導講評を行った。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育学総論』（幼



（第 1 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『生徒指導論』

（第 2 限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（養）』（第 1 限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（養）』（第 1 限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（養）』（第 1 限～第 5 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 岡山県新見市養護研究部研修会「今こ

そ『折れない心』の育成を！－「いのちの教育」

の視点から－」「講師」 

 

 

 

 

30 日 

 

 

 

 

 

令和 4 年 7 月

30 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月

22 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月

23 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月

24 日 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月

25 日 

 

 

 

 

 

稚園教諭養成課程履修生必修科目・保育士養成課程

履修生必修科目）の科目を担当する。健康保育学科

2 年 52 人が受講し、「実践的内容でとても参考にな

った」等の意見が多く、好評であった。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『生徒指導論』

（2022 年度 前期・養護教諭養成課程 履修生 必修

科目 前期：2.0 単位 時間数：30 時間）の科目を担

当する。健康科学部 看護学科 3 年生 10 名が受講

し、「実践的な内容で参考になり、よかった」等の

意見が多く、好評価であった。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（養）』

（2022 年度 前期・養護教諭養成課程 履修生 必修

科目前期：2.0 単位 時間数：30 時間）の科目を担

当する。健康科学部 看護学科 3 年生 10 名が受講

し、「すぐに活用できる実践的な内容でとても参考

になった」等の意見が多く、好評価であった。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（養）』

（2022 年度 前期・養護教諭養成課程 履修生 必修

科目前期：2.0 単位 時間数：30 時間）の科目を担

当する。健康科学部 看護学科 3 年生 10 名が受講

し、「前日に続き、実践的な内容がとても参考にな

った」等の意見が多く、高評価を得た。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（養）』

（2022 年度 前期・養護教諭養成課程 履修生 必修

科目前期：2.0 単位 時間数：30 時間）の科目を担

当する。健康科学部 看護学科 3 年生 8 名が受講

し、「全体的に理論と実践が整理されており、明確

に理解できた。実践的な内容が学べてとても参考に

なった」等の意見が多く、好評価であった。                         

 

 

令和４年度 岡山県新見市養護研究部研修会「今こ

そ『折れない心』の育成を！－「いのちの教育」の

視点から－」のテーマで講師を務めた。10:00～

12:00・正田ふれあいセンター主催は、新見市教育

委員会。参加者は、新見市内容語教諭等 25 名。「実

践できるヒントを沢山頂いた」等の意見が多く、好

評であった。 



 

新見公立大学非常勤講師として、『生徒指導論』

（第 1 限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『生徒指導論』

（第 1 限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『生徒指導論』

（第 1 限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談

（養）』（第 1 限～第 2 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

岡山医療専門職大学非常勤講師として、『人間形成

論』（第 1 限～第 4 限）、岡山医療専門職大学 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市「今後の不登校支援のあり方に関する検討

 

令和 4 年 8 月

30 日 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月

31 日 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 9 月

7 日 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 9 月

8 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 9 月

10 日 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 9 月

 

新見公立大学非常勤講師として、『生徒指導論』

（2022 年度 前期・養護教諭養成課程 履修生 必修

科目前期：2.0 単位 時間数：30 時間）の科目を担

当する。健康科学部 看護学科 3 年生 8 名が受講

し、「体験も取り入れ、実践的な内容が学べてとて

も参考になった」等の意見が多く、好評価であっ

た。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『生徒指導論』

（2022 年度 前期・養護教諭養成課程 履修生 必修

科目前期：2.0 単位 時間数：30 時間）の科目を担

当する。健康科学部 看護学科 3 年生 8 名が受講

し、「前日に続いて、体験学習形式で、実践的な内

容が学べてとても参考になった」等の意見が多く、

好評価であった。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『生徒指導論』

（2022 年度 前期・養護教諭養成課程 履修生 必修

科目前期：2.0 単位 時間数：30 時間）の科目を担

当する。健康科学部 看護学科 3 年生 8 名が受講

し、「毎回取り入れて頂く、体験学習形式で、実践

的な内容が学べて、とても参考にった」等の意見が

多く、好評価であった。 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談（養）』

（2022 年度 前期・養護教諭養成課程 履修生 必修

科目前期：2.0 単位 時間数：30 時間）の科目を担

当する。健康科学部 看護学科 3 年生 8 名が受講

し、「全体的に理論と実践が明確で、しっかりと理

解することができた。実践的な内容がとても参考に

なった」等の意見が多く、高評価を得た。 

 

岡山医療専門職大学非常勤講師として、「人間形成

論」（理学療法学科 23人・作業療法学科 10人・3年

必修科目・後期集中：2.0単位・30時間 1クラス 33

人）の科目を担当した。理学療法学科 23 人・作業

療法学科 10 人・計 33 名の 3 年生が受講し、「全体

的に理論と実践が明確で、しっかりと理解すること

ができた。実践的な内容がとても参考になった」等

の意見が多く、好評価であった。 

 

当該年度第 2 回目の会議開催。「委員長」の立場で



委員会」②9 月 14 日・場所：神戸市総合教育セン

ター  

 

 

 

岡山医療専門職大学非常勤講師として、『人間形成

論』（第 1 限～第 4 限）、岡山医療専門職大学 

 

 

 

 

 

 

岡山県教育委員会主催「令和 4 年度心理検査活用

リーダー研修講座「講師」 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グル

ープ主催「小野市いじめ防止市民会議」「有識者・

委員」15:00～17:00。小野市役所 

 

 

 

 

 

岡山医療専門職大学非常勤講師として、『人間形成

論』（第 1 限～第 4 限）、岡山医療専門職大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市「今後の不登校支援のあり方に関する検討

委員会」③10 月 12 日・場所：神戸市立青少年育

成センター  

 

 

14 日 

 

 

 

 

令和 4 年 9 月

17 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 9 月

20 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 9 月

27 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 10月

1 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 10月

12 日 

 

 

 

参加した。②9 月 14 日・場所：神戸市総合教育セ

ンター 内容：臨時の委員からのヒアリング・検討

事項 「登校しやすい環境整備と不登校の早期支

援」等 

 

岡山医療専門職大学非常勤講師として、「人間形成

論」（理学療法学科 23 人・作業療法学科 10 人・3

年必修科目・後期集中：2.0 単位・30 時間 1 クラス

33 人）の科目を担当した。理学療法学科 23 人・作

業療法学科 10 人・計 33 名の 3 年生が受講し、「実

践的な内容で、現場で活かすことができるものばか

りだった」等の意見が多く、好評価であった。 

 

岡山県教育委員会主催「令和 4 年度心理検査活用リ

ーダー研修講座で「講師」を務めた。（岡山県 県

立学校人権教育サポート事業）『i-check』の活用に

ついて－『i-check』の活用のポイントと具体的な

手立てについて－」「講師」13:00～15：30 オンラ

イン 対象：岡山県立学校生徒指導・教育相談担当

者 15 名。「学級の実態を正確に把握できる手法と実

践の手立てを学ぶことができ有益な研修であった」

等の意見が多く、好評価であった。 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グルー

プ主催「小野市いじめ防止市民会議」。会議出席。

「有識者・委員」として、グローバル社会の実現対

策の課題【『兵庫県小野市国際交流センター主催

「にほん語であそぼう！」外国人の子ども達との交

流会 13:30～15:30 小野市エクラ』を踏まえて】

について話し合った。 

 

岡山医療専門職大学非常勤講師として、「人間形成

論」（理学療法学科 23人・作業療法学科 10人・3年

必修科目・後期集中：2.0単位・30時間 1クラス 33

人）の科目を担当した。理学療法学科 23 人・作業

療法学科 10 人・計 33 名の 3 年生が受講し、「わか

りやすく、実践的な内容で、現場で活かすことがで

きるものばかりだった」等の意見が多く、好評価で

あった。 

 

 

当該年度第 3 回目の会議開催。「委員長」の立場で

参加した。③10 月 12 日・場所：神戸市立青少年育

成センター 内容：臨時の委員からのヒアリング・

検討事項 「不登校児童生徒への支援の充実」等 

 



 

岡山医療専門職大学非常勤講師として、『人間形成

論』（第 1 限～第 3 限）、岡山医療専門職大学 

 

 

 

 

 

 

姫路市医師会看護専門学校非常勤講師として、『教

育学』（第 1 限～第 3 限）、姫路市医師会看護専門

学校 

 

 

 

神戸市「今後の不登校支援のあり方に関する検討

委員会」④11 月 2 日・場所：神戸市総合教育セン

ター 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談』（第1

限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

姫路市医師会看護専門学校非常勤講師として、『教

育学』（第 1 限～第 4 限）、姫路市医師会看護専門

学校 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談』（第1

限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

神戸市「今後の不登校支援のあり方に関する検討

委員会」⑤11 月 30 日・場所：神戸市総合教育セ

ンター  

 

 

令和 4年 10月

22 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 10月

25 日 

 

 

 

 

令和 4年 11月

2 日 

 

 

 

 

令和 4年 11月

5 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 11月

8 日 

 

 

 

 

令和 4年 11月

19 日 

 

 

 

 

 

令和 4年 11月

30 日 

 

 

 

岡山医療専門職大学非常勤講師として、「人間形成

論」（理学療法学科 23人・作業療法学科 10人・3年

必修科目・後期集中：2.0単位・30時間 1クラス 33

人）の科目を担当した。理学療法学科 23 人・作業

療法学科 10 人・計 33 名の 3 年生が受講し、「実践

的な内容で、現場で活用できる学修ができよかっ

た」等の意見が多く、好評価であった。 

 

姫路市医師会看護専門学校非常勤講師として、『教

育学』（看護学科 2 年生 1 単位 30 時間、83 名）の

科目を担当した。「実践的な内容で、現場で活用で

きる学修ができうれしい」等の意見が多く、好評価

であった。 

 

当該年度第 4 回目の会議開催。「委員長」の立場で

参加した。④11 月 2 日・場所：神戸市総合教育セ

ンター 内容：臨時の委員からのヒアリング・検討

事項 「不登校児童生徒への支援の充実」等 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談』（幼稚

園教諭養成課程履修生必修科目 後期 2.0 単位・時

間数 30 時間）の科目を担当する。健康科学部 健

康保育学科 2 年生 52 名が受講し、「毎回取り入れ

て頂く、体験学習形式で、実践的な内容が学べて、

とても参考になった」等の意見が多く、高評価を得

た。 

 

姫路市医師会看護専門学校非常勤講師として、『教

育学』（看護学科 2 年生 1 単位 30 時間、83 名）の

科目を担当した。「大変実践的な内容で、医療現場

等で活用できる学修ができ、良い学びであった」等

の意見が多く、好評価であった。 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談』（幼稚

園教諭養成課程履修生必修科目 後期 2.0 単位・時

間数 30 時間）の科目を担当する。健康科学部 健

康保育学科 2 年生 52 名が受講し、「毎回導入の体

験学習形式で、実践的な内容を学ぶことができ、参

考になった」等の意見が多く、高い評価を得た。 

 

当該年度第 5 回目の会議開催。「委員長」の立場で

参加した。⑤11 月 30 日・場所：神戸市総合教育セ

ンター 内容：臨時の委員からのヒアリング・検討

事項 「不登校児童生徒への支援の充実」等 



 

姫路市医師会看護専門学校非常勤講師として、『教

育学』（第 1 限～第 4 限）、姫路市医師会看護専門

学校 

 

 

 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催[兵

庫県教育委員会 県立高等学校「特別非常勤講

師」10:50～12:40 兵庫県立夢前高等学校兵庫県教

育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催[兵庫県教育

委員会 

 

 

 

 

 

 

 

姫路市医師会看護専門学校 看護教員内部研修会

「学生を守るハラスメント対応」「講師」 

 

 

 

 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「令和 4 年度第 2 回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：本年度小中学校における問題行動の状況」「講

師（副委員長）」（会場：兵庫県稲美町役場コミュ

ニティセンターホール） 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談』（第1

限～第 3 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 12月

6 日 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 12月

6 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 12月

21 日 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 1 月

17 日 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 1 月

21 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

姫路市医師会看護専門学校非常勤講師として、『教

育学』（看護学科 2 年生 1 単位 30 時間、83 名）の

科目を担当した。「本日は総括であったが、全体を

振り返ってみても、大変実践的な内容で、医療現場

等で活用できる学修ができよかった」等の意見が多

く、好評価であった。 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催 特

別授業（対象：高校 1 年生 74名。立夢前高等学校

主催講演会 ⑴「望ましい人間関係づくり」10:50～

12:40 兵庫県立夢前高等学校 ⑵「『折れない心』

を持って見つめる私の『将来の夢』－『心の教育』

『いのちの教育』の視点から－」で実施、「今まで

の人生を振り返る得がたい機会であった」「将来の

ことについて、真剣に考える時間であった」「自身

の今までとこれからを考える真剣な時間だった」等

の意見が多く、高評価であった。兵庫県立夢前高等

学校 

 

「学生を守るハラスメント対応」のテーマで「講

師」を務めた。「ハラスメント体制構築の重要性を

再確認できた」「学生との関係の作り方の具体的な

事例を学ぶことができた」「すぐに実践できそうな

内容だったので、すぐに実践したい」「学生への向

き合い方が明確に理解できた」等、大変好評であっ

た。 

 

協議後、「講師」として、「教育相談で活用できる新

たな手法について」のテーマで、「講師」を務め

た。「本町の実態に合わせた講演内容で、わかりや

すかった」「実践的内容で良かった」等の高い評価

を得た。対象：小中生徒指導担当教員・小中学校長 

 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談』（幼稚

園教諭養成課程履修生必修科目 後期 2.0 単位・時

間数 30 時間）の科目を担当する。健康科学部 健

康保育学科 2 年生 52 名が受講し、「体験を通して

学ぶことができ、とても参考になった」等の意見が

多く、高評価を得た。 

 

 

 



 

神戸市「今後の不登校支援のあり方に関する検討

委員会」「報告書」手交式 

 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談』（第1

限～第 4 限）、新見公立大学 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グル

ープ主催「小野市いじめ防止市民会議」「有識者・

委員」15:00～17:00。小野市役所 

 

 

令和 5 年 1 月

25 日 

 

 

令和 5 年 2 月

22 日 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 2 月

28 日 

 

 

当該年度第 5 回の会議で議論した内容を「報告書」

にまとめ、住本（「委員長」）が神戸市教育長に手交

した。 

 

新見公立大学非常勤講師として、『教育相談』（幼稚

園教諭養成課程履修生必修科目 後期 2.0 単位・時

間数 30 時間）の科目を担当する。健康科学部 健

康保育学科 2 年生 52 名が受講し、「全体総括であ

ったが、毎回の体験学習形式で、実践的な内容を学

ぶことができ、とても参考になった」等の意見が多

く、高評価を得た。 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフ・グルー

プ主催「小野市いじめ防止市民会議」。打ち合わせ

会議出席。「有識者・委員」として、グローバル社

会の実現対策の課題について総括し、協議後、「不

登校支援のあり方」について「講師」を務めた。 

 

 

 

 

 



５ その他 

  特になし 

  

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格、免許 

中学校教諭１級免許状（社会） 

 

高校教諭２級免許状（社会） 

 

小学校教諭 2 級免許状 

 

小学校教諭１級免許状 

 

「社会教育主事」免許取得 

 

「学校心理士」資格取得 

 

「上級教育カウンセラー」資格取得 

 

「学校カウンセラー」資格取得 

 

「心理検査士」資格取得 

 

「認定カウンセラー」資格取得 

 

「認定スーパーバイザー」資格取得 

〔現「カウンセリング心理士（スーパーバイザ

ー）」〕 

 

「SＧＥ（構成的グループ・エンカウンター）公

認リーダー」資格取得  

 

「ガイダンスカウンセラー」資格取得 

 

 

「ガイダンスカウンセラー・スーパーバイザー」

資格取得 

 

 

昭和53年3月 

 

昭和53年3月 

 

昭和54年3月 

 

昭和55年3月 

 

昭和60年3月 

 

平成10年4月 

 

平成11年4月 

 

平成12年4月 

 

平成12年4月 

 

平成16年4月 

 

平成 19年 4

月 

 

 

平成20年4月 

 

 

平成21年4月 

 

 

令和 5 年 4 月 

 

昭 52中 1 普第 2995 号（大阪府教育委員会） 

 

昭 52 高２普第 3298 号（大阪府教育委員会） 

 

昭 53小 2 普第 2201 号（京都府教育委員会） 

 

昭 54小 1 普第 614 号（京都府教育委員会） 

 

神戸大学 H1.9.25 ：No.27 

 

No.98227（日本教育心理学会認定） 

 

No.3023012（日本教育カウンセラー協会認定） 

 

No.545 号（日本学校教育相談学会認定） 

 

No.353（日本教育評価研究会） 

 

No.753（日本カウンセリング学会認定） 

 

SV-0065 号（日本カウンセリング学会） 

 

 

 

第 3 期認定（NPO 法人日本教育カウンセラー協会認

定） 

 

No.11040021（一般社団法人スクールカウンセリング

推進協議会認定） 

 

No.11040021（一般社団法人スクールカウンセリング

推進協議会認定） 

２ 特許等 
特になし 

  

３ 実務の経験を有する者について特記事項 

環太平洋大学における活動 

 

 

 

 

平成 24 年度 

～平成 27 年

度 

 

 

環太平洋大学 次世代教育学部 学級経営学科 教

授として、「ＦＤ実施推進委員」「教務委員会委員」

「図書館運営委員会委員」「図書館長」「図書館運営

委員長」「教務部長」「教務委員長」「学生相談室長」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学における活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学における活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

～平成 31 年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度～

現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学生相談委員会委員長」「生活支援センター長」

「自己点検評価委員」「次世代教育学部 教育経営学

科長」「大学認証評価『リエゾン・オフィサー』（平

成 25 年度）」「入試委員会委員」「危機管理委員会委

員」「大学推薦選考委員会」「大学個人評価委員会」

「キャリアセンター・センター長補佐」「衛生委員会

委員」「学術倫理委員会委員」等を務めた。 

また、その間、兵庫教育大学非常勤講師として、「大

学院学校教育研究科：教育実践高度化専攻：心の教

育実践コース：『キャリア教育実践プログラムの開

発』、「大学院学校教育研究科：共通基礎科目：『教育

相談の理論と技能開発』、『学校における心の教育の

実践研究』等の科目を担当した。 

 

 

新見公立短期大学幼児教育学科・健康保育学科 教

授として、「幼児教育学科長」「健康保育学科長（幼

児教育学科長・兼務）」「評価・将来構想委員会委

員」「人権委員会委員」「ＦＤ委員会委員」「ハラスメ

ント委員会・調査委員」「学生等選抜委員会委員」

「入試委員会委員」「入試課題検討委員会委員」「公

立大学法人 新見公立大学 教育研究審議会委員」

「公立大学法人 新見公立大学 個人情報保護委員

会委員」等を務めている。また、その間、兵庫教育

大学非常勤講師として、「大学院学校教育研究科：教

育実践高度化専攻：心の教育実践コース：『キャリア

教育実践プログラムの開発』、「大学院学校教育研究

科：共通基礎科目：『教育相談の理論と技能開発』、

『学校における心の教育の実践研究』等の科目を担

当した。 

 

人間教育学部人間教育学部・学部運営委員会委員

〈令和 3年度からは「小学校専修長」・専修員 12名〉

として、「人を支える人づくり」「教員養成」等の業

務の企画運営に取り組んだ。また、「評議会委員」

「財務委員会委員」「人間教育学部研究倫理審査委員

会」「教職・保育課程委員会」副委員長、「人間教育

学部研究倫理審査委員会」として、学部学科に限ら

ず、大学の企画・運営に尽力した。さらに、「中期計

画策定委員会」委員として、その企画にもかかわっ

た。担当科目としては、『教職入門Ａ（初等）『教職

入門Ｂ（中等）『生徒指導・進路指導論Ｂ（中等）

『人間教育学ゼミナールⅠ（基礎）『教育実習事前事

後指導（小）『教育実習Ⅰ（小）』『教育実習Ⅱ

（小）』『教職実践演習（幼・小）』『生徒指導・進路

指導論Ａ（初等）』『教育社会学Ａ（初等）』『教育社



会学Ｂ（中等）』また、その間、新見公立大学非常勤

講師として、『保育者論』（健康保育学科 1 年）『教育

学総論』（健康保育学科 2年）『教育相談（幼）』（健康

保育学科 2年）『教育相談（養）』（看護学科 3年）『生

徒指導論』（看護学科 3 年）等の科目を担当した。 

４ その他 

環太平洋大学「平成２５年度 教員免許状更新講

習」（2013.8.21  10:00～11:30）「講師」 

 

環太平洋大学「平成２６年度 教員免許状更新講

習」「講師」 

 

環太平洋大学「平成２７年度 教員免許状更新講

習」「講師」 

 

日本カウンセリング学会第 48回大会研修会「研

修プログラム：グループアプローチの実際『グル

ープアプローチをクラスづくりに生かす際のポイ

ント』」「講師」（会場：環太平洋大学） 

 

岡山県教育委員会「『思春期サポート事業』」講師

（スクールカウンセラー）（年間 12 回） 

 

 

甲南大学教職教育センター「平成 28 年度教員免

許状 更新講習」「講師」 

 

 

 

 

岡山県警察本部 警務部 県民応接課 主催 岡

山県警察学校授業「『心のケア』の理論と実際－

学校カウンセリングの立場から－」「講師」

14:10-15:30 会場：岡山県警察学校 

 

奈良県私立高等学校第三者委員会「評価委員」 

 

 

 

兵庫県教育委員会・県立高等学校「特別非常勤講

師」 

 

岡山県教育委員会・岡山県総合教育センター主催 

初任者研修（小・中・高・特 悉皆研修）「学級

経営における指導技術向上（人間関係づくり）

「カウンセリング技法を活用した学級づくり－

 

平成 25年 8

月 

 

平成 26年 8

月 

 

平成 27年 8

月 

 

平成 27年 8

月 28 日 

 

 

 

平成 27 年度

～現在に至る 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

平成 28年 11

月 

 

 

 

平成 30 年度

～現在に至る 

 

 

平成 31 年度 

～現在に至る 

 

平成 31 年度 

 

 

 

 

「今、求められる小学校教育(2)―子どもの現状と課

題を踏まえて―」講義をした。 

 

「今、求められる小学校教育(2)―①子どもの現状と

課題 ②教育相談の充実」の講義をした。 

 

子どもの現状と課題 と教育相談の充実について講

義を行った。 

 

教師の立場、またカウンセラー（主として、スクー

ルカウンセラー）の立場で、グループアプローチを

クラスづくりに生かす際のポイントについて実習を

とおして研修を進めた。 

 

岡山県教育委員会「平成 27 年度 『思春期サポート

事業』」講師（スクールカウンセラー）を委嘱され

た。 

 

「教育の最新事情 道徳教育における『いのちの教

育』をどう進めるか－「『命の大切さ』を実感させる

教育プログラム」の展開・小学生・中学生・高校生

の「いのち」に対する意識の実態調査結果をとおし

て－」の講義をした。 

 

岡山県警察本部の依頼で「『心のケア』の理論と実際

－学校カウンセリングの立場から－」のテーマで講

師を務めた。 

 

 

奈良県私立高等学校第三者委員会「評価委員」を委

嘱された。 

 

 

兵庫県教育委員会・県立高等学校「特別非常勤講

師」を委嘱された。 

 

岡山県教育委員会・岡山県総合教育センター主催 

初任者研修（小・中・高・特 悉皆研修）の講師を

務めた。日時：2019.5.16 13:15～14:45（90 分）会

場：岡山県総合教育センター 



「心の教育」「いのちの教育」の視点から－」「講

師」 

 

岡山県教育委員会・岡山県総合教育センター主催 

中堅教諭等資質向上研修 共通研修Ⅰ「カウンセ

リング技法を活用した学級づくり－「心の教育」

「いのちの教育」の視点から－」「講師」対象：

県内中堅教員（小・中・高・特・幼・こども園・

養護・栄教・学栄）450 名 

 

神戸市「今後の不登校支援のあり方に関する検討

委員会」「委員長」・神戸市における不登校の現

状・検討・報告書作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 岡山県中学校養護教諭夏期研修会 

【研究・実践発表】保健室からつながる笑顔の輪 

～コミュニケーションスキル向上のための養護教

諭の支援のあり方～ 備北ブロック（新見支部）

主 催 岡山県学校保健会養護教諭部会中学校部会 

岡山県中学校教育研究会養護部会「講師」（指導

講評） 

 

 

 

平成 31 年度 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 

 

 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県総合教育センター主催 

中堅教諭等資質向上研修 共通研修Ⅰの講師を務め

た。日時：2019.5.28 14:00～15:30（90 分）会場：

岡山県総合教育センター  

 

 

 

本検討委員会では、⑴「登校しやすい環境整備と不

登校の早期支援」 ⑵「不登校児童生徒への支援の

充実」 ⑶「保護者サポート及び民間施設等との連

携推進」この３点を中心に検討を重ねた。特筆すべ

きは、不登校の経験者やその保護者、また、不登校

に関する親の会の運営に携わる方々を臨時委員とし

て、検討委員会でヒアリングを行ったこと。さらに

は、先進事例として、広島県及び横浜市の教育支援

センター、岐阜市及び香川県三豊市の不登校特例校

をそれぞれ訪問し、その取組を踏まえて議論を進め

てきた。このように、何より不登校の経験者や保護

者に基軸におき、不登校児童生徒に対する支援の目

標である「社会的自立」の視点から好転に結びつけ

ている実践事例を踏まえながら議論し、本報告とし

てまとめ、報告書は、手交式で住本が、神戸市教育

長へ手交実施した。場所：神戸市教育委員会：令和 5

年 1 月 25 日。  

 

「保健室からつながる笑顔の輪 ～コミュニケーショ

ンスキル向上のための養護教諭の支援のあり方～」

のテーマで、備北ブロック（新見支部）で 5 年間の

取り組みを成果発表した。開発的カウンセリング技

法実践の有効性、総合質問紙調査（i-check:住本克

彦、東京書籍）活用による実態把握・教育効果測定

の有効性等が確認された。【研究・実践発表】保健室

からつながる笑顔の輪 ～コミュニケーションスキル

向上のための養護教諭の支援のあり方～ 備北ブロッ

ク（新見支部）〇主 催 岡山県学校保健会養護教諭

部会中学校部会 岡山県中学校教育研究会養護部会 

〇共催：岡山県教育委員会 〇主管：岡山県中学校教

育研究会備前ブロック養護部会「講師」（指導講

評）。 

 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・
共著の
別 

発行又は発表
の年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

1．子どもたちが輝くク

ラスづくりのための総合

質問紙調査「i-check 

共著 

 

 

平成 24年 7

月～現在に至

る 

東京書籍株式会社 

 

 

学級の児童生徒の実態を正確に測り、学級経

営の方途を探る実践的総合質問紙の説明書 

監修者：梶田叡一  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．次世代の教育原理 

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

※毎年度改訂

版を発刊 

※令和 3 年度

版からは、住

本克彦が監修

者・編著者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学教育出版  

編著者：住本克彦  

※令和 3 年度版からは、住本克彦が監修者・

編著者 

小学校 1・2 年生判 pp.1-8，小学校 3・4 年

生判 小学校 pp.1-12，小学校 5・6 年生判  

pp.1-12，中学校判 pp.1-12，高等学校判 

pp.1-12）（1・2 年生判  Ａ４判 全 47

問 全８頁）（小学校 3・4 年生判  Ａ４判 

全 73 問 全 12 頁）（小学校 5・6 年生判  

Ａ４判 全 94 問 全 12 頁）（中学校判  Ａ

４判 全 94 問 全 12 頁）（高等学校判  Ａ

４判 全 110 問 全 12 頁） 

【本人担当部分】本質問紙全体の企画、構

成、編集 質問紙項目・解説書執筆を担当 

 

教員を目指す大学生を対象に、教育原理の理

論と実践を解説したもの。 

Ａ５判 全頁数 １５９， 

編著者：中田正浩・松田智子  

執筆者：中田正浩・松田智子 住本克彦 他

４名） 

【本人担当部分】(pp.157-175 を単著) 

「生徒指導と教育相談―教育相談を生かした

生徒指導の展開―」の章を執筆した。児童生

徒の問題行動の予防のため、教師が開発的カ

ウンセリング技法に精通することを提案し、

教育相談を生かした道徳教育と関連付けた生

徒指導の在り方を実践例とともに紹介した。

また、カウンセリングの精神は特別活動や道

徳教育にも活用連携しながら、総合的に指導

すると効果的なことも実際の事例を挙げなが

ら述べた。 

 

 

 

 



3．教育原理事始め 

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．新しい視点から見た

教職入門 

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 4

月（令和 3 年

度第 2 版改

訂・令和 5 年

度第 3 版改

訂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学教育出版  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学教育出版  

 

 

 

 

 

 

 

教員を目指す大学生を対象に、教育原理の理

論と実践を解説したもの。 

Ａ５判  

全頁数 ２０１， 

編著者：中田正浩 執筆者：中田正浩 住本

克彦 他４名） 

【本人担当部分】 

(pp.101-118 を単著)第 6 章「生徒指導と教

育相談」を執筆。 

生徒指導と教育相談の関係や学校組織の中で

の企画運営の仕方について詳述した。 

 

 

教職を目指す学生が教職課程で最初に学ぶ

「教職入門」のテキスト。 

Ａ５判 全頁数２８２， 

編著：中田正浩  

執筆者：中田正浩 住本克彦 他７名） 

【本人担当部分】第 1 部理論編 第 5 章

「『教育制度改革』の現況把握」(pp.125-134

を単著) 、「アクティブ・ラーニング」

(pp.135-136 を単著)。第 2 部実践編 第 6

章「教員採用試験」(pp.267-280 を単著) を

執筆。 

『教育制度改革』の現況について詳述し、教

員採用試験の実際や対策等についても詳述し

た。 

 

5．エンカウンターでい

じめ対応が変わる-教育

相談と生徒指導のさらな

る充実をめざして- 

【再掲】 

 

単著

（編

著） 

平成 31年 6

月 

図書文化社 従来の不登校対策と異なったエンカウンター

を用いたいじめ防止・早期対応等の具体的な

手立てを示し、教育相談・生徒指導の理論や

実際も示した著書 

Ｂ5 判  全頁数１9０， 

監修 國分康孝・國分久子 

編集 住本克彦 

執筆者：住本克彦・國分康孝・國分久子・新

井浩一・石原義行 他 26 名） 

【本人担当部分】 

単著部分(pp.10-13，pp.14-21，pp.56-57，

pp.70-75，pp.76-79，pp.84-113)・共著部分

（pp.38-41・pp.114-115）（共著者：住本克

彦、仁八潔）・（pp.42-47）（共著者：住本克

彦、梅本剛雄）・（pp.118-123）（共著者：住

本克彦、植田律子・小藤信子・森本章代・山

本眞由美） 

エンカウンターを生かしたいじめ問題への対



応の仕方等、今まで実践報告がほとんどなか

った領域において、幼児教育段階からの取組

や精神科医の論述等を編集し、対処法の具体

例を挙げながら論述した。 

住本が編著者として、序章：教師としてのい

じめへ取り組む心構え、第１章：いじめ対応

の基本姿勢、第２章：いじめ対応に活かすエ

ンカウンター、第３章：エンカウンターを活

かしたいじめ対応の実際、第４章：さまざま

な場におけるいじめ対応の取り組み、保育・

教育現場の教師はもちろん、将来、保育者や

教師をめざす学生にとっても、教育相談や生

徒指導についての理論や実際についても学べ

る教育実践書である。 

 

 

 

 

 

6. 『新しい視点からの

教育社会学』【再掲】 

 

単著

（編

著） 

令和 4 年 3 月 大学教育出版 教員を目指す大学生を対象に、教育社会学の

テキストとして企画・発刊された。 

第 1章: 教育社会学へのアプローチ 第 2章: 

教育社会学から見たカリキュラム  第 3 章: 

キャリア教育と教育機会  第 4 章: 現代社

会における高等教育  第 5 章: 子どもの福

祉と教育  第 6 章: 多様化する家族のあり

方  第 7 章: いじめ問題への対応 第 8 章: 

不登校問題への対応 第 9 章: 子どもとメデ

ィア利用  第 10 章: 教育社会学と特別支援

教育  第 11 章: マイノリティとジェンダー

をめぐる諸課題  第 12 章: 大学教育の今  

第 13 章: これからの教育社会学 以上の 13

章立て。 

Ａ５判 全頁数２５０ 

編著者：住本克彦  

執筆者：住本克彦、坂中尚哉、小泉令三  

他２０名） 

【本人担当部分】①(pp.118-131 を単著)第

７章「いじめ問題への対応」②(pp.131-145

を単著)第８章「不登校問題への対応」③

(pp.243-252 を単著)第１３章「これからの

教育社会学」の項目を執筆。いじめ問題、不

登校問題の現状と課題、対処法、共生社会の

実現に向けて、教育社会学に今後求められる

ものについて論述した。また、(pp.167-179



を共著)第 10 章「教育社会学と特別支援教

育」第 2 節「インクルーシブ教育が目指すも

の」を担当し、理論と実際について詳述し

た。 

 

7. 『コンパス教育相

談』【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著

（編

著） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建帛社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員を目指す大学生を対象に、教育相談の理

論と実践を解説したもの。 

『コンパス教育相談』建帛社。令和 4 年 3

月。教育相談のテキストとして企画・発刊さ

れた。 

第 1 章:教育相談の意義 第 2 章:カウンセリ

ングの理論  第 3 章:子どもの発達と教育相

談  第 4 章:教育相談におけるアセスメント  

第 5 章:子どもの問題行動と教育相談－事例

から考える－  第 6 章:開発的カウンセリン

グ技法の活用  第 7 章:保護者支援と教育相

談  第 8 章:校内システムと教育相談  第 9

章:医学と教育の連携  第 10章:学校・園の

危機対応－心の危機対応と安全教育－  第

11 章:教師のメンタルヘルス対策と教育相談  

第 12 章:専門機関との連携と教育相談 以上

の 12 章立て。Ａ５判 全頁数１４４ 

巻頭言：桃山教育大学 梶田叡一 学長執筆 

編著者：住本克彦  

執筆者：住本克彦、新井 肇、小泉令三 他

１１名） 

【本人担当部分】①(pp.1-7を単著)第 1 章

「教育相談の意義」②(pp.33-40 を単著)第 4

章「教育相談におけるアセスメント」③

(pp.53-56 を単著)第 6 章「開発的カウンセ

リング技法の活用」第 1 節「構成的グルー

プ・エンカウンターの活用」④(pp. 97-99

を単著) 第 10 章「学校・園の危機対応」第



 

 

 

 

 

 

 

 

8. 『教職ライブラリ 

教職入門－教育学のエッ

センスから学ぶ－』【再

掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著

（編

著） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建帛社 

 

1 節「学校・園における「心の危機」対応の

基本」の項目を執筆。「いのちの教育」と教

育相談の関係、求められる教育相談を活かし

た生徒指導の展開、教育相談におけるアセス

メントの理論と実際、心の危機対応と安全教

育等について論述した。 

 

 

教員を目指す大学生を対象に、教育相談の理

論と実践を解説したもの。 

『教職ライブラリ 教職入門－教育学のエッ

センスから学ぶ－』建帛社。令和 5 年 3 月。

教職入門のテキストとして企画・発刊され

た。 

第 1 章：教育への基本的視座 第 2 章：日本

教育史 第 3 章：西洋教育史 第 4 章：教員

の身分と服務 第 5 章：教員の資質向上と研

修 第 6 章：教育改革の現状 第 7 章：教員

としての仕事と生きがい 第 8 章：学級経

営・ホームルーム経営の基本 第 9 章：生徒

指導の実際 第 10 章：教育実習，教育実習

事前・事後指導，教職実践演習 第 11 章：

教員採用試験について 第 12章：教員のメ

ンタルヘルス 以上の 12 章立て。Ａ５判 

全頁数１３２  

巻頭言：兵庫教育大学 加治佐哲也 学長執

筆 

編著者：住本克彦  

執筆者：住本克彦、門原眞佐子、野﨑洋司 

他１３名） 

【本人担当部分】①(pp.1-９を単著)第 1 章
「教育への基本的視座」②(pp.109-117 を単
著)第 11 章「教員採用試験について」③
(p.10 を単著)コラム「令和の日本型学校教
育」④(p.30 を単著) コラム「不登校児童瀬
戸への支援」⑤(p.82 を単著)コラム「開発
的カウンセリング」⑥(p.118 を単著)コラム
「子どもの自殺予防」を執筆。教育とは何
か、教職を目指すことの意味、教育の現代的
課題、教員採用試験の内容と、それに臨む心
構えや対策、現代の教育時事に関する重要語
等について、最新のデータを基に論述した。  
 

 

 

（学術論文） 

9．「『いのちも教育』予

備調査から見えてきたも

の―児童・生徒のいのち

に対する意識の実態―」 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

平成 25年 2

月 

 

 

 

 

いのちの教育実践交

流会 第 4 回シンポ

ジウム in 兵庫 記録

集 

 

 

科学研究費基盤研究（Ｂ）課題番号

24330254（平成 24 年度～平成 26 年度）「い

のちの教育カリキュラムの開発研究」研究分

担者として、初年度は「『いのちも教育』予

備調査から見えてきたもの―児童・生徒のい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．「自律神経活動から

見たカウンセリングの 

有効性」－新設大学にお

ける学生相談システムの

構築－ 

（査読有） 

※特別研究費 300,000 

円獲得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀

要第 7 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のちに対 

する意識の実態―」と題して、「いのちの教

育実践交流会 第 4 回シンポジウム in 兵

庫」（2013.2.10）で、自尊感情を報告を育成

することや未来志向性を持たせることの大切

さ等がいのちの教育を進める際のポイントに

なることなどが示唆された。教え込みや叱責

の道徳教育では、真の生命尊重は指導できな

いことも今後の課題である。生命尊重の小学

校道徳資料の分析結果も紹介した。 

（pp.13－30 を単著）（Ａ４判 全頁数７

６，代表：梶田叡一 執筆者：近藤靖宏、古

川治、梶田叡一、住本克彦、麻生川教、諏訪

清二、大河内祥晴、渡邉満、松田智子、杉田

郁代） 

 

多様化する学生相談内容に有効なカウンセリ

ング技法について、詳細に検討することで、

相談活動システムの構築・整備に活かした

い。また、生理学的アプローチにより、科学

的根拠を持って検証した。その結果、カウン

セリング場面での終末の直面化において、Ｃ

ｌ．の心拍数の上昇が確認された。つまり、

カウンセリング場面における直面化は、自律

神経活動を活性化させ、精神的興奮状態に陥

っていることが認められた。このことは、カ

ウンセリング場面における直面化と自律神経

系の高揚が連動していることが確認されたこ

とを示しており、今後、Ｃｌ．のカウンセリ

ング場面における自律神経活動の経時的把握

と検証が、カウンセリングの効果の検証資料

となりうることが示唆された。本人(住本)

は、本研究の企画、構成、カウンセリング実

施・分析 論文執筆を担当した。 (pp.161-

164 Ａ４判)（共著者：住本克彦、安田従

生） 

 

11. 「いじめ防止教育プ

ログラム」の開発研Ⅰ」

―総合質問紙『i-check』

を活用した「いじめ防止

教育プログラム」― 

（査読有） 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀

要第 8 号 

 

 

 

  

 

 

 

いじめ被害、加害の実態を把握する目的で実

施した「いじめに関するアンケート」から、

いじめ被害体験者は、小学校で約 54％いる

こと。中学校で約 60％いること。高等学校

で約 43％いることがわかった。小・中・高

校でのいじめ被害の内容は、①「冷やかしや

からかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言

う」 ②「仲間外れ、集団による無視をす

る」などが上位を占め、いじめに関する相談



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.小学生・中学生・高 

校生の「いのち」に対す 

る意識の実態―「いのち 

の教育」に関する質問紙 

調査結果をとおして― 

（科学研究費助成事業 

･基盤研究（B）課題番号 

24330254 研究課題名 

「いのちの教育カリキ 

ュラムモデルの開発的 

研究」(2012～2014) 

（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．中学校新入生の内的 

作業モデルと中学校入 

学後の学校適応感との 

関係 The Relationship 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀 

要第 9 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年度 学校心理 

士会年報 第 7 号 

 

 

については，「学級担任に相談」か、「誰にも

相談していない」（相談しない理由上位 2 項

目：どうせ解決しない。よりエスカレートす

るから。）が多い。また、「いじめをなくした

り，減らしたりするにはどうすればいい

か。」の質問へは、アンケート実施やいじめ

防止教育の実践等いじめの予防教育の期待が

大きかった。 

これらを踏まえ、「いじめ防止教育プログラ

ム」として，①児童生徒の実態把握（標準化

された質問紙実施と教職員の観察）②児童生

徒の人間関係づくりを意識した道徳教育実践

③さらに，これら①②を含めた教職員研修の

教職員自身の道徳性の涵養の重要性が示唆さ

れた。本人(住本)は、本研究の企画、構成、

アンケート調査・分析プログラム検証 論文

執筆を担当した。(pp.100-113 Ａ４判)（共

著者：住本克彦、安田従生、中本忠彦、仁八

潔、粟生山貴子、山﨑一志、入江多喜夫、浅

田栄里子、松﨑和則、柴田仁） 

 

本研究は、科学研究費助成業･基盤研究

（B）課題番号 24330254 研究課題名「いの

ちの教育カリキュラムモデルの開発的研究」

(2012～2014)に基づき進めたものである。

小学生・中学生・高校生の「いのちに対する

意識の実態を把握する目的で，質問紙を作成

し予備調査，本調査を実施した。その結果よ

り教育現場で実践可能で，効果的な「いのち

の教育」カリキュラム開発の要諦を明示し

た。①自分自身に良いところがあると実感で

きる子は，いのちの大切さを実感できる。②

周りの人に支えられていると実感できる子

は，いのちの大切さを実感できる③得意なこ

とがあると思える子は，いのちの大切さを実

感できる。④努力すれば報われると認識して

いる子は，いのちの大切さを実感できる。⑤

新しいことに挑戦し，自分の可能性を広げた

いと考えられる子は，いのちの大切さを実感

できる。(pp.10-19 Ａ４判) 

 

本研究の目的は，中学校新入生の内的作業モ 

デル（Internal Working Model：以下 IWM） 

を測定する尺度を再構成しその特徴をとら 

えることと，IWM と中学校新入生の学校適応 



 between the Internal 

 Working Model and the 

Freshmen’sadjustment 

 to the Junior High 

 School : A school 

 psychological study 

（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 「『いのち』を実感 

的にとらえる道徳教育の 

在り方に関する一考察 

（査読有） 

 

 

15.特別支援教育の視点 

に立った中学校区の連携 

の在り方に関する一考察 

―保育所・幼稚園・小学 

校・中学校を 10 年間連 

携させた教育実践モデル 

の提案― 

（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 

月 

 

 

 

 

平成 28年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀 

要第 10 号 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀 

要第 10 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感や学校生活への適応との関係を検討する 

ことであった。IWM は内的作業モデル尺度 

（詫摩･戸田，1998）に５項目が追加された 

23 項目によって，また，学校適応感は学校 

生活適応感尺度（浅川・尾﨑・古川，2003） 

によって測定された。 

研究協力者は，中学１年生 265 名（男子 143 

名，女子 122 名）で，調査は４月と６月の２ 

回にわたり実施された。主な結果と考察は以 

下の通りである。(1)分散分析の結果，「安定 

性」タイプでは学校生活適応感尺度のすべて 

の下位領域で L 群よりも H 群の得点が高く, 

「安定性」の特性にみられるポジティブな認 

知や行動の選択は，友人関係や自らの進路に 

対する意識の高さにつながっていた。(2)家 

族との関係」得点は４月では男子群より女子 

群の方が高かったが，６月ではその差はなく 

なっており，アンカーポイントは家族から友 

人や教師へと移っていることが示唆された。 

以上の点から，IWM のタイプと学校適応感と 

の関係が明らかとなり，IWMの面から中学生 

に対する支援をとらえることの重要性が示 

唆された。本人(住本)は、本研究の企画、構 

成、論文執筆を担当した。(pp.13-19)南 雅 

則・住本克彦・古川雅文・三木澄代 

 

自分とのかかわりで道徳的価値がとらえられ 

ることが大切である。そうでなければ、自分 

の命は大切にできても、他者の命は大切にで 

きない。そのために、「『いのち』を実感的に 

とらえる道徳教育の在り方に考察した。 

 

保・幼・小・中学校 10 年間の子どもたちの

情報共有と個別支援の在り方を正しく理解

し、一人一人の教育的ニーズに応じた適切な

支援をすれば、子どもたちは様々な関わりを

通して安心して園・学校生活を送り自己実現

を図れるであろうとする仮説は立証された。 

特に、仮説具現化のための研究視点である①

「つなげる」視点：特別支援教育の共通理

解・情報共有・支援接続の強化・連携組織作

り ②「かかわる」視点：園児・自動・生

徒・教職員の体験交流事業の充実 以上二つ

の視点で、仮説を立証できた。(pp.107-116 



 

 

16. 大学におけるアクテ 

ィブ・ラーニングを取り 

入れた授業展開への試み 

－『保育原理』の授業実 

践を通して進める「主体 

的・対話的で深い学び」 

－（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17. 生徒指導・教育相談 

における“S-７step 法” 

活用の有効性の検討－ 

（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 12 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学紀要 

第 37 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学紀要 

第 38 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ４判)  （共著者：住本克彦、田村仁志） 

 

本研究では，アクティブ・ラーニングに関す 

るエキスパート（「ＳＧＥ<Structured  

GroupEncounter>公認リーダー」）による 

「アクティブ・ラーニングを取り入れた授 

業」の準備・展開・事後指導の実践内容，特 

に学生の授業後の感想の分析から，その授業 

モデルを提案した。当該授業の受講者の感想 

を分析することで，①グループワークが苦手 

な学生への支援の在り方，②主体的能動的学 

習を充実させる学習環境の整備（一層のＩＣ 

Ｔ活用の充実等），③教職員の研修参加によ 

る教育実践力向上，④学級経営と主体的能動 

的学習の推進との関連性の研究，⑤体制づく 

り等の課題が確認された。(pp.7-13 Ａ４ 

判)  

 

 

本稿では，アクティブ・ラーニングに関する 

エキスパートが講師を務めた 

『大学における学習過程の質的改善への手立 

て探る－アクティブ・ラーニングの導入で 

主体的・対話的で深い学びの実現をめざし 

て』－の参加者の研修後のアンケート調査 

（自由記述）結果の分析から，“S-７step 

法”の活用の有効性を検討した。その結果、 

以下の点での効果・可能性が確認された。① 

参加者間の親和度を高めるのに有効であるこ 

と ②参加者、それぞれの立場の壁を越えた 

活発な議論が可能であったこと ③講師（リ 

ーダー）と研修参加者が双方向で研修を進め 

られたこと ④今後の方向性（実践・手立 

て）が明確化したこと ⑥個人の発言機会が 

増えたこと ⑦多面的な視点にふれることが 

できたこと ⑧新しい教育プログラムを、体 

験を通して学べたこと ⑨日頃の自他の実践 

を振り返る良い機会となったこと ⑩本プロ 

グラムの活用可能性を実感したこと等、ほぼ 

全ての点で“S-７step 法”の事例検討会等 

への活用の可能性が確認された。 

(pp.65-70 Ａ４判)  



18.生徒指導・教育相談 

における実践課題に関す 

る一考察－『保・幼・小 

連携』に焦点を合わせて 

－（査読有） 

単著 

 

平成 30年 2 

月 

新見公立大学紀要 

第 38 巻第 2 号 

 

教育現場，特に生徒指導・教育相談の領域に

おいて，『保・幼・小連携』による「小 1 プ

ロブレム」解消が喫緊の課題の一つに挙げら

れている。本稿では，この「小 1 プロブレ

ム」解消について検討した。さらに，「小 1

プロブレム」の有無にかかわらず，児童の安

心感を醸成するためにも有効で，文部科学省

も「幼稚園・保育所・認定こども園の教育課

程と小学校教育課程との関係を明確にし，そ

れを踏まえた教育方法を実践する必要があ

る。」（「幼児期の教育と小学校教育の接続

について」）とする，「保幼小連携プログラ

ム」のポイントに焦点を当て検討した。特に

この点では筆者が講師として，当該テーマで

研究・研修を進めた「Ａ市小学校校長会議」

での実践内容を基に考察を加えた。その結

果，10 項目の申し送り表の活用等の重要性

が示唆された。(pp.71-76 Ａ４判) 

 

 

19. 『保育原理』『教育 

原理』で，「急激に変化 

する社会を『生き抜く 

力』の育成」をどう教え 

るか－「第 3 期教育振興 

基本計画の策定に向けた 

基本的な考え方」を基本 

視座にして－（査読有） 

単著 

 

平成 30年 2 

月 

新見公立大学紀要 

第 38 巻第 2 号 

 

文部科学省は，「第 3 期教育振興基本計画の 

策定に向けた基本的な考え方」（2017）にお 

いて，2030 年以降の社会の変化を見据えた 

課題解決に向けた教育政策の基本的な方針を 

示している。言うまでもなく，保育・教育の 

施策の現況と課題について取り扱う大学教職 

課程科目は『保育原理』『教育原理』であ 

る。本稿では，「第 3 期教育振興基本計画の 

策定に向けた基本的な考え方」を基本視座 

に，大学教職課程『保育原理』『教育原理』 

で，「急激に変化する社会を『生き抜く力』 

の育成」（「第 3 期教育振興基本計画の策定に 

向けた基本的な考え方」における中核目標） 

をどう教えるかについて概観した。 

 

 

20. いじめ問題にどう立 

ち向かうか（岡山県教育 

委員会 教育時報 巻頭 

論文） 

 

単著 平成 30年 3 

月 

岡山県教育委員会 

教育時報 巻頭論文 

平成 30年 4 月号 

いじめ防止教育プログラム実践の際の留意点 

等、教育現場における具体的実践方法につい 

て（①いじめ問題に立ち向かう学級・学校づ 

くりのポイント ②「いじめ防止教育プログ 

ラム」実践時の留意点 ③開発的カウンセリ 

ング技法の活用による「いじめ防止教育プロ 

グラム」の実際）詳述した。岡山県全県小・ 

中・高・特別支援学校等 学校園関係施設 

に配布された。(pp.4-7 Ａ４判) 



（2018.3.発刊） 

 

 

21.今，なぜ「学校カウ 

ンセリング」かⅠ-「教 

育相談」を活かした「生 

徒指導」の展開を- 

単著 平成 30年 3 

月 

平成 29 年度 研究紀 

要（新見公立短期大 

学） 

問題行動が低年齢化、多様化、複雑化する 

中、開発的カウンセリング技法の実践による 

教育効果について強調し、その具体的実践方 

法についても詳述した。特に、構成的グルー 

プ・エンカウンターについては、住本は、公 

認リーダーの資格を有しており、國分エンカ 

ウンターのけ継承者として、その理念にまで 

触れている。Ａ４判全頁 p.34編集・執筆担 

当。（2018.3.発刊） 

 

 

22. 体験活動を通した 

「『生き抜く力』育成教 

育プログラム」開発に関 

する一考察－「にいみ塩 

から子育成事業」での実 

践をとおして－ 

（査読有） 

共著 

 

平成 30年 12 

月 

新見公立大学紀要 

第 39 巻 

 

文部科学省（2017)は，「第 3期教育振興基本

計画の策定に向けた基本的な考え方」におい

て，2030 年以降の社会の変化を見据えた課

題解決に向けた教育政策の基本的な方針を示

している。そこでの目指すものとして「社会

を生き抜く力の養成－多様で変化の激しい社

会の中で個人の自立と協働を図るための主体

的•能動的な力－」を育むこととしている。

本稿では，新見市が主催する体験活動を中核

に据え，たくましく生き抜く力を育成するこ

とを目的とする「にいみ塩から子育成事業」

の成果と課題から，「急激に変化する社会を

『生き抜く力』の育成」（「第 3 期教育振興基

本計画の策定に向けた基本的な考え方」にお

ける中核目標）教育プログラム開発の方途を

探った。 (pp.71-78 Ａ４判) （共著者：住

本克彦、城井田二郎、竹元 渉） 

 

 

23. 「命の教育」の一環 

としての「いじめ防止教 

育プログラム」開発に関 

する一考察－文部科学省 

のいじめ防止対策事業を 

踏まえて－（査読有） 

単著 

 

平成 30年 12 

月 

新見公立大学紀要 

第 39 巻 

 

2013 年，「いじめ防止対策推進法」が制定•

施行された。これをもって，各学校において

「学校いじめ防止基本方針」を制定すること

が義務付けられた。その後 5年が経過した

が，今なお，いじめ問題は教育現場において

大きな課題の一つである。本稿においては，

文部科学省のいじめ防止対策の現況を概観

し，「命の教育」の一環としての「いじめ防

止教育プログラム」開発こそ，いじめ防止対

策の中核に据えることが重要であることの方

途を示したい。(pp.79-84 Ａ４判) 



 

 

24.今，なぜ「学校カウ 

ンセリング」かⅡ-「教 

育相談」を活かした「生 

徒指導」の一層の展開を 

- 

単著 平成 30年 3 

月 

平成 30 年度 研究紀 

要（新見公立大学） 

第 1 章：生徒指導と教育相談の関係  第 2 

章：求められる予防的・開発的な教育活動 

  第 3 章：開発的カウンセリング技法の活 

用  第 4 章：今後の学校カウンセリング実 

践のために の構成から成り、問題行動が低 

年齢化、多様化、複雑化する昨今、開発的カ 

ウンセリング技法（構成的グループ・エンカ 

ウンター）の実践による教育効果について強 

調し、その具体的実践方法や留意点について 

も詳述した。 

Ａ４判全頁 p.32 編集・執筆担当。（2019.3. 

発刊） 

 

 

25.『折れない心』の育 

成についての一考察－ 

「いのちの教育」「心の 

教育」の視点から－ 

（査読有） 

単著 

 

令和 2 年 3 月 

 

新見公立大学紀要 

第 40 巻 

住本は，公立学校教諭，県教育委員会指導主 

事，大学教員を歴任する中で，長く（42 年 

間）生徒指導，教育相談にかかわってきた。 

その間に「いのちの教育」や「心の教育」に 

関する研究も重ねてきた。そんな中で，『折 

れない心』の育成には，いくつかの要素が大 

きく影響していると実感しており， Ａ県内 

県立高等学校教育相談担当者部会，Ｂ市内公 

立学校養護教諭研究部会の協力を得て，次の 

10 項目に集約することができた。➀揺るぎ 

ない自信を持たせること。 ②揺るぎない自 

信を持っている人をイメージさせること。  

③勝ち負けにこだわり過ぎないようにさせる 

こと。 ④プラス思考で物事をとらえること 

ができるようにさせること。 ➄今の自分が 

好き（自尊感情）であると実感させること。 

 ⑥感情のコントロールができるようにさせ 

ること。 ⑦受け止めてくれる人を持つよう 

にさせること。 ⑧中立を保たせ，自己防衛 

ができるようにさせること。 ➈完璧を目指 

し過ぎないようにさせること。 ⑩好きなこ 

と（趣味）・没頭できるものを持たせるこ 

と。(pp.79-84 Ａ４判) 

 

 

26. 保育現場における人 

型ロボットの活用可能性 

に関する研究（査読有） 

共著 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

新見公立大学紀要 

第 40 巻 

 

保育現場での課題（保育士多忙化の解消）に

対し，人型ロボット（ロボット型携帯電話）

の活用による当該課題解消への可能性を探る



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことを目的に，幼稚園・認定こども園の管理

職への半構造化面接を実施〈10 園・園長：

保育現場における人型ロボット（ロボット型

携帯電話）の活用可能性について〉し，その

内容を整理・検討したところ，保育現場にお

ける人型ロボット（ロボット型携帯電話）の

活用可能性として，以下の 10 点が確認され

た。➀挨拶指導（顔認証機能による登園・降

園管理） ➁緊急対応の連絡 ③行事の説明

（「七夕の由来」，「餅つきの由来」等） ④

窒息防止の機能（午睡時等の心拍数の把握） 

➄園児の写真撮影（カメラ搭載・動画録画） 

⑥「園便り」メール配信 ⑦園児との遊び

（ダンス・歌・クイズ・絵本の読み聞かせ） 

⑧健康指導：歯磨き指導・検温等 ➈コミュ

ニケーションツールとしての話し相手 ⑩保

育に生かせるアプリによる機能の拡大期待 

 (pp.71-78 Ａ４判) （共著者：住本克彦、

加藤由美、金山時恵、岡 京子） 

27. 進路指導の理論と 

実際－『生徒指導』との 

関連を中心にして－ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.道徳教育の現況と課 

題に関する一考察－『特 

別の教科 道徳』で『考 

え、議論する道徳』をど 

う進めるか－」 

    

 

 

29.共生社会の実現のた 

めのインクルーシブ教育 

システム構築をめざして 

－新見市における取組を 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

平成元年度研究紀要 

第 3 号（新見公立大 

学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成元年度研究紀要 

第 3 号（新見公立大 

学） 

 

 

 

 

 

平成元年度研究紀要 

第 3 号（新見公立大 

学） 

 

本論文では、法律から見た進路指導とは ② 

進路指導の変遷 ③進路指導とキャリア教育 

（ア：キャリア教育とは イ：キャリア教育 

の意義 ウ：キャリア教育の理論）④キャリ 

ア教育の実際（生徒指導との関連を中心に） 

 ⑤在り方生き方を問う進路指導の展開を 

 の内容で、人としての在り方・生き方をベ 

ースとして子どもに向き合う生徒指導、進路 

指導の在り方について明示した。（pp.3-8） 

（Ａ４判 全頁数２６） 

  

 

 

本論文では、①『特別の教科 道徳』でめざ

すもの ②問題解決型の道徳授業 ③『考

え、議論する道徳授業』の進め方 の内容

で、『特別の教科 道徳』で『考え、議論す

る道徳』をどう進めるかについて、開発的カ

ウンセリング技法の活用を提唱した。（pp.8-

13）（Ａ４判 全頁数２６） 

 

本論文では、①『特別の教科 道徳』でめざ

すもの ②問題解決型の道徳授業 ③『考

え、議論する道徳授業』の進め方 の内容

で、新見市における取組を中心に、共生社会



中心にして－ 

    

 

 

 

30.「いじめ防止・対応 

教職員研修プログラム」 

の開発に関する一考察－ 

学校法人奈良学園での実 

践を通して－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.「幼児期における 

〔自尊感情〕育成の方途 

を探る－子どもや保護者 

の心に寄り添った保育・ 

教育実践のために－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32．「幼児教育に求めら 

れる人間関係に関する一 

考察－保育における基本 

と領域『人間関係』との 

関連に注目して－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 12 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学紀要 

第 13 集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年度・2020 年度 

明石市教育委員会指 

定・幼稚園研究実践 

研究報告書・奈良学 

園大学研究紀要別冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 研究紀要 

 第１巻（奈良学園大 

学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

の実現のためのインクルーシブ教育システム

構築について検討した。住本克彦・城井田二

郎・光島由忠（pp.14-25）（Ａ４判 全頁数

２６）    

 

「いじめ防止・対応教職員研修プログラム」 

を実践し、研修会終了後、聞き取り調査を実 

施した（対象：高校 3 校 190名・中学 2 校 

190 名・小学校 1 校 47 名・幼稚園 2 園 39 

名：計 361 名）。その結果、①「いのちの教 

育」からの教育実践 ②開発的カウンセリン 

グ技法 ③教師の観察力・感性向上と総合質 

問紙調査（アイチェックなど）等の活用 ④ 

チーム支援・関係機関との連携 ⑤情報モラ 

ル教育・保護者との連携 ⑥いじめ対応研修 

会や事例研修会等の定期的実施 等が要素で 

ある点がその有効性として確認された。 

(pp.157-175 Ａ４判) 

 

2 年間の研究の総括として、幼児期における 

「自尊感情」育成のポイントとして、①「臨 

床の視点」「脳科学の視点」を持つことの大 

切さ ②保護者との連携を図ることの大切さ 

① 認めるタイミングを逃さないこと ④ 

「チーム学校」組織対応の大切さ ⑤エビデ 

ンス・ベースド・エデュケーション実践の大 

切さ ⑥「個」と「集団」の成長を共に進め 

ること ⑦保育者・教育者自身の資質を伸ば 

すこと ⑧「4 歳の壁」を理解すること ⑨ 

研究としての継続・広がりを考えること ⑩ 

追跡調査を継続すること等が確認された。 

(pp.56-61 Ａ４判)  

 

保育における指導の中核にある『人間関係』 

領域において、子ども同士の人と関わる力、 

その他様々な人と関わる力形成の大きな要素 

として、教師と子どもの『人間関係』が大き 

く影響していることについて論述し、教師 

が、子ども達の『人間関係』を支え、広げ深 

める手立てとしても、家庭支援や子育て支 

援、さらには地域支援も視野に入れた取組が 

重要である事を示唆した。(pp.3-6 Ａ４判) 

※科学研究費助成事業･基盤研究（C）課題番 

号 18K03163 研究課題名「人間関係力を育む 



 

 

 

33.「『ネット上のいじ 

め』対策についての一考 

察Ⅱ－『正しい情報メデ 

ィアの使い方』をどう教 

えるか－」   

 

 

 

34.「心理検査活用リー 

ダー研修プログラムの開 

発の試みⅡ－県立学 

校教職員対象心理検 

査活用リーダー研修講 

座（『i-check』の活用」 

実施を踏まえて－」 

 

 

 

 

 

35．心理検査活用リーダ 

ー研修プログラムの開発 

－Ａ県教育委員会主催研 

修講座「『i-check』の活 

用について」実施を踏ま 

えて－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 12 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 研究紀要 

 第１巻（奈良学園大 

学） 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 研究紀要 

 第１巻（奈良学園大 

学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学紀要第 

14 集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育者養成教育のあり方に関する実践的研 

究」研究代表者：加藤由美 研究分担者：住 

本克彦 他 

「ネット上のいじめ」の定義、「ネット上の 

いじめ」の事例と対策（小・中・高等学校の 

各事例と対策）、「ネット上のいじめ」対応の 

一層の充実のための方策（情報モラル教育の 

推進等）等の構成で、「ネット上のいじめ」 

対策のポイントを明示した。(pp.7-16 Ａ４ 

判) 

 

2019 年度より継続の研究実践報告である。 

その構成は、①アイテェックのコンセプトに 

ついて ②カテゴリー構成とここの質問内容 

について ③結果帳票の種類とその見方につ 

いて ④実際の分析例 個の 4 点である。実 

施後の質問紙調査（4 件法）の結果受講者全 

てが満足しており、自由記述では「学年団や 

生徒指導部会、教育相談部会等での検討する 

際の共通の資料になる」「生徒や保護者の話 

す際のエビデンスになる」等の当該検査の有 

効性等が報告された。(pp.17-23 Ａ４判) 

 

筆者が、Ａ県・県立学校人権教育サポート事

業として、講師を務めた際（「心理検査活用

リーダー研修プログラム」：【プログラム構

成】①i-check のコンセプトについて ②カ

テゴリー構成と個々の質問について ③結果

帳票の種類とその見方について ④実際の分

析例 【主催】A 県教育委員会 【事業名】

20XX 年度心理検査活用リーダー研修講座 

【テーマ】『i-check』の活用について－『i-

check』の活用のポイントと具体的な手立て

について－）に、参加者への聞き取り調査

後、以下の点が示唆された。⑴教師の観察だ

けではなく、心理検査の必要性を実感した

（心理検査の活用が不可欠）。 ⑵クラスの

実態把握（学級経営）に有効 ⑶学級の成員

個々の実態が把握でき個人指導に活用でき

る。 ⑷各「学校」「科」の実情に合った研

修会（研修内容）実施を望む（専門家・講師

の招聘） ⑸心理検査『i-check』の特徴・

見方が理解できた（研修内容を具体的に提

示、事例提示、双方向型、専門的視点からの



 

 

 

 

36. 「人権教育とパワー 

ハラスメント－大学にお 

けるハラスメント防止プ 

ログラムの提案－」 

 

 

 

 

 

 

37. 「『コロナいじめ防止 

教育プログラム』につい 

て」 

 

 

 

 

 

38. 「いじめ調査報告書 

から考えるいじめ防止教 

育プログラム開発の可能 

性」 

 

 

 

39. 「いじめ防止・対応

等、教職員研修プログラ

ム」の開発に関する研究

Ⅰ－『学校法人奈良学

園』における『教育相談

活動（生徒指導含む）』

のネットワーク強化－ 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 3 月 

 

 

 

 

 

令和３年度 研究紀 

要 第２巻（奈良学 

園大学） 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 研究紀 

要 第２巻（奈良学 

園大学） 

 

 

 

 

 

令和３年度 研究紀 

要 第２巻（奈良学 

園大学） 

 

 

 

 

奈良学園大学紀要第 

15 集 

 

手立ての提案等） ⑹生徒一人一人を多面的

に理解することの大切さ 等。(pp. 221-233 

Ａ４判) 

 

①「パワーハラスメント」の定義 ②「パワ 

ーハラスメント」の 6 類型 ③企業に課せら 

れる義務 ④「人権」と「人権教育」（文部 

科学省） ⑤人権の擁護（法務省） ⑥いじ 

め問題（法務省） ⑦大学におけるハラスメ 

ント相談窓口設置事例 等の構成で、大学に 

おけるハラスメント防止プログラムのポイン 

トを明示した。（株）二鶴堂 2021(pp. 3-10 

Ａ４判) 

 

➀日本赤十字社「新型コロナウイルスの 3 つ 

の顔を知ろう！～負のスパイラルを断ち切る

ために～」について ②中学生版教育プログ

ラム「新型コロナウイルスと向き合うため

に」等の構成で、『コロナいじめ防止教育プ

ログラム』のポイントを明示した。（株）二

鶴堂 2021(pp. 11-15 Ａ４判) 

 

➀「調査報告書」作成における留意点 ② 

「調査報告書」（講評概要版）の内容 ※提 

言（再発防止に向けて） 等の構成で、いじ 

め防止教育プログラム開発の可能性について 

論述した。（株）二鶴堂 2021(pp. 16-31 Ａ 

４判) 

 

本研究は、2022 年度 学校法人奈良学園採択

の共同研究の経過報告である。本研究では、

「いじめ対応研修会や事例研修会等の研修

会」を奈良学園全体で複数回実施した（各学

校園の生徒指導、教育相談等の担当者各 1 名

参加）。毎回⑴生徒指導、教育相談に関する

事例報告・検討 ⑵最新の「教育相談」テキ

ストを活用した研修と、そこでの参加者の研

修の振り返りを基に、カウンセラー有資格者

複数名が、半構造化面接を実施し、ＫＪ法に

よって、その内容を整理、分析し、「いじめ

防止・対応等、教職員研修プログラム」開発

に資するものである。本稿ではその第 1 回研

修会実施結果から得られた知見を報告した。

そこでは、⑴【事例報告・検討】成功事例に

学ぶ事例検討会の有効性（危機管理体制の充

実による効果） ⑵【テキスト研修】教育実

践（生徒指導・教育相談）する際に、裏付け

となる理論等をベースとすることの有効性 



⑶開発的カウンセリング技法の研修の必要性 

⑷同一学園内で同様の分掌担当者が定期的に

意見交流することの有効性 ⑸研修会に専門

家が入ることの有効性等が確認された。【執

筆者】住本克彦・高橋千香子・中山 健・橋

本宗隆・池田大輔・益田美保・三笘康之・山

田百代 (pp. 119-200 Ａ４判) 

（その他） 

「辞典、事典、ハンドブ 

ック」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他） 

「調査研究報告書」 

1.  子どもたちが輝くクラ 

スづくりのためのアイチ 

ェック実践事例集Ⅰ 

（小・中学校判 ） 

 

 

 

 

 

2.（第 2 年次）文部科学 

省指定研究開発社会人基 

礎力育成プログラム開発 

Ⅱ―１・２年次「社会人 

基礎Ⅰ・Ⅱ」の取組― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京書籍株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

友野印刷（株）：兵庫 

県教育委員会・兵庫 

県立上郡高等学校  

環太平洋大学 住本 

克彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの心の声に寄り添った教育実践を 

紹介したものである。 

本人担当は「アイチェックを活用した学級づ 

くりの提案」のテーマで、実践した小中学校 

の６事例の編集である。さらに「アイチェッ 

クを活用した学級づくり」の進め方について 

巻頭言として執筆した。（p.1）（Ａ４判 全 

頁数３６，執筆者：住本克彦、他６名） 

 

『「生き方教育」をベースにしたインターン 

シップの推進－2 年間の研究開発（文部科学 

省指定研究開発「社会人基礎力育成プログラ 

ム開発：高校生に自立と共生の能力を兼ね備 

えた社会人の基礎を培うための教育課程開発 

に関する研究」）から見えてきたもの』を執 

筆したものである。本研究は、高校生に自立 

と共生の能力を兼ね備えた社会人の基礎を培 

うことを目標に、実践研究を進めてきた。1 

年生で「アサーション・トレーニング」、2 

年生で「インターンシップ」を中心にプログ 

ラム開発をした。効果測定としては、Ｑ-Ｕ 

（河村）、「アイチェック」（梶田・住本）を 

活用し、1 年生：「自己理解・自己管理能 

力」、2 年生：「キャリアプランニング能 

力」、3 年生「課題対応能力」に焦点化し、 

心理教育や道徳教育を適切に配置し、包括的 

なプログラムを開発した。  

本人担当部分は、研究のまとめと編集であ 

る。(pp77～79 を単著) （Ａ４判全頁数７ 

９，編著：兵庫県教育委員会 兵庫県立上郡 

高等学校・環太平洋大学 住本克彦  執筆 

者：住本克彦、兵庫県教育委員会・兵庫県立 

上郡高等学校） 

 



3.平成 25 年度（第 3 年 

次）文部科学省指定研究 

開発社会人基礎力育成プ 

ログラム開発Ⅲ―１・ 

２・３年次「社会人基礎 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の取組― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.子どもたちが輝くクラ 

スづくりのためのアイチ 

ェック実践事例集Ⅱ 

（小・中学校判 ） 

 

 

 

 

 

 

5.「いのちの教育」カリ 

キュラム開発への取組 

―小・中・高校生を対象 

にした「いのちの教育」 

に関する質問紙調査結果 

をとおして― 

科学研究費助成事業･基 

盤研究（B）課題番号 

共著 
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単著 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 3 
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平成 26年 5 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 1 

月 

 

 

 

 

 

 

友野印刷（株）：兵庫 

県教育委員会・兵庫 

県立上郡高等学校  

環太平洋大学 住本 

克彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京書籍株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学研究費助成事業･ 

基盤研究（B）課題番 

号 24330254 研究課題 

名「いのちの教育カ 

リキュラムモデルの 

開発的研究」研究成 

果報告書『いのちの 

教育カリキュラムモ 

『３年間の研究開発（文部科学省指定研究開 

発「社会人基礎力育成プログラム開発：高校 

生に自立と共生の能力を兼ね備えた社会人の 

基礎を培うための教育課程開発に関する研 

究」）から見えてきたもの』を執筆。本研究 

は、高校生に自立と共生の能力を兼ね備えた 

社会人の基礎を培うことを目標に、実践研究 

を進めてきた。1 年生で「アサーション・ト 

レーニング」、2 年生で「インターンシッ 

プ」、3 年生で「すーく上高」を中心にプロ 

グラム開発をした。効果測定としては、Ｑ- 

Ｕ（河村）、「アイチェック」（梶田・住本）、 

自尊感情尺度、規範意識調査等を活用し、1 

年生：「自己理解・自己管理能力」、2 年生： 

「キャリアプランニング能力」、3 年生「課 

題対応能力」に焦点化し、「心理教育」や 

「道徳教育」等を適切に配置し、包括的なプ 

ログラムを開発し、その結果は報告書として 

文部科学省へも報告した。 

本人担当部分は報告書の編集と本研究のまと 

めである。 (pp114～115 を単著) （Ａ４判 

 全頁数１１５，編著者：兵庫県教育委員会 

 兵庫県立上郡高等学校・環太平洋大学 住 

本克彦  執筆者：住本克彦、兵庫県教育委 

員会・兵庫県立上郡高等学校） 

 

「『質問紙調査』『カウンセリング技法』を活 

用した学級経営を―アイチェックを活用した 

学級づくりの事例集である。 

本人担当部分は子ども達の生きる力を高める 

―」のテーマで、実践した小・中学校の１０ 

事例の編集である。そして「アイチェックを 

活用した学級づくり」の進め方について巻頭 

言として執筆した。（p.1）（Ａ４判 全頁数 

３８，執筆者：住本克彦、他６名） 

 

本研究は，小学生・中学生・高校生の「いの 

ち」に対する意識の実態を把握する目的で、 

「いのちの教育」に関する質問紙を作成し、 

予備調査、本調査を実施した結果を踏まえた 

提言（「小学生・中学生・高校生の『いの 

ち』に対する意識の実態―『いのちの教育』 

に関する質問紙調査結果をとおして―」 

住本,2014；The actual situation of the 



24330254 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 「いのちの教育」カ 

リキュラムモデル の開 

発的研究 ―小・中・高 

校生を対象にした「いの 

ちの教育」に関する質問 

紙調査結果をとおして― 

科学研究費助成事業･基 

盤研究（B）課題番号 

24330254 
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平成 27年 2 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デルの開発と実践』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度～平成 26 

年度科学研究費補助 

金(基盤研究(B))課題 

番号 24330254 「いの 

ちの教育カリキュラ 

ムモデルの開発的研 

究」研究成果報告書 

 別冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

consciousness for the life with an  

elementary and junior and senior high 

school students as a target, through  

questionnaire survey in relation to 

“Education of the life”, 環太平洋大学研 

究紀要 No.9）と，先進校聞き取り調査から 

得られた効果的実践例を基に作成した『いの 

ちの教育』のカリキュラム（2014，住本克 

彦，五百住満，三木澄代，瀧明知恵子，原 

 実男，岡山心理学会第 62 回大会論文集） 

の両稿に加筆したものである。 

 

本研究は，科学研究費助成事業･基盤研究 

（B）課題番号 24330254 研究課題名「いの 

ちの教育カリキュラムモデルの開発的研究」 

(研究代表者：梶田叡一)に基づき進めたもの 

であり，本稿は，小学生・中学生・高校生の 

「いのち」に対する意識の実態を把握する目 

的で、「いのちの教育」に関する質問紙を作 

成し、予備調査、本調査を実施した結果を踏 

まえた提言（「小学生・中学生・高校生の 

『いのち』に対する意識の実態―『いのちの 

教育』に関する質問紙調査結果をとおして 

―」住本,2014 と，先進校聞き取り調査から 

得られた効果的実践例を基に作成した『いの 

ちの教育』のカリキュラム（2014，住本， 

五百住，三木，瀧明，原，岡山心理学会第 

62 回大会論文集），さらに道徳をはじめとす 

る各教科における「いのちの教育カリキュラ 

ム開発への取組」（2015，梶田叡一 いのち 

の教育カリキュラムモデルの開発と実践）の 

原稿に加筆したものである。「ヒヤリハット 

マップづくり」や「いじめ防止」のためのロ 

ールプレイなど、いのちの教育：カリキュラ 

ムⅡ（自他のいのちを守る）<小学校低学年 

>～<高等学校>の具体的実践例を明示した。 

本人担当部分は第 1 部：「いのちの教育」カ 

リキュラムモデルの開発的研究―小・中・高 

校生を対象にした「いのちの教育」に関する 

質問紙調査結果をとおして―住本克彦 

（pp.3-25），第 2 部：資料編「心に関するア 

ンケート」調査結果 住本克彦（pp.27- 

40）。本人(住本)は、本別冊の企画、構成、 

編集 論文執筆（カリキュラム開発）を担当 



 

 

7.公益財団法人 私立大

学通信教育協会「平成 26

年度 大学通信教育職員

研修会報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.高陽中ブロック授業研

究『自己肯定感の育成を

もとに学力向上を図る効

果的取組』Ⅰ―児童・生

徒に「役割」「期待」「承

認」を― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.「2016 年度新見公立大

学学長配分研究費採択研

究報告書」幼児教育にお

ける『いのちの教育』カ

リキュラムモデルの開発

的研究－N 市における幼

児教育の実態を踏まえて

 

 

共著 
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平成 29年 3 
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公益財団法人 私立

大学通信教育協会 

平成 26 年度運営委員

会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友野印刷（株）：赤磐

市教育委員会環太平

洋大学 住本克彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二鶴堂：住本克彦 

 

 

 

 

 

 

した。（pp.27-40）（Ａ４判 全 40 頁） 

 

平成 26 年度 大学通信教育職員研修会に参

加し、報告書をまとめた。 

本人担当は、本研修会役員として、研修会の

企画、報告書の編集 執筆である。第２グル

ープの「運営委員」として、テーマ「授業・

試験並びに成績」を中心にして、日本大学、

慶應義塾大学、東洋大学、帝京平成大学、東

京未来大学、神戸親和大学はじめ、計 12 大

学の企画・運営・進行・助言・報告書を作成

した。特に住本は、専門領域から、クレーム

の対応事例への助言において、参加者から

「大変参考になった」各委員からも高評価を

得、レポート・試験、スクーリング、インタ

ーネット授業、成績票・試験答案等の運用管

理方法などの領域で、報告書にまとめた。 

（pp.39-42）（Ａ４判 全頁数５８，共著

者：住本克彦、梶 一夫、計１２名） 

 

赤磐市教育委員会との共同研究で、自己肯定

感を高めれば、学力は向上する、という仮説

を検証している。2 年目の報告書である。 

本人担当は、本報告書の編著者で、「『自己

肯定感の育成をもとに学力向上を図る効果的

取組』その教育効果の検証」、「『自己肯定感

の育成をもとに学力向上を図る効果的取組』

その成果と課題」を執筆。 

研究テーマは，『自己肯定感の育成をもと

に学力向上を図る効果的取組―児童・生徒に

「役割」「期待」「承認」を―』で，自己肯定

感を基盤にして「学ぶ意欲」を高めていけ

ば，児童・生徒に「確かな学力」が身に付く

と考え，本研究主題を設定し，研究を進めて

いった。(pp11～12)（Ａ４判 全頁数１２，

編著：岡山県赤磐市教育委員会・環太平洋大

学 住本克彦  執筆者：住本克彦、赤磐市

教育委員会） 

 

本研究では，「いのちの教育」実践園を調査

した結果を参考にして，教育現場で実践可能

で効果的な「いのちの教育」カリキュラム開

発の要諦を提案した。研究 1 では、「いのち

の教育」の領域が以下の 7 点あることが確認

された。①動植物飼育・栽培活動の直接体験

活動の実践（兎飼育・一人一鉢栽培 等）。
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10.「総合質問紙調査

『i-check』 (アイチェ

ック) ハンドブック

Ⅲ」 

 

 

 

 

11. 「今後の不登校支援
のあり方に関する検討委
員会 意見のまとめ（報告
書）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監修・

編著 

 

 

 

 

 

 

編著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京書籍株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市教育委員会 

②防災教育（避難訓練・災害時の引き渡し訓

練・保護者との連携 等）。③自己肯定感の

育成（称揚・成功体験 等）。④被害に遭わ

ない・いのちを守る指導（交通安全指導 

等）。⑤人権教育の推進（思いやり・共感性

の育成 等）。⑥絵本の活用（「いのち」にか

かわる絵本の読み聞かせ 等）。⑦食育（感

謝の気持ちの育成 等）。研究 2 では、先進

校視察により、①小学校低学年：自然を活か

した「いのちの教育」の実践活動 ②小学校

中学年：小高連携による梨栽培の実践活動 

③小学校高学年：赤ちゃんとの交流等を通し

た「いのちの教育」の実践活動 等の実践の

効果を確認できた。（Ａ４判 全頁数 23，編

著：住本克彦  執筆者：住本克彦・斎藤健

司・加藤由美） 

 

「総合質問紙調査『i-check』 (アイチェッ

ク)の改訂版（小・中・高等学校各版）を発

刊した。それに伴い、ハンドブックも改訂

し、巻頭言を執筆し、当該検査の学級経営へ

の活かし方のポイント等を示した。(p.1 Ａ

４判) 

 

 

「不登校児童⽣徒への⽀援の現状と課題を検

証し、不登校児童⽣徒への⽀援の改善充実を

図る観点から、今後の不登校対策の総合的か

つ体系的な⽀援のあり⽅について検討するた

め、今後の 不登校⽀援のあり⽅に関する検

討委員会を開催」（「今後の不登校⽀援のあり

⽅に関する検討委員 会開催要綱」第 1 条

（趣旨）令和４年７⽉７日付 神⼾市教育⻑

決定）することとなった。本検討委員会で

は、各委員がそれぞれの立場から、⑴「登 

校しやすい環境整備と不登校の早期⽀援」、

⑵「不登校児童⽣徒への⽀援の充実」、⑶

「保護者サポ ート及び⺠間施設等との連携

推進」の３点を中⼼に検討を重ね、令和 5 年

1 月当該委員会「委員長」の立場で、報告書

をまとめ〔「委員長総括」（p13）執筆（Ａ４

判 全 21 頁）〕、当該報告書は、手交式に

て、住本より神戸市教育長へ手交された

（2023.1.25 神戸市教育委員会）本報告書

において、特筆すべきは、不登校の 経験者

やその保護者、また、不登校に関する親の会



の運営に携わる⽅々を臨時委員として、検討 

委員会でヒアリングを⾏ったこと。さらに

は、先進事例として、広島県及び横浜市の教

育⽀援セ ンター、岐⾩市及び⾹川県三豊市

の不登校特例校をそれぞれ訪問し、その取組

を踏まえて議論を進めてきたことであり、こ

のように当委員会では、何より不登校の経験

者や保護者を基軸にし、不登校児童⽣徒に対 

する⽀援の目標である「社会的自立」の視点

から好転に結びつけている実践事例を踏まえ

ながら 議論し、その内容を、本報告（意見

のまとめ）としてまとめたことが今後の不登

校支援の大きな指針となった。 

 

 

（その他）「口頭・ポス

ター発表」 

1．研究発表（発表番号

22）「小･中･高等学校意

識調査結果を踏まえた

『いのちの教育』のカリ

キュラム開発への取組 

科学研究費女性事業･基

盤研究（B）課題番号

24330254 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.研究発表（発表番号

26）「小学校社会科教育

におけるキャリア教育に

ついての一考察Ⅰ」 
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平成 26年 12
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岡山心理学会第６２

回大会論文集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山心理学会第６２

回大会論文集 

 

 

 

 

 

 

 

本研究は、科学研究費助成事業･基盤研究

（B）課題番号 24330254 研究課題名「いのち

の教育カリキュラムモデルの開発的研究」

(研究代表者：梶田叡一)に基づき進めた。小

学生・中学生・高校生の「いのちに対する意

識の実態を把握する目的で、「いのちの教

育」に関する質問紙を作成し、予備調査、本

調査を実施（環太平洋大学研究紀要 No.９

「小学生・中学生・高校生の『いのち』に対

する意識の実態―『いのちの教育』に関する

質問紙調査結果をとおして―」住本，2014；

The actual situation of the consciousness for the 

life with an elementary and junior and senior 

high school students as a target,through 

questionnaire survey in relation to“Education of 

the life”sumimoto,2014）。その結果と先進校聞

き取り調査から得られた提言を基に作成した

『いのちの教育』の道徳を中心とした各教科

のカリキュラムを提案した。（p.12） 

（共著者：住本克彦、五百住 満、三木澄

代、瀧明知恵子、原 実男） 

 

小学校社会科における主要目標である公民的

資質の育成と、キャリア教育の重要な目標

の、いずれにおいても、「社会」にいかに関

わることができるかということが根底にあ

る。すなわち、社会科の教育目標もキャリア

教育の目標も「社会」をキーワードし、社会

といかに関わり、その形成に参画していくか



 

 

 

 

 

 

 

 

3. 日本カウンセリング

学会大会準備委員会企画

シンポジウム（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 保育現場における人

型ロボット『Pepper』の

活用可能性に関する一考

察 

 

5. 幼児教育における

『いのちの教育』の課題

に関する研究－A 市にお

ける幼児教育の実態を踏

まえて－ 

 

 

 

 

 

6. 幼稚園における遊具

を通してはぐくむ『生き

る力』に関する一考察－

A 市における幼児教育の

実態を踏まえて－ 

 

7. 幼児教育における特

別支援教育に関する一考

察－A 市における幼児教

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 12

月 

 

 

 

平成 28年 12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 12
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平成 28年 12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本カウンセリング

学会第４８回大会論

文集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山心理学会第 64 回 

大会論文集 

 

 

 

岡山心理学会第 64 回 

大会論文集 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山心理学会第 64 回 

大会論文集 

 

 

 

 

岡山心理学会第 64 回 

大会論文集 

 

という社会形成能力の育成が共通の目標の一

つと言える。このように考えると、社会科教

育の役割は、キャリア教育にも重要な役割を

果たして言える。本研究では、小学校社会科

教育におけるキャリア教育の位置付けについ

て検討した。（p.14） 

（共著者：八木達也、住本克彦） 

 

「いじめ・自殺と向き合うカウンセリング」

のテーマで、いじめ防止や自殺予防につい

て、子どもたちとの心と向き合うカウンセリ

ングや学校教育に何が求められているのかを

探るため本シンポジウムを企画した。不登校

支援のポイント、子どもの自尊感情を高める

ヒント、教師が学級づくりで気をつけるべき

ポイント、道徳での自殺予防の指導ポイン

ト、学校教育での自殺予防教育の実践例等が

提案された。本人（住本）は、企画と司会、

執筆を務めた（p.27）（共著者：新井肇、住

本克彦、相馬誠一、伊藤美奈子、秋光恵子、

阪中順子） 

 

人型ロボットの性能や、保育・教育の特性と

の関連性を鑑み、その保育・教育現場での今

後の活用可能性について検討した。（p.11） 

 

 

本研究では，「いのちの教育」実践園を調査

した結果を参考にして，「いのちの教育」の

課題として、①動植物飼育・栽培活動の直接

体験活動の実践 ②防災教育 ③自己肯定感

の育成（称揚・成功体験 等）。 ④被害に

遭わない・いのちを守る指導 ⑤人権教育の

推進 ⑥絵本の活用 ⑦食育 以上が確認で

きた。（p.14） 

（共著者：西岡日向・光成汐里・住本克彦） 

 

本研究では，園で使用される遊具の安全活用

のための留意点について検討し、定期点検や

遊具の安全使用の指導の重要性等を明確に示

した。（p.16）（共著者：大原早貴・大車苑

花・住本克彦） 

 

本研究では，園における特別支援教育の重要

性と具体的システムづくりの緊急性、保育

者・教育者の特別支援教育に関する専門性を



育の実態を踏まえて－ 

 

 

8.幼児期における『命の

教育』カリキュラムモデ

ルの開発的研究－A 市に

おける幼児教育実践から

－            

 

9.保育現場における人型

ロボット（ロボット型携

帯電話）の活用可能性に

関する研究 

 

 

10.生徒指導・教育相談

における実践課題に関す

る一考察－『保・幼・小

連携』に焦点を合わせて

－ 
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共著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

平成 29年 9

月 

 

 

 

 

平成 30年 12

月 

 

 

 

 

平成 30年 12

月 

 

 

 

 

 

 

日本カウンセリング

学会第 50 回記念大会 

論文集 

 

 

 

岡山心理学会第 66 回 

大会論文集 

 

 

 

 

岡山心理学会第 66 回 

大会論文集 

 

 

いかに高めるかについて検討した。（p.21）

（共著者：角南周・住本克彦） 

 

幼児期における『命の教育』カリキュラムモ

デルの開発的研究のテーマで、保育現場での

発達に応じた「命に関わる絵本」を集約し

た。（p.131）（跡見学園女子大学） 

 

 

人型ロボット（ロボホン）の性能や、保育・

教育の特性との関連性を鑑み、その保育・教

育現場での今後の活用可能性について検討し

た。（pp.12-13）（共著者：中川悠斗・上田実

奈・住本克彦） 

 

教育相談を活かした生徒指導の展開をこそ目

指すべきで、『保・幼・小連携』においても

その点を踏まえた実践こそ重要であることを

明示した。（pp.14-15） 

「その他」 

1．「エンカウンターで不

登校対応が変わる(2)」 

 

 

 

 

2.「コミュニケーション

能力を高めるために ―

カウンセリング技法を活

用して―」 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3

月 

 

 

 

 

 

平成 25年 11 

月 

 

 

 

 

 

 

兵庫県教育委員会・

兵庫県立但馬やまび

この郷『虹の架け

橋』第 35 号 

 

 

 

兵庫県明石市教育研

究所所報「あかしの

教育」平成 25 年度判  

 

 

 

 

 

開発的カウンセリング技法である構成的グル

ープ・エンカウンターを不登校対策支援に活

用するポイントや留意点を、前号である第

34 号に続いて明示した。不登校予防にも役

立つ教職員対象の実践的内容である。 

(pp.2-3) （Ａ４判 全頁数１０） 

 

今日的教育課題としての「コミュニケーショ

ン能力を高める手段」について、「自分も、

相手も大切にした話し方であるアサーショ

ン・トレーニングの実際等の具体的にその方

途を示した。(pp.2-3)（Ａ４判 全頁数１

０） 

 

3.保育所・幼稚園・小学

校・中学校を 10 年間連

携させた教育実践モデル

の提案 

 

 

 

           

4.いのちの教育『いのち

の教育』のカリキュラム

開発のポイントを探る 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

平成 28年 8 

月 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 

月 

 

全国保育士養成協議

会第 55 回研究大会研

究発表論文集 

 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 第 22 巻 第

3 号 

子どもを 10 年間のスパンでその心身の成長

を見守る教育プログラムを提案した。そこで

は、連携する場の設定、保護者との連携の重

要性、教職員の多忙感を極力抑えること（現

状の研修をいかに精選するか等）、専門家の

研修会への招聘等が明示された。 

 

 

今こそ、幼児期から命のかけがえのなさ、命

のつながりなどに気づかせ、生きることの素

晴らしさや生きる喜びを実感させることが大



 

 

 

 

5.いのちの教育『折れな

い心』の育成―「いのち

の教育」「心の教育」の

視点から― 

 

 

 

 

 

6.健康ふしぎ発見ニュー

ス（全学年用）「折れな

い心ってなに？」 

 

 

 

 

7.健康ふしぎ発見ニュー

ス（全学年用）「折れな

い心はどうすれば育つ

の？」 

 

 

 

8.健康ふしぎ発見ニュー

ス（全学年用）「見方を

変えれば短所も長所」 

 

 

 

 

9.プロとしての保育者、

魅力的な保育者 

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

10.私の提言（巻頭論

文）「いじめ防止」は

 

 

 

 

単著 
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単著 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 

月 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 

月 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 

月 

 

 

 

 

 

平成 31年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 12 

月 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 第 23 巻 第

3 号 

 

 

 

 

 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見三月号ニ

ュース 第 27 巻第 3

号 通巻 892 号・壁

新聞⑴ 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見三月号ニ

ュース 第 27 巻第 3

号 通巻 892 号・壁

新聞⑵ 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見三月号ニ

ュース 第 27 巻第 3

号 通巻 893 号・壁

新聞⑶ 

 

教育情報出版  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 第 23 巻 第

切だとして、『いのちの教育』のカリキュラ

ム開発のポイントについて詳述した。(pp. 

76-82)（2018.3.発刊） 

 

『折れない心』を育成するためのポイントに

ついて、①揺るぎない自信を持たせる指導 

②揺るぎない自信を持った人をイメージさせ

る指導 ③勝ち負けにこだわらない指導 ④

プラ市施行で物事を捉える指導 ⑤自尊感情

を育てる指導 等 10 項目について、その具

体的育成法を詳述した。(pp. 81-85)

（2019.3.発刊） 

 

「折れない心」について、クイズ形式で、わ

かりやすくイラストで表示した。（Ｂ２判  

解説 8 頁も単著） 

 

 

 

 

「折れない心」の育成について、ソーシャル

サポートの重要性等、わかりやすくイラスト

で表示した。（Ｂ２判  解説 8 頁も単著） 

 

 

 

 

「リフレーミング技法」（短所を長所に読み

替え）について、わかりやすくイラストで表

示した。（Ｂ２判  解説 8 頁も単著） 

 

 

 

 

プロフェッショナルとしての保育者の資質と

して、「人間性」「指導力」「専門性」の重要

性について具体的事例を挙げ、詳述した。新

見公立大学健康保育学科の授業、「保育者

論」等で使用し、実践的な内容で、理解しや

すいと大変好評であった。（上中修 編著） 

【本人単著部分】第 1 部・第 3 章・第 4 項

「プロとしての保育者、魅力的な保育者」

（pp.44-48）（Ｂ５判 全頁数 190） 

 

教師がいじめ問題と向き合う視点を以下の３

点挙げた。①教師は、いじめは人として決し



「いのちの教育」の視点

から向き合う       

  

 

 

 

 

11 健康ふしぎ発見ニュー

ス（全学年用）「悩んで

いることがあれば、どう

すればいいの？」 

 

 

 

12.健康ふしぎ発見ニュ

ース（全学年用）「心の

声は聞こえにくい。だか

ら勇気を持って言葉にし

よう！」 

 

 

13.健康ふしぎ発見ニュ

ース（全学年用）「こん

なときどうしたらいい？

本音を話す勇気を持と

う！」 

 

 

 

14.子どもの保健と安全  
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平成 31年 12 

月 

 

 

 

 

 

平成 31年 12 

月 

 

 

 

 

 

平成 31年 12 

月 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 2 月 

（令和 5 年度

改訂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 号 

 

 

 

 

 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見十二月号

ニュース 第 27 巻第

12 号 通巻 918 号・

壁新聞⑴ 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見十二月号

ニュース 第 27 巻第

12 号 通巻 919 号・

壁新聞⑵ 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見十二月号

ニュース 第 27 巻第

12 号 通巻 920 号・

壁新聞⑶ 

 

 

教育情報出版  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て許されない行為であるとの強い認識を持つ   

②教師は、いじめ被害者を徹底して守り

抜く姿勢を持つ  ③教師は、「いのちの教

育」の一環としての、いじめ問題への向き合

う姿勢を持つ 各内容については、ポイント

を明示した。(p.9)（2019.12.発刊） 

 

「相談する力」の育成をめざして、クイズ形

式で、わかりやすくイラストで表示した。

（Ｂ２判 解説 8 頁も単著） 

 

 

 

 

「相談する力」の育成をめざして、クイズ形

式で、わかりやすくイラストで表示した。回

答編では、一人で抱え込まず、誰かに相談す

ることを勧めている。（Ｂ２判  解説 8 頁

も単著） 

 

 

「相談する力」の育成をめざして、クイズ形

式で、わかりやすくイラストで表示した。

「信頼できる友だちの見つけ方」では、回答

として「自分からあいさつをすること」「共

通の話題を見つけること」「私メッセージを

送ること」を明示した。（Ｂ２判 解説 8 頁

も単著） 

 

第 1 章・第 4 節：「地域における保健活動と

子ども虐待防止」について執筆。虐待をいか

に防止し、早期に適切な対応をしていくかに

ついて、そのシステム構築の重要性について

詳述した。また、第 9 章・第 7 節：「子ども

と悪性腫瘍」についても執筆。保育者・教育

者が、子どもの病気についての知識を持つこ

との重要性について強調。がん教育の推進に

ついても提唱した。（高内正子編著） 

【本人担当部分】第 1 章・第 4 節（pp.34-40

を単著）・第 9 章・第 7 節（pp.111-117 を単

著）（Ｂ５判 全１９２頁）以下の改訂版で

は、最新のデータを掲載した。【本人単著

部分】第 1 章・第 4 節（pp.18-19 を

単著）・第 9 章・第 7 節（pp.92-93 を

単著）（Ｂ５判 全２１５頁）2020.3 第

1 版発刊の改訂版（2023.3） 



15.「総合質問紙調査

『i-check』 (アイチェ

ック)令和 2 年度（改訂

版） 

 

 

16.『新型コロナウイル

スの影響から考える心の

健康』 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.『コロナ禍における

児童虐待防止』 

 

 

 

 

18.『コロナ禍で考える

〈心のケア〉〈児童虐

待〉』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.『相手も自分も大切

にする話し方ってな

に？』【再掲】 

 

 

 

 

 

20.『声のかけ方、注意

の仕方で伝わり方が変わ

る！』【再掲】 

 

監修・

編著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

 

 

令和 2 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 10

月 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

東京書籍株式会社 

 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 7 月号通巻第

269 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 10 月号通巻

第 272 号 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 11 月号通巻

第 273 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

921 号 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

 

「総合質問紙調査『i-check』 (アイチェッ

ク)の改訂版（小・中・高等学校各版Ａ４

判）を発刊した。 

 

 

 

コロナ禍における子供の「心のケア」の重要

性を説き、具体的対処として、①子供のイラ

イラは自然の反応であると捉えることの大切

さ ②子供の睡眠・食事・遊びに注目するこ

との大切さ ③日常的な運動量の確保の大切

さ ④独りにさせないためのソーシャルサポ

ートを実感させること 等についてわかりや

すく詳述した。(pp.17-23 Ａ４判) 

 

 

コロナ禍における児童虐待防止の課題とその

手立てについて論述した。「2020 焦点 No.10 

子どもの心」(p.9 Ａ４判)   

 

 

 

コロナ禍における「対面式授業」「オンライ

ン授業」それぞれのメリット、デメリットを

質問紙調査により明らかにした。その上で双

方の利点を活かし、各課題を補い合う方途を

明示した。また、潜在化する児童虐待への対

応の具体例をその防止チェックシート（①子

供の体や身なり ②保護者とのかかわり方 

③友達とのかかわり方 ④保護者の子供との

接触の仕方 等の特徴）を示しながら防止法

を探った。 (pp.23-31 Ａ４判)  

 

 

開発的カウンセリング技法のアサーション・

トレーニングの具体例（思いやりを持ったコ

ミュニケーションの取り方）をビジュアル教

材として示した。保健室（保健センター）等

で、健康教育の一環として活用されている。

（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウセリング技法のアサーション・ト

レーニングの具体例（自他を大切にしたコミ

ュニケーションの取り方）をビジュアル教材



 

 

 

 

 

21.『自分に合ったスト

レス解消法を見つけよ

う』【再掲】 

 

 

 

 

22.『自殺予防と命の教

育の重要性』 

 

 

 

 

 

 

 

23.『自尊心を高めるっ

てどういうこと？』【再

掲】 

 

 

 

 

24.『自尊心を育てよ

う！』【再掲】 

 

 

 

 

25.リレーミングをやっ

てみよう！』【再掲】 

 

 

 

26.「総合質問紙調査

『i-check』 (アイチェ

ック)令和 2 年度（改訂

版） 

 

27.「総合質問 紙調査

『History』 (ヒストリ

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

監修・

編著 

 

 

 

監修・

編著 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

922 号 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

923 号 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 3 月号通巻第

273 号 

 

 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

933 号 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

934 号 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

935 号 

 

東京書籍株式会社 

 

 

 

 

株式会社教育工学デ

ザイン 

として示した。保健室（保健センター）等

で、健康教育の一環として活用されている。

（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウンセリング技法のストレス・マネ

ジメント教育の具体例（リラクゼーション法

の実践）をビジュアル教材として示した。保

健室（保健センター）等で、健康教育の一環

として活用されている。（Ｂ２判） 

 

 

自殺予防教育プログラム（①自尊感情を育む 

②体験活動の充実 ③情報社会の影の部分へ

の対応 ④命を守る知恵と態度の育成 ⑤教

師自身が命の意味を問いかける）と自殺発生

時の対応マニュアル（事実確認の仕方や事実

を児童生徒や教職員へ伝える際の留意点等）

を明示した。(pp.16-26 Ａ４判) 

 

 

自尊感情を実感することの大切さ、それを育

てるポイントについて、ビジュアル教材とし

て示した。保健室（保健センター）等で、健

康教育の一環として活用されている。（Ｂ２

判） 

 

 

自尊感情を育てるための実践例をビジュアル

教材として示した。保健室（保健センター）

等で、健康教育の一環として活用されてい

る。（Ｂ２判） 

 

 

短所を長所に読み替えるリフレーミング技法

について、ビジュアル教材として示した。保

健室（保健センター）等で、健康教育の一環

として活用されている。（Ｂ２判） 

 

「総合質問紙調査『i-check』 (アイチェッ

ク)の改訂版（小・中・高等学校各版Ａ４

判）を発刊した。 

 

 

「総合質問紙調査『History』 (ヒストリー)

令和 3 年度版（大学生版Ａ４判）株式会社教



ー)令和 3 年度版 

 

28.健康不思議発見ニュ

ース・ビジュアル教材 通

巻第 956 号『怒りの気持

ちどうしたらいい？』

[小学校用]（健学社）

【再掲】 

 

 

29.「健康不思議発見ニ

ュース・ビジュアル教材 

通巻第 957 号『ルールが

ある意味とアサーティブ

な話し方』[小学校用]

（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

 

30.「健康不思議発見ニ

ュース・ビジュアル教材 

通巻第 958 号『怒りのコ

ントロール方法』[中高

校用]（健学社）【再掲】 

 

 

 

31.「健康不思議発見ニ

ュース・ビジュアル教材 

通巻第 959 号『ルールが

ある意味とアサーティブ

な話し方』[中高校用]

（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

32.『人と関わり合う力

を育てる』 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 1 

月 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 1 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 1 

月 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 1 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

956 号 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

957 号 

 

 

 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

958 号 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

959 号 

 

 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 3 月号通巻第

289 号 

 

 

 

 

育工学デザイン 2021.を発刊した。 

 

開発的カウンセリング技法のアンガーマネジ

メント法の具体例（怒りを感じた時の対処法

について：別のものに視点を向ける・誰かに

相談する等）をビジュアル教材（Ｑ＆Ａ方

式）としてイラスト入りで示した。保健室

（保健センター）等で、健康教育の一環とし

て活用されている。（Ｂ２判） 

 

開発的カウンセリング技法のアサーション・

トレーニングの具体例（ルールがある意味：

廊下を走らない等についてについて「攻撃的

な伝え方」・「受動的な伝え方」・「アサーティ

ブな伝え方」それぞれどの伝え方が望ましい

かを考えさせる例）をビジュアル教材として

イラスト入りで示した。保健室（保健センタ

ー）等で、健康教育の一環として活用されて

いる。（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウンセリング技法のアンガーマネジ

メント法の具体例（怒りをコントロールする

方法について：6 秒数えて深呼吸・その場を

離れる・怒りを点数化する等）をビジュアル

教材としてイラスト入りで示した。保健室

（保健センター）等で、健康教育の一環とし

て活用されている。（Ｂ２判） 

 

開発的カウンセリング技法のアサーション・

トレーニングの具体例（ルールがある意味：

食事中の黙食等について「攻撃的な伝え

方」・「消極的な伝え方」・「アサーティブな伝

え方」それぞれどの伝え方が望ましいかを考

えさせる例）をビジュアル教材としてイラス

ト入りで示した。保健室（保健センター）等

で、健康教育の一環として活用されている。

（Ｂ２判） 

 

コロナ禍によって、人との関わる力育成の重

要性が一層注目されている。本稿では、小学

校から高等学校までの各校での育成の仕方、

その具体的実践例（自己主張訓練等）を挙

げ、人と関わる中でのトラブルが発生した場

合の「怒りの発散法（アンガーマネジメン

ト）」や「ストレス解消法（ストレスマネジ



 

 

 

33.「健康不思議発見ニ

ュース・ビジュアル教材 

通巻第 968 号『心と体の

健康観察をしよう！』」

[小学生用]（健学社）

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.「健康不思議発見ニ

ュース・ビジュアル教材 

通巻第 969 号『日頃から

できる心の健康観察

法』」[小学生用]（健学

社）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

35.「健康不思議発見ニ

ュース・ビジュアル教材 

通巻第 970 号『心と体の

健康観察をしよう！』

[中高校生用]（健学社）

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

36．「健康不思議発見ニ

ュース・ビジュアル教材

通巻第 971 号『日頃から

できる心の健康観察

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

968 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

969 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

970 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社「健康不思議

発見ニュース・ビジ

ュアル教材 通巻第

971 号 

メント教育）」についても詳述した。(pp.25-

30 Ａ４判) 

 

「困ったことがあったとき、付箋に書き出し

て気持ちの整理をする」「一人で抱え込まな

いで誰かに相談してみよう（気の合う人探し

等）」「やる気が起きないときは、深呼吸して

『私がんばっているよ！』のメッセージを送

る！」「プラス思考とスモールステップで乗

り切ろう！」他、『心と体の健康観察をしよ

う！』のテーマで、小学生対象の保健教材を

作成し、クイズ形式を取り入れ、ビジュアル

教材としてイラスト入りで示した。保健室

（保健センター）等で、健康教育の一環とし

て活用されている。（Ｂ２判） 

 

 

「自分なりのストレス発散法を見つけよう！

（音楽を聴く等）」「情報をコントロールしよ

う！」「食事をきちんと摂ろう」「自分が嫌に

なったとき、脱出可能だと自身を信じる（誰

にでもあることだと脱出可能だと信じる

等）」他、『日頃からできる心の健康観察法』

のテーマで、小学生対象の保健教材を作成

し、ビジュアル教材としてイラスト入りで示

した。保健室（保健センター）等で、健康教

育として活用されている。（Ｂ２判） 

 

 

「不安なときは、気晴らしスイッチを探して

みよう！」「孤独感を感じたときは、『気の合

う人探し』をしよう」「困ったことがあった

とき、付箋に書き出して気持ちの整理をす

る」「一人で抱え込まないで誰かに相談して

みよう」他、『心と体の健康観察をしよ

う！』のテーマで、中高校生対象の保健教材

を作成し、クイズ形式を導入し、ビジュアル

教材としてイラスト入りで示した。保健室

（保健センター）等で、健康教育の一環とし

て活用されている。（Ｂ２判） 

 

 

「しんどいときは、自分にプラスメッセージ

を送ろう！」「自分なりのストレス発散法を

見つけよう」「食事は朝昼晩 3 食をきちんと

摂ろう」「自分自身にプラスのメッセージを



法』」[中高校生用]（健

学社）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

37．『「非認知能力」を育

成するために、養護教諭

ができること」』 

 

 

 

38．「現場の声とデータ

から見る i-check の教育

的効果」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 2 月 

 

 

 

 

 

令和 5 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 2 月号通巻第

300 号 

 

 

 

東京書籍「げんきの

根っこ」第 11 号 

送ろう！」「人と繋がろう（話してみよ

う）！」他、『日頃からできる心の健康観察

法』のテーマで、中高校生対象の保健教材を

作成し、ビジュアル教材としてイラスト入り

で示した。保健室（保健センター）等で、健

康教育の一環として活用されている。（Ｂ２

判） 

 

 

社会を育抜く力の礎にあるものとして「非認

知能力」が注目されている。その育成につい

て、教職員の声かけの事例などを具体的に詳

述した。(pp.19-31 Ａ４判) 

 

 

『With コロナの時代を生きる子どもたち

⑴』の特集で、「現場の声とデータから見る

i-check の教育的効果」のタイトルで単著。

2019 年度（コロナ流行前）、2020 年度（コロ

ナ禍）、2021 年度（やや規制緩和）の i-

check および標準学力調査の全国値を経年比

較しながら、今を生きる子どもたちの人間関

係、学習状況、自己肯定感などの心の状況の

現状について論述した。➀コロナ禍前後で数

値に大きな変化はなかった。②ソーシャルス

キル・友だち/家族/先生の支えの肯定回答が

増加。③対人ストレスの肯定回答が減少。等

が数値で確認された。 

 

 



年月日

平成20年4月～
平成26年3月

平成26年4月
～平成31年3月

平成31年4月～
現在

平成28年4月

平成29年4月

平成30年3月

（１）相愛大学において小学校教諭養成課程と保
育者養成課程の教員としての実践（模擬保育・教
育実践訓練・グループディスカッション、視覚教
材の活用とフィードバック、小テストの実施な
ど）

相愛大学で約8年間にわたり（「教育実習（幼稚
園）」「教育実習の指導（幼稚園）」「保育原
理」「保育内容C（人間関係）」「保育カウンセリ
ング」「学校カウンセリング」「発達心理学」
「インタ－ンシップ実習A」「子ども学基礎演習」
「保育総合演習」「卒業研究」など）指導した。
実習準備段階から指導案そして模擬保育の指導、
幼稚園採用試験にかかわる指導等行った。学生の
模擬保育をビデオに撮ってフィードバックし、ア
クティブラーニングする中で、学生自身が省察し
自ら気づくことができるように指導した。

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

令和5年　3月　31日  

氏名　　高岡　昌子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教育心理学　発達心理学　保育心理学 心理　保育　教育　発達　記憶　教材　自然　動植物

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

（２）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部にお
いて保育者養成課程の教員としての実践（模擬保
育・教育実践訓練・グループディスカッション、
視覚教材の活用、小テストの実施、学内・学外で
の実践体験、独自のリフレクションシートの活用
など）

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部で約５年間
にわたり「乳幼児心理学」「保育の心理Ⅰ」「保
育原理」「保育内容演習（人間関係）」「子ども
学ゼミ」などで、保育者養成課程の教員としての
実践教育（模擬保育、学内・学外での実践体験、
独自のリフレクションシートの活用等々）を行
い、学生の意欲向上と望ましい保育者養成をめざ
して指導することで、ほぼ全員の就職が決まり、
多くの卒業生を保育者として送りだしてきた。ま
た実習担当として、「実習の手引き～保育所・幼
稚園・施設～」を作成し、円滑な実習指導が実現
するように工夫した。

（３）奈良学園大学において保育者養成課程の教
員としての実践（模擬保育・学内・学外での実践
体験、独自のリフレクションシート、グーグル
フォームを用いた自作の練習問題の活用など）

奈良学園大学で主に「保育の心理学」「子どもと
人間関係」「子どもと人間関係の指導法」「保育
原理」「保育内容Ⅰ（人間関係）」「教職実践演
習」「教育実習事前事後指導（幼）」「教育実習
（幼）」「人間教育学ゼミナール」「保育実践演
習」（令和2～3年度）」「子どもの理解と援助
（令和2～3年度）」等を担当し、令和2～4年度に
は幼稚園専修長を務めた。グーグルフォームで自
作した練習問題を活用して、学生の学習の効率化
を図ったり、ZOOMと対面の両方を用いたハイブ
リット形式で授業を行ったりしている。

２　作成した教科書，教材

「教育心理学―保育・学校現場をよりよくするた
めに―」嵯峨野書院

［本人単独担当部分］第7章 適応支援と心理アセ
スメント　１．適応のしくみ　２．心理アセスメ
ント　３．不適応支援と心理療法（P.60～68）保
育・学校現場をよりよくするために必要な教育心
理学的内容をまとめた一冊である。

「子どもと保育者でつくる人間関係　―「わた
し」から「わたしたち」へ―」保育出版社

［本人単独担当部分］第11章1節「協力して「わた
したち」でやりとげようとする6歳児」（P.133～
136）第12章3節　「小学校への円滑な接続と
は？」（P.152～155）小1プロブレムについても言
及し、その原因や連携の必要性について伝える内
容となっている。

「コンパクト版_保育内容シリーズ『保育の心理学
Ⅰ』」一藝社

［本人単独担当部分］第15章 「地域社会における
子ども支援」（P.121～P.128）1．「家庭・地域と
の連携」　2．「子育て支援」　3．「これからの
子ども支援」現代社会における子育て支援の充実
の必要性について伝える内容となっている。



平成30年3月

平成30年3月

平成30年3月

令和2年3月

令和2年3月

平成20年4月～
平成26年3月

平成26年4月～
平成31年3月

平成31年４月
～令和3年3月

平成26年9月

平成27年 9月

平成30年1月

平成30年11月

令和3年11月

年月日

特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

（１）相愛大学における授業評価

（２）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部にお
ける授業評価

（３）奈良学園大学における授業評価

授業評価結果は、毎年すべての授業評価を行った
授業において常に学内平均以上であった。

授業評価結果は、毎年すべての授業評価を行った
授業において常に学内平均以上であった。平成28
年度後期の授業評価においては、4点満点中、2Cク
ラスで3.81、2Dクラスで3.91と全体的に高く、レ
ベル評価は、「知識・理解」、「技能・表現」、
「思考・判断」、「関心・意欲・態度」のすべて
において目標値のレベル２以上の達成ができたと
する学生は100％であった。

授業評価を行った授業の授業評価結果は、常に学
内平均以上であった。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

事項 概 要

（１）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部公開
講座

（２）幼稚園、小学校、特別支援学校（幼稚部・
小学部）の教職員対象の奈良学園大学奈良文化女
子短期大学部幼児教育講座

（３）地域の親子を招いて行うちびっこ広場

（４）地域の親子を招いて行うちびっこ広場

（５）京都府立木津高等学校で授業

特記事項なし

５　その他

地域の幼児と親を対象にして『英語で遊ぼう』と
題して、公開講座を行った。

地域の幼稚園、小学校、特別支援学校（幼稚部・
小学部）の教職員を対象にして、『保育者・教育
者のネガティブな言動について考えよう！～子ど
もの各発達の時期によって～』という題目で公開
講座を行った。

地域の親子26組程を招いて行うちびっこ広場で
『楽しく遊ぼう』という会を担当した。

地域の親子25組程を招いて行うちびっこ広場で
『楽しく遊ぼう』という会を担当した。

「保育者の仕事について～子どもたちの未来のた
めに～」というテーマで授業を行った。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

１　資格，免許

「コンパクト版_保育内容シリーズ『保育の心理学
Ⅱ』」一藝社

［本人単独担当部分］第15章 「地域社会における
子ども支援」（P.121～P.128）1．「家庭・地域と
の連携」　2．「子育て支援」　3．「これからの
子ども支援」現代社会における子育て支援の充実
の必要性について伝える内容となっている。

「保育の心理学」一藝社 ［本人単独担当部分］第６章「やさしさを育てる
保育」（P.77～84）保育のなかで多様な人間関係
を経験し、他者の思いに気づいて、思いやりをも
てるように育まれていくことが必要である。

「生活事例からはじめる―保育内容—人間関係」青
踏社

［本人単独担当部分］第８章 「遊びの中における
学び」（P.65～P.72） 1．「自発的な遊びに基づ
いた保育」 2．「遊びと発達」 3．「現代の子ど
もの遊びをめぐる問題」子どもにとっての遊びの
重要性を指摘し、現代社会における子どもを取り
巻く環境的な問題について述べている。

「子ども家庭支援の心理学」一藝社 ［本人単独担当部分］第14章「乳幼児期の学びの
過程と特性」（P.113～120）乳幼児期の学びは主
体的であるべきであることを指摘し、遊びの重要
性について伝える内容となっている。

「子どもの理解と援助」一藝社 ［本人単独担当部分］　第6章 「子育てを取り巻
く社会的状況」（P.49～56）現代社会における保
育ニーズの多様化について述べ、子育てを取り巻
く社会的状況について多角的に捉える必要性につ
いて述べている。



平成4年3月
平成4年3月
平成16年1月

平成24年4月～
平成28年3月

平成24年4月～
平成24年3月

平成29年4月～
平成30年3月

平成30年4月～
平成31年3月

平成26年4月～
平成31年3月

平成31年4月～
現在

令和2年10月～
現在

令和４年4月～
3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
1.教育心理学―保育・学
校現場をよりよくするた
めに―」嵯峨野書院

共著 平成28年4月 【当該業績全体の概要】
保育・学校現場における子ども理解のため
に活用できる心理学的内容について述べて
いる。
【本人の執筆部分の概要】
第7章 適応支援と心理アセスメント　問題
行動が生じた場合における効果的な心理ア
セスメントや不適応支援について述べて、
保育や教育における相談の在り方や関わり
方について考えるための内容である。
著者：石上浩美、竹中美香、池田幸恭、芳
田茂樹、水野正朗、高岡昌子、（他８名）

共通教育委員（～令和3年3月末）キャリアセン
ター委員（～令和3年3月末），クラス担任（～令
和3年3月末），キャンパス移転ワーキング委員，
実習担当，事業推進グループ３委員（令和3年4月
～現在），入学試験委員（令和3年4月～現在）
人間教育学部人間教育学科幼稚園専修における専
修長

「幼児教育における栽培活動を通して育む心の研
究」（80,000円）（高岡昌子・石原由紀子・間井
谷容代・谷川具子・岡村季光）

嵯峨野書院

小学校教諭1種免許状（平三小一め第238号）
中学校教諭1種免許状（国語）（平三中一め第569
号）
学校心理士（第72362号）

２　特許等

特記事項なし

（６）奈良学園大学における学内業務

（７）奈良学園共同研究助成金

３　実務の経験を有する者についての特記事項

特記事項なし

４　その他

（１）研究費
平成24年度～平成27年度　科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助成金）挑戦的萌芽研究

（２）研究費
平成24年度相愛大学学内研究申請個人割研究費

（３）研究費
平成29年度奈良学園大学奈良文化女子短期大学部
学内共同研究申請共同研究費

（４）研究費
平成30年度奈良学園大学奈良文化女子短期大学部
学内共同研究申請共同研究費

（５）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部にお
ける学内業務

「子どもにおける３次元映像視聴に関する研究」
（総額2,990,000円）

「子どもの発達を支える研究について」（230,000
円）

「高等教育機関における女性のキャリア継続に必
要な課題―保育者養成校としての短期大学の役割
―」（600,000円）（高岡昌子・林悠子・高橋千香
子・岩本健一）

「高等教育機関における保育者としてのキャリア
継続に関わる課題―保育者養成校としての役割
―」（200,000円）（高岡昌子・林悠子・高橋千香
子・岩本健一）

入試広報委員(～平成28年度)，募集強化学内対策
委員（オープンキャンパス委員）(～平成28年
度)，学生就職委員会(平成29年度～)カリキュラム
委員，研究推進委員，紀要編集委員，IR委員，実
習担当，クラスAGH担任

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称



2.「コンパクト版_保育内
容シリーズ『保育の心理
学Ⅰ』」一藝社

3.「コンパクト版_保育内
容シリーズ『保育の心理
学Ⅱ』」一藝社

共著

　

共著

平成30年3月

平成30年3月

【当該業績全体の概要】
保育者になり子どもを理解するために必要
な心理学の基礎的な内容について説明して
いる。
【本人の執筆部分の概要】
第15章 地域社会における子ども支援　ここ
では、家庭との連携の中で、相談の重要性
を述べて、相談室や保育カウンセラーの必
要性等についても指摘している。
著者：谷田貝公昭、石橋哲成、西方毅、福
田真奈、宮崎隆穂、長谷川直子、谷真弓、
片岡祥、稲葉健、高岡昌子（他７名）

【当該業績全体の概要】
保育者になって子どもを理解して対応する
ために必要な心理学的内容を応用的側面か
ら説明している。
【本人の執筆部分の概要】
第8章 遊びの中における学び　子どもを理
解するためには子どもたちの遊びを捉える
必要がある。現代の子どもの遊びをめぐる
問題と課題についても述べている。
著者：谷田貝公明、石橋哲成、西方毅、福
田真奈、伊藤亮、小原倫子、川口めぐみ、
高岡昌子、（他７名）

4.子どもの社会の未来を
拓く―保育内容―「人間
関係」

共著 平成30年3月 【当該業績全体の概要】
子どもを理解するために、子どもを取り巻
く人間関係を把握し、子どもの人間関係の
持ち方の発達的変化について理解していく
ことが必要である。そして子どもがより良
い人間関係力を培っていけるように関わる
保育者の役割等も説明している。
【本人の執筆部分の概要】
第7章「やさしさを育てる保育」保育の中で
他者を思いやる心を育てるための保育者の
役割等について論じた。また子どもを理解
するためには子どもを取り巻く環境を多角
的に捉えていく必要がある。
著者：徳安敦、阪上節子、林幸範、鶴宏
史、末次有加、二見素雅子、杉岡幸代、高
岡昌子（他７名）

5.「新・保育原理－すば
らしき保育の世界へ－」
［第3版］

共著 平成28年4月 【当該業績全体の概要】
保育の役割と意義について述べ、保育の場
や環境、原理、安全や健康、保育関係の法
律や指針、保育の歴史そして現状と課題に
ついて多角的に述べている。
【本人の執筆部分の概要】
第３版：第９章　保育者に求められる子育
て家庭支援
子どもの理解のためには子どもを取り巻く
環境についての理解も重要である。教育相
談事項となる子育て中の家庭における問題
についても述べて、子どもの最善の利益の
ために子育て家庭を支援していくことの重
要性を述べている。
著者：三宅茂夫編, 小川圭子, 熊丸真太郎,
佐藤和順,角野幸代, 高岡昌子, 豊田和子,
浜野兼一, （他４名）

一藝社

一藝社

青踏社

株式会社みらい



6.「新・保育原理－すば
らしき保育の世界へ－」
［第4版］

共著 平成30年4月 【当該業績全体の概要】
保育の役割と意義について述べ、保育の場
や環境、原理、安全や健康、保育関係の法
律や指針、保育の歴史そして現状と課題に
ついて多角的に述べている。（保育所保育
指針の改訂により大幅に改訂した。）
【本人の執筆部分の概要】
第４版：第９章　保育者に求められる子育
て支援　子どもの理解のためには子どもを
取り巻く環境についての理解も重要であ
る。教育相談事項となる子育て中の家庭に
おける問題についても述べて、子どもの最
善の利益のために子育て家庭を支援してい
くことの重要性を述べている。
著者：三宅茂夫編, 小川圭子, 熊丸真太郎,
佐藤和順,角野幸代, 高岡昌子, 豊田和子,
浜野兼一, （他４名）

7.「子どもと保育者でつ
くる人間関係　―「わた
し」から「わたしたち」
へ―」

共著 平成29年4月 【当該業績全体の概要】
子ども理解のために子どもを取り巻く人間
関係について理解することは不可欠であ
り、教育相談事項となることにつながる人
間関係力を育む保育の重要性について述べ
ている。
【本人の執筆部分の概要】
第11章1節「協力して「わたしたち」でやり
とげようとする6歳児」6歳の子どもを理解
するために、人間関係に関わる事例を入れ
て説明し、保育所や幼稚園で多様な人間関
係を経験することの重要性について述べ
た。
第12章3節「小学校への円滑な接続とは？」
年長児の人間関係の領域の問題を取り上げ
て述べ、子ども理解を深められるように幼
児教育機関においてすべき課題について研
究して述べた。
著者：横山真貴子、尾島重明、串崎幸代、

８.保育の心理学 (保育士
を育てる)

共著 令和2年3月 【当該業績全体の概要】
保育において子どもを理解するために必要
な心理学的基礎的内容について述べてい
る。
【本人の執筆部分の概要】
第14章　乳幼児期の学びの過程と特性　子
どもの自発的な遊びについて述べ、子ども
を理解するために発達につながる自発的遊
びについて理解することが必要であること
を述べた。
著者：福田真奈、宮崎隆穂、長谷川直子、
谷真弓、片岡祥、稲葉健、伊藤亮、 瀧口

（学術論文）

1. 実習指導の効果を高め
る教育方法の研究（その
３）―幼稚園、保育所で
の実習における学生の自
己評価と現場評価の比較
検討から―

共著 平成24年3月 【当該業績全体の概要】
幼稚園実習や保育所実習のための指導の効
果を高める教育方法の研究を行った。特に
幼稚園、保育所での実習における学生の自
己評価と現場評価の比較検討から検討し
た。
【本人の果たした役割】
共同研究者として調査を行う授業を共同で
担当して行った。
（P.167～P.180［共著者名］中西利恵、大
森雅人、曲田映世、高岡昌子、山口美智
子）2. 研究報告 変化の時代

における保育者養成教育
のあり方－特に学外実習
のおける効果的な教育方
法の検討－

共著 平成25年3月 【当該業績全体の概要】
変化の時代における保育者養成教育のあり
方について研究した。特に学外実習のおけ
る効果的な教育方法の検討を行った。
（p.73～p.79　［共著者名］中西利恵、曲
田映世、藤本麻子、山口美智子、岩口摂
子、木村久男、細川速見、山本和明、渡部
美穂子、川中美津子、高岡昌子）

相愛大学研究論集 第29
巻

相愛大学研究論集 第28
巻

保育出版社

一藝社

株式会社みらい



3. 携帯型ゲーム機のグラ
スレス３D映像視聴による
影響　［査読付き］

単著 平成26年11月 【当該業績全体の概要】
子ども達に身近な携帯型ゲーム機のグラス
レス３D映像視聴による影響について研究し
た。（P.63～P.70（本研究はJSPS科研費
24653187の助成を受けた研究である。））

4. 幼少期におけるゲーム
経験とゲーム体験による
疲労感との関係
［査読付き］

単著 平成27年11月 【当該業績全体の概要】
幼少期におけるゲーム経験とゲーム体験に
よる疲労感との関係について研究した。幼
少期にゲーム体験をしているほうが、ゲー
ムで疲れにくい傾向があった。（P.27～
P.32（本研究はJSPS科研費 24653187の助成
を受けた研究である。））

5．各発達の時期における
「先生」のネガティブな
言動について

共著 平成28年11月 【当該業績全体の概要】
保育者養成課程の学生を対象にして、保育
所・幼稚園・小学校低学年・小学校高学
年・中学校・高等学校の各時期の「先生」
の不快な言動で特に記憶に残っている内容
について調査研究を行い、結果を報告し論
じた。保育者になる者は、子どもの発達を
捉え、一人ひとりを十分に理解し、自身の
言動が子どもに及ぼす影響について理解を
深めておくことが大切であると述べた。
【本人の果たした役割】
主たる研究者として調査からデータ分析、
執筆等を行った。
（共同研究により抽出不可：調査者による
調査結果に基づき結果と考察を共同で執筆
した。）
著者：高岡昌子、高橋千香子、林悠子、岩
本健一

6. 保育者養成に求められ
る保育者の資質について
（２）―就職先へのアン
ケート調査の前回調査と
の比較から―［査読付
き］

共著 平成28年11月 【当該業績全体の概要】
幼稚園や保育所等の学生の就職先へのアン
ケート調査の前回調査との比較から、保育
者養成に求められる保育者の資質について
検討した。特に人間関係の重要性について
も検討した。
【本人の果たした役割】
共同研究者として議論に加わったり文章推
敲したりした。
（P.71～P.80［共著者名］林悠子、高橋千
香子、高岡昌子、岩本健一）

7. 保育者養成校の学生の
性格特性および進路状況
との関連について［査読
付き］

共著 平成28年11月 【当該業績全体の概要】
保育者養成校の学生の性格特性および進路
状況との関連について研究した。
【本人の果たした役割】
共同研究者として議論に加わったり文章推
敲したりした。（P.41～P.48［共著者名］
高橋千香子、 高岡昌子、林悠子、岩本健
一）

9. 新人保育者に必要な資
質について―新人保育者
に対する総合的な評価に
つながる具体的な資質―
［査読付き］

共著 平成29年11月 【当該業績全体の概要】
幼稚園や保育所等での新人保育者に対する
評価に関する質問紙調査の前年度の結果と
の比較を通して、新人保育者に求められる
資質について検討した。
【本人の果たした役割】
主たる研究者として調査からデータ分析、
執筆等を行った。（P.51～P.60［共著者
名］高岡昌子、岩本健一、高橋千香子、林
悠子）

10. 施設実習における学
生の不安を軽減する事前
学習についての研究 ［査
読付き］

共著 平成29年11月 保育者になるために必要な施設実習におけ
る学生の不安を軽減する事前学習について
の研究を行った。
【本人の果たした役割】
共同研究者として議論したり文章推敲修正
を行ったりした。（P.31～P.40［共著者
名］岩本健一、 高岡昌子、 高橋千香子、
林悠子）

奈良学園大学奈良文化女
子短期大学部　紀要
第48巻

奈良学園大学奈良文化女
子短期大学部　紀要
第48巻

奈良学園大学奈良文化女
子短期大学部　紀要
第47巻

奈良学園大学奈良文化女
子短期大学部　紀要
第47巻

奈良学園大学奈良文化女
子短期大学部　紀要
第46巻

奈良学園大学奈良文化女
子短期大学　紀要 　第
45巻

奈良学園大学奈良文化女
子短期大学部研究紀要47
号



11. 新人保育者に対する
評価　～前年度との比較
を通し
て～［査読付き］

共著 平成30年11月 【当該業績全体の概要】
幼稚園や保育所等に協力いただき行った質
問紙調査の前年度の結果との比較を通し
て、新人保育者に対する評価について検討
した。
【本人の果たした役割】
主たる研究者として調査からデータ分析、
執筆等を行った。（P.49～P.59［共著者
名］高岡昌子、飯田惠美子、岩本健一、小
川純子、高橋千香子、林悠子）

12. 新人保育者に対する
評価～前々年度と前年度
との比較を通して～

共著 令和2年3月 【当該業績全体の概要】
幼稚園や保育所等にご協力いただき行った
質問紙調査の前年度の結果との比較を通し
て、新人保育者に対する評価について検討
した。特に「子ども学ゼミナール」という
少人数で行う授業の成績と職場での評価に
相関がみられたことについて論じている。
【本人の果たした役割】
主たる研究者として調査からデータ分析、
執筆等を行った。（P.51～P.60［共著者
名］高岡昌子、岩本健一、高橋千香子、林
悠子）

13. 幼稚園実習を通して
学生の自己成長を促す
ルーブリックの開発と活
用 ー実習への意識向上と
スキルアップに着目して-

共著 令和5年3月 【当該業績全体の概要】
幼稚園実習前・実習中・実習後の学生の学
びの意識について調べ、意識の変容を捉え
ようとした。そして実習への意識向上とス
キルアップを目指し、幼稚園実習を通して
学生の自己成長を促すルーブリックの開発
と活用を検討した。また、学生の質の向上
としてアクティブラーニングを取り入れた
授業の遂行の仕方を振り返り、授業の再構
成を図った。
【本人の果たした役割】
共同研究者として調査実施や文章推敲修正
等を行った。（P.155～P.164［共著者名］
間井谷容代、石原由貴子、高岡昌子、岡村

（その他）
（２）報告書本
教学報告

共著 平成31年3月 【当該業績全体の概要】
奈良学園大学奈良文化短期大学における幼
児教育科の教育について一冊の本にまとめ
て報告した。
【本人の果たした役割】
共同研究者として分担執筆を行った。（磯
辺ゆう、恒岡宗司、中田章子、高岡昌子、
飯田惠美子、岩本健一、小川純子、高橋千
香子、林悠子、吉田明史）

:

奈良学園大学奈良文化女
子短期大学部

奈良学園大学紀要　第15
巻

奈良学園大学奈良文化女
子短期大学部　紀要
第49巻

奈良学園大学紀要　第12
巻



（注）

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。
２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。
３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。

 ①著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
 ②著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。
④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの
がある場合もこれに含めてもよい。



年月日

教育課程の特色ある編成

平成19年4月～

22年3月

平成22年4月～

平成31年3月

平成23年7月

平成30年

平成24年5月〜

平成27年10月

平成20年4月～

25年4月

平成25年4月～

平成31年3月

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

教 育 研 究 業 績 書

令和5年3月31日

                                                                         氏名　　中島　栄之介

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

　特別支援教育

教育課程、合理的配慮、病弱教育、重症心身障害教育、知的障害教育、

肢体不自由教育、発達障害、ICT教育、知的障害におけるプログラミング

教育

教育上の能力に関する事項

事項 概 要

・教育実習の心得（単著）

発行：兵庫県立阪神昆陽特別支援学校

特別支援教育実習生の手引き。実習の日程と内容、交

流及び共同学習、専門学科（職業科）の教育課程の特

色、授業研究について教育実習全般についてまとめ平

成30年まで実習生対象に使用。

(2)介護等体験

・介護等体験の手引き（単著）

・介護等体験講話資料（単著）

兵庫県立上野ヶ原特別支援学校、兵庫県立芦屋特別支

援学校、兵庫県立阪神昆陽特別支援学校で作成し、平

成30年まで実習生対象に使用中。

病弱教育における準ずる指導、合わせた指導、自立活

動中心の指導の教育課程の編成を行うとともに、訪問

教育等による肢体不自由、重度・重複障害の教育課程

の編成もあわせて行い、学校全体の調整も行った。

（兵庫県立上野ヶ原特別支援学校での実践）

知的障害教育（普通科）における、合わせた指導、自

立活動中心の課程、訪問教育の教育課程及び併せ有す

る肢体不自由、重度・重複障害の教育課程の編成。知

的障害教育（高等部職業科）における教科中心の教育

課程、専門学科の教育課程の編成。

（兵庫県立阪神昆陽特別支援学校、芦屋特別支援学校

での実践）

(1)特別支援学校（病弱・身体虚弱）での教育課程の編

成

(2)特別支援学校（知的障害）での教育課程の編成

(1)教育実習

２　作成した教科書，教材

・教育実習の手引き（単著）

発行：兵庫県立芦屋特別支援学校

特別支援学校教育実習生の手引き。実習の日程と内

容、障害、教育課程、授業研究、特別支援教育の歴

史、特別支援教育と人権についてなど教育実習全般に

ついてまとめ平成30年まで使用した。

(3)医療関係者体験実習

・特別支援教育とは（単著） 宝塚大学看護学部、神戸大学医学部、兵庫医科大学医

学部の学生に対して、障害児と人権、特別支援学校の

教育課程、合理的配慮と基礎的環境整備、ICFと

ICIDH、発達障害の臨床所見等、医師看護師になった際

に必要な知識の指導冊子。



平成31年

平成30年6月

平成31年6月

令和2年

平成6年4月～現

在に至る

平成19年4月～

平成31年3月

平成19年4月～

平成31年3月

平成19年4月～

平成31年3月

平成24年4月～

28年3月

(1)特別支援教育における情報教育（ICT）の構築 兵庫県阪神地区学校で特別支援教育情報教育担当者を

務める。平成17年～18年は兵庫県教育委員会情報教育

専門推進員。令和元年度は兵庫県立芦屋特別支援学校

と共同でマイクロソフト社の支援を得て特別支援学校

におけるプログラミング教育の在り方について検討し

てきた。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項

「現代教育課題B（特別支援）」において、講義内容に

関するアンケートを行った。受講者54人中44人より回

答があり、講義内容については概ね理解できるなど、

高評価であった。

現代教育課題B(特別支援) 中島 栄之介 54 44 81.4の

回収率で1項目以外は5点満点中4.5以上であった。残り

1項目は講義が難しかったかという質問で3．9であっ

た。

(1)奈良学園大学人間教育学部の学生アンケート 「人間教育学」の講義で特別支援教育概論、知的障害

特別支援学校の実際、知的障害特別支援学校の教育課

程、知的障害特別支援学校の指導の実際を話した。満

足度は4点満点で3.7であった。

「現代教育課題B(特別支援)」において、講義内容に関

するアンケートを行った。受講者13人全員より回答が

あり、講義内容については概ね理解できるなど、高評

価であった。

(5)特別支援教育総論（共著）

　　　【再掲】

入門者に対して特別支援教育の概要について、特別支

援教育の理念、制度、歴史に加えて視覚、聴覚、知

的、肢体不自由、病弱、発達障害、学習障害等につい

て心理と生理、病理、教育課程と指導法等全般につい

て記述した。また、特別支援教育について（理念と制

度、歴史、自立活動と個別の教育支援計画及び個別の

指導計画）、指導の実際（特別支援学校と特別支援学

級等）、理解と指導（発達障害、学習障害、自閉症ス

ペクトラム等）、課題と展望（センター的機能とコー

ディネーター、授業のユニバーサルデザイン化、ITCの

活用、交流及び共同学習、インクルーシブ教育、障害

の多様化と重度・重複化、医療的ケア、危機管理、地

域や関連機関との連携、キャリア教育）など、現場に

即した内容とした。

(4)特別支援学校における介護等体験の指導 介護等体験の学生を毎年約30大学より250名程度受け入

れた。特別支援教育の意味について実践的に指導を

行った。

(5)新任特別支援病弱学級担当教員等研修講師（兵庫県

教育委員会主催）

阪神昆陽特別支援学校（新設校で高等学校との交流及

び共同学習、職業科という特色を持つ）の視察者を対

象教育課程の特色、交流及び共同学習について講話を

行った。海外、大学（大学生大学院生含む）関係、教

育委員会関係など16団体に対応。他に特別支援学校関

係、研修関係などを加えると述べ約150件に実施。

(2)障害別の教育課程の編成 特別支援教育における準じた指導、合わせた指導、自

立活動中心の指導、訪問教育など教育課程の編成を

行ってきた（知的障害、肢体不自由、病弱、重度・重

複）

(3)特別支援学校における教育実習生の指導 毎年実習生を受け入れた。実習の日程と内容、障害、

教育課程、授業研究、特別支援教育の歴史など教育実

習全般について指導。



平成19年4月～

平成31年3月

令和元年8月

令和元年11月〜

令和3年11月

令和元年12月

令和元年12月

令和2年1月

令和2年11月

令和3年8月

令和3年10月

令和4年3月

令和4年11月

(6)医療関係者体験実習等講師 宝塚大学看護学部、神戸大学医学部、兵庫医科大学医

学部の3大学延べ60人の学生に対して、障害児と人権、

特別支援教育概論、発達障害の臨床所見等について指

導

(7)兵庫県立芦屋特別支援学校主催、阪神間特別支援学

校研修会講師

兵庫県立芦屋特別支援学校職員を対象として、高等部

での共同研究の様子を紹介しながら、特別支援学校に

おけるプログラミング教育の進め方について講演し

た。次年度より開始されるプログラミング教育の進め

方について、参考になったと好評であった。

(9)兵庫県言語聴覚士会小児委員会　学習会講師 障害のある子どもたちの就学先について、兵庫県下の

小児を対象としている言語聴覚士に対して講演した。

卒業後の生活等も含めた講演を行い好評であった。

(10)兵庫県立こやの里特別支援学校校内研修会講師 プログラミング教育の推進に関する取組について〜芦

屋特別支援学校職業班の取組〜と題して、特別支援学

校におけるプログラミング教育の進め方について講演

した。他校での共同研究の事例など具体的な内容を入

れたので非常に分かりやすかったと言う評価を受け

た。

(8)奈良県次世代教員養成塾第2回講座　講師 奈良県下の小学校教員を目指す高校2年生約40人に授業

を行った。道徳を中心に、伝えることの難しさをコ

ミュニケーションについてグループで討議したり、障

害のある子どもたちについて考えたりしながら行っ

た。奈良県教育委員会のメールマガジンなどにも取り

上げられるなど非常に好評であった。

(11)兵庫県特別支援教育諸学校長会　研修会講師 特別支援学校におけるICT教育−プログラミング教育を

始める決意−と題して兵庫県下の特別支援学校の校長先

生方に講演を行った。次年度以降小学部で始まるプロ

グラミング教育について背景となる考え方、取り組み

の進め方などを講演した。講演後も質問が続くなど高

評価であった。

(12)兵庫県特別支援学校知的障害教育研究協議会　研

修会講師

兵庫県下の知的障害教育特別支援学校教員等約120人を

対象として、合理的配慮と交流及び共同学習につい

て、阪神昆陽特別支援学校の初期の実践を踏まえて、

講演、指導助言を行った。同校には開設準備室より勤

務したこともあり参加者より好評であった。

(13)兵庫県立西宮甲山高校研修会講師 「特別支援教育とＩＣＴ」と題して、同校教員を対象

として研修会をオンラインで実施した。特別支援教育

の基礎、ICT機器の活用、デジタル教科書の使用体験な

どを実施し好評であった。

(14)兵庫県立西宮香風高校 「ＩＣＴを使った合理的配慮等」と題して在籍してい

る生徒に対してICT機器を使った合理的配慮の方法など

を検討した。

(15)国立特別支援教育総合研究所　令和3年度第三期

特別支援教育専門研修　病弱教育専修プログラム　講

師（小・中学校における病気のある子供の健康管理）

国立特別支援教育総合研究所の研修生に対して、小中

学校における病気のある子供の健康管理について講義

を行った。主として心臓疾患について病理・保健、指

導の実際、指導計画の作成等についてディスカッショ

ンを交えながら講義を行った。現場に即した内容であ

ると好評であった。

(16)令和4年度国立特別支援教育総合研究所第二期特

別支援教育専門研修　病弱教育専修プログラム　講師

（小・中学校における病気のある子供の健康管理）

国立特別支援教育総合研究所の特別支援学校所属の研

修生に対して、小中学校における病気のある子供の健

康管理について講義を行った。主として心臓疾患につ

いて病理・保健、指導の実際、指導計画の作成等につ

いてディスカッションを交えながら講義を行った。現

場に即した内容であると好評であった。

５　その他



令和元年6月〜

現在に至る

平成29年度6月

〜現在に至る

年月日

昭和59年3月

昭和59年3月

昭和59年3月

平成8年3月

平成8年3月

平成8年3月

平成16年3月

平成21年4月～

22年3月

平成22年4月～

23年12月

平成24年1月～

26年3月

平成29年4月～

28年3月

平成26年4月～

28年3月

平成28年4月～

29年3月

平成29年4月～

平成31年3月

平成30年７月

２　特許等

・特になし

３　実務の経験を有する者についての特記事項
県立特別支援学校で病弱、知的障害、肢体不自由、重

度重複障害の児童生徒の指導に当たる

(1)兵庫県立上野ヶ原特別支援学校教諭として 病弱教育学級（肢体不自由・知的障害との重複クラ

ス）担任をする。教務部副部長として、すべての教育

課程編成を担当した。教科学習グループ長、病棟訪問

（重症心身障害グループ）を担当。

(2)兵庫県立芦屋特別支援学校教諭として 知的障害学級担任、情報図書部長、教務部長　教育課

程委員長を務め、教育課程の点検を行った。特別支援

教育における準じた指導、合わせた指導、自立活動中

心の指導、訪問教育など教育課程の編成を実践。

(3)兵庫県立阪神昆陽特別支援学校教諭として 総務部長、教育課程編成の担当・入学選考を担当し

た。ただし平成24年1月新設校開講のため1～3月は開校

準備室を兼務した。

(4)兵庫県立阪神昆陽高等学校教諭兼務として 多部制単位制高等学校の兵庫県立阪神昆陽高等学校教

諭を兼務し、特別支援学校との連絡調整を行った。

(5)兵庫県立阪神昆陽特別支援学校主幹教諭として 総務部長、教育課程の編成、入学選考業務、高等学校

との連絡調整、情報教育、人権教育、PTAの設立、初任

者研修等行った。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

(1)兵庫県立芦屋特別支援学校　学校評議員 兵庫県立芦屋特別支援学校の学校評議員として、評議

員会に出席し、意見を述べた。

令和2年度は書面による開催であった。

１　資格，免許

(1)養護学校教諭1級普通免許状
免許状番号：昭５８養学１普第８０号（大阪府教育委

員会）

(2)小学校教諭1級普通免許状
免許状番号：昭５８小１普第１４８０号（大阪府教育

委員会）

(3)幼稚園教諭2級普通免許状
免許状番号：昭５８幼２普第４５３１号（大阪府教育

委員会）

(4)修士（学校教育学）

兵庫教育大学大学院

論題「重症心身障害児・者のコミュニケーション手段

の獲得についての研究－シンプルテクノロジーとパー

ソナルコンピューターを用いて－」

(5)養護学校教諭専修免許状 免許状番号：平８養学専第１号（兵庫県教育委員会）

(6)小学校教諭専修免許状 免許状番号：平８小専第２１号（兵庫県教育委員会）

(7)言語聴覚士 登録番号第５５４９号

(2)兵庫県言語聴覚士会小児対策部　部員

　(令和3年度までは小児委員会　委員）

兵庫県言語聴覚士会小児委員会委員として、県内小児

領域担当の言語聴覚士の研修を計画、運営している

令和2年度は新型コロナウイルスの流行により令和3年4

月に入ってから全体会の研修を実施し運営に携わっ

た。

事項 概 要

(6)兵庫県立こやの里特別支援学校主幹教諭として 教務部長、教育課程の編成、入学選考業務、人権教

育、情報教育、初任者研修、教育実習等を担当

(7)兵庫県立芦屋特別支援学校教頭として 県立特別支援学校管理職としての業務（高等部、総務

部、生徒指導部他）兵庫県立特別支援学校教頭会役員

を務める。

(8)地域公開講座講師 教諭30人を対象に、特別支援教育におけるICTの活用

「教育課程と発達段階とICTの関係を再考する」をテー

マに講話。



令和2年11月

令和4年3月〜現

在に至る

平成30年4月～

現在に至る

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

1　特別支援教育総論 共著 平成31年3月 入門者に対して特別支援教育の概要について、

特別支援教育の理念、制度、歴史に加えて視

覚、聴覚、知的、肢体不自由、病弱、発達障

害、学習障害等について心理と生理、病理、教

育課程と指導法等全般について記述した。ま

た、特別支援教育について（理念と制度、歴

史、自立活動と個別の教育支援計画及び個別の

指導計画）、指導の実際（特別支援学校と特別

支援学級等）、理解と指導（発達障害、学習障

害、自閉症スペクトラム等）、課題と展望（セ

ンター的機能とコーディネーター、授業のユニ

バーサルデザイン化、ITCの活用、交流及び共

同学習、インクルーシブ教育、障害の多様化と

重度・重複化、医療的ケア、危機管理、地域や

関連機関との連携、キャリア教育）など、現場

に即した内容とした。

著者：中島栄之介、岡野由美子

執筆部分：知的障害部分以外全てを単著

:

（学術論文）

1. 特別支援教育における

人権教育

－障害者差別を題材とする

まで－

単著 平成30年9月 兵庫県立Ａ特別支援学校での実践例を検討。特

別支援学校では在籍生徒が差別を受けると同時

に差別をする側にもなるという人権教育の特徴

がある。生徒にとり障害者差別を認識すること

は過去に受けた差別と向き合うことであり、自

身の障害と向き合うこと、さらに今後の差別、

そして、自らの持つ差別性と向き合うことでも

あると論じた。

2. 特別支援教育の視点を

生かした授業改善（１）

発達障害の視点から見たユ

ニバーサルデザイン化によ

る授業の改善

単著 平成30年9月 特別支援教育の視点を生かした授業改善につい

て述べた。障害特性（とくに発達障害）につい

て、介護等体験に実習に来た学生への説明をも

とに支援の方向性の確認を行った。障害特性に

配慮した授業を行うことや教室環境などに支援

などの手立てを行うことはそのまま誰にとって

もわかりやすいユニバーサルデザイン化の授業

となり授業改善につながることに言及した。

ERP出版

奈良学園大学ジャーナ

ル「人間教育」第1巻第

7号pp 211 - 219

教育PRO pp.14-15

４　その他

兵庫県言語聴覚士会小児対策部　部員

　(令和3年度までは小児委員会　委員）

兵庫県言語聴覚士会小児対策部が主催する年4回の主と

して小児領域の言語聴覚士を対象とした研修会の開

催。主として学校と言語聴覚士の情報交換の連絡担

当。

令和4年度、研修会は重症心身障害者とのコミュニケー

ションをテーマに実施

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

(9) 兵庫県特別支援学校知的障害教育研究協議会　研

修会講師

前掲

(10)　 国立特別支援教育総合研究所　特別支援教育

専門研修　病弱教育専修プログラム　講師（小・中学

校における病気のある子供の健康管理）

前掲



3．特別支援教育におけるイ

ンクルーシブ教育システム

構築について

－インクルーシブ教育シス

テム構築と合理的配慮の実

際－

単著 平成30年10月 特別支援教育において、インクルーシブ教育シ

ステムの構築や交流及び共同学習の推進、合理

的配慮の提供は次期学習指導要領でも中心の課

題である。兵庫県内に平成24年に同一敷地内に

開校した高等部単独設置の特別支援学校と多部

制単位制の高等学校は、設立準備段階より交流

及び共同学習を念頭に置いて計画されており、

次期学習指導要領の内容を先進的に取り組んで

きたといえる。今回、両校の開校当初に行われ

た発達障害の特性に着目した工夫を重ねること

で授業改善や生徒理解につながってきた実践を

検討し提案した。

4．特別支援教育の視点を生

かした授業改善（２）

合理的配慮と基礎的環境整

備の方向と授業の改善

単著 平成30年10月 特別支援学校における合理的配慮と基礎的環境

整備の方向性と具体例について述べた。障害特

性（時間、音声言語、ルール・場の空気）をも

とにしての対応事例（授業で使うスライド、卒

業式で使うスライド、教室環境の整備）より子

どもたちは何に困りどのように配慮すればよい

かを検討した。障害特性を踏まえることですべ

ての子どもにとって学びやすい授業や環境とな

ることに言及した。

5.特別支援学校における感

染性胃腸炎の集団発生の要

因とその拡大予防に関する

検討

共著 平成30年10月 特別支援学校において感染性胃腸炎の集団発生

から終息までの欠席・学級閉鎖の状況、対応策

等の記録を分析し、感染ルート、感染拡大の原

因、対応策等について検討した。感染経路の特

定できない広がりもあり、学校医の助言を受け

消毒等を行った。一般的対応だけでは著効な

く、全クラスが時期をずらして学級閉鎖となる

ほど感染拡大、保護者への感染があった。拡大

の背景として、感染力の強さに加え、施設設

備、児童生徒数の増大による過密化、種々の集

団の形成など特別支援学校特有の要因が示唆さ

れた。また、保護者への情報提供は感染拡大に

も有効であったと考えられた。

共著者：中島 栄之介、　森一弘

担当部分：全文執筆

6．肢体不自由者教育におけ

る対象の変遷と教育的対応

上の課題(1) －脳性麻痺に

着目して－

共著 平成31年1月 肢体不自由児への記載の変遷と肢体不自由の一

因となる脳性麻痺について整理することを目的

とした。近年の学習指導要領の改訂によって，

脳性疾患に起因すると考えられる認知・行動上

の特徴の考慮の必要性が協調されるに至った。

今日の障害の重度重複化といった要因により，

個々人の状態像や教育上のニーズの把握は簡単

ではなくなっている。それが個のニーズに応じ

た指導計画作成の障壁となっている。

共著者：　松﨑泰・中島栄之介・荻布優子・川

﨑聡大

担当部分：肢体不自由教育について学校現場の

教育課程と指導の部分　、重度・重複障害の部

分

奈良学園大学研究紀要9

集pp.111～118

教育PRO pp.14-15

奈良学園大学研究紀要

第9集　PP119 - 126

奈良学園大学ジャーナ

ル「人間教育」第2巻第

1号pp11-16



7．肢体不自由者教育におけ

る対象の変遷と教育的対応

上の課題(2) 　－重度・重

複障害に着目して－

共著 平成31年1月 肢体不自由者教育における対象の変遷と教育的

対応上の課題を「重度・重複障害」という言葉

に着目して定義とその変遷、学習指導要領上の

位置づけを中心に教育課程や指導法を検討し

た。いわゆる「重度・重複障害」を有する子ど

もたちの教育は、戦後すでに問題になっており

制度改革や学習指導要領の改訂にごとに課題

なった。また、新学習指導要領の開始以降では

「発達障害」が「重度・重複障害」を考える上

でポイントになる。

共著者：　中島栄之介・松﨑泰

担当部分：全文執筆

8．特別支援教育と不登校に

ついて

－「学業」「居場所」に対

する特別支援教育の視点か

らの検討－

単著 平成31年3月 特別支援教育の視点から不登校について分析

し、不登校の要因として考えられる発達障害、

学習障害を視点に考察した。発達障害に関して

は子どもたちの帰属する集団の少なさ、学習障

害については学力の問題につながると考えられ

た。特別支援の視点を入れた、集団作り、学習

への合理的配慮が必要とされた。

9．肢体不自由者及び重度・

重複障害者教育における教

育課程と指導

－発達段階とICT機器の活

用に着目して－

単著 平成31年3月 肢体不自由者教育及び重度・重複障害者教育に

おける教育課程と指導について発達段階とICT

機器の活用に着目して学習指導要領、ICT機器

の発展及び発達段階を中心に検討した。肢体不

自由者教育での電動タイプライターや専用のコ

ミュニケーション機器などに始まったICTの導

入は、近年のタブレット端末や視線入力などの

ICT機器の発達により重度・重複障害を有する

子どもたちにも積極的に活用されるようになっ

てきた。そこで、ICT機器の導入について学習

指導要領、子どもたちの発達の段階や障害の程

度と教育課程と機器の活用について着目して考

察した。その結果、ICT機器以外にもシンプル

テクノロジーと言われる方法を取り入れるほか

コミュニケーションや自尊感情などとの関連性

を検討することが肢体不自由者及び重度・重複

障害者教育における教育課程と指導についてポ

イントになると考えられた。

10．病弱教育における教育

課程と指導

－対象疾患の変遷と病弱教

育特別支援学校及び病弱教

育特別支援学級に着目して

－

単著 平成31年3月 病弱者教育における教育課程と指導について、

対象疾患の変遷による病弱教育特別支援学校及

び病弱虚弱特別支援学級における教育課程と指

導の在り方の変化について検討した。病弱教育

では医療の進歩等により①対象疾患が変化した

ことによる入院期間の多様化と②高等部卒業後

も続くフォローアップという変化が現れた。こ

のため、病弱教育特別支援学校に在籍する生徒

の減少、病弱教育特別支援学級の増加、さらに

病弱教育特別支援学校では複数障害種の受け入

れなど学校の在り方にまで変化が見られた。し

かし、このような変化は病弱教育を行う学校現

場に教員の専門性の確保や教育課程の在り方を

はじめとする新たな課題をもたらしていること

が示唆された。共著者：中島栄之介、松田智子

担当部分：全文執筆

奈良学園大学研究紀要

第10集PP109 - 112

奈良学園大学ジャーナ

ル「人間教育」第2巻第

2号

PP.61 - 65

奈良学園大学ジャーナ

ル「人間教育」第2巻第

2号

PP.67 - 74

奈良学園大学ジャーナ

ル「人間教育」第2巻第

1号PP.17-27



11．特別支援学校における

プログラミング教育の在り

方を考える－高等部職業パ

ソコン班によるプログラミ

ングによるモノづくり、販

売会を目指しての実践より

－

単著 令和2年12月 2020（令和２）年度より特別支援学校小学部で

もプログラミング教育が始まった。高等部の職

業科でプログラミング教育を利用した販売会の

取り組みを行った。その結果、ゲーム、BGM等

の作成を行い、名刺などの製品を販売すること

ができた。生徒には、集中して授業に取り組む

ことができた他、学習に対して意欲的に取り組

むなどの変化や、メモなど文字による指示が有

効であることがわかったことで生活面の変化も

みられた。プログラミングを利用したモノづく

りでは、複製による利点が見られた他、授業形

態にも一斉授業ではなく個人で調べプログラミ

ングに取り組み教師に必要なことを質問すると

いう変化が見られた。また、職員には研修会も

行った。今後は、カリキュラムマネジメントに

より学校全体としてプログラム教育への取り組

みを教育課程上に位置付けることが課題である

と考えられる。

12．リハビリテーションに

おける相互の認識理解と主

体的な行動促進の重要性－

特別支援教育における自立

活動との比較から－

共著 令和2年12月 医療現場やリハビリテーションにおいて、患者

教育が重要視されてきた。かつては専門家から

の知識提供を主とした一方向の「指導型」で

あった教育の在り方が、今では対象者の十分な

理解を図ったうえで、自己決定、自己管理の行

動へとつながるよう促す「学習援助型」の教育

へとパラダイムシフトしている。医療者と患者

間でニーズや認識の違い、ギャップが存在して

いる。一方、学校教育の現場では、さまざまな

疾病や心身の障害などを抱える幼児児童生徒に

対しての教育が、時代とともに工夫され変遷し

てきた。患者教育、学校教育のいずれにおいて

も、対象者との双方向のやり取りを十分行い目

標ありきの指導法となって両者間でギャップを

生じないよう、対象の主体的な行動を促進する

工夫が重要であると考える。

共著者：中島栄之介、林真太郎

担当部分：Ⅳ．特別支援教育における自立活動

について(PP.52−55)担当

:

（その他）

1.教員養成における肢体不自由

教育の心理・生理・病理につい

て−自立活動との関係に着目し

て−

単著 令和元年9月 教員養成における肢体不自由教育の心理・生理・病理

について自立活動との関係に着目して教員養成におけ

るあり方を考察した。肢体不自由教育における自立活

動は体の動きの改善、合理的配慮による効果的な（学

習）活動、交流や進路などへの参加が中心となる。そ

のため、医療機関などからの情報を自立活動等の教育

課程の編成に生かす必要がある。近年、遺伝子検査の

発展などによる診断技術の進歩等によって診断名や情

報は多様化複雑化するなどの実態がある。しかし、検

査を中心とした心理、体の動きの改善や予後を考えた

教育課程の編成のために生理・病理の基本的な知識を

生かすという基本的なことを生かすことがあらためて

必要であると考えられた。

奈良学園大学紀要第 11集

PP.193−198

奈良学園大学紀

要,13,27-35 (2020-

12-21)

奈 良 学 園 大 学 紀

要 ,13,49-56 (2020-

12-21)



2.特別支援学校におけるプログ

ラミング教育の開始に当たって

－学習指導要領の位置づけと条

件整備を中心に－

単著 令和2年3月 来年度より、小学校でプログラミング教育が始まる。

特別支援学校小学部でも同様である。そこで、小学校

学習指導要領と特別支援学校学習指導要領におけるプ

ログラミング教育及び情報機器の取扱いについて整理

した。特別支援学校学習指導要領では、支援技術の観

点よりコンピュータ等の情報機器の取扱いについて積

極的に使用することが示されている。しかし、知的障

害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校

の教育課程においては、プログラミング教育を行う教

科等の具体的な例示がないため積極的にプログラミン

グ教育を行うカリキュラムマネジメントによらなけれ

ばいけないことが示唆された。また、プログラミング

成立のための情報機器や通信ネットワークなどの環

境、情報機器の基本的操作の習得など課題は大きいと

考えらえた。
:

奈良学園大学紀要第 12集

PP.151−157



（注）

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。

３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。

①著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、

特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの

がある場合もこれに含めてもよい。



年月日

平成19年9月～
平成29年3月

平成23年4月～
平成28年3月

平成24年4月～
平成28年3月

平成30年4月～
現在に至る

平成30年4月～
現在に至る

令和2年4月～
令和5年3月

令和4年4月～
現在に至る

（７）復習のためのスライドショーの自動実行

専門科目で作成したプレゼンテーションファイル
を繰り返し自動実行できるように設定し、コモン
ズ7のモニターで表示することにより、いつでも復
習できるような環境を整備した

（６）オンラインによる授業の実践

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の専門
科目「情報数学Ⅱ」において、KNOPPIX/MathのCD
を配布し、フリーの数式処理ソフトウェアMaxima
を用いた数学の学習活動を行った。これによっ
て、関数のグラフをパラメータを使って動的に動
かしたりが容易になり、関数の係数の意味を把握
した理が容易になるなどの教育効果があった。
平成22年度からは、学内のパソコンがCDから起動
できなくなり、Windows版のwxMaximaを利用するよ
うに変更した。
平成25年度からは新規科目「ゲーム数理」におい
ても、3次元曲線のパラメータ表示などの視覚化に
役立て、平成26年度からは、新課程科目「情報数
学Ⅱ」でも、他変数関数の微積分の学習で活用す
るようになった。

奈良産業大学（現奈良学園大学）の全学共通の導
入基礎科目「基礎数学Ⅰ」「基礎数学Ⅱ」を設置
し、4月入学時に全学的に数学についてのプレース
メントテストを行い「基礎数学Ⅰ」から履修、
「基礎数学Ⅱ」から履修、「履修免除」にわけ、
それぞれの科目を各学部で複数クラス開講して少
人数教育にした。それによって、大部分の学生は
数学力の向上が見られるなど教育効果があった。

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の平成
23年度のカリキュラム改革で、主要科目において
講義科目と演習科目を併設して同時受講させるよ
うにした。平成24年度から2年次配当科目として
「情報数学Ⅰ」と「情報数学演習Ⅱ」を同時受講
させ、両科目を連携させることによって数学的内
容の理解とともに計算力をつけさせるように工夫
した。

奈良学園大学人間教育学部の講義科目「解析学基
礎」において、中学・高等学校数学を範囲とした
問題作成を行わせた。問題作成と同時に対象学年
や難易度、解答と解説も行わせ、将来中学校や高
等学校の数学教員になる際に必要とされる知識や
考え方を学ばせた。

奈良学園大学人間教育学部中等（数学・音楽）専
攻数学専修の学生に対し、相互の学び合いを基本
とする学習の場「数学道場」を開き、学生同士の
学び合いを推進している。

奈良学園大学人間教育学部の講義科目、ゼミナー
ル等において、オンラインによるリアルタイムの
講義を行うなどを実践した。

（１）数学用ソフトウェアを用いた数学教育

（２）「基礎数学」の科目設置

（３）講義科目「情報数学I」と演習科目「情報数
学演習I」の同時受講

（４）講義科目「解析学基礎」における問題作成
演習

（５）「数学道場」における学び合いの実践

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

　　　　令和5年　3月　31日

                                                                         氏名　根岸　章

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

数学、情報学、経済学 　作用素論、量子ウォーク、グラフ理論、垂直軸風車、ジニ係数

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

２　作成した教科書，教材



平成25年4月～
平成29年9月

平成25年10月
～
平成29年3月

平成27年4月～
平成30年9月

平成27年4月～
平成30年9月

平成27年9月～
平成28年3月

平成30年4月～
現在に至る

令和元年4月～
現在に至る

（１）「情報数学Ⅱ」

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の専任
教員として、平成23年度から改革されたカリキュ
ラムの「情報数学Ⅱ」（専門科目、３年次配当、
半期、２単位）で配布したプリント。2変数関数の
微積分を中心として、変数変換や近似計算も扱っ
ている。Maximaの利用により、微積分の具体的な
計算よりその意味を考えることに集中でき、ま
た、2変数関数のグラフなどが視覚化されわかりや
すくなるなどの教育効果があった。A4判全28頁。

（２）「ゲーム数理」

（３）「数学の世界」

（４）「日常に数学を－文理をつなぐ数学教室か
ら－」

（５）「情報数学演習Ⅱ」

（６）「解析学基礎」

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の専任
教員として、平成23年度から改革されたカリキュ
ラムの「ゲーム数理」（専門科目、３年次配当、
半期、２単位）で配布したプリント。平成23年度
のカリキュラム改革で設置されたゲーム制作で現
れる数学のうち、CGの変換の基礎となる数学事項
に特化した内容を扱っている。授業中のプレゼン
テーションではカラー化したものを用意し、より
興味をひきやすいようにするとともに、配布プリ
ントはモノ黒を基調として読みやすい物にしてい
る。全111シートである。

奈良学園大学において平成26年度から設置された
「数学の世界」（共通教育科目、1年次配当、半
期、２単位）で配布したプリント。幾何、代数、
解析の3分野を中心に、「数の世界」、「量の世
界」、「形の世界」、「計算の世界」、「変化の
世界」と題して数学の諸分野の内容を紹介する。
整数の集合など簡単な材料を用いることによっ
て、高校までの数学ではでてこない比較的新しい
数学の概念や考え方を、興味をもって学習できる
ように工夫した。全99シート。

同志社大学文化情報学部の非常勤嘱託として担当
の「数学入門」（専門科目、１年次配当、半期、
２単位）で使用していた教科書。日常生活に近い
場面での数学の活用例を中心に、関数、数列、行
列の基礎知識と学びながら応用方法も学んでい
く。
物体の動きと微分や、金利と数列、人数の変化と
行列などを結び付け、学習者の興味を引き出しな
がら学んでいけるように工夫している。大田靖氏
（岡山理科大学総合情報学部准教授）との共著でA
５全169ページで学術図書出版より発行された
（ISBN978-4-7806-0464-1）。根岸の担当分は第2
部101ページである

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の専任
教員として、平成23年度から改革されたカリキュ
ラムの「情報数学演習Ⅱ」（専門科目、３年次配
当、半期、１単位）で配布したプリント。平成23
年度のカリキュラム改革で設置された情報系で必
要とされる数学内容のうち、グラフ理論を扱って
いる。演習中心に展開しつつ、グラフ理論の基礎
用語の説明や、さまざまな定理の証明を実例を交
えつつ行い、より興味をひきやすいようにすると
ともに、配布プリントはモノ黒を基調として読み
やすい物にしている。全84シートである。

奈良学園大学人間教育学部の講義科目「解析学基
礎」で配布したプリント。集合論の基礎から微分
のロピタルの定理までをほぼすべてに詳しい証明
をつけて述べた。高校数学では単なる計算で終わ
りがちな微分を、実数の基礎から確認していくこ
とを目的としている。A4で38ページである。

（７）「解析学A」

奈良学園大学人間教育学部の講義科目「解析学A」
用に作成したパワーポイントファイル。実数の性
質から始め、関数の極限と微分、リーマン積分か
ら線積分までを扱う。高校数学の微積分に現れる
定理、性質を詳しい照明を含めて学び、理解する
ことを目的とする。全117シートである。



令和元年4月～
令和4年3月

令和2年4月～
令和4年3月

令和2年9月～
現在に至る

令和2年4月

平成27年度前
期

平成27年度後
期

令和2年度前期

令和2年度後期

（８）「確率・統計基礎」

（９）「確率・統計応用」

（10）「解析学I」

奈良学園大学人間教育学部の講義科目「確率・統
計基礎」用に作成したパワーポイントファイル。
平均、分散等の統計量の意味とその性質、計算方
法から確率の公理と2項分布、正規分布による確率
計算までを扱う。統計ではグラフの読み取り、確
率では種々の法則を公理から導くなど、概念の理
解深めることを目的とする。全81シートである。

奈良学園大学人間教育学部の講義科目「確率・統
計応用」用に作成したパワーポイントファイル。
標本分布の確率的な意味から統計的推定、検定の
概論といくつかの方法を具体例を中心に学ぶ。全
112シートである。

奈良学園大学人間教育学部の講義科目「解析学
Ⅰ」用に作成したプレゼンテーションファイル。
リーマン積分の復習からその欠点を述べ、ルベー
グ積分の必要性を学び、可測集合、可測関数を定
義してルベーグ積分を導入し、その性質を学ぶ。
全112シートである。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

（11）「数学入門 第４版」

同志社大学文化情報学部の非常勤嘱託として担当
の「数学入門」（専門科目、１年次配当、半期、
２単位）で使用中の教科書。数の集合の拡張とそ
れぞれの関係から始め、初等的な方程式の解法や
１変数関数の初歩的事項から、微積分、テーラー
展開や数値積分までを扱っている。第２版では集
合や命題と論理を付録として追加した。第３版で
は、数値積分を削り、複素数の扱いと数列を追加
した。
自然数から有理数を導出する考え方と、指数が自
然数のベキから小数のベキへの導出を対比させる
などして、いろいろな事項をなるべく関連させな
がら学習していくように工夫し、それによって、
学生に１変数の解析を学習しやすくする教育効果
があった。
A5全145ページで学術図書出版より発行された。
（ISBN978-4-7806-0788-8）

（１）学生の授業評価アンケートの結果

最高点4.00で、「数学の世界」の総合的満足度は
2.85であり、全体平均の3.29よりだいぶ低い値と
なっていた。講義内容・方法についての項目の科
目平均は2.31～3.92となり、全体平均と比べ低い
項目も高い項目もあった。低かったのは、授業時
間外の指導等で、高かったのは、授業中の私語対
策などであった。その他の担当科目については受
講生が10名未満だったため、アンケートの対象外
だった。

「生活の中の数学」の総合的満足度は3.33であ
り、全体平均の3.24より若干高い値となってい
た。講義内容・方法についての項目の科目平均も
3.33～3.56となり、どの項目も全体平均より高い
値となっていた。その他の担当科目については受
講生が10名未満だったため、アンケートの対象外
だった。

授業アンケートを行った3科目中、総合満足度が最
もよかったのが「確率・統計応用」の4.23であ
り、この科目はすべての項目が4以上だった。逆に
最も悪かったのは「解析学Ａ（テーラー展開）」
の3.53であり、資料のわかりやすさ等の項目も3点
台後半と若干低めであった。

授業アンケートを行った2科目中、総合満足度が最
もよかったのが「解析学基礎」の4.11であり、こ
の科目はすべての項目が4以上だった。逆に最も悪
かったのは「解析学Ｂ（複素関数）」の3.39であ
り、5項目で3点代前半、5項目で3点台後半とあま
り良い評価が得られなかった。



令和4年度前期

令和4年度後期

平成29年2月

平成30年2月

平成30年3月～
現在に至る

平成30年6月

平成30年10月

令和元年6月

授業アンケートを行ったのは「解析学A」のみで
あった。学習時間以外のすべての項目で学部平均
を下回る結果となっていた。とくに差が大きかっ
たのは説明のわかりやすさの項目だった。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

５　その他

特記事項なし

三郷町文化振興財団と奈良学園大学が共催した三
郷町の小学生を対象にしたカルチャーサロン「こ
どもICT講座」において、プログラミング言語「ス
クラッチ」を用いたプログラミングの教室の講師
を務めた。
（参加者は三郷町の小学4年生から6年生16名）

三郷町文化振興財団と奈良学園大学が共催した三
郷町の小学生を対象にしたカルチャーサロン「子
どもICT講座」において、プログラミング言語「ス
クラッチ」を用いたプログラミングの教室の講師
を務めた。
（参加者は三郷町の小学1年生から5年生14名）

三郷町において、3月より月１回行われている小中
学生向けのプログラミング教室にサポーターとし
て参加している。8月から12月までは月2回のロ
ボットプログラミング教室、および平成31年1月に
行われた、競技会に主催者の一員として参加し
た。以降は、月1回のプログラミング教室を中心に
活動し、令和2年2月には、第2回の競技会を開催し
た。

奈良県王寺町りーべる王寺において、王寺町と奈
良学園大学の主催で行われた「第27回大学と地域
をつなぐ公開講座『り～べるカレッジ』」におい
て標記のテーマで講師を務めた。AIとその発展史
を概観し、近年のキーワードとしてディープラー
ニングを取り上げた。合わせて、囲碁AIの開発史
を概観し、モンテカルロ法とディープラーニング
により、急速に強さが増していったことを見た。
その後、Excel上で簡単なニューラルネットワーク
モデルを作成し、ソルバー機能を用いて最適化を
行うディープラーニングの実例を取り上げた。
（聴衆は地域の高齢者の方を中心に15名程度）

奈良県立高取国際等学校で行われた進路相談会の
模擬講義において、標記のテーマで講師を務め
た。導入としてAIの発達による各種の職業の将来
性について、野村総合研究所の発表をもとに解説
した。その後、高校1、2年の数学の内容を数式処
理ソフトMaximaを使いながら概観し、数式処理ソ
フトを使った授業法について述べた。
（受講者は高取国際高校の2年生8名）

志賀直哉旧居（奈良学園セミナーハウス）で行わ
れている奈良学園公開文化講座の一環として行っ
た講座。
2020年度の小学校の「プログラミング」必修化に
向け、その経緯と在り方やプログラミングとは何
かを概説し、ビジュアルプログラミング言語であ
るScratchの使い方や、ロボットプログラミングを
説明し、参加者とともにロボットの作成、プログ
ラミングを行った。
（受講者は地域の小学生やその保護者を中心に17
名）

（２）「子どもICT講座」

（３）「たつたクラブ」

（４）「AIと囲碁」

（５）「数式処理ソフトの使い方」]

（６）2019年春期　奈良学園公開文化講座
「第31回　《小学生と学ぶロボットプログラミン
グ》」

（１）「こどもICT講座」

授業アンケートを行った2科目中「解析学基礎」に
ついては、ほとんどの項目が学部平均と同等の数
値となった。「解析学B」はアンケートの回収率が
悪かったため、評価できない。



年月日

平成2年3月31日

平成23年8月～
平成27年2月
平成24年4月～
平成26年3月
平成27年4月～
平成29年3月
平成29年4月～
平成30年3月
平成30年4月～
令和3年3月
平成30年4月～
令和4年3月
平成30年6月～
現在に至る
平成30年7月～
現在に至る
令和2年4月～
令和4年3月
令和3年2月～
令和4年3月
令和3年2月～
現在に至る
令和3年4月～
現在に至る

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

1 日常に数学を－文理をつな
ぐ数学教室から－

共著 平成27年3月 （再掲のため略）

2 数学入門（第4版） 単著 令和2年4月 （再掲のため略）

3

:

（学術論文）

1 有限グラフ上の量子ウォー
クについてⅠ：定義と条件

単著 平成25年2月

有限グラフ上の量子ウォークについて、まず、グ
ラフに無関係な一般のヒルベルト空間上のユニタ
リ写像を置き、その中で、グラフと結びつけるう
えでのいくつかの仮定の下、グラフの頂点と関係
する部分空間の次元を導出した。

2 有限グラフ上の量子ウォー
クについてII：例と性質

単著 平成25年12月
有限グラフ上の量子ウォークについて、2部グラ
フでの解析において、半分の次数の行列を用いれ
ば十分であることを示した。

3 有限グラフ上の量子ウォー
クについてIII：Propagator
Setの次元

単著 平成29年9月

有限グラフ上の量子ウォークについて、量子
ウォークのPropagator Set の定義を与え、実パ
ラメータの自由度を次元として Propagator Set
の次元を与える定理を示した。また、瀬川、鈴木
両氏の"Generator of an abstract quantum
walk."における定義と根岸の定義の違いについて
考察した。

:

（その他）

1 奈良産業大学（現奈良学園
大学）インターンシップ第2
期実施報告
:研究ノート

共著 平成27年9月

平成24年度から奈良産業大学で実施された単位化
された科目としてのインターンシップについて、
その導入の経緯から実習後の教育効果までを記述
した研究ノート。山本英司氏（現金沢星稜大学経
済学部教授）との共著で、根岸は主にデータの解
析とその分析結果の記述を担当した。

学術図書出版社

学術図書出版社

事項 概 要

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

奈 良 産 業 大 学 情 報 学
フォーラム紀要第 8集
pp.99-108

奈良産業大学紀要第30集
pp.57-63

奈良学園大学紀要第7集
pp.91-96

奈良学園大学紀要第3集
pp.209-227

３　実務の経験を有する者についての特記事項

（12）人間教育学部学科長
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科の学科長
を務めた。

４　その他

特記事項なし

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

１　資格，免許

高等学校教諭第一種免許（数学） 平成高一め第四三六三号（京都府教育委員会）

２　特許等

特記事項なし

（10）奈良学園大学学長補佐

（11）財務委員長

インターンシップ実習の単位化にあたり、科目の
内容、実施方法の検討を行った。その後、平成25
奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部情報学
科の評議員を務めた。
奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部情報学
科の学部長を務めた。

奈良学園大学情報センター長を務めた。

奈良学園大学人間教育学部の評議員を務めた。

奈良学園大学自己点検・評価委員会の委員長を務
めた。

三郷町文化振興財団の理事を務めた。

三郷町ICT学び推進協議会の委員を務めた。

公益財団法人日本高等教育評価機構の評価員候補
者として登録された。

奈良学園大学学長補佐に任命された。

奈良学園大学財務委員会の委員長を務めた。

（６）自己点検・評価委員会委員長

（７）三郷町文化振興財団理事

（８）三郷町ICT学び推進協議会委員

（９）大学機関別認証評価　評価員候補者

（１）インターンシップ科目検討ワーキンググ
ループ

（２）情報学部評議員

（３）情報学部長

（４）情報センター長

（５）人間教育学部評議員



2 奈良産業大学「基礎数学」
の報告と分析
:研究ノート

単著 平成28年9月

奈良産業大学（現奈良学園大学）で平成23年度か
ら平成27年度にかけて実施した数学の導入教育に
ついて、科目の到達目標の設定段階の状況報告か
ら実施後の学生の成績に基づく分析までをまとめ
た。

3 解析学における高大連携の
私論（その１）
:論考

単著 平成27年11月
数学の高大連携において、解析学に重点を置くこ
との意味を示し、いくつかの数学用語についての
高校と大学での違いを述べた。

4 解析学における高大連携の
私論（その２）
:論考

単著 平成27年12月
数学の高大連携において、微分と積分において、
高校段階で注意すべき点をいくつか示し、それら
が大学でどのような意味を持つかを述べた。

5 有限グラフ上の量子ウォー
クについて
:口頭発表

平成25年9月

有限グラフ上での量子ウォークについて、ユニタ
リ性の見地からのより一般的な定義を与えた。ま
た、この考えの応用例として、二部グラフにおけ
る量子ウォークの固有関数についての定理を与え
た。

6 トルク差を利用した垂直軸
風車について
:口頭発表

平成26年9月
垂直軸風車において、羽の両面の形状の違いによ
るトルク差を利用するアイデアを提唱し、その数
値計算例を与えた

7 垂直軸風車の周速比の計算
例
:口頭発表

平成27年9月
トルク差を利用した垂直軸風車について、周速比
の計算例を与えた。

8 量子ウォークの時間発展の
次元について
:口頭発表

平成28年9月
U(2n)に属するユニタリ行列の中で、辺数nの有限
グラフ上の量子ウォークの時間発展となりうる行
列の集合の幾何学的次元とその条件を与えた。

9 量子ウォークのPropagator
Setの次元について
:口頭発表

平成29年7月

量子ウォークのPropagator Set の定義を与え、
U(2n)に属するユニタリ行列の中で、辺数nの有限
グラフ上の量子ウォークのPropagator Setの幾何
学的次元に関する定理を示した。

10 羽根と質点の衝突から導
出される方程式
:口頭発表

平成30年9月
空気分子が風車の羽根に与える角運動量とエネル
ギーの保存則から風車の羽根の形状の運動方程式
を導出した

11 Introduction to Open
Quantum Walks
:口頭発表

令和元年9月
2000年代初期からのUnitary Quantum Walksの
様々な定義を紹介し、その後Open Quantum Walks
の定義を述べUQWとの違いを述べた。

:

奈良学園大学紀要第5集
pp.197-211

教育PRO第45巻25号p.16-
17

教育PRO第45巻27号p.16-
17

2013年夏の作用素論シン
ポジウム 於：広島大学
東千田キャンパス

2014年夏の作用素論シン
ポ ジ ウ ム 於 ： セ ミ
ナー・カルチャーセン

2015年夏の作用素論シン
ポジウム 於：福井県
フェニックスプラザ

2016年夏の作用素論シン
ポジウム 於：米子コン
ベンションセンター BiG
SHiP

2017年夏の作用素論シン
ポジウム 於：伊勢市観
光文化会館

2018年夏の作用素論シン
ポジウム 於：徳島市シ
ビックセンター

2019年夏の作用素論シン
ポ ジ ウ ム 於 ：和 歌山
ビッグ愛



（注）

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。
２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。
３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。
①	著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
②	著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。
④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの
がある場合もこれに含めてもよい。
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別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

令和５年３月３１日    

                                            氏名 長谷川栄子    

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

教育学 国語科教育法、図書館教育、教員養成  

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概           要 

１ 教育方法の実践例 

（１）学校図書館を活用した国語科教育 

 

 

平成元年～ 

現在に至る 

 

主体的に本を手に取り、作品や自分、他者と対話しながら読む読書

行為ができるよう国語科の授業実践を検討した。各教科・領域にお

ける読書指導などとの関連を考慮した年間指導計画の作成教材と

関連する資料を学校図書館に置くのか検討して図書館改革に取り

組んだ。 

（奈良学園大学における講義、、奈良県子ども読書推進事フォーラ

ム講師） 

 

（2）主体的・対話的な国語科学習に生徒を誘う発問研究 

 

 

 

 

 

 

令和 2年～現在に

至る 

教育実習事前事後指導（中・高）、国語科教育法Ⅰ・

Ⅱにおいて、学生に思考を深める発問を考えさせ、

模擬授業をさせる授業実践を行う。 

発問づくりにおいては、①子どもたちを主体的な学習者として捉 

えること、②読書プロセスに応じ、単元全体で捉えること、③説明 

様式に応じることなどに留意して行った。 

（奈良学園大学における授業実践、教育実習事前指 

導、国語科指導法Ⅰ・Ⅱ） 

 

（3）司書教諭免許取得科目に関わる授業実践 令和 2年～現在に

至る 

司書教諭免許取得科目において、大学図書館と連携

し、館内に展示コーナーを設け、学生の読書への興

味を喚起した。（奈良学園大学における授業実践、読

書と豊かな人間性） 

２ 作成した教科書・教材 

(1)教育実習のための講話事例（単著） 

  芦屋市立潮見小学校発行 

 

 

平成 29年 4月 

 

芦屋市立潮見小学校の校長として教育実習生に分か

りやすく話すための手引きを作成した。実習生の各

担当教員が必ず指導しなければいけないことを講話

というかたちでまとめ、実習を指導する教員に配布

し使用した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

(1)奈良学園大学学生アンケート 

 

(2)奈良学園大学学生授業アンケート 

 

令和元年 12月 

 

令和 2年 7月～ 

現在に至る 

 

「子どもと言葉」の指導（ゲストティチャー） 

 

担当科目において熱意のある授業としてポイント 4

以上の評価を受けた。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

(1)教頭として指導助言等 平成 25 年 4 月～

28年 3月 

・朝日ヶ丘小学校の教頭として毎年実施する自主的

全国研究会の企画運営を行い、学校目標に基づい

た各教員の研究テーマについて助言 

・朝日ケ丘小学校教頭として、教育実習生の手引き
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を修正作成 

・浜風小学校教頭として兵庫県公立学校・教育委員

会女性管理職研修会において発表 

テーマ「実践的指導力のある教職員の育成」 

 

(2)校長としての指導助言等 

 

 

 

 

 

(3)准教授としての指導助言 

 

 

(4)教授としての指導助言 

平成 29年 4月～ 

令和 2年 3月 

 

 

 

 

令和 2年 4月～ 

令和 3年 10月 

 

令和 4年 7月～令

和 5年 3月 

令和 4年 7月 

令和 5年 2月 

・兵庫県小学校長会研究大会で研究発表 

テーマ「震災の教訓を生かし、防災体制を充実する

学校づくり」 

・潮見小学校校長として教育実習生のための講話集

を編集し教職員で共通確認を行った 

 

・芦屋市立潮見小学校若手教員への指導助言 

・奈良県立五條高等学校職業人講話講師 

・芦屋市教科等小学校国語部会研修会講師 

・令和 4 年度奈良県読書水深事業企画運営委員会委

員長 

・奈良県図書館担当者研修会講師 

・奈良県子ども読書推進フォーラム講師 

５ その他   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格、免許   

・小学校教諭 1級普通免許状 

・幼稚園教諭 1級普通免許状 

・小学校教諭専修免許状 

・幼稚園教諭専修免許状 

昭和 57年 3月 

昭和 57年 3月 

平成 15年 3月 

平成 15年 3月 

（昭 56小一普第 710号）兵庫県教育委員会 

（昭 56幼一普第 606号）兵庫県教育委員会 

（平 14小専第 59号）兵庫県教育委員会 

（平 14幼専第 22号）兵庫県教育委員会 

 

２ 特許等 

   なし 

  

３ 実務の経験を有する者について特記事項   

①教頭として 平成 23 年 4 月～

28年 3月 

・兵庫県芦屋市立朝日ケ丘小学校教頭として小学校

国語科教育担当として研修会を実施 

・兵庫県芦屋市立浜風小学校・潮見小学校教頭とし

て小学校教頭会理科教育担当として研修会を実施 

 

②校長として 平成 29年 4月～ 

令和元年 3月 

・芦屋市小学校校長会国語科教育、特別支援教育、

学習評価担当校長として部会を開催し、研修会を

実施、特に新学習指導要領の評価を巡り、研修会

等何度も開催した。 

・芦屋市学力向上支援プラン研究校指定となり、新

学習指要領の 3つの柱について研究 

・芦屋市外国人に対するきめ細かな日本語指導研究

校指定（～令和２年 3 月）外国籍の児童が多い学

校なので、ユニバーサルの視点での国語科日本語

の授業の試案を提案した 

・芦屋市学力向上支援プラン研究校指定（～令和 2

年 3月） 
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・芦屋市小学校校長会国語科教育、家庭科教育、特

別支援教育、学習評価担当（～令和 2年 3月） 

・芦屋市学力向上支援プラン指定授業研究発表会 

・兵庫県日本語初期指導研究校指定 

・芦屋市学力向上支援プラン指定授業研究発表会 

 

４ その他   

管理職としての役職 

 

平成 28年 4月 

 

 

 

平成 29年 4月 

平成 29年 8月 

平成 30年 4月 

平成 31年 4月 

兵庫県芦屋市女性管理職等研修会会長 

芦屋市特別支援教育教育支援委員会 副委員長 

芦屋市特別支援教育教科用図書・一般図書採択 委

員長 

兵庫県阪神地区女性校長会副会長 

兵庫県阪神地区女性学校運営研修会企画・運営 

兵庫県阪神地区女性校長会会長 

兵庫県阪神地区女性校長会幹事 

 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・

共著の別 

発行又は

発表の年月 

発行所、発表雑誌

等又は発表学会等

の名称 

概      要 

（著書）     

１．読解力を育てる！小学校国

語 定番教材の発問モデル

説明文編 アクティブ・ラー

ニング型授業づくりのヒン

ト 

 

 

 

 

 

 

２．小学校国語「汎用的能力」

を高める！アクティブ・ラー

ニングサポートワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学校図書館を活用した国語

科授業の創造 

―主体的・対話的な学びを目指

してー 

  

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

平成27年7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年12月 

 

 

 

 

 

明治図書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治図書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ERP出版株式会社 

 

 

 

 

 

学習者の主体性を尊重し、多様性を考慮し、相互に協働する学習

になるよう国語科単元において発問を構想し、提案した著書であ

る。 

A4版 124頁 

井上一郎編著、執筆者：長谷川栄子、上月敏子、古川元視 他合

計24名 

本人担当部分：第2学年の説明的文章を活用して、箇条書きやＱ

＆Ａによる言語活動を行い、説明力を育成することをねらい、発

問を提案した。書き言葉から話し言葉に転用させて、コミュニケ

ーション能力や説明力の向上をねらった。pp44-pp45 

 

言語認識力、言語操作力、自己表現力、言語生活力などの汎用的

能力を身に付けるためのサポートワークを考案した著書である。 

A4判 174頁 

井上一郎編著、執筆者：長谷川栄子、上月敏子、尾崎靖二 他合

計33名 

担当部分：国語力を高めることによって、人間関係力も高めるこ

とをねらった。第1学年において物語の構造を捉えること、第3

学年において説明的文章の語彙構造を捉えること、第4学年にお

いて調査事項を新聞記事に書くことを執筆した。子どもたちが、

主体的に学習に取り組めるようワークシートを工夫した。 

pp30-pp31 

 

国語科における、説明的文章に関わる思考語彙の指導について、

詩の指導の在り方について、主体的対話的な国語科学習を成立さ

せるための教師の発問について、新学習指導要領の求める資質能

力を踏まえて、国語科教育を論じた。また、国語科教育に図書館

教育を活用することの意義と、その方法を具体的に例示した。さ

らにコンピュータを活用した図書館教育を通して、児童の相互理
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４．国語科教育の基礎・基本 

教え方・学び方ポイントシート 

２「話すこと・聞くこと」「書

くこと」編 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

令和3年1月 

 

 

 

 

明治図書 

解を深める具体的な例示をして指導を論じた。まとめとして、今

後の図書館教育と国語科教育の在り方について提案した。 

B5判 80頁 

 

国語科の基礎・基本を解説するとともに、「話すこと・聞くこと」

「書くこと」の領域における教材及びポイントシートを若手教員

向けに構成した著書である。 

A4版 117頁 

井上一郎編著、執筆者：長谷川栄子、小木曽笑子、南理香他合計 

40名 

担当部分：中学年の児童を対象に単元「不思議な出来事の物語－

ファンタジーを書こう」を設定した。主人公が、不思議な世界に

行って帰ってくるファンタジーを書くことを取り上げ、プロセス

を3つの柱にしてまとめた。物語の組み立てに沿って内容を考え

られるようにしたり、物語の冒頭部分を提示したりしてポイント

シートを工夫した。pp92-pp93 

（学術論文）     

１．学校図書館を活用した国語

科授業の創造―ファンタ

ジー作品を中心に― 

 

 

 

共 令和元年５月 奈良学園大学「人間教

育」第2巻第４号 

主体的に本を手に取り、作品や自分、他者と対話しながら読む読

書行為ができるよう国語科の授業実践を検討した。このような授

業では、①必要な図書を再読する、②自分の体験と重ねながら、

作品や作家、仲間と対話して読む、③音声言語による表現へ意欲

を高める、というような児童の変容が見られた。各教科・領域に

おける読書指導などとの関連を考慮した年間指導計画の作成教材

と関連する資料をどの程度蔵書として学校図書館に置くのかが、

課題となると論じた。 

共著者：長谷川栄子、松田智子 

本人担当部分：全文執筆 pp113-pp124 

 

２．工藤直子作品から広がる詩

の指導―作品集を読むと

いう読書行為を通して― 

 

共 令和元年６月 奈良学園大学「人間教

育」第2巻第5号 

従来の指導方法からより多様な指導方法への視点を得て、主体

的・対話的に他者や自分、詩と対話しながら学ぶことができるよ

う工藤直子の詩の作品集を丸ごと味わう読書行為を行った。子ど

もたちは、①作品世界に浸り、詩人について思いを馳せるように

なる、②多様な音声表現や多様な作品集の創作を楽しむ、③自己

を見つめる契機となるなどのこどもたちの姿が見て取れ、作品集

を丸ごと味わう読書行為は、効果的な詩の指導方法であると考え

られると提案した。 

共著者：長谷川栄子、松田智子 

本人担当部分：全文執筆 pp125-pp134 

 

３．主体的・対話的な国語科学

習に誘う発問とは―説明

的な文章を読むことに関

して― 

共 令和元年8月 奈良学園大学「人間教

育」第2巻第7号 

説明的な文章を読むことの学習過程において、内容主義に陥らな

いためには、一体どのような発問が考えられるだろうか。 

そこで、学習過程に沿って主体的・対話的な学習になるよう発問

モデルを試作した。発問づくりにおいては、①子どもたちを主体

的な学習者として捉えること、②読書プロセスに応じた単元全体

で捉えること、③説明様式に応じることなどに留意することが重

要である。 

共著者：長谷川栄子、松田智子 

本人担当部分：全文執筆 pp155-164 

 

４．説明的文章に関わる思考語 共 令和元年9月 奈良学園大学「人間教 小・中学校国語科で取り扱われる「情報の扱い方に関する事項」
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彙の指導 

 

育」第2巻第8号 と思考語彙の指導、及び思考力を育成の関連を探った。 

思考操作を授業に取り入れ、言葉と操作を一致させる思考語彙の

指導が思考力育成の上で重要となる。「情報の扱い方に関する事

項」の内容により一層焦点化させ、系統化を図られた。学習基本

語彙から思考語彙を選択し、語彙と操作レベルを一体化させて思

考力を育成することが重要である。 

共著者：長谷川栄子、松田智子 

本人担当部分：全文執筆 pp201-pp210 

５．公立図書館と連携した小学

校における学校図書館教育 

 

 

共 令和元年9月 奈良学園大学紀要第 11

集 

学校図書館教育を充実させ、子どもたちの読書推進を図るには、

公立図書館と連携した取組が効果的だ。そこで、学びの場を広げ、

公立図書館と連携した読書推進活動や学習指導を構想し、学校図

書館教育の充実を図ろうと試みた。①子どもたち同士が交流でき

る学びの場を設定すること、②公立図書館と連携した学習単元を

構想すること、③司書教諭や学校司書の力を引き出し、読書推進

の活性化を図ることが重要である。以上のことを提案した。 

共著者：長谷川栄子、松田智子 

本人担当部分：全文執筆 pp125-pp134 

 

６．小学校と大学が連携して教

育実習生を育成しよう１ 

単 令和元年10月 教育プロ 

第４９巻２３号 

教員志望の学生が減少している中で、教員を志望する学生に対し

て小学校と大学が連携して人材を育成する視点が必要だ。現職の

後輩を育てようとする意欲や自己研鑽意欲に支えられて行われる

教育実習である。今後求められる教員の資質・能力は何かを考え

て指導に当たることが肝要だ。教育実習の準備や大学教員の巡回

指導における留意点を記述した。 

pp14-pp15 

 

７．小学校と大学が連携して教

育実習生を育成しよう２ 

単 令和元年11月 教育プロ 

第４９巻２４号 

教育実習生を指導するにあたっての留意点として、児童理解の方

法について、また特別な配慮を要する子どもから何を学ぶかを論

じた。また授業の方法として主体的対話的な学びを生かす指導方

法とは何かを具体的に示した。さらにこれら学校現場の要望に合

わせた大学の講義の在り方の改革への提言を行った。 

pp14-pp15 

 

８．コンピュータを活用し、児

童の相互交流が生まれる

学校図書館をめざして 

単 令和元年11月 奈良学園大学「人間教

育」第2巻第10号 

学校図書館は、読書センター、学習センター、情報センターとし

ての役割がある。学習指導要領が新しくなり、外国語が加わった。

メディア構成も新しくなる。図書資料として英語のＣＤ、ＤＶＤ

なども加わることから、どのようにそれらを閲覧できるように環

境を整備するのかが、課題となる。課題の解決の一つの方法とし

て、コンピュータをはじめとするメディアを配置することが考え

られる。それによって、子どもたちの相互交流で作り上げる検索

システムを整備することができる。子どもたちが、主体的に読み

たい本を閲覧できるようにコンピュータを活用したい。 

pp243-pp252 

 

（その他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和  5年   ３月  ３１日 

  氏名  松井 典夫            

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 学校安全・安全教育・教師教育・カリキュラム論  学校安全・子どもの安全・カリキュラムポリティクス 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

「安全安心様相図」(日本セーフティプロモーション
学会誌 第 3 巻 1 号 p62-66 松井）を用いた安全教
育 

 

平成 21
年度～
現在に
至る 

 

安全教育で目指すべきところは、「安全で安心」である
Ａのカテゴリーである。しかし、このカテゴリーに児童
の状態がいれば、安全教育の役割が達成されたかと言え
ばそうではない。「安全・安心」の状態や児童の変容を客
観的に測るマトリクスとして、「安全安心様相図」を考
案した。 

 

地震災害被災地の小学校における教育実践演習 

平成 29
年〜現
在に至
る 

 

平成２９年４月に発生した熊本地震では、多くの学校

も被災し、また避難所となった。避難所となった学校

に訪問し、登校時の安全指導ボランティアや、授業補

助の演習を行うことを目的として、奈良学園大学の教

職志望の学生１０名を引率し、熊本県益城町立広安西

小学校を訪れ、実践的演習を行った。また、毎年 1月

17日には阪神淡路大震災「1.17の集い」に学生を引率

して参加し、教員としての資質形成の目的とした学修

を実践している。 

２ 作成した教科書，教材   

授業プレゼンテーション及びワークシート 

 

平成 26

年４月

〜現在

に至る 

その理論に伴った実際の児童の姿や授業の内容につい
て、具体的に想起しながら学ぶことができるように、プ
レゼンテーションを作成して授業を行っている。また、
その内容を復習しながら習熟していくことができるよ
うに、ワークシートに記入させ、１５回の講義後にワー
クシートを綴じ、テキストとして使用することができる
ようにしている。 
 

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

大阪教育大学附属池田小学校 学校教育診断 

 

平成 17
年度～
平成 25
年度 

 

大阪教育大学附属池田小学校においては、毎年４回にわ
たって、児童対象と保護者対象に分けて、学校教育診断
を実施している。およそ３０項目の質問事項に対して、
マークシート式で回答し、その他の要望等を記述式で回
答する。結果はホームページにおいて公開され、授業参
観時に全保護者が閲覧できるように冊子化もされる。そ
の結果において、児童、保護者ともに、毎年度高い評価
を得た。 

 

奈良学園大学における学生の授業評価 

平成 27

年度〜

現在に

至る 

授業担当科目において、求められる教師の姿や学校の

組織としての姿、組織力に関して具体的に学ぶことが

できたと、高評価を得た。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

岡山県備前市立三石小学校：ＰＴＡ人権教育小中合
同研修会講師 
 

 

平成 25
年 6月 

 

備前市立三石小学校において、午前の人権教育参観で第
４学年において、「溺れかけた兄妹」という、作家の自伝
的作品を題材にした安全教育（水難災害）の授業を行い、
午後からＰＴＡ人権教育小中合同研修会で、「命を大切
にする教育」と題し、安全教育と学校安全に関して、教
員・保護者を対象に９０分の講演を行った。 

 



守口市教育研究会 生活・総合部会：指導助言 

平成 25
年 12月 

 

守口市教育研究会生活・総合部会において、「これから
の学校安全と安全教育」と題し、６０分の講演を行った。
ここでは、担当者の授業実践の内容を絡め、教科教育と
安全教育の類似点と相違点について話し,児童にとって
有効な安全教育の必要性について話した。 

 

寝屋川市立第７中学校区「いのちの教育」研修会：講
演 
 

平成 26
年８月 
 

寝屋川市の第７中学校校区である、第７中学校、南小学
校、堀溝小学校の３校合同で開催された、「いのちの教
育」研修会で、１２０分の講演を行った。「いのちの教育
としての安全教育～“Smile School “の提案～」と題
し、大阪教育大学附属池田小学校において実践した研究
授業「Smile School～『いじめと命』未来に向けて考え
よう～」の実践内容と、授業実践時の児童の反応を中心
として、いじめについて子供たちが向き合う方法につい
て話した。 

 

三郷町ひまわりセミナー：講師 
平成 26
年 11月 
 

奈良県生駒郡三郷町における、一般向けのセミナーで９
０分の講演を行った。当日は、三郷町の町長、教育長、
地域の小学校校長、市民ボランティア団体、一般の町民
等、様々な人が参加した。「子供たちの命を守る「安全・
安心」～町と大人の役割～」と題し、事件や事故、災害
の実例を挙げながら、どのようにして子供たちの命を守
るのかという、地域の大人の役割について話した。 

 

王寺町リーベルカレッジ：講演 
 

平成 27
年 8月 
 

 

奈良学園大学社会連携センターと王寺町の共同による
取り組み、王寺町リーベルカレッジにおいて、地域住民
や子を持つ保護者を対象に、「子どもの安全を考える 
～大人と地域の役割～」と題した講演を行った。神戸市
小 1女児の連れ去り事件などを例に挙げ、地域の大人の
目の大切さについて話した。 
 

全国地域安全運動 泉大津・忠岡安全大会：講演 
平成 27
年 10月 
 

忠岡町シビックセンターにおいて、泉大津・忠岡町の

合同安全研修会で講演を行った。地域住民が２００名

ほど集まり、「子どもの安全を考える ～大人と地域の

役割～」として、2004年の奈良小 1女児殺害事件や、

この年の夏に発生した奈良県香芝市の小６女児監禁事

件を例に挙げ、「３つの死角」（場・地域住民・学校教

育）について提案した 

２０１５ なら講座：講演 

平成 27
年 12月 

 

例年開催されているなら講座での講演。奈良県立医科大
学で行われ、地域住民を対象に、「地域防犯の視点から」
と題して講演を行った。地域の登下校見守り隊などのボ
ランティア活動は高齢者頼みになっている実態を提示
し、行政と地域が協同し、見守りなどの活動を活性化す
る必要性を提案した。 

 

教職員自主研修事業 大学・専修学校等オープン講
座 講演 

 

平成 28
年 7月 

 

「事件・事故・災害の教訓から考えるこれからの学校安
全と安全教育」と題し、９０分間の講演を行った。とく
に連れ去り事件に焦点を置き、安全教育を実践する際の
視点の置き方について話した。また、年代別防犯の方法
について、幼・小学校低学年、小学校中学年、そして小
学校高学年・中学生と、年代別にわけて提案した。 

 

免許更新講習 講師 

平成 28
年８月 

 

保・幼稚園教諭を対象とする免許更新講習で、90分の講
義を担当した。「子どもの育ちを踏まえた保育内容の充
実を考える」というテーマで行い、「表現領域（美術）」
を担当した。図画工作科教室において、保育内容を充実
させる授業内容をグループで考案し、ポスターセッショ
ンを行って実践例を共有する活動を行った。 

 

熊本県益城町立広安西小学校 PTA 対象 講演 

平成29

年4月 

 

熊本地震が発生した平成28年4月14日（前震）の前日で

ある4月13日の放課後に、甚大な被害を被った益城町の

小学校ＰＴＡを対象に、「子どもの命を守る大人の役割

」と題した講演を行った。 

 

大阪市 資質向上研究会 講師 
平成 29
年 7月 

「事件・災害の教訓に学ぶ学校安全と安全教育」として、
大阪市の教員、管理職で構成される資質向上研究会で 3
時間の講演を行った。 
学校で発生した児童が被害に遭う事件を教訓に、学校安
全の方法、管理職の役割について話し、またそれらを教
材にした安全教育の授業題材や授業方法、教授法につい
て話した。 
 



教員免許更新講習 講師 

平成 29
年 8月 

 

「子どもの育ちを踏まえた保育内容の充実を考える 

－幼児期における造形表現活動の意義と役割―」 

 保育、幼稚園教諭の教員免許更新講習の講師として、

40名を対象に講義を行った。アクティブ・ラーニングと

して、グループで造形活動実践の計画、ポスター作成、

ポスターセッションを行った。 

 

生駒地区小中学校管理職・事務職員研修会 講師 
平成 29
年 9月 
 

「学校での事故・災害など、緊急事態に対する対応と予

防」について、生駒地区の小中学校の管理職と事務職員

に講演した。これまでの学校での事故や災害を例に挙げ

、発生いたとき、あるいは予防方法について、教師の役

割、管理職の役割について話した 

 

第 67 次兵庫県教育研究集会（ひょうご教育フェス

ティバル） 指導助言 

平成 29
年 11月 

 

西宮市で開催された本研究会で、「生きる力を育む教育

」分科会の指導助言に行った。当分科会では、主に震災

に関連した発表が多くあり、震災関連教育については、

今後、児童生徒の生きる力としての「レジリエンス」の

重要性について話した。 

 

北海道の子育て、教育を支援する会 講演 
平成 30
年 7月 

 

北海道の子育て、教育を支援する会が主催する講演会、

ワークショップにおいて、講師を務めた。午前の部は講

座１として、「どうすれば子どもたちの命は守れるのか

」と題し、９０分の講演を行った。そこでは、過去にお

ける事件、事故、災害を教訓として、学校安全、安全教

育の生かす必要性と、その実践方法について講演した。

午後は講座２として、実際に安全教育のプログラムをグ

ループで考案し、ポスターセッションで交流した。 

 

大阪市中堅教員研修 講師 

平成 30
年 9月 

 

大阪市の中堅教員研修の講師として、３回（延べ６００
人）を対象に学校安全、安全教育に関する講演を行った。
「事件、事故、災害の教訓に学ぶ学校安全と安全教育」
について、実際の事件や災害の実例を紹介しながら、ど
うすれば防げたのか、学校ではどのような対応が必要だ
ったか、という、中堅教員がこれから出会うであろう課
題を想定して講演した。 

 

カンボジア王国 王立プノンペン大学 招待講演 

平成 30
年 9月 

 

カンボジアの日本人会による企画において招へいを受
け、王立プノンペン大学において９０分の講演を行っ
た。「日本における学校の安全と安全教育」と題し、およ
そ３０名のプノンペン大学生および教員に、日本の学校
安全について話した。講演の中では質疑応答が活発に行
われ、カンボジアと日本の文化、災害事情の相違などに
よる対策の方法の違いなどが確認され、双方において新
たな知見が共有された。 

 

奈良市「子ども安全の日の集い」講演 
平成 30
年 11月 

2004年 11月に、奈良市内で発生した小１女児殺害事件
に関して、奈良市が毎年開催している「子ども安全の日
の集い」において、およそ３００人の教員、PTA、地域住
民を対象に講演した。「子どもたちを守るために～危険
個所を見える化するための一つの方策～」と出し、文部
科学省の「登下校防犯プラン」に基づいて、集団下校の
方法や見守り隊の役割について話した。 

 

大阪市幼稚園主任者研修 講師 
平成 30
年 12月 

大阪市の幼稚園主任者研修において、およそ４０名の幼

稚園主任教諭を対象に、「子どもの安全のために必要な

もの」と題して９０分の講演を行った。とくに、近年の

略取誘拐事件の実態について、統計を例に挙げて話し、

大人（教員）は事前にどのような対策をとればよいのか

について提案した。 

 

 奈良学園小学校 保護者対象講演会 講演 
令和 1
年 6月 
 

奈良学園小学校の保護者を対象に、とくに入学後低学年

段階における防犯意識の重要性と、家庭、学校における

防犯教育の内容、方法について講演した。 

 

奈良市教育委員会 少年指導員委嘱式 講演 

令和１
年 6月 

 

奈良市では、2004年11月に発生した小１女児連れ去り

事件以後、教員、地域ボランティア、保護者を対象に毎

年300人程度の「指導員」を委嘱し、児童生徒の安全対

策を依頼している。その委嘱式において、300人を対象

に学校安全について講演した。 

 

 



大阪市教育委員会 中堅教員研修 講演 

令和１
年 7月 

 

大阪市の中堅教員研修の講師として、３回（延べ６００
人）を対象に学校安全、安全教育に関する講演を行った。
「事件、事故、災害の教訓に学ぶ学校安全と安全教育」
について、実際の事件や災害の実例を紹介しながら、ど
うすれば防げたのか、学校ではどのような対応が必要だ
ったか、という、中堅教員がこれから出会うであろう課
題を想定して講演した。 

 

宝塚市教育委員会 現職教員研修会 講演 

令和１
年 8月 

 

宝塚市の現職教員研修会において、学校安全と安全教育

について講演した。参加者が幼稚園教諭、小学校教諭、

及び管理職と多岐に渡ったため、それぞれの発達段階に

合わせた内容で講演した。 

 

令和元年度教員免許更新講習（保育士・幼稚園教員対
象）講師 
 

 

令和１
年 8月 
 

 

「子どもの育ちを踏まえた保育内容の充実を考える 

－幼児期における造形表現活動の意義と役割―」 

 保育、幼稚園教諭の教員免許更新講習の講師として、

40名を対象に講義を行った。保育内容の5領域と「表現

」領域の関連性について講義を行い、その後、アクティ

ブ・ラーニングとして、グループで造形活動実践の計画

、ポスター作成、ポスターセッションを行った。 

 

吹田市教育委員会 校長会研修 講師 

令和１
年 10月 
 

 

吹田市の校長会の研修で講演を行った。校長ということ
もあり、学校安全における学校長としてのリーダーシッ
プと役割について、熊本地震における実践例などを取り
上げて講演した。 

 

奈良市教育委員会 「子ども安全の日の集い」講演 
 

 

令和１
年 11月 

 

２００４年１１月に、奈良市内で発生した小１女児殺害
事件に関して、奈良市が毎年開催している「子ども安全
の日の集い」において、およそ３００人の教員、PTA、地
域住民を対象に講演した。「子どもたちを守るために～
危険個所を見える化するための一つの方策～」と出し、
文部科学省の「登下校防犯プラン」に基づいて、集団下
校の方法や見守り隊の役割について話した。 

 奈良市教育委員会 「ストップいじめ なら子ども
サミット」講師 
 

 

令和２
年 2月 

奈良市が取り組んでいる「ストップいじめ なら子ども

サミット」において、２１校の中学校の代表生徒が3回

集まり、デスカッションを行う上でコーディネーターを

務め、2月のサミットで最終公演を行った。 

 

宝塚市教育委員会 現職教員研修会 講演 

令和 2

年 10

月 

宝塚市教育委員会主催の現職教員研修会で「子供たち

の命を守るための防災教育」として講演した。幼稚園

教員から高校教員まで幅広い参加者だったため、それ

ぞれの校種に合わせて内容を構成した。 

奈良市教育委員会 「子ども安全の日の集い」講演 

 

令和 2

年 11

月 

2004年 11月に、奈良市内で発生した小１女児殺害事件
に関して、奈良市が毎年開催している「子ども安全の日
の集い」において講演した。コロナ禍のため、例年の 300
人の参加を 100 人に縮小して行われた。「子供の安心・
安全を守る学校と地域のあり方」として、３者協働の安
全対策について話した。 

 

奈良学園小学校 防犯教室講師 
令和 3

年 6月 

奈良学園小学校で、小学校 1年、3年、5年生を対象に

防犯教室を実施した。 

大阪市教育委員会 中堅教員研修 講演 
令和 3

年 6月 

大阪市の中堅教員研修の講師として、教職 10 年前後の
教員を対象に学校安全、安全教育に関する講演を行っ
た。コロナ禍でオンデマンドとなり、講演録画をおよそ
300人の教員が試聴した。「学校園における危機管理・安
全管理」について、実際の事件や災害の実例を紹介しな
がら、どうすれば防げたのか、学校ではどのような対応
が必要だったか、という、中堅教員がこれから出会う可
能性のある課題を想定して講演した。 
 

奈良市教育委員会 いじめ防止研修講座（エキスパ

ート研修）講演 

令和 3

年 7月 

奈良市教職員研修講座として、小中学校の教員 50人を

対象に「事件・事故・災害の教訓に学ぶ学校安全」と

して、いじめの事案と傾向、その対応について事例を

紹介しながら講演した。 

吹田市教育センター 課題別研修【安全教育】講演 
令和 3

年 9月 

「事件の教訓に学ぶ学校安全と安全教育」として、吹

田市の小中学校教員を対象に講演した。コロナ禍によ

り、事前録画をおよそ 200人の教員が試聴した。 



奈良県教育委員会 学校安全教室推進事業 講演 
令和 3

年 9月 

「事件の教訓に学ぶ学校安全と安全教育」として、奈

良県の小中学校教員を対象に講演した。コロナ禍によ

り、事前録画をおよそ 300人の教員が試聴した。 

奈良市教育委員会 「子ども安全の日の集い」講演 

 

令和 3

年 11

月 

2004年 11月に、奈良市内で発生した小１女児殺害事件
に関して、奈良市が毎年開催している「子ども安全の日
の集い」において講演した。コロナ禍のため、例年の 300
人の参加を 100 人に縮小して行われた。「過去の教訓を
どう生かし、対策するのか」として、３者協働の安全対
策について話した。 

 

奈良市危機管理課令和 3年度第 1回「安全安心まち

づくり懇話会」座長 

令和 3

年 11

月 

奈良市危機管理課「安全安心まちづくり懇話会」に出

席し、座長を務めた。 

石川県教育委員会 中能登教育事務所 学校安全ボ

ランティア講習会 講演 

令和 3

年 12

月 

石川県中能登教育事務所の主催で、地域の小中学校教

員、及び学校安全ボランティア（スクールガード）を

対象に「子どもの安心・安全を守る学校と地域のあり

方」として約 100人を対象に講演した。 

石川県教育委員会 奥能登教育事務所 学校安全ボ

ランティア講習会 講演 

令和 3

年 12

月 

石川県奥能登教育事務所の主催で、地域の小中学校教

員、及び学校安全ボランティア（スクールガード）を

対象に「子どもの安心・安全を守る学校と地域のあり

方」として約 100人を対象に講演した。 

生駒市小中学校教頭研修会 講演 
令和 4

年 1月 

生駒市の小中学校教頭研修会において、「学校安全の

リスクマネジメント〜事件・災害の教訓から〜」とし

て講演した。 

奈良市危機管理課令和 3年度第２回「安全安心まち

づくり懇話会」座長 

令和 4

年 2月 

奈良市危機管理課「安全安心まちづくり懇話会」に出

席し、座長を務めた。 

石川県教育委員会 学校安全ボランティア養成講習

会 講演 

令和 4

年５月 

「効果的な学校での防犯教育，防犯体制の確立につい

て」と題して講演した。教員、スクールサポーター等

100名が対象となった。  

吹田市スクールリーダー研修 講演 
令和 4

年６月 

「事件・事故・災害を事例にした学校の危機管理につ

いて」と題して講演した。管理職等 30人が対象となっ

た。 

大阪市教育委員会 中堅教員研修 講演 

令和 4

年６月

〜 

大阪市の中堅教員研修の講師として、教職 10年前後の

教員を対象に学校安全、安全教育に関する講演を行っ

た。コロナ禍でオンデマンドとなり、講演録画をおよ

そ 300人の教員が試聴した。 

奈良県次世代教員養成塾 講師 

令和 4

年 11

月 

およそ 100名の高校生を対象に「命の価値について考

えよう」というタイトルで講義を行った。 

奈良学園小学校 保護者対象 防犯教室講演会 

令和 4

年 12

月 

およそ 30名の保護者を対象に、「命の教訓をその先の

教育へ」というタイトルで講演した。 

大阪私学生徒指導連盟 中学校部会 講演 
令和 5

年 1月 

およそ 80名の中学校教員を対象に、「過去の災禍を教

訓にした学校危機マネジメント」と題して講演した。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

小学校教諭一種免許状 
平８小一第２３７８号 

 

平成９

年３月 

大阪府教育委員会 

 

２ 特許等   



特記事項なし   

 

 

 

  
３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

大阪教育大学附属池田小学校教諭 
・図画工作科主任 
 
 
 
・第６学年主任 
 
・第４学年主任 
 
・第２学年主任 
 
・学校安全主任 
 
・学校安全主任 

 

 
 
平成 17
年度～
平成 21
年度 
平成 21
年度 
平成 22
年度 
平成 23
年度 
平成２
２年度 
平成２
３年度 

 

大阪教育大学附属池田小学校における、主たる校務分掌
を記した。着任後すぐに、５年間図画工作科主任になり、
教科論を記した。また、その後４年間学年主任の業務に
おいては、新任指導も含め、円滑な学年経営に努め、成
果を残してきた。学校安全主任は、当該校の要とも言え
る。その任に就き、学校安全の推進、保持、発信、また、
安全教育の推進と、責務を果たしてきた。 

 

   

４ その他   

［外部資金の獲得状況］   

   

１．科学研究費補助金 奨励研究（研究代表者） 
 独立行政法人日本学術振興会  
『児童の発達段階に応じた安全教育プログラムの開
発に関する実証的研究』 
（研究課題番号２２９０８００５） 
 

平成 25
年 4 月
～平成
26 年 3
月 
 

安全教育における、発達段階についての研究はまだ未開
発である。しかし、発達段階を考慮しなければ、真に効
果的な安全教育はなされない。本研究では、公立小学校
の協力校等で授業実践を行い、そのデータをもとに、発
達段階を考慮した安全教育カリキュラムを作成するこ
とを目的とする。 

 

２．日本教育弘済会教育論文 奨励賞受賞 
『安全教育のレリバンスに関する研究』 

 

平成 25
年 3月 

 

大阪教育弘済会の教育論文に応募したところ、個人部門
で上部団体の主催する日本教育弘済会の教育賞に推薦
され、奨励賞を受賞した。 
１つの授業を低、中、高学年で実施し、安全教育と 
児童の発達段階の妥当性を検証した論文である。 
 

３．科学研究費補助金 奨励研究（研究代表者） 
独立行政法人日本学術振興会 

『安全教育のレリバンスに関する実証的研究』 
（研究課題番号２６９０８０４０） 

 

 

平成 26
年 4 月
～平成
27 年 3
月 

 

これまでの安全教育の現状と課題として、小学校６か年
というスパンにおける、児童の学齢の差異を考慮した安
全教育プログラムの開発がされてこなかった。また、日
常の山積する課題対応に追われる多くの公立学校にお
いて、年間で実施可能で、かつ有効な安全教育プログラ
ムの開発がされてこなかった。そこで本研究課題では、
安全教育内容の有効性の検証と開発、児童の学齢による
安全教育内容の有効性の検証、年間で実施する安全教育
プログラムの開発を目指した。 
 

４．ＪＲ西日本あんしん社会財団研究助成（研究代表
者） 
「児童の発達段階を考慮した『有効な』安全教育プロ
グラムの構築に関する実証的研究」 

 

平成 27
年 4 月
～平成
28 年 3
月 
 

 

これまでの研究の中で、申請者が考案した「安全安心様
相図」(日本セーフティプロモーション学会誌（第３巻
第１号）P62-66 2010 松井)を用いて実践、検証した結
果、学年に応じた有効な安全教育内容が明らかになって
きた。そこで本研究課題においては、安全教育内容の有
効性の検証と開発・複数小学校を対象にした児童の学齢
による安全教育内容の有効性の検証・児童、教職員、学
校に応じた安全教育プログラムの開発を行う。 



５．科学研究費補助金 基盤研究Ｃ（研究代表者） 
独立行政法人日本学術振興会 

『小学生の学年に応じた安全教育プログラムの開
発』 
（研究課題番号１６ｋ０４７９１の研究代表者とし
て、研究分担者１名体制で研究を率いた） 

 

平成 28
年度～
平成 30
年度 
 

本研究は、小学校６ヵ年というスパンにおける小学生の
学年を考慮し、低・中・高学年それぞれにおいて、その
学年に妥当で有効な安全教育プログラムを開発するこ
とを目的とするものである。本研究課題では、これまで
の事件や災害で失われた幼い命が残した教訓を生かし
た教材開発を行い、その妥当性と有効性を調査、検証し、
全国の学校において実施可能な、有効で汎用性の高い安
全教育プログラムを開発する。本研究は、安全で安心な
社会の構築の一助となることはもとより、児童の命を守
るための研究である。 

 

６．科学研究費補助金 基盤研究Ｃ（研究代表者） 
独立行政法人日本学術振興会 

『「有効性」と「持続性」を持つ包括的な学校安全プ
ログラムの開発』 
（研究課題番号 19K02694 の研究代表者として、研究
分担者１名体制で研究を率いている） 
 

 

令和１
年度 
〜 

 

これまでの学校安全に関する取組や研究は、事件や事
故、災害が発生し、社会的な要求が高まった時期に進め
られてきた 。内容に関しても、社会的な関心や要求に
呼応して取組まれてきており、包括的な学校安全に関し
て継続的に取組まれていないという課題がある。 要因
として、これまでの学校安全に関する取組や研究が、学
校や児童生徒の安全にとって「有効性」を持っていたの
かという検証がされてこず 、成果の曖昧さから「持続
性」を持って取組まれてこなかった。そこで本研究課題
は、学校や児童生徒の安全において「有効性」を持ち、
「持続性」を持って取り組まれる、「包括的な学校安全
プログラム」を開発することを目的とする。 

７．JR 西日本あんしん社会財団研究助成（研究代表

者） 

「事件・災害の未体験教員による語り継ぎのジレン

マ研究」 

令和 2

年度 

本研究課題では、学校教育現場で関連のある事件を知

らない、あるいは被災体験のない教員が、児童や学校

内外において「語り継ぎ」の責務を背負った時、そこ

に生じる可能性のあるジレンマについて、モデルとな

る教員へのインタビューと「環状島」をモデルに研究

する。そして教員が、ジレンマを乗り越えて行う「語

り継ぎ」は、その対象（児童や教員）に対してどのよ

うな有効性を持つのかを明らかにすることを目的とす

る。 

８．奈良学園共同研究助成金（研究代表者） 

「小学校における探究型防犯学習カリキュラムの開

発」 

（研究代表者として、共同研究者 3名体制で研究を

率いた） 

令和 3

年度 

本研究課題では「子供の視点（必要性）を出発点とし

た探究型防犯学習」のカリキュラムデザインについて

開発、実践、検証することによって、子どもたちの安

全・安心な日々（ウェルビーイング）に結びつく研究

とすることを目的とした。本研究で開発しようとする

探究型防犯学習では、図２における探究型学習のプロ

セスによって、児童がいかなる場所においても自ら判

断することができる危険予知・回避力を身につけるこ

とができるカリキュラムモデルを作成し、実践、検証

を行なった。 

9. 奈良学園大学学部共同研究（研究代表者） 

「教員志望学生の資質形成に資する Global 

Perspective の有効性に関する研究」 

（研究代表者として共同研究者 3名体制で研究を率

いた） 

令和 4

年度 

本研究課題では、これからを生きる子供たち、そして

子供の教育に携わる教師の視点（perspective)は、国

籍や人種、文化、言語、習慣の枠にとらわれない

（Global)ものでなければならない。これが、本研究で

教育に関連したグローバル・パースペクティブの必要

性と有効性を探究しようとすることを目的とした。そ

こで、Global Perspective 調査用紙を作成し、フィー

ルドワークを中心として研究を推進した。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     



1 「いのちの教育」 共著 

平成 21 年 

10 月 

 

東洋館出版 

 

平成１３年６月８日に発生した児童

殺傷事件。それ以来、安全教育と道徳を

中心として、児童の安全と安心のために

取り組んできた８年間の教育・授業実践

を２６例載せた。教育関係者がすぐにで

も実践できるように、指導計画や板書例

を掲載し、授業による児童の変容につい

ても、具体的に記述した。 

Ｂ５判 全１２４頁 

編者：大阪教育大学附属池田小学校 

共著者：藤田大輔・佐々木靖・浅田正志・

井上伸一・岩井伸夫・岩井陽介・江原悦

子・小原愛子・垣内幸太・鎌田菜絵・岸

本卓也・坂下剛・佐藤学・田中毅・竹本

和也・辻匡美・冨田有香・長野純子・中

村晶子・西江なお子・西村恭美・能川正

人・土師尚美・林美恵子・孕石泰孝・平

田葵・升村誠志・松井典夫・松浦恵・松

原梨沙・薬師寺美江・矢藤学・柳井友裕・

山崎聡・龍神美和 

本人担当部分： 

「いのちをつなぐ機器ＡＥＤ」 

(１１５頁－１１８頁)を単著 

 「命のバイスタンダー」 

(１１９頁－１２２頁)を単著 

 

2 「学校安全 ３６のナ

ラティブ」 
共著 

平成 26年 3

月 
教育出版 

子供たちの命を守り、安全で安心でき

る生活のために、学校は何ができ、また、

何をすべきかという命題のもとに、学校

安全に関わる著者陣が原稿を寄せてで

きた本。この安全・安心に関する問いか

けに対しては、すでに多くの解説書や教

材集、マニュアル本等が刊行されてい

る。しかしそれらは、ともすれば上から

の押し付けのような論が多い。そこで本

書では、各著者が「私はこう考えている」

「私はこんな体験をした」という、お話

風の「語り（ナラティブ）」として編集さ

れた。 

Ｂ５版 全１５７頁 

編者：長尾彰夫 

共著者：小林忠三・浜條信彦・松井典

夫・若狭孝太郎・神田英幸・前馬晋策・

丸山涼子・植木美佳・砂田信夫・中井尚

人・佃繁・松田智子・伊原正俊・藤田大

輔・諏訪清二・村川雅弘・立田慶裕 

 

本人担当部分： 

「スリッパとＩＤカード」（pp14-15） 

「安全な公園は危険な公園？」（pp18-

19） 

「わるい人とはどんな人？」（pp25－27） 

「いかのおすしとおはしも」（pp48－49） 

「休み時間に地震が起きたらどうしよ

う」（pp54－57） 

「いろいろな不審者対応訓練」（pp62－

65） 

「火災現場に戻らない、は正解か」（pp74

－77） 

「命のバイスタンダーの授業から」

（pp82－87） 

「溺れかけた兄妹を教材にして」（pp108

－111） 

 

 



3 「教育フォーラム５６ 

アクティブ・ラーニング

とは何か」 

共著 
平成 27年 8

月 
金子書房 

本書は、アクティブ・ラーニングのた

めに必要な、課題意識の喚起のさせ

方、多様な発想・アプローチへの目の

開かせ方、粘り強い課題取り組みへの

支援、課題解決の結論の検討や再吟味

の促しといった、さまざまな働きか

け、指導の実際を具体的に提示したも

のである。 

Ａ５判 全１６９ページ 

共著者（執筆順）：溝上慎一、加藤

明、伊崎一夫、鎌田首治朗、前田洋

一、岸周吾、芝池宗克、米川雅士、武

谷嘉之、松井典夫、瀧明知恵子、井上

信子、梶田叡一 

 

本人担当部分：「児童にとって『有効

な』安全教育プログラムに関する一考

察」（pp.105-114） 

4 「どうすれば子どもたち

のいのちは守れるのか 

－事件・災害の教訓に学ぶ

学校安全と安全教育」 

 

単著 
平成 29年 2

月 

ミネルヴァ書房 

 

本書は，著者が、大阪教育大学附属池田

小学校において、同僚とともに実践して

きた不審者対応訓練や ID カード等によ

る学校安全対策，様々な「いのちの教育」

の授業の事例などを通じて，これまで当

たり前とされてきた「安全」についての

考え方や方法を根本的に見直し，これか

らの学校安全と安全教育のあ 

り方をさぐることを目的とした書であ

る。その中で、学校の安全を担う教師の

役割、職責、使命感、資質能力について

記述した。 

Ａ５判 全２１６ページ 

 

5教育フォーラム 

  ６０ 

「深い学びのために －

アクティブ・ラーニングの

目指すもの」 

 

共著 
平成 29年 8

月 
金子書房 

アクティブ・ラーニングの中で提唱され

る「深い学び」については、一定の教授・

学習活動のパターンに関わるものでは

ない。本書では、どのようにすれば「深

い学び」になり、実現できるのかを、具

体的、かつ実践的な提案で記している。 

Ａ５判 全１４５ページ 

共著者（執筆順）：梶田叡一、古川治、鎌

田首治朗、伊崎一夫、湯峯裕、大畑健美、

菅井啓之、後藤紗貴、金山憲正、石森広

美、善野八千子、瀧明知恵子、岡村季光、

松井典夫 

 

本人担当部分：「震災における教師の役

割を考える」（pp.125-134）を共著（岡村

季光、松井典夫） 

 



6「教師のための教育法規・

教育行政入門」 

 

 

共著 
平成 30年 3

月 

ミネルヴァ書房 

 

本書は教職入門、教職概論、教職行政論、

教員採用試験対策のテキストを目的と

して著述された。初学者にむけて学校教

育のしくみを法的に理解できるよう、事

例などをまじえ具体的に解説している。

また、巻末に「主な教育法規」を収録し

た。 

Ａ５判 全２１０ページ 

共著者：古川治、五百住満、八木眞由美、

今西幸蔵、松井典夫、藤本裕人、藤田敏

和、冨江英俊、中村豊、岡邑衛 

本人担当部分： 

「教育職員免許法」（pp14-15） 

「校務分掌」（pp38-39）を単著 

「校長と教諭の職務」（pp40-41） 

「司書教諭の職務」（pp42-43） 

「教員免許の更新制」（pp108-109） 

「学校保健・安全と法規」（pp152-

153） 

「学校保健安全法」（pp154-155） 

「安全点検と安全教育」（pp156-157） 

「災害安全・防災教育」（pp158-159） 

「養護教諭の職務」（pp160-161） 

「学校事故と国家賠償法」（pp162-

163） 

「食育基本法」（pp164-165） 

 

「学校給食法」（pp166-167） 



7 「３年目教師 勝負の

図工授業づくり」 
編著 

令和 1年 7

月 
明治図書 

本書は図工科指導法のテキストを目的

として、また、新任から 3 年目の教師を

ターゲットに、図工における有効な実践

と、教師力向上を目的として著述され

た。改訂学習指導要領とも対応させ、カ

リキュラムマネジメント、ICT の活用、

チームとしての学校等を関連させて授

業実践ができるように構成した。 

Ａ５判 全 127 ページ 

編著者：松井典夫 

共著者：松井典夫、森治健太 

本人担当部分： 

「はじめに」（p3） 

「第１章とびら」（pp8-9） 

「第１章−1 授業に役立つ学習指導要領

の読み方」（pp10-11） 

「第１章−2 材料との対話が授業を決め

る」（pp12-13） 

「第１章−3 用具は『創造的な技能』へ

の架け橋」（pp14-15） 

「第 1章-4 題材による柔軟で効果的

な場の設定」（pp16-17） 

「第 1章-5 鑑賞活動と技能の融合」

（pp18-19） 

「第 1章-8 「『安全』は信頼への架

け橋」（pp24-25） 

「第 1章-10 活動過程を評価する」

（pp28-29） 

「第 2章とびら」（pp30-31） 

「第 2章-1 学級開きでクラス旗づく

り」（pp32-33） 

「第 2章-2 けがのない彫刻刀の授業

で一致団結」（pp34-35） 

「第 2章-3 サイレント美術館でルー

ルを守れるクラスに」（pp36-37） 

「第 2章-5 図工の時間のあいさつと

ルールで集中力」（pp40-41） 

「第 2章-6 個を高める指導で自尊感

情の高いクラスに」（pp42-43） 

「第 2章-7 教室に遠足を再現しよ

う」（pp44-45） 

「第 2章-10 全校図工で 1 年生歓迎会

を作ろう」（pp50-51） 

「第 2章-13 6年国語科 『やまな

し』で場面を想像しよう」（pp56-57） 

「第 2章-14 4年算数科 立方体を考

えて作ろう」（pp58-59） 

「第 2章-15 6年理科 月と太陽で宇

宙を作ろう」（pp60-61） 

「第 2章-16 4年社会科 地形図模型

を作って国土の理解」（pp62-63） 

「第 2章-17 6年外国語活動 世界の

名産を調べて作ってギャラリートー

ク」（pp64-65） 

「第 2章-18 5年道徳科 資料に自己

投影絵画」（pp66-67） 

「第 2章-19 地域の人材を生かしてチ

ーム学校」（pp68-69） 

「第 2章-20 地域の伝統文化を図画工

作で」（pp70-71） 

「第 2章-21 異学年交流で共同制作」

（pp72-73） 

「第 2章-22 教師の専門性を生かして

チーム図工」（pp74-75） 



    

「第 2章-24 小中と美術館連携でアー

トカフェを開こう」（pp78-79） 

「第 2章-25 災害時のメンタルケア 

アートプロジェクトの実践」（pp80-

81） 

「第 2章-26 校内の安全標識を作ろ

う」（pp82-83） 

「第 2章-27 看板で防犯対策」

（pp84-85） 

「第 2章-28 立体安全マップを作ろ

う」（pp86-87）  

「第 2章−29 災害の教訓を絵本で伝え

よう」（pp88-89） 

「第 2章−30 『安全かるた』で知識と

意識を高めよう」（pp90-91） 

「第 2章−37 ブラックライトと蛍光塗

料でルミナリエ」（pp104-105） 

「第 2章−38 アルミ板でミラーワール

ド」（pp106-107） 

「第 2章−39 技能を集結して食品サン

プルづくり」（pp108-109） 

「第 2章−40 紙テープの変身」

（pp110-111） 

「第 2章−41 砂でサンドアート」

（pp112-113） 

「第 2章−42 名画が「わたしだけの名

画」に」（pp114-115） 

「第 3章 とびら」（pp116-117） 

「第 3章−1 ワークシートは『夢への

扉』」（pp118-119） 

「第 3章−3 即時評価と情報共有の画用

紙」（pp122-123） 

「第 3章−4 身の回りのグッズの『第２

利用』」（pp124-125） 

「第 3章−5 『想いの履歴』で児童把握

と適切なアドバイス」（pp126-127） 
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（学術論文）     

1.「大阪教育大学附属池田

小学校『安全科』のカリキ

ュラムに関する一考察 −

『安全安心様相図』を用い

て–」  

Human education and The 

dynamic of Art 

－ Art experience and 

education at schools －   

（査読論文） 

 

 

単著 
平成 26年 3

月 

大阪教育大学大学院 

学校教育専攻 教育

学コース 修士論文 

大阪教育大学附属池田小学校におい
ては、「安全科」を設置し、安全教育の研
究と推進に努めてきた。しかしながら、
その系統的な安全教育も十分ではない
点がある。特に附小「安全科」において
は、カリキュラムを作成する際に、１つ
の授業をどの学年に配当するかは、実証
的な根拠が十分あってのことではなか
ったことが挙げられる。そこで本研究に
おいては、児童の安全に対するレリバン
スRelevance（知識・技能・行動・情緒面
における妥当性）を検証し、そのことで
児童の学年を考慮した系統的な安全教
育カリキュラム編成に関して考察した。 
 



2.「人間教育と美術の力－
美術体験と学校教育－ 
Human education and The
 dynamic of Art 
－Art experience and ed
ucation at schools －」
   （査読論文） 
 

単著 
平成 26年 4

月 

人間教育学会誌 
「人間教育学研究」 
創刊号ｐｐ８９－９
５ 

 

図画工作・美術教育において、学習指
導要領などに随所に現れる「自由」「創
造的」「個性的」「喜び」という用語か
ら教科としての特性と課題が見える。そ
れらの用語は，図画工作・美術の他教科
にはない特性を表すと同時に，捉えよう
によると教科としての「ゆるみ」に繋が
りかねない。そこで本稿では、図画工作・
美術教育の課題を歴史的背景から紐解
くと同時に、図画工作・美術科が持つ教
科としての特性を、鑑賞教育を中心とし
た特徴的な実践から論じた。 
 

3.「小学校美術教育の方法
と技術に関する実践研究
Ⅰ ～ＩＣＴを活用した
絵画教育の可能性～ 
Practical Research of 
Methods and  
Techniques of 
Elementary School Art   
Education –Possibility 
of Painting Education 
Using ICT-」 
 

単著 

 

平成 26年 9

月 

奈良学園大学研究紀
要 
第１集  
ｐｐ１０９－１１５ 
 

戦後の美術教育史の中で、絵画教育が敬
遠され、衰退してきた感は否めない。そ
の理由として、絵画教育は、「上手」「下
手」と2局的に、即時的に、そして結果的
に評価されるため、授業者にとっても児
童にとっても、それぞれの理由で積極的
に取り組む関心・意欲・態度を逸してき
たのだと考えられる。 
そこで本稿では、新たな絵画教育の方法
として、ＩＣＴ機器を活用した動画によ
る鑑賞活動を取り入れた授業実践を紹
介し、その授業の方法から、新たな絵画
教育の方法や、美術教育の価値について
論じた。 
 

4.「小学校美術教育の方法
と技術に関する実践研究
Ⅱ －小中連携教育の意
義と課題－ 
Practical Research of M
ethods and Techniques o
f Elementary School Art
 Education 
― Significance and Pr
oblems of elementary an
d junior high education
 cooperation ―」 
（査読論文） 

 

単著 

平成 26年 12

月 

 

人間教育学会誌 
「人間教育学研究」 
第２号 
ｐｐ１２１－１２９ 

 

小学校と中学校の義務教育期におけ
る教育の役割は、人間教育の観点での土
台を築くものである。その重要性から、
学校教育活動は小学校と中学校の連携
を念頭に置き、共に理解し、共に手を携
えた教育を実践する試みが多くなされ
ている。 
 本稿においては、大阪教育大学附属池
田地区合同研究会における具体的な取
り組みから、小中連携の課題と意義につ
いて考察した。 
 
 

5.「学校安全・安全教

育」 
単著 

平成 27年 1

月 

平成２４年度～平成
２６年度科学研究費
補助金（基盤研究(Ｂ)
課題番号24330254「い
のちの教育カリキュ
ラムモデルの開発的
研究」研究成果報告書
「いのちの教育カリ
キュラムモデルの開
発と実践」 
ＰＰ７７－９５ 
 

本稿は、平成２４年度～平成２６年度
科学研究費補助金「いのちの教育カリキ
ュラムモデルの開発的研究」の研究成果
報告書「いのちの教育－カリキュラムモ
デルの開発と実践－」の中の、第４章 
学校安全・防災部会の報告、第１節学校
安全（PP77-81）と第２節安全教育（PP8
2-95）の部分を単著したものである。主
に大阪教育大学附属池田小学校におけ
る学校安全の取り組みや、「安全科」に
おいて取り組んだ安全教育の方法と実
践内容について述べた。 
 

6.「児童の発達段階を考慮

した安全教育プログラム

の開発に関する研究 －

「児童の安全意識尺度

（SASC）」の開発に関する

基礎的研究－ 

A study on the 

development of safety 

education program in 

consideration of the 

developmental stage of 

the children 

-Basic research on the 

development of “Safety 

Awareness Scale of 

Children (SASC)”-」（査読

論文） 

 

単著 
平成 27年 12

月 

人間教育学会 

「人間教育学研究」 

第３号 

ｐｐ９７－１０６ 

 

本研究においては、より汎用性の高い

安全教育プログラムの開発を念頭に、児

童の発達段階を考慮した安全教育プロ

グラムの開発に関する研究における、

「児童の安全意識尺度（SASC）」の開発に

関する基礎的研究を行うことを目的と

した。調査結果を質問内容に着目した考

察と、授業時の児童の様子に着目した考

察を行った。その結果、本研究で取り上

げた実践例である「知らない人にはつい

ていってはいけません」という教えを題

材とした安全教育内容は、低学年が最も

その妥当性が高いと見なすことが可能

となった。 

 



7.「学校安全の課題と展望

に関する一論考 ～教訓

と教材と教師について～」 

単著 
平成 28年 2

月 

大阪教育大学附属池田小

学校研究紀要・雑誌 

「とごころ」 

pp。56-60 

 

平成２７年７月に、奈良県香芝市で小

学校６年の女児が誘拐された事件は世

間を震撼させた。2004年の奈良小１女

児殺害事件や 2014年に発生した神戸女

児遺体遺棄事件、2015年の和歌山小５

殺害事件など、これらの連れ去り事件

では、未来のある小学生の児童が命を

失うという、最悪の結末を迎えてい

る。防犯に関して、具体的な事件を想

起しながら、教訓と教材と教師、とい

う３つの視点で記述した。 

8.「事件 ・事故・災害時に
おける学校対応と児童の
安全・安心に関する研究 
A Study of school`s res
ponse to incidents ,acc
idents , disasters , an
d safety  and security 
of children.」 
（査読論文） 

 

共著 
平成 29年 12

月 

奈良学園大学人間教
育学研究会 
「人間教育研究」 
第1号（創刊号） 
PP.55－71 
 

これまで、児童生徒が被害に遭った事
件・事故・災害において、その犯罪機会
や動機、あるいは自己の発生原因や災害
による被災状況については多く語られ、
研究されてきた。本研究では、それら事
件・事故・災害において、学校はどのよ
うに対応し、その対応は適切だったのか
について、過去の事例研究をもとに論考
した。 
著者／松井典夫・古田浩大・竹中遙一郎・
中本将馬・池上紗耶・森高千晶・戸川理
夏 
 本人(松井)は、本研究の企画、構成、
授業実践、論文執筆を担当した。 
 

9.「被災地小学校での絵画
によるケアの実践 
－熊本地震復興アートプ
ロジェクトの児童と教師
たち－ 
Practice of care by pai
nting at elementary sch
ool in disaster area 
－Kumamoto earthquake r
econstruction art proje
ct and children and tea
chers –」 
 

単著 
平成 30年 3

月 

奈良学園大学紀要 
第８集 
PP.87-95 
 

本研究は、災害時における学校、教師、
児童生徒に関連して２つの課題を見出
した。一つは、災害時における「教師」
を主体として見たとき、その多忙感を超
えた使命感で避難所を運営する教師の
姿は当たり前なのではないという認識
の必要性である。もう1点は、防災教育の
ありかたとして、それは次に来たる災害
への準備、対応のための教育という意義
は認められるものの、その視点を災害後
の心のケアに着目した教育に置き、その
方法を構築していく必要性があるとい
うことである。 
 これら課題の着眼から、本研究では熊
本地震において、学校再開直後に実践さ
れた復興アートプロジェクトに注目し
た。そして、「心の復興」を目的とする
教育活動の有効性を、児童、教師、教材
の３つの視点から検証した。 
 
 

10.「教師教育の視座にお

ける国際理解教育の必要

性への考察 －教職志望

学生の開発途上国研修に

おけるテキストマイニン

グから－ 

A study on the necessity 

of international 

understanding education 

in the viewpoint of 

teacher education. 

-From text mining in 

developing country 

training for teacher 

aspiring students-」 

 

単著 
平成 30年 9

月 

奈良学園大学紀要 
第９集 
PP.137-146 
 

近年我が国において、日系人を含む外国
人の滞日が増加している。それに伴い、
ニューカマーの児童生徒への教育や対
応、社会的問題として、経済的危機（貧
困）、学校不適応、母国への郷愁、それら
が複合的に混在した結果によるいじめ
等など、多くの問題が指摘されている。
本研究では、それらニューカマーへの教
育をはじめ、国際理解は教師にとって重
要な資質能力であるにもかかわらず、教
師教育の視座において、その認識や対応
が進んでいないことを課題とした。ター
ゲットとした開発途上国研修は、教職志
望学生の国際理解を進め、有効であるこ
とは明確となったが、グローバルパース
ペクティブや教員の資質能力向上に関
しては、さらなる研究が必要であること
が示唆された。 

 



11.「災害時における教師

の職業的役割 －「使命

感」と「多忙感」に着目し

て－ 

Occupational role of 

teacher in case of 

disaster  

-Focusing on “sense of 

mission” and “busy 

feeling”-」 

（査読論文） 

 

共著 
平成 30年 9

月 

日本教師学学会誌 
「教師学研究」 
第 21巻 第 2号 
PP.13－21 
 

本研究では，災害時において，その教師
の「職業的使命感」は統制の効かない状
況における「多忙感」を凌駕するのでは
ないかという仮説を立てた。そこで熊本
地震において被災した学校に勤務する
教員，非災害地域として，民間主催の研
究会に参加した小学校教員，及び関西圏
の小学校教員との比較アンケート調査
と熊本群の小学校教師６名に非構造化
インタビューを実施した。その結果，使
命感に関しては，被災の有無にかかわら
ず高い使命感を有している反面，被災を
経験した教員において，多忙感や内的統
制感の高さが，自らの存在価値や意欲の
高まりにつながっていない実態が明ら
かになった。 
著者／松井典夫・岡村季光 
 本人(松井)は、本研究の企画、構成、
調査、論文執筆を担当した。 
論文については、１．本研究の背景 ４．
まとめと考察を担当した。 
 

12.「教職志望学生が危機

管理意識の国際的な相違

を認識することの有効性

に関する考察 

－『学校安全』における留

学生と日本人学生の学び

の比較から－」 

 

単著 
平成 31年 3

月 

奈良学園大学紀要 
第１０集 
pp.113－122 
 

本研究では、北海道地震における訪日

外国人が直面した課題がこれからの時

代において看過できない課題であり、

また、昨今の学校教育における外国籍

児童生徒の増加に伴い、これから教職

を志す学生が「何を学ぶのか」という

視点に立ったとき、諸外国の危機管理

意識やその方法について学ぶことの必

要性について考察した。「学校安全」の

授業における中国人留学生と日本人学

生の学びについて比較検討した。テキ

ストマイニングによって分析を行った

結果、危機管理において「命」という

ものに最大の重きを置き、「人の命も大

切であり、できれば救いたい」という

感覚においても中国人留学生と日本人

学生は同様の質を示すことが示唆され

た。 

13.「教員による「語り継

ぎ」のジレンマに関する

研究－事件・事故・災害

の未体験教員と『環状

島』をモデルとして－」 

単著 
令和 1年 9

月 

奈良学園大学紀要 
第１１集 
pp.135－142 
 

本研究では、被災体験のない、あるい

は学校教育現場に関連した事件につい

て、「事件を知らない」教員が「語り継

ぎ」の責務を負った時、そのジレンマ

について明らかにすることを目的とし

てきた。その中で、「語り継ぎ」のジレ

ンマは、環状島（宮地,2007）のポイン

トとインタビューによって明らかにな

った。また、それぞれのモデルがその

ジレンマを乗り越えるきっかけとし

て、立場の変化や他者からの評価が強

く働いたことがわかった。 

14.「教職志望学生の『学校

安全』に関する体験的学修

の有効性」 

 

単著 
令和 2年１

月 

全国私立大学教職課
程協会 「教師教育研
究」 
第３２号 
pp.63－74 

 

本研究では、教員の資質能力としての学
校安全の必要性の認識と実行力は、教員
になる前の段階、教職志望学生の学修の
中で育まれることが有効なのではない
かという仮説を立てた。そのような中、
2017年、教職課程コアカリキュラムにお
いて、「学校安全への対応」が必修項目と
された。これまでの課題の経緯を踏ま
え、教職志望学生がいかに「学校安全」
を学び、それが教職への資質能力へとど
のように結びつけることができるのか、
計画と実践、評価と検証が必要になって
くる。 
 本研究においては、教職志望学生が学
校安全を学ぶひとつのモデルとして、体
験的学修が、教員の資質能力としての学
校安全への意識にどのように結びつく
のか、実践と学生の反応から検証した。 
 

 



15.「学校教育における事

件・災害の伝承に関する

一考察 －非体験教員に

よる伝承の実態－」 

単著 

 

令和 2年 4

月 

大阪教育大学学校危

機メンタルサポート

センター「学校危機と

メンタルケア」第12巻 
pp.1-13 

本研究は、「非体験教員」による事件・災
害の伝承に着目した。学校教育現場にお
いて、あるいは就学児童が命を失った災
害や事件について、その当該校は教訓の
伝承、あるいは再発防止の責務を否応な
く背負ってきた経過がある。しかし、そ
の事件や災害からの時間の経過は、「体
験」教員の減少、あるいは不在により「非
体験」教員へと伝承の責務は移行してい
く。その中では少なからず、「体験してい
ないのに何が語れるのか」「体験者と同
じ温度や強さで語れない」というジレン
マの存在がある。 
そこで本研究では、伝承の責務を担う事
件・災害の「非体験」教員を対象にイン
タビューを実施し、環状島をモデルとし
て検証を試みた。そこでは、「非体験教
員」が伝承する上で、「伝承のジレンマ」
「非体験教員が感じる壁」「伝承してい
く上での温度差」の存在が示唆される結
果が得られた。 
 

16.「総合学習における地
域教材の目的・課題の質的
検討 
A qualitative 
examination of the 
purpose and problem of 
teaching materials with 
a regional theme in 
integrated learning」 
 

単著 
令和 2年 7

月 

人間教育 第 3 巻第 7
号 pp.137-146 
 

総合学習における学習課題として、地域
教材は重要な意味を持つことは周知で
あろう。しかし、地域教材から「何を」
学ぶのか、という総合学習の目的、ある
いは成立要件の要素として、19本のリポ
ートから課題を見出した。本研究では、
総合学習における地域教材に込められ
たふるさとへの愛着や誇りが、子供たち
の資質・能力をどのように形成するのか
という、地域教材のレリバンスを質的に
検討することを目的とした。 
 

17.「総合的な学習の時間
における 
『探究型防犯学習』のカリ
キュラム研究 
Curriculum research of 
“inquiry-type crime 
prevention leaning” in 
the Integrated Studies」 
 

単著 
令和 2年 9

月 
人間教育 第 3 巻第 9
号 pp.185-192 

本研究では、「子供の視点（必要性）を出
発点とした探究型防犯学習」のカリキュ
ラムデザインについて提案することを
目的とする。探究的な学習が実現される
要素として、「課題設定」の段階が重要で
あるということであった。体験的な学習
や、情報収集し、分析したことを表現す
る総合学習は、これまでも多様な実践が
試みられ、成果を上げてきた。しかし本
研究からは、探究的な学習のカリキュラ
ムが、改めて学習者から見出されること
の重要性が示唆されたのである。 
 

18.「カリキュラム・ポリテ
ィクスの視座における 
『社会に開かれた教育課
程』の論考 
From the perspective of 
Curriculum Politics 
Discussion of 
"Curriculum open to 
society"」 
 

単著 
令和 2年 10

月 

人間教育 第 3巻 
第 10号 pp.241-247 
 

本研究は、カリキュラムをポリティカル
な視座で解釈しつつ、「社会に開かれた
教育課程」について論考した。子供たち
が出会う学び（カリキュラム）とは、一
人ひとりの子供が主体となって社会で、
世界で生きていく資質・能力を身につけ
るものであり、その学びの内容、プロセ
スの総体がカリキュラムであるという
視点を明確にすることを目的としてき
た。カリキュラムとは、子供の生きる意
味という視点で哲学的な生や死の意味
をも含むものであり、社会的要請にこた
えるためのものではないということを
論じた。 
 



19.「カリキュラム・マネジ
メントの今日的課題と成
立要件の考察 
−M. Skilbeck の SBCD 理論
を基点に− 
Consideration of today's 
issues and requirements 
for curriculum 
management 
 - Based on SBCD theory 
by M. Skilbeck -」 
 

単著 
令和 3年 2

月 
人間教育 第 4巻 
第 2号 pp.15-21 

本研究は、M.スキルベックによる SBCD理
論を基点に、カリキュラム・マネジメン
トの今日的課題について言及し、その成
立要件について考察することを目的と
する。本研究ではその課題設定として、
カリキュラム・マネジメントの主体は学
校（教師）であることの認識はどれほど
なされているのか、という課題意識が発
端となっている。そこで本研究では、ス
キルベックの SBCD 理論、2017・2018 年
改訂学習指導要領、その改訂の経過で発
せられた論点整理をつぶさに比較、分析
することによって、カリキュラム・マネ
ジメントの成立要件について考察した。 
 

20.PISA と総合的な学習の
時間を起点としたカリキ
ュラム観の論考 
Study of the curriculum 
interpretation as 
starting from PISA and 
integrated leaning  
 

単著 
令和 3年 12

月 

奈良学園大学紀要 
第 14集 
pp.149-156 
 

第 1 回目の PISA が、2000 年の春、世界
で 32カ国、265000 人の 15 歳生徒が調査
に参加した。日本では高校 1年生の抽出
された生徒、約 5100人が参加した。この
世界で初めての試みの結果、学力が「測
られ」、思い込みで通用してきた各国の
教育におけるアセスメントが覆される
ことになった。本研究では、カリキュラ
ムは子供のための「地図」なのか、ナシ
ョナル・カリキュラムとしての「地図」
なのか論考し、明確にしていくことを試
みた。 
 

21.学校安全・避難訓練と
生徒指導 
–避難訓練のマンネリズム
と児童の意識変容に関す
る実証検証– 

単著 
令和 4年 2

月 

特別活動と積極的な
生徒指導 –社会の形
成者としての資質を
涵養する特別活動– 
 
平成 30 年〜令和 3 年
度科学研究費補助金
（基盤研究 C）報告書 

学校の安全、とりわけ児童生徒の安全に
関する取り組みついては、「その時何が
あったか」ということに大きく依拠して
いると松井（2017）は指摘している。あ
るいは時間の経過による意識の風化作
用や、被災地、あるいは被害にあった地
域、学校とその他との「温度差」に関す
る課題もある。そこで本研究では、小中
学校における避難訓練に関連する実践
について振り返り、「児童生徒の意識変
容」について検証し、効果的な避難訓練
カリキュラムについて考察することを
目的とした。 

22. 学校危機の定義、継
続、変化に関する考察 
〜石巻市立大川小学校津
波事故と大阪教育大学附
属池田小学校事件を事例
に〜 

単著 
令和 4年 7

月 

人間教育 第５巻 
第１号 pp.1-11 

本研究は、学校管理下における危機マネ
ジメント（危機管理と呼ばれるものやそ
の対応を含めた意味で）の研究の序章と
して、「学校危機」という概念について、
附属池田小学校事件と大川小学校津波
事故の 2 つの事例から考察し、「学校危
機」の概念について定義することを目的
とした。そこで大川小学校津波事故と附
属池田小学校事件という二つの事例か
ら、危機は継続すること、そして継続の
過程でターニングポイントが訪れ、その
選択的な対応が危機の継続性や強度に
影響を及ぼすことがわかった。 

23.「ポスト・コロナのカリ
キュラム論考 〜学校行
事の変更・縮小と不登校問
題を起点に〜」 

単著 
令和 5年 3

月 

奈良学園大学紀要 
第 15集 
pp.165-173 
 

本研究は、コロナ禍における学校休業以
降において生じたカリキュラムにおけ
る課題（脆弱性 fragile）を明らかにし、
ポストコロナ（Post-Corona）のカリキュ
ラムイノベーションの可能性について
論考することを目的とした。その結果、
コロナ禍において、教師は必然的にカリ
キュラム・デベロッパーとなり、とくに
特別活動の領域で学校行事を変更・縮小
するなどし、それは単なる変更・縮小で
はなく、そこに児童生徒にとってより良
い学習体験となるよう、工夫してカリキ
ュラム・マネジメントを実践したことが
わかった。 



(教育誌等) 

 
    

1.「美術における『鑑賞

教育』のあり方 ～小学

校図画工作に焦点を当て

て～」 

単著 
平成 25年 2

月 

「教育PRO」 第45巻 
第17号 通巻1716号、E
RP、pp.6-10 
 

本稿では、小学校図画工作科における鑑
賞教育のあり方について再考し、提案し
た。児童が新たな課題や素材に出会った
時、そこから何を生み出そうとしている
かという、「個の認識」の萌芽が見られ
る。それはまだ、イメージが具象化して
いない段階であり、自由闊達なものであ
る。そして造形表現活動を始めた時、そ
のイメージは次第に具象化し、題材の具
現化が始まる。この時、「個の認識」はい
ったん完結したように感じられるが、そ
れは自己中心的なものであり、高次の自
己認識とは言い難い。そこで鑑賞活動を
取り入れることの有効性について述べ
た。 
 

2.「これからの学校安全

について考える ～第 1

回 事件の教訓から学校

安全の実態を見る～」 

単著 
平成 27年 8

月 

「教育PRO」第45巻 第
17号 通巻1786号、ER
P、pp.26-27 
 

 

例えば、児童が何者かに連れ去られそう
になったとき、大声を出した（いかの
「お」すし）結果、その大声を最悪の方
法で犯人が止めようとする場面を想像
する。だが、「大声を出す」と教えたのは、
現在の学校での安全教育の王道なので
ある。その教えを頑なに守ろうとした結
果、不安全を招く可能性があることを認
識しなければならない。ここでは、岡山
県での安全教育実践を例に挙げ、安全標
語に頼らない、「有効な」安全教育につい
て述べた。 
 

3. 「これからの学校安全

について考える ～第２

回 子どもの命を守る

『有効な』安全教育とは

～」 

単著 
平成 27年 8

月 

「教育PRO」第45巻 第
18号 通巻1787号、ER
P、pp.26-27 
 
 

警察庁のまとめによると、子供の連れ去
り（略取・誘拐）事件のうち、発生時間
帯として最も多かったのが、午後４時か
ら午後6時の時間帯とされている。この
時間帯は、言わば下校時間帯にあたる。
奈良小１女児殺害事件以降、この時間帯
は「魔の時間帯」とされ、子供たちの安
全を守ろうと、地域住民による見守り隊
など、児童の下校を見守る大人の姿が多
く見られるようになった。地域住民が努
力しても、なぜ犯罪は減らないのか。事
件の教訓を視点に学校安全の実態につ
いて述べた。 
 

4.「これからの学校安全

について考える ～第３

回 学校安全と教訓～」 

単著 
平成 27年 9

月 

「教育PRO」第45巻 第
20号 通巻1789号、ER
P、pp.26-27 
 
 

2001年6月に発生し、世間を震撼させた
大阪教育大学附属池田小学校児童殺傷
事件では、「学校安全神話の崩壊」と言わ
れた。しかし、学校がなぜ安全だと思い
込まれていたのだろう。その思い込み
が、８名の児童の大切な命を失う結果と
なったのである。今もなお、学校安全に
対する思い込みはないだろうか。本稿で
は、「これまでの」学校安全に対する思い
込みを検証し、考え直し、認識を改めて
いく必要性を述べてきた。最終回となる
本稿では、学校安全を支える教訓につい
て述べた。 
 

5.「教育実習の課題と展

望 第 1回 教育実習の

意義～その必要性と質

～」 

単著 
平成 27年 12

月 

「教育PRO」第45巻 第
28号 通巻1797号、ER
P、pp.14-15 
 

教師たちは今、対応すべき問題や課題は
多様化し増大している。大切なことは、
「では、この流れゆく社会の中で求めら
れる教師像に対応する資質・能力を、教
員養成系大学や学校現場で、どのように
育むのか」という現実的に必要な視点で
ある。本稿ではその中でも特に、教員に
なる上で必修である教育実習について、
そのあり方や価値、抱える課題について
論考し、教育実習のこれからの展望を捉
えていくことを目的として記述した。 
 



6.「教育実習の課題と展

望 第２回 教育実習の

実態～実施する大学と受

け入れる学校～」 

単著 
平成 28年 1

月 

「教育PRO」第46巻 第
1号 通巻1798号、ER
P、pp.26-27 

 

いわゆる母校実習については、“大学側
の対応や評価の客観性の確保等の点で
課題も指摘されることから、できるだけ
避ける方向で、見直しを行うことが適当
である”とあるように、公立学校にとっ
ては、いつ何時、どのような、どこの学
生を受け入れるのかという点において、
不確定なのである。本稿では、受け入れ
る学校側の実態について記述した。 
 

7.「教育実習の課題と展

望 第３回 教育実習の

役割～教職の道標～」 

単著 
平成 28年 1

月 

「教育PRO」第46巻 第
2号 通巻1799号、ER
P、pp.24-25 
 

教育実習の前、大学における 3回生にな
るまでのカリキュラムの中で、介護等体
験や学校支援ボランティアなど、教育と
いう社会の一部に経験はあっても、そこ
にある「子どもたちに対する責任」の荷
重はさほど大きくはない。しかし、教育
実習は違う。おのずと「子どもたちに対
する責任」の荷重は大きくなる。教育実
習生は「学生」でありながら「先生」で
あるという、重層的立場（ Student 
Teacher）を持つことになる。本稿では、
教育実習生そのものに焦点をあて、教育
実習現場での実際の学びと、その学びの
有用性や効果について論考した。 

8.「教育実習の課題と展

望 第４回 これからの

教育実習～質と夢の保証

～」 

単著 
平成 28年 2

月 

「教育PRO」第46巻 第
4号 通巻1801号、ER
P、pp.16-17 

 

平成２７年１月に文部科学省から発信
された「高大接続改革実行プラン」は、
センター試験の廃止や記述式試験の導
入などがセンセーショナルにクローズ
アップされた。高大接続改革とは、高等
学校教育、大学教育、大学入学者選抜の
三者一体的改革であるという捉え方を
するべきである。それは、高校での「学
力の3要素」の育成と、それを受けた大学
教育の質的変換、そして、高大の接続を
担う大学入試制度が三位一体となった
改革である。この構造を、教員養成に関
わる一連の過程の中に求めるという視
点で記述した。 
 

9. 「これからの教員養成
における質的転換」 
第１回 教師の資質能力
の変化と転換 
 

単著 
平成 28年 8

月 

「教育PRO」第46巻  
第18号 通巻1815号、
ERP、pp.12-13 
 

社会の進歩や変化のスピードは、体感で
きるほど早まっている感がある中で、教
育の世界においてもその時流は確かに
訪れてはいる。 しかしその一方で、教
育そのものを担う教師の存在（意義）や
資質能力、また、それらの礎となる教員
養成の変化と進歩に大きな胎動は見ら
れない。そこで本稿では、社会の変化や
進歩に対応する教員養成の質的転換に
ついて、教師の資質能力、教育実習、教
員採用をキーワードにして論考した。 
 

10.「これからの教員養成
における質的転換」 
第２回 教員の「多忙感」
と教職の実像 

 

 

単著 
平成 28年 9

月 

「教育PRO」第46巻 第
20号 通巻1817号、ER
P、pp.14-15 
 

 

次期指導要領案によると、小学校では英
語教育の強化により、年間140時間の授
業時数が増加する。また、プログラミン
グ教育の導入など、その改定は、平成10
年度改定のゆとり教育前への「回復」で
あると謳われている。このことから推測
されるのは、教員の「多忙感」の増大で
ある。第２回目となる本稿では、教員の
「多忙感」に注目し、これからの教員養
成について論考した。 
 

11.「これからの教員養成
における質的転換」 
第３回 揺るぎない「教職
の体幹」とは 

 

単著 
平成 28年 9

月 

「教育PRO」第46巻 第
21号 通巻1818号、ER
P、pp.16-17 
 

 

教員に求められる資質能力に関しては、
これまでに幾度も答申等で整理されて
きた。しかしながら、答申における「教
員の資質能力」観から見て取れるのは、
時代や社会の要請に応じて、その資質能
力や教師像を変容させようとしながら、
揺れ動いている様子である。第3回目と
なる本稿では、教員の資質能力について
整理することによって、揺るぎない「教
職の体幹」について論じた。 
 



12.「これからの教員養成
における質的転換」 
第４回 「教職の体幹」を
育成するカリキュラムデ
ザイン 
 

単著 
平成 28年 10

月 

「教育PRO」第46巻 第
22号 通巻1819号、ER
P、pp.16-17 
 
 

大切なのは、その教師は何を持っている
のか、それはどのようにして身につけた
のかという点である。それは先天的なも
のや外見なのではなく、後天的に養成さ
れるべきものである。本稿では、「子ども
に好かれる資質」を後天的に養成するカ
リキュラムデザインについて論考した。 
 

13.『災害時における教師
たちのノブレス・オブリー
ジュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第1回 震災をめぐる教師
の「使命感」と「多忙感」
への着目 

 

単著 
平成 29年 6

月 

「教育PRO」第47巻  
第14号 通巻1839号、
ERP、 
pp.２８－２９ 
 
 

災害時はまさしく、自己のコントロール
（統制）が効かない特殊な状況下といえ
る。本研究では、災害時において、教師
の「職業的使命感」は統制の効かない状
況における「多忙感」を凌駕するのでは
ないかという仮説を立てた。そして、熊
本地震において教員が果たした役割を
モデルとし、災害時における教師の“ノ
ブレス・オブリージュ”の実態を明らか
にすることを目的とした。 
 

14.『災害時における教師
たちのノブレス・オブリー
ジュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第２回 「災害支援者」と
しての教師の役割 

 

単著 
平成 29年 7

月 

「教育PRO」第47巻  
第15号 通巻1840号、
ERP、 
pp.６－７ 
 

「災害対策基本法」は、東日本大震災後、
2回の改正を繰り返した。2013年6月の改
正における「被災者保護対策の改善」で、
「緊急避難場所」と「避難所」が明確に
区別されることとなった。避難所となっ
た学校において、教師たちは「役割分担
が決められていない」状況の中、「災害時
に救援する職業」として、目の前の災害
に救援する役割を担うことになる。災害
時の救援対策訓練を受けた「職業的災害
救援者」ではなく、教師としての「使命
感」で救援に従事する教師の実態につい
て述べた。 
 

15.『災害時における教師
たちのノブレス・オブリー
ジュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第３回 災害時における
教師の職業的有能性 
 

単著 
平成 29年 7

月 

「教育PRO」第47巻  
第16号 通巻1841号、
ERP、 
pp.１０－１１ 
 

本稿は、熊本地震で主体的に避難所を運
営した一人の教師をモデルに、教師の災
害時における職能について論考した。教
師の使命感からくる災害時の職業的有
能性を、明確な災害支援対策として位置
づけ、分担し、だからこそ教師は災害支
援者なのであるという認識を明確にし
ていくことは、今後における災害時の有
効な避難所運営の模索においても、ある
いは教師の、災害時における職業的役割
の明確化においても、必要となる。 
 

16.『災害時における教師
たちのノブレス・オブリー
ジュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第５回 避難訓練に対す
る被災地からのメッセー
ジ 

 

単著 
平成 29年 8

月 

「教育PRO」第47巻  
第18号 通巻1843号、
ERP、 
pp.１０－１１ 
 
 

熊本市内の南部に位置する熊本市立小
学校で、管理職に取材を行った結果、被
災地における子どもの様子や学校運営
上の実情から、避難訓練の在り方に対す
る重要な示唆を得ることができた。避難
訓練の在りようについて再考し、再確認
することの必要性を示唆する、まさしく
被災地からの大切なメッセージについ
て論述した。 

17.『災害時における教師
たちのノブレス・オブリー
ジュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第６回 福島県の「今」が
伝える、地域における学校
の価値 
 

単著 
平成 29年 9

月 

「教育PRO」第47巻  
第20号 通巻1845号、
ERP、 
pp.８－９ 
 
 

2011年3月11日に発生した東日本大震災
では、地震による津波災害という、2次的
な災害によって大きな被害を被った。そ
の中、地震動と津波による3次的災害が
発生した。それが福島第一原子力発電所
事故である。本稿では、原発事故から6年
半経った福島県において、避難指示が解
除されて再開した学校に着目し、学校が
地域に果たす役割について記述した。 
 

18.『災害時における教師
たちのノブレス・オブリー
ジュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第７回 子どもたちのい
のちを守るのは「だれ」な
のか 

 

単著 
平成 29年 9

月 

「教育PRO」第47巻  
第21号 通巻1846号、
ERP、 
pp.１２－１３ 
 
 

災害に関して、その被災地域を世界に目
を向けたとき、被災者数などその被害の
大きさに関心が向けられるが、それらは
どのように教訓とされ、発信されてきた
のか。そこから見えてくるものの価値は
大きい。本稿では、ベトナム社会主義共
和国において、災害や事件などに対し
て、子どもを「保護」する親の姿勢を、
日本の近年の実態と比較した。 
 



19.『災害時における教師
たちのノブレス・オブリー
ジュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第９回 教訓を生かした
避難所開設・運営に 

 

単著 
平成 29年 10

月 

「教育PRO」第47巻  
第23号 通巻1848号、
ERP、 
pp.８－９ 
 
 

災害時における避難所を運営する主体
に目を向けたとき、「避難所運営ガイド
ライン」には、教員、あるいは教職員が
割当てられている役割は見当たらない。
現実には、学校が避難所となる場合、そ
こを開錠して避難所を開設し、初動段階
で被災者を受け入れ、運営を進めるのは
教師であることが予想される。本稿で
は、避難所開設、運営時における教師の
役割について述べた。 
 

20.『災害時における教師
たちのノブレス・オブリー
ジュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第１０回 災害に関する
教師へのインタビューか
ら見えてきた課題 
 

単著 
平成 29年 11

月 

「教育PRO」第47巻  
第24号 通巻1849号、
ERP、 
pp.８－９ 

本研究では各小中学校の管理職を対象
としてインタビューを行ってきた。それ
らは非構造化インタビューであり、明確
な問いに対して明確な回答を求めてき
たのではなく、筆者らが震災のことを、
そしてそこに関わる教師たちの内面的
なものを知りたかったというのが率直
なところである。本稿では、その後に実
施した半構造化インタビューの結果を
考察し、災害に関連して、教員にかかっ
ている過重なストレスについて検討し
た。 

     

（その他）（学会発表）     

1.「安全教育カリキュラム
のレリバンスに関する研
究～大阪教育大学附属池
田小学校『安全科』の実践
から～」 
 

単 
平成 25年 9

月 

第６回アジア地域セ
ーフコミュニティ会
議 
 

本研究においては、大阪教育大学附属
池田小学校「安全科」の実践例をもとに
児童の安全に対するレリバンスを検証
し、発達段階を考慮した安全教育カリキ
ュラムの構築の礎とすることを目的と
した。「安全安心様相図」を用いた調査か
ら、同授業を年代別で実施した結果、年
代による相違が明らかとなった。 
 

 

2.「児童の発達段階と安全
教育内容の妥当性に関す
る実証的研究」 

単 
平成 27年 10

月 

日本安全教育学会 
第16回東京大会（於 
東京女子体育大学） 

本研究の前段階として、「「安全安心様
相図」を用いて児童の安全に対するレリ
バンスRelevance（知識・技能・行動・情
緒面における妥当性）を検証し、発達段
階を考慮した安全教育カリキュラムの
構築の礎とすることを目的とした研究
を行ってきた。本研究においては、より
汎用性の高い安全教育プログラムの開
発を念頭に、「児童の安全意識尺度（SAS
C）」の開発に関する基礎的研究を行い、
SASCの信頼性を高めながら、児童の発達
段階を考慮した安全教育プログラムの
開発に関する研究を行った。 

3.災害時における教員の
職業的役割 
―「使命感」と「多忙

感」」に着目して―』 

単 
平成 29年 3

月 

日本教師学学会 第1
8回大会 
（於 早稲田大学） 
 

現代の学校教育に関連する諸課題に
対する教育現場への期待や責任の増大
に伴い、教員の「多忙化」が指摘されて
いる。その一方で、地震災害時に教師は、
「多忙感」の一要因である残業の多寡に
関わらず、避難所運営に携わるなどの例
がある。 
そこで本研究では、教員の「使命感」

と「多忙感」の相関性について、熊本地
震において教員が果たした役割をモデ
ルとして、教員への意識調査をもとに検
討した。 
 



4.事件の教訓から学ぶ教
師と学校安全 －池田小
学校事件からの発信を視
点として－ 

単 
平成 29年 9

月 

日本教師教育学会 
第２７回奈良大会 
（於、奈良教育大学） 
 

児童が生命を脅かされ、あるいは失う

事件、事故、事案は後を絶たない。そこ

で、過去の事件や災害の教訓は生かされ

ているのかという問いが生じる。またそ

こに付随して、教訓とは何か、教訓を生

かす方法とは何か、教訓を生かすのはだ

れかという問いについて議論を重ね、体

系的に整理し、児童の命に結びつき生か

される教訓にしていくことが急がれる。

そこで本稿では、今一度、池田小学校事

件に立ち戻り、事件が残した教訓と、そ

の後、附池小が発信した学校安全の取り

組みを視点として、とくに教師が、それ

ら教訓をどのように学校安全に生かし

ていくのかについて発表した。 

 

5.災害時における教員の
職業的役割 

単 
平成 29年 9

月 

日本安全教育学会 
第18回岡山大会（於、
岡山大学津島キャン
パス） 
 

教員の「多忙化」が指摘される中、災

害という統制できない状況のとき、その

「多忙」の多寡にかかわらず、教員が避

難所運営に主体的に、あるいはリーダー

シップを発揮して携わるなどの例があ

る。 

本研究では、教員の「使命感」と「多

忙感」に着目し、その関連性につい

て、熊本地震において教員が果たした

役割をモデルとして、教員への意識調

査をもとに検討した 

6.被災地におけるアート
プロジェクトが児童・教師
に及ぼした影響について 
 

単 
平成 30年 3

月 

日本教師学学会 
第１９回大会 
（於、甲南大学平生記
念セミナーハウス） 
 

1995年に発生した阪神・淡路大震災以

降、被災者の心のケアの重要性が広く認

識されるようになった。学校教育におい

ては被災した児童生徒のためのストレ

ス対処法や、災害後の心の傷を予防する

ためのストレスマネジメント教育の必

要性が指摘されており、新たな防災教育

が求められている。本研究は、熊本地震

において被災し、避難所となった小学校

において実践されたアートプロジェク

トの報告から、防災教育の新たな方向性

を見出そうとすることを目的とした。 

 

7.教職志望学生の「学校安
全」に関する体験的学修の
有効性 

単 
平成 30年 9

月 

日本安全教育学会 
第１９回横浜大会 
（於、國學院大學） 
 

教員免許法が改正され、教職課程の授業

の改善や、教職課程全体についてのデザ

インのさらなる検討が、各大学に求めら

れるようになった。教職課程コアカリキ

ュラムにおいては「学校安全」への対応

が求められる。そこで本研究では、教職

志望学生が「学校安全」を体験的に学修

することによる教職への意識の変容、あ

るいは資質能力の形成における有効性

について検討した。 

 

8.教職志望学生の「学校安
全」に関する学修の有効性 
 

単 
平成 31年 3

月 

日本教師学学会 
第２０回大会 
（於、上智大学） 

教職課程コアカリキュラムにおいて、

「学校安全への対応」が必修項目とさ

れた。これまでの課題の経緯を踏ま

え、教職志望学生がいかに「学校安

全」を学び、それが教職への資質能力

へとどのように結びつけることができ

るのか、計画と実践、評価と検証が必

要になってくる。本研究においては、

教職志望学生が学校安全を学ぶひとつ

のモデルとして、体験的学修が教職へ

の意識、資質能力にどのように結びつ

くのか、実践と学生の反応から検証し

た。 



9.教員による「語り継ぎ」
のジレンマと有効性 

単 
令和 1年 9

月 

日本安全教育学会第2
0回山形大会 
（於、山形大学） 

本研究では、被災体験のない、あるいは
学校教育現場に関連した事件について、
「事件を知らない」教員が「語り継ぎ」
の責務を負った時、そのジレンマについ
て明らかにすることを目的とする。ま
た、教員がそのジレンマを乗り越えて行
う「語り継ぎ」は、その対象（児童や他
の教員）にどのような有効性を持つのか
を明らかにすることを目的とした。 

そしてある教員は、聞き取りの中で

「語り継ぎ」のジレンマを乗り越えた

きっかけとして、他者からの「理解」

と「評価」を挙げた。しかし、事件を

対象としたインフォーマントの語りや

環状島のポイントの様相は、熊本地震

のモデルの様相とは違う結果が生じて

いることが示唆された。 

10.事件・災害の未体験教
員による「語り継ぎ」の研
究 

単 
令和 2年 3

月 

日本教師学学会第21
回大会 
（於 関西医科大学） 

阪神・淡路大震災から 25年が経つ。そ

の年月は、災害等の「未体験」教員が

語り継いでいくことを意味する。本研

究では、被災体験のない、あるいは学

校教育現場に関連した事件について、

「事件を知らない」教員が「語り継

ぎ」の責務を負った時、そのジレンマ

について明らかにすることを目的とし

た。本研究のモデルとなった教員は、

そのインタビューの中で一様に、ジレ

ンマを乗り越える「使命感」を表出し

た。 

11.「登下校の見守り調査
による安全対策の限界点
について」 
 

単 
令和 2年 10

月 

日本安全教育学会 
第21回静岡大会（於 
常葉大学静岡草薙キ
ャンパス、オンライン
開催） 

警察庁の統計による分析（平成 25年）

では、全被害件数に占める子供の被害

件数の割合の高い罪種について「24年

中は略取・誘拐が 50.8%（95 件）、強制

わいせつが 14.5%（1054件）、強姦が

6.1%（76件）であった」と報告されて

いる。その後、全体の犯罪件数におけ

る略取・誘拐事件の比率は上昇を続け

る。これらのことから、子供が巻き込

まれる事件の被害について、略取・誘

拐事件、いわゆる連れ去りについて注

視していく必要性を、統計が示唆して

いるといえる。そこで本研究では、

2004年の連れ去り事件を経験した学校

（以下、T小学校）、地域の取り組みを

モデルに、「空白地帯」の存在と、見守

りボランティアの役割、そして安全対

策のあり方について研究することを目

的とした。 

     

     

 

［注］       

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。 

２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。 

３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。 

① 著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。 

② 著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。 

③ 共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。 

④ 最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。 

⑤ 芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、 

特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの 

がある場合もこれに含めてもよい。 



 



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

教 育  研  究  業  績  書 

令和 5 年 3月 3 1 日

   氏名 森 一弘 

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

体育科教育の実践に関する実務 

総合的な学習の指導法に関する実務 
体育科指導法・自主的な学び・総合的な学習 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 
⑴ アクションリサーチを活用した授業の改善
・単元における課題の持たせ方
・子どもの聞き合う場づくり
・子どもと子どもの関係性
・子どもと教師の関係性
・子どもの理解度と授業の有効性

⑵ 社会性を育む体育の授業づくり
・チームプレイが重要だという認識の持たせ方
・チームが勝つための自分の役割に気付かす

⑶ フラッグフットボールの教育的価値について授
業実践からの検討

平成 20 年 4月～ 
令和 3年 3月 

平成 20 年 4月～ 
令和 3年 3月 

平成 27 年 4月〜 
令和 3年 3月 

○授業をビデオで撮影し，子どもの実態をもと
に授業改善の方策を探る。教師の授業における
出場として，発問・切り返し・課題の再設定など
に対して，子どもたちが実際にどのような姿を
しめしたのか分析するとともに個と個の関係，
個と教材との関係，個と集団との関係，個と教師
の関係，集団と教師の関係など協働的な学びを
もとに，授業の改善ができるのか研究している。 

○フラッグフットボールを教材にして，子ども
たちの社会性を育む授業デザインを行う。「わか
る・できる」を一体的に扱い，ゲームに勝つため
の，自分の役割を意識し，作戦を進めていくこと
を通して，相手への思いやり，ゲーム進行でのル
ールの順守，マナーの向上が見られるのかを調
査している。

○フラッグフットボールの授業においてイーブ
ンナンバーゲームを用いて授業展開しても、戦
術的な学習課題へ焦点化でき、プレーにおいて
子どもたちの役割の明確化とともに積極的なプ
レーへの参加を促す可能性があるのかを検証し
ている。

２ 作成した教科書、教材 
⑴ 体育科指導についての教材

・学習指導要領改訂のポイント
・指導領域の目標と内容
・体育科の主体的・対話的で深い学び
・授業構成
・評価
・

⑵ フラッグフットボール指導テキスト

平成 27 年 4月〜 
令和 3年 7月 

平成 24 年 4月〜 
令和 3年 

◯学習指導要領の内容を基に、小学校体育の指
導におけるポイントを明らかにし、よい体育の
授業を実施するための条件を具体的に示した。
生涯に渡り、健康の保持増進をめざし、体の動か
し方を知り、実際に動き自分自身の体の特徴を
把握し、今後どのようにすれば健康の保持増進
ができるのか示唆した。

学校体育で活用できるフラッグフットボール練
習方法などを示した。 
オフェンス時の作戦づくりをしていくために，2
対 1，4 対 3，5 対 3，（オフェンスチームの人数
を多くする）でパスコース・ランコースを考えて
いくモデルとなる動きを示した。また，オフェン
ス時にも相手チームをブロックする動きを示
し，フラッグフットボールのオフェンス時の作
戦をスモールステップで学べるように工夫し
た。



３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
勤務評定 

 
 

 
 

⑴ 神戸大学附属住吉小学校長からの評価 
 
 
 
 
 
⑵ 芦屋市立山手小学校長からの評価 
 
 
 
 
⑶ 奈良学園大学生からの授業評価 
 

平成 16 年度〜 
平成 25 年度 
 
 
 
 
平成 26 年度 
 
 
 
 
令和 3年度 

副教頭として校務全般を取り仕切り，学校のか
なめとして，各教員らの信頼も厚く，また，PTA
との関係を密にして保護者からの信頼も厚いも
のがある。なくてはならない人材として高い評
価を得ている。 
 
研究主任・６年学年主任として学校全体の教育
課程の編成、授業実践、若手教員の指導などの業
務に精通し学校運営の一翼を担っていたという
評価を得ている。 
 
科目名「体育実技の指導法」 
学生からの評価では、７項目（参加度・授業外学
習・説明のわかりやすさ・内容の明確化・内容の
分量・教員の反し方聞き方・提示資料）全てにお
いて平均ポイントより上回った評価を得た。課
題解決型の学習、体験的な学習、協働的な学習の
方法をとった結果が出ているものと思われる。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
⑴ 教育実習に対する指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵ 教職に対する指導 
 
 
 
 
 
⑶ 全国大学体育連合主催  

大学体育指導者全国研修会講師 
 

 
平成 4年 4月〜 
令和 3年 
 
 
 
 
 
 
 
平成 27 年〜 
令和３年 
 
 
 
 
 
平成 24 年 8月 
 

 
これまで毎年教育実習生を受け入れて、担任や
管理職の立場で行った講話内容 
 ・学校運営，児童理解，生徒指導と学習指導 
 ・単元の作り方と 1時間の授業の作り方 
 ・学習評価の考え方の実際の評価の仕方 
 ・体育の授業の作り方  
・担任と養護教諭・カンセラーの連携 
・特別活動 等 

 
教師の使命感・責任感・やり甲斐など教職の魅力
について授業科目の中で指導するとともに、学
生個人に対して、指導を行っている。このことが
理想とする教師像を学生一人人に考えさせてい
る。このことが、教員採用試験への対応につなが
っている。 
 
大学体育連合会の研修会にて大学教員へ「フラ
ッグフットボール」の実技講習を行った。大学で
の体育授業に取り入れるための研修会として初
心者への指導の具体を示した。この研修では、基
本的な動きからゲーム（戦術）まで網羅的に体験
することができました。研修を通して、フラッグ
フットボールの魅力を体感し、その特性を生か
した授業について、実践的な知見を学ぶことが
できるプログラムを紹介した。 

 

⑷ 川西市市立久代小学校指導助言 
 
⑸ 芦屋市教育文化センター講師 
 
 
⑹ 芦屋市山手小学校研究会講師 
 
 
⑺ 西日本私学連盟体育部会実技研修講師 
 
 
 
 
⑻ 奈良県三宅町立三宅小学校運動能力向上の 
 ための指導講師 
 
 
⑼ 奈良県三宅町立三宅小学校ボール運動授業 

平成 24 年度 
 
平成 27 年 5月 
 
 
平成 27 年 8月 
 
 
平成 28 年 5月 
 
 
 
 
平成 28 年 5月 
 
 
 
平成 28 年 8月 

校内授業研究会での指導助言 
 
若手教員が今やるべきこと「授業実践を通して」
講演 
 
授業研究の進め方「学び合いのある活動につい
て」講演 
 
「フラッグフットボール授業の進め方」実技研
修において、小学校高学年におけるゴール型ボ
ールゲームの考え方及びフラッグフッットボー
ルの授業展開の仕方 講師 
 
小学生 1 年生から 6 年生を対象に、投動作の指
導を実施しボール投げの技能向上を目指した指
導を行った 
 
フラッグフットボールを中心にボールゲームの



 実技講習指導 
 
 
⑽ 尼崎市立大島小学校講師 
 
 
(11)芦屋市教育文化センター講師 
 
 
(12)芦屋市授業改善部会講師 
 
 
 
(13)芦屋市新任教員研修講師 
 
 
 
(14)芦屋市教員２〜５年次研修 講師（ 
 
 

 
 
 
平成 28 年 8月 
 
 
平成 28 年 8月 

 

平成 29 年〜 

令和 3年度 

 

平成 30 年 8月〜 

令和 4年度 

 
令和４年度 

授業構想について２日間に渡り実践指導を行っ
た。 
 
学級づくりのポイントを示し、子供が主人公の
学校づくりの必要性を指導した。 
 
2 年次から 5年次までの若手教員を対象に、学級
づくり・授業づくりを指導した。 
 
新学習指導要領による授業改善の具体を指導す
る。３つの柱にした授業の具体とその評価につ
いて講話等を行なった。 
 
芦屋市新規採用者を対象に、授業のつくりかた
を中心に、新任として必要な教師の脂質と能力
を講話し、実際の授業計画、実践、授業後の事後
指導を行った。 
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格、免許 
教員免許 

 
昭和 57 年 3月 31 日 
 
 
昭和 57 年 3月 31 日 

 

小学校教諭1級普通免許状 

昭56小普第5892号 （埼玉県教育委員会） 

 

中学校教諭 2 級普通免許状（社会） 

昭 56 中普第 5629 号  （埼玉県教育委員会） 

 

２ 特許等 
特になし 

  

３ 実務の経験を有する者について特記事項 
＜行政の委員＞ 
⑴ 奈良県三宅町健康づくり推進協議会座長 
 
 
⑵ 奈良県三宅町教育委員会授業評価委員 
 

 
 
平成 29 年 3月 
 
 

平成 29 年 2 月〜令和

4年 3月 

 

 
 
三宅町における健康増進計画・食育推進計画を
審議し、計画書を作成した。 
 
三宅町教育委員会の企画事業を第三者の立場で
評価を行った。 

４ その他   



著書、学術論文等の名
称 

単著・
共著の
別 

発行又は発表の
年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

1 人間教育を支えるも
の〜自尊感情に焦点を
当てる体育科の授業構
想〜 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 単著 
 

平成 26 年 12 月 人間教育学研究  
第 2号「人間教育学」
の可能性—理論の展開
と実践− p89〜p100 
 

体育科の授業構想において次の３点がポイン
トとなることを明らかにした。①この多様性
を授業に関わる全員が受け入れる。②仲間と
の関わりで生成される思考や技能を表現す
る。③仲間との関わりの中で差異を明らかに
し認め合う。 
このポイントを授業に位置付けることで、体
育科の特性としての資質も高めることができ
る可能性がある。○自由に操れる体・身体的
エフィカシー、○精神的・肉体的な粘り強
さ、ストレス対処スキル、○批判的思考、社
会性、コミュニケーション、自律心などの資
質を高めることができ、この資質が生涯スポ
ーツへつながっていく大事な要素であること
を示した。 
 

2 共に学びを創り会う
子どもをめざして 
〜言葉を生かし知識や 
 技能を更新する〜 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 平成 27 年 2月 芦屋市立山手小学校
研究紀要 2014  
掲載 p33〜p39 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
掲載 
 p120〜p126 
 

授業研究基礎編  

授業研究において最も大事にしたことは，各
研究同人の主体的な取り組みである。研究同
人である教師一人ひとりは，授業の質を高め
ることを目指し，授業研究に取り組んでき
た。授業の質について秋田は，『一人ひとり
の子どもが授業中どれだけ「安心・安定
（well-being）しているか」という居場所感
と，学びの対象に対してどれだけ深くまたよ
り長く「没頭・夢中(involvement)関わり考え
ることができるか」』という集中の 2点を挙
げている。この 2点を踏まえ，子どもたちが
教師との信頼関係，仲間に受け入れられてい
るという受容感，よくわからない，迷った
り，困ったりしていることを自己開示できる
安心感，自分の考えや言葉に共感しそれを豊
かにすることから生まれる一体感を授業の中
でみていくという主張を行った。 
 
授業実践編 

生き物の 3つの特徴である、 

◇「外の世界とつながり」事例１ 

◇「一つの個体としてつながり」事例２ 

◇「長い時間の中で過去の生き物たちとつながり」事例 3

をなぜ筆者は、この順で示し、特徴として挙

げたのかということを考える時間である。

（批判的思考の活用）この特徴をこの順で示

した理由は、目に見える身近なつながりから

目には見えないつながりを挙げ、つながりが

だんだんと長くなっていき、事例 3のつなが

りは永遠につながっていくという時間的空間

の深まりを意味している。このような筆者の

工夫を共同的な学びで発見させ、読みの楽し

さを実感させることを明らかにした。 

共著者：中村整七、西尾節子、森一弘 

              （その他 32 名） 
 



著書、学術論文等の名
称 

単著・
共著の
別 

発行又は発表の
年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

3 フラッグフットボー
ルにおける戦術アプロ
ーチによる簡易化され
たゲームの有効性と課 
題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 

 

平成 27 年９月 奈良学園大学紀要 
掲載 p135〜p141 
 
 

フラッグフットボールは、アメリカンフット
ボールを簡易化したゲームである。簡易化さ
れた要素は、タックルの危険性を回避するた
めに腰につけたフラッグをとることで、身体
接触を禁止した。また、人数は５人対５人と
した。用具であるボールは、小さく柔らかい
ものとしている。指導要領に示されている簡
易化する要素を取り入れながら、授業を展開
している。この中で、戦術アプローチの考え
を持ち込み、アントナンバーのゲームであっ
たり、パスに限定した動きをさせたりする
が、これらの学習では、子どもたちの作戦を
つくりだすという思考・判断させる活動が弱
化させていることを指摘し、イーブンナンバ
ーでのゲーム、ボールをゴールに運び込む手
立てを提案した。 
 

4 新聞を活用した総合
的な学習の時間−アク
ティブ・ラ 4ーニングを
意識した授業− 
 
 
 
 

 単著 平成 27 年 12 月 人間教育学研究  
第 3号「人間教育学」
の視座—新しい「教育
改革」への提言−  
p107〜p114 
 

新聞を活用し、子供たちが自らの興味関心に
もとづき、課題を設定し、課題を解決するた
めに情報を集め、課題解決のための方策を考
え、まとめていく授業実践を提言した。この
中で、新聞活用のポイントとして、「琴線に
触れる言葉を探させる」「これからの自分の
生き方について示唆している記事を探させ
る」という２点が重要であることを明らかに
した。 
 

5 経験による「教師の成
長」について考察する 

 単著 平成 28 年 3月 大阪教育大学実践学
校教育講座 実践教
育学論集 2015 
−現代の教育問題を考
える 20− 
p58〜p61 
 

「教える」という営みは、子どもたちの活動
と結果として起こる事柄の詳細な関連を見い
だし、反省していく熟慮的な「経験」だとと
らえることができないだろうか。ここでいう
「経験」は、常に他者や自分自身の未来に開
かれ、また新しいものを絶えず受け入れてい
こうとする。このような「経験」の繰り返し
が、教師の成長を確かなものにし「教える」
プロとして変容をもたらせてくれる。日々の
授業の中で一人ひとりの子どもや個々の教材
と向き合い熟慮する。また、日々、教師は自
分の行動をふりかえり、反省的に教材内容の
本質や子どもの思いに気づいていくことを、
教員志望の学生に指導する必要性を提言し
た。 
 

6 修士論文 
小学校体育におけるフ
ラッグフットボールゲ
ームの授業実践研究 
−イーブンナンバーゲ
ームの有効性− 
 
 
 
 
 
 
 
7 新しい視点から見た
教職入門（第１版） 
 
 

 単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 平成 29 年 1 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 30 年 3月 

大阪教育大学大学院
教育研究科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大学教育出版 
第 4章教員のメンタ
ルヘルス p89〜p105 
第 5 章教育実習・教
育実習事前事後指導 
p251〜p266 

本研究の目的は、フラッグフットボールゲーム
を公式ルールである 5人対 5人（クラスの人数
によっては、4 人対 4 人）のイーブンナンバー
ゲームで実施しても戦術学習が成り立つこと
を明らかにすることであった。結果として、ゲ
ームパフォーマンスが向上する。以上のことか
ら、フラッグフットボールの授業においてイー
ブンナンバーゲームを用いて授業展開しても、
戦術的な学習課題へ焦点化でき、プレーにおい
て子どもたちの役割の明確化とともに積極的
なプレーへの参加を促す可能性があることを
明らかにした。 
 
教育実習の意義及び実習に関わる組織の役割、
実習のための具体を示した。また、有意義な実
習になるための必要な条件について述べた。 
共著者：中田正浩、住本克彦、森一弘、長井勘
治、他 6名（pp:251～265） 
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8 新しい視点から見た
教職入門（第２版） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9 キャリア形成と成果
〜教員としてのキャリ
形成について考えよう
〜 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 学級経営、ホームル
ーム経営の基本 
 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

令和 2年 4月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 2年 9月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 5年３月 

大学教育出版 
第 4章 教員のメン
タルヘルス p89〜
p105 
第 5 章 教育実習・
教育実習事前事後指
導・教職実践演習 
p251〜p265 
ミニ教育用語事典
「主体的・対話的で
深い学びの実現に向
けて」p256 
 
人を支える人になる
〜学士課程教育の質
の保障 奈良学年大
学「教職実践演習」の
取組〜掲載( 
株式会社 
EPR2020 年 
９月 
 
 
 
 
 
 
 
『教職ライブラリ 
教職入門－教育学の
エッセンスから学ぶ
－』（編著者：住本克
彦、建帛社、2023） 
 

教員のメンタルエルスに関する現状と課題を
明らかにし、予防的取り組みについて述べた。 
教育実習の意義及び実習に関わる組織の役割、
実習のための具体を示した。また、有意義な実
習になるための必要な条件について述べた。 
共著者：中田正浩、住本克彦、森一弘、長井勘
治、その他 6 名 
 
 
 
 
 
 
キャリアとは、狭義の『仕事上の道筋』とい
う捉え方に加え、『自分の仕事や人生にどの
ような意味を見出し、そのように関わってい
きたいのか』を考え自分自身の中に、仕事に
対する充足感・充実感・納得感があふれ、仕
事を通じて自分が生かされていると実感でき
る状態が「キャリアが順調である」という考
えを示した。 
そのためには、その時々のキャリア段階に応じ
た自分への期待に応え、与えられた役割を果た
すことが必要であることを提言した。 
共著者：森一弘 荻布優子、善野八千子、西江
なお子、太田雄久 
（pp:77〜89） 
 
児童生徒の心の居場所づくりの実際や、学級・
ホームルーム担任の実践すべき内容の基本に
ついて詳述した。単著部分：「第 1節：児童生徒
の心の居場所づくり」「学級・ホームルーム担任
の役割」、担当部分：pp73-80、全頁数 144 頁、
ISBN：978-4-7679-2133-4 



  

教  育  研  究  業  績  書             

 

令和 5 年 3 月 31 日 

   氏名 青山 雅哉  

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

芸術学, 芸術一般, 器楽（ピアノ）  ピアノ奏法,音楽表現,演奏解釈  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   
1) 「音楽の基礎」におけるグレード表への
取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
2）フェスティバルにおける合奏の取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3）「音楽の基礎」科目でのピアノ実技授業
としてその練習の継続性と学修に向けての
工夫 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 25 年 4 月～
平成 29年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
平成 25 年 4月～
平成 29年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 25 年 4 月～
平成 29年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 

奈良文化女子短期大学での幼児教育へのピアノ音楽指導に
おいてより効果的な指導法としてグレード表を考案してい
った。このことにより、学生の日常からの練習を促すこと、
目標を明確にして達成度を高めていくことにもなり、効果
的な取り組みとなった。 
毎年更新してより良いものを学生に提示して学修を促すこ
とにもなっている。 
 
 
奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「合奏」の授業
でそれまでの成果の発表として大学のイベントであるファ
スティバルへの出演をさせている。学生の授業の取り組み
が単に各楽器の演奏スキルの学修に止まることなく舞台で
の準備、練習プラン、リハーサル等の方法がこの舞台での
発表をすることにより得ることのできる様々な要素が学生
の実際の就職先現場に生かすことのできる学びの機会とな
るよう指導を行ってきた。 
 
 
奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「音楽の基礎」
科目での実践。授業での指導を基に実際の幼児への工夫し
た音楽的環境を作っていく力の向上を図り、クラス全員で
グループを作りちびっ子広場（0 歳～5 歳の母子が近隣から
集う本学の広場）で幼児への音楽あそびを設定し体験させ
ていった。設定内容の練習を重ね、実際の音楽あそびの現
場体験をとおし、ピアノ実技のスキル向上への必要性を認
め、学生のピアノ練習への意欲を高める効果があった。 
 

4）「音楽の基礎Ⅱ」科目でのピアノ実技授
業としてその練習の継続性と学修に向けて
の工夫 
 
 
 
 
 
 
 
 
5）「子ども学ゼミ」科目での子どもの歌へ
の学修によるその効果と成果について 
 
 
 
 
 
 
 
 
6）「子ども学ゼミ」科目での楽器演奏と創
作活動への学修によるその効果と成果につ
いて 
 
 
 
 
 

平成 25 年 4 月～
平成 29年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 25 年 4 月～
平成 26年 2 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 26 年 4 月～
平成 27年 2 月 
 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「音楽の基礎Ⅱ」
科目での実践。授業での指導を基に実際の幼児への工夫し
た音楽的環境を作っていく力の向上を図り、クラスの中で
グループを作りつどいの広場（0 歳～5 歳の母子が近隣から
集う本学の広場）で幼児への音楽あそびや学びを設定し実
践させていった。設定内容の練習を重ね、実際の音楽あそ
びの現場体験をとおし、ピアノ実技のスキルや音楽表現力
向上への必要性を認め、学生のその後の学修への意欲を高
める効果があった。 
 
 
奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「子ども学ゼミ」
科目での実践。このゼミでは、子どもたちの音楽環境を観
察し、新たな子どもの歌の収集と分類を行い、知見を拡げ
実際の現場で効果的な曲のレパートリーを備えていくこと
を目的とした。さらに、子どもための曲作りを試行し、詩
のありかた、曲のありかたを検討する中で様々な発見があ
り、学生は子どもの歌に対する捉え方を新たにする良い機
会ともなった。 
 
 
奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「子ども学ゼミ」
科目での実践。ゼミ学生の特技とする琴、吹奏楽器（サッ
クス、ホルン、ユーフォニウム）とのコラボレーションを
行う。作曲、演奏と共に音源を用いてＤＭ（デスクトップ
ミュージック）の基本操作を学び音楽を作っていく方法を
指導した。幼児教育現場においての音楽表現の一つとして
指導し、そのスキルアップに学生は興味深く学修を行って
いた。つどいの広場にて学習の成果として音楽発表を行い、
好評を得ることができた。 
 
 



 
7）「子ども学ゼミ」科目での子どもの歌へ
の学修によるその効果と成果について 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
8)器楽演習Ⅰによるグレードの導入 
 
 
 
 
 
 
 
9)器楽演習Ⅰでの唱歌課題の導入 
 
 
 
 
 
 
 
 
10)音楽表現Ⅰにおける音楽基礎力向上へ
の試み 
 
 
 
 
 
 
 
 
11)基礎ゼミによる音楽演奏への取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 27 年 4 月～
平成 28年 2 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 29 年 4 月～
平成 29年 9 月 
 
 
 
 
 
 
平成 29 年 4 月～
平成 29年 9 月 
 
 
 
 
 
 
 
平成 29 年 4 月～
平成 29年 9 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 29 年 6 月～
平成 29年 9 月 
 
 
 
 
 
 

 
奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「子ども学ゼミ」
科目での実践。ゼミ学生の特技とする琴、吹奏楽器（サッ
クス、ホルン、ユーフォニウム）とのコラボレーションを
行う。作曲、演奏と共に音源を用いてＤＭ（デスクトップ
ミュージック）の基本操作を学び音楽を作っていく方法を
指導した。幼児教育現場においての音楽表現の一つとして
指導し、そのスキルアップに学生は興味深く学修を行って
いた。つどいの広場にて学習の成果として音楽発表を行い、
好評を得ることができた。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「器楽演習Ⅰ」に
おける授業への取り組みに新たに学生の学修し身につける
べき曲集をグレード表として一覧できるようにして取り入
れた。そのことで、学生は達成度の確認、計画的な練習、
到達点までの目標設定が可能となり、学生の練習意欲向上
に資することとなった。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「器楽演習Ⅰ」を
指導。「器楽演習Ⅰ」にこれまで学修範囲とされなかった小
学校音楽の唱歌を導入した。原譜のままではレベル不足で
弾くことは困難となるため、アレンジを行ってそのレベル
にふさわしい課題となるよう工夫し、小学校 1 年から 6 年
までの文科省指定の唱歌を学修できるよう準備を行い、指
導をしている。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「器楽演習Ⅰ」の
指導において、大学生のピアノ初心者としてのスタートと
して適合した練習方法を「指の運動へのストレッチ」とし
て譜面で示し、スムーズに練習成果への効果を生むことに
つながってきている。筋肉が成長し指の柔軟な動きが困難
な段階からのスタートによる最適な練習方法として示し学
生自身で動きを観察し、客観性をもって練習していくこと
を求めている。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科音楽専修学生への
「基礎ゼミⅠ」においてモーツァルト作曲「きらきら星」
の演奏と映像制作を計画し、きらきら星をピアノ連弾、サ
ックス二重奏とピアノ伴奏、合唱としてそれぞれアレンジ
してその録音を行って完成度を高めていった。学生自身で
繰り返し演奏録音をチェックすることで効果的なスキルの
向上への意欲とその成果を見ることができた。 
 

２ 作成した教科書，教材 

 

 
1)音楽ワークシート 
 
 
 
 
 
 
2)音楽の基礎テキストⅠ 
 
 
 
 
 
 
3)音楽の基礎テキストⅡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
平成 25 年 4 月～
平成 28年 3 月 
 
 
 
 
 
平成 25 年 4 月～
平成 28年 3 月 
 
 
 
 
 
平成 25 年 4 月～
平成 28年 2 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
奈良文化女子短期大学幼児教育学科への音楽の基礎Ⅰ、Ⅱ
において使用。ピアノ練習への目標や学修へのポイントを
指導後に明記して練習への参考なるものとした。学生自身
も自身で練習内容を振り返り記入していくことで、考えて
練習をしていくきっかけとなった。 
 
 
奈良文化女子短期大学幼児教育学科への音楽の基礎Ⅰ、Ⅱ
において使用。従来までの音楽ワークシートを改良したも
のであり、童謡を弾くための和音練習に重きを置き、メロ
ディーへの和声付けを和音や和音記号としてアレンジし、
現場に対応できる曲集を編成してテキストとした。 
 
 
奈良文化女子短期大学幼児教育学科への音楽の基礎Ⅰ、Ⅱ
において使用。音楽の基礎テキストⅠの続編としてよりレ
ベルアップした内容と曲集を編成。また、四季や行事等の
項目毎に分けた曲集として学修やレパートリー獲得への利
便性を図った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
4)ミュージック・ワークブック 奈良学園
大学奈良文化女子短期大学部発行 
 
 
 
 
 
 
 
5)ミュージック・ワークシート 奈良学園
大学奈良文化女子短期大学部発行  
 
 
 
 
 
6)グレード表による童謡、唱歌 
 
 
 
 
 
 
7)ピアノテクニックへの基礎 
 
 
 
 
 
8)ソルフェージュ～音楽のしくみの実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
平成 26年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 26年 3 月 
 
 
 
 
 
 
平成 28年 4 月～ 
 
 
 
 
 
 
平成 29年 4 月～ 
 
 
 
 
 
平成 29年 4 月～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 
 
音楽初心者にとって音楽の基本となる必要な知識と基礎的
テクニックをできるだけ早く身につけていくことが必要で
あり、その目的にかなう教材として検討を重ね形にしたも
のである。ピアノ演奏力向上に導くため、譜面の基礎とな
る音符の理解や指の運動練習を工夫した課題に解説や図面
で示して提示している。これを学習することで、音楽への
理解と基礎演奏への効果的な教材となっている。 
 
 
奈良学園大学奈良文化女子短期大学部の「音楽の基礎」「音
楽の基礎Ⅱ」科目の授業において使用。音楽初心者への演
奏を身につける段階で、このワークでの課題学習を積み重
ね知識を身につけていく教材としている。問題を答えてい
く形式で自習により身につけることが可能なものである。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「器楽演習Ⅰ」「音
楽表現」において、学生のレベルにふさわしい編曲を行い
教材として使用している。学生はグレード表に示されたそ
の童謡や唱歌をピアノ課題として身につけレベルの向上を
めざしている。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「器楽演習Ⅰ」「音
楽表現」において、ピアノテクニックの基礎となる指の運
動のためのストレッチとして、ピアノ練習の最初に行う指
の感度を高めるためのテキストを作成し活用している。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科音楽専修「ソルフ
ェージュⅠ」へのテキストとなるもので、音楽の仕組みに
ついて解説や課題問題集として作成し、学生の理解度と音
への実践に対してより深く身につけていきそれぞれのレベ
ル向上に資するものとなっている。 
 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
 
1)平成 24 年度から平成 27 年度にまでの授
業アンケートについて 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
平成 25 年 4 月～ 
平成 27年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈良文化女子短期大学において、授業アンケートが各授業
において実施され、14 項目のアンケート内容により項目毎
の平均値、並びに総合平均値が各授業担当者に示されてい
る。また、学科の全授業を総合した各項目、総合平均値も
示されている。 
平成 27 年度の担当する科目（音楽の基礎Ⅰ、Ⅱ）の授業評
価は学科全体平均値 3.47 を上回り 3.96 となっている（4 段
階評価）。 
また、これまで行ってきた 5 年間アンケートによる平均値
も全体平均値を上回ることとなっている。担当する授業の
指導には個別対応が主となり、個人個人の問題に熱心に取
り組んでいることが数値となっているものと思われる。 
 

2)奈良学園大学奈良文化女子短期大学図書
館長（奈良学園大学図書館登美ヶ丘分館長
兼務）への学長評価による就任 
 
 

 

 

 
平成 26年 4 月～ 
平成 31年 3 月 
 
 
 
 
 

 
授業指導への取り組み、学生の音楽的スキル向上や学生ア
ンケートからの評価、また ALO,自己点検評価委員長、規程
委員長等での教育上の改善によるこれまでの活動が、学長
の評価により図書館長に推され就任することになった。 
 

 

 



3)ALO、自己点検・評価委員長としての本学
自己点検・評価活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 25年 4 月～ 
平成 28年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における ALO として
大学の教育活動の全面で点検と改善への提言を行ってきて
いた。教育活動での学習成果のあり方について、学外・学
内での研修を行い教職職員間での理解と必要性を高めてい
った。その活動は自己点検・評価委員長としての活動と併
行して平成 22年度の本学認証評価も適格を獲得することが
でき、その後もそのままその任に就き自己点検による改善
計画が機能していくよう取り組み、学習成果のエビデンス
を目的とした全学的な取り組みを実現させ、それを具体化
することに努力した。短期大学基準協会による第三者認証
評価の評価員として、平成 24年には宮崎学園短期大学、平
成 27 年には頌栄短期大学の評価を担当している。平成 28
年には短期大学認証評価のために、自己点検評価の活動に
努め、学習成果の検証として PROG の導入をするなど、より
客観性のあるエビデンスをめざした自己点検評価表を作成
することにより、奈良文化女子短期大学は平成 28 年度認証
評価の適格を獲得することができた。 
 

4)サタデー・オン・ステージへのプロデュ
ース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 25 年 4 月～
平成 28年 3 月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良文化女子短期大学の地域貢献としての主に音楽の演奏

会を毎年企画して年に９～１０回程度のイベントを開催し

てきた。当初から終了までの企画や実施におけるスタッフ

として活動してきた。 

平成 28 年度終了時には８３回目となる開催となった。それ

まで奈良県下、京都府下の高校の吹奏楽や合唱のクラブ、

プロの音楽家、本学出身者、その他多岐にわたる出演者の

ステージを開催することで、奈良県下の高校生や地域への

知名度向上へも貢献することにもなった。 

 

 

４実務の経験を有する者についての特記事
項 

（ピアノ演奏活動） 
 

  

1)トゥティ・ピアノコンサート 
 
 
 
 
 
2)奈良文化女子短期大学公開講座「親子の
ためのミュージックコンサート」 

 
 
 
3)「初めてのクラシック」音楽会 
 
 
 
 
4)「初めてのクラシック」音楽会 
 
 
 
 
5)三重県「障害者支援チャリティー音楽祭」 
 
 
 
 
 
6)福井県 エスペランサコンサート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

平成 25年 9 月 
大阪八尾市文化
会館 プリズム
ホール 
 
 
平成 25年 10 月 
奈良文化女子短
期大学 
 
 
平成 25年 11 月 
奈良市秋篠音楽
堂    
 
 
平成 25年 12 月 
奈良市秋篠音楽
堂   
 
 
平成 26年 1 月 
三重県総合文化
センター 中ホ
ール  
 
 
平成 26年 5 月 
美浜生涯学習セ
ンターなびあす
ホール  
  
 
 
 
 

 

 
 
 

吉松 隆：プレイアデス舞曲,シューマン： 幻想小曲集、
でのソロ演奏  日下義人、中春淳子氏との共演  
                
 
 
 
ラヴェル：マメールロワ、ドボルザーク：スラブ舞曲、小
川純子、上野稲子氏との共演    
 
 
 
音楽に親しんで、クラシック初心者への公演。案内役と演
奏。バッハ：ガボット、モーツァルト:トルコ行進曲、ベー
トーヴェン：エリーゼのために等  
 
 
音楽に親しんで、クラシック初心者への公演。案内役と演
奏。バッハ：ガボット、モーツァルト:トルコ行進曲、ベー
トーヴェン：ピアノソナタ等  
 
 
カプースチン：練習曲、前奏曲 ゲスト出演でのピアノ演
奏 
 
 
 
 
エスペランサ（フルート、ベースのグループ）との共演、 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

 
 
 
 



 
 
7)奈良学園大学奈良文化女子短期大学部公
開講座「親子のためのミュージックコンサ
ート」 
 
 
 
8）青山＆雑賀デュオコンサート 
 
 
 
 
 
 
9)東日本大震災復興支援チャリティコンサ
ート in 西日本 
 
 
 
 
10)奈良学園大学奈良文化女子短期大学部
公開講座「親子のためのミュージックコン
サート」 
 
 
 
11)ピアノ・コンサート  
 
 
 
 
 
12)エンターテイナー・コンサート  
 
 
 
 
13)奈良学園大学奈良文化女子短期大学部
公開講座「親子のためのミュージックコン
サート」 
 
 
 
 
14) 奈良文化女子短期大学同窓会 50年記念

コンサート 
 
 
 
15)更紗コンサート 
 
 
 
 
16）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部
公開講座「親子のためのミュージックコン
サート」 
 
 
 
 
17）第 3 回奈良学園大学登美ヶ丘カレッジ 
  公開講座「室内楽の調べ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
平成 26年 10 月 
奈良学園大学奈
良文化女子短期
大学部 
 
 
平成 27年 4 月 
奈良学園大学奈
良文化女子短期
大学部 
 
 
 
平成 27年 5 月 
大阪南港 ATC 海
辺の野外ステー
ジ   
 
 
平成 27年 10 月 
奈良学園大学奈
良文化女子短期
大学部 
 
 
平成 27年 12 月 
大阪守口市文化
センター 
 
 
 
平成 27年 12 月 
大阪守口市文化
センター 
 
 
平成 28年 11 月 
奈良学園大学奈
良文化女子短期
大学部 
 
 
 
平成 28年 11 月 
奈良ホテル  
 
 
 
平成 28年 12 月 
ムラマツリサイ
タルホール 
 
 
平成 29年 10 月 
奈良学園大学奈
良文化女子短期
大学部 
 
 
 
令和 3 年 8 月 22
日 
奈良学園大学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
ドビュッシー：小組曲 ピアノ連弾、アンサンブル・クラ
ブ学生、小川純子氏との共演    
 
 
 
 
吉松 隆：プレイアデス舞曲集より、ショパン：ワルツ、 
の演奏、雑賀美佳氏とのイタリア歌曲、ミュージカルメド
レーでの共演 
 
 
 
 
「震災を風化させず支援を続けて行くことを関西から発信
する」ことをテーマにボランティア演奏として音楽イベン
トに参加 
  
 
 
ブラームス：ハンガリー舞曲から 小川純子氏とのピアノ
連弾による共演、 
 
 
 
 
カバレフスキー：ソナチネ、 モーツァルト：幻想曲 子ど
もの情景、ブラームス：ワルツ集 
 
 
 
 
ガーシュイン：ポギーとベスより、アイ・ゲット・リズム
でのピアノソロと儀間太久実氏との共演  
 
 
 
ラヴェル：マ・メール・ロワ ピアノ連弾、アンサンブル
学生、小川純子氏との共演    
 
 
 
 
 
ショパン：ワルツ集、ブラームス：ワルツ集、 
吉松 隆：プレイアデス舞曲集 
 
 
 
8 名によるピアノ・コンサートのゲスト出演 
シャミナード：変奏曲、吉松 隆：プレイアデス舞曲より 
 
 
 
親子のための講座で様々な楽器の紹介、音の不思議につい
ての話と小川純子氏との共演 
 
 
 
 
 
ピアノ演奏とバイオリン、チェロ奏者との共演等 
プーランク：間奏曲、ワイセンベルク：パリの四月等 
島田稲子、滝恵美、北川しのぶ各氏との共演 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(教育実践等) 
 
1)音楽講師のための公開セミナー 
 

 

 

 
2)音楽講師のための公開セミナー 
 

   

 

 

 

 

５ その他 

 
1) 日本口笛音楽コンクール審査委員長 

 
 

 

 

 

 
 
2)中国口哨協会（政府公認）と日本口笛協

会との交流会 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
平成 26年 3 月 
 
 
 
 
 
平成 27年 12 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 17 年～現在
に至る 
  
 
 
 
 
 
 
 
平成 26年 4 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
奈良 YMCA ピアノ教師・合唱教師への公開レッスン 
子どもへのピアノ指導の方法や子どもの音への感性につい
て講演。 
 
 
 
大阪守口市文化センターにおいて、音の性質、音から音楽
へと成立していく行方、さらに音楽の表現についてピアノ
を通して講演した。 
 
 
 
 
 
 
日本において、これまで平成 17年より約 2年毎に開催され、
当初からその審査委員長として全８回の審査をこれまで担
当してきている。日本に留まらず世界中からの参加者があ
り口笛音楽界での主要なコンクールとなってこの優勝者か
らはプロとして活躍する者も生まれている。そして、主催
する日本口笛音楽協会への音楽的アドバイザーも務めてい
る。また、日本で活躍するプロ奏者の方々への音楽的表現
についてのアドバイスも行っている。 
 
 
 
日本において、これまで開催してきた口笛コンクールへの
総合的な行程や活動等の内容について中国の口笛演奏への
主たる団体である中国口哨協会からの依頼により交流と講
話を行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許 

なし 
  

２ 特許等 

なし 
  

３ 実務の経験を有する者についての特記

事項 

  なし 

 

 

 

 

 

その他 

第三者認証評価活動 

 

 

 

 

 

平成 25年 10 月 

 

 

平成 27年 10 月 
 

 

一般財団法人短期大学基準協会による第三者認証評価での

評価員として宮崎学園女子短期大学への評価を行った。 

 

一般財団法人短期大学基準協会による第三者認証評価での

評価員として頌栄短期大学への評価を行った。 
 



研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1.ミュージック・ワーク
ブック「Music Workbook」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2. ミュージック・ワーク
ブック「Music Sheet」 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部発
行 
（63 頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部発
行 
（47 頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
音楽初心者にとって音楽の基本となる
必要な知識と基礎的テクニックをでき
るだけ早く身につけていくことが必要
であり、その目的にかなう教材として検
討を重ね形にしたものである。ピアノ演
奏力向上に導くため、譜面の基礎となる
音符の理解や指の運動練習を工夫した
課題に解説や図面で示して提示してい
る。これを学習することで、音楽への理
解と基礎演奏へのスムーズなスタート
となる教材となっている。 
著者：青山雅哉、小川純子、上野稲子 
担当部分：pp.1～16,pp.32～34,pp.45～
63 
 
 
音の高さについて、図で表し理解しやす
く解説、そしてそのワークとなる問題集
を担当。さらに筆頭著者として企画・総
括のすべてを担当。  
音楽初心者にとって音楽の基本となる

必要な知識と基礎的テクニックをでき

るだけ早く身につけていくことが必要

であり、自己学習での確認となる音楽理

論への練習問題集。そして、自己学習で

のピアノ練習へと導くための練習曲集

となっている。 
著者：青山雅哉、小川純子、上野稲子 
担当部分：pp.1～16,pp、pp.32～47,pp 
 

（学術論文） 

 
1) 音 楽 教 材 「 Music 
Workbook」におけるその制
作の過程と実施経過の報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2) 学生の「つどいの広場」
におけるその活動と実施
調査の報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
平成 26 年 11
月 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 27 年 11
月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
紀要第 45 号 
(奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部) 
（10 頁） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
紀要第 46 号 
(奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部) 
（11 頁） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
音楽教材「ミュージック・ワークブック」
の制作するにあたり、音楽初心者への教
材として適切な指導内容となるよう検
討した。そうした検討過程とそれに対す
る意図についての報告をしている。さら
にこの教材を利用し学修している学生
達の状況やこれまでの効果について学
生や指導教員へのアンケートも含めて
状況の内容を検証し、その報告をしてい
る。そして、この教材への使用法や指導
法の工夫した利用について研究したも
のである。                  
担当部分：pp.1～3,pp.6,pp.8～9 
著者：青山雅哉、小川純子、上野稲子 
 
 
 
幼児たちの活動の場において、学生達が
音楽を用い、より良い環境の場を設定す
ることのできる力をどのように展開し
獲得しようとしたか。そうした、「環境
の場の設定」の立案力の分析や、今後の
授業に反映させていくことも大きな目
的でもあったため、この活動の観察や学
生のアンケート等による調査をとおし
て、音楽指導における「環境の場の設定」
する力を養うため音楽授業内容の成果
をどのように音楽表現へと展開し活用
していくか、さらにそのための授業内容
や指導方法への改善を検討した内容と
なっている。 
担当部分：pp.1～2,pp.7～9 
著者：青山雅哉、小川純子、上野稲子 
 
 
 



 
 
3) ピアノ授業におけるそ
の指導法と内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4) 「つどいの広場」への

参加による学生の教育的

効果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5)ピアノ授業におけるそ

の指導法と内容Ⅱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
 
平成 28 年 11
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 29 年 11
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 2 年 12
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
紀要第 47 号 
(奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部) 
（11 頁） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紀要第 48 号 
(奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部) 
（11 頁） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀要第 13 集 

（奈良学園大学） 
（10 頁） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学生達のピアノ練習の実状を観察し、身
体的運動や楽譜理解、楽譜分析に対する
反応を脳や筋肉、骨格などのメカニズム
として研究し、これまでのピアノ指導の
様々な方法に照らし分析した。これらの
様々な観点による効果を検証して、新た
な身体の使い方や音楽理解、音楽表現方
法の獲得について考察していく。さら
に、そのための効果的な練習方法や指導
方法を提示したものである。 
担当部分：pp.1～4,pp.9～11       
著者：青山雅哉、小川純子、島田稲子 
 
 
 
 
 
奈良市地域子育て支援拠点事業として

の「つどいの広場」は、主に０歳～就園

までの親子が気軽に集える場として地

域に広く周知されるようになり、親と子

どもの成長を支えることと共に、本学が

保育者養成校であるという性質上、子育

て支援と学生教育の接続を図ることを

目的として実施している。とりわけ、将

来保育者を目指す学生が子どもたちと

触れ合い実際を学ぶ場としての広場の

役割は大きく、早期に広場体験を行うこ

とが学生の実践的学びとなっているこ

とが立証されてきた。本研究では、本学

の教学改革計画の中での「⑦実践力向上

のために、子育て支援活動と教育との接

続を充実させる」に基づいて実施し、授

業での参加に注目して参加の在り方の

検討とともに、学生の意識の変容を探

り、教育的効果を検証し報告するもので

ある。 
担当部分：pp.1～4,pp.9～10  
著者：青山雅哉、小川純子、中田章子 
 
 
 
学生達のピアノ練習の実状を観察し、身
体的運動や楽譜理解、楽譜分析に対する
反応を脳や筋肉、骨格などのメカニズム
として研究し、これまでのピアノ指導の
様々な方法に照らし分析してきた。その
Ⅱとして、演奏における筋肉の収縮・弛
緩や骨・関節の仕組みとリズムへの身体
的反応を主として考察し、その観点から
初心者への指導の方法を提示したもの
である。 

担当部分：pp.141～144、pp.150 

著者：青山雅哉、島田稲子 
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記様式第４号（その２） 
（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

令和 5 年 3 月 31 日    

氏名 善野 八千子      

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

教育学 学校間接続、生活科、教育行政、子どもの人権、教員の力量形成 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事 項 年月日 概      要 

１ 教育方法の実践例   

・リフレクションカードを活用した学習の定着及び
グループディスカッションの実施 

平成 20年 4月
～現在に至る 

奈良教育大学兼任講師として担当の「初等教科教
育法（生活）」（3 回生）（教職科目、３年次配当、
半期、必修 2 単位）、奈良学園大学 教授として担
当の「人間教育開発力実践演習ⅠⅡ」（１～2 回生）
（専門科目、１～2 年次配当、通年、選択 1 単位）、
において、実践した。 
学習定着を目的として、毎時限の最後にリフレク

ションカードによるフィードバックを実施。毎回、
学生が記述したリフレクションカードに、コメント
評価を記載。次回に返却し、導入時に前回の復習と
して活用。1 枚のカードで当該科目のシラバス全体
の振り返りとなり、学生自身が毎回の自己の学修成
果と課題を明確にできた。 
グループディスカッションについては、初回は、

ペアワークとし、徐々に 5～6 人グループで行った。
テーマに応じた協同的な学びの姿が見られ、話し合
い後に発表することから、プレゼンテーション力が
高まった。授業アンケート結果からも「自分と違う
意見や考えによって理解が深まった」等の学生の満
足度がきわめて高かった。 
上記と同様に、奈良学園大学人間教育学部人間教

育学科教授として担当の「教育行政学（初等）A」
（2 回生）（教職科目、２年次前期配当、半期、選
択必修 2 単位）、「生活科指導法」（2 回生）（教職科
目、２年次後期配当、半期、必修 2 単位）、「生活の
理解」１年次後期配当、半期、必修 2 単位）、「人間
教育実践力開発演習Ⅲ」（Ⅲ回生）（専門科目、３年
次配当、通年、選択 1 単位）、において実践した。 
 

 平成 22年 4月
～平成 26年 3
月まで 
 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「教育学概論」（1 回生）（専門科目、1 年次
配当、半期、必修 2 単位）、「教育制度論」（専門科
目、1 年次配当、半期、必修 2 単位）、「教職実践演
習」（専門科目、2 年次配当、半期、必修 1 単位）
において、実践した。 
毎時限の最後に、学習の定着のためにリフレクシ

ョンカードによるフィードバックを実施した。毎
回、学生が記述して提出したリフレクションカード
に、コメント及び A 評価を記載。次回に返却し、導
入時に前回の復習として活用した。承認や賞賛の体
験が乏しい学生にとって意欲の高まりが顕著に見
られた。1 枚のカードで当該科目のシラバス全体の
振り返りとなることから、学生自身が自己の学習成
果と課題を明確にすることができた。グループディ
スカッションについては、少人数から徐々に 5～6
人グループで行った。話し合い後に発表することか
ら、プレゼンテーション力が高まった。授業アンケ
ート結果から「授業満足度は、全クラス 97％以上
であった。 
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・毎回の復習テストを活用した学習の定着の工夫 
 

平成 22年 4月 
～現在に至る 
 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の専門科目、「教育制度論」（専門科目、1 年次
配当、半期、必修 2 単位）において、学習の定着を
図るために、毎回の講義導入において復習ミニテス
トを実施した。 
上記と同様に、奈良学園大学人間教育学部人間教

育学科教授として担当の「教育行政学（初等）A」（2 回
生）（教職科目、２年次前期配当、半期、選択必修 2 単
位）、「生活科指導法」（2 回生）（教職科目、2 年次
後期配当、半期、必修 2 単位）、科目ごとの目標に
対応した復習ミニテストを実践した。 
履修者の相当数において、当該科目の履修の前後

を比較すると、復習の習慣化と学習の定着度が向上
した。 
 

・予習レポートの活用と授業設計 平成 23年 4月 
～現在に至る 
 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の専門科目、「教育学概論」（1 回生）（専門科
目、1 年次配当、半期、必修 2 単位）において、予
習習慣の定着のために毎回の予習レポート「子ども
情報カード」を実施した。学生は、シラバスに関連
した子どもに関するニュース及び自己の考えを記
述してくる。毎回の講義の冒頭で発表させること
で、学生同士の関心意欲が喚起できる。また、教員
は学生の実態を把握し、配慮した授業設計を行うこ
とができる。履修者の相当数において、予習の習慣
化と学習課題に対する関心意欲の向上が見られた。 
上記と同様に、奈良学園大学人間教育学部人間教

育学科教授として担当の「教育行政学（初等）A」（2 回
生）（教職科目、２年次前期配当、半期、選択必修 2 単
位）、「生活科指導法」（2 回生）（教職科目、２年次
後期配当、半期、必修 2 単位）、「生活の理解」１年
次後期配当、半期、必修 2 単位）において、科目ご
との目標に対応した予習課題を設定して実践した。 
 

   

２ 作成した教科書、教材   

・「学校評価を活かした学校改善の秘策」（再掲） 平成 17年 4月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「教育原理（平成 20 年 3 月まで）、教育学概
論（平成 20 年 4 月から科目名変更）」（専門科目、1
年次配当、半期、必修２単位）、において使用。 
教員の資質向上のための学校改善の方策につい

て、評価の運用及び実践事例の内容を示した。学生
は、毎回の講義で 10 分間読解し、本時の目標に関
わる章について、気づき及び疑問を発表し、教育の
現状及びこれからの教育課題について意欲的な対
話が可能になった。 
 

・学校力・教師力を高める学校評価（再掲） 平成 22年 4月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「教育制度論」（専門科目、2 年次配当、半
期、必修２単位）において、使用した。教育制度に
おける全容から、とりわけ学校評価の目的及び信頼
構築の有様と実践事例の内容を教育制度の視点か
ら示した。学生は、理解の困難な制度についても、
公教育における制度のや現代的課題に関心を深め
た。また、具体的な学校現場の事例を通して理解し
た。 
 

・小学校教科用図書「あたらしいせいかつ」 平成 23年 4月
～令和元年 3
月まで 

平成 23 年度用、平成 27 年度用小学校生活科 教
科用図書 採択された市町村立小学校及び私立小
学校の第 1 学年・第 2 学年に於いて、使用されてい
る。また、奈良学園大学人間教育学部人間教育学科
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教授として担当の「生活科指導法」（教職科目、２
年次配当、後期、必修２単位）において、使用した。
学生は毎時間の模擬授業の際に活用し、学校現場で
の実践力強化として指導案作成のプロセスと低学
年における児童理解が深まった。また、予習学修の
定着と共に、指導法の課題が明確になった。 
 

・キャリア教育読本「コドモタチへの想い」 
（再掲） 

平成 23年 4月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「キャリアデザイン演習」（専門科目、1 年
次配当、半期、選択１単位）において、使用した。
就業力向上のために、仕事内容ややりがい等の具体
的事例について示した。学生は、保育・教育の今を
知り、教育現場の実際や課題を検討することが可能
となった。 
 

・幼児期と児童期の接続カリキュラムの開発（再掲） 平成 23年 4月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「教職実践演習」（専門科目、２年次配当、
半期、必修１単位）において、使用した。幼児期か
ら児童期に関わる教員の資質向上のために特に就
学前後の課題や生活科の具体的事例について示し
た。学生は、これからの保育・教育の課題を検討し
実践力向上につなげた。 
 

・子どもの育ちと学びをつなぐー幼小連携のあり方
と接続カリキュラムの作成ー（再掲） 

平成 24年 9月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「キャリアデザイン演習Ⅱ」（専門科目、１
年次配当、半期、選択１単位）において、使用した。
保育者・教員の資質向上のための幼小接続カリキュ
ラム開発及び実践例について示した。学生は、幼児
期のカリキュラムと生活科に位置付いたカリキュ
ラム作成のプロセスの理解が深まった。また、教育
保育現場の実際を知り、就業力向上へもつなげた。 
 

・子どもの育ちと学びをつなぐー幼小連携のあり方
と接続カリキュラムの作成ー（再掲） 

平成 27年 9月
～現在まで 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科教授と
して担当の「生活科指導法」（教職科目、２年次配
当、後期、必修２単位）において、使用した。保育
者・教員の資質向上のための幼小接続カリキュラム
開発及び実践例について示した。学生は、幼児期の
カリキュラムと生活科に位置付いたカリキュラム
作成のプロセスの理解が深まった。また、予習学修
の定着と共に、指導法の課題が明確になった。 
 

・教科力 生活 平成 28年 9月
～現在まで 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科教授と
して担当の「生活の理解」（教職科目、１年次配当、
後期、必修２単位）において、使用。保育者・教員
の資質向上のための小学校生活の理論をもとに、歴
史や評価の実践例についても提示。学生は、生活科
の科目の特性に位置付いたカリキュラム作成と指
導理論のプロセスの理解が深まった。また、予習学
修の定着と共に、子ども理解の課題が明確になっ
た。 
 

・奈良学園大学「教職実践演習」＜教職組＞の取組
～学士課程教育の質の保証～ 
編集代表者・著者：善野八千子 著者：太田雄久、
荻布優子、西江なお子、森一弘（令和 2 年 7 月 ERP） 

令和 2 年 9 月
～令和 4 年 3
月まで 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科教授と
して担当の「教職実践演習」（教職科目、4 年次配
当、後期、必修２単位）において使用。教員の資質
向上のための小学校教育現場の実践例等について
も提示。学生は、教育公務員の特性に位置付いた指
導案作成と指導理論のプロセスの理解が深まった。
また、予習学修の定着と共に、子どもと保護者理解
の課題が明確になった。 
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３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

北葛城郡広陵町幼稚園教員の資質向上にかかる講
演の講師(於：北葛城郡広陵町総合福祉会館「さわ
やかホール」) 
 

平成 25年 5月
2 日 

北葛城郡幼稚園教育研究会会員を対象に「幼児期
と小学校以降の教育～育ちと学びをつなぐカリキ
ュラムの創造」について講演 
 

敦賀っ子教育審議会にかかる「学び育み委員会」「子
どもサポート委員会」合同開催 委員として講話
(於：敦賀市立図書館 研修室) 

平成 25年 5月
15 日 

敦賀っ子教育審議会にかかる「子どもサポート委
員会」委員を対象に「学びの基礎力」をもとに今後
の方向性を提案 
 

桜井市「第 2 回 子育てセミナー」講師(於：桜井
市立中央公民館) 

平成 25年 5月
25 日 

桜井市就学前の幼児とその保護者対象に「第 2 回 
子育てセミナー」 において「遊びから学びへ～幼
児教育と小学校教育の接続」について講演 
 

平成 24 年度 西日本私立小学校教員研修会 講師     
(於：追手門学院小学校) 

平成 25年 5月
25 日 

西日本私立小学校教員を対象として「学級経営分
科会」において、「子どもと保護者と教師が育つ学
級経営」について講演 
 

兵庫県私立小学校連合会研修会講師                        
モラル教育の公開授業 指導講演(於：甲南小学校) 

平成 25年 6月
1 日 

兵庫県私立小学校学級経営部会教員を対象とし
て「モラル・マナー・ルールを通して、公開授業指
導講演 
 

第 20 回授業実践フォーラム 教育課題講座の講師             
(於：岐阜県羽島市文化センター） 

平成 25年 6月
2 日 

初任者から経験者まで全国から参加の学級担任
及び管理職等を対象に「学級づくりの諸課題～子ど
もと保護者と教師が育つ学級経営～」について講演 
 

三田市教育委員会主催                     
三田市立保幼小・中・連携推進にかかる研修会 講
師(於：有馬富士自然学習センター） 

平成 25年 6月
19 日 

三田市内の小・中校長または教頭、保育所長・私
立幼稚園長又は教諭 50 名を対象に「子どもの育
ちと学びをつなぐ保幼小・中・連携」について講演 
   

第 1 回宝塚市立小・中・特別支援学校 校長研修会 
講師(於：宝塚市立教育総合センター） 

平成 25年 6月
22 日 

宝塚市立小・中・特別支援学校 校長等 30 人を
対象に、「人材育成へのマネジメント～ 学校改善
へのリーダーシップ ～」について講演 
 

天理市教育委員会主催 天理市内保・幼・小・中の
連携推進にかかる研修会 講師(於：天理市教育総
合センター） 

平成 25年 6月
29 日 

天理市内保・幼・小・中の校園所長２５名を対象
に「子どもの育ちと学びをつなぐ保・幼・小連携」
について講演   
 

特例社団法人日本精神看護技術協会主催 教育方
法研修会 講師（於：京都研修センター） 

平成 25年 7月
3 日 

看護実習指導者を目指している者(80 名)を対象
に、効果的な実習指導ができるよう、また、学生の
特性を理解し、教育的配慮ができるように必要な知
識・技術を修得させることを目的として「授業の形
態」について講義 
 

特例社団法人日本精神看護技術協会主催 教育方
法研修会 講師（於：京都研修センター） 

平成 25年 7月
4 日 

看護実習指導者を目指している者(80 名)を対象
に、効果的な実習指導ができるよう、また、学生の
特性を理解し、教育的配慮ができるように必要な知
識・技術を修得させることを目的として「授業の方
法」について講義 
 

全国幼児教育研究協会 主催 中国地区岡山支部研
修会 講師（於：岡山衛生会館 三木記念ホール） 

平成 25年 7月
7 日 

中国地区岡山県の幼稚園長・教諭・保育所長・保
育士・大学関係者など 300 名を対象に「元気の出る
幼稚園づくり～学校評価を活かして～」の講演 
 

鳴門教育大学大学院 特別講義(於：鳴門教育大学) 平成 25年 7月
13 日 

鳴門教育大学大学院授業科目「学習指導と学習評
価」及び学部授業科目「教育評価論」における特別
講義 
 

平成 24 年度奈良市「30 人学級」指導者研修会 講
師 （於：奈良市庁舎 中央棟６階 正庁）    

平成 25年 7月
24 日 

奈良市立幼稚園・小学校教員を対象に『奈良市
小・中学校学力・学習調査の結果から見えてくる「30
人学級」での効果的指導法』について講演  
 

福井県丹生郡学校教育研究会主催 丹生郡教育講
演会 講師（於：越前陶芸村文化交流会館） 

平成 25年 7月
26 日 

福井県丹生郡内小中学校教職員 150 名を対象に
「育ちと学びをつなぐ学校づくり 授業づくり」に
ついて講演した。 
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大阪府私立幼稚園連盟主催の免許更新講習会【必
修】の講師（於：エル・おおさか（大阪府立労働セ
ンター）） 

平成 25年 8月
6 日 

大阪府私立幼稚園免許状更新講習者を対象に免
許更新講習【必修】を担当。 

京都府教育委員会主催の平成 25 年度「保育技術専
門講座Ⅰ」及び「新規採用者研修『幼稚園教諭２』
講座」の講師（於：京都府教育センター） 

平成 25年 8月
8 日 

教諭（幼稚園及び特別支援学校の幼稚部 国立・
私立を含む）90 名を対象に「幼児期の教育と小学
校教育の円滑な接続」について、講演及び演習。 
 

奈良市教育委員会主催の平成 25 年度第 1 回「30人
学級」指導者実践交流会の講師（於：奈良市教育セ
ンター） 

平成 25年 8月
12 日 

奈良市内幼稚園教諭及び小学校教員等を対象に
指導助言及び講演。 

安堵町教育委員会主催の夏季職員研修の講師（於：
安堵町立中学校会議室） 

平成 25年 8月
13 日 

安堵町中学校小学校教職員を対象に「子どもの育
ちと学びをつなぐ～よりよい連携・接続のあり方
～」について講演。 
 

丹波市教育委員会主催の丹波市小学校長会研修会
の講師（於：丹波市山南住民センター） 

平成 25年 8月
27 日 

丹波市小学校校長 25 名を対象に「元気の出る学
校づくり」について講演。 
 

 第 2 回高校と大学の連携フォーラム in 大阪のパ
ネルディスカッション、コーディネータ （於：内
田洋行セミナールール） 

平成 25年 8月
31 日 

大阪府及び奈良県内高等学校関係者、教育関係者
120 名を対象に「日本の教師を育てる～教育三都物
語～」について、パネルディスカッションにおいて、
コーディネータ 
 

愛知県教職員組合主催の第 63 次教育研究愛知研修
会記念講演の講師。（於：愛知県産業労働センター
（ウインクあいち）） 

平成 25 年 10
月 19 日 

市町村教育長・愛知県小中学校長役員・PTA 代表・
教員代表等 450 名を対象に「子どもたちの健やかな
成長をめざして～力と夢を育てる地域ぐるみの学
校づくり～」をテーマに記念講演。 
 

鳥取県中部委員会主催の平成 25 年度鳥取県中部地
区幼稚園教員・保育士等の合同研修会の講師（於：
倉吉未来中心センター） 

平成 25 年 10
月 30 日 

鳥取県中部地区幼稚園教員・保育士名を対象に、
「元気の出る園づくり～園評価を活かして」をテー
マに記念講演。 
 

愛知県知多郡武豊町教育委員会主催の教育講演会
の講師（於：武豊町立武豊中学校体育館） 

平成 25 年 11
月 22 日 

武豊町６小中学校教職員を対象に「力と夢を育て
る学校づくり」をテーマに講演 
 

大阪市私立幼稚園連合会主催の研修会の講師（於：
もと大阪市幼児教育センター） 

平成 25 年 11
月 29 日 

大阪市私立幼稚園連合会、幼稚園教諭を対象に
「幼小連携」をテーマに講演 
 

久米田看護専門学校主催の講師会の講師（於：社会
医療法人 生長会 府中病院 セミナーホール） 

平成 25 年 11
月 30 日 

実習指導者、専任教員、非常勤講師他 60 名を対
象として、「学生・教員・学校が輝く教育評価」を
テーマに講演 
 

尾張地区女性役職会主催の研修会の講師（於：名古
屋国際会議場） 

平成 25 年 12
月 15 日 

尾張地区女性役職会研修会参加者 450 名を対象
として、「力と夢を育てる学校づくり」をテーマに
講演 
 

日本初等理科教育研究会堺大会発表校 堺市立浜
寺石津小学校研修会の講師（於：堺市立浜寺石津小
学校） 

平成 26年 2月
7 日 

日本初等理科教育研究会堺大会発表校 堺市立
浜寺石津小学校教職員を対象に、第三者評価をふま
えた総括会として、「未来を切り拓く子どもを育て
るー日本初等理科教育研究会堺大会での成果と課
題ー」と題して講演 
 

東海市立教員研修センターTEC21 主催の東海市立教
員研修の講師（於：東海市立文化センター） 

平成 26年 2月
7 日 

東海市立小中学校教員 60 名を対象として、「元気
の出る学校づくり」をテーマに講演。 

奈良文化女子短期大学第 2回幼小接続フォーラムの
総括講演（於：奈良文化女子短期大学） 

平成 26年 3月
2 日 

保幼小教職員・教育関係者等 120 名を対象とし
て、「子どもの育ちと学びをつなぐ」をテーマに総
括講演。 
 

鳥取県東部地区幼稚園等の教員及び保育士の合同
研修会 講師（於：鳥取県立福祉人材研修センター） 

平成 26年 5月
14 日 

保幼小教職員・教育関係者等 200 名を対象とし
て、「子どもの育ちと学びをつなぐ」をテーマに講
演。 
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大阪府立高等学校第７ブロックＰＴＡ連絡協議会
の講師（於：大阪府立大塚高等学校） 

平成 26年 6月
14 日 

大阪府立高等学校第７ブロックＰＴＡ連絡協議
会主催のＰＴＡ総会講演会において、保護者・校
長・教頭・教員 150 名を対象に「高校生活をどう過
ごさせるか」をテーマに講演 
 

人間教育学会「学校間接続分科会」の講師（於：奈
良学園大学） 

平成 26年 8月
4 日 

人間教育学会「学校間接続分科会」において、講
演 

三河教育研究会主催の総合的な学習部会夏季研修
会の講師（於：愛知県岡崎市民会館 甲山会館） 

平成 26年 8月
5 日 

三河教育研究会主催の総合的な学習部会夏季研
修会において、小中教員 250 名を対象に「力と夢を
育てる学校づくり・授業づくり～総合的な学習を通
して」をテーマに講演。 
 

阿久比町小中学校主催の教職員夏季研修会の講師
（於：阿久比町勤労福祉センター・エスペランス丸
山）） 

平成 26年 8月
6 日 

阿久比町小中学校主催の教職員夏季研修会「教育
講演会」において、小中教職員 200 名を対象に「子
どもの育ちと学びをつなぐ」をテーマに講演。 
 

日本私立小学校連合会主催の全国教員夏季研修会
の講師（於：ホテルモントレ ラ・スール） 

平成 26年 8月
21 日 

日本私立小学校連合会主催の全国教員夏季研修
会において、小学校教員 80 名を対象に「元気の出
る学級づくり～子どもと保護者と教師の育ち合い
を通して」をテーマに講演。 
 

豊中市教育委員会主催の幼保小連絡協議会夏期研
修会の講師（於：アクア文化ホール） 

平成 26年 8月
28 日 

豊中市教育委員会主催の幼保小連絡協議会夏期
研修会において、公私立小学校、幼稚園、公立・民
間保育園、児童発達支援センター、認定こども園、
所属長及び教職員 180 名を対象に「子どもの育ちと
学びをつなぐ～よりよい幼保小連携・接続のあり方
～」をテーマに講演。 
 

和泉市立北池田小学校主催の夏季研修会の講師
（於：和泉市立北池田小学校） 

平成 26年 8月
29 日 

和泉市立北池田小学校主催の夏季研修会におい
て、教職員 30 名を対象に「元気な学校づくり～子
どもと保護者と教師の育ち合いを通して～」をテー
マに講演 
 

寝屋川市教育委員会主催の研修会の講師（於：寝屋
川市立北幼稚園） 

平成 26年 9月
17 日 

寝屋川市教育委員会主催の研修会において、小学
校教員、公私立幼稚園教諭・保育士 100 名を対象に
「子どもの育ちと学びをつなぐ～就学前後の接続
を中心に～」をテーマに講演。 
 

日本精神看護協会主催の看護実習指導者の資格取
得の講師（於：日精看 京都研修センター） 

平成 26 年 10
月 21・22 日 

看護実習指導者の資格取得を目指すもの 80 名を
対象に、教育方法研修会における講師 
 

神戸市立幼稚園長会・私立幼稚園連盟主催の教育連
絡会研修会の講師（於：神戸市総合教育センター） 

平成 26 年 11
月 10 日 

神戸市立幼稚園長会・私立幼稚園連盟主催の教育
連絡会研修会において、公私立幼稚園教諭 150 名を
対象に「元気の出る園づくり～子どもの育ちと学び
をつなぐ～」をテーマに講演。 
 

沖縄県庁主催の平成 26 年度宮古地区幼稚園教育課
程研究協議会の講師（於：神戸市総合教育センター） 

平成 26 年 11
月 17 日 

沖縄県庁主催の平成 26 年度宮古地区幼稚園教育
課程研究協議会において、公立、公私立幼稚園長、
教諭・市村教育委員会指導主事、宮古島市教育研究
所指導主事を対象に「元気の出る幼稚園づくり～学
校評価を活かした保育改善を通して～」をテーマに
講演。 
 

大阪市私立幼稚園連盟主催の研修会の講師（於：も
と大阪市幼児教育センター） 

平成 26 年 12
月 3 日 

大阪市私立幼稚園連盟主催の研修会において、私
立幼稚園教諭 80 名を対象に「元気の出る園づくり
～どもの育ちと学びをつな～」をテーマに講演。 
 

大東市主催の保幼小研修会の講師（於：大東市民会
館） 

平成 27年 1月
27 日 

大東市主催の保幼小研修会において保育士、幼稚
園教諭、小学校教諭、園長、行政等 300 名対象とし
て、「育ちと学びをつなぐ保幼小連携」をテーマに
講演。 
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第 58回大阪府私立幼稚園教育研究大会(免許更新講
習) の講師（於：大阪国際会議場（グランキューブ
大阪） 

平成 27年 3月
26 日 

大阪府私立幼稚園連盟主催の免許更新講習にお
いて、大阪府私立幼稚園・園長・教職員,近畿地区
私立幼稚園教諭 100 名を対象に「幼稚園の信頼構
築と改善～学校評価と幼小接続・連携をもとに～」
について、講義を担当。 
 

大阪市私立幼稚園連合会研修会の講師（於：もと大
阪市幼児教育センター） 

平成 27年 5月
13 日 

大阪市私立幼稚園連合会主催の研修会において、
幼稚園教諭 40 名を対象に「幼小接続」をテーマに
講演。 

羽衣学園中学・高等学校の父母教育懇談会の講師 
（於：羽衣学園中学・高等学校） 

平成 27年 5月
16 日 

羽衣学園中学・高等学校の父母教育懇談会におい
て、保護者及び教職員 200 名を対象に「親として、
中・高時代をどう過ごさせるか」をテーマに講演。 
 

近畿ブロック都市福祉事務所長連絡協議会主催の
第 9 回通常総会における講師（於：大和高田市さざ
んかホール） 

平成 27年 5月
22 日 

近畿ブロック都市福祉事務所長連絡協議会主催
の第 9 回通常総会において、福祉事務所長 80 名を
対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ町づくり・人
づくり～子ども・子育て新制度をふまえて」をテー
マに講演。 
 

神戸市総合教育センター主催の職務研修講座にお
ける講師（於：神戸市総合教育センター） 

平成 27年 6月
12 日 

神戸市総合教育センター主催の職務研修講座に
おいて、公立幼稚園主任 30 名を対象に「幼小接続」
をテーマに講演。 
 

日本私学教育研究所主催の平成 27 年度私立学校初
任者研修小学校（西日本地区）の講師（於：大阪ガ
ーデンパレス） 

平成 27年 7月
30 日 

日本私学教育研究所主催の平成 27 年度私立学校
初任者研修小学校（西日本地区）において、小学校
教員 40 名を対象に「子どもに力をつける教員の力
量形成～教師力を学校力につなげる～」をテーマに
講演。 
 

古座川町保小中一貫教育研修会の講師（於：古座川
町中央公民館） 

平成 27年 8月
2 日 

古座川町保小中一貫教育研修会において、保小中
教職員・保護者 60 名を対象に「保幼接続・小中一
貫」をテーマに講演。 
 

姫路市教育委員会主催の園長研修の講師（於：姫路
市立総合教育センター） 

平成 27年 8月
4 日 

姫路市教育委員会主催の園長研修において、幼稚
園長 30 名を対象に「幼小接続」をテーマに講演。 
 

宝塚市保幼小中特別支援学校合同研修会の講師
（於：宝塚市立安倉小学校ランチルーム） 

平成 27年 8月
6 日 

宝塚市保幼小中特別支援学校合同研修会におい
て、市立保育所長・園長・小中学校教職員・学校長
60 名を対象に、「子どもたちの育ちや学びをつなぐ
保幼小連携の在り方]をテーマに講演。 
 

教育セミナー関西 2015 の講師（於：京都ノートル
ダム女子大学） 

平成 27年 8月
8 日 

教育セミナー関西 2015 において、参加者 20 名を
対象に「ワークショップ－子どもたちの育ちや学び
をつなぐ]をテーマに講演。 
 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研修
の講師（於：堺市産業振興センター） 

平成 27年 8月
12 日 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研
修において、認定こども園・保育士・民間保育園（所）
50 名を対象に、中級講座「幼児期から学童期へ接
続カリキュラム①」をテーマに講演 
 

中丹地域保育所(園)・幼稚園・小学校連携推進研修
会の講師（於：綾部市保健福祉センター） 

平成 27年 8月
17 日 

中丹地域保育所(園)・幼稚園・小学校連携推進研
修会の講師 

教員免許更新講習の講師（於：奈良学園大学幼小接
続室） 

平成 27年 8月
19 日 

教員免許更新講習として、幼稚園教諭・小学校教
諭 30 名を対象に「これからの生活科～子どもの育
ちと学びの連続をふまえて～」をテーマに講師とし
て全 6 時間の講習を担当。 
 

岡山市教職員研修の講師（於：岡山ふれあいセンタ
ー） 

平成 27年 8月
24 日 

岡山市教職員研修こども園・保育園・幼稚園（年
長担任もしくは連携担当者）、小学校（１年生担任
もしくは生活科担当者）250 名を対象に「子どもの
「育ち」と「学び」をつなぐ保育，授業づくり～保
幼小接続におけるこれからの言語活動～」をテーマ
に講演。 
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あま市小中学校教職員会研修会における講師（於：
あま市美和文化会館） 

平成 27年 8月
25 日 

あま市小中学校教職員会研修会において、あま市
小中学校教職員３５０名を対象に「力と夢を育てる
学校づくり～学校間接続と学校評価を活かして」を
テーマに講演。  
 

第 10 回教師力向上研究会における講師（於：箕面
自由学園小学校） 

平成 27年 8月
29 日 

第 10 回教師力向上研究会において、参加者 30 名
を対象に「子どもの「育ち」と「学び」をつなぐ授
業づくり」をテーマに講演。 
 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研修
の講師（於：堺市産業振興センター） 

平成 27年 9月
8 日 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研
修において、認定こども園・保育士・民間保育園（所）
50 名を対象に、中級講座「幼児期から学童期へ接
続カリキュラム②」をテーマに講演 
 

鳥取県教育委員会事務局鳥取県教育センター主催
の【研修名】【幼児教育④】の講師（於：鳥取県教
育センター） 

平成 27年 9月
15 日 

鳥取県教育委員会事務局 鳥取県教育センター
主催の【研修名】【幼児教育④】信頼される魅力あ
る園づくり～園評価を活かして～」において、 鳥
取県内の幼稚園長・保育所（園）長・認定こども園
長の 21 名を対象として、「信頼される魅力ある園づ
くりをめざしテーマに講義・演習を担当。受講者園
長 20 名及び聴講(教育委員会幼児教育担当 6 名） 
 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研修
の講師（於：堺市産業振興センター） 

平成 27 年 10
月 21 日 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研
修において、認定こども園・保育士・民間保育園（所）
50 名を対象に、中級講座「幼児期から学童期へ接
続カリキュラム③」をテーマに講演 
 

平成 27 年度和歌山県那賀地方 PTA 指導者研修会講
演会の講師（於：岩出市民俗資料館 

平成 27 年 11
月 14 日 

平成 27 年度和歌山県那賀地方 PTA 指導者研修会
において、保護者及び教員 65 名を対象として、「親
として、中学時代をどう過ごさせるか～これからの
コミュニケーションと学びの力～」をテーマに講
演。 
 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研修
の講師（於：堺市産業振興センター） 

平成 27 年 11
月 25 日 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研
修において、認定こども園・保育士・民間保育園（所）
50 名を対象に、中級講座「幼児期から学童期へ接
続カリキュラム④」をテーマに講演 
 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研修
の講師（於：堺市産業振興センター） 

平成 27 年 12
月 9 日 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研
修において、認定こども園・保育士・民間保育園（所）
50 名を対象に、中級講座「幼児期から学童期へ接
続カリキュラム⑤」をテーマに講演 
 

看護実習指導者を目指すものを対象とした「教育方
法研修会」①の講師（於：京都研修センター） 

平成 27 年 12
月 16 日 

日本精神看護協会 京都研修センター主催の「教
育方法研修会」において、看護実習指導者の資格取
得を目指す者 38 名を対象に「授業の形態」をテー
マとして、講義・演習 
 

看護実習指導者を目指すものを対象とした「教育方
法研修会」②の講師（於：京都研修センター） 

平成 27 年 12
月 18 日 

日本精神看護協会 京都研修センター主催の「教
育方法研修会」において、看護実習指導者の資格取
得を目指す者 38 名を対象に「授業の方法」をテー
マとして、講義・演習 
 

宝塚市子ども未来部主催の所内研修会の講師（於：
宝塚市立安倉中保育所ホール） 

平成 28年 1月
13 日 

宝塚市子ども未来部主催の所内研修会において、
所長・職員・保育教諭 20 名を対象に「子どもの育
ちと学びをつなぐ保幼小接続・連携」をテーマとし
て、講演。 
 

大阪市私立幼稚園連合会研修会の講師（於：もと大
阪市幼児教育センター） 

平成 28年 5月
24 日 

大阪市私立幼稚園連合会主催の研修会において、
幼稚園教諭 40 名を対象に「子どもの育ちや学びを
つなぐ ～幼児教育と小学校以降の教育の連携・接
続～」をテーマとして、講演。 
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三宅町幼児園園外研修会（於：奈良学園大学幼小接
続室） 

平成 28年 6月
1 日 

三宅町主催の研修会において、27 名（町長・健
康子ども部部長・職員５名、保護者 18 名、評議員
１名、その他１名）を対象に「子どもの育ちや学び
をつなぐ ～幼児教育と小学校以降の教育の連携・
接続～」をテーマとして、講演。 
 

愛知県一宮市西成東小学校 PTA 講演会（於：一宮市
西成東小学校講堂） 

平成 28年 6月
12 日 

愛知県一宮市西成東小学校主催の PTA 講演会に
おいて、管理職及び保護者 50 名を対象として、「親
として、小学時代をどう過ごさせるか～これからの
コミュニケーションと学びの力～」をテーマに講
演。 
 

ゆめナビ講義ライブ（於：インテックス大阪） 平成 28年 6月
18 日 

ゆめナビライブにおいて、高校生 80 名を対象と
して、「保育士も教師も！～育ちと学びをつなぐ教
育のスペシャリストになる～」をテーマに講義。全
国の大学 250講義の中で 1万人参加の高校生アンケ
ートにより「もう一度聴きたい講義」の第一位に選
出された。 
 

鳥取県中部教育局園経営研修（於：伯耆しあわせの
郷） 

平成 28年 6月
28 日 

鳥取県中部教育局主催の【幼児教育④】園経営研
修において、鳥取県内の幼稚園長・保育所（園）長・
認定こども園長、園経営にかかわる副園（所）長、
部長等の５０名を対象として、「園を活性化するた
めの組織マネジメントのあり方 ～信頼される特色
ある園づくりをめざして～ 」をテーマに講義・演
習。 
   

精神科認定看護資格取得研修会（於：京都研修セン
ター） 

平成 28年 7月
22 日 

日本精神看護協会主催の精神科認定看護資格取
得を目指すもの 86 名対象とした「組織内における
活動、教育論Ⅰ」において、「教育に必要な理論・
教育プログラムの展開に必要な教育技法」をテーマ
に講義。 
 

西宮市幼保小第 2 回「つながり」研修（於：西宮市
立子育て総合センター） 

平成 28年 7月
26 日 

西宮市立子育て総合センター主催の第 2 回「つな
がり」研修（幼保小）において、保育所保育士、幼
稚園・小学校・特別支援学校教員等 110 名を対象に
「生活科を窓口としたッスタートカリキュラムと
アプローチカリキュラム」と題して講演。 
 

岸和田市「平成 28 年度 管理職（校長）研修（於：
波切りホール） 
 

平成 28年 8月
1 日 

岸和田市教育委員会主催の「平成 28 年度 管理
職（校長）研修」において、市内幼小中学校校長
40 名を対象に「力と夢を育てる元気な学校づくり
～学校評価を活かして～」をテーマに講演。 
 

きのくに共育コミュニティ研修会（於：和歌山ビッ
グ愛） 
 

平成 28年 8月
3 日 

和歌山県教育庁主催のきのくに共育コミュニテ
ィ研修会において、参加者１１０名（学校関係者８
０名、社会教育関係者（行政・公民館関係者・コー
ディネ ーター等３０名）を対象に、「子どもの育ち
と学びをつなぐ～学校・家庭・地域がつながる共育
～」をテーマに講演。 
 

福井県平 28 年度組織づくり研修講座（於：嶺南教
育事務所） 
 

平成 28年 9月
7 日 

福井県教育庁主催の平成 28 年度組織づくり研修
講座において、福井県嶺南地区小中学校・高等学校
教職員 20 名を対象に、「力と夢を育てる学校づく
り」をテーマに講演。 

三郷町立幼稚園 新規採用教員研修及び園内研修
会（於：三郷町立南畑幼稚園） 
 

平成 28 年 10
月 14 日 

三郷町教育委員会主催の「幼稚園新規採用教員研
修」及び園内研修において、町教委職員及び園長並
びに職員を対象に講演。 
 

大阪府立高等学校第 3ブロックＰＴＡ協議会研修会
（於：大阪府立市岡高等学校） 
 

平成 28 年 11
月 8 日 

大阪府立高等学校第 3 ブロックＰＴＡ協議会研
修会において、保護者、校長、教員等 55 名を対象
に「親子のコミュニケーション」をテーマに、講演。 

柏原市「市教研研修会」（於：柏原市立玉手幼稚園） 平成 28 年 11
月 11 日 

柏原市教育委員会主催の「柏原市教育研究会幼稚
園部会」において、公立私立幼稚園及び小学校教職
員 50 名を対象に、「子どもの育ちと学びをつなぐ～
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幼小接続カリキュラムのあり方～」について、講演。 
 

日本精神看護協会「教育方法研修会」（於：京都研
修センター） 

平成 28 年 12
月 21 日 

日本精神看護協会 京都研修センター主催の「教
育方法研修会」において、看護実習指導者の資格取
得を目指す者 36 名を対象に「授業の形態・方法」
をテーマとして、講義・演習。 
 

和歌山県社会教育関係職員等研修会（第２回）・訪
問型家庭教育支援事業シンポジウム（於：紀南文化
会館小ホール） 

平成 29 年１
月 16 日 

和歌山県生涯教育局主催の「平成 28 年度和歌山
県社会教育関係職員等研修会（第 2 回）・訪問型家
庭教育支援事業シンポジウム」において、社会教育
関係職員・家庭教育関係職員・福祉関係職員・学校
関係教職員、子育て中の保護者、子育て支援活動を
している方、家庭教育支援チーム員等 100 名を対象
としたパネルディスカッション「つながろう！家
庭・学校・地域・行政・福祉切れ目のない支援のた
めに」をテーマにコーディネータとして担当。 
 

西宮市幼保小第３回「つながり」研修（於：西宮市
立子育て総合センター） 

平成 29 年１
月 20 日 

西宮市立子育て総合センター主催の第 3 回「つな
がり」研修（幼保小）において、保育所保育士、幼
稚園・小学校・特別支援学校教員等 88 名を対象に
『幼保小接続を考える「とまどいマトリクス」を通
して』と題して講演及びワークショップを実施し
た。 
 

鳥取県「幼保小連携推進研修会」（於：鳥取県福祉
人材研修センター） 

平成 29年 2月
27 日 

鳥取県教育委員会主催の「幼保小連携推進研修
会」において、幼保・認定子ども園棟等の管理職及
び教諭、保育士、保育教諭、小学校、特別支援学校
の管理職及び連携担当者、1 年生の担任、市町村教
育委員会担当者などの 200 名を対象に幼保小の円
滑な接続をめざして ～幼児教育と小学校をつなぐ
～をテーマに講演・演習、指導講評を担当 
 

岡山市保育協議会研修（於：岡山市役所 保健福祉
局勤労者福祉センター） 

平成 29年 6月
5 日 

岡山市保育協議会主催の研修会において、保育
園・こども園の園長・保育士 135 名を対象として、
子どもの育ちと学びをつなぐ ～就学前までに育て
たい力、つけたい力～ 」をテーマに講演。 
 

大阪市私立幼稚園連合会講演（於：） 平成 29年 6月
20 日 

大阪市私立幼稚園連合会主催の研修会において、
幼稚園教諭 50 名を対象に「子どもの育ちや学びを
つなぐ ～幼児教育と小学校以降の教育の連携・接
続～」をテーマとして、講演。合わせて、事務局を
通じて、本学の案内と共に、学生の実習の際の受入
等についてもお願いした。 
 

奈良県就学前教育振興プログラム策定会議（於：京
都大学） 

平成 29年 6月
28 日 

奈良県教委が京都大学に委嘱した事業「就学前教
育プログラム策定」委員として出席し、2017 年度
取り組みを検討した。とりわけ、保育・教育現場へ
の評価規準や指標の示し方の提示など、新たな知見
が情報交換された。 
 

大和高田市まち・ひと・しごと創生会議（於：大和
高田市役所） 

平成 29年 7月
4 日 

大和高田市主催の大和高田市まち・ひと・しごと
創生会議において議長として、協議会を進行。議案
の２「地方創生加速化交付金に係る事業の実施結
果」及び議案の３「地方創生推進交付金に係る事業
の実施状況」について検証。 
 

平成 29 年度第 1 回大阪府教育行政評価審議会 
（於：大阪府庁） 

平成 29年 7月
18 日 

副会長として出席し、前年度教育行政について、
府の点検及び評価結果の妥当性について審議した。
後日、大阪府ＨＰにて公開。 
 

平成 29 年度第 2 回大阪府教育行政評価審議会（於：
大阪府庁） 

平成 29年 7月
19 日 

副会長として出席し、前年度教育行政について、
府の点検及び評価結果の妥当性について審議した。
後日、大阪府ＨＰにて公開。 
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西宮市教育委員会主催「つながり研修②」（於：西
宮市職員会館） 

平成 29年 7月
24 日 

西宮市教育委員会主催の「つながり研修」におい
て、幼稚園・保育所・小学校、特別支援教育の教職
員 100 名を対象として、『育った力を学びの力につ
なぐⅠ「とまどいマトリクス」の活用を通して』①
をテーマに講演。 

大和高田市人権研究会 市人教 課題別研修会 平成 29年 7月
29 日 

大和高田市人権教育研究会主催の平成２９年度
大和高田市人権教育研究会 課題別研修会におい
て、市人教会員（保幼こ小中高の教職員）120 人を
対象に、「子どもの育ちと学びをつなぐ ～幼児期と
小学校教育の連携・接続～ 」をテーマに講演。 
 

平成 29 年度第 3 回大阪府教育行政評価審議会（於：
大阪府庁） 

平成 29年 7月
31 日 

副会長として出席し、前年度教育行政について、
府の点検及び評価結果の妥当性について審議した。
後日、大阪府ＨＰにて公開。 
 

平成 29 年度保育士の専門性を高める連続研修会
（於：TKP 心斎橋駅前カンファレンスセンター） 

平成 29年 8月
1 日 

大阪府社会福祉協議会主催の平成 29 年度保育士
の専門性を高める連続研修会において、府内の民間
保育園・認定こども園に所属する施設長、リーダー、
主任保育士に準ずる者 200 名を対象に「子どもの育
ちと学びをつなぐ～就学前までに育てたい力～ 」
をテーマに講演。今後の実習のお願いもした。 
 

平成 29 年度和歌山県訪問型家庭教育支援事業第１
回協議会（於：和歌山県庁） 

平成 29年 8月
2 日 

議長として、協議会を進行した。平成 29 年度の
方向性として、以下の２点に特化して協議した。                  
①事業の成果や効果を図るための成果指標の効果
的な活用について ②円滑な支援に向けたシステ
ムの構築について。①について、成果目標のもと、
経年比較を行い事業評価報告で指標を示し、成果の
客観性を図るよう指示した。 
 

教員免許更新講習（於：奈良学園大学） 平成 29年 8月
9 日 

奈良教育大学委嘱の教員免許更新講習を担当し
た。奈良学園大学「幼小接続室」を会場として、現
職教員小学校及び幼稚園教諭 38 名に対して、生活
科及び幼小接続カリキュラムについての理解を深
め、認定評価した。 
 

平成 29 年度第 4 回大阪府教育行政評価審議会（於：
大阪府庁） 

平成 29年 8月
30 日 

副会長として出席し、前年度教育行政について、
府の点検及び評価結果の妥当性について審議した。
後日、大阪府ＨＰにて公開。 
 

平成 29 年度海南市公民館大会（於：海南市民会館） 平成 29年 9月
3 日 

海南市教育委員会主催の「海南市公民館大会」に
おいて、海南市公民館館長教育関係 200 名を対象に
「未来を拓く学びをつなぐ公民館～ 学校・家庭・
地域がつながるためにできること～ 」をテーマに
講演。和歌山県における本学の周知活動と共にお礼
と次年度以降の実習等のお願いもした。 
 

鳥取県倉吉市「幼保小連携推進研修会」（於：鳥取
県立倉吉体育文化会館） 

平成 29年 9月
5 日 

倉吉市教育委員会主催の幼保合同研修会におい
て、倉吉市内保育園・認定こども園の教職員、小学
校教職員 50 名を対象に「子どもの育ちと学びをつ
なぐ～幼児期と小学校の連携・接続～」をテーマに
講演。鳥取県における本学の周知活動と共に、実習
先の校長及び教員の参加もあり、お礼と次年度以降
のお願いもした。 
 

沖縄県宮古地区園長等運営管理協議会（於：宮古教
育事務所） 

平成 29年 9月
11 日 

沖縄県宮古教育事務所主催の宮古地区園長等運
営管理協議会において、宮古管内幼保教職員、小学
校教職員・校長 120 名を対象に「子どもの育ちと学
びをつなぐ～幼児期と小学校の連携・接続～」をテ
ーマに講演。沖縄県における本学の周知活動と共
に、お礼と次年度以降の実習等のお願いもした。 
 

奈良県就学前教育振興プログラム策定会議 
実地訪問指導（於：田原本町立南幼稚園） 

平成 29年 9月
19 日 

H29 奈良県就学前教育調査研究事業に係る、訪問
調査へ委員として出席。奈良県教育委員会企画部及
び教育委員会幼小担当指導主事、京都大学大学院
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生、田原本南幼稚園園長、教員に評価について指導
助言及び今後の評価シート作成に当たってのイン
タビューを進めた。 
 

奈良県就学前教育振興プログラム策定会議（於：奈
良県立教育研究所） 
 

平成 29年 9月
29 日 

第 2 回奈良県就学前教育振興研究会へ委員とし
て出席。訪問指導の報告と他の実践に対する分析を
行った。 
 

和歌山県訪問型家庭支援事業第 2 回協議会（於：和
歌山県庁） 

平成 29 年 10
月 16 日 

議長として、協議会を進行した。平成 29 年度の
方向性として、以下の２点に特化して協議した。                  
①事業の成果や効果を図るための成果指標の効果
的な活用について ②円滑な支援に向けたシステ
ムの構築について。①について、成果目標のもと、
経年比較を行い事業評価報告で指標から、成果の客
観性を確認した。 
 

宇陀市平成 29 年度宇陀市教育センター研修「幼小
連携・接続講座」（於：宇陀市役所） 

平成 29 年 11
月 20 日 

宇陀市教育委員会主催の「平成 29 年度宇陀市教
育センター研修」幼小連携・接続の講座において、
幼稚園・保育所・こども園小学校の教職員 40 名を
対象に、「子どもの育ちと学びをつなぐ～幼児期と
小学校の連携・接続」をテーマに講演。本学の周知
活動と共に、実習のお礼と次年度以降のお願いもし
た。 

和歌山県訪問型家庭支援事業第 3 回協議会（於：和
歌山県庁） 
 

平成 29 年 12
月 4 日 

議長として、協議会を進行した。平成２９年度各
市町の取組成果とシンポジウムの方向性の２点に
ついて協議した。                  
①事業の成果や効果を図るための成果指標の確認           
②シンポジウムの企画と進行の原案検討 
 

日本精神看護協会主催「教育方法研修会」（於：京
都研修所） 

平成 29 年 12
月 13 日 

日本精神看護協会京都研修センター主催の「教育
方法研修会」において、看護実習指導者の資格取得
を目指す者 46 名を対象に「授業の形態・方法」を
テーマとして、講義・演習を担当した。 

大阪府私立学校審議会（於：大阪府庁） 平成 29 年 12
月 21 日 

「大阪府私立学校審議会」の委員による平成 29
年度 12 月定例会に出席。議事は、8 号議案の申請
概要を審議した。また、報告事項 2 点に基づいて意
見交換された。 
 

奈良市教職員研修講座（於：奈良市教育センター） 平成 29 年 12
月 26 日 

奈良市教育センター主催の平成 29 年度教職員指
導力向上研修講座において、受講者 103 名（小学校
43 各担当者、市立こども園 12、幼稚園 23 保育園
12、幼児教育アドバイザー等）を対象に「幼児教育
と小学校教育の育ちと学び連続性」について、講演。
また、教育実習及び学校園支援ボランティアのお礼
と今後のご指導のお願いの場とした。 
 

大阪府教育庁主催「第 3 回地域教育コーディネータ
研修」（於：大阪府庁） 

平成 30年 1月
24 日 

大阪府教育庁主催の「第 3 回地域教育コーディネ
ータ研修」において、「家庭教育支援員」「親学習リ
ーダー」を含む地域教育コーディネータ・学校教職
員・行政関係者 200 名を対象に「つながろう！家
庭・学校・地域・行政・福祉～切れ目のない支援の
ために～」をテーマに講演した。また、教育実習及
び学校園支援ボランティアのお礼と今後のご指導
のお願いの場とした。 
 

和歌山県訪問型家庭教育支援事業シンポジウム講
演及び第 4 回協議会（於：紀南文化会館） 

平成 30年 1月
29 日 

和歌山県生涯教育局主催の「平成 29 年度和歌山
県社会教育関係職員研究会・訪問型家庭教育支援事
業シンポジウム」において、「家庭教育支援員」「親
学習リーダー」を含む地域教育コーディネータ・学
校教職員・行政関係者９０名を対象に「つながろ
う！家庭・福祉・教育!!ひろげよう！家庭教育支援!!
切れ目のない支援に向けて～」をテーマに講演し
た。また、教育実習のお礼と今後のご指導のお願い
の場とした。さらに、「第 4 回協議会」で座長とし
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て、議事進行と総括をした。 
 

西宮市教育委員会主催「つながり研修②」（於：西
宮市立芦之湯会館） 

平成 30年 2月
1 日 

西宮市教育委員会主催の「つながり研修②」にお
いて、・小学校 27 名、特別支援教育 5 名、幼稚園
32 名・保育所 46 名の教職員 105 名を対象として、
『育った力を学びの力につなぐ「とまどいマトリク
ス」の活用を通して』Ⅱをテーマに講演及びワーク
ショップを実施した。 
実習校の教員の参加もあり、お礼と次年度のお願

いもした。 
 

奈良県教育委員会主催奈良県就学前教育センター
「明日の保育をつくる人材育成フォーラム」（於：
奈良県社会福祉総合センター大ホール） 

平成 30年 2月
19 日 

奈良県教育委員会主催の奈良県就学前教育セン
ター「明日の保育をつくる人材育成フォーラム」に
おいて、公私立幼児教育関係教職員及び行政関係者
120 名を対象として、「奈良県就学前教育プログラ
ムで育む子どもの姿」のパネルディスカッションに
おけるコ－ディネーターを務めた。続いて「子ども
の育ちと学びをつなぐ～幼児教育と小学校の連
携・接続～」をテーマに講演した。 
実習校の教員の参加もあり、お礼と次年度のお願

いもした。 
 

大阪府人権施策推進審議会（於：大阪府庁） 平成 30年 2月
28 日 

第 32 回大阪府人権施策推進審議会に委員として
出席。会長代理に任命された。審議内容は、以下の
4 点であった。 （1）会長及び会長代理の選任につ
いて、（２）平成 28（2016）年度人権施策の状況に
ついて、（３）性的マイノリティの人権問題につい
ての理解増進に向けた取組について、（４）その他
について審議した。 
 

大阪府私立学校審議会（於：大阪府庁） 平成 30年 3月
19 日 

「大阪府私立学校審議会」平成 30 年度 3 月定例
会を開催し、委員として出席。議事は、21 議案の
申請概要を審議し、報告事項 2 点に基づいて意見交
換がなされた。 
 

阪急学園教職員研修会（於：阪急学園） 平成 30年 3月
26 日 

阪急学園教職員研修会において、幼稚園教諭、保
育園保育士計８０名を対象として、「子どもの育ち
と学びをつなぐ」をテーマに講演を実施した。8 園
の法人は、理事長を中心に強固な研修体制を推進さ
れており、学内の幼保コースへの就職情報としても
提供したい。 
 

和歌山県訪問型家庭支援事業第１回協議会（於：和
歌山県民文化会館） 
 

平成 30年 6月
26 日 

訪問型家庭支援事業第 1 回協議会に会長として
出席。昨年度の課題整理をふまえて今年度の方向性
を協議。年度内計画を策定した。 
 

大和高田市まち・ひと・しごと創生会議（於：大和
高田市役所） 

平成 30年 7月
3 日 

大和高田市長依頼の「大和高田市まち・ひと・し
ごと創生会議」において、会長として選出され、進
行した。大和高田市まち・ひと・しごと創生戦略に
おける実施状況報告と地方創生関連交付金にかか
る実施状況の報告と意見交換をした。 
 

日本精神看護協会「教育方法研修会」（於：京都研
修センター） 

平成 30年 7月
4 日 

日本精神看護協会主催の研修会において、精神科
認定看護師資格取得を目指す看護師 60 名を対象に
「組織内における活動 教育論１」をテーマに講義
演習を実施した。 
 

岡山市保育協議会研修（於：岡山市役所 保健福祉
局勤労者福祉センター） 

平成 30年 7月
10 日 

岡山市保育協議会主催の「保幼小連携研修会」に
おいて、岡山市公私立認可保育園・認定こども園保
育士 130 姪を対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ
～就学前までに育てたい力、つけたい力～」をテー
マに講演。 
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西宮市教育委員会主催「つながり研修」（於：青空
幼稚園） 

平成 30年 7月
24 日 

西宮市教育委員会主催の「つながり」研修におい
て、保育所保育士、幼稚園等・小学校・特別支援学
校教員等 100 名を対象に『幼保小連携・接続のため
になすべきこと、できること ～「とまどいマトリ
クス」の活用を通して～』をテーマに講演。 
 

奈良市教頭講座⓶（於：奈良市教育センター） 平成 30年 7月
25 日 

奈良市教育センター主催の「教頭研修講座②」に
おいて、小学校、中学校、高等学校の教頭 68 名を
対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ校種間連携の
在り方」をテーマに講演。 
 

島本町夏季セミナー（於：島本町立第二小学校） 平成 30年 7月
31 日 

大阪府島本町教育委員会主催の夏季セミナー健
康教育分科会において、教職員 50 名を対象（２中
学校、４小学校、２幼稚園、保）に保幼小連携推進
協議会の活動報告とグループ討議の後に「保育所・
幼稚園から小学校へ～よりよい接続のために～」に
ついて指導助言。 
 

湯浅町 PTA 講演会（於：湯浅町立湯浅小学校） 
 

平成 30年 9月
28 日 

和歌山県湯浅町教育長及び学校長と共に、全学級
を授業参観後、湯浅小学校において、教職員 40 名
及び保護者 85 名を対象に「PTA 子育て講演会」講
師を担当。近隣の県立耐久高等学校からの入学者も
ある本学の紹介も含めて「2030 年に生きる力を輝
かせる～育ちと学びの連続をふまえて～」をテーマ
に講演。 
 

王寺町子育て「どんぐり」in 奈良学園大学（於：奈
良学園大学） 

平成 30 年 11
月 24 日 

王寺町子育て「どんぐり」in 奈良学園大学にお
いて、保護者 30 名を対象に「変わる子育て、変わ
らない子育て-2030年の社会と子どもの未来を見す
えて」をテーマに講演。 
 

「就学前教育振興プログラム」研修会（於：天理市
立嘉幡保育所） 

平成 30 年 12
月 10 日 

奈良県教育振興課主催の「就学前教育振興プログ
ラム」研修会において、県内市町村指導主事、教育
研究所長期研究員、保育所長・保育士等 16 名を対
象に「幼小接続期における育ちと学びの連続 『ハ
イスコープ就学前教育プログラム』の活用と言葉の
力」をテーマに参観後の講演。 
 

大阪府人権教育審議会（於：國民会館） 平成 30 年 12
月 19 日 

第 33 回大阪府人権施策推進審議会に副会長とし
て出席。（1）大阪府人権推進計画の点検について、
（２）行政文書における性別記載の点検・見直しに
ついて審議した。 
 

訪問型家庭支援事業シンポジウム（於：和歌山県勤
労福祉会館プラザホール） 

平成 31年 1月
21 日 

和歌山県教育長主催の「訪問型家庭支援事業シン
ポジウム」において、家庭教育支援関係者・社会教
育関係職員・学校関係職員・福祉関係職員・子育て
サークル関係者・SSW/SSC/等の参加者 160 名を対象
にコーディネータ－及び講師として「つながろう家
庭・福祉・教育！ひろげよう 家庭教育支援！！切
れ目のない支援に向けて～地域で家庭をささえる
ために～」をテーマに講演。 
 

訪問型家庭支援事業第 3 回協議会（於：和歌山県勤
労福祉会館プラザホール） 

平成 31年 1月
21 日 

訪問型家庭支援事業第 1 回協議会に会長として
出席。課題整理をふまえて実施項目及びシンポジウ
ム評価を策定した。 
 

西宮市教育委員会主催「つながり研修②」（於：西
宮市職員会館） 

平成 31年 1月
28 日 

西宮市教育委員会主催の第２回「つながり」研
修において、市内小学校教諭・幼稚園教諭等 110
名を対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ言葉の
力を育むために ～2030 年の社会と子どもの未来
を見すえて～」をテーマに講演。 
 

第 34 回 大阪府人権施策推進審議会（於：大阪府男
女共同参画センター） 

平成 31年 2月
15 日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
34 回大阪府人権施策推進審議会」に副会長として
出席。（1）ヘイトスピーチの解消及び性的マイノリ
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ティに対する差別の解消に向けた条例整備につい
て（諮問）審議した。 
 

第 35 回 大阪府人権施策推進審議会（於：大阪府男
女共同参画センター） 

平成 31年 3月
22 日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
35 回大阪府人権施策推進審議会」に副会長として
出席。(1)大阪府人権尊重の社会づくり条例におけ
る府民及び事業者の責務について（論点整理）(2)
人種又は民族を理由とする不当な差別的言動の解
消に向けた規定について（論点整理）(3)性的マイ
ノリティに関する当事者及び有識者の主な意見に
ついて(4)その他報告事項。審議した。 
 

第 36 回 大阪府人権施策推進審議会（於：大阪府男
女共同参画センター） 

平成 31年 4月
26 日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
36 回大阪府人権施策推進審議会」に副会長として
出席。(1)大阪府人権尊重の社会づくり条例におけ
る府民及び事業者の責務について（論点整理）(2)
人種又は民族を理由とする不当な差別的言動の解
消に向けた規定について（論点整理）(3)性的マイ
ノリティに関する当事者及び有識者の主な意見に
ついて(4)その他報告事項を審議した。 
 

第 37 回 大阪府人権施策推進審議会（於：プリムロ
ーズ大阪） 

令和元年 5 月
24 日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
37 回大阪府人権施策推進審議会」に副会長として
出席。審議内容は、次の 3 点であった。 （1）ヘ
イトスピーチの解消に向けた規定について (2)答
申のとりまとめについて(3)その他報告事項。 
 

西宮市第１回 専門課題研修（於：西宮市総合教
育センター） 

令和元年 5 月
28 日 

西宮市教育委員会主催の「西宮市第１回 専門
課題研修」において、保育所・幼稚園・認定こど
も園・小学校・特別支援学校教職員 約 60 名を対
象に、「幼小接続期における「主体的・対話的で
深い学び」のために～「さんぽ」から「町探検」
を事例に～」をテーマに講演した。 

奈良県立西の京高校模擬授業（於：奈良県立西の京
高等学校） 

令和元年 6 月
10 日 

「2030 年のあなたが保育・教育に関わる仕事で
輝くために～自ら意欲スイッチを押す魔法のしか
けとは？～」をテーマに、高校 2 年生 40 名を対象
に講義。あと 10 年で「消える職業」「なくなる仕事」
（「雇用の未来」オックスフォード大学マイケル・
A・オズボーン博士）の論文をもとに、これからの
時代を生きるために「学ぶ意欲のしくみ」を知り、
意欲スイッチを押す魔法のしかけについて考え、自
らの意欲向上と共に、「保育や教育」のスペシャリ
ストになるストーリーについて、論議させた。 

奈良県王寺町立王寺幼稚園園内研修会（於：王寺町
立王寺幼稚園） 

令和元年 6 月
18 日 

王寺町立王寺幼稚園園内研修会において、園長及
び幼稚園教諭 10 名を対象に、午前の公開保育を通
した指導助言及び「小学校を見通した幼児期の学び
の在り方と『幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿』について」をテ－マに講演した。 

奈良市小中学校校長研修会（於：奈良市保健所・教
育総合センター 
） 

令和元年 6 月
24 日 

奈良市教育センター主催の奈良市教職員兼推移
講座「校長のリーダーシップ研修」において、奈良
市立学校校長 62 名を対象に「校種間連携の今後の
あり方～子どもの育ちと学びの連続をふまえて～」
をテーマに講演。 
 

鳥取県東部教育局主催「子育て・家庭教育支援講座」 
（於：鳥取県東部庁舎） 

令和元年 7 月
1 日 

鳥取県東部教育局主催の「子育て・家庭支援講座
（第２回）」において、小学校・幼保職員・社会教
育関係者 40 名を対象に「教育と福祉の連携・協働
体制構築に向けて ～切れ目のない支援を地域で家
庭を支えるために～ 」をテーマに講演。 

奈良県国公立幼稚園・子ども園研究協議会（於：平
和地区公民館） 

令和元年 8 月
5 日 

奈良県国公立幼稚園・子ども園研究協議会主催
の研修会において、園長 121 名を対象に「園長の
リーダーシップの在り方 ～就学前後をつなぐマ
ネジメントを通して～」をテーマに講演。 

https://maps.google.com/?cid=1093342140473817712
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和歌山県湯浅町保幼小研修会（於：湯浅町役場） 令和元年 8 月
21 日 

湯浅町教育委員会主催の保幼小研修会において、
保育所長、小学校関係職員、教育委員会職員を対象
に「湯浅町の未来を創る～こどもの育ちと学びをつ
なぐために～ 」をテーマに講演。 

橋本市訪問型家庭支援員研修会（於：橋本市教育文
化会館） 

令和元年 9 月
4 日 

和歌山県橋本市教育委員会主催の家庭教育支援
員研修会において、ヘスティアチーム 30 名を対象
に「就学時健診の際に保護者対象のグループワーク
の在り方について」をテーマに講演 

令和元年度和歌山県訪問型家庭支援事業第１回協
議会(於：和歌山県民文化会館) 

令和元年 9 月
30 日 

和歌山県生涯学習局主催の内閣府指定「訪問型家
庭支援事業」第一回協議会に座長として出席した。
和歌山県内４市町の取組の成果と課題をふまえ、県
内の実施拡大と質向上に効果のある今年度シンポ
ジウムの在り方について協議を深めた。 

京都府立南陽高校模擬授業（於：京都府立南陽高校） 令和元年 10
月 24 日 

「2030 年のあなたが保育・教育に関わる仕事で
輝くために～自ら意欲スイッチを押す魔法のしか
けとは？～」をテーマに、高校 2 年生 40 名を対象
に講義。あと 10 年で「消える職業」「なくなる仕事」
（「雇用の未来」オックスフォード大学マイケル・
A・オズボーン博士）の論文をもとに、これからの
時代を生きるために「学ぶ意欲のしくみ」を知り、
意欲スイッチを押す魔法のしかけについて考え、自
らの意欲向上と共に、「保育や教育」のスペシャリ
ストになるストーリーについて、論議させた。 
 

令和元年度和歌山県訪問型家庭支援事業第２回協
議会(於：和歌山県民文化会館) 

令和元年 11
月 25 日 

和歌山県生涯学習局主催の内閣府指定「訪問型家
庭支援事業」第二回協議会に座長として出席した。
和歌山県内４市町の取組の成果と課題をふまえ、成
果指標の検討及び県内の実施拡大と質向上に効果
のある今年度シンポジウムの在り方について、コン
テンツや役割等もふまえ協議を深めた。 
 

大和高田市第一回こども・子育て会議（於：大和高
田市役所） 

令和元年 12
月 26 日 

大和高田市こども・子育て会議の会長として選出
され、KPI に基づいて議論を進めた。 

第 3回和歌山県訪問型家庭支援事業シンポジウム及
び協議会（於：紀南文化ホール） 

令和 2 年 1 月
27 日 

和歌山県障害教育局主催の訪問型家庭支援事業
シンポジウムにおいて、参加者約 70 名（家庭教育
支援関係者、園・学校教育関係職員、ＰＴＡ、福祉
関係職員、社会教育関係職員、ＳＳＷ）を対象に 
コ－ディネータ－を努めた。また、第 3 回協議会

において、座長を務め進行し、今年度の総括をした。 
 

横浜市 桐蔭学園幼稚部・キッズフォーレ保育所研
修会 

令和 2 年 2 月
17 日・18 日 

登園から視察の上、指導助言。できているところ、
問題点を指摘。今後の研修改善に生かすためのハイ
スコープ評価及び園評価について資料提供した。 
 

第２回大和高田市こども・子育て会議（於：大和高
田市総合福祉会館（ゆうゆうセンター）） 

令和 2 年 3 月
3 日 

第２回大和高田市子ども子育て会議の議長とし
て、第二期子ども・子育て支援事業計画（素案）に
ついて、委員の意見を取りまとめた。 
 

令和 2 年度訪問型家庭教育支援推進事業協議会（第

１回）＠和歌山県自治会館 

 

令和 2 年 6 月
29 日 

和歌山県生涯学習局主催の内閣府指定「訪問型家
庭教育支援事業」第一回協議会に座長として出席し
た。和歌山県内４市町の取組の成果と課題をふま
え、県内の実施拡大と質向上に効果のある今年度シ
ンポジウムの在り方について協議を深めた。 

第 38 回大阪府人権施策審議会 online 令和 2 年 7 月
20 日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
38 回大阪府人権施策推進審議会」に会長として出
席。審議内容は、大阪府 HP に掲載。 
 

神戸市子育て研修会（第２回）＠ 新長田勤労市民
センター別館ピフレホール 

令和 2 年 7 月
27 日 

神戸市子ども家庭局主催の「神戸市子育て研修会
（第２回）  」において、神戸市立保育所・神戸市
私立保育園（所）・認定こども園・小規模保育事業
所・家庭的保育事業所に勤務する保育士及び保育教
諭、教育委員会指導主事、保育行政担当者等 200 名
を対象に幼稚園･保育所（３歳以上）･認定こども園
の教育・保育課程の編成や実施に伴う指導上の諸課

https://maps.google.com/?cid=8094960362741084444
https://maps.google.com/?cid=8094960362741084444
https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
https://maps.google.com/?cid=4709814682783125412
https://maps.google.com/?cid=12732711228051217969
https://maps.google.com/?cid=12732711228051217969
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題、今後の幼児教育・保育の充実と保育者の資質向
上に資する事を目的として、「子どもの育ちと学び
をつなぐ～小学校教育以降との接続 ～」をテーマ
に講演。 
 

令和 2 年度和歌山県教育課程・保育実践研究協議会 
＠和歌山県自治会館大会議室  
 

令和 2 年 8 月
3 日 

文部科学省・和歌山県教育委員会主催の「教育課
程・保育実践研究協議会」において、公･私立幼稚
園の教員、公･私立保育所の保育士、公･私立認定こ
ども園の保育教諭、認可外保育施設関係者、各市町
村教育委員会指導主事、各市町村保育行政担当者等
85 名を対象に幼稚園･保育所（３歳以上）･認定こ
ども園の教育・保育課程の編成や実施に伴う指導上
の諸課題について、各園・所における日々の実践を
交流し合い、今後の幼児教育・保育の充実と保育者
の資質向上に資する事を目的として、「子どもの育
ちと学びをつなぐ～ 幼小接続におけるカリキュラ
ム・マネジメントを通して～」をテーマに講演。 
 

和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 2年度第
２回協議会＠和歌山県民文化会館 

令和 2 年 8 月
31 日 

「和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 2
年度第２回協議会」において、会長として司会進行
を務めた。 
 

第３回訪問型家庭教育支援推進協議会 
 
 
和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業シンポジウ
ム＠和歌山県民文化会館 

令和 2 年 8 月
31 日 

「和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 2
年度第３回協議会」において、会長として司会進行
を務めた。 
「シンポジウム」では、参加者 200 名（市町村関

係職員・学校運営協議会委員・教職員・PTA 関係者、
幼・保・こども園職員、福祉関係者等）を対象にパ
ネルディスカッションコーディネーター及び総括
講演「切れ目のない支援を充実させるために」をテ
ーマに総括講演した。その後 TV 和歌山の取材を受
けインタビューに答えた。 
 

第 39 回大阪府人権施策推進審議会（＠マイドーム
おおさか） 
 

令和 2年 11月
9 日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
39 回大阪府人権施策推進審議会」に会長として出
席。審議内容は、HP に掲載。 
 

桐蔭学園研修会（第 1 回）online 令和 2年 12月
7 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐ～チャレンジする子を育てるチャレン
ジする教職員をめざして～」をテーマに講演)。 
 

桐蔭学園研修会（第 2 回）online 令和 3 年 1 月
25 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐ～地域になくてはならない園づくりか
ら考える「カリキュラム改善」～をテーマに講演。 

第４回訪問型家庭教育支援推進協議会＠和歌山県
民文化会館 

令和 3 年 2 月
15 日 

「和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 2
年度第４回協議会」において、会長として司会進行
を務めた。 
 

桐蔭学園研修会（第 3 回）online 令和 3 年 2 月
22 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐ～地域になくてはならない園づくりか
ら考える「カリキュラム改善」②～」をテーマに
講演。 
 

第 40 回大阪府人権施策推進審議会（＠マイドーム
おおさか） 
 

令和 3 年 3 月
24 日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
40 回大阪府人権施策推進審議会」に会長として出
席。審議内容は、HP に掲載。 

 
桐蔭学園研修会（第 4 回）online 令和 3 年 3 月

25 日 
桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼

稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐ～ 対話的学びから考える「カリキュラ
ム改善」～」をテーマに講演 
 

https://maps.google.com/maps?hl=ja&q=%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E8%87%AA%E6%B2%BB%E4%BC%9A%E9%A4%A8%E5%A4%A7%E4%BC%9A%E8%AD%B0%E5%AE%A4%20%28%E3%80%92640-8263%20%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%B1%B1%E5%B8%82%E8%8C%B6%E5%B1%8B%E3%83%8E%E4%B8%81%EF%BC%92%EF%BC%8D1%20%E9%9B%BB%E8%A9%B1%3A073%EF%BC%8D432%EF%BC%8D1795%29&source=calendar
https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
https://maps.google.com/?cid=11937576399701307343
https://maps.google.com/?cid=11937576399701307343
https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
https://maps.google.com/?cid=11937576399701307343
https://maps.google.com/?cid=11937576399701307343
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桐蔭学園研修会（第 5 回）online 令和 3 年 4 月
27 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「「子どもの育ちと学
びをつなぐ非認知能力の育成～自立心と規範意
識～」をテーマに講演 
 

滋賀県令和３年度国公立幼稚園・こども園長会研修
会 
 

令和 3 年 5 月
31 日 

滋賀県国公立幼稚園こども園長会主催の研修会
において、滋賀県公･私立幼稚園の教員、公･私立保
育所の保育士、公･私立認定こども園の保育教諭、
認可外保育施設関係者、各市町村教育委員会指導主
事、各市町村保育行政担当者等 100 名を対象に、「子
どもの育ちと学びをつなぐ園経営～ 保幼小連携接
続を通して～」をテーマに ZOOM によるオンライン
講演。 

 

第１回神戸市幼小接続研修会＠神戸市勤労会館 大
ホール 

令和 3 年 6 月
14 日 

神戸市こども家庭局主催の「幼小接続研修会」に
おいて、150 名（公立保育所７４名・民間園７４名）
の主任保育士、行政関係者を対象に「子どもの育ち
と学びをつなぐ～小学校との接続～」をテーマに講
演。 
 

桐蔭学園研修会（第 6 回）online 令和 3 年 6 月
22 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐ非認知能力の育成～自立心と規範意識
②～」をテーマに講演 
 

第 1回訪問型家庭教育支援推進協議会＠和歌山県民
文化会館 
   

令和 3 年 7 月
12 日 

「和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和３
年度第１回協議会」において、会長として司会進行
を務めた。また、「家庭教育支援チームの活動の推
進に係る文部科学大臣表彰推薦について」協議し
た。 

 

桐蔭学園研修会（第 7 回）online 令和３年 7 月
22 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐ非認知能力の育成～ 環境を生かし、「問
いかける力」をもつために ～」をテーマに講演 
 

桐蔭学園研修会（第 8 回）online 令和３年 9 月
27 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐオンライン保育の工夫・効果と課題 ～
「健康な心と体」から考える～  」をテーマに講
演 
 

大阪府立八尾高等学校 令和３年 11
月 5 日 

大阪府立八尾高等学校主催のキャリア研修「総合的
探究の時間」において、第 2 学年希望者 40 名を対
象に「2030 年のあなたが輝くために～自ら意欲ス
イッチを押す魔法のしかけとは？～」をテーマに
講義担当。 
その後、受講者と共にローカルラジオ出演。 

 

下関市中核市研修「なめらかな接続」のための連携
教育研修会＠下関市教育センター 

令和３年 11
月 8 日 

山口県下関市教育委員会主催の下関市中核市研修
「なめらかな接続」のための連携教育研修会におい
て、認定こども園・幼稚園・保育園長、小学校長認
定こども園保育教諭、幼稚園教諭、保育園保育士、
小学校教諭等、約 100 名を対象に、「育ちと学びを
つなぐ～幼小接続期における『主体的・対話的な深
い学び』に向けて～」をテーマに講演した。 
 

桐蔭学園研修会（第９回）online 令和３年 11
月 15 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐ【幼稚園で実現したい子どもの姿】 

研修会 1 周年目を振り返る」をテーマに講演 
 

第 2 回神戸市幼小接続研修会＠神戸市勤労会館 大
ホール 

令和３年 11
月 29 日 

神戸市主催の公私合同保育士研修（兵庫県の保
育士等のキャリアアップ研修の対象）において、

https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
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保育所長、保育教諭、保育士１3４名（公立保育
所 ６１名 民間園 ７３名 ）を対象に「子どもの
育ちと学びをつなぐ～小学校との接続～」をテー
マに講演。 

桐蔭学園研修会（第 10 回）online 令和３年 12
月 20 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐ～2 学期の振り返り・総括～」をテーマ
に講演 
 

桐蔭学園研修会（第 11 回）online 令和４年 2 月
21 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐ～ オンライン保育・教育・ICT 活用の
対話～」をテーマに講演 
 

桐蔭学園研修会（第 12 回）online 令和３年３月
24 日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「子どもの育ちと学び
をつなぐ～2021総括と 2022スタートへの接続～」
をテーマに講演 
 

和歌山県訪問型家庭教育支援推進協議会＠和歌山
県民文化会館 
   

令和４年 5 月
9 日 

「和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 4
年度第１回協議会」において、会長として議事司会
進行を務めた。また、「県内の取組について」協議
した。 

 

日高川町専門講座研修会＠日高川町農村環境改善
センター 大会議室 

令和４年 5 月
23 日 

和歌山県主催の専門講座において、家庭教育支
援関係者、学校関係者、行政関係者、学校運営協
議会委員、元教員、元保育士、保健師、民生児童
委員を対象に、 「切れ目のない支援と訪問型家
庭教育支援について ～学校教育と福祉行政の連
携～ 」をテーマとして講演とワークショップを
実施。 

 

神戸市公私合同保育士研修＠＠神戸市勤労会館 大
ホール 

令和４年 6 月
13 日 

神戸市子ども家庭局主催の公私合同保育士研
修の「幼児教育（⑤小学校との接続）」（兵庫県の
保育士等のキャリアアップ研修の対象）におい
て、神戸市立保育所・神戸市私立保育園（所）・
認定こども園・小規模保事業所・家庭的保育事業
所に勤務する保育士及び保育教諭等 150名を対象
に「子どもの育ちと学びをつなぐ～小学校との接
続、地域・保護者との連携～」をテーマに講演。 

 

桐蔭学園研修会（第 13 回）online 令和４年 7 月
20 日 

桐蔭学園主催の研修会において、幼稚園管理職
と教員を対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ～
「言葉による伝え合い」スピーチ活動、今日のニ
ュースを通して ～」をテーマに講演 

 

日高川町教育研究会 教育講演会＠日高川町交流
センター大ホール 

令和４年 8 月
10 日 

日高川町教育研究会主催の研修会に於いて、日
高川町内小学校・中学校の教職員 151 名を対象に
「子どもの育ちと学びをつなぐ～学校間接続、家
庭教育・福祉行政との連携～」をテーマに講演 

 

令和４年度第 2回和歌山県訪問型家庭教育支援推進
協議会＠和歌山県自治会館 

令和４年 9 月
7 日 

「和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 4
年度第 2 回協議会」において、会長として議事司会
進行を務めた。また、「教育現場への訪問型家庭支
援の理解促進」、「切れ目の内支援の充実について」
等の協議を進め指導助言した。 

 

鳥取県令和 4 年度東部地区幼稚園教諭・保育教諭・
保育士等合同研修会 online 

令和４年 9 月
13 日 

鳥取県教育委員会主催の「令和 4 年度東部地区
幼稚園教諭・保育教諭・保育士等の合同研修会」
において、幼稚園保育園・こども園の園長・副園
長等 150 名を対象に「地域に開かれた園づくり ～
元気の出る学校園評価～ 」をテーマに講演。（オ
ンライン研修に変更） 

 

https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
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大和郡山市片桐幼稚園園内研修会＠片桐幼稚園ホ
ール 

令和４年 9 月
21 日 

大和郡山市片桐幼稚園主催の園内研修会にお
いて、研究テーマ 「つながろう 楽しもう 心
はずませて～３年間の生活を見通して～」にかか
る実際保育を通しての研修及び研究協議並びに
指導をした。 

 

神戸市公私合同保育士研修＠兵庫県民会館 ９階 
けんみんホール 

令和４年 10
月 17 日 

神戸市子ども家庭局主催のキャリアアップ研
修会において、公立保育士６４名民間保育士 ８
８名計１５２名を対象として、「子どもの育ちと
学びをつなぐ～小学校との接続、地域・保護者と
の連携～」をテーマに講演。 

 

京都府家庭教育支援研修＠京都府総合教育センタ
ー 

令和４年 10
月 31 日 

京都府教育委員会主催の「京都府家庭教育支援研
修」において、 家庭教育アドバイザー、まなび・
生活アドバイザー 、家庭教育支援基盤構築事業実
施市町における家庭教育支援員、家庭教育支援チー
ム構成員、地域コーディネータ、教育委員会担当者
（社会教育・学校教育）等 、保健所、児童相談所、
保健センター、子育て世代包括支援センター、児童
館等保健・福祉行政担当者等、民生・児童委員、主
任児童委員、社会福祉協議会、子育て支援団体等関
係者等の 50 名を対象に「 こどもの育ちと学びをつ
なぐ～家庭教育・福祉行政との連携、学校間接続を
通して～」をテーマに講演とワークショップの講
師。 
 

大阪府立八尾高等学校出張講座＠大阪府立八尾高
等学校 

令和４年 11
月 4 日 

大阪府立八尾高等学校主催の出張講座「総合的な
探究の時間」に係る講義において、文理選択を終え
た生徒が、進学先の大学で学ぶ、学問の雰囲気を実
際に体験することで、進学への意思を強くすること
を目的として、高校 2年生 25名を対象として、「2030
年のあなたが輝くために～自ら意欲スイッチを押
す魔法のしかけとは？～」をテーマに講義を担当。 
 

京都府家庭教育支援研修＠京都府総合教育センタ
ー北部研修所 

令和４年 11
月 7 日 

京都府教育委員会主催の「京都府家庭教育支援研
修」において、 家庭教育アドバイザー、まなび・
生活アドバイザー 、家庭教育支援基盤構築事業実
施市町における家庭教育支援員、家庭教育支援チー
ム構成員、地域コーディネータ、教育委員会担当者
（社会教育・学校教育）等 、保健所、児童相談所、
保健センター、子育て世代包括支援センター、児童
館等保健・福祉行政担当者等、民生・児童委員、主
任児童委員、社会福祉協議会、子育て支援団体等関
係者等の 50 名を対象に「 こどもの育ちと学びをつ
なぐ～家庭教育・福祉行政との連携、学校間接続を
通して～」をテーマに講演とワークショップの講
師。 
 

日高川町立山野小学校教育講演会＠日高川町立山
野小学校体育館 

令和４年 11
月 14 日 

日高川町立山野小学校教育講演会主催の令和４
年度 PTA 講演会において、保護者及び教職員を対象
に「育ちと学びをつなぐ家庭教育と学校教育の連携
～子供に届く声かけとは？～ 」をテーマに講演。 
 

令和４年度第 3回和歌山県訪問型家庭教育支援推進
協議会＠和歌山県民文化会館 
 

令和４年 12
月 19 日 

「和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 4
年度第 3 回協議会」において、会長として議事司会
進行を務めた。また、「専門講座の在り方について」
「令和４年度きのくにコミュニティスクール推進
フォーラム」等の協議を進め、指導助言した。 
 

桐蔭学園研修会（第 14 回）online 令和４年 12
月 26 日 

桐蔭学園主催の研修会において、幼稚園管理職
と教員を対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ～ 
ハイスコープ実施検証から～」をテーマに講演 

 

大阪府保育部会北大阪ブロック会保育者研修＠大 令和 5 年 1 月 大阪府保育部会北大阪ブロック会主催の保育者

https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
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東市立文化ホール（サーティホール） 25 日 研修において、北 大 阪 ブ ロ ッ ク 会 会 員 
（ 理 事 長 ・ 園 長 ・ 保 育 士 等 ） 100 名
を対象に「こどもの育ちと学びをつなぐ～幼保小の
架け橋プログラムの重要性～」をテーマに講演。 
 

和歌山県令和４年度きのくにコミュニティスクー
ル推進フォーラム＠県民交流プラザ・和歌山ビッグ
愛 

令和 5 年 2 月
24 日 

和歌山県教育委員会主催の「コミュニティスクー
ル推進フォーラム」において、小学校・中学校・義
務教育学校・高等学校・特別支援学校の教職員、行
政職員、学校運営協議会委員、地域学校協働活動推
進員、家庭教育支援関係者、公民館関係者、企業関
係者、ＰＴＡ関係者、共育コミュニティ関係者等 を
対象として、全体会及び「全小学校と家庭をつなぐ
部」分科会に、和歌山県訪問型家庭支援推進事業協
議会座長として出席。 

令和４年度第 4回和歌山県訪問型家庭教育支援推進
協議会＠和歌山県民文化会館 
 

令和 5 年 3 月
6 日 

和歌山県教育庁生涯学習局主催の令和４年度第 4
回訪問型家庭教育支援推進協議会において、第２回
子育て講座及びきのくにコミュニティスクール推
進フォーラムにおける分科会「全小学校と家庭をつ
なぐ部」及び「令和４年度のふりかえり及び令和５
年度の推進に向けて」をテーマに、訪問型家庭教育
支援推進協議会座長として指導助言。 

   

   

５ その他   

・大阪府私立学校審議会委員 平成 22年 7月
～平成 29 年
３月まで 
 

大阪府内私立学校にかかる審議事項を検討した。 

・大阪府子ども施策審議会委員 平成 25年 6月
～平成 28年 3
月まで 
 

大阪府子ども施策にかかる審議事項を会長代理
として検討した。 

・大阪府教育行政評価審議委員 平成 26年 6月
～平成 28年 3
月まで 
 

大阪府教育施策にかかる審議事項を委員として
検討した。 

・大和高田市ひとまちしごと創生会議委員長 平成 27年 6月
～令和元年 9
月まで 

大和高田市地方創世にかかる意見交換会におい
て委員長として検討した。 

・三郷町産官学連携常任委員 平成 28年 6月 
～令和 4 年 3
月まで 

三郷町産官学連携会議において常任委員として
検討した。 

・三宅町評議員 平成 28年 6月 
～平成 29年 3
月まで 
 

三宅町評議員として検討した。 

・和歌山県訪問型家庭教育支援事業推進事業協議会
座長 

平成 28年 6月 
～現在に至る 

文部科学省指定事業「和歌山県訪問型家庭教育支
援事業」の座長として務めた。 

・奈良県就学前教育プログラム策定委員 平成 28年 6月 
～平成 30年 3
月まで 
 

奈良県就学前教育プログラム策定委員として、検
討した。 

・大和高田市子ども・子育て会議委員長 平成 29年 7月
～令和元年９
月 

第 1 期大和高田市子ども・子育てにかかる意見交
換会において委員長として検討した。 

・大阪府人権施策推進審議会会長代理・会長 平成 29 年 10
月～令和 4 年
1 月まで 

大阪府人権施策推進審議会会長代理として、検討
した。 
大阪府人権施策推進審議会会長として、検討し

た。 
 

・大和高田市子ども・子育て会議委員長 令和元年 10
月～現在に至
る 

第 2 期大和高田市子ども・子育てにかかる意見交
換会において委員長として検討した。 

https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事 項 年月日 概      要 

１ 資格、免許   
(1) 小学校教諭 2 級普通免許状 
 

昭和 50年 3月 
 

大阪府教育委員会 昭４９小２普第１６０１号 

(2) 小学校教諭 1 級普通免許状 
 

平成 3年 11月 
 

大阪府教育委員会 平３小１普第５０７号 
 

(3) 修士（学術） 平成 16年 3月 
 

大阪教育大学大学院 第３５０６号 
論文題目「学校教育自己診断」を活かした学校改善
の研究 

 
   

２ 特許等   
なし   
   

３ 実務の経験を有する者について特記事項   
 (1) 堺市立南八下小学校 教頭 平成９年４月

～平成 12年 3
月 

教頭として、校内研究推進及び学校の活性化並び
に地域との連携に取り組んだ。教頭会研修委員とし
て「学校のリスクマネジメント」にかかる研究を堺
市教頭研修会において発表した。 
 

(2）堺市立美木多小学校 教頭 平成 12年 4月 
～平成 13年 3
月 

教頭として、生活科・「総合的な学習の時間」に
かかる堺市教育委員会指定事業を推進させた。 
堺市立美木多中学校区の「公立・私立、保育園・

幼稚園・小学校連絡協議会」において、保幼小の研
究推進に取り組んだ。上記 2 点の取組を「地域と学
校の特色を生かした実践とその評価」（2001文溪堂）
P.18～P.30 で論じた。また、教員の実践例 P.39～
P.46、P.63～P.70、P.79～P.86 について、監修指
導した。（再掲） 
 

(3)大阪府教育センター 学校経営研究室主任指導
主事、企画室主任指導主事 
 
 

平成 13年 4月 
～平成 17年 1
月 

主任指導主事として、４年間、全国教育研究所連
盟、近畿地区教育研究所連盟、大阪府教育研究所連
盟、近畿所長会の事務局長として、研究会の企画及
び研究推進に努めた。また、大阪府内の新任校長研
修会・新任教頭研修会、指導主事研修会等の企画運
営及び講師の任にあたった。「大阪府教育センター
－フォ－ラム」の企画及び分科会の講師・コ－ディ
ネ－タを担当した。大阪教育大学との連携におい
て、スク－ルリ－ダ－フォ－ラムの講師、シンポジ
スト等を担当した。 
研究主担として、３年間、「大阪府学校教育自己

診断」の調査研究を推進し、「学校改善への道筋」
をまとめた。 
 

   

４ その他   
なし   

 研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の

名称 

概      要 

（著書）     

1．夢と力を育てる新し

い学校づくり 

共著 平成 25 年 4 月 教育出版 未来に向かう力をつけることのできる学
校経営の在り方の提案として、新たな知見と
実例をふまえ、未来志向型の学校づくりの提
案。 
A5 版 全 136 頁 
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共著者：善野八千子、前田洋一 
本人担当部分：第 1 章忙しい木こりの物語

(1-4 頁)、第 2 章こんな学校が日本の教育を
変える(5－14 頁)、第 7 章「一石五鳥プラン」
と「仕事のＡＢＣ」 (84－106 頁)、第 8 章幼
稚園における学校評価(107－116 頁)、第 9 章
さらなる外部評価アンケートの改善 (117－
136 頁)を単著。 
教員の資質向上が子どもの学校文化を創

る力になることを論考した。学校訪問記や評
価を改善に生かした事例等のフィールドリ
サーチや分析から考察。学校づくりの発信転
換の必要性を説き、学校教育関係者、学生等
と共に熟考し、行動変容を可能にする知見を
示した。 
 

2．教育フォーラム 54

『各教科等の学習を支

える言語活動』 

共著 平成 26 年 8 月 金子書房 言葉の力を育てるため単元目標構造図や
年間指導計画の活用などを考えながら、各教
科特有の言語活動について、教師がどのよう
な点に留意した指導を行えばよいのか、具体
的な実践を踏まえて考察した。 
A5 版 全頁数 140 頁 
編者：人間教育研究協議会 
共著者：梶田叡一、加藤 明、金澤孝夫、櫻
本明美、金山憲正、中田正浩、川俣徹、松田
智子、善野八千子、蔵あすか、オチャンテ村
井ロサメルセデス 
本人担当部分：第 10 章「幼小接続におけ

るこれからの言語活動」98～109 頁を単著。 
幼小接続期の対話と姿勢について、育ちと

学びをつなぐ課題から論述した。 
 

3．教科力シリーズ 

小学校生活  

共著 平成 28 年 2 月 玉川大学出版 小学校の教科実践力の基礎を育む、
自学自習テキストシリーズ。学習指導
要領・平成 20 年改訂に対応。教員の力
量形成において重要な、各教科の内容
構成の理解を目的とする。具体的な場
面を想定しながら、体験や活動を軸に、
気付きを生み出す生活科の全体像を捉
える。各単元の計画目標、実施方法、
評価の観点なども解説する。  
A5 版 全頁数 182 頁 
編者：寺本潔 
共著者：寺本潔、綿貫健治、森山賢一、神永
典郎、善野八千子、 
本人担当部分：第 11 章「スタートカリキ

ュラムの重要性と指導内容」114～124 頁、第
12 章「交流を通した人間関係作りの指導内
容」125～135 頁、第 14 章「自己成長に気付
かせる内容」146～156 頁、おわりに「生活科
創設の内容や最新の教育界の動向」176～182
頁を単著。 
ISBN 9784472405044 
 

4．教育フォーラム 59

『対話的な学び-アクテ

ィブ・ラーニングの１つ

のキーポイント-』 

共著 平成 29 年 2 月 金子書房 主体的・対話的な深い学び、すなわちアク
ティブ・ラーニングを実現するには実際の指
導場面で役立つ工夫、具体的な提案をした。 
A5 版 全頁数 176 頁 
編者：日本人間教育学会 
共著者：梶田叡一、湯峯裕、鎌田首治朗、伊
崎一夫、金山憲正、菅井啓之、北俊夫、赤堀
博之、善野八千子、牧田秀昭、五百住満、中
村豊、石森広美、オチャンテ村井ロサメルセ
デス、井上信子 
本人担当部分：「幼小接続期の対話的学び

の力」91～101 頁を単著。 
幼児期から小学校接続の対話的学びの力

として、一次的ことばと二次的ことばの接点
に立つ教師の役割から考察した。 
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5．教育フォーラム 60

『深い学びのために-ア

クティブ・ラーニングの

目指すもの-』 

共著 平成 29 年 8 月 金子書房 主体的・対話的な深い学び、すなわちアク
ティブ・ラーニングを実現するには実際の指
導場面で役立つ工夫、具体的な提案をした。 
A5 版 全頁数 176 頁 
編者：日本人間教育学会 
共著者：梶田叡一、古川治、鎌田首治朗、伊
崎一夫、湯峰裕、大畑健美、菅井啓之、金山
憲正、石森広美、善野八千子、瀧明智恵子、
岡村季光、松井典夫 
本人担当部分：「幼小接続期の深い学び－

地域と未来につなぐ生活科の事例から－」
103～113 頁を単著。 
幼児期から小学校接続の「深い学びの力」

について論考し、生活科事例から考察した。 

6．教育フォーラム 61

『各学習領域における

基本的な見方・考え方－

アクティブ・ラーニング

で鍛えられるもの-』 

共著 平成 30 年 2 月 金子書房 
主体的・対話的な深い学び、すなわちアク

ティブ・ラーニングを実現するには実際の指
導場面で役立つ工夫、具体的な提案をした。 
A5 版 全頁数 147 頁 
編者：日本人間教育学会 
共著者：梶田叡一、鎌田首治朗、湯峰裕、金
山憲正、角屋重樹、中村哲、越智貢、大畑昌
己、善野八千子、高木悠哉、杉浦健、渡邉規
矩郎 
本人担当部分：「小学校低学年における＜

基本的な見方・考え方＞」91～101 頁を単著。 
低学年における見方考え方について、生活

科を基軸に授業改善に散り組むための考察
をした。 

 

7．奈良学園大学「教職

実践演習」＜教職組＞の

取組～学士課程教育の

質の保証～ 

共著 令和 2 年 7 月 ERP 教員免許制度の改正と大学再編について、
教育職員免許法及び同法施行規則改正の施
行に伴い、新たに履修内容の充実が求めら
れ、本学の実践力育成の取組を論述した。 
A5 版 全頁数 120 頁 
編者：善野八千子 
共著者：太田雄久、荻布優子、善野八千子、
西江なお子、森一弘 
本人担当部分：はじめに、第２章教員とし

ての使命感・責任感～「話すこと、聴くこと、
書くこと」で築く信頼構築を通して～、第４
章 保護者対応～不安・不満・不信から安
心・満足・信頼へ～、第６章  地域との連携
～実は、地域を一番知らないのは、教師です
～91～101 頁を単著。
ISBN-13: 978-4907104696 

 

8．教科力 生活（改訂

第２版） 

共著 令和 3 年 11 月 玉川大学出版 小学校生活科の内容構成を理解し実
践力の基礎を育む教員志望者のための
テキスト。2017（平成 29）年改訂の学
習指導要領に対応。教員の力量形成に
おいて重要な生活科の内容構成の理解
を目的として、生活科のための実践力
の自学自習テキスト。  
A5 版 全頁数 188 頁 
編者：寺本潔 
共著者：寺本潔、綿貫健治、森山賢一、神永
典郎、善野八千子、 
本人担当部分：第 11 章「スタートカリキ

ュラムの重要性と指導内容」114～124 頁、第
12 章「交流を通した人間関係作りの指導内
容」125～135 頁、第 14 章「自己成長に気付
かせる内容」146～156 頁、おわりに「生活科
創設の内容や最新の教育界の動向」176～182
頁を単著。 
ISBN 9784472406096 
 

9．教育フォーラム 69

『基礎・基本に立ち返

る』 

共著 令和 4 年 2 月 金子書房 教育に求められるものは山積みで、基礎基
本に焦点化して取り組まねば学校現場は疲
弊するばかりである。不易の課題を検討、提
示した。 



29 

 

A5 版 全 194 ページ 
編者：梶田叡一、日本人間教育学会 
共著者：梶田叡一、鎌田首治朗、湯峯裕、二
瓶弘行、金山憲正、菅井啓之、渡辺規矩郎、 
今西幸蔵、善野八千子、阿部秀高、古川治 
本人担当部分：幼児教育で大切にすべき基

礎・基本～これからの幼小連携接続を見通し
て～」95～105 頁を単著。 
幼児教育で大切にすべき基礎・基本におい

て、これからの幼小連携接続を見通して、幼
児教育と生活科を基軸につなぐ保育・教育改
善に取り組むための実践研究を提議した。 
ISBN 9784760860197 

 

10．「マイノリティとジ

ェンダー」『新しい視点

からの教育社会学人間

形成論の視点から』 

共著 令和 4 年 9 月 大学教育出版 『新しい視点からの教育社会学人間形成
論の視点から』共著、令和 4 年 9 月 26 日、
大学教育出版、全 234 ページ 
編者：住本克彦 
共著者：金山憲正、森一弘、善野八千子 他 
本人担当部分：第 11 章 p179-198 を単著。 
マイノリティとジェンダーをテーマにこれ
までの社会における課題と歴史及びこれか
らの社会における人権を基本とした求めら
れる変化と対応について、対話を通して考え
を深め合い協働的に学び合えるように問い
かけ考察した。 

11．「幼児教育の充実が

もたらす未来への展望」

教育フォーラム 71『令

和の時代の教育課題』 

共著 令和 5 年 3 月 金子書房 明治 5 年の学制発布から 150 年余り。その
間の教育を振り返り、今、そして未来の教育
への提言を行う。人間教育を求め続けた最終
号。 
A5 版 全 218 ページ 
編者：梶田叡一、日本人間教育学会 
共著者：梶田叡一、古川治、鎌田首治朗、溝
上慎一、湯峯裕、二瓶弘行、中間玲子、今西
幸蔵、菅井啓之、杉浦健、善野八千子、阿部
秀高、渡辺規矩郎、 
本人担当部分：幼児教育で大切にすべき基

礎・基本～これからの幼小連携接続を見通し
て～」117～127 頁を単著。 
「幼児教育の充実がもたらす未来への展

望」について、教育保育の「量的拡充から,
質的向上」への転換、について、幼児教育の
見直しとなった「ペリー就学前プログラム」
の注目点、「ハイスコープ就学前教育プログ
ラム」を手がかりとした実地検証、10 の姿を
教育保育の質向上と幼保小連携接続につな
ぐ ICT の活用の実践を考察した。幼児教育の
充実がもたらす未来は,施設類型や地域,家
庭の環境を問わず,全ての子どもに対して格
差なく質の高い学びを保障する環境の実現
である。これは,「子どもに関わる大人が立
場を越えて連携・協働する」という責務であ
り,子どもの育ちと学びをつなぐという共通
の役割であり使命であることを論じた。 
ISBN  9784760860210 

     

     

（学術論文）     

1．「人間教育」の典型

― 幼小連携・接続教育

の価値 ― 

（査読付） 

単著 平成 26 年 3 月 

 

日本人間教育学会 

学会誌 Vol.1 

p.67～p.78 

教育の連携性と教育の一貫性をふまえ、幼

小連携・接続,の価値について述べた。また、

これまでの研究の知見から幼小接続期にお

けるカリキュラム開発の方法について提示

した。さらに、幼児期の教育と小学校におけ

る,生活科との連続性について論述した生活

科成長単元において,学習者の自己成長への

気づきを促す過程を分析し,活動の活性化及

び指導者の関わり方の必然性について,考察

を行った。 
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2．人間教育に資する「こ

れからの幼小接続教育」

の展開(1) 

－自己成長への気づき

を促す生活科の実現に

向けて－（査読付） 

単著 平成 27 年 3 月 日本人間教育学会 

学会誌 Vol.2 

p.93～p.105 

「これからの幼小接続の基軸となる生活

科教育」の工夫改善となる３つの要件を導出

した。さらに,これら３つの要件。生活科成

長単元において,学習者の自己成長への気づ

きを促す過程を分析し,活動の活性化及び指

導者の関わり方の必然性について,考察を行

った。これら３つの要件を充足する実践事例

「生活科成長単元第 2 学年自分たんけん」の

分析による検証を行い,その有効性について

解明した。 

 

 

3．人間教育に資する「幼

小接続期カリキュラム」

のあり方－「とまどいマ

トリクス」を活用した接

続カリキュラムの改善

－（査読付） 

単著 平成 28 年 3 月 日本人間教育学会 

学会誌 Vol.3 

p.39～p.50 

就学前後の子どものとまどい要因を幼児

教育と小学校教育の双方で解決することに

よって、「子どもの育ちと学びをつなぐカリ

キュラム」を作成できることを示唆した。ま

た、それらを活かした「一日体験学習」の実

践幼稚園の訪問調査結果から 4段階の変容を

分析した。 

とまどい要因を幼児教育と小学校教育の

双方で解決することによって、「子どもの育

ちと学びをつなぐカリキュラム」改善の手立

てとして、活用できることを幼児教育の実践

事例を分析し検証した。 

 

4．人間教育に資する「幼

小接続期カリキュラム」

のあり方（２）－カリキ

ュラム・マネジメントか

ら考察する「とまどいマ

トリクス」の活用－（査

読付） 

単著 平成 29 年 3 月 日本人間教育学会 

学会誌 Vol.4 

p.43～p.56 

就学前後の「子どもの育ちと学びをつな

ぐ」ためにスタートカリキュラムを作成する

ために必要なこと、またそのカリキュラム・

マネジメントのあり方について示唆した。 

３つの実践小学校に関わった管理職の聴

き取り調査結果から 4 段階の変容を分析し

た。 

とまどいマトリクス活用によって、「子ど

もの育ちと学びをつなぐカリキュラム」改善

の手立てとして、活用できることを小学校入

門期の教育実践事例を分析し検証した。 

 

5. 生き抜く力を育む

人間教育−小学校におけ

る教科指導と現代的課

題に着目して− 

 

共著 平成 30年 12月 人 間 教 育 学 研 究 

第 1 号 

p.39～p.54 

 

生き抜く力を育む人間教育をめざして、

「特別の教科道徳」における「夢や希望を育

む」指導と「算数科」を軸にした「学力不振

による不登校の未然防止」の指導を検討し

た。指導案例を提示することで、改善の方向

性を示した。特別の教科道徳の中で、自己の

生き方を考える時間の保障をすることや算

数科指導の中に、生徒指導の 3 機能を生かし

た指導の改善などの視点を明確にした。 

共著者：善野八千子・金山昴資・重安勝星・

内藤翔一・早坂虹穂・松田彩加 

 

6. 「生き抜く力を育む

人間教育(2)− 幼小接続

期から小学校における

学習指導と現代的課題

共著 平成 31 年３月 人 間 教 育 学 研 究 

第 2 号 

p.25～p.46 

 

未来を築く子供たちに生き抜く力を育む

人間教育をめざして、「生活科」及び「特別

活動」における「幼小接続期の給食指導」と

「家庭と生活」を軸にした指導法ついて検討

した。具体的に指導案例を提示することで、
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に着目して」 改善の方向性を示した。また、それらの学校

教育の取組について、社会に開かれた教育課

程の一役を担う学校ＨＰについても検討し

た。 

共著者：善野八千子・中菜摘・中西貴大・

織谷百江・村田一輝 

 

7. 「生き抜く力を育む

人間教育(3)− 小学校に

おける学習指導と非認

知能力に関する現代的

課題に着目して」 

共著 平成 31 年３月 人 間 教 育 学 研 究 

第 2 号 

p.47～p.63 

 

現代的課題として挙げられる非認知能力

「学習意欲、規範意識、自尊感情」の３点の

課題解決をめざして、「算数科」を軸にした

「学習意欲」、「特別の教科 道徳」における

「いじめ問題」、「国語科」を軸とした「読書

指導」について考察した。具体的に指導案例

を比較・検討することで、改善の方向性を示

した。 

共著者：善野八千子・芳之内貴一・久保田

巧・東川博規 

 

8．教育行政における幼

小接続期への政策形成

についての考察 

単著 令和元年 9 月 奈良学園大学紀要

第11集p.99～p.112 

教育行政における幼児教育と小学校教育

の接続期の政策動向について、1989 年の生

活科の創設以降から今日に至る幼小接続に

関するカリキュラム（以下、幼小接続カリキ

ュラム）をめぐる教育政策の概要を時系列に

沿って整理した。第１に「生きる力」におけ

る「学習の基盤」をめざす段階、第２に「小

１プロブレム」の予防・解消をめざす段階、

第３に安全で安心な学校生活をスタートさ

せる段階、第４に学びに向かう子どもを育て

る段階に分類して検討した。 

 

9. 生き抜く力を育む

人間教育(4) 

−小学校における教科等

横断的指導に着目して− 

 

共著 令和２年３月 人 間 教 育 学 研 究 

第 3号 p.43～p.56 

 

生き抜く力を育む人間教育における「資

質・能力を育む」ため、小学校の学習を教科

等横断的な視点で成立させる課題解決をめ

ざした。特別の教科道徳と国語科、生活科、

社会科、総合的な学習の時間の教科等横断的

指導について考察した。具体的に既存の指導

案例を検討して改善の方向性を示した。 

共著者：善野八千子・関本和也・谷野萌・

森本大貴 

 

10．教育行政における幼

小接続期の子どもの人

権に関する考察 

 

 

 

 

 

 

11．幼小接続期における

子供の育ちと学びに関

する考察～「幼児期の終

わりまでに育ってほし

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

令和 3 年 12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 3 月 

奈良学園大学紀要

第 14 集 P205-220 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学紀要

第 15 集 P79-96 

子どもたちが加害者や被害者となる痛ま

しい事件が頻発し、子育て家庭や子どもたち

を地域社会全体で見守り支えることの必要

性から、教育行政に位置付く「訪問型家庭教

育支援事業」に着目した。そして、先進的な

取組の自治体の支援チームリーダーへのイ

ンタビュー調査結果から、子どもの人権にか

かる幼小接続期の取組を考察した。その一つ

として、家庭教育支援の継続した活動が子育

て家庭の子どもの人権にかかる働きかけや

家庭教育と学校教育をつなぐ大きな役割を

担っていることを明らかにした。 

 

 

教育は、子供一人一人の生涯にわたる発達

や学びの連続性を見通して行われるもので

あり、「幼児教育と小学校教育との接続の一

層の強化」の必要性から、「幼児期の終わり

までに育ってほしい 10 の姿」に着目した。
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い 10 の姿」をてがかり

に～ 

そして、ネットワーク上のスプレッドシート

に、「10 の姿」の観点別記入を共同編集でき

る園日誌の記録用のフォーマットを提案し、

その取組を実践した教員へのインタビュー

調査から考察した。その結果、1 点目に、「育

てたい 10 の姿からみた活動記録（善野八千

子 2021）」が契機となり保育活動の意識変容

として有効であること、2 点目に、「幼小接続

期の教育保育の質向上」として、幼児教育か

ら学校教育への育ちの連続性を見通す情報

共有となること、3 点目に幼保小連携接続の

エビデンス資料の一つとなることを明らか

にした。 

 

     

（その他） 

「研究報告書」 

   

 

 

１．奈良県就学前教育研

究調査事業最終報告書 

共著 平成 29 年 3 月 京都大学地域連携

教育研究推進ユニ

ット 

奈良県委嘱研究（奈良県就学前教育研究調

査事業）A４版 全 175 頁研究代表 高見茂 

本人担当部分：1.小学校との連携と親関与

「就学前教育振興のために-小学校との連携

推進及び家庭教育の支援を促進する取り組

みに焦点を当てて-」2～21 頁を単著。 

 

２．奈良県就学前教育研

究調査事業最終報告書 

共著 平成 29年 12月 京都大学地域連携

教育研究推進ユニ

ット 

奈良県委嘱研究（奈良県就学前教育研究調

査事業）A４版 全 159 頁研究代表 高見茂 

本人担当部分：3.プログラム実践状況の分

析「就学前教育振興のために-参観訪問園及

び他１園の実施の現状を踏まえた分析と評

価・総体について-」104～116 頁を単著。 

 

     

「収録集」     

１．平成 25 年度研究・

研修収録第 44 号 

 

単著 平成 26 年 3 月 大阪市私立幼稚園

連合会 

平成 25 年度研究・研修収録「専門教養研

修」として、執筆。 

本人担当部分：幼小連携「子供の育ちと学

びをつなぐ」69～72 頁を単著。 

 

２．平成 26 年度研究・

研修収録第 45 号 

 

単著 平成 27 年 3 月 大阪市私立幼稚園

連合会 

平成 26 年度研究・研修収録「専門教養研

修」として、執筆。 

本人担当部分：幼小連携(2)「子供の育ち

と学びをつなぐこれからの言語活動」85～89

頁を単著。 

 

 

３．平成 27 年度研究・

研修収録第 46 号 

 

単著 平成 28 年 3 月 大阪市私立幼稚園

連合会 

平成 27 年度研究・研修収録「専門教養研

修」として、執筆。 

本人担当部分：幼小連携「幼小接続カリキ

ュラムの作成と改善＜とまどいマトリクス

＞を活用して」78～80 頁を単著。 

 

４．平成 28 年度研究・

研修収録第 47 号 

 

単著 平成 29 年 3 月 大阪市私立幼稚園
連合会 

平成 28 年度研究・研修収録「テーマ研修」

として、執筆。 

本人担当部分：子どもの育ちと学びをつな

ぐ幼小接続期の対話的学びの力 35～38 頁を

単著。 
 

５・平成 29 年度研究・

研修収録第 48 号 

単著 平成 30 年 3 月 大阪市私立幼稚園
連合会 

平成 29 年度研究・研修収録「テーマ研修」

として、執筆。 
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 本人担当部分：子どもの育ちと学びをつな

ぐ幼小接続期の「深い学び」21～25 頁を単著。 

 

     

     

「依頼原稿」     

1．生活科における「深

い学び」を実現するため

の理論と授業づくりの

ポイント 

 

単著 平成 30 年 1 月 学校教育 NO.1205 

広島大学付属小学

校 学校教育研究

会 

新学習指導要領の改訂（平成 29 年 3 月告

示）の特徴である、「学びの質に着目した授

業改善の取組の活性化を目指した構造の変

更」から論じた。「深い学び」を実現するた

めの生活科の課題と深い学びのための連続

発展する４観点(1)幼児教育とつなぐ(2)次

の活動につなぐ(3)家庭・地域とつなぐ(4)中

学年の各教科へつなぐをふまえて、実践事例

を元に論考した。 

本人担当部分：14～21 頁を担当。 

 

2．未来を創る子どもに

染み込む「価値」 

 

単著 平成 30 年 8 月 阪急学園教育広報

誌 8 月号 

未来を創る子どもに染み込む「価値」につ

いて、1 点目は全国弁論大会の体験から、2

点目は、体験的学習の価値「親子でクッキン

グ」の中で、「料理は科学」「料理は美学」「料

理は五感力」「料理は段取り力」という講話

の例から、3 点目は本学の学生育成の核につ

いて論じた。 

本人担当部分：１頁（表紙）を担当。 

 

3.学びをつなぐ① 

「育ちのバトン貯金箱」

をスケルトンで創る 

単著 平成 31 年 3 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 49 巻第７号 

 

本人担当部分：「育ちのバトン貯金箱」を

スケルトンで創る 35 頁を担当。 

4.学びをつなぐ② 

だれもが「ふるさと大

使」になるために 

単著 令和元年 5 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 49 巻第 11 号 

 

本人担当部分：だれもが「ふるさと大使」

になるために 35 頁を担当。 

5.学びをつなぐ③ 

「人生 100 年時代の国

際人を育てるために」 

単著 令和元年 7 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 49 巻第 15 号 

 

本人担当部分：「人生 100 年時代の国際人

を育てるために」35 頁を担当。 

6.学びをつなぐ④ 

「自立し生活を豊かに

する資質・能力を育て

る」 

単著 令和元年 10 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 49 巻第 22 号 

 

本人担当部分：「自立し生活を豊かにする

資質・能力を育てる」35 頁を担当。 

7.学びをつなぐ⑤ 

「ボ－ルをつなぐラグ

ビーと学びをつなぐ非

認知能力」 

単著 令和元年 12 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 49 巻第 27 号 

 

本人担当部分：「ボ－ルをつなぐラグビー

と学びをつなぐ非認知能力」35 頁を担当。 

8.学びをつなぐ⑥ 

「評価のカベをとる」～

幼小接続期の非認知能

力～ 

単著 令和 2 年 2 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 50 巻第 3 号 

 

本人担当部分：「評価のカベをとる」～幼

小接続期の非認知能力～21 頁を担当。 

9.学びをつなぐ⑦ 単著 令和 2 年 5 月 日本教育綜合研究 本人担当部分：「ウィルスとの闘いと自制
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「ウィルスとの闘いと

自制心」 

所 

週刊教育 PRO 

 

心」27 頁を担当。 

10.学びをつなぐ⑧ 

「アタッチメントと遊

び」 

単著 令和 2 年７月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

 

本人担当部分：「アタッチメントと遊び」

17 頁を担当。 

11.学びをつなぐ⑨ 

「夏休み自由研究と情

動知性（EQ）」 

単著 令和 2 年 10 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

 

本人担当部分：「夏休み自由研究と情動知

性（EQ）」17 頁を担当。 

 

12.学びをつなぐ⑩ 

「ポストコロナ時代、次

年度への準備」 

単著 令和 3 年 2 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

 

本人担当部分：「ポストコロナ時代、次年

度への準備」26～27 頁を担当。 

 

13．学びをつなぐ⑪ 

「保育・教育の充実と

ICT 積極的活用 ポス

トコロナ時代だからこ

その実践」 

 

単著 令和 3 年 6 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

本人担当部分：「保育・教育の充実と ICT

積極的活用 ポストコロナ時代だからこそ

の実践」26～27 頁を担当。 

 

14．学びをつなぐ⑫ 

「幼児教育と小学校教

育の架け橋特別委員会

第 2 回資料を読み解く」 

 

単著 令和 3 年 10 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

本人担当部分：「幼児教育と小学校教育の

架け橋特別委員会 第 2 回資料を読み解く」

26～27 頁を担当。 

 

15．学びをつなぐ⑬ 

「幼児教育と小学校教

育の架け橋特別委員会」

第 5 回資料を読み解く 

－「2021 年度 Cedep 公

開シンポジウム人生の

豊かなはじまりを支え

る幼児教育·保育～OECD

幼児教育·保育白書第 6

部より～」との連関－」 

単著 令和 4 年 2 月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

本人担当部分：「幼児教育と小学校教育の

架け橋特別委員会」第 5 回資料を読み解く 

－「2021 年度 Cedep 公開シンポジウム人生

の豊かなはじまりを支える幼児教育·保育～

OECD 幼児教育·保育白書第 6 部より～」との

連関－」26～27 頁を担当。 

 

     

16．「これからの幼児教

育の特色と役割～「こど

もの育ちと学びをつな

ぐ」共通の責務と使命

～」 

単著 令和 4 年 8 月 教育 PRO 

第 52 巻第 10 号 ERP  

特集「新しい幼児教育を考える」 

本人担当部分：「これからの幼児教育の特

色と役割～「こどもの育ちと学びをつなぐ」

共通の責務と使命～」6～7 頁を担当。 

     

     

「学会発表」     

1．子どもの育ちと学び

をつなぐ幼小接続カリ

キュラムの開発（Ⅳ） 

～「入学後の子どもの戸

惑い」を見通した一日体

験入学～ 

 

個人 平成 25 年 6 月 日本生活科・総合的

学習教育学会第 22

回大会（於: 神戸大

学附属小学校・附属

明石小学校） 

継続研究の４年目において、「とまどいマト

リクス」を活用した「幼小接続カリキュラム」

の作成プロセス及びその一例として「一日体

験入学」の活動案を提示した。とりわけ、「と

まどいマトリクス」活用の有効性を実践検証

した。 

2．「子どもの育ちと学び

をつなぐ―幼小中の接

続－」 

個人 平成 26 年 8 月  日本人間教育学会

「学校間接続分科

会」（於:奈良学園大

学） 

 

幼・小・中学校にかかる子ども観・評価観

の違いを整理した。また、教育課程の理解を

中心に接続を推進することの意義及び子ど

もの育ちと学びの連続保証を目的に考察し、

「汎用性」のある接続期のカリキュラムモデ
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ル作成の手順及びこれまでのカリキュラム

改善の視点について、新たな知見を述べた。 

 

 

3．子どもの育ちと学び

をつなぐ幼小接続カリ

キュラムの開発（Ⅴ） 

～「とまどいマトリク

ス」を活用した「一日体

験入学」の改善 

 

共同 平成 28 年 6 月 日本生活科・総合的

学習教育学会第 24

回大会（於:宮城学

院女子大学） 

継続研究の 5 年目において、「とまどいマ

トリクス」を活用した「幼小接続カリキュラ

ム」を活用した合同研修事例を提示し「一日

体験入学」の改善案を考察した。とりわけ、

岐阜県山県市立小学校における「とまどいマ

トリクス」活用の有効性を実践検証した。 

4．幼小接続期における

育ちと学びの連続 

「ハイスコープ就学前

教育プログラム」を手が

かりに  

 

共同 平成 30年 12月 日本人間教育学会

第 4 回大会（於:桃

山学院教育大学） 

幼小接続期の非認知能力の向上のため「ハ

イスコープ就学前教育プログラム」を導入し

発達レベルの評価基準や幼児の能力を高め

る指導戦略に生かした。また、教育視点の可

視化と共に、幼児教育における基準や評価に

ついて教員の保育観の交流を進めた。評価ス

ケール作成により、取組の成果と課題のエビ

デンスをもって卒園児の保護者及び小学校

に伝える契機となった。 

 
 



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5年 3月 31日 

氏名  安東 雅訓      

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 表現論的組合せ論 整数の分割, ヤング図形, 母関数  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

(1) 学習支援システム上への演習問題の公開 平成 24  稚内北星学園大学において, 講義で扱った演習問題 

 年 4月 を学習支援システム上に上げている. 在学生の他にも 

 ～平成 高校で教員をしている卒業生もたびたび確認しており,  

 30年 3 授業の参考や自学に活用している.  

 月  

(2) 就職試験対策講座における, 数的推理・判断推 平成 25  数的推理・判断推理分野の問題は初等的な数学を用い 

理分野の推理による解法の実践 年 6月 時間をかけて丁寧に解けば答えの出せるものが殆どだ 

 ～平成 が, その方法で正解率・回答速度を上げようとすれば慣 

 29年 8 れるより他なく, それなりの時間を要す. そこでこの 

 月 分野は「数学」ではなく「推理」であるとしての, ベ 

  イズ確率等のテクニックにより選択肢を推理する方法 

  を紹介している. 実際に公務員試験等で使い, 有効だ 

  ったとの評価を得ている.  

   

２ 作成した教科書，教材   

(1) 数学科目演習問題 平成 24 稚内北星学園大学において, 担当数学科目（数学基礎 

 年 4月 I, II, 線形代数学 I, II演習, 代数学 I, II, 幾何学 

 ～平成 II, 集合論入門）で扱った演習問題を LMS（ラーニング 

 30年 3 マネジメントシステム）上にアップしたもの. 教科書 

 月 の演習問題としてはあまり見ない類の問題も多く載せ 

  ている.  

   

(2) 就職試験対策講座における演習問題 平成 25  稚内北星学園大学における就職試験対策講座におい 

 年 6月 て, 教材として使用したもの. 定着のために扱う問題 

 ～平成 の種類を絞り類似の問題を多くそろえており, それら 

 29年 8 の問題を不得意とする学生には好評であった.  

 月  

   

(3）数理パズル集 平成 26  稚内北星学園大学まちなかメディアラボのプレオー 

 年 12月 プンにおいて特集した数理パズル集. 小学校低学年レ 

  ベルの問題から高校生レベルまでを揃えている.  

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

(1) 稚内北星学園大学採用時の学部長の評価 平成 24  数学についての深い知識だけでなく, 教育に対して 

 年 2月 の情熱と使命感を備えており, 数学教育だけでなく教 

  員養成にもその力を発揮すると期待する.  

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

(1) 北海道教育大学大学院生への指導 平成 26  北海道教育大学の大学院生 2名に対し, 大学数学と 

 年 9月 高校数学の関連, 教員採用試験過去問の解説, 中高生 

  向けの数学トピック紹介等の指導を行った.  

   

 平成 27  北海道教育大学の大学院生 2名に対し, Latex のイン 

 年 10月 ストールと使用方法, 教員採用試験過去問の解説, 大 

  学入試問題の指導方法等の指導を行った.  

５ その他   

特記事項無し   

   



職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

   

   

２ 特許等   

   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

   

４ その他   

   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1     

2     

3     

:     

（学術論文）     

（査読有）     

1 Combinatorics for 

graded Cartan matrices of 

the Iwahori-Hecke 

algebra of type A. 

共著 2013 

Annals of 

Combinatorics , 

17(3)427-442. 

 熊本大学山田裕史教授, 岡山大学鈴

木武史准教授との共同研究である. オ

イラーの奇・相違分割等式の証明に用い

られるグレイシャー対応の各ステップ

にウエイトを付け, そのウエイトを用

いて A型岩堀-ヘッケ環の次数付きカル

タン行列の行列式を記述している.  

共著：山田裕史, 鈴木武史, 安東雅訓 

2 A combinatorial proof 

of an identity for the 

divisor function. 

単著 2013 

Electronic Journal 

of Combinatorics, 

20(2)12pp. 

 内村型 q-恒等式と呼ばれる, 約数関

数と関連した q級数の等式について, 組

合せ論による翻訳と, 写像を用いての

全単射証明を与えている. 

3 Products of parts in 

class regular 

partitions. 

共著 2017 

Hiroshima 

Mathematical 

Journal, 47(1) 

15-18. 

 熊本大学山田裕史教授との共同研究

である. r-類正則分割から定まる盤上に

2種のウエイトを定義し, それらの積が

階数を定める毎に一致することを示し

ている. 0階以降の積は岩堀-ヘッケ環の

次数付きカルタン行列の行列式に一致

する.  

著者：山田裕史, 安東雅訓 

4 Inferior Regular 

Partitions and Glaisher 

Correspondence. 

単著 2020 

Hokkaido Mathmatical 

Journal, 

49(3)391-398. 

 整数の分割に劣正則という制限を導

入し, その母関数がグレイシャー対応

における操作回数の母関数と一致する

ことを示した. それにより, 水川-山田

の X-Yの定理を再証明し, またその自然

な一般化も行っている.  

5 The Baumkuchen Theorem. 共著 2022 

Mathematical Assoc. 

of  America 

Mathematics Magazine 

88 5pp. 

ピザの定理をバームクーヘンの定理

という補題を準備した上で, 初等的な

知識のみで証明している.  

共著：原口忠之 

（査読なし）     



5 グレイシャー対応とヘ

ッケ環の次数付きカルタ

ン行列 

共著 2011 
京都大学数理解析研

究所, 1738, 83-91. 

 整数の分割の各成分の個数について, 

p-進法での桁数を考えるという式と, 

その背景にある A型次数付きカルタン行

列の行列式を説明している. この結果

は宇野-山田のカルタン行列に関する結

果の次数付き版となっている. 著者：山

田裕史, 鈴木武史, 安東雅訓 

6  次数付きカルタン行列

に関する組合せ論 
共著 2011 

代数群と量子群の表

現論研究集会報告集

12-20. 

 オイラーの奇・相違分割の等式の全単

射証明法の１つにグレイシャー対応と

呼ばれるものがある. このグレイシャ

―対応の各ステップにウエイトを付け

たものを複数考え, これらの積が次数

付きカルタン行列の行列式に一致する

ことを示している. 

著者：山田裕史, 鈴木武史, 安東雅訓 

7  約数関数に関する q-方

程式 
単著 2013 

北海道大学数学講究

録, 157, 209-212. 

 約数関数に関係する内村型 q-恒等式

と呼ばれる式について, 組合せ論的な

意味づけと精密化を行っている. 

8  内村型 q-恒等式の組合

せ論的理解と一般化 
単著 2013 

室蘭工業大学数理科

学談話会報告集, Web

掲載 

 内村型q-恒等式と呼ばれるq級数の等

式について, 式変形・超幾何関数の特殊

化と色々な証明が知られているが, 組

合せ論の話として証明している. 

9 制限分割の数え上げ 単著 2017 数学セミナー2月号 

 雑誌「数学セミナー」の整数の分割特

集において, 制限分割の数え上げにつ

いての記事を担当した 

     

:     

（その他）     

講演・学会発表     

1ヤング図形のフック長の

積 
 2010年 3月 日本数学会年会  

2 グレイシャー対応と次

数付きカルタン行列 
 2010年 9月 

日本数学会秋季総合

分科会 
 

3 グレイシャーウエイト

と次数付きカルタン行列 
 2010年 10月 

RIMS 研究集会組合せ

論的表現論とその応

用 

 

4 次数付きカルタン行列

における組合せ論 
 2011年 6月 

代数群と量子群の表

現論研究集会 
 

5 相異分割のヤング図形

と約数関数 
 2012年 3月 日本数学会年会  

6 内村型 q-恒等式の組合

せ論的理解と一般化 
 2013年 2月 

室蘭工業大学数理科

学談話会 
 

7 約数関数に関する q-方

程式 
 2013年 2月 

数学総合若手研究集

会 
 

8 内村型 q-恒等式の組合

せ論的理解と一般化 
 2013年 6月 

東海大学数学科談話

会 
 

9 内村型 q-恒等式とヤン

グ図形 
 2013年 10月 

RIMS 研究集会組合せ

論的表現論の展望 
 

10 4-正則分割について  2014年 1月 
岡山大学理学部数学

科談話会 CORE 
 

11 分割のフック長の積に

関する公式 
 2014年 3月 

第 1 回岡山-広島代数

学シンポジウム 
 



12 分割と相異分割の母関

数における相似性の理解

とその応用 

 2014年 9月 
日本数学会秋季総合

分科会 
 

13 約数関数と相異分割  2014年 11月 
東京無限可積分セミ

ナー 
 

14 奇数と台形数  2015年 3月 日本数学会年会  

15 奇数と台形数  2015年 3月 
第 2 回岡山-広島代数

学シンポジウム 
 

16 ヤング図形のフックの

超対称性について 
 2015年 11月 

室蘭工業大学数理科

学談話会 
 

17 長方形型と階段型のヤ

ング図形 
 2016年 3月 

第 3 回岡山-広島代数

学シンポジウム 
 

18 劣正則分割とグレイシ

ャー対応 
 2016年 8月 

稚内表現論小研究集

会 
 

19 ヤング図形におけるフ

ックの超対称性について

の組合せ論的証明 

 2017年 8月 
弘前表現論小研究集

会 
 

20 整数の分割と母関数  2018年 8月 
岡山大学オープンキ

ャンパス 
 

21 カタラン数の表示につ

いての 3つの証明 
 2018年 8月 

福井表現論小研究集

会 
 

22 劣正則分割とグレイシ

ャー対応 
 2018年 9月 

日本数学会秋季総合

分科会 
 

23 劣正則分割とグレイシ

ャー対応 
 2018年 9月 

岡山大学理学部数学

科談話会 CORE 
 

24 周期性を持つ r-正則分

割 
 2019年 9月 

岡山大学理学部数学

科談話会 CORE 
 

25 原田の予想についての

対称群における証明 
 2019年 10月 

奈良学園大数学セミ

ナー 
 

26 ボードゲーム「カタン」

がスマホ ARになって数学

者の僕が考えたこと 

 2019年 11月 現代ビジネス記事  

27 数学者が「ピザ」のケ

ンカしない分け方につい

て本気で考えてみた 

共著 2021年 1月 現代ビジネス記事  

28 【数学クイズ】「9×1+2」

「9×12+3」「9×123+4」

「9×1234+5」計算すると

奇跡の数が…！ 

 2021年 6月 現代ビジネス記事  

29 指数に周期性を持つ正

則分割 
 2022年 8月 

第 2回奈良学園大学数

学セミナー 
 

30 指数に周期性を持つ r-

正則分割について 
 2023年 3月 

再開 広島・岡山 代数

学セミナー 
 

     

     

     

     

     

 



 

 

教  育  研  究  業  績  書 

令和 5 年 3 月 31 日    

氏名  岡野 聡子 

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

幼児教育、地域福祉、キャリア教育 子どもと環境、キャリア教育、子育て支援、地域福祉 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概           要 

１ 教育方法の実践例 
(1)視聴覚教材の活用 

 
平成 26 年 4 月～ 
現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部にて、「子どもと環境」を
担当している。学生は、子どもと接する経験が豊富であ
るとはいえず、また教科書の記述や講義だけでは、学生
は子どもに対するイメージがわきにくいため、ビデオ教
材を適宜使用している。映像を通して子どもの実像を実
感し、理解を深めるように工夫している。また、ビデオ
教材は学生が受身的に観て終わりということになりや
すいので、ビデオ視聴前に課題を与え、問題意識を持っ
てビデオ教材を視聴させるようにしている。これらの過
程により、学生の子どもに対するイメージが豊富にな
り、教育効果が上がっているといえる。 

(2)体験学習を取り入れた授業 平成 26 年 4 月～ 
現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部にて、「子どもと環境」や
「保育表現力演習」（令和 5 年 4 月～）を担当している。
ネイチャーゲームといった自然体験活動や小麦粉粘土
づくり、STEAM 教育を取り入れた保育教材の作り方など
を取り入れ、体験学習を中心に授業を実施している。学
生アンケートでは、保育・教育実習にて活用したいとい
う回答が多く、好評であった。 

(3)LINE アプリを活用したキャリア支援の実施 平成 28 年 6 月～ 
令和 2 年 3 月 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科の講師とし
て、キャリア形成科目（キャリアデザインⅠ・Ⅱ、キャ
リアディベロップメントⅠ・Ⅱ、キャリアスキルアップ
Ⅰ・Ⅱ、インターンシップ）を担当した。奈良学園大学
のキャリア教育は、1～3 年まで実施し、就職活動が本
格化する 4 年次は、学生と教員の実質的支援がなくな
る。そのため、これまでのキャリア教育で培った力が発
揮されるよう、LINE アプリを用いてキャリア支援を実
施した。任意登録としたが、2017 年 5 月現在で全学生
100 名中、52 名が参加をし、一般企業志望者である 38
名は全て加入している。なお、LINE アプリを通して、教
員と情報交換をすることで、5 月 22 日時点における一
般企業就職内定者は、64.1％という成果を上げることが
できた。 

(4)授業に関するホームページの立ち上げ・運営 平成 30 年 4 月～ 
令和 3 年 12 月 

「子どもと環境」および「キャリアスキルアップⅠ」
にて活用する授業補助教材を提示したホームページを
立ち上げた。学生のレポートを添削し、その結果をホー
ムページ上で公開しており、サイトを見た学生が他者の
優れたレポートを閲覧することができるため、具体的に
どのように文章構成をすればよいかがわかったとの声
を学生から多くもらった。また、教育実習中の学生も授
業内容を知ることができるため、授業についていけなか
ったらどうしようといった不安が軽減されたとの声も
あった。 

(5)キャリア形成科目におけるＰＢＬ（課題解決
型授業）を取り入れた授業実践 

平成 31 年 4 月～ 
現在に至る 

1～3 年生のキャリア形成科目において、ＰＢＬ課題
解決型授業を取り組んだ。㈱マイナビが運営する
MyFutureCampus の教材を取り入れ、「ＡＩをもちいて社
会課題を解決する（グーグル合同会社）」や「千葉県長
南町の廃校を活用した地域創生案を提案せよ（㈱マイナ
ビ）」といったテーマを学生に与え、4 人 1 チームで実
施した。ＰＢＬの教育効果について、キャリア教育ラボ
か ら の 取 材 も 受 け た 。 https://career-ed-

lab.mycampus.jp/interview/1578/ 

２ 作成した教科書、教材 
(1)「キャリアデザインサブノート～改訂版～」 

（教材） 

平成 25 年 4 月 前年度に作成したキャリアデザインサブノートに、自
己理解や業界研究、社会の理解の開設、就職活動の資料
を新たに加えて作成した。前年度まで、各分室で行って

https://career-ed-lab.mycampus.jp/interview/1578/
https://career-ed-lab.mycampus.jp/interview/1578/


 

 

きた授業内容は会議で共有されるものの、教育の効果や
評価に対する議論が不足していた。そのため、学生の学
びを可視化し、適切な評価をそれぞれの教員ができるよ
うにサブノートの作成を行った。 
（編集・著者）岡野聡子 
（共著者）小野憲一、石渡嶺司、三木澄代、 

大野光二 
（発行元）環太平洋大学 
（出版社）ふくろう出版 
（総頁数）90 ページ 
(担当頁)pp.2-9、pp.34-45、pp.51-86 

（所属）環太平洋大学次世代教育学部教育経営学科 

（使用した科目名）キャリアデザイン 

(2)「教職表現力演習ノート」（教材） 平成 27 年 4 月  前年度に実施した教職表現力演習の授業内容を精査
し、教材を作成した。授業目的は、新聞記事や評論文を
用いて、他者に物事をわかりやすく説明する力の育成を
図り、アカデミックスキルの基礎を涵養することにあ
る。作成した教材の構成は、①読んでまとめる、②言葉
を学ぶ、③聴いてまとめるから成り立ち、それぞれの項
目を段階的に学べるようにしている。 
（編集・著者）西辻正副、山本美紀 
（共著者）岡村季光、岡野聡子、高木悠哉、 

松井典夫 
（発行元）奈良学園大学 
（出版社）株式会社廣済堂 
（総頁数）152 ページ 
(担当頁) pp.114-115 

（所属）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 

（使用した科目名）教職表現力演習Ⅰ 

(3)「キャリアデザインⅡ 
～職業研究ワークブック～」（教材） 

平成 27 年 9 月 キャリアデザインⅡでは、職業研究「働くこととは」
をテーマとして、さまざまな業界から各分野において活
躍している・してきた外部講師を招聘し、仕事に対する
考え方や進め方を研究することを授業目的としている。
本ワークブックでは、聞いたことをメモにまとめる要約
力と、まとめた情報を簡潔に示す構造力を身に付けられ
るように構成した。 
（作成者）岡野聡子 
（発行元）奈良学園大学 
（総頁数）30 ページ 
（所属）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 

（使用した科目名）キャリアデザインⅡ 

(4)「キャリアディベロップメントⅡ 
～職業研究 2 ワークブック～」（教材） 

平成 27 年 9 月 キャリアディベロップメントⅡでは、①自己理解の深
化、②職業への理解を深める、③インターンシップの 3
部構成としており、１年次で学んだことを活かす内容と
なる。本ワークブックのねらいは、課業分析等を通して、
仕事内容への理解を深めると同時に、多様な職種の情報
を収集し、学生自身が具体的な職業像を獲得できること
である。 
（作成者）岡野聡子 
（発行元）奈良学園大学 
（総頁数）30 ページ 
（所属）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 

（使用した科目名）キャリアディベロップメントⅡ 

(5)「2016 年度版 教職表現力演習ノート」 
（教材） 

平成 28 年 4 月 前年度に活用した「教職表現力演習ノート」を精査し、
改訂版として教材を作成した。授業目的は、新聞記事や
評論文を用いて、他者に物事をわかりやすく説明する力
の育成を図り、アカデミックスキルの基礎を涵養するこ
とにある。作成した教材の構成は、①読んでまとめる、
②言葉を学ぶ、③聴いてまとめるから成り立ち、それぞ
れの項目を段階的に学べるようにしている。 
（編集）西辻正副、岡村季光 
（共著者）岡村季光、岡野聡子、桑原祐子、高木悠哉、 

山本美紀 
（発行元）奈良学園大学 
（出版社）株式会社廣済堂 
（総頁数）109 ページ 



 

 

(担当頁) pp.52-53 
（所属）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 

（使用した科目名）教職表現力演習Ⅰ 

(6)「キャリアスキルアップⅠ 
～就活準備ワークブック①」（教材） 

平成 29 年 4 月 キャリアスキルアップⅠでは、3 年生全員が履修をす
る科目である。1 年後に控えた教員採用試験や一般企業
就職活動、公務員採用試験の準備をするにあたり、①就
職活動の流れ、②インターンシップの概要、➂履歴書の
書き方、④ＳＰＩ試験の概要、個人・集団面接、グルー
プディスカッション、集団討議の概要をまとめたもので
ある。学びの積み重ねが可視化できるようにしたワーク
ブックである。 
（作成者）岡野聡子 
（総頁数）48 ページ 
（所属）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 
（使用した科目名）キャリアスキルアップⅠ 

(7) 『子どもの生活理解と環境づくり[改訂版]～

就学前教育領域「環境」と小学校教育「生活科」

から考える～』（教科書）（再掲） 

平成 31 年 3 月 2017 年に学習指導要領が改訂され、資質・能力の三

つの柱と幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の

姿）が明示された他、保幼小連携の強化が取り上げられ

た。本書では、学習指導要領改訂にともない、領域「環

境」にて設置された新項目も含め、就学前教育と小学校

教育の教育内容の接続に言及し、自然環境・物的環境・

社会環境の３つの視点を用いて事例を取り上げながら

解説を行った。 

（単著・共著）共著 

（判型）Ａ5判 

（総頁数）206 ページ 

（出版社）ふくろう出版 

（担当頁）pp.1-20、pp.81-83、pp.103-104、pp.106-108、pp.146-147 

（担当部分）第1章第1節、第3章第2節1-2、1-3、第4章 第１

節1、1-2、第5章第１節1-3 

（編著者）岡野聡子 

（分担執筆者）松田智子・大野鈴子・吉村啓子・筒井愛知・村田眞

理子・薮田弘美・辻野孝・伊崎一夫・中道美鶴・岡田

美紀・田中卓也・前川豊子・平野知見 

（所属）奈良学園大学人間教育学部 

（使用した科目名）子どもと環境、保育内容Ⅱ「環境」 
         子どもと環境の指導法 

(8)「自分の未来は自分が創る キャリア形成 

ワークブック」 

令和 3 年 9 月 PBL 課題解決型授業の教材および採用試験のための

準備学習をまとめたものである。 

（単著・共著）共著 

（判型）Ａ4判 

（総頁数）72 ページ 

（出版社）ふくろう出版 

（担当頁）pp.1-24、pp.54-72 

（担当部分）第Ⅰ部課題発見力を高め、問題解決力を磨

こう、第Ⅲ部資料集 

（編著者）岡野聡子 

（分担執筆者）上杉敏郎、柳本周介、栗山朝亜輝 

（所属）奈良学園大学人間教育学部 

（使用した科目名）キャリアディベロップメント、 
         キャリアスキルアップⅠ・Ⅱ 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価  
(1) 平成 25 年度授業評価アンケートの実施 
 科目名：生活の理解 
 大学名：環太平洋大学 

平成 25 年 7 月 FD 活動の一環として、「生活の理解」学生による授業
評価アンケートを実施した。履修者数は 209 名、回答者
数は 172 名（有効回答率：82.2％）であった。質問紙は
15 項目から成り立ち、①学生自身の取り組みについて、
②担当教員や指導方法等について 4 点尺度で実施した。
評価結果の平均評定は 3.419 であり、総合的満足度は
3.445 であった。また、教材研究の授業内容を多く取り
入れたこともあり、「授業への参加意欲が促されるよう
な工夫がされていましたか」について 3.47 の評価をも
らうことができた。 

(2) 平成 26 年度授業評価アンケートの実施 
 科目名：キャリアデザインⅠ 

平成 26 年 4 月 
～平成 27 年 3 月 

平成 26 年度の学生による授業評価アンケートの総合
的満足度の結果は、以下の通りである。総合的満足度は、



 

 

 科目名：キャリアデザインⅡ 
 科目名：生活の理解 
 大学名：奈良学園大学 

4 点尺度で実施した。 
・キャリアデザインⅠ：3.37 
・キャリアデザインⅡ：3.43 
・生活の理解：3.65 
 いずれの授業においても、学生の質問に回答する時間
を必ず取り入れ、授業終了後には振り返りシートを書か
せて授業の理解度を確認した。そのことが、学生による
授業の高評価へとつながった。 

(3)平成 27 年度授業評価アンケートの実施 
 科目名：子どもと環境（前期） 
科目名：生活の理解（後期） 
科目名：キャリアデザインⅠ（前期） 

 科目名：キャリアデザインⅡ（後期） 
 科目名：キャリアディベロップメントⅠ（前期） 
 科目名：キャリアディベロップメントⅡ（後期） 
 大学名：奈良学園大学 

平成 27 年 4 月～ 
平成 28 年 3 月 

 平成 27 年度の学生による授業評価アンケートの総合
的満足度の結果は、以下の通りである。総合的満足度は、
4 点尺度で実施した。 
・子どもと環境：3.68 
・生活の理解：3.06 
・キャリアデザインⅠ：3.51 
・キャリアデザインⅡ：3.44 
・キャリアディベロップメントⅠ：3.4 
・キャリアディベロップメントⅡ：3.37 
 いずれの授業においても、学生の質問に回答する時間
を必ず取り入れ、授業終了後には振り返りシートを書か
せて授業の理解度を確認した。そのことが、学生による
授業の高評価へとつながった。 

(4)平成 28 年度授業評価アンケートの実施 
 科目名：子どもと環境（前期） 
科目名：キャリアデザインⅠ（前期） 

 科目名：キャリアデザインⅡ（後期） 
 科目名：キャリアディベロップメントⅠ（前期） 
 科目名：キャリアディベロップメントⅡ（後期） 
 科目名：キャリアスキルアップⅠ（前期） 
 科目名：キャリアスキルアップⅡ（後期） 
大学名：奈良学園大学 

平成 28 年 4 月～ 
平成 29 年 3 月 

 平成 28 年度の学生による授業評価アンケートの総合
的満足度の結果は、以下の通りである。総合的満足度は、
4 点尺度で実施した。 
・子どもと環境：3.45 
・キャリアデザインⅠ：3.55 
・キャリアデザインⅡ：3.59 
・キャリアディベロップメントⅠ：3.46 
・キャリアディベロップメントⅡ：3.09 
・キャリアスキルアップⅠ：3.55 
・キャリアスキルアップⅡ：2.95 
 いずれの授業においても、学生の質問に回答する時間
を必ず取り入れ、授業終了後には振り返りシートを書か
せて授業の理解度を確認した。そのことが、学生による
授業の高評価へとつながった。 

(5)平成 28 年度授業評価アンケートの実施 
 科目名：キャリアデザイン 
 大学名：奈良教育大学 
 

平成 28年 10月～
平成 29 年 3 月 

 平成 28 年度の学生による授業評価アンケートの結果
は、以下の通りである。アンケートは、4 点尺度であり、
回収率は 90.9％（履修者数：55 人、解答者数：50 人）
である。 
・学習効果を上げるための工夫・準備：3.36 

（全体平均：3.28） 
・担当教員の話し方が明瞭かどうか：3.66 

（全体平均：3.31） 
・学生の理解や反応を見ながら授業していたか： 

3.38（全体平均：3.29） 
・授業の満足度：3.30（全体平均：3.32） 
・新しい知識・考え方・教育実践力が得られたか： 

3.44（全体平均：3.36） 
・到達目標がどの程度、身に付いたか：3.20 

（全体平均：3.27） 

(6)平成 29 年度授業評価アンケートの実施 
 科目名：キャリアデザイン 
 大学名：奈良教育大学 

平成 29年 10月～
平成 30 年 3 月 

平成 29 年度の学生による授業評価アンケートの結果
は、以下の通りである。アンケートは、4 点尺度であり、
回収率は 88.9％（履修者数：54 人、解答者数：48 人）
である。 
・学習効果を上げるための工夫・準備：3.35 

（全体平均：3.33） 
・担当教員は学生が主体的かつ意欲的に学べるような
授業づくりを行っていたか：3.38 

（全体平均：3.31） 
・新しい知識・考え方が得られたか：3.48 

（全体平均：3.49） 
・教育実践力やそれにつながる力を得られたか： 

3.23（全体平均：3.33） 
・到達目標がどの程度、身に付いたか：2.96 

（全体平均：3.21） 
・授業の満足度：3.27（全体平均：3.38） 



 

 

(7)平成 29 年度授業評価アンケートの実施 
 科目名：キャリアデザインⅠ（前期） 
 科目名：キャリアデザインⅡ（後期） 
 科目名：キャリアディベロップメントⅠ（前期） 
 科目名：キャリアディベロップメントⅡ（後期） 
 科目名：キャリアスキルアップⅠ（前期） 
 科目名：キャリアスキルアップⅡ（後期） 
大学名：奈良学園大学 

平成 29 年 4 月～ 
平成 30 年 3 月 

 平成 29 年度の学生による授業評価アンケートの総合
的満足度の結果は、以下の通りである。総合的満足度は、
4 点尺度で実施した。 
・キャリアデザインⅠ：3.05（全体：3.38） 
・キャリアデザインⅡ：3.44（全体：3.41） 
・キャリアディベロップメントⅠ：3.54（全体：3.38） 
・キャリアディベロップメントⅡ：3.52（全体：3.41） 
・キャリアスキルアップⅠ：3.35（全体：3.38） 
・キャリアスキルアップⅡ：3.47（全体：3.41） 
 いずれの授業においても、学生の質問に回答する時間
を必ず取り入れ、授業終了後には振り返りシートを書か
せて授業の理解度を確認した。そのことが、学生による
授業の高評価へとつながった。 

(8)平成 30 年度授業評価アンケートの実施 
 科目名：キャリアデザイン 
 大学名：奈良教育大学 

平成 30年 10月～
平成 31 年 3 月 

平成 30 年度の学生による授業評価アンケートの結果
は、以下の通りである。アンケートは、4 点尺度であり、
回収率は 67.3％（履修者数：98 人、解答者数：66 人）
である。 
・学習効果を上げるための準備・工夫：3.62 

（全体平均：3.33） 
・担当教員は学生が主体的かつ意欲的に学べるような
授業づくりを行っていたか：3.67 

（全体平均：3.32） 
・新しい知識・考え方が得られたか：3.65 

（全体平均：3.47） 
・教育実践力やそれにつながる力を得られたか： 

3.47（全体平均：3.33） 
・到達目標がどの程度、身に付いたか：3.30 

（全体平均：3.22） 
・授業の満足度：3.68（全体平均：3.38） 

(9)令和 2 年度授業評価アンケートの実施 
 科目名：子どもと環境（前期） 
 大学名：奈良学園大学 

令和 2 年 4 月～ 
令和 2 年 7 月 

令和 2 年度の学生による授業評価アンケートの総合
的満足度の結果は、以下の通りである。5 点尺度で実施
し、本アンケート総数は 36 人である。 
・子どもと環境：4.75（全体平均：4.32） 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
(1)岡山市子どもセンター・研究協力者 

平成 24 年 4 月～
平成 26 年 3 月 

岡山市子どもセンターは、平成 24 年 4 月～平成 26年
3 月まで、岡山市庭園都市推進課主催のＥＳＤプロジェ
クトから助成金（年間 200 万円）を獲得し、都市公園で
の遊び空間の創造をテーマとして、子どもの遊びの広場
を展開した。筆者は、研究協力者として、公園を活用し
てできる遊びを提案したり、保護者アンケートを通して
満足度を測定し、報告書にまとめる役割をになった。平
成 24 年度は、5 ヶ所でプロジェクトを実施し、平成 25
年度は、6 ヶ所で行った。 

(2)一般社団法人 gid.jp 日本性同一性障害と 
共に生きる人々の会・出張講義講師 

平成 26 年 8 月 gid.jp 関西交流会において、「就職に関する「ストレ
ス」を考える～ストレスチェックを通して、自分のスト
レス耐性を知ろう～」をテーマとし、90 分間の講義を
行った。講義では、ストレス耐性チェックを通して、自
分が持つストレスを客観視し、ストレス解消法ではなく
ストレスと上手に付き合う方法の提案をした。また、性
同一性障害の方が持つ就職活動・職場の人間関係での悩
みについて事例を取り上げ、自己開示を含めたグループ
ワークも実施した。実施場所は、大淀コミュニティセン
ター（大阪）で行い、受講生は 18 名であった。 

(3)特定非営利活動法人男女共同参画ネット尼崎
（尼崎市女性・勤労婦人センター）・出張講義
講師 

平成 27 年 3 月 2015 あまがさき女性フェスティバル記念講演会にお
いて、「カナダのコミュニティハウスに学ぶ 支えあい
のまちづくり」をテーマとし、90 分間の講演を行った。
多文化共生の国カナダには、子どもから高齢者まで、さ
まざまな人々が利用するコミュニティハウスがある。そ
のコミュニティハウスの成り立ちとそこで実施されて
いるサービスとプログラムについて紹介した。また、カ
ナダのコミュニティハウスから学べることとして、コミ
ュニティオーガニゼーションの概念を「人、もの、こと、
ところ」、そして「時間の共有」という具体的内容に置
き換えて述べた。社会保障の制度化が進む中で、福祉行
政の専門分化が起こる過程についても解説した。実施場
所は、尼崎市女性センター・トレピエで行い、受講者は
40 名であった。受講者満足度は 100％であった。2014 年
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(4)一般社団法人 gid.jp 日本性同一性障害と 
共に生きる人々の会・出張講義講師 

平成 27 年 6 月 gid.jp 関西交流会において、「自分自身について知る
～自己概念の揺らぎを体験しよう～」をテーマとし、90
分間の講義を行った。講義では Twenty statements 
test=T.S.T/Who am I 法の心理検査も用いて、自己概念
とは何かを解説した。また、「私の価値観を知ろう」を
テーマとし、価値観の書かれた 15 枚のカードを、自分
が大切にしたいと思う順番に並べてもらい、ペアワーク
を実施した。価値観カードのワークから、自己概念（自
己が持つ自分のイメージ）がいかに揺らぎやすいか体験
をしてもらった。実施場所はパシフィックマークス西梅
田 14Ｆガクトホール（大阪）で行い、受講生は 20 名で
あった。 

(5)2015 年度奈良学園大学公開講座「王寺町り～
べるカレッジ」・出張講義講師 

平成 27 年 7 月 奈良学園大学公開講座において、「子どもに求められ
る職業教育とは―キャリア教育の視点から―」をテーマ
とし、90 分間の講演を行った。講演では、キャリア教育
が生まれた背景を解説し、キャリア教育が開発すべき社
会生活を営む上で必要となる能力や態度について述べ
た。また、小学校から高等学校までのキャリア教育の取
り組み事例を紹介し、能力開発を行う上で、最も重視す
べき事項として、自己肯定感を育む必要性についても述
べた。質疑応答の時間も 20 分程度取り、対話形式で講
演を行い、大変好評であった。受講生は 18 名であった。 

(6)平成 27 年度三郷町子ども人権学習支援事業・
指導者 

平成 28 年 1 月 三郷町子ども人権学習支援事業において、三郷北小学
校「つながり学級」の小学生（32 名）と保護者（33 名）
65 名を対象として、科学遊び・学びの広場プロジェク
ト「ピンホールカメラ作り～小さな穴から見える不思議
な世界～」を実施した。ピンホールカメラ作りを通して、
光の仕組みについて解説をした。低学年児童には解説は
難しかったが、ピンホールカメラを覗くと、映し出され
る映像が逆転しているということに対し、不思議さと驚
きを感じ、その仕組みがどのようになっているのか関心
が高まった。実施後の保護者向けアンケートでは、満足
度は 100％であり、次回も参加をしたいとの高評価を受
けた。 

(7)登美ヶ丘北中学校区地域教育協議会第３回ス
クールコーディネーター研修・出張講義講師 

平成 28 年 9 月 「海外の地域コミュニティにおける活動～カナダ・バ
ンクーバー市ネイバーフッドハウスの事例～～」をテー
マとして、2015～2016 年度の科学技術研究費（若手研
究Ｂ）の成果報告を兼ねて実施した。参加者は 7 名であ
り、現在、地域活性化事業を行っている者を対象として
行った。カナダにおける移民支援組織の成り立ちやセツ
ルメント運動における生活を包括的に支援する仕組み、
ボランティアコーディネートの手法、コミュニティディ
ベロップメントの概念についての解説を行った。多数の
質問を受け、日本とカナダの文化的背景の差異はあるも
のの、地域における福祉活動の統合化には聴講者が共感
し、高評価をいただいた。 

(8)平成 28 年度三郷町立西部保育園第 3 回新任
保育士研修会・出張講義講師 

平成 28 年 12 月 三郷町立西部保育園にて新任保育士研修の講師とし
て携わる。「環境を通した教育・保育のあり方を学ぶ～
保育の「質」を考える～」をテーマとし、①保育の質、
質の高い保育とは、②保育環境評価スケールの使用方法
の解説および実践を実施した。昨今、教育経済学の視点
から、幼児教育の経済学や学力の経済学という書籍が発
刊され、就学前教育の充実が強力な公共投資となりうる
ことに注目が集まっている。幼児教育がもたらす効果
（自己統制力、向社会的行動、等）について、海外の調
査研究の結果を事例として取り上げ、解説した。また、
保育環境評価スケールを実践し、保育環境の見直しや保
育活動の振り返りを行った。受講生は 3 名であった。 

(9)平成 28 年度三郷町子ども人権学習支援事業・
指導者 

平成 29 年 1 月 三郷町子ども人権学習支援事業において、三郷北小学
校「つながり学級」の小学生（28 名）と保護者（30 名）
58 名を対象として、科学遊び・学びの広場プロジェク
ト「色が変わる、まほうの水で描く世界」を実施した。
レモン水（酸性）、せっけん水（弱アルカリ性）、石灰水
（アルカリ性）を用意し、紫キャベツで染めた紙（リト
マス紙）に模様を描き、化学反応によって紙の色が変わ



 

 

る様子を、酸性・アルカリ性の解説をした。学生主導で
実施を行い、実施後の保護者向けアンケートでは、満足
度は 100％であり、次回も参加をしたいとの高評価を受
けた。また、こうしたプロジェクトの実施により、学生
の事業運営能力・スキルも格段に上がったと言える。 

(10)平成 28 年度三郷町立西部保育園第 4 回新任
保育士研修会・出張講義講師 

平成 29 年 3 月 三郷町立西部保育園にて新任保育士研修の講師とし
て携わる。「保育環境評価スケールの活用を振り返って」
をテーマとし、3、4、5 歳児のクラス担任に保育環境評
価スケールの結果を提示しながら、担任（保育経験 10
年以上）と副担任（保育経験 1 年）の結果を共有した。
結果の共有では、保育経験 10 年以上の保育者は、自身
の保育活動について個別具体的に思い出しながら、保育
内容の質に関する発言が多くみられた。一方で、保育経
験 1 年の新任保育者は、クラス全体を考えると概ね環境
が整っていると回答し、全体的に高い評価をつけること
がわかった。これらの結果を話し合うことで、10 年以
上の保育経験を有する保育者は、新任保育者の視点を学
ぶことができ、今後の指導に役立てることができると述
べていた。新任保育者は、10 年以上の保育経験を有す
る保育者の発言を通して、保育の質について、より深く
考えることができたと発言をした。園長からは、評価ス
ケールを用いながら、具体的に保育者同士がコミュニケ
ーションを図ることで、保育の質の向上につながると述
べていた。受講生は 6 名であった。 

(11)第 14 回「産学連携のための経営者セミナ
ー」・出張講義講師 

平成 29 年 3 月 奈良県大学連合が主催する産学連携のための経営者
セミナーにおいて、「学生の主体性を育むキャリア教育
の在り方とは」をテーマとして講演を行った。大学生活
で身に付けておきたい能力（学士力、社会人基礎力、ジ
ェネリックスキル、21 世紀型スキル）の解説をした後、
本学のキャリア教育・キャリア支援を紹介した。また、
2 名の学生から、インターンシップ成果報告会の発表も
してもらい、場内からは、学生が堂々と発表する姿勢を
大変評価していただいた。受講生は 23 名であった。 

(12)広陵町幼稚園保育園職員研修会・出張講義講
師 

平成 29 年 3 月 広陵町幼稚園・保育園職員研修会の講師として、「保
育の質を考える～保育環境評価スケールの活用を通し
て～」をテーマとして講演を行った。保育の質の定義を
考えると共に、保育環境評価スケールを用いて、客観的
に自身の保育活動を振り返る必要性について述べた。聴
講者の中で、保育環境評価スケールの活用をしたことが
ある者は 1 名（大学時代に実施した）であり、初めて活
用した者ばかりであった。新任保育者よりも保育経験が
10 年を超える者は、他園見学や研修の機会を積んでき
ていることもあり、他園と自園を比較して評価を付ける
ことから、自己評価が厳しくなる傾向があると伝える
と、納得できると聴講生からの感想があった。また、適
宜、客観的な評価指標を用いて保育活動を点検する機会
を設けることには意義があるとの感想をいただいた。受
講生は、45 名であった。 

(13)平成 29 年度北葛城郡内幼稚園教育研究会
（総会）・出張講義講師 

平成 29 年 4 月 北葛城郡幼稚園教育研究会の講師として、「保育の質
を考える」をテーマとして講演を行った。保育の質を考
えるために、幼児期における教育活動が、向社会行動や
非認知能力の向上に影響を及ぼすという諸外国の研究
結果を事例として取り上げた。 
また、幼稚園内の保育・教育環境を評価するためのツー
ルとして、保育環境評価スケールを紹介し、先生方に保
育・教育環境のチェックおよび振り返りをしていただい
た。聴講生からは、「幼児教育の重要性を改めて認識す
ることができ、仕事へのやりがいを更に感じることがで
きた」や「客観的指標を用いて自身の保育・教育を確認
したことがなかったので、良い機会となった」と感想を
いただいた。受講者は、90 名であった。 

(14)平成 29 年度第 1 回北葛城郡幼稚園教育研究
会・園内研究会講師 

平成 29 年 5 月 第 1 回北葛城郡幼稚園教育研究会の園内研究会講師
として、①幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て、②特別な支援を必要とする幼児の状態等に応じた計



 

 

画的、組織的な指導の在り方をテーマとし、指導助言を
行った。まず、各園の取り組みについて、実践報告をし
ていただいた。次に、講話者から、カリキュラム・マネ
ジメントの概念について整理し、特別な支援を要する幼
児の実態を把握するためのチェックリスト解説を行っ
た。出席者は、12 名であった。（11 園の参加） 

(15)第 1 回吉野青年会議所事業合同会議・講師 平成 29 年 5 月 第 1 回吉野青年会議所事業合同会議の講師として、
「学生を主体とした事業運営方法について～他者理解
を深める技法とは～」をテーマとし、講義を行った。吉
野青年会議所事業は、吉野広域に住む小学生を対象とし
た課外活動を実施し、青少年健全育成に取り組んでい
る。大学生が主体となって事業を実施するため、事業目
的を共有し、事業立案方法を提示した。また、参加者が
コミュニケーションを円滑に行えるようにするために、
他者理解を深める 2 つのワークショップを開催した。今
回は、奈良学園大学の学生 17 名、奈良女子大学の学生
2 名、吉野青年会議所から 5 名が参加をした。 

(16)平成 29 年度三郷町立西部保育園第 1 回新任
保育士研修会・出張講義講師 

平成 29 年 5 月 三郷町立西部保育園第 1 回新任保育士研修会の講師
として、「社会人に求められるコミュニケーションスキ
ルとは」をテーマとして、講義を行った。研修では、第
一印象の重要性、気持ちの良い挨拶の方法、身だしなみ、
言葉遣いの 4 点を重点指導項目として、実施した。ま
た、3 月まで学生であった新任保育士の方々に、学生と
社会人の違いについて考えてもらい、社会人としての自
覚を再認識していただいた。受講生からは、「姿勢等、
指摘されるまで意識していなかった」や「保護者様の対
応に役立てます」といった声をいただいた。受講生は、
5 名であった。 

(17)平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校附
属幼稚園園内研修会・園内研修会講師 

平成 29 年 5 月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、指導助言を行った。9：00-11：30 まで指
導計画に則った保育活動を見せていただき、13：00-16：
30 まで、指導を行った。本園では、今年度の研究テーマ
として、「幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て」を掲げており、そのことを念頭におきながら、指導
をした。ＫＪ法を用い、①子どもの様子、②環境構成、
➂教師の援助の 3 つの観点から、各クラスの担当教員に
本日の保育活動を振り返っていただいた。結果として、
自然環境に関する項目の出現が見られなかったため、自
然環境における環境構成の再点検と栽培活動に関わる
子どもの様子を取り上げる必要性が明らかとなった。ま
た、本園に関する重点項目として、①異年齢児交流、②
遊び空間の改善・集中できる遊び作りの工夫、➂遊び内
容の充実、④教材の確認が取り上げられた。教員からは、
「自然環境の項目がないことに対し、当たり前のこと
で、見過ごしていたと思う」や遊び空間の改善に関する
意見があった。今回は、教員 9 名の参加であった。 

(18)平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校附
属幼稚園園内研修会・園内研修会講師 

平成 29 年 9 月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、指導助言を行った。9：00-11：30 まで指
導計画に則った保育活動を見せていただき、13：00-16：
30 まで、指導を行った。本園では、今年度の研究テーマ
として、「幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て」を掲げており、そのことを念頭におきながら、指導
をした。今回は、平成 29 年度幼稚園教育要領における
資質・能力の 3 本柱に基づいた教師の援助について、指
導計画書の書き方を指導した。教員 9 名の参加であっ
た。 

(19)平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校附
属幼稚園園内研修会・園内研修会講師 

平成 29 年 10 月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、指導助言を行った。9：00-11：30 まで指
導計画に則った保育活動を見せていただき、13：00-16：
30 まで、指導を行った。本園では、今年度の研究テーマ
として、「幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一



 

 

連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て」を掲げており、そのことを念頭におきながら、指導
をした。今回は、平成 29 年度幼稚園教育要領における
資質・能力の 3 本柱に基づいた教師の援助について、指
導計画書の書き方を指導した。教員 9 名の参加であっ
た。 

(20)平成 29 年度第 2 回北葛城郡幼稚園教育研究
会・園内研究会講師 

平成 29 年 10 月 北葛城郡幼稚園の園内研修会講師として、指導助言を
行った。9：00-11：30 まで指導計画に則った保育活動を
見せていただき、13：00-16：30 まで、指導を行った。
本園では、今年度の研究テーマとして、「幼稚園教育要
領の理念を実現するための、各幼稚園における教育課程
の編成、実現、評価、改善の一連のカリキュラム・マネ
ジメントの適切な実施について」を掲げており、そのこ
とを念頭におきながら、指導をした。今回は、平成 29 年
度幼稚園教育要領における資質・能力の 3 本柱に基づい
た教師の援助について、指導計画書の書き方を指導し
た。教員 9 名の参加であった。 

(21)平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校附
属幼稚園園内研修会・園内研修会講師 

平成 29 年 11 月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、指導助言を行った。9：00-11：30 まで指
導計画に則った保育活動を見せていただき、13：00-16：
30 まで、指導を行った。本園では、今年度の研究テーマ
として、「幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て」を掲げており、そのことを念頭におきながら、指導
をした。今回は、平成 29 年度幼稚園教育要領における
資質・能力の 3 本柱に基づいた教師の援助について、指
導計画書の書き方を指導した。教員 9 名の参加であっ
た。 

(22)平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校附
属幼稚園園内研修会・園内研修会講師 

平成 29 年 11 月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、指導助言を行った。9：00-11：30 まで指
導計画に則った保育活動を見せていただき、13：00-16：
30 まで、指導を行った。本園では、今年度の研究テーマ
として、「幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て」を掲げており、そのことを念頭におきながら、指導
をした。今回は、平成 29 年度幼稚園教育要領における
資質・能力の 3 本柱に基づいた教師の援助について、指
導計画書の書き方を指導した。教員 9 名の参加であっ
た。 

(23)平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校附
属幼稚園園内研修会・園長研修会講師 

平成 30 年 1 月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園にて、広陵町
の幼稚園 5 ヶ園の園長先生を対象とし、幼児期における
カリキュラム・マネジメントの進め方について指導助言
を行った。また、園内目標の立て方についてワークショ
ップを実施した。園長 5 名、教員 5 名の参加であった。 

(24)平成 29 年度三郷町立西部保育園・保育士園
内研修会講師 

平成 30 年 2 月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「幼
児期におけるカリキュラム・マネジメントの捉え方」を
テーマとし、広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園で
実施した 1 年間のカリキュラム・マネジメントの実践を
交えながら、講義をした。講義後、西部保育園のＰＤＣ
Ａサイクルの構築について、参加保育士と園長先生を交
え、話し合った。保育士 8 名の参加であった。 

(25)平成 29 年度三郷町立西部保育園・保育士園
内研修会講師 

平成 30 年 3 月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「保
育環境評価スケールの活用を振り返って」をテーマに指
導助言を行った。12 月に実施した保育環境評価スケー
ルの結果をもとに、3~5 歳のクラスの担任と副担任に示
し、評価結果の差について、話し合った。評価スケール
を用いながら、具体的に保育者同士がコミュニケーショ
ンを図ることで、保育の質の向上につながる。保育士 6
名の参加であった。 

(26)平成 30 年度三郷町立西部保育園・保育士園
内研修会講師 

平成 30 年 5 月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「保
育士として求められるコミュニケーションスキルとは」
をテーマに講演を行った。新任保育士を対象としてお
り、社会人としてのマナーや保育園ならではのトラブル
事例などをもとに相手に伝わるコミュニケーションの



 

 

取り方について講義をした。計 10 名の参加であった。 

(27)平成 30 年度広陵町立真美ケ丘第一小学校附
属幼稚園・園内研修会 

平成 30 年 6 月 広陵町立真美ケ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、「保育指導助言および特別支援教育につ
いて」をテーマに、指導助言を行った。特別支援につい
ては、加配職員向けに具体的事例を取り上げながら、指
導方法について助言を行った。教員 8 名の参加であっ
た。 

(28)平成 30 年度三郷町立西部保育園・保育士園
内研修会講師 

平成 30 年 7 月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「チ
ームビルディング研修」をテーマに講演を行った。全教
職員 20 名を対象とし、ＮＡＳＡゲームを用いて、合意
形成の手法を講義した。また、話し合いが有益であるこ
とを数値化して示したことにより、参加者の納得感を得
られた。 

(29)平成 30 年度広陵町立真美ケ丘第一小学校附
属幼稚園・園内研修会 

平成 30 年 10 月 広陵町立真美ケ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、「保育指導助言および特別支援教育につ
いて」をテーマに、指導助言を行った。指導案の書き方
について指導をした他、特別支援については、加配職員
向けに具体的事例を取り上げながら、指導方法について
助言を行った。教員 8 名の参加であった。 

(30)平成 30 年度三郷町立西部保育園・保育士園
内研修会講師 

平成 30 年 12 月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「保
育のプロセスの質評価スケールの活用について」をテー
マに指導助言を行った。0~5 歳のクラスの担任と副担任
を対象とし、評価スケールを用いて、各保育士に自身の
日々の保育活動を振り返ってもらった。保育士 15 名の
参加であった。 

(31)平成 30 年度三郷町立西部保育園・保育士園
内研修会講師 

平成 31 年 3 月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「保
育のプロセスの質評価スケールの結果を振り返って」を
テーマに指導助言を行った。12 月に実施した保育環境
評価スケールの結果をもとに、3~5 歳のクラスの担任と
副担任に示し、評価結果の差について、話し合った。評
価スケールを用いながら、具体的に保育者同士がコミュ
ニケーションを図ることで、保育の質の向上につなが
る。保育士 15 名の参加であった。 

(32)令和元年度三郷町立西部保育園・保育士園内
研修会講師 

令和元年 5 月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「保
育記録の種類と書き方～記録を書くための視点とは～」
をテーマに指導助言を行った。週案をもとにした記録や
エピソード記録、個人票記録、子どものつぶやき、ヒヤ
リハット記録等の記録の種類と目的を提示した他、記録
を書くための 5 つの視点について講義をした。実際に今
日の午前中の保育活動におけるエピソード記録を保育
士に書いてもらい、指導をした。保育士 7 名の参加であ
った。 

(33)令和元年度三郷町立西部保育園・保育士園内
研修会講師 

令和元年 11 月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「ビ
デオカンファレンス①子どもの遊びの意味を考える」を
テーマに指導助言を行った。午前中に子どもの遊ぶ様子
や保育活動を撮影し、午後から映像をもとに、保育活動
や環境構成の改善について考察した。保育士 7 名の参加
であった。 

(34)令和元年度三郷町子ども人権学習支援  
事業・指導者 

令和 2 年 2 月 三郷町子ども人権学習支援事業において、三郷北小学
校「つながり学級」の小学生（28 名）と保護者（21 名）
49 名を対象として、科学遊び・学びの広場プロジェク
ト「地球のふしぎを探ってみよう-地層編：たからさが
し」を実施した。京都大学大学院理学研究科地球惑星科
学専攻地質学鉱物学教室技術職員の高屋真樹先生を招
聘し、鉱物標本等の解説をしていただいた。実施後の保
護者向けアンケートでは、満足度は 100％であり、次回
も参加をしたいとの高評価を受けた。また、プロジェク
トの継続実施により、学生の事業運営能力・スキルも格
段に上がったと言える。 

(35)令和 4 年度三郷町教育総務課放課後子ども
教室・指導者 

令和 4 年 4 月～ 
令和 4 年 10 月 

三郷町教育総務課の放課後子ども教室にて、量子科学
技術研究開発機構の研究員や九州大学大学院の大学院
生と共同で科学教室を実施した。中学生は、8 名の参加
であった。中学生は、数理部門において全国大会に進む
ことができ、産経新聞でも取り組みの様子を取り上げら
れた。 

(36)地域福祉の方法論「プレイスベースド・アプ 令和 4 年 10 月 奈良地域デザイン研究所主催の令和 4 年地域デザイ



 

 

ローチ」とは ナー養成講座の講師として、地域福祉の方法論の解説、
カナダの地域福祉の事例の紹介を行った。参加者は 15
名であった。 

(37)令和 4 年度三郷町子ども人権学習支援  
事業・指導者 

令和 4 年 11 月 三郷町子ども人権学習支援事業にて、「親子のつなが
りを深める絵本の読み聞かせ―どきどき・わくわく絵本
の世界」をテーマに、絵本の紹介や音読技術について解
説をした。参加者は、親子で 20 名であった。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格、免許 
(1)幼稚園教諭二種免許状取得 

 
平成 11 年 3 月 

 
免許状番号 平 10 幼二め 第 804 号（京都府教育委員
会） 

(2)プロジェクトワイルドエデュケーター資格 
取得   

平成 18 年 7 月 財団法人公園緑地管理財団：資格番号なし 

(3)保育：子育てアドバイザー（初級） 平成 21 年 4 月 特定非営利法人保育：子育てアドバイザー協会： 
認定番号 第 10001024 号 

(4)修士（都市政策） 平成 23 年 3 月 大阪市立大学大学院創造都市研究科都市政策専攻（都市

政策修士 第 730 号）「修士論文題名：現代的セツルメント「ネ

イバーフッドハウス」の社会的意義～ゴードンネイバーフッドハウスの

取り組みを めぐって～」 

(5)小学校教諭二種免許状取得 平成 23 年 7 月 免許状番号 平二三小二第六号（京都府教育委員会） 

(6)生涯学習コーディネーター資格取得 平成 23 年 10 月 財団法人社会通信教育協会：第 31110009 号 

(7)生涯学習 1 級インストラクター資格取得 平成 23 年 10 月 財団法人社会通信教育協会：第 11110009 号 

(8)メンタルケアカウンセラー資格取得 平成 25 年 7 月 財団法人生涯学習開発財団/メンタルケア学術学会：資
格第 134014563 号 

(9)キャリアカウンセラー資格取得 平成 25 年 9 月 日本キャリア教育学会：認定登録第 214 号 
有効期限：2027 年 9 月 13 日（2020 年 9 月更新） 

(10)メンタルケア心理士資格取得 平成 25 年 10 月 財団法人生涯学習開発財団/メンタルケア学術学会：資
格第 134014563 号 

(11)准ケアストレスカウンセラー資格取得 平成 25 年 11 月 財団法人職業技能振興会：ＪＣ-080018 

(12)ガイダンスカウンセラー資格取得 平成 26 年 12 月 スクールカウンセリング推進協議会 
認定番号：第 14030010 号 

(13)修士（学校教育学） 平成 28 年 3 月 兵庫教育大学大学院学校教育研究科人間発達教育専攻
（学校教育学修士 第 8401 号）「修士論文題目：多世代
交流としての子育て支援に関する研究―カナダ・ネイバ
ーフッドハウスの事例から―」 

(14)プロジェクトワイルドシニアエデュケー 
ター資格取得 

令和 2 年 1 月 一般財団法人公園財団：資格番号なし 

(15)カラーセラピスト資格取得 令和 2 年 10 月 一般社団法人日本色彩環境福祉協会：資格番号なし 

(16)アンガーマネジメントファシリテーター 令和 2 年 11 月 一般社団法人日本アンガーマネジメント協会 
JAMA 管理番号：104345 

(17)NAMA Certified Anger Management 
Specialist-Ⅰ 

令和 2 年 11 月 National Anger Management Association：資格番号な
し 

(18)こども環境アドバイザー資格取得 令和 3 年 4 月 公益社団法人こども環境学会：No.210238 

２ 特許等 
特記事項なし 

  
 

３ 実務の経験を有する者について特記事項 
(1)特定非営利法人岡山市子どもセンター 

おかやまプレーパーク運営委員 

 
平成 24 年 3 月～
平成 27 年 3 月 

特定非営利法人岡山市子どもセンター（岡山市北区久
米 348）の事業の一つである「おかやまプレーパーク」
の運営委員に着任し、月に 2 度、岡山国際児童年記念公
園こどもの森へ出向いて活動を行なっている。『自分の
責任で自由に遊ぶ』ということをモットーとし、子ども
がのびのびと思いっきり遊べるように敷地内の禁止事
項（例えば、木登り禁止等）をなくし、やりたい遊びを
実現できる遊び場の確保に力を注いでいる。年間事業計
画の見直しや助成金の申請、行政と交渉をする際の助言
役を務めている。 

(2)特定非営利活動法人ウエルス 理事 平成 24 年 5 月～
平成 27 年 3 月 

特定非営利法人ウエルス（京都府亀岡市）の顧問に着
任し、幼稚園や保育所における自然環境としての園庭の
芝生緑地化推進活動の助言を行っている。園庭の芝生化
により、子ども達の遊び方の変化や外遊びの増加、それ
に伴う健全な肉体形成等、芝生化によってどのような教
育的効果があるか、共同研究を行った。（住所：法人事
務所:〒621-0805 京都府亀岡市安町大池 11 日進ビ
ル 101） 



 

 

(3)ギャラリー吾子・代表 平成 25年 10月～ 
現在に至る 

 京都市東山区泉涌寺地区は、陶芸職人の町として知ら
れているが、職人の高齢化が深刻な問題となっており、
その地に根付いた文化が途絶えようとしている。そのた
め、地域振興の一環として、平成 25 年 10 月よりギャラ
リーの開催している。展示作品は、陶器に関わらず絵画
なども展示している。地域のお祭りがある際には、無料
で開放し、音楽会なども行っている。（京都市東山区泉
涌寺東林町 17-29）令和 3 年 9 月からは、京都市上京区
仲之町の京町家に拠点を移し、文化資源の保全と活用の
ための活動をしている。 

(4)広陵町まち・ひと・しごと創生総合戦略   
審議会・ひと部門 部会長 

平成 27 年 7 月～ 
平成 28 年 3 月 

本審議会は、まち・ひと・しごと創生法に基づく国の
長期ビジョン及び総合戦略を勘案し、内閣府地方創生推
進室が示す「地方人口ビジョン策定のための手引き」及
び「地方版総合戦略策定の手引き」に基づき実施した。
また、国の総合戦略が定める 4 つの政策分野（①地方に
おける安定した雇用を創出する、②地方への新しい人の
流れをつくる、③若い世代の結婚、出産、子育ての希望
をかなえる、④時代に合った地域を創り、安心なくらし
を守るとともに、地域と地域を連携する）に則り、まち
部門、ひと部門、しごと部門の作業チームに分け、筆者
はひと部門の部会長の任命を受け、総合戦略策定に向け
た審議を実施した。 

(5)広陵町幼保一体化推進会議 副会長 平成 27 年 8 月～ 
平成 28 年 7 月 

本会議では、「町立幼稚園・保育園における幼児教育・
保育のあり方等について」を主題とし、5 回にわたって
審議を行った。審議事項は、①幼稚園・保育園における
より良い教育・保育の提供、②現在策定中の幼保一体化
総合計画に基づいた町立幼稚園・保育園の施設整備の促
進、③就学前の子どもたちへの子育て支援の充実であ
り、それらを答申としてまとめ、報告した。 

(6)広陵北幼保連携型認定こども園設計業務公募
型プロポーザル選定委員会 委員 

平成 28 年 3 月～ 
平成 28 年 6 月 

本プロポーザルは、広陵町における幼保の一体化を進
めるため、広陵北幼稚園と広陵北保育園を統合し、広陵
町で初めての幼保連携型認定こども園の設計業務の委
託先を選定するものである。9 社から応募があり、一次
審査において 5 社を選定、2 次審査において業務委託先
を決定した。平成 30 年 4 月 1 日に開園予定であり、災
害時の乳幼児を対象とした福祉避難所としての機能も
有する施設となる。 

(7)広陵町総合戦略等検証委員会 委員 平成 28 年 7 月～ 
平成 29 年 3 月 

 平成 27 年 7 月～平成 28 年 3 月までに実施した広陵
町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会において策定
した事業のうち、先行で実施している 8 事業に対して、
その実施状況および事業の有効性に関する審議を行っ
た。 

(8)出会いウィーク2017実行委員会 委員 平成 28年 10月～
平成 29 年 3 月 

 本事業は、奈良ＮＰＯセンターが主体となり、奈良県

下にて活動を実施するＮＰＯおよびボランティア団体

の広報活動の一環として実施したものである。奈良学園

大学ボランティアサークルも参加をし、「科学遊び・学

びの広場プロジェクト事業」のＰＲを行った。実施日は

、平成29年2月18日（土）～19日（日）であり、当日の

参加団体は36団体であった。2日間の参加者総数は、800

名程度であった。 

(9)広陵町総合戦略等検証委員会 委員 平成 29 年 8 月～ 
令和 3 年 3 月 

 平成 27 年 7 月～平成 28 年 3 月までに実施した広陵
町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会において策定
した事業の実施状況および事業の有効性に関する審議
を行っている。（平成 33 年 3 月 31 日まで） 

(10)広陵町教育委員会 教育委員 令和元年 10 月～ 
現在に至る 

 広陵町教育委員会にて教育委員に任命された。定例教
育委員会への参加の他、幼稚園から中学校まで学校教育
の運営に関わる各種審議を行っている。 

(11)西校区認定こども園整備基本計画事業手法
等検討業務委託指名型プロポーザル審査委員
会 委員 

令和元年 10 月～ 
令和 2 年 3 月 

本プロポーザルは、広陵町における西校区認定こども
園設置のための設計業務の委託先を選定するものであ
る。業者は 1 社であり、選定作業を行った。 

(12)日本地域福祉学会 第 12 期地方委員 令和 2 年 7 月～ 
現在に至る 

2020 年度第 2 回（第 152 回）理事会にて、第 12 期地
方委員に任命された。また、2020 年度（12/19）近畿地
域福祉学会の実行委員長（2020/8-12）を任命され、学
会運営をした。 



 

 

(13)広陵町公私連携法人指定審査委員会 副委
員長 

令和 2 年 7 月～ 
令和 3 年 1 月 

本プロポーザルは、広陵町における西校区認定こども
園運営のため委託先を選定するものである。選定事業者
1 社であり、選定作業を行った。なお、任期は、西校区
認定こども園整備運営に係る協定が締結された日の翌
日までである。 

(14)広陵町総合戦略等検証委員会 委員 令和 3 年 7 月～ 
令和 4 年 3 月 

平成 27 年 7 月～平成 28 年 3 月までに実施した広陵
町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会において策定
した事業の実施状況および事業の有効性に関する審議
を行っている。 

４ その他 
(1)環太平洋大学キャリアセンター運営委員会 
委員 

 
平成 24 年 4 月～ 
平成 26 年 3 月 

 
環太平洋大学キャリアセンターは４つの分室（教職支

援室・幼保施設分室・公務員就職支援室・企業等就職支
援室）に分かれて進路支援をしている。月に 1 度キャリ
アセンター運営委員会を開催し、各分室との連携を図っ
ている。また、環太平洋大学の場合、体育会に力を入れ
ている学生も多く、4 年生の前期が終わるまで進路決定
を引き延ばす学生の姿が見られ、そうした学生に対し
て、ゼミ担当教員も含めて支援を実施した。 

(2)環太平洋大学幼児教育言語力育成研究会     
代表 

平成 24 年 4 月～ 
平成 27 年 3 月 

2008 年に改訂された学習指導要領では、「言語活動の
充実」が育成すべき重要項目の第一として取り上げられ
た。そのことを受け、現場における言語活動の充実を特
に幼児を対象として調査することを目的として岡山市
立大野幼稚園や岡山市立江西幼稚園の園長先生ととも
に研究会を立ち上げた。幼稚園の教育現場と大学組織が
協同して、幼児期における言語活動の充実に関する調査
を実施している。 

(3)環太平洋大学ハラスメント委員会 委員 平成 25 年 4 月～ 
平成 26 年 3 月 

本学では、アカデミック・ハラスメントやジェンダー・
ハラスメント、パワーハラスメント等を総合的に取り扱
う部としてハラスメント委員を設置している。今年度
は、ハラスメントのない教育研究環境づくりの一環とし
て、オープンスペースを利用して学生相談を行うこと
や、学生が研究室内にいる場合は、ドアを開けておくな
ど、誤解やトラブルを未然に防ぐ対策をとった。 

(4)奈良学園大学キャリアセンター運営委員会  
委員 

平成 26 年 4 月～ 
現在に至る 

奈良産業大学から名称変更された奈良学園大学は、2
学部 2 学科（人間教育学部・保健医療学部）が新設され
た。それに伴い、大学組織も改変され、平成 26 年 4 月
に就職支援課からキャリアセンターへと名称変更およ
び業務内容の変更や統合がなされた。平成 30 年 4 月か
ら、キャリアセンター内に教職支援室、企業・公務員支
援室と分室をつくり、キャリア支援体制の強化を図っ
た。平成 30 年 4 月から、キャリアセンター副センター
長に任命（令和 3 年 3 月まで）された。 

(5)奈良学園大学ボランティアサークル 顧問 平成 26 年 4 月～ 
現在に至る 

平成 27・28 年度に吉野青年会議所とボランティアサ
ークルに所属する大学生と協働で吉野広域において「小
学生を対象としたキャンプ事業」を実施した。平成 27
年度から現在に至るまで、三郷町内の小学生を対象とし
た「科学遊び・学びの広場プロジェクト」を実施してい
る。年間 100～150 名が参加し、三郷町からも高く評価
していただいた。（平成 27 年度には、奈良県庁主催の財
団法人奈良県青少年会館からの寄付金を活用した「青少
年の健全育成事業」に奈良学園大学ボランティアサーク
ルで応募し、20 万円の採択を受けた。）その他、第 14 回
大和川七夕まつり（平成 29 年度）において燈花会事業
を実施し、参加した学生が大和郡山市ロータリークラブ
から感謝状を授与された。 

(6)奈良学園大学サッカー部 顧問 平成 29 年 4 月～ 
令和 3 年 3 月 

奈良学園大学において、サッカー部の顧問となり、学生
支援をしている。平成 29 年 4 月から現在に至る。 

(7)奈良学園大学評議会 評議員 平成 30 年 4 月～ 
令和 3 年 3 月 

 平成 30 年 4 月から、奈良学園大学評議会評議員に任
命された。キャリアセンター報告を中心として、取り纏
めをしている。 

(8)奈良学園大学自己点検評価委員会 委員 令和 2 年 4 月～ 
令和 3 年 3 月 

 令和 2 年 4 月から、奈良学園大学自己点検評価委員会
委員に任命された。キャリアセンター運営関連資料の取
りまとめを担当した。 

(9)奈良学園大学共通教育委員会 委員 令和 3 年 4 月～ 
現在に至る 

令和 3 年 4 月から、奈良学園大学共通教育委員会委員
に任命された。2 学部 3 学科の共通教育科目を、どの学
生も履修できるようにするために整備を行っている。 
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１『保育者・小学校教師の

ための道しるべ』 

 

共著 

 

平成29年10月 

 

学文社 

 

本書は、保育士、幼稚園教諭、小学校教諭をめ

ざす短大生、大学生、専門学校生に向けて、就職

する前に身に付けてほしい保育者・教師に求め

られる基礎知識、専門知識、技術をまとめたもの

である。 

B5 判 全 140 ページ 

編著者：田中卓也・松村齋・小島千恵子・    

志濃原亜美・木本有香 

共著者：黒田政広・秀真一郎・五十嵐淳子・   

中田尚美・岡野聡子・岩治まとか・雲津

英子・谷原舞・橋爪けい子・光井恵子・

今村民子・佐々木由美子 

本人担当部分： 

第 8 章「保育実習・幼稚園教育実習・小学校教

育実習で実力を発揮しよう」（1）保育実習とはど

のような実習なのか（pp.58-60）、（2）幼稚園教

育実習とはどのような実習なのか(pp.60-62)、

（6）実習日誌、指導案とはどのようなものなの

か(pp.68-72)を単著。カフェタイム(コラム)②

ちょっと知っておきたい保育室の飾り付け

（p.23）を単著。 

本人担当部分の概要： 

 保育所実習と幼稚園実習について、観察実習、

見学実習、部分実習、一日実習をまとめ、それぞ

れに修得すべき事柄を解説した。また、実習日誌

や指導案では、実際に活用されている書類を事

例として取り上げ、書き方のポイントを解説し

た。カフェタイムでは、保育室内の飾りの意味に

ついて取り上げた。 

２『MINERUVAはじめて学ぶ

保育 12 子育て支援』 

共著 平成30年3月 ミネルヴァ書房 本書は、子ども・子育て支援新制度、保育教諭

など最新の動向を盛り込みつつ、保育の基本を

解説したものである。 

B5 判 全 220 ページ 

監修：大方美香・名須川知子 

編著者：伊藤篤（12 巻担当） 

共著者：岡野聡子・大方美香・大西晶子・寺村ゆ

かの・植木信一・山岡テイ・高畑芳美・

吉岡洋子 

本人担当部分： 

第１章 子育て支援の必要性と制度(レッスン

1 子育て支援が求められる社会背景①子育てを

めぐる社会環境の変化、②少子化という社会現

象、③子育てをめぐる諸課題（pp.2-15）、レッス

ン 2 子育て支援に関する制度・施策の展開①わ

が国における子育て支援の制度・施策の歩み、②

少子化の進行と子育て支援(pp.16-29))、第 4 章 

海外に学ぶ子育て支援（レッスン 13 北米におけ

る子育て支援①多文化主義国家であるカナダ、

②カナダにおける子育て家庭支援の展開、③カ

ナダにおける子育ての現状、④子育て家庭支援

の取り組み－ファミリーリソースセンター、⑤

子育て家庭支援の取り組み－ネイバーフッドハ

ウス、⑥子育て家庭支援の取り組み－ノーバデ

ィズパーフェクトプログラム(pp.156-171)）を

単著。 

本人担当部分の概要： 

第１章では、子育て支援が求められる社会的 
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    背景について、我が国における子育てをめぐる

社会環境の変化や少子化についてデータを提示

し、子育てをめぐる諸課題について解説した。ま

た、我が国におけるこれまでの子育て支援に関

する制度や施策の歩みを表にしてまとめ、その

成果についても言及した。第４章では、カナダに

おける子育て支援について、ファミリーリソー

スセンター、ネイバーフッドハウスの取り組み

を紹介した。子育て家庭支援の取り組みでは、ノ

ーバディズパーフェクトプログラムについて解

説した。 

３『子どもの生活理解と

環境づくり（改訂版）～就

学前教育領域「環境」と小

学校教育「生活科」から考

える～』 

共著 平成31年3月 ふくろう出版 2017 年に学習指導要領が改訂され、資質・能

力の三つの柱と幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿（10 の姿）が明示された他、保幼小連携

の強化が取り上げられた。本書では、学習指導要

領改訂にともない、領域「環境」にて設置された

新項目も含め、就学前教育と小学校教育の教育

内容の接続に言及し、自然環境・物的環境・社会

環境の３つの視点を用いて事例を取り上げなが

ら解説を行った。 

Ａ5 判 全 206 ページ 

編著者：岡野聡子 

共著者：松田智子・大野鈴子・吉村啓子・筒井  

愛知・村田眞理子・薮田弘美・辻野孝・

伊崎一夫・中道美鶴・岡田美紀・田中卓

也・前川豊子・平野知見 

本人担当部分： 

第 1 章「就学前教育から小学校教育へ」第 1 節

「就学全教育と領域「環境」」（pp.1-20）、第 3 章

「自然環境とのかかわり」第 2 節 1-2）栽培植物

の選定条件とは、1-3）自然環境マップづくり

（pp.81-83）、第 4 章「物的環境とのかかわり」

第１節 1.ものの性質や仕組みを知る（pp.103-

104）、1-2）ものの仕組みを理解する（pp.106-

108）、第 5 章「社会環境とのかかわり」第１節

1-3）生活科における「行事」のとらえ方（pp.146-

147） 

本人担当部分の概要： 

第１章では、就学全教育と領域「環境」の概要

を述べ、2017 年度の学習指導要領改訂にて取り

入れられた資質・能力の三つの柱と幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）、これから

求められる幼児教育の在り方について解説し

た。また、保幼小連携の重要性から、領域「環境」

と「生活科」の教育内容の接続について解説し

た。第３章では、自然環境のかかわりにて、園内

にある栽培植物の選定条件を解説し、自然佳境

マップづくりを紹介した。第４章では、物的環境

とのかかわりにて、子どもがものの性質や仕組

みを理解する過程について解説した。第５章で

は、社会環境とのかかわりにて、2017 年度の要

領改訂において領域「環境」に示された行事の役

割が、小学校教育「生活科」にどのように教育内

容が接続されているか解説した。 

４『基礎からまなべる保

育内容（人間関係）ワーク

ブック』 

共著 令和2年2月 あいり出版 本書は、幼稚園教諭・保育士を目指す者を対象

とし、保育内容（人間関係）の基礎を解説したも

のである。 

Ａ4 判 全 86 ページ 

編著者：田中卓也・宮内洋・藤井伊津子・ 

中澤幸子 
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    共著者：伊藤恵里子・秀真一郎・木本有香・小久保

圭一郎・川村高弘・橋場早苗・佐藤寛子・

岡野聡子・佐々木由美子・増田吹子・内田

祥子・郷家史芸・香曽我部琢・五十嵐淳子・

浅見優哉 

本人担当部分： 

第 5 章「人間関係を通して育む「道徳性・規範

意識の芽生え」とは」（1.乳幼児期における「道

徳性・規範意識の芽生え」、2.道徳性の芽生えと

は、3.規範意識の芽生えとは）（pp.33-41） 

本人担当部分の概要： 

 現在の日本社会における子どもの育ちに関す

る問題点や問題が生じた社会的背景について言

及するとともに、2017 年に改訂された幼稚園教

育要領・保育所保育指針の「道徳性・規範意識の

芽生え」に関する項目のねらいと内容、内容の取

扱いについて解説した。学生の理解が深まるよ

うに、道徳性や規範意識の芽生えについて、具体

的事例を提示しながら解説した。また、学生がテ

キストに書き込めるワーク欄も作り、活用でき

るテキスト作りに勤めた。 

５『保育者になる人のた

めの実習ガイドブック A 

to Z ―実践できる！ 保

育所・施設・幼稚園・認定

こども園実習テキスト

―』 

共著 令和2年3月 萌文書林 保育所や施設、幼稚園、認定こども園での保育

実習・教育実習について、実習の事前・事後で学

ぶべき内容を 15 章に整理し、まとめている。コ

ラムでは、実習の期間中だけでなく、現場の保育

者になってからも役立つ内容としている。巻末

付録には、実習の持ち物チェックリストと保育

実習・教育実習で学び、現場で実際に働いている

若手の保育者からのメッセージも収録した。 

Ａ4 判 全 178 ページ 

監修：名須川知子 

編著者：田中卓也・松村齋・小島千恵子・    

岡野聡子・中澤幸子 

共著者：佐藤寛子・関容子・増田吹子・山本美紀・

植田恵理子・赤塚めぐみ・日隈美代子・

橋爪けい子・田中路・鈴木和正・中島眞

吾・橋場早苗・島田直哉・山梨有子・安

氏洋子・里見達也・加藤緑・八幡眞由美 

本人担当部分： 

第 8 章「幼稚園教育実習とは」（1.幼稚園教育

実習の目的と心構え、2.幼稚園における園生活の

流れと実習の実際、3.年齢別のクラスの特徴と実

習のポイント）（pp.80-93） 

本人担当部分の概要： 

 幼稚園教育実習の目的や実習に出向く際の心

構えについて解説した。また、幼稚園の園生活の

流れを例示し、実習のポイントについて述べた

他、3～5 歳児の年齢別の実習のポイントを解説

した。 

６『基礎から学ぶ子育て

支援の実際』 

共著 令和2年6月 大学図書出版 本書は、子育て家庭の現状に合わせた支援方

法や関係機関との連携体制の構築等、事例やワ

ークを用いながら解説している。2019 年に改訂

された保育士養成課程の教授内容に基づいて章

立ての構成をしている。 

Ｂ5 判 全 175 ページ 

編著者：太田恵子・檜垣昌也 

共著者：市東賢二・小川和代・城野敦子・田中 

    卓也・桶田ゆかり・小原貴恵子・齋藤 

    惠子・相樂真樹子・野田敦史・岡野聡子・ 

    大熊信成・志村浩二・山城久弥 

本人担当部分： 



 

 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

    第 12 講「特別な配慮を要する子どもと家庭へ

の支援～発達障害児」（1.発達障害のある子ども

と保護者の状況、2.発達障害の子どもと家庭へ

の支援、3.特別な配慮を要する子どもや家庭へ

の支援の実際、4.演習課題）（pp.122-139） 

本人担当部分の概要： 

代表的な発達障害である自閉症スペクトラ

ム、注意欠如・多動症、限局性学習障害の 3 つの

事例を取り上げ、子どもの様子や家庭支援のあ

り方について解説した。また、子どもと家庭支援

の方法や制度、留意事項、保育現場における発達

障害の子どもへの支援も事例を取り入れ解説し

た。 

７『子どもとともに未来

をデザインする保育者

論・教育者論』 

共著 令和2年10月 わかば社  本書は、保育士資格、幼稚園教諭免許状取得を

目指す学生を対象とし、保育学・教育学の基礎を

学ぶために、理論面・実践面から事例を通して解

説した書籍である。 

Ａ4 版 全 155 ページ 

編著者：田中卓也・松村齋・小島千恵子 

共著者：小川知晶・日隈美代子・中塚健一・   

加藤緑・小宮山道夫・鈴木和正・島田直

哉・関容子・志濃原亜美・中澤幸子・北

澤明子・安氏洋子・佐藤寛子・西田明史・

垣添忠厚・大橋淳子・五十嵐淳子・坪井

瞳・岡野聡子・加藤英夫・橋爪けい子・

酒井範子・加藤裕希 

本人担当部分： 

 第 13 章「保育者・教育者に必要な研修」（1.保

育者としての専門性の向上とキャリア形成、2.

研修の種類と内容、3.研修の成果を現場でいか

してみよう）（pp.124-133） 

本人担当部分の概要： 

 長年に渡って保育者として働くために求めら

れる専門性や、20～50 歳代までの保育者として

のキャリア形成について解説した。また、園内・

園外研修の具体的事例、保育士のキャリアアッ

プ制度、免許状更新講習を取り上げた。最後に、

研修での学びをどのように現場で活かす方法に

ついて解説した。 

８『自分の未来は自分が

創る キャリア形成ワー

クブック』 

共著 令和3年9月 ふくろう出版  本書は、大学生のキャリア形成支援を目的と

して、ＰＢＬ（Problem-based Learning）の概要

およびワークシート、チームビルディング、アサ

ーションスキル、アンガーマネジメント、ストレ

スマネジメント、個人・集団面接対策、場面指導

対策、集団討議対策、グループディスカッション

対策、履歴書の書き方、エントリーシートの書き

方等をまとめた書籍である。 

Ａ4 版 全 72 ページ 

編著者：岡野聡子 

共著者：上杉敏郎・柳本周介・栗山朝亜輝 

本人担当部分： 

 第Ⅰ部「課題発見力を高め、問題解決能力を磨

こう」（pp.1-24）、第Ⅲ部「資料集」（pp.54-71） 

本人担当部分の概要： 

 ＰＢＬの概要を解説し、情報収集、課題分析、

仮説構築、検証、アウトプットの方法をワークシ

ート形式で掲載した。資料集では、電話のかけ

方、メール・お礼状・送付状の書き方、採用試験

で出る内容について解説した。 
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９『基礎からまなべる保

育内容（環境）ワークブ

ック』 

共著 令和3年10月 あいり出版 本書は、幼稚園教諭・保育士を目指す者を対象

とし、保育内容（環境）の基礎を解説したもので

ある。 

Ａ4 判 全 142 ページ 

編著者：田中卓也・岡野聡子・藤井伊津子・ 
橋爪けい子・木本有香・小久保圭一郎 

共著者：木戸啓絵・柳生明子・香宗我部琢・ 
小森谷一朗・郷家史芸・浅見優哉・福

田篤子・加藤緑・栢清美・北澤明子・

五十嵐淳子・伊藤能之・関容子・増田

吹子・日隈美代子・塚越亜希子・佐々

木由美子・中澤幸子・川村高弘 
本人担当部分： 
第 15 章「指導案の書き方・ポイント」

（pp.130-138）、第 9 章「生き物を飼育するこ

との意義とは」（pp.76-79） 

本人担当部分の概要： 

 第 15 章は、指導案の書き方の事例を示しな

がら、書き方のポイントを解説した。第 9 章

は、生き物を飼育することの意義について解説

し、園の飼育活動に適した小動物を紹介した。 

１０『保育・教育・社会

福祉 研修ハンドブッ

ク』 

共著 令和3年10月 大学図書出版  本書は、幼稚園教諭、保育士、小学校教諭、施

設職員のための研修ハンドブックである。研修

講師側、受講側のどちらもが活用できるように

工夫した書籍である。 

Ａ4 判 全 120 ページ 

編著者：田中卓也・松村齋・時田詠子・佐々木  

由美子 

共著者：岡野聡子・小川千晶・志濃原亜美・鈴木

和正・土屋昭雄・中島眞吾・中塚健一 

本人担当部分： 

 第 2 章「保育所研修の実践例」(pp.20-27) 

本人担当部分の概要： 

保育所にて実際に行われる研修を想定し、４

つのテーマ（1.お散歩安全マップをつくってみ

よう、2.フォトカンファレンスに挑戦してみよ

う、3.保護者との良好な人間関係をつくるため

に、4.園内環境をチェックしてみよう）をあげ、

それぞれの研修の意義や研修の流れとポイント

を解説した。 

１１『新しい視点からの

教育社会学―人間形成論

の視点から―』 

共著 令和4年9月 大学教育出版 本書は、教職課程を学ぶ学生を対象にした教

育社会学のテキストである。順に読み進めるこ

とで、教育社会学の理論と実践を学ぶことがで

き、現場の教師にあっては、最新の教育社会学の

知見を学び、実践的な内容に触れることができ

るように構成している。 

B5 版 全 234 ページ 

編著者：住本克彦 

共著者：岡本恵太・森一弘・小泉令三・定金浩一・ 
山口裕毅・坂中尚哉・斎藤健司・立浪朋子・

岡部康英・善野八千子・金山憲正・難波正

義・オチャンテ・カルロス・正村政則・岡

野聡子・西江なお子・崔回淑・濱津良輔・

住本みゆき・正木友則・太田雄久・渋谷友

和・松岡克典・原口忠之 
本人担当部分： 

 コラム③「今後のキャリア教育の行方」（p.63） 

本人担当部分の概要： 

AI が不得意な「物事を多角的・多面的に捉え

る力」を養い、さまざまな視点から課題を解決

しようとする姿勢の重要性を述べた。 
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１２『増進型地域福祉へ

の展開―幸福を生み出す

福祉をつくる』 

共著 令和4年9月 同時代社 住民参加の福祉、福祉施設、社会福祉協議会・

行政、協同組合、NPO などによる支え合いや助

け合いを増進型地域福祉の視点から解説したも

のである。公助抑制のための福祉論ではなく、

「共助」の意味と「公助」との関係を再構築し、

「人が生きる幸せ」を地域で考える取り組みに

ついて論じている。 

編著者：小野達也・朝倉美江 

共著者：森安美・原田徹・戎谷悦子・植田憲治・ 
所正文・藤井恵里・渡辺晴子・石川久仁

子・岡野聡子・柴田学 

本人担当部分： 

第 11 章 プレイスベースド・アプローチと増

進型地域福祉(pp.211-230) 
本人担当部分の概要： 

 公共政策分野で注目をされているプレイスベ

ースド・アプローチが援用されているカナダの

地域福祉団体を取り上げ、地域開発の方法論に

ついて述べた。また、そのカナダの事例を増進型

地域福祉の視点で捉えなおし、日本の地域福祉

への提言を行った。 

（学術論文） 

１ 幼児期における「言

語活動の充実」の測定と

評価に向けてー「聞く力」

を量的に捉える試みー 

 

  

共著 

 

平成26年3月 

 

環太平洋大学研究紀要 

第 8 号（pp.115-122） 

  

調査対象者は、言葉の教育に特に力を入れてい

るＡ園と言葉の教育以外に力を入れているＢ園

の園児を対象とした。結果は、課題ごとに素点を

出し、換算表に従って偏差値に変換した。言語性

という項目を設け、2 要因分散分析を行った結

果、Ａ園とＢ園には違いがなく、課題の主効果

（F(3、42)=4.481、p<.01）のみ有意であった。

本調査の取組から、園の取組の違いを結果に反

映しにくいなど、測定の難しさが浮き彫りにな

った。また今後は、聞く力だけでなく、話す力、 

伝え合う力の測定について考える必要がある。 

代表者：岡野聡子 

共著者：吉村啓子、大野鈴子 

本人担当部分：第 1、2、3、5 章部分 

第 1 章では、言語活動における教育効果の測

定の評価の必要性と測定方法における先行研究

を提示した。第 2 章では、調査対象園の概要をま

とめ、第 3 章では、調査概要および研究手法、研

究分析手法について提示した。第 5 章では、検査

結果の提示および今後の課題として、聞く力だ

けでなく、話す力、伝え合う力の量的測定に対し

て言及した。 

２ NIE を取り入れた教

育実践研究―大学 2 年生

を対象とした時事教養Ⅰ

の授業実践を通して― 

共著 平成26年3月 環太平洋大学研究紀要 

第 8 号(pp. 147-154） 

学生の基礎学力の向上は、本学にとっても大

きな課題であり、この課題解決の一つとして、新

聞の利用による教育の導入を平成 25 年 4 月から

はじめた。授業は学部単位で行い、420 名が履修

をした。授業内容は、山陽新聞社による講義と現

在注目されている新聞記事を題材（出生前診断

やユニクロ世界同一賃金、アベノミクス等）を使

用した講義を実施した。また、講義内に 3 回の試

験を行い、講義後には学生アンケートを実施し

た。試験は、難易度が同程度の試験問題を使用し

が。試験結果を分析すると、分散値にそれぞれ有

意差は出ていないが、1 回目と 2 回目、2 回目と

3 回目、3 回目と 1 回目の平均点の間に有意差が

見られ、点数が上昇していることから、基礎学力

（ここでは言語力）と教養が身に付いたという

ことが言えると思われる。また、学生アンケート 



 

 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

    からは、これまで新聞を読まなかった学生も新

聞に関心を持てるようになったことが明らかと

なった。 

代表者：渡邉規矩郎 

共著者：仲田輝康、木戸和彦、三木澄代、 

岡野聡子、正木友則 

本人担当部分：第 2 章部分 

第 2 章では、日本における NIE の導入の変遷

にふれ、どのように大学教育において実践がさ

れてきたか、先行研究を提示した。 

３ 都市公園における子

どもの遊び場環境づくり

の可能性―ＮＰＯと行政

の協働による「緑の遊び

場（ESD）プロジェクト」

を通して― 

単著 平成26年10月 奈良学園大学研究紀要

第 1 集(pp.11-23) 

本研究は、子どもの遊び場環境の変化にふれ

ながら、おかやまプレーパークの積み上げてき

た実践と今回のプロジェクトの事業評価・考察

を行うことを目的としている。筆者は、2013 年 3

月から NPO 法人岡山市子どもセンターのプレー

パーク運営委員となり、都市公園における子ど

もの遊び場環境作りに携わってきた。2012 年 4

月から NPO 法人岡山市子どもセンターは、岡山

市庭園都市推進課と協働して「緑の遊び場（ESD）

プロジェクト」を実施する運びとなり、筆者は、

プロジェクトに参加をし、2 年間に渡って記録を

取りまとめてきた。実践記録を用いて、「遊び場

の設定と専門性の有無のマトリクス」を作成し、

遊び場の設定と遊びの種類がどのような人員配

置によって運営がされていたかを分析した。今

回の分析結果として、緑の遊び場（ESD）プロジ

ェクトの目的である「子どもが岡山市における

中心市街地の公園の魅力を、遊びを通して発見

し、原風景として子どもの記憶にとどめてもら

いたいという願い」には来場者アンケートの回

答も含め、十分応えられているものの、「公園内

との緑とのかかわりを深めるための遊び場づく

りを目的とした」では、合計 53 種類の遊びのう

ち 8 種類の設定であり、15％の実施率であった

ことが浮き彫りとなった。今後の改善点として

取り上げるべき項目が明らかとなった。 

４ キャリア教育とキャ

リア支援の相互展開によ

る実践と課題について 

―キャリア教育・キャリ

ア支援における教職員連

携の取り組みから― 

（査読有） 

単著 平成26年12月 人間教育学研究第 2 号 

（pp.131-138） 

大学におけるキャリア教育やキャリア支援

は、1997 年以降から本格的に推進されたインタ

ーンシップを皮切りとして、職業意識の形成を

企図したキャリア関連科目の設置や学生のキャ

リア発達を促すプログラムの開発など、個々の

大学の特色を活かして進められてきた。 

キャリア教育は、社会的及び職業的自立を図

るために必要な能力の育成を目指して、教員主

導のもとにカリキュラムの構成・授業の実施が

されてきた。一方のキャリア支援は、従来の就職

課で実施してきた就職活動に直結する学生支援

を職員が担っている。昨今では、こうしたキャリ

ア教育とキャリア支援を全学的・体系的に見直

す動きがある。すなわち、教職員が職務分掌の枠

を超えて連携するということである。本稿では、

Ｋ大学を事例とし、キャリア教育とキャリア支

援の連携について、その実態と課題を明らかに

することを目的としている。 

まず、Ｋ大学が育成する人物像について述べ

た後、キャリア教育とキャリア支援の全体図を

提示し、その実態を俯瞰した。次に、キャリア形

成科目において、キャリア支援にあたっている

職員のヒアリングで得た情報等をもとに、キャ

リア形成科目のカリキュラムの見直しおよび改

善結果を提示した。そのことで、キャリア教育内 
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    で把握できなかった個々の学生のニーズを把握

することができ、キャリア支援につなぐ体制を

整備することが可能となった。今後の課題は、

就職活動準備は 3 年生の後期から本格的にはじ

まるのだが、学習意欲の低下が見られる 1、2

年生に対し、早期のポジティブ・アクションが

3 年生以降の進路を決める上で重要となると思

われる。 

５ 子育て支援の多様化

に関する一考察―子育て

支援施策の揺らぎを越

え、「チルドレン・ファー

スト」の舞台へ― 

共著 平成27年3月 幼年児童教育研究第 27

号兵庫教育大学幼年教

育コース（pp.115-126） 

本研究は、子育て支援の変遷について国の施

策を概観しつつ、その中で、子育て支援の対象者

や実施運営主体が多様化していく様子を整理

し、子育て支援の今後の課題について検討する

ことを目的としている。「子育て支援」という言

葉が行政の諸文書に登場してから 25 年目を迎え

るが、その間、子育て支援の実施主体の多様化か

ら、子育て支援が誰によって、どのように実施さ

れているのかが見えにくい状況が生じていると

いう課題があり、本稿において子育て支援の類

型化を試みた。類型化では、横軸に支援の実施主

体として公的主体、民間主体を取り上げ、縦軸に

支援のニーズとして個別的ニーズ、社会的ニー

ズを取り上げて分類した。その分類に従って、子

育て支援の具体的事例を取り上げ、今ある子育

て支援の現場が持つ課題について論じた。子育

て支援の変遷や事例の考察から、子育て支援は

多様な実施主体の活動によって量的拡大をして

きたが、今後は子育て支援の質的保障の検討や

点の支援を面の支援へとつなげ、子育て支援の

ネットワーク体制を確立することが求められる

と同時に、子どもの最善の利益を考えた「子ども

の育ち」における議論の深まりの必要性が明ら

かとなった。 

代表者：岡野聡子 

共著者：佐伯岳春、吉富裕子、馬場陽子 

本人担当部分：第 1、2、3-（1）、4 章 

第１章では、多様化した子育て支援を類型化

し、その事例を提示することによって、今後の子

育て支援の課題について考察する必要性につい

て提示し、第 2 章では、日本における子育て支援

の変遷を公文書や先行研究を用いて論じた。第 3

章（1）において、子育て支援の類型化を試みた。

第 4 章では、子育て支援の量的拡大から質的保

障への転換へといかにつなげるべきかを論じ

た。 

６ カナダ・ネイバーフ

ッドハウスにおける世代

間交流の研究 : フロッ

グホロウネイバーフッド

ハウスにおける世代間交

流プロジェクトの事例か

ら 

単著 平成27年9月 奈良学園大学研究紀要

第 3 集(pp.9-27) 

本研究は、カナダのフロッグホロウネイバー

フッドハウスで 2011 年 4 月から 2014 年 3 月ま

でに取り組まれた世代間交流プロジェクトの実

態を明らかにすることを目的としている。 

ネイバーフッドハウスには、日常生活に必要

なサービスやプログラムが多岐に渡って展開さ

れ、多世代が集う場が形成されている。本プロジ

ェクトは、若者と高齢者の交流の質に目を向け、

異世代間の相互理解を深めるプログラムを 3 年

間に渡って実施したことに意義がある。研究方

法は、まず、フロッグホロウネイバーフッドハウ

スが発行している世代間交流プロジェクトの報

告書“Generation Citizenship Seniors + Youth 

Toolkit”とフロッグホロウネイバーフッドハウ

スのホームページに掲載されている世代間交流

プロジェクトの概要を把握した後、ユースサー

ビスコーディネーターA 氏と運営責任者である B  
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    氏、参加者である高齢者の C 氏、若者の D 氏に

対してインタビュー調査を実施した。プロジェ

クトの主要メンバーは、18 名の若者（30 歳以

下）と 6 名の高齢者（50 歳以上）の計 24 名で

あった。2011 年～2012 年度は、主要メンバー

を対象として、①コミュニケーションスキルの

獲得、②エイジズムへの理解を深める、➂アセ

ットマップの作成、④メンターリーダーシップ

研修を実施し、2013 年度に 9 つの世代間交流プ

ロジェクトが実施された。主要メンバーをフォ

ーカスグループとして 2 年間という時間をかけ

て育成していることは、他の世代間交流プログ

ラムには見られないことである。また、補助金

終了後も 9 つのプロジェクトのうち 6 つが現在

も継続して実施されている。インタビュー結果

からは、若者が高齢者との関わりの中で、他者

理解を深め、高齢者の持つ生活体験の知に尊敬

の念を抱く様子があり、高齢者は、若者と関わ

りにおいて目の前にいる若者だけとの関係性を

構築しようとするのではなく、常に全体に対し

て配慮や気配りをする姿勢が見られた。 

７ カナダ・ネイバーフ

ッドハウス研究Ⅰ―利用

者とボランティアスタッ

フの双方向的関係性に着

目して― （査読有） 

単著 平成27年12月 日本人間教育学研究第

3 号（pp.181-197） 

本研究は、セツルメント運動を源流とするカ

ナダ・ネイバーフッドハウスを研究対象とし、地

域コミュニティにおける住民参画型の施設運営

の在り方を考察することを目的としている。 

研究方法は、参与観察および聞き取り調査であ

る。調査対象施設は、ゴードンネイバーフッドハ

ウスであり、調査日時は、2010 年 3 月 1 日～3 月

15 日、2010 年 8 月 13 日～9 月 11 日、調査日時

協力者は 23 名である。調査結果から、23 名中、

サービス・プログラムを利用し、ボランティア経

験を有する者は 11 名（47.80％）であり、そのう

ちカナダ出身以外の者は 10 名（90.9％）であっ

た。利用者からボランティアスタッフへ、ボラン

ティアスタッフから利用者へとなる様子を、事

例を通して検討した結果、利用者からボランテ

ィアスタッフとして活動を行う過程には、彼ら

にとって明確な活動動機があったわけではな

く、そこでの活動が日常生活の一部として行わ

れていることであり、「手助け」として捉えられ

ていた。そして、ボランティアスタッフから利用

者になる過程には、自己のニーズ充足だけでな

く、利用者とのかかわりを通して、ボランティア

スタッフとしての役割意識から解放される様子

があることが示された。ネイバーフッドハウス

には、数字として出てこない「手助け」が数多く

存在し、また、それが期待されているのであり、

活動を支える大きな柱となっているといえる。 

８ 多世代交流としての

子育て支援に関する研究

―カナダ・ネイバーフッ

ドハウスの事例から―

（修士論文） 

単著 平成28年3月 兵庫教育大学大学院 本研究は、カナダ・ネイバーフッドハウスを事

例として、地域コミュニティを基盤とした日常

生活を包括的に支援する体制や、多様な世代が

集い合う場に着目し、子育て世代にとって、ネイ

バーフッドハウスがどのような意義と役割を果

たしているかインタビュー調査から検討するこ

とを目的としている。調査結果からは、親世代に

おける異世代との関わりは基本的にないと示さ

れたが、親の視点から見た子ども世代における

異世代との関わりにおける利点が取り上げられ

た。また、親世代の利用者が参画者として子育て

支援の活動に携わる様子があり、支援を受けて

いるという感覚ではなく、主体的に子育てに関 
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    わるという姿勢が見られる。日本の子育て支援

の現場においても、利用者自身が子育て支援の

活動に参画できるような場や枠組みを作り、利

用者―ボランティア―子育て支援員の皆が水平

目線でつながり合えるパートナーとしての立ち

位置を手に入れることが重要なのではないかと

考えられた。 

９ 大学におけるキャリ

ア教育の構造と展―本学

におけるキャリア形成科

目を事例として―（査読

有） 

単著 平成29年12月 人間教育研究誌創刊号 

（pp.17-38） 

本稿は、キャリア教育の変遷および大学にお

けるキャリア教育の構造を概観し、奈良学園大

学人間教育学部におけるキャリア形成科目（共

通教育科目群）の展開および培う能力について

論じることを目的としている。本学の場合、学生

の実態から、「基礎的・汎用的能力」の育成を重

視し、キャリア形成科目の構造および培う能力

指標の提示をした。また、今後の方向性として、

専門科目群との連携におけるキャリア教育の授

業展開の可能性について論じた。 

１０ アサーションスキ

ル獲得のための教材開発

―学生が作成した事例を 

通して―（研究ノート） 

単著 平成30年1月 人間教育ジャーナル第

1 巻（1）（pp.25-44） 

本教材は、平成 29 年度奈良学園大学人間教育

学部 4 年次後期開講科目「教職実践演習」（必修・

2 単位）にて活用したものである。本教材を作成 

した理由は、2 点ある。1 点目は、新規学卒者の

就職率は年々上昇しているが、大卒者の離職率

は 5 年続けて 30％を推移しており、若年者の離

職理由の上位には「人間関係がよくなかった」が

挙げられていることに着目したこと、2 点目は、

筆者自身が学生とのかかわりを通して、学生が、

自分の気持ちを口頭にて表現することに抵抗を

感じていると思うことがある点である。アサー

ションスキルの講義を 2 回に分けて実践したが、

自分達が考えた事例を読んだ学生から、「私も、

アルバイトにて、店長からシフトに入ってと 

何度も言われ、困った経験がある」等、各々の葛

藤する場面に対し、共感する態度が見られた。葛

藤場面に対し、どう対応するかを学生達が改め

て問うたことにより、①自分の感情への気付き

と表現方法、②他者の発言や行動の背景への気

付きについて、考えるきっかけになったと思わ

れる。 

１１ 幼児期におけるカ

リキュラム・マネジメン

トの実践研究 1－Ａ公立

幼稚園における園内研修

を手掛かりとして－（研

究ノート） 

単著 平成30年3月 奈良学園大学研究紀要

第 8 集(pp.127-141) 

本稿は、筆者が平成 29 年 4 月から平成 30 年 1

月まで、「幼児期におけるカリキュラム・マネジ

メントの適切な運営に向けて」をテーマとし、Ｋ

町立Ａ幼稚園にて行った園内研修での取り組み

の内容とその成果を提示することを目的として

いる。取り組み内容は、①園の教育目標の明確

化、②指導計画書の検討・改善、③保育・教育実

践の記録の検討・改善である。全 10 回の園内研

修の実践から、幼児期におけるカリキュラム・マ

ネジメントを実施する際、何から着手するか、ど

の項目から進めるかに戸惑いがあるという担任

教諭からの意見が多数存在した。そのため、現時

点において、カリキュラム・マネジメントに必要

となる項目の抽出を試みた。項目数は、12 項目

である。また、A 園における PDCA サイクルの思

考を確立することは、次年度以降の課題となっ

たが、カリキュラム・マネジメントに取り組むこ

とにより、現場教員の保育実践に対する意欲が

高まったという意見があった。 

１２ 大学における教学

支援体制の運営に関する

一考察―キャリア教育と

キャリア支援の連携に着 

共著 平成30年7月 人間教育ジャーナル第

1 号（5）（pp.123-141） 

本稿は、大学における教学支援体制の運営に

ついて、特にキャリア教育とキャリア支援の教

学支援の連携がどのように行われているかに着

目し、3 大学（学習院大学、文教大学、昭和女子 
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目してー    大学）の視察を手掛かりとして考察することを

目的としている。結果として、学習院大学では、

教学部門と支援部門の連携体制の確立はされて

いなかったが、大学の教育理念や方針を取り入

れたキャリアセンター事業計画があり、また、就

職活動に関し、OB・OG による在学生支援体制が

確立されていることが特徴であった。文教大学

では、中期経営計画を立て、教学部門と経営部門

がビジョンを共有し、計画→実行→評価→改善

の PDCA サイクルの確立が行われていた。昭和女

子大学ではキャリアデザイン委員会を設置し、

全学横断型組織を確立し、教学部門と支援部門

の有機的連携が確立されていた。 

代表者：岡野聡子 

共著者：岡村季光・ｵﾁｬﾝﾃ村井ﾛｻﾒﾙｾﾃﾞｽ 

本人担当部分：第 1 章、第 2 章、第 3 章（3）、 

      第 4 章 

第 1 章では、教学支援体制の先行研究を取り

上げ、第 2 章では 3 校の視察先の概要をまとめ

た。第 3 章（3）では、昭和女子大学の視察報告 

を行った。第 4 章では、3 校の視察から、大学運

営の一環として育成したい学生像のマネジメン

トが行われており、組織として運営されている

ことが、教学支援が成功している要因であると

言及した。 

１３ 育成したい「学生

像」の明確化、能力指標構

築の試みー奈良学園大学

人間教育学部を事例とし

てー 

共著 平成30年9月 人間教育ジャーナル第

1 号（7）（pp.185-198） 

本研究は、我が国における「これから求められ

る力」に関する能力概念の整理をした上で、奈良

学園大学人間教育学部を事例として、「育成した

い学生像」の能力指標を提示することを目的と

している。新学習指導要領の完全実施や大学入 

学共通テストの導入などにより、2020 年に向

けた教育改革が粛々と進行する中、大学教育に

も大きな影響があると予想される。本稿では、第

１に、社会から求められる能力概念の整理と学

部特性を整理し、第２に AP、CP、DP から育成し

たい学生像の能力項目の抽出を行い、第３に能

力指標を提示した。能力指標作成にあたっては、

①測定される側の発達水準を考慮すること、②

人間教育のあり方や目指す方向性を能力指標に

反映させること、③能力の「芽生え」（ショプラ

ー；2007）に注目するという観点を提示した。 

代表者：岡野聡子 

共著者：岡村季光・伊崎一夫 

本人担当部分：第 1 章、第 4 章、第 5 章 

第１章は、諸外国の教育改革における資質・能

力目標をまとめたほか、人間教育学の価値につ

いて言及した。第４章は、奈良学園大学人間教育

学部を事例とし、アドミッションポリシー、カキ

ュラムポリシー、ディプロマポリシーの３つの

ポリシーから、育成したい学生像の能力指標案

を作成した。第 5 章は、能力指標の運営について

言及した。 

１４ ゼミナール活動に

おける地域をテーマとし

た学習モデルの作成－三

郷町・龍田古道を事例と

して－ 

単著 令和元年9月 奈良学園大学研究紀要

第 11 集(pp.1-15) 

本研究は、筆者が 2016 年 10 月からはじめた

地域をテーマとしたゼミナール活動を報告し、

その教育実践の学習モデルの作成を目的として

いる。本稿では、2016～2017 年度のゼミナール

活動を事例として取り上げ、学生の学びの成果

に言及し、本実践から学生が身に付けられると

期待する資質・能力（技術）を提示した。学生の

アンケート調査および教育実践を整理した結

果、身に付けると期待する資質・能力（技術） 
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    としてあげられたものは、地域理解、主体性の涵

養、働きかけ力、課題発見力、傾聴力、情報収集

力、情報編集力、情報発信力、研究手法の獲得で

あった。また、教員の教育力向上にも言及した。 
１５ まちを映像保存化

する意義と価値－三郷

町・龍田古道を事例とし

て－ 

共著 令和2年3月 人間教育研究第 3 号

(pp.33-47) 

 本研究は、映像保存のデジタル化の歩みをふ

まえ、三郷町にある龍田古道を事例とし、デジタ

ルでまちを映像保存化することの意義と価値を

問うことを目的としている。データ化の意義と

価値は、データが劣化しないこと、一定の情報を

多くの人に配付でき、広く流通できるという利

点がある。今回、龍田古道のマップをもとにし、

撮影から編集までの作業を学生が行った。取得

したデジタルデータを VR 編集し、解説インタビ

ューや祭りの風景などの静止画を挿入した。 

代表者：富樫泰芽 

共著者：田中咲希・藤田勝利・斎藤光明・ 

桝井陽康・岡野聡子 

本人担当部分：第 3 章 

 龍田古道の概要と事前調査および準備につい

てまとめた。 
１ ６  PBL （ Problem-

Based Learning）の授業

研究（１）―奈良学園大学

におけるキャリア教育の

授業実践を事例として― 

共著 令和3年1月 人間教育ジャーナル 

第 4 巻（1）（pp.1-14） 

本研究は、本学におけるキャリア形成科目に

て実施した「PBL（Problem-Based Learning）

課題解決型」の授業実践を通して、受講学生が何

を学び得たかを明らかにすることを目的として

いる。今回の授業にて、特に ４．結果と考察（2）

改善点からは、学生がさまざまな葛藤場面を味

わったことがうかがえる。チームで活動させる 

ことにより、主体的に行う者・そうでない者の間

の葛藤（フリーライダー問題をどう取り扱う

か）、時間確保の難しさ、課題の精度への疑問、 

役割意識の重要性といった事柄を認識させるこ

とができた。これらは、実社会で味わう葛 藤で

あるといえ、大学時代にこうした他者との関係

性の葛藤経験を積んでおくことで、社会生活に

おける人間関係の 葛藤を乗り越える力につな

がると考えられる。 

代表者：岡野聡子 

共著者：降幡仁美 

本人担当部分：第 1 章、第 4 章 

 第 1 章では、PBL の実施概要についてまとめ、

第 4 章は、学生の授業後のアンケート記述から

分析を行った。 

１７ 絵本の読み聞かせ

ボランティア活動の継続

要因に関する研究－20 年

以上の経験を有するボラ

ンティアへのインタビュ

ーを通して－ 

共著 令和4年1月 大阪信愛学院短期大学

紀要第 57 号（pp.1-10） 

本研究は「読み聞かせボランティア活動を継

続する要因は何か」、「読み聞かせボランティア

活動の 世代継承性における課題は何か」を明ら

かにするために、20 年以上読み聞かせボランテ

ィア活動を行っているＡ氏に対して、オンライ

ンによる半構造化インタビューを実施した。読

み聞かせボランティア活動力の継続要因とし

て、①心の拠り所となった絵本、②楽しみにして

くれる子どもたちと絵本を味わう時間、③地域

での社会貢献による自己肯定感、④フレキシブ

ルな職場環境や応援してくれる家 族の存在、⑤

一緒に楽しめるボランティアグループの雰囲気

があることがわかった。世代継承性における課

題としては、①活動仲間との交流の減少、②絵本

を届ける立場であるボランティアとしての成 

長、③グループ内での経験値・知見統合の困難

さ、④グループの継続や後継者育成における問

題があることが明らかとなった。 

代表者：谷原舞 
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    共著者：田中卓也・中島眞吾・小久保圭一郎・ 

岡野聡子 

本人担当部分：5、6 

5.にて論文の結論をまとめた。6.にて今後の

課題を述べた。 

（資料） 

１  Neibourhood House 

Story in Canada – a 

case of Collingwood 

Neibourhood House in 

Vancouver - 

 

単著 

 

令和2年12月 

 

奈良学園大学紀要第 13

集（pp.27-35） 

 

本資料は、カナダ・バンクーバー市に位置する

Colingwood Neibourhood House において、移民

者がネイバーフッドハウスと出会い、自分自身

の居場所を見つけながら地域社会とどのように

関わり、生活を営んできたか、また、地域活動を

通して、自己能力をどのように高め、発揮してき

たかについて、インタビュー調査から明らかに

した資料である。 

（書評） 

１ 公益財団法人とよな

か国際交流協会（編集）牧

里毎治（監修）『外国人と

共生する地域づくり：大

阪・豊中の実践から見え

てきたもの』 

 

単著 

 

令和2年3月 

 

日本地域福祉学会「日

本の地域福祉」第 33 巻

（pp.53-55） 

 

本書は、とよなか国際交流協会の実践活動を

通して、地域に住む外国人の実態や外国人問題

を社会化する過程における外国人の「公」をどの

ように地域に創出していくかについて言及され

ている。多文化共生と地域福祉がクロスオーバ

ーする点を洗い出しながら、外国人が地域社会

の構成員として共に生きていける地域づくり

（多文化共生の地域社会づくり）について示唆

を与える良著であると書評した。 

２ 『コミュニティの幸

福論 助け合うことの社

会学』 

単著 令和4年3月 地域福祉研究 50 巻

（pp.134-135） 

本書は、社会学を学ぶ大学生向けのテキスト

として執筆されたものでもあり、数多くの文献

や研究成果、事例が紹介されているだけでなく、

用語も丁寧に解説されているため、初学者にと

って大変親しみやすい内容となっている。また、

著者のカナダでの経験がベースにあるため、海

外の事例も豊富に提示され、日本のコミュニテ

ィ創りとの比較にも役立つと書評した。 

（学会発表） 

１ 幼児期における「言

語活動の充実」に関する

研究Ⅱ～岡山型一貫教育

の中における岡山市立大

野幼稚園の取り組み～ 

 

－ 

 

平成26年5月 

 

日本保育学会第 67 回

（近畿ブロック）発表

要旨集（p.542）（大阪総

合保育大学） 

岡山市における言語活動の充実を軸とした幼

小中連携教育の実践を取り上げ、その中におけ

る岡山市公立幼稚園の言語活動の充実あるいは

言葉の教育の保育実践の取り組みにおける考察

を発表した。岡山市は、平成 14 年から岡山市地

域協働学校施策を始め、その中で家庭・学校園・

地域社会の三者協働による教育システムの構築

や幼小連携および小中一貫教育を推進してき

た。また、岡山型一貫教育と名付けた教育活動

は、幼児期からの学びの連続性に着目し、幼小中

連携教育の実践を行ってきたことが特徴である

と言える。岡山市立大野幼稚園は、平成 23～25

年度まで、『園生活を楽しむための力の育成』を

主題とし、実践研究に取り組んできた。指導上の

工夫では、指導案に「話す・聞く・伝え合う」の

項目を設け、教師が日々の教育・保育活動で意識

できるよう配慮した。設定保育の工夫として、降

園前の一日の振り返りにおいて、話し方の指導

および聞き方の指導、特に話し手の内容を理解

して聞いているかを確認しながら聞く力の育成

を行っている。教師は、日々の教育・保育実践を

行う中で、日々の活動が子どもの育ちにどのよ

うにつながっていくかといった「見通しのもて

る教育活動」は、教師の教育活動へのやる気や意

欲を向上させる意義を含んでいる。「見通しのも

てる教育活動」を実践するには、幼小中の教師が

集うことのできる研究協議会等を整備すること

が重要である。 
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２ プレーパークと行政

の協働による「緑の遊び

場（ESD）プロジェクト」

の実践報告～岡山市街地

の公園を利用した子ども

の遊び場づくり～ 

－ 平成26年9月 こども環境学会合同セ

ミナー研究発表・活動

報 告 梗 概 集 第 3 号

（pp.46-47）（名古屋工

業大学） 

本発表は、ＮＰＯ法人岡山市子どもセンター

と岡山市庭園都市推進課が協働で実施した「緑

の遊び場（ESD）プロジェクト 2012、2013」の活

動内容および事業評価について振り返り、都市

公園を利用した子どもの遊び場環境づくりの実

践報告を行った。2012 年度は 5 箇所の公園にて 

子どもの遊び場を設定し、2013 年度は 7 箇所

に増設した。「子どもが遊ぶ」という視点から見

た各公園が持つ課題を提示し、その課題をどの

ように解決したか本プロジェクトの実施写真を

用いて解説した。本プロジェクトの参加者は、 

年間 2000 名に上っており、保護者アンケートか

らは、「今後も是非参加したい・参加したい」と

95.2％が回答している。 

３ 多世代間交流を可能

とする場作り～カナダに

おけるゴードンネイバー

フッドハウスの事例を通

して～ 

－ 平成26年10月 日本世代間交流学会第

５回全国大会要旨集

（p.72）（姫路商工会議

所） 

本発表は、自主企画シンポジウム 1-Ａにおけ

る「子育て支援をめぐる世代間交流―高齢者の

参加を中心に―」の話題提供者として登壇した。

カナダ・バンクーバー市ウエストエンド地区に

位置するゴードンネイバーフッドハウスの取り

組みを紹介し、多世代間交流を可能とする場作

りについて考察した。ゴードンネイバーフッド

ハウスでは、子育て支援や高齢者支援、雇用支援

等、約 30 種類のサービスやプログラムの大半を

一時滞在者の留学生から現地の大学生、そして

ウエストエンド地区に住むゴードンネイバーフ

ッドハウスの利用者がボランティアスタッフと

なって提供している。一つの施設内に多様なサ

ービス提供の場を配し、ここを訪れる全ての人

が「与え与えられる」といった互恵性を醸成する

場の可能性について述べた。 

４ 奈良学園大学におけ

るキャリア教育の取り組

み（Ⅰ）―大学１年生を対

象とした「キャリアデザ

インⅠ」を通して― 

－ 平成26年11月 日本キャリア教育学会

第 36 回研究大会・研究

発表論文集（pp.73-74） 

（琉球大学） 

奈良学園大学は、奈良産業大学から名称変更

をし、従来の学部学科を一新する形で人間教育

学部と保健医療学部を設置した新設大学であ

る。筆者は、人間教育学部に属し、キャリア形成

科目を中心に担当をしている。本発表では、人間

教育学部における 1 年次のキャリア教育の授業

実践を報告することを目的とした。人間教育学

部は「教育の三つのポリシー」を掲げると同時

に、人間教育学部が目指す教育者像である「社会

の中で一人の人間として生き抜く力となる豊か

な「人間力」を基盤とする、柔軟な「教育力」と

高度な「実践力」を備えた教育者」である。これ

らのポリシーに適う人材育成をするために、１

年次では、①自己を知る、②社会を知る、③人生

設計の 3 つのユニットに分けて実施した。履修

者は 110 人いるため、学部教員に協力をしても

らい、10 グループに分けて活動を行った。グル

ープ学習での学びの成果は、スピーチコンテス

トという形で確認をした。 

1 年次の学びでは、各ユニットを通して、まず

自己を振り返る活動と他者を知る活動であった

と言える。また、5 月に進路希望調査を実施した

ところ、教師のみを志望している者が 53 名

（51.5％）であり、なんとなく教職を志望した学

生像が浮き彫りになる結果が見えた。 

５ 大学のキャリア教育

における NIE 活用の展望

～大学２年生を対象とし

た「時事教養Ⅰ・Ⅱ」の授

業実践～ 

－ 平成26年12月 日本 NIE学会第 11回仙

台大会・発表要集録

（p.40）（東北福祉大

学） 

大学におけるキャリア教育は、1997 年以降か

ら本格的に推進されたインターンシップを皮切

りとして、職業意識の形成を企図したキャリア

関連科目の設置や学生のキャリア発達を促すた

めのプログラムの開発など、個々の大学の特色

を活かして進められてきた。環太平洋大学では、 
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    1 年次から「社会人基礎力の育成」をテーマとし

てキャリア教育に取り組んでいる。「時事教養

Ⅰ・Ⅱ」は、キャリア教育の充実を目的とし、授

業において試験的にＮＩＥを導入することとし

た。本発表では、その実践内容と成果について報

告することを目的としている。ＮＩＥにて取り

扱うテーマ設定および内容を構築するに際し、

職業観や勤労観にふれられる内容を盛り込ん

だ。実践の成果では、①新聞活用を通して社会情

勢に関心を持て、読書量が増えたこと（学生アン 

ケートから）、②基礎学力の向上（内容確認テス

トの有意差から）、③意見の質の向上（振り返り

シートから）が見られた。 

代表者：岡野聡子 

共同者：仲田輝康 

本人担当部分： 

授業実践および実践結果の考察を担当した。 

備考：本発表内容は、平成 26 年 12 月 24 日の 

山陽新聞に掲載された。 

６ 大学のキャリア教育

におけるＮＩＥ活用～事

例紹介～ 

－ 平成26年12月 第１回大学ＮＩＥ研究

会（キャンパスプラザ

京都 6F 第 2 講習室・京

都文教大学サテライト

教室） 

本発表は、基礎学力向上の課題を解決するこ

と、キャリア教育を充実させることを目的とし

て設置された時事教養Ⅰ・Ⅱの科目をめぐって、

ＮＩＥ活用の在り方や教材の作成方法について

述べた。授業実践では、実際に授業で使用した

「第８回若者の離職を考える」を取り上げ、教材

作成方法や受講生の感想、実施後の教員側の感

想について述べた。授業実践を振り返る中で、学

生に教材を与え、無理やり読ませ、考えさせ、書

かせ、対話することにこだわるよりも、ある程度

一方的に知識として教える場面を増やし、考え

る力の土台作りをするというのも一つの選択肢

であると提案した。 

７ カナダ・フロッグホ

ロウネイバーフッドハウ

スにおける世代間交流プ

ロジェクトの取り組み～

Generating Citizenship 

Seniors+Youthの実践から 

－ 平成27年10月 日本世代間交流学会 

第６回全国大会（p.51）

（追手門大学大阪城ス

クエア） 

現在では、国内外問わず、世代間交流プログラ

ムの開発が多様な形で展開されている。本研究

では、カナダのイーストバンクーバー地区に位

置するフロッグホロウネイバーフッドハウスで

実施された世代間交流プロジェクト（2011.4～

2014.3）を対象として、その概要や取り組みを明

らかにすることを目的としている。本世代間交

流プロジェクトの目的は、①世代間のつながり

を創ること、②世代間のつながりを創るための

スキルを向上させること、③コミュニティが抱

えるニーズを確認するスキルを養うこと、④コ

ミュニティに変化を与えるプログラムを開発す

ることの 4 点である。ネイバーフッドハウスに

は、日常生活に必要なサービスやプログラムが

多岐に渡って提供され、日々、さまざまな人、さ

まざまな世代が施設を訪問する。その中で、多様

な世代がそこで出会い、雑談を交わし合う光景

を見かけることができるのだが、今回、施設側が

世代間交流プロジェクトを実施するにあたっ

て、「交流の質」に着目した点は大変意義深いも

のであったと思われる。プロジェクト参加者か

らは、「私たちは何年間かお互いのことを知って

いたけれども、互いの人生について知ることは

なかった」との意見もあり、他者理解を深めるこ

とができた結果も得られた。 

 

 

 

 



 

 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

８ 大学のキャリア教育

における NIE 活用の展望

（2）～大学 2 年生を対象

とした「キャリアディベ

ロップメントⅠ」の授業

実践～ 

－ 平成27年12月 日本 NIE学会第 12回奈

良大会（p.37）（奈良教

育大学） 

本発表は、平成 25 年度から実施しているキャ

リア教育における NIE 活用の授業実践を報告す

ることを目的としている。受講生は奈良学園大

学人間教育学部 2 年生（100 名）を対象としてい

る。本授業は、NIE 実践を通して、社会人として

の幅広い教養を身に付け、伝達力、思考力を磨く

ことを目的として実施した。授業内容は、①メデ

ィアリテラシーへの理解、②課題発見（NIE 実

践）、③私から発信する現代的課題の３つのユニ

ットから成り立っている。受講前後のアンケー

ト結果では、新聞を読むことによって、どのよう

な能力が高まると思うかでは、受講後は、「課題

発見力」が身に付くとの回答が上位に出現した。

新聞を読むことを通して、論点を整理すること 

の必要性を学生が感じたという結果を得ること

ができた。 

９ 保育内容「環境」の教

授内容におけるシラバス

分析の試み～SPSS Text 

Analytics for Surveys

を活用して～ 

－ 平成29年3月 日本教師学学会第 18回

大会（pp.54-55）(早稲

田大学所沢キャンパス

101 号館) 

保育士および幼稚園教諭を養成する大学教育

機関を対象として、保育内容「環境」の教授内容

の現状を、各大学のシラバスから分析・考察する

ことを目的としている。授業概要やシラバスの

内容の問題点や課題を探ることで、現代社会の

諸課題に対応した保育者となる者が学ぶべき事

項を研究することには意義があると考えられ

る。まず、7 大学のシラバスを web 上から取得し、

その傾向を分析した後、近畿圏内の 47 大学のシ

ラバス分析を SPSS Text Analytics for Surveys

を活用して試みた。授業計画の分析結果からは、

自然環境に関する項目の頻度が 45％と最も多

く、社会環境に関する項目の頻度が 8％と最も少

なく出現した。SPSS Text Analytics for Survey

を活用したシラバス分析は、これまでの研究に

おいて見られず、初めての試みであった。本研究

において、活用の有用性についても示すことが

できたと思われる。  

代表者：岡野聡子 

共同者：田中卓也 

本人担当部分：シラバス収集および分析を行っ

た。 

１０ 領域「環境」におけ

る授業内容の検討―大学

における領域「環境」のシ

ラバス分析を通して― 

－ 平成29年5月 日本保育学会第 70回大

会（川崎医療福祉大学） 

本発表では、大学における領域「環境」の授業

内容を検討することを目的としている。平成 30

年度の幼稚園教育要領改訂に向けた文部科学省

中央教育審議会幼児教育部会が取りまとめた

「現行幼稚園教育要領等の成果と課題」を見る

と、「（2）幼児教育において育みたい資質・能力

の整理と、小学校の各教科等との接続の在り方」

の中で 10 項目（①健康な心と体、②自立心、➂

協同性、④道徳性・規範意識の芽生え、⑤社会生

活との関わり、⑥思考力の芽生え、⑦自然との関

わり・生命尊重、⑧数量・図形、文字等への関心・

感覚、⑨言葉による伝え合い、⑩豊かな感性と表

現）の指導内容が取り上げられている。その中

で、領域「環境」と深く関連がある項目は、4 項

目（下線部⑤⑥⑦⑧）に及ぶ。この審議内容は、

今後の教授内容の在り方を左右するものである

と考えられ、領域「環境」の授業内容の一層の充

実が求められていると言える。本学の場合、環境

構成の視点から園内を見学するという授業で

は、学生の関心を高めることができ、大きな成果

が見られた。改善点としては、栽培・飼育活動を

継続的に行う工夫および社会生活との関わりに

関する内容の充実が求められると言える。 



 

 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

１１ カナダにおける住

民参加型地域福祉の推進

のための方策とその工夫

～”Everything Present 

in the Seed の資料分析

から～ 

－ 平成29年6月 日本地域福祉学会第 31

回大会（p.168）（松山大

学） 

本発表は、地域福祉活動に従事するスタッフ

やボランティアスタッフを対象としたリーダー

シップトレーニングの指南書として、カナダ・キ

ャピラノ大学が 2013 年に発刊した（ 1）

Everything Present in the Seed Community 

leadership Training と（2）Facilitator’s 

GUIDE を概観し、どのような要素や内容が取り上

げられているか、考察することを目的としてい

る。研究の手法は、資料分析である。まず、（1）

の資料は、13 項目から成り立っており、121 頁で

ある。1～4 章までが地域福祉活動の概要とその

必要性、所属している組織がある者はその活動

の紹介、インターネットの有効活用について書

かれており、5～13 章までは、リーダーシップと

は何か、コミュニケーションスキルの獲得、プロ

ジェクトの立案方法やファシリテーション、企

画書の書き方といった実践的な内容になってい

る。（2）の資料は、（1）の資料を活用する者の 

ための副読本となっており、67 頁である。本資

料の特徴は、①本資料の読み手・扱い手を「スタ

ッフ」として想定しているだけでなく、英語があ

まり得意でない移民者が読むことができ、扱え

る内容になっている点である。リーダーシップ

トレーニングが幅広い対象者に拓かれ、実践さ

れることは、ボランティア主導で地域福祉活動

を実施する上で重要なことだと言える。また、本

資料は、各章が 7～9 ページの構成となっており、

解説部分が 2～3 ページ、残りが実践的な内容と

なっているため、必要な場面に応じて必要な部

分を提示できる工夫がある。今後は、本資料の利

用者の意見を集め、どのような利点・難点がある

のか考察したい。 

１２ 多世代交流の子育

て支援をめぐる取り組み

～カナダ・ネイバーフッ

ドハウスを事例として～ 

－ 平成29年10月 日本世代間交流学会合

8 回大会（p.33）（熊本

学園大学） 

本研究は、セツルメント運動を源流とするカ

ナダＢＣ州バンクーバー市のネイバーフッドハ

ウスを事例として、多世代交流の子育て支援の

在り方を考察すると共に、実現に向けた方策に

ついて検討することを目的としている。本研究

で は 、 Frog Hollow Neighourhood House 、

Kitslano Neighbourhood House 、 Gordon 

Neighbourhood House の 3 団体を調査した。多世

代 が 集 え る 工 夫 と し て 、 Frog Hollow 

Neighourhood House では、高齢者向けサービス

（ヨガや太極拳等の健康増進）や中・高・大学生

のボランティアリーダー研修を受講している者

を子育て広場（Family Drop in Program）の手伝

い・ワークショップ講師として参加をさせなが

ら、子ども・親・若者・高齢者が集う場作りをし

ていた。Kitslano Neighbourhood House では、

定期的に学齢期の子ども・親と高齢者が食事会

を 持 つ 場 作 り が な さ れ て い た 。 Gordon 

Neighbourhood House では、高齢者向けのランチ

提供サービスにて、親子ランチ提供サービスを

実施していたのだが、高齢者と子どもの食事の

ペースや食後に子ども達が走り回る等のことが

あり、現在では多世代としての交流活動がなさ

れていなかった。2 団体が多世代交流の子育て支

援を現在も実施できている背景には、①それぞ

れの発達段階に応じた居場所があること、②ス

タッフの介入があることが示唆された。 

 

 



 

 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

１３ 吉野青年会議所と

大学生の協働による小学

生を対象としたキャンプ

事業の実践報告～地域福

祉活動への示唆～ 

－ 平成29年12月 近畿地域福祉学会平成

29 年度大会（こうべ市

民福祉交流センター） 

本発表は、一社）吉野青年会議所よしのびと創

造委員会と奈良県下の大学生（ボランティアと

して参加）が協働し、小学生を対象としたキャン

プ事業の実践活動報告をすることを目的として

いる。一社）吉野青年会議所と大学生は、事業当

日までに計 6 回の合同会議を行い、事業目的の

共有化や企画案の話し合い・発表を行った。事業

実施後の振り返りでは、①社会人と大学生が協

働によって得られたメリットや課題、②小学生

にとっての本体験活動の意義、➂小学生、大学

生、社会人の異世代交流がもたらす価値、④地域

資源の発掘と活用方法等が取り上げられ、社会

人と大学生による事業は、多面的価値を生み出

せる可能性が具体的に示唆された。 

１４ 社会的経済におけ

る新たな資金の動き「カ

ナダ・ネイバーフッドハ

ウスの取り組み」 

－ 平成30年12月 第 33回研究大会国際公

共経済学会（兵庫大学） 

カナダ・ネイバーフッドハウスを事例とし、ネ

イバーフッドハウスの組織運営体制やサービ

ス・プログラムの概要を取り上げ、ボランティア

が行うファンドレイジングの取り組みや資金調

達の仕組みについて言及した。ネイバーフッド

ハウスには、人々の日常生活を支える 30 種類の 

サービス・プログラムが存在しており、住民から

寄付された食器や衣類、家具等をリサイクルス

トアとして販売し、得られた資金をシングルマ

ザーの支援のために使用されていることなど、

施設内の資金作りの手法について紹介した。 

１５ 保育者養成校にお

ける子育て支援の取り組

みと課題および展望 

－ 令和2年5月 日本保育学会第 73回大

会（奈良教育大学にて

開催予定であったが、

新型コロナウイルスの

影響により学会は中止

となった。発表は承認

となった。）（演題ＩＤ：

28） 

本発表は、4 つの保育者養成校（清和大学短期

大学部・西九州大学短期大学部・長野県立大学・

奈良文化女子短期大学（現：奈良学園大学）の子

育て支援の取り組みを紹介し、養成校における

子育て支援の特徴や課題を検討することであ

る。筆者は、奈良文化女子短期大学（現：奈良学

園大学）の子育て支援について、①子育て広場

「ちびっこ広場」、②親と子の相談室「ひまわ

り」、③奈良市つどいの広場「ぶんタン」、④公開

講座「なら子育て大学」の取り組みを紹介した。

保育者養成校が実施する子育て支援の良点は、

学生にとって学内にいながら保育の現場経験を

重ねることができることを取り上げた。 

１６ カナダ・コミュニ

ティディベロッパーの職

務 と 役 割 － カ ナ ダ ・
Collingwood Neibourhood 

Houseの取り組みを事例と

して－ 

－ 令和2年6月 日本地域福祉学会第 34

回大会（武庫川女子大

学にて開催予定であっ

たが、新型コロナウイ

ルスの影響により学会

は中止となった。発表

は承認となった。）

（p.182） 

本研究は、カナダ・バンクーバー市に位置する

Collingwood Neibourhood House（以下、CNH）の

取り組みを事例とし、地域福祉を推進するコミ

ュニティ・ディベロッパーの職務と役割を考察

することを目的としている。CNH におけるコミュ

ニティ・ディベロッパーの職務は、アート部門、

フード部門、リーダーシップ開発部門の 3 つに

分かれており、「アート」や「フード」といった

誰もが参加できるテーマを掲げたプロジェクト

を考案し、地域住民がコミュニティ活動に参画

できる機会を提供している。リーダーシップ開

発部門では、「アート」や「フード」部門で実施

するプロジェクトへの参加を呼びかけ、役割を

もって働く機会の提供（ボランティアの機会）と

自分の学びを活かす場の提供（ファシリテータ

ーの育成）を行っている。また、コミュニティ・

ディベロッパーの役割とは、地域のニーズを解

決すること（欠乏欲求を満たす）ではなく、コミ

ュニティに住む個々人の能力を引き出し、彼ら

が活躍できる「場づくり」を行うこと（成長欲求

を満たす）ことが特徴であると言える。 
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単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

１７ 小学校教育におけ

るデジタル教材の開発－

まちを映像保存化する取

り組みを通して 

－ 令和2年8月 教育の質的転換を目指

す ICT利用 ICT利用に

よる教育改善研究発表

会（東京理科大学にて

開催予定であったが、

新型コロナウイルスの

影響により、発表はオ

ンラインで行った）

（pp.50-53） 

本研究は、令和 2 年に「日本遺産」に指定され

た奈良県三郷町を通る日本最古の国道である龍

田古道の映像データベース化の活動を通して、

学生が映像機材の活用および情報の共有方法を

学び、撮影や編集作業の過程から知識・技能の定

着・活用、思考力・判断力・表現力の多角的向上

を図ることを目的としている。対象学生は、小学

校教員養成課程に所属しており、「まちたんけん

マップ」や「安全マップ」といった教材の紙面制

作経験を有する。本実践を通して、対象学生が、

紙媒体によるレポートやマップ作成を超え、次

世代映像技術を駆使した自己表現方法を獲得

し、デジタル教材づくりの素地を身に付けるこ

とができたと考えられる。 
代表者：岡野聡子 

共同者：牟田口章人 

本人担当部分：学生指導から得た知見を考察し、

まとめた。 

１８ カナダの地域福祉

から学ぶ地域共生社会へ

の示唆 ― カナダ・バン

クーバーにおける  

Collingwood 

Neighbourhood House の

取り組みを事例として― 

－ 令和2年9月 日本カナダ学会第 45回

年次研究大会（対面・オ

ンライン併用開催；会

場は東京都八王子・大 
学セミナーハウス） 
（pp.7-8） 

本報告の目的は、カナダの地域福祉から学ぶ

地域共生社会への示唆として、バンクーバーに

位置する Collingwood Neibourhood House の 

取り組みを事例とし、コミュニティサービスの 
提供方法の仕組みや施設運営の手法について発

表することである。事例として取り上げるコリ

ングウッド・ネイバーフッドハウスは、全世代を

対象としたコミュニティサービスが展開されて

いることが特徴である。預かり保育、学童保育、

子育て支援（家庭支援）、就労支援、シニアサー

ビス等の他、特筆すべきは、ホームレス支援も同

施設内で実施している。日本の場合、ホームレス

支援を行う事業所に子ども・子育て支援を行う

ことはない。ネイバーフッドハウスの「対象者を

限定しない」という理念が貫かれていることが

わかる。他にも、セツルメントサービスや地域住

民による地域活性化のための助成金事業、さま

ざまなイベントを通して、移民の社会統合や子

ども・若者・高齢者の世代間交流を実現してい

る。 
１９ PBL(Problem-Based 

Learning)の教育効果に

関する研究－協同作業認

識尺度を用いた検討－ 

－ 令和2年10月 日本キャリア教育学会

第 42 回研究大会（筑波

大学にて開催予定であ

ったが、新型コロナウ

イルスの影響により発

表はオンラインで行っ

た）（pp.142-143） 

本研究は、PBL（Problem-Based Learning）の

教育効果について、協同作業認識尺度を用いて

検討することを目的とする。PBL に関する先行研

究では、三重大学高等教育創造開発センター

（2007）では、PBL の実践マニュアルを作成し、

授業効果測定（中川、2019）や多分野的な PBL の

研究と実践に対する研究（杉山・松下、2018）等

があり、PBL の教育効果について論じられてい

る。本研究では、PBL をチームで取り組むことに

より、協同作業認識に変化が生じるか否かを検

証する。結果、協同作業認識尺度得点から、PBL

実践にて仲間と共に作業することの有効性の認

識が高まったと思われる。 

２０ カナダにおける多

世代交流を通した子育て

家庭支援の取り組み－

FrogHollow 

Neibourhood House を

事例として(自主シンポジ

ウム 1「地域社会と子育

て支援」) 

－ 令和2年11月 日本乳幼児教育学会第

30 回大会（オンライン

開催）（pp.2-3） 

本発表は、カナダ・バンクーバーに位置する

FrogHollow Neighbourhood House を事例とし、

多世代交流を通した子育て家庭支援の取り組み

について考察することを目的としている。なお、

カナダでは、子育て支援のことを「ファミリーサ

ポート」と呼んでおり、子育てをする家庭に対し

て、生活全般を支える取り組みが実施されてい

るため、「子育て家庭支援」という言葉を使用し

ている。多世代が集う場では、乳幼児や小・中・

高校生が一つの場において活動を共にしている 
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    ことから、年長者が年少者にとっての成長のロ

ールモデルの役割を果たすと同時に、親が中高

生の施設内で行っているボランティア活動の様

子を日頃から見ているため、わが子の将来の成

長に対し、具体的な願いを持つことができると

いう効果がある。また、施設側が企画した異文化

交流会に、親自身が出し物を自分達で考え、用意

し、取り組むことを通して、子育て家庭支援のサ

ービスを受ける側から提供する側へとまわるこ

ともできる。ネイバーフッドハウスでは、親自身

が自発的に地域社会と関わることのできる仕組

みがあり、地域社会の一員という意識を育むこ

とを可能にしていると考えられる。 

２１ 絵本の音読スキル

向上のための視座の検討

―『だいくとおにろく』

『からすのパンやさん』

を事例として（自主シン

ポジウム J-D-4「絵本作

家が抱く子ども観と保育

学生の絵本選び－絵本の

読み聞かせに役立てるた

めに－」） 

 

－ 令和3年5月 日本保育学会第 74回大

会（オンライン開催）

（pp.63-64） 

本発表は、絵本を「音読」することに苦手意識

を持つ大学１年生に対して行った学修内容の報

告とその成果を考察することを目的としてい

る。教職（保幼小）を目指す学生たちにおいて、

絵本の「読み聞かせ」や「音読・朗読」すること

に対して苦手意識を持つものは少なくない。学

生たちには、「句読点」「大事なところ」「会話

文」などを注意点として指導するが、「音読」の

基礎技術の理解や獲得にはバラつきが生じる。

本発表は、『だいくとおにろく』を取り上げ、音

読スキルの向上のための視座を検討した。 

代表者：岡野聡子 

共同者：伊崎一夫 

本人担当部分：音読レベルの指標作りおよび学

生指導の考察を担当した。 

２２ 読み聞かせボラン

ティアが抱える困難さと

その支援－質問紙による

実態調査を通して 

－ 令和4年5月 日本保育学会第 75回大

会（オンライン開催）P-

C-4 

本研究は、乳幼児期からの子どもと本をつな

ぐ存在である読み聞かせボランティアの質の向

上へ向けた支援を考案するため、読み聞かせボ

ランティアが抱える困難さと支援の実態につい

て、アンケート調査から明らかにすることを目

的としている。結果は、困難さ・不安感の実態で

は、特に困難さを感じることは「選書に関する知

識・技術」であった。さらに「選書に関する知識・

技術」を分析すると、5 つの困難さのカテゴリー

（a.選書の基準、b.子どもに応じた選書、c.読み

聞かせに対する不安感、d.ボランティアとして

の質向上、e.保護者対応への不安感）が生成され

た。また、読み聞かせボランティアが抱える困難

さを軽減するための支援では、絵本やその選書

に関する基礎的知識を習得するための研修プロ

グラムを作成し、機会を増やすことが求められ

ているといえる。子どもの年齢に即した絵本や、

今の子どもたちが興味をもっていそうな絵本に

ついての知識を習得する場である。また、幅広い

年齢層の子どもや、様々な興味関心を持つ子ど

もが参加しても、誰もが対応できるようになる

実践的な技能を習得するための研修プログラム

の構築が求められると考えられた。 

代表者：谷原舞 

共同者：野見山直子・岡野聡子・小久保圭一郎 

   中島眞吾・加藤緑・田中卓也 

本人担当部分：質的コーディング分析を担当し

た。 

２３ 増進型地域福祉と

プレイスベースド・アプ

ローチ－増進型地域福祉

の方法研究その 1－ 

－ 令和4年6月 日本地域福祉学会第 36

回大会（福岡大会・オン

ライン開催・西南学院

大学）p.212 

本研究は、地域開発の手法の一つである「プレ

イスベースド・アプローチ」をもとに、どのよう

にして、包摂的なコミュニティをどのように創

出するか、カナダ・Collingwood Neibourhood 

House の取り組みの事例を通して考え、増進型 
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    地域福祉への展望を述べることを目的としてい

る。日本の地域福祉拠点づくりへの示唆として、

居場所の創出、最良の状態や理想をその場に集

う者同士が語り合える場づくり、施設側が利用

者に対して優良なサービス・プログラムを提供

しようと考えるだけに留まらず、その利用者自

身と対話を通して人生を分かち合い、その個人

がもつ能力やスキルを理解しようとし、個人の

能力やスキルを活かせる機会と場の提供を考え

ることで、利用者は支えられる側から支える側

へと役割が転換していくことなどを述べた。（本

研究は、JSPS 科研費 JP19K02214 の助成を受

けたものである。） 

代表者：岡野聡子 

共同者：小野達也・朝倉美江・石川久仁子・渡辺

晴子、柴田学 

本人担当部分：データ収集、まとめの部分を担当

した。 

２４ 増進型地域福祉と

は何か－増進型地域福祉

の理論研究 その 1－ 

－ 令和4年6月 日本地域福祉学会第 36

回大会（福岡大会・オン

ライン開催・西南学院

大学）p.150 

 本研究は、増進型地域福祉の基本的な考え方

を明示することである。増進型地域福祉は、一人

ひとりの幸せと地域の幸せをともに生み出すこ

とを目指している。「福祉」には、がんらい幸福

という意味合いがあるが、こうしたポジティブ

な側面はこれまで実現してこなかった。そこに

は、一番ケ瀬（1968）の指摘する幸福という目的

概念と実際の政策や事業である実体概念の乖離

がある。増進型地域福祉は、この目的概念と実体

概念を架橋することで幸福としての福祉の実現

を志向する実践研究である。（本研究は、JSPS 科

研費 JP19K02214 の助成を受けたものである。） 

代表者：小野達也 

共同者：朝倉美江・渡辺晴子・石川久仁子・ 

岡野聡子・柴田学 

本人担当部分：本研究に対する質疑・理論的検討

を行った。 

２５ 増進型地域福祉が

つくる福祉文化－増進型

地域福祉の理論研究 そ

の２－ 

－ 令和4年6月 日本地域福祉学会第 36

回大会（福岡大会・オン

ライン開催・西南学院

大学）p.151 

 本研究は、増進型地域福祉の理論化にあたり、

労働と環境の視点からその位置づけ・意義を明

らかにすることを目的としている。現在、幸せな

ど福祉をめぐる高次の欲求がある一方で、格差・

貧困が拡大し、その状況は福祉の二極化（広井：

2016）と論じられている。この後者について、貧

困の背景にある雇用破壊と社会保障制度の脆弱

化、外国人労働者に焦点を当て検討する。そし

て、前者の幸せを目指し、それを実体化するため

の「協同の労働と生活」によって生み出される

「協同の仕事・活動」と福祉文化との関係、さら

に増進型地域福祉が福祉文化を生み出すことの

意義について論考した。（本研究は、JSPS 科研

費 JP19K02214 の助成を受けたものである。） 

代表者：朝倉美江 

共同者：小野達也・石川久仁子・渡辺晴子・ 

    柴田学・岡野聡子 

本人担当部分：本研究に対する質疑・理論的検討

を行った。 

２６ 増進型地域福祉と

地域包括ケアシステム－

増進型地域福祉の方法研

究 その２－ 

－ 令和4年6月 日本地域福祉学会第 36

回大会（福岡大会・オン

ライン開催・西南学院

大学）p.213 

 本研究は、増進型地域福祉の考え方に基づき、

2014 年の介護保険制度改正によって創設された

生活支援体制整備事業の実践事例を読み解き、

地域住民および地域社会がケアの主体となり、

自らの幸福を実現することができる地域包括ケ

アシステムのあり方について考察したものであ

る。（本研究は、JSPS 科研費 JP19K02214 の助 
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    成を受けたものである。） 

代表者：渡辺晴子 

共同者：小野達也・朝倉美江・石川久仁子・ 

    柴田学・岡野聡子 

本人担当部分：本研究に対する質疑・理論的検討

を行った。 

２７ 社会的連帯経済と

増進型地域福祉との理論

的な接合に関する一考察 

－ 令和4年6月 日本地域福祉学会第 36

回大会（福岡大会・オン

ライン開催・西南学院

大学）p.165 

 本研究は、市場機構の弊害に対して、市民社会

側から経済交換についての再考を求める形で台

頭してきたオルタナティブな経済活動である

「社会的連帯経済」に焦点をあて、増進型地域福

祉との理論的な接合について検討することを目

的としている。（本研究は、 JSPS 科研費

JP19K02214 の助成を受けたものである。） 

代表者：柴田学 

共同者：小野達也・朝倉美江・渡辺晴子・ 

    石川久仁子・岡野聡子 

本人担当部分：本研究に対する質疑・理論的検討

を行った。 

２８ 増進型地域福祉と

居住福祉から考える

Well-Being 

－ 令和4年6月 日本地域福祉学会第 36

回大会（福岡大会・オン

ライン開催・西南学院

大学）p.198 

 本研究は、早川和男が提唱した居住福祉とい

う概念を通して、地域福祉における幸福とは何

かを検討し、増進型地域福祉の構築に資するこ

とを目的としている。（本研究は、JSPS 科研費

JP19K02214 の助成を受けたものである。） 

代表者：石川久仁子 

共同者：小野達也・朝倉美江・岡野聡子・ 

    柴田学・渡辺晴子 

本人担当部分：本研究に対する質疑・理論的検討

を行った。 

２９ 絵本の読み聞かせ

ボランティアの意義に関

する研究－質問紙による

実態調査を通して－ 

－ 令和4年9月 令和 4年度第 66回日本

読書学会大会、オンラ

イン開催（pp.87-94） 

 本研究は、読み聞かせボランティアの活動を 3

年以上行っている経験者に対して、自身の活動

の目的を尋ね、読み聞かせボランティアがもつ

活動の意義を明らかにすることを目的としてい

る。結果は、活動の意義の第一として、絵本の専

門性に関すること（a.絵本の楽しさ、b.絵本との

出会いによる新しい発見、c.子どもの成長）があ

り、第二に子育て支援の役割（d.絵本と子育て支

援、e.支援の場所づくりと時間の提供、f.親子関

係の構築、g.社会貢献）、第三にボランティア自

身の成長（h.ボランティア自身の成長）が示され

た。読み聞かせボランティアをする者は、自身の

活動が子育て支援を担っているという意識があ

ることが明らかとなった。（本研究は、JSPS 科

研費 JP22K02401 の助成を受けたものである。） 

代表者：谷原舞 

共同者：小久保圭一郎・小川千晶・小田桐早苗・

田中卓也・野見山直子・中島眞吾・加藤

緑・岡野聡子 

本人担当部分：分析および発表全体の理論的検

討を行った。 

３０ 乳幼児を対象とし

た絵本の読み聞かせボラ

ンティアを支援するため

の研修内容の検討 

－ 令和5年3月 日本教師学学会第 24回

大会（日本赤十字広島

看護大学）（p.41-42） 

本研究は、乳幼児を対象とした絵本の読み聞

かせボランティア活動をする際に感じる困難さ

や不安感について調査を行い、その結果から研

修内容の検討を行うことを目的としている。調

査方法は、3 年以上の読み聞かせボランティア活

動の経験をもつ者を対象とした質問紙調査であ

る。読み聞かせボランティアがもつ困難さや不

安感の調査結果からは、5 つのカテゴリーが生成

され、そのカテゴリーをもとにして、基礎的知識

研修と実践的技能研修とを位置づけ、研修内容

を 検 討 し た 。（ 本 研 究 は 、 JSPS 科 研 費

JP22K02401 の助成を受けたものである。） 
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代表者：岡野聡子 

共同者：谷原舞・小久保圭一郎 

本人担当部分：分析および発表全体の理論的

検討を行った。 

「研究報告書、等」 

１ 緑の遊び場（ESD）プ

ロジェクト 2013～子ども

の自由な遊び場を目指し

て～ 

共著 平成26年3月 岡山市庭園都市推進課

「緑の遊び場（ESD）プ

ロジェクト 2013」 

2013 年度は、5 つの公園から 7 つの公園に規

模を拡大して「緑の遊び場（ESD）プロジェクト」

を実施した。また、前年度の活動に加え、大人が

集える場作りの工夫も施した。たとえば、七輪カ

フェを設けたり、机やベンチを設けて、保護者の

方や地域の高齢者の方など、多世代が集える場

作りである。子どもを中心としたプロジェクト

を通して、多様な立場の人々が出会える空間と

しての都市公園の利活用方法についても報告書

の中で紹介をしている。なお、本報告書を用い

て、こども環境学会第 3 回合同セミナー（2014.9）

にて活動の発表を行い、奈良学園大学研究紀要

（2014.10）では、事業の総合評価も行った。 

Ａ4 判 全 51 ページ 

発行者：特定非営利法人岡山市子どもセンター 

発行責任者：美咲美佐子 

編著・執筆者：岡野聡子・道仙八代己 

実行委員：美咲美佐子、藤本富多美、絹川利恵子、

窪田昌子、道仙八代己、松田秀太郎、

筒井愛知、岡野聡子 

運営実施者：松田秀太郎（プレーリーダー）、 

特定非営利法人岡山市子どもセンター 

２ 伝達力・思考力を育

む言葉の保育カリキュラ

ムの開発～幼児期におけ

る「言語活動の充実」の測

定と評価にむけて～ 

単著 平成26年7月 公益財団法人福武教育

文化振興財団（学校・

地域における学力向上

等の研究や実践活動へ

の助成）平成 25 年度

教育研究助成成果報告

書 

本研究は、平成 24 年度の本助成金を利用して

得たアンケート調査結果をもとに、幼稚園と大

学が連携を取って幼児期の教育現場における言

葉の保育カリキュラムの作成の検討および開発

をすることをねらいとしている。当初の計画で

は、言葉の保育カリキュラムの作成まで行う予

定であったが、現場での多様な実践の一つ一つ

が幼児の教育効果を高めているのかについて量

的に捉える必要があるため、今回の研究では、伝

達力・思考力を育む上でも重要となる「聞く力」 

についての教育効果測定を試みた。結果として、

園の取り組みの違いを結果に反映しにくいこと

などから、測定の難しさが浮き彫りになったこ

とを報告書としてまとめた。 

Ａ4 判 全 2 ページ 

本人担当部分：pp.8-9 

３ 2015 年度吉野青年会

議所事業報告書「大学生

と遊ぼう！学ぼう！吉野

体験ツアー」 

共著 平成28年1月 発行：奈良学園大学 吉野広域（3 町 5 村）の高齢化率は 35％に達し

ている中で、次世代を担う子ども達が吉野に愛

着を感じ、また大人になってからも吉野で働き、

生活したいと思えるような環境作りをすること

が喫緊の課題となっている。今回、吉野青年会議

所と本学ボランティアサークルの学生 10 名が連

携し、吉野広域の小学 3 年生～6 年生を対象とし

たキャンプイベント実施した。実施日は、平成 27

年 10 月 31 日～11 月 1 日である。小学生の参加

者総数は、16 名であった。大学生企画では、①

アイスブレイク、②吉野スタンプラリービンゴ

ゲーム、③ものづくり、④自由創作の 4 つを立

案・運営した。主に学生による企画立案から運営

実施までの過程を報告書としてまとめている。 

Ａ4 判 全 84 ページ 

報告書監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：一般社団法人吉野青年会議所、 

奈良学園大学ボランティアサークル 

大学生企画指導：岡野聡子 



 

 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

４ 2015 年度 ふしぎ☆

いっぱい！小学生を対象

とした科学遊び・学びの

広場プロジェクト報告書 

共著 平成28年3月 発行：奈良学園大学 奈良学園大学ボランティアサークルは、財団

法人奈良県青少年会館からの寄付金を活用した

「青少年の健全育成事業」の助成金（20 万円）

を取得し、三郷町の小学生を対象とした科学遊

び・学びの広場プロジェクトを実施した。全 3 回

の事業を行い、それらを報告書としてまとめた。 

第 1 回：しゃぼん玉づくり名人になろう 

   実施日：平成 27 年 11 月 21 日（土） 

   参加者数：58 名（子ども 38 名） 

第 2 回：くるくるアニメーションづくり 

   実施日：平成 27 年 12 月 19 日（土） 

   参加者数：27 名（子ども 12 名） 

第 3 回：ピンホールカメラを作ろう 

   実施日：平成 28 年 1 月 23 日（土） 

   参加者数：65 名（子ども 33 名） 

Ａ4 判 全 35 ページ 

監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

運営指導：岡野聡子 

５ 2016 年度吉野青年会

議所事業報告書「大学生

と天川村でキャンプ！は

じめましてから広がる吉

野の“わ”」 

共著 平成28年9月 発行：奈良学園大学 昨年度に引き続き、吉野青年会議所と共に奈

良学園大学ボランティアサークルと協働で小学

生を対象としたキャンプ事業を実施した。今年

度は、奈良教育大学、畿央大学の学生と共に、

大学生企画として①アイスブレイク、②フィー

ルドビンゴゲーム、➂天体観測、④ものづくり

の企画立案・運営を行った。奈良学園大学ボラ

ンティアサークルの学生は 19 名が参加し、小

学生の参加者総数は 23 名であった。実施日

は、平成 28 年 8 月 20 日～21 日である。学生に

よる企画立案から運営実施までの過程を報告書

としてまとめている。今年度は、「大学生と社

会人とのより良い協働関係を結ぶために」をテ

ーマとして、事業実施後にアンケート調査を実

施し、その内容も報告書に含めた。 

Ａ4 判 全 90 ページ 

報告書監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：一般社団法人吉野青年会議所、 

奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

大学生企画指導：岡野聡子 

６ 2016 年度 見えない

ものを見る力 小学生を

対象とした科学遊び・学

びの広場プロジェクト報

告書 

共著 平成29年3月 発行：奈良学園大学 奈良学園大学ボランティアサークルは、前年

度の「科学遊び・学びの広場プロジェクト事業」

の活動実績から、本プロジェクトが学長指定プ

ロジェクトに採択（26 万円）され、三郷町の小

学生を対象とした科学遊び・学びの広場プロジ

ェクトを実施した。全 3 回の事業を行い、それら

を報告書としてまとめた。 

第 1 回：小さな宇宙 

～万華鏡の世界を探検しよう～ 

   実施日：平成 28 年 11 月 26 日（土） 

   参加者数：42 名（子ども 25 名） 

第 2 回：空気砲を作ろう～目で見る空気の力～ 

   実施日：平成 28 年 12 月 17 日（土） 

   参加者数：62 名（子ども 38 名） 

第 3 回：色が変わる、まほうの水で描く世界 

   実施日：平成 29 年 1 月 21 日（土） 

   参加者数：58 名（子ども 28 名） 

Ａ4 判 全 35 ページ 

監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

運営指導：岡野聡子 



 

 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

７ 2017 年度吉野青年会

議所事業報告書「ドキド

キワクワク川上村で大冒

険！～大学生といっしょ

に自然を学び・あそびつ

くそう！～」 

共著 平成29年11月 発行：奈良学園大学 吉野広域（3 町 5 村）の高齢化率は 35％に達し

ている中で、次世代を担う子ども達が吉野に愛

着を感じ、また大人になってからも吉野で働き、

生活したいと思えるような環境作りをすること

が喫緊の課題となっている。今回、吉野青年会議

所と本学ボランティアサークルの学生 22 名、他

大学生が連携し、吉野広域の小学 3 年生～6 年生

を対象としたキャンプイベント実施した。実施

日は、平成 27 年 10 月 14 日である。小学生の参

加者総数は、30 名であった。大学生企画では、

①アイスブレイク午前の部、②自然体験活動（魚

つかみ、魚釣り）、③昼食づくり、④アイスブレ

イク午後の部、⑤ものづくりの 4 つを立案・運営

した。主に学生による企画立案から運営実施ま

での過程を報告書としてまとめている。 

Ａ4 判 全 80 ページ 

報告書監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：一般社団法人吉野青年会議所、 

奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

大学生企画指導：岡野聡子 

８ 2017 年度 見えない

ものを見る力 小学生を

対象とした科学遊び・学

びの広場プロジェクト報

告書 

共著 平成30年2月 発行：奈良学園大学 奈良学園大学ボランティアサークルは、前年

度の「科学遊び・学びの広場プロジェクト事業」

の活動実績から、本プロジェクトが学長指定プ

ロジェクトに採択（8 万円）され、三郷町の小学

生を対象とした科学遊び・学びの広場プロジェ

クトを実施した。2017 年度は、１回の事業を行

い、報告書としてまとめた。 

第 1 回：声コプターをつくろう 

～音のふしぎを目で見て体験してみよう～ 

実施日：平成 30 年 1 月 20 日（土） 

参加者数：49 名（子ども 28 名） 

Ａ4 判 全 20 ページ 

監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

運営指導：岡野聡子 

 

 

９ 三郷町の原風景 共著 平成30年2月 発行：奈良学園大学 平成 28 年度から「三郷町まちづくり講座」に

参加をし、本学学生、行政職員、町民の方々と共

に三郷町の地域資源について学びを深めた。①

龍田古道プロジェクト事業、②信貴山における

竹プロジェクト事業、③三郷町民へのインタビ

ュー調査を実施し、その内容を報告書としてま

とめた。 

Ａ4 判 全 102 ページ 

報告書監修・編集：岡野聡子 

１０ 2018 年度 見えな

いものを見る力 小学生

を対象とした科学遊び・

学びの広場プロジェクト

報告書 

共著 平成31年3月 発行：奈良学園大学 奈良学園大学ボランティアサークルは、前年

度の「科学遊び・学びの広場プロジェクト事業」

の活動実績から、本プロジェクトが学長指定プ

ロジェクトに採択（20 万円）され、三郷町の小

学生を対象とした科学遊び・学びの広場プロジ

ェクトを実施した。2018 年度は、3 回の事業を行

い、報告書としてまとめた。 

第 1 回：「ひかり」のひみつをさぐってみよう！ 

   実施日：平成 30 年 11 月 3 日（土） 

   参加者数：27 名（子ども 11 名） 

第 2 回：「おと」のひみつをさぐってみよう！ 

    実施日：平成 30 年 12 月 15 日（土） 

    参加者数：21 名（子ども 14 名） 

 



 

 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

    第 3 回：「ひかり」と「おと」コレはホンモノ？ 

    実施日：平成 31 年 2 月 2 日（土） 

    参加者数：48 名（子ども 27 名） 

Ａ4 判 全 41 ページ 

監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

運営指導：岡野聡子 

１１ 2019 年度 見えな

いものを見る力 小学生

を対象とした科学遊び・

学びの広場プロジェクト

報告書 

共著 令和2年3月 発行：奈良学園大学 奈良学園大学ボランティアサークルは、前年

度の「科学遊び・学びの広場プロジェクト事業」

の活動実績から、本プロジェクトが学長指定プ

ロジェクトに採択（30 万円）され、三郷町の小

学生を対象とした科学遊び・学びの広場プロジ

ェクトを実施した。2019 年度は、3 回の事業を行

い、報告書としてまとめた。 

第 1 回：天気のふしぎを探ってみよう！ 

   実施日：令和元年 11 月 9 日（土） 

   参加者数：83 名（子ども 43 名） 

第 2 回：夜空から宇宙を学んでみよう！ 

    実施日：令和元年 12 月 7 日（土） 

    参加者数：54 名（子ども 29 名） 

第 3 回：地層の不思議を探ってみよう！ 

    実施日：令和 2 年 2 月 8 日（土） 

    参加者数：49 名（子ども 28 名） 

Ａ4 判 全 43 ページ 

監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

運営指導：岡野聡子 

 



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 ５年 ３月３１日 

氏名  岡野 由美子 

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 特別支援教育 
 発達障害の教育課程と指導法に関する研究 

通級による指導の効果的な指導方法に関する研究 

発達性読み書き障害に関する指導法についての研究 
教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例 
・児童の行動の背景を理解し、支援につなげる工夫
に関する実践 
 

 

 
平成 19
年 4月 
〜27 年
3月 

 
特別支援教育コーディネーターとして、各学級の観察や
情報共有、校内研修を通して、児童の行動理解を図り、
教職員の特別支援教育についての理解を深め、資質の向
上に努める工夫 
（兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校での実践） 

・児童の行動の背景を理解し、支援につなげる工夫 
 

 

平成 19
年 4月 
〜27 年
3月 

特別支援教育コーディネーターとして、各学級の観察や
情報共有、校内研修を通して、児童の行動理解を図り、
教職員の特別支援教育についての理解を深め、資質の向
上に努める工夫 
（兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校での実践） 

・小学校における特別支援学級新設にかかる理解啓
発の工夫 
 
 
 

平成 23
年 4月 
〜25 年
3月 
 

特別支援学級について、全校の児童が通常の学級と同様
にその存在を知り、認め、ともに生きることを理解する
ための、啓発や理解についての工夫 
（兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校での実践） 
 

・読み書きにつまずきのある児童への配慮の工夫 平成 26
年４月
〜27 年
３月 

通常の学級に在籍する学習障害のある児童への配慮事
項について、保護者との合理的配慮の提供にかかる合意
形成の図り方、通常の学級の他の児童への理解啓発の授
業実践の工夫 
（兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校での実践） 

・社会で出会う、発達障害のある人についての理解

と適切な関わりのあり方についての実践方法 

 

平成 31
年４月
〜現在
に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科4年次生の学生
に対し、発達障害のある人について、その基本的な障害
特性の理解や合理的配慮の提供について、また適切なか
かわり方について、事例を下に考え、理解を図るための
工夫について指導を行った。擬似体験や話し合いを行
い、障害についての理解を図り、卒業後の実践的な力と
なるような内容とし、より良いかかわり方や多様性を認
める社会のあり方など、基本的な理解が出来るようにな
った。 
（奈良学園大学人間教育学部での実践） 

・知的障害をはじめとする障害のある児童生徒に対

する指導法に関する授業実践 

令和 3
年 10月
〜現在
に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科の特別支援学
校教員免許取得希望学生に対し、障害特性の理解ととも
に、その障害特性に応じた指導方法の工夫や支援のあり
方について、授業を行った。模擬授業やグループ討議な
ど、参加・体験型の授業展開により、学生の主体的、対
話的な学びを深めることができた。さらに、毎時間授業
のリフレクションなどから学生の疑問に対しコメント
や更なる情報提供に努め、可能な限りフィードバックに
努めた。（奈良学園大学人間教育学部での実践） 
 

２ 作成した教科書，教材 

(1)特別支援教育概論（共著） 

発行：ERP出版 

【再掲】 

 

平成 31

年３月 

 

小中学校の特別支援の各障害についての特徴の説明。障

害の応じた教育課程編成とその指導法について記した。

人間教育学ゼミナールⅠにおいて使用し、障害特性の理

解の資料として使用した。 

(2)特別支援学校教育実習の手引き（単著） 
 【再掲】 
 
 

令和５
年３月 

特別支援学校で実施する教育実習に関し、実習中におけ
るマナー、心得、授業研究に向かう取り組みや教材研究、
児童生徒理解についてなど、事前指導、事後指導におい
て授業として使用するためのテキストを作成した。 



３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

(1)奈良学園大学ゲスト講師 学生の授業評価アン

ケート 

平成 31

年１月 
奈良学園大学人間教育学部で特別支援の必要な児童生
徒の教育課程と学校行事への参加の指導方法について
特別講義をした。児童生徒の個別の対応の重要性を理解
したという意見が多かった。4点満点で４の評価だった。 
 

(2)奈良学園大学人間教育学部 授業評価アンケー

ト 

令和２

年 12月 

 

 

 

 

 

 

令和５

年 

対面とオンライン併用の授業となったが、個別の疑問
などを次の授業でフィードバックするなど、学生のニー
ズに応える授業展開を行い、「現代教育課題 A（不登校・
いじめ）」において、講義内容に関するアンケートを実
施した。受講者64名の総合的満足度 4.5(5段階評価)で、
学校における諸問題とその対応について、概ね理解がで
きたなど高評価を得た。 
 
 
「発達障害教育総論」において、発達障害のある児童生
徒の心理生理や教育課程と指導について講義を行った。
概ねわかりやすく資料の提示も読みやすいという声が
あり、受講者 39名中 33名から回答があり、総合的満足
度は 4.6（５段階評価）であった。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
(1）校内適正就学指導研修会助言者 
「一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援につ
いての検討」 

 
平成 19
年 4 月
〜平成
27 年 3
月 
合計 23
回実施 

 
兵庫県内の様々な学校において校内の各学級の担任か
ら、気になる児童についての情報を集め、その状態から
考えられる要因と指導・支援について、個別検討を行っ
た。 
 

(2)兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校研修講師 
「自閉症スペクトラム障害」の障害の特性について」 
  対象：上月小学校教員等 14名 
  場所：上月小学校 
 

平成 25
年 5月 

自閉症スペクトラム障害のある児童の感覚の特異性に
ついて、事例をもとに研修を行った。大きな声や破裂音
が苦手でありながら、当該児童が大声を出したり声を荒
げている行動の要因を考えられる感覚の特異性につい
て、教職員の理解を深め、適切な関わり方について、検
討を行った。 
 

(3)兵庫県加古川市 親の会 ひだまりの会 
 公開研修会 講師 
「教室で、家でできるビジョントレーニング」 
  対象：加古川市広汎性発達障がい児親の会 
     会員、一般参加者 50名 
  場所・加古川市総合福祉会館 
 

平成 25
年１月 

校内支援体制のあり方、校内における理解啓発と実際に
学校で取り組んだビジョントレーニングとその効果に
ついてと、放課後を利用した児童支援について資料を作
成して講義を行った。 

(4)兵庫県加古川市 親の会「ひだまりの会」 
 公開研修会 講師 
 「通常の学級における発達障害のある 

児童への支援の実際」 
  対象：加古川市広汎性発達障がい児親の会 
     会員、一般参加者 60名 
  場所：加古川市総合福祉会館 
 

平成 25
年１月 

通常学級における発達に躓きのある児童の、読み書きの
向上を図るために取り組んだ、アセスメントとビジョン
トレーニング、支援の方法などの事例を紹介し、読み書
きにつまずく児童への支援のあり方について、資料を作
成して講義を行った。 

(5)兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校研修講師 
「子どもの行動には理由があります」 
  対象：上月小学校教員等 14名 
  場所：上月小学校 
 

平成 26
年 4月 

知的特別支援学級が新設されるにあたり、知的障害の基
礎的な理解と、自閉症を併せ有する児童の実態から、教
職員の関わり方や全児童への理解や啓発の方法につい
て、講義を行った。 
 

(6)奈良県大和郡山市特別支援教育研修会講師 
「特別な支援を要する児童生徒の理解と支援に 

ついて」 
 対象：奈良県教諭 30名 
 場所：大和郡山市役所 
 

平成 26
年 7月 
 

通常の学級に在籍する発達障害のある児童生徒の基本
的理解とその具体的な指導・支援の方法について 
読み書きの躓きの要因について、事例をもとにした指導
とその効果について資料を準備し講演した。 
 

(7)兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校研修講師 
「ディスレクシア（発達性読み書き障害）について
ーC 児の特性の理解と配慮事項について 
ー」 
   対象：上月小学校教員等 14名 
   場所：上月小学校 
 

平成 26
年 8月 

通常学級に在籍し、LD（学習障害）の診断のある C児に
ついて、その障害特性についてと、ルビふりや教科書の
拡大コピーなど、授業における配慮事項について、全職
員の共通理解を図った。 
 



(8)佐用町特別支援教育コーディネーター研修会 
「特別支援教育にかかる教員長期研修派遣報告」 
 対象：佐用町立小中学校管理職及び特別支援教育

コーディネーター20名 
 場所：佐用町立久崎小学校 
 

平成 26
年 8月 
 

平成 25 年度、1年間大阪教育大学特別支援教育特別専攻
科において、取り組んだ研究、研修についての報告会。
佐用町から、本事業に参加した教員はこれまでにはいな
かったため、この事業の概要の説明と、学んだ授業の具
体的なシラバスや、研究内容について報告を行った。 
 

(9)沖縄県那覇市 一般社団法人ゆうありてぃ研修
会 講師 
 「「見る」アセスメントから支援を考える」 
 対象：一般社団法人ゆうありてぃ職員、利用者、

保護者等  60名 
 場所：沖縄県総合福祉センター 
 

平成 26
年８月 

発達につまずきのある児童の「見る」力に焦点を絞り、
そのアセスメントの意味と方法、解釈についてと、指導
事例について、資料を作成し、講義を行った。 

(10)播磨発達支援研究会 講師 
 「発達障害のある児童の「見る」アセスメントか
ら支援を考える」 
 対象：播磨発達支援研究会会員 12名 
 場所：相生市生きがい交流センター 
 

平成 27
年６月 

「見る」ことから「読む」ことへの一連の情報処理過程
のメカニズムとそのつまずきについて、アセスメントの
方法や解釈についてと、実際の指導例を提示し、資料を
元に講義を行った。 

(11)佐用町特別支援教育研修会講師 
「特別な支援を要する児童生徒の指導」～自立活動
のあり方～」 
 対象：兵庫県管理職及び教諭 20名 
 場所：佐用町南光文化会館 

平成 27
年 7月 
 

特別支援学級の教育課程の法的根拠と、教育課程の組み
方、知的障害のある児童生徒の教育課程の構造について
と、自立活動の区分、項目の詳細の説明と具体的な指導
内容の事例を挙げて、資料準備して助言を行った。 
 

(12)天理市立井戸堂小学校校内研修会講師 
「発達障害のある子どもの理解と支援～子どもの
「見る」力のアセスメント～ 

 対象：天理市管理職及び教諭 12名 
 場所：天理市立井戸堂小学校 

平成 27
年 8月 
 

読み書きに躓きのある児童生徒の指導・支援について
「読む」ために必要な視知覚、認知能力、情報処理過程
の理解と、「見る」力のアセスメントの方法について、
また、その具体的な支援についての理解について資料を
用意して論じた。 
 

(13)姫路市通級担当者研修会講師 
「視知覚関連のアセスメントについて 
～WAVESの結果の解釈～」 
 対象：兵庫県立特別支援学校教諭及び特別支援担

当教諭 14名 
 場所：姫路市総合教育センター 

平成 28
年６月 
 

「見る」力や「読み書き」につまずきのある児童生徒の
実態を把握するためのアセスメント「WAVES」 
の内容と、基本的な解釈についての講義を行った。また、
その結果についての評価、解釈と事例検討も資料を準備
し行った。 
 

(14)臨時的任用教員研修会特別支援教育講師 
「合理的配慮の提供とユニバーサルデザインによる
授業について」 
 対象：兵庫県臨時講師 60名 
 場所：兵庫県姫路総合庁舎 
 

平成 27
年 7月 
 

通常の学級に在籍する学習や生活につまずきのある児
童生徒の理解と、その指導・支援についてユニバーサル
デザインの考え方に基づく学級づくり、学習指導の方法
の工夫と、個別に配慮の必要な児童生徒の行動、学習面
の困難さの理解を深めるために資料を準備して指導し
た。 
 

(15)たつの市特別支援教育研修会講師 
「特別な支援を要する児童生徒の自立活動のあり
方」 
 対象：たつの市立小中学校特別支援学級担任 30名 
 場所：たつの市教育委員会 
 

平成 28
年 8月 
 

特別支援学級の教育課程の法的根拠と、教育課程の組み
方、知的障害及び肢体不自由のある児童生徒の教育課程
の構造について「合わせた指導」の具体的内容について
「自立活動」の区分、項目の詳細の説明と具体的な指導
内容の事例を挙げて、資料を準備し講演した。 

(16)神河町全教職員研修会講師 
「発達障害のある児童生徒の理解と学級づく 
り」 
  対象：神河町小中学校全教職員、教育委員、教

育委員会担当者約８０名 
  場所：神河町立神河中学校 

平成 28
年 8月 
 

通常の学級の担任に必要な特別支援児童生徒理解のあ
り方やアセスメントについて 児童生徒の問題行動の
背景にある原因についての理解と、その上にたった指
導・支援のあり方について資料を基に講話した。 
 
 

(17)西播磨地区学校生活支援教員等研修会講師 
「通級指導のあり方～教育課程と自立活動のあ 
り方～」第 1回 
 対象：西播磨地区小中学校生活支援教員及び特別

支援学校教員 
 場所：兵庫県立西はりま特別支援学校 

平成 28
年 9月 
 

通級による指導について、その目的、対象となる児童生
徒、指導時間等の法的根拠に基づいた制度の理解、目標
と評価について指導した。さらに対象となる児童生徒の
実態把握の方法と、自立活動の具体的な内容について指
導例を準備して講演した。 
 
 

(18)揖龍地区特別支援コーディネーター研修会講師 
「通級指導教室と通常学級の連携の意義とその方法
について」 
 対象：特別支援教育コーディネーター４０名 
 場所：たつの市立小宅小学校 
 

平成 29
年 1月 

特別支援に係る児童生徒の自立と社会参加のための連
携の必要性について 通級指導の開始と終了、目標の設
定と評価などの意味や意義について、学校内の理解啓発
の方法について、資料を準備し講演した。 
 



(19)教職経験者（２年次）研修全体研修講師 
「保護者との連携」 

 対象：兵庫県特別支援学校教員２年次研修対象者 
70名 

 場所：兵庫県立特別支援教育センター 

平成 29
年５月 

障害のある子どもの保護者の心理的側面の理解と、より
よい協働のあり方について、事例検討を取り入れた資料
を作成し、講義を行った。 

(20)兵庫県立但馬農業高等学校講師 
「授業のユニバーサルデザイン化とは」 

 対象：兵庫県立但馬農業高等学校教職員 40名 
 会場：兵庫県立但馬農業高等学校 
 

平成 29
年 6月 

発達障害のある生徒の基本的理解と、どの生徒にもわか
りやすい授業という視点での授業改善の工夫について、
ユニバーサルデザインの考え方の理解について資料を
準備し講演した。 
 

(21)通級指導担当教員研修講座講師 
「教育課程と自立活動」 
 対象：兵庫県小中学校通級担当教員 73名 
 会場：兵庫県福祉センター 

平成 29
年６月 

通級による指導の制度、目標、指導内容について学び、
自立活動について、区分、項目ごとの具体的指導内容に
ついて、資料を作成し講義を行った。 

(22)猪名川町スクールアシスタント研修講師 
「特別な支援を要する児童・生徒の理解と支援 
〜スクールアシスタントとしての支援 Vol.1〜」 
 対象：猪名川町 スクールアシスタント 15名 
 会場：猪名川町役場 
 

平成 29
年８月 

通常学級に在籍する発達障害のある児童生徒について
の理解・支援のあり方についてと、学級担任との連携の
あり方や大切さについて、資料を作成して講義を行っ
た。 

(23)猪名川町初任者研修講師 
「特別な支援を要する児童・生徒の指導、支援」 
 対象：猪名川町小中学校初任者 11名 
 会場：猪名川町役場 

平成 29
年８月 

LD 等の心理的疑似体験を通して、書けない、読めないな
どの困難さのある児童生徒の心理状態を理解するとと
もに、児童生徒の行動からその原因を探る方法につい
て、演習を行った。 

(24)教職経験者（２年次）研修全体研修講師 
「特別支援学校の学級経営と児童生徒理解」 
 対象：兵庫県特別支援学校教員２年次研修対象者

70名 
 場所：兵庫県立特別支援教育センター 
 

平成 29
年８月 

特別支援学校の学級担任として、個別の指導、支援のあ
り方と学級集団の指導について、また、児童生徒の理解
のあり方について、資料を作成し、講義を行った。 

(25)兵庫県播磨西地区サポートネット会議研修会講
師 
「兵庫県の通級指導の現状と課題」 
対象：播磨西地区サポートネット会議会員 60名 

 会場：姫路総合庁舎 
 

平成 29
年８月 

通級による指導に関する現状と、通級による指導が児童
生徒の自立と社会参加に対してどのような役割を担っ
ているのか、ということを、学習指導要領や文部科学省
の調査結果等を用いて資料を作成し、講義を行った。 

(26)兵庫県播磨西地区学級経営（特別支援教育）研
修会講師 
「新学習指導要領と個別の指導計画」 
 対象：播磨西地区小中学校特別支援学級担任およ
び通級指導教室担当者 約 170名 
 会場：あいめっせホール 
 

平成 29
年８月 

特別支援学級の教育課程の編成のポイントや、自立活動
の区分と項目の整理、特に知的障害のある児童生徒の教
育課程の構造について、資料を作成し、講義を行った。 

(27)姫路市通級担当者研修会講師 
「視知覚関連のアセスメントについて〜WAVEWS の結
果の解釈」 
 対象：兵庫県立特別支援学校コーディネーター及

び姫路市通級指導教室担当者 18 名 
 

平成 29
年９月 

「見る」力と「読み書き」に躓きのある児童生徒の実態
を把握するためのアセスメント「WAVES」の内容と基本
的な解釈についての講義を行った。 
また、その結果についての評価、解釈と事例検討につい
て、資料を作成し、講義を行った。 

(28)佐用町コーディネーター研修会講師 
「特別な支援を要する児童生徒の指導・支援に 
ついて」 
 対象：佐用町特別支援教育ネットワーク会議会員 

35名 
 会場：佐用町教育委員会 
 

平成 29
年９月 

学習指導要領の改訂のポイントについてと、コーディネ
ーターとしての校内支援のあり方、関係機関との連携の
あり方等について、資料を作成し、講義を行った。 

(29)篠山市・丹波市通級指導教員研修会講師 
「通級による指導に期待されること〜自立活動 
の具体的指導方法〜」 
 対象：丹波市、篠山市通級指導教室担当者 
 教育委員会指導主事、特別支援学校教諭 25名 
 場所：柏原住民センター 
 

平成 29
年 12月 

通級による指導における、現場や高等学校における通級
による指導の兵庫県における動向についてと、児童生徒
の実態把握を元にした自立活動の選定や指導について、
資料を作成し、講義を行った。 

(30)特別支援教育士長崎支部会員研修会講師 
「やってみよう事例検討 〜アセスメントから 
指導計画へ〜」 
 対象：特別支援教育士(S.E.N.S)長崎支部会員 70

名 
 会場：長崎大学 

平成 29
年 12月 

学習や生活に困難を示す児童生徒のアセスメントから、
指導計画を作り出すための、ケース検討をした。 
WISC-Ⅳ、DTVP2 などのフォーマルアセスメントと、児童
生徒や担任、保護者等からの聞き取り、観察を総合的に
アセスメントし、通級指導教室、通常学級、保護者それ
ぞれについて、指導目標を考える方法等について資料を
準備し講演した。 
 



(31)猪名川町スクールアシスタント研修講師 
「特別な支援を要する児童・生徒の理解と支援 
〜スクールアシスタントとしての支援〜Vol.2」 
 対象：猪名川町 スクールアシスタント 15名 
 会場：猪名川町役場 
 

平成 29
年 12月 

LD 等の心理的疑似体験を通して、書けない、読めない困
難さのある児童生徒の心理状態を理解するとともに、２
学期を終えた時点での振り返りと３学期に向けての目
標の設定について考えた。また、行動の理由を見るポイ
ントについて、資料を作成し、講義を行った。 

(32)兵庫県淡路教育事務所特別支援学級教育課程研
修会講師 
「特別支援学級の教育課程の編成や年間計画に 
ついて」 
 対象：淡路地区小学校、中学校特別支援学級担任、
特別支援教育コーディネーター50名 

 会場：淡路市役所 
 

平成 30
年１月 

特別支援学級の教育課程の構造についてと、自立活動の
目標と内容、指導について、学習指導要領の海底のポイ
ントについて、資料を作成して講義を行った。 

(33)上郡町立山野里小学校校内研修講師 
「特別な支援を要する児童の、特別の教科道徳 
の指導について」 
 対象：上郡町立山野里小学校教職員 24名 
 会場：上郡町立山野里小学校 

平成 30
年２月 

特別支援学級在籍児童の、交流学級における特別の教科 
道徳について、特別支援学級担任の支援についてや、交
流学級担任との連携のあり方などについて、資料を作成
し、講義を行った。 

(34)通級指導担当教員研修講座講師 
「教育課程と自立活動」 
 対象：兵庫県小中学校通級担当教員 73名 
 会場：兵庫県福祉センター 

平成 30
年６月 

通級による指導の制度、目標、指導内容について学び、
自立活動について、区分、項目ごとの具体的指導内容に
ついて、資料を作成し講義を行った。 

(35)新任特別支援学級担当教員研修講座講師 
「障害に応じた教育課程の編成と自立活動の指 

導」 
 対象：兵庫県小中学校特別支援学級担当教員 
                 500名 
 会場：兵庫県福祉センター 
    神戸市勤労市民センター 
 

平成 30
年６月 

初めて特別支援学級の担当をする教員対象に、特別支援
学級の教育課程の編成について、障害特性の理解と、実
態把握、自立活動の指導について、資料を作成し、講義
を行った。 

(36)兵庫県立東播工業高等学校カウンセリングマイ
ンド研修講師 
「障害特性の理解と支援のあり方について」 
 対象：県立東播工業高等学校教職員 24名 
 会場：県立東播工場高等学校 
 

平成 30
年６月 

発達障害の基礎的な理解と疑似体験を通じて生徒の心
理状態を理解するとともに、効果的な指導、支援のあり
方について、資料を作成し講義を行った。 

(37)兵庫県播磨西地区学級経営（特別支援教育）研
修会講師 
「新学習指導要領移行期のポイントと個別の指導計
画」 
対象：播磨西地区小中学校特別支援学級担任及び

通級指導教室担当者 170名 
場所：姫路市民会館大ホール 
 

平成 30
年 7月 

特別支援教育に関する、学習指導要領改訂のポイント
と、自立活動における個別の指導計画の作成について、
資料を作成し講演した。 

(38)赤穂市立赤穂中学校校内研修講師 
「特別支援生徒の進路についての合理的配慮とは」 
 対象：赤穂中学校教員及び管理職 30名 
 場所：赤穂市立赤穂中学校 
 

平成 30
年 8月 

中学校の通常学級に在籍する発達障害のある生徒につ
いての理解・啓発を他の生徒に行う方法、進学に向けて
の合理的配慮の提供に関する考え方について、資料をも
とに講演した。 

(39)佐用町教育研究所研修会講師 
「特別支援教育の具体的な進め方」 
 対象：佐用町教育研究所所員、小学校・中学校教

職員 30名 
 場所：佐用町教育委員会 
 

平成 30
年 8月 

学習指導要領の海底のポイントと、各教科等の指導にお
ける配慮事項などの工夫や、指導・支援の工夫について、
疑似体験や、スリットの作成など、事例や実技などを取
り入れながら理解を深めるように資料を作成して講義
を行った。 

(40)高等学校における通級による指導実践研究事業

校内研修会講師 

「発達障害のある子を理解するには」 

 対象：兵庫県立西脇北高等学校教員 40名 

 場所：兵庫県立西脇北高等学校 

令和元

年６月 

高等学校における通級による指導が開始され、二年目と

なる。発達障害のある生徒の他にも、自傷行為、非行行

為等様々な課題のある生徒指導面での対応とともに、発

達障害を理解し、その指導について理解できるよう、疑

似体験を取り入れるなどして講義を行った。 

 

(41)相生市特別支援教育研修講座 

「通常の学級における指導・支援〜通級による指導

との効果的な連携〜」 

 対象：相生市学校園教職員 45名 

 場所：相生市文化会館 なぎさホール 

令和元

年 7月 

通常の学級に在籍する児童生徒の行動面のつまずきに

ついて、応用行動分析の考え方をもとに、行動の原因や

その結果についての観察の方法や行動変容につながる

指導について、資料をもとに講義を行った。通級による

指導についても、位置付けや通常学級との連携について

理解を図った。 

 



(42)姫路市立中学校特別支援教育コーディネーター

研修会 

「特別支援教育コーディネーターの役割」 

 対象：姫路市内中学校教員、特別支援学校教員 

     70名 

 場所：姫路市立書写養護学校 

令和元

年 7月 

特別支援教育コーディネーターは学内人事であり、担当

者が固定されているわけでは無い。そのため、その業務

の引き継ぎが十分でない、仕事が円滑に進められないな

ど様々な課題があり、それが校内の特別支援教育の推進

において弊害となっているケースもある。どのように円

滑に業務を進めていけるか、実習を入れ、講義を行った。 

 
(43)明石市特別支援研修講座 

「WISC-Ⅳ等発達検査について詳しく知ろう」 

対象：あかし市教育研修所特別支援教育希望者 12

名 

場所：明石市立明石養護学校 

令和元

年 8月 

特別な支援を要する児童生徒が、その発達の凹凸やつま

ずきの要因を探るために医療機関等で実施される各種

の検査結果の報告について、どのように読み取り支援に

生かすかということについて、資料をもとに講義を行っ

た。支援に生かす方法について理解を深めることができ

た。 

 
(44)神崎郡小中学校特別支援教育研修会 

「LD、ADHDの児童生徒に対する支援等について」 

 対象：神崎郡小中学校特別支援教育担当者等 ４

０名 

 場所：神河町大河内保健福祉センター 

令和元

年 8月 

発達障害のある児童生徒の指導、支援の具体的なあり方

について、資料をもとに講義を行った。 

障害特性の理解と、ユニバーサルデザインの授業の基本

的な考え方等について理解啓発を図った。 

(45)佐用町教育研修所特別支援教育研修講座 

「特別な支援を要する子どもたちを「理解する」と

は・・」 

 対象：佐用町小中学校教員 １７名 

 場所：佐用町役場 

令和元

年 8月 

特別な支援を要する児童生徒の発達検査等の所見をも

とに、その困難さの理解と具体的な支援方法について、

講義を行った。障害理解を考えるために疑似体験等を取

り入れ、正しく理解することの大切さについて資料をも

とに講義をした。 

 
(46)太子町教職員研修 

「すべての教職員のための特別支援教育をふまえた

授業作り」 

 対象：太子町立幼小中学校教職員 240名 

 場所：太子町文化会館  

令和元

年 8月 

通常の学級に在籍する学習や生活に困難を示す児童生

徒について、どのように観察し、つまずきの原因を探る

かということや、通常学級の授業作りについて、事例を

もとに実践的な内容として、資料をもとに講義を行っ

た。 

(47)高等学校における通級による指導実践研究事業

校内研修会 

「高等学校における通級指導について」 

 対象：兵庫県立宝塚西高等学校教職員、保護者 40

名 

 場所：兵庫県立宝塚西高等学校 

 

令和元

年 8月 

高等学校における通級による指導が始まり、対象校でも

二年目を迎えているが、その指導のあり方について校内

で共通理解を深めるため、概要について講義を行った。

自立活動や個別の指導計画に基づいた指導のあり方に

ついて、資料を作成し、講義した。 

(48)あかし教育センター「特別支援教育研修講座」 

 「WISC-Ⅳ等、発達検査の結果から具体的支援につ

なげるために」 

 対象：明石市小中学校教職員 ５０名 

 場所：あかし教育研修センター 

令和元

年 10月 

発達検査の所見は、特別な支援を要する児童生徒の保護

者から情報提供として受け取り、見ることが多くなった

現在の学校現場であるが、それを読み解き、支援につな

げることができなければ活用できたとは言い難い。本講

義において、その基本的な解釈の仕方や、その支援方法

について事例をもとに講義を行った。 

(49)但馬地域特別支援連携協議会 指導助言 

「早期からの教育相談・支援体制の充実に向けて」 

 対象：但馬地域特別支援連携協議会 委員 26名 

 場所：兵庫県豊岡総合庁舎 

令和元

年 11月 

早期からの教育相談や支援体制について、各関係機関か

ら委嘱された委員により、情報共有がなされた。就学前

の段階で、どれくらい保護者に情報を発信し、より適切

な支援を受けられる関係機関と連携をとるかという課

題について大切さについて特別支援学校との連携など

リソースの活用について等、助言を行った。 

 
(50)特別支援教育士資格認定協会第１３回 S.E.N.S

養成セミナー指導実習 

 対象：特別支援教育士養成セミナー参加者 70名 

 場所：スペースアルファ神戸 

 

令和元

年 12月 

特別支援教育士資格取得のための、２泊３日の研修講座

の担当講師として運営、講義等を行った。 

グループ内でのアセスメント解釈や個別の指導計画作

成に関し、適宜助言を行った。また、最終試験に向けて

の個々の課題についての助言等を行った。 

(51)西播磨地区高等学校における通級による指導合

同研究会 

「発達段階に応じた通級の指導」 

 対象：兵庫県西播磨地区小中高等学校教職員、福

祉関係担当者等  ７８名 

 場所：兵庫県立太子高等学校 

令和 2

年 1月 

各学校種別ごとに、通級による指導が行われている。そ

れぞれの発達段階を理解し、今在籍している学校の先に

どんな教育が展開されるのか、将来の社会参加に向けて

どんな力が必要となるのかなどについて、資料をもとに

講義を行った。 

 



(52)兵庫県高等学校生徒指導協議会阪神支部協議会 

「特別な支援が必要な生徒への対応について」 

 対象：阪神地区生徒指導担当教員 60名 

 場所：兵庫県立宝塚西高等学校 

令和 2

年 2月 

問題行動等、生徒指導上課題となる生徒の行動の原因と

なっていることがある発達障害について、どのように理

解し、対応すればよいかといことについて、資料をもと

に講義を行った。 

 
(53)高等学校における通級による指導校内研修会 

「インクルーシブ教育と合理的配慮」 

対象：兵庫県立西脇北高等学校教職員 40名 

場所：兵庫県立西脇北高等学校 

令和元

年 2月 

年度内の校内研修の 2回目である。通級による指導の対

象となる生徒の理解について、応用行動分析の考え方を

もとに、事象に対して注意や叱責をするのではない関わ

り方について資料をもとに講義を行った。 

 
(54)神崎郡中学校特別支援教育研修会 

「通級指導教室と通常学級の効果的な連携につい

て」 

 対象：神崎郡中学校通級指導担当者等 20名 

 場所：兵庫県福崎町立福崎西中学校 

 

令和 2

年 2月 

中学校における通級による指導のあり方について、ま

た、通常学級との連携についてその意義や具体的指導に

ついて、資料をもとに講義を行った。 

(55)第 4回特別支援教育西播磨地域連携研修会指導

助言 

 対象：兵庫県西播磨地域通級指導担当教員、特別

支援学校教員 30名 

 場所：兵庫県立西はりま特別支援学校 

令和 2

年 2月 

通級による指導の実践報告が小学校、中学校の担当教員

からなされた。将来の自立に向けた視点を持つことの重

要性、通級指導が通級指導だけで実施するのではなく、

通常学級との連携が不可欠となることなどについて、助

言を行った。 

(56)兵庫県立上郡高等学校カウンセリングマインド

職員研修会講師「発達障害のある生徒に対するカウ

ンセリングマインド」 

 対象：兵庫県立上郡高等学校教員、50名 

 場所：兵庫県立上郡高等学校 

令和 2

年 8月 

発達障害の診断はないものの、中学時代から問題行動が

あったり、不登校や留年などの課題の多い生徒につい

て、どう理解し、支援していけば良いか、資料に基づき

講義を行った。 

(57)兵庫県立西神戸高等特別支援学校校内研修講師

「研修・研究とは」 

 対象：兵庫県立西神戸高等特別支援学校教員 53

名 

 場所：兵庫県立西神戸高等特別支援学校 

令和 2

年 7月 

新設４年目を迎え、特別支援教育の校内の充実を図るた

め、研修体制を構築し、全職員で同じテーマに向けたそ

れぞれの研修の深め方、進め方について、講義を行った。 

(58)高等学校における通級による指導実践研究事業

指導助言 

 対象：兵庫県立西脇北高等学校教員 10名 

 場所：兵庫県立西脇北高等学校 

令和 2

年８月 

高等学校における通級による指導の実施校における、通

常の学級の授業の方法、支援の工夫などのあり方につい

て、授業参観をした後に指導助言を行なった。 

(59)兵庫県立特別支援教育センター研修講座 通級

指導教室担当教員研修 講師 

 対象：兵庫県内通級指導担当教員 194名 

 場所：神戸市教育会館、兵庫県民会館 

令和 2

年 10月 

通級による指導を担当する、兵庫県内の全教員に対し、

発達障害のある児童の障害特性の理解と、的確なアセス

メントによる目標設定や自律活動の指導・支援の充実に

ついて、資料を用いて講義と演習を行った。 

(60)但馬地域特別支援連携協議会 指導助言 

「幼児児童生徒の就労、進学等を見据えた支援の在

り方について」 

 対象：但馬地域特別支援連携協議会 委員 26名 

 場所：兵庫県豊岡総合庁舎 

令和 2

年 11月 

特別支援学校の支援部、ハローワークからの現状の報告

があった。就労についての難しさと先を見据えた支援の

大切さ、福祉関係の支援について、幼小中学校との連携

について、助言を行った。 

(61)ひょうご専門家チーム派遣事業 

 対象：尼崎市立尼崎北小学校教員３名 

 場所：尼崎市立尼崎北小学校 

令和 2

年 11月 

通級指導担当教員による、通級の指導の実際を参観し、

対象児童の支援のあり方について、ケース検討を実施し

た。自立活動の内容や目標の設定、教師の関わり方につ

いて、評価するとともに、今後の目標について助言を行

なった。 



(62)ひょうご専門家チーム派遣事業 

 対象：神戸バイリンガルスクール教員８名 

 場所：神戸バイリンガルスクール 

令和２

年 12月 

バイリンガルスクールに通う、小学校１年生女児のケー

スについて、授業の様子の参観のあと、指導支援の方法

や体制の整え方などについて助言を行なった。 

(63)あかし教育研修センター講師派遣「特別支援教

育研修会」講師 

 対象：明石市立大蔵中学校 教員 35名 

 場所：明石市立大蔵中学校 

令和 3

年２月 

中学校における特別支援教育、ユニバーサルデザインの

授業について、資料を元に講義を行った。 

(64)特別支援学級カリキュラム検討委員会講師 

 対象：神崎郡市川町立市川中学校教員５名 

    市川町立甘地小学校教員１名 

 場所：神崎郡市川町立市川中学校 

令和 3

年 3月 

特別支援学級の教育課程のあり方や、その設定方法、自

律活動の授業の内容など、各学校の抱えている課題につ

いて、ケースを元に検討を行った。 

(65)南あわじ市立広田中学校校内研修講師 

 対象：南あわじ市立広田中学校教員 １７名 

 場所：南あわじ市立広田中学校 

令和 3

年 7月 

愛着障害の可能性のある生徒との関わり方や、発達障害

との違い、支援について、資料をもとに講義を行った。 

(66)赤穂市特別支援教育自主的研究推進事業夏季研

修会講師 

 対象：赤穂市特別支援教育担当教員 30名 

 場所：赤穂市民会館 

令和 3

年 8月 

「ユニバーサルデザインの視点を活かした学級づくり、

授業づくり」として、すべての児童にわかりやすい授業

の工夫や、安心して過ごせる学級づくりについて資料を

もとに講義を行った。 

(67)神崎郡小中学校特別支援教育夏季研修会講師 

対象：神崎郡小中学校教職員 170名 

場所：神崎郡市川町立市川中学校 

令和 3

年 8月 

通常の学級担任や管理職など、特別支援教育の担当者

ではない教員が、通級による指導とはどのようなもので

実際にはどのような指導をする場所なのか、という基本

的な内容から、実際の指導について、資料を作成し講義

を行った。 

(68)高等学校における通級による指導実践合同研究

会講師 

 対象：神戸市立湊川高等学校通級担当教員、神戸

市内小中学校教員他、約 60名 

 場所：オンライン研修 

令和 3

年 8月 

高等学校における通級による指導についてと、それぞれ

の発達段階に応じた効果的な指導・支援のあり方につい

て、資料をもとに講義を行った。 

(69)兵庫県淡路地区学級経営（特別支援教育）研究

会講師 

「児童生徒の障害の状態を踏まえた教育課程の編成

について」 

 対象：淡路地区特別支援学級担当教員、特別支援

教育担当教員   111名 

 場所：オンライン研修 

令和 3

年 8月 

 児童生徒の障害の状態を踏まえた教育課程の編成に

ついて、個別の教育課程の作成、個別の指導計画、教育

支援計画の作成、読み取りなど、実際的な内容について

資料を作成し、講義を行った。 

(70)兵庫県播磨西地区学級経営（特別支援教育）研

究会講師 

 対象：播磨西地区特別支援教育担当教員 520名 

 場所：姫路市市民会館大ホール 

令和 3

年 9月 

特別支援教育担当教員に対し、特別支援教育における今

日的な課題について、主に「自立活動」のあり方や、実

態把握についてなど、講義を行った。 



(71)淡路地区学校経営（校長）研修会講師 

 対象：淡路地区小中学校校長、市組合教育委員 90

名 

 場所：淡路文化会館 

令和 3

年 10月 

特別支援教育の視点を活かした学校経営のあり方や、チ

ーム学校としての特別支援教育への取り組み方につい

てなど、資料を作成し講義を行った。 

(72)但馬地域特別支援連携協議会 指導助言 

「子どもを中心に据えた学校と福祉の連携による支

援の在り方について」 

 対象：但馬地域特別支援連携協議会委員 26名 

 場所：豊岡総合庁舎 

令和 3

年 11月 

学校と福祉の連携は、「トライアングル・プロジェクト」

として政策が掲げられるなど喫緊の課題である。その取

り組みについて各機関からの実践発表を聞き、指導助言

を行った。学校側からみた視点と関係機関からの視点の

違いなど、多面的にとらえる必要性について助言した。 

(73)姫路市特別支援教育コーディネーター研修講師 

「通級による指導〜一人ひとりの状況に応じた指導

や配慮」」 

 対象：幼小中義高特別支援学校の特別支援教育コ

ーディネーター 70名 

 場所：姫路市立総合教育センタークレアホール 

令和 3

年 11月 

通級による指導について、自立活動を中心とした具体的

な指導の実際を例を挙げ、講義を行った。 

(74)明石市スーパーバイザー派遣事業 講師 

「インクルーシブ教育時代における特別支援教育」 

 対象：明石市立鳥羽小学校教職員 20名 

 場所：明石市立鳥羽小学校 

令和 4

年 1月 

特別支援学級、通級による指導、通常の学級などさまざ

まな教育の場における特別な指導のあり方について、具

体例を挙げながら資料をもとに講義を行った。 

(75)兵庫県立特別支援教育センター 担当者研修 

 新任特別支援学級担当教員等研修 講師 

 「自立活動・障害に応じた教育課程の編成」 

 対象：兵庫県内新任特別支援学級担当教員 約 500

名 オンライン研修 

令和４

年 4月 

初めて特別支援学級の担任となる兵庫県内の教員を対

象に、特別の教育課程の編成についてや自立活動の内容

と選定方法等について、資料を作成し講義を行った。 

(76)丹波教育事務所学級経営（特別支援教育）研修

会講師 

「特別支援学級の教育課程について」 

 対象：丹波地区特別支援学級担当教員 約 50名 

 場所：丹波市山南住民センター 

令和４

年 6月 

児童生徒の実態に応じた特別支援学級の教育課程の編

成について講義を行った。個別の指導計画の見直し、実

態の把握について、資料を作成し、少人数でのグループ

演習を入れながら具体的な内容について研修を実施し

た。 

(77)奈良県教育委員会研修講座 

「一人一人を大切にした教育、一人一人を大切にす

る教育」 

対象：奈良県内の特別支援学級担任、通級による指

導担当者等 約 50名 

場所：奈良県教育委員会特別支援教育推進室 

令和４

年 6月 

奈良県内の特別支援教育推進室主催の研修講座におい

て、教育課程の編成や個別の実態把握について資料をも

とに研修を実施した。 

(78)淡路教育事務所（学級経営）研修会講師 

「児童生徒の障害の状態に応じた指導内容や指導方

法の工夫について」 

 対象：淡路地区特別支援教育担当教員 約 60名 

 場所：淡路文化会館  

令和４

年７月 

淡路地区の特別支援学級担当教員等を対象に、教育課程

の編成や実態把握の方法について資料をもとに講義を

行った。 

(79)三田市立藍小学校校内研修講師 

「それぞれに学びのある交流及び共同学習」 

 対象：三田市立藍小学校教員 約 20名 

 場所：三田市立藍小学校 

令和４

年７月 

特別支援学級に在籍する児童の、交流学級における学び

とその評価のあり方について、資料を作成し、ケースを

取り入れながら研修を行った。 



(80)兵庫県高等学校における通級による指導実践研

究事業 西播磨地区合同研修会 講師 

「一人一人を大切にした通級による指導」 

対象：兵庫県西播磨地区高校教員、小中学校教員約

200名 

場所：兵庫県立先端科学技術支援センター 

令和４

年８月 

高等学校における通級による指導が実施され、軌道に乗

りつつある現在、小中学校の通級と高等学校の通級、そ

れぞれのあり方や接続に関し、成果や課題が明らかにな

りつつある。状況を踏まえ、今後の通級指導のあり方を

どう捉えるか、について資料をもとに講義を行った。 

(81)兵庫県立神戸特別支援学校カウンセリングマイ

ンド研修 講師 

「カウンセリングマインドを踏まえた面接練習」 

対象：兵庫県立神戸特別支援学校教員 約 60名 

場所：兵庫県立神戸特別支援学校 

令和４

年８月 

特別支援学校教員が、日頃関わる児童生徒や保護者と、

より良い関係を築きながら、児童生徒のためにそれぞれ

が役割を担って教育実践ができるよう、資料を作成し、

事例研修を実施した。傾聴に重点を置き、教員がいかに

話しを聞きながら相手の立場を理解できるか、という内

容で、今後に活かせる内容であるとの声があった。 

(82)あかし教育センタースーパーバイザー事業 

  兵庫県明石市立二見小学校校内研修 講師 

 「支援を要する児童に対する効果的な学習支援の

あり方について」 

 対象：明石市立二見小学校教員 約 20名 

 場所：明石市立二見小学校 

令和４

年８月 

発達障害のある児童や、学習に躓いている児童に対し、

効果的な学習支援のあり方とはどのような対応かにつ

いて、資料をもとに講義を行った。通常の学級の授業の

工夫、支援の方法などについて具体的に話をした。 

(83)兵庫県立教育研修所特別支援教育の視点を活か

した生徒指導研修講座 講師 

「「個」を大切にし認め合える学級「集団」づくり」 

 対象：兵庫県内小中学校教員 約 70名 

 場所：兵庫県立教育研修所 

令和４

年８月 

学級全体をアセスメントし、学習に躓いていたり、長時

間集中が難しかったりする児童生徒を含むすべての学

級の児童生徒にわかりやすい授業を提供するために、教

員がどのような取り組みができるかについて、資料を作

成し、講義を行った。 

(84)兵庫県神崎郡市川町立こども園職員研修 講師 

 「特性のある子どもへの関わり方」 

 対象：市川町内こども園職員 約 40名 

 場所：兵庫県神崎郡市川町立いちかわ東こども園 

  

令和４

年９月 

発達障害のある幼児の障害特性の理解、気づきの視点に

ついて、また、小学校に上がる前にどのような力をつけ

ておくと良いか、という点について、資料を作成し講義

を行った。 

(85)あかし教育センタースーパーバイザー派遣事業 

 特別支援教育研修講座 講師 

「子どものアセスメントと支援について」 

 対象：明石市内小中学校教員 約 30名 

 場所：あかし教育研修センター 

令和４

年９月 

子どもの実態を把握するためのアセスメントについて、

大まかに紹介し、使用について概略を理解してもらうよ

う、資料を作成し、講義を行った。実際の漢字の誤り分

析をしていただき、そこから支援に繋げることができる

か、グループ演習なども取り入れ、話をした。 

(86)あかし教育センタースーパーバイザー派遣事業 

 授業のユニバーサルデザイン 講師 

 対象：明石市内小中学校教員 約 30名 

 場所：あかし教育研修センター 

令和４

年 11月 

児童生徒の学習プリントなど、学習成果物の中から、誤

りに気づき、それをどのように指導支援するかというこ

とについて、資料を作成し、講義を行った。 

(87) あかし教育センタースーパーバイザー派遣事

象 

「学習障害についての指導や配慮」 

対象：明石市立鳥羽小学校教員 約 25名 

場所：兵庫県明石市立鳥羽小学校 

令和４

年１１

月 

 通常の学級における、学習障害のある児童に対する評

価と指導支援に活かしていく方法について、具体的な事

例を取り入れながら講義を行った。 

 

(88)大和大学 FD研修会 講師 

「発達障害のある学生の理解と対応」 

 対象：大和大学教職員 約 70名 

 場所：大和大学 

令和５

年２月 

発達障害のある学生の理解とその対応のあり方につい

て、大学職員を対象に講演を行なった。 

合理的配慮の提供について、大学としてどのような仕組

みが必要か、体制づくりの具体について資料をもとに講

義を行った。 

５ その他   

(1)日本 LD学会広報委員会 副委員長 平成 31

年５月

〜現在

に至る 

日本 LD 学会広報委員会副委員長として、学会広報誌の

発行、ホームページの UD 化、国際化についての検討な

ど、計画し、推進している。 



(2)但馬地域特別支援連携協議会 学識経験者 令和元

年 11月

〜現在

に至る 

LD、ADHD、高機能自閉症等を含めた特別な教育的支援を

必要とする幼児児童生徒への総合的支援体制の整備を

図るため、それぞれの期間の役割を明確にするととも

に、地域支援のネットワークの構築を図るための協議に

参加し総括助言を行なっている。 

(3)あかし教育研修センター スーパーバイザー 平成 31

年４月

〜現在

に至る 

明石市の市立学校園における教育課題解決及び校内研

修推進に資するため、派遣申請に応じ、講師として派遣

されている。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格、免許 
小学校教諭１種免許状 
 
幼稚園教諭２種免許状 
 
特別支援学校１種免許状（知・肢・病） 
 
特別支援教育士スーパーバイザー 
 
公認心理師 
 
修士（学校教育学） 

 
平成 5
年 3月 
平成５
年 3月 
平成 26
年 3月 
平成 30
年 4月 
令和３ 
年２月 
令和 3
年 3月 

 
平４小一第１５３７号（大阪府教育委員会） 
 
平４幼二第４７５１号（大阪府教育委員会） 
 
平２５特支第１８３号（大阪府教育委員会） 
 
SV１８－０１０（一般財団法人 特別支援教育士資格認
定協会） 
第３５７０１号 
 

兵庫教育大学大学院学校教育研究科（修第 9389号）論

題「フォントの読みやすさが読解に及ぼす影響に関する

研究〜UDフォントの学校現場における有効的活用につ

いて〜」 
２ 特許等  なし 

３ 実務の経験を有する者について特記事項 
（1）兵庫県教育委員会 特別支援教育特別コーディ

ネーターとしての業務  
 

 
平成 19
年 4 月
～27 年
3月 
 

 
特別支援教育特別コーディネーターとして講演会の講
師を毎年年間３回務めた。また保育園、中学校訪問、療
育機関訪問など、各関係機関との連携を図ったり、PTA
研修会の立案、実施なども行った。特別支援学級の新設
にあたり、書類の作成、保護者との面談、保育所との協
議、学級の備品等の購入申請等の業務を担当した。 
年間３回、定期的に校内適正就学指導委員会を開催し、
校内の特別な支援を要する児童についての共通理解と
特別支援教育についての啓発を行った。また、事案によ
っては、随時開催し、当面の対処についてや関係機関と
の連絡調整、校内の体制の整備などを行った。 
 
 （2）特別支援学級の担任としての業務 平成 23

年４月
〜平成
26 年３
月 
 

自閉症・情緒障害特別支援学級が新設にあたり、新１年
生入学前から準備をし、担任となった。教育実習生を受
け入れ、特別支援の基礎の講義を行った。就学前から保
護者や該当児と面談をし、特別支援学級とはどんな学級
なのかを全児童に理解・啓発するための全職員の共通理
解を図るなど、担任として円滑に学級運営ができるよ
う、工夫した。 
担任となってからは、在籍児童についての接し方や指
導・支援についての職員研修を実施し、交流及び共同学
習を積極的に行い、数年後の目標を見据えた学級運営を
行った。また、教育実習生を受け入れ、特別支援の基礎
的事項を指導した。 
 
 （3）特別支援教育にかかる教員長期研修派遣事業に

おける長期派遣研修参加 
 

平成 25
年 4 月
〜26 年
3月 
 

兵庫県教育委員会から大阪教育大学特別支援教育特別
専攻科に派遣される。特別支援学校教諭１種免許状
（知・肢・病）を取得した。特別支援教育概論、知的障
害教育、肢体不自由教育、病弱教育、視覚障害教育、聴
覚障害教育、言語障害教育をはじめ、読み書きに関する
視覚機能についての研究、また、実地研修として、特別
支援学校での教育実習、大阪府内の特別支援学校訪問、
通級指導教室訪問、大阪医科大学 LD センター研究協力
として読みに関するアセスメント、心理検査の実施など
を行った。 
 



（4）兵庫県教育委員会事務局播磨西教育事務所 
教育振興課主任指導主事特別支援教育担当とし
ての業務 

 

平成 27
年 4 月
～ 
29 年 3
月 
 

◎特別支援教育担当 
・兵庫県県内各地の特別支援教育に関する指導研修講座

の講師を務める 
・西播磨教育事務所管内の特別支援教育に関する研修講
座講師開催及び運営 

・特別支援学級編成及び教育課程編成に係る指導と事務     
・特別支援学級編成の実態調査及び聞き取り 
・特別支援学級設置校、学校生活教員配置校訪問調査と

指導 
・特別支援教育体制整備状況調査の実施と指導 
・播磨西地区（学級経営）研究会の実施と指導 
◎初任者研修担当  
・地区別初任者研修、一般研修の実施 
・初任者研修にかかる非常勤嘱託員の委嘱事務、派 
 遣 
◎小中一貫教育（義務教育学校）担当 
・小中一貫教育地区別研修会の開催 
◎小学校外国語教育担当 
・英語教育地区別研修会の実施 
◎幼児教育担当（特別支援教育の幼児を含） 
・幼児教育研修会の実施 
・幼児教育研究事業にかかる実践研究 
・幼児教育理解推進研修会の実施 
・幼稚園教諭初任者研修の実施 
 

（5）兵庫県立特別支援教育センター 
主任指導主事としての業務 

 

平成 29
年 4 月
～ 
平成 31
年 3月 
 
 

◎特別支援教育に関する研修に係る業務 
・特別支援学校２年次研修会講師 
・新任特別支援学級担当教員等研修講師 
・通級指導教室担当教員等研修講師 
・講師派遣研修講師 
◎特別支援教育に関する教育相談 
・ＬＤ，ＡＤＨＤ等発達につまずきのある幼児・児童・
生徒の保護者、本人の教育相談 
◎特別支援教育に関する委託研究員 
 「通常学級の教員に対する、障害のある子どもの教育
的支援についての理解・啓発」に関する研究 

（独立行政法人国立特別支援教育研究所地域実践研究） 
◎小中学校の先生のための特別支援教育ハンドブック
作成 

 
(6)ひょうご学習障害相談室専門相談員としての業

務 

平成 31

年 4 月

〜現在

に至る 

兵庫県の LD、ADHD 等に関する専門的な知識や技能を有

する相談員が、本人、保護者、教育関係者に相談支援を

行い、LD、ADHD 等に関する適切な情報を提供する。室長

１名、専門相談員９名で構成されている。幼児児童生徒

に関する相談業務を個別に行っている。ケースによっ

て、継続的に相談にあたることがある。 

(7)ひょうご専門家チーム派遣相談員としての業務 平成 31

年 4 月

〜現在

に至る 

医師・心理・教育関係者から構成する「ひょうご専門家

チーム」の派遣相談員として、兵庫県の学校園委員会等

からの要請に基づき、幼児児童生徒への支援や教員への

教育相談等、学校園に対する支援を行う。 

(1)幼児児童生徒への望ましい教育的対応についての専

門的意見の提示 

(2)学校園の支援体制についての指導助言 

(3)ケース会議等における助言等 

(4)その他必要に応じて関係機関が協議して支援を実施 

(8)但馬地域特別支援教育連携協議会委員としての

業務 

令和元

年 10月

〜現在

に至る 

兵庫県但馬地域の特別支援教育連携協議会の学識経験

者、委員長を務める。委員は、地域内の各市町教育委員

会、学校関係者、福祉関係者、県民局関係者、関係機関

担当者、事務局で構成され、テーマに基づいて協議が行

われる。関係機関と学校との円滑な連携や情報の共有の

貴重な機会であり、課題のある事柄について、適宜助言

を行った。 

 



(9)兵庫県スクールカウンセラーとしての業務 令和 2

年 4 月

〜現在

に至る 

兵庫県内の特別支援学校のスクールカウンセラーとし

て年 8 回の、特別支援学校に在籍する児童生徒または保

護者に対するカウンセリングを行う。また、教員との情

報共有、コンサルテーションを実施する。教職員対象の

カウンセリングマインド研修を行う。 

(10)奈良学園大学における活動 平成 31

年４月

〜現在

に至る 

人間教育学部学生相談室カウンセラー、学生支援センタ

ー運営委員、教職・保育課程委員会委員 として学部学

科の代表として参画した。主に、学生支援センター運営

委員・学生委員会委員・奈良学園大学同窓会ワーキング

委員として、奈良学園大学同窓会の立ち上げ、学生相談

の充実、学生相談連絡会の運営、合理的配慮の提供に関

する体制整備等、委員として企画・運営に関わった。 

４ その他 

 

 

 

 なし 

(1)日本 LD学会広報委員会 副委員長 平成 31

年５月

〜現在

に至る 

日本 LD 学会の広報委員会の委員会運営、年 4 回の広報

誌の発行、各記事の執筆者の依頼等、会員及び一般向け

の専門的情報発信等を進めている。 

(2)奈良学園大学三郷キャンパスにおける学生相談

室キャンパスカウンセラー 

平成 31

年４月

〜令和

4年3月 

三郷キャンパスの人間教育学部の学生を対象とした学

生相談室カウンセラーとして、定期的な相談のほか、事

前予約なしの訪問時間を設定し、学生の支援に当たって

いる。登美ヶ丘キャンパスの学生相談担当の高橋千香子

准教授と情報交換や共有をしながら対応した。 

(3)バイオメディカル・ファジイ・システム学会第 34

回年次大会 大会組織委員 

令和 2

年 10月

〜令和

3 年 12

月 

令和 3 年 12 月開催（奈良学園大学、オンラインのハイ

ブリッド開催）の第 34 回年次大会の大会組織委員を務

め、大会運営に従事した。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

１ 自前イラストでちょこっと

SST 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治図書出版 第１５４号 

 

「特別支援教育の実践情報

6-7月号」 

 

 

 

 

特別支援教育についての実践を掲載した著書 

Ｂ５判  全73頁 

共著者：太田篤志、高山恵子、安藤隆男、岡野由美

子、 

    他３３名  

担当部分：（ｐ４０～ｐ４１）視覚障害児支援を行い

ながら、SSTに取り組んだ実践である。自閉症のあ

る児童が、通常の学級における交流学習や休み時間

を過ごす中でいろいろなトラブルや困難に出会う経

験を積むことが多いが、様々 な場面を想定したソー

シャルスキルトレーニングを行った具体的な支援を

述べた。 

 



２ 間違い探しイラストをつかっ

て～たのしくおはなしコミュニケ

ーション～ 

 

共著 平成27年７月 明治図書出版 第１６８号 

 

「特別支援教育の実践情報

10-11月号」 

特別支援教育についての具体的指導方法実践を掲載

した著書 

B５版  全72頁 

共著者：大塚 晃、樋口一宗、河村 久 、岡野由

美子 

    他３１名 

・担当部分：（p４７）人とのかかわりについて、順

序性のあるイラストを使って会話やコミュニケーシ

ョンを高める実践について４枚のイラストを用い

て、その順序を考える中で、自閉症スペクトラムの

ある児童が、物事の事象の前後を考えることや、並

べ方について説明をするなどの会話と通して、コミ

ュニケーションの向上を目指した実践について述べ

た。 

３ 小中学校の先生のた
めの特別支援教育ハンド
ブック 

共著 平成30年12月 兵庫県立特別支援教

育センター 

小中学校の先生のための、特別支援教育

に関する基本的な内容をまとめた教師

向きの著書である。特別支援教育に関す

る国の動向や法的な事項、特別支援学級

担任のための、種別ごとの障害特性とそ

の指導・支援、教科書選定、教育課程の

組み方、通級による指導の制度、教育課

程の編成と指導方法、自立活動のあり

方、個別の教育支援計画、個別の指導計

画の立て方などを指導主事としてまと

めた。 

A４判 全 96頁 

共著者：沖汐守彦、松本武、堀井美佐、

藤原しをり、浅野 尚佳、岡野由美

子  

担当部分：P11 〜 26,P45 〜 50,P73 〜

78,P83〜88,P90〜91 について共著、抽出

不可 

 ４ 特別支援教育総論 共著 平成31年3月 

 

ERP出版株式会社 

全 70頁 

小中学校の特別支援の各障害について

の特徴の説明。障害の応じた教育課程編

成とその指導法について論じた。 

A6判 全  頁 

共著者：中島栄之介 

担当部分：   抽出不可 

５ 兵庫教育 No.850 共著 令和3年12月 兵庫県教育委員会 

全 40頁 

共生社会の実現に向けた特別支援教育

の充実〜「双方向」をキーワードとして

〜として、今後の特別支援教育の展開に

ついて、論述した。 

A4版  全 40頁 

共著者：島津明日香、猪子かおり、齋藤

弓絵、田渕伸司 他８名 

担当部分：p4〜p7 を単著 

６ 通常の学級における
ビジョントレーニングの
実践 

共著 令和4年４月 明治図書出版  

「LD＆ ADHD＆ ASD」

No.29 

学び方の違う子へのサポートに関する

実践を掲載した著書  

B５番全 68頁 

共著者：川端秀仁、奥村智人、簗田明教、

他 17名 

担当部分：p28〜31を単著 

特集「見る力」を育む「ビジョントレー

ニング」―概論・アセスメント・指導の

実際― において、通常学級における実

践をトレーニングの前後のデータをも

とに、その効果と指導への活かし方につ

いて論述した。 



（学術論文）     

1．発達障害の可能性のある

児童への読み書きのつまず

きに対する 

多感覚活用の視点からの支

援に関する一考察 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間教育第１巻第７号

（ P199〜210） 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常学級に在籍する発達障害の可能性の

ある児童の、読み書きのつまずきに対する

支援方法について考察した。視覚入力を

補助する手段として触覚教材は読みの困

難さを軽減することができ、読みの速度を

遅くする傾向があるが、読みやすさを感じさ

せる傾向もあり、注意を持続しながら読むこ

とで読み誤りが減り、学習効率に影響を及

ぼす可能性が示唆された。 

 

2. 知的障害のある児童生

徒の教育課程と指導法につ

いて 

― 新学習指導要領の改訂

に視点を当てて ―  

 

単著 平成30年9月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」 

第１巻第８号 

（ p249〜260） 

教育課程の編成について、特別支援教育

を巡る学習指導要領の動向を、確認し、教

育課程編成の基本的な理念、編成の手順

について具体的に論じる。本稿は特別支

援の知的障害についての教育課程につい

て、具体的な指導方法における配慮事項

にも言及する。その中でも、自立活動の支

援と評価について、具体的な事例を挙げ

て、筆者が多くの学校を参観し、教育課程

と指導法を表裏一体として指導をしてきた、

新たな視点を加味し論じた。 

 
3. 学習障害や注意欠陥多

動性障害の可能性のある

児童の読み支援への一考

察〜注意、集中力へのアプ

ローチに視点をあてて〜 

単著 平成30年10月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」 

第１巻第９号 

（ p281〜287） 

読みに躓きのある児童の中には、注意欠

陥・多動性障害などの注意・集中に課題

のある場合がある。触覚教材によって、

読み教材に集中をしながら読むことで、

内容の理解が進む可能性があることを

実験により考察した。 

4. 特別支援教育の視点か

ら見た学習指導要領の改

訂のポイント① 

〜インクルーシブ教育シ

ステム構築のために〜 
 

共著 平成30年10月 ERP出版株式会社 

ｐ14～p15 

改訂が行われた小学校・中学校学習指導

要領における、特別支援教育に関する内

容について整理し、その上で今後取り組

むべき課題と重要事項について論じた。 

5.特別支援教育の視点か

ら見た小中学校学習指導

要領の改訂のポイント② 

〜教育課程と自立活動〜 
 

共著 平成30年11月 ERP出版株式会社 

P14～15 

新学習指導要領における、特別支援学

級、通級による指導の中で、必要に応じ

て指導することとなっている「自立活

動」について、具体的な改訂内容を指

導・支援に生かすための効果的なな考え

方や指導方法について論じた。 

6. アセスメントに基づい

た特別の教育課程設定に

ついての一考察〜特別支

援学級における、個別の指

導計画を生かす日々の教

育活動〜 

単著 平成30年11月 奈良学園大学人間教

育学部ジャーナル「人

間教育」第１巻第１０

号(p299〜308) 

新学習指導要領においては、特別支援学

級の教育課程の編成について、その手順

や指導すべき内容などが規定された。そ

の実態把握、個別の指導計画、そして特

別の教育課程を密接に関連させた事例

を提示し、そのあり方について論じた。 

7. 特別支援学級担任への研修体

制に関する一考察 

〜特別支援教育センター研修講座

の充実について〜 

単著 平成30年12月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」第２

巻第１号(p1〜10) 

特別支援学級の担任特別支援学級担当

教員等研修講座の充実に向けた取り組

みの現状と今後の課題について考察し

た。新任特別支援学級担当教員に対する

研修内容を充実するために、教職員のニ

ーズについてアンケートを実施し、講座

の内容を充実に反映した実践例や研修

のあり方についても論じた。 

8. 知的障害のある児童生徒の教

科等を合わせた指導に関する一考

察―障害特性の強みを生かした指

導の在り方― 

単著 平成31年1月 奈良学園大学研究紀要第１

０集 

知的障害のある児童生徒に対する、効果

的な教科等を合わせた指導のあり方に

ついて、具体的な指導内容や、効果的な

指導のあり方とはどのようなものか、具

体的指導事例を挙げ、論じた。 



9. 障害特性に応じた指導方法の

工夫〜自閉スペクトラム症のある

児童生徒の自立活動について〜 

共著 平成31年1月 奈良学園大学研究紀要第１

０集 

障害特性に応じた指導方法の工夫とし

て、自閉スペクトラム症のある児童生徒

への自立活動について、具体的指導事例

を挙げ、特別支援学級および通級による

指導における、実態把握や目標の設定、

自立活動の指導内容の選定について論

じた。共著者：松田智子 

 

10. 通常の学級における日常活動

としてのビジョントレーニング 

〜「見る」力の高まりから、読み

書き能力の向上へ〜 

 

共著 平成30年12月 日本LD学会第２回研究集会 

抄録p 3〜4 

通常学級におけるビジョントレーニン
グの取り組みの効果について、様々なア
セスメントから検証した。学級集団とし
ての取り組みが学級全体に及ぼす効果
と、個の変容について、データから分析
を行い、考察したことについて発表し
た。 
共著者：奥村智人 増本利信 

11. 特別支援教育におけるICT 活

用に関する一考察 

〜障害のある児童生徒の支援ツー

ルとしてのICT〜 

単著 平成31年６月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」第２

巻第５号(p135〜143) 

特別支援教育における ICT活用の有効性

があることから、法改正や学習指導要領

の改訂においてどのように転換が行わ

れているか、また、効果的な ICT 活用に

ついて実践例をあげて論じた。 

12.通常の学級における、障害理解

教育に関する授業実践〜発達障害

のある児童生徒理解を図る授業実

践事例を通して〜 

単著 令和元年7月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」第２

巻第6号（p145〜153） 

通常の学級において、発達障害のある児

童生徒についての障害者理解教育の実

践を行った事例を挙げ、その実践方法や

成果、課題、発達障害についての障害理

解教育の重要性について論じた。 

13.知的発達がグレーゾーンに位

置し、自閉スペクトラム症も示唆

される、入室渋り児童に対する、

般性強化刺激を活用した支援の実

践 

共著 令和元年8月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」第２

巻第7号（p165〜173） 

在籍教室への入室渋りを見せる4年生男

児に、通級指導教室において教室復帰の

ための支援を行い、目標を設定し、トー

クンエコノミーシステムを実施し、行動

改善が図れた事例について、検討を行っ

た。 

共著者：増本利信 

14.特別支援学級におけるキャリ

ア教育に関する一考察〜地域の特

色を生かした日々 の教育活動から

〜 

単著 令和元年7月 奈良学園大学研究紀要第１

１集 

小学校の特別支援学級に在籍する知的

障害のある児童のキャリア教育の実践

について、実際の生活単元学習、自立活

動の指導事例をもとにその推進方法に

ついて論じた。 

15.通級による指導担当教員の研

修体制に関する一考察〜特別支援

教育センターの研修講座の実践か

ら〜 

単著 令和2年3月 奈良学園大学研究紀要第１

２集 

通級による指導の担当教員のスキル向

上を担う担当教員悉皆研修の実践につ

いて、受講者のアンケートをもとにその

ニーズや課題について検討し、講座の内

容に反映した研修のあり方について論

じた。 

16.特別支援学校教育実習に関す

る学生のレディネスの把握に関す

る研究 

単著 令和3年３月 奈良学園大学研究紀要第１

５週 

特別支援学校教育実習に関する事前指

導及び事後指導において、指導すべき内

容や大学と特別支援学校との連携につ

いて、投稿された文献をレビューした。 

（その他）     



［教材作成］ 
2 特別支援学校教育実習の手
引き 

 

 

 

 

単著 

 

令和５年３

月 

 

奈良学園大学 

A4判22頁 

 
特別支援学校で実施する教育実習に関
し、実習中におけるマナー、心得、授業
研究に向かう取り組みや教材研究、児童
生徒理解についてなど、事前指導、事後
指導において授業として使用するため
のテキスト。 

「指導助言・講話資料」     

1 通常学級における発達障害の

ある児童への支援の実態 

単著 平成25年８月 加古川市広汎性発達障がい

親の会 

A4判9頁 

通常学級における、発達に躓きのある児
童の、読み書きの向上を図るために取り
組んだ、アセスメントとビジョントレー
ニング、支援の方法について指導と評価
を関連付けて論じた。 
 

2 特別な支援を要する児童生徒の

理解と支援について 

単著 平成26年７月 大和郡山市教育委員会 

A4判10頁 

奈良県の教諭 30 名を対象に、通常の学
級に在籍する発達障害のある児童生徒
の基本的理解とその具体的な指導・支援
の方法について読み書きの躓きの要因
について、事例をもとにした指導とその
効果について分析し方向性を提示した。 
 

3 「見る」アセスメントから支援

を考える 

単著 平成26年８月 一般社団法人ゆうありてぃ 

A4判15頁 

発達につまずきのある児童の「見る」力
についてのアセスメントの意味と方法、
解釈について具体例を示してまとめた。 
 

4 発達障害のある児童の「見る」

アセスメントから支援を考える。 

単著 平成27年６月 播磨発達支援研究会 

A4判12頁 

「見る」ことから「読む」ことへの一連
のメカニズムとそのつまずきについて、
アセスメントの方法とその支援について
など、具体的な例を示し、工夫してまと
めた。 
 

5 特別な支援を要する児童
生徒の指導」～自立活動の
あり方～」 

 

単著 平成 27 年 7
月 
 

兵庫県佐用町特別支
援教育研修会 
A4判8頁 

兵庫県管理職及び教諭 20 名を対象に特
別支援学級の教育課程の法的根拠と、教
育課程の編成理念、知的障害及び肢体不
自由のある児童生徒の教育課程の構造
と指導方法について述べた。自立活動の
区分、項目の詳細の説明と具体的な指導
内容の事例を挙げて、資料準備して助言
を行った。 
 

6 発達障害のある子どもの理解

と支援〜子どもの「見る」力のア

セスメント〜 

 

単著 平成27年８月 天理市教育委員会 

A4判10頁 
 

天理市立井戸堂小学校管理職及び教諭
12名を対象に、「見る」力や「読み書き」
につまずきのある学習障害の児童生徒
の実態を把握するためのアセスメント
「WAVES」の内容と、基本的な解釈の方
法をまとめた。 
 

7 視知覚関連のアセスメントに

ついて〜WAVESの結果の解釈〜 

 

単著 平成27年６月 姫路市教育委員会 

A4判10頁 

兵庫県立特別支援学校教諭及び特別支
援担当教諭 14名を対象に、読み書きに躓
きのある児童生徒の指導・支援について
「読む」ために必要な視知覚、認知能力、
情報処理過程の理解と、「見る」力のアセ
スメントの方法について、また、その具
体的な支援について、まとめた。 
 

8 合理的配慮の提供とユニ

バーサルデザインによる

授業について 

 

単著 平成 27 年 7
月 
 
 

兵庫県教育委員会 
特別支援課 
A4判10頁 
 

兵庫県臨時的任用教員 60 名を対象に、
通常の学級に在籍する学習や生活につ
まずきのある児童生徒の理解と、その指
導・支援方法についてユニバーサルデザ
インの考え方に基づく学級づくり、学習
指導の方法の工夫と、個別に配慮の必要
な児童生徒の行動、学習面の困難さの理
解を深めるために資料を準備して指導
した。 
 



9 特別な支援を要する児

童生徒の自立活動のあり

方 

 

単著 平成28年８月 兵庫県たつの市教育委

員会 

A4判16頁 

兵庫県たつの市立小中学校特別支援学
級担任 30 名を対象に特別支援学級の教
育課程の法的根拠と、教育課程の組み方、
知的障害及び肢体不自由のある児童生徒
の教育課程の構造と指導法について述べ
た。「合わせた指導」の具体的内容につい
て「自立活動」の区分、項目の詳細の説
明と具体的な指導内容の事例を挙げてま
とめた。 
 

10 発達障害のある児童生

徒の理解と学級づくり 

単著 平成28年８月 兵庫県神河町教育委員

会 

A4判23頁 

神河町小中学校全教職員、教育委員、教
育委員会担当者約８０名を対象に、通常
の学級の担任に必要な特別支援児童生
徒理解のあり方やアセスメントについ
て論じた。児童生徒の問題行動の背景に
ある原因についての理解と、その上にた
った指導法・支援のあり方についてまと
めた。 
 
 11 通級指導のあり方～教

育課程と自立活動のあり

方～ 

単著 平成 28年 9 月 
 
 
   

兵庫県西播磨地区教
育事務所 
A4判23頁 

兵庫県西播磨地区小中学校生活支援教
員及び特別支援学校教員を対象に、通級
による指導について、その目的、対象と
なる児童生徒、指導時間等の法的根拠に
基づいた制度の理解、目標と評価につい
て指導した。さらに対象となる児童生徒
の実態把握の方法と、自立活動の具体的
な内容について指導例を準備して講演
した。 
 

12 通級指導教室と通常学

級の連携の意義とその方

法について 

 

単著 平成29年１月 兵庫県揖龍地区教育

委員会 

A4判17頁 

特別支援教育コーディネーター40 名を
対象に 
通級による指導について、その目的、対
象となる児童生徒、指導時間等の法的根
拠に基づいた制度の理解、目標と評価に
ついて指導した。さらに対象となる児童
生徒の実態把握の方法と、自立活動の具
体的な内容について指導例をあげてま
とめた。 
 

13  保護者との連携 単著 平成29年６月 兵庫県立特別支援教

育センター 

パワーポイント 15枚 

特別支援学校教職経験２年目の教員 70
名を対象に、障害のある子どもの保護者
の心理的側面の理解と、よりよい協働の
あり方について、事例をあげ、保護者と
の連携が教育に及ぼす役割を論じた。 
 

14 授業のユニバーサルデザイン

化 

 

単著 平成29年６月 兵庫県立但馬農業高

等学校 

A4判8頁 

兵庫県立但馬農業高等学校の教員等約
40名を対象に、発達障害のある生徒の基
本的理解と、どの生徒にもわかりやすい
授業という視点での授業改善の工夫に
ついて、ユニバーサルデザインの考え方
について具体的に論じた。 
 
 15 教育課程と自立活動 単著 平成 29 年 6

月 

兵庫県立特別支援教

育センター 

A4判 11頁 

通級による指導の制度、目標、指導内容
について学び、自立活動について、区分、
項目ごとの具体的指導内容について、資
料を作成し講義を行った。 
 

16 特別な支援を要する児
童・生徒の理解と支援〜ス
クールアシスタントとし
ての支援 Vol.1〜 
  

単著 平成 29 年８

月 

猪名川町教育委員会 

A4判 12頁 

猪名川町スクールアシスタント 15 名を
対象に、通常学級に在籍する発達障害の
ある児童生徒についての理解・支援のあ
り方についてと、学級担任との連携のあ
り方や大切さについて、資料にまとめ
た。 
 
 17 特別な支援を要する児

童・生徒の指導、支援 
  
 

単著 平成 29 年８

月 

猪名川町教育委員会 

A4判 13頁 

猪名川町小中学校初任教員を対象に、LD
等の心理的疑似体験を通して、書けな
い、読めないなどの困難さのある児童生
徒の心理状態を理解するとともに、児童
生徒の行動からその原因を探る方法に
ついて、演習を行った。 



18 特別支援学校の学級経
営と児童生徒理解 
  
 

単著 平成 29 年８

月 

兵庫県立特別支援教

育センター 

A4判 11頁 

特別支援学校教職経験２年目の教員 70
名を対象に、特別支援学校の学級担任と
して、個別の指導、支援のあり方と学級
集団の指導について、また、児童生徒の
理解のあり方について、資料を作成し
た。 
 

19 兵庫県の通級指導の現
状と課題 

単著 平成 29 年８

月 

播磨西地区サポート

ネット会議 

A4判 15頁 

播磨西地区の特別支援学校、高等学校、
小中学校の管理職、特別支援教育コーデ
ィネーター等サポートネット会議の会
員を対象に通級による指導に関する現
状と、通級による指導が児童生徒の自立
と社会参加に対してどのような役割を
担っているのか、ということを、学習指
導要領や文部科学省の調査結果等を示
した。 
 

20 新学習指導要領と個別
の指導計画 
 

単著 平成 29 年８

月 

兵庫県教育委員会播

磨西教育事務所 

A4判 15頁 

播磨西地区の特別支援学級担当教員、通
級指導教室担当教員 170名を対象に、特
別支援学級の教育課程の編成のポイン
トや、自立活動の区分と項目の整理、特
に知的障害のある児童生徒の教育課程
の構造について、資料を作成した。 
 

21 視知覚関連のアセスメ
ントについて 
〜WAVEWSの結果の解釈 
 

単著 平成 29 年９

月 

姫路市教育委員会 

A4判 24頁 

兵庫県立特別支援学校のコーディネー
ター、姫路市立の小中学校の通級担当者
18 名を対象に、「見る」力と「読み書き」
に躓きのある児童生徒の実態を把握す
るためのアセスメント「WAVES」の内容
と基本的な解釈についての講義を行っ
た。また、その結果についての評価、解
釈と事例検討について、資料を作成し、
講義を行った。 
 

22 特別な支援を要する児
童生徒の指導・支援につい
て 

単著 平成 29 年９

月 

佐用町教育委員会 

A4判 17頁 

兵庫県佐用町の小中学校特別支援教育
コーディネーター、教育委員会、福祉関
係等各関係機関の 35 名を対象に、学習
指導要領の改訂のポイントについてと、
コーディネーターとしての校内支援の
あり方、関係機関との連携のあり方等に
ついて、資料にまとめた。 
 

23 通級による指導に期待
されること〜自立活動の
具体的指導方法〜 
 

単著 平成 29 年 12

月 

丹波市教育委員会・篠

山市教育委員会 

A4判 21頁 

篠山市、丹波市の通級指導教室担当者、
教育委員会指導主事、特別支援学校コー
ディネーター25名を対象に、通級による
指導における、現場や高等学校における
通級による指導の兵庫県における動向
についてと、児童生徒の実態把握を元に
した自立活動の選定や指導について、資
料を作成した。 
 
 

24 やってみよう事例検討 
〜アセスメントから指導
計画へ〜 
 

単著 平成 29 年 12

月 

特別支援教育士長崎

支部会 

A4判 11頁 

特別支援教育士長崎支部会員 70 名を対
象に、学習や生活に困難を示す児童生徒
のアセスメントから、指導計画を作り出
すための、ケース検討、 
WISC-Ⅳ、DTVP2 などのフォーマルアセス
メントと、児童生徒や担任、保護者等か
らの聞き取り、観察を総合的にアセスメ
ントし、通級指導教室、通常学級、保護
者それぞれについて、指導目標を考える
方法等について資料を作成した。 
 

25 特別な支援を要する児
童・生徒の理解と支援〜ス
クールアシスタントとし
ての支援〜Vol.2  
 

単著 平成 29 年 12

月 

猪名川町教育委員会 
A4判 10頁 

猪名川町スクールアシスタント 15 名を
対象に、LD 等の心理的疑似体験を通し
て、書けない、読めない困難さのある児
童生徒の心理状態を理解するとともに、
２学期を終えた時点での振り返りと３
学期に向けての目標の設定について考
えた。また、行動の理由を見るポイント
について、資料を作成した。 



26 特別支援学級の教育課
程の編成や年間計画につ
いて 
 

単著 平成 30 年１

月 

兵庫県教育委員会事
務局淡路教育事務所 
A4判 15頁 

淡路地区小中学校特別支援学級担任、特
別支援教育コーディネーター50 名を対
象に、特別支援学級の教育課程の構造に
ついてと、自立活動の目標と内容、指導
について、学習指導要領の海底のポイン
トについて、資料を作成した。 
 

27 特別な支援を要する児
童の、特別の教科 道徳の
指導について 
 

単著 平成 30 年２

月 

兵庫県赤穂郡上郡町
立山野里小学校 
A4判 11頁 

上郡町立山野里小学校の教職員 24 名を
対象に、特別支援学級在籍児童の、交流
学級における「特別の教科 道徳」につ
いて、特別支援学級担任の支援について
や、交流学級担任との連携のあり方など
について、資料にまとめた。 
 

28教育課程と自立活動 
 

単著 平成 30 年６

月 

兵庫県立特別支援教
育センター 
A4判 11頁 

兵庫県内の小中学校通級指導教室担当
教員 73 名を対象に、通級による指導の
制度、目標、指導内容について学び、自
立活動について、区分、項目ごとの具体
的指導内容について、資料を作成した。 
 

29 障害に応じた教育課程
の編成と自立活動の指導 
 

単著 平成 30 年６

月 

兵庫県立特別支援教
育センター 
A4判 15頁 

兵庫県内の小中学校で、初めて特別支援
学級の担当をする教員 500名を対象に、
特別支援学級の教育課程の編成につい
て、障害特性の理解と、実態把握、自立
活動の指導について、資料を作成し教育
課程への理解を深めた。 
 

30 障害特性の理解と支援
のあり方について 
 

単著 平成 30 年６

月 

兵庫県立東播工業高
等学校 
A4判 15頁 

兵庫県立東播工業高等学校の教職員 24
名を対象に、発達障害の基礎的な理解と
疑似体験を通じて生徒の心理状態を理
解するとともに、効果的な指導、支援の
あり方について、資料を作成し演習も交
えた講義を行った。 
 

31 学習指導要領移行期のポイン

トと個別の指導計画 

 

単著 平成30年7月 
 

兵庫県教育委員会播
磨西教育事務所 

パワーポイント 20枚 
A4判 10頁 

兵庫県西播磨地区小中学校特別支援学
級担任及び通級指導教室担当者170名を
対象に特別支援教育に関する、学習指導
要領改訂に沿った教育課程編成のポイ
ントと、自立活動における個別の指導計
画の作成について、資料を作成し実際の
教育課程を比較分析し講演した。 
 

32 進路についての合理的

配慮 

 

 

 

単著 平成30年８月 赤穂市立赤穂中学校 

A4判 10頁 

赤穂中学校教員及び管理職 30 名を対象
に、中学校の通常学級に在籍する発達障
害のある生徒についての理解・啓発を他
の生徒に行う方法、進学に向けての合理
的配慮の提供に関する適切な考え方に
ついてまとめた。 

33 特別支援教育の具体的

な進め方 

単著 平成 30 年 8 

月 

佐用町教育委員会 

A4判 16頁 

佐用町教育研究所所員、小学校・中学校
教職員 30名を対象に、学習指導要領の
改訂のポイントと、各教科等の指導にお
ける配慮事項などの工夫や、指導・支援
の工夫について、疑似体験や、スリット
の作成など、事例や実技などを取り入れ
ながら理解を深めるように資料を作成
して講義を行った。 
 

34 高等学校における発達

障害のある子の理解 

  

 

単著 令和元年６

月 
兵庫県立西脇北高等

学校 

A4判 19頁 

兵庫県立西脇北高等学校教員約 40名を

対象に兵庫県教育委員会事業の一貫で

ある「高等学校における通級による指導

実践研究事業」の校内研修会で資料を基

に、発達障害のある生徒の他、自傷行為、

非行行為等様々な課題のある生徒指導

面での対応とともに、発達障害を理解

し、その指導について理解できるよう、

疑似体験を取り入れるなどして講義を

行った。 



35 通常の学級における指

導・支援について〜通級に

よる指導との効果的な連

携〜 

  

単著 令和元年7月 相生市特別支援教育

研修講座(相生市民会

館) 

A4判 24頁 

相生市学校園教職員 45名を対象に、 

通常の学級に在籍する児童生徒の行動

面のつまずきについて、応用行動分析の

考え方をもとに行動の原因やその結果

についての観察の方法、行動変容につな

がる指導について、資料をもとに講義を

行った。通級による指導についても、位

置付けや通常学級との連携について理

解を図った。 

 
36 特別支援教育コーディ

ネーターの役割とは 

  

単著 令和元年7月 姫路市立中学校特別

支援教育コーディネ

ーター研修会 

A4判 19頁 

姫路市内中学校教員、特別支援学校教員

70名に、資料を配布して特別支援教育コ

ーディネーターの業務の引き継ぎが十

分でない、仕事が円滑に進められないな

ど様々な課題について論じた。校内の特

別支援教育の推進においては、その引き

継ぎの不十分さが弊害となっているケ

ースもある。どのように円滑に業務を進

めていけば良いか、実習を入れ、講義を

行った。 

 

 37 WISC-Ⅳ等発達検査につ

いて詳しく知ろう 

 

単著 令和元年 8月 明石市特別支援研修

講座 

A4判 19頁 

あかし市教育研修所特別支援教育受講

者 12名に、特別な支援を要する児童生

徒が、その発達の凹凸やつまずきの要因

を探るために医療機関等で実施される

各種の検査結果の報告について、どのよ

うに読み取り支援に生かすかというこ

とについて、資料をもとに講義を行っ

た。支援に生かす方法について理解を深

めることができた。 

 

38  LD、ADHDの児童生徒に

対する支援等について 

  

単著 令和元年 8月 神崎郡小中学校特別

支援教育研修会 

A4判 25頁 

神崎郡小中学校特別支援教育担当者等 

40名を対象に、発達障害のある児童生徒

の指導、支援の具体的なあり方につい

て、資料をもとに講義を行った。 

障害特性の理解と、ユニバーサルデザイ

ンの授業の基本的な考え方等について

理解啓発を図った。 

 

39 特別な支援を要する子

どもたちを「理解する」と

は 

  

単著 令和元年 8月 佐用町教育研修所特

別支援教育研修講座 

A4判 20頁 

佐用町小中学校教員 17名に対し、特別

な支援を要する児童生徒の発達検査等

の所見をもとに、その困難さの理解と具

体的な支援方法について、資料を作成

し、講義を行った。障害理解を考えるた

めに疑似体験等を取り入れ、正しく理解

することの大切さについて資料をもと

に講義をした。 

 

40 すべての教職員のため

の特別支援教育をふまえ

た授業作り 

  

単著 令和元年 8月 太子町教職員研修 

A4判 19頁 

太子町立幼小中学校教職員240名を対象

に、通常の学級に在籍する学習や生活に

困難を示す児童生徒について、どのよう

に観察し、つまずきの原因を探るかとい

うことや、通常学級の授業作りについ

て、事例をもとに実践的な内容として、

資料をもとに論じた。 



41 高等学校における通級

指導について 

  

単著 令和元年 8月 高等学校における通

級による指導実践研

究事業校内研修会 

（兵庫県立宝塚西高

等学校） 

A4判 19頁 

兵庫県立宝塚西高等学校教職員、保護者 

40名に、２年目を迎えた高等学校におけ

る通級による指導の、その指導のあり方

について校内で共通理解を深めるため、

概要について講義を行った。自立活動や

個別の指導計画に基づいた指導のあり

方について、資料を作成し説明した。高

等学校の特色により、課題は異なるもの

の、どこでも同様に発達障害のある生徒

の存在や対応の重要性があることにつ

いて指摘した。 

 
42 WISC-Ⅳ等、発達検査の

結果から具体的支援につ

なげるために 

  

単著 令和元年 10

月 
あかし教育センター

特別支援教育研修講

座 

A4判 18頁 

明石市小中学校教職員約 50名を対象に、 

発達検査の理解についての講義を行っ

た。検査の所見は、特別な支援を要する

児童生徒の保護者から情報提供として

受け取り、目にする機会が多くなった現

在の学校現場であるが、それを読み解

き、支援につなげることができなければ

活用できたとは言い難い。その基本的な

解釈の仕方や、その支援方法について事

例をもとに説明した。 

 
43 早期からの教育相談・

支援体制の充実に向けて 

  

 

単著 令和元年 11

月 

但馬地域特別支援連

携協議会 指導助言 

 

A4判 2頁 

但馬地域特別支援連携協議会委員 26名

で、早期からの教育相談や支援体制につ

いて、各関係機関から委嘱された委員に

より、情報共有がなされた。就学前の段

階で、どれくらい保護者に情報を発信

し、より適切な支援を受けられる関係機

関と連携をとるかという課題と、連携先

として、特別支援学校などのリソースの

活用について等、助言を行った。 

 

44 発達段階に応じた通級

の指導 

  

 

単著 令和2年 1月 西播磨地区高等学校

における通級による

指導合同研究会（兵庫

県立太子高等学校） 

A4判 19頁 

兵庫県西播磨地区小中高等学校教職員、

福祉関係担当者等 78 名に対し、発達段

階に応じた通級指導のあり方について

説明した。各学校種別ごとに、通級によ

る指導が行われている。それぞれの発達

段階を理解し、今在籍している学校の先

にどんな教育が展開されるのか、将来の

社会参加に向けてどんな力が必要とな

るのかなどについて、資料を作成して論

じた。 

45 特別な支援が必要な生

徒への対応について 

  

単著 令和2年 2月 兵庫県高等学校生徒

指導協議会阪神支部

協議会（兵庫県立宝塚

西高等学校） 

A4判 19頁 

阪神地区生徒指導担当教員 60名を対象

に、問題行動等、生徒指導上課題となる

生徒の行動の原因となっていることが

ある発達障害について、どのように理解

し、対応すればよいかといことについ

て、資料をもとに論じた。 

 

46 インクルーシブ教育と

合理的配慮 

 

単著 令和元年2月 高等学校における通

級による指導実践事

業 校内研修会（兵庫

県立西脇北高等学校） 

A4判 13頁 

 

兵庫県立西脇北高等学校教職員40名に、 

年度内の校内研修の 2回目を実施した。

通級による指導の対象となる生徒の理

解について、応用行動分析の考え方をも

とに、事象に対して注意や叱責をするの

ではない関わり方について資料をもと

に講義を行った。 



47 通級指導教室と通常学

級の効果的な連携につい

て 

  

単著 令和2年 2月 神崎郡中学校特別支

援教育研修会 

A4判 15頁 

神崎郡中学校通級指導担当者等約 20名

を対象に、中学校における通級による指

導のあり方について講義を行った。ま

た、通常学級との連携についてその意義

や具体的指導について、自立活動の考え

方や将来の自立と社会参加でのつなぎ、

高等学校における通級による指導の説

明など、資料をもとに行った。 

 

48発達障害のある生徒に

対するカウンセリングマ

インド  

 

単著 令和 2年 8月 兵庫県立上郡高等学

校カウンセリングマ

インド職員研修会講

師 

A４判 15頁 

兵庫県立上郡高等学校の教員約 50 名を
対象に、発達障害の診断はないものの、
中学時代から問題行動があったり、不登
校や留年などの課題の多い生徒につい
て、どう理解し、支援していけば良いか、
資料に基づき講義を行った。 

49 研修・研究とは 

  

 

単著 令和 2年 7月 兵庫県立西神戸高等

特別支援学校校内研

修会 

A４判 7頁 

兵庫県立西神戸高等特別支援学校の教
員 53 名を対象に校内研修を行い、新設
４年目を迎え、特別支援教育の校内の充
実を図るため、研修体制を構築し、全職
員で同じテーマに向けたそれぞれの研
修の深め方、進め方について、講義を行
った。 

50 アセスメントと支援 

  

 

単著 令和 2年 10

月 
兵庫県立特別支援教

育センター研修会 

A４判 18頁 

兵庫県立特別支援教育センター研修講

座の通級指導教室担当教員研修を実施

し、通級による指導を担当する、兵庫県

内の全教員 194名に対し、発達障害のあ

る児童の障害特性の理解と、的確なアセ

スメントによる目標設定や自律活動の

指導・支援の充実について、資料を用い

て講義と演習を行った。 

51 特別な支援が必要な生

徒への対応について 

  

  

単著 令和3年２月 明石市立大蔵中学校

校内研修会 

A４判 18頁 

あかし教育研修センター講師派遣事業
として、明石市立大蔵中学校教員 35 名
に講演を行った。中学校における特別支
援教育、ユニバーサルデザインの授業に
ついて、資料を元に講義を行った。 

52 愛着障害・発達障害特

性と支援のアプローチの

仕方 

  

 

単著 令和 3年 7月 南あわじ市立広田中

学校 

A４判 16頁 

 

愛着障害の可能性のある生徒との関わ
り方や、発達障害との違い、支援につい
て、資料をもとに講義を行った。 



53 ユニバーサルデザイン

の視点を活かした学級づ

くり、授業づくり 

 

単著 令和 3年 8月 赤穂市特別支援教育

自主的研究推進事業

夏季研修会 

A４判 15頁 

 

「ユニバーサルデザインの視点を活か
した学級づくり、授業づくり」として、
すべての児童にわかりやすい授業の工
夫や、安心して過ごせる学級づくりにつ
いて資料をもとに講義を行った。 

54 通級の実践的な指導法

について 

 

単著 令和 3年 8月 神崎郡小中学校特別

支援教育夏季研修会 

A４判 16頁 

 

通常の学級担任や管理職など、特別支援
教育の担当者ではない教員が、通級によ
る指導とはどのようなもので実際には
どのような指導をする場所なのか、とい
う基本的な内容から、実際の指導につい
て、資料を作成し講義を行った。 

55 これからの通級に必要

なこと 

 

単著 令和 3年 8月 高等学校における通

級による指導実践合

同研究会 

A４判 16頁 

 

高等学校における通級による指導につ
いてと、それぞれの発達段階に応じた効
果的な指導・支援のあり方について、資
料をもとに講義を行った。 

56 児童生徒の障害の状態

を踏まえた教育課程の編

成について 

  

 

単著 令和 3年 8月 兵庫県淡路地区学級

経営（特別支援教育）

研究会 

A４判 16頁 

 

 児童生徒の障害の状態を踏まえた教
育課程の編成について、個別の教育課程
の作成、個別の指導計画、教育支援計画
の作成、読み取りなど、実際的な内容に
ついて資料を作成し、講義を行った。 

57 児童生徒の障害の状態

を踏まえた特別の教育課

程の編成について 

 

単著 令和 3年 10

月 

淡路地区学校経営（校

長）研修会 

A４判 16頁 

 

特別支援教育の視点を活かした学校経
営のあり方や、チーム学校としての特別
支援教育への取り組み方についてなど、
資料を作成し講義を行った。 

58通級による指導〜一人

ひとりの状況に応じた指

導や配慮 

  

 

単著 令和 3年 11

月 
姫路市特別支援教育

コーディネーター研

修 

通級による指導について、自立活動を中
心とした具体的な指導の実際を例を挙
げ、講義を行った。 



59 インクルーシブ教育時

代における特別支援教育 

  

 

単著 令和 4年 1月 明石市スーパーバイ

ザー派遣事業 明石

市立鳥羽小学校校内

研修 

A4判 17頁 

特別支援学級、通級による指導、通常の
学級などさまざまな教育の場における
特別な指導のあり方について、具体例を
挙げながら資料をもとに講義を行った。 

「学会発表等」 
１「通常学級で取り組んだ
児童の「見る力」へのアプ
ローチ～日常活動として
取り組んだビジョン・トレ
ーニングとアセスメント
～」 

 

 

― 

 
平成 23 年 10
月 

 

 
日本 LD学会第 20回大
会 
跡見学園女子大学 
ポスター発表 

抄録p268-269 

 

 
毎朝約５分間のビジョントレーニング
を数ヶ月行った通常学級の児童の眼球
運動の向上の有無を検証約２ヶ月間、ビ
ジョントレーニングを行ったトレーニ
ング実施群と、トレーニング非実施群に
ついて、眼球運動に関わるアセスメント
をトレーニングの前後で行い、その効果
について提案した。 

 ２「通常学級で取り組んだ
児童の「見る力」へのアプ
ローチ２～日常活動とし
て取り組んだビジョン・ト
レーニングとアセスメン
ト～」 

 

― 平成 24 年 10
月 

 

日本 LD学会第 21回大

会 

（宮城教育大学） 

ポスター発表 

抄録p432-433 

 

前年度の児童の眼球運動の向上の有無
を検証研究結果を基に、さらに細かいア
セスメントを行い、ビジョントレーニン
グの効果について検証を行った。５年生
と６年生において、実施群と非実施群に
おいて、約５ヶ月のビジョントレーニン
グを行い、その効果と仮説について新た
な提案をした。 
  

３「通常学級で取り組んだ

児童の「見る力」へのアプ

ローチ３～日常活動とし

て取り組んだビジョン・ト

レーニングとアセスメン

ト～」 
 

― 平成 25 年 11
月 
 

日本 LD学会第 22回大
会（パシフィコ横浜） 
ポスター発表 
抄録 p474-475 

 

前年度から継続して約１年間、児童の眼
球運動の向上の有無を検証トレーニン
グをした結果の分析と検証した。取り組
みの結果、遠見視写検査について、有意
差が認められ、トレーニングの有用性が
見られたことを提案した。 

4「読み書きにつまずきの

ある児童のアセスメント

と指導～オプトメトリス

ト、通級、通常学級３者の

立場から～ 

 

― 平成 28年 11
月 
 

日本 LD学会第 25回大
会 

（パシフィコ横浜） 

自主シンポジウム 

JE１ 
WEB 論文集のため冊子
資料なし 

読み書きに躓きのある児童生徒のアセ
スメントと指導について、通常の学級の
教員の立場から発表した。毎朝のビジョ
ントレーニングの結果と、通常の学級で
できる指導について、通級による指導と
の連携について、提言を行った。 
シンポジスト： 岩永竜一郎、奥村智人、
増本利信、岡野由美子 
 

５ 「特別支援教育におけ

る読解力向上の試み～読

み書き困難から視覚障害、

聴覚障害に至るまで〜 

 

― 平成 30 年 10
月 
 

日本特殊教育学会 56
回大会自主シンポジ
ウム 
（グランキューブ大
阪） 
冊子資料ｐ44 

 読み書きに躓きのある児童へのアセ
スメントと指導について、実践発表。発
達段階を踏まえた、個々の児童への指
導・支援のあり方についてまとめた。 
シンポジスト：川崎聡大、加藤哲則、奥
村智人、安藤明伸、深谷圭助、樋口一宗、
荻布優子、松崎泰 
 
 ６「通級指導教室のこれま

でとこれから」 
～小学校、中学校、高等学
校の LD通級担当者による、
現場からの提言～ 

 

― 平成 30 年 11
月 
 

日本 LD学会第 27回大
会自主シンポジウム
（新潟コンベンショ
ンセンター） 
冊子資料ｐ59－60 
 
 

高等学校における通級による指導が、平
成 30 年度から始まったことを踏まえ、
通級による指導の担う役割と効果的な
指導についての提言。ある程度軌道に乗
った小中学校の通級による指導、モデル
校として数年取り組んだ高等学校の通
級指導教室担当者から、現場における実
情や課題を提案し、総括する。 
シンポジスト：上野一彦、増本利信、高
橋範充、桂志保、岡野由美子 
 ７「通級指導教室のこれま

でとこれから第２弾」〜小

学校、中学校、高等学校の

LD通級担当者による、現場

からの提言〜 

− 平成 31 年 11
月 

日本 LD学会第 28回大
会自主シンポジウム
（パシフィコ横浜） 
冊子資料 p67-68 

通級による指導の制度が小学校から高

等学校まで整った。これにより、発達段

階を踏まえた通級による指導の重要性

が増している。それぞれの通級指導教室

担当者から、現在の課題や今後の在り方

について提言をし、総括する。 

シンポジスト：岩永竜一郎、増本利信、

高橋範充、荒木弘行、岡野由美子 



８「高等学校の個別の指導

計画・教育支援計画につい

て考える」 

― 令和 2 年 10 

月 

日本 LD学会第 29回大
会自主シンポジウム
（WEB開催） 
冊子資料 p59-60 

高等教育における個別の指導計画・支援

計画の作成や活用の実際、中学校との連

携、アメリカの高校での I E Pの例を紹

介し、今後の高校の個別の指導計画・教

育支援計画の在り方について提案し、協

議した。 

シンポジスト：岩永竜一郎、南波聡、Todd 

Sanders、増本利信、岡野由美子 

 



年月日

1. 平成16年４月
～平成26年３
月

2. 平成28年4月～
現在に至る

3. 平成29年4月～
現在に至る

1. 平成21年10月
～平成28年９
月

2. 平成30年４月

3. 令和４年３月

1. 令和４年度

2. 令和４年度

様式２

教 育 研 究 業 績 書

令和5年3月31日

氏名　　岡 村　季 光　　

キャリア教育の実践 奈良保育学院にて進路指導を継続的に行うため，
常勤教員全員がオムニバスに担当する「課題研
究」を開講した。授業では，学生の基礎能力向上
のため履歴書作成（含．自己ＰＲ，志望動機），
業者添削による小論文指導，漢字の学習を主に担
当した。１回生後期～２回生前期に至る開講を行
い，学生の進路への意識づけを喚起することがで
きた。

概要

１　教育方法の実践例

教育上の能力に関する事項

事項

教育相談テキスト共同執筆
『コンパス 教育相談』（再掲）

『コンパス 教育相談』を共同執筆した。

教育心理学テキスト共同執筆
『よくわかる！教職エクササイズ　教育心理
学』（再掲）

『よくわかる！教職エクササイズ　教育心理学』
を共同執筆した。

奈良学園大学にて平成28年度より開講した「人間
教育学ゼミナールⅠ（基礎）」において，高校の
数学Ⅰの知識を利用した初歩の心理統計学を用
い，調査や実験を通して取得したデータを分析す
ることで，心理学研究法を学んだ。その結果，心
理学研究論文に記載されているデータの意味を理
解し，卒業研究に必要な文献購読の初歩的スキル
が向上した。

初歩の心理統計学を用いたデータ分析処理の
実践

３　教育上の能力に関する大学等の評価

調査及び統計解析に基づく卒業論文の指導 奈良学園大学にて平成29年度より開講した「人間
教育学ゼミナールⅡ（応用）」「卒業研究」にお
いて，文献による先行研究の概観，仮説に基づく
調査や実験の実施，統計解析における実証的検討
及び考察を通して卒業論文の執筆指導を行った。
その結果，平成29年度は4名，平成30年度は3名，
平成31（令和元）年度は1名，令和3年度は1名の学
生が卒業論文を完成し，いずれの学生もデータに
基づき現象の把握及び考察を行うアカデミックス
キルの育成を行うことができた。

２　作成した教科書，教材

教育心理学テキスト共同執筆
『改訂版 教育心理学入門－心理学による教
育方法の充実－』（再掲）

『改訂版 教育心理学入門－心理学による教育方法
の充実－』を共同執筆した。帝塚山大学で担当す
る「教育心理学」（教職科目，２年次配当，半
期，必修２単位）にて当該教科書を使用した。

帝塚山大学における授業満足度アンケート結
果

「総合的に判断して，この授業はあなたにとって
意義のあるものですか。」の質問に対し，“意義
がある”52％，“ある程度意義がある”462％，
“あまり意義がない”1％，“意義がない”0％と
いう結果であった。

奈良学園大学における授業満足度アンケート
結果

前期は講義内容・方法に関して全体平均3.67～
3.99に比し当該教員の平均は3.33～4.13であっ
た。
後期は講義内容・方法に関して全体平均3.67～
4.29に比し当該教員の平均は3.61～4.40であっ
た。
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年月日

1. 平成13年４月
～平成26年３
月

2. 平成26年４月
～平成31年３
月

1. 平成12年４月
～平成26年３
月

「保育臨床心理学Ⅰ（現．保育の心理学Ⅱ）」
（平成13年４月～平成26年３月。平成23年４月～
科目名変更）
奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科の「保育
臨床心理学Ⅰ（現．保育の心理学Ⅱ）」（専門科
目，１年次配当，半期，必修１単位）において幼
児の心的理解の方法に関する内容の授業を行い，
それによって，学生に子どもの発達や知的能力，
性格に関するアセスメント及び保育への貢献につ
いて理解させる教育効果があった。

「発達心理学（現．保育の心理学Ⅰ）」（平成12
年４月～平成26年３月。平成23年10月～科目名変
更）
奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科の「発達
心理学（現．保育の心理学Ⅰ）」（専門科目，１
年次配当，半期，必修２単位）において人間の
様々な諸側面の生涯発達に関する内容の授業を行
い，それによって，学生に人間のライフサイクル
や発達段階及び発達課題について理解させる教育
効果があった。

奈良学園大学における学生支援センターの
ケース会議に参加

概要事項

「精神保健」（平成13年４月～平成23年９月）
奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科の「精神
保健」（専門科目，２年次配当，半期，必修２単
位）において子どものメンタルヘルスに関する授
業を行い，それによって，学生に発達障がいにつ
いて理解させる教育効果があった。

「教育心理学」（平成12年10月～平成26年３月）
奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科の「教育
心理学」（専門科目，１年次配当，半期，必修２
単位）において教育・保育現場で起こる出来事を
心理学の視点から解説・捉え直しをする基礎的な
内容の授業を行い，それによって，学生に教育・
保育における心理学の位置づけについて理解させ
る教育効果があった。

奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科にて（平
成12年４月～非常勤講師，平成13年４月～平成26
年３月教育職員として），以下の科目を担当し
た。

５　その他

奈良学園大学で，高校からの環境の激変や発達障
害等による学生問題行動事象に対して，医療機関
と連携して，学生のカウンセリングを継続的定期
的に担当した。また該当学生にかかわる教員全員
に対し「学生指導上の配慮の手紙」を発行するな
どして，カウンセリング効果を組織的に実効ある
ものにするよう指導的役割を果たした。また，関
係者が集まり該当学生につき論議するケース会議
を月に1回の割合で定期的に主催した。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

奈良保育学院における教育相談業務 奈良保育学院にて学業成績不振者本人及び保護者
を呼び出し，学校心理学の見地に基づく学業指導
を行った。また，学校不適応を訴える学生の相談
業務を随時行い，同時に予防的教育相談業務とし
て遅刻・欠席が目立つ学生等，いわゆる“気にな
る”学生の把握及び対応を常勤教職員同士で連携
を図りながら行っている。

奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科にお
ける教育実績
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年月日

2. 平成22年４月
～現在に至る

3. 令和２年10月
～現在に至る

「教育相談」（平成22年10月～現在に至る）
帝塚山大学 現代生活学部食物栄養学科・居住空間
デザイン学科の「教育相談」（教職科目，３年次
配当，半期，必修２単位）において教育相談に関
する理論及び実践に関する内容の授業を行い，そ
れによって，学生に教育相談の意義とカウンセリ
ング・マインドの必要性について理解させる教育
効果があった。

帝塚山大学現代生活学部食物栄養学科・居住
空間デザイン学科における教育実績

「教育心理学」（平成22年４月～現在に至る）
帝塚山大学 現代生活学部食物栄養学科・居住空間
デザイン学科の「教育心理学」（教職科目，２年
次配当，半期，必修２単位）において教育現場で
起こる出来事を心理学の視点から解説・捉え直し
をする基礎的な内容の授業を行い，それによっ
て，学生に教育における心理学の位置づけについ
て理解させる教育効果があった。

概要事項

奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科にお
ける教育実績（続き）

「保育臨床心理学Ⅱ（現．カウンセリング概
論）」（平成13年10月～平成26年３月。平成24年
10月～科目名変更予定）
奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科の「保育
臨床心理学Ⅱ（現．カウンセリング概論）（専門
科目，２年次配当，半期，必修１単位）において
カウンセリングの理論及び実践に関する内容の授
業を行い，それによって，学生にカウンセリン
グ・マインドを育成する教育効果があった。

帝塚山大学教育学部こども教育学科における
教育実績

「発達心理学」（令和４年４月～現在に至る）
帝塚山大学 現代生活学部食物栄養学科・居住空間
デザイン学科の「発達心理学」（一般科目，２年
次配当，半期，選択２単位）において人間の様々
な諸側面の生涯発達に関する内容の授業を行い，
それによって，学生に人間のライフサイクルや発
達段階及び発達課題について理解させる教育効果
があった。

「教育相談」（令和２年10月～現在に至る）
帝塚山大学 現代生活学部こども学科（令和４年度
から教育学部こども教育学科）（教職科目，４年
次配当，半期，必修２単位）において教育相談に
関する理論及び実践に関する内容の授業を行い，
それによって，学生に教育相談の意義とカウンセ
リング・マインドの必要性について理解させる教
育効果があった。
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年月日

4. 平成26年４月
～現在に至る

「発達・教育心理学Ａ（初等）」（平成27年４月
～現在に至る。令和元年度までは「教育心理学Ａ
（初等）」）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「発
達・教育心理学Ａ（初等）」（専門科目，２年次
配当，半期，選択２単位）において，就学前・初
等教育現場で起こる出来事を心理学の視点から解
説・捉え直しをする基礎的な内容の授業を行い，
それによって，学生に就学前・初等教育における
心理学の位置づけについて理解させる教育効果が
あった。

「発達・教育心理学Ｂ（中等）」（平成27年４月
～現在に至る。令和元年度までは「教育心理学Ｂ
（中等）」）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「発
達・教育心理学Ｂ（中等）」（専門科目，２年次
配当，半期，選択２単位）において，中等教育現
場で起こる出来事を心理学の視点から解説・捉え
直しをする基礎的な内容の授業を行い，それに
よって，学生に中等教育における心理学の位置づ
けについて理解させる教育効果があった。

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科にお
ける教育実績

「教職表現力演習Ⅰ」（平成26年４月～平成29年
３月まで）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「教職
表現力演習Ⅰ」（専門科目，１年次配当，通年，
選択２単位）において，新聞記事や評論文等を参
照する，あるいは講話を聴き文章を作成する授業
を展開した。それによって，学生に言語活動の聴
く・読む・話す・書く能力のうち特に「書く力」
である「文章表現力」の基礎を身につける教育効
果があった。

「教職表現力演習Ⅱ」（平成27年４月～平成29年
３月まで）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「教職
表現力演習Ⅱ」（専門科目，２年次配当，通年，
選択２単位）において，アカデミックな文章を読
み，書くためのトレーニングを行った。具体的に
は，文章の論理性の理解，データの読み方，書籍
輪読，内容発表およびディスカッションである。
それらの取り組みによって，学生に言語活動の聴
く・読む・話す・書く能力が養われ，特に「書く
力」である「文章表現力」を身につける教育効果
があった。

「基礎ゼミナールⅠ」「基礎ゼミナールⅡ」（平
成26年４月～現在に至る）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「基礎
ゼミナールⅠ」「基礎ゼミナールⅡ」（いずれも
専門科目，１～２年次配当，通年，必修２単位）
において，大学生として，高度な専門知識と確か
な学士力を身につけるためのアカデミックスキル
を身につけることを目指し，上述のスキルの基礎
となる文献研究の方法やレポート作成法などを教
授し，スキル育成の教育効果があった。

「人間教育学ゼミナールⅠ（基礎）」（平成28年
４月～現在に至る）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「人間
教育学ゼミナールⅠ（基礎）」（専門科目，３年
次配当，通年，必修４単位）において，ライフス
テージにおいて特に重要視されている青年期を中
心とした発達の理論を学習するとともに，青年期
の諸側面について心理学の視点から理解を深める
た。また，卒業論文を視野に入れ，パソコン操作
技能及び統計の基礎的知識習得にも取り組んだ。
その結果，心理学研究論文に記載されているデー
タの意味を理解し，卒業研究に必要な文献購読の
初歩的スキルが向上した。

概要事項
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年月日

「人間教育学ゼミナールⅡ（応用）」（平成29年
４月～現在に至る）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「人間
教育学ゼミナールⅡ（応用）」（専門科目，４年
次配当，通年，必修４単位）において，卒業論文
執筆に向けた先行研究の渉猟及び文献の読解に取
り組んだ。その結果，卒業論文執筆に必要な序論
構成を組み立てる力を養う教育効果があった。

「卒業研究」（平成29年10月～現在に至る）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「人間
教育学ゼミナールⅡ（応用）」（専門科目，４年
次配当，通年，選択４単位）において，仮説に基
づく調査や実験の実施，統計解析における実証的
検討及び考察を通して卒業論文の執筆指導を行っ
た。その結果，平成29年度は4名，平成30年度は3
名，平成31（令和元）年度は1名，令和３年度は1
名の学生が卒業論文を完成し，いずれの学生も
データに基づき現象の把握及び考察を行うアカデ
ミックスキルの育成を行うことができた。

「保育相談支援」（平成28年10月～平成31年３
月）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「保育
相談支援」（専門科目，３年次配当，半期，選択
２単位）において，幼児教育現場における保育相
談の活動並びにカウンセリングに関する基礎的な
知識を学んだ。それによって，学生に初等教育に
おける保育相談の理論と方法について理解させる
教育効果があった。

「人間教育実践力開発演習Ⅰ」（平成30年４月～
平成31年３月）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「人間
教育実践力開発演習Ⅰ」（専門科目，１年次配
当，通年，選択２単位）において，教育・保育実
践力を高めるために，地域園・学校へのボラン
ティアに参加するための事前学習や行事参加を通
して，幼児教育・保育における今日的課題につい
て理解を深め，ボランティアに参加するまでの課
題を各自が明確にすることができた。

事項 概要

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科にお
ける教育実績（続き）

「教育相談の理論と方法Ｂ（中等）」（平成28年
10月～現在に至る）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「教育
相談の理論と方法Ｂ（中等）」（専門科目，３年
次配当，半期，選択２単位）において，中等教育
現場における教育相談の活動並びにカウンセリン
グ及び心理教育に関する基礎的な知識を学んだ。
それによって，学生に中等教育における教育相談
の理論と方法について理解させる教育効果があっ
た。

「教育相談の理論と方法Ａ（初等）」（平成28年
10月～現在に至る）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「教育
相談の理論と方法Ａ（初等）」（専門科目，３年
次配当，半期，選択２単位）において，初等教育
現場における教育相談の活動並びにカウンセリン
グに関する基礎的な知識を学んだ。それによっ
て，学生に初等教育における教育相談の理論と方
法について理解させる教育効果があった。
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年月日

5. 平成26年７月
12日

「子ども家庭支援論」（令和３年４月～現在に至
る）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「保育
相談」（専門科目，３年次配当，前期，保育士資
格必修２単位）において，現場における子ども家
庭支援に関する基礎的な知識及び実践を学んだ。
それによって，学生に子ども家庭支援の理論と方
法について理解させる教育効果があった。

平成26年度奈良学園大学公開講座の登壇 平成26年度奈良学園大学公開講座に登壇し，講演
を行った。
本講演の内容は，1)様々な学際領域から「居場
所」をどのように捉えられているのか，2)実証的
研究から見えてくる「居場所」とは何なのか，3)
「居場所」づくりにはどのような視点が重要なの
か，の３点であった。

「保育相談」（令和元年10月～令和２年３月）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「保育
相談」（専門科目，４年次配当，後期，保育士資
格必修１単位）において，現場における保育相談
の活動並びに子育て支援に関する基礎的な知識及
び実践を学んだ。それによって，学生に保育相談
の理論と方法について理解させる教育効果があっ
た。

事項 概要

「人間教育実践力開発演習Ⅱ」（平成30年４月～
平成31年３月）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「人間
教育実践力開発演習Ⅱ」（専門科目，２年次配
当，通年，選択１単位）において，教育・保育実
践力を高めるために，地域園・学校へのボラン
ティアに週１回継続的に参加することで，幼児教
育・保育における今日的課題について理解を深
め，教育・保育実習に向けた課題を各自が明確に
することができた。

「保育の心理学Ⅰ」（平成30年４月～平成30年９
月）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「保育
の心理学Ⅰ」（専門科目，３年次配当，半期，保
育士資格必修２単位）において人間の様々な諸側
面の生涯発達に関する内容の授業を行い，それに
よって，学生に人間のライフサイクルや発達段階
及び発達課題について理解させる教育効果があっ
た。

「保育の心理学Ⅱ」（平成30年10月～平成31年３
月）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「保育
の心理学Ⅱ」（専門科目，３年次配当，半期，保
育士資格必修１単位）において幼児の心的理解の
方法に関する内容の授業を行い，それによって，
学生に子どもの発達や知的能力，性格に関するア
セスメント及び保育への貢献について理解させる
教育効果があった。

「子どもの理解と援助」（令和４年９月～現在に
至る）
奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「保育
相談」（専門科目，３年次配当，後期，保育士資
格必修２単位）において，現場における子どもの
理解と援助に関する基礎的な知識及び実践を学ん
だ。それによって，学生に子どもの能力における
諸側面と援助について理解させる教育効果があっ
た。

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科にお
ける教育実績（続き）
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年月日

6. 平成27年10月
～平成28年３
月

7. 平成28年４月
～現在に至る

8. 平成28年10月
３日

9. 平成28年11月
15日

10. 平成29年９月
５日

11. 平成29年９月
25日

12. 平成29年10月
３日

13. 平成30年８月
16日

「人間の心・精神」（平成28年４月～現在に至
る）
大和高田市立看護専門学校看護学科の「人間の
心・精神」（１年次配当，半期，１単位）におい
て，多岐にわたる心理学の領域，研究及び歴史に
ついての基礎的知識を学んだ。本講義によって，
心の働きやシステムについて理解を深め，心理学
の歴史や研究における知識を得られる教育効果が
あった。

大和高田市立看護専門学校看護学科における
教育実績

三郷町立西部保育園の新任研修講師 三郷町立西部保育園の新任研修講師として，「子
ども理解を深める」という演題で講義を行った。
具体的には，「神戸少年の街版 コモンセンス・ペ
アレンティング」を紹介し，大人が子どもにどの
ようにかかわるのが適切な方法か，ロールプレー
も交えた実践的な演習課題に取り組んだ。本講義
によって，子どもへの適切なかかわり方の方法論
を獲得する教育効果がみられた。

事項 概要

奈良女子大学文学部人間科学科における教育
実績

三郷町立西部保育園の新任研修講師 三郷町立西部保育園の新任研修講師として，「子
ども理解を深める」という演題で講義を行った。
具体的には，「神戸少年の街版 コモンセンス・ペ
アレンティング」を紹介し，大人が子どもにどの
ようにかかわるのが適切な方法か，ロールプレー
も交えた実践的な演習課題に取り組んだ。本講義
によって，子どもへの適切なかかわり方の方法論
を獲得する教育効果がみられた。

奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心
理」の講師

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心
理」の講師を務めた。内容は，青年期を中心とし
た生涯発達理論，認知発達過程，学習理論，学習
意欲と動機づけ，カウンセリング概論及び演習で
あった。本講義によって，指導対象となる看護学
生の年代である青年期の諸側面について深い知識
を得られる教育効果があった。

一般社団法人日本精神科看護協会品川研修セ
ンターにて教育理論研修会（講義内容：「教
育心理－青年心理－」）の講師

一般社団法人日本精神科看護協会品川研修セン
ターにて教育理論研修会「教育心理－青年心理
－」の講師を務めた。内容は，青年期のライフス
タイルならびにアイデンティティの発達に重きを
おいた諸側面について理解を深めた。本講義に
よって，青年期の諸側面について深い知識を得ら
れる教育効果があった。

「青年心理学特殊研究」（平成27年10月～平成28
年３月）
奈良女子大学文学部の「青年心理学特殊研究」
（専門科目，２年次配当，半期，選択２単位）に
おいて，生涯発達に関する理論を理解し，青年期
のライフスタイルならびにアイデンティティの発
達に重きをおいた諸側面について授業を行い，そ
れによって，学生に自らのライフを振り返り展望
しながら論理的に思考する教育効果があった。

奈良学園大学にて幼稚園教諭対象の教員免許更新
講習において，「環境を踏まえた子どもの育ちと
保育内容の充実」の小テーマとして，幼稚園の終
わりまでに育ってほしい「10の姿」と児童期以降
のつながりについて，発達心理学の観点から講義
を行った。園児に現在どのような力が育ち，今後
伸びていくのかを「10の姿」から考えるワークを
行い，乳幼児期の学びが児童期以降の発達につな
がることを理解するという教育効果がみられた。

教員免許更新講習（選択領域）講師

一般社団法人日本精神科看護協会京都研修セ
ンターにて教育理論研修会（講義内容：「教
育心理－青年心理－」）の講師

一般社団法人日本精神科看護協会京都研修セン
ターにて教育理論研修会「教育心理－青年心理
－」の講師を務めた。内容は，青年期のライフス
タイルならびにアイデンティティの発達に重きを
おいた諸側面について理解を深めた。本講義に
よって，青年期の諸側面について深い知識を得ら
れる教育効果があった。

10



年月日

14. 平成30年９月
３日

15. 平成30年10月
４日

16. 令和元年８月
16日

17. 令和元年９月
２日

18. 令和元年９月
30日

19. 令和元年10月
３日

20. 令和２年８月
24日

奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心
理」の講師

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心
理」の講師を務めた。内容は，青年期を中心とし
た生涯発達理論，認知発達過程，学習理論，学習
意欲と動機づけ，カウンセリング概論及び演習で
あった。本講義によって，指導対象となる看護学
生の年代である青年期の諸側面について深い知識
を得られる教育効果があった。

一般社団法人日本精神科看護協会京都研修セ
ンターにて教育理論研修会（講義内容：「教
育心理－青年心理－」）の講師

一般社団法人日本精神科看護協会京都研修セン
ターにて教育理論研修会「教育心理－青年心理
－」の講師を務めた。内容は，青年期のライフス
タイルならびにアイデンティティの発達に重きを
おいた諸側面について理解を深めた。本講義に
よって，青年期の諸側面について深い知識を得ら
れる教育効果があった。

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心
理」の講師を務めた。内容は，青年期を中心とし
た生涯発達理論，認知発達過程，学習理論，学習
意欲と動機づけ，カウンセリング概論及び演習で
あった。本講義によって，指導対象となる看護学
生の年代である青年期の諸側面について深い知識
を得られる教育効果があった。

奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心
理」の講師

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心
理」の講師を務めた。内容は，青年期を中心とし
た生涯発達理論，認知発達過程，学習理論，学習
意欲と動機づけ，カウンセリング概論及び演習で
あった。本講義によって，指導対象となる看護学
生の年代である青年期の諸側面について深い知識
を得られる教育効果があった。

教員免許更新講習（選択領域）講師 奈良学園大学にて幼稚園教諭対象の教員免許更新
講習において，「環境を踏まえた子どもの育ちと
保育内容の充実」の小テーマとして，幼稚園の終
わりまでに育ってほしい「10の姿」と児童期以降
のつながりについて，発達心理学の観点から講義
を行った。園児に現在どのような力が育ち，今後
伸びていくのかを「10の姿」から考えるワークを
行い，乳幼児期の学びが児童期以降の発達につな
がることを理解するという教育効果がみられた。

事項 概要

三郷町立西部保育園の新任研修講師 三郷町立西部保育園の新任研修講師として，「子
ども理解を深める」という演題で講義を行った。
具体的には，「神戸少年の街版 コモンセンス・ペ
アレンティング」を紹介し，大人が子どもにどの
ようにかかわるのが適切な方法か，ロールプレー
も交えた実践的な演習課題に取り組んだ。本講義
によって，子どもへの適切なかかわり方の方法論
を獲得する教育効果がみられた。

三郷町立西部保育園の新任研修講師 三郷町立西部保育園の新任研修講師として，「特
別支援における保護者対応について」という演題
で講義を行った。具体的には，「（発達）障害の
理解」「発達障害の対応」「保護者を「支える」
ということ」という流れに沿って講義を行った。
本講義によって，特別支援における子どもへの見
方，適切なかかわり方の方法論を獲得する教育効
果がみられた。

奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心
理」の講師
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年月日

21. 令和３年７月
29日・７月30
日・８月３日

22. 令和３年９月
～現在に至る

23. 令和３年11月
27日

24. 令和４年８月
２日～４日

25. 令和４年10月
１日

奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心
理」（一般領域）の講師

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心
理」の講師を務めた。内容は，青年期を中心とし
た生涯発達理論，認知発達過程，社会性の発達，
学習理論，性格と適応，知能，学習意欲と動機づ
け，教授学習理論，カウンセリング概論及び演習
であった。本講義によって，指導対象となる看護
学生の年代である青年期の諸側面について深い知
識を得られる教育効果があった。

奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心
理」（特定領域）の講師

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心
理」（特定領域）の講師を務めた。内容は，教育
心理（生涯発達理論，学習理論，学習意欲と動機
づけ），教育原理（教育の意義と目的），教育方
法（教育の基本的な方法や技術，評価方法）で
あった。本講義によって，指導対象となる看護学
生の年代である青年期の諸側面について深い知識
を得られる教育効果があった。

事項 概要

奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心
理」（一般領域）の講師

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心
理」の講師を務めた。内容は，青年期を中心とし
た生涯発達理論，認知発達過程，社会性の発達，
学習理論，性格と適応，知能，学習意欲と動機づ
け，教授学習理論，カウンセリング概論及び演習
であった。本講義によって，指導対象となる看護
学生の年代である青年期の諸側面について深い知
識を得られる教育効果があった。

大阪音楽大学音楽学部音楽学科・大阪音楽大
学短期大学部音楽科における教育実績

大阪音楽大学音楽学部音楽学科・大阪音楽大学短
期大学部音楽科「青年心理学」の講師を務めた。
内容は，青年期を中心とした生涯発達理論，身体
発達とその認知，思考感情発達過程，対人関係，
アイデンティティ形成，キャリア発達であった。
本講義によって，中等教育教員免許取得を目指す
学生に青年期の本質について理解させる教育効果
があった。

奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心
理」（特定領域）の講師

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心
理」（特定領域）の講師を務めた。内容は，教育
心理（生涯発達理論，学習理論，学習意欲と動機
づけ），教育原理（教育の意義と目的），教育方
法（教育の基本的な方法や技術，評価方法）で
あった。本講義によって，指導対象となる看護学
生の年代である青年期の諸側面について深い知識
を得られる教育効果があった。
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年月日

1. 平成13年３月

2. 平成13年３月

3. 平成16年11月

4. 令和４年９月

1. 平成13年４月
～平成26年３

月

2. 平成13年４月
～現在に至る

3. 平成14年４月
～平成26年３

月

4. 平成16年４月
～平成26年３

月

5. 平成20年４月
～平成26年３

月

6. 平成26年４月
～平成27年３

月

7. 平成26年４月
～平成30年３
月，平成31年
４月～令和２

年３月

8. 平成30年４月
～平成31年３

月

9. 令和２年４月
～令和４年３

月

10. 令和３年４月
～令和４年３

月

11. 令和３年４月
～令和５年３

月

IR情報活用推進委員会における活動

進路指導 奈良保育学院の進路担当教員と連携して進路指導
の科目（「課題研究」）を立ち上げ，１回生から
２回生にかけて継続的に進路活動を行う体制を築
いた。

広報・募集活動 奈良保育学院の募集活動の一環として業者と連携
してパンフレット・ポスター・ホームページ作成
にかかわり，他教員と分担して近隣の高等学校へ
訪問し広報活動を行った。

第82689号
（令和元年12月更新，令和６年12月まで有効）

学年担当（担任または副担任）

共通教育委員会における活動 奈良学園大学にて共通教育委員会に所属し，
（副）委員長としてキャンパス統合に伴う開講期
の検討，共通教育科目履修登録者数及び不開講科
⽬報告，次年度開講科⽬及び科⽬担当者の検討，特
別聴講⽬開放科⽬の検討に加え，「数理・データサ
イエンス・AIに対応した科目」の検討を行った。

２　特許等

教員免許 中学校教諭専修免許状（社会）取得（学校心理学
付記）（平12中専修第20号，奈良県教育委員会）

奈良学園大学にて教職・保育課程委員会に所属
し，委員として介護等体験の指導，教育実習の訪
問指導を行った。

教職・保育課程委員会における活動

３　実務の経験を有する者についての特記事項

教務全般の企画・運営 奈良保育学院にて教務係としてカリキュラム・時
間割・年間行事の編成，成績管理，入試業務，奨
学金業務，紀要編集委員その他関連する事務処理
を主任の立場で活動した。

職務上の実績に関する事項

事項 概要

１　資格，免許

奈良保育学院（平成13年４月～平成26年３月）及
び奈良学園大学（平成26年４月～現在に至る）に
おいて学年担当（担任または副担任）を受け持
ち，学生の日常における生活指導，学校心理学の
見地に基づく成績不振者への学業指導及び学校不
適応を訴える学生及びその保護者の相談等を受け
持った。

学生自治会顧問 奈良保育学院学生自治会の顧問として学生主催の
新入生歓迎会，学院祭（体育祭・文化祭），送別
会等の企画運営を監督した。

教務委員会における活動

広報委員会における活動 奈良学園大学にて広報委員会に所属し，委員とし
て大学案内の内容，オープンキャンパスの内容企
画，今後の広報活動及び戦略について検討を行っ
た。

奈良学園大学にて教務委員会に所属し，委員とし
てＧＰＡ基準，試験要領の検討，追・再試験に関
する取り扱い，入学前他大学等既修得単位の認
定，保育士資格取得に関する整備，卒業論文にか
かる諸規定の整備について体制を築いた。

入学試験委員会における活動 奈良学園大学にて入学試験委員会に所属し，委員
として入試要項の改訂並びに入試日の検討を行っ
た。また，入学試験日当日には試験監督や面接官
を務めた。

（な　し）

修士（教育学） 奈良教育大学　第817号
「修士論文題名：自己及び他者との関係における
『居場所』の個人差」

学校心理士

第56166号（令和４年９月14日登録）公認心理師

奈良学園大学にてIR情報活用推進委員会に所属
し，委員として学内のさまざまな学生情報の収集
及び分析について検討を行った。
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年月日

1. 平成25年４月
～現在に至る

2. 令和２年４月
～現在に至る

3. 令和３年１月
28日～令和４
年６月30日

4. 令和３年６月
19日～現在に

至る

5. 令和４年４月
～現在に至る

奈良文化高等学校第三者評価委員会活動

奈良県生駒郡三郷町子ども・子育て会議にて議長
に任命され，三郷町子どもの実態調査実施に向け
て項目選定に携わった。

奈良文化高等学校にて第三者評価委員会委員に任
命され，当該校の本科課程及び専攻科課程の学校
経営計画，学校自己評価及び学校関係者評価報告
書を受理した。上述の報告書に対し，それぞれの
課程に高等学校相当として十分認められる旨評価
を行うととともに，所見として評価の概要につい
て意見を述べた。

事項 概要

奈良県生駒郡三郷町子ども・子育て会議活動

４　その他

日本学校心理士会奈良支部役員活動 日本学校心理士会奈良支部役員に任命され，支部
活動に携わっている。

御所市いじめ防止対策委員会委員活動 御所市いじめ防止対策委員会委員に任命され，御
所市内の小中学校いじめに関する現況の報告を受
けている。

関西心理学会事務局及び常任委員会活動 関西心理学会事務局及び常任委員に任命され，平
成29年３月まで学会事務局及び常任委員会の運営
に携わった。また，平成27年４月より幹事に就任
し，平成29年３月まで事務局の取りまとめを行っ
た。また，平成29年４月より監事に就任し，会計
監査に携わっている。
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単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概要

1. 教育フォーラム第55号
「実践的思考力・課題
解決力を鍛える：PISA
型学力をどう育てる
か」

共著 平成27年２月 実践的な諸課題に向けての解決をどう図ってい
くのか，そのために必要となる思考力や問題解
決力をどのような形で鍛えていくか，実りある
着実な学習活動の展開を具体的に提案してい
る。
Ａ５判　全160頁
編　者：梶田叡一
共著者：伊﨑一夫・井上信子・大内善一・岡村
季光・梶田叡一・加藤　明・金澤孝夫・鎌田首
治朗・蔵あすか・萩原憲二・藤井幸一・藤田英
治・宮岸　洋（50音順）

本人担当部分：「一人ひとりの「居場所」をど
うつくるか」（pp.111-121）の部分を単著。
これまでの先行研究から居場所を「個人性－社
会性」「主観性－客観性」の軸で捉えることが
可能であることを示した。また，実証的研究の
知見から「居場所がない」と感じる者に精神的
な安定・安心を感じるような経験を提供するこ
と，居場所感を毎日感じられる経験を積み重ね
ること，大人や仲間の支えにより成長・自立を
図ることが重要であることを示唆した。

2. 教育フォーラム第60号
「深い学びのために：
アクティブ・ラーニン
グの目指すもの」

共著 平成29年８月 学習指導要領にある「深い学び」は，いまだ焦
点が拡散している印象がある。実践的な指導を
提案しながら，基本ポイントを押さえ明確にし
ている。
Ａ５判　全148頁
編　者：梶田叡一
共著者：伊﨑一夫・石森広美・大畑健実・岡村
季光・梶田叡一・鎌田首治朗・金山憲正・後藤
紗貴・菅井啓之・善野八千子・瀧明知惠子・古
川　治・松井典夫・湯峯　裕（50音順）

本人担当部分：「震災における教員の役割を考
える」（pp.125-134）の部分を執筆。
本稿では避難所と学校の関係，避難所に携わる
教員に焦点をあて，考察を行った。具体的に
は，震災時における避難所で教員は責任感や使
命感をもって活動している一方，自らを省みず
活動することによる教員自身の心身不調の問題
を指摘した。また，熊本地震において被災した
学校に勤務する教員と非災害地域の教員を比較
した調査を実施した。その結果，熊本の教員が
一連の熊本地震に対する長期のストレス状況に
あり，エネルギーの枯渇に伴う意欲低下，自ら
の存在価値を見出せない教員が少なからずいる
ことを指摘した。最後に，提言として，1)学校
が平時より地域と連携することの重要性，2)避
難所における教員のリーダーシップの発揮と自
治組織への移譲，3)教員のメンタルヘルスへの
支援を挙げた。

3. よくわかる！教職エク
ササイズ　教育心理学

共著 平成30年４月 簡潔な解説で，教育心理学の基礎理論からその
教育実践への応用まで学べる。授業で使いやす
いよう，ディスカッション課題やワークなどの
演習課題，資料図版を豊富に掲載。ノートペー
ジには書き込みの課題を提示しており，学生が
自ら考え，つくりあげることができる。各講の
最後は教員採用試験を掲載している。
Ｂ５判　全216頁
編　者：田爪宏二
共著者：今林俊一・梅本貴豊・岡村季光・下木
戸隆司・滝口圭子・立元 真・原口 恵・増田優
子・森田健宏（50音順）

本人担当部分：「第４講 心身の発達③青年期以
降」（pp.50-60.）部分を単著。青年期における
身体発達，対人関係の発達，発達主題（アイデ
ンティティの統合）についてそれぞれ説明を
行った後，成人期以降の発達について紹介し
た。また，「青年期」の誕生についても，歴史
的背景を中心に説明を行った。

ミネルヴァ書房

金子書房

金子書房

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（著書）

研究業績等に関する事項

著書，学術論文等の名称
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単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概要

4. コンパス 教育相談 共著 令和４年３月 教育相談の総論的内容から，子どもの問題行動
に着目した実践的内容，教育相談を担う教師・
保育者が必要となる内容までを網羅し，解説。
子どもが抱える問題やその背景を理解するため
の理論，最新の知見を学べる。
B5判　全144頁
編　者：住本克彦
共著者：赤松久美子・新井 肇・磯部美良・荆木
まき子・岡村季光・加島ゆう子・片山則昭・加
藤由美・門原眞佐子・上地玲子・小泉令三・阪
中順子・坂中尚哉・定金浩一・清水里香・高橋
彩・高橋千香子・高橋典久・立浪朋子・崔 回
淑・葉山貴美子・原 志津・深津久美子・福森
護・藤田由起・古川 治・松田文春・南 雅則・
山口裕毅（50音順）

本人担当部分：「第１章 教育相談の意義 ３
教育・保育に求められる臨床的な視点」（pp.7-
9）部分を単著。本項では，第１に心理臨床で求
められる視点を取り上げ，教育・保育に求めら
れる臨床的な視点との異同を比較した。第２に
心理学における対象をとらえる視点について触
れた。上述の検討を行うことで，教育・保育に
求められる臨床的な視点において，子どもの様
子をよく観察し，信頼関係を築くことの重要性
を指摘した。また，これまでの経験・知識と教
育・保育で見いだされた知見の両面を参照しな
がら子どもと関わることを指摘した。

1. 「居場所」（安心でき
る人）とひとりで過ご
す感情・評価の関係

単著 平成26年９月 安心できる人の評定とひとりで過ごすことに関
する感情・評価の関係を検討した。その結果，
“自分ひとり”の安心感を高く評定するもの
は，ひとりで過ごすことに肯定的な捉え方をし
ていることが示唆され，ひとりで過ごす感情・
評価との関係が明らかになった。これはひとり
で過ごすことに必ずしもネガティブな感情を抱
いていないことを示唆するものであった。

2. 保育学生におけるコ
ラージュ作品の形式分
析及び作品印象に関す
る基礎的研究

共著 平成26年12月 本研究の目的は，コラージュ作品の表現特徴を
多方面にわたり分析し，さらに作品印象に関し
てテキストマイニングを用いて定量的に検討す
ることであった。保育専門学校に所属していた
１回生367名を対象に検討した結果，先行研究と
ほぼ合致する結果が得られ，コラージュ療法に
おける表現特徴が，心理臨床のアセスメントに
有益な指標をもたらすであろうことが示唆され
た。
共著者：岡村季光・吉野さやか
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

3. コラージュ作品と性格
特性の関係：表現特徴
とエゴグラムパターン
の検討
（査読付）

共著 平成26年12月 本研究の目的は，性格特性とコラージュ作品の
関連を検討することであり，387名の専門学校生
にエゴグラム（TEGII）及びコラージュ作品制作
を実施した。その結果，エゴグラムパターンに
より切片数，余白，作品の満足度に違いがみら
れることが明らかになった。すなわち，1)切片
数が多い者は心的エネルギーが高い性格特徴で
ある可能性が，2)余白が多い者は心的エネル
ギーが低く，依存的で気分・感情の不安定さを
伴う性格特徴である可能性が，3)満足度が低い
者は自己否定の構えを持っている可能性が，そ
れぞれ示唆された。
共著者：岡村季光・吉野さやか
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

人間教育学研究第２号
pp.157-162.

奈良保育学院研究紀要第
16号
pp.103-110.

奈良学園大学研究紀要第
１号
pp.191-197.

（学術論文）

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

建帛社

著書，学術論文等の名称
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単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概要

4. 青年期後期における新
旧の同性友人への安心
感と学校適応感の関連

単著 平成27年９月 本研究の目的は友人関係機能の「安定化機能」
に着目し，一緒にいて「安心できる」という本
人の主観的感情を手がかりにして友人を想起さ
せ，新旧の同性友人の選択有無と現在の学校適
応感との関連を検討することであった。新旧の
同性友人の選択有無により群分けを行い，学校
適応感との関連を検討した結果，新友人を選択
した者が，旧友人のみを選択した者あるいはい
ずれも選択しなかった者に比して，現在の学校
適応感は高かった。本研究結果は新旧友人関係
が学校適応感に影響を及ぼす可能性を示唆する
もので，今後の学校適応を考える上で意義のあ
るものと考えられた。

5. 「居場所」（安心でき
る人）を規定する要因
―成人愛着スタイルに
よる検討―
（査読付）

共著 平成27年12月 本研究は対人関係の表象として挙げられる愛着
スタイルに着目し，安心できる人の程度の評定
に与える影響を検討した結果，男子において安
定型とアンビバレント型が，女子においてアン
ビバレント型と回避型が予測変数として有意で
あることが明らかとなった。本研究の結果は，
居場所によって愛着スタイルが安心できる程度
に及ぼす効果が異なることを示している。それ
故，安心できる程度を適応の指標とした場合に
は，愛着スタイルが適応に及ぼす効果に対し
て，居場所が調整変数として機能したことが示
唆された。
共著者：岡村季光・豊田弘司
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

6. 「居場所」（安心でき
る人）を規定する要因
―ひとりで過ごす感
情・評価及び成人愛着
スタイルによる検討―

共著 平成28年11月 本研究は，対人関係の表象として挙げられるア
タッチメントのパターンである愛着スタイルに
着目し，「居場所」における安心できる程度の
評定値，ひとりで過ごすことに関する感情・評
価及び成人愛着スタイルの関連を検討した。そ
の結果，安心できる人を規定する要因として，
男女ともに“自分ひとり”は“孤独・不安”，
“母親”は“見捨てられ不安”がそれぞれ予測
変数として有意であった。また，“現学校以降
の友人”は男子が“親密性の回避”，女子は
“見捨てられ不安” がそれぞれ予測変数として
有意であった。
共著者：岡村季光・豊田弘司
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

7. 保育者の子育てに関す
る一考察　―わが子の
子育ての悩みに注目し
て―

共著 平成29年３月 本研究では，第１に，現代の保育者がどのよう
な子育ての悩みがあるのかを明らかにするこ
と，第２に，保育者の子育てに関する悩みと，
保育者としてのアイデンティティ形成，パーソ
ナリティ，職務についての認識，職業観との要
因との関連について検討した。その結果，各変
数は年齢及び保育者歴による影響が考えられた
ため，両者の要因を統制した偏相関係数を子の
有無別で算出し検討した。子のいない者は，子
育ての経験のなさが自信のなさにつながってい
る可能性がある一方，保育者として誇りを持っ
ている者は，他者から認められることが支えに
なっていることが考えられた。また，子のいる
者は，子育て経験が自らの子育て経験が保育者
としての誇り等とつながっていることが考えら
れる一方，保育者であることに迷いや戸惑いを
感じている者は，アイデンティティの揺らぎを
感じていることがうかがえた。
共著者：岡村季光・間井谷容代・谷本一榮
本人担当部分：データ分析・結果・考察部分を
担当

奈良教育大学紀要第65巻
１号（人文・社会）
pp.27-34.

奈良学園大学研究紀要第
６号
pp.115-124.

著書，学術論文等の名称
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

奈良学園大学研究紀要第
３号
pp.229-233.

人間教育学研究第３号
pp.175-180.
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単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概要

8. 対人関係が「居場所」
（安心できる人）に及
ぼす影響　―友人関係
及び家族関係による検
討―

共著 平成29年３月 家族並びに友人への親和欲求が，居場所（安心
できる人）評定に及ぼす影響を検討した。その
結果，1)男女ともに，“父親”，“母親”及び
“きょうだい”と家族との親密性は中程度の正
の相関であった。2)男子において，“現学校以
前の友人”“現学校以降の友人”と家族との親
密性，“父親”“きょうだい”及び“現学校以
前の友人”と友人との親密性はいずれも中程度
の正の相関であった。一方，友人との親密性に
おいて，男子は“現学校以前の友人”と中程度
の正の相関であったのに対し，女子は“現学校
以降の友人”と中程度の正の相関であった。3)
“父親”，“母親”及び“きょうだい”は男女
ともに，家族との親密性が予測変数として有意
であった。友人においては， “現学校以前の友
人”において，男女ともに友人との親密性が予
測変数として有意であった。一方，“現学校以
降の友人”においては，女子のみ有意であっ
た。
共著者：岡村季光・豊田弘司・多根井重晴
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

9. 英語スピーキングに対
する不安尺度作成－小
学校英語の教科化に向
けて－

共著 平成29年９月 大学生を対象とした英語スピーキング不安の尺
度作成を行った。教職課程生の英語力でも特に
必要とされているのがスピーキング力だと考え
られるからである。Horwitzetal（1986）の
FLCAS（the Foreign Language Classroom
Anxiety Scale）からスピーキング不安に関係す
る項目を抜粋し，情動的反応などの日本人の特
性を踏まえた項目を筆者らが付け加えた。結果
として，現在のスピーキング不安では13項目
が，将来の小学校教員としてのスピーキング不
安では15項目が，信頼性と妥当性を得た尺度と
して残された。また，英語スピーキング不安尺
度の妥当性を検討する段階において，英語学習
者が英語スピーキング時の「情動的反応性」を
克服し，英語スピーキングに対する「自信」を
つける英語授業の必要性が示唆された。
共著者：熊田岐子・岡村季光
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

10. 学生の外的要因と内的
要因に着目する「外国
語の理解」「外国語指
導法」に関する一考察

共著 平成30年３月 本研究は，小学校に「外国語活動」・「外国
語」が導入されることを見据え，学生の外的要
因（英語運用力・授業力）だけでなく，内的要
因（自尊感情の低さ・他者理解の必要性・情動
的反応性の克服）にも着目した研究である。本
稿では，熊田・岡村（2017）において示唆され
た英語スピーキング不安と自尊感情の関連につ
いて検討を行った。結果として，対人不安傾向
尺度の下位尺度である「情動的反応性」が現在
の英語スピーキング不安に有意に影響を及ぼし
ていることが明らかになった。また，将来の英
語スピーキング不安得点については「情動的反
応性」に加え，「自尊感情」も有意に影響を及
ぼしていることが明らかになった。さらに，
「自尊感情」と将来の英語スピーキング不安に
は「情動的反応性」が媒介する間接効果も見出
された。上述の事象を克服するために，近藤
（2010）の「基本的自尊感情を育む共有体験」
に着目すること，大学カリキュラムマネジメン
トにより他教科と連携することを提案した。
共著者：熊田岐子・岡村季光
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

11. 「居場所」(安心できる
人）を規定する媒介要
因の検討－”自分ひと
り”ですごす居場所に
注目して－

単著 平成30年３月 本研究の目的は，居場所（安心できる人）の評
定とひとりで過ごすことに関する感情・評価を
測定し，安心できる人を規定する要因に媒介要
因が介在している可能性を検討することであっ
た。大学生260名に調査を行った結果，自分ひと
りの居場所を志向する要因は，ひとりで過ごす
ことによる充実感や満足感によって規定されて
おり，さらに両者の関係にはひとりで過ごすこ
とへの孤独感や不安感のなさが媒介しているこ
とが明らかになった。

奈良教育大学次世代教員
養成センター紀要第３号
pp.83-87.

奈良学園大学研究紀要第
７号
pp.67-74.

奈良学園大学研究紀要第
８号
pp.115-124.

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

奈良学園大学研究紀要第
８号
pp.115-124.

著書，学術論文等の名称
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12. 大学における教学支援
体制の運営に関する一
考察―キャリア教育と
キャリア支援の連携に
着目して―

共著 平成30年７月 本稿では，大学における教学支援体制の運営に
ついて，特にキャリア教育とキャリア支援の教
学支援の連携がどのように行われているかに着
目し，3大学（学習院大学，文教大学，昭和女子
大学）の視察を手掛かりとして考察することを
目的としている。結果として，学習院大学で
は，教学部門と支援部門の連携体制の確立はさ
れていなかったが，大学の教育理念や方針を取
り入れたキャリアセンター事業計画があり，ま
た，就職活動に関し，OB・OGによる在学生支援
体制が確立されていることが特徴であった。文
教大学では，中期経営計画を立て，教学部門と
経営部門がビジョンを共有し，計画→実行→評
価→改善のPDCAサイクルの確立が行われてい
た。昭和女子大学ではキャリアデザイン委員会
を設置し，全学横断型組織を確立し，教学部門
と支援部門の有機的連携が確立されていた。
共著者：岡野聡子・岡村季光・オチャンテ 村井
ロサ メルセデス
本人担当部分：上述の内，文教大学に関する部
分（pp.127-132）を担当

13. 育成したい「学生像」
の明確化，能力指標構
築の試み―奈良学園大
学人間教育学部を事例
として―

共著 平成30年９月 本稿では，我が国における「これから求められ
る力」に関する能力概念の整理をした上で，奈
良学園大学人間教育学部を事例として，「育成
したい学生像」の能力指標を提示することを目
的としている。新学習指導要領の完全実施や大
学入学共通テストの導入などにより，2020年に
向けた教育改革が粛々と進行する中，大学教育
にも大きな影響があると予想される。本稿で
は，第１に，社会から求められる能力概念の整
理と学部特性を整理し，第２にAP，CP，DPから
育成したい学生像の能力項目の抽出を行い，第
３に能力指標を提示した。能力指標作成にあ
たっては，①測定される側の発達水準を考慮す
ること，②人間教育のあり方や目指す方向性を
能力指標に反映させること，③能力の「芽生
え」（ショプラー；2007）に注目するという観
点を提示した。
共著者：岡野聡子・岡村季光・伊﨑一夫
本人担当部分：上述の内「奈良学園大学人間教
育学部における「育成したい学生像」の能力指
標の構築」に関する部分（pp.192-196）を担当

14. 災害時における教師の
職業的役割―「使命
感」と「多忙感」に着
目して―
（査読付）

共著 平成30年９月 本研究では，災害時において，その教師の「職
業的使命感」は統制の効かない状況における
「多忙感」を凌駕するのではないかという仮説
を立てた。そして，熊本地震において教員が果
たした役割をモデルとし，非災害地域の教員の
「使命感」「多忙感」との比較調査を行うこと
によって，災害時における教師の職業的使命感
の実態を明らかにすることを目的とした。そこ
で本研究では，熊本地震において被災した学校
に勤務する教員26名と，非災害地域として，関
西圏の小学校教員47名の計73名との比較アン
ケート調査を実施した。その結果，使命感に関
しては，被災の有無にかかわらず高い使命感を
有している反面，被災を経験した教員におい
て，多忙感や内的統制感の高さが，自らの存在
価値や意欲の高まりにつながっていない実態が
明らかになった。
共著者：松井典夫・岡村季光
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

人間教育第1巻第5号
pp.123-141.

人間教育第1巻第7号
pp.185-198.

教師学研究第21巻第2号
pp.13-21.

著書，学術論文等の名称
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
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15. ドリンク剤パッケージ
における色イメージに
関する探索的研究―健
康不安及び体調の差異
による検討―

共著 平成31年３月 本研究では，健康不安及び体調の差異によるド
リンク剤パッケージの色イメージについて検討
を行うことを目的であった。大学生及び登録販
売者を対象に調査を行った結果，以下の点が明
らかになった。すなわち，1)健康不安に関する
調査では，大学生と登録販売者間に回答の差異
は見いだせなかったが，直近1か月の体調に関す
る調査では，総じて大学生の方が登録販売者と
比して体調不良を示す得点が高かった。2)ドリ
ンク剤色イメージ評定において，目を引く色は
青色，滋養強壮は金色，美容及び食物繊維は黄
色において有意な差を見いだし，いずれも健康
不安のない群がある群と比して選択率が高かっ
た。3)直近1か月の体調を独立変数，各項目にお
ける色選択を従属変数とする判別分析を行った
結果，大学生において，眠気覚ましは体調不
安，体調の悩み，ストレス，疲れの変数が黒色
の選択に，登録販売者において，美容は体調不
安，体調の悩み，ストレス，疲れの変数が青色
の選択に，それぞれ有意な影響を及ぼしてい
た。
共著者：岡村季光・多根井重晴・増田善昭
本人担当部分：データ分析・結果・考察部分を
担当

16. 英会話授業における
「自尊感情を高める共
有体験」に関する調査
－学生の内的要因に着
目して－

共著 平成31年３月 本稿では，熊田・岡村（2018）で着目した「基
本的自尊感情を育む共有体験」（近藤，2010）
を応用し，英語スピーキングの共有体験に関す
る調査を行った。「自尊感情を育む共有体験」
として，英語スピーキングを場面と定め，他者
とのコミュニケーションにおける英語スピーキ
ング不安を検証した。具体的には，ペアワー
ク，グループワーク，クラス発表を場面として
設定した。考案した項目を因子分析した結果，
ペアワーク，グループワークにおいては「肯定
承認」，「安心」，「忌避」，クラス発表にお
いては「肯定承認」，「不得意」の構造を見い
だした。さらに，英語スピーキング不安，対人
不安傾向，自尊感情，自己受容，他者受容との
関連を検討し，他者からのフィードバックが得
られるグループワークが有効である可能性が示
唆された。今後の展望として，他者からの
フィードバックとして，信頼する人，すなわち
教師がすべきフィードバックについて検討する
ことが課題として残された。
共著者：熊田岐子・岡村季光
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

17. 居場所（安心できる
人）の評定と自己－他
者認識：協同作業認識
との関連

単著 平成31年３月 居場所（安心できる人）の評定とひとりで過ご
す感情・評価，友人との関係の取り方及び協同
作業認識との関連を検討した。「居場所」にお
ける安心できる程度の評定をクラスター分析に
よって自分群，全体高群，全体低群の３群に分
け，安心できる人の評定による群ごとに，ひと
りで過ごすことに関する感情・評価尺度，友人
関係尺度と協同作業認識尺度の各尺度得点の相
関係数を算出し検討を行った。その結果，１）
安心できる人の評定が全体的に低い者は，協同
作業への肯定的な認識が低く，他者と一緒にい
ることに苦痛を感じ回避する者は，協同作業の
必要性を低く感じている傾向にあった。２）相
関係数の同等性の検定において，友人関係尺度
における“傷つけることの回避”と協同作業認
識尺度の“協同効用因子”及び“互恵懸念因
子”に有意差がみられた。Ryan法による多重比
較の結果，“協同効用因子”において全体高群
と比して全体低群の方が“傷つけることの回
避”との正の相関が強く，“互恵懸念因子”に
おいて全体高群と比して全体低群及び自分群の
方が負の相関が強かった。

奈良学園大学研究紀要第
10号
pp.55-61.

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

人間教育第2巻第2号
pp.45-50.

著書，学術論文等の名称

奈良学園大学研究紀要第
10号
pp.55-61.
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18. 特集「職業としての心
理学」

共著 平成31年３月 ｢心理学総合科目－職業としての心理学」は，追
手門学院大学卒業生による「職業人講話」を中
心に展開される「心理学総合科目」であり，心
理学部の特色ある教育の一つとして位置づけら
れてきた科目である。本稿では，12名の卒業生
によって提供される12の「職業人講話」が展開
された。
共著者：三川俊樹・天野宏美・東 摩耶・藤田裕
一・萩原マリコ・橋本尚子・板橋裕子・木村泰
子・好田史尚・森迫宏幸・長井裕司・西川晶・
岡村季光
本人担当部分：上述の内「大学教員になるまで
に出会った“人との縁”」の項目（pp.62-64）
を担当

19. 居場所（安心できる
人）の評定と貢献感の
関連

単著 令和元年９月 本研究の目的は，居場所（安心できる人）の評
定と自身の存在が他者のウェル・ビーイングに
役に立っている（貢献している）感覚との関連
を検討することであった。安心できる程度の評
定に男女差がみられたことから，評定を男女別
にZ得点に変換後，クラスター分析によって全体
高群，全体低群，平均群の３群に分けた。安心
できる人の評定による群ごとに，貢献感との関
連を検討した結果，全体低群が他の群と比して
貢献感得点が低かった。最後に，「貢献感」を
めぐる言説について，Adler（1932）のそれとの
異同について，議論を行った。

20. 青年期後期のSNSアカウ
ント保有数と自己隠蔽
傾向の関連

共著 令和２年３月 本研究は，各SNSにおけるアカウント保有数に着
目し，自己隠蔽傾向との関連を検討することを
目的とした。SNSにおけるアカウント保有数につ
いて，Twitterは約40％の者が複数アカウントを
保有していることが明らかとなった。各SNSアカ
ウント保有数と自己隠蔽傾向の関連を検討した
結果，Twitterと自己隠蔽は有意傾向の正の相
関，Facebookとは有意の正の相関が認められ
た。青年期のSNSの利用において，アカウントを
複数所持する者ほど，アカウントを使い分けな
がら，本当の自分は見せないようにふるまって
いる可能性が示唆された。
共著者：岡村季光・多根井重晴
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

21. Country and Gender
Differences in the
Color Association
with Energy Drinks: A
Survey in Taiwanese
and Japanese Students
（国及び性別エナジー
ドリンクと色の連想の
差異：台湾及び日本の
大学生対象調査より）
（査読付）

共著 令和２年11月 本研究では，異なる文化である台湾及び日本の
大学生におけるエナジードリンクと色の連想の
差異について検討した。その結果，国を問わず
黄色は滋養強壮及びビタミン，黒色は眠気覚ま
し，緑色は食物繊維，赤は鉄分補給とそれぞれ
関連していた。一方，台湾のみ白と美容（コ
ラーゲンなど）の関連がみられた。本研究結果
から，エナジードリンクの機能に関する情報を
伝えるには，消費者の環境や文化的背景を考慮
した色の選択が重要であることが示唆された。
共著者：Shigeharu TANEI, Wen-Tseng CHU,
Toshimitsu OKAMURA, Fu-Shih CHEN
and Yukinori NAGAKURA
本人担当部分：データ収集・分析・結果部分を
担当

22. 食品の色彩に対する許
容度と嗜好性に関する
探索的検討―青色の水
餃子を事例に―

共著 令和３年３月 本研究は，食品の色彩に対する許容度や嗜好性
の程度を探索的に検討した。具体的には，近年
増加しつつある「青色に着色した食品」に着目
した。実験では，試料として水餃子を採用し，
試料の青色着色有無及び提供順序を操作するこ
とにより試料の許容度や嗜好性等の程度を試料
摂取の前後で比較検討した。その結果，試料摂
取前は青色着色の試料にネガティブな印象評定
がなされたが，摂取後はネガティブな印象が緩
和されたことが明らかになった。
共著者：大淵裕美・岡村季光
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

著書，学術論文等の名称
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

Foods, 9(11), 1670.
（全11ページ）

奈良学園大学研究紀要第
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23. 居場所（安心できる
人）評定の地域間及び
性別比較－日台大学生
調査から－

共著 令和３年12月 本研究では，居場所（安心できる人）の日台比
較及び男女差を検討することが目的であった。
日本大学生134名（男性61名，女性73名）及び台
湾の大学生92名（男性37名，女性55名）を対象
に検討した結果，“自分ひとり”，“父親”，
“きょうだい”において国間の主効果が有意で
あり，いずれも日本に比して台湾の得点が高
かった。また，“現学校以降の友人”において
性の主効果が有意であり，男性に比して女性の
得点が低かった。さらに，“自分ひとり”は交
互作用も有意であったため，単純主効果検定を
行った結果，女性において日本に比して台湾の
得点が高かった。
共著者：岡村季光・林 伯修・朱 文增・鍾 慧
于・陳 福士・新井一郎・多根井重晴
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

24. 幼稚園実習を通して学
生の自己成長を促す
ルーブリックの開発と
活用―実習への意識向
上とスキルアップに着
目して―

共著 令和５年３月 本研究では，「楽しい」だけの実習として終え
る学生の状況を打開するために，学生自身の現
在の意識状況を知り，更なる学びに繋げるため
の自己評価としてルーブリック評価を考案し，
実習前・実習中・実習後の学生の学びの意識に
ついて確認した。さらに，学生の質向上として
アクティブラーニングを取り入れた授業方法を
振り返り，授業の再構成を図った。ルーブリッ
クを活用し，学生が質の高い保育者像を一層意
識して学びを深めていくことが，保育の質の向
上と幼児教育に対する意識改革に繋げられるこ
とが期待された。
共著者：間井谷容代・石原由貴子・高岡昌子・
岡村季光
本人担当部分：ルーブリック項目考案・データ
集計部分を担当

25. 保育所・認定こども園
等の研修体系の形成に
関する研究

共著 令和５年３月 様々な自治体が公表している幼稚園教員等の育
成指標，保育所保育指針等，西村ら（2015）な
どを参考に育成指標案を作成した。その案の妥
当性を質問紙調査とヒアリング調査で検証し
た。その結果，園長・管理職の視点でも，０歳
児，１・２歳児，３歳以上児担当の保育者の視
点でも，主任保育士・主幹保育教諭の視点で
も，経験年数が増えるにつれていずれの資質も
段階が上がること，いずれの資質も段階を上げ
るのに研修が有効であることが明らかになり，
案がある程度妥当であることが示された。自治
体では育成指標の妥当性の検証は実施されてい
ないことも示唆された。総合考察では，本研究
で開発した育成指標の活用と育成指標に関する
研究の今後について以下のように議論した。
共著者：千葉武夫・西村重稀・清水益治・森 俊
之・碓氷ゆかり・成田朋子・吉岡眞知子・波田
埜英治・水上彰子・青井夕貴・中島 一・岡村季
光
本人担当部分：研究2内の分析結果に基づく考察
部分（pp.128-148）を担当

奈良学園大学研究紀要第
15号
pp.155-164.

保育科学研究第12巻
pp.120-174.

著書，学術論文等の名称
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

奈良学園大学研究紀要第
14号
pp.35-41.
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単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概要

1. 青年期女子における
「居場所」（安心でき
る人）の評定－抑うつ
に耐える力との関連－

単著 平成26年11月 「居場所」（安心できる人）における危機的場
面の安心できる程度の評定と抑うつに耐える力
の関連を検討した。その結果，“自分ひとり”
の評定を高くつけた者は“孤独に耐える力”が
高く，“現学校以前の友人”“現学校以降の友
人”の評定を高くつけた者は“不安に向き合う
力”が高かった。ひとりの時間を志向しつつ，
友人に安心感を持つことで自身の問題を直視し
不安に向き合うことが示唆された。

2. 中年期・老年期におけ
る「居場所」（安心で
きる人）の基礎的研究
―ひとりで過ごす感
情・評価の関係から―

単著 平成27年３月 中年期・老年期における「居場所」（安心でき
る人）の評定とひとりで過ごすことに関する感
情・評価の関係を検討した。その結果，平常時
において“自分ひとり”，“子ども”，“孫”
といる場面において評定を高くつけた者は，
“孤独・不安”において，得点が高かった。ま
た，危機的状況においては“自分ひとり”でい
る場面で評定を高くつけた者のみ“孤独・不
安”得点が高かった。特に中年期以降において
は，“自分ひとり”のみならず，“子ども”
“孫”の存在が「居場所」に影響を及ぼす可能
性が示唆された。

3. 「自分ひとりの居場
所」の志向に関する検
討　―「安心できる
人」評定，ひとりで過
ごす感情・評価及び協
同作業認識尺度の関係
から―

単著 平成27年８月 居場所（安心できる人）の評定，ひとりで過ご
すことに関する感情・評価及び協同作業認識と
の関連を検討した。その結果，ひとり感情・評
価尺度の“孤絶願望”と協同作業認識尺度の
“協同効用因子”に弱い負の相関関係がみられ
た。また，安心できる人の評定が全体的に低い
者は他者との協同作業への肯定的な認識が低
く，他者と一緒にいることに苦痛を感じ回避す
る者は協同作業の必要性を低く感じている傾向
にあることを見いだした。

4. Relationship between
Ibasho “Person who
eases your mind” and
sense of contribution
in late adolescence
（青年期後期における
居場所（「安心できる
人」）と貢献感の関
係）

単著 平成28年７月 大学生に「安心できる人」の評定をクラスター
分析により検討した結果，安心できる評定の高
低により４群に分類できることを見いだした。
さらに，安心できる人の評定が低い群は所属し
ている集団への貢献感が他の群と比べて有意に
低かった。

5. The effects of power
and grit on
satisfaction and
apathy in academic
settings
（影響力，grit及びア
パシーが大学生活に与
える影響）

共著 平成28年７月 本研究は，影響力，grit及びアパシーが大学生
活にどのような影響を与えているのかを検討し
た。将来展望を明確に持っているか否かで群分
けを行い，重回帰分析を行った結果，将来展望
を明確に持っている者において影響力，grit及
びアパシーが大学生活に影響を与えていること
が明らかとなった。
共同発表者：高木悠哉・赤間健一・岡村季光
本人担当部分：データ分析結果・考察部分を担
当

6. 「居場所」（安心でき
る人）を規定する媒介
要因の検討　―“自分
ひとり”の居場所に注
目して―

単著 平成28年10月 本研究は，安心できる人を規定する要因に媒介
要因が介在している可能性を検討することを目
的とした。自分ひとりの居場所を志向する要因
は，ひとりで過ごすことによる充実感や満足感
によって規定されており，さらに両者の関係に
はひとりで過ごすことへの孤独感や不安感のな
さが媒介していることを明らかにした。

著書，学術論文等の名称
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

日本教育心理学会第57回
総会発表論文集
p.683.
（朱鷺メッセ（新潟コン
ベンションセンター））

Poster presented at
31st International
Congress of
Psychology, Yokohama,
Japan
（パシフィコ横浜）

Poster presented at
31st International
Congress of
Psychology, Yokohama,
Japan
（パシフィコ横浜）

「学会抄録」

日本教育心理学会第58回
総会発表論文集
p.451.
（サンポートホール高
松・かがわ国際会議場）

日本教育心理学会第56回
総会発表論文集
p.486.
（神戸国際会議場）

日本発達心理学会第26回
大会発表論文集
P5-045.
（東京大学）

（その他）
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7. 居場所（安心できる
人）の評定と貢献感の
関連

単著 平成30年３月 大学生に「安心できる人」の評定をクラスター
分析により検討した結果，安心できる評定の高
低により３群に分類できることを見いだした。
さらに，安心できる人の評定が低い群は所属し
ている集団への貢献感が他の群と比べて有意に
低かった。本研究における「安心できる人」分
類において，特に家族に関するクラスター得点
差は他と比して顕著であったことから，家族に
対する安心できる感覚の差が貢献感の得点差に
影響を及ぼしている可能性が考えられた。

8. 保育者の子育てに関す
る探索的研究

共著 平成30年５月 本研究では，保育者の子育てについて自由記述
により探索的に検討することを目的とした。子
育てをしながら仕事をすることについて，「大
変」「ポジティブ」「時間」「協力」の出現頻
度が高く，保育者と子育ての両立が大変である
一方，ポジティブに受けとめていることがうか
がえた。また，他者の協力により，子育てと仕
事の両立が維持されていることが推察された。
子の担任やママ友に自身が保育者である旨を積
極的に告知することはないという回答が多く，
条件付で告知をする姿勢がうかがえた。
共同発表者：岡村季光・間井谷容代
本人担当部分：データ分析・結果・考察部分を
担当

9. ドリンク剤における色
イメージに関する探索
的研究

共著 平成30年９月 本研究では，健康不安及び体調の差異によるド
リンク剤の色イメージについて検討を行うこと
を目的とした。その結果，ドリンク剤色イメー
ジ評定において，目を引く色は青色，滋養強壮
は金色，美容及び食物繊維は黄色において有意
な差を見いだし，いずれも健康不安のない群が
ある群と比して選択率が高かった。また，体調
と属性が色の選択に有意な影響を及ぼしてい
た。
共同発表者：岡村季光・多根井重晴・増田善昭
本人担当部分：データ分析・結果・考察部分を
担当

10. 居場所と「個」及び
「関係性」の観点にも
とづくアイデンティ
ティの関連

単著 平成31年３月 本研究では，居場所と「個」及び「関係性」の
観点にもとづくアイデンティティとの関連を検
討することを目的とした。その結果，全般的に
は「個」のアイデンティティよりも「関係性」
のそれの方が居場所尺度との関連は強い傾向で
あった。また，男女間で相関係数の差の検定を
行った結果，社会的居場所のうち，誰かから承
認されている感覚が，「関係性」のアイデン
ティティ形成につながることが示唆されたが，
その傾向は特に男子において顕著であった。

11. 青年期後期のSNSアカウ
ント保有数と自己隠蔽
傾向の関連

共著 令和元年９月 本研究は，各SNSにおけるアカウント保有数に着
目し，自己隠蔽傾向に着目し検討することを目
的とした。その結果，複数のアカウントを所有
している者が多かったTwitterと自己隠蔽傾向に
は弱い正の相関がみられ，アカウントを複数保
有する者は，アカウントを使い分けることで本
来の自分を隠蔽するように振る舞っていること
がうかがえた。また，各SNSのアカウント保有
率，複数アカウント保有率，重要度に統計的に
有意な差異を見いだし，1)世代による影響，2)
複数アカ保有諾否という仕様上の問題，3)イン
フラとしてのSNSニーズ有無，などがあることが
推察された。
共同発表者：岡村季光・多根井重晴
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

著書，学術論文等の名称
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

日本心理学会第82回大会
発表論文集
p.555.
（仙台国際センター）

日本心理学会第83回総会
発表論文集
p.241.
（立命館大学大阪いばら
きキャンパス（OIC））

日本保育学会第第71回大
会発表要旨集
p.659.
（宮城学院女子大学）

日本発達心理学会第30回
大会発表論文集
p.305.
（早稲田大学戸山キャン
パス）

日本発達心理学会第29回
大会発表論文集
p.655.
（東北大学川内北キャン
パス）
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12. 座席位置とエゴグラム
及び情動知能の関係

共著 令和元年９月 本研究では，同じ仮想場面における座席選択と
エゴグラム及び情動知能の関係を検討すること
を目的とした，その結果，エゴグラムACにおい
て，仮想場面で座席数が多い方を選択した者の
座席数が少ない方を選択した者のそれよりも得
点が高かった。リーダーシップに関する研究
（Hare & Bales，1963）より，リーダーとフォ
ロアーの関係が順応的自我状態に反映している
と解釈された。なお，情動知能尺度（J-WLEIS）
と座席選択との関連は見いだせなかった。
共同発表者：多根井重晴・岡村季光・豊田弘
司・陳 福士・安西和紀
本人担当部分：データ収集・考察部分を担当

13. 居場所（安心できる
人）と貢献感，特性的
自己効力感及び生活満
足感の関係

共著 令和２年３月 本研究では，居場所（安心できる人）と貢献
感，特性的自己効力感及び生活満足感の関係を
検討することを目的とした。その結果，特に女
子の方が各尺度間得点に中程度の正の相関が
あった。また，安心できる人評定群のうち，い
ずれも他者低群が全体高群，他者高群，全体低
群と比して貢献感，特性的自己効力感及び生活
満足感の得点が低かった。他者への安心感の低
さが，貢献感，対人関係における満足感の低さ
につながっていることが明らかとなった。
共同発表者：岡村季光・多根井重晴
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

14. 社会不安及び生活満足
感が居場所（安心でき
る人）の評定に及ぼす
効果

単著 令和２年９月 本研究では，自他への安心感の評定と社会不安
(FNE) 及び生活満足感の関連について検討する
ことを目的とした。安心できる人評定，FNE及び
生活満足感の関連を検討した結果，自分ひとり
の評定及び全般的生活満足感とFNEは有意な負の
相関であった。また，性，FNE短縮版及び生活満
足感を予測変数，安心できる人評定を目的変数
とする重回帰分析を安心できる人ごとに行った
結果，安心できる人評定の対象が自分または他
者により影響を及ぼす変数が異なることが明ら
かとなった。

15. 薬学生の学習習得度と
自己評価式モラルシン
キング尺度の関係

共著 令和２年９月 薬学教育では，6年制課程を修了した者を対象と
した新薬剤師国家試験制度の導入にともない，
薬学部生には膨大な専門知識及び技能の習得が
必須とされ，効率的な学習が求められるように
なった。一方，池田ら（2018），文部科学省中
央教育審議会（2011）の指摘を踏まえ，薬学生
の学習習得度と自己評価式モラルシンキング尺
度の関係を検討した。その結果，キャリア尺度
得点と演習試験との間に正の相関を認めた。
共同発表者：多根井重晴・岡村季光・豊田弘司
本人担当部分：データ分析・考察部分を担当

16. 薬学生におけるキャリ
ア基礎力支援のあり方
に関する基礎的研究

共著 令和２年９月
～11月

本研究は，多根井ら（2020）続報として，キャ
リア基礎力をより詳細に検討するため，薬学部
４年生を対象に，キャリア基礎力と正の関連が
予想される批判的思考（クリティカルシンキン
グ，CT），薬学に携わる者としての倫理観（モ
ラルシンキング，MT），自他の情動理解（J-
WLEIS）及び負の関連が予想されるセルフハン
ディキャッピング（SH）との関連を検討した。
その結果，キャリア基礎力尺度とCT間，MT間は
全て正の相関，J-WLEIS間は他者の情動評価や情
動の利用・調節で正の相関，SH間は「やれない
因子(can't) 」で全て負の相関であった。キャ
リア基礎力育成には，自他理解や自己有用感に
関わる支援を行う必要性が示唆された。
共同発表者：岡村季光・多根井重晴
本人担当部分：データ分析・結果・考察部分を
担当

日本教育心理学会第61回
総会発表論文集
p.637.
（日本大学文理学部３号
館）

日本発達心理学会第31回
大会発表論文集
p.291.
（大阪国際会議場（グラ
ンキューブ大阪）で開催
の予定だったが，参集し
ての開催は行われなかっ
た）

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

日本教育心理学会第62回
総会発表論文集
p.315.
（アクトシティ浜松で開
催の予定だったが，参集
しての開催は行われな
かった）

日本教育心理学会第62回
総会発表論文集
p.167.
（アクトシティ浜松で開
催の予定だったが，参集
しての開催は行われな
かった）

日本心理学会第84回総会
発表論文集
p.200.
（東洋大学白山キャンパ
スで開催の予定だった
が，Webサイト内
（https://www.jpa2020t
oyo.com/）で開催され
た）

著書，学術論文等の名称
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17. 居場所（安心できる
人）の評定とプライバ
シー意識の関連

共著 令和３年８月 本研究では居場所（安心できる人）とプライバ
シー意識の関連を検討した。各場面における
「安心できる人」評定得点を用いて，クラス
ター分析（K-means法）により“平均群”，“他
者低群”，“他者高群”に分類し，プライバ
シー意識尺度の各下位尺度得点について，2
（性）×3（居場所分類各群）の分散分析を行っ
た。その結果，自己意識／維持行動得点におい
て男性のみ“他者高群”が“平均群”に比して
得点が低かった。また，他者維持行動得点にお
いて，“他者高群”が“他者低群”に比して得
点が高かった。
共同発表者：岡村季光・多根井重晴
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

18. エゴグラムと学習動機
及びメタ認知の関係

共著 令和３年８月 本報では，エゴグラムと学習動機及びメタ認知
の関係について検討した。その結果，自己成長
エゴグラム（SGE）の“A”とメタ認知ならびに
学習方略の“意味理解方略”が正の弱い相関関
係であった。また，SGEの“CP”と学習動機の
“取り入れ的調整”，“外的調整”及びメタ認
知が正の弱い相関関係であった。さらに，SGEの
“AC”と学習動機の“外的調整”が正の弱い相
関関係であった。エゴグラムは，自己変容が期
待できる尺度であることからも，教育的な側面
で考えると主に“CP”及び“A”を伸ばすこと
が，主体的学び育成の一環として有益である可
能性が示唆された。
共同発表者：多根井重晴・岡村季光
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

19. 居場所（安心できる
人）とプライバシー意
識の関係：日台大学生
調査から

共著 令和３年９月 本研究では，居場所（安心できる人）とプライ
バシー意識の関係を日台別に検討することが目
的であった。日本大学生134名（男性61名，女性
73名）及び台湾の大学生92名（男性37名，女性
55名）を対象に検討した。第1に，各場面におけ
る「安心できる人」評定得点を用いて，国別に
クラスター分析（K-means法）を行った結果，両
国とも同様の傾向であった。具体的には，安心
できる人の評定が全体的に平均的であった群を
“平均群”，他者の評定が低かった群を“他者
低群”，他者の評定が高かった群を“他者高
群”と命名し居場所（安心できる人）評定によ
る分類（以下，居場所分類）を行った。第2に，
プライバシー意識尺度の各下位尺度得点につい
て，2（国）×3（居場所分類各群）の分散分析
を行った結果，自己のプライバシー意識／維持
行動得点において日本に比して台湾の方が得点
は高く，日本において“他者低群”が“他者高
群”に比して得点が高かった。他者のプライバ
シー意識得点において“他者高群”が他群と比
して得点が低かった。他者のプライバシー維持
行動得点において台湾に比して日本の方が得点
は高く，“他者高群”が他群と比して得点が高
かった。
共同発表者：岡村季光・林 伯修・李 鵬遠・鍾
慧于・陳 福士・新井一郎・多根井 重晴
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

日本心理学会第85回総会
発表論文集
p.11.
（Webサイト内
（https://confit.atlas
.jp/guide/event/jpa202
1/top?lang=ja）で開催
された）

日本教育心理学会第63回
総会発表論文集
p.350.
（オンライン）

日本教育心理学会第63回
総会発表論文集
p.355.
（オンライン）

著書，学術論文等の名称
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

26



単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概要

20. 保育者におけるワー
ク・ライフ・バランス
と保育者効力感の関係

共著 令和４年５月 本研究では，保育者におけるワーク・ライフ・
バランスと保育者効力感の関係を検討した。奈
良県内にある保育所に勤務する保育者123名（男
性４，女性119）を対象に検討した結果，子のい
ない者においては，保育者として期待に応える
ことに仕事のやりがいを見いだし，地域の様々
な住民との交流や参加に保育者としての効力感
を持ちやすい傾向が伺えた。一方，子のいる者
においては，保育所における社会的立場を意識
しつつ，保育者の仲間を支援し，さらに保育者
自身が人とかかわる基盤となり子ども同士の関
係を育てることが，仕事のやりがいにつながっ
ていることがみられた。また，仕事とプライ
ベートの切り替えについては，子のいない者が
出来ている一方，子のいる者はうまく切り替え
が図れていない可能性が示唆された。
共同発表者：岡村季光・間井谷容代
本人担当部分：データ分析・結果・考察部分を
担当

21. 衛生マスクにおける着
用行動と色イメージの
関連

共著 令和４年９月 本研究では，マスク着用行動と背景要因及び着
用したマスクの色イメージの関連について検討
することを目的とした。近畿圏に在住の大学生
120名（男性76名，女性44名）を対象に調査を
行った結果，女性において“公的自意識”と外
出時マスク着用における“自分の姿を隠蔽”に
弱い正の相関がみられた。また，着用したマス
クの色イメージにおいて，“似合っている”に
おいて青，“魅力的”において金はそれぞれ男
性の方が女性に比して有意に選択が多かった。
さらに，外出時マスク着用行動とマスクの色イ
メージの関連において，“自分の姿を隠蔽”の
回答と色イメージの選択の関係を検討した結
果，“本音を隠せる”の色イメージにおいて，
白は自分の姿を隠蔽できると回答した者が隠蔽
できないと回答した者と比して有意に選択が多
かった。黒は本音を隠すというイメージ，白は
自身の姿自体を隠すというイメージとして弁別
してとらえている可能性が示唆された。
共同発表者：岡村季光・多根井重晴
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

日本保育学会第第75回大
会発表論文集
pp.P-879-P-880.
（聖徳大学で開催の予定
だったが，オンラインで
開催された）

著書，学術論文等の名称
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

日本心理学会第86回大会
発表論文集
p.3EV-013-PC.
（日本大学文理学部）
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1. 青年期女子における
「居場所」（安心でき
る人）の評定―ひとり
で過ごす感情・評価及
び関係的自己の可変性
との関係から―

－ 平成25年11月 「居場所」における安心できる程度の評定，ひ
とりで過ごすことに関する感情・評価及び関係
的自己の可変性との関係を検討した。その結
果，友人への安心感評定が低いと自己が変化す
ることに対して怖い，嫌だ，うまくできないと
いう思いがやや高まる傾向を見いだした。ま
た，自分への安心感評定が高いと自己が変化す
ることに必要性を感じる等，変化に対して肯定
的に捉えていた。

2. 「自分ひとりの居場
所」を志向する要因の
検討―「安心できる
人」の評定とひとりで
過ごす感情・評価及び
満たされない自己との
関係から―

－ 平成26年11月 「居場所」における安心できる程度の評定をク
ラスター分析によって３群に分け，ひとりで過
ごすことに関する感情・評価及び満たされない
自己との関係を検討した。その結果，“自分ひ
とり”に安心できる評定を高くつけた者の中に
も，他者への評定を比較的低くつけている者は
対人関係に苦痛を感じ，対人交渉の逃避をして
いることが示唆された。また，自分だけ，また
は一部の者のみに安心感の評定を高くつけた者
は自他共に安心感の評定が高い者と比して日常
生活においての目標に喪失感や停滞感を感じて
いた。
共同発表者：岡村季光・高木悠哉
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

3. 心理学を学び，研究
し，実践する－ライフ
ステージとキャリアパ
ス－
（シンポジウム話題提
供）

－ 平成27年11月 本シンポジウムでは，心理学関連の大学教員と
して勤めている話題提供者が，これまでにどの
ようなキャリアパスを経てきたのか，また，自
らのライフステージにおいて，どのような歩み
があったのかをそれぞれ発表した。その後，心
理学のキャリアパスとライフステージとの兼ね
合いについて率直な意見が交わされた。
話題提供者：大竹恵子・岡村季光・杉若弘子・
土肥伊都子
指定討論：小椋たみ子・荘厳舜哉

4. 「居場所（安心できる
人）の評定と他者認識
―友人との関係の取り
方と共同作業認識の関
連から―

－ 平成27年11月 居場所（安心できる人）の評定，友人との関係
の取り方及び協同作業認識との関連を検討し
た。「居場所」における安心できる程度の評定
をクラスター分析によって自分群，全体高群，
全体低群の３群に分け，安心できる人の評定に
よる群ごとに，友人関係尺度と協同作業認識尺
度の各尺度得点の相関係数を算出した。相関係
数の同等性の検定を行った結果，友人関係尺度
における“傷つけることの回避”と協同作業認
識尺度の“協同効用因子”及び“互恵懸念因
子”に有意差がみられた。Ryan法による多重比
較の結果，“協同効用因子”において全体高群
よりも全体低群の方が“傷つけることの回避”
との正の相関が強く，“互恵懸念因子”におい
て全体高群よりも全体低群及び自分群の方が負
の相関が強かった。

5. 「自分ひとりの居場
所」の志向に関する検
討　―「安心できる
人」評定，ひとりで過
ごす感情・評価及び孤
独感との関連―

－ 平成28年11月 本研究では，居場所（安心できる人）の評定，
ひとりで過ごすことに関する感情・評価及び他
者とのつながりが感じられているか否かを測定
するために孤独感を測定し，三者の関連を検討
した。「居場所」における安心できる程度の評
定をクラスター分析によって全体高群，親群，
恋人群，他者低群の４群に分け，さらに，ひと
り感情・評価尺度の“孤独・不安”得点をもと
に，得点の中央値を上回った群を高群，中央値
以下を低群に分類した。孤独感尺度得点につい
て，４（居場所）×２（ひとり感情・評価尺度
“孤独・不安”得点高群・低群）の分散分析を
行った結果，ひとり感情・評価尺度の“孤独・
不安”得点低群において，“他者低群”が他の
群に比して孤独感得点が高かった。

関西心理学会第125回大
会発表論文集
p.82.
（和歌山大学）

関西心理学会第126回大
会発表論文集
p.36.
（大阪市立大学）

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

関西心理学会第127回大
会発表論文集
p.9.
（関西学院大学）

関西心理学会第127回大
会発表論文集
p.42.
（関西学院大学）

「学会発表」

関西心理学会第128回大
会発表論文集
p.35.
（京都大学）

著書，学術論文等の名称

28



単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概要

6. 災害時における教員の
職業的役割　―「使命
感」と「多忙感」」に
着目して―

－ 平成29年３月 現代の学校教育に関連する諸課題に対する教育
現場への期待や責任の増大に伴い，教員の「多
忙化」が指摘されている。その一方で，地震災
害時に教師は，「多忙感」の一要因である残業
の多寡に関わらず，避難所運営に携わるなどの
例がある。そこで本研究では，教員の「使命
感」と「多忙感」の相関性について，熊本地震
において教員が果たした役割をモデルとして，
教員への意識調査をもとに検討した。その結
果，他群の教員は多忙感や内的統制感が高まる
ことで自らの存在価値や意欲の高まりがみられ
るのに対し，熊本自身で被災した教員群にそれ
らがみられないことから，一連の熊本地震に対
する対応の疲労感が高まっていることが背景因
子として懸念された。
共著者：松井典夫・岡村季光
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

7. 居場所（安心できる
人）の評定と社会不安
及び生活満足感の関連

－ 平成29年11月 本研究では，居場所（安心できる人）の評定，
他者からの否定的な評価による不安及び生活満
足感を測定し，三者の関連を検討することを目
的とした。各場面における「安心できる人」評
定得点を用いて，クラスター分析を行った結
果，各評定の高低により４群に分類することが
できた。さらに，FNE短縮版得点（社会的不安得
点）をもとに，平均値を上回った群を高群，平
均値以下を低群に分類し，4（居場所）×2（社
会的不安得点高・低）の分散分析を行った結
果，社会的不安得点低群において“全体高群”
及び“家族高群”が他群に比して全般的生活満
足感得点が高かった。特に，家族への安心感と
他者への否定的評価への不安のなさが全般的生
活満足感の高さにつながったと言え，アタッチ
メントの影響が示唆された。

8. ありのままの自分を求
めて：グローバル社会
と「居場所」（日本心
理学会第82回公募シン
ポジウムSS-082）

－ 平成30年９月 「居場所（Ibasho）」は日本固有の概念である
が，さまざまな心理学的概念と密接に関係して
いると考えられる。たとえば，アイデンティ
ティ（Erikson, 1950）は「居場所」との関係性
が示唆される。多様な人々が生活する複雑な現
代社会において，ありのままの自分を表現で
き，ありのままの自分でいられる「居場所」を
我々はどのように見つけ出していけるのだろう
か。また，アイデンティティと「居場所」はど
のような関係にあるのだろうか。本シンポジウ
ムでは，多文化環境のなかで生育・生活する
人々を中心に，ありのままでいられる「居場
所」をめぐって，（文化的）アイデンティティ
や「居場所」について議論を行った。
話題提供者：鈴木一代・岡村季光・植松晃子・
石橋道子
指定討論：佐野秀樹

9. 新旧友人関係及び学校
への認知が現在の居場
所感に及ぼす影響―コ
ミュニティ・アイデン
ティティ及びトポフィ
リアの視点から―

－ 平成30年10月 本研究の目的として，新旧友人関係及び学校へ
の認知が現在の居場所感に及ぼす影響について
検討を行った。特に，学校への認知はコミュニ
ティ・アイデンティティ（CI）（野波・加藤,
2009）及びトポフィリア（TP）（Tuan，1974）
に着目して検討を行った。その結果，高等学校
までの友人が“親友”として認知されやすい傾
向にあり，過去に所属していたCI及びTPを重視
する傾向がみられた。特に現在の“承認的居場
所”の感覚は，新旧友人及び過去・現在CIが規
定因として認められ，過去とのつながりが居場
所を感じる要因として重要であることが考えら
れた。

日本教師学学会第18回大
会発表要旨集
pp.30-31.
（早稲田大学所沢キャン
パス）

関西心理学会第130回大
会発表論文集
p.59.
（甲南大学）

日本心理学会第82回大会
発表論文集
p.220.
（仙台国際センター）

著書，学術論文等の名称
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

関西心理学会第129回大
会発表論文集
p.52.
（京都橘大学）
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10. 自己－他者関係及び特
性的自己効力感が現在
の居場所感に及ぼす影
響―自分ひとり，新旧
友人関係への安心感を
手がかりに―

－ 令和元年11月 本研究の目的は，自分ひとり，あるいは新旧友
人と過ごす安心感及び特性的自己効力感が現在
の居場所感に及ぼす影響について検討すること
であった。社会的居場所及び個人的居場所を目
的変数，自分ひとり・新旧友人への各安心感評
定，特性的自己効力感を予測変数とする重回帰
分析を男女別に行った結果，男女とも特性的自
己効力感が社会的居場所・個人的居場所，新友
人の安心感が社会的居場所を予測することが認
められた。

11. 大学生における居場所
（安心できる人）の日
台比較

－ 令和３年３月 本研究では，居場所（安心できる人）の日台比
較及び男女差を検討することを目的とした。日
本在住の大学生134名と台湾在住の大学生92名を
対象に検討した結果，自分ひとり，父親，きょ
うだいにおける安心感はいずれも日本に比して
台湾の得点が高かった。父親やきょうだいへの
安心できる評定は，文化の違いが反映されたも
のであることがうかがえた。
共同発表者：岡村季光・林伯修・朱文增・陳福
士・多根井重晴
本人担当部分：データ収集・分析・結果・考察
部分を担当

12. 「居場所」は多文化背
景をもつ人々にとって
有用な概念か？（会員
企画 ラウンドテーブル
6AM1-D-RT05　話題提
供）

－ 令和４年３月 本ラウンドテーブルでは，「居場所」という日
本固有の概念が，日本人や日本だけではなく，
多文化環境にある人々を初め，外国人やほかの
国にとっても有用な概念になりうるかどうかに
ついて議論した。
第２話題提供者からは，日本－台湾間による
“安心できる人” の評定差異及びその背景につ
いて考察した。
その後，指定討論者よりバーチャル，またはイ
マジナリーの「心理的居場所」の存在と重要性
について指摘があった。
企画：鈴木一代
話題提供者：石橋道子・岡村季光・鈴木一代
指定討論者:新田文輝

1. 災害時における教師た
ちのノブレス・オブ
リージュ～そこにある
「使命感」と「多忙
感」～
第４回　実証的研究か
らみえる教師の災害時
における「使命感」と
「多忙感」の関連

－ 平成29年８月 教員の「使命感」と「多忙感」の相関性につい
て，熊本地震において教員が果たした役割をモ
デルとして，教員への意識調査をもとに検討し
た。その結果，他群の教員は多忙感や内的統制
感が高まることで自らの存在価値や意欲の高ま
りがみられるのに対し，熊本自身で被災した教
員群にそれらがみられないことから，一連の熊
本地震への対応の長期のストレス状況にあるこ
とが推察された。一方，教員からの聞き取り調
査では，教員は自らよりも児童生徒を優先して
心のケアに努める利他行動が認められた。

2. 災害時における教師た
ちのノブレス・オブ
リージュ～そこにある
「使命感」と「多忙
感」～
第８回　ベトナムにお
ける「保護」の根底に
あるもの

－ 平成29年10月 ベトナムは様々な天災に見舞われているもの
の，災害の大きさに比して，被害が思いのほか
小さい。そこには，災害等非常時における「保
護」の主体が関連しているという示唆を得られ
た。本稿では，その「保護」意識の根底につい
て考察した。その結果，ベトナムにおいては，
近年の経済成長における都市化現象が核家族化
を進展させたものの，家族を重要視するという
観点も根強く残っている一方，知らない人への
警戒心は非常に強いことが伺えた。上述の「警
戒心の強さ」は「保護」意識の規定因である可
能性が示唆された。

3. 災害時における教師た
ちのノブレス・オブ
リージュ～そこにある
「使命感」と「多忙
感」～
第12回　取り戻す日常
と薄れゆく震災の記憶
～防災教育が持つ価値
の提言～

－ 平成29年12月 本稿では，日常を取り戻そうとする「復興のベ
クトル」と，震災の記憶のうち「想起のベクト
ル」が減少していくという相反する状況の中
で，防災教育が果たす役割について考察を行っ
た。古くから「津波てんでんこ」などの教訓と
して後世に伝えられてきた事象を検討した結
果，防災教育の根幹は，残された「教訓」の活
性であることを見出した。
共著者：松井典夫・岡村季光
本人担当部分：先行研究収集・考察部分を担当

日本発達心理学会第33回
大会発表論文集
（Webサイト内
https://www.jsdp.jp/js
dp2022/）で開催され
た）

日本発達心理学会第32回
大会発表論文集
p.99.
（Webサイト内
（http://www.jsdp.jp/
jsdp2021/）で開催され
た）

教育PRO 第47巻第27号
通巻1852号
pp.6-7.

教育PRO 第47巻第22号
通巻1847号
pp.8-9.

教育PRO 第47巻第17号
通巻1842号
pp.8-9.

「その他」

著書，学術論文等の名称
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

関西心理学会第131回大
会発表論文集
p.35.
（大阪教育大学天王寺
キャンパス）
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年月日

平成26年4月～
平成28年3月

平成27年4月～
平成30年３月

令和３年

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

　　　　令和５年　３月　31日

                                                                         氏名　岡本恵太

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

国語科教育　教育社会学 コミュニケーション　思考力　談話分析　言語活動

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

(1)  「つけたい力を明らかにして思考力を育てる
授業～見通しと振り返りを位置づけて」

三田市教育委員会の委嘱を受けた「三田市教育研究
グループ」として、教師と学習者がともに、学習を
通して「つけたい力」を明確にして思考力を高める
授業の筋道を研究した。また、研究の成果を「三田
市教育研究グループ研究集録」の国語部会の章（各
年度4頁分，本人担当分平成27年度４p分）として発
表するとともに、国語部会として独自に『実践事例
集』（平成26年度は総頁数48p本人担当8p分・平成27
年度は総頁数54p本人担当分10p・平成28年度は総頁
数48p本人担当分8p）を編集、発行し、若い教員が
日々の実践に取り組む際の手がかりとなるようにし
た。
研究における「言語活動」については、「学習者の
願いや目的を言語を用いて具現化するプロセス」と
してとらえている。ここにおける「願い」には達成
したい活動の成果物とともに、学習者自身が「つけ
たい力」も含まれる。こうした「言語活動」を「学
習者の願いや目的」に向けて導く資質・能力となる
「論理的思考力」を育てるための言語活動の工夫改
善に関する研究を継続した。

(3) 令和３年度　インターネット上の人権侵害の解
消推進事業
大学との共同研究（学生の研究活動プロジェクトの
指導）

善野八千子教授、住本克彦教授と共同し、インター
ネット上の人権侵害に係る学生の研究プロジェクト
の指導にあたった。その成果は、11月27日のシンポ
ジウム（研究成果発表会）において、「インター
ネット上の人権侵害をどう防ぐか～教師をめざす学
生として、意識改革から行動変容へ～」として発表
予定である。岡本は、善野八千子教授と共同で研究
プロジェクトメンバーが受講する人間教育実践力開
発演習Ⅲにおいて「SNSにおける人権侵害」を軸とす
る教育時事問題についての指導を継続するととも
に、教育社会学の観点から、テキストマイニングを
活用した分析手法についての助言を行った。

２　作成した教科書，教材

(2) 「ともに学び合い高め合う子に～伝え合う場の
設定～」

三田市立三輪小学校において、国語科における思考
力や伝え合う力を育てるために全校で取り組んでい
る実践研究である。学習者一人ひとりが主体的に課
題を持って探求し、協同でその課題に挑戦しながら
高め合っていく資質・能力を身につけた児童を育成
することを主題に掲げている。各年度２月に公開研
究発表会を実施するとともに、研究紀要を発行して
いる。研究授業として、平成27年度は「世界で一番
美しいぼくの村（東京書籍）・４年生」、平成28年
度は「町の幸福論-コミュニティデザインを考える-
（東京書籍）・６年生」、平成29年度は「木龍うる
し（東京書籍）・４年生」を公開し、その成果につ
いては、研究紀要にまとめている。
「言語活動の充実」を中心とした実践研究において
は、様々な言語活動に含まれる言語能力を抽出し、
分類整理を行った。



平成29年4月

令和4年9月

平成26年3月

平成26年4月～
平成30年3月

(1) 『ひとり学びへの手引き』 三田市教育委員会が市内の高学年児童に向けて発行
している「ひとり学びへの手引き」の国語科に関す
る章のうち「パネル討論をしよう」「新聞記事を書
こう」の項目を分担執筆した。
　「ひとり学びへの手引き」は市内の児童が自分自
身で問題を持ち、解決する力を育てることを目指し
た学習資料である。国語・社会・理科・算数・情報
のそれぞれの分野ごとに、家庭学習の手法や児童が
自ら調べ方・表現の仕方を解説している。
　「パネル討論をしよう」では〈論点をどのように
探すか〉〈どのような視点で議論を組み立てればい
いか〉について児童が一人で学習が進められるよう
記述した。
「新聞記事を書こう」では、まず新聞記事の特徴が
「情報を客観的にとらえるための文章」であること
を説明し、さらにその書き方について解説した（総
頁数９２頁、本人担当分４頁）

（２）『新しい視点からの教育社会学』（大学教育
出版）

共著　編著者　住本克彦
第１章「教育社会学へのアプローチ」執筆を分担。
教育社会学の導入として、学問としての特質とその
あゆみを学生がとらえることを目的としている。教
育社会学の見方・考え方について、授業における会
話構造の分析を事例として述べるとともに教育学と
の関連から明らかにした。さらに教育社会学の歴史
について、エミール・デュルケーム、イヴァン・イ
リッチ、ピエール・ブルデュー、バジル・バーンス
ティンら主要な教育社会学者の業績について、日本
国内の教育社会学の発展と関連付けて述べた。（総
頁数252頁、本人担当分17頁）

３　教育上の能力に関する大学等の評価

(1) 兵庫教育大学大学院「小学校英語活動プログラ
ム（小学校英語活動指導者ユニット）」履修

兵庫教育大学大学院において小学校英語活動の指導
者育成を目的としたプログラムを履修した。プログ
ラムの一環として現任校（当時：志手原小学校）に
おける研究授業「オリジナルカレンダーを作ろう」
を実施した。ここで目指したことは、「動きを通し
て〈考える〉英語活動」である。これは、英語活動
で取り組まれるアクティビティの中に、選択・判
断・吟味といった思考の要素を導入しようとするも
のである。「動きを通して〈考える〉英語活動」を
具現化するために、即興演劇の手法を活用した「プ
レゼントゲーム」や、友だちに英語でインタビュー
する時の手順を絵（ピクトグラム）で目に見える形
にしたワークシートを開発した。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

(1) 三田市教育研究グループ研究員（国語） 三田市教育委員会の委嘱を受けて、国語科における
思考力の育成を軸に実践研究を行った。各年度の3
月、各教科・領域の研究グループ交流会でその成果
を発表するとともに、『活動報告』の冊子をまとめ
ている。また、三田市の児童に自分自身の力で学ぶ
力
育成することを目指して『一人学びへの手引き』
（平成29年4月発行）の国語の項目の執筆も分担し
た。
　グループ員で、実践を集積し、整理した結果、現
在次のような手立ての有効性が立証された。第一
に、学校行事や他教科と連携し、学習者にとって
「必要性」「やりがい」が実感できる場の設定であ
る。第二に、これまでの学習をもとに「目のつけど
ころ」や「方法」を取り出し、次に生かすようにす
ることである。第三に、思考の筋道を目に見える形
にすることである。例えば思考ツールの活用や操作
活動の導入が考えられる。第四に、自己評価や相互
評価、あるいは地域に人や保護者など具体的な他者
の評価を生かすことである。



平成27年度

平成30年～令和
３年

令和2年～現在
にいたる

令和２年～現在
に至る

年月日

昭和61年3月

昭和61年3月

昭和61年3月

平成26年4月

平成26年4月

昭和61年４月～
平成30年３月

著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

新しい学習指導要領にもとづく国語科授業のあり方
や、研究の進め方について助言や講話を行うととも
に、授業研究に参加し、対話力を高めるための授業
づくりの具体的な手立てについて指導助言を行っ
た。

(4)八尾市立北山本小学校校内研究会講師 全員参加の授業づくりの取り組みについて、具体的
なワークシートづくりや言語活動の校正などの観点
から助言を行っている。また、研究授業では、授業
者の意図を新学習指導要領の方向性と関連づけると
ともに、主体的対話的で深い学びの観点から異議付
けを行っている。

(2)中学校教諭１級普通免許（社会） 昭60中１普第4361号（大阪府教育委員会）

(3)高等学校教諭２級普通免許（社会） 昭60高２普第5063号（大阪府教育委員会）

事項 概 要

(5)宝塚市立安倉北小学校校内研究会講師 年１回実施されている理論研において、新学習指導
要領に規定された資質・能力育成につながる具体的
なワークシートや活動の工夫を提案している。ま
た、令和３年11月には、タブレットを活用した研究
授業を参観し、ICT機器を活用したこれからの授業づ
くりに関連して助言をした。

５　その他

特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

(2) 『柿の実詩集』編集委員 『柿の実詩集』は、三田市教育委員会が毎年発行し
ている児童詩集である。市内の各校から作品を募
り、代表作をまとめて刊行している。（平成27年度
は3に月発行）編集委員として原稿の集約・審査、お
よび編集作業に従事した。

(3)三田市立三輪小学校校内研究講師

１　資格，免許

昭60小１普第1028号（大阪府教育委員会）(1)小学校教諭１級普通免許

平二六中専修第10号（兵庫県教育委員会）(5)中学校教諭専修免許（社会）

(4)小学校教諭専修免許 平二六小専修第11号（兵庫県教育委員会）

２　特許等

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

公立小学校教員 兵庫県三田市公立小学校

４　その他

特記事項なし

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称



1『ケースから学ぶ　言葉に
よる見方・考え方を育てる授
業づくり』

単著 平成30年2月 学習指導要領（平成29年告示）の鍵概念である
「言葉による見方・考え方」について基本的なと
らえ方について小中９年間を見通して述べるとと
もに、その育成のための手立てを具体的な事例を
もとに解説した単著。教師が、国語科の授業にお
いて、実際に出会うことが想定される場面を
「ケース」として設定し、その背景にある〈言葉
による見方・考え方〉について解説するとともに
具体的な手立てを示してい
る。新学習指導要領の方向性をふまえ、「読むこ
と」「書くこと」「話すこと・聞くこと」のそれ
ぞれの領域に共通して働く「言葉による見方・考
え方」について〈効果〉〈正しさ〉〈整合性〉の
三つの項目に整理した。
最終章では、「言葉による見方・考え方」を育成
するための手立てが、「ゴールの明確化＞「方
法・筋道の菓子化〉〈他者との伝え合いによる言
語活動の吟味〉にあることを指摘した上で、「主
体的・対話的で深い学び」を具体化することの重
要性とその視座を総括的に提示している。A５判
80頁

2『「見方・考え方」を鍛え
る小学校国語科の「思考スキ
ル」』

共著 平成30年２月 平成29年に告示された学習指導要領の柱の一つで
ある「思考力・判断力・表現力等」について「思
考スキル」の観点から解説した共著。
具体的な実践事例をもとに、「思考スキル」の分
類と、その育成の筋道について解説している。
編著者：伊崎一夫
共著者：岡本恵太　遠藤陽子　小玉直人　中島朱
美　羽渕みな子　濱村憲二
細見博友　峯山　淳　山口　映
本人担当分：第Ⅱ章「思考スキル」の分類
（pp23-42）
「思考スキル」について、比較・順序・理由・要
約・定義・類別・課題解決・推論・評価の九つに
分類し、それぞれについて、基本的な考え方と、
育成に向けての筋道を解説した。
「問題解決のあらすじを書くためには」（pp.80-
83）
物語「はりねずみと金貨（東書3年）」につい
て、あらすじを整理し、人物の気持ちの変化につ
いてまとめるための実践を提案した。
「知識を本物にするには」（pp.96-99）
説明文「夢のロボットを作る（東書4年）」につ
いて、思考ツールを活用して読み取る実践を提案
した。
全192頁（本人執筆分28頁）

3『新しい視点からの教育社
会学‐人間形成論の視点から
-』

共著 令和4年9月 略（２作成した教科書，教材（2）参照）

（学術論文）
1「学校における児童の新た
な行動様式はどのように成立
するか―教師の意図から外れ
た場面の談話分析－」

単著 平成27年11月 「言葉による見方・考え方」の育成を促進する談
話の構造を「新たな行動様式を生み出す『共演』
の場」としてとらえた論考。
本研究では、小学校１年生の入学後一ヶ月後に実
施された「ひらがな学習」における教室談話の分
析を行っている。この「ひらがな学習」の授業に
おいて、児童は教師の書いた「ひらがな」の「ま
ちがい」を指摘し、授業のねらいとははずれた部
分にこだわっている事例に着目し、児童が新たな
行動様式による学習行為を創出する過程とその価
値について論じた。
20頁
教室談話を分析してみると、この教室では、教師
にとって予想外の出来事をも包み込む談話構造が
見られた。すなわち、教師の意図から外れている
ような場面において、教師と児童の間の「共演」
といえる関係が成立していたのである。すなわ
ち、児童たちが教師の「まちがい」を指摘しよう
としたのは「先生の模倣」であり、教師もまたこ
うした「模倣」を促進する働きかけをしていた。
こうした「共演」の中で、児童たちは一定の
「ルール」を創り出していったのである。
これは、ヴィゴツキーが「遊び」についての研究
で明らかにした、演じることによる「ルール」の
成立と重なる事態である。国語教室に強制に依ら
ない秩序を生み出すものは、教師と児童がその
時々の状況を共に演じることだと言える。
「言葉による見方・考え方」の育成を促進する談
話構造の形成は、小中9年間はもちろん高等学校
においても必要であること、さらなる事例の収集
と談話の分析を通して明らかにすべき課題につい
て指摘した。

大学教育出版

株式会社
ERPブックレット

東洋館出版社

日本教育社会学会編『教
育社会学研究第97集』



2「新学習指導要領における
『言葉による見方・考え方』
の三側面-小中９年間を見通
す学習指導の方向性-」

共著 平成29年9月 平成29年に出された学習指導要領の鍵概念である
「言葉による見方・考え方」の要素と構成および
その育成の筋道について述べた論文。
Ⅵ章構成(Ⅳ､Ⅴ､Ⅵ章を分担執筆)
共著者：伊﨑一夫・岡本恵太
　本研究では「言葉による見方・考え方」を三つ
の側面に分類している。すなわち〈言葉と主体〉
の関係に着目する「語用論的側面」、〈言葉と世
界〉の関係に着目する「意味論的側面」、および
〈言葉と言葉〉の関係に着目する「統辞論的側
面」である。こうした三側面に基づいて新学習指
導要領の指導事項を整理し、小中9年間を貫く系
統性を明らかにした。
全13頁　本人執筆分14頁

3 「小学校国語科における
「わざ言語」を活用した思考
力の育成 : 授業の談話分析
からのアプローチ」

単著 平成31年
３月

本研究は「わざ言語」を、子どもたちの具体的な
言葉として表れた、思考力や「言葉によるものの
見方・考え方」としてとらえる。「わざ言語」の
思考力育成への寄与を探ることが本研究の目的で
ある。事例として３年生の物語教材「ゆうすげ村
の小さな旅館」の授業を取りあげ、談話分析を
行った。その結果「見出し先行型」発言を「わざ
言語」として取り出した。この発言の型は、感想
の提示、問題の提示、問題の解決、教師への提案
という機能を持つものであり、Task（課題活動）
とAchievement（達成状態）の橋渡しをするもの
であった。実践に向けて、Task（課題活動）レベ
ルにおける話型の導入、および橋渡し段階におけ
る先行学習の再構成への促し、そして
Achievement（達成状態）を子どもたち自身が整
理・体系化することの必要性を示した。

４「教育社会学的な見方・考
え方とは何か
―「置き勉」問題を手掛かり
に－」

単著 令和２年２月 本研究の目的は、教育社会学的なものの見方・考
え方を明らかにすることにある。そのための手が
かりとして「置き勉」問題を取り上げる。「置き
勉」とは、教科書等の学習用具を教室に置いたま
まにしておくことであり、身体的な負担軽減のた
めに容認する動きが広がりつつある。この問題に
ついて以下の二つの見方・考え方を適用する。第
一が、教育事象における「あたりまえ」をとらえ
直す「価値自由」であり、これにより従来の「置
き勉」禁止が価値判断を暗黙の前提とすることが
明らかになる。第二が「モデル化」を通して事象
の仕組みを探求する「理念型」である。「置き
勉」問題に「規範モデル」「解釈モデル」という
二つのモデルを適用し、この問題の解決に向けて
は、規則の強化よりも児童・生徒による「規則に
ついての解釈」を生かすことが有効だと示され
る。全７頁

５「児童-教師間の共演とし
てのIRE連鎖
―対話的な学びの具現化に向
けて－」

単著 令和２年３月 教師の“Initiation（開始）”―児童生徒による
“Replay（応答）”―教師の“Evaluation（評
価）”の連鎖から成る会話構造であるIRE連鎖
は，授業成立を支える「文法」ともいえるもので
ある。本研究は，IRE連鎖に焦点をあてて，授業
の談話記録を分析した。これは，IRE連鎖が，対
話的な学びの促進要因となる条件を探るためであ
る。分析の結果，IRE連鎖において，児童による
積極的な参加が不可欠な要素であることが明らか
になった。すなわち，第一に，教師とともに一定
のリズムを生み出すこと。第二に教師に合わせて
発言の形式を調整すること。第三に，教師ととも
に補い合いながら言葉を生み出していくことであ
る。こうした三つの要素は，児童-教師間の「共
演」と呼ぶことができるものである。対話的な学
びを具現化するためには，教師と児童の「共演」
を成立させていくことが必要である。
全10頁

『奈良学園大学紀要』
第７集

『奈良学園大学紀要』
第10集

オンラインジャーナル
「人間教育」第3巻第1号

『奈良学園大学紀要』
12集



６「観察力を育てる教育社会
学の授業に向けて―学校外の
事例から学校における事例へ
―」

単著 令和２年５月 本研究は、教員養成課程における教育社会学の授
業において観察力を高めるための方策を考察する
ものである。観察力は児童・生徒に適切な指導を
行うために欠かせないものである。観察力育成の
ための筋道として、学校外の事例を観察したの
ち、そこで得られた知見を学校内の事例にあては
めることを提案する。本研究では、学校外の事例
としてエスカレーターの片側空けについて取り上
げ、これが自然発生的なパターンであると同時
に、改善のための介入が必要な事象であることを
明らかにする。学校内における改善が必要な自然
発生的パターンとしては、入学したての小学校１
年生が学校「トイレの使い方」について学ぶ場面
における「無力化実践」を取り上げる。これらの
事例の検討を通して、教育社会学に臨床的な視点
を取り入れることは、学生に実践力を育成するた
めに有効である可能性を示すとともに、現職教員
と連携した取り組みにも直結することを展望す
る。全７頁

７「デザイン的発想を生かし
た小学校国語科の授業改善」

単著 令和３年12月 本研究の目的は，「デザインすること」に働く見
方・考え方をデザイン的発想として取り出し，授
業改善に生かすことである。本研究では，現代デ
ザイン論を概観し，構成的・合理的思考という
「作りながら考えること」の側面と日常的実践に
おける「協調して考えること」の二つの側面を取
り出す。小学校国語科における授業改善のために
は，学校現場における「期待」を明確化し，プロ
トタイプの提案をすることが中心となる，さら
に，教師をはじめとする関係者が協調して，教科
書教材「事後的に」使いやすくすることが求めら
れる。本研究ではプロトタイプの具体例として
「言語活動系列表」と「授業のショートシナリ
オ」を提案し，授業改善におけるデザイン的発想
の有効性を検討する。
全10頁

（その他）

1

2

3

:

『奈良学園大学紀要』14
集

オンラインジャーナル
「人間教育」第3巻第5号



（注）

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。
２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。
３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。
①	著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
②	著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。
④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの
がある場合もこれに含めてもよい。



年月日

平成25(2013)年度～
令和４(2022)年度

平成25(2013)年7月
20日

平成26(2014)年3月
14日

平成29(2017)年3月1
日

令和2(2020)年度～
令和3(2021)年度

令和3(2021)年3月4
日

令和3(2021)年3月
（電子版のため発行
月のみ記載）

平成25(2013)年度～
令和４(2022)年度

⑤Teams・Forms等を導入した授業方法 遠隔授業において下記教材等を利用し、Teamsのリ
アクション機能を活用した双方向授業を実施。授業
後には課題をFormsで提出させ、次回の授業で解答
を紹介・コメントすることで授業外の学習を促進し
た。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

日本語学・古典文学・国語教育

教 育 研 究 業 績 書

令和5（2023）年3月31日

氏名　　鍵本　有理

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

文法史・万葉集の本文校訂・国語教材開発・わかりやすい表現

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

⑦「論理力を試そう！」テストの実施・分析――
本校生の読解力を見る――

２　作成した教科書，教材

事項

①文章表現指導 工業高等専門学校での国語表現指導、またその経験
を2022年度から本学の教職表現力演習等に生かし、
記入式プリント等を作成している。
その実践報告は、すでに『奈良工業高等専門学校
研究紀要』や『高専教育』に発表済みである。

奈良高専の低学年を対象として、読解力テストを実
施し、結果を分析した。読み誤りの原因としては
「飛ばし読み」の可能性があることと、日頃から単
語ではなく「文」を書かせ、ゆっくりでよいので正
確に読み取る習慣付けが大切であることをまとめ
た。

①国語表現に関する教材プリント 高等専門学校４年生を対象とした、国語表現に関す
る教材プリント。表現について考えさせるための問
題と、技法や注意点をまとめた説明、新聞などの実
例を組み合わせて構成。
令和４(2022)年度は、本学の教職表現力演習向けに
新規作成、また特に敬語・悪文・道順説明などには
これまでのものを応用して使用。

⑥古典に親しむ遠隔授業教材
　　―絵巻提示と文法解説の工夫―

これまでの対面授業で作成した視聴覚教材を応用
し、遠隔授業用に絵巻物を著作権に配慮しつつ利用
した教材や、文法事項をアニメーション活用により
クイズ式にしたビデオ教材などを作成。令和2年度
KOSENフォーラムにて発表した。

概 要

１　教育方法の実践例

④学生自身による学びの蓄積
　―ファイリングやノート作成のできる学生に―

アクティブ・ラーニングほか、授業中に学生にプリ
ント作業させることが増えている。そのプリントの
蓄積方法や、手書きでノート作製させる方法を実
践。そのメリットについて、岐阜工業高等専門学校
「大学教育再生加速プログラム」公開報告会にて発
表した。

③「学生を主体とした図書委員会活性化の試み－
恒常的活動を目指して－」

「読書週間」展示その他、学生の図書委員会活動を
活性化させることにより読書指導に役立てた。その
上で、高専の図書館の位置づけについても全国図書
館大会で発表、その後、前任者や後任者の実績も併
せて高専フォーラムや『高専教育』に５年間の指導
の成果を発表した。

②「ノートが取れる・文章が書けるための表現指
導－－書き取り・書き写しを活用して－－」

教育現場において「文字を書く」という基本的な作
業がおろそかになっている現状から、ディクテー
ションや書き写しの課題を通じて、学生の表現能力
を養成する方法について実践した。その成果は、関
西大学「教育支援センター年報」に発表済みであ
る。



平成25(2013)～令和
3(2021)年度

令和４(2022)年度

平成29(2017)年度よ
り現在まで

平成30(2018)年度よ
り現在まで

平成30(2018)年度よ
り現在まで

平成31(2019)年度よ
り現在まで

平成25(2013)年度～
令和3(2021)年度

令和４(2022)年度

平成25(2013)年度～
令和４(2022)年度

平成25(2013)年度～
令和2(2020)年度

平成25(2013)年度～
令和４(2022)年度

②『高専生のための　これだけ！　古典文法』

③『大学生のための　これだけ！　古典文法』
　

通常の大学受験を必要としない高専学生を対象に、
古典文学読解の上で最低限必要な古典文法事項をま
とめた文法書(B６版、約50ページ)。完了「り」の
接続についての最近の学説・「完了」と「過去」の
違いなどをコラムとして入れ込むなど、研究成果も
活かして作成。
また、本学学生向けに②を編集し直し、③を作成し
た。

①奈良県河合町中央公民館古典講座担当 河合町の町民大学「文化・芸術学部」の古典講座担
当。『源氏物語』をはじめとし、日本の古典文学に
ついて、町民を対象として講義。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４年次対象の「国語表現法」における授業アンケー
トにおいて、毎年高評価を得ていた。また、古典に
関する指導についても、特にPowerPointの利用に関
し、１クラス約40名の授業で、クラスにもよるが、
自由記述で約10名が「おもしろかった」、約7名が
「プロジェクタを使っているのもよかった」「ポイ
ントがわかりやすい」「時代背景がわかる」、
数名が「ノートがわかりやすい」と記述。

②本学の授業評価アンケートにおける評価 今年度、初めて担当した科目ばかりであったが、総
合評価4.0/5.0と一定の評価は得られたようであ
る。

②奈良工業高等専門学校公開講座
「日本文学講座」担当

奈良工業高等専門学校の公開講座として、毎年夏期
休業期間に地域住民を対象として実施。毎年70名前
後の参加者があった。
国語科教員への依頼・日程調整・事務部との打ち合
わせを行い、講演も年1回担当。

③奈良県香芝市中央公民館古典講座担当 香芝市の古典講座「珠裳」の講師担当。『枕草子』
『宇治拾遺物語』『徒然草』『源氏物語』など日本
の古典文学について、市民を対象として購読形式に
て講義。

①奈良工業高等専門学校の授業アンケートにおけ
る評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項

④国語（古典）視聴覚教材

⑤国語（現代文）視聴覚教材

⑥「国語表現法」視聴覚教材

⑦日本文化・文学に関する視聴覚教材

　　いずれもPowerPoint(対面授業)・
　　Teams・Forms等（遠隔授業）活用

④⑤は高等学校国語教材の主なものについて、
PowerPointを使用した教材である。

④は古典作品のあらすじを絵巻物で紹介、文法事項
についてはアニメーションを駆使しクイズ形式で学
生との双方向授業となるよう工夫した。本学での夏
期集中講座などでも、文法事項復習用として使用。

⑤は、現代文についても、著者・作者の紹介や内容
に関する視聴覚資料をPowerPointにより作成したも
の。授業中の発問についても、PowerPointで提示
し、その後アニメーションでヒントを与えるなどし
て、学生との双方向授業を工夫した。

⑥は高専4年生対象の国語表現教材。最初は手紙用
語など定番のものをPowerPointで作成していたが、
「わかりやすい表現」など、文章作成の工夫につい
てもPowerPointのアニメーションで作成。また市販
の音声教材なども積極的に利用している。

⑦は、当初高専5年生（大学2年生に相当）の教養科
目「日本文化学」で使用したもので、日本の古典や
神話などの比較文化論について、工学系の学生にも
興味を持ってもらえるようにした。その後、本学の
講義でも、「竹取物語」の比較文学的側面を説明す
るために使用。



年月日

平成4年3月31日

平成12年3月31日

平成4年3月31日

平成4年3月31日

平成2年12月1日

平成4年3月31日

平成4年3月31日

平成26年9月25日

平成25(2013)年度
～平成28(2016)年度

平成29(2017)年度
～平成30(2018)年度

平成29(2017)年度

平成31(2019)年度
～令和2(2020)年度

令和3(2021)年度

平成25(2013)年度か
ら平成29(2017)年3
月まで毎年1・2回

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

①修士（文学）　関西大学 関西大学　文修第九六四号
論文題目「万葉集動詞のアスペクト」

③中学校教諭１種免許（国語） （大阪府教育委員会平1中1第２７５０号）

④高等学校教諭１種免許（国語）

⑤同　情報工学科1年学級担任 学生指導（生活・学習面）やクラス運営・保護者懇
談実施。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

⑦高等学校教諭専修免許（国語） （大阪府教育委員会平３高専第２４８号）

　　　　なし

（大阪府教育委員会平1高1第２９６９号）

⑤司書教諭免許 （文部省第１５３６７６号）

⑧防災士 近畿地区7高専連携による防災技能を有した技術者
教育の構築プロジェクトの一環として受講し、資格
試験に合格。（防災士登録０８１４１８号）

⑥中学校教諭専修免許（国語） （大阪府教育委員会平３中専第５６号）

事項 概 要

１　資格，免許

②博士（文学）　関西大学 関西大学　文博第一七号
論文題目「万葉集文法研究」

　奈良工業高等専門学校における学内FD
　「担任勉強会」担当

高専の学級担任は、年度当初の注意事項や座席表・
掃除当番表に始まり保護者への連絡文書、行事の案
内文書、場合によっては学級通信当各種文書を自身
で作成する必要がある。また、学生指導も経験の浅
い教員にとっては戸惑うことも多い。
そこで担任業務へのサポートとして、初めて担任を
受け持つ教員から、ある程度の経験を持つ教員ま
で、幅広いニーズに対応するよう、自身の経験から
研修を行うだけでなく、担任同士の座談会や意見交
換会なども企画・運営した。
また学生主事からの要望で、担任が作成する各種文
書や業務を簡単にまとめた「担任資料」を作成、当
初はCD－ROMと紙ファイル17部を学内に配付、その
後も初めて担任を持つ教員に電子データを配付し
た。

４　その他

④同　情報工学科1・2年学級担任 学生指導（生活・学習面）クラス運営や保護者懇談
実施。様々な行事への引率等を行った。2020年度は
遠隔授業期間の学生の精神面のサポート（ネットで
の毎朝の連絡ほか）を行った。

①奈良工業高等専門学校　教務主事補
（入試担当・教務担当）

最初の2年間は主に入試広報を担当し、中学や学習
塾等主催の入試相談会業務を担当、また広報資料の
作成・立案にもあたった。平行して、教務としての
業務（時間割作成や授業に関する各種連絡等）を担
当した。

②同　一般教科主任・運営委員・人事委員 主任として、科内運営他、月1回の科内会議の開
催、採用・昇任人事を担当。また認証評価をはじめ
とした外部評価への対応、入試業務等にあたった。

③同　学生相談室長 保健室と連携し学生のメンタルケアやアンケート等
を実施、特に夏季休業後から学生の相談が増加した
ため、各種研修での事例を参考に、学内の相談者リ
スト等を作成、後任者への引き継ぎに工夫をした。

２　特許等



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

(学術論文)
１．「ノートが取れる・
文章が書けるための表現
指導－－書き取り・書き
写しを活用して－－」

単著 平成25
(2013)年
7月20日

教育現場において「文字を書く」という基
本的な作業がおろそかになっている現状か
ら、ディクテーションや書き写しの課題を
通じて、学生の表現能力を養成する方法に
ついて述べた。

２．「論理力を試そ
う！」テストの実施・分
析―本校生の読解力を見
る―

単著 令和3(2021)
年3月

新井紀子著「AI vs. 教科書が読めない子ど
もたち」で、生徒の「基礎的読解力」が
「危機的な状況」にある、と話題になっ
た。また、国際学習到達度調査（PISA）読
解力テストで日本の順位が低下している。
そこで、勤務校学生の読解力について分析
したところ、熟語などを「飛ばし読み」す
ることが原因である可能性のあることがわ
かった。読解力養成のためには日頃から単
語ではなく「文」を書かせ、ゆっくりとで
よいので正確に意味を読ませる指導や工夫
が大切であることをまとめた。

（その他）

1．学生自身による学びの
蓄積――ファイリングや
ノート作成のできる学生
に――

単独 平成29
(2017)年
3月1日

ポスターセッション
学生によるポートフォリオの一環としての
ファイリング指導やノート指導、アクティ
ブラーニングのためのPowerPoint教材につ
いて紹介した。

2．古典に親しむ遠隔授業
教材―絵巻提示と文法解
説の工夫―

単独 令和3(2021)
年3月4日

これまでの対面授業で作成した視聴覚教材
を応用した、遠隔授業教材の実践発表。絵
巻物を著作権に配慮しつつ利用し、文法事
項はアニメーションを利用してクイズ式に
するなどしたビデオ教材紹介。

「奈良工業高等専門学校研
究紀要」第56号
pp81～88

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

令和2年度KOSENフォーラム
オーガナイズセッション
（OS-92）
高専ならではのICT活用～
遠隔授業の実践発表～

岐阜工業高等専門学校「大
学教育再生加速プログラ
ム」公開報告会

関西大学『教職支援セン
ター年報2012』
pp13～18



年月日

平成23年4月～
令和2年4月

平成26年10月
～令和2年3月

令和1年7月

平成27年11月

平成28年3月

平成29年10月

令和元年10月

令和３年３月

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

2023年　　3月　　31日

                                                                         氏名 川端咲子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

日本文学 近世文学　近世演劇　歌舞伎　浄瑠璃

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

1)くずし字解読のワークショップを取り入れた授
業

佛教大学非常勤講師として、文献学入門（版本）
の授業の中で、近世の版本を使ってくずし字解読
を行うための作業を取り入れている。実際に近世
に出版された本の写真を使い、くずし字解読に必
要な特有の様々な約束などを身につけていく。こ
れにより、当初は全く読めないと思われていた原
典を少しずつ身近なものとして認識できるように
なった。あわせて、近世の文学が作られた当時の
人々や当時の文化を実感させることができた。

2)古典芸能のワークショップを取り入れた授業

同志社大学グローバルコミュニケーション学部非
常勤講師として、日本の古典芸能に対してほとん
ど知識のない留学生相手の授業を担当。文化デジ
タルライブラリーなどのツールを利用し、映像資
料を同時通訳的に現代語で解説しながら視聴する
とともに、実演者によるワークショップを行っ
た。結果として日本の古典芸能はもちろん、各々
自国の古典文化に対する興味関心をも引き出し
た。

２　作成した教科書，教材

なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

2019年度（令和1年度）春学期佛教大学授業アン
ケート

「この授業からあなたが得たものについて」の設
問で、「シラバスに記載されている到達目標が達
成できた」が4.0/5.0（全体平均3.96）、「自分に
とって有益な考え方・発送が身についた」が
4.16/5.0（全体平均4.02）、「意義のあるもので
あった」が4.06/5.0（全体平均が3.99）

４　実務の経験を有する者についての特記事項

奈良学園公開文化講座　第59回
人形浄瑠璃に歴史と魅力

近世に上方で誕生した人形浄瑠璃をとりあげ、さ
まざまな変遷を経て、現在の「人形浄瑠璃 文楽」
となった経緯を解説。変遷の過程でおきた出来
事、かかわった人々や多彩なエピソードをまじえ
ながら、人形浄瑠璃の魅力について話をした。あ
わせて、奈良あるいは大和国と人形浄瑠璃の関わ
りについても話をした。

神戸女子大学古典芸能研究センター特別講座
近世の牛若丸像

社会人向けの「アイドル・義経の形成を探る」と
いう講座の中の1回。近世の浄瑠璃や子供向けの絵
本の中で、牛若丸が文字でどう書かれ、挿絵でど
う描かれているかということを提示して、そこか
ら見られる近世の牛若丸像について解説した。

５　その他

神戸女子大学古典芸能研究センター特別講座
「小栗判官」の物語

社会人向けの「説経節―人は神仏に何を託そうと
するのか―」という講座の1回。小栗判官を主人公
とする説経節「をぐり」がどのような物語で、後
生へどのように展開していくのかを解説した。

神戸女子大学古典芸能研究センター特別講座
人が死ぬ時　来迎の姿―志水文庫蔵「来迎図」さ
まざま　付リ「涅槃図」解説―

社会人向けの「あの世への想像力―日本人の死生
観―」という講座の1回。神戸女子大学古典芸能研
究センター所蔵の志水文庫には、佛教版画が多数
含まれている。その整理の中で、得られた知見の
中から、「来迎図」と「涅槃図」を取り上げ解説
した。

神戸女子大学古典芸能研究センター特別講座
源氏物語と近世の浄瑠璃

社会人向けの「源氏物語と芸能」という講座の1
回。平安時代に作られた物語である『源氏物語』
が、中世を経て近世の芸能の中ではどのように受
け入れられ、また変容したかについて解説した。



平成12年度～
令和3年度

平成15年度～
令和2年度

平成25年度

平成26年度～
令和2年度

平成30年度～
令和1年度

平成29年度

平成30年度～
令和3年度

令和3年度～令
和4年度

年月日

平成5年3月

平成15年4月～
令和3年3月

平成24年4月～
平成27年3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

1食満南北著『大坂藝談』 共 平成28年3月
神戸女子大学古典芸能県有センターが入手した、
食満南北の未公開原稿『大阪藝談』の翻刻と解説
を載せた本。翻刻作業と索引作成に携わった。

2新作浄瑠璃『めをと山賊』
―食満南北遺稿集―

共 令和2年3月

解題執筆
食満南北作の歌舞伎脚本「めをと山賊」の草稿
本、食満南北脚色の浄瑠璃『恩讐の彼方に』（原
作菊池寛）、食満南北の画賛の歌舞伎十八番図絵
を収録した本で、上記三作品の翻刻と解題すべて
を担当。

（学術論文）

1古浄瑠璃〔紀三井寺〕（六
段本）解題と翻刻

単 平成25年3月

神戸女子大学古典芸能研究センター志水文庫所蔵
の古浄瑠璃の紹介。『紀三井寺』は、京都で上演
された浄瑠璃であるが、本作は本来の五段本を六
段に変更して江戸で刊行されている。これは当時
の浄瑠璃本刊行としては、時折見られる現象で、
江戸版読み物として刊行されたと考えられてい
る。挿絵の構図の変更などから、本作の場合も同
様の位置づけが可能であることを考察した。

〔課題番号〕24520225〔研究課題名〕画像資料の
相互利用による歌舞伎演出の研究（河合真澄）
研究協力者

河合眞澄氏を代表とする科研。歌舞伎台帳(脚本)
を中心とした、現存する江戸期の歌舞伎関連資料
をもとに、江戸期の歌舞伎の上演形態や演出法な
どについての考察を行った。

国文学入門・国文学Ⅰ・国文学Ⅱ・国文学特講・
教職表現力演習Ⅰ・教職表現力演習Ⅱ・基礎ゼミ
ナール・語学・文学総合演習Ⅱ（国文学）・日本
語教育指導法・教材研究

１　資格，免許

高等学校教諭一種免許（国語）

２　特許等

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

神戸女子大学古典芸能研究センター非常勤研究員
神戸女子大学古典芸能研究センター開設当時から
非常勤研究員として業務に従事。

４　その他

事項 概 要

佛教大学における教育実績
平成23年度～令和2年度　近世文学特講（日本文学
特講(近世)）・文献学入門（版本）・近世文学講
読（日本文学講読（近世））・日本文学史

神戸女子大学における教育実績

平成25年度　芸能史Ⅰ・Ⅱ・古典芸能特講Ⅰ・
Ⅱ・古典文学特講Ⅰ
平成26年度　日本語日本文学演習Ⅱ・芸能史Ⅰ・
古典芸能特講Ⅰ・Ⅱ・詞と文学Ⅰ・日本語日本文
学演習Ⅱ・文献資料学
平成27年度　芸能史Ⅰ・古典芸能特講Ⅱ・文献資
料学
平成28年度～令和2年度　古典文学講読Ⅰ・Ⅱ・文
献資料学

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

奈良学園大学における教育実績

京都造形芸術大学における教育実績
平成25年　通信教育部和の伝統文化コースの卒業
研究指導

立命館大学における教育実績 日本演劇論

甲南女子大学における教育実績 芸能文化論

神戸女学院大学における教育実績
平成30年度　日本芸能史1・2
令和1年度　日本芸能史1・2・日本古典文学講読

同志社大学における教育実績
平成26年～令和2年　グローバルコミュニケーショ
ン学部で留学生対象の授業「日本の伝統文化演
習」担当

なし

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

和泉書院
神戸女子大学古典芸能研
究センター編

神女大国文　24号
(p58-p72)

和泉書院
神戸女子大学古典芸能研
究センター編



2資料紹介　浮世草子〔座敷
歌舞伎〕

単 平成25年6月

神戸女子大学古典芸能研究センター志水文庫所蔵
の浮世草子の紹介。本作は浮世草子ではあるが、
歌舞伎の口上の様相を示す資料としても扱われ、
また赤穂義士物のひとつとも考えられる貴重な資
料である。センターが所蔵するのは巻五のみの零
本であるが、他機関に所蔵が見られないこともあ
り、本文の翻刻と挿絵をもって紹介をした。

3浄瑠璃『三世相』における
工夫

単 平成26年6月

近松門左衛門作の浄瑠璃『三世相』を取り上げ、
世話浄瑠璃誕生前夜の浄瑠璃として位置づけ、作
中に見られる近松のいくつもの工夫を指摘した論
考。当代の人を登場させることがまだなかった時
期の浄瑠璃が、数年前に死去したばかりの遊女夕
霧を登場させるためにおこなった工夫として、時
代設定を敢えて曖昧にしたと考えられる事を本文
の表記から指摘、また夕霧を幽霊として登場させ
ることで当代の人を登場させるというハードルを
越えようとした事を指摘した。後者については、
様々な謡曲を、近世的な解釈をしつつ取り入れて
いることも合わせて指摘した。

4〈新収資料紹介〉『新板お
どりくどき』

単 平成26年6月

『神戸女子大学古典芸能研究センター紀要』3号
で紹介した『新板きおんおとりくとき』の補足。
ほぼ同じ資料ながら、掲載曲の順番が少し異な
り、外題が異なる『新板おどりくどき』が、これ
まで所在不明であった古典文庫所収の本の底本で
あることを証明した。

5『二十五菩薩功徳集』につ
いて

単 平成27年6月

神戸女子大学古典芸能研究センター志水文庫所蔵
の仏教書の紹介。本書は、他には東京大学にのみ
所蔵が確認できる資料である。著者不明である
が、内容から、浄土宗関係者による執筆と考えら
れることを指摘し、来迎に際して阿弥陀如来と共
に現れる二十五菩薩に関する先行研究を踏まえつ
つ、十王経や和讃などの記述と比較して本書の特
異性を確認し、その上で能の番外曲「御菩薩」と
の類似性を指摘した。

6享保三年の競演
―絵入狂言本『けいせい山桝
太夫』の検討―
（査読有）

単 平成28年6月

享保3年に起きた茨木屋幸斎闕所事件は大きな話
題となり、大坂で浄瑠璃『山椒太夫葭原雀』・大
坂と京都で歌舞伎『けいせい山椒太夫』が上演さ
れ、浮世草子『けいせい竈照君』の刊行も行われ
た。浮世草子刊行には、書肆八文字屋と江島屋の
確執が絡むこともあり先行研究が複数存在する。
本論文では、先行研究を整理した上で、大坂と京
都で上演された『けいせい山椒太夫』は、正徳年
間に上演された「さんせう太夫の狂言」を急遽改
作した作品である可能性が高いことを指摘した。

7絵入狂言本『けいせい山桝
太夫』の検討
   ―嵐座・大和山座・都座
―

単 平成28月年6月

上記の論文の続編。大坂で上演された『けいせい
山椒太夫』と京都の二座（大和山座・都座）で上
演された『けいせい山椒太夫』の相違点を確認
し、それがどういった事情を背景として生じたか
について、特に出演役者の役柄の差に焦点を当て
て考察した論考。また、絵入狂言本そのものの本
文や挿絵に見られる齟齬が、どうした状況下に生
じたと考えられるか、狂言本が現存しない大坂の
『けいせい山椒太夫』はどのような内容であった
と考えられるかについても考察を行った。

8「をぐり」の物語—十王由来
譚

単 平成29年3月

説経節「をぐり」から、小栗判官の従者である
「十人の殿原」の物語を取り上げて考察した論
考。小栗判官に付き従ってきた十人の殿原は小栗
と共に毒殺されて地獄の閻魔王の前に引き出され
る。我身を身替わりに小栗蘇生を訴えた十人の殿
原の心意気に感じた閻魔王は、小栗を蘇生させ、
十人の殿原を自分の周りに置く。これが十王の始
まりであるという「十王由来譚」として語られ
る。説経「をぐり」の諸本に見られる「十人の殿
原」の物語の異同を、『十王経』から始まる十王
信仰の変遷と重ねて考察を行った。

9食満南北脚色、浄瑠璃「恩
讐の彼方に」について

単 平成29年3月

大正８年に菊池寛が発表した小説『恩讐の彼方
に』は、菊池寛自身の手により戯曲化されて大正
９年に帝国劇場で上演されている。この小説・戯
曲を元にして、人形浄瑠璃のために脚色を行った
のが食満南北である。この浄瑠璃「恩讐の彼方
に」が、どの様な状況下で浄瑠璃化されたか、浄
瑠璃化に当たっては原作がどのように変更された
か、初演以降どのような変化が起きたかを考察し
た論考。歌舞伎や浄瑠璃のために多くの作品を脚
色してきた食満南北の脚色のあり方が一部明らか
になったといえる。

神戸女子大学古典芸能研
究センター紀要　7号
(p130-p135)

神女大国文　第25号
(p13-p22)

神戸女子大学古典芸能研
究センター紀要　8号

神戸女子大学古典芸能研
究センター紀要　9号
(p106-p125)

『上方文藝研究』第13号
(p80-p93)

『神戸女子大学古典芸能
研究センター紀要』10号
(p66-p80)

『説経 : 人は神仏に何
を託そうとするのか』
（和泉書院）
(p142-p156)

神女大国文　28号
(p33-p43)



10豊竹山城少掾旧蔵段物集
〔乱曲集〕（写真版）につい
て―志水文庫蔵横山重氏旧蔵
資料整理の一環

単 平成29年6月

延宝から宝永にかけて京都で活躍した浄瑠璃太夫
宇治加賀掾には、形式の異なる段物集が複数あ
る。それらは、加賀掾公認のものもあれば、書肆
の一存で刊行したものもある。そうした段物集の
刊行のあり方は、法整備がまだ整いきっていない
時期の出版のあり方と絡み、様々な問題を内包す
ると考えられる。本稿では戦災により焼けてしま
い現在は写真で一部分のみ知ることが可能な段物
集〔乱曲集〕を取り上げ、書肆の検討、本文の検
討、節付けの検討を通して、誰がどうした意図で
この段物集を作ったのかを考察した。

11近世芸能における道成寺の
演出―宇治加賀掾古浄瑠璃
『うしわか虎之巻』鐘入を中
心に―

単 平成30年3月

『大日本法華経験記』（平安時代成立）以来、
面々と語り伝えられてきた道成寺の鐘に纏わる伝
説は、中世成立の能「道成寺」と『道成寺縁起絵
巻』を経て、近世の浄瑠璃・歌舞伎に取り込まれ
て様々な「道成寺物」を生み出した。仮名草子
『道成寺物語』の挿絵や歌舞伎の絵入狂言本の挿
絵を元にして、近世芸能において鐘から蛇体が現
れる際の演出は、どの様な形が一般的であったの
かを考察し、挿絵のない古浄瑠璃『うしわか虎之
巻』でも、本文の検討とあわせて同様の演出が
あったことを考察した。

12絵入狂言本『けいせい山崎
通』について

単 令和元年5月

絵入狂言本『けいせい山崎通』は、古くから『徳
川資料類従』掲載の翻刻は知られていながら、原
本は所在不明であった。神戸女子大学古典芸能研
究センターが入手した本は、その翻刻の底本らし
いことが明らかになったため、翻刻には載らない
挿絵を主に紹介を行った。またこの歌舞伎も『け
いせい山椒太夫』と同じく、大坂と京都でほぼ同
時期に上演されていることから、配役表と役者評
判記の記述から、その相違点などを考察した。

13（資料紹介）京都大政所町
資料『永傳録』の名代につい
て

単 令和元年6月

文化14年に京都で起きた「町代改義一件」（京都
の上京下京町組が町代を訴えた訴訟）の後、大政
所町町年寄が後世のために纏めた文書が『永傳
録』である。様々な情報が記載された同文書の中
に、「湯屋風呂屋茶屋嶌原芝居之事」という一条
があり、「芝居之事」として挙げられている名代
部分は、従来知られている『京都御役所向大概覚
書』記載の名代一覧と聊かの異同があり、また
『永傳録』の筆者による注記は他には見られない
情報も含むことから、「芝居之事」の部分を紹
介、若干の考察を行った。

14志水文庫所蔵 古浄瑠璃
〔るり姫〕零葉

単 令和元年6月

神戸女子大学古典芸能研究センター志水文庫所蔵
の古浄瑠璃の零葉の紹介。この零葉については、
早くに横山重氏が『古浄瑠璃正本集』で言及され
ているが、内容の検討は行われてこなかった。本
稿は、零葉の本文の翻刻と挿絵の影印を紹介した
上で、物語の背景となる伝説の紹介、本文と挿絵
から分かる浄瑠璃の演出の推定を行い、以前に紹
介した〔紀三井寺〕同様に、上方の浄瑠璃を江戸
で読み物として刊行した可能性を指摘した。あわ
せて、慶應義塾大学図書館が所蔵する別の部分の
零葉を紹介している。

15志水文庫の仏教資料 単 令和元年7月

寺院所蔵文献資料調査を継続している研究会が主
体となって刊行される『寺院文献資料学の新展
開』全12巻の1冊。近世の仏教資料を調査研究す
るには、寺院所蔵の資料は餅論ではあるが、近代
に流出して個人蔵となった資料への目配りも必要
であることを、志水文庫（故信多純一大阪大学・
神戸女子大学名誉教授旧蔵の資料）の例を示して
主張した論考。あわせて、志水文庫所蔵の仏教関
連資料の抄出紹介を行った。

16（資料紹介）食満南北画帖
『その妻とともに』

単 令和2年6月
食満南北再評価の一環。昭和31年に食満南北が妻
や友人夫妻と和歌山へ旅をした折の画帖を影印で
紹介し、解説を付した。

17〈資料紹介〉『絵本舞台
桜』解題・翻刻・影印

単 令和2年6月

『絵本舞台桜』は、浄瑠璃や歌舞伎の一場面を、
能や狂言風に描いた絵本である。他に所蔵をみな
いため、翻刻と影印で紹介をした。解題では、本
書の刊行時期は不明ながら、造本が非常に似通う
同様の書があることから、近世の一時期に、能や
狂言と浄瑠璃や歌舞伎のコラボレーション的な絵
本が流行した可能性があることを指摘した。

18横山重自筆《書誌》カード
（仮題）紹介（一）

単 令和3年6月

昭和期の国文学者・書誌学者である横山重氏が蔵
書の処分をするにあたって作成された書誌カード
が、神戸女子大学古典芸能研究センターの志水文
庫にある。資料的価値の高いこの書誌カードを翻
刻紹介した。

『神戸女子大学古典芸能
研究センター紀要』14号
(p71-p82)

『神戸女子大学古典芸能
研究センター紀要』11号
(p67-p82)

神女大国文　29号
(p39-p49)

演劇研究会会報　第45号
(p30-p41)

『神戸女子大学古典芸能
研究センター紀要』15号
(p5-p13)

『神戸女子大学古典芸能
研究センター紀要』12号
(p63-p73)

『神戸女子大学古典芸能
研究センター紀要』13号
(p65-p73)

『寺院文献資料学の新展
開』第９巻近世佛教資料
の諸相Ⅱ（臨川書店）編
集山崎淳
(p81-p107)

『神戸女子大学古典芸能
研究センター紀要』14号
(p5-p13)



19仏母鎮護　摩耶夫人の面影 単 令和3年7月

本書は、生田、須磨、築島など古典文学や古典芸
能と関わりのある神戸の土地を取り上げ、その地
に残る伝承や古典文学・古典芸能の紹介をする本
である。その中で摩耶山の部を担当し、摩耶山が
舞台となった文学・歌舞伎・浄瑠璃の紹介をし
た。

（その他）

1「食満南北」図録 : 『食満
南北著『大阪藝談』』刊行記
念展示

単 平成29年7月

食満南北の未発表『大坂芸談』の刊行にあわせて
おこなった展示の図録。大正から昭和に書けて大
阪の芸能界で作者として演出家として活躍し、川
柳作家としても知られていた食満南北の再評価の
一環。

2「志水文庫の大津絵と大原
神社の絵馬「踊り子図」」図
録

平成30年2月
志水文庫所蔵の資料の中から、大津絵を取り上げ
てその周辺資料と共に展示を行い、その図録を作
成、HP上で公開した。

3「説経稀本展―森修文庫・
志水文庫・阪口弘之氏蔵本
―」図録

平成30年4月

神戸女子大学で近世文学の専門として教鞭をとら
れた森修・信多純一・阪口弘之先生が所蔵されて
いた（阪口先生に関しては所蔵されている）説経
関連の正本（テキスト）を展示して、説経の世界
の広がりを示した展示を行い、その図録を作成、
HP上で公開した。

4「仏教版画の群像―如来・
菩薩。羅漢―」図録

平成30年6月

志水文庫所蔵の仏教資料の諸相を示す展示の一環
として、一面に多数の仏が描かれた作品を特に取
り上げた展示を行い、その図録を作成、HP上で公
開した。

5「古典芸能と番組・番付―
宣伝・案内・見立―」図録

共 平成31年3月

能・狂言・歌舞伎・人形浄瑠璃の興行に際し、そ
れを宣伝・案内するためには様々な形式の番組や
番付が作られる。その様相を、古典芸能研究セン
ター所蔵資料を使って示した展示を行い、その図
録を作成、HP上で公開した。

6「みんなの偶像！牛若・。
義経―芸能にみるその姿―」
図録

共 令和1年9月

源義経生誕860年、没後830年を記念してセンター
主催で行った特別講座「アイドル・義経の形成を
探る」にあわせて、センター所蔵の牛若・義経関
連の資料を使った展示を行い、その図録を作成、
HP上で公開した。

7「床本　太夫が見る本―四
世竹本相生太夫旧蔵資料を中
心に―」図録

単 令和2年2月

平成30年に寄贈を受けた故四世竹本相生太夫所蔵
資料のお披露目のために、文楽の太夫が舞台で浄
瑠璃を語るときに使う「床本」にスポットライト
を当てて行った展示の図録を作成、HP上で公開し
た。

『伝説・物語の神戸を歩
く』（神戸女子大学古典
芸能研究センター編、神
戸新聞総合出版センター
刊）

神戸女子大学古典芸能研
究センター編

神戸女子大学古典芸能研
究センター編

神戸女子大学古典芸能研
究センター編

神戸女子大学古典芸能研
究センター編

神戸女子大学古典芸能研
究センター編

神戸女子大学古典芸能研
究センター編

神戸女子大学古典芸能研
究センター編



（注）

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。
２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。
３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。
①	著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
②	著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。
④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの
がある場合もこれに含めてもよい。



 別記様式第４号（その２）  

 （用紙  日本工業規格Ａ４縦型）  
 

教  育  研  究  業  績  書  
 

                                                                          2023年 3月 31日 

 

                                                                 氏 名   澁谷 友和         
   

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

社会科教育 地理教育 防災教育 未来洞察型授業構成論 まちづくり学習 防災学習  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概       要 

１ 教育方法の実践例 

 

1．平成23年度東大阪市教育委員会「オンリーワ

ンスクール」推進事業 

 

 

 

2．平成24年度中河内地区小学校教育課程研究協

議会 

3．平成24年度東大阪市教育委員会「オンリーワ

ンスクール」推進事業 

 

 

 

 

 

4．東大阪市人権教育エリア研究会公開授業 

 

 

 

5．東大阪市人権教育エリア研究会講演 

 

 

 

6．平成26年度授業法研究会講演 

 

 

 

 

 

7．東大阪市未来市民教育公開授業 

 

 

 

 

2011年10月 

 

 

 

 

2012月8月 

 

2012年11月 

 

 

 

 

 

 

2014年11月 

 

 

 

2014年11月 

 

 

 

2015年3月 

 

 

 

 

 

2019年2月 

 

 

・社会科教育研究主任として「ようこそ縄東ツーリスト

へ！日本全国最高の旅行をプレゼンします！」の実践発

表を行った。2泊3日の旅行計画を立てる実践で，地理的

な見方・考え方が深まった。 

 

・事項①の発表を行った。 

 

・社会科教育研究主任として「ひょうたんやま 防災探検隊

～大好きな自分の町のええとこ見つけた～」の実践発表

を行った。地域の人と合同のフィールドワークを実施

し，防災マップ作成した。その後，危険個所を市長に報

告し，改善してもらうという地域全体の取り組みとなっ

た。 

 

・「地震からいのちを守る知恵」というテーマで公開授業

を行った。5年生担任としての実践で，いろんな場面を想

定しての避難の仕方の学習を行った。 

 

・「児童が主体的に社会に関わろうとする人権学習～防災

マップ作成を例に～」というテーマでエリア研究会全体

講演を行った。 

 

・主に私立学校教員の研究会で，社会科で取り組んだ「都

道府県名産弁当プレゼン」の実践をもとに講演を行っ

た。都道府県の名産を盛り込んだ弁当開発だけではな

く，なぜその名産が生まれたのかという背景を考えさせ

る授業実践を紹介した。 

 

・2019年度から東大阪市において小中一貫教育が開始さ

れ，その中で市の独自教科「未来市民教育－夢TRY科」

が実施されている。その先行研究として「未来の社会と

未来を生きる自分の姿を深く考える児童の育成」とテー

マに，「わたしたちのくらしと税の役割」の授業実践を

公開した。 



２ 作成した教科書，教材 

1．瓢箪山をもっと楽しめるワクワクマガジン

「ひょっこりひょうたん山」（pp.39-41.）に

地域の人とともに手作り防災マップを作成。 

 

2013年10月 

 

・2012年度東大阪市教育委員会「オンリーワンスクール」

推進事業で取り組んだ「ひょうたんやま 防災探検隊～大

好きな自分の町のええとこ見つけた～」の実践で作成し

た防災マップをもとに，地域の人たちとともに保存版手

作り防災マップを作成し，地域の防災対策の教材として

活用してもらった。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

1．大阪府教員評価育成システムでの評価 

 

 

 

 

2．東大阪市長賞受賞 

 

 

 

 

 

 

 

3．奈良学園大学学生授業アンケート 

 

2007年より 

 

 

 

 

2013年1月 

 

 

 

 

 

 

 

2021年7月 

 

・大阪府では教員評価育成システムが導入され，毎年業績

評価される。SS・S・A・B・Cという評定がつけられる

が，9年連続S評定，2016年度評価ではSSの評定をいただ

いた。転勤してからも3年連続でS評価をいただいた。 

 

・2012年度東大阪市教育委員会「オンリーワンスクール」

推進事業で取り組んだ「ひょうたんやま 防災探検隊～大

好きな自分の町のええとこ見つけた～」の実践が東大阪

市長賞をいただいた。地域の人と合同のフィールドワー

クを実施し，防災マップ作成した。それをふまえ危険個

所を市長に報告し，改善してもらうという地域全体の取

り組みとなったものだが，その時，実践学年を担当し，

研究主任として尽力した。 

・大学で実施される学生授業アンケートにおいて，担当し

ている「社会科指導法」等の授業評価が，大学全体の平

均授業評価より上回っており，高い評価を得た。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1．教育実習生担当 

 

 

 

 

2．インターンシップ学生指導担当 

 

2010年9月 

2012年9月 

2015年9月 

2016年6月 

2016年9月 

2013年 年間 

2014年 年間 

 

・大阪教育大学より男子学生1名担当 

・四天王寺大学より女子学生1名担当 

・佛教大学より男子学生1名担当 

・奈良教育大学より女子学生1名担当 

・同志社女子大学より女子学生1名担当 

・大阪教育大学大学院より男子学生1名担当 

・大阪教育大学大学院より男子学生1名担当 

５ その他 

 

 

 

 

 

 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概       要 

１ 資格，免許 

1．小学校教諭一種免許状 

2．中学校教諭一種免許状（社会） 

3．小学校教諭専修免許状 

4．中学校教諭専修免許状（社会） 

5．修士（教育学） 

 

 

 6. 博士（学校教育学） 

 

2000年3月 

2000年3月 

2016年3月 

2016年3月 

2016年3月 

 

 

2021年3月 

 

・平一一小一種第一三六号 奈良県教育委員会 

・平一一中一種第二五七号 奈良県教育委員会 

・平二七小専修第一〇号 奈良県教育委員会 

・平二七中専修第五五号 奈良県教育委員会 

・奈良教育大学 第一七二六号 

 論文題目「琉球・沖縄史を位置づけた小学校歴史学習カ

リキュラムの開発研究」 

・兵庫教育大学 博乙第157号 

 論文題目「小学校社会科未来洞察型の授業開発研究」 



２ 特許等 

 

 

 

 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1．平成26年度授業法研究会研修講師 

 

 

 

 

2．東大阪市花園北小学校研修講師 

 

3．国際地理オリンピック委員 

 

4．東大阪市立花園北小学校研修講師 

 

5．東大阪市立花園中学校ブロック研修講師 

 

 

6．兵庫県学校安全（防災）総合支援事業におけ

る気象災害モデル校授業研究会講師 

 

2015年3月 

 

 

 

 

2021年年間 

 

2021年年間 

 

2022年年間 

 

2022年5月 

 

 

2022年10～

11月 

 

・主に私立学校教員の研究会で，社会科で取り組んだ「都

道府県名産弁当プレゼン」の実践をもとに講演を行っ

た。都道府県の名産を盛り込んだ弁当開発だけではな

く，なぜその名産が生まれたのかという背景を考えさせ

る授業実践を紹介した。 

・東大阪市花園北小学校校内研究「未来を考える子ども」

第3年次の研究授業に対する指導・助言を行った。 

・日本地理学会の国際地理オリンピック委員として，大会

に関する業務を行った。 

・東大阪市立花園北小学校校内研究「SDGsを位置づけた授

業開発研究」の指導・助言を行った。 

・「児童生徒が能動的につけたい力を身につけるための評

価のあり方」をテーマに，その内容と方法の研修を行っ

た。 

・芦屋市立岩園小学校が指定を受けている気象災害に関す

る授業モデルの開発に関する研修を行った。 

４ その他 

 

 

 

 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表会等の名称 
概      要 

（著書） 

1．近年の自然災害と学校

防災Ⅱ－持続可能な社会

をつくり防災・減災，復

興教育－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．近年の自然災害と学校

防災Ⅲ－これからの時代

に求められる防災・減災

－ 

 

 

 

 

 

 

3．新3観点の学習評価を

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

2021年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年3月 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年3月 

 

協同出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協同出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治図書出版 

 

学校教育の中で，教科の知識・技能の習得と防災・

減災，復興への総合した取り組みが求められている

が，本著は，直面する様々な防災・減災に関連した

根本的な課題について整理しながら，どのような解

決策，もしくは取り組みの観点があるのか検討した

ものである。その中で，自身の取り組みとして，

「小学校における事前復興まちづくり学習の実践例

－まちのコミュニティデザインを視点に－」の実践

事例を紹介した。著：兵庫教育大学連合大学院・防

災教育研究プロジェクトチーム。（担当pp.154-

167.） 

 

前述のⅡ同様，直面する様々な防災・減災に関連し

た根本的な課題について整理しながら，どのような

解決策，もしくは取り組みの観点があるのか検討し

たものである。その中で，自身の取り組みとして，

地理分野における「共助の意識を高める防災学習プ

ランの開発－災害に強いまちづくりに必要な取り組

みを提案しよう―」の実践事例を紹介した。著：兵

庫教育大学連合大学院・防災教育研究プロジェクト

チーム。（担当pp.160‐171.） 

 

本著は，3観点の学習評価にもとづいた中学校の地



位置づけた中学校地理授

業プラン 

 

 

 

 

 

4．新しい視点からの教育

社会学－人間形成論の視

点から－ 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

2022年9月 

 

 

 

 

 

 

 

大学教育出版 

理分野の授業プランを提案したものである。その中

で，自然環境と生活や産業・文化の関係性を探究す

る学習プランとして九州地方の学習事例，交通や通

信と生活や産業の関係性を探究する学習プランとし

て中国・四国地方の学習事例を紹介した。編著者：

𠮷水裕也。（担当pp.64-75） 

 

本著は，教職課程にかかわる学修を進めている学生

を対象とし，子どもが抱える問題や，その背景を理

解するために理論や知識を学び，社会の動向をもと

に教育のあるべき姿を探り，その様相を明らかにし

ようとするものである。編著者：住本克彦（担当

p.198.） 

（学術論文） 

1．沖縄を教材とした社

会科実践の研究（査読

付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．小学校社会科歴史学

習における「琉球王

国」の単元開発研究 

 （査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

3．琉球・沖縄史を位置

づけた小学校社会科歴

史学習（査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

4．時間のマルチ・スケ

ールアプローチによる

未来予測型小学校社会

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

2012年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年12月 

 

 

 

奈良教育大学教育実践

開発センター研究紀

要，第21号 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良教育大学教育実践

開発センター研究紀

要，第23号 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科教育研究，第

129号，日本社会科教

育学会 

 

 

 

 

 

 

 

社会系教科教育学研

究，第30号，社会系教

科教育学会 

 

沖縄の歴史・文化・現在を考え，知る学習を通じ

て，矛盾を見つめ，沖縄の問題を自分たちの問題と

考えられるような授業実践のあり方を考えた。本稿

は，こうした問題意識に基づいて開発・実践した社

会科と総合的な学習時間を合わせた第 6 学年の単元

「沖縄の歴史・文化・現在を知る中で，平和とは何

かを考える」の経過と成果を述べるとともに，言語

力を育成する視点から，考察を加えたものである。 

執筆者名：岩本廣美，澁谷友和，全10頁（pp.109－

118.）本人執筆部分は，pp.109-118. 

 

学校現場の歴史学習での沖縄の取り上げ方は，沖縄

戦だけをクローズアップして授業が行われる傾向が

ある。そこで本研究では，本土と沖縄の関係をとら

え直すために「琉球王国」の単元開発・実践を行っ

た。その結果，小学校社会科歴史学習の中で，児童

が琉球王国から沖縄県に至る歴史の流れを連続的に

とらえることができ，日本の歴史を多面的にとらえ

られることを明らかにした。執筆者名：岩本廣美，

澁谷友和，全 8 頁（pp.41－48.）本人執筆部分は，

pp.41-48. 

 

本研究では，琉球・沖縄という地域を例に小学校歴

史学習全体の中で琉球・沖縄史の位置づけを考察

し，琉球・沖縄史を取り上げる必要性を確認した上

で，小学校歴史学習の計画を提言した。さらに，戦

後の沖縄を学習する際に，ウルトラマンの脚本家で

ある金城哲夫の思いを取り上げることにより，これ

までの米軍基地問題を取り上げる実践とは一線を画

する新しい実践例を示すことができた。全 13 頁

（pp.1-13.） 

 

本研究では，これまでの未来予測型授業の先行研究

が，特定の時間スケールのみの予測にとどまってい

るという問題点を明らかにした上で，イギリスの



科授業の開発（査読

付） 

 

 

 

 

 

5．社会科におけるまち

づくり学習の研究動向

と展望 

 

 

 

 

6．小学校社会科未来洞察

型授業に関する実践的

研究－David Hicksの5

つのfutures skillsを手

がかりにして－（査読

付） 

 

 

 

 

 

7．小学校社会科未来洞察

型授業の開発－希望の

未来像を描くシナリオ

作成に着目して－（査

読付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．社会科における未来を

創造する力を育む「未

来探究学習プログラ

ム」の開発－小学校第3

学年小単元「店ではた

らく人びとのしごと」

を例に－ 

 

9．天理大学附属天理参考

館と連携したプロジェ

クト学習の実践－奈良

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

2019年9月 

 

 

 

 

 

 

2020年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年12月 

 

 

 

 

 

 

 

2023年3月 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫教育大学研究紀要

第55巻 

 

 

 

 

 

兵庫教育大学大学院連

合学校教育学研究科 

教育実践学論集第21号 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会系教科教育学研究

32号，社会系教科教育

学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学研究紀要

第14号 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学研究紀要

第15号 

David Hicksの未来型スキルの理論に依拠し，時間

のマルチ・スケールアプローチを組み込んだ改善策

を提案した。提案した授業では，複数の未来を予測

する授業が展開でき，より的確な予測に基づく判断

力が形成できることを示すことができた。全10頁

（pp.107-116.） 

 

代表者：𠮷水裕也（兵庫教育大学 理事・副学長）

共著者：佐藤克士（武蔵野大学教育学部），澁谷友

和（東大阪市立花園北小学校），曽川剛志（西宮市

立夙川小学校）社会科におけるまちづくり学習の研

究動向を整理し，その到達点と課題を明らかにした

ものである。全10頁（pp.1-10，第2章澁谷担当） 

 

本研究では，従前の未来予測型授業の成果と課題を

踏まえて授業開発，実践し，その効果を検証した。

改善の視点として，David Hicksの提案する5つの

futures skillsを導入し，学習方法として時間のマル

チ・スケールアプローチを採用して，2つの側面か

ら授業設計を行った。その結果，授業前は根拠のあ

まりない理想の未来を描きがちであった児童が，授

業後は，根拠を持って望ましい未来を検討するとい

う考え方への変容を見ることができ，効果を明らか

にすることができた。全9頁（pp.51-59.） 

 

本研究では，小学校社会科における未来洞察を，

「過去や現在の社会事象から起こる確率の高い未来

とその影響を予測した上で，それとは逆になる，現

時点では起こる確率は低いかもしれないが，自分た

ちの希望の未来像に着目し，その未来を仮説的に描

き，その実現に向けてのシナリオを創り出すこと」

と定義し，この定義にもとづき，第4学年「わたし

たちのくらしと水道水」の授業を開発し，検証を行

ったものである。仮説的に未来を描かせるしなりを

作成を活用した結果，未来にも「起こる未来」「望

ましい未来」という複数の未来があるという考え方

を獲得できることが示唆された。全10頁（pp.41-

50.） 

本研究では、従前の小学校社会科で実践されてきた

知識や概念を獲得する授業構成に加え、複数の未来

を創造した上で、希望の未来を選択・決定し、その

未来のシナリオを書くという未来を探究する学習プ

ログラム示し、そのプログラムにもとづいた第3学

年単元「店ではたらく人びとの仕事」の授業モデル

を提案した。全12頁（pp.79-90.） 

 

本研究では、小学校教員養成課程で学ぶ学生の学び

の場として、博物館の活用が必要であるという立場

に立ち、本学と同じ奈良県内にある天理大学附属天



学園大学社会科教育ゼ

ミの取り組み事例－ 

 

理参考館との連携を事例に、博物館を活用した教育

活動を展開する力を育成するための大学における実

践の形態や内容について検討を加え，プロジェクト

型の講義内容を提案した。全12頁（pp.67-78.） 

（その他） 

（商用雑誌） 

1．年表を比較すること

で見えてくる日本の多

様な歴史 

 

 

 

 

 

 

2．5つの未来型スキルの

発達で，追究する力を

身につける 

 

 

 

3．時期や時間の経過を視

点に大まかな歴史を理解

する授業 

 

 

（学会発表） 

1．小学校社会科歴史学

習における「琉球王

国」の単元開発研究 

 

2．琉球・沖縄史を位置

づけた小学校歴史学習

カリキュラムの開発研

究－「いくつもの日

本」を意識した歴史学

習へ－ 

 

3．戦後の沖縄を考える

社会科授業づくり－金

城哲夫の生き方を手が

かりにして－ 

 

4．未来予測力を育成す

る小学校社会科授業に

関する研究－時間のマ

ルチ・スケールアプロ

ーチの視点から－ 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

2017年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年8月 

 

 

 

 

 

2019年5月 

 

 

 

 

 

2013年10月 

 

 

 

2014年11月 

 

 

 

 

 

 

2016年11月 

 

 

 

 

2018年2月 

 

 

 

 

 

 

 

教育科学 社会科教育 

No.702 明治図書 

 

 

 

 

 

 

 

教育科学 社会科教育 

No.712 明治図書 

 

 

 

 

教育科学 社会科教育 

No.722 明治図書 

 

 

 

 

日本社会科教育学会 

第63回全国研究大会 

（山形県） 

 

日本社会科教育学会 

第64回全国研究大会 

（静岡県） 

 

 

 

 

日本社会科教育学会 

第66回全国研究大会 

（青森県） 

 

 

社会系教科教育学会 

第29回研究発表大会 

（京都府） 

 

 

 

 

 

「基礎がためはここが決めて！ 資料読み取りの指

導ポイント」の頁を担当した。年表の時代区分を取

り上げ，比較することで，日本の歴史の多様性に気

が付く授業が展開できるという年表の積極的な活用

方法を提案した。具体例として，年表の日本（日本

通史）の歴史区分と，沖縄（琉球・沖縄史）の歴史

区分を比較した「琉球の貝塚時代」の授業実践を紹

介した。全2頁（pp.22-23.） 

 

「授業最前線 追究の鬼を生む！新内容・重点事項 

教材＆授業設計プラン」の頁を担当した。未来型ス

キルを発達させることで，追究する力を育成できる

と提案した。具体的な授業プランとしては，時間の

マルチ・スケールアプローチを組み込んだ「租税の

役割」の授業を提案した。全4頁（pp.38-41.） 

「授業最前線 時間・空間認識を育てる探究的な授

業デザイン」の頁を担当した。社会的な見方・考え

方の一つとしてあげられている「時期や時間の経

過」という視点を整理し，大まかな歴史の流れを理

解する授業を提案した。全4頁（pp.42-45.） 

 

全国大会発表論文集第9号全2頁（pp.102-103.） 

学術論文：小学校社会科歴史学習における「琉球

王国」の単元開発研究の成果を発表した。 

 

全国大会発表論文集第10号全2頁（pp.96-97.） 

学術論文：琉球・沖縄史を位置づけた小学校社会

科歴史学習の前半部分の成果を発表した。 

 

 

 

 

全国大会発表論文集第12号全2頁（pp.104-105.） 

学術論文：琉球・沖縄史を位置づけた小学校社会

科歴史学習の後半部分の成果を発表した。 

 

 

第29回研究発表大会発表要旨集録全1頁（p.30） 

学術論文：時間のマルチ・スケールアプローチに

よる未来予測型小学校社会科授業の成果を発表し

た。 

 

 



5．5つのfutures skillsを

育成する小学校社会科

未来予測型授業の開発 

 

 

 

6．学校教育現場におけ

る教員養成の取り組み

－小学校での教育実習

や経験者研修を担当し

て－ 

 

7．「予測不可能な未

来」にアプローチする

小学校社会科の授業開

発研究－希望の未来像

を描くシナリオ作成に

着目して－ 

 

8．近年の自然災害と学

校防災・危機管理Ⅱ

－4「危機社会」にお

ける小学校社会科防災

学習の授業開発 

 

 

 

 

 

 

9．近年の自然災害と学

校防災・危機管理Ⅱ

－5 小学校における

「事前復興まちづくり

学習」に関する単元開

発―地域のコミュニテ

ィデザインを考える授

業を通して― 

 

 

 

10．近年の自然災害と学

校防災・危機管理Ⅱ

－6 中学校における主

体的避難者育成を目指

す授業プラン－中学校

道徳教材「風の電話」

を通して－ 

 

単独 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

2018年11月 

 

 

 

 

 

2019年2月 

 

 

 

 

 

2020年2月 

 

 

 

 

 

 

2020年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年10月 

 

 

 

 

 

 

 

日本社会科教育学会第

68回全国研究大会 

（奈良県） 

 

 

 

社会系教科教育学会 学

会発足30周年記念研究

発表大会（兵庫県） 

 

 

 

社会系教科教育学会 

第31回研究発表大会 

（岡山県） 

 

 

 

 

日本教育大学協会研究

集会 

（愛媛県：オンライン

開催） 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育大学協会研究

集会 

（愛媛県：オンライン

開催） 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育大学協会研究

集会 

（愛媛県：オンライン

開催） 

 

 

 

 

全国大会発表論文集第14号全2頁（pp.384-385） 

学習指導要領が示す社会的な見方・考え方の枠組み

の一つに，市民的資質として未来を見通す力，未来

予測を加えることができると考え，その開発授業を

提案した。 

 

第30回研究発表大会発表要旨集録全1頁（p.86） 

教員養成という枠組みの中で，学校現場で行う教育

実習に求められていることに視点を当てて，発表し

た。 

 

 

第31回研究発表大会要旨集全1頁（p.95） 

澁谷友和・杉山雄大 

小学校社会科における未来洞察を定義し，その定義

にもとづき開発した第4学年「わたしたちのくらし

と水道水」の実践を発表した。 

 

 

令和2年度日本教育大学協会研究集会発表資料集 

全4頁（pp.254-257.） 

佐藤克士・澁谷友和・曽川剛志・行壽浩司・𠮷水裕

也 

本発表では，近年の地震や豪雨をはじめとする自然

災害の脅威が激化・常態化し，被害や復興が大きな

社会問題として深刻化している日本社会を「危機社

会」と捉え，こうした社会に対応した資質・能力の

育成をめざす社会科防災学習の授業モデルを提案し

た。 

 

令和2年度日本教育大学協会研究集会発表資料集 

全4頁（pp.258-261.） 

澁谷友和・佐藤克士・曽川剛志・行壽浩司・𠮷水裕

也 

本発表では，中長期的に地域防災の中心となる小学

生を対象とし，地域住民も巻き込んだ事前復興まち

づくり学習の単元を開発し，地域コミュニティをデ

ザインすることを通して，地域コミュニティの形成

者としての資質・能力の育成をめざす授業モデルを

提案した。 

 

令和2年度日本教育大学協会研究集会発表資料集 

全4頁（pp.262-265.） 

行壽浩司・佐藤克士・澁谷友和・曽川剛志・𠮷水裕

也 

本発表では，主体的な避難者育成を目指す防災教育

理論に依拠しながら，生徒が主体的に命を守るため

に，自分の命の大切さと他者の命を慈しむ価値観形

成を目指す授業プランを報告した。 



 

11．近年の自然災害と学

校防災・危機管理Ⅲ－4 

 主権者教育としての小

学校社会科防災学習の

授業開発 

 

 

 

 

 

12．近年の自然災害と学

校防災・危機管理Ⅲ－5 

 共助の意識を高める小

学校社会科防災学習の

授業開発 

 

 

 

 

13．近年の自然災害と学

校防災・危機管理Ⅲ－6 

 地域防災を考えるため

の小学校理科地図活用

型防災学習の授業開発 

 

 

 

 

 

14．近年の自然災害と学

校防災・危機管理Ⅲ－7 

 ハザードマップから自

然の地形を読み取る中

学校地理的分野の学習

プラン 

 

 

15．小学校社会科におけ

る持続可能な地域のあ

り方を考える食文化の

教材化－京都府宇治田

原町の古老柿生産に着

目して－ 

 

16．未来の変化を動的に

捉える小学校社会科の

授業構想－インパクト

ダイナミクスの手法に

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

単独 

 

2021年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年10月 

 

 

 

 

 

 

 

2022年10月 

 

 

 

 

 

 

2023年2月 

 

日本教育大学協会研究

集会 

（福岡県：オンライン

開催） 

 

 

 

 

 

 

日本教育大学協会研究

集会 

（福岡県：オンライン

開催） 

 

 

 

 

 

日本教育大学協会研究

集会 

（福岡県：オンライン

開催） 

 

 

 

 

 

 

日本教育大学協会研究

集会 

（福岡県：オンライン

開催） 

 

 

 

 

日本社会科教育学会第

72回全国研究大会 

（長野県：オンライン

開催） 

 

 

 

社会系教科教育学会第

34回研究発表大会 

（愛媛県：オンライン

開催） 

 

令和3年度日本教育大学協会研究集会発表資料集 

全2頁（pp.128-129.） 

佐藤克士・澁谷友和・曽川剛志・行壽浩司・𠮷水裕

也 

本発表では，主権者として求められる資質・能力を

育成するために小学校社会科における自然災害や防

災・減災に関する学習はどのような論理にもとづ

き，授業を構成すべきなのか，具体的な授業モデル

の開発を通して検討した。 

 

令和3年度日本教育大学協会研究集会発表資料集 

全2頁（pp.130-131.） 

澁谷友和・佐藤克士・曽川剛志・行壽浩司・𠮷水裕

也 

本研究では，災害時における地域の災害弱者の存在

に着目し，その犠牲を減らすために，災害弱者の立

場に立った対策の必要性に気づき，共助の視点から

減災を考える学習単元の授業構成を提案した。 

 

令和3年度日本教育大学協会研究集会発表資料集 

全2頁（pp.132-133.） 

曽川剛志・佐藤克士・澁谷友和・行壽浩司・𠮷水裕

也 

本研究では，平成29年告示の小学校学習指導要領で

新設された第4学年理科「雨水の行方と地面の様

子」で，防災の「自校化」を図り，地域防災を考え

るための小学校理科地図活用型防災学習の単元開発

を提案した。 

 

令和3年度日本教育大学協会研究集会発表資料集 

全2頁（pp.134-135.） 

行壽浩司・佐藤克士・澁谷友和・曽川剛志・𠮷水裕

也 

本研究では，中学校地理的分野における授業プラン

としてハザードマップから自然の地形を読み取り，

具体的な授業モデル開発を通して検討した。 

 

第72回全国大会発表論文集全2頁 

本研究は，京都府宇治田原町特産の干し柿である

「古老柿」の食文化に着目し，生産に携わっている

人々の生活の様子や，地域の人々の生活との関連を

捉え，小学校第3学年の持続可能な地域のあり方を

考える食文化の教材を開発・提案した。 

 

第34回研究発表大会要旨集全1頁 

科研費の研究成果を発表した。本研究は予測困難な

時代における未来の捉え方として注目されている未

来洞察のアプローチ方法，その中でもインパクトダ



着目して－ 

 

イナミクスの手法に着目し，児童の未来をデザイン

する力の育成をめざす未来洞察型の授業構成を提案

した。 

 



 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5 年 3 月 31 日 

  氏名 高橋 千香子  

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 心理学  臨床心理学、精神分析学、教育心理学、社会福祉学（児童福祉） 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

１）各単元終了時に小テストの実施 

平成 26

年 4 月

～平成

31 年 3

月 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部幼児教育学科に

おける「保育の心理学」「保育の心理学Ⅱ」「教育心理

学」において、主として子どもの心理発達に関する知識

を定着させるため、各単元が終了する毎に小テストを実

施している。 

２）毎回の授業の振り返りを活用した授業実践 

平成 26

年 4 月

～令和

5年 3月 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部幼児教育学科に

おける「心理学」「保育の心理学」「保育の心理学Ⅱ」

「保育相談支援」「教育心理学」、奈良学園大学人間教

育学部における「保育相談支援（幼児教育相談支援）」

「保育の心理学Ⅱ」「子ども家庭支援の心理学」「子育

て支援」の授業において、ほぼ毎回の授業の最後に振り

返りを記入させ、コメントを入れて次の授業時に返却し

ている。内容が良かったものについては次の授業の開始

時に紹介することで、前回の振り返りと学習内容への理

解を深められるよう工夫している。 

 

３）事例をもとにしたグループディスカッションお

よび発表の実践 

平成 26

年 4 月

～令和

5年 3月 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部幼児教育学科お

よび奈良学園大学人間教育学部における「保育の心理学

Ⅱ」「保育相談支援（幼児教育相談支援）」の授業にお

いて、「保育の心理学Ⅱ」では子どもの生活や対人関係

の場面、「保育相談支援（幼児教育相談支援）」では保

護者や親子関係への対応場面についての具体的な事例

を多用している。1 人で考える時間を設けた後、隣同士

あるいは小グループに分かれてディスカッションさせ、

発表させることで、思考力や対応力を養うことを目的と

している。 

 

４）ロールプレイの実践 

平成 26

年 4 月

～令和

5年 3月 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部幼児教育学科お

よび奈良学園大学人間教育学部の「保育相談支援（幼児

教育相談支援）」の授業において、基本となるカウンセ

リングの基礎知識を学ぶため、カウンセリング演習の手

法を用いたロールプレイを導入している。具体的には２

人一組になり、話す役と聞く役に分かれて「聴く姿勢、

聴かない姿勢」を相互に体験させ、「傾聴の基本」を学

んだ後、それぞれの技術をロールプレイさせている。実

施後、それぞれの役割を演じて具体的に振り返り、さら

にディスカッションさせることで、メタ認知を賦活さ

せ、理解を深めさせている。 

２ 作成した教科書，教材   

１）コンパクト版保育者養成シリーズ 新版 保育

の心理学Ⅱ 

平成 30

年 3 月 

保育士養成の必須科目である「保育の心理学Ⅱ」に対応

したテキストであり、平成 29年告示の要領および指針

の改訂を反映した内容になっている。 

監修者：谷田貝公昭、石橋哲成 編著者：福田真奈、西

方毅 A5 版、145 頁 

共著者：伊藤亮、小原倫子、川口めぐみ、小池はるか、

佐々木真吾、高岡昌子、高橋千香子、谷真弓、西方毅、

長谷川直子、菱田博之、福田真奈、山口昌澄 

本人担当部分：第４章 子ども集団と保育者の援助（P33

～40）子ども集団の特性、集団生活への発達援助、集団

に入れない子どもの支援についてまとめている。特に集

団生活において培われる協同性や道徳性、規範意識に対

する保育者の望ましい援助のあり方について重点的に

述べている。 



２）シリーズ知のゆりかご 保育の心理学 
平成 31

年 4 月 

保育士養成課程「保育の心理学」、幼稚園教諭養成課程

「幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程」に

対応したテキストである。 

編著者：青木紀久代 B5 版、192 頁 

共著者：青木紀久代、石井正子、大國ゆきの、片山伸子、

加藤邦子、金子恵美子、金丸智美、高橋千香子、富田貴

代子、中村涼、平沼晶子、細野美幸、三好力、矢野由佳

子 

本人担当部分：第 11 章 乳幼児の学びを支える保育

（P172～185） 第 1 節では「養護と教育が一体的に展

開する保育」について説明し、第 2 節において学びの芽

生えを支える保育について事例を用いながら説明して

いる。最後の第 3 節では保護者への支援について述べ、

保護者との連携や協力の必要性について論じている。 

 

３）シリーズ知のゆりかご 子ども家庭支援の心理

学 

令和元

年 8 月 

保育士養成課程の新しい必修科目「子ども家庭支援の心

理学」に対応したテキストである。 

編著者：青木紀久代 B5 版、192 頁 

共著者：青木紀久代、石井正子、大國ゆきの、小嶋玲子、

片山伸子、加藤邦子、金子恵美子、古志めぐみ、菅野幸

恵、高橋千香子、武田（六角）洋子、細野美幸、三好力、

矢野由佳子 

本人担当部分：コラム②「保育所は貧困問題の最前線」

（P113） 日本の子どもの貧困率の高さについて説明

し、保育所が担う役割について述べている。 

 

４）子ども家庭福祉専門職のための子育て支援入門 
令和元

年 5 月 

保育士養成課程の新しい必修科目「子育て支援」「子ど

も家庭支援論」「子ども家庭福祉」に対応したテキスト

である。 

編著者：才村純、芝野松次郎、新川泰弘、宮野安治 B5

版、176 頁 

共著者：大倉得史、山本智也、関谷みのぶ、才村純、本

田和隆、室谷雅美、宮野安治、新川泰弘、安田誠人、小

山顕、渡邊慶一、山本由紀子、吉弘淳一、藤井裕子、寺

田恭子、磯部美良、高橋千香子、川口めぐみ、久保木亮

子、西井典子、芝野松次郎、塚本利幸、大谷由紀子、榎

本祐子、飯島仁美、別所崇、山本展明、栗山直子 

本人担当部分：第 17 章 個人面談、懇談会における子

育て支援（P133～138） 保育士の行う個人面談の種類、

基本事項、留意点について、事例を引用しつつ具体的に

解説している。 

 

５)保育士を育てる③子どもの理解と援助 
令和 2

年 3 月 

保育士養成課程の新しい必修科目「子どもの理解と援

助」に対応したテキストである。 

編著者：大沢裕、藤田久美 A5 版、148 頁 

共著者：綾野鈴子、伊藤亮、大賀恵子、大沢裕、加納史

章、熊谷賢、佐藤牧子、高岡昌子、高橋千香子、谷真弓、

當銘美菜、根津知佳子、野末晃秀、藤田久美、古橋真紀

子、村山久美、山本陽子 

本人担当部分：第 11 章 子育て支援・家庭支援と子ど

も理解（P89～96） 近年の子育て家庭への支援の重要

性の高まりと、子育て家庭支援にける子ども理解と援助

のあり方について、事例を引用しつつ解説している。 

 



６）シリーズ知のゆりかご なぜ？から探る子ども

理解と援助 

令和 4

年 1 月 

保育士養成課程の新しい必修科目「子ども理解と援助」

と教職課程の「幼児理解の理論及び方法」に対応したテ

キストである。 

編著者：青木紀久代 B5 版、175 頁 

共著者：青木紀久代、大河内修、荻原はるみ、佐藤有香、

嶋野珠生、高橋千香子、武田（六角）洋子、田村知栄子、

細野美幸、松浦淳、三好力、矢野由佳子、山下直樹、横

畑泰希 

本人担当部分：第 2 章 共感的理解と子どもとの関わり

（P29～39）子どもに対する共感的理解とはどのような

ことなのか、複数の事例をもとに臨床心理学的な視点か

ら解説し、保育者として望ましい関わりのあり方につい

て述べている。 

７）コンパス教育相談 
令和 4

年 3 月 

教職課程における「教育相談の理論及び方法」に対応し

たテキストであり、現代の教師・保育者にとって必要な

内容となっている。 

編著者：住本克彦 B5 版、131 頁 

共著者：赤松久美子、新井肇、磯部美良、荊木まき子、

岡村季光、加島ゆう子、片山則昭、加藤由美、門原眞佐

子、上地玲子、小泉令三、阪中順子、坂中尚哉、定金浩

一、清水里香、高橋彩、高橋千香子、高橋典久、立浪朋

子、崔回淑、葉山貴美子、原志津、深津久美子、福森護、

藤田由起、古川治、松田文春、南雅則、山口裕毅 

本人担当部分：第 3 章 子どもの発達と教育相談 １乳

幼児期の発達と教育相談（P21～25）乳幼児期の子ども

の発達の概要を述べるとともに、その時期の教育相談の

特性について解説している。 

８）子どもと保護者に寄り添う「子ども家庭支援の

心理学」 

令和 4

年 4 月 

保育士養成課程の必修科目「子ども家庭支援の心理学」

に対応したテキストであり、生涯発達や家族・家庭への

心理支援について具体的に学べる内容となっている。 

監修：立花直樹、津田尚子 B5 版、167 頁 

編者：要正子、小山顕、國田祥子 

共著者：立花直樹、津田尚子、高橋千香子、小山顕、國

田祥子、赤澤正人、河村陽子、丸目満弓、大川宏美、赤

田太郎、勝野愛子、要正子、座間味愛理、藤野正和、佐

藤睦子、森内さやか 

本人担当部分：第２章「乳幼児期における発達」（P16

～25）乳幼児期の発達について、愛着の重要性を軸に、

主要な発達理論を事例とともに解説している。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

１）奈良文化女子短期大学に採用される際の学長評

価 

平成 25

年 4 月 

学長より、18 年という長きにわたり児童心理相談の実践

経験を積んでいることは、「保育の心理学」「保育相談

支援」などの科目において、現場の求める保育者を育成

するのにふさわしい人材であること、短期大学部の地域

貢献事業の一つである子育て支援事業への貢献も期待

できること、臨床心理士資格を有し、他大学の学生相談

室カウンセラーの経験も有することから、短期大学部の

学生支援においても貢献が期待できると評価された。 

 

２）学生による授業評価の結果① 

平成 26

年 4 月

～平成

31 年 3

月 

奈良文化女子短期大学部の学生による授業評価アンケ

ートの結果、平成 30 年度の学生による授業評価（満点

4.0）は、「保育の心理学Ⅱ」3.79、「教育心理学」3.56

であった。自由記述には「保育の心理学Ⅱ」では「子ど

もの成長には心の状態が大きく関係していることを知

った」、「教育心理学」では「自分を振り返り、人と関

わる上で必要なことをたくさん学べた」などの記述があ

り、どちらも「とても分かりやすかった」「ためになる

話が多かった」等の評価を得ることができた。 

 



 

 

 

３）学生による授業評価の結果② 

 

 

 

令和 4

年 4 月

～令和

5年 3月 

学生による授業評価アンケート（8 項目、満点 5.0）に

おける総合的満足度を問う項目は、人間教育学部の専門

科目の「幼児教育相談支援（保育相談支援）」、「子育

て支援」、「子ども家庭支援の心理学」、保健医療学部

リハビリテーション専門科目の「臨床心理」すべて 4.0

以上であり、高い評価を得ることができている。 

 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

１）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における

幼児教育講座の講師 

平成 25

年 8月 7

日 

平成 26

年 8月 7

日 

 

 

 

奈良文化女子短期大学部主催の幼稚園、保育所、こども

園、小学校教諭、特別支援担当教諭らを対象とした幼児

教育講座において、平成 25 年度は「気になる子」、平

成 26 年度は「気になる子②－子どもの心と親子関係－」

というテーマで講師を担当した。 

 

 

 

 

２）関西女子短期大学教員免許状更新講習における

講師 

平成 26

年 8月 8

日 

平成 27

年 8 月

11 日 

平成 28

年 8 月

10 日 

平成 30

年 8 月

24 日 

令和 3

年 8月 5

日 

 

関西女子短期大学主催の幼稚園教諭を対象とした教員

免許状更新講習において、同短期大学保育学科の津田尚

子准教授と協同し、「子どもを守り育てる家庭支援」と

題した講座を担当している。その年に起こった児童虐待

死事件にも触れつつ、現場の保育者が日々直面するであ

ろう諸問題や、家庭支援のあり方について、講義やグル

ープワークを実施し、考える視点を提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）葛城市保育士研修会における講師 

平成 26

年 11月

29 日 

 

葛城市保育士会からの依頼により、同市内の公立・民間

保育園に勤務する保育士対象に、「保護者理解と関係づ

くり」というテーマで研修を行った。 

 

 

４）寝屋川市保育所・幼稚園職員研修会における講

師 

平成 27

年 2 月

27 日 

 

寝屋川市保健福祉部からの依頼により、同市内の保育

士、幼稚園教諭、児童福祉関係者等を対象に「保護者へ

の伝え方、子どもへの関わり方」というテーマで研修を

行った。 

 



５）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部内のつど

いの広場「ぶんタン」におけるミニ講座講師 

平成 26

年 11月

7 日 

平成 27

年 9 月

30 日 

平成 28

年 10月

28 日 

平成 29

年 11月

6 日 

平成 30

年 10月

26 日 

 

奈良文化女子短期大学部におけるつどいの広場「ぶんタ

ン」において、「発達について」、「臨床心理士さんに

聞いてみよう」「育児ストレスについて話そう」等のテ

ーマでミニ講座を担当した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）奈良いのちの電話協会講座における講師 

平成 27

年 10月

31 日 

平成 27

年 11月

7 日 

 

第 39 期電話相談員養成講座の中の「カウンセリング演

習講座」において、4 回シリーズのうちの後半 2 回を担

当した。 

 

 

 

 

７）寝屋川市家庭教育講座における講師 

平成 29

年 1 月

14 日 

寝屋川市立点野小学校において保護者や教育関係者を

対象として「思春期の心理について」というテーマで講

演を行った。 

 

 

８）登美ヶ丘公民館「子育て講座」における講師 

平成 29

年 9 月

29 日 

平成 30

年 10月

5 日 

 

登美ヶ丘公民館における子育て講座において、奈良文化

女子短期大学部の中田章子講師と共同で、29 年度は「頑

張りすぎない私らしい育児」、30 年度は「みんなどうし

てる？子どもへの関わり方」というテーマで講座を担当

した。 

 

 

 

 

９）奈良県臨床心理士会第 77回相互研修会における

シンポジスト 

平成 31

年 2 月

17 日 

 

奈良県に在住もしくは勤務している臨床心理士を対象

としている相互研修会において、「私の臨床を語る」を

テーマに３名のシンポジストの内の１名として講話お

よびシンポジストを務めた。 

 

10）令和 4 年度大阪私立学校保健会保健主事・養護

教諭部会研修会の講師 

令和 4

年 7 月

11 日 

大阪私学学校の保健主事および養護教諭約 80 名を対象

に、「青年期の発達障害について」というテーマで講演

を行った。 

11）天理教校学園における第三者委員会の委員 

令和 4

年 6 月

～令和

5年 3月 

 

天理教校学園において発生した重大事態に対する第三

者委員会の委員として、現地調査、関係者への聞き取り

等を経て、報告書の作成に携わった。 

 

５ その他   

無 

 
  

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   



１）中学校教諭一種免許（社会） 
平成 4

年 3 月 
平三 中一種 第 2287 号  京都府教育委員会発行 

２）高等学校教諭一種免許（社会） 
平成 4

年 3 月 
平三 高一種 第 2541 号  京都府教育委員会発行 

３）小学校教諭二種免許 
平成 4

年 3 月 
平三 小二種 第 10119 号  京都府教育委員会発行 

４）財団法人日本臨床心理士資格認定協会認定 臨

床心理士 

平成 9

年 4 月 

登録番号 6651 

 

５）公認心理師 
平成 31

年 2 月 

登録番号 13797 

 

２ 特許等   

無   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

１）大阪国際大学守口キャンパス学生相談室におい

てカウンセラーとして勤務 

（平成

12 年 4

月）～

平成 26

年 3 月 

入職当初は学生相談室の体制、枠組みづくりに関与し、

その後は相談を希望する学生に対するカウンセリン

グ・心理検査等の実施、教職員へのコンサルテーション

を行った。また、学内の担当教員と協力し、新入生への

メンタルヘルスチェックの実施、啓発活動、連絡会議へ

の参加等を通じて、学内全体のメンタルヘルスの向上を

視野に入れて活動した。 

 

２）奈良県臨床心理士会子育て支援部会長 

（平成

24 年 6

月）～

平成 26

年 5 月

（任期

2 年） 

 

奈良県臨床心理士会内に設置されている７部会のひと

つである子育て支援部会の長として、部会内の連絡およ

び、月 1 回開催している子育て支援部会研修の企画・運

営を行った。 

 

 

 

３）寝屋川市立保育所民営化に係る事業者選定委員

会に選定委員として参加 

平成 25

年 10月

～平成

26 年 2

月 

 

寝屋川市立ひなぎく保育所の民営化に係る事業者選定

委員会に委員として参加した。 

 

 

 

 

４）奈良文化幼稚園における発達の気になる子ども

の行動観察および助言指導 

平成 26

年 6 月

～現在

に至る 

 

奈良文化幼稚園に年に 3 回（学期に 1 回）訪問し、各ク

ラス担任からあらかじめ依頼された発達の気になる子

どもの行動観察を行い、その後、子どもの見立てや今後

の支援のあり方についてのカンファレンスを行ってい

る。 

 

５）奈良県臨床心理士会研修委員長 

平成 26

年 6 月

～平成

28 年 5

月（任

期 2年） 

 

奈良県臨床心理士会の研修委員会の長として、年に 3 回

実施される相互研修会の企画・運営を担当した。委員会

の招集、連絡調整、講師との交渉、事前準備、当日の進

行など、他の委員と協働して行った。 

 

 

６）社会福祉法人宝山寺福祉事業団児童養護施設愛

染寮にて心理相談員（パート）として勤務 

平成 29

年 4 月

～現在

に至る 

 

本学学生の施設実習や就職等でつながりのある児童養

護施設愛染寮において、入所児童の心理的ケア（プレイ

セラピー）を担当する臨床心理士として、週１日 3 時間

（のちに 4.5 時間に変更）勤務している。 

 

７）近畿大学の大学院生へのスーパーヴィジョン 

令和 5

年 3 月

～現在

に至る 

近畿大学大学院総合文化研究科心理学専攻臨床心理学

コースで学ぶ学生 1 名に対し、月に 1 回程度、スーパー

ヴィジョンを行っている。 



４ その他   

１）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における

子育て支援事業、奈良学園大学社会・国際連携セン

ター事業「親と子の相談室ひまわり」の担当カウン

セラー 

平成 26

年 4 月

～現在

に至る 

短期大学部の地域貢献事業のひとつとして一般の市民

向けに開設された相談室であり、火曜日の午後に行って

きた。子どもへのカウンセリングや遊戯療法、発達検査、

保護者へのカウンセリングなどを行っている。令和 2 年

度からは奈良学園大学社会・国際連携センターの事業と

して、毎週水曜日の午後に実施している。 

 

２）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における

人権教育推進・セクシャルハラスメント相談委員会

の委員長 

平成 27

年 4 月

～平成

31 年 3

月 

平成 25 年度より委員として活動し、平成 27 年 4 月から

は委員長として、定期的に委員会を開催し、学生を対象

とした人権アンケートの実施と分析、人権講演会の企画

と開催、大人協研修への参加などを行った。 

 

３）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における

学生相談の主担当 

平成 26

年 4 月

～平成

31 年 3

月 

学科の学生相談員として、学生からのさまざまな相談に

応じたり、心理的問題を抱える学生への対応について、

他の教職員のサポートを行った。平成 27 年度から主担

当となり、同年より本学に配置されている非常勤カウン

セラーとも連携し、学内の学生相談体制の整備を目指し

た。 

 

４）奈良学園大学登美ヶ丘キャンパスにおける学生

相談室担当カウンセラー 

平成 31

年 4 月

～令和

4年 3月 

 

登美ヶ丘キャンパスの保健医療学部の学生を対象とし

た学生相談室カウンセラーとして、毎週水曜日の午後、

相談室に勤務している。三郷キャンパスの学生相談担当

の岡野由美子准教授と情報交換や共有をしながら対応

していた。令和 2 年度からは学生支援センターの構成委

員となり、同キャンパスを担当してきたが、非常勤カウ

ンセラー2 名の採用に伴い、教員兼務のカウンセラーは

終了となった。 

 

５）奈良学園大学入試委員会、学生支援センター運

営委員会、ハラスメント防止委員会、衛生委員会、

人間教育学部研究倫理審査委員会の各委員  

平成 31

年 4 月

～現在

に至る 

 

奈良学園大学における校務分掌として、各委員会の委員

としての役割を担っている。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     



１）学び、考え、実践力を

つける家庭支援論 
共著 

平成 26年 3

月（第 1 版） 

平成 28 年７

月（第 2 版） 

平成 30年 9

月（第 3 版） 

令和 2年 9月

1 日（第 1 版） 

保育出版社（P91、142

～143） 

令和 2年度版より教育

情報出版 

保育士養成課程における必修科目であ

る「家庭支援論」に対応し、基礎理論お

よび具体的な実践事例を含み、読者自身

が専門知識を習得した上で実践力をつ

けられる内容構成となっている。 

編者：木村志保、津田尚子編著、B5 判、

190 頁。 

共著者：飯塚恭一郎、木村敦、太田顕子、

大石美佳、長尾和美、佐伯知子、高橋美

枝、菊地真理、吉田祐一郎、前嶋元、井

土睦雄、原子純、松井圭三、森合真一、

田中卓也、田中謙、平本譲、戸田竜也、

高橋千香子、加藤博仁、津田尚子、池田

幸代、阪木啓二、植木是、矢野裕子、矢

幡眞由美、伊尻正一、隣谷正範、児玉龍

治、緒倉珠巳、木村志保 

本人担当部分：①第 8 章「どうやって子

育て家庭を支援すればいいの？－子育

て家庭支援の方法・やり方」の「現場の

声」欄（P91）：章の導入部分であり、

子育て家庭の多様化がすすむ中、不適切

な養育が行われている家庭の支援では、

子どもの命と安全を守るために園の役

割が大変重要になっている現状につい

て説明した。 ②第 12 章「支援の実際

を考えてみよう－子育て家庭支援の事

例学習」の第 1 節「子育てに悩む親」①

事例「孤独感から子育てへの不安が高ま

っている母」②「問題を考えるポイント」

③「解説・留意点」④ステップアップ問

題（P142～143）：事例学習の章であり、

冒頭に事例を示した後、事例を考えるポ

イントをいくつか記し、学ぶ人が自ら考

え記入できるスペースを設けている。そ

の後に、事例の解説および留意点につい

て述べ、最後にステップアップ問題を記

載している。 

２）コンパクト版保育者養

成シリーズ 新版 保育

の心理学Ⅱ 

共著 
平成 30年 3

月 
一藝社（P33～40） 

保育士養成の必須科目である「保育の心

理学Ⅱ」に対応したテキストであり、平

成 29 年告示の要領および指針の改訂を

反映した内容になっている。 

監修者：谷田貝公昭、石橋哲成 編著

者：福田真奈、西方毅 A5 版、145 頁 

共著者：伊藤亮、小原倫子、川口めぐみ、

小池はるか、佐々木真吾、高岡昌子、高

橋千香子、谷真弓、西方毅、長谷川直子、

菱田博之、福田真奈、山口昌澄 

本人担当部分：第４章 子ども集団と保

育者の援助（P33～40）子ども集団の特

性、集団生活への発達援助、集団に入れ

ない子どもの支援についてまとめてい

る。特に集団生活において培われる協同

性や道徳性、規範意識に対する保育者の

望ましい援助のあり方について重点的

に述べている。 

 



３）シリーズ知のゆりかご 

保育の心理学 
共著 

平成 31年 4

月 
みらい（P172～185） 

保育士養成課程「保育の心理学」、幼稚

園教諭養成課程「幼児、児童及び生徒の

心身の発達及び学習の過程」に対応した

テキストである。 

編著者：青木紀久代 B5 版、192 頁 

共著者：青木紀久代、石井正子、大國ゆ

きの、片山伸子、加藤邦子、金子恵美子、

金丸智美、高橋千香子、富田貴代子、中

村涼、平沼晶子、細野美幸、三好力、矢

野由佳子 

本人担当部分：第 11 章 乳幼児の学び

を支える保育（P172～185） 第 1 節で

「養護と教育が一体的に展開する保育」

について説明し、第 2 節で学びの芽生え

を支える保育について事例を用いなが

ら説明している。最後の第 3節では保護

者への支援について述べ、保護者との連

携や協力の必要性について論じている。 

 

４）シリーズ知のゆりかご 

子ども家庭支援の心理学  
共著 令和元年 8月 みらい（P113） 

保育士養成課程の新しい必修科目「子ど

も家庭支援の心理学」に対応したテキス

トである。 

編著者：青木紀久代 B5 版、192 頁 

共著者：青木紀久代、石井正子、大國ゆ

きの、小嶋玲子、片山伸子、加藤邦子、

金子恵美子、古志めぐみ、菅野幸恵、高

橋千香子、武田（六角）洋子、細野美幸、

三好力、矢野由佳子 

本人担当部分：コラム②「保育所は貧困

問題の最前線」（P113） 日本の子ども

の貧困率の高さについて説明し、保育所

が担う役割について述べている。 

 



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

５）子ども家庭福祉専門職

のための子育て支援入門 
共著 令和元年 5月 

ミネルヴァ書房（P133

～138） 

保育士養成課程の新しい必修科目「子育

て支援」「子ども家庭支援論」「子ども

家庭福祉」に対応したテキストである。 

編著者：才村純、芝野松次郎、新川泰弘、

宮野安治 B5 版、176 頁 

共著者：大倉得史、山本智也、関谷みの

ぶ、才村純、本田和隆、室谷雅美、宮野

安治、新川泰弘、安田誠人、小山顕、渡

邊慶一、山本由紀子、吉弘淳一、藤井裕

子、寺田恭子、磯部美良、高橋千香子、

川口めぐみ、久保木亮子、西井典子、芝

野松次郎、塚本利幸、大谷由紀子、榎本

祐子、飯島仁美、別所崇、山本展明、栗

山直子 

本人担当部分：第 17 章 個人面談、懇

談会における子育て支援（P133～138） 

保育士の行う個人面談の種類、基本事

項、留意点について、事例を引用しつつ

解説している。 

 

６)保育士を育てる③子ど

もの理解と援助 
共著 令和 2年 3月 一藝社（P89～96） 

保育士養成課程の新しい必修科目「子ど

もの理解と援助」に対応したテキストで

ある。 

編著者：大沢裕、藤田久美 A5 版、148

頁 

共著者：綾野鈴子、伊藤亮、大賀恵子、

大沢裕、加納史章、熊谷賢、佐藤牧子、

高岡昌子、高橋千香子、谷真弓、當銘美

菜、根津知佳子、野末晃秀、藤田久美、

古橋真紀子、村山久美、山本陽子 

本人担当部分：第 11 章 子育て支援・

家庭支援と子ども理解（P89～96） 近

年の子育て家庭への支援の重要性の高

まりと、子育て家庭支援にける子ども理

解と援助のあり方について、事例を引用

しつつ解説している。 

 

７）シリーズ知のゆりかご 

なぜ？から探る子ども理

解と援助 

共著 令和 4年 1月 みらい（P29～39） 

保育士養成課程の新しい必修科目「子ど

も理解と援助」と教職課程の「幼児理解

の理論及び方法」に対応したテキストで

ある。 

編著者：青木紀久代 B5 版、175 頁 

共著者：青木紀久代、大河内修、荻原は

るみ、佐藤有香、嶋野珠生、高橋千香子、

武田（六角）洋子、田村知栄子、細野美

幸、松浦淳、三好力、矢野由佳子、山下

直樹、横畑泰希 

本人担当部分：第 2 章 共感的理解と子

どもとの関わり（P29～39）子どもに対

する共感的理解とはどのようなことな

のか、複数の事例をもとに臨床心理学的

な視点から解説し、保育者として望まし

い関わりのあり方について述べている。 



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

８）コンパス教育相談 共著 令和 4年 3月 建帛社（P21～25） 

教職課程における「教育相談の理論及び

方法」に対応したテキストであり、現代

の教師・保育者にとって必要な内容とな

っている。 

編著者：住本克彦 B5 版、131 頁 

共著者：赤松久美子、新井肇、磯部美良、

荊木まき子、岡村季光、加島ゆう子、片

山則昭、加藤由美、門原眞佐子、上地玲

子、小泉令三、阪中順子、坂中尚哉、定

金浩一、清水里香、高橋彩、高橋千香子、

高橋典久、立浪朋子、崔回淑、葉山貴美

子、原志津、深津久美子、福森護、藤田

由起、古川治、松田文春、南雅則、山口

裕毅 

本人担当部分：第 3 章 子どもの発達と

教育相談 １乳幼児期の発達と教育相

談（P21～25）乳幼児期の子どもの発達

の概要を述べるとともに、その時期の教

育相談の特性について解説している。 

９）子どもと保護者に寄り

添う「子ども家庭支援の心

理学」 

共著 令和 4年 4月 晃洋書房（P16～25） 

保育士養成課程の必修科目「子ども家庭

支援の心理学」に対応したテキストであ

り、生涯発達や家族・家庭への心理支援

について具体的に学べる内容となって

いる。 

監修：立花直樹、津田尚子 B5 版、167

頁 

編者：要正子、小山顕、國田祥子 

共著者：立花直樹、津田尚子、高橋千香

子、小山顕、國田祥子、赤澤正人、河村

陽子、丸目満弓、大川宏美、赤田太郎、

勝野愛子、要正子、座間味愛理、藤野正

和、佐藤睦子、森内さやか 

本人担当部分：第２章「乳幼児期におけ

る発達」（P16～25）乳幼児期の発達に

ついて、愛着の重要性を軸に、主要な発

達理論を事例とともに解説している。 

（学術論文）     

1）ことばの表出が遅れて

いた５才男児の遊戯療法

過程 

単著 
平成 25年 11

月 

奈良文化女子短期大

学研究紀要第 44 号

（P45～56） 

遊戯療法とは子どもを対象としたカウ

ンセリング技法のひとつである。本論で

はことばの遅れを主訴に相談室を訪れ

た５才児が、筆者との遊戯療法を通じて

引きこもっていた心的状態から脱し、内

的世界を豊かに表現して葛藤状況を乗

り越えていった過程を３期に分けて報

告し、その展開のありようについて考察

を加えた。最後に遊戯療法についての筆

者の若干の考えを述べた。 

 

２）生活困窮家庭における

不登校生徒への訪問によ

る心理面接 

単著 
平成 26年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 45 号（P71～

82） 

近年、日本の子どもの貧困問題が浮き彫

りになり、その対策が急がれている。本

論では、生活困窮家庭の不登校生徒に対

して実施した約２年間の心理訪問面接

について報告し、当該生徒の心理的背景

と課題、訪問面接の経過について検討す

るとともに、訪問面接の有用性と留意点

について考察した。そして最後に、生活

困窮家庭の子どもへの心理的支援の意

義について、若干の考察を加えた。 

 



著書，学術論文等の名称 
単著・ 
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３）保育者としての資質と

保育実践能力に対する学

生の意識について 

共著 
平成 27年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 46 号（P91～

99） 

前研究より、保育現場ではまず保育者と

しての資質が重要視され、現場が必要と

する実践能力として文章・言語現力が強

く必要であることが分かった。そこで本

研究では、本学学生にアンケート調査を

行い、現場で必要とされる保育者として

の専門的実践能力や資質についてどの

ように考え、自身がどれくらい身につけ

ていると感じているのかを明らかにし

た。 

本人担当部分は、学生へのアンケートの

実施、および分析と考察を共同で行っ

た。 

共著者：林悠子、森本美佐、東村知子、

高橋千香子 

 

４）本学の子育て支援活動

と学生教育との接続 
共著 

平成 27年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 46 号（P121

～128） 

最近の学生の傾向として、コミュケーシ

ョン能力の低さや親子世代の触れ合う

経験の不足が挙げられる。このような学

生たちを保育者として養成していくに

あたり、いくつかの授業内において、本

学で実施している子育て広場に早期に

参加させる取り組みを始めている。その

効果と課題を明らかにすることを目的

として、学生へのアンケート調査および

レポート結果を考察し、分析を加えた。

本人担当部分は、子育て支援との連絡調

整、学生へのアンケートの実施を担当

し、アンケートの分析および考察につい

て共同で行った。 

共著者：森本美佐、小川純子、高橋千香

子 

 

５）各発達の時期における

「先生」のネガティブな言

動について 

共著 
平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 47 号（P31～

40） 

保育者養成課程の学生を対象にして、保

育所・幼稚園・小学校低学年・小学校高

学年・中学校・高等学校の各時期の「先

生」の不快な言動で特に記憶に残ってい

る内容について調査研究を行い結果を

報告し論じた。幼児期に受けた保育者の

不快な言動を記憶している者は非常に

少なく、むしろ良かった言動を覚えてい

る場合が多いことが分かった。保育者に

なる者は、自身の言動が子どもに及ぼす

影響を十分に理解することが大切であ

ると結論づけた。 

共著者：高岡昌子、高橋千香子、林悠子、

岩本健一 

 

 

 

 

 

６）保育者養成校の学生の

性格特性および進路状況

との関連について 

共著 
平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 47 号（P41～

48） 

本学学生（卒業生を含む）160 名のＹＧ

性格検査の判定結果をもとに、保育者養

成校の学生の性格傾向および卒業時の

進路状況（進路選択）との関連について

調べた。その結果、学生の半数近くで「情

緒の不安定さ」がみられ、保育者の資質

とも関連の深い特性であると考えられ

た。進路状況との関連では、保育職選択

と性格特性には関連は見出されなかっ

たが非正規あるいは非就職を選択した

学生は、「劣等感」「非協調性」が高い

傾向にある学生の割合が高いことが分

かった。 

共著者：高橋千香子、高岡昌子、林悠子、

岩本健一 
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７）保育者養成に求められ

る保育者の資質について

（２）―就職先へのアンケ

ート調査の前回調査との

比較から― 

共著 
平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 47 号（P71～

80） 

平成 23年度から 26年度の本学学生の就

職先に対して行ってきた勤務実態アン

ケート調査の自由記述のうち、園長らが

保育者養成に望むこと、また就職した卒

業生が評価されていることについての

分析を行った。その結果、就職先の園長

らは即戦力よりも社会人としての態度

や覚悟、チームで働く上で必要な能力の

養成を求めていることが明らかになっ

た。保育士不足や早期離職が問題化する

中、この点をふまえた保育者教育を行っ

ていくことが急務であると結論づけた。 

共著者：林悠子、高岡昌子、岩本健一、

高橋千香子 

 

８）ある不登校の少女の精

神分析的遊戯療法過程 
単著 

平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 48 号（P71～

81） 

不登校状態にあった小学生女児の精神

分析的アプローチによる遊戯療法過程

について報告し、考察した。女児の不登

校の背景には両親が離婚するかもしれ

ない不安が強くあったが、さらに遡り、

幼少期から母親との情緒的葛藤を抱え

ていたことが遊戯療法を通じて明らか

になった。精神分析的遊戯療法では言語

によるやりとりも重要な役割を果たす

が、その経過についても詳述した。 

 

９）施設実習における学生

の不安を軽減する事前学

習についての研究 

共著 
平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 48 号（P31～

40） 

施設実習に行く前後で学生の実習への

イメージが大きく変化することに着目

し、その要因について調査した。変化に

つながるきっかけは子どもとのコミュ

ニケーションにあることが分かり、学生

が自ら子どもに働きかけられる力を事

前指導においていかに習得させるかが

ポイントであることが明らかになった。

また、学生が自ら実習前に不足していた

と考えた要素を分析し、６つのカテゴリ

からなるチェック表を作成した。 

共著者：岩本健一、高岡昌子、林悠子、

高橋千香子 

 

10）新人保育者に必要な資

質について―新人保育者

に対する総合的な評価に

つながる具体的な資質― 

共著 
平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 48 号（P41～

49） 

本学の卒業生が就職先において新人保

育者としてどのような評価を受けてい

るのかを調べ、各評価項目と総合的な評

価との関係について検討した。その結

果、新人保育者は、高い技術や知識より

も、立場をわきまえた礼儀正しさ、業務

に意欲的に取り組む前向きな姿勢が、総

合評価の高さにつながっていることが

明らかになった。これらと在学中の GPA

とは相関はないことも明らかになった。 

共著者：高岡昌子、高橋千香子、林悠子、

岩本健一 

 

11）地域子育て支援におけ

る心理相談室の役割―「親

と子の相談室ひまわり」の

報告から― 

単著 
平成 30年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 49 号（P61～

68） 

本学において平成 21 年度から開設して

いる「親と子の相談室ひまわり」の報告

を通して、地域子育て支援における心理

相談室の意義および役割について考察

した。また筆者が５年間に担当した相談

事例の統計報告をもとに、最近の親子の

置かれている状況についても考察し、今

後の相談室のあり方について検討した。 

 



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

12）新人保育者に対する評

価～前年度との比較を通

して～ 

共著 
平成 30年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 49 号（P49～

59） 

昨年度に引き続いて、本学の卒業生が就

職先において新人保育者としてどのよ

うな評価を受けているのかを調べ、各評

価項目と総合的な評価との関係につい

て検討した。就職先の学生に対する満足

度は昨年度に比べて上昇していたが、将

来性への評価はほぼ同じであった。また

在学中の GPAと就職先の総合的評価得点

との間にも相関は見られなかった。 

共著者：高岡昌子、飯田恵美子、岩本健

一、小川純子、高橋千香子、林悠子 

 

13）新人保育者に対する評

価～前々年度と前年度と

の比較を通して～ 

共著 令和 2年 3月 
奈良学園大学紀要第

12 集（P51～60） 

短期大学部の最後の卒業生（平成 29 年

度卒）が就職先において新人保育者とし

てどのような評価を受けているのかを

調べ、各評価項目と総合的な評価との関

係について検討した。平成 27年度から

平成 29 年度の 3 か年では、保育現場に

おける評価、満足度、将来性について明

らかに上がっていた。一方、在学中の GPA

と就職先の総合的評価得点との間には、

今回も相関は見られなかったが、各教科

の成績との関連をみると、「子ども学ゼ

ミ」だけにおいて職場からの満足度との

相関（r=0.6）が見られた。 

共著者：高岡昌子、岩本健一、高橋千香

子、林悠子 

 

14）D.W.ウィニコットの情

緒発達理論に関する一考

察－保育における養護と

の関連に着目して－ 

単著 令和 5年 3月 
奈良学園大学紀要第

15 集（P97～105） 

保育所保育指針に示されている養護に

おける保育者の関わりについての理解

を深めるため、D.W.ウィニコットの情緒

発達に関する主要論文を３編取り上げ、

検討を試みた。ウィニコットは臨床実践

を通じて子どもと母親の関係のありよ

うについて深く論考しており、保育者に

よる「応答的な関わり」とウィニコット

の述べる「抱っこ holding」との関連性、

それにより育まれる自己感覚 sense of 

self 等について考察した。 

15）「いじめ防止・対応等、

教職員研修プログラム」の

開発に関する研究Ⅰ－『学

校法人奈良学園』における

『教育相談活動（生徒指導

含む）』のネットワーク強

化－ 

共著 令和 5年 3月 
奈良学園大学紀要第

15 集（P191～200） 

本研究は 2022年度 学校法人奈良学園採

択の共同研究の経過報告である。本学園

に置いて「いじめ対応研修会や事例研修

会等の研修会」を複数回実施した。内容

は生徒指導・教育相談に関する事例報

告・検討および「教育相談」テキストを

活用した研修であり、参加者の振り返り

を基に内容を整理、分析し、「いじめ防

止・対応等、教職員研修プログラム」開

発に資するものである。本稿ではその第

1 回研修会実施結果から得られた知見を

報告した。 

共著者：住本克彦、高橋千香子、中山健、

橋本宗隆、池田大輔、益田美保、三笘康

之、山田百代 

（その他）「学会等発表」     



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

１）みどり精神分析研究会

における事例発表 
－ 

（平成16年5

月）～現在に

至る 

みどり精神分析研究

会（大阪市） 

臨床心理技術の維持・向上のため、定期

的に研究会に参加している。みどり精神

分析研究会は、日本精神分析学会の認定

グループのひとつであり、年 10 回開催

されている。本研究会において、自験例

の事例発表を、毎年 1～2 回行っている。 

 

２）奈良県臨床心理士会子

育て支援部会研修会にお

ける事例発表 

－ 

平成 23年 7

月 2 日 

 

奈良県臨床心理士会

子育て支援部会研修

会（奈良市西部公民

館） 

子育て支援部会研修における事例検討

会において、「「子どもを連れて死にた

い」と訴える母親の支援」の事例を報告

した。要保護児童ケースとして長年にわ

たってケースワーク的に関わっている

事例であり、同じ福祉の現場で活動して

いる臨床心理士より貴重なコメントを

受けた。また、他機関とのネットワーク

の重要性や、その構築の方法についても

議論された。 

 

３）本学における子育て支

援事業の 5年間の取り組み

と評価 

－ 

 

平成 27年 9

月 

 

全国保育士養成協議

会第 54回研究大会（札

幌市）ポスター発表

（論文集 P179） 

地域における子育て支援の充実が求め

られるようになり、現在、保育所・幼稚

園だけでなく様々な場において取り組

みが行われている。本研究では、本学に

おける過去 5年間の子育て支援事業であ

る「つどいの広場」「ちびっこ広場」の

取り組みの経過と内容を振り返り、利用

者アンケートの結果をもとに総括およ

び今後の課題についてまとめた。 

共同発表者：高橋千香子、森本美佐、林

悠子 

 

 

 



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

４）保育者としての資質と

保育実践能力に対する学

生の意識について 

－ 

 

平成 27年 9

月 

 

全国保育士養成協議

会第 54回研究大会（札

幌市）ポスター発表

（論文集 P35） 

前研究より、保育現場ではまず保育者と

しての資質が重要視され、現場が必要と

する実践能力として文章・言語現力が強

く必要であることが分かった。そこで本

研究では、本学学生にアンケート調査を

行い、現場で必要とされる保育者として

の専門的実践能力や資質についてどの

ように考え、自身がどれくらい身につけ

ていると感じているのかを明らかにし

た。 

共同発表者：林悠子、東村知子、森本美

佐、高橋千香子 

５）保育者養成校の学生の

性格特性および進路状況

との関連について 

－ 

 

平成 28年 8

月 

 

全国保育士養成協議

会第 55回研究大会（盛

岡市）ポスター発表

（論文集 P42） 

本学学生（卒業生を含む）160 名のＹＧ

性格検査の判定結果をもとに、保育者養

成校の学生の性格傾向および卒業時の

進路状況（進路選択）との関連について

調べた。その結果、学生の半数近くで「情

緒の不安定さ」がみられ、保育者の資質

とも関連の深い特性であると考えられ

た。進路状況との関連では、保育職選択

と性格特性には関連は見出されなかっ

たが非正規あるいは非就職を選択した

学生は、「劣等感」「非協調性」が高い

傾向にある学生の割合が高いことが分

かった。 

共同発表者：高橋千香子、高岡昌子、林

悠子、岩本健一 

 

６）保育者養成に求められ

る保育者の資質について

―就職先へのアンケート

調査より― 

－ 

 

平成 28年 8

月 

全国保育士養成協議

会第 55回研究大会（盛

岡市）ポスター発表

（論文集 P57） 

平成 23年度から 26年度の本学学生の就

職先に対して行ってきた勤務実態アン

ケート調査の自由記述のうち、園長らが

保育者養成に望むこと、また就職した卒

業生が評価されていることについての

分析を行った。その結果、就職先の園長

らは即戦力よりも社会人としての態度

や覚悟、チームで働く上で必要な能力の

養成を求めていることが明らかになっ

た。保育士不足や早期離職が問題化する

中、この点をふまえた保育者教育を行っ

ていくことが急務であると結論づけた。 

共同発表者：林悠子、高橋千香子、高岡

昌子、岩本健一 

 

７）幼稚園児の保護者に対

する児童虐待についての

意識調査 

－ 

 
令和 2年 3月 

日本保育者養成教育

学会第 4 回研究大会

（福山市）口頭発表

（抄録集 P49） 

ある幼稚園に通園する児童 147名の保護

者を対象に、①児童虐待問題への関心度 

②自身が虐待をしてしまうかもしれな

い可能性 ③７つの行為について虐待

と思うか否か 以上の３つについて質

問紙法によるアンケート調査を実施し

た。その結果、③については、保護者の

年代やこどもの数によって、虐待と捉え

る行為が変化する可能性があることが

示唆された。 

共同研究者：岩本健一、高岡昌子、林悠

子、高橋千香子 

 



８）多様化する子育て支援

のあり方について 

－子育て支援の現状を探

る－ 

－ 令和 4年 5月 

日本保育学会第 75 回

大会（オンライン開

催）ポスター発表 

現在、地域子育て支援拠点事業の拡充と

ともに、支援の質の向上も課題となって

いる。本研究では子育て支援を「親が子

育てに喜びを持ち、子どもと共に育ちあ

える支援」と捉え、その現状を探ること

を目的として、実施主体の異なる 4 か所

の事業を概観した。そして今後は支援者

の「親子関係を理解する力の深まり」が

必要であり、そのための支援者プログラ

ム開発につながる具体的な研究が必要

であると結論づけた。 

共同発表者：間井谷容代、高橋千香子 



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（その他）「報告書」     

１）2013 子どもの育ちと学

びをつなぐⅣ～奈良文化

女子短期大学 幼小接続

ＷＧ合同研究会の取り組

みを通して～ 

共著 
平成 26年 3

月 

奈良文化女子短期大

学幼小接続ＷＧ編 

（P43～48） 

奈良文化女子短期大学にて平成 20 年度

から開催されている「幼小接続 WG 合同

研究会」における、平成 25 年度の講演

資料や概要、参加者の感想等をまとめた

冊子である。 

本人担当部分：第１部第１章＜１月例会

＞ 講演テーマ「幼小接続に関わる保護

者の不安～就学前後の相談から～」の内

容をもとに、幼小接続期に保護者が抱く

不安と、それらを安心に変えるための取

り組みの例についてまとめた。 

執筆者：秋田喜代美、前田洋一、善野八

千子、恒岡宗司、石田秀朗、高橋千香子 

A5 版 全 129 頁 

 

２）奈良学園大学奈良文化

女子短期大学部 教学報

告 

共著 
平成 30年 12

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部幼

児教育学科 

奈良文化女子短期大学部の閉校にあた

り、過去数年間において、特に教職員一

丸となって行った教学上の特色のある

取り組みや成果をまとめた記録である。 

本人担当部分：7.3 本学における学生支

援（P78～83）、8.8 心理学領域の科目に

おける授業の工夫についてｰグループ活

動を中心に(P121～122） 

執筆者：青山雅哉、飯田惠美子、礒辺ゆ

う、岩本健一、小川純子、高岡昌子、高

橋千香子、筒井道子、恒岡宗司、中田章

子、林悠子、森本美佐、吉田明史 

A4 版 全 188 頁 

  

 



 

 

教  育  研  究  業  績  書 

                                 令和 5 年 3 月 31 日 

                                       氏名 辻井 直幸  

 

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

教育学 音楽科教育法、合奏、声楽、合唱、実習指導、作編曲 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事     項 年 月 日 概     要 

１．教育方法の実践例 

(1) 新指導要領の効果的な展開へ

の取り組み 

 

 

 

 

 

平成 13年 7

月～16年 / 

平成 17年 7

月～平成24

年 

 

 

 

指導要領が改訂されるたびに教科書も新しくなり、教える事柄

も変化する。そこで、効果的に学習活動が行えるよう愛知県海

部地域独自の年間計画表を編成し直し、これを基に実際の指導

案づくりをすることにより地域の音楽科共通理解を向上させ

た。 

(2) 生徒が意欲的に歌うことがで

きる「簡易伴奏」の開発 

 

 

 

 

 

 

平成 14年 4

月 

～平成 24

年 

3 月 

 

 

教科書指導書には、歌唱の「本伴奏」と「簡易伴奏」は掲載さ

れ、何れも歌声が完成してから効果が上がるものが多い。初期

段階では、メロディをしっかりと提示し、更にビート感を前面

に打ち出した方が生徒に興味を持たせる指導できる。歌詞を覚

えるために毎回歌うことが必至であるが、飽きない伴奏は即興

的に毎回変化が必要である。独自の簡易伴奏（作編曲）法を確

立した。(蟹江町立蟹江中学校での実践) 

(3) より深く理解させるための鑑

賞指導の在り方。－表現と鑑賞の

一体化を目指して― 

 

 

 

平成 17年 7

月～平成24

年 3 月 

 

 

 

 

作品を正しく理解するためには、その曲の背景にある文化の理

解が必要である。さらに楽曲を聴くだけでなく、実際に演奏を

することにより、より深くその曲を理解する方法を研究した。

鑑賞後の感想等を言語活動と結び付け、より深い鑑賞教育の在

り方を追求した(蟹江町立蟹江中学校での実践) 

 

(4) 質の高い合唱曲の発掘と新し

い 合 唱 曲 集 の 開 発 ― 

ChorusAlbum「AmaSong」編集― 

 

 

平成 22年 1

月 

 

よりよい教材を発掘し、愛知県海部・津島地区の音楽教師で構

成される「海部津島音楽教育連盟」代表として、授業で活用す

るための合唱曲集「AmaSong」を編集し、副教材にして授業の効

率化を図った。(蟹江町立蟹江中学校での実践) 

 

(5) 変声期を伴う時期の発声指導

の在り方 

－ベルカント唱とファルセット

の効果的な練習方法－の開発 

 

 

 

平成 25 年

10 月～ 27

年 3 月 

 

 

 

 

音楽の楽曲(歌唱曲)は、声楽的な発声で歌うことを前提であ

る。複数人で教室単位の授業を行なう上で、合唱が一番有効な

音楽形態である。声が溶け合う必要性があり、地声では困難で

ある。この意味を生徒に理解させ、楽曲によって声の質を変化

させ、曲に合った歌い方ができる発声練習方法を開発し教材を

準備した。(蟹江町立蟹江中学校での実践) 

 

(6) 合唱指揮法のための指揮棒を

使用した生徒の理解しやすい

独自の合唱指揮の開発 

 

 

 

 

平成 26年 2

月～27 年 2

月 

 

 

 

 

 

音楽的に完成された合唱を目指すには前に立つ指揮者の役割が

大きい。合唱指揮は声楽の特質上、表現を重視するため横の動

きが多く、指揮棒なしで演奏されることが多い。その反面テン

ポやリズムの縦の線が甘くなる。指導の段階では指揮棒を使用

し明確に打点を示す必要がある。生徒に指揮指導の際も「はり

ぼて指揮者」ならない仕方を示した。(蟹江町立蟹江中学校での

実践) 

 



 

(7)和楽器に興味をもって意欲的に

とりくめる 

   説明とテキストの作成   

 

 

 

 

平成 28 年

～ 

現在に至る 

生田流師範を招き「お琴教室」を開催した。そのための授業時

間の設定や使用する筝の奏法を研究し、ゲストティーチャーの

専門的な知識を生徒用に解説した。授業用テキストを考案し、

新しい筝曲のアレンジに取り組んだ。(津島市立藤浪中学校での

実践) 

 

(8)言葉(歌詞)を生かした合唱指導

の取り組み‐楽語の本当の意

味を感じた合唱指導― 

    

平成 28 年

～ 

現在に至る 

合唱曲は歌詞の内容を音楽であらわしていると言える。優れた

合唱曲は歌詞の意味と音楽が一致している。その歌詞を音楽的

に大切にし、楽譜に書かれている記号の本当の意味を理解し、

機械的な演奏に陥らない合唱指導の在り方を追求した。(津島市

立藤浪中学校での実践) 

 

(9)裏拍を感じた合唱指導の開発 

-ハンドクラップを使った合唱

指導- 

    

平成 28 年

～ 

現在に至る 

フレーズの歌い方は低学年の指導ではオンビート(表拍)を感じ

るだけでよいが、音楽レベルが上がるほど、裏拍が必要であ

る。しかし「裏拍を意識して歌う」を理解するのは困難で、８

分音符を基準にして「ハンドクラップ」を使って行う「リズム

唱」を考案し活用した。(津島市立藤浪中学校での実践) 

 

２ 作成した教科書，教材 

(1) 合唱曲集「AmaSong」を編集・監

修・執筆し副教材とする。  

共著 

 海部津島音楽教育連盟発行 

【再掲】 

 

平成 22 年

改訂第 1 刷 

平成 24 年

第 2 刷 

 

 

中学校での歌唱指導は変声期の影響もあり、難しい問題が多

い。特に中学生が好む音楽はテレビラジオの影響もあり、教科

書離れが著しい。そのため質の高い合唱曲の発掘が必要であ

る。そこで海部地区独自の合唱曲集(AmaSong)を発行し地区の全

部の中学校で使用した。 

 

(2) 合唱指揮のための生徒に分か

りやすい指揮図の作成 

平成 23 年

10 月 

 

指揮の基本図形を示し、さらにそれらが実際の楽曲のどの部分

で使用するのかを、楽譜上に分かりやすい図形(〇、△、□)で

表記させ、より実践的な指揮が行えるような、特別楽譜を準備

した。 

（蟹江町立蟹江中学校で使用） 

 

(3) ベルカントとファルセットを

練習するための模範 DVDの編集 

 

平成 25 年

5 月 

 

声楽的な正しい発声法は、中学生にとって、とても難しいもの

である。そこで、分かりやすい発声の仕方を馴染み深い楽曲か

ら精選し、DVD を編集して生徒に掲示した。 

（津島市立藤浪中学校で使用） 

 

(4) 教育実習要項の作成(実習の手

引き) 

 

平成 25年 8

月 

 

 

津島市立藤浪中学校での教育実習生受け入れの「手引き」をま

とめた。特に音楽の実習生に特化したものなので、他の中学校

にも活用された。 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の

評価 

  

 

学生による自己評価委員会アン

ケート 

奈良学園大学「器楽演習Ⅳ」の学

生アンケート 

 

令和元年 10

月 

 

 

 

「器楽演習Ⅳ」本来はパーカッションのみの演習であるが、曲に

より他の楽器との調整が必要になる場合の具体的な配慮を指導

した。そのため自由参加で履修学生以外の参加も認め合同での指

導を行った。 

 

４ 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 

 

(1) 津島市立藤浪中学校縦割りブ

ロ合唱祭の合唱指導(選曲や伴

奏者確定のためのオーディシ

ョンも含む)を行う。 

(2)  

 

 

平成 24 年

～令和元年 

 

 

 

 

特別活動と音楽科を合科的に進めるため、合唱コンクールを縦割

り活動にして、上級生がリーダーとなって練習を担い、良い声の

見本を下級生に示した。途中段階ではブロックごとに指導を行

い、当日は絶対評価で審査した。良好な人間関係を構築した。 



 

(2)愛知県海部津島地区教育研究集

会音楽部会の助言者 

(愛知県海部地方現職教育委員会

主催) 

 

平成 27 年

10 月 

 

 

 

新学習指導要領「共通事項」の研究助言を行った。海部津島地区

の音楽教師全員が集まる中で、この地域の音楽教師のスキルアッ

プに貢献した。 

 

(3）愛知県海部津島地区教育研究集

会音楽部会助言者(愛知県海部地

方現職教育委員会主催) 

 

平成 28 年

10 月 

 

「響き合える子」のテーマの基、「ICT を活用した音楽授業の在り

方」について助言を行った。次期学習指導要領で扱われる「主体

的な学び」について、目標が大切と、指導・助言した。 

 

(4)教育研究集会音楽教育部会の共

同研究の助言者(愛知県海部地方

現職教育委員会主催) 

 

平成 29 年

10 月 

 

継続テーマの「響き合える子」について助言を行った。サブテー

マの「思いが伝わる音楽活動」については、特に合唱曲の選定と

楽曲について「何を教えたいのか」というねらいをしっかりと持

つことが大切であると指導・助言した。 

 

(5)教育研究集会音楽教育部会の共

同研究の各校別発表者(愛知県海

部地方現職教育委員会主催) 

 

平成 30 年

10 月 

 

あま市立甚目寺東小学校で開催された、教育研究会でテーマ「響

き合える子」－思いが伝わる音楽活動－についての共同研究にお

いて、津島市立藤浪中学校での実践「走る川」を DVD に録画し「歌

詞の意味と音楽は一致する」ことを証明し発表した。 

 

(6)教育研究集会音楽教育部会の共

同研究の各校別発表者(愛知県海

部地方現職教育委員会主催) 

 

令和元年10

月 

 

愛西市立市江小学校で開催された、教育研究会でテーマ「響き合

える子」－思いが伝わる音楽活動－についての共同研究におい

て、津島市立藤浪中学校での実践「君に届け」で「歌詞を大切に

することが音楽的理解に大きく繋がり、より良い合唱になるこ

と」を DVD 録画により証明し発表をした。 

 

５ その他   

(1)地域ジュニアバンドの指揮・指

導を通して 

  地域青少年教育活動指導 

   

 

平成 11 年

～ 

平成 23 年 

社会福祉課協力の下「海部地区のジュニアバンド」を組織しこの

地域に住む小中学生が休日に自由に吹奏楽活動に参加できる場

を提供した。発表は三重県にある「志摩スペイン村」や、愛知県

テーマパーク「ラグナシア」に参加。特に愛知万博『愛・地球博』

会場では、来場者が全国に及び、吹奏楽の普及に寄与した。また

東京ディズニーリゾートのオーディションに合格し、吹奏楽演奏

を行った。 

 

(2)マーチングの魅力の啓発のため

トップ校で 

編成する「メモリアルバンド」の

教育活動 

平成 21 年

～令和元年 

マーチング全国大会小編成の部で何度もグランプリを獲得した

名古屋女子高等学校を中心に約 150 名でバンドを編成し「名古屋

まつり」の吹奏楽連盟の行事等に積極的に参加した。特に愛知県

吹奏楽連盟の主催する「動くコンサート」は、「名古屋ドーム」で

行われ大規模である。また、名古屋駅地区振興会開催「ナゴヤ・

エキトピアまつり」は平成 21 年から毎年参加し指揮・指導をし

た。延べ 10 万人観客にマーチングの魅力を広報することができ

た。 

 

(3)指揮者としての教育活動 平成 22 年

～令和元年 

名古屋市の文化振興会企画、日本マーチングバンド協会東海支部

と愛知県吹奏楽連盟が共催する「ナゴヤマーチング＆バトンウェ

ーブ」では、2010 年より毎年、高校と合同バンドを組織し、その

指揮・指導を行った。世界的なトランペッター「エリック・ミヤ

シロ」や「Blast」のドラマー石川直とトランペッターの米所大夢

氏、「米米 CLUB」のサキソフォン奏者織田浩司氏、等の有名奏者

と約 3000 人観客の前で共演。その後、市民吹奏楽団等や高校定

期演奏会など、多くの団体から客演指揮の依頼がある。 

 

(4)教職員の音楽教育活動の指導支

援 

平成 24 年

～令和元年 

教員で編成する「海部ディレクターズバンド」が毎年、海部津島

現職教育委員会の主催する「教育講演会」等のアトラクション演

奏を依頼された。 

 



 

(5)ピアニストとしての地域貢献教

育活動 

 

平成 25 年

～令和元年 

地域ボランティア活動を、毎年ピアニストとして行っている。全

てのジャンルの曲を瞬時にピアノ簡易伴奏に変換し初見演奏す

る独自の演奏法を身に着けている。その場の雰囲気やリクエスト

に応え楽しく演奏し老若男女問わず好評を博している。特に津島

市の「六寿園」は、毎年訪問を続け、約 100 名の入園者に好評を

得る。 

 

(6) 吹奏楽・マーチング大会審査員

としての教 

育活動 

平成 25 年

～令和元年 

全日本吹奏楽連盟と朝日新聞社が共催する「全日本マーチングコ

ンテスト」の三重県大会や愛媛県大会、また四国支部大会。また

日本マーチング協会関西支部が主催する「マーチングバンド関西

大会」など、全国大会への代表を決めるための審査員を務めた。 

 

(7)吹奏楽・マーチングの指導者養

成教育 

平成 28 年

～令和元年 

愛知県吹奏楽連盟主催のマーチング MM 講習会やコンテ講習会、

海部地区小中学校吹奏楽連盟主催のバンドクリニックなどで指

導講師を数多く務めた。 

 

(8) マーチング技能検定員として

の指導者教育 

平成 30年 6

月 

令和元年８

月 

2 年間、一般社団法人「日本マーチングバンド協会」の認定する

3 級・4 級の技能検定を愛西市佐織総合体育館で行い、150 名の試

験官を担当した。 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事     項 年 月 日 概     要 

１ 資格、免許 

・中学校教諭一級普通免許（音楽） 

・高等学校教諭二級普通免許（音

楽） 

・日本マーチングバンド協会 公

認指導員 

 

・日本マーチングバンド協会技能

検定講師資格 

 

・日本マーチングバンド協会技能

検定員 

 

・日本マーチングバンド協会ライ

センス検定員 

 

昭和 57 年 3

月 

昭和 57 年 3

月 

平成 29 年 1

月 

 

平成 29 年 1

月 

 

平成 29 年 2

月 

 

平成 31 年 2

月 

 

昭五六中一普第4682号（愛知県教育委員会） 

昭五六高二普第5417号（愛知県教育委員会） 

公認証M第207号（一般社団法人日本マーチングバンド協会任命） 

技能検定の講師資格 No.02155 MM講師 

（一般社団法人「日本マーチングバンド協会」） 

技能検定員資格 No.02155 MM技能 

（一般社団法人「日本マーチングバンド協会」） 

2020年指導ライセンスの検定員資格 No.02155 MM検定（一般社団

法人「日本マーチングバンド協会」） 

２ 特許等     
なし 
 

  

３ 実務の経験を有する者につ
いて特記事項 
 
(1)音楽科主任 
 

 
 
昭和 58 年～
令和元年 

 

37 年間、音楽科主任を務めた。教科の目標と指導計画を綿密に立

て、平素の授業や各行事などでは音楽科の特色を生かした企画・

立案をした。日常生活の音楽、給食準備の音楽、清掃活動時の音

楽、下校放送などの楽曲の選定や運用を行い、学校全体に音楽を

活用した。学習指導要領に求められる目標に向かって、生徒の実

態をつかみ、より良い指導の方策を企て授業にあたった。評定だ

けでなく、過程の活動の評価を大切にした。その評価は、自己の

指導の振り返りとし、何よりも、「楽しい授業」を念頭におき、高

度な技能を習得させることよりも生涯にわたり音楽を愛好する

心情を培うことを主眼に置いた。 

 
(2) 学級担任 
 
 

昭和 58 年～
平成 11 年 /  
平成 14 年～
23 年まで 
 

30 年間、学級担任を務めた。基本的生活習慣の定着、その上で学

習を大切にさせ、集団を生かした学習活動の展開を図った。特に、

クラスの協力や団結力を高め、リーダーづくりにも力を入れた。

そのために、それぞれの役割を考え、理解させて、生徒の主体的

な活動を推進していった。 

 



 

(3) 教育実習生指導教官 
 

昭和 60 年～ 
令 和 元

年 

各大学から数十名に及ぶ教育実習生を受け入れた。そこでは実習

の心構え、音楽授業の実際を指導した。生徒理解、目標とそれを

達成するため指導案作成と評価を指導した。最終の研究授業で

は、目標の達成度を計り、授業研究協議会でまとめをした。 

 

(4) 学年主任 

 
 

平成 11 年～
平成 13 年 /  
平成 24 年～
平成 30 年 
 

 

10 年間、学年主任として、学年全体の方向性を決定した。問題行

動の解決や保護者への協力要請などを率先して行なった。学年集

会は定期的に行うものと、時々に応じて必要な内容でタイムリー

に開催するものなど、メリハリをつけて生徒への学年目標の定着

を図った。 

 
(5) 音楽科における特別支援教育
の推進 
 
 
 
 

平成 24 年～
令和元年 
 

生徒の個別支援計画を立て授業を担当した。自閉傾向にある生徒

には、「こだわり」のある部分は尊重しながらも、なるべく幅広

く興味・関心が持てる授業になるよう工夫した。 

 

(6) 部活動顧問の指導 
 

  

〇蟹江町立蟹江中学校での吹奏楽
部顧問 

平成 14 年～
平成 23 年 

全日本吹奏楽コンクール「東海大会」にドビュッシー作曲「弦楽

四重奏曲」で愛知県代表として参加し、銀賞を受賞。また中部日

本吹奏連盟主催第 46 回中部日本大会にフランク作曲交響曲３番

「オルガン付」で愛知県代表として参加し、優秀賞を受賞。日本

マーチングバンド協会全国大会には延べ７回参加。全日本吹奏楽

連盟・朝日新聞社主催「全日本マーチングコンテスト全国大会」

に、延べ４回参加する。 
  他にも、ディズニーランド等の招待演奏や愛知万博『愛・地球博』

に参加。バレーボール国際大会「ワールドグランドチャンピオン

ズカップ」のハーフタイムでの応援演奏を依頼され、人気アイド

ルグループ「KAT-TUN」と共演。また京都で開催された「第 26 回

国民文化祭・京都 2011」で招待演奏を披露する。 

 
〇津島市立藤浪中学校での吹奏楽
部顧問  
 

平成 24 年～
令和元年 

津島市開催の平和祈念事業「平和の集い」で依頼演奏をする。「第

42 回マーチングバンド全国大会」に初出場し「手古奈の伝説」を

テーマに自作曲「月夜見の笛」で銀賞を受賞する。 

 

４ その他 

〇中部日本吹奏楽連盟 優秀指導

者賞 

 

〇愛知県津島市教育委員会表彰 

 

平成 16年 3

月 

 

平成 31年 4

月 

 

蟹江中学校吹奏楽部を中部日本大会出場に導いた指導への功績 

 

 

多年にわたり津島市の音楽教育の振興に貢献した功績 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書、学術論文等
の名称 

単
著・
共著

の別 

発行又は
発表の年月 

発行所、
発表雑誌

等又は発
表学会等
の名称 

概      要 

（著書） 
(1) 合 唱 曲 集

「AmaSong」 

 
共 

 
平成 22 年
改訂第 1 刷 
 
平成 24 年
第 2 刷 
 

 
海部津島
音楽教育
連盟発行 

中学校での歌唱指導は、変声期の影響もあり、難しい問題が多い。特に中学生が

好む音楽はテレビラジオの影響もあり、学校の教科書離れが著しい。そのため質

の高い合唱曲の発掘が必要である。そこで海部地区独自の合唱曲集(AmaSong)を発

行し地区の全部の学校で使用した。 

Ａ4版 ｐｐ1―ｐｐ240 

共著者：加藤利彦 （選曲担当）他5名 

本人担当部分：全体構成と20曲の解説執筆pp30－pp50 



 

(2) 次世代の音楽科

指導－音楽教師

に求められる資

質・能力－ 
 
 
 
 
 
 

単 令 和 元 年
12 月 3 日 

ＥＲＰ出
版 

小学校から高等学校までの音楽科教育の目標・内容についての

基本をおさえ、指導計画および指導案の作成・さらに評価を生

かした授業づくりについて、実例を示して述べている。指導法

では、発達段階に対応した指導・支援方法のポイントについて

述べ、特に器楽演奏と合唱（日本の伝統的な歌唱法を含む）を

中心として、共通教材にポイントを当てて述べている。最後に

音楽科教育実習ならではの心得を掲載した。 

Ｂ5 版 pp１－pp83 

 

 

 

(3)  simple is 

perfect による効

率的なスクール

バンド指導－管

打楽器の SP 練習

について－ 
 

単 令和 5 年 3
月 7 日 

ＥＲＰ出
版 
 

昨今、働き方改革が叫ばれ、また新型の感染症の広がりも加担

し、短い時間で効果の上がる音楽活動が求められている。しか

し、器楽指導においては多種の楽器が存在し、一律に同じ指導

ができないことが、この分野の難しい点であった。そこで、従

来はその発音原理に基づく指導が主であったのに対し、本書で

は、楽器の構造上の音響的特徴を踏まえ、ポイント一つに絞り

ながら、短時間で効果の上がるトレーニング方法について述べ

ていく。 

Ｂ5 版 pp１－pp89 

 

 

(学術論文等) 

 

(1) 演奏の妨げとな

る過緊張（あが

り）の軽減につい

て 
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優れた技能があるが、本番で実力を発揮できない生徒に配慮し

た指導法を論じた。過度の「あがり」のメカニズムを研究し、生

徒アンケートを基に指導方法を示した。過去の失敗のイメージ

に向き合う、成功体験の積み重ね、あがっても演奏可能なメン

タルの養成、集団演奏のメリットなどを提案した。実際に実践

して、生徒の変化の過程と指導の効果を検証した。 

本人担当部分：メカニズム研究と実践と検証部分を単著 pp99～

pp108 

共著者：辻井直幸、大西雅博、 
 
 

(2) 義務教育（中学

校）における合唱

指導の困難さと

その打開策 
 

 共 平成 31年 3
月 

奈良学園

大学「人

間教育」

第 2 巻第

2 号 

 
 

歌唱指導について、音楽を巡る社会的背景と特に成長期の抱え

る問題点を明確にし、効果的な指導を論じた。特に日本人的発

声から伝統的な西洋のベルカント唱法への移行指導、変声期の

指導について具体的に論じた。発声指導とファルセット、楽曲

に応じた歌い方、性別による指導などを中心に、実際の授業で

楽曲を選定し、段階的に「良い声」を出せるように指導検証を

行った。 

 

本人担当部分：全本執筆、pp51～pp60 

共著者：辻井直幸、大西雅博 

(3) 音楽科におけ

る合唱のための

発声練習法－短

期間で効果的な

指導法に視点を

当てて－ 
 

共 令和元年 9
月 

奈良学園

大学「人

間教育」

第 2 巻第

8 号 

 
 

生徒は日常的に、音楽的な発声を行う機会がないから声楽的発

声は難しい。本稿では、まず生徒が「流行歌」と言われる曲を好

む理由を考え、さらに NHK 合唱コンクールの歴史に触れ、その

曲の活用を論じる。合唱に向けての発声の短期間でも可能な効

果的な指導方法（音階練習をする。美しく響く音を聴き取る。

響きを記憶させて歌う。高い音の練習に入る。サイレンの練習。

オクターブ上で歌う。）を提案する。これをセットで繰り返すと

有効であることを実践的に論じた。 

本人担当部分：全文執筆、pp183－pp192 

共著者：大西雅博、辻井直幸 

 



 

(4) 音楽教育で使

用する「音」の理解 
－「楽典」の理解を
効果的に支援す
る音楽指導法－ 

単 令和元年 9
月 

奈良学園

大学「人

間教育」

第 2 巻 8

号 
 

楽譜は目に見えない音を、誰にでも見えるようにする試みである。器

楽演奏にも合唱においても、楽譜の意味は大きく、最も音楽を

形に表したものであるといえる。本稿では、楽譜に焦点を当て、

その歴史的な成立の過程を記した。また生徒が、より興味を持

って取り組む音楽指導の、特に楽典の指導方法を提案した。世

界や日本の伝統的楽譜の歴史的な成り立ち、楽譜の見方（音の

３要素、音の分類）、その他の日常音、「音」の表し方を、順を追

って論じるたうえで、具体的な指導方法に導入して検証結果を

述べた。 

pp211～220 

 

(5) 新しい時代に

向かう鑑賞教

育 
 

 共 令和元年 9
月 

奈良学園

大学紀要

第 11 集 
 

従来の鑑賞教育と言えば、鑑賞後に感想を書かせるだけのもの

が多かった。しかし、学習指導要領の変遷に沿って、その曲の

背景となる地域や文化を研究させ、自分の言葉で根拠を持って

説明できる鑑賞能力の育成を目指す必要性を論じた。新学習指

導要領に求められる、言語教育やメディアと結びついた方向を

示した。また、教科書に載っているという理由だけの鑑賞曲選

曲にとどまらず、指導者の深い楽曲理解を伴う、新しい時代に

合った作曲家の作品の選択視点を示し、鑑賞教育の在り方を具

体的に例示して論じた。 

本人担当部分：全文執筆 pp113－123 

共著者：大西雅博、辻井直幸 

 

(6) 教職の専門性

と教育実習の

意義 

 共 令和元年 9
月 

奈良学園

大学「人

間教育」

第２巻第

8 号 

 

教職の専門性と教育実習の意義について、音楽科の立場から論

じた。専門性を２つに分類し、批判的合理主義、職の特質の視

点から、専門性を述べた。教育実習の意義は、教育現場の体験、

教育理論と指導技術の獲得、自己の人間性の自覚にあるとした。

教育実習生に求める資質は、学びへの意欲と謙虚さの両面、自

分磨きの向上心であると示した。また、学校は社会の縮図と気

づくことの大切さを記した。さらに音楽の教師独自に求められ

る資質能力と、そのために求められる指導法も論じた。 

執筆担当部分：教育実習の意義、教育実習生に求める資質と指

導法の部分を単著 pp193－pp200 

著者：辻井直幸、松田智子 

 

(7) 成長し続ける

教師となるため

に 

―「使命感」と「職

務遂行力」と「自己

統制力」に視点をあ

てて― 
 

共 令 和 元 年

10 月 
 

奈良学園

大学「人

間教育」

第 2 巻第

9 号 
 

教師の成長とは何かを、「使命感」と「職務遂行力」と「自己統

制力」に視点を当てて論じた。使命感は、師範学校の「教育学教

科書」を参考に、「職務遂行力」については、まず教育実践力に

焦点を当てて、教育課程編成、授業の展開における具体的配慮

等について論じた。最後に、現在の「快楽原則」の価値環境にお

いて、自己統制力の必要性を述べ、教師として、自己の精神的

内面をいかに自己統制するかが成長につながることを提案し

た。 

執筆担当部分：教師の成長段階「守」「破」「離」の部分と自己統

制力とまとめの部分単著  

pp234―241 

共著者：辻井直幸、松田智子 

 

(8) 「教育における

守・破・離」－日

本伝統音楽の修

得を参考にして

－ Ⅰ・Ⅱ 

単 令 和 元 年

11～12 月 

 

教育プロ 
第 49 巻 
第 25 号 
50 巻 
第 26 号 

教師の成長を日本の伝統文化の習得を参考にして、「守・破・離」

の学び方、時期になぞらえて、論じた。特に箏の習得の段階を

詳細に説明して例示し、「守・破・離」の時期の意味するところ

を具体的に記した。この 3 段階はホップ・ステップ・ジャンプ

のような次々と階段状に上るものでなく螺旋状に向上するもの

であると記した。4 頁 

 



 

(9)音楽教科におけ

る実践的合奏指導

法－基本練習を核

とした効率的な器

楽指導のあり方－  

共 
 
 
 
 

令和 2 年 3
月 
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合奏や合唱指導を行なうとき、指導者は必ず指揮台に立つこと

になる。また、コンクールや発表会に出場するときは、「本番」

という華やかな舞台の上で、指揮者として生徒と一体となって

音楽を披露することになる。これは他教科の先生や運動部の顧

問などとは決定的に違うことである。つまり音楽教師は教科の

指導はもとより、さらに「本番」という、舞台上で指揮者として

出演者（生徒）と同等に審査・評価され平素の指導を問われる

という運命になる。そこで、今回は表現の領域にスポットを当

て、我が国の音楽教育の中で、やや専門性が高く、指導が難し

いとされる「器楽」の指導の仕方について、効果的な指導の在

り方を追求し、また、それに伴う学校現場における「合奏指導」

のあり方について、考察する。 

共著者：大西雅博、辻井直幸 

（10）簡易伴奏のた
めの合理的なピ
アノ（鍵盤楽器）
演奏方法－コー
ドネームを基に
した即興伴奏へ
のアプローチ－ 

単 令 和 元 年
12 月 

奈良学園
大学人
間教育
学部人
間教育
ジャー
ナ ル 
(ONLIN
E 
ISSN:2
433-
779X)
第２巻
第 11号 

 

音楽を学ぶ者にとり、ピアノ演習は必修である。なぜなら、ピ

アノは鍵盤楽器という構造上、音楽を視覚的にも捉えやすく、

また一人でメロディはもちろんのこと、和声やリズムまで演奏

することができるからだ。さらに、音域が広く、殆どの楽器の

音域をカバーしているからである。大変便利な楽器であるため、

見方を変えるなら、「音楽研究装置」と言っても過言ではない。

音楽史に残る大作曲家たちは、すべからくこの楽器の名手であ

る。本稿では、この素晴らしい楽器を、音楽を学ぶ学生はもち

ろんのこと、一般の音楽愛好家のためにも、より身近に取り扱

えるよう、コードネームを基にして単純で効果的な学習方法の

開発を提案した。さらに、鍵盤楽器に苦手意識を感じている者

にも、この楽器のメリットが活かせるように、誰にでも分かる

単純な楽譜例を示しながら、この楽器の演奏上の仕組みを解き

明かしつつ論じた。 

（11）演奏に直結す
る生きた楽典の
学習 

－楽曲アナリーゼ
を促進させる楽
典の学習方法－ 

単 令和 2 年 2
月 

奈良学園
大学人
間教育
学 部
Online 
Journa
l of 
Humani
stic 
Educat
ion 3 
(2), 
33-43, 
2020-
02 

 
 

音は目に見えないため、音楽を学ぶ上で、それを視覚化するこ

とは、とても有効な手立てである。そのため、特に楽譜の存在

は大きく、今の段階では最も音楽を形に表したものであると言

える。また、楽譜は読むだけでなく、音楽を形成する上で、「楽

典」という音楽の仕組みを表す理論の基になっている。そのた

め、楽典は音楽大学等の入試において、専門的な知識を量る出

題科目の一つである。しかし、一般学生にとっては、音を記号

や図、又は言葉に表すことは、普段の生活には無い特別なロジ

ックを使うことになるため、その学習はかなり難しいものにな

る。しかも、単に知識の増加だけでは、実際の音楽の理解には

繋がらない。その打開のため、本論では、生きた楽曲を分析し、

そこから必要とする楽典の知識を身につける学習プロセスの工

夫を紹介する。この取り組みを通して、本物の知識と技能を身

につける方法を論じる。 

(教育実践記録等) 

(1) 音楽実習ノー

ト 

 

 
 
 
 
単 

平成 24年 5
月 

津島市立

藤浪中学

校音楽科 

 

毎年教育実習生を指導し、その際使用した冊子をまとめた。教

育実習生の心得、公務員として守るべき法律、学級担任として

の仕事内容と校務分掌、教材研究と指導案作成の実際、生徒理

解と授業の展開、研究授業への目標と評価等について具体的に

記載して事前に学習することを指示した。 

A4 版 10 頁冊子 

(2) ジュニアバン

ドと劇場の在り

方 

 

単 平成 25年 3
月 

「世界劇
場会 

議 国際
フォーラ
ム 2011」 
の報告・
論文集 

愛知県ジュニアバンド指導者の代表としてパネラーを務めた報

告集である。「劇場の役割と進む道」－すべての人々に喜びを！

－というテーマで劇場と演奏の在り方について論じた。

Session-4 でパネラーとして討論に参加した様子と、日頃のジ

ュニアバンドでの合奏指導と研究活動について報告した。ｐ245

～ｐ262 

 



 

(3) 教育実習要項
作成 

(音楽科実習の手
引き) 

 

単 平成 25年 8
月 

津島市立

藤浪中学

校音楽科 

 

津島市立藤浪中学校での教育実習生受け入れの「実習ノート」

を再度見直してまとめたもの。特に音楽科の実習生に特化した

ものを作製し、市内の他の中学校でも活用された。 

A4 版 10 頁冊子 

 

(4)基本を大切にし
た合唱指導 

単 平成 26 年
10 月 

海部地方
現職 

教育研究

会発行 

藤浪中学校の実践（今咲き誇る花たち）を DVD を使い、基本的

な技術指導を大切にしながらも、意欲が音の支えに繋がる合唱

の在り方を追求し論じた。 

A4 版 4 頁冊子と DVD 

 
(5)歌詞の意味と音

楽の一致につ
いて 

単 平成 30 年
10 月 

海部地方
現職 

教育研究
会発行 

継続研究[響き合える子－思いが伝わる音楽活動－］について

の共同研究を藤浪中学校の実践（「走る川」）を DVD を使い、歌

詞の意味と音楽は一致することを証明し発表した。 

A4 版 4 頁冊子と DVD 

 
(6)歌詞を大切にし

た音楽理解の
深化 

単 令 和 元 年
10 月 

海部地方
現職 

教育研究
会発行 

継続研究［響き合える子－思いが伝わる音楽活動－］について

の共同研究を藤浪中学校の実践（「君に届け」）を DVD を使い、

歌詞を大切にすることが音楽的理解に大きく繋がり、より良い

合唱になることを実践発表した。 

A4 版 4 頁冊子と DVD 

 
(その他・音楽作品

等) 
    

(1)吹奏楽アレンジ

ンジ 20 選  

 

単 平成 24年 9
月 

WinDo

（ web 出

版） 

 Music office Onishi よりペンネーム「斎宮八千代」としてロシ

アの大作曲家達の名曲を中心に吹奏楽用のアレンジ 20 曲（1 曲

3 分）を出版する。（スコア 300 頁） 

 

(2)「ソアレコンサ

ート」用アンサ

ンブル曲アレ

ンジ 12 種  

単 平成 25 年
4 月 

MAESTRO

（ web 公

開） 

「翼をください」をテーマとして、多様なアンサンブル形態で

演奏できるようアレンジし 12 曲（１曲３分の 12 ヶ月分）を「ソ

アレコンサート」のためにボランティア提供をした。（スコア 24

頁） 

(3)  Simple is 
Perfect ！ によ
る究極のバンド
指導 

単 平成 27 年
9 月 

ジャパン

ライム株

式会社 

 

吹奏楽とマーチングのための指導用に DVD3 枚組 180 分を出版

しそれぞれに指導のための解説をした。新任顧問やバンド指導

初心者でも即実践できるように、実写映像と解説を一体化して

いる。 

(4)実践ドラムメジ
ャー 

共 平成 28 年
6 月 

愛知県吹

奏楽連盟

発行 

 

ドラムメジャー（指揮杖のテクニック）のための指導 DVD3 枚組

90 分を作成し出版した。内容は、パレードコンテストに初めて

参加するバンドやドラムメジャーの指導に苦慮する吹奏楽部の

実態に合わせて、見ればすぐ使えるような実践的指導 DVD とな

っている。 

本人担当部分：監修者として、制作のための全体の台本全てを

執筆した。 

共著者：佐藤祐季（実技指導）、東邦高校マーチングバンド部（演

技） 

(5)「ラプソディイ

ンブルー」Ｇ.ガ

ーシュイン作曲、

辻井直幸 編曲  

 

単 平成 29 年
6 月 

WinDo

（ web 発

行） 

 

兵庫県双星高校吹奏楽部の依頼により有名なオーケストラ曲

「ラプソディインブルー」のマーチングバンドで演奏できるよ

うにアレンジし指導を行った。ジャズとロック、ポップスのテ

ィストをふんだんに使った豪華なアレンジで好評を得た。（バン

ドスコア 40 頁） 

 

(6)「バッハロック

ブルー」 J.S.バ

ッハ作曲 

辻井直幸 編曲   

 

単 平成 30 年
7 月 

WinDo

（web 発

行） 

 

愛知県春日井西高校吹奏楽部の依頼により有名なバッハの名曲

を５曲織り交ぜ、マーチングバンドで演奏できるようにアレン

ジし指導を行った。バロック音楽の新たな可能性に聴くものを

虜にする秀作。（バンドスコア 40 頁） 



 

(7)「Canon」パッヘ

ルベル作曲、辻井

直幸 編曲  

 

単 平成 30 年
7 月 

WinDo

（ web 発

行） 

 

～和と洋が奏でる響き～「箏とピアノによるランチタイムコン

サート」でパッヘルベル作曲の「カノン」（5 分）を 筝とピアノ

で演奏できるようにアレンジし演奏指導も行い、和楽器演奏の

新しい可能性にチャレンジした。（スコア 5 頁） 

(8)「春の海」宮城

道夫作曲、 

辻井直幸 編曲   

 

単 平成 30 年
9 月 

WinDo

（web 発

行） 

 

第 21 回ミッドランドスクエア音楽祭（名古屋駅前）が開催され 

宮城道夫作曲の「春の海」を筝とピアノで演奏できるようアレ

ンジした。8 分の演奏指導も行い、全く違う「和と洋」の新しい

音楽の融合を実現した。（スコア 5 頁） 

(9)「ラストタンゴ

インブルーＡ．

ピアソラ作曲       

辻井直幸 編曲 

単 平成 31 年
2 月 

WinDo

（web 発

行） 

 

愛知県東邦高校マーチングバンド部の依頼により有名なピアソ

ラの名曲を４曲織り交ぜ、マーチングバンドで演奏できるよう

にアレンジし指導を行った。タンゴの強烈なリズムとアコーデ

ィオンの音色を意識した他に類を見ない、エキゾティックな仕

上がりとなっている。（バンドスコア 40 頁） 

(10)「ホワイトロ

ード」   パット

メセニー、他作曲 

辻井直幸 編曲   

 

単 令和元年 6
月 

WinDo

（web 発

行） 

 

愛知県の一般マーチングバンド「インペリアルサウンズ・ドラ

ムアンドビューグルコー」からの依頼によりゲーム音楽とポッ

プスの融合した新たなマーチングバンドの可能性を追求する作

品。使用曲は「Altal」「残月」「シングルアゲイン」「ミヌアノ」

の４曲となっている。（バンドスコア 50 頁） 

(11)「童歌幻想」 

 辻井直幸 作

曲   

 

単 令和元年 7
月 

WinDo

（web 発

行） 

 

愛知県東邦高校マーチングバンド部の依頼により、日本の童歌

を題材に完全オリジナルで作曲した。有名な童歌を彷彿とさせ

る独自の作風は、マーチングバンドで演奏することにより、和

と洋の斬新なコラボレーションを実現した。（バンドスコア 50

頁） 

(12)「To Be Vivid 

Stars」 

八木澤教司 作曲 

辻井直幸 編曲    

単 令和 2 年 
10 月 

WinDo

（web 発

行） 

 

静岡県浜松市立高校吹奏楽部の依頼により、八木澤教司作曲の

吹奏楽曲をマーチングバンド用にアレンジし指導を行った。中

間部分にテーマをポップス調にアレンジしコラージュしたが原

曲の作者（八木澤氏）より好評価をいただいた。（バンドスコア

40 頁） 

(13)「天空のフー

ガ」 

 J.S.バッハ作曲 

辻井直幸 編曲    

単 令和 3 年 
1 月 

WinDo

（web 発

行） 

 

愛知県春日井西高校吹奏楽部の依頼により、前回に引き続き、

バッハの名曲を６曲織り交ぜ、マーチングバンドで演奏できる

ようにアレンジし指導を行った。コロナ禍のため大会（令和２

年度）は開催されなかったが、名古屋マーチングバトンウェー

ブで初演し好評を博す。（バンドスコア 40 頁） 

(14)「悪魔のトッ

カータ」 

J.S.バッハ作曲 

辻井直幸 編曲 

単 令和 3 年 
5 月 

WinDo

（web 発

行） 

静岡県浜松市立高校吹奏楽部の依頼により、J.S.バッハ作曲の

有名なバロック曲「トッカータとフーガニ短調」をメインにマ

ーチングバンド用にアレンジし指導を行った。 

10 月 31 日に行われた東海マーチングコンテストで初演し金

賞を受賞した。（バンドスコア 50 頁） 

 

(15)「スーパーフ

ライ・ライブ」 

越智志帆 作曲       

辻井直幸 編曲 

単 令和 3 年 

6 月 

WinDo

（web 発

行） 

愛知県東邦高校マーチングバンド部の依頼により、「NHK 紅白歌

合戦」でも歌われた「愛を込めて花束を」を中心数曲をメドレ

ーにしてマーチングバンドでも演奏できるようにアレンジし指

導を行った。人気歌手のライブコンサートが開催されている様

子をマーチングで表した。（バンドスコア 50 頁） 

(16)「ジキルとハ

イド」 
フランク・ワイ

ルドホーン 作曲       
辻井直幸 編曲 

単 令和 4 年 
3 月 

WinDo

（ web 発

行） 

愛知県春日井西高校吹奏楽部の依頼により、ミュージカル曲「ジ

キルとハイド」をマーチングバンドでも演奏できるようにアレ

ンジし指導を行った。一般的に使用されている版とは違い、依

頼されたバンドの特性を活かした表現ができるようにアレンジ

をした。 

10 月 15 日長野県ビッグハットで行われた東海マーチングコン

テストで銀賞を受賞した。（バンドスコア 40 頁） 

 



 

(17)「漢の戦い」      

大西洋平 作曲 

辻井直幸 編曲   

 

単 令和 4 年 
5 月 

WinDo

（web 発

行） 

 

愛知県の一般マーチングバンド「愛西ブローイング」からの依

頼により、ゲーム音楽と和製ポップスを融合したアレンジで戦

国武将「前田慶次」の半生をマーチングで描いてみた作品。 

9 月 18 日に行われたマーチングコンテスト愛知県大会で金賞を

受賞した。（バンドスコア 48 頁） 

 

(18)「ノートルダ

ムの鐘」 

A.メンケン 作曲 

辻井直幸 編曲 

単 令和 4 年 
6 月 

WinDo

（ web 発

行） 

静岡県浜松市立高校吹奏楽部の依頼により、ディズニー映画作

品で有名になった「ノートルダムの鐘」をマーチングバンド用

にアレンジし指導を行った。吹奏楽の団体がマーチングショウ

にチャレンジするため、音楽的な部分（音色やニュアンス等）

を大切にできるアレンジの工夫をした。（バンドスコア 48 頁） 

 

(19)「美空ひばり

ショウ-愛燦燦-」 

小椋佳 作曲       
辻井直幸 編曲 

単 令和 4 年 
7 月 

WinDo

（ web 発

行） 

愛知県東邦高校マーチングバンド部の依頼により、「NHK 紅白歌

合戦」で話題になった AI による「美空ひばり」の新曲「あれか

ら」を冒頭に、ヒット曲「愛燦燦」等、数曲をメドレーにしてマ

ーチングバンドでも演奏できるようにアレンジし指導を行っ

た。9 月 18 日に行われたマーチングコンテスト愛知県大会で金

賞を受賞した。（バンドスコア 48 頁） 

 
  



年月日

平成25年2月

平成26年2月

(3)生活実践力
向上を目指し
た小学校家庭
科指導法の実
践
平成26年5月～
平成27年3月

平成28年4月現
在に至る

(4)大学生の衣食住の知識・技能の向上を目指した
講義の実践

　大学生を対象に、衣食住の知識・技能のレディネ
ステストを行い、実態を把握した。結果、個人差が
大きく小学生からの家庭科の学びが定着していない
学生が多く見られた。この実態を受け、毎時に知
識・技能の小テストを行い、課題解決に向けての具
体的な対策を考えさせた。学びの定着と実践の日常
化を図るために、家庭科新聞の作成及び家庭での取
り組みシートを継続的に書かせることで、学生自身
に知識・技能の定着の成果を実感させることが出
来、結果として成績が上昇する学生が増加し、ある
一定の成果を得ることが出来た。
（奈良学園人間教育学部「衣食住の理解」での実
践）

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

令和5年3月31日

 氏名　西江なお子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教育学 家庭科教育、食育、授業づくりの方法技術

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

(1)節電の効果とその意義を、実感を伴っ
た理解へと導く「見える化」を図る実践

　家庭科と総合的な学習の実践である。東日本大震
災後、節電という言葉を聞くが、継続するのは難し
い。節電の意義を理解し実践する児童を育てること
は重要である。そこで、課題を見出し、節電の方策
を考え、自分にできることをする力を養う授業を
行った。労力と電気の関係を実感するため、自転車
発電機で実際に発電させる。また待機電力を測定
し、その電力を年間に換算してどれほどの節電に繋
がるのかをデータ化する。こうした実際に体を動か
したり数値化したりするなど様々な「見える化」の
アプローチを経て、節電を実感させた。児童は校内
の無駄な電気の消灯などに積極的になった。
(大阪教育大学附属池田小学校の実践)

(2)住環境の汚れに対し、意識下から意識
化へと児童を変容させる指導法の実践

　家庭科の実践である。ドアノブや電気スイッチな
ど不特定多数の人が触れる場所や、一見きれいに見
える壁や机まわりなどにも、拭いきれていない汚れ
が付着していることを光線の特殊なブラックライト
を用いて照射し「見える化」する。そしてそれが人
体に与える影響を考え、「きれいなはず」という意
識を覆しどうすれば見えない汚れを取り除き、気持
ちの良い環境づくりが実現するかを考えさせた。実
際に自分の身近な物を雑巾等で拭い汚れを実感させ
ることで、その後の清掃態度が激変すると同時に家
庭でも同じような報告を保護者から受け、家庭での
実践に繋がった。
(大阪教育大学附属池田小学校の実践)

(3)生活実践力向上を目指した小学校家庭科指導法
の実践

　小学校第５、６学年生を対象に、児童・教員の最
も関心の低い分野である清掃学習において、本授業
モデルによる実践を通して生活実践力がいかに高ま
るかを検証・考察した。その際、授業モデルの有効
性を検証する目的で診断的評価・総括的評価を行
い、児童の意識、態度の変容を調査した。また、家
庭科の教科目標に対する評価も行った。教科の目標
に対する評価においては４観点全てにおいて４段階
評価の上位４、３が85％以上を占め、概ね達成して
いる結果となった。授業のまとめとして授業対象学
年以外の児童に清掃の必要性のプレゼンを5・6年生
が行い、学校全体で清掃の取り組みが活発となり活
動が定着し成果を得ることができた。
（池田市立石橋南小学校の実践）



平成30年10月
～平成31年3月

平成30年4月～
平成31年3月

平成28年11月

平成29年6月

平成25年4月

平成27年8月

３　教育上の能力に関する大学等の評価

(1)奈良学園大学学長からの「家庭科教育法」「衣
食住の理解」を担当する非常勤講師として採用時
の評価

　奈良学園大学人間教育学部人間教育学科におい
て、非常勤講師として採用時の評価は以下の通りで
ある。
『該当教員は、大阪教育大学池田附属小学校に家庭
科主任として4年間勤務し、毎年全国発表会を行い
具体的な教材開発や指導方法などを熟知している。
また、毎年多くの家庭科教師を志望する大学生を実
習生として受け入れ、大学生に対しての指導の経験
も豊かである。実践だけでなく研究紀要や、現職教
員対象の「教員免許更新」の教科書を作成するな
ど、研究に対する意欲も高い。学会での活動も開始
し、豊かな実践だけでなく、理論面でも大学教員と
しての資格を備えていると判断する。

(2)奈良学園大学「衣食住の理解」授業終了時にお
ける学生アンケートによる評価 　授業改善のために設定した5項目と自由記述によ

る学生アンケートを行った。授業内容を実生活に活
用できる項目の満足度は4点満点中3.8と高評価であ
り、多くの割合の学生が満足のいく授業となった。

(5)大学における学生主体とした指導法の実践発表 　家庭科を基盤とした教科横断的な「いのちの教
育」を、動物愛護の視点を取り入れることによる有
効性の実証に向けて実践した。児童の身近な存在と
してペット（特に犬・猫）のいのちに注目し、「犬
に名前を付ける日」の映画監督である山田あかね
氏、動物保護に携わるNPO法人「犬猫みなしご救援
隊」代表中谷百合氏を招き、児童、保護者、地域住
民を対象とした「いのちの教育」を実施した。朝日
新聞社及び大阪北摂地域のマスメディアの取材を受
け、いのちの教育の取り組みを広く発信することが
出来た。本実践研究により、いのちについて大人と
子どもが語り合うと共に、児童のいのちにたいする
意識が大きく変容し、教育効果があった。
（池田市立石橋南小学校の実践）

(1)家庭科指導法における指導案作成の手引き
（奈良学園大学　人間教育学部発行）

　家庭科指導法の受講生を対象に、家庭科指導案作
成における重要点を明確に提示した。題材設定の理
由や指導上の留意点の書き方などを、実際の指導案
を示し具体性を重視した。学生からは、指導案の書
き方が明確になり、重要点が示されているため書き
漏れや書き損じを防ぐことができ好評であった。
Ａ4判　2頁

(7) 家庭科における「防災教育」の実践 家庭科を基盤とした教科横断的な「防災教育」の可
能性を探り、その有効性の実証に向けて実践した。
児童の防災意識と行動の不整合の検証を通して、防
災意識の向上に加え具体的な防災の在り方について
の知識・技能の習得の必要性を明らかにした。そこ
で、地域住民に対し、防災の取り組みや避難時等に
抱く不安について聞き取り調査を実施し、小学生が
地域の防災リーダーとして実践可能な事項について
検討した。加えて、学習発表会においては、「釜石
の奇蹟」を題材に演じ、震災時の様子を調べ、災害
を自分事として捉え、下級生はじめ地域住民など多
くの人に防災の必要性について発信した。これら一
連の取り組みにより、実践前と比較した際、児童の
防災意識はもとより、各家庭での防災の取り組みの
質・量ともに向上し、本実践の有効性が示された。
（池田市立石橋南小学校の実践）

(2)衣食住の理解における技能向上のための手引き 　衣食住の理解の受講生を対象に、技能向上を目的
としてその重要点を明確に提示した。ミシンの操作
方法、安全な扱い方、児童への適切な指導法といっ
た小学校教員として必要な技能を、基礎から応用ま
でを詳細に記し、安心して児童に指導できるように
まとめた。児童
への指導ポイントが分かりやすいと好評であった。
Ａ4判　2頁

２　作成した教科書，教材



平成29年3月

平成30年3月

平成21年4月～平成26年3月

平成21年4月～
平成26年3月

平成21年4月～
平成26年3月

平成21年4月～
平成26年3月

平成21年4月～
平成26年3月

平成26年度

(4) 奈良学園大学「衣食住の理解」授業終了時に
おける学生アンケートによる評価 　全15回授業終了時におけるアンケートによる授業

評価は、「授業時間の有効な使い方」は4点満点中
3.83、「授業に対する熱意や意欲」は3.78、「説明
のわかりやすさ」は3.7といずれも高評価であっ
た。授業において、小学校家庭科教育の目標及び内
容について実感を伴って理解できるよう、アクティ
ブラーニングを取り入れ、リフレクションを図りな
がら学生の理解を確認し、適宜フィードバックして
授業を進めることを心掛けた。その結果、学生の深
い学びを保証し、満足度の高い授業とあり、先の評
価を得ることが出来た。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

(3)奈良学園大学「家庭科指導法」授業終了時にお
ける学生アンケートによる評価 　授業改善のために設定した5項目と自由記述によ

る学生アンケートを行った。第１回目の講義におい
ては家庭科に対する興味関心が低い傾向が事前調査
で分かったが、学生が能動的に講義に参加し学びが
深まるよう、アクティブラーニングを取り入れ、小
学校現場で即活用できる力を身に付けさせた。講義
の満足度は4点満点中3.8という高評価であり、学生
に深い学びを保証することが出来た

池田市教育委員会からの委嘱により、平成27年度か
らの使用となる家庭科教科書採択委員として、教科
書の採択を行った。各社の教科書の特徴を分析し、
特に児童の実態を鑑みて採択することができた。

(1)大阪教育大学附属池田小学校における
　学年主任としての学年教員指導と調整 　学年主任として、管理職や他学年との連絡調整を

綿密に行い、児童の教育に尽力した。年間学習カリ
キュラムを作成し、学年の目標到達に向けて各教員
と話し合いを密に行い、児童の教育にあたった。ま
た、各学級の児童の実態把握に努め、個別対応を要
する児童についての会議を定期的に行い、学年全体
で情報を共有し児童の指導を行い、安定した学年経
営が実現し、保護者からの高い評価も得た。

(3)近畿附属小学校連合会家庭科支部役員としての
教育研究

役員として家庭科教育に関しての成果と課題を毎年
分析し、他の附属校との意見交流を図る中で、PDCA
サイクルを積極的に行い、研究会の成功に尽力し
た。

(4)大阪府家庭科教育研究会家庭科部会役員として
の教育研究

平成21年から家庭科部会役員として、毎年実施され
る研究会の開催に向けて会長の指示のもと連絡調整
を綿密に行い、教員の希望アンケートを集約し講師
の選出など研究会の成功へと尽力した。

(2)大阪教育大学附属池田小学校における
家庭科主任として教育実習生の指導

　平成21年から家庭科の主任を5年間担当し、毎年
教育実習生を、年2回受け入れ、家庭科教員希望者
を複数名実習指導した。実習指導の内容は、家庭科
の学習指導要領に基づく教材内容の解釈、年間指導
計画の立案、学習指導案の作成、効果的な実技指導
の方法、安全な実習のための留意点、高学年児童の
理解等におよんだ。さらに実際の授業をさせて、課
題を指摘して、再挑戦させることで、実践力をつけ
させ、学生からは課題が明確となる的確な指導であ
るとの評価を得た。

(5)大阪府家庭科研究会役員 役員として研究会開催に向けて関係機関と研究目的
について検討し、会の成功に尽力した。また、日ご
ろの家庭科学習の取り組みを他市と情報交換する会
を行い、池田市の家庭科教育の発展に尽力してい
る。

(6)池田市家庭科教科書採択委員



平成28年度～
29年度

平成28年度

平成28～29年
度

平成29年度

平成29年度

平成29年度～
平成31年度

平成29年度～
現在に至る

平成29年度～
現在に至る

平成30年度

(7)池田市家庭科研究協議会指導助言者
池田市家庭科研究協議会指導助言者として、池田市
の家庭科教育担当者に授業づくりのポイントや教材
について助言した。特に27年10月に大阪府家庭科教
育研究会において池田市から授業代表者を選出し授
業提案した際は、消費者教育の授業の在り方につい
て助言し、池田市の家庭科教育の発展に尽力した。
研究会所属。教員並びに授業代表者所属長から、的
確な指導により提案性のある授業が出来たとの評価
を得た

(8) 奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「基
礎ゼミナールⅠ」におけるアドバイザーとして学
生支援

1回生のアドバイザーとして、年3回の面談および適
宜個別指導を実施し、大学生活に順応できるよう支
援し、学生の主体的な学びの実現に向けて尽力し
た。

(12)「人間教育力開発演習Ⅲ」において教職志望
学生を対象に指導 教職志望者を対象に教員に必要な資質・能力の育成

を図ることを目的に、教育課題や教育指針等法規に
基づいた取り組みの現状などを提示するとともに、
学生個々が設定した課題の解決に向けて講義を進め
た。学生からは、本講義受講により、教職志望の意
思が確固たるものとなったことに加え、教員に必要
な資質・能力を深く理解することができたとの評価
を得ることが出来た。

(13) 兵庫教育文化研究所協力研究所員 兵庫教育文化研究所協力研究所員として、家庭科・
技術家庭科部会における、家庭科教育の授業構築に
関するアドバイザー業務に従事した。

(14)「奈良学GT主担当者」として、3期生教職志望
学生の学生支援 3期生教職志望学生を対象とした「奈良学GT」主担

当者として、キャリアセンターと連携を図りながら
学習会の計画・運営、面談、業者との打ち合わせ等
を実施し、学生支援を行ってきた。各学生の実態把
握と適切な指導を心掛けるとともに、個々に応じた
教採対策計画の相談に応じるなど、全体と個別指導
を適宜行ってきた。このことから、学生の学修意欲
向上を図ることができ、模試等において成果が表れ
ており、学生自身が課題に向き合い、取り組む力を
育てる教育効果を上げることが出来た。

(9) 「奈良学GT担当者」として、1期生教職志望学
生の学生支援

1期生教職志望学生を対象とした「奈良学GT」担当
者として、担当者間で連携を図りながら学習会の計
画・運営、面談等を実施し、学生支援を行ってき
た。各学生の実態把握と適切な指導を心掛けるとと
もに、各自治体の動向を分析し、個々に応じた教採
対策計画の相談に応じるなど、全体と個別指導を適
宜行ってきた。

(10)奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「基
礎ゼミナールⅡ」におけるアドバイザーとして学
生支援

平成29年度入学の中国人留学生指導担当として、日
本と中国の食に関する比較から、地理的、文化的背
景による食の相違点を見出し、分析・考察し、論文
作成までの指導を行った。論文発表会において会場
からは、食について多角的に研究を進めているとの
評価を得ることが出来た。当該学生は、本研究を通
して中国と日本の食に対する知見を深めることが出
来たとともに、更なる研究を目指して今後中国での
大学院進学を視野に入れており、研究への意欲喚起
を図ることが出来た。

(11)奈良学園大学人間教育学部人間教育学科中国
人留学生指導 平成29年度入学の中国人留学生指導担当として、日

本と中国の食に関する比較から、地理的、文化的背
景による食の相違点を見出し、分析・考察し、論文
作成までの指導を行った。論文発表会において会場
からは、食について多角的に研究を進めているとの
評価を得ることが出来た。当該学生は、本研究を通
して中国と日本の食に対する知見を深めることが出
来たとともに、更なる研究を目指して今後中国での
大学院進学を視野に入れており、研究への意欲喚起
を図ることが出来た。

(15) 奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「基
礎ゼミナールⅡ」におけるアドバイザーとして学
生支援

2回生のアドバイザーとして、年3回の面談および適
宜個別指導を実施し、単位履修や学修計画、生活指
導など、大学生活全般に関わる指導を行い、学生の
主体的な学びの実現に向けて尽力した。



平成30年度～
現在に至る

平成30年度～
現在に至る

年月日

平成7年3月
平成7年3月
平成22年9月
平成22年8月
平成28年3月

平成24年7月

平成24年8月

平成24年8月

平成26年10月

３　実務の経験を有する者についての特記事項

(1)大阪府池田市教育委員会主催
ふくまる教志塾　講師

会場：池田市教育センター
対象：教員採用試験受験希望者

池田市教育委員会主催の平成25年度教員採用試験突
破を目指す大学生等を対象の講習講師を行った。採
用試験に向けての学習法はじめ、家庭科など各教科
授業づくりのポイント、保護者・児童への対応の仕
方などを講義した。講習後のアンケートには、実際
の小学校教員の生の声の影響は大きく、教職に対し
ての職務遂行能力の理解を促した。

(3)大阪府豊能地区家庭科新任教員研修講師

会場：池田市立石橋南小学校
対象：平成24年度豊能地区新規採用教員

平成24年度新規採用教員が対象の家庭科教育につい
ての研修講師を行った。レジメを用い、家庭科の目
的や、生涯学習での位置づけなどの学習指導要領の
説明をした。また、45分の授業の組み立て方を例示
し、師範授業も行った。発問・板書・ノート指導・
教材選定などを例示した。研修後のアンケートで
は、教師の目線はじめ、言葉かけ、授業の組み立て
方など参考にする要素が多いと評価を得た。

(4)「食卓を囲むことから始まる食育」
ＰＴＡ主宰における保護者対象教育講演会講師

会場：池田市立石橋南小学校
対象：池田市立石橋南小学校保護者20人

孤食が取りざたされている現状を踏まえ、各家庭で
会話をしながら食事をすることの意義と、身近にで
きる台所菜園についての講演を全校保護者向けにレ
ジメを用意し行った。そして、今求められている食
育についての概要を伝え、食を通しての人間形成に
ついて話をした。講演会後のアンケートでは、家族
と食卓を囲むことの重要さに気付いたと感想が出
て、保護者の食への関心を高めることができ一定の
成果を生むことができた。

(16)三宅町フードフェスティバル実行委員
三宅町主催のフードフェスティバルの実行委員とし
て、会の企画・運営について助言を行いアドバイ
ザー業務に従事した。

(2)家庭科教育学会関西支部役員としての貢献 日本家庭科教育学会第43回近畿地区会　大会を役員
として成功させた。さらに西江本人も、実践・研究
発表デザートのプレゼンを通して、望ましい消費者
生活を提示した。

事項 概 要

(17)関西大学文学部における教育実績
関西大学文学部における家庭科教育法として、小学
校における主体的・対話的で深い学びを実現するた
めの家庭科指導の在り方について授業を行った。家
庭科教育における指導計画の作成及び内容の取扱い
について、学習指導要領に則り学生の理解度を随時
把握しながら進めることを心掛けた。また、毎時リ
フレクションシートに体得した学びと課題、疑問点
等を記入させ、全学生が指導者としての知識・技能
を身に付けられるようにし、自身の授業評価と改善
を行った。その結果、学生からは、小学校家庭科教
育の目的と教育方法が明確となったと高評価を得る
ことが出来た。

５　その他

特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

１　資格，免許

１．免許・資格
(1)小学校教諭一種免許
(2)幼稚園教諭一種免許
(3)食育インストラクター2級
(4)応急手当普及員
(5)小学校教諭専修免許

平６小一第794号（兵庫県教育委員会）
平６幼一第368号（兵庫県教育委員会）
DP-0900856
第　F4056006
平28小専第16号（大阪府教育委員会）

２　特許等

特記事項無し



平成28年5月

平成28年6月

平成28年7月

平成28年8月

平成28年8月

平成28年10月

平成28年12月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
1．「とごころ」第3号 共著 平成24年2月 大阪教育大学附属小学校の保護者や市民を対象に

して、学校の方針を説明するために発行されたも
のである。
B5版　63頁
編者：大阪教育大学池田附属小学校教育研究部
共著者：佐々木靖、岩井陽介、垣内幸太、坂下
剛、小林秀訓、升村誠志、井上伸一、樋口万太
郎、荒川真一、西江なお子、　他9名
本人担当部分：「家庭科における言語活動」の実
践（p44～45）を単著
家庭科における体験的な活動を通して言語活動を
充実させる授業法の研究をまとめた。
１．児童の実態把握。
２．グループワークでの学習。
３．異学年交流。
４．振り返り活動。
以上、体験的な活動を学習に効果的に組み込むこ
とを通して、言語活動の充実が図れていくことを
教育実践として提案した。

４　その他

特記事項なし

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

大阪教育大学附属池田小
学校

(11)食育講座

会場：三宅町立三宅小学校
対象：三宅町立三宅小学校保護者・教員25名
・三宅町食育指導

「小学生の体力向上に向けた食事のあり方」と題し
て、小学生に必要な栄養素を中心に、その適切な摂
取方法や調理例を挙げ、保護者が家庭で行える食事
のあり方について指導助言を行った。調理例や好き
嫌いのある児童への対処の仕方など、無理なく行え
る食育として参会者に好評であった。

(5)池田市家庭科研究会指導助言

会場：池田市立五月丘小学校
対象：池田市立小学校家庭科部会会員20名

池田市家庭科教育研究会において、10月に開催され
る大阪府家庭科研究会大会にむけての授業検討会の
指導助言として、小学生対象の消費者教育をどのよ
うに進めていく必要があるのかを講師として指導助
言を行った。具体的な指導だと好評だった

(6)池田市家庭科研究協議会指導助言

会場：池田市立五月丘小学校
対象：池田市立小学校家庭科部会会員20名

池田市家庭科教育研究会において、10月に開催され
る大阪府家庭科研究会大会にむけての授業検討会の
指導助言として、指導案の作成及び発問や板書計画
について具体的な指導を行った。消費者教育につい
ての資料なども多種用意し、具体的な指導だと好評
だった

(7)池田市家庭科研究協議会指導助言

会場：池田市立五月丘小学校
対象：池田市立小学校家庭科部会会員20名

池田市家庭科教育研究会において、10月に開催され
る大阪府家庭科研究会大会にむけての授業検討会の
指導助言として、指導案の作成及び発問や板書計画
について具体的な指導を行った

(8)池田市家庭科研究協議会指導助言

会場：池田市立五月丘小学校
対象：池田市立小学校家庭科部会会員20名

池田市家庭科教育研究会において、10月に開催され
る大阪府家庭科研究会大会にむけての授業検討会の
指導助言として、指導案の作成の最終調整を行うと
共に、7月に行われた授業のビデオ視聴による授業
検討を行った。

(9)奈良学園大学オープンキャンパス模擬授業

会場：奈良学園大学
対象：オープンキャンパス参加高校生・保護者30
名

大学の講義を体験するオープンキャンパスにおい
て、高校生・保護者を対象に節電を考える家庭科教
育を行った。実感を伴った理解を図るため体験活動
を取り入れた講義は、大学の講義に興味・関心を持
つ一助となったとの感想が聞かれた。

(10)池田市家庭科研究協議会指導助言

会場：豊中市立東丘小学校
対象：池田市立小学校家庭科部会会員20名

大阪府家庭科研究会大会において、5月から行われ
てきた授業検討をもとに、小学校家庭科における消
費者教育の授業実践を行った教員の指導助言を行っ
た。



2．「とごころ」第4号 共著 平成24年10月

大阪教育大学附属小学校の保護者や市民を対象に
して、学校の方針を説明するために発行されたも
のである。
B5判　全63頁
編者：大阪教育大学池田附属小学校教育研究部
共著者：松井典夫、岩井陽介、佐々木靖、加藤い
つき、西江なお子、平野憲、津田一司、西田まな
み、孕石泰孝、井上伸一　他７名
本人担当部分：『「家でもやってみたい」と思え
る授業づくりを目指して』（ｐ50～53）を単著
家庭科での学びがその場だけではなく、家庭での
実践へとつながるための授業法の研究をまとめ
た。
１．学ぶ楽しさを感じる授業展開の工夫。
２．児童の実態に適した教材選択の必要性。
３．意識化するためのアプローチとしての「見え
る化」の提案。
４．客観的思考での課題に迫る授業のアプローチ
法。
５．データ分析による事実把握。
６．学びを家庭実践へと生かす方法。
以上、学びが児童の意識に根を強くおろし、家庭
での実践へと継続していく研究実践として提案し
た。また、家庭科教育が児童の自立の過程におけ
る役割についても論じた。

3．「教師も子どもも“楽し
い”と思える授業づくり教職
実践演習テキスト」

共著 平成25年3月 大阪教育大学における家庭科教育法の授業におけ
る教職実践演習に使用するテキストとして、執筆
されたものである。
Ａ5判　全52頁
編者：大本久美子
共著者：瀧野聡平、川口綾、昒那啓子、西江なお
子
本人担当部分：
１．「授業づくり・子どもとのかかわりのヒン
ト」高学年児童との関わり方はじめ、家庭科授業
の組み立て方の工夫や板書計画、教材研究方法、
教室環境整備のポイントなど、教師を目指す学生
の指針となるよう項目だてし、理論と実践をまと
めた。
２．「魅力的な家庭科の授業例」実際の教材を２
つ提示して、学校で家庭科の授業で使いやすいよ
うにポイントを述べた。
①「かしこい消費者になろう　～家族の一員とし
て、わたしにできること～」と題し、買い手と売
り手の双方を経験しながら消費者としてのあるべ
き姿を学ぶ授業展開を述べた。
②「快適な住まい方　～今の私にできること～」
と題し、自分のまわりの
環境に興味・関心を持ち、そこから課題を見つ
け、快適という概念を自分なりに模索しよりよい
環境を作り出すにはどうすればよいか考え、実行
するという住環境を考える住環境について学ぶ授
業展開を論じた。（ｐ18～24、ｐ40～45）を単著

4．「家庭科におけるアク
ティブ・ラーニングへの
試み」

単著
平成27年12月 最新の教育情報や斬新な実践等をまとめ、教育関

係者並びに児童・生徒の保護者を対象に広く告知
するために執筆されたものである。
本人担当部分：「家庭科におけるアクティブ・
ラーニング」（ｐ18～19）を単著
①清掃意識の実態把握。
②見える化の体験による概念砕き。
③言語活動による意識化と共有化。
④メタ認知を行う。
⑤学びを深化する。
以上、小学校家庭科教育において住まいの授業を
アクティブ・ラーニングの方法で行うことによ
り、児童が自分の課題と向き合い、家族の一員と
しての自覚を持って生活し、主体的に生活する力
が育成されると仮説を立て、研究実践として提案
した。

大阪教育大学

大阪教育大学附属池田小
学校

株式会社EPR教育プロ
第 45巻 第 27号 通巻
1796号



5．3年目教師 勝負の学
級づくり －マンネリの
毎日を脱却する極め付き
の指導技術56－

共著 平成29年9月 小学校3年目までの教員を対象に、学級経営や授
業づくりの基礎・基本を明確に解説した。
Ａ5判　全126頁
共著者：垣内幸太、樋口万太郎、日野英之、小林
秀訓、西江なお子、他20名
本人担当部分：
１．「給食準備・後片付け」と題し、低学年でも
安全で早く準備ができるよそい方や、おかわりの
仕方について明確な数値で児童に指導することの
重要性を解説した。
２．「給食指導の裏にある３つのねらい」では、
安全・衛生面、社会性の構築、食文化への関心向
上の3点の重要事項について解説した。
給食を単に昼食として捉えるのではなく、食育と
いう指導の一つとしての位置づけについて述べ、
教員の食への意識向上について論じた。（ｐ20～
23）を単著

6.「とごころ」第9号 単著 平成30年2月 「主体的・対話的で深い学びを」の実現に向け
て、家庭科における授業デザインについて「生活
実践力」育成に着目し授業法を述べた。次期学習
指導要領解説家庭科編によると、家庭科教育の課
題の一つは、家庭での実践に繋がっていないこと
であると挙げられている。そこで清掃学習におけ
る体験活動・交流活動・評価活動の往還により課
題解決を図る生活実践力育成をめざした授業デザ
インを構築した。この学習を通して、実践前後に
おける児童の取り組みと意識に変容が見られた。
このことから、生活実践力育成における一つの取
り組みとして体験・交流・評価活動の往還は有効
であることが明らかとなった。

7.新指導要領準拠 小学
校家庭科教育の基礎基本

単著 平成30年9月
　
平成31年度実施の新学習指導要領に準拠し、小学
校家庭科教育の変遷並びに指導計画の作成及び内
容の取扱い、また、授業づくりについて、小学校
教員を目指す学生や家庭科を初めて指導する教員
を対象に作成したブックレットである。授業づく
りの項目においては、児童を取り巻く状況を具体
のデータを提示、分析し、必要な支援の在り方や
授業構成について詳細に述べている。加えて、授
業実践も適宜掲載し、授業づくりの在り方を解説
した。本著は、奈良学園大学人間教育学部人間教
育学科「家庭科指導法」、関西大学文学部「家庭
科教育法」において使用しているが、学生からは
小学校家庭科の課題や児童の実態、及び指導案の
書き方などが明確に分かると高評価を得ている。

8.指導要録記入文例集 共著 令和2年1月

学習指導要領改訂に伴い、通知表作成にも使用可
能な学習指導要録の記入文例集として発行された
ものである
A4判　全160頁
編者：株式会社文溪堂
共著者：今宮信吾、盛田恭平、長野順子、西江な
お子　他8名
本人担当部分：「児童の特徴・特技、学校内外に
関する諸事項等（低学年）」（ｐ42～45）を単
著、「児童の特徴・特技、学校内外に関する諸事
項等（中学年）」（ｐ95～98）を単著、「家庭
第5・6学年」（ｐ114～115）を単著、「児童の特
徴・特技、学校内外に関する諸事項等（高学
年）」（ｐ150～153）を単著

2017年、学習指導要領が改訂され、育成すべき資
質・能力の3つの柱が「知識及び技能」、「思考
力、判断力、表現力」、「学びに向かう力、人間
性等」とされ、それに伴い指導要録もこの資質・
能力の達成状況を看取る観点として、「知識・技
能」「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取
り組む態度」の3巻点に整理された。これを受
け、通知表にも活用できるよう「家庭」での記入
例を具体的に示した。

株式会社文渓堂

明治図書 授業力＆学級
づくり研究会

大阪教育大学附属池田小
学校

株式会社ERP



9. 家庭科授業の理論と実
践 持続可能な生活をつく
る

共著 令和2年2月

学習指導要領改訂に伴い、「主体的・対話的で深
い学び」の実現に向けた家庭科の授業の理論と実
践をまとめ、授業に活用できるよう発行されたも
のである
A5判　全286頁
編者：株式会社あいり出版
共著者：大本久美子、野田文子、鈴木真由子、加
賀恵子、森田晋太朗、西江なお子　他7名
本人担当部分：「家庭での実践につなげる授業の
工夫 -数値化、視覚化して実感を伴わせる-」
（ｐ160～166）を単著、「『特別の教科道徳』と
の教科横断的な『いのちの教育」～家庭科の可能
性を探る～」（ｐ242～249）を単著、
　家庭科の課題の一つとして、家庭での実践に繋
がらないという点が挙げられる。そこで、実感を
伴った理解を促し実践へと結び付けるための手立
てとして、電力を視覚化し節電行動につなげる教
材を開発、授業提案を記した。また、特別の教科
道徳との教科横断的な学習として動物のいのちに
着目し、家庭科におけるいのちの教育の教材開
発、授業提案を記した。

9. 家庭科授業の理論と実
践 持続可能な生活をつく
る

共著 令和2年2月 住本克彦（編）『新しい視点からの教育社会
学』,西江なお子「令和の日本型学校教育」,「教
育社会学」のテキストとして企画・発刊された。
西江はコラム執筆「令和の日本型学校教育」につ
いて「不易流行」の視点から将来教師を目指す学
生を対象にわかりやすく解説した（単著）p.83.
大学教育出版。令和4年3月発刊。Ａ５判,全頁数
２５０

（学術論文）
1．快適な住まい方
～今の私にできること～

単著 平成24年2月
まわりを取り巻く環境に興味・関心を抱き、課題
点を見出し、改善するための方策を考え、自分に
出来ることをみつけ実践する力を養うことをねら
いとした授業実践と理論の記録である。授業では
「快適」の定義を児童個々にイメージさせ定義づ
けし、めざす快適像を確立させる。そしてそれに
むかうためにどのようなアプローチを踏めば実現
可能となるのかを検証させ、実践へとつないだ。
この学びを生かして冬場の教室内における空気の
循環を効率よく行うよう窓の開け方を工夫した
り、臭いや色彩といったものに着目したりしてよ
り快適な環境づくりに励み、家庭でも実践したこ
とを保護者から報告を受けた。住生活における
「快適」の定義を理解し、その環境を創造するた
めの研究である。

2．私は我が家の節電大臣
～今の私にできること～

単著 平成24年11月 節電という言葉をメディア等で目にするものの、
何をどれだけ行えばよいかが分からないままで
は、継続した節電は難しい。しかし、節電は現在
の日本の重要課題と言っても過言ではなく、その
意義を知り意識して取り組むことが出来る児童を
育てることが必要である。そこで、節電の今ある
課題を
見出し、節電に繋がる様々な方策を考え、自分に
できることを見つけ、実践する力を養うことをね
らいとして授業を実践したまとめである。
労力と電気の関係を実感するため、自転車発電機
で実際に発電させる。また待機電力を測定し、そ
の電力を年間
に換算してどれほどの節電に繋がるのかをデータ
化する。こうした実際に体を動かしたり数値化し
たりするなど様々な「見える化」のアプローチを
経て、節電を実感させた。この学びから児童は校
内の待機電力を省き、無駄な電気の消灯などに積
極的に取り組むとともに、家庭でも実践を続け、
一定の成果を得ることができた。

大阪教育大学附属池田小
学校
研究紀要
p101,102

大学教育出版

大阪教育大学附属池田小
学校研究紀要
p50～53

あいり出版



3．私は我が家のコーディ
ネーター　～「見える化」を
めざした家庭科の授業～

単著 平成25年2月

「汚れが見えていない＝清潔」という既成概念を
覆し、清掃の在り方を見直し、清掃の意義を考え
実践につないでいく授業の理論と実践のまとめで
ある。ドアノブや電気スイッチなど不特定多数の
人が触れる場所や、一見きれいに見える壁や机ま
わりなどにも、拭いきれていない汚れが付着して
いることを光線の特殊なブラックライトを用いて
照射し「見える化」する。それが人体に与える影
響を考え、「きれいなはず」という意識を覆し、
見えない汚れを取り除き、気持ちの良い環境づく
りが実現する方策を考えさえる授業記録である。
実際に自分の身近な物を雑巾等で拭い汚れを実感
させることで、その後の清掃態度が激変すると同
時に家庭でも掃除機での掃除のみならず、拭き掃
除も取り入れたという報告を保護者から受け、学
びが家庭での実践に繋がり一定の成果を得ること
ができた。
住環境の汚れに対し、意識下から意識化へと児童
を変容させる適切な指導法の研究を発信した。

4．ビブリオバトル～読んで
聞いて話して～

単著 平成27年2月 国語科でビブリオバトルというゲームの要素を持
つ書評を行い、読む力・話す力・聞く力を身につ
けさせる指導法の在り方を研究した。初めは本の
概要を説明する際、下書きをして読む練習を重ね
ていた児童も、回を重ねるうちに原稿を読むこと
なく与えられた時間内で、要点をつかみ聞き手に
分かりやすく話すことができるようになった。ま
た、聞く側も何を質問すればよいのか視点を絞り
ながらメモを取ることができるまでの力をつける
ことができた。この活動を通して聞く力と話す
力、読む力を育てることができ、他の様々な場面
でもその力を活用することができるようになり、
成果を得ることができた。

5． 内面に働きかける小学校
家庭科教育
―意味ある体験活動を通して
―
【査読付き】

単著 平成27年12月

体験活動を積極的に取り入れることにより、児童
が自分の課題と向き合い、家族の一員としての自
覚を持って生活し、主体的に生活する力が育成さ
れると仮説を立てて、家庭科教育の授業実践を
行ったまとめである。
実践１：品質表示に注目する意義を体験活動を通
して児童に意味づけし、家庭生活で実践すること
により主体的な生活者の育成を目的として行っ
た。
実践２：身近な活動であるにも関わらず、児童の
興味・関心が低く積極的な取り組みが継続されに
くい清掃活動の学習において、快適な環境とはど
のようなものかを実感させ、家庭での実践へとつ
ないでいくことを目的として行った。見える化の
活動や、消費者と売り手の両者の視点を経験さ
せ、実感を伴った理解へと導く活動など、いずれ
も体験活動を通して児童の概念砕きを行った結
果、児童の学習意欲の喚起につながり、自ら調
査・分析したり、新たな課題を見つけそれを解決
する方法を模索したりするなど、まさに学びの過
程である「感覚→思考→実践」を一連の学習の中
で行い、学びを深化させていくことができる、適
切な指導法の研究を発信した。

6．他社との出会いによる自
己変成

単著 平成28年3月
自分自身を変容へと導いた受苦的経験を高橋橋勝
の理論に基づいてメタモルフォーゼする過程とそ
の要因について分析した。本分析をもとに、教員
の在り方について考察した。

7．生活実践力の育成を目指
した小学校家庭科モデル開発
に関する研究　―実感を伴っ
た理解へと導く体験活動を通
して―

単著 平成28年12月 小学校家庭科教育における課題の一つとして、学
習した知識や技術などが実生活で十分に活かされ
ていないことが挙げられる。そこで、学びを生活
の中で継続して実行し、生活をよりよくしようと
する態度や技能を「生活実践力」と定義づけ、授
業での学びを生活実践力に結び付けていくモデル
開発を行い、体験活動による動機づけの教育的な
効果について論じた。

8． 「生活実践力の育成によ
る人間教育　―家庭科授業モ
デルの構築―」
【査読付き】

単著 平成28年12月
小学校家庭科において、生活実践力を図るうえで
重要な要素である体験、交流、評価についてそれ
ぞれ検証し、その意義をまとめると共に、それら
三つの往還による生活実践力向上を図る授業モデ
ルを開発し、その有効性を検証した。

大阪教育大学 実践学校
教育講座 実践教育学論
集2015 ―現代の教育問
題を考える20―
特集： ◇私を変容に導
いた受的
「経験」
p42～45

大阪教育大学附属池田小
学校研究紀要
p50～51

池田市立石橋南小学校研
究紀要　　p19～20

人間教育学会
人間教育学研究第3号
p123～132

奈良学園大学研究紀要
第4号
p133～139

人間教育学会
人間教育学研究第4号
p107～114



9． 「生活実践力を高める小
学校家庭科のプログラム開発
―「体験・交流・評価」の往
還を手がかりにして―」
（修士論文）

単著
平成29年2月 「実践力を高める小学校家庭科教育のモデル開発

～家庭での実習を組み込んだ『ふり返り活動』の
実践を手掛かりにして～」という研究テーマに
沿って、家庭科教育の課題の一つである「実践
力」を育成するための手立てを実践研究したまと
めである。清掃学習に振り返り活動と家庭での学
習を移動計画に組み込むことにより、継続した実
践が行われた結果を分析し、実践力を高める授業
モデルを開発、提案する。
Ａ4判　142頁

10．「家庭科における可
視化を通した実践力育成
に関する一考察

単著
平成29年9月 小学校家庭科において、可視化を授業に取り入れ

ることにより実践力向上を図ることができるとい
う仮説を立て、実践研究を行い、その成果と課題
をまとめた。サーモグラフィーで体内の熱分布
を、ルームランナーで電気を可視化し、節電の意
義と必然性を実感を伴って理解させ、節電につい
て考えさせた。本実践を通して節電が児童の生活
で日常化する成果が見られ、可視化の有効性を検
証することが出来た。

11．「家庭科における見えな
い汚れを可視化する掃除学習
の有効性

単著 平成30年6月
家庭科の目標の一つは実践力を身に付けることで
あるが、掃除学習は定着に困難が見られる。そこ
で、定着を図ることを目的に、見えない汚れの可
視化を図ることにより、日常の住まい方への関心
を高め、住まい方に関する基礎的・基本的な知識
及び技能を身に付け、快適な住まい方を考え工夫
する能力を育成することができるという仮説を立
て、授業モデルを作成し、その有効性を検証し
た。その結果、実践後一定期間経過後も緩やかな
現象はあるものの、家庭において継続して掃除を
実施する児童が確認できた。以上より、掃除学習
に可視化を取り入れることは、児童の実践力向上
に有効であることが明らかとなった。

12．「動物介在・愛護を通し
て考える「いのちの教育」

単著 平成30年9月
家庭科におけるいのちの教育の研究及び実践事例
を調査すると共に、学校現場や学校現場外におけ
る動物介在教育や動物愛護教育についての研究及
び実践事例を概観することを目的とした。関連す
る文献を検索したところ20件が抽出され、内容を
整理した。家庭科におけるいのちの教育は保育領
域や食と関連付けているものが多いことが明らか
となった。また、動物介在教育は学校において実
践する際には、十分な知見や教員間の共通理解と
共に、専門家の助言を取り入れる必要があるこ
と、また動物愛護教育の実践事例及び研究は数少
なく、行政が中心となって取り組んでいることが
明らかとなった。

13.「家庭科を基盤とした教
科横断的な防災教育の検討―
家庭科における防災教育に関
する文献研究を通して―」
【査読付き】

単著 平成32年3月
本研究は、小・中・高等学校の家庭科における防
災教育の取り組みの実態を文献調査した。する
と、小学校では「食分野」での防災食が見られた
他は見当たらず、中学校では「食分野」に加え
「住分野」が、高等学校では環境教育と関連付け
た実践が見られた。以上から、家庭科における防
災教育内容には偏りがあることが明らかとなっ
た。しかし、防災・減災は衣食住に直結してお
り、家庭科教育を基盤として防災教育の目標であ
る「日常生活の様々な場面で発生する災害の危険
を理解し、安全な行動ができるようにするととも
に、 他の人々の安全にも気配りできる児童の育
成を目指す」ことが出来ると仮説を立て授業モデ
ルを立案することが、今後の課題とした。

奈良学園大学研究紀要
第9号
P127～136

大阪教育大学大学院 実
践教学校教育専攻
修士論文

奈良学園大学研究紀要
第６号
ｐ83～89

奈良学園大学学術雑誌論
文
1巻第4号
P113～121

日本人間教育学会 人間
教育学研究第6号



14.「家庭科を基盤とした教
科横断的な防災教育の研究
児童の防災意識調査」

単著 平成32年4月
防災への意識向上を図るには、教育が
大きな使命を担っており、特に地域のコミュニ
ティーとしての役割が強い小学校において防災教
育を実施することは、地域内連携促進において有
効であると仮説を立てた。その際、防災教育の目
的を考慮すると、家族と家庭生活が学習の対象で
あり衣食住や消費、環境を学習内容とする家庭科
に防災教育を取り入れる意義は大きいと考えた。
そこで、児童を対象に防災に関する意識調査を
行った結果、「正しく恐れて正しく備える」こと
の必要性を児童に気付かせることが防災教育の課
題の一つであり、そのためには地域住民との連携
や教科横断的学習、防災科学技術のコンテンツの
有効活用等を防災教育に位置づけ、児童の防災意
識向上を図る必要があることが明らかとなった。

15.「小学校における教科横
断的な「いのちの教育」－
動物のいのちを軸に据えた教
材の開発　－」【査読付き】

単著 令和2年3月
　総合的な学習の時間、家庭科の教科横断的な授
業を開発し、「いのちの教育」が、1）児童のい
のちに対する意識にどのよう影響を与えるか、
2）自分自身を大切に思う意識や、誰かの役に
立っているという意識を児童に育ませることがで
きるか、の2点を検証した。授業では、児童の身
近な動物のいのちについて学び、様々な体験活動
を積み重ねることによっていのちを実感し、いの
ちを自分事として捉えさせた。その結果、家族と
のいのちについての会話の増加、いのちが唯一無
二であることの理解、自分を大切な存在だと思う
意識の向上、いのちに関して自分にできる
ことを考え実行する実践力の育成、の4点
が成果として得られた。

（その他）

「依頼原稿」

１．小学生夏休みの家庭学習
用教材編集

単著 平成22年4月～
平成24年4月 事前に児童の実態調査を行い、長期休暇に行うべ

き学習課題を明確化し、各教科ごとの重要項目を
簡潔にまとめ、児童のつまづきやすい内容を吟味
し、問題作成し教材作成会社文渓堂に提示した。
小学校1年～6年までの全学年の学習用教材の企画
と編集に関わった。執筆者は池田附属小学校の各
教科の教師である。西江は教材全体の構成と、各
教科等のバランスを調整校正を担当した。
Ａ4判　p14～18

2．大阪府豊能地区新規採用
家庭科教員研修会
資料冊子

単著 平成24年8月
平成24年度新規採用教員が対象の家庭科教育につ
いての研修講師を行った。その際、家庭科教育の
目的や生涯学習での位置づけなどの学習指導要領
の説明を行う際の小冊子を作成し、それをもとに
講義を行った。また、45分の授業の組み立て方を
例示し、師範授業も行い、発問・板書・ノート指
導・教材選定の仕方などを例示した。
Ａ4判　6頁

3．「第八回シンポジウム
『アクティブラーニングを通
して考える道徳をどうすすめ
るか』

単著 平成29年2月 平成29年1月22日開催の「いのちの教育研究会
第8回シンポジウム」におけるリポートを執筆し
た。アクティブラーニングを通して考える道徳を
どうすすめるかをテーマに、基調提案・講演が行
われ、それを受けて「子どもが命の大切さを実感
するには」をテーマとして、グループ討議を行わ
れたが、そこでの参会者の声やアンケート結果を
もとに、いのちの教育についてまとめた。P8～9

「学会発表等」

１．デザートのプレゼンを通
して、望ましい消費者生活を
考えた　授業実践

平成30年11月 家庭科を基盤とした教科横断的な「いのちの教
育」の可能性を探り、その有効性の実証に向けの
実践が、朝日新聞社に取材を受け発信された。本
研究により、動物のいのちについて考えることに
より、児童のいのちに対する意識が大きく変容す
ることが明らかとなった。また、保護者、地域住
民、児童が一堂に会し、いのちについて考え、語
ることの意義も見出すことができ、その有効性を
新聞により広く告知された。（池田市立石橋南小
学校）

日本家庭科教育学会近畿
地区50周年記念誌

(株)文溪堂

豊能地区教育委員会
大阪教育大学附属池田小
学校家庭科教育部会

株式会社EPR教育プロ
第 47 巻 第 4 号 通 巻
1829号

奈良学園大学研究紀要オ
ンラインジャーナル人間
教育　第2巻第2号
P83～92

朝日新聞社
（北摂13版）



2.生活実践力の向上を図る小
学校家庭科教育のプログラム

平成29年3月 小学校家庭科教育の課題として、学習内容が定着
しておらず実生活で活かされていないことが挙げ
られる。そこで、実践力を体験活動・評価活動・
交流活動の往還によって育成することが出来ると
いう仮説を立て、実践モデルを開発し、その成果
と課題を発表した。

3.小学校家庭科における生活
実践力育成の授業モデル構想

平成29年8月 小学校家庭科における課題の一つとして学習した
知識や技術などが実生活で十分生かされていない
ことを文部科学省は指摘している。この現状を受
け、児童の生活実践力の育成を図る授業モデルを
構想し、研究実践を行い成果と課題を発表した。

4.多文化共生とSDGsを関連さ
せた『食』を軸にした授業プ
ログラムの開発

令和4年6月 消費者教育では、「持続可能な社会の必要性に気
付き、その実現に向けて多くの人々と協力して取
り組むことができる力」の育成が求められてい
る。このことから、消費者教育の枠組みにおいて
多文化共生に関する内容を位置づけることは有効
であると考ええ、多文化共生と SDGs を関連させ
た「食」を軸とした
授業プログラムを開発した。そしてその授業プロ
グラムを実践し、小学生が持つ多様な価値観への
受容や好奇心の変容を分析し、その結果を10月開
催全国発表に向けて近畿地区で発表した。

5.『A家族・家庭生活』と『C
消費生活・環境』を関連させ
た消費者教育の授業プログラ
ムの開発

令和4年7月
日本家庭科教育学会近畿地区会におけるキャッ
シュレス時代の金融教育・消費者教育をテーマに
小・中・高・大学生を対象としてキャッシュレス
化の実態把握調査を行い,家庭科における金融教
育の授業プログラムを開発した。そのうち、西江
が所属する小学校グループでは、小学校学習指導
要領『A家族・家庭生活』と『C消費生活・環境』
を関連させた消費者教育の授業プログラムを開発
し、提案を行った。

6.多文化共生とSDGsを関連さ
せた『食』を軸にした授業プ
ログラムの開発

令和4年10月 消費者教育では、「持続可能な社会の必要性に気
付き、その実現に向けて多くの人々と協力して取
り組むことができる力」の育成が求められてい
る。このことから、消費者教育の枠組みにおいて
多文化共生に関する内容を位置づけることは有効
であると考ええ、多文化共生と SDGs を関連させ
た「食」を軸とした
授業プログラムを開発した。そしてその授業プロ
グラムを実践し、小学生が持つ多様な価値観への
受容や好奇心の変容を分析し、その結果を発表し
た。

（取材）

１．家庭科における「い
のちの教育」の取り組み
について

平成30年11月 家庭科を基盤とした教科横断的な「いのちの教
育」の可能性を探り、その有効性の実証に向けの
実践が、朝日新聞社に取材を受け発信された。本
研究により、動物のいのちについて考えることに
より、児童のいのちに対する意識が大きく変容す
ることが明らかとなった。また、保護者、地域住
民、児童が一堂に会し、いのちについて考え、語
ることの意義も見出すことができ、その有効性を
新聞により広く告知された。（池田市立石橋南小
学校）

２．家庭科における「いのち
の教育」の取り組みについて

平成30年11月 家庭科を基盤とした教科横断的な「いのちの教
育」の可能性を探り、その有効性の実証に向けの
実践が、ケーブルテレビ（大阪北摂版）に取材を
受け発信された。会場には地域住民、保護者、児
童計約200名が集まり、映画「犬に名前をつける
日」を鑑賞、その後、NPO法人「犬猫みなしご救
援隊」代表中谷百合氏、映画監督山田あかね氏の
講演を聞き、いのちについて考えた。
授業後、本研究の趣旨並びに授業についての取材
を受け、いのちの教育についての取り組み、児童
の変容を語った。以上から、いのちの教育への関
心の高さと必要性を実感するとともに、本研究の
有効性を検証することが出来た。
（池田市立石橋南小学校）

日本消費者教育学会第42
回全国大会発表

日本家庭科教育学会近畿
地区会研究発表

日本家庭科教育学会第65
回全国大会発表

ケーブルテレビ（大阪北
摂版）

朝日新聞社
（北摂13版）

日本教師学学会第18回
大会
実践研究発表

日第42回関西支部発表



3．保護者と歩む情報誌
Partner

平成30年12月
家庭における「お手伝い」の意義と、児童の「お
手伝い」への意識改革について取材を受けた。小
学校における今までの実践事例をもとに、主体
的・能動的な活動へと導く工夫として、汚れの視
覚化やゲーム性の導入、フィードバックと称賛な
ど、家庭で実践可能な取り組みを多く紹介した。
加えて、小学校教員志望学生への、家庭科指導法
における「家庭の仕事」の分野の授業法について
も触れ、家庭と学校の連携の必要性も述べた。以
上より、情報誌作成者からは、具体的で明確な事
例であり、実践可能であると高評価を得ることが
出来た。

4.「いのちの教育」の取
り組みについて

令和元年8月15
日

犬や猫の殺処分問題を取り上げ、いのちについて
学ぶ教育について研究している。その一環とし
て、募金活動を課外活動に位置付け、その様子に
ついて取材を受けた。募金活動の趣旨や児童の取
り組み等について触れるとともに、いのちについ
て児童が真摯に向き合い学ぶ姿勢について述べ、
「いのちの教育」の重要性を伝えた。
（池田市立石橋南小学校）

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。
２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。
３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。
①	著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
②	著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

ブンブンどりむ

朝日新聞社
（北摂14版）



教 育 研 究 業 績 書

令和 5年 3月 31 日

氏名 林 悠子

研 究 分 野 研究内容のキーワード

健康・スポーツ科学、スポーツ心理学、身体表現学 スポーツ心理、体育、運動イメージ、発育発達、表現

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要

１ 教育方法の実践例

発達段階に応じた子ども向けダンスのグループ

制作、保育者と園児役とに分かれて行う表現遊

びの指導実践、サーキット遊びやボール遊びの

創作と指導実践を行う。

平成25

年～現

在に至

る

奈良学園大学人間教育学部「健康・運動の理解」「子

どもと表現（体育）」、奈良学園大学奈良文化女子

短期大学部「体育の基礎Ⅰ・Ⅱ」「身体表現」にお

いて、乳幼児から小学生の発達段階を理解し、音

楽リズムダンスの振り付けやリズム遊びの実践、

「子どもに身につけさせたい基礎的な動き」を取

り入れた遊びの創作を行った。

２ 作成した教科書，教材

ダンスの振付用紙や運動あそび・音楽に合わせ

た身体表現遊びの指導案の作成とオペレッタの

オリジナル台本の作成。

平成25

年～現

在に至

る

奈良学園大学人間教育学部「健康・運動の理解」「子
どもと表現（体育）」、奈良学園大学奈良文化女子
短期大学部「体育の基礎Ⅰ・Ⅱ」「身体表現」にお
いて、ダンスの振付用紙や音楽にあわせたリズム
遊び・身体表現遊びの指導案を作成した。「子ども
学ゼミ」では音楽科目担当者と共同でオペレッタ
の製作を行いこれまでに計10本のオリジナル台本
を作成した。

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

奈良学園大学人間教育学部授業科目に対する学
生評価

「運動健康の理解」（Ⅰ回生後期講義）
令和 2

年

奈良学園大学人間教育学部「運動・健康の理解」
は後期において小学校専修 2 クラスと小学校免許
取得者の1クラス計3クラスで講義を行っている。
満足度は 3.85、4.0．4.17 ポイント、わかりやす
さや聞きやすさも4.0ポイントから4.57ポイント
といずれも高い評価であった（2020 年度後期授業
評価アンケートより）。

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

(1) 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部主催
講座講師
①子育て支援事業「ちびっこ広場」
②公開講座「親子で楽しむシリーズ」
(2)保育者向け講習
①磯城郡保育士研修会講師
②三郷町立西部保育園園内研修講師

(1)
①平成
25 年～
平成 30
年②平
成 25 年
～平成
29 年
(2)
①平成
29 年 6
月②令
和元年
7月

(1)
①地域の子育て支援事業「ちびっこ広場」内にお
いて、保護者に向けて青年期の発達を見据えた、
子どもとの音楽リズム遊びの実践を行った。
②公開講座では、親子向けの保育表現や音楽表現
「親子シリーズ」のうち、運動遊びやリズム遊び
やダンスを行う身体表現の講師を担当した。
(2)
①宮森保育園にて、磯城郡保育士総会及び研修会
の講師を務めた。
②三郷町立西部保育園にて、現職保育者に対して
運動あそびの指導を行った。

５ その他

特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要

１ 資格，免許

特記事項なし

２ 特許等

特記事項なし

３ 実務の経験を有する者についての特記事項

磯城郡保育士研修会講師,三郷町立西部保育園

園内研修講師

磯城郡保育士研修会,三郷町立西部保育園園内研

修講師の講師を務めた。

４ その他

特記事項なし



研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
概 要

（著書）

（学術論文）

1.子育て支援広場に参加

している乳幼児の運動状

況について

〔査読有り〕

単著
平成 25 年 11

月

奈良文化女子短期大

学紀要第 44 巻：91-99

本研究では、親子が集えるスペースに参

加している未就園児親子を対象に、子ど

もの発育発達状況や日々の遊びなどの

活動状況、また母親の運動歴や運動実施

状況等についてアンケート調査を行っ

た。その結果、子どもたちはおおむね活

発に運動を行っており、遊びは室内遊び

が多く、保護者（母親）の運動実施が少

ないことなどが明らかとなった。

2.新人保育者の早期離職

に関する実態調査

〔査読有り〕

共著
平成 25 年 11

月

奈良文化女子短期大

学 紀 要 第 44 巻 ：

101-109

本研究では、保育者の早期離職問題に着

目し、現場へのアンケート調査と早期離

職者へのインタビュー調査を実施した。

その結果、保育者は女性のライフサイク

ルの影響が強い職種であること、早期離

職者の退職理由は、「進路変更」や「体

調不良」が多いが、その根本的な原因は、

職場での人間関係にあることが明らか

になった。

3.保育者養成校に求めら

れる学生の保育実践能力

と資質について

〔査読有り〕

単著
平成 26 年 11

月

奈良文化女子短期大

学 紀 要 第 45 巻 ：

123-130

本研究では、本学における保育者養成の

在り方についての示唆を得ることを目

的に、近畿一円の幼稚園、保育所（園）

の管理職者または新人教育担当者に対

してアンケート調査を実施した。「現場

で求められている能力と新入職者の能

力とのギャップ」に焦点を絞り、教育課

程による差を探求したところ、保育者と

して求められる資質については教職課

程に差がないものの、4年制大学と短期

大学卒業生では保育実践能力において

差があることが明らかになった。

4.保育者としての資質と

保育実践能力に対する学

生の意識について

〔査読有り〕

単著
平成 27 年 11

月

奈良文化女子短期大

学 紀 要 第 46 巻 ：

121-128

本研究では、本学学生が保育者としての

資質や能力についてどのように考え、ど

の程度それらの力を身につけていると

考えているのかを明らかにした。保育者

としての専門能力も資質も、それを重視

するかという自身の考えについてはほ

とんどの項目で 1 回生の方が高く、いま

自分がどれくらい実践できるか（身につ

けているか）という自己評価について、

保育者としての実践的専門能力は 1 回

生の方が高く、保育者の資質は 2・3 回

生の方が高かった。

5.保育者養成に求められる保

育者の資質について（２）－

就職先へのアンケート調査の

前回調査との比較から－

〔査読有り〕

単著 平成 28 年 11月
奈良文化女子短期大学紀

要第 47 巻：71-80

本研究では、平成 23 年度から平成 26年度

の本学卒業生の就職先に対して行った勤務

実態についてのアンケート調査のうち、自

由記述から園長らが保育者養成校に望むこ

と、また就職した本学卒業生が評価されて

いることを分析した。前回調査と比較した

結果、保育現場では即戦力として役立つ保

育の実践力は当然ながら、保育者の資質や

社会人としての態度や覚悟、特に「社会人

基礎力」とされる、チームで働く上で重要

視される様々な能力が求められていること

が示唆された。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
概 要

6.各発達の時期における

「先生」のネガティブな言

動について

〔査読有り〕

共著
平成 28 年 11

月

奈良文化女子短期大

学紀要第 47 巻：31-40

本研究では、養成課程の学生が子どもの

立場を理解し不適切でネガティブな言

動をしないため、教師のネガティブな言

動とは何かについて整理を行うため調

査を行った。その結果、幼児期において

は教員のネガティブな言動は少ないが、

小学校高学年から中学生の時期におい

ては、教員の言動でネガティブとして捉

えられた言動が多くなっており、高校生

になると減っていた。この変化は思春期

と関係していると考えられ、教員の言動

でネガティブと捉えられる言動は、それ

らを受け止める子どもの発達の時期に

よって量的にも質的にも異なっていた。

7.保育者養成校の学生の

性格特性および進路状況

との関連について

〔査読有り〕

共著
平成 28 年 11

月

奈良文化女子短期大

学紀要第 47 巻：41-48

本研究では、保育者養成短期大学生 160

名のＹＧ性格検査の判定結果をもとに、

その性格特性の傾向について明らかに

するとともに、卒業時の進路状況（進路

選択）との関連について調べることを目

的とした。学生の半数近くにみられた性

格特性は「情緒の不安定さ」であった。

進路状況との関連では、職種に関わらず

非正規として就職あるいは就職をしな

い選択をした学生と、性格因子尺度の

「劣等感」「非協調性」が高い傾向にあ

る学生とのあいだに関連があることが

示唆された。

8.女子大学生における運

動能力の現状について-運

動適正テストと運動不振

尺度から－

〔査読有り〕

単著
平成 29 年 11

月

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学紀要

第 48 巻：87-96

本研究では、運動適正テストの実施と運

動不振尺度の調査から、女子大学生の運

動能力の実態について検討を行った。そ

の結果、学生の半数以上で運動能力水準

が低いこと、運動不振には技能的な側面

とともに体力面での不振が関与するこ

とが示唆された。

9.施設実習における学生

の不安を軽減する事前学

習についての研究

〔査読有り〕

共著
平成 29 年 11

月

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学紀要

第 48 巻：31-40

本研究では、施設実習に参加した学生に

対して行った実習事後指導における振

り返りレポートを分析し、実習に参加す

る前の実習に対するイメージや不安感

や疑問などを分類することで、実習に臨

む学生にとっての必要な事前学習とは

何かを明らかにした。また、実習におい

て自身の不足していた点について分析

を行ったことで、実習の取り組み点検チ

ェック表を作成することができた。

10.新人保育者に必要な資

質について－新人保育者

に対する総合的な評価に

つながる具体的な資質－

〔査読有り〕

共著
平成 29 年 11

月

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学紀要

第 48 巻：41-49

本研究では、本学卒業生の勤務実態につ

いてのアンケート調査から、どのような

新人保育者が評価されるのかについて

分析した。その結果、高い技術や知識よ

りもまずは新人という立場をわきまえ

ながら礼儀正しく責任を持って一つ一

つのことに意欲的に取り組む姿勢が必

要であることが明らかになった。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
概 要

11.身体表現科目における

表現遊びの指導実践内容

と学生の気づき

〔査読有り〕

単著
平成 30 年 11

月

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学紀要

第 49 巻：105-115

本研究では、身体表現遊びの指導実践の

内容と有用性について分析した。その結

果、指導内容は 5歳児を対象とした遊び

が半数を占め、運動遊び要素の強い遊

び、既知の遊びを展開する傾向が伺わ

れ、発達段階の広い理解と遊びのレパー

トリーを増やす努力が必要であると考

えられた。

12.新人保育者に対する評

価～前年度との比較を通

して～

〔査読有り〕

共著
平成 30 年 11

月

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学紀要

第 49 巻：49-59

本研究では、短期大学卒業生の勤務実態

についてのアンケート調査から、どのよ

うな新人保育者が評価されるのかにつ

いて、前年度と比較分析した。その結果、

満足度や将来性への期待が向上してい

る傾向が伺われた。

13．新人保育者に求められ

る資質, 新人保育者とし

ての評価, 保育者養成校

における課題, GPA ・各教

科の成績と職場での評価

との関係

共著 令和2年 3月

奈良学園大学紀要第

12巻：51−60

本研究では、短期大学卒業生の就職先に

おける評価についての研究の継続であ

る。その結果、平成 27 年度からの３か

年で全体的に保育現場での卒業生の評

価は明らかに上がっていた。一方、卒業

後における新人保育者としての総合的

な評価得点・各項目における評価得点と

在学中の累積GPAの値との相関はみられ

なかった。

14．女子大学生における運

動不振の現状について－

運動不振尺度を用いて－
単著 令和2年 3月

奈良学園大学紀要第

12巻：103−108

本研究では、幼児教育学科に在籍する女

子大学生の運動不振の実態について、大

学生版運動不振尺度を用いて検討を行

った。調査の結果、およそ 3割の学生で

身体操作力とボール操作力の何らかの

運動不振があること、小中学校時よりも

大学生である今現在において運動不振

の状況が進んでいること、ボール操作力

に比べて身体操作力の方が不振である

ことが明らかになった。

15．新入生が考える保育者

の資質について 単著
令和 4年 12

月

奈良学園大学紀要第

14集：129-137

本研究では、幼児教育専攻の新入生が保

育者として必要な力や保育者適性につ

いてどのように捉えているか分析した。

その結果、入学間もない新入生では、保

育者としてコミュニケーション能力や

子どもを理解が重要であるとし、養育性

や共感性といった適性が必要であると

考えていたことが示された。

（その他）

1. 連載 遊びの世界 27

「大和地方のうた遊

び」

単著 平成 27 年 10

月

子 ど も と 発 育 発

達.13-3：195-198

学会誌連載「遊びの世界」において、「大

和地方のうた遊び」と題し、奈良県にち

なんだ伝承遊びについて執筆した。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
概 要

（学会発表）

1.安静体験イメージによ

る精神生理学的変化につ

いて

－
平成 25 年 6

月

日本バイオフィード

バック学会第 41 回大

会発表（鎌倉女子大

学）

大会予稿集 P29.

くつろいだ姿勢を取った「安静体験」と、

その体験の再現イメージを行った場合

の精神生理学的変化について、①安静時

の自分の筋感覚②自分の生理反応③自

分の周りの様子、の 3つのイメージを課

題とし、脳波とイメージ想起に対する自

己評価の高低との関連について比較検

討を行った。その結果、自己評価の高い

群は低い群に比べてイメージ時の大脳

活動がより活発であったことが示され

た。

2.幼児の体格と体力・運動

能力の発達特徴について

（1）

－

平成 25 年 8

月

日本体育学会第 64 回

大会発表（立命館大

学）

大会予稿集 P138.

本研究では、和歌山県私立 W幼稚園にお

ける体格・体力測定データから、幼児の

体格における発育発達の特徴について

検討を行った。H11 年・ H16 年・ H21 年

の園児の、身長・体重・胸囲・座高の 4

つの身体測定データを分析対象とした。

3.幼児の体格と体力・運動

能力の発達特徴について

（2）

－和歌山県私立W幼稚園に

おける体力・運動能力測定

データから－

－
平成 25 年 8

月

日本体育学会第 64 回

大会発表（立命館大

学）

大会予稿集 P138.

本研究では、和歌山県私立 W幼稚園にお

ける体格・体力測定データから、幼児の

体力における発育発達の特徴について

検討を行った。H11 年・ H16 年・ H21 年

の 25ｍ走、立ち幅跳び、ボール投げ、両

足連続跳び越しの4つの運動能力測定デ

ータを分析対象とした。その結果、性差

は年中児の跳び越しくぐりにのみみら

れ、「ボール投げ」や「立ち幅跳び」で

はあまり年代の差が見られなかったの

に対し、「25m 走」「跳び越しくぐり」

では年代による差が見られた。

4. 保育現場が保育士養成

に望むこと
－

平成 25 年 9

月

全国保育士養成協議

会第 52 回研究大会発

表（高松）

大会予稿集 p332-333.

本研究では、本学における保育者養成の

在り方についての示唆を得ることを目

的に、近畿一円の幼稚園、保育所（園）

の管理職者または新人教育担当者に対

し、保育現場で働く新入職者の現状と保

育者養成に望むことについてアンケー

ト調査を実施した。その結果、4年制大

学化や保育士の国家資格化を望む声は

少ないが、資質や基礎学力においては 4

年制大学卒が優れているという指摘も

あり、養成校における保育者資質の向上

が望まれることが明らかとなった。

5. 幼児の体格と体力・運

動能力の発達特徴につい

て（3）

－和歌山県私立W幼稚園に

おける体力・運動能力測定

データから－

－
平成 26 年 3

月

日本発育発達学会第

12回大会発表（大阪成

蹊大学）

大会予稿集 P83.

本研究では、和歌山県私立 W幼稚園にお

ける体格・体力測定データから、幼児の

体力における発育発達の特徴について

検討を行った。3～5歳の園児の H11 年・

H16 年・ H21 年の 25ｍ走、立ち幅跳び、

ボール投げ、両足連続跳び越しの 4つの

運動能力測定データおよび身長・体重・

胸囲の体格データを分析対象とした。そ

の結果、「25m 走」「跳び越しくぐり」

では年代による差が見られ、ボール投げ

では体格との正の相関がみられた。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
概 要

6.Psychophysiological

changes in the movement

imagery -Preliminary

study-身体動作イメージ

における精神生理学的変

化について―予備的調査

より― 〔審査有り〕

－
平成 26 年 8

月

7th Asian-South

Pacific Association

of Sport Psychology

International

Congress,Tokyo

大会予稿集 P33.

本研究では内的な身体動作イメージと

外的な身体動作イメージにおける脳波

含有率の変化を分析した。その結果、α

1波含有率は内的イメージ時には頭頂・

中心領域での減少、外的イメージ時には

後頭領域での減少がみられた。

7.Team Building

Intervention for High

School Volleyball Team

高校バレーボールチーム

に対するチームビルディ

ングの介入効果について

〔審査有り〕

－
平成 26 年 8

月

7th Asian-South

Pacific Association

of Sport Psychology

International

Congress,Tokyo

大会予稿集 P32.

本研究では、高校バレーボールチームに

対して、チャンピオンシップの最終出場

資格を失った後にチームの結合を回復

するため、その精神的な準備に対してス

ポーツ心理学がどのような働きを持っ

たかについて調査を行った。

8. 幼児の体格と体力・運

動能力の発達特徴につい

て（4）

－和歌山県私立W幼稚園に

おける体力・運動能力測定

データから－

－
平成 26 年 8

月

日本体育学会第 65 回

大会発表（岩手大学）

大会予稿集 P129.

これまで和歌山県私立W幼稚園における

体格・体力測定データから、幼児の体力

における発育発達の特徴について検討

を行ってきたが、本研究では運動能力測

定データを分析対象とし、きょうだい構

成の違いによる幼児の運動能力ならび

に体格の発達特徴について検討を行っ

た。 H11 年・H16 年・H21 年の 25ｍ走、

立ち幅跳び、ボール投げ、両足連続跳び

越しの4つの運動能力測定データを分析

対象とした。いずれの運動能力において

も、ほぼすべての年代・年齢において第

１子に比べて第２子以降の運動能力が

高く、特に「跳び越しくぐり」において

顕著であった。

9.幼児の体格と体力・運動

能力の発達特徴について

（5）

－和歌山県私立W幼稚園に

おける体力・運動能力測定

データから－

－
平成 26 年 8

月

日本体育学会第 65 回

大会発表（岩手大学）

大会予稿集 P116.

これまで和歌山県私立W幼稚園における

体格・体力測定データから、幼児の体力

における発育発達の特徴について検討

を行ってきたが、本研究では H11 年・H16

年・ H21 年の身長・体重・胸囲の 3つの

身体測定データを分析対象とし、きょう

だい構成の違いによる幼児の体格の発

達的特徴について、運動能力との関連に

ついて分析した。

10. 現場が求める保育実

践能力と卒業時に獲得し

ている能力の教育課程別

比較

－
平成 26 年 9

月

全国保育士養成協議

会第 53 回研究大会発

表（博多）

大会予稿集 P36.

本研究では、本学における保育者養成の

在り方についての示唆を得ることを目

的に、近畿一円の幼稚園、保育所（園）

の管理職者または新人教育担当者に対

してアンケート調査を実施した。「現場

で求められている能力と新入職者の能

力とのギャップ」に焦点を絞り、教育課

程による差を探求したところ、保育者と

して求められる資質については教職課

程に差がないものの、4年制大学と短期

大学卒業生では保育実践能力において

差があることが明らかになった。
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11.視点の異なる運動イメ

ージに対する精神生理学

的反応について

－
平成 27 年 7

月

日本バイオフィード

バック学会第 43 回大

会発表（筑波大学）

大会予稿集 P32.

本研究では、内的視点からなる体験イメ

ージ（internal imagery）と外的視点

からなる観察イメージ（external

imagery）による単純な身体動作を課題

とし、それらを想起した際の大脳活動の

違いを比較することによって身体運動

イメージの精神生理学的特徴を明らか

にした。イメージ課題は 3つの身体動作

（脚を屈曲する・前屈する・腕を上げる）

とし、体験イメージと観察イメージを行

った。

12. 脳波からみた運動学

習における運動イメージ

の効果について

－
平成 27 年 8

月

日本体育学会第 66 回

大会発表（国士舘大

学）

大会予稿集 P132.

本研究では、提示された他者の動きに対

して、内的または外的視点から想起した

自己像を意識しながら、動作の模倣を行

うことを課題とし、脳波を用いて運動学

習における運動イメージの効果を検討

した。動作は、両手を置いた状態から手

首を屈曲させて右手または左手を上げ

る単純動作であった。課題中は、頭皮上

の 13 部位から脳波の記録を行った。反

応時間、正答率および脳波に関して、経

時変化の検討および内的視点－外的視

点イメージ間の比較を行った。

13. 保育者としての資質

と保育実践能力に対する

学生の意識について

－
平成 27 年 9

月

全国保育士養成協議

会第 54 回研究大会発

表（札幌）

大会予稿集 P35.

本研究では、本学における保育者養成の

在り方についての示唆を得ることを目

的に、「保育者としての保育実践能力」

と「保育者としての資質」についてどの

程度重視し、どの程度自分の身について

いると思うか、本学学生に対してアンケ

ート調査を実施した。その結果、1回生

と 2・3回生とでは重視する能力や自己

評価について差が見られた。

14. 本学における子育て

支援事業の5年間の取り組

みと評価

－
平成 27 年 9

月

全国保育士養成協議

会第 54 回研究大会発

表（札幌）

大会予稿集 P179.

本学における子育て支援事業「ちびっこ

広場」「つどいの広場」について、これ

までの利用者アンケートや利用者数デ

ータなどから、5年間の取り組み内容と

その評価をまとめた。

15.Effects of motor

imagery perspectives on

motor learning based on

EEG

EEG をベースとした運動学

習におけるイメージの視

点の効果について

〔審査有り〕

－
平成 28 年 6

月

2016 NASPSPA

Conference

(Montreal)

北米スポーツ心理学

会

大会プログラム P22.

本研究では、提示された他者の動きに対

して、内的または外的視点から想起した

自己像を意識しながら単純動作の模倣

を行う運動学習課題における運動イメ

ージの効果を検討した。その結果、他者

の動作を模倣する際には、刺激と反応が

一致する条件で反応が速かった。反応の

速さと運動イメージの達成度・鮮明度・

コントロール度とも対応関係が見られ

た。すなわち、運動学習において運動イ

メージの視点の違いが脳波に反映され、

パフォーマンスとも関連することが示

唆された。
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16.女子大学生の運動イメ

ージ想起能力について
－

平成 28 年 8

月

日本体育学会第 67 回

大会発表（大阪体育大

学）

大会予稿集.

本研究では、運動部に所属する健康な女

子大学生 56 名を対象に、運動イメージ

質問紙 JMIQ-R を用いて、イメージ想起

の際の体験イメージ（すなわち内的視点

イメージ）と観察イメージ（すなわち外

的視点イメージ）のタイプを調査した。

総合得点はバスケットボール部とソフ

トボール部で所属部間に差は見られな

かったが、さらに、モーズレイ性格検査

（MPI）による個人の性格特性やこれま

での運動経験等から、運動イメージ想起

能力としてのイメージの視点について

特徴を分析した。

17.女子大学生の運動イメ

ージ想起能力について
－

平成 28 年 8

月

日本体育学会第 67 回

大会発表（大阪体育大

学）

大会予稿集.

本研究では、運動部に所属する健康な女

子大学生 56 名を対象に、運動イメージ

質問紙 JMIQ-R を用いて、イメージ想起

の際の体験イメージ（すなわち内的視点

イメージ）と観察イメージ（すなわち外

的視点イメージ）のタイプを調査した。

総合得点はバスケットボール部とソフ

トボール部で所属部間に差は見られな

かったが、さらに、モーズレイ性格検査

（MPI）による個人の性格特性やこれま

での運動経験等から、運動イメージ想起

能力としてのイメージの視点について

特徴を分析した。

18. 保育者養成に求めら

れる保育者の資質につい

て―就職先へのアンケー

ト調査より―

－
平成 28 年 8

月

全国保育士養成協議

会第 55 回研究大会発

表（盛岡）

大会予稿集 P57.

本研究では、平成 23 年度から平成 26 年

度の本学卒業生の就職先に対して行っ

た勤務実態についてのアンケート調査

のうち、自由記述から園長らが保育者養

成校に望むこと、また就職した本学卒業

生が評価されていることを分析した。前

回調査と比較した結果、保育現場では即

戦力として役立つ保育の実践力は当然

ながら、保育者の資質や社会人としての

態度や覚悟、特に「社会人基礎力」とさ

れる、チームで働く上で重要視される

様々な能力が求められていることが示

唆された。

19.運動イメージタイプと

性格特性からみた女子大

学生の運動イメージ想起

能力について

－
平成 28 年 11

月

日本スポーツ心理学

会第43回大会発表（北

星学園大学）大会予稿

集 pp154-155.

本研究では，バスケットボール部とソフ

トボール部に所属する女子大学生を対

象に、イメージ能力に関係するとされる

性格特性との関わりや個人特性を分析

することで，運動イメージ想起能力とし

てのイメージの視点についての特徴を

明らかにした．それぞれの部においてポ

ジションごとの比較をしたところ，ソフ

トボール部においては差がみられなか

ったが，バスケットボール部においてフ

ォワードに比べてセンターの内的得点

が高い傾向がみられるなど、所属部とポ

ジションすなわち運動特性と役割にお

けるイメージ能力の違いが示唆された．
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20.The relationship

between the ability of

motor imagery and the

clumsiness in exercise in

university students.

大学生における運動不振

と運動イメージ能力の関

係について．

〔審査有り〕

－
平成 29 年 7

月

ISSP(International

Society of Sport

Psychology ) 14th

World

Congress(Sevilla)

国際スポーツ心理学

会 14 回大会（セビリ

ア、スペイン））

（p.105）

本研究では、大学生の運動不振の実態に

ついて運動イメージの視点から精神生

理学的に分析した。運動不振尺度質問紙

により「身体操作力」と「ボール操作力」

に関する運動不振の状態を判定し、運動

イメージ質問紙 JMIQ-R（Movement

Imagery Questionnaire-Revised日本語

版）により、イメージ想起の際に視覚的

運動イメージ（外的視点イメージ）と筋

感覚的運動イメージ（内的視点イメー

ジ）のいずれが得意であるかというイメ

ージタイプ分けを行った。参加者は、課

題として一連のスポーツ場面と動作の

イメージを行い、背景脳波と心的時間の

測定から運動イメージの正確性を分析

した結果、イメージ時の大脳活動の変化

から、運動不振と運動イメージ能力との

関連が示唆された。

21.IMPACT OF THE COVID-19

PANDEMIC ON ATHLETES

BELONGING TO

THE JAPAN PROFESSIONAL

FOOTBALL LEAGUE.

J リーグ所属選手における

新型コロナウイルス

（COVID-19）パンデミック

の影響について

〔審査有り〕

共 令和4年 8月

ECSS Sevilla 2022（ヨ

ーロッパスポーツ科

学会議第 27 回大会、

オンライン参加発表）

新型コロナウイルス（COVID-19）パンデ

ミックによるスポーツ環境の劇的な変

化はアスリートの心理に影響を与えた

と思われる。これらの心理的変化を明ら

かにするため、日本プロサッカーリーグ

（Jリーグ）に所属する 29人の選手を対

象にスポーツモチベーションスケール

を用いてパンデミックの発生前後のシ

ーズンの心理的パフォーマンススケー

ル（SE）による自己効力感を測定した。

その結果は、パンデミックが負の影響を

及ぼした可能性があることを示したが、

危機に対するアスリートの反応には個

人差が見られた。したがって、この時期

にアスリートに見られる心理的変化の

背後にある個人的要因についてはさら

に調べる必要があることが示された。

22.表現の指導法における

模擬保育の実践を通した

学生の気づきについて

－ 令和5年 3月

保育者養成学会第7回

大会（3月 5日オンラ

イン開催）

本研究では、「子どもと表現の指導法（体

育）」内の模擬保育の立案と実践を通し

て学生がどのような気づきを得るのか

について学生自身のふりかえりから分

析した。指導案の立案については、多く

の学生が苦労しなかった・考えやすかっ

たとし、その理由として多く挙げられて

いたのが、直前の実習において部分実習

を体験していたことやそれを修正しな

がら行えたことであった。教科書や参考

書、インターネットなどを活用しつつ、

実習時の自身の部分実習の内容や他の

先生方や園児らの活動なども参考にし、

経験的に子どもの実際の姿を描いて立

案を行っていた。これらのことから、学

生の学びにいかに実習経験が影響して

いるかが浮き彫りとなった。



 

 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5 年 3 月 31 日 

 氏名  原口 忠之   

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

Algebraic Topology, Diffeology   Diffeological space, Homotopy theory, smooth CW complex 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1. 数学道場 平成30年4月～現在

に至る 

教員採用試験合格を目指し、数学検定準 1

級合格を目指し、週に 3 回実施している。

その他にも学生のレベルに合わせた補修計

画をたてている。 

   

２ 作成した教科書，教材   

１．基礎数学の問題作成 平成 30年 4 月～ 学生の基礎学力の向上のため、数学の問題

を作成し、授業のはじめにテストを実施し

ている。 

２．数学授業動画の作成 令和 3 年 4 月～ コロナ渦において、基礎学力の向上、大学

で学ぶ数学の勉強のため、YouTube チャンネ

ルを作成して、動画をあげている。 

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

「採用時における評価」   

1. 大分工業高等専門学校一般科理系講師の採用に

あたっての校長評価 

平成 26年 3 月 私立大学・高等学校での教育経験を生かし

て、高専における数学教育を期待され採用

された。とくに面接時の模擬授業は、過去

最高の内容と評価された。 

2. 奈良学園大学人間教育学部講師の採用にあたっ

ての学長評価 

平成 30年 3 月 私立大学・高専・高等学校での様々な数学

教育の経験があり、また環太平洋大学所属

時に通信教育課程の数学を管理運営した経

験を期待され採用された。 

「授業評価アンケート」   

1. 環太平洋大学教務課による学生授業評価アンケ

ート 

平成 25年 2 月  平成24年度の授業評価アンケートの平均

が 4 段階中で 3.29 であった。  

2. 大分工業高等専門学校教務主事室による学生授

業評価アンケート（通年科目） 

平成 27年 2 月 大分高専において平成 26 年度は授業を 4

クラス担当し、5 段階で平均が 4.23 であっ

た。また、情報工学科 1 年の基礎数学 I で

は 4.44、電気電子工学科 2 年の線形代数で

は 4.21 であり、それぞれのクラスの全ての

授業の中で、一番よい成績であった。 

※通年科目のみ担当 

 
3. 大分工業高等専門学校教務主事室による学生授

業評価アンケート（通年科目） 

平成 28年 2 月  大分高専において平成 27 年度は授業を 4

クラス担当し、5 段階で平均が 4.29 であっ

た。機会工学科 1 年の基礎数学 I では 4.65、

情報工学科 2 年の微分積分 Iでは 4.02、都

市環境工学科 3 年の微分積分 II では 3.98、

電気電子工学科 3年の微分方程式は 4.51で

あった。 

※通年科目のみ担当 

 



4. 大分工業高等専門学校教務主事室による学生授

業評価アンケート（通年科目） 

平成 29年 2 月  大分高専において平成 28 年度は授業を 4

クラス担当し、5 段階で平均が 4.35 であっ

た。情報工学科 1 年の基礎数学 I は 4.4、機

会工学科 2 年の微分積分 I は 4.24、情報工

学科 3 年の微分積分 IIは 4.53、電気電子工

学科 3 年の微分方程式は 4.23であった。 

※通年科目のみ担当 

 
   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

2. 科研費獲得へ向けた講演の世話人 平成 25年 9 月 環太平洋大学において、科研費獲得に向け

た講演を文科省を通じて依頼し、当日に向

けた準備、講演会での司会を担当した。 

 
3. 岡山大学オープンキャンパス体験講義の特別講

師 

平成 28年 8 月 岡山大学のオープンキャンパスの理学部数

学科において，特別講師として，「オイラ

ー標数の幾何学」というタイトルで体験授

業を実施した。 

4. 奈良学園大学オープンキャンパス ミニ講義 平成 30年 6 月 「代数方程式～3 次方程式の解の公式」とい

うタイトルでミニ講義を実施した。 

5. 奈良学園大学オープンキャンパス ミニ講義 平成 30年 8 月 「オイラー標数～正多面体の個数」という

タイトルでミニ講義を実施した。 

6．奈良学園大学オープンキャンパス ミニ講義 令和 1 年 6 月 「ピタゴラス数の性質」というタイトルで

ミニ講義を実施した。 

7.奈良学園大学オープンキャンパス ミニ講義 令和 4 年 5 月 「数学オリンピックの問題解いてみた」と

いうタイトルでミニ講義を実施した。 

５ その他   

1. 該当なし   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1. 高等学校教諭一種免許状（数学）取得 平成 19年 3月 23 日 岡山県教育委員会，平 18 高一第 965 号 

2. 高等学校教諭専修免許状（数学）取得 平成 21 年 3 月 23 日

日 

岡山県教育委員会，平 20 高専第 67 号 

   

２ 特許等   

1．該当なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1. 環太平洋大学大志会 平成25年4月～平成

26 年 3 月 

 環太平洋大学の教員を目指す学生に対し

て、教員採用試験用の数学の指導だけでな

く、夜の勉強会の監督や、学生の相談に対

応した。 

2. 環太平洋大学学習支援室 平成25年4月～平成

26 年 3 月 

 環太平洋大学で主に低学年の基礎学力の

定着を図る組織として学習支援室があり、

E-Learning の管理運営だけでなく、新入生

300 人に対するオリエンテーションの企画、

段取り等の運営に積極的に取り組んだ。ま

た、就活生に対して、SPI の指導も実施した。 

3. 環太平洋大学次世代教育学部クラス担任 平成25年4月～平成

26 年 3 月 

 学生 30 名のクラス担任を担当した。 

 

 

4. 環太平洋大学 FD 委員 平成25年4月～平成

26 年 3 月 

 環太平洋大学の教員の授業力向上や学生

指導方法のワークショップの企画・運営を

行った。 

 

 5. 環太平洋大学紀要編集委員 平成25年4月～平成

26 年 3 月 

 環太平洋大学研究紀要に掲載するにあた

り研究内容が論文、研究ノート等に適切か

どうかを判断し編集、とりまとめを行った。 

 



6. 大分高専図書館運営委員 平成26年4月～平成

28 年 3 月 

 明野通信の作成、学生の図書館の利用の

管理を行った。 

 

7. 大分高専弓道部 平成26年4月～平成

28 年 3 月 

 2 年間担当し、管理運営をした。 

 

8. 大分高専囲碁将棋部顧問 平成26年4月～平成

30 年 3 月 

 10 年ほど趣味にしている将棋の経験を生

かして、4 年間担当した。、平成 26 年度は大

分県高校選手権大会で団体戦・個人戦で準

優勝する実績をあげ、個人戦は全国高校将

棋選手権大会に出場した。また、平成 27 年

度は全国高専大会でベスト 4に入賞した。 

 

9. 大分高専奨学資金等委員 平成27年4月～平成

28 年 3 月 

 学生の奨学金の申請を審議する。 

 

 
10. 大分高専学生部委員会 平成27年4月～平成

28 年 3 月 

 学生の処分に関することを協議・決議す

る。 

 

11. 大分高専オープンキャンパス副委員長 平成27年4月～平成

28 年 3 月 

 大分高専のオープンキャンパス副委員長

として、段取りの精査や当日の司会進行等

を務めた。 

12. 大分高専広報委員会 平成27年4月～平成

29 年 3 月 

 大分高専のＨＰの掲示内容、広報活動に

ついて計画する。 

 

13. 大分高専学生主事補 平成27年4月～平成

29 年 3 月 

 平成 27 年度は、学生の車両通学に関する

指導が主な業務であり、本年度は特に学生

の車両に関する管理を担当し、大分自動車

学校における安全講習会の段取り、大分中

央警察署と連携をとり安全講習の講演会を

企画した。 

 平成 28 年度は、新入生オリエンテーショ

ン、高専祭等のイベントを運営し、学生会

の予算案の作成を担当する等、学生会の運

営管理を主な仕事とした。 

14. 大分高専教務部委員 平成28年4月～平成

30 年 3 月 

 教員の授業カリキュラムの構成、年間行

事を管理するだけでなく、中学校訪問を企

画、実施する。また、Web シラバスを大分高

専に導入する際に、学科を代表して取りま

とめる業務を担当した。 

15. 大分高専ソフトテニス部顧問 平成28年4月～平成

30 年 3 月 

 ソフトテニスの経験が10年ほどあったこ

とを生かして、強化に努めた。とくに九州・

沖縄地区高専大会では36年ぶりに個人戦優

勝、全国高専大会では開学以来、初めてと

なる団体戦・個人戦ともにベスト４の実績

をあげた。また、高校総体でも新人戦で大

分県ベスト８に入るなど九州大会の出場権

を得た。 

16. 大分高専機械工学科 1 年クラス担任 平成29年4月～平成

30 年 3 月 

 43 名のクラスの担任を 1 年間務めた。学

力が低いため 11 月からは、時間の都合がつ

く限り放課後に数学の補修を実施するなど

して、基礎学力の向上に貢献した。  

 
17. 人間教育学部人間教育学科数学専修コース 1 年

②のクラス担任（17 名） 

平成30年4月～平成

31 年 3 月 

 学生の出席状況の確認・面談等を適宜行

う。また、数学の学力の向上を図るため、

補修等を実施している。 

 

18. 人間教育学部人間教育学科企業公務員①のクラ

ス担任（24 名） 

平成30年4月～平成

31 年 3 月 

 学生の出席状況の確認・面談等を適宜行

いながら、クラス運営を実施している。 

 



19．人間教育学部人間教育学科広報委員 平成30年4月～現在

に至る 

 奈良学園大学オープンキャンパスにおい

て、学生のプレゼン指導等をはじめ広報委

員会全体の運営に携わっている。 

20. 奈良学園大学人間教育学研究会運営委員 平成30年4月～平成

31 年 3 月 

 「卒業生から聞こう、教わろう」、「学生

シンポジウム」、「卒業研究発表」の運営 

会報・研究会誌の審査等をし、発行の準備

をする。 

21．人間教育学部人間教育学科数学専修コース 1 年

のクラス担任（20 名） 

令和 1 年 4 月～令和

2 年 3 月 

学生の出席状況の確認・面談等を適宜行

いながら、クラス運営を実施している。 

 

22．人間教育学部人間教育学科数学専修コース 2 年

のクラス担任（15 人） 

令和 1 年 4 月～令和

2 年 3 月 

 学生の出席状況の確認・面談等を適宜行

いながら、クラス運営を実施している。 

 

23. 奈良学園大学人間教育学研究会運営委員 令和 1 年 4 月～令和

2 年 3 月 

 会報・研究会誌の審査等をし、発行の準

備をする。 

 

24．人間教育学部人間教育学科数学専修コース 2 年

のクラス担任（19 名）と 2 年のとりまとめ 

令和 2 年 4 月～令和

3 年 3 月 

 コロナウイルスの影響でリモート授業の

中で、クラス運営と学年の運営を実施して

いる。 

25．人権教育研究推進委員 令和 2 年 4 月～令和

3 年 3 月 

人権に関する委員会の一員である。 

26. 人間教育学部人間教育学科数学専修コース 1 年 

のクラス担任（12 名） 

 

令和 3 年 4 月～令和

4 年 3 月 

学生の出席状況の確認・面談等を適宜行

いながら、クラス運営を実施している。 

27. NGU-NET 運営委員会 令和 3 年 4 月～令和

4 年 3 月 

大学のネット環境について管理する。 

28．定数確保ワーキング 

 

令和 4 年 4 月～令和

5 年 3 月 

入学者の定員を確保できるように、企画運

営している。 

29．登美ヶ丘キャンパス連携ワーキング 令和 4 年 4 月～令和

5 年 3 月 

幼稚園、小学校、中学校、高校と 

30. 数学専修長 令和 5 年 5 月～現在

に至る 

数学専修コースの長に就任した 

31. 学生募集企画部委員 令和 5 年 5 月～現在

に至る 

学生募集のために、企画・運営を考える。 

   

 

 

  

４ その他   

1．該当なし   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

 

著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
（著書）     

1 該当なし     

     

（学術論文）     



     



 

著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
1 A hommotopy theory of 

diffeological and 

numerical generated 

spaces（学位論文，査読な

し） 

単著 平成 25 年 3

月 

岡山大学学術成果リ

ポジトリ 

 位相空間の圏をTopで表すとき、圏Top

は有限生成モデル構造をもつことが知

られている。本論文では微分空間の圏を

Diff で表すとき、圏 Diff は有限生成モ

デル構造を持つことを証明する。さらに

数値的生成空間からなる圏 Topの充満部

分圏を NG で表すとき、圏 NGは有限生成

モデル構造をもつことを証明し、圏 Top

と圏 NG は Quillen 同値であることを証

明し、圏 Diff から圏 Top、圏 NG への

Quillen 随伴関手が存在することを証

明し、これらの結果をまとめた。（54 項） 

 
2 A model structure on 

the category of 

diffeological spaces（査

読無） 

共著 平成 25 年 11

月 

arXiv:1311.5668  位相空間の圏 Topには有限生成モデル

構造を持つことが知られている。この導

入方法をもとに、微分空間の圏 Diff に

有限生成モデル構造を導入することに

成功した。関手 T：Diff→Top と D：Top

→Diff が存在し、Tは D の左随伴関手で

ある。これらの関手を用いて、圏 Diff

と圏 Top の性質を比較することができ

る。とくに、(T,D):Diff→Topは Quillen

同値を誘導することが証明できた。この

結果により圏 Diff と圏 Top で展開され

るホモトピー論は一致することが分か

った。（30 項） 

（担当部分） 

第 2 章「Diffeological spaces」～第 5

章「Model category of diffeological 

spaces」P.2～P.20 

〔共著者〕 

島川和久 



 

著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
3 Long Exact Sequences 

for De Rham Cohomology of 

Diffeological Spaces（査

読付） 

単著 平成 26 年 9

月 

Kyushu Journal of 

Mathematics. Vol. 

68(2014) No. 2, 

pp.333-345. 

 微分空間にコンパクトサポートが備

わった微分形式を定義し、この微分形式

を用いてコンパクトサポートが備わっ

たド・ラム・コホモロジーを定義した。

また、ド・ラム・コホモロジーの完全系

列が存在する微分空間についての条件

を言及し、具体的な例として、１の分割

が存在するdiffeological subcartesian 

space を定義した。これにより、既存の

ド・ラム・コホモロジー理論の拡張に繋

がるだけでなくホモトピー論とコホモ

ロジー理論の融合に繋がる結果を得た。

（13 項） 

 
4 On model structure for 

coreflective 

subcategories of a model 

category（査読付） 

単著 平成 27 年 1

月 

Mathematical Journal 

of Okayama 

University, 57 

(2015), pp.79-84. 

有限生成モデル圏の部分圏に有限生成

モデル構造を導入する手法を構成し、条

件を制約することによりもとの圏のモ

デル構造と Quillen同値になることを証

明した。この定理の具体的な例として、

数値的生成空間からなる位相空間の圏

Top の充満部分圏 NG、コンパクト生成空

間からなる圏 Top の充満部分圏 CG に対

して圏 Top の有限生成モデル構造を圏

NG、圏 CG にそれぞれ導入し、さらに、

圏 Top、圏 NG、圏 CG のモデル圏構造は

Quillen 同値であることを証明した。（6

項） 

 
5 オイラー標数を用いた

初等幾何へのアプローチ

について（査読無） 

単著 平成 30 年 7

月 

人間教育第 1 巻第 5

号, pp.157-161 

 初等幾何の代表的な問題として知ら

れる``正多面体が 5 つしかない"という

性質を、大学で学ぶ抽象的な概念の 1 つ

のオイラー標数を利用して、中学生が理

解できるように指導方法をまとめた。こ

の手法を用いることにより、中学生でも

大学で学ぶような抽象的な数学的概念

に触れることができ、数学への興味関心

を深めることが期待できる。（5 項） 

 
6  Homology and 

cohomology via enriched 

bifunctors（査読付） 

共著 平成 30 年 8

月 

Kyushu Journal of 

Mathematics. Vol. 

72(2018) No. 2, 

pp.239-252 

 圏 Diff の圏 Top の間にある関手 T：

Diff→Top と D：Top→Diff において T は

D の左随伴関手である。TDX と X が同相

になるような位相空間を数値的生成空

間とよぶ。数値的生成空間からなる圏

Top の充満部分圏を NG とするとき、圏

NG は極限、余極限に関して閉じており、

デカルト閉圏であることを証明した。さ

らに、スマッシュ積に関してモノイドで

あることを示した。とくに原口は圏 NG

がデカルト閉圏となることを証明する

ことを担当した。（14 項） 

（担当部分） 

第 2 章「Nmerically generated spaces」

～第 3 章「Exponentials in NG」P.2～

P.6 

〔共著者〕 

島川和久、吉田耕平 

 



 

著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
7 微分空間 I（査読無） 単著 平成 30 年 10

月 

人間教育第 1 巻第 8

号，pp.261-266 

 Zemmour の著書``Diffeology"を参考に

して、diffeological space（微分空間）

の解説を試みた論文である。微分空間の

公理を導入し、例としてユークリッド空

間の具体的な微分構造を紹介した。ま

た、微分空間の間の射（滑らかな写像）

を定めた。この性質を利用して、微分構

造を写像によって引き戻すことで、集合

に微分構造を導入する inductive性を紹

介した。この性質を利用することで，微

分空間の部分集合に自然に微分構造を

導入することができることも紹介して

いる。（6 項） 

8 微分空間 II（査読無） 単著 平成 30 年 10

月 

人間教育第 1 巻第 8

号，pp.267-272 

 Zemmour の著書``Diffeology"を参考

にして、diffeological space（微分空

間）の基本的な性質について、微分空間

I の継続として解説を試みた論文であ

る。本稿では、微分空間の微分構造を、

写像を利用して，押し出すことによっ

て、集合に微分構造を与えることを紹介

した。この性質を利用して、微分空間の

直和空間・直積空間・商空間を定義する。

これらのことから、微分空間の圏は極

限・余極限に関して閉じていることを紹

介した。（6 項） 

9  Homotopy structures 

of smooth CW complexes（査

読無） 

単著 平成 30 年 11

月 

arXiv:1811.06175  微分空間の圏 Diff 上において、滑ら

かな CW 複体を構成し、その性質を調べ

た。Tame 性の概念を導入することでホモ

トピー拡張性質を滑らかな CW 複体上で

利用することができる。この条件をりよ

うすることで、胞体近似定理、ホモトピ

ー同値に関する Whiteheadの定理を証明

することができた。また、2 つの滑らか

な CW 複体の直積は CW 複体であり、位相

空間の圏 Top 上の CW 複体よりも扱いや

すい面もあることを発見した。（19 項） 

 

10 On homotopy types of 

diffeological cell 

complexes 

共著 令和 1 年 12

月 

arXiv:1912.05359 

 

 微分空間の圏 Diff上の滑らかな CW複

体の性質を調べた論文で、特に、これら

の複体の間の連続写像は、微分空間の意

味で滑らかな写像とホモトピックにな

ることを証明している。また、これらの

複体は１の分割をもつことも紹介して

いる。連続写像と滑らかな写像の間の複

雑さをホモトピーという概念で近似で

きることに成功した。 

11 A model structure on 

the category of 

diffeological spaces, I 

共著 令和 2 年 11

月 

arXiv:2011.12842 微分空間の圏 Diff に Quillen モデル構

造を導入した。 

12 The Baumkuchen Theorem 共著 令和 4 年 12

月 

Mathematics Magazine 

to appear 

バームクーヘンの定理を初等幾何の性

質のみを利用して証明を与えた。またこ

れを利用すると、既存のピザの定理を証

明することができることも紹介してい

る。 

     



（その他）     

「報告書」         

     



 

著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
1 微分空間の性質とその

応用について 

単著 平成 26 年 3

月 

第 10 回数学総合若手

研究集会～多分野間

の交流による発展・発

見を目指して～北海

道大学数学講究録 , 

pp.181-184 

 任意の微分空間 Xは Xのプロットを用

いることで微分形式を定義することが

可能であり、この微分形式を用いてド・

ラム・コホモロジーを構成できることが

可能であり、ホモトピー不変であること

が知られている。この理論の発展とし

て、コンパクトサポートが備わった微分

形式を構成し、これを用いてコンパクト

サポートが備わったド・ラム・コホモロ

ジーを構成することに成功した。これら

の理論を整備するにあたり微分空間か

ら誘導される位相空間の性質について

調べた。（4 項） 

 

2  数値的生成空間の圏へ

のモデル構造の導入とそ

の一般化について 

単著 平成 26 年 3

月 

日本数学会 2014 年度

年会総合分科会トポ

ロジー分科会アブス

トラクト 

 圏 D を圏 C の充満部分圏とする。圏 C

が有限生成モデル構造をもち、圏 D から

圏 C への包含関手 i:D→C がある条件を

満たすときに圏 Cのモデル構造を圏 Dに

導入することができる。その具体的な例

として、次のことを紹介している。位相

空間の圏 Topは有限生成モデル構造をも

つ。数値的生成空間からなる圏 Top の充

満部分圏を NG とする。このとき、包含

関手 i:NG→Topによって圏 Topのモデル

構造を圏 NG に導入することができる。

また、これらのモデル構造は Quillen 同

値であることも紹介している。（2 項） 
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3 微分空間のホモトピー

論とその周辺について 

単著 平成 26 年 7

月 

第 61 回トポロジーシ

ン ポ ジ ウ ム 講 演 集

pp.37-46 

 微分空間における n 次元球体、n 次元

球面の微分構造を境界上では微分係数

が常に 0になるような微分構造を入れな

おすことで、滑らかな道の端点を無限回

微分可能でつなぐことを可能にした。こ

の条件を使うことで、位相空間で展開さ

れるホモトピー論と同じような理論を

構成できることに成功した。これらの概

念を用いて、ファイブレーション、胞体

複体、ホモトピー群を構成し、これらを

利用することで圏 Diff に有限生成モデ

ル構造を導入することに成功した。（10

項） 

 
4  微分空間のモデル構造

について 

単著 平成 28 年 9

月 

日本数学会 2016 年度

秋季総合分科会 

 微分空間の圏 Diff 上にモデル構造を

導入する手法の一つを紹介している。と

くに、ファイブレーション、コファイブ

レーション、弱同値の定義に触れる。ま

た位相空間の圏 Top との間には関手 T：

Diff→Top、D：Top→Diff が存在し、随

伴関係である。この性質を利用して圏

Diffの圏 Topのモデル構造が Quillen同

値であることを紹介する。（2 項） 

 
5 滑らかな CW複体のホモ

トピー構造 

単著 平成 30 年 9

月 

日本数学会 2018 年度

秋季総合分科会トポ

ロジー分科会アブス

トラクト pp.75-76 

滑らかな CW 複体を構成する上で必要と

なる概念を紹介した。とくに微分空間の

公理、微分空間の間の滑らかな写像を紹

介した。また、可微分構造を用いてホモ

トピー論を展開する上で重要となる性

質の tame 性を与えている。この性質を

利用することで基本的なホモトピー拡

張性質が成り立つことを紹介している。

（2 項） 
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1 Long exact sequences 

for de Rham cohomology of 

diffeological spaces 

単 独 発

表 

平成 25 年 3

月 

日本数学会 2013 年度

年会，京都大学吉田キ

ャンパス 

 任意の微分空間に対して、微分形式が

定義できド・ラム・コホモロジーが存在

して、ホモトピー不変であることが

Zemmour によって証明されている。本講

演ではこのド・ラム・コホモロジーに対

して、マイヤー・ビエトリス完全系列が

存在する条件について言及する。とくに

１の分割が存在する微分空間に関して

は存在することが分かった。具体的な例

の空間として１の分割が存在する

diffeological subcartesian space を構

成した。これにより、コホモロジー理論

のさらなる応用が期待できる。 
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2 de Rham cohomology of 

diffeological spaces 

単 独 発

表 

平成 25 年 5

月 

トポロジー金曜セミ

ナー，九州大学伊都キ

ャンパス伊都図書館

3F 中セミナー室 1 

 任意の微分空間には微分形式が定義

可能であり、ド・ラム・コホモロジーを

構成することが可能であり、ホモトピー

不変であることが知られている。本講演

ではこの理論の拡張として、コンパク

ト・サポートが備わった微分形式を定義

し、この概念を用いてコンパクト・サポ

ートが備わったド・ラム・コホモロジー

を構成することに成功したことを紹介

した。さらに、ホモトピー不変であるこ

とも証明し、コホモロジー理論の発展に

貢献した。 

 

3 微分空間におけるコン

パクト性とド・ラム・コホ

モロジーについて 

単 独 発

表 

平成 25 年 6

月 

信州トポロジーセミ

ナー，信州大学数理攻

究室（理学部 A 棟 427） 

 １の分割が存在するような空間で可

微 分 多 様 体 よ り も 弱 い 条 件 で

subcartesian space が知られている。本

講 演 で は 微 分 空 間 に お け る

diffeological subcartesian space を紹

介し、この空間を用いることで、多様体

よりも多くの空間を de Rham cohomology

の概念を用いて代数的な計算が可能で

あり、既存の理論の拡張に繋がることを

紹介した。また D-Topology において、

コンパクト性・局所コンパクト・パラコ

ンパクト、ハウスドルフ性を構成し、コ

ンパクト・サポートが備わった de Rham 

cohomology を構成できることを紹介し

た。 

 

4  De Rham cohomology 

with compact support in 

respect to diffeological 

spaces 

単 独 発

表 

平成 25 年 11

月 

2013 年度ホモトピー

論シンポジウム，岡山

大学創立五十周年記

念館 2 階大会議室・小

会議室 

 微分空間から誘導される位相に対し

て、分離公理、コンパクト性を構成する

ことに成功した。さらに、これらの概念

を 用 い て 、 １ の 分 割 が 存 在 す る

diffeological subcartesian space を定

義した。この空間は多様体よりも条件が

弱い空間である。また 1 の分割が存在す

るような微分空間に対してはド・ラム・

コホモロジーにおいて、マイヤー・ビエ

トリス完全系列が存在することについ

て言及した。これらの結果から多様体よ

り条件の弱い空間においても計算可能

となり理論の拡張に成功した。 

 

5 微分空間における微分

形式とその周辺について 

単 独 発

表 

平成 25 年 12

月 

Diffeology in 

Karatsu，唐津市民交

流プラザ 

 微分空間から誘導される位相は特殊

であり、この位相を用いて、分離公理や

コンパクト性を定義することに成功し

た。この性質を用いることで、任意の微

分空間に対して、コンパクト・サポート

が備わった微分形式を定義することに

成功した。またこの概念を用いてハウス

ドルフをもつ微分空間に対して、コンパ

クト・サポートが備わったド・ラム・コ

ホモロジーを構成することができた。さ

らにマイヤービエトリス完全系列の存

在性について言及した。 
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6 モデル構造を持つ圏の

部分圏へのモデル構造の

導入方法と，その例につい

て 

単 独 発

表 

平成 26 年 1

月 

平成 25 年度日本数学

会中国・四国支部例

会，島根大学総合理工

学部 1 号館 2 階 21 教

室 

 有限生成モデル構造を持つ圏 Dの部分

圏 C に対して、包含関手 i：C→D とある

関手 G：D→C が存在し iは Gの左随伴関

手であるとき、ある条件を満たすとき D

の有限生成モデル構造を関手 Gで写すこ

とで部分圏 Cに有限生成モデル構造を導

入することができる。さらに、条件に制

約を加えると圏 Dと圏 Cのモデル構造は

Quillen 同値になることを紹介した。ま

た、この具体的な例として数値的生成空

間の圏 NG とコンパクト生成空間の圏 CG

を紹介した。 

 
7 微分空間の性質とその

応用について 

単 独 発

表 

平成 26 年 3

月 

第 10 回数学総合若手

研究集会～多分野間

の交流による発展・発

見を目指して～，北海

道大学学術交流会館 

 任意の微分空間 Xは Xのプロットを用

いることで微分形式を定義することが

可能であり、この微分形式を用いてド・

ラム・コホモロジーを構成できることが

可能であり、ホモトピー不変であること

が知られている。この理論の発展とし

て、コンパクトサポートが備わった微分

形式を構成し、これを用いてコンパクト

サポートが備わったド・ラム・コホモロ

ジーを構成することに成功した。これら

の理論を整備するにあたり微分空間か

ら誘導される位相空間の性質について

調べた。 

 
8 数値的生成空間の圏へ

のモデル構造の導入とそ

の一般化について（研究発

表） 

単 独 発

表 

平成 26 年 3

月 

日本数学会 2014 年度

年会，学習院大学 

 圏 Diff と圏 Top の間には関手 T：Diff

→Top と D：Top→Diff が存在して、T は

D の左随伴関手になることが知られてい

る。TDX と X が同相になる位相空間 X を

数値的生成空間とよぶ。また数値的生成

空間からなる圏 Top の充満部分圏を NG

とするとき、圏 NG は CW 複体を含み、極

限・余極限に関して閉じており、さらに

有限生成モデル構造を導入可能であり、

圏 Topのモデル構造と Quillen同値であ

ることを紹介した。さらに、これらの理

論を圏論上で一般化可能であることを

示した。 

 
9 微分空間のホモトピー

論とその周辺について 

単 独 発

表 

平成 26 年 7

月 

第 61 回トポロジーシ

ンポジウム，東北大学

片平キャンパスさく

らホール 

 微分空間における n 次元球体、n 次元

球面の微分構造を境界上では微分係数

が常に 0になるような微分構造を入れな

おすことで、滑らかな道の端点を無限回

微分可能でつなぐことを可能にした。こ

の条件を使うことで、位相空間で展開さ

れるホモトピー論と同じような理論を

構成できることに成功した。これらの概

念を用いて、ファイブレーション、胞体

複体、ホモトピー群を構成し、これらを

利用することで圏 Diff に有限生成モデ

ル構造を導入することに成功した。 
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10 微分空間のホモトピ

ー論について 

単 独 発

表 

平成 27 年 11

月 

ホモトピー論シンポ

ジウム姫路・西はりま

地場産業センター（じ

ばさんびる）6 階 601

会議室 

 微分空間の圏 Diff にモデル構造を導

入する上で、新たな手法を発見した。と

くに tame-写像の概念を導入し、この概

念を用いて胞体複体、コファイブレーシ

ョン、ファイブレーションを構成する。

これらの 3 つの条件を使って、有限生成

モデル構造とは異なるが似た性質をも

つモデル構造を導入することに成功し

た。圏 Top は有限生成モデル構造をもつ

ことが知られている。このとき、圏 Diff

と圏 Topのモデル構造は Quillen同値で

あることを証明した。 

 
11 微分空間のモデル構

造について 

単 独 発

表 

平成 28 年 9

月 

日本数学会 2016 年度

秋季総合分科会，関西

大学千里山キャンパ

ス第 4学舎 3号館 4階

3401 

 微分空間の圏において，ホモトピー論

を展開するために，ファイブレーショ

ン，コファイブレーション，ホモトピー

グンを導入し，これらが相互に関係する

性質を調べた．この結果を利用して，微

分空間の圏 Diff にモデル構造を導入す

る事に成功した。また、位相空間の圏 Top

のモデル構造とを比較する方法を発見

した。この手法を用いて、圏 Diff と圏

Top のモデル構造は Quillen 同値になる

ことを示した。これらの結果から、位相

空間と微分空間において、ホモトピー論

を同様に展開する事が可能となった。 

 
12 微分空間のモデル構

造とその周辺について 

単 独 発

表 

平成 28 年 10

月 

 第 135 回日本数学会

九州支部例会, 長崎

大学工学部１号館５

番教室（文教キャンパ

ス) 

 微分空間の圏 Diff にホモトピー論を

展開する上で必要となる胞体複体の性

質について調べた。とくに微分空間にお

けるＣＷ複体は、微分空間、位相空間に

おいてそれぞれで定義されるホモトピ

ー群が同型になることを証明すること

に成功した。これは、可微分多様体でし

ら れ る 「 Whitney Aproximation 

property」の一般化と捉えることができ

る。そのため、微分構造をもつ空間にお

いても連続的な扱いをすることが可能

となる。 

 
13 微分空間のホモトピ

ー論に関すること 

単 独 発

表 

平成 28 年 12

月 

群作用と位相，城崎健

康福祉センター 

 位相空間と微分空間のホモトピー論

を比較するための方法を構成した。とく

に、n 次単位区間 I^n からＣＷ複体への

連続写像は、ある滑らかな写像とホモト

ピックになるという性質を証明した。こ

の結果を利用する事で微分空間と位相

空間で展開されるホモトピー論は一致

することがわかる。また、微分空間の圏

Diff においてモデル構造を導入する手

法に改良を加え議論をスムーズに構成

する事に成功した。 

 

14 微分空間の CW 複体の

構成とその性質について 

単 独 発

表 

平成 29 年 3

月 

小研究集会「安定ホモ

ト ピ ー 論 と そ の 周

辺」，岡山大学理学部 2 

号館 3 階「数学合同演

習室」 

 微分空間における CW 複体の構成方法

を紹介した。とくに、構成するにあたり、

weak diffeology の概念を導入し、直積

空間と相性が良いことを示した。これ

は、位相空間の CW 複体よりも扱いやす

い性質をもっている。また、Whitney 

approximation propertyが成り立つこと

を紹介した。 
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15 Whitney approximation 

property on smooth cell 

complexes of 

diffeological spaces 

単 独 発

表 

平成 29 年 10

月 

第 15 回北九州数理科

学セミナー，北九州工

業高等専門学校 1号館

3 階大講義室 

 可微分多様体の間の任意の連続写像

は、ある無限回微分可能写像とホモトピ

ックの関係で近似できることが、

Whitney の近似定理として知られる．可

微分多様体を一般化した概念の微分空

間にこの性質を導入する。その 1 つの例

として、滑らかな CW複体上では、Whitney

の近似定理が成り立つことを証明し、こ

の定理を CW 複体上に拡張することに成

功した。 

 
16 微分空間上における

滑らかな CW 複体上のホモ

トピー構造について 

単 独 発

表 

平成 30 年 9

月 

日本数学会 2018 年度

秋季総合分科会，岡山

大学津島キャンパス 

 微分空間の対象のクラスとして、滑ら

かな CW 複体を構成する。そして、この

CW 複体上で基本的なホモトピー論を展

開する。その重要な性質として、ホモト

ピー拡張性質、胞体近似定理、ホワイト

ヘッドの定理等を紹介する。 

 
17 Homotopy properties 

of smooth cubical cell 

complexes 

単 独 発

表 

平成 30 年 11

月 

京都大学代数トポロ

ジーセミナー，京都大

学理学部 6 号館 609 

 微分空間の圏上で、滑らかな CW 複体

を定義する。そして、この滑らかな CW

複体上でホモトピー論を展開するため

に必要となる性質を紹介し、具体的な方

法について紹介した。とくにホモトピー

拡張性質の導入方法について触れ、N 連

結や N 同値についての性質を紹介した。 

 
18 A homotopy theory of 

diffeological spaces 

単 独 発

表 

令和 1年 9月 ホモトピー沖縄 2019，

てんぶす那覇 

微分空間の圏上で、滑らかな CW 複体を

紹介し、ホモトピー論で基本的な性質を

説明するとともに、簡単な証明を与え

た。とくに連続写像と滑らかなな写像の

間にはホモトピックで近似できること

を紹介した。 

19 微分空間の圏のモデル

構造について 1 

単 独 発

表 

令和 4年 9月 Diffeology セミナー

（信州大学）オンライ

ン 

微分空間のモデル構造の導入の紹介を

した。はじめに、準備として基本的な性

質を紹介した。 

20 微分空間の圏のモデル

構造について 2 

単 独 発

表 

令和 4年 9月 Diffeology セミナー（ 

信州大学）オンライン 

微分空間のモデル構造の導入の紹介と

して、fibration,cofibration の紹介を

し、これらの性質を調べた。 

21 微分空間の圏のモデル

構造について 3 

単 独 発

表 

令和 4年 9月 Diffeology セミナー

（信州大学）オンライ

ン 

微分空間のモデル構造の導入として、

functorial factorization の紹介をし

た。 



22 微分空間のホモトピー

論について 

単 独 発

表 

令和 4 年 12

月 

高知ホモトピー論談

話会 

微分空間の圏と位相空間の圏のモデル

構造について紹介した。また、これらの

同値性のも触れた。 

「国際学会等の講演」         

1 A homotopy structure 

of diffeological spaces 

単 独 発

表 

平成 31 年 3

月 

Building-up 

Differential 

Homotopy Theory, 

D-413 IMI Auditorium 

West 1 Bld., Kyushu 

University 

 微分空間の圏上でホモトピー論を展

開する際に必要と考えられる``tame"性

という概念を導入し、この性質を利用し

たホモトピー論を紹介した。また、この

tame 性と相性の良い対象として、滑らか

なＣＷ複体を紹介し、ホモトピー構造を

調べた。最後にこれらの性質を利用し

て、微分空間の圏上のモデル構造を導入

する方法を紹介し、証明のアウトライン

を解説した。 

 

 「世話人を務めた研究集

会」 

        

1 小研究集会「安定ホモ

トピー論とその周辺」 

共同 平成 29 年 3

月 

岡山大学理学部 2 号

館 3 階「数学合同演習

室」 

本研究集会を世話人として、講演者を募

集し当日の運営を行った。 

「その他の世話人」 

鳥居猛、奥山慎吾、吉田耕平 

     

 

 



 

教  育  研  究  業  績  書 

令和 5 年 3 月 31 日  

氏名  松岡 克典     

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 算数科教育指導法 

算数科指導内容に関する研究 

算数科指導方法に関する研究 

算数科授業デザイン開発の研究 
  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1．近畿大学附属小学校での研修部長としての

活動 

平成 21年 4月

～ 

平成 26年 3月 

近畿大学附属小学校には，「児童の算数の学力向上を達

成させること」と「教員の資質を向上させること」が主

たる使命での赴任であった。まず，教員研修の充実と共
に研究・教員組織の改革を提起し，大改革を実施した。

具体的な改革の内容は，「高学年への教科担任制の導入」
「第 2学年から第 6学年までの算数科はチームティーチ

ングでの指導体制の導入」「教員全員が自分の専門教科

を定めその教科の研修を深める研究体制の導入」などで

ある。特に，教え込み教育から脱却し，問題解決型の授

業へと質の転換を図ってきた。結果，全国学力状況調査
では，国語・算数のＡ・Ｂ問題とも全国平均を 10 ポイ

ント以上上まわった。 
教職経験 10 年未満の教員に対しては，別に「若手研修」

と名付けて，「学級経営のあり方」「保護者との対応の
あり方」「事故の対処の方法」「学級内で起きたトラブ

ルへの対応法」など，具体的な事例を想定して考えさせ

るなどの研修を行った。 

2．算数科の教育内容の背景や関連内容に関す

る基礎・基本の理解を深めて，小学校算数
科指導のための教材分析が的確に行えるこ

とをねらった実践 

令和 2年 4月～ 
現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 1年次生の学

生約 80名に対して，算数・数学教育の教材研究の基盤

を育成することをねらった「数の理解」の講義において，

実践を基に指導を行った。算数のよさを知り，数学的な
思考力や判断力，表現力を養う授業づくりのための教材

研究の手がかりが得られるように，具体的な活動を入れ

ながら考察することが出来た。 

（奈良学園大学「数の理解」の実践） 

3．アクティブラーニングの形態を通して，問
題解決型の授業の在り方を追求することを

ねらった実践 

 

令和 2年 4月～ 

現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 2年次生の学
生約 90名に対して，主体的な問題解決学習を行うため

の授業づくりと指導方法について，学生自身が問題意識

を持って取り組む「算数科指導法」の授業を実践した。
実践事例を紹介したり，授業風景を視聴したりして，現

場の算数科の授業を感じ取らせるようにした。指導案を
作成して模擬授業の実施とそれに対する評価を行い，改

善案について学生間で討議できるようになった。 
（奈良学園大学「算数科指導法」の実践） 



 

２ 作成した教科書，教材   

1．みんなと学ぶ 小学校 算数 

平成 26年 2月

  
学校図書 

新学習指導要領に基づいた文部科学省検定済教科書で
ある。編集のポイントは以下の 12 点である。①「考え

る力」を育む，丁寧な単元展開 ②学力を確かなものに
する「力をつける問題」 ③基礎・基本の重視 ④一人

一人の理解を助ける，「サポート」ページ ⑤学力向上
への取り組み（全国学力学習状況調査結果の反映） ⑥

「学び方」の重視と，自学自習への対応 ⑦小・中学校

連携への対応 ⑧系統的な図の指導 ⑨ノート指導の
重視 ⑩「倍の計算」シリーズ ⑪「算数探検隊」のペ

ージ ⑫授業で役立つ巻末付録  
A4 判 1年～6 年 代表：一松信，岡田褘雄  

監修：赤井利行，池田敏和，黒澤俊二，他 5 名  
共著者：青山尚司，石井英真，井上正人，植田敦三，植

村哲郎，大石英助，大澤弘典，松岡克典，他 31名 

2．みんなと学ぶ 小学校 算数 

平成 31年 2月

  

学校図書 

新学習指導要領に即し，これからの社会の中で生きてい

くために，問題を見つけて解決するために，汎用的な力

を身に付けるために役立てるように構成した。算数で育

てたい３つの学びの力を紹介し，これらの学びが身に付

くような構成になっている。「見方・考え方」を９つに

分類し，キャラクターで表示し，楽しみながら身に付け

るようにした。  
A4 判 1年～6 年代表：一松信，岡田褘雄  

監修：赤井利行，池田敏和，黒澤俊二，他 3 名  

共著者：青山尚司，石井英真，井上正人，植田敦三，植

村哲郎，大石英助，大澤弘典，松岡克典，他 43名 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

1．近畿大学附属小学校長による評価 平成 26年 3月 

近畿大学附属小学校研修部長として独自の附属小学校

の授業観及び授業スタイルの見直し，基礎・基本の学力

を育成するための指導をめざした教育改革を行った。ま

た，習熟度別学習指導，チームティーチングによる指導，

個に応じた指導のあり方などについての現職教育を行
った。その結果，全国学力実態調査においても子どもの

学力が著しく伸びたことから他の教育関係者や保護者
からも高い評価を得るとともに，人事評価においても

「Ａ」評価を受けた。 

2．奈良学園大学採用時の学長評価 令和元年 8月 

10 年間の公立小学校教員，9年間の大阪教育大学附属天

王寺小学校教員，12 年間の近畿大学附属小学校教員と
しての研究の経験と実績，さらには，大阪市小学校教育

研究会算数部主任，7年間にわたる大阪教育大学教育学
部で非常勤講師として算数教育の指導に貢献した経験

と実績に対して高い評価を受けた。また，教育に対する

熱意と向上心に関しても高い評価と信頼を得た。 

3．奈良学園大学人間教育学部令和 2 年度前期

学生による授業評価 
令和 2年 7月 

2 年次生に対する「算数科指導法」の講義について実施
した学生の授業評価アンケートの結果，アクティブラー

ニングを活用して講義内容を振り返ることができる講

義に対して，「受講意識は高かった」「受講マナーを守
っていた」「授業時間外の学修を行っていた」「提示さ

れた資料はわかりやすかった」「話し方は聞き取りやす
かった」「集中して取り組むことができた」「教員の熱

意や意欲が感じられた」「授業時間を有効につかってい
た」が 9割を超え，充実感があった授業と判断できる評

価を得ている。 

4．奈良学園大学人間教育学部令和 2 年度後期

学生による授業評価 
令和 3年 3月 

1 年次生に対する「数の理解」の講義について実施した

学生の授業評価アンケートの結果，実践を踏まえた講義

に対して，「受講マナーを守っていた」「話し方はわか

りやすかった」「集中して取り組むことができた」「教

員の熱意や意欲が感じられた」「授業時間を有効につか

っていた」が 9 割を超えており，充実感があった授業と

判断できる評価を得ている。 



5．奈良学園大学における学生による授業評価

アンケート結果 

令和 3年度 

～現在に至る 

対面式とオンライン授業の併用の中においても事例か

ら学ぶ学習形態や参加型・体験型学習形態，学生全員に

コメントを書く双方向授業等を取り入れ，全担当科目で

平均点以上の授業評価結果[5 点満点で，4.6 点以上の

満足度得点。直近の 2022 年度前期・学生授業アンケー

ト結果：「算数科指導法」58人受講科目は，「4.4（「総

合的に満足している」項目：5 段階評価）」]で学生の

満足度も非常に高い。 

４ 実務の経験を有する者についての 

特記事項 
  

1．授業改善推進モデル校 

（高槻市立西大冠小学校）の講師 

平成 21年 7月   

～ 

平成 25年 10 月 

研究指定校の指導・助言役を担い，テーマに沿った研究

について示唆を与えた。また，校内研究授業を参観し，
討議会の指導助言を行った。また，事前の指導案検討会

や校内研修会の講師を務めた。算数科における活用力に
ついて実践事例を通し講義した。5 年間にわたり，継続

指導すると共にモデル校としての発表の一端を担った。 

2．茨木市立天王小学校研修会講師 
平成 25年 9月
11日，11 月 5

日 

校内研究授業を参観し，討議会の指導助言を行った。さ
らに，校内研修会の講師を務めた。算数科における基

礎・基本について実践事例を通し指導を行った。 

3．茨木市立山手台小学校研修会講師 

平成 26年 6月 3

日，7月 28日， 

11月 28 日，平

成 27 年 6月 23

日 

校内研究授業を参観し，討議会の指導助言を行った。ま

た，校内研修会の講師を務めた。さらに，算数科におけ

る基礎・基本について指導を行い，自らのビデオ授業を

通して，授業のねらいや指導のポイントについての講義

を行った。 

子供達の個人差が大きくある中で，どの子も楽しく理解

させていくにはどのような指導をすべきか論じた。 

4．西日本私学算数研修会講師 
平成 26年 6月

27日 

西日本の私立小学校の教員を対象に，算数科における問

題解決の授業について講義を行うと共に，指導のポイン
トや実践事例を通しての解説を行った。 

5．第 29 回 人間教育実践交流会  

フォーラム in 奈良  
分科会コーディネーター 

平成 26年 8月 4

日 

奈良学園大学人間教育学部開設記念をして開催された

研究会の算数分科会でコーディネーターを務め，算数科

の学習を支える言語活動について解説をすると共に，質

疑応答を通して指導を行い，研究会の趣旨に貢献した。 

6．第 58 回 日私小連全国教員夏季研修会  

研究協議会コーディネーター 

平成 26年 8月

20日 

全国の私学教員が参集する日本私立小学校連合会が開

催する研修会において，算数部会のコーディネーターを

務め，研究授業について協議を行うと共に，研究テーマ
に沿った論議を行った。 

7．第 13 回 教師力向上研究会 模擬授業 
平成 28年 8月

18日 

明日から役立つ教師力をテーマにして，算数の授業づく
りと子供理解について模擬授業をしながら，講話した。

現役の国立･公立・私立教員及び大学教員や学生を対象

に，分数の指導の在り方について説明した。 

8．高槻市教育研究会算数部研修会 講師 
平成 29年 2月 1
日 

算数部の提案する授業について指導し，研究授業を参観
し，討議会の指導助言を行った。「わかる」「楽しむ」

「学び合う」算数学習の創造をテーマに，考え，伝え，
つながる算数学習について講演を行った。次期学習指導

要領の内容について説明し，来年度の三島大会の研究の

方向性について示唆した。 

9．高槻市立第 2中学校区合同授業研究会 講

師 

平成 29年 11 月

1日 

全員参加の中で子供達の学ぶ意欲を高める算数の授業

づくりをテーマにして，①問題解決の個人差をどのよう
にすればよいか②どのようなグルーピングが良いのか

③学ぶ意欲を高めるための授業形態を含め，授業づくり

について実践授業を基に論じた。 

10．高槻市教育研究会算数部研修会講師 
平成 29年 12 月

13日 

高槻市小学校教員を対象に「新学習指導要領導入をふま

えた授業実践例の紹介」の講演を行い，新学習指導要領

の背景とそれに対する授業の在り方について説明した。 

11．「算数教科書活用セミナー」第 1回講師 
平成 30年 7月
28日 

算数教科書の使い方について現職の教師の悩みを解決

する研究会を発足し，教科書を活用した算数授業の模擬
授業を行った。また，教科書をもとに算数科の本質を解

き明かし，単元作り・授業づくりのポイントを示唆した。 



12．高槻市教育研究会算数部研修会講師 
平成 30年 11 月

14日 

高槻市小学校教員を対象に新学習指導要領の「C変化と
関係」領域の授業の在り方について実践を交えながら講

演した。第 4学年から第 6 学年の比例に関する内容を取
り上げ，教科書での取り扱いと行間から読み取る指導法

について論じた。 

13．高槻市教育研究会算数部研修会講師 
令和元年 11月

13日 

高槻市小学校教員を対象に新学習指導要領の「簡単な場

合についての割合」の授業の在り方について実践を交え

ながら講演した。関連する事項としての割合についての

指導方法や授業の在り方について論じた。 

14．高槻市教育研究会算数部研修会講師 
令和元年 12月

11日 

高槻市小学校教員を対象に「かけ算」の授業の在り方に
ついて実践を交えながら講演した。かけ算の指導方法や

授業の在り方について論じた。 

15．八尾市キャリア教育研修会講師 
令和 2年 12月

11日 

八尾市立北山本小学校にて，第 3学年の模擬授業を行っ

た。授業の進め方や授業構想の在り方，良い発問の仕方

について論じた。 

16．高槻市立富田小学校研修会講師 
令和 3年 9月 10

日 

高槻市立富田小学校にて，第 3学年研究授業を参観し，

討議会の指導助言を行った。さらに，校内研修会の講師

を務めた。算数科における主体的・対話的で深い学びに

ついて実践事例を通し指導を行った。 

17．高槻市立冠小学校研修会講師 
令和 3年年 12

月 1 日 

高槻市立冠小学校にて，第 4学年「面積」研究授業を参

観し，討議会の指導助言を行った。さらに，校内研修会

の講師を務めた。「面積」について実践事例を通した指

導や，学級集団づくりについて講演を行った。 

18．三島地区算数研究研修会講師 
令和 4年 2月 9

日 

新学習指導要領に加わった「データの活用」の指導の在

り方について，実践例を基に論じた。さらに，三島地区

が使用している教科書の扱い方や，指導法についての説

明や解説を行った。 

19.第四中学校区研修会講師 
令和 4年 10月

25日 

高槻市立富田小学校にて，文部科学省研究委託である人

権教育推進事業として「自他の人権を守るための効果的

な指導方法」についての講演を行った。一人一人が大切

にされた教育活動は，豊かな心を育み，確かな学力向上
につながることを，実践事例を通して単元設計やめあて

を達成させるための手だての在り方を通して話した。 

20．三島地区算数研究研修会講師 
令和 5年 2月 1

日 

高槻市立五百住小学校にて，「わかる」「愉しむ」「学

び合う」算数授業の創造のテーマで講演した。第 5 学年

「割合」の研究授業の指導・助言を行い，「考え，伝え，

つながる算数学習」についての説明や解説を行った。 

21．高槻市立富田小学校研修会講師 
令和₅年 2月 6

日 

高槻市立富田小学校にて，第 3学年「□をつかった式」

の研究授業を参観し，討議会の指導助言を行った。さら
に，校内研修会の講師を務めた。昨年度からの継続であ

る算数科における主体的・対話的で深い学びについて

「学び合い」に焦点をあてて指導を行った。 

５ その他   

特記事項なし   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1）小学校教諭 1 種免許  

2）中学校教諭 1 種免許 

3）高等学校教諭第 2種免許 

4）小学校教諭専修免許 

昭和 63年 3月

昭和 63年 3月

昭和 63年 3月

平成 10年 3月 

昭 62 小 1 第 1196 号 大阪府教育委員会 

昭 62 中 1 第 4759 号 大阪府教育委員会 

昭 62 高 2 第 5508 号 大阪府教育委員会 

平 10 小専第 5号 大阪府教育委員会 

２ 特許等   

特記事項なし   

３ 実務の経験を有する者についての   

特記事項 
  



1） 日本数学教育学会  

全国大会最優秀研究賞受賞 
平成 29年 8月 

日本数学教育学会主催の全国算数・数学教育研究（岐阜）

大会において，発表した実践研究論文の中から継続的な

実践活動を伴い，所属校及び地域の算数・数学教育実践

への貢献が認められた。 
研究題目「学び合い活動における分数のわり算の指導－

繁分数を活用した事例を通して－」 

2）Apple Teacher 令和 2年 1月 Apple Teacher に認定された。 

４ その他   

「研究助成」   

1)科学研究費補助金 研究活動スタート支援 

 独立行政法人日本学術振興会 

 「理論依存型の算数科授業モデルの開発」 

 （研究課題番号 2 0 K 2 2 2 5 6） 

令和 2年度～令

和 5 年度 

算数での問題解決では，論理的に考えることを重視して

いるが，帰納的に考える方法が主である。一方，数学で

は，証明問題の論証などは，演繹的に考える方法が主で

ある。この指導方法の乖離が「中 1 ギャップ」を生じさ

せている要因にもなっているのではないだろうか。そこ

で，2 つの指導方法の橋渡しができないか考えることに
した。本研究では，算数科に問題解決を基盤とした「理

論依存型の授業」を取り入れ，演繹的に考える授業モデ

ルを開発することを目的とする。 

それにより，児童に論理的な見方や考え方が身に付き，

数学での証明問題の論証に繋がる演繹的に考える力を

身に付けさせることができる。従来見られなかった算数
科授業モデルを開発し，指導方法の組み合わせ方や有効

性を検討し，授業計画を構想し，研究授業の実践と授業

記録に基づく事例分析の蓄積を通して，妥当性や適応性

の高い授業モデルとして洗練させる。それにより，旧来

から行われている算数の問題解決の指導方法を刷新す

る可能性が期待できる。 

2）2022 年度 博報堂教育財団  

第 17 回 児童研究実践についての研究助

成 

令和 4年 4月～

令和 6年 3月 

「理論依存型の授業」を基盤として，演繹的だけでなく，
帰納的，類推・統合的な手法などを用いるのが「理論構

成型の授業」である。新たな授業モデルとして開発し実

践することで，数学的に解き明かそうとする態度の育成

にも繋がると考える。 

また，ビジネス界では，マネジメント育成におけて「カ

ッツ・モデル」(1974)が活用され，「コンセプチュアル・

スキル」と問題解決・課題達成は，同じような背景・フ

レームワークをもっているとされている。コンセプチュ

アル・スキルとは，問題の本質を見極め，周囲が納得で

きる最適解を導き出す能力のことである。問題解決・課

題達成のアプローチ法や手法の活用は，さまざまな場面

に応用可能であり，それがコンセプチュアル・スキルの

発揮につながっていく。そこで，ビジネス・スキルの問

題解決のプロセスに有効な論理的思考のツールを算数

の授業に活用し，その思考過程を分析し，考察する。 



 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名

称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 
又は発表学会等の

名称 

概        要 

（著書）     

1．新しい算数研究

（2014 3 月号） 
共著 

平成 26年

3月 
東洋館出版社 

第 38 回新算数教育研究会セミナー集録「第 5分科会：
言語活動」 数学的に考える力を育てる授業改善をテ

ーマに，算数教育の今日的課題について理解を深め，

改善の在り方を探ることをめざした内容について集

録している。 A4 版 全 224 頁  

編集：新算数教育研究会  

共著者：古藤怜，佐藤満，長谷豊，伊藤説朗，松岡克

典，他 20 名  
本人担当分：「論理的思考力を育む分数のわり算の指

導-逆数・繁分数を活用した事例を通して-」（p.208

～p.213） 言語活動を充実することで，日常の事象

を数理的にとらえ，見通しをもち筋道を立てて考え表

現したり，表現したことから考えを進めたりすること

ができると考えた。そして，論理的思考力を伸ばすこ

とをねらった指導法について考察することにした。 
算数科における「論理的思考力」を「結果や解決方法

の見通しをもち，演繹，帰納，類推による推論に基づ
いて，筋道を立てて考えていく力」と捉えた発表の内

容と研究協議会の集録である。 

2．資質や能力を育成

する問題解決学習

の在り方   

－学び合いに着目

してー 

共著 
平成 26年
12 月 

ERP 

資質や能力を育成するために，集団の相互作用に注目

すると共に，「学び合い」に着目した問題解決の在り
方について考察した。第 5学年「図形の面積」の授業

を通して，集団場面における「相互誘発」「相互葛藤」

「相互補足」について分析した。学級集団で話し合う

形態を主とし，自力解決で獲得した認識をもとに集団

で他者と学び合うことで，多様な考えを統合して自分
の考えを深めていくことができると考えた。  

教育 PRO 第 44巻 第 28号 p.26～p.29 

3．読解力を養う 共著 
令和 3 年 
3月 

ERP 

2021 年度大学入学共通テストの出題傾向から，単なる

数値を求める問題から読解力を求める問題へと変わ

ってきていることを捉え，なぜ，数学に読解力が必要

なのかを論じた。 
算数・数学教育に読解力が求められる背景や，算数・

数学教育における読解力の育成について述べ，読解力

の必要性について読者に問いかけた。  

教育 PRO  第 51巻 第 4号 p．10～11 

4．新しい視点からの

社会教育学 
共著 

令和 4 年 

9月 
大学教育出版 

新学習指導要領で必修化されたプログラミング教育

について，小学校では「プログラミング的思考」を身
に付けることを目的としていることを論じた。 

「プログラミング的思考」とは，「論理的に考えてい

く力」だと述べ，中学校以降で学習するコーディング

を覚えることではないことを強調した。 

A5版 全 234 頁 
編集者：住本克彦 

共著者：難波正義，岡本恵太，オチャンテ・カルロス，
森一弘，金山憲弘，松岡克典，他 17名 

本人担当分：「コラム⑫」（p.213） 

（学術論文）     



1．「21 世紀型能力」

を育成する『学び合
い』の在り方 

(査読付き) 

単著 
平成 28年
11 月 

近畿大学研究論

叢 第 28 巻第 1
号 

p.19～p.36 

「学び合い」を通して学ぶことで，資質･能力を身に

付ける構造を検証したものである。集団思考の「相互

誘発・相互葛藤・相互補足」に則って考察することで，

「学び合い」によって練り上げられた思考力・判断

力・表現力が，メタ認知を促し自己にフィードバック

され，どのように深化していくのかをひし形の求積方
法を三角形に変形させる事例から検討した。 

2．学び合い活動にお
ける分数のわり算

の指導－繁分数を

活用した事例を通

して－ 

(査読付き) 

単著 
平成 28年

12 月 

人間教育学研究  

第 4 号，p.73～
p.85 

分数の除法の計算の仕方をつくる過程を重視するこ

とにより，数学的な見方・考え方を高めるだけでなく，
学び合い活動を通して，「再構成する力」を育むこと

ができるか検証した。その結果，「再構成する力」は。

自ら考えを持ち，表現し，伝え合い，振り返るといっ

た一連の学びの過程を経て，自らの手で創り出したと

いう実感を味わわせることが大切であることが分か

った。 

3．これからの算数教

育の在り方－意味

生成学習を用いて

－ 

 (査読付き) 

単著 
平成 30年

3月 

人間教育学研究  

第 5 号，p.65～

p.78 

「意味生成学習」を取り入れることで，数学的な見

方・考え方を育成することが出来るかを考察した。き

まりについて考える場を授業の中に設定し，考えるた

めの根拠となる既習事項や知識を活用して思考し，表

現する理論依存型の授業を取り入れることにした。そ

の結果，子供が既習事項を活用して思考し，自らの考

えを導き出すことが出来たり，記述内容が既習事項を

根拠にしたものになったりするなどの変容が見られ

た。 

4．21世紀型能力を育
む意味生成学習の

在り方 

 (査読付き) 

単著 
平成 31年

3月 

人間教育学研究  
第 6 号， 

p.147～p.161 

算数教育における問題解決学習に「意味生成学習」を

取り入れることで，どのような学び合いの過程を通し
て，「21 世紀型能力」を育成することが出来るかを考

察したものである。授業において，学び合いに重点を

おくことで，他者と協働して新しい考えを導き出す過
程を探り，どのような新しい知識を構築していくの

か，そのプロセスを検証することにした。その結果，
学び合いを通して，子供が既習事項を活用して思考

し，自らの考えを導き出すことが出来たり，記述内容
が既習事項を根拠にしたものになったりするなどの

変容が見られた。 

5．プログラミング的
思考を育む算数指

導の在り方－作問

学習支援システム
を活用して－ 

単著 
令和 2 年 

12 月 

奈良学園大学紀

要 第 13 集  

p.71～p.83 

単文統合型作問支援環境「モンサクン」は，算数文章

題を学ぶ子供たちを対象とした学習支援アプリであ
り，「問題を解くのではなく，問題を作る」学習を行

う。このアプリでは，子供たちは，問題がどのような
要素から構成されているのかを考える必要あり，問題

を作る過程において，問題のもつ「構造」を意識しな

ければならない。この演習を繰り返すことで子供たち
は「構造」で問題をとらえることができるようになり，

「構造を理解する力」を養うことが可能となる。算数
文章題の問題構造の理解を深めることで，プログラミ

ング的思考の育成に繋がると考え，取り組んだ。 

6．算数教育における
「理論依存型」授業

の開発 
 

単著 
令和 3年 6

月 

日本数学教育学

会第 9回春期研究

大会論文集 p.315 

算数における「理論依存型の授業」を提案し，これま
での算数の問題解決の学習に一石を投じる新たな授

業モデルを開発することにした。旧来の算数における
問題解決の指導方法を刷新し，他の学校や教員に「理

論依存型の授業」を拡げることを目的とした。この「理

論依存型の授業」を算数の授業に取り入れることで，
数学的な見方・考え方を基に，帰納的や演繹的な手法

などを用いて数学的に解き明かそうとする態度の育
成も可能となった。 



7. 算数科教育におけ

る見通しの有用性
について 

単著 
令和 3 年 

12 月 

奈良学園大学紀

要 第 14 集  
p.157～p.168 

算数科の問題解決学習において，「見通し」をもつこ

とは，子どもたちが主体的に学習に取り組む上で重要
である。小学校学習指導要領では，子どもが主体的に

学ぶ態度を育み，学習意欲の向上に資する観点から

「児童が学習の見通しを立てたり学習したことを振

り返ったりする活動を，計画的に取り入れるように工

夫すること」と示されている 。そこで，今一度「見
通し」について整理し，先行研究から，「見通し」と

はどういうものか，どのようなことを意識して授業を

行う必要があるのか確認する。そして，「見通し」に

重点をおいた授業デザインについて考察し，「対話的

コミュニケーション」を通した授業の実践を通して，

その結果を考察する。 

8. 算数科における

「理論構成型」の授

業デザイン 

単著 

 

令和 4年 6

月  

日本数学教育学

会第 10回春期研

究大会論文集

p.399 

「理論構成型」の授業モデルを刷新し，帰納的・演繹

的・類比的・統合的な探究も取り入れた「理論構成型

の授業」を構築し，論理的に考える授業モデルを開発

することを目的とした。それにより，児童に数学での

論証に繋がる論理的に考える力を身に付けさせるこ

とができると考え，実践を基に発表した。 

9．演繹的思考を育む

算数科授業モデル

の開発 

単著 
令和 4年 6

月  

日本科学教育学

会研究報告 

2022 年 36 巻７号
p.11-16 

算数での問題解決では，帰納的に考える方法が主であ

り，数学では，証明問題の論証などは，演繹的に考え

る方法が主である。この指導方法の乖離の橋渡しがで

きないか考えることにした。本研究では，算数科に問

題解決を基盤とした「理論依存型の授業」を取り入れ，

演繹的に考える授業モデルを開発することを目的と

する。従来見られなかった算数科授業モデルを開発

し，指導方法の組み合わせ方や有効性を検討し，授業

計画を構想し，研究授業の実践と授業記録に基づく事

例分析の蓄積を通して，妥当性や適応性の高い授業モ

デルとして洗練させる。 

10．理論依存型の算数
科授業モデルの開

発（査読付き） 

単著 
令和 5年 6
月（予定）   

数学教育学会誌

2023/Vol.63 
（12 ページ分掲

載予定） 

算数での「理論依存型授業」を通して，数学の証明問

題に繋がる学びの基盤となり，子供が既習事項を活用
して演繹的に考え，自らの考えを導き出すことが出来

たり，記述内容が既習事項を根拠にしたものになった
りするなどの変容が見られた。本研究を通して，これ

からの社会の変化に対応する最適解や納得解を見つ
け，事象についての数学的な見方・考え方で説明がで

きる姿も見られる可能性が期待できた。 

「学会発表」     

1. 論理的思考力を育

む分数のわり算の
指導 

－逆数・繁分数を活
用した事例を通し

て－ 

単 
平成 25年 

8月 4日 

日本数学教育学
会第 95回総会全

国算数・数学教育
研究(山梨)大会 

（分数）÷（分数）の計算方法を形式化する際には，
式を変形させていく過程で，分母と分子をそれぞれど

のようにすればよいかに目を向けさせ，（分数）÷（分
数）の計算は，わる数を分母と分子を入れかえてかけ

ればよいことを，『逆数を用いた考え』と『繁分数を

用いた考え』と結びつけ，ことばでまとめさせるよう

にした。そして，文字を使って一般化させ，一般化し

た式を使って，形式的に計算の処理ができるようにし
た。 

2. 論理的思考力を育

む分数のわり算の

指導 

単 
平成 25年 

12月 27日 

第３８回 新算
研セミナー  

第５分科会「言語
活動」 

言語活動を充実することで，日常の事象を数理的にと

らえ，見通しをもち筋道を立てて考え表現したり，表

現したことから考えを進めたりすることができると
考えた。そして，論理的思考力を伸ばすことをねらっ

た指導法について考察することにした。算数科におけ
る「論理的思考力」を「結果や解決方法の見通しをも

ち，演繹，帰納，類推による推論に基づいて，筋道を

立てて考えていく力」と捉えた。 



3. 資質・能力を育成

する問題解決学習

の在り方 

－学び合いに着目

して－ 

単 
平成 27年 
8月 7日 

日本数学教育学

会第 97回総会全

国算数・数学教育

研究(北海道)大

会 

問題解決学習での集団の相互作用に注目し，「学び合

い」を自己との対話や他者理解を通じて，自他共に高

まり合っていく活動と捉えた。「自分自身との学び合

い」「他者との学び合い」「指導者の働きかけ」がど
のように関与しているのか，子供同士が学び合いを通

して考えた解決方法を共有することで知識や技能を

獲得し，多様な考えを統合して自分の考えを深めてい

く過程について考察した。 

4．学び合い活動にお

ける分数のわり算

の指導 

－繁分数を活用し

た事例を通して－ 

単 
平成 28年 

8月 6日 

日本数学教育学
会第 98回総会全

国算数・数学教育

研究(岐阜)大会 

分数の除法の計算の仕方をつくる過程を重視するこ

とにより，数学的な見方・考え方を高めるだけでなく，

学び合い活動を通して，自らの手で形式化したという

成就感をもたせるようにした授業の在り方について

考察した。算数教育における学習過程に「意味生成学

習」を取り入れることで，数学的な見方・考え方を育

成することが出来るかを考察したものである。 

5．算数教育における

意味生成学習の在

り方 

単 
平成 29年 

8月 8日 

日本数学教育学

会第 99回総会全

国算数・数学教育

研究(和歌山)大

会 

算数教育における学習過程に「意味生成学習」を取り

入れることで，数学的な見方・考え方を育成すること

が出来るかを考察したものである。その結果，子供が

既習事項を活用して思考し，自らの考えを導き出すこ

とが出来たり，記述内容が既習事項を根拠にしたもの

になったりするなどの変容が見られた。「意味生成学

習」は，数学的な見方・考え方を育成することに有効

であることが明らかになった。 

6．算数教育における
意味生成学習の在

り方Ⅱ 

単 
平成 30年 
8月 3日 

日本数学教育学

会第 100回総会全
国算数・数学教育

研究(東京)大会 

昨年度の継続研究で事例を増やし，授業分析を行い，
理論依存型の授業を取り入れることで，知識・技能面

の定着だけでなくした。数学的な見方・考え方が育成
されることをデータをもとに分析することにした。そ

の結果，「意味生成学習」は，知識・技能面の確かな

定着を図ることが可能であり，数学的な見方・考え方
を育成することに有効であることが明らかになった。 

7．プログラミング的
思考を育む作問学

習支援システムの
活用の在り方 

単 
令和元年 

8月 8日 

日本数学教育学
会第 101回総会全

国算数・数学教育
研究(沖縄)大会 

単文統合型作問支援環境「モンサクン」を活用し，「問

題を解くのではなく，問題を作る」学習を行う．その

ことで，「構造を理解する力」を養い，プログラミン

グ的思考に繋げようと考え，取り組んだ。その結果。

演習を繰り返すことで子供はキーワードではなく，構

造で問題をとらえることができるようになり，論理的

思考力の向上にも繋がった。 

8．数学に開花する指

導の在り方 
－尋常小學算術（緑

表紙教科書）   
を活用して－ 

単 
令和 2 年 

8月 6日 

日本数学教育学
会第 102回総会全

国算数・数学教育
研究(茨城)大会 

数学では，抽象的なものを使って「なぜそうなるのか」
を理解し，表すことが求められる。そこで，答えを導

くまでの過程を重要視し，論理的な思考力や数学の神
秘性に気付かせる授業展開を考えた。緑表紙教科書

（編集責任者 塩野直道）の「数理思想」が目指す理
念が新学習指導要領及び新学習指導要 領解説（算数

編）にどのように繋がり，数学に結びつくのかを実践

を通して考察することにした。 

9. 算数教育における
「理論依存型」授業

の開発 

単 
令和 3年 6

月 6日   

日本数学教育学
会第 9回春期研究

大会（山梨） 

算数における「理論依存型の授業」を提案し，これま
での算数の問題解決の学習に一石を投じる新たな授

業モデルを開発することにした。旧来の算数における

問題解決の指導方法を刷新し，他の学校や教員に「理
論依存型の授業」を拡げることを目的とした。この「理

論依存型の授業」を算数の授業に取り入れることで，
数学的な見方・考え方を基に，帰納的や演繹的な手法

などを用いて数学的に解き明かそうとする態度の育

成も可能となった。 



10. Development of 

"theory-dependent

" classes in 

arithmetic 
education 

単 
令和 3年 7

月 17日 

ICME14  
第 14 回数学教育

世界会議（中国・

上海） 

Focusing on the differences in teaching methods 

between arithmetic and mathematics, we have 

proposed a teaching model that incorporates 

deductive problem-solving activities into 

arithmetic classes. In this study, we propose 

"theory-dependent teaching" in arithmetic and 
develop a new teaching model that creates a stir 

in the conventional learning of problem solving in 
arithmetic. 

11. 理論依存型の算

数科授業モデルに

ついて 

単 
令和 3年 8
月 22日   

日本数学教育学

会第 103回総会全
国算数・数学教育

研究(埼玉)大会 

算数と数学の指導法の相違という点に着目し，算数の

授業に演繹的に問題解決を図る活動を取り入れると

いう授業モデルを提案することにした。きまりを教師

が先に教えて，それを活用した思考活動に重点を置い
た「理論依存型の授業」では，考察に必要な知識を教

えるために，今まで気付かなかった新しい発見があ

り，そこから思考が発散的に拡がっていく授業展開が

期待できた。 

12. 理論依存型の算

数科授業モデルの
開発 

単 
令和 3 年

10月 30日   

日本数学教育学

会第 54回秋期研

究大会（広島大

学） 

算数での「理論依存型授業」を通して，数学の証明問

題に繋がる学びの基盤となり，子供が既習事項を活用
して演繹的に考え，自らの考えを導き出すことが出来

たり，記述内容が既習事項を根拠にしたものになった

りするなどの変容が見られた。本研究を通して，これ

からの社会の変化に対応する最適解や納得解を見つ

け，事象についての数学的な見方・考え方で説明がで
きる姿も見られる可能性が期待できた。 

 

13．算数科における

「理論構成型」の授

業デザイン 

 

単 

 

令和 4年 6

月 5 日   

 

日本数学教育学

会第 10回春期研
究大会（宇都宮） 

算数科に問題解決を基盤とした「理論構成型の授業」

を取り入れ，論理的に考える授業モデルを開発するこ

とを目的とした。それにより，児童に数学での論証に

繋がる論理的に考える力を身に付けさせることがで
きると考え，実践を基に発表した。 

 

14．演繹的思考を育む
算数科授業モデル

の開発 

 

単 

 

令和 4年 6
月 12 日   

 

日本科学教育学
会第 7回研究会

（中国支部） 

算数科に「理論依存型の授業」を取り入れ，演繹的に
考える授業モデルを開発することを目的とする。それ

により，論理的な見方や考え方が身に付き，数学での
証明問題の論証に繋がる演繹的に考える力を身に付

けさせることができると考えた。それにより，旧来か
ら行われている算数の問題解決の指導方法を刷新す

る可能性が期待できる。 

 

15．理論構成型でつく

る算数科の授業 

 

単 

 

令和 4年 8

月 5 日   

日本数学教育学

会第 104回総会全
国算数・数学教育

研究(島根)大会 

算数科に問題解決を基盤とした理論構成型の授業を

提案する。中学の数学への橋渡しとなる授業デザイン
を構築し，命題や証明問題の論証に繋がる算数科の授

業とはどのようなものであるかを探る。 

16.理論依存型の算数

科授業モデルの開

発Ⅱ 

単 
令和 4 年

11月 12日 

日本数学教育学

会第 55回秋期研

究大会（福岡教育

大学） 

きまり（公式・定義・定理）を教師が先に教えて,そ

れを解明する活動に重点を置く「理論依存型の授業」

では,ヘッドスタートができる場面を保証したこと

で、先行知識の有無に関係なく自らの考えを導き出

し,論理的な思考・表現活動が行われるようになった。 

17．Development of 
"Theory-Construct

ed Classes" 

単 
令和 5年 1
月 7日 

IAFOR（Hawaii） 
IICE2023 

In this study, we decided to focus on 
"argumentation. Therefore, we developed a "theory 

construction type" lesson model in elementary 
school arithmetic to help students acquire the 

ability to think logically, which leads to 
argumentation in mathematics. This led to 

transformations such as being able to think 

deductively and inductively by utilizing what they 
had already learned, and being able to derive their 

ideas and basing their writing on what they had 
already learned. 



（その他）     

1 分科会発表「論理

的思考力を育む算
数科の指導」 

単 
平成 26年

8月 4日 

人間教育協議会 

人間教育学会 

第 29 回人間教育実践交流会フォーラム in奈良におい

て，算数分科会でコーディネーターを務めと共に，言

語活動を充実することで，見通しをもち筋道を立てて

考え表現したり，考えを進めたりすることができ，論
理的思考力を育むことができるという仮説の基，分数

のわり算の事例を通して論議した。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和５年  ３月  31 日    

氏名 森瀬 智子   

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

芸術学・教育学  教科教育(音楽)、声楽、合唱、協同学習、初年次教育 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概           要 

１ 教育方法の実践例 

(1)生徒個々人の発達段階を踏まえたキャリア教

育の指導法の開発 

 

平成 24年 11月 

 

中３の学年主任として、従来のインターンシップのよ

うに近隣の施設の就労経験ではなく、キャリア教育の

一環として、自己の興味関心に応じた研究所や企業先

等に主体的に関わる仕組みを構築した。これにより、2

年後の探究活動に対し、研究所や企業協力を得て課題

解決に取り組むことができた。 

（神戸大学附属中学校の実践） 

 

⑵ICT を活用した授業方法 

 学生の音楽科指導案作成時における ICT を活

用した指導案の検討 

平成 25～ 28

年度毎年 

学生に対して音楽科指導案の作成等、模擬授業のため

に ICT を活用した事前・事後指導を行った。事前の指

導案のチェックも双方向で見直し、指導案が充実し模

擬授業に学生が自信をもって取り組み質が高まった。 

（神戸大学発達科学部教育実習事前事後の実践） 

 

(3)授業内容の公開 

新学習指導要領に基づく協同学習を用いた邦

楽『箏』演奏と鑑賞教材歌舞伎『勧進帳』の指

導 

 

神戸市教育委員会の依頼事業 

平成 30 年 6 月

～ 

優れた教育方法の実践として、授業の様子が神戸市教

育情報ネットワークの学校イントラネットで配信され

た。内容は、神戸市立住吉中学校において、協同学習の

手法の一つである、役割分担をすることで、技能の獲

得と鑑賞の知覚に出現する変化の可視化に焦点をあて

たものである。この授業が、音楽科教員に協同学習の

手法に興味を持たせる一助となった。 

 

２ 作成した教科書、教材 

(1)教育実習の手引き(音楽科用) 【再掲】 

  神戸大学付属住吉中学校音楽部発行 

平成 25年 6月  

従来から学校としての実習の手引きは存在したが、音

楽科に特化した実習の手引きを新たに作成した。教育

実習の意義と実習生として守るべき心得、音楽科指導

案の作成事例、授業評価の方法、生徒理解の方法等に

ついて具体的に説明した冊子。 

 

(2)「保育内容指導法(表現)」の教材作成 

頌栄短期大学発行(単著) 

   『保育内容指導法(表現)』の授業で使用 

平成 30 年 5 月 主体的に協働させ問題解決的に音楽表現の豊かさを育

むために、課題を単元ごとに作成した。学生が前向き

に取り組めるように、考えが深まる問いを工夫し、徐々

に問いの難易度を上げる実践を提言した。学習形態と

して協同学習を取り入れ、単元ごとの課題を示すこと

で、音楽表現の豊かさが現れることが確認された。 

 

(3) 協同学習の手法を用いた 

「子どもの歌と音楽遊び」の教材作成 

頌栄短期大学発行(単著) 

『子どもの歌と音楽遊び』の授業で使用 

平成 30 年 9 月 季節の歌・わらべ歌・器楽授業において、協同学習の手

法を用いて子どもへのアプローチをグループで工夫す

る教材を作成した。幼稚園や小学校のわらべ歌を取り

上げ、幼小連携を意識し、幼稚園と小学校の発達年齢

に合わせた選曲の特徴に気づき、「実習で活用できた」

と学生から好評を得た。 
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３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

⑴ 教育実践演習(中学・高校音楽)における神戸

大学発達科学部の教員からの授業評価 

 

平成 28 年 1 月 

 

模擬授業後の助言が分かりやすく、また協同学習を用

いた授業について、「新規性のある音楽表現の授業であ

り、楽しく深い思考ができる授業である」「自信をもっ 

て模擬授業に挑める」と高い評価を受けた。 

 

⑵ 頌栄短期大学における教員評価 

「音楽表現」の授業評価 

平成 30 年 7 月 頌栄短期大学で音楽表現の授業を公開した。弾き歌い

の技能の正確さと表現力がある点、また学生指導の的

確さという点で高い評価を受けた。 

 

⑶ 頌栄短期大学における教員評価 

「音楽Ⅰ・Ⅱ」（声楽・合唱）授業 

平成 30年 7月 「理論に基づいた呼吸法から始まる合唱の授業は、豊

かな学生の声を引き出している」また「常に弾き歌い

で教員が学生の声を導くため、学生がよく聴き、音楽

表現ものびやかである」という評価を受けた。 

 

(4) 頌栄短期大学における評価 

学生授業アンケート 

「子どものうたと音楽遊び」(後期)授業 

 

平成 30 年 10 月 「子どものうたと音楽遊び」において実践的な授業で、

保育実習でも大変役立ち、また教材プリントも勤務し

た時にも役立つと、高い評価を受けた。 

平均値 3.9 に対して 4.6 の評価を得た。 

 

(5）頌栄短期大学における評価 

学生授業アンケート 

「音楽Ⅰ・Ⅱ」(声楽・合唱)の(通年)授業 

平成 31 年 2 月 呼吸法から子どもの歌の子どもへ伝わる歌い方まで楽

しく学べ、技能も身についたという感想も見られた。 

(6)奈良学園大学 人間教育学部 

  学生授業アンケート 

 「音楽科指導法」(後期)授業 

令和 4 年 1 月 授業で用いた協同学習の手法は学生が教員になった時

にも是非使いたいと大変好評で、授業内容も分かり易

かったという評価で、平均値よりかなり高い評価を受

けた。 

 

(7)奈良学園大学 人間教育学部 

  学生授業アンケート 

 「音楽の理解」(前期)授業 

令和 4 年 7 月 教採の内容を意識した授業で、どこまでを理解してお

けばよいのか、大変分かり易い上に、実践でも役に立

つ実践的な授業でもあったと高評価であった。また、

理解できていない学生に対して行った補講も大変好評

であった。 

 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

(1) 大学等の実習生指導 

 

 

平成３年～平

成 29 年 

 

神戸市立中学校（毎年 1 名）と神戸大学附属中学校（毎

年計 5 名）の音楽科の教育実習生の指導をした。事前

打ち合わせで、授業の進度と回数、内容を提示、その

際、評価の視点をもって指導案作成を伝え、近年では

メールを用いての指導案の指導も行った。実習開始後

は、授業のふり返りと次の授業の助言を行った。学生

の意思を尊重し、学生の状況を考慮し主体的に学ぶ指

導を行った。 

 

(2) 地域公開講座(頌栄短期大学乳幼児研究所) 

第 16 回グローリーオープンカレッジ講師 

 

場所：頌栄短期大学 

参加人数：50 名限定で 50 名 

令和元年 6 月 「声のひびきを楽しみましょう」の講師を務めた。対

象は、保育者、小・中学校教員、一般(地域の)である。

①幼・小・中の縦のつながりを考えた声と歌唱指導に

ついて、6 月に行われた二つの幼稚園部会の表現の研

究授業(保育)の紹介と、小学校音楽の歌唱カリキュラ

ムの現状等の説明。②指導者の声の充実のための呼吸

法と発声法③コードを用いたアンサンブルの実践、と

した。幼・小・中の全ての先生方からの参加があり、

幼・小・中連携の一助を担った。 
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(3) 大学公開講座(頌栄短期大学) 

創立 130 周年記念行事講師 

 

場所：姫路キャスパホール 

参加人数：130 名 

令和元年 8 月 「歌の響きを楽しみましょう」講師を務めた。対象は、

保育者、小・中・高学校教員、一般である。①目指す声

に向けた発声法と呼吸法の実践と解説②歌のお姉さん

の表現と声を紹介③高校生をモデルとして声の可能性

について紹介④実践した発声法を使い参加者全員での

「虹」の二部合唱である。これはサンテレビ「仕事人」

で放映され、ネット配信もされた。好評で、次年度以降

も他団体より、講師の依頼を受けている。 

 

５ その他 

(1) 神戸教員合唱団常任指揮者並びに指導者 

   団員約 30 名 

 

平成 14 年～

現在に至る 

 

兵庫県の幼稚園から大学までの教員の音楽研修の場と

して発足した合唱団。指揮者並びに指導者として、毎

年 2 回、震災遺児・孤児対象のチャリティーコンサー

トや児童養護施設訪問を行っている。研修では、弾き

歌いや伴奏法への応用力の身に付け方、音楽教員の指

導力向上と技術の修得のための方法を研究している。 

(2)全日本音楽教育研究部会全国大会兵庫県 

大会 

  音楽部研究アドヴァイザー 

平成 22 年 6 月 

～25 年 6 月 

神戸市の幼・小・中・高音楽研究部研究内容の連携のた

めのアドヴァイザーを 3 年間務めた。違う校種の発達

段階での音楽教育に対する考え方のすり合わせと、共

通理解を図るための指導助言等を行った。 

 

(3)少年少女合唱団(幼児・児童)の 7 団体を指揮・

指導、  兵庫県合唱祭で発表 

 神戸文化ホール大ホール   観客：2100名 

 

平成 25年 6月 幼児～児童の合唱団 7 団体に対して体を使って声を出

す方法と楽曲指導を行った。『崖の上のポニョ』など計

2 曲を総勢 200 名の合唱の指揮を行い、文化ホールで

披露した。練習では、幼児の好きな律動で楽しく体を

徐々に動かすことで、声が出るよう、情意面から声に

アプローチしていった。合唱なのでお互いに聴き合い

ハーモニーも楽しめるように指導した。 

 

(4)全日本音楽研究大会全国大会兵庫での研究演

奏とレクチャー（西宮芸術文化センター） 

対象：音楽科教員 1200 名、参加児童・生徒

500 名、保護者 300 名 

平成 25 年 6 月 全日本音楽研究大会で県の代表として、コーラス部演

奏を披露し、その際指揮を務めた。また、舞台上でどの

ような発声法をすることで、豊かな響きになるのかを、

コーラス部生徒が実践講習を行い曲を披露した。 

 

(5)名古屋市音楽研究部指導助言 

  (神戸大学附属中等教育学校) 

  

平成 26 年 7 月 名古屋市の中学校音楽研究部会の歌唱表現の指導案に

ついて、指導助言と協同学習についての講習を行った。

名古屋では、グループワークは行っているが、協同学

習という概念はまだあまり音楽科では認知されていな

い為、協同学習の考え方から説明を行った。 

 

(6)全日本合唱連盟主催『おかあさん大会』 

兵庫県大会審査員(伊丹文化ホール) 

対象：兵庫県おかあさんコーラス 60 団体 

    約 1800 名 

平成 27 年 6 月 選考委員として、全国大会の出場団体を選出した。全

団体にコメントを書き、今後の技能アップの示唆を与

えた。また、選に漏れた団体に対して選考委員として、

今後の一層の活躍を期待して、それぞれの審査員が、

自分の名前を冠した賞を贈った。 

(7)兵庫県合唱祭で実行委員長 

  場所：伊丹ホール 

  2 日間で延べ 8000 名が参加 

平成 28 年 6 月 兵庫県の合唱祭で実行委員長を務めた。2 日間にわた

る合唱祭の企画運営、指揮を執った。1 日目「おかあさ

ん大会」では、全国大会に出場する 3 団体を選考した。

2 日目は少年少女合唱団から小学校、中学校、高等学

校、一般、シルバーまで、あらゆるカテゴリーの団体が

参加し、各団の演奏と、合同合唱を披露した。 
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(8)神戸市小学校音楽研究部会研修会講師      

(神戸市立本山第二小学校) 

対象：神戸市小学校音楽教員 50 名 

平成 28 年 8 月 コードを用いて楽しく歌い合わせることで音感を育む

方法を紹介し実演した。大循環コードを用いて単旋律

でカノンすることから始まり、次にコードを用いてハ

ーモニーを感じさせ、最後に音価の使える幅を広げ作

曲するというものである。音楽科専科でない教員も参

加できるように、4 人それぞれが選んだ音で 4 小節歌

い、各グループが異なる作曲でするしくみを用いた。 

 

(9)教育実績に対する表彰 平成 29 年 3 月 神戸大学より、長年附属校への「音楽教育指導」の充実

に貢献したとして、学長表彰を受ける。 

 

(10)神戸市教員採用試験音楽実技試験 

(ピアノ・歌)採点委員担当 

平成 29 年度 神戸市教員採用試験音楽問題(幼稚園、小学校、中学校、

高等学校)作成委員の依頼を受け、実技試験採点委員は

平成 29 年度の他平成 15 年度～17 年度 にも務めた。 

 

(11)小学校音楽部合唱部指導 

  (神戸市立なぎさ小学校) 

  対象：児童 65 名 音楽教員 3 名 

 

平成 30 年 7 月

～10 月 

合唱指導と発声指導を行う。呼吸法では、身体の仕組

みを理解させ、体に支えられた美しい声を出す方法を

指導する。また発声では、小学生らしい明るい響きを

実感するため、暗い声と明るい声を対比して聴かせ、

息の流し方と声の出し方を理解させた。 

 

(12)神戸市立小学校音楽会指導 

  (神戸市立宮本小学校) 

  対象：児童 314 名 宮本小学校教員 13 名 

 

 

平成 30 年 10 月

～令和元年 

 

 

 

幼小中連携の表現指導の立場から、音楽会(1 年生～6

年生)の指導と教員に対して子どもから音楽表現を引

き出すための指導を継続的に行う。2 年目では、中央区

の音楽会でよく声も響かせ、高い評価を得た。 

 

(13)神戸大学附属中等教育学校 

  合唱コンクール審査員 

  対象：生徒 660 名、市民等 400 名 

平成 30 年 11

月 

令和元年11月 

中学 1 年生から高校 2 年生にあたる 5 学年の合唱コン

クールの審査員として、審査を行った後、全クラスに

対して演奏についての講評を全体の場で行い、今後の

為に改善ポイント等を講習した。 

 

(14)兵庫県下小学校・中学校・高等学校合唱指導 

  ・神戸大学附属中等教育学校高等部 

  ・神戸大学附属中等教育学校中等部 

  ・神戸市立鷹匠中学校 

  ・姫路市立広陵中学校 

  ・明石市立二見中学校 

  ・神戸市立なぎさ小学校 

平成 31 年 4 月

～現在に至る 

左記の 6 団体に対して、合唱指導を行っている。呼吸

法、発声指導、曲紹介、コンクール曲指導など、実践的

に指導しレベルアップを図った。合唱コンクールでは

全団体、予選⇒本選、本選⇒近畿大会、全国大会に進む

等成果を得た。また、初の女声⇒混声での新しい試み

での挑戦等でも賞を得るなど、一定の効果が見られ、

兵庫県の混声の底上げも図った。 

 

(15)神戸大学附属中等教育学校における 

新任音楽教員の研修担当 

 対象：新任音楽教員１名 

 

 

平成 31 年 4 月～ 

令和 2 年 3 月 

神戸大学附属学校部の依頼により、音楽教員採用にア

ドヴァイザーとして関与。また、音楽新任教員研修担

当として指導を行う。授業を参観しアドヴァイスを与

え、次の授業の示唆を与えた。次の授業の指導案を添

削し、新任教員の力量アップを図った。 

 

(16)幼稚園における園児に対する表現(歌唱) 

指導 

  対象：幼稚園児 90 名 

  

令和元年 6 月

～令和 2 年 3

月 

短期大学併設幼稚園の園歌や讃美歌の指導を園児に行

った。音の高さを手で表現し、幼児と一緒に手を動か

しながら音を表現することで、音の高さと出し方の違

いを体感させる方法を用いた。また、子どもが親しみ

をもっているものになぞらえて指導することで、徐々

に理解が深まった。高い音については、幼児自ら手を

頭の上に挙げ頭声を意識する姿が見られた。 
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(17) 全日本合唱連盟主催『おかあさん大会』 

兵庫県大会審査員(伊丹文化ホール) 

対象：兵庫県おかあさんコーラス 60 団体 

   観客：約 1800 名 

令和元年 6 月 全日本合唱連盟主催の全日本合唱コンクールおかあさ

ん大会の選考委員として審査し、全国大会に出場する

団体を選出した。その際、全団体にコメントを書き、今

後の技能アップの示唆を与えた。また、惜しくも選に

漏れた団体に対して選考委員として、今後の一層の活

躍を期待して、それぞれの審査員が、自分の名前を冠

した賞を贈った。令和 3 年度も審査委員としても投票

で選ばれ選考委員として関わることが決まっている。 

 

(18)徳島県教育委員会主催、ＮＨＫ学校音楽 

コンクール小学校の部・中学校の部・高等学

校の部課題曲講習会 講師 

   (徳島県とくぎんプラザ) 

  対象：小・中・高等学校教員と 

児童・生徒 300 名 

令和元年 8 月 

～毎年継続で 

依頼を受けて

いる。 

ＮＨＫ学校音楽コンクール小・中・高等学校の部門の

課題曲の講習を行う。部門別に課題曲の分析をレクチ

ャーし、それぞれの部門ごとに実践指導を行った。呼

吸法、発声法から曲に対するアプローチの仕方と、場

面に合った声について助言した。好評につき継続依頼

を受けている。 

 

(19)神戸市教科・教科外研修講座 

「音楽科研究部(合唱)講習会」講師 

(神戸市総合教育センターホール) 

対象：神戸市教員 150 名 

令和元年 9 月 教科・教科外研修講座 音楽科研究部講習会において

合唱についての指導講師を務める。①合唱の子どもに

与える教育的効果と、生涯教育としての合唱について

②効果的な呼吸法と発声法の実践③合唱曲の指導法④

合唱の実践を指導した。 

 

(20)神戸市立御影中学校合唱コンクール 

(学年合唱指導)講師 

(神戸市立御影中学校) 

対象：中学生 600 名 

令和元年 9 月 地域貢献として近隣中学校で 2 回に渡って 1 年生～3

年生の学年合唱の指導をした。それぞれの学年の課題

曲を 1 年～3 年 600 名余りに呼吸法・発声法・曲の理

解について指導を行った。 

 

(21)神戸市立押部谷中学校合唱コンクール 

  (学年合唱指導)講師 

  対象：中学生 160 名 

令和元年10月 中学 2 年生の学年合唱曲「時の旅人」の指導を行う。

また、生徒を指導するだけでなく、学級担任としての

合唱コンクールの関わり方と曲の内容、生徒への声掛

けについても講演を行った。 

 

(22)神戸大学附属中等教育学校研究会 

  音楽科授業指導助言 講師 

令和 2 年 2 月 全国に向けて行われた音楽科研究授業の創作授業『オ

リジナル豆まきソングを創作しよう』の指導助言を務

めた。また、研究協議会において、中学音楽科教員とし

て理解しておくべき子どもの発達の中で音楽表現にお

ける分野について講演をおこなった。 

 

(23)全日本合唱コンクール兵庫県大会 

  (中学校、高等学校の部)実行委員長 

  参加数：1000 人、観客：1200 人 

  場所：KOBELKO 大ホール 

令和 3 年 8 月 兵庫県下から 40 校が出場したコンクールの実行委員

長として、コロナ前とは違い感染対策を徹底してコン

クールを実施した。幸い、全く問題はなく実施するこ

とができ、マスク越しであったが 2 年ぶりの歌声を子

どもたちが響かせる手助けを行った。 

 

(24) 全日本合唱連盟主催『おかあさん大会』 

兵庫県大会審査員(伊丹文化ホール) 

対象：兵庫県おかあさんコーラス 52 団体 

   観客：約 1700 名 

令和 4 年 6 月 全日本合唱連盟主催の全日本合唱コンクールおかあさ

ん大会の選考委員として審査し、全国大会に出場する

団体を選出した。その際、全団体にコメントを書き、今

後の技能アップの示唆を与えた。また、惜しくも選に

漏れた団体に対して選考委員として、今後の一層の活

躍を期待して、それぞれの審査員が、自分の名前を冠

した賞を贈った。 

 

(25)兵庫県但馬地区中学校教育研究会音楽部会 

  総会 研究会講師 

 

  場所：朝来市立和田山中学校 

  対象：音楽科教員 30 名 

令和 4 年 6 月 但馬地区中学校教育研究会音楽部会において、研究会

の講師を務めた。テーマは『子どもが表現したくなる

主体的な学びを促す授業とは』とし、「中学校の普通授

業における合唱（発声）指導の方法について」知りたい

と希望があったため、カノンと大循環コードを使った

創作からハーモニーづくりと合唱について発声から提
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案を行った。 

(26)兵庫県芸術文化振興財団主催の合唱リモー

トレッスンの講師 

 

  対象：兵庫県福崎西中学校 

令和 4 年 7 月

と 8 月 

次世代の芸術文化を担う人材を育成するために、簡単

に指導を受けられない地域に指導者を派遣する目的で

行われた兵庫県の活動に兵庫県から指導の要望があっ

たため参画し、人材育成に力を注いだ。 

(27)徳島県教育委員会主催、ＮＨＫ学校音楽 

コンクール小学校の部・中学校の部・高等学

校の部課題曲講習会 講師 

 

 徳島県とくぎんプラザから ZOOM に変更 

  対象：小・中・高等学校教員と児童・生徒 200

名 

令和 4 年 8 月 本年度の NHK 学校音楽コンクール課題曲講習を行っ

た。当初の予定は現地のホールで小学校・中学校・高等

学校の順で行う予定であったが、コロナ禍で他府県か

らの指導が難しくなったため、急遽遠隔で小学校・中

学校・高等学校を 1 時間ずつ、選抜の 6 校に対して個

別に行った。尚、その様子はどの学校からも見ること

ができた。遠隔でもポイントが分かったと好評を得た。 

 

(28)全日本合唱コンクール兵庫県大会 

  (中学校、高等学校の部)副実行委員長 

  参加数：1000 人、観客：1000 人 

  場所：KOBELKO 大ホール 

令和 4 年 8 月 兵庫県下から 39 校が出場したコンクールの副実行委

員長として、昨年度コンクールを成功させた実績から

副実行委員長として委員長を補佐した。全く問題はな

く実施することができ、マスク越しであったが今年も

歌声を子どもたちが響かせる手助けを行った。 

 

(29)養父市立養父中学校で校外音楽会参加のた

めの学年合唱指導 

 

  対象：中学生 80 名 教員 5 名 

  場所：養父中学校 

(30) 但馬中学校教育研究会音楽部会主催 

第 31 回但馬中学校音楽科教育研究会講師 

 

場所：養父市立八鹿青渓中学校 

参加：音楽科教員 30 名 

令和 4年 10月 

 

 

 

 

令和 4年 10月 

和田山地区の中学校が集まり学年合唱を披露するた

め、そのための合唱指導を行った。曲目は 

『夏の日の贈り物』と『春よ来い』であった。 

急に子どもの声が出るようになったと音楽の先生他、

みなさんに喜んでいただいた。 

テーマは「イメージを伝え合い、協働する喜びを感じ

取る」であった。『時の旅人』の学年合唱（75 名）の授

業を参観した後、指導助言を行った。また発声等合唱

についての悩みがいろいろだされたため、それについ

ても助言を行い、大変先生方に喜んでいただいた。 

 

(31) 摂津市教育研究会合唱講習会 講師 
 

  対象：摂津市音楽部教員、小学校教員 

     45 名参加 

  場所：摂津市立味舌小学校 

令和 5 年 1 月 摂津市教育研究会より依頼があり、音楽専科が不在の

摂津市の先生方に合唱指導の方法の講演、ワークショ

ップを行った。歌唱導入の基礎から合唱指導の方法ま

で、実際に先生方に動きを伴った歌唱法をお伝えした。

みなさん大変積極的に参加され、また積極的に質問も

いただき盛り上がった講習会となった。今後も継続的

に先生方と関わる方向になった。 

 

(32) 神戸大学附属中等教育学校研究会 

   音楽科授業指導助言 講師 

 

   対象：音楽教員、学生 20 名 

   場所：神戸大学附属中等教育学校 

令和 5 年 2 月 全国に向けて行われた音楽科研究授業の中学 3 年生創

作と表現の授業の指導助言を務めた。また、研究協議

会において、今回授業者が使った協同学習について音

楽科参会者のみなさんに講演を行った。 

今回は 20 名定員であったが、締め切り前に定員の上限

となり、盛況であった。 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項  

事    項 年月日 概        要 

１ 資格、免許 

・中学校教諭 1 級普通免許状（音楽） 

・高等学校教諭 2 級普通免許状（音楽） 

・中学校教諭専修免許状（音楽） 

・高等学校教諭専修免許状（音楽） 

 

昭和 63 年 3 月 

昭和 63 年 3 月 

平成 30 年 2 月 

平成 30 年 2 月 

 

昭 62中 1 普め第 1438（京都府教育委員会） 

昭 62高 2 普め第 1466 号（京都府教育委員会） 

平 29 中専修第 157 号（兵庫県教育委員会） 

平 29 高専修第 214 号（兵庫県教育委員会） 
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２ 特許等 

         なし 

  

 

３ 実務の経験を有する者について特記事項 

(1)音楽科主任として 

神戸大学発達科学部附属住吉校舎 

神戸大学附属住吉中学校 

神戸大学附属中学校(住吉校舎) 

神戸大学附属中等教育学校 

 

平成 18 年 4 月

～ 

平成 29 年 3 月 

 

音楽教員として、毎年全国に向けて音楽科の研究授業

の発信を行った。50 名以上の参会者を対象に音楽科の

研究会の活性化を図った。また、校内においても、歌声

の溢れる学校になるよう、生徒が主体的に取り組める

合唱練習のスタイルを構築した。 

 

(2)コーラス部顧問・吹奏楽部顧問として 

(指揮者兼指導者) 

神戸大学発達科学部附属住吉校舎 

神戸大学附属住吉中学校 

神戸大学附属中学校(住吉校舎) 

神戸大学附属中等教育学校 

平成 18 年 4 月

～ 

平成 29年 3月 

 

 

 

平成 18 年度から 3 年間吹奏楽部の顧問を務め、神戸市

吹奏楽コンクール金賞受賞、県大会銀賞受賞。近隣の

催し物にも招待され、地域貢献につながった。 

平成 19 年から 10 年間コーラス部の顧問を務めた。 

コーラス部の受賞歴（平成 20年以降） 

・ＮＨＫ全国学校音楽コンクール全国大会中学校部門

優良賞・金賞・銀賞受賞（合唱指揮・指導）計 11 回 

・ＮＨＫ全国学校音楽コンクール近畿大会中学校部門

銀賞受賞（合唱指揮・指導）計 6 回 

・全日本合唱コンクール 全国大会中学校・高校部門・

銀賞・金賞・最優秀賞受賞(合唱指揮・指導)計 3 回 

・兵庫県ボーカルアンサンブルコンテスト青少年の部

最優秀賞、兵庫県教育委員会賞・兵庫県知事賞 

 神戸市教育長賞・金賞受賞(アンサンブル指揮・指導)

計４回 

・神戸ユース賞受賞(コーラス部)（合唱指揮・指導） 

 計 5 回 

・ＭＢＳコンクール西日本大会最優秀賞全国大会選出

(合唱指揮・指導) 

・全日本合唱コンクール関西大会高校部門 金賞受賞

（合唱指導）計 2 回 

・声楽アンサンブルコンテスト全国大会中学・高校部

門優良賞受賞、中学校部門金賞受賞(合唱指揮・指導)

計 2 回 

 

(3)学年主任として 

神戸大学附属中等教育学校 

神戸市立住吉中学校 

平成 23 年 4 月

～ 

平成 30 年 3 月 

附属学校では、2 期生の学年主任、5 期生の副主任(新

しく高校から来られた先生を支えるため)、8 期生の主

任を務めた。その後転勤した神戸市立中学校でもすぐ

に 1 年生の主任を務めた。チーム学校の一員として学

年をまとめ運営を行った。また、月 1 回の学年保護者

会では必ず現状と今後の展望を伝え、授業参観や子ど

も観察の時間を設定した。その他、毎週学年便りを出

し続け、保護者と連携を図った。 

 

(4)神戸市音楽研究部研究委員として 平成 29 年度 平成 31 年度の近畿音楽研究大会発表に向けて、音楽の

共通教材の研究を行った。小学校からつながる主体的

な表現を生み出し、深い学びにつながる歌唱教材の指

導法の提案をした。時数やカリキュラムの関係もあり、

季節関係なく指導されている歌唱教材の扱いにも言及

し、それが子どもの曲に対する思いにどの様な影響を

与えるのかということも含め提案を行った。 

 

(5) 頌栄短期大学 教務部委員として 

 

平成 30 年 4 月

～令和 2 年 3

月 

新しく学部の 3 ポリシーを考え、決定した。また評価

の可視化を目指し、ルーブリック等を提案した。教務

ワーキンググループに所属し、短大生が主体的な研究

活動ができる初年次教育のシラバスを作成した。また

入学前課題と初年次教育の充実に向けて新しいカリキ

ュラムを考案した。 
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(6) 頌栄短期大学 入試広報室委員として 

 

平成 30 年 4 月

～令和 2 年 3

月 

オープンキャンパスの計画を含めた入試業務全般を行

うと同時に、入試問題の問作も行った。また、入試の形

態も来年度に向けて情報を集め学校の特色を生かした

ものを考えた。 

 

(7) 頌栄短期大学入試課題検討委員会ワーキン

ググループメンバーとして 

平成 31 年 4 月

～令和 2 年 3

月 

学長任命による学部長を含む 5 人のメンバーの中の一

人として、新しい入試制度に向けて、オープンキャン

パスの在り方、学生募集の方法、教育内容の充実につ

いて意見を述べた。 

(8) 頌栄短期大学ＳＤ委員会副委員長として 

 

平成 31 年 4 月

～令和 2 年 3

月 

昨年度は年に 2 回しか行われなかった教職協働のＳＤ

会議を月 1 回行うように企画、実践した。毎月それぞ

れの部署ごとでテーマを決め報告することを通し、お

互いの仕事内容を知ることができ、より意思の疎通が

図れるようになった。 

 

(9)奈良学園大学広報課課員として 令和 2 年 4 月

～現在に至る 

人間教育学部における大学案内パンフレットの作成が

滞りなく行われるように機能的に配置するなどの工夫

を行い仕上げまで関わった。また、オープンキャンパ

ス等も協働できるような仕組みを提案するなど積極的

に広報活動に取り組んだ。 

 

４．その他（声楽家・指揮者としての活動）   

(1)兵庫教育大学演奏会ソプラノ独唱で出演 

  宝塚ベガホール 

  観客 350 人 

平成 26年 1月 

 

演奏会出演学内オーデションを経て、ソプラノ独唱で

日本歌曲とイタリア歌曲を宝塚ベガホールで披露し

た。曲目①秘めごと(トスティー作曲)②4 月(トスティ

ー作曲)③『沙羅より』北秋の(信時潔作曲・清水重道作

詞) 3 曲とも愛を歌った曲。①は秘めたる愛、②は愛

の季節と呼びかける明るい愛、③は北国の秋の険しい

山道の野辺に咲く名もない白い小さい花を、好きな相

手になぞらえて呼ぶ歌である。 

 

(2)頌栄短期大学 チャペルコンサート 

ソプラノ独唱  観客 230 人 

平成 30 年 11

月・令和元年

11 月 

音楽礼拝としてソプラノ独唱を行った。作曲者の違う

アベマリア 4 曲①カッチー二②マスカー二③バッハ/

グノー④シューベルト、1 曲ずつ歌詞の解説や曲の特 

徴について述べ歌った。 

 

(3)関西合唱連盟主催レーデイースコーラスフェスィバル指揮 

  西宮芸術文化会館 観客 2500 人 

平成 31年 2月 指導している団の指揮者として出演。曲目：①女声合唱組曲「悲しみ

の意味」星野富弘作詩、なかにしあかね作曲   ②「はなみずき」マシ

コタツロウ作詞、一青窈作曲を披露した。 

 

(4)兵庫県合唱祭 一般女声コーラスグループ指揮 

  伊丹ホール 観客1800人 

 

令和元年 6 月 兵庫県合唱連盟主催の兵庫県合唱祭において、一般部門のコーラスグ

ループの指揮者として出演。①さくら 御木白日作詞、大熊崇子作曲 

②さくらさくら 日本古謡を披露した。 

 

(5)盲導犬チャリティーコンサート 

  女声コーラス指揮   ピフレホール 

  観客 350 人 

令和 2 年 1 月 チャリティーコンサートに出演し、女声合唱の指揮を

し、優秀賞受賞。曲目①『いのちの歌』MIYABI 作詞、

松村崇継作曲②『Ave Maria』G.Caccini 作曲、江上孝

則編曲を披露した。 

 

(6)関西レディ―スコーラス 女声合唱団指揮 

  池田市アゼリア大ホール 観客 300 人 

令和 2 年 2 月 関西の女声合唱団が集う合唱祭で合唱団を指揮。 

①『You Raise Me Up』Brendan Joseph Graham 作

詞、Rolf Lovland 作曲②『The Rose』Amanda McBroom 

作詞作曲を披露した。 

 

(7)盲導犬チャリティーコンサート 

  女声コーラス指揮 ピフレホール 

  観客 250 人 

令和 3 年 1 月 チャリティーコンサートに出演し、女声合唱の指揮を

する。今回はコロナ禍の為は賞は一切なしでの発表会

となった。曲目①『SWEET MEMORIES』松本隆作詞、大村

雅朗作曲、石若雅弥編曲②『天使のウィンク』尾崎亜美
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作詞・作曲、石若雅弥編曲を披露した。 

(8) 盲導犬チャリティーコンサート 

  女声コーラス指揮   ピフレホール 

  観客 350 人 

令和 5 年 1 月 

21 日 

チャリティーコンサートに出演し、女声合唱の指揮を

行った。今年度はコロナ禍ということもあり、賞は設

けていなかったので賞は送られなかったが、演奏後に

「すごい！」という声が観客から漏れ聞こえてきたほ

ど好評であった。曲目：君が君に歌う歌 作詞：Elvis 

Woodstock 作曲：大島ミチル 

（9）神戸教員合唱団チャリティー演奏会 

   合唱団指揮  ピフレホール 

   観客 300 人 

令和 5 年 2 月

25 日 

兵庫県の幼稚園から大学までの教員の音楽研修の場と

して発足した合唱団。指揮者並びに指導者として、毎

年 2 回、震災遺児・孤児対象のチャリティーコンサー

トや児童養護施設訪問を行っている。今回は『にほん

のうた』作曲：寺嶋陸也 作詩：野口有情、北原白秋 

他。『群青』作曲：小田美樹、編曲：信長貴富を演奏。

震災孤児支援のレインボーハウスに寄付。 

（10）関西レディ―スコーラスフェスティバル 

   合唱団エメロード指揮 

 

   場所：アクリエ姫路（大ホール） 

   観客：2000 人 

令和 5 年 2 月

26 日 

関西の女声合唱団が集う合唱祭で合唱団を指揮。 

曲目：『君が君に歌う歌』 作詞：Elvis Woodstock 作

曲：大島ミチル作詞作曲を披露した。 

 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名

称 

単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月 

発行所、発表雑

誌等又は発表学

会等の名称 

概      要 

（著書） 

(1)令和3年度中学校の音楽教

科書指導書 

 共著 平成3年4月 教育芸術社 

1年 

2・3年上 

2・3年下 

 

の合唱曲の指導案と

解説合計 12 頁執筆担

当 

(全体概要)新しい指導要領を受けて、令和3年度の中学校の音楽

の教科書の曲より、教員が指導しやすいように学習指導案やポイ

ントを解説。 

(担当部分概要) 全12頁 

平成 29 年度告示の指導要領を受けての初の中学校の教科書の指

導書である。新しい3観点に沿って解説をいれ、合唱曲4曲の指

導案と解説を作成した。 

曲目：1年『Let̀ s Search For Tomorrow』  

              『君をのせて』 

2・3年上『メッセージ』 

2・3年下『きみとともに』 

(学術論文) 

(3)生涯に渡り多様な音楽に

親しむことのできる音楽力

の育成 

   

単著 

 

平成26年3月 

 

神戸大学附属中等教

育学校住吉校舎 2013

年度 研究紀要 

pp.94-105. 

 

ベートーヴェンの交響曲第9番の背景や仕組みを理解した上で、

比較鑑賞から協同学習の手法を用いて合唱表現を工夫する試みの

音楽科指導法を論じた。混声四部合唱に対する関心・意欲と協同

学習に関する質問紙調査、合唱表現に対する質問紙調査、相互視

聴による技能評価を行い分析した。視点は①観点別役割分担を用

いた協同学習による聴く力と表現力の変容②協同学習を用いた比

較視聴による知覚・感受の結び付きの深まりとした。結果、実験群

において聴き方・歌い方について明らかな有意差が見られた。 

 

(4)音楽科 

『歌声で表現しよう』 

単著 平成27年2月 神戸大学附属中等教

育学校授業研究会 

2014年度 研究紀要 

pp.53-58. 

小・中の連携を考え、中学1年生でカノンと大循環コードを用い

てミニキーボードを使って創作をし、声で歌い合わせる単元を提

案した。カノンは小学校で既に学習しているが、コードについて

は学習していない。自分の既習の知識と新しく得る知識を組み合

わせる創作活動は、音楽科教育における小・中の連続性を意識す

ることにつながること、またカノンと循環コードを扱うことで聴

くことに注意が集まり、音価・音高の聴く力の高まりが見られる

ことを論じた。 
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(5)生涯に渡り多様な音楽に

した親しむことのできる音

感の育成 

―創作アンサンブルにおける

読譜力の高まりについて― 

単著 平成27年4月 神戸大学附属中等教

育学校住吉校舎 2014

年度 研究紀要 

pp.77-84. 

単元「カノンと大循環コードを使って創作」において，グループで

コードを用いた創作活動に協同学習の手法を取り入れることによ

り生徒の読譜力を効果的に高めることを明らかにした。分析結果

より、本実践による①創作アンサンブルにおける読譜力について

は、事前事後のアンケートにより高まりがみられ、創作ワークシ

ートから音符の理解が深まったことが明確になった。 

 

(6)協同学習を用いた中学生

の読譜力の育成に関する研

究 

－カノンの創作活動への応用

を通して－    (修士論文) 

単著 平成28年3月 兵庫教育大学 

A4版 全105頁 

グループでキーボードを用いてコードを用いた創作活動に取り組

むことにより、中学生の読譜力を効果的に高めることをねらいと

した。読譜力の高まりを見るために，事前事後の読譜力調査の検

定を通して分析した。幼児期の音楽経験の有無や歌遊び等の音楽

経験が、その後児童生徒の音楽を愛好する情意面に影響するのか

分析を行った結果、関連性が見えてきた。この調査結果を基盤に

して、音楽科の指導方法に工夫を加えた。 

 

(7)カリキュラム開発と 

評価研究の方法 

―汎用的能力論と新学習指導

要領の方向性を踏まえてー 

単著 平成29年2月 神戸大学附属中等教

育学校平成 28 年度授

業研究会紀要 

 pp.39-43. 

小学校との共同研究より、小学校から中等教育学校まで子どもた

ちに大切にしてほしい音楽教科に関わる汎用的能力論について述

べた。また中等においては、基礎期（1・2年）、充実期（３・４年）

とし、それぞれの区分で音楽の４領域で学ぶことを述べた。小学

校から中学校までの音楽家の教育目標や内容について整理した。 

 

(8)生涯に渡り多様な音楽に

親しむことができる音感の

育成 ―コミュニケーショ

ンを通して－（音楽科） 

単著 平成29年4月 神戸大学附属中等教

育学校2017年度紀要 

pp.103-115. 

協同学習の利点を活用して生徒の読譜力を高めることを試みた。

単元「カノンと大循環コードを使って創作」の実践でグループで

コードを用いた創作活動に取り組ｎだ。事前の聴き取り調査を基

に、グループの力が均等になるようにした。協同学習においては

グループ分けが授業内容に大きく左右すると明らかになった。 

 

(9)「保育内容(表現)」におけ

る音楽表現を用いたアクテ

ィブ・ラーニングの取り組

み 

単著 平成30年3月 頌栄短期大学論叢1号 

pp.65-75. 

「表現」を真摯に実行する授業方法としてアクティブ・ラーニン

グを取り入れた授業の試案である。音楽表現の詳細な場面設定か

ら幼児の表現過程での喜びや工夫を気付かせる方法を、意見を交

流させながら思考し，判断し，意思決定する授業を行った。主体的

に学ぶコミュニケーション活動を重視した教育により，実際の保

育現場においても同僚性を活かし課題解決することができる。 

 

(10)「保育内容(表現)」 

における協同学習を用い

た音楽表現 

 

単著 平成30年8月 

 

頌栄短期大学論叢2号 

pp.1-13. 

 

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業を実施した。幼児が表

現できるための環境設定を協同学習のしくみを考え，話し合い，

判断し，意思決定する授業を行う。このような主体的に学ぶ力を

育てるためにコミュニケーション活動を重視した方法をとった，

お互いが表現しやすい雰囲気が生まれた。そのことが より深く幼

児の音楽表現を理解することに繋がったことを論じた。 

 

(11)「保育者論」における 

協同学習によるアクティ

ブ・ラーニングの実践 

単著 平成31年3月 頌栄短期大学論叢3号 

pp.22-31. 

「保育者論」の授業で，協同学習の手法を用いた授業を展開しな

がら，保育者の資質と技能を明らかにした。保育者として身につ

けるべき力を理解し，現在の力を自身で分析する。また、目指す保

育者像に近づくために学生自ら、課題解決法を考え，計画を立て，

そのための行動計画を他者の前で発表することで，学生の「対人

関係能力」「他者と協働する力」「主体的に課題を発見し，解決に導

く力」を育むことを目指した。 

 

(12)音楽表現につながる読譜

力育成に関する研究 

  ～協同学習を用いたカノン

の創作活動への応用を通

して～ 

単著 平成31年3月 頌栄短期大学紀要第

43巻 

pp.59-72. 

協同学習の利点を活用して，コードを用いた創作活動に取り組む

ことで中学生の読譜力を効果的に高めると論じた。読譜力の高ま

りを評価するため，事前事後の読譜力調査を検定を通して分析を

試みた。調査内容は，音価・音高・コード・長短和音の4項目とし

た。いずれの項目も能力の伸長は見られ，特にコードにおいて事

前と事後の調査で有意差がでた。音価の方が音高よりもより早く

獲得できることも明らかになった。 

 

(13)保育者・教員養成校にお 単著 令和元年8月 頌栄短期大学論叢4号 1年生の基礎演習の1年間の取り組みについて述べた。2年後を見
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ける初年次教育の取り組み

～基礎演習におけるレポー

ト課題とその実践と評価に

ついて～ 

 pp.1-13. 据えて学内のポリシーに沿って、短期大学卒業時をイメージして、

入学前課題の取り組みから1年生前期までで学生につけたい力を

考え、可視化した。学生92名に対して、アクティブ・ラーニング

で協同学習の手法を用いたゼミ形式も、教員14名全員で担当し、

きめ細かな指導方法で臨んだ。 

 

(14)初等科音楽と中等科音楽

の学習内容の連携に関する

考察 

 ―新学習指導要領における

教材「カノン」の活用― 

単著 令和2年1月 奈良学園大学 

人間教育、３(1) 

pp.17-26 

幼稚園・小学校・中学校の３つの学習指導要領の総則から見える

連続性について、新指導要領の方向性と汎用的能力について現行

指導要領との比較から論じた。その上で、小学校中学校別の新学

習指導要領音楽の教科目標の整理、3 つの柱別の学年目標項目に

よる学年別の整理、領域の観点別による小学校と中学校の内容の

整理を通して、小学校と中学校における連携の必要性と学習内容

の連続性について、題材「カノン」の指導内容から提案した。 

 

(15) 音楽教育における合唱

指導の変遷―発声指導に着

目して― 

 

 

単著 令和2年12月 奈良学園大学 紀要 

第13集 

11頁 

唱歌の始まりである明治期と現在の学校音楽教育までを、学習指

導要領における歌唱技能の発声と合唱の変遷を辿った上で、学校

教育における現在の合唱活動について考察したものである。また

一番合唱活動が盛んであった頃1955年に出版された品川三郎の 

『児童発声』を『日本声楽発声学会関西支部学会誌』（2015年度）

に基づき発声法の根幹をなす歌唱（合唱）呼吸について妥当性を

検討した。 

 

(16)小学校・中学校音楽科の

歌唱(合唱)授業の一考察 

－歌唱技能に関する意識と実

態－ 

単著 令和3年6月 全国大学音楽教育学

会 関西地区学会誌

≪第2号≫ 

6頁 

コロナ前後における歌唱指導の変化についてのアンケート調査よ

り、小学校・中学校音楽教員がコロナ前まで子どもの発達段階を

考えて、どのように歌唱に関する指導を行っていたのか、またコ

ロナ禍での現行の指導がコロナ前に比べてどのように変化してい

るのかを明らかにした。また現在の中学生が小学校、中学校でど

のような歌唱指導を受けてきているのかも明らかになった。これ

らから、まず腹式呼吸法の会得と指導ができることや発達段階に

合わせた歌唱指導のための声掛けのバリエーションを多く持つこ

とを含めた変声期における歌唱指導の重要性が明らかになった。 

 

(17)新学習指導要領における

音楽科検定教科書の研究 

―「主体的・対話的で深い学

び」に着目して― 

単著 令和3年12月 奈良学園大学 紀要 

第14集 

10頁 

2 社の検定教科書では，生徒自身が身に付けることができる学力

を確かめながら主体的に取り組むことができる工夫や，学びのね

らいや学習内容を分かり易く俯瞰できるような構成になってい

た。また生徒の興味を喚起し，関心を高める工夫や学びの手順，展

開や工夫の視点を具体的に示し，協働的・対話的な活動を見据え

て，分かり易く進んで学び合う活動ができるようになっており，

どのように生徒が学ぶのかを主眼とした生徒自らが学習に取り組

みやすい教科書の内容に発展していることが分かった。 

 

(18) 中学校音楽鑑賞領域に

おける体験型教材の研究 

―検定教科書掲載曲を用いて

― 

単著 令和5年3月 奈良学園大学 紀要 

第15集 

10頁 

現行の鑑賞授業の手法に、アメリカでブース（2016）が提唱するテ

ィーチング・アーティスト（以下ＴＡ）が教育のために用いている

体験型音楽鑑賞の考え方から久保田（2019）が示したエントリー

ポイントやアクティビティを活用、融合させた音楽科授業の提案

を行った。体験型教材として扱う楽曲は、久保田（2019）『新しい

音楽鑑賞～知識から体験へ～』第8章「室内楽」に掲載されてい

るヴィヴァルディの『四季』から「春」の第一楽章とした。 

 

その他（教材作成） 

（１）教育実習の手引き 

 

単著 

 

平成25年6月 

 

神戸大学附属住吉中

学校音楽科発行 

 

従来から学校としての実習の手引きは存在したが、音楽科に特化

した実習の手引きを、音楽家の主任として新たに作成した。教育

実習の意義と、実習生として守るべき心得、音楽家指導案の作成

事例と授業評価の方法について説明した。さらに学級担任として、

生徒理解の方法等について具体的に説明した冊子。 

 

(その他 依頼原稿) 

(1)「Ｗｅ love ミュージッ

 

単著 

 

平成25年8月 

 

『教育音楽』9月号 

 

全日本音楽研究大会全国大会(兵庫県大会)研究演奏についての附
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ク！」神戸大学附属中等教

育学校住吉校舎コーラス部

＆森瀬智子教諭 全日本音

楽研究大会全国大会より 

(音楽之友社)   

pp.14-17. 

属校における呼吸法から始まる声作りを含めた楽曲への取り組み

の紹介と最大14声部に分かれる「会津磐梯山」の女声合唱の演奏

について記述した。また、実際研究大会で会場の皆さんと一緒に

声を出しながら行った呼吸法・発声法についても具体的に述べて

いる。また、日々 や年間の活動についても報告した。 

 

(2)特集 授業の始めの5分で

できる発声練習ウォーミン

グアップ呼吸法 呼吸が良

い声への鍵を握る 

単著 平成26年5月 『教育音楽』6月号 

(音楽之友社) 

pp.32-33. 

授業の最初に短時間でしかも継続できる呼吸法と発声指導の紹介

した。呼吸は、実際写真によって、どの様な動きで、腹横筋や腹直

筋、肋間筋などどこの筋肉をいかに使えばよいのか、またその効

果的なトレーニング方法。そして理論を知って実践する大切さも

述べた。見えない身体の中を映像の動画で可視化することで、一

つひとつの動きに敏感になり、短時間でも成果が上がることを解

説した。 

 

(3)特集 生徒の歌声を聴く

力「聴く力をレベルアッ 

 プするために」 

単著 平成27年4月 『教育音楽』5月号 

(音楽之友社) 

pp.32-33. 

特集 増やそう！歌唱指導で使える言葉 本当に使える言葉かけ

「楽しい気分になる～夢の国の住人を使って～」において、歌唱

指導の際にどのような言葉を使うと子どもの声が変化するのかを

について事例紹介と説明を行った。また、体の使い方を知ること

で、自然な声で歌えることについても言及。どのような言葉、音色

で声をかけると良いのか、またその継続の必要性についても音感

を育てる視点に立って解説した。 

 

(4)特集 校内合唱コンクー

ルに向けてパート練習をレ

ベルアップ 

「理想的なパート練習とは」 

単著 平成27年8月 『教育音楽』9月号 

(音楽之友社) 

pp.29-36. 

混声合唱練習において、主体的に学生・生徒・児童を対象とした協

同学習を用いたパート練習の具体的手法を紹介した。ピアノを弾

ける者がいない場合も言及。そしてその方法を解説。また、主体的

に取り組むことで汎用的能力としてのどのような力がつくのか、

そしてどのような表現力が向上するのかについて述べた。生徒を

やる気にさせる教師の言葉かけ等、すぐ授業で使える方法を述べ

た。 

 

(5)特集 表現力アップ！ 

合唱曲アナリーゼ大作戦 

「指導に生かすアナリーゼ」 

単著 平成27年12月 『教育音楽』1月号 

(音楽之友社)   

pp.36-38. 

小・中学校の生徒に、そして先生方に人気曲である『時を越えて』

栂野知子作詞・作曲の合唱曲分析方法を紹介。まず、曲の構造を知

ること。曲の鍵は伴奏にあり、伴奏を見ると、和音なのか、分散和

音なのか、どの音符が多いかで分析し、その音楽を歌に生かすこ

とで表現力が豊かになる例を紹介。伴奏の弾き方も言及した。 

 

(13)特集「困った時の発声指 

導」について 

単著 平成28年4月 『教育音楽』5月号 

(音楽之友社) 

pp.27 

困った時の発声指導の解決策として、うたう声が小さい時のア

プローチや指導について解説。また、子どもの声のために指導者

が配慮すべきこと。幼児から児童生徒までを対象に教える側の理

解について述べた。その知っておくべきことを使ってできる、授

業ですぐに使える発声指導方法も紹介し、すぐできる指導を考え

て述べた。 

 

(6)短時間で上達する 

合唱指導 

単著 平成28年9月 『教育音楽』10月号 

(音楽之友社) 

pp.29-30. 

限られた短い時間で合唱のパート練習を紹介した。パートリーダ

ーを育てること、パートり―ダ―が先生となって相談しながら自

分たちの音楽を創っていくこと。音楽を楽しく表現する上で、子

どもが主体的に表現できる方法や小中高等学校におけるクラスで

の合唱指導の上で大切なパートリーダーの育成方法について述べ

た。 

 

(7)特集 卒業の歌を磨く「今

からでも間に合う！ 

卒業ソングの攻略法」 

単著 平成29年1月 『教育音楽』２月号 

(音楽之友社) 

pp.40-43. 

小学校や中学校で使える合唱曲『奇跡』若松歓作詞・作曲『前へ！』

ruriko作詞・作曲の2曲の紹介と楽曲分析。指導ポイントを解説。

また、ピアノで伴奏する際に気を付けるべきこと、やどのように

伴奏にアプローチすればよいのかなど、伴奏から曲を読み解き、

表現する方法を解説し、注意すべき点についても言及した。 

 

(8)とっておき！私のお役立

ちソフト           

単著 平成29年8月 『教育音楽』９月号 

(音楽之友社) 

「レッツパー練４」ＣＤを紹介。ポップスを編曲した合唱曲など、

小学校・中学校で実際ＣＤを用いて聞きながら練習をし、即歌う



13 
 

pp.74 ことができるＣＤを紹介。子どもから大人までが幅広く使えるレ

パートリー曲が集められており、パートの音取りだけに活用する

のではない、パート別ＣＤの活用法の可能性についても解説して

いる。小学校・中学校・高等学校の音楽会等でも活用できるもので

あることを述べている。 

 

(学会発表等) 

(1)「第 9 に迫る」 

授業・提案 

―  

平成 26 年 2 月 

 

神戸大学附属中等教

育学校教育研究協

議会 

 

生涯にわたり多様な音楽に親しむ人間力の育成を

目指し、音楽史・鑑賞・合唱を組み合わせた単元「第

9 に迫る」を作った。第九の背景とベートーヴェン

と時代について協同学習で学んだ後、第九の比較鑑

賞を通して様々な曲の表現方法を理解した。最後に

原語で第九の部分合唱を行った。比較鑑賞を通して

生徒の表現力が高まることが分かった。 

 

(2)「古から今へ、歌人

になろう」 

授業・提案 

 

 

 

― 平成 27 年 2 月 神戸大学附属中等教

育学校 

神戸市研究部会

創作領域研究協

議会 

5 音音階を使って箏を用いて小集団で作曲を行う。

生徒が作った短歌に歌をつける活動として、①日本

音階の中で沖縄音階・律音階・都音階・民謡音階の

どれかを選択②曲の形態、長唄風、歌唱独唱風、ア

カペラ合唱風、ポップス風の中からそれぞれ選択し

て班の短歌に合った曲を箏を使って創作する活動

の提案授業。筝の譜面を用いたため、楽譜に苦手意

識のある生徒も取り組むことができた。 

 

(3)「カノンと大循環コ

ードを用いた創作

Ⅰ」授業・提案 

― 平成 27 年 2 月 神戸大学附属中等教

育学校 

中等教育学校 1 年生の生徒の読譜力を育成する研

究授業と実践発表を行った。その中で協同学習を用

いた創作アンサンブルにおける読譜力の高まりお

よび情意面の変容を分析した。また、高校 3 年の生

徒に対して音感力をつけるために継続的にこの単

元に取り組ませたところ、音程感、リズム感の向上

がともに見られた。 

 

(4)「カノンと大循環コ

ードを使って創作

Ⅱ」授業・提案 

― 平成 29 年 2 月 神戸大学附属中等教

育学校 

1 年生の創作単元研究 3 年目の発表である。大循環

コードとカノンを用いるが、経過音を入れても良

い、という課題の条件を増やした。このことによっ

て、より多様な旋律を創作することが可能になり、

前回よりも生徒の取り組みも活発になった。このよ

うな課題の条件の内容が生徒の音選びの力をつけ

ることになることの提案を行った。 

 

(5)「子どもの主体性を

育む協同学習につい

て」 提案 

 

― 平成 29年 10月 神戸市立住吉中学校 

人権教育東灘ブ

ロック研修会 

神戸市教育委員

会主催 

幼・小・中・高の教員対象に実践報告とワークショ

ップを行った。中学 1 年生に 7 か月様々な授業で協

同学習の手法を用いたことによる生徒の変容と活

動内容について報告した。結果、自己肯定感が高ま

り、活動的、協働的になったが、それはどのような

仕組みを用いることで力がついてきたのか、パワー

ポイントで実際の映像を用いて説明を行った。 

 

 
 



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5 年 3 月 31 日 

        氏名   山田 明広  

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 哲学、文学、文化人類学  漢文学、中国哲学、中国文学、文化人類学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概           要 

１ 教育方法の実践例 

（１）画像・映像資料を活用した分かりやすい授業

の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）リアクションペーパー使用による授業改善の

工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年4月1日

～平成30年3月

31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年4月1日 

～平成 30年 3

月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として

平成 26年 4 月～平成 28 年 3月に担当した「現代ア

ジアと日本 1」（専門教育科目、２年次以降配当、春

学期、選択２単位）および「現代アジアと日本 2」

（専門教育科目、２年次以降配当、秋学期、選択２

単位）、平成 28 年 4 月～平成 30 年 3 月に担当した

「アジアの伝統文化と現代Ⅰ」（専門教育科目、２年

次以降配当、春学期、選択２単位）および「アジア

の伝統文化と現代Ⅱ」（専門教育科目、２年次以降

配当、秋学期、選択２単位）において、また、奈良

県立医科大学医学部教養教育部門の非常勤講師と

して平成 28年 4 月～平成 28年 9 月に担当した「ア

ジア文化論」（講義科目、１年次配当、前期、必修

１単位）において、本人が現地で撮影した写真およ

び映像を用いて中国・台湾の宗教事象を中心とする

諸文化を解説することにより、学生が授業内容につ

いて理解しやすくなっているとともに、興味を持つ

ようになった。 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として

平成 26年 4 月～平成 28 年 3月に担当した「現代ア

ジアと日本 1」（専門教育科目、２年次以降配当、春

学期、選択２単位）および「現代アジアと日本 2」

（専門教育科目、２年次以降配当、秋学期、選択２

単位）、平成 28 年 4 月～平成 30年 3 月にかけて担

当した「アジアの伝統文化と現代Ⅰ」（専門教育科

目、２年次以降配当、春学期、選択２単位）および

「アジアの伝統文化と現代Ⅱ」（専門教育科目、２

年次以降配当、秋学期、選択２単位）において、花

園大学文学部文学部日本文学科の非常勤講師とし

て平成 26 年 4 月～平成 30年 3 月にかけて担当した

「中国文学史Ⅰ」（講義科目、１年次以降配当、前期、

選択２単位、中高１種国語科教員免許取得のための

科目）および「中国文学史Ⅱ」（講義科目、１年次

以降配当、後期、選択２単位、中高１種国語科教員

免許取得のための科目）において、また、奈良県立

医科大学医学部教養教育部門の非常勤講師として

平成 28年 4 月～平成 28 年 9月に担当した「アジア

文化論」（講義科目、１年次配当、前期、必修１単

位）において、適宜リアクションペーパーを使用し

て受講生から授業に対する感想・要望・質問を聞き、

授業改善に生かした。また、寄せられた質問につい

ては、後の授業にて可能な限り回答するなど、学生

との意思疎通を図った。 

 

 

 

 

 

 



（３）効果的な漢文教育法の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）パワーポイントの効果的活用による分かりや

すい授業の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）フィールドワークを取り入れた効果的な授業

の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）問題解決能力を養わせるための授業の実践 

 

平成26年4月1日 

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年11月27

日・平成27年11

月30日・平成28

年4月～平成30

年3月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年4月1日

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年4月1日

～現在に至る 

 

花園大学文学部文学部日本文学科の非常勤講師とし

て平成26年4月～平成30年3月20日に担当した「漢文学

Ⅰ」（講義科目、１年次以降配当、前期、選択２単位、

中高１種国語科教員免許取得のための科目）および

「漢文学Ⅱ」（講義科目、１年次以降配当、後期、選

択２単位、中高１種国語科教員免許取得のための科

目）において、また、奈良学園大学人間教育学部人間

教育学科非常勤講師、同大学同学部同学科の特任講

師、同大学同学部同学科の専任講師および同大学同学

部同学科の准教授として平成28年4月～現在まで担当

している「漢文学入門」（専門科目、２年次以降配当、

前期、選択２単位、中高１種国語科教員免許取得のた

めの科目）および「漢文学Ⅰ」（専門科目、２年次以

降配当、後期、選択２単位、中高１種国語科教員免許

取得のための科目）において、漢文法および漢文句法

を受講生に一通り網羅的に解説し演習問題を解かせ

て理解・定着させた上で漢文の文章読解を行わせるこ

とにより、受講生が比較的正確で安定的に漢文を読解

することが可能となった。 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として

平成 26年 4 月～平成 28 年 3月に担当した「現代ア

ジアと日本 2」（専門教育科目、２年次以降配当、秋

学期、選択２単位）において、平成 28年 9 月～平成

30 年 3 月に担当した「アジアの伝統文化と現代Ⅱ」

（専門教育科目、２年次以降配当、秋学期、選択２

単位）の全講義において、また、奈良県立医科大学

医学部教養教育部門の非常勤講師として平成 28 年

4 月～平成 28 年 9 月に担当した「アジア文化論」

（講義科目、１年次配当、前期、必修１単位）の全

講義において、パワーポイントで作成したスライド

を全面的に活用することにより、学生にとって視覚

的に見やすくまた理解しやすい授業を実践してい

る。その結果、奈良県立医科大学の講義において実

施したリアクションペーパーにおいては、見やすく

分かりやすいといった類の意見が多数寄せられた。 

 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科専任講師

および同大学同学部同学科准教授として平成 30 年

４月～現在まで担当している「人間教育学ゼミナー

ルⅠ（基礎）」（専門科目、３年次配当、通年、必修

４単位）のうち、「中華圏の祭祀文化」に関する授業

において、先に中華圏の廟と祭神、祭祀に関して講

義を行い、その後、神戸および横浜の関帝廟の訪問

や横浜中華街の関帝誕という祭りの見学を行うな

ど現地調査を行うなど実際に中華圏の廟や祭りの

様子を目にすることで、学生の授業内容に対する理

解度が大幅に高まった。 

 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科専任講師

および同大学同学部同学科准教授として令和元年

４月～現在まで担当している「人間教育学ゼミナー

ルⅡ（応用）」（専門科目、４年次配当、通年、必修

４単位）において、前年度に基礎的な知識を講義し、

その上で大まかなテーマを与えて受講生に順番に

発表させ、そして、全体で討論させることにより、

受講生に自ら問題を発見して考え、調査し、解決す

るという能力を養わせた。 

 

 

 

 

 



２ 作成した教科書，教材 

（１）オリジナルプリント教材の作成 

 

平成23年4月1日 

～現在に至る 

 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として

平成 23 年 4 月～令和 5 年 3 月まで担当した「中国

思想文化論 1」（専門教育科目、２年次以降配当、春

学期、選択２単位）および「中国思想文化論 2」（専

門教育科目、２年次以降配当、秋学期、選択２単位）、

平成 24年 4 月～平成 25 年 9月に担当した「漢字・

漢文論１」（専門教育科目、２年次以降配当、春学期、

選択２単位）、平成 26 年 4 月～平成 28年 3 月に担

当した「現代アジアと日本 1」（専門教育科目、２年

次以降配当、春学期、選択２単位）および「現代ア

ジアと日本 2」（専門教育科目、２年次以降配当、秋

学期、選択２単位）、平成 28 年 4 月～平成 30 年 3

月に担当した「アジアの伝統文化と現代Ⅰ」（専門

教育科目、２年次以降配当、春学期、選択２単位）

および「アジアの伝統文化と現代Ⅱ」（専門教育科

目、２年次以降配当、秋学期、選択２単位）におい

て、花園大学文学部文学部日本文学科の非常勤講師

として平成 26 年 4 月～平成 30 年 3 月に担当した

「中国文学史Ⅰ」（講義科目、１年次以降配当、前

期、選択２単位、中高１種国語科教員免許取得のた

めの科目）および「中国文学史Ⅱ」（講義科目、１

年次以降配当、後期、選択２単位、中高１種国語科

教員免許取得のための科目）において、奈良県立医

科大学医学部教養教育部門の非常勤講師として平

成 28年 4 月～平成 28 年 9 月に担当した「アジア文

化論」（講義科目、１年次配当、前期、必修１単位）

において、また、奈良学園大学人間教育学部人間教

育学科専任講師および同大学同学部同学科准教授

として令和元年４月～現在まで担当している「漢文

学Ⅱ」（専門科目、２年次以降配当、前期、選択２

単位、中高１種国語科教員免許取得のための科目）

において毎時間、事前に要点をまとめたオリジナル

のプリントを作成し、そのプリントを使用して講義

することで、学生の理解に資している。 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

（１）関西大学文学部総合人文学科平成26年度春学期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）関西大学文学部総合人文学科平成26年度秋学期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（３）関西大学文学部総合人文学科平成27年度春学期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 26年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中国思想文化論 1」および「現代アジアと日本 1」

について受講学生による授業評価アンケートを実

施し、いずれの科目もほとんどの項目において評価

平均が 4.0（満点 5.0）以上であった。特に、「総合

的に判断してこの授業は意義のあるものであった」

という項目については、「中国思想文化論 1」では

評価平均が 4.1 に、「現代アジアと日本 2」では評

価平均が 4.1となり、いずれも全学の平均である 4.0

を超えることができた。 

 

「中国思想文化論 2」および「現代アジアと日本 2」

について受講学生による授業評価アンケートを実

施し、「総合的に判断してこの授業は意義のあるも

のであった」という項目についての評価平均が「中

国思想文化論 2」では 4.1 に、「現代アジアと日本 2」

では 4.2 となり、いずれの科目においても全学の平

均 4.0 を超えることができた。 

 

「中国思想文化論 1」について受講学生による授業

評価アンケートを実施し、多くの項目においてその

評価平均が全学平均および文学部平均を超えた。特

に、「総合的に判断してこの授業は意義のあるもの

であった」という項目については、評価平均が 4.2

となり、全学平均 4.0 および文学部平均 4.1 を超え

ることができた。 

 



（４）関西大学文学部総合人文学科平成27年度秋学期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（５）近畿大学法学部平成27年度後期における学生に

よる授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（６）花園大学文学部日本文学科平成27年度後期にお

ける学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

（７）奈良県立医科大学医学部看護学科平成27年度に

おける学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

（８）奈良教育大学教育学部教育学科平成28年度前期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

（９）奈良県立医科大学医学部看護学科平成28年度に

おける学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（10）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科平成29

年度における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

（11）関西学院大学社会学部平成29年度春学期におけ

る学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 月 

 

 

 

 

 

平成 28年 9 月 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 9 月 

 

「中国思想文化論 2」について受講学生による授業

評価アンケートを実施し、ほとんどの項目において

その評価平均が全学平均および文学部平均を超え

ていた。特に、「総合的に判断してこの授業は意義の

あるものであった」という項目については、評価平

均が 4.2となり、全学平均 4.0および文学部平均 4.1

を超えることができた。 

 

「中国語総合 2」について受講学生による授業評価

アンケートを実施し、「この教員の授業を 10 点法で

評価して下さい」という項目についての平均値が

8.6 となり、全科目平均の 8.3 を超えることができ

た。また、「とても分かりやすかった」や「説明が

丁寧であった」といった類のコメントが多数寄せら

れるなど、高い評価が得られた。 

 

「漢文学Ⅱ」および「中国文学史Ⅱ」について受講

学生による授業評価アンケートを実施し、いずれの

科目もほとんどの項目において学生による評価の

平均値が全学平均を超えることができた。特に、「先

生の授業に対する取り組みに熱意や情熱を感じら

れますか」という項目については、前者が 4.0（満

点 5.0）、後者が 4.28 といずれも比較的高い評価が

得られた。 

 

「中国語」について受講学生による授業評価アンケ

ートを実施し、「総合的に満足できる授業であった」

という項目についての平均値が 4.57（満点 5.0）と

なり、全体平均 4.1 を大きく超えるなど、高い評価

が得られた。 

 
「中国語」および「漢文学特論」について受講学生

による授業評価アンケートを実施し、両科目ともほ

とんどの項目において学生による評価の平均値が

全学平均を超えることができた。また「わかりやす

い授業であった」といった類のコメントが多数寄せ

られるなど、高い評価が得られた。 

 

「アジア文化論」について受講学生による授業評価

アンケートを実施し、ほとんどの項目において学生

による評価の平均値が全学平均を超えることがで

きた。特に、「授業を受けることでテーマについて

より興味・関心を持てた」および「総合的に満足で

きる授業であった」という項目の平均値がともに

4.0 近くなるなど比較的高い評価が得られた。 

 

「漢文学入門」について受講学生による授業評価ア

ンケートを実施し、ほとんどの項目において当該科

目の平均値が全体の平均値を超えることができた。

特に、「授業に対する熱意や意欲」および「有効な

時間の使い方」の項目について、4 段階中 3.6 とい

う高い評価が得られ、全体平均を大きく上回った。

そして、その結果、総合評価でも 4 段階中 3.5 とい

う全体平均を大きく上回る高評価が得られた。 

 

「中国語Ⅰ」および「中国語Ⅲ」について受講学生

による授業評価アンケートを実施し、ほとんどの項

目においてその評価平均が全学平均および学部平

均を超えていた。特に、「あなたは、全体としてこの

授業に満足していますか」という項目については、

前者が 4.6、後者が 4.9（いずれも満点 5.0）といず

れもかなり高い評価が得られた。 

 



（12）奈良教育大学教育学部教育学科平成 30年度後

期における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（13）奈良学園大学令和2年度前期における学生によ

る授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

（14）関西大学文学部総合人文学科令和2年度秋学期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（15）関西学院大学社会学部令和3年度春学期におけ

る学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 9 月 

「漢文学特論」について受講学生による授業評価

アンケートを実施し、ほとんどの項目において学

生による評価の平均値が全学平均を超えることが

できた。特に、「あなたはこの授業での学びにど

の程度満足しましたか」という項目については、4

段階中 3.61 という高い評価が得られ、全体平均を

大きく上回った。 

 

「漢文学入門」および「漢文学特論」について受

講学生による授業評価アンケートを実施し、ほと

んどの項目において学生による評価の平均値が 5

段階中 4.5 を超えていた。特に、「この授業の先

生の説明は分かりやすかった」および「この授業

は総合的にみて満足のいくものだった」について

学生による評価の平均値が 5段階中 4.5 を超えて

いたなど、かなり高い評価が得られた。 

 

「中国思想文化論 2」について受講学生による授業

評価アンケートを実施し、多くの項目において学

生による評価の平均が全学平均を超えていた。特

に、「総合的に判断してこの授業は意義のあるも

のであった」という項目については、評価平均が

4.4 となり、全学平均 4.2 を超えていたなど、かな

り高い評価が得られた。 

 

「中国語Ⅰ」について受講学生による授業評価ア

ンケートを実施し、ほとんどの項目においてその

評価平均が全学平均および学部平均を超えてい

た。特に、「あなたはこの授業を通して、卒業まで

に求められる資質・能力を向上できたと思います

か」という項目については 4.5、また「あなたは、

全体としてこの授業に満足していますか」という

項目については 4.4（いずれも満点 5.0）となるな

どかなり高い評価が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

〔社会人対象の講演〕 

（１）台湾の道教の現状と道教儀礼について 

 

 

 

 

 

 

（２）奈良学園大学公開講座「王寺町りーべるカレッ

ジ」2019年度第3回における講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）奈良学園公開文化講座第 47回における講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）天理参考館第 90回企画展「館蔵資料から見る

神仙思想と道教」の記念講演会での講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）朝日カルチャーセンター中ノ島教室「怪異学

入門 2022」における講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年9月11

日 

 

 

 

 

 

令和元年6月29

日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 7 月 31

日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月 28

日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 10 月

23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪日中友好協会の支援の下で設立された「くらし

の智恵：道教に親しむ会」の第3回会合において、当

会の要請により一般向けに行った講演。まず、中国

道教の歴史について触れることで道教とはいかな

る宗教か紹介した後、台湾では現在いかなる道教信

仰が行われているか儀礼を中心に説明した。 

 

奈良学園大学が王寺町と提携して毎年行っている

公開講座「王寺町りーべるカレッジ」の 2019 年度第

3 回において講師を務め、「台湾の疫病払いの祭り 」

というテーマにて主として台湾南部で疫病を払う

ために行われる王醮という祭りについての講演を

行った。まず、祭りが行われる廟について説明し、

廟で行われ種々の活動について説明した後、王醮と

はいかなる祭りであり、その中心となる王爺という

神はどのような神で、どのような道教および民間信

仰の儀礼や活動が行われるのか、写真や映像を用い

て解説した。 

 

学校法人奈良学園が所有している奈良学園セミナ

ーハウス志賀直哉旧居において毎年開催されてい

る奈良学園公開文化講座の第 47 回にて講師を務め、

「中華圏の「お盆」の行事―台湾の現状とその起源

を中心に」というテーマで講演を行った。まず、「お

盆」に関連する用語の意味や使われ方について日本

と中華圏とを比較し、その後、日本のお盆の現状に

ついて確認した上で、台湾を中心に中華圏のお盆に

当たる鬼月の行事や儀式等の現状について解説し

た。その後、中華圏のお盆の起源として「中元」と

「盂蘭盆」と「放焔口」といった三つの行事・儀式

を取り上げ、これらがいかに変遷・習合することで

現在の中華圏のお盆が形成されたかを解説した。 

 

天理参考館で令和 4年 7月 13日～9月 5日に行われ

た第 90 回企画展「館蔵資料から見る神仙思想と道

教」の第２回目の記念講演会において講師を務め、

「道教の不可思議な世界―仙人から疫病払いの儀

式まで―」というテーマにて講演を行った。まず、

道教に見られる不可思議な要素のうち神仙になる

ための煉丹術を取り上げ、その歴史的変遷と意義、

具体的実践法について解説した。続いて、罪を滅し

功徳を積むことで神仙になろうとする斎醮儀礼、中

でもとりわけ現在の疫病払いの儀式について台湾

の事例をもとに解説し、これらを通して道士が神仙

になる方法について概観した。 

 

朝日カルチャーセンター中ノ島教室の 2022 年度の

講座「怪異学入門 2022」（10月～12 月）の第１回目

の講座において講師を務め、「台湾の道教式死者供

養の儀礼」というテーマにて講演を行った。まず、

死者供養の儀礼の担い手である道士について説明

し、続いて死者供養の儀礼と喪葬儀礼との関係性に

ついて説明し、その上で道教式死者供養の儀礼の構

成や内容はいかなるものであるのか、現地調査によ

り得た事例を用いて説明することで、台湾の道教式

死者供養の儀礼の全体像を概観した。 

 

 

 

 

 



〔展覧会の解説の翻訳〕 

（１）「道教信仰文化特展」の解説の日本語訳 

 

 

 

 

 

 

〔海外研修〕 

（１）「台湾研修」プログラムの提案企画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和元年度カンボジア短期研修プログラムに

おける引率業務 

 

 

 

 

 

 

（３）令和２年度カンボジア短期研修プログラム（オ

ンライン交流）における司会業務 

 

 

 

 

（４）令和３、４年度奈良学園大学・蘇州科技大学

文化交流（オンライン）プログラムにおける企

画・学生指導・司会進行業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年11月5

日～平成29年2

月19日 

 

 

 

 

令和元年5月29

日～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和2年2月11日

～令和2年2月18

日 

 

 

 

 

 

令和3年2月18日 

 

 

 

 

 

令和3年4月9日

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台南市文化局主催により台湾台南市鄭成功文物館に

て「道法萬象─道教信仰文化特展」が行われ、そこで

使用された李豊楙教授による中国語の解説文をすべ

て日本語に翻訳し、その結果、日本語による解説文

として使用された。 

 

 

奈良学園大学の学生向けの「台湾研修」を同大学学

長に提案したところ、学長の支持を得、目下、学長

支援の下、松井典夫教授と共同でプログラム案を企

画している。本研修は、語学（中国語）習得に重き

を置くのではなく、教師として必要な資質を身に着

けるという点に重きを置いており、従来の海外研修

とは内容が大きくことなるものにする予定である。

すでに受け入れ先候補であり、同大学の提携校であ

る屏東科技大学を訪問してこの点について伝えて

おり、了承を得ておいる。現在、同大学の支援も得

ながら、プログラムを企画している。 

 

奈良学園大学社会・国際連携センターが令和2年2月

11日～18日に実施した学生向けの「カンボジア短期

研修」において引率業務を行った。カンボジアメコ

ン大学との交流のほか、日本語学校での学生による

授業体験、スラム街での交流などといったプログラ

ムを実施し、副次的立場からではあったものの、学

生に対して指導を行った。 

 

奈良学園大学とその提携校であるカンボジア・メコ

ン大学との間で行われた学生向けのオンライン交

流会（奈良学園大学社会・国際連携センター主催）

において司会業務を務めた。また、事前準備のため

の研修に参加して学生の指導を行った。 

 

奈良学園大学とその提携校である中国・蘇州科技大

学との間で令和3年度より行われている学生向けの

オンライン交流会（奈良学園大学社会・国際連携セ

ンター主催）において、企画、蘇州科技大学側の担

当教員との間の連絡、交流会当日までの参加学生に

対する指導、交流会当日の司会・進行業務、１週間

後に実施する振り返り会における学生の指導、年度

末発行の国際交流記録文集掲載用の報告文の作成

および学生作成の報告文の添削指導等、本交流会に

関する多くの業務を主導的立場にて行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔ＦＤ研修会における報告〕 

（１）奈良学園大学人間教育学部ＦＤ研修会におけ

る報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔留学生の指導〕 

（１）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科特別 

聴講生の課題研究指導 

 

 

平成30年8月3日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年6月 

～平成31年2月 

 

奈良学園大学人間教育学部平成30年度第２回ＦＤ

研修会において、完全講義型の授業とアクティブラ

ーニング型の授業とでは学生の授業内容理解にど

のような相違が見られるかについて、松井典夫氏お

よび岡村季光氏と共同で報告を行った。岡村季光氏

が両タイプの授業を実施し、各授業の最後に行った

授業内容を問う小テストの結果を比較するという

方法で調査し、その結果を報告した。調査の結果、

完全講義型の授業とアクティブラーニング型の授

業とでは学生の理解度に大差は見られないという

結論に達するとともに、アクティブラーニングを効

果的に行うには、ある程度の知識の習得が必要であ

ると提言した。 

 

 

平成29年度は蘇州科技大学から来た特別聴講生１

名の「日本怪談文化について―『夢十夜』を中心に

―」というテーマの課題研究の作成、および東方技

術学院から来た特別聴講生１名の「京極夏彦作品か

ら中日両国のミステリー小説の発展を窺い見る」と

いうテーマの課題研究の作成を指導した。また、平

成30年度には、蘇州科技大学から来た特別聴講生１

名の「中日禅宗寺院の比較」というテーマの課題研

究の作成を指導した。 

 

５ その他 

〔科目担当実績〕 

（１）近畿大学における初級中国語に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）近畿大学における中級中国語に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年4月1日

～平成28年9月 

15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年4月1日

～平成28年3月 

31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿大学経済学部国際経済学科の非常勤講師とし

て専門科目「基礎中国語Ⅰ,Ⅱ」（平成21年4月～平成）

を、経営学部・法学部・理工学部教養・基礎教育部門

非常勤講師として外国語科目「中国語総合1,2」（経営

学部：平成22年4月～平成23年3月、法学部：平成24年

4月～現在、理工学部：平成28年4月～現在）を担当し、

大学1年次生に対して初級中国語を講義した。聞く・話

す・読む・書くといった能力をバランスよく身に付け

られるよう、教科書のみならずリスニング教材を用い

たり、対話をさせたりするなど授業の進め方を工夫し

た。 

 

近畿大学生物理工学部教養・基礎教育部門非常勤講

師として平成22年4月～平成23年3月に「中国語応用

Ⅰ,Ⅱ」を、理工学部教養・基礎教育部門非常勤講師と

して平成23年4月～平成24年3月に「中国語総合3,4」

を、文芸学部基礎教育部門非常勤講師として平成23年

4月～平成28年3月に「中国語総合C,D」を担当し、2年

次以上の学生に対して中級中国語を講義した。生物理

工学部には中国語会話に関する授業がないため、「中

国語応用Ⅰ,Ⅱ」では聞く・話す・読む・書くといった

能力をバランスよく身に付けられるよう、教科書のみ

ならずリスニング教材を用いたり、対話をさせたりす

るといった授業を行ったが、他の学部には別に「中国

語コミュニケーション」という中国語会話に関する授

業が存在するため、「中国語総合3,4」および「中国語

総合C,D」では、読む・書くといった能力の向上に焦点

を絞り、教科書と演習問題を中心とした授業を行っ

た。 

 



（３）近畿大学における中国語会話に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）関西大学における中国思想史に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）関西大学における漢字論・漢文講読に関する

講義 

 

 

 

 

 

 

（６）奈良県立医科大学における初級中国語の講義 

 

 

 

 

 

 

（７）奈良教育大学における初級中国語の講義 

 

 

 

 

 

 

（８）関西大学における現代の東アジアの宗教文化

に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年4月1日

～平成28年9月 

15日 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年4月1日

～令和5年3月31

日 

 

 

 

 

 

 

平成24年4月1日

～平成26年3月3

1日 

 

 

 

 

 

平成24年4月1日

～平成28年3月 

31日 

 

 

 

 

平成24年4月1日

～平成28年9月 

30日 

 

 

 

 

平成26年4月1日

～平成30年3月 

20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿大学経済学部国際経済学科の非常勤講師とし

て外国語科目「中国語コミュニケーション1,2」を担

当し、中国語会話に関する講義を行った。中国語の

基本文法の確認を行ってから、その文法事項を会話

の上でどのように用いるか講義するなど、種々の表

現が可能となるような授業を行っている。また、教

科書のみならずリスニング教材を用いるなど、「話す」

だけでなく「聞く」という方面の能力も身に付くよう

工夫した。 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として、

平成23年4月～令和5年3月まで「中国思想文化論1,2」

を担当し、中国思想史に関する講義を行った。先秦か

ら明代までの中国思想・宗教について儒教・仏教・道

教の三教を基軸に通史的に講義しているが、思想・宗

教のみならずその背景にある社会的文化的事象につ

いても説明するなどして、受講生が理解しやすくなる

よう工夫した。 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として

「漢字・漢文論1,2」を担当し、前半は漢文を構成す

る漢字の歴史や変遷について講義し、後半は漢文の作

品の講読を行った。漢文作品の講読では、訓点付きの

漢文の読解から始めて次第に訓点のない漢文の読解

へと移行するなど、無理なく高度な漢文の読解ができ

るよう工夫した。 

 

奈良県立医科大学医学部看護学科非常勤講師として

「中国語」を担当し、大学1年次生に対して初級中国語

を講義した。聞く・話す・読む・書くといった能力を

バランスよく身に付けられるよう、教科書のみならず

リスニング教材を用いたり、対話をさせたりするなど

授業の進め方を工夫した。 

 

奈良教育大学教育学部教育学科非常勤講師として

「中国語」を担当し、大学1年次生に対して初級中国

語を講義した。聞く・話す・読む・書くといった能力

をバランスよく身に付けられるよう、教科書のみなら

ずリスニング教材を用いたり、対話をさせたりするな

ど授業の進め方を工夫した。 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として平

成26年4月～平成28年3月に「現代アジアと日本1,2」

を、平成28年4月～平成30年3月に「アジアの伝統文化

と現代Ⅰ,Ⅱ」を担当し、主として現代の東アジアの宗

教文化に関する講義を行った。本人が現地調査を行っ

て収集した画像・映像資料を用いたり講義のテーマに

関わる映画を見せたりして、受講生の興味を喚起でき

るよう工夫した。授業において行うリアクションペー

パーには、画像・映像資料が用いられていて分かりや

すいとの反響が多数見られた。 

 

 

 

 

 

 

 



（９）花園大学における漢文学に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）花園大学における中国文学史に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）奈良学園大学における漢文学に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２）奈良県立医科大学におけるアジアの文化に関

する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年4月1日

～平成30年3月 

20日 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年4月1日

～平成30年3月 

20日 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年4月1日

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年4月1日

～平成28年9月 

20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花園大学文学部日本文学科非常勤講師として、平成

26年4月～現在にかけて「漢文学Ⅰ,Ⅱ」を、平成26

年9月～平成27年3月に「漢文学基礎」（後期のみ開

講科目）を担当し、漢文読解に関する講義を行った。

前者においては、漢文法・語法を網羅的に解説して後、

訓点付きの漢文の作品の講読を行った。後者において

は、訓点付きの漢文の作品の読解から開始し、次第に

訓点のない漢文の作品の読解へと移っていくなど、読

解中心の授業を行った。 

 

花園大学文学部日本文学科非常勤講師として「中国

文学史Ⅰ,Ⅱ」を担当し、中国文学史に関する講義を

行った。先秦から明代までの中国文学の歴史につい

て、毎回テーマを定めできる限り作品にも触れつつ

通史的に概観した。毎回、ただテーマについて説明

を行うだけではなく、その背後にある歴史的・社会

的・文化的事象についても触れ、その作品や事象が

起こった原因と結果についても考えていくよう工

夫した。 

 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科非常勤講

師（平成28年4月～8月）、同大学同学部同学科特任講

師（平成28年9月～平成30年3月）、同大学同学部同学

科専任講師（平成30年度4月～令和2年3月）および同

大学同学部同学科准教授（令和2年4月～現在）とし

て、前期に「漢文学入門」、「漢文学Ⅱ」および「漢

文学特論」を、後期に「漢文学Ⅰ」および「語学・

文学総合演習Ⅲ（漢文学）」を担当している。前期

の「漢文学入門」においては、訓点付きの漢文を独力

で読むための基礎学力を養生することを目標とし

て、漢文の基礎事項・文法を講義し、「漢文学Ⅱ」に

おいては、「漢文学Ⅰ」から一歩進めて抽象的・思想

的内容を含んだ文章でも主体的に読み進めること

ができることを目標に、難易度の高い散文作品をそ

の背景なども説明しつつ読解し、また、「漢文学特

論」においては、教員採用試験に向けて、分量が多

く難解な文章を送り仮名なしで読解することに挑

戦している。後期の「漢文学Ⅰ」においては、比較的

平易な訓点付きの漢文の作品の講読し、「語学・文学

総合演習Ⅲ（漢文学）」においては、「漢文学Ⅱ」よ

りもさらに進めて、返り点のない文章の読解を試み

ている。いずれの科目も教員免許取得のための科目

であるため、いかに漢文を教えるべきかといった漢

文教育という視点からの講義も行っている。 

 

奈良県立医科大学医学部教養教育部門非常勤講師と

して「アジア文化論」（リレー講義、前期のみ開講）

を担当し、本人は中華文化圏の諸文化について講義し

ている。中華文化圏の地理と言語・飲食・年中行事・

祭祀・喪葬のそれぞれをテーマとする５回に渡る授業

を３クラスにおいて講義している。本人が現地調査を

行って収集した画像・映像資料を用いるなど受講生が

少しでも興味を持てるよう工夫した。 

 

 

 

 

 



（１３）奈良教育大学における中国文学史に関する講

義 

 

 

 

 

 

 

 

（１４）奈良学園大学における教職者として必要な表

現力に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１５）関西学院大学における初級中国語に関する

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１６）関西学院大学における中級中国語に関する

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年4月1日

～平成28年9月 

30日・平成30年 

10月1日～平成 

31年3月31日 

 

 

 

 

平成28年9月20

日～令和3年3月

31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年4月1日

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年4月1日

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良教育大学教育学部教育学科非常勤講師として

「漢文学特講」（集中講義）を担当し、中国文学史

に関する講義を行った。先秦から現代までの中国文

学および芸能の歴史について、可能な限り作品にも

触れつつ通史的に概観したが、特に中国の芸能の歴

史については、画像・映像資料を用いるなどして、受

講生にとって分かりやすく興味を持ちやすい授業と

なるよう工夫した。 

 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科非常勤講師

（平成28年4月～8月）、同大学同学部同学科特任講師

（平成28年9月～平成30年3月）、同大学同学部同学科

専任講師（平成30年度4月～令和2年3月）および同大学

同学部同学科准教授（令和2年4月～現在）として、「教

職表現力演習Ⅰ」（平成28年9月～平成31年3月）およ

び「教職表現力演習Ⅱ」（平成28年9月～令和3年3月）

を担当した。「教職表現力演習Ⅰ」は主として1年生

を対象とした、「教職表現力演習Ⅱ」は主として2年

生を対象とした科目で、いずれも、教職者としてふ

さわしい「文章表現力」を身につけることに主眼を

おく。テキストのみならず、毎回小テストを行うなど、

現代日本語の知識と運用能力の向上を目指すべく工

夫した授業を行った。 

 

関西学院大学社会学部の非常勤講師として外国語

科目「中国語Ⅰ,Ⅱ」を担当し、主に中国語未習の大

学1年生に対して初歩的な中国語を講義している。

中国語を母語とする教員とペアで１つのクラス授

業を担当し、1週間に各１コマずつ、合計２コマ授業

を行っている。申請者は、主として、教科書各課に

おける新出の文法・語法について説明するというこ

とを担当しており、日本人が中国語を学ぶ上では何

が問題となるのかというポイントを捕らえた、日本

人だからこそできる授業を展開している。 

 

関西学院大学社会学部の非常勤講師として外国語科

目「中国語Ⅲ,Ⅳ」を担当し、すでに1年間中国語を学

んだことのある２年次以上の学生に対して、中級中国

語を講義している。中国語を母語とする教員とペアで

１つのクラス授業を担当し、1週間に各１コマずつ、合

計２コマ授業を行っている。申請者は、主として、教

科書各課における新出の文法・語法について説明する

ということを担当しており、日本人が中国語を学ぶ上

では何が問題となるのかというポイントを捕らえた、

日本人だからこそできる授業を展開している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１７）奈良学園大学におけるゼミナール形式の演

習科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１９）奈良学園大学における教職者に必要な資質・

能力を培うための講義 

平成30年4月1日

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和3年4月1日

～令和5年3月31

日 

平成30年度4月～令和2年3月までは奈良学園大学人

間教育学部人間教育学科専任講師として、令和2年4

月～現在までは奈良学園大学人間教育学部人間教

育学科准教授として、「基礎ゼミナールⅠ」（平成

30年4月～平成31年3月、令和2年4月～令和4年3月）、

「基礎ゼミナールⅡ」（平成31年4月～令和2年3月）、

「人間教育学ゼミナールⅠ（基礎）」（平成30年4月

～現在）、「人間教育学ゼミナールⅡ（応用）」（平

成31年4月～現在）を担当している。「基礎ゼミナー

ルⅠ」では、１年次生に対してアカデミックスキル

習得を目指した内容の授業を行い、「基礎ゼミナー

ルⅡ」では、翌年以降の「人間教育学ゼミナール」や

卒業研究、卒業論文につながるようにすべく、より高

度なアカデミックスキルの活用と向上を目指した内

容の授業を行っている。「人間教育学ゼミナールⅠ

（基礎）」では、「国際理解に向けての中華文化研

究」というテーマの下、３年次生に対して、前期は

知識を得るべく中華圏の文化についての講義を行

い、後期は学生個人が個別にテーマを設定して調

べ、まとめて、発表するということを行っている。

また、「人間教育学ゼミナールⅡ（応用）」では、

学生個人が個別に設定したテーマについて引き続

き調べさせ発表させるとともに、就職試験や面接に

関する指導も行っている。 

 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科准教授と

して、「人間教育実践力開発演習Ⅰ」（令和3年4月

～令和5年3月）を担当した。幼稚園、小中学校、高

校の教師とはどのようなもので、教師となるにはど

のような資質・能力が必要か、現場経験者による講

演や講義を通して学生に教えるとともに、現場経験

者・現役教員との交流を通して、今日の学校・園の

現場が抱える課題についての理解を深めた。また、

各種グループ活動を通して、教師に必要なコミュニ

ケーション力、企画力、行動力を養わせもした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要  

１ 資格，免許 

（１）修士（文学） 

 

 

（２）博士（文学） 

 

 

平成14年3月31

日 

 

平成20年3月31

日 

 

 

関西大学文修第1555号、論文題目「古道教斎戒儀礼

考―塗炭斎を中心として―」 

 

関西大学文博第110号、論文題目「道教斎儀の研究」 

 

 

２ 特許等 

なし 

 

  

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

〔共同研究実績〕 

 

 

 

 

（１）慶應義塾大学東アジア研究所における高橋産業

経済研究財団支援学術プロジェクト「日本・中国・韓

国からみた海域文化の生成と変容－『東方地中海』を

めぐる基層文化の比較研究」に参加 

 

 

 

 

 

 

 

（２）関西大学東西学術研究所「東アジアにおける規

範と学芸研究班」に参加 

 

 

 

 

 

 

（３）関西大学東西学術研究所「東アジア宗教儀礼研

究班」に参加 

 

 

 

 

 

 

 

（４）慶應義塾大学東アジア研究所における高橋産業

経済研究財団支援学術プロジェクト「慰霊供養と神格

化から見る台湾人の歴史認識―民衆史学の構築をめ

ざして」に参加 

 

 

 

 

 

 

（５）関西大学東西学術研究所「東アジアの思想と芸

術の文化交渉研究班」に参加 

平成23年4月～ 

平成26年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年4月～ 

平成25年3月 

 

 

 

 

 

 

平成25年4月～ 

平成28年8月・平

成29年4月～平

成31年3月 

 

 

 

 

 

平成30年4月～ 

令和2年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年4月～ 

令和3年3月 

 

慶應義塾大学東アジア研究所において慶應義塾大

学・野村伸一教授を研究代表者として進められた高

橋産業経済研究財団支援学術プロジェクト「日本・

中国・韓国からみた海域文化の生成と変容－『東方

地中海』をめぐる基層文化の比較研究」に研究協力

者として参画し、主として中国および台湾の道教・

民間信仰の調査・研究に従事するとともに、不定期

的に開催された研究会に参加し、日本・中国・韓国

の基層文化に関する研究報告を聞き、討論した。本

研究課題に関わる研究業績として、共著 1 冊がある。 

 

関西大学・二階堂善弘教授を主幹とする関西大学東

西学術研究所「東アジアにおける規範と学芸研究

班」に非常勤研究員として参加し、主として中華文

化圏と日本の喪葬儀礼の比較研究に従事するとと

もに、研究例会に参加して報告・討論を行った。本

研究班参加に関わる研究業績として、論文 1 本があ

る。 

 

関西大学・原田正俊教授を主幹とする関西大学東西

学術研究所「東アジア宗教儀礼研究班」に平成 25 年

4 月～平成 28 年 8 月にかけては非常勤研究員とし

て、平成 29年 4 月～は客員研究員として参加し、主

として中華文化圏の道教の死者救済儀礼について

の調査・研究に従事するとともに、研究例会に参加

して報告・討論を行っている。本研究班参加に関わ

る研究業績として、論文 1 本がある。 

 

慶應義塾大学東アジア研究所において慶應義塾大

学・三尾裕子教授を研究代表者として進められてい

る高橋産業経済研究財団支援学術プロジェクト「慰

霊供養と神格化から見る台湾人の歴史認識―民衆

史学の構築をめざして」に慶應義塾大学東アジア研

究所研究員（非常勤）として参画し、主として台湾

で祀られている日本人神に対する道教式の儀礼に

ついて、中華系の神に対する道教式の儀礼との相違

という観点から調査・研究に従事した。 

 

関西大学・中谷伸生教授を主幹とする関西大学東西

学術研究所「東アジアの思想と芸術の文化交渉研究

班」に客員研究員として参加し、主として中華圏の

道教の死者救済儀礼についての調査・研究に従事す

るとともに、研究例会に参加して報告・討論を行っ

た。 

 



（６）立命館大学白川静記念東洋文字文化研究所の研

究に参加 

 

 

 

 

（７）奈良学園大学人間教育学部共同研究費助成に

よる共同研究「教員志望学生の資質形成に資する 

Global Perspectiveの有効性に関する研究」に参加 

 

 

 

 

 

〔競争的資金の獲得状況〕 

（１）文部科学省科学研究費補助金 若手研究（Ｂ）

「台湾中部地域の烏頭道士の道教儀礼の調査・研究」

（課題番号 25870933） 

 

（２）文部科学省科学研究費補助金 研究成果公開促

進費（学術図書） 

「台湾道教における斎儀―その源流と展開―」 

（課題番号 265009） 

 

（３）文部科学省科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ） 

「台湾北部地域の烏頭道士の道教儀礼の調査・研究」 

（課題番号 17K02210） 

 

（４）高橋産業経済研究財団支援学術プロジェクト 

「慰霊供養と神格化から見る台湾人の歴史認識―民

衆史学の構築をめざして」 

 

（５）文部科学省科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ） 

「台湾北部地域の烏頭道士の道教儀礼の比較的研究」 

（課題番号 20K00065） 

 

（６）奈良学園大学人間教育学部共同研究費助成 

「教員志望学生の資質形成に資するGlobal Perspec 

tiveの有効性に関する研究」 

 

平成31年4月～ 

現在に至る 

 

 

 

 

令和4年12月～ 

令和5年3月 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年度 

～平成25年度 

 

 

平成26年度 

 

 

 

 

平成29年度 

～令和元年度 

 

 

平成30年度 

～令和元年度 

 

 

令和2年度 

～現在 

 

 

令和4年度 

立命館大学衣笠総合研究機構白川静記念東洋文字

文化研究所に同研究所副所長である大形徹教授の

受け入れのもと客員研究員として参加し、主として

台湾の道教儀礼で使用される文書等の道教儀礼文

献に関する研究に従事している。 

 

奈良学園大学・松井典夫教授を代表とする、奈良学

園大学人間教育学部共同研究費助成による共同研

究「教員志望学生の資質形成に資する 

Global Perspective の有効性に関する研究」にアジ

ア文化の研究者として参加し、大阪中華学校および

神戸中華同文学校における異文化調査や授業見学

などを企画・立案して実施するなどした。 

 

 

研究代表者 

助成金額：2,600,000円 

 

 

研究代表者 

助成金額：1,100,000円 

 

 

 

研究代表者 

助成金額：3,510,000円 

 

 

研究分担者 

獲得金額：個人 700,000円、全体 3,000,000円 

研究代表者：三尾裕子（慶應義塾大学文学部教授） 

 

研究代表者 

助成金額：3,120,000円 

 

 

研究分担者 

助成金額：全体 300,000 円 

研究代表者：松井典夫（奈良学園大学人間教育学部

教授） 

 

４ その他 

〔論文の引用実績〕 

（１）「塗炭齋之後：道教民俗中首過儀式的扮犯表

演」が「塗炭齋考―陸修靜の三元塗炭齋を軸として

―」および「道教斎における自虐的行為の効能およ

びその衰退について――塗炭斎を中心として」を引

用。 

 

 

 

 

 

 

（２）『臺南傳統道壇研究』が「塗炭齋考―陸修靜の

三元塗炭齋を軸として―」および「道教斎儀の研究」

を引用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

李豊楙「塗炭齋之後：道教民俗中首過儀式的扮犯表

演」（李豊楙、廖肇亨編『沉淪、懺悔與救度：中國

文化的懺悔書寫論集』、中央研究院文哲所、2013年）、

81頁の本文において、塗炭斎が次第に衰退した原因

はすべてその自虐的行為に帰せられていると述べ

られており、同頁注16において、そのことを明確に

述べた文献として、学術論文「塗炭齋考―陸修靜の

三元塗炭齋を軸として―」および「道教斎における

自虐的行為の効能およびその衰退について――塗

炭斎を中心として」が引用されている。 

 

洪瑩発、林長正『臺南傳統道壇研究』（臺南市政府

文化局、2013年）、16頁の注10において、南朝劉宋

の道士・陸修静が整備した斎儀礼が現在の台南地域

の功徳儀礼にも影響を与えていることを述べた文

献として、学術論文「塗炭齋考―陸修靜の三元塗炭

齋を軸として―」および博士論文「道教斎儀の研究」

が引用されている。また、19頁において、博士論文「道

教斎儀の研究」、8頁掲載の表「台湾道教各教派の淵源

および台湾における分布」が引用されている。 

 



（３）「援法入道：南宋靈寶傳度科儀研究」が「臺灣

道教合符童子科儀之形成的初步探討」を引用。 

 

 

 

 

 

 

（４）「産難の予防、禳除と抜度：台湾南部と泉州地

区に見られる道教科法を主として」が「台湾道教の縊

死者に関する儀礼とその地域的差異―高雄・屏東地域

と台南地域の比較を中心に―」および「台湾道教の縊

死者に関する儀礼とその地域的差異―高雄・屏東地域

と台南地域の比較を中心に―」を引用。 

 

 

 

 

 

 

（５）「水子供養と嬰霊慰霊―現代〈民間信仰〉の
日台比較研究―」が「道教血湖儀礼の初歩的考察―
台湾南部地区を例として―」および「台湾道教打城
科儀についての初歩的考察」を引用。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（８）『「水子供養」の日台比較研究――死者救済儀

礼の創造と再構築』が「道教血湖儀礼の初歩的考察―

台湾南部地区を例として―」、『台湾道教における斎

儀―その源流と展開―』および「台湾道教打城科儀に

ついての初歩的考察」を引用。 

 

平成26年12月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和2年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年2月 

張超然「援法入道：南宋靈寶傳度科儀研究」（謝世

維主編『經典道教與地方宗教』、政大出版社、2014

年）、132頁の注１において、台湾の道教儀礼に関す

る研究の中でも異なる時代の文献を比較すること

で儀礼の変遷をたどった研究の一つとして、学術論

文「臺灣道教合符童子科儀之形成的初步探討」が引用

されている。 

 

謝聡輝著、山田明広訳「産難の予防、禳除と抜度：

台湾南部と泉州地区に見られる道教科法を主とし

て」（野村伸一編著『東アジア海域文化の生成と展開

―〈東方地中海〉としての理解―』、風響社、2015 年）、

355 頁注 28 において、台湾道教の異常死者救済に関

する参考文献として、学術論文「台湾道教の縊死者

に関する儀礼とその地域的差異―高雄・屏東地域と

台南地域の比較を中心に―」および「台湾道教の縊

死者に関する儀礼とその地域的差異―高雄・屏東地

域と台南地域の比較を中心に―」が引用されてい

る。 

 

陳宣聿「水子供養と嬰霊慰霊―現代〈民間信仰〉の
日台比較研究―」（東北大学大学院文学研究科人間
科学専攻宗教学専攻分野博士論文、2020 年）、74 頁
注 152 において、台湾の死者救済儀礼の一つである
打城という儀礼の内容に関する参考文献として、学
術論文「台湾道教打城科儀についての初歩的考察」
が引用されている。また、138 頁注 312 において、
台湾南部の霊宝派道士が難産死して血湖地獄に落
ちた女性を救済するために行う転血車藏という儀礼
の内容に関する参考文献として、学術論文「道教血
湖儀礼の初歩的考察―台湾南部地区を例として―」
が引用されている。 

 

陳宣聿『「水子供養」の日台比較研究――死者救済

儀礼の創造と再構築』（晃洋書房、2023 年）、145 頁

注 28 において、台湾の死者救済儀礼の一つである

打城という儀礼の具体的内容を述べた研究として、

学術論文「台湾道教打城科儀についての初歩的考

察」が引用されている。また、211 頁注 55 において、

クリストファー・シッペールの四部構成を用いて道

教の死者救済儀礼の構成を分析した研究として著

書『台湾道教における斎儀―その源流と展開―』が

引用されている。さらに、249頁注 52 において、台

湾南部の霊宝派道士が血湖地獄中の難産死した女

性を救済するために行う転血車藏という儀礼の具体

的内容を述べた研究として、学術論文「道教血湖儀

礼の初歩的考察―台湾南部地区を例として―」が引

用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



著書、学術論文等の名称 
単著・ 
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発行又は 
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概      要 

（著書） 
1.日本古代中世の仏教と
東アジア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.台湾道教における斎儀
―その源流と展開― 
 
 

 
共著 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 
 
 
 

 
2014年 
平成26年3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2015年 
平成27年2
月 
 
 

 
関西大学出版部 
全345頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大河書房 
 
 
 
 

 
関西大学東西学術研究所の日本仏教研究班の

研究成果報告論文集。東アジアにおける仏教史
の総合的な様相を提示する書。 
（A5 判・全 345 頁） 
編者 原田正俊 
共著者 原田正俊・西本昌弘・長谷洋一・山田明
広・上川通夫・ほか 6 名 
 
本人担当部分 第二部第四章「現代台湾の鬼月
における無縁死者救済儀礼について―道教の普
度法会と仏教の盂蘭盆会の比較―」（207 頁～240
頁） 
台湾の鬼月において無縁仏救済のために行わ

れる「普度法会」および「盂蘭盆会」という祭祀・
儀礼について、まず、現地調査により得た事例を
用いてその現状を紹介し、その上で、仏教儀礼お
よび道教儀礼関連の漢文資料を読解することを
通じて、「中元」、「盂蘭盆」、「施餓鬼」（放焔口）
という関連する事項の原義を示し、さらに、これ
らの事項の歴史的変遷を追うことで、「普度法
会」および「盂蘭盆会」の成立と展開を明らかに
した。 
 
漢文文献の読解と現地調査を有機的に組み合

わせた研究方法を用いて、過去の道教儀礼と現
在の台湾の道教儀礼の両方について分析するこ
とにより、道教の斎儀が現在に至るまでにいか
に変容したのか、また反対に今なお古い斎儀の
伝統がどれほど保存されているのか示そうとし
た書。三部七章より成る。本書を著すことによ
り、現在台湾で見られる道教儀礼の中には、歴史
的意味での斎儀と現在的意味での斎儀の両方が
並存しているということを明らかにした。 
（A5 判・全 260 頁） 
平成 26 年度科学研究費補助金研究成果公開促進
費助成図書（交付額 1,100,000 円） 
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発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
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概      要 

3.東アジア海域文化の生
成と展開―〈東方地中
海〉としての理解― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.怪異学講義 王権・信
仰・いとなみ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2015年 
平成 27年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2021 年 
令和 3 年 9
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

風響社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
勉誠出版 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶應義塾大学東アジア研究所における高橋産
業経済研究財団支援学術プロジェクト「日本・中
国・韓国からみた海域文化の生成と変容－『東方
地中海』をめぐる基層文化の比較研究」（2011 年
度～2012 年度）の研究報告論文集。 
（A5 判・全 750 頁） 
編者 野村伸一 
共著者 野村伸一・葉明生・謝聡輝・山田明広・
鈴木正崇・ほか 7 名 
 
本人担当部分 第二部第四章「福建泉州地域の
寺廟・宗祠調査報告：王爺および観音信仰を中心
に」（359 頁～393 頁）を藤野陽平と共著 
2011年 12 月 27 日～2012 年 1月 2 日に福建泉

州地域の寺廟や宗祠などを現地調査し見聞した
ものについて報告するとともに現地で見られた
王爺信仰と観音信仰の特徴について考察したも
の。福建泉州地域のいくつかの村落では観音信
仰と王爺信仰が結合しているかと思われる祭祀
が行われていること、および台湾では今なお行
われている送王船の伝統が多くの廟において断
絶してしまっていることを指摘した。本人は報
告部分のおよそ７割（担当部分抽出不可能）およ
び考察部分の全般（384 頁～390 頁）を担当した。 
 
本人担当部分 第二部第五章第六節 6「鹿港天后
宮における普度法会次第」（435 頁～445 頁） 
2013 年 8 月 21 日（旧暦 7 月 15 日）に台湾彰

化県の鹿港天后宮において施宣熹道長率いる保
真壇により実施された道教の普度法会（無縁死
者救済儀礼）の調査報告。本人が行った現地調査
およびこれまでの先行研究に依拠しつつ主に法
会の次第について解説した。また、本法会が一方
で死者救済儀礼であるとともに、一方で生者救
済儀礼でもあるということを示した。 
 
 東アジア恠異学会による「怪異」について解説
した入門書。王権・政治・祭祀・信仰・寺社・都
市・村・生活・暮らしなど多様な視点から「怪異」
とそれに対する人々のいとなみを読み解いたも
の。 
（四六判・全 445 頁） 
編者 東アジア恠異学会 
共著者 大江篤・榎村寛之・佐々木聡・山田明広・
化野燐・ほか 15 名 
 
本人担当部分 第二部「道教と神降ろし」（245
頁～269 頁） 
道教において神降ろしを伴う技法や儀礼を取

り上げ、その実施法や効能について解説した文
章。六朝初の茅山における神降ろしから現在の
台湾の道教儀礼に至るまでに見られる神降ろし
に関わる儀礼・技法を、神を降ろして憑依させる
ものと神を儀礼の場に招き迎えるものとに分け
て通史的に概観し、これを通して、道教の修行者
である道士は、決してシャーマンではなく、複雑
で高度な技法を駆使して神と人とを媒介するも
のに過ぎないと結論付けている。 
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5．台湾で日本人を祀る 

鬼（クイ）から神（シ
ン）への現代人類学 

 

 共著 
 

2022 年 
令和 4 年 3
月 

慶應義塾大学出版会 
 
 
 

慶應義塾大学東アジア研究所における高橋産
業経済研究財団支援学術プロジェクト「慰霊供
養と神格化から見る台湾人の歴史認識―民衆史
学の構築をめざして」（2018年度～2020 年度）
の研究報告論文集。 
（A５判・全 384 頁） 
編者 三尾裕子 
共著者 三尾裕子・藤野陽平・原英子・山田明広・
五十嵐真子・ほか 4 名 
 
本人担当部分 第 3 部第五章「第五章 廟神の
出自により儀礼に差異は見られるか――台湾の
日本神を祀る廟と中華神を祀る廟における儀
礼・祭祀の比較」（171 頁～212 頁） 
 日本神を祀る廟での儀礼・祭祀と中華系の神
を祀る廟での儀礼・祭祀を比較し、両者の間に差
異が見られるかどうか検討した文章。道教儀礼
と道教儀礼以外の儀礼・祭祀に分けて検討し、台
湾の廟における儀礼や祭祀は、廟神が日本神で
あることにより、見かけ上、差異が見られること
もあるが、基本的には台湾での従来の方式・習俗
に則って行われ、根本から変わることはない、ま
た、日本神を祀る廟での儀礼・祭祀における差異
は、多くの場合、日本人によってあるいは台湾人
が日本人を意識することによってもたらされた
と結論づける。 
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（学術論文） 
1.道教血湖儀礼の初歩的
考察―台湾南部地区を例
として― 
（査読付） 
 
 
 
 
 

 
単著 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2014 年 
平成26年3月 
 
 
 
 
 
 

 
関西大学中国文学会紀
要（関西大学中国文学
会）第 35 号、113 頁～
137 頁 
 
 
 
 
 

 
道教において女性が難産死した場合に行われ

る「血湖」と呼ばれる特殊な死者救済儀礼につい
て、まず、その淵源および歴史的変遷を道教儀礼
関連の漢文文献を読解することによって検討
し、その後、台湾で現地調査を行って収集した台
湾南部地域の道教血湖儀礼に関する画像・映像
資料および漢文体による文字資料を用いて、そ
の儀礼構成や内容など具体的様相を明らかにす
るとともに、さらに、地域的差異、通常死の場合
に行われる功徳儀礼との間の差異、歴史的位置
づけなどを考察した論文。 
 

2.台湾道教の異常死者救
済儀礼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.台湾鹿港地域の道教式
功徳儀礼について 
（査読付） 
 
 

 

 
 
 
 
 
4.道教実践者としての李
白―李白の詩を通しての
考察― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.大学での漢文教育にお
ける問題点（１）―学生
側の問題点：何が学生の
漢文読解の妨げになって
いるか― 
 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 

2015 年 
平成27年8月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016 年 
平成28年3月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016年 
平成28年3月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016年 
平成28年5月 
 

アジア遊学（勉誠出版）
第 187 号「怪異を媒介
するもの」、249 頁～258
頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
関西大学中国文学会紀
要（関西大学中国文学
会）第 37 号、297 頁～
317 頁 
 
 
 
 
 
 
 
奈良教育大学 国文 研
究と教育（奈良教育大
学国文学会）第 39号、
19頁～31頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教育ＰＲＯ（株式会社
ＥＲＰ）第 46 巻 10 号、
14 頁～15 頁 
 
 

台湾道教で、縊死、溺死、難産死などの異常と
認められる死因により人が亡くなった場合に行
われる「抽楹放索」、「転水藏」、「血湖」などとい
った特殊な儀礼について、本人が台湾で現地調
査を行い入手した漢文体による文字資料と画
像・映像資料にもとづき考察した論文。最初に、
通常死の場合に行われる死者救済儀礼はいかな
るものか検討した後、異常死者救済儀礼のうち
「抽楹放索」、「転水藏」を取り上げ、その実施
法を具体的に描写することで、その意義や効能
について考察した。 
 
本人が 2013 年 9 月 6 日に台湾彰化県鹿港鎮に

て道教式功徳儀礼を調査したその報告論文。ま
ず、調査した功徳儀礼の基本データおよび儀礼
のプログラムを提示し、その後、提示したプログ
ラムの順に従って功徳儀礼を構成する各科儀に
ついてその実施方法や効果、意義、使用された文
書などを叙述し、最後に、ここまでの考察および
本人のこれまでの経験を踏まえて台湾中部地域
の道教式功徳儀礼の特徴であると言えそうなこ
とを提示した。 
 
盛唐の詩の大家・李白が道教信者としていか

なる道教的実践を行い、それは彼の漢詩の中で
はどのように表現されているのか、李白の漢詩
を分析することにより考察した論文。まず、李白
の事績について述べ、それから、李白の漢詩の分
析を通じて李白が授籙、煉丹服餌、存思といった
道教的実践を行っていたことを提示し、最後に、
これまでの考察を踏まえて、李白が天宝三年に
長安の宮廷から放逐されたという挫折経験は、
彼の道教信仰の上で、また詩作および人生の上
で、大きなターニングポイントとなる出来事で
あったと結論付けた。 
 
大学の授業で学生が漢文学を学習するに当た

って、何が学生の理解の妨げになっているか、本

人のこれまでの大学における漢文教育経験を踏

まえて述べた論文。考察の対象を訓点付きの漢

文を読解する場合のみに絞り、その場合、書き下

し文から現代語へと翻訳するのが学生にとって

最も困難であるとし、その上で、その原因は①漢

文の読みと字義に対する知識の不足、②漢文の

文法に対する理解の不足、③日本語の古典文法

に対する理解の不足の三点にあるとして、各点

について詳細に論じた。 
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6.大学での漢文教育にお
ける問題点（２）―教員
側の問題点：いかにして
学生に漢文読解力を身に
付けさせるべきか― 
 
 
 
 
 
 
7.台湾道教打城科儀につ
いての初歩的考察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8.台湾道教的救济异常死
者的仪式――以台南地区
的对缢死者及溺水死者等
的仪式为主 
（査読付き） 

 
 
 
 
 
 
 
 
9.台湾北部淡水地区の烏
頭道士の功徳儀礼 
（査読付き） 

単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 

2016年 
平成28年5月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017年 
平成29年9月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018年 
平成30年6月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2021年 
令和3年４月 

教育ＰＲＯ（株式会社
ＥＲＰ）第 46 巻 11 号、
14 頁～15 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
奈良学園大学紀要（奈
良学園大学）、第7集、
97～109頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『道教学刊』（社会科学
文献出版社）第 2 期、
274～291頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東西学術研究所紀要
（関西大学東西学術研
究所）、第 54 輯、141～
158 頁 
 

学生が漢文学を学習するに当たって困難を覚
える原因として①漢文の読みと字義に対する知
識の不足、②漢文の文法に対する理解の不足、③
日本語の古典文法に対する理解の不足の三要素
が考えられるとした上で、教員はこれらの問題
を解決して学生に漢文読解力を身に付けさせる
ために授業ではどのように取り組むべきか、ま
た、学生に漢文に興味を持たせ継続的に学習さ
せるにはどうすべきか、本人のこれまでの大学
における漢文教育経験を踏まえて述べた論文。 
 
台湾道教の死者救済儀礼を構成する儀式の一

つで、亡魂を地獄より直接的に救い出すことを
目的として行われる「打城」という儀式につい
て、本人が台湾で現地調査を行い入手した漢文体
による文字資料と画像・映像資料にもとづき考察
した論文。台湾道教の「打城科儀」の実施される
条件や使用される糊紙製の地獄の城、科儀の内
容、構成といった基礎的事項について考察を加
え、さらに台南地域のものと高雄・屏東地域のも
のとを相互に比較することで地域的差異という
点についても検討を加えた。 
 
台湾道教の異常死者救済儀礼について、縊死

者救済儀礼と溺水死者救済儀礼を例として考察
した論文。まず、何が異常死に当たるか定義づけ
した後、筆者が台南地域で調査した縊死者救済
儀礼と溺水死者救済儀礼の事例を用いて、それ
ぞれの儀礼の実施方法や特徴などを確認し、そ
の後、なぜこれらの儀礼は各死者が生じた現場
で行わなければならないのかということについ
て、儀礼を行った道士たちに対する聞き取りや
彼らが持っている漢文により書かれた科儀書お
よび漢文体の筆記小説の読解などによって検討
した。 
 
台湾新北市淡水鎮にて調査した道教式功徳儀

礼（死者救済儀礼）を取り上げ、その構成および
内容について、本人が台湾で現地調査を行い入
手した文字資料と画像・映像資料にもとづき考
察した論文。同地区の烏頭道士が行う功徳儀礼
のプログラム構成を示した上で各科儀の実施方
法を適宜台湾南部地域のものと比較しつつ描写
することを通して、淡水地区の烏頭道士による
道教式功徳儀礼の特質と独自性について明らか
にした。 
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（その他） 
〔国際会議等発表〕 
1.道教血湖儀礼の現状に
ついて―台湾南部地域の
血湖の功徳を例として― 
 
 
 
 
 
 
 
2.道敎血湖科儀的初步探
討─以臺灣南部地區爲例
─ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
3.台灣道教的救濟異常死
者的儀式――以台南地區
的對縊死者及溺水死者的
儀式為主 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.福建晉江地區的王爺信
仰之初步探討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.臺灣道教打城科儀之地
方性差異——以臺南地區
與高雄‧屏東地區為例 
 
 
 
 

 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 
 
2013 年 
平成 25年 5
月 
 
 
 
 
 
 
 
2013 年 
平成 25年 7
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016 年 
平成 28年 7
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017 年 
平成 29 年
10 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018年 
平成30年10
月 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
東アジア文化交渉学会
第 5 回年次大会「描か
れる新しい世界：東ア
ジアの歴史・文化と未
来」 
（於香港城市大学） 
 
 
 
 
經典道教與地方宗教國
際研討會 
（於台湾・国立政治大
学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
中国人民大学-羅格斯
大学首届国際道教文化
前沿論壇 
（於中国・湖南省陽光
大酒店） 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017臺灣王爺信仰文化
國際學術研討會 
（於台湾文化部文化資
產局文化資産保存研究
中心） 
 
 
 
 
 
 
 
 
道教与地方文化国際学
術研討会 
（於中国・浙江大学） 
 
 

 
 
道教において女性が難産死した場合に行われ

るとされる「血湖」と呼ばれる特殊な死者救済儀
礼について、まず、その淵源について道教儀礼関
連の漢文文献を用いて検討した後、本人が台湾
で行ってきた現地調査の経験にもとづき、台湾
南部地域の道教血湖儀礼を例として、その具体
的様相、地域的差異、通常死の場合に行われる儀
礼との間の差異などについて考察した研究発
表。発表時間 15 分、討論時間 10 分。 
 
台湾道教において主として女性が難産死した

場合に行われる血湖功徳について考察した中国
語による研究発表。まず、道教儀礼関連の漢文文
献を用いて難産死者が堕ちるとされる血湖地獄
とはいかなるものか確認し、その後、現在の台湾
で行われている「血湖功徳」について、本人が台
湾南部地域で現地調査を行い得た漢文体のよる
文字資料および画像・映像資料にもとづきつつ
その実施方法や一般の功徳儀礼との差異、使用
される文書などについて検討した。発表時間 20
分、討論時間 30 分 
 
縊死者救済儀礼と溺水死者救済儀礼を例に台

湾道教の異常死者救済儀礼について考察した中
国語による研究発表。まず、何が異常死に当たる
か定義づけした後、筆者が台南地域で調査した
縊死者救済儀礼と溺水死者救済儀礼の事例を用
いて、それぞれの儀礼の実施方法や特徴などを
確認し、その後、なぜこれらの儀礼は各死者が生
じた現場で行わなければならないのかというこ
とについて、儀礼を行った道士たちに対する聞
き取りや彼らが持っている科儀書、筆記小説な
どによって検討した。発表時間20分、討論時間10
分。 
 
2011年12月27日～2012年1月2日に福建泉州地

域の寺廟や宗祠などについて現地調査を行った
が、その際に調査したもののうち王爺廟および
王爺信仰に関するものを抽出し考察を加えるこ
とで、当該地域の王爺信仰の特徴を描き出そう
とした中国語による研究発表。福建泉州地域の
いくつかの村落では観音信仰と王爺信仰が結合
しているかと思われる祭祀が行われているこ
と、および台湾では今なお行われている送王船
の伝統が多くの廟において断絶してしまってい
ることを指摘した。発表時間20分、討論時間20
分。 
 
台湾道教の死者救済儀礼を構成する儀式の一

つで、亡魂を地獄より直接的に救い出すことを
目的として行われる「打城」という儀式につい
て、本人が台湾で現地調査を行い入手した漢文
体による文字資料と画像・映像資料にもとづき
考察した中国語による研究発表。台湾道教の「打
城科儀」の実施される条件や使用される糊紙製
の地獄の城、科儀の内容、構成といった基礎的事
項について考察を加え、さらに台南地域のもの
と高雄・屏東地域のものとを相互に比較するこ
とで地域的差異という点についても検討を加え
た。発表時間20分、討論時間30分。 
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6.“Are There Any 

Differences in the Rites 

due to the Difference of 

the Spirits Origins of 

temples?: Comparison of 

the Rituals between 

Temples of Japanese 

Spirits and Temples of 

Chinese Spirits in 
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7.臺灣南部道教打城科儀
之初步探討——以臺南地區
與高雄‧屏東地區為例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8．臺灣鹿港地區靈寶道壇
打血盆科儀之初步探討－
－以鹿港保真壇為例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9．台灣道教王醮的本質和
特徵——透過針對王醮特有
的科儀和文檢以及其地方
性差異的分析之討論 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

2019年 
令和元年7月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2019 年 
令和元年9月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2022年 
令和4年6月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2022年 
令和4年11月 

The 2nd Annual 
Conference of the 
EASSSR（East Asian 
Society for the 
Scientific Study of 
Religion：東アジア宗
教社会学会） 
（於北海道大学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
老子道文化学術研討会 
（於中国・安徽省渦陽
県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
臺灣民俗學研討會：常
與非常——疫情下的民俗
研究 
（於台湾・中山医学大
学、オンライン参加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
代遠天長：南鯤鯓代天
府（1662～）360大圓
周·代巡信仰國際論壇 
（於台湾・南鯤鯓代天
府、オンライン参加） 

台湾の日本人神を祀る廟で行われる道教儀礼
と中華系の神を祀る廟で行われる道教儀礼との
間に見られる差異について、本人がこれまで行
ってきたフィールドワークにもとづきつつ考察
した英語による研究発表。日本人神を祀る廟で
行われる道教儀礼の事例として 2018 年 8 月に屏
東県枋寮東龍宮にて調査した普度法会の事例を
取り上げ、これと一般的な普度法会を比較する
ことで、道教儀礼は日本人神を祀る廟で行われ
ようと、中華系の神を祀る廟で行われようと、い
ずれにおいても変わらないが、東龍宮は宮主が
道士であるなど特殊であるため、いくらか相違
が生じたという結論に達した。慶應義塾大学東
アジア研究所における高橋産業経済研究財団支
援学術プロジェクト「慰霊供養と神格化から見
る台湾人の歴史認識―民衆史学の構築をめざし
て」による研究成果の一部であり、本プロジェク
トの中間報告と位置付け得るものである。発表
時間 20 分、討論時間 30 分 
 
台湾道教の死者救済儀礼を構成する儀式の一

つで、亡魂を地獄より直接的に救い出すことを

目的として行われる「打城」という儀式につい

て、本人が台湾で現地調査を行い入手した漢文

体による文字資料と画像・映像資料にもとづき

考察した中国語による研究発表。まず、「打城科

儀」の実施される条件や使用される糊紙製の地

獄の城といった基礎的事項について検討し、次

に、台南地域と高雄・屏東地域それぞれの地域の

打城科儀の内容および構成を分析し、最後に両

者を相互に比較することで、打城科儀の地域的

差異について考察した。発表時間 20 分、討論時

間 30 分。 

 
 台湾鹿港地域の道教式死者救済儀礼のうち、
流血死者や難産死者が出た場合にのみ特別に行
われる「打血盆」という儀式について、本人が台
湾で現地調査を行い入手した漢文体による文字
資料と画像・映像資料にもとづき考察した中国
語による研究発表。まず、「打血盆」を実施した
鹿港保真壇について紹介した後、本人が調査し
た事例にもとづきつつ「打血盆」が実施される条
件や状況等を確認し、続いて、台南地域と高雄・
屏東地域のものと比較しながら鹿港地域の「打
血盆」の構成について検討し、最後に鹿港地域の
「打血盆」の特徴について考察した。発表時間 20
分、討論時間 10 分。 
 
 台湾の道教儀礼のうち、疫病払いを目的とし
て行われる「王醮（禳災祈安醮）」について、本
人が台湾で現地調査を行い入手した漢文体によ
る文字資料と画像・映像資料にもとづき考察し
た中国語による研究発表。台南地域の王醮と高
雄・屏東地域の王醮の両者を取り上げ、まず各地
域の王醮特有の科儀や文検を列挙するとともに
その内容を分析し、その後両者を相互に比較す
ることを通して、台湾道教の王醮の本質や特徴
がいかなるものであるのか考察した。発表時間
30 分、討論時間 10 分。 
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〔国内学会発表〕 
1.道教では縊死者をいか
にして救済するのか―台
湾南部地域を例として― 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.伝統や文化に関する教
育から国際理解へ―漢
字・漢文教育を例として
― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.台湾道教打城科儀につ
いての初歩的考察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.伝統や文化に関する教
育から中華圏に対する理
解へ―国語科・社会科を
中心に― 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.道教の血湖地獄とその
救済儀礼 
 
 
 
 

 
― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
2014 年 
平成 26年 3 
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017 年 
平成29年2月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017年 
平成29年7月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017年 
平成29年9月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017 年 
平成 29 年
12 月 
 

 
東アジア恠異学会第90
回例会 
（於園田学園女子大
学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本人間教育学会第2
回大会 
（於奈良学園大学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関西大学東西学術研究
所第８回研究例会 
（於関西大学） 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
第 25回日本グローバル
教育学会全国研究大会 
（於国際医療福祉大学・小田
原キャンパス） 
 
 
 
 
 
 
 
東アジア恠異学会第
114 回定例研究会 
（於園田学園女子大
学） 
 
 
 
 

 
台湾道教の異常死者救済儀礼のうち、人が縊

死した場合に行われる特殊な儀礼について考察 
した研究発表。台南地域の縊死者救済儀礼であ
る「抽楹放索」と高雄・屏東地域の縊死者救済儀
礼である「絞台放索」を取り上げ、両者を相互に
比較して両者の間に見られる相違について 
検討することで、「絞台放索」には死者を地獄か
ら救済するという効能があるが、「抽楹放索」に
はそのような効能はなくむしろ、縊死の原因で
ある悪煞を祓うことに重点が置かれているとい
う見解を示した。発表時間 60 分、討論時間 60
分。 
 
教育によって、日本人の中華文化圏の人々に対

する理解を増進させるべきことを主張した研究
発表。まず、伝統や文化に関する教育と国際理解
教育の現状および相互の関係性について振り返
り、その上で、中華文化圏から非常に多くの観光
客が日本へと来ているにも関わらず、日本人の
中華文化圏の人々に対する理解が足りないた
め、彼らに対する対応に不適切な点があるとい
った問題点を指摘した。そして、旧字体や漢文と
いった伝統や文化に関する教育に力を入れるこ
とで、中華文化圏の人々に対する理解増大につ
ながるのではないかと提言した。発表時間 20 分、
討論時間 10 分。 
 
台湾道教の死者救済儀礼を構成する儀式の一

つで、亡魂を地獄より直接的に救い出すことを
目的として行われる「打城」という儀式につい
て、本人が台湾で現地調査を行い入手した漢文
体による文字資料と画像・映像資料にもとづき
考察した研究発表。台湾道教の「打城科儀」の実
施される条件や使用される糊紙製の地獄の城、
科儀の内容、構成といった基礎的事項について
考察を加え、さらに台南地域のものと高雄・屏東
地域のものとを相互に比較することで地域的差
異という点についても検討を加えた。発表時間
20 分、討論時間 10 分。 
 
学校教育の場で中華圏に対する理解を促進さ

せる教育を行うべきことを主張した研究発表。
まず、中華圏から非常に多くの観光客が日本へ
と来ているにも関わらず、日本人の中華文化圏
に対する理解が足りないため、対応に不適切な
点があるといった問題点を指摘し、その上で、伝
統や文化に関する教育の一環として旧字体や台
湾人・香港人アイデンティティーの問題につい
て国語科や社会科の時間に教え、中華圏に対す
る正しい理解へとつなげるべきことを主張し
た。発表時間 20 分、討論 10分。 
 
道教の数ある地獄の中でも、主としてお産に

より亡くなった女性の亡魂が囚禁されると考え
られている「血湖」とその救済儀礼について考察
した研究発表。まず、道教の血湖地獄がいかなる
ものであるのか、仏教の血盆地獄と比較しつつ
概観し、その後、主として現在の台湾で行われて
いるものを例として、そこから救済するための
儀礼はいかなるものであり、通常死の場合の儀
礼とはいかなる違いが見られるのか、また地域
によりいかなる違いが見られるのかといったこ
とについて考察した。 
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〔翻訳〕 
1.産難の予防、禳除と抜
度―台湾南部と泉州地区
に見られる道教科法を主
として― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.現代上海道教の宮觀お
よび道士についての簡單
な紹介 
 

 
単訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単訳 
 

 
2015 年 
平成 27年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2015 年 
平成 27年 6
月 

 
東アジア海域文化の生
成と展開―〈東方地中
海〉としての理解―
（風響社）、299 頁～
357 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東方宗教（日本道教学
会）第 125 号、127 頁
～132 頁 
 
 

 
原著者 謝聰輝 
原題 「產難的預防、禳除與拔度：以南臺灣與泉
州地區所見道教科法為主」 
 台湾師範大学教授・謝聰輝氏が著した中国語
の論文を日本語に翻訳し、漢文文献や漢文体に
よる儀礼書からの引用文については書き下し文
に改めたもの。中国や台湾に伝わる女性の難産
予防に関わる種々の儀礼やまじない、宗教医療
について、主として文献を用いて詳細に分析す
るとともに、併せて、現今なお実施されている
「血湖」と呼ばれる難産関連の道教儀礼につい
て、台湾南部と泉州地区における現地調査を踏
まえて仔細に論じている。 
 
原著者 姚树良 
原題 「当代上海道教宫观、道士现状简介」 
  2014年 11月 8日に開催された日本道教学会第
65 回大会において、上海市道教教会副会長・姚
樹良氏により行われた中国語による講演の原稿
を日本語に翻訳したもの。最初に文化大革命以
降の中国道教の状況について紹介するとととも
に、中国道教の教派について説明し、その上で、
上海の道教の現況について、宮観、儀礼、道士の
養成方法、宮観と民衆とのかかわり、布教などと
いった側面から紹介されている。 
 

〔研究報告〕 
1.台湾道教の縊死者およ
び溺死者救済儀礼に関す
る二、三の考察―台南地
域を例として― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.伝統や文化に関する教
育から中華圏に対する理
解へ―国語科・社会科を
中心に― 

 
単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 
 

 

 
2016 年 
平成 28年 9
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018 年 
平成 30年 3
月 
 

 
奈良学園大学紀要（奈
良学園大学）第 5 集、 
213 頁～219 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奈良学園大学紀要（奈
良学園大学）第 8 集、
149 頁～154 頁 
 

 
台湾道教の異常死者救済儀礼について、縊死

者救済儀礼と溺水死者救済儀礼を例として考察

した研究報告。まず、何が異常死に当たるか定義

づけした後、筆者が台南地域で調査した縊死者

救済儀礼と溺水死者救済儀礼の事例を用いて、

それぞれの儀礼の実施方法や特徴などを確認

し、その後、なぜこれらの儀礼は各死者が生じた

現場で行わなければならないのかということに

ついて、儀礼を行った道士たちに対する聞き取

りや彼らが持っている科儀書、筆記小説などに

よって検討した。 

 
学校教育の場で中華圏に対する理解を促進さ

せる教育を行うべきことを主張した研究報告。
まず、中華圏から非常に多くの観光客が日本へ
と来ているにも関わらず、日本人の中華文化圏
に対する理解が足りないため、対応に不適切な
点があるといった問題点を指摘し、その上で、伝
統や文化に関する教育の一環として旧字体や台
湾人・香港人アイデンティティーの問題につい
て国語科や社会科の時間に教え、中華圏に対す
る正しい理解へとつなげるべきことを主張し
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

〔書評〕     
1.志賀市子著『〈神〉と
〈鬼〉の閒―中國東南部
における無緣死者の埋葬
と祭祀』 
 
 

単著 
 

2013 年 
平成 25年 5
月 
 

東方宗教（日本道教学
会） 
第 121 号、93 頁～99
頁 
 

茨城キリスト教大学教授・志賀市子氏の著書
『〈神〉と〈鬼〉の閒―中國東南部における無緣
死者の埋葬と祭祀』（風響社、2012 年）に対する
書評。中国東南部、特に広東省東部沿海の潮汕お
よび海陸豊地域における無縁死者の埋葬と祭祀
を主な研究対象とし、その諸相および歴史的変
遷を明らかすることを目的として書した本書に
ついて、その内容を簡単に紹介した上で、その研
究方法および内容について評し、さらに問題点
を指摘した。 
 

〔辞書〕 
1.岩波世界人名事典 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2013 年 
平成 25 年
12 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩波書店 
全 3586 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全世界の国・地域について、神話・伝説上の人
物から現存者までを網羅した総合的な人名辞
典。 
編者 岩波書店辞典編集部 
共著者 山田明広・吾妻重二・二階堂善弘・酒井
規史・三浦國雄他 550 名 
 
本人担当部分 中国の道教および民間信仰の
神・神仙に関する項目のうち以下の 11 項目。 
安期生（145 頁）、王爺（484頁）、玉皇大帝（734
頁）、元始天尊（924 頁）、黄初平（950 頁）、三官
大帝（1117 頁）、三山国王（1118 頁）、三茅真君
（1126 頁）、東華帝君（1839 頁）、保生大帝（2641
頁）、媽祖（2743 頁） 
 

〔解説・総説・雑記等〕 
1.屏東の林徳勝道長との
出会いと交流―台湾道教
のあり方を学ぶ― 
 
 

 
共著 

 
2014 年 
平成 26年 9
月 

 
日本台湾学会ニューズ
レター（日本台湾学
会）第 26 号、13 頁～
14 頁 

 
日本台湾学会のニューズレターにおける特集

「記憶の中の台湾―思い出の場所、思い出の人
―」に寄せた文章。本人が台湾留学中に知り合
い、道教儀礼を調査させていただいたほか多く
の資料を提供していただくなど非常にお世話に
なった台湾屏東県在住の道士・林徳勝道長との
出会いとこれまでの交流、および林道長の道教
儀礼や信仰に対する態度についてエッセー形式
で紹介するという内容のもの。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 



年月日

平成17年～現在
に至る

平成元年～現在
に至る

平成元年～現在
に至る

平成28年４月

令和４年

令和２年

令和３年

１　教育方法の実践例
・幼小連携でのスタートカリキュラムの作成

幼児期から児童期の発達の特性を踏まえ、地域の
小学校との連携を図りながら教育課程を見直し、
改善を重ね実践してきた。（大和郡山市立郡山
西・平和・北・片桐・昭和・矢田南幼稚園で実
践）

教 育 研 究 業 績 書

　　令和4年　3月　31日

                                                                         　　氏名　石原由貴子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

幼児教育 幼児教育・幼児理解・保育者論・教員養成

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

・学校評価を生かした保育内容の改善と実践 毎年、年度末に教育評価を評議員、教員、保護者
と行い教育課程や保育内容が具体的かつ有効的で
あったか評価し、見直しと改善を重ねた。

・幼児理解に基づいた保育方法の探究 一人ひとりの心もちに寄り添い、特性や発達に応
じたきめ細やかな保育を展開してきた。また、主
体的・対話的な保育を心がけ、充実した保育内容
を考案した。

２　作成した教科書，教材

・教育実習の手引（大和郡山私立幼稚園） 幼稚園教育実習生の手引。実習の内容や日程、幼
稚園教育の目標や幼稚園教育要領の基づいた保育
内容の具体的な姿、幼児を理解する視点について
まとめ、令和３年まで使用した。

・実習の手引（奈良学園大学・共著） 幼稚園教育実習、保育所保育実習、施設実習につ
いて、実習の日程と内容、教育実習の意義や目
的、幼児教育全般についてまとめた。令和５年度
より使用。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

・大和郡山市教育委員会からの評価 園運営及び教育課程編成、保育内容の創造、若手
教員の指導等について高い評価を得ることができ
た。

・奈良学園大学学生授業アンケート 講義内容、話し方、要点の説明や明確化等につい
ては4.8ポイント程度で高評価を得ている。

４　実務の経験を有する者についての特記事項



平成元年～令和
４年３月３１日

令和４年度

年月日

昭和59年3月24日

昭和59年3月24日

令和2年4月1日～
令和3年3月31日

令和3年4月1日～
令和4年3月31日

事項 概 要

・教育実習に対する指導 多くの教育実習生を受け入れ、担任として、ま
た、教頭・園長として指導や講話を行った。
・幼児理解について
・学級経営について
・指導案作成について
・実際保育について
・配慮が必要な幼児について等

・教職に対する指導 教師の使命感や責任、やりがい、保育の面白さ等
を担当する授業の中で実際の姿を映像等で見せな
がら指導してきた。

・令和３年度大和郡山市新規採用教員研修講師 令和3年度に採用された大和郡山市の小・中の教員
に対して、就学前の教育や連携の大切さ等につい
て講話を行った。

・令和４年度大和郡山市新規採用教員研修講師 令和4年度に大和郡山市の幼稚園・保育所、認定こ
ども園の教員・保育士として採用される方々に、
就学前教育について、多くの事例を交えながら、
具体的に講話を行った。

・大和郡山市教頭・指導教諭研修会講師 大和郡山市の幼稚園教頭・指導教諭に対して、そ
の職務についてや、若手教員の指導方法について
の講話を行った。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

１　資格，免許

・幼稚園教諭一種普通免許状 昭58幼一普第28号　（奈良県教育委員会）

・小学校教諭一種普通免許状 昭58小一普第221号 （奈良県教育委員会）

２　特許等

　　　なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

・奈良県放送教育研究協議会理事
幼稚園における放送教育についての指導を行うと
ともに会の運営に携わった。

・大和郡山市人権教育研究会副会長 大和郡山市の人権教育に関わって、指導・助言を
行うとともに、会の運営に携わった。

・大和郡山市立矢田南幼稚園指導助言 令和4年度 園内研究会での指導助言

令和3年

12月24日

・大和郡山市立郡山西幼稚園指導助言 令和4年度 ポートフォリオ作成についての指導助言

令和4年

1月13日

令和4年

2月22日



令和2年4月1日～
令和4年3月31日

令和3年4月1日～
令和4年3月31日

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）

大和郡山市教育委員会指
定研究会紀要「コミュニ
ケーションの力を育む」

共著 平成26年11月 平成25・26年度大和郡山市教育委員会の指
定研究園となり、幼児一人一人が様々な経
験を通して自信をもって生活し、「自分の
思いを伝え、相手の思いを聴き、互いをわ
かり合おうとする」等のコミュニケーショ
ンの力を育むためにはどうすればよいかに
ついて、実践・研究した。
共著者：加奥満紀子、安井典子、上田良
美、石原由貴子、ほか7名

保育の質を高める一方法
ー践記録から“私”の保
育を振り返るー

共著 平成24年3月 子どもは、日々の生活の中で小さな変化や
出来事に目を留め、興味・関心をもって関
わろうとする。それが遊びの原動力にな
る。しかし、時に保育者は子どもの興味・
関心（心もち）に気付かないことがある。
だからこそ、子どもが気付く小さな変化や
出来事に共に関わることが、子どもと共に
生活する保育者の大きな役割であり、ひい
ては保育者の資質につながる。こどもが
“たまたま”出会ったことや“たまたま”
見つけたもの、つまり偶然に見つけたこと
（セレンディピティ）は、保育者の受け止
め方や活かし方によって、子どもにとって
必要な体験や経験になっていくと考える。
そのような偶然の価値を見出し、子どもの
育ちにつなげていけるよう保育者の資質を
磨いていくことが大切である。
共著者：和田公子、石原由貴子、藤村朱
美、木下育子、三輪和子、大内菜恵子

幼稚園実習を通して学生
の自己成長を促すルーブ
リックの開発と活用
ー実習への意識向上とス
キルアップに着目してー

共著 令和5年3月 小さな子どもに「養護＋教育」を取り組む
保育現場での実習に対して「楽しい」だけ
の実習として終える学生の状況に疑念を持
つ。この現状を打開するために、学生の幼
児教育に対する意識改革に務める必要性を
強く感じる。そのために学生の現在の意識
状況を知り、さらなる学びにつなげるため
の自己評価としてルーブリックを活用し
た。また、授業の遂行の仕方を振り返り、
授業の再構成を図ることで学生の意識改革
につながることを論じた。
共著者：間井谷容代、石原由貴子、高岡昌
子、岡村季光

・大和郡山市就学指導委員 大和郡山市の就学指導に携わり、観察・助言を
行った。

・大和郡山市教育委員会学校教育指導委員 教育指導員として、大和郡山市内の教職員の指導
や講話を行った。

４　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

大和郡山市立郡山西幼
稚園　発行

奈 良 佐 保 短 期 大 学
研究紀要第19号

奈良学園大学紀要第15
集



:

（その他）

1幼児教育における栽培活
動を通して育む心の研究

共著 令和４年度 学校法人奈良学園の学園内での共同研究と
して、奈良学園幼稚園4才児を対象に植物の
栽培やビオトープの生き物の生態を顕微鏡
で見たり、実際に確かめたりすることを通
して、幼児の知的好奇心を高めるととも
に、継続して取り組むことで豊かな心を育
むまれることを研究した。共著者：高岡昌
子、岡村季光、石原由貴子、谷川具子



 

教  育  研  究  業  績  書 

令和５年３月３１日    

氏名 太田 雄久 

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

教育学 教育方法(理科)・教科教育（理科）・学級経営 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概           要 

１ 教育方法の実践例 
(１)小学校理科レポート作成による科学的な思考

力・表現力の育成 

 
平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
 

 
小学校理科の学習指導要領改訂の改善の具体的事項
で示されている「児童の科学的な見方や考え方が一
層深まるように，観察・実験の結果を整理し考察し
表現する学習活動」の充実として，子どもに各単元
の終末でのレポート作成に取り組ませた。その結果，
観察・実験の結果をグラフに整理したり，予想や仮
説と関連づけて考察したりしたことを言語活動とし
て表現する必要性を子どもに理解させることができ
るとともに，日々の授業での言語活動も充実するこ
とができ，相互に影響を与えつつ科学的な思考力や
表現力を育成することができた。 
（大阪教育大学附属天王寺小学校での実践） 
 

 
(２) 「Ａエネルギー・粒子」領域における見えな

いものを見えるようにする理科の教材開発 
 
 

 
平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
 
 

 
「Ａエネルギー・粒子」領域における見えないもの
をする可視化する教材開発を３年生理科の単元で行
った。具体的には，「磁石の性質」の単元において，
見えない磁石の力の働き方を可視化するために，棒
磁石を同極同士長く連結したものと異極同士を長く
連結したものを作った。それらにつく鉄でできた物
のつき方の違いから，子どもは同極同士および異極
同士近づけたときの磁石の力の働き方の違いをとら
えることができた。また，「同極同士を近づけると退
け合い，異極同士を近づけると引き合う」という現
象について，子どもは見えない磁石の力の働き方に
触れながら，自分なりの表現で説明することができ
るようになった。これらの姿は，３年生の「エネル
ギー」についての見方や考え方が育っていると評価
できるものである。また，小学校３年生での「エネ
ルギー」についての評価規準として，提案性のある
ものとなった。 
（大阪教育大学附属天王寺小学校での実践） 
 



 
(４) 子どもの感性を働かせ科学的な見方や考え方

を育む理科の授業指導方法開発 

 
平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 

 
理科の目標にある「科学的な見方や考え方」を育む
ために，３年生理科の授業で，子どもの感性を働か
せるような授業開発を，年間を通じて行った。例え
ば，３年生はじめの「植物の体のつくり」の単元で
は，子どもの観察の視点（視線の向き，数，色，変
化など）の意味付け，価値付けを指導者が行うこと
で，自然の事物・現象を見る際の視点を増やした。
その結果，子どもの植物の観察の視点が増え，観察
の質が向上した。また，以降の単元においても，初
期事象の出会いや観察・実験の際に多様な気付きが
生まれるようになり，子どもが主体的な問題解決を
通して，科学的な見方や考え方を身に付けることが
できた。 
（大阪教育大学附属天王寺小学校での実践） 
 

２ 作成した教科書，教材 
特記事項なし 

  

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
(１)大阪教育大学非常勤講師としての学生による

授業評価アンケート結果 
 
 
 

 
平成 25年 9月 
 
 
 

 
大阪教育大学非常勤講師としての学生アンケート評
価は総合評価で３．９点（４点満点中）であり，学
生の出席率の高さ，教員の例示の分かりやすさ，学
生の内容の理解度の３つの項目で特に高い評価を得
た。 
 

 
(２)大阪教育大学附属天王寺小学校の副校長から

の評価 

 
平成 26年 2月 

 
理科部では，科学教育プロジェクトの中心として大
阪教育大学との連携を密にし，プロジェクト推進に
寄与した。また，理科教育部の中心として新学習指
導要領に基づいた研究を進めることにも貢献した。
さらに，理科主任として，研究会議の場でも積極的
に提案し，意欲的に新たな教材を開発し，研究推進
に貢献した。学校および学年運営では，第３学年主
任を務め，ミドルリーダーの役割を果たした。学年
担任団をまとめ，児童への指導や保護者との連携を
充実させ，学校を組織として機能させた。教育実習
部では，教育実習主任を補佐し，教育基本実習，第
２部４回生実習，１日教育実習，教育実習オリエン
テーションなどの実習関連業務を滞りなく運営し
た。 
 

 
(３)科研費獲得のための研究補助 

 
平成 26年 3月 

 
大阪教育大学附属天王寺小学校教諭として，平成 25
年度科研費（奨励研究）に応募した。（研究協力者は，
大阪教育大学科学教育センター特任准教授 仲矢史
雄氏である。）テーマは「現場教員による一貫指導と
授業収録システムによる教育実習生指導方法の開
発」である。科研費としては不採用であったが，大
阪教育大学の学内選考会より，科研費獲得に向けて
継続的に研究を進める価値があるテーマであるとの
評価を受けた。科研費獲得の研究補助（平成２６年
度）として１０万円の研究補助費を獲得した。 
 



(４)奈良学園大学人間教育学部採用に当たっての
学長からの評価 

平成 26年 7月 大阪教育大学附属天王寺小学校で理科教育を８年間
担当し教育方法技術も豊かである。また大阪府下の
小学校教員への指導歴も多く，理科が苦手な教員へ
実験等の指導にも優れている。また，附属小学校で
多くの教育実習生の指導経験もあり，本大学の教育
実習指導にも力を発揮できると期待する。さらに，
非常勤講師として大阪教育大学で理科教育において
学生指導を担当した経験もあり，すでに非常勤であ
るが大学教員としての授業の経験がある。附属では
担任や学年主任の経験もあり，学生指導においても
その経験を発揮できると考える。奈良学園大学の今
後を支える若手研究者として期待できる。 
 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
(１)大阪教育大学の教育実習生指導担当 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
毎年 9 月 
（昼間部） 
 
 
 

 
毎年，大阪教育大学附属天王寺小学校に勤務した８
年間，大阪教育大学教育学部の昼間部の学生を９月
の１ヶ月間を指導した。教育実習部としては，当該
年度の全ての実習生を指導した。大阪教育大学附属
天王寺小学校は毎年度１００名程度の教育実習生を
受け入れている。指導の内容は以下の通りである。 
 
・理科の授業づくりおよび指導案作成の指導（理

科専科時） 
・音楽科，図画工作科を除く，小学校全科および領
域の授業づくりおよび指導案作成の指導，実習記
録の仕方などの実習事務に関わる指導，学級経営
などの学級担任としての心構えについての指導
（学級担任時） 

・教育実習生としての心構え，子どもとの関わり方，
災害時などの教員の役割，守秘義務等学校教員と
しての規律などについての指導 

（教育実習部担当時） 
 

 平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
毎年 11 月 
（夜間部） 
 

大阪教育大学附属天王寺小学校に勤務した８年間，
毎年，大阪教育大学教育学部の夜間部の学生約 40
名を 11 月に２週間指導した。教育実習部としては，
当該年度の全ての実習生を指導した。指導の内容は
以下の通りである。夜間部の学生はすでに小学校 2
種や他校種等の免許を取得している学生が多いの
で，一定の教職に対する知識を備えている。そのた
め特に以下の点について指導した。 
 
・指導案作成における観点別評価の規準の設定と実
際の評価の方法について（理科専科時） 

・学級づくりにおいて，特別に支援を要する児童へ
の関わり方や，そのために組織として対応する必
要性について（学級担任時） 

・保護者や地域と連携し，児童を育てるための，教
師としての心得や，保護者の苦情などを学級や学
校づくりに生かす方法について 
（教育実習部担当時） 

（２)大阪府下の小学校教員の指導力向上のための
研修の指導助言 

平成 24年 8月 
 

大阪教育大学の学長特別プロジェクト事業（地域貢
献部門）の一環として，連続講座 4 回目を実施した。
目的は，大阪府下の教員の指導力向上である。 
「科学的な見方や考え方を深める授業づくり」をテ
ーマに研究を行った。子どもの自然の事物・現象に
対する見方や考え方を科学的なものに変容させるた
めの授業づくりの考え方や授業実践例を紹介するこ
とで，理科の授業力向上を目的としている。「子ども
が主体的な問題解決を行う理科の授業づくりには，
児童分析と教材分析が必要不可欠であることを実感
したこと」「単元および本時の授業後の子どもの姿を
設定したうえで授業づくりを行うことの重要性」を



論じた。結果，深い教材分析と的確な児童理解の重
要性を受講生は理解することができた。 
（対象者：大阪府下小学校教員約２０名） 
 

(３)大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」  
  実地講としての授業を担当 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
【3 年目】 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「高学年の理科指導」をテーマとして，授業づ
くり，児童分析，教材分析及び評価の観点とその手
立てについての講義を行った。高学年児童の発達と
学習傾向について説明した。さらに授業実践の紹介，
模擬授業(単元はメダカ，豆電球)を行った。「知って
いるのにメダカが描けない」，「リード線付きソケッ
トがなくなっただけで，豆電球に明かりをつけるこ
とができない」この事実に気付かせたりする事例を
紹介した。学生からは，「従来のメダカの見方が変わ
った。」「教材として豆電球の教育的な価値が分かっ
た。」といった声が聞かれた。これにより深く幅の広
い教材分析や事前の予備実験の重要性を十分に理解
した学生が多数であった。 
（対象者：大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 

 平成 26年 4月
～平成 27年 3
月 
【4 年目】 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「小学校理科授業の実際」をテーマとして，模
擬授業や実践事例の紹介を通して，児童分析，教材
分析，評価の観点とその方法について講義を行った。
模擬授業では，リード線付きソケットを使わずに豆
電球に明かりを付けることから，「見えない部分も含
めて一続きの回路になっている」ことを理解させる
こと，実践事例の紹介では，子どもの目線を動かす
ような課題設定や支援によって子どもの学びは深ま
ることを指導した。学生からは，「目線が変わるだけ
で，ものの見方が変わることがわかった。」「自分た
ちが活動することで，学びがこれほど違うのかと驚
きました。」などといった感想を得た。これらから，
児童理解と教材分析をもとにした授業づくりの重要
性を理解した学生が多数であったと言える。 
（対象者：大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 
 

平成 27年 4月
～平成 28年 3
月 
【5 年目】 
 
 
 
 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「小学校理科授業の実際」をテーマとして，模
擬授業や実践事例の紹介を通して，児童分析，教材
分析，評価の観点とその方法について講義を行った。
模擬授業では，何も見ずにメダカを描かせることか
ら，「知っているつもりを自覚させることが主体的な
問題解決につながる」ことを理解させた。実践事例
の紹介では，ゴムの働きの学習における子どもの目
線の変化を根拠に，児童分析と評価の方法について
言及した。学生からは，「教師の教材研究や児童理解
がどれほど重要かを再確認できた。」「子どもに新し
い視点を，教師がいかに与えるかが大切だと思っ
た。」などの感想を得た。これらから，児童分析，教
材分析，評価についての理解を深めた学生が多数で
あったと言える。 
（対象者：大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 
 



 平成 28年 4月
～平成 29年 3
月 
【6 年目】 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「小学校理科授業の実際」をテーマとして，模
擬授業や実践事例の紹介を通して，児童分析，教材
分析，評価の観点とその方法について講義を行った。
模擬授業では，何も見ずにメダカを描かせることか
ら，「知っているつもりを自覚させることが主体的な
問題解決につながる」ことを理解させた。実践事例
の紹介では，子どもに観察をさせる時の指導内容を
紹介し，その後子どもがかいた観察記録を紹介した。
また，数名の子どもの観察記録の変容から，観察時
に必要な指導方法について言及した。学生からは，
「子どもの記録の何を評価するかで，子どもの記録
のかきぶりがこれほど変わるのかと驚いた。」「つい，
何も指導をせずに観察記録をかきなさいと伝えてし
まいがちになるが，教師の指導によって子どもの学
びがこれほど深まるのかと感心した。」などの感想を
得た。これらから，児童分析，教材分析，評価につ
いての理解を深めた学生が多数であったと言える。 
（対象者 大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 29年 4月
～平成 30年 3
月 
【7 年目】 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「小学校理科授業の実際」をテーマとして，模
擬授業や実践事例の紹介を通して，児童分析，教材
分析，評価の観点とその方法について講義を行った。
模擬授業では，何も見ずにメダカを描かせることか
ら，「知っているつもりを自覚させることが主体的な
問題解決につながる」ことを理解させた。実践事例
の紹介では，子どもに観察をさせる時の指導内容を
紹介し，その後子どもがかいた観察記録を紹介した。
また，数名の子どもの観察記録の変容から，観察時
に必要な指導方法について言及した。学生からは，
「体験授業を通して自分の記録の書きぶりが変わっ
たことから，子どもの記録のかきぶりも変わること
に納得した。」「どの単元でも指導者の綿密な指導計
画や準備があるからこそ，子どもの学びにつながる
ことを理解した。」などの感想を得た。これらから，
児童分析，教材分析，評価についての理解を深めた
学生が多数であったと言える。 
（対象者 大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 
 



(４)伊丹市立有岡小学校での指導講師 平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
【2 年目】 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～体験活動を
通した問題解決学習における言語活動の系統性を考
える～」理科，生活科の教科研究および提案授業に
ついての指導を行った。年間７回（提案授業の指導
講評３回，年度初めの研究の方向性についての指導
１回，夏期研修会での研究の内容および２学期以降
の授業指導案の指導１回，伊丹市教育委員会指定の
研究発表会での指導講評１回，年度末の研究の成果
と課題についての指導講評１回）の指導を行った。
指導の内容としては，子どもの思考が働くきっかけ
である体験活動の充実の必要性，授業後の具体の子
どもの姿（発言，ノート記録など）を具体化してか
らその姿に変容させるための手立てを考えることの
２点である。指導の結果として，「子どもの思考を働
かせるきっかけとなる体験活動の充実を意識した授
業提案が大幅に増えたこと」「形式的な言語活動が授
業場面で減少したこと」「単元や本時の授業の目標を
具体化して授業案を立てられる教員が増えたこと」
が挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 

 平成 26年 4月
～平成 27年 3
月 
【3 年目】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～自分の考え
を持つための問題解決学習のあり方を考える～」と
いう研究テーマのもとで指導を行った。年間５回（提
案授業の指導講評３回，夏期研修会での研究の内容
および２学期以降の授業指導案の指導１回，年度末
の研究の成果と課題についての指導講評１回）の指
導を行った。今年度の指導の内容は，「子ども一人一
人の生活経験や学習経験によって，子どもの自然の
事物・現象を見る目は決まっていること」「その決ま
っている目線をずらすことで，子どもの問題意識は
生まれること」「思考の多様な表現方法の意味付けや
価値付けを指導者が的確に行うことで，子どもの学
習に対する意欲はさらに高まり，子どもが主体的な
問題解決に取り組むことができるようになること」
の３点である。指導の結果として，「児童の実態を詳
細に記録した学習指導案が多くなったこと」「授業時
の子どもの姿やノート記録をもとにした討議を行う
ことが定着したこと」「子どもの意見や疑問をもとに
授業を進める場面が研究授業において多く見られる
ようになったこと」が挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
 

 平成 27年 4月
～平成 28年 3
月 
【4 年目】 
 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，
深め合う問題解決学習のあり方を考える～」という
研究テーマのもとで指導を行った。年間５回（提案
授業の指導講評３回，夏期研修会での研究の内容お
よび２学期以降の授業指導案の指導１回，年度末の
研究の成果と課題についての指導講評１回）の指導
を行った。今年度の指導の内容は「子どもに伝え合
い深め合わせるためには，『ホンネの問題意識』を持
たせる必要があること」「子どもの意見や考えを授業
のゴールに向かうように，指導者が意味付けたり価
値付けたりする必要があること」の２点である。指
導の結果として，「『ホンネの問題意識』を持たせる
ような事象の出会わせ方の工夫が多数見られたこ
と」「その工夫により子どもが自然と自らの伝え合う
ことができるようになったこと」が挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
 



 平成 28年 4月
～平成 29年 3
月 
【5 年目】 
 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，
深め合う問題解決学習のあり方を考える～」という
研究テーマのもとで指導を行った。年間５回（提案
授業の指導講評３回，夏期研修会での研究の内容お
よび２学期以降の授業指導案の指導１回，年度末の
研究発表会での指導講評１回）の指導を行った。今
年度の指導は，「子どもに伝え合い深め合わせるため
には，『ホンネの問題意識』を持たせる必要があるこ
と」「子どもの意見や考えを授業のゴールに向かうよ
うに，指導者が意味付けたり価値付けたりする必要
があること」「その意味付けや価値付けを板書などで
どのように可視化するかということ」「伝え合い深め
合えるツールの活用法」の４点である。指導の成果
として，年度末の研究発表会で，板書やホワイトボ
ードを思考の可視化のためのツールとして活用した
生活科の授業，「ホンネの問題意識」を誘発する理科
の授業，各グループの実験データを根拠に深め合う
理科の授業を公開することができたことが挙げられ
る。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 

 平成 29年 4月
～平成 30年 3
月 
【6 年目】 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，
深め合う問題解決学習のあり方を考える～」という
研究テーマのもとで指導を行った。年間５回（提案
授業の指導講評５回）の指導を行った。今年度の指
導は，「子どもが主体的に伝え合い深め合えるような
環境構成の仕方」「子どもの意見や考えを授業のゴー
ルに向かうように，指導者が意味付けたり価値付け
たりする必要があること」の２点である。指導の成
果として，内容の系統性をふまえた「学習マップ」
を作成できたことや，発達段階や学習内容に応じた
グループ学習を実践できたことが挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
 

 平成 30年 4月
～平成 31年 3
月 
【7 年目】 

自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，深
め合う問題解決学習のあり方を考える～」という研
究テーマのもとで指導を行った。年間６回（提案授
業の指導講評６回）の指導を行った。今年度の指導
は，「子どもが主体的に問題解決や課題解決を行うこ
とができる授業デザインのあり方」「子どもが自ら問
題解決や課題解決に向かえる教師の形成的評価のあ
り方」の２点である。指導の成果としては，昨年度
の成果として挙げられた学習マップを子どもの学び
の自覚化を促進させるものに改編できたこと，子ど
もの気付きや考えをつなぐ教師の発言のあり方につ
いて教職員全員で学び合えたことが挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
 

平成 31年 4月
～令和 2 年 3
月 
【8 年目】 

自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，深
め合う問題解決学習のあり方を考える～」という研
究テーマのもとで指導を行った。年間７回（提案授
業の指導講評６回，夏季研修会での講演１回）の指
導を行った。今年度の指導は，「有岡小学校での過去
の理科・生活科での研究成果を活かした授業デザイ
ン」である。指導の成果としては，これまでの研究
の成果と課題を分析することで，有岡小学校が目指
す「主体的・対話的で深い学びによる授業改善」の
視点を教職員全員で共通理解できたことが挙げられ
る。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 



令和 2 年 4 月
～令和 3 年 3
月 
【9 年目】 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，
深め合う問題解決学習のあり方を考える～」という
研究テーマのもとで指導を行った。コロナ禍という
こともあり，本年度は研究授業の指導案の指導とい
う形態となった。年間を通じて 6 本の指導案の指導
を，主としてメールで行った。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 

 令和 3 年 4 月
～令和 4 年 3
月 
【9 年目】 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，
深め合う問題解決学習のあり方を考える～」という
研究テーマのもとで指導を行った。年間５回（提案
授業の指導講評３回，夏季研修会での講演１回，伊
丹市教育委員会指定の研究発表会での指導助言）の
指導を行った。今年度の指導内容は，「子どもが意欲
的に学ぶ問題解決の在り方」である。指導の成果と
しては，これまでの研究の成果と課題を分析し，且
つ OODA ループ的に問題解決の過程を捉えることで，
有岡小学校が目指す「問題解決的な学習の在り方」
を教職員全員で考えられたことが挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 

(５)大阪府下の小学校教員の自由研究指導力向上
のための研修の指導助言 

 

平成 25年 6月 
【1 年目】 
 

大阪府教育センター主催の「自由研究指導力向上研
修」で講話を行った。講話の内容は「自由研究の指
導につながる理科の授業づくり」である。講話の目
的は，日々の理科と自由研究を別物と考えるのでは
なく，日々の理科の授業を充実させることで，子ど
もが質の高い自由研究を行うことができるようにす
ることである。研修の結果として，「日々の授業で問
題解決の道筋を子どもにたどらせることを繰り返す
ことが自由研究の質の向上につながることを参会者
が実感したこと」が挙げられる。 
（対象者：大阪府下小学校教員約３０名） 
 

 平成 26年 6月 
【2 年目】 

大阪府教育センター主催の「自由研究指導力向上研
修」で講話を行った。講話の内容は「自由研究の指
導につながる理科の授業づくり」である。講話の目
的は，日々の理科の授業内容を充実させることで，
子どもが質の高い自由研究を行うことを論じた。研
修後「子どもの素朴な見方や考え方の分析の重要性」
「日々の授業で問題解決の道筋を子どもにたどらせ
ることを繰り返すことが自由研究の質の向上につな
がること」の２つを参会者が実感した。 
（対象者：大阪府下小学校教員約３０名） 
 

(６)大阪教育大学ＣＳＴ養成プログラム 
実地講師 

 
 

平成 25年 8月 
【1 回目】 

大阪教育大学科学教育センターが主催するＣＳＴ
（コアサイエンスティーチャー）養成プログラムの
学生プログラムである「理科教育法Ⅱ」で講義を行
った。「子どもの科学的な見方や考え方を育む授業」
をテーマとし，中学年の授業づくり，児童分析，教
材分析についての講義，授業実践の紹介，模擬授業
を行った。結果，理科に関わる知識だけでなく，具
体の子どもの姿をイメージできるようになったと好
評であった。 
（対象者：ＣＳＴ養成プログラム受講学生約１０名） 
 



平成 26年 3月 
【2 回目】 

大阪教育大学科学教育センターが主催するＣＳＴ
（コアサイエンスティーチャー）養成プログラムの
学生プログラムである「理科教育法Ⅱ」で講義を行
った。「子どもの科学的な見方や考え方を育む授業」
をテーマとし，高学年の授業づくり，児童分析，教
材分析についての講義，授業実践の紹介，模擬授業
を行った。結果，理科内容に対する深い理解のみな
らず，学習者の姿をイメージし教え込みではない理 
科の授業の魅力を感じることができたりした学生が
大勢であった。 
（対象者：ＣＳＴ養成プログラム受講学生約１０名） 
 

（７）大阪教育大学教育学部「教職入門」実地講師 
 

平成 26年 7月 
 

大阪教育大学教育学部「教職入門」において，「理科
を教える教師としての資質」をテーマとして，理科
教師として学ぶこと，教育実習生を指導して感じた
ことを話した。さらに理科の目標内容とそのための
授業づくりおよび実践事例についての講義を行っ
た。特に，授業づくりおよび実践例では，小学校理
科で取り扱う教材を学生一人一人に使用させ模擬授
業を体験させた。その体験をもとに，実際の授業で
の子どもの様子を写真で紹介したり，ノート記録を
もとに評価基準や評価方法を紹介したりした。指導
の結果，「現場経験のある先生の授業は参考になる」
「もっと実際の授業を受けて学びたい」「子どもの思
考を姿やノート記録から教師が的確に見取り評価す
ることがどれだけ重要かを実感した」などの声が多
数挙がった。 
（受講者：大阪教育大学１回生約６０名） 
 

（８）教育課題研修指導者海外派遣プログラム 
事前研修 

 

平成 26年 8月 
 

和泉市立国府小学校教諭として，独立行政法人教員
研修センター主催の平成２６年度教育課題研修指導
者海外派遣プログラム事前研修に参加した。研修派
遣先は，フィンランドである。派遣団の研究テーマ
は「ＰＩＳＡ型学力の育成について」である。その
中でも「科学的リテラシーを育成するための理科授
業のデザイン」の研修を進める班に所属することと
なった。本事前研修では，フィンランドの教育シス
テムや現在の課題のみならず，日本の教育システム
と比較しつつ視察するべき理科教育の項目をまとめ
た。さらに，研修報告書のまとめ方などの講義を受
けた。 
 

（９）教育課題研修指導者海外派遣プログラム 
海外研修参加 

（独立行政法人教員研修センター主催） 

平成 26 年 10
月 

平成２６年１０月１４～２５日の間，和泉市立国府
小学校教諭として，「ＰＩＳＡ型学力の育成につい
て」をテーマに，フィンランドでの海外研修に参加
した。現地での主な研修先は，国家教育局，ユバス
キュラ大学附属学校園，ヘルシンキ大学附属学校園
および教員養成実習校など，計１２カ所の機関およ
び学校園である。研修先では，主に理科の授業見学
と授業担当教員へのインタビューを行った。本研修
で明らかになったことは，日本の学習指導要領は世
界でも誇れるすばらしい物であること，フィンラン
ドでのＩＣＴ活用の授業のレベルが高いこと，ＩＣ
Ｔに頼りすぎて本来授業で大切にすべき教材分析や
板書，支援が十分に行われていないことなどが明ら
かになった。 
 



（10）伊丹市立有岡小学校初任者研修講師 平成 27年 9月 伊丹市立有岡小学校において，「理科室の環境整備と
授業づくりの基本」というテーマで，平成 27 年度に
採用された初任者に対して，理科室の環境整備，安
全面の指導，授業づくりについて指導した。特に，
安全面の指導では，中村重太の「自作 hazards 
drawing による児童・生徒の加熱実験操作に関する
安全意識調査」で使用された図を用いて，安全指導
が必要な部分を指摘させた。また，授業づくりの基
本では，リード線付きのソケットを使用せずに豆電
球に明かりを付ける活動から，絶縁体の価値，リー
ド線付きソケットの構造と豆電球の構造の関連性に
ついて講義した。結果，「指導者として見えていない
ものへの安全意識も持つことが大切であることがわ
かった」「指導者が教材について深く理解することが
子どもを引きつける授業に繋がることがわかった」 
などの感想を得られた。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校新任教員４名） 
 

（11）「保幼小接続期モデルカリキュラム（第２期）」
検証のための幼稚園公開保育の指導講師 

平成 28年 2月 
 
 

伊丹市立こうのいけ幼稚園において行われた「保幼
小接続期モデルカリキュラム（第２期）」アプローチ
カリキュラムに基づいた公開保育及び研究討議にお
ける指導講話を行った。指導の内容としては，「子ど
もの多様な気付きを誘発したり，思いや願いに向け
て子どもがすぐに働きかけたりすることができる環
境構成の重要性」「子どもの行動や発言他者とつなげ
る支援の重要性」の２点である。これらを公開保育
で見られた具体的な事例を根拠として述べた。指導
の結果として，「生活科の学びは保育園や幼稚園のそ
れと繋がっており，保育から学んでいかなければな
らないと実感した小学校教員が増えたこと」「小学校
での学びを見据えた保育が必要であると考えた保育
園や幼稚園の教員が多数見られた」ことが挙げられ
る。 
（対象者：伊丹市内の小学校教員，公立および私立
幼稚園教職員，保育所職員，こども園職員 約７０
名） 
 

（12）八尾市立八尾小学校での指導講師 平成 28年 4月
～平成 29年 3
月【1 年目】 

「アクティブ・ラーニングの実現に向けて」という
テーマをもとに指導を行った。年間５回（夏季研修
での指導講話１回，研究授業の事前指導及び事後指
導を３回，年度末の研究の成果と課題についての指
導講話１回）の指導を，理科と算数科を中心に行っ
た。指導の内容としては，子どもの思考が働くきっ
かけである課題設定の重要性，課題設定のための教
師の教材分析と内容の系統性の分析の２点である。
指導の結果として，「教材の特性や内容の系統性を踏
まえた課題設定を授業のきっかけとして提示する授
業が増加したこと」「展開部分での子どもへの形成的
評価の必要性に気付く教員が出てきたこと」が挙げ
られる。 
（対象者：八尾市立八尾小学校教員約４０名） 
 

 平成 29年 4月
～平成 30年 3
月【2 年目】 

「アクティブ・ラーニングの実現に向けて」という
テーマをもとに指導を行った。年間７回（年度初め
の指導講話１回，各学年の研究授業の指導講話６回）
の指導を，理科と算数科を中心に行った。指導の内
容としては，子どもの思考をつなぎ拡げる指導者の
役割，子どもの思考が表出するノートやワークシー
トの活用法の２点である。指導の結果として，「内容
ではなく学び方を教える重要性」や「ノート記録の
形成的評価やそれを考察部分で活用することの重要
性」に気付く教員が出てきたことが挙げられる。 
（対象者：八尾市立八尾小学校教員約４０名） 
 



平成 30年 4月
～平成 31年 3
月【3 年目】 

「子どもたちの考えをつなぎ・深める授業のあり方
～自己の学びを見通し，振りかえることを大切にし
て～」というテーマをもとに指導を行った。年間６
回（各学年の研究授業の指導講話６回）の指導を行
った。指導の内容としては，子どもの主体的な学び
を保証する授業デザインについて，子どもの思考を
つなげる形成的評価のあり方の２つである。指導の
結果として，本時レベルだけでなく単元レベルでの
授業分析が授業等議会で多く発言されたこと，教師
のつなぐ発言や子どもに繰り返し発言を求める教師
の姿が授業内で多く見られたことが挙げられる。 
（対象者：八尾市立八尾小学校教員約４０名） 
 

（13）第４９回全国小学校理科研究大会大阪大会分
科会指導講師 

 

平成 28 年 11
月 

堺市立浜寺石津小学校で行われた，第４９回全国小
学校理科研究大会大阪大会の代４学年分科会におい
て，研究授業３本と実践報告２本の指導講評を行っ
た。指導の内容としては，季節による動植物のくら
しでは，季節ごとの気温や日照時間の変化と動植物
のくらしを関連付ける指導の在り方について述べ
た。また，空気や温度変化など目に見えないものを
扱う単元では，それらをイメージ図等で可視化しな
がら学習を進めていくことの重要性について述べ
た。参会者からは，グラフ化やサーモグラフィ画像
など，可視化することの効果を感じられる実践発表
や指導であったので，大変勉強になった。」「地域ご
とによる夏の気温の上がり方の違いもあり，大阪府
内と他の地域での学習のさせ方の違いを知ることが
でき，今後の指導の参考になった。」などという意見
が多数挙がった。 
（対象者 第４９回全国小学校理科研究大会大阪大
会 第４学年分科会 参会者 約４０名） 
 

（14）公私立幼稚園・こども園・保育所（園）共同
研究会講師 

平成 29年 1月 
【1 年目】 

伊丹市立中央公民館で行われた第４回公私立幼稚
園・こども園・保育所（園）共同研究会において，
「次期学習指導要領に向けた就学前教育と小学校教
育の滑らかな接続について」という演題で講演を行
った。講演の内容として，伊丹市立有岡小学校で行
われた生活科の授業をビデオで流し，対象授業を根
拠として，子どもの学びの環境構成のあり方につい 
て講義をした。また，参会者にもグループ討議を行
ってもらい，所属する校園の違いによる環境構成の
考え方の違いから，保幼小の３校園の接続を念頭に
置いた環境構成のあり方について考えてもらった。
講演の成果として，「幼稚園や保育園の保育の実態を
踏まえた生活科の授業づくりの重要性を実感した。」
「小学校への接続や生活科と保育の系統性について
改めて考えるいい機会となった。」という保育士や幼
小教員の振り返りから，保幼小の接続期において，
それぞれの校園での連携の重要性について気付いた
保育士や教員が多数いたことが挙げられる。 
（対象者：伊丹市内の小学校教員，公立および私立
幼稚園教職員，保育所職員，こども園職員 約７０
名） 
 



 平成 30年 2月 
【2 年目】 

伊丹市立中央公民館で行われた第５回公私立幼稚
園・こども園・保育所（園）共同研究会において，
「就学前教育と小学校教育の滑らかな接続について
～幼児期の終わりまでに育ってほしい姿～」という
演題で講演を行った。講演の内容として，伊丹市立
有岡小学校で行われた理科や生活科の授業実践から
小学校教育での環境構成の有効性を論じると共に，
保幼小の教育を滑らかに接続するために必要な条件
や取り組みについて講義をした。また，参会者にも
グループ討議を行ってもらい，所属する校園の違い
による環境構成の考え方の違いから，保幼小の３校
園の接続を念頭に置いた環境構成のあり方について
考えてもらった。「時間の無い中でも幼保の保育につ
いて学んで行かねばならないと感じた。」「幼稚園で
行っている環境構成が小学校でも効果的であること
を知って，さらに充実した実践を行っていこうと思
うことができた。」という保育士や幼小教員の振り返
りから，参会した保育士や教員によって学びのある
会になったことが伺える。 
（対象者：伊丹市内の小学校教員，公立および私立
幼稚園教職員，保育所職員，こども園職員 約７０
名） 
 

（15）伊丹市立有岡小学校研究発表会講演講師 
 

平成 29年 2月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊丹市教育委員会指定 平成 28 年度伊丹市立有岡小
学校研究発表会において，「次期学習指導要領で求め
られる小学校理科・生活科の授業～有岡小学校の授
業研究と「アクティブ・ラーニング」の視点から～」
という演題で講演を行った。講演の内容として，平
成 28 年 12 月の中央教育審議会「幼稚園，小学校，
中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
等の改善及び必要な方策等について（答申）」の内容
と登壇者の過去の授業実践を根拠に，次期学習指導
要領で求められる小学校理科・生活科の授業像，お
よびその授業に必要な教師の指導の在り方について
言及した。参会者のアンケートから「次期学習指導
要領で求められる授業の具体が分かった。」「新学習
指導要領が実施する前から授業の改善に取り組む必
要性を十分に感じた。」といったアンケートの内容か
ら，参会者の次期学習指導要領改訂に向けての学び
が充実していたことが明らかとなった。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教職員，伊丹市内の
学校教職員，伊丹市外の学校教職員，約２００名） 
 

 令和 4 年 1 月 伊丹市教育委員会指定 令和 3 年度伊丹市立有岡小
学校研究発表会において，「子どもが主体的に学び深
め合う問題解決的な授業」という演題で講演を行っ
た。講演の内容として，平成 29 年に告示された「小
学校学習指導要領」やそれの各教科等の解説編の内
容と令和 3 年度の有岡小学校の授業実践，登壇者の
過去の授業実践などを根拠にしながら，これからの
問題解決的な授業の在り方について言及した。（対象
者：伊丹市立有岡小学校教職員，伊丹市内の学校教
職員，伊丹市外の学校教職員，約２００名。伊丹市
内外の教職員はオンラインでの参加。） 
 



（16）伊丹市立ありおか幼稚園園内研究会指導講師 平成 29年 3月 「育ちと学びをなめらかにつなげる幼小接続～自然
科学の分野に視点をあてて，遊びの中で学びを深め
ていくための環境構成を探る～」という研究テーマ
のもとで指導を行った。指導の内容としては，「保育
の学びと生活科・理科の学びの関連」「生活科・理科
の環境構成から見る保育の環境構成の意義」の２点
である。指導の結果として，「保育と小学校教育の関
連に気付いた教員が出てきたこと」「教員が現在行っ
ている保育実践の意味や価値に気付けたこと」が挙
げられる。 
（対象者：伊丹市立ありおか幼稚園教員６名） 
 

（１７）八尾市立亀井小学校での指導講師 平成 30 年 11
月 

八尾市立亀井小学校において，理科の研究指導を行
った。研究授業の指導講評の他，子どもの「ホンネ
の問題意識を生み出す授業デザイン」をテーマとし
て講演を行った。 
（対象者：八尾市立亀井小学校教職員約 40 名） 

平成 31年 4月
～令和 5 年 3
月 

八尾市立亀井小学校において，指導講師として授業
研究の指導に携わった。研究テーマは「子どもの『か
く力』『伝える力』の育成」である。年間６回（各学
年の研究授業の指導講話６回）の指導を行った。指
導の内容としては，子どもの対話の質を上げる手立
てのあり方と，子どものノート記録の評価の在り方
の２点である。指導の結果として，子どもの学びの
記録の多様性を認めたり，対話の質を高める協働的
な学びの在り方について学校全体で研究を行ったり
することができるようになった。 
（対象者：八尾市立亀井小学校教員約４０名） 

（１８）第 27 回大阪府小学校生活科・総合的な学
習教育研究協議会研究大会中河内大会の
事前の研究指導講師 

平成 30年 9月
～令和 2 年 3
月 

平成 31年 10月 31日に八尾市立高安小学校で実施さ
れる第 27 回大阪府小学校生活科・総合的な学習教育
研究協議大会中河内大会の総論，および授業研究の
指導を行っている。平成 30 年度は「主体的・対話的
で深い学びを目指す授業づくり」についての講演を
2 回，総論の内容指導を 2 回，研究授業の指導講評
を 1 回行った。 
 

（１９）八尾市立曙川小学校での指導講師 令和 3 年 5 月 八尾市立曙川小学校において，「新学習指導要領を踏
まえた授業づくり」という内容で，同校教職員をｐ
対象とした研修を行った。主体的な学び，教科横断
的な学びの２つをキーワードにしながら，講師の過
去の授業実践等の事例をもとに，今年度の授業づく
りの在り方について言及した。 
（対象者：八尾市立曙川小学校教職員約４０名） 
 

（２０）堺市立金岡北中学校校区小中教職員夏季合
同研修会の指導講師 

令和 3 年 7 月 
 

堺市立新金岡小学校において，「GIGA スクール構想，
校内の ICT 教育の推進に向けて」というテーマの下
で小中学校教職員向けの研修を行った。具体的には，
小学校を中心としたプログラミング教育ポータル
「スクラッチ」やそれを利用した授業実践例の紹介，
また最先端技術を活用した指導の在り方について講
義した。 
（対象者：堺市立金岡北中学校区の小中教職員約８
０名） 

（２１）八尾市立高美小学校での指導講師 令和 3 年 8 月 
 

八尾市立高美小学校において，「これから求められる
小学校の授業実践」という内容で，同校教職員をｐ
対象とした研修を行った。具体的には，子どもの問
題場面の把握には個々に差があることや，算数科で
の具体的な問題場面を子どもの立場で捉えなおすこ
とを通して，今年度の授業づくりの在り方を考える
ことができた。 
（対象者：八尾市立高美小学校教職員約３０名） 



（２２）伊丹市立荻野小学校での指導講師 令和 4 年 1 月 
 

１年生の生活科の研究授業についての指導を行っ
た。授業の実際を，「学習意欲に繋がる感覚」や「授
業実践サイクル」，OODA ループなどと関連付けなが
ら，子どもが具体的な活動や体験に没頭しながら気
付きを深めていく授業の在り方について言及した。
（対象者：伊丹市立荻野小学校教職員約３０名） 

（２３）大阪市小学校教育研究会 第３８回総合研
究発表会２年次発表(理科)での指導講師 

令和 5 年 2 月 大阪市小学校教育研究会 第３８回総合研究発表会
２年次発表(理科)において，「地球」領域の研究授業
の指導講評を行った。特に，「問題意識の醸成」の場
面での指導の在り方やその場面を OODA ループで捉
えていくことの重要性について言及した。 
（対象者：大阪市小学校教育研究会 第３８回総合研
究発表会２年次発表(理科)参加者約１００名） 

５ その他 
(１)大阪教育大学教育学部における非常勤講師と
しての教育実績 

「初等理科授業研究」担当 

平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
 

大阪教育大学教育学部の非常勤講師として担当の
「初等理科授業研究」（専門科目，３年次配当，半期，
選択２単位）において，理科の教材研究と授業づく
りの講義および実習，学生による模擬授業の実施及
び授業討議会での指導を行った。具体的には，授業 
で使用する教材を実際に作り，それを使った模擬授
業をさせることで，教材の課題，板書や発問，支援
などの課題を討議によって明らかにさせた。このよ
うな講義を通して，学生は教材分析の重要性や子ど
もに合った支援を行うことの重要性を理解すること
ができた。 
 

(２)畿央大学教育学部における非常勤講師として
の教育実績 

平成 31年 4月
～令和 3 年 3
月 

畿央大学現教育学部の非常勤講師として，「教育実習
指導」（専門科目，３年次配当，通年，必修２単位）
を担当した。主に，教育実習前の模擬授業の指導を
担当した。教育実習を控えた学生に授業づくりの考
え方や学習指導案の書き方，板書計画の立て方など
教育実習に臨むにあたって必要な資質・能力の向上
に寄与した。 

令和 3 年 9 月
～令和 4 年 3
月 

畿央大学現教育学部の非常勤講師として，「生活科概
論」（専門科目，１年次配当，半期，必修２単位）を
担当した。主に，生活科の目標や内容，評価の在り
方，具体的な活動や体験の意義等について，『小学校
学習指導要領（平成 29 年告示）解説生活編』をテキ
ストに使いながら講義を行った。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概        要 

１ 資格，免許 
(１)小学校教諭１種免許状 
(２)中学校教諭１種免許状家庭 
(３)高等学校教諭１種免許状家庭 
(４)小学校教諭専修免許状 

 
平成 14年 3月 
平成 14年 3月 
平成 14年 3月 
平成 29年 3月 

 
平１３小１第２３６７号（大阪府教育委員会） 
平１３中１第２４７４号（大阪府教育委員会） 
平１３高１第２６３３号（大阪府教育委員会） 
平２８小専第１３号（大阪府教育委員会） 
 

２ 特許等  
特記事項なし 

  

３ 実務の経験を有する者について特記事項 
（１）大阪教育大学附属天王寺小学校 理科主任 

平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
 

大阪教育大学附属天王寺小学校の理科主任として，
理科部の若手教員の育成に取り組んだ。具体的には，
週１回の教科論に関わる文献の輪読会の開催，月１
回の若手教員が行う授業見学とその事後指導を，年
間を通じて行った。その結果，若手教員の文献を読
む力がつくとともに，主任と部員が同じ方向性を持 
って日々の授業研究および実践を行うことができる
ようになった。学年の異なる理科担当者同士で学習
指導要領を学び，目標や内容の系統性を確認し合っ
た。さらには，本年度の研究発表会では，「いい提案
授業であった。」「こんな理科の授業を見せてもらえ



るなら来年もぜひ来たい。」といった高い評価を受け
た。 

（３）大阪教育大学附属天王寺小学校  
第３学年主任 
 
 
 
 

 

平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
 

学年の主任として，学年全員に「規律」「素直」「努
力」の３つのキーワードを示して，学年全体経営，
授業改善および生活指導にも取り組んだ。定期的に
学年教材研究日を設ける等，教師としての資質を高
める指導を行った。その結果，学年全体の子どもは
落ち着いて授業を受けられるようになるとともに，
保護者からの学校および学年教員団への信頼も大き
くなった。 
 

４ その他 
  特記事項なし 

  

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書，学術論文等の名称 単著・ 
共著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所，発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概      要 

（著書） 
１．天王寺教育ノート 
  第１４２号 
 
 
 
 

 
共著 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 25年 7
月 
 
 
 
 
 
 
 

 
大阪教育大学附属天王
寺小学校教育後援会 
 
 
 
 
 
 

 
平成２４年２月実施の大阪教育大学附属天王
寺小学校研究発表会の授業実践分析集であ
る。 
Ｂ５判 全７６頁 
編者：大阪教育大学附属天王寺小学校 
共著者：萩原武士，大仲政憲，石川聡子，田
中建司，山手隆文，森保，太田雄久，吉門妙
子，髙井大輔，粟生義紀，松山雅子，手取義
宏，柳本朋子，竹上由希子，三浦聡子，小島
律子，佐藤賢司，入口豊，金光靖樹，山本岳
大，他９名 
本人担当部分  
「子どもの科学的な見方や考え方を育む授業 
３年『ものと重さ』」（p１８－ｐ２０）部分を
単著 
大阪教育大学附属天王寺小学校研究発表会で
の授業についての理科教科論と授業実践報告
および分析，考察を行った。明らかになった
ことは，体験活動を充実させることで子ども 
が言語活動の必要性を感じることである。子
どもの素朴概念と授業の目標をもとに体験活
動も言語活動も「何を」「どのように」の２つ
の視点を明らかにして設定することが大切で
あると述べた。体験に支えられた言語活動の
重要性を論じた。 
 



２．天王寺教育ノート 
第１４３号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 25 年
12 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪教育大学附属天王
寺小学校教育後援会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思考力・表現力判断力の育成には，何を大切
にし，どのように取り組むかを，各教科・領
域の視点で述べた。 
Ｂ５判 全６７頁 
編者：大阪教育大学附属天王寺小学校 
共著者：矢谷健一，山手隆文，太田雄久，吉
門妙子，髙井大輔，竹上由希子，井上由香里，
田村真由子，山本岳大，吉森久展，栫井大輔，
浜田美和，武智康文，角田浩太郎，清水貴之，
他７名 
本人担当部分  
「思考力・表現力・判断力の育成とその評価
『観察での思考力・表現力の育成とその評
価』」（p８－ｐ９）の部分を単著 
理科での思考力・表現力の育成について，観
察という授業場面に焦点をあてて考察した。
明らかになったことは，体験活動の充実と言
語活動での指導者の目標に合わせた適切な意
味付け，価値付けが思考力・表現力の育成に
つながるとことを論じた。 
 

３．科学的な見方や考え
方を育む理科授業 
 
 
 

単著 
 
 
 
 

平成 26 年
12 月 

株式会社ＥＲＰ 
 
 
 

小学校理科の目標である「科学的な見方や考
え方を育む」ための理科授業づくりについて
述べた。具体的な授業づくりの視点として，
「児童理解」「教材分析」「単元目標の具体化」
の３つをキーワードとして取り上げた。「児童
理解」については，子どもの先行経験と内容
の系統性をもとに，子どもが「知っているこ
と」「知っているつもりになっていること」「全
く知らないこと」の分析を行う「診断的評価」
の重要性を述べた。「教材分析」は，教材がも
つ単元目標に迫ることのできることのできる
特質や価値を分析する目を養うことを述べ
た。さらに指導計画のなかに「形成的評価」
をいかし，児童のつまずきを発見しそれを指 
導の改善に活かすことを主張した。「目標の具
体化」については，「統合的な評価」を行うた
めに目標達成に至った子どもの発言やノート
記録を具体化することを述べた。３つのキー
ワードをもとにした小学校３年生「電気の通
り道」，５年生「天気の変化」など６年生まで
の授業実践例を述べた。 
Ａ５判 全５５頁 
 

４．人間教育を視点にし
た教職入門 
 
 

共著 
 

平成 26 年
12 月 
 
 
 
 
 
 

大学教育出版 
  
 

人間教育に視点を当てて，教師を目指す学生
に教育学の第一歩として，教育の目的や内容
や学校組織について論じたものである。 
Ｂ５判 ２８０頁 
編者：中田正浩 
共著者：中田正浩，鎌田首治朗，松田智子，
中田律子，金山憲正，瀧明知恵子，長居勘治， 
本人担当部分（１０頁） 
第６章第２節「小学校の学級経営」（p.１７２
～p.１８０）の部分を単著 
小学校は６歳から１２歳までと，担当する児
童の成長及び発達の幅が広い。その発達に応
じた特徴を把握し，段階に応じた学級指導に
ついて，１年から６年まで具体的に述べた。
また，小学校学級担任の一日の仕事とその経
営ポイントについて具体的に述べた。さらに，
学校教育目標から学級教育目標を立てる手立 



    てについて説明し，そのモデルとし６年生の
例を示した。最後に PDCA サイクルで実践する
学級経営の評価の重要性を論じた 
本人担当部分（１０頁） 
第７章第１節「小学校の生徒指導」（ｐ．２１
２～ｐ．２２２）部分を単著 
小学校という児童の発達年齢上，生徒指導は
保護者及び地域の人々との連携なくしては，
達成できない。また思春期の早期発達により，
小学校高学年への対応は思春期初期の独特の
プライドや自尊感情を傷つけないようにしつ
つも，毅然とした対応する必要性を述べた。
小学校低学年・中学年・高学年の生徒指導の
ポイントを述べた。生徒指導の体罰・不登校・
いじめなどが小学校でどのように解決するか
方策を示唆した。また小１プロブレムや中１
ギャップへ等への対応には接続する幼稚園・
中学校との連携が，重要であることも述べた。 
 

５．シリーズ新時代の学
びを創る５ 
理科 指導の理論と実
践 

共著 平成 29年 8
月 

あいり出版 新学習指導要領で求められる理科の指導や授
業の在り方について，大学生や現役教員に向
けて，理論と実践から論じたものである。 
Ａ５判 ２９８頁 
編者：石川聡子 
共著者：石川聡子，秋吉博之，畦浩二，平田
豊城，太田雄久，仲矢史雄，川上雅之他１４
名 
本人担当部分（１０頁） 
第９章「小学校の実践事例」第２節「３年生
『ゴムの働き』」（ｐ．１６４～ｐ．１７２）
の部分を単著 
３年生「ゴムの働き」の実践事例をもとに，
新学習指導要領で求められる理科の授業づく
りの在り方について言及した。具体的には，
これまでの小学校理科教育で求められる不易
の部分にあたる児童理解，教材研究などは，
これまで通り大切にすべきであることを述べ
た。それと同時に，子どもが学ぶ内容以上に，
学習に使うツールや環境構成など，子どもの
学び方をどのように構造化するかという流行
にあたる部分についても事例を通して述べ
た。 
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(学術論文) 
１．多面的に観察させる
ことで，子どもの科学的
な見方や考え方を育む 
 
 

 
単著 

 
平成 26 年
10 月 

 
株式会社ＥＲＰ 
ｐ２４～ｐ２７ 
 
 
 

 
理科学習においては，子どものこれまでの先
行経験によって，子どもの自然の事物・現象
についての見方は一面的になる傾向が強い。
そのためには単元導入前に「診断的評価」を
行う必要がある。この子どもの見方は無意識
的なものであるため，一面的な見方を変容す
るには，指導者の指導および支援が必要にな
る。また，その変容や指導の成果を確認する
ために，指導の全体計画に「形成的評価」を
適宜設定しなければいけない。３年生の「植
物の体のつくり」「昆虫の体のつくり」での子
どもの観察記録の変容を例に挙げ，このよう
な変容に至った指導者の指導や支援及び目標
と評価について述べた。さらには，観察記録
の変容を指導者が的確に価値付けたり意味付
けたりすることで子どもにフィールドバック
するなど，「指導と評価の一体化」を図ること
により，子どもの観察する視点を多面的・科
学的なものに変容させることができることを
述べた。さらに，評価を教師の指導改善に役
立てる重要性についても論じた。 
 

２．理科教育と人間教育
－自然の事物・現象につ
いての視点を変えるこ
とを通して－ 
 
 

単著 平成 26 年
12 月 

人間教育学研究第２号 
（人間教育学会） 
ｐ８１～ｐ８８  
 

人間教育とは，子ども一人ひとりが個性的で
主体的な存在として成長していくことを援助
する教育である。この教育のための授業づく
りの視点として，子どもの内面世界に注目し，
授業実践を行うことである。理科教育で求め
られることは①主体的な問題解決を重視する
ことである。特に小学校では子どもの発達段
階を考慮して身近な自然現象を対象とし子ど
もが自ら問題を発見し，見通しをもった観
察・実験などを通して心を動かしながら問題
解決の能力を育てることである。②言語力を
重視することである。観察やレポートを作成
する際に，視点を明確にして事象の差異や共
通点を捉えて報告することは，人間としての
基本的思考力育成となる。さらに比較や分類
あるいは関連付けて思考すると言った「生き
る力」の基本となる考え方を理科教育は育て
る。③自然体験・科学体験の充実である。子
どものこれらの体験不足が，人間としての成
長に少なからず影響を与えている。体験を通
し科学的知識の定着を図るだけでなく，学習 



    を基に自己の日常生活を振り返り，生活に活
用することができれば学習の意義は深まる。
上記の視点で，理科という教科を学ぶ意義と
人間教育について，具体的な単元をあげなが
ら目標や内容，そして評価について実践事例
をもとにして論じた。具体的には，６年生「水
溶液の性質」で「粒子の結合の変化」をとら
えさせるために，単元を通して自分の考えを
図化して学習を進めさせた。考察の際に，図
と比べさせ考察させることで，目には見えな
い「粒子の結合の変化」とらえることができ
るようにした。３年生「ゴムの働き」では，
ゴムの伸びによって変化するゴムが持つエネ
ルギーをとらえさせるため，決められた場所
に車を止めるゲームを設定し，ゴムの伸びと
車の進む距離の関係をドットシールでグラフ
用紙に記録させた。完成した１次関数のグラ
フから「ゴムの伸びと車の進む距離にはきま
りがある」ことに気付かせた。 
 

３．子どもの目の付けど
ころをもとにした小学
校理科の授業づくりに
関する一考察 
 
 

単著 平成 27年 9
月 

奈良学園大学紀要 
第３集 
ｐ１６９～ｐ１７６ 

見る人が自然の事物・現象の何を見るかによ
って，その捉え方は変わる。また，同じ部分
を異なる向きから見るかによっても，そのと
らえ方は変わる。小学校理科の学習において，
子どもの目の付け所を変えるような手立てを
行うことは，自然の事物・現象を理解させた
り見方を深めたりすることに非常に有効であ
ると考えられる。このような想定の下で，小
学３年生の「植物育ちとつくり」の実践事例
をもとにして小学校理科の授業において子ど
もの目の付け所を変える手立てを行った。そ
の手立てが子どもの自然の事物・現象の理解
の深まりや見方の変容に効果的であったか
を，子どものノート記録を根拠として論じた。
授業実践を通して，指導者が観察の仕方を綿
密に根気強く指導し続ける必要があると同時
に，子どもの観察記録をもとに，その目の付
け所を的確に意味付けたり価値付けたりする
必要があることが明らかになった。また，こ
のような指導を継続的に行うことで，子ども
は自身の学び方のよさに気付くとともに，達
成感を感じ，理科の学習に対しての自信を持
つようになることが明らかになった。 
 

４．小学校理科教材「メ
ダカ」の価値とその学習
で獲得させたい「生命」
についての見方や概念 
 

単著 平成 27 年
12 月 

人間教育学研究第３号 
（人間教育学会） 
ｐ１１５～ｐ１２１ 
 

前の指導要領の改訂によって，小学校理科の
内容のうち，「動物の誕生」が選択から必修に
変更された。その前の改訂時に選択になった
のにもかかわらず，すぐに必修に戻されたこ
とは，本内容には子どもに「生命」について
の見方や考え方を養うための価値があると考
えられる。このような考えのもとで，過去の
教科書と現行の教科書の記述を分析すること
によって，「動物の誕生」の内容が持つ教育的
な価値について論じた。教科書の分析から，
子どもに獲得させたい「生命」についての見
方や考え方は，メダカの雌雄によるひれの形
の違いの持つ意味を理解し，受精卵の育ちを
観察し，さらにはメダカを継続的に何世代に
もわたって飼育するという体験を通して獲得 
される「生命の連続性」とであることが明ら
かとなった。また，「動物の誕生」の内容が持 
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    つ価値は，雌雄のひれの形の違いや受精卵の
育ちという内容そのものが「生命の連続性」
を意味していることであることが明らかとな
った。 
 

５．子どもの感性を育て
る小学校理科授業の実
践とその効果―小学校
第５学年「電流の働き」
の学習より― 

単著 平成 29年 3
月 

平成 28 年度大阪教育大
学大学院教育学研究科
実践学校教育専攻 
修士論文 全３３頁 

これまでの日本の理科教育では，子どもが自
然に働きかけたり自然から感じ取ったりする
ことは重要視されてきた。その根拠として，
日置（2005）が論じている，我が国の理科教
育のねらいは「子どもが素朴に自然を見つめ
て，自然に働きかけて，そこから得られた情
報と自らの経験をもとにして，自分の考えを
つくっていくこと」であること，「子ども独自
の素朴な考え方をとりわけ重視しているの
で，理科の基盤には，子どもが自分で感じた
ことや考えたことが存在している」ことの２
点を挙げることができる。また，平成 28 年 12
月の次期学習指導要領の改訂にむけての答申
においても，育てたい子どもの姿として，子
どもが豊かな感性を働かせながら新たな価値
を創り出すことが明記されている。これらの
ことから，小学校理科で子どもの感性を育む
授業を構想，実践することで，その効果を検
証した。子どもの感性を育む授業を構想する
前に，授業実践を行う子どものこれまでの自
然体験と遊びの経験について，質問紙による
調査を行った。その結果，授業実践を行う単
元「電流の働き」の内容に関わる「乾電池を
使ったおもちゃで遊んだことがある」「じ石を
使ったおもちゃで遊んだことがある」の項目
では，50%以上の子どもが「わりと経験がある」
「かなり経験がある」ということが明らかと
なった。一方で，「全く経験が無い」「あまり
経験がない」子どもが，それぞれ 3.2%，9.7%
いることも明らかとなった。質問紙調査の結
果を受け，これまでの遊びの経験の差を埋め
るために，導入部分で全員が電磁石で鉄を引
きつけるという場を設定した。そして，その
後の一連の問題解決において，森本（2013）
による「対話的な授業を進めるための教師が
取っている行動」により，指導者が子どもの
表出させた感性を意味付けたり価値付けたり
することを繰り返し行うという授業を構想
し，実践した。授業プロトコルの分析から，
指導者が子どもの感性を意味付けたり価値付
けたりすることを繰り返し行うことで，子ど
もは問題解決への見通しを持つことができる
ようになったり，実感を伴った理解へ至るこ
とができるようになったりすることが明らか
となった。 
この結果から，指導者が子どもの感性を意味
付けたり価値付けたりすることで，子どもが
「実感を伴った理解」に至るととともに，こ
のような指導を繰り返し行うことで子どもの
感性を育むことができるという知見が得られ
た。 
 



著書，学術論文等の名称 
単著・

共著の別 
発行又は

発表の年月 
発行所，発表雑誌等又は

発表学会等の名称 
概      要 

６．理科の見方・考え方
を働かせる小学校理科
の授業づくりの一考察 

単著 平成 29年 9
月 

奈良学園大学紀要 
第 7 集 
ｐ１５～ｐ２２ 

平成 29年 3 月に，新しい『小学校学習指導要
領』が，同年 6 月に新しい『小学校学習指導
要領解説理科編』が文部科学省より公示され
た。今回の改訂により，理科の目標が大きく
変化した。これまで養う対象であった「見方
や考え方」が，働かせる対象である「見方・
考え方」となり，実際の授業実践に少なから
ず影響を与えるものと思われる。そこで，本
稿では，現行の指導要領下で実践された授業
を，新しい指導要領の考え方で分析し直し，
新しい指導要領下での小学校理科の授業づく
りについて分析を行った。その結果，これま
での実践の全てを変える必要はなく，子ども
が「理科の見方・考え方」を働かせられるよ
うな教材や状況を，どのように作るかが重要
であることが示唆された。 
 

７．子どもの感性を育て
る小学校理科授業の実
践とその効果の検証－
小学校第５学年「電流の
働き」の実践より－ 

共著 平成 30年 7
月 

理科教育学研究第 59 号
1 巻（日本理科教育学
会）ｐ１～ｐ１０ 

研究の目的は，児童の感性を育てる小学校理
科の授業を構想・実践し，その効果を検証す
ることである。研究の方法として，これまで
の児童の実態を把握し，授業実践を行った。
質問紙調査から，児童の自然体験と遊びの経
験が明らかとなった。特に，本研究の授業実
践の対象である「電流の働き」の内容に関わ
る「乾電池を使ったおもちゃで遊んだことが
ある」「じ石を使ったおもちゃで遊んだことが
ある」の項目では，50%以上の児童が「わりと
経験がある」「かなり経験がある」と回答した。
その一方で，「全く経験が無い」「あまり経験
がない」と回答した児童は，それぞれ 3.2%，
9.7%であった。この児童の実態を踏まえて，
児童の感性を育てる理科授業を構想した。そ
の特徴として，次の２点が挙げられる。１つ
目は，これまでの遊びの経験の差を埋めるた
めに，導入部分で全員が電磁石で鉄を引きつ
けるという場を設定することである。2 つ目
は，その後の問題解決の過程において，指導
者が児童の感性を意味付けたり価値付けたり
することを繰り返し行うことである。実践し
た授業のプロトコルの分析から，指導者が児
童の感性を意味付けたり価値付けたりする支
援を繰り返し行うことで，児童は問題解決へ
の見通しを持つことができたり，「実感を伴っ
た理解」へ至ったりすることが明らかとなっ
た。本授業実践を通して，指導者の児童の感
性に対する意味付けや価値付けを繰り返し行
うことで，児童の感性を育てることができる
という知見が得られた。 
※平成 28年度大阪教育大学大学院教育学研究
科実践学校教育専攻修士論文を『理科教育
学研究』への投稿用に一部を改編した。 

共著者：太田雄久，粟生義紀，秋吉博之 
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８．子どもの感性を育て
る小学校理科授業の提
案 

共著 平成 31年 2
月 

理科の教育 2019 年 2 月
号（東洋館出版社） 

『理科教育学研究』第 59号 1巻に掲載された
「子どもの感性を育てる小学校理科授業の実
践とその効果の検証－小学校第５学年「電流
の働き」の実践より－」で取り上げた「対話
的な授業を進めるための教師が取っている行
動」（森本，2013）が子どもの感性を育てる効
果があることを具体の実践事例を根拠に論じ
た。また，このような実践事例が新学習指導
要領で求められている主体的・対話的で深い
学びの授業提案であることも合わせて論じ
た。 
共著者：太田雄久，粟生義紀，秋吉博之 
 

９．理科の見方を働かせ
る小学校理科授業の提
案－時間的な視点で捉
える状況を作る－ 

単著 平成 31年 3
月 

奈良学園大学紀要 
第 10 集 
ｐ１～ｐ８ 

本論文の目的は，「時間的な視点で捉える」と
いう「理科の見方」を子どもが働かせる状況
を指導者が作り出す授業を構想，実践し，そ
の授業で表出した子どものノート記録を分析
することで，実践した授業において子どもが
「時間的な視点で捉える」という「理科の見
方」を働かせることができたかを検証するこ
とである。指導の手立てとして「4 コマ漫画の
枠」を使った授業を実践し子どものノート記
録を分析した結果，「4 コマ漫画の枠」を使う
ことで，「時間的な視点で捉える」という「理
科の見方」を働かせる状況を作ることができ
ることが明らかとなった。その一方で，自然
の事物・現象についてより細かな時間枠で捉
えるミクロ的な視点を働かせる必要性や効果
的に「4 コマ漫画の枠」を使った学習ができる
単元が他にもあるのかを検証する必要がある
ことも示唆された。 
 

１０．小学校教育で求め
られる授業実践につい
ての一考察－生活科と
幼稚園教育の比較から
－ 

単著 令和 2 年 3
月 

奈良学園大学紀要 
第 12 集 
ｐ１４５～ｐ１５０ 

本論文の目的は，小学校での生活科の授業実
践を取り上げ，その実践と幼稚園の教育との
共通点を示すことで，新学習指導要領で求め
られる小学校教育での学校段階等間の接続を
踏まえた授業実践のポイントを考察すること
である。小学校生活科の授業実践 1 つと幼稚
園での保育実践 1 つの比較から，①掲示物を
活用して，子ども自身が学びを自覚化できる
ようにするとともに，子ども同士の学びの共
有化を図ること，②掲示物は，子ども全員の
目に入るところに効果的に配置すること，③
教師は教えるのではなく，子ども自らが学び
を創ったり進めたりすることができるように
形成的評価を繰り返し行うことの 3 点が，小
学校の教師と幼稚園の教師の共通の行為であ
ることが明らかとなった。また，これらの行
為は，新しい小学校学習指導要領で求められ
る授業実践におけるポイントになることも示
唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（学会発表） 
１．子どもの目のつけど
ころを意識した理科
の授業 

－ 平成 25年 6
月 

「ＮＥＷ ＥＤＵＣＡ
ＴＩＯＮ ＥＸＰＯ」 
（大阪マーチャンダイ
ズマート） 
 

「小学校の理科教育に求められること」をテ
ーマに開催された。個々の生活経験や学習経
験によって，子どもの自然の事物・現象を見
る目は決まっており，その目線をずらすこと
で，問題意識は生まれることについて授業実
践をもとに述べた。実践例は，３年生「植物
の体のつくり」である。発表では，チューリ
ップの絵を描かせたときに，ほとんどの子ど
もは横向きに書くことを例に挙げ，観察する
子どもの視線の向きを植物の上から，葉の裏
側から，土の中へと変える手立てが，植物の
体のつくりやその工夫についての実感を伴っ
て理解につながることを述べた。 
担当部分：具体的な指導事例の提示 
共同発表者 村山哲哉 
 

２．子どもの思考力を育
成する理科の授業～子
どもの目のつけ所を意
識して～ 
 
 
 

－ 平成 25年 8
月 

第３回村山理科教育セ
ミナー 
（大阪市立苗代小学校） 
 

大阪市，堺市，大阪教育大学附属小学校教員
を中心にした理科教育の研究会である。発表
内容は子どもの生活経験や学習経験の違いに
よって，子ども一人一人の自然の事物・現象
への見方や感じ方が異なること，仮設設定や
考察時にこの違いを指導者が適切に意味づけ
たり価値づけたりしながら対話的に授業を進
めることで，科学的な思考力を育成するとい
う考え方のもとで実践した具体例を述べた。 



著書，学術論文等の名称 
単著・

共著の別 
発行又は

発表の年月 
発行所，発表雑誌等又は

発表学会等の名称 
概      要 

３．理科教育と命の教育 
 

－ 平成 26年 8
月 

第 1 回人間教育学会 
 (奈良学園大学） 

理科の「Ｂ生命」の内容を学習することを通
して，小学校道徳の目標の解説にある「自他
の生命の尊さ」を自覚できるきっかけを作る
ことを目的として実践した。実践した単元は，
５年生「植物の発芽と成長」ある。明らかに
なったことは，理科の授業を通して「自然を
愛する心情を育てる」こと，「実感を伴った理
解を図る」ことができれば，「自他の生命の尊
さ」を自覚できるきっかけを作ることができ，
理科と道徳教育連携を図る授業の一案として
の提案である。 

４．理科教育と和文化 
 

－ 平成 26 年
11 月 

第 11 回 和文化教育学
会 
（東京都武蔵村山市） 

天気の言い伝えである観天望気を，５年生「天
気の変化」の単元で詳しく学習することを通
して，天気を決定づける要因について実感を
伴って理解させることを目的として実践した
内容を発表した。具体的な内容としては，単
元の終末に，教科書で紹介されている観天望
気を調べる活動を設定し，観天望気を成立さ
せる要因を探る活動，さらには，オリジナル
観天望気を作り，その信頼性を調べる活動を
設定した。そして，その活動を設定すること
で，子どもの天気の変化についての見方や考
え方を科学的なものにしようとした授業実践
の一案として提案した。 
 

５．子どもの視点の分析
をもとにした小学校理
科の授業開発とその実
践 
 

－ 平成 28年 3
月 

日本教師学学会第 17 回
大会 
（奈良学園大学） 

小学校理科授業において，この視点を動かす
ことで，子どもは「ホンネの問題意識」を持
つことができ，主体的に問題解決の活動に取
り組むようになると考え，授業実践を行った。
実践の分析から，子どもの視点を動かす手立
てを行うことは，子どもが実感を伴って理解
すること，科学的な見方や考え方に変容する
ことにつながることが明らかとなった。 
 

６．子どもの感性を育む
支援のあり方～子ども
の自然体験や遊びの経
験をふまえて～ 
 
 

－ 平成 28年 8
月 
 

日本理科教育学会第 66
回全国大会 
（信州大学） 

子どもの自然体験や遊びの経験の違いによ
り，子どもの自然に対する感じ方や目の付け
所に違いが出るという前提のもと，子ども一
人一人の感じ方や目の付け所を効果的に価値
付けたり意味付けたりして，子どもの感性を
育もうとする授業を実践して，その効果を検
証した。授業実践を通した検証から，ども一
人一人の感じ方や目の付け所を効果的に価値
付けたり意味付けたりすることで，子どもの
感性が育むことにつながるという知見が得ら
れた。 
担当部分：研究代表者として発表を行う。 
共同発表者 秋吉博之，粟生義紀 
発表抄録：p.２５６ 

７．子どもの感性を活用
した小学校理科授業の
実践とその効果～小学
校第５学年「電流の働
き」の学習より～ 

－ 平成 28 年
11 月 

平成 28 年度日本理科教
育学会近畿支部大会大
阪大会 
（大阪教育大学） 

文部科学省（2011）は，感性に関する指導を
行う際に「豊かな表現，より論理的で的確な
表現を通して互いに交流する」ことに留意す
ることを示している。そこで，対話的な学び
の場で指導者が子どもの感性を指導に活用す
る授業を構想，実践し，その効果を検証した。
授業実践による検証から，指導者が子どもの
感性を活用することで，子どもは「実感を伴
った理解」へ至ることが明らかとなった。 
担当部分：研究代表者として発表を行う。 
共同発表者 秋吉博之，粟生義紀 
発表抄録：p.３７ 
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８．子どもの感性を育て
る小学校理科授業の実
践とその効果～小学校
第５学年「電流の働き」
の学習より～ 
 

－ 平成 29年 8
月 

日本理科教育学会第 67
回全国大会 
（福岡教育大学） 

これまでの日本の理科教育では，子どもが自
然に働きかけたり自然から感じ取ったりする
ことは重要視されてきた。その根拠として，
日置（2005）が論じている，我が国の理科教
育のねらいは「子どもが素朴に自然を見つめ
て，自然に働きかけて，そこから得られた情
報と自らの経験をもとにして，自分の考えを 
つくっていくこと」であること，「子ども独自
の素朴な考え方をとりわけ重視しているの
で，理科の基盤には，子どもが自分で感じた
ことや考えたことが存在している」ことの２
点を挙げることができる。また，平成 28 年 12
月の次期学習指導要領の改訂にむけての答申
においても，育てたい子どもの姿として，子
どもが豊かな感性を働かせながら新たな価値
を創り出すことが明記されている。これらの
ことから，小学校理科で子どもの感性を育む
授業を構想，実践することで，その効果を検
証した。授業実践の検証から，森本（2013）
による「対話的な授業を進めるための教師が
取っている行動」により，指導者が子どもの
表出させた感性を意味付けたり価値付けたり
することを繰り返し行うことで，子どもの感
性を育てることができるという知見が得られ
た。 
担当部分：研究代表者として発表を行う。 
共同発表者 秋吉博之，粟生義紀 
発表抄録：p.３８５ 
 

 



年月日

平成31年4月〜令
和1年8月

令和2年9月

平成30年5月

平成31年4月〜令
和1年8月

平成31年4月〜令
和1年8月

平成31年4月〜令
和1年8月

年月日

令和2年3月

平成24年3月
平成24年3月
平成24年3月

平成31年2月
令和4年4月

平成26年4月〜平
成31年3月

平成27年9月

平成27年12月,平
成28年3月,平成
28年10月,平成29
年6月,平成30年9
月

特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

発達障害児の保護者向けに、幼児期の発達段階および自
閉スペクトラム症や注意欠如多動症の認知特性をテーマ
にした講義を行った。

横浜市西部地域療育センターにおいて 心理士として幼児及び学齢児の心理評価およびフィード
バックを年間200件程度行い、同時に保護者に対して心理
教育に従事。幼稚園、保育園、小学校とのコンサルテー
ションを実施した。

ダウン症や脳性まひなどの病理型の知的障害を伴う児の
保護者を対象に、障害種別の心理発達の特徴と心理評価
について講義を行った。

１　資格，免許

教員免許 小学校教諭一種免許状（平二三小一第十四号）
幼稚園教諭一種免許状（平二三幼一第六号）
特別支援学校教諭一種免許状（平二三特支一第六号）

公認心理師
臨床発達心理士

第19263号
第04810号

博士（教育学） 東北大学　教博第212号
題目：児童期における漢字書字正確性に関する神経心理
学的検討―学力や視覚情報処理能力との関係性の観点か
ら―

２　特許等

４　実務の経験を有する者についての特記事項

事項 概 要

特記事項なし

５　その他
仙台医健・スポーツ＆こども専門学校における教育実績 教育課程論を非常勤講師として担当。こども保育学科1年

次を対象に、幼児教育の教育課程や子どものアセスメン
ト、障害児の保育についての講義を行った

東北文化学園大学における教育実績 神経心理学を非常勤講師として担当（オムニバス）。医
療福祉学部保健福祉学科3年次を対象に、発達障害に関わ
る神経心理学の概論について講義を行った。

宮城教育大学における教育実績 障害児保育を非常勤講師として担当（オムニバス）。教
育学部初等教育教員養成課程幼児教育コース2年次を対象
に、各種障害についての概説およびその保育について講
義をした。
小児保健を非常勤講師として担当（オムニバス）。教育
学部初等教育教員養成課程幼児教育コース2年次を対象
に、各自治体で実施される乳幼児検診や精密検診で行わ
れる心理検査についての講義を行った。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

奈良学園大学「教職実践演習」＜教職組＞の取組～学士
課程教育の質の保証～　分担執筆

奈良学園大学における教育実践演習の取り組みをまとめ
たテキストのうち、特別支援教育に関する内容について
分担執筆した。

３　教育上の能力に関する大学等の評価
東北大学教育ネットワークセンターコンサルテーション
事業における学習障害児支援事業において、発達障害児
へ知能検査（WISC-4）を実施する大学院生に対し、検査
場面に同席し検査の実施方法の指導演習を行った。同時
に検査場面での行動観察の視点についても指導した。具
体的な指導に満足度が高かった。

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

令和5年3月31日

                                                                         氏名　荻布　優子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

発達障害　障害児の心理学
発達性読み書き障害の背景要因・指導

読み書き能力と語彙や学力の関連

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

被支援者の立場にたつ演習形式の授業実践 宮城教育大学教育学部の非常勤講師として担当した小児
保健において、保育士や幼稚園教諭を目指す学生に対し
て心理検査を受ける立場を経験させ保護者や幼児の立場
について具体的に想像させるための演習形式の授業を

２　作成した教科書，教材



平成28年7月(2
回),平成29年5月
(2回)．

平成28年6月

平成27年11月

令和2年4月～現
在に至る

令和2年4月～現
在に至る

令和4年11月

平成31年2月〜令
和2年5月

令和2年10月～12
月

令和2年10月～令
和3年9月

令和2年10月～令
和3年12月

令和3年4月～令
和5年3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

1．奈良学園大学「教職実践
演習」＜教職組＞の取組～学
士課程教育の質の保証～

共 令和2年8月 本学の講義「教職実践演習」での取り組みをまと
めた書籍にて、特別支援養育に関する章を執筆し
た。通常学期急に置ける特別支援教育の在り方
や、その一手段としての授業のユニバーサルデザ
イン化について論じた。あわせて公認心理師の立
場から、医療との連携や教師の立場から見た投薬
の考え方についても述べた。
共著者名　善野八千子、太田雄久、荻布優子、西
江なお子、森一弘
担当部分「第7章　特別支援教育～特別ではな
い、あたりまえの実践に～」
P55－64（全127頁）

2．これからの現場で役立つ
やさしい臨床心理検査事例集

共 令和5年2月 公認心理師を対象とした心理検査活用を目的とし
た書籍のうち、思春期の問題行動をターゲットに
して心理検査の活用や結果のフィードバックに関
する仮想事例を執筆した。万引きなどの非行の背
景にも発達障害特性が存在する可能性を示唆し、
合わせて心理アセスメントをもとにした学校との
コンサルテーションの在り方や、チーム学校の在
り方についても論じた。
編著　津川律子、黒田美穂
担当部分「第１部　事例で学ぶ臨床心理検査　3
章　思春期の問題行動」
共同著者名：荻布優子、川崎聡大

（学術論文）

1.学齢期における遠見視写力
の発達過程および語彙力・書
字正確性への関与（査読あ
り）

共 平成26年4月 LD児が苦手とする「黒板を写す力＝遠見視写力」
の定量的な評価方法を開発し、基礎的なデータを
収集した。視写力は経年的に発達することが明ら
かとなった。また一般小学生では視写力の低下に
より、書字正確性と語彙力の低下が引き起こされ
る。知的障害児や肢体不自由児の学習場面におい
ても、板書量の調整が必要であることが示唆され
た。
著者：北村満、川崎聡大、荻布優子

2. 基礎的学習スキルと学力
の関連―学力に影響を及ぼす
因子の検討：第一報―（査読
あり）

共 平成29年3月 学習障害の支援を構築するため、既存の評価ツー
ル読み書きの困難さの検出力を明らかにし、学力
との関係を検討した。漢字の書字正確性の低下よ
りも、ひらがな音読流暢性の低下が学力低下のリ
スク因子となりうることが明らかとなった。
著者：荻布優子、川﨑聡大

コミュニケーション障害
学31(1)，p1-7

教 育 情 報 研 究 32(3) ，
p41-46

４　その他

第20回日本ストレスマネジメント学会準備委員 令和3年9月開催予定（於東北大学・Webのハイブリット形
式）の第20回学会学術大会の準備委員を務めた。

バイオメディカル・ファジイ・システム学会第34回年次
大会大会組織委員

令和3年11月開催予定（於奈良学園大学・Webのハイブ
リット形式）の第34回年次大会の大会組織委員を務め
た。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

第8回宮古島神経科学カンファレンス・第10回NU-Brain
シンポジウム合同学術集会実行委員

令和2年12月19日に開催（於沖縄・Webのハイブリット形
式）された学術集会の実行委員を務めた。

第46回コミュニケーション障害学会学術講演会準備委員 令和2年5月30-31日に開催（Web）された第46回学術講演
会の準備委員を務めた。

バイオメディカル・ファジイ・システム学会の評議員を
務め、合わせて学会活性化担当として学会運営に携わっ
ている。

奈良県スクールカウンセラー 奈良県スクールカウンセラーとして、公立小学校におい
て児童や保護者のカウンセリング、コンサルテーショ
ン、研修講師等を行っている。

兵庫県スクールカウンセラー 兵庫県スクールカウンセラーとして、県立特別支援学校
において保護者のカウンセリングやコンサルテーショ
ン、研修講師を行っている。

知的障害児の保護者を対象に、知的発達と心理検査（心
理査定方法）のについて講義を行った。

心理士を対象に、幼児期の認知発達・心理評価方法（田
中ビネー知能検査及び新版K式発達検査2001）について講
義を行った。

心理士を対象に、新版K式発達検査2001の歴史・検査の構
成と実施方法、評価される能力・近年の研究動向につい
ての講義を行った。

ERP出版

金子書房

丹有地区県立学校保健部長会研修講師 兵庫県丹有地区の県立学校（高等学校及び特別支援学
校）の保健部長を対象に「思春期の発達障害の理解」を
テーマにした講義を行った。

バイオメディカル・ファジイ・システム学会評議員



3．発達障害の病理的背景―
限局性学習症の診断評価の観
点から―

共 平成30年9月 教育界で定義されるLDの大部分をしめる限局性学
習症（SLD）の医学的な診断基準の変遷と、その
生理・病理的背景について概説した。いわゆる
「LD」と総括されていた症候がDSM-5においてSLD
として概念が整理された。SLDの障害背景にある
音韻情報処理・視覚情報処理・音韻の自動化能力
と本邦で用いられているそれぞれの評価方法につ
いて論じた。
著者：荻布優子、川崎聡大

4. 自閉症スペクトラム障害
における感覚過敏の生理・病
理学的背景-聴覚情報処理に
着目して-

共 平成30年9月 DSM-5定義の改定とともに自閉スペクトラム症の
診断基準に明記された感覚過敏について、特に最
も頻度の高い聴覚過敏をとりあげてレビューし
た。またその機序を生理学・病理学的観点から検
討をしたところ、症候の程度や予後は知的障害の
程度の影響を受けることを示唆した。
著者：川﨑聡大、荻布優子

5.特に漢字読み書きに困難さ
を示したボーダーラインの知
的発達の児に対する漢字読み
指導―漢字の音読力と語彙力
の関係に注目して―

共 平成30年12月 知的発達がボーダーラインで読み書き困難を呈し
た児に対して漢字の読み指導を行った。認知神経
心理学的アセスメントをもとに限局性学習症とも
共通する障害機序を想定し、教育アセスメントに
より語彙力に配慮した目標設定を行った。その結
果、漢字の音読が可能となり、合わせて語彙力が
向上した。対象児の知的発達水準と、障害機序に
応じた指導目標の設定により、効率的に指導効果
が得られたと推測される。
著者：荻布優子、川﨑聡大

6． 肢体不自由児における対
象の変遷と教育対応上の課題
（１）―脳性麻痺に注目して
―

共 平成31年1月 学習指導要領において肢体不自由児への記載の変
遷と肢体不自由の一因となる脳性麻痺について整
理した。脳性麻痺の原因として多く指摘される脳
室周辺白質軟化症をはじめ，認知上の問題が指摘
されて久しい。しかし個々人の状態像や教育上の
ニーズの把握は簡単ではなく、個のニーズに応じ
た教育のための障壁となっていることが示唆され
た。
著者：松崎泰、中島栄之介、荻布優子、川崎聡大

7. 発達初期の運動機能の障
害が認知の発達に及ぼす影響

単 平成31年1月 肢体不自由教育の対象になる障害及び疾病の歴史
的変遷を概説した。現在は、脳性麻痺だけではな
く筋ジストロフィーや医学の進歩により低出生体
重児や医療的ケア児が増加し、状態象が多岐にわ
たる。肢体不自由児は、運動発達に伴って認知発
達にも遅れが生じたり、乖離が生じることがあ
る。また情緒面や親子関係、コミュニケーション
の発達も特有の経過をたどる。これらの多角的な
視点から、肢体不自由児の心理アセスメント及び
支援は計画的に行われる必要があることを述べ
た。

8. 根拠に基づいたディスレ
クシアの実態理解 : 言語障
害臨床の到達点と課題

共 令和1年6月 ディスレクシアの実態と課題について①疫学②障
害機序③評価方法について論じると共に，発達心
理学的観点からディスレクシアの評価について再
考し，診断評価の中核である神経心理学的検査の
課題と言語障害臨床の領域で看過されてきた第一
種ならびに第二種の過誤，支援や介入のための教
育評価の現状と課題についても論じた。
著者：川﨑聡大、松﨑泰、荻布優子

9.児童期におけるRey-
Osterrieth Complex Figure
Testの発達経過とその尺度構
成の検討．バイオメディカ
ル・ファジィ・システム学会
和文誌（査読あり）

共 令和1年5月 神経心理学的検査の一つであり近年、発達障害へ
の臨床応用が進むRay-Osterrieth Complex
Figure Test（ROCFT）の妥当性検証と児童期の特
徴や発達経過を明らかにした。主成分分析の結
果、採用された項目でのROCFT得点の一次元構造
が確認され、特に3分後再生と30分後再生で採用
された項目は全く同一であった。改善を加えた上
でのROCFT総得点は児童期の視覚情報処理過程の
総合指標としての妥当性を有していると判断し
た。
著者：荻布優子、川﨑聡大、奥村智人、中西誠

10. 児童期におけるRey-
Osterrieth Complex Figure
Test成績と書字正確性の関係
に関する探索的研究

共 令和1年9月 児童期におけるRey-Osterrieth Complex Figure
Test（ROCFT）と書字正確性との関係を探索的に
広く検討した。視覚情報処理過程と書字正確性の
間には一定の関与が示唆された。ROCFT成績から
書字正確性を十分に予測することは難しかった
が、3年生および5年生ではROCFTの低下の有無が
書字正確性の低下に関与することが明らかとなっ
た。ただしROCFTの低下は書字低下の絶対条件で
はなく、同様に書字正確性の低下した児童が必ず
しもROCFTにも低下を認めるとも限らない。書字
正確性の指標の信頼性および妥当性の検証が必要
であり、そのうえでの発達心理学的観点から書字
正確性と視覚情報処理過程の検討が必要であると
考えらえた。
著者：荻布優子，川崎聡大

東北大学大学院教育学研
究 科 研 究 年 報
67(1),p135-143

奈良学園大学ジャーナル
「人間教育」 2(1),p11-
15

奈 良 学 園 大 学 紀 要
10,p49-54

奈良学園大学紀要9,p23-
29

奈良学園大学紀要9,p59-
63
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11.「児童を対象とした漢字
読み書き正確性に関する新た
な評価指標作成の試み」東北
大学大学院教育学研究科研究
年報 68(1) p205-217

共 令和1年9月 児童の読み書き正確性に関する課題を新規作成す
ること，及び新規課題と学力との関係を検討する
ことの2点を目的とした。学年配当を統制した30
単語で構成された課題を読み書きそれぞれで作成
し1 〜 6年生1869名を対象に実施した。2 ～ 6年
生137名については新規課題と学力（NRT 国語 ･
算数）の関係を検討したところ、NRT 各課題を従
属変数とした場合，低学年では読み課題・書き課
題の双方が独立変数として有効であり，高学年で
は書き課題が独立変数として有効であった。学力
に対する読み書き能力の影響は，学年進行に伴っ
て変化する可能性が示唆された。
著者：荻布優子、川崎聡大、松﨑泰、奥村智人

12．COVID-19 感染拡大化に
おけるASD傾向と精神的健康
の関連―予防行動，感染危機
意識の観点からー（査読あ
り）

共著 令和4年9月 ASD者のCOVID-19に対する危機意識の高さと実際
にとる予防行動の種類、頻度に焦点を当てて調査
を行い、精神的ストレスとの関係を探索的に検討
した。その結果、危機意識に差は認められなかっ
たものの予防行動得点はASD傾向が高い群が低い
群に比して低い値を示した。またCOVID-19感染拡
大下であってもASD傾向が高い群は抑うつ症状を
示しており、感染予防としての外出自粛の結果と
してASD者が負担に感じやすい交流の機会が減っ
てもなお精神的ストレスが高いことも明らかに
なった。
共著：菅井美香、川崎聡大、荻布優子、川田拓

（その他）

〇報告書

1.遠見視写力が学習到達度に
及ぼす影響　学齢期における
縦断研究

共 平成25年12月 視写行為はLDの評価の指標の一つである。新たに
幾何図形を用いた集団式簡易視写検査を作成し、
小学生243名に実施した。学齢期を通じた遠見視
写の発達経過を明らかにした。遠見視写＝黒板を
写す力と学力は密接に関係することが示唆され
た。
著者：北村満、川崎聡大、荻布優子

2.漢字単語音読指導経過と相
応して語彙力に伸びを認めた
発達性読み書き障害児1例

共 平成25年12月 認知神経心理学的アセスメントをもとに、LD児に
対して漢字の読み指導を行った。その結果、漢字
の音読が可能となり、合わせて語彙力の向上を認
めた。
著者：荻布優子、川崎聡大、北村満

3.読み書きの正確性、流暢
性、視覚性能力や音韻処理能
力が学習到達度に及ぼす影響

共 平成25年12月 要素的な認知機能・語彙力・書字正確性・音読流
暢性といった学習スキルが①その年度の学力②１
年後の学力にどのように影響を与えているのかを
定量的に検討した。その結果、読み流暢性がその
年の学力を、書字正確性がその年と一年後の学力
双方を説明した。また、学校現場での「見て、書
いて、覚える」という学習スタイルに必要な認知
能力が学力に反映されていた。つまり「見て、書
いて、覚える」学習スタイルが苦手なLD児は学力
低下を引き起こす可能性が示された。
著者：川崎聡大、奥村智人、荻布優子、北村満、
若宮英司

4.児童のRey複雑図形テスト
の尺度構成の検討と書字との
関連　主成分分析結果に基づ
いた新たな採点法の検討

共 平成26年12月 LD児の読み書きの苦手さの背景要因として、視覚
情報処理過程の障害が想定されている。視覚情報
処理能力を簡便に評価することが可能であり、広
く臨床応用されているRey複雑図形テストの内容
的妥当性と書字正確性との関係を検討した。また
主成分分析を行い、Rey複雑図形テストのより簡
便に実施可能な採点方法を提案した
著者：荻布優子、川崎聡大

5.社会的判断が求められるコ
ミュニケーション場面におい
て言語機能の果たす役割：心
の理論課題を用いて

共 平成27年12月 自閉症児で通過が遅れるとされる心の理論課題
（TOM）について、小学生を対象とした場合のTOM
通過に対する言語機能が関与するモデルを作成
し、共分散分析を行った。その結果モデルが成立
し、非ASDにおいてもTOM通過に一定以上の言語能
力が必要であることが明らかになった。また複数
存在するTOM課題ごとによっても、関与する言語
機能に違いがあることが明らかとなった。
著者：荻布優子、川崎聡大

6.全ての児童生徒にとって自
己実現に役立ち主体的に楽し
む「読み書き」や「学習」と
は　―学習困難への関りを再
考する―

共 平成28年2月 キャリア教育の観点に立ち本人が実感できる「幸
せ」を目標とした場合に個別支援がどのように寄
与できるか、検討した。特性に応じた学習指導や
合理的配慮は欠かすことはできない。また障害種
を問わず小学生の読み能力と学力の向上は、子供
たちの将来の選択肢を広げるための一つの重要な
課題であることが改めて示唆された。
著者：川崎聡大、加藤哲則、荻布優子、奥村智
人、中島栄之介，樋口一宗

東北大学大学院教育学研
究 科 研 究 年 報
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コミュニケーション障害
学30(3)，p204

コミュニケーション障害
学31(3)，p193

コミュニケーション障害
学32(3)，p253



7.全ての児童生徒にとって自
己実現に役立ち主体的に楽し
む「読み書き」や「学習」と
は②　「学習不振」を引き起
こす様々な要因から

共 平成29年2月 教育や療育の枠組みの中での学習障害の支援、合
理的配慮の在り方を検討した。支援方針は、発達
心理学の観点にたち未来への人生設計をもとにし
てトップダウンで考えられる必要がある。また個
別の支援方法の決定や困難さの掘り下げは集団を
形成する個・個を取り巻く環境に対する評価が同
じ重みづけのなかで行われることが望ましいと考
えられる。
著者：川崎聡大、加藤哲則、荻布優子、奥村智
人、中島栄之介、多田智絵、樋口一宗

8.全ての児童生徒にとって自
己実現に役立ち主体的に楽し
む「読み書き」や「学習」と
は③　―読み書き困難と評
価・学習意欲やストレスの関
係―

共 平成30年2月 学齢期だけではなく大人に至るまでの人生の様々
なステージの中で、生活や学習を直接良い方向に
変えることができる読み書き支援の方法とは何か
を検討した。とくに学習レベルが高い高校生や大
学生は、読み書き困難があってもそれを何らかの
方略で自分で乗り越えてきていると考えられる。
青年期においては、読み書きそれ自体の能力と、
読み書きに関わる不安傾向・苦手意識を指標とし
た評価の可能性が示された。また汎用性のある対
応のために心理学的な知見をさらに積み重ねるこ
との重要性が示唆された。
著者：川崎聡大、加藤哲則、荻布優子、松崎泰、
鈴木真人、高橋知音、樋口一宗

9.特別支援教育における読解
力向上の試みｰ学習障害、視
覚障害、聴覚障害といった垣
根を越えてｰ

共 平成30年9月 専門家の指導が対象児童の「学習することの楽し
さ」にどのように寄与しえたのかといった観点に
立ち、障害の種別や障害の有無といった領域の垣
根を越えて広く学びを深め、明日の臨床や教育に
役立てることを目的として国語科教育やプログラ
ミング教育の視点も含めて提案した。ボトムアッ
プ（的な）指導を否定するわけではなく「指導の
ための指導」から脱却すべきであると考えてい
る。
著者：川﨑聡大、加藤哲則、荻布優子、松崎泰、
奥村智人、安藤明伸、深谷圭介、岡野由美子、樋
口一宗

10.学習言語を支援するｰ包括
的な学習状況調査・発達の時
間軸の観点に立った学業を楽
しむための支援とはｰ

共 令和1年9月 今目の前にある対象の困難さはそれまでの経験や
体験によって培われたものであり、一人として同
じではない。また、ライフステージでの読みや書
きの役割の違いは、過去の定説となった読み書き
障害の障害機序と異なる知見を呈する可能性があ
る。発達の時間軸を踏まえ、また障害種別に関わ
らず、「読むこと」「書くこと」「聞くこと」
「話すこと」を通じて学ぶことを楽しむための評
価や支援のあり方について提案した。
著者：川﨑聡大、加藤哲則、荻布優子、奥村智
人、高橋知音、花熊曉

11.ひらがな読み困難が情緒
面の問題としても顕在化した
事例の指導経過

共 令和2年12月 ひらがな正確性から重篤に障害されていた不登校
事例に対し、認知特性と情緒面（学習場面への強
い拒否感・泣くといった形での抵抗）に配慮して
ひらがな読み指導を行った。対象児はひらがな音
読正確性から著しく低下していたが、知的発達水
準が高く保たれていたことから自身の苦手さを的
確に把握し、回避的な行動に結びついていたと推
測される。障害機序に配慮した段階的な指導によ
り、文字自体への関心も増し、文字を余暇の中に
も活用するなど文字に対する抵抗感が薄れた様子
も認めるという効果を得られた。
著者：荻布優子、川崎聡大

〇依頼原稿

1.新しい特別支援教育ｰGIGA
スクール構想実現でLD支援は
進むのかｰ

単 令和3年11月 学習障害児に対してICT機器を活用することは学
習を積み重ねる一手段として教育効果をもたらす
が、機器購入や通信環境の整備といったハード面
の課題と教師や同級生の戸惑いといったソフト面
の課題から浸透しにくい現状があった。GIGAス
クール構想により一人一台端末がスタンダードに
なりハード面の課題が解消されたことから、教師
側が個別最適化された学びの一手段としてICTを
積極的に活用する姿勢が望まれることを提言し
た。〇学会発表

1.ひらがな読み困難が情緒面
の問題としても顕在化した事
例の指導経過

共 令和2年5月 ひらがな正確性から重篤に障害されていた不登校
事例に対し、認知特性と情緒面（学習場面への強
い拒否感・泣くといった形での抵抗）に配慮して
ひらがな読み指導を行った経過を報告した。
共同発表者：荻布優子，川﨑聡大

特殊教育学研究54(5)，
p410

教育PRO51(13)，p10-11

特 殊 教 育 学 研 究 55
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論文集
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コミュニケーション障害
学会37(3)，p208

第46回コミュニケーショ
ン障害学会学術講演会
（於 オンライン）



2.COVID-19 感染拡大下にお
ける ASD 傾向と精神的スト
レスの関連―予防行動，危機
意識の観点から―

共 令和3年9月 ASD者のCOVID-19に対する危機意識の高さと実際
にとる予防行動の種類、頻度に焦点を当てて調査
を行い、精神的ストレスとの関係を探索的に検討
した。その結果、危機意識に差は認められなかっ
たものの予防行動得点はASD傾向が高い群が低い
群に比して低い値を示した。またCOVID-19感染拡
大下であってもASD傾向が高い群は抑うつ症状を
示しており、感染予防としての外出自粛の結果と
してASD者が負担に感じやすい交流の機会が減っ
てもなお精神的ストレスが高いことも明らかに
なった。
共同発表者：菅井美香、川崎聡大、荻布優子、川
田拓3.多動・不注意傾向と時間不

安の関係:時間の表示方法に
着目して

共 令和4年3月 ADHD者の時間的切迫状況における焦りである時間
不安について、その程度を定量的に明らかにする
ことを目的に、①多動・不注意傾向が高い人の日
常的な時間不安の程度を多動・不注意傾向が低い
人と比較する、② 課題遂行状況を想像したとき
の多動・不注意傾向と焦りの程度の関係について
時間の表示方法に着目して検討した。その結果,
多動・不注意高群が低群よりも時間不安測定尺度
における不安得点,苛立ち得点が有意に高くな
る、課題遂行状況を想像したときの焦りの程度も
多動・不注意高群が有意に高くなることが明らか
になった。また時間の表示方法については、多
動・不注意高群においてのみ一部の時間区分で残
り時間表示よりも経過時間表示の方が焦りの程度
が大きくなることが明らかになった。
共同発表者：菅井美香、川崎聡大、荻布優子、川
田拓

4.きれいな文字は“学力”に
必要か？（ショートレク
チャー）

単 令和4年3月 美しい文字の書き手は能力が高いという人物評価
を得られやすく学校教育においても正しく整った
文字を書くことは重点的に指導されているが、実
際の学力との関係は明らかとなっていない。我々
の小学生の検討では、学力を従属変数とした場合
に正しく整った文字が書けることの蓋然性は確認
されず、この基準にこだわって指導することは発
達障害をはじめとする認知機能に個人内差のある
児童の学習到達度には好影響とはならない可能性
があることが示唆された。

5．児童期の漢字書字正確性
と学力、学習意欲との関係性
―標準漢字読み書き習得尺度
（SAKLA）を用いた検討―

共 令和4年6月 第127回小児精神
神経学会（於 白
河文化交流館コ
ミネス）

漢字読み書き正確性に関する新たな指標を開発
し、学力との関連を他の言語ドメインや生活習慣
等、関連要因を含め包括的に検討した。
著者：川﨑聡大、荻布優子、奥村智人

6.小学生における正しく整っ
た漢字書字と学力の関係に関
する検討

共 令和4年6月 第127回小児精神
神経学会（於 白
河文化交流館コ
ミネス）

漢字書字を正しく整った文字（一般採点基準）/
判読可能である文字（判読可能基準）の2基準で
採点し、学力および視覚情報処理能力との関係を
検討した書字形態を整えるルールを学ぶ下学年で
は正しく整った文字を書くためには視知覚・視覚
認知に負荷がかかり、上学年では文字の詳細なイ
メージを思い浮かべる必要性から視覚性WMには負
荷がかかることが示唆された。
著者：荻布優子、川崎聡大、奥村智人

生涯発達支援研究会第1
回大会，宮古島ICT交流
センター）

第19回日本ストレスマネ
ジメント学会学術大会
（於：オンライン）抄録
集p44

第 12 回 Society for
Tokyo Young
Psychologists （於 ：オ
ンライン）抄録集p20



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5 年 3 月 31 日 

氏名     オチャンテ・カルロス         

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

人文社会学，外国語教育 外国語教育，第二言語習得，バイリンガル教育，異文化教育  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例 
 
（1）ICT を生かした「英会話、英
語Ⅰ、英語 II、時事英語」の実
践 

 
 
（2）問題・課題解決型授業の展開
「Introduction to Digital 
Media (英語), 時事英語、異文化
コミュニケーション論」 

 
（3）振り返りを伴った小テストの
実施「英会話、英語Ｉ、英語Ｉ
Ｉ、」 

 
 
（4）e ラーニングを活かした授業
の展開（時事英語、英会話、外
国語の理解、外国語科の指導法） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（6）4 技能を活かした小学校英語
強化クラス編成 

 
 
 
(7) 小学校外国語指導の主体的・対
話的授業づくり 

 
 
 
 
(8) 小学校外国語活動の指導法に
おける授業導入の工夫 

 
 
平成23年4月
～29 年 3 
 
 
 
平成23年4月
～29 年 3月 
 
 
 
平成23年4月
～現在に至る 
 
 
 
平成25年4月
～現在に至る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成30年4月
～平成31年 3
月まで 
 
 
令和元年 4 月
～現在に至る 
 
 
 
 
令和元年 9 月
～現在に至る 

 
 
主に TPR 指導法や ICT 教育（電子黒板、タブレット）を生かして
英語への関心を高めた。留学生と日本人の共通科目のため混在クラ
スで、多国籍の特性を生かす活動を実践した。（環太平洋大学・英会
話、英語 I 英語 II、時事英語） 
 
英語をツール用いて与えられた課題（プロジェクト、議論）学生同
士で取り組む授業の展開。学生同士で積極的に英語を使って、プレ
ゼンテーション能力や議論（ディスカッション）能力を身に着く授
業を目指した。 
 
学習強化を目指すため、「ウォーミングアップ」活動として小テスト
を用いた。語学においての習得したボキャブラリーや文法の確認を
行い、教科のこまめな評価、学生の成績はもとより、振り返りで意
欲の向上につながった。 
 
・「※Google for Education」を用いて授業内の教材の配布、課題の
作成、出題や回収を行った。グーグルアプリケーションの連帯性を
活用し学生と教材やデータを共有した。 
・「※Socrative」というアプリケーションを使い、授業でオンライン
クイズやオンラインアンケートを取った。学生が自分のスマートフ
ォンを使用し授業のまとめをオンラインで共有し参加型学習が実践
され、よりインタラクティブな学習環境が可能になった。 
（環太平洋大学・時事英語、異文化コミュニケーション論 ） 
※Google for Education 
https://edu.google.com/intl/ja/?modal_active=none 
※Socrative  https://www.socrative.com/ 
 
奈良学園大学人間教育学部の小学校教職課程対象学生へ英語 4 技能
を活かしたエクステンションクラス担当。次期学習指導要領で必要
とされる主体的な学びや会話中心活動をもとに小学校英語科指導授
業を展開。 
 
奈良学園大学人間教育学部の小学校教職課程対象学生へ英語運用力
としてクラスルームイングリッシュやフォニックスなどを扱い，「聞
くこと・話すこと〈やり取り・発表〉・読むこと・書くこと」に関す
る知識を指導し，理論的，実践的なアウトプットができるように配
慮した主体的・対話的な授業を展開。 
 
小学校英語科の役割と意義、学習指導要領で求められている内容・
発音・リズム・クラスルームイングリッシュなどの英語力を向上さ
せ、指導案作成，授業の導入部分で意欲付をするアイデアを身につ
ける。 

２ 作成した教科書・教材 
（1）Google Apps for 
 Educationでの教材作成 
 

 
平成26年4月
～現在に至る 
 

 
「Google for education」を用いて、インターネットでクラスマネ
ジメント（課題配布・提出や評価など）を行った。授業のオンライ
ンアンケートを行い授業のフィードバックを図った。 
・教材や宿題の文書作成に「Google Docs」用いた。 
・授業で扱った映像などのデータを「Google Classroom」で共有す
ることによって復習や欠席者の学習に役立った。 
・授業内容のリフレクションペーパーなどのレポートやアンケート
作成に「Google Forms」を用いた。 
・授業の内容を「Google Slides」で表示し、データを「Google 
Classroom」で共有した。 
（環太平洋大学次世代教育学部国際教育学科「時事英語」、「異文化
コミュニケーション論」、「国際教育基礎」、で使用） 
 

３ 教育上の能力に関する大学等
の評価 
（1）環太平洋大学学生授業評価ア

 
 
平成 28 年７

 
 
「総合的に授業は満足でき、受講を後輩に進めたい」の項目では



ンケート「英会話Ⅰ．Ⅱ」 月 90％以上の肯定的な評価を得た。 
 

４ 実務の経験を有する者につい
ての特記事項 
 
 
1「伊賀の方言講座」第１回講 
 
 
2「多文化共生推進セミナー」研修
会講師 
 
 
3「岡山市立香和中学校人権教育研
修」講演 
 
 
7「マイノリティとキャリア」講演 
  
 
 
 
4「そうなん？！世界のいろんな物
語」言語活動講師 
 
 
 
 
5「SIFA Multi-cultural Festival」 
講師 
 
 
6「地球村ぷらすペルー」講師 
 
 
 
7 「日本で働く南米の人々の思
い」講師 
 
8 「SIFA 子ども国際理解プログ
ラム」 
 
9 「外国人児童生徒教育講座」講
師 
 
10 「外国人児童母語継承支援活
動」講師 
 
11 「外国にルーツある子どもの学
習サポート活動」コーディネータ
ー 

 
 
 
 
平成 24 年 10
月 
 
平成 26 年 3
月 
 
 
平成 27 年 9
月 25 日 
 
 
平成 28 年 12
月 22 日 
 
 
 
平成 29 年 8
月 27 日 
 
 
 
 
平成 30 年 6
月 24 日 
 
 
平成 30 年 7
月 8 日 
 
 
平成 30 年 7
月 26 日 
 
平成 30 年 12
月 23 日 
 
平成 30 年 12
月 25 日 
 
平成 31 年 1
月 26 日 
 
令和 2 年〜現
在に至る 

 
 
 
 
「様々な人々が暮らす国際都市伊賀市」のテーマで講演した。ニュ
ーカマーの言語教育（英語と日本語）と異文化教育を話した。 
 
日本在住外国人の実態にふれ、英語及び日本語獲得の現状を含め、
多文化共生においての課題をまとめて話した。（伊賀市主催） 
 
 
テーマは「日本人とは何かを問いかけ自己文化と海外の文化を見つ
めなおす」 
 
 
日本における在日外国人の進学問題や就職・進路選択の課題につい
ての講演。 
（京都外国語大学・ピカ☆イチ Project採択団体主催） 
 
 
小学生３０名を対象に日本語・英語でペルー民族に関連した物語の
絵本の読み聞かせを行いました。 
 
 
 
 
小学生を対象に日本語・英語によるペルー民族紹介を担当。 
主催：（公益財団法人吹田市国際交流協会（sifa) 
 
 
国際理解の一環として吹田市国際交流協会にて、ペルーの文化と日
系の歴史について講演を実施。 
主催：（公益財団法人吹田市国際交流協会（sifa)） 
 
日本における外国人労働者の実態と子どもの教育についての講演。
奈良県第５７回県外教学習会。 
 
小学校生を対象に外国語活動を使った国際理解活動の実施。公益財
団法人吹田市国際交流協会（SIFA)。 
 
外国にルーツのある子どもの教育と言語習得の実態についての講
演。三重県伊賀市教育研究センター。 
 
外国にルーツのある児童の母語継承を支援する言語活動の講師。（公
財）箕面市国際交流協会（MAFGA） 
 
伊賀市人権生活環境部多文化共生課主催 

５ その他 
 

 
 

 
 

職務上の実績に関する事項 
事項 年 月 概要 

１ 資格，免許 
（1）中学校教諭一種免許状 
（2）高等学校教諭一種免許状 
（3）中学校教諭一種免許状 
（4）高等学校教諭一種免許状 

 
平成18年3月 
平成18年3月 
平成20年3月 
平成20年3月 

 
外国語（イスパニア語）京都府教育委員会（平 17中一第 1275号）  
外国語（イスパニア語）京都府教育委員会（平 17高一第 1987 号）  
外国語（英語）三重県教育委員会（平 19中一第 323号） 
外国語（英語）三重県教育委員会（平 19高一第 583号） 

２ 特許等 
 

  

３ 実務の経験を有する者につい
ての特記事項 

 
（1）大学オープンキャンパスの英
語公開授業 

 
（2）環太平洋大学開催の外国語活
動イベント「イングリッシュ・
キッズ」の講師 

 
（3）留学生による初等・中等学校
支援事業への参加：支援モデル

 
 
 
平成 25 年〜
27年 
 
平成 26 年〜
29年（年 2回） 
 
 
平成 26 年～
29 年 3月 

 
 
 
環太平洋大学のオープンキャンパスにて、「英語コミュニケーショ
ン」についての公開授業を行った。 
 
幼児・小学校生対象の英語を用いた体を動かすゲームや歌の講師。
楽しく活動しつつ、英語に親しみ発音や単語や語順に慣れ親しむゲ
ームを紹介した。 
 
公立小中学校における言語支援活動（英語）を担当。環太平洋大学
に留学中のアジア諸国の学生を地域（岡山県の岡山市、赤岩市、瀬



の構築（学術研究助成金事業、
挑戦的萌芽研究） 

 
 
 
（4）環太平洋大学開催の英語村
（イングリッシュ・キャンプ）イ  
ベントの指導 
（5）キャンパス内のイングリッシ
ュ・ゾンの設営及び運営 

 
（6）環太平洋大学 ICT研修会 
 

 
 
 
 
 
平成 26 年〜
29年（年２回） 
 
平成26年4月
〜29 年 3月 
 
平成 28年７
月 

戸内市）の公立学校で英語を使った言語支援の活動や国際理解支援
の活動を行った。研究代表者：江原智子、共同研究者 
井上聡、アンソニー・ウォルシュ、長野真澄、小嶋隆宏、オチャン
テ・カルロス 
 
児童・生徒を対象に英語活動（ゲームやワークショップ）の講師を
務めた。学生スタッフの研修企画及び英語活動の指導を担当。 
 
オール・イングリッシュで学生同士をスタッフが交流できる、英語
を活かせる空間・場の設営、運営を担当。（環太平洋大学） 
 
学内における英語教育指導方法と Google apps for educationを活
用する研修を担当。（語学講師対象） 

４ その他 
 
（1）国際交流センター員 
 
 
（2）英語スピーチコンテスト審査
員 

 
（3）教職課程委員会員 
 
 
（4）学術研究支援委員会における
英語チェック修正 

 
（5）FD委員会員 
 
 
（6）大学 HP の英語版の校正。 
 
 
 (7) 奈良学園大学社会・国際連携
センター員 

 
 
平成 23 年～4
月～29年 3月 
 
平成24年2月 
 
 
平成24年4月
～26 年 3月 
 
平成25年4月
～29 年 3月 
 
平成27年4月
～28年 3月 
 
平成27年9月 
 
 
令和 1 年 4 月
〜現在に至る 

 
 
学内の国際交流イベント企画、海外研修、留学学生の事前研修担当。
TOEIC テスト監督。 
 
大学で、高校生対象の英語スピーチコンテストを行い、その審査員
を担当して、受賞者を決定し助言を行った。 
 
英語免許取得学生の介護等体験や教育実習への事前説明担当、教育
実習事前事後指導や実習学校訪問の企画を行う。 
 
大学紀要における論文の英語タイトル、概要の英語チェックを担当
し、修正を指導した。 
 
学内の FD では特に英語科指導授業を公開して研修を行った。 
 
 
大学の英語版ホームページのチェックと校正 
（http://www.ipu-japan.ac.jp/global/spanish/index.html） 
 
「国際交流記録文集」の編集、海外大学と交流会の企画、文化交流
参加学生の指導を担当。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書、学術論文等の名称 単著 
共著 
の別 

発行年
月 

出版社又は発行雑誌
等の名称 

 
概 要 

1 岡山県におけるニューカマ
ーの子どもの教育実態－総社
市の調査を元に－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 外国語活動による小学生の
コミュニケーションに対する
動機づけの変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 外国人高校生を応援する仕

組みづくりへの挑戦 

 

 

 
 
 

単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共著 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
共著 
 

平成 24
年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 24
年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 25

年 2 月 
 

環 太 平 洋 大 学紀要

2013 年第 7号 
pp.205-211 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環太平洋大学紀要第 6
号（pp183–190） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボランティア学研究 

Vol.14  

（12頁 
（pp:45～56） 

岡山県のニューカマー数が著しい総社
市を調査の対象にし、小学校と中学校に
通う日系のブラジル人やペルー人の教
育実態を調べた。調査では日本語の習得
問題が存在し、日本語力が十分に身につ
いていない子供が少なくないことが分
かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小学生を対象に異文化活動を通した外
国語活動を実施した内容。コミュニケー
ションに対する動機づけを高める英語
活動の内容と指導方法について論じた。 
共著者：川崎由花、オチャンテ・カルロ
ス 
担当部分：実践的な異文化体験は小学校
外国語活動においてどのような役割を
果たすのかを量的調査を得て、分析し、
執筆  pp185－188 
 
本論は外国にルーツをもつ若者が設立

した NPO の活動実践 から後輩を応援す

ることの意義を考察しながら、同じ境遇

で育った先輩が後輩を応援する仕組み

づくりのあり方を提案した。未だ外国人

が置かれた教育環境が改善されず進学



4 英語課外クラスにおける活
動事例報告 ― EFL 環境にお
いて英語学習への気づきを高
める試み ― 
 

共著 
 

平成 26
年 3 月 
 

環太平洋大学研究紀
要 第 8 号
（pp.203-210） 
 

TOEIC の英語内容を分析し、効果的な
対策指導法を論じた。英語多読教材や
ICT を用いて効率化と向上を図った実
践的な研究を提案。英語科の課外活動に
おいて効果があり、ICT 活用と英語科の
内容と ICT 活用を関連付けて論じた。 
共著者：オチャンテ・カルロス、小嶋隆
宏、江原智子、 
担当部分：英語指導内容に、ICT 教育を
活かした事例を考察し、どのような学習
内容が成果として出現したかを論じ執
筆。pp208－210 
 

7 ESLクラスにおけるT.A.プ
ログラム導入の必要性―環太
平洋大学の調査を基に―  
 

共著 平成 26
年 3 月 
 

環太平洋大学紀要第 8
号（pp：193-200） 
 

ESL（第二言語としての英語）科目で
T.A.を活用し、会話中心の英語内容の効
率化及び英語力向上との関連を調査。量
的調査において T.A.の役割が授業内容
の円滑な理解につながることが見られ
た。 
共著者：オチャンテ・カルロス、アンソ
ニー・ウォルシュ 
担当部分：第二言語としての英語指導に
ティーチャー補助者（T.A.）が英語学習
者にどのような支援が可能であり、学習
者からの内容的アプローチについても
論じ執筆。pp194－198 
 
 

8 ESL クラスにおける E-ラ
ーニングの取り組みに関する
報告書 ― 環太平洋大学でウ
ェブ 2.0 導入の取り組み―を
基に ― 
 

共著 平成 27
年 3 月 
 

環太平洋大学研究紀
要 第 9 号
（pp.207-213） 
 

ICT・メディアリテラシーの導入実践例
を分析。「Google for Education」を活用
しメディアリテラシーの向上と英語実
践内容として文書作成や課題発表をデ
ジタルな方法で行った。英語をツールと
して情報リテラシー指導を行うとクロ
スカリキュラムな効果が見られた。 
共著者：オチャンテ・カルロス、グジョ
ン・ルック 
担当部分：第二言語としての英語におい
てメディアリテラシーを扱った英語活
動の実践例をあげ、どのような学習効果
が得られるかについて執筆。pp207－
209 
 

9 言語学習におけるラーニン
グ・スペースの重要性 －日本
と香港の事例を基に－  
 

共著 平成 27
年 3 月 
 

環太平洋大学紀要第 9
号（pp.135-140) 
 

英語の4領域すべてにおける効果的な学
修への ICT・メディアリテラシーの導入
実践例を日本とアジアで比較分析した。
「Google for Education」を活用した英
語学習において主体的な学びが実践で
きるラーニング・スペースの重要性を考
察した。 
共著者：オチャンテ・カルロス、グジョ
ン・ルック 
担当部分：英語における主体的な学びに
おけるラーニングスペースの役割につ
いて、具体例を挙げながら指導と効果に
ついて執筆。pp135－137 
 10 留学生による学校支援ボ

ランティアの取り組み 
― 小学校における国際交流
と言語少数派児童に対する学
習支援 ― 

共著 平成 30
年 3 月 

環太平洋大紀要第 12
号（301‐306） 

留学生に学校支援ボランティアへの参
加を促し，留学生が地域社会と関わる機
会の拡大を図っている。その主な活動内
容は，小学校における国際交流活動と，
言語少数派児童に対する学習支援であ
り，活動目的は，（１）留学生が自らの
持つ知識や能力を活かして地域社会に
貢献すること，（２）留学生自身の成長
の機会とすること，の２点である。活動
においては，大学が窓口となって，地域
の教育委員会及び各学校と，留学生を繋
ぐ役割を果たすとともに，留学生が円滑
に活動できるように後方からの支援を
行った。 
共著者：長野 真澄、江原 智子､ウォル
シュ アンソニー 
担当部分：小学校における国際交流活動 
について考察を執筆。pp302-303 
 



11 公立学校における英語活
動と異文化交流の取り組み 
 

共著 
 

平成 30
年 6 月 
 
 

奈良学園大学人間教
育学部ジャーナル第
１ 巻 第 4 号
（pp.105-112) 
 
 

中学校の教科英語に大学の留学生が言
語支援活動を行い、動機づけの変化を調
べた研究。英語力が高いアジアの留学生
は、自国の文化を生かした活動を取り入
れることで、中学生に英語を通した異文
化理解が実現させた。 
共著者：オチャンテ・カルロス、アンソ
ニー・ウォルシュ 
担当部分： 言語支援の公立中学校の対
象英語クラスに指導法と評価について
のアンケート調査を行い、その英語レベ
ル情報の回収、分析と考察を執筆。
pp108-pp111 
 

     

 
 
 
12 実践的な英語を扱うカリ
キュラムへの取り組み  －
大学生のためのデジタル・メ
デイア入門－ 
 

 
 
 
共著 

 
 
 
平成 28
年 3 月 

 
 
 
環太平洋大学紀要第
10集（pp.151-157) 

 
 
 
メディアリテラシーとプロジェクト学
習を扱った英語教育の成果をまとめた。 
メディアを発信する方法としてブログ
の作成やポッドキャスト作成などのプ
ロジェクト型学習法を論じた。 
共著者：オチャンテ・カルロス、グジョ
ン・ルック 
担当部分：情報リテラシーと英語教育を
取り組んだクロスカリキュラム的で教
科横断的な指導法の成果の質的調査に
よって考察し執筆。pp151－155 
      13 留学経験者クラスの運営

に関する考察  －学生およ
び教職員に対する調査結果－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14「カトリック教会における
多言語・多文化環境の実態 
－三重県伊賀市の事例－」 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共著 
 

平成 29
年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 29
年 9 月 
 

環太平洋大学紀要第
11号（pp.133-137) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奈良学園大学紀要第 7

集 pp.167-177 
 

海外への語学留学で獲得した英語能力
を維持するための英語指導法をまとめ
た。英語の 4 技能を活かした英語活動を
通して、小学校高学年の学習発達段階に
応じた適切な指導法を考察した。 
共著者：村上一三、オチャンテ・カルロ
ス、グジョン・ルック、ウォルシュ・ア
ンソニー 
担当部分：留学帰国者の語学能力維持の
ための小学校英語指導実践例とクラス
のレベル分けのマネジメントについて
執筆。pp135－136 
 
日本のカトリック教会にニューカマー

がやってきてからどのように変化した

のかを論じる。ニューカマーの増加によ

って多民族化した教会ではミサなどの

行事が多言語で行われるなど様々な対

応と支援が行われている。本論文で対象

にした伊賀市カトリック教会はこれま

で多文化共生を課題に発展したケース

であり、成功例でもある。 
著者： オチャンテ 村井 ロサメルセデ

ス 
 



15 アンケートと授業見学を
基にした小学校の英語教科化
に向けた現状―大学での指導
法の授業のために― 
 
 

共著 
 
 

平成 30
年 7 月 
 

奈良学園大学人間教
育学部ジャーナル第
１ 巻 第 5 号
（pp.141-146) 
 

小学校 3・4 年生の「外国語活動」、5・6
年生の「外国語」の移行期間の実態を踏
まえ、次期学習指導要領までに、学校で
準備する課題が何であるかを論じた。 
共著者：オチャンテ・カルロス、熊田岐
子 
担当部分：小学校「外国語活動」の実態
を調査実施。また公立中学校において英
語に対する意識調査を実施。アンケート
の回収、分析及び考察した。pp143-146 

16 小学校英語教科における
問題解決的な学習法 
 

単著 
 

平成 30
年 9 月 
 

奈良学園大学人間教
育学部ジャーナル第
１ 巻 第 ７ 号
（pp.239-245) 
 

大学英語学習で行った問題解決型の授
業「Project Based Learning」を紹介し、
小学校の英語指導法に応用を試みた。
５・６年生が扱う英語の学習に問題解決
と ICT 教育の活用により「主体的な学
び」が実現できると仮定した授業指導案
とその評価方法について提案した。 
 



17 小学校英語教科における
ＩＣＴを活かした指導法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
18 小学校英語教科指導法に
おける絵本の読み聞かせの有
効性 
 
 
 
 
 
 
 
19 小学校における外国語指
導法の取り組み I 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
20 英会話授業における「自尊
感情を高める共有体験」に関
する調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（その他） 
 
教員免許更新講座講師２コマ
担当 
英語指導法資料  

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単独 

平成 30
年 9 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 30
年12月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 31
年 2 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 31
年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 24
年～29
年毎年
実施 

奈良学園大学紀要第
９集（pp.193-199) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奈良学園大学人間教
育学部ジャーナル第 2
巻第 1号（pp.27-33) 
 
 
 
 
 
 
 
奈良学園大学人間教
育学部ジャーナル第 2
巻第 2号（pp.75-82） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奈良学園大学紀要第
10集（pp.1-7) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環太平洋大学 
A4判 10頁 

小学校英語科指導法の充実化を図るた
めの方策を具体的に提案した。まず指導
と評価の一体化を図る指導案の在り方
ついて論じた。また新学習指導要領で育
てる資質能力について論じた。さらに小
学校の ICT の実情把握視察を行い、教員
のメディアリテラシー能力によって英
語指導における ICT 運用が異なること
が分かった。 
共著者：オチャンテ・カルロス、グジョ
ン・ルック 
担当部分：新学習指導要領で求められる
資質能力について、公立小学校の外国語
活動においての ICT 運用の実態と成果
について執筆。 
pp193－196 
 
小学校英語科における児童文学と絵本
の読み聞かせの有効性を調べ、大学の英
語エクステンションクラスで模擬授業
の指導を行った。対象学生に質的な調査
を行った結果、児童文学教材と教科書の
連帯を用いた授業作りが有効的な英語
活動につながることが分かった。リーデ
ィング指導及び指導案作成のプロセス
は本稿で考察した。pp.27-33 
 
英語専科教員と外国語指導助手（ALT）
の協力を得て著者とともに指導や授業
作りなどの提案に関わった。本稿ではそ
の取り組みを述べ、専科教員と外国語指
導助手の役割を挙げ、将来的に英語指導
にあたる学級担任の移行期間において
の英語準備も述べる。本稿では、小学校
英語授業の具体的な実際を分析し、その
目標と指導と評価を一体として捉え、そ
の振り返りである評価に視点を当てて、
小学校での英語科指導法の充実化を図
ることを目的とする。 
 
 

本稿では、英語スピーキングと定め、他

者とのコミュニケーションにおける英

語スピーキング不安を検証した。考案し

た項目を因子分析した結果、ペアワー

ク、グループワークにおいては「肯定承

認」、「安心」、「忌避クラス発表において

は「肯定承認」，「不得意」の構造を見い

だした。さらに，英語スピーキング不安，

対人不安傾向，自尊感情，自己受容，他

者受容との関連を検討し，他者からのフ

ィードバックが得られるグループワー

クが有効である可能性が示唆された。  
著者：熊田岐子，岡村季光，オチャンテ・
カルロス 
 
 
 
 
英語科指導法に異文化理解や ICT 教育
の導入を扱ったテーマを中心に講座を
実施した。毎年 40 人が受講した。 



 
［注］       

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。 

２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。 

３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。 

① 著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。 

② 著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。 

③ 共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。 

④ 最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。 

⑤ 芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、 

特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの 

がある場合もこれに含めてもよい。 
 



年月日

2022年
令和4年4月～
2022年
令和4年7月

2022年
令和4年3月

2022年
令和4年9月

2022年
令和4年9月

2017年
平成29年6月

2017年
平成29年11月

2018年
平成30年1月

１．奈良学園大学人間教育学部の「確率・統計基
礎」の授業での予習用動画教材の作成

この科目では確率・統計の基礎的な概念を習得す
ることを目的としており，授業前の予習を担当者
が作成した動画を利用して予習し，授業内は予習
内容を深めるための発展的な内容を講義・演習形
式で行った。予習用動画は記述統計の内容を中心
に1本あたりの視聴時間が約10分のものを計26本作
成した。

１．京都教育大学教育学部令和4年度前期における
非常勤講師に伴う学生による授業評価アンケート

「初等算数科教育」の科目において，「授業の満
足度」の項目については，「満足」と「やや満
足」と回答した学生は58名中53名（約91％）で
あった。

２　作成した教科書，教材

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２．奈良学園大学人間教育学部令和4年度前期にお
ける学生による授業アンケート

「数学の世界」の科目において，「この授業は，
総合的にみて満足できるものでしたか」の項目に
ついては，「かなり満足」と「まあまあ満足」と
回答した学生は36名中33名（約92％）であった。
「確率・統計基礎」の科目において，「この授業
は，総合的にみて満足できるものでしたか」の項
目については，「かなり満足」と「まあまあ満
足」と回答した学生は24名中24名（100％）であっ
た。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

１．『中等数学科教育法序論』の第5章「STEAM教
育における数学教育」（共立出版，pp.91-111） 編著者：黒田恭史

「中等数学科教育法」のテキストとして，STEAM教
育における数学教育のあり方について解説。第1節
では数学教育の中で取り組まれてきた他領域との
融合的教育研究について，第2節ではSTEAM教育の
目的と内容について，第3節ではSTEAM教育におけ
る数学教育の取り組み実践例について述べた。

２．京都府立洛北高等学校での外部講師

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

　令和　4　年　3　月　31　日

                                                                        氏名　　　　葛城　元

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

教科教育学(数学教育学) 高等学校数学科，教材開発，理数探究

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１．京都府立嵯峨野高等学校での外部講師 スーパーサイエンスハイスクール事業の取組とし
て「数学活用」ラボの生徒（2年生）29名に特別講
義「コンテナ船の折り紙数学」を講師として授業
した。

３．京都教育大学でのミニワークショップでの講
演

日本－韓国数学教育ミニワークショップ（京都教
育大学）において，韓国の小中高等学校の教員，
大学教育，教育省関係者（22名）を対象に「図形
教育におけるオリガミクスの教育的効果」という
題目で講演した。

スーパーサイエンスハイスクール事業の取組とし
て，1・2年生（30名）を対象にサタデープロジェ
クトサイエンスチャレンジ（オリガミクス）で講
師として授業した。



2018年
平成30年8月
～
2022年
令和3年5月

2020年
令和元年8月

2021年
令和3年7月

2022年
令和4年2月

2022年
令和4年10月
～
2022年
令和4年11月

2023年
令和5年1月

2023年
令和5年2月

【賞罰】
2016年
平成28年3月

2017年
平成29年2月

2017年
平成29年3月

2018年
平成30年3月

2018年
平成30年3月

2021年
令和3年3月

2021年
令和3年3月

６．京都教育大学教育学部での非常勤講師 京都教育大学教育学部の「中等数学科教育Ⅱ」の
科目において，ゲストティーチャーとして計2コマ
授業を行った。

８．京都府立山城高等学校での外部講師 第1学年文理総合科の生徒（41名）に特別講義「斜
方投射を題材とした課題解決型授業」を講師とし
て計2回（5コマ分）授業を行った。

５　その他

５．京都教育大学教育学部数学科「これからの算
数・数学教育を考える会」での発表

京都教育大学数学科主催の第5回これからの算数・
数学教育を考える会で，「「わかる」を目指した
高校2年生の三角関数の授業」という題目で高校数
学の授業実践に関する発表を行った。

４．大学から受け入れた教育実習生等に関する指
導

京都教育大学教育学部および京都教育大学大学院
連合教職実践研究科の教育実習生計9名の指導を担
当した。

10．一般社団法人数学教育学会での講師担当 一般社団法人数学教育学会主催の第7回数学教育学
会教員講習会で，「児童・生徒が算数・数学を
使って探究に取り組むための折り紙を用いた授業
づくり」を講師として講演を行った。

７．京都教育大学教育学部数学科「これからの算
数・数学教育を考える会」での発表

京都教育大学数学科主催の第13回これからの算
数・数学教育を考える会で，「1年間のハイブリッ
ド型数学授業で見えた成果と課題」という題目で
高校数学の授業実践に関する発表を行った。

９．奈良教育大学教育学部数学科「奈良セミ
ナー」での発表

奈良教育大学教育学部数学科主催の第157回奈良セ
ミナーで，「生徒が数学を使って探究活動に取り
組むための折り紙教材の開発」という題目で高等
学校の理数授業に関する発表を行った。

研究業績「学会発表」の3が該当

７．令和2年度数学教育学会馬場奨励賞　受賞 研究業績「学術論文：査読有」の3が該当

１．2015年度教育システム情報学会学生研究発表
会優秀発表賞　受賞

６．公益財団法人パナソニック教育財団実践研究
助成 一般助成　優秀賞受賞

２．平成28年度京都教育大学学生表彰研究活動賞
受賞

３．第7回知識共創フォーラムシーズセッション奨
励賞　受賞

４．平成29年度京都教育大学学生表彰研究活動賞
受賞

５．平成29年度数学教育学会馬場奨励賞　受賞

研究業績「学会発表」の3・4・5が該当

研究業績「学術論文：査読無」の1が該当

実務の経験を有する者についての特記事項の1・
2，研究業績「学術論文：査読有」の1，「学術論
文：査読無」の1，「学会発表」の6・7・8が該当

研究業績「学術論文：査読有」の1が該当

実務の経験を有する者についての特記事項（研究
助成）の4と研究業績「その他」の1が該当



年月日

平成28年3月

平成28年3月

平成28年3月

平成30年3月

平成30年3月

平成30年3月

【研究助成】
2017年
平成29年7月～
2018年
平成30年3月

2018年
平成30年6月～
2019年
平成31年3月

2019年
令和元年6月～
2020年
令和2年3月

2019年
令和元年6月～
2020年
令和2年3月

2020年
令和2年4月～
2021年
令和3年3月

2020年
令和2年4月～
2021年
令和3年3月

2021年
令和2年6月～
2021年
令和3年3月

2021年
令和2年6月～
2021年
令和3年3月

2021年
令和2年6月～
2021年
令和3年3月

２．高大連携によるアクティブ・ラーニング教材
の推進事業

担当：深尾武史(代表者)，田窪啓人，葛城元(分担
者)
助成先：京都教育大学
平成30年度京都教育大学教育研究改革・改善プロ
ジェクトに採択された（採択額は\492,000）。

３．京都発信！STEAM教育プロジェクト 担当：佐原大河(代表者)，葛城元(分担者)，他7名
助成先：京都教育大学
平成31年度京都教育大学教育研究改革・改善プロ
ジェクトに採択された（採択額は\433,000）。

５．高等学校「理数探究基礎」を網羅するオリガ
ミクスの新たなSTEAM教材の開発実践

担当：葛城元(代表者)
助成先：日本学術振興会
科学研究費補助金奨励研究（課題番号：20H00791)
に採択された（助成額は\410,000）。
科研費：
https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-
PROJECT-20H00791/

４．アクティブ・ラーニング教材の開発・実践と
教具作成に関する事業

担当：深尾武史(代表者)，田窪啓人，葛城元(分担
者)
助成先：京都教育大学
平成31年度京都教育大学教育研究改革・改善プロ
ジェクトに採択された（採択額は\300,000）。

中学校教諭専修免許状（数学） 取得

教員免許状 小学校教諭一種免許状　取得

中学校教諭一種免許状（数学） 取得

１．ORIGAMI科学で文化発信 担当：葛城元(代表者)
助成先：京都市，（公財）大学コンソーシアム京
都
平成29年度「学まちコラボ事業」認定事業の文化
枠に採択された(助成額は\347,000)。

２　特許等

　特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

１　資格，免許

高等学校教諭一種免許状（数学） 取得

高等学校教諭専修免許状（数学） 取得

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

概 要

小学校教諭専修免許状　取得

事項

６．数学を基軸とした新教科「理数科」の教育内
容開発と高校生による学習成果の動画発信

担当：葛城元(代表者)，他11名
助成先：公益財団法人パナソニック教育財団
公益財団法人パナソニック教育財団の実践研究助
成（一般）に採択された（助成額は\500,000）。

担当：上田美智穂(代表者)，葛城元(分担者)，他6
名
助成先：京都教育大学
令和2年度京都教育大学教育研究改革・改善プロ
ジェクトに採択された（採択額は\244,000）。

８．数学における言語活動能力を養うアクティ
ブ・ラーニング教材の展開

担当：田窪啓人(代表者)，葛城元(分担者)，深尾
武史
助成先：京都教育大学
令和2年度京都教育大学教育研究改革・改善プロ
ジェクトに採択された（採択額は\264,000）。

９．STEAM教育プロジェクト～京焼から広がる知の
世界～

担当：辻秀人(代表者)，葛城元(分担者)，他6名
助成先：京都教育大学
令和2年度京都教育大学教育研究改革・改善プロ
ジェクトに採択された（採択額は\204,000）。

７．中学・高校数学科の視点から小学校算数科の
捉え直し－数学の苦手克服を目指して－



2021年
令和3年4月～
2022年
令和4年3月

2021年
令和3年4月～
2022年
令和4年3月

2021年
令和3年4月～
2022年
令和4年3月

2022年
令和4年4月～
2023年
令和5年3月

2022年
令和4年4月～
2023年
令和5年3月

2022年
令和4年9月～
現在

2023年
令和5年3月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

【著書】
１．中等数学科教育法序論
【再掲】

共著(共著
執筆)

2022年
令和4年3月

編著者：黒田恭史
本人担当：第5章 STEAM教育における数学教育
これまで数学教育で蓄積されてきた研究成果を
もとに，STEAM教育における数学教育のあり方に
ついて検討した。第1節では数学教育の中で取り
組まれてきた他領域との融合的教育研究につい
て，第2節ではSTEAM教育の目的と内容につい
て，第3節ではSTEAM教育における数学教育の取
り組み実践例について述べた。

担当：葛城元(代表者)
助成先：日本学術振興会
令和2年度科学研究費補助金（奨励研究）で，代表
者として，「高校新設科目「理数探究基礎」の充
実を目指したオリガミクスによる教育内容の開発
実践」（課題番号：21H03967）が採択された（助
成額は\400,000）。
科研費：
https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-
PROJECT-21H03967/

11．高校生による折り紙の伝承文化と科学的手法
を取り入れたＯＲＩＧＡＭＩ文化の創造

担当：葛城元(代表者)
助成先：公益財団法人中谷医工計測技術振興財団
「令和3年度科学教育振興助成(個別助成)」で，代
表者として「高校生による折り紙の伝承文化と科
学的手法を取り入れたＯＲＩＧＡＭＩ文化の創
造」が採択された（助成額は\300,000）。

12．課題研究 におけるフェルミ推定プログラムとVRポ
スターセッションの開催

担当：深尾武史(代表者)，葛城元(分担者)，他4名
助成先：京都教育大学
令和3年度教育研究改革・改善プロジェクト（京都
教育大学）で，共著者として，「課題研究におけ
るフェルミ推定プログラムとVRポスターセッショ
ンの開催」が採択された（助成額は\335,000）。

共立出版，pp.91-110

４　その他

13．数学と数学を用いた現実事象の解明を循環的
に学ぶハイブリット型数学授業の開発と普及

担当：葛城元(代表者)
助成先：日本学術振興会
令和4年度科学研究費補助金（奨励研究）で，代表
者として，「数学と数学を用いた現実事象の解明
を循環的に学ぶハイブリット型数学授業の開発と
普及」（課題番号：22H04097）が採択された（助
成額は\400,000）。
科研費：
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-
PROJECT-22H04097/

10．高校新設科目「理数探究基礎」の充実を目指
したオリガミクスによる教育内容の開発実践

３．2023年度数学教育学会春季年会の学会実行委
員

１．NGU-NET運営委員会の委員 奈良学園大学のNGU-NET（情報セキュリティ）運営
委員会の運営委員を人間教育学部の構成員として
携わった。

【担当した委員会など】

2023年度数学教育学会春季年会（3月16日～18日に
対面・オンライン開催）において，実行委員とし
て学会の運営に携わった。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

２．数学教育学会学会誌の査読依頼担当 一般社団法人数学教育学会が発行する学術論文誌
「数学教育学会誌」の投稿論文の査読を担当して
いる。



【学術論文：査読有】
１．科学的思考方法の習得
を目指したオリガミクスに
よる数学教材の開発 －ダイ
ヤカット缶を題材として－

共著(筆頭) 2017年
平成29年3月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
オリガミクスを数学教育に活用する利点は，学
習者自らが様々な折り方を試行錯誤することが
でき，実験・検証が可能になることである。そ
こで，科学的思考方法の育成を目指したオリガ
ミクスによる数学教材の開発を行った。

２．数学的探究の習得を目
指したオリガミクスによる
数学教材の開発 －船の荷物
積載を題材として－

共著(筆頭)2020年
令和2年3月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，数学的探究の習得を目指した高等
学校の「理数科」および「数学科」の内容とし
て，オリガミクスを取り上げ，船の荷物積載を
題材とした数学教材を開発することと，本教材
に関する数学的探究の習得の可能性を見出し
た。

３．数学的探究の習得を目
指したオリガミクスによる
高校生への教育実践 －船の
荷物積載を題材として－

共著(筆頭)2020年
令和2年9月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究の目的は，葛城・黒田（2019）が開発し
たオリガミクスによる数学教材を用いて高校生
を対象に教育実践を行い，数学的探究モデルの
探究活動を通しての教育的効果を検証すること
である。教育実践と認識調査の結果から，生徒
自らが数学を活用したり，得られた結果を検証
したりする探究活動の場面において，オリガミ
クスを用いることは有効であることが明らかに
なった。

４．新しい生活様式におけ
る数学的活動の事例研究 －
VRポスターセッションの開
催とその課題－

共著(筆頭)2023年
令和5年2月

共著：葛城元，辻秀人，秋田薫，奥西邦弘，松
田和真，深尾武史
本人担当：全般
高校生同士がオンライン形式で研究成果を交流
し合う場として，Web会議システムの1つである
Spatial Chatを用いて，仮想空間上（VR,
virtual reality）でのポスターセッションを開
催した。実践とアンケートの結果から，生徒は
数学的活動に関わる発表や質疑応答が気軽に落
ち着いてできた点に良さを感じていたことが明
らかになった。

【学術論文：査読無】
１．数学教育における知識
創造を目指した数学的探究
モデルの設計と教育実践

共著(筆頭)2017年
平成29年3月

共著：葛城元，黒田恭史，林慶治
本人担当：全般
本研究では，数学教育における知識創造を目指
した数学的探究モデルの設計・数学教材の開発
を行い，高等学校の第1学年（40名）を対象に教
育実践を実施し，モデルと本教材の有効性につ
いて検証した。

２．多面体と黄金比 共著 2017年
平成29年3月

共著：林慶治，葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
黄金比φ＝1.618・・・は，世の中においてとて
も美しい数値として様々な分野で利用されてい
る。その中でも今回は，菱形三十面体，正二十
面体，正十二面体に着目し，身の回りにあるダ
イヤカット缶を折り紙数学で分析・考察した。

３．小学校算数科の図形領
域における折り紙の教育実
践 －伝承文化を取り入れた
連続折りの活動を通して－

共著(筆頭)2018年
平成30年3月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，第一に，小学校算数科の図形領域
における連続折りを取り入れた折り紙の算数教
材を開発した。第二に，小学生を対象に本教材
を用いて教育実践を実施し，教材の有効性を明
らかにした。

数学教育学会誌，
Vol.57，No.3・4，
pp.125-139，査読有

知識共創，Vol.7，pp.Ⅳ
3.1-12，アブストラクト
査読有

京都教育大学附属高等学
校研究紀要，90号，
pp.60-83，査読無

数学教育学会誌，
Vol.60，No.3・4，
pp.111-120，査読有

数学教育学会誌，
Vol.61，No.1・2，
pp.59-69，査読有

数学教育学会誌，
Vol.63，No.3・4，
pp.33-41，査読有

京都教育大学教育実践研
究紀要，18号，pp.53-
62，査読無



４．これからの理数探究に
向けた折り紙数学の教材開
発と教育実践
【修士論文】

単著 2018年
平成30年3月

単著：葛城元
本人担当：全般
指導教員：黒田恭史，柳本哲
本研究では，2022年度より高等学校学習指導要
領の改訂に伴い新設される「理数科」におい
て，探究の過程全体を遂行する力を育成するた
めの折り紙数学の教材開発と高校生への教育実
践を行った。高校生が数学的探究の過程に取り
組む中で，数学の活用と結果検証を試行錯誤で
きる点を中心において有効性を明らかにしてい
る。

５．高校1年生を対象とした
斜方投射の数学授業の実践
－課題解決とその過程の振
り返りを通して－

共著(筆頭)2019年
平成31年3月

共著：葛城元，深尾武史，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，高校1年生を対象に教育実践を実施
し，学習成果物による集計・分析を通して，数
学的探究モデルに基づく課題解決とその過程・
方法の振り返りに関する学習成果を明らかにし
た。

６.三角関数の原理の理解を
目指した授業実践－定義，
求値，グラフの指導方法を
工夫して－

共著(筆頭)2020年
令和2年3月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，生徒が三角関数の原理を理解する
ことをねらいとして，その学習内容の配列から
指導方法を工夫し，高校2年生の理系標準クラス
32名を対象に三角関数の定義，求値，グラフに
関する授業実践を行い，結果から指導方法を検
討した。

７．高校2年生を対象とした
STEAM教育に基づく課題研究
の実践－日本の伝統工芸品
を題材として－

共著(筆頭)2020年
令和2年3月

共著：葛城元，佐原大河
本人担当：全般
本研究では，京都の伝統工芸品の一つである
「京焼」を題材として，「物質」「社会」「生
命」の三つの視点を軸に捉え直したSTEAM教育内
容の開発と，高校2年生の理系クラス63名を対象
とした課題研究を実践し，その実践経過から
STEAM教育に基づく課題研究の可能性を模索・検
討した。

８．高校生自らが数学的探
究活動を実現するための課
題研究の実践

共著(筆頭)2021年
令和3年3月

共著：葛城元，田窪啓人，深尾武史，黒田恭
史，谷口和成
本人担当：全般
本研究の目的は，高等学校新設教科「理数科」
の充実を目指して，生徒自らが数学的探究活動
を実現するための課題研究を実践し，生徒らに
よるパワーポイントの録画録音機能を用いた学
習成果の動画発信を行うことである。本稿で
は，課題研究における「準備段階」と「課題研
究段階」の中間発表会までの実践結果について
報告した。

９．高校探究学習科目「理
数探究基礎」で扱うための
斜方投射を題材とした課題
解決型授業の実践

共著(筆頭)2022年
令和4年3月

共著：葛城元，粥川絢子，野原大輝，深尾武
史，谷口和成
本人担当：全般
本論文では，既存の斜方投射を題材とした教材
を探究活動が経験できるように改良し，高校1年
生143名に計5時間の課題解決型授業の実践を
行った。その結果，生徒同士で協働しながら理
科や数学の知識や考え方を活用した課題解決に
取り組め振り返りにより改善点を意識できたこ
と，探究の再現性や客観性を意識させる点で可
能性が示唆されたことなどが明らかになった。

10．1年生を対象とした探究
の基礎を育む「総合的な探
究の時間」の授業開発

共著 2022年
令和4年3月

共著：野原大輝，粥川絢子，葛城元，岡本幹，
谷口和成
本人担当：全般
本研究の目的は，新教科「総合的な探究の時
間」の授業内容が広く普及されることを目指し
て，教員と生徒が共に楽しむことができ，身近
な現象や題材で簡易的な教材を使用した授業内
容を開発することである。本稿では，開発した
「総合的な探究の時間」の授業内容のうち2021
年4月から12月までの実践結果を報告した。

京都教育大学教職キャリ
ア高度化センター教育実
践研究紀要，1巻，
pp.65-74，査読無

京都教育大学教職キャリ
ア高度化センター教育実
践研究紀要，2巻，
pp.21-30，査読無

京都教育大学附属高等学
校研究紀要，93号，
pp.59-67，査読無

京都教育大学附属高等学
校研究紀要，94号，
pp.73-83，査読無

京都教育大学附属高等学
校研究紀要，95号，
pp.89-100，査読無

京都教育大学附属高等学
校研究紀要，95号，
pp.101-112，査読無

京都教育大学院教育学研
究科



11．高等学校における数学
を用いた探究の基礎的な手
法を習得するための授業設
計と実践

共著(筆頭)2023年
令和5年3月

共著：葛城元，深尾武史，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では、探究の深い知識や方法を定着させ
るための授業全体の設計に着目し，筆者らが考
案した数学的探究モデルをもとに，1年間の授業
設計と計41時間の授業実践を高校生39名に行っ
た。さらに、これらの成果をもとに、探究の方
法を習得するためのより効果的な授業のあり方
についても検討した。

【学会発表】
１．SSH事業における「数
学」の取り組みの実際とそ
の検証　－「生徒研究発表
会」と「意識調査」を事例
として－

共著(筆頭)2015年
平成27年6月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，SSHで取り組む各教科の中でも，
「数学」に焦点を絞って「数学」の取り組みの
実際，および「数学」がもたらした成果を「生
徒研究発表会」と「意識調査」を事例として，
その分析結果から考察を行い，今後のSSHにおけ
る数学の課題と展望を述べた。

２．高等学校文系クラスに
おけるオリガミクスを用い
たSSHの授業の可能性 －オ
イラー線とダイアカット缶
を題材として－

共著 2015年
平成27年9月

共著：黒田恭史，葛城元，林慶治
本人担当：2・3・4章
本研究では，高等学校第2学年の文系発展クラス
を対象に，オリガミクスを取り入れた幾何に関
する教育実践を行い，SSHの授業の可能性を分
析・検証を行った。

３．SSHを対象とした学習者
の発見過程に基づく数学教
材の開発と実践

共著(筆頭)2016年
平成28年3月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，発見過程に基づいた数学教材を開
発し，京都教育大学附属高等学校の第2学年（文
系発展クラス）を対象に，幾何に関するオリガ
ミクスを用いた実践授業を行い，本教材の有効
性を検証した。

４．科学的思考方法の育成
を目指したオリガミクスに
よる数学教材の開発と実践

共著(筆頭)2016年
平成28年8月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，学習者の科学的思考方法の育成を
目指したオリガミクスによる数学教材の開発を
行い，SSH指定校を対象に教育実践を実施し，そ
の有効性を検証した。

５．SSH授業におけるオリガ
ミクスを用いた教材開発と
その実践

共著(筆頭)2016年
平成28年9月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，生徒自らが様々な折り方による試
行錯誤可能なオリガミクスを取り上げ，教材開
発および教育実践を行うことで，SSH授業での有
効性を検討した。

６．コンテナ船の荷物積載
を題材とした折り紙数学教
材の開発

共著(筆頭)2017年
平成29年9月

共著：葛城元，黒田恭史，林慶治
本人担当：全般
本研究では，現実場面にある「コンテナ船の荷
物積載」を題材に，探究の方法の基礎習得を目
指した折り紙数学教材を開発した。

７．折り紙数学を用いた解
析幾何の教育実践 －高校生
を対象として－

共著(筆頭)2017年
平成29年10月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，「コンテナ船の荷物積載」を題材
に，折り紙数学を用いた解析幾何の教育実践を
高校生（10名）に実施し，本教材の有効性を検
証した。

８．伝承文化を取り入れた
小学校算数科における折り
紙の教育実践

共著(筆頭)2017年
平成29年11月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，小学生を対象に折り紙算数を用い
た教育実践を行い，次期学習指導要領に位置付
く小学校算数科での図形学習の有効性を検証し
た。

教育システム情報学会第
41回全国大会論文集 (帝
京大学) ，pp.275-276，
査読無

第20回数学教育学会大学
院生等発表会予稿集 (関
西大学) ，pp.4-9，査読
無

数学教育学会秋季例会予
稿集(山形大学) ，
pp.46-48，査読無

日本・中国数学教育国際
会議論文集 (立命館大
学) ，pp.77-80，査読無

奈良学園大学研究紀要，
15号，pp.55-65，査読無

数学教育学会夏季研究会
（関西エリア）発表論文
集（大阪大谷大学），
pp.9-12，査読無

数学教育学会秋季例会発
表論文集 (京都産業大
学)，pp.8-10，査読無

日本教育実践学会第20回
研究大会研究大会論文集
(佛教大学) ，pp.120-
121，査読無

教育システム情報学会
2015年度学生研究発表会
(関西学院大学) ，
pp.67-68，査読無



９．高等学校「理数探究」
における折り紙数学の教育
実践 －船のコンテナ積載を
題材として－

共著(筆頭)2018年
平成30年3月

共著：葛城元，黒田恭史，西井潤，田窪啓人
本人担当：全般
本研究では，高等学校理系クラスを対象に折り
紙数学教材を用いた教育実践を行い，学習成果
について明らかにした。

10．高校1年生を対象とした
斜方投射の数学授業の実践
－課題解決の方法を振り
返って－

共著(筆頭)2018年
平成30年9月

共著：葛城元，深尾武史，黒田恭史
本人担当：全般
本実践では「データの処理」「原点の設定」「2
次関数の式の決定」の課題解決の方法につい
て，生徒同士の振り返りによる考察を付加し
た。そして，高校1年生を対象に教育実践を実施
し，学習成果物による集計・分析を通して，上
記3点の認識の特徴を明らかにした。

11．高校1年生を対象とした
「整数の性質」の学習にお
ける困難性 －定理・公式を
創る活動に焦点を当てて－

共著(筆頭)2019年
平成31年3月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，「整数の性質」において，生徒が
既存の定理・公式を拡張・創造する学習におけ
る思考過程の特徴，および理解困難な事項の特
定化とその要因を解明した。

12．高校生を対象とした生
徒の問いを誘発するSTEAM教
育の可能性 －京焼を題材と
して－

共著(筆頭)2019年
令和元年11月

共著：葛城元，佐原大河，谷口和成
本人担当：1・2章
本研究では，京都の伝統文化の一つである「京
焼」を題材として，高校2年生を対象に「物質」
「社会」「生命」の三つの領域を軸に，生徒の
問いを誘発するSTEAM教育の構築とその実践経過
について報告し，その可能性を模索・検討し
た。

13．学校再開後の授業時数
が制限された中での対面・
非対面数学授業の在り方 －
高等学校2年理系講座を対象
として－

共著(筆頭)2020年
令和2年9月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究の目的は，学校再開後の授業時数が制限
された中で，動画教材による自宅学習と対面授
業を組み合わせた対面・非対面数学授業がどの
ような学習効果をもたらすのかについて，高校2
年生を対象に授業実践を行うことにより検証す
ることである。

14．学校休校時・再開後も
高校生が学びを続けるため
のオンライン授業の実践

単著 2020年
令和2年9月

単著：葛城元
本オーガナイズドセッションでは，学校休校
時・再開後も高校生が学びを続けるためのオン
ライン授業として，学校休校時におけるオンラ
イン授業の導入から運用までの実践報告を行っ
た。

15．高校生自らが数学的探
究活動を促進するための課
題研究の授業開発と実践

共著(筆頭)2020年
令和2年11月

共著：葛城元，田窪啓人，黒田恭史，谷口和成
本人担当：全般
2020年度から全面実施の高等学校新設教科「理
数科」では，生徒自身が理数の知識や技能を活
用し探究の過程全体を最後まで粘り強く遂行す
ることがねらいにあり数学を題材とした課題研
究の授業内容の開発と実践が必要である。本研
究では，生徒自らが試行錯誤の中で数学の活用
と結果の検証を実現するための数学の課題研究
の授業開発を行い，その学習効果を授業実践に
より検証した。

16．探究の過程を通して生
徒自ら新たな価値を見出す
ための課題研究の実践

共著 2020年
令和2年11月

共著：野原大輝，谷口和成，葛城元
本人担当：第1章
新学習指導要領では１つの教科等に捉われず，
教科横断的に多角的な視点から生徒自ら問いを
見いだし，探究の過程を通して課題を解決する
活動の充実がより一層強調される。評価の観点
についても改められ，その１つに「学びに向か
う力」とあり，学びに対する動機づけの向上を
促す働きかけも重要になる。本研究では，生徒
が主体的に探究の過程を通して課題を解決し，
新たな価値を見出すための課題研究の教材，実
践方法を動機づけの側面から検討を行った。

数学教育学会春季年会予
稿集 (東京大学) ，
pp.5-7，査読無

数学教育学会秋季例会予
稿集(岡山大学)，pp.2-
4，査読無

数学教育学会春季年会予
稿集(東京工業大学) ，
pp.66-68，査読無

日本教育実践学会第22回
研究大会研究大会論文集
(鳥取看護大学) ，
pp.42-43，査読無

数学教育学会秋季例会予
稿集(熊本大学) ，pp.8-
10，査読無

数学教育学会秋季例会予
稿集(熊本大学)，pp.37-
38，査読無

日本教育実践学会第23回
研究大会研究大会論文集
(徳島大学) ，pp.63-
64，査読無

日本教育実践学会第23回
研究大会研究大会論文集
(徳島大学) ，pp.37-
38，査読無



17．昆虫の翅の折り畳みを
応用したオリガミクスによ
る教材の開発実践 －高等学
校のSTEAM教育の充実を目指
して－

共著(筆頭)2021年
令和3年3月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
日本の遊戯文化に代表される折り紙の原理・仕
組みを科学的に分析する「オリガミクス」は，
科学技術の融合により目覚ましい発展を遂げて
いる。高等学校では，各教科の知識を実生活へ
応用することによる問解解決力の育成を目指し
たSTEAM教育が推進されており，それを効果的な
ものとする教材開発と実践例の蓄積が急務であ
る。本研究では，高等学校のSTEAM教育の充実を
目指して，昆虫の翅の折り畳みを応用したオリ
ガミクスによる教材を開発し，教育実践により
有効性を検証した。

18．3Dソフトウェアを用い
た立体図形の指導の在り方

共著 2021年
令和3年3月

共著：青木駿介，葛城元，黒田恭史
本人担当：第3章
立方体の切断をはじめとした空間図形の学習は
学習者にとって難しい内容の1つである。大学生
を対象に視線移動計測実験を行った結果，平面
上に表された空間図形の情報を正確に読み取る
ことに困難を示しており，従来の指導方法に加
えて空間図形の特徴を捉えやすい教材を開発す
る必要性があると考えた。本稿では，実験結果
をもとに，3Dソフトウェアを活用した数学及び
化学の教科横断的な空間図形の3D教材を制作
し，高校生を対象とした立方体の切断を題材と
した3D教材を用いての教育実践の結果を分析し
た。

19．高等学校における現実
事象を取り扱った教材作成
と実践 －物体の斜方投射と
二次関数－

共著 2021年
令和3年3月

共著：伊藤祥貴，葛城元，黒田恭史
本人担当：第4章
現在の高等学校の関数教育では，生徒が関数を
現実事象に活用するといった内容は少ない。関
数が様々な現象を解明する上で有用な概念であ
ることを生徒に指導することは重要であり，そ
のための教材開発が求められている。そこで，
本稿では，物体の斜方投射と二次関数を用いる
現実事象を取り上げ，数学的モデリングを取り
入れた教材開発を行った。

20．ハイブリッド型数学授
業がもたらす学習効果と学
力格差 －高校生の学力層に
着目した分析を通して－

共著(筆頭)2021年
令和3年6月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究の目的は，高校2年生の理系講座38名を対
象に，オンライン（自宅）学習と対面授業を組
み合わせたハイブリッド型数学授業を実践し，
その有効性を検証することである。本稿では，
本授業がもたらす学習効果と学力格差につい
て，学習者の学力層に着目し分析を行った。そ
の結果，学力上位・中位層はオンライン（自
宅）学習と対面授業による段階的な学習が，学
習内容の理解を促進する点で有効であった。学
力下位層はオンライン（自宅）学習の学習習慣
の未定着や基礎的な事柄でのつまずきが対面授
業での学習に影響を及ぼした。

21．オリガミクスを用いた
数学授業では高校生にどの
ような思考と活動を促すの
か

共著(筆頭)2021年
令和3年9月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
葛城・黒田は，折り紙自体の原理・仕組みを数
理科学的に分析する「オリガミクス（造語：
Origamics）」を用いた数学教材を3点開発し，
2015年から2020年までの間に高校1～3年生の251
名を対象にオリガミクスによる数学授業を行っ
てきた。本研究では，本実践が高校生にどのよ
うな思考と活動を促したのかを分析・考察し，
オリガミクスを用いた数学授業のあり方につい
て検討を行った。

22．教科間の協働による
「総合的な探究の時間」の
教育内容の開発

共著 2021年
令和3年10月

共著：野原大輝，粥川絢子，葛城元，辻秀人，
岡本幹，谷口和成
本人担当：全般
2022年度より高等学校で実施される「総合的な
探究の時間」では，探究の見方・考え方を働か
せながら教科横断的な学習を実施することが求
められており，カリキュラムの作成と学校間で
の共有・普及が重要な役割を担う。そこで，本
稿では，本校での探究活動の取り組みのノウハ
ウを「総合的な探究の時間」に適用し，地域校
に普及することのできるスタンダードな教育内
容の提案を目的とした取り組みの成果を報告し
た。

日本教育大学協会研究集
会発表概要集(福岡教育
大学) ，pp.154-155，査
読無

第25回数学教育学会大学
院生等発表会予稿集(慶
応大学) ，pp.38-40，査
読無

数学教育学会夏季研究会
（関西エリア）発表予稿
集(大阪教育大学) ，
pp.9-12，査読無

数学教育学会秋季例会予
稿集(千葉大学) ，
pp.136-138，査読無

数学教育学会春季年会予
稿集(慶応大学) ，pp.8-
10，査読無

第25回数学教育学会大学
院生等発表会予稿集(慶
応大学) ，pp.7-9，査読
無



23．教科間の連携による探
究の基礎を育む授業の実践

共著 2021年
令和3年11月

共著：野原大輝，葛城元
本人担当：全般
本研究の目的は，教科横断的に高等学校３年間
を見通した探究活動のカリキュラムを検討し，
１年生段階における探究活動の位置づけと授業
内容を検討することである。今年度は，１年生
の探究活動の位置付けを「身近な事象から探究
の基礎を修得すること」として，体験的に探究
の基礎を育むための授業内容を検討，実践を
行った。

24．高等学校新設教科「理
数科」を充実させるための
生徒の数学的試行錯誤と成
果発信を実現する教育内容
の開発

共著(筆頭)2021年
令和3年11月

共著：葛城元，深尾武史，黒田恭史
本人担当：全般
本研究では，新教科「理数科」の「理数探究基
礎（１単位）」の教育内容開発をもとに，高校
生が数学を含めた探究活動を実施すること，学
習成果をパワーポイントの録画音声機能を用い
て動画制作し成果発信を行った。その結果，高
校生自らが積極的に問いを立て数学の活用と検
証による数学的試行錯誤の活動や思考の過程を
可視化・言語化できる点，そして，「理数探究
基礎」の教育内容として提案できる点で成果が
得られた。

25．生徒のExcelVBAの操作
活動を取り入れた二次関数
の指導について

共著 2022年
令和4年3月

共著：松下旭，葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
数学教育とプログラミング教育の連携として数
学の関数の単元をExcelVBAを用いて学習するこ
とで関数の構造などの理解を深めることができ
るのではないかと考えた。そこで本稿では
ExcelVBAを用いた教材開発を行い,作成した教材
をもとに二次関数の頂点座標の軌跡に関する学
習課題を用いて教育実践を行った。その際,生徒
自身がマクロを動かすことで学習課題に対する
根拠について考察している姿が見られた。

26．高校数学におけるロー
ンを題材とした関数教材の
開発と実践

共著 2022年
令和4年3月

共著：福島匡宏，葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
現在，各高校で行われている関数教育の指導法
の中に 現実事象と関連させて学習を進めるもの
は少ない。しかし，今後は関数教育でも現実事
象を数学的に捉えて推論・考察を行 い課題解決
を図る指導法が必要になってくる。 本研究で
は，「ローン」を題材とした教材を作成し，そ
の 有効性を授業実践を通して検証した。

27．人口を題材とした関数
教材の開発 －GeoGebraの探
索方法によるデータから式
を導出することを通して－

共著 2022年
令和4年9月

共著：高嘉良，葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
表，グラフ，式の活用をはじめとした関数の学
習は学習者にとって現実事象への活用が難しい
内容の1つである。人口変化の現状から将来を予
測することについて，現実事象のデータを適合
に式に変換する関数教材を開発する必要性があ
ると考えた。本稿では，探索方法の試行錯誤と
最小二乗法をもとに，ICTを活用した現実事象へ
の応用の関数教材の開発を行った。

28. 高校生が数学的探究を
遂行できるようになるため
の教材開発 －折り紙を用い
たものづくりを通して－

共著(筆頭)2023年
令和5年3月

共著：葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
高等学校の数学教育では，変化の激しい社会に
対応していくために，生徒が数学的探究を遂行
できる力の育成が重要であると考えた。折り紙
を用いたものづくりは，数学の活用と実物検証
による科学的手法を用いた思考法の習得と，目
的とする作品を精度高く創造・構築できると
いった数学の果たす役割の理解が期待できる。
本研究では，折り紙を用いたものづくりを通し
て，生徒が数学的探究を遂行できるようになる
ための教材開発を行った。

日本教育実践学会第24回
研究大会研究大会論文集
(兵庫教育大学)，pp.66-
67，査読無

第47回全日本教育工学研
究協議会講演論文集(大
阪教育大学)，pp.139-
142，査読無

関西地区教育システム情
報学会2021年度学生研究
発表会(関西学院大学)，
pp.101-103，査読無

関西地区教育システム情
報学会2021年度学生研究
発表会(関西学院大学)，
pp.129-130，査読無

数学教育学会秋季例会発
表予稿集(北海道大学)，
pp.113-115，査読無

日本STEM教育学会拡大研
究会予稿集(オンライン
開催)，pp.11-14，査読
無



29．人口課題を題材とした
関数の教育実践 －GeoGebra
の探索方法を用いて－

共著 2023年
令和5年3月

共著：高嘉良，葛城元，黒田恭史
本人担当：全般
本研究の目的は，高・葛城・黒田（2022）が開
発しているGeoGebraの探索方法を用いた人口課
題を題材する関数教材を改良し，高校1年生を対
象に実践を行うことで，教材の有効性や課題を
検証することである。人口予測の分析結果か
ら，二次関数などによる人口予測の有用性が見
られた。教育実践の結果から，本教材を使用す
ることで従来の指導では扱えなかった現実事象
へ関数の応用の学習ができたことや，座標上の
点の近似式の学習を進められる可能性が示唆さ
れた。

【その他】
１．数学を基軸とした新教
科「理数科」の教育内容開
発と高校生による学習成果
の動画発信

単著 2021年
令和3年5月

2020年度（第46回）実践研究助成の一般助成を
受けたため，その研究報告書を作成した。

２．船模型 単著 2022年
令和4年9月

商用雑誌「数学教育」の特集「生徒も教師も楽
しくなる数学パズル・ゲームPremium」において
「船模型」の内容を解説した。

第27回数学教育学会大学
院生等発表会予稿集(中
央大学) ，pp.31-36，査
読無

教育科学「数学教育」，
明治図書， No.779，東
京，pp.66-67

公益財団法人パナソニッ
ク教育財団
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別記様式第４号（その２） 

 

教  育  研  究  業  績  書 

令和 4 年 5 月 19 日    

                                        氏名 前田 綾子  印    

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

幼児教育 保育者論、保育内容、保育と環境、保育と人間関係  ★確認 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概           要 

１ 教育方法の実践例   

1）絵本を活用した言葉力育成 平成 21年 4月 
〜23 年 3 月 

語彙力を増やすために、言葉とイメージを関連付け
てることに絵本を活用した。保育園から図書館分室
にお散歩する時間を設定し、図書館に慣れ親しませ
るとともに、絵本を借りる習慣をつけた。さらに地
域の読書ボランティアを活用して、読み聞かせの時
間を設定し多様な本に触れる機会を増やした． 
（尼崎市立花南保育所での実践） 
 

2）異年齢交流遊びで良好な人間関係育成 
 

 

平成 23年 4月
～26 年 3 月 

3 歳児以上のクラスの幼児において、毎週縦割り保
育の時間を設定し、遊びの教え合いを通して、少子
化が進む中で兄弟のような人間関係構築し、異年齢
間での振る舞い方や感情（年少への思いやりや年長
への信頼）を育てた。 
（尼崎市立大島保育所での実践） 
 

3）地域住民の要望を反映した保育所経営 平成 23年 4月 
〜現在に至る 

保育所の評価を自己評価だけでなく、保育所関係者
の評価も実施して、その資料を公開し、夜間に会議
を開催して、地域住民や保護者等と話し合い、要望
を受け止め、次年度の保育計画に反映した。 
（所長を務めた保育所で実施） 
 

4）発達年齢を実感するために実習時間の設定 平成 26年 4月 
〜現在に至る 

大学で学んだ知識と保育所実習との齟齬に戸惑う実
習生が多いことから、子どもの発達について全年齢
クラスに入り、具体的な子どもの姿と大学の学習が
結び付くような時間を、実習の中に取り入れた。こ
の検証を基に次年度に、新たな保育所実習のしおり
作成し、武庫南保育所で使用した。 
（尼崎市立大庄・武庫南保育所の実践） 
 

２ 作成した教科書・教材 

1）保育実習の手引き 単著 

  尼崎市立大島保育所発行 

 

 

 
平成 23年 6月 
 
 
 
 

 
保育実習に臨むにあたって保育所とはどういうとこ
ろなのか、生活の流れなどを事前に理解してもらう
と共に安全に対する配慮事項や、心構え、挨拶など
や持ち物、保育所におけるルールなどについて具体
的に記した冊子を作成。 
（尼崎市大島保育所で実習生指導に使用） 
  

2）保育所実習のしおり  単著 

  尼崎市立武庫南保育所発行 

平成 27年 6月 実習生のタイプが変わってきたことから上記内容に
加えて、毎日目標を持地、振り返りをし翌日に活か
すこと、わからないことや何をしたら良いのか迷う
ときは自分から積極的に職員に聞くことなどより、
実習生としての実習に臨む態度を具体的に示した。 
（尼崎市立武庫南保育所の実習生指導に使用） 
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３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
尼崎保育福祉専門学校の学生アンケート。 

 
令和元年 6 月 

  
尼崎保育福祉専門学校 80 名を対象に講義 

実習前の学生にグループワークにより、不安の軽減、
積極的に実習に臨む、授業で学んだ子どもの発達を
意識することを伝えた。職員への感謝の気持ちの重
要性も伝えた。講義の後半は安心し質問をするなど
積極的に変容した。授業評価は 4 点満点で 3.8。 
 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
1）尼崎市モデル保育所実践報告会発表 
 
 
 
 

 
平成 27年 3月 

 
尼崎市中央公民館 40 名参加 
★内容を簡単にテーマ等書く 

2）保育内容研究会保育公開で発表 

 

 

 

 

平成 28 年 11
月 

尼崎市立大庄保育所 35 名参加 
 

3）保育内容研究会実践発表会 

 

平成 29年 2月 
 

尼崎市中央公民館 50 名参加 
 
 
 
 
 

4）保育内容研究会保育公開発表 

 

平成 29 年 11
月 

尼崎市立大庄保育所 35 名参加 
 
 
 
 

5）尼崎市保育士専門研修講師 
  「尼崎の保育」の活用 
 

 

平成 29 年 12
月 
 

尼崎市青少年センターで保育士 25 人を対象に講演。 
保育指導課からの依頼により、保育士歴５年目から
１５年目の公立保育所の保育士を対象に「尼崎市の
保育」（冊子）の活用について研修をした。「尼崎の
保育」には普段の保育に使える様々な資料が含まれ
ており、その活用方法や、ミドルリーダーとしての
自覚を持つことの大切さを伝える。 
 

6）保育内容研究会実践発表会 

 
 
 
 
 

平成 30年 2月 尼崎市中央公民館 50 名参加 

7）尼崎市フォローアップ研修講師 平成 30 年 12
月 

尼崎市青少年センターで保育士等 80 人対象に講演。 
保育指導課からの依頼により、公立保育所、法人保
育園、小規模保育園の１、2 年目保育士を対象に「ふ
れあい遊び」の実技研修を担当する。ふれあい遊び
の意義を保育所保育指針に基づき講義をし、１歳児
から３歳児を対象としたふれあい遊びの実技講習を
した。多くの遊びを知らなくても、１つの遊びをア
レンジすることで１歳から５歳まで楽しめたりバリ
エーションが増えることを伝える。 
 

8）尼崎市保育士専門研修講師 
  「リーダーシップ研修」 

  年  月  
保育指導課の依頼により、20年目以上の保育士を対
象に若い職員が増えていっている中で人材育成の手
法として「コーチング」について講義をし、グルー
プワークでリーダーとして苦労していることや今後
どのように人材育成に取り組んで行きたいのかを話
し合う。 
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５ その他 
なし 

  
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格、免許 
保母資格 
保育士資格登録 

 
昭和 57年 3月 
平成 16年 2月 

 
龍谷大学短期大学部学長 二葉憲香 第 747 号 
兵庫県知事 井戸 敏三 兵庫県-011161 
 

２ 特許等 
   なし 

  
 

３ 実務の経験を有する者について特記事項 
・保育士としての特記事項 
 教育実習生の指導 
 各研究会等の発表 

 
昭和 59年 4月
～平成 20年 3
月 

 
・クラス担任として、発達に応じた集団づくりに取
り組み、２歳児の事例を阪同教と兵同教で実践事例
の報告をした。（平成 2 年 7 月） 
・保育士 3 年目から毎年実習生を受け入れ、乳児や
幼児における養護と教育の統合や、子どもの発達に
応じた関わりについて指導をした。 
・個に応じた指導を大切にし、子どもの発達に関し
ての特記事項を共有するノートを作成し連携した。 

  
・主任保育士としての特記事項 
 
 
 
 
 
 

平成 21年 4月
〜23 年 3 月 
 
 
 

・尼崎市子育て支援推進委員会に所属し、今後の子
育てセンターの機能や公立保育所のあり方など
について話し合う 

・遊びの実践委員会として０歳児から５歳児の 
 一人一人の遊びの発達を把握するために遊びのチ
ェック表を作成（３歳児担当） 

・所長としての特記事項 
 
 

平成 26年 4月
-28 年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 28年 4月
-30 年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
平成 29年 4月
-31 年 3 月 
 
 
平成 30年 4月
-31 年 3 月 

・所長会の中の保育内容研究会、保育の質の向上推 
進部会、給食委員会を担当。 

・保育内容研究会担当として毎回の研究会の司会、 
進行、記録の確認をし、指定保育所が阪同教で発
表した時（平成 27 年 7 月西宮市深津中学校）就学
前部会で司会担当。 

・保育の質向上推進部会では２年間で保育所の自己
評価と保護者アンケートを作成し、の実施の詳細
を決定。各保育所で実施し、その結果の検討のシ
ステムを決める。とともに防災マニュアルの作成
をする。 

・給食委員会は所長の代表として２年間、調理師の
代表、チーフ主任 2 名、管理栄養士をメンバーと
して毎月の給食、おやつの反省と次々月の献立の
検討をする。 

・保育内容研究会担当 
 尼崎市研究指定保育所として「環境による知的好

奇心を育む自然との関わり」に関して２年間職場
研修を実施し、理論と実際の保育を結びつけ保育
所職員が一体となって取り組む。職員をまとめ研
究会冊子資料の執筆をする。また、改訂保育所保
育指針の研修をし、保育内容研究会の子どもの姿
の読み取りに３つの資質能力や、就学までに育て
たい 10 の姿を取り入れ推進。 

・オールあまっこ連絡協議会平成 29 年度大庄、平 
成 30-31 年度武庫地区代表として法人園地区代表
所長とともに公立、法人園の年長児交流会を企画、
実施する。 

・保育内容研究会担当所長として、研究会の運営、 
司会、書記の確認等をする。 
 

４ その他 
なし 
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研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・

共著の別 
発行又は

発表の年月 
発行所、発表雑誌等又は

発表学会等の名称 
概      要 

（著書） 

なし 

 

    

（学術論文） 

１ 

 

 

 

   

 

 

２ 

 

    

 

３ 

 

 

    

 

（その他） 

【研究紀要等】 

１  

 

    

 

 

２ 

 

    

 

３ 

 

    

【学会発表等】 

１知的好奇心を育む（１） 

 NKYWのサイクルに注 

  

 

 

単 

 

 

 

令和元年5月 

 

 

 日本保育学会ポスター発表 

（大妻女子大） 

 

 

子どもが心動く環境に出会い「何んだろう」「何でだろう」

という知的好奇心を抱いた時からその知的好奇心が満たさ

れるまでの過程に着目し、何だろう（N）考えよう（K） 

やってみよう（Y）わかった（W）という４つ場面がサイク

ルとして回っていくことが知的好奇心の深まりや広がりに

繋がることを論じた。 

概要A4判２ページ 

ポスターB４サイズ８枚 

 

２知的好奇心を育む（２） 

 

 

 

 

 

 

３コロナ禍における保育実習

のあり方に関する一考察 
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日本保育学会ポスター発表 
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日本乳幼児教育保育者養成学

会ポスター発表 

子どもの好奇心を分類して好奇心の種類に応じた援助のあ

り方を論じた。 

概要A４版２ページポスターパワーポイント８枚 

 

 

 

 

コロナ禍の中での実習指導の困難さや、実習の難しさにつ

いてや、実習指導のあり方や実習の実施についての提案を 

論じた。 

パワーポイント１０枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



年月日

平成25年12月

平成25年12月

平成28年12月

平成29年12月～平
成31年2月

年月日

昭和62年3月18日

平成28年3月1日 幼稚園教諭1種免許状
(奈良県教育委員会平二七幼一種第二四号）

令和3年3月31日 幼稚園教諭専修免許状
 (大阪府教育委員会令二幼専第一八号)

平成26年6月

平成27年5月，6
月，10月

平成28年度（～平
成29年度まで）

平成30年12月

平成31年1月，2月

令和1年10月

令和2年1月 奈良学園大学の開講科目「保育相談」の外部講師を務めた。

令和2年3月5月 保育研修講師を務めた（学校法人楠公学園あけぼの・幼保学
院）。

令和2年9月 児童発達支援事業所「ぴょんちゃんclub」立ち上げ手続き、書類
作成を行った。

令和4年10月 園内研修講師を務める(三郷町立西部保育園)

郡山東保育園を認定こども園への移行手続き、書類作成を行っ
た。

奈良社会福祉院　法人職員研修保育研修講師を務めた。

特になし。

保育士証（奈良県002914）

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項 園内研修の講師を務めた（三郷町立南畑幼稚園）。
クラス運営の保育内容の進め方と障害加配担当者の関わりについ
て指導。また子どもの発達状況を記録と本児の姿を通して話し
合った。

園内研修の講師を務めた（三郷町立南畑幼稚園）。

関西福祉科学大学保育士養成課程委員会の副委員長を務めた。

奈良社会福祉院　法人職員研修保育研修講師を務めた。

１　資格，免許

４　その他

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

２　作成した教科書，教材

事項 概要

１　教育方法の実践例 奈良100年会館で、表現活動発表を指導した。

奈良市サポートセンターのクリスマス会参加。学生の表現発表を
指導した。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

教 育 研 究 業 績 書

　　令和　5年　3月31日

氏名　間井谷容代

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

３　教育上の能力に関する大学等の評価

事項 概要

授業評価の学生アンケートの評価が高く。5段階の4.5であった。
自己点検の評価では進路担当を行い、就職指導には力を注いだ。
学生の願いが叶い高く評価され４の評価であった。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

５　その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

子育て支援(香芝市子育て支援ほっと)にて、遊びにくる保護者と
子ども対象に関わり、その中には療育を受けている障害のある子
どももいた。その時には学生に配慮をするように指示を入れ保護
者も子ども安心して参加できるような活動を準備するように努め
た。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は
発表の年

月
概要

（著書）

（学術論文）

1.近隣地域や関係機関におけ
る学生の活動‐保育者養成に
おける協働への手掛かり‐

共著 平成26年12
月

地域の子育て支援のサポートセンターでボランティア活動として劇を発
表して、乳幼児や保護者の方と共に簡単な制作・触れ合い遊び等を取り
組んだこと、また学園取り組みの「花いっぱい運動」に参加し、土作り
から始め花を植え、花の世話を毎日していること、地域の人と花を通し
てかかわっていることなどをまとめた。
執筆：下清水広　　間井谷容代　谷本一栄 pp.46－49Ⅲ

2.学生の保育計画力の育成に
関する一考察－教育課程総論
と幼稚園教育実習との関連を
通して－

単著 平成26年12
月

教育実習を進めていく流れとして、教育課程総論で幼稚園の歴史から計
画していくことを学んだ。次にそれを実際に演習と合わせて、授業を展
開してきたことをまとめた。また学生には実習にいき、どのようなこと
でつまずいたのか、どのようなことで注意を受けたのかを具体的にアン
ケートをとり、まとめた。
執筆：間井谷容代 pp.73-80

3．保育者の子育てに関する
一考察
‐わが子の子育ての悩みに注
目して‐

共著 平成29年3
月

現在保育者はどのような子育ての悩みがあるかを明らかにすることとし
て、保育者としてのアイデンティティ形成、パーソナリティ、職務につ
いて認識、職業観との関連について検討し、アンケート調査を行いまと
めた。
執筆：岡村季光　間井谷容代　谷本一榮 pp.115-124

4.幼稚園実習を通して学生の
自己成長を促すルーブリック
の開発と活用

共著 令和5年3月 奈良学園大学紀要第
15号

本研究では，幼稚園実習事前事後指導でルーブリック評価を活用し、学
生の実習に向けての資質向上を図る。実習事前・実習中・実習事後の3回
ルーブリック評価を行い、学生が実習に対して意識を持ち取り組むよう
に進める。その中で、保育現場が今抱える問題(保育者不足)による実習
指導に対して齟齬が生じてきている。この現状を打開するために学生の
資質向上に努める。
執筆：間井谷容代　石原由貴子　高岡昌子　岡村季光　pp.155-164

（学会発表）
1.近隣地域や関係機関におけ
る本学院の活動－保育者養成
における協働への手掛かり－

共著 平成25年9
月

近隣の幼稚園保育園を招待して、学生たちの表現活動発表をおこなって
いること、あるいは、地元の自治会主催の行事や子育て支援として活動
されているサポートセンターにボランティアで劇を演じたこと、表現以
外として、学園全体が取り組んでいる花いっぱい運動を学生も共に行
い、花を通じて地域の人と触れ合ったことなどをまとめた。

執筆：下清水広　間井谷容代　佐々木千晶　岩城正幸
Ⅱ活動内容・Ⅲ活動状況、活動からの考察

2．地域子育て支援に取り組
む実践者を対象にした教育プ
ログラムへの参加動機

共著 平成29年1
月

子どもと家庭を支援する実践者と研究者の学び合いを質的に研究すると
ともに文献研究と実証的な量的調査研究を通して実習教育の理論的構造
を明らかにすることをまとめた。実習教育では発達障害の子ども関わり
について問題としてあがり、地域子育て支援として福祉施設や専門機関
等の連携の必要性についてもまとめた。

執筆：新川泰弘　宮野安治　間井谷容代　西元直美
　　　林　龍平

3．保育者の子育てに関する
探索的研究

共著 平成30年5
月

現代の保育者がどのような子育ての悩みがあるかを定量的変数との関連
により検討した。また自由記述により探索的に検討を行いまとめた。そ
の結果、子育ての負担感として「病気」に関することを始めとしたキー
ワードが抽出され、特に障害のある子どもの場合、子育ての負担感がさ
らに増大することが考えられた。
執筆：岡村季光　間井谷容代

4．保育現場における他職種
との協働について①保育士の
視点

共著 平成30年5
月

保育現場で気になる子どもがいるとすぐに発達障害の疑いをかけがちで
ある。集団生活ができないと発達検査を勧めるケースが多々増加してい
る。関連機関と連携を持ち保育士が保育上で何らかの特別な支援が必要
だと思われる子どもへの支援方法等の役割について検討し、まとめた。
執筆：間井谷容代　　宿谷仁美

5.保育領域にチーム体制を取
り入れた支援について
－保育者と実践を通して－

単著 令和4年3月 日本保育者養成教育
学会第6回

保育領域にチーム体制を取り入れた支援方法について、某こども園で実
践を行った経過を発表した。保育者と共に子どもの姿を追い、支援を続
け、園内のチーム体制を含め何度も検討を行い、体制を整えてきた。結
果子ども、親が安心できる職員集団へと変わってきたことを実証した。
執筆：間井谷容代

奈良学園大学紀要第
６号

日本保育学会第71回
大会(宮城県)

日本保育学会第71回
大会(宮城県)

関西福祉科学大学総
合福祉科学学会学術
集会

奈良保育学院研究紀
要第16号

奈良保育学院研究紀
要第16号

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

全国保育士養成協議
会第52回研究大会
(高知県)研究発表論
文Ｐ550－551

発行所，発表雑誌
等

又は発表学会等の



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は
発表の年

月
概要

6.多様化する子育て支援のあ
り方について
－子育て支援の現状を探る－

共著 令和4年5月 日本保育学会第75回
大会

多様化する子育て支援の現代。取組み方法は様々である。それらを踏ま
え再度原点を見つけるために、子育て支援の始まりを調べる。
それを知り得た後、各園、事業、センターで行われている支援内容を具
体的に知る。今後、実際取り組まれている支援者である保育者、活用し
ている保護者に調査を行う。
執筆：間井谷容代　　高橋千香子

7.保育者におけるワーク・ラ
イフ・バランスと保育者効力
感の関係

共著 令和4年5月 日本保育学会第75回
大会

本研究では，子の有無別に各下位尺度間を年齢と保育者歴を統制変数と
したピアソンの偏相関係数（r）で求めた。子のいない者は保育者として
期待を求められる仕事をしつつ，自らの時間を確保でき，プライベート
との切り替えが図れているのに対し，子のいる者は多忙で仕事とプライ
ベートの切り替えがうまく図れていない可能性が示唆された。図表で示
した。
執筆：岡村季光　間井谷容代

（その他）
1.保育領域にチーム体制を取
り入れた支援について

単著 令和3年1月 保育領域にチーム体制を取り入れた「気になる行動をする子どもや発達
障害の子どもとその保護者への支援」の構築に関する報告である。まず
保育教諭の「子ども支援」「保護者支援」に対するニーズに着目しニー
ズをアンケート調査より具体化した。結果、困り感・情報共有が十分で
ないことがわかった。取組みとしてチームとしての体制を整え、保育教
諭の子ども支援、保護者支援が効果的で安定したものとなるように取組
み実証した。

４　「氏名」は，本人が自署すること。

大阪教育大学大学院
連合教職実践研究科
高度教職開発専攻
報告書

２　医科大学又は医学若しくは歯学に関する学部若しくは学部の学科の設置の認可を受けようとする場合，附属病院の長について　もこの書類を作成すること。

３　「研究業績等に関する事項」には，書類の作成時において未発表のものを記入しないこと。

５　印影は，印鑑登録をしている印章により押印すること。ただし，やむを得ない事由があるときは，省略することができる。
　　この場合において，「氏名」は，旅券にした署名と同じ文字及び書体で自署すること。

１　この書類は，学長（高等専門学校にあっては校長）及び専任教員について作成すること。

発行所，発表雑誌
等

又は発表学会等の

(注)



 

別記様式第 4 号（その 2） 

（用紙 日本産業規格Ａ4縦型） 

教育研究業績書 

    2023 年 5月 18 日  

氏名  上野栄一    印 

研究分野 研究内容のキーワード 

基礎看護学 
看護理論、看護管理、コミュニケーション、ストレス、糖尿病 

教育上の能力に関する事項 

事項 年月日 概要 

1 教育方法の実践例     

(1)シナリオ作成によるロール

プレイの授業 

平成 19 年 4 月～ 科研で研究したコミュニケーション技

法をもとにロールプレイ用のシナリオ

を作成し、授業に活かし学生からの高

い評価を得ている。 

(2)大学教育入門セミナーの開

講 

平成 23 年 4 月～ 初年次教育（2 単位）をカリキュラム

に取り込み、学生生活を有意義に過ご

せるように、生活面、学習面、マナー

などの講義を取り入れ、高い評価を得

た（現在、オムニバス方式で 15 コマ

の授業を行っている。本授業の中に

は、文部科学省の指定する薬害の特別

講演もいれている）。 

(3)双方向授業システムのクリ

ッカーを用いた授業展開 

平成 26 年 4 月～ 双方向授業システム（3e  Analyzer）

を用いた授業を、研究での検証を行っ

た後、高い効果を得ることができ、リ

スクマネージメント論などの授業で展

開し、学生の高い評価を得た（学生評

価で優秀教員として選ばれた）。 

(4)授業後のミニッツペーパー

の分析による講義の構築 

平成 26 年～ 毎回の授業ミニッツペーパーによる授

業の理解度を確認し、次の授業に活か

し、学生のモチベーションを高めた。 

2 作成した教科書，教材     

(1)看護診断のためのアセスメ

ントポケットガイド（共著） 

平成 12 年 7 月 「9 つの人間の反応パターン」を表し

た用語の定義を、各パターンごとに説

明し、理論的背景は、各パターンの下

位概念までの範囲で、看護理論をはじ

め関連のある心理学・社会学の理論な

どもふまえて説明している。患者の主

観的情報の聴取が、分類しやすいよう

に一連の関連した質問で構成した。根

拠に基づいた意図的な質問を、的確に

表現するようなガイドラインとなって

いる。臨床教育、看護学生に役立つ護

診断のためのアセスメントポケっとガ

イドを作成した。学部教育では、看護

診断、看護過程の導入に用い、新人看

護師の教育にも使用した。 



(2)看護研究コンパクトガイド

（単著） 

平成 14 年 3 月 看護研究のコンパクトガイドを作成

し、卒業研究の副読本として活用し

た。また、本書は、看護師の看護研究

指導にも用いられ、高い評価を得てい 

る。本書は、看護診断カテゴリーに基

づいて、看護婦が臨床の場で活用で

き、効率的に患者情報を引き出せるよ

うに工夫した。 

（3）楽しくなる看護研究 

 

 

 

（４）看護診断の看護過程ガ

イド 

 

2012 年 12 月 

 

 

 

2022 年 8月 10 日 

看護研究のプロセスをもとに、研究計

画書の記載方法、分析方法、結果、考

察、結論の書き方までは系統に開設し

た学生、臨床看護師向けに解説した。 

看護過程についてどードンの 11 の機能

的健康パターンに基づく看護過程のプ

ロセスについて事例を中心に解説した

書であり、学生から看護師まで学ぶで

きる書である。 

（編集）上野栄一、西田直子 

（著者）上野栄一、道重文子、茅野友

宣、西田直子、杉島優子、藤本ひと

み、松浦純平、内田宏美、本田裕美、

上澤悦子、任和子、長光代、濱野陽子 

      

3 教育上の能力に関する大学

等の評価 

    

(1)福井大学個人評価 平成 14 年 4 月 1 日～令和 3年 3

月 31 日 

3 年ごとの教員評価にて常に上位 0の

評価を受けている。 

(2)福井大学学生評価優秀教員 平成 25 年度 福井大学学生授業評価において「リス

クマネージメント論」の講義について

優秀教員に選ばれた。 

(3)福井大学学生評価優秀教員 平成 29 年度 福井大学学生授業評価において「リス

クマネージメント論」の講義について

優秀教員に選ばれた。 

      

4 実務の経験を有する者につ

いての特記事項 

    

(1)公開講座（福井大学）FD  

セミナー 

平成 20 年 10 月 ＦＤセミナー委員長として、看護学科

のＦＤセミナーを毎年開催してきた。 

(2)平成 30 年超少子高齢化地

域での先進的がん医療人養成

（北信がんプロ）看護セミナ

ー 

平成 29 年 11 月 24 日 地域で暮らすがん患者への支援（村山

正子）の企画 

(3)平成 30 年超少子高齢化地

域での先進的がん医療人養成

（北信がんプロ）看護セミナ

ー 

平成 30 年 11 月 30 日 がんプロ公開講座「地域で暮らすがん

患者への支援」（片山寛治）の企画 



(4)令和元年度文部科学省「超

少子高齢化地域での先進的が

ん医療人養成（北信がんプ

ロ）」がんプロフェッショナ

ル養成プラン（がんプロ） 

令和 1年 11 月 22 日 がんプロ公開講座の実施 

「患者のニーズに沿った寄り添う看

護」（田端恭平）の企画 

(5)令和 2 年度文部科学省

「超少子高齢化地域での先進

的がん医療人養成（北信がん

プロ）」がんプロフェッショ

ナル養成プラン（がんプロ） 

令和 2年 10 月 30 日（決定） がんプロ公開講座の実施 

「地域でのがん患者への支援」（日本

がん看護学会理事長：小松浩子）の企

画 

5 その他     

(1)文部科学省北陸がんプロフ

ェッショナル養成プラン（が

んプロ）講義  

（動画）資料作成 

平成 30 年 4 月 「がん患者と家族」、「がん患者への

ミュニケーション」（北陸がんプロ教

育課程の受講生に対するビデオ作成) 

職務上の実績に関する事項 

事項 年月日 概要 

1 資格，免許     

中学校教諭一級普通免許状 昭和 54 年 3 月 20 日 登録番号 563 号 

高等学校教諭二級普通免許状

（社会科） 

昭和 54 年 3 月 20 日 登録番号第 571 号 

文学士 昭和 54 年 3 月 30 日 登録番号文第 1320 

測量士補（建設省国土地理院) 昭和 54 年 9 月 25 日 登録番号第 S54－805） 

看護士免許 昭和 60 年 5 月 4 日 番号第 5989 号 

救命救急士 平成 5年 11 月 12 日 登録番号  第 05163 号 

医学博士 平成 14 年 4 月 10 日 富山医科薬科大学医学博士  医乙第三

二六号 

[論文タイトル] 

Potential Role of Gab1 and 

Phospholipase C- γ in Osmotic 

Shok-Induced Glucose Uptake in 3T3-

L1 Adipocytes 

2 特許等     

(1)特になし     

3 実務の経験を有する者につ

いての特記事項 

    

(1)福井大学医学誌 編集委員 平成 14 年 4 月 1 日～現在に至る 大学紀要の編集担当委員（平成 15年 3

月 31 日） 

4 その他     



(1)コミュニケーション技法が

人間の感情に与える影響 

―主観的評価と客観的評価に

ついて― 

平成 17 年 4 月 1 日～平成 18年

3 月 31 日  

富山第一銀行奨学財団からの奨学金を

受け、コミュニケーション技法が人間

の感情に与える影響について採択さ

れ、主観的評価と客観的評価について

の研究を行った。 

(2)福井市における糖尿病予備

群と健診者への糖尿病教育支

援の効果検証と学生への教育

支援 

平成 29 年 4 月 1 日 ～ 平成 30

年 3月 31 日 

福井大学と福井市が共同で糖尿病予防

支援を行い、健診者や市民に糖尿病予

防の啓蒙活動を行った。 

[報道] 社会貢献・国際交流活

動情報 

    

1. 安心医療寸劇で紹介 福井 

看護の日大会に 600人毎日新

聞，日刊県民福井 

平成 19 年 5 月 看護の日のイベントにおける看護の紹

介 

2. パネル討論など 12 日に看

護大会 福井で県協会福井新聞 

平成 19 年 5 月 看護の日のイベントにおいて、高校生

を対象とした講演会の講師を務めた。 

3.“元気で医こう”コミュニ

ケーション日刊県民福井 

平成 27 年 3 月 市民向けに、ストレスと健康について

その対処法について解説をした。 

4．平成 29年度「地（知）の

拠点整備事業：福井市におけ

る糖尿病予備群と健診者への

糖尿病教育支援の効果検証と

学生への教育支援」糖尿病予

備軍への講演会と昼食会 

平成 28 年 10 月 福井市保健センターと共同企画して、

約 100 名の市民に対し食事会と講演会

を実施し食事指導を栄養士も招いて実

施した、また、対象者に生活習慣の判

定結果をフィードバックした。 

 

5. 独立行政法人大学改革支

援・学位授与機構国立大学教

育研究評価委員会専門委員 

  

令和２年２月１日～令和３年３

月３１日 

  

令和２年２月１日 発布 

独立行政法人大学改革支援・学位授与

機構長：福田秀樹 

評価事業部 評価企画課法人評価係 

研究業績等に関する事項 

著書，学術論文等の

名称 

単著・ 

共著の

別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌

等 

又は発表学会等の

名称 

概要 

（著書）         

1.対人関係（コミュ

ニケ−ション）の技

術：ナ−スのための

糖尿病療養指導テキ

スト 

共著 平成 13 年 3

月 

南江堂、P.245-254 糖尿病患者への指導として、コミュニ

ケーションの観点から解説をした。 

効果的なコミュニケ−ションには受容、

認知、自己開示、焦点化、明確化、要

約化などがあり、非効果的なコミュニ

ケ−ション技法には、安易な励まし、保

証、審問、感情の軽視などが、あり看

護者はこれらの技法を使い分けること

が看護する上で重要である。この章で

は、糖尿病患者への効果的なコミュニ

ケ−ション技術の方法について述べた。 

担当部分：第 25 章「対人関係（コミュ

ニケ−ション）の技術」執筆 

共著者：小林 正、浦風 雅春、明満 喜

子、笹岡 利安、春田 哲郎、吉田 百合

子、佐藤 啓、大角 誠治、中村 典雄、



山崎 勝也、藤川 真理子、平井 康子、

上野 栄一、高間 静子 

2.セルフケア理論に

もとづく評価と援

助：ナ−スのための

糖尿病療養指導テキ

スト 

共著 平成 13 年 3

月 

南江堂、P.216-224 糖尿病患者への看護で重要なことは患

者のセルフケア能力を高めることであ

る。セルフケアを高めることの前提に

は、自己効力をあげることが必要とな

る。セルフケア理論には、オレムのセ

ルフケア理論がある。この理論は、

「セルフケア理論」、「セルフケア不

足の理論」、「看護システム理論」が

ある。糖尿病患者への評価項目として

は、生活習慣の評価、糖尿病に関する

認知レベルの評価、身体症状の評価、

精神・心理面の評価、ソ−シャルサポ−

トの評価、行動レベル評価、医療従事

者からの説明の評価があげられる。こ

の章では、セルフケアを認知レベルか

ら行動レベルまでを視野に入れて患者

のモチベ−ションのみならず自己効力を

も視野に入れた評価、援助について詳

細に説明した。 

担当部分：第 18 章「セルフケア理論に

もとづく評価と援助」執筆 

[著者名]小林 正、浦風 雅春、明満 喜

子、笹岡 利安、春田 哲郎、吉田 百合

子、佐藤 啓、大角 誠治、中村 典雄、

山崎 勝也、藤川 真理子、平井 康子、

上野 栄一、高間 静子 

3.看護研究ポケット

ガイド 

単著 平成 14 年 3

月 

医学書院 看護職及び学生、研究職を対象にした

コンパクトな看護研究のポケットガイ

ドを作成した。看護研究の取り組み方

を豊富な図表を用いて、研究題材の決

定から統計処理の方法（パラメトリッ

ク検定、ノンパラメトリック検定、相

関検定、ｔ検定、分散分析、カイ二乗

検定、多重比較、因子分析、判別分析

等）、図表の書き方、プレゼンテーシ

ョンの方法について解説し、さらに論

文を仕上げるまでのプロセスにそって

看護研究のプロセスを平易に解説し

た。また、巻末には豊富な統計処理の

実例を示し、さらには看護研究の理解

を助けるようにスクリープロット図、

チャート図、箱ひげ図等の特殊なグラ



フを紹介し解説をした。 

本人担当部分：編集と総括 

4.平成 19 年教科別

看護師国家試験対策

問題集 

共著 平成 18 年 7

月 

メディカ出版 最新国家試験問題をすべての領域から

解答・解説とともに要点をまとめた。

本書では、基礎看護学を担当した。さ

らに過去 6年間の国家試験問題を徹底

分析した予想問題について、新出題基

準に対応した問題集を作成した。 

担当部分：基礎看護学 

[著者名]上野 栄一, 長谷川 智子, 上

原 佳子, 上木礼子, 佐々木 百恵 

5.教育と臨床のギャ

ップー知識,技術,態

度の課題① 

共著 平成 19 年 3

月 

看護の科学社 学校教育と臨床でのギャップがなぜ、

起こるかについて学校教育のカリキュ

ラムと臨床での学びの観点から解説を

するとともに、その課題を明確に解説

した。 

[著者名] 

上野 栄一, 松村 愛都 

6.教育と臨床のギャ

ップー知識,技術,態

度の課題② 

共著 平成 19 年 4

月 

看護実践の科学 

32(4),92-96 

学校教育と臨床でのギャップに対する

対応について、知識・技術、態度の観

点からその具体的な対応方法について

解説した。 

[著者名] 

上野  栄一, 松村 愛都 

7.平成 20 年教科別

看護師国家試験対策

問題集 

共著 平成 20 年 8

月 

メディカ出版 最新国家試験問題をすべての領域から

解答・解説とともに要点をまとめた。

本書では、基礎看護学を担当した。さ

らに過去 6年間の国家試験問題を徹底

分析した予想問題について、新出題基

準に対応した問を作成した。 

[著者名]上原 佳子, 上野 栄一, 長谷

川 智子, 上木 礼子, 佐々木 百恵 

執筆、編集 

基礎看護学 



8.平成 21 年教科別

看護師国家試験対策

問題集 

共著 平成 20 年

12 月 

メディカ出版 最新国家試験問題をすべての領域から

解答・解説とともに要点をまとめた。

本書では、基礎看護学を担当した。さ

らに過去 6年間の国家試験問題を徹底

分析した予想問題について、新出題基

準に対応した問題集を作成した。 

[著者名]上原 佳子, 上野 栄一, 長谷

川 智子, 上木 礼子, 佐々木 百恵 

執筆、編集 

基礎看護学 

9.エビデンスに基づ

く精神科看護ケア関

連図 

共著 平成 20 年

12 月 

中央法規 精神看護における代表的な症状につい

て、解説した。特に臨床や実習で遭遇

する疾患・症状について、その誘因・

原因から病態生理学的変化、看護ケア

までを図式化した便利な関連図ガイド

を作成し、看護過程の展開にも有用な

書籍とした。観察のポイントや看護ケ

アの介入時期を詳細に記載し、臨地実

習にも、役立つ内容とした。 

[著者名]浅沼瞳, 石川 幸代, 石川 康

博, 一ノ山 隆司, 伊藤 桂子, 猪股 健

一, 上野 栄一, 宇都宮 智, 大迫 哲

也, 大迫 充江, 北野 進, 小西 奈美, 

下里 誠二, 高岡 裕美, 高橋 寛光, 高

間 さとみ, 瀧口 宗宏, 田中 留伊, 土

谷 朋子, 福山 なおみ, 藤森 里美, 

 舟崎 紀代子, 松本 賢哉, 明神 一浩, 

村上 満, 森 千鶴, 山田 洋 

（担当）自己実現 

10.新 2010 年教科別

看護師国家試験対策

問題集 

共著 平成 28 年 7

月 

MC メディカ出版 最新国家試験問題をすべての領域から

解答・解説とともに要点をまとめた。

本書では、基礎看護学を担当した。さ

らに過去 6年間の国家試験問題を徹底

分析した予想問題について、新出題基

準に対応した問題集を作成した。（共

著者）上原 佳子, 上野 栄一, 長谷川 

智子, 佐々木 百恵, 吉田 華奈恵（担

当部分）基礎看護学分野 

11．看護管理用語集 

第 3 版 

共著 平成 28 年 7

月 

日本看護管理学会

学術活動推進委員

会 

 

看護管理用語集について、看護管理で

使われるキーワードを中心にまとめた

もので、研究や実践に活用できるコン

パクトな書籍とした。 

（著者）共著 

草刈淳子、石垣恭子、中村惠子、上野

栄一、叶谷由佳、中村綾子、ほか 

 



12. 臨床看護の場 

Ⅲ 患者にとっての

在宅 

共著 令和 1年 2

月 

 

 臨床看護学総論（第 3版）  宮脇美

保子 編 

出版社 メヂカルフレンド社 

 

（学術論文）         

1.看護婦の職務満足

度への影響因子の追

求 

共著 平成 6年 9

月 

第 3 回日中看護学

術会議論文集

Vol3, P.110– 

P.117 

公立病院に勤務する看護婦 91名、婦長

29 名を対象に、職務満足度調査用紙日

本版 （尾崎）, STAI, Pines Burnout 

Scale, Rosenberg の Self-Esteem 

Scale、Zung の Self-Rating 

Depression Scale を用い、職務満足度

と個人の特性、身体・精神的ストレス, 

人間関係, 就労姿勢, 専門的自律度と

の関係、快眠度を調べた結果, これら

のすべての独立変数と有意な高い相関

を示した。また, 看護婦の職務満足度

はこれらの諸因子によって影響を受け

ることがわかった。 

担当部分：データ入力・解析 

共著者：高間 静子, 上野 栄一, 尾崎 

フサ子 

2.看護婦の職務満足

度とストレスとの関

係 

共著 平成 6年 12

月 

富山医科薬科大学

医学部看護学科紀

要第 1号 : P. 11- 

P.17  

T 県に勤務する看護婦を対象に、職務

満足度スケール、バーンアウトの尺度

を用いて、看護婦の職務満足度と身体

的・精神的ストレス, バ−ンアウト, 快

眠度, ストレスフルな生活, 仕事中毒

等との関係を調べると, ストレス, バ−

ンアウトの高いものは満足度が低く, 

快眠度の高いものは満足度が高かっ

た。ストレスフルな生活をしている者, 

仕事中毒の看護婦は「地位に対する満

足度」が低かった。以上のことから、

看護婦のストレスは職務満足度に有意

に影響することがわかった。 

担当部分：データ解析 

共著者：高間 静子, 上野 栄一, 福田 

正治, 湯川 倫代, 塚原 節子, 山田 里

江, 林 美紀 



3.看護婦の職務満足

度と対人関係との関

係 

共著 平成 6年 12

月 

富山医科薬科大学

医学部看護学科紀

要第 1号 : 19 –27 

看護婦 120 名を対象に、看護婦の職務

満足度と職場および過程における人間

関係の善し悪し, 対人関係能力との関

係を調べた。その結果、職場や家庭で

の人間関係の円満な群はそうでない群

よりも「地位」に対する満足度が高か

った。また, 対人関係能力の高い群は

低い群に比べ満足度が有意に高い値を

示し, 人間関係の善し悪しおよび対人

関係能力は職務満足度に影響すること

がわかった。さらに、給料に対する満

足度は、対人関係能力、職場の人間関

係、家族関係のいずれの群にも影響受

けなかったことから、職務満足度に

は、人間関係が重要であることが示唆

された。 

担当部分：論文全般 

共著者：上野 栄一, 高間 静子, 福田 

正治, 尾崎 フサ子, 塚原 節子 

4.看護婦の就労姿勢

の職務満足度への影

響 

共著 平成 7年 12

月 

富山医科薬科大学

医学部看護学科紀

要 2 :15-22 

看護婦の職務満足度と就業理由, 企業

帰属意識, 勤労意欲, 集団主義傾向等

との関係をみると, 生計を理由にして

いる群よりも生きがいを理由にしてい

る看護婦の方が満足度が高かった。看

護婦の企業帰属意識, 勤労意欲, 集団

主義等と職務満足度とは高い相関関係

を示した。 

担当部分：データ解析、抄録作成 

共著者：高間静子, 田中いずみ, 川西

千恵美, 上野栄一, 塚原節子 

5.看護婦のストレス

対処行動と職務満足

度との関係 

共著 平成 7年 12

月 

富山医科薬科大学

医学部看護学科紀

要 2 :P.7- P. 13 

看護婦の職務満足度とストレス対処行

動との関係について調べた。効果的対

処行動群は「給与」「看護管理」等に

対する満足度が高く, 婦長群ではみら

れなかったが看護婦群ではみられた。

看護婦経験年数から対処行動との関係

をみると経験年数 5年以上の群では

「給与」に対する満足度は対処行動の

よい群のほうが有意に高い値を示し

た。 

担当部分：論文全般 

共著者：上野 栄一, 福田 正治, 高間 

静子, 得地 晃二, 藤永 重美 



6.看護婦の行動パタ

−ン別にみたバ−ンア

ウトと職務満足度と

の関係 

共著 平成 7年 12

月 

富山医科薬科大学

医学部看護学科紀

要 2 : P. 23- 

P.30 

看護婦の行動パタ−ン別（タイプＡとタ

イプＢ）に, バ−ンアウトと職務満足度

との関係を調べた。Pines バ−ンアウト

の徴候ではタイプＡの看護婦群はタイ

プＢ群よりも高い満足度を示した。タ

イプＡ群では Staff Burnout と「医師−

看護婦関係」「看護婦間の相互作用」

等の人間関係に対する満足度との間に

負の相関を示し, タイプＢ群では「自

律度」「看護婦間の相互作用」等との

間に正の相関を示した。さらに, 

Maslach Burnout Scale の下位概念の

「自己成就」「地位」に対する満速度

との間に, タイプＡでは正の, タイプ

Ｂ群では負の相関を示した。 

担当部分：論文全般 

共著者：上野 栄一, 高間 静子, 塚原 

節子, 福田 正治 

7.看護婦の自己実現

傾向, 達成動機, 独

自性欲求等の職務満

足度への影響 

共著 平成 7年 12

月 

富山医科薬科大学

医学部看護学科紀

要 2 : 31-37 

看護婦の自己実現傾向, 達成動機, 独

自性欲求等の職務満足度への影響につ

いて調べた。その結果, 看護婦の自己

実現傾向と「地位」や「看護婦間の相

互関係」等に対する満足度とは有意な

相関を示した。また, 看護婦の独自性

欲求と「給与」「看護管理」「自律

度」「看護婦間の相互作用」に対する

満足度とは有意な負の相関を示した。

さらに達成動機を自己充実的達成動機

と競争的達成動機とに分けて職務満足

度との関係をみると,「地位」「看護婦

間の相互作用」等に対する満足度と自

己充実的達成動機との間には高い正の

相関があり, 競争的達成動機との間に

は負の相関があった。 

担当部分：データ解析 

共著者：高間 静子, 塚原 節子, 福田 

正治, 湯川 倫代, 上野 栄一 

8.看護婦の専門的自

律に関する研究 そ

の 1−就労姿勢の専門

的自律度への影響− 

共著 平成 8年 5

月 

富山医科薬科大学

医学会誌 9(1), 

55-60 

富山県下の看護婦 161 名を対象に就労

姿勢の専門的自律への影響について調

べた結果, 生きがいを理由にしている

看護婦は, 生計を理由にしている群よ

りも専門的自律度（ＰＮＱ）が高かっ

た。また, モチベ−タ−モラ−ルについて

の勤労意欲の高い看護婦は専門的自律

度が高かった。職階別にみると, 企業

帰属意識の下位概念の「組織の目標・

規範・価値観」の高い婦長は専門的自

律度が高かった。担当部分：データ解

析共著者：高間 静子, 川西 千恵美, 

塚原 節子, 福田 正治, 上野 栄一 



9.看護婦の専門的自

律に関する研究 そ

の 2−達成動機の専門

的自律度への影響− 

共著 平成 8年 5

月 

富山医科薬科大学

医学会誌 9(1), 

61-65 

富山県に在住する看護婦を対象に、看

護婦の達成動機が専門的自律度に影響

しているかについて調査した。看護婦

の専門的自律度（ＰＮＱ）の高い看護

婦は自己充実的達成動機が高い。職階

別にみると, 患者の権利に関する専門

的自律度（ＰＮＱ2）の高い婦長は自己

充実的および競争的達成動機のいずれ

もが高かった。婚姻別にみると, 自己

充実的達成動機の高い未婚群はＰＮＱ

2, 3 およびＰＮＱ合計が高い。また, 

自己充実的達成動機の高い既婚群はＰ

ＮＱ2が高かった。 

担当部分：調査票集計、データ解析 

共著者：塚原節子, 高間静子, 川西千

恵美, 上野栄一 

10.看護婦の勤労意

欲に関する研究 −

就労姿勢の勤労意欲

への影響, 

共著 平成 8年 6

月 

富山医科薬科大学

看護学科紀要 3, 

1-7 

富山県に在住する看護婦を対象に、看

護婦の勤労意欲への就業理由, 企業帰

属意識, 達成動機, 集団主義等の就業

姿勢の影響について調べた。仕事を生

きがいにしている者は生計を理由にし

ている者よりも勤労意欲が高く, また, 

企業帰属意識の下位概念の「目標・規

範・価値観」と勤労意欲のモチベ−タ−

モラ−ル以外のすべての項目に対する勤

労意欲も高かった。しかし, モチベ−タ

モラ−ルの高い看護婦は自己充実的達成

動機が高かった。さらに, 集団主義傾

向の強い看護婦はコミュニケ−ションに

関する勤労意欲が高かった。 

担当部分：調査票集計、データ解析 

共著者：湯川 倫代, 高間 静子, 塚原 

節子, 上野 栄一, 福田 正治, 田中 三

千雄 

11.看護婦の勤労意

欲に関する研究 そ

の 2−ストレスの勤労

意欲への影響− 

共著 平成 8年 6

月 

富山医科薬科大学

看護学科紀要 3, 

9-13 

富山県に在住する看護婦を対象に、ス

トレスの勤労意欲に与える影響につい

て調べた。その結果、ストレスの少な

い看護婦は慢性的ストレスのある看護

婦よりもチ−ムワ−ク, メンタルハイジ−

ン等についての勤労意欲が高かった。

また, 経験年数 5年以上の看護婦にお

いて, 効果的対処行動のできる群は非

効果的対処行動群よりもハイジ−ンモラ

−ルについての勤労意欲が高かった。 

担当部分：調査票集計、データ解析 

共著者：上野 栄一, 塚原 節子, 福田 

正治, 落合 宏, 高間 静子 



12.看護婦の勤労意

欲に関する研究 そ

の 2−仕事中毒の勤労

意欲への影響− 

共著 平成 8年 6

月 

富山医科薬科大学

看護学科紀要 3, 

15-19 

仕事中毒傾向の高い婦長は低い婦長よ

りもチ−ムワ−クに関する勤労意欲が高

かった。また, 経験年数 5年以上の仕

事中毒傾向の高い看護婦は, 仕事中毒

傾向の低い群に比べ, モチベ−タ−モラ−

ル, チ−ムワ−ク, 会合評価等の勤労意

欲が高かった。これらの結果は未婚者

には見られなかったが, 仕事中毒傾向

の強い既婚者にも見られた。 

担当部分：調査票集計、データ解析 

共著者：塚原 節子, 上野 栄一, 福田 

正治, 落合 宏, 高間 静子 

13.看護婦の価値観

の職務満足度への影

響 

共著 平成 8年 6

月 

富山医科薬科大学

看護学科紀要 3, 

21-27 

看護婦 171 名に価値観の職務満足度へ

の影響を調べた結果, 博愛的, 道徳的, 

多彩的人生観の傾向の強い看護婦は,

「看護業務」についての満足度が低か

った。努力的人生観の傾向の強い看護

婦は「自律度」についての満足度が高

かった。以上のことから、看護婦の価

値観が職務満足度に影響していること

が示唆された。 

担当部分：調査票集計、データ解析 

共著者：高間 静子, 塚原 節子,  

上野 栄一, 福田 正治, 田中 三千雄 

14.セミクリ−ンル−

ム入室患者と多床室

入室患者のうつ状態

とストレスとの関係 

共著 平成 8年 10

月 

臨床看護 22(11 月, 

1681-1688 

Ｔ附属病院における内科病棟の患者を

対象にセミクリ−ンル−ム入室患者と多

床室入室患者の精神状態について, 及

びうつ状態とストレスとの関係につい

て調べた。その結果、ストレス得点が

高くなると、うつ状態が有意に増え、

また、セミクリ−ンル−ムの患者は多床

室患者に比べて多くのストレスをかか

えていることが明らかとなった。ま

た、援助として、代理行為や訪室等の

重要性があげられた。 

担当部分：データ解析、論文全般 

共著者：上野 栄一, 森本 久美子, 島

田 葉子, 境 美代子 

15.看護婦の充実感

の勤労意欲への影響 

共著 平成 9年 3

月 

富山医科薬科大学

医学会誌 10(1), 

64-68 

富山県内の国立病院に勤務する看護婦

122 名を対象に質問紙留置法で，勤労

意欲測定尺度，充実感尺度を用いて看

護婦の充実感の勤労意欲への影響を検

討した。その結果，（1）看護婦群では

充実感尺度の下位概念である第 4因子

（信頼−時間的展望因子）と勤労意欲の

下位概念のモチベータ−モラールと業績

規範との間に正の有意な相関を示し

た。（2）第一因子（充実感気分因子）

とハイジーンモラールでは正の有意な

相関があった。（3）第 2因子（自立、

自信因子）とモチベータ−モラールとの

間には正の有意な相関があった。（4）

第 3 因子（連帯因子）とハイジーンモ

ラール因子との間には負の有意な相関



があった。 以上のことから，充実感の

高い看護婦は勤労意欲が高いことが判

明した。 

担当部分：調査票集計、データ解析 

共著者：川西 千恵美，竹川 由希子，

上野 栄一，高間 静子 

16.看護婦の創造的

構えの勤労意欲への

影響 

共著 平成 9年 3

月 

富山医科薬科大学

医学会誌 10(1), 

69-74 

富山県内の公立病院に働く看護婦 122

名を対象に創造的構えと勤労意欲との

関係について調べた。調査測定は創造

的構えテストと勤労意欲測定のための

尺度を用いた。その結果, 婦長群にお

いて，創造的構えの下位概念の「持久

力」と勤労意欲の下位概念の「ハイジ−

ンモラ−ル」とのあいだには負の有意な

相関があった。また, 経験年数 3年未

満の看護婦群において, 創造的構えの

持久力と勤労意欲の「メンタルハイジ−

ン」とのあいだには正の有意な相関が

あった。一方, 婚姻別にみると, 未婚

群において, 創造的構えの下位概念の

「細心さ」と勤労意欲の下位概念の

「チ−ムワ−ク」とのあいだには負の有

意な相関があった。以上のことから, 

看護婦の創造的構えと勤労意欲は相関

することが示唆された。担当部分：調

査票集計、データ解析共著者：上野 栄

一, 安藤 素子, 塚原 節子, 高間 静子 



17.看護婦の社会的

スキルの勤労意欲へ

の影響 

共著 平成 9年 3

月 

富山医科薬科大学

医学会誌 10(1), 

59-63 

富山県内の 6つの国・公立病院に勤務

する看護職を 132 名を対象に, 和田ら

の社会的スキル尺度を用い, 看護婦の

社会的スキルの勤労意欲への影響を検

討した。その結果, 以下のことが明ら

かになった。社会的スキルの下位概念

の関係維持は勤労意欲の下位概念の業

績規範と正の相関を示した。また, 社

会的スキルの自己主張は勤労意欲の会

合評価, コミュニケーション, メンタ

ルハイジーン等と正の相関を示した。

婦長群においては勤労意欲のチームワ

ークと社会的スキルの自己主張とは負

の相関を示した。また, 自己主張は看

護婦経験 3年未満群において勤労意欲

のモチベーターモラール, メンタルハ

イジーンと正の相関を示した。さらに

未婚群では勤労意欲のモチベーターモ

ラール, チームワーク，業績規範等と

正の相関を示した。以上のことから, 

看護婦の社会的スキルは勤労意欲に影

響し, 職階, 経験年数, 婚姻の違いに

より勤労意欲への影響が異なることが

示唆された。 

担当部分：調査票集計、データ解析 

共著者：高間 静子, 大久保 友香子, 

上野 栄一, 川西 千恵美 

18.病室環境におけ

るディストレス度測

定尺度作成の開発 

共著 平成 10 年 3

月 

富山医科薬科大学

医学会誌 11(1), 

65-68 

病室環境におけるディストレス度を測

定するための尺度を作成した。作成す

るにあたって、患者への面接調査、文

献等によりディストレスとなる項目を

あげ、26項目の原案を作った。これを

もとに因子分析を行ったところ 3因子

13 項目が抽出された。妥当性の検討に

は不安度、快眠度テストを用いた。い

ずれも、ディストレス尺度と有意な相

関が認められ、妥当性は支持された。

また、信頼性の検討には Chronbach の

α係数を用いた。その結果、0.8 以上

の値を示し、この尺度の信頼性が証明

された。以上のことからこの尺度は、

妥当性、信頼性ともに支持されたもの

であった。  

担当部分：論文全般、データ解析 

共著者：上野 栄一、高間 静子 



19.看護婦の専門的

自律度のリ−ダ−シッ

プへの影響 

共著 平成 10 年 3

月 

富山医科薬科大学

看護学会誌

1(1),23-27 

富山県内の公立病院に勤務する婦長、

副婦長 108 名を対象にリ−ダ−シップ行

動評定尺度,Pankratz Nursing 

Questionnaire(PNQ)の日本版を用い, 

PNQ が看護婦のリ−ダ−シップに及ぼす

影響を検討した。  

その結果, 副婦長の PNQ2,3 とリ−ダ−シ

ップＭ機能との間に有意な相関を示し

た。婚姻別にみると,既婚群の PNQ3 と

Ｍ機能との間に,高い相関を示した。ま

た,未婚群でも PNQ1 とＭ行動との間に

も高い相を示した。年齢別において

も,41-50 歳郡において PNQ2 と P 機能

との間に正の相関を示した。以上のこ

とから,看護婦の専門的自律度はリ−ダ−

シップ行動に影響していることが示唆

された。 

担当部分：統計処理 

共著者：塚原 節子, 上野 栄一, 高島 

佐知子, 高間 静子 

20.看護婦の社会的

スキルのリ−ダ−シッ

プ行動への影響 

共著 平成 10 年 3

月 

富山医科薬科大学

看護学会誌

1(1),29-33 

富山県内に就労する看護職の社会的ス

キルのリ−ダ−シップ行動への影響につ

いて調べた。調査対象は無作為抽出に

より調査をし,有効回答の得られた婦

長,副婦長 108 名とした。測定用具には

三隅らのリ−ダ−シップ行動評定尺度, 

社会的スキルの測定には和田の社会的

スキル尺度を用いた。その結果,婦長の

関係維持スキル度とリ−ダ−シップのＭ

機能とは高い正の相関を示した。年齢

群においては 35 歳以下の群にのみ社会

的スキルの関係開始のスキル度とリ−ダ

−シップのＰ機能とのあいだに正の相関

を示した。以上のことから看護職の社

会的スキルはリ−ダ−シップの集団維持

機能に影響を与えていることが示唆さ

れた。担当部分：統計処理 

共著者：高間 静子, 塚原 節子,  

上野 栄一 

21.Involvement of 

Heat Shock Protein 

90 in the 

Degradation of 

Mutant Insulin 

Receptors by the 

Proteasome 

共著 平成 10 年 5

月 

The Journal of 

Biological 

Chemistry 

Vol.273(18), 

11183-11198． 

タイプ A のインスリン抵抗性症候群

は、細胞表面のインスリンレセプタ−が

減少することによって起こることが先

の研究で明らかとなっているが、今回

の研究では HSP90 の役割について調べ

た。デルタ Ex13-IR に Asp1179 あるい

は Leu1193 を付加した結果、急激なデ

グラデ−ションの起こることがわかっ

た。また Asp1179 あるいは Leu1193 の

変異体のレセプタ−が Hsp90 と結合する

ことを発見した。これらのことから

Hsp90 が cytosol 内の細胞内小網から

のミュ−タント-インスリンレセプタ−に

関与していることが明らかとなった。 

担当部分：解析 



共著者：Takeshi Imamura, Tetsuro 

Haruta, Yasumitu Takata, Isao 

Usui,Minoru Iwata, Hajime Ishihara, 

Manabu Ishiki,  

Eiichi Ueno, Toshiyasu Sasaoka, 

Masashi Kobayashi 

22.Relative 

involvement of Shc 

tyrosine 239/240 

and tyrosine 317 

on insulin induced 

mitogenic 

signaling in rat1 

fibroblasts 

expressing insulin 

receptors 

共著 平成 10 年

11 月 

Biochemical and 

Biological 

Research 

Communications 

252,139-144 

Shc は Grb2 の結合部位として、Tyr-

239/240,Tyr-317 でチロシンリン酸化

されるが、本研究では、インスリンで

誘導された細胞分裂における Shc-

239/240 と Tyr-317 の関連するかかわ

りについて明らかにするために、Rat1

の Y317F (1F) shc, 

Y239/240F(2F)shc,  Y239/240 

/317F(3F)-shc のベクタ−を作成し実験

した。その結果、Rat1 線維芽細胞にお

いて、Shc Tyr-317 が MAP kinase の活

性化と細胞分裂に導かれる Grb2 と結合

する Tyr-239/240 よりも、インスリン

で誘導されたチロシンリン酸化部位が

多いことが明らかとなった。担当部

分：解析共著者：Hajime Ishihara, 

Toshiyasu Sasaoka,Tsutomu Wada, 

Manabu Ishiki, Tetsuro Haruta, Isao 

Usui, Minoru Iwata, Atsuko Takano, 

Tatsuhito Uno, Eiichi Ueno, And 

Masashi Kobayashi 

23.看護婦の自己開

示度,孤独度の職務

満足度へ影響 

共著 平成 11 年 3

月 

富山医科薬科大学

看護学会誌第 2

号、117-126 

富山県内に就労する看護婦 146 名を対

象に，看護婦の職務満足度と自己開示

度および孤独度との関係について調べ

た．測定用具は尾崎の職務満足度スケ

ール，小口のオ−プナ−スケ−ル，工藤ら

の孤独感尺度を用いた．その結果，婦

長群の「なごませ」因子の得点は看護

婦群よりも高かった．また，職務満足

度の「給与」「地位」「看護管理」の

因子においては，婦長群が看護婦群よ

りも有意に得点が高かった．自己開示

度と職務満足度との関係を職階別にみ

ると，看護婦群において，「なごま

せ」因子と「看護婦間の相互作用」と

の間に有意な正の相関があった．経験

年数別では，3年未満の群で自己開示

度合計と「地位」との間に有意な正の

相関があった． 

学歴別では，専修学校群において，

「なごませ」因子と「地位」との間に

有意な正の相関があった．婚姻別で

は，未婚群の自己開示度合計と「地

位」との間に正の有意な相関があっ

た．一方，婚姻別に看護婦の職務満足

度と孤独度との関係をみると，既婚群



の孤独度と「地位」との間に有意な負

の相関があった．以上の結果から，看

護婦の職務満足度は自己開示度，孤独

度に影響することが示唆された． 

担当部分：論文全般 

共著者：上野栄一，生地洋子，塚原節

子，高島佐知子，高間静子 

24.看護職のタイプ

Ａ行動のリーダーシ

ップ行動への影響 

共著 平成 11 年 3

月 

富山医科薬科大学

看護学会誌第 2

号、127-132 

本研究ではタイプＡ行動の看護職のリ−

ダ−シップ（Ｐ機能，Ｍ機能）への影響

について調べた．調査対象は富山県内

に就労する看護婦 108 名とした．対象

の属性は平均年齢 43.42 才，経験年数

22.44 年，婦長 32名，副婦長 76 名，

既婚 94 名，未婚 14名，専修学校卒

100 名，短大卒 8 名であった．測定用

具は，ＫＧ式日常生活質問紙とリ−ダ−

シップ行動評定尺度（自己評定質問

紙）を用いた．その結果，タイプＡＢ

行動とリ−ダ−シップ類型とは有意に関

係があった．タイプＡ総得点とＰ得点

との間には 1％有意水準 r=0.375 の正

の相関があった．さらに，タイプＡの

下位概念の精力的活動・時間切迫感と

P得点との間には 5％有意水準で

r=0.375 の正の相関があった．看護婦

全体のＰ，M得点とタイプＡとの関係

について重回帰分析の結果，Ｐ機能に

は精力的活動，時間切迫感が影響因子

となっていることが明らかとなった．

また，婚姻別，学歴別に，タイプＡ行

動がＰＭ機能に異なる影響を与えてい

ることが示された．  

担当部分：論文全般 

共著者：上野 栄一，塚原 節子，高島 

佐知子，高間 静子 



25.インスリンシグ

ナル伝達における

SHIP2 の役割 

共著 平成 11 年

10 月 

分子糖尿病学 

VOL.10、169-173 

SHIP2 は Shc と結合する蛋白として同

定された。SHIP の構造は N端に SH2 ド

メインが，小央に酵素活性をもつドメ

インが，また C端にはプロリン・リッ

チな領域が存在し，PTB 結合モチーフ

が 2 カ所存在した。本研究ではラット

骨格筋細胞より SHIP の isozyme である

SHIP 2 をクローニングし，その構造と

インスリンシグナル伝達における機能

を解析した。ラツト SHIP 2 のクローニ

ングは、ラット骨格筋由来の CDNA ライ

ブラリーを用いて degenerate PCR を行

い，すでに発表となったヒト SHIP 2 と

極めて相同性の高い CDNA 断片を得た。 

この CDNA 断片をもとに RACE を行い

CDNA 全長を得た。得られた CDNA はヒ

ト SHIP 2 と 92%の相同性が認められた

ことより 6L ラット SHIP 2 と確認され

た。SHIP 2 はその 5-phosphatase 活性

により PIP3 を代謝する機能を有してお

り，P13 キナーゼを介するインスリン

の代謝作用を負に制御することが示唆

される。さらに，SHIP 2 は Grb2 と競

合的に Shc に結合することにより，MAP

キナーゼ活性化に至るインスリンの増

殖作用をも負に調節することが示唆さ

れた。これらの結果からインスリンの

標的細胞では SHIP 2 が，本研究で明ら

かとなったごとく，SHIP と同様に機能

することが示唆された。 

担当部分：実験、統計処理 

共著者：石原 元、笹岡 利安、和田 

努、堀 宏之、平井 洋生、春田 哲郎、

薄井 勲、岩田 実、宇野 立人、高野 

敦子、上野 栄一、小林 正 

26. Retinoblastoma 

Protein 

Phosphorylation 

via PI 3-Kinase 

and mTOR Pathway 

Regulates 

Adipocyte 

Differentiation 

共著 平成 12 年 8

月 

Biochemical and 

Biophysical 

Research 

Communications, 

Vol. 275, No. 1, 

pp.115-120 

(doi:10.1006/bbrc

.平成 12 年.3201) 

本研究では、3Ｔ3-Ｌ1細胞におけるイ

ンスリンで誘導された脂肪細胞の分化

（clonal expansion）について研究し

た。インスリンで誘導された clonal 

expansion、Ｒｂのリン酸化と脂肪細胞

の分化は、PI 3-kinase inhibitors と

rapamycin によってすべて抑制された

が、  MEK  inhibitor では抑制されな

かった。一方で、MEK inhibitor は, 

c-fos の誘導を減少させた。これらの

ことからインスリンは、PI  3-kinase

を介すＲｂの高リン酸化を誘導して、 

mTOR に依存するパスウエイを誘導する

ものと考えられた。このことが、3T3-

L1 細胞の clonal expansion と脂肪細

胞の分化を促進させていると考えられ

た。 

担当部分：解析 

共著者：Isao Usui, Tetsuro Haruta, 



Minoru Iwata, Atsuko Takano, 

Tatsuhito Uno, Junko Kawahara, 

Eiichi Ueno, Toshiyasu Sasaoka, 

Masashi Kobayashi  

27.最近の精神医療

の動向について-過

去 13年間の文献探

索から- 

共著 平成 12 年

11 月 

旭川医科大学フォ−

ラム第 1 巻（創刊

号）, 69-77. 

過去 13 年間の文献を内容分析法によ

り、語彙にまでタイトルを分析し、さ

らに名詞句を抽出し最近の精神医療の

動向について内容分析を用いて分析し

た。その結果、「法」、「精神衛生

法」、「精神保健法」の語句が上位に

抽出された。これは、1987 年に「精神

衛生法」から精神保健法に改正された

ことに関連していることが考えられ

る。また、「リエゾン精神医療」「地

域医療」「報道機関」「阪神淡路大震

災」といった社会情勢を示す語句もみ

られた。これらのことから、精神医療

が社会福祉と連携をとりながら綿密な

再検討がなされていることが明らかと

なった。担当部分：研究企画、データ

処理 

共著者：山内学、上野 栄一 

28.精神看護学実習

におけるプロセスレ

コードの分析 

共著 平成 13 年 3

月 

奈良県立医科大学

医学部看護学科紀

要(1349-3884)2 巻 

P.34-39 

看護系短期大学生の精神看護学実習を

履修した学生のうち、患者との関わり

の場面を記述したプロセスレコードが

3場面以上記述されていた 10名分の内

容を、ヘイズとラーソンの治療的技法

(25 種類)と非治療的技法(19 種類)を用

いて比較分析した。実習期間は 2週間

で、精神科病棟において受け持ち患者

を 1 名受け持ち、治療的関係の形成を

第 1 の目的として、その関係性の上に

対象への必要な援助を経験できるよう

進められた。分析の結果、221 件中、

治療的技法の使用は 204 件(92.3%)、非

治療的技法の使用は 17件(7.7%)であっ

た。関係の形成に効果的な技法を多く

用いており、非効果的な技法の使用は

少数であったということが明らかにな

った。上平 悦子(奈良県立医科大学 医

学部看護学科), 上野 栄一 



29.Pioglitazone 

Ameliorates Tumor 

Necrosis Factor-α

-Induced Insuoin 

Receptor by a 

Mechanism 

Independent of 

Adipogenic 

Activity of 

Peroxisome 

Proliferator-

Activated 

Receptor-γ 

共著 平成 13 年 5

月 

Diabetes 50: 

1083-1092 

.TNF-αは、肥満に関連するインスリン

抵抗性の mediator の一つである。本研

究では、TZDs のインスリン感受性の示

唆を得るためにピオグリタゾンの効果

について実験した。その結果、

(1)pioglitazone は TNF-α処置の 3T3-

L1 脂肪細胞内の 2DOG uptake を改善

し、IR/IRS-1 のタンパク量を改善した

り、PI3-kinase の活動を改善させた。

さらには IRS-1 と p85 の結合を改善さ

せた。(2)h PPAR-γ2 の過剰発現はタ

ンパク量を改善させるだけではなく、

IR/IRS-1 のチロシンリン酸化や TNF-α

で処置した 3T3-L1 脂肪細胞の 2DOG 

uptake を改善させた。これらの結果か

ら、インスリンで刺激された IR/IRS-1

のチロシンリン酸化を回復させる

pioglitazone の能力は、IR/IRS-1 のタ

ンパク量を調節する PPAR-γの

adipogenic の活動には独立したもので

あるかもしれないことを示唆するもの

である。 

担当部分：解析 

共著者：Minoru Iwata, Tetsuro 

Haruta, Isao Usui, Yasumitsu 

Takata, Atsuko Takano, Tatsuhito 

Uno, Junko Kawahara, Eiichi Ueno, 

Toshiyasu Sasaoka, Osamu Ishibashi, 

and Malachi Kobayashi 

30.Potential Role 

of Gab1 and 

Phospholipase C-γ 

in Osmotic Shok-

Induced Glucose 

Uptake in 3T3-L1 

Adipocytes. 

共著 平成 13 年 7

月 

Hormone and 

Metabolic 

Research 

インスリンによるブドウ糖取り込みに

おいては、インスリン受容体、インス

リン受容体基質のチロシンリン酸化、

続いて生じる PI3-kinase の活性化が重

要であることが知られている。これま

での高浸透圧刺激による研究では、ブ

ドウ糖取り込みが PI3-kinase を介さな

い経路によって引き起こされることが

示唆されている。本研究では，高浸透

圧刺激によるブドウ糖取り込みにおけ

るチロシンリン酸化タンパクの意義を

検討した。結果、（1）高浸透圧刺激に

より 120-130kDa 付近のタンパクのチロ

シンリン酸化を認めた。（2）抗 Gab1

抗体の免疫沈降、PY blot では、高浸

透圧刺激により Gab1 のチロシンリン酸

化が増強した。（3）抗 PLC-γ抗体の

免疫沈降、PY blot では、高浸透圧刺

激により Gab1 のチロシンリン酸化が増

強した。（4）抗 Gab1 抗体の免疫沈

降、PY blot では、高浸透圧刺激によ

り Gab1 のチロシンリン酸化が増強し

た。（5）抗 PLC-γ抗体の免疫沈降、

PY blot では、高浸透圧刺激により

PLC-γのチロシンリン酸化が増強し



た。（6）抗 Gab1 抗体の免疫沈降で

は、高浸透圧刺激により PLC-γが結合

した。（7）抗 PLC-γ抗体の免疫沈降

では、高浸透圧刺激により Gab1 が結合

した。（8）高浸透圧刺激による 2DOG 

uptake は Genistein、U73122、GF によ

り抑制された。本研究により，Gabl，

PLCγのチロシンリン酸化および PLCγ

の活性化が高浸透圧刺激による

glucose uptake が関与している可能性

が示唆された。 

担当部分：実験全般、論文作成 

共著者：Eiichi Ueno, Tetsuro 

Haruta, Tatsuhito Uno, Isao Usui, 

Minoru Iwata,Atsuko Takano, Junko 

Kawahara, Toshiyasu Sasaoka, Osamu 

Ishibashi and Masashi Kobaysshi 

31. Growth Hormone 

Induces Cellular 

Insulin Resistance 

by Uncoupling 

Phosphatidylinosit

ol 3-kinase and 

Its Downstream 

Signals in 3T3-L1 

Adipocytes 

共著 平成 13 年

10 月 

DIABETES 50, 

1891-1900 

成長ホルモン（ＧＨ）は、生体内でイ

ンスリン抵抗性を引き起こすことが知

られているが、分子レベルでの解明は

ほとんどなされていない。本研究では

長時間ＧＨで処理した分化した 3Ｔ3-

Ｌ1 細胞はインスリンで刺激した 2ＤＯ

Ｇ の取り込みとＡｋｔの活性化を減

じること、長時間のＧＨでの処置は 3

Ｔ3－Ｌ1細胞の 2－ＤＯＧ取り込には

影響を与えないこと等の結果を得た。 

これらのことから、3Ｔ3－Ｌ1細胞に

おいて、長時間ＧＨ処置によって引き

起こされた細胞内のインスリン抵抗性

はＰＩ3―kinase の活性化とその下流

のシグナルとの間の非連結によって引

き起こされることが示唆された。 

担当部分：解析 

共著者：Minoru Iwata, Tetsuro 

Haruta, Isao Usui, Yasumitsu 

Takata, Atsuko Takano, Tatsuhito 

Uno, Junko Kawahara, Eiichi Ueno, 

Toshiyasu Sasaoka, Osamu Ishibashi, 

and Malachi Kobayashi 



32. Mechanism on 

Acceleration of 

Sorbitol Shock-

Induced Glucose 

Uptake in 3T3-L1 

Adipocytes 

（3T3-Ll 脂肪細胞に

おけるソルビトール

刺激による糖取込み

の促進機序に関する

研究） 

単著 平成 14 年 3

月 

富山医科薬科大学

博士号授与機構 

従来の研究では、細胞内への糖の取込

みは PI3-キナーゼを介し Glut4 の細胞

膜へのトランスロケーションにより引

き起こすとされているが、Pessin らは

PI3-キナーゼとは独立の経路で Glut4

トランスロケーションが起きることを

示唆した。本研究では、高浸透圧刺激

により PI3-キナーゼとは独立した経路

で生じることを明らかにし、またそれ

に関与する蛋白質を同定することを目

的とした。分化した 3T3-L1 脂肪細胞を

用い，16時間 serum free medium に附

置し、Genistein（チロシンキナーゼ阻

害剤）、U73122（PLCγ阻害剤）、

GF109203X(conventional/novel PKC 阻

害剤)、PP2（Src キナーゼ阻害剤）、

Cytochalasin D（アクチンポリメライ

ゼーション阻害剤）、Wortmannin 

(PI3-キナーゼ阻害剤)で前処置後、30

分間の高浸透圧刺激（0.3M Sorbitol）

を加えた後、[3H]2 -deoxyglucose の

取り込みへの影響を測定した。また、

各種抗体を用いて免疫沈降法、PYブロ

ットによるウエスタンブロット法によ

り、PI3-キナーゼとは独立した経路を

中心に糖の取り込みに関与する蛋白質

の同定を検討した。本実験の結果から

Gab1 のチロシンリン酸化を刺激する

と、①PLCγの Gab1 への結合活性②PLC

γのチロシンリン酸化、そして③糖の

取り込みが観察され、いずれもが PLC

阻害剤によって抑制されることを示し

た。以上のことから、高浸透圧刺激下

においては、PI3-キナーゼとは独立し

た経路で細胞内への糖の取り込みが促

進していた。また、高浸透圧刺激によ

る糖の取り込みにおいては、Gab1 のチ

ロシンリン酸化、続いて起こる Gab1 と

PLCγの結合能の増大とその活性化が重

要な役割を担っていることが示唆され

た。 

      



33.結核・抗酸菌症

教育はいかにすべき

か、いかにあるべき

か 看護師教育への

提言 

共著 平成 15 年 1

月 

福井大学医学部研

究雑誌(1348-

8562)20 巻 P.17-

27 

本研究は病院管理者である病院長と看

護部長及び日常看護ケアに従事してい

る看護師を対象に結核・抗酸菌感染症

卒後教育の現状と学習ニーズを把握す

ることを目的とした。結果、限られた

人材と時間について回答者全員が現状

では不十分と感じていた。病院長側は

抗酸菌症に関する講義時間不足と抗酸

菌症ケアに必要な機器や防護用具の購

入予算の限界等を認識し、基礎的な研

修会開催数増加を重要視していた。ま

た看護部長・看護師側からは呼吸器感

染症・抗酸菌症に経験のある講師の不

足と研修機会の少なさを痛切に感じて

いた。看護部の講義内容は診断から検

査、感染予防までの基本的な知識や技

術を重視していた。また、日本結核病

学会認定の抗酸菌症エキスパートナー

ス資格者の活躍が期待される。今後は

必要とする領域に勤務する看護職への

集中的な講師人材派遣研修機会の増加

及び抗酸菌症に強い医療職の養成が急

務であり、抗酸菌症のエキスパート制

度は、大変意義があると考える。上野 

栄一, 石崎 武志 

34.内容分析を用い

た臨地実習における

学習達成の自己評価

と指導者評価の分析 

共著 平成 16 年 3

月 

Quality 

Nursing(1340-

9875)10 巻 3 号 

P.257-265 

学生の実習評価についてテキストマイ

ングを用いたミックスメソッド法に

て、自由記載の実習指導の評価につい

て、自然言語処理にて単語頻度解析、

クラスター解析を行い、学修効果を検

証した。 

須永 恭子、保田 明夫, 上野 栄一  

35.精神科病棟に勤

務する看護師の性格

特性と精神的健康度

との関係 

共著 平成 16 年 9

月 

富山医科薬科大学

看護学会誌(5巻 2

号 P.19-28 

精神科病棟に勤務する看護師の性格傾

向と精神的健康度の関係を検討するこ

とを目的に,看護師 19 名(うち,女性 16

名)を対象に東大式エゴグラムと

GHQ30(General Health Questionnaire 

30)を用いたアンケートを実施し

た.GHQ30 の各下位尺度得点を目的変数

とした重回帰分析,内容分析の結果,以

下のことが分かった.1)Adult(成

人),Adapted Child(従順した子供.以

下,AC)は,身体的症状に影響を与えてい

た.2)AC は不安と気分変調に影響を与

えていた.3)Nurturing Parent(教育的

親),AC は,希死念慮,うつ傾向に影響を

与えていた.4)仕事上の負担には,対人

関係に関する事項が多かった 。  

共同研究者：小倉 克行, 上野 栄一 



36.高血圧症患者の

日常生活における自

己管理度測定尺度の

作成 

共著 平成 17 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)28

巻 2 号 P.73-80 

本研究では外来に通院する高血圧症患

者の日常生活における自己管理度測定

尺度を作成し,妥当性と信頼性について

検討した.調査対象は大学病院の外来患

者 105 名とした.結果、因子分析により

3因子 27項目の因子解が抽出された.

各因子は項目内容により,「食事管理因

子」「運動管理因子」「ストレス管理

因子」と命名した.基準関連妥当性につ

いては,高血圧症患者の日常生活におけ

る自己管理尺度と概念が近似した 2つ

の既存の尺度との間に有意な相関を確

認した.内的整合性を示す信頼性係数α

は 0.911 であった.これらのことから,

本尺度は妥当性・信頼性の高い尺度で

あることが確認できた  

坪田 恵子, 上野 栄一, 高間 静子 

37.看護師における

患者とのコミュニケ

ーションスキル測定

尺度の開発 

単著 平成 17 年 6

月 

日本看護科学会誌

(0287-5330)25 巻 2

号 P.47-55 

本研究では,看護師における患者とのコ

ミュニケーションスキルを測定するた

めの尺度を開発することを目的とし

た.54 の質問項目を作成後,看護職 368

名を対象に調査を行い,有効回答の得ら

れた 355 名に対して分析を実施し,質問

紙の信頼性,妥当性を検証した.その結

果,最初の質問項目数は 54 項目であっ

たが,内容妥当性,相関係数,共通性の値

の検討により精選された質問紙原案 19

項目について因子分析を行った.その結

果,第 1 因子「情報収集」,第 2因子

「話のスムーズさ」,第 3因子「積極的

傾聴」,第 4因子「パーソナルスペー

ス・視線交差」,第 5因子「アサーショ

ン」の 5 つの因子が抽出された.信頼性

の検討では,全体での Cronbach のα係

数は 0.874 と内的整合性の高い値を示

し,本尺度が信頼性の高いものであるこ

とが検証された.また,併存妥当性の検

討では,本尺度と KiSS-18 との間には,

高い有意な相関を示し,妥当性の高い尺

度であることが証明された.以上の結果

から,本尺度は高い信頼性と妥当性のあ

ることが示された . 

38.外来で化学療法

を受けている患者の

不安要因についての

分析 

共著 平成 17 年

12 月 

日本看護学会論文

集: 成人看護 II、

36 号 P.51-53 

外来で化学療法を受けている患者の不

安要因を明らかにすることを目的に,当

該患者 4 名(男性 2名,女性 2名.平均年

齢 58.2 歳)を対象に半構成的面接を実

施した.内容分析の結果,患者が抱えて

いる不安として,【副作用に対する不

安】【予後に対する不安】【治療施行

中の不安】【不安はない】の 4つのカ

テゴリーが抽出された. 

林 寿美, 野尻 泉, 上野 栄一 



39.終末期の患者の

家族に CD音楽が及

ぼした影響 

共著 平成 17 年

12 月 

日本看護学会論文

集: 成人看護

II(1347-8206)36

号 P.303-305(平成

17 年.12) 

終末期の患者の家族に CD(α波オルゴ

ール)音楽が及ぼした影響を検討するこ

とを目的に,大腸癌の 82歳女性患者の

長女(62 歳.保育士)を対象に,半構成的

面接を実施した.長女は仕事を抱えてい

るため患者に十分に付き添うことがで

きなかったが,患者のそばで流れている

CD 音楽が「自分の代わりをしてくれて

いる」という意識をもっており,CD 音

楽により癒しの効果も得ていた.また,

看取り後の CD音楽は,【故人の回想】

や【共に過ごした時の流れ】を感じる

よすがともなっていることが分かった.

長 光代, 石若 弘美, 上井 陽子, 表寺 

直美, 飯田 真由美, 広田 牧子, 上野 

栄一 

40.統合失調症患者

を支える家族の主観

的負担感に関する研

究 自由記載文の分

析を試みて 

共著 平成 18 年 1

月 

日本看護学会論文

集: 精神看護

(1349-2985)36 号 

P.65-67 

統合失調症患者を支える家族の主観的

負担感を明らかにすることを目的に,

「生活困難度尺度」「日本語版 ZBI 尺

度」を用いたアンケート調査を実施し,

自由記載欄の「日ごろ感じているこ

と」への記述を内容分析した.その結

果,家族は【世話への負担】【自責感】

【精神的支えの欠如】【健康資源の欠

如】【支援体制の未熟さ】【経済的な

負担】を感じ,さらに将来への見通しか

ら生じる【将来への不安】【退院に対

する困難】【受け入れ先の欠如】,ま

た,過去への【後悔】などを負担に感じ

ていることが分かった. 

一ノ山 隆司, 上野 栄一, 永山 くに子 

41.内容分析技法を

用いた基礎看護実習

における学生の感想

文の分析 

共著 平成 18 年 3

月 

日本看護学会誌

(0917-513X)15 巻 2

号 P.122-130 

基礎看護実習終了後の学生の感想文に

用いられている用語の特徴を明らかに

することを目的に、看護大学 2年生 52

名の実習感想文の内容をクリッペンド

ルフの内容分析の手法を用いて分析し

た。その結果、感想文に多く用いられ

ていた名詞は、「患者」「実習」「会

話・話」などで、感想文に 5回以上使

用されていた名詞で類似しているもの

をカテゴリー化した結果、<対人><コミ

ュニケーション><情報収集><自己評

価・自己分析><心理><時間><病態><病

院環境>の 8つのカテゴリーが抽出され

た。また、多く使用されていた動詞・

形容動詞に連動する前後の文脈を読み

取るコロケーション解析を行った結

果、学生は初回の実習ではコミュニケ

ーションや情報収集に困難さを感じて

いたが、病棟実習を行う中で自然な会

話から必要とする情報を得ることがで

きるようになっていることが分かっ

た。 

坪田 恵子、 上野 栄一, 塚原 節子 



42 慢性統合失調症患

者に対する認知療法

的接近法 ストレス

コーピングの向上に

パンフレットを使用

して 

共著 平成 18 年

12 月 

日本看護学会論文

集: 精神看護

(1349-2985)37 号 

P.166-168 

ストレスに対処することができず幻聴

に悩まされている慢性統合失調症患者

(50 代・男性)のストレスコーピングを

高まるため、患者と話し合いながらパ

ンフレットを作成し、日中は幻聴にす

ぐ対応できるようパンフレットを持ち

歩くなどの指導を行った。当初は、幻

聴への対処方法を考えることができ

ず、16 時の振り返り時に看護師に頼る

ことが多かったが、次第に「今日はガ

ムをかんだ」「散歩をしてみました」

などの言葉が聞かれるようになり、そ

れとともに幻聴の訴えも減っていっ

た。介入前後の P-Fスタディ(絵画-欲

求不満テスト)の比較では、介入後に問

題の解決思考が高まったことが確認で

きた。 

明堂 文祐, 四十田 里美, 大塚 佳奈

子, 青山 正春, 柳原 裕姫子, 荒井 宏

文, 上野 栄一 

43.下肢牽引患者の

良肢位を保ちながら

出来る足浴方法の考

案 密封式足浴を試

みて 

共著 平成 18 年

12 月 

日本看護学会論文

集: 看護総合

(1347-815X)37 号 

P.194-196 

整形外科病棟の下肢牽引患者が良肢位

を保ちながら足浴ができる方法とし

て、独自に考案した架台と筒状ビニー

ルを用いた密封式足浴方法を考案し、

大腿骨骨折患者 4名(43～88 歳、平均

年齢 73.5 歳)へ同法による足浴を実施

し、足浴前後のバイタルサイン、フェ

イススケールなどの測定を行った。そ

の結果、これまで足浴ができなかった

患者も安楽に足浴が行えることが確認

できた。 

山地 慶子, 永原 泰子, 今野 友子, 米

澤 陽, 吉森 祐美, 松嶋 瞳, 上野 栄

一 

44.データマイニン

グを用いた精神看護

学実習記録からみた

看護学生の学びの分

析 

共著 平成 19 年 1

月 

日本看護学会論文

集: 看護教育

(1347-8265)37 号 

P.90-92 

精神看護学実習における学生の学びを

明らかにすることを目的に、精神看護

学実習を履修した 50 名の実習記録にお

ける「実習で学んだこと」についての

自由記述を、データマイニングに基づ

き形態素解析し、解析後に分類された

単語(名詞・動詞)をコロケーション解

析し、Krippendorff の内容分析手法を

参考に分析した。その結果、名詞の分

析により、学習内容を示す【対人関

係】【コミュニケーション・相互作

用】【自己評価・自己分析】【時間】

【情報収集】【環境】【病態関連】の

7因子が抽出された。また、動詞の分

析から、動詞と連動する先行・後続文

脈が抽出され、実習目標に沿った学生

の自己評価の視点を捉えることができ

た。 

担当部分：テキストマイニング解析 



共著者：一ノ山 隆司, 宮本 眞弓, 上

野 栄一 

45.混合病棟におけ

る末期がん看護に関

する看護師の葛藤 

共著 平成 19 年 2

月 

日本看護学会論文

集: 成人看護

II(1347-8206)37

号 P.186-188 

混合病棟における末期癌看護に関する

看護師の葛藤を明らかにすることを目

的に、混合病棟である A病棟に勤務し

て 1 年以上の看護師 16名(平均年齢

34.2 歳)を対象に半構成的面接を実施

した。内容分析の結果、「患者への対

応の難しさ」「時間が作れない」など

のサブカテゴリーよりなる【患者との

関わりと看取りへの思い】、「家族へ

のサポート」「家族への声かけの難し

さ」などよりなる【家族との関わ

り】、「麻薬の使い方」などよりなる

【医師との関わり】、の 3つのカテゴ

リーが抽出された。 

 

早崎 智美, 田中 美樹, 安居 洋美, 古

金 祥子, 船屋 彩子, 上野 栄一 

46.看護師のストレ

ス要因とコーピング

との関連 日本版

GHQ30 とコーピング

尺度を用いて 

共著 平成 19 年 3

月 

富山大学看護学会

誌(1882-191X)6 巻

2 号 P.37-46 

本研究では、看護師のストレスとコー

ピングとの関係について調べた。調査

対象は、T市の総合病院に勤務する看

護師 104 名とした。ストレスの測定に

は、一般健康調査質問紙 General 

Health Questionnaire(GHQ)30 項目

を、コーピングの測定には尾関のコー

ピング尺度(1993)を使用した。その結

果、勤続年数と一般的疾患傾向には負

の相関が見られた。通勤時間の長さに

比例して不安・うつが増長していた。

睡眠時間の長さと身体的症状の間には

負の相関があった。婚姻別にみると、

未婚群は問題焦点型行動を多く取って

いた。ストレス、対処行動の内容分析

では、仕事に関するストレスが全体の

87.4%を占めていた。ストレス対処行動

としては、コミュニケーションや食

事、趣味等が挙げられた。以上のこと

より、健康状態を良好に保つために、

ストレスを効果的に発散できる場・方

法を見つけだす必要性が考えられた。 

共著者：加藤 麻衣, 鈴木 敦子, 坪田 

恵子, 上野 栄一 



47.統合失調症患者

を支える家族支援に

関する研究 ソーシ

ャルサポート・セル

フケア機能からの視

点 

共著 平成 19 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 地域看護

(1347-8257)37 号 

P.42-44 

入院中の統合失調症患者を支える家族

を対象に調査し、家族の負担要因と資

源的条件である家族のソーシャルサポ

ート・家族のセルフケア機能に注目し

た。地域の社会資源のひとつである病

院における看護師の役割を再考するた

めに、患者の行き場が課題である現状

と地域精神保健看護の展望を見据え福

祉との連携を視野に入れ、ストレス・

コーピングモデルを家族支援システム

として位置づけた。主要なソーシャル

サポートといえる家族会所属の有無に

おいて、家族会に所属していない家族

の「病気への不安」は小さいことが示

された。健康資源が低下している家族

は不安を抱え込む傾向があり「病気へ

の不安」への対処能力が低下している

と推察された。ソーシャルサポート・

セルフケアの視点からも家族が精神障

害者を支えるためのストレス・コーピ

ングモデルの構築が必要であると示唆

された。 

共著者：一ノ山 隆司, 村上 満, 宮本 

眞弓, 上野 栄一 

48.外来患者が好感

をもった看護師の言

動に関する質的分析 

共著 平成 19 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 地域看護

(1347-8257)37 号 

P.252-254 

患者が看護師のどのような言動に快く

感じ、好感を持つか調査した。外来患

者を対象としたアンケート調査を実施

し患者が好感を持った看護師の言動を

分類し、その質と傾向を明らかにし

た。外来通院中の患者(家族を含む)13

科(放射線科と精神科を除く)280 例を

無作為に抽出し、有効回答 93.9%であ

った。看護師の「お大事に」「気配

り」「励まし」「ほめる」の声がけに

対し、多くの患者が好感を持った。看

護師の「安心感」を与える言葉と笑顔

に対し、患者は好感を持ち、看護師が

「名前を覚えていてくれた」と感じる

と嬉しい気持ちになっていた。「思い

やり、やさしい、親切」「謙虚な態

度」に対し、理解的態度で、患者の話

を傾聴する姿勢が患者に好感を与え

た。忙しくても穏やかに対応し、手際

良い看護技術を提供することが患者の

好感につながった。 

共著者：高橋 まゆ子, 岩城 吉子, 池

田 京子, 栃山 ひろ子, 安原 陽子, 渡

辺 富美子, 上野 栄一 



49.精神科救急にお

ける入院時の隔離・

拘束観察シート導入

効果の検討 

共著 平成 19 年

12 月 

日本看護学会論文

集: 精神看護

(1349-2985)38 号 

P.21-23 

A 精神科病院に勤務する看護師 10名を

対象に、半構成的面接法を用いて「精

神科救急における心理的負担」と「隔

離・拘束観察シート導入の効果」の 2

点についてインタビュー調査を行い、

語られた内容を質的帰納的に分析し、

カテゴリー化を図った。結果、心理的

負担については【不安・緊張】【暴力

行為の遭遇】【対応技術の不足】【要

望の未充足】というカテゴリーと 16 の

サブカテゴリーが抽出された。隔離・

拘束観察シート導入の効果は【記録】

【観察】【報告】というカテゴリーと

以下の 10サブカテゴリーが抽出され

た。1)時間ごとの記入が可能。2)看護

経過記録内容の焦点化。3)正確な記録

に対する動機づけ。4)観察項目の明確

化。5)事故防止。6)情報収集の容易

さ。7)身体管理の向上。8)時間ごとの

推移でわかりやすい。9)申し送りの円

滑化。10)隔離・拘束の判断資料。 

共著者：明神 一浩, 一ノ山 隆司, 上

野 栄一, 川野 雅資 

50 精神科看護師と一

般科看護師とのスト

レス要因を探る 看

護師ストレッサー尺

度を用いて比較する 

共著 平成 19 年

12 月 

日本看護学会論文

集: 精神看護

(1349-2985)38 号 

P.170-172 

A 総合病院の精神科病棟看護師 23名と

一般病棟看護師 97名を対象に、三木ら

により信頼性が検証された『看護師ス

トレッサー尺度(8因子で構成)』によ

る調査を行い、群間比較した。結果、

一般病棟群に比べて精神科病棟群のス

トレスレベルは全体的に低かったが、

第 3 因子(患者・家族との関係)の得点

は有意に高かった。 

日塔 恵理香, 石政 直子, 前田 憲, 高

松 聡, 海原 真澄, 柳原 裕姫子, 荒井 

宏文, 上野 栄一 

51.糖尿病療養指導

士外来におけるセル

フケア評価に関する

研究(第 5報) 段階

的なセルフケア評価

(GSEQ)導入による指

導効果と関連要因 

共著 平成 20 年 2

月 

日本看護学会論文

集: 成人看護

II(1347-8206)38

号 P.142-144 

糖尿病初期入院患者のセルフケア能力

向上のために開発された上野の「段階

的セルフケア評価(GSEQ)」を糖尿病療

養指導士(CDEJ)外来に導入し、有効で

あったことを前回報告した。今回、導

入後 1年 6ヵ月までの指導効果につい

て GSEQ スコアと HbA1c・BMI 値を指標

に検討し、あわせて HbA1c・BMI 値の関

連要因について検討した。その結果、

指導効果は導入 1年 6ヵ月後まで維持

されていることが確認された。HbA1c

の関連要因として[間食の有無]と[家族

協力の有無]が抽出された。BMI の関連

要因は見出せなかった。 

大西 みさ, 上野 栄一 



52.終末期がん患者

の病院食の配膳停止

に対する看護師の思

い 

共著 平成 20 年 2

月 

日本看護学会論文

集: 成人看護

II(1347-8206)38

号 P.210-211 

A 総合病院の消化器外科病棟に勤務す

る看護師 16 名に質問紙調査を行い、

「終末期がん患者に対して病院食の配

膳停止を伝えるときの思い」を自由記

述してもらい、記載内容を質的帰納的

に分析した。その結果、以下の 7カテ

ゴリーが抽出された。1)経口摂取の諦

め。2)死生観。3)生への希望。4)食ケ

アに関するアンビバレンスな感情。5)

患者・家族の意思尊重。6)嗜好品への

期待。7)葛藤であった。 

共著者：村澤 嘉江子, 卜部 麻美, 村

田 千紘, 深美 まり子, 飯田 真由美, 

武田 睦子, 上野 栄一 

53.終末期がん患者

の男性家族員が捉え

たギアチェンジ 

共著 平成 20 年 3

月 

富山大学看護学会

誌(1882-191X)7 巻

2 号 P.15-28 

終末期がん患者の男性家族員が捉える

ギアチェンジの様相とその関連要因を

探るために、死別後 1年以上経過した

13 名を対象とし、半構成的面接を行っ

た。得られた逐語録をクリッペンドル

フの内容分析手法で分析した結果、ギ

アチェンジの様相は、第 1【理性を持

ちながらギアチェンジできないもどか

しさ】、第 2【永遠の絆】と第 3【リジ

リアンス】が、《生の希望》《時の流

れ》に沿って 3コアカテゴリーとして

生成された。第 1には、《がんとの共

生》を中心に、《がんの脅威と危機》

《ソーシャルサポート》《患者から放

たれていたスピリチュアリティ》《パ

ートナーシップ》《死への諦めと受

容》《がん闘病の複雑さ》が、第 2に

は、《相互作用》《尊厳》が、第 3に

は、《行きつ戻りつする死別後の悲

嘆》《立ち直り》が関連していた。死

別悲嘆からの回復には、円滑な第 1の

ギアチェンジが重要であり、その関連

要因の中に、がん看護への多くの示唆

が含まれていると考えられる。  

共著者：長 光代, 落合 宏, 上野 栄一 

54.パークベンチ体

位における腋窩枕の

検討 

共著 平成 20 年 7

月 

日本手術看護学会

誌(1880-4780)4 巻

1 号 P.73-76 

パークベンチ体位では通常の側臥位に

比べて腋窩にかかる体圧が高く、さら

に頭部挙上によるずれ力が加わるた

め、腋窩枕の接触面に皮膚障害が生じ

やすいと考えられる。今回、3種類の

腋窩枕を用いてパークベンチ体位にお

ける褥瘡予防効果を比較検討した。3

種類の内訳は、1)褥瘡予防マット(ソフ

トナース)で作製した枕(35×16×

7cm)、2)アクションパッド(ゲル枕;45

×11×5cm)、3)エアー枕(輸液用生食

1000ml の空バックに空気 1200cc を注

入したもの)で、健常人 5名を対象に検

討した結果、褥瘡予防効果が最も高い

のは 1)であると考えられた。 



共著者：橋場 まゆみ, 澤田 浩美, 西

川 昇, 井尻 那美, 大前 明博, 上野 

栄一 

55.入院中の統合失

調症患者を支える家

族の日頃の心理的負

担に関する研究 

共著 平成 20 年

11 月 

共創福祉 3巻 2号 

P.21-30 

本研究の目的は、統合失調症の患者を

支える家族の負担要因を明確にし、家

族支援の枠組みに示唆を得ることであ

る。精神科病院 6施設に入院中の統合

失調症患者 20名の家族の負担要因を

「日ごろ感じていること」の自由記載

文から抽出した。家族の負担要因の抽

出のために Krippendorff の内容分析手

法を用い、形態素解析・コロケーショ

ン解析した。名詞[96 語]の内訳は「障

害」、「場・場所」、「家族」、「世

話」、「生活」、「人」、「病院」、

「退院・入退院」、「看護師」、「心

配」であった。その名詞[96 語]につい

てコロケーション解析した結果、36 事

象の内容(文脈)が抽出され、7つのサ

ブカテゴリー、3つのカテゴリー(3 要

因)が形成された。第 1の要因は保健・

医療・福祉に対する要求や従事者に対

する期待と希望からなる要望と提言、

第 2 の要因は社会復帰・社会参加ある

いは退院を困難にさせている要因や今

後の生活状況への不安と心配からなる

負担と困難、第 3の要因は入院を継続

することでの安心感や家族会活動への

意欲からなる安心と安堵であった。こ

れらを【要望・提言】、【負担・困

難】、【安心・安堵】と命名しカテゴ

リー化した。この方法によって、キー

ワード(単語:名詞)とカテゴリー(【要

望・提言】、【負担・困難】、【安

心・安堵】)の 2つの次元で家族の心理

的負担を捉えることができ、入院中の

統合失調症患者を支える家族に対する

看護の役割を見出すことができた。 

一ノ山 隆司, 村上 満, 舟崎 起代子,  

上野 栄一 



56.データマイニン

グによる看護専門学

校の教育理念に関す

る分析 

共著 平成 20 年

12 月 

日本看護学会論文

集: 看護総合

(1347-815X)39 号 

P.164-166 

全国の看護専門学校の中から層化無作

為抽出法で選定した 154 校のうち学校

のホームページ上に教育理念が記され

ている 121 校を分析対象とし、これら

の教育理念について形態素解析を行っ

た。その結果、10640 個の形態素が抽

出され、記号""句読点"などの 1097 個

を除く 9443 語の中から名詞 4571 語、

動詞 1382 語が得られた。名詞のうち最

も出現頻度が高かったのは「看護」

(216 語)であり、次いで「人間」

(157)、「育成」(117)、「専門」

(87)、「豊か」(78語)、「医療」(73

語)、「実践」(68)、「生命」(65)、

「技術」(63)、「知識」(60)の順であ

った(日本看護学会論文集: 看護総合

(1347-815X)39 号 P.164-166 平成 20

年.12)。 動詞のうち最も出現頻度が高

いのは「目指す・めざす」(49)であ

り、次いで「持つ・もつ」(46)、「養

う」(38)、「基づく」(31)、「学ぶ」

(22)、「行う」(19)、「育む」(17)、

「応じる」(14)、「求める」(11 月、

「備える」(9)の順であった。教育理念

を構成する概念を抽出するため、動詞

で最も頻度の高い「目指す・めざす」

についてコロケーション解析を行い、

何を目指しているのかを検討した結

果、以下の 3カテゴリーが生成され

た。1)社会人としての人間形成。2)自

己教育力の獲得。3)専門的知識・技術

の向上。 

（共著者）舟崎 起代子, 一ノ山 隆司, 

明神 一浩, 上野 栄一 

57.精神看護学実習

前後における学生の

不安・イメージに関

する変化要因 

共著 平成 21 年 2

月 

日本看護学会論文

集: 看護教育

(1347-8265)39 号 

P.265-267 

精神看護学実習における学生の不安要

因と実習前後の患者のイメージの変化

を明らかにすることを目的に、A看護

専門学校の 3年次生 40名を対象に実習

前後に自由記述によるアンケート調査

を行った。内容分析の結果、看護学生

の実習における不安要因として、【対

象への接近困難性】【対象の威圧・圧

迫性】【看護過程展開の難易性】の 3

つのカテゴリーが抽出された。また、

実習前の看護学生の患者へのイメージ

として、【共通性の欠如】【排除・区

分性】【嫌悪感】の 3カテゴリーが、

実習後では【関係性の保持】【親密

性】【固定観念の打破】の 3カテゴリ

ーがそれぞれ抽出された。 

共同研究者：京谷 和哉, 一ノ山 隆司, 

舟崎 起代子, 明神 一浩, 上野 栄一, 

川野 雅資 



58.精神臨床看護検

討レポート 関節拘

縮がある統合失調症

患者のケアに治療的

契約を取り入れた事

例 

共著 平成 21 年 3

月 

臨床看護(0386-

7722)35 巻 3 号 

P.410-416 

関節拘縮があり、依存傾向、意欲低下

が顕著な統合失調症患者(60 代・女性)

に対し、治療的契約を結び、患者自身

が設定した目標に沿って看護計画の修

正と追加を行いながら援助したこと

で、セルフケア能力が向上し、「身の

回りの動作」「移動動作」「食事」の

それぞれにおいて目標達成につながっ

た事例について報告した。 

一ノ山 隆司, 明神 一浩, 川野 雅資, 

舟崎 起代子, 上野 栄一 

59.精神臨床看護検

討レポート「患者の

安寧は看護師の言葉

だけではない」こと

の経験知自己の癒し

体験をケアに生かす

ケアリング 

共著 平成 21 年 4

月 

臨床看護(0386-

7722)35 巻 5 号 

P.811-815 

長期化する入院生活により不安や悩み

が増大し、強いストレス状態に陥り、

腸腰筋膿瘍の再手術後 3日目より夜間

に創部のガーゼを剥がす行為と「死に

たい」などの希死念慮が顕著に出現し

た患者(60 代。男性)に対し、日々の看

護業務に追われ十分な対応ができない

ことに申し訳ない気持ちにさいなまれ

ていた看護師(著者)は、普段何気なく

通り過ぎていた病院内のギャラリー(絵

画の展示)に目を奪われ、ホッとした体

験をしたことから、ギャラリーの絵画

を一緒に見ることを患者に勧めた。絵

画を見ている患者は、病室ではみられ

ない穏やかな表情をしており、この日

以降、患者から絵を見に行きたいとい

った希望があり、援助計画に取り入れ

て実施した。回を重ねるごとに、無口

であった患者は仕事での経験談や、幼

い頃から絵を描くことが好きでインテ

リアデザイナーとして働いている娘の

話などを語るようになった。また、趣

味である山登りについて活き活きとし

た表情で話した際、「退院したら山登

りができたらいいですね」と問いかけ

ると、「そうだね。山登りができるよ

うに歩く練習もしなくちゃな」と退院

後の生活を見据えた言動があり、以

後、患者自ら病棟内を散歩するように

なった。それに伴い日中の臥床時間が

次第に短くなり、夜間の創部のガーゼ

を剥がす行為や、「死にたい」などの

希死念慮の訴えも少なくなった。 

共著者：舟崎 起代子, 一ノ山 隆司, 

川野 雅資, 高野 悦子, 上平 悦子, 上

野 栄一 



60.幻聴のある患者

に対する心理教育的

アプローチの方法 

共著 平成 21 年 3

月 

富山大学看護学会

誌(1882-191X)8 巻

2 号 P.33-40 

本研究は、幻聴のある患者に対して、

心理教育的アプローチの介入が幻聴に

苛む患者の自己対処能力の獲得によっ

て、幻聴の軽減にどのように影響した

かについて、その効果を検証する目的

で研究を行った。研究対象者は 2名の

統合失調症患者を対象に、精神症状の

陽性・陰性症状が高い患者 2人を対象

とした。評価方法は、心理教育プログ

ラムは、幻聴の自己対処行動を獲得す

るために、原田のテキストを用い 10 回

(約 1回 1時間程度)をプログラム実施

前後で、陽性・陰性評価尺度で評価を

した。最後のセッションでは、自己対

処をより具体的にする為に、患者自身

が自己対処できると思う方法を自分で

選び SST で訓練した。心理教育プログ

ラムの結果、患者自身が症状悪化の兆

候を知る機会になり、幻聴に対する自

己対処行動のスキルが働き易くなっ

た。 

共同研究者：明神 一浩, 一ノ山 隆司, 

上野 栄一, 舟崎 起代子, 川野 雅資 

61.幻聴に苛む患者

の自己対処行動を支

えるための心理教育

的アプローチ 

共著 平成 21 年 4

月 

共創福祉 4巻 1号 

P.1-10 

本研究の目的は、幻聴に苛む入院中の

統合失調症患者 2名(陽性症状片寄り、

陰性症状片寄り)に対する心理教育的ア

プローチが幻聴の対処にどのように影

響したかについて、その効果を検証す

ることである。精神症状の評価には陽

性・陰性評価尺度(PANSS)を使用し、介

入前後の評点の対比では、精神症状の

軽減になった。心理教育的アプローチ

による 10回のセッションを実施した結

果、患者自身が症状悪化の兆候を知る

機会になり、幻聴に対する自己対処行

動のスキルが働き易くなった。この心

理教育プログラムによって、幻聴の自

己対処行動が可能であることが示唆さ

れた。 

共同研究者：一ノ山 隆司, 村上 満, 

舟崎 起代子, 牧野 かおる, 明神 一

浩, 

上野 栄一, 川野 雅資 



62.データマイニン

グによる精神科病院

の理念・方針の特徴

に関する分析 

共著 平成 21 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 看護管理

(1347-8184)39 号 

P.405-407 

日本精神科病院協会に登録されている

病院のうち、インターネット上に病院

の理念・方針が公開されている 938 病

院の中から、層化無作為抽出法を用い

て各都道府県 5病院、計 235 病院を選

定し、ホームページに掲載されている

「理念・方針」を分析した。形態素解

析を行った結果、出現頻度の最も高い

名詞は「医療」であり、次いで「患

者」、「地域」、「提供」、「社

会」、「病院」、「精神」、「心」、

「尊重」、「信頼」、「貢献」の順で

あった。コロケーション解析を行った

結果、理念・方針の構成要素として

【病院内の充実】【職務満足】【地域

連携】が抽出され、理念・方針の目指

している内容として【地域医療と貢

献】【サービスの向上】【信頼と安

心・安全】【やりがいのある職場環

境】というカテゴリーが生成された。 

共同研究者：一ノ山 隆司, 舟崎 起代

子, 上野 栄一, 川野 雅資 

63.地域生活する精

神障がい者を支える

家族の思いの分析

(Analysis of the 

Feelings of Family 

Members Who 

Support Mentally 

Handicapped 

Persons Living in 

Regional 

Communities)(英語) 

共著 平成 21 年

10 月 

共創福祉 4巻 2号 

P.85-91 平成 21

年.10) 

目的:家族の負担要因の明確化から、今

後の家族支援への有効な手がかりに示

唆を得ることである。Krippendorff の

内容分析の手法を参考に、全記載文を

データ化した後、形態素解析、コロケ

ーション解析を行った。内容分析の手

順は、(1)自由記載文の電子テキスト

化、(2)形態素解析の実行、分析単位は

単語として品詞の出現頻度を算出、(3)

出現頻度と研究者が注目した名詞をコ

ロケーション解析した。解析後、類似

性に基づいてカテゴリー化し、その因

子をネーミングした。結果:形態素解

析、コロケーション解析した結果、

【本人の病気に関する不安】、【家族

自身の体調の心配】、【本人の将来の

生活に対する焦り】、【社会や周囲、

身内からの理解不足に関する苛立

ち】、【自分が責任を持ってケアする

重圧】、【本人が家にいることによる

束縛感】、【地域の施設が十分整備さ

れないことへの不満感】の 7つのカテ

ゴリーを生成した。 

結論:家族の思いは、本人の病気に関す

る不安、家族自身の体調の心配、本人

の将来の生活に対する焦り、社会や周

囲、身内からの理解不足に関する苛立

ち、自分が責任を持ってケアする重

圧、本人が家にいることによる束縛

感、地域の施設が十分整備されないこ

とへの不満感の 7項目であった。家族

が精神障がい者のケアの担い手ではあ



っても、家族はケアの対象者である観

点から福祉との融合施策に反映させて

いくための看護ケアに有効な知見が示

唆された。 

共著者：一ノ山 隆司, 村上 満, 舟崎 

起代子,上野 栄一, 川野 雅資 

64.大学生の喫煙行

動と喫煙に対する態

度と知識への影響要

因 

共著 平成 21 年

10 月 

日本呼吸ケア・リ

ハビリテーション

学会誌(1881-

7319)19 巻 2 号 

P.110-114 平成 21

年.10) 

大学生 1406 名を対象に、喫煙行動、喫

煙に関する知識・態度について、集団

調査法による無記名自記式質問紙調査

を実施した。大学生の喫煙行動は性

別・年齢・家族や友人の喫煙の影響、

喫煙に関する知識は現在の喫煙行動・

大学での専攻の影響、喫煙に対する否

定的態度は現在の喫煙行動・大学での

専攻・友人の喫煙の影響を受けてい

た。大学生への喫煙防止教育では、知

識の提供や喫煙に対する否定的態度の

育成については専攻別に内容や方法を

検討し、友人の喫煙への対処の技術を

組み込む必要があることが示唆され

た。 

共同研究者：上原 佳子, 長谷川 智子, 

上野 栄一, 佐々木 百恵, 吉田 華奈

恵, 上木 礼子, 石崎 武志 

65.精神臨床看護検

討レポート(case 9) 

統合失調症患者の援

助にフットケアを取

り入れた介入効果と

セルフケアレベルの

変化について 

共著 平成 21 年

12 月 

臨床看護(0386-

7722)35 巻 14 号 

P.2215-2224 

統合失調症患者 2名(70 代女性)の援助

にフットケアを取り入れ、その効果

を、介入前後の「セルフケアチェック

表」(6 項目)によるセルフケア行動の

評価の比較から検討した。フットケア

は 2 週間に 1回、5～10 分程度、6ヵ月

間実施した。その結果、事例 1ではセ

ルフケア行動評価の 6項目のうち、

「空気・水・食物」「活動と休息」

「孤独とのつきあい」の 3項目で、ま

た、事例 2では「活動と休息」「安全

を保つ能力」の 2項目で、それぞれ改

善が認められた。 

共同研究者：一ノ山 隆司, 後藤 美沙

江, 舟崎 起代子, 川野 雅資, 村田 美

津代, 吉田 誠, 明神 一浩, 上野 栄一 



66.地域で生活する

精神障がい者を支え

る家族の思い 

共著 平成 22 年 1

月 

日本看護学会論文

集: 精神看護

(1349-2985)40 号 

P.143-145 平成 22

年.01) 

地域で生活する精神障害者の家族 273

名にアンケートを行い、「日頃から気

になっていること」について自由記載

してもらい、その内容を質的帰納的に

分析した。その結果、以下の 7カテゴ

リーが抽出された。1)患者の病気に関

する不安。2)家族自身の体調の心配。

3)患者の将来の生活に対する焦り。4)

社会や周囲・身内の理解不足に対する

苛立ち。5)自分が責任を持ってケアす

る重圧。6)患者が家に居ることによる

束縛感。7)地域の施設が十分整備され

ないことへの不満感。 

共同研究者：一ノ山 隆司, 村上 満, 

舟崎 起代子, 上野 栄一, 川野 雅資 

67.重症心身障害児

病棟実習が看護学生

の障害児に対するイ

メージに及ぼす影響 

共著 平成 22 年 2

月 

日本看護学会論文

集: 看護教育

(1347-8265)40 号 

P.218-220 平成 22

年.02) 

看護学生が小児看護学実習を通して抱

く障害児に対するイメージの変化を明

らかにするため、看護専門学校 3学年

45 名を対象に、小児看護学実習前、重

症心身障害児病棟実習終了直後、小児

看護学実習後、全専門分野の実習終了

後に調査を行った。舟越らが作成した

30 項目の形容詞対尺度の平均値を比較

したところ、重症心身障害児病棟実習

終了直後では 15 項目が最もポジティブ

であり、小児看護学実習後では 11項目

が最もポジティブであった。また、全

専門分野の実習終了後には小児看護学

実習前に比べて 30項目全てがポジティ

ブに変化していた。重症心身障害児病

棟における 4～5日の直接的な接触体験

を伴う実習は、障害児に対するイメー

ジをポジティブに変化させ、そのイメ

ージの定着に有効であることが示唆さ

れた。 

共同研究者：梅田 尚子, 小笹 幸子, 

笠原 香理, 上野 栄一 



68.看護師学び直し

プログラム病棟実習

の学習効果 潜在看

護師と就業看護師の

比較 

共著 平成 22 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 看護管理

(1347-8184)40 号 

P.93-95 

本学では、文部科学省の『社会人学び

直しニーズ対応教育推進プログラム』

委託事業として、平成 19年度から「看

護師学び直しプログラム」を実施して

いる。このプログラムは、潜在看護師

と就業看護師の両者が共に学べること

が特徴で、講義、演習、病棟実習を行

っている。今回、病棟実習における両

者の学習効果を比較検討した。調査方

法は、平成 19年度と 20年度のプログ

ラム受講生 70名に対して実習終了後に

アンケートを行い、実習で体験したこ

と、学んだこと、意見などについて自

由記載で回答を求めた。そして、記載

文を電子テキスト化し、形態解析を行

い、「学んだ」「できた」内容のキー

ワードを抽出した。次にコロケーショ

ン解析により、「学んだ」「できた」

の単語を含む文章を抽出し、カテゴリ

ー化を図り、潜在看護師と就業看護師

の学習内容を比較した。その結果、潜

在看護師は就業看護師に比べて、【基

本的看護技術】を中心に【与薬技術】

【外科的処置】【看護管理】【電子カ

ルテ】など多くのことを学び、自信を

深めていることが明らかになった。 

共同研究者：橘 幸子, 清水 由加里, 

上野 栄一 

69.支持的精神療法

的なかかわりが患者

-看護師関係の構築

に有効であった事例 

意思表示ができない

重症の悪性症候群を

併発した患者の看護 

共著 平成 22 年 6

月 

臨床看護(0386-

7722)36 巻 7 号 

P.974-981 

悪性症候群を発症して A総合病院の精

神科病棟に転院してきた統合失調症患

者(30 代・男性)で、入院時に発熱と多

量の発汗、持続した振戦、意識障害が

認められた症例に対し、身体症状の急

性期に声かけ、励まし、タッチングな

ど、五感へのはたらきかけを通して患

者の自我機能にはたらきかけ、自己回

復力が高まるような支援を継続した。

その結果、身体症状が改善した直後か

ら、患者は看護師に親しみを込めた会

話(言語的・非言語的反応)を行うよう

になり、良好な患者-看護師関係へとつ

ながった。 

共同研究者：千 英樹, 野原 茂, 一ノ

山 隆司, 川野 雅資, 上野 栄一 



70.看護系大学にお

ける呼吸ケアカリキ

ュラム 卒前・卒後

の教育 

共著 平成 22 年 6

月 

日本呼吸ケア・リ

ハビリテーション

学会誌(1881-

7319)20 巻 1 号 

P.69-75 

全国の看護系大学および関連大学病院

看護部にアンケートを依頼した。結果

は、大学と大学病院とでの教育内容・

重点項目に相違があり、学生に求める

実践能力と臨床で求める実践能力の違

いも判明した。看護実践能力の向上の

ためには、学校サイドと臨床サイドが

さらに連携し、卒前・卒後の一貫した

教育を念頭に効果的な呼吸ケアの教育

方法について工夫する必要があると考

える。また、学生への標準的な呼吸ケ

ア教育カリキュラムの構築が望まれ

る。 

共同研究者：石崎 武志, 吉田 華奈恵, 

佐々木 百恵, 上木 礼子, 上原 佳子, 

長谷川 智子, 上野 栄一 

71.精神臨床看護検

討レポート(case13) 

幼児退行した統合失

調症のケアにおい

て、生活技能の維持

と向上に段階的な目

標を設定したかかわ

りの効果 

共著 平成 22 年 7

月 

臨床看護(0386-

7722)36 巻 8 号 

P.1088-1095 

最終入院から 25 年が経過し、幼児退行

した慢性期統合失調症患者(50 代女性)

に対し、生活技能の維持・向上へ向け

たアプローチとして生活行動表を導入

し、患者が生活行動表に沿って各項目

に自己記入し、目標の達成度を点数化

する取り組みを 9ヵ月間にわたって行

った。患者とともに目標設定を行い、1

ヵ月ごとに合計点数を算出することが

患者の動機づけとなり、介入後 7～9ヵ

月には盗癖や収集癖などの行動がなく

なり、他の患者とのトラブルも減り、

他患者との良好な関係が築けるように

なったことでラジオ体操やグループ活

動にも積極的に参加するようになっ

た。 

共同研究者：村田 美津代, 一ノ山 隆

司, 舟崎 起代子, 川野 雅資, 後藤 美

沙江, 上野 栄一 

72.精神臨床看護検

討レポート(case14) 

水中毒患者の水分摂

取方法の改善に対す

る援助 認知行動療

法的なかかわりの取

り組み 

共著 平成 22 年 8

月 

臨床看護(0386-

7722)36 巻 9 号 

P.1218-1224 

水中毒が疑われるため総合病院の精神

科病棟に入院した統合失調症疑いの患

者(20 代・男性)に対し、段階的に行動

療法的アプローチ、認知行動療法的ア

プローチを実施した事例について報告

した。患者が記載した飲水チェックシ

ートと日記を活用し、患者の多飲行動

に対して認知的にはたらきかけ、患者

自身が解決方法を見出すよう導き、具

体的な対処方法を提示しながら支持的

に見守る援助を行った結果、患者自身

が振り返りを行い飲水の自己管理に対

する課題を明確にすることができた。 

共同研究者：信永 州洋, 一ノ山 隆司, 

千 英樹, 佐々木 祐一朗, 川野 雅資, 

上野 栄一 



73.著しい視力・聴

力低下をともなった

高齢のアルコール精

神病患者への看護 

共著 平成 22 年 9

月 

臨床看護(0386-

7722)36 巻 10 号 

P.1350-1355 

著しい視力・聴力低下を伴った高齢の

アルコール精神病患者(80 代・男性)へ

の看護について報告した。入院時、ア

ルコール離脱せん妄による意識障害が

あり興奮状態で、対応そのものがきわ

めて困難であったため、行動制限が長

期化することも推定して看護計画を立

案した。しかし、看護ケアを実施する

うちに、障害をもちながらもアルコー

ルに助けを求めざるを得なかった患者

の立場を看護師が理解し、何とか患者

の回復に役立つ援助方法はないかと模

索し関わった。その結果、安心感が得

られるように 2名以上の看護師で関わ

り、患者の残存機能の一つである触覚

を活用し、患者の体にそっと触れてか

ら処置を行い、車椅子移乗など移動の

際には患者に物や場所を触れてもらっ

て確認してもらう、などを行った結

果、退院につなげることができた。 

共同研究者：渡辺 富美子, 一ノ山 隆

司, 川野 雅資, 上野 栄一 

74.維持透析患者の

体重管理意識向上に

向けて 除水制限を

試みて 

共著 平成 22 年 9

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)33

巻 4 号 P.123-129 

本研究は除水制限の効果について明ら

かにする事を目的とした。短期検討期

間は 32 名,長期検討期間は 22名を対象

として,体重増加率(以下\\%DW)・心胸

比・ドライウエイト・アルブミンの各

項目データと,透析中のショックや足つ

り等の透析合併症出現回数の変化と,自

己管理意識や自己効力感(以下 GSES)を

2 年間にわたって追跡調査し検討を加

えた。その結果,除水制限導入後では短

期・長期検討期間の双方で\\%DW の減

少や,アルブミンの上昇が認められた。

また,透析合併症の血圧低下やショック

等の予防にも効果があった。アンケー

ト結果からは自己管理への意識の高ま

りを示し,GSES の上昇が明らかとなっ

た。これらの結果からは導入後は延長

や引き残したくないという意識が高ま

り,徐々に生活スタイルを変容させたも

のと推測される。一方で自己管理を徹

底し\\%DW を下げる過程において,失敗

と成功を繰り返しながら徐々に達成体

験を積み重ねた事で,前向き志向となり

自己効力感が上昇したと推測される。 

共同研究者：岩城 敏之, 上野 栄一 



75.精神臨床看護検

討レポート(case16) 

修正型電気けいれん

療法を自己決定した

双極性障害の看護 

インフォームド・コ

ンセントと精神的サ

ポートの実践 

共著 平成 22 年

10 月 

臨床看護(0386-

7722)36 巻 11 号 

P.1484-1491 

修正型電気けいれん療法(mECT)を選択

(自己決定)した、誇大妄想、多弁、多

動を伴う双極性障害患者(60 代後半、

女性)の看護における、インフォーム

ド・コンセントと精神的サポートの実

践について報告した。合併症や身体症

状の出現により薬物療法が限界となっ

た患者に対し看護師は、患者の意思決

定を支え、支持的精神療法的かかわり

を行い、精神症状の観察に努めるとと

もに、インフォームド・コンセント時

には同席して、患者の不安感の解消を

図った。その結果、mECT との相乗効果

により感情の自己コントロールが可能

となり、簡易精神症状評価尺度の興

奮、敵意・疑惑、不安・抑うつにおい

て著明な改善がみられた。 

共同研究者：千 英樹, 一ノ山 隆司, 

上島 有香里, 川野 雅資, 上野 栄一 

76.⾃⼒体動困難患

者にできる⼿浴⽤具

の改良・検討 

共著 平成 23 年 1

月 

日本看護学会論文

集: 看護総合

(1347-815X)41 号 

P.63-65 

自力体動困難な患者でも手を湯に浸け

て手浴できる用具を改良し、病棟看護

師 10名に改良前後で手浴を実施しても

らいアンケート調査を行った。ワセリ

ンの量を一定にしたこと、固定具をエ

ラスコットからゴムベルトへ変更した

こと、ビニールの幅や長さを小さくし

たことで、密着性、固定性、水漏れ、

ビニールの幅、ビニールの長さ、使用

感についての設問で有意差がみられ

た。用具の使用感についての自由記載

では、「入浴できない患者に早く使い

たい」という回答もみられ、今後のケ

アの充実につながると考えられる。 

共同研究者：古川 絵理, 角田 愛, 木

下 成美, 宮坂 純香, 武田 睦子,  

上野 栄一 

77.乳がんの術前化

学療法後に全摘術を

受けた患者の⼼理的

援助 

共著 平成 23 年 1

月 

日本看護学会論文

集: 看護総合

(1347-815X)41 号 

P.387-390 

術前化学療法を受けたが腫瘍の縮小率

が少なく全摘術になった乳癌患者 2名

を対象に、術前、術後、現在に至る心

理的状況を面接および看護記録から調

査し、援助のあり方を検討した。入院

時は、乳房喪失感よりも生命の危険性

を考え、全摘術になることは十分覚悟

できていたが、手術や麻酔に対する不

安が強く、いくつもの要因が重なり不

安がピークに達していた。患者個々の

問題や不安を正しく評価し看護師の思

い込みで援助してはならない。手術後

から退院以降では、転移や再発に対す

る不安が大きいことを理解し、乳癌に

罹患する前の自分を保持できるように

再構築への援助が必要である。 

共同研究者：小倉 弘子, 石倉 誠子, 

上野 栄一 



78.看護師のスピリ

チュアルケア測定尺

度の開発 

共著 平成 23 年 2

月 

富山大学看護学会

誌(1882-191X)10

巻 1 号 P.15-27 

本研究では、看護師のスピリチュアル

ケア測定尺度の開発を目的とした。対

象は、看護師 374 名。スピリチュアル

および看護師のスピリチュアルケアに

ついて、自由記載によるアンケート調

査を実施し、帰納法的に概念を抽出、

さらに文献に依拠した概念を抽出した

後、質問紙原案を作成し因子分析し

た。その結果、第 1因子は「霊的アプ

ローチ」、第 2因子「死生観」、第 3

因子「自然と他者との関係性」、第 4

因子「生きる意味」、第 5因子「愛と

受容」、第 6因子「永遠のいのちへの

希望」と命名された。合わせて 6因子

60 項目で構成した尺度が開発された。

本尺度の信頼性係数は全体で、0.9 以

上を示した。また、本尺度と「スピリ

チュアリティ測定尺度」との相関は高

かった。以上のことから、本尺度は高

い信頼性と妥当性のあることが検証さ

れた。 

共同研究者：江口 富子, 落合 宏, 塚

原 節子, 上野 栄一 

79.介護老人保健施

設における要介護高

齢者の自己を生きる

思い 

共著 平成 23 年 3

月 

畿央大学紀要

(1349-5534)13 号 

P.43-50 

要介護高齢者(以下、高齢者)への面接

調査の結果、高齢者の自己を生きる思

いは 5カテゴリーに分類された。高齢

者は、自己の身体上に起こっている現

実を【病気による身体的苦痛と不自

由】と意識し、介護老人保健施設(以

下、施設)を【自分の生活の場】である

という思いを抱いていた。また、【支

えてくれる人と帰れる家】があること

で自己を支え、高齢者は過去の自己の

人生を【自身への誇りと回顧】してい

た。さらに、高齢者は人生の最終段階

としての最大の課題である死を意識し

ながら、【生きがいと死】という思い

を抱きながら自らの老いを生きてい

た。この結果から、高齢者がその人ら

しく老いを生きるために、看護職者

は、施設で他者とともに生活する高齢

者の自己実現に向けた援助、入所して

いる高齢者相互間の関係を築くための

援助を実践していく必要性が示唆され

た。 

共同研究者：舩瀬 孝子, 上平 悦子, 

明神 一浩, 上野 栄一 



80.データマイニン

グを用いた精神看護

学実習における学習

内容の分析 

共著 平成 23 年 3

月 

滋賀医科大学看護

学ジャーナル

(1348-7558)9 巻 1

号 P.67-72 

精神看護学実習における学生の学びを

データマイニングを用いて明らかにす

ることを目的に、3～4学年にかけて精

神看護学実習を履修した看護大学生 60

名の実習記録を電子テキスト化し、形

態素分析により名詞・動詞ごとの出現

頻度を算出し、名詞を類似性に基づい

てグループ化し、研究者が特徴的と考

えた動詞と連動する文脈をコロケーシ

ョン解析した。その結果、【対人専門

職としての治療的関係を築く術】【精

神障害者のノーマライゼーション】

【看護過程の展開】【指導者も含めた

グループ学習における相互作用】の 4

つのカテゴリーが抽出された。 

共同研究者：田中 智美, 瀧川 薫, 上

野 栄一 

81.絵本の教材化と

対⼈関係の教育に関

する研究    ⾔語

的・⾮⾔語的刺激を

⽤いた対⼈教育の効

果 

共著 平成 23 年 3

月 

共創福祉 6巻 1号 

P.27-36 

目的:看護学生 92 名の読後感想文をデ

ータマイニングの概念に基づいて解析

し、絵本の教材化の観点から学生の学

びの特徴を明らかにし、今後の学習支

援のあり方に示唆を得ることである。

方法:絵本「くまのこうちょうせんせ

い」の読後感想文をデータマイニング

に基づき形態素解析し分類された単語

(名詞・動詞)をコロケーション解析し

た。分析の手順は、(1)記載文の電子テ

キスト化、(2)形態素解析の実行、分析

単位は単語(名詞・動詞)の出現頻度を

算出、(3)名詞を類似性に基づいてグル

ープ化、その因子をネーミング、(4)出

現頻度を参考に研究者が特徴的(学生の

学びを形成する単語)と捉えた動詞と連

動する先行・後続文脈を調べるコロケ

ーション解析である。結果:学生の読後

感想文の名詞から【対人関係】、【コ

ミュニケーション・相互作用】、【学

習】、【環境】、【時間】の 5因子を

生成した。また、動詞においては学生

の学びを構成している内容であり、対

人関係を学ぶための準備性に必要な項

目に相当していた。結論:名詞の分析に

よって【対人関係】、【コミュニケー

ション・相互作用】、【学習】、【環

境】、【時間】の 5因子が抽出され、

学習内容を提示するための項目の形成

を示した。また、動詞の分析によって

学生の学びの視点を捉えることが可能

となり、絵本のもつ言語的・非言語的

刺激が学習への動機づけに関連してい

た。 

共同研究者：一ノ山 隆司, 村上 満, 

舟崎 起代子, 上野 栄一, 川野 雅資 



82.看護学⽣に対す

る喫煙防⽌教育の効

果 喫煙⾏動・喫煙

に関する知識・喫煙

に対する態度への介

⼊ 

共著 平成 23 年 6

月 

日本看護医療学会

雑誌(1345-2606)13

巻 1 号 P.3141 

目的:看護学生を対象に、介入群に喫煙

防止教育を実施し、対照群との喫煙行

動、喫煙に対する態度、喫煙に関する

知識の経時的変化の違いから、介入の

効果を明らかにする。方法:看護学生 1

年次生 291 名を対象に、無記名自記式

質問紙調査を実施した。介入群(59 名)

と対照群(232 名)に、第一次調査は平

成 19年 4月、第二次調査は平成 19年

10 月に実施した。教育的介入は介入群

に、平成 19 年 7 月に実施した。介入は

講義と演習を組み合わせて行った。結

果:173 名(介入群 43 名、対照群 130

名、有効回答率 60%)を分析対象とし

た。喫煙率は、両群で有意な変化はな

かった。喫煙に関する態度は、介入群

で否定的に変化していたが、対照群で

は肯定的に変化していた。喫煙に関す

る知識は両群とも向上がみられ、特に

介入群で有意に向上した。結論:介入に

よる喫煙に関する知識の向上の効果を

明らかにすることができた。そして介

入により喫煙に対する態度を否定的な

方向へ変化させる可能性があることに

ついても示唆された。 

共同研究者：長谷川 智子, 上野 栄一, 

佐々木 百恵, 吉田 華奈恵, 礪波 利圭 

83.COPD  患者の療

養状況による⾃⼰管

理情報ニ ー ズの違

い Lung        

Information Needs 

Questionnaire(LINQ

)を⽤いた実態調査 

共著 平成 23 年

10 月 

日本呼吸ケア・リ

ハビリテーション

学会誌(1881-

7319)21 巻 2 号 

P.153-158 

COPD 患者の、療養状況による自己管理

情報ニーズの違いを明らかにすること

を目的に調査を行った。LINQ を用いた

情報ニーズ調査の結果、全体に自己管

理、栄養、運動に関する情報ニーズが

高く、76歳以上の患者は 75 歳以下に

比べ自己管理、栄養、運動に関する情

報の必要度が有意に高かった

(p<0.05)。特に高齢者へは栄養や運動

などの生活に即したセルフマネジメン

トができるための支援が必要である。 

共同研究者：上木 礼子, 長谷川 晴美, 

長谷川 智子, 上原 佳子, 佐々木 百

恵, 吉田 華奈恵, 良 貴子, 門脇 麻衣

子,上野 栄一, 中村 康孝, 石崎 武志 



84.異なる水質への

入浴による保温効果

と気分の違い 

共著 平成 23 年

12 月 

日本看護医療学会

雑誌(1345-2606)13

巻 2 号 P.26-35 

本研究は水道水・人工浴用剤水・温泉

水への入浴による、保温効果と気分へ

の影響の違いを明らかにし、看護の中

での人工浴用剤の活用の基礎資料とす

ることを目的とした。対象者は、20 歳

代男性 12名で慢性疾患及び心疾患や高

血圧等の循環器疾患、皮膚疾患のない

者とした。対象者は、実験の説明を受

けた後で、3条件の異なる水質への入

浴を行った。実験は、10分間の安静座

位の後で、38℃に設定した湯に 30分間

入り、入浴終了後に再度、30分間の安

静座位を行った。調査内容は、保温効

果指標として深部体温(腋窩温)、末梢

体温(右中指温)、気分の指標として、

日本語版 POMS、唾液中コルチゾールの

測定を行なった。保温効果指標の深部

体温では、[温泉水]への入浴では温熱

作用が緩やかに伝わることが明らかに

なった。また、末梢体温では[浴用剤

水]への入浴で末梢体温の保温状態が持

続することが明らかになった。気分の

指標は、日本語版 POMS は 3 条件共に入

浴前と比べ入浴後に『抑鬱-落ち込み』

『怒り-敵意』『混乱』の気分が低下

し、『活気』が高まった。しかし[温泉

水]では『疲労』も入浴前と比べ入浴後

に高まった。このことから[温泉水]の

入浴は、精神的な活力を増すが、疲労

感も増強させる可能性が示唆された。

唾液中コルチゾールは、3条件共に、

入浴前安静終了時と比べ、入浴終了時

では減少したが、入浴後安静終了時は

3条件ともに唾液中コルチゾールは増

加し、中でも[水道水]への入浴で最も

増加した。この結果から入浴開始後は

気分が「快」であったが、入浴時間の

長さがストレスになり唾液中コルチゾ

ールが増加したと考える。本研究にお

いては[浴用剤水]の入浴において、入

浴中の末梢保温状態が入浴後も持続し

た。また 3条件共に入浴によって気分

が「快」になることが明らかになっ

た。 

共同研究者：礪波 利圭, 長谷川 智子, 

上原 佳子, 佐々木 百恵, 吉田 華奈

恵, 上野 栄一 



85.出産した⼦ども

数の決定影響要因    

50 歳代の夫婦 

共著 平成 24 年 2

月 

日本看護学会論文

集: 母性看護

(1347-8230)42 号 

P.96-99 

50 代の夫婦が出産した子どもの数とそ

の決定要因を明らかにすることを目的

にアンケート調査を行い、114 組の夫

婦より回答を得た。その結果、子ども

数は 2人(44.7%)と 3 人(43%)で大半を

占めた。また、出産した子ども数の決

定要因は、多く挙げられた順に、「住

宅状況」「夫婦の年齢」「夫の協力」

「母親の健康状態」などであった。 

共同研究者：山内 弘子, 高間 静子, 

上野 栄一 

86.頭頸部外科領域

における術後せん妄

発症要因の検討    

内容分析、セブン・

クロス (7×7)法の

分析より 

共著 平成 24 年 3

月 

富山大学看護学会

誌(1882-191X)11

巻 1 号 P.9-18 

本研究の目的は、頭頸部外科病棟に勤

務する経験豊富な看護師が考える術後

せん妄発症要因は何かを明らかにし

て、臨床での術後せん妄発症患者に対

する看護実践への示唆を得ることであ

る。対象は、A大学医学部附属病院頭

頸部外科病棟に勤務する頭頸部外科勤

務経験 5 年以上の看護師 5 名とした。

術後せん妄発症要因について半構成的

面接を実施、結果は K.Krippendorff の

内容分析手法およびセブン・クロス法

にて分析した。内容分析の結果から

【性格特性】、【理解力不足】、【長

期安静】、【高齢】、【不眠】、【男

性】、【独居】の 7つのカテゴリーが

生成された。セブン・クロス法の結果

から、優先順位が高い順に【不眠】、

【性格特性】、【高齢】、【長時間手

術】、【術中出血量】、【眠剤の影

響】、【術前不安】の 7つのカテゴリ

ーが生成された。内容分析とセブン・

クロス法の両方に含まれていたのは、

【高齢】、【不眠】、【個人特性】の

3つのカテゴリーであった。この結果

から今後の術後せん妄看護についての

示唆を得た。 

共同研究者：松浦 純平, 喜田 加奈子, 

上野 栄一 

87.テキストマイニ

ングによる看護師の

考える術後せん妄発

症予測について 

共著 平成 24 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 成人看護

I(1347-8192)42 号 

P.62-65 

一般外科病棟に勤務する臨床看護経験

が豊富な看護師が考える術後せん妄発

症予測要因を明らかにすることを目的

に、一般外科領域における臨床経験 5

年以上の当該看護師 20名へ半構成的面

接を行った。逐語録のテキストマイニ

ングによる内容分析の結果、経験豊富

な看護師は、術後せん妄発症予測につ

ながる前駆症状として、「術後患者の

体動増加」「不眠」「手術前と異なる

患者の表情」「言語的・非言語的コミ

ュニケーションを通して感じる患者の

認識の変化」「幻覚や失見当識の出現

の有無」「患者の不快感に関する訴



え」などを重要な観察の視点として捉

えていることが分かった。 

共同研究者：松浦 純平, 喜田 加奈子, 

福田 弘子,  

上野 栄一, 水野 正延 

88.看護師の属性か

らみた倫理的問題と

対処⾏動との関連 

共著 平成 24 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 看護総合

(1347-815X)42 号 

P.316-318 

護師 126 人を対象に質問紙調査を行っ

た。日々の看護業務の中で倫理的ジレ

ンマを感じたことがあると回答したの

は 89.7%であった。看護師の属性と倫

理的問題 20 項目、対処行動 20項目と

の関連はなかったが、重回帰分析の結

果、倫理的ジレンマと個人背景のチー

ムワークとやりがいに有意差がみられ

た。職場で倫理的な問題を検討する機

会があるか否かについては、約 40%が

「ない」と回答した。相談対象の上

司、先輩、同僚については約 80～90%

が「よく聞いてくれる」「まあまあ聞

いてくれる」と回答し、医師について

は「少し聞いてくれる」が最も多く

40.5%、次いで「あまり聞いてくれな

い」が 29.4%であった。医療チーム全

体のコミュニケーションの円滑化が重

要である。 

共同研究者：舟崎 起代子, 田中 志穂, 

梁川 由美, 大浦 千恵, 立野 恵子, 上

野 栄一 

89.精神科急性期に

おける心的外傷体験

に遭遇した看護職の

ストレス反応とその

関連要因 

共著 平成 24 年 3

月 

滋賀医科大学看護

学ジャーナル

(1348-7558)10 巻 1

号 P.28-33 

患者からの心的外傷体験に遭遇した精

神科の急性期看護を担う看護職のスト

レス反応とコーピング特性、体験した

看護師の属性との関連を検討した。対

象は、公立・私立の精神科病院で急性

期治療病棟および精神科救急病棟に勤

務する看護職 171 名とした。ストレス

反応の指標に出来事インパクト尺度

(IES-R)を、コーピングの方法はコーピ

ング特性簡易尺度(BSCP)を用いた。対

象者の約 9割には心的外傷体験があっ

た。精神科勤務年数が長いほど、その

機会が増大していた。患者の疾患と心

的外傷体験の種類には関連が見られ

た。IES-R の結果では、13.7%の看護師

がハイリスク群に該当した。心的外傷

体験に影響を及ぼす要因としては、体

験後の辞職希望の有無があった。ハイ

リスク群の看護職は「問題解決のため

の相談」「回避抑制」というコーピン

グを多く用いる傾向があった。 

共同研究者：田中 智美, 清水 純, 上

野 栄一, 瀧川 薫 



90.7 対 1と 10 対 1

看護体制別でみた職

務満足の違いの検討 

共著 平成 24 年 4

年 

日本看護学会論文

集: 看護管理

(1347-8184)42 号 

P.424-427 

500 床以上の病院 6施設に勤務してい

る看護師 1141 名を勤務体制別に 7対 1

群(565 名)と 10 対 1 群(576 名)に分

け、尾崎の『職務満足尺度』による得

点を比較した。その結果、各群の総得

点平均は 7対 1群が 153.2 点、10 対 1

群が 143.6 点であり、7対 1群のほう

が有意に高かった。ローテーション研

修の有無別で職務満足度を比較したと

ころ、有り群が有意に高かった。年齢

別、経験年数別、勤務年数別、職位

別、最終学歴別による比較も行ったと

ころ、全ての比較で有意差が認められ

た。 

共同研究者：明神 一浩, 上野 栄一, 

前川 哲弥 

91.組織貢献意識尺

度の信頼性・妥当性

の検討 

共著 平成 24 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 看護管理

(1347-8184)42 号 

P.466-469 

先行研究に基づき、組織貢献意識を構

成する概念は「組織の目的達成」「専

門職としての自律性の発揮」「組織変

革への寄与」「責任意識を持った組織

活動」であると考え、これら 4概念を

測定する質問紙原案(各概念 6項目、計

24 項目)を作成した。その信頼性・妥

当性について検討するため、350 床以

上の総合病院 2施設に勤務する看護師

471 名に試用した。回答の因子分析を

行った結果、以下の 4因子(計 14 項目)

が抽出され、各項目の妥当性や尺度の

信頼性に問題はないことが確認され

た。1)組織目標達成への積極性。2)組

織の発展と自律性の発揮。3)組織変革

への寄与。4)組織活動における責任意

識。 

共同研究者：近藤 やよい, 藤本 ひと

み, 上野 栄一, 高間 静子 

92.妄想のある統合

失調症患者との対話

場面におけるコミュ

ニケーション技法 

共著 平成 24 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 精神看護、42

号、P.137-140 

妄想のある慢性期の統合失調症患者(30

代男性)と看護師(60 代男性)の対話場

面を録音し、トランスクリプト表示し

た会話内容から妄想場面における看護

師の対応とコミュニケーションの特徴

を抽出した。妄想に関する 4場面が抽

出され、患者の妄想体験に看護師が対

応していた各場面を分析した結果、

「メタファー的な要素に相当する看護

師の言葉」「表現の促しに相当する看

護師の言葉」「焦点化に相当する看護

師の言葉」の三つの技法の活用が明ら

かになった。看護師の言葉の特徴は、

表現の促しや、感情の明確化であり、

そこでは相槌を意図的に活用し、看護

師は患者の視点に合わせて、妄想体験

を否定しない態度に徹し、患者の感情



表現を促していた。 

共同研究者：一ノ山 隆司, 舟崎 起代

子, 松浦 純平, 上野 栄一, 川野 雅資 

93.精神臨床看護検

討レポート

(case18)(最終回) 

病的体験の幻聴に対

して患者の自己対処

力を高めるアプロー

チ 

共著 平成 24 年

12 月 

臨床看護(0386-

7722)36 巻 14 号 

P.1900-1906 

幻聴がある入院中の統合失調症患者 2

名(40 代前半男性、40 代後半男性)に対

し、幻聴への対処力を高めるため心理

教育的アプローチとしてビデオ学習、

テキスト活用、社会生活技能訓練(SST)

を段階的に実施し、その効果を陽性・

陰性症状評価尺度(PANSS)を用いて検討

した。その結果、幻聴に対する自己対

処力が高まり、自己コントロールが可

能となったことで、2事例とも陽性症

状に改善が認められた。 

共同研究者：一ノ山 隆司, 舟崎 起代

子, 村上 満, 川野 雅資, 上野 栄一 

94.看護学生の禁煙

支援力尺度の開発 

共著 平成 24 年

12 月 

福井大学医学部研

究雑誌(1348-

8562)13 巻 1-2 号 

P.19-29 

看護学生が禁煙支援を実施できる能

力・態度・資質を測定し、禁煙支援者

育成教育の客観的評価の指標として使

用することが可能となる禁煙支援力尺

度の開発と信頼性・妥当性を検討し

た。尺度を構成する因子として、「リ

ーダーシップ力」「喫煙の有害性の説

明能力」「コミュニケーション力」

「企画立案力」「喫煙への態度」の 5

因子 18 項目が抽出された。禁煙支援力

を構成する概念として研究者が考えて

いた尺度原案のうち、喫煙に関連した

内容である、非喫煙維持行動、喫煙に

関する意識、禁煙支援者としての役割

への意識の計 40 項目のうち、項目分析

で偏りが強かったことでその 6割が削

除された。項目分析で項目として残っ

た内容は、喫煙に対する否定的態度の

3項目と、禁煙支援の知識に関する 3

項目であった。保健指導力に関して

は、予想していた 7項目から最終的に

「リーダーシップ力」「コミュニケー

ション力」「企画立案力」の 3項目に

絞られた。 

共同研究者：上原 佳子, 長谷川 智子, 



佐々木 百恵, 北野 華奈恵, 礪波 利

圭, 上野 栄一, 石崎 武志 

95.転倒・転落に対

する看護師の意識変

化 定期的なカンフ

ァレンスで看護計画

の評価を行って 

共著 平成 25 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 看護総合、43

号 P.263-266 

カンファレンスで看護計画を評価する

ことで、患者の転倒・転落防止に対す

る看護師の認識や行動は変化するかど

うかを明らかにするため、病棟看護師

17 名を対象として調査を行った。週 1

回のカンファレンスで対象患者を 1人

決め、転倒・転落リスクや離床センサ

ー「マッタ君」の必要性の検討に加

え、看護計画の評価・修正を行った。

カンファレンスを強化した後は、チー

ムモニターとコミュニケーションの

「認識」と「行動」が高まった。カン

ファレンスで看護計画の評価を行うこ

とで、転倒・転落リスクのある患者の

疾患や歩行状態、転倒・転落予防に対

する患者自身の理解度などの情報を、

それぞれの看護師が持ち寄り、情報を

共有し、患者に対する共通認識を持つ

ことができた。その上で、アイデアを

出し合って患者に合わせた個別性のあ

る転倒・転落予防対策を考え、その場

でタイムリーに計画に反映させること

で、どの看護師も統一した行動が取れ

るようになった。 

共同研究者：三竹 香, 竹島 裕恵, 大

谷 麻里子, 中島 正喜, 大森 貞, 上野 

栄一 



96.ICU における

PNS(Partnership 

Nursing System)の

現状と課題 

共著 平成 25 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 看護管理

(1347-8184)43 号 

P.195-198 

新看護方式パートナーシップナーシン

グシステム(PNS)導入から 1年が経過し

た ICU における現状と課題を明らかに

するため、ICU 看護師 15名を対象に、

ケアに関する 6項目、効率化に関する

7項目、対人関係に関する 7 項目の質

問紙調査を行った。また、自由記載を

テキストマイニングソフトウェアを用

いて分析した。「できる」「ややでき

る」と回答した割合は、患者ケアで平

均 92%、効率化で 86%、対人関係で 86%

であった。ペアで患者を受け持つこと

で協働関係が生まれていた。PNS はス

タッフの精神的な負担の軽減、知識の

共有、業務の効率化などに効果的であ

った。PNS の今後の課題は、信頼関係

の確立や対等な関係を保つためのコミ

ュニケーションスキルを養うことであ

る。 

共同研究者：片山 静, 青池 智小都, 

北川 康代, 桑原 勇治, 蔵田 恭子, 高

山 裕喜枝, 上野 栄一 

97.糖尿病患者のセ

ルフケア能力を測定

するための尺度開発 

基本的概念枠組みの

特徴について 

共著 平成 25 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 看護管理

(1347-8184)43 号 

P.275-278 

糖尿病患者のセルフケア能力を測定す

る尺度を開発するため、演繹的・帰納

法的に抽出した 100項目についてテキ

ストマイニング手法を用いて、その特

徴を明らかにした。セルフケア能力を

測定する構成概念は、生活習慣(23 項

目)、認知レベル(40 項目)、身体症状

(13 項目)、精神-心理的側面(10 項

目)、ソーシャルサポート(3 項目)、対

処行動レベル(11 項目)の六つであっ

た。単語レベルでの質問項目の特徴と

しては、「知る」「インスリン」「自

分」「糖尿病」「足」「症状」「多

い」「高血糖」「食品交換表」「低血

糖」「薬」の使用頻度が高かった。糖

尿病患者のセルフケア能力の評価は、

認知レベルでの評価が特に重要であ

り、段階的に評価することが重要であ

ることが示唆された。 

共同研究者：上野 栄一, 大西 みさ 



98.片麻痺患者の日

常生活における危険

防止のためのコーピ

ング行動の特徴 テ

キストマイニングに

よる分析 

共著 平成 26 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 看護総合

(1347-815X)44 号 

P.138-141 

A 県内のリハビリクリニックに通院す

る発症後 5年以上経過した屋外歩行自

立している片麻痺患者の日常生活にお

ける危険防止のためのコーピング行動

の特徴について検討した。50名の対象

者に、敷居や段差のあるところ、平ら

な所、畳み上、階段の昇降時、ビニー

ル素材の床、浴室内、雨の日道路の歩

行時、信号機のある横断歩道の歩行

時、履物の選択方法、人の多い場所、

荷物を持っての歩行時に転倒しないた

めにとっているコーピング方法につい

て尋ねる質問紙調査を実施した。有効

回答数は 34 名(男性 23名、女性 11名)

であった。テキストマイニング(TM)に

よる分析の結果、危険防止のためのコ

ーピング行動の特徴として歩行と手す

りが抽出された。歩く、については

「歩行時の工夫」「歩行時の心構え」

「足元の確認」「歩き方」「麻痺側の

意識」等のコーピング行動があった。

手すり、については「階段昇降時の工

夫」「家屋の改造」「生活場面」等の

コーピング行動があった。 

共同研究者：藤本 ひとみ, 高間 静子, 

上野 栄一 

99.EGFR 阻害薬治療

を受ける大腸がん患

者の QOL の経時的変

化とその影響 

共著 平成 26 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 成人看護

II(1347-8206)44

号 P.113-116 

大腸がん治療に用いられる EGFR 阻害薬

は、副作用として皮膚障害が 80%以上

の頻度で出現し、その出現と重症度は

治療効果にほぼ比例するといわれてい

る。今回、皮膚障害の出現が QOL に与

える影響を明らかにするため、外来で

EGFR 阻害薬治療を受けている大腸がん

患者 21 例を対象に、皮膚疾患特異的

QOL 尺度(Skindex-16 日本語版)を用い

た調査を行い、以下の結論を得た。1)

皮膚障害の「ざ瘡」は QOL の感情領域

に強い影響を及ぼす。2)皮膚障害の

「爪囲炎」は QOL の症状領域に強い影

響を及ぼす。 

共同研究者：久保 博子, 木谷 智江, 

中川 敦子, 藤田 弘子, 広田 法子, 金 

祥恵, 冨永 知恵子, 上野 栄一 



100.看護専門学校 3

年課程の看護教員集

団の教師教育の実態 

看護教員集団のグル

ープインタヴュー分

析より 

共著 平成 26 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 看護教育

(1347-8265)44 号 

P.260-263 

A 看護専門学校(都会に位置し規模が大

きい)に所属経験のある看護教員 6名

と、B看護専門学校(郊外に位置し規模

が小さい)に所属経験のある看護教員 4

名に対してそれぞれフォーカスグルー

プインタビューを行い、「どのような

教師教育をしているか」「どのような

教師教育を受けているか」「教師教育

に対する思い」の 3点について聴取

し、修正版グラウンデッド・セオリ

ー・アプローチに準拠して分析を行

い、カテゴリー化した。分析テーマは

「看護教育に対して困難さを感じてい

る看護教員と看護教員集団の特徴およ

び教師教育の取り組みとその結果」と

した。分析の結果、A校・B校とも以下

の 3 カテゴリーが抽出された。1)発達

段階にある教育。2)ケアリング的な教

育。3)入職時の教員の姿の３つが抽出

された。 

共同研究者：梶谷 薫, 北出 千春, 石

橋 千夏, 松岡 小百合, 上野 栄一 

101 看護専門学校の

教師集団における教

師教育の実態 テキ

ストマイニングによ

るデータ分析から 

共著 平成 26 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 看護教育

(1347-8265)44 号 

P.264-267 

A 看護専門学校(都会に位置し規模が大

きい)に所属経験のある看護教員 6名

と、B看護専門学校(郊外に位置し規模

が小さい)に所属経験のある看護教員 4

名に対してそれぞれフォーカスグルー

プインタビューを行い、「教師教育の

現状とその思い」について聴取し、テ

キストマイニングソフト Studio を用い

て単語の出現頻度を分析するととも

に、単語間の共起関係について分析し

た。結果、A校・B校とも[学生][先

生][言う][凄い]などの単語が頻出し、

共起関係については A校で[学生][先

生][自分]が多くの単語と共起関係にあ

り、B校では[人][凄い][学生]が多く

の単語と共起関係にあった。詳細な分

析の結果、両校ともに教師教育はプロ

グラムされておらず、インフォーマル

な同僚との関係によって教員が教師と

して成長していることがわかった。ま

た、教師教育を阻む組織の特徴とし

て、A校では派閥が存在する官僚主義

的な組織の姿があり、B校では倫理的

に問題となる管理者やハラスメントの

存在があった。 

共同研究者：北出千春, 上野 栄一, 梶

谷 薫 



102.背景別にみた看

護学生の自己健康管

理モニタリングの比

較 

共著 平成 26 年 6

月 

富山大学看護学会

誌(1882-191X)14

巻 1 号 P.81-90 

本研究は、看護学生の自己健康管理モ

ニタリング測定尺度を使用し、背景別

に比較し教育的示唆を得ることを目的

とした。対象は看護学生 1,056 名。

「就学態度の自律性」、「対人関係の

健全性」、「思考の健全性」、「食生

活の健全性」、「対処行動能力」、

「身体変調の注意力」、「予防行動

力」の 7 つの下位概念からなる 30項目

の質問紙調査表を使用した。結果、

「性別」、「年齢」、「学年」、「学

校種別」、「家族との同居の有無」、

「アルバイトの有無」、「平均睡眠時

間」、「運動習慣」、「健康への気づ

かいの程度」に特徴的な有意差が認め

られた。自己健康管理できていない看

護学生に対し、健康管理できるよう

に、まず自分の状況・状態を捉えられ

ているかを知ること、すなわちモニタ

リングできることが自己健康管理する

上で必要であり、本研究は、対象の背

景や生活状況と自己モニタリングとの

関係を明らかにした。今後、自己健康

管理指導時の教育的資料となる。 

共同研究者：成瀬 早苗, 上野 栄一 

103.看護実践レポー

トからみる、私たち

の看護の容"(かた

ち)" 

共著 平成 26 年 9

月 

看護実践の科学

(0385-4280)39 巻

10 号 P.55-62 

ナラティブを取り入れた看護実践レポ

ートから Benner の看護実践領域分類お

よびテキストマイニングを用いて看護

の「容(かたち)」を表出した。富山市

民病院において平成 17年から 2010 年

の 5 年間に提出された実践レポート約

200 題のうち、患者への直接的な看護

実践以外のテーマのもの(個人の思い、

自己啓発、スタッフ育成、看護管理な

ど)を除いた 187 題を分析対象とした。

Benner が看護師へのインタビューを用

いて抽出した臨床実践内容の 7領域

は、1)援助役割、2)教育とコーチング

の機能、3)診断とモニタリングの機

能、4)容態の急変を効果的に管理す

る、5)治療処置と与薬を実施し、モニ

ターする、6)医療実践の質をモニター

し、確保する、7)組織能力と役割遂行

能力であった。提出されたレポートで

はどの領域の看護実践が看護師の心に

留まる実践としてあげられているか分

類した。一番多くあげられていたのは

(1)援助役割 118 題、次いで(2)教育と

コーチングの機能 46 題、(3)診断とモ

ニタリングの機能 12 題などであった。 

共同研究者：神保 浩子, 上野 栄一, 

八塚 美樹 



104.看護学生の段階

別コミュニケーショ

ン能力評価尺度の開

発 

単著 平成 26 年 9

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会年報

(1880-4543)20 巻 

P.59-69 

総合病院 5施設の看護師 426 名にアン

ケートを行い、「看護学生に求めるコ

ミュニケーション能力」(4 つの質問)

について自由記述で回答を求め、その

結果をもとに「看護学生に必要なコミ

ュニケーション能力」178 項目を抽出

し、看護学生用の質問紙原案を作成し

た。そして、この原案による調査を看

護系大学 5校の学生 372 名に実施し、

得られた回答をもとに、信頼性・妥当

性の検証と因子分析(主因子法・プロマ

ックス法)を行った。結果、『看護学生

の段階的コミュニケーション能力評価

尺度』を構成する因子として以下の 9

因子が抽出され、本尺度の信頼性・妥

当性は高いことが確認された。1)積極

的傾聴。2)アサーション。3)音響学的

配慮。4)係わり。5)人間尊重。6)観

察。7)感情コントロール。8)フォーカ

シング。9)言語化。 

（単独）上野 栄一 

105.在宅片麻痺療養

者の自律度測定尺度

の開発 

単著 平成 26 年 9

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)37

巻 4 号 P.23-30 

【目的】本研究の目的は,在宅で生活す

る片麻痺療養者の自律度測定尺度を作

成し,その信頼性と妥当性を検討するこ

とである。【方法】在宅片麻痺療養者

の自律度尺度試作案は,質問 46項目の

リッカートスケールとした。対象者

145 名に面接法で実施した。【結果】

主因子法プロマックス回転にて,因子分

析を実施し,第 1因子は「周囲に支えら

れた在宅生活」,第 2因子は「在宅で前

向きに生きる意欲」,第 3因子は「在宅

における安全な生活動作の工夫」の計

16 個の質問項目を採用した。信頼性は

Cronbach のα係数 0.783 であり,内的

整合性が確認できた.【結論】本尺度

は,在宅で日常生活を送る片麻痺療養者

自身が短時間に自己評価できる尺度で

あり,療養者自身の判断材料となる。ま

た,主介護者から自律を尊重されるきっ

かけとなり得る。 

担当部分：統計解析と考察 

共同研究者：横山 孝枝, 上野 栄一 



106.胃瘻患者におけ

る在宅介護の成功要

因の検討 二者の介

護を行う男性介護者

の語りから 

共著 平成 26 年

12 月 

富山大学看護学会

誌(1882-191X)14

巻 2 号 P.159-171 

本研究ではアルツハイマー型認知症の

妻を介護しながら、パーキンソン病で

胃瘻造設を行った実母を介護する男性

介護者のケースに着目する。この二者

の介護を行う男性介護者が胃瘻管理を

含め介護を前向きに取り組んでいる要

因は何かを検討し、その要因を抽出す

ることを目的とした。本研究では面接

調査方法を用い、半構造化インタビュ

ーによりデータ収集を行った。その

後、「KH Coder」を使用し内容分析を

行った。今回は共起ネットワーク分析

と対応分析により質的データを可視化

した。結果、(1)介護と死を自分も含め

た人間の通る道としての受容。(2)被介

護者への感謝の思いや経済的基盤の安

定。(3)制度の利用に加え、医療従事者

との関わりの多さ。(4)被介護者の状態

が落ち着いていること。(5)自分の殻に

閉じこもらず、自ら他者に働きかけて

いく介護者の特性。以上 5要因が抽出

できた。これらの結果から、医療者に

は介護者が孤立しない配慮が必要であ

る。 

本人担当部分：統計解析 

共同研究者：杉島 優子, 上野 栄一 

107.年次看護学生の

行動規範と職業的ア

イデンティティの関

連 

共著 平成 27 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 看護教育

(1347-8265)45 号 

P.75-78  

A 看護専門学校の 3年生で、全ての臨

地実習を終えた 84名を対象に、西山ら

の『行動規範の自己評価表』(以下 A)

と、藤井らの『医療系学生における職

業的アイデンティティ尺度』(以下 B)

を用いた調査を行い、両指標の相関性

について検討した。結果、Aの下位因

子[実習態度の向上]と Bの下位因子[医

療職の選択と成長への自信][医療職と

して必要とされることへの自負][社会

への貢献の志向]との間に有意な相関が

認められた。また、Aの下位因子「医

療者としての人格形成」と Bの下位因

子[医療職観の確立]との間に有意な相

関が認められた。 

共同研究者：小坂 美映子, 上野 栄一 



108.看護師が体験す

る造血幹細胞移植を

受ける患者・家族へ

の困難な看護介入 

自由記載内容の分析

から 

共著 平成 27 年 3

月 

滋賀医科大学看護

学ジャーナル

(1348-7558)13 巻 1

号 P.23-26  

本研究の目的は、移植を受ける患者・

家族への困難な看護介入について看護

師の体験の実際を明らかにし、看護の

あり方について検討することである。

調査票に、移植看護に携わるなかで患

者・家族への看護で困難だった出来事

について記入を求める自由記載欄を設

け調査を行った。調査票は 251 部配布

し、192 部の回収(回収率 76.5%)であっ

た。そのうち、自由記載欄への回答の

あった者は 37名(回答率 14.7%)であっ

た。自由記載文は約 4255 文字で、看護

師 1 人につき約 115文字であった。分

析の結果、看護師が体験する移植を受

ける患者・家族の困難な看護介入とし

て、【移植と向き合い揺れ動く患者の

精神的支援】、【医師との協働にジレ

ンマを抱く】、【移植に対して後悔を

残さないための意思決定支援】、【患

者-家族関係の調整を図る援助】、【合

併症と副作用に対する患者の理解とそ

の対応】、【移植後の急変時における

患者の希望の事前確認】、【ADL が低

下した状況下での移植への介入】が明

らかとなった。 

共同研究者：田中 智美, 瀧川 薫, 上

野 栄一, 木藤 克之, 藤野 みつ子 

109.造血幹細胞移植

を選択する患者への

看護師の意思決定支

援と影響要因 医師

からの移植説明時に

おける看護援助の実

際 

共著 平成 27 年 3

月 

滋賀医科大学看護

学ジャーナル

(1348-7558)13 巻 1

号 P.27-30  

本研究の目的は、移植を選択する患者

への意思決定における看護師の支援の

実態と、その影響要因を明らかにする

ことである。同意の得られた病院の看

護師に対して質問紙調査を実施した。

調査内容は、属性以外に移植の説明時

における看護援助や心理・社会的支援

に関する看護援助について調査を行っ

た。調査票は 251 部配布し 192 部回収

(回収率 76.5%)された。そのうち有効

回答数は 189 名(75.3%)で、これらを分

析対象とした。その結果、医師からの

移植の説明時における看護援助では、

【情報提供と医師との連携】【説明内

容の理解と精神的支援】【権利と意思

の尊重】の 3つの因子が抽出された。

また、移植を選択する患者に対する看

護師の意思決定支援は、卒後教育にお

ける継続的な教育や学習経験が必要で

あることが示唆された。 

共同研究者：田中 智美, 瀧川 薫, 上

野 栄一, 木藤 克之, 藤野 みつ子 



110.フットケア外来

における糖尿病指導

効果に関する研究,

段階的なセルフケア

評価質問紙(GSEQ)と

間食に焦点をあてた

解析から 

共著 平成 27 年 3

月 

日本糖尿病教育・

看護学会誌(1342-

8497)19 巻 1 号 

P.5-13  

本研究の目的は,フットケア外来に段階

的なセルフケア評価質問紙(GSEQ)を取

り入れ,フットケアに加え間食を減らす

ための情報提供を行い,間食に焦点をあ

てた解析から血糖コントロールや足病

変の経時的変化を検討することであ

る.2型糖尿病でフットケア外来に通院

し研究の同意を得た外来患者 120 名に,

初回に GSEQ で情報収集と低値のセルフ

ケア項目についての情報提供を同時に

行い,指導 6ヵ月後,1 年後,2年後に血

糖コントロールと足の評価を t検定

(paired,t-test),Wilooxon 符号付順位

検定で分析した.結果,GSEQ で最も点数

が低く問題のある項目は「間食」であ

った,間食 3群(A:毎日間食する,B:時々

する,C:全くしない)の比較でみると,C

群が HbA1c,インスリン量,足病変

(p<0.001)と振動覚閾値 VPT(p<0.OD で.

最も改善した.以上により,フットケア

外来で血糖コントロールと足病変を改

善するには,フットケアと CSEQ を初回

に行い,間食を減らすための情報提供を

同時に行っていくのは有効であること

が示唆された. 

共同研究者：大西 みさ, 上野 栄一 

111.PNS を取り入れ

た A 病院におけるリ

ーダー行動と、職

位、経験年数、リー

ダー経験年数との関

連 

共著 平成 27 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 看護管理

(1347-8184)45 号 

P.11-14 

勤務帯リーダー役割自己評価尺度を用

いてアンケート調査を行い、パートナ

ーシップナーシングシステム(PNS)にお

けるリーダーの実際の行動を調べた。

対象は PNS を取り入れた福井大学医学

部付属病院の勤務帯リーダー経験のあ

る病棟看護師 14 名で、全員から回答が

得られた。職位に就いている看護師

は、「業務遂行に必要な内容をメンバ

ーが学習できる機会をつくる」「援助

方法に関するメンバーとの話し合いを

推進する」の自己評価が高かった。看

護師経験年数とリーダー経験年数との

間に相関関係があったのは、「病棟全

体を見守り、先を見通しながら業務を

進める」「病棟状況の変化に柔軟に対

応する」であった。以上より、リーダ

ーとして行動している内容が明らかに

なった。 

共同研究者：, 三竹 香, 大森 貞, 上

野 栄一 



112.PNS を取り入れ

た A 病院における理

想のリーダー像、実

際の行動、理想のリ

ーダー像に近付くた

めの課題 

共著 平成 27 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 看護管理

(1347-8184)45 号 

P.15-18 

パートナーシップナーシングシステム

(PNS)を取り入れた福井大学医学部付属

病院の病棟看護師 18 名を対象として、

リーダーの認識についてアンケート調

査した。調査内容は属性、PNS におけ

る理想のリーダー像、実際の行動、理

想のリーダー像に近づくための課題

で、アンケート用紙に自由に記述させ

た。看護師経験 10年目以上の看護師は

タイムマネジメントできるリーダーを

理想とし、実際の行動にもつながって

いた。看護師経験 10 年目未満の看護師

は業務の進捗に関しての役割を果たす

リーダーを理想とし、実際に行動して

いた。リーダーの理想像に近づくには

看護師経験に共通して努力と経験を課

題とし、実戦から経験を重ねるという

自分自身の努力が求められていると認

識していた。 

共同研究者：前田 弥生, 三竹 香, 大

森 貞, 上野 栄一 

113.テキストマイニ

ングによるアルコー

ル依存症者の発言内

容の分析 

共著 平成 27 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 精神看護

(1349-2985)45 号 

P.215-218 

A 病院では 2 週間に 1 回、アルコール

外来を開設し、認知行動療法を主とし

た診察に加え、仲間同士の自助グルー

プを通して断酒生活を支援する外来ア

ルコールミーティング(ミーティング)

を行っており、今回、ミーティングに

参加している患者がどのような思いを

抱いているのかを明らかにすることを

目的に、平成 23 年 4 月～25 年 12 月の

ミーティングに参加した患者、延べ

630 名の発言内容を、テキストマイニ

ングにより分析した。単語分析の結

果、「自分」という言葉の出現頻度が

3番目に多く、「自己中心的な自分」

「自分の責任」「自分の意志で」「自

分を振り返る」「自分にとって」など

自己を意識した発言が聞かれ、断酒へ

の強い意志とともに、自信がない「自

分」が存在し、断酒することは自分一

人では困難であるため、そうした「自

分」を支えるため、「仲間」「家族」

「自助グループ」の存在があることが

窺えた。 

共同研究者：藤嶋 裕美, 山本 育子, 

山口 達也, 上野 栄一 



114.看護学生の自己

健康管理モニタリン

グ測定尺度の開発と

信頼性・妥当性の検

証 

共著 平成 27 年 6

月 

日本看護医療学会

雑誌(1345-2606)17

巻 1 号 P.33-42 

【目的】本研究は、看護学生の自己健

康管理モニタリング測定尺度を開発

し、その信頼性・妥当性を検討する。

【対象・方法】看護学生 1,056 名を対

象として、121 項目 5 段階のリッカー

ト法質問紙調査を行った。【結果】主

因子法プロマックス回転にて因子分析

を行った結果、7因子 30項目の因子解

が抽出され、「就学態度の自律力」、

「対人関係の健全力」、「思考の健全

力」、「食生活の健全力」、「対処行

動能力」、「身体変調の注意力」、

「予防行動力」と命名した。全体の

Cronbach α係数は.914、各因子は.705

～.875 であり、G-P分析・I-T 分析、

基準関連妥当性も検討し、信頼性・妥

当性は確認できた。【結論】本尺度は

簡便に測定でき、繰り返し評価するこ

とで健康管理の指標として活用でき

る。今後は、看護以外の学生にも使用

できる尺度を検討し、青年期における

自己健康管理能力を向上させる一助と

していく必要がある。 

共同研究者：成瀬早苗、上野栄一 

115.福井大学医学部

附属病院で開発され

た PNS の効果 導入

1年後の病棟看護師

の認識 

共著 平成 28 年 3

月 

福井大学医学部研

究雑誌(1348-

8562)16 巻 1 号 

P.37-46 

福井大学医学部附属病院では,新看護方

式 PNS を平成 21 年に消化器外科病棟で

開発し 2011 年 4 月からは全病棟で実施

している。今回,消化器外科病棟以外の

病棟看護師 10名に PNS について,自由

に語ってもらい,「PNS」の効果を検証

し,今後の発展性について検討した。分

析はテキストマイニング自然言語処理

した。思う,良い,PNS,人,1 人,いう,ペ

ア,やる,聞くなどの単語が上位を占

め,PNS の良さ,聞く態度,自分や人に関

する関心度が高まっていた。これは

PNS が自己に関心を向けさせ,人に関心

を持たせ,更に自己成長を促すきっかけ

となっていた。更に,ことばのネットワ

ークでは,PNS,ペア,自分,人,良いの特

徴が示され PNS のポジティブな効果が

示されていた。PNS導入 1 年目の効果

として,常に相互作用が促進され,看護

師のコンピテンシーがお互いに向上す

ることが示唆された。 

共同研究者：松村 愛都, 清水 由加里, 

橘 幸子, 上野 栄一 



116.看護学生の子ど

も理解の程度と小児

看護学実習後の自己

評価との関連 

共著 平成 28 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 看護教育、46

号 P.51-54 

看護学生の子ども理解の程度と小児看

護学実習における自己評価の関連を明

らかにすることを目的に、小児看護学

実習を終えた A看護専門学校(3 年課

程)3年次生 94名へ、西原らの「子ど

も理解の評価尺度」、A看護学校の小

児看護学実習評価表に準じた自己評価

表(17 項目)を用いた質問紙調査を行っ

た。その結果、「子ども理解の評価尺

度」の 4 下位尺度のうち、【身体生理

の特徴】は自己評価表 17項目のうち

15 項目と相関が認められ、「患児の成

長・発達に基づいた身体的側面が把握

できた」自己評価と最も関連してい

た。その他、【知的・情緒・社会機能

の発達】は自己評価の 11項目と、【健

康障害のある子どもの体験】は 10項

目、【自律性】は 7項目の自己評価

と、それぞれ相関が認められた。中林 

美寿々, 上野 栄一 

117.成人看護学演習

でエンゼルケア・エ

ンゼルメイクを取り

入れた学習の構造と

特徴 テキストマイ

ニングの解析から 

共著 平成 28 年 8

月 

ホスピスケアと在

宅ケア(1341-

8688)24 巻 2 号 

P.84-91 

在宅での死が望まれながら、在宅死の

割合は 2013 年(平成 25年)12.9%と多い

とは言えない。その理由として核家族

の増加による社会構造の変化があげら

れる。家族の看取りや死後の対応に関

わった学生は殆どいない。そこで終末

期看護に人形を用いたエンゼルメイク

を取り入れる教育機関が増えてきてい

る。本研究は、成人看護学演習で 80 人

の看護学生に行ったエンゼルケア・エ

ンゼルメイクの学びの構造と特徴を明

らかにする目的で授業感想からの学び

をテキストマイニングで解析した。解

析した文章は、総行数 935、平均行長

(文字数)24.2、平均文長(文字

数)1333、延べ単語数 8760、単語種別

数 1366 であった。単語頻度解析では、

エンゼルメイク(393)、家族(313)、思

う(221)などであり、係り受け頻度解析

では、「メイク-行う」(24)、「意向-

沿う」(18)、「一緒-行う」(16)、「大

切-感じる」(15)などが抽出された。こ

とばのネットワーク分析では、「エン

ゼルメイク」と「家族」の 2つの

KeyWords からネットワークが繰り広げ

られていた。「エンゼルメイク」は実

際に行った事柄に関する言葉が繋がっ

ていた。よって、エンゼルメイクを実

際に実施することにより「エンゼルメ

イク」を「家族」と「行う」ことで

「つながり」を感じ、「意向」に「沿

う」、「(その)人らしさ」を慮ること

に思考が広がり、「家族」が「死」を

「受容」、「受け入れる」ことに繋が



ることが示唆された。 

共同研究者：原 元子, 上野 栄一 

118.高血圧症患者の

日常生活行動におけ

る自己管理の実態調

査 

共著 平成 28 年 9

月 

看護実践学会誌

(1882-2428)29 巻 1

号 P.8-18 

本研究は高血圧症患者の日常生活行動

における自己管理の実態を明らかにす

ることを目的とした。本態性高血圧症

患者 174 名を対象に食事・運動・スト

レス・服薬・飲酒・喫煙の 6領域に関

する自己管理について「高血圧症患者

の日常生活行動自己管理尺度」を用い

た質問紙調査を実施した。その結果、

領域全体の平均得点で自己管理が出来

ていると捉えられる基準の 3点以上で

あったものは、領域毎にみると服薬管

理のみであった。さらに、自己管理が

困難な日常生活行動としては、食事管

理では食塩制限・肥満予防に向けた行

動、ストレス管理では入浴時の温度変

化に配慮する行動、服薬管理では薬を

飲み忘れない環境作りを行うこと等が

あった。性別においては、男性は女性

よりも得点が低く、身体を擁護的に見

ることや細かな配慮ができにくいこと

が示唆された。年齢別では 65歳未満群

の方が 65歳以上群よりも管理得点が低

く、ライフサイクル上の役割の大きさ

が影響していると考えられた。職業別

においては、有職者が無職者よりも得

点が低い実態がみられた。本研究結果

は対象の特性に応じた自己管理への援

助に活用できることが示唆された。 

共同研究者：坪田 恵子, 稲垣 美智子, 

上野 栄一 

119.2 年課程昼間定

時制の看護学生のレ

ジリエンスに関する

実態調査(第二報) 

共著 平成 29 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 看護教育

(1347-8265)47 号 

P.31-34 

准看護師として仕事を行いながら学業

や子育てを両立させている 2年課程昼

間定時制の看護学生のレジリエンス

(「ストレスフルな体験をどのように受

け止めるか(落ち込む深さ)、どのよう

に立ち直るか(跳ね上がる力と時間)の

一連の回復する力」)の実態を明らかに

することを目的に、A看護専門学校の

26・27 年度在学生(1～3年生)を対象に

「二次元レジリエンス要因尺度」を用

いた質問紙調査を行い、253 名より有

効回答を得た。その結果、当該看護学

生のレジリエンスは、社会人経験年

数、准看護師経験年数との関連性はな

く、「2年生」「30代」で低い傾向が

みられた。 

共同研究者：石田 雪子, 河西 惠子, 

荒川 由紀美, 矢部 由香里, 松田 由加

里, 島崎 真理子, 中井 秀成, 野城 亜

弥子, 島田 英子, 平山 園子, 上野 栄

一 



120.看護学生を対象

とした助産外来見学

実習の学び 学生の

グループインタビュ

ーを通して 

共著 平成 29 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 看護教育

(1347-8265)47 号 

P.107-110 

母性看護学実習の助産外来見学実習に

おける学生の学びを明らかにすること

を目的に、母性看護学実習を終了した

看護大学生(4年生)15 名を対象にグル

ープインタビューを行った。内容分析

の結果、助産外来見学実習における学

生の学びは、学生が見学した健診場面

と学生の理解の 2つの側面から構成さ

れており、学生は妊婦健診、生活指

導、妊婦や家族の心理・社会的側面を

見学することで、助産外来の特徴や助

産師の指導技術に対する理解を深めて

いることが窺えた。 

共同研究者：森兼 眞理, 岡山 真理, 

山名 香奈美, 上平 悦子, 上野 栄一 

121.パートナーシッ

プがケーススタディ

指導にもたらす効果

と課題 

共著 平成 29 年 7

月 

看護展望(0385-

549X)42 巻 8 号 

P.82-87 

1 人の学生に対し 2人の教員で指導す

るパートナーシップが、ケーススタデ

ィ指導にもたらす効果を明らかにする

ことを目的に、A看護専門学校が導入

したパートナーシップによるケースス

タディ指導に関わった教員 9名へ半構

成的面接(1 名につき 2回)を行うとと

もに、学生 29名へ自由記述を含む質問

紙調査を行った。教員への半構成的面

接の逐語録をグラウンデッドセオリー

法を用いて分析した結果、パートナー

シップによるケーススタディ指導の取

り組みとして、【得意な分野を引き受

ける】【頼れるパートナーシップ】

【いいとこ取りの論文作成】【立ち止

まってみるケーススタディ指導】の 4

カテゴリーからなる《パートナーシッ

プにより生成された効果》、【論文作

成過程を深めたい】【自己研鑽の場と

したい】【論文の仕上がりを懸念す

る】【協働することへの不安が生じ

る】の 4 カテゴリーからなる《論文完

成度の向上を願う》、【2人だからこ

そ出てきた困りごと】の《パートナー

運営上の課題》の 3コアカテゴリーが

抽出された。また、学生への質問紙調

査の自由記述を内容分析した結果、パ

ートナーシップによる指導で学生が感

じたこととして、「教員役割の有効活

用」「連携による時間の有効利活用」

のサブカテゴリーからなる【合理的な

学習を支える環境】、「学生の思考過

程を刺激」「作成過程の心理的支援」

からなる【多様な視座による論文完成

度の高まり】、「教員間の連携不足」

の【パートナーシップの未熟性】の 3

カテゴリーが抽出された。 



共同研究者：坂中 善恵, 小山 直美, 

上野 栄一 

122.口腔ケアについ

ての意見に関する実

態調査 

共著 平成 29 年 7

月 

日本精神科看護学

術集会誌 59 巻 2 号 

P.341-344 

対象は北陸 3県の精神科病院に勤務す

る看護師で、口腔ケアについての意見

に関する実態調査を実施し、132 名に

ついて精神科看護師が精神障がい者へ

向けた口腔ケアについてどのようなこ

とを考えているのかを明らかにするた

めに、精神科病棟看護師の口腔ケアに

対する意見について質問紙調査を行っ

た。調査票は 132 部が回収され回収率

は 79.1%であった。口腔ケアの有効性

や必要性、看護師の間での業務のばら

つきや、不十分な現状、方法がわから

ない、という迷いや悩みなどにまとめ

られた。 

共同研究者：西田 実紗子, 上野 栄一 

123.論文表題におけ

るがん看護研究と対

がん政策との関連 

テキストマイニング

を用いた過去 46 年

間の時代的変遷の分

析 

共著 平成 29 年

12 月 

日本看護医療学会

雑誌(1345-2606)19

巻 2 号 P.60-71 

本研究の目的は、がん関連看護論文に

おいて、1972 年から 2017 年の研究動

向を探ることである。医学中央雑誌

(Web 版)の表題に使用された語句の傾

向や対がん政策年代別の特徴等につい

て、テキストマイニングの手法を用い

て分析した。結果、12,030 件の論文が

検索された。対がん政策以前は「術前

後の看護」、第 1次対がん 10か年総合

戦略は「看護ケア」、第 2次対がん克

服新 10 か年総合戦略は「QOL」、第 3

次対がん 10 か年総合戦略は「化学療

法」、がん研究 10か年戦略では「退院

支援」が出現していた。研究内容は、6

カテゴリーに分類された。大学等所属

研究者は「がんの包括的研究」、看護

師は「患者との関わり」を主な研究テ

ーマにしていた。【考察】がん看護の

研究テーマは、対がん政策と関連し変

遷しており、家族を含めた終末期がん

患者への看護はがん看護研究の中でも

重要な位置を占めてきている。臨床看

護師と大学等研究者では、研究テーマ

の関心が異なっている。 

共同研究者：李 慧瑛, 下高原 理恵, 

深田 あきみ, 新橋 澄子, 緒方 重光, 

上野 栄一 



124.1 泊 2日で白内

障手術を受けた患者

の退院後の思い テ

キストマイニングを

用いての分析 

共著 平成 30 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 慢性期看護

(2188-6466)48 号 

P279-P282 

1 泊 2日で白内障手術を受けた患者の

退院後の思いをテキストマイニングを

用いて明らかにすることを目的に、A

病院で当該手術を受けた患者 14 名(男

性 8 名、女性 6名、平均年齢 75.5 歳)

へ半構成的面接を行った。インタビュ

ーの回答全体に対する単語頻度解析で

は、名詞では「メガネ」が頻出してお

り、退院後に 24 時間装着する必要があ

る保護メガネへの思いが強いことが窺

え、装着指導は守られているものの、

寝ている間に外れた経験を多くの者が

有していた。メガネの装着に加え、点

眼、洗面に患者は負担を感じており、

看護師は医師と連携して個別性を取り

入れた退院指導を行う必要があると考

えられた。 

入院期間が 20年以上におよび、かつ

10 年以上の長期間を確率室で過ごして

いる自閉症スペクトラム(ASD)の 40 歳

代男性患者の行動拡大に関する看護ケ

ア内容をテキストマイニングの手法を

用いて分析した。知能指数(IQ)62、医

療保護入院となっていた。Z病院 B病

棟所属の現在のプライマリーナース

と、4年前から継続的に対象患者の看

護ケアを担っている看護師 5名(男性 1

名、女性 4名、平均年齢 47.8 歳)にイ

ンタビューガイドを用いた半構成的面

接調査を実施した。対象者の発言内容

の総抽出語数は 6461 であり、単語種別

は 1416 であった。分析の結果、看護師

は問題点に注目するのではなく、評価

点に注目しポジティブフィードバック

を行っていた。対象患者に伝わりやす

いシールでフィードバックしたこと

が、ポジティブな行動の強化につなが

り、結果とした他害行動の減少と行動

拡大につながったと考えられた。安全

を守るため、リスクアセスメントの視

点で、状況に応じた声かけを行ってい

た。 

共同研究者：多田 徹, 山本 亮成, 中

川 理絵, 金森 政枝, 上野 栄一 



125.地域で暮らす精

神障害者のスピリチ

ュアリティ尺度の開

発 

共著 平成 30 年 3

月 

聖マリア学院大学

紀要(2185-0054)9

巻 P.3-9 

本研究の目的は、パイロットスタディ

としての精神障害者用のスピリチュア

リティ尺度を開発し、その信頼性と妥

当性を検討することであった。 

因子分析の結果、【生活の工夫と楽し

み】【つながり感と希望】【周囲との

人間関係】【生きることの意味感】

【理解者の存在】の 5 つの因子を抽出

し,最終的に 21 項目となった。FACIT-

Sp と精神障害者用スピリチュアリティ

尺度との相関係数は r=0.76（p<.001）

であり、Cronbach のα信頼 

性係数はα =0.95 であった。このこと

から、精神障害者用スピリチュアリテ

ィ尺度の信頼性と妥当性が確認され

た。 

共同研究者：安藤満代, 川野 雅資, 上

野 栄一, 八谷 美絵 

126.日本の公衆衛生

研究の歴史的概観 

共著 平成 30 年 3

月 

鹿児島大学医学部

保健学科紀要

(1346-2180)28 巻 1

号 P.9-19 

日本の公衆衛生に関する原著論文につ

いて，施策等時事的事項との関連を分

析し，1970 年から 2017 年までの研究

動向を明らかにすることである。医学

中央雑誌（Web 版）に掲載されている

原著論文のうち，“公衆衛生”をキー

ワードとして検索された論文を対象と

し，表題に使用された語句の傾向，年

代別の推移と特徴語について，テキス

トマイニングの手法を用いて分析し

た。結果、英文を除く 298,898 件の論

文が検索された。公衆衛生関連の論文

数は経年的に増えており，特に 2000 年

前後を境として急増していた。表題に

使用される頻出語上位は，「検討」「1

例」であった。係り受け頻度解析で上

位の「有用性－検討」は，診断や治療

に関する研究であり，「現状－課題」

では，保健，看護，リハビリテ―ショ

ンに関する研究が多く見られた。年代

別の特徴語では，1970 年代以前は「カ

ドミニウム」「大気汚染」「公害」，

1980 年～1990 年代は「二重盲検比較試

験」「臨床評価」「予防接種」「集団

検診」，2000 年代は「患者」「家族」

「QOL」「高齢者」，2010 年代は「東

日本大震災」と「1例」「課題」が出

現していた。結論：研究動向は社会的

背景や施策の影響を受けており，2000

年頃の治療から QOL へと舵が切られた

時期が，公衆衛生研究の転換期と考え

られる。病院完結型医療から地域包括

ケアへと移行する過程が，研究内容に

も反映されている。 

共同研究者：下高原 理恵, 李 慧瑛, 



峰 和治, 西本 大策, 緒方 重光, 上野 

栄一 

127.長期隔離処遇の

自閉スペクトラム症

患者の行動拡大に向

けたアプローチ テ

キストマイニングに

よる看護ケア内容の

分析 

共著 平成 30 年 4

月 

日本看護学会論文

集: 精神看護

(1349-2985)48 号 

P.63-66 

入院期間が 20年以上におよび、かつ

10 年以上の長期間を確率室で過ごして

いる自閉症スペクトラム(ASD)の 40 歳

代男性患者の行動拡大に関する看護ケ

ア内容をテキストマイニングの手法を

用いて分析した。知能指数(IQ)62、医

療保護入院となっていた。Z病院 B病

棟所属の現在のプライマリーナース

と、4年前から継続的に対象患者の看

護ケアを担っている看護師 5名(男性 1

名、女性 4名、平均年齢 47.8 歳)にイ

ンタビューガイドを用いた半構成的面

接調査を実施した。対象者の発言内容

の総抽出語数は 6461 であり、単語種別

は 1416 であった。分析の結果、看護師

は問題点に注目するのではなく、評価

点に注目しポジティブフィードバック

を行っていた。対象患者に伝わりやす

いシールでフィードバックしたこと

が、ポジティブな行動の強化につなが

り、結果とした他害行動の減少と行動

拡大につながったと考えられた。安全

を守るため、リスクアセスメントの視

点で、状況に応じた声かけを行ってい

た。 

共同研究者：宮崎 宏一, 山本 浩之, 

山口 達也, 上野 栄一 

128.A 看護専門学校

における社会人基礎

力育成の課題 基礎

看護学実習 III 前後

の社会人基礎力の変

化より 

共著 平成 30 年 7

月 

看護実践の科学

(0385-4280)43 巻 8

号 P.60-65 

新卒看護師に求められる社会人基礎力

の実態、および看護学生の社会人基礎

力の現状を把握することを目的に、B

病院の病棟勤務で入職 5年目以上の看

護師 115 名へ新卒看護師および学生に

期待する社会人基礎力などについて、A

看護専門学校 2年生 38名へ調査時時点

で身についていると感じる社会人基礎

力および今後身につけたい社会人基礎

力について、それぞれアンケート調査

を行った。その結果、経済産業省が示

した社会人基礎力を構成する 12 の能力

要素のうち、看護師に高く求められて

いるのは「主体性」「傾聴力」「規律

性」で、新卒看護師、看護学生に共通

して不足しているのは「創造力」であ

ることが分かった。また、看護学生 10

名の基礎看護学実習 III 前後の社会人



基礎力に対する自己評価を比較、検討

した結果、実習後に 12の能力要素中 7

つの能力要素で中央値が上昇し、「主

体性」「計画力」「創造力」で有意差

を認めた。 

共同研究者：多喜 早苗, 藤井 貴子, 

上野 栄一 

129.精神科病棟看護

師の精神障害者へ向

けた口腔ケア行動意

図尺度の開発 

共著 平成 30 年 9

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)41

巻 4 号 P.665-674 

【目的】本研究の目的は、精神科病棟

看護師の精神障害者へ向けた口腔ケア

行動意図尺度を作成し、その信頼性と

妥当性を検討することである。【方

法】精神科病棟看護師の精神障害者へ

向けた口腔ケア行動意図尺度施策案

は、質問 72 項目のリッカートスケール

とした。対象者 363名に質問紙法で実

施した。【結果】主因子法プロマック

ス回転にて因子分析を実施し、第 1因

子は【社会性獲得へむけた教育】、第

2因子は【援助的関係に基づく口腔疾

病予防】、第 3因子は【継続的ケア遂

行のための柔軟な対応】、第 4因子は

【相互の安全確保】と命名し、4 因

子、42 項目が抽出された。信頼性は

Cronbach のα係数。967 であり、内的

整合性が確認できた。【結論】本尺度

は、精神科病棟看護師が入院中の精神

障害者に向けて口腔ケアを実施する際

の行動意図を自己評価できる尺度であ

り、質向上のための基礎資料となる。 

共同研究者：西田 実紗子, 上野 栄一 

130.短時間仮眠の実

施が看護学生の眠気

と睡眠への関心に与

えた影響 

共著 平成 31 年 2

月 

日本看護学会論文

集: 看護教育

(1347-8265)49 号 

P.11-14 

3 年課程の A 看護専門学校の 3年生 38

名と 1年生 40名のうち同意を得られた

学生を対象に、昼食後 15分の短時間仮

眠を実施し、前後の睡眠調査・午後の

眠気の調査を実施した。眠気の評価尺

度は visual analogue scale(VAS)を用

いた。学生に研究の目的・方法・参加

の自由等を説明し、予告期間に短時間

仮眠を平日の各 5日間実施した。短時

間仮眠の参加状況は 1日平均 18.6 人

(参加率 23.8%)であった。睡眠調査の

回収率は 32%で、有効回答率は 14%であ

った。全体的には午後の眠気の VAS は

軽減した。各学年で 5日間の実施をし

たが、4日以上参加している学生の午

後の眠気の VAS は軽減しているが、参

加が 1から 3日の参加学生の VAS は軽

減していなかった。日頃より睡眠負債

がある場合、短時間仮眠では午後の眠

気に繋がらない可能性があることが示

唆された。学生に睡眠調査・短時間仮

眠を体験してもらうことは、睡眠への



教育的関わりに関心を向ける機会とな

った。 

共同研究者：井上 くるみ, 竹中 優子, 

上野 栄一 

131.地域高齢者の楽

しみと張り合い 

共著 平成 31 年 3

月 

看護実践学会誌

(1882-2428)31 巻 2

号 P.35-47 

目的:地域高齢者の楽しみと張り合いの

関連要因を検討し、一人暮らしと家族

同居の相違を明らかにすること。方法:

地域高齢者 61名を対象に、自己記入式

質問紙調査を実施した。55 部を分析対

象とし、量的データは統計的分析、質

的データはテキストマイニング(TM)を

用いて分析した。結果:回収は 55 部(回

収率 90.2%)で、すべてが有効回答であ

った。一人暮らし群は家族同居群と比

較して楽しみと張り合いは、共に一人

暮らし群が有意に低かった。影響要因

を検討すると、楽しみでは、一人暮ら

し群は食事(内容)、家族同居群は、趣

味の外出頻度、睡眠、筋骨格系疾患が

抽出された。張り合いでは、一人暮ら

し群では抽出されず、家族同居群では

睡眠、運動が抽出された。結論:一人暮

らし群と家族同居群の楽しみと張り合

いの比較から、一人暮らし群は楽しみ

と張り合いが低く、特に張り合いは低

いだけでなく、張り合いがないことで

ネガティブな思いを持っていることが

明らかになり、支援の必要性が示唆さ

れた。 

共同研究者：成瀬 早苗, 加藤 真由美, 

上野 栄一 

132.穿刺困難患者に

対するシャントカル

テの効果 

共著 平成 31 年 3

月 

日本看護学会論文

集: 慢性期看護

(2188-6466)49 号 

P.319-322 

A 病院人工透析センターでは、穿刺時

に独自のシャントスケールを用いてシ

ャント評価を行っている。評価の技術

にスタッフ間で大差はないが、触診や

視診で読み取った情報は主観的で他者

との共有は難しく、個々の穿刺技術や

知識・経験の違いから穿刺トラブルに

つながることがある。またシャント血

管への穿刺は、血腫をつくったり、シ

ャントの狭窄や閉塞につながる危険性

があるため、スタッフは不安やストレ

スを抱えている。特に穿刺困難な患者

ではスタッフの心理面への負担は大き

いと考えられる。そこで、患者個々の

シャントの特徴を示したカルテ(シャン

トカルテ)を作成して情報を共有するこ

とで、スタッフのシャントに対する知

識や技術が向上し、穿刺トラブルの減

少や穿刺に対する不安の軽減につなが

るのではないかと考え、実施した。シ

ャントカルテには基本情報として「患

者名」「生年月日」「透析導入日」



「シャント作成日」を明記した。また

シャント情報として、シャント肢をデ

ジタルカメラで撮影した写真を掲載

し、血管の走行に合わせて穿刺可能箇

所を脱血側は赤色、返血側は青色で記

し、有用であった。 

共同研究者：藤田 拓也, 十二 由光, 

室谷 恵, 前野 典綱, 上野 栄一 

133．結核・抗酸菌

症教育はいかにすべ

きか、いかにあるべ

きか 看護師教育へ

の提言 

共著 令和元年 5

月 

福井大学医学部研

究雑誌 (1348-

8562)20 巻 P．17-

27 

本研究は病院管理者である病院長と看

護部長及び日常看護ケアに従事してい

る看護師を対象に結核・抗酸菌感染症

卒後教育の現状と学習ニーズを把握す

ることを目的とした。結果、限られた

人材と時間について回答者全員が現状

では不十分と感じていた。病院長側は

抗酸菌症に関する講義時間不足と抗酸

菌症ケアに必要な機器や防護用具の購

入予算の限界等を認識し、基礎的な研

修会開催数増加を重要視していた。ま

た看護部長・看護師側からは呼吸器感

染症・抗酸菌症に経験のある講師の不

足と研修機会の少なさを痛切に感じて

いた。看護部の講義内容は診断から検

査、感染予防までの基本的な知識や技

術を重視していた。また、日本結核病

学会認定の抗酸菌症エキスパートナー

ス資格者の活躍が期待される。今後は

必要とする領域に勤務する看護職への

集中的な講師人材派遣研修機会の増加

及び抗酸菌症に強い医療職の養成が急

務であり、抗酸菌症のエキスパート制

度は、大変意義があると考え 

る。                                                       

共同研究者：上野 栄一, 石崎 武志 

  

134.在宅療養体制に

対する課題の認識に

関する地域間比較 

テキストマイニング

と GIS による 47 都

道府県の医療計画の

分析 

共著 令和 1年 5

月 

癌と化学療法、46

巻 Suppl.I P.110-

112 

医療計画は地域の現状を反映してい

る。本研究はテキストマイニングによ

る医療計画の分析と地理情報システム

による地理的特徴の検討を目的とす

る。47 都道府県の医療計画から全国、

6地域区分、高齢化別 4区分のテキス

トファイルを作成し単語を抽出した

後、語の関連性を分析した。さらに重

要課題である「看取り」の単語出現率

で日本地図を色分けし特徴を検討し

た。全国の集計では 214,716 語抽出さ

れ、頻出上位は医療、在宅、支援、介

護、訪問、診療、連携であった。共起

ネットワークでは医療-在宅-介護-連携

が体制-構築と連結していた。関東と近

畿で人材-育成の連結があった。高齢化

率の高い地域で「看取り」が頻出し、

低い地域で人材-育成-確保の連結あっ

た。「看取り」の出現頻度は西日本で



高かった。医療計画では医療と介護の

連携構築が重視され、西日本や高齢化

率の高い地域では看取りが、低い地域

では人材育成が重視されていると示唆

された。 

役割分担：解析、考察 

共同研究者：板谷 智也, 堀池 諒, 平 

和也, 上野 栄一 

135. 排尿ケアチー

ム看護師が活動する

うえで抱く困難感 

 

 令和 3年 11

月 

日本創傷・オスト

ミー・失禁管理学

会誌 、25 巻 3号 

Page639-645 

本研究では、排尿ケアチームの調整役を

担う排尿ケアナースに着目し、チーム活

動するうえで困難と感じていることの

実態を明らかにすることを目的とした。

病床数 300 床以上の病院 436 施設に勤

務する排尿ケアチーム所属で、有効回答

看護師 79 名の排尿ケアナースを対象と

した。本研究結果では、対応分析におい

て「病院」「フォロー」が特徴的な語で

あった。また、単語頻度解析で上位に挙

がっていた「行う」は「カンファレンス」

「時間」「ラウンド」と強い共起関係に

あった。そのため、今後は患者の退院後

のフォロー体制整備、カンファレンスや

ラウンドの時間確保のための体制整備

が求められる。 

役割分担：テキストマイニング解析 

共同研究者：青木 未来, 四谷 淳子, 

上野 栄一 

文部省科学研究費およびその他の研究助成金 

1. 文部省科学研究

費補助金基盤研究Ｃ 

 - 平成 13 年

～平成 14

年 

  学校トイレの環境衛生と児童の健康な

排泄に関するヘルスプロモーション 

研究代表者：松浦 和代 

研究助成金：2,700 千円 

分担者：上野栄一 

2. 富山第一銀行奨

学財団「研究活動に

対する助成」 

 - 平成 17 年 富山第一銀行奨学

財団 

研究期間：平成 17年  代表者:上野栄

一, 

コミュニケーション技法が人間の感情

に与える影響―主観的評価と客観的評

価について― 

研究代表者：上野栄一  

3. 文部省科学省研

究費補助 金基盤研

究Ｃ 

 - 平成 17 年

～平成 19

年 

文部科学省 看護学生・医学生の為の効果的禁煙教

育指導プログラムの開発萌芽研究 

科学研究費補助金：3,300 千円 

研究代表者:上原佳子  

分担者：上野栄一  



4. 文部省科学省研

究費補助 金基盤研

究Ｃ 

 - 平成 18 年

～平成 20

年 

文部科学省 看護診断正確性に基づく看護診断能力

測定尺度開発と看護診断能力育成プロ

グラムの構築基盤研究(C)一般 

科学研究費補助金：3,950 千円 

研究代表者:長谷川智子  

分担者：上野栄一 

5. 文部省科学研究

費補助 金基盤研究

Ｃ 

 - 平成 19 年

～平成 20

年 

文部科学省 看護学生の段階別コミュニケーション

能力評価尺度・教育プログラムの開発 

日本学術振興会： 

科学研究費補助金：1,300 千円 

代表者:上野 栄一  

研究代表者：上野栄一  

6.  文部省科学研究

費補助 金基盤研究

Ｃ 

 - 平成 20 年

～平成 22

年 

文部科学省 看護学生の喫煙行動危険度予測尺度の

開発と喫煙防止教育プログラムの構築

基盤研究(C)（一般） 

日本学術振興会：科学研究費補助金 

研究代表者:上原 佳子 平成 21 年度 

分担者：上野栄一  

科学研究費補助金：4,290 千円 

7. 文部省科学研究

費補助 金基盤研究

Ｃ 

 - 平成 20 年

～平成 22

年 

文部科学省 ＣＯＰＤ患者の情報ニーズに対応した

セルフケア能力向上のための教育プロ

グラムの構築基盤研究(C)（一般） 

日本学術振興会科学研究費補助金 

研究代表者:上木 礼子 平成 20 年度 

分担者：上野栄一  

科学研究費補助金：3,770 千円 

8. 文部省科学研究

費補助 金基盤研究

Ｃ 

  平成 21 年

～平成 23

年  

文部科学省 看護診断過程の能力育成プログラムに

よる包括的教育介入の効果基盤研究(C)

（一般） 

日本学術振興会：科学研究費補助金 

研究代表者:長谷川 智子 平成 21 年度 

分担者：上野栄一  

科学研究費補助金：4,550 千円 

9. 文部省科学研究

費補助 金基盤研究

Ｃ 

  平成 21 年

～平成 23

年 

  看護診断過程の能力育成プログラムに

よる包括的教育介入の効果基盤研究(C)

（一般） 

日本学術振興会：科学研究費補助金 

研究代表者:長谷川 智子 平成 21 年度 

分担者：上野栄一  

科学研究費補助金：4,550 千円 

10. 文部省科学研究

費補助 金基盤研究

Ｃ 

  平成 22 年

～平成 24

年 

文部科学省 話し手としての看護学生のコミュニケ

ーション技法が聞き手の自律神経系に

与える影響基盤研究(C)（一般） 

日本学術振興会：科学研究費助成事業 

研究代表者：上野栄一  

11．北陸地区国立大

学学術研究連携支援

研究 

  平成 26 年 4

月～平成 30

年 3 月 

北陸地区国立大学

学術連携支援機構 

がん患者と家族への支援に対する研究

デザイン 

共同発表者：天野 良平、八塚 美樹、

正源寺 美穂、上野栄一 



12. 文部省科学研究

費補助金基盤研究Ｃ 

  平成 30 年

～令和 1 年 

文部科学省 研究題名：看護学生のコミュニケーシ

ョンにおける共感性と共鳴性との関係 

研究助成金：2,470 千円 

研究代表者：上野栄一  

13．文部科学省「地

（知）の拠点整備事

業（大学 COC 事

業）」 

  平成 30 年 4

月～平成 31

年 3 月 

文部科学省 福井市在住の住民に対する糖尿病予防

のためのランチセミナーにおける食生

活習慣に関する意識調査 

研究代表者：上野栄一 

14. 文部科学省「地

（知）の拠点整備事

業（大学 COC 事

業）」 

  平成 30 年 4

月～平成 31

年 3 月 

文部科学省 「福井市における糖尿病予備群と健診

者への糖尿病教育支援の効果検証と学

生への教育支援」 

研究代表者:上野栄一 

（学会発表）         

1. 看護婦の勤労意

欲とストレスとの関

係 

 共著 平成 8年 7

月 

第 22 回日本看護研

究学会, 広島 

看護婦の勤労意欲とストレスおよび対

処行動との関係について調べた。その

結果, 看護婦全体において, 時々のス

トレスのある群は慢性的ストレス群に

比べて, 勤労意欲の下位概念のチ−ムワ

−ク, メンタルハイジ−ンが高かった。

経験年数 5年以上の看護婦の時々のス

トレスのある群は慢性的ストレス群に

比較して勤労意欲のモチベ−タ−モラ−

ル, チ−ムワ−クの得点が高かった。ま

た, 経験年数 5年以上の看護婦におい

て, 効果的対処行動群は非効果的対処

行動群に比べてハイジ−ンモラ−ルが高

かった。 

担当部分：統計処理、抄録作成 

共同発表者：上野栄一, 高間静子, 塚

原節子, 福田正治 

2. 看護婦の就労姿

勢の勤労意欲への影

響 

 共著 平成 8年 7

月 

第 22 回日本看護研

究学会, 広島 

看護婦の就労姿勢が看護婦の勤労意欲

にどのように影響しているかについて

調べた。その結果, 勤労意欲と就労理

由との関係では, 生きがいを理由に働

く群の勤労意欲のモチベ−タ−の得点は

生計や集団帰属を理由に働く群のそれ

らよりも有意に高かった。企業帰属意

識と勤労意欲との関係では, 帰属意識

の構成要素「組織の目標・規範」につ

いての看護婦群の得点と勤労意欲の大

半の構成要素の得点と正の有意な相関

を示した。また, 看護婦群の勤労意欲

の構成要素「モチベ−タ−モラ−ル」の得

点と自己充実的達成動機との間に正の

有意な相関を示した。さらに, 看護婦

の集団主義と勤労意欲との関係では, 

勤労意欲のコミュニケ−ションとの間で

正の有意な相関を示した。 

担当部分：統計処理 



共同発表者：塚原節子, 上野栄一, 高

間静子, 福田正治 

3. 看護婦の自己開

示度,孤独度の職務

満足度への影響 

 共著 平成 9年 7

月 

第 23 回日本看護研

究学会, 久留米 

看護婦の就労姿勢が看護婦の勤労意欲

にどのように影響しているかについて

調べた。その結果、(1)孤独度と自己開

示度の下位概念および自己開示度合計

との間には負の有意な相関があった。

(2)職階別にみると,看護婦群において,

自己開示度合計と「看護業務」との間

には負の有意な相関があった。(3)経験

年別に自己開示度と職務満足度との関

係をみると,3年未満の群と 5年以上の

群において,自己開示度合計と「看護婦

間の相互作用」との間には正の有意な

相関があった。(4)学歴別に自己開示度

と職務満足度との関係についてみると,

自己開示の「なごませ」因子と「看護

婦間の相互作用」との間には正の相関

があった。(5)婚姻別について，孤独度

と職務満足度との関係についてみると,

既婚群において,孤独度と「地位」,孤

独度と「看護婦間の相互作用」との間

にそれぞれ負の有意な相関があった。

以上のことから、看護婦の自己開示度

と孤独度は有意に職務満足度に影響を

与えていることがわかった。 

担当部分：統計処理、抄録作成 

共同発表者：上野栄一, 川西千恵美, 

高間静子 

4. 看護婦の社会的

スキルの勤労意欲へ

の影響 

 共著 平成 9年 7

月 

第 23 回日本看護研

究学会,久留米 

富山県内の 6つの国・公立病院に勤務

する看護職を 132 名を対象に,和田らの

社会的スキル尺度を用い, 看護婦の社

会的スキルの勤労意欲への影響を検討

した。その結果, 以下のことが明らか

になった。社会的スキルの下位概念の

関係維持は勤労意欲の下位概念の業績

規範と正の相関を示した。また, 社会

的スキルの自己主張は勤労意欲の会合

評価, コミュニケーション, メンタル

ハイジーン等と正の相関を示した。婦

長群においては勤労意欲のチームワー

クと社会的スキルの自己主張とは負の

相関を示した。自己主張は看護婦経験

3年未満群においては、勤労意欲のモ

チベーターモラール, メンタルハイジ

ーンと正の相関を示した。さらに未婚

群では勤労意欲のモチベーターモラー

ル, チームワーク，業績規範等と正の

相関を示した。以上のことから, 看護

婦の社会的スキルは勤労意欲に影響し, 

職階, 経験年数, 婚姻の違いにより勤

労意欲への影響が異なることが示唆さ

れた。 



担当部分：調査票集計、統計処理 

共同発表者：高間静子,上野栄一、川西

千恵美 

5. 看護婦の創造的

構えの勤労意欲への

影響 

 共著 平成 9年 7

月 

第 23 回日本看護研

究学会,久留米 

富山県内の公立病院に働く看護婦を対

象に創造的構えと勤労意欲との関につ

いて調べた。調査測定は創造的構えテ

ストと勤労意欲測定のための尺度を用

いた。その結果, 婦長群において，創

造的構えの下位概念の「持久力」と勤

労意欲の下位概念の｢ハイジ−ンモラ−ル

とのあいだには負の有意な相関があっ

た。また, 経験年数 3年未満の看護婦

群において, 創造的構えの持久力と勤

労意欲の「メンタルハイジ−ン」とのあ

いだには正の有意な相関があった。一

方, 婚姻別にみると, 未婚群において, 

創造的構えの下位概念の「細心さ」と

勤労意欲の下位概念の「チ−ムワ−ク」

とのあいだには負の有意な相関があっ

た。以上のことから, 看護婦の創構え

と勤労意欲は相関することが示唆され

た。 

担当部分：統計処理 

共同発表者：塚原節子, 上野栄一, 高

間静子 

6. 看護婦の充実感

の勤労意欲への影響 

共著 平成 9年 7

月 

第 23 回日本看護研

究学会,久留米 

富山県下に就労する看護婦 150 名を対

象に、看護婦の就労姿勢が看護婦の勤

労意欲にどのように影響しているかに

ついて調べた。その結果、充実感の第

1因子（充実感気分−退屈・空虚感因

子）と勤労意欲の下位概念のハイジ−ン

モラ−ルとの間には有意な正の相関があ

った。充実感の第 4因子（信頼・時間

的展望−不信・時間的展望因子）とモチ

ベ−タ−モラ−ル,業績規範との間には有

意な正の相関を示した。充実感の第 3

因子（連帯−孤立因子）とハイジ−ンと

の間には相関があった。これらのこと

から、看護婦の充実感の高い人は勤労

意欲が高いということが明らかとなっ

た。 

担当部分：統計処理 

共同発表者：川西千恵美, 上野栄一, 

高間静子 

7. 看護職のタイプ

A行動のリ−ダ−シッ

プ行動への影響 

 共著 平成 9年 12

月 

第 17 回日本看護科

学学会，神戸 

本研究では富山県下に就労する看護婦

を対象に、看護職のタイプＡ行動のリ

ーダーシップ行動への影響について調

ベた.その結果,タイプＡ、タイプＢ行

動とリーダーシッブ類型とは有意に関

係があった。タイプＡ総得点とＰ（目

標達成）との間には正の有意な相関が

あった。さらに，タイブＡの下位概念



の精力的活動・時間切迫感とＰとの間

には正の有意な相関があった。看護婦

全体のＰＭ得点とタイプ Aの下位概念

との関係について重回帰分析をした結

果，Ｐ値には精力的活動，時間切迫感

が有意な正の影響因子となっているこ

とが明らかとなった．また,婚姻別,学

歴別に,タイプＡ行動がＰＭ機能に異な

る影響を与えていることが示された。

以上のことからタイプＡ行動はリ−ダ−

シップ行動に有意に影響を与えている

ことが示唆された。 

担当部分：統計処理、抄録作成 

共同発表者：上野栄一, 高間静子 

8. 看護職の社会的

スキルのリ−ダ−シッ

プ行動への影響 

 共著 平成 9年 12

月 

第 17 回日本看護科

学学会、神戸 

富山県内に就労する看護職の社会的ス

キルのリーダーシップ行動への影響に

ついて調べた。調査対象は無作為抽出

により調査をし, 有効回答の得られた

富山県の 3つの国公立病院に就労する

婦長・副婦長 108 名とした。対象の内

訳は婦長│32名, 副婦長 76 名,既婚 94

名未婚 14名,専修学校卒 100 名, 短大

卒 8 名であった。測定用具には三隅等

のリーダーシップ行動評定尺度（自己

評定質問紙）を用い,社会的スキルの測

定には和田の社会的スキル尺度を用い

た。その結果, 婦長の社会的スキルの

下位概念の関係維持のスキル度とリー

ダーシップの集団維持機能のＭ得点と

は高い正の相関を示した。35歳以下の

若い群にのみ社会的スキルの下位概念

の関係開始のスキル度とリーダーシッ

プの目標達成機能のＰ得点とは正の相

関を示した。以上のことから, 特に看

護の社会的スキルのうちの関係維持の

スキルはリーダーシップの集団維持機

能に影響を与えていることが示唆され

た。 

担当部分：統計処理 

共同発表者：高間静子, 上野栄一, 塚

原節子 

9. Pervanadate に

よる 3T3L1 細胞の

glucose uptake に関

する検討 

共著 平成 10 年 5

月 

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

Pervanadate および Osmotic shock に

よるブドウ糖の取り込みにおけるチロ

シンリン酸化タンパクの役割について

検討した。その結果、（1）

Pervanadate による 2DOG Glucose 

uptake は Wortmannin により部分的に

しか抑制されなかった。（2）

Pervanadate による 2DOG Glucose 

uptake は Wortmannin, Genistein の同

時処置により、抑制された。これらの

ことから Osmotic shock 下では、IRS-1

から PI3-kinase を介しない別の経路が



あることが示唆された。また、

Gab1,PLCγが Glut4 translocation に

関与していることが示唆された。 

担当部分：実験全般、抄録作成 

共同発表者：上野栄一, 春田哲郎, 薄

井 勲, 岩田 実, 宇野立人, 高野敦

子, 石橋 修, 石原 元, 和田  努, 

笹岡利安, 小林正 

10. 成長ホルモン

のインスリン作用お

よびインスリン抵抗

性の機序の検討 

 共著 平成 10 年 5

月 

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

成長対レモン（GH）は短時間刺激では

インスリン様作用を有する反面、長時

間処置では抗インスリシ作用を有する

が，この機序はまた解明されていな

い．我々は 3T3‐Ll脂肪細胞を用いて

GH の短時間・長時間作用を検討した．

方法：（l）GH 刺激（短時間、長時

間）を加えた 3T3‐Ll 脂肪細胞で 2 

deoxyglucose(2DOG) uptake により糖

の取り込みを測定した．（2）GH，イン

スリンで刺激した細胞で Western Blot

を用いて各蛋白のリン酸化を検討し

た．これらの結果、（1）2DOG uptake

での糖の取り込みは，GH刺激 l5 分の

短時間刺激では Basal の約 4倍，イン

スリンの約 1/2 の uptake を認めた．GH

長時間処置した細胞でのインスリンに

対する糖の取り込みは非処置群よりも

低下していた．（2）Western Blot で

は GH 短時間刺激では IRS-l のリン酸化

は認めず, GH 長時間処置したものでは

IRS‐l のリン酸化はやや増加してい

た．GH 長時間処置した後にインスリン

で刺激したものでは IRS‐1 およびイン

スリンレセプタ-のリン酸化は増強して

いた．これらのことから、3T3‐Ll 脂

肪細胞では GHによる糖の取り込みは

IRS-l を介しない可能性が示唆され

た．また長時間処置による抗インスリ

ン作用には lRS‐1より下流のシグナル

過程が抑制されている可能性が示唆さ

れた。 

担当部分：解析 

共同発表者：高野敦子, 春田哲郎, 薄

井勲, 岩田 実, 宇野立人, 上野栄一, 

笹岡利安, 石原 元, 石木  学, 和田 

努, 石橋 修, 小林 正 



11. インスリン刺

激による IRS-1 のセ

リン／スレオニン酸

化の検討 

 共著 平成 10 年 5

月 

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

インスリン抵抗性の成因の一つとし

て、IRS‐l のセリンリン酸化の関与が

示唆されている。本研究では、インス

リンによる 1RS‐lのセリンリン酸化の

機序について、3T3-L1 脂肪細胞を用い

て、（1）インスリン刺激よる 1RS‐l

のチロシンリン酸化および 1RS‐lのリ

ン酸化によると考えられる

electrophoretic mobility shift(EMS)

を検討した。また（2）EMS に対する

wortmannin, LY294002 および

pioglitazone の影響を検討した。その

結果、（1）1RS‐lのチロシンリン酸

化はインスリン刺激後、5分から 60 分

までほぼ同程度であったが、時間依存

性に増大する 1RS‐l の EMS を認め、

1RS‐l のセリン/スレオニンリン酸化

が生じていると考えられる。（2）イン

スリンによる 1RS-l の EMS は

wortmannin, LY294002 および

pioglitazone 前処置によっても抑制さ

れる傾向を認めた。これらの結果か

ら、インスリンシグナルは PI3-Kinase

を介した IRS-l のセリンリン酸化によ

り負の制御を受けており、チアゾリン

誘導体は 1RS-l のセリンリン酸化のレ

ベルで拮抗的に作用する可能性が示唆

された。 

担当部分：解析 

共同発表者：宇野立人, 春田哲郎, 薄

井 勲, 岩田実, 高野敦子, 上野栄一, 

笹岡利安, 石原 元, 石木  学, 和田 

努, 石橋 修, 小林 正 

12. 脂肪細胞への

分化におけるインス

リンシグナルの働き 

 - 平成 10 年 5

月 

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

脂肪細胞の分化におけるインスリンの

働きを調べる目的で clonal expansion

以下 CE）に注目し以下の実験を行っ

た．（実験 1）Ploglitazone（以下

Pio）の存在，非存在下で 3T3‐L1 細胞

に I，IBMX＋dexamethazone（以下

D），または 3者を処置した．CE を

BrdU 取り込みで，増殖系シグナルを c-

fos の誘導で，脂肪細胞分化率を脂肪

染色と中性脂肪量で評価した．（実験

2）Pl3‐kinase 阻害薬である

wortmannin（以下 WM）または MEK 阻害

薬である PD98059（以下 PD）を前処置

後，3者による分化処置を行った．こ

れらにおける CE と脂肪細胞分化率を測

定した．その結果、（1）I は CE を促

進した．（2）Iは D 存在時, 著名に分

化を促進させた．よって、CEを伴う脂

肪細胞分化には Iが重要であると考え

られた．（3）pioは分化率を著しく上



げたが，CE には有意な影響を与えず，

CE 以外の機序により分化を促すことが

示唆された．（4）c-fos は I よりも D

で強く誘導された．（実験 2）WM は

BfdU 取り込みと分化率を濃度依存的に

抑制した．PDは BfdU 取り込みを軽度

抑制したが，分化率を軽度促進した．

以上のことから、CE を伴う脂肪細胞化

には, PI3-kinase を介すシグナルが重

要と考えられる。 

担当部分：実験、解析 

共同発表者：薄井 勲, 春田哲郎, 岩

田 実, 宇野立人, 高野敦子,上野栄

一,石木 学,和田  努,  石原  元,  石

橋  修,笹岡利安,小林  正 

13. TNF-αのイン

スリン抵抗性に対す

る Pioglitazone の

効果について 

 - 平成 10 年 5

月 

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

TNF‐αによるインスリン抵抗性の機序

とそれに対する Pioglitazone の効果を

解明するために脂肪細胞（3T3-L1 細

胞）を用い検討した。方法は（1）短期

効果として 3T3-L1 細胞を

Pioglitazone5μMにて 6時間前処置

後、TNF‐α25ng/l を 6時間投与し

た。（2）長期効果として TNF‐α

3ng/ml にて 4日間処置後、さらに 5μM

の Pioglitazone を 16 時間追加投与し

た。次に（1）、（2）の後、IRS‐1 の

発現量及びインスリン刺激によるイン

スリン受容体（IR）の自己リン酸化、

lRS‐1 のチロシンリン酸化、糖取り込

みについて検討した。その結果、TNF‐

αは短期間では lRの自己リン酸化、

lRS‐l の発現量及びチロシンリン酸

化、糖取り込みに影響を与えなかった

が、長期間では 1RS‐1の発現を対照に

比較し 50％程度に低下させ、同程度に

lRS‐l のチロシンリン酸化、糖取り込

みを抑制した。また、Pioglitazone に

より lRS‐1 の発現及びチロシンリン酸

化、糖取り込みが対照レベルまで改善

した。これらの結論から、脂肪細胞に

おいて TNF‐αによるインスリン抵抗

性は lRS‐1 の発現を低下させることに

より牛じ Pioglitazone は lRS‐1の発

現を回復させることによりインスリン

抵抗性を改善させると考えられる。 

担当部分：実験、解析 

共同発表者：岩田 実, 春田哲郎, 薄

井  勲, 宇野立人, 高野敦子, 上野栄

一,石木  学, 和田  努, 石原  元, 

石橋  修, 笹岡利安, 小林  正 



14. ＧＴＰγＳに

よる PI 3-kinase 非

依存性 GLUT4 

translocation にお

けるチロシンリン酸

化の意義 

 - 平成 10 年 5

月 

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

GTPγS による GLUT4 translocation

は, PI3kinase を介さない機序が考え

られる．この経路におけるチロシンリ

ン酸化蛋白の役割を検討した．3T3‐L1

脂肪細胞を用いて，（1）GTPγS の

Microinjection による GLUT4 

tranrans1caion に対する抗リン酸化チ

ロシン抗体（PY20）の影響を検討し

た．（2）In situ electroporation 法

により導入した GTPγSによる，2-

deoxy‐D‐glucose（2‐DOG）取り込

み, 白チロシンリン酸化ついて

wortmannin（W），genistein（G），お

よび calphostin C（C）の影響を検討

した．その結果、（1）GTPγSによる

GLUT4 translocation は PY20 により

65％抑制された．（2）GTPγSによる

2-DOG 取り込みは（W）および（C）に

より影響を受けず（G）により濃度依存

性に抑制された．この蛋白の一部は

paxillin および p130CAS であった。こ

れらのことから、GTPγSは PI3-Kinase

の下流あるいは、独立した経路におい

て、インスリン受容体、IRS 以外のチ

ロシンリン酸化蛋白を介して、Glut 4 

translocation を惹起するものと考え

られる。 

担当部分：実験、解析 

共同発表者：春田哲郎, 岩田  実, 薄

井  勲, 宇野立人, 高野敦子, 上野栄

一, 石木  学,  和田  努, 石原  元, 

石橋  修, 笹岡利安, 小林  正 

15. L6 細胞でのグ

リコーゲン合成に至

るシグナル伝達にお

ける Shc の役割 

 共著 平成 10 年 5

月 

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

筋肉細胞でのグリコーゲン合成はイン

スリンの代謝作用として重要である

が、その細胞内シグナル伝達経路は不

明である。今回グリコーゲン合成に至

るシグナル伝達における Shc の関与を

検討した。Wild Type(WT)-Shc に加

え、Shc の PTB ドメインを含んだ PTB‐

Shc と、チロシンリン酸化部位をすべ

て P 島に置換した Y239／240／317F

（3F）‐Shc の GST融合蛋白を作製

し、L6 細胞にトランスフェクションし

た。今回、インスリン作用との比較検

討のため、lGF‐I刺激による IRS のチ

ロシンリン酸化、pKB/Akt 活性、グリ

コーゲン合成に Shcの過剰発現が及ぼ

す影響を測定した。［成績］IGFl によ

る PKB／Akt 活性とグリコーゲン合成

は、WT-または 3F-Shc のどちらの過剰

発現においても抑制された。これらの

抑制効果は、PTB‐Shc のみの発現にお

いても認められ、さらに、IGF-I によ



る IRS のチロシンリン酸化は Wt‐また

は 3F‐Shc の過乗 U発現により低下を

認めた。［結論］L6 筋芽細胞では、

IGF-I のグリコーゲン合成作用には Shc

は抑制的に作用した。その機序とし

て、IGF-I 受容体の基質レベルでの Shc

による IRS チロシンリン酸化の競合的

阻害による事が示唆された。 

担当部分：解析 

共同発表者：石木  学, 笹岡利安, 石

原 元, 和田  努, 平井洋生, 薄井  

勲, 岩田  実, 高野敦  子, 宇野立人, 

上野栄一, 高田康光, 春田哲郎, 小林  

正 

16. インスリンと

IGF-1 における SH2 

Domain Containing 

Inositol 5-

Phosphatase(SHIP)

の役割 

 - 平成 10 年 5

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

SHIP は血球系の細胞で増殖作用への役

割が報告されている。そこで、インス

リンと IGF‐Iの増殖作用発現における

SHIP 関与につき検討した。(方法)Wild 

Type(WT),SHIP,SHIP の SH2 ドメインを

欠いた delta SH2‐SHIP,SHIP のチロシ

ンリン酸化部位を Shc に加え、Shc の

PTB ドメインを含んだ PTB‐Shc と、チ

ロシンリン酸化部位を欠いた

deltaSH2-SHIP,SHIP のチロシンリン酸

化部位を置換した Y917／1020F(2F)-

SHIP を COS7 細胞と L6筋芽細砲に発現

させた。インスリンと IGF-I 刺激によ

る SHIP の細胞内蛋白への結合をウエス

タンブロットにより検討し、SHIP 発現

が IGF-l の増殖作用に及ぼす影響を

3H‐チミジンの取り込み測定により検

討した。その結果 deltaSH2‐SHIP 発現

での Shc との結合は、WT-,または、2F-

SHIP の過剰発現により低下したが、

delta SH2‐SHIP の発現においては変

化を認めなかった。以上の結果から、

L6 筋芽細胞では、IGF‐1の増殖作用発

現に SHIP は Negative に制御している

事が示唆された。その機序としては、

IGF‐1 による Shcリン酸化チロシンと

Grb2 の SH2 ドメインとの結合を SHIP

がその SH2 ドメインとを介して競合的

に阻害することが示唆された。 

担当部分：実験、解析 

共同発表者：和田 努, 笹岡利安, 石

原 元, 石木  学, 薄井  勲, 岩田  

実, 宇野立人, 高野敦子, 上野栄一, 

高田康光, 春田哲郎, 小林  正 



17. Shc に結合する

ラット SH2 domain 

containing 

inositol 5-

phosphatase 

subfamily(SHIP-2)

のクロ−ニング 

 - 平成 10 年 5

月 

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

インスリンによる PIP35-phosphatase

（5-ptase）の活性化が、抗 Shc 抗体に

よる沈殿物に認められる。抗 SHIP 抗体

での沈殿物中にはインスリンによる 5-

ptase 活性は認めず、 SHIP2 の

isozyme の存在が示唆されている。今

回の実験では Shc に結合する 5-ptase

のクロ-ニングを行った。方法として

は、各 5-ptase 間での高ホモロジ-領域

をもとに degenerate PCR を行い、得ら

れた塩基配列をもとに RACE を行った。

その結果、得られた cDNA(SHIP-2)は約

135ｋDa の 5-ptase をコ−ドしており、

SHIP 同様、N末に SH2 ドメインが、Ｃ

末にプロリン・リッチな領域が存在し

た．また，ＰＴＢドメインの結合モチ−

フ（NPXY）が 1ケ所存在した．SHIP と

のホモロジ−は，ptase 部分で 60％，Ｓ

Ｈ2ドメインを含む N 末で 50％，Ｃ末

で 30％であった．これらのことから，

今回得られたクロ−ンは，SHIP の

subfamily と考えられ，インスリンシ

グナル伝達においても，SHIP 同様，

Shc の増殖作用を負に制御する可能性

が示唆され，また，さらにＰＫＢ/Akt

を介し，インスリンの代謝作用に影響

する可能性が示唆された． 

担当部分：解析 

共同発表者：石原 元, 笹岡利安, 平

井洋生, 石木  学, 和田 努, 薄井  

勲, 岩田  実, 高野敦子, 宇野立人, 

上野栄一, 高田康光, 春田哲郎, 小林  

正 

18. インスリンと

IGF-1 における SH2 

Domain Containing 

Inositol 5-

Phosphatase(SHIP)

の役割 

 共著 平成 10 年 5

月 

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

SHIP は血球系の細胞で増殖作用への役

割が報告されている。そこで、インス

リンと IGF‐Iの増殖作用発現における

SHIP 関与につき検討した。(方法)Wild 

Type(WT), SHIP, SHIP の SH2 ドメイン

を欠いた delta SH2‐SHIP, SHIP のチ

ロシンリン酸化部位を Shc に加え、 

Shc の PTB ドメインを含んだ PTB‐Shc

と、チロシンリン酸化部位を欠いた

deltaSH2-SHIP,SHIP のチロシンリン酸

化部位を置換した Y917／1020F(2F)-

SHIP を COS7 細胞と L6筋芽細砲に発現

させた。インスリンと IGF-I 刺激によ

る SHIP の細胞内蛋白への結合をウエス

タンブロットにより検討し、SHIP 発現

が IGF-l の増殖作用に及ぼす影響を

3H‐チミジンの取り込み測定により検

討した。その結果 deltaSH2‐SHIP 発現

での Shc との結合は、WT-,または、2F-

SHIP の過剰発現により低下したが、

delta SH2‐SHIP の発現においては変



化を認めなかった。以上の結果から、

L6 筋芽細胞では、IGF‐1の増殖作用発

現に SHIP は Negative に制御している

事が示唆された。その機序としては、

IGF‐1 による Shcリン酸化チロシンと

Grb2 の SH2 ドメインとの結合を SHIP

がその SH2 ドメインとを介して競合的

に阻害することが示唆された。 

担当部分：解析 

共同発表者：和田 努, 笹岡利安, 石

原 元, 石木  学, 薄井  勲, 岩田  

実, 宇野立人, 高野敦子, 上野栄一, 

高田康光, 春田哲郎, 小林  正 

19. Shc に結合する

ラット SH2 domain 

containing 

inositol 5-

phosphatase 

subfamily(SHIP-2)

のクロ−ニング 

 共著 平成 10 年 5

月 

第 41 回日本糖尿病

学会，和歌山 

インスリンによる PIP35-phosphatase

（5-ptase）の活性化が、抗 Shc 抗体に

よる沈殿物に認められる。抗 SHIP 抗体

での沈殿物中にはインスリンによる 5-

ptase 活性は認めず、 SHIP2 の

isozyme の存在が示唆されている。今

回の実験では Shc に結合する 5-ptase

のクロ-ニングを行った。方法として

は、各 5-ptase 間での高ホモロジ-領域

をもとに degenerate PCR を行い、得ら

れた塩基配列をもとに RACE を行った。

その結果、得られた cDNA(SHIP-2)は約

135ｋDa の 5-ptase をコ−ドしており、

SHIP 同様、N末に SH2 ドメインが、Ｃ

末にプロリン・リッチな領域が存在し

た．また，ＰＴＢドメインの結合モチ−

フ（NPXY）が 1ケ所存在した．SHIP と

のホモロジ−は，ptase 部分で 60％，Ｓ

Ｈ2ドメインを含む N 末で 50％，Ｃ末

で 30％であった．これらのことから，

今回得られたクロ−ンは，SHIP の

subfamily と考えられ，インスリンシ

グナル伝達においても，SHIP 同様，

Shc の増殖作用を負に制御する可能性

が示唆され，また，さらにＰＫＢ/Akt

を介し，インスリンの代謝作用に影響

する可能性が示唆された． 

担当部分：解析共同発表者：石原 元, 

笹岡利安, 平井洋生, 石木  学, 和田 

努, 薄井  勲, 岩田  実, 高野敦子, 

宇野立人, 上野栄一, 高田康光, 春田

哲郎, 小林  正 



20. Role of 

Tyrosine 

Phosphorylation 

Induced by GTPγS 

and Osmotic shock 

in 3T3L1 

Adipocytes 

 共著 平成 10 年 6

月 

58th Scientific 

Sessions 

(American 

Diabetes 

Association), 

Chicago,USA 

GTPγS と高浸透圧によって誘導される

チロシンリン酸化される蛋白について

検討した。免疫沈降、ウエスタンブロ

ットによって、70-80kDa,120-130kDa

の蛋白がリン酸化されることがわかっ

た。また、各種阻害剤

（Wortmannin,Calphostin C, 

Cytochalasin D）にて paxillin, 

p130CAS,PYK2 のチロシンリン酸化を検

討した結果、これらのチロシンリン酸

化は GTPγS や osmotic shock によって

誘導された糖輸送には影響を与えてい

ないことがわかった。したがって、GTP

γS と高浸透圧によって誘導される未

知の蛋白の存在が示唆された。 

担当部分：実験全般、抄録作成 

共同発表者：Eiichi Ueno, Minoru 

Iwata, Isao Usui, Atsuko Takano, 

Tetsuro Haruta 

21. Mechanism of 

Insulin-induced 

Adipocyte 

Differentiation 

and Clonal 

Expansion in 3T3L1 

Cells 

 共著 平成 10 年 6

月 

58th Scientific 

Sessions 

(American 

Diabetes 

Association),Chic

ago,USA 

本研究では、3T3-L1 細胞におけるイン

スリンで誘導された脂肪の分化とクロ−

ナルエクスパンジョン（DNA 合成）の

メカニズムについて調べた。その結

果、脂肪の分化とクロ−ナルエクスパン

ジョンにはインスリンは不可欠であ

り、また、c-fos には関与していない

ことがわかった。さらに、Wortmannin, 

PD98059 などの各種阻害剤を使った実

験の結果、インスリンで誘導された脂

肪の分化は、MAP kinase や c-fos を介

さず、PI3-kinase を介することが示唆

された。 

担当部分：解析 

共同発表者：Isao Usui, Tatsuhito 

Uno, Atsuko Takano, Eiichi Ueno, 

Tetsuro Haruta 

22. Mechanism of 

Insulin-like 

Effect and Insulin 

Antagonistic 

Effect of Growth 

Hormone 

 共著 平成 10 年 6

月 

58th Scientific 

Sessions 

(American 

Diabetes 

Association)Chica

go,USA 

成長ホルモンはインスリン抵抗性を起

こすとが知られているが、本研究では

成長ホルモンの短期刺激と長期刺激の

インスリン抵抗性のメカニズムについ

て調べた。これらの結果、3T3‐Ll 脂

肪細胞では GHによる糖の取り込みは

IRS-l を介しない可能性が示唆され

た．また長時間処置による抗インスリ

ン作用には lRS‐1より下流のシグナル

過程が抑制されている可能性が示唆さ

れた。 

担当部分：解析 

共同発表者：Atsuko Takano, Minoru 

Iwata, Tatsuhito Uno, Eiichi Ueno, 

Masashi Kobayashi 



23. Role of 

Tyrosine 

Phosphorylation 

Induced by GTPγS 

and Osmotic shock 

in 3T3L1 

Adipocytes 

 共著 平成 10 年 6

月 

58th Scientific 

Sessions 

(American 

Diabetes 

Association),Chic

ago,USA 

GTPγS と高浸透圧によって誘導される

チロシンリン酸化される蛋白について

検討した。免疫沈降、ウエスタンブロ

ットによって、70-80kDa,120-130kDa

の蛋白がリン酸化されることがわかっ

た。また、各種阻害剤（Wortmannin, 

Calphostin C, Cytochalasin D）にて

paxillin, p130CAS, PYK2 のチロシン

リン酸化を検討した結果、これらのチ

ロシンリン酸化は GTPγSや osmotic 

shock によって誘導された糖輸送には

影響を与えていないことがわかった。

したがって、GTPγS と高浸透圧によっ

て誘導される未知の蛋白の存在が示唆

された。 

担当部分：実験全般、抄録作成 

共同発表者：Eiichi Ueno, Minoru 

Iwata, Isao Usui, Atsuko Takano, 

Tetsuro Haruta 

24. Mechanism of 

Insulin-induced 

Adipocyte 

Differentiation 

and Clonal 

Expansion in 3T3L1 

Cells 

 共著 平成 10 年 

6 月 

58th Scientific 

Sessions 

(American 

Diabetes 

Association),Chic

ago,USA 

本研究では、3T3-L1 細胞におけるイン

スリンで誘導された脂肪の分化とクロ−

ナルエクスパンジョン（DNA 合成）の

メカニズムについて調べた。 

その結果、脂肪の分化とクロ−ナルエク

スパンジョンにはインスリンは不可欠

であり、また、c-fos には関与してい

ないことがわかった。さらに、

Wortmannin, PD98059 などの各種阻害

剤を使った実験の結果、インスリンで

誘導された脂肪の分化は、MAP kinase

や c-fos を介さず、PI3-kinase を介す

ることが示唆された。 

担当部分：解析 

共同発表者：Isao Usui, Tatsuhito 

Uno, Atsuko Takano, Eiichi Ueno, 

Tetsuro Haruta 

25. Pioglitazone 

Improves Insulin 

Resistance by 

Inhibiting TNFα-

induced Decrease 

of IRS-1 Protein 

in 3T3L-1 

Adipocytes 

 共著 平成 10 年 6

月 

58th Scientific 

Sessions 

(American 

Diabetes 

Association),Chic

ago,USA 

脂肪細胞（3T3-L1 細胞）を用い TNF‐

αによるインスリン抵抗性の機序とそ

れに対する Pioglitazone の効果を解明

するために検討した。その結果、TNF‐

αは短期間では lRの自己リン酸化、

lRS‐l の発現量及びチロシンリン酸化

と糖の取り込みに影響を与えなかっ

た。また、長期間では 1RS‐1の発現を

対照に比較し 50％程度に低下させ、同

程度に lRS‐lのチロシンリン酸化、糖

取り込みを抑制した。これらの実験結

果から、脂肪細胞において TNF‐αに

よるインスリン抵抗性は lRS‐1 の発現

を低下させることにより生じ、また、

Pioglitazone は lRS‐1の発現を回復

させることによりインスリン抵抗性を



改善させると考えられた。 

担当部分：実験、解析 

共同発表者：Minoru Iwata, Isao 

Usui, Tatsuhito Uno, Eiichi 

Ueno,Tetsuro Haruta 

26. 病室環境にお

ける入院患者のディ

ストレス度測定尺度

作成の試み 

 共著 平成 10 年 7

月 

第 24 回看護研究学

会，弘前 

病室空間は入院患者の生活・心理に大

きく影響し， さまざまなディストレス

（負のストレス）をもたらしている。

この特殊な空間での生活に適応するた

めの看護を行うには，その患者のディ

ストレスの質と程度を知る必要があ

り、本研究では入院患者の病室環境に

おけるディストレス度を測定するため

の尺度の開発を試みた。第 1段階とし

て用語「ディストレス」の操作的定義

を検討した。 セリエの定義に基づき, 

ディストレスを負のストレスとし，入

院中の病室環境に対して，苦痛・不

安・不眠・恐怖・不便・ 不快・苦悩・

羞恥・屈辱・心配・悲嘆・負担・不適

応等，苦悩となっているような事項を

先行文献より収集した。第 2段階とし

て, 患者 30 人に病室での生活でディス

トレスとなっている事項を記入しても

らい, 先行文献より得たディストレス

項目とを参考に調査紙の原案を作成し

た。この原案をもとに無作為抽出によ

って調査に同意が得られた大部屋入院

の内科系患者 97 名を母集団とし, 調査

した。 その結果、(1)因子分析（ 主因

子法， バリマツクス回転 ）の結果，

固有値 1.0 以上を考慮しスクリプト法

により 3 つの因子を抽出した。 (2) 因

子負荷量 0.5 以上を項目の決定の基準

にした。また、第 1因子で 3項目，第

2因子で 5項目， 第 3因子で 5項目の

計 13項目あげることができた。 累積

寄与率は第 1因子で 29.0,  第 2 因子

で 35.4, 第 3因子で 40.8 であった。 

因子の命名は，第 1因子を物理的不快

因子，第 2因子を危険・不安因子， 第

3因子を人的不快因子とした。内部整

合性の指標である Cronbach のα係数を

各因子ごとに算出した結果をみると，

物理的不快因子で 0.837，危険・不安

因子で 0.727，人的不快因子 0.701, 質

問紙全体で 0.862 と高い値を示した。 

担当部分：論文全般 

共同発表者：上野栄一、高島佐知子、

高間静子 



27. 病室環境にお

ける入院患者のディ

ストレスと不安度と

の関係 

 共著 平成 10 年 7

月 

第 24 回看護研究学

会，弘前 

患者にとって入院は多くのディストレ

ス（否定的ストレス）が予測される。

特に生活の場である病室環境はさまざ

まな質のディストレスを患者は経験す

る。本研究では病室環境におけるディ

トレス測定尺度を使って入院患者のデ

ィストレス度を測定し, 患者の不安度

との関係を調べた。調査対象: 富山県

内の公立の総合病院に入院し,無作為抽

出によって調査に同意が得られ,有効回

答のあった内科系疾患患者 97名を母集

団とした。対象 97名全体から 3つのデ

ィストレス因子と特性不安･状態不安と

の関係をみると,ディストレスの物理的

因子と特性不安との間にｒ=0.239 の負

の偏相関係数を,状態不安とはｒ=0.223

の正の偏相関係数を示した。性別にこ

れらの関係をみると, 男性群において

のみディストレスの人的因子と特性不

安との間でｒ=0.284 の有意な正の偏相

関係数を示した。入院回数別に分けて

ディストレスと不安度との関係をみる

と, 入院 1回目の患者群においてのみ

特性不安とディストレス度は有意水準

1％の危険率でｒ＝0.521 の高い正の相

関を示した。しかし, 入院 3回目の患

者群では状態不安とディストレスの物

理的因子との間でｒ＝0.438 の高い正

の相関を示した｡年齢別ではこれらの関

係はみられなかった。これらの結果

は、ディストレスの物理的因子と特性

不安との負の相関に対して状態不安と

の正の相関は, 特性不安ては物理的デ

ィストレスは高まらないが,状態不安か

高いと高くなることをさし, 状態不安

の高さはディストレス度に相乗作用す

ることを表している。男性群のディス

トレスの人的因子と特性不安との正の

相関は, 男性のストレス解消法が酒等

の方法であるために, 入院によりこの

方法が不可能となることからくるのか

もしれない。入院 1回目の患者群にお

いて特性不安とディストレスの合計と

の高い相関は, 病室環境への不適応か

らくるものと考える。以上のことを総

括すると、患者の状態不安は物理的デ

ィストレスに影響し, また, 入院回数

が多いほど影響し, 特性不安は入院回

数が少ない群においてディストレスに

影響することが示唆された。 

担当部分：データ処理の指導 

共同発表者：横田恵子、大江美由紀、

谷 優美子、上野栄一、高間静子 



28. 看護婦の社会

的スキルと専門的自

律度との関係 

 共著 平成 10 年 7

月 

第 24 回看護研究学

会，弘前 

間で r＝0．927 の高い偏相関係数を示

した。看護職経験年数別でみると経験

20〜30 年未満群の PNQ1・2 と関係維持

とはそれぞれ有意水準 5％の危険率で r

＝0.297，r＝0.295 の偏相関係数を示

した。全体的にみると，関係開始や自

己主張は PNQ とは相関を示さなかっ

た。学歴別でみると，専門学校卒群の

PNQ2 は関係維持と弱い正の相関を示

し，短期大学卒群の PNQ3 は関係開始と

r=0．858 の負の相関を，自己主張と r

＝0.812 の正の相関を示した。婚姻別

にみると既婚群の PNQ1，2，3と関係維

持とはそれぞれ有意な正の相関を示し

た。これらの結果から、看護婦の専門

的自律度には主として社会的スキルの

下位概念の関係維持のスキルのみか関

係し，その他の関係開始，自己主張等

のスキルは関係していないことが示唆

され，この関係は性，年齢，婚姻，学

歴，経験年数により異なっていること

が明かとなった。 

担当部分：データ解析 

共同発表者：堂下芳美、八田朱美、江

守外志子、上野栄一、高間静子 

29. 血糖コントロ

ールに伴い一過性の

透視化をきたした一

例 

 共著 平成 10 年 9

月 

第 58 回日本糖尿病

学会中部地方大会 

症例は 56歳男性で平成 4年より糖尿病

を指摘され今回血糖コントロール目的

に平成 9年 5月 3日当科人院。入院

時、ＦPG251mg／dl、HbAIc8．9％で網

膜症を認めないためインシュリン治療

を開始し 6／6には FPG101ｍg/ｄｌま

で改善した。しかし同時期より眼鏡が

合わないなどの症状が出現したため眼

科受診。網膜症は認めず、屈折力が右

眼にて−3．OD から−2．OD、左眼にて−

3.OD から−2.5D の遠視化を認めた。視

力障害が出現したため患者がインシュ

リン治療に不信感を抱いたが 6／27 に

は屈折力は入院時の値まで回復し症状

も改善した。血糖コントロールに伴い

網膜症が増悪した場合、回復しないこ

とが多い。しかし屈折異常は可逆性の

変化であることを患者に十分鋭明し、

安心させることの心理的アプローチが

必要であると考える。 

担当部分：解析 

共同発表者：岩田 実、春田哲郎、簿井 

勲、宇野立人、高野敦子、上野栄−、笹

岡利安、石木 学、和田 努、石原 

元、石橋 修、小林 正、星山真理、

池田成子 



30. 高齢糖尿病患

者とその家族の治療

や療養法に対する満

足度とギャップ 

 共著 平成 10 年

11 月 

第 14 回富山県糖尿

病懇話会,富山 

老年糖尿病患者と家族の療養生活上の

負担度と QOL,ADL,ストレスによる抑う

つ性との関連について、富山医科薬科

大学第 1 内科糖尿病専門外来通院の患

者・家族 105 組について、糖尿病総合

負担度スケ−ル、老研式活動能力指標、

日本版ＳＤＳを使用し調査した結果、

患者群では症状と食事療法負担度の相

関がみられ、家族群では療養生活の支

援を患者ほど負担とは思っていなかっ

た。また、患者、家族の糖尿病総合負

担度・QOL・ADL と抑うつ性との間に

は、相関を認めなかった。うつ傾向は

患者の約 1割に認められ、約 2割はう

つ傾向境界型であった。うつ状態群の

患者は、食事療法、不安度、糖尿病総

合負担度得点が有意に高いという結果

を得た。以上の結果から、うつ傾向に

ある患者は食事療法に対する負担度が

正常群より高く、このことが糖尿病の

コントロ−ルを困難にしていると考えら

れる。 

担当部分：研究計画 

共同発表者：木谷真由美, 鍋山昭子, 

日下智子, 猪谷久美, 砂田厚子, 野

上悦子, 上野栄一 

31. インスリンシ

グナル伝達における

SHIP-2 の役割 

 共著 平成 10 年

12 月 

第 10 回分子糖尿病

学シンポジウムプ

ログラム, 松山 

SHIP2 は血球系のサイトカインのシグ

ナルを負にする作用を持つ。本研究で

は、ラット骨格筋による SHIP の

isozyme である SHIP2 をクロ-ニングし

て、その構造とインスリンシグナル伝

達機構について調べた。その結果、

SHIP2 は SHIP と同様に、インスリンの

増殖作用を負に調節することが示唆さ

れた。また、SHIP2 はインスリンの代

謝作用をも負に制御することが示唆さ

れた。 

担当部分：解析 

共同発表者：石原 元, 笹岡利安, 和

田 努, 堀 宏之, 平井洋生, 春田哲

郎, 薄井 勲, 岩田 実, 宇野立人, 

高野敦子, 上野栄一, 小林 正 



32. Kleinefelter

症候群に合併した糖

尿病の一症例 

 共著 平成 11 年 3

月 

第 59 回日本糖尿病

学会中部地方大会,

名古屋 

症例：46歳、男性。家族歴：父親が糖

尿病。現病歴：昭和 61年より DM、

depression、mental retardation にて

他院で medication（グリベンクラミド

7.5mg）を受けていた。平成 4年より

paresthesia を自覚し、HbAlc11.5％と

コントロール不良であり平成 8年 12 月

に柏崎中央病院に入院。入院時所見：

恥毛薄く、女性化乳房、精巣の萎縮、

両下肢の腱反射消失、振動覚低下を認

めた。染色体検査で 47XXY、血中テス

トステロン低値、LH, FSH も高値で

Klinefelter 症候群と診断した。蛋白

尿 1.1g/day Ccr74.3m1／min、simple 

retinopathy(+)と triopathy を認め

た。一般に欧米では、Klinefelter 症

候群に伴う糖尿病は軽症例が多く本例

のように triopathy を伴うものは珍し

い。Klinefelter 症候群に伴う mentall 

retardation による糖尿病への理解不

足が triopathy をきたした一因と考え

られた。 

担当部分：実験、解析 

共同発表者：岩田 実, 春田哲郎, 薄井 

勲, 宇野立人, 高野敦子, 上野栄一, 

笹岡利安, 石原 元, 和田 努, 堀 宏

之, 石橋 修, 大角誠治, 小林正, 星山

真理 

33. 糖尿病外来通

院中断者の特性と中

断理由について 

 共著 平成 11 年 3

月 

第 12 回日本看護研

究学会地方会京都 

糖尿病中断者を対象に、その理由と患

者の特性を把握し、今後の指導に役立

てたいと考えた。当院第一内科で糖尿

病の治療をしていたが、平成 9年に入

り 1 年以上通院していない人を中断者

として、計 180 名にアンケート（無記

名）を郵送し、56名から回答を得た。

その中で有効回答の得られた 47 名を対

象とした。患者の特性を測定するため

に、健康認識度、健康帰属傾向、保健

行動の優先性、支援、タイブ A尺度を

用いた。その結果、中断理由の中で多

かったものは、「病院での待ち時間が

長いから」「自覚症状がないから」

「食事、運動療法のみならば自分でで

きるから」などであった。通院の継続

条件としてあげられたものは、「自宅

又は職場の近くに病院がある」「病院

までの交通の便がよい」「時間予約制

が確実で、待ち時間が短い」「医師の

対応が丁寧で親切」などであった。患

者の特性を見ると、入院回数と保健行

動の優先性、入院回数と健康帰属傾

向、人院回数と健康認識度との間に負

の相関関係があった。また、中断者の



保健行動の優先性は、支援と健康帰属

観に大きく関与していた。以上のこと

を総括すると、患者の通院継続に対す

る二一ズには、地理的条件、時間的側

面、病院のソフトの側面（医師の対

応）が多かった。入院回数と保健行動

の優先性、健康帰属傾向、健康認識度

には有意な相関があった。保健行動の

優先性は、支援と健康帰属傾向が影響

していた。 

担当部分：研究立案、データ解析共同

発表者：北林正子, 広上眞里子, 上野

栄一 

34. 脂肪細胞の分

化におけるインスリ

ンシグナル、特に

PI3 kinase 及び

Rapamycin 感受性の

重要性 

共 著 平成 11

年、4月 

第 42 回日本糖尿病

学会, 横浜 

インスリンによる脂肪細胞分化促進の

機序について検討した．【方法】3T3-

L1 前駆脂肪細胞に，PI3 kinase 阻害薬

である wortmannin（以下 WM），

LY294003（以下 LY），MEK 阻害薬であ

る PD98059（以下 PD），mTOR 経路の阻

害薬である rapamycin（以下 rapa）を

処置，または持続活性型 PI3 kinase

（以下 p110 CAAX）をアデノウイルス

ベクターを用い発現後，脂肪細胞への

分化を誘導．分化率，BrdU の取り込

み，c-fos の誘導，Rb の燐酸化と

cyclin D の蛋白量について検討した．

【結果】 脂肪細胞への分化率，分化誘

導 1 日目の DNA 合成，Rbの燐酸化，

cyclin D の蛋白量は WM，LY により完

全に，rapa により部分的に抑制された

が，PD には影響を受けなかった．c-

fos の誘導は PD により抑制されたが，

WM，LY，rapa には影響を受けなかっ

た．p110 CAAX は分化率を抑制した．

【考察】インスリンは cyclin  D の蛋

白量の上昇と Rb の燐酸化による，分化

初期の一過性の DNA合成の促進

（clonal expansion）を一つの機序と

し，脂肪細胞の分化促進に寄与する可

能性を示した．この際，MEK から c-fos

に到る経路でなく，PI3 kinase と rapa

感受性経路の一過性の活性化が重要で

あると考えられた． 

担当部分：実験、解析 

共同発表者：薄井勲、春田哲郎、岩田

実、宇野立人、高野敦子、上野栄一、

川原順子、笹岡利安、石原元、小林正 

  



35. 老年病糖尿病

患者・家族の負担度

と抑うつ性との関連 

共 著 平成 11 年 5

月 

第 42 回日本糖尿病

学会, 横浜 

老年糖尿病患者と家族の療養生活上の

負担度と QOL,ADL,ストレスによる抑う

つ性との関連について、糖尿病総合負

担度スケ−ル、老研式活動能力指標、日

本版ＳＤＳを使用し、富山医科薬科大

学第 1内科糖尿病専門外来通院の患

者・家族 105 組について調査した結

果、（1）患者では症状と食事療法負担

度が有意に高かった。（2）家族は療養

生活の支援を患者ほど負担とは思って

いない。（3）患者、家族の糖尿病総合

負担度・QOL・ADLと抑うつ性との間に

は、相関を認めなかった。（4）患者の

約 1 割にうつ傾向が認められ、約 2割

はうつ傾向境界型であった。（5）うつ

状態群の患者は、食事療法、不安度、

糖尿病総合負担度得点が有意に高かっ

た。以上の結果から、うつ傾向にある

患者は食事療法に対する負担度が正常

群より高く、このことが糖尿病のコン

トロ−ルを困難にしていると考えられ

る。看護介入としては、うつ状態を引

き起こした背景をっさぐり、その改善

をはかることが重要と考える。 

担当部分：データ解析、考察 

共同発表者：鍋山昭子, 木谷真由美, 

猪谷久美, 砂田厚子, 杉政美雪, 上野

栄一, 小林 正 

36. ラパマイシン

感受性経路を介する

インスリンシグナル

伝達抑制機構 

共 著 平成 11 年 5

月 

第 42 回日本糖尿病

学会, 横浜 

インスリン刺激により SDS-P.における

IRS-1 の electrophoretic mobility 

shift (EMS) 及びその degradation が

生じる。本研究では IRS-1 の EMS の機

序とその機能的意義を検討した。ま

た、3T3-L1 脂肪細胞を用いてインスリ

ン、 PMA 、p110CAAX による IRS-1 の

EMS および degradation を検討した。

その結果、（1）インスリン, 

p110CAAX および PMA による IRS-1

の EMS はラパマイシンにより抑制さ

れた。（2）ラパマイシンにより IRS-1

の EMS および degradation を抑制する

とインスリン刺激後 4時間における 

p85 と IRS-1 の結合および Akt リン酸

化は対象に比し上昇を認めた。これら

の結果から、PI3-Kinase の下流に存在

するラパマイシン感受性経路がインス

リン刺激による IRS-1 のセリン／ス

レオニンリン酸化および degradation

に関わっており、インスリン長時間刺

激後に生ずるインスリン作用抑制機構

の少なくとも一部を構成するものと考

えられた。担当部分：解析共同発表

者：宇野立人、春田哲郎、薄井 勲、



岩田 実、高野敦子、上野栄一、川原

順子、笹岡利安、石原 元、小林 正 

37. 入院患者の日

常生活における適応

度測定尺度作成の試

み 

共 著 平成 11 年 7

月 

第回日本看護研究

学会 

本研究では，入院患者の日常生活にお

ける適応の程度を測定するための尺度

の開発を試みた．無作為抽出によって

調査に同意が得られた富山県下の公立

病院に入院する内科系患者 100 名に調

査し，有効回答の得られた 97名を対象

とした．質問紙の原案は 50 項目からな

る 4 段階のリッカートタイプとし，こ

れを用いて調査し分析したところ，次

の結果を得た．（1）因子分析（主医子

法・バリマックス回転）の結果，固有

値 1.00 以上を考慮しスクリプト法によ

り 6 つの因子を抽出した．（2）顔子負

荷量 0..5 以上を項目決定基準にした結

果第 1因子で 8項目，第 2塩子で 9項

臥 第 3因子で 6項乱目、第 4因子で

5項目，第 5 因子で 3項目，第 6 因子

で 4 項目の計 35 項目を確認した．累積

寄与率は 6因子で 50.8 であった．因子

の命名は，第 1因子を「病床因子」，

第 2 因子を「病院食因子」，第 3 因子

を「排泄環境因子」，第 4因子を「同

室者因子」，第 5因子を「病室の物理

的因子」，第 6因子を「保清規制因

子」とした．（3）質問紙の信頼性検討

のため，内的整合性の指標である

Cronbach の信頼性係数を算出したとこ

ろ，病床因子で 0.879．病院食因子で

0.924，排泄環境因子で 0.872，同室者

因子で 0.792，病室の物理的因子で

0.837，保清規制因子で 0.822 であり，

質問紙全体でも 0.929 であった．（4）

質問紙の妥当性検討のため，不安度や

快眠度との相関をみた結果，質問舵と

関学版の特性不安・状態不安とはそれ

ぞれ有意水準 5％で r＝0.378，0.354

の正の相関を示した．以上の結果から

35 項目からなる質問紙は，高い信頼

性・妥当性が支持された． 

担当部分：データ処理、考察 

共同発表者：高島佐知子、上野栄一、

高間静子、谷優美子 



38. 看護における

対人関係の研究の動

向 

共 著 平成 12 年 6

月 

第 11 回日本看護研

究学会北海道地方

学術集会、札幌 

患者の入院生活への適応は，治療効果

に影響する． 

対人関係の歴史は、西暦紀元前 300 年

以上も前にプラトン、アリストテレス

らによって対人関係の問題が取り上げ

られ、これが対人関係の歴史の始まり

と考えられている。本研究では、過去

15 年間における日本国内での対人関係

に関する研究の動向についてその特徴

を内容分析の手法を用いて明らかにし

た。研究方法は医学中央雑誌（CD-ROM

版）より過去 15 年間（1985 年〜平成

11 年）の文献より、次の手順により分

析した。その結果、過去 15 年間におけ

る対人関係に関する文献数は 1987 年

67 件、1990 年 85 件と他の年度と比べ

て多く、対人関係+看護の文献検索で

は、数は少ないものの 1990 年度以降増

えてきている。次に、内容分析による

単語の種類をみると、1987 年では、法

（24）、精神医療改革（5）、新・精神

保健法（4）と精神保健に関する研究が

増加している。これらは 1988 年に精神

保健法が制定されるということで、こ

の法律に関する関心が高まったために

この結果につながったと考えられる。

また、平成 6年の雲仙・普賢岳噴火災

害、平成 11 年の災害ＰＴＳＤなど、災

害に関する研究もされてきている。以

上のことを総括すると、対人関係に関

する研究は、1987 年より増加の傾向に

ある。また、看護に関する対人関係の

研究も 1990 年以降増加の傾向にあり、

患者との対人関係をテ−マとする研究が

増えてきている。 

担当部分：研究企画、統計処理、抄録

作成 

共同発表者：上野栄一、山内 学、望月

吉勝、北村久美子 



39. 最近の精神医

療の動向について-

過去 13 年間の文献

探索から- 

共 著 平成 12 年 6

月 

第 11 回日本看護研

究学会北海道地方

学術集会、札幌 

本研究では、過去 13 年間の精神医療の

動向について、文献探索的研究を行

い、最近の精神医療の特徴について考

察した。文献は、医学中央雑誌 CD-ROM

版を用い、内容分析手法を用いて、タ

イトルを品詞に分解し、その名詞句の

頻度から最近の精神医療の特徴を明ら

かにした。その結果、（1）精神衛生法

から精神保健法へと改正された 1987 年

においては、「法」「精神衛生法」

「精神保健法」という語が上位に現

れ、その後の法改正と併せて、精神保

健福祉行政、施策の変遷に伴う変化が

見られた。（2）「精神医療」「現状」

という語句は、通年を通して見られ

た。（3）国内において、「リエゾン精

神医療」「地域医療」「報道機関」

「阪神-淡路大震災」等の社会情勢を反

映した用語も見られた。担当部分：研

究立案、内容分析共同発表者：山内 

学、上野栄一、望月吉勝 

40. セミクリーン

ルーム入室患者のス

トレス要因と対処行

動 

共 著 平成 12 年 6

月 

第 31 回日本看護学

会、浜松 

個室・カーテン隔離を強いられた患者

にストレスをもたらす要因と程度、対

処行動を明らかにし、さらにそれぞれ

の相違を検討し、必要な看護介入につ

いて明らかにした。調査対象：個室隔

離を経験した患者(以下個室群とす

る)14 名。カーテン隔離を経験した患

者（以下カーテン群とする）7名。(両

群に重複症例あり)。文献､患者からの

情報､当科の特殊性から個室群に対して

20 項目を選びオリジナルのストレスチ

ェックテスト(以下 KST とする)を、カ

ーテン群に対して 23 項目を選びオリジ

ナルのストレスチェックテスト(以下Ｃ

ＳＴとする)を作成し併用した。ＫＳ

Ｔ・ＣＳＴの項目としては基本的日常

生活行動で分類し、『苦痛』と『気兼

ね』の 2 つでストレスの程度を測定し

た。その結果、（1）『苦痛』としての

ストレスは、「食事」がもっとも強

く、「排泄」「コミュニケーション」

は少なかった。（2）『気兼ね』として

のストレスは比較的少なかった。（3）

カーテン隔離を経験した群はストレス

に対して対処行動が取れていたが、個

室群では対処行動は取れていなかった

ことがわかった。 

担当部分：研究計画 

共同発表者：我妻あゆみ、萩原 正子、

上田 好恵、小山 智美、佐藤 華代、 

加藤 澄江、 上野 栄一 



41. 看護学生の健

康度と対人関係との

関係 

共 著 平成 12 年 7

月 

日本看護研究学

会、千葉 

睡眠障害は、精神面において記憶力の

低下やいらいら感が生じることなどか

ら、対人関係にも悪影響を与えている

と考えられる。本研究では、看護学生

の健康度と対人関係との関係について

調査した。、使用尺度として、健康度

の指標として睡眠度、行動特性として

タイプ A 尺度、対人関係の測定にはシ

ャイネス尺度、対人態度基本インベン

トリ-尺度、対処行動の尺度として積極

的・効果的尺度を用いた。その結果、

健康度は対人態度に影響を与え、また

健康を害すると対人関係において、対

人不安が高まる一方で、よりよい対人

関係にしょうとする働きのあることが

わかった。 

担当部分：研究計画、統計解析 

共同発表者：松田美千代、田中いず

み、長谷川ともみ、前畑夏子、安田智

美、大野昌美、伊藤廣美、山内 学、

松浦和代、上野栄一、望月吉勝 

42. 個室・カ−テン

隔離を強いられた患

者のストレス要因と

対処行動との関係 

共 著 平成 12 年 7

月 

日本看護研究学

会，千葉 

個室隔離を経験した 14名の患者、カ−

テン隔離を経験した患者に対し、スト

レスをもたらす要因と程度、対処行動

の比較の検討をおこなった。使用尺度

として、心理的ストレス反応尺度（Ｐ

ＳＲＳ）とオリジナルのストレス尺度

を開発したものを用いた。その結果、

（1）苦痛としてのストレスは、食事が

もっとも強く、排泄、コミュニケ−ショ

ンは少なかった。（2）気兼ねとしての

ストレスは、比較的少なかった。（3）

カ−テン隔離を経験した群はストレスに

対して対処行動がとれていたが、個室

群では対処行動はとれていなかった。 

担当部分：調査票集計、データ解析 

共同発表者：萩原正子、上野栄一 

43. 看護学生の自

我状態と対人関係と

の関係 

共 著 平成 12 年 7

月 

日本看護研究学

会、千葉 

本研究では、看護学生（62 名）の自我

状態と対人関係との関係について調べ

た。その結果、（1）自我状態と対人不

安、対人態度との間には有意な相関が

あった。（2）対人態度は自我状態に影

響を与えていた。（3）自我（CP と A）

とタイプ Aとの間には有意な相関があ

った。 

担当部分：研究立案、データ解析 

共同発表者：田中いずみ、松田美千

代、長谷川ともみ、前畑夏子、安田智

美、大野昌美、山内 学、上野栄一、

松浦和代、望月吉勝、伊藤廣美 



44. WHO/QOL-26 調

査票による看護学生

の QOL の検討 

共 著 平成 12 年 7

月 

日本看護研究学

会、千葉 

将来の保健医療福祉の担い手となる看

護学生の QOL を測定し、関連する要因

を、看護学科 3学年 66名を対象に調査

し探索した。使用尺度は、QOL-26 日本

語版（田崎・中根、平成 9年）、Self-

Esteem Scale(RSES:Rosenberg,1965)、

Breslow の健康習慣 7 項目を用いた。

その結果、QOL-26 全体と領域別の得点

の中央値をみると、全体では 3.35 であ

ったが、包括的認識はやや小さく、社

会的認識はやや大きい値であった。ま

た、QOL-26 全体および領域別得点と

RSES との間にはいずれも有意な相関関

係がみられた。なかでも、心理的領域

の相関係数は大きく、身体的領域と社

会的関係がそれに次ぎ、環境と包括的

認識は他に比して小さかった。 

担当部分：研究立案、データ解析 

共同発表者：望月吉勝、上野栄一、山

内 学、松浦和代 

45. 精神科に対す

る看護学生のイメ−

ジと対人不安・対人

態度・自我状態との

関係 

共 著 平成 12 年 7

月 

日本看護研究学

会、千葉 

本研究では、シャイネス尺度、基本的

対人態度測定インベントリ-、エゴグラ

ム、タイプ A尺度を用いて、対象であ

る看護護学生 62 名の精神科に対するイ

メ−ジと対人不安、対人態度、自我状態

との関係について調べた。その結果、

（1）看護学生の実習前の精神科に対す

るイメ−ジはマイナスイメ−ジが多い

が、実習後にはオメ−ジの変容が見られ

た。（2）対人態度とイメ−ジには有意

な相関があった。（3）自我状態はイメ

−ジに影響を与えていた。担当部分：抄

録作成、プレゼンテーション共同発表

者：上野栄一、山内 学、松浦和代、

望月吉勝、伊藤廣美、田中いずみ、長

谷川ともみ、前畑夏子 



46. 精神科看護の

歴史に関する研究の

動向 

共 著 平成 12 年 7

月 

日本看護研究学

会、千葉 

日本看護研究学会、千葉 本研究では我

が国における精神看護の歴史の研究の

動向について調べた。研究内容の分析

を、看護、看護教育、管理面の視点よ

りおこなった。その結果。（1）精神看

護の歴史に関する研究は数少ない。

（2）精神科看護に関する文献が多く、

教育に関する文献は少ない（3）内容の

分析では、我が国では、職業看護婦の

道を歩み出したのは明治以降である

が、精神医療の閉鎖性、後進性の中で

精神科看護は停滞していた。また、精

神疾患患者をとりまく環境の変化はそ

の時代の社会背景、および精神医療の

発達と密接につながり、精神科医療の

中で果たす独自の役割機能も変化しき

ていることがわかった。 

（4）本研究で行った内容分析による語

彙レベルによって日本語の文章を分

別、分析することは精神医療の動向を

評価する際に大変有効であることが示

唆された。 

担当部分：研究立案、データ解析 

共同発表者：山内 学、上野栄一 

47. Phorbol l2-

myristate 13-

acetate(PMA)による

インスリン抵抗性は

mammalian target 

of rapamycin(mTOR)

経路を介する 

共 著 平成 13 年 4

月 

第 44 回日本糖尿病

学会年次学術集

会、京都 

PMA 刺激による IRS-1 の

electrophoretic mobility shift(EMS) 

の機序およびその意義について検討

し、また 3T3-LI 細胞を用いてインスリ

ン、PMA 刺激による IRS-1 の EMS およ

びそれ以下のシグナルについて検討し

た。その結果、(1)インスリン刺激とは

異なり PMA 刺激により生じた IRS-1 の

EMS は、GF 109203X 前処置により抑制

された。(2)PMA60 分刺激後インス リ 

ン l0 分刺激を加えると、IRS-1 のチロ

シンリン酸化、Aktのセリンリン酸化

はコントロールに比べ滅弱したが、

rapamycin 前処置とアミノ酸欠損によ

り改善した。以上の結果から、インス

リン刺激と PMA 刺激により生じる IRS-

1 のセリンスレオニンリン酸化は異な

る経路を介しているが、mTOR 経路を介

する点において共通していたこまたこ

の経路が、インスリン刺激後のインス

リンシグナルの滅弱に関与しているこ

とが示唆された。 

担当部分：解析 

共同発表者：宇野立人、春田哲郎、高

野敦子、川原順子、上野栄一、薄井 

勲、岩田 実、笹岡利安、石原 元、小

林 正 



48.  The 

professional duty 

of nurses in 

Japan: Analyzing 

malpractice cases 

in 1990’s. 

共 著 平成 13 年 6

月 

International 

council of nurses 

ICN 22nd 

Quadrennial 

congress , 10-15, 

june, 平成 13 年

(CNS), 

Copenhagen. 

本研究の目的は、事例を通し看護婦の

専門的義務を明らかにすることであ

る。看護婦に関与する医療事故は、こ

れまでに 10 件起こっている。与薬ミス

2件、人工呼吸器に関係するもの 2

件、ベッドからの転落 2件、抑制帯に

関するもの 1件、外科処置中の観察に

関するもの 1件、新生児の体位に関す

るもの 1 件、子どもの観察に関するも

の 1 件であった。どの判決も看護婦の

観察の注意義務を怠っていると指摘し

ている。将来、患者ケアのレベルの向

上と看護婦の法的責務の明確化が必要

となることが示唆された。 

担当部分：事例の分析 

共同発表者：Sadako Yoshimura, Yoko 

Sato, Abe Noriko, Eiichi Ueno 

49. 内容分析を用

いた看護学生の考え

る現代医療の特徴 

共 著 平成 13 年 7

月 

第 27 回日本看護研

究学会学術集会、

金沢 

20 世紀の医療は、インフォ−ムドコン

セント、臓器移植、遺伝子治療などの

発展をみたように大変複雑化してき

た。21 世紀はますます IT（情報技術）

の進歩により医療・看護も大きな影響

を受けると予想される。本研究では、

精神看護学の課題レポ−ト「現代医療」

について内容分析法を用いて分析する

ことにより、学生の考える現代医療の

特徴を明らかにした。分析対象は看護

大学第 3 学年生の記載した「現代医

療」についてのレポ−ト（平成 11 年度

9月）60 人分を内容分析法を用いて解

析した。一人のレポ−ト枚数は 400 字詰

め原稿用紙 4枚程度であった。その結

果、学生の考える現代医療の特徴につ

いて次のことが明らかとなった。（1）

現代医療には心のケア、精神的なケア

が必要であることが認識されていた。

（2）患者、家族、人間等の対人関係に

関する語彙が多く使用され、学習内容

を端的に示す用語が用いられていた。

（3）死という語は、救命救急と連動し

て使用されていることが多かった。

（4）精神に関わる語彙は多様な表現に

用いられていた。                      

担当部分：データ解析、抄録作成 

共同発表者：上野栄一、 山内  学、 

松浦和代、望月良勝、萩原正子、小山

智美、伊藤廣美、石崎佳奈子、須永恭

子 



50. 多床室での間

仕切りカーテンの有

用性 

共 著 平成 13 年 7

月 

第 27 回日本看護研

究学会学術集会、

金沢 

病院での入院生活は、集団生活を余儀

なくされ、患者は常にプライバシ-の問

題にも多くのストレスをかかえること

になる。本研究では、多床室で生活し

ている患者の同室者を気にする生活場

面と度合い、間仕切りカーテンで保持

されるプライバシーの度合いを調査

し、多床室における間仕切りカーテン

の有用性を明らかにした。調査対象は

内科病棟の 6床室に 1週間以上入院し

ている患者 40名を対象とした。その結

果、同室者を気にする場面としては

「排泄」「更衣」「清拭」が高かっ

た。カーテン使用の有無では、「診

察」で閉めるとした者が多いにもかか

わらず、気にする度合いとしては低か

った。さらに「診察」においては、患

者が気にする前に医療者が配慮してい

るといった行為があることも明らかに

なった。以上のことより、気密性の少

ない間仕切りカーテンには、患者間の

人間関係というデリケートな感情を含

んでいる事が明らかになった。また音

や臭いといった限界もある事も考慮し

て看護をしていく必要性のあることが

明らかとなった。 

担当部分：データ解析、抄録作成指導

共同発表者：小山智美、黒田夕香、萩

原正子、上野栄一 

51. 精神看護学実

習前後の精神科に対

するイメージの変容 

共 著 平成 13 年

10 月 

北海道地域福祉学

会研究大会、札幌 

我が国は IT 等の国策により情報産業、

グローバル化が進み、より機械化文明

となってきた。その−方で心の病の増加

がみられる。今後、精神看護領域にお

ける心のケアはますます重要となると

考えられているが、精神科や障害者に

対して持つマイナスのイメージは看護

の質に影響すると考えられる。本研究

では、学生の実習後の精神科に対する

イメージの変容について調査した。調

査対象：2大学の看護大学学生 62名

（4学年）。調査期間：平成 11 年 5 月

～同年 8 月。イメージ調査にあたって

は、自由記載方式とした．内容分析に

より、イメージの変容について形容

詞、名詞を中心に抽出した。実習前調

査では、                 

マイナスのイメージのみ回答した群：

50 名、プラスのイメージのみ回答した

者 1 名、マイナスとプラスのイメージ

を回答した群（混合型）：11名であっ

た。 

どちらにも属さないイメージ：1S名

（複数回答）、全イメージ数は 321 個

であった。マイナスのイメージとして



は、暗い、暗い、不安、鉄格子など

が、プラスのイメージとしては、なご

やか、ゆったり、純粋、おおらか、楽

しい等があげられていた。実習後の調

査では、イメージの変化した学生は、

100％であり、「マイナスイメージはな

くなった」、あるいは「軽減した」と

表現していた．また、マイナスイメー

ジを持つ根拠としてマスコミの影響が

大きかった 

担当部分：データ解析、抄録作成 

共同発表者：上野栄一、山内 学 

52. 内容分析による

「Notes on 

Nursing」の特徴 

共 著 平成 14 年 8

月 

第 28 回日本看護研

究学会学術集会、

横浜 

フロ一レンス・ナイチンゲール

(F1orence Nightinga1e, 1820-1910:以

下ナイチンゲールと略す)は、イギリス

の看護婦であり看護専門職の創立者で

ある。日本でもよく親しまれている

「Notes on Nursing：看護覚え書き」

は今なお看護の原典として教育に実践

に生かされている。本研究では、Notes 

on Nursing を内容分析を用いてその特

徴を明らかにした。その結果、彼女は

nurse を「a good nurse」「a careful 

nurse」「care1ess nurse」「a true 

nurse」「professional nurse」「the 

kindest nurse」「the private 

nurse」「the clever nurse」「the 

experienced nurse」「a confidential 

nurse」等の使い分けをしていた。以上

のことから、内容分析による「Notes 

on Nursing」の特徴として次のことが

明かとなった。1）全体では、冠詞、前

置詞、助動詞、代名詞がよく用いられ

ていた。2）名詞では、医療に関わる

人々、環境に関する単語が多く用いら

れていた。3）動詞では、make, 

say,want, think、take, give が上位

を占めた。4）nurse(nurses)には、専

門職としての特徴や役割が描写されて

いた。以上のことを総播すると、ナイ

チンゲールの看護理論の基礎をなす環

壊に関する単語が多く用いられてい

た。また内容分析により Notes on 

Nursing」の特徴をみることができた。 

担当部分：データ解析、抄録作成 

共同発表者：上野栄一、三田村保、伊

藤幸子、 

須永恭子 



53. 寒冷地降雪期に

おける女子高校生の

冷えに関する実態調

査 

共 著 平成 14 年 8

月 

第 28 回日本看護研

究学会学術集会、

横浜 

北海道は暖房設備の充実、交通機関の

発達により人々の冬季寒冷暴露は減少

しているといえる.しかし戸外はマイナ

ス気温であり、何らかの防寒対策は必

要である.近年、降雪期であっても素足

に短めのスカートで通学する女子高校

生を見かけ、保温を考慮しているとは

考えがたい.本研究では、高校生を対象

に降雪期間の冷えに関する実態調査を

行った。対象は協力が得られた旭川市

及び近郊の制服のある公立高校 3校の

2年女子、319 名である.平成 14 年 2 月

12 日より同 19日まで、無記名自已記

載アンケート調査を実施した。その結

果、回収は 279 名、有効回答数は 250

名であった(有効回答率 78.4%).冷えを

自覚していた者(冷え有群とする)は

32.0%であり、ややそう思うを含めると

70.0%であった.冷えを感じる時期につ

いては、74.8%が冬期間をあげ、年間を

通して感じている者は全体の 16.4%で

あった.冷え有り群は通学時の冷え(P

＜.005)と年問を通しての冷え

(P<.0001)を有意に感じていた.冷えの

部位は足先、指先、膝、足底の順に多

く、冷え有り群に有意に多かった部位

は足先(P<.001)、足底(P<.001)、指先

(P<.001)、踵(P<.005)、尻(P<.005)で

あった.冷えによって生じると考えられ

る症状と冷えに対する意識、関連する

と思われる日常の習慣について 4段階

評定による平均点を、冷え有り群と無

し群との間で比較した.その結果、冷え

有り群の平均 BMIは 20.3 であり、無し

群(21.3)に比較し有意に差があった

(p.038).以上のことから、寒冷地にお

いて、冷えやそれに伴う身体症状は高

校生の世代から現れている.思春期の特

性を考慮した冷え予防や生活習慣の指

導を高校生世代から行う必要のあるこ

とが明らかとなった。 

担当部分：データ解析、抄録作成 

共同発表者：伊藤幸子、上野栄一 



54．内容分析による

最近の糖尿病に関す

る看護の研究の動向 

共 著 平成 15 年 4

月 

糖尿病 46巻臨増 

P.S242 

最近の糖尿病に関する看護の研究の動

向をテキストマイングを用い分析した

糖尿病研究に関する特徴を明らかにし

た。結果、全体では,リハビリテ一ショ

ンに関する研究が多く,また糖尿病の合

併症や後遺を関するものも多く研究さ

れていた.各年度別に研究の特徴を一る

と,リハビリテーションに関する研究は

1990 年～平成 2000 で上位を占め、

1996 年度からは,患者教育,糖尿病教育

に関する看護研究が多くなされるよう

になっていた。 

担当部分：研究計画，統計処理共同発

表者：北林正子, 上野栄一, 広上真里

子 

55．内容分析による

精神科病棟の看護カ

ルテに記載される用

語の特徴 

共 著 平成 15 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)26

巻 3 号 P.227 

T 大学附属病院精神科病棟で使われて

いる退院時看護要約(以下看護要約)に

記載された 64件を分析対象とした. 精

神科病棟で用いられる用語の特徴を明

らかにした。その結果、 

1.全体では読点、助動詞、助詞が上位

をしめた.2.名詞では、入院、退院、症

状、改善、療法が多かった.3.看護要約

によく用いられる用語には、9つの種

類(ファクター)があり、特に症状に関

する用語の中に精神科看護特有の用語

が多くあった.4.目本語表記では、句読

点、「うつ」と「欝」、「こと」と

「事」などといった漢宇・ひらがなの

表記の違いがあった. 

担当部分：研究計画、統計処理 

共同発表者：辻口喜代隆, 上野栄一 

                 



56．内容分析の手法

を用いた観光客がと

らえる八尾町の印象

とまちづくりの視点 

観光客からの 1,011

通の手紙を分析して 

共 著 平成 15 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)26

巻 3 号 P.444 

人口約 2万 3千人の町に、「おわら風

の盆」という祭り期間(前夜祭含め 14

日間)どなると、約 30 万人の観光客が

全国から訪れる富山県八尾町において

観光客による視点を取り入れるべく、

「町に対する感想」や「まちづくりへ

の提言」等を手紙に綴ってもらい、そ

れを内容分析法を用いて、八尾町の印

象やまちづくりの視点を明らかにし

た。町内 148 ケ所において、｢おわら風

の盆｣に訪れた観光客 22,626 人に、八

尾町を訪れての感想、」や｢まちづくり

への提言｣等について自由に言髄しても

らうための手紙を配布したところ、返

信のあった 1,011 通分(回収率 4.47%)

について、内容分析法を用いて鱗斤し

た。その結果、(1)観光客がとらえる八

尾町の印象は、抽出された茗詞、形容

詞、動詞のどの語彙においても、肯定

的な表現が上位を占めた。(2)観光客の

多くは、八尾を rおわらの町」よりも

「風の盆の町」として表現し、認識し

ていた。(3)「多い」畷念」に関わる語

彙には、多様な表現が達動して使用さ

れていた。(4)本研究で用いた内容分析

法は、町の印象やまちづくりについ

て、観光客がとらえた視点を客観的か

つ的確に把握していた。(5)今後この手

法は、自由言磁等の分析には有効であ

り、地域看護等の分野での応用が期待

できることが示唆された。 

担当部分：解析、考察 

共同発表者：村上満, 上野栄一 

57． 内容分析によ

る「Notes on 

Nursing(看護覚え

書)」の特徴 

collocation による

解析から 

共 著 平成 15 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌 26 巻 3 号 

P.458 

 フローレンス・ナイチンゲール(以下,

ナイチンゲール)の著書「Notes on 

Nursing」には,13の章がある直本研究

では,これら 13章につけれられたタイ

トルから,単語レベルでの解析を試み,

キーワードの前後の単語の分析をし

た。また、キーワードを設定し,コロケ

ーション解析をした結果,キーワードの

前後には冠詞,定冠詞,前置詞が多く配

列され、また,動詞,動名詞による単語

の違いが,前後の単語の配列に影響を与

えていた。 

担当部分：研究総括、統計処理 

共同発表者：上野栄一, 須永恭子 



58．福祉関連用語と

エンパワーメント～

｢障害者｣と｢障がい

者」のイメージの変

化と内容分析～ 

共 著 平成 15 年 6

月 

日本福祉心理学会

第 1 回大会、東

京． 

本研究では、地域住民に対し、｢障害

者｣と｢障がい者｣の用語から受けるイメ

ージの特徴ならびに差異について調査

を行い、その構造を明らかにした。対

象は富山県八尾町に住む中高生以上の

者、計 430 名に調査票を配布し、回答

が得られた 425 名であった。その結

果、「障害者」と「障がい者」に対す

るイメージの評定漢字群では、「重

い」「現実的な」｢複雑な｣の 3項目に

おいて、平均値が 4.O 以上であった。

これに対し、ひらがな群では、「強

い」「重い」「鋭い」「太った」「急

激な」の 5項目を除いた 25 項目すべて

において 4.0 以上で肯定的な方向であ

った。主成分分析では、5因子が抽出

され、第 1因子は、『快感因子』と命

名し、第 2因子は、『包容感不快感因

子』、第 3因子は、『活力因子』、第

4因子は、『親近感因子』、第 5因子

は『感情因子』と解釈できた。 

共同発表者：村上 満、岩倉伸一、島

滝しず子、小坂鐘治、新村吉通、上野

栄一、安部 良 

59．図形描画を利用

した対人コミュニケ

ーションの伝達効果 

共 著 平成 16 年 3

月 

第 17 回日本看護研

究学会近畿・北陸

地方会学術集会，

京都． 

基礎看護教育におけるコミュニケーシ

ョン技術の修得は大変重要である。本

研究では、一方通行のゲーム(以下、課

題 1)とする)と両面通行のゲーム(以

下、「課題 2」とする)を通して、両者

のコミュニケーションの違いを主観

的、客観的に評価した。実施期及び対

象者:平成 15 年度基礎看護実習(病棟実

習)前。第 2学年の調査の同意が得られ

た 50名(68 名中)のデータを分析(4 名

は図形の伝達者)した。結果、 

両面通行のコミュニケーションは一方

通行のコミュニケーションよりも、よ

り精度の高い図形描写ができていた。

また、一方通行のコミュニケーション

では、混乱、不安・緊張感などの感情

が表出し、両面通行のコミュニケーシ

ションでは安心感があった。 

担当部分：研究計画、研究総括 

共同発表者：上野栄一，横田恵子 



60．基礎看護実習に

おける学生の感想文

の分析－患者とのコ

ミュニケーションを

通して－． 

共 著 平成 16 年 3

月 

第 17 回日本看護研

究学会近畿・北陸

地方会学術集会，

京都． 

本大学では 2年次に基礎看護実習にお

いて初めて病棟実習が行われる。実習

期間は平成 14年 10月から平成 15年 2

月であり、病棟での実習は 7回実施し

ている。分析対象は、研究に対し同意

の得られた本大学の看護学生(2 年

生)52 名の感想文であり、全実習終了

時に自由記載により記述してもらっ

た。分析は、内容分析法を用いて解析

した。その結果、感想文全体におい

て、名詞の出現頻度を見ると、第 1位:

患者(149 回)、第 2位=実習(116 回)、

第 3 位:会話、話(81 回)と続いた。次

に 5 回以上出現した 61の名詞に関し

て、グループ化し、ネーミングを行っ

た。その結果、コミュニケーション因

子(コミュニケーション、相互交渉、会

話等)、対人因子(患者、看護師、医

師、家族、人、白分等)、病院環境因子

(ナースステーシ当ン、病棟、入院、生

活等)、病態因子(病気、病状、疾患、

状態)、情報収集因子(情報、カルテ、

目的、課題、見方、アセスメント、観

察等)、心理的因子(緊張、不安、余

裕、心、心理、気持ち、思いなど)、自

己評価・自己分析因子(実感、把握、理

解、大切、反省、不足、努力、経験、

成長、勉強、知識など)、時間因子(最

初、毎回、今回、時間など)の 8つの因

子が抽出できた。 

担当部分：研究計画、統計処理共同発

表者：横田恵子，上野栄一 

61．セルフモニタリ

ング法を使用した成

人型アトピー性皮膚

炎患者の掻破行動に

関する内容分析 

共 著 平成 16 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)27

巻 3 号 P.92 

本研究では、セルフモニタリング法に

て得られた自由由記載欄の文章を単語

単位に解析し,客観的に解析すること

で、セルフモニタリング法の効果及び

成人型 AD患者の新たな特性を明らかに

した。対象は平成 15 年 6月から 9 月に

S病院皮膚科外来に通院した成人型 AD

患者に対し、文書にて本研究の目的を

説明し同意を得,患者による 4週間の掻

破行動目記記載と面接を行ない、掻破

行動日記を回収できた 7名の自由記載

欄に記載された文章を解析した。その

結果、｢手指｣が掻破行動を行なう器官

であるため,介入前半で｢上肢｣の掻く行

為が自覚され,介入後半にその関心が

｢上肢」以外の部位へ向けられ,「上

肢」に関する単語記載量が介入後半で

は減少したと考えられる。さらに｢意識

下｣での掻破行動の状況から,掻破行動

には身体面の健康状態だけでなく,日常

生活も大きく関係していることが示唆

された。掻破行動を意識し抑制してい



ると考えられる単語が表出され,セルフ

モニタリング法により自分自身が掻破

行動をコントロ一ルすることにつなが

ると示唆された。 

担当部分：統計処理 

共同発表者：長内志津子, 八塚美樹, 

安田智美, 吉井美穂, 田澤賢次, 上野

栄一 

62．外来に通院する

高血圧症患者の日常

生活における自己管

理度の実態調査 

共 著 平成 16 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌 27 巻 3 号 

P.99 

生活習慣病である高血圧症をもつ患者

が増えてきている.そこで,本研究では

外来に通院する高血圧症患者が目常生

活においてどの程度自己管理できてい

るのか.また、患者の背炭の違いによる

自己管理の程度を調査した。対象者は

大学病院に本態性高血圧症で通院の外

来患者 105 名(年齢 33～83 歳)である。

測定用具は「高血圧症患者の自己管理

度測定尺度」を用いた。 

その結果、全体の合計得点は 65.8 点で

あり,全体の得点で運動管理の得点が低

かったのは,運動療法は効果があること

をあまり知らないという知織の不足が

影響している可能性が考えられた。ま

た,肥満は血圧を上昇させる二とが報告

されており,本研究の対象者には BMl が

25%以上の者が 44 人(42%)いたことか

ら,肥満改善・予防にむけた食事療法や

運動療法を患者が行えるような支援が

必要であり、また患者への支援に関し

て、男性・比較的若い年齢層・有職者

に対し,特に充分に行う必要性のあるこ

とが示唆された。 

担当部分：抄録 

共同発表者：横田恵子, 上野栄一, 高

間静子 

63. データマイニン

グによる看護学生の

考える看護観 自由

記載文の分析から 

共 著 平成 16 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)27

巻 3 号 P.132 

看護教育の中で看護実践能カの修得は

重要である。その基礎となるのが看護

観である。看護観を高めることは,専門

職としての基盤ともなる。本研究では

学生がどのような看護観をもっている

かについて,その特徴を明らかにするこ

とを目的とした。1)調査対象:県内の看

護大学生 58 名。2)調査内容:看護観に

ついて自由記載する。3)調査期間:平成

15 年 7 月～8月 4)分析方法:単語レベ

ルで分析し,コロケーション解析を行っ

た。倫理的配慮としては,氏名や固有名

詞があれば除去すること,形態素解析を

行い文章が特定できないようにした。

全体の解析結果総単語数は 28,107

個,2,253 種類の単語があった。上位頻

度の単語では,患者,看護,.人,思う,看

護師,私患者さん,考え,思い,時間,でき



る,必要,病気,健康等であった。 

3.学語頻度上位 5語以上の名詞を抽出

し分類した。その結果,対人関係,症状,

看護ケア,自己啓発,看護理論,時間の 6

つのカテゴリーに分かれた。 

4、コロケーション解析では次の結果を

得た。何を『重要』と捉えているか(20

件):<人間><科学,技術,精神〉<杜会・

健康・看護><信頼関係><自立><知識><

環境〉<感性><観察力><コミュニケーシ

ョン>等があった。何を『難しい』と捉

えているか(12 件):<信頼関係><看護〉

<気持ちの理解〉等。何を『必要』とし

ているのか(71 件)=<技術や知識><経験

><観察カ><経済,環境,政治の知識><的

確な情報収集と客観的な半 1」断><コ

ミュニケ』ション><精神的ケア〉等が

あった。何を『大切』と捉えているか

(70 件):<コミュニケーション><出会い

><信頼関係><専門性〉<自立〉等があっ

た。 

担当部分：研究総括、統計処理 

共同発表者：上野栄一, 横田恵子 

64．ナイチンゲール

書簡集にみるスピリ

チュアルケアの記述

内容の分析 

共 著 平成 17 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会 

ナイチンゲールの看護観がなぜ今も生

きて働き行動につながっているのかに

ついて考えた時、それはスピリチュア

ルな側面が大きく影響を及ぼしている

のではないかと推測する。本研究で

は、スピリチュアルな側面を明らかに

することを目的とした。その結果、新

訳・ナイチンゲール書簡集の中から分

析した結果、下記の 6つのサブカテゴ

リと 4つのカテゴリーを抽出できた。

【自己自身にむけられた思考】【神

（Spirit）にむけられた感謝や賛美・

喜び・祈り】からは、①『自己』、

【教訓や教え】【他者へのとりなしや

祈り】からは、②『他者(人・自然)』

と命名でき、【神(Ｓpirit)の存在】は

『超越的存在』、【時間的過去、現

在、未来】は『時間』とそれぞれカテ

ゴリーを抽出した。以上のことを総括

すると、ナイチンゲールは、書簡集の

中で、聖書から 116箇所を取り入れて

看護を語っている。今後、看護の実践

の場、教育にスピリチュアル的な考え

や評価を十分活用することが人間を統

合的に捉えるという看護に必要なこと

と考える。本人担当部分：質的解析共

同発表者：江口富子、 長 光代、上

野栄一 

65．コミュニケーシ

ョンスキルと自己開

示度との関係 

単著 平成 17 年 5

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会 

本研究では、看護師の自己開示度とコ

ミュニケーションスキル尺度との関係

について調査した。研究対象は、N総



合病院に勤務する看護師 163 名にアン

ケート用紙を配布し、103 名の回収

（回収率 63％）、データは独立変数と

して、年齢、経験年数、ホスピス緩和

ケアの関心の有無など 8項目設定し、

分析対象とした。測定尺度は自己開示

度尺度（小口孝司、1989）、看護師に

おける患者とのコミュニケーションス

キル測定尺度を用いた。結果、専門学

校卒と、短大・大学卒のコミュニケー

ションスキル尺度の関係では、専門学

校卒の方が、コミュニケーションスキ

ル尺度の、「話のスムーズさ」「積極

的傾聴」の得点は、短大・大学卒群よ

りも高い値を示した。所得免許数とコ

ミュニケーションスキル尺度の関係：

所得免許数とコミュニケーションスキ

ル尺度には有意差はみられなかった。

ストレス感とコミュニケーションスキ

ル尺度の関係ストレス感とコミュニケ

ーションスキル尺度には有意差はみら

れなかった。 

担当部分：統計解析、総括 

研究者：上野栄一 

66.糖尿病専門看護

師の役割 スタッフ

への教育と実践評価

について 

共 著 平成 17 年 4

月 

糖尿病

(0021437X)48 巻

Suppl.2 P.S298 

担当部分：調査票作成、解析 

共同発表者：杉政美雪, 北林正子, 上

野栄一 

67.糖尿病と長谷川

式簡易痴呆スケール

得点との関係 

共 著 平成 17 年 4

月 

糖尿病

(0021437X)48 巻

Suppl.2 P.S113 

糖尿病患者のヘモグロビン A1C と長谷

川式痴呆スケールとの関係についてみ

た。結果、ヘモグロビン A1C と長谷川

式痴呆スケールとの間には有意な相関

があった。 

共同発表者：上野栄一, 坪田恵子, 山

崎勝也, 小林正 

68.ヘイズとラーソ

ンの治療的技法の因

子構造と社会的スキ

ルについて 

共 著 平成 17 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)28

巻 3 号 P.143 

本研究では、看護師を対象に治療的技

法の 25 項目の因子構造と社会的スキル

との関係について明らかにした。看護

師 163 名にアンケート用紙を配布し、

103 名の回収を得た。結果、ヘイズと

ラーソンの治療的技法の 25 項目は、7

因子に分類できた。第 1因子は、現実

提示②焦点化③順序立て④比較の促し

⑤探索⑥行動計画の促し⑦明確化⑧評

価の促し⑨表現の促し⑩沈黙があり、

「情報の整理」と命名した。第 2因子

は、①反復②反射③言語化④合意によ

る確認⑤感情理解の試みがあり、「相

互の確認」と命名した。第 3因子は、

①献自②一般的リード③開示があり、

「他者の主導性」と命名した。第 4因

子は観察があり、「観察」と命名し

た。第 5 因子は、①受容②認知があ



り、「受け入れの姿勢」と命名した。

第 6 因子は疑念の表明があり、「疑念

の表明」とした。第 7因子は、要約化

があり、「要約化」と命名した。社会

的スキルに影響する要因について、7

因子を独立変数として重回帰分析した

結果、「相互の確認」と「疑念の表

明」が社会的スキルに影響を与えてい

た。 

担当部分：統計処理 

共同発表者：加藤直美, 長光代, 横山

真代, 上野栄一 

69.コミュニケーシ

ョンのロールプレイ

実施後の実習におけ

る効果 自由記載の

アンケートを分析し

て 

共 著 平成 17 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)28

巻 3 号 P.119 

コミュニケーションのロールプレイ実

施後の実習における効果-自由記載のア

ンケートを分析した。結果、コミュニ

ケーションに関する能力の効果が認め

られた。 

担当部分：統計処理，抄録作成 

共同発表者：上野栄一, 塚原節子, 坪

田恵子, 吉井美穂 

70.高血圧症患者の

日常生活における自

己管理度測定尺度の

作成 

共 著 平成 17 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)28

巻 2 号 P.73-80 

本研究では高血圧症 患者の日常生活に

おいて管理の必要な側面を抽出し，各

項 目に指標を設けて自己管理の実施の

程度を把握するための 「自己管理度測

定尺度」を作成することを目的とし

た。査対象  大学附属病院に通院中の

本態性高血圧症患者で医師が調 査可能

と判断した者に調査を依頼し，同意の

得られた 105 名に行なった。その結

果，因子分析により 3因子 27項目の因

子解が抽出され た。各因子は「運動管

理因子」「ストレス管理因子」「食事 管

理因子」と命名した。 また，本尺度は

内容妥当性，表面妥当性，因子的妥当

性， 基準関連妥当性の検討，さらに信

頼性の検討を行なっており，本尺度は

妥当性・信頼性のある尺度であること

が確認できた。 

役割分担：統計解析 

共同研究者：坪田恵子, 上野栄一, 高

間静子 

71.看護師・患者役

のロールプレイによ

る学生の気づき 

共 著 平成 17 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)28

巻 3 号 P.118 

本研究ではロールプレイを通して学生

が 気づいた事を明らかにすることを話

的とした。科 2 年生 60 名を対象とし

患者 とのコミュニケーションにおける

ロールプレイを行った。結果、学生は

看護締役を通して，コミュニケーショ

ンにおける困難性や重要牲を 9 つの観

点から学びとっていた。そして，患者

役を経験することで，これらの重要性

を符認識したり，困難性は患者に戸惑

いや不快感を与えていることに気づい

ている。しかしながら，看護締役では

気まずく感じていた沈黙は患者役を通



して必要とも感じ，看護締に適切に対

応されることが患者に安心感をもたら

すこと等，患者の撹 点に立つことで，

看護師役では気づかなかった患者の気

持ちを体験から感じとっている。 

役割分担：質的解析 

共同研究者：坪田恵子, 吉井美穂, 上

野栄一, 塚原節子 

担当部分：統計解析 

72.看護師の家族死

別経験・ホスピスケ

アの関心とコミュニ

ケーション技法との

関係 

共 著 平成 17 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)28

巻 3 号 P.99 

本研究では看護師における家族の死別

経験・ホスピスケアの関心とコミュニ

ケーション技法との関係について調査

した。調査対象は、Ｎ総合病院に勤務

する看護師 163 名に研究の主旨を説明

し、同意の得た 103名の回収データ

（回収率 63％）を分析対象とした。測

定尺度は、KiSS-18（菊地章夫，

1988）、自己開示度尺度（小口孝司，

1989）、又ヘイズとラーソンの治療的

技法を 5 段階評価として用いた。家族

の死別経験有群では、治療的技法の｢沈

黙｣｢受容｣｢認知｣｢焦点化｣｢探索｣｢情報

提供｣｢明確化｣｢合意による確認｣の得点

は、無群よりも高い値を示した。1． 

ホスピス・緩和ケアの関心有群では、

治療的技法の｢反射｣｢共同の提言｣の得

点は、無群よりも高い値を示した。治

療的技法を従属変数としての得点は、

重回帰分析した結果、看護師経験年数

(β＝0.435,Ｐ＜0.05)となごませ因子

(β＝0.342,Ｐ＜0.01)が、治療的技法

に影響を与えていた。担当部分：統計

解析、総括共同発表者：横山真代, 長

光代, 加藤直美, 上野栄一 

73. 精神看護学実習

における学生評価－ 

自由記載の感想文の

分析 － 

共 著 平成 18 年 3

年 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会, 

大津 

担当部分：テキストマイング解析 

共同発表者：一ノ山 隆司,上野栄一 

74. コミュニケーシ

ョンと感情との関係 

共 著 平成 18 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会, 

大津 

コミュニケーションは感情の交流とも

言われる。コミュニケーション能力

は、看護実践の中で大変重要なスキル

である。また看護過程を展開する上で

も、情報の収集においてコミュニケー

ション能力がなければよい情報を得る

ことはできない。このコミュニケーシ

ョン能力を評価する方法としては、コ

ミュニケーションの測定尺度があり、

質的に分析する方法として、ヘイズら

の治療的技法と非治療的技法がある。

本研究では、コミュニケーション技法

が感情にどのような影響を与えるかに

ついて明らかにすることを目的とし

た。対象は 2つの看護大学生 240 名で

有効回答のあった 152 名を分析対象と



した。調査票の内容は治療的技法、非

治療的技法の事例を作成し、会話場面

を想定して各項目の[快―不快]度を 5

段階評価した。 

担当部分：総括、研究計画 

共同発表者：上野栄一、坪田恵子、上

平悦子 

75. 看護師のホスピ

スケアの関心度とコ

ミュニケーションス

キルとの関係 

共 著 平成 18 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会, 

大津 

本研究では、看護師のホスピスケアの

関心度とコミュニケーションスキルと

の関係について調査した。調査対象

は、N総合病院に勤務する看護師 163

名に配布、103 名の回収（回収率

63％）をしたデータを分析対象とし

た。測定尺度は、「看護師における患

者とのコミュニケーションスキル測定

尺度」（上野栄一，平成 17 年）を用

い、統計処理ソフトは StatView5.0 を

使用した。結果、以下について有意差

を認めた。1．ホスピスの関心有群で

は、「パーソナルスペース・視線交

差」の得点は無群より高かく、「アサ

ーション」では、得点は無群より低か

った。2．死別経験有群では、「話のス

ムーズさ」の得点は無群より高かっ

た。3．安楽の配慮有群では、「情報収

集」「積極的傾聴」「パーソナルスペ

ース・視線交差」「アサ－ション」の

得点は無群より高かった。4．患者との

コミュニケーションの困難さとコミュ

ニケーションスキルとの関係：患者と

のコミュニケーションの困難さ有群で

は、「アサーション」の得点は無群よ

り高かった。5．家族とのコミュニケー

ションの困難さとコミュニケーション

スキルとの間に差はなかった。6.サポ

ートの積極性の有群では、「情報収

集」「アサーション」の得点は無群よ

り高かった。7.患者・家族への説明の

有群では、「アサーション」の得点は

無群より高かった。8.患者・家族の思

いの受容有群では、「情報収集」「積

極的傾聴」「パーソナルスペース・視

線交差」の得点は無群より高かった。 

担当部分：研究計画、抄録作成指導 

共同発表者：横山真代、加藤直美、長

光代、小林春奈、村田亜悠美 四十竹

美千代、三輪恵里、江口富子、一ノ山

隆司、上平悦子、上野栄一 



76.ナイチンゲール

書簡集にみるスピリ

チュアルケアの記述

内容の分析 

 共著 平成 18 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会, 

大津 

担当部分：解析、考察 

共同発表者：江口富子、長光代、上野

栄一 

77.看護師の「沈

黙」に対する認識の

分析 

 共著 平成 18 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会, 

大津 

担当部分：計画、解析 

共同発表者： 長光代、小林春奈、横山

真代、加藤直美、上野栄一 

78. コミュニケーシ

ョンスキルと自己開

示度との関係 

共著 平成 18 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会, 

大津 

担当部分：研究計画書、解析 

共同発表者：加藤直美、横山真代、長

光代、小林春奈、上野栄一 

79.温泉と水道水に

よる半身浴の生理

的・心理的影響の検

証 1) 気分とストレ

スホルモンへの影響 

共 著 平成 18 年 8

月 

生理心理学と精神

生理学(0289-

2405)24 巻 2 号 

P.213 

担当部分：解析と考察 

共同発表者：佐々木 百恵, 長谷川 智

子, 上原 佳子, 上木 礼子, 米澤 弘

恵, 上野 栄一 

80.温泉と水道水に

よる半身浴の生理

的・心理的影響の検

証 2) 循環能への影

響 

共 著 平成 18 年 8

月 

生理心理学と精神

生理学(0289-

2405)24 巻 2 号 

P.214 

役割分担：結果考察 

共同発表者：上原 佳子, 長谷川 智子, 

上木 礼子, 佐々木 百恵, 米澤 弘恵, 

上野 栄一 

81.温泉と水道水に

よる半身浴の生理

的・心理的影響の検

証 3) 消化器能と免

疫能への影響 

共 著 平成 18 年 8

月 

生理心理学と精神

生理学(0289-

2405)24 巻 2 号 

P.215 

役割分担：研究結果、考察 

共同発表者：上木 礼子, 長谷川 智子, 

上原 佳子, 佐々木 百恵, 米澤 弘恵, 

上野 栄一 

82.新人ナースの職

場適応能力を育てる 

その現状と対策 教

育と臨床のギャップ 

知識、技術、態度の

課題(1) 

共 著 平成 19 年 3

月 

看護実践の科学

(0385-4280)32 巻 3

号 P.75-80(2007.3

月 

担当部分：総括 

共同発表者：上野 栄一, 松村 愛都 

83.手術室における

医師・看護師が捉え

る倫理的問題の特徴 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.102 

本研究では、手術室において医師と看

護師がどのような状況を倫理的問 題と

して捉えているかを明らかにする。S

病院にて手術に携 わる医師 6名と手

術室に勤務する看護師 6名を対象に調

査 を行った。結果，医師はくプライパ

シーの確保>等の患者の人権 擁護，自

己決定権の尊重に対し問題有と捉えて

いたが，看護師は同施設職員が患者に

なった場合、〈職員の優遇〉等一般患者

との待遇が異なる場合が多い事を問題

と捉えていた。 

担当部分：考察 



共同発表者：佐々木 絹代, 上野 栄一, 

長谷川 智子, 上原 佳子, 上木 礼子, 

佐々木 百恵, Edmont Katz 

84.看護師の褥瘡予

防行動予測評価尺度

の開発 信頼性・妥

当性の検討 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.104 

褥瘡予防に必要と予測された看護師の

行動を測定するため の予測評価尺度を

開発する。:F県内 2 ヶ所の総合病院に

勤務する看護師 824 名を対象に 2006

年 8 月から 9月にかけて調査した。結

果、抽出した因子は第 l因子「支援型

学習・実践的知識因子 J. 第 2 因子

「価値信念因子 J.第 3 因子「組織因

子」、第 4因 子「関心因子 j.第 5 因

子「知識因子」とそれぞれ命名した。 

看護師の樗癒予防行動予測評価尺度

は，妥当性.信頼性の 検討において高

い値を示し樗癒予防を行おうとする看

護 師の行動心理を明らかにする事で，

個人，集団，組織単位 で得癒予防のた

めに必要な対策，職場教育の立案が可

能な 尺度であることが示唆された 

担当部分：研究経過ｋ、統計解析 

共同発表者：橘 幸子, 上野 栄一, 長

谷川 智子, 上原 佳子, 上木 礼子, 

佐々木 百恵, Edmont Katz 

85.看護師のライフ

ストーリーからみた

ピカッと光る感性獲

得過程 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.104 

臨床の場では，“ピカッ"と光る感性を

持つ看護師による. 素晴らしい看護に

感心することがしばしばある.本研究 

は，“ピカッ"と光る看護師のライフス

トーリーの分析によ り，感性の獲得過

程を明らかにし看護仰の感性育成のた 

めの示唆を得ることを目的とした。 

研究対象者は総合病院に勤務する女性

看護師 10 人で副看護師長に次ぐ立場

にあり，看護モデルの役割を果たすこ

とができ，かっピカッと光る感性を持

つとユニット 責任者が 判断した看護

師。結果、看護師の特徴を幼少期から

みると 家庭や地域が子供を見 守る時

代にのびのびと遊び¥基本的な挟を受

け，両親祖、父母兄弟から影響を受け

人格を形成してきたことが伺われた。

生育過程で幼少期から家の手伝いをし

た者と，手伝いの経験は少ないが青年

期に入り一人暮やアルバイト等 で、対

人関係能力を築いた者の 2群に分かれ

た 劣等感.受験の失敗，勤務の辛さか

ら退職願望をもつ等の人生のあら ゆる

困難な場面で.両親・教師・友人・先輩

看護師らに助 けられていた。その困難

な場面でも常に謙虚で前向きな考え方

であった。 

担当部分：研究計画、質的解析 



共同発表者：松村 愛都, 上野 栄一, 

長谷川 智子, 上原 佳子, 上木 礼子, 

佐々木 百恵, Edmont Katz 

86.データマイニン

グによる研究テーマ

からみた院内看護研

究の特徴と傾向 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.107 

今後の研究指導にとっても意義のある 

ことと考え，院内看護研究テーマを内

容分析することで. 臨床実践病院とし

ての A 病院における看護研究の特徴と 

傾向を調査した。対象資料過去 26 年

間(1978~2004)院内研究発表された者護

研究 599 題。研究領域では 、看護技

術の揮発自己管理への援助が多く.キー

ワードでは患者の看護援助・支援・ア

ブローチが主要なテーマとなってい

た。研究デザインでは質的研究と量的

研究が 8割を占め，デイケアの研究タ

イプ加では 関子探索研究が圧倒的に多

かった。病院の研究傾向は 「実態、・

認識調変からスタートしそれについて

検討する」といった認知領域の表現に

移行するものと，「患者への指導・教育

を効果的に実施するためのパンフレッ

ト・しおり・チェックリスト」を「試

み・導入・施行」する具体的行動に移

行する研究に分かれる傾向が見られ

た。 

担当部分：解析 

共同発表者：神保 浩子, 重松 理恵, 

小林 幸子, 上野 栄一 

87.新人看護師の捉

える看護技術の学校

教育と臨床とのギャ

ップ 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.111  

本研究では.新人看護師の捉える委譲技

術の学校教育と 床とのギャッブについ

て明らかにすることを目的とした。対

象は. 総合病院に勤める新人看護師 35

名。結果、看護技術のギャッブの多か

ったものには，呼吸ケアに関する項目

が上位を占めていた。これらの看護技

術項目は.見学のレベルでの実習が多

く.臨床に出て初めてケアする時に大き

なギャッブを感じたものと考える。ギ

ャップの少ない技術には，ベッドメー

キングや食事介助などの項目があり実

際に実習で多く経験できた項目と誰察

する。自由記載の分析では多忙さが

〈臨機応変の対応〉等に関連している

要因として明らかとなった。 

担当部分：解析 

共同発表者：上野 栄一, 松村 愛郎, 

橘 幸子 



88.がん患者の男性

家族員が捉えたギア

チェンジの様相 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.118  

本研究目的は，男性家族員の内的体 験

から，ギアチェンジの様相と関連要因

を明らかにするこ とである 。 [研究

方法} (I)研究デ→?ごイン:クリッベン

ドルフの内容分析を参考にした質的帰

納的研究、X県内一般病棟でお治療を

受けたがん患者の看病経験の有無に関

わらず病状説明を受け 死別後 1 年以

上経過した男性家族員 13 名(平均 

55.5 歳) である。3コアカテゴリー，

ギアチェンジの様相の中でも.第 1 の 

ギアチェンジは，くがんとの共生》を

中心に 6つの構成カテゴリーが複雑に

相互作用し葛藤しながらギアチェンジ

せ ずに〈生への希望?を小さくしてい

ったと推察するが.ギ アチェンジが円

滑に行えるような支援と同時に.ギアチ

ェ ンジしない入の受容も示唆された。 

担当部分：研究計画、分析 

共同発表者：長 光代, 上野 栄一 

89.手指衛生指導に

向けての取り組みと

その効果 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.126  

本研究では看護締への感 染防止対策に

ついての意識調査を行い，その係閣を

改義す ることでヒビスコール S ジェ

ルを効果的に使用できるよ う介入・検

討することを目的とした。看護帥 24

名。 3. 調査 1)アンケートによる看 

護師の感染紡止対策への意識調査を学

習会実施爺・実施後の 2回行った。看

護附の手指衛生に対する認識の低さが

明らか となった c 特に易感染性宿主

に対する交差感染の原因とし て医師・

看護師ら医療従事者の手指が重要視さ

れている。これらを学習会を通して看

護郎に伝達し S ジェルの必要 性の教

育・指導を行った結果，研究終了時 

95%の看護隔が「効果的に使用できてい

る」との有意な結来を得た。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：辻 真梨亜, 竹森 友香, 

渡辺 美貴, 石田 喜美子, 井村 敏子, 

森北 裕美子, 上野 栄一 

90.看護師の方言使

用に関する意識調査 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.132  

本研究では，実際に白々の看護業務の

中で使用されて いる方言の種類や使用

頻度.方言使用に関する認識を明ら か

にする事を目的とした。 [研究方法 i 

1. A 病院の対象者 217 名にアンケート

調査(一部自由記 述)を実施。 2.. 倫

理的配蟻:調査目的について対象者に説

明し 調査を途中で放棄できること，そ

のことにより不利益 を被る事がないこ

と等を説明し同意を得られた看護締の 

みアンケートを実施。 4. 有効回答の

得られた看護部 209 名を分桁対象とし

た。結果、方言使用については，(1)方



言の使用を良いと考える回答では，「時

と場合をわきまえて方言 で対応しでも

良いと思う。」等があった。 (2)方言の

使用が悪いと考える回答では 「ナース

同士の会話での方設は言 葉がきたな

い。」等があった。 {考察] 方言と標準

諸にはそれぞれ長所と短所があるが，

方言は長 い年月をかけてその地域の

人々の生活の中から生まれてき たもの

であり，そのことばが使用されている

地域の文化と 後接に関わっている。骸

妙な身体状態を表現したり，親しみを

感じさせたい場合などには.標準語より

効果的な言葉だと考えられる。 

担当部分：解析 

共同発表者：平野 佐知子, 南 隆子, 

上野 栄一 

91.看護技術の到達

度に関する調査 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.132  

阪療の高度化，複雑化が進み，かつ.個

人情報保護法が施行され，看護締の役

実 1)は多様化している。看護師には患

者 の QOL を保障するため，患者の状況

や必要に応じてケア を提供する責務が

ある。本研究の目的は，看護締の行う 

礎看護技術が適切であるかを評価する

ことである。調査方法:費関紙調資法、

対象 :T 病院看護締 132 名。結果か

ら、全体的にみて.看護技術の判断.磯

認の部分がやや弱いと いえる。看護師

の看護技術を向上させるには，新人に

はブリセプター，ブリセプターには中

堅看護師の支援が必婆であり，また経

験年数の長短を間わず，自分の技術を

再確認し自己研鑽することが大切であ

ると考える 

担当部分：統計解析 

共同発表者：小林 美穂子, 小林 幸子, 

上野 栄一 

92.重症心身障害児

の看護問題の特徴 

看護診断に焦点をあ

てて 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.140  

病棟におい ては療養生活の場であり日

常生活の援助がほとんどで¥潜 在的問

題を掘り下げて抽出している現状があ

る c 看護診断 ラベルを用いた表現で

は適切に使用されているかについて は

明らかにされていない。本研究では看

護診断についての 理解!支を明らかに

することを目的とした。対象肴設 1談

員 59 名で有効回答 55 名分を分析対

象。本研究結巣から看護記録マニュア

ルでは看護診断の使用を 言われている

が，看護診断の継続的な勉強がなされ

ていない現状があり看護診断が適切に

使用できないことや療養 生活の場とな

っている病棟にとって現在の肴護診断

をと当て はめる難しさがある。既存の

看護診断では当てはまらない ものが多



いため.重症心身際害児については独自

の看護診 断マニュアルを作成すること

が重要であると考える。 

担当部分：解析 

共同発表者：矢矧 仁, 隨原 さとえ, 

谷橋 千鶴子, 高原 眞佐江, 上野 栄一 

93.ロールプレイン

グ演習における教育

効果の検討 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.142  

ロールプレイに参加した学生から「ロ

ールプ レイを体験して学んだこと J

の記述を求めた。記載文の用 語の特徴

と学生の学びを把揮することを目的に

量的・質的 な分桁を試みた。 

学生の記載文を形態素解析し出現頻度

の多い名詞を類似 性に基づきグループ

化した結果， (対象理解)(共感的能

力〕〔対応技法〕の 3 因子を抽出し

た。学生の学びが反映して いる動詞と

連動する文献をコロケーション解析し

先行・ 後続文脈に注目した結果.学生

の学びの特設として今一こ こでの体験

を学生自身の行動・思考・感情から捉

えようと していることが分かった。例

えば，今一ここでの関係を焦 点化する

必要性や看護締役がどのような考えで

行動したの か，その絞拠を学んで、い

た。 

担当部分：質的解析 

共同発表者：一ノ山 隆司, 村上 満, 

上野 栄一, 川野 雅資 

94.唾液バイオマー

カーを用いた新たな

子どものストレス評

価 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.187  

本研究では、唾液バイオマーカーによ

る簡易ストレス評価 手法を用いて.中

学生を対象にストレス検査を実施し 消

化欝素の一つである唾液アミラーゼに

注 EI. その活性変化の実態を明らかに

した。 {研究方法 1 1.調査対象:日県

内の A 中学校の 18名(男子 9名，女 

9 名)とし平成 18 年 12 月に実施し

た。結果、 

[結果] 男子の唾液アミラーゼ活性は. 

27.9kU/ℓ土 12.4(mean 土 SD).女子

は，40kU/ℓ± 21.43(mean ±SD)の範囲

であっ た。アミラーゼ活性および主観

的評価と性差との関連につ いては.と

もに男子に比べて女子が有意に高かっ

た。子どもの交感神経活性には性差が

あることが認められ，主 観的評価とも

相関することが示唆されたが，今後は

このような唾液バイオマーカーによる

新たなストレス評価手法の 活用が望ま

れる 

担当部分：統計解析 

共同発表者：村上 満, 一ノ山 隆司,  

上野 栄一 



95.乳がん患者の患

者会における満足度

と乳がん告知後の不

安内容の変化 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.240  

本研究では，乳がんと告知を受け てか

ら患者の不安内容の変化を把握するこ

とで.適切な看護を提供するための示唆

を得る目的でアンケート調査を行っ

た。対象は，患者会に参加した 22 名

に研究の趣旨を説明し研 究者が作成し

た半構成的質問用紙を院長の許可を得

て配布 し同意を得られ返信された患者 

10 名。患者会参加の 目的は，患者間

で情報を提供・収集すること で共有で

き，精神的な不安要素が解消できると

考える。 知後の不安内容では，すべて

の時期において，死に対する 不安があ

る C これは，がん=死と言うイメージ

が以前より あると推察できる c ま

た，情報においてもすべての時期に 見

られ，継続的に'箔報提供が必要で、あ

り，本研究対象の患 者会は，情報交

換，さらには不安等の気持ちを共有で

きる 良き場であったと考える。孤 

担当部分：解析 

共同発表者：加藤 直美, 横山 真代, 

長 光代, 小林 春奈, 上野 栄一 

96.看護専門学校生

の基礎看護学実習前

後における自己効力

感と健康度の変化 

共 著 平成 19 年 6

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)30

巻 3 号 P.253  

本研究の目的は，基礎看護学実習前後

における看護学生の 自己効力感と健康

度の関係性，個人の属性が実習前後の

健 康度および自己効力感に与える影響

を明らかにすることで ある。} 象者・

看護専門学校 2 年 402 名。実習前およ

び実習後の得られた 337 名を分析対象

とした。結果、本調査の対象となった

学生の 7割以上が精神的不健康と分 

かった。不安定な青年期におかれて い

たことと，実習という課題による精神

的ストレスが大きく影響していたと推

察する。自己効力感は実習後に上昇が

見られた。加えて，社会に役立つこと

が自 己効力感に正の影響要因として挙

げられていたことは，社会に対する貢

献ができたことを実習を通して実感で

きたことによるものと考える 

担当部分：統計解析 

共同発表者：清水 由加里, 上野 栄一, 

長谷川 智子, 上原 佳子, 上木 礼子, 

佐々木 百恵, Edmont Katz 

97.幻聴体験のある

患者に対する自己対

処能力の獲得をねら

いとしたアプローチ 

共 著 平成 19 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 27

回 P.495 

担当部分：考察 

共同発表者：一ノ山 隆司, 上野 栄一 



98.乳がん患者のサ

プリメントの認識に

関連する要因 

共 著 平成 20 年 1

月 

日本がん看護学会

誌(0914-6423)22

巻 Suppl. P.120 

担当部分：データ解析 

共同発表者：加藤 直美, 横山 真代, 

長 光代, 上野 栄一 

99.日本の 47 都道府

県における病院の経

営理念の特徴 

共 著 平成 20 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)31

巻 3 号 P.108 

本研究では病院の経営理念の特徴を明

らかにすることを目的とした。全国の

病院を抽出するにあたっては全国の病

院を層化無 作為抽出法により各都道府

県 5 病院ずつ選定し（総合病 ， イン

ター ネットで公開されている病院のホ 

ー ムペー ジ上の理念についてデータ

集積， 遁子テキスト化して解析 し

た。 解析はクリッペンドルフの内容分

析にて行った。結果、名詞レベルでの

分析結呆， 病院としての理念には， 

［先進医 療］といった高度の医療を実

施していることの PR があり次に ［尊

厳〕に基づいた ［患者中心の医療］を

行い，［地域との述携］のなか［高い質

のサービス］．［安全提供］といった経

党努力していることを［組織の主張］

として述べている。これらのカテゴリ

ーからは病院組織の意気込みを感じさ

せる。 また現代医療に不可欠な要素が

網羅されていると考える。動詞の分析

では，［安全］［信頼］を中心とした 

［高度医療］を軸に［愛］ある［患者

中心］の医療を実施し，さらに［職務

満足］の高い組織であることを主張し

ていた。 

担当部分：解析、研究考察 

共同発表者：上野 栄一, 長谷川 智子, 

上木 礼子, Katz Edmont C., 吉田 華

奈恵, 一ノ山 隆司, 明神 一浩 

100.形態素解析で得

られた 235 病院にお

ける看護理念の特徴 

共 著 平成 20 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)31

巻 3 号 P.108 

看護理念は病院理念と整合し職貝に周

知され．一貰性のある各看設単位の目

標及び活動計画の具体化には必須であ

る。本研究は， 病院組織における 看

設理念の特徴を明らかにすることを目

的とした。病院の抽出は層化無作為抽

出法により各都道府県から 5 病 院

（特定機能病院・一般病院）を選定し

た。235 病院のホームページに記載さ

れた看設組織の看設理念を電子テキス

ト 化した後形態素解析した。 

名詞の分析から看設理念には看設の提

供について，質の高 看設・ ニ ー ズ

に応じた看設が提言され，｛言頼• 安全

• 安心をもって満足させることを管っ

ている。このカテゴリーは看設の適切

な提供のための思案が組み込まれた鍵

概念であると考えられる。動詞の分析



から安全・信頼を基調に質の 高い患者

中心の看設の遂行が重視され，医療の

中で時代の 変動・変化に対応できるこ

とを目指していると考えられ，看設師

は社会に対し， 職業として看設を提供

するという権 限を有すると共に， 自

らを規制する責任を持つ存在である と

捉えることができる。本研究結果で

は， 看設理念は看設 師にそのメッセ 

ージが届けられ，看設の適切な提供の

ため の仕組みになり組織管理の一端を

担うと同時に対象者への宜誓の効果を

持つものであることが示唆された。 

担当部分：テキストマイニング解析、

まとめ 

共同研究者：一ノ山 隆司, 上野 栄一, 

上野 佳子, 佐々木 百恵, Katz Edmont 

C., 砺波 利圭 

101.看護師の業務以

外の役割別にみたス

トレッサー・ストレ

ス反応の特徴 

共 著 平成 20 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)31

巻 3 号 P.111 

看護師の業務以外の役割別にみたスト

レッサー・ストレス反応の特徴をみ

た。医療技術の高度化・複雑イとに伴

い， 日々の業務の中でもストレスを感

じることは多くなっている。 また，看

護業務以 外(委員会，研修，者護研究

など)の仕事も;増えてきており，さら

にストレスが増強していると考えられ

る c そこで 本研究では看護業務以外

の役割の有無によるストレスの相 違を

明らかにすることを百的とした。 

ストレス対処方法を見出しており，重

大なストレス反応、にならないようコ

ントロールできていると考える。今後

は， さらに潤閣のサポートや毅場での

サポートカを高め，スト レス反 IZ、

として表れないような対策も考慈しな

ければならない。 

担当部分：解析 

共同発表者：中田 佑里子, 下方 光枝, 

神保 浩子, 上野 栄一 

102.看護師の持続的

血液浄化療法(CHDF)

に対する不安に焦点

を当てた支援の効果 

共 著 平成 20 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)31

巻 3 号 P.145 

担当部分：統計解析 

共同発表者：七尾 美樹, 坪田 知美, 

浦田 千賀子, 小林 幸子, 重松 理恵,  

上野 栄一 

103.透析スタッフに

教育ツールとしてパ

ス・アルゴリズムを

使用した結果 

共 著 平成 20 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)31

巻 3 号 P.163 

担当部分：統計解析 

共同発表者：高柳 佳忠, 松木 理浩, 

古村 和枝, 竹林 陽子, 上野 栄一 



104.勤務配置交代者

の院内研修の効果に

ついて考える フィ

ッシュボーンを使用

して 

共 著 平成 20 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)31

巻 3 号 P.164 

担当部分：質的分析 

共同発表者：矢矧 仁, 森北 裕美子,  

上野 栄一 

105.実習指導者がロ

ールモデルを示す効

果の検討 

共 著 平成 20 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)31

巻 3 号 P.175 

担当部分：質的分析 

共同発表者：明神 一浩, 一ノ山 隆司, 

上野 栄一, 川野 雅資 

106.内容分析を用い

た院内急変時の看護

師の対応分析 

共 著 平成 20 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)31

巻 3 号 P.224 

本研究では、院内急変持に第一発見者

の看護 締がどのような対応をしている

かを明らかにすることを 目的とした。

対象は急変対応した 17名の看護師へ 

の面接調査を実施した。院内で起きる

急変時〈組織の体制〉の中で，〈時間〉 

と〈場所〉という限られた空間におい

て.患者の〈状態の観察〉をしながら

〈学習経験〉を活かした仕事の〈量〉

を〈学習経験〉に基づき調節しながら

行っていた。さらに，看護師は，様々

な〈感情〉を持ちながら実践をこなし

ているという実態が明らかとなった。

また、今後の院内 BLS 研修や，新人教

育の 改善点について示唆された。 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：井上 理恵, 高山 裕喜枝, 

川上 三千穂, 上野 栄一 

107.終末期がん患者

と非終末期がん患者

に対する看護師の感

情労働の比較 

共 著 平成 20 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)31

巻 3 号 P.321 

担当部分：統計解析、考察 

共同発表者：吉田 華奈恵, 上野 栄一, 

長谷川 智子, 上原 佳子, 上木 礼子, 

佐々木 百恵, 砺波 利圭 

108.百日咳流行に対

する介入予防の成功

事例 

共 著 平成 20 年

10 月 

CAMPUS 

HEALTH(13414313)4

5 巻 3号 P.77 

担当部分：統計分析、考察 

共同発表者：玉川 美津恵, 山本 恭弘, 

齋藤 由紀雄, 石本 秀守, 上野 栄一, 

梅澤 有美子, 真弓 光文, 李 鍾大, 伊

藤 春海, 大林 貴代, 山田 和弘, 岩井 

敬治, 日下 幸則, 室井 洋子, 岩崎 博

道, 小淵 岳恒, 寺澤 秀一, 山口 明夫  
109.大学生の喫煙行

動および喫煙に対す

る態度への影響要因 

共 著 平成 20 年

10 月 

日本呼吸ケア・リ

ハビリテーション

学会誌(1881-

7319)18 巻 Suppl. 

P.196s 

担当部分：統計解析と考察 

共同発表者：上原 佳子、石崎 武志, 

長谷川 智子, 上野 栄一, 上木 礼子, 

佐々木 百恵, 吉田 華奈恵 

110.COPD 患者の自己

管理情報ニーズの変

化 LINQ を用いた実

態調査 

共 著 平成 20 年

10 月 

日本呼吸ケア・リ

ハビリテーション

学会誌(1881-

7319)18 巻 Suppl. 

P.208s 

担当部分：考察 

共同発表者：上木 礼子, 長谷川 晴美, 

長谷川 智子, 上原 佳子, 佐々木 百

恵, 吉田 華奈恵, 良 貴子, 門脇 麻衣

子, 上野 栄一, 石崎 武志 



111.内容分析による

過去の医療事故に関

する研究の特徴 看

護研究に焦点を当て

て 

共 著 平成 20 年

11 月 

医療の質・安全学

会誌(1881-3658)3

巻 Suppl. P.191 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 一ノ山 隆司, 

明神 一浩, 上木 礼子, 舟崎 紀代子, 

宮崎 由美子 

112.医療職の医療安

全に対する認識の違

い 医療安全文化の

視点から 

共 著 平成 20 年

11 月 

医療の質・安全学

会誌(1881-3658)3

巻 Suppl. P.246 

担当部分：データ解析 

共同発表者：舟崎 起代子, 一ノ山 隆

司, 上野 栄一, 上木 礼子, 明神 一

浩, 泉 朱子, 境 美代子 

113.精神看護におけ

る癒しとケアリング

効果の有効性に関す

る研究 

共 著 平成 20 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 28

回 P.437 

担当部分：解析 

共同発表者：明神 一浩, 一ノ山 隆司, 

上野 栄一, 川野 雅資 

114.就労継続支援事

業所の実習を終えた

学生の地域連携精神

看護の視点 

共 著 平成 20 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 28

回 P.442 

担当部分：結果と考察 

共同発表者：一ノ山 隆司, 明神 一浩, 

上野 栄一, 川野 雅資 

115.終末期がん患者

と非終末期がん患者

に対する看護師の認

識、感情、感情労働

の比較 

共 著 平成 20 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 28

回 P.501 

担当部分：結果と考察 

共同発表者：吉田 華奈恵, 上野 栄一, 

長谷川 智子, 上原 佳子, 上木 礼子, 

佐々木 百恵 

116.臨床が求める看

護学生のコミュニケ

ーション能力 

共 著 平成 21 年 4

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 16回 P.57 

担当部分：解析、研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 一ノ山 隆司, 

明神 一浩 

117.看護大学におけ

るコミュニケーショ

ン能力の特徴 

共 著 平成 21 年 4

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 16回 P.58 

担当部分：解析 

共同発表者：一ノ山 隆司, 上野 栄一, 

明神 一浩 

118.看護学生に求め

られる病院職員への

コミュニケーション

能力の特徴 

共 著 平成 21 年 4

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 16回 P.59 

担当部分：解析 

共同発表者：明神 一浩, 上野 栄一, 

一ノ山 隆司 

119.障害者自立支援

法下の福祉サービス

に関する当事者の自

由記述にみる内容分

析 

共 著 平成 21 年 4

月 

日本病院・地域精

神医学会総会抄録

集 52回 P.108 

担当部分：質的解析 

共同発表者：村上 満 子, 一ノ山 隆

司, 舟崎 起代子, 上野 栄一 

120.抗がん剤取り扱

いにおけるリスクマ

ネジメント 化学療

法に対する看護師の

意識調査 

共 著 平成 21 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)32

巻 3 号 P.194 

抗がん剤の細胞毒性には「発がん性」

「変異原生」「催奇形 性」が知られて

おり， 微賊でも繰り返し接触すること

で被 爆へのリスクが高まると言われて

いる。 本研究では抗がん 剤を取り扱

う看護師の認識を明らかにすることを



目的とし た。G総合病院看護師 100

名。アンケートの回収率は 89名 

(89%), 有効回答率は 73名(73%) であ

った。 2. 抗がん剤使用時の不安と感

じる時：抗がん剤を調剤す るとき 65

名(89%), ボトルにル ートをつける時

60 名(82%), 患者に投与する時 70名

(96%), 点滴終了時ボトル，ルー ト を

破棄する時 47名(64%), 点滴がこぽれ

た時 64 名(88%) 等であった。3. 抗が

ん剤調剤時のガウン着用について：調

剤時のガウ ン着用者は 3 1%, マスク

装着者 64%, 手袋装着者 8 1%, ゴー グ

ル付マスク装着者 29%. すべて装着す

る人は 19%であった。4. 防護具の装着

率：化学療法を扱う際の防設具の装着

率 は ボトルにルートをつける時 ガウ

ンをつける 10%, マスクを装着する

54%, 手袋を装着する 73%等であった。 

5. 看護師経験年数別にみた不安：看設

師経験年数別では 調剤する時の不安は

1 年から 3年と 21年以上に有意差がみ

られた。抗がん剤を扱った年数では 1 

年から 3 年と 21 年以 上に有意差がみ

られた(p<0.05)。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：田中 理津子, 吉本 有里, 

上野 栄一 

121.病床稼働率の変

動が看護師の疲労度

やストレスに及ぼす

影響 

共 著 平成 21 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)32

巻 3 号 P.198 

病 床稼働率の変化があった 8 月と 10

月にアンケ ート調査を行 い， 看護師

のストレスの特徴と病床稼働率との関

連を明ら かにすることを目的とした。 

対象 HCU の看設師 15 名。 2. ストレ

ス度で有意差があったのは 10月の 

〈イライラ感〉〈気分が晴れない〉〈集

中できない〉の 3項目が 8 月より高 

かく， 逆に 10月の〈便秘や下痢をす

る〉は 8 月より低かった。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：北島 弥生, 神保 浩子, 

吉野 麻利, 浦田 久美子, 上野 栄一 

122.看護学生の段階

別コミュニケーショ

ン能力評価尺度から

みた看護大学生のコ

ミュニケーションの

特徴 

共 著 平成 21 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)32

巻 3 号 P.217 

本研究では，看護学⽣の段階別コミュ

ニケーション能⼒評 価尺度を⽤いて，

看護学⽣のコミュニケーション能⼒の

特 徴を明らかにし，また効果的な授業

プログラムを開発につ いての⺬唆を得

ることを⽬的とした。対象は 3つ の看

護⼤学⽣710 名の看護学⽣を対象と

し，有効回答 351 名分を分析対象とし

た。看護学⽣のコミュニケーション能

⼒の特徴としては，総得 点で 4学年，

1学年，2学年，3学年の順で⾼かっ

た。⼜，各下位概念の得点では，4学

年の次に 2学年の順位で得点 が⾼かっ



た。本尺度を利⽤した看護教育への応

⽤として， 看護⼤学におけるコミュニ

ケーションに関する教育の展開 は，1

学年∼4 学年において段階別に教授する

ことの必要性が示唆された。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：上野 栄一, 一ノ山 隆司, 

明神 一浩, 上平 悦子 

123.がん患者の家族

へのインタビューか

ら見えた遺族への援

助 

共 著 平成 21 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌、32巻 3号 

P.220 

終末期の看設は早期から患者と家族を

同様に援助すること と 思いを十分受

け止め理解し，最後までその人らしさ

を した援助が重要である。 本研究で

は胆嚢癌を発症し 緊急入院した女性

（以下 A 氏）と夫の思いを明らかにす

る ことを目的とし，事例の振り返りと

遣族インタビューを試 みた：【研究方

法】 1. 研究デザイン：事例研究 2. 

研究対象：200X 年 4 月 -200Y 年 5月ま

で 5 回入退院された A氏と A氏。 

事例の振り返りではセカンドオピニオ

ンを勧めその後の受容がうまくいった

こと，本人の意向を汲んで女性らしさ 

を維持する援助に努めたこと， 亡くな

る 2 日前にも関わらず本人が外泊を希

望されたため，可能にしたことなどは

本人らしさを腺重した看設であったと

考える。 

担当部分：質的分析 

共同発表者：青山 紀子, 重松 理恵,  

上野 栄一 

124.事例検討による

BPD 患者の支援のあ

り方に関する研究 

共 著 平成 21 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)32

巻 3 号 P.245 

近年増加傾向にある疾患の 一つに境界

型人格障害(BPD) がある。本事例では

BPD 患者の看設において家族の役割 を

再構築した事で不安が軽減し退院に至

った事例である。ロイ適応看護モデル

を活用し不安が強い BPD 患者の看護 を

三期に分け援助した過程を報告する 

【研究目的】 BPD 息者の看護を振り返

り患者支援のあり方に示唆を得る。 

【研究方法】 1. 研究デザイン：事例

研究 2. 研究期間 ：2008 年 6月から

12 月 3. 分析方法 ：本事例の検討か

ら患者の言動と看護師の関 わりを分析

し ． 経過を三期に分けロイ適応看設

モデルを活用し患者の心理・精神的背

景と行動化の意味を抽出する）。 4. 事

例概要：A氏，30 歳後半女性（三人兄

弟の長女、a県外で就職し働いていた

が職場の ストレ ス から抑うつ傾向を

呈し BPD と診断される。帰郷して母親

への強い依存から栂親との別居後自傷

行為から a県内の B 精神科病院に入院

となった事例である。5. 倫理的配

慮 ：本研究は研究者が所属する。 



1. 医療従事者への不｛言感 入院時は

抑うつ傾向があったが，次第に入院に

なれ、BPD 特有の衝動性が出現した。

治療の不満を医 療者へ向け看設師を指

定するようになった。A氏の気持ち を

受容する関わりによって母に対しての

気持ちを話すまで になった。 2. 偲親

への不満と父への抗議 入院 2ヶ月後 

母が面会に来てくれない不満の矛先が

父に 向けられ親子関係は悪循環を招い

ていった。看護師は父親 に対して約束

を守るように助言した所.A 氏は父親が

自分 を見放さないといった感情を抱き

安心感を得て状態は安定した。3. 新た

な家族の関係づくり（第三期） 入院 3

ヵ月後，母への依存はなくなり経過の

中で A氏の心 のゆとりが見られるよう

になり， A 氏は依存という愛情の 確

認行為をせずとも安心感が得られ退院

した。 

担当部分：事例解析 

共同発表者：明神 一浩, 一ノ山 隆司, 

上平 悦子, 舟崎 起代子, 上野 栄一 

125.看護学生の倫理

的態度育成に関する

基礎的研究 学年毎

の特徴と変化 

共 著 平成 21 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)32

巻 3 号 P.296 

看護学⽣の倫理的態度の学年による違

いと，学年の進⾏に よる変化を明らか

にし，倫理的態度育成の基礎資料とす

る。 【研究⽅法】 対象：A⼤学看護学

科 1∼4 年⽣（編⼊⽣を除く）229 名。 

得られた。性格傾向は，4年⽣で「内

向的」 が多く，2年⽣で「外向的」が

多かった。社会的スキルの 「関係維

持」は 1・3年⽣，「関係開始」は 2年

⽣，「⾃⼰主 張」は 2・3年⽣で⼤学⽣
⼥⼦の平均点よりも⾼かった。 学年別

では，「⾃⼰主張」で 2年⽣が有意に⾼
かった（p＜ 0.05）。⾃尊感情尺度の全

体の平均点は 29.3 点で，学年別で は

2年⽣が最も⾼かった。倫理的態度の

平均点は，3・4 年⽣はほとんどの項⽬
で全体の平均点を上回っていた。性 格

傾向の外向群は，社会的スキルのすべ

ての下位項⽬と⾃ 尊感情尺度で有意に

⾼かった（p＜0.001）。倫理的態度は 

「⾝だしなみ」を除くすべての項⽬
で，外向群が有意に⾼ かった（p＜

0.01）。社会的スキルの「関係維持」

は，倫理的 態度に強く影響していた

（p＜0.001）。また社会的スキル には

⾃尊感情と性格傾向，⾃尊感情には性

格傾向と社会的スキルが影響していた

（p＜0.05）。学年の進⾏による変化 

は，昨年度の結果と⽐較した。社会的

スキルと⾃尊感情は 違いはなかった。

倫理的態度の「⾝だしなみ」は，すべ



て の学年で 0.02∼0.07 点上昇したが，

有意差はなかった。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：月田 佳寿美, 上野 栄一, 

酒井 明子, 長谷川 美香, 田邊 美智子 

126.救急部における

新人看護師のローテ

ーション教育の効果 

共 著 平成 21 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)32

巻 3 号 P.326 

救急部ローテーション勤務（夜勤を含

めた 5 日 間 ） での新人看護師の思

いを明らかにし 教育 方法の効果を検

証した。結果、「必要」「できる」「学

ぶ」が上位を占めたのは，数多くの基 

礎看護 技術が習得 でき自信がつき， 

向 上 心のきっかけとなり自己の成長

につながったためと推察する。ネガテ

イプ評価は， 新人看護師が体験しやす

い 不適応反応のリア リティ ショック

であると考える。結論：救急部ローテ

ーション 教育は，効果的な知識· 技術

の習得 ができ，ポジテイプ評価が高か

った。 

担当部分：解析 

共同発表者：川崎 智美, 高山 裕喜枝, 

井上 理恵, 清水 由加里, 早川 美津

江, 橘 幸子, 上野 栄一 

127.新人看護師の健

康状態の変化 

共 著 平成 21 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)32

巻 3 号 P.328 

日本看護協会(2008 年）は， 新人看設

師（新人）の 離職率の調査報告で看護

師の配置が手厚い病院ほど離職率 が低

い事を報告している。 又、新人が 1 

年以内に辞める割合は平均 9.2%を示

し， 原因としては．技術力の未熟さ， 

医療事故への不安等がある。本研究で

は入職後， 新人の健康 状態どのよう

に変化したかを明らかにする事を目的

とした。結果、4月から 12 月までの新

人の健康状態は，一般的疾患傾向，身

体的症状，睡眠障害， 社会的活動障

害，希死念慮，BO尺 度の脱人格化

で，有意に変化があった。 

担当部分：解析 

共同発表者：清水 由加里, 橘 幸子, 

早川 美津江, 松村 愛都, 上野 栄一 

128.入院中の統合失

調症患者を支える家

族の主観的負担の構

造 

共 著 平成 21 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌、32巻 3号 

P.338 

本研究は，家族を援助者として捉える

のみではなく生活者である家族の主観

的負担に注目し，入院中の患者を支え

る 家族の負担と支えにしていることを

明らかにし， 心理的要 を含む主観的

負担を捉え，負担要因から家族支援の

基礎 賢料にすることを目的とした。結

果、家族の主観的負担は，心理的・社

会的・身体的な負担から 形成され， 

患者本人から受ける外的な重荷や困惑

と家族自 身が抱く内的な後悔や偏見か

ら疲弊感を抱き，資源不足から不全感

を募らせている。家族の負担• 希望が



時間経過に関係しており，過去から蓄

積された負担に［自責と後悔か らの苛

み］等 将来への見通しから生じる負担

に［途方で つきない心配］等であると

推察される。一方， 回復を信じ 見守

る，自助に努めるといった［希望から

の自信］を見出しており，家族の状況

に呼応する家族支援が必要である。こ

のことから，家族支援には時間性に伴

う葛藤を把握し，この葛藤の緩和が負

担軽減になると考える。 

担当部分：解析と考察 

共同発表者：一ノ山 隆司, 村上 満, 

舟崎 起代子, 明神 一浩, 上野 栄一, 

川野 雅資 

129.看護師のスピリ

チュアルケア能力測

定尺度の開発と信頼

性・妥当性の検討 

共 著 平成 21 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)32

巻 3 号 P.356 

本研究ではスピリチュアルケア能力評

価尺度の開発．信頼 性と妥当性につい

て検証することを目的とした。結果、

因子分析はプロマッ クス法を実施． 

尺度全体の a係数は 0.95。妥当性では

中村 (2004)のスピリチュアリティ測定

尺度と本尺度との相関 r = 0.604 

(p<0.001)であった。本尺度「看設師の

スピリチュアルケア能力測定尺度」

は．高い信頼性と妥当性を示した。本

尺度は，今後の学校教育において．あ

るいは医療の臨床において有用なツ ー

ルになると考える。 

役割分担：研究計画、統計解析 

共同発表者：江口 富子, 上野 栄一 

130.外来に通院する

高血圧症患者の運動

管理における関連要

因 

共 著 平成 21 年 8

月 

Health 

Sciences(0911-

7024)25 巻 3 号 

P.219 

役割分担：解析           

共同発表者：坪田 恵子, 上野 栄一 

131.コミュニケーシ

ョン技法が人間の感

情に与える影響 主

観的評価と客観的評

価について 

単著 平成 21 年 8

月 

生理心理学と精神

生理学(0289-

2405)27 巻 2 号 

P.183 

（単独）上野 栄一 

132.救急部における

新人看護師のローテ

ーション教育の効果 

ローテーション時期

を比較して 

共 著 平成 21 年

10 月 

日本救急看護学会

雑誌(1348-0928)11

巻 2 号 P.133 

役割分担：共同発表者：高山 裕喜枝, 

井上 理恵, 川崎 智美, 川上 三千穂, 

清水 由加里, 上野 栄一 

133.看護師のインシ

デントレポート提出

行動の影響要因とし

ての組織風土・熟慮

性・安全態度の分析 

共 著 平成 21 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 29

回 P.223 

役割分担：統計解析 

共同発表者：畑中 美智子, 上野 栄一, 

長谷川 智子, 上原 佳子, 佐々木 百

恵, 吉田 華奈恵, 上木 礼子, 砺波 利

圭 



134.怒りの場面と共

感的相互作用が生じ

ている場面での看護

師の感情と交感神経

活動との関係 

共 著 平成 21 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 29

回 P.303 

コミュニケーション技法は治療的技法

と非治療的 技法に分類されるが、実際

に感情や自律神経系との関係 は明らか

にされていない。本研究では看護師を

対象に怒りの場面と共感的相互作用が

生じている場面での看護師 の感情と交

感神経活動との関係についてみた。】怒

りの場面では「びっくりした」「なぜ，

怒られる の」といった驚きや不快感

（「怒られるのは不快」「患者の 表情が

怖い」）が顕著であった。VAS を用いた

怒りの 1 回 目の場面での不快感の平均

値は共感的相互作用の生じている場面

が有意に減少した（p＜0．00001）。客

観的評 価では、1回目の怒りの場面で

は LF／HF は上昇し 2 回目の怒りの場

面では LF／HF は，交感神経活動は徐々 

に減少した。 

役割分担：研究残飯 

共同発表者：上野 栄一, 一ノ山 隆司, 

舟崎 起代子 

135.看護学生の喫煙

行動および喫煙への

態度と知識に関する

喫煙防止教育の効果 

共 著 平成 21 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 29

回 P.399 

看護学生を対象にして，介入群に喫煙

防止教育を 実施し，喫煙行動喫煙への

態度喫煙に関する知識の 経時的変化に

ついて非介入群と比較分析し，教育的

介入 の効果を明らかにした。結果、】

非介入群に比べて介入群の看護学生の

喫煙への態 度は否定的に変化し，喫煙

に関する知識は有意に高まっ ていた。

よって，教育的介入は知識を向上し，

喫煙に対 する態度を否定的に変えるこ

とに効果があったと考えら れる。しか

し，今回は介入後 3ヶ月の短期的期間

での調 査であることから，今後更なる

調査を行い経過を追うこ とで，喫煙防

止教育の長期的な介入効果について検

討す ることが必要である。 

役割分担：解析と考察 

共同発表者：上原 佳子, 長谷川 智子, 

上野 栄一, 佐々木 百恵, 吉田 華奈

恵, 礪波 利圭 

136.異なる水質への

入浴による身体の保

湿効果と気分の違い 

水道水・人工浴用剤

水・温泉水の比較 

共 著 平成 21 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 29

回 P.424 

本研究では，水道水・人工浴用剤水・

温泉水への 入浴による身体の保湿効果

と気分への影響の違いを明ら かにし，

病院での入浴援助において人工浴用剤

の活用の 基礎資料とする事を目的とし

た。結果、本研究において 3条件共に

入浴により 皮膚保湿効果が得られ，気

分も「快」になる事が明らか になっ

た。中でも［浴用剤水］と［温泉水］

への入浴は， 入浴中の精神的な負担感

は少なく，さらには［浴用剤水］ への

入浴では『疲労感』も少ない事が明ら

かになった。 以上の事から，病院での



入浴援助において人工浴用剤を 活用す

る事で，患者にとって身体的・精神的

に負担の少 ない入浴に繋がる事が明ら

かになった。 

役割分担：結果と考察 

共同発表者：礪波 利圭, 長谷川 智子, 

上野 栄一, 上原 佳子, 佐々木 百恵, 

吉田 華奈恵 

137.心臓カテーテル

検査・治療時患者が

看護師に期待するこ

と 

共 著 平成 21 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 29

回 P.433 

心臓カテーテル検査・治療を受けた患

者に半構造 化面接による調査を行うこ

とにより、患者が看護師に期 待するこ

とは何かを明確にした。本研究により

患者は検査・治療の進行状況、結果 へ

の不安から、耳で医師・看護師の話を

聞くことにより、 状況の判断をしよう

と努めていることがわかった。この た

め、患者の訴えや変化に注意しなが

ら、術者である医 師の説明を補足し、

優しく具体的な説明を行うよう努め る

ことが求められる。心臓カテーテル検

査・治療の技術 は日々進歩し、血管造

影室の看護師はその進歩について いく

必要がある。また、患者は精神的配慮

を看護師に求 めているのに対し、看護

師は処置や治療の成果のみに気 をとら

れがちであり、看護師は患者の支えに

なれるよう 努力する必要がある。 

役割分担：質的解析 

共同発表者：東 治美, 大野 文江,  

上野 栄一 

138.精神障がい者を

支える家族の負担要

因 

  平成 21 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 29

回 P.501 

2006 年に障害者自立支援法が施行さ

れ，退院促進の動向から地域生活する

精神障がい者（以下，障がい者）を支 

える家族の負担が増すことは避けられ

ない。本研究では自立支援医療への移

行期のなかでの家族の生活実態を調 査

し，困難・負担の要因から地域支援活

動の基礎資料にする。調査対象：A県

の家族会（病院家族会 6団体地域 家族

会 14団体）の会員で障がい者をもつ家

族（主な世 話人）であり研究の同意が

得られた 480 名（入院 197 人，在宅

283 人）。家族の負担と障がい者の行き

場においては，「病気への不 安」と

「日常生活の制約」に有意な関連があ

り，地域に 行き場があることが家族の

「病気への不安」を軽減しており，ま

た，「日常生活の制約」は，日常生活上

の困難そのものに相当する因子であ

り，生活のしづらさを特徴づ けている

ことが推察された。家族にとって障が

い者の地 域生活支援の場が負担と関係

していることが示唆された。家族自ら

の行き場なども含めた社会資源の活用



などを考慮していくことが必要であ

る。 

役割分担：解析・考察 

共同発表者：一ノ山 隆司, 舟崎 起代

子, 明神 一浩, 上野 栄一, 川野 雅資 

139.強迫性障害のあ

る患者の症状克服過

程における心理的変

化 

共 著 平成 21 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 29

回 P.515 

近年，摂食障害や人格障害と同様に増

加傾向にあ る疾患の一つに強迫性障害

がある。強迫性障害の一つに 不潔恐怖

症（以下，強迫症）がある。強迫症な

どが原因で日常生活に支障をきたす患

者も多く，それが原因となり，引きこ

もりを呈するケースがある。患者が回

復過程において症状克服に繋がった 2

事例の心理的な変化に注 目し，強迫症

患者の支援のあり方について検討し

た。結果、回復過程における患者の心

理的変化を分析した結 果，患者の症状

の克服過程において，【周囲からのサポ

ー ト】，【とらわれからの脱却】，【保証

された安心】の 3カ テゴリが生成さ

れ，強迫行為が生じる要因を明確にで

き たことであった。2事例の患者が強

迫行為『とらわれ』を認知することが

回復に繋がった。 

役割分担：解析 

共同発表者：明神 一浩, 一ノ山 隆司, 

上野 栄一, 上平 悦子 

140.糖尿病療養指導

士外来における段階

的なセルフケア評価

(GSEQ)の疫学的有用

性の検討 

共 著 平成 22 年 4

月 

糖尿病、53 巻

Suppl.1 P. S-265 

役割分担：統計解析 

共同発表者：大西 みさ, 上野 栄一, 

岸 雅也, 小川 浩平, 大見 仁斉 

141.看護師の職場適

応度測定尺度の信頼

性・妥当性 

共 著 平成 22 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)33

巻 3 号 P.122 

病院に勤務する看護師の職場における

適応の度合いを測定 するための看護師

の職場適応度測定尺度の開発をする。 

:北陸 地区 3県内の 500 床以上の 3つ

の大学附属病院に勤務する 看護師

1405 名を対象とした。結果、看護師の

職場適応について概念枠組みを行い

「看 護師の職場適応度測定尺度」を作

成した。抽出した因子は 第 1因子「業

務自律」，第 2因子「上司との関係」，

第 3 因 子「職場雰囲気」，第 4因子

「環境受容」と命名した。本尺度は表

面妥当性，内容妥当性，因子的妥当

性，弁別的妥 当性，基準関連妥当性等

を行い，信頼性の高い構成概念妥 当性

のある尺度であった。 

役割分担：研究計画、統計解析 

共同発表者：藤本 ひとみ, 高間 静子, 

長谷川 智子, 上原 佳子, 佐々木 百

恵, 吉田 華奈恵, 礪波 利圭, 上野 栄

一 



142.精神臨床看護師

が捉える急性期看護

における患者の暴力

行為の予見要因 

共 著 平成 22 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)33

巻 3 号 P.146 

本研究では臨床看護師が 患者の暴力行

為をどのように予見するかを明らかに

し，急性期看護への示唆を得る目的と

した。対象：α県内Ａ精神 科病院の

経験年数 5年以上の看護師（男性 6

名，女性 4 名）計 1 0 名とした。2．

研究方法：半構成的面 接法により逐語

記録を作成し，データ分析は質的帰納 

的に行った。結果、データ分 析の結

果，患者の暴力行為 に対する看護師の

予見を抽 出した。情報収集として【患

者の行動パターンの把握】，【過去に起

こった場面の想起】，【患者の話す内容

の整合性】の 3カテゴリーを生成し

た。臨床の看護 師がこれまで経験して

来た 経験知の語りが大部分を占めてい

た 。 

共同研究者：明神 一浩, 一ノ山 隆司, 

村上 満, 舟崎 起代子, 上野 栄一, 川

野 雅資 

143.学年別にみた看

護学生のコミュニケ

ーションスキルの特

徴 

共 著 平成 22 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)33

巻 3 号 P.154 

本 研 究 で は ，  護 大 学 生 の 学 年 別 に 

み た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 特 徴 を 

明 ら か に す る こ と を目 的 と し た。3 

つ の看護大学生 720 名を対象は有効回

答 356 名とした。調査内容は 1学年 ～ 

4 学年までの看護学生のコミュニケー 

ション能力 ス キ ル を 上 野 の 看 

護師のコミュニケーションスキルを測

定するための尺度を用いた 。結果、第 

4 学 年 は ，『 情報収集』 『 積 極 

的 傾 聴 』で他の学年よりも高 い ス 

キ ル得点を示した。合計得点の比較で

も 4 学年は高い値を示した 。このこ 

とは ，コミュニケーショの基本スキ 

ルである積 極 的 傾 聴 と 情 報 収 

集については大きな学習成果と推察す 

る 。 『 話 の ス ムーズさ』 『パー

ソナルスペース・ 視線交差』『 アサー

ション 』の各スキルにおいては ，学

年ごとにスキルが上昇しておら ず，今

後の課題と考える 。 

役割分担： 

共同発表者：上野 栄一, 一ノ山 隆司, 

明神 一浩, 舟崎 起代子, 村上 満 

144.30 代女性看護師

の心理的 well-being

に影響を及ぼす要因 

役割達成感との関連

から 

共 著 平成 22 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)33

巻 3 号 P.159 

本 研 究 で は ， 看 護 大 学 生 の 学 年 別 に 

み た コミュニ ケ ー シ ョ ンの 特 徴 を 明 ら 

か にするこ と を目 的 と し た。： A 総 合 

病院 3 0 代女性看護師 7 8 名を対象と

した。結婚の有無別心理的 w e l l - 

b e i n g で有意差が み られたのは 

律性」で 3 0 代 性の 発 達課 題 か 



ら 考 え る と Josselson のいう 

「 女性は親密な関係をもつことでア 

イデンティティがより確かになる 」 こ 

とが考えられる。子供の有無別心理的 

well-bein で有意差がみられた は「人

格的成長」で武内によれば「子育て期の

女性は子育てだけ人生を終わりたくな

いと思い，自分を生かすことと供という

他者を生かすことの統合を試みようと

している」という。 役割達成感の「夫のた 

め に 若 さ を 維 持しようと努 力 し て い 

る 」に 有 意 差 が み ら れ た が，妻 よ り 

母 役 割 を重視することで 優 先 順 位 が 

決 ま る と 推 察する 。 

役割分担：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 一ノ山 隆司, 

明神 一浩, 舟崎 起代子, 村上 満 

145.ICU における看

護師の身体拘束アセ

スメントシート使用

前後の効果について 

共 著 平成 22 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)33

巻 3 号 P.175 

本研究では、身体拘束アセスメントシ

ート使用前後の効果について調べた。

調査対象者 F 県 内 の 3 つ の 総 合 

病 院 で 勤 務 している看護職者 135

名。看護部長に調査への協力を求め ，

了解が得られた後 ，質問紙を持参，各

病棟の師長 か ら 配布してもらっ

た 。患者の状態を客観的にアセスメン

トすることができ，身体 拘束の必要性

を判断するための「身体拘束アセスメ

ント シート」を作成し，スタッフ間の

身体拘束開始基準の統一 を図ることを

目的とした。結果、すべての看護師が

身体拘束を行った経験があり，身体拘

束 開始の判断は看護師が行う傾向が強

かった。身体拘束開始 の判断では，ア

セスメントシート使用後は身体拘束開

始に ついて判断しやすくなった（p＜

0.01）。患者とのコミュニケーションで

は，身体拘束を行うにあたり，アセス

メントシート使用後には患者とのコミ

ュニケーションを重視する 人が減少し

た。 

役割分担：統計解析 

共同発表者：村井 純子, 廣田 悟志, 

吉田 智美, 上野 栄一 

146.看護職者の自律

性および教育ニー

ド・学習ニードの特

徴 

共 著 平成 22 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)33

巻 3 号 P.224 

研究目的は、 看 護 職 者 の 自 律 

性および教育ニード・ 学 習 ニ ー 

ド の 特徴を明 ら か に す る 。回

収は 1255 部（回収率 9 2 . 9 ％）， 

欠損データを除 い た 977 名対象と

した。結果、学習ニー ド の 診 断 

は 『 中 』 で ， 学 習 ニ ー ド 



の 高 さ が 平 均 的 で あ っ 

た 。 3 ．教 育 ニ ー ド の 診 断 

は 『 中 』  ，病 院 に 就 業 す 

る 看 護 専 門 職 者 と し て 平 

均 的 な 状 態 に あ っ た 。 4 ． 

自 律 性 が 高 い 看 護 職 者 

は ， チームリーダー等の役割 の 経 

験 が あ る と い う 特 性 を 備 

え て い た 。 自立的判断能力にお

いて は 助産師の得点が高かっ た 。 

5 ．教育 ニードが 高い看 護 職者の

特性は ，スタッフ看護 師 ，チーム

リーダー等の経験がないという特性を

備 えていた 。 

共同発表者：林 宏美, 長谷川 智子, 

上原 佳子, 佐々木 百恵, 吉田 華奈

恵, 礪波 利佳, 上野 栄一 

147.スピリチュアル

ケアの構成概念 

共 著 平成 22 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)33

巻 3 号 P.263 

本 研 究 で は ，ス ピ リ チ ュ ア ル ケ 

ア の 構 成 概 念 に つ い て 明 ら か 

に し た 。 【 研 究 方 法 】 2 0 0 6 

年 3 月 。 全 国 緩 和 ケ ア 病 院 承 認 

1 5 1 施 設 に 対 し ，2 0 施 設 を 乱 

数 表 に て 選 ん だ 。 看 護 部 長 の 

同 意 を 得 た 9 施 設 に 対 し ア ン ケ 

ー ト 協 力 依 頼 し ，回 答 を も っ て 

同 意 と み な し た 。郵 送 法 に て 実 

施 。 ま た ， 文献 よ り ス ピ リ チ ュ 

ア ル に 関 す る 用 語 を 抽 出 し ， 

概念を 生 成 し た 。結果、4 4 名 よ り 

スピリチュアルに 関 す る 1 5 7の回答

（自由記載）を得た  5 9 7 の ス ピ リ 

チ ュ ア ル に 関 す る 文 章 を 抽 出 

し た 。 さらに こ れ ら の 文 章 を 意 

味 内 容 の 類 似 性 に 基 づ い て ，

『 自 己 理 解 』『 人 生 観 』 『 霊 的 

痛 み 』 『 自 然 と の 関 係 性 』 

『 人 間 関 係 』『 基 本 的 看 護 観 』 

『 死 生 観 』『 信 仰 ・ 信 念 』 の 8 

つ の 概 念 が 抽 出できた 。 

共同発表者：江口 富子, 上野 栄一 

148.高齢男性介護者

の介護に対する自己

の構え 

共 著 平成 22 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)33

巻 3 号 P.313 

今回在宅で妻を介護している高齢の 男

性高齢者を対象に，その介護の状況を

特に介護者自身の 心理面に焦点をあて

明らかにすることを目的とした。対象

者；対象者は，研究者のネットワーク

を活用し選定した。本研究の趣旨に同

意され，現在在宅で妻を介護してい る

70 歳代の男性 2 名。面接内容より 61

センテンスを抽出し，その中から 8つ

のサ ブカテゴリーと 4つのカテゴリー

が抽出された。「介護を 必要とする妻

への思い」は介護は妻への感謝の気持

ちとして生きがいとして行っており，

また病気の妻に対する憐憫 の情であっ



た。「高齢介護者の心理的負担」は介護

による 疲れや不安としての負担であっ

た。 

役割分担：解析 

共同発表者：上平 悦子、 松浦 純平, 

船瀬 孝子, 明神 一浩, 上野 栄一 

149.就労継続支援事

業所実習後の学生が

捉えた地域支援活動

の視点 

共 著 平成 22 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)33

巻 3 号 P.319 

本研究では，討議用紙の記載文を分析

し，学生が捉えた地域支援活動に必要

な知見を抽出する ことを目的とした。 

対象は、A看護短期大学の学生で，研

究の同意が得られた学生 38 名。結果、

記載文を分析した結果，〔地域型社会資

源の充実〕〔利用者 の意向の尊重〕〔多

様な生活ニーズの把握〕〔地域の社会 

資源とニーズの融合〕〔継続可能なサー

ビス供給の確保〕 〔社会資源の改善と

開発の推進〕〔復権というリハビリテー 

ション〕の 7カテゴリーが生成され

た。自立支援法制定の理 念である「障

がい者の自立した地域生活の実現」に

ついて， 当事者の尊重や福祉分野との

協働の必要性が反映されてい た。ま

た，精神障がい者支援に活かすための

地域連携精神 看護の方法を模索してい

た。 

役割分担： 

共同発表者：一ノ山 隆司, 舟崎 起代

子, 村上 満, 上野 栄一, 川野 雅資 

150.外来に通院する

高血圧症患者の食事

管理における関連要

因 

共 著 平成 22 年 8

月 

Health 

Sciences(0911-

7024)26 巻 2 号 

P.127 

役割分担：解析と考察 

共同発表者：坪田 恵子, 上野 栄一 

151.看護学生に必要

とされるコミュニケ

ーションスキルと評

価 

共 著 平成 22 年 9

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 17回 P.51 

共同発表者：上野 栄一, 一ノ山 隆司, 

明神 一浩, 舟崎 紀代子 

152.看護師のコミュ

ニケーションスキル

をレベルアップする

ための方略 

共 著 平成 22 年 9

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 17回 P.60 

共同発表者：明神 一浩, 上野 栄一, 

松浦 純平, 一ノ山 隆司 

153.看護職者の自律

性に影響を与える要

因 

共 著 平成 23 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)34

巻 3 号 P.172 

看護職の自律性に対する説明変数の影

響力の大きさを明ら かにする。調 査

対象：調査対象者は F県内の 3つの総

合病院で勤務する 正規採用の看護職者

977 名。結果、自律性の総得点におい

て，チームリーダーの経験，臨床経 験



年数，看護研究発表の経験，役職，教

育委員の経験，臨 地実習指導者の経

験，所属部署，看護の基礎教育機関の

8 つの変数が影響要因となっていた看

護基礎教育が 4年制 大学化へと移行す

る中で，臨床経験年数や所属部署に配

慮 した看護管理，院内研修の必要性が

示唆された。 

役割分担：統計解析 

共同発表者：林 宏美, 上野 栄一 

154.一般外科領域に

おける術後せん妄発

症予測要因の検討 

経験豊富な看護師へ

のインタビューより 

共 著 平成 23 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)34

巻 3 号 P.178 

本研究の目的は一般外科病棟に勤務す

る経験豊富な看護 師が直観的に判断し

ている術後せん妄の発症予測につなが 

る患者の前駆症状を明らかにすること

である。研究参加の同意が得られた看

護師 20 名を対象とした。術後せん妄発

症予測の前駆症状に関する発言内容を

形態素 解析した結果，総単語数

33,593 個より 7,434 個、1,112 種類の 

名詞を抽出。その名詞からせん妄予測

項目に該当する語句 に着目すると，78

の構成要素があり，類似性により分類

し た結果，【表情】，【認識】，【患者の

反応】，【置かれた環境】，【コミュニケ

ーション】，【時間感覚】，【失見当識】，

【行動】，【対象者】，【対象物】，【情

意】，【直観】，【患者特性】，【不 安】，

【睡眠】の 15のカテゴリーが生成され

た。 

共同発表者：松浦 純平, 福田 弘子,  

上野 栄一 

155.高血圧症患者の

日常生活自己管理尺

度の作成 

共 著 平成 23 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)34

巻 3 号 P.203 

本研究では高血圧症患者の日常生活自

己管理 尺度の作成，及び妥当性と信頼

性の検討を目的とした。対象は 4施設

の病院に通院する本態性高血圧症患者

186 名。高血圧症患者が日常生活を送

る上で必要な自己管理項目 （食事・運

動・ストレス管理）について，アンケ

ート調査 を実施した。回収数は 183 名

（回収率 98.4％）であり，有効回答数

は 174 名であった。結果、高血圧症患

者の日常生活自己管理尺度として，食

事・運 動・ストレス管理因子が確認で

き，妥当性及び信頼性のあ る尺度を作

成できた。また，既知グループ技法に

より，自 己管理得点と血圧値との関係

が確認できたことから，高血 圧症患者

が血圧をコントロールするための生活

を送る上 で，本研究で作成された自己

管理尺度の項目を療養行動の 目標とし

て示すことができると考える 

役割分担：解析 

共同発表者：坪田 恵子, 稲垣 美智子, 

上野 栄一 



156.内容分析による

最近の診療報酬の特

徴 

共 著 平成 23 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)34

巻 3 号 P.227 

本研究では，医療政策の中での診療報

酬の内容につい て分析し，その特徴を

明らかにすることを目的とした。平成

21 年 10 月～平成 22 年 9月までの過去

1年間の診療報酬 に関する記事につい

て分析した。結果、診療報酬の記事の

特徴として，薬価，入院医療に関する

も のが，看護関係では指定訪問看護，

看護体制，看護要員等 があげられた。

これらのことからは，病院経営，質の

高い 看護を提供するためにも診療報酬

の情報を精緻に分析しいかに活用する

かが重要な課題と考える 

役割分担：研究総括、テキストマイニ

ング解析 

共同発表者：上野 栄一, 一ノ山 隆司, 

明神 一浩, 松浦 純平, 上平 悦子 

157.緩和ケアにおけ

るスピリチュアルの

概念について 

共 著 平成 23 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)34

巻 3 号 P.232 

スピリチュアルとは何かを明らかにす

ることは，看護ケアの質の 向上につな

がる。本研究ではスピリチュアルとは

何かについて明らかにすることを目的

とした。対象は、全国緩和ケア病院承

認 151 施設に対し，9 施設に対しアン

ケート協力依頼し，スピリチュアルと

は何かについて回答を求め内容分析し

た。結果、抽出されたカテゴリーは

「霊的アプロー チ」にはじまり「死生

観」「自然と他者との関係性」「生きる

意味」「愛と受容」「永遠のいのちへの

希望」と続くスピ リチュアルの重要な

概念であり，今後のケアへの活用が期

待される。 

共同発表者：江口 富子, 上野 栄一 

158.看護師のキャリ

ア発達と組織コミッ

トメントが職務満足

に与える影響の検討 

共 著 平成 23 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)34

巻 3 号 P.241 

本研究では，看護師のキャリア発達と

組織コミットメ ントが，職務満足にど

のように影響しているのか，その関 連

性を明らかにする。調査対象者は，北

陸 3 県にある 500 床以上の病院に勤務

する看護師 1400 人を対象に自記式質問

紙調査を行い、重回帰分析（ステップ

ワイズ法）を用いて， 従属変数は職務

満足尺度合計に対して，22 の独立変数

を用 いて分析をした。結果、看護師の

職務満足に影響を与えるものとして，

情動的コミットメント（愛着形成），キ

ャリア自律性，キャリア関 心性が高か

った。これは看護師の職務満足を形成

する上 で，愛着を持って働ける職場で

あることが，看護師の自律 性を喚起し

ていた。 

担当部分：解析 

共同発表者：明神 一浩, 上野 栄一 



159.新 ICU 病衣の作

成 

共 著 平成 23 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)34

巻 3 号 P.362 

現状の ICU 病衣の特徴を把握するため

に，被服学の文献検索や他施 設の ICU

病衣に関する先行研究の調査，ICU ス

タッフに 聞き取り調査を行い病衣を試

作し、その特徴をみた。 

結果、対して運動性を妨げないよう配

慮した。ワンフロアである ICU におい

ても，他患者や面会者の目を気にする

ことなく動け，プライバシーの保護に

もつながる。意識レベルの低下してい 

る患者の胸元を直す，回復の望めない

患者でもその個人を 尊重し着飾ってあ

げたいと言う家族の意見，これまでの

患 者のライフスタイルやイメージを尊

重したいという気持ちが現れていた。 

共同発表者：富永 弥生, 土開 美和, 

本波 さやか, 重松 理恵, 上野 栄一 

160.看護師の年齢・

経験年数別にみた接

遇・尊重・説明・指

導における看護行為

の評価 

共 著 平成 23 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)34

巻 3 号 P.402 

年齢や経験年数 別による接遇に対する

意識の違いを明らかにすることを目的

とした。対象 A病院の同意を得られた

病棟勤務の看護師 88 名（20 歳代～50

歳代の各年代 22 名）に質問紙調査を行

った。結果次のカテゴリーが抽出でき

た。≪接遇カテゴリー≫ ・経験年数よ

りも年齢別で有意差がみられ，若い世

代では 全体的に評価が低かった。 ≪

尊重カテゴリー≫ ・経験年数 3年未

満，20 歳代での評価が低く，40－50 歳

代 での評価が高かった。 ≪説明・指

導カテゴリー≫ ・40 歳代の評価が高

く，人としての価値観や知識が説明・ 

指導能力を左右していた。 

共同発表者：吉川 侑希, 山田 智樹, 

高澤 みさき, 小長井 麻衣, 高柳 佳

忠, 上野 栄一 

161.生活習慣改善の

内容を調査して 効

果的な保健指導のあ

り方を考える 

共 著 平成 23 年 7

月 

人間ドック、26 巻

2 号 P.396 

 

共同発表者：谷口 素美, 岸 宏栄, 永

田 隆恵, 岡田 亜子, 高吉 治子, 松谷 

優子, 新田 一葉, 上野 栄一 

162.看護師の基本属

性別におけるキャリ

ア発達の特徴 

共 著 平成 23 年 9

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 18回 P.30 

役割分担：研究計画、解析 

共同発表者：明神 一浩, 上野 栄一 

163.看護理論にみる

カウンセリング技法

の特徴 

共 著 平成 23 年 9

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 18回 P.48 

役割分担：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 松浦 純平, 

明神 一浩 



164.看護学生の喫煙

行動および喫煙に対

する態度への影響要

因 

共 著 平成 23 年

10 月 

日本呼吸ケア・リ

ハビリテーション

学会誌(1881-

7319)21 巻 Suppl. 

P.211s 

役割分担：結果と考察 

共同発表者：上原 佳子, 長谷川 智子, 

佐々木 百恵, 吉田 華奈恵, 礪波 利

圭, 淺川 久美子, 田中 美由紀, 上野 

栄一, 石崎 武志 

165.効果的な手術時

手洗い・手袋交換と

SSI の関係 感染率

低下を目指して 

共 著 平成 23 年

10 月 

日本手術看護学会

誌(1880-4780)7 巻

2 号 P.185 

役割分担：統計解析 

共同発表者：杉田 朋美, 石田 喜美子, 

長谷 由紀子, 上野 栄一 

166.看護学生の月経

時のセルフケア測定

尺度の作成 

共 著 平成 23 年

10 月 

北陸公衆衛生学会

誌(0386-3530)38

巻学会特集 P.25 

役割分担：統計解析 

共同発表者：山内 弘子, 上野 栄一, 

高間 静子 

167.コミュニケーシ

ョン技法が看護学生

の感情に与える影響 

共 著 平成 23 年

10 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 31

回 P.196 

カウンセリングの分野では、受容、共

感的理解などとても大切であるといわ

れているが、その評価に関する研究 は

少ない。本研究では、治療的コミュニ

ケーション技法 と非治療的コミュニケ

ーション技法がどのように対象者 に影

響を与えるかについて明らかにするこ

とを目的とした。ヘイズとラーソン及

びアイビーのコミュニケーションに 関

する技法から、治療的技法と非治療的

技法の項目について、治療的技法（沈

黙、受容、献自、開示、一般的、順序

立て等 25項目、非治療的技法（保証、

是認、拒否、否認、同意等 19項目）を

比較した。その結果、平均治 療的技法

2．88±0．28、平均非治療的技法 1．

83±0．32 であり、（P〈0．001）の有

意差を認めた。これらの結果からは、

治療的技法は非治療的技法を用いた場

合よりも、主観的に肯定的評価（快

度）が高いこと が示された。これま

で、共感的理解などのカウンセリン グ

技法は、重要とは言われていたが、ど

のような感情を 相手に与えるかといっ

た研究はほとんどない。本研究は 今後

よりコミュニケーション技法を科学的

に検証する上 での基礎資料になると考

える。 

役割分担：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 松浦 純平, 

上平 悦子 

168.看護師の経験年

数別にみたキャリア

発達と職務満足の関

係 

共 著 平成 23 年

10 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 31

回 P.358 

近年、少子高齢化社会に伴い国民の医

療ニーズが多様化している中で、看護

師は安定した医療サービスの提供が 求

められている。本研究は看護師の経験

年数の違いにより、キャリア発達と職

務満足との関係が、どのように影 響を



しているのか、その傾向を明らかにす

ることである。調査対象者は、北陸 3

県にある 500 床以上の病院に勤 務する

看護師 1400 人を対象に自記式質問紙調

査を行った。、キャリア発達と職務満足

を比較した結果、当初の予測とは違い

「3年未満」群が高いという特異な 値

となった。これはキャリアラダー研修

が、「3 年未満」の看護師に評価された

結果であると推察する。しかし、中堅

看護師の満足度は先行研究と同様に低

い傾向にあり、結婚や出産などのライ

フイベントにより、キャリアの中断が

影響しているものと推察する。 

役割分担：研究計画、統計解析 

共同発表者：明神 一浩, 上野 栄一 

169.経験豊富な看護

師が考える術後せん

妄発症予測要因の検

討 データマイニン

グを用いたインタビ

ューの分析 

共 著 平成 23 年

10 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 31

回 P.393 

本研究は、外科病棟での臨床経験豊富

な看護師が考える術 後せん妄発症予測

の視点となる前駆症状とは何かを数量 

化手法を用いて明らかにすることであ

る。】経験豊富な看護師の術後せん妄発

症予測につな がる前駆症状の観察視点

として 5 点が明らかになった。 1．患

者の眼に代表される表情、2．関わりの

中でのコミュニケーション、3．家族へ

の面会要求等により安静保持が 守れな

い、4．尿意、術後創部痛による不快

感、5．ガーゼ・ルート・ドレーン類が

気になる等の術後処置に伴う影響があ

った。 

役割分担：分析と考察 

共同発表者：松浦 純平, 一ノ山 隆司, 

上野 栄一 

170.臨床看護師が考

える術後せん妄発症

予防に関する看護実

践について KH 

Coder を利用した分

析 

共 著 平成 24 年 3

月 

富山大学看護学会

誌(1882-191X)11

巻 1 号 P.38 

本研究の目的は，外科病棟に勤務する

臨床看護師（以下，看護師）が術後せ

ん妄発症予防のために取 り組んでいる

看護実践は何かを明らかにし，今後の

術後せん妄発症予防に対する示唆を得

ることである．本研究結果から，看護

師は術前の段階より患者家族へ術後の

環境および状況の変化について十分な

説 明を実施し理解を促す様に努めるこ

とで急性混乱を予防する関わりについ

て意識し実践していること， 術後せん

妄発症三要因の一因である誘発因子に

含まれる術後睡眠障害に起因するサー

カディアンリズム の変調からの早期改

善を目指した看護実践に取り組んでい

た．これら看護師の取り組みは，術後

せん妄 発症要因のうち特に誘発因子に

対する関わりを実践しておりエビデン

スに基づいた看護実践であること が示

唆された． 

役割分担：結果と考察 



共同発表者：松浦 純平, 上野 栄一, 

一ノ山 隆司, 京谷 和哉, 上平 悦子, 

梅林 かおり 

171.3e-analyzer シ

ステムを用いた双方

向授業の効果 

共 著 平成 24 年 3

月 

富山大学看護学会

誌(1882-191X)11

巻 1 号 P.39 

近年、教育の現場では、e－1earning

や CAI を用いた授業が増大しつつあ

る。授業や研修会では、 講義は対象者

と教員との相互作用の中で行われる、

また、学生や研修生の学習意欲を知

り、またどのくらい内容を理解したか

を知ることは次の授業の展開を考える

うえで大変重要である。本研究では 

3eAnalyzer を用いてα大学が実施し

た研修会での教育効果を検証すること

を目 1的に研究を行った。】アナライザ

ーを用いた講義では授業の理解度やモ

チベーションが高まっていた。今後

は、対象の設定を変えたり、授業の中

でのアナライザーを使用した検証をさ

らに進めたいと考える。 

役割分担：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 松浦 純平 

172.医療政策の中で

の看護の動向 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 24回 

P.29 

役割分担：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 一ノ山 隆司, 

明神 一浩, 松浦 純平, 上平 悦子, 八

塚 美樹 

173.頭頸部外科領域

における術後せん妄

発症予測要因の検討 

経験豊富な看護師へ

のインタビューより 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 24回 

P.34 

役割分担：考察 

共同発表者：松浦 純平, 上野 栄一, 

一ノ山 隆司, 明神 一浩, 福田 弘子 

174.デイサービスに

おける村田理論によ

る援助的コミュニケ

ーションの有効性 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 24回 

P.43 

役割分担：研究計画、分析 

共同発表者：江口 富子, 上野 栄一 

175.過去 10 年間の

職務満足の研究タイ

トルの分析による研

究動向の検討 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 24回 

P.48 

役割分担：統計改正 

共同発表者：明神 一浩, 前川 哲弥, 

森下 憂一, 松浦 純平, 上平 悦子, 上

野 栄一 



176.看護学生の捉え

るケアリングと絵本

の教材化に関する研

究 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 24回 

P.53 

役割分担：分析 

共同発表者：一ノ山 隆司, 舟崎 起代

子, 村上 満, 川野 雅資, 上野 栄一 

177.わが国における

術後せん妄発症予測

に関する研究の動向 

過去 27 年間の文献

検討より 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 24回 

P.57 

役割分担：分析 

共同発表者：松浦 純平, 上野 栄一, 

一ノ山 隆司, 明神 一浩, 福田 弘子 

178.看護学生の授業

における 3eAnalyzer

による学習効果 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 25回 

P.37 

役割分担：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 松浦 純平, 

上平 悦子 

179.テキストマイニ

ングによる看護管理

の研究の動向 過去

10 年間の文献より 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 25回 

P.47 

役割分担：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 松浦 純平, 

上平 悦子, 安東 則子, 八塚 美樹, 神

保 浩子 

180.看護実践レポー

トからみる看護の容

(かたち) 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 25回 

P.54 

役割分担：解析 

共同発表者：神保 浩子, 上野 栄一, 

八塚 美樹 

181.過去 10 年間の

医療機関における暴

力に関する研究の動

向 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 25回 

P.55 

役割分担：解析と考察 

共同発表者：明神 一浩, 上野 栄一, 

松浦 純平, 上平 悦子 

182.テキストマイニ

ングを用いた術後せ

ん妄に関する研究論

文タイトルの分析 

共 著 平成 24 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 25回 

P.57 

役割分担：分析 

共同発表者：松浦 純平, 梅林 かおり, 

植木 健康, 安東 則子, 八塚 美樹,  

上野 栄一 

183.フットケア外来

における糖尿病指導

効果に関する研究、

GSEQ と間食に焦点を

あてた解析から 

共 著 平成 24 年 3

月 

糖尿病

(0021437X)55 巻 3

号 P.231 

役割分担：統計解析 

共同発表者：大西 みさ, 上野 栄一, 

服部 麗, 蜂谷 真代, 岸 雅也, 小川 

浩平 



184.看護師の組織貢

献意識に影響する要

因の分析 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.111 

看護師の組織貢献意識と基本属性（性

別，年齢，経験年数， 職位，最終学

歴），目標管理に対する受容度，組織コ

ミットメント，職務満足度，自己実

現，達成動機との関連性を 明らかにす

ることを目的とした。対象は北陸ᴰ県の

ᴳ病院に勤務する看護師 550 名に自記式

質問紙法による調査を実施した。結

果、年齢と経 験年数については，長く

なればなるほど所属する組織の目 標に

も関心と理解を示し，仕事に対する自

己評価能力を高 め，責任と自律性を高

めることで組織貢献意識が高まると 考

える。今後は，組織の目標達成と個人

の自己実現欲求を 充足させることを可

能とする目標管理を有効に活用し，個 

人の自己実現と組織の成果（組織への

貢献）がつながるような人材育成が必

要である。 

役割分担：研究計画、統計解析 

共同発表者：吉江 由加里, 上野 栄一 

185.看護師の職場適

応度測定尺度の再検

討 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.111 

本研究では，看護師の職場適応度測定

尺度を作成し，その信頼性・妥当性に

ついて検討した．看護師の職場適応を

測定するための項目原案は，先行文献

と看護師の経験等の概念枠組みに沿っ 

て作成した．対象者は，300 床以上の

総合病院に勤務する看護師 700 名とし

た．因子分析の結果， 「業務自律」，

「上司との関係」，「職場雰囲気」，「環

境受容」の 4因子 20 項目からなる尺

度であった．本尺度は，内容妥当性，

回答分布の偏り，弁別的妥当性，基準

関連妥当性，信頼性が確認で き，高い

信頼性と妥当性のある尺度であること

が確認できた。 

共同発表者：藤本 ひとみ, 高間 静子, 

上野 栄一 

186.看護師の安全行

動尺度の開発 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.113 

看護師一人一人が安全な看護業務を遂

行するため身につけておくべき必要の

ある安全行動を可視化し，臨床で活用 

できる信頼性・妥当性の検証された安

全行動尺度の開発を 本研究の目的とす

る。北陸ᴰ 県の病床数³°°床以上の総

合病院に勤務する看護師 600 名を対象

とした。結果、第 1因子〈科学的根

拠〉，第 2因子〈チームワーク〉，第 3

因子〈報告・連絡・相談〉，第 4因子

〈リスク認知〉，第 5因子〈コミュニケ

ーション〉，第 6因子〈問題の発見〉，

第 7 因子〈確認為〉，第 8因子〈個人衛

生〉と命名された。 

役割分担：統計解析、考察 



共同発表者：共同発表者：永岩 里美, 

上野 栄一 

187.臨床看護師が希

望する術後せん妄ア

セスメントツールに

関する分析 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.127 平成

24 年 10 月 

術後せん妄アセスメントツール（以

下，アセスメントツー ル）に関するニ

ーズについて臨床経験年数別に明らか

にした。対象は全国の国立大学医学部

附属病院を乱数表を用いて無作為抽出

した。協力の承諾が得られた 19 病 院

の外科病棟勤務の看護師 725 人を対象

とした。結果、有効回答数 337 部（有

効回答率 46.5％）、経験年数別のアセ

スメントツールの必要性，使用希望，

所要時間に関する 5群間の多重比較で

は項目数の群間比較において経験年数

20 年以上群が他群の全てと比較して有

意な差が生じていた。 

共同発表者：松浦 純平, 梅林 かおり, 

石澤 美保子, 京谷 和哉, 一ノ山 隆

司, 上野 栄一 

188.テキストマイニ

ングを用いた周手術

期における皮膚トラ

ブルに関する研究の

動向と課題 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.141 

本研究では、国内の周手術期における

皮膚トラブルに関する研究の動向 と課

題を明らかにした。方法：Web 版医学

中央雑誌 Ver.5 を使用した。キーワー

ドは「手術室」，「手術体位」，絞り込み

検索は「看護」，「原著論文」とし、93

編を対象とした。結果、階層的クラス

ター分析結果より「発赤 予防のための

物品の工夫」，「仰臥位時の皮膚調査」，

「褥瘡発生予防」，「術中体位の工夫」，

「術中体位固定についての 効果の検

討」のᴲ個のカテゴリーに分類された。

共起ネッ トワーク分類結果から，術中

の褥瘡発生予防を目的とした 物品の使

用効果に関する研究に取り組んでいた

ことが明らかになった 

担当部分：テキストマイニング解析、

考察 

共同発表者：西山 和成, 松浦 純平,  

上野 栄一 

189.緩和ケア病棟実

習に参加した学生の

学びを明らかにする 

実習後の学びレポー

トの分析から 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.153 

本研究は緩和ケア病棟実習を体 験した

学生の学びレポートから，学生の学び

を明らかにすることを目的とした。研

究対象：2010 年～2011 年に緩和ケア病

棟実習を体験 した 36 名の学生の学び

レポート。結果、名詞レベルでの分析

の結果，学生は緩和ケア病棟を患者と 

家族の生活の場として捉え，看護は，

苦痛と緩和を目的に行われていたと学

んでいた。実習目標に掲げている

Total Pain の理解と家族のおかれてい

る状況を理解したと解釈できた。また



学生は緩和ケアを支えるものとしての

ボランティアの存在について学びを深

めていた。 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：安東 則子, 四十竹 美千

代, 八塚 美樹, 長 光代, 上野 栄一 

190.終末期にある心

不全患者への関わり 

医師と看護師の認識

の相違から 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.165 

本研究では患者の治療に携わる医師，

直接，看護介入を行う 看護師の心不全

患者の終末期に対する認識を明らかに

し今後 の終末期看護における課題を探

索することを目的とする。 研究対象：

A病院循環器内科病棟医師 4 名 看護

師 4 名とした。結果、医師は，【心不全

の終末期における特異性】を認識し

《積 極的な治療》《あきらめない治

療》を行っている。末期的 心不全患者

においても，一時的に状態の改善を認

めるケースもあり，身体的苦痛の軽減

を重視し，治療を中断しない という姿

勢を保持していると考えられる。 看護

師は【人間関係を重視した関わり】を

重要だと考えて おり，死に向かう患者

に対し，《コミュニケーション》を最 

も必要と考え，《精神的支え》になりた

いという気持ちを持ち続けていた。 

担当部分：質的解析 

共同発表者：高田 奈奈, 鎌 沙緒里, 

村井 純子, 上野 栄一 

191.短時間正社員制

度を利用している看

護師を受け入れる側

の意識調査 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.175 

日本看護協会の調査で，看護職の確保

定着対策として「多 様な勤務形態の導

入」が最も有効だという結果が出てい 

る。多様な勤務形態の中には「短時間

正社員制度」があり，A病院では 2010

年 1 月より制度が導入され，2011 年 11

月までに²·人が利用している。そこ

で，制度についての理解・周囲の受け

入れ態勢が整うことで，働き続けられ

る職場づくりに繋がるのではと考え，

制度利用者を受け入れる側の意識調査

を行った。結果、A病院の病棟看 護師

108 人に質問紙によるアンケート調査

を行った。結果、制度に対する意識と

して，結婚歴の有無で有意差を認め た

のは「業務のリスクが大きい」。結婚歴

と，出産経験の 有無の両方で有意差を

認めたのは「制度は周りのスタッフ と

利用する本人にとって仕事の負担が大

きい」「ケアの提供時間」「以前に制度

があったら利用してみたかった」であ

った。また、子供の有無で有意差が出

たのは「制度は周りのスタッフ と利用

する本人にとって仕事の負担が大き

い」「今後この 制度を利用したい」「以



前に制度があったら利用してみたかっ

た」であった。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：島崎 麻由美, 西田 香菜, 

平井 千絵, 山崎 洋子, 田中 順子,  

上野 栄一 

192.話し手としての

看護学生のコミュニ

ケーション技法が聞

き手の自律神経に与

える影響 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.186 

パーソナルに関与する，効果 的な場の

構成があるとされる。本研究では，話

し手として の看護学生のコミュニケー

ション技法が聞き手の自律神経 に与え

る影響についてＺ看護 大学生 12 名を

対象に明らかにした。結果、受容的態

度では，副交感神経系が有意となり，

お互いが緊 張なくコミュニケーション

がとれることが明らかとなった。この

ことにより話し手が受容的態度で相手

に接することによりお互いの信頼関係

が構築されていくことが示唆された 

担当部分：総括 

共同発表者：上野栄一, 瀧川薫, 田中 

智美, 八塚 美樹, 安東 則子, 上平 悦

子, 松浦 純平, 一ノ山 隆司 

193.精神科初回入院

患者の家族支援に関

する動向と課題 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.247 

本研究では，精神科初回入院 となった

家族への支援の重要性から，退院後の

地域生活を 継続するために必要な家族

支援に関しての動向を明らかにし今後

の示唆を得ることを目的とする。 

医学中央雑誌 Web版 Ver.4 を使用

（2000 年～2010 年現在）。得られた 23

件の原著論文を対象とした。結果、【考

察】 発行件数の年度，調査実施者の大

半が臨床看護師であり，今後ますます

臨床の場に還元されるべき分野である

と推察 する。今回対象とした文献で

は，入院患者を対象とした研 究が多

く，地域生活中の研究は取り組まれて

いなかった。このことから，今後，退

院後および地域へ戻ってからの実 証的

な家族支援の研究が行われることが望

まれる。 

担当部分：質的分析 

共同発表者：植木 健康, 松浦 純平, 

上野 栄一, 川野 雅資 

194.認知症患者への

ちんどん音楽の効果 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.316 

本研究ではちんどんによる認知症患者

への効果について明らかにすることを

目的とした。：Ｚ県α特養ホームにて

認知症をもつ患者 14 名に実施した。演

奏曲目は，青島マーチ， 青春のパラダ

イス，あの丘こえて，港町 13番地，あ

こがれ のハワイ航路，お袋さん等をメ

ドレー方式で演奏した。結果、本結果

からは，表情や活動性が高まることが

明らかとなった。これは中根らが音楽

療法は生活 意欲を向上させると報告し



ているように音楽や視覚効果が 影響す

ると考えられる。また回想法と同様に

昔生活していた頃の音楽を聴くことに

より，当時のことを思い出し，大脳血

液流量を増加させ大脳を活性化さえ活

動を活性化したことが推察された。 

担当部分：統計処理 

共同発表者：江口 富子, 上野 栄一, 

安東 則子, 八塚 美樹 

195.経皮内視鏡的胃

瘻造設術(PEG)後に

生じた瘻孔周囲皮膚

炎のケア効果の検証 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.334 

本研究は、経皮内視鏡的胃瘻造設術

（以後 PEG）後，瘻孔周囲皮膚 炎を生

じた症例に対する看護ケアの効果を明

らかにすることを目的とした。対象

は、男性 病名：老人性嚥下性肺炎 

廃用症候群、認知症。今回，高齢期で

誤嚥性肺炎となり，PEG 後に消化液に

より生じた瘻孔周囲皮膚炎への改善に

身体活動性が増加する ケア介入を行っ

た。蠕動運動の低下する要因には加

齢・臥 床があり腹筋の低下という病態

がる。進行の予防には活動性の増加を

図る必要がある。本研究では主治医の

治療と並行し身体活動性が増加するケ

アを取り入れた事で漏れ，瘻孔 周囲皮

膚炎の改善に至る効果が得られたと考

える。 

担当部分：事例解析 

共同発表者：長谷川 美智子, 上野 栄

一 

196.過去 3年間にお

いて世界で報告され

た暴力に関する文献

のタイトルの特徴 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.344 

本研究では過去 3年間に及ぶ暴力に関

する文 献の特徴を明らかにし，今後の

暴力に対する研究への示唆 を得る目的

で研究を行った。グーグルスカラー

（WEB 版）で，過去 3 年間に発表され

た，2009 年～2011 年までの研究タイト

ル 18190 件を分析対象とした。コロケ

ーション解析の結果からもわかるよう

に，ケア においては，日本の暴力に対

する研究と同様に海外でも 

“psychiatric care”，“mental 

health care”などのような，暴力の被

害者に対してのケアが必要である。 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：明神一浩, 上野 栄一 

197.国内の災害看護

に関する研究の動向

と課題 

共 著 平成 24 年

10 月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)35

巻 3 号 P.346 

本研究では国内における災害看護に関

する研究動向と課題を明らかにした。 

対象としたのは，医学中央雑誌 Web 版

Ver5 に収載されている 1983 年～2007

年までの国内で発表された，災 害看護

に関する文献のタイトルであるキーワ

ードは「災害」と「看護」で，絞り込

み条 件としてそれぞれ看護分野，原著

論文に限定し，全年で AND 検索した。

師の継続教育の一環として災害看護研



修が開始されている。本研究結果から

抽出単語では「調査」，「課題」，「検

討」，「訓練」といった語句が上位にあ

げられ，災害に対する看 護研究はまだ

歴史は浅く，これからの調査に基づく

対策が 早急の課題であることが示唆さ

れた。近年の日本国内の災 害から，災

害看護の意識は高まっているが，具体

的な対策 がこれから求められる。 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：梅林 かおり, 松浦 純平, 

石澤 美保子, 東田 佳子, 上野 栄一 

198.話し手の治療的

コミュニケーション

技法と非治療的コミ

ュニケーション技法

が聞き手の感情に与

える影響 POMS を用

いた調査から 

共 著 平成 24 年

10 月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 19回 P.33 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：上野 栄一, 松浦 純平 

199.コミュニケーシ

ョンにおける話し手

と聞き手の発話量の

比較 

共 著 平成 24 年

10 月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 19回 P.51 

担当部分：統計解析 

松浦 純平, 上野 栄一 

200.EBN に基づいた

会話分析とは何か 

共 著 平成 24 年

10 月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 19回 P.52 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 松浦 純平 

201.話し手としての

看護学生のコミュニ

ケーション技法が聞

き手の自律神経系と

感情に与える影響 

共 著 平成 24 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 32

回 P.206 

本研究は、看護系大学の学生を対象

に、話し手としての 看護学生のコミュ

ニケーションの治療的技法を用いた場 

合と非治療的技法を用いた場合の聞き

手への自律神経系及び感情に与える影

響について明らかにすることを目的 と

する。話し手のコミュニケーション技

法は、交換神経系、副交 換神経系に影

響を与えていた。治療的技法を用いた

場合 は、副交感神経系が優位になり、

非治療的技法を用いた 場合は、交換神

経系が優位となった。今後は、本研究

結 果を教育に活かしたい。 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 松浦 純平 

202.造血幹細胞移植

の意思決定支援にお

ける看護援助と影響

要因 

共 著 平成 24 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 32

回 P.238 

造血幹細胞移植（以下、移植）におけ

る治療選択時の意 思決定支援に関する

看護援助の実態と、その影響要因に つ

いて明らかにすることを目的とした意

思決定における看護援助に関する項目

のなかで平均値 の高い項目は、因子 2



に含まれた項目であった。一方、 因子

1や因子 3に含まれる項目の平均値は

低く、このことから移植選択の意思決

定支援では因子 2については高 い実施

状況にあるが、その他の因子について

は十分な実 施状況とは言えないことが

示唆された。移植看護に携わ る看護師

は、移植看護経験年数を積むに従い患

者への責 任が増し、患者や家族に対す

る臨床判断能力が培われ意 思決定支援

の援助行動に反映されている。また、

看護基 礎教育後の意思決定支援に関す

る継続的な教育の必要性 が示され、こ

れらの学習経験が移植を受ける患者の

意思 決定を支援する看護援助につなが

ると考えられた。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：田中 智美, 瀧川 薫,  

上野 栄一, 藤野 みつ子 

203.テキストマイニ

ングによる術後せん

妄アセスメントツー

ルのニーズに関する

自由記述の分析 

共 著 平成 24 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 32

回 P.288 

本研究の目的は、臨床看護師が考える

術後せん妄アセスメントツール（以 

下、アセスメントツール）のニーズに

関する自由記述 内容をテキストマイニ

ングから明らかにする。対象：全国国

立大学医学部附属病院 42病院から無 

作為抽出し、調査協力が得られた 19 病

院の外科病棟に勤務する看護師 725

人。分析結果から術後せん妄の「発症

の早期発見」、「予防」し活用（発見・

対応・判断）できるアセスメントツー 

ルに期待していることが明らかになっ

た。特にコロケーション解析において

は、リスク管理の観点から術後も 含め

て術前から使用可能なアセスメントツ

ールの必要 性が抽出できたと考える。

このことから予防を重視し た視点に基

づくアセスメントツールの開発を希望

していることが示唆され、今後は術前

段階の情報や行動を重視したツールの

開発に取り組む必要性があると推察す

る。 

担当部分：質的分析の考察 

共同発表者：松浦 純平, 一ノ山 隆司, 

上野 栄一 

204.認定看護師によ

る看護学生に対する

がん化学療法看護講

義の感想の分析 

共 著 平成 25 年

1 月 

日本がん看護学会

誌(0914-6423)27

巻 Suppl. P.208 

担当部分：質的解析 

共同発表者：久保 博子, 繁田 里美,  

上野 栄一 



205.スピリチュアル

ケアに関する研究の

動向 

共 著 平成 25 年 1

月 

日本がん看護学会

誌(0914-6423)27

巻 Suppl. P.269 

担当部分：統計解析 

上野 栄一, 長 光代, 松浦 純平 

206.臨床と教育との

協働 

共 著 平成 25 年

3 月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 26回 

P.13-15 

（単独）上野 栄一 

207.看護師の自己実

現に関連する要因の

分析 

共 著 平成 25 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 26回 

P.22 

担当部分：統計解析 

共同発表者：吉江 由加里, 上野 栄一 

208.看護学生の自己

健康管理モニタリン

グ行動における概念

枠組み 

共 著 平成 25 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 26回 

P.23 

担当部分：統計解析 

共同発表者：成瀬 早苗, 上野 栄一 

209.糖尿病患者の段

階的セルフケア能力

評価尺度の開発 

共 著 平成 25 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 26回 

P.25 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一、 大西 みさ 

210.「聞き書き」手

法を用いて聞いた患

者の思いを、テキス

トマイニングから考

える 

共 著 平成 25 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 26回 

P.26 

担当部分：テキストマイニング解析 

安東則子, 八塚美樹, 上野栄一 

211.介護職員の考え

る「看取り」につい

て 自分だったら何

をしてほしいか 

共 著 平成 25 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 26回 

P.29 平成 25 年 3

月 

担当部分：質的解析 

共同発表者：江口 富子, 上野 栄一 

212.看護師が抱く精

神的負担感の状況お

よび感情と対処方法 

共 著 平成 25 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 26回 

P.33 

共同発表者：北野 華奈恵, 長谷川 智

子, 上原 佳子, 佐々木 百恵, 礪波 利

圭, 上野 栄一 



213.重症心身障害児

(者)の評価に関する

文献の検討 

共 著 平成 25 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 26回 

P.43 

担当部分：質的解析 

共同発表者：坂本 幸繁, 上野 栄一 

214.ICU 看護師が捉

える PNS の特徴 

共 著 平成 25 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 26回 

P.51 

担当部分：質的解析 

共同発表者：青池 智小都, 片山 静, 

北川 康代, 高山 裕喜枝, 上野 栄一 

215.看護師のコスト

意識向上を目指した

研修会の効果 

共 著 平成 25 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 26回 

P.52 

担当部分：解析 

共同発表者：舟川 裕香, 重松 理恵,  

上野 栄一 

216.看護管理者昇任

の意思が職務キャリ

アに与える影響 

共 著 平成 25 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)36

巻 3 号 P.129 

本研究の目的は，看護管理者昇任の意

思の有無や，意思の 強さが，職務キャ

リアにどのように影響を及ぼしている

か を明確にすることである。全国から

無作為に抽出し，同意を得た 79 施設の

看 護管理者 972 名を対象とした。結

果、【考察】 看護管理者昇任の意思が

あった管理者は，職務キャリア得 点が

高かった。この結果は，昇任の意思が

あった管理者は， 看護業務の遂行や，

自己研鑽などに対し，自分の看護に自 

信を持っているや，常に向上心をも

ち，学ぶ姿勢があるな ど，自信を持っ

て業務を遂行しているからではないか

と考えられる。また自己決定した行為

には，やりがいと責任が 伴う（手塚

ら，2007）と言われている。意思を強

く持って 昇任した看護管理者は職務キ

ャリアが高く，高い成果に繋 がるので

はないかと推察する。 

担当部分：統計解析、考察 

共同発表者：吹矢 三恵子, 上野 栄一 

217.冷え症の若年成

人女性への日用生活

でできる冷え対策指

導の有用性の検討 

共 著 平成 25 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)36

巻 3 号 P.146 

冷え症の環境的要因には，生活のリズ

ムの乱れや薄着，冷 房，食事の偏り，

睡眠不足，ストレスやうつ等があげら

れ， 日常生活でできる冷え対策とし

て，腹式呼吸，運動，食事， 冷えない

入浴と服装，正しい睡眠，大きな筋肉

を温める， ストレスをためないことの

７項目が提唱されている。今 回，冷え

を自覚している若年成人女性を対象

に，３カ月間 日常生活でできる冷え対

策指導を行った結果を報告する。冷え

症は，非特異的な自覚症状であり，不



定愁訴と捉えられることが多いが，近

年，特に生活習慣の乱れや生活環境 の

変化などにより冷え症の人が増加して

社会問題化し，若 年女性層の冷え症の

存在が注目されている。今回の結果か 

ら，「だるい」「むくみ」「疲れ」とった

冷えによる全身的 な症状の改善を図る

ことができること，日常生活でできる 

冷え対策の実施によって精神的健康度

が改善することがわ かり，日常生活で

できる冷え対策の有用性が示唆され

た。 今後は，季節性を考慮し，介入期

間等を考慮していく必要がある。 

担当部分：解析 

共同発表者：八塚 美樹, 上野 栄一 

218.代替医療の研究

の特徴について テ

キストマイニングに

よる分析から 

共 著 平成 25 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)36

巻 3 号 P.147 

代替医療は，近年急速に脚光をあびて

いる医学分野であり， WHO は世界の健

康管理業務の 65 から 80％を伝統的医

療と分類している。本研究では，代替

医療の研究にどのような 特徴があるか

について明らかにすることを目的とし

た。医学中央雑誌を用いて（2013 年 2

月現在），過去 5年間 1,305 件につい

て分析した。解析ソフトは KHCoder を

用いた。結果、代替医療には多くの研

究がなされていた。医療における代 替

医療では，マッサージ，アロマセラピ

ー，リンパドレナー ジなど多彩な種類

があった。また，効果，有効，取り組

み，事例ななどの単語が上位にあが

り，代替医療においては，ケア効果の

検証がされてきているという特徴があ

った。 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 八塚 美樹, 

須永 恭子 

219.高血圧症患者の

服薬管理行動に影響

する要因 

共 著 平成 25 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)36

巻 3 号 P.164 

高血圧症患者にとって血圧をコントロ

ールするためには日 常生活行動を自己

管理していくことが必要となる。本研

究 は高血圧症患者の日常生活行動の一

部と考えられる服薬行 動の自己管理に

影響する要因を明らかにすることを目

的と した。対象は外来に通院する本態

性高血圧症患者 166名であり， 高血圧

症患者の日常生活行動自己管理尺度の

下位尺度であ る服薬管理尺度（7項

目）を用いた無記名自記式質問紙 調査

を実施した。結果、飲酒習慣のある者

は服薬管理得点が低かったことから，

服 薬は食後であることが多く飲酒後に

はアルコールの影響で 服薬の必要性の

認識が低下し，服薬を忘れることが考

えら れる。また，家庭血圧を測定する

者の方が測定しない者よりも服薬管理



得点が高いことから，自己の血圧値を

モニタリングすることで服薬管理の意

識が高まるのではないかと 考える。高

血圧症患者の服薬管理指導において

は，男性，65歳未満の者，有職者，飲

酒習慣のある者，家庭血圧測定 をして

いない者に特に配慮して生活状況及び

服薬管理状況 を確認することが必要と

考える。 

担当部分：統計解析、考察 

共同発表者：坪田 恵子, 稲垣 美智子, 

上野 栄一 

220.看護学生の自己

健康管理モニタリン

グ測定尺度の開発 

共 著 平成 25 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)36

巻 3 号 P.185 

本研究は、看護学生の自己健康管理モ

ニタリング測定尺度を開発し、その信

頼性・妥当性を検討する。対象・方法

は、看護学生 1,056 名を対象として、

121 項目 5段階のリッカート法質問紙

調査を行った。結果、主因子法プロマ

ックス回転にて因子分析を行った結

果、7因子 30項目の因子解が抽出さ

れ、「就学態度の自律力」、「対人関係の

健全力」、「思考の健全力」、「食生活の

健全力」、「対処行動能力」、「身体変調

の注意力」、「予防行動力」と命名し

た。全体の Cronbach α係数は.914、

各因子は.705～.875 であり、G-P 分

析・I-T 分析、基準関連妥当性も検討

し、信頼性・妥当性は確認できた。結

論として、本尺度は簡便に測定でき、

繰り返し評価することで健康管理の指

標として活用できる。今後は、看護以

外の学生にも使用できる尺度を検討

し、青年期における自己健康管理能力

を向上させる一助としていく必要があ

る。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：成瀬 早苗, 上野 栄一 

221.テキストマイニ

ングによる看護学生

の臨地実習中でのヒ

ヤリハットの分析 

共 著 平成 25 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)36

巻 3 号 P.230 

本研究の目的は、看護学生が，自己健

康管理をモニタリングしているかをみ 

るための自己健康管理モニタリング測

定尺度の開発を目的 とした。対象は、

看護専門学校の看護学生 1 ,056 名に自

記式質問紙調査を実施した。【考察】 

結果より正規性が確認され，基準関連 

妥当性が検証された。また，信頼性係

数、リテストの結果より，信頼性の高

い尺度であることが確認できた。本尺

度は，看護学生が自 己の健康管理をモ

ニタリングしているかを測定する尺度

として簡便に使用でき，これにより自

己健康管理の状況を把握し，自己健康

管理能力向上への一助となる。 

共同発表者：藤本 ひとみ, 高間 静子, 

上野 栄一 



222.A 病院における

看護師のバーンアウ

トの現状 バーンア

ウトしにくい職場環

境を目指して 

共 著 平成 25 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)36

巻 3 号 P.311 

Ａ病院の看護師のバーンアウトの現状

とその要因を調査しバーンアウトしに

くい環境を明らかにすることである。：

Ａ病院各病棟に勤務する 20 ～50 代の

看護師を 177 名と対象とした。結果、

Ａ病院 では脱人格化の得点は低い傾向

にあり，相談や報告ができず，ストレ

スの原因 となっていた。職場内のコミ

ュニケーションを良好にすることがバ

ーンアウトの回避に繋がると考えられ

る。また、向にはな く，全体的に差は

みられなかった。このことより，新人

看 護師へのフォローアップ体制が整っ

ていることが考えられ る。職場環境と

バーンアウトの相関からは，看護師と

医師，看護師同士のコミュニケーショ

ンが良好であれば，バーンアウト得点

が低いという事を示していた。 

担当部分：統計解析、考察 

共同発表者：伊藤 まり子, 池田 満知

子, 山崎 浩子, 高柳 佳忠, 上野 栄一 

223.在宅片麻痺患者

の自律度測定尺度の

開発 

共 著 平成 25 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)36

巻 3 号、 P.328 

本研究は，在宅片麻痺患者の自律度を

測定する尺度を作成 することである。

本研究の意義は，片麻痺患者自身が在

宅 での生活方法を能動的に評価できる

指標とすることである。調査は，福井

県内 33 施設の在宅片麻痺患者 152 名 

に面接法 125 名，郵送法 27 名で実施し

た。結果、第 1因子は「周囲に支えら

れた在宅生活」，第 2因子は「安 全な

日常生活動作の工夫」，第 3 因子は「心

身状態の自己 管理」，第 4 因子は「同

じ片麻痺患者との交流」，第 5 因子 は

「運動能力の把握と対処行動」と命名

した。統計解析の 結果，廃棄すべき項

目はなく，正規分布の範囲内にあると 

判断できた。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：横山 孝枝, 上野 栄一 

224.看護学生の自己

健康管理モニタリン

グにおける精神的要

因の特徴 

共 著 平成 25 年

9 月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 20回 P.47 

担当部分：解析と考察 

共同発表者：成瀬 早苗, 上野 栄一 

225.看護学生のコミ

ュニケーションの特

徴 会話分析の視点

から 

共 著 平成 25 年 9

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 20回 P.48 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 成瀬 早苗 



226.話し手としての

看護学生のコミュニ

ケーション技法が聞

き手の自律神経系に

与える影響 治療的

技法と非治療的技法

を用いた快度と POMS

との関係 

共 著 平成 25 年 9

月 

生理心理学と精神

生理学(0289-

2405)31 巻 2 号 

P.169 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 安倍 博 

227.終末期の患者の

家族に CD音楽が及

ぼした影響 

共 著 平成 25 年

10 月 

平成 17 年日本看護

学会成人看護Ⅱ 

終末期の患者の家族に CD(α波オルゴ

ール)音楽が及ぼした影響を検討するこ

とを目的に,大腸癌の 82歳女性患者の

長女(62 歳.保育士)を対象に,半構成的

面接を実施した.長女は仕事を抱えてい

るため患者に十分に付き添うことがで

きなかったが,患者のそばで流れている

CD 音楽が「自分の代わりをしてくれて

いる」という意識をもっており,CD 音

楽により癒しの効果も得ていた.また,

看取り後の CD音楽は,【故人の回想】

や【共に過ごした時の流れ】を感じる

よすがともなっていることが分かった 

担当部分：質的分析 

共同発表者：長光代、石若弘美、上井

陽子、表寺直美、飯田真由美、 広田

牧子、上野栄一   

228.統合失調症患者

を支える家族の主観

的負担感に関する研

究－自由記載文の分

析から－ 

共 著 平成 25 年

10 月 3 

平成 17 年日本看護

学会精神看護 

担当部分：質的分析、一般化 

共同発表者：一ノ山隆司、廣田朋子 

上野栄一、永山くに子 

229.ハンドマッサー

ジが感情と脳波に与

える影響 

共 著 平成 25 年

12 月 

日本統合医療学会

誌 6巻 3号 P.158 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 室谷 良子 

230.F 病院こころの

医療センター外来に

おける時間外電話相

談の傾向 テキスト

マイニングによる分

析 

共 著 平成 26 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 27回 

P.21 

担当部分：質的分析、考察 

共同発表者：青山 幸子, 上野 栄一, 

林 宏美, 中村 恵子, 大永 幸代, 田中 

薄治 

231.外来ミーティン

グにおけるアルコー

ル依存症患者の発言

内容の分析 

共 著 平成 26 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 27回 

P.22 

担当部分：質的分析 

共同発表者：藤嶋 裕美, 山本 育子, 

山口 達也, 上野 栄一 



232.統合失調症と退

院支援に関する研究

の特徴 

共 著 平成 26 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 27回 

P.23 

担当部分：統計解析 

共同発表者：山本 勝也, 上野 栄一 

233.高血圧症患者の

ストレス管理行動に

関連する要因の分析 

共 著 平成 26 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 27回 

P.30 

担当部分：結果、考察 

共同発表者：坪田 恵子, 稲垣 美智子, 

上野 栄一 

234.精神看護学実習

における新人臨床指

導者の指導の実態に

ついて テキストマ

イニングにおける分

析を通して 

共 著 平成 26 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 27回 

P.39 

担当部分：質的貝瀬 k 

共同発表者：増田 安代, 帰山 雅宏, 

上野 栄一 

235.新聞記事に記載

された看護教育の特

徴 

共 著 平成 26 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 27回 

P.41 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 須永 恭子 

236.継続的質改善を

用いた腹膜透析スタ

ッフ指導能力の向上 

共 著 平成 26 年 5

月 

日本透析医学会雑

誌(1340-3451)47

巻 Suppl.1 P.820 

担当部分：解析と考察 

共同発表者：西村 佑佳, 中川 詞織, 

中田 美智代, 上野 栄一 

237.災害に関する研

究の動向 こころに

焦点をあてて 

共 著 平成 26 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)37

巻 3 号 P.118 平成

26 年.7 月 

担当部分：質的解析 

共同発表者：成瀬 早苗, 上野 栄一 

238.精神看護学にお

ける会話分析の手法 

共 著 平成 26 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)37

巻 3 号 P.167 

本交流集会では，会話場面の分析の一

部を報告し，討議の材料として会話分

析の示唆を得たることを目的とした。

結果、質的分析方法としては，認知行

動療法，ナラティブセラピー，スピリ

チュアリティ，ヒューマニスティック 

ナーシング，など精神看護学の理論や

技法に基づいて分析する方法が可能で

ある。質的に分析する場合には，以下

の 6 点 に注意を払う必要がある。会話

分析研究の限界として，量的研究方法

は，文脈の中での会話の意味を分析す

ることを見落としがちで，質的研究方 

法は，反芻性，一般性に疑問が残る。

この限界を乗り越えるには，量的研究



方法と質的研究方法の両方を行うこと

が有用であることが示唆された。 

共同発表者：川野 雅資, 上野 栄一, 

安藤 満代, 揚野 裕紀子, 曽谷 貴子, 

伊藤 桂子, 片山 典子, 石川 純子, 柳

田 崇姉, 松浦 純平 

239.一般病棟看護師

の退院支援における

認識・行動と役割受

容の関連性 

共 著 平成 26 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)37

巻 3 号 P.191 

一般病棟看護師の個人的背景（年齢・

経験年数・臨床領 域・教育課程・退院

支援研修受講の有無）と退院支援にお 

ける認識・行動と役割受容との関連性

を明らかにすることを目的として、北

陸 3県の施設基準として退院調整加算

を取得している病 院 16 施設に勤務す

る一般病棟看護師 770 人に，個人的背

景，退院支援の認識，退院支援の行

動，看護師としての役割受 容について

無記名の自記式質問紙調査を郵送法に

て実施した。結果、退院支援の認識・

行動と役割受容は年齢，経 験年数の高

い看護師と，退院支援に関する研修を

受講して いる看護師が有意に高かっ

た。今後わが国では高齢化率や 障害を

もつ生活者が増えていくことが推測さ

れており，在 宅や施設へつなぐまでの

関わりとして，一般病棟看護師は 退院

支援の役割を肯定的に受け止め，看護

ケアを提供していくことが重要な課題

である。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：吉田 一代, 上野 栄一 

240.看護師のメンタ

ルヘルス不調による

休職後の復職支援に

関する研究 

共 著 平成 26 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)37

巻 3 号 P.192 

本研究の目的は、病院看護師のメンタ

ルヘルス不調による休職後の復職支援 

に関して，看護管理者はその必要性を

どのように認識して いるのか，組織の

動向に示唆を得ることである。関東圏

内の精神科病 院を除く，総合病院

（200 床以上）からランダムに 350 施

設 を選定し、有効回答は 129 部を分析

とした。結果、復職に伴う支援には，

訓練の導入やプログラムの活用，厚 労

省の手引き用いて努力しているが，明

らかな効果を示していない現状と支援

を受ける側とする側にとって負担が大

きくなることが推察される。また、メ

ンタルヘルスはプライバシーの観点 か

ら慎重に扱うことが求められ，支援体

制にはその理解の 必要性が示唆され

た。 

担当部分： 

共同発表者：大津 聡美, 遠藤 加奈子, 

一ノ山 隆司, 上野 栄一 



241.F 病院こころの

医療センター外来に

おける時間外電話相

談の傾向 テキスト

マイニングによる分

析 

共 著 平成 26 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)37

巻 3 号 P.202 

Ｆ病院こころの医療センター（以下，F

センター）は，精 神科病床 300 と精神

科外来を有し，夜間，休日の電話相談 

を受け入れている。今回，Ｆセンター

外来における電話 相談で，時間外に限

局し，分析し考察した（平成 23 年 4 月

から平成 24 年 3 月までの当外 来時間

外で，看護師が受けた電話相談（患者

が話した総数 4,258 件）。結果、当外来

時間外電話相談では，「薬」は〈副作

用〉〈受診日〉 〈不足〉〈処方希望〉

〈夕食後〉〈朝食後〉と共起性があり， 

副作用による苦痛や飲み間違いなど服

薬行動における悩み が推察された。

「辛い」は〈我慢〉〈人間関係〉〈頓

服〉〈診 察希望〉〈思考伝播〉と共起性

があり，病的体験や付き合いにおける

生き辛さを抱え，医療につながりなが

ら生きて いる相談者の生活が推察され

た。また、相談者の生活上の障害に 焦

点を当て，傾聴することが重要と考え

る。 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：青山 幸子, 上野 栄一, 

林 宏美, 中村 恵子, 大永 幸代, 田中 

薄治 

242.看護職の専門職

間協働における実践

力測定尺度開発の試

み 

共 著 平成 26 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)37

巻 3 号 P.267 

本研究の目的は、看護職の専門職間協

働における実践力測定尺度の開発であ

る。調査対象北陸 3県の看護職 773 名

（保健師 237 名，助産師 226 名，看護

師 310 名）。結果、項目分析で抽出され

た 48項目を，共通性と因子負 荷量を

確認しながら因子分析した結果， 5 因

子 31項目を採用した。第 1因子を「チ

ーム内での役割に進んで取り組 む

力」，第 2因子「専門職との繋がりを太

くする力」第 3 因子「チームメンバー

との良好な関係を築く力」第 4 因 子

「専門職のチーム力を発揮させる力」

第 5因子「チームメンバーの協働を引

き出す力」と命名した。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：白崎 千恵美, 上野 栄一 

243.卒後 3年目の看

護師が受けた承認と

非承認行為による感

情の違いの検討 

共 著 平成 26 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)37

巻 3 号 P.273 

本研究は、卒後 3年目の看護師（以

下，卒 3）が受けた承認と非承認 行為

での感情内容を明らかにし，今後の看

護管理の在り方 に示唆を得ることであ

る。対象はα県内 A総合病院に勤務す

る 卒 3 の看護師 12名を対象にした。

結果、言葉のネットワークの分析から

分かったことは，看護師の 承認行為を

振り返る過程において，新人時代にプ

リセプターとの関係が強く，プリセプ

ターに承認を受けたこと が，3年目ま



で強く意識に焼きついていたことが，

このような結果となったのではないか

と推察する。また，非承認 行為では，

自身→悪口→陰など，陰で悪口を言わ

れた経験 も強く印象づいたのだと考え

る。 

担当部分：質的解析 

共同発表者：古川 智恵, 武井 美佳, 

村上 愛, 大亀 未貴, 川崎 美樹, 本多 

由美子, 明神 一浩, 上野 栄一 

244.A 総合病院にお

ける男性看護師のチ

ームワーク能力に対

する調査研究 

共 著 平成 26 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)37

巻 3 号 P.302 

本研究の目的は、チームワーク能力尺

度を用い，男性看護師が求められる チ

ームワーク能力を解明することで今後

の業務を円滑に行うための示唆を得る

ためである。結果、『リーダーシッ プ

能力尺度』で有意差が出た項目として

は公平対応因子の みであった。特に 2

項目がより低い値を示していた。この 

要因として男性看護師の経験によるも

のが大きいと予測さ れ，性別に関係な

く男性看護師はリーダーシップ能力を

発揮すべきであるという思いがある事

が考えられる。しか し，期待値に届か

なかったと解釈し，男性看護師はリ ー

ダーシップ能力を成長させ，経験を積

んでいく事が必要であると考える。 

担当部分：統計解析 

共同発表者：加納 春洋, 城戸 涼子, 

田中 裕美, 高柳 佳忠, 上野 栄一 

245.テキストマイニ

ングを用いたうつ病

患者へのカウンセリ

ング場面の会話分析 

共 著 平成 26 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)37

巻 3 号 P.311 

本研究の目的は，うつ病患者へのカウ

ンセリング場面の会話分析からうつ病

患者への援助の特徴を明らかにして今

後 のうつ病患者へのカウンセリングに

活用することである。対象者へのカウ

ンセリングの会話内容を録音し 録音内

容から逐語録を作成した。計量テキス

ト分析ソフト KH Coder にて記述統計，

共起関係ネットワーク分類，階 層的ク

ラスター分析を実施した。結果、【考

察】 共起関係ネットワーク分類と階層

的クラスター分析の結 果，「対象者の

嗜好」は，対象者が好きなラーメンの

話題 を自ら積極的に話していた。この

ことは対象者とカウンセ ラー間に堅固

な信頼関係が構築されている証ではな

いかと 推察する。 

担当部分：会話分析 

共同発表者：松浦 純平, 川野 雅資,  

上野 栄一 

246.NANDA-I 看護診

断における「急性混

乱」の変遷およびそ

の特徴について 

共 著 平成 26 年 7

月 

看護診断(1341-307

月 19 巻 2号 

P.112-113 

担当部分：結果の考察 

共同発表者：松浦 純平, 上野 栄一 



247.外来インスリン

導入に段階的なセル

フケア評価(GSEQ)を

用いた有効性の検討 

共 著 平成 26 年 8

月 

日本糖尿病教育・

看護学会誌(1342-

8497)18 巻特別号 

P.142 

担当部分：統計解析 

共同発表者：大西 みさ, 上野 栄一 

248.看護学生が自己

評価の指標を決定す

る因子 統合実習後

のインタビューの検

討 

共 著 平成 26 年 9

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 21回 P.46 

担当部分：解析 

共同発表者：南野 まゆみ, 上野 栄一 

249.CPR(心肺蘇生)

講習会において患

者・家族の意見から

見えてきたこと 過

去 6 年間を振り返っ

て 

共 著 平成 26 年 9

月 

日本呼吸ケア・リ

ハビリテーション

学会誌(1881-

7319)24 巻 Suppl. 

P.139s 

担当部分：データ解析 

共同発表者：草野 玲奈, 山上 美竹, 

舟川 裕香, 重松 理恵, 上野 栄一 

250.慢性呼吸器疾患

看護認定看護師への

期待と役割の明確化 

共 著 平成 26 年 9

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 21回 P.46 

担当部分：データ解析 

共同発表者：東 絵理, 高畑 奈津江, 

関口 浩至, 上野 栄一, 長谷川 智子, 

石崎 武志 

251.小児造血細胞移

植看護に関わる看護

師の気持ち 

共 著 平成 26 年

10 月 

日本小児血液・が

ん学会雑誌(2187-

011X)51 巻 4 号 

P.409 

担当部分：質的解析 

共同発表者：広瀬 知美, 黒川 歩美, 

尾崎 美津子, 岩本 和栄, 上野 栄一 

252.外来化学療法に

関する研究の動向 

患者と家族に焦点を

あてて 

共 著 平成 27 年 1

月 

日本がん看護学会

誌(0914-6423)29

巻 Suppl. P.143 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 長 光代 

253.外来化学療法を

受ける患者の栄養評

価 

共 著 平成 27 年 1

月 

日本がん看護学会

誌(0914-6423)29

巻 Suppl. P.156 平

成 27 年.01) 

担当部分：解析 

共同発表者：久保 博子, 上野 栄一 

254.外来化学療法を

受けている高齢者が

ん患者の家族の思い 

共 著 平成 27 年 1

月 

日本がん看護学会

誌(0914-6423)29

巻 Suppl. P.203 平

成 27 年.01) 

共同発表者：長 光代, 藤森 敦子,  

上野 栄一 

255.外来がん化学療

法を受ける乳がん患

者のセクシュアリテ

ィへの影響(第 1報) 

テキストマイニング

による会話の分析 

共 著 平成 27 年 1

月 

日本がん看護学会

誌(0914-6423)29

巻 Suppl. P.241 

担当部分：質的解析 

共同担当部分：：木谷 智江, 中野 妃

佐恵, 上野 栄一 



256.看護政策に関わ

る研究の動向につい

て 

共 著 平成 27 年 2

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 28回 

P.21 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一, 成瀬 早苗, 

増田 安代, 松浦 純平, 内田 真紀, 山

本 勝也 

257.一人暮らし高齢

者に関する研究の特

徴 テキストマイニ

ングによる分析 

共 著 平成 27 年 2

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 28回 

P.24 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：成瀬 早苗, 上野 栄一, 

加藤 真由美 

258.テキストマイニ

ングによる「先制医

療」の視点からみた

せん妄発症予防の実

際 

共 著 平成 27 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)38

巻 3 号 P.160 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：松浦 純平, 足日 和美, 

中上 昌代, 上野 栄一 

259.統合失調症を有

する人の地域生活に

おけるセルフマネジ

メント能力測定尺度

の開発 

共 著 平成 27 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌、38巻 3号 

P.162 平成 27 年.7

月 

担当部分：統計解析、考察 

共同発表者：山本 勝也, 上野 栄一 

260.高齢者の捉える

在宅生活の「楽し

み」と「はりあい」 

テキストマイニング

の解析から 

共 著 平成 27 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)38

巻 3 号 P.271 

担当部分： 

共同発表者：成瀬 早苗, 上野 栄一, 

加藤 真由美, 出村 佳子 

261.各都道府県看護

協会の取り組みを協

会広報誌巻頭言の特

徴から考察する 

共 著 平成 27 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)38

巻 3 号 P.299 

担当部分： 

共同発表者：濱野 陽子, 上野 栄一 

262.テキストマイニ

ングを用いた看護診

断に関する研究の分

析 

共 著 平成 27 年 7

月 

看護診断(1341-307

月 20 巻 2号 

P.118-119 

担当部分： 

共同発表者：松浦 純平, 上野 栄一 

263.高齢者の生きが

いに関する研究の特

徴 テキストマイニ

ングの解析から 

共 著 平成 27 年 9

月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 22回 P.57 

担当部分： 

共同発表者：成瀬 早苗, 上野 栄一 

264.軽度高血糖者へ

の生活実態調査と糖

尿病予防の取組み 

共 著 平成 27 年

12 月 

北陸公衆衛生学会

誌(0386-3530)42

巻学会特集 P.40 

担当部分： 

共同発表者：間所 奈美恵, 越後 美香, 

野村 未来, 上野 栄一, 出口 洋二, 繁

担当部分： 

田 里美 



265.外来がん化学療

法を受ける乳がん患

者のセクシュアリテ

ィへの影響(第 2報) 

テキストマイニング

による会話の分析 

共 著 平成 28 年 1

月 

日本がん看護学会

誌(0914-6423)30

巻 Suppl. P.233 

担当部分： 

共同発表者：木谷 智江, 中野 妃佐恵, 

上野 栄一 

266.高齢がん患者が

通院治療を継続する

にあたっての負担・

不安と工夫 

共 著 平成 28 年 1

月 

日本がん看護学会

誌(0914-6423)30

巻 Suppl. P.274 

担当部分：質的解析 

共同発表者：磯見 智恵, 繁田 里美, 

上野 栄一, 笹川 良明, 酒井 明子 

267.世界における

EBM に基づいたせん

妄研究の現状と課題 

共 著 平成 28 年 2

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 29回 

P.27 

担当部分：結果と考察 

共同発表者：松浦 純平, 上野 栄一 

268.精神看護学にお

ける記録内観導入へ

の検討 テキストマ

イニングにおける分

析を通して 

共 著 平成 28 年 2

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 29回 

P.29 

担当部分：質的解析 

共同発表者：増田 安代, 上野 栄一, 

明神 一浩 

269.結核・抗酸菌感

染症感染教育はいか

にすべきか、いかに

あるべきか 看護師

教育 

共 著 平成 28 年 3

月 

結核(0022-9776)91

巻 3 号 P.250 

担当部分：研究総括 

 

共同発表者：上野 栄一、石崎武志 

270.精神科病棟看護

師の精神障害者へ向

けた口腔ケア行動意

図尺度の開発 

共 著 平成 28 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)39

巻 3 号 P.134 

担当部分：統計解析 

共同発表者：西田 実紗子, 上野 栄一 

271.パートナーシッ

プがケーススタディ

指導にもたらす効果

と課題 

共 著 平成 28 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)39

巻 3 号 P.151 

担当部分：事例解析 

共同発表者：坂中 善恵, 小山 直美,  

上野 栄一 

272.A 病院におけ

る、新生児看護を行

なう看護師の職務満

足度とストレス要因 

共 著 平成 28 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)39

巻 3 号 P.170 

担当部分：事例解析 

共同発表者：米谷 久恵, 村上 愛, 千

葉 明日香, 上野 栄一, 明神 一浩 

273.テキストマイニ

ングを用いた救急隊

からのファーストコ

ールの診断別キーワ

ード分析 

共 著 平成 28 年 9

月 

日本救急医学会雑

誌(0915-924X)27

巻 9 号 P.465 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：関口 浩至, 近藤 豊,  

上野 栄一, 久木田 一朗 



274.要支援高齢者の

暮らしに関する研究

の特徴 テキストマ

イニングの解析から 

共 著 平成 28 年

10 月 

ヘルスカウンセリ

ング学会学術大

会・総会プログラ

ムおよび講演抄録

集 23回 P.39 

担当部分：統計解析 

共同発表者：成瀬 早苗, 上野 栄一 

275.リハビリテーシ

ョン看護に役立つ手

術室看護の要素 

共 著 平成 28 年

11 月 

日本リハビリテー

ション看護学会学

術大会集録 28回 

P.83 

担当部分：解析 

共同発表者：南 まゆみ, 小沼 ますみ, 

酒田 外希子, 上野 栄一 

276.世界における嗅

覚障害看護の現状と

展望 テキストマイ

ニングによる定量的

分析 

共 著 平成 28 年

11 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 36

回 P.480 

担当部分：結果と考察 

共同発表者：松浦 純平, 上野 栄一 

277.精神看護学実習

における実習指導者

の看護学生への指導

活動において自己効

力感を高める要因 

共 著 平成 29 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 30回 

P.28 

担当部分：解析 

共同発表者：藤木 栄司, 上野 栄一 

278.高齢慢性心不全

患者の在宅療養にお

ける自己管理上の特

徴 テキストマイニ

ング手法により男女

の言語分析を比較し

て 

共 著 平成 29 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 30回 

P.32 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：藤田 三恵, 浅見 美千江, 

原 元子, 武田 陽子, 上野 栄一 

279.NICU 看護師のコ

ンピテンシー尺度の

開発 

共 著 平成 29 年 8

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)40

巻 3 号 P.367 

担当部分：統計解析 

共同発表者：出口 文代, 上野 栄一, 

上澤 悦子 

280.『日本看護研究

学会雑誌』に論文を

掲載しよう! 

共 著 平成 29 年 9

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)40

巻 3 号 P.299 

担当部分：尺度開発の方法 

共同発表者：法橋 尚宏, 竹田 恵子,  

上野 栄一 

281.A 病院における

新人看護師のリアリ

ティ・ショックの構

成因子 

共 著 平成 29 年

10 月 

日本リハビリテー

ション看護学会学

術大会集録 29回 

P.94 

担当部分：解析 

共同発表者：前田 恵利, 多喜 宏平, 

堀田 薫, 岩井 美知代, 藤川 揚子,  

上野 栄一 

282.省察の概念分析 

分析の目的と用法 

共 著 平成 29 年

12 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 37

回 P. [PA-40-6] 

担当部分：解析と考察 

共同発表者：加藤 真由美, 泉 キヨ子, 

上野 栄一, 鈴木 みずえ, 正源寺 美穂 



283.看護系大学生の

初年次教育における

アクティブラーニン

グの認識 

共 著 平成 30 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)41

巻 3 号 P.540 

担当部分：解析 

共同発表者：境 美砂子, 一ノ山 隆司, 

岩城 敏之, 上野 栄一 

284.テキストマイニ

ングによる看護系大

学の初年次教育の傾

向分析 

共 著 平成 30 年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)41

巻 3 号 P.540 

担当部分：結果と考察 

共同発表者：一ノ山 隆司, 上野 栄一, 

境 美砂子 

285.看護系大学生の

初年次教育における

アクティブラーニン

グの認識 

共 著 平成 30 年 8

月 

日本看護研究学会 

第 44 回学術集会  

日本看護研究学会 

担当部分：結果と考察 

共同発表者：境 美砂子，一ノ山 隆

司， 岩城  敏之， 上野 栄一 

286.テキストマイニ

ングによる看護系大

学の初年次教育の傾

向分析 

共 著 平成 30 年 8

月 

日本看護研究学会 

第 44 回学術集会 

担当部分：結果と考察 

共同発表者：一ノ山  隆司，  

上野 栄一， 境 美砂子 

287.臓器提供施設 A

病院における人生の

最終段階に係る看護

師としての意識調査 

共 著 平成 30 年

10 月 

第 54 回 日本移植

学会総会 

担当部分：解析 

共同発表者：中田 美智代, 一ノ山 拓

也, 八牧 佑美, 上野 栄一 

288.臓器提供施設 A

病院における人生の

最終段階に係る看護

師としての意識調査 

共 著 平成 30 年

10 月 

第 54 回 日本移植

学会総会 

担当部分：解析と考察 

共同発表者：中田 美智代, 一ノ山 拓

也, 八牧 佑美, 上野 栄一 

289.看護師の臨床判

断における転倒につ

ながる「ふらつき」

の言語化 

共 著 平成 30 年

12 月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 38

回 P. [P2-8-45] 

担当部分：解析と考察 

共同発表者：加藤 真由美, 泉 キヨ子, 

鈴木 みずえ, 上野 栄一, 正源寺 美穂 

290.看護師の臨床判

断における転倒につ

ながる「ふらつき」

の言語化 

共 著 平成 30 年

12 月 

第 38 回日本看護科

学学会学術集会  

日本看護科学学会 

担当部分：結果と考察 

共同発表者：加藤 真由美， 泉 キヨ

子， 鈴木 みずえ， 上野 栄一， 正

源寺 美穂 

291.臓器提供施設 A

病院における人生の

最終段階に係る看護

師としての意識調査 

共 著 平成 31 年 3

月 

移植(0578-7947)53

巻総会臨時 P.469 

担当部分：分析と考察 

共同発表者：中田 美智代, 一ノ山 拓

也, 八牧 佑美, 上野 栄一 



292.看護研究をイノ

ベーションするテキ

ストマイニング 

単 著 平成 31 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 32回 

P.25 平成 31 年.3

月 

（単独）上野 栄一 

293.テキストマイニ

ングによる一次救命

処置に関する看護の

研究に関する動向と

課題 

共 著 平成 31 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 32回 

P.40 

担当部分：結果と考察 

共同発表者：松浦 純平, 守本 とも子, 

上野 栄一 

294.新人教育プログ

ラムにおける研究の

特徴について 

共 著 平成 31 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 32回 

P.42 

担当部分：解析 

共同発表者：藤本 ひとみ, 上野 栄一, 

清水 由加里 

295.トラウマに関す

る研究の特徴 テキ

ストマイニングの分

析から 

共 著 平成 31 年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 32回 

P.44 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：上野 栄一, 藤本 ひとみ, 

松浦 純平 

296.看護研究をイノ

ベーションするテキ

ストマイニング 

単 著 平成 31 年 3

月 

日本看護研究学会 

第 32 回近畿・北陸

地方会学術集会 

（単独）上野 栄一 

297.トラウマに関す

る研究の特徴 テキ

ストマイニングの分

析から 

共 著 平成 31 年 3

月 

日本看護研究学会 

第 32 回近畿・北陸

地方会学術集会 

担当部分：研究総括 

共同発表者：上野 栄一， 藤本 ひと

み， 松浦 純平 

298.新人教育プログ

ラムにおける研究の

特徴について 

共 著 平成 31 年 3

月 

日本看護研究学会 

第 32 回近畿・北陸

地方会学術集会 

担当部分：解析 

共同発表者：藤本 ひとみ, 上野 栄一, 

清水 由加里 

299.テキストマイニ

ングによる一次救命

処置に関する看護の

研究に関する動向と

課題 

共 著 平成 31 年 3

月 

日本看護研究学会 

第 32 回近畿・北陸

地方会学術集会 

共同発表者：松浦 純平， 守本 とも

子， 上野 栄一 

300.精神看護学実習

における TIC を意識

したかかわりへの学

びの過程の解明 

共 著 令和 1年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)42

巻 3 号 P.569 

学生たちの精神疾患対象者への TIC を

意識し たかかわりの学びの過程を解明

する。2018 年 10 月～2019 年 1月に実

施，て質 的統合法を用い、対象者を A 

大 学看護学生 3年生 91名とした。 



結果、学生たちは，対象者との自然な

関係構築，対象 者が安心できる環境形

成，対象者を守る情報共有が， TIC を

意識したかかわりの基盤となり，それ

に立脚し て要素④と要素⑤による専門

的な介入が進むことに考 えが及んでい

た。更に，要素⑥では，退院後の社会

で 受ける偏見による生きづらさについ

ても言及している。 これらは，91名

の学生が，実習中に TIC を意識したこ 

とと，4か月に及ぶ実習期間中に発表

したグループの総 合的な観点からの集

約なので，より深い学びの過程と なっ

ていることが考えられる。 

担当部分：テキストマイング解析 

共同発表者：山元 恵子, 川野 雅資,  

上野 栄一 

301.テキストマイニ

ングによる看護系大

学の初年次教育の傾

向分析 

共 著 令和 1年 7

月 

日本看護研究学会

雑誌(0285-9262)42

巻 3 号 P.542 

本研究目的は、看護系大学のホームペ

ージに公開しているシラバス内容か ら

初年次教育に該当する授業概要につい

てテキストマイニ ング手法を用いて初

年次教育の傾向を明らかにすることで

ある。データ分析は，102 校，128 科目

における授業概要に記載さ れた内容を

質的データ化し，KH Coder Ver.2.00.f

を用いて， テキストマイニング（形態

素解析，単語頻度分析，共起 ネットワ

ーク分析（ことばネットワーク）を実

施した。単語頻度及び共起ネットワー

ク分析の結果を基に初年次教 育の傾向

を勘案すると，学習の基本スタイルと

学習のス キームの醸成であると考えら

れる。それは，名詞の「身」 からは能

動的に学修に取り組むことを念頭に置

いた授業に よって学習の基本スタイル

を確立する意図があり，名詞の 「力」

からは情報収集を行い根拠のある内容

を調べる力， 論理的にまとめたレポー

トを作成する力，プレゼンテー ション

能力を養い自己表現や情報を的確に伝

える力の３つ を培う学習のスキームで

構成している。このことは初年次 教育

においては，専門的な能力を構築する

ために不可欠な 能力を示唆するもので

ある。 

本人担当部分：テキストマイニング解

析 

共同発表者：一ノ山 隆司, 境 美砂子, 

上野 栄一 



302.精神看護学実習

における TIC を意識

したかかわりへの学

びの過程の解明 

共 著 令和 1年 8

月 

日本看護研究学会 

第 45 回学術集会  

日本看護研究学会 

担当部分：質的解析 

共同発表者：山元 恵子, 川野 雅資,  

上野 栄一 

303.過去・現在から

未来へつなげる看護

技術 可視化のイノ

ベーション 

単 著 令和 1年 8

月 

日本看護技術学会

学術集会講演抄録

集 18回 P.38 

（単独）上野 栄一 

304.ハンドマッサー

ジ施行中の脳波と感

情の特徴について 

共 著 令和 1年 8

月 

日本看護技術学会

学術集会講演抄録

集 18回 P.58 

本人担当部分：研究計画と統計解析 

共同研究者：上野 栄一, 四谷 淳子, 

出口 洋二, 室谷 良子 

305.1 時間年休を獲

得する取り組みを実

施して 

共 著 令和 1年 8

月 

日本看護技術学会

学術集会講演抄録

集 18回 P.118 

本人担当部分：統計解析 

共同発表者：井上 美穂, 砂原 奈緒, 

鶴谷 彩佳, 上野 栄一 

306.病棟ローテーシ

ョンを導入した後の

新人看護師の看護技

術の習得状況の変化 

共 著 令和 1年 8

月 

日本看護技術学会

学術集会講演抄録

集 18回 P.120 

担当部分：解析、結果記載 

共同発表者：浜野 陽子, 上野 栄一 

307.テキストマイニ

ングによる看護系大

学の初年次教育の傾

向分析 

共 著 令和 1年 8

月 

第 45 回日本看護研

究学会学術集会  

日本看護研究学会 

本研究の目的は看護系大学のホームペ

ージに公開しているシラバス内容か ら

初年次教育に該当する授業概要につい

てテキストマイニ ング手法を用いて初

年次教育の傾向を明らかにする。単語

頻度及び共起ネットワーク分析の結果

を基に初年次教 育の傾向を勘案する

と，学習の基本スタイルと学習のス キ

ームの醸成であると考えられる。それ

は，名詞の「身」 からは能動的に学修

に取り組むことを念頭に置いた授業に 

よって学習の基本スタイルを確立する

意図があり，名詞の 「力」からは情報

収集を行い根拠のある内容を調べる

力， 論理的にまとめたレポートを作成

する力，プレゼンテーション能力を養

い自己表現や情報を的確に伝える力の

３つ を培う学習のスキームで構成して

いる。このことは初年次 教育において

は，専門的な能力を構築するために不

可欠な 能力を示唆するものである 

担当部分：考察 

共同発表者：一ノ山 隆司, 境 美砂

子, 上野 栄一 



308.推奨プロトコー

ルを用いた定期的な

評価と口腔ケアの効

果 

共 著 令和 1年 10

月 

日本リハビリテー

ション看護学会学

術大会集録 31回 

P.106 

本人担当部分：解析と考察 

共同発表者：森 聖太郎, 水上 灯, 森

江 楓, 滝下 杏奈, 濱屋 宏衣, 水野 

里紗, 河浦 恭子, 上野 栄一 

309.重症心身障がい

児の統一した食事介

助方法に向けた取り

組み A 病院こども

棟における摂食情報

調査票作成 

共 著 令和 1年 11

月 

日本リハビリテー

ション看護学会学

術大会集録 31回 

P.108 

本人担当部分：統計解析 

共同発表者：多喜 宏平, 河邊 麻衣子, 

田村 可南子, 河原 孝子, 上野 栄一 

310.滅菌材料部にお

ける品質管理と滅菌

バリデーションの現

状 

共 著 令和 1年 11

月 

医療の質・安全学

会誌(1881-3658)14

巻 Suppl. P.397 

担当部分：解析と考察 

共同研究者：石本 洋子, 上野 栄一 

311.経験の浅い看護

師を対象にした転倒

予防のための臨床判

断力育成に係る省察

の仮説モデル 

共 著 令和 1年 11

月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 39

回 P. [PA-4-20] 

担当部分：質的解析と考察 

共同発表者：加藤 真由美, 泉 キヨ子, 

鈴木 みずえ, 上野 栄一, 正源寺 美穂 

312．看護師の看護

管理のコンピテンシ

ーに関する研究の特

徴 テキストマイニ

ングによる分析から 

共 著 令和 2年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 33

回.P.46 

担当部分：自然言語処理 

共同発表者：上野 栄一, 松浦 純平, 

溝口 みちる, 田場 真理, 杉島 優子 

313．テキストマイ

ニングを用いたせん

妄と PICS に関する

研究動向の分析 

共 著 令和 2年 9

月 

 日本看護研究学会

雑誌 43 巻 3

号,P.468 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同発表者：松浦 純平, 溝口 みちる, 

植木 奈美枝, 守本 とも子, 上野 栄一 

314.看護における

AI(人工知能)に関す

る研究の現状と展望 

テキストマイニング

を用いた分析 

 

共著 令和 2年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 33 回 

Page47 

担当部分：考察 

共同研究者：松浦 純平, 溝口 みちる, 

田場 真理, 上野 栄一 

 

315.新人看護師への

転倒予防のための臨

床判断と省察の支援

に関する指導者の状

況 

共 著 令和 2年 9

月 

日本転倒予防学会

誌 7巻 2号，P．

0050 

担当部分：質的解析と考察 

共同発表者：加藤 真由美, 泉 キヨ子, 

鈴木 みずえ, 上野 栄一, 正源寺 美

穂, 飯田 倫佳 



316)テキストマイニ

ングによる看護系大

学生が考える CPR 実

施を阻害する理由

(第 2報) 要因の具

体的内容(会議録) 

共著 令和 2年 12

月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 40

回 Page P12-0•  

田場 真理, 松浦 純平, 溝口 みちる, 

守本 とも子, 上野 栄一 

 

317)看護学生のコミ

ュニケーション能力

と共感性との関係

(会議録) 

 

共著 令和 3年 9

月 

日本看護技術学会

学術集会講演抄録

集 19回 Page63 

上野 栄一, 西村 高宏, 北出 順子, 藤

本 ひとみ 

•  

318)高次脳機能障害

のある患者への対応

困難場面における看

護師の思い(会議録) 

共著 令和 3年 9

月 

日本脳神経看護研

究学会会誌(1348-

3072)44 巻 1 号 

Page20 

横山 楓樹, 花岡 璃子, 渡邉 絵理子, 

河浦 恭子, 上野 栄一 

•  

 

319)回復期リハビリ

テーション病棟にお

ける看護師の多職種

連携を強化する要因

と今後の課題(会議

録) 

 

共著 令和 3年 11

月 

日本リハビリテー

ション看護学会学

術大会集録 33回 

Page58 

川村 麻友, 田近 夏姫, 中田 詠子, 河

浦 恭子, 上野 栄一 

•  

320.テキストマイニ

ングを用いた看護系

大学生が考える CPR

実施上の困難感(第

一報)(会議録) 

 

共著 令和 2年 12

月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 40

回 Page P2-

012(2020.12) 

担当部分：解析と考察 

共同研究者：松浦 純平, 田場 真理, 

溝口 みちる, 守本 とも子, 上野 栄一 

  

321.転倒予防に係る

省察、臨床判断力、

身体拘束についての

意識(会議録) 

 

共著 令和 2年 12

月 

日本看護科学学会

学術集会講演集 40

回 Page P2-077 

担当部分：質的解析と考察 

共同研究者：加藤 真由美, 上野 栄一, 

鈴木みずえ, 泉キヨ子, 正源寺 美穂, 

飯田倫佳 

328.自己導尿に関す

る YouTube 動画の検

討 患者作成動画と

企業作成動画のテキ

ストマイニング分析

による比較(会議録) 

 

共著 令和 3年 9

月 

日本排尿機能学会

誌 (1347-

6513)32、巻 1号 

Page239 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同研究者：佐藤 理乃, 西井 久枝, 

若松 ひろ子, 上野 栄一, 中村 みど

り, 青木 芳隆, 鈴木 基文 

323.乳がん術後創部

管理の患者指導の統

一に向けたパンフレ

ットの導入 

 

共著 令和 3年 8

月 

 

日本看護学会論文

集: 急性期看護・

慢性期看護 51 回 

Page52-55 

 

担当部分：解析と考察 

矢木 沙織, 茶谷香織, 竹森まなみ, 上

野 栄一 

乳癌術後患者の創部管理の退院指導

に、新たに作成したパンフレットを導



入し、その効果を、当該患者 17 名へパ

ンフレットを用いて指導を行った看護

師 13名へのアンケート調査から検討し

た。その結果、パンフレットの導入に

より、看護師は経験年数などに関係な

く、創部の管理について統一した指導

ができ、患者も退院後の創部の管理に

ついて理解できていた。一方、指導を

受けた患者より、パンフレットに記載

された以外の創部の異変や処置、ケア

方法、バストバンドについて複数の質

問があり、在宅でも安心して創部の管

理を行えるよう、患者の年齢なども考

慮した個別性のある指導が必要と考え

られた。 

324.定時制看護専門

学校教員の組織コミ

ットメントとその関

連要因(原著論文) 

 

共著 令和 3年 8

月 

 

日本看護学会論文

集: 看護管理・看

護教育 51 回 

Page88-91 

厚生労働省は『今後の看護教員のあり

方に関する検討会報告書概要』で、看

護教員の資質の維持・向上に向けて

「看護教員の継続教育」を掲げてい

る。看護教員の継続教育を実現するた

めには、看護教員が就業を継続できる

ことが必要であり、看護教員の就業継

続意向を高めることが必要である。今

回、組織コミットメントを就業継続意

向の重要な関連要因と捉え、全国の定

時制看護師専門学校に所属する看護教

員を対象に、組織コミットメントとそ

の関連要因について検討した。結果、

組織コミットメントに関連する因子と

して「上司の支え」「成長の実感」

「業務の負担」「情緒的消耗感」など

が抽出された。 

担当部分：解析と考察 

共同研究者：矢木 沙織, 茶谷香織, 竹

森まなみ, 上野 栄一 

325.自己導尿に関す

る YouTube 動画の検

討 患者作成動画コ

メント欄のテキスト

マイニング分析(会

議録) 

 

共著 令和 3年 9

月 

 

日本排尿機能学会

誌 1号 Page239 

 

担当部分：テキストマイニング解析 

共同研究者：若松 ひろ子, 西井 久枝, 

佐藤 理乃, 上野 栄一, 中村 みどり, 

青木 芳隆, 鈴木 基文 

326.保健医療福祉研

究におけるテキスト

マイニングの活用 

保健医療福祉研究に

おけるテキストマイ

ニングの活用 

 

共著 令和 3年 

 

日本在宅ケア学会

誌 24巻 2号 

Page22-30 

（単独）上野栄一 

 



327.看護過程におけ

るアセスメントに関

する研究(会議録) 

 

共著 令和 3年 3

月 

 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 34 回 

Page24 

役割分担：研究総括 

共同研究者：上野 栄一, 松浦 純平, 

田場真理, 溝口みちる, 守本 とも子 

 

328.A 看護系大学生

の CPR(心肺蘇生法)

教育に関する意識調

査 

 

共著 令和 3年 3

月 

日本看護研究学会

近畿・北陸地方会

学術集会プログラ

ム・抄録集 34 回 

Page22 

担当部分：結果考察 

共同研究者：松浦 純平, 田場 真理, 

溝口 みちる, 守本 とも子, 上野 栄一 

 

329)B 病棟の退院遅

延の要因分析 

「看護師の退院調整

に関する意識付けと

円滑な退院調整に向

けて－ 

 

共著 令和 4年 

12 月 3 日 

第 32 回富山県看護

研究学会 

第 4 群－5 

 

本研究では、B病棟の退院遅延の要因

について明らかにし、今後の課題を明

確にする。看護師の退院調整に対する

意識や知識の向上、円滑な退院調整の

実施を目指す。結果、退院調整につい

ての意識改革、院内研修などを利用し

看護師のさらなる知識の向上に努める

ことが必要である。他職種との連携は

不可欠で、患者・家族が望む生活のた

めにどのような支援が必要か話し合い

イメージを共有しながら退院後の療養

先について具体的に意思決定を支援す

ることが重要であることが明らかとな

った。 

共同研究者：町野麻美 水上明子 朝

岡悠、上野栄一 

 

330)深夜入り看護師

が年休 1 時間取得す

るための病棟スタッ

フの意識と工夫 

 

共著 令和 4年 

12 月 3 日 

第 32 回富山県看護

研究学会 

 

病棟の主任以上の看護師がかえるプロ

ジェクト取得のために行っている工夫

や意識を明らかにすることである。 

結果、リーダー業務を行う主任以上の看

護師は、「かえるプロジェクトの必要性」

と「心身の負担の軽減」を重視し、「リ

ーダー業務における配慮」や「帰りやす 

い環境づくり」を主体的に行い、かえ

るプロジェクトに取り組んでいた。 

共同研究者：志鷹彩華、竹谷真夕、平木

美穂 藤田帆南、谷井遥希、増村沙和 

吉川佑希、上野栄一 

 

331)A 病院看護師の

コロナ禍における手

荒れの現状とハンド

ケアの実態調査 

 

共著 令和 4年 

2022 年 

第 32 回富山県看護

研究学会 

第 3 群－3 

 

A 病院看護師のコロナ禍における手荒

れの現状とハンドケアの実態を明らか

にする。結果、A病院では、就寝前にハ

ンドケアを実施している割合は 35．

5％であり、他のタイミングとの大差は



みられなかった。そのため、効果的な

ハンドケアのタイミングについても周

知していく必要がある。 

共同研究者：高口哲也、境春香、久野

友子、志鷹もも、森友里花、尾島めぐ

み、上野栄一 

 

332)新型コロナウイ

ルス感染症患者入院

病床での卒後 3年目

看護師のストレスマ

ネジメントについて 

 

共著 令和 4年 

2022 年 

第 32 回富山県看護

研究学会、第 3群

－１ 

 

 

研究目的は、卒後 3 年目のコロナ病床

で勤務経験のある看護師のストレスマ

ネジメントについて明らかにする。研

究デザインは、質的記述的研究である。

結果、コロナ病床で勤務経験のある卒

後 3 年目の看護師は、異動前から【異

動前から出来る準備】をし【自分の大

切な人への感染リスクの軽減】を行う

ことでストレスマネジメントを行って

いた。 

共同研究者：菊地彩夏, 

中橋里奈 館山亜夫 浅生来夢, 

大江美由紀, 

上野栄一 

 

333)慢性腎不全患者

が自己効力感をもっ

て運動療法に取り組

むための関わり方 

共著 令和 4年 

2022 年 
第32回富山県看護

研究学会、第 2 群

－7 

 

研究目的は、慢性腎不全患者が自己効

力感をもって運動療法に取り組むため

の関わり方を明らかにすることであ

る。結果、運動の効果を実感してもら

うために、爽快感を感じられる程度の

運動を提案する。 

2．患者が運動療法に取り組むことをサ

ポートし、評価していることを伝える。 

3．患者の生活背景を把握し、話し合

いのなかで具体的な運動計画を一緒

に考えることが重要である。 

共同研究者：藤野日香荊、金井優那、竹

田睦、上野栄一 

 

334)B 病棟の退院遅

延の要因分析一看護

師の退院調整に関す

る意識付けと円滑な

退院調整に向けて－ 

共著 令和 4年 

2022 年 12

月 

第 32 回富山県看護

研究学会 
本研究の目的は B 病棟の退院遅延の要

因について明らかにし、今後の課題を

明確にする。看護師の退院調整に対す

る意識や知識の向上、円滑な退院調整

の実施を目指すことである。 



結果、B病棟の退院遅延の要因は、【知

識・経験の未熟さ】【他職種との連携の

弱さ】【患者・家族の意思決定支援不足】

であった。 

2．退院調整についての意識改革、院内

研修などを利用し看護師のさらなる知

識の向上に努めることが必要である。 

3．他職種との連携は不可欠であり、患

者・家族が望む生活のためにどのよう

な支援が必要か話し合いイメージを共

有しながら退院後の療養先について具

体的に意思決定を支援することが重要

であることが示唆された。 

共同研究者：町野麻美 水上明子、朝岡

悠、上野栄一 

 

335)深夜入り看護師

が年休 1 時間取得す

るための病棟スタッ

フの意識と工夫 

 

共著 令和 4年 

2022 年 12

月 

第32回富山県看護

研究学会 

第 4 群－3 

 

各病棟の主任以上の看護師がかえるプ

ロジェクト取得のために行っている工

夫や意識を明らかにすることである。 

結果、リーダー業務を行う主任以上の

看護師は、「かえるプロジェクトの必要

性」と「心身の負担の軽減」を重視し、

「リーダー業務における配慮」や「帰

りやすい環境づくり」を主体的に行い、

かえるプロジェクトに取り組んでい

た。また、スタッフの一員として「ペ

ア間での工夫」や「ペアへの配慮」を

行い、かえるプロジェクトの活用には

PNS の効果的な運用が必要であった。 

共同研究者：志鷹彩華、竹谷真夕、平

木美穂、藤田帆南、谷井遥希、増村沙

和、吉川佑希、上野栄一 

336)新型コロナウイ

ルス感染症患者入院

痛床での卒後 3年目

看護師のストレスマ

ネジメントについて 

共著 令和 4年 

2022 年 12

月 

第32回富山県看護

研究学会 

第３群－1 

 

本研究は、卒後 3年目のコロナ病床で勤

務経験のある看護師のストレスマネジ

メントについて明らかにすることであ

る。結果、コロナ病床で勤務経験のある

卒後 3年目の看護師は、異動前から【異

動前から出来る準備】をし【自分の大切

な人への感染リスクの軽減】を行うこと

でストレスマネジメントを行っていた。

異動後は【大切な人との会話で気持ちが

楽になる】、【仕事以外の時間でのリフレ



ッシュ】によってストレスマネジメント

を行い、【強みを生かした業務への対応】

に繋がっていた。 

共同研究者：菊地彩夏、中橋里奈、館

山亜夫、浅生来夢、大江美由紀、上野

栄一 

（その他） 

1. 看護にコンピュ

−タ−を生かそう 

単著 平成 7年 11

月 

Quality 

Nursing 、1(11), 

p63, 文光堂 

コンピュ−タ−と看護との接点について, 

看護教育, 看護研究の視点からその利

用方法およびコンピュ−タ−の必要性と

その応用方法について述べた。 

単独：上野栄一  

2. 看護と現象学 単著 平成 7年 6

月 

Quality Nursing 

2(6), p60, 文光堂 

日常のケアのなかで, 現象とは何かに

ついて説明し, 看護の場面においてど

のように現象学を取り入れるのかにつ

いて, 事例を通して説明し,その方法お

よび有用性について簡潔に述べた。 

単独：上野栄一  
3. Stat View:効果

的なプレゼンテーシ

ョンの必要性−多変

量解析，学会発表用

のプレゼンテーショ

ン用のグラフ作成を

行う− 

単著 平成 9年 12

月 

日経サイエンス、

2(12), p6, 日本経

済新聞社 

Stat View 統計ソフトの医学領域にお

ける有用性と性能について、基本的統

計処理からプレゼンテーション用のグ

ラフ作成の必要性について説明した。 

単独：上野栄一  

4. Case Study With 

Stat View-医療の分

野における Stat 

View の活用事例 

単著 平成 10 年 2

月 

医療とコンピュ−

タ、9(2), 111-123 

医療とコンピュ−タの接点から、看護と

統計学との接点について述べ, 医療の

分野で扱うデ−タの特殊性について説明

した。また、基本的統計処理、多変量

解析の解説のみならずグラフの作成や

プレゼンテ−ションまでを、医学や看護

分野の具体的事例を通してビジュアル

に解説した。 

単独：上野栄一  
5. 北海道看護協会

上川南支部平成 13

年度年頭挨拶 

単著 平成 13 年 2

月 

北海道看護協会上

川南支部機関紙

「大雪」 

北海道看護協会上川南支部における活

動内容と抱負を、組織の強化、地域と

の連携との観点から述べ、平成 13年度

の活動内容について述べた。 

（単独）上野栄一  

6. 秋の夜の院内コ

ンサート 

単著 平成 14 年 2

月 

Quality Nursing、

文光堂 

旭川市内で行われた藤原真理チェリス

トによる院内コンサートを患者の視点

からルポした。当日は 150 人もの患

者、家族が集い、1時間程のコンサー

トが病院玄関ホールで開催された。患

者、家族からは 1曲ごとに大きな拍手

が送られた。 

（単独）上野栄一 



7. 北海道看護協会

上川南支部平成 14

年度年頭挨拶 

共著 平成 14 年 2

月 

北海道看護協会上

川南支部機関紙

「大雪」 

北海道看護協会平成 14年度の上川南支

部における活動内容と抱負を、組織の

強化、地域との連携との観点から述

べ、平成 14 年度の活動内容について述

べた。 

発行・編集代表：上野栄一 

8. 平成 14 年度医学

部看護学科臨地看護

学実習ガイドライン 

共著 平成 14 年 3

月 

旭川医科大学医学

部看護学科、第一

版 

全国大学協議会での報告書を元に、大

学教育における臨地看護学実習におけ

る到達目標を学年毎に決めて詳細な実

習上での指導上の指針とした。 

共著者：松浦和代、上野栄一、北村久

美子、新開淑子、野村紀子 

（注） 
     

1 この書類は，学長（高等専門学校にあっては校長）及び専任教員について作成すること。 

2 医科大学又は医学若しくは歯学に関する学部若しくは学部の学科の設置の認可を受けようとする場合，

附属病院の長についてもこの書類を作成すること。 

3 「研究業績等に関する事項」には，書類の作成時において未発表のものを記入しないこと。 

4 「氏名」の欄の「印」は，本人の署名をもって代えることができること。 

 



 

 

教  育  研  究  業  績  書 
令和 5年 3月 31日 

                                                          氏名    阪元 勇輝 

研  究  分  野 研究内容のキーワード 

環境学、プロセス工学 
環境影響評価・環境政策、環境技術・環境材料、化学物質影響科学

、反応工学・プロセスシステム、エネルギー学 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事     項 年 月 日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

マルチメディア機器を利用した講義等 平成 17 年 4 月
～現在に至る 

奈良学園の高等教育において、学生に対して、より環

境問題や関連する実験等の重要性の理解を深めるた

め、視覚効果（画像･映像）を利用して、学習効果を

高めた。摘要科目としては、「生活と環境」、「環境

科学」や「実験で学ぶ科学」、他において、DVD 映像

や PC 上での食物連鎖のシミュレーション等。 
 

２ 作成した教科書，教材   
1) 環境関連講義用教科書 平成 17 年 4 月

～現在に至る 
奈良学園の高等教育および他大学において、環境関連

の講義用教科書を作成した。環境関連の教科書は一般

的に専門性が高いため、より平易な教科書を各関係テ

ーマに応じて作成し、学習効果を高めた。摘要科目：

環境科学、環境論、環境政策論、地域環境論、他 
 

2) 環境関連講義用補助教材 平成 17 年 4 月
～現在に至る 

奈良学園の高等教育および他大学において、環境関連

の補助教材を作成した。特に環境問題に関して、視覚

効果（環境破壊の画像・ビデオ等）を利用し、より学

習効果を高めるための補助教材を作成し、学習効果を

高めた。摘要科目：環境科学、環境論、生活と環境、

他 
 

３ 当該教員の教育上の能力に関する大学等の評

価 
  

特記事項無し   

４ 実務家教員についての特記事項   

1) 事業者、団体および地方行政職員・議員に対する
環境関連のセミナーおよび講演 

平成 11 年 4 月
～現在に至る 

多くの環境関連のセミナーおよび講演を行っている。

詳細は、（公的招待講演会・セミナー発表等）を参照。 
 

2) 関西大学客員研究員（先端科学技術推進機構） 平成 12 年 4 月
～平成 16 年 3
月 

客員研究員として左記大学において、学生の卒業研究

および修士研究の研究指導・補助に従事し、卒業論文

および修士論文の作成に寄与した。 
 

職  務  上  の  実  績  に  関  す  る  事  項 

事     項 年 月 日 概         要 

１ 資格，免許   

1) 工学修士  昭和 59 年 3 月
31 日 授与 

固体系アンモニア化物を用いた蓄熱装置に関して、そ

れらの反応特性および熱力学的物性に関して纏めた。 
 

2) エネルギー管理士（経済産業省） 平成 6 年 5 月 エネルギーシステム全てにおいて管理が可能あるこ

とを認められている。 
 

3) 環境カウンセラー：事業者・市民両部門（環境省） 平成 11 年 4 月 環境全般に関して、事業者および市民に対してカウン

セリング可能あることを認められている。 
 



 

4) 国際環境アドバイザー（経済産業省） 平成 11 年 10
月 

国際的に環境に関するアドバイスが可能であること

を認められている。 
 

5) 新エネルギー有識者（NEDO:新エネルギー・産業
技術総合開発機構） 

平成 12 年 3 月 新エネルギーに関する知見を有していることを公式

的に認められている。 
 

6) 博士（工学）  平成 12 年 9 月
21 日 授与 

ライフサイクルアナリシスによる省エネルギーおよ

び炭酸ガス削減技術の評価に関して論文として纏め

た。 
 

7) 環境マネジメントシステム・エコアクション 21
（EA21）審査人（環境省） 

平成 16 年 4 月 環境省の環境マネジメントシステムEA21の審査する
ことが環境省より公式的に認められている。 
 

8) 環境社会検定（eco 検定）（東京商工会議所） 平成 19 年 12
月 

様々な環境問題に関して幅広い知識を有しているこ

とを認定されている。 
 

他、多数）危険物取扱者（甲種）、毒物劇物取扱責

任者、他 
 左記のように多様な環境関連の資格を有している。 

２ 特許等   

 磁気記録媒体に関する特許複数出願・所有 平成 2 年～ 阪元 勇輝（筆頭）、他：現在存続期限終了 
 

３ 実務家教員についての特記事項   

1) 日立マクセル株式会社（現マクセル） 研究開発

部 
昭和 59 年 4 月
～平成 9 年 3
月 

主として、磁気メディアの研究開発に従事し、高密度

磁気記録媒体としてデジタルオーディオおよびビデ

オテープの研究開発を行った。（主任研究員） 
 

2)  
・財団法人地球環境産業技術研究機構（RITE）：地
球環境システム研究室 LCA 研究員、化学的 CO2
固定化プロジェクト研究員、生分解性プラスチック

プロジェクト研究員等 兼務 
・通商産業省「地球環境産業技術開発」招聘プロジ

ェクト研究員 兼務 
 

平成 7 年 9 月
～平成 11 年
12 月 

通産省の環境プロジェクトに招聘研究員として参加

し、主として、複数の国家プロジェクトの環境保全技

術の研究開発およびその技術評価に従事し、ライフサ

イクルアセスメント（LCA）による評価手法の開発や
それらを用いた環境技術の評価を行った。 
 

3) 関西大学 先端科学技術推進機構 客員研究員 平成 12 年 4 月
～平成 16 年 3
月 

客員研究員として自らの環境に関する研究を行うと

ともに卒業研究および修士研究に従事し、卒業論文お

よび修士論文の作成に寄与した。 
 

4) 奈良県庁 技術アドバイザー 平成 12 年 12
月～平成 24 年
3 月 

奈良県商工労働部の技術アドバイザーとして奈良県

内の企業に対して、新しい技術の導入の推進を目的に

アドバイスを行った。 
 

5) 大阪市役所 （財）大阪市産業創造館 環境プロ

ジェクト アドバイザー 
平成 13 年 2 月
～平成 16 年 3
月 

大阪市において、環境保全を推進するとともに新しく

環境ビジネスを創業するあるいは現在の環境ビジネ

スをさらに発展させる企業に対してのアドバイスや

評価を行った。 
 

6) NPO 法人奈良県環境カウンセラー協会 理事 平成 13 年 3 月
～現在に至る 

環境省環境カウンセラーの奈良県の協会を設立し、設

立時より理事として現在まで運営に従事している。 
 

7) 奈良県庁 環境アドバイザー 平成 13 年 3 月
～現在に至る 

奈良県環境政策課の環境アドバイザーとして奈良県

内の企業に対して環境保全技術、省エネルギー技術お

よび新エネルギー技術の指導を行っている。 
 

8) （社）省エネルギーセンター エネルギー使用合

理化専門員 
平成 15 年 10
月～現在に至

る 

様々な規模および業種の企業に対して、省エネルギー

を推進するために評価および指導を行っている。 
 

9) （社）産業環境管理協会（現（一社）サステナブ

ル経営推進機構）エコリーフ環境ラベル制度 検証

評価委員 

平成 18 年 4 月
～平成 24 年 4
月 

国際規格にも準拠している日本のタイプ III 環境ラベ
ル制度であり、当該制度において、事業者の環境ラベ

ルを第三者の評価委員として認定を行っている。 
 



 

10) 経済産業省（他 3 省合同：環境省、農林水産省
および国土交通省）カーボンフットプリント試行制

度評価パネル委員 

平成 21 年 4 月
～平成 24 年 3
月 

4 省合同の国家プロジェクトである我が国の CO2 削

減プロジェクトの検証制度の評価員として制度の枠

組みおよび評価基準の策定に努めた。 
 

11) 奈良県庁  節電協議会委員 平成 23 年 7 月
～現在に至る 

奈良県全体の節電を推進するために学識経験者とし

て県の節電政策の策定や普及に努めている。 
 

13) 奈良県庁  エネルギー利活用研究会委員 平成 23 年 12
月～現在に至

る 

奈良県のエネルギー利活用を目的とし、学識経験者と

して、特に再生可能エネルギー導入の推進策を研究し

策定に努めている。 
 

14) （社）産業環境管理協会（現（一社）サステナ

ブル経営推進機構）環境ラベルプログラム制度 評

価委員 

平成 24 年 4 月
～現在に至る 

国家プロジェクト制度が終了し、制度が民間移行とな

るに伴い当該制度の評価委員として制度の策定およ

び検証評価委員を務めている。 
 

15) 奈良県庁 奈良県事業者向けエコ経営促進モデ

ル事業 評価委員 
平成 24 年 4 月
～平成 27 年 3
月 

奈良県の事業者を対象に、電力供給不足による事業継

続リスクを回避するための先駆的な省エネ設備のモ

デル的な導入の応募者に対し、その導入事業の先駆性

や効果の評価を行い、補助対象の可否の選考を行っ

た。 
 

16) 奈良県庁 エネルギービジョン推進協議会 委

員  
平成 25 年 8 月
～現在に至る 

奈良県のエネルギー政策に関しての方向性、計画策定

およびその成果の評価を目的とし、学識経験者とし

て、奈良県全体のエネルギー政策の推進に努めてい

る。 
 

17) 奈良県庁 エネルギービジョン策定委員会 委

員  
平成 26 年 4 月
～現在に至る 

奈良県のエネルギービジョンの策定を目的とし、学識

経験者として、奈良県全体のエネルギービジョンの策

定に努めている。 
 

18) 環境省 再生可能エネルギー等導入地方公共団

体支援基金 選考委員 
平成 26 年 9 月
～平成 29 年 3
月 

環境省の左記事業において、奈良県内の地方行政（市

町村）を対象とした災害に強い自立・分散型のエネル

ギーシステムの導入し環境先進地域（エコタウン）を

構築する事業に対して、各市町村から提案された構築

事業に関して、その事業の評価を行い、補助対象の可

否の選考を行った。 
 

19) 奈良県庁  環境審議会委員：環境総合計画策定

委員 
平成 27 年 4 月
～現在に至る 

奈良県の環境保全および保護を目的とし、環境学識経

験者として、奈良県の環境基本計画の策定において特

にエネルギー政策の策定に努めている。 
 

20) 奈良県庁 奈良県再生可能エネルギー アドバ

イザー 
平成 28 年 4 月
～現在に至

る 

奈良県の再生可能エネルギー導入推進を目的とし、奈

良県下の地方行政、市民および事業者に対して、再生

可能エネルギーに関する導入可能性、採算性および導

入方法についてアドバイスを行っている。 
 

21) 三郷町 三郷町まちづくり総合戦略策定有識者

会議 委員  
平成 27 年 10
月～平成 28 年
3 月 

三郷町のまちづくり総合戦略策定にあたり、今後の 5
ヶ年の目標と具体的な施策に関して、有識者として、

三郷町の環境・エネルギー政策の策定に努めた。 
 

22) 経済産業省 「地域中核企業創出・支援事業」

審査委員会 委員 
平成28年4月～
平成29年3月 

経済産業省の左記事業において、近畿地方にて環境

およびエネルギービジネスの中核となる企業から提

案された事業に関して、その事業の評価を行い、補

助対象の可否の選考を行った。 
 

23) 奈良県庁  「きれいに暮らす奈良県スタイル」
推進協議会 委員 

平成28年12月
～現在に至

る 

奈良ならではの美しい景観や持続可能な社会を構築

することを目的として、学識経験者として、奈良県

全体の環境に関する実践活動を誘発・促進するため

の計画策定の推進に努めている。 
 



 

24) 関西広域連合会 環境・エネルギー分科会 委

員 
平成29年9月～
現在に至る 

当該連合会の環境・エネルギー分科会において、奈

良県代表委員として関西広域および奈良県の環境政

策およびエネルギー政策に関しての方向性や計画の

策定に従事する予定。 
 

１）競争的資金獲得状況   

1. 経済産業省所管 一般社団法人新エネルギー導

入促進協議会 地産地消型再生可能エネルギー面

的利用等推進事業 
「奈良県立医科大学新キャンパスおよび付属病院

周辺における再生可能エネルギー面的利用構想」  

平成 27 年 9 月
～平成 28 年 3
月 

奈良県庁、富士通総研、関西電力との共同で、奈良県

の都市計画の一環として、奈良県橿原市にある奈良県

立医科大学の新キャンパスおよび付属病院周辺にお

ける再生可能エネルギーの面的利用構想を推進し、そ

の事業性検討を行う。 
獲得予算：5,111,231 円 
 

2. 経済産業省所管 一般社団法人新エネルギー導

入促進協議会 地産地消型再生可能エネルギー面

的利用等推進事業 
「県と市町村の連携によるエネルギー版「奈良モデ

ル」構想事業」  

平成 27 年 9 月
～平成 28 年 3
月 

奈良県庁、大阪ガスとの共同で、奈良県の都市計画の

一環として、奈良県庁周辺の世界遺産地域における再

生可能エネルギーの導入も含めたエネルギーインフ

ラのあり方および県下市町村のエネルギーマネジメ

ントとの連携を推進し、その事業性検討を行う。 
獲得予算：9,978,300 円 
 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書，学術論文等の名

称 

単著・ 
共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概         要 

（著書）     

1. 奈良の節電スタイル：
家庭部門：～楽に、楽し

く、快適に、有意義な節電

をしてみませんか～ 

編集・監

修 
平成 25 年 4
月 

奈良県庁：地域振興部：

エネルギー政策課：省

エネ環境係, 奈良県庁, 
pp.12 

 奈良県内の家庭を対象とし、奈良県節電協

議会より発行・配布することを目的に、左記

の様な家庭でできる様々な節電の取り組み

方法おび実例を奈良県節電協議会委員とし

て、編集・監修し発行した。 
 
 

2. 奈良の節電スタイル：
事業部門・産業部門：～電

力を効率的に消費するス

タイルの普及へ～  
 
（以上、著書） 

編集・監

修 
平成 25 年 4
月 

奈良県庁：地域振興部：

エネルギー政策課：省

エネ環境係, 奈良県庁, 
pp8 

 奈良県内の事業者を対象とし、奈良県節電

協議会より発行・配布することを目的に、左

記の様な様々な事業所における効果的な節

電の取り組み方法おび実例を奈良県節電協

議会委員として、編集・監修し発行した。 
 
 

（学術論文）     

1．  Utilization of Forest 
Thinning Residue as 
Biomass Resource 
（査読付） 

単 著 平成 25 年
11 月 

The Eleventh 
International Conference 
on Ecomaterials 
(ICEM11), pp.130-133  

 地方の森林山村において、隣地残材となっ

ている森林間伐材の有効利用および廃棄物

処理を目的とし、間伐材をバイオマス資源と

してエッセンシャルオイルを抽出し、その抽

出残渣をさらにバイオ燃料とするシステム

を提案し、パイロットスケールにて実験を行

い、そのフュージビリティスタディ（事業採

算性）を行った。その結果、採算性は間伐材

のコストに大きく依存することが明らかと

なり、また間伐材のコストによっては、採算

性が大きく見込める可能性があることが明

らかとなった。 
 
 



 

2. Performance of Thermal 
Energy Storage Unit Using 
Solid Ammoniated Salt 
(CaCl2-NH3 System) 
（査読付）(筆頭論文) 

共 著 
(第 1 著者) 

平成 26 年 5
月 

Natural Resources, Vol.5, 
pp.337-342 

 水素キャリアーであり、かつエネルギー貯

蔵システムである CaCl2-NH3 System を用い
たエネルギーシステムに関して、プロトタイ

プの蓄熱装置を試作し、また熱媒体を利用し

た際の反応特性に関しての研究を行った。そ

の結果、熱媒体を利用すると反応特性が向上

することが明らかとなり、また熱媒体の重量

別の効果が明かとなった。 
本人担当部分：蓄熱装置のプロトタイプの設

計から実験までかつ全文記述を行った。 
共著者：Y.Sakamoto and H.Yamamoto  
 

3. Measurement of 
Thermophysical Property of 
Energy Storage System 
(CaCl2･NH3 System) 
（査読付）(筆頭論文) 

共 著 
(第 1 著者) 

平成 26 年 8
月 

Natural Resources, Vol.5, 
pp.687-697 

 水素キャリアーであり、かつエネルギー貯

蔵システムである CaCl2-NH3 System を用い
たエネルギーシステムに関して、このシステ

ムの熱力学的物性値（熱伝導度、熱拡散係数

および熱容量）を測定するために任意加熱法

を用いた耐圧・耐腐食性測定装置を設計・開

発し、その評価を行った。その結果、測定装

置として実用化できることが明らかとなり、

上記の熱力学的物性値を測定でき、測定（実

用）温度範囲内において熱伝導度および熱拡

散係数は、ほぼ一定であることが明らかとな

った。 
本人担当部分：耐圧・耐腐食性測定装置を設

計・開発から測定までかつ全文記述を行っ

た。 
共著者：Y.Sakamoto and H.Yamamoto  
 

4. Carbon Footprint of 
Essential Oil from Forest 
Thinning Residue 
（査読付） 
 
 
 
 
 

単 著 平成 27 年
11 月 
 

The Twelfth International 
Conference on 
Ecomaterials (ICEM12), 
D005, (5 pages) 

 バイオマス資源の有効利用システムとし

て、間伐材用から抽出された有用成分である

エッセンシャルオイル（アロマティック、防

臭および防虫効果）のカーボンフットプリン

トを推算した。その結果、その環境負荷とし

て CO2 排出量は、エッセンシャルオイル抽

出プロセスが最も大きく、次いでオイルの輸

送・販売プロセス、間伐材の収集・運搬プロ

セスの順に大きいことが明らかとなった。 
 

5. Sustainable Urban 
Energy Planning of a Local 
City in Japan  
（査読付） 
 
 
 
 
 
 
 
（以上、研究論文） 

単 著 平成 29 年
11 月 
 

The Thirteenth 
International Conference 
on Ecomaterials 
(ICEM13), P-GP-01, (6 
pages) 

 ある地方都市の医科大学の移転に伴い、そ

の都市の再開発計画の一環として、再生可能

エネルギーや未利用エネルギーを利用した

まちづくりの可能性を検討した。その結果、

新医科大学には、太陽光発電の導入および帯

水層の地下水が利用できることが明らかと

なり、また、高齢者向け住宅には、ソーラー

ヒーティングシステムおよび下水熱が利用

できることが明らかとなり、これらのエネル

ギーは、地域にも供給でき、新しいまちづく

りの基本設計を提案できた。 
 

  



 

（国際学会）     
1. Utilization of Forest 
Thinning Residue as 
Biomass Resource 
 

単 平成 25 年
11 月 

Proceeding of Eleventh 
International Conference 
on Ecomaterials 
(ICEM11),Nov.11-13, 
Hanoi, Vietnam 

 日本の地方の森林山村において、隣地残材

となっている森林間伐材の有効利用および

廃棄物処理を目的とし、間伐材をバイオマス

資源としてエッセンシャルオイルを抽出し、

その抽出残渣をさらにバイオ燃料とするシ

ステムを提案し、そのフュージビリティスタ

ディを行った。その結果、採算性は間伐材の

コストに依存し、また間伐材のコストによっ

ては、採算性が見込める可能性があることが

明らかとなった。 
 

2. Carbon Footprint of 
Essential Oil from Forest 
Thinning Residue 
- Biomass Utilization 
System for Forest Thinning 
Residue – 
 
 
 
 

単 平成 27 年
11 月 

Proceeding of Twelfth 
International Conference 
on Ecomaterials 
(ICEM12),Nov.8-12, 
Tainan, Taiwan 

バイオマス資源の有効利用システムとし

て、間伐材用から抽出された有用成分である

エッセンシャルオイル（アロマティック、防

臭および防虫効果）のカーボンフットプリン

トを推算した。その結果、その環境負荷とし

て CO2 排出量は、エッセンシャルオイル抽

出プロセスが最も大きく、次いでオイルの輸

送・販売プロセス、間伐材の収集・運搬プロ

セスの順に大きいことが明らかとなった。 
 

5. Sustainable Urban 
Energy Planning of a Local 
City in Japan  
 
 
 
 
 
 
 
 
（以上、国際学会） 

単 平成 29 年
11 月 

Proceeding of Thirteenth 
International Conference 
on Ecomaterials 
(ICEM13),Nov.19-23, 
Bangkok, Thailand 

ある地方都市の医科大学の移転に伴い、そ

の都市の再開発計画の一環として、再生可能

エネルギーや未利用エネルギーを利用した

まちづくりの可能性を検討した。その結果、

新医科大学には、太陽光発電の導入および帯

水層の地下水が利用できることが明らかと

なり、また、高齢者向け住宅には、ソーラー

ヒーティングシステムおよび下水熱が利用

できることが明らかとなり、これらのエネル

ギーは、地域にも供給でき、新しいまちづく

りの基本設計を提案できた。 

（公的研究報告書）     

1. 奈良県立医科大学新

キャンパスおよび付属病

院周辺における再生可能

エネルギー面的利用構想 

共 著 平成28年2月 一般社団法人新エネル
ギー導入促進協議会 

地産地消型再生可能エ

ネルギー面的利用等推

進事業 成果報告書, 
pp. 133, (2016) 
 

奈良県庁、富士通総研、関西電力との共同で、

奈良県の都市計画の一環として、奈良県橿原

市にある奈良県立医科大学の新キャンパス

および付属病院周辺における再生可能エネ

ルギーの面的利用構想を検討した。その結

果、太陽光発電、太陽熱利用、下水熱が利用

できることが明らかとなった。 
 

2. 県と市町村の連携に

よるエネルギー版「奈良

モデル」構想事業  

共 著 平成28年2月 一般社団法人新エネル
ギー導入促進協議会 

地産地消型再生可能エ

ネルギー面的利用等推

進事業 成果報告書, 
pp.125, (2016) 
 

奈良県庁、大阪ガスとの共同で、奈良県の都

市計画の一環として、奈良県庁周辺の世界遺

産地域における再生可能エネルギーの導入

も含めたエネルギーインフラのあり方およ

び県下市町村のエネルギーマネジメントと

の連携の可能性を検討した。その結果、廃棄

物焼却炉を新設する計画に伴い、廃棄物発電

が可能であり、また発電した電力を売電する

ことが可能であり、余った熱を近隣の農家に

供給することも可能であることが明らかと

なった。 
 



 

3. 三郷町 まちづくり

総合戦略 
 
 
 
 
 
 
 
（以上、公的報告書） 

共 著 平成28年3月 三郷町 まちづくり総

合戦略策定委員会 報

告書, pp. 50, (2016) 
 

三郷町の産業振興（施設見学による新たな

観光資源）や雇用創出（自治体PPS）とし

ての観点から、再生可能エネルギーによる

「エネルギーの地産地消」を目的とし検討

を行った。その結果、町独自の再生可能エ

ネルギーの導入についての検討を行うこと

とし、その導入可能性調査を計画すること

を提案し、現在その計画が進行中である。 
 
 

 

（公的招待講演会・テレビ

報道・新聞報道・セミナー

発表等） 
    

1. 「電気料金値上げを前に」 単 平成 25 年
4 月 

NHK 奈良放送局, な
らナビ（18:30-
19:00）,NHK 奈良放

送局, 奈良市,  (4 月
22 日) 

 関西電力管内において大幅な電気料金値上

げが実施される予定である。その料金値上げ

対策として、「電気料金値上げを前に」と題し

て、月額の電気料金の実際の値上げ巾やその

対策としての節電方法を解説した。  
 

2. エクセルギーとは何か？ 
- エネルギーのものさしと

夏の節電 –  

単 平成 25 年
6 月 

「平成25年度 王子町
り〜べるカレッジ」 
第Ⅱシリーズ「自分を

取り巻く環境につい

て学ぶ」第 1 回, 王寺
町地域交流センター, 
王寺町, （6 月 29 日） 

 近年、関西圏において特に夏期の電力不足

が続いているため、エネルギーの価値として

用いられているエクセルギーと言う指標を解

説し、エネルギーの有効利用という観点から、

効果的な節電方法の実例を挙げて解説した。 
 

3. 「家庭でできる夏の節電」 単 平成 25 年
7 月 

奈良県庁, 奈良くらし
手帳, 奈良県民だより
7 月号,奈良県, (7 月 1
日発行) 

 関西電力管内において、電力不足および大

幅な電気料金値上げが実施された。それらの

対策として、「家庭でできる夏の節電」と題し

て、家庭の電化製品で電力消費量の大きい物

を紹介し、それらの電化製品に対して、簡単で

効果の大きい節電策を解説した。 
  

4. 「奈良で育む 新しいエネ

ルギーのかたち」 
単 平成 25 年

7 月 
奈良テレビ放送局, 奈
良！そこが知りたい

（21:00-21:30）, 奈良

テレビ放送局 , 奈良

市,  (7 月 20 日) 

 我が国のエネルギー政策として、原発停止

以降、電力不足が大きな問題となっており、そ

の対策としてのエネルギー政策について解説

するとともに奈良県独自のエネルギー政策の

策定とその実例を紹介した。 

5. 公共施設のエネルギーマ

ネジメント - 省エネルギー

対策およびその事例 -  

単 平成 26 年
2 月 

橿原市役所主催, 平成
25 年度研修会 , 橿原

市役所  北館別館 

大会議室, 橿原市, （2
月 12 日）  

 公共施設のエネルギーマネジメントに関し

て、特に近年災害時等における公共施設の役

割が増大しているため、電力に大きく依存し

ないような公共施設の省エネルギー化やマネ

ジメントが急務とされており、その対策とし

て、効果的な省エネルギーの方法および再生

可能エネルギー導入の事例を解説した。 
 

6. 「夏季の省エネルギー               
対策について」 - 事業所に

おける節電対策 - 

単 平成 27 年
7 月 

奈良県中小企業団体

中央会 , 春日ホテル, 
奈良市, （7 月 29 日）  

 様々な事業所の省エネルギーに関して、直

近の温室効果ガス排出量の増加にともない、

我が国の政策として今後の温室効果ガス排出

量削減の対策として、我が国の電源構成の目

標が定められ、その目標に対して様々な事業

所で特に夏季の省エネルギーとして節電を行

うことが早急な課題とされ、その取り組みと

して、効果的な節電の方法に関して解説した。 
 



 

7. 「奈良市の事業系廃棄物
について」 

単 平成 28 年
3 月 

奈良市役所主催, 平成
27 年度事業者 3R 講

習会 
, 奈良市役所 中央棟

6 階, 奈良市, （3 月
16 日）  

 奈良市の事業系一般廃棄物に関して、奈良

市は大きな削減目標を設定し推進している

が、削減が困難な状況にある廃棄物もある。多

くの事業者に対して、奈良市の削減推進政策

を認識してもらうととともに削減困難な廃棄

物に対する削減方法に関して、その対策とし

て、奈良市の施策の推進策の内容および具体

的な削減方法について解説した。 
 

8. 市民のための省エネ・節電
セミナー「電力自由化制度に

ついて」- その制度の概要 - 

単 平成 28 年
6 月 

市民節電所ネットワ

ーク主催,奈良市ボラ

ンティアインフォメ

ーションセンター会

議室 1-1, 奈良市, （6
月 11 日） 

太陽光発電等を導入し、市民発電所を営ん

でいる組織や個人の方に対して、本年 4 月か
らエネルギー自由化として電力自由化制度が

始まり、その具体的な制度について解説した。

特に新規電力ビジネスに参入した新電力会社

の状況や契約時の注意事項等について、Q&A
を交えて解説した。 

 
9. 「夏の省エネ・節電対策」 単 平成 28 年

7 月 
奈良県中小企業団体

中央会 , 春日ホテル, 
奈良市, （7 月 8 日）  

 本年 4 月からエネルギー自由化の第一弾と
して、電力自由化を迎え、事業所（企業）の夏

季における省エネルギーに関して、特に今ま

で見落とされていたような節電方法につい

て、その省エネルギーの方法や具体的な事例、

また、新電力を含む電力会社の効果的な選択

方法を解説した。 
 

10. バイオマスの有効利用

方法について 
単 平成28年8

月 
奈良県 再生可能エネ

ルギー アドバイザ

ー事業, 宇陀市,（8月
30日） 

 奈良県中部の酪農地域の酪農家に対し

て、現在は主として廃棄されている家畜糞

尿を有効利用するために、堆肥化処理、バ

イオマス燃料処理およびその燃料による発

電の可能性について、各地の実例を解説す

るとともに、各処理の採算性について解説

した。 
 

11. 「電力・ガス自由化制

度の概要」- エネルギーシ

ステムの一体改革 – 
 
 
 

単 平成29年2
月 

奈良県環境県民フィ

ーラム, 奈良県文化

会館 第１会議室, 
奈良市, （2月23日） 

 本年4月よりエネルギー自由化として昨年

の電力自由化に続きガス自由化制度が始ま

る、その具体的な制度について電力自由化

制度との比較を解説した。特にガス自由化

に新規に参入するガス会社の状況や契約

（電力とガスのセット等の考え方）のメリ

ット・デメリットや注意事項等について解

説した。 
 

12. 「まちづくりとSDGs」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単 令和元年5
月 

NPO法人 奈良環境

カウンセラー協会主

催, 公開講座, なら環

境市民大学, 舟橋フ

ロムワン, 奈良市,  
（5月26日） 

 我が国では地方創成と言う取り組みが推

進されているが、地方都市・市町村レベル

では、まちづくりに対するその具体的な取

り組みの状況が明確ではない。他方、国連

では、現在SDGsが提唱され、我が国でもそ

の独自の取り組みが推進されている。本公

演では、環境問題やエネルギー問題の観点

から、SDGsを概説し、また我が国のSDGsの
政策を基に、まちづくりと言う観点から解

説した。 
 

13. 「中小企業向け省エネ

対策」- 事業所における省

エネ・節電 - 

単 令和4年8
月 

奈良県庁主催, 令和4
年度, 奈良県庁省エ

ネセミナー, WEB開
催 

 世界および我が国において、地球温暖化

防止に向けた対策が急務となっている。ま

た、我が国の化石燃料の調達や電力供給の

問題が喫緊の課題であり、特に中小企業事

業者に対する省エネや節電を推進するため

に、様々な具体的事例について解説した。 



 

14. 「地球温暖化とCOOL 
CHOICE 」-「脱炭素につ

ながる 新しい豊かな暮らし 
を創る国民運動」- 
 
 
 
（以上、公的招待講演会・

テレビ報道・新聞報道・セ

ミナー発表等） 

単 令和5年2
月 

王子町主催, 令和4年
度, 地球温暖化対策

地方公共団体実行計

画策定事業, 王子町

役場 

 我が国の地方行政において、地球温暖化

防止実行計画の策定が義務化され、その策

定が急務となっている。王寺町でもその計

画を策定する必要があり、また、その地方

行政に応じた計画を策定するために、王寺

町に応じた地球温温暖化防止策やそれらの

効果について解説した。 

 



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5年  3月 31日 

氏名 西薗 貞子             

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 看護教育 
 IBL（Inquiry Based Learning) / 課題発見課題解決 / 看護ア

セスメント能力 / 教育プログラム/人材育成/トランジション 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例  

学生の主体的な学習参加を促し、問題発見問題解決の探

究的学習方法である IＢＬを取り入れている。より具体

的な事例の工夫やロールプレイとの連動などの設計で

学習者がアクティブに意欲的に学習を進め、思考力強化

に繋ぐ教育に工夫を重ねている。 

２ 作成した教科書，教材   

   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

      ４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1) 日本精神科看護技術協会 臨床指導者講習研修 2012.8 臨床指導者研修における教育講演 

2) 日本移植再生医療看護研究学会第８回学術集会 2012.10 研究発表座長 

3) 関西教育学会第 22 回学術集会 2012.11 一般演題座長 

4) 京都府看護協会 京都市看護職能力向上研修 2012.10 看護教員を対象とした研修会講師 

5) 京都コンソーシアム主催第 18回ＦＤフォーラム  2013.2 シンポジスト講演「学生間の協同的学習を促す授業方法」 

6) 奈良県立医科大学 FD 研修会 2014.3 講演「IBL で看護アセスメント能力をはぐくむ」 

7) 京都府後援保育士免許取得特例講座 2014.8 特例講座講師 

8) 兵庫県立尼崎総合医療センター 2016.9 人材育成支援 

9) 第 10 回日本医療教授システム学会総会     

「看護領域の臨床推論」 

2018.3 シンポジスト「看護に必要な推論―論証能力と IBL 学習法

の活用」 

10) 週刊医学界新聞 対談掲載 2019.4 
「心からアクティブになるアクティブ・ラーニング」をテーマ

に、溝上慎一氏と対談 

11) メディカ出版「ナーシングビジネス12月号対談掲載 2020.12 

「これからの次世代管理者育成に求められること」をテーマ

に、河野秀一氏、箕浦洋子氏と鼎談 

 

12) ～ 溝上慎一 と大学教育について考える ～「教

学マネジメント」実践事例セミナー第 4 回 
2022.12 

「教育目標の明確化、アセスメント開発から能力育成まで 

～看護師に求められる能力と評価指標開発、教育モデルの

確立を目指して～」をテーマに発表、対談 

   

   

５ その他   

学会・学術団体の活動への貢献 

日本移植・再生医療看護研究学会 第８回学術集会 

2011～

2013 
（実行準備事務局） 

日本移植・再生医療看護研究学会 評議員  2012～  

日本看護科学学会第 33回学術集会 企画委員  
2012～

2014 
（実行事務局） 

日本看護科学学会第 32回学術集会 実行委員  
2013～

2014 
 

日本移植・再生医療看護研究学会 第 10回学術集会 

企画委員  

2013～

2014 
 

日本移植・再生医療看護研究学会 査読委員  2016～  

関西教育学会 理事 2021～  

日本移植・再生医療看護研究学会 評議 2022～  



   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

２ 特許等   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1）「魅力ある大学院教育」文部科学省採択教育プロ

グラム「生活環境の課題発見・解決型女性研究者養

成」教育プログラム」 

2007年  

奈良女子大学国際交流センター共催「国際的 FD視察・

交流・研修」メンバーとして参加。スタンフォード大学・

ワシントン大学・UCLAなどを視察し、実践的なアメリカ

の FD理論を考え、研修成果を冊子にまとめた。 

2）ベルリン・ドイツ心臓病センターでの臓器移植医

療に関する研修 
2008年 

移植待機患者の状況やレシピエントおよびドナーコー

ディネートの実際、医療と社会保障制度、看護教育制度

などの教育研修を受講。 

3）米国における看護研修 

 
2010年 

・メイヨクリニックにて臨床現任教育に関する視察研修 

・米国看護学部の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに関する視察研修 

   

４ その他 

 

 

 

 

  

補助金（過去 10年以内を記載）   

1) 文部科学省基盤研究（基盤 B）(代表者） 
2022.4

～ 

「看護人材の円滑なトランジションを促す大学教育～

新人教育の抜本的な改革と体系化」 

2) 文部科学省基盤研究（基盤 C）(分担者） 
2021.4

～2024 

「エンドオブライフケアに携わる看護師の 暗黙知に基

づく臨死期の予測」 

3) 文部科学省基盤研究（基盤 C）(分担者） 
2018.4

～2023 

「看護実践能力の評価指標を基盤とした看護学実習カ

リキュラムの開発」 

4) 文部科学省基盤研究（基盤 C）(分担者） 
2018.4

～2023 

「学生の思考力強化を図る小児看護学実習の課題構造

の明確化と教育方略の開発」 

5) 文部科学省基盤研究（基盤 C）(分担者） 
2017.4

～2022 

「看護リテラシー教育としての看護過程を活性化する

IBL教育プログラム開発」 

6) 文部科学省基盤研究（基盤 B）(代表者） 
2016.4

～2019 

「看護基盤能力の評価指標開発とIBLの進化によるプロ

フェッショナル教育モデルの確立」 

7) 文部科学省基盤研究（基盤 C）(分担者） 
2015.4

～2018 

「看護領域における臨床推論教育の概念整理と改善さ

れた教育プログラムの開発」 

8) 文部科学省基盤研究（基盤 C）(代表者） 
2013.4

～2016 

「IBL方 式を用いた看護アセスメント能力向上教育プ

ログラムの開発」。 

9) 文部科学省基盤研究（挑戦的萌芽研究）(分担者） 
2012.4

～2015 

「生体肝臓移植を受けたレシピエントの退院後の自己

管理支援プログラムソフトの開発」 

10) 医学教育開発研究センター特別経費研究 

(2,000千円）(分担者） 

2011.4

～2014 

「医科－歯科連携口腔衛生管理のための多職種連携教

育者養成プログラムの開発」 

   
研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1.アクティブ･ラーニング IBL

で進める成人看護学演習法 
共著 2010.12  金芳堂 

IBL(Inquiry-based Learning) を用いた講義
演習におけるアクティブ・ラーニングの進め

方を詳しく解説した。全 189 頁（担当:第 2. 

第 3. 第 4 章），赤澤千春，西薗貞子 

2. リンパ浮腫ケアのテクニッ
ク 

共著 2011. 金方堂 

リンパドレナージや圧迫療法の手法を200点

以上のイラストを用いてわかりやすく解説し

た。担当部分：5章 スキンケア、6章 日常生

活の注意点）赤澤千春、西薗貞子、山本昌

恵、福田里砂 

:     
（学術論文）     

1. 看護大学生の自己学習
力獲得状況の検討 

単著 2013.12 人間文化研究科年報 第 28 巻 107-120 



2. 看護大学生における自
己学習力構成因子の変化の

検討 

単著 2013.1 
大阪医科大学看護研究雑

誌  
第 3 巻 90-99  

3. Investigation of an 

actual daily lifestyle 
leading to continuous 
self-management after 
living-donor liver 
transplantation: More 

than 5 years living with 

living donor liver 

transplantation and 

emotions of recipients 

共著 2013.６ 
The Japan Journal of 

Nursing Science 

 

Vol.10(1)79-88 

Akazawa C, Nishizono T, Yamamoto M, 
Teraguchi S 

4．肝移植レシピエントの退

院後の生活を支えるサポー

トの実態－1 事例の分析を

通して－ 

共著 2014.3 
大阪医科大学看護研究雑

誌 

第 4 巻 50-59 

谷水名美，西薗貞子，赤澤千春，林 優子 

5．看護基礎教育における臨

床判断力育成をめざした周

手術期看護のシナリオ型シミ

ュレーション演習の効果の検

討 

共著 2015.2 
大阪医科大学看護研究雑

誌 

第 5 巻 76-86 

山内栄子，西薗貞子，林優子 

6．小児看護学実習における

看護実践と理論を結びつけ

るための指導方法の検討 

共著 2016.7 

日本看護学教育学会誌 

Journal of Japan Academy of 

Nursing Education  

26(1), 79-88 

増尾美帆，泊祐子，竹村淳子, 西薗貞子，

岩間恵 

7．Characteristics of 

Nursing Practical 

Fundamental 

Capabilities (Literacy 

and Competency) By 

Fundamental Education 

And Acquired 

Qualification of Nurses 

単著 2018.3 
INTED2018  

proceedings paper  

 
6576-6582 

8．超高齢社会の医療を担う

看護師・看護学生の「看護

実践力」に関する検討 

共著 2018.４ 関西看護医療大学紀要 
10(1)  58-61 

江川隆子，赤澤千春，西薗貞子，他 5 名 

9．IBL(Inquiry Based 

Learning)が高める思考・論

証能力の多面的評価 

共著 2018.4 
奈良県立医科大学医学部

看護学科紀要 

Vol.14，75-82 

西薗貞子，青山美智代 

10．看護アセスメント教育に

おける Inquiry Based 

Learningの学習効果 

共著 2018.4 
奈良県立医科大学医学部

看護学科紀要 

Vol.14，67-74 

青山美智代，西薗貞子 

11．看護過程展開はどう展

開されているか（１） 

―看護大学シラバス分析― 

共著 2019.6 
奈良県立医科大学医学部

看護学科紀要 

Vol.15， 

青山美智代，勝井伸子，西薗貞子 

12．小児看護学実習におい

て「実践と理論の統合」を必

要とする学習課題の構造 

共著 2020.8 日本看護科学会誌 

40 巻 474-483 

泊祐子, 大西文子, ,竹村淳子,西薗貞子，

川島美保 

13. 看護過程の授業はどう
展開されているか(2) : 看護

大学シラバス分析 

共著 2021.7 
梅花女子大学看護保健学

部紀要 

Vol.11  1-10 

青山美智代，勝井伸子，西薗貞子 

14．看護の高等教育化への

歩みとアクティブ・ラーニング

展開の要請 

共著 2021.7 
奈良県立医科大学看護研

究ジャーナル 

第 17 巻 48-57 

西薗貞子，勝井伸子 



15．看護教育における知識

の構築―IBL の基盤となる

考え方 

 

共著 2021.7 
奈良県立医科大学看護研

究ジャーナル 

第 17 巻 38-47 

勝井伸子，西薗貞子 

１６．アメリカ看護由来の用

語のわかりにくさの解明 : 

看護師インタビュー調査 

共著 2023.3 
奈良県立医科大学看護研

究ジャーナル 第 18 巻 61-69 

勝井伸子、青山美智代、西薗貞子 
   

 

１７． 学生が主体的にデザ

インする実習 : 統合実習の

試み 

共著 2022.10 
奈良県立医科大学看護研

究ジャーナル 

18 巻 43-51 

西薗貞子,勝井伸子,箕浦洋子,橋口智子 

 

18. IBL アセスメント教育プ

ログラムによる課題発見力開

発 

共著 2022.10 
奈良県立医科大学看護研

究ジャーナル 

18 巻 70-77 

西薗貞子,勝井伸子 

 

19. 言語化と委嘱―看護部
長-臨床看護師に求められ

る能力の構成要素- 

共著 2023.3 奈良学園大学紀要 
第 15 巻，145-154 

西薗貞子，箕浦洋子，勝井伸子 

（学会発表）     

1. 看護基盤能力の評価指
標開発に向けて～看護管理

者が育成したい看護師像と

は～    

共著 2017.8 
第 21 回日本看護管理学会

学術集会（横浜） 

交流集会(インフォメーションエクスチェンジ 

西薗貞子,箕浦洋子,江川隆子,赤澤千春 

2．中堅看護師（ラダーⅢ）の

PROG(社会人基礎力測定

尺度）評価から 継続教育の

課題を考える 

共著 2018.8 
第 22 回日本看護管理学会

学術集会（神戸）  

交流集会(インフォメーションエクスチェンジ 

西薗貞子,箕浦洋子,江川隆子,赤澤千春 

3．大学における基盤教育と

卒後継続教育の連携促進を

目指した能力評価の共有 

 ～汎用性の高い「社会人

基礎力評価」調査結果から

の意見交換～ 

共著 2018.8 

第 28 回日本看護学教育学

会学術集会（横浜） 

 

交流集会 

西薗貞子，江川隆子，箕浦洋子，赤澤千

春，日隈ふみ子，青山美智代 

４．Competency 

characteristics acquired 

by mid-level nurses 

単著 2019.3 
The ACEID2019 

Conference, Tokyo 
 

５．看護学実習後における

社会人基礎力（看護実践能

力）の特徴 

共著 2019.7 
第 51 回日本医学教育学会

大会（京都） 

口演発表 

西薗貞子，赤澤千春，江川隆子 

６．看護学実習前後での看

護実践能力テストのコンピテ

ンシー数値が大きく変化した

学生のインタビュー調査 ～

対課題基礎力～ 

 

共著 2019.8 
第 45 回日本看護研究学会

学術集会（大阪） 

ポスター発表 

赤澤千春、江川隆子、西薗貞子、箕浦洋子 

７．看護学実習前後に変化

する社会人基礎力（看護実

践能力）の特徴 

共著 2019.8 
第 45 回日本看護研究学会

学術集会（大阪） 

ポスター発表 

西薗貞子、江川隆子、赤澤千春、箕浦洋子 

８．主体的な学びの好循環

を生み出す教育の仕掛け―

基盤教育と卒後教育におけ

る IBL教育プログラムでの展

開― 

共著 2019.8 
第 45 回日本看護研究学会

学術集会（大阪） 

交流集会 

西薗貞子、箕浦洋子、吉見絵美子 

９．Characteristics of the 

abilities of nurses and 

general members of 

society in the evaluation 

of basic skills in society. 

共著 2020.3 

The 6th International 

Nursing Research 

Conference of World 

Academy of Nursing 

Science 

Teiko Nishizono, Takako Egawa 、

Yoko Minoura 



10．Capabilities required 

of nurses as viewed by 

nurse managers 

共著 2020.3 

The 6th International 

Nursing Research 

Conference of World 

Academy of Nursing 

Science 

Teiko Nishizono, Yoko Minoura 

11．看護学実習前後で看護

実践能力のコンピテンシー

数値が大きく変化した学生

の経験の聞き取り調査  

～対人基礎力に着目して～ 

共著 2020.8 
第 46 回日本看護研究学会

学術集会（横浜） 

赤澤千春，西薗貞子，青山美智代，江川隆

子，箕浦洋子 

12．看護学実習によって獲

得する対自己基礎力 

～ PROG テストの前後比

較からコンピテンシーが変化

した学生の経験分析～ 

共著 2020.8 
第 46 回日本看護研究学会

学術集会（横浜） 

西薗貞子，江川隆子，赤澤千春，青山美智

代，箕浦洋子 

13．小児看護学実習におい

て教員が捉えた学習課題の

構造 

共著 2020.8 

日本看護学教育学学会第

30 回学術集会 

 

交流集会 

泊祐子，岡田摩理，大西文子，西薗貞子，

他 

14．Fundamental 

Competencies for 

Professional Nurses：

Qualitative Analysis of 

Interviews with Nursing 

Directors 

単著 2020.11 

ICERI2020 13th annual 

International 

Conference of Education, 

Research and 

Innovation 

 

15．看護職固有のコンピテ

ンシー（成果を生み出すた

めの能力）テストの開発 

評価テストの活用による組織

マネジメント 

共著 2021.8 

看護管理学会 

第 25 回日本看護管理学会

学術集会 

交流集会(インフォメーションエクスチェンジ 

西薗貞子, 箕浦洋子，松村直樹 

16．IBL（Inquiry-Based 

Learning）教育プログラムの

導入による課題発見力の育

成 

看護師の基礎力測定指標

（PROG）による評価 

共著 2021.8 

看護管理学会 

第 25 回日本看護管理学会

学術集会 

交流集会(インフォメーションエクスチェンジ 

西薗貞子, 箕浦洋子,三浦智恵 

 

17. 看護師の生涯続く能力
育成教育戦略 

IBL（Inquiry-Based 

Learning）活用による経年別

能力育成 

 

 

共著 

 
2022.8 

看護管理学会 

第 26 回日本看護管理学会

学術集会 

交流集会(インフォメーションエクスチェンジ 

西薗貞子, 箕浦洋子 

18. 看護学実習で獲得する
看護実践能力と教育設計の

検討 

～実習前後の PROGの縦横

断的調査による獲得能力の

分析から～ 

共著 2022.8 
第 48 回日本看護研究学会

学術集会（愛媛） 
西薗貞子，江川隆子，赤澤千春，箕浦洋子 

 

19. アメリカ看護由来の用語
の理解と使用をめぐる問題 

共著 2022.12 
第 42 回 日本看護科学学

会学術集会 交流集会 
西薗貞子，勝井伸子、青山美智代 

 



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 ５ 年 ３ 月 ３１ 日      

氏名 服部 律子           

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 母性看護学・助産学  親準備性、青年期の健康支援、災害時の母子支援 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

   
(1) 産後の母子の看護過程学習におけるアクティブ

ラーニングの導入 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 周産期の看護過程学習におけるロールプレイ

形式での演習の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) クリッカーの活用 

 

 

 

 

(4) 母性看護技術演習における反転授業の導入 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 観察に基づく理論の学習の試み 

 

 

 

 

 

 

2013 年

4月～

2016 年

3月 

 

 

 

 

 

2014 年

4月～

2015 年

7月 

 

 

 

 

 

 

2021 年

7月 

2022 年

7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014 年

4月～

2016 年

2月 

 

2015 年

4月～

2015 年

7月 

 

 

 

 

2014 年

9月～

2022 年

7月 

 

 

 

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母性）」

（３年次配当、半期、必修科目、1単位）において、産後の

母子の看護過程の授業でアクティブラーニングを導入して

いる。臨床場面で経験する状況に沿って事例を提示し、看

護過程の段階ごとにグループワークと発表、解説等を相互

に繰り返しながら展開している。このことにより、学生た

ちからは実践的思考と看護過程の展開の流れが理解できる

ようになったと評価が得られた。 

 

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母性）」

（３年次配当、半期、必修科目、1単位）において、実践的

な技術の習得を目的に、ロールプレイ形式での実践的な技

術の演習を導入。 

 設定に基づいて教員が妊婦・褥婦を演じ、学生は看護師

として臨床場面に即した観察を行う。このことにより、学

生はコミュニケーション技術とフィジカルアセスメント技

術を統合させ、看護行為としての観察技術が学習できるよ

うになったと評価を得ている。 

 

奈良学園大学保健医療学部看護学科「母性看護援助論演

習」（３年次配当、半期、必修科目、１単位）において、実

践的な技術の習得と周産期の女性の心身の特性の理解を深

めることを目的に、学生同士でロールプレイ形式での総合

演習を導入。 

 学生は事前に示された褥婦の看護診断となる褥婦を演じ

る褥婦役と、看護師役にわかれ、看護師役はコミュニケー

ション技術とフィジカルアセスメント技術を統合させなが

ら場面に即した観察を行う。役割を交代しながら演習する

ことや相互フィードバックなどから、看護師としての態度

も含めた褥婦の観察などの学びにつながっている。 

 

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護学概論」（２年次配

当、半期、必修科目、２単位）において、授業内でクリッ

カーを活用し、学生の意見をきいたり、授業への導入の小

テストを行った。 

 

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母性）」

（３年次配当、半期、必修科目、1単位）において、母性看

護技術部分を反転授業で実施した。事前にＶＴＲで事前学

習した技術を、授業では“声掛け”やその時に観察すべき

こと、留意点などと統合して「看護行為」として組み立て

ることができ、学生は、実習場面でも一連の行為としてス

ムーズに実施できるようになった。 

 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次配

当、半期、必修科目、２単位）において、母性看護学の基

本となる理論の理解を促すため、日常生活場面で母子の観

察結果をグループで理論に基づいて分析しながら理論の理

解と看護場面への理論の活用方法の理解を促す取り組みを

行った。実際に自分が観察してきた具体的な場面と理論が

結びつくことにより理解が深まっていた。 



 

(6) ジグソー法やペアワーク、グループワークの

導入 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 課題評価へのルーブリックの導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8)配布シラバスの活用 

 

2017 年

9月〜

2023 年

1月 

 

 

 

 

 

2017 年

9月〜

2023 年

3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年

9月〜

2022 年

７月 

 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次配

当、半期、必修科目、２単位）ならびに「母性看護援助

論」(2年次、半期、必修科目、1単位)の担当の各回の授業

において、学生たちの能動的な学習を促し、学習内容の理

解を深めたり、多様な考えに触れ多角的な理解を促すこと

を目的として、ジグソー法やシンク・ペア・シェア、ペア

ワークやグループワーク等アクティブラーニングの手法を

取り入れた。 

 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次配

当、半期、必修科目、２単位）の課題評価にルーブリック

を導入した。作成したルーブリックを課題提示時から学生

と共有することにより、学生自身が取り組むべき課題を具

体的に理解すると共に、求められている水準も理解できた

ことで低い評価のレポートが減少した。 

「母性看護学実習」（３年次配当、半期、必修科目、２単

位）の評価にルーブリックを導入した。複数の教員で評価

するため、ルーブリックでより評価基準を具体化すること

で教員間での評価の違いが少なくなり、調整が容易になっ

た。 

 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次配

当、半期、必修科目、２単位）で 15回の授業計画、各授業

の事前・事後課題、評価方法、レポート課題の詳細と採点

基準（ルーブリック）、受講生へのメッセージなどを記載し

た配布用シラバスを導入した。学生たちからは全体像を示

されたことで計画的に準備ができたなどの反応があり、主

体的に取り組めるようになっていた。 

２ 作成した教科書，教材   

(1) 母性看護技術のＶＴＲ 

 

 

 

 

(2) 看護系教員研修用動画 

2015 年

4 月～

2015 年

7月 

 

2022 年

3月 

反転授業用に、授業内容に沿った技術のＶＴＲを作成した。

要点はキャプチャーを入れるなど、授業と連動する内容とし

た。学生からは「眠くならない」「実習前の復習にも使え思い

出しやすい」などの評価を得た。 

 

看護系教員向けの研修動画「講義の学習指導案作成」「リア

リティのある教材を活用する」「実技テストを設計する」「実

技テストを評価する」「ルーブリックを作成する」「多様な

学生に配慮する」(中井俊樹企画・監修）を作成し、医学書院

NEO<Nursing Education Online>で公開した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

(1) 学生による授業評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年

7 月〜

2015 年

7月 

 

平成 25 年度に椙山女学園大学で実施された授業アンケート

では、看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母性）」ABCD クラ

ス、EFGHクラスにおいて、総合的にみて満足であった学生は、

「その通りである」が 86.5～77.1％「どちらかと言えばその

とおりである」20.8～13.5％という結果であった。授業の理

解のしやすさは「その通り」が 73.1～77.1％、「どちらかと

いえばその通り」が 22.9～26.9％となっていた。平成 27 年

の授業評価でもほぼ同様の結果で、満足度の高い授業と評価

された。 

 2016 年

7 月〜

2018 年

7月 

2020 年

7月 

 

 

2021 年

7月 

 

椙山女学園大学「ピアサポート理論と実践」（非常勤）の授業

アンケートの結果「総合的にみてこの科目は充実していた」

で、「その通りである」63.2〜54.5％「どちらかといえばその

通りである」40.9〜26.3％であった。 

奈良学園大学保健医療学部看護学科「母性看護学概論」の授

業評価アンケートで、各項目の平均点が５点満点中 4.41〜

4.79、「総合的にみて満足のいくものだった」で 4.58であっ

た。 

奈良学園大学授業評価アンケートにおいて、保健医療学部看

護学科「母性看護学概論」では各項目の平均が 5 点満点中

4.27〜4.69、「総合的にみて満足のいくものだった」では 4.57

であった。「母性看護援助論演習」では各項目の平均が 4.18

〜4.59、「総合的にみて満足のいくものだった」では各クラス

4.26、4.35 と全体平均の 4.07 を上回る結果となっていた。 

 



 2022 年

7月 

 

奈良学園大学授業評価アンケートにおいて、保健医療学部看

護学科「母性看護学概論」では「総合的にみて満足のいくも

のだった」では 5 点満点中 3.95(全体平均 3.93)で概ね平均

的に満足しているという結果であった。この年から授業時間

外学習に関する項目が加えられた。全体では約 14％が「して

いない」と回答していたが、この科目では、授業時間外学習

をしていない学生はなかった。 

(2) 授業の教員の相互評価 

 

2015 年

12 月 

 

椙山女学園大学での教員の授業相互評価において授業デザ

インの明確さとグループワークのファシリテートで学生の

主体的取り組みと学びが整理されていると評価された。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

特記すべき事項なし   

５ その他   

(1) 修士論文指導 

 

2018 年

4 月〜

2023 年

3月 

奈良学園大学大学院看護学研究科修士課程において、主指導

教員として修士論文の指導を行った。 

[修士論文] 

「肯定的な出産体験を構成する要因の解明」(2020 年 3 月修

了) 

「妊産婦のエンパワメントに影響を及ぼす要因」(2023 年 3

月修了) 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

(1) 看護師免許 昭和 63

年 6 月

15 日 

登録番号第 642045号 

 

(2) 助産師免許 

 

平成元

年 4 月

28日 

登録番号第 91302号 

 

２ 特許等   

該当なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

(1) 思春期の健康教育講師等 

 

2013 年

4 月〜

2023 年

1月 

ノートルダム女学院中学校（2003 年から 20年間）、奈良県葛

城市立北新庄小学校などにおいて、男女のからだのしくみや

妊娠・出産のしくみ、性行動と性感染症など、性と生殖に関

する内容を中心に、思春期の健康教育の講師を務めている。 

(2)思春期ピアカウンセラーの養成と活動 2013 年

7 月〜

2017 年

2月 

2010 年度より、栃木県における思春期ピアカウンセラー養成

に携わっている。2013 年度からは椙山女学園大学において、

主になって思春期ピアカウンセラー養成と活動支援を行っ

た。 

(3)病院での看護研究指導 2013 年

4 月～

2020 年

8月 

 

愛知県厚生連海南病院（2000 年〜2015 年まで）及び稲沢厚

生病院(2000 年〜2020 年)において、院内看護研修の一環と

して行われている看護研究の研修会（クリニカルラダー・レ

ベル 2並びに 3）の講師を務めクリニカルラダー看護研究指

導を行うと共に、院内で実施されている看護研究の指導を行

った。 

(4)女性やセクシュアリティへの健康支援活動 平成 24

年 4 月

～ 2023

年 3月 

2012 年度から 2017 年度まで週末に愛知県助産師会女性の健

康なんでも相談、思春期電話相談の相談員としての活動を行

った。2016 年 1 月からは SANE（性暴力被害者支援看護師）

の認定を取得し、名古屋第二赤十字病院性暴力救援センター

で被害者支援の臨床活動に携わっている。 

   ４ その他   

(1)県看護協会における理事・委員会活動 

 

2013 年

4 月～

2018 年

6月 

2012 年度から愛知県看護協会において教育委員、2014 年度

からは教育委員長、2016 年 6 月から教育委員長・理事とし

て、主に県内の看護職を対象とした教育計画の立案、研修会

の企画・運営を行った。 

理事としては県看護協会の運営に参画し、主に、クリニカル

ラダーに沿った卒後教育の整備に携わった。 



(2) 奈良県看護学教育協議会（仮称）設立準備 2019 年

4 月〜

2021 年

3月 

2018 年 4 月から会長を務める奈良県看護師等学校教務主任

協議会(大学、短期大学、専門学校の全ての学校種が加盟)に

おいて看護教育機関と行政機関や看護関連団体が連携して

看護教育を行うための「奈良県看護学教育協議会（仮称）」の

設立準備に携わった。 

(3) 奈良県看護学教育協議会理事・委員会活動 2021 年

4 月〜

2023 年

3月 

奈良県看護学教育協議会理事・副会長として会の運営に携わ

ると共に、研修委員会委員として看護学教育に携わる看護職

のための研修会の企画と運営に携わると共に、看護教員を対

象とした研究指導の講師を務めている。 

 
(4) 奈良県臨地実習指導者講習会 講師 2021 年

8 月〜

2022 年

8月 

「教育評価」(1単位,15 時間)の講師を務めた。 

(5)病院での研修会 講師 2022 年

6月 

奈良県大和高田市立病院において、師長、副師長及び主任を

対象とした、現任教育における職員の評価と評価に基づく支

援に関する研修会で講師を務めた。 

(6)性暴力被害者支援看護師養成講座 講師 2022 年

12 月 

日本福祉大学社会福祉総合研修センター主催の「性暴力被害

者支援看護師(SANE)養成プログラム 2023」において、「若者

の生と性を考える」の講師を務めた。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1 主体的な生き方を支える

ピア・カウンセリング実践

マニュアル改訂新版 

共著 

 

2015 年 4月 

 

小学館 

 

「ピア活動の有効性」の章を担当し、先行研

究と筆者らの研究結果を踏まえて、中高生と

ピアカウンセラー自身へのピア活動の有効性

について解説した。 

B5版全 143頁 

本人担当部分：総頁数 143 頁中 19 頁を担当

(4-1,4-2) 

高村寿子編集，高村寿子,江角伸吾,堀内成子,

前田ひとみ,渡辺純一,安達久美子,沼尾歩,小

川正美,岩間薫,遠藤明希,高田昌代,川崎由紀

子,井戸修一,堀井千華子,渡辺恵美子,船橋悠

希,渡邉至,篠澤俔子,佐々木明子,池田悦子,

服部律子 

2.セクシュアリティがわ

かる本 

共著 

 

2015 年 7月 

 

一般社団法人日本家

族計画協会 

 

避妊法、性感染症、ネゴシエーション、トピ

ックス(月経痛、マスターベーション、性的犯

罪、レイプ、リベンジポルノ、カレシ・カノ

ジョより友達？)を担当し、解説した。 

B5版全 57頁 

本人担当部分：総頁数 57頁中 26頁を担当(５

章～７章) 

高村寿子編著、安達久美子、服部律子 

3.看護教育実践シリーズ

３ 授業方法の基礎 

共著 

 

2017 年 7月 

 

医学書院 

 

看護学教育において、１回の授業をどう組み

立てるかやアクティブラーニングを導入した

授業の方法などについて解説した本である。

第 11 章「授業時間外の学習を促す」を共著

し、授業時間外の学習の重要性や課題の出し

方などについて解説した。 

A5版全 184頁 

本人担当部分：総頁数 143頁中 12頁（11章）

を共著者と共に担当 

中井俊樹・小林忠資編、中井俊樹、小林忠資、

清水栄子、内藤佐知子、根岸千悠、根本淳子、

服部律子、森千鶴 



4.看護教育実践シリーズ

２授業設計と教育評価 

 

共著 

 

2018年 3月 

 

医学書院 

 

看護教育における授業設計から、評価、授業

の改善方法までを解説した本である。全体に

編者として関わり、10章「評価基準を可視

化する」を担当して執筆した。担当部分で

は、評価基準を可視化し学生と共有すること

の必要性やルーブリックなどの評価指標の作

成について解説した。A5版全 184頁本人担

当部分：編集・総ページ数 184頁中 13頁

（10章）中井俊樹・服部律子編、中井俊

樹、服部律子、岡田聡志、加地真弥、小林忠

資、嶋﨑和代、高植幸子、中島英博、肥田武 

（学術論文）     

1.小規模病院、有床診療所

に勤務する助産師の学習

ニーズ 

（査読付き論文 

共著 

 

2013 年 1月 

 

愛知母性衛生学会誌

第 30号 

 

わが国の出産の約半数を担う小規模病院およ

び有床診療所で勤務する助産師の学習ニーズ

の特徴を明らかにするため、愛知県内の分娩

を取り扱っている小規模病院および有床診療

所で勤務する助産師を対象に自己記入式質問

紙調査を実施し、記述内容を質的に分析し

た。その結果、これらの施設で勤務する助産

師の約７割が学習希望を有しており、助産実

践の中で困ったり不安を感じた経験のある助

産師のほうがその割合が有意に高かった。学

習ニーズはステップアップへの欲求から生じ

ており、スキルアップと知識のブラッシュア

ップのニーズがあることが明らかとなった。 

論文掲載：pp72～77 

本人担当部分：研究計画の立案から分析とま

とめまでを主になって行った。 

共同執筆者：服部律子，石川真奈美，若山正

代，鈴木明日香 

2.分娩を取り扱う小規模

病院、有床診療所に勤務す

る看護師の学習ニーズ 

（査読付き論文） 

共著 2014 年 1月 愛知母性衛生学会誌

第 31号 

分娩を取り扱う小規模病院や有床診療所では

助産師よりも看護師の勤務者数のほうが多

く、看護師が周産期の様々なケアに携わって

いる現状を踏まえ、これらの施設に勤務する

看護師を対象に自己記入式質問紙調査を実施

し、記述内容を質的に分析した。その結果、

調査対象者の約半数が学習希望を有してお

り、仕事の中で困難感や不安感を抱いた経験

のある者のほうが希望する割合が多かった。

これは、「仕事上不足している知識の補充」

や、「知識や技術の発展」「自己実現への欲

求」からくるものであることが明らかとなっ

た。 

論文掲載：pp52～60 

本人担当部分：研究計画の立案から分析とま

とめまでを主になって行った。 

共同執筆者：服部律子，中嶋文子,奥川ゆか

り，水信真美子，石川真奈美，鈴木明日香，

若山正代 

3.青年期女子のライフデ

ザインと親準備性 

共著 

 

2015 年 3月 

 

椙山女学園大学看護

学研究 7巻 

 

女性を対象としたライフデザイン教育のあり

方を検討するための基礎資料を得ることを目

的に、Ａ大学１年生 510人を対象に青年期女

子のライフデザインや親準備性について明ら

かにした。結果、約６割の学生は将来の職業

を決めて１年次から準備をしており、約８割

の者が将来結婚を、約７割の者が出産を考え

ており、その予定平均年齢はそれぞれ、26.3

歳、27.7歳であった。また離職のタイミン

グとしては第２子出産時が最多であった。 

論文掲載：pp41～49 

本人担当部分：研究計画の立案から分析とま

とめまでを主になって行った. 

共同執筆者：服部律子，後藤宗理 



4.高校生の対人関係への

認識と性に関連する悩み 

（査読付き論文） 

共著 2018年 9月 日本性感染症学会誌 

29巻 1号 

高校生の日常生活での対人関係への認識と性

に関連する悩み、及び性交経験者と未経験者

の認識の違いを明らかにし、思春期の母性保

健の向上に効果的な保健指導・性教育のあり

かたを検討することを目的に分析を行った。

無記名式自記式質問紙調査に回答された

7,739名を分析対象とし、その結果、約 7割

が「友達の数は多い」「今幸せ」と認識し、9

割が「今の家族の中で育って良かった」と認

識していた。性交経験者は 5.3%であり、未

経験者に比べて「今幸せ」「今の家族の中で

育って良かった」と回答した者が有意に多い

一方で、「一人ぼっちと感じる」と回答した

者も有意に多かった。思春期は自立し社会に

巣立つ準備期であり、自己肯定感を高めつ

つ、他人との関係性・コミュニケーション能

力を高める教育が必要であることが示唆され

た。 

論文掲載：pp43-52 

本人担当部分：研究計画立案、調査票作成、

調査の実施、結果の考察を担当した。 

5.Estimation of 

Pregnant Women Possibly 

Left Behind Tsunami 

Predicted Areas of 

Nagoya City 

A Simulation for Rescue 

Planning （査読付論文） 

 

共著 2020 年 3月 Disaster 

Medicine and Public 

Health Preparedness 

 

機 械 学 習 と GIS(Graphic information 

system)を用いて愛知県名古屋市における東

南海地震発生時の津波浸水域の妊婦数を算出

し、河川情報なども含めて避難可能な方向性

から避難した妊婦の集中する地域を推定し、

医療体制整備を提案した。 

論文掲載：https://doi.org/10.1017/ 

dmp.2019.164 

本人担当部分：機械学習のための分析モデル

の検討、考察、論文執筆 

共同執筆者：服部律子,宮川祥子,服部兼敏 

6.Prevalence and 

Associated factors of 

Suicidality in Japanese 

Adolescents: Results 

from A Population-based 

Questionnaire Survey. 

(査読付論文) 

共著 2020 年 10 月 BMC Pediatrics,  13歳から18歳の22,419人を対象に調査を実

施し、自殺傾向に関連する要因を特定するた

めに多項ロジスティック回帰分析を行った。

自殺念慮を抱いたことがある者は男子

21.6％、女子 28.5％で、家族関係に関するス

トレスといじめが自殺傾向と強い関連が認め

られた。その他関連していた要因は性別、友

人との関係についてのストレス、ジェンダー

アイデンティティなどであった。相談に活用

されるリソースで最も多かったものはインタ

ーネットであった。 

DOI: https://doi.org/10.1186/s 12887-

020-02362-9 

本人担当部分：研究の計画、質問票の作成、

データ収集、結果の考察 

共同執筆者：NAGAMITSU S., MIMAKI M., 

KOYANAGI K., TOKITA N., KOBAYASHI J., 

HATTORI R., ISHII T., MATSUOKA M., 

YAMASHITA Y., YAMAGATA Z. 



7. Estimation of 

Pregnant Women Possibly 

Left Behind in Tsunami 

Predicted Areas of 

Nagoya City: A 

Simulation for Rescue 

Planning, Disaster 

Medicine and Public 

Health Preparedness 

（査読付論文） 

共著 2022 年 9月 Disaster 

Medicine and Public 

Health Preparedness 

名古屋市をモデルにして、東南海地震で津波

到達予測時間までに、徒歩での避難を基本に

して避難が不可能な地域に居住する妊婦の避

難方法を検討するため、generai-purpose 

geographic information systemを用い、道

路中心線で算出された避難距離を用いて実際

の避難時間に近づけるとともに、小学校区単

位で分析を行った。その結果、今回のシミュ

レーションモデルで小学校区単位での避難リ

スクが判定できる事が明らかになった。しか

し、建物の分布に差がある地域ではリスクが

高く評価されることが示唆された。 

DOI:https://doi.org/10.1017/dmp.2022.189 

本人担当部分：研究の計画、分析のためのデ

ータの選択、結果の考察 

共同執筆者：S Miyagawa, R Hattori, K 

Hattori 

（その他）   

 

  

-報告書- 

1.より効果的な妊娠出産

包括支援事業としての産

後ケアのあり方に関する

研究 

 

共著 

 

2016 年 3月 

 

 

公益社団法人日本助

産師会 

平成 27 年度子ども・

子育て支援推進調査

研究事業報告書 

 

 

厚生労働省の補助金を得て産後ケアの実態に

ついて調査し、今後のあり方について提言し

た。 

論文掲載：pp59～90 

本人担当部分：「有床助産所ならびに病院・

診療所で行っている産後ケアならびに産後ケ

ア事業に係わる実地調査」を分担研究し、そ

の結果を主になってまとめた。 

共著者：島田真理恵,佐藤香,安達久美子,稲

田千晴,服部律子,葛西圭子,相良有紀,市川香

織,國分真佐代 

2.本学看護学部における

クリッカー導入の評価 

共著 2016 年 3月 

 

椙山女学園大学看護

学研究 8巻 

 

アクティブラーニングの一貫として新たに導

入したクリッカーの効果について、学生の質

問紙調査とグループインタビューの結果から

分析した。その結果クリッカーの使用による

「ライブ感」が学生の授業への積極的参加を

促している、他学生との類似点や相違点を見

出したことが学習への動機づけとなっている

という効果が明らかとなった。 

論文掲載：pp47～55 本人担当部分：評価の

計画、データ収集、分析、まとめの全般を主

になって実施した。共著者：服部律子,和田

貴子,佐原弘子,竹井留美,又吉忍,後藤宗理 

3.健やか親子 21(第 2 次)

を推進するための思春期

の母性保健の向上を目的

とした効果的な保健指導

のあり方についての調査

研究 

 

共著 

 

2017 年 3月 

 

厚生労働省平成 28 年

度子ども・子育て支援

推進調査研究事業報

告書 

 

厚生労働省の補助金を得て、思春期の母性保

健の向上を目的とした効果的な保健指導のあ

り方について提言し、研究結果に基づき保健

指導媒体として「Adolescence わからないこ

とがここにある」を作成した。 

本人担当部分：研究計画、調査用紙の作成、

４校におけるデータ収集、考察を共に担当

し、「性の自己受容(多様性)・gender 

identityに対する保健指導」について文献

レビューを行った(pp127-129 に掲載)。保健

指導媒体では、「からだの性、こころの性 

～これって変？～(p18)を執筆した。 

共著者：永光信一郎、安達久美子、石井隆

大、内山有子、岡明、岡永真由美、葛西圭

子、片岡弥恵子、川名敬、熊谷智子、小林順

子、小柳憲司、齋藤伸治、鴇田夏子、永山美

千子、二宮啓子、野々山未希子、服部律子、

松岡美智子、松嵜くみ子、三牧正和、村上佳

津美 

 



4.チームビルディングを

基盤とした全学合同新入

生研修の試み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.カリキュラム改正に伴

う本学保健医療学部看護

学科の新カリキュラム構

築のプロセス 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

2023 年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 3月 

 

奈良学園大学紀要 

第 15集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学紀要 

第 15集 

2022 年度のキャンパス統合を機に初めて全

学合同で実施した新入生研修の企画や運営の

プロセスと実施後の評価について報告した。 

実施後の学生へのアンケートに自由記述で回

答された内容をテキスト・マイニングにより

分析した結果、他学科の学生と一緒にチーム

ビルディングを基盤とした謎解きゲームに取

り組んだことで、新入生は「楽しい」体験と

ともに４年間を頑張ろうという気持ちになっ

ていることが生じていることが明らかとな

り、チームビルディングを基盤とした新入生

研修はその目的を達成し、効果があったこと

が明らかとなった。 

本人担当部分：研修の企画、運営を統括して

行い、アンケート結果の分析と紀要への報告

の執筆を担当した。 

共同執筆者：服部律子、松岡克典、阿波邦

彦、安東雅訓、川端咲子、松浦尚子、荻布優

子、嶋田理博、高橋寿奈、坪内善仁、辻井直

幸 

 

カリキュラム改正に伴い、３ポリシーの見直

しからはじめ、新しいカリキュラム構築に取

り組んだプロセスをまとめ、報告した。 

本人担当部分：カリキュラム構築のプロセス

を主になって進め、紀要への執筆を担当し

た。 

共同執筆者：服部律子、吉村雅世、西薗貞

子、三浦康代、嶋田理博、小林由里、佐藤郁

代、西出順子、溝口みちる 

-講演-     

1.母と子のメンタルヘル

スのために助産師ができ

ること、助産師がすべき

こと 

 

 2016 年 5月 

 

第 2回母と子のメンタ

ルヘルスフォーラム

(於名古屋市) 

 

青年期の親準備性形成に関する研究成果と、

前年度に取り組んだ「より効果的な妊娠出産

包括支援事業としての産後ケアのあり方に関

する研究」の結果から、そして現代の若者の

特徴などから、親となる人々の特性を理解

し、妊娠中から子育て期までを包括したケア

のあり方にについて概観し発表した。 

2.母と子のメンタルヘル

スのために助産師ができ

ること、助産師がすべき

こと 

 

 2016 年 10 月 

 

第 57 回日本母性衛生

学会総会・学術集会教

育講演 

（於東京） 

 

平成 27 年度子ども・子育て支援推進調査研

究事業「より効果的な妊娠出産包括支援事業

としての産後ケアのあり方に関する研究」成

果を基に、産後の母親の特徴を解説するとと

もに、親準備性研究の成果に基づいて妊娠前

から子育て期までの継続的で包括した支援の

必要性について講演した。 

 

3.子育て支援と社会資源

の活用 

 

 2016 年 11 月 

 

平成 28 年度奈良県ア

ウトリーチ型子育て

支援モデル事業子育

て支援者研修会 

 

親準備性研究や産後ケアのあり方に関する研

究での結果を踏まえ、子育て支援の対象の特

性について解説し、子育て支援者に求められ

る姿勢などについて講演した。 

4.妊娠期からの包括支援

に向けて～対象を理解す

る～ 

 2018年 2月 

 

平成 29 年度葛城地区

保健衛生担当課長会

保健師部会全体研修

会 

子ども虐待防止に向け、妊娠期からのリスク

の早期発見や予防のための寄り添いや支援の

あり方について講演した。 

5.子どもたちの生きる力

を支える性教育 

 2019 年 10 月 京都府私立中学高等

学校教育研究大会 

厚生労働省平成 28年度子ども・子育て支援推

進調査研究事業の調査で明らかになった結

果、近年の若者の特性などを踏まえ、エンパ

ワーメントやライフスキル教育の視点から中

高生への性教育のあり方について講演した。 



     
―学会発表―     
1.思春期ピアカウンセラ

ー養成の現状と課題 

 2013 年 8月 

 

第 32 回日本思春期学

会学術集会 

（於和歌山市） 

 

日本ピアカウンセリング・ピアエデュケーシ

ョン研究会認定プログラムを用いた過去 6 年

間の思春期ピアカウンセラー養成数の推移や

受講者の受講後の感想等から実態を分析し

た。その結果、若者気質の変化により友人に

相談できなくなっていることなどから思春期

ピアカウンセラーへのニーズは高まっている

ものの、同じ若者気質の変化により自らが思

春期ピアカウンセラーになろうという若者は

減少しているという課題が存在していること

が明らかとなった。本人担当部分：研究全体

に関わり、特にデータの分析とまとめを主に

なって行った。 

共同発表者：服部律子，高村寿子，石田登喜

子，渡辺純一 

2. 助産所・病院・診療所

で行われている産後ケア

の実態 

 2016 年 10 月 

 

第 75 回日本公衆衛生

学会総会 

（於大阪市） 

 

わが国における産後ケアのあり方を検討する

ための基礎資料として、助産所、病院、診療

所計 9施設において、インタビュー調査を行

った。結果、母親が育児技術を獲得し、自信

をもって家庭生活へのスタートが切れるよう

支援することが求められていた。また、産後

ケア施設を提供するためには経済面、感染対

策と癒しの空間の確保など施設面での課題が

あることが明らかとなった。 

共同発表者：市川香織，服部律子，國分真佐

代，稲田千晴，相良有紀，島田真理恵 

3. Baseline survey with 

the purpose of 

developing adolescent 

peer activities related 

to reconstruction 

support in the wake of 

the Great East Japan 

Earthquake: For 

developing peer 

activities designed to 

support the ability to 

lead active lives in 

affected areas 

 2017 年 8月 The 21st 

 International 

Epidemiological 

Association 

（大宮市） 

 

南相馬市における中学生へのピアサポートの

実施に向けた中学生対象のベースライン調査

の結果を報告した。将来の夢をもっていない

群はもっている群に比べて自尊感情が低く、

自分自身の心身への関心が低いことが明らか

となり、自尊感情を高める取り組みであるピ

アサポート活動の必要性が示唆された。 

共同発表者：Hattori R, Takamura H, 

Nakamura 

4. Prevalence and 

prediction of suicide 

ideation in Japanese 

adolescents: result 

from a population-based 

questionnaire survey 

 2017 年 1月 American Academy of 

Child and Adolescent 

Psychiatry 

(Washington DC, USA) 

 

全国の各地方に在住する中高生を対象に心身

の健康状態について調査した結果から、希死

念慮を抱く割合と自殺率を中心に精神健康状

態に焦点をあてて報告した。 

共同発表者:Nagamitsu S, Mimaki M, 

Koyanagi K, Tokita N, Kobayashi Y, 

Hattori R, Yamashita Y, Yamagata Z, 

Igarashi T 

5.健やか親子 21（第 2

次）：思春期の保健課題の

克服―中高生２万人のア

ンケート調査から 

 2017 年 8月 日本思春期学会第 36

回学術集会 

 

全国の各地方に在住する中高生を対象に健や

か親子 21(第 2 次)に盛り込まれている思春

期の保健課題を中心に調査した結果の概要を

報告した。 

共同発表者：永光信一郎、三牧正和、服部律

子、小柳憲司、鴇田夏子、小林順子、五十嵐

隆 



6.産婦の肯定的な出産体

験を構成する要素 

 2021 年 3月 日本助産学会第 35 回

学術集会 

肯定的な出産体験を構成する要素を明らかに

することを目的に、12名の褥婦を対象に半構

造化面接を実施し、質的記述的に分析した結

果、【基本的欲求が満たされたことによる満足

感】【出産へのコントロール感を持てたことに

よる出産体験の受容】【自身の行動を肯定的に

自己評価したことによる自尊感情の高まり】

【元気な我が子が誕生したことによる喜び】

の４つのカテゴリーが抽出された。 
共同発表者：堀井有紗、美甘祥子、服部律子 

−その他−     

1. 外来通院糖尿病患者の

治療行動に影響を及ぼす

要因 

共著 

 

2013 年 11 月 

 

へるす出版 

月刊「臨床看護」 

 

外来で通院治療を受けている、研究への協力

に同意の得られた糖尿病患者 19人に対して

半構造化面接を実施し、保健行動理論に基づ

いて質的に分析した。結果、治療行動には病

気の悪化への危機感や治療行動による効果の

自覚、知識が影響していることが明らかとな

った。また、糖尿病患者は治療行動の必要性

の認識と同時に逃避欲求も抱いて逃避するた

めの理由を探していることが明らかとなっ

た。今後は、自己効力感にも着目し、今回明

らかとなった要因との関連性を明らかにする

必要がある。 

論文掲載：pp1941～1947 

本人担当部分：専門としている健康行動の観

点から、研究の各プロセスと論文執筆につい

て指導を行い、専門とする保健行動の観点か

ら結果の分析、考察を共に行った。 

共同執筆者：吉田和恵、服部律子、伏屋小夜

子、牧田久仁子 

2. 新・青年心理学ハンド

ブック 

共著 

 

2014 年 1月 

 

福村出版 

 

青年心理学に関する事項を広く解説したハン

ドブックである。この中で、トピック「青年

期の親準備性」を担当した。 

B5変形(27cm)版全 714頁 

本人担当部分：総頁数 714頁中 1頁

(Topic32)を担当。 

後藤宗理,二宮克美,高木秀明,大野久,白井利

明,平石賢二,佐藤有耕,若松養亮編著,ほか

114名著。Topic32服部律子。 

3. 周産期のメンタルヘル

スの動向と助産師に求め

られるかかわり 

 

単著 

 

2017 年 4月 

 

医学書院 

「助産雑誌」 

 

周産期のメンタルヘルスケアについて、施策

の動向、筆者が取り組んできた今までの研究

から明らかとなった親になる人々の特性、若

者研究の成果などを踏まえて、対象の理解を

中心に助産師に求められる関わりについて概

説した。 

論文掲載：pp262～267（特集 「周産期のメ

ンタルヘルスのために助産師ができること、

すべきこと」の中の１編） 

4. 母性看護学の授業設計

と演習・実習の進め方 

〜母性看護学教育を取り

巻く現状の把握〜 

 

単著 

 

2019 年 1月 

 

日総研 

「臨床助産ケア」スキ

ルの強化」 

Vol.1, No.1 

 

保健師助産師看護師学校養成所指定規則や国

家試験出題基準について解説し、母性看護学

の講義、演習、実習で求められている教育内

容について解説した。 

掲載：pp95〜99 

5. 母性看護学の授業設計

と演習・実習の進め方 

〜「母性看護学」の授業

設計 何をどのように教

えるか〜 

 

単著 

 

2019 年 3月 

 

日総研 

「臨床助産ケア」スキ

ルの強化」 

Vol.1, No.2 

 

母性看護学の講義科目の授業設計について、

授業設計の意義や学習内容の配列など教育の

基本を母性看護学の講義に当てはめて解説し

た。 

掲載：pp60〜64 

6. 母性看護学の授業設計

と演習・実習の進め方 

〜「母性看護学」演習を

計画する〜 

単著 

 

2019 年 5月 

 

日総研 

「臨床助産ケア」スキ

ルの強化」 

Vol.1, No.3 

母性看護学で扱う演習の計画について、ARCS

モデルなどを学習理論を示しながらどのよう

に設計するかを解説した。 

掲載：pp89〜92 



7. 母性看護学の授業設計

と演習・実習の進め方 

〜「母性看護学」演習を

評価する〜 

 

8. 母性看護学の授業設計

と演習・実習の進め方 

〜「母性看護学」臨地実

習の調整と具体的な進め

方〜 

 

9. 母性看護学の授業設計

と演習・実習の進め方 

〜「母性看護学」教育の

課題と展望〜 

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

2019 年 7月 

 

 

 

 

2019 年 9月 

 

 

 

 

 

2019 年 11 月 

日総研 

「臨床助産ケア」スキ

ルの強化」 

Vol.1, No.4 

 

日総研 

「臨床助産ケア」スキ

ルの強化」 

Vol.1, No.5 

 

 

日総研 

「臨床助産ケア」スキ

ルの強化」 

Vol.1, No.6 

評価の構成要素や種類の基本を解説し、演習

の評価表を例示しながら母性看護学の演習を

どのように評価するかについて解説した。 

掲載：pp71〜75 

 

臨地実習を取り巻く現状を解説し、実習開講

に向けた実習施設の開拓や協力体制づくり、

複数の実習施設で実習を行う場合の留意点な

どについて説明した。 

掲載：pp67〜71 

 

少子社会で看護基礎教育で母性看護学領域で

求められている教育内容を考え、実習の工夫

やリプロダクティブヘルス領域の教育の強化

の必要性などについて述べた。 

掲載：pp83〜87 

10. 学生アスリートのス

ポーツ事故を防止する安

全教育実践について 

共著 2020 年 12 月 奈良学園大学紀要 

第 13集 

奈良学園大学硬式野球部を対象に実施した安

全教育について、実施プログラムとその成果

について報告した。 

掲載：pp61〜70 

本人担当部分：安全教育の計画・実施と成果

の評価計画、成果の分析 

-文部科学省科学研究費お

よびその他の研究助成- 

    

1 青年期女子の親準備性

とキャリアデザイン、ラ

イフデザインの関連性 

 2013 年 6月 

 

椙山女学園大学学園

研究費助成(B) 

 

妊娠に伴い身体的変化を来す女性を対象とし

た、妊孕性や家庭形性、妊娠・出産・子育て

と仕事の両立なども含めた女性ならではのラ

イフデザイン、キャリアデザインへの支援の

あり方を検討するため、青年期女子に対する

女子大学生 510人を対象に、親準備性と現在

描いているライフデザインについて実態につ

いて研究した。 

     

 
［注］       

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。 

２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。 

３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。 

① 著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。 

② 著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。 

③ 共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。 

④ 最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。 

⑤ 芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、 

特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの 

がある場合もこれに含めてもよい。 



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 ５年 ３月 ３１日 

                                    氏名 小林 由里 

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

看護学 基礎看護学、看護教育学、看護管理学、エンドオブライフケア 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例 

医療事故事例のシミュレーション体験を用いた授業

方法 
平成 15

年 12月

～平成

29年10

月 

「医療安全」の講義において学生の自己モニタリングや

リスクアセスメントを高め、事故防止行動がとれること

を目的にシミュレーション教育を実施した。学生一人ず

つ誤薬のシミュレーション体験とリフレクションを実

施した。体験後レポートの記述から、学生はどのような

状況で事故につながるのかや、自分の行動特性について

理解できたという結果が得られた。また、実習において

も事故防止の意識につながった。 

多重課題を用いたリスクアセスメント力と判断力の

育成演習 

平成 28

年 1 月 

統合分野「看護の統合と実践」の科目として、卒業前に

多重課題を用いたリスクアセスメント力と判断力、対応

力を育成することを目的に演習を実施した。病室に呼吸

不全の患者、転倒リスクのある患者、嚥下困難のある患

者などを設定し、学生は、グループでディスカッション

して患者への援助計画を立案しておく。教員が患者役を

演じ、ロールプレイを行い、患者の状況に対応しながら、

リスクアセスメントや優先度の判断を行う体験学習と

した。このメリットとして、学生は、臨場感のある患者

の反応にどう対応しようかと思考し判断する機会とな

った。 

看護管理の考え方を学ぶ事例を用いたグループ討議 

平成 28

年 4 月

～平成

29 年 6

月 

統合分野「看護の統合と実践」の科目である、看護管理

では、看護管理の定義やマネジメントプロセス、病院・

看護部の組織体制などについて教授した。また、倫理的

問題のある事例を用いて、自らがミドルマネージャーと

してどのように倫理的判断を行うかのディスカッショ

ンや、複数の様々な状況にある患者のケアが必要な事例

に対し、チームでケアを実施する際のリーダーシップの

あり方についてのディスカッションを取り入れた。 

成人看護援助論Ⅱ、成人看護援助論演習の講義・演

習 

平成 30

年 4 月

～令和

2年7月 

慢性疾患を持つ患者のセルフマネジメントを支援する

ための看護について、学生がイメージしながら学べるよ

う、事例を用いて、段階的に思考プロセスをたどってい

けるような講義の組み立てを行った。セルフマネジメン

トの患者教育では、模擬患者（教員）に対してパンフレ

ットを用いて学生が指導する課題とした。患者役の様々

な反応に対して思考し、対応するという内容とした。学

生は不足する知識や患者教育の技術など課題を明確に

することができた。医療事故防止のリスクアセスメント

力を高めるためのシミュレーションを取り入れた。 

看護管理学特論の講義 

平成 31

年 9 月

～現在

に至る 

大学院の看護管理学特論では、臨床で現在も勤務する学

生であるため、生きた教材を活用するべく、各自の管理

的疑問や問題を提起しあい、ディスカッションを行っ

た。 

想像力・創造力を高めるコミュニケーション論の講

義・演習の工夫 

令和 3

年 4 月

～現在

に至る 

看護の初学者である１年次の学生に対し、コミュニケー

ションが、単なる言葉の伝達ではなく、目標や意図の共

有であることや、看護職としてのコミュニケーションが

理解できるよう工夫した。例えば様々なシチュエーショ

ンや臨床事例を用いて、学生が自ら考え、ディスカッシ

ョンも組み入れて思考を深めていくようにした。 

基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ、ヘルスアセスメント、看護技

術の基礎Ⅰ、看護学概論Ⅱの講義・演習 

令和 3

年 4 月

～現在

に至る 

基礎看護技術やアセスメントは、方法論を患者にあては

めるという思考にならないよう、授業外の学習を促進す

る取り組みを行った。事前課題は、手順を覚えるのでは

なく、その技術を必要とする根拠、実施の際の判断に必

要な要素の視点で考えられるように工夫した。演習にお

いても、自ら考え、学生同士でディスカッションしなが



ら、事例患者に応じた援助の内容、方法、時期、留意点

などの判断について深められるように促している。ま

た，医療職としての倫理観を醸成するために、リアリテ

ィを持たせた事例を用いて体験を通して、深く考察でき

るよう工夫した。 

看護管理学の講義 

令和 3

年 4 月

～現在

に至る 

４年次の学生が、卒業後に所属する組織の意義や機能、

看護管理の定義やマネジメントプロセスなどをイメー

ジすることができることを目指している。そして自らも

組織の一員として看護をマネジメントしていく必要が

あることを理解できるよう教授する。現場で起こりうる

様々な事例を用いたり、３年次までの実習を想起させ

て、マネジメントの視点による判断について思考を促す

問いやディスカッションを取り入れている。 

２ 作成した教科書，教材   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

 
令和元

年 8 月 

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査において奈良

学園大学大学院看護学研究科講師、「看護管理学特論」

M 可、「特別研究」M 合と判定 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

教育担当（5年間）として看護師の看護実践力向上の

ための現任教育の企画・運営 

平成 19

年 4 月

～平成

24 年 3

月 

院内看護職（看護師、療養介助員、看護助手）の育成を

図るため、経年別、役割別研修の企画・運営を担当した。

毎年、新人看護師は毎月 1 回、2 年目、3 年目、4,5 年

目は 2 か月に 1 回程度、6 年目以上は半年に 1 回程度、

実習指導に関すること、褥瘡予防、摂食嚥下などの専門

分野の研修などを実施した。経年別研修は、OJT を重視

し、それぞれの経験年数での課題を OJT により達成で

きるよう取り組み、集合研修ではその補填となるよう位

置付けた。その結果、各部署で実践を通して、看護職員

同士でお互いを育てあう意識ができた。新人看護職の研

修テーマは主に看護技術や看護倫理に関すること、2 年

目はケーススタディ、3 年目は組織におけるリーダーシ

ップ・メンバーシップ、4 年目以上は業務改善など組織

における管理とし、業務改善につなげた。 

教員に対する指導・教育、教員の教育実践力向上の

ための研修の企画・運営 

平成 25

年～平

成 30年

3 月 

看護専門学校の教育主事として看護学校管理を担当し

た。近畿内国立病院機構附属看護学校の 1，2 年目教員

を対象とし、教育実践力向上を目的とした研修や、中堅

看護教員を対象とし、学校運営・管理の視点の育成を目

的とした研修を実施した。 

国立病院機構近畿グループ主催実習指導者講習会講

師、施設内実習指導者 

平成 26

年 6 月

～平成

29 年 6

月 

国立病院機構近畿グループ主催実習指導者講習会にて

「基礎看護学」や「実習評価」について担当し講義を行

った。また、国立病院機構舞鶴医療センター附属看護学

校、京都医療センター附属看護助産学校、敦賀医療セン

ターでの実習指導者研修において、教育課程、実習指導

の意義、実習評価、実習指導案の作成などについて講義

を実施した。 

５ その他   

国立病院機構舞鶴医療センター附属看護学校におけ

る教育実績 

平成 25

年 4 月

～平成

28 年 3

月 

「看護学概論」「老年看護学概論」「医療安全」などの

講義を担当した。また、「基礎看護学実習」「小児看護

学実習」「成人看護学実習」「在宅看護論実習」の実習

指導を行った。効果的な実習となるよう、実習施設への

実習依頼や調整を行った。院外講師へは学生の講義評価

結果をフィードバックし、講義依頼を行った。また、看

護教員の指導、実習施設の実習指導者対象研修の講師な

どを行った。 

国立病院機構京都医療センター附属京都看護助産学

校 看護学科における教育実績 

平成 28

年 4 月

～平成

30 年 3

月 

「看護管理」「医療安全」の講義を担当した。また、「基

礎看護学実習」「小児看護学実習」などの実習指導を行

った。効果的な実習となるよう、実習施設への実習依頼

や調整を行った。院外講師へは学生の講義評価結果をフ

ィードバックし、講義依頼を行った。また、看護教員の

指導や実習施設の実習指導者対象研修の講師などを行

った。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 



１ 資格，免許 
平成元

年 4 月 
看護婦免許 

２ 特許等   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

国立病院機構奈良医療センター教育担当看護師長 

平成 21

年 4 月

～平成

24 年 3

月 

教育担当として看護職の現任教育の企画・実施を行っ

た。また、医療安全管理係長とともに全職員対象の研修

を実施した。人材確保対策事業として、看護職募集活動、

復職支援研修や中途採用者研修の企画・運営を実施し

た。また実習受け入れ態勢整備等の役割を果たした。 

４ その他   

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基

盤研究（c） 

(研究分担者) 

令和 2

年 4 月

～令和

4年3月 

研究課題名「終末期患者の意思表示を支えるための高齢

者市民を対象としたエンドオブライフケア教育」 

市民を対象とした研修会の実施および、報告書冊子の作

成に携わった。 

実習部会 

 

平成 

31 年 4 

月～令

和 4 年 

3 月 

看護学科における実習に関する企画・運営、検討を行っ

た。3 年次領域の臨地実習学生配置の作成、次年度実習

ローテーション案の作成、実習要綱の修正・検討・作成、

実習協議会の企画・運営・評価、統合看護実習の計画案

作成、学生配置の検討など多岐にわたり、学生の実習で

質の高い学びができるよう取り組んだ。令和 2 年は実習

に向けた学生のコロナワクチン接種の対応も行い、コロ

ナ過における臨地実習のあり方についても検討した。 

教務部会 

令和 4

年 4 月

～現在

に至る 

看護学科における教務に関する検討・運営を行った。シ

ラバス、授業担当教員の確認、時間割の確認・調整、教

室や実習室の重複の確認など、学生の授業が円滑に進む

よう、問題点を検討し、調整をおこなった。次年度の専

門基礎科目の講師依頼と時間割調整、カリキュラム改正

に伴う読み替え履修が必要な対象学生の確認、履修が問

題なくできるよう調整した。R4 年度はオンラインによ

る入学前教育の企画・運営・評価を担当した。 

カリキュラム検討ワーキング 

令和 2

年 4 

月～令

和 4 年 

3 月 

令和 4 年度カリキュラム改正に向けて、本学看護学科の

ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーを検討し

た。また、そのポリシーを達成するための科目、科目内

容、カリキュラムツリー、科目間の関連、担当者等を検

討するにあたり、検討案を提示し、意見を述べた。 

学生生活ワーキング 

平成 30

年４月

～令和

2年3月 

新入生研修の準備・運営・評価を行った。また、学生の

大学生活に関わる事項について情報共有および検討を

行った。 

国家試験対策ワーキング 

平成 31

年 4 月

～令和

3年3月 

国家試験合格に向けた模擬試験や夏季、秋季対策講座の

準備、学生の学習状況把握のためのポートフォリオ作成

の検討、学習支援のためのアドバイザー教員との連携方

法などについて検討し、実施した。 

卒業研究ワーキング 

平成 31

年 4 月

～R2 年

3 月 

卒業研究に向けたガイダンスの計画と運営、卒業研究抄

録集作成に向けた、執筆規程の修正、ポートフォリオ、

評価表の検討を行った。 

奈良学園大学自己点検自己評価委員会 

令和 3

年 4 月

～現在

に至る 

奈良学園大学白書の加筆・修正について、意見を取りま

とめ、修正した。 

教員評価制度検討ワーキング 

令和 3

年 4 月

～現在

に至る 

教員の教員分野に関する評価（ベストティーチャーな

ど）について検討し、実現に向けて具体案を計画した。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1 看護師国家試験 直前 

社会福祉学領域ファイナ

ルチェック 

共著 2021 年 03月 金芳堂 

社会福祉の仕組みを学び、対象者の生活

を基盤とした QOL の質の向上に向けた

社会福祉の知識を体系的に理解できる

ものである。3-2）障害者の日常生活及

び社会生活を総合的に支援するための



法律（障害者総合支援法）を担当した。 

2 エビデンスに基づく消

化器看護ケア関連図 
共著 2022 年 03月 中央法規出版 

第Ⅱ部 疾患別／ D 肝臓・胆囊の疾患

胆石症を担当した。 

（学術論文）     

1．新人看護師のクリティ

カルシンキング能力と情

報活用能力の関連性とそ

の特徴 
（修士論文） 

単著 
平成 25 年  

3 月 

畿央大学 

 

新人看護師のクリティカルシンキング

能力と情報活用能力の特徴とその関連

性を明らかにすることを目的とした。看

護師 712 名に質問紙調査を実施した。質

問紙は属性，批判的思考態度尺度(常盤

ら,2010)，情報活用の実践力尺度(高比良

ら,1999)で構成した。分析方法は記述統

計，Spearman の相関係数，重回帰分析

を用いた。結果，クリティカルシンキン

グ能力は，協同的態度が高く，看護師と

の比較では，探求心が高く，論理的思考

への自信が低かった。情報活用能力で

は，収集力，発信・伝達力が高く，看護

師との比較では表現力が高かった。新人

看護師および看護師のクリティカルシ

ンキング能力と情報活用能力の関連性

は，双方とも有意な正の相関が認められ

(r= .449,p< 0.1)，両能力は有意に関連し

ていることがわかった。クリティカルシ

ンキング能力を高めるには情報活用能

力の判断力，創造力，処理力を育成する

必要性が示唆された。 

Ａ４判 全 64 頁 

2．看護学生の砕石位体位

前後の産婦人科診察台に

対するイメージと羞恥心

の変化 
（査読付） 

共著 平成 27 年 
6 月 

畿央大学紀要 
p19～P30 

看護学生が産婦人科診察台で砕石位を

体験することで，体験前後の診察台のイ

メージや羞恥心の変化を検討すること

を目的とした。15 項目の産婦人科診察台

イメージ尺度を作成した。羞恥心は樋口

の状態羞恥心感情測定尺度で砕石位体

験前後に調査した。参加者は 80 名。産

婦人科イメージは，因子分析の結果「情

動イメージ」「体感イメージ」「緊張的

イメージ」「見た目イメージ」の 4 因子

が抽出された。体験前は 13 項目がマイ

ナスイメージであったが，体験後 5 項目

がプラスに有意に変化した。体験後の羞

恥心尺度の高値群は，診察台イメージの

「高く」「嫌な」の項目でマイナスに有

意に変化した。以上から産婦人科診察台

に対してマイナスイメージが強い場合，

羞恥心が強くなることが示唆された。 
本人担当部分：データの分析，結果の考

察を行った。 
共著者：中居由美子,小笠原知枝,播金ヤ

スミ,小林由里,河合まゆみ,文鐘聲 

3．基礎看護学実習評価項

目の内容分析によるパフ

ォーマンス評価のための

ルーブリックの作成 
（査読付） 

共著 平成 30 年 
2 月 

医療福祉情報行動科

学研究第 5 巻 
P43～P51 

基礎看護学実習の評価に用いられた項

目から，パフォーマンス評価のためのル

ーブリックを作成することを目的とし

た。10 校の基礎看護学実習評価表の評価

項目を基礎データとし，Berelson の内容

分析を参考にカテゴリ化した。445 記録

単位数をコード化し，110 サブカテゴリ

―，25 カテゴリ，6 コアカテゴリを抽出

した。6 コアカテゴリは，看護過程展開

力，クライエント理解力，自己学習力，

チーム医療における看護師役割の認識

力，倫理的態度に基づく実践力，コミュ

ニケーション力と命名し，基礎看護学実

習の実践力とした。これに基づき，縦軸

に 25 カテゴリの評価規準，100 サブカテ

ゴリ―の評価基準から構成され，到達度



で評価できる評価表を作成した。 
本人担当部分：データの分析，結果の考

察を行った。 
共著者：播金ヤスミ，小笠原知枝,中居 
由美子,河合まゆみ,小林由里, 對中百合, 
新井祐恵，太田容子，伊藤明子 

4．新人看護師のクリティ

カルシンキング能力と情

報活用能力の特徴とその

関連性 
（査読付） 

共著 平成 31 年 
2 月 

医療福祉情報行動科

学研究第 6巻 P3～P11 

新人看護師のクリティカルシンキング

能力と情報活用能力の特徴とその関連

性を明らかにすることを目的とした。看

護師 712 名に質問紙調査を実施した。質

問紙は属性，批判的思考態度尺度(常盤

ら，2010)，情報活用の実践力尺度(高比

良ら，1999)で構成した。 
分析方法は記述統計，Spearman の相関係

数，重回帰分析を用いた。結果，クリテ

ィカルシンキング能力は，協同的態度が

高く，看護師との比較では，探求心が高

く，論理的思考への自信が低かった。情

報活用能力では，収集力，発信・伝達力

が高く，看護師との比較では表現力が高

かった。新人看護師および看護師のクリ

ティカルシンキング能力と情報活用能

力の関連性は，双方とも有意な正の相関

が認められたが，新人看護師は看護師よ

り関連性が低かった。（修士論文をもと

に作成） 
本人担当部分：質問紙の作成と調査及び

統計解析，研究の総括を行った。 
共著者：小林由里，小笠原知枝，河合ま

ゆみ，中居由美子，播金ヤスミ 

5．看護師の暗黙知による

予後予測に関する文献検

討（査読付） 
共著 令和 5 年 3 月

掲載予定 
医療福祉情報行動科

学研究第 11 巻（2022） 

【目的】看護師が暗黙知に基づきどのよ

うに死期を察知し，予後を予測している

かを明らかにする。 
【方法】医中誌 Web 版，CiNii，PubMed，
CINAHL を用い文献検索し，対象となる

文献から，看護師の暗黙知による予後予

測に関する記述を取り出し，内容の類似

性に基づき抽象化しサブカテゴリ，カテ

ゴリを生成した。  
【結果】15 件の文献を分析した。経験年

数 10 年以上の熟練看護師が暗黙知に基

づく予後予測をしていた。一般病棟やホ

スピス，在宅において看取りを行う看護

師は，客観的数値では測定できない微妙

な状態変化や表情を直観的にとらえて，

死期が近いことを察知し，予後を予測し

ていた。 
暗黙知による予後予測は，目つきや表情

の変化，違和感のある臭気の消失，土気

色のねっとりした皮膚，つじつまの合わ

ない会話，今までにない異常な言動，一

瞬の回復，死の恐怖，惜別に伴う感情，

生へのこだわりの喪失，看護師自身に生

じる何かが違うという感覚の 10 カテゴ

リが抽出された。 
【結論】看護師は，患者の特異的な身体

的情報や，死を自覚することに関連した

心理的変化，今までにない言動や予想外

の反応だけでなく，看護師自身に生じる

「何かが違う」という感覚により死期を

察知し，予後を予測していることが示唆

された。 
共著者：小林由里，小笠原知枝，西薗貞

子，平松幸子，河合まゆみ，兒玉 拓 
 



（その他）     

1．A Study of Young 
Women’s  Images of the 
Gynecological Examination 

－ 平成 25 年 
10 月 

International Nursing 
Conference & World 
Academy of Nursing 
Science 

若い女性が婦人科診察台に対して，どの

ようなイメージをしているのか判明す

ることを目的とした。婦人科診察台のイ

メージの 15項目のスケールを作成した。

８０人の女子大学生に婦人科診察台で

診察を受けるポーズをとってもらった。

結果，診察ポーズ前の婦人科診察台のイ

メージは，「緊張する」67.0％，「恥ず

かしい」58．0％，「親しみにくい」50％
「こわい」43.3％，「嫌い」32.7％であ

った。診察ポーズ後の婦人科診察台のイ

メージは,「高い」61.7％，「嫌い」45.3％，

「緊張｣42.7％,「こわい」28.0％,「恥ず

かしい」27.7％に変化した。 
  診察ポーズ後 50 名の学生が婦人科診

察台のイメージはマイナスイメージか

らプラスイメージに変化した。このこと

から若い女性は診察前は婦人科診察台

に対してマイナスイメージをもってい

るが体験後プラスイメージに変化した。

子宮がん検診率を上げるために，ヘルス

ケア・プロバイダーは，若い女性の婦人

科診察台の否定的なイメージを減少さ

せることが必要である。 
本人担当部分：データの分析，結果の考

察を行った。 
共同発表者：Yumiko Nakai, Jong-Seong 
Moon, Yasumi Harikane, Yuri Kobayashi, 
Mayumi Kawai, Midori Takagi, Akiko Ito 

2．新人看護師のクリティ

カルシンキング能力と情

報活用能力の関連性とそ

の特徴 

－ 平成 26 年 
8 月 

日本看護学教育学会

第 24 回学術集会 

看護師 1,075 名を対象に自記式質問紙法

による調査を行った。質問紙は高比良ら

(1999)による情報活用の実践力尺度，常

盤ら(2010)による批判的思考態度尺度を

使用。分析対象者は新人看護師 158 名，

看護師 583 名。新人看護師と看護師のク

リティカルシンキング能力および情報

活用能力の平均値の比較では，｢協同的 
態度｣と｢探究心｣で新人看護師が高く，

｢懐疑的態度｣と｢論理的思考への自信」

は低かった。情報活用能力では<表現力>
のみが有意に高かった。3) 新人看護師お

よび看護師の ｢クリティカルシンキン

グ能力｣と<情報活用能力>の関連性は，

双方とも有意な正の相関が認められた。

本研究から，新人看護師の両能力は関連

していることが示唆された。クリティカ

ルシンキング能力では「懐疑的態度」や

「論理的思考への自信」，情報活用能力

では<判断力>や<処理力>などの能力を

高める教育が必要であると考える。（修

士論文の一部を発表） 
本人担当部分：質問紙の作成と調査及び

統計解析，研究の総括を行った。 
共同発表者：小林由里，河合まゆみ，播

金ヤスミ，中居由美子，伊藤明子， 
小笠原知枝 



3．看護専門学校における

高校新卒学生と社会人経

験学生の学習意欲に関与

する要因 

－ 平成 27 年 
8 月 

日本看護学教育学会

第 25 回学術集会 

専門学校における高校新卒学生と社会

人経験学生の学習意欲に関与する要因

を明らかにすることを目的とした。看護

専門学校 3 年課程（4 校）の 1～3 年生

445 名を対象に，自記式質問紙調査を実

施。質問紙は永嶋らの学習意欲尺度，斎

藤らの志望動機尺度，菅原らの自意識尺

度と学習活動で困った場面・学校生活で

の人間関係・相談の気兼ねなど 6 項目と

した。結果は，社会人が学習意欲全体で

有意に高く，学習意欲に関与する要因と

した高校卒は「志望動機」のみであった

が，社会人は「志望動機」「自意識」「学

校生活の相談」が関与していることが示

唆された。さらに高校卒は看護職への憧

れと自分に適性があると感じているほ

ど演習・実習に期待が大きいことが推察

された。 
本人担当部分：データの分析，結果の考

察を行った。 
共同発表者：河合まゆみ，小笠原知枝,
中居由美子，小林由里，播金ヤスミ 

4．Prognosis Prediction at 
One Month Before Death 
Based on Nurses’ Assumed 
Tacit Knowledge: Qualitative 
Inductive Research Based on 
Systematic Review 

－ 令和 4 年 4 月 

The 25th East Asia 
Forum of Nursing 
Scholars (EAFONS) 
Conference 

【目的】看護師の経験に培われた暗黙知

に基づく予後予測を可能にする要素を

明らかにする。 
研究デザインは，系統的レビューに基づ

く質的帰納的研究。文献検索は，2000 年
～2020 年に発行された医中誌 Web 版，

CiNii，PubMed，CINAHL 等の医療系デ

ータベースを使用した。キーワードは，
tacit knowledge, tacit knowing, end-of-life, 
prediction and nurse とした。文献の質評

価を行い選択基準に合致した文献を抽

出し，レビューマトリックスを作成し

た。質的データはコード化し分類して分

析した。選択基準に合致した 27 文献が

分析対象となった。その結果，看護師の

暗黙知に基づく死の約 1か月前の予後予

測の要素として，【目つき，表情の変化】

【反応の低下】【死に対する恐怖】【家

族等との惜別（せきべつ）】【今までに

ない異常な言動】【違和感のある臭気の

消失】【生へのこだわりの喪失】【ただ

ならぬ雰囲気を察知】【一瞬の回復】【発

汗を伴う皮膚色の変化】などの 
10 カテゴリが抽出された。 
共同発表者：Yuri Kobayashi, Chie 
Ogasawara, Teiko Nishizono, Mayumi 
Kawai, Sachiko Hiramatsu, Yasumi 
Harikane. 

5．看護師の暗黙知による

予後予測に関する文献 
レビュー 

－ 令和 4 年 
10 月 

日本エンドオブ 
ライフケア学会 
第 5 回学術集会 

【目的】1）国内外の文献レビューによ

り，看護師の暗黙知による予後予測に関

する研究の動向を把握し，2）看護師が

どのような予感や直観に基づいて患者

の予後を予測しているのかを明らかに

する。 
【方法】文献レビュー方法および対象文

献の選定は，医中誌 Web 版，CiNii，
PubMed，CINAHL 等を使用した。国内

文献では，暗黙知，経験知，直観，察知，

死の予測，予後予測，EOLC，終末期，

国外文献では，tacit knowledge，tacit 
knowing，intuition，detection，prediction of 
death，prognosis prediction，end-of-life 
care，terminal で検索した。 
【結果】分析対象文献は 17 件となった。



暗黙知による予後予測に関する文献の

動向は，8 件が看護師の暗黙知による死

期の予測に関する文献，7 件は暗黙知に

よる急変や異常の臨床判断に関する文

献，2 件は経験により培われた実践知に

関する文献であった。 
【考察】看護師は過去の経験において培

われた暗黙知の視点から予後を予測し

ており，特に患者の目つき・表情の変化，

臭い，いつもと違う雰囲気などから予後

を察知し予測していることが示唆され

た。 
本人担当部分：文献検索，データ分析，

研究の総括を行った。 
共同発表者：小林由里，小笠原知枝 

6．学生の主体性を引き出

す有効な教育支援の検討 
ー学生がデザインする統

合実習における教員の実

践からー 
 

－ 令和 4 年 
12 月 

日本看護科学学会 
第 42 回学術学会 

【目的】対象学生 2 名への実践から，教

員のどのような支援が学生の主体性を

引き出しているかを検討しする。 
今後の教育支援をより有効なものとす

る具体策を明らかにする。 
【方法】「学生が主体的にデザインする

実習（西薗）」を活用。この方法は，学

生が自ら課題を設定し，看護の現象に対

して探究心を持つことにより，研究的手

法を用い，情報収集から計画立案，実践，

考察を行うものである。 
1)探究テーマと理由の明確化 
2）実習施設とのスケジュール調整 
3)実習日程の設定 
【教育支援の実際】1)言語化へのサポー

ト，2）主体的な学習行動継続のサポー

ト 3)主体的に学ぶ環境づくり，4）カン

ファレンスで成長確認 
共同発表者：松浦尚子，西薗貞子， 
小林由里 

（その他）     

7．Stressors for Visiting 
Nurses Supporting 
End-of-Life Care for Older 
Patients with Dementia and 
Their Families 

－ 令和 5 年 3 月 

The 26th East Asia 
Forum of Nursing 
Scholars (EAFONS) 
Conference 

目的：高齢認知症患者のエンドオブライ

フと家族を支援する訪問看護師のスト

レス要因を明らかにする。方法：5 年以

上の訪問看護の経験をもつ看護師に，半

楕造化面接法を用いてデータ収集し，質

的記述的研究の手法を用いて分析した。 
結果：研究参加者は 19 名で，訪問看護

の経験年数の平均は 12.2 年であった。分

析の結果，訪問看護師のストレスとし

て，12 のカテゴリと 28 のサブカテゴリ

が抽出された。12 カテゴリはストレスの

特徴から，1.中核症状，行動心理症状，2．
在宅療養継続困難，3．意思決定支援，4．
在宅における看取り， 5.職場環境への課

題の 5 つの視点に分類された。 
共同発表者：平松幸子，小笠原知枝，兼

澤あゆみ，小林由里，河合まゆみ 



8．Grief Care Provided by 
Visiting Nurses to Bereaved 
Families of Patients with 
Dementia 

－ 令和 5 年 3 月 

The 26th East Asia 
Forum of Nursing 
Scholars (EAFONS) 
Conference 

目的：認知症患者の遺族に対して訪問看

護師が提供するグリーフケアを明らか

にする。 
方法：訪問看護師を対象にグリーフケア

に関する質問紙調査。 
結果：調査対象は，平均訪問看護師歴 9.2
年であった。認知症患者の配偶者や子ど

もへのグリーフケアは，家庭訪問や電話

相談で行われた。訪問看護師が行ったグ

リーフケアは遺族に寄り添い傾聴，表現

の促し，行ってきたことを肯定，ねぎら

いの言葉，生前の家族との関係構築，故

人の思いを察して言葉をかける(代弁)，
新たな問題や心配事の確認と支援，同じ

境遇の遺族の紹介，社会資源の活用，遺

族の健康状態の把握，悲嘆過程の説明の

11 項目であった。 
共同発表者：河合まゆみ，小笠原知枝，

小林由里，平松幸子 
（その他）   

令和３年度科学研究費助成事業（学術

研究助成基金助成金）基盤研究（C） 
(研究代表者） 

令和 3 年～ 
令和 5 年 

研究課題名「エンドオブライフケアに携わる看護師の暗黙知に基

づく臨死期の予測」 
令和 3 年度は，看護師の暗黙知に基づく予後予測項目の抽出を目

的に，システマティックレビューおよび質的分析を行った。 

科学研究費助成事業（学術研究助成基

金助成金）基盤研究（C） 
(研究分担者) 

令和 2 年～ 
令和 4 年 

研究課題名「終末期患者の意思表示を支えるための高齢者市民を

対象としたエンドオブライフケア教育」 
市民を対象とした研修会の実施および，報告書冊子の作成に携わ

った。 
科学研究費助成事業（学術研究助成基

金助成金）基盤研究（B） 
(研究分担者) 

令和 4 年～ 
令和 7 年 

研究課題名「看護人材の円滑なトランジションを促す大学教育～

新人教育の抜本的な改革と体系化」 

 

 

 



1

年月日

2005年1月1日～

2010年9月20日

2010年10月1日

～

2011年8月31日

2012年4月1日～

2013年3月31日

2013年4月1日～

2015年12月30

日

2016年1月1日～

現在に至る

なし

2017年3月1日

2013年1月30日

看護学 看護技術、看護教育学、在宅看護、産業看護

太成学院大学において、、カルペニートの看護診断に

おいて、診断名のつけ方や関連図の書き方の理解が及

ばない学生に対して、放課後の支援を行った。これに

よって、学生は臨地実習へとつなげることができた。

(2) レポート課題の添削

４　実務の経験を有する者についての特記事項

(5) 事例の作成 宝塚大学および奈良学園大学保健医療学部看護学科に

おいて実施した。事例の作成にあたっては、学生が親

近感をもって取り組めるよう、絵や写真を多く用い、

また、患者の心理を丁寧に記載した。これによって

「患者さんのことがよくわかる」といった意見が多く

聞かれ、関心を抱いて授業に取り組むことができてい

た。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

(1) グループダイナミクスを活用した技術習得の支援

岸和田市医師会看護専門学校において4名のグループを

構成し、グループ全員がお互いの技術が確認できるよ

うに授業を構成した。全員が患者役を体験することに

よって、患者の思いを推察できるようにした。また、

技術を分解し、1つ1つを修得したうえで一連の看護技

術へとつなげた。このことによって、学生は技術の習

得が容易となり、また、1つ1つの動作が丁寧なものと

なった。

(3) マルチメディア機器の利用 藍野大学短期大学において、授業前に看護技術方法を

VTRおよび写真を撮影した。授業中にそれを使用して教

授するとともに、授業後はいつでも視聴できるような

システムを構築した。このことにより、ほぼ全員の学

生が根拠も基づいた技術を習得することができた。

(1)　好文学園女子高等学校 高等学校における進路選択の一環として、模擬授業

「効果的な手洗いと感染予防」を行った。何気なく

行っている手洗いにも根拠があることがわかり、楽し

い授業であったとの感想があった。

(4) 放課後演習時間の活用による教育効果の向上 近大姫路大学看護学において学年を2つにわけ、授業後

の自主的な技術演習の時間を確保した。また、技術演

習時は実習室に赴き、技術のポイントをモデルとなっ

て提示した。これによって学生の意欲が向上した。

２　作成した教科書，教材

３　教育上の能力に関する大学等の評価

(1) 学生による授業評価（宝塚大学）

別記様式第4号（その2）

教 育 研 究 業 績 書

令和5年　3月　31日

氏名　佐藤　郁代

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

宝塚大学において、全教員を対象に授業科目ごとに学

生による授業評価を行った。全体の80％が理解できる

と回答した。自由記載では、話し方が優しい、事例を

話してくれるので理解しやすい、早く実習に行きたく

なった、などであった。



2

2012年4月1日～

2013年3月31日

2014年4月1日～

2015年3月31日

2017年4月1日～

2018年3月31日

2021年4月1日〜

2022年3月31日

年月日

1988年6月2日

2009年3月31日

2011年3月31日

2022年3月31日

2018年7月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

出題傾向がみえる健康支援と社

会保障制度

共著 2020年10月
介護保険制度についてまとめ、過去問題を抽出し、解

説を記載した。

出題傾向がみえる看護の統合と

実践

共著 2018年6月
統合看護学問題にまとめ、新たに作問し、解説を記載

した。

出題傾向がみえる必修問題 共著 2018年1月 ピラールプレス

基礎看護学問題についてまとめ、過去問題を抽出し、

解説を記載した。

紀要に投稿された論文を査読者へ依頼することや、内

容を精読し、紀要論文として適しているかの確認を

行った。

認定看護管理者教育課程ファーストレベル修了

５　その他

(4)  広報委員長 大学及び看護学の周知を図るため、高校を訪問し、模

擬授業を行った。また、オープンキャンパスの企画運

営に携わった。

事項 概 要

看護師免許取得（第674230号）

(3)  紀要編集委員会副委員長

１　資格，免許

健康学博士号取得

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

ピラールプレス

ピラールプレス

４　その他

(1)　国家試験対策委員会副委員長 学生が苦手とする分野を分析し、放課後を活用した講

義を行った。少人数グループを作成し、学生間で質問

を作成し解説するスタイルを築いた。各グループに担

当の教員を配置し、綿密に学生の成績状況を把握でき

るように調整した。

学生の大学生活の支援をするとともに、朝の挨拶運動

や環境整備、学園祭への協力を行った。また、休退学

学生について、保護者や本人を交えた面談を行い、よ

りよい学生生活が送れるように支援した。

(2)　学生生活委員会副委員長

３　実務の経験を有する者についての特記事項

(1)　日本サーモロジー学会第35回大会シンポジスト 看護におけるサーモグラフィの活用について、現在ま

での研究結果を踏まえて解説した。

看護学修士号取得

２　特許等 なし
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（学術論文）

1「緩和ケア病棟の看護師長の

支持的スーパービジョン」（査

読有）

共著 2012年4月 緩和ケア病棟における看護師長の援助行為のなかで、

看護師の悩み・苦しみに対する援助行為を質的に分析

した結果、7つのスーパービジョン【看護師の悩み・

苦しみに対する傾聴と肯定的受容】【看護師の能力の

尊重】【看護師相互間の人間関係づくり】【看護介入

の援助】【看護師のストレス軽減とその管理】【実践

した緩和ケアに対する振り返り】【病院組織上の管

理】が示唆された。特に、患者・家族との相互作用に

おける看護師の悩み・苦しみに対する支持的スーパー

ビジョンとして、【看護師の悩み・苦しみに対する傾

聴と肯定的受容】と【看護師の能力の尊重】が示唆さ

れた。

多治見佳代子、中村真理子、佐藤郁代、都甲裕美、山

本晃代、樫原理恵、小笠原知枝

2「看護学生及び看護師の看護

師イメージに関する調査」（査

読有）

単著 2015年4月 看護学生が思い描いている看護師イメージを把握し、

新卒看護師の看護師イメージと比較することにより、

いわゆるリアリティ・ショックを防ぐことができ、新

卒看護師の離職予防の一端を担うと考えた。1年生は

看護師イメージを「体力が必要な」「観察力を要す」

「忙しい」「専門的」「白衣」「コミュニケーション

が上手」「技術の鍛錬」「テキパキ」「やりがいのあ

る」「責任感のある」「信頼できる」「やさしい」

「清潔な」と捉え、4年生は看護師イメージを「忙し

い」「体力が必要な」「観察力を要す」「専門的」と

捉え。、新卒看護師は看護師イメージを「忙しい」

「体力が必要な」「観察力を要す」「専門的」「やり

がいのある」「白衣」と捉えていた。

3「准看護師要請に携わる看護

教員の職務満足感、准看護師制

度の捉え方及び個人属性から分

析したバーンアウトの要因」

（査読有）

共著 2016年6月 准看護師養成に携わる看護教員の職務満足感や准看護

師制度の捉え方の現状を分析し、またバーンアウトに

関与する要因を、職務満足感と准看護師制度の捉え方

及び個人属性から明らかにすることを目的とし、准看

護師養成所64校の248名の看護教員の対し質問紙調査

を行った。その結果、看護教員は准看護師制度につい

て「見直しが必要」「准看護師と看護師の秒無内容が

明確でない」と捉えていること、離職意思のある看護

教員は離職意思のない看護教員と比較し、職務満足感

が低くバーンアウト得点が高いこと、看護教員のバー

ンアウトに影響する要因として「職務満足感」「離職

意思」「年齢」「准看護師と看護師の教育内容の違い

が曖昧であると思う」が抽出されること、が明らかに

なった。

中村真理子、小笠原知枝、樫原理恵、吉岡さおり、多

治見佳代子、佐藤郁代

日本看護学会論文集看護管

理．42．Pp345-348

近大姫路大学看護学部紀

要．7．Pp25-30

日本ヒューマンヘルスケア

学会誌，1(1)，Pp11-19
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4「Investigation of

evaluation methods of bed-

bath technics in Nursing

Freshmen Education」（査読

有）

共著 2016年5月 The purpose of this study is to reveal each

item’s effect one another, and get a policy of

the way of evaluations on educations in the

future through the item analysis of bed-bath

technics evaluation on the lecture of technics

of bed-bath and clothing. We found that 1)

Grooming, scored the highest in the mean value,

showed a significant positive correlation

between confirmation of the act, description and

consent, secure the work area, how to use

towels, favorite wipe pressure, communication.

It suggested that the motivation and attitude

that prepare grooming is involved in technics.

2) Favorite wipe pressure, scored low in the

mean value, showed a significant positive

correlation between how to wipe eyes. Moreover

the item of how to wipe eye showed a significant

positive correlation between confirmation of the

act, description and consent, environmental

adjustment. Therefore, to get technics of clear

description and agreement is not only important

itself. It also leads technical provision which

students desire. We must teach students these

technics in various technical exercises.

Ikuyo Sato、Nanae Shintani、Shigeki Tatsukawa

5「看護におけるハンドマッ

サージの実践構成要素の抽出と

その効果」（査読有）

単著 2017年3月 看護師の実施する身体マッサージにおいて、根拠に基

づいた看護を提供する能力として構成されている要素

をつ輸出し、今後の教育内容の構成に反映することを

目的とし、文献レビューを行った。研究対象は医学中

央雑誌Web版（2016）を用い、看護に関連したハンド

マッサージをキーワードに検索された中から、条件を

満たした15件を分析対象とした。調査内容は、研究目

的・研究対象者・介入方法・評価方法・結果及び効果

とした。研究目的はリラクセーション効果および身体

的・心理的反応の検証、研究対象者や健常者、終末期

患者、高齢者、認知症患者、精神疾患患者、介入方法

は手・指・手関節・前腕を「もむ・回す・包み込む」

という手技を1回5～20分間実施、評価方法は心理的指

標・心電図・脳波・疼痛スケール、感情・心理・リ

ラックス度検査など、効果は副交感神経優位の生理的

変化を示し、リラックス効果を示した。研究対象の多

くが健常人であること、対象数が少ないこと、他の身

体部位との比較検討、実施時間とその効果、手技・方

法の多面性、評価方法の複雑化・心身への侵襲など、

教育の内容構成には多くの課題が示唆された。

宝塚大学紀要．No.30．187-

198

Journal of Modern

Education

Revie,6(5),Pp351-356
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6「老人性皮膚搔痒症のシュ

ガー・スクラブによるスキンケ

ア効果の検証」（査読有）

共著 2019年3月 皮脂量の低下によっておこる老人性皮膚搔痒症に対し

て、スキンケアに効果があるシュガー・スクラブを用

いた清拭を5日間行い、その効果を検証した。その結

果、シュガー・スクラブを用いた群では皮膚水分量・

皮脂量ともに有意に増加することが確認された。シュ

ガー・スクラブを用いた清拭は皮脂量を増加させ、皮

膚のバリア機能を促進させることが示唆された。

高橋寿奈、斎藤英夫、山口求、吉村雅世、佐藤郁代、

野口寿美子、井上昌子、守本とも子

7「重度心身障害児（者）の清

潔援助としてスキンケアの提供

によるストレスに関する研究」

（査読有）

共著 2020年3月 重度心身障害児は同一姿勢保持を余儀なくされること

も多く、圧迫部位などの皮膚は湿疹や痒みなどとな

り、ストレス誘因の一つともなる。本研究では、「カ

ラダキレイ」を用いた清拭を行い、その効果を検証し

た。その結果、水分値・油分値ともに介入による上昇

を確認した。皮膚が脆弱な重度心身障害児において

は、皮膚トラブルの予防につながることが示唆され

た。唾液アミラーゼ値に介入前後の有意差を確認でき

なかったが、非常に高い値を示しており、高いストレ

ス状態にあることが示唆された。

山口求、佐藤郁代、斎藤英夫、野口寿美子、松居典

子、木野田利枝、門脇志保、村井久美子、谷口奈美、

守本とも子

8 「ケアマネジメントに対する

訪問看護師の現状と課題」（査

読有）

共著 2021年3月 医療系の専門資格をもつ介護支援専門員が少ないとい

う現状の中、訪問看護師がその状況と今後をどのよう

に考えているのか、その思いをまとめ、今後の課題解

決への基礎資料とすることを目的に、訪問看護ステー

ションに勤務する管理者及び訪問看護経験が3年以上

の常勤看護師54名に質問紙調査を行った。その結果、

訪問看護師は業務の中でケアマネジメントを行い、そ

れを自身の役割と考えていることがわかった。しか

し、本来の技能が活用されないこと、無償からくる仕

事のやりがいや満足度の低下、介護支援専門員との役

割の曖昧さからくるストレス、療養者の安全への責任

など、心理的な負担が大きいことが考えられた。

佐藤郁代、新谷奈苗、丸上輝剛

9  「サーモグラフィを活用し

たハンドマッサージによる癒し

効果の検証」（査読有）

共著 2021年3月 今日の社会は、情報化、少子高齢化、核家族化、経済

不況など、目まぐるしく変化する状況が長期化してい

る。本研究では、健康成人19名にハンドマッサージを

15分間行い、心身に及ぼす癒し効果を検証することを

目的とした。生理的指標としてサーモグラフィ法によ

る鼻部皮膚表面温度及び心拍変動を測定し、心理的指

標としてVASを用いた心地よさ及びPOMS2日本語版短縮

版を測定した。介入後、鼻部皮膚表面温度は直後に上

昇し15分間持続した。心拍変動に有意差はなかった。

心地よさは優位に上昇し、POMS2日本語版短縮版の下

位尺度の「怒り-敵意」「混乱-当惑」「抑うつ-落ち

込み」「疲労-無気力」「緊張-不安」は有意に低下し

た。

佐藤郁代、涌井忠昭、新谷奈苗

医療福祉情報行動科学研究,

第6号,65-71．

医療福祉情報行動科学研究,

第8号,19-24．

医療福祉情報行動科学研究,

第7号,73-80．

s



6

10 「大学生の首尾一貫感覚

（SOC）と生活習慣および健康

意識との関連」（査読有）

共著 2021年3月 ストレスに対する捉え方の一つにストレス対処能力

（SOC）がある。SOCが高い人ほどストレスを上手く対

処できるとされ、これまでの経験や生活によって変わ

る。そこで本研究では、看護大学生のSOCと生活習慣

及び健康意識の関連を明らかにすることを目的に、大

学生66名に質問紙調査を行った。その結果、看護大学

生のSOCの平均値は52.92±4.44であった。SOC「有意

味感」を独立変数とした重回帰分析の結果、SF12「活

力」、「近い距離や階段はできるだけ歩く」、CES-D

が抽出された（R2≒0.39)。

佐藤郁代、新谷奈苗、永岡裕康、齋藤英夫

9  「Z世代を対象としたセルフ

ハンドマッサージによる肩こり

およびストレスの変化」（査読

有）

共著 2021年7月 肩こりの原因の一つにストレートネックがある。本研

究では、Z世代を対象に、経穴刺激を組み合わせたセ

ルフハンドマッサージを実施することにより肩こり感

およびストレスの変化を明らかにすることを目的とし

た。その結果、肩こり間の緩和、左右僧帽筋上部筋硬

度の低下および左右頚部健康上部皮膚音の低下を認

め、肩こり感を緩和することが明らかになった。さら

に、血圧値および脈拍値の低下、POMS下位尺度の「怒

り-敵意」「疲労-無気力」「緊張-不安」および「活

気-活力」の低下を認め、ストレス緩和の一助になる

ことが確認された。

佐藤郁代、涌井忠昭、辻下聡馬、齋藤英夫、中村真理

子

（学会発表）

1「Verification of the

effect of hand massage on

autonomic nervous system」

共著 2019年1月 ハンドマッサージが自律神経に与える効果について、

健常成人20名を対象として検証した。ハンドマッサー

ジによりSDNNが有意に低下し、Total Powerが増加す

ることにより、ハンドマッサージがストレス対処能力

を向上することが示唆された。自覚症状でも怒り、疲

労などネガティブな気分が低下することにより、情緒

を安定させ、不安を緩和し、リラクセーション効果を

もたらす効果があることが示唆された。

Ikuyo Sato、Yukiko Minegishi、Nanae　Shintani、

Mariko　Nakamura

EAFONS2019

医療福祉情報行動科学研究,

第8号,19-24．

形態・機能,第20巻第1

号,10-18．
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2「Perceptions towards

Diet and Exercise

among Type 2 Diabetes

Patients in Nara

Prefecture」

共著 2020年1月 EAFONS2020 The purpose of this study was to explore the

perceptions of residents in Nara Prefecture with

Type 2 diabetes related to diet and

exercise.Subjects included eleven male and ten

females. The average age was 70.4 years old (SD

= 7.6). The families, environment, local events,

and the characteristics of workplaces in Nara

Prefecture greatly affected the dietary and

physical activities of the participants.

Psychosocial themes related to diet included

depression and lack of self-control.

Haruna Tanaka, Ikuyo Sato, Sumiko Noguchi, Namie

Ueki, Jillian Inouye, Tomoko Morimoto

3「緩和ケア病棟の看護師の悩

み・苦しみに対する看護師長の

援助行為」

共著 2011年9月 終末期のがん患者との関わりにおいて、看護師が体験

する苦悩に対して支援することが緩和ケア病棟看護師

長の役割について考えた。緩和ケア病棟で患者との対

人援助の中で看護師長が看護師を支えるために看護師

の支援の重要性は報告されているが、援助行動は追及

されていない現状である。緩和ケア病棟看護師長6 名

に半構造面接を用いた1 対1 での面接調査を行い、得

られた記述的データを質的、帰納的に分析した。結

果、看護師の悩み・苦しみに対する看護師長の援助行

為の要素が抽出された。緩和ケア病棟における看護師

長の援助行為は、看護師と患者との関わりの中で生ず

る様々な悩み・苦しみに対する援助行為は【看護師の

悩み・苦しみに対する傾聴と肯定的な受容】【看護師

の能力の尊重】、【看護師相互間の人間関係づくり】

【看護介入の援助】【看護師のストレス軽減とその管

理】【実践した緩和ケアに対する振り返り】【病院組

織上の管理】などの7 カテゴリーを含んでいた。

p.235

多治見佳代子、中村真理子、佐藤郁代、樫原理恵、小

笠原知枝

4「基礎看護学実習の学生仲間

集団のケアリング行動に関与す

る要因分析」

共著 2013年8月 基礎看護学実習の実習グループ間における看護学生間

のケアリング行動を明らかにし、ケアリング行動に関

与する諸要因を明らかにするため、看護学生285名を

対象とした質問紙調査を実施した。その結果、実習グ

ループ間においては、心の支えとなる友だちを見出す

などのケアリング行動が高かった。ケアリング行動は

共感性と有意な相関があるが、看護学生は共有経験の

みが高い同情型の「共有型」が多く、自己と他者を分

離し客観的に自己を見つめなおすことでケアリング行

動が向上することが示唆された。共有経験と共有不全

経験が共に高い「両高型」であること、患者・家族と

の関係性、臨地実習指導者の関わりなどがケアリング

行動に関与する要因であることが示唆された。p.147

佐藤郁代、中村真理子、多治見佳代子、樫原理恵、小

笠原知枝

日本看護教育学会学術集会

日赤医学．63(1)．
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5「ハンドマッサージによる皮

膚表面温度の変化」

共著 2017年7月 ハンドマッサージがもたらすリラクセーション効果の

持続を検討するため、健康成人5名を対象に15分間の

ハンドマッサージを実施した。実施前・直後・5分

後・15分後にサーモカメラを用いて、鼻尖部の皮膚表

面温度を測定した。ハンドマッサージにより、鼻尖部

の皮膚表面温度が上昇し、15分後も持続して上昇して

いることがわかった。このことより、ハンドマッサー

ジによるリラクセーション効果は最低15分間持続する

と考えられる。今後、対象数を増やし、検証を続け

る。P.17

佐藤郁代、立川茂樹、中村真理子、新谷奈苗

6「訪問看護師の働く環境と思

いーケアマネジメント業務につ

いてー」

共著 2018年10月 今後、訪問看護師が本来の訪問看護業務に加え、ケア

マネジメントを行っていくべきか否かの思いをまと

め、今後の課題解決への基礎資料とすることを目的と

し、奈良県内の73カ所の訪問看護ステーションに勤務

する訪問看護師の経験が3年以上の看護師54名を対象

として質問紙調査を行った。医療保険制度の種類や介

護支援専門員の有無にかかわらず、訪問看護師はケア

マネジメントを行っており、それを自身の役割である

と考えていたが、オーバーワークとなっていることが

考えられ、介護支援専門員との業務分担や連携の必要

性が示唆された。 介護支援専門員との連携が困難な

場面や訪問看護ケアマネジメント加算報酬の必要性は

設置母体で有意に差があり、今後も検討を重ねる必要

性が示唆された。p.29-30

佐藤郁代、新谷奈苗、吉水清、丸上輝剛、日高佑都

7「ハンドマッサージによるリ

ラクセーション効果の検証ー高

齢者を対象としてー」

共著 2019年9月 ハンドマッサージによるリラクセーション効果につい

て、地域在住高齢者7名を対象として検証した。ハン

ドマッサージにより主観的な心地よさを感じ、鼻尖部

皮膚表面温度が上昇したことより、リラクセーション

効果をもたらすことが示唆された。しかし、心拍変動

周波数成分に変化がみられなかったことより、インパ

ルスの減少によって神経伝導速度や脳内情報処理が遅

延したことが一因であると考えられた。高齢者を対象

とする場合は、マッサージ時間や大勢について検討す

ることの示唆を得た。P.18-19

佐藤郁代、涌井忠昭、新谷奈苗、永岡裕康

日本サーモロジー学会第36

回大会

第34回日本サーモロジー学

会

産業保健人間工学会第23回

大会
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8「看護学生の生活の送り方と

健康状態およびストレス状況の

関連」

共著 2019年10月 看護大学3年生74名に対し、ストレスに対処する力を

向上する要因のひとつには、規則正しい生活習慣があ

ることを、先行研究を引用し説明した。その後、自分

の心身の状況を知る目的で、一週間の健康観察カード

の記録と、生活の送り方と心身の健康状態のアセスメ

ントを依頼した。その記述結果から5名の研究者によ

り、学生の「気づき」に着目し、内容分析を行った。

その結果、スマートフォン使用時間の長さが睡眠時間

を圧迫していることが認識できていないことが明らか

になった。また朝食を摂取した日は、体調の良さや温

かく感じるといった感覚を新鮮に感じていたことか

ら、朝食摂取と体調との関連が認識できていないこと

が明らかになった。記録することと、自分の生活や心

身の健康状態に着目したことで、心身の変化を認識す

ることができたことが明らかになった。p.121

新谷奈苗、佐藤郁代、永岡裕康、丸上輝剛

9「健康的な生活習慣によるス

トレス対処能力の向上への取り

組み～大学生の生活習慣に焦点

を当てて～」

共著 2019年10月 大学生のストレスならびにストレス対処能力と生活習

慣および生活の質の関連を明らかにすることを目的と

し、領域実習に臨む前の看護大学3年生74名を対象と

して調査を行った。ストレス値は「朝食」「外出と休

養」「身体機能」と弱い負の相関がみられた。SOCは

「手軽な運動」「歩く」と弱い正の相関が、「活力」

と強い正の相関がみられた。SOC下位尺度の把握可能

感は「心の健康」と弱い正の相関が、「活力」と弱い

負の相関がみられた。有意味感は「活力」「社会生活

機能」「手軽な運動」「歩く」と強い正の相関が、

「全体的健康観」「日常役割機能（精神）」「ストレ

スためない」と弱い正の相関がみられた。SOCの高い

群は低い群に比較し「活力」が有意に高かった。

p.112

佐藤郁代、新谷奈苗

10「大学生のストレス対処能力

と生活習慣ーストレス対処能力

を向上させるための生活習慣教

育ー」

共著 2019年10月 日常生活体験が不足した看護学生に清拭を教授するに

あたり、本校では夏の体験学習をはじめ、分習法を用

いていた。その効果について実験研究を行った。その

結果、「タオルの絞り方・巻き方」「湯の温度管理」

「各部位の拭き方」など、分けて教授したほうがその

後のテストの結果も有意に高いことがわかった。

p.25-27

佐藤郁代、新谷奈苗、守本とも子

11「働き方改革状況の内部評価に関係する個人要因」共著 2019年10月 労働者の性格や行動特性が、働き方改革に対する評価

にどのように関係するかを明確にするために、「働き

方改革進展」「勤務制度充実」「福利厚生充実」「福

利厚生使いやすさ」それぞれを目的変数とし、SOC、

性格特性、対処行動特性を説明変数とした重回帰分析

を行った。その結果、SOCと計画的対処が働き方改革

進展の評価を促進することが明らかになった。計画的

対処は勤務制度充実、福利厚生使いやすさの説明変数

にも選択されており、潜在的特権意識は、勤務制度充

実、福利厚生充実、福利厚生使いやすさの全てにおい

て、抑制的に作用していた。これらのことから、働き

方改革の進展状況を従業員に内部評価させる場合は、

SOC、計画的対処、潜在的特権意識の高低により評価

結果が異なるか否かを、分散分析等によって確認する

ことが有効であると示唆された。p.22-23

永岡裕康、新谷奈苗、新谷昌也、丸上輝剛、佐藤郁代

産業保健人間工学会第24回

大会

日本産業看護学会第8回学術

集会

日本産業看護学会第8回学術

集会

産業保健人間工学会第24回

大会



10

12「仕事と介護の両立のための

職業生活へのサポート」

共著 2021年11月 働き方改革関連法案が策定されたが、我が国の会社組

織の習慣からか、介護休業制度などの利用がしづらく

介護離職となるケースがある。また、要介護者が亡く

なった後のひきこもりや閉じこもりといった次の課題

に繋がることも考えられ、介護をしながら仕事が継続

できる労働環境構築が求められている。本研究では、

地域を看る看護職者ができる支援の現状を明らかにす

ることを目的に、自宅で介護をしながら仕事を持つ60

歳以下の介護者に、仕事との両立が難しいと感じた場

面や困った場面と職場のサポートについて、インタ

ビュー調査を行った。その結果、両立が難しいと感じ

たのは、特発的な事象の発生時が最も多く、次いで、

時間的余裕のなさであった。調査対象者は、「周りに

迷惑をかける」「自営業のためサポートがない」など

の理由で職場のサポートを活用せず、今後も、職場の

サポートよりも活用できるサービスを求めると回答し

た。

日本産業看護学会第10回学

術集会



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5年  3月 31日 

氏名  井上 葉子       

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

看護学  公衆衛生看護、地域・在宅看護 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

在宅看護論実習  

（非常勤講師） 

平成25年

4 月～平

成 26 年 3

月 

科目責任者である教授とともに実習施設との調整、実

習前オリエンテーション、実習後の評価資料の作成と

施設への報告、次年度の実習依頼を担った。 

地域看護学Ⅴ 宝塚大学 

（非常勤講師） 

平成25年

4 月～平

成 26 年 3

月 

科目責任者である教授とともに、地域診断演習時の指

導、地区踏査の指導を担った。 

地域看護学実習 宝塚大学 

（非常勤講師） 

平成25年

4 月～平

成 26 年 3

月 

科目責任者である教授とともに実習施設との調整、実

習前オリエンテーション、実習後の評価資料の作成と

施設への報告を担った。 

宝塚大学における授業実践 平成25年

4月～ 

平成26年

3月 

参加型・体験型の授業展開を中心とし、毎時間、具体

的な事例を通して考えさせる学習形態を取り入れる

ことで、学生の看護実践力を高め、理解力を深めるこ

とができるように工夫した。 

在宅看護概論 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

在宅における看護は療養者の生活を健康面から支援

する一役を担っている。また看護の対象が病気や障害

をもった療養者だけでなく小児から高齢者まで幅広

い年代やライフステージにある健康課題を抱えた方

を対象とするようになっている。在宅看護概論では科

目責任者として全てを担当し、学生に「在宅看護は責

任が重い分喜びややりがいも大きい」ことを理解して

もらえるよう事例を紹介するなどの工夫に努めた。 

在宅看護論 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

科目責任者として全てを担当し、在宅看護の目的であ

る地域で暮らす人々が望む生活の質を維持し自立で

きるよう支援するために、社会資源を用いながら生活

の場における看護を提供していくことを学生がより

具体的に理解できるよう、映像教材や実際の事例等を

用いた授業を行った。 

在宅看護論演習 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

科目責任者として担当し、地域で生活・療養している

人々を援助していくためには看護職だけではなく、医

療・保健・福祉の機関や職種が一体となって支援して

いく必要がある。特にこれからの看護に求められるケ

アマネジメントの視点を養うために、演習では「在宅

療養者と共に暮らす家族の住まい」の具体案を提案で

きよう、福祉用具展示施設の見学、住まいの展示施設



の見学、グループワークとポスターセッションを行

い、学生同士の学びを深めるように工夫して授業を行

った。 

家族看護論 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

科目責任者として全てを担当した。家族は社会生活を

営む上での基本的な集団単位であり、家族がライフサ

イクルのどの段階にあるかによって、その構成員の家

族内外での役割や経済的・時間的生活が変化してく

る。そのことを踏まえて援助対象となる家族の捉え方

について家族セルフケア機能、家族システム理論、家

族ストレス対処理論、家族生活力量モデル等を紹介し

ながら事例を通した看護の理解に努めた。 

基礎看護学実習Ⅰ 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。既習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、日

常生活援助技術の練習を行い実習に臨ませた。実習に

おいては、学生が患者との援助的人間関係をスムーズ

に結ぶことができるように、また看護援助は根拠をも

って実践することに留意しながら指導を行った。 

基礎看護学実習Ⅱ 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。既習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、事

前に看護過程の復習、日常生活援助技術の練習を行い

実習に臨ませた。実習においては、学生が患者との援

助的人間関係をスムーズに結ぶことができるように、

また看護援助は根拠をもって実践することに留意し

ながら指導を行った。また看護過程については、苦手

意識を克服できるよう個々の学習進度を理解した上

で指導するように配慮した。 

在宅看護論実習 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

科目責任者として実習施設との調整、実習前オリエン

テーション、実習後の評価資料の作成と施設への報

告、次年度の実習依頼を行った。実習においては、小

児から高齢者を対象とする在宅看護を行う中で、対象

の年齢や疾患、障害による身体の変化、対象をとりま

く環境、社会資源の活用、他職種との連携における看

護職の役割について同時に考えられるように指導を

行った。対象の心に寄り添う看護が行えるよう、人の

命を預かる責任の重い仕事であることを実感できる

よう重点的に指導を行った。具体的には、対象と関わ

ることから看護を考え、振り返る機会を多くした。学

内では学生とともに患者の状態を考え必要な看護を

考える機会を多く持つようにした。 



公衆衛生看護学Ⅲ（産業保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4月～ 

平成28年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 1コマを担当し、職業性疾病の原因と予防・

看護（アスベスト、振動障害、感音性難聴、VDT 症候

群）について講義した。 

公衆衛生看護学Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4月～ 

平成28年

9月 

科目責任者である非常勤講師と教授と講師とともに

講義を担当した。井上は 1コマを担当し、学校環境衛

生について講義した。 

公衆衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4月～ 

平成28年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 3コマを担当し、母子保健施策と保健師の

活動、乳幼児期の成長発達と保健指導、難病保健の動

向について講義した。 

公衆衛生看護学方法論Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4月～ 

平成28年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 2コマを担当し、家庭訪問における保健指

導、新生児訪問についての講義と新生児訪問ロールプ

レイの演習を行った。 

基礎看護学実習Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

9月～ 

平成28年

12月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。既習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、事

前に看護過程の復習、日常生活援助技術の練習を行い

実習に臨ませた。実習においては、学生が患者との援

助的人間関係をスムーズに結ぶことができるように、

また看護援助は根拠をもって実践することに留意し

ながら指導を行った。 

小児看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

9月～ 

平成28年

12月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。実習に

おいては、重症心身障害児を対象とする看護を行う中

で、障害による身体の変化と成長発達の順序性、他者

との愛着形成、遊びの意義と必要性について同時に考

えられるように指導を行った。また、障害児をとりま

く環境、他職種との連携における看護職の役割につい

ても指導した。患児の心に寄り添う看護が行えるよ

う、人の命を預かる責任の重い仕事であることを実感

できるよう重点的に指導を行った。具体的には、患児

と関わることから看護を考え、振り返る機会を多くし

た。学内では学生とともに患児の状態を考え必要な看

護を考える機会を多く持つようにした。 



老年看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

9月～ 

平成28年

12月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。実習に

おいては、高齢者を対象とする看護を行う中で、加齢

による身体の変化と家族関係と社会的な役割の変化、

介護保険制度、福祉サービル利用について同時に考え

られるように指導を行った。また、高齢者をとりまく

環境、他職種との連携における看護職の役割について

も指導した。また人の命を預かる責任の重い仕事であ

ることを実感できるよう重点的に指導を行った。具体

的には、高齢者と関わることから看護を考え、振り返

る機会を多くした。学内では学生とともに患者の状態

を考え必要な看護を考える機会を多く持つようにし

た。 

成人看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

1月～ 

平成29年

2月 

単位認定者の講師とともに実習指導を行った。実習に

おいては、成人の急性期、周手術期看護を行う中で、

手術侵襲による身体の変化とや手術に対する不安、就

労生活、家庭生活の中断による家族や生活状況の変化

における看護の役割について同時に考えられるよう

に指導を行った。また、人の命を預かる責任の重い仕

事であることを実感できるよう重点的に指導を行っ

た。具体的には、患者と関わることから看護を考え、

振り返る機会を多くした。学内では学生とともに患者

の状態を考え必要な看護を考える機会を多く持つよ

うにした。 

統合看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

4月～ 

平成29年

6月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。実習に

おいては、急性期にある複数の患者に対して、援助の

優先順位を考え、病棟のケア計画に則った援助計画を

立案し、チームの一員として援助を行うよう留意して

指導を行った。また、師長やチームリーダー、メンバ

ーのシャドーイングを通して、リーダーシップ、メン

バーシップと看護管理の実際を学ぶとともに専門外

来の見学を通して他職種との連携の実際と医療チー

ムにおける看護の役割を学ばせた。 

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤助教） 

  

  

平成29年

4月～ 

平成29年

10月 

担当学生の論文作成の全てにおいて担当した。2 名の

学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学的研

究であった。学生が興味をもったテーマについて先行

研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結果、

考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれてい

るかについて指導を強化した。 



成人看護学援助論Ⅰ（急性期・周手術期） 

 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

10月～ 

平成30年

3月 

科目責任者である准教授とともに、看護過程演習の指

導を担当した。 

成人看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

4月～ 

平成30年

3月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告、来年度の実習調

整を行った。実習においては、成人の急性期、周手術

期看護を行う中で、手術侵襲による身体の変化とや手

術に対する不安、就労生活、家庭生活の中断による家

族や生活状況の変化における看護の役割について同

時に考えられるように指導を行った。また、人の命を

預かる責任の重い仕事であることを実感できるよう

重点的に指導を行った。具体的には、患者と関わるこ

とから看護を考え、振り返る機会を多くした。学内で

は学生とともに患者の状態を考え必要な看護を考え

る機会を多く持つようにした。 

公衆衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 4コマを担当し、母子保健施策と保健師の

活動、乳幼児期の成長発達と保健指導、難病保健の動

向について講義した。 

公衆衛生看護学方法論Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 2コマを担当し、家庭訪問における保健指

導、新生児訪問についての講義と新生児訪問ロールプ

レイの演習を行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅰ（地域活動） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに保健

所・市町村における実習を担当し、健康教育、家庭訪

問、地区診断等の指導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに学校

（中学校・高等学校）における実習を担当し、実習指

導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅲ（産業保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに事業所

における実習を担当し、実習指導から評価までを行っ

た。 

公衆衛生看護学Ⅰ（地域活動）奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

10月～ 

平成31年

3月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに講義を

進めた。井上は 2コマを担当し、成人保健の動向、成

人期の保健活動・保健師動の内容について教授した。 



卒業研究 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

11月 

担当学生の論文作成指導の全てにおいて担当した。2

名の学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学

的研究であった。学生が興味をもったテーマについて

先行研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結

果、考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれ

ているかについて指導を強化した。 

基礎看護学実習Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

9月～ 

平成30年

12月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。既習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、事

前に看護過程の復習、日常生活援助技術の練習を行い

実習に臨ませた。実習においては、学生が患者との援

助的人間関係をスムーズに結ぶことができるように、

また看護援助は根拠をもって実践することに留意し

ながら指導を行った。 

公衆衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4 月～令

和元年 9

月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 4コマを担当し、母子保健施策と保健師の

活動、乳幼児期の成長発達と保健指導、難病保健の動

向について講義した。 

公衆衛生看護学方法論Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 2コマを担当し、家庭訪問における保健指

導、新生児訪問についての講義と新生児訪問ロールプ

レイの演習を行った。 

公衆衛生看護学診断演習 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに講義を

担当した。井上は 2コマを担当し、保健師が行う家庭

訪問について講義した。 

公衆衛生看護学実習Ⅰ（地域活動） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに保健

所・市町村における実習を担当し、健康教育、家庭訪

問、地区診断等の指導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに学校

（中学校・高等学校）における実習を担当し、実習指

導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅲ（産業保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに事業所

における実習を担当し、実習指導から評価までを行っ

た。 



基礎看護学実習Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和元年

9月～ 

令和元年

12月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成を行った。実習においては、学生

が看護師や患者とのコミュニケーションをスムーズ

に結ぶことができるように、また看護援助を根拠につ

なげることに留意しながら指導を行った。 

公衆衛生看護学Ⅰ（地域活動）奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和元年

10月～ 

令和 2 年

3月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに講義を

進めた。井上は 2コマを担当し、成人保健の動向、成

人期の保健活動・保健師動の内容について教授した。 

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

11月 

担当学生の論文作成指導の全てにおいて担当した。2

名の学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学

的研究であった。学生が興味をもったテーマについて

先行研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結

果、考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれ

ているかについて指導を強化した。 

基礎看護学実習Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和元年

12月～ 

令和 2 年

2月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成を行った。既習の看護技術が患者

の個別性を尊重し展開できるよう、事前に看護過程の

復習、日常生活援助技術の練習を行い実習に臨ませ

た。実習においては、学生が患者との援助的人間関係

をスムーズに結ぶことができるように、また看護援助

は根拠をもって実践することに留意しながら指導を

行った。 

公衆衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

9月 

科目責任者として講義のすべてを担当した。母子保健

活動、難病保健活動、感染症保健活動、健康危機管理、

地域診断について講義した。講義はすべてオンライン

（Zoomと google classroom）で行った。 

公衆衛生看護学診断演習 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

9月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに実習グ

ループごとの学生指導を担当した。 

公衆衛生看護学実習Ⅰ（地域活動） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

9月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに保健

所・市町村における実習を担当し、健康教育、家庭訪

問、地区診断等の指導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

9月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに学校

（中学校・高等学校）における実習（オンライン実習）

を担当し、健康観察についての講義、実習指導から評

価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅲ（産業保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

科目責任者である教授、准教授、講師とともに事業所

における実習を担当し、実習指導から評価までを行っ

た。 



9月 

公衆衛生看護学Ⅰ（地域活動）奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

10月～ 

令和 3 年

3月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに講義を

進めた。井上は 3コマを担当し、健康危機管理、災害

サイクルと保健活動、感染症集団発生時の保健活動の

内容について教授した。講義はすべてオンライン

（Zoomと google classroom）で行った。 

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

11月 

担当学生の論文作成指導の全てにおいて担当した。3

名の学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学

的研究であった。学生が興味をもったテーマについて

先行研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結

果、考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれ

ているかについて指導を強化した。 

在宅看護学特論Ⅳ（地域包括支援） 奈良学園大学

大学院看護学研究科 

（常勤講師 兼担教員） 

令和 2 年

10月～ 

令和 5 年

3月 

科目責任者である教授とともに講義を進めた。井上は

2 コマを担当し、医療連携と地域包括支援システム、

譫妄、認知症、脳卒中後遺症患者の地域包括ケア連携

の内容について教授した。 

公衆衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 3 年

4月～ 

令和 3 年

9月 

科目責任者として講義のすべてを担当した。母子保健

活動、難病保健活動、感染症保健活動、健康危機管理、

地域診断について講義した。講義はすべてオンライン

（Zoom と google classroom）と対面（演習）で行っ

た。家庭訪問演習では、協力を得られた育児中の母子

とオンライン（ZOOM）でつなぎ、乳児の様子を観察し、

母から育児に関する話を聞き、さらに学生から母に質

問するなど実際の家庭訪問での状況を想起させるよ

うな情報収集とコミュニケーションの機会を設ける

など看護実践力の強化に努めた。 

公衆衛生看護学Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 3 年

4月～ 

令和 3 年

9月 

科目責任者として助教 1人とオムニバスで担当した。

井上は 8コマを担当し、学校保健の定義と目的、学校

経営、教職員の役割、学校環境衛生と学校安全計画、

喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育、心の健康問題とその

対応、養護教諭の活動の実際について担当した。学校

経営の単元では元校長を養護教諭の活動の実際の単

元では養護教諭をゲストスピーカーとして招き学校

の教育現場での状況を想起させるような講話を聴講

する機会を設けるなど看護実践力の強化に努めた。 

公衆衛生看護学診断演習 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 3 年

4月～ 

令和 3 年

9月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに実習グ

ループごとの学生指導を担当した。また井上は、学校

保健に関する 4コマを担当し、学校における健康課題

のアセスメントと保健指導の一環である「保健だよ

り」作成について教授し、実習校の状況に合わせた保

健だより案の作成まで指導した。 



公衆衛生看護学実習Ⅰ（地域活動） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 3 年

4月～ 

令和 3 年

9月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに保健

所・市町村における実習を担当し、健康教育、家庭訪

問、地区診断等の指導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 3 年

4月～ 

令和 3 年

9月 

科目責任者として実習要項の作成から実習校との調

整、実習スケジュールの企画・調整、実習評価まで全

てを担当した。実習指導は教授と准教授、講師ととも

に担当し、臨地、学内、オンラインという実習形態を

組み合わせて、健康観察、学校環境測定、保健指導（保

健だよりの作成）、健康診断等について実習校の養護

教諭等と協力し学生の理解と技術修得に努めた。 

公衆衛生看護学実習Ⅲ（産業保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 3 年

4月～ 

令和 3 年

9月 

科目責任者である教授、准教授、講師とともに事業所

における実習を担当し、実習指導から評価までを行っ

た。井上は金融機関における実習指導を担当し、事業

場の特徴、労働者の健康問題と必要な支援について、

生活と労働と健康を結び付けて学生が思考できるよ

うな関わりと助言を行った。 

公衆衛生看護学Ⅰ（地域活動）奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 3 年

10月～ 

令和 4 年

3月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに講義を

進めた。井上は 4コマを担当し、健康危機管理、災害

サイクルと保健活動、感染症集団発生時の保健活動、

母子（親子）保健活動、難病保健活動の内容について

教授した。 

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 3 年

4月～ 

令和 3 年

11月 

担当学生の論文作成指導の全てにおいて担当した。4

名の学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学

的研究であった。学生が興味をもったテーマについて

先行研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結

果、考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれ

ているかについて重点的に指導した。 

公衆衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 4 年

4月～ 

令和 4 年

9月 

科目責任者として講義のすべてを担当した。母子保健

活動、難病保健活動、感染症保健活動、健康危機管理、

地域診断について講義した。家庭訪問演習では、協力

を得られた育児中の母子とオンライン（ZOOM）でつな

ぎ、乳児の様子を観察し、母から育児に関する話を聞

き、さらに学生から母に質問するなど実際の家庭訪問

での状況を想起させるような情報収集とコミュニケ

ーションの機会を設けるなど看護実践力の強化に努

めた。 

 

公衆衛生看護学診断演習 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 4 年

4月～ 

令和 4 年

9月 

科目責任者である教授と准教授、講師の 3名とととも

に公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健）の実習グループ

すべての学生指導を担当した。また井上は、学校保健

に関する 4コマを担当し、学校における健康課題のア



セスメントと保健指導の一環である「保健だより」作

成について教授し、実習校の状況に合わせた保健だよ

り案の作成を指導した。さらに実習校で行う保健教育

「心肺蘇生法」の授業案作成から模擬授業までを実習

校の養護教諭と協力のもと行った。 

公衆衛生看護学Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 4 年

4月～ 

令和 4 年

9月 

科目責任者として助教 1人と共にオムニバスで担当し

た。井上は 8コマを担当し、学校保健の定義と目的、

学校経営、教職員の役割、学校環境衛生と学校安全計

画、喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育、心の健康問題と

その対応、養護教諭の活動の実際について担当した。

学校経営の単元では元校長を養護教諭の活動の実際

の単元では養護教諭をゲストスピーカーとして招き

学校の教育現場での状況を想起させるような講話を

聴講する機会を設けるなど看護実践力の強化に努め

た。また保健指導の実際では、「心肺蘇生法」の授業

案を作成し模擬授業の実践を行い保健指導の実践力

強化の機会とした。 

公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 4 年

4月～ 

令和 4 年

9月 

科目責任者として実習要項の作成から実習校との調

整、実習スケジュールの企画・調整、実習指導ならび

に実習評価まで全てを担当した。実習指導では臨地、

学内という実習形態を組み合わせて、健康観察、学校

環境測定、保健教育（心肺蘇生法）、保健指導（保健

だよりの作成）、健康診断等について実習校の養護教

諭等と協力し学生の理解と技術修得に努めた。 

公衆衛生看護学Ⅰ（地域活動）奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 4 年

10月～ 

令和 5 年

3月 

科目責任者である教授と准教授、講師の 3人と共にオ

ムニバスで 15 回の講義を務めた。井上は 2 コマを担

当し、母子（親子）保健活動、難病保健活動の内容に

ついて教授した。また授業では難病患者の在宅療養生

活の様子を ALS患者・家族の協力を得て撮影した動画

教材を活用し、難病患者の対象理解と家族と生活の理

解に努めた。 

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 4 年

4月～ 

令和 4 年

11月 

担当学生の研究テーマ選定ならびに論文作成指導、成

績評価の全てにおいて担当した。2 名の学生の卒業研

究を担当した。研究の手法は文献学的研究であった。

学生が興味をもったテーマについて先行研究を分析

し考察を行った。研究目的と分析、結果、考察がひと

つの流れの中で論理的に流れ、書かれているかについ

て重点的に指導した。 

地域包括ケア論 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 4 年

9月～ 

令和 5 年

3月 

科目責任者として 8コマすべてを担当した。ケアマネ

ジメントの基盤となる地域ケアシステムや活用され

る社会資源、保健医療福祉制度の現状や利用に伴う問

題点、多職種連携やケアマネジメントの方法について



教授した。特に「地域における看護活動の実際」の単

元では奈良県天川村のコミュニティナースをゲスト

スピーカーとして招き、僻地における看護活動の実際

とケアマネジメントの方法、地域の活性化と社会資源

の活用の実際に関する講話を聴講する機会を設け看

護マネジメント能力の強化に努めた。またケアマネジ

メント演習では独居高齢者と乳幼児のいる家族の事

例を取り上げ「安全な住まいと住まい方」についての

各自の提案とプレゼンテーションによりケアマネジ

メントを考える上での視点の深化を図った。 

2 作成した教科書，教材     

在宅看護論実習の手引き 平成25年

8月 

宝塚大学看護学部の「在宅看護論実習」（３年次配当）

において、学生が実習目的、実習目標に到達するため

の具体的な学習内容と方法、思考過程、記録をする際

の留意点、実習心得などについてまとめた冊子を作成

した。 

在宅看護論実習の手引 平成26年

4月 

白鳳女子短期大学看護学専攻「在宅看護論実習」（3

年次配当）において、学生が実習目的、実習目標に到

達するための具体的な学習内容と方法、思考過程、記

録をする際の留意点、実習心得などについてまとめた

冊子を作成した。 

成人看護実習Ⅰ（急性期・周手術期）実習記録用紙

ガイドライン 

平成29年

4月 

成人看護学Ⅰ（急性期・周手術期）において、学生が

実習目的、実習目標に到達するための具体的な学習内

容と方法、思考過程、記録をする際の留意点などにつ

いてまとめた冊子を作成した。 

成人看護学のデジタル教材：「一次救命（病室編）」、

「一次救命（廊下編）」、「段階的離床」 

平成29年

11月 

成人看護学の学内演習・臨地実習時のイメージがつく

ように、心肺蘇生法、AED の使用方法、緊急時の協力

要請、手術後の段階的離床についてのデジタル教材を

作成した。 

健康保育学演習（家庭看護実習含む）ワークシート 令和 2 年

3月 31日 

大阪教育大学で開講している健康保育学演習（家庭看

護実習を含む）において、人間の健康の概念をふまえ

子どもの成長発達と生活を理解し、家庭と集団保育の

場で必要な知識と技術について具体的な学習内容に

ついてまとめた冊子を共同で作成した。 

著者名：関谷まり・井上葉子 

健康教育のデジタル教材：「笑って健康に ラフタ

ーヨガ」 

令和 2 年

12月 

保健師の保健活動の一つである健康教育用のデジタ

ル教材として、「ラフター（笑い）ヨガ」の楽しみ方、

注意事項、始まりと終わり、セッション例をわかりや

すく伝達できるよう工夫して作成した。 



2021 年度公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健）実習要

項 

令和 3 年

3月 

専門科目「公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健）」（4

年次配当）で、科目責任者として実習目的、実習目標、

具体的な学習内容と方法などについてまとめた冊子

を作成した。 

バーチャルリアリティ教材：校内巡視の実際 令和 3年 

6月 

全天球カメラ「RICOH THETA」（株式会社リコー）を

用いて実習校内を撮影し、①校門・玄関・各教室、②

手洗場・トイレ、③体育館・運動場・足洗場、④保健

室の 4種類を各 5分程に編集し作成している。臨地実

習で体験する学校環境衛生活動の一環である校内巡

視の経験を補完するための教材として作成し、校内巡

視のポイントと観察する視点と方法を学校現場に居

るような感覚を持って繰り返し学習できるものとな

っている。 

デジタル教材：乳児家庭訪問と身体計測 令和 3 年

9月 

保健師が行う乳児家庭訪問の方法について、コミュニ

ケーション、情報収集、身体計測、保健指導を具体的

に理解でき、看護技術の習得ができるよう工夫した動

画教材を作成した。 

デジタル教材：「キラリ☆彡奈良の保健師」 令和 3 年

10月 

奈良県看護協会ならびに奈良県看護協会保健師職能

委員会と本学との共同で、奈良県下で活躍する保健師

の活動を紹介する PR 動画を制作した。保健師の仕事

の魅力とやりがいについて、学生や一般の方にもわか

りやすく伝えることができるよう、写真や音楽等を工

夫して作成した。 

デジタル教材：「保健師を目指すあなたへ」 令和 3 年

10月 

奈良県看護協会ならびに奈良県看護協会保健師職能

委員会と本学との共同で、奈良県下で活躍中の現役保

健師 2名のインタビュー動画を制作した。保健師の仕

事の魅力とやりがいについて、学生にわかりやすく伝

えることができるるよう工夫して作成した。 

2022 年度公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健）実習要

項 

令和 4 年

3月 

専門科目「公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健）」（4

年次配当）で、科目責任者として実習目的、実習目標、

具体的な学習内容と方法などについてまとめた冊子

を作成した。 

2023 年度公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健）実習要

項 

令和 5 年

3月 

専門科目「公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健）」（4

年次配当）で、科目責任者として実習目的、実習目標、

具体的な学習内容と方法などについてまとめた冊子

を作成した。 



動画教材：「在宅療養生活を送る難病患者と家族-ALS

患者 Nさんと家族の暮らし―」 

令和 4 年

11月 

在宅で療養生活を送っている ALS患者と家族へのイン

タビュー動画を制作した。①PCや文字盤を用いたコミ

ュニケーション方法、②胃瘻の管理と経管栄養の方

法、③リフトを用いたベッドから車いすへの移動の様

子、④病に関する本人と家族の思いの 4種類を制作し

た。学生が難病の対象と生活についてわかりやすく理

解できるよう工夫して作成した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

白鳳女子短期大学 FD委員会 平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

講義最終回において大学が作成した授業アンケート

を実施したところ、話の分かりやすさ、授業の内容の

わかりやすさ、板書や資料のみやすさ等すべてにおい

てわかりやすかったという結果であった。単独での講

義実施だったため、自信につながった。 

奈良学園大学 FD・SD委員会 令和 2 年

4 月～令

和 3 年 3

月 

2020年度授業アンケートでは、話の聞き取りやすさ、

説明の分かりやすさ、資料の分かりやすさ、学生の理

解度を確認しながら授業を進める、授業時間の有効活

用、授業の満足等において「そう思う」「ややそう思

う」との回答であった。単独での講義実施だったため、

自信につながった。 

奈良学園大学 FD・SD委員会 令和 3 年

4 月～令

和 4 年 3

月 

2021年度授業アンケートでは、話の聞き取りやすさ、

説明の分かりやすさ、資料の分かりやすさ、学生の理

解度を確認しながら授業を進める、授業時間の有効活

用、授業の満足等において「そう思う」「ややそう思

う」との回答であった。 

奈良学園大学 FD・SD委員会 令和 4 年

4 月～令

和 5 年 3

月 

2022年度授業アンケートでは、話の聞き取りやすさ、

説明の分かりやすさ、資料の分かりやすさ、学生の理

解度を確認しながら授業を進める、授業時間の有効活

用、授業の満足等において「そう思う」「ややそう思

う」との回答であった。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

奈良県看護協会 保健師職能委員会 

平成 28年度研修会 

平成28年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による平成

28年度研修会「乳幼児の運動発達の観察のポイントと

支援」開催において委員として、研修の企画、運営を

担当した。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

平成 28年度交流会 

平成28年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による平成

28年度交流会「思春期保健対策～若年妊婦へのアプロ

ーチを考える～」開催において委員として、研修の企

画、運営を担当した。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

平成 29年度研修会 

平成29年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による平成

29年度研修会「妊産婦のメンタルケアの重要性～チー

ムでの育児支援～」開催において委員として、研修の

企画、運営を担当した。 



奈良県看護協会 保健師職能委員会  

平成 29年度交流会 

平成30年

2月 

日本看護協会による平成 29 年度保健指導支援事業保

健指導ミーティング開催にあたって、委員として、奈

良県保健予防課、保健所、保健センターと協力し、企

画、運営を担当した。 

日本看護協会平成 29年度保健指導支援事業 奈良県

看護協会「保健指導ミーティング」事例検討会 

ファシリテーター 

平成30年

2月 

日本看護協会による平成 29 年度保健指導支援事業保

健指導ミーティングにおいて、事例検討会のファシリ

テーター役として、保健指導ミーティング（事例検討

会）参加者の新人保健師の意見が活発にでるように雰

囲気作りやきっかけ作りに努め、とても勉強になった

との参加者の感想が聞かれた。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

平成 30年度研修会 

平成30年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による平成

30年度研修会「各々の力を発揮できる子育てネットワ

ークを考える～専門職それぞれの強み・弱みをふまえ

た支援の在り方～」開催において委員として、研修内

容の企画、講師との調整、運営を担当した。 

参加者からは、看護職それぞれの支援の方向性や取り

組みが聞けてよかった等の感想が聞かれた。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

平成 30年度交流会 

平成30年

11月 

日本看護協会による平成 30 年度保健指導支援事業保

健指導ミーティング開催にあたって、委員として、奈

良県保健予防課、保健所、保健センターと協力し、企

画、運営を担当した。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

令和元年度研修会 

令和元年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による令和

元年度研修会「育てにくさを抱えた親子への包括的支

援～ダウン症児の赤ちゃん体操を通して考える療育

支援～」開催において委員として、研修内容の企画、

講師との調整、運営を担当した。 

参加者からは、親と子への支援の在り方や実際の取り

組みが聞けてよかった等の感想が聞かれた。 

生駒市立生駒北小中学校育友会  

保護者交流会 講師  

令和元年

6月 

小中学校の PTA活動の一環として保護者を対象にした

文化交流活動「ラフターヨガ教室」の講師役を担い、

笑いと健康づくりの講話とラフターヨガの実践を行

った。 

奈良県健康推進課主催 

令和元年度保健指導ミーティング ファシリテータ 

令和元年

11月 

令和元年 11 月奈良県が現任保健師の研修として開催

した保健指導ミーティングにおいてファシリテータ

役を務め、保健師のアセスメント力向上に向けた関り

を行った。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

令和元年度交流会 

令和元年

12月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による令和

元年度交流会「私の保健師ぢから～保健師の楽しさ再

発見～」開催にあたって企画、講師依頼、運営を担当 

  し、行政、産業等職域を越えたネットワークづくりを

目指して活動した。 



令和 2年度奈良県看護学会 座長 令和 2年 

12月 

令和 2 年 12 月 8 日 奈良県橿原市で開催の令和 2 年

度奈良県看護学会の演題発表第 1 群の座長役を担っ

た。 

介護予防講座「元気アップなら講座」講師  令和 3年 

11月 9日 

奈良市二名地域包括支援センターが主催する介護予

防講座「元気アップなら講座」において、地域の高齢

者を対象にテーマ「笑いと健康」の講演を行った。参

加者 42名に笑いと健康づくりの講話とラフターヨガ

の実践を行った。 

５ その他 

 

 

  

奈良学園大学 

平成 28年度課程選択履修者選抜問題作成委員 

平成27年 

10月～ 

平成28年

3月 

保健医療学部看護学科看護師・保健師課程選択履修者

選抜問題作成を担当し、作問、作問審議等の任を担っ

た。 

奈良学園大学 

平成 28年度課程選択履修者選考資料作成委員 

平成27年 

10月～ 

平成28年

3月 

保健医療学部看護学科看護師・保健師課程選択履修者

選抜試験における採点、採点結果一覧表等の資料作

成、選考会議に向けた原案作成等の任を担った。 

奈良学園大学 

平成 30年度課程選択履修者選考資料作成委員 

平成29年

11月～ 

平成30年 

3月 

保健医療学部看護学科 看護師・保健師課程選択履修

者選抜試験における採点、採点結果一覧表等の資料作

成、選考会議に向けた原案作成等の任を担った。 

奈良学園大学 

2019 年度看護師・保健師課程選択者選抜試験 

実施委員 

平成30年 

12月～ 

平成31年

3月 

保健医療学部看護学科 2019 年度看護師・保健師課程

選択者選抜試験の実施及び選考資料作成の任を担い、

作問における採点、採点結果一覧表等の資料作成等を

行った。 

奈良学園大学 

2020 年度看護師・保健師課程選択者選考委員 

令和 1年 

12月～ 

令和 2年 

3月 

 

保健医療学部看護学科 2020 年度看護師・保健師課程

選択者選考の任を担い、選考、作問、作問審議、採点、

採点結果一覧表等の資料作成等を行った。 

奈良学園大学 

令和 3年度看護師・保健師課程選択者選考委員 

令和 2年 

11月～ 

令和 3年 

3月 

 

保健医療学部看護学科 2021 年度看護師・保健師課程

選択者選考の任を担い、選考、作問、作問審議、採点、

採点結果一覧表等の資料作成等を行った。 

令和 3年度奈良県看護功労者知事表彰 令和 3 年

4月 

保健師として「長年にわたる看護業務の遂行、看護関

係者の育成指導等について功績顕著な者」として大学

学長からの推薦を受け、医療業務等功労者知事表彰等

審査委員会における審査の結果、受賞することができ

た。 



奈良学園大学 

令和 4年度看護師・保健師課程選択者選考委員 

令和 3年 

11月～ 

令和 4 年

3月 

保健医療学部看護学科 2022 年度看護師・保健師課程

選択者選考の任を担い、選考、作問、作問審議、採点、

採点結果一覧表等の資料作成等を行った。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1）看護師免許 平成 4 年

5月 13日 

  

2）養護教諭一種免許 平成 6 年

3月 31日 

  

3）保健師免許 平成 6 年

5月 19日 

  

4）第一種衛生管理者免許 平成 6 年

8月 10日 

  

5）受胎調節実地指導員免許 平成 8 年

2月 24日 

  

  

6）Laughter Yoga Leader 平成 29 年

6月 11日 

  

  

7）日本心理学会 認定心理士 平成 30 年

4月 21日 

  

  

8）Laughter Yoga ambassador 令和元年 

7月 5日 

  

  

２ 特許等   

 特記事項無し   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

奈良県立医科大学附属病院  

常勤看護師 

平成 4 年

4月～ 

平成 5 年

3月 

結核病棟に勤務。感染症看護を中心とする看護に従事

した。旧結核予防法による入院患者に対し、確実な服

薬管理の方法、食事・休養を中心とした生活習慣改善

指導に携わった。また、継続看護の取り組みとして保

健所保健師との連携を図ることに努めた。 

斑鳩町役場保健センター  

常勤保健師 

平成 6 年

4月～ 

平成 7 年

6月 

奈良県内にある人口 2万５千人程度の町の保健センタ

ー保健師として勤務。老人保健法に基づく機能訓練

「リハビリ教室」では、企画・実施に携わり、病気を

きっかけとして自宅に閉じこもりがちな高齢者が外

出し、気分転換、他者との交流をはかることを目的と

した活動を行った。また、「子宮がん検診」の主担当

者として事業の企画・実施・評価といった一連の業務

に従事するとともに、「胃がん検診」、「乳がん検診」、

「肺がん・結核検診」についても主担当保健師と協力

して実施を行った。また、母子保健法に基づく各種の



健診、保健指導の業務に従事するとともに、特に妊婦

を対象とした「母親教室」の主担当者として、妊娠・

出産・育児の時期を安心して過ごせるよう、情報提供、

啓発活動に取り組んだ。また必要に応じて担当地区の

住民に対して家庭訪問を行い、個別対応での問題解決

に努めた。さらに、住民が安全に安心して健やかに過

ごせるような町づくりを目指し、食生活改善推進員養

成講座の実施、観光課主催の町民マラソンへの救護員

としての協力、社会福祉協議会と共催の「斑鳩町健康

まつり」の企画・運営にも携わった。また、寝たきり

状態で歯科受診できない住民に対して、「訪問歯科診

療」事業の実施にも携わり、町歯科医師会と協働での

訪問歯科診療を行った。 

くさち耳鼻科  

非常勤看護師 

平成 8 年

2月～ 

平成 8 年

8月 

奈良県内にある耳鼻科の診療所の非常勤看護師とし

て勤務。耳鼻科外来における診療の補助を中心とした

看護活動を行った。 

奈良県国民健康保険団体連合会生駒総合病院 

健康管理センター  

常勤保健師 

平成 8 年

8月～ 

平成14年

3月 

人間ドックや各種健康診断の業務の担当者として従

事した。また、患者指導として「糖尿病教室」、「高

脂血症教室」、「高尿酸血症教室」の企画・運営・評

価に携わった。特に糖尿病教室では、教室受講者を中

心とした糖尿病患者会「虹の会」を立ち上げ、医師、

薬剤師、管理栄養士と協力しながら療養者の生活の質

の向上に努めた。そのほか、小児科外来での予防接種

業務や育児相談、総合案内所における健康相談にも携

わった。 

三宅町立三宅小学校 

非常勤講師 

平成16年

5 月～平

成 17 年 2

月 

不登校・長期欠席児童が増加しつつある小学校におい

て、教職員よりも身近な相談窓口となる「親と子の相

談員」として、保護者および児童に対する相談業務に

従事した。育児に悩む保護者の相談やコミュニケーシ

ョンが困難な児童に対しては遊びを中心とした関わ

りを行い相談に応じた。 

シリンクス株式会社 

非常勤看護師 

平成20年

4 月～平

成 20 年 5

月 

国際電気通信基礎技術研究所において行われていた

看護師の業務に関する調査研究のデータ収集・分析作

業に研究補助員として従事した。 



奈良県 医療政策部 保健予防課 母子・保健対策

係 石綿ばく露健康リスク調査担当 

非常勤保健師 

平成24年

10 月～平

成 25 年 6

月 

環境省からの委託で行っている奈良県内の住民に対

する石綿ばく露健康リスク調査担当の非常勤保健師

として従事し、問診から結果通知、データ管理などの

一連の業務を担った。問診では生後から現在までの数

十年におよぶ住環境、生活状況、石綿ばく露の状況を

本人より聴き取る必要がある。そのため、年代ごとの

写真やイラストを用いた媒体を作成し過去の状況を

思い起こせるように工夫をし問診を行った。また石綿

の製品、石綿ばく露の危険がある状況について写真や

イラストを用いた媒体を作成し石綿ばく露健康リス

ク調査の意義や目的について住民の方に理解してい

ただけるように努めた。 

奈良県難病相談支援センター 難病専門相談員 

（非常勤保健師） 

平成27年

4 月～平

成 28 年 3

月 

奈良県難病相談支援センターの難病相談専門員とし

て、難病患者・家族等の療養生活上の相談業務に従事

した。特に、難病患者の就労支援のための相談体制づ

くりとして、就労相談票の作成、相談内容のデータベ

ースのフォーマット作成、ハローワークの難病患者就

職サポーターとの定期的な打ち合わせを行った。ま

た、難病専門医による医療相談の実施、難病患者患者

会活動への支援、難病に関する講演会の企画や準備、

難病相談支援センターの広報誌の作成にも関わった。

さらに、全国難病センター研究会に出席し、奈良県難

病相談センターの現状を伝えると共に、他府県の先進

的な取り組みについて情報収集し、担当者同士のつな

がりを作ることに努めた。 

奈良県看護協会 ナースセンター事業推進委員 平成28年

4月～ 

平成29年

3月 

奈良県看護協会ナースセンター推進委員として看護

職の復職支援、看護学校ガイダンス、看護職の PR 活

動に従事した。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会委員 平成28年

4 月～令

和 2 年 3

月 

奈良県看護協会保健師職能委員として研修会の企画、

保健師職のネットワーク作りに活動している。 

生駒市立生駒北小中学校育友会 副会長 平成29年

4 月～令

和元年 6

月 

生駒市内にある小中一貫校の小学部の PTA 役員とし

て、教育活動の充実、学校、地域、保護者との連携に

向けて活動した。 

生駒市 PTA協議会 理事 平成29年

4月～ 

令和元年

6月 

理事として生駒市内の教育について他の理事や役員

とともに話し合い、よりよい教育を目指し活動した。 



奈良県看護協会 奈良県看護学会委員会 副委員長 令和 2年 

4月～ 

令和 3年 

3月 

奈良県看護協会 常任委員会 教育研究委員会の下部

組織である奈良県看護学会委員会の副委員長として

学会の運営活動に携わった。 

奈良県看護協会 奈良県看護学会委員会 委員長 令和 3年 

4月～ 

令和 4年 

3月 

奈良県看護協会 常任委員会 教育研究委員会の下部

組織である奈良県看護学会委員会の委員長として学

会の運営活動に携わった。 

４ その他 

 

令和 3年度奈良県看護協会会長表彰 令和 3年 

4月 

保健師として「長年にわたる看護業務の遂行ならびに

奈良県看護協会活動に貢献し、看護教育・学術研究に

顕著な功績があった者」として大学学長からの推薦を

受け、奈良県看護協会理事会での審査の結果、受賞に

至った。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書） 

1 看護師国家試験直前社

会福祉学領域ファイナル

チェック 

 

共著 

 

令和 3年 

3月 10日 

 

株式会社金芳堂 

 

看護師国家試験科目の「社会福祉学」領

域について、看護師国家試験出題基準に

沿った内容構成で、看護師国家試験合格

のための学力向上の支援が図れるもの

となっている。 

 担 当 部 分 ： 社 会 保 障 制 度 の 動 向 

p14-p16、民生委員・児童委員とは

p30-p31 

星野政明監修、守本とも子・富永尭史編

著、執筆：井上昌子、井上葉子、小林由

里、齋藤英夫、佐藤郁代、芝田ゆかり、

高橋寿奈、田場真理、中馬成子、辻下守

弘、富永尭史、西出順子、西本美和、野

口寿美子、松居典子、松浦純平、三浦康

代、美甘祥子、守本とも子、吉水清、吉

村雅世 

2 解いて、わかる!覚えて

合格!看護の統合と実践/

健康支援と社会保障制度

問題集 2021 年 看護師国

家試験対策 第 97回～109

回看護師国家試験 

共著 令和 2 年

12月 24日 

株式会社ピラールプレ

ス 

看護師国家試験科目の「看護の実践と統

合」「健康支援と社会保障制度」につい

て、看護師国家試験出題基準の中項目に

基づく過去問題の要点の学びから知識

を広げたり深めたりしながら、看護師国

家試験合格のための学力向上の支援が

図れるものとなっている。 

執筆：三浦康代、芝田ゆかり、井上葉子、

佐藤郁代、松村あゆみ、齋藤英夫 

担当部分：災害と看護、公衆衛生におけ



る感染症と対策、母子保健、難病保健、

生活者の健康増進 

3 出題基準平成 30 年版

準拠 2021年出題傾向がみ

える健康支援と社会保障

制度 

中項目別にみた要点と解

説付過去問題集 予想問

題・第 97回～第 109回看

護師国家試験問題収録 

共著 令和 2 年

10月 25日 

株式会社ピラールプレ

ス 

看護師国家試験科目の「健康支援と社会

保障制度」について、看護師国家試験出

題基準の中項目に基づいた要点編と過

去問題編の２部構成とし、過去問の要点

の学びから知識を広げたり深めたりし

ながら、看護師国家試験合格のための学

力向上の支援が図れるものとなってい

る。 

担当部分：⑧公衆衛生における感染症

p76-91,p161-162、 

⑩母子保健 p90-92,p168-169、難病保健

p101-102,p175-176、 

⑪生活者の健康増進 p103-112,p177-182 

監修：守本とも子、編著：三浦康代 

執筆：三浦康代、芝田ゆかり、井上葉子、

佐藤郁代、松村あゆみ、齋藤英夫 

4 出題基準平成 30 年版

準拠 2021年出題傾向がみ

える看護の統合と実践 

中項目別にみた要点と解

説付過去問題集 予想問

題・第 98回～第 109回看

護師国家試験問題収録 

共著 令和 2年 

8月 13日 

株式会社ピラールプレ

ス 

看護師国家試験科目の「看護の統合と実

践」について、看護師国家試験出題基準

の中項目に基づいた過去問題と過去問

の要点の学びから知識を広げたり深め

たりしながら、看護師国家試験合格のた

めの学力向上の支援が図れるものとな

っている。 

担当部分：②災害と看護 p35-41,p75-80、 

監修：守本とも子、編著：三浦康代 

執筆：三浦康代、井上葉子、佐藤郁代 

5 健康保育学演習（課程

看護実習含む）ワークシー

ト 

共著 令和 2年 3

月 

大阪青山大学  

健康科学部 

大阪教育大学で開講している健康保育

学演習（家庭看護実習を含む）で使用す

るテキストを共同で作成した。人間の健

康の概念をふまえ子どもの成長発達と

生活を理解し、家庭と集団保育の場で必

要な知識と技術について具体的な学習

内容についてまとめた。 

担当部分：子どもの歯の発達とケア



p15-p18 

関谷まり編著 

著者：関谷まり・井上葉子 

 

6 2018 年看護師国家試

験対策要点がわかる出題

傾向がみえる在宅看護論 

共著 平成 29 年

12月 

株式会社ピラールプレ

ス 

看護師国家試験科目の「在宅看護論」に

ついて、看護師国家試験出題基準の中項

目に基づいた要点編と過去問題編 

の２部構成とし、過去問の要点の学びか

ら知識を広げたり深めたりしながら、看

護師国家試験合格のための学力向上の

支援が図れるものとなっている。 

 担当部分：目標Ⅰ 在宅における安全と

健康危機管理 p22-p24、目標Ⅱ4 在宅療

養生活を支える看護（食事・栄養、排泄、

清潔、移動）p35-p37、目標Ⅲ6在宅療養

において特徴的な疾病がある療養者へ

の看護（小児、難病）p42,p45、7在宅に

おける医療管理を必要とする人と看護

（ 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル 、 褥 瘡 管

理)p48,p51-p52 

守本とも子監修、安藤邑惠編著、川口ち

づる、井上葉子 

 

（学術論文）     

１.生活経験からみた看護

専門学校学生の看護技術

力に関する研究 

共著 平成 26 年

３月 

大阪教育大学家政学研

究会「生活文化研究」

第 51巻，P33～41 

著者名：井上葉子・碓田智子 

担当の箇所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

３年課程の看護専門学校４校の１年生

147 名に生活経験に関する質問紙調査を

実施し、生活経験の自己評価結果と１年

で学習する４つの基礎看護技術の実技

調査結果との対応関係を検討した。 

２．在宅看護論における生

活経験の重要性を再認識

す る た め の 授 業 実 践    

―ワークショップを用い

た教育プログラムの検討

― （査読付き） 

単著 平成 27 年

２月 

白鳳女子短期大学研究

紀要 

第９巻， 

ｐ47～54 

短期大学看護学専攻学生２年生 122名を

対象に、生活経験を再認識するための講

義とワークショップを組み合わせた授

業実践を行い、学生の認識の変化と教育

的効果について検討した。 

 

３．避難生活体験とポスタ

ーセッションを取り入れ

た学内演習の実践と評価   

―生活環境を主体的に理

共著 平成 28 年

１月 

大阪教育大学家政学研

究会「生活文化研究」

第 53巻，P57～67  

著者名：関谷まり・井上葉子・碓田智子 

担当の箇所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

短期大学看護学専攻学生２年生 122名を



解することを目指した在

宅看護論の授業展開― 

対象にした、在宅看護論の学内演習での

避難生活環境の体験演習の学習効果と、

体験演習の学習のまとめとしてポスタ

ーセッションを活用したことによる共

同学習の効果と課題を検討した。 

                

４．訪問看護ステーション

実習での看護計画立案に

よる学習効果について―

実習目標の到達度の比較

からの分析― 

（査読付き） 

共著 平成 28 年

４月 

第 46回日本看護学会論

文集 看護教育 

P23～26 

著者名：西村和子・田村和子・井上葉子・

松村あゆみ・北畠昭弥・北出千春３年課

程の看護専門学校３年生 36名を対象に、

訪問看護ステーション実習において、看

護計画立案の有無によって学習効果に

違いがあるかどうかを質問紙調査の結

果から比較検討した。 

５．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る 授業の学習効果【第 1

報】 ―授業振り返りシー

トの分析から―  

（査読付き） 

共著 平成 30 年

2月 

第 48回日本看護学会論

文集 看護教育 

P3～6 

在宅看護論において実践したモデル授

業「難病患者の職業生活を支援する看

護」について、授業振り返りシートの記

載内容を分析し難病患者の就労支援の

内容を看護基礎教育に組み入れたこと

による学習の効果を検討した。    

担当部分：研究計画、対象者の確保、分

析、論文の作成に至るまで全てにおいて

関わった。 

共著者：西村和子・井上葉子・松村あゆ

み               

６．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る 授業の学習効果【第 2

報】―クローン病の事例を

用いたワークシートの分

析から―  

（査読付き） 

共著 平成 30 年

2月 

第 48回日本看護学会論

文集 看護教育 

 P7～10  

 

看護専門学校 2年生の学生を対象に在宅

看護論の授業で『職業生活を支援する看

護』のモデル授業での難病患者のクロー

ン病患者の事例ワークシートの分析か

ら学生が難病患者の生活について就労

を含めた視点で理解することについて

の学習効果について検討した。担当部

分：研究計画、対象者の確保、分析、論

文の作成に至るまで全てにおいて関わ

った。  

共著者：松村あゆみ・井上葉子・西村和

子               



７．臨地実習における看護

学生のストレスと レジリ

エンスについての実態 

（査読付き） 

共著 平成 30 年

2月 

第 48回日本看護学会論

文集 看護教育 

P75～78 

 看護専門学校学生２年生を対象に時期

の異なる 2 つの臨地実習前後で調査し

た、気分プロ フィール検査（POMS2）と

ストレス自己統制評定尺度（SSI）の 2

つの調査結果を基に、学生個別のストレ

ス反応とレジリエンスの状態の変化を

把握し、学生個々への適切な介入方法 

の必要性について検討した。研究の方

法、分析、論文作成についての助言・指

導を行った。  

担当部分：分析、論文の作成、論文投稿

指導に関わった。  

共著者：山﨑陸世・平山亜矢子・井上葉

子・丸田裕子・髙原 恵・ 後藤 恵・岡

田和江・葦原佐衣・加納由紀子 

８．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る 授業の学習効果【第 3

報】―闘病記の感想文の分

析から― 

共著 平成 30 年

３月 

奈良学園大学紀要 

第８集 

P13～19  

在宅看護論において実践したモデル授

業「難病患者の職業生活を支援する看

護」の課題としての、難病患者による就

労についての闘病記を読んでの感想文

の分析から教材として闘病記を用いた

ことによる学習の効果を検討した。  

担当部分：研究計画、対象者の確保、分

析、論文の作成に至るまで全てにおいて

行った。 

共著者：井上葉子・西村和子・松村あゆ

み・奥西志穂・駒井由美子・大谷未来 

９.ラフターヨガ（笑いヨ

ガ）の実際と今後の可能性 

共著 平成 30 年

12月 

日本保健医療行動科学

会雑誌（33）№2 

P46～48 

ラフターヨガの実践結果から身体面と

精神面への効果について検討した。 

共著者：井上葉子・安藤和子 

10．臨地実習における看護

学生のレジリエンス育成

に関する文献研究 （査読

付き） 

共著 平成 31 年

2月 

第 49回日本看護学会論

文集 看護教育 

P75～78  

 臨地実習における学生のレジリエンス

育成に関する文献検討を行い、個別支援

のあり方について検討した。研究の方

法、分析、論文作成についての助言・指

導を行った。  

担当部分：分析、論文の作成、論文投稿

指導に関わった。  

共著者：山﨑陸世・井上葉子・平山亜矢

子・葦原佐衣・後藤 恵 



11.2019 第 22 回東アジア

看護学研究者フォーラム

の報告（Ⅱ）－炎症性腸疾

患患者の食生活に焦点を

あてたライフスキルに関

する文献検討－ 

A Report on 22nd East 

Asian Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS) 

Conference 2019 Part 2

－Study of literature on 

life skills that focus on 

eating  habits of 

patients with 

inflammatory bowel 

disease－ 

共著 令和元年

9月 

奈良学園大学紀要第 11

集 

P207～210 

炎症性腸疾患患者の食生活に焦点をあ

てたライフスキルに関する研究の動向

を明らかにし,支援方法のあり方につい

て検討した。炎症性腸疾患患者の食生活

に焦点をあてたライフスキルに関する

研究の動向を明らかにし,支援方法のあ

り方について検討した。 

共著者：井上 葉子 , 芝田 ゆかり , 吉

水 清 , 三浦 康代 

12.2019 第 22 回東アジア

看護学研究者フォーラム

の報告（Ⅰ）～文献検討に

よる女性の身長短縮に関

連する因子および因子間

の関連～ 

A Report on 22nd East 

Asian Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS) 

Conference 2019（Ⅰ）～

Association among the 

factors in conjunction 

with Height Loss of 

females by the 

literature review～ 

共著 令和元年

9月 

奈良学園大学紀要第 11

集 

P211～215 

身長短縮を予防するための身長短縮に

関連する因子とその因子間の関連につ

いて検討した。身長短縮を予防するため

の身長短縮に関連する因子とその因子

間の関連について検討した。 

共著者：三浦 康代 , 芝田 ゆかり , 吉

水 清 , 井上 葉子 

13．療養者の生活への視点

をもった技術習得のため

の看護技術教育の実践と

評価―ベッドメーキング

技術に着目して― 

共著 令和 2年 3

月 

大阪教育大学家政学研

究会「生活文化研究」 

第 57巻，P1～10  

著者：関谷まり・井上葉子・碓田智子 

担当の箇所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

A大学看護学科 1年生 91名を対象にした

ベッドメーキングの看護技術試験での

評価に関してげ学生の自己評価と教員

評価の比較から技術習得を左右する要

因について検討した。                 

14．要介護者が暮らす住環

境を理解することを目指

した住居の見取り図作成

共著 令和 2年 3

月 

医療福祉情報行動科学

研究 vol.7 

P11～16 

著者：井上葉子・西村和子・松村あゆみ 

担当の箇所については、共同研究につき

抽出は不可能。 



による学習効果の検討 

（査読付き） 

短期大学看護学専攻学生２年生 115名を

対象にした、在宅看護論の学内演習での

要介護者が暮らす住居の見取り図の作

成と見取り図を用いたポスターセッシ

ョンを活用したことによる学習効果と

課題を検討した。                

15.看護教員の難病患者の

就労支援に対する意識調

査に関する研究 

（査読付き） 

共著 令和 3年 3

月 

日本保健医療行動科学

会雑誌  

第 35巻 第 2号 

P23-29 

著者名：井上葉子・松村あゆみ・内田勇

人 

看護教員 129名を対象にした質問紙調査

から、難病患者の就労支援についての教

育の実情を明らかにし、難病患者の就労

支援を教育に取り入れる上での課題に

ついて検討した。 

16.大学衛生委員会が作成

した新型コロナウィルス

感染拡大防止のための 

「出席停止期間早見表」と

「出勤不可期間早見表」 

（査読付き） 

共著 令和 3年 3

月 

保健師ジャーナル 2021

年 4 月号 医学書院

P308～316 

大学衛生委員会が作成した教職員と学

生を対象とする新型コロナウィルス感

染拡大防止のための「出席停止期間早見

表」と「出勤不可期間早見表」の作成過

程と運用状況についての活動報告を行

った。 

共著者：三浦康代・井上葉子・松村あゆ

み・上栫佳代子・阿波邦彦・森村佳史・

島本卓也 

17.難病患者の就労に関す

る闘病記による学生の学

び 

―学生の感想文の分析か

ら― 

（査読付き） 

共著 令和 3年 3

月 

医療福祉情報行動科学

研究 vol.8  

P115～121 

公衆衛生看護学方法論Ⅰにおいて実践

したモデル授業「難病患者の職業生活を

支援する看護」の課題として、難病患者

の就労についての闘病記を読んだ学生

の感想文の分析から教材として闘病記

を用いたことによる学習の効果を検討

した。 

担当部分：研究計画、対象者の確保、分

析、論文の作成に至るまで全てにおいて

行った。 

共著者：井上葉子・西村和子・内田勇人 

（その他）     

（学会発表）         

1.看護学生による災害看

護演習の評価に関する考

察 ―避難生活の看護活

動を考える演習について

― 

- 平成 27 年

8月 

第 17回日本災害看護学

会（於 宮城県仙台市）  

短期大学看護学専攻学生２年生 122名を

対象にした、在宅看護論における避難生

活体験を題材とした演習の方法と学習

効果についてを検討した。 

共同発表者：関谷まり・井上葉子 

抄録集 P.160 



2.ポスターセッションを

活用した在宅看護論演習

の学習展開―「避難生活支

援演習」の実践事例― 

- 平成 27 年

8月 

第 46回日本看護学会―

看護教育―        

（於 奈良県） 

短期大学看護学専攻学生２年生 122名を

対象にした、在宅看護論の学内演習での

避難生活環境の体験演習の学習効果と、

体験演習の学習のまとめとしてポスタ

ーセッションを活用したことの効果と

課題を検討した。 

共同発表者：井上葉子・関谷まり 

抄録集 P.107 

3.訪問看護ステーション

実習での看護計画立案に

よる学習効果について―

実習目標の到達度の比較

からの分析― 

- 平成 27 年

8月 

第 47回日本看護学会―

看護教育―        

（於 奈良県） 

３年課程の看護専門学校３年生 36 名を

対象に、訪問看護ステーション実習にお

いて、看護計画立案の有無によって学習

効果に違いがあるかどうかを質問紙調

査の結果から比較検討した。 

共同発表者：西村和子・松村あゆみ・田

村和子・北畠昭弥・北出千春・井上葉子 

抄録集 P.85 

4．看護基礎教育における

難病患者の就労支援に関

する教員の認識 

- 平成 28 年

10月 

第 75回日本公衆衛生学

会総会          

（於 大阪府） 

看護専門学校教員 129名を対象にした質

問紙調査から、難病患者の就労支援につ

いての認識を明らかにし、難病患者の就

労支援を教育に取り入れる上での課題

について検討した。 

共同発表者：井上葉子・西村和子 松村

あゆみ 内田勇人 

抄録集 P.539 

5.看護基礎教育における

難病看護に関する教育の

実態 

- 平成 28 年

12月 

第 37回奈良県公衆衛生

学会           

（於 奈良県） 

看護専門学校教員 129名を対象にした質

問紙調査から、難病患者の就労支援につ

いての教育の実情を明らかにし、難病患

者の就労支援を教育に取り入れる上で

の課題について検討した。 

共同発表者：井上葉子・西村和子・松村

あゆみ・奥西志穂・早味妙・駒井由美子 

抄録集 P.7 

6．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る授業効果【第 1報】―学

生による授業振り返りシ

ートの分析から― 

- 平成 29 年

8月 

第 48回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 香川県） 

３年課程看護専門学校学生２年生 77 名

を対象に「難病患者の就労支援」を題材

として行った授業実践の教育効果と課

題について、授業後の学生による「授業

振り返りシート」の内容から分析と検討

をした。 

共同発表者：西村和子・井上葉子・松村

あゆみ 

抄録集 P.148 



7．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る授業効果【第 2報】―事

例ワークシートからみた

学習内容の分析― 

- 平成 29 年

8月 

第 48回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 香川県） 

３年課程看護専門学校学生２年生 77 名

を対象に「難病患者の就労支援」を題材

として行った授業実践の教育効果と課

題について授業内で用いた教材「事例ワ

ークシート」の内容から分析と検討をし

た。 

共同発表者：松村あゆみ・井上葉子・西

村和子 

抄録集 P.149 

8.臨地実習における看護

学生のストレスとレジリ

エンスについての実態 

- 平成 29 年

8月 

第 48回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 香川県） 

３年課程看護専門学校学生２年生 42 名

を対象に時期の異なる２つの臨地実習

の実習前後で、学生のストレス反応とレ

ジリエンスの状態を調査し、その結果か

らストレス反応とレジリエンスには個

別性があり学生の特性を理解した支援

の必要性を示した。 

共同発表者：山﨑陸世・平山亜矢子・丸

田裕子・井上葉子・高原恵・佐藤則子・

定政美香 

抄録集 P.114 

9．要介護者が暮らす住環

境を理解することを目指

した在宅看護論の授業展

開ー住居の提案とポスタ

ーセッションを取り入れ

た演習の実践と評価ー 

- 平成 30 年

8月 

第 49回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 広島県） 

看護短大２年生 122名を対象に、在宅看

護論演習において要介護者が暮らす住

居の見取り図の作成を行い、授業の学習

効果について授業後の学生の学びと感

想の内容から分析を行った。学生が積極

的な関心を持ち、能動的に学習する上で

一定の効果があることが明らかとなっ

た。 

共同発表者：井上葉子・西村和子・松村

あゆみ・奥西志穂・大谷未来・駒井由美

子 

抄録集 P.86 

10.看護学生のレジリエン

スに関する文献研究 

- 平成 30 年

8月 

第 49回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 広島県） 

看護基礎教育における臨地実習での学

生のストレスへの対応を方法を検討す

るため、学生を対象としたレジリエンス

の介入方法に関する研究の動向を検討

した。 

共同発表者：山﨑陸世・井上葉子・平山

亜矢子・芦原佐衣・丸田裕子 

抄録集 P.205 



11.在宅看護論実習におけ

る事例を用いたグループ

ワークによる学生の学び

ー使える社会資源を調べ

るグループワークを実施

してー 

- 平成 30 年

8月 

第 49回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 広島県） 

３年課程看護専門学校学生 42 名を対象

に在宅看護論実習の最終日に、事例の社

会資源を調べる学習を行い、その学習効

果を検討した。 

共同発表者：西村和子・北出千春・井上

葉子 

抄録集 P.206 

12.Study of literature 

on life skills that focus 

on eating habits of 

patients with 

inflammatory bowel 

disease 

（炎症性腸疾患患者の食

生活に焦点をあてたライ

フスキルに関する文献検

討） 

⁻ 2019 年 2

月 

 the 22nd East Asian 

Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS). 

（in Singapore） 

炎症性腸疾患患者の食生活に焦点をあ

てたライフスキルに関する研究の動向

を明らかにし,支援方法のあり方につい

て検討した。 

共同研究者：Inouye Y,Shibata Y, 

Miura Y,Yoshimizu Ｋ 

Abstract No:ABS2427 

13.Review of the 

literatures on factors 

related to height loss 

and relationship among 

the factors 

（文献検討による身長短

縮に関連する因子および

因子間の関連） 

⁻ 2019 年 2

月 

 the 22nd East Asian 

Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS). 

 （in Singapore） 

身長短縮を予防するための身長短縮に

関連する因子とその因子間の関連につ

いて検討した。 

共同研究者：Miura Y,Shibata Y, 

Yoshimizu Ｋ,Inouye Y 

Abstract No: ABS2253 

14.テキストマイニングを

用いた精神看護学実習に

おける学生の学びの分析 

- 平成 31 年

3月 

日本看護研究学会第 32

回近畿・北陸地方会学

術集会（於 福井県） 

３年課程看護専門学校学生 42 名を対象

に精神看護学実習の最終日に提出した

レポート「精神看護学実習を終えて」の

内容分析を行い実習における学びの内

容を検討した。 

共同発表者：山﨑陸世・溝口みちる・井

上葉子 

抄録集 P.43 

15.新型コロナウィルス感

染症に関する新しい生活

様式における子どもの保

護者のたばこに関する意

識と喫煙状況 

―男女別での比較＝ 

- 令和 3年 3

月 

日本看護研究学会第 34

回近畿・北陸地方会学

術集会（於 奈良県） 

関東圏と関西圏の子どもの保護者 500名

と対象にした調査を行い、新型コロナ感

染症流行による新しい生活様式での喫

煙状況とたばこに関する意識の状況か

ら今後の喫煙対策の必要性について検

討した。 

共同発表者：井上葉子・関谷まり・松村

あゆみ・守本とも子・三浦康代 

抄録集 P.34 



16.子育て世代を対象にし

たラフターヨガ体験によ

る心身の変化に関する研

究 

- 令和 3年 3

月 

日本看護研究学会第 34

回近畿・北陸地方会学

術集会（於 奈良県） 

子育て世代の 30 歳～40 歳代男女 6 名を

対象に 50 分間のラフターヨガ体験によ

る心身の変化について検討し、ラフター

ヨガの効果について検討した。 

共同発表者：山﨑陸世・井上葉子・三浦

康代 

抄録集 P.30 

17.看護基礎教育における

精神看護学教育の研究の

動向について―テキスト

マイニングを用いた論文

タイトルの分析から― 

- 令和 3年 3

月 

日本看護研究学会第 34

回近畿・北陸地方会学

術集会（於 奈良県） 

テキストマイニングを用いて「精神看護

学」「臨地実習」「看護基礎教育を」キー

ワードにした論文タイトル 268件の論文

タイトルを分析し、看護基礎教育におけ

る精神看護学教育の研究の動向につい

て検討した。 

共同発表者：葦原佐衣・井上葉子・山﨑

陸世 

抄録集 P.24 

18. 大学衛生委員会が作

成した新型コロナウィル

ス感染拡大防止のための 

「出席停止期間早見表」と

「出勤不可期間早見表」 

- 令和 3年 3

月 

第 61回日本社会医学会

総会（於 大阪府） 

大学衛生委員会が作成した教職員と学

生を対象とする新型コロナウィルス感

染拡大防止のための「出席停止期間早見

表」と「出勤不可期間早見表」の作成過

程と運用状況についての実践報告を行

った。 

共同発表者：三浦康代・井上葉子・松村

あゆみ 

19.Survey on parents' 

attitudes toward smoking 

in home life after the 

law’s revision to 

prevent passive smoking 

in Japan 

（日本における受動喫煙

防止のための法改正後の

親の家庭生活での喫煙に

関する意識調査） 

- 2022年 

年 1月 

8・9日 

The 6th International 

of Global Network of 

Public Health 

Nursing（in Osaka） 

日本の健康増進法改正によって強化さ

れた受動喫煙防止について、子どもの親

500 人に対して喫煙に関する意識調査を

インターネットによるアンケートで実

施した。家庭生活における喫煙について

の意識を喫煙者と非喫煙者、性別等から

比較検討した。 

共同発表者：Yohko Inoue・Mari Sekiya・

Yusuke Yamamoto 

抄録集 p.295 

20. 学校保健実習におけ

るバーチャルリアリティ

教材の開発及び導入の試

み 

 

- 令和 4 年

12月 

第 11回日本公衆衛生看

護学会学術集会 

（於 宮城県） 

新型コロナウイルス感染症流行により、 

臨地実習が不可能となった学校保健実

習において、バーチャルリアリティ教材

を用いて実習の体験を代替する授業実

践を試み、バーチャルリアリティ教材に

よって一定の学習効果があった事を報

告した。 

抄録集 p.146 



（学会等への貢献 ）         

1.日本サーモロジー学会

学術集会 第 33回大会 

実行委員 

      平成 28 年 6 月 奈良市で行われた第 33

回学術集会の実行委員を担った。 

2.第 33回日本保健医療行

動科学学会学術集会 

実行委員 

      平成 30 年 6 月 沖縄県那覇市での第 33

回日本保健医療行動科学学会学術集会

の実行委員として準備等の運営に携わ

った。 

3.日本看護研究学会第 45

回学術集会 実行委員 

     令和元年 8月 大阪市で開催された日本

看護研究学会第 45 回学術集会の実行委

員として開催準備等に携わった。 

4.日本看護研究学会第 34

回近畿北陸地方会 実行

委員 

     令和 3年 3月 奈良市で開催された日本

看護研究学会第 34 回近畿北陸地方会の

実行委員として開催準備等に携わった。 

5.第 27回日本看護診断学

会学術大会 企画委員 

     令和 3年 7月 奈良市市で開催された第

27 回日本看護研究学会学術大会の企画

委員として開催準備等に携わった。 

令和 2 年度奈良県看護学

会 座長 

   令和 2 年 12 月 8 日 奈良県橿原市で開

催の令和 2年度奈良県看護学会の演題発

表第 1群の座長役を担った。 

令和 3 年度奈良県看護学

会 学会委員長 

   令和 3年 12月 16日 奈良県橿原市で開

催の令和 3年度奈良県看護学会の学会委

員長として学会の企画から運営の全て

において関わり学会開催実現に貢献し

た。 

 



年月日

2018年10月1日より

より現在

2020年5月20日

2014年10月

2016年5月〜

年月日

1988年4月

1989年4月

2017年12月10日

2022年9月2日

2016年12月

2013年10月17日

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年
概 要

（著書）

1

2

3

:

（学術論文）

単著 2021年9月

:

（その他）

共著 2021年3月

:

（注）

事項 概 要

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

歴史社会学・医学史 育児方法の歴史、育児文化と医療、「食」の医療化

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

令和5年　3月　31日　　

氏名　　木下純子

母性看護援助論の講義において、具体的な事例(産婦の

ブログ等を作成)を用いて学生が状況をイメージできる

ように工夫している。

２　作成した教科書，教材
コロナ禍での母性看護学実習(学内)の教材として、分娩

期のケア動画の企画撮影編集、紙上カルテの作成

１　教育方法の実践例

３　教育上の能力に関する大学等の評価

なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項 出張専門助産師として、助産師学生に対して母子訪問等

の地域実習指導に従事

事項 概 要

助産学実習・母性看護学実習指導に従事

５　その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

１　資格，免許

看護師免許

助産師免許

２　特許等

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項 財団法人性の健康医学財団認定　性の健康カウンセラー

日本女性医学学会　女性のヘルスケア研修会受講修了

日本周産期・新生児医学会　NCPR「専門」コース修了

４　その他 「健やか親子21」家族計画協会会長表彰受賞

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。

３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。

①著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。

②著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。

③ 共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。

④ 最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。

⑤ 芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、

特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの

がある場合もこれに含めてもよい。

佛教大学社会学部論集

第73号

1<育児不安>と主体化される母

親たちー授乳法のマニュアル化

がもたらしたものー

現代の育児不安の源流は、明治期以降の育児書

に記述される「望ましい授乳法」によってもた

らされた母親の自覚と混乱であることを、育児

書の言説分析から論じた。

1オンラインでの母性看護学実

習における学習効果

佛教大学保健医療技術学部論

集　第15号

母性看護学の臨床実習がCovid-19で中止とな

り、オンラインでの代替実習を行なった。その

学習効果について、履修学生のアンケートを基

に分析を行った。結果、代替実習案での学習効

果が認められたと結論づけた。



年月日

2018年4月～
現在

2019年4月～
現在

2014年4月～

2) 母性看護学演習
母性看護援助論演習

2014年4月～

・助産学
1）助産診断技術学

2015年4月～

2015年4月～

2）助産診断技術学演習

・国際看護学　（他校の講義含む）
1) 国際看護論

　世界で広域的に発生している健康問題の現状を学
び、自分の考えを取り入れながら、国際看護学の取り
扱う課題について考えていく取り組みをおこなってい
る。グル―バルヘルスの対象となる母子保健、開発途
上国の課題、COVID-19を含めた感染症、栄養問題、難
民問題、生殖医学や生命倫理、SDGsなども含め、幅広
く学んでいく。グループディスカッションやプレゼン
テーションを通して思考をまとめていけるような取り
組み行っている。

事項 概 要

・精神看護学
1)精神看護援助論
2)精神看護援助論演習
3)精神看護学実習
4)統合看護学実習
5)卒業研究

精神的に健康な人から精神障害をきたした人まで全て
の人を対象とする学問であること。精神保健の維持、
向上と、精神障害をきたしている人、社会復帰へ向け
て支援をする看護を学ぶ。看護過程では事例を通して
精神状態をアセスメントする技術を学び、ストレング
スを活かした生活援助を立案していけるような取り組
みをおこなっている。また、講義の中では、学生自身
が自己のメンタルヘルスを保ちながら、ストレス対処
をとれるような取り組みも心掛けている。病院実習と
訪問看護実習を通して精神看護学を学ぶ取り組み。

教 育 研 究 業 績 書

令和5年3月31日

氏名　  高田勝子

看護学・医学

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

・母性看護学　（他校の講義含む）
1) 母性看護学Ⅰ概論

母性看護学Ⅱ各論
母性看護学Ⅲ（看護技術）
母性看護学Ⅳ（看護過程）
母性看護学援助論

グループワークや討論を取り入れ、学生同士の意見交
換が効果的となるような配慮を実施した。母性看護学
概論では、生きることの意味を考え、命と向き合って
いく専門職であることを考える機会を作る工夫をおこ
なっている。授業の最後には振り返りを行い、各自の
目標達成、課題を明確にしていく取り組みをしてい
る。

講義で学んだ内容を技術演習を通して、行動実践でき
るようにした。さらに実習へとつなげていけるような
工夫をしている。自主的に自己学習できるような教材
を作成している。

メンタルヘルス、ストレスマネジメント、　　　　　
認知脳科学、グローバルヘルス

１　教育方法の実践例

少人数グループワークを授業の中に取り組み、他者と
学習することで1つの実践を生み出せるプロセスを取り
入れている。また、知識を活用・応用できるように具
体的な事例を取り上げ、分析し、実践できるような設
定の工夫をしている。

シナリオを作成し、提示し、学生は課題を見つけ、実
践することをおこなっている。また、学生が調べたこ
とをプレゼンテーションし、自らの学習成果を他の学
生と共有し、新たな学習課題を見つけ出すという展開
を取り入れている。



2015年2月

2017年4月

2018年5月

1)分娩介助技術手順法 1)分娩直接介助と分娩間接介助の手順本を作成。

3）新生児沐浴と新生児フジィカルアセスメントの
チェックリスト作成

3）演習、自己学習で活用でき、実践できるレベルにな
るように手順書を作成した。

２　作成した教科書，教材

2)母性看護学実習指導要綱作成 2）効果的な実習が出来るように、従来の指導要綱の全
体見直しと記録の変更を実施。



2016/12/1
2021年12月更新

2017年・2020年
2017年10月
2018年3月
2018年3月
2020年11月

2021年・2022年3月

年月日

1998年

2003年

2010年

1)2018年～現在
2)2020年4月～
2022年5月現在

2007年
2008年
2008年

2015年・2020年

３　教育上の能力に関する大学等の評価

概 要

助産師免許

事項

3 実務の経験を有するものについての特記事項
1)プライマリヘルスケアプロジェクト
2)グローバルヘルスプロジェクト

1)地域と連携を行い在留外国人のヘルスサポートを実
施。リプロダクティブヘルスライツやグローバルヘ
ルスケアの取り組みを実施している。英語による多
国籍国際交流を取り入れた活動を継続。
2)新型コロナウイルス感染症の影響により緊急帰国し
た留学生のサポート支援

ベビーマッサージインストラクター資格
ヘッドスパ・エステインストラクター資格
リフレクソロジーインストラクター資格
新生児蘇生法インストラクター資格

４　その他

多言語プレゼンテーション国際コンテスト出場
国際シンポジウムのシンポジストとして招聘
第5回地連携発表会
大阪市医学会発表
理系大学院生英語プレゼンテーションコンテスト
第8回地域連携発表会　・　第9回地域連携発表会

入賞
早稲田大学大学院
2位入賞
医学会賞受賞
3位入賞
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１　資格，免許

アドバンス助産師 CLoCMiPレベルⅢ認証



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

運動は脳を介して食意欲・
行動にどう影響を与えるか

共著 2016年

担当部分：「運動が食欲に与える影響
食・動・脳関連」
共著者：高田勝子、吉川貴仁

未来のノーベル賞はここに
ある！イチオシ研究発掘メ
ディア

共著 2018年

担当部分：「食べる意欲や我慢は無意識
に働く脳活動と関係するか」
共著者：高田勝子、吉川貴仁

母親の子ども認識と母子相
互作用の脳神経メカニズム
の解明

単著 2019年

疲労の神経メカニズムの理解及び予防、
回復に関する研究。母親が子どもの顔を
見ることにより、精神的疲労感が軽減す
る可能性があることの研究。

（学術論文）

助産師を志す看護専攻３年
生の進学意識と教員の関わ
り

単著 2015年

助産師を志す学生の進学動機からの進学
意識の詳細とモチベーションの高さ、そ
れに関わる教員の関わりについての質的
研究。

死産ケア教育のとりくみ 共著 2016年

死産ケア教育は学生にとって誕生と死の
両方の命をケアしていくことの大切さに
気付き、看護対象へのより細やかな配
慮と判断、柔な対応が求められること
を新たに認識した
共著者：高田勝子、吉川貴仁

The brain science of
exercise-eating linkage
for improvements of
modern human health. 共著 2017年

単回運動や継続的運動習慣が、食
意欲・食行動を制御する脳神経の
仕組みにどのように働きかけるの
かを解説した。
共著者：吉川貴仁、上田真也、
石井聡、高田勝子

Neural activity induced
by visual food stimuli
presented out of
awareness:a preliminary
magnetoencephalography
study

共著 2018年

食刺激による神経活動に関連する
無意識下の脳活動の役割を、脳磁
図を使用して解明した。
共著者：高田勝子、吉川貴仁、
石井聡、松尾貴司、中村千華

Relationship between
Stress Response and
Stress Tolerance
Characteristics for
Midwife Students

単著 2019年

唾液コルチゾールとハーディネスとの関
係を調べ助産師学生のストレス反応とス
トレス耐性特性との関係について調査分
析し考察した。

Neural effects of hand-
grip-activity induced
fatigue sensation on
appetite:a
magnetoencephalography
study

共著 2019年

急性の運動負荷による疲労感が食欲に与
える影響に関して脳活動の役割を、脳磁
図を使用して解明した。
共 著 者 ： 松 尾 貴 司 、 石 井 聡 、
高田勝子、中村千華、吉川貴仁

Neural effects of acute
stress on appetite:a
magnetoencephalography
study 共著 2020年

将来の出来事を予期することによって生
じる心理的ストレスが食欲に与える影響
に関する脳活動の役割を、脳磁図を使用
して解明した。
共 著 者 ： 中 村 千 華 、 松 尾 貴 司 、
石井聡,  高田勝子、吉川貴仁

Journal of Physical Fitness
and Sports Medicine.
2017;6(5):295-300.

私学共済
若手・女性研究者奨励

Scientific Reports,Article
number:9:11044

PLoS ONE 15(1):e0228039.

奈良学園大学紀要第10集p63-73

Academist Journal

Scientific Reports,Article
number:3119

白鳳短期大学研究紀要第11号
P169-178

白鳳短期大学研究紀要
第10号　P49-58

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

日本未病システム学会雑誌
Vol.22 No3

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

Effects of Viewing 
Children’s Faces on 
Mental Fatigue of Adult 
Females

単著
2022年

成人女性が子どもの顔を見ることで精
神的疲労感が回復するかについて疲労
の客観的指標とされる自律神経活動と
共に検討した。

Osaka City Medical Journal
0030-6096  in Press



年月日

平成26年5月
～
平成29年3月

平成28年2月

平成29年4月
～3月

平成26年5月
～
平成29年3月

教 育 研 究 業 績 書

　令和　5　年　 　3　月　　31　日

氏名　高橋　寿奈

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

高齢看護学，看護教育，エイジズム，
アドバンス・ケア・プランニング

白鳳短期大学の基礎実習Ⅱでの実習指導教員として担当学生の学内研
究発表の指導を行った.
主に、日常生活援助での関わり方による対象高齢者の言動の変化につ
いての気付きについて自信をもって発表できるように指導した。学生
は「不安だったが内容が整理でき自信を持った発表できたとの評価を
得た。

１　教育方法の実践例

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項

看護学

４）実習指導（非常勤講師）
「基礎看護実習学Ⅰ」「基礎看護学実習Ⅱ」
「成人看護学1」「成人看護学Ⅱ」
「統合看護学」
「精神看護学」
「老年看護学」

白鳳短期大学非常勤講師としての実習指導を行った。
統合看護学実習では、要項説明と実習オリエンテーション、実習調整
を行った。[基礎看護学」では、看護の仕事の実際や病院施設の概要に
ついて疑問点などを起こさないように指導した。また学生が達成感が
持てるようにそれぞれの学生が苦手とするところの克服できるように
配慮しながら行った。根拠をもって看護し、患者に寄り添い、生活者
として視点も忘れず、看護の先にあるものについても意識して指導し
た。
「成人看護学」では急性期・慢性期での成人の療養上における問題に
ついて看護性について指導した。学生が、急性期の看護展開のスピー
ドについていけるように、事前課題を確認し不足するところの指導を
行った。周手術期の指導では、疾患の理解・術後侵襲・生活や社会人
としての患者の役割・精神的な不安なども指導した。
「統合看護学実習」では、要項説明と事前の実習調整も行った。タイ
ムスケジュールを学生が出来るようにあ、学生同士でのカンファレン
スを多く持ち、チームで看護を行うことを重視いた指導をした。病院
の組織の在り方や他職種連携の重要性や実際についてより多くの経験
が出来るように調整配慮した。

研 究 分 野

「老年看護学」学内授業、演習授業のサポートを行っている。老年期
の看護展開では、学生の個別指導も行い看護展開成果物の採点を行
い、実習での看護展開時に実際に使用できるように補足説明をした。

３）演習授業（学内）

２）学内研究発表会指導

概 要

白鳳短期大学の非常勤講師として「基礎看護学概論」の授業の一部を
担当した。主に看護の変遷として日本の看護や関係法規の歴史変遷、
世界の看護の歴史についての授業とテスト作成をした。近代看護の基
礎となる事柄や今後の看護の方向性などを写真や経験、ドラマを使っ
て、親しみやすい内容にし、学生が習得しやすいように努めた。（1年
次配当、1単位、学生150名）
「基礎看護方法論Ⅰ」の授業を担当した。活動と休息・感染予防・滅
菌物品の無菌操作・食と排泄・移動と移乗・効率的な動きの講義を行
い、人間が健康に向かうための看護援助の在り方のついて指導を行っ
た。それぞれの授業で、実際に実技で学生に体験させることにより、
よりイメージしやすいように、感染の仕方のモデルや重心変化の仕方
の教具の作成を行い、学生に実施させ、わかりやすく習得できるよう
に努めた。
「基礎看護学方法論Ⅱ、Ⅳ、Ⅴ」（1年次配当各1単位）の演習授業全
般について実施し、フィジカアセスメント・看護イグザミネーション
技術・点滴・投薬・採血・排泄管理包帯法・ポジショニング・創傷管
理・罨法の技術について、指導と実技テスト教官を行った。学生がイ
メージしやすいように研究課題を与え、その課題に沿って資料と実技
を行った。学生からは「実践的でわかりやすい」や主体的に実習に臨
む様子がみられた。

１）講義と演習授業　白鳳短期大学　非常勤講
師
　「基礎看護概論」
　「基礎看護方法論Ⅰ」
　「基礎看護方法論Ⅱ」
　「基礎看護方法論Ⅳ」
　「基礎看護方法論Ⅴ」

①ＰＰＰを使用したデジタル教材の作成
②演習時に患者の想定がしやすいように、

ボディイメージ資料作成使用
③演習時の研究課題資料の作成使用



教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

平成30年4月
～現在

5）講義と演習授業　　奈良学園大学　専任教員
「老年看護学援助論」3年次　必修科目　1単位
15時間
「老年看護援助論」2年次　必修科目　1単位15
時間
「卒業研究Ⅱ」4年次　必修科目　1単位　15時
間「基礎演習Ⅱ」1年次　必修科目　1単位　15
時間
「演習実技指導」
　　①ＰＰＰを使用したデジタル教材作成
　　②高齢者の介助時の注意点資料作成
　　③演習時の研究課題作成と添削
　　④各授業開始時に前回授業の課題総括と
      説明・資料作成

平成30年4月
～現在

　平成30年から「老年看護学援助論」の基本的な高齢者への援助、活
動・休息・食事・排泄などの技術全般、浮腫やについての講義と演習
を担当した。演習時にはボディイメージと看護をつなぐ資料を作成
し、与えた課題研究のもと授業を行った。その振り返りとして、学生
自身でグループワークを行い、検討内容を板書説明し、それをさらに
解説していく事で内容の理解と定着に努めた。臨地実習前には、学生
を個別に基本的な技術指導を行った。
　令和3年からは、科目責任者としてシラバスを見直し、授業計画を作
成した。基礎看護学実習の直前に終了する科目でもあり、基礎看護学
実習と老年看護援助論がつながるように意識した内容と後世にした。
基本的な老年看護学における日常生活の基本活動や転倒リスク、排泄
排尿障害やそれらの援助、権利擁護やリスクマネジメント、食事嚥下
や口腔ケアの援助について行った。口腔ケアでは、実習時に活用でき
るように、必要物品や観察項目などを具体的に示せるような課題を作
成し、知識の定着と狙った。外部講師との調整を行い歯科医師や衛生
師による高齢者の口腔内の清潔についてや、地域包括看護・介護士に
よる認知症サポーター養成講座の開講の支援を行った。おおむね目標
達成でき、学生の授業評価の点数も平均以上であった。
　「老年看護援助論演習」では、高齢者体験や片麻痺体験を学生自身
でグループごとで行い、研究演習とした。また、学生自身に体験させ
ることにより、高齢者イメージがしやすいようにし、看護に必要な内
容を考えさせる機会とし、看護の視点の指導や理解、定着を図った。
　令和2年からは、ほとんどの授業内容を担当し、看護展開を中心とし
看護のアセスメントや計画の指導を中心の授業へ変化させた。看護展
開は、学生が臨地実習で使用しているものを使用し実習時に戸惑いが
ないように配慮した。教員への質問もしやすいように　授業の攻勢を
変更し、机間巡回の時間を増やし、学生同士での相談や考えの広がり
が持てるようにペアワークとした。学生の進捗に合わせた説明をする
ようにし、理解の徹底と定着を図った。
　「卒業研究Ⅱ」では、卒業延期性には個別にさらに時間を作り指導
を行った。
　「基礎演習Ⅱ」では、基本的な大学生活での学習方法や時間・単位
制について指導した。グループワークで、基本的なレポートの書き
方、グループワークについて指導し、レポートはその都度添削した。
また図書の有効利用。インターネットを津科tt亜情報リテラシーの方
法なども学生に理解の程度に合わせて具体的な指導を行い、学生が大
学での学習方法について積極的に行えるように指導した。

事前に、実習先の全施設と実習説明内容のために訪問調整し、学生の
実習目的・目標・スケジュールなど詳しい説明を行った。実習開始か
らは、「老年看護学Ⅰ.Ⅱ」（3年次配当　4単位）で、学生が老年看護
の基本的な考え方に基づいて看護展開の方法の実際を個別に指導し、
実技指導と評価指導を行った。また、緊張緩和に努め実習で対象者の
個別性に合う実習内容になるように一緒に考えアドバイスし、指導し
た。すべての実習に同行し、精神的配慮として個別の面談を交え学内
では学習などの指導も行った。
令和2〜3年では、コロナ渦で領域実習施設と病院での実習日程や内容
の変更調整をすべて行った。学内実習内容でも臨地とできる限り似て
いる状況での実習が席るように、各担当学生1名に1事例作成し、看護
展開や実技の実施ができるようにした。令和４年からは実習はできう
る限り臨地に行けるように、コロナ幹線いて実習ができない時は他の
病院と調整し、全学生が臨地実習で学べるようにした。学生からは、
「臨地に行くことで学べる内容も多く急な変更になっても臨地実習で
きてよかった」との意見を直接聞くことができた。おおむね全学生が
目標達成できた。
令和2〜3年度の統合実習では、すべての内容がリモートへ変更にな
り、実習内容の変更をすべて行った。臨地実習の目標と齟齬が内容、
動画やグループワークを効果的に使用した。学生間でのディスカッ
ションやワークも偏らないように、適宜メンバーの変更を行い学びが
最大限になるようにした。また、卒業後の仕事としての内容も意識
し、様々なグルーでディスカッションすることによって、学習内容だ
けでなく対人能力や自己表現能力などもはぐぐまれ、能力の獲得と発
揮ができるようにした。
令和4年度は、臨地実習に行けるように調整し、全員臨地実習で学ぶこ
とができた。臨地実習では、今後臨地で就労することも見据え、チー
ム内で協力しながら具体的な生活課題に対する援助が実施できるよう
に指導した。概ね目標達成できた。

６）老年看護学実習指導（奈良学園大学）専任
教員
R１年度　領域実習・統合実習
　実習要項
　実習記録
R２～３年度
　領域実習
　実習要項
　実習記録
　学内実習用事例：
　・大腿骨頸部骨折術後
　・大腿骨頸部骨折術後リハビリ期
　・腰椎圧迫骨折保存的療法
　・腰椎圧迫骨折保存的療法と認知症
　・腰椎症と頸部腫瘍の終末期
　・脳梗塞後片麻痺後のリハビリ期
　・脳梗塞後の高次機能障害
　・脳梗塞後誤嚥性肺炎（繰り返し発症する患
者）
　・脳梗塞後の廃用症候群
　・軽度認知症と脛腓骨骨折の保存的療法
　・変形性膝関節症術後
　・腰椎圧迫骨折後と膝関節症リハビリ期
　統合実習



教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

平成30年4月
～現在

平成30年5月
～現在

２.作成した教材等

学校奈良学園大学保健医療学部看護学科の専門科目「老年看護学Ⅰ.
Ⅱ」（3年次配当　4単位）で、学生が実習目的、実習目標に到達する
ための具体的な学習方法と内容、実習の進め方、実習の心得、健康管
理の方法などについてまとめた冊子を作製した。老年看護学実習でな
いと経験できない看護援助の実技面でも、確手順書を作成し観察項目
などの確実な習得を目指した。
R2～4年度は、コロナ渦の非常事態宣言にて臨地実習ができず、臨地と
遜色ないように一人1事例事例を準備し、看護展開と実際の看護の内容
について学内実習を行った。また臨地での受け入れが可能な施設で
は、感染予防とできるだけ多くの学生の受け入れをしてもらうために
実習先変更や日程調整を行い、実習内容を組みなおし調整した。学生
は到達目標へおおむね到達できた。評価表はパフォーマンス評価が適
切にできるように、ルーブリック評価へ変更した。

２）統合看護学実習要項（老年領域）・記録用
紙・学内実習プログラム

学校奈良学園大学保健医療学部看護学科の専門科目「統合実習」（4年
次配当　1単位）で、学生が実習目的、実習目標に到達するための具体
的な学習方法とスケジュール内容、実習の進め方、実習の心得、健康
管理の方法、領域実習で実習できなかった看護技術の実習の仕方につ
いてまとめた冊子を作製した。

1）老年看護学実習要項・評価表・記録用紙・学
内実習用事例・学内実習用プログラム

３）老年看護学援助論（平成30年：3年次配当１
単位　令和1年：２年次配当1単位、3年次配当1
単位）
　　①授業資料
　　②演習授業資料
　　③疾患理解のためのプリント作成
　　④eラーニング授業と資料作成
平成30年担当
担当講義：高齢者の基本的生活援助（排泄・栄
養・活動と休息・清潔）転倒転落・食事介助・
嚥下困難・アクティビティケア・看護展開
演習授業：高齢者体験　片麻痺体験
　夏季休暇中の実習前演習　陰部洗浄　移送移
動　点滴中の更衣　片麻痺の更衣　看護展開の
実際（看護計画の実技）
令和1年担当
担当講義：排泄・転倒転落・廃用症候群・リス
クマネジメント（災害看護・医療事故）看護展
開
令和2～3年担当
講義授業：排泄・排尿障害・転倒転落・廃用症
候群・発熱・浮腫・倦怠感・脱水・退院支援・
権利擁護
令和4年度担当
担当講義：排泄・排尿障害・転倒転落・廃用症
候群・嚥下食事・退院支援・権利擁護
4)「老難看護援助論演習」
令和1年担当
担当講義（演習）：退院支援グループワーク・
セルフアセスメント・脳梗塞移動トイレ介助
令和2～3年度担当
「老年看護援助論演習」看護展開　1～12回ゴー
ドンの機能的健康パターンを使った脳梗塞患者
の看護展開、
令和4年度
看護展開　1～12回ゴードンの機能的健康パター
ンを使ったパーキンソン病患者の看護展開、関
連図作成

平成30年４月
～現在

「高齢者体験」ではグループワークで行う内容についての援助の方法
の編成とないようについての目標や目的についてのプリントの作成を
行った。また、杖歩行の援助方法の教授では、図式の資料と注意点を
記入する用紙を作成し、実際に使いながら看護者・援助者・観察者と
分け、肉体的だけだなく精神的な援助を含め考えるように指導した。
「転倒転落」では、事例をち使って転倒要因を考えるとともに、アセ
スメントスコアシートを実際につけアセスメントの視点と実際を行っ
た。嚥下困難では、高齢者体験の感覚器系装具を付け、感覚器系の変
化について体験させた。そのうえで事例を使って、栄養状態の評価を
し食事摂取するという事とその困難について考えさせアセスメントさ
せた。アクティビティケアでは、写真等を使ってイメージしやすいよ
うにした。また実際の学生間でも行った。
演習授業では、限りなく実践に近くできるように、グループごとで
ワーク形式で行った。
R2年度では、オンライン授業が中心であるが、学生が受け身にならな
いように、相互に意見交換やGWを使い授業参加できるように工夫し
た。eラーニングでは、すべ手を教授してしまわず、自分で考え調べた
り、実習で考えて使えるような資料つくりを心かけた。
演習授業では、学生間でのディスカッションができるように、問題提
起や発問などで実際の援助の方法に多角的に考えることができるよう
に注意した。
　看護展開の授業では、コロナ渦でオンライン授業が中心であった
が、学生同士相談し合いながらZOOMを使用してグループワークを行っ
た。わからない学生には、個別に指導し理解を促した。学生からは接
触的に参加する姿勢があり、自己学習をしている姿も多かった。
令和4年からは、退院支援などでは実習時に必要なプレゼンテーション
のスキルも養うためにパワーポイント資料での提出とした。



教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

平成30年4月
～現在

令和2年8月～
現在

令和4年1月

令和2年3月～
現在

平成30年4月
～平成31年3
月
令和2年3月～
現在

年月日

平成2年5月

平成27年3月

平成27年3月

平成27年3月

３）次世代教育学　学士 教育学部に在学し、看護教育学に特化した内容の教育学を学んだ。

１　資格，免許

１）看護師免許 登録番号第684127号

５　その他

特記事項なし

令和1～２年
　老年看護援助論での授業教材として、パーキ
ンソン病・排泄の機能障害（排尿・排便）につ
いての自己学習プリントの作成
　浮腫のイグザミネーションの手順、脱水・浮
腫・倦怠感・脱水のeラーニング後の確認テスト
作成　テスト問題作成
　老年看護概論の社会保障制度eラーニング資料
作成
令和3～4年
　ゴードンの機能的健康パターンの内容につい
てかみ砕き、内容がわかるように平癒な言葉に
直した資料の作成
口腔ケア時の看護の課題作成　定期テスト問題
作成

学生自身が学習内容を深められるように、解剖整理から、病態生理、
症状検査、看護と発展的にできるように工夫をした。また、学習して
きた内容は、授業の中で発表する時間をもちお互いの学習内容につい
て振り返りを行った。また、提出後にはすべての学習内容について
チェックし、不足している部分についてはさらに復習として授業の中
で補足説明を行い理解できるようにした。
eラーニングでは,テキストを使用し学習を深められるように発問の内
容をおきながらポイントを学習できるようにした。暗記を必要とする
科目に関しては繰り返す学習で使えるように、自分独自の資料が作成
できるようにした。
実習で作成した資料をそのまま使えるように、実習時に必要な内容を
盛り込んで資料とした。領域実習で使用しながらアセスメントする学
生を多数確認できた。

学外広報誌作成の参画と調整、広報誌の内容の修正　オープンキャン
パス参画運営と教員への周知徹底、内容や物品の調整を行った。　リ
ハビリテーション学科開設の伴う広報活動として、外部向けシンポジ
ウム運営調整を行った。当日はオーブンキャンパスとの同時開催があ
り、教員と学生に対し企画説明・役割や時間調整等を行い運営した。
また、学外広報としての高校への派遣授業の教員への意見聴取ととり
まとめを行い教員派遣の調整をした。広報活動企画報告書の作成を
行った。
入試面接のルーブリック案の作成を行った。

特記事項なし

４実務の経験を有する者についての特記事項

１）奈良学園大学法人広報委員会
　　奈良学園大学保健医療学部入試広報

３　教育上能力に関する大学の評価

「老年看護学援助論演習」 学生評価では、積極的に参加できるような授業展開にしたため、参加
度は4.33に上昇していた。しかし、on-lineということもありり、わか
りやすさや満足といった内容評価は平均であった。おおむね学生は目
標達成できていた。

老難看護学実習1.Ⅱではコロナ感染予防のために学内実習に切り替わ
ることも多く、事例を使用し、学生へ臨地実習に近づけるようにし
た。シュミレーターなども使用し、異常音の聴取や心電図の読み取り
などもできるようにした。また2グール共同での実習の場合の実習計画
表を作成し、各グループで実習ができるように工夫し学びの低下を防
ぐようにした。
学生からは、「実技指導もありよかった」という声や「少しでも臨地
に行けて安心した」「患者さんと関われてよかった」という声が聞か
れた。おおむね全学生は目標達成できた。

４）老年看護学実習学内での事例作成
事例：高齢者特有の疾患患者11例
シュミレーターの設定
総合病院での実習計画スケジュールの作成

5)国家試験対策講座　老年領域資料
出題傾向問題作成と解説パワーポイント資料

2022年度までの過去問題や参考書、学生の模擬試験結果から間違いや
すい問題と出題傾向の強い問題を作成し配信下。そしてその解答と解
説を行い、国家試験へ向けて知識の再確認と定着を行った。参加した
学生からはおおむね好評であった。

４）看護師・保健師養成所専任教員
大学・短大・専門学校などでの看護師・保健師の養成教育、病院での
新人教育などに携わる教員を認定する資格を取得した。

事項 概 要

２）厚生労働省専任教員養成課程修了

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項



教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

平成17年3月

令和4年6月
６）心療回想士５級技術位

３実務の経験を有する者についての特記事項

特になし

該当なし

５) 学術修士
登録番号第　　　　　号

内閣総理大臣認証法人第1050号特定非営利活動法人日本回想法学会認
定心療回想法5級技術委心療回想士

２　特許等



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

 教  育  研  究  業  績  書 

  令和 5 年 3 月 31 日 

 氏名  田場 真理  

 研   究   分   野 研究内容のキーワード 

  臨床看護学(透析看護） 

看護教育（AL，GW） 

   血液透析  終末期  抑うつ  意思決定  

アクティブラーニング  グループワーク オンライン 

 教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

 事項 年月日 概         要 

 １ 教育方法の実践例   

    

    

 ２ 作成した教科書，教材   

    

    

 ３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

    

    

 ４ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

  

 

1) 認定・日本重症心身障害看護師研修会  

看護研究アシスタント講師   

H29 年 7 月 

～  

H30 年 9 月 

近畿地区日本重症心身障害心身障害福祉協会の依

頼により認定研修の看護研究アシスタント講師と

して研究指導を行った  

 

2）西奈良中央病院研究指導講師 

R2 年 4 月 

  ～ 

 現在 

依頼により、西奈良中央病院院内看護研究の指導

を行っている。 

 ５ その他   

 

1) 「基礎看護技術Ⅱ・Ⅲ」教育実績 

H25 年 4 月

～  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、基

礎看護技術Ⅱ（栄養、排泄、活動・休息、創傷、

BLS・ALS、エンゼルケア等）についての講義・演

習を担当した。講義ではグループワーク、ロール

プレイングを取り入れ、学生が主体的に学べる機

会を作る一方で、定期的に小テストも行い、学生

自ら基礎知識の確認ができるよう工夫した。演習

では、DVD の視聴や教員自らデモンストレーション

を行いながらも、日常生活援助技術に関しては、

学生のこれまでの生活体験を活かしよりよい援助

の方法を考え実施できるよう工夫した。 

 

2) 「小児看護学援助論」教育実績 

H26 年 4 月

～  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、小

児看護学援助論についての講義（全 15 コマ 30 時

間）・演習（全 7 コマ 14 時間）を担当した。講義・

演習では、グループワークやロールプレイングを

とりいれた。その際、子どもの発達段階の理解と

ともに、子どもの最善の利益を守る事の重要性を

伝えつつ、子どもと家族に必要な看護について学

生自ら考えられるよう指導を行った。  

 

3) 「基礎・成人・老年・小児看護学実習」教

育実績 

H25 年 4 月

～  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院看護専任教員として、基

礎・成人・老年・小児実習指導を行った。実習前

には事前学習を課し実習での学びの準備を整え

た。臨地では指導者と協力しながら、学生がより

多くの気付き（学び）ができるよう関わった。 



 

4）「統合看護学実習」教育実績 
H25 年 4 月  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、統

合看護学実習指導を行った。実習前には事前学習

を課し実習での学びの準備を整えた。統合実習で

は領域実習では体験できない管理実習や夜勤帯で

の実習も取り入れより深い学びが得られるようか

かわった。 

 

5） 看護研究指導 

H25 年 4 月

～  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、看

護研究（ケーススタディ）指導にあたった。実習

中の自身の看護をふりかえり 

 
6) 「小児看護学概論・小児看護学援助論」教

育実践 

H28 年 4 月

～  

H29 年 3 月 

奈良学園大学（助手）にて、講義・演習の補助的

指導を行った。  

 

7）「小児看護学実習」教育実績  

H28 年 4 月

～  

H29 年 3 月 

奈良学園大学（助手）にて、小児看護学実習指導

を行った。 

 

8) 「基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」教育実績 

H29 年 4 月

～  

H30 年 3 月 

奈良学園大学（助手）にて、主に看護技術演習の

指導を行った。  

 

9）「基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ」教育実績 
H29 年 4 月 

H31 年 3 月 

奈良学園大学にて基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ実習指導

を行った。 

 

10）「ヘルスアセスメント」教育実績 

H30 年 4 月

～  

H31 年 3 月 

奈良学園大学にてヘルスアセスメント全15コマの

うち呼吸循・環機のアセスメント 4 コマを担当し

た。 

 

11）「基礎演習Ⅰラーニングスキルズ」 

  教育実績 

H30 年 4 月

～  

R2 年 3 月 

奈良学園大学にて、1 年次生配当の基礎演習Ⅰラー

ニングスキルズ、全 15 コマのうちのうち、11 コマ

を担当した。（4 回は統合実習のため交代） 

 

12）「成人看護学援助論Ⅱ」教育実績 

H30 年 4 月

～  

R4 年 12 月 

奈良学園大学にて、成人看護学援助論Ⅱ、全 15 コ

マのうち 12 コマを担当している。授業は、原則、

オンラインによる動画等の配信を中心とした反転

授業＋対面でのアクティブ・ラーニングとしてい

る。 

 

13）「成人看護学援助論演習」教育実績 

R2 年 4 月 

  ～ 

R5 年 3 月 

奈良学園大学にて、R3 年度までは成人看護学援助

論Ⅱ、全 30コマのうち 16コマを R4年度は成人（慢

性）としての 15 コマ全てを担当した。授業は、原

則、オンラインによる動画等の配信を中心とした

反転授業＋対面でのアクティブ・ラーニングとし

ている。 

 

14）「卒業研究」教育実績 

H30 年 6 月

～  

R5 年 3 月 

奈良学園大学にて卒業研究Ⅱの研究指導を行って

いる。 

 

15）「成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ」教育業績 

H30 年 4 月

～  

R5 年 3 月 

奈良学園大学にて、成人看護学実習（Ⅰ・Ⅱ）指

導を行っている。 

 

16）「統合看護学実習（成人）」教育実績 

H30 年 4 月

～  

R5 年 3 月 

奈良学園大学にて、統合看護学実習指導を行って

いる。 

 

17）「基礎看護学実習Ⅱ」教育実績 

H30 年 5 月

～  

H31 年 3 月 

奈良学園大学にて、基礎看護学実習指導を行った。 



 

18）「成人看護学概論」教育実績 

R3 年 4 月 

  ～ 

R4 年 7 月 

奈良学園大学にて、成人看護学概論、全 15 コマの

うち R3 年度は 2 コマ、R4 年度は７コマ担当した。 

 

19）「統合看護論」教育実績 R4 年 12 月 奈良学園大学にて、統合看護論 1 コマを担当した。 

 

20）「情報科学」教育実績 

R3 年 4 月 

  ～ 

R4 年 12 月 

田北看護専門学校にて、非常勤講師として情報科

学（全 15 コマ）を担当している 

 

21）「看護研究」教育実績 

R3 年 4 月 

  ～ 

R4 年 12 月 

田北看護専門学校にて、非常勤講師として看護研

究（全 15 コマのうち 8 コマ）を担当している 

 職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

 事項 年月日 概         要 

 １ 資格，免許   

 看護師免許（第 1396705 号）   H19 年 4 月  

 

修士（学術） H29 年 3 月 

放送大学文化科学研究科生活健康プログラム 

修士論文名：透析患者の抑うつにソーシャルサポ

ートが与える影響と支援の在り方―医師、看護師、

ピアサポートに関する考察― 

 

博士（応用情報科学） R4 年 9 月 

兵庫県立大学大学院応用情報科学研究科 

博士論文：ICT 活用によるメンタルヘルス不調予防

のためのサポートに関する研究 

 ２ 特許等   

    

    

 ３ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

  

 

1)  国家試験対策 WG メンバーとしての活動 

H27 年 4 月 

 ～ 

H29 年 3 月 

奈良学園大学保健医療学部国試対策WGメンバーと

して確認試験の問題作成、模試の試験監督などを

行った 

 

2) FD 委員としての活動 

H28 年 4 月 

 ～ 

H30 年 3 月 

H31 年 4 月 

 ～ 

R2 年 3 月 

奈良学園大学保健医療学部 FD委員として、定期的

な研修の企画運営などを行った 

 

3) 学生生活 WG メンバーとしての活動 

H30年 4 月 

～H31 年 3月 

R2 年 4月 

～R4年 3 月 

学生生活部会メンバー（3 年次生担任）として保護

者懇談会、卒業式、新入生宿泊研修などに関する

活動を行った。 

R2 年度はホームカミングデーをタスクフォースグ

ループとして中心的になり実施した。 

 

4）全学キャリア委員としての活動 

H29 年 4 月 

 ～ 

H31 年 3 月 

キャリア委員として、就職説明会、就職ガイダン

ス、卒業生に対するウェルカムデーなどの企画運

営をおこなった。 

 

5）学内広報委員としての活動 

H31 年 4 月 

  ～ 

R2 年 3 月 

広報委員として、パンフレット作製、オープンキ

ャンパスの企画運営を行った 



 

6）実習 WG メンバーとしての活動 

R2 年 7 月 

  ～ 

R4 年 12 月 

実習WGのメンバーとして大学全体として実習に関

する調整・管理を行った。 

 

7)全学学生支援運営委員会委員としての活動 

R2 年 4 月 

  ～ 

R4 年 3 月 

学生支援運営委員会メンバーとして全学学生支援

に関する活動を行った。R3 年度は白書作成に携わ

った。 

 

 

8）FD カリキュラム委員としての活動 

R4 年 4 月 

 ～ 

R4 年 12 月 

FD カリキュラムのメンバーとして、看護学科 FD

研修会の企画運営、その他、カリキュラム評価検

討などを行った 

 

9）全学 FDSD 委員としての活動 

R4 年 4 月 

  ～ 

R4 年 12 月 

全学 FDSD 委員として、主に授業評価や TP につい

て検討した 

 ４ その他   

  

 
  

 
 

   

 
   

 研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
 単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）      

1  2018年看護師国家試験 

対策 要点がわかる 

出題傾向がみえる小

児看護学 

 

共著 H29 年 11 月 ピラールプレス  

看護師国家試験科目の「小児看護学」に

ついて、過去問を読み解くための要点を

まとめた。 

共著者：守本とも子（監修）、芝田ゆか

り、田場真理、瀬山由美子（編著） 

本人担当部分：目標Ⅰ「子どもと家族を

取り巻く環境」「子どもの成長・発達」

「小児各期における健康増進のための

子どもと家族への看護」の部分の執筆を

担当した。 

2  2018年看護師国家試験

対策 要点がわかる 

出題傾向がみえる成人

看護学（下） 

 

共著 H29 年 11 月 ピラールプレス  

看護師国家試験科目の「成人看護学」に

ついて、過去問を読み解くための要点を

まとめた。 

共著者：守本とも子（監修）、松浦純平

（編著）、大山末美、梶村郁子、田場真

理（著） 

本人担当部分：「内部環境調節機能障害

のある患者の看護」「排尿機能障害のあ

る患者の看護」の部分の執筆を担当し

た。 

3 看護師国家試験 直前 

社会福祉学領域ファイ

ナルチェック 

 

共著 R3 年 3 月 金芳堂 

看護師国家試験の出題範囲・出題傾向を

基準とし、社会福祉学に関連する法律的

な解決や理論、あるいは看護実践との関

わりについてまとめた。 

共著者：守本とも子、富永堯史（編著）、

星野政明（監修）、田場真理（著） 

本人担当部分：第 6 章 所得保障（公的

年金・社会手当・雇用保険・労働者災害

補償保険） 



4 エビデンスに基づく消

化器看護ケア関連図 

 

共著 R4 年 2 月 中央法規 

看護学生用、病態・看護関連図に関する

参考書である。 

共著者：吉治仁志、西田直子（監修）、

松浦純平（編集） 

本人担当部分：肝硬の部分の執筆を担当

した。 

（学術論文）      

1  認知症高齢者を介護す

る娘介護者の体験ー介

護生活の中で体験する

困難と、介護生活の支

えとなるものー 

 

共著 H28 年 9 月 
奈良学園大学紀要 5： 

67-79,2016.  

認知症高齢者である親の介護経験を有

する娘介護者を対象に、介護の中で体験

する困難と介護生活の支えとなってい

るものについて半構成的面接を行った。

その結果、娘介護者が体験する困難とし

て《親の現状を受け止める難しさ》など

７つのカテゴリーが、介護生活を続ける

中で支えになるものとして《変わってゆ

く親を共有できる存在》など４つのカテ

ゴリーが見いだされた。                  

共著者：上山智恵子、田場真理、守本と

も子  

本人担当部分：半構成的面接によるデー

タ収集および、コーディング、カテゴリ

ー化を行った。 

2 外来透析患者の服薬コ

ンプライアンス不良に

至る因子の検討 （査読

付）  

" 

 

単著 H29 年 3 月 

日本医療福祉情報行

動学研究 4:25-30, 

2017.  

外来透析患者の服薬コンプライアンス

不良に至る因子について、薬物に関する

知識や理解度のほか、視力障害や指先の

動きなど身体的側面の影響、ストレスな

ど心理・精神的側面の影響、そして薬物

管理に関する家族のサポート状況など

社会的側面の影響など軽 11 項目につい

て検討した。その結果、服薬コンプライ

アンス不良に至る因子としては、患者の

服薬に対する意識の低さが最も影響す

ることが明らかとなった。 

3  透析患者の抑うつにソ

ーシャルサポートが与

える影響と支援の在り

方―医師、看護師、ピ

アサポートに関する考

察―（修士論文） 

 

単著 H29 年 3 月 放送大学修士論文 

透析患者の抑うつに対する効果的な援

助について示唆を得るため、ソーシャル

サポートとしての医師・看護師・（患者

仲間）ピアの援助について検討した。そ

の結果、透析患者の抑うつを軽減させる

ために効果がある援助とは、身体症状を

改善させるための看護師からの保健情

報の提供であることが明らかとなった。 



4  看護師のサポートが透

析患者の抑うつに与え

る影響（査読付） 

 

共著 H30 年 8 月 
日本腎不全学会誌 20

（2）,74-84,2018. 

看護師のサポートが透析患者の抑うつ

に与える影響について明らかにし、透析

患者の抑うつに効果的な看護師のサポ

ートについて検討した。結果は、透析患

者が抑うつになる最大の原因は身体症

状の悪さであり、それを自己管理により

軽減させるための看護師の保健情報提

供的サポートが、身体症状を改善させる

ことで精神面である抑うつを軽減する

効果があることが示唆された。 

共著者：田場真理、井出訓        

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、投稿を行った 

5 Support for Decision 

-making Regarding 

Continuing or Sus- 

pending Terminal- 

Stage Dialysis.  
（査読付） 

 

共著

  
H31 年 3 月 

Japan Information 

and Behavior Science 

for Health and 

Welfare, 6,13-19, 

2019. 

透析患者の終末期透析の意思決定支援

について示唆を得るため終末期透析に

対する透析患者の思いを質的量的に分

析した。量的データからは、透析患者の

多くは自らの死について考えたり、医療

者や家族と話合いをしていないことが

明らかとなった。また質的データから

は、透析患者には生への希望がある一方

で家族への遠慮により延命への諦めが

あることが明らかとなった。しかしなが

ら、尊厳死への願いは共通しており、最

期まで自分がどのように生きたいかを

医療者・家族としっかり話合いの場を持

てるよう調整することが重要であるこ

とが示唆された。 

共著者：田場真理、守本とも子        

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、投稿を行った 

6 認知症⾼齢者と家族の

生活支援への検討 ―

認知症高齢者の気にな

る行動の分析より― 

  （査読付）  

 

 

共著 H31 年 3 月 

医療福祉情報行動科

学研究,6,55-63, 

2019. 

認知症高齢者家族の支援を検討するた

め、認知症高齢者の気になる行動を中心

に、認知症高齢者と家族の抱える問題を

インタビューより明らかにし、KJ 法に

より分類した。その結果、認知症高齢者

と家族の抱える問題は「もの忘れ」「怒

りっぽい」「排泄の問題」など 8 つの問

題に分類された。これらの問題はいずれ

も生活問題としてそれなりに重要では

あるが、なかでも「弄弁」は家族が抱え

る最も困難な事象であることが明らか

となった。また、これらの問題はいずれ

も認知症という疾患に起因するもので

あることから、介護者の精神的負担を軽

減するためには、認知症という疾患の理

解を促すことが重要であることが示唆

された。 

共著者：守本とも子、田場真理、川口ち

づる、新谷奈苗、永岡裕康 

本人担当部分：実施・分析・一部論文作

成を行った 



7 透析患者の抑うつにピ

アサポートが与える影

響（査読付） 

 

共著

  
令和 2年 3月 

医療福祉情報行動科

学研究 vol.7 

pp44-53, 2020.  

透析患者の抑うつにピアサポートが与

える影響について明らかにし、効果的な

ピアサポートの活用のための示唆を得

ることを目的とした。2 変量解析・多変

量解析の結果、透析患者の抑うつにピア

サポートが影響を与えることは示され

なかった。理由は透析患者が抑うつとな

る最大の要因が患者自身の自覚する身

体症状であるためであることが示され

分析から示され、透析患者の抑うつに対

してピアサポートを効果的に活用しよ

うとするならば，まずは患者の身体症状

を改善することが医療者の役割として

重要であることが示唆された。 

共著者：田場真理、守本とも子 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、投稿を行った 

8 “Support of doctor” 

influence on 

hemodialysis 

patients’ 

depression: 

Cooperation with 

doctors from a 

nursing perspective. 

（透析患者の抑うつに医

師のサポートが与える

影響－看護の立場から

医師との連携を考える

－）（査読付） 

 

共著 令和 2年 3月 

Japan Information 

and Behavior Science 

for Health and 

Welfare: vol.7 

pp17-24, 2020.  

透析患者の抑うつ改善のための効果的

な医師との連携の在り方を看護の立場

から検討するため、医師のサポートにつ

いて調査・分析した.結果, 透析患者の

抑うつに直接的に影響を与えているも

のは患者自身の自覚する身体症状であ

り、医師のサポートは間接的に影響を与

えるものであることが明らかとなった。

このことからは医師の治療による身体

症状の改善が行われれば,抑うつ状態も

軽快へと向かう可能性があることが示

唆された。看護師は身体症状に対する治

療効果を高めるために医師と連携する

ことが、抑うつ改善のための効果的な医

師との連携であろうことが示唆された。 

共著者：田場真理、守本とも子  

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、投稿を行った 

 

9 透析患者の抑うつに対

する看護の実態（査読

付） 

 

共著 令和 2年 3月 

医療福祉情報行動科

学研究 vol.7 

pp55-62, 2020.  

透析患者の抑うつに対する看護の実態

として，抑うつ症状等の観察の頻度およ

び情報提供の状況を明らかにし，課題に

ついて検討することを目的とした．その

結果，対象者は経験豊富な看護師が多く

含まれる集団であったといえるが，抑う

つ症状の観察を常日頃行っている看護

師は 3 割程度、情報提供を行っている看

護師は 1 割にも満たないことが明らか

となった．また分析の結果、看護師経験

年数，透析看護経験年数が長い人であっ

ても，抑うつ症状等の観察ができている

わけではないことも明らかとなった． 

共著者：田場真理、石垣恭子        

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・投稿を行った 



10  A Discussion of 

Social Support for 

Dementia Elderly 

People and Family 

Carers（認知症高齢者

と家族介護者における

ソーシャルサポートの

考察）（査読付） 

 

共著 令和 3年 3月 

Japan Information 

and Behavior Science 

for Health and 

Welfare: vol.8 

pp,67-75, 2021.  

認知症高齢者と家族介護者の生活とソ

ーシャルサポートの実態について明ら

かにし、在宅での介護継続、QOL 向上に

必要な支援について検討した。その結

果、医療・福祉が提供するソーシャルサ

ポートの中で、在宅介護に関する相談や

支援など手段的サポートや、介護につい

ての情報提供といった情報的サポート

に課題があることが明らかとなった。 

共著者：守本とも子、田場真理、新谷奈

苗、辻下守弘 

本人担当部分：実施・分析・一部論文作

成を行った 

11  An Analysis of 

Related Factors of 

Subjective Health and 

Life Satisfaction 

among Caregivers of 

Dementia Elderly 

People（認知症高齢者

の介護者における主観

的健康感、生活満足度

の関連要因の分析）（査

読付） 

 

共著 令和 3年 3月 

Japan Information 

and Behavior Science 

for Health and 

Welfare: vol.8 pp, 

77-83.2021.  

認知症高齢者の介護者の QOLと主観的

健康感、生活満足度との関連を明らかに

し、必要な支援について検討した。その

結果、主観的健康感と生活満足度の間に

高い相関が認められ、介護者の主観的健

康感を高めることが生活満足度を高め

ることになることが示唆された。また、

生活満足度は家計とも高い相関が認め

られ、福祉サービスの利用増加に伴い、

介護者の経済的な負担も考慮しケース

に応じた適切な社会資源の活用を生か

した支援策を講じる必要が考えられた。 

共著者：守本とも子、田場真理、新谷奈

苗、辻下守弘 

本人担当部分：実施・分析・一部論文作

成を行った 

12 オンライン上グルー

プワークにおける学習

成果に繋がる学生の態

度と認知の関係（査読

付） 

 

共著 令和 3年 6月 

Computer ＆ 

Education vol.50 

72-77.2021 

看護系大学生のオンライン上 GW の実

態として，学生の態度や認知， 学習成

果の状況を明らかにした。結果，オンラ

イン上 GW において，学生の学習理解の

高まりには自信の高まりとの関係があ

り，自信 の高まりには GW の良さ，そ

して GW への貢献の双方の認知の高ま

りを伴うことが明らかとなった。他方

で， やりがいやスキルといった態度の

高まりや,事前学習，自室で授業参加，

心理的安全性も，間接的に学習成果 と

関係することが明らかとなった。 

共著者：田場真理、石垣恭子        

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・投稿を行った 



13 舌癌サバイバーのレ

ジリエンスを構成する

要素 

 

共著 令和 5年 3月 
奈良学園大学紀要 15： 

135-144,2023. 

舌癌サバイバーのレジリエンスを構成

する要素について，I have，I am，I can

の 3 側面から明らかにすることを目的

とし，心身の安定した舌癌サバイバーに

半構造化面接を実施，逐語録を作成し，

レジリエンスを構成する要素に該当す

る部分を I have， I am，I can の 3 側

面に分類し内容分析によりカテゴリ化

した．結果として，舌癌サバイバーのレ

ジリエンスを構成する要素として，I 

have では，【辛い時，困った時に支援

を得られる環境がある】こと，【心理的

に支えてくれる人がいる】ことが，I am

では，【楽観的に生きる】力，【自分も

周囲の人も大切にする】力があること

が，そして I can では，【生活の再構築

に向け模索・実践する】力，【心と体の

健康を作る】力が見出された． 

共著者：田場真理，柳生貴裕，溝口みち

る，桐田忠昭，守本とも子       

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・投稿を行った 

 

 

    

国際学会発表      

1  Analysis and problem 

of research on 

dialysis nursing at 

disaster time in the 

world（世界における災

害時における透析看護

に関する研究の分析と

課題） 

 

共著 令和 2年 2月 

The 6th 

International 

Research Conference 

of World Academy of 

Nursing Science（6th 

WANS) 

文献検討により世界における災害時に

おける透析看護に関する研究の分析と

課題を明らかにすることを目的とした。

テキストマイニングによる分析の結果、

災害時の透析患者の健康を優先的に考

え、素早い対応ができるプログラムの開

発と医療職種チームが連携することが

重要であること、病院の医療職チームが

実際に行動（アクション）を起こすこと、

透析患者の健康を優先的に考えること

が重要であることが示された。今後の課

題は、地域により地震やハリケーンなど

多様な災害があるため、今後も多種多様

な研究の増加が望まれる。 

共同発表者：松浦純平、田場真理、小林

由里、溝口みちる、守本とも子 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 



2  A systematic review 

of research on 

postoperative 

delirium onset 

prevention from the 

viewpoint of 

circadian rhythm in 

the world（世界におけ

るサーカディアンリズ

ムの観点からみた術後

せん妄発症予防に関す

る研究のシステマティ

ックレビュー） 

 

共著 令和 2年 2月 

The 6th 

International 

Research Conference 

of World Academy of 

Nursing Science（6th 

WANS) 

文献検討により、世界における先行研究

からサーカディアンリズムとせん妄発

症の関連性からせん妄発症予防につい

て分析することを目的とした。4 編の論

文を精読し，サーカディアンリズムとせ

ん妄発症の関連性についてテキストマ

イニングにより分析した結果、4 編の論

文中 3 編の論文から明らかになったこ

とは，メラトニン産生がサーカディアン

リズムを調節し、術後せん妄発症を予防

する可能性が示された。今後は無作為ラ

ンダム試験による研究が進むことが期

待される。 

共同発表者：松浦純平、小林由里、田場

真理、溝口みちる、守本とも子 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 

3 Analysis of nursing 

research on CPR in 

gender: a 10-year 

study in the world  

（世界におけるジェン

ダーの視点からの CPR

実施時に関する看護研

究の分析） 

 

共著 令和 2年 2月 

The 6th 

International 

Research Conference 

of World Academy of 

Nursing Science（6th 

WANS) 

文献検討により、世界における CPR 実施

時の性に関する研究の分析と課題をテ

キストマイニングにより明らかにする

ことを目的とした。階層的クラスターの

結果から学生の CPR 教育の中で性差に

囚われずに確実な CPR の実施、振り返

り、実施後のデブリーフィングが重要で

あることが明らかになった。男子女子学

生という枠組みに入れ込まずに CPR 教

育時における確実な CPR の手技とデブ

リーフィングが必要であることが示唆

された。地域、国別の独自の文化的、宗

教的背景があるため、性差による CPR 実

施時の影響について取り組んだ研究は

少数であった。性差に囚われずに確実な

手技の習得につながる教育の必要性に

ついては共通していた。 

共同発表者：松浦純平、溝口みちる、小

林由里、田場真理、守本とも子 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 



4 Factors Related to 

the Perception of 

Nursing Students for 

Group Work in Online 

Classes(オンライン上

グループワークにおけ

る看護学生の認知に影

響を及ぼす要因)（国際

学会発表） 

 

共著 令和 2年 11月 

11th Biennial 

Conference of the 

Asia-Pacific 

Association for 

Medical Informatics 

(APAMI2020) 

オンライン上で実施するグループワー

クにおける看護学生の認知に影響を及

ぼす要因について明らかにし、効果的な

オンライン上グループワークを行うた

めの示唆を得ることを目的とした。分析

の結果、オンライン上グループワークに

おいて看護学生がグループワークの良

さを認知するためには、学生自身がグル

ープワークにやりがいを感じているこ

と、グループ内の心理的安全性が確保さ

れていること、自室など集中できる場所

で授業に参加できること、ストレスマネ

ジメントスキルがあることが影響を及

ぼす要因であることが示された。一方、

グループワークへの貢献を認知するた

めには、心理的安全性が確保されていな

い状況において学生がスキルを発揮す

ること、自室など集中できる場所で授業

に参加できることが影響を及ぼす要因

であることが示された。これらを考慮し

た授業設計が重要となることが示唆さ

れた。 

発表者：田場真理、石垣恭子       

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 

 

 

    

（国内学会発表）      

1.  透析室における患者

満足度調査―患者の

声から現状の問題点

と課題について考え

る―  

 

 

 H24 年 2 月 

奈良県医師会透析部

会（奈良県医師会透析

部会誌 18:1,92.）  

外来透析患者に対し、既存の透析患者用

満足度尺度を用いて看護師に対する満

足度を測定した。その結果、態度に関す

る満足度は高かったが、患者自身が疼痛

を伴う穿刺技術に関する満足度は低い

ものであることが明らかとなった。共同

発表者：田場真理、米澤麻理、森村美保       

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 

2. 透析患者の抑うつに対

する看護の実態 

 

共著 H31 年 3 月 

日本看護研究学会 

第 32 回近畿・北陸地

方会学術集会（於 福

井） 

透析室で勤務する看護師が、日常的に患

者の抑うつ症状についてどの程度観察

を行っているか、その実態について明ら

かにした。結果は、経験豊富な看護師で

さえも、ほとんど観察できていないこと

が明らかとなった。 

発表者：田場真理、石垣恭子       

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 



3．看護師の看護管理のコ

ンピテンシーに関する

研究の特徴ーテキスト

マイニングによる分析

からー 

 

 

共著 令和 2年 3月 

日本看護研究学会 

第 33 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

看護師の看護管理のコンピテンシーに

関する研究の特徴を明らかにすること

を目的に KHCoder にて先行研究の文章

解析を行った。その結果、看護師の看護

管理のコンピテンシーに関する研究は

人材育成、能力評価、支援・指導体制、

キャリア開発、隣地実践能力などの特徴

があった。今後、病院や地域での看護師

の臨床実践能力が求められていること

が示唆された。 

共同発表者：上野栄一、松浦純平、溝口

みちる、田場真理、杉島優子 

本人担当分：文献収集、分析を行った 

4. 看護における AI（人工

知能）に関する研究の

現状と展望ーテキスト

マイニングを用いた分

析ー 

 

共著 令和 2年 3月 

日本看護研究学会 

第 33 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

看護における AI に関する研究の現状と

展望を明らかにする目的で対象文献を

KHCoder を用いて分析した。結果、看護

分野における AI 活用の現状は、介護支

援ロボットスーツ HAL や手術支援ロボ

ット da Vinci などロボットに関する研

究とその効果について研究が多いこと

が明らかとなった。今後は患者の心に寄

り添い、AI が導き出した以上の看護実

践に取り組み効果を検証していく必要

性が考えられた。 

共同発表者：松浦純平、溝口みちる、田

場真理、上野栄一 

本人担当分：文献収集、分析を行った。 

5．テキストマイニングを

用いた看護系大学生が

考える CPR 実施上の困

難感（第 1 報） 

 

共著 令和 2年 12月 
第 40 回日本看護科学

学会学術集会 

看護系大学生が考える一次救命処置実

施上の困難感を明らかにし教育に示唆

を得ることを目的とした。CPRで大事な

ことは、確実な手技のもと胸骨圧迫の継

続である。結果より実施阻害要因の 1 つ

として不安が明らかになった。不安の内

容は確実な胸骨圧迫の実施ができるか

と周囲の目がある中で CPRの2つの不安

が明らかになった。CPR 教育では論理を

理解した上で反復行動にて達成経験を

得ること、他者からの承認を与えるこ

と、様々な状況を想定して想像的体験に

て自己効力感を高め、自分もできるとい

う自信を持たせることを意識した教育

が必要と考えられた。 

共同発表者：松浦純平、田場真理、溝口

みちる、守本とも子、上野栄一 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 



6. テキストマイニングに

よる看護系大学生が考

える CPR 実施を阻害す

る理由（第 2 報）－要

因の具体的内容－ 

 

共著 令和 2年 12月 
第 40 回日本看護科学

学会学術集会 

看護系大学生が考える CPR 実施を阻害

要因の具体的内容を明らかにし、教育へ

の示唆を得ることを目的とした。CPR 実

施を阻害する要因としては、人工呼吸実

施への抵抗が強いことが明らかになっ

た。CPR では無理して人工呼吸を実施す

るよりも確実な胸骨圧迫の継続が重要

である。正しく優先順位を理解した上で

の確実な CPR は救命率上昇につながる。

女性への AED 電極パッド貼付に対して

プライバシーや羞恥心を感じることも

阻害要因として明らかになった。対策と

しては、衣服の完全脱衣ではなく衣服の

下からのパッド貼付などを普段から想

定した教育・演習の必要性が示唆され

た。 

共同発表者：田場真理、松浦純平、溝口

みちる、守本とも子、上野栄一 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 

7．オンライン上グループ

ワーク型授業における

看護学生の態度に影響

を及ぼす要因 

 

共著 令和 3年 3月 

日本看護研究学会 

第 34 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

オンライン上グループワーク型授業に

おける看護学生の態度に影響を及ぼす

要因について明らかにすることを目的

とした。グループワークにおける態度と

して、スキルには、①心理的安全性（β

＝0.46）、②事前学習（β＝0.25）が（R2

＝0.30）、やりがいには、①心理的安全

性（β＝0.41）、②事前学習（β＝0.26）

が影響を及ぼしていることが示された

（R2＝0.25）。今回仮定した因子の中で

リーダーシップに有意に影響を及ぼす

ものはなかった。 

共同発表者：田場真理、松浦純平、溝口

みちる 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 

8．看護過程におけるアセ

スメントに関する研究 

 

共著 令和 3年 3月 

日本看護研究学会 

第 34 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

看護過程におけるアセスメント能力に

関する研究の特徴をテキストマイニン

グによる解析で明らかにした。共起分析

の結果、看護とアセスメントと能力、今

後と課題等がグループを形成した。対応

分析の結果、[学生と実習と指導]、[支

援と活動]、などの特徴が示された。ア

セスメントのコロケーション解析では、

【アセスメント能力】【アセスメントシ

ートの活用】【アセスメント能力の概念】

【アセスメントの方法】【症状別アセス

メント】【焦点を当てたアセスメント】

【EBM に基づいたアセスメント】の 7 カ

テゴリーが生成された。 

共同発表者：上野栄一、松浦純平、田場

真理、溝口みちる、守本とも子 

本人担当部分：文献収集、分析を行った  



9．A 看護系大学生の CPR

（心肺蘇生法）教育に

関する意識調査 

 

共著 令和 3年 3月 

日本看護研究学会 

第 34 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

看護系大学生の CPR 教育に関する意識

の実態を Tukye 法による多重比較によ

り明らかにした。BLS 実施の自信につい

て学年比較した結果、1 年と 3 年、1 年

と 4年の2群間について有意差（p<.005）

がみられた。BLS 実施時の困難感は「胸

骨圧迫」、「人工呼吸」、「呼吸の確認」

の順番であった。死戦期呼吸の認知度は

42 名（82.3％）が知っていると回答し

た。認知度について、学年間で群間比較

した結果、有意差はみられなかった。学

年間で群間比較した結果、有意差はみら

れなかった。BLS 講義・演習を受講済で

あるため学生はやればできるという自

信につながっているのではないかと推

察する。今後は講義・演習での要指導強

化内容は、確実な胸骨圧迫の手技の理解

と技術修得、死戦期呼吸の見極め、プラ

イバシーへの配慮を考える教育が必要

であることが示唆された。 

共同発表者：松浦純平、田場真理、溝口

みちる、守本とも子、上野栄一 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 

10．テキストマイニングに

よる ICU における術後

せん妄に関する研究の

現状と展望 

 

共著 令和 3年 3月 

日本看護研究学会 

第 34 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

本研究では、ICU における術後せん妄に

関する研究の現状と展望をテキストマ

イニングにより明らかにすることを目

的とした。形態素解析の結果、総抽出語

数は 1,268 語、354 種類であった。頻出

上位品詞は、せん妄（45）、術後（42）、

患者（20）、ICU（15）、検討（15）、

術前（13）、訪問（11）、要因（10）な

どであった。共起ネットワーク分類の結

果、術後せん妄発症予防的介入の効果、

看護ケアの実際、対象患者側の視点、ア

セスメントシート作成の 4 つのクラス

ターに分類された。相関関係ではアセス

メントシートと作成（0.5）、術前と訪

問（0.45）、患者と手術（0.42）間に相

関関係がみられた。階層的クラスター解

析の結果、5 つのクラスターに分類され

た。ICU における術後せん妄に関する研

究の傾向としては、術前 ICU訪問（11

編）を中心とした発症の予防的視点から

の研究（15 編）、せん妄発症要因探索

に関する研究（12 編）、アセスメント

シート作成・効果検証（6 編）、実態調

査（4 編）、患者の思いを実際に語って

もらい聞き取るなどの患者側の視点か

らの研究（2 編）の 5 つの側面からの研

究に取り組まれていることが明らかに

なった。 

共同発表者：溝口みちる、松浦純平、田

場真理、 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 



11.舌癌患者のレジリエン

スの構成要素 

 

共著 令和 3年 7月 

日本看護診断学会 

第 27 回学術大会抄録

集 

舌亜全摘を受けた患者のレジリエンス

の構成要素については明らかにするこ

とを目的に、半構造化面接を実施、逐語

録を作成し、その中からレジリエンスに

該当する部分を抽出し、質的記述的に分

析した。結果、舌亜全摘を受けた患者の

レジリエンスの構成要素として≪舌癌

も舌癌になった自分も受け入れる≫≪

家族・医療者からの支援を得る≫≪治療

後の障害・後遺症改善へ向け模索・実践

する≫の 3 つのカテゴリーが抽出され

た。 

共同発表者：田場真理、松浦純平、溝口

みちる、守本とも子 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 

 

 

    

（その他雑誌） 
 

    

1  終末期透析についての

意識と実態調査報告書   

 

 

共著 H28 年 3 月 

NPO 法人奈良県腎友会

発行雑誌ばんび春号. 

3-12,2016   

外来透析患者とその家族を対象に、終末

期透析についての意識と実態を調査し

た。その結果、意思決定能力のあるうち

に、自身の終末期医療について書面で提

示 しておきたいと考える患者が約半

数、そうしてもらいたいと考える家族は

半数いることがわかった。しかしなが

ら、医療者とそういった話し合いの場

は、ほとんどもたれていない現状が明ら

かとなった。        

共著者：田場真理、守本とも子        

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、投稿を行った 

（講演）      

1 奈良県腎友会女性部会

での講演 

 

 H28 年 7 月  

腎臓病患者会である NPO 法人奈良県腎

友会より依頼があり、終末期の維持透析

と事前指示書に関する講演を行った。

（於 桃谷楼）  



2 奈良県腎友会北和地域

健腎会での講演  

 

 H30 年 2 月  

NPO法人奈良県腎友会（北和地域腎友会）

より依頼があり、「豊かな人生の総仕上

げのために－自らの人生の先に思いを

馳せて語り合おう－」のテーマで新年の

つどいの講演を行った。（於 生駒市南

コミュニティセンターせせらぎ） 

3 奈良県腎友会北和地域

健腎会での講演  

 

 H31 年 2 月  

NPO法人奈良県腎友会（北和地域腎友会）

より依頼があり、「寝たきりにならない

ための日常生活で気をつけること」のテ

ーマで新年のつどいの講演を行った。

（於 生駒市福祉センター）  

      

（学会等への貢献） 
 

    

1 日本サーモロジー学会

学術集会第 33 回大会 

 

 H28 年 6 月  

奈良市（奈良学園大学）で開催された第

33 回日本サーモロジー学会学術集会の

実行委員を担った。 

2 奈良県腎不全看護研究

会世話人 

 

 

H30 年 4 月 

  ～ 

 現在 

 

日本腎不全看護学会の下部組織である

奈良県看護研究会の世話人として、研究

会の管理運営（年 2 回の研究会）を行っ

ている。 

3 日本看護研究学会学術

集会第 45 回大会 

 

 R 元年 8 月  

大阪国際会議場（グランキューブ）で開

催された第 45 回日本看護研究学会学術

集会の実行委員を担った 

4 第 34 回近畿北陸地方

会学術集会 

 

 R3 年 3 月  

奈良市（奈良学園大学）で開催の第 34

回日本看護研究学会近畿北陸地方会学

術集会の実行委員（会計）を担った。新

型コロナウィルス感染症の影響により

オンサイト開催は中止となり、抄録集の

発行のみとなった。 

5 第 27 回看護診断学会

学術大会 

 

 R3 年 7 月  

奈良市（奈良学園大学）で開催の第 27

回日本看護診断学会学術大会の実行委

員（会計）を担った。新型コロナウィル

ス感染症の影響によりオンデマンド開

催となった。 

:      

 

［注］       

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。 

２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。 

３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。 

① 著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。 

② 著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。 

③ 共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。 

④ 最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。 

⑤ 芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、 

特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの 

がある場合もこれに含めてもよい。 

 



年月日

平成19年4月～平
成27年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成30年4月～現
在に至る

　奈良学園大学 保健科学部 看護学科において、1
年次配当「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配
当、半期、必修1単位）では、予習としてポイント
個所をまとめ授業前に発表する形をとっている2年
次配当「精神看護援助論」（専門科目、2年次配
当、半期、必修2単位）においては、授業後にポイ
ントを文脈を作ってノートにまとめ、授業期間中
間と最終日に提出し、コメントをつけて返却す
る。これらにより、単位修得試験以外において、
最低限、授業内容について考える機会を設けてい
る。また、看護の対象を理解するツールとして用
いるエリクソンの発達論に関しては、自己の発達
と関連させてキーワードの考察を深めるためにレ
ポートを課している。

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

看護学、心理学

教 育 研 究 業 績 書

　2023　年　3 月  31　日

氏名 西出　順子

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

自己心理学、共感、 患者ー看護師関係、相互作用

概 要

１　教育方法の実践例

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項

１）通信制教育でのレポート添削における工
夫

　神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の
講師として担当の「精神援助論」（専門分野Ⅱ、
必修2単位）「精神看護学演習」（専門分野Ⅱ、必
修１単位）において、通信制システムを通して、
複数の課題項目に従ったレポートが送られてく
る。学生の理解力に応じたコメントの工夫とし
て、理論の簡略的な解説やレポートの書き方や考
え方の筋道、具体例等、学生のレポートにワード
の校閲機能を用い、学生の記述の文脈の中でコメ
ントを返すように心がけた。学生からの感想とし
て、「躓いているところ等のポイントでコメント
をもらい、わかりやすかった」等の評価を得た。

２）課題・レポートの活用 　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」（専門分野、１年次配
当、半期、必修１単位）「精神看護特性論」（専
門分野、２年次配当、半期、必修１単位）「精神
援助論」（専門分野、３年次配当、半期、必修２
単位）において、次回の講義内容の予習として、
他の科目で習得した内容が講義内容と関連する場
合、レポートにまとめたうえで受講する形をとっ
ている。例えば、講義内容が「向精神病薬の副作
用に対する援助」であれば、解剖学・生理学等で
既習した錐体外路や副交感神経の作用について、
有害反応の根拠となる基本をレポートにまとめ、
授業に挑むようにしている。「精神看護学概論」
や「精神看護特性論」は、「精神援助論」につな
がる基本をおさえているので、既習した内容が
「精神援助論」の授業内容に関連する場合、既習
の知識をレポートとしてまとめた上での受講とし
ている。定期試験において、レポートと関連させ
た内容のところは正答率がやや高い結果となって
いる。学生の意欲の差はあるが、既習得の授業内
容とリンクさせ学生にまとめさせることによっ
て、授業に向かう動機付け及び順序立てた理解に
つながると考えられる。
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年月日 概 要事項

平成30年4月～現
在に至る

平成19年4月～平
成27年3月

平成21年4月～平
成27年3月

平成23年4月～平
成27年3月

　奈良学園大学大学院看護学研究所　CNSコースの
精神看護学演習Ⅰ・Ⅱ（専門科目、半期、各2単
位）において、授業内容に応じたテーマで日頃の
看護実践場面をまとめたものを持参してもらい、
授業素材とし、実践に応じた助言を行っている。

　神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科の専門科
目
「こころと歯科衛生ケアプロセス」（2年生　約90
名それぞれABクラスに分けて行った）において、
演習形式で行った。人を理解するための理論と、
様々な対象者と関係を築くための基本的な知識を
学習し、医療現場に適したコミュニケーションを
実践できる能力を身につける。対象者の心を様々
な角度から理解する意味について解説。演習とし
て、話をきく基本姿勢について学生同士、意識を
してロールプレイをする。好ましい態度と好まし
くない態度。歯科衛生士と患者の関係性の中で生
じる厄介な問題について事例を用いて解説。人を
理解するための心理学の理論や障害のある患者の
概説。演習で歯周疾患患者（成人）と高齢者の患
者の2事例で、対象理解とコミュニケーション方法
についてグループワークをし、考える場を設け
た。

　神戸常盤短期大学神戸常盤大学短期大学部看護
学科通信制課程　専任講師の講師「精神看護学実
習」（専門分野Ⅱ、必修１単位）において、帰納
的学習法をとっている。2日間の見学実習の後、3
日間のスクーリング授業を行う。見学した内容を
スクーリングで援助の根拠づけを行い、さらに内
容を深化させていく帰納的学習法を実施してい
る。スクーリングでは講義やグループワーク、個
別指導等の方法をとる。グループワークでは見学
したことについて、対象理解や援助方法、治療的
環境という観点で話し合い理解を深めていく。ま
た、学んだことを統括するために、看護過程をイ
メージできる事例（発症から入院～退院後の経過
を追った事例）を選択し、精神状態のアセスメン
トをしながら患者の内的体験のイメージを膨らま
せ、精神看護の基本的な姿勢を患者の自我を支え
るという視点でおさえる。また、2日間の病院実習
ではなかなか機会が得られない退院支援について
は、DVDや新聞の切抜きなどを活用し、そのつど学
生に問いかけながら理解を求める。授業終了後の
アンケートでは、レポート学習から見学したこと
まで、すべてがつながる内容だったと評価を得て
いる。

３）演習・実習の効果的な活用

　兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科　非常勤講
師「ヘルスカウンセリング」（2年生　45人クラ
ス）において、行動の変容をはかるということと
カウンセリングの関係性についての概説。心理学
の視点から人の心について理解したうで、傾聴の
基本姿勢、関係性から生じる厄介な問題（転移・
逆転移）、医療現場でのコミュニケーションの流
れについて説明する。授業開始前に臨地実習で実
際の患者とのコミュニケーション場面のプロセス
レコードを課題とし提出、その中からいくつかの
場面を抜粋し、患者の話す言葉の意味や対応を考
える。グループワークで事例検討を行い、対象理
解とコミュニケーション方法について考え、ロー
ルプレイを行う。授業後の感想で、学生の実際の
実習場面でのプロセスレコードを教材として用い
るため、学生の関心が高まったという内容が多く
聞かれた。
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年月日 概 要事項

平成27年4月～平
成30年3月

平成30年4月～現
在に至る

　奈良学園大学保健医療学部看護学科において3年
次配当、「精神看護援助論演習」（専門科目、3年
次配当、前期、必修1単位）ペーパーペイシェント
を用い、情報の収集の仕方、収集した情報の記録
の仕方、アセスメント方法と看護援助の導き方に
ついて、小ステップでの個人ワークとグループで
の意見交換の後教員の解説を行う。授業ごとに個
人ワークは提出し、教員のコメント付きで返却す
ることを看護過程終了までの5回行う。次に、別事
例（ペーパーペイシェント）をグループで展開す
る。グループワークの内容は、情報の収集・アセ
スメント、援助の方向性までグループで検討しな
がら看護の展開をはかる。自分で思考したうえで
グループで検討しあうことは、思考過程を広げ深
めていくことができると考える。また、グループ
で立案した看護計画は学生同士で患者・看護師役
を交代で行い実践し、その実践課程をプロセスレ
コードに記入し振り返りを行っている。模擬では
あるが実習で実施する看護実践課程を一通り体験
している。

　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神援助論」（専門分野、３年次配当、
半期、必修２単位）において、IBL(inquiry-based
learning)方式のアクティブラーニングとロールプ
レイングを導入している。IBLは、①目的に沿った
事例を作成 （統合失調症、うつ病性障害等）②事
例から数行の情報が入ったパートを３から４作
成。パートごとに＜事実＞＜仮説＞＜必要な情報
＞＜調べる項目＞に分けて進行していく。＜調べ
る項目＞では学生が次回の授業までに分担して調
べる。③②に続くグループワークでは、①で作成
した事例を学生に提示し、病院実習で用いる記録
用紙に情報を記入、治療薬について調べ、精神の
アセスメント、セルフケア項目順に沿ってのアセ
スメント、全体図、看護計画を作成していく。④
③で作成した看護計画をロールプレイングで実施
する。また、ロールプレイングでは他に「かかわ
りを拒絶する患者」や「幻覚のある患者」等、病
院実習でよく遭遇する場面を設定し行っている。
IBL方式の少しずつの情報提供は、病院実習での情
報のとり方を想定し、少しずつイメージを膨らま
せ、患者に問いかけられるようにと言う意図も含
み行っている。学生からは、この方式に馴染めな
い者もいるが、情報から、考えを進めていく筋道
がわかるとの評価ももらっている。ロールプレイ
ングでは、患者像のイメージを掴むのが難しく、
双方向のコミュニケーション効果までは望めない
が、「このような場面に遭遇した時はどうすれば
いいのか」と意識することにはなっていると思わ
れる。

業績書（西出）_3 / 28 ページ



年月日 概 要事項

平成27年4月～平
成30年3月

４）視聴覚教育技術その他教材の利用 　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」（専門分野、１年次配
当、半期、必修１単位）「精神看護特性論」（専
門分野、２年次配当、半期、必修１単位）「精神
援助論」（専門分野、３年次配当、半期、必修２
単位）において、精神障がい者の生きづらさや苦
悩について、理解をはかるためにドキュメンタ
リーのDVDを活用している。「精神看護学概論」で
は、映画「精神」から統合失調症の女性のヒスト
リーを語る場面を視聴、後に解説をすることで、
成育歴や生活環境が患者の精神状態や心理にいか
に影響を及ぼすのかについて理解を図る。「精神
看護特性論」では、自閉症の患者のDVDを用い、障
害の特性や苦悩の理解を図る。「精神看護特性
論」と「精神援助論」では、COMHBO地域精神保健
福祉機構の作成するDVDを用い、SSTや訪問看護、
心理教育など地域で暮らす障がい者の様々な治療
やサポートについて患者の心理の描写とともに理
解を図る。後の感想・評価からは、いずれも精神
障がい者に対して、共感的にイメージ化が図れて
いる一助となっていることがわかる。
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年月日 概 要事項

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～現
在に至る

平成19年4月～平
成27年3月

平成27年4月～平
成30年3月

　奈良学園大学保健医療学部看護学科にて「精神
看護援助論」（専門科目、2年次配当、後期、必修
1単位）で、抗精神病薬の有害反応や、閉鎖病棟の
イメージ化を図るためにドキュメンタリーの映像
を活用している。また、妄想や幻覚などの病的体
験のイメージを広げ共感的理解の促進を図ること
を目的に、当事者グループが作成した「妄想幻聴
かるた」を活用している。
　精神看護の理解が進んだ後に、奈良県の地域活
動支援センターに通所する当事者にゲストスピー
カーを依頼し、ご自身の体験と看護師の支援に関
する体験をお話しいただいている。以上により、
様々な生きづらさや背景を持つ対象と看護に必要
な基本知識の理解を促進する。

奈良学園大学大学院看護学研究所　精神看護学特
論Ⅳ・精神看護学演習Ⅱ（専門科目、1年次配当、
後期、各2単位）でSSTの実践について、流れやポ
イントを理解するためにDVDを活用している。

５）双方向授業の実践 　神戸常盤短期大学神戸常盤大学短期大学部看護
学科通信制課程　専任講師の講師「精神看護学実
習」（専門分野Ⅱ、必修１単位）では、2日間の見
学実習の後、3日間のスクーリング授業を実施す
る。スクーリングでは講義やグループワーク、個
別指導等の方法をとる。グループワークでは見学
したことについて、対象理解や援助方法、治療的
環境という観点で話し合い、話し合ったことを発
表する形ですすめている。グループワークに適度
に入り、質問や助言を行うことや、その後の発表
では各グループの発表直後に質問や助言をしてい
る。その後のレポートから、その場その時のやり
とりは、学生に理解の深まりや広がりにつながっ
ていることが読み取れる。

　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」「精神看護特性論」
「精神援助論」において、講義形式をとる場合、
適宜発問をし、周囲の学生と２分ほど話し合い、
意見を発言してもらう。これらを1回の授業で4回
～5回設けることで、学生の注意を喚起し、居眠り
が減る傾向にある。

　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「健康支援実習Ⅲ（精神）」（専門分野、
３年次配当、半期、必修２単位）では、8日間の病
院実習と半日の学内実習を行っている。病院での
実習と学内実習では、学生に付き添い、対象者の
背景から読み取る理解やコミュニケーションを通
しての理解、精神状態や心理状態の把握、コミュ
ニケーションの取り方や実施した援助についてな
ど、その場その時に応じた質問や助言を行ってい
る。実習学生から返ってくる内容や感想、提出物
の内容の充実さから効果が認められる。
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年月日 概 要事項

平成30年4月～現
在に至る

　奈良学園大学保健医療学部看護学科において担
当の1年次配当「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1
年時配当、半期、必修1単位）では、ゼミ形式に
て、常時問いかけと発言を繰り返し行っており、
学生が自分の考えを発言する機会を多く持つよう
にしている。2年次配当「精神看護学概論」（専門
科目、２年次配当、半期、必修２単位）において
は、授業の終わりにミニノートと質問を記述し、
次回の授業の際に授業のおさらいの意図も含め、
質問に答えている。オムニバスにて、次週担当し
ない場合は、GoogleClassroomにコメントを掲載
し、学生に返している。2年次配当「精神看護援助
論」（専門科目、2年次配当、半期、1単位）およ
び3年次配当「精神看護援助論演習」（専門科目、
3年次配当、半期、必修1単位）においては、講義
形式の際は発問を取り入れ、演習の際には、巡回
し、質問ができる環境を整えている。
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年月日 概 要事項

平成30年4月～現
在に至る

平成19年4月～平
成27年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～現
在に至る

奈良学園大学大学院看護学研究所　精神看護学特
論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・精神看護学演習Ⅰ・Ⅱ（専門
科目、1年次配当、半期、各2単位）では、理論や
知識の説明後、臨床経験を有する学生の現場での
体験を話してもらいながら関連付けて授業を進め
ている。

　奈良学園大学保健医療学部看護学科において1年
次配当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配
当、半期、必修1単位）では、少人数の中でさらに
グループに分け、テーマに応じてディスカッショ
ンする時間を複数設けている。その時の約束事と
して、相手の意見を積極的に聞く・否定しない・
話の腰を折らないなどを設け、自分の考えを発言
し、他者に受け入れてもらえる体験を強化してい
る。2年次配当「精神看護学援助論」（専門科目、
2年次配当、後期、必修1単位）においては、幻聴
妄想かるたをグループで行った後、患者の気持ち
の推測や、似たような体験、どう関わると安心で
きるかについて討議し、理解を深める機会として
いる。3年次配当「精神看護援助論演習」（専門科
目、3年次配当、前期、必修2単位）においては
ペーパーペイシェントの演習を通して、根拠を相
手に伝えながら、グループで一つのものをまとめ
ていくことを狙いとしている。自分の意見も主張
しつつ、他者の考えも受け入れる態度を学習する
機会としている。

奈良学園大学大学院看護学研究所　精神看護学特
論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・精神看護学演習Ⅰ・Ⅱ（専門
科目、1年次配当、半期、各2単位）では、社会で
自立し仕事をしている者同士のディスカッション
を通して、さらに建設的な学びになるように時に
は、教員はファシリテーターの役割を担いなが
ら、ディスカッションを促進する。

６）ディスカッションの導入 神戸常盤短期大学神戸常盤大学短期大学部看護学
科通信制課程　専任講師の講師「精神看護学実
習」では、3日間のスクーリングは主にグループ
ワークのディスカッションですすめられていく。
学生の年齢層が20代後半から60歳代まで幅広く、
人生経験も豊かなため、ディスカッションも活発
である。ただし、個性も豊かで、他者の発言を聞
き入れられなかったり、内容に偏りが見られるこ
ともあり、適宜介入が必要である。

　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護特性論」「精神援助論」におい
て、隔離・拘束について“人権を守る”というこ
とはどういうことなのかについてディスカッショ
ンをしている。ディスカッションをすることで精
神障がい者の人権を守る意義について意識化を図
る。また、精神状態やセルフケアのアセスメント
をする際、まずグループで事例を用いて討議する
ことからはじめ、個人作業に移行させている。グ
ループによっては、討議までにはなかなか至れ
ず、発言する者にグループが引っ張られる傾向も
見られるが、学生同士が質問し教え合う場には
なっている。
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年月日 概 要事項

平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～現
在に至る

　奈良学園大学保健医療学部看護学科において1年
次配当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配
当、半期、必修1単位）では、グループで話し合っ
た内容を模造紙やパワーポイントを活用して、プ
レゼンテーションを行っている。学生は、初めて
体験するものも多いが、グループで要点をまと
め、分担しながら行っている。3年次配当「精神看
護援助論演習」（専門科目、3年次配当、前期、必
修1単位）においては、グループワークの成果であ
る看護過程の経過と援助の方向性について、決め
られたパワーポーンとの枚数内と制限時間内で発
表をしている。制限のある中で、メンバーが協力
し合い、おのおののマンパワーを生かしつつ成果
を発表する場は、学生にとって達成感を得、自信
を得る機会となっている。

　奈良学園大学大学院看護学研究所　精神看護学
特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（専門科目、半期、各2単位）にお
いて、授業内容について、あらかじめ各自で調べ
プレゼンテーションを行うことで、主体的な授業
参加、学習となっている。

　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「健康支援実習Ⅲ（精神）」において、実
習の最終日に各実習病棟ごと（1クール：１０～１
８名、１病棟３～６人、実習病棟は２～４病棟）
に各病棟の紹介と実習で看護展開をした2事例を取
り上げ、援助の流れと学び・感想を模造紙にまと
めて発表している。プレゼンテーションを通し
て、他病棟での実習内容を共有することで学びの
巾を広げている。実習最終日でもあり、様々な思
いを抱く中、プレゼンテーションに対する内容の
質疑・応答、感想などの発言も比較的活発であ
り、主体的な参加が認められる。

　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「課題別総合実習」（専門分野、４年次配
当、半期、必修４単位）において、実習を終えた
後、実習病院で全実習病棟の看護部長・師長・指
導者・かかわりのあった看護師に向けて、パワー
ポイントを用い、実習の成果を発表し、評価を受
ける。自己の成果について実習病院で発表し評価
を得ることは、学生にとって緊張度も高いが、ま
た達成感も大きく、その後の自信につながってい
くと考えられる。

７）プレゼンテーションの導入 　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護特性論」において、他の授業で
既に授業を受けた発達課題についてグループでま
とめ、発達段階ごとにプレゼンテーションを行
う。また評価は、各グループの成員同士が互いの
グループワークの参加度について５段階で評価
し、平常点として加算することにしている。ほと
んどの学生が４～５の評価をしており、グループ
ワークの参加に対する意欲が高いと考える。
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年月日 概 要事項

平成27年4月～平
成30年3月

平成30年4月～現
在に至る

平成19年4月～平
成27年3月

平成27年4月～平
成30年3月

　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」「精神看護特性論」
「精神援助論」において、軸となる理論について
は、小テストを実施し、理解の定着を図ってい
る。小テストの項目としては自我防衛機制、エリ
クソンの発達論、精神の症状、薬の有害反応、ぺ
ブロウとトラベルビーの関係性の進度等がある。
これらの知識を臨地実習において活用しているこ
とから、繰り返しの学習効果によるものと考えら
れる。

８）小テストの活用

１）各授業、レジュメを作成し配布する。 　神戸常盤短期大学神戸常盤大学短期大学部看護
学科通信制課程の講師として担当の「精神看護学
概論」（専門分野Ⅱ、必修１単位）「精神看護学
実習」のスクーリングにおいて、講義の要点の理
解と、復習に活用するために、授業のアウトライ
ン及びポイントを1回ごとに作成し、そのプリント
を毎回の授業で配布している。内容は、複数のテ
キストから一部抜粋しまとめたものや、また対象
を理解するための理論については、精神分析関連
（フロイト・コフート等）の本の一部をまとめた
もの、傾聴や共感の意味などについては、教員の
様々な経験を統合し、文章化したものを使用。実
習スクーリングでは、社会福祉に関する文献や新
聞の切り抜き等を活用し、実際の場面に近い形の
内容になるように心がけた。授業後には、ポイン
トがわかりやすいなどの感想を得ている。

　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」「精神看護特性論」
「精神援助論」において、講義の要点の理解と、
復習に活用するために、授業のアウトライン及び
ポイントを1回ごとに作成し、そのプリントを毎回
の授業で配布している。「精神看護特性論」「精
神援助論」では、精神状態のアセスメントについ
ては他の授業で馴染みがなくイメージしにくいこ
とを受け、DVDで視聴した事例について、学生が考
えた後に、教員が精神状態をアセスメントしたプ
リントを配布し、比較し考えるようにしている。

２　作成した教科書，教材

奈良学園大学保健医療学部看護学科において2年次
配当「精神看護援助論」（専門科目、2年次配当、
半期、必修2単位）においては、精神看護学の重要
な内容の授業が続く、内容は多岐にわたり、その
都度の予習復習が求められるが、この時期、他科
目も同じように進行しているため、学生は学ぶこ
とが多く、能力を超えるものも多い。小テストを
こまめにすることで、要所要所でいやおうでも、
振り返り学習機会を持つことで、ポイントは抑え
られると考える。
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年月日 概 要事項

平成30年4月～現
在に至る

　奈良学園大学保健医療学部看護学科において1年
次配当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配
当、半期、必修1単位）では、レポートの書き方、
要約の仕方のところで、朝日新聞の天声人語を学
生が興味を持ちやすいと思われるテーマを8つほど
選び教材を作成した。その中からさらに、学生が
選び、グループで内容の精読や要約を行ってい
る。2年次配当「精神看護学概論」（専門科目、2
年次配当、前期、必修2単位）、2年次配当「精神
看護援助論」（専門科目、2年次配当、後期、必修
1単位）においては、毎回講義内容のポイントをま
とめたうえで関連するアニメポイントを用い視覚
的に工夫したレジュメを配布している。
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年月日 概 要事項

平成19年4月～平
成27年3月

平成19年4月～平
成27年3月

１）　神戸常盤大学短期大学部看護学科通信
制課程における教育実績

神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の専
任教員（講師）として、以下のような科目を担当
した。

「精神看護学概論」（平成19年4月～平成27年3
月）　　　　　　　　神戸常盤大学短期大学部看
護学科通信制課程の講師として担当の「精神看護
学概論」（専門分野Ⅱ、必修１単位）において、
精神の健康の基本的概念と精神看護の目的、精神
の機能、パーソナリティの発達と阻害要因、精神
障害の概説、援助の方法論、ストレスと対処行
動、精神医療と看護の歴史的動向や精神看護の役
割と課題についての概要の内容の授業を行った。
対象理解のために精神力動的視点で心理を推察す
ることや精神状態をアセスメントしていく方法
と、精神援助として傾聴・共感がどうして重要に
なってくるのか等、ドキュメント映画「精神」の
DVDを視聴し、関連付けながら解説することで、精
神看護の概要を理解させる効果があった。

　

１）なし

１）神戸常盤大学学生による授業評価 　神戸常盤大学において平成２７年度に実施され
た学生による授業評価によると、「精神看護学概
論」では、授業内容 4.2, 授業方法 4.3, 学習成
果 4.2,  総合評価 4.5
「精神看護特性論」では、授業内容 3.4, 授業方
法 3.4, 学習成果 3.5,  総合評価 3.3
「精神援助論」では、授業内容 3.6, 授業方法
3.5, 学習成果 3.8,  総合評価 3.7であり、2年・
3年次の授業においては満足度が高いとは言えな
い。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

５　その他

２）奈良学園大学保健医療学部看護学科にお
ける学生による授業評価

　2022年度「精神看護援助論」では、授業方法に
関する内容の＜先生の説明はわかりやすいですか
＞3.54、＜毎時間の授業汚要点は明確ですか＞
3.77
　2022年度「精神看護援助論演習」では、授業方
法に関する内容について1組＜先生の説明はわかり
やすいですか＞3.43、＜毎時間の授業汚要点は明
確ですか＞3.21、2組＜先生の説明はわかりやすい
ですか＞4.07、＜毎時間の授業汚要点は明確です
か＞3.93、基本同じ内容と方法の授業をしている
にもかかわらず、この点数差について考察する
が、一つ思い浮かぶのは印象の問題が考えられ
る。

４　実務の経験を有する者についての特記事
項
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年月日 概 要事項

平成19年4月～平
成27年3月

平成19年4月～平
成27年3月

平成19年4月～平
成27年3月

平成27年4月～平
成30年3月

神戸常盤大学保健科学部看護学科の専任教員（講
師）として、以下のような科目を担当している。

「精神看護学概論」（平成27年4月～平成30年3
月）　　　　　　神戸常盤大学保健科学部看護学
科の講師として担当の「精神看護学概論」（専門
分野、１年次配当、半期、必修１単位）におい
て、精神の機能と精神の健康・不健康に関する基
本概念、および様々な成長・発達段階にある人の
精神・心理状態を理解するための基礎的な理論の
概要、精神看護実践に活用する理論の基礎的知識
の内容の授業を行い、精神看護を支える基本的な
知識の修得をはかっている。

「精神援助論」（平成19年4月～平成27年3月）
神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の講
師として担当の「精神援助論」（専門分野Ⅱ、必
修１単位）では、様々な精神障害の学習に加え
て、精神障害を有する人の精神機能上の問題やセ
ルフケアに及ぼす影響について理解し、患者の苦
悩を理解したうえで、基本的な援助のありかたを
理解することを目的とした。テキスト学習でおさ
えるべきポイントを“学習の要点”として提示、
テキスト学習をしたうえでレポート課題に取り組
む。レポートの設題は、統合失調症・感情障害
（鬱）、施設症の患者の理解（疾患・治療・心
理）と看護援助に関する内容を設定した。添削の
ポイントとして、テキストを丸写しにするのでは
なく、基本をおさえたうえで、障害の理解や解
釈、看護上の問題、障害からひきおこる患者の心
理状態等を推察したうえでの援助等、学生自身の
考察等を含むことを求めた。添削と再提出を複数
回繰り返すことによって、個人に合わせた進度で
理解が図れた。

「精神看護学演習」（平成19年4月～平成27年3
月）　　　　　　　神戸常盤大学短期大学部看護
学科通信制課程の講師として担当の「精神看護学
演習」（専門分野Ⅱ、必修１単位）では、対象を
総合的に理解し、効果的な看護実践ができること
をねらいとし、レポート添削による指導をおこ
なった。＜統合失調症急性期＞＜感情障害（鬱）
＞＜アルコール依存症＞の事例から設題を提示
し、テキストや文献を活用し、対象理解をすす
め、状況に合わせた根拠のある援助を考えさせ
た。添削と再提出を複数回くりかえし、学生に応
じた理解をはかった。

「精神看護学実習」（平成19年4月～平成27年3
月）　　　　　　　　　　　神戸常盤大学短期大
学部看護学科通信制課程の講師として担当の「精
神看護学実習」（専門分野Ⅱ、必修１単位）で
は、2日間の見学実習の後、3日間のスクーリング
授業を行った。見学した内容を、スクーリングで
援助の根拠づけを行い理解させていく帰納的学習
法を実施した。講義やグループワーク、個別指導
等の方法をとった。主にグループワークで見学し
たことについて、対象理解や援助方法、治療的環
境という観点で話し合った。これらを通して、精
神の病からひきおこる様々な生きづらさを抱える
患者の理解と援助、精神科病棟の特殊性等、精神
看護についての理解を深化させた。

２）神戸常盤大学保健科学部看護学科におけ
る教育実績
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年月日 概 要事項

平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

「健康支援実習Ⅲ（精神）」（平成27年4月～平成
30年3月）
神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担
当の「健康支援実習Ⅲ（精神）」（専門分野、３
年次配当、半期、必修２単位）では、一学生につ
き8日間の精神科病院での実習と半日の学内実習を
行っている。精神の病をもつ人を生物学的・心理
的・社会的側面から総合的に理解するとともに、
良好な治療的関係を構築し、セルフケアニードと
ストレングス視点に基づく看護実践能力の基礎を
培うことを目的とした実習内容になっている。そ
の場その時に応じた指導内容によって、精神看護
の統合を図る効果がある。計14週/年の精神科病院
（急性期・回復期・慢性期）において学生指導を
行う。

「看護研究」（平成27年4月～平成30年3月）
神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担
当の「看護研究」（専門分野、４年次配当、通
年、必修２単位）では、研究方法の基礎力と研究
的態度を身につけることを目標としている。精神
看護学に関連する研究課題を選択した学生を対象
に、一緒に研究過程をたどることを通して論文を
まとめ上げ、目標を達成している。

「精神看護特性論」（平成27年4月～平成30年3
月）　　　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講
師として担当の「精神看護特性論」（専門分野、
２年次配当、半期、必修１単位）においては、ラ
イフサイクルにおける危機と心と精神の問題、精
神障害を有する人の精神機能上の問題や苦悩、セ
ルフケアに及ぼす影響、各種療法と看護援助に関
する基礎的な知識、精神保健福祉施策の変遷や精
神障がい者に向けられる偏見の問題等を理解する
内容となっており、グループワークや演習等を行
い、医療・福祉・看護における現状の理解と課題
を意識化させている。

「精神援助論」（平成27年4月～平成30年3月）
神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担
当の「精神援助論」（専門分野、３年次配当、半
期、必修２単位）においては、精神ならびに身体
の病をもつ人を総合的に理解し、適切な看護援助
を組み立てる基礎的能力を培うことを狙いとした
内容となっている。講義・グループワーク・
IBL(inquiry-based learning)方式のアクティブ
ラーニングとロールプレイング等の演習を通し
て、代表的な精神の病と生活への影響、精神の病
をもつ人に対する看護展開の基礎、精神の病をも
つ人と家族への看護援助の基礎、適切な社会資源
の活用を理解させている。また、リエゾン精神看
護の役割及び機能や精神看護における倫理につい
ての理解も図っている。

「課題別総合実習」（平成27年4月～平成30年3
月）　　　　　　神戸常盤大学の講師として担当
の「課題別総合実習」（専門分野、４年次配当、
半期、必修４単位）では、自己の課題を明らかに
し、課題を達成するために精神科病院での実習を
希望する学生が対象となる。学生自身が実習計画
を立て実習を行うことで、総合的な実践能力を高
め、自己の将来の看護展開能力へとつなげる実習
となっている。13日間の病院実習と2日間の学内実
習から成り、病院実習最終日に成果を発表するこ
とでさらなる学習効果を得ている。
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年月日 概 要事項

平成27年4月～平
成30年3月

平成23年4月～平
成26年9月

平成23年4月～平
成26年9月

平成18年4月～平
成30年3月

「こころと歯科衛生ケアプロセス」（平成23年4月
～平成26年9月）
神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科の兼担講師
として担当の「こころと歯科衛生ケアプロセス」
（専門分野、2年次配当、半期、必修1単位）にお
いては、人を理解するための理論と、様々な対象
者と関係を築くための基本的な知識を学習し、医
療現場に適したコミュニケーションを実践できる
能力を身につける内容となっている。演習形式の
授業を通して、心のメカニズムを理解し、歯科衛
生ケアプロセスの場面に応じた対応能力を身につ
け、それを基礎に対象者、あるいはその支援者へ
の対応ができる基本が習得できた。

３）神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科に
おける教育実績

兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科の非常勤講師
として以下の科目を担当している。

神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科の兼担講師
として、以下の科目を担当した。

４）兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科にお
ける教育実績

「看護活動基礎実習」（平成27年4月～平成30年3
月）　　　神戸常盤大学保健科学部看護学科の講
師として担当の「看護活動基礎実習」（専門分
野、1年次配当、半期、必修1単位）では、看護専
門職の実際の活動場面の見学実習を通して、看護
の対象と機能・役割について学ぶ内容となってい
る。実習形態の学習に不慣れな学生のフォロー
と、実習場面でのポイントをその場その時におさ
えながら実習を進めることで成果を得ている。
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年月日 概 要事項

平成21年4月～平
成28年3月

平成28年4月～平
成30年3月

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～令
和元年前期

令和２年６月～
現在に至る

「精神看護学概論」
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」（専門科目、2年次前期
配当、必修1単位）においては、他教員と分担・協
力して授業を展開している。主に人間の精神の機
能や脳の仕組み、発達段階における漸次的心理葛
藤など、看護の対象理解を促進する基本的や自身
のメンタルヘルスの向上をはかる部分を担当す
る。令和5年度よりカリキュラム変更にて（専門科
目、2年生前期配当、必修2単位）になり、オムニ
バス形式で、主に人間の心の働きとパーソナリ
ティ、心の発達論、精神看護の基盤となる理論と
実践に関する内容について担当する。

「ヘルスカウンセリング」
兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科の非常勤講師
として担当の「ヘルスカウンセリング」（2年次、
14時間）においては、臨地実習前に行動変容とカ
ウンセリング技術の関係性、心の理論、相互作用
に関する理論、医療現場でのコミュニケーション
技術についての内容の授業を行い、実習後に学生
が実習でとってきたプロセスレコードを素材に、
演習を行う。これらのことを通して、人の心の成
り立ちと関係性についての理論的な観点をおさえ
た上で、実習で体験したケースから、関わり方の
基本と応用を習得した。

「健康心理学」
兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科の非常勤講師
として担当の「健康心理学」（2年次、4時間）に
おいては、オムニバスで演習部分を担当した。臨
地実習後に学生が実習中にとってきたプロセスレ
コードを素材に、対象者の思いに寄り添ったコ
ミュニケーションの理解を図った。

５）奈良学園大学保健医療学部看護学科にお
ける教育実績

奈良学園大学保健医療学部看護学科の専任教員
（助教）として、以下のような科目を担当してい
る。令和2年4月に講師となり、以下科目を担当す
る

「基礎演習Ⅰ」（ラーニングスキルズ）
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として
担当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年次前期
配当、必修1単位）においては、1年生が大学の学
習に慣れ、4年間の大学生活を有意義に送るための
基礎を習得することを目的としている。講義ノー
トのとり方、文献資料の検索、学術的な文章の読
み方、グループワークの進め方などについてゼミ
形式の演習を通じて学習する。慣れたグループの
中で、自分の意見を発言し他者に受け入れられる
体験を通して、自己発信する基礎的な力を培って
いる。
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年月日 概 要事項

平成30年4月～現
在に至る

令和2年4月～現
在に至る

「精神看護援助論演習」
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として
担当の「精神看護援助論演習」（専門科目、3年次
前期配当、必修１単位）においては、ペーパーペ
イシェントを用い、情報の収集の仕方、収集した
情報の記録の仕方、アセスメント方法と看護援助
の導き方について、小ステップでの個人ワークと
グループでの意見交換の後教員の解説を行う。授
業ごとに個人ワークは提出し、教員のコメント付
きで返却することを看護過程終了までの5回行う。
次に、別事例（ペーパーペイシェント）をグルー
プで展開する。グループワークの内容は、情報の
収集・アセスメント、援助の方向性までグループ
で検討しながら看護の展開をはかる。また、グ
ループで立案した看護計画は学生同士で患者・看
護師役を交代で行い実践し、その実践課程をプロ
セスレコードに記入し振り返りを行っている。模
擬ではあるが実習で実施する看護実践課程を一通
り体験している。

「精神看護学援助論」
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学援助論」（専門科目、3年次前
期配当、必修2単位）においては、他教員と分担・
協力して授業を展開している。様々な精神疾患や
精神障がい者を理解し、精神看護学の基礎的知識
と看護を学ぶことを目標としている。例えば、治
療的な患者ー看護師関係を成立させる方法、精神
障がい者の観察の方法と治療について、精神科医
療現場における身体合併症の看護について、精神
症状や問題行動とその援助について、精神科リハ
ビリテーション及び地域におけるサポートシステ
ムの現状・課題について修得する。
　令和2年度より（2年次後期配当、必修1単位）講
義形式に変更。精神障害の理解から様々な治療方
法、精神保健福祉法、精神疾患と苦渋の症状と看
護のポイントについて修得する。
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年月日 概 要事項

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～現
在に至る

令和３年～現在
に至る

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～現
在に至る

奈良学園大学保健医療学部看護学科の専任教員と
して、以下のような科目を担当している。

「統合看護学実習」
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として
担当の「統合看護学実習」（専門科目、4年次後期
配当、必修2単位）においては、看護過程の展開は
もとより多重課題や看護マネジメント、多職種連
携、地域連携などを視野に入れた実習を行ってい
る。令和３年度から、学生自身の課題と探求した
い内容に応じて個別の計画を立て、主体的な実習
の中で看護観を深め、探求する意義を学ぶ。

６）奈良学園大学大学院看護研究科における
教育実績

「卒業研究Ⅱ」
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として
担当の「卒業研究Ⅱ」（専門科目、4年次前後期配
当、必修1単位）においては、学生の興味関心のあ
るテーマを文献検討し、論文を作成する。少人数
グループ（2～4名）でゼミ形式で進めている。

「統合看護論」
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として
担当の「統合看護論」（専門科目、4年次後期配
当、必修２単位）において、精神看護学分野にお
いて担当する。精神看護の全体像をおさえたうえ
で家族・地域も含めた複雑事例の看護の展開につ
いて、小テストの事例からアセスメントと支援の
方向性について解説し、精神看護学についてさら
に実際に根差した気づきと理解の深化を促進す
る。

「精神看護学実習」
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学実習」（専門科目、3年次後期
配当、必修2単位）においては、精神の健康上の問
題を有する人とその家族について、身体的・精神
的・社会的側面から総合的に理解するとともに、
治療的な関係を築き、精神看護における看護実践
能力の基礎を培うことを目的に精神科病院にて実
習を行う。実習時間中は実習場にて、その場その
時に応じて助言を行う。令和2年度は病院実習がか
なわなくなったことを期に、訪問看護ステーショ
ンでの実習を行ったところ生活者としての対象を
どのように支えていくかということの意識を強め
ることができた。令和3年度から病院実習と訪問看
護ステーション両方の場で実習をすすめていく。

「精神看護学特論Ⅰ（歴史・法制度）」
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として主
にノーラマイゼーションの概念と実際について担
当し、ゼミ形式で各々の経験や調べてきたことを
交えながら建設的に話し合いをする中で進め、担
当以外はメンバーとしてゼミに参加する。
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年月日 概 要事項

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～現
在に至る

平成30年4月～令
和4年度

「精神看護学演習Ⅰ（精神科治療技法）」　　奈
良学園大学大学院看護学研究科の講師として主に
カウンセリングの基本技法について担当し、各々
の実践による経験による検討や模擬演習をしなら
らすすめる。

「特別研究」（専門科目、1・2年通年、8単位）
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として、
学生の研究テーマから研究計画、倫理申請、デー
タ収集、結果、論文の作成まで助言を行った。

「精神看護学演習Ⅱ（精神看護理論、援助技術）
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として主
にSSTについて担当し、計画立案と模擬演習を行
う。

「精神看護学特論Ⅳ（精神看護理論、援助技
法）」　　奈良学園大学大学院看護学研究科の講
師として主にSSTについて担当し、ゼミ形式で各々
の経験や調べてきたことを交えながら建設的に話
し合いをする中で進め、担当以外はメンバーとし
てゼミに参加する。

「精神看護学特論Ⅱ（精神・身体状態の評価）」
奈良学園大学大学院看護学研究科講師として主に
心理機能評価・身体機能評価を担当し、ゼミ形式
で各々の経験や調べてきたことを交えながら建設
的に話し合いをする中で進め、担当以外はメン
バーとしてゼミに参加する。

「精神看護学特論Ⅲ（精神科治療技法）」　　奈
良学園大学大学院看護学研究科の講師として主に
治療技法（精神療法）について担当し、ゼミ形式
で各々の経験や調べてきたことを交えながら建設
的に話し合いをする中で進め、担当以外はメン
バーとしてゼミに参加する。
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年月日 概 要事項

平成30年4月～現
在に至る

年月日

昭和60年5月9日

平成15年3月

平成16年3月20日

平成31年2月5日

平成16年4月～平
成25年3月

職務上の実績に関する事項

４　その他

１）なし

１）医療法人朗源会おおくまリハビリテー
ション病院（常勤3年間、非常勤5年間）

　脳梗塞・脳出血発症後、ギランバレー症候群等
の回復期で後遺症（四肢麻痺や失語等）から抑う
つ状態、否認、強い悲嘆反応等の心理的問題を持
つ患者と家族に対し、ベッドサイドやデイルーム
で対話やコラージュを用いた心理療法を行い、障
害を受容していく過程に寄り添った。JR福知山線
で電車事故に巻き込まれリハビリを要する患者の
心的外傷に対して心理療法を行った。他には多系
統萎縮症（難病指定）で極度の起立性低血圧や全
身の筋力低下が著しく進行し悲嘆にくれる患者に
対し、対話で心理療法を行い生きる意味を模索し
た。外科病棟で医師・看護師から依頼のある癌末
期で抑うつ状態の患者に対して心理療法を行っ
た。医療スタッフ（看護師・理学療法士・作業療
法士・言語聴覚士・医療ソーシャルワーカー・医
師）に対し、心理的問題を持つ患者の精神・心理
状態についての情報提供や関わり方のコンサル
テーションを行った。職場に馴染めない新人ス
タッフや職場・家庭内で問題を抱えるスタッフに
対しカウンセリングを行った。

２）修士（人間文化学） 甲子園大学大学院人間文化学研究科人間文化学専
攻　修了　人間文化学　修人第9号　論文題目「看
護師の共感性に関する認識と特徴」

３）臨床心理士資格認定 第11561号

１）看護師免許証 第532000号

第14522号

２　特許等

４）公認心理師登録

３実務の経験を有する者についての特記事項

１　資格，免許

事項 概 要

「課題研究」（専門科目、2年通年、４単位）
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として、
学生の研究テーマ、研究計画、倫理申請、データ
収集、結果、論文の作成まで助言を行った。デー
タ収集においては、直接ケア実習、上級ケア実習
の実践内容から抽出するため、実習の進行の最中
においてもテーマに焦点を当てた助言を行う。
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年月日 概 要事項

平成24年度～平
成27年度

１）科学研究費助成事業（学術研究助成基金
助成金）基盤研究C（課題番号：24593282）
研究代表者　武ユカリ
研究題目「在宅看護における対応困難事例、
暴言、暴力の現状と対策に関する研究」

在宅看護の臨床現場に特化した暴言、暴力に関す
る調査はまだ少なく、現状も明らかになっていな
い。本研究では在宅看護における暴言、暴力の発
生状況、対応の現状と、それらの発生する背景や
要因や対応困難事例について、明らかにした。困
難事例、暴言・暴力についての訪問看護師への個
別面接調査や訪問看護ステーションに対する郵送
質問紙調査、グループ対話による困難事例の困難
に関する検討を行った。在宅看護におけるリスク
マネジメントや、療養者と家族に対する支援の在
り方について検討した。
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年月日 概 要事項

平成28年5月～平
成29年2月

令和4年5月～令
和5年3月

平成19年4月～平
成27年3月
平成28年4月～平
成30年4月

平成19年4月～平
成26年3月
平成28年4月～平
成30年3月

平成24年4月～平
成26年3月

平成26年4月～27
年3月

３）奈良学園大学共同研究助成金
研究代表者　西出順子
研究題目「CVID-19 状況下でのグループワー
クにおける学生の体験」

令和3年度に実習を終えた4年生に臨地実習とグ
ループワーク演習についての体験についてインタ
ビュー調査を行った。データはM-GTPにて解析中で
ある。

４）FD委員会　委員

５）国家試験対策委員会　委員 　神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程在
籍中と神戸常盤大学保健科学部看護学科において
国家試験対策委員をしている。看護師国家試験対
策として、学科教員の講座や業者の模擬試験や講
座を組み入れたプログラム作り、模擬試験成績の
振るわない学生へのフォロー、学生主体の学習会
のサポート等を行っている。平成27年度生の看護
師国家試験の合格率は95.1％であった。

６）第三者評価委員会　委員 　神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の
自己点検・評価報告書の作成に携わった。

　神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程在
籍中と神戸常盤大学保健科学部看護学科におい
て、FD委員として活動を行っている。大学教職員
の能力開発を目標とし、平成19年度から全教員に
向けて年２回の研修を行っている。平成28年度は
１．教育改革を進めようとする当大学の教職員の
理解を進めるために最近の教育改革の動向を文科
省の大学改革官から聞く機会を企画する。
２．主体的かつ深く志向する学生を育成するため
の教育技能を学ぶためにディープアクティブラー
ニングのワークショップを開催する。
３．学科内のFD活動を計画的に進める
４．公開授業を促進し、教員相互の教育技法を向
上させるを目標に進めている。学科内FDでは、全
体のディープアクティブラーニングのワーク
ショップの前に、学科内で活発にアクティブラー
ニングを行っている教員に依頼し、模擬授業を実
施、そのあとグループワークを行い、アクティブ
ラーニングの効果的な方法について検討を行っ
た。

２）常盤大学テーマ別研究助成金
研究代表者　西出順子
研究題目「在宅で生活する精神障がい者と家
族のストレングスに焦点を当てた支援方法の
検討― 訪問看護師のストレングスへの着目点
とケアの成果 ―」

訪問看護師が在宅で生活する精神障がい者と家族
（以下、対象者とする）に対して行っているスト
レングス に着目した支援方法とその成果を明らか
にした。対象者を訪問する看護師に半構造化面接
を行い、得られた結果から意識化されず実施され
ているストレングスに着目した支援内容をカテゴ
リ化にて明らかにし、成果について検討した。

７）入試委員会　委員 　兵庫県、京都府、滋賀県、関東地域等で入試広
報を行った。また、受験生の書類審査、合否判定
の資料作成等を行った。神戸常盤大学短期大学部
看護学科通信制過程において、学習から遠ざかっ
ていた学生が入学後すぐにテキスト学習にとりく
めることを目的に入学前教育を行った。内容はテ
キストの活用の仕方、レポートの書き方、また、
模擬のレポート設題を設け、テキストを活用しレ
ポートをまとめていく過程について解説を行っ
た。参加は任意であったが、地方からも参加があ
り、参加率は70％と学生の意欲の高さがうかがわ
れた。
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年月日 概 要事項

平成27年4月～平
成30年3月

平成24年4月～26
年3月

平成28年9月18日
～9月25日

平成29年1月～5
月

１１）第2回　臨床精神看護学研究会　準備事
務局員

　自己心理学はコフートが生み出した理論であ
り、自己愛に問題を抱え（自己観の問題を抱え）
生活の中での生きづらさを体験する患者への精神
分析的アプローチの一つ。「現代自己心理学Ⅰ・
Ⅱ」では、自己心理学・間主観性理論・関係性理
論の考え方と臨床の中で活用する方法を学んだ。
クライエントとセラピストとの治療的な関係性の
中で、その場その時に生じている事象を捉え、目
指す方向性を定める指針となる理論について学ぶ
とともに各自の臨床事例を持ち寄り、グループ
スーパービジョンを受けた。この理論は患者―看
護師関係においても、関係性の鍵概念・アセスメ
ントと治療的なアプローチにおいて十分に活用で
きる理論である。
「フロイトの著作」では、神経症水準（不安障
害・恐怖症等）の患者の捉え方、治療的な関りに
ついて古典を理解し、自己心理学と比較しながら
差異を理解する内容となっていた。フロイトは一
者心理学であり、自己心理学は二者心理学といわ
れるが、その差異を理解することができた。

１０）イギリス研修旅行（トラウマ・イン
フォームドケア研修）に参加

　医療法人寿栄会有馬高原病院主催の研修旅行に
参加。イギリスを訪問し、認知症の方が利用する
施設・病院の視察を行い、またスウォンジー大学
で研修を受けた。認知症を患った方が利用する施
設や病院を見学し、トラウマ・インフォームド・
ケアの観点から日本との差異を認識し、よりよい
ケアのありかたについて考える機会を得た。患者
―看護師関係は平等であり、患者の意思と尊厳が
最大限に守られる理念のもと物理的・人的環境が
作られていた。スウォンジー大学では当事者（て
んかん）から治療による有害反応から生活障害を
引き起こした体験や、治療の弊害を訴え発言する
場を確保する活動について話を聴いた。また、研
究者からはメンタルヘルスシステムが細分化され
すぎ、ケアの評価が患者個人の思いや願いが重視
されず、数値のみに頼る弊害を明らかにしたうえ
で見直すための研究や、患者目線からみたケアの
評価の検討等の研究について聞く機会を得た。

９）一般社団法人　日本精神分析的自己心理
学協会の運営する精神分析的心理療法家養成
のための訓練研究所による通年の研修を受講
「現代自己心理学Ⅰ」「現代自己心理学Ⅱ」
「フロイトの著作」

８）入学試験の出題　看護学　委員 　神戸常盤大学　保健科学部　看護学科　編入試
験の精神看護学に関する問題を作成した。

　平成29年5月20日　有馬高原病院で開催予定。発
表会の運営と準備に関する役割を担う。
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年月日 概 要事項

平成30年4月～平
成31年3月、令和
4年4月～令和5年
3月

平成30年4月～現
在に至る

平成31年4月～令
和2年3月

令和2年4月～令
和5年3月

令和2年4月～現
在

令和4年4月～令
和5年3月

著書，学術論文等の名称

単著・
共著の
別

発行又は
発表の年月

発行所，発表雑
誌等又は発表学
会等の名称

（著書）

１７）学生生活部会 学生の状況の共有、他、学生からの提案窓口の設
置と事項の共有、支援などを検討した。

１５）カリキュラムワーキング

１２）FD委員会　委員 奈良学園大学において『教育力をあげるようなFD
活動』をテーマに2回/年の研修会を企画運営に携
わった。8月日頃の指導の中での困難さや課題を出
し合い次回FDプログラム作成につなげるための
ワーク、3月コーチングについて
令和4年度は、教育に関する現状の課題や取り組み
の工夫について、グループワークを中心としたF D
研修会を３回開催した。第１回テーマ　「PROGテ
ストの結果の説明を受け、教育の工夫についての
グループワークで話し合い、結果を共有する」、
第２回テーマ「学生の授業態度によく見られる２
ケース　＜集中力が続かない学生＞＜事前学習が
不十分なまま実習に行き、自己評価が高く、自分
のことを振り返られない学生＞について工夫や対
処方法を検討する」、第３回テーマ「後期の授業
を振り返り、次年度への改善策を発見する」その
他、1年次生対象に地域住民との交流「健康フェス
ティバル」を企画運営した。

１６）教務ワーキング（令和4年度教務部会に
変更）

奈良学園大学において、3年次各領域の臨地実習枠
の作成、4年次統合実習の実習枠の作成、実習場の
開拓、実習方法の見直し、実習要綱の見直し、コ
ロナ渦においての臨地実習方法などについて検討
した。また、実習における学生の進捗状況やケア
方法なども検討し共有しあった。

奈良学園大学において、新カリキュラムに向け
て、アドミッションポリシー・カリキュラムポリ
シー・ディブロマポリシーを新たに定め、カリ
キュラムの立案に携わった。

奈良学園大学において、時間割や単位修得に関す
る判定方法と各種日程・期間、履修の手引き、入
学前試験、新入生ガイダンスや新年度ガイダンス
に関する内容検討と実施に携わった。その他、学
習・授業に関する問題など適宜検討した。

１４）実習ワーキング

研　究　業　績　等　に　関　す　る　事　項

１３）人権教育研究推進委員会 奈良学園大学において、奈良県大学人権教育研究
協議会の企画する研修会に参加するとともに、1回
/年の研修会を企画運営する。30年度は「ハラスメ
ントを防止するために」の企画運営に携わった。

概　　　　　要
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年月日 概 要事項

1.会話でわかる看護師の
コミュニケーション技術

共著 平成30年9
月

中央法規

2.改訂版 エビデンスに基
づく精神科看護ケア関連
図関連図

共著 令和2年1月
（改訂版発
行日）

中央法規

（学術論文）

１.精神科病院におけるト
ラウマインフォームドケ
アの有用性について　資
料（査読なし）

単著 平成28年3
月

甲子園大学 発
達・臨床心理セ
ンター紀要10.11
号合併号
p.30～33

２．看護のケアリング機
能―共感の意味について
の一考察ー　　研究報告
（査読付）

単著 平成29年12
月

日本サイコセラ
ピー学会雑誌第
18巻第1号
p.87～95

３．訪問看護師にとって
の対応困難事例の困難要
素について：テキストマ
イニングソフトを用いた
個別面接調査の分析より
原著（査読付）

共著 平成29年12
月

日本在宅医学会
雑誌第19巻第1号
p.11～18

トラウマインフォームドケアは、アメリカの精神
科医療におけるコア戦略の中でも核となる概念の
一つであり、トラウマインフォームドケアを導入
することで入院中の再トラウマ体験を防止し、速
やかに回復を図ることが狙いとされ、精神科病院
においてこの考え方が浸透している。日本では、
2015年に川野がアドバイザーとして所属する特定
医療法人寿栄会有馬高原病院で病院をあげてトラ
ウマインフォームドケアの理解を深め、臨床の中
で実践を試みている。トラウマインフォームドケ
アについて、以下二点考察を行った。一つは自己
心理学を用い個別的なケアの有用性について、も
う一つは組織における管理的な側面からの取り組
みの必要性について考察を行った。

急性骨髄性白血病(AML)で化学療法を受けた50歳男
性の看護援助の経過について報告し、看護師の患
者に対する共感的理解と看護師のニードに焦点を
当てて考察を行う。生活のほとんどが受け身的に
ならざるを得ない患者にとって、過酷な入院生活
で生じる感情こそが自己の存在を確認するものと
なる。しかし、時には患者から発せられる感情
は、看護師のニードに反することもある。看護師
は共感を通して患者の気持ちに寄り添いながら
も、時としてアンビバレントな感情を抱え、関係
性の中でその瞬間に浮かび上がってくる言語・非
言語の表現を返し、それを受けて患者は反応し看
護師に投げかける。この絶え間ないやりとりがケ
アリングであり、危うくなる患者の自己存在感を
支えることとなる。

困難事例について多職種連携チームでの対応を促
進するため,訪問看護師の困難要素を明確にするこ
とを目的とした.訪問看護師12名に対する半構造面
接法による個別面接調査,横断研究で,テキストマ
イニングソフトを用い解析し,困難要素の分類を
行った.【体制・マネジメント】【職務】【疾患・
障害】【現状認識】【治療・ケアに対する反応】
【利用者・家族の不服】【人間関係】【療養環
境】の8カテゴリの困難要素を特定し,「利用者・
家族の感情」「訪問看護師の職務意識」「地域体
制の整備と訪問看護ステーションのチームマネジ
メント」ついて考察した.　分担部分：構想・デザ
イン・データの取得・分析・解釈に関与
共著者：武ユカリ、小坂素子、西出順子、安斎三
枝子、金川治美

第6章 様々な分析からわかる看護師のコミュニ
ケーション技術の中の「共感の視点を分析してわ
かるコミュニケーション技術」のテーマで自己心
理学を用い共感に着目し会話を分析した。（p.98
～107）

ワンポイントラーニンング　身体合併症を担当す
る。生活習慣病、生活習慣病から生命にかかわる
疾患へ、衛生面からの問題、ロコモティブ症候群
など、精神障がい者と関連の深い合併症について
解説した。（p.149）
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年月日 概 要事項

４．20歳代女性のカウン
セリング場面の分析～自
己心理学の観点から治療
的かかわりについて焦点
を当てて（査読付）

単著 平成30年3
月

精神看護におけ
るディスコース
分析研究会誌第5
巻　p.25～32

５．相互作用を振り返る
ための概念枠組みーポス
ト自己心理学の臨床活用
（査読付）

単著 令和2年3月 第３回　臨床精
神看護学研究会
（奈良） p48～
52

６．精神障害を有する患
者の理解を促進する授業
方法の工夫―『幻聴妄想
かるた』を教材にした学
生の体験と学びー(査読な
し)

単著 令和2年12
月

奈良学園大学紀
要第13集　p.177
～188

カウンセリングの一場面を取り上げ、会話分析を
行った。セラピストは６０代の男性。患者は２０
歳代の女性であり、職場でのハラスメントをきっ
かけにパニックになり、認知行動療法をベースに
定期的にカウンセリングを受けていた。定期的に
行われている面接場面を患者の同意を得て録音・
録画し、そのうちの１セッションの逐語録を作成
した。本稿では、セラピストが患者のいつもと違
う様子を察知し、手法を切り替えた１セッション
を取り上げ、治療的関りについて自己心理学の主
要概念である「自己対象ニード」「自己対象体
験」「共感」「相互的調制」に焦点を当て分析を
行った。セラピストとの安定した自己対象体験
は、患者の傷ついた自己対象（男性像）を修復
し、成果に通じる可能性を大きく持つと考える。

患者看護師関係のプロセスを振り返るツールとし
て、自己心理学派のリヒテンバーグの動機付けシ
ステム理論をとり上げる。リヒテンバーグの言う
動機付けとは、シンプルには「何がその人を動か
すのか、その人は何を求め、何を避けるのか」を
指しており、これを関係性の中で湧く「欲求」と
捉え、以下7つの欲求・動機付けシステムを挙げて
いる。①生理的要請に対する心理的調節②個人へ
の愛着③集団への親和性④養育⑤探求と好みや能
力の主張⑥身体感覚的快と性的興奮⑦引きこもり
や敵意を用いた嫌悪的反応、これらの欲求には感
情が伴い、その先には意図や目的がある。これら7
つのシステムが相対的に「今ここで」あるいは
「その時そこで」重要あるいは優勢かということ
は刻一刻と変化する事柄といえる。この動きを相
互作用として丁寧に捉えることが、その場その時
の関係性をアセスメントすることにつながると考
える。今回は、事例を用いて理論の概要を紹介す
る。

〔目的〕『幻聴妄想かるた』を取り入れた演習
が、学生にどのように体験されているかを把握
し、学習への影響や体験の中で生じている現象に
ついて考察し、さらに効果的な授業方法を検討す
る。〔研究方法〕『幻聴妄想かるた』を用いた演
習後、任意によるアンケート調査を行った。〔結
果〕『かるた』を行っている時の感想は【学生の
感情体験】【現象・対象理解】【作品の印象】
に、精神障がい者に対する理解では【精神障がい
者に対する理解】【グループメンバーの視点の差
異】【関わりの姿勢】に、幻覚妄想を有する精神
障がい者に対する援助では＜聞く＞＜寄り添う＞
＜受けとめる＞＜共感する＞＜否定も肯定もせ
ず、幻聴を深めることは言わない＞＜幻覚・妄想
の対応へのとまどい＞〔考察〕『幻聴妄想かる
た』を用いた演習は、自由な雰囲気の中で楽しみ
ながらも、幻聴妄想体験の不思議さや、わからな
さが探究の動機付けに適切だったこと、そして、
学生同士安心で楽しめる場を作り、そこでの討議
がイメージの拡充や理解の促進に効果的だったこ
とが示唆された。課題として、共感的な支援につ
なげるために、学生自身が当事者に近しい体験が
できるような工夫が必要であることが明らかに
なった。
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年月日 概 要事項

（その他）

[実践報告]

１.患者を支えるための概
念枠組みー自己心理学の
臨床活用

単著 平成29年11
月

第2回 臨床精神
看護学研究会誌
2017年 　p.2～5

[学会発表]

１.訪問看護の困難事例に
ついての哲学的グループ
対話を用いた検討

  - 平成26年7
月

第22回日本ホス
ピス・在宅ケア
研究会全国大会
（兵庫県神戸
市）

２．訪問看護師の対応困
難事例における困難要素
の検討－全国質問紙郵送
調査の結果より

  - 平成28年7
月

第18回日本在宅
医学学会（東
京）

筆者は看護師の経験を持ちながら大学・大学院で
心理学を学習する機会を得た。多くの理論を学
び、臨床心理士としてリハビリテーション病院に
入職し、患者と自己の理解、関係性の把握に活用
してきたが、精神分析系の理論を治療的な関りに
用いようとすると、病院臨床では使うことが難し
い現状に行き当たった。その理由として、治療の
枠組みが厳密であること、患者自身が自己を分析
し、把握していくためのモチベーションを必要と
すること等が考えられた。模索する中で、患者の
言動と筆者の心理がちょうどマッチした自己心理
学に出会った。本稿では筆者の臨床での経験を通
して、これら理論の活用の概要を紹介する

2012年2月～2013年8月哲学的対話手法（Neo-
Socratic Dialog:以下NSD）を用いて、異なる背景
の参加者（訪問看護師、その他の医療介護職、一
般人、倫理等専門家、メディア関係者等）による
対話から困難事例の「困難」とは何かについて検
討し、結果を報告した。第1回討論から「療養者の
意思を尊重しながら、医療ニーズに応えるため、
訪問看護師の判断をもとに、関係者（医師、療養
者、介護者等）との高度な連携が求められるこ
と」、第2回討論から「療養者の生活の多様な価値
観のなかで、看護職が重視する価値の実現のため
専門的援助を行うこと」、第3回討論から「療養者
の生活上の問題に直面しても、ときに訪問看護師1
人では援助手段を見出し難いこと」が導かれた。
本人担当部分：NSDに参加、結果分析を行った。共
同発表者：會澤久仁子、武ユカリ、金川治美、西
出順子、小坂素子、安齋三枝子

8カテゴリ28分類に整理した個別面接調査の分析結
果と文献検討、グループ対話で得らえた結果を含
め、岩間の分類を参考に質問項目を作成した。回
答数588（回収率29.4％）、うち505（有効回答
25.3％）を分析対象とした。65項目について最終
的に全40項目、4因子を抽出し、以下の通り命名し
た。ⅰ「家族・利用者の抑制のバランスが保てて
いない態度」、ⅱ「訪問看護師の能力レベルと組
織の協力体制」、ⅲ「利用者・家族の疾患と状態
に起因する生活能力の低下」、ⅳ「家族が円滑に
ケアすることを阻む状況」全体のクロンバックα
係数は0.96であり、各因子のクロンバックα係数
は0.89～0.92で内的整合性は高い結果が得られ
た。　　　　　　　　　　　　　本人担当部分：
質問紙の作成（訪問看護師への個別面接調査と語
りの内容からカテゴリーの作成とネーミング、文
献やグループ対話で得られた結果から質問項目を
考えた）、結果分析（因子分析過程においての
データの絞り込みとネーミング）、発表内容の検
討を行った.
共同発表者：武ユカリ、金川治美、小坂素子、西
出順子
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年月日 概 要事項

３．訪問看護師が感じる
困難要素の検討―インタ
ビューによる質的分析と
質問紙による量的分析の
統合―

  - 平成28年8
月

第2回 日本混合
研究法学会(東
京)

４．在宅で生活する精神
障がい者の支援方法の検
討～訪問看護師のストレ
ングスに着目したケアの
一考察～

  - 平成30年7
月

第49回日本看護
学会ー在宅看
護ー学術集会
（佐賀）

５．トラウマに関する看
護研究の特徴ーテキスト
マイニングによる解析ー

  - 令和4年7月 第28回日本看護
診断学会学術大
会 Web開催

【目的】訪問看護師が精神障害を有する療養者に
対して、独自の方法で行っているストレングスに
着目した支援方法を明らかにする【方法】[研究対
象]A県下の訪問看護ステーション6施設、各施設管
理者に推薦された看護師10名[研究期間]平成28年9
月～平成29年2月[研究デザイン]質的記述的研究
[分析方法]質的統合法（KJ法）【結果】元ラベル
74枚から①困りごとは強みに通じるゲート②身体
をいたわる③好きなことは現実感覚強化の糸口④
自信は新たな希望のエネルギー源⑤望みや願いを
第1に守るの５要素を抽出した。【結論】訪問看護
師は日々の関りの中で自ずとストレングスに着目
しながら支援をしている。時に、利用者の願いや
望みが過剰に作用し体調を崩すことにもなるが、
あきらめずに将来に希望を持ち共存していく手立
てを一緒に探ることが、地域での生活を支えてい
く上で重要であることがわかった。
本人担当部分：研究計画、文献検討、インタ
ビューガイドの作成とインタビュー、結果分析、
考察、発表
発表者：西出順子、木村聡子、鵜飼知鶴、畑吉節
未

【目的】トラウマに関する文献検討から、トラウ
マの研究の特徴を明らかにし、今後のケアの方向
性について検討すること【方法】医学中央雑誌
ウェブ版（2022年4月10日現在）（1998年12月～
2022年1月）を用いた。検索はトラウマ、看護、原
著論文、本文有とした。結果、72件抽出され本研
究対象とした。 テキストマイニングにより、タイ
トルと抄録内容について共起分析、コロケーショ
ン解析対応分析をして、トラウマ研究の特徴をみ
た。【結果・考察】多岐にわたる研究（対人スト
レス、災害、疾患や出産体験など）がなされ、ト
ラウマの研究の特徴として、「トラウマへの支
援」、「様々な外傷に関連するストレス」「ケア
行動の効果」「障害の治療」「退院困難な患者の
家族への支援」があった。トラウマのケアに対す
る有効性の研究はほとんどされておらず、今後の
検証が期待され、また、看護診断の指標にＴＩＣ
の新しい概念をとり入れることも必要と考える。
本人担当部分：結果分析、考察
発表者：上野栄一、西出順子、山﨑陸世、高田勝
子

訪問看護師は療養者と家族を対象に個別性の高い
多様な援助ニーズに対応しなければならず、対応
困難事例に遭遇することが多い。文献研究ではこ
れまで対応困難事例に関する訪問看護領域の研究
は少なく、何が困難の要素となっているかについ
て検討されていなかった。また哲学的対話手法
（ＮＳＤ）による調査では、訪問看護の対応困難
事例には非常に複雑な困難要素があるが、それら
にはいくつかの抽象的な枠組みがあることが示唆
された。そこで本研究では対応策の検討につなげ
るため、訪問看護師の感じる困難要素の構造を明
らかにすることとした。研究方法は、質的研究の
結果から訪問看護における困難要素を抽出し、そ
の結果得られた知見をもとに、仮説検証のための
量的研究につなげ統合した探索的順次的デザイン
を用いた。混合研究法を用いることで、より実態
に沿った調査を行い、困難要素の構造を明らかに
した。　本人担当部分：発表内容に関連する研究
への関与と発表内容の構成と内容検討。 共同発表
者：武ユカリ、小坂素子、西出順子、會澤久仁
子、金川治美
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年月日 概 要事項

６．高校生のマインドフ
ルネスが心身の健康状態
に及ぼす効果の関係性

  - 令和5年1月
15日

第66回日本心身
医学会近畿地方
会Web開催

７．COVID-19感染症拡大
の状況下での精神看護学
実習における看護学生の
学び

  - 令和5年3月
4日

第27回日本看護
研究学会東海地
方会

【目的】高校生のストレス軽減法として、マイン
ドフルネス呼吸法に着目し、健康状態に及ぼす効
果を検討する。【方法】高校生16名に起床後に5分
間の呼吸を2週間実施し、呼吸開始前と14日目で健
康状態と主観的ストレス度を測定した。また、毎
日の呼吸前後に現在の気分を数字で評価し、ノン
パラメトリック検定を行った。【結果】2週間後の
主観的ストレス19項目中7項目に優位差があり、ま
た、呼吸前後で気分の変化指数が上昇した。本人
担当部分：実施準備、データ打ち込み、結果考察
発表者：高田勝子、上野栄一西出順子

【目的】COVID-19感染症の拡大により、2020年度
より精神看護学実習において、様々な実習形態へ
の変更を余儀なくされた。Withコロナ時代におけ
る臨地実習の教育につなげるため、看護学生への
インタビューによる調査を行い、今後の教育の示
唆を得ること。【方法】研究　対象者14名の学生
にインタビューを行った。分析はKrippendorffの
内容分析法に準じ、サブカテゴリー、カテゴリー
を抽出し、さらに抽象度を上げコアカテゴリーを
生成した。【結果】「病院実習」では、実際に
『患者－看護師関係のコミュニケーション』を通
して《患者視点へシフト》することで『精神患者
の生きづらさを認識』し、【精神看護実習ならで
はの体験】をしていた。また、受け持ち患者の
【看護展開】を通して《意図的な看護ケア》につ
いて『自己の未熟さに気づき』ながらも『患者か
らもらったことば』に感動していた。さらに目標
とする『将来の看護師像』ができ【将来への展
望】につながった。「訪問看護実習」では、学生
は『利用者精神障害の心情を感じ取る』ことで
《訪問看護を活用する意義》を深め、【病院から
訪問看護へのつながりの実感】があったが【精神
科病院イメージ化の困難】を感じていた。「学内
実習」では、《事例での看護展開のジレンマと限
界》を感じながらも『アセスメントの共有』や
『ディスカッションに対する満足感』などの《グ
ループワークの強み》を認識し、様々な【グルー
プワークの長短】があった。また《臨地での体験
不足による自信のなさ》から精神看護の【イメー
ジと現実のギャップ】を感じていた。【考察】病
院実習とは異なる実習でも、違った視点の学びが
あると提示することで学習効果が期待されると考
える。本人担当部分：インタビュー、カテゴリー
生成、結果分析、考察
発表者：山﨑陸世、西出順子、高田勝子、上野栄
一
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別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5 年 3 月 31 日 

氏名  井上 昌子    

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

在宅看護学   小児 在宅 重症心身障害児 レスパイト 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1）老年看護学援助論授業補助を行った。 

 

 

 

 

平成 30 年 4 月～ 奈良学園大学保健医療学部の助手として、老年看護学援 

 7 月 助論の授業・演習のサポートや出欠確認を行った。演習 

  では学生のロールプレイ、看護過程の評価を行った。 

   

2）統合看護学臨地実習指導を担当した。 平成 30 年 5 月 

 

 

奈良学園大学保健医療学部の助手として、実習施設との

   調整、実習前オリエンテーションを行い、実習では学生 

  自身の目標が達成できるようチーム医療の一員として

   看護師が果たす役割や、複数の受け持ちの中での優先 

  順位を考え行動することを指導した。単位認定者の教授

   とともに実習後の評価を行った。 

   

3）基礎・老年・成人・在宅看護実習におい 平成 30 年 9 月～ 実習施設との調整、実習前オリエンテーション、 実習

 

 

 

 

 

  

て臨地実習指導を担当した。 令和元年 1 月 

 

 

に必要な日常生活援助技術の練習を行い、学生が実習に

   取り組めるようにした。実習では、情報収集、アセスメ 

  ント、看護過程の展開を通して患者に何が必要な看護か 

  を考えるよう指導した。また学生に自分の看護を振り返 

  り、学びを深められるよう支援できた。単位認定者の教

   授とともに、実習後の評価を行った。 

   

4）基礎看護実習Ⅱ臨地実習指導を担当し

 
令和元年 2 月 実習施設において、情報収集、コミュニケーション、 

た。  アセスメントを通して必要な看護や患者の思いを考え 

  られるように指導した。 

   

5）統合看護学実習臨地実習指導を担当し

 
令和元年 5 月 奈良学園大学保健医療学部の助手として、実習施設との

 た。  調整、実習前オリエンテーションを行い、実習では学生 

  自身の目標が達成できるようチーム医療の一員として

   看護師が果たす役割や、複数の受け持ちの中での優先 

  順位を考え行動することを指導した。単位認定者の教授

   とともに実習後の評価を行った。 

   

6）老年看護学援助論、疾病治療論Ⅵ授業補 

 

 

 

 

令和元年 4 月～ 奈良学園大学保健医療学部の助手として、老年看護学援 

助を行った。 9 月 助論の授業・演習の準備やサポート、出欠確認を行った。 

  演習では、学生のロールプレイ・看護過程についての評

   価を行った。 

   

7）老年領域実習Ⅰ・Ⅱにおいて臨地実習指

 
令和元年 9 月～ 実習施設との調整、実習前オリエンテーション、 実習

 

 

 

 

 

  

導を行った。 令和 2 年 1 月 に必要な日常生活援助技術の練習を行い、学生が実習に

   取り組めるようにした。実習では、情報収集、アセスメ 

  ント、看護過程の展開を通して患者に何が必要な看護か 

  を考えるよう指導した。また学生に自分の看護を振り返 

  り、学びを深められるよう支援できた。単位認定者の教

   授とともに、実習後の評価を行った。 

   

8）基礎看護学実習Ⅱにおいて臨地実習指導

 
令和 2 年 2 月 実習施設において、学生が情報収集やコミュニケーショ

 を行った。  ン、アセスメントを通して必要な看護や患者の思いを考

   えられるよう取り組んだ。 

   



9）老年看護学援助論演習において授業を 令和 2 年 4 月～ 奈良学園大学保健医療学部の助教として、3 年次生を対 

担当した。 令和 2 年 8 月 象とした授業の一部を担当し、清潔、皮膚、陰部洗浄、 

  歩行介助の講義を行った。授業の後に確認テストを Web 

  上で行い、解説を配布することで学生に分かりや易く 

  説明した。試験問題を作成し、領域教員と評価を行った。 

   

10）基礎演習Ⅰ（ラーニングスキルズ）を 令和 2 年 4 月～ 1 年次生を対象とした授業の一部を担当し、大学での学 

担当した。 令和 2 年 7 月 習方法、レポートの書き方、プレゼンテーション方法、 

  査読について指導を行った。学生にはテーマを与えて 

  プレゼンテーションとレポートを提出させ、それぞれの 

  レポートを査読させ、評価をフィードバックした。 

   

11）卒業研究Ⅱを担当した。 令和 2 年 4 月～ 4 年次生学生 2 名に対して、テーマ決定、文献検討から 

 令和 3 年 2 月 分析において指導をした。 

   

12）老年領域統合実習において実習指導を 令和 2 年 6 月 新型コロナウイルスの感染拡大のため実習施設との遠 

行った。  遠実習の調整、実習の到達目標、記録用紙、事例作成 

  を領域教員と共同で作成した。他職種連携の中での看護 

  師の役割、看護管理、複数患者受け持ちや病状急変につ 

  いて、映像資料を活用し、指導を行った。実習室で、援 

  助方法や声掛けを実践し、振り返ることで自己の課題を 

  見付けられるよう指導した。領域教員と評価を行った。 

   

13）老年領域実習Ⅰ・Ⅱにおいて臨地実習 令和 2 年 8 月～ 施設との実習期間の調整、遠隔での実習環境調整、講義 

指導を行った。 令和 3 年 1 月 依頼、物品管理を行い、実習開始後は学生の健康管理を 

  行い、できるだけ臨地実習が出来るように努めた。学生 

  には、看護過程の展開を通して看護計画立案・実施を 

  指導した。領域教員と評価を行った。 

   

14）在宅看護学援助論演習において講義を 令和 3 年 4 月～ 講義の一部を担当し、看護計画立案について講義を行っ 

行った。 令和 3 年 7 月 た。学生が事例の患者の看護課題を理解できるように 

  務めた。授業の出欠確認、Zoom のチャット機能を用いた 

  学生の質問への対応を行った。 

   
15）在宅看護学概論にて授業補助を行う。 令和 3 年 4 月～ 授業の出欠確認、Zoom のチャット機能を用いた学生の質 

 令和 3 年 7 月 問への対応を行った。 

   

16）統合看護実習において臨地実習指導を 令和 3 年 7 月 施設との実習打ち合わせを行い学生がスムーズに実習 

行った。  できるように調整した。学生に対しては、卒業研究と 

  繋げられる自己のテーマを持ち、実習できるように指導 

  した。 

   

17）卒業研究Ⅱを担当した。 令和 3 年 4 月～ 4 年次生の学生 2 名に対して、統合実習での学びと卒業 

 令和 4 年 3 月 研究テーマを関連して学習できるように努めた。テーマ 

  に沿って、文献検討、分析、論文作成について指導した。 

   

18）在宅看護援助論にて講義を行った。 令和 3 年 9 月～ 回復期及び慢性期の療養者への看護についての講義を 

 令和 3 年 12 月 行った。学生が糖尿病についての学びを深められるよう 

  映像教材を用いて工夫した。糖尿病の怖さについて改め

   て理解できたと講評を得られた。エンゼルケアについて 

  演習を通して、学生に死後の処置、家族への言葉がけ、 

  思いを傾聴する大切を学べるよう指導した。 

   

19）在宅領域実習の臨地指導を行った。 令和 3 年 9 月～ 施設との事前打ち合わせを行い、大学の到達目標を提示 

 令和 4 年 3 月 し、学生が目標を達成できるように指導した。実習中は 

  記録を読み、療養者に必要なケアを導き出せるように

   関わった。領域教員と評価を行った。 

   

20）統合看護論（在宅）にて講義を行った。 令和 3 年 12 月 事例を通して、療養者に必要な看護計画、利用できる 

  福祉制度について講義を行った。 



   

21）領域別国家試験対策講座（在宅）にて 令和 4 年 1 月 13 介護保険制度と医療保険制度による訪問看護、訪問看護 

講義をおこなった。 日 ステーションの設置基準などについて講義を行い、国家 

  試験前に自己の弱点などに気付き学習できるように指 

  導した。 

   

22）在宅看護学援助論演習にて講義を行っ

 
令和 4 年 4 月～ 助教として講義の一部を担当し、看護計画立案につい 

た。 7 月 て患者を理解し課題を見つけられるように指導した。 

  授業の出欠確認、Zoom の録画、チャット機能を用いた 

  学生の質問への対応を行った。 

   

23）統合看護実習において臨地実習指導を 令和 4 年 4 月～ 助教として実習先の新規開拓、調整を行い、学生が自分

 行う。 現在に至る のテーマを探求できる実習になるよう環境を整えた。 

   

24）卒業研究Ⅱを担当した。 令和 4 年 4 月～ 4 年次生の学生 2 名に対して、統合実習での学びと卒業 

 令和 4 年 11 月 研究テーマを関連して学習できるように努めた。テーマ 

  に沿って、文献検討、分析、論文作成について指導した。 

   

25）在宅領域実習の臨地指導を行った。 令和 4 年 9 月～ 施設との事前打ち合わせを行い、大学の到達目標を提示 

 令和 4 年 11 月 し、学生が目標を達成できるように指導した。実習中は 

  学生の実習意欲を引き出せるよう関わり、在宅療養者の 

  生活を理解し、必要なケアを者導き出せるように指導し 

  た。 

２ 作成した教科書，教材   

なし   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

 なし   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記   

 なし   

   

５ その他   

 なし   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1）看護師免許 平成 27 年 4 月  

2）修士（看護学） 令和2年3月修了 奈良学園大学大学院看護学研究科在宅看護学分野 

   

２ 特許等   

 なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記

 

  

 なし   

   

４ その他   

1）教務 WG、卒業研究 WG 委員 令和元年 4 月～ 書記を担当し議事録作成した。 

 令和 2 年 3 月  

2）学生生活 WG 令和 2 年 4 月～ 書記を担当し議事録作成した。保護者懇談会の司会・ 

 令和 3 年 3 月 受付・誘導、希望学生の保護者との三者懇談を行った。 

3）国家試験対策 WG、FD 研修 WG 令和 3 年 4 月～ 書記を担当し議事録作成した。模試試験監督、講座の 

 令和 4 年 3 月 見守りを行い、学生の学習環境を整えた。 

4）図書館運営委員、教員会 令和 4 年 4 月～ 大学教員の研究分野を広く地域や学生に伝えるための 

 令和 4 年 3 月 展示について協議した。 

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 



（著書）     

1.2019 年出題傾向がみえ 共著 平成 30 年 12

 

株式会社ピラールプ

 
2019 年の看護師国家試験対策問題集と 

る必修問題  月 

 
レス  して、近年出題された問題と要点がまと 

   Ｂ5 判 全 189 項 められている。 

    共著者：守本とも子（監修）、松浦純平 

    （編著）、井上昌子、斎藤英夫、溝口み 

    ちる、明神一浩（著） 

    本人担当箇所は、要点編「健康に影響す 

    る要因」「人間のライフサイクル各期の 

    特徴と生活」「主な看護活動の場と看護 

    の機能」「人体の構造と機能」「疾患と 

    徴候」「診療に伴う看護技術」の一部を 

    担当した。 

     

2.2020 年解いて、わかる！ 共著 令和元年 11 株式会社ピラールプ

 

2020 年の看護師国家試験対策として必

 覚えて合格！必修問題  月 レス  必修問題の過去問と要点の解説してい

 問題集   Ｂ5 判 全 172 項 る。過去問の解説を一部担当した。 

    共著者：守本とも子（監修）、松浦純平 

    (編著) 

     本人担当箇所：P14-15、P24、P32-33 

      

3.2020 年解いて、わかる！ 共著 令和 2年 3月 株式会社ピラールプ 2021 年の看護師国家試験対策として小 

 

 

 

覚えて合格！小児看護学/   レス  児領域の過去問と解説している。 

看護の統合と実践 問題   B5 判 全 98 頁 共著者：守本とも子 (監修), 山口 求 

集    （編）、井上昌子 

    本人担当箇所：p13-33、p35-40、p42-52、 

     P56-66. 

     

4. 2021 年解いて、わかる! 共著 令和 2年 5月 株式会社ピラールプ 2021 年の看護師国家試験対策として小 

覚えて合格！小児看護学

 
  レス  児領域の過去問と解説している。 

問題集   B5 判 全 80 頁 本人担当箇所は、過去問編全般の解説 

    を担当した。 

    共著者：守本とも子（監修）井上昌子 

    （編著） 

    本人担当箇所：p6-80. 

     

5. 2021 年出題傾向がみえ 共著 令和 2年 7月 株式会社ピラールプ 出題基準平成 30 年版に基づき中項目に   

る小児看護学(中項目にみ

 
  レス  見た要点編と解説付き過去問題集で、国 

た要点と 176 問過去問題   B5 判 全 148 頁 家試験に頻出される重要な内容につい 

集）    て分かりやすく解説した。 

    共著者：守本とも子（編著者）、山口求 

    （著）、井上昌子 

    本人担当箇所：p112-148 

     

6. 看護師国家試験 直前 共著 令和 3年 3月 金芳堂 2021 年の看護師国家試験対策として社 

前 社会福祉学領域ファ   A5 判・170 頁 会福祉についてまとめられている。 

イナルチェック    本人は、第 5 章「介護保険制度」2.介護 

    保険制度の仕組みを執筆担当した。 

    監修：星野政明、編著：守本智子、富永 

    堯史、執筆：井上昌子他 20 名 

    本人担当箇所：p52-57 

     

（学術論文）     

1.原著「老人性皮膚搔痒 共著 平成 31 年 3

 
医療福祉情報行動科 シュガー・スクラブを用いたスキンケア

 症」のシュガー・スクラブ

 
 月 学研究、 の効果をケア群と統制群に分けて検証 

よるスキンケアの効果の   Vol.6,March,2019 した。 

検証（査読付）    共著者：高橋寿奈、斎藤英夫、山口求、

     吉村雅世、佐藤郁代、野口寿美子、井上

     昌子、守本とも子 

    本人担当部分：研究準備、研究遂行、 



    データ入力を行った。 

     

2.高齢者の「老人性皮膚 共著 平成 31 年 3 アビザル・ジャパン委

 
老人保健施設において、シュガースクラ 

掻痒症」のシュガー・スク  月 託研究報告書、 ブを塗布し、マッサージをおこなった。 

ラブによるスキンケア効

 
  全 10 頁 皮膚水分量・脂分量とも有意に上昇し、 

果の検証    保湿効果によるバリア機能となること

     明らかとなった。 

    共著者：山口求、守本とも子、吉村雅世、 

    佐藤郁代、斎藤英夫、高橋寿奈、井上昌

     子、野口寿美子 

    本人担当部分：研究準備、研究遂行、 

    データ入力を行った。 

     

3.原著「レスパイトケアを 共著 令和 3 年 10 日本看護科学会誌 共著者：井上昌子、守本とも子、中馬成 

利用する母親の重症心身  月 21 日 41 巻 p614-p622 子 

障害児（者）のきょうだい    本人担当箇所：研究計画の立案と実施，

 に対する思いの変化」    論文を執筆した。 

（査読付）     

     

（学会発表）     

1.「レスパイトケアを継続

 
共著 令和 2年 9月 第 46 回日本看護研究 レスパイトケア利用を継続することで， 

利用する在宅重症心身障

 
 28～11月8日 学会学術集会 母親の休息時間の確保だけでなく，緊急 

害児（者）の母親の心理   講演集 p261. 時や将来の生活 の場として「安心して 

プロセス」    子どもを預けられる場所」が出来てい 

    た。同じ苦痛や罪悪感に悩んできたピア 

    サポートによる共感的な支援や、ソー 

    シャルサポートの中でも情緒的サポー 

    が罪悪感」や事績の念を抱いていた母親 

    にとって有効かつ重要であることが明 

    らかとなった。 

    共著者：井上昌子、中馬成子、守本とも 

    子 

     

2.「レスパイトケアを利用 共著 令和 2 年 12 第 40 回日本看護科学 母親は, レスパイトケアを利用するこ 

する母親の在宅重症心身  月 12～13 日 学会学術集会 とでずっと我慢を強いているきょうだ 

障害児（者）のきょうだい   （東京・Web） いへの申し訳なさや罪悪感から解放さ 

に対する思い」   一般講演集 p155 れ、愛情が満たされる喜びを感じていた 

    ことが明らかとなった。レスパイトケア 

    は、きょうだいの負の感情を発散するこ 

    とができ、母子間の情緒的欲求が満たさ 

    れることで、安定した親子関係の構築に 

    つながることが示唆された。 

    共著者：井上昌子、中馬成子、守本とも 

    子 

     

3.「重症心身障害児（者）

 
共著 令和 3年 3月 日本看護研究学会 母親はレスパイトケア利用時に、子を預 

母親のレスパイトケア利  20 日 第 34 回近畿北陸地方 ける罪悪感や、移動の負担感、サービス 

用時の困難さと感情」   会学術集会 や看護師に対する様々な困難さを経験 

   （奈良・Web） 

 
していることが明らかとなった。母親の 

   抄録集 P34 葛藤や気掛かりに対する心理的支援を 

    行い、子を安心して預けられるように長 

    期的な関わりが必要であった。 

    共著者：井上昌子、中馬成子、守本とも 

    子 

     

（その他）     

1.第 39 回日本看護研究学

 
 令和元年 8月  学術集会において、学会運営に携わっ 

学術集会実行委員（大阪）  20～21 日  た。 

     

2.日本看護研究学会第 34

 
 令和 3年 3月  学術集会において、学会運営・抄録編集 



近畿・北陸地方会学術集会  20 日  に携わった。 

実行委員（奈良）     

     

3.第 27 回日本看護診断学

 
 令和 3年 7月  学術集会において、学会運営に携わっ 

学術大会企画運営委員会  17～31 日  た。 

（奈良）     

 
［注］       

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。 

２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。 

３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。 

① 著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。 

② 著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。 

③ 共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。 

④ 最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。 

⑤ 芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、 

特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの 

がある場合もこれに含めてもよい。 

















年月日

・小レポートの活用
2018年、2019
年、2020年4月

2021年6月

2021年6月

2020年7月

2022年1月

2021年4月～6
月

2022年6月～12
月

年月日

1998年3月

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

看護師免許（第1018456号）、助産師免許（第
106495号）、保健師免許（第88011号）取得

・助産学共用試験問題作成
全国助産師協議会から会員校に対する依頼で、助産師教
育における実習生の質保証のための助産学共用試験問題
を作成し、登録を行った。

全国助産師協議会の「令和4年度助産師国家試験プール問
題公募の啓発・応募促進事業」で、協力員となり、一つ
のグループでリーダーとなり、3回のzoomによるオンライ
ンミーテイング、メール会議等を行い、厚生労働省に試
験問題を登録した。

５　その他

「母性看護援助論」での学生評価は、授業への積極的な
参加度3.95、説明のわかりやすさ3.80、要点の明確さ
3.89、授業内容の分量の適切さ3.57、聞き取りやすさ
4.05、資料のわかりやすさ3.82と、概ね、学生は授業に
積極的に参加しており、授業は要点が明確で説明や資料
もわかりやすく、聞き取りやすい。授業の分量は多いか
らどちらとも言えないという状況であった。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

３　教育上の能力に関する大学等の評価

・学生による授業評価アンケート結果における評
価

関西大学人間健康学部・人間健康研究科の非常勤講師と
して担当の「医学一般Ⅰ」（専門・選択科目、1年次配
当、半期）に対して2020年度に実施された学生による授
業評価において、約7割の学生が「友人や後輩に推薦した
い授業内容」、「総合的に判断してこの授業は意義のあ
るものだった」と回答していた。（回答数293/330人：
88.7％）

関西大学人間健康学部・人間健康研究科の非常勤講師と
して担当の「医学一般Ⅰ」（専門・選択科目、1年次配
当、半期）において、授業1回目に学生自身がその時点で
考える「健康とは」を小レポートとして課した。小レ
ポートから学生たちの授業に期待しまた求めている内容
およびプレコンセプションケアを意識した内容とするこ
とで、学生が自身や周囲の健康について考え、生活変容
に繋がるように内容を工夫した。学生の毎回の授業後の
感想や意見と授業評価アンケートより、自身や周囲の健
康や生活に意識がいくようになっていた。

・視聴覚教育教材の作成と利用

奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として担当の
「母性看護援助論演習」（専門科目、3年次配当、半期、
必修1単位）において、授乳の場面でのケアや褥婦とのや
り取りを教員が演じる視覚教材を作成し、母性看護学の
主要な理論がどのように看護職がケアとして行っている
か、また褥婦の言動から心理・社会面の情報収集の方法
考える演習を行った。学生には、ケアが理論をもとに行
われていることやコミュニケーションの中での情報収集
の学びになっていた。

２　作成した教科書，教材

・母性看護学演習画像

奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として担当の
「母性看護援助論演習」（専門科目、3年次配当、半期、
必修1単位）において、授乳場面でのケアや褥婦と看護者
のやり取りを教員が演じた動画を作成し、看護過程の授
業で活用した。Classroomで共有し活用できるようにし
た。

女性の思い　妊娠・出産体験　助産ケア

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

令和5年3月31日

                                                                         氏名　山本　真樹子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド



　　2016年8月
(更新2020年8月)

2016年〜2018
年

2016年9月〜
2018年12月

2017年〜2019
年9月

著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）
1

（学術論文）

1.妊娠糖尿病と診断された女
性の体験についての一考察～
出産後の振り返りから～

共著 2023年

GDMと診断された女性の体験について知り、助産
師の支援方法を検討することを目的に研究を行っ
た。女性の語りから、「GDMと診断された後の思
い」、「糖尿病という言葉への反応」など7つの
カテゴリーが抽出された。GDMを診断される妊娠
週数から、身体面の治療やケアと同様に、母親役
割取得過程への影響を考えた関わりが必要である
と示唆されていた。

2.女性の出産体験と助産師の
ありよう

単著 2016年2月

女性の出産に焦点を当て、出産経過での身体変化
に対する女性の身体感覚と、女性とその出産の場
を共有する人との関係性と、出産の方向性を示す
一つの因子である時間という３つの視点から、出
産を女性がどのように体験しているか、また、助
産師が女性の出産をどのように捉えて関わってい
るのかを知り、出産の意味と出産の場における助
産師のありようを検討することを目的におこなっ
た。

（その他）

1院内研究発表会（報告）GDM
と診断された女性の思いへの
一考察〜出産後の振り返りか
ら〜

共同 2019年9月

GDMと診断された女性の思いを聞き、A病院におけ
るGDMと診断された女性への具体的な支援方法に
ついて検討することを目的に、5名のGDMと診断さ
れた女性に出産後に振り返りというかたちで半構
造化面接を行った。次年度に別のグループに引き
継ぎ、介入研究につなげた。

:

医療福祉情報行動科学研
究Vol.10,pp47-
54(2023.3.24)

武庫川女子大学大学院臨
床教育学研究科臨床教が
育学専攻学位論文

大阪府済生会茨木病院研
究発表会

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

・済生会茨木病院　看護研究

EPDSを使用する時期の検討についての研究、GDM妊
婦への助産ケアについての検討についての研究
（2017年〜2019年9月）

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項

・済生会茨木病院　看護学生実習指導
正看護師臨床指導（受け持ち褥婦と新生児のケ
ア）（20016年4月〜2018年3月）

・済生会茨木病院　助産学生実習指導 助産学生の分娩介助の指導

新生児蘇生法「専門」コース修了（認定期間：
2020年8月23日～2023年8月22日）

２　特許等



（注）

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。
２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。
３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。
①	著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
②	著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。
④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの
がある場合もこれに含めてもよい。



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5年  ３月 31日 

氏名  松居 典子     

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

母親の育児不安，育児困難，多胎育児  育児不安，育児困難，多胎，育児支援  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1「母性看護学方法論」（藍野大学短期大学部） H28～H31 妊娠期，分娩期，産褥期，新生児期の演習を指導する 

  産褥期の経過とアセスメント、看護について講義する 

2「研究Ⅱ」（藍野大学短期大学部） H28～H31 卒業研究を指導する 

3「ゼミナール」（藍野大学短期大学部） H28～H31 8～9名でのグループ研究を指導する 

4「母性看護学実習」（藍野大学短期大学部） H27～H31 臨地実習を指導する 

5「母性看護援助論」（奈良学園大学） R2～ 分娩期，産褥期の経過と看護について講義する 

6「母性看護援助論演習」（奈良学園大学） H31～ 妊娠期，分娩期，産褥期，新生児期の演習を指導する 

7「母性看護学実習」（奈良学園大学） R1～ 臨地実習で実際の対象に応じた看護について指導する 

8「ウィメンズヘルス学」（奈良学園大学） R2～ 女性のライフサークル各期の健康課題と健康支援につ 

  いて講義する 

9「助産診断技術学Ⅲ」（奈良学園大学） 

「助産診断・技術学演習 
R2～ 産褥期の助産診断、助産ケアについて講義やグループ

よる   ワークによる指導を行う 

10「助産診断技術学演習Ⅰ」（奈良学園大学） 

ウィメンズヘルス額 
H31～ 分娩期のケアを演習指導する 

11「助産診断技術学演習Ⅱ」（奈良学園大学） H31～ 妊娠期，産褥期，新生児期のケアを演習指導する 

12「助産診断技術学実習」（奈良学園大学） R1～ 臨地実習で実際の対象に応じた助産ケアを指導する 

13「ラーニングスキルズ」（奈良学園大学） R2 １年生に文献資料の検索や論文作成などゼミ形式で指 

  導する 

14「卒業研究Ⅱ」（奈良学園大学） H31～ 卒業研究を指導する 

   

２ 作成した教科書，教材   

   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 H29～ 学生による授業評価アンケートにおいて評価を得る 

   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1 藍野大学 短期大学部 助手 H27,8～  

 H31,3  

   

５ その他   

   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許 

 

  

1 看護師免許 

助産師免許取得 
H10,4  

2 助産師免許 H11,4  

3 受胎調節実地指導員 H11,4  

4 藍野大学 看護学研究科 看護学修士 H31,3  

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 特許等   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

４ その他   

1 滋賀県大津市新生児訪問 H27～31 新生児訪問を実施 計測，指導，相談など 

   



 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）    社会福祉学領域の看護師国家試験対策 

児童家庭福祉 次世代育成支援・少子化

対策 
1看護師国家試験直前社会 

福祉学福祉 
共著 令和 3年 3月 株式会社金芳堂 A5版 全 170頁 

編者対策に関連した内容について 福祉学領域ファイナルチ

ェェック 2 
   編者：守本とも子、富永尭史 

ェック    「児童家庭福祉 次世代育成支援・少子

化     対策」P.125～P.128を単著 

     健やか親子 21，少子化対策について 

     

（学術論文） 

 

    

1 定頸までの双子の育児

体 
単著 H31,3 藍野大学看護学研究 双子を育児中の母親8名へのインタビュ

ー 験から生まれた母親の技   科看護学専攻修士論 を行い、定頸までの育児体験から生まれ 
 

 
  文 た、双子育児ならではの育児方法や、観 

    察方法、児への関わり方などの育児の工 

    夫を検討し、母親の創意工夫から生まれ 

    た双子育児の方法を育児支援に役立て 

    る 

      

2 重症心身障害児（者）の 共著 R2,2 日本医療福祉情報行 入院中の重症心身障害児（者）をケア群 

清潔援助としてスキンケ   動科学会誌「医療福祉

情報行動科学研究 
とコントロール群に分けケア群にはカ 

アの提供によるストレス   情報行動科学研究」 ラダキレイとシュクレを用いて清潔ケ 

に関する研究   第 7巻 2020年 3月 アを行いストレスへの効果を検証した。 

   P.73～P.81 

 
（共著者：山口求，松居典子他 10名） 

     

3 重症心身障害児（者）の 共著 R2,3 アビサル・ジャパン KK

委 
入院中の重症心身障害児（者）をケア群 

清潔援助としてスキンケ   受託研究報告書 とコントロール群に分けケア群にはカ 

アの提供によるストレス   令和 2年 3月 

P 
ラダキレイとシュクレを用いて清潔ケ 

に関する研究   P.1～P.9 

 
アを行いストレスへの効果を検証した。 

    （共著者：山口求，松居典子他 10名） 

     

     

4 ＮＩＣＵ退院後の母親

が 

 

共著 R2,3 日本小児保健協会 ＮＩＣＵに入院経験のある、第１子育児 

求める入院中の育児支援  投稿中  中の母親８名へのインタビューを行い、 

    入院中に求めていた育児指導や育児支 

    援を検討し、NICUでの母親への指導・ 

    援助を考案した。 

    （共著者：寺本久美子, 松居典子,今村 

    美幸） 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

（その他）     

1     

2     

3     

     



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5 年  5 月 1 日 

氏名  松浦 尚子 

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 基礎看護学  基礎看護技術演習，評価 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

（1）国家試験対策における eポートフォ

リオの導入 

 

平成27年 4月～現

在 

国家試験対策のため，eポートフォリオを活用し，学生

の目標を明確にし，モチベーションを低下させず国試に

向かわせ合格に導いた。 

（2）基礎技術演習へのルーブリックの導

入 

平成29年 4月～令

和 2年 3月 

白鳳短期大学看護学専攻「基礎看護学方法論Ⅳ（診療の

補助技術）」（2年次配当，半期，必修科目，2単位）

において，基礎看護技術演習でルーブリック評価を導入

し，学生のパフォーマンスを含む主体的学修，演習後の

課題レポートの基準の明確化を行った。 

（3）人体の構造と機能の授業において書

画カメラの活用 

平成30年 4月～令

和元年 8月 

白鳳短期大学看護学専攻「人体の構造と機能Ⅰ，Ⅱ」（1

年次配当，半期，必修科目，各 2単位）において，栄養

の消化と吸収を担当し，書画カメラを活用しながら，消

化器の構造と機能の理解を深める取り組みを行った。 

（4）社会福祉学の授業でのグループワー

クの導入 

平成30年 4月～令

和元年 8月 

白鳳短期大学看護学専攻「社会福祉学」（1年次配当，

半期，必修科目，2単位）において，前半は講義を行い，

後半は問題提起，グループワーク，発表，解説を繰り返

し展開した。このことで学生からは，社会福祉がどのよ

うに生活と結びついているのかを理解することができ

たと評価が得られた。 

（5）基礎技術演習での感染対策を行いな

がらの実施による学びの確保 

令和 2年 5月～令

和 3年 3月 

奈良学園大学「看護技術演習Ⅰ」（1年次配当，半期，

必修科目，2単位）において，演習は学年を 4分割し，

感染対策を講じながらすべての演習単元を実施し，「よ

り良い」を深めることができた。 

（6）国家試験対策の領域別の講義 
令和 3年 1月 

令和 4年 1月 

奈良学園大学の国家試験の領域別の対策講習において，

基礎看護学領域の過去 10 年間の国家試験問題から出題

基準別に出題傾向を分析し講義を行った。 

２ 作成した教科書，教材   

特記事項なし   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

（1）学生による授業評価アンケート 令和元年前期 

白鳳短期大学看護学専攻での令和元年度の学生による

授業評価は，専攻の平均 4.0 を上回り平均 4.19～4.7 と

なっている。 

４ 実務の経験を有する者についての特   

（1）奈良県立高田高等学校の学生に模擬

授業 

平成 30 年 9月 28

日 
看護師の仕事について 

（2）奈良県立五條高等学校の学生に講義 平成 31年 3月 4日 高齢者看護について 

（3）大阪市立扇町総合高等学校の学生に

模擬授業 
令和元年6月 24日 バイタルサインについて 



（4）大阪府立懐風館高等学校の学生に模

擬授業 
令和元年7月 17日 看護師の仕事について 

（5）奈良県立高田高等学校でフィジカル

サポート 
令和元年7月 19日 CPR と AED について 

（6）梅花高等学校の学生に模擬授業 
令和元年 12 月 12

日 

看護師の仕事と看護師になるための高校生活の過ごし

方について 

（7）高田商業高校の学生に模擬授業 
令和 3年 11 月 26

日 
自分の身体を知ろう！ 

（8）東大阪市立日新高等学校で 3年次進

路探求講座の講師 
令和 4年 5月 12日 看護師に必要な知識 

５ その他   

（1）白鳳短期大学総合人間学科看護学専

攻における教育実績 

平成27年 4月～平

成 28 年 3月 

白鳳短期大学において成人看護学Ⅳ（慢性期・終末期）

を 3名の教員と，成人看護学Ⅴ（看護過程）を 4名の教

員で講義を担当。成人看護学実習Ⅰ（急性期・周手術期），

成人看護学実習Ⅱ（慢性期）の実習を担当し実数指導を

行った。 

（2）白鳳短期大学総合人間学科看護学専

攻における教育実績 

平成27年 4月～平

成 28 年 3月 

平成30年 4月～平

成 31 年 3月 

白鳳短期大学において学生の人間力を高めるため，2年

次生に人間学研究Ⅲ・Ⅳ（前・後期）の授業を 3名の教

員と担当した。 

（3）白鳳短期大学総合人間学科看護学専

攻における教育実績 

平成27年 4月～令

和 2年 3月 
白鳳短期大学において卒業研究Ⅱの担当を行った。 

（4）白鳳短期大学総合人間学科看護学専

攻における教育実績 

平成28年 4月～平

成 31 年 3月 

白鳳短期大学において学生の人間力を高めるため，1年

次生に人間学研究Ⅰ・Ⅱ（前・後期）の授業を 3名の教

員と担当した。 

（5）白鳳短期大学総合人間学科看護学専

攻における教育実績 

平成28年 4月～令

和 2年 3月 

白鳳短期大学において看護学概論を 4名の教員で担当，

基礎看護学方法論Ⅳ（診療の補助技術）の講義を担当。

基礎看護学実習Ⅰ，基礎看護学実習Ⅱを担当し実習指導

をおこなった。 

（6）白鳳短期大学総合人間学科看護学専

攻における教育実績 

平成29年 4月～平

成 29 年 9月 
白鳳短期大学において保健学総論の授業を担当した。 

（7）白鳳短期大学総合人間学科看護学専

攻における教育実績 

平成30年 4月～令

和元年 9月 
白鳳短期大学において社会福祉学の授業を担当した。 

（8）白鳳短期大学総合人間学科看護学専

攻における教育実績 

平成30年 4月～令

和元年 9月 

白鳳短期大学において生体機能学Ⅰ，生体機能学Ⅱの消

化器の授業を担当した。 

（9）白鳳短期大学総合人間学科看護学専

攻における教育実績 

平成 30 年 10 月～

令和 2年 3月 

白鳳短期大学において統合実習で1グループを担当し実

習指導を行った。 

（10）白鳳短期大学総合人間学科看護学専

攻における教育実績 

平成31年 4月～令

和 2年 3月 

白鳳短期大学において国試対策のサブリーダーを担当

し，学生を合格へと導いた。 

（11）奈良学園大学保健医療学部看護学科

における教育実績 

令和 2年 4月～現

在 

奈良学園大学で，看護基礎技術演習Ⅰを 4名の教員，看

護基礎技術演習Ⅱを 4名の教員で講義を担当している。 

基礎看護学実習Ⅰ，基礎看護学実習Ⅱを担当し実習指導

を行っている。 



（12））奈良学園大学保健医療学部看護学

科における教育実績 

令和 2年 4月～現

在 
奈良学園大学で卒業研究Ⅱの担当している。 

（13）奈良学園大学保健医療学部看護学科

における教育実績 

令和 2年 4月～現

在 

奈良学園大学で公衆衛生看護学Ⅱ（学校保健）を 2名で

担当している。 

（14）奈良学園大学保健医療学部看護学科

における教育実績 

令和 3年 4月～現

在 

奈良学園大学でヘルスアセスメントの授業を4名で担当

している。 

奈良学園大学保健医療学部看護学科にお

ける教育実績 

令和 3年 4月～現

在 

奈良学園大学で統合実習の担当し実習指導を行ってい

る。 

（10）白鳳短期大学総合人間学科看護学専   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

（1）看護師免許 
昭和 63 年 5月 18

日 
登録番号 第 630355 号 

（2）養護教諭Ⅰ種免許状 平成 7年 3月 31日 登録番号 平 6養 1 第 2013 号 

（3）保健師免許 平成 7年 5月 12日 登録番号 第 77561 号 

（4）看護師養成所専任教員資格 平成 27 年 3月  

２ 特許等   

   特記事項なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特   

（1）教務部 
平成27年 4月～令

和 2年 3月 

白鳳短期大学教務部で教務副リーダーとして時間割の

調整・変更作業，定期試験の準備，非常勤講師との連絡

調整等を行い，授業が円滑に進むよう調整を行った。 

（2）学年のリーダー・サブリーダー 
平成28年 4月～令

和 2年 3月 

白鳳短期大学で学年のリーダー，サブリーダーを行い，

学年での国試対策の企画運営，人間力を高めるための企

画，運営等を行った。 

（3）領域でのリーダー 
平成30年 4月～令

和 2年 3月 

白鳳短期大学で領域のリーダーとして，基礎看護学領域

の授業，実習の調整，実習病院への書類の作成，実習グ

ループの構成等を行った。更に実習後の実習発表会の企

画・運営を行った。 

（4）学生生活 
令和 2年 4月～現

在 

奈良学園大学で大学生活がスムーズに進められるよう，

観察を行い，メールでの相談，対面での相談を行ってい

る。 

（5）入試広報 
令和 3年 4月～令

和 4年 3月 

奈良学園大学で入試広報委員として，オープンキャンパ

スの企画・運営，学校見学の対応，学校パンフレットの

構成等を行っている。 

４ その他   

   特記事項なし   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

     

     

（学術論文）     

1 看護技術演習における学

生評価の検討 
共著 

平成 31 年 1

月 

星槎大学大学院教育

学研究科 教育学専

攻 修士論文 

基礎看護学技術演習の評価として，パフ

ォーマンス評価と演習レポートのルー

ブリック評価を導入しその有用性を検

証した。（共著者：松浦尚子、佐藤智彦） 

2 基礎看護技術演習におけ

る学生の主体的学修の評

価に関する検討 

 

共著 令和 3年 3月 

医療福祉情報行動科

学 研 究  2021.Vol8 

P99-114 

基礎看護技術演習でルーブリック評価

を導入し，学生のパフォーマンスを含む

主体的学修，演習後の課題レポートの基

準の明確化を行った。（共著者：松浦尚

子，佐藤智彦） 

（その他）     

学会発表     

学生の主体性を引き出す

有効な教育支援の検討 
共著 

令和 4年 12

月 

第 42 回日本看護科学

学会 

統合実習での実践を振り返り，教員のど

のような支援が学生の主体性を引き出

しているかを明らかにしていった。（共

著者：松浦尚子，西薗貞子，小林由里） 

     

 



年月日

平成24年4月～
平成29年1月

平成24年4月～
平成29年1月

平成24年4月～
平成29年1月

平成28年4月～
平成29年1月

令和2年4月～
令和2年8月

座学やグループワークのみにとどまらず、学生がいか
に効果的・能動的に授業を行うことができるのかを考
え、「診療行為を支援する技術Ⅰ」の注射の授業で実
施した。「注射」は学生にとって一番興味を示す反
面、医療事故にも繋がるものと考えたためである。学
生は、「皮下注射」「皮内注射」「筋肉注射」「静脈
内注射」のどれか一つを担当し、他のメンバーに自分
が教授したことを伝える。まず、事前課題を提示し、
授業当日に役割別の専門家チーム皮下、皮内、筋肉、
静脈内それぞれの注射）に参加し、他者に教えること
ができるまで学び合う。その後は、学生は他のグルー
プで教員役となり実施する。教員はそれぞれの専門家
チームのアドバイザー的存在として指導する。ジグ
ソー学習前には、教員による授業と実践を行い、根
拠、留意点、ポイントを伝えている。授業評価には、
30項目の授業アンケートを作成し、「責任感を感じ
た」「自分から進んで理解しないとこの授業は難し
かった」「友達に伝えようという気持ちを持った」な
ど、の声が多数寄せられた。

（３）統合看護学実習を意識した統合看護技術の
実施（社会医療法人　機内会　岡波看護専門学校
3年生）

ケーススタディ、シナリオを用いた演習を行った。6
名の受け持ち患者を想定し、グループで患者の優先順
位を考えた行動計画の立案をさせた。その後、モデル
人形を活用し、実際に上京設定したうえで、観察項目
や看護技術などの演習を行った。隣接する病院看護師
および1年生の学生の協力のもと、統合看護技術試験
を行った。時間内に優先順位を考え、ナースコールの
対応やリーダー、メンバーの役割等を確認した。ま
た、この授業の中には、統合看護知識確認として、統
合看護技術、医療安全の確認試験を行った。学生は実
際にはできなかった場面が多く、看護師国家試験の受
験終了後から卒業するまでの間、技術練習を自主的に
行うようになった。

（４）実習調整者　（社会医療法人　機内会　岡
波看護専門学校）

実習調整者の役割である年間計画をもとに、臨地実習
（基礎看護学実習、領域別実習、統合実習）におけ
る、実習施設および各担当教員との調整、実習調整会
議にて司会進行等を行った。

（５）基礎演習Ⅰラーニングスキルズ（奈良学園
大学　保健医療学部看護学科　1年生）

1年次生が大学の学習に慣れ、4年間の大学生活を有意
義におくるための基礎を習得することを目的とし、大
学での学習を進めるうえで必要となる基礎的な知識や
技能、学ぶ姿勢を身につけることを目標としている。
目標達成するためには、大学での学び方を身につけ
る、文献や資料を調べることができる、分析的かつ批
判的に文章を読み、意見を聞くことができる、論理的
かつ多方面に思考することができるとしている。課題
や積極的な授業参加ができるよう、ゼミ形式で行っ
た。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

（２）能動的な授業を考えたジグソー学習の導入
（社会医療法人　機内会　岡波看護専門学校　2
年生）

事項 概 要

１　教育方法の実践例

（１）基礎看護学の講義・演習の工夫と技術試験
の試み（社会医療法人　機内会　岡波看護専門学
校　1年生）

「生活を支援する技術Ⅱ」（環境、休息、活動）、
「生活を支援する技術Ⅳ」（食事・排泄）を担当し
た。パワーポイントや板書だけではなく、DVDも活用
し授業した。授業したことがすぐに演習できるよう、
白衣を着用し、すべての授業は実習室で行った。ま
た、事前学習をもとに、活発な意見を発言できるよ
う、グループワークを行った。入学後すぐの学生は、
自分で書籍を調べるということが難しいため、授業時
間内で図書室も利用した。そうすることで、よりグ
ループ内の協調性が増し、演習でも自ら考えて行動で
きるようになった。また、授業終了後には、学生にア
クションシートを記載してもらい、授業の目標と授業
の成果を照らし合わせ自己の授業評価を行った。「導
尿処置」の基礎看護学技術試験について、これまで
チェックリストによる基礎看護学技術試験を行ってい
たが、自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力などの
能力も含めた学習の到達度を評価していくことが重要
である。教員と学習者である学生にとって、学習の到
達状況を把握するための指標となるばかりではなく、
次の学習の方向性を示し、自己学習力を培う指針とな
るため、ルーブリック評価表を作成した。評価規準を
「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技術・表現」
「知識・理解」に分け、三段階の評価基準を設定し
た。ルーブリック評価を活用し技術試験を行った結
果、世具体的な評価ができた半面、全教員での統一が
いま一つであり、改善していく必要があった。

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

看護学，情報学

教 育 研 究 業 績 書

令和5年3月31日

氏名　溝口みちる

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

オストメイト、スマートストーマ



年月日事項 概 要

令和3年4月～
現在

令和2年9月～
現在

令和3年4月～
現在

平成30年9月～
現在

平成30年５月
～現在

令和2年9月～
現在

（９）成人看護学実習における学外実習の実践
（奈良学園大学　保健医療学部看護学科　3年
生）

成人看護学の担当となり、成人看護学実習Ⅰ（急性
期）および成人看護学実習Ⅱ（慢性期）の臨地実習指
導を担当している。成人看護学実習Ⅰ（急性期）で
は、学生は周手術期も含めた、手術を受けられる患者
さんを受け持ち、術前・術中・術後の看護展開を行
う。全身麻酔と術式による侵襲が身体へどう影響をお
よぼすのかを考え、術後の観察や状況に合わせた看護
ケア、退院に向けて必要なこと等を指導した。また、
成人看護学実習Ⅱ（慢性期）の実習では、障害受容の
過程、行動変容、自己効力感などをキーワードに、特
に患者さんの入院前の生活に目を向け、看護介入を行
うことができるようにする。

（８）成人看護援助論演習　（奈良学園大学　保
健医療学部看護学科　3年生）

（７）成人看護学援助論Ⅱ　慢性期・回復期・終
末期　（奈良学園大学　保健医療学部看護学科
2年生）

生涯疾患とともに生活することを余儀なくされている
対象者とその家族の看護、および終末期にある患者と
家族の看護について学習する。慢性期疾患患者の看護
においては、終生自己管理を必要としなければならな
い患者の心理状況を理解するとともに、具体的な看護
方法について学ぶ。目標は、慢性的な経過をたどる主
な疾患の特徴と、症状や治療が生活に与える影響と慢
性的な健康障害をもつ対象とその家族が病気と付き合
いながらセルフマネジメントできるための看護を理解
する。私は膠原病を持つ患者の看護、消化・吸収障害
をもつ患者の看護を担当する。ペーパーペイシェント
で看護過程を展開するために、まず、罹患した患者さ
んの経験や思いを理解する必要がある。そのために、
患者会等の患者さんの動画を事前課題として掲示し
た。それを踏まえ、患者さんおよびその家族に対する
看護を考え、退院後の生活に必要な指導についてグ
ループワーク行い、学びを深める。

成人期の急性期・慢性期・終末期にある対象を看護す
るために臨床場面で必要となる看護過程や看護技術に
ついて、演習を通して学ぶことが目標である。具体的
な目標は、１．適切な一次救命救急の手技が習得でき
る、２．ICUにおける術後看護の視点が理解でき、適
切な看護の視点での観察が分かる、３．周手術期にお
ける患者の看護過程の展開が分かる、４．簡易血糖測
定の意義を理解でき、その技術の習得と患者への指導
を考察できる、５．輸液ポンプ・シリンジポンプの操
作方法や管理が理解できる、６．COPDを持つ大腿骨頸
部骨折術患者の看護過程の展開が分かる、である。私
が担当する「COPDを持つ大腿骨頸部骨折術患者の看護
過程の展開が分かる」は、COPDの基礎疾患を持ちなが
ら大腿骨頸部骨折に対して手術を行い、退院後の生活
を見すえた看護を考えられるような事例とした。複雑
な事例ではあるが、実際に臨地実習では経験する事例
ではあると考え、患者さんやその家族の状況や気持ち
を考え、看護過程を展開できるようする。

（６）成人看護学援助論Ⅰ　急性期・周手術期
（奈良学園大学　保健医療学部看護学科　2年
生）

急激な健康破綻が対象者および家族に及ぼす様々な影
響を理解し、適切な看護援助ができるように学習す
る。急性期、リハビリ期、回復期にある患者と家族へ
の具体的看護方法を学ぶとともに問題解決能力を養う
ための学習を行う。目標は、クリティカル・周術期に
ある対象の生体反応や治療・回復過程の特徴を踏まえ
た看護を理解し、治療による身体機能、自己イメージ
の変化、苦痛の緩和などに対して、支援する看護を理
解する。また、倫理的側面を考慮した看護を理解す
る。私は、消化・吸収障害をもつ患者の看護を担当す
る。全身麻酔による影響や手術による侵襲を考え、消
化器疾患患者さんの術後合併症を予防するための看護
や回復に向けての看護を考えられるように教授する。
具体的には、事例を取り上げグループワークを通して
学ぶ。特に、人工肛門造設術を受ける患者さんは、排
泄経路の変更による不安が強い。十分な説明や個別性
を考え、また、術後回復よりストーマ管理を行うため
にも、術前から必要な看護を考えられるようにする。

（１１）卒業研究Ⅱ

学生が研究テーマを決め、深く研究を進めて論文を作
成することが目標である。学生2名を担当し、学生が
興味のある分野でテーマを決定し、文献検討を行って
いる。卒業研究Ⅰをもう一度振り返りながら論文と抄
録の作成までの指導を行っている。

（１０）統合看護学実習（成人看護学）における
学外実習の実践　（奈良学園大学　保健医療学部
看護学科　4年生）

成人領域の統合看護学実習の目的は、専門分野の実習
をふまえ、多様な看護の場において業務に即しなが
ら、保健医療チームの一員として多職種と連携し、
チーム医療を実践するための看護実践能力を高めるこ
とである。保健医療福祉チームにおける協働と連携、
メンバーシップやリーダーシップの在り方を考えた
り、看護をマネジメントできる能力を身につけるよう
に指導した。また、看護の実際と適正な評価、実施し
た看護から自身の看護観を明確にできるようにした。



年月日事項 概 要

平成25年4月～
平成29年1月

平成24年9月～
平成28年12月

年月日

平成10年3月  

平成12年3月  

平成24年1月  

令和2年3月  

平成30年4月～
令和元年3月

令和元年8月

令和2年2月～
令和3年3月

（２）日本看護研究学会第45回学術集会　実行委
員

「研究成果をためる　つかう　ひろげる　─社会に評
価される看護力─」をテーマに、令和元年8月20日、
21日の学術集会の役割を遂行した。

（３）厚生労働省認定看護専任教員養成講習会終
了

（１）日本看護技術学会第18回学術集会　企画委
員

「過去・現在から未来へ発信する看護イノベーショ
ン」をテーマに、令和元年9月7日、8日の学術集会の
開催に向けて、役割を遂行した。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　作成した教科書，教材

（１）学生の目標達成に向けたポートフォリオの
作成

「看護学探求」の授業があり、看護に興味・関心を
持っている学生に対し、授業を行った。「形態機能学
に関連した基礎看護技術」を担当し、授業の後、実際
に血圧測定やビニール手袋の装着・脱着の方法、体位
変換等を行った。学生からは、「看護師を目指そうと
決めた」「もっと勉強しないといけないと思った」な
どの声があった。

（３）日本看護研究学会第34回近畿・北陸地方会
学術集会　事務局（庶務）および企画実行委員

「看護の原点回帰　情緒的価値観へのパラダイムシフ
ト」をテーマに奈良学園大学登美ヶ丘キャンパスで実
施する予定であったが、新型コロナウイルス感染症の
影響にて、プログラムと演題を収録した抄録集をもっ
て、発表・大会参加のかたちとなった。

（２）看護師免許 第1075353号

４　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

学生が自らテーマや目標を決め、学び続ける学習法を
取り入れることを考え、ポートフォリオを作成した。
入学時にポートフォリオの説明を行い、ビジョンと
ゴールを記載させた。中間の面接時に、ゴールに向か
うためにはどうしていくのかを指導した。また、2～3
月には、各学年による発表の機会を設け、学生全員が
プレゼンをした。学生自身がどのように成長してきた
のかがわかり、また、学生は自信をもって成長できた
と主張できるようになった。

事項 概 要

１　資格，免許

奈良学園大学大学院 修士課程　看護学専攻（４）修士（看護学）

特記事項なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

（１）三重県立名張桔梗ヶ丘高等学校　出前講座

５　その他

厚生労働省認定三重県専任教員養成講習会

（１）准看護師免許 第17056号

特記事項なし



年月日事項 概 要

令和2年4月～令
和3年7月

令和2年4月～令
和3年7月

令和4年3月

平成27年4月～
平成29年1月

平成25年4月～
平成29年1月

平成25年4月～
平成29年1月

（３）学校における防災・災害に関する見直しを
検討

（４）第27回日本看護診断学会学術集会大会　企
画委員

「看護過程のプロセスとしての看護診断」をテーマ
に、これまでの看護診断を振り返り、現状から未来へ
どのように看護診断を発展させればよいかについて考
える機会とする。

「災害発生時に適切な判断・行動がとれる教員の養成
－防災マニュアルの再構築－」として、アクション
カードを作成した。実際に、防災訓練に活用し、「責
任者（指示命令）」「第一発見者（初期消火）」「応
援者（避難・誘導）」を行った。結果、焦らずスムー
ズに学生を誘導でき、自らの役割も担うことができ
た。また、隣接する病院内での業務改善発表会で発表
した。

（２）広報活動（社会医療法人　畿内会　岡波看
護専門学校）

（１）入試対策委員（社会医療法人　畿内会　岡
波看護専門学校）

入学試験に関する筆記試験監督および面接試験監督を
行った。判定会議に向けて、入試状況をまとめた。

三重県および奈良県内の高等学校を訪問し、学生募集
の案内を行った。また、学校ホームページのニュース
更新や広報業者との打ち合わせに参加するなど、広報
活動を行った。

４　その他

（６）日本オストミー協会　奈良県支部
若いオストメイトオンライン交流会（オストメイ
ト協会・奈良県支部）講師

オストメイトの参加者に向けて、自身の研究したオス
トメイトの余暇活動に関する内容を伝えた。

（５）第27回日本看護診断学会学術集会大会　特
別企画交流集会Ⅲ

「看護診断に基づく口腔ケアに関する現状と今後の展
望」のテーマで、看護基礎教育における学生、臨床に
おける看護師の口腔ケアアセスメント力、口腔ケア実
践能力の現状と課題について発表し、口腔ケアの今後
の展望について、看護基礎教育の立場と臨床の立場か
ら意見交換を行った。



年月日

2019年1月から　
　　　　2020
年3月まで

2022年4月から
2023年3月まで

2016年4月から
2018年3月まで

2018年4月から
2019年3月まで

2014年11月

2020年4月から

年月日

2013年3月27日

2013年4月8日

2017年8月28日

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は
発表の年

月
概 要

（著書）

（学術論文）

（学会発表）

1「ワールドカフェ形式による双方向のオ
ンラインイベント開催の試み」

共著 2021年1月

オンラインセミナー開催の事例報告により、
効果的な意見交換について検討を図り、
闊達な議論展開となるセミナープログラム
について多くの学びを深めた。

第215339号　保健師

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項 大阪大学医学部附属病院　ACLSコース受講

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

２　作成した教科書，教材

事項 概 要

１　教育方法の実践例

2.ロールプレイを採り入れた看護技術演習【基礎看護学講
座】

奈良学園大学　専門科目　基礎看護学技術演習Ⅱ　２学
年（前期・必修）２単位88名と１学年看護技術の基礎Ⅰ

（後期・必修）２単位88名を担当した。基礎的な看護技術
を身体の構造や科学的根拠に基づいて理解し、個別具
体的な患者に即したアプローチ方法を学び実践できるこ
とを目的とした。学生が座学での学びと事前学習をもとに

主体的な行動と思考を獲得することを目的にアドバイ
ザーとして関わった。

1.事例を用いた学習。ロールプレイの活用を採り入れた授
業設定【成人看護学講座】

梅花女子大学　専門科目　急性期看護援助論　3学年
（通年・必修）3単位80名
成人看護学実習1（急性期）を担当し、手術療法によって
生じる生体機能の変化と生活の変化を理解し、問題解決
に向けたアプローチ方法を学ぶことを目的とした。実習と
関連付けられた本科目では、事例展開を通して根拠を
もった看護過程の展開について学習を進めた。学生は
作成した看護問題と解決策のシナリオをもとに、根拠に
基づく理解をさらに深められるよう、学生の主体的な行動
を引き出す目的でアドバイザーとしての配慮を行った。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

医療人類学　臨床看護学

教 育 研 究 業 績 書

　　　　2023年　3月　31日

氏名　　森本　早紀

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

医療　実践知　感覚 　臨床看護

４　その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

日本国際保健医療学
会 第39回西日本地方
学会

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1.新人看護師に教育指導（大阪大学医学部附属病院）

４　実務の経験を有する者についての特記事項

新人看護師の教育支援担当として、学習支援計
画を立て、個別の状況に応じた支援を行った。

事項 概 要

１　資格，免許 第1666099号　看護師

電子カルテシステムを活用した看護の質の向上を
目的に所属部署の現任教育に取り組み、実践現
場における教育支援を行った。

3.　学会・学術団体の活動への貢献

2.記録委員（大阪大学医学部附属病院）

　第10回　日本移植・再生医療看護学会学術集会運営委員
学会進行や闊達な議論のためのサポートを行っ
た。

　日本WHO協会　関西グローバルヘルスの集い運営委員 
関西グローバルヘルスの集いが主催するセミナー
の運営を担い、機関紙『目で見るWHO』の編集を
担当する。



年月日

平成19年4月

平成19年4月

平成19年4月

平成19年4月

平成19年4月

教 育 研 究 業 績 書

令和5年　5月　1日

氏名　飯塚照史　印

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

4）義肢装具学における症例を通した実践的演習 青丹学園作業療法学科専任教員として担当の「義
肢装具学」（専門科目，2年次配当，半期，必修2
単位）において，能動義手ユーザーを招き，問題
点評価を通して，学生による自助具作成を実施し
た．評価技術の習得，自助具作成における考慮な
どを目的とし，学生の臨床実践に対する理解度が
向上した．

5）義肢装具学におけるメーカーによるデモ供覧 青丹学園作業療法学科専任教員として担当の「義
肢装具学」（専門科目，2年次配当，半期，必修2
単位）において，オットーボック社からの講師を
招き，メーカーによるデモを実践してもらい学生
に体験させた．今後の臨床実践における選択肢と
なる事，能動義手と筋電義手の長所，短所の理解
を目的とした．学生の理解度が向上した．

1）個別面談による学生の状況把握と対応 青丹学園作業療法学科専任教員として1年次担任を
務め，学生生活や今後について不安を抱えている
学生に対し個別面談を行った．自省を促し，勉学
における2年時への円滑な移行を促進するために面
接を実施し，学生の状況や指導，苦手な面などを
把握し，指導に役立てた．その結果，学生個々の
勉学への取り組みや，進路変更も含めて円滑な対
応が行えた．

2）模擬医療面接による評価技術習得 青丹学園作業療法学科専任教員として担当の「作
業療法評価学」（専門科目，1年次配当，半期，必
修2単位）において，事前に作成した模擬患者に対
する面接演習を実施した．この際，挨拶などのい
わゆる接遇面にも十分に説明したうえで，患者の
ニードをうかがう技術について実践的に行った．
その結果，学生の面接に対する理解度が向上し
た．

3）症例供覧を通じた作業療法の理解 青丹学園作業療法学科専任教員として担当の「身
体障害作業療法学」（専門科目，2年次配当，半
期，必修1単位）において，講師担当症例の経過を
供覧し，その実践的対応を教示した．学生の臨床
実践に対する理解が向上した．

人間医工学 リハビリテーション科学・福祉工学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

業績書－1



年月日事項 概 要

6）入学から卒業までの定期個人面談による
　 学生の状況把握および助言

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の講師として平成22年
度入学生および平成27年度入学生の担任を務め
た．当該学生の入学から卒業まで，留年者も含め
て総勢約80人に対し，毎年前後期併せて4回の定期
面談に加え，成績低迷学生やその他問題のある学
生に対して不定期面談を実施した．心理的問題を
主とする学生については，学内に設置された学生
相談室と連携し，対応を行った．問題ある場合に
は迅速な対応を行うい，学生の意識変容を促せ
た．その結果，退学者の減少に貢献できた．

9）コミュニケーション講座による実習への
   動機付け

平成25年4月
～

平成27年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の講師として平成25年
度3年次学生（40名），平成26年度3年次学生（30
名），平成27年度3年次学生（35名）に対し，実習
で必要とされるコミュニケーションについて，そ
の学術的意義から理論，実践，倫理などを教示し
た．さらに，昨今の学外実習による学生の諸問
題，特に精神的不調についても学問的知識を教示
し，予防的意義を含めた．一連の取り組みについ
ては，各回でアンケートを取った．その結果．学
外実習に対して漠然とした不安が，「指導者との
関係」などといった具体的な不安へとつながり，
これを学生が認識することで予防的効果を見込め
ることが分かった．また，倫理的事項に対する全
体討論を通じて，いわゆる接遇的コミュニケー
ションのみならず，医療倫理としてのコミュニ
ケーションを理解することにつながった．一連の
取り組みについては，大学教育に関する学会での
発表を3回，1篇の論文を通じて周知に努めた．さ
らに，コミュニケーション教育について先駆的役
割を果たされている桜美林大学リベラルアーツ群
の教授や，リハビリテーション関連職種における
養成教育での位置づけを強調される理学療法士な
どを招き，学内全体の取り組みとして周知に努め
た．これの功績が認められ，平成28年度からの新
カリキュラムにて授業化された．移行期間は，
「身体障害作業療法学実習」およびホームルーム
などで対応している．

7）リハビリテーション関連職種に対する総
   合的スプリント作製実習による装具療法
   の理解

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「義肢装具
学実習」（3年次配当，1単位）および，理学療法
学専攻の専門科目「義肢装具学実習」（3年次配
当，1単位）において，スプリント作製を通じた装
具治療の基本を教示した．具体的には，作業療法
学専攻については8種類，理学療法学専攻について
は3種類の作製を通じて，原因組織別の拘縮矯正に
対する評価技術やスプリント調整を行った．その
結果，学生の理解度が向上した．

8）レポート課題の評価基準統一による学生
   へのフィードバック

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）におい
て，提出される課題レポートの評価基準をS，A1，
A2，B1，B2などと8段階として統一し，それぞれの
採点基準を設けた．これを学生にフィードバック
することで，実習に向けての自身の課題の明確化
につながり，学生の動機が向上した．
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年月日事項 概 要

11）穴埋め式レジュメの使用による理解を促す講
義 態

令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科における人体構造学Ⅲの講義において，解剖学
的構造や名称の暗記に際し，穴埋め式のレジュメ
を使用することで理解と定着を図った．

12）症例提示を通じた実践的講義 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義において，適時症例提示を通じ
て，理論や治療法に関する実践的講義を展開し，
理解を促した．

10）学生個々の状況に応じた定期面談および指導 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として，チューターを努め，理学療法
学・作業療法学専攻学生の定期面談および個々の
状況に応じた指導を行った．

13）オンライン・オンデマンド方式を用いた講義 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義について，COVID-19感染予防の観
点から，Googleクラスルーム，Googleフォームを
駆使したオンデマンド，オンライン方式の講義を
展開した．講義内容は後日確認することも出来る
ようにし，復習用の教材としても提供した．各回
での確認テスト提出を義務付けることで，学習内
容の定着も図った．
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年月日事項 概 要

平成19年4月

平成19年4月2）国家試験対策資料 青丹学園作業療法学科専任教員，および星城大学
リハビリテーション学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻講師として，国家試験対策用の資
料作成を行っている．当該対策本は模試関連業者
からも多く発刊されているが，細項目の分類が学
生の理解と異なる部分があるように感じている．
例えば，装具関連の問題では，装具の理解ではな
く，神経損傷の理解が必要であったり，などであ
る．そのため，それまでの学生指導の要点を踏ま
えて，関連付けて覚えられるように講義を展開し
たうえで，これに関連する問題をまとめた資料を
作成，配布するようにしている．

3）小テストによる講義理解度の把握 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学Ⅰ」（2年次配当，1単位）において，
小テストを作成し各回の講義終了後に実施し，講
義理解度の把握に努めた．同時に講義に対する感
想も求め，次回講義でこれに応えるという形式で
展開した．これにより，学生の理解度は飛躍的に
向上し，身体機能障害領域を志望する学生が増加
した．

4）症例報告レポート作成を目的とした
   情報提供用資料

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）において
課題として提示する症例報告レポート用の症例情
報提供資料を作成した．当該資料には，個人情報
を保護したうえでの現病歴や既往歴，あるいは面
接時の逐語録などを示した．これを基にしたレ
ポート作成により学生は実践への理解度が向上し
た．

２　作成した教科書，教材

1）義肢装具学（スプリント作製）における
   記録用紙作成

青丹学園作業療法学科専任教員として担当の「義
肢装具学」（専門科目，2年次配当，半期，必修2
単位），および星城大学リハビリテーション学部
リハビリテーション学科作業療法学専攻の専門科
目「義肢装具学実習」（3年次配当，1単位）およ
び，理学療法学専攻の専門科目「義肢装具学実
習」（3年次配当，1単位）において，教科書だけ
でなく，実践に役立つスプリント作製を念頭に置
いた．後期のみで8種類程度の作製を実施した．ま
た，作製記録を毎回提出させ，再現性の高い記載
を指示した．また，作製時における評価の重要性
についても別時間を設け十分に説明し，これも記
載させることで学生の理解度が向上した．

5）講義用補助教材 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門基礎科目「臨床
運動学」（3年次配当，1単位）において，テキス
トに沿ったアウトラインについて資料を作成，配
布している．さらに資料内には，関連事項として
講師が経験した症例などを紹介する項目を設けて
学生に興味を引き出すように工夫している．
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年月日事項 概 要

7）作業で語る事例報告 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）におい
て，教科書として使用した．当該教科書では作業
療法学の文脈上にある作業について網羅的に示さ
れ，さらに実践として豊富な事例報告が収められ
ている．学生が率直に疑問に思う点について簡潔
明瞭に述べられているため教科書として採用し
た．さらに，講義内では教科書を用いた症例検討
の重要性を説き，学外実習において参考にするよ
う指導した．

　A4判　全164項
　編者：斎藤佑樹
　共著者：友利幸之助，上江洲聖，澤田辰徳

8）確認テスト 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義について，各回毎に学習内容に応
じた確認テストを作成した．質問項目も付記する
ことで適宜学生からの反応も確認することが出来
るようにしている．

6）体表解剖学における触診資料 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「臨床体表
解剖学」（1年次配当，1単位）において，筋骨格
の触診について再現性の高い資料を作成した．さ
らに，毎回触診した筋骨格に関する運動学的知識
などを先取りで教示し，小テストを行った．これ
により学生の解剖学への理解度が向上し，興味関
心の高まりがある．さらに，ロードマップとして
今後修得すべき知識を見せることで，勉学全般に
対する動機づけにつながっている．

9）穴埋め式レジュメの作成 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義について，学習内容における重点
項目を穴埋めとするレジュメを作成し，当該部分
での強調と筆記による定着を促した．また，試験
範囲の明確化にもつながるようにした．
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年月日事項 概 要

平成26年12月14日

平成28年12月

令和3年7月

令和2年6月22日

令和3年3月2日

2）星城大学学生による授業評価アンケート
   結果

星城大学において毎年実施している学生による授
業評価アンケートによると，3年次学生に対する
「義肢装具学」，および2年次学生に対する「身体
障害作業療法学Ⅰ」，いずれについても，95％以
上の学生から満足との高い評価をもらっている．

3）奈良学園大学学生による授業評価アンケート
　 結果

奈良学園大学において実施される授業評価アン
ケートについて，3年次学生対象の「義肢装具学」
「作業療法特論」，2年次学生対象の「人体構造実
習」「身体障害作業療法学Ⅱ」「作業療法評価学
演習Ⅰ（身体）」，1年次学生対象の「人体構造学
Ⅲ」において，いずれも5点満点中4.3程度の満足
度を得た．

4）学部長による定期面談 奈良学園大学保健医療学部において，学部長との
定期面談を実施した．専攻運営，大学運営，とり
わけ広報活動に関して一定の評価を受けた．

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1）星城大学再任評価 学長，学部長による面接評価を受けた．入試広報
委員会副部長としての活動による学内貢献，学生
教育への尽力，研究領域としての科研費取得など
が認められ，平成27年度かの再任が決定した．

3）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
　 認定ハンドセラピスト養成カリキュラム
   応用実践研修会「ハンドスプリントベーシ
   ックセミナー」，研修会講師

平成22年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される応用実践セミナーにて，座学
としてスプリントの力学，実践として作製実習に
つき継続して講師を務めている．毎年，おおむね
100名程度の参加者がいる．

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
　 認定ハンドセラピスト養成カリキュラム
  「入門セミナー」，研修会講師

平成20年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される入門セミナーにて，肘関節・
前腕の機能解剖につき継続して講師を務めてい
る．毎年，おおむね100名程度の参加者がいる．

2）奈良県作業療法士会主催
　 現職者講習会「後輩育成・協業」，講師

平成22年4月
～

平成24年3月

現職者講習会として，有資格者を対象に後輩育
成，協業について実践を通じた教示を行った．各
年ともにおおむね50名程度の参加者がいた．
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年月日事項 概 要

平成26年9月27日

平成29年9月14日

令和3年10月

令和3年11月

4）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
　 認定ハンドセラピスト養成講習会「機能解
   剖・触診セミナー」，研修会講師

平成23年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される基礎セミナーにて，手，手指
の機能解剖と触診実習の講師として継続して講師
を務めている．毎年，おおむね100名程度の参加者
がいる．

8)奈良県作業療法士会主催
　学術部セミナー「手のリハビリテーション」講
師

手外科疾患について，概要，評価，治療について
臨床上有用な情報を教示した．

9）奈良県作業療法士会主催
　現職者研修会「急性期の作業療法」講師

急性期の作業療法に関してリスクマネジメントを
中心に教示した．

5）愛知県作業療法士会主催
　 現職者講習会「職業倫理」，研修会講師

平成24年4月
～

現在に至る

現職者講習会として，有資格者を対象に職業倫理
について討論を通じた教示を継続して行ってい
る．各年ともにおおむね100名程度の参加者がい
る．

6）星城大学元気創造研究センター助成研究
   公開講座「リハビリテーション専門職養
   成課程におけるコミュニケーション教育」
   ，報告「作業療法学生に対するコミュニ
   ケーション教育」

本講座は星城大学元気創造センター助成研究とし
て実施した学生のコミュニケーション教育につい
ての研究成果を周知するために開催し，報告し
た．併せて講義も企画し，学生への教示も行っ
た．

7）星城大学FDセミナー
　「科研費取得のポイント」，研修会講師

これまで2度連続での科研費取得実績を評価され，
学内FDセミナーでの講師を務めた．自身の経験を
基に，成書で示される記載方法や研究の展開につ
いて教示した．
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年月日事項 概 要

平成22年4月

～

平成30年3月

平成25年4月

～

平成30年3月

3）修士論文指導実績

平成31年4月

～

現在に至る

５　その他

平成27年4月
～

平成30年3月

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の学生1名（テーマ：橈骨遠位端骨折後の患者満足
度とリハビリテーション期間の認識に影響する因
子についての研究）に対して，研究指導補助教員
として修士論文作成における研究計画策定から，
データ分析，論文作成，発表資料作成に至るまで
の一連を指導した．

　星城大学大学院リハビリテーション健康支援学
　研究科健康支援学専攻

4）学部科目担当実績 奈良学園大学保健医療学部にて，「基礎ゼミⅡ」
「人体構造学Ⅲ（神経・運動神）」「義肢装具学
（総論）」「義肢装具学」「身体障害作業療法学
Ⅱ（運動器・難病）」「作業療法評価学演習Ⅰ
（身体）」「作業療法評価学特論Ⅰ（身体障
害）」の科目担当として講義を行っている．

　奈良学園大学保健医療学部

1）学部科目担当実績 星城大学リハビリテーション学部にて，「身体障
害作業療法学」「身体障害作業療法学実習」「臨
床運動学」「運動学演習」「臨床体表解剖学」
「義肢装具学」「義肢装具学実習」「作業療法学
特論」の科目担当として講義を行った．

　星城大学リハビリテーション学部

2）修士課程科目担当実績 星城大学大学院リハビリテーション健康支援学研
究科健康支援学専攻にて，「病態運動学」「リハ
ビリテーション健康支援学」の科目担当として講
義を行った．

　星城大学大学院リハビリテーション健康支援学
　研究科健康支援学専攻
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年月日

平成10年3月

平成12年3月

平成19年4月

修士（保健学） 広島大学　第16792号

修士論文題目：指把持力の圧変化から見た書字動
作解析；健常人とパーキンソン病患者との比較

博士（保健学） 広島大学　第4258号

博士論文題目：ZoneII屈筋腱断裂修復後の後療法
の特徴に関する一考察 : 3週間固定法とKleinert
変法の経時的関節可動域の比較

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

作業療法士 第20618号

1）土谷総合病院リハビリテーション科
　 作業療法士

平成12年4月
～

平成14年3月

主に整形外科病棟に入院する患者および外来患者
のリハビリテーション業務に従事した．外傷，先
天性疾患に対して，筋力，関節可動域の改善，日
常生活動作能力の向上を意図した作業療法を実施
し，社会復帰へと導けるよう尽力した．併せて，
在宅でリハビリテーションを行う訪問リハビリ
テーションも行い，施設から在宅へとシームレス
な対応が出来るように他職種との連携も心がけ
た．

2）名古屋掖済会病院リハビリテーション科
   作業療法士

平成17年4月
～

平成22年3月

整形外科の一専門分野である手外科領域のみを担
当する作業療法士として，救急対応から医師と綿
密な連携を取りながら，術前，術中，術後対応を
行った．重度外傷にあっては，リハビリテーショ
ンが遅延することによって起こる障害が多いた
め，医師の手術の意図を踏まえた早期リハビリ
テーションを心がけた．

２　特許等

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

3）臨床実習における指導 平成17年4月
～

平成22年3月

名古屋掖済会病院にて常勤で在職中に大阪リハビ
リテーション専門学校延べ5人，星城大学リハビリ
テーション学部作業療法学科学生延べ2人に対し臨
床評価実習，臨床治療実習を実施した．手の外科
領域という特殊性があるものの，作業療法におい
て共通である実践技術について指導した．また，
作業療法だけでなく他職種の業務についても把握
するために，手術見学や外来診察，病棟回診など
にも同行してもらった．作業療法を実施する前に
他職種が多くかかわっていること，作業療法士と
して評価，実践するべき事項があることを理解し
てもらうよう努めた．
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年月日事項 概 要

平成29年7月18日

平成25年4月

～

平成28年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

5）一般社団法人日本海員掖済会名古屋掖済会
   病院主催地域貢献事業エキサイ健康教室
 「手と足と口の健康チェック」，研修会講師

通年シリーズで行われる地域住民への啓発として
の健康教室で講師を務めた．当該日においては，
握力などの測定も行い，自身の健康に対する意識
を高めてもらった．参加者および院内からの評価
も高く，今後も継続して行うこととなっている．

6）科学研究費取得（若手B） 橈骨遠位端骨折患者を対象とし，患者満足度と関
節可動域や筋力などの機能的因子の関連から，適
切なリハビリテーション期間を決定づける因子に
ついて探索検討した．他施設共同研究として160名
について検討したところ，機能的因子が患者満足
度に関連するのは術後8週までであること，終了に
係る印紙として患者とセラピストの間で一致する
アウトカムは患者立脚型評価であること，術後4週
をベースラインとすると患者立脚型評価において
33点以上の改善が必要であることが提案された．

「適切なリハビリテーション期間の決定に関わる
因子の探索的研究」

7）科学研究費取得（基盤C） 予め練習をした群（事前練習群）と練習をしない
群（非練習群）を設定し，指示された一定のつま
み力を維持する課題を与え，さらにそれぞれにN-
back課題（数個前の数字を想起し答える課題）を
負荷し，大脳前頭前野における脳血流量を近赤外
線分光法にて計測し，被殻した．結果，事前練習
群においては脳血流量の増大を認めず，筋電図に
おける振幅は漸減していた．一方，非練習群にお
いては事前練習群とは逆の傾向が認められた．以
上から，運動学習における習熟過程を前頭前野脳
血流量と筋電図がアウトカムとなる可能性が提案
された．さらに外傷による機能再建術としての腱
移行術後のリハビリテーションへの応用を提案し
た．

「健常人と腱移行術症例に対する前頭前野負荷と
運動学習遅延に関する実証的研究」

4）有資格者に対する実践研修指導 平成19年4月
～

平成22年3月

名古屋掖済会病院にて在職中に，手外科リハビリ
テーションに対する実地研修の受け入れを行って
おり，三河地域より2名，豊田地域より2名，名古
屋地域より3名の有資格者に対し，実技研修を指導
した．具体的には症例の病態に対する評価，治療
方針の立て方などを実践に即して指導，討論を通
じて洗練化を図った．

8）日本ハンドセラピィ学会理事としての活動 平成27年4月
～

現在に至る

会員数約700人の日本ハンドセラピィ学会において
理事を務め2期目となる．2期目からは認定資格審
査委員会事務局長の役を任ぜられ，認定ハンドセ
ラピストの申請，更新，研修会運営に係る全体調
整および報告のとりまとめ，など学会の根幹に関
わる部分を担当している．
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年月日事項 概 要

令和3年4月

～

現在に至る

令和4年4月

～

現在に至る

令和4年6月25日

令和4年8月28日

令和4年10月2日

12）科学研究費取得（基盤C） 脆弱性骨折の初発となる橈骨遠位端骨折は高率で
大腿骨頚部骨折といった二次骨折を発生するた
め，効率性のあるリスク評価が求められる．しか
し，上肢骨折が転倒を主因とする二次骨折へとつ
ながる一連のメカニズムは未解明である．これに
対し，左右上肢活動量の対称性と動的立位バラン
スの相関性を明らかにし，予備的検討にて骨折側
の運動制御パターンの変化を捉えた．すなわち，
上肢骨折による中枢機能の変化が下肢機能へと波
及しているとの仮説が成り立つ．方法としては，
一次運動野から脊髄前角での複数の運動核への投
射パターンを捉える筋シナジー解析を適用し，上
下肢の運動制御の変化と姿勢反射および平衡反応
との関連性を検討する．本研究は二次骨折のリス
ク評価への応用が期待される．

10）第5回中部日本ハンドセラピィ研究会代表
   世話人としての活動

平成30年1月27日 手外科専門医による一般社団法人日本手外科学会
の下部組織となる中部手外科研究会においては，
毎年研究会を開催している．この中部手外科研究
会の医師の支持を受けて発足した中部日本ハンド
セラピィ研究会においては，世話人会を組織し，
中部手外科研究会と併催する形で4回の研究会を
行ってきた．第5回にあっては，名古屋で行われる
こととなり，中部日本ハンドセラピィ研究会世話
人会で指名され，中部手外科研究会で承認され，
代表世話人となった．共催にあたり藤田保健衛生
大学医学部整形外科の鈴木教授と折衝を重ね，新
規的な研究会を企画し，開催した．

11）第35回日本ハンドセラピィ学会大会長として 2023年4月開催予定の学会について大会長を拝命
し，日本手外科学会側との交渉も通じて，企画を
計画した．継続して活動中である．

9）第29回日本ハンドセラピィ学会運営局長，
   学術局長としての活動

平成28年4月
～

平成29年4月

日本ハンドセラピィ学会の年次学術集会が名古屋
で開催されるにあたり，名古屋大学手外科教室と
ともに，中日病院に所属する学会長とともに，実
務的な作業を行った．当初は，学術局長として任
命されたものの，運営局の業務遅延により中途か
ら運営局長を兼任した．開催当日にあっては，過
去最高の約800人の参加者を迎え大成功であり，こ
れに貢献した．

13）日本作業療法士協会主催「研究法」講師 令和4年6月11日
令和4年6月12日
令和4年12月10日
令和4年12月11日

有資格者に対して研究計画立案から倫理的配慮を
教示し，各自立案した研究計画に対してアドバイ
スを行った．

ハンドセラピィを専門分野とする者に対し，各種
研究実践を紹介したのち，当該分野に資する研究
計画についてアドバイスを行った．

15）日本ハンドセラピィ学会主催「触診セミ
師

14）日本ハンドセラピィ学会主催「研究法」講師

学会主催にて実施している実技セミナーとしての
触診技術について，座学及び実技について教示し
た．

16）奈良県作業療法士会　現職者講習会「急性期
の作

業療法

現職者に対して急性期の作業療法について教示
し，地域連携も踏まえた対応の重要性を説いた．
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年月日事項 概 要

４　その他

3）広報委員会としての活動 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部における広報委員とし
て，高校訪問，進学ガイダンス，オープンキャン
パス対応として，企画・講師派遣等を行った．

1）入試広報委員会としての活動 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学内における入試広報活動の要として，入
学者増加対策やオープンキャンパスの企画，運営
など入試広報活動全般にわたる対応を行ってい
る．平成25年からの2年間は副委員長を務め，リハ
ビリテーション学部における当該業務を一手に引
き受けてきた．オープンキャンパスの運営につい
ては一部ルーティン化し効率化を図るとともに，
教員帯同による高校訪問なども定着させた．

2）キャリア委員会としての活動 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学内における就職活動において要となる
キャリア委員会にて一貫して対応してきた．リハ
ビリテーション学部においては2年次からのキャリ
ア教育を実施し，早期内定あるいは公的機関受験
対応を軸として取り組んでいる．
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
共著 平成26年3月

共著 平成29年3月

３．ハンドセラピィマニュ
    アル（日本作業療法士
    協会編）

共著 令和2年2月 日本作業療法士協会におけるマニュアルシ
リーズにて，評価に関して分担執筆した．
当該マニュアルは日本における標準的なハ
ンドセラピィ技術，知識の根拠となるもの
であり，その有用性は高い．
A4判　全78項
著者：岡野昭夫，飯塚照史，稲垣慶之，内
屋純，大山峰生，谷口しのぶ，茶木正樹，
野中信宏，古田　裕之，武藤光弘

本人担当部分：「評価」について単著．
ハンドセラピィ領域で多用される評価につ
いて，図表を用いて概説した．

4．作業療法理論の教科書 共著 令和2年9月 作業療法分野において適用される理論につ
いて，生体力学的モデルの分担執筆を担当
した．学生への教示用として実践レベルを
通して分かりやすく解説している．
A4判　全255項
編者：小川真寛，藤本一博，京極真
著者：飯塚照史，他18名．

本人担当部分：「生体力学的モデル」を単
著．
作業療法実践において機能評価を基にした
治療におけるモデルを概説した．

リハビリテーション分野において重要な装
具学の知識を教示した．本書の特養として
は，豊富な事例を用いて具体的に示してい
る点である．
A4判　全453項
編者：清水順一，青木主税
共著者：飯塚照史，他25名．

本人担当部分：Ⅱ装具　1章　上肢装具
「肘装具」「手関節装具」，手部装具各論2
「末梢神経障害」を単著．
肘，手関節について実践上で用いた独自性
の高い装具を例示し，慣習的な装具との違
い，利点，欠点，適用を述べたうえで，こ

日本作業療法協会

メジカルビュー社

2．リハビリテーション義
   肢装具学

メジカルビュー

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

1．作業で語る事例報告作
   業療法のレジメの書き
   方・考え方

株式会社　医学書院 作業療法における「作業」に着目し，その
評価法と解釈について記したものである．
本書はこれに基づき多数の事例が報告され
ている．
A4判　全164項
編者：斎藤佑樹
共著者：友利幸之助，上江洲聖，澤田辰
徳，飯塚照史，他38名．

本人担当部分：第5章　生活に焦点を当てた
事例報告の書き方　「生活の変化に向けて
必要な作業を確認し目標設定を行った手外
科事例」を単著．
伸筋腱断裂および手関節可動域制限を来し
た症例に対し，主観的な面接を中心とし
て，機能的側面の評価とともに包括的に目
標設定を行った．また，妻の逝去に伴う対
象者の役割の変化を踏まえて，現実的かつ
具体的な目標から 対象者とともにチーム



5．動画で学ぼう PT・OTのた
   めのハンドセラピィ
   [Web付録付]

編集・共著令和4年3月 手のリハビリテーション（ハンドセラ
ピィ）に関して初学者向けの教科書とし
て，動画を加えて基礎から応用までを網羅
し，コラムを加えて分かりやすく解説し
た．
A4判　全160項
編者：斎藤和夫，飯塚照史，下田信明

本人担当：「ROM検査」「筋力評価」「感覚
評価」「目標設定」「関節可動域の改善」
「協調性の改善」の6章（全42項相当）を執
筆した．加えて，編者として全体構成や動

（学術論文）
共著 平成26年4月

共著 平成26年10月

共著 平成26年12月

共著 平成27年5月

共著 平成28年4月

共著 平成28年4月

医学書院

星城大学紀要，14号，
p43-56

1．客観的臨床能力試験場
    面のビデオフィード
    バックによる臨床実習
    前教育の取り組み．
   （査読付）

作業療法，33巻2号，
p181-190

学内で実習前に実施する客観的臨床能力試
験に際し，ビデオフィードバックを用いた
学習の効果について述べた．学生は，当該
ビデオを用いた学習形態をとっており，有
効であったと述べた者が8割を超えており，
実習前の学習手段として有用である可能性
を述べた．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推

2．作業療法学生の臨床実
    習に対する意識の変容
    についての研究
  （査読付）

手外科領域のおける患者立脚型評価として
のDASHについて，臨床的に意味のある差が
17点であるとされており，これを用いて橈
骨遠位端骨折の早期運動療法開始群と非早
期運動療法開始群の効果を検討した．その
結果，ベースラインからの得点変化が17点
であっても，機能的な差が生じていないこ
とが明らかとなった．そのため，手関節可
動域や筋力の改善を指標としたリハビリ
テーションのアウトカムについては有用性
が見出させない可能性があることを指摘し
た．また，検討結果から，現状のリハビリ
テーションの効果は長くとも受傷してから8
週間程度であり，現状の12週間程度のリハ
ビリテーションについては疑問が生じてい
ることを述べた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収
集，解析，論文執筆

作業療法専攻学生に対して，臨床実習前に
ストレスマネジメントを主眼とするコミュ
ニケーション講座を開講し，その効果を学
生アンケートからKJ法を用いて検討した．
その結果，学生の不安は，当初漠然とした
ものであるが，後半には指導者や対象者と
の関係性構築に焦点化されており，その対
策が必要であることを述べた

3．滑車訓練における手関
    節主動筋の筋電位と握
    力の関係について
   （査読付）

日本ハンドセラピィ学
会誌，7巻，p23-28

ハンドセラピィ領域で筋力増強目的に多用
される滑車訓練について，実験的に検証し
た．手関節固定筋とともに，把持力を同
期，解析した結果，10㎏程度の負荷をかけ
てもその握力は最大握力の7割程度にとどま
ること，加えて手関節固定筋については最
大握力発揮時の5割未満にとどまる事を報告
した．以上から，握力増強には適さず，固
定時における廃用性の筋力低下に対しての
効果にとどまることを示した．さらに筋力
増強効果としては，他の訓練法が有用であ
る可能性を指摘したうえで，提案した．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推
敲

4．手指PIP関節周辺骨折に
    おけるDIP・PIP関節可
    動域の推移
   （査読付）

日本ハンドセラピィ学
会誌，8巻，p16-21

手指PIP関節脱臼骨折のリハビリテーション
における可動域推移につき検討し報告し
た．開始当初にDIP関節のみの運動を実施し
ている群については，これと同期するよう
にPIP関節の可動性が改善するのに対し，当
該運動を実施していない群については，そ
の相関性が低くなっていた．解剖学的，運
動学的構造から，非損傷関節であうDIP関節
の運動が最終成績の向上に有用であること
を述べた．

5．The optimal
    rehabilitation
    period for patients
    with distal radius
    fractures according
    to the MCID in DASH
    scores; a preliminary
    study
  （DASH MCIDを基準とした
   橈骨遠位端骨折に対する
   至適リハビリテーション
   期間に関する予備的検
  討）
 （査読付）

Journal of hand
surgery-Asia-Pacific,
vol.21(2), p1-6

6．Correlation of the
    Hand 20 with the

Asian Journal of
Occupational Therapy,

著者も加わり名古屋大学手外科教室を主体
として作成した，本邦における患者立脚型



8．橈骨遠位端骨折手術例
    におけるセラピィ終了
    時期に影響を及ぼす要
    因について
   （査読付）

共著 平成29年5月 先行研究にて当研究グループではハンドセ
ラピィパスを作成し，その有用性を述べて
きた．しかし，パスに適用されない患者に
ついての検討がなされていないため，実施
した．その結果，骨折系と掌屈可動域，握
力がその要因として挙げられ，これらに対
する対策が良好な成績を安定して獲得する
ためのポイントであることを指摘した．ま
た，握力増強に有用な訓練としてタオル絞
りを提案した．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推
敲

9．臨床実習後作業療法学
    生におけるハンドセラ
    ピィに対する認識
　　（査読付）

共著 平成29年10月 日本ハンドセラ
ピィ学会誌，10
巻1号，p43－48

養成校作業療法学生の臨床実習後における
ハンドセラピィに対する認識を検討するた
めに，作業療法特論（ハンドセラピィ）を
選択した学生を対象として，提出レポート
を用いた検討を行った．テキストマイニン
グ手法により抽出された10コードを用いて
主成分分析を行ったところ4つの成分に縮約
された．また，主題分析による質的検討を
踏まえると，学生はハンドセラピィを作業
療法の一分野として認知はしているもの
の，その対象範囲は生活や作業と対極し，
かつ作業療法士とは一線を画するものであ
るとの認識であることが示唆された．この
要因として作業療法の定義と実践との乖離
に対するジレンマの存在が推察され，卒前
あるいは卒後教育にあってはハンドセラ
ピィの定義と専門性，意義につき各分野と
の関連を念頭においた教示の必要性が示唆
された．

本人担当部分：研究計画策定，データ収

作業療法，38巻1号，
p37-44

回復期リハビリテーション病棟退院後の脳
血管疾患患者のADL能力は低下するとされ，
退院前が最も高い能力を有するとされる．
一方で慢性期脳血管疾患患者のADL能力と生
活範囲，IADL能力やQOLは関連性があるとさ
れるが，回復期病棟退院前を基準とした経
時的変化との関連性の言及はない．本研究
は脳血管疾患患者の退院前を基準とし在宅
時とのFIM得点の比較，維持・改善と悪化に
関わる因子探索を行った結果，移動項目に
有意な低下を認め，FIM得点の維持・改善に

7．作業療法学学生に対す
    る臨床実習前コミュニ
    ケーション講座の試み
   （査読付）

共著 平成28年12月 日本作業療法教育研
究，16巻1号，p23-29

作業療法学専攻3年次学生35名を対象とし
て，臨床実習（以下，実習）に向けた対人
コミュニケーション能力向上と心理的支援
を目的とした講座を4回実施した．講座実施
中の学生の実習に対する不安は，講座開始
当初は指導者や対象者との「関係作り」で
あった．しかし，実習直前には「知識・技
術不足」に対する不安が高まる傾向にあっ
た．しかし，講座における指導者などとの
対人関係を意図したロールプレイングやス
トレスマネジメントとしてのリラクゼー
ション方法の教示は，実習前不安の自己評
価得点を軽減していた．一方，実習後のア
ンケートでは，コミュニケーション困難と
して対象者の疾患特性や沈黙，消極的態度
といった状況に直面し，対人反応への戸惑
いを感じていた．今後は作業療法実践にお
けるコミュニケーション特性を具体的に検
討した上で，実習で想定される困難場面に

10．脳血管疾患患者におけ
　　る回復期リハビリテー
　　ション病棟退院後の日
　　常生活活動能力の変化
　　および関連因子に関す
　　るアンケート調査
　　（査読付）

共著 平成30年6月

日本ハンドセラピィ学
会誌，9巻3号，p131－
135

    International
    Classification of
    Functioning,
    Disability, and
    Health and comparison
    of the results with
    those of the
    Disability of the
    Arm, Shoulder and
    Hand
   （Hand 20とDASHのICFに
    よる関連性について）
   （査読付）

vol.11, p27-33 評価のHand20と世界的標準とされるDASHに
ついて，その差異をICF概念へのリンクにて
検討した．その結果，Hand20は手に限局す
る主観的困難感を聴取するのに対し，DASH
は社会的不利について主軸を置いているも
のと捉えられた．以上とともに，2つの患者
立脚型評価の得点を解釈するうえでは，対
象者の測定範囲に配慮することが肝要であ
ることを強調した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収
集，解析，論文執筆
共著者：Terufumi Iitsuka, Tomoko Ohura,
Takashi Fujita



12．外傷手の予後予測
　　（総説）

単著 令和1年10月 　外傷手の予後予測について，戦略・戦
術・アウトカムを基に，ハンドセラピィの
対象疾患として頻度が高いと思われる代表
的疾患に対しcritical pointとこれに関わ
るエビデンスについて述べた．手外科医と
の綿密な討論とチームワークで，外科的対
応を含めた「戦略」および個々の局面での
具体的な「戦術」を基に，ハンドセラピィ
での「戦術」を立てる．並行してハンドセ
ラピィ上の具体的な目標設定に沿って，こ
れに反応するアウトカムについてICFを意識
して認識することが重要である．加えて，
最終成績を予想するための各時点の
critical pointによる中途結果の判断は，

13．本学保健医療学部リハビリテー
ション学科志望経緯に関する調査
（研究ノート）

共著 令和2年12月 奈良学園大学保健医療学部リハビリテー
ション学科の広報活動に資する基礎資料と
するため，2020年度新入生の志望経緯およ
び本学に対する印象等についてアンケート
調査を行った．結果，理学療法・作業療法
いずれの専攻についても，多くの学生は当
初の志望を中途変更することはなかった．
一方で，中途で変更する学生においては，
自身の経験や自身の適性についての内省，
さらに作業療法学専攻については，特徴的
な技術に魅力を感じたことが契機となって
いた．入学前の本学選択においては設備，
環境面を魅力と感じており，入学後は教員
や教育の質について肯定的な意見が多かっ
た．以上から，低年齢における分かりやす
い理学療法・作業療法に関する周知，ある
いは本学の特徴的な講義等の教育方法に関
する広報が有用であることを提案した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収
集・解析，論文執筆
共著者：飯塚照史，辻下守弘、池田耕二、

関わる因子に生活範囲が関連していた．回
復期の退院支援では，在宅時の活動範囲拡
大を意図した指導でADL能力の維持・改善に
寄与する可能性があった．

日本ハンドセラピィ学
会誌，11巻2号，p58－
67

運動学習の過程における「認知段階」と
「連合・自動段階」への対応は異なる．前
者では新規的運動を認知するために言語的
情報や生体信号をフィードバックするなど
で強化，促進するのに対し，後者は反復す
る練習あるいは環境設定の異なる場面での
運動が奏功する．したがって，ハンドセラ
ピィにおける実践，とりわけ新規的運動獲
得が主となる筋・腱移行術等を想定する
と，当該段階を区別する必要性は高く，か
つ客観的であることが望ましい．以上を基
に本研究では，同時注意要求課題を与えた
際の筋出力と筋電図振幅，ならびに前頭前
野の活動領域から「認知段階」と「連合・
自動段階」を区別する新規的指標を見出
し，かつそれが若年者と高齢者に普遍的で
あるか否かを検証することを目的とした．
結果，同時注意要求課題を与えた際の前頭
前野活動領域は拡大し，かつ事前練習を
行った者にあっては，運動習熟値（筋出力
を筋電振幅で除した値）が増加する傾向に
あった．本結果で認められた現象は，「認
知段階」と「連合・自動段階」を区別でき
る客観的指標として応用できる可能性が示
唆された．しかし，本研究における実験課
題等については，再現性や客観性を担保す

11．運動学習段階を捉える
　　新規的指標の開発に関
　　する基礎的研究―事前
　　練習の有無および健常
　　若年者と高齢者の比較
　　（査読付）

共著 平成30年10月

日本ハンドセラピィ学
会誌12巻1号，2019

奈良学園大学紀要第13
集，149-155，2020



14．橈骨遠位端骨折に対す
　　るハンドセラピィと最
　　近のトピック（総説）

単著 令和2年12月 橈骨遠位端骨折は高頻度で発生する外傷で
あるがゆえに多くの研究が存在し，その予
防から予後に至るまで多様な知見が存在す
る．ハンドセラピィにおける臨床実践レベ
ルにあっては対象者の機能的因子の改善に
最も焦点があたるが，俯瞰すれば効果的で
あるとされる技術は未だ明確ではない．し
たがって，その効果は未だ懐疑的であり不
要論さえ存在するのが実状である．これに
対し，現時点での研究のトレンドを踏まえ
ると費用対効果に優れる早期ハンドセラ
ピィ開始および早期終了が鍵であり，これ
に資するアウトカムの開発が本骨折に対す
るハンドセラピィ技術の継承・発展におい

16．移乗介助動作における
    医療従事者の筋活動
    ―腰痛予防に向けた分
    析―

共著 令和3年11月 セラピストの移乗動作中の腰部筋の筋電図
から腰痛を発生させないための動作上の工
夫について考察した．体幹全体をなるべく
屈伸させず，膝関節を用いた動作介助が有
用であることが示唆された．

本人担当部分：研究計画策定，データ収
集，解析，論文推敲，一部執筆
共著者：谷口敦也，窪優太，飯塚照史

17．2021年度リハビリテ
　　ーション学科新入生に
　　おける志望経緯に関す
　　る調査

共著 令和3年12月 学部設置3年目を迎えたリハビリテーション
学科においては，定員充足率増加に伴い新
入生の進学経緯も多様になっているものと
考えられる．そこで，3期生においてアン
ケート調査を実施し，2期生との比較を通じ
てその傾向について比較検討した．結果，
当初における職業選択は変更されることな
く，近しい人物への相談を伴ったオープン
キャンパスへの参加，加えて本学近隣環境
等への好感を以て進学を決定している経緯
があり，2期生との大きな変化はなかった．
一方で，プレゼンスの高まり，教員対応へ
の肯定的意見と捉えられる側面もあり，本
学魅力の一端として認識する必要性が示唆
された．以上の結果は，今後の広報戦略に
資するものであると考えられた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収
集・解析，論文執筆
共著者：飯塚照史，辻下守弘、池田耕二、

18．Factorial validity
　　and　internal
　　consistency of
　　a practitioners’
    checklist for
    therapists in
    rehabilitation
   （リハビリテーションに
　　おける療法士のための
　　実践者用チェックリス
　　トの因子的妥当性と内
　　的整合性）（査読付）

共著 令和3年12月 JBI Evid
Implement 2021;
19:387–393.

病院・訪問で働く療法士を対象にリハビリ
テーション実践におけるチェックリストの
因子的妥当性と内的整合性を検証した．分
析対象は385人で，4因子20項目のモデル適
合度はRMSEA0.083, GFI0.843,AGFI0.799
で、因子間の相関は0.67-0.95，各因子から
の因子負荷量は20項目すべてで0.41以上
だった． Cronbach’s α係数は0.896,
0.890, 0.935, 0.925だった．

本人担当部分：研究計画策定，論文推敲，
一部執筆
共著者：Ohura t, Tsuyama T, Furusawa M,

（その他）
＜国際学会＞

- 平成26年6月

奈良学園大学紀要第13
集，149-155，2020

橈骨遠位端骨折は，術後3か月程度の急峻な
回復ののち，１年程度にわたる緩徐な回復
を示すため，Minimally Clinical
Important Difference（臨床的に意味のあ
る差）の算出方法を参照し，患者満足度を
改善させるHand20得点の改善量について検
討した．術後4週をベースラインとすると，
手全体の機能に対する患者満足度を改善す
るHand20得点の改善量のカットオフ値は26

作業療法ジャーナル
55巻12号，2021年

日本ハンドセラピィ学
会
誌，14巻1号，2021

15．橈骨遠位端骨折に対す
　　る掌側ロッキングプ
　　レート固定術後のリハ
　　ビリテーションにおけ
　　るHand20と患者満足度
　　の関連性
　　（査読付）

共著 令和3年8月 日本ハンドセラピィ学
会誌，13巻4号，2021

1.A pilot study of
  influences of the thumb
  abduction limitations
  on the control of the
  rice-ball precision
  grip
（母指外転制限による茶碗把持への
影響に関する予備的検討）

16th international
congress of the world
federation of
occupational
herapists（第16回世界
作業療法士連盟大会：
横浜）

模擬的に母指関節角度を制限し，茶碗保持
への影響を筋電図および関節角度をパラ
メータとして比較検討した．直径11センチ
の茶碗保持においてMP関節可動域，母指球
筋の筋積分値増加が認められた．実践に
あっていずれかの関節に制限が認められた
場合，当該関節および筋に対する配慮が必
要であることがわかった．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿推敲
共同発表者：辻村雅美，飯塚照史，宮本定



- 平成26年6月

- 平成29年11月

「招待講演」
- 平成26年3月

- 平成26年10月

- 平成28年2月

8．関節外骨折に対する手術
　　例のセラピィ

- 令和元年9月 　橈骨遠位端部における関節外骨折はAO分
類のA2およびA3に該当し，60歳以降で高頻
度となることからosteoporosisの影響が示
唆される．したがって，骨折の連鎖を予防
し健康寿命の延伸に資するためには，日常
生活において十分に使える手での早期社会
復帰が望ましい．これに対する特異的なハ
ンドセラピィ手技は存在しないものの，前
述の背景を踏まえると，如何に早く回復さ
せ，それをどのようなアウトカムで判断す
るのかが最大の関心事であると捉えられ
る．以上を基に，本シンポジウムではハン
ドセラピィパスの紹介，外科的対応も含め
た早期回復への工夫，新規的アウトカムの
提案の3点を通じ，関節外骨折に対するセラ

ハンドセラピィにおいて比較的頻度の高い
外傷として，屈筋腱損傷，伸筋腱損傷，骨
折（主に橈骨遠位端骨折），末梢神経障
害，手指再接着術後，手指切断に焦点を当
て，その予後に影響する因子あるいは臨床

第12回手関節外科ワー
クショップ（奈良）

治
2．Occupational therapy
   approaches for bi-
   lateral metacarpal
   hands; A case report
   which have returned to
   work through proposing
   a treatment plan by
   patient’s desires
（両側メタカルパルハンドに対する
作業療法；患者の要望に合わせた治
療方針提案により復職に至った一
例）

16th international
congress of the world
federation of
occupational
herapists（第16回世界
作業療法士連盟大会：
横浜）

両側の手指切断および母指の一部挫滅によ
るメタカルパルハンドの患者に対し，いく
つかの治療方針を医師とともに提案しなが
ら，本人の希望に沿った治療を行なった．
結果的に足趾移植術を選択され，5年後の追
跡調査においてもボタン操作や書字なども
実施しており，有用であった．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿作成
共同発表者：飯塚照史，宮本定治，高見昌
史

Asia pacific wrist
conference 2019
（narita, Japan)

アジア太平洋地域の手関節外科に関わる医
師とセラピストが一同に会する国際学会に
おいて，本邦におけるハンドセラピィの実
践状況とともに自身の研究内容について講
演を行った．とりわけ，橈骨遠位端骨折に

1．手外科領域の作業療法 滋賀県作業療法士会主
催　学術部研修会
（滋賀県栗東市）

滋賀県作業療法士会主催の研修会にて，他
分野（脳卒中，精神疾患等）とともに，手
外科領域における作業療法の展開について
教示した．共通点として国際生活機能分類
（ICF）を用いた障害像の捉え方，異なる点
として医学的知識の重要性について説い

3．The effect of mixed
   tasks on pretraining
   for grasping tasks
   with a fixed gripping
   power: A preliminary
   study
（つまみ力一定把持課題の事前練習
に対する混合課題の影響：予備的検
討）

5th congress of the
Asia Pacific
Federation for
Societies for Hand
Therapy
（第5回アジア太平洋ハ
ンドセラピィ学会：
フィリピン）

本研究では健常人を対象に，事前練習の有
無が混合課題によって阻害されるか否かに
よってその客観的区別の可能性について予
備的に検討した．結果，前頭前野における
活動領域が大きいほど，一定のつまみ力に
対する筋電図振幅が漸減していた．つま
り，前頭前野の負荷をかけても末梢で学習
が起きている状況であれば，運動学習が進
行しているものと捉えられ，客観的指標の
一つして提案した．

2．橈骨遠位端骨折に対する作業療法 滋賀県作業療法士会主
催　学術部研修会
（滋賀県栗東市）

滋賀県作業療法士会主催による研修会にお
いて，対応する機会の多い疾患として橈骨
遠位端骨折について教示した．エックス線
読影ならびに初期評価から抽出される問題
点に対する運動プログラムの立案について

3．臨床・教育・研究から捉
   えるハンドセラピィ

九州ハンドセラピィ研
究会第7回学術集会教育
講演（福岡市）

九州ハンドセラピィ学会における特別講演
として，臨床，卒前卒後教育，研究の3領域
にまたがる共通の問題点を明らかにしたう
えで，今後の方向性について論じた．養成
課程におけるハンドセラピィに関する教育

4．Hand therapy for
　　distal radius
　　fractures　Current
　　trends

- 平成30年11月

5．Therapy for hand
　trauma: The importance
  of cooperation between
  surgeons and therapists

- 平成31年3月 18th shanghai
international plastic
and aesthetic surgery
conference (Shanghai,
china)

中国上海で行われた形成外科国際学会のセ
ラピストセッションにおいて医師向けの招
待講演を行った．本邦における外傷手の術
後対応と初期治療後のリハビリテーション
や機能再建に向けた対応について具体的に

6．外傷手の予後予測 - 平成31年4月 第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（北海道札幌
市）

7．外傷手に対するハンドセ
   ラピィと効果判定につい
    て

- 令和元年5月 京都ハンドセラピィ研
究会（京都）

外傷手のハンドセラピィにおけるアウトカ
ムに着目し，その得点を解釈することの重
要性について述べた．併せて，現在進行中
の研究における中途報告も兼ねて行い，ハ
ンドセラピィ効果を判定するための新規ア
ウトカム開発の重要性について説いた．



9．Preliminary study on
　　the usability of a
    tri-　axial
    accelerometer:
　　Evaluation of how
　　postoperative distal
　　radius fracture
　　patients use their
　　hands in ADL
　（3次元加速度計の有用性
    に関する予備的検討：
    橈骨遠位端骨折後の患
　　者の日常生活における
　　評価）

- 令和元年3月 　橈骨遠位端骨折に対するハンドセラピィ
では，日常生活で不自由なく使用できる手
の獲得を目標とする．これに対し，Lang CE
らはウェアラブル加速度計での計測方法を
開発し脳卒中患者に適用して上肢使用量の
把握に有用であったことを報告している．
本研究ではこの方法論を橈骨遠位端骨折患
者に適用し，経時的推移および機能的結果
との関連性について検討した．結果，受傷
側手の使用時間は手関節角度，握力に，ま
た，両手の使用時間と患者立脚型評価の間
に正の相関関係が認められた．さらに，
Total magnitude ratio（左右のvector
magnitudeの比）が健常人の閾値以下の場
合，機能的回復が劣る傾向にあった．以上
から，ウェアラブル加速度計は橈骨遠位端
骨折後の日常生活における上肢活動量の計
測に有用である可能性がある．しかし，い

10．橈骨遠位端骨折に対す
　　る作業療法と最近のト
　　ピック

- 令和2年9月 橈骨遠位端骨折に関する現時点での研究の
トレンドを踏まえ，費用対効果に優れる早
期ハンドセラピィ開始および早期終了につ
いて根拠を説明した．さらに，これに資す
るアウトカムの開発が本骨折に対するハン
ドセラピィ技術の継承・発展において喫緊
の課題と捉えられる点について論じた．

13．PT・OTのためのハンドセラピィ ############ 書籍出版に併せて当該内容を基とした実践
での応用について説明した．

14．外傷手の予後予測 ############ 初療時所見から外科的対応を予測し，機能
低下を未然に防ぐ対応について説明した．

15．専門作業療法士の実践　養
　　成校教員の立場から

############ 養成教育に際して，作業療法士の専門性を
高めるために学生の傾向を踏まえ，教示す
べき内容や最新のトピックと作業療法との
関連性から，その内容についての考えを説

16．私の考える　Translational
　　Hand therapy

############ ハンドセラピィ領域の学術的知識の整理と
ともに，近接あるいは遠隔領域にある内容
とコラボレーションすることで，新規的提
案が出来ることについて説いた．とりわ
け，骨折後の転倒リスクについて継続中の
研究内容を一部紹介し，将来的展望につい

17．作業療法にできることって
　　なんだろう

############ 作業療法学分野における可能性や臨床実践
にあたるうえでの心構え，概念等について
説明した．作業療法の定義にとらわれず，
今後の展望を踏まえた対応が必要であるこ

18．スプリント療法の紹介 ############

「シンポジウム」

「成果報告書」

なにわハンドセラピィ
研究会

奈良県作業療法士会

帝人ヘルスケア株式会社主催スプリント療法の概念を紹介し，痙縮治療
に資する内容を文献的考察を踏まえて説明
した．参加者は個人開業医が多く，地域貢

複合組織損傷を伴う外傷手について，機能
面としてどのような手を目指すのか（戦

APFSSH/APFSHT2020
（Melbourne,
Australia）

アジア太平洋手外科学
会/ハンドセラピィ学会
（メルボルン，オース

トラリア）

第53回日本作業療法学
会
（新潟）

第56回日本作業療法士
学会学術集会（京都）

第9回中部日本ハンドセ
ラピィ研究会
（名古屋）

ハンドセラピィ中に発生する拘縮に対して
予防を主とした徒手療法について，拘縮発
生のメカニズムと自身の研究を踏まえて概
説した．具体的方法論についてもデータと

1．DASH　MCIDを指標とし
   た橈骨遠位端骨折術後リ
   ハビリテーションの至適
   期間の構築

- 平成26年2月 中部日本手外科研究会
（下関）

橈骨遠位端骨折術後のリハビリテーション
について臨床的に意味のある差（MCID）を
指標とした場合，開始時期は可及的早期が
望ましく，リハビリテーション至適期間は8
週であることが示唆された．また，手関節
尺屈可動域と握力が終了時期を見極めるた

1.学生のコミュニケーショ
  ン技能向上に向けたプロ
  グラム開発と評価に関す
  る研究

共著 平成28年3月 星城大学元気創造研究
セ
ンター助成研究

医学書院セミナー

金沢ハンドセラピィ研
究会

11．複合組織損傷に対する
　　ハンドセラピィ

- 令和3年1月 第8回中部日本ハンドセ
ラピィ研究会（名古

平成25年度から27年度までの助成研究につ
いてその進捗および成果を報告した．年度
ごとに対象となる学生が異なるにも関わら
ず，臨床実習前の学生の不安傾向が普遍的
であることと，これに沿ったコミュニケー
ションプログラムが有効である可能性を指
摘した．

12．拘縮に対する徒手療法 令和4年2月

2.「若手研究B」適切なリ
  ハビリテーション期間の
  決定に関わる因子の探索
  的研究

単著 平成28年6月 科学研究費助成事業研
究成果報告書

橈骨遠位端骨折に対するリハビリテーショ
ンはおおむね3か月で終了するが，その正当
性は不明である．患者自己記入式の評価得
点を指標としてデータを検討すると，術後3
日程度から開始するリハビリテーションは



「学会発表」
＜国内学会＞

- 平成26年4月

- 平成26年10月

本研究では若年者および高齢者を対象に運
動学習に相違があるか否かについて検討す
る事を目的とした．実験はrest（20秒）-
task（30秒）を繰り返すブロックデザイン
とし，taskは3種類とした（A：n-back課
題，B：最大つまみ力の3割を保持する課
題，C：task Aとtask Bの混合課題）．デー
タは近赤外線分光法（NIRS）による前頭前
野の脳血流量（Oxy-Hb），および筋電図
（第1背側骨間筋：FDI，橈側手根伸筋：
ECR）とした．対象は，若年者4名（平均年
齢21歳，女性），高齢者2名（67歳，80歳，
女性）とし，ランダムに事前に一定のつま
み力発揮を十分に練習する群（事前練習
群：若年者2名，高齢者1名）と，確認のみ
で練習をしない群（非事前練習群）に分け
た．結果，task A，Bにおける脳血流量の差
異はいずれの群にても認められなかった．
一方で，task Cにおいては，脳血流量の差
異はほとんど見られないにもかかわらず，
事前練習群では特にECRの活動電位が漸減し
ていた．未解析ではあるが，同様の傾向は
高齢者にても認められた．今後，さらに解
析を実施することで傾向を明らかにするこ
とが出来るものと考えられる．本結果が共
通となれば手外科領域における腱移行術な

支持されるが，その効果は8週間程度までで
あった．さらに，リハビリテーションの終
了は医療者と患者の合意によって成り立っ
ているため，双方のリハビリテーション継
続に対する認識を加味した検討を行った．
その結果，関節可動域や筋力などの客観的
指標との関連は見当たらなかった．日常生
活における手の使用を以て改善する部分が
大半を占めている現状から，リハビリテー

3.運動学習段階を捉える
　新規的指標の開発に関
　する基礎的研究　- 健
　常若年者と高齢者の比
　較 -

共著 平成29年2月 一般社団法人日本ハン
ド
セラピィ学会 研究助成
事業2016年度 学研究課
題研究成果報告書

1．手指・母指損傷後の患
　　者を対象とした自己機
　　能・能力障害評価表の
　　開発

第26回日本ハンドセラ
ピィ学会（沖縄）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患
特異的QOL評価表の開発を開始した．第１期
である本研究では，母指・手指で特異的に
支障をきたすと考えられるADL項目を抽出
し，因子分析にて24項目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿推敲
共同発表者：原田康江，佐藤彰博，野中信
宏，飯塚照史，桂理，安部幸一郎

4.「基盤C」健常人と腱移行
　術症例に対する前頭前野
　負荷と運動学習遅延に関
　する実証的研究

共著 令和元年6月 科学研究費助成事業研
究成果報告書

リハビリテーション分野での応用を視野
に，運動学習の過程における「認知段階」
および「連合・自動段階」の客観的区別を
可能とする方法および指標の提案を研究目
的とした．予備的検討結果に基づき，特定
の課題について事前に十分練習をした者
は，当該課題を遂行中に前頭葉活動を賦活
するための課題を同時に与えても，効率性
良く筋出力を発揮するものと仮定し検証し
た．事前に練習しない者と比較した結果，
一部は仮説を支持する傾向が認められた．
一方で，健常被験者において生来持ち合わ
せている運動経験の影響も考えられるた
め，患者群への応用は限定的であるものと
考えられた．そのため，よりBalisticな運
動としての指タッピング動作を課題とした
ところ，当該動作における筋収縮の効率性

2．逆説性歩行を用いた課
    題志向型訓練に取り組
    み，歩行開始遅延・歩
    行中のすくみ足に変化
    が見られた一例

第8回パーキンソン病・
運動障害疾患コングレ
ス（京都）

姿勢反射障害・筋強剛の症状によりすくみ
足・動作緩慢が出現し，トイレ動作時また
は移動時に困難を感じている初期パーキン
ソン病患者に対し，先行研究で示されてい
る外的手掛かかりに加え，これに方向転換
課題を組み込むことで，より生活動作内容
に近い状況を設定した．その結果，自覚・
他覚ともに歩行速度・動作緩慢は改善し、
トイレまでの歩行動作質向上が得られた．

本人担当部分：研究計画策定，原稿推敲
共同発表者：金坂有紀，児島範明，宮本定
治，飯塚照史，梅本安則



- 平成27年4月

- 平成27年4月

- 平成27年4月

- 平成27年10月

- 平成28年4月

- 平成28年7月

- 平成29年4月

- 平成30年4月

7．橈骨遠位端骨折手術例
　　におけるセラピィ終了
　　時期に影響を与える要
　　因．

第28回日本ハンドセラ
ピィ学会（広島）

先行研究にて当研究グループではハンドセ
ラピィパスを作成し，その有用性を述べて
きた．しかし，パスに適用されない患者に
ついての検討がなされていないため，実施
した．その結果，骨折系と掌屈可動域，握
力がその要因として挙げられ，これらに対
する対策が良好な成績を安定して獲得する
ためのポイントであることを指摘した．ま
た，握力増強に有用な訓練としてタオル絞
りを提案した．

3．手外科疾患における疾
　　患特異的QOL評価表の開
　　発-肘部管症候群-

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患
特異的QOL評価表の開発を開始した．第１期
である本研究では，肘部管症候群で特異的
に支障をきたすと考えられるADL項目を抽出
し，因子分析にて20項目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿推敲
共同発表者：野中信宏，佐藤彰博，原田康
江，飯塚照史，桂理，阿部幸一郎

4．手外科疾患における疾
　　患特異的QOL評価表の開
　　発-橈骨遠位端骨折

5．手指・母指損傷後の患
　　者を対象とした自己機
　　能・能力障害評価表の
　　再現性と妥当性

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患
特異的QOL評価表の開発を開始した．第2期
である本研究では，母指・手指損傷に関し
て第１期で試作した評価表の再現性と妥当
性を検証した．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿推敲
共同発表者：原田康江，佐藤彰博，野中信
宏，飯塚照史，桂理，阿部幸一郎

6．コミュニケーション講
　　座受講学生の実習直前
　　の不安要因と実習成績
　　との関連に関する探索
　　的検討

第20回日本作業療法教
育研究学術集会（奈
良）

養成教育過程における臨床実習前に学生に
対して職業倫理の涵養も踏まえたコミュニ
ケーション講座を実施した．学生の実習前
の不安は多種多様であり，さらにこれと実
習における評価得点には関連性はなかっ
た．しかし，実習に対する不安傾向の特徴
から，今後の講座展開に資する示唆を得
た．

本人担当部分：研究計画策定，データ分

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患
特異的QOL評価表の開発を開始した．第１期
である本研究では，橈骨遠位端骨折で特異
的に支障をきたすと考えられるADL項目を抽
出し，因子分析にて26項目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿推敲
共同発表者：桂理，佐藤彰博，野中信宏，
原田康江，飯塚照史

第16回東海北陸作業療
法学会（金沢）

後方視的検討により手指屈筋腱断裂の成績
を検討した．ROC解析の結果，術後６週時点
におけるカットオフ値が見出され，臨床的
な指標となる可能性が示唆された．

9．橈骨遠位端骨折に対す
    る掌側ロッキングプ
    レート固定術後のリハ
    ビリテーションにおけ
    るHand20のMinimal
    Clinically Important

第29回日本ハンドセラ
ピィ学会（名古屋）

橈骨遠位端骨折後のハンドセラピィにおい
て多用されるHand20の臨床的に意味のある
差（MCID）を検討した．結果，術後４周を
ベースラインとした時に，12週時点で33点
以上の変化がある場合に，患者も満足する
という結果であった．

10．運動学習段階を捉える
    新規的指標の開発に関す
    る基礎的研究；健常若年
    者と高齢者の比較

第30回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

本研究では，同時注意要求課題を与えた際
の筋出力と筋電図振幅，ならびに前頭前野
の活動領域から運動学習段階を区別する新
規的指標が若年者と高齢者に普遍的である
か否かを検証することを目的とした．結
果，同時注意要求課題を与えた際の前頭前
野活動領域は拡大し，かつ事前練習を行っ
た者にあっては，運動習熟値（筋出力を筋
電振幅で除した値）が増加する傾向にあ
り，若年者と高齢者で共通であった．しか

8．手指屈筋腱断裂の術後
　　成績不良因子とセラ
　　ピィのアウトカム評価
　　について



- 平成31年4月

12．手外科疾患における疾患
　　特異的QOL評価表の開発-
　　橈骨遠位端骨折質問票
　　試案の再現性・妥当性
　　の検証-

共著 平成31年4月 　橈骨遠位端骨折に対するハンドセラピィ
効果を判定するための患者立脚型評価表に
ついて述べた，本発表ではその再現性と妥
当性を検証し，他の評価表と比較しても遜
色ないことを確認した．

13．橈骨遠位端骨折術後の抑
　　うつは満足感に関連する
　　か　―多施設間研究―

共著 平成31年4月 　抑うつとは，気分の落ち込みや興味・喜
びの喪失などうつ症状が出現している状態
のことであり，橈骨遠位端骨折の術後成績
と関連があるとされている．抑うつが橈骨
遠位端骨折の術後成績に影響するのであれ
ば，患者の満足感にも影響する可能性があ
ると考えられる．検討の結果，術後の抑う
つと，手の機能の一部に関連があったが，
患者が手の機能に満足する時期やリハビリ
テーション終了を希望する時期との関連は
なかった．よって，橈骨遠位端骨折術後の

14．患者および医療者側の
　　ハンドセラピィ継続要否
　　を基とした橈骨遠位端骨
　　折後のリハビリテーショ
　　ン至適期間策定に関する
　　探索的研究

共著 平成31年年4月 　橈骨遠位端骨折後に最大限の機能的回復
を得るには1年以上の期間を要する（Swart
E, 2012）ため，短期的かつ費用対効果に優
れるハンドセラピィ至適期間の策定が望ま
れ，Cochrane review（Handoll H, 2015）
においても強調されている．一方で，口頭
指導が定型的なハンドセラピィよりも機能
的回復に優れることが報告されており
（Souer JS, 2011），その効果を機能的因
子のみで説明するには限界がある．本研究
では，「患者，セラピスト双方におけるハ
ンドセラピィ効果の認識を通じて治療継続
の要否を判断している」と仮説を立て，こ
れに影響する因子の特定を目的とした．そ
の結果，ハンドセラピィ継続の要否におけ
るセラピストと患者間の齟齬は，術後8週以
降で顕著であり，影響因子として，セラピ
スト側では機能的因子，患者側ではHand20
が一貫して挙げられており，双方でハンド
セラピィ効果を判断する指標は異なるもの
と推測された．一方で，共通因子としての
Hand20があることから，これを主要評価項

15．橈骨遠位端骨折患者の上肢
　　活動の経時的回復における
　　損傷側別特徴

共著 令和4年4月 左右上肢の活動量から受傷側と非受傷側の
回復特徴につき報告した．利き手の回復が
速やかとなる一方で，非利き手の回復が遅
延していた．また，相関する機能的指標と
も相関が異なっており，損傷側別の特徴を
踏まえたハンドセラピィにつき提案した．

（注）
１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

第34回日本ハンドセラ
ピィ学会学術集会（北
九州）

11．患者および医療者側のハ
　  ンドセラピィ継続要否を
    基とした橈骨遠位端骨折
    後のリハビリテーション
    至適期間策定に関する探
    索的研究

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

本研究では，「患者，セラピスト双方にお
けるハンドセラピィ効果の認識を通じて治
療継続の要否を判断している」と仮説を立
て，これに影響する因子の特定を目的とし
た．結果，ハンドセラピィ継続の要否にお
けるセラピストと患者間の齟齬は，術後8週
以降で顕著であり，影響因子として，セラ
ピスト側では機能的因子，患者側では
Hand20が一貫して挙げられており，双方で
ハンドセラピィ効果を判断する指標は異な
るものと推測された．一方で，共通因子と

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）



年月日

平成19年4月

平成19年4月

平成19年4月

平成19年4月

平成19年4月

教 育 研 究 業 績 書

令和5年　5月　1日

氏名　飯塚照史　印

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

4）義肢装具学における症例を通した実践的演習 青丹学園作業療法学科専任教員として担当の「義
肢装具学」（専門科目，2年次配当，半期，必修2
単位）において，能動義手ユーザーを招き，問題
点評価を通して，学生による自助具作成を実施し
た．評価技術の習得，自助具作成における考慮な
どを目的とし，学生の臨床実践に対する理解度が
向上した．

5）義肢装具学におけるメーカーによるデモ供覧 青丹学園作業療法学科専任教員として担当の「義
肢装具学」（専門科目，2年次配当，半期，必修2
単位）において，オットーボック社からの講師を
招き，メーカーによるデモを実践してもらい学生
に体験させた．今後の臨床実践における選択肢と
なる事，能動義手と筋電義手の長所，短所の理解
を目的とした．学生の理解度が向上した．

1）個別面談による学生の状況把握と対応 青丹学園作業療法学科専任教員として1年次担任を
務め，学生生活や今後について不安を抱えている
学生に対し個別面談を行った．自省を促し，勉学
における2年時への円滑な移行を促進するために面
接を実施し，学生の状況や指導，苦手な面などを
把握し，指導に役立てた．その結果，学生個々の
勉学への取り組みや，進路変更も含めて円滑な対
応が行えた．

2）模擬医療面接による評価技術習得 青丹学園作業療法学科専任教員として担当の「作
業療法評価学」（専門科目，1年次配当，半期，必
修2単位）において，事前に作成した模擬患者に対
する面接演習を実施した．この際，挨拶などのい
わゆる接遇面にも十分に説明したうえで，患者の
ニードをうかがう技術について実践的に行った．
その結果，学生の面接に対する理解度が向上し
た．

3）症例供覧を通じた作業療法の理解 青丹学園作業療法学科専任教員として担当の「身
体障害作業療法学」（専門科目，2年次配当，半
期，必修1単位）において，講師担当症例の経過を
供覧し，その実践的対応を教示した．学生の臨床
実践に対する理解が向上した．

人間医工学 リハビリテーション科学・福祉工学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

業績書－1



年月日事項 概 要

6）入学から卒業までの定期個人面談による
　 学生の状況把握および助言

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の講師として平成22年
度入学生および平成27年度入学生の担任を務め
た．当該学生の入学から卒業まで，留年者も含め
て総勢約80人に対し，毎年前後期併せて4回の定期
面談に加え，成績低迷学生やその他問題のある学
生に対して不定期面談を実施した．心理的問題を
主とする学生については，学内に設置された学生
相談室と連携し，対応を行った．問題ある場合に
は迅速な対応を行うい，学生の意識変容を促せ
た．その結果，退学者の減少に貢献できた．

9）コミュニケーション講座による実習への
   動機付け

平成25年4月
～

平成27年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の講師として平成25年
度3年次学生（40名），平成26年度3年次学生（30
名），平成27年度3年次学生（35名）に対し，実習
で必要とされるコミュニケーションについて，そ
の学術的意義から理論，実践，倫理などを教示し
た．さらに，昨今の学外実習による学生の諸問
題，特に精神的不調についても学問的知識を教示
し，予防的意義を含めた．一連の取り組みについ
ては，各回でアンケートを取った．その結果．学
外実習に対して漠然とした不安が，「指導者との
関係」などといった具体的な不安へとつながり，
これを学生が認識することで予防的効果を見込め
ることが分かった．また，倫理的事項に対する全
体討論を通じて，いわゆる接遇的コミュニケー
ションのみならず，医療倫理としてのコミュニ
ケーションを理解することにつながった．一連の
取り組みについては，大学教育に関する学会での
発表を3回，1篇の論文を通じて周知に努めた．さ
らに，コミュニケーション教育について先駆的役
割を果たされている桜美林大学リベラルアーツ群
の教授や，リハビリテーション関連職種における
養成教育での位置づけを強調される理学療法士な
どを招き，学内全体の取り組みとして周知に努め
た．これの功績が認められ，平成28年度からの新
カリキュラムにて授業化された．移行期間は，
「身体障害作業療法学実習」およびホームルーム
などで対応している．

7）リハビリテーション関連職種に対する総
   合的スプリント作製実習による装具療法
   の理解

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「義肢装具
学実習」（3年次配当，1単位）および，理学療法
学専攻の専門科目「義肢装具学実習」（3年次配
当，1単位）において，スプリント作製を通じた装
具治療の基本を教示した．具体的には，作業療法
学専攻については8種類，理学療法学専攻について
は3種類の作製を通じて，原因組織別の拘縮矯正に
対する評価技術やスプリント調整を行った．その
結果，学生の理解度が向上した．

8）レポート課題の評価基準統一による学生
   へのフィードバック

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）におい
て，提出される課題レポートの評価基準をS，A1，
A2，B1，B2などと8段階として統一し，それぞれの
採点基準を設けた．これを学生にフィードバック
することで，実習に向けての自身の課題の明確化
につながり，学生の動機が向上した．
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年月日事項 概 要

11）穴埋め式レジュメの使用による理解を促す講
義 態

令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科における人体構造学Ⅲの講義において，解剖学
的構造や名称の暗記に際し，穴埋め式のレジュメ
を使用することで理解と定着を図った．

12）症例提示を通じた実践的講義 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義において，適時症例提示を通じ
て，理論や治療法に関する実践的講義を展開し，
理解を促した．

10）学生個々の状況に応じた定期面談および指導 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として，チューターを努め，理学療法
学・作業療法学専攻学生の定期面談および個々の
状況に応じた指導を行った．

13）オンライン・オンデマンド方式を用いた講義 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義について，COVID-19感染予防の観
点から，Googleクラスルーム，Googleフォームを
駆使したオンデマンド，オンライン方式の講義を
展開した．講義内容は後日確認することも出来る
ようにし，復習用の教材としても提供した．各回
での確認テスト提出を義務付けることで，学習内
容の定着も図った．
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年月日事項 概 要

平成19年4月

平成19年4月2）国家試験対策資料 青丹学園作業療法学科専任教員，および星城大学
リハビリテーション学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻講師として，国家試験対策用の資
料作成を行っている．当該対策本は模試関連業者
からも多く発刊されているが，細項目の分類が学
生の理解と異なる部分があるように感じている．
例えば，装具関連の問題では，装具の理解ではな
く，神経損傷の理解が必要であったり，などであ
る．そのため，それまでの学生指導の要点を踏ま
えて，関連付けて覚えられるように講義を展開し
たうえで，これに関連する問題をまとめた資料を
作成，配布するようにしている．

3）小テストによる講義理解度の把握 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学Ⅰ」（2年次配当，1単位）において，
小テストを作成し各回の講義終了後に実施し，講
義理解度の把握に努めた．同時に講義に対する感
想も求め，次回講義でこれに応えるという形式で
展開した．これにより，学生の理解度は飛躍的に
向上し，身体機能障害領域を志望する学生が増加
した．

4）症例報告レポート作成を目的とした
   情報提供用資料

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）において
課題として提示する症例報告レポート用の症例情
報提供資料を作成した．当該資料には，個人情報
を保護したうえでの現病歴や既往歴，あるいは面
接時の逐語録などを示した．これを基にしたレ
ポート作成により学生は実践への理解度が向上し
た．

２　作成した教科書，教材

1）義肢装具学（スプリント作製）における
   記録用紙作成

青丹学園作業療法学科専任教員として担当の「義
肢装具学」（専門科目，2年次配当，半期，必修2
単位），および星城大学リハビリテーション学部
リハビリテーション学科作業療法学専攻の専門科
目「義肢装具学実習」（3年次配当，1単位）およ
び，理学療法学専攻の専門科目「義肢装具学実
習」（3年次配当，1単位）において，教科書だけ
でなく，実践に役立つスプリント作製を念頭に置
いた．後期のみで8種類程度の作製を実施した．ま
た，作製記録を毎回提出させ，再現性の高い記載
を指示した．また，作製時における評価の重要性
についても別時間を設け十分に説明し，これも記
載させることで学生の理解度が向上した．

5）講義用補助教材 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門基礎科目「臨床
運動学」（3年次配当，1単位）において，テキス
トに沿ったアウトラインについて資料を作成，配
布している．さらに資料内には，関連事項として
講師が経験した症例などを紹介する項目を設けて
学生に興味を引き出すように工夫している．
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年月日事項 概 要

7）作業で語る事例報告 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）におい
て，教科書として使用した．当該教科書では作業
療法学の文脈上にある作業について網羅的に示さ
れ，さらに実践として豊富な事例報告が収められ
ている．学生が率直に疑問に思う点について簡潔
明瞭に述べられているため教科書として採用し
た．さらに，講義内では教科書を用いた症例検討
の重要性を説き，学外実習において参考にするよ
う指導した．

　A4判　全164項
　編者：斎藤佑樹
　共著者：友利幸之助，上江洲聖，澤田辰徳

8）確認テスト 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義について，各回毎に学習内容に応
じた確認テストを作成した．質問項目も付記する
ことで適宜学生からの反応も確認することが出来
るようにしている．

6）体表解剖学における触診資料 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「臨床体表
解剖学」（1年次配当，1単位）において，筋骨格
の触診について再現性の高い資料を作成した．さ
らに，毎回触診した筋骨格に関する運動学的知識
などを先取りで教示し，小テストを行った．これ
により学生の解剖学への理解度が向上し，興味関
心の高まりがある．さらに，ロードマップとして
今後修得すべき知識を見せることで，勉学全般に
対する動機づけにつながっている．

9）穴埋め式レジュメの作成 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義について，学習内容における重点
項目を穴埋めとするレジュメを作成し，当該部分
での強調と筆記による定着を促した．また，試験
範囲の明確化にもつながるようにした．
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年月日事項 概 要

平成26年12月14日

平成28年12月

令和3年7月

令和2年6月22日

令和3年3月2日

2）星城大学学生による授業評価アンケート
   結果

星城大学において毎年実施している学生による授
業評価アンケートによると，3年次学生に対する
「義肢装具学」，および2年次学生に対する「身体
障害作業療法学Ⅰ」，いずれについても，95％以
上の学生から満足との高い評価をもらっている．

3）奈良学園大学学生による授業評価アンケート
　 結果

奈良学園大学において実施される授業評価アン
ケートについて，3年次学生対象の「義肢装具学」
「作業療法特論」，2年次学生対象の「人体構造実
習」「身体障害作業療法学Ⅱ」「作業療法評価学
演習Ⅰ（身体）」，1年次学生対象の「人体構造学
Ⅲ」において，いずれも5点満点中4.3程度の満足
度を得た．

4）学部長による定期面談 奈良学園大学保健医療学部において，学部長との
定期面談を実施した．専攻運営，大学運営，とり
わけ広報活動に関して一定の評価を受けた．

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1）星城大学再任評価 学長，学部長による面接評価を受けた．入試広報
委員会副部長としての活動による学内貢献，学生
教育への尽力，研究領域としての科研費取得など
が認められ，平成27年度かの再任が決定した．

3）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
　 認定ハンドセラピスト養成カリキュラム
   応用実践研修会「ハンドスプリントベーシ
   ックセミナー」，研修会講師

平成22年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される応用実践セミナーにて，座学
としてスプリントの力学，実践として作製実習に
つき継続して講師を務めている．毎年，おおむね
100名程度の参加者がいる．

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
　 認定ハンドセラピスト養成カリキュラム
  「入門セミナー」，研修会講師

平成20年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される入門セミナーにて，肘関節・
前腕の機能解剖につき継続して講師を務めてい
る．毎年，おおむね100名程度の参加者がいる．

2）奈良県作業療法士会主催
　 現職者講習会「後輩育成・協業」，講師

平成22年4月
～

平成24年3月

現職者講習会として，有資格者を対象に後輩育
成，協業について実践を通じた教示を行った．各
年ともにおおむね50名程度の参加者がいた．
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年月日事項 概 要

平成26年9月27日

平成29年9月14日

令和3年10月

令和3年11月

4）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
　 認定ハンドセラピスト養成講習会「機能解
   剖・触診セミナー」，研修会講師

平成23年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される基礎セミナーにて，手，手指
の機能解剖と触診実習の講師として継続して講師
を務めている．毎年，おおむね100名程度の参加者
がいる．

8)奈良県作業療法士会主催
　学術部セミナー「手のリハビリテーション」講
師

手外科疾患について，概要，評価，治療について
臨床上有用な情報を教示した．

9）奈良県作業療法士会主催
　現職者研修会「急性期の作業療法」講師

急性期の作業療法に関してリスクマネジメントを
中心に教示した．

5）愛知県作業療法士会主催
　 現職者講習会「職業倫理」，研修会講師

平成24年4月
～

現在に至る

現職者講習会として，有資格者を対象に職業倫理
について討論を通じた教示を継続して行ってい
る．各年ともにおおむね100名程度の参加者がい
る．

6）星城大学元気創造研究センター助成研究
   公開講座「リハビリテーション専門職養
   成課程におけるコミュニケーション教育」
   ，報告「作業療法学生に対するコミュニ
   ケーション教育」

本講座は星城大学元気創造センター助成研究とし
て実施した学生のコミュニケーション教育につい
ての研究成果を周知するために開催し，報告し
た．併せて講義も企画し，学生への教示も行っ
た．

7）星城大学FDセミナー
　「科研費取得のポイント」，研修会講師

これまで2度連続での科研費取得実績を評価され，
学内FDセミナーでの講師を務めた．自身の経験を
基に，成書で示される記載方法や研究の展開につ
いて教示した．
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年月日事項 概 要

平成22年4月

～

平成30年3月

平成25年4月

～

平成30年3月

3）修士論文指導実績

平成31年4月

～

現在に至る

５　その他

平成27年4月
～

平成30年3月

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の学生1名（テーマ：橈骨遠位端骨折後の患者満足
度とリハビリテーション期間の認識に影響する因
子についての研究）に対して，研究指導補助教員
として修士論文作成における研究計画策定から，
データ分析，論文作成，発表資料作成に至るまで
の一連を指導した．

　星城大学大学院リハビリテーション健康支援学
　研究科健康支援学専攻

4）学部科目担当実績 奈良学園大学保健医療学部にて，「基礎ゼミⅡ」
「人体構造学Ⅲ（神経・運動神）」「義肢装具学
（総論）」「義肢装具学」「身体障害作業療法学
Ⅱ（運動器・難病）」「作業療法評価学演習Ⅰ
（身体）」「作業療法評価学特論Ⅰ（身体障
害）」の科目担当として講義を行っている．

　奈良学園大学保健医療学部

1）学部科目担当実績 星城大学リハビリテーション学部にて，「身体障
害作業療法学」「身体障害作業療法学実習」「臨
床運動学」「運動学演習」「臨床体表解剖学」
「義肢装具学」「義肢装具学実習」「作業療法学
特論」の科目担当として講義を行った．

　星城大学リハビリテーション学部

2）修士課程科目担当実績 星城大学大学院リハビリテーション健康支援学研
究科健康支援学専攻にて，「病態運動学」「リハ
ビリテーション健康支援学」の科目担当として講
義を行った．

　星城大学大学院リハビリテーション健康支援学
　研究科健康支援学専攻

業績書－8



年月日事項 概 要

年月日

平成10年3月

平成12年3月

平成19年4月

修士（保健学） 広島大学　第16792号

修士論文題目：指把持力の圧変化から見た書字動
作解析；健常人とパーキンソン病患者との比較

博士（保健学） 広島大学　第4258号

博士論文題目：ZoneII屈筋腱断裂修復後の後療法
の特徴に関する一考察 : 3週間固定法とKleinert
変法の経時的関節可動域の比較

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

作業療法士 第20618号

1）土谷総合病院リハビリテーション科
　 作業療法士

平成12年4月
～

平成14年3月

主に整形外科病棟に入院する患者および外来患者
のリハビリテーション業務に従事した．外傷，先
天性疾患に対して，筋力，関節可動域の改善，日
常生活動作能力の向上を意図した作業療法を実施
し，社会復帰へと導けるよう尽力した．併せて，
在宅でリハビリテーションを行う訪問リハビリ
テーションも行い，施設から在宅へとシームレス
な対応が出来るように他職種との連携も心がけ
た．

2）名古屋掖済会病院リハビリテーション科
   作業療法士

平成17年4月
～

平成22年3月

整形外科の一専門分野である手外科領域のみを担
当する作業療法士として，救急対応から医師と綿
密な連携を取りながら，術前，術中，術後対応を
行った．重度外傷にあっては，リハビリテーショ
ンが遅延することによって起こる障害が多いた
め，医師の手術の意図を踏まえた早期リハビリ
テーションを心がけた．

２　特許等

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

3）臨床実習における指導 平成17年4月
～

平成22年3月

名古屋掖済会病院にて常勤で在職中に大阪リハビ
リテーション専門学校延べ5人，星城大学リハビリ
テーション学部作業療法学科学生延べ2人に対し臨
床評価実習，臨床治療実習を実施した．手の外科
領域という特殊性があるものの，作業療法におい
て共通である実践技術について指導した．また，
作業療法だけでなく他職種の業務についても把握
するために，手術見学や外来診察，病棟回診など
にも同行してもらった．作業療法を実施する前に
他職種が多くかかわっていること，作業療法士と
して評価，実践するべき事項があることを理解し
てもらうよう努めた．
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年月日事項 概 要

平成29年7月18日

平成25年4月

～

平成28年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

5）一般社団法人日本海員掖済会名古屋掖済会
   病院主催地域貢献事業エキサイ健康教室
 「手と足と口の健康チェック」，研修会講師

通年シリーズで行われる地域住民への啓発として
の健康教室で講師を務めた．当該日においては，
握力などの測定も行い，自身の健康に対する意識
を高めてもらった．参加者および院内からの評価
も高く，今後も継続して行うこととなっている．

6）科学研究費取得（若手B） 橈骨遠位端骨折患者を対象とし，患者満足度と関
節可動域や筋力などの機能的因子の関連から，適
切なリハビリテーション期間を決定づける因子に
ついて探索検討した．他施設共同研究として160名
について検討したところ，機能的因子が患者満足
度に関連するのは術後8週までであること，終了に
係る印紙として患者とセラピストの間で一致する
アウトカムは患者立脚型評価であること，術後4週
をベースラインとすると患者立脚型評価において
33点以上の改善が必要であることが提案された．

「適切なリハビリテーション期間の決定に関わる
因子の探索的研究」

7）科学研究費取得（基盤C） 予め練習をした群（事前練習群）と練習をしない
群（非練習群）を設定し，指示された一定のつま
み力を維持する課題を与え，さらにそれぞれにN-
back課題（数個前の数字を想起し答える課題）を
負荷し，大脳前頭前野における脳血流量を近赤外
線分光法にて計測し，被殻した．結果，事前練習
群においては脳血流量の増大を認めず，筋電図に
おける振幅は漸減していた．一方，非練習群にお
いては事前練習群とは逆の傾向が認められた．以
上から，運動学習における習熟過程を前頭前野脳
血流量と筋電図がアウトカムとなる可能性が提案
された．さらに外傷による機能再建術としての腱
移行術後のリハビリテーションへの応用を提案し
た．

「健常人と腱移行術症例に対する前頭前野負荷と
運動学習遅延に関する実証的研究」

4）有資格者に対する実践研修指導 平成19年4月
～

平成22年3月

名古屋掖済会病院にて在職中に，手外科リハビリ
テーションに対する実地研修の受け入れを行って
おり，三河地域より2名，豊田地域より2名，名古
屋地域より3名の有資格者に対し，実技研修を指導
した．具体的には症例の病態に対する評価，治療
方針の立て方などを実践に即して指導，討論を通
じて洗練化を図った．

8）日本ハンドセラピィ学会理事としての活動 平成27年4月
～

現在に至る

会員数約700人の日本ハンドセラピィ学会において
理事を務め2期目となる．2期目からは認定資格審
査委員会事務局長の役を任ぜられ，認定ハンドセ
ラピストの申請，更新，研修会運営に係る全体調
整および報告のとりまとめ，など学会の根幹に関
わる部分を担当している．
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年月日事項 概 要

令和3年4月

～

現在に至る

令和4年4月

～

現在に至る

令和4年6月25日

令和4年8月28日

令和4年10月2日

12）科学研究費取得（基盤C） 脆弱性骨折の初発となる橈骨遠位端骨折は高率で
大腿骨頚部骨折といった二次骨折を発生するた
め，効率性のあるリスク評価が求められる．しか
し，上肢骨折が転倒を主因とする二次骨折へとつ
ながる一連のメカニズムは未解明である．これに
対し，左右上肢活動量の対称性と動的立位バラン
スの相関性を明らかにし，予備的検討にて骨折側
の運動制御パターンの変化を捉えた．すなわち，
上肢骨折による中枢機能の変化が下肢機能へと波
及しているとの仮説が成り立つ．方法としては，
一次運動野から脊髄前角での複数の運動核への投
射パターンを捉える筋シナジー解析を適用し，上
下肢の運動制御の変化と姿勢反射および平衡反応
との関連性を検討する．本研究は二次骨折のリス
ク評価への応用が期待される．

10）第5回中部日本ハンドセラピィ研究会代表
   世話人としての活動

平成30年1月27日 手外科専門医による一般社団法人日本手外科学会
の下部組織となる中部手外科研究会においては，
毎年研究会を開催している．この中部手外科研究
会の医師の支持を受けて発足した中部日本ハンド
セラピィ研究会においては，世話人会を組織し，
中部手外科研究会と併催する形で4回の研究会を
行ってきた．第5回にあっては，名古屋で行われる
こととなり，中部日本ハンドセラピィ研究会世話
人会で指名され，中部手外科研究会で承認され，
代表世話人となった．共催にあたり藤田保健衛生
大学医学部整形外科の鈴木教授と折衝を重ね，新
規的な研究会を企画し，開催した．

11）第35回日本ハンドセラピィ学会大会長として 2023年4月開催予定の学会について大会長を拝命
し，日本手外科学会側との交渉も通じて，企画を
計画した．継続して活動中である．

9）第29回日本ハンドセラピィ学会運営局長，
   学術局長としての活動

平成28年4月
～

平成29年4月

日本ハンドセラピィ学会の年次学術集会が名古屋
で開催されるにあたり，名古屋大学手外科教室と
ともに，中日病院に所属する学会長とともに，実
務的な作業を行った．当初は，学術局長として任
命されたものの，運営局の業務遅延により中途か
ら運営局長を兼任した．開催当日にあっては，過
去最高の約800人の参加者を迎え大成功であり，こ
れに貢献した．

13）日本作業療法士協会主催「研究法」講師 令和4年6月11日
令和4年6月12日
令和4年12月10日
令和4年12月11日

有資格者に対して研究計画立案から倫理的配慮を
教示し，各自立案した研究計画に対してアドバイ
スを行った．

ハンドセラピィを専門分野とする者に対し，各種
研究実践を紹介したのち，当該分野に資する研究
計画についてアドバイスを行った．

15）日本ハンドセラピィ学会主催「触診セミ
師

14）日本ハンドセラピィ学会主催「研究法」講師

学会主催にて実施している実技セミナーとしての
触診技術について，座学及び実技について教示し
た．

16）奈良県作業療法士会　現職者講習会「急性期
の作

業療法

現職者に対して急性期の作業療法について教示
し，地域連携も踏まえた対応の重要性を説いた．

業績書－11



年月日事項 概 要

４　その他

3）広報委員会としての活動 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部における広報委員とし
て，高校訪問，進学ガイダンス，オープンキャン
パス対応として，企画・講師派遣等を行った．

1）入試広報委員会としての活動 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学内における入試広報活動の要として，入
学者増加対策やオープンキャンパスの企画，運営
など入試広報活動全般にわたる対応を行ってい
る．平成25年からの2年間は副委員長を務め，リハ
ビリテーション学部における当該業務を一手に引
き受けてきた．オープンキャンパスの運営につい
ては一部ルーティン化し効率化を図るとともに，
教員帯同による高校訪問なども定着させた．

2）キャリア委員会としての活動 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学内における就職活動において要となる
キャリア委員会にて一貫して対応してきた．リハ
ビリテーション学部においては2年次からのキャリ
ア教育を実施し，早期内定あるいは公的機関受験
対応を軸として取り組んでいる．

業績書－12



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
共著 平成26年3月

共著 平成29年3月

３．ハンドセラピィマニュ
    アル（日本作業療法士
    協会編）

共著 令和2年2月 日本作業療法士協会におけるマニュアルシ
リーズにて，評価に関して分担執筆した．
当該マニュアルは日本における標準的なハ
ンドセラピィ技術，知識の根拠となるもの
であり，その有用性は高い．
A4判　全78項
著者：岡野昭夫，飯塚照史，稲垣慶之，内
屋純，大山峰生，谷口しのぶ，茶木正樹，
野中信宏，古田　裕之，武藤光弘

本人担当部分：「評価」について単著．
ハンドセラピィ領域で多用される評価につ
いて，図表を用いて概説した．

4．作業療法理論の教科書 共著 令和2年9月 作業療法分野において適用される理論につ
いて，生体力学的モデルの分担執筆を担当
した．学生への教示用として実践レベルを
通して分かりやすく解説している．
A4判　全255項
編者：小川真寛，藤本一博，京極真
著者：飯塚照史，他18名．

本人担当部分：「生体力学的モデル」を単
著．
作業療法実践において機能評価を基にした
治療におけるモデルを概説した．

リハビリテーション分野において重要な装
具学の知識を教示した．本書の特養として
は，豊富な事例を用いて具体的に示してい
る点である．
A4判　全453項
編者：清水順一，青木主税
共著者：飯塚照史，他25名．

本人担当部分：Ⅱ装具　1章　上肢装具
「肘装具」「手関節装具」，手部装具各論2
「末梢神経障害」を単著．
肘，手関節について実践上で用いた独自性
の高い装具を例示し，慣習的な装具との違
い，利点，欠点，適用を述べたうえで，こ

日本作業療法協会

メジカルビュー社

2．リハビリテーション義
   肢装具学

メジカルビュー

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

1．作業で語る事例報告作
   業療法のレジメの書き
   方・考え方

株式会社　医学書院 作業療法における「作業」に着目し，その
評価法と解釈について記したものである．
本書はこれに基づき多数の事例が報告され
ている．
A4判　全164項
編者：斎藤佑樹
共著者：友利幸之助，上江洲聖，澤田辰
徳，飯塚照史，他38名．

本人担当部分：第5章　生活に焦点を当てた
事例報告の書き方　「生活の変化に向けて
必要な作業を確認し目標設定を行った手外
科事例」を単著．
伸筋腱断裂および手関節可動域制限を来し
た症例に対し，主観的な面接を中心とし
て，機能的側面の評価とともに包括的に目
標設定を行った．また，妻の逝去に伴う対
象者の役割の変化を踏まえて，現実的かつ
具体的な目標から 対象者とともにチーム



5．動画で学ぼう PT・OTのた
   めのハンドセラピィ
   [Web付録付]

編集・共著令和4年3月 手のリハビリテーション（ハンドセラ
ピィ）に関して初学者向けの教科書とし
て，動画を加えて基礎から応用までを網羅
し，コラムを加えて分かりやすく解説し
た．
A4判　全160項
編者：斎藤和夫，飯塚照史，下田信明

本人担当：「ROM検査」「筋力評価」「感覚
評価」「目標設定」「関節可動域の改善」
「協調性の改善」の6章（全42項相当）を執
筆した．加えて，編者として全体構成や動

（学術論文）
共著 平成26年4月

共著 平成26年10月

共著 平成26年12月

共著 平成27年5月

共著 平成28年4月

共著 平成28年4月

医学書院

星城大学紀要，14号，
p43-56

1．客観的臨床能力試験場
    面のビデオフィード
    バックによる臨床実習
    前教育の取り組み．
   （査読付）

作業療法，33巻2号，
p181-190

学内で実習前に実施する客観的臨床能力試
験に際し，ビデオフィードバックを用いた
学習の効果について述べた．学生は，当該
ビデオを用いた学習形態をとっており，有
効であったと述べた者が8割を超えており，
実習前の学習手段として有用である可能性
を述べた．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推

2．作業療法学生の臨床実
    習に対する意識の変容
    についての研究
  （査読付）

手外科領域のおける患者立脚型評価として
のDASHについて，臨床的に意味のある差が
17点であるとされており，これを用いて橈
骨遠位端骨折の早期運動療法開始群と非早
期運動療法開始群の効果を検討した．その
結果，ベースラインからの得点変化が17点
であっても，機能的な差が生じていないこ
とが明らかとなった．そのため，手関節可
動域や筋力の改善を指標としたリハビリ
テーションのアウトカムについては有用性
が見出させない可能性があることを指摘し
た．また，検討結果から，現状のリハビリ
テーションの効果は長くとも受傷してから8
週間程度であり，現状の12週間程度のリハ
ビリテーションについては疑問が生じてい
ることを述べた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収
集，解析，論文執筆

作業療法専攻学生に対して，臨床実習前に
ストレスマネジメントを主眼とするコミュ
ニケーション講座を開講し，その効果を学
生アンケートからKJ法を用いて検討した．
その結果，学生の不安は，当初漠然とした
ものであるが，後半には指導者や対象者と
の関係性構築に焦点化されており，その対
策が必要であることを述べた

3．滑車訓練における手関
    節主動筋の筋電位と握
    力の関係について
   （査読付）

日本ハンドセラピィ学
会誌，7巻，p23-28

ハンドセラピィ領域で筋力増強目的に多用
される滑車訓練について，実験的に検証し
た．手関節固定筋とともに，把持力を同
期，解析した結果，10㎏程度の負荷をかけ
てもその握力は最大握力の7割程度にとどま
ること，加えて手関節固定筋については最
大握力発揮時の5割未満にとどまる事を報告
した．以上から，握力増強には適さず，固
定時における廃用性の筋力低下に対しての
効果にとどまることを示した．さらに筋力
増強効果としては，他の訓練法が有用であ
る可能性を指摘したうえで，提案した．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推
敲

4．手指PIP関節周辺骨折に
    おけるDIP・PIP関節可
    動域の推移
   （査読付）

日本ハンドセラピィ学
会誌，8巻，p16-21

手指PIP関節脱臼骨折のリハビリテーション
における可動域推移につき検討し報告し
た．開始当初にDIP関節のみの運動を実施し
ている群については，これと同期するよう
にPIP関節の可動性が改善するのに対し，当
該運動を実施していない群については，そ
の相関性が低くなっていた．解剖学的，運
動学的構造から，非損傷関節であうDIP関節
の運動が最終成績の向上に有用であること
を述べた．

5．The optimal
    rehabilitation
    period for patients
    with distal radius
    fractures according
    to the MCID in DASH
    scores; a preliminary
    study
  （DASH MCIDを基準とした
   橈骨遠位端骨折に対する
   至適リハビリテーション
   期間に関する予備的検
  討）
 （査読付）

Journal of hand
surgery-Asia-Pacific,
vol.21(2), p1-6

6．Correlation of the
    Hand 20 with the

Asian Journal of
Occupational Therapy,

著者も加わり名古屋大学手外科教室を主体
として作成した，本邦における患者立脚型



8．橈骨遠位端骨折手術例
    におけるセラピィ終了
    時期に影響を及ぼす要
    因について
   （査読付）

共著 平成29年5月 先行研究にて当研究グループではハンドセ
ラピィパスを作成し，その有用性を述べて
きた．しかし，パスに適用されない患者に
ついての検討がなされていないため，実施
した．その結果，骨折系と掌屈可動域，握
力がその要因として挙げられ，これらに対
する対策が良好な成績を安定して獲得する
ためのポイントであることを指摘した．ま
た，握力増強に有用な訓練としてタオル絞
りを提案した．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推
敲

9．臨床実習後作業療法学
    生におけるハンドセラ
    ピィに対する認識
　　（査読付）

共著 平成29年10月 日本ハンドセラ
ピィ学会誌，10
巻1号，p43－48

養成校作業療法学生の臨床実習後における
ハンドセラピィに対する認識を検討するた
めに，作業療法特論（ハンドセラピィ）を
選択した学生を対象として，提出レポート
を用いた検討を行った．テキストマイニン
グ手法により抽出された10コードを用いて
主成分分析を行ったところ4つの成分に縮約
された．また，主題分析による質的検討を
踏まえると，学生はハンドセラピィを作業
療法の一分野として認知はしているもの
の，その対象範囲は生活や作業と対極し，
かつ作業療法士とは一線を画するものであ
るとの認識であることが示唆された．この
要因として作業療法の定義と実践との乖離
に対するジレンマの存在が推察され，卒前
あるいは卒後教育にあってはハンドセラ
ピィの定義と専門性，意義につき各分野と
の関連を念頭においた教示の必要性が示唆
された．

本人担当部分：研究計画策定，データ収

作業療法，38巻1号，
p37-44

回復期リハビリテーション病棟退院後の脳
血管疾患患者のADL能力は低下するとされ，
退院前が最も高い能力を有するとされる．
一方で慢性期脳血管疾患患者のADL能力と生
活範囲，IADL能力やQOLは関連性があるとさ
れるが，回復期病棟退院前を基準とした経
時的変化との関連性の言及はない．本研究
は脳血管疾患患者の退院前を基準とし在宅
時とのFIM得点の比較，維持・改善と悪化に
関わる因子探索を行った結果，移動項目に
有意な低下を認め，FIM得点の維持・改善に

7．作業療法学学生に対す
    る臨床実習前コミュニ
    ケーション講座の試み
   （査読付）

共著 平成28年12月 日本作業療法教育研
究，16巻1号，p23-29

作業療法学専攻3年次学生35名を対象とし
て，臨床実習（以下，実習）に向けた対人
コミュニケーション能力向上と心理的支援
を目的とした講座を4回実施した．講座実施
中の学生の実習に対する不安は，講座開始
当初は指導者や対象者との「関係作り」で
あった．しかし，実習直前には「知識・技
術不足」に対する不安が高まる傾向にあっ
た．しかし，講座における指導者などとの
対人関係を意図したロールプレイングやス
トレスマネジメントとしてのリラクゼー
ション方法の教示は，実習前不安の自己評
価得点を軽減していた．一方，実習後のア
ンケートでは，コミュニケーション困難と
して対象者の疾患特性や沈黙，消極的態度
といった状況に直面し，対人反応への戸惑
いを感じていた．今後は作業療法実践にお
けるコミュニケーション特性を具体的に検
討した上で，実習で想定される困難場面に

10．脳血管疾患患者におけ
　　る回復期リハビリテー
　　ション病棟退院後の日
　　常生活活動能力の変化
　　および関連因子に関す
　　るアンケート調査
　　（査読付）

共著 平成30年6月

日本ハンドセラピィ学
会誌，9巻3号，p131－
135

    International
    Classification of
    Functioning,
    Disability, and
    Health and comparison
    of the results with
    those of the
    Disability of the
    Arm, Shoulder and
    Hand
   （Hand 20とDASHのICFに
    よる関連性について）
   （査読付）

vol.11, p27-33 評価のHand20と世界的標準とされるDASHに
ついて，その差異をICF概念へのリンクにて
検討した．その結果，Hand20は手に限局す
る主観的困難感を聴取するのに対し，DASH
は社会的不利について主軸を置いているも
のと捉えられた．以上とともに，2つの患者
立脚型評価の得点を解釈するうえでは，対
象者の測定範囲に配慮することが肝要であ
ることを強調した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収
集，解析，論文執筆
共著者：Terufumi Iitsuka, Tomoko Ohura,
Takashi Fujita



12．外傷手の予後予測
　　（総説）

単著 令和1年10月 　外傷手の予後予測について，戦略・戦
術・アウトカムを基に，ハンドセラピィの
対象疾患として頻度が高いと思われる代表
的疾患に対しcritical pointとこれに関わ
るエビデンスについて述べた．手外科医と
の綿密な討論とチームワークで，外科的対
応を含めた「戦略」および個々の局面での
具体的な「戦術」を基に，ハンドセラピィ
での「戦術」を立てる．並行してハンドセ
ラピィ上の具体的な目標設定に沿って，こ
れに反応するアウトカムについてICFを意識
して認識することが重要である．加えて，
最終成績を予想するための各時点の
critical pointによる中途結果の判断は，

13．本学保健医療学部リハビリテー
ション学科志望経緯に関する調査
（研究ノート）

共著 令和2年12月 奈良学園大学保健医療学部リハビリテー
ション学科の広報活動に資する基礎資料と
するため，2020年度新入生の志望経緯およ
び本学に対する印象等についてアンケート
調査を行った．結果，理学療法・作業療法
いずれの専攻についても，多くの学生は当
初の志望を中途変更することはなかった．
一方で，中途で変更する学生においては，
自身の経験や自身の適性についての内省，
さらに作業療法学専攻については，特徴的
な技術に魅力を感じたことが契機となって
いた．入学前の本学選択においては設備，
環境面を魅力と感じており，入学後は教員
や教育の質について肯定的な意見が多かっ
た．以上から，低年齢における分かりやす
い理学療法・作業療法に関する周知，ある
いは本学の特徴的な講義等の教育方法に関
する広報が有用であることを提案した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収
集・解析，論文執筆
共著者：飯塚照史，辻下守弘、池田耕二、

関わる因子に生活範囲が関連していた．回
復期の退院支援では，在宅時の活動範囲拡
大を意図した指導でADL能力の維持・改善に
寄与する可能性があった．

日本ハンドセラピィ学
会誌，11巻2号，p58－
67

運動学習の過程における「認知段階」と
「連合・自動段階」への対応は異なる．前
者では新規的運動を認知するために言語的
情報や生体信号をフィードバックするなど
で強化，促進するのに対し，後者は反復す
る練習あるいは環境設定の異なる場面での
運動が奏功する．したがって，ハンドセラ
ピィにおける実践，とりわけ新規的運動獲
得が主となる筋・腱移行術等を想定する
と，当該段階を区別する必要性は高く，か
つ客観的であることが望ましい．以上を基
に本研究では，同時注意要求課題を与えた
際の筋出力と筋電図振幅，ならびに前頭前
野の活動領域から「認知段階」と「連合・
自動段階」を区別する新規的指標を見出
し，かつそれが若年者と高齢者に普遍的で
あるか否かを検証することを目的とした．
結果，同時注意要求課題を与えた際の前頭
前野活動領域は拡大し，かつ事前練習を
行った者にあっては，運動習熟値（筋出力
を筋電振幅で除した値）が増加する傾向に
あった．本結果で認められた現象は，「認
知段階」と「連合・自動段階」を区別でき
る客観的指標として応用できる可能性が示
唆された．しかし，本研究における実験課
題等については，再現性や客観性を担保す

11．運動学習段階を捉える
　　新規的指標の開発に関
　　する基礎的研究―事前
　　練習の有無および健常
　　若年者と高齢者の比較
　　（査読付）

共著 平成30年10月

日本ハンドセラピィ学
会誌12巻1号，2019

奈良学園大学紀要第13
集，149-155，2020



14．橈骨遠位端骨折に対す
　　るハンドセラピィと最
　　近のトピック（総説）

単著 令和2年12月 橈骨遠位端骨折は高頻度で発生する外傷で
あるがゆえに多くの研究が存在し，その予
防から予後に至るまで多様な知見が存在す
る．ハンドセラピィにおける臨床実践レベ
ルにあっては対象者の機能的因子の改善に
最も焦点があたるが，俯瞰すれば効果的で
あるとされる技術は未だ明確ではない．し
たがって，その効果は未だ懐疑的であり不
要論さえ存在するのが実状である．これに
対し，現時点での研究のトレンドを踏まえ
ると費用対効果に優れる早期ハンドセラ
ピィ開始および早期終了が鍵であり，これ
に資するアウトカムの開発が本骨折に対す
るハンドセラピィ技術の継承・発展におい

16．移乗介助動作における
    医療従事者の筋活動
    ―腰痛予防に向けた分
    析―

共著 令和3年11月 セラピストの移乗動作中の腰部筋の筋電図
から腰痛を発生させないための動作上の工
夫について考察した．体幹全体をなるべく
屈伸させず，膝関節を用いた動作介助が有
用であることが示唆された．

本人担当部分：研究計画策定，データ収
集，解析，論文推敲，一部執筆
共著者：谷口敦也，窪優太，飯塚照史

17．2021年度リハビリテ
　　ーション学科新入生に
　　おける志望経緯に関す
　　る調査

共著 令和3年12月 学部設置3年目を迎えたリハビリテーション
学科においては，定員充足率増加に伴い新
入生の進学経緯も多様になっているものと
考えられる．そこで，3期生においてアン
ケート調査を実施し，2期生との比較を通じ
てその傾向について比較検討した．結果，
当初における職業選択は変更されることな
く，近しい人物への相談を伴ったオープン
キャンパスへの参加，加えて本学近隣環境
等への好感を以て進学を決定している経緯
があり，2期生との大きな変化はなかった．
一方で，プレゼンスの高まり，教員対応へ
の肯定的意見と捉えられる側面もあり，本
学魅力の一端として認識する必要性が示唆
された．以上の結果は，今後の広報戦略に
資するものであると考えられた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収
集・解析，論文執筆
共著者：飯塚照史，辻下守弘、池田耕二、

18．Factorial validity
　　and　internal
　　consistency of
　　a practitioners’
    checklist for
    therapists in
    rehabilitation
   （リハビリテーションに
　　おける療法士のための
　　実践者用チェックリス
　　トの因子的妥当性と内
　　的整合性）（査読付）

共著 令和3年12月 JBI Evid
Implement 2021;
19:387–393.

病院・訪問で働く療法士を対象にリハビリ
テーション実践におけるチェックリストの
因子的妥当性と内的整合性を検証した．分
析対象は385人で，4因子20項目のモデル適
合度はRMSEA0.083, GFI0.843,AGFI0.799
で、因子間の相関は0.67-0.95，各因子から
の因子負荷量は20項目すべてで0.41以上
だった． Cronbach’s α係数は0.896,
0.890, 0.935, 0.925だった．

本人担当部分：研究計画策定，論文推敲，
一部執筆
共著者：Ohura t, Tsuyama T, Furusawa M,

（その他）
＜国際学会＞

- 平成26年6月

奈良学園大学紀要第13
集，149-155，2020

橈骨遠位端骨折は，術後3か月程度の急峻な
回復ののち，１年程度にわたる緩徐な回復
を示すため，Minimally Clinical
Important Difference（臨床的に意味のあ
る差）の算出方法を参照し，患者満足度を
改善させるHand20得点の改善量について検
討した．術後4週をベースラインとすると，
手全体の機能に対する患者満足度を改善す
るHand20得点の改善量のカットオフ値は26

作業療法ジャーナル
55巻12号，2021年

日本ハンドセラピィ学
会
誌，14巻1号，2021

15．橈骨遠位端骨折に対す
　　る掌側ロッキングプ
　　レート固定術後のリハ
　　ビリテーションにおけ
　　るHand20と患者満足度
　　の関連性
　　（査読付）

共著 令和3年8月 日本ハンドセラピィ学
会誌，13巻4号，2021

1.A pilot study of
  influences of the thumb
  abduction limitations
  on the control of the
  rice-ball precision
  grip
（母指外転制限による茶碗把持への
影響に関する予備的検討）

16th international
congress of the world
federation of
occupational
herapists（第16回世界
作業療法士連盟大会：
横浜）

模擬的に母指関節角度を制限し，茶碗保持
への影響を筋電図および関節角度をパラ
メータとして比較検討した．直径11センチ
の茶碗保持においてMP関節可動域，母指球
筋の筋積分値増加が認められた．実践に
あっていずれかの関節に制限が認められた
場合，当該関節および筋に対する配慮が必
要であることがわかった．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿推敲
共同発表者：辻村雅美，飯塚照史，宮本定



- 平成26年6月

- 平成29年11月

「招待講演」
- 平成26年3月

- 平成26年10月

- 平成28年2月

8．関節外骨折に対する手術
　　例のセラピィ

- 令和元年9月 　橈骨遠位端部における関節外骨折はAO分
類のA2およびA3に該当し，60歳以降で高頻
度となることからosteoporosisの影響が示
唆される．したがって，骨折の連鎖を予防
し健康寿命の延伸に資するためには，日常
生活において十分に使える手での早期社会
復帰が望ましい．これに対する特異的なハ
ンドセラピィ手技は存在しないものの，前
述の背景を踏まえると，如何に早く回復さ
せ，それをどのようなアウトカムで判断す
るのかが最大の関心事であると捉えられ
る．以上を基に，本シンポジウムではハン
ドセラピィパスの紹介，外科的対応も含め
た早期回復への工夫，新規的アウトカムの
提案の3点を通じ，関節外骨折に対するセラ

ハンドセラピィにおいて比較的頻度の高い
外傷として，屈筋腱損傷，伸筋腱損傷，骨
折（主に橈骨遠位端骨折），末梢神経障
害，手指再接着術後，手指切断に焦点を当
て，その予後に影響する因子あるいは臨床

第12回手関節外科ワー
クショップ（奈良）

治
2．Occupational therapy
   approaches for bi-
   lateral metacarpal
   hands; A case report
   which have returned to
   work through proposing
   a treatment plan by
   patient’s desires
（両側メタカルパルハンドに対する
作業療法；患者の要望に合わせた治
療方針提案により復職に至った一
例）

16th international
congress of the world
federation of
occupational
herapists（第16回世界
作業療法士連盟大会：
横浜）

両側の手指切断および母指の一部挫滅によ
るメタカルパルハンドの患者に対し，いく
つかの治療方針を医師とともに提案しなが
ら，本人の希望に沿った治療を行なった．
結果的に足趾移植術を選択され，5年後の追
跡調査においてもボタン操作や書字なども
実施しており，有用であった．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿作成
共同発表者：飯塚照史，宮本定治，高見昌
史

Asia pacific wrist
conference 2019
（narita, Japan)

アジア太平洋地域の手関節外科に関わる医
師とセラピストが一同に会する国際学会に
おいて，本邦におけるハンドセラピィの実
践状況とともに自身の研究内容について講
演を行った．とりわけ，橈骨遠位端骨折に

1．手外科領域の作業療法 滋賀県作業療法士会主
催　学術部研修会
（滋賀県栗東市）

滋賀県作業療法士会主催の研修会にて，他
分野（脳卒中，精神疾患等）とともに，手
外科領域における作業療法の展開について
教示した．共通点として国際生活機能分類
（ICF）を用いた障害像の捉え方，異なる点
として医学的知識の重要性について説い

3．The effect of mixed
   tasks on pretraining
   for grasping tasks
   with a fixed gripping
   power: A preliminary
   study
（つまみ力一定把持課題の事前練習
に対する混合課題の影響：予備的検
討）

5th congress of the
Asia Pacific
Federation for
Societies for Hand
Therapy
（第5回アジア太平洋ハ
ンドセラピィ学会：
フィリピン）

本研究では健常人を対象に，事前練習の有
無が混合課題によって阻害されるか否かに
よってその客観的区別の可能性について予
備的に検討した．結果，前頭前野における
活動領域が大きいほど，一定のつまみ力に
対する筋電図振幅が漸減していた．つま
り，前頭前野の負荷をかけても末梢で学習
が起きている状況であれば，運動学習が進
行しているものと捉えられ，客観的指標の
一つして提案した．

2．橈骨遠位端骨折に対する作業療法 滋賀県作業療法士会主
催　学術部研修会
（滋賀県栗東市）

滋賀県作業療法士会主催による研修会にお
いて，対応する機会の多い疾患として橈骨
遠位端骨折について教示した．エックス線
読影ならびに初期評価から抽出される問題
点に対する運動プログラムの立案について

3．臨床・教育・研究から捉
   えるハンドセラピィ

九州ハンドセラピィ研
究会第7回学術集会教育
講演（福岡市）

九州ハンドセラピィ学会における特別講演
として，臨床，卒前卒後教育，研究の3領域
にまたがる共通の問題点を明らかにしたう
えで，今後の方向性について論じた．養成
課程におけるハンドセラピィに関する教育

4．Hand therapy for
　　distal radius
　　fractures　Current
　　trends

- 平成30年11月

5．Therapy for hand
　trauma: The importance
  of cooperation between
  surgeons and therapists

- 平成31年3月 18th shanghai
international plastic
and aesthetic surgery
conference (Shanghai,
china)

中国上海で行われた形成外科国際学会のセ
ラピストセッションにおいて医師向けの招
待講演を行った．本邦における外傷手の術
後対応と初期治療後のリハビリテーション
や機能再建に向けた対応について具体的に

6．外傷手の予後予測 - 平成31年4月 第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（北海道札幌
市）

7．外傷手に対するハンドセ
   ラピィと効果判定につい
    て

- 令和元年5月 京都ハンドセラピィ研
究会（京都）

外傷手のハンドセラピィにおけるアウトカ
ムに着目し，その得点を解釈することの重
要性について述べた．併せて，現在進行中
の研究における中途報告も兼ねて行い，ハ
ンドセラピィ効果を判定するための新規ア
ウトカム開発の重要性について説いた．



9．Preliminary study on
　　the usability of a
    tri-　axial
    accelerometer:
　　Evaluation of how
　　postoperative distal
　　radius fracture
　　patients use their
　　hands in ADL
　（3次元加速度計の有用性
    に関する予備的検討：
    橈骨遠位端骨折後の患
　　者の日常生活における
　　評価）

- 令和元年3月 　橈骨遠位端骨折に対するハンドセラピィ
では，日常生活で不自由なく使用できる手
の獲得を目標とする．これに対し，Lang CE
らはウェアラブル加速度計での計測方法を
開発し脳卒中患者に適用して上肢使用量の
把握に有用であったことを報告している．
本研究ではこの方法論を橈骨遠位端骨折患
者に適用し，経時的推移および機能的結果
との関連性について検討した．結果，受傷
側手の使用時間は手関節角度，握力に，ま
た，両手の使用時間と患者立脚型評価の間
に正の相関関係が認められた．さらに，
Total magnitude ratio（左右のvector
magnitudeの比）が健常人の閾値以下の場
合，機能的回復が劣る傾向にあった．以上
から，ウェアラブル加速度計は橈骨遠位端
骨折後の日常生活における上肢活動量の計
測に有用である可能性がある．しかし，い

10．橈骨遠位端骨折に対す
　　る作業療法と最近のト
　　ピック

- 令和2年9月 橈骨遠位端骨折に関する現時点での研究の
トレンドを踏まえ，費用対効果に優れる早
期ハンドセラピィ開始および早期終了につ
いて根拠を説明した．さらに，これに資す
るアウトカムの開発が本骨折に対するハン
ドセラピィ技術の継承・発展において喫緊
の課題と捉えられる点について論じた．

13．PT・OTのためのハンドセラピィ ############ 書籍出版に併せて当該内容を基とした実践
での応用について説明した．

14．外傷手の予後予測 ############ 初療時所見から外科的対応を予測し，機能
低下を未然に防ぐ対応について説明した．

15．専門作業療法士の実践　養
　　成校教員の立場から

############ 養成教育に際して，作業療法士の専門性を
高めるために学生の傾向を踏まえ，教示す
べき内容や最新のトピックと作業療法との
関連性から，その内容についての考えを説

16．私の考える　Translational
　　Hand therapy

############ ハンドセラピィ領域の学術的知識の整理と
ともに，近接あるいは遠隔領域にある内容
とコラボレーションすることで，新規的提
案が出来ることについて説いた．とりわ
け，骨折後の転倒リスクについて継続中の
研究内容を一部紹介し，将来的展望につい

17．作業療法にできることって
　　なんだろう

############ 作業療法学分野における可能性や臨床実践
にあたるうえでの心構え，概念等について
説明した．作業療法の定義にとらわれず，
今後の展望を踏まえた対応が必要であるこ

18．スプリント療法の紹介 ############

「シンポジウム」

「成果報告書」

なにわハンドセラピィ
研究会

奈良県作業療法士会

帝人ヘルスケア株式会社主催スプリント療法の概念を紹介し，痙縮治療
に資する内容を文献的考察を踏まえて説明
した．参加者は個人開業医が多く，地域貢

複合組織損傷を伴う外傷手について，機能
面としてどのような手を目指すのか（戦

APFSSH/APFSHT2020
（Melbourne,
Australia）

アジア太平洋手外科学
会/ハンドセラピィ学会
（メルボルン，オース

トラリア）

第53回日本作業療法学
会
（新潟）

第56回日本作業療法士
学会学術集会（京都）

第9回中部日本ハンドセ
ラピィ研究会
（名古屋）

ハンドセラピィ中に発生する拘縮に対して
予防を主とした徒手療法について，拘縮発
生のメカニズムと自身の研究を踏まえて概
説した．具体的方法論についてもデータと

1．DASH　MCIDを指標とし
   た橈骨遠位端骨折術後リ
   ハビリテーションの至適
   期間の構築

- 平成26年2月 中部日本手外科研究会
（下関）

橈骨遠位端骨折術後のリハビリテーション
について臨床的に意味のある差（MCID）を
指標とした場合，開始時期は可及的早期が
望ましく，リハビリテーション至適期間は8
週であることが示唆された．また，手関節
尺屈可動域と握力が終了時期を見極めるた

1.学生のコミュニケーショ
  ン技能向上に向けたプロ
  グラム開発と評価に関す
  る研究

共著 平成28年3月 星城大学元気創造研究
セ
ンター助成研究

医学書院セミナー

金沢ハンドセラピィ研
究会

11．複合組織損傷に対する
　　ハンドセラピィ

- 令和3年1月 第8回中部日本ハンドセ
ラピィ研究会（名古

平成25年度から27年度までの助成研究につ
いてその進捗および成果を報告した．年度
ごとに対象となる学生が異なるにも関わら
ず，臨床実習前の学生の不安傾向が普遍的
であることと，これに沿ったコミュニケー
ションプログラムが有効である可能性を指
摘した．

12．拘縮に対する徒手療法 令和4年2月

2.「若手研究B」適切なリ
  ハビリテーション期間の
  決定に関わる因子の探索
  的研究

単著 平成28年6月 科学研究費助成事業研
究成果報告書

橈骨遠位端骨折に対するリハビリテーショ
ンはおおむね3か月で終了するが，その正当
性は不明である．患者自己記入式の評価得
点を指標としてデータを検討すると，術後3
日程度から開始するリハビリテーションは



「学会発表」
＜国内学会＞

- 平成26年4月

- 平成26年10月

本研究では若年者および高齢者を対象に運
動学習に相違があるか否かについて検討す
る事を目的とした．実験はrest（20秒）-
task（30秒）を繰り返すブロックデザイン
とし，taskは3種類とした（A：n-back課
題，B：最大つまみ力の3割を保持する課
題，C：task Aとtask Bの混合課題）．デー
タは近赤外線分光法（NIRS）による前頭前
野の脳血流量（Oxy-Hb），および筋電図
（第1背側骨間筋：FDI，橈側手根伸筋：
ECR）とした．対象は，若年者4名（平均年
齢21歳，女性），高齢者2名（67歳，80歳，
女性）とし，ランダムに事前に一定のつま
み力発揮を十分に練習する群（事前練習
群：若年者2名，高齢者1名）と，確認のみ
で練習をしない群（非事前練習群）に分け
た．結果，task A，Bにおける脳血流量の差
異はいずれの群にても認められなかった．
一方で，task Cにおいては，脳血流量の差
異はほとんど見られないにもかかわらず，
事前練習群では特にECRの活動電位が漸減し
ていた．未解析ではあるが，同様の傾向は
高齢者にても認められた．今後，さらに解
析を実施することで傾向を明らかにするこ
とが出来るものと考えられる．本結果が共
通となれば手外科領域における腱移行術な

支持されるが，その効果は8週間程度までで
あった．さらに，リハビリテーションの終
了は医療者と患者の合意によって成り立っ
ているため，双方のリハビリテーション継
続に対する認識を加味した検討を行った．
その結果，関節可動域や筋力などの客観的
指標との関連は見当たらなかった．日常生
活における手の使用を以て改善する部分が
大半を占めている現状から，リハビリテー

3.運動学習段階を捉える
　新規的指標の開発に関
　する基礎的研究　- 健
　常若年者と高齢者の比
　較 -

共著 平成29年2月 一般社団法人日本ハン
ド
セラピィ学会 研究助成
事業2016年度 学研究課
題研究成果報告書

1．手指・母指損傷後の患
　　者を対象とした自己機
　　能・能力障害評価表の
　　開発

第26回日本ハンドセラ
ピィ学会（沖縄）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患
特異的QOL評価表の開発を開始した．第１期
である本研究では，母指・手指で特異的に
支障をきたすと考えられるADL項目を抽出
し，因子分析にて24項目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿推敲
共同発表者：原田康江，佐藤彰博，野中信
宏，飯塚照史，桂理，安部幸一郎

4.「基盤C」健常人と腱移行
　術症例に対する前頭前野
　負荷と運動学習遅延に関
　する実証的研究

共著 令和元年6月 科学研究費助成事業研
究成果報告書

リハビリテーション分野での応用を視野
に，運動学習の過程における「認知段階」
および「連合・自動段階」の客観的区別を
可能とする方法および指標の提案を研究目
的とした．予備的検討結果に基づき，特定
の課題について事前に十分練習をした者
は，当該課題を遂行中に前頭葉活動を賦活
するための課題を同時に与えても，効率性
良く筋出力を発揮するものと仮定し検証し
た．事前に練習しない者と比較した結果，
一部は仮説を支持する傾向が認められた．
一方で，健常被験者において生来持ち合わ
せている運動経験の影響も考えられるた
め，患者群への応用は限定的であるものと
考えられた．そのため，よりBalisticな運
動としての指タッピング動作を課題とした
ところ，当該動作における筋収縮の効率性

2．逆説性歩行を用いた課
    題志向型訓練に取り組
    み，歩行開始遅延・歩
    行中のすくみ足に変化
    が見られた一例

第8回パーキンソン病・
運動障害疾患コングレ
ス（京都）

姿勢反射障害・筋強剛の症状によりすくみ
足・動作緩慢が出現し，トイレ動作時また
は移動時に困難を感じている初期パーキン
ソン病患者に対し，先行研究で示されてい
る外的手掛かかりに加え，これに方向転換
課題を組み込むことで，より生活動作内容
に近い状況を設定した．その結果，自覚・
他覚ともに歩行速度・動作緩慢は改善し、
トイレまでの歩行動作質向上が得られた．

本人担当部分：研究計画策定，原稿推敲
共同発表者：金坂有紀，児島範明，宮本定
治，飯塚照史，梅本安則



- 平成27年4月

- 平成27年4月

- 平成27年4月

- 平成27年10月

- 平成28年4月

- 平成28年7月

- 平成29年4月

- 平成30年4月

7．橈骨遠位端骨折手術例
　　におけるセラピィ終了
　　時期に影響を与える要
　　因．

第28回日本ハンドセラ
ピィ学会（広島）

先行研究にて当研究グループではハンドセ
ラピィパスを作成し，その有用性を述べて
きた．しかし，パスに適用されない患者に
ついての検討がなされていないため，実施
した．その結果，骨折系と掌屈可動域，握
力がその要因として挙げられ，これらに対
する対策が良好な成績を安定して獲得する
ためのポイントであることを指摘した．ま
た，握力増強に有用な訓練としてタオル絞
りを提案した．

3．手外科疾患における疾
　　患特異的QOL評価表の開
　　発-肘部管症候群-

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患
特異的QOL評価表の開発を開始した．第１期
である本研究では，肘部管症候群で特異的
に支障をきたすと考えられるADL項目を抽出
し，因子分析にて20項目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿推敲
共同発表者：野中信宏，佐藤彰博，原田康
江，飯塚照史，桂理，阿部幸一郎

4．手外科疾患における疾
　　患特異的QOL評価表の開
　　発-橈骨遠位端骨折

5．手指・母指損傷後の患
　　者を対象とした自己機
　　能・能力障害評価表の
　　再現性と妥当性

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患
特異的QOL評価表の開発を開始した．第2期
である本研究では，母指・手指損傷に関し
て第１期で試作した評価表の再現性と妥当
性を検証した．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿推敲
共同発表者：原田康江，佐藤彰博，野中信
宏，飯塚照史，桂理，阿部幸一郎

6．コミュニケーション講
　　座受講学生の実習直前
　　の不安要因と実習成績
　　との関連に関する探索
　　的検討

第20回日本作業療法教
育研究学術集会（奈
良）

養成教育過程における臨床実習前に学生に
対して職業倫理の涵養も踏まえたコミュニ
ケーション講座を実施した．学生の実習前
の不安は多種多様であり，さらにこれと実
習における評価得点には関連性はなかっ
た．しかし，実習に対する不安傾向の特徴
から，今後の講座展開に資する示唆を得
た．

本人担当部分：研究計画策定，データ分

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患
特異的QOL評価表の開発を開始した．第１期
である本研究では，橈骨遠位端骨折で特異
的に支障をきたすと考えられるADL項目を抽
出し，因子分析にて26項目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分
析，原稿推敲
共同発表者：桂理，佐藤彰博，野中信宏，
原田康江，飯塚照史

第16回東海北陸作業療
法学会（金沢）

後方視的検討により手指屈筋腱断裂の成績
を検討した．ROC解析の結果，術後６週時点
におけるカットオフ値が見出され，臨床的
な指標となる可能性が示唆された．

9．橈骨遠位端骨折に対す
    る掌側ロッキングプ
    レート固定術後のリハ
    ビリテーションにおけ
    るHand20のMinimal
    Clinically Important

第29回日本ハンドセラ
ピィ学会（名古屋）

橈骨遠位端骨折後のハンドセラピィにおい
て多用されるHand20の臨床的に意味のある
差（MCID）を検討した．結果，術後４周を
ベースラインとした時に，12週時点で33点
以上の変化がある場合に，患者も満足する
という結果であった．

10．運動学習段階を捉える
    新規的指標の開発に関す
    る基礎的研究；健常若年
    者と高齢者の比較

第30回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

本研究では，同時注意要求課題を与えた際
の筋出力と筋電図振幅，ならびに前頭前野
の活動領域から運動学習段階を区別する新
規的指標が若年者と高齢者に普遍的である
か否かを検証することを目的とした．結
果，同時注意要求課題を与えた際の前頭前
野活動領域は拡大し，かつ事前練習を行っ
た者にあっては，運動習熟値（筋出力を筋
電振幅で除した値）が増加する傾向にあ
り，若年者と高齢者で共通であった．しか

8．手指屈筋腱断裂の術後
　　成績不良因子とセラ
　　ピィのアウトカム評価
　　について



- 平成31年4月

12．手外科疾患における疾患
　　特異的QOL評価表の開発-
　　橈骨遠位端骨折質問票
　　試案の再現性・妥当性
　　の検証-

共著 平成31年4月 　橈骨遠位端骨折に対するハンドセラピィ
効果を判定するための患者立脚型評価表に
ついて述べた，本発表ではその再現性と妥
当性を検証し，他の評価表と比較しても遜
色ないことを確認した．

13．橈骨遠位端骨折術後の抑
　　うつは満足感に関連する
　　か　―多施設間研究―

共著 平成31年4月 　抑うつとは，気分の落ち込みや興味・喜
びの喪失などうつ症状が出現している状態
のことであり，橈骨遠位端骨折の術後成績
と関連があるとされている．抑うつが橈骨
遠位端骨折の術後成績に影響するのであれ
ば，患者の満足感にも影響する可能性があ
ると考えられる．検討の結果，術後の抑う
つと，手の機能の一部に関連があったが，
患者が手の機能に満足する時期やリハビリ
テーション終了を希望する時期との関連は
なかった．よって，橈骨遠位端骨折術後の

14．患者および医療者側の
　　ハンドセラピィ継続要否
　　を基とした橈骨遠位端骨
　　折後のリハビリテーショ
　　ン至適期間策定に関する
　　探索的研究

共著 平成31年年4月 　橈骨遠位端骨折後に最大限の機能的回復
を得るには1年以上の期間を要する（Swart
E, 2012）ため，短期的かつ費用対効果に優
れるハンドセラピィ至適期間の策定が望ま
れ，Cochrane review（Handoll H, 2015）
においても強調されている．一方で，口頭
指導が定型的なハンドセラピィよりも機能
的回復に優れることが報告されており
（Souer JS, 2011），その効果を機能的因
子のみで説明するには限界がある．本研究
では，「患者，セラピスト双方におけるハ
ンドセラピィ効果の認識を通じて治療継続
の要否を判断している」と仮説を立て，こ
れに影響する因子の特定を目的とした．そ
の結果，ハンドセラピィ継続の要否におけ
るセラピストと患者間の齟齬は，術後8週以
降で顕著であり，影響因子として，セラピ
スト側では機能的因子，患者側ではHand20
が一貫して挙げられており，双方でハンド
セラピィ効果を判断する指標は異なるもの
と推測された．一方で，共通因子としての
Hand20があることから，これを主要評価項

15．橈骨遠位端骨折患者の上肢
　　活動の経時的回復における
　　損傷側別特徴

共著 令和4年4月 左右上肢の活動量から受傷側と非受傷側の
回復特徴につき報告した．利き手の回復が
速やかとなる一方で，非利き手の回復が遅
延していた．また，相関する機能的指標と
も相関が異なっており，損傷側別の特徴を
踏まえたハンドセラピィにつき提案した．

（注）
１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。

第34回日本ハンドセラ
ピィ学会学術集会（北
九州）

11．患者および医療者側のハ
　  ンドセラピィ継続要否を
    基とした橈骨遠位端骨折
    後のリハビリテーション
    至適期間策定に関する探
    索的研究

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

本研究では，「患者，セラピスト双方にお
けるハンドセラピィ効果の認識を通じて治
療継続の要否を判断している」と仮説を立
て，これに影響する因子の特定を目的とし
た．結果，ハンドセラピィ継続の要否にお
けるセラピストと患者間の齟齬は，術後8週
以降で顕著であり，影響因子として，セラ
ピスト側では機能的因子，患者側では
Hand20が一貫して挙げられており，双方で
ハンドセラピィ効果を判断する指標は異な
るものと推測された．一方で，共通因子と

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）



年月日

平成18年4月

～

平成25年9月

平成23年4月

～

平成26年3月

平成24年4月

～

平成31年3月

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

令和　5 年　3 月 31日

氏名　池田　耕二

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

リハビリテーション科学，理学療法学，教育工学 理学療法学・理学療法教育，教育工学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

担当授業科目：理学療法技術実習2，総合技術特別実習3

授業は，理学療法の認知スキル，つまり技術の一つとし

ての理学療法臨床推論について講義した．ぺ－パーペイ

シェントを用いて問題を抽出し，それを基に仮説生成し

ながら理学療法プログラムを立案する作業を行った．ま

た，その際にはインターネット等を活用し，実践型の授

業を展開した．その結果，問題を解決していこうとする

姿勢や具体的な解決方法を学ぶことができた．

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当授業科目：理学療法体験実習，評価実習，総合臨床

実習

学外施設で行われる各臨床実習を，個々のレベルに合わ

せて円滑に行えるようにするため，実習前には各学生と

個人面談を行い，知識の習熟度，コミュニケーション能

力，その他，不安なことを確認し，それを学外施設の指

導者と共有しながら実習を行った．必要に応じて実習前

に実技練習を行ったり，また何度も学外施設に出かけた

り，学生との面談を繰り返したりした． これにより学生

のレベルに合わせた実習が可能となり，個々の学生が成

長できた．

3）個々の学生の習熟度に合わせた学外実習指導

大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当授業科目：理学療法治療学Ⅱ

授業は，暗記型の授業ではなくできるだけ理学療法とは

どういったものか考えることができるような授業にし

た．そのために授業資料は図によって見やすくレイアウ

トしたものを用いたり，臨床現場のスライド等をみせつ

つ，学生自身に実際現場に立てばどういった態度や評

価，実践を行うかを問いながら，シュミレーショを交え

学生とともに検討するスタイルにした．また，ときには

勉強の仕方や資料の調べ方など，実践現場で臨床を行い

ながらどのように勉強していくのか等を，経験を交えて

教示した．その結果，学生は理学療法実践するにあたっ

て自分に何が足らないかを再認識し，自ら勉強しなけれ

ばならないという姿勢を学ぶことができたと考える．

1）図示化教材と臨床現場を体験できるスライド教材

を用いたシュミレーション教育の実践

2）ペイパーペイシェントとインターネット活用によ

る認知スキルトレーニングの実践



年月日事項 概 要

平成26年4月

～

平成28年9月

平成26年4月

～

平成30年9月

平成26年9月

～

平成29年3月

平成28年9月

～

現在に至る

4）チーム別体験学習による教育実践

5）高齢患者の動画教材を用いた教育実践

6）ペイパーペイシェントとインタ-ネットを活用した

チームアプローチ実践

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当授業科目：日常生活活動学演習

授業では，代表的な疾患を整理しながら，日常生活活動

の評価法を教授し実践させた．また，障がい別に日常生

活活動や生活関連動作の評価や動作指導，介助方法等に

ついても，疑似体験させ理解を深めさせた．チーム別に

レポートをまとめさせることでチームアプローチの重要

性を体験させ，実際の現場で口頭指導ができるような体

験も取り入れた．これにより日常生活活動における評価

や指導力がついた．また，学年によっては理解を深める

ために，班長には別に1コマ時間を作り，実践を教授し，

それを伝えさせる練習も加えた．これにより学生の学習

も進んだ．

大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当授業科目：老年学

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：老年期疾病論，老年期障害理学療法

授業では，学生があまり触れることない高齢者の身体的

特徴をはじめ，疾患，環境についての講義を行った．そ

の際には実際の患者の動画やデータを基に臨場感をもた

せ，本学問と理学療法との関わりについて講義した．こ

れからの高齢者には，地域における転倒，認知症，腰

痛，生活習慣病に対する予防理学療法が大切になってく

ることも教授し，理解を深めた．これにより高齢者理学

療法の実態を理解し，興味をもって老年学を学習できる

ようになった．

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

担当授業科目：チームリハビリテーション特論

授業は，理学療法におけるチームアプローチによる臨床

推論について講義した．ぺ－パーペイシェントを用いて

問題抽出し，それを基に仮説を生成しながらチームアプ

ローチによって理学療法プログラムを立案する作業を

行った．また，その際にはインターネット等を活用し，

実践型の授業を展開した．これによりチームアプローチ

による臨床推論と理学療法プログラムの立案能力が養わ

れた．

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

担当授業科目：基礎医学特論Ⅰ

授業では，一般病院，地域におけるがんリハビリテー

ションについて教授し．生活の質を高めるための実際の

工夫も加え，興味をひくように展開した．その際は，触

れる機会の少ない終末期がん患者のリハビリテーション

の風景のスライド教材を作成し，「生」や「死」，支

援，ケアについて考えてもらうようにした．これにより

がんリハビリテーションに対する知見を深めることがで

きた．

7）終末期・がん患者リハビリテーションにおけるス

ライド教材の作成と教育実践



年月日事項 概 要

平成28年9月
～

平成30年9月

令和元年9月

〜

令和5年3月

令和2年8月
〜

現在に至る

9）運動学I（総論）ワークブックを用いた教育実践 奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　運動学I（総論）

本授業では，運動学の総論を講義した．しかし，その範

囲は非常に広く，どれも重要事項であるため，学生がど

こから手をつけて良いかわかりづらくなっている．その

ため，学生の学習意欲が下がる危険性も大きい．そこ

で，学習の方向性を示したり，運動学の理解を促すワー

クブックを作成し，それを用いて講義を行なった．これ

により，自己学習を促し，学習意欲の低下を防ぐことが

できた．

10) オンデマンド・ライブ配信を行った学内・

    見学実習

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　早期体験実習（理学療法）

本実習は，外部の医療施設におもむき見学を通して学習

を深めるものである．しかし，コロナ感染のため学内実

習に切り替えた．できるだけ従来の実習に近づけるた

め，動画教材を作成し，病院からもライブ配信を実施し

た．さらには予習，復習のためのホームページも作成

し，学習を変化にすすめた．これにより従来の見学実習

と同程度の学習内容が得られたものと考える．ただし，

実際に現場に行けなかったことは大きな不安材料になっ

たことは否めない．

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当授業科目：地域リハビリテーション

本授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例検

討式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進め

た．また，その際には，予習シート，体験シート，復習

シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習する

姿勢を養うように工夫した．さらには，在宅における看

取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの訪

問リハの有り方をともに考えることにした．

 また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，地

域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々の

価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考える

ことが大切となる．そこで,少し時間をかけて書物多く読

んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練習も

行った．これにより,地域リハビリテーションの奥深さと

かんがえることの大切さを学ばせた．

8）予習，体験，復習シートを用いた訪問リハビリ

テーションにおける教育実践



年月日事項 概 要

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

令和5年3月

令和2年9月
〜

令和5年3月

令和2年9月
〜

令和5年3月

13) 課題ワークシートを活用した日常生活動作学演習

の実践

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　日常生活活動学演習

本演習は，コロナ禍においてオンライン・対面のハイブ

リッドで実践されたため演習時間が限られていた．そこ

で，できるだけ効率よく学習をすすめるために日常生活

動作学演習の課題ワークシートを作成し，それをもとに

考えるグループ学習を実践した．これにより演習は教え

る垂直型教育だけでなく，学生同士による平行型教育も

可能となり，考える学習が実践できたと考える．これに

より対面と同じ程度の学習効果が得られたとも考える．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　地域理学療法実習

本実習は，外部の介護保健施設，地域におもむき見学等

を通して学習を深めるものである．しかし，コロナ感染

のため学内実習に切り替えた．できるだけ従来の実習に

近づけるため，動画教材を作成し，病院からもライブ配

信を実施した．さらには予習，復習のためのホームペー

ジも作成し，学習を変化にすすめた．これにより従来の

地域理学療法実習と同程度の学習内容が得られたものと

考える．ただし，実際に現場に行けなかったことは大き

な不安材料になったことは否めない．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　地域理学療法学演習

本演習は，地域理学療法学を習得後，あらためて個々の

対象者に対する地域理学療法学を演習を通して学ぶもの

である．本演習では，障害を有する高齢者を設定し，

QOLを向上させる外出計画を個々に立案させた．立案計

画は，同じ設定であっても多様な内容になることや，そ

れぞれ意味合いが違うことを明らかにした．これらの実

践により，地域理学療法学の多様性を学習できたと考え

る

14）高齢者のQOLを向上させるための外出プランの作

成課題を通した地域理学療法学習

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　運動器評価学I（総論）

本講義は，コロナ禍においてオンライン・対面のハイブ

リッドで実践されたため，実技時間が限られていた．そ

こで，できるだけ効率よく学習をすすめるために予習用

ワークシートを作成し，これにより自己学習を促した．

限られた実技練習の時間には，予習シートから理解度が

低い考えられるところを抽出し，そこを重点的に説明で

きるようにした．これにより対面と同じ程度，学習効果

を維持できたと考える．

11) オンデマンド・ライブ配信を行った学内・

    地域理学療法実習

12) 予習・復習ワークシートを用いた徒手筋力検査学

実習の教育実践



年月日事項 概 要

1）図式化教材の作成 平成18年4月

～

平成25年9月

平成19年9月

～

平成23年12月

平成20年4月

～

平成23年12月

平成22年6月

平成23年7月

平成26年4月

～

平成31年3月

6）高齢者理学療法における動画教材の作成 大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当授業科目：老年学

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：老年期疾病論，老年期障害理学療法

授業では，高齢者の現場の実際の動画やデータを基に臨

場感をもたせながら，本学問と理学療法との関わり動画

教材を作成し講義した．これにより高齢者の理学療法が

実感できるようになり，学生は興味をもって学習できる

ようになった．

2）理学療法士のための物理療法臨床判断ガイド

ブック

２　作成した教科書，教材

病院現場における臨床実習指導

学生にとって対応が難しいとされる認知症患者の理学療

法を指導する際に，認知症後期高齢者に対する理学療法

から実践知を構造化し，図示化したものを活用し，臨床

実習指導を行った．これにより学生は，認知症後期高齢

患者の理学療法における方向性や概要が把握しやすくな

り，学習効果が進んだ．

大阪医療福祉専門学校

担当授業科目：理学療法治療学Ⅱ

整形疾患に対する理学療法において，図で見る教材を作

成し，視覚にうったえる教材を作成し，それに基づいて

教育を行った．これにより教科書に苦手意識をもつ学生

も興味をもって臨むようになり学習効果が向上した．

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

特別講義：動作分析

病院における患者の状態を観察し，１）病態を探る，

２）その能力から何ができるかを考える，３)動作の意味

を考える，といったように動作分析の重要性や活用方法

をわかりやすくするプレゼンテーション資料を作成し

た．これにより動作分析学習における導入が容易となり

学習効果が向上した．

病院現場における臨床実習指導

物理療法における浮腫に関する個所を担当し，ディシ

ジョンツリーによって，わかりやすく治療を判断できる

ようにした（出版）．

3）認知症後期高齢者に対する理学療法の実践知の構

造化による教材作成

4）臨床における動作分析についてのプレゼンテー

ション資料（教材）の作成

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

特別講義：臨床推論

高齢者の問題構造の把握や理学療法（運動療法）の設定

方法を学ぶことを目的に，プレゼンテーション資料を作

成した．これにより多角的な視点が必要となる高齢者理

学療法の一端を体験することができるようになり学習効

果が向上した．

5）臨床における高齢者の理学療法(運動療法）

実践に向けたプレゼンテーション資料（教材）の作成



年月日事項 概 要

平成27年4月

～

平成30年3月

平成28年9月

～

平成30年9月

平成29年8月

平成30年3月

令和元年9月

〜

令和5年3月

令和2年9月

〜

現在に至る

7）終末期理学療法の実践 大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当授業科目　老年期障害理学療法学

終末期理学療法実践に関する教育方法を，熟達度に合わ

せて分かりやすく紹介した（出版）．
書籍名　終末期理学療法の実践　Ｂ5判　全208頁

編集者：日高正巳，桑山浩明

著者：池田耕二　本人担当部分：第2章　「終末期理学療

法をどのように教えるか，そして学ぶか」pp7-13を単

著．

在宅での終末期にリハビリテーションにかかわるセラピ

ストに求められる視点や，対象者と家族，周辺の人々と

のかかわり方，セラピストの在り方について提言した

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　運動学I（総論）

運動学（総論）における学習意欲の低下を防ぎ，自己学

習を促すために，ワークブックを作成し，それを授業に

活用した．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　運動器評価学I（総論）

コロナ禍における遠隔・対面のハイブリッド講義におい

て，徒手筋力検査の学習を効率よく行うために予習復習

シートを作成し活用した．

12）徒手筋力検査学習のための予習・復習シートの作

成

10）訪問リハビリテーション アドバイスブック

運動器の運動療法の理解を深めるために，運動療法にお

ける歴史をまとめて紹介した（出版）．

書籍名　局所と全身からアプローチする運動器の運動療

法　Ｂ5判　全342頁　編集者：小柳磨毅，中江徳彦，井

上悟

著者：池田耕二　本人担当部位：第Ⅰ部　総論，1.運動

器の運動療法とは，運動療法の歴史 pp14-17を単著．

8）地域リハビリテーション学習における予習，

体験，復習シートの作成

11) 運動学ワークブック

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当授業科目：地域リハビリテーション

本授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例検

討式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進め

た．また，その際には，予習シート，体験シート，復習

シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習する

姿勢を養うように工夫した．さらには，在宅における看

取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの訪

問リハの有り方をともに考えることにした．

 また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，地

域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々の

価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考える

ことが大切となる．そこで,少し時間をかけて書物多く読

んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練習も

行った．これにより,地域リハビリテーションの奥深さと

かんがえることの大切さを学ばせた．

9）局所と全身からアプローチする運動器の運動療法



年月日事項 概 要

令和2年12月

令和3年2月

平成20年4月

～

平成23年3月

平成26年4月

～

平成30年9月

令和2年度

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

令和5年3月

15）PT・OTのための運動学テキスト : 基礎・実習・

臨床

３）奈良学園大学における授業評価アンケート調査

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　日常生活活動学演習

コロナ禍における遠隔・対面のハイブリッド講義におい

て，徒手筋力検査の学習を効率よく行うために予習復習

シートを作成し活用した．

運動学の理解を深めるために，補訂版を作成するにあた

り編集・校正に加わり，運動学総論・等を紹介した

（出版）．

書籍名　PT・OTのための運動学テキスト : 基礎・実

習・臨床　B5判　全570頁　編集者：小柳磨毅，山下協

子，大西秀明，境隆弘

著者：池田耕二本人担当部分：主に運動学の定義，生体

力学のページの大幅な修正・校正を行った．

コロナ禍で初めて行われた本学の学内実習の内容を紹介

した（出版）．

書籍名　理学療法臨床実習とケーススタディ　B5判

285頁編集者：鶴見隆正，辻下守弘

著者：池田耕二　本人担当部分：With コロナ社会での

1） 臨床実習施設における臨床実習生のアンケート調

査

大学授業評価の結果は，担当科目「日常生活活動」「日

常生活活動演習」「老年期疾病論」「老年期障害理学療

法」「地域リハビリテーション」「理学療法概論」にお

いて，「十分理解できた」，「理解できた」，「授業に

情熱を感じた」等の評価を受けた．また，卒業研究ゼミ

においては，一番の人気ゼミとなっている．

授業評価については，アンケートが実施された「運動学

I」，「運動器評価学」，「日常生活動作学演習」におい

て5段階中4.0以上の満足度が得られていた．

３　教育上の能力に関する大学等の評価

13）日常生活活動学演習のための課題シートの作成

2）大阪行岡医療大学における授業評価アンケート調

査

14) 理学療法臨床実習とケーススタディ

臨床実習施設において臨床実習生にアンケート調査を行

い毎回臨床実習指導の評価を行った．その結果，評価と

しては「実習生に適した指導をしてもらえた」，「努力

を継続することの必要性を学べた」，「親切丁寧に指導

してもらえた」等があげられた．



年月日事項 概 要

1)　臨床実習指導 平成5年6月

～

平成23年3月

平成22年4月

～

平成23年3月

平成25年4月

～

現在に至る

令和元年9月

〜

現在に至る

2）各施設（池田病院総合リハビリテーションセン

ター，大阪北警察病院，サンシティ―木津，大阪行岡

医療大学など）の中堅理学療法士に対する教育，指導

活動

学生や新人理学療法士教育については，近年充実してき

たが，中堅理学療法士が成長できる機会は，技術講習会

や大学院を除いてほとんどない．そのため，業務管理や

後輩指導，その他の技量アップや情報発信できる力を養

うことを目的に，大学業務以外に個別に業務や学術指導

を行ってきた．現在も中堅理学療法士の指導は継続実施

であり，希望者があれば社会貢献目的で今後もそうした

活動を継続する．

道仁病院にて臨床教育を有効に行うために構造構成主義

を臨床教育に導入した構造構成的協同臨床教育法を開発

し実践した．　昨今の理学療法臨床実習では指導者，学

生ともに問題を有していることから，臨床実習の運営や

指導が上手くいかないこともある．そこで考え方を根本

から見直し，信念対立を解消することができる構造構成

主義を基盤に新たな教育法を開発し実践した．そのこと

によって効果的に理学療法やその他のことを教示・学習

しやすくなり臨床実習効果が向上した．

４　実務の経験を有する者についての特記事項

3)介護付有料老人ホームにおけるリハビリテーション

業務のシニアアドバイザー

武部整形外科リハビリテーション，小川病院，道仁病院

の各施設にて，臨床における理学療法業務において，実

習指導者として理学療法の理論・技術の教授，実技の援

助を実習生に対して行った．合計9校から，計83名の実

習生を指導した．臨床現場で症例を数例担当し，理学療

法実践を学ぶだけでなく，それ以外にもどのような準備

や実践，チームワークが必要かも学んでもらった．また

医療や社会のどのようなルールに基づいて理学療法が行

われているのかも教示し学習してもらった．また，実践

の中でどのように課題に取り組み，研究を行っていくの

かも少し触れてもらうことにした．その結果，学生は理

学療法評価や実践だけではなく，現場の諸仕事を学習し

理学療法士のあり方を学習するにいたった．

介護付有料老人ホームのリハビリテーション室の立ち上

げと業務等の指導・相談．老人ホームにおける理学療法

の開発を担う．具体的には，リハビリテーション・ケア

センターうららかを開設し，実践の振り返りを通して，

介護付き有料老人ホームのリハビリテーション・モデル

を開発し提案している．



年月日事項 概 要

令和2年度

～

現在に至る

平成5年3月

～

平成10年3月

平成7年11月

平成9年1月

平成18年2月

平成19年7月

平成20年3月

・臨床実習における指導方法の実際

 ―臨床実習指導者からの提言―

・車椅子スポーツチャンバラの紹介

・公開講座である健康教室の企画・開催と講師

臨床実習では，指導者と学生の間に大きな隔たり，すな

わちギャップがある．これを意識して指導することが有

効な臨床実習につながっていくことを講演した．

・Bridge the gap - 臨床実習指導者の提言－

第4回身体障害者スポーツ指導員養成講習会　講師

肩関節周囲炎患者に対する低出力レーザーは除痛効果が

あるものの，症例ごとには使用方法の再検討が示唆され

た．今後の課題としては照射条件や他の物理療法とのコ

ンビネーション効果，使用時期などがあげられることを

講演した．

・痛みに対する低出力レーザー療法

4）臨床実習指導者講習会　講師と世話人

・臨床実習における指導方法について

臨床実習指導には，知識や技術だけでなく感情面につい

ての指導や配慮も必要であることを示唆し，具体的な手

法と実践報告を講演した．

行岡リハビリテーション専門学校

臨床実習指導者会議教育講演　講師

大阪府理学療法士会 臨床実習指導者研修会 講師

臨床実習生を知識・技術，感情面等からみると様々な学

生がいることが理解できる．それに合わせて指導するこ

とが臨床実習指導を有効にできることを講演した．

大阪医療福祉専門学校実習指導者会議　講師

第3回物理療法研究会（神戸大会）講師

診療所（武部整形外科リハビリテーション）が市民に対

して開いている健康教室の企画・準備・開催とその講師

を行った．テーマは，腰痛，膝の痛み，肩の痛み，骨折

などである．詳細については 医学書院，公衆衛生学の活

動レポートとして出版された．論文名「健康教室」10年

間の総括－公開講座を継続させる工夫－として（査読

付）公衆衛生 61(7) 495－499, 1997．

2020年における理学療法養成校指定規則の改変による指

導者の育成を行っている．

厚生省，日本理学療法士協会，奈良県理学療法士協会，

奈良県理学療法養成校協議会による共同主催．

スポーツチャンバラを，患者や障がい者にリハビリの一

環として，または楽しんもらうために車いすスポーツ

チャンバラとして開発し，実用していることを講演し

た．

5）講演，シンポジウム



年月日事項 概 要

平成21年2月

平成27年3月

平成27年8月

平成27年12月

平成28年3月

平成29年1月

平成30年3月

令和元年11月

長野阿智村において開催されたユニバーサルツーリズム

のシンポジウムにおいて，リハビリテーションにおける

温泉旅行の可能性を講演した．

・リハビリテーションの視点から見た温泉旅行の可能

性

ユニバーサルツーリズム　阿智村シンポジウム2019

・人間科学リハビリテーションにおける

　エビデンスを考える

　高齢者に多い疾患や障害の紹介とともに，それに対す

る予防方法や生活管理，制度，リハビリテーション等に

ついて講演した．

・高齢者のリハビリテーション

・地域医療（小規模型民間病院）における終末期

　理学療法の実践　－事例研究の紹介－

・理学療法臨床実習をどのように実践していく

　か？ 臨床実習指導について，知識や技術供与だけでなく，大

切なことは学生が自然と伸びる場づくりであることを講

演した．

大阪行岡医療大学市民公開講座　講師

・理学療法士を育む

第13回人間科学リハビリテーション研究会　講師

・リハビリテーションと生活管理－寝たきりにならな

いために－

三加茂田中病院（徳島）教育講師　講師

地域医療における終末期がん患者，血液透析患者，遷延

性意識障害患者等に対する終末期理学療法実践の内容を

講演した．

神戸大学就進会理学療法分科会

（神戸大学医学部保健学科同窓会）講師

池田病院の管理者研修の一環として，人材育成に関する

方法論を理学療法士教育を通して講演した．

宝持会　池田病院（大阪）教育講演　講師

宝持会総合健康づくりセンターハリーえいわ　市民健康

講座　講師

寝たきりにならないためには，リハビリテーションが終

了したあとも大切であることを伝え，生活管理として生

活習慣の見直す，あるいは自己管理していくことが重要

であることを講演した．

人間科学においては，客観的実証主義に代表される数値

化だけでエビデンスは作れないこと示唆し，現象学，構

造構成学，接面等の考え方を利用すれば，新たな視点か

らエビデンスが作れる可能性が高まることを講演した．

大阪行岡医療大学健康教室　講師

地域住民の方に対して健康教室を開催し，認知症の疫学

や予防方法，介護方法等について講演した．

・認知症を正しく知ろう



年月日事項 概 要

令和3年11月

令和4年2月

令和4年2月

令和4年12月

令和5年3月

平成24年4月

～

平成31年3月

・終末期・緩和ケアにおける在宅理学療法に求められ

学習し続ける組織の構築にむけて

・緩和ケア領域における理学療法の紹介−理学療法士

の可能性と広がる役割−

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学療

法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩和

期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，エン

ド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性など，

緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実践的基盤

について紹介した．

緩和ケア領域における理学療法を紹介し，理学療法士の

可能性と広がる役割について講演した．

大阪府理学療法士会の理学療法士の中間管理職，管理職

を対象に学習する組織の構築について講演した．講演内

容は，現場経験に基づく組織づくりの内容に加え科学研

究費による研究成果である理学療法士の経験学習プロセ

スの解明から導かれた経験学習支援方法を紹介した．

・終末期・緩和ケアにおける在宅理学療法に求められ

る視点と対応

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学療

法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩和

期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，エン

ド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性など，

緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実践的基盤

について紹介した．

５　その他

大阪行岡医療大学 医療学部理学療法学科

担当授業科目：理学療法体験実習，評価実習，総合臨床

実習 専任教員

学外施設で行われる各臨床実習を，個々のレベルに合わ

せて円滑に行えるようにするため，実習前には各学生と

個人面談を行い，知識の習熟度，コミュニケーション能

力，その他，不安なことを確認し，それを学外施設の指

導者と共有しながら実習を行った．必要に応じて実習前

に実技練習を行ったり，また何度も学外施設に出かけた

り，学生との面談を繰り返したりした． これにより学生

のレベルに合わせた実習が可能となり，個々の学生が成

長できた．

・理学療法士養成校における教育実績

　（専任教員）

・現場の理学療法士育成論：経験学習を通して 医療情勢の変化や働き方改革・等を背景に研修会や勉強

会を重視した学習だけでは，現場の理学療法士（PT）教

育・育成は限界にきている．そこで現場で行う経験学習

に注目し，PTの経験学習プロセスの解明をもとに，現場

教育・人材育成における支援方法を教示した．



年月日事項 概 要

平成26年4月

～

平成28年9月

平成26年4月

～

平成30年9月

平成26年9月

～

平成27年3月

平成26年9月

～

平成31年3月

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当授業科目：老年期疾病論（老年期障害学）専任教員

授業では，老年期を代表する疾患や高齢者問題等を教授

した．また現在の医療保険制度や介護保険制度などの社

会制度についても教授し，高齢者リハビリテーションに

は医療，看護，保険，社会福祉等の多様な知識が必要で

あることや，多職種のチームアプローチが必要であるこ

とを伝えた．

これにより老年期疾病やそれに対する理学療法の理解が

深まった．また，これから理学療法士が多く扱うであろ

う慢性疾患，とくに生活習慣病等についての対応も教授

し，その役割の大きさを理解させた．

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当授業科目：老年期障害理学療法　専任教員

授業では，老年期の障害の評価に基づいて，老人の生活

自立に向けた系統的な健康管理や地域参加を促進するた

めに，医学的管理下において，機能訓練などの理学療法

技術が展開できるように演習した．これにより，老年期

障害理学療法における考え方や捉え方が養われた．ま

た，今後重要となってくる様々な内部障害や慢性疾患を

想定し，運動や活動が体にどのような影響を及ぼすかも

考えさせ，その奥深さを実感してもらった．また，がん

をはじめ終末期の理学療法についても教授し，これから

必要となる看取りまでの理学療法の可能性を示し，今後

の課題を実感してもらった．

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当授業科目：日常生活活動学演習　専任教員

授業では，代表的な疾患を整理しながら，日常生活活動

の評価法を教授し実践させた．また，障がい別に日常生

活活動や生活関連動作の評価や動作指導，介助方法等に

ついても，疑似体験させ理解を深めさせた．チーム別に

レポートをまとめさせることでチームアプローチの重要

性を体験させ，実際の現場で口頭指導ができるような体

験も取り入れた．これにより日常生活活動における評価

や指導力がついた．

また，学年によっては理解を深めるために，班長には別

に1コマ時間を作り，実践を教授し，それを伝えさせる練

習も加えた．これにより学生の学習も進んだ．

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当授業科目：日常生活活動学　専任教員

授業では，国際障害分類，国際生活機能分類をはじめ，

生活活動評価であるバーサルインデックスや機能的自立

度評価表（ＦＩＭ）等を教授した．また，代表的な疾患

を整理しながら，日常生活活動の評価と実践内容の概要

を教授した．



年月日事項 概 要

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年9月
～

平成30年9月

平成28年9月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成30年9月

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当授業科目：卒業研究 専任教員

テーマは，平成28年度「終末期がん患者の在宅療養を支

援するための理学療法の課題」，平成29年度「消化器系

がんによる低栄養と運動療法」，「脊椎転移患者に対す

る理学療法」であった．

これから大きな役割を担うと思われる難病や終末期を対

象とした患者の理学療法を学習し，今後に備えることに

した．

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当授業科目：理学療法概論　（専任教員）

授業では，高齢者の理学療法の概論を担当し，高齢者の

理学療法の役割や可能性，その展望について紹介した．

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当授業科目：理学療法評価学 専任教員

授業では，理学療法評価学に関する知識を総論的に教授

し，ICFに基づく理学療法プログラムの立案や臨床推論

の方法を教授した．

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当授業科目：地域リハビリテーション 専任教員

授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例検討

式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進め

た．また，その際には，予習シート，体験シート，復習

シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習する

姿勢を養うように工夫した．さらには，在宅における看

取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの訪

問リハの有り方をともに考えることにした．

また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，地

域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々の

価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考える

ことが大切となる．そこで,少し時間をかけて書物多く読

んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練習も

行った．これにより,地域リハビリテーションの奥深さと

かんがえることの大切さを学ばせた．



年月日事項 概 要

平成31年4月

〜

現在に至る

令和元年10月

〜

現在に至る

令和元年10月

〜

令和5年3月

令和2年4月

〜

令和5年3月

令和2年4月

〜

令和5年3月

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：地域理学療法学（専任教員）

本講義では，地域理学療法における施設系，訪問系の理

学療法を講義した．また終末期理学療法についても講義

した．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：日常生活動作学（専任教員）

本講義では，日常生活動作の基本や疾患別の動作分析，

日常生活評価を講義した．また，様々な評価方法や評価

尺度を紹介した．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：早期体験実習（理学療法）（専任教員）

授業では，十分なオリエンテーションのうえ，一般病院

等の医療施設を３つ学生に体験してもらった．帰校後

は，さらに学習を深化させてもらうためにディスカッ

ションを行い学習内容の発表を行なった．これにより医

療施設における理学療法，その他の専門職種の役割が理

解できた．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：基礎ゼミII（専任教員）

授業では，自己学習の進め方を学習するために，課題設

定，文献検索の方法や読み方，プレゼンテーション方法

を教授し，学習成果の発表を行なった．これにより学生

は，大学内，学外実習，またはプロになってからの自己

学習方法の一部が身についた．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：運動学I（総論）（専任教員）

授業では，運動学の総論を内容をすべて網羅できるよう

に講義を行なった．なお，その際には運動学ワークブッ

クを作成し，大切なところや自己学習の方向性がわかる

ようにし，学習を深めた．



年月日事項 概 要

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

現在に至る

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：地域理学療法学演習（専任教員）

本演習は，地域理学療法学を習得後，あらためて個々の

対象者に対する地域理学療法学を演習を通して学ぶもの

である．本演習では，障害を有する高齢者を設定し，

QOLを向上させる外出計画を個々に立案させた．立案計

画は，同じ設定であっても多様な内容になることや，そ

れぞれ意味合いが違うことを明らかにした．これらの実

践により，地域理学療法学の多様性を学習できたと考え

る

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：日常生活動作学演習（専任教員）

本演習は，コロナ禍においてオンライン・対面のハイブ

リッドで実践されたため演習時間が限られていた．そこ

で，できるだけ効率よく学習をすすめるために日常生活

動作学演習の課題ワークシートを作成し，それをもとに

考えるグループ学習を実践した．これにより演習は教え

る垂直型教育だけでなく，学生同士による平行型教育も

可能となり，考える学習が実践できたと考える．これに

より対面と同じ程度の学習効果が得られたとも考える．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：運動器評価学I（総論）（専任教員）

本講義は，コロナ禍においてオンライン・対面のハイブ

リッドで実践されたため，実技時間が限られていた．そ

こで，できるだけ効率よく学習をすすめるために予習用

ワークシートを作成し，これにより自己学習を促した．

限られた実技練習の時間には，予習シートから理解度が

低い考えられるところを抽出し，そこを重点的に説明で

きるようにした．これにより対面と同じ程度，学習効果

を維持できたと考える．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：地域理学療法実習（専任教員）

本実習は，外部の介護保健施設，地域におもむき見学等

を通して学習を深めるものである．しかし，本年は，コ

ロナ感染のため学内実習に切り替えた．できるだけ従来

の実習に近づけるため，動画教材を作成し，病院からも

ライブ配信を実施した．さらには予習，復習のための

ホームページも作成し，学習を変化にすすめた．これに

より従来の地域理学療法実習と同程度の学習内容が得ら

れたものと考える．ただし，実際に現場に行けなかった

ことは大きな不安材料になったことは否めない．



年月日事項 概 要

令和3年4月

平成12年4月

～

平成13年9月

平成18年4月

～

平成25年9月

平成23年4月

～

平成24年9月

大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当授業科目：理学療法治療学Ⅱ　整形外科疾患（関節

リウマチ，足部・足関節）　非常勤講師

授業は，暗記型の授業ではなくできるだけ理学療法とは

どういったものか考えることができるような授業にし

た．そのために授業資料は図によって見やすくレイアウ

トしたものを用いたり，臨床現場のスライド等をみせつ

つ，学生自身に実際現場に立てばどういった態度や評

価，実践を行うかを問いながら，シュミレーショを交え

学生とともに検討するスタイルにした．また，ときには

勉強の仕方や資料の調べ方など，実践現場で臨床を行い

ながらどのように勉強していくのか等を，経験を交えて

教示した．

その結果，学生は理学療法実践するにあたって自分に何

が足らないかを再認識し，自ら勉強しなければならない

という姿勢を学ぶことができたと考える．

大阪電気通信大学　医療福祉工学部理学療法学科

担当授業科目：理学療法技術実習2　非常勤講師

授業は，理学療法の認知スキル，つまり技術の一つとし

ての理学療法臨床推論について講義した．ぺ－パーペイ

シェントを用いて問題を抽出し，それを基に仮説生成し

ながら理学療法プログラムを立案する作業を行った．ま

た，その際にはインターネット等を活用し，実践型の授

業を展開した．その結果，問題を解決していこうとする

姿勢や具体的な解決方法を学ぶことができた.

・理学療法士養成校における教育実績

　（非常勤講師）

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：老年期障害理学療法学（専任教員）

本授業では，高齢者の身体，心理的，社会的特徴ととも

に，高齢者の理学療法における評価や実践方法を，その

エビデンスとともに教授した．

大阪府立看護大学　医療技術短期大学部理学療法学科

担当授業科目：臨床実習　非常勤講師

臨床現場で理学療法を行うにあたり，単に理学療法評価

や実践を学ばせるだけでなく，それ以外にもどのような

準備や実践が必要なのか，医療や社会においてどのよう

なルールに基づいて理学療法が行われているのか等も教

示し，学習できるようにした．その結果，学生は理学療

法評価や実践だけではなく，現場の諸仕事を学習し理学

療法士のあり方を学習するにいたった．



年月日事項 概 要

平成25年9月

～

平成26年3月

平成26年4月

～

平成31年3月

平成26年9月

～

平成29年3月

平成28年9月

～

令和4年3月

令和元年12月

大阪医療福祉専門学校 理学療法学科

担当授業科目：老年学，非常勤講師

授業は，高齢者の身体的特徴をはじめ，疾患，環境につ

いての講義を行った．また，その際には実際の患者の動

画やデータを基に，本学問と理学療法との関わりについ

ても講義した．

また，これからの高齢者においては，地域における転

倒，認知症，腰痛，生活習慣病に対する予防理学療法が

大切になってくることを教授し，理解を深めた．これに

より高齢者理学療法の実態を理解し，興味をもって老年

学を学習できるようになった．

大阪電気通信大学医療福祉工学部 理学療法学科

担当授業科目：チームリハビリテーション特論　非常勤

講師

授業は，理学療法におけるチームアプローチによる臨床

推論について講義した．ぺ－パーペイシェントを用いて

問題抽出し，それを基に仮説を生成しながらチームアプ

ローチによって理学療法プログラムを立案する作業を

行った．また，その際にはインターネット等を活用し，

実践型の授業を展開した．これによりチームアプローチ

による臨床推論と理学療法プログラムの立案能力が養わ

れた．

大阪行岡医療大学　特論

担当授業科目：理学療法特論　非常勤講師

授業では，がんリハビリテーション・ケアと終末期理学

療法の実践を教授し，これらの実践力がこれからの地域

リハビリテーションには必要になることを学習した．

大阪電気通信大学　医療福祉工学部理学療法学科

担当授業科目：総合技術特別実習3　非常勤講師

授業は，認知スキルの一つとして理学療法における臨床

推論について講義した．ぺ－パーペイシェントを用いて

問題抽出し，国際生活機能分類に即しながら，それを基

に仮説生成し理学療法プログラムを立案する作業を行っ

た．また，その際にはインターネット等を活用し，実践

型の授業を展開した．その結果，国際生活機能分類に即

しながら，問題を解決していこうとする姿勢が身に付

き，具体的な解決方法を自ら発見し，学ぶことができ

た．

大阪電気通信大学 医療福祉工学部理学療法学科

担当授業科目：基礎医学特論Ⅰ　非常勤講師

授業では，一般病院，地域におけるがんリハビリテー

ションについて教授し．生活の質を高めるための実際の

工夫も加え，興味をひくように展開した．これによりが

んリハビリテーションに対する知見を深めることができ

た．



年月日事項 概 要

令和4年６月

平成21年10月

年月日

平成 5年6月

平成13年3月

平成15年6月

平成20年3月

平成22年4月

平成24年3月

平成25年8月

平成28年2月

平成31年3月

平成5年3月

～

平成8年3月

福祉住環境コーディーネーター　2級

　なし

専門理学療法士（教育・管理理学療法）取得

（証書番号10‐2‐04540）

大阪保健医療学　保健医療学部　理学療法学学科

担当授業科目　老年期理学療法治療学

授業では，緩和ケアの理学療法の実践を教授した。

ケアマネージャー （登録番号27995318号）

概 要

1）武部整形外科リハビリテーション

　（有床診療所）

　　職種　理学療法士

１　資格，免許

理学療法士免許 （登録番号21836号）

３　実務の経験を有する者についての特記事項

臨床実習指導者の資格，および指導者を育成できる資格

を獲得した．（第2018-2-046号）

日本理学療法士協会が制度化した専門理学療法士制度の

専門理学療法士（教育・管理）を取得   登録番号（７

－90）

事項

大阪電気通信大学大学院 医療福祉工学研究科医療福祉工

学専攻（学位番号博医甲第0028号）

題目「理学療法臨床実習における実習生の意識変化の解

析に関する研究」

放送大学大学院 文化科学研究科 教育開発プログラム

（学位番号第1903号）

題目「理学療法臨床実習による臨床実習生の意識構造の

変化」

博士（工学）

修士（学術）

TOGU“FT-Physio”,”FT-coach Level1”

がんリハビリテーション料の算定可能

臨床実習指導者講習会　修了

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

・臨床実習生の自己開示レポートから意識変化を分析

し，提言をおこなった．

理学療法ジャーナル 43(10) 942-943

 題目「コミュニケーション能力の向上に課題にした自己

分析レポートからみえてきたもの」として実習生の自己

開示レポートを分析し，実習指導における指導方法につ

いて考察した．

理学療法士として，主に脊椎圧迫骨折，大腿骨頸部骨折

術後，人工膝関節置換術，前十字靭帯再建術，アキレス

腱縫合術，下肢の切断等，整形外科疾患の理学療法に従

事する．担当患者のカンファレンスや退院指導，訪問指

導の役割も担う．また，診療所主催の公開講座である健

康教室の企画を担当し，準備やテーマごとに講師の役割

も担う．2か月に1回開催を実施．学術活動にも積極的に

参加する．

２　特許等

TOGU社製のツールを活用したトレーニングやコンディ

ショニングを実践するインストラクター（Instructor

Number 002）

大阪府がんリハビリテーション研修　終了



年月日事項 概 要

平成8年4月
～

平成13年3月

平成10年4月
～

平成13年3月

平成13年4月

～

平成23年12月

理学療法士として，上述した整形外科疾患診療に関わる

傍ら，公開講座である健康教室の企画，運営にも関わっ

た．また主任として，訪問リハビリテーションの開設

し，大腿骨頸部骨折や脊椎圧迫骨折後の患者，脳卒中の

患者にに対する在宅理学療法を行う．また，リハビリ

テーション室の管理業務として，職員である理学療法士

の募集から育成，また理学療法アシスタントの育成を担

う．治療実績の管理，勉強会，学術活動への積極的な参

加，学生に対する臨床実習指導に従事する．

　　職種　主任　理学療法士

3）小川病院　リハビリテーション科

2）武部整形外科リハビリテーション

　（有床診療所）

　　職種　主任　理学療法士

4）道仁病院　リハビリテーション科

　　職種　統括責任者　理学療法士

統括責任者として，リハビリテーション科開設のための

機器の見積もり，搬入等の準備・施設基準Ⅱの取得とシ

ステムの構築，そして開設に従事した．その後，統括責

任者として管理業務を行う．具体的には治療実績の管

理，理学療法士の募集，後輩理学療法士の育成，勉強会

の開催，学術活動に推進，学生に対する臨床実習指導を

担う．

　理学療法士としては，医療，介護のケアミックス病棟

であったことから，整形外科疾患を中心に，長期寝たき

り患者，がん患者，内部障害，虚弱高齢者等の理学療法

に従事する．また，緩和ケアや終末期の患者に対する理

学療法も行う．このとき末期がんの理学療法に対する症

例報告の論文を発表し，理学療法ジャーナル奨励賞を受

賞する．

リハビリテーション科開設のため，主任としてリハビリ

テーション機器の見積もり，搬入等の準備・施設基準Ⅱ

の取得とシステムの構築，そして開設に従事した．その

後，リハビリテーション科の主任として管理業務を行

う．具体的には治療実績の管理，理学療法士の募集，後

輩理学療法士の育成，勉強会の開催，学術活動に推進，

学生に対する臨床実習指導を担う．

　理学療法士としては，医療，介護のケアミックス病棟

であったことから，整形外科疾患を中心に，長期寝たき

り患者，虚弱高齢者等の理学療法に，この時から緩和ケ

ア，終末期理学療法に関わる．また夜間にはスポーツ専

門リハビリテーションを開設し，主に学生のスポーツ障

害後のリハビリテーションに従事する．

　



年月日事項 概 要

平成23年12月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

令和元年9月

令和元年9月

～

現在に至る

令和3年10月

～

現在に至る

6）池田病院　総合リハビリテーションセンター

 職種　リハビリテーションコーディネーター（教

育・研究活動と実務の指導）

　職種　主任　理学療法士（現場最高責任者）

総合リハビリテーションセンターの現場最高責任者とし

て，一般病棟，回復期リハビリテーション病棟，療養型

病棟，訪問リハビリテーション，デイケア，デイサービ

ス等のリハビリテーションセンターの運営に携わる．診

療報酬の改定や患者へのサービス充実にあわせてシステ

ムの再構築も行った．また，学術委員，医療安全委員，

接遇委員等も担った．さらに理学療法士，作業療法士，

言語療法士等の人事にも携わった．理学療法士として

は，主に急性期から維持期の脳血管，運動器，呼吸器，

循環器，内部障害（がん，糖尿病による切断等）の理学

療法に関わった．また積極的に終末期医療や高齢者医療

にもたずさわり理学療法士の役割等を模索・実践してき

た．また地域住民の方々に対して理学療法の啓蒙や健康

維持を目的に，相談や公開講座も行った．

　現場では複数の部下（理学療法士）に勉強会や講習を

行い育成にも力を注いできた．

5）池田病院　総合リハビリテーションセンター

大学勤務の傍ら，総合リハビリテーションセンター施

設，訪問リハビリテーション，訪問看護ステーション，

デイケア，デイサービス（医療，介護）において，リハ

ビリテーションコーディネーターとして研究，相談業務

を行ってきた．

　その際は，実際に現場にでて臨床実践するだけでな

く，中堅，新人理学療法士の管理教育や学術活動等をも

支援してきた．また，医療，保健，介護の分野における

横断的な相談も担い，リハビリテーションが円滑に行え

る環境作りや支援を必要に応じて行っている．

　現在，総合リハビリテーション施設では，緩和ケア系

のがんリハビリテーションの評価やプログラム開発，腎

臓リハビリテーションの構築，これから重要度が増して

くると在宅リハビリテーションの評価やプログラム開

発，健康予防教室等を行っており，地域リハビリテー

ション発展に寄与するだけでなく，後進教育という役割

も担っている．

大学勤務の傍ら，介護付有料老人ホームサンシティ木津

リハビリテーション・ケアセンターうららかの立ち上げ

と，教育・研究・実務相談業務を行なってきた．

　現在，要介護度が高い高齢入居者に対するリハビリ

テーションの評価・実践プログラムの開発を検討してお

り，後進教育を担っている．

大学勤務の傍ら，児童支援　放課後デイサービスいちご

ハウスにおける教育・研究のアドバイスを行っている．

　現在，現場の問題点を抽出し，よりよい課題解決や人

材育成，サービスの立案を担う研究や教育に関するアド

バイスを行っている．

7）サンシティ木津　リハビリテーション・ケア

　　センターうららか

　　職種　シニアアドバイザー

　　（教育・研究・実務相談業務）

8）児童発達支援　放課後デイサービス

　　いちごハウス

　　職種：教育研究アドバイザー



年月日事項 概 要

平成28年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

令和2年3月

令和元年6月

～

令和2年3月

令和2年6月

～

令和3年3月

令和2年6月

～

令和3年3月

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年6月

～

現在に至る

令和3年6月

～

現在に至る

「地域の特性を活かした高齢者の健康増進に関する研

究」

研究経費　令和3年度700千円 令和4年度1800千円

題目「COVID-19パンデミックが高齢者の健康および日常

生活に及ぼす影響に関する研究　―コロナ禍における遠

隔指導を加味した検討―」

研究代表者　滝本幸治　研究協力者　池田耕二

・奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

9）科学研究費等の研究助成

・奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

・奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

題目「フラの動作に関する研究:フラを活用した効果的な

介護予防プログラムを作成するために―」

・科学研究費助成事業（基盤研究C）

題目「線維筋痛症患者に対する運動療法の効果の検証：

脳内ネットワークの変化を指標として」

題目「リハビリテーション学科臨床実習管理センターに

おけるホームページによる双方向性活用システムの構築−

臨床実習教育の質的向上を目指して−」研究代表　池田耕

二

題目「山間過疎地域における高齢者の体力特性－フレイ

ル質問票を用いた検討―」

「理学療法士の発達や経験学習を促す【場】の特性の解

明」
研究代表　池田耕二

・科学研究費助成事業（基盤研究C）

・科学研究費助成事業（基盤研究C）

研究代表者　笹野弘美　研究協力者　池田耕二

研究経費　令和2年度160千円

研究代表者　滝本幸治　研究協力者　池田耕二

・奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

研究経費　令和2年度　220千円

・奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

研究代表　池田耕二

研究経費　平成29年度288千円，平成30年度354千円，令

研究代表　藤田信子　分担者　池田耕二

研究経費　平成28年度2.0千円，平成29年度4.5千円，平

成30年度5.5千円

題目「理学療法士の発達を促す経験学習支援方法の開

発」

研究経費　令和3年度　340千円

研究代表者　笹野弘美　研究協力者　池田耕二

研究経費　令和3年度　340千円



年月日事項 概 要

1）メディア取材

平成5年3月

～

平成10年3月

平成22年1月

平成22年7月

平成23年1月

平成30年11月

令和元年12月

令和4年11月

令和4年12月

令和4年12月

3）学会査読

平成23年5月

平成24年5月

平成25年5月

平成25年7月

平成26年5月

平成26年7月

平成27年5月

・第11回日本理学療法教育学会　座長

・第5回日本理学療法管理研究会学術大会　座長

第11回日本理学療法教育学会の座長を行なった．

・保健医療学部第12回学術集会　特別講演　座長

第5回日本理学療法管理研究会学術大会の座長を行なっ

た．

保健医療学部第12回学術集会の特別講演の座長を行なっ

た．

第22回大阪府理学療法学術大会において座長を行った．

第48回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・第25回大阪府理学療法学術大会　査読

・第26回大阪府理学療法学術大会　査読 第26回大阪府理学療法学術大会の査読を行った．

第49回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・第50回日本理学療法学術大会　査読

第25回大阪府理学療法学術大会の査読を行った．

第46回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法教育

学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）の座長を行っ

た．

・第49回日本理学療法学術大会　査読

・第22回大阪府理学療法学術大会　 座長

４　その他

・第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法

教育学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）座長

・スポーツチャンバラと車椅子を活用して車椅子ス

ポーツチャンバラとして体系化を行い，院内でのリハ

ビリに活用した

2）学会座長

大阪府理学療法士会が新人教育を目的として平成22年よ

り開始した北河内ブロック新人症例発表会において座長

を行った．

第50回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・保健医療学会第10回学術集会座長

大阪府理学療法士会が新人教育を目的として平成22年よ

り開始した北河内ブロック新人症例発表会において座長

を行った．

・大阪府理学療法士会 北河内ブロック新人症例発表

会　座長

車椅子スポーツチャンバラをリハビリに活用した（ラジ

オや新聞の取材あり）

・第47回日本理学療法学術大会　査読

保健医療学会第10回学術集会の座長を行なった．

第47回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・第48回日本理学療法学術大会　査読

・第46回日本理学療法学術大会　査読

・大阪府理学療法士会 北河内ブロック新人症例発表

会　座長



年月日事項 概 要

平成28年5月

平成29年5月

平成29年11月

平成30年9月

平成30年12月

令和元年12月

令和2年11月

令和3年12月

令和4年11月

令和4年12月

令和5年2月

4）論文査読

平成30年6月

令和2年3月

令和3年2月

令和3年1月

令和4年2月

・総合理学療法　論文査読 令和4年11月

令和5年3月

5）委員会活動

平成27年5月

～

平成28年3月

平成29年4月

～

平成30年3月

・第62回近畿理学療法学術大会　査読 第62回近畿理学療法学術大会の査読を行なった．

・第11回日本理学療法教育学会　査読 日本理学療法教育学会の査読を行なった．

・第5回日本理学療法管理研究会学術大会　査読 日本理学療法管理研究会学術大会の査読を行なった．

・医療情報福祉行動学雑誌　論文査読 医療情報福祉行動学雑誌の論文査読を行った．

・保健医療学雑誌　論文査読 保健医療学学会「保健医療学雑誌」の論文査読を行っ

た．
・医療情報福祉行動学雑誌　論文査読 医療情報福祉行動学雑誌の論文査読を行った．

・保健医療学学会　第8回学術集会　大会準備委員長 保健医療学学会　第8回学術集会開催に向けて準備を行っ

た．

・公益社団法人大阪府理学療法士会

　臨床実習倫理規定策定特別委員会　委員

公益社団法人大阪府理学療法士会　臨床実習倫理規定策

定特別委員会にて，理学療法臨床実習における倫理規定

の策定を行った．

・保健医療学雑誌　論文査読 保健医療学学会「保健医療学雑誌」の論文査読を行っ

た．

・理学療法教育学　論文査読

総合理学療法の論文査読を行った．

理学療法教育学の論文査読を行った．

・医療情報福祉行動学雑誌　論文査読 医療情報福祉行動学雑誌の論文査読を行った．

第51回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・第51回日本理学療法学術大会　査読

・保健医療学学会第8回学術集会　査読

第51回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法

教育学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）査読

第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法教育

学会・第1回日本理学療法管理部門研究大会）の学会報告

の査読を行った．

・保健医療学学会第9回学術集会　査読 保健医療学学会第9回学術集会の査読を行った．

・第55回日本理学療法学術大会：日本地域・支援工

学・教育合同理学療法学会学術大会2020（合同開催：

理学療法管理部門研究会）査読

日本地域・支援工学・教育合同理学療法学会学術大会

2020（合同開催：理学療法管理部門研究会）の学会報告

の査読を行った．

・第56回日本理学療法学術大会：日本地域・支援工

学・教育合同理学療法学会学術大会2020（合同開催：

理学療法管理部門研究会）査読

日本地域・支援工学・教育合同理学療法学会学術大会

2021（合同開催：理学療法管理部門研究会）の学会報告

の査読を行った．

保健医療学学会第8回学術集会の査読を行った．

・保健医療学学会第10回学術集会　査読 保健医療学会第10回学術集会の査読を行なった．

・第52回日本理学療法学術大会　査読



年月日事項 概 要

令和3年8月

～

現在に至る

令和3年11月

～

現在に至る

令和4年7月

～

現在に至る

6）学会理事活動

平成29年4月

～

現在に至る

平成7年11月

平成9年1月

平成18年2月

平成19年7月

平成20年2月

平成20年3月

平成29年12月

～

平成30年12月

平成31年1月

平成30年7月

・日本理学療法士協会　指定規則等検討部会部会員

（学校養成施設検討作業部会）

日本理学療法士協会　指定規則等検討部会部会員と学校

養成施設検討作業部会を担う

・大阪医療福祉専門学校　実習指導者会議　(大阪）

講師

問題を有する実習生に対して，実際行っている具体的な

指導方法について講演した．
・大阪府理学療法士会臨床実習指導者研修会（大阪） 臨床実習に対する指導方法の中でも，特に情意面におけ

る指導方法について講演を行った．

・神戸大学就進会理学療法分科会（神戸大学医学部保

健学科同窓会，神戸）講師

・行岡リハビリテーション専門学校　臨床実習指導者

会議　教育講演（大阪）

新人教育プログラム研修における「クリニカルリーズニ

ング」の講義を行った．

・公益社団法人　大阪府理学療法士会（大阪）　新人

教育プログラム研修　講師

臨床実習における実習生の内面をパターン分類し，それ

らに対する指導方法について講演を行った．

・第30回大阪府理学療法学術大会（大阪）教育シンポ

ジウムのシンポジスト

新人教育プログラム研修における「理学療法研究方法

論」の講義を行った．

・公益社団法人　大阪府理学療法士会（大阪）　新人

教育プログラム研修　講師

地域医療における一般病院にて行われている終末期医療

を紹介し，それに対する事例研究を報告した．またこれ

から事例研究がどうあるかべきかについても合わせて報

告した．

・第4回身体障害者スポーツ指導員養成講習会（大

阪）講師

肩関節周囲炎患者に対して低出力レーザーの臨床効果に

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取り

入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャンバ

ラを考案し方法やルール等を紹介した．

7）招待講演　シンポジスト

・日本理学療法教育学会　選挙管理委員

・日本理学療法教育学会　コアカリキュラム委員

保健医療学会の理事に就任し運営に携わった．

日本理学療法教育学会の選挙管理委員を担った．

・保健医療学学会　理事

日本理学療法教育学会コアカリキュラム委員を担った．

これからの理学療法臨床実習の在り方を講演した．

・第3回物理療法研究会（神戸）シンポジスト



年月日事項 概 要

令和3年11月

令和4年2月

令和4年2月

令和4年12月

令和5年3月

平成31年3月

令和2年2月

令和2年2月

令和3年6月

令和3年6月

・緩和ケア領域における理学療法の紹介−理学療法士

の可能性と広がる役割−

・終末期・緩和ケアにおける在宅理学療法に求められ

る視点と対応

医療情勢の変化や働き方改革・等を背景に研修会や勉強

会を重視した学習だけでは，現場の理学療法士（PT）教

育・育成は限界にきている．そこで現場で行う経験学習

に注目し，PTの経験学習プロセスの解明をもとに，現場

教育・人材育成における支援方法を教示した．

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学療

法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩和

期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，エン

ド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性など，

緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実践的基盤

について紹介した．

大阪府理学療法士会の理学療法士の中間管理職，管理職

を対象に学習する組織の構築について講演した．講演内

容は，現場経験に基づく組織づくりの内容に加え科学研

究費による研究成果である理学療法士の経験学習プロセ

スの解明から導かれた経験学習支援方法を紹介した．

緩和ケア領域における理学療法を紹介し，理学療法士の

可能性と広がる役割について講演した．

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学療

法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩和

期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，エン

ド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性など，

緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実践的基盤

について紹介した．

臨床実習指導者の資格，および指導者を育成できる資格

を獲得した．

8）公益社団法人日本理学療法士協会 臨床実習指導者

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

・第368回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

・第378回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

・現場の理学療法士育成論：経験学習を通して

・終末期・緩和ケアにおける在宅理学療法に求められ

・学習し続ける組織の構築にむけて

・第120回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

・第128回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

・第2回　臨床実習指導者講習会（大阪）　修了



年月日事項 概 要

令和3年8月

令和3年9月

令和3年11月

令和4年3月

令和4年3月

平成25年4月

～

平成31年3月

平成31年4月

～

令和4年3月

令和2年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和4年4月

～

現在に至る

現在に至る

平成28年4月

～

平成29年3月

奈良学園大学　大学評議委員を任命された．

理学療法専攻専攻長，大学広報委員長を任命された

・第664回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

・第706回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

・第399回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

奈良学園大学開学から臨床実習部会部長，入試委員を任

命された．

奈良学園大学　広報委員を任命された.

大阪行岡医療大学開学から臨床実習教育を担う臨床実習

委員，教務一般を担う教務委員，国家試験対策を担う国

家試験委員等に任命された．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

9）大阪行岡医療大学における市民公開講座

　企画と運営

・第515回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

大阪行岡医療大学で行われる市民公開講座の企画運営を

行った．

・第437回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

8）大学内業務の経験

奈良学園大学　専攻主任，地域・高齢者領域領域長，予

算委員，国家試験委員，大学院開設委員を担う．



年月日事項 概 要

平成22年4月

～

現在に至る

平成25年5月

10) 日本理学療法士協会

　　専門理学療法士（教育・管理）取得

日本理学療法士協会が制度化した専門理学療法士制度の

専門理学療法士(教育・管理)を取得した．

11) 理学療法士の内面の発達を理学療法士発達論と

し，それもとに理学療法教育を行う必要性を指摘し

た．

理学療法ジャーナル　47（5）423

題目「理学慮法士発達論に基づいた教育方法の開発に向

けて」に，理学療法士の内面の発達を理学療法士発達論

とし，それもとに理学療法教育を行う必要性を指摘し

た．



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 平成19年9月

共著 平成22年4月

共著 平成23年4月

共著 平成26年4月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

1.理学療法士のための物理療法

臨床判断ガイドブック

本書は，物理療法の対象となる疾患に対して，臨床的

判断が行いやすいようにデシジョンツリーを作成して

まとめ上げ，それぞれの手技や方法について系統立て

て述べたものである．

Ｂ5判　全566頁

編者：木村貞治

共著者：玉木彰，池田耕二

本人担当部分：第Ⅱ章，疾患・症状別　臨床判断に基

づく物理療法のすすめかた 19 ｃ浮腫に対する物理療

法の臨床判断を考える　pp323－344を単著．

　浮腫の病態から，それらに対する理学療法を臨床的

判断が行いやすいようにデシジョンツリーを作成して

まとめ上げ，それぞれの手技や方法について系統立て

て述べた．

2.持続可能な社会をどう構想す

るか．

（構造構成主義研究　第４巻）

3.よい教育とは何か．

（構造構成主義研究　第５巻）

本書は，「持続可能な社会をどう構想するか」につい

ての有識者の鼎談と構造構成主義の論文集をまとめた

ものである．

Ａ5判　全255頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「構造構成的協同臨床教育法の構築に

向けて-理学療法臨床実習を通して-」pp100-126を単

著．

　構造構成主義を基盤に，お互いの関心をすり合わせ

ながら，お互いに教え合うことを可能にする教育方

法，すなわち構造構成的協同臨床教育方法を開発し，

これを理学療法臨床実習に活用し学習効果を上げたこ

とを述べた．

本書は，「よい教育とは何か」についての有識者の鼎

談と構造構成主義研究の論文集をまとめたものであ

る．

Ａ5判　全328頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「理学療法臨床実習を通じた構造構成

的協同臨床教育法の方法論的拡張」pp218-239を単

著．

　筆者が開発した構造構成的協同臨床教育方法を方法

論的に拡張し，臨床現場基礎力の少ない学生に対して

文光堂

北大路書房

北大路書房

北大路書房 本書は，「思想がひらく未来へのロードマップ」につ

いての鼎談と構造構成主義研究の論文集をまとめたも

のである．

Ａ5判　全261頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「終末期理学療法教育における構造構

成的協同臨床教育法の可能性」pp135-153を単著．

　理学療法士にとってスムーズに教育が進みにくい終

末期理学療法教育に対して，構造構成的協同臨床教育

方法を活用し，その効果と可能性を述べた．

4.思想が開く未来へのロード

マップ．

（構造構成主義研究　第6巻）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

5.終末期理学療法の実践 共著 平成27年5月

共著 平成29年8月

共著 平成30年3月

共著 令和2年12月 医学書院

B5判　285頁

編集者：鶴見隆正，辻下守弘

著者：池田耕二

本書は，訪問リハビリテーションにかかわるセラピス

トに対する様々なアドバイスをまとめた入門書であ

る．

B5判　全324頁

監修：青山朋樹，高橋紀代

編集者：辰巳昌嵩

著者：池田耕二

本人担当部分：コラム⑨終末期/ターミナル患者と，

その家族に対する訪問スタッフ（セラピスト）のあり

かた，pp254-257を単著．

在宅における終末期/ターミナル患者と，その家族に

対する訪問スタッフ（セラピスト）のありかたを提言

した．

8.理学療法臨床実習とケースス

タディ

本書では，コロナ禍における奈良学園大学の早期体

験，地域理学療法実習の学内実習の実践内容を紹介し

た．

本人担当部分：With コロナ社会での学内実習の方法

pp50-59を単著

コロナ社会における学内実習の枠組みや具体的な実践

内容について紹介した．

メジカルビュー社

本書は，運動器疾患に関する運動療法を，主に，総

論，身体の部位別の運動療法，姿勢と運動連鎖でまと

めた入門書である．関節リウマチ，悪性腫瘍に対する

運動療法についても少し触れている．

Ｂ5判　全342頁

編集者：小柳磨毅，中江徳彦，井上悟

著者：池田耕二

本人担当部位：第Ⅰ部　総論，1.運動器の運動療法と

は，運動療法の歴史 pp14-17を単著．

　運動器に対する運動療法の歴史を，古代，近代，近

現代，近年に分類し，その発展過程を説明した．

本書は，終末患者に対する理学療法の実践方法を，総

論，具体的な介入方法，諸問題，チームケアの展開の

４つ点からまとめたものである．

Ｂ5判　全208頁

編集者：日高正巳，桑山浩明

著者：池田耕二

本人担当部分：第2章　「終末期理学療法をどのよう

に教えるか，そして学ぶか」pp7-13を単著．

　終末期理学療法における理学療法士教育の問題点

を，理学療法士の発達段階ごとにあげ，それにあわせ

た学習や教育方法を紹介した．

文光堂

6.局所と全身からアプローチす

る運動器の運動療法

羊土社

7.訪問リハビリテーション ア

ドバイスブック



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和3年2月 金原出版

B5判　全570頁

編集者：小柳磨毅，山下協子，大西秀明，境隆弘

著者：池田耕二

本人担当部分：主に運動学の定義，生体力学のページ

の大幅な修正・校正を行った．

（学術論文）

共著 平成5年12月

共著 平成6年5月

共著 平成6年12月

共著 平成7年11月

本書は，運動学を基礎，実習，臨床の観点からまとめ

たものである．

理学療法学　21(5)　347－

350

9.PT・OTのための運動学テキス

ト : 基礎・実習・臨床

深在性組織に直接刺入できない対象組織の温度変化に

対応可能な極細の針状センサーを開発した．これによ

り温熱や寒冷などの理学療法施行中の組織血行動態の

変化を定量・経時的に計測が可能となり治療効果の判

定に寄与することを報告した．

本人担当部分：実験担当，データ収集，一部加筆）

（共著者：講武芳英，荒川佳子，池田耕二，嶋田智

明，石川斉，北潔）

肩関節周囲炎患者に対して低出力レーザーの臨床効果

を判定した．低出力レーザーは除痛効果があるもの

の，症例ごとには使用方法の再検討が示唆された．ま

た今後の課題としては照射条件や他の物理療法とのコ

ンビネーション効果，使用時期などがあげられた．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政誠

一）

4 痛みに対する低出力レーザー

療法

2 変形性膝関節症における疼痛

および筋力とＡＤＬ能力との関

係（査読付）

ラットを対象に頸部神経節近傍への近赤外線照射を

行ったところ，筋内の酸素分圧の上昇にある程度の影

響を与えることが判明したことを報告した．

本人担当部分：実験担当，データ収集，分析，考察，

一部加筆

（共著者：講武芳英，嶋田智明，石川斉，池田耕二，

北潔）

変形性膝関節症患者の疼痛，変形・筋力・肥満度の観

点から日常生活動作能力低下との関係を調べた．その

結果，日常生活動作の低下には疼痛と筋力低下に影響

されていることが示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，一部加筆

（共著者：生島秀樹，日高正巳，池田耕二）

1 自動温度補償機能付きpO2

  センサーの開発（査読付）

物理療法研究会会誌　3 38

－41

神戸大学医療技術短期大学

部紀要　9　113－117

3 直線偏光近赤外線照射が筋肉

の血行動態に与える影響につい

て（査読付）

神戸大学医学部保健学科紀

要 10 43-47



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成7年12月

共著 平成8年11月

共著 平成8年12月

共著 平成8年12月

共著 平成9年7月

骨粗鬆症患者を対象にライフスタイルと骨密度との関

連を検討した結果，朝食，喫煙，散歩，体操，牛乳で

は健康的な生活習慣を有するものが高い骨密度を示し

た．今後の課題としては若い世代の生活習慣と骨密度

の関係や，現在の生活習慣と骨密度の減少速度の関係

があげられた．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，一部加筆

（共著者：日高正巳，池田耕二， 武部恭一，武政誠

一，長尾徹， 嶋田智明）

神戸大学医学部保健学科紀

要 12 39-44

7 両側セメントレス大腿骨人工

骨頭置換術に対する理学療法の

経験（査読付）

9 「健康教室」10年間の総括－

公開講座を継続させる工夫－

（査読付）

地域住民の健康に寄与する目的にて「健康教室」を10

年実施してきた．それらから長期継続するための工夫

や，今後の展望について検討した．健康教室の有効性

は示唆されたが，今後は情報源としても健康教室を役

立たせ地域リハビリテーションの１システムとして確

立していきたいことを報告した．

本人担当部分：健康教室の企画，開催．分析，考察，

論文執筆

（共著者：池田耕二，武部恭一，武政誠一，岩本雅

浩）

公衆衛生　61（7）　495－

499

両側セメントレス大腿骨人工骨頭置換術を行った2症

例に対して荷重訓練を行う上での問題点を述べた．本

2症例は片側例と違って健側での支持が期待できない

ためリハビリテーションを行うためには症例に応じた

工夫が必要であることを報告した．

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，武政誠

一，日高正巳）

5 変形性膝関節症における膝周

囲筋力と日常生活動作能力との

関連性（査読付）

神戸大学医学部保健学科紀

要 11 9－15

変形性膝関節症患者に対して大腿四頭筋やハムストリ

ングスの筋力を測定し，それらを体重で除した値等と

疼痛，歩行，日常生活動作の障害程度の関係性を調査

した．その結果，日常生活動作能力を筋力で評価する

ときは大腿四頭筋を体重で除した値が有効であるとい

うことが示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政誠

一，生島秀樹）

在宅高齢障害者を対象に実施した実態調査結果より，

介護者の負担について分析した．被介護者の日常生活

と家族の介護力とが，介護者の負担や健康に影響を与

えていることを示唆した．介護者の精神的負担を今後

の研究課題としてあげた．

本人担当部分：分析，考察，一部加筆

（共著者：日高正巳，池田耕二，武政誠一，嶋田智

明）

8 骨粗鬆症患者におけるライフ

スタイルと骨密度との関連に関

する一考察（査読付）

神戸大学医学部保健学科紀

要 12 157-161

6 在宅脳卒中後片麻痺者の自立

度と介護者の負担との関係（査

読付）

公衆衛生　60（11）　814－

817



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成16年10月

共著 平成19年7月

単著 平成20年3月

共著 平成21年3月

本研究の目的は，臨床実習期間における実習生の意識

変容過程の分析から効果的な指導方法や援助方法を検

討することにある．対象者は臨床実習生13名（男8

名，女5名，平均年齢23.6±3.8歳）であり，分析対象

は実習日誌の感想文であった．分析方法は，感想文の

内容に対して知識・感情・意欲の３つ視点から「コー

ド化/カテゴリー化」を行い数量化を行った．そして

各期間における各カテゴリー数の変化と，臨床実習生

の意識構造の分析を行った．その結果から，実習生に

は，理学療法実践だけではなく医療人として視野を広

げるための指導や援助，緊張や焦りを少なくし心理的

負担を少なくするためのケア，または具体的な行動目

標の立案や課題の設定や自己モニタリング能力を養う

指導や援助が必要と考えられた．また，臨床実習生の

意識構造は，「感情」，「知識」，「専門・統合」，

「意欲」，「冷静」，「躍動」，「混合」優位の７タ

イプに分類することができ，それぞれのタイプに合わ

せた指導や援助が必要になることが示唆された．

Ａ4判　全41頁

高齢血液透析患者1症例から，身体能力評価表を作成

しそれを用いて15か月間の身体能力推移を経時的に記

録した．これらからは個人にあった課題抽出や理学療

法の介入効果をあげるためには長期介入と観察，経時

的記録など様々な角度から評価する必要性が示唆され

た．

本人担当部分：評価表の作成，理学療法実践，分析，

考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰，中塚奈々，山本秀美，

宮崎昌之）

本論文では，マニュアルセラピーの理論的基盤に構造

構成主義をおき広義の科学性を担保した．その結果，

客観的なものから主観的なものまでをマニュアルセラ

ピーのエビデンスとすることを理論的に可能にした．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：瓜谷大輔，池田耕二）

12 理学療法臨床実習による臨

床実習生の意識構造の変化

（修士論文）

11 高齢血液透析患者における

身体能力推移の経時的記録利用

の試み－単一症例による15か月

の理学療法経験－（査読付）

理学療法ジャーナル　41

（10）　865－869

10 末期癌患者の緩和ケアにお

ける理学療法士の役割に関する

一考察－未告知であった2症例

の経験から－（査読付）

末期癌患者2症例の緩和ケアにおいて理学療法士がど

のような役割を担えるのかについて考察した．理学療

法士には，疼痛緩和や身体機能低下から生じる不安や

苦痛などに対する心理的サポートという役割があるよ

うに考えられた．

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰，中塚奈々，村田磨優，

宮崎昌之）

13 マニュアルセラピーと科学

性：マニュアルセラピーのエビ

デンスを考える～構造構成主義

からみた見解～（査読付）

放送大学

理学療法ジャーナル　38

（7）　597－602

徒手的理学療法 8（2）49-

52



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成21年9月

単著 平成22年4月

共著 平成22年4月

共著 平成22年8月 本研究は，終末期理学療法を実践している3年目の理

学療法士を対象に，「無力感や意欲低下」の生成過程

を検討したものである．本研究の結果からは，3年目

の理学療法士は，実践における葛藤や実践している環

境の中から，無力感や意欲低下が生成されていくこと

が明らかとなった．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

認知症後期高齢患者に対する理学療法の実践知を質的

研究によって構造化した．その結果，実践知モデルを

活用することで理学療法実践においてどの部分に力点

をあてるのかわかりやすくなり，また柔軟な理学療法

ストラテジーの選択が可能になることを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木　彰，山本秀美，中田加奈

子，西條剛央）

本研究では,多くの諸問題を抱えている理学療法臨床

実習教育において，それらを解消しつつ教育効果を高

める方法として構造構成的協同臨床教育法を構築し

た．それはお互いの理解を促したり，広義の科学性を

担保することができるとされている構造構成主義をメ

タ理論に導入した教育法であり，指導者と実習生が共

に成長できる教育法である．その特徴としては従来の

知識や技術だけでなく，暗黙知や主観的なもので構成

される知識や技術についても教育しやすくなってい

る．

本研究は，遷延性意識障害を有する脳血管高齢患者を

対象に，関節可動域運動が可動域維持以外にどのよう

な効果を有しているかを検討したものである．その結

果，関節可動域運動は，上肢の動きを即時的に促す効

果があることが明らかとなった．

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，分析，考

察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰，山本秀美 ，中田加奈

子）

理学療法科学　25(2) 305－

308

理学療法科学 25(4) 523-

528

15 構造構成的協同教育法の構

築に向けて-理学療法臨床実習

を通して-（査読付）

16 遷延性意識障害を有する脳

血管障害高齢患者1症例の理学

療法実践からみた他動的関節可

動域運動の即時効果に関する一

考察（査読付）

17 3年目の理学療法士は終末期

理学療法実践をどのように体験

しているか？－「無力感や意欲

低下」の生成過程について－

（査読付）

構造構成主義研究 4　100－

126

14 認知症後期高齢患者に対す

る理学療法実践知の構造化：構

造構成的質的研究法をメタ研究

法としたメモリーワークとＭ－

ＧＴＡのトライアンギュレー

ションによる事例研究（査読

付）

心身健康科学　5(2)　102－

109



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成22年12月

単著 平成23年4月

共著 平成23年12月

本研究は，以前，筆者が開発した構造構成的協同臨床

教育法を方法論的に拡張し，理学療法における臨床現

場基礎力の欠如の構造を構成し，教育的介入方法を検

討したものである．臨床実習基礎力の欠如は，様々な

構造からなっており，その構造を一つひとつ解消，ま

たは対応することで臨床実習指導がスムーズになるこ

とを示唆した．

本研究では,医療や介護施設で患者の障害構造を評価

する実習,いわゆる評価実習を行った実習生10名と患

者に理学療法治療プログラムを総合実践する実習,い

わゆる総合実習を行った実習生17名から実習理想因

子,実習負荷軽減因子,不安軽減因子の内面3因子を抽

出し,それらと睡眠,自宅勉強時間,自己目標達成度の

経時的変化を調査した.その結果,実習期間を通して,

内面3因子では評価,総合実習ともに実習理想因子は維

持され実習負荷軽減因子と不安軽減因子は増加する傾

向にあること,睡眠と自宅勉強時間では評価実習は自

宅勉強時間が多く総合実習は睡眠時間が多い傾向にあ

ること,自己目標達成度では評価,総合実習ともに増加

する傾向にあることが明らかとなった.本研究は，理

学療法臨床実習生の内面因子を明らかにし，それら因

子の経時的変化を明らかにしたものである．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，吉田正樹）

教育工学会会誌 35 33-36

構造構成主義研 5　218－

239

19 理学療法臨床実習を通じた

構造構成的協同臨床教育法の方

法論的拡張

－臨床現場基礎力の欠如問題を

通して－(査読付）

20 理学療法臨床実習における

実習生の内面因子の経時的変化

(査読付)

本研究は，臨床実習生の実習日誌を対象に知識・感

情・意欲の視点から分析を行い，臨床実習生の意識変

化には，「感情」，「知識」，「専門・統合」，「意

欲」，「冷静」，「躍動」，「混合」優位の７タイプ

があり，それぞれのタイプに合わせた指導や援助が必

要になることを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰,吉田正樹）

18 理学療法臨床実習における

実習生の意識構造の変化－質的

内容分析と数量化Ⅲ類による探

索的構造分析―　(査読付）

理学療法科学　25（6）881-

888



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

単著 平成24年3月

単著 平成26年3月

共著 平成26年6月

本研究は，筆者が開発した構造構成的協同臨床教育法

を終末期理学療法教育に応用した実践研究であり，そ

れによる学習効果を明らかにした．終末期理学療法に

は，従来の理学療法にはない最後に死を迎えるという

問題を抱えていえる．そのため，無力感につながる可

能性が大きい．こうした特殊な問題を抱える終末期理

学療法教育において学習効果を示せた意義は大きいこ

とを提示した．

本研究では，理学療法臨床実習生の終末期理学療法に

対する認識構造を視点に，終末期理学療法の教育的，

実践的課題を提起した．理学療法臨床実習生の終末期

理学療法に対する認識構造モデルは，主に理学療法士

の内面の原動力と環境や状況

からくる行動の原動力から構成されていた．よって，

本モデルからは終末期理学療法の環境や状況の見直し

のための啓蒙や教育，医療，社会のシステム作り，死

の語りを取り入れた教育課程の導入等が提起された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二,山本秀美,中田加奈子,黒田未貴,

廣瀬将士）

23　理学療法臨床実習の認識構

造からみた終末期理学療法の課

題（査読付）

22　終末期理学療法教育におけ

る構造構成的協同臨床教育法の

可能性（査読付）

大阪電気通信大学21　理学療法臨床実習における

実習生の意識変化の解析に関す

る研究

（博士論文）

構造構成主義研究 6　135-

153

本研究は，実習生の知識，感情，意欲の3因子に着目

し，質的内容分析を用いて探索的に実習生の日誌を解

析した．その結果，実習期間を通して，実習生は意識

の中で理学療法実践を多く学びながら緊張や焦りを多

く感じ，思考的な意欲を心がける傾向にあることを明

らかにした．続いて，同じ3因子に着目し，質的（言

語）データの因子分析とされる数量化Ⅲ類を用いて，

実習生の日誌を探索的に解析し，実習生を「感情優

位」，「知識優位」，「専門・統合優位」，「意欲優

位」，「冷静優位」，「躍動優位」，「混合」の7タ

イプに分類できることを明らかにした．さらに従来は

着目されなかった肯定的，否定的，高喚起，低喚起感

情の４つの感情変化に着目し，実習生の日誌を解析し

た．その結果，実習生にはいくつかの感情変化パター

ンがあることを明らかにした．ここまでの解析方法は

作業負担が大きく実用性にも欠けることから，簡便な

調査方法が必要と考え調査票を作成し調査を行った．

その結果，実習生には実習理想因子，実習負荷軽減因

子，不安軽減因子の3つの内面因子があること，それ

ら3因子と睡眠，自宅勉強時間，自己目標達成度の経

時的変化からは，精神的ストレスは実習期間を通して

軽減していくこと，精神的ストレスと自己目標達成度

の間には因果関係があること，評価実習と総合実習で

は実習生の睡眠と自宅勉強時間の関係が逆転すること

を明らかにした．

Ａ4判　全131頁

理学療法科学　29(3) 411-

415



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成27年3月

共著

共著 平成27年7月26　回復期リハビリテーション

病棟における終末期がん患者の

在宅復帰を円滑にする条件 －

悪性リンパ腫1症例の理学療法

経験を通して－（査読付）

理学療法科学 30(3)

479-482

理学療法ジャーナル 49(3)

267-271

理学療法科学 30(1)

135-139

本研究では，術後感染症による両側2期的TKA再置換術

1症例の理学療法を行い，従来のTKAとは違う経過や問

題点を経験したので，それをもとに具体的な臨床的課

題を抽出した．その結果，1）疼痛に対する物理療法

の適切な選択，2）適切な関節運動を誘導する関節可

動域運動とその妥当性，3）関節や筋の状態を評価し

ながら負荷量を設定する筋力増強運動とその妥当性，

4）転倒リスクの回避と日常生活活動の維持，5）体力

維持（廃用症候群予防），6）炎症の再燃を意識した

運動量の設定，7）退院後の炎症の把握，8）運動量の

増加に伴う転倒リスク，9）長期入院による心理的負

担という臨床的課題が挙げられたことを提示した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：宮﨑紗也佳, 池田耕二, 廣瀬将士, 町井義

本研究では，回復期リハビリテーション病棟における

終末期がん患者の在宅復帰を円滑にするための条件を

明らかにした．その条件とは， 1）患者，家族の在宅

復帰への意志が明確であったこと，2）関わるスタッ

フが終末期という視点に転換できたこと，3）関わる

スタッフが情報を共有できたこと，4）かかりつけ医

との相性の良さや急変時の受け入れ体制が明確であっ

たことであり，これら4つの条件を満たすことで終末

期がん患者の在宅復帰は円滑になることを示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：黒田未貴，池田耕二，中田加奈子，井谷由

香理，中川真優，朴聖章）

本研究では，特発性器質化肺炎（COP）に対する呼吸

理学療法の有効性を1症例の症例研究法にて検討し

た．初期（1週）と最終（7週）の肺機能検査，心肺運

動負荷試験，長崎大学呼吸器疾患日常生活活動評価表

（NRADL）の評価結果を比較したところ，症例の運動

耐容能，NRADLが改善し，病型分類に基づく呼吸理学

療法の有効性を示唆した．Idiopathic Interstitial

Pneumonias（以下，IIPs）の病型分類に基づく呼吸理

学療法はCOP患者に対して有効であることを提示し

た．

引用文献 (11)

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝, 池田耕二, 宮崎紗也佳, 小田瑛

梨, 堀江淳, 池田秀一）

24　術後感染による両側TKA再

置換術後１症例の理学療法から

みた臨床的課題（査読付）

25　特発性器質化肺炎患者に対

して積極的呼吸理学療法を実施

した一症例（査読付）

平成27年3月
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共著 平成28年3月

共著 平成29年2月

共著 平成29年3月 本研究では，近年，リハビリテーション対象者として

多い骨折や認知症を抱える70～90歳代の女性を対象

に，退院支援後の生活を調査し，回復期リハビリテー

ション病棟における退院支援能力を向上させる知見を

抽出した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，尾藤彩花，黒田未貴，阪本みさ

き，木村恵理，松井美夕貴，久貝亮太，池田秀一，清

水貴恵）

28　理学療法時の意欲を向上さ

せる声かけの言い回しに関する

予備的研究（査読付）

大阪行岡医療大学紀要 4

19-24

27　直腸がんによるストーマ造

設と化膿性関節炎による大腿骨

骨頭切除を施行したがんサバイ

バー１人の二つの体験（査読

付）

本研究では，フレーミング効果を用いた言葉かけの言

い回しが，リハビリテーション対象患者の意欲にどの

ような影響を与えるかを調査した．対象は，調査に協

力を得られた入院患者37名（男性17名，女性20名，年

齢69.9 ± 12.6歳）とした．紙面によるアンケートに

て，トイレ，歩行，疼痛の3つの場面を想定し，各場

面で肯定的および否定的な声かけの2つの言い回しを

設定し，意欲の向上がみられるかを調査し比較した．

結果，3つの場面全てにおいて，肯定的な声かけの言

い回しで患者の意欲の向上が認められ，否定的な声か

けの言い回しでは意欲の向上は認められなかった．理

学療法時の肯定的な声かけの言い回しは，患者の意欲

を向上させることが示唆された．結果は，肯定的なフ

レーミングによる言い回しが有効であったことを示唆

した

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

本研究では，がんサバイバー1人の二つの体験から理

学療法ケア（心理的ケア，配慮，工夫など）構築のた

めの有効な視点を提示した．対象は，直腸がんによる

ストーマの造設と化膿性関節炎による大腿骨骨頭の切

除を同時に体験した40歳代の男性1人である．方法は

構造構成的質的研究法をメタ研究法においた事例─

コード・マトリックス法とした．結果，本男性の体験

は，【排泄機能の変更体験】と【下肢支持機能の停止

体験】という二つの体験事例と，【生活レベルの変化

の感じ方】，【機能変更，停止による感情表出】，

【機能変更，停止に対する受け止め方】，【患部に対

する認識】，【患部に対する接触行動】，【機能変

更，停止による新たな学習】の六つのコード（カテゴ

リー）から構成された．二つの事例比較からは，生活

レベルの変化の感じ方や機能変更，停止による感情表

出，受け止め方，新たな学習の内容に違いが認めら

れ，患部に対する認識や接触行動の内容には共通した

ものが認められた．直腸がんによるストーマ造設後と

化膿性関節炎による大腿骨骨頭切除後のがんサバイ

バーに対する理学療法ケア構築のための有効な視点が

提示できた．

本人担当部分：理学療法実践，データ収取，分析，考

察，論文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，黒田未貴，河野茉梨

絵）

理学療法科学31（1）

175-180

理学療法科学 32(1)

35-38

29　回復期リハビリテーション

病棟における高齢患者に対する

退院支援能力の向上に向けた事

例研究 ―高齢患者本人，家

族，ケアマネージャーに対する

インタビュー調査より―（査読

付）
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単著 平成29年5月

共著 平成29年6月

32 在宅終末期がんサバイバー

のリハビリテーションにおける

多職種連携の有効性（査読付）

共著 平成29年８月

共著 平成29年10月

本研究では，肺サルコイドーシスを有する脛骨高原骨

折術後1症例の全身持久力を，CPX（心肺運動負荷試

験）を用いて検査し，問題点を明らかにするとともに

運動処方を有効に行い，生活を向上させることができ

たことを示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，池田秀

一）

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆した．なお，訪問リハビリテーションに

よる生活管理の実践で有効であった事例を提示した．

本稿では，脳卒中後遺症患者に対する緩和ケア（緩和

的理学療法実践）の経過と合わせて，家族に対する支

援について検討を加えた．リハビリテーション専門職

が積極的に緩和ケアに取り組むことで家族の心理的負

担は軽減し，緩和ケアに満足できる可能性が高まると

考えられる．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：山口朋彦，池田耕二，山口美帆子，堀寿美

代，沢田学）

ペインクリニック 38

(5) 623-639

33　当院における家族支援の取

り組みー事例からみたリハビリ

テーション科の支援の検討(査

読付）

31  肺サルコイドーシスを有し

た脛骨高原骨折術後1症例に対

する全身持久力トレーニングの

効果（査読付）

がんサバイバーは，がん罹患者（生存者）だけでなく

家族（遺族）などを含む概念であり，周囲と共に人生

を構築しようとする意味がある．そのため，がんサバ

イバーの訪問リハでは，本人に加え，周囲を取り込み

ながら実践していく必要がある．今回，在宅終末期が

んサバイバー2事例のかかわりからは，地域における

多職種連携の有効性を示唆することができたので報告

する．事例1は，80歳代前立腺がんの男性である．多

職種連携からは，情報共有アプリを利用したことで，

座椅子に対する本人の想いや仏壇前でおむつを交換す

ることへの妻の嫌悪感が理解できた．事例2は，60歳

代右下顎歯肉がんの男性である．後日，本人の不安や

葛藤の原因が間近に迫る次女の結婚式にあることが多

職種連携でわかった．これらからは，従来の方法に加

え，情報共有アプリなどを積極的に活用した多職種連

携が地域でも有効に機能すれば，本人や家族の想いに

応える実践が可能になると考えられた．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：金谷親好,竹ノ内裕一,岩元香菜子,濵﨑

恵,池田耕二,久松憲明）

理学療法科学32

（3) 449-453

地域リハビリテーション

12(8)701-708

日本慢性期医療協会誌

25(113) 68-71

30　慢性疼痛患者の生活管理-

訪問リハビリテーションによる

実践-
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単著・
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共著 平成30年2月

共著 平成30年4月

共著 平成30年8月

共著 平成30年8月

本稿では，訪問リハビリテーションにおける在宅緩和

ケアとしての理学療法の実践から有効な実践知を抽出

し，その可能性を提示した．

事例1の大腸がんを有する80歳代女性の実践からは，

理学療法士の介入は限られているが，多職種連携によ

り運動療法と環境調整が継続できれば，疼痛緩和の時

間を多くし，生活全体を変化させることができること

を示唆した．

事例２の多系統萎縮症を有する60歳代女性の実践から

は，疼痛等により他者との関わりが減少していても，

多職種連携によって小さな効果を積み重ねていくこと

ができれば，最後まで希望のある充実した時間を提供

できることを示唆した．

今回の訪問リハビリテーションにおける多職種連携に

よる在宅緩和ケアの２実践は，がん患者と非がん患者

に対する在宅緩和ケアとしての理学療法の可能性を広

げたと考えられた．

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，考察，論

文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，古家真優，中岡絵

理学療法科学33(4)725-729

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆し，訪問リハビリテーションによる生活

管理の実践事例も紹介した．

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

(共著者：池田耕二, 山本秀美, 中岡絵美, 古家真優,

大島知子,竹内章）

36【ペインリハビリテーショ

ン：新視点からの理学療法】慢

性疼痛患者に対する地域・在宅

リハビリテーション：理学療法

士による生活管理の実践

37 腎臓リハビリテーションに

おける高齢血液透析患者に 対

する理学療法士の役割に関する

一考察（査読付）

34 訪問リハビリテーションに

おける在宅緩和ケアとしての理

学療法の可能性

―がん患者と非がん患者の事例

を通して―（査読付）

医療福祉情報行動科学研究5

3-9

本稿では，高齢血液透析患者2症例の腎臓リハビリ

テーションから，運動療法による身体機能の改善，行

動変容に対する支援，身体活動量の管理，生活の再構

築に向けたソーシャルワーク的実践という理学療法士

の4つの役割を示唆した

本人担当部分：分析, 考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝, 池田耕二, 古家真優, 高橋昇

嗣,池田秀一）

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆し，訪問リハビリテーションによる生活

管理の実践事例も紹介した．

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

(共著者：池田耕二, 山本秀美, 中岡絵美, 古家真優,

大島知子,竹内章）

ペインクリニック39(8)

1038-1044

ペインクリニック

39特別号：246－252

35 【ペインリハビリテーショ

ンの新潮流・新戦略】慢性疼痛

患者に対する地域・在宅リハビ

リテーション：理学療法士によ

る生活管理の実践
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共著 平成31年3月

共著 令和元年6月

共著 令和元年10月

本稿では，理学療法士の経験学習プロセスの解明と支

援方法の開発に向け，これまで多くの専門職の経験学

習プロセスを明らかにしてきた松尾による経験学習研

究の理論的枠組みを要約し紹介した．

そして，それによって解明された看護師と保健師の経

験学習プロセスを紹介し，理学療法士の経験学習プロ

セスの解明に向けての研究的枠組みを整理し，課題を

考察した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢志，城野靖

朋，松田淳子）

38 理学療法士の経験学習プロ

セスの解明に向けて ―経験学

習研究における理論的枠組みと

課題―（査読付）

本稿では，前方ジャンプ着地後のDynamic stability

index（DSI）の信頼性と，性差，体格との関連等を検

討し，DPSIの信頼性は良好であり，性差の影響も把握

できることを示唆した．また，女性はジャンプ着地後

の姿勢安定化能力が低いことを示した．

本人担当部分：分析の一部，考察

（共著者：粕渕賢志，神里巌，久保峰鳴，幸田仁志，

藤田浩之，福本貴彦，池田耕二）

本稿では,理学療法時の肯定的，否定的な声かけの言

い回しの違いによる視覚的文字教示が，患者の意欲に

どのような影響を与えるかを検証し，いくつかの場面

で肯定的な言い回しの方が患者の意欲を向上させるこ

とを明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

本研究の目的は，障がいを有した働き盛りの患者の理

学療法への取り組みに対する意欲を向上させるための

知見を得ることである．対象は，理学療法に積極的か

つ意欲的に取り組んでいる40 歳代の男性入院患者で

ある．方法は解釈学的現象学的分析とし，手順として

は，本患者に半構造化面接を行い，理学療法を積極的

かつ意欲的に取り組める理由について聞きとり，理学

療法への取り組みに対する意欲を分析した．結果は，

本患者の理学療法への取り組みに対する意欲を9 つの

テーマから解釈することができた．テーマは，半年限

定，家族や妻の存在，男のプライド，苦痛を意欲に変

化させる力，関係性から構成される意欲等が示され

た．我々は，これらに着目した理学療法実践時の声か

けや配慮，工夫が理学療法への取り組みに対する意欲

の向上に大切になると結論づけた．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

41 理学療法を積極的に取り組

んでいる障がいを有した働き盛

りの患者の理学療法への取り組

みに対する意欲を探求する－解

釈学的現象学的分析による事例

研究―（査読付）

大阪行岡医療大学紀要 (6),

5-9, 2019

保健医療学部雑誌

10(2) 79-91

大阪行岡医療大学紀要 (6),

23-33, 2019

理学療法科34(4)353-35740 理学療法想定場面における

フレーミング効果を意識した声

かけの言い回しの違いによる視

覚的文字教示が患者の意欲に与

える影響について ―肯定的と

否定的な言い回しによる比較―

（査読付）

39 ジャンプ着地後の姿勢安定

化能力の信頼性と性差の検討

（査読付）
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42 高齢線維筋痛症2症例の3週

間入院運動プログラムの効果に

ついて ─痛みと身体・注意機

能，包括的QOLおよび背外側前

頭前野の血流動態への影響─

（査読付）

共著 令和元年12月

43 卒前教育における終末期理

学療法講義の役割を再考する

（査読付）

共著 令和2年2月

44 デイケアにおいて閉じこも

り傾向にあった高齢利用者に対

する行動変容理論の実践（査読

付）

共著 令和2年3月

理学療法科35(1)133-138

地域リハビリテーション

15(1) 54-59

本研究の目的は，高齢線維筋痛症（FM）患者の入院運

動プログラムが痛みと身体・注意機能，包括的

quality of living（QOL），背外側前頭前野

（DLPFC）の機能に与える影響を検討することであっ

た．対象は，高齢FM女性2名とし，方法は3週間入院運

動プログラムを行い，介入前後に痛み，身体・注意機

能，包括的QOL，DLPFCの血流量と反応時間の評価を

行った．結果は，両者とも痛みの認知・情動的側面，

身体機能，包括的QOLに改善がみられたが，注意機能

とDLPFCの機能については症例で異なる結果となっ

た．高齢者FM患者に対する入院運動プログラムの介入

は，痛みの認知・情動的側面や身体機能，包括的QOL

の改善に有効であることを示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：藤田信子，池田耕二，高井範子，金子基

史，松野悟之，三木健司，仙波恵美子）

本研究の目的は，終末期理学療法（終末期PT）の講義

を理学療法学科の学生がどのように受け止めているか

を明らかにし，本講義の役割を再考することである．

対象は理学療法学科の学生62名とし，方法は質的研究

法である修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー

チ（Modified Grounded Theory Approach：M-GTA）を

用いて終末期PTの講義後（90分）の感想文のテクスト

データからカテゴリー化によってモデル構築を行い分

析した．結果，モデルは，死と向き合う機会，死と向

き合うことで促された学び，終末期PTに対する実践意

欲の向上の3つカテゴリーからなり，これらは階層性

を成していた．モデルは終末期PT講義における学生の

段階的な受け止め方（習熟度）と実践意欲を高める過

程を示した．これを活用すれば学生の習熟度に合わせ

た実践意欲を高める講義が可能になると考えられた．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：山口朋彦，池田耕二，桝本展孝）

高齢者の閉じこもりは，要支援・要介護，死亡リスク

を高めるため，その予防や対策が重要視されている．

高齢者の閉じこもり対策の一つに行動変容理論の実践

がある．しかし，デイケア（通所リハ）における行動

変容理論の具体的な実践方法や工夫などの知見は少な

い．そこで今回，3つの実践事例に対する物語分析か

ら有効な実践知を抽出した．その結果，3実践事例か

らは，個々に応じた靴の変更や横断歩道の横断開始の

タイミングの指導，または痛みに対する自己管理の指

導，時期に応じたケアマネジャーとの連携，デイケア

における屋外歩行練習による成功体験の蓄積等の効果

が重なることで，買い物行動の獲得に繋がる可能性が

あるという実践知が得られた．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：大山大将, 池田 耕二, 黒岡禎治, 廣瀬将

士, 吉富慈洋, 高本晴加, 勝久江, 池田秀一)

理学療法科34(6)893-846
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45 在宅終末期リハビリテー

ションを実践しているセラピス

トの体験を探求する ―グルー

プインタビューによる事例研究

―（査読付）

共著 令和2年3月

46 地域リハビリテーションと

しての温泉旅行の可能性を探る

−事例研究−（査読付）

共著 令和2年3月

共著 令和2年7月

共著 令和2年8月

本人担当部分：考察，論文執筆

本研究では，TBTテストが主観的な膝の不安定感を反

映した体重負荷条件下でACLDによる機能的不安定感を

定量的に評価できる安全かつ信頼性の高い方法である

ことを示した．本テストは，ACL再建前後の客観的な

測定値を追加することで，治療成果やスポーツ復帰の

指標となる．

本人担当部分：データ解析・統計

（共著者：松尾高行，小柳磨毅，沖本遼，森内俊貴，

池田耕二，中江徳彦，中川滋人，史野根生）

本研究の目的は，地域リハビリテーションのソフトイ

ンフラとして温泉旅行を整備するため，温泉旅行およ

び温泉旅行の各活動場面が要介護高齢者に与える影響

を明らかにすることである．方法は，日帰り温泉旅行

に参加した要介護高齢者2名を対象に，半構造化イン

タビューを行った．インタビューでは温泉旅行にある

各活動場面の楽しみの程度と対象者や家族等の変化を

調査した．結果は，A氏は入浴を含めた温泉旅行の全

活動場面を楽しんでいた．また，脳卒中後10年間行く

ことはなかった温泉旅行に再び行こうとしており，温

泉旅行の参加に対する自信を回復していた．B氏は温

泉旅行の入浴以外の準備，移動を楽しんでおり，温泉

旅行で新たな人間関係を構築していた．本研究では，

温泉旅行にある各活動場面や温泉旅行は個々の要介護

高齢者に様々な影響を及ぼすことが示唆された．その

影響としては，自信の回復や人間関係の再構築を促進

させることが示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

本論文では，認知症高齢者に対して，生活リズムの改

善，生活意欲と活動性の向上に着目し，訪問リハが本

人の希望に即しながら多角的に介入すれば，地域生活

の再建に有効であることを示唆した．

（共著者：金谷親好，金丸真由美，池田耕二，久松憲

明）

訪問リハビリテーション

10(3) 153-159

大阪行岡医療大学紀要

7 11-17

医療福祉情報行動科学研究

7 37 - 43

本研究では，在宅終末期リハビリテーションを実践し

ているセラピストの体験を探求し，在宅終末期リハビ

リテーションを有効に実践するためには患者や家族と

の関係性づくりや変化に気づく等の能力が必要である

ことを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共著者：池田耕二，根釜夢乃，岩永愛理奈，谷口茉

恵，西本正樹）

48 単身世帯の認知症高齢者1症

例の地域生活の再建を可能にし

た訪問リハビリテーションの実

践 （査読付）

47 Quantitative Evaluation

of Functional Instability

Due to Anterior Cruciate

Ligament Deficiency（前十字

靭帯断裂による機能的不安定性

の定量的評価）（査読付）

Orthopaedic journal of

sports medicine 8(7)

2325967120933885 -

2325967120933885
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共著 令和2年10月

共著 令和2年12月

共著 令和2年12月

理学療法学 48(1) 19-28

奈良学園大学紀要 13 1-8

奈良学園大学紀要 13 149-

155

本研究では，本学保健医療学部リハビリテーション学

科の広報活動に資する基礎資料とするため，2020年度

新入生の志望経緯および本学に対する印象等について

アンケート調査を行った．その結果，理学療法・作業

療法いずれの専攻についても，多くの学生は当初の志

望を中途変更することはなかった．一方で，中途で変

更する学生においては，自身の経験や自身の適性につ

いての内省，さらに作業療法学専攻については，特徴

的な技術に魅力を感じたことが契機となっていた．入

学前の本学選択においては設備，環境面を魅力と感じ

ており，入学後は教員や教育の質について肯定的な意

見が多かった．以上から，低年齢時における分かりや

すい理学療法・作業療法に関する周知，あるいは本学

の特徴的な講義等の教育方法に関する広報が有用であ

ると考えられた．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：飯塚照史, 辻下守弘, 池田耕二, 城野靖

朋, 中島大貴）

本論文では，熟達理学療法士（以下，PT）の経験学習

プロセスにある成長を促す経験と学習内容を明らかに

した．熟達PT はキャリアの初期に「障がいを有した

患者の社会参加に向けた実践経験」から〈人とのかか

わりや社会・生活に対する実感〉を，初期～中期に

「予期できぬ否定的な経験」から〈医療の厳しさ〉等

や「重度患者を基本的理学療法で改善した経験」から

〈基本的理学療法技術の有効性〉等を，中期～後期に

「実習生や新人に対するサポート経験」から〈自己内

省による知識・技術の整理〉等や「多職種連携による

介入経験」から〈コミュニケーション〉等を学習して

いることを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志,　　 城野

靖朋, 松田淳子）

本論文では，2019年に理学療法士作業療法士学校養成

施設指定規則の一部を改正する省令がだされ，理学療

法臨床実習は大きく変わろうとしていること，昨今の

社会情勢を背景に理学療法士の現場教育も変わろうと

していることを踏まえ，学生や新人理学療法士の自律

性を育成し，それを支える教育的工夫や配慮を，1)教

育目標の共有，2)現場のストレスに対する認識，3)

チームという場づくり，4)感情労働，5)経験資本とい

う視点から，筆者らの経験をもとに提案した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 城野靖朋）

49 理学療法士の経験学習プロ

セスの解明と支援方法の開発に

向けた探索的研究 （査読付）

50 理学療法臨床実習・現場教

育を支援する教育的工夫と配慮

51 本学保健医療学部リハビリ

テーション学科志望経緯に関す

る調査
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共著 令和3年8月

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：金谷親好, 金丸真由美, 池田耕二, 田中千

恵）

共著 令和3年9月

本論文では，日帰り温泉旅行に参加した個々の要介護

高齢者自身の生活機能に対する認識の変化を，解釈学

的現象学的分析を用いて分析した．その結果，13サブ

テーマと【楽しさに繋がる行動を促進する】，【喪失

されていた思いの再獲得】，【豊かな感情を喚起する

環境に対する認識】，【スタッフの関り方や置かれた

立場によって生じる感情】，【自身の在り方に対する

認識の変化】という5テーマが抽出できた．要介護高

齢者は温泉旅行を経験したことにより，多様な生活機

能に対する認識の変化を生じていたことを述べた．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬, 池田耕二）

訪問リハビリテーション

11(3) 160-165

本論文では，終末期にある利用者との間に，信頼関係

の構築ができれば，たとえ余命1ヶ月であったとして

も新たに希望が芽生え，訪問リハが終末期がん高齢者

に対するQOL向上の実現の可能性を高めることや，訪

問リハの多面的な視点と専門的な知識・技術に基づい

た介入，多職種連携による多角的介入が有効に機能す

れば，終末期がん高齢者のQOLも向上させることがで

きることを示唆した．

本研究では，日本人の膝OA患者がどのように症状や障

害を経験・認識し，保存的ケアの際にどのように向き

合っているのかを質的研究によって明らかにした．参

加者は膝OA患者（男性2名，女性7名，平均年齢74.3±

5.5歳）であった．対面式の半構造化インタビューに

よって個人的な経験を聞き取った．分析はグラウン

デッド・セオリー・アプローチに基づいて行った．結

果，データから「負の経験」と「困難への対処」の2

つのコアカテゴリーが抽出された．日本人の膝OA患者

は，エビデンスに基づいた情報や，同じ境遇の人とつ

ながって問題を解決することを望んでいることがわ

かった．よって，患者の不安を解消するためには，医

療従事者が丁寧なヒアリングを行い，患者の過去の経

験に関する情報を得て，膝OAに関する患者の経験を理

解する必要がある．膝OA患者が経験する症状や困難

は，膝OAに対する患者の認識や信念を統合したエビデ

ンスに基づく情報によって管理されるべきである．

本人担当部分：計画，データ収集，分析，考察，執筆

（共著者：Daisuke Uritani, Akane Ikeda, Toru

Shironoki, Kentaro Matsubata, Yuto Mutsura,

Tadashi Fujii, Koji Ikeda）

52　日帰り温泉旅行における要

介護高齢者自身の生活機能に対

する認識の変化：解釈学的現象

学的分析（査読付）

医療福祉情報行動科学研究

8 55-65

53　終末期肺腺がん高齢者1症

例のQOLの向上が図れた訪問リ

ハビリテーションの実践（査読

付）

54 Perceptions, beliefs, and

needs of Japanese people

with knee osteoarthritis

during conservative care: A

qualitative study(保存療法中

の変形性膝関節症の日本人にお

ける認識，信念，ニーズ：質的

研究)（査読付）

BMC Musculoskeletal

Disorders3;22(1):754.

doi: 10.1186/s12891-021-

04641-7.
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共著 令和3年12月

共著 令和3年12月

共著 令和3年12月

本論文では，介護付き有料老人ホームにおける2年間

のリハビリテーション実践の振り返りを通して，その

効果や役割，あり方，可能性を考察した．その結果，

筆者らが取り組んでいる介護付き有料老人ホームのリ

ハビリは，リハビリスタッフと入居者，家族とのコ

ミュニケーションや関係性を基軸に，喜びや安心感と

いう感情表出，全身調整機能や生活リズムの再構築，

集団リハビリというコミュニティ，環境変化からくる

多様な効果や役割が総じて，入居者や家族の生活の質

（QOL）向上の可能性を高めていると考えられた．こ

れらを考慮したリハビリテーションが実施できれば多

様な障害像を有する入居者のQOL向上が図れると期待

することができる．これらについてはさらに検証を加

える必要があり，今後の課題であることを提言した．

本人担当部分：実践，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，古家真優，梅津奈

央，大塚佳世）

本論文では，温泉旅行を地域リハビリテーションの一

環として理論的に整備し，その可能性について考察し

た．温泉旅行の効果に関する先行研究の多くは温泉浴

の疾病に対するものであり，生活の質への効果やその

因果関係を明示するものは少ない．しかし，高齢者に

人気のある温泉旅行を，生活の質を向上させるための

ソフトインフラとして，新たな視点から理論的に再構

築する意義は大きい．日帰り温泉旅行における2つの

実態調査からは，要介護高齢者には多様な楽しみ方が

あることや，多様な思い・感情・変化があることが示

唆されている．これらを温泉旅行へ理論的に組み込む

ことができれば，地域リハビリテーションの新たなソ

フトインフラになる可能性があると考えられる．本稿

では，これらの知見を通じて，温泉旅行をソフトイン

フラとして理論的に再構築し，多様な工夫や企画等を

提案し，その可能性や課題を提示した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬, 池田耕二）

本論文では，学部設置3 年目を迎えた奈良学園大学リ

ハビリテーション学科においては，定員充足率増加に

伴い新入生の進学経緯も多様になっているものと考え

られれる．そこで，3 期生においてアンケート調査を

実施し，2 期生との比較を通じてその傾向について比

較検討した．結果，当初における職業選択は変更され

ることなく，近しい人物への相談を伴ったオープン

キャンパスへの参加，加えて本学近隣環境等への好感

を以て進学を決定している経緯があり，2 期生との大

きな変化はなかった．一方で，プレゼンスの高まり，

教員対応への肯定的意見と捉えられる側面もあり，本

学魅力の一端として認識する必要性が示唆された．

本人担当部分：考察，一部加筆

（共著者：飯塚照史, 辻下守弘, 池田耕二, 城野靖朋

•, 大貴）

57　地域リハビリテーションに

おけるソフトインフラとしての

温泉旅行についての再考：地域

高齢者・障がい者のQOLの向上

を図る仕組み作り

55 2021年度リハビリテーショ

ン学科新入生における志望経緯

に関する調査

奈良学園大学紀要 13 1-6

56　介護付き有料老人ホームに

おけるリハビリテーションに関

する一考察一事例研究．リハビ

リテーション•ケアセンターつ

ららかにおける実践の振り返り

一

奈良学園大学紀要 13 53-58

奈良学園大学紀要 13 7-17



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和3年12月

共著 令和4年2月 〔目的〕新たに考案した3週間入院運動プログラムに

よる介入前後の線維筋痛症（FM）患者の心身の変化を

調査し，理学療法士（PT）の適切な対応を明らかにす

ることである．〔対象と方法〕FM女性患者12名を対象

とし，医療や心理学などの専門家による共同チームが

考案した3週間入院運動プログラムによる介入を行

い，その前後において質問票（日本語版線維筋痛症質

問票（JFIQ），日本版ベック抑うつ質問票（BDI-

Ⅱ），The 8-item Short-Form Health Survey （SF-

8））による評価と心理面談による聴き取りを行っ

た．〔結果〕本プログラムによりFM患者のJFIQでは11

名，BDI-Ⅱでは10名，SF-8では9名（身体面），8名

（精神面）が改善を示した．患者の語りからは，患者

の痛みや辛さに寄り添う姿勢など，PTの対応が患者に

とり重要であることが示唆された．〔結語〕本プログ

ラムはFM患者の心身に変化を及ぼす効果があり，その

遂行において患者の痛みや辛さに寄り添うPTの姿勢が

重要である．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：高井範子, 藤田信子, 池田耕二, 金子基

史, 丸山伸廣, 中原理, 三木健司, 髙橋紀代, 仙波恵

美子）

本研究では，FM患者12名を対象とした3週間入院運動

プログラムの介入前後に行った半構造化面接から，痛

みの背景にある精神的ストレス要因，および，FM患者

の痛みの状況や疼痛抑制要因に関する語りを取り上

げ，今後のFM治療に望まれることを示唆する．結果，

疼痛抑制要因として痛みがあっても身体を動かすこと

が逆に痛みを軽減させること．セルフマッサージや入

浴・シャワーなどで身体を温めること，運動を含めた

規則正しい生活習慣等が重要になることが示唆され

た．また辛さに共感してくれる他者の存在が痛みの軽

減につながることが語られた．今後，FM治療に望まれ

ることとして，FM治療の専門家の育成やFM患者に対す

る「初期対応」の重要性，FM患者が語る疼痛抑制要因

から見出された疼痛管理やFM患者に対する入院運動プ

ログラムの可能性，さらに，FM患者への言葉がけの工

夫や患者に寄り添う医療スタッフの育成，および，FM

患者に対するチーム医療の必要性などが患者の語りか

ら見出された．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：高井範子，池田耕二，藤田信子，三木健

司，高橋紀代，仙波恵美子）

58 線維筋痛症患者の語りから

見出された疼痛の背景•疼痛抑

制要因および今後の治療に望ま

れること

奈良学園大学紀要 13 91-

101

理学療法科学 37(1) 45-5859 3週間入院運動プログラムに

よる線維筋痛症患者の心身の変

化 -心理面談により明らかに

なった理学療法士の対応の重要

性- （査読付）
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共著 令和4年2月

近年，放課後等デイサービスの事業所は年々増加して

おり，そこに関わる理学療法士は国，放課後等デイ

サービスおよび理学療法士協会から期待されている．

しかし，現状は放課後等デイサービスに関わる理学療

法士は極めて少ない．また放課後等デイサービスにお

ける理学療法士の役割や課題に関する先行研究や実践

報告はほとんど見受けられない．このような現状では

理学療法士はどのように放課後等デイサービスに関わ

れるべきか分かりにくい状況である．理学療法士が放

課後等デイサービスで働くことに関心を有しても，行

動に移しづらい要因となっている．そこで，本論文で

は，放課後等デイサービスにおける理学療法士の役割

や課題について，数少ない先行研究や実践報告，そし

て，筆者のこれまでの経験を通して提示することを目

的とした．その結果，放課後等デイサービスにおける

理学療法士の役割は，個別療育と集団療育の大きく二

つあることが分かった．個別療育では理学療法士が主

に個別に合わせたリハビリテーションを行う．集団療

育では主には理学療法士以外のサービス提供職員が担

当することが多いが，集団療育の場にも積極的に理学

療法士が関与することで支援スタッフの児童やリハビ

リテーション専門職への理解が進む可能性がある．次

に，放課後等デイサービスに理学療法士が関わる際の

今後の課題としては日常生活動作が比較的自立した児

童～医療的ケアが必要な重症児にも対応できるように

理学療法士としての専門性を幅広く高める必要性，リ

ハビリテーション専門職が早期から放課後等デイサー

ビスと情報共有する必要性，地域に住む人たちが障害

児・者についての理解を広げてもらえるように理学療

法士が啓発活動を行うことなどが課題として挙げられ

た．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：辻下聡馬, 池田耕二, 辻下千賀）

【目的】指定規則の改正により，訪問リハビリテー

ションまたは通所リハビリテーションに関する

実習（以下，地域実習）を行うことになった．しか

し，新型コロナウイルスの感染拡大により現場での実

習実施が困難となったため，令和2年度・3年度におい

ては学内実習を行うこととなった．本研究は学内実習

の構成について触れ，履修学生のアンケート調査より

学内実習の課題と可能性について検討した．【方法】

リハビリテーション学科（理学／作業療法専攻）の地

域実習は，2年次後期配当科目（2単位）であり，2週

間にわたり実施した．学内実習は，①予習，②学内実

習，③復習で構成した．①予習は臨床実習専用ホーム

ページ（HP）にて，実習開始1か月前に予習用教材を

掲載した．②学内実習では，可能な限り学外実習と遜

色のない学習機会が学生に提供されるよう配慮し，

日々の学習テーマに沿ってグループ討議を積極的に行

い，訪問・通所事業所とライブ中継等を取り入れた．

③復習は，学内実習を振り返ることができるよう復習

用資料をHPに掲載した．また，令和2年度・3年度の履

修学生に対し，実習終了後に学内実習に関するアン

ケート調査を実施した．【結果】回答率は，令和2年

度95.7%，令和3年度94.7%であった．

60 放課後等デイサービスにお

ける理学療法士の役割および課

題 （査読付）

医療福祉情報行動科学研究

9 39-46 2022年

61 コロナ禍における地域理学

療法・作業療法実習の取り組み

と課題―学内実習の概要と学生

アンケート調査による考察―

（査読付）

医療福祉情報行動科学研究

9 31-38 2022年2月
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共著 令和4年2月

アンケート調査の結果，両年度ともに類似した回答傾

向であり，地域実習で扱ったテーマについては77.5 –

97.2%が理解できたと回答した．訪問・通所事業所の

ライブ中継については，94.4 - 100%で高い評価結果

であった．一方，3年次以降の臨床実習に関する質問

では，36.4 - 85.9%の学生が「不安」という回答で

あった．自由記載では，「地域リハビリテーションに

関する関心や意識が向上した」という感想がある一

方，「現場に行きたかった」「実技の時間が欲しい」

などの意見もみられた．

本人担当部分：実践，考察

（共著者：滝本幸治,吉川義之,笹野弘美,坪内善仁,前

田吉樹, 中島大貴,辻下聡馬,大浦智子,山形力生,池田

耕二）

令和2年および3年度，新型コロナウイルスの感染拡大

をうけ早期体験実習を学内実習として実施した．学生

アンケートの結果から，学内実習の意義や課題を明確

にした．アンケートの結果，両年度とも実習内容につ

いては多くの学生が「よく理解できた」「まぁまぁ理

解できた」と回答した反面，「2年次以降の学外実習

に向けた不安」を訴える学生が多かった．自由記述で

は「教員が近くにいる分質問などがしやすかった」，

「疑問をすぐに先生に質問することができた」という

意見のほか，「自分が知らなかった分野にも興味が持

てた」という意見もみられた．学内実習で医療施設で

の学びを完全に再現することは困難だが，早期体験実

習の本来の目的を達成する上で，学内実習は必ずしも

不利な点ばかりではない．

本人担当部分：実践，考察

（共著者：前田吉樹，中島大貴，伊藤健一，野中紘

士，阿波邦彦，藤田信子，岩﨑智子，橋本雅至，山形

力生，池田耕二）

【目的】熟達理学療法士から経験学習プロセスにある

成長を促す経験を明らかにし，経験学習支援を理論

的・実践的に示唆することである．【方法】対象は，

熟達理学療法士43名とした．方法はアンケート調査と

し，印象に残った経験（時期，内容）を聞き取った．

分析にはオープンコーディング法を採用し，成長を促

す経験カテゴリーを作成し，コード数の多い上位の成

長を促す経験カテゴリーを抽出した．【結果】1) 担

当患者の理学療法・関係性に苦悩した経験，2) 理学

療法における成功体験，3) 先輩・指導者の治療技術

に差を感じた経験などの成長を促す経験カテゴリーが

抽出された．【考察】成長を促す経験からは，キャリ

アを通して理学療法士管理者・指導者は，理学療法士

に対して担当患者の理学療法や，担当患者との関係性

からくる苦悩に対してケアを行うこと，できるだけ成

功体験の蓄積を支援すること，先輩と治療技術の差を

実感させる機会を多くすること，そして重度な患者を

診る機会や学会発表や参加する機会を多くすることが

経験学習支援につながると考えられた．

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野靖

朋, 松田淳子）

63 熟達理学療法士の経験学習

プロセスにおける成長を促す経

験（査読付）

医療福祉情報行動科学研究

9 97-103 2022年

62 コロナ禍における理学・作

業療法士養成課程の早期体験実

習 ―学内実習後の学生アン

ケート調査による検証－（査読

付）

医療福祉情報行動科学研究

9 55-63 2022年
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共著 令和4年6月

共著 令和4年12月

[Purpose] This study aimed to elucidate the

content of work beliefs related to proficiency

among physical therapists in Japan.

[Participants and Methods] Participants included

50 therapists who met the definition of

proficiency to participate in a questionnaire

survey conducted between October 2017 and March

2019. Participants were asked to freely describe

their daily work beliefs, including their

thoughts, values, and ideals. This content was

coded and categorized using open coding; a

hierarchical cluster analysis (Ward’s method)

was conducted of the proficient therapists with

the individuals and belief categories as the

variables. All belief categories were classified

into three groups. [Results] Three work beliefs

were identified as follows: 1) practices that

emphasize building relationships in the field,

2) broad practices with physical therapist pride

(responsibility and enthusiasm), and 3)

practices with awareness of treatment outcomes

and social benefits. [Conclusion] A better

understanding of the three aforementioned work

beliefs would facilitate good support for and

development of physical therapists. We recommend

continuing to elucidate the three work beliefs

identified among proficient therapists and

verify their educational effects.

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

論文執筆

（共著者：Koji Ikeda, Atsushi Tasaka, Kenji

Kasubuchi, Yasutomo Jono, Junko Matuda）

64 Work beliefs and

experiential learning among

proficient physical

therapists in Japan:

Developing a method to

support belief formation

（査読付）

Journal of Physical

Therapy Science 34(4)

262-268

65 養成校からみた訪問への臨

床実習の実際

訪問リハビリテーション

12(2) 112-123

66 放課後等デイサービスにお

ける保護者およびスタッフ視点

の児童の課題・目標に関する探

索的研究 （査読付）

理学療法科学 37(6) 571-

578

訪問リハの役割を，①再自立支援型，②疾病・介護予

防型，③緩和ケア型に区別し，各役割ごとに学習すべ

き事柄や重要ポイントを述べ，訪問リハの臨床実習の

配置時期と３つの役割ごとに，臨床実習における組み

立て方や指導，教育方法について紹介した．

本人担当部分：論文執筆

（共著者：池田耕二, 吉川義之）

〔目的〕児童に対する保護者およびスタッフの目標や

課題を明らかにし，理学療法の課題を提示することで

ある．〔対象と方法〕対象は保護者10名とスタッフ5

名とし，10名の各児童の目標・課題を質問紙による自

由記述式にて調査した．分析方法はオープン・コー

ディング法とし，短期・長期的な目標や課題を整理し

たうえで保護者とスタッフのものを比較した．〔結

果〕短期的な目標・課題では，保護者は家庭内の生活

のことを，スタッフは学校内の生活のことを気にする

意見が多く，認識の相違が認められ，長期的な目標・

課題では，保護者もスタッフも就労に関するものが多

く，将来の方向性は類似していた．
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共著 令和4年12月

共著 令和5年3月

共著 令和5年3月

〔結語〕今後の理学療法の課題は，保護者およびス

タッフに対して定期的に理学療法評価の結果を伝え，

協働してリハビリテーションを進めていくことが重要

である．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：辻下聡馬, 池田耕二, 辻下千賀）

68 施設の種類に対応した臨床

参加型実習モデルの提案 一施

設の特徴を活かした経験の積ま

せ方一

奈良学園大学紀要 15 1-14

69 理学療法士を育む【場】づ

くりの着想に関する一考察

奈良学園大学紀要 15 15-20

67 数量化III類分析による線維

筋痛症女性患者の症状改善傾向

の類型化 −3週間入院運動プロ

グラムにおける症状変化を通し

て−（査読付）

理学療法科学 37(6) 593-

599

〔目的〕3週間入院運動プログラム（有酸素運動，筋

力増強運動など）における線維筋痛症（FM）女性患者

の症状改善傾向を類型化すること．〔対象と方法〕対

象はFM女性患者11名，方法はプログラムの開始前，

中，後で，①SF-8（身体的健康度（PCS），精神的健

康度（MCS）は前後のみ），②体調，③疲労度，④熟

睡度，⑤疼痛，⑥楽しさ，⑦歩数，⑧睡眠時間，⑨睡

眠効率，⑩姿勢（座位・立位の割合）を測定し，各項

目の改善傾向から数量化Ⅲ類分析を用いて症状改善傾

向を4つに分類した．〔結果〕症状改善傾向は，1）睡

眠時間，熟睡度，疲労度，2）姿勢とPCS，3）歩数，

MCS，睡眠効率，4）疼痛，楽しさ，体調の4つのグ

ループに分類できた．〔結語〕本研究はFM女性患者の

運動療法の効果の現れ方を4つに類型化した．

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

論文執筆

（共著者：池田耕二, 藤田信子, 松野悟之, 高井範

子, 金子基史, 三木健司, 仙波恵美子）

本稿では，臨床実習が行われる医療施設と介護施設，

訪問リハビリテーションに大別しながら，各施設の理

学療法の特徴や役割を整理し，臨床実習の内容や方向

性を確認した．次に，学生に対する経験の積ませ方を

考慮しながら，各施設における臨床参加型臨床実習モ

デルを構築し，併せて臨床実習におけるキーポイント

を提示した．

本人担当部分：論文執筆

（共著者：池田耕二, 滝本幸治, 城野靖朋, 吉川義

之, 野田 優希, 野中紘士, 辻下守弘）

本稿では，現在の理学療法士の現場教育や人材育成の

課題と限界を提示し，新たな枠組みの必要性を指摘す

る。筆者らが着想する新たな枠組みとは，理学療法士

の発達や成長を後押しする“理学療法士を育む【場】

づくり”である。これは理学療法士の経験学習が促進

されやすい【場】（雰囲気や組織風土からなる空間）

をつくりあげるというものである。しかし，現在，理

学療法士の経験学習を促す【場】の特性や，それを成

立させるための条件は明らかになっていない。これら

を解明することができれば，理学療法士を育む【場】

づくりが可能となり，現場教育や人材育成に貢献でき

ると考える。本枠組みの実現可能性は十分あり，これ

からの現場教育，人材育成の課題の一つとなる。

本人担当部分：論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 城野靖朋, 吉川義

之, 野田優希）
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奈良学園大学紀要 15 37-43

日本理学療法管理学 1 15-
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71 熟達理学療法士における成

長を促した経験学習サイクルを

探求する:教訓と応用 （査読

付）

【目的】熟達理学療法士の成長を促した経験から獲得

した教訓と応用の内容を探求すること． 【方法】対

象は熟達理学療法士 43 名とした．方法はアンケート

調査とし，調査項目は1基本属性，2成長を促した経

験，3獲得した教訓内容，4次に向けた応用内容とし

た．分析方法はオープンコーディング法とし，成長を

促した経験と教訓，応用内容をカテゴリーとして抽出

した． 【結果】1基本属性:男 31 名，女 12 名，年

齢 36.8 ± 4.5 歳，臨床経験年数 14.0 ± 4.4 年で

あった．次に2成長を促した経験と3教訓，4応用カテ

ゴリーは順に，a)担当患者の理学療法・関係性に苦

悩した経験，教訓は理学療法士としての態度，応用は

丁寧な患者対応など，b)理学療法における成 功体

験，教訓は個々の症例に対する気づき，応用は介入方

法の変化など，c)先輩・指導者の治療技術 に差を感

じた経験，教訓は評価の重要性，理学療法士の能力の

必要性，応用は自己研鑽などであった．【結論】熟達

理学療法士は多様な経験から多様な教訓を得て，次の

経験に向けて応用していた．

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野靖

朋, 松田淳子）

心不全患者に対する治療目的の一つは生活の質

(Quality of life：QOL)の改善であり，日本循環器学

会のガイドラインは高齢心不全患者に対する多職種連

携による介入を推奨している．しかし，高齢心不全患

者のQOLに関する研究の多くは在宅や地域の患者を対

象としており，入院中の患者を対象にはしていない．

今後，日本では高齢心不全患者の増加が予測されてお

り，入院中の高齢心不全患者に対する多職種連携によ

る介入のQOL改善効果を検討する意義は大きい．そこ

で，本研究では入院中の高齢心不全患者に対する多職

種連携による介入が退院後のQOL改善に寄与している

かという関心のもと，スコーピングレビューを行っ

た．対象文献の収集はPubMedと医中誌web版とした．

結果，11件が全文精読の対象となり，そのうち，分析

対象となった文献は1件であった．本採用文献は入院

中の高齢心不全患者に対する多職種連携による介入の

QOL改善効果を示したが，除外された中で対象国が日

本である文献の全てはQOL評価が実施されておらず，

日本における入院中の高齢心不全患者に対する多職種

連携による介入のQOL改善効果の研究が不十分である

ことを示唆した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：梅津俊介, 喜多一馬, 森田隆剛, 池田耕

二）

70 高齢心不全患者のQOL に対

する多職種連携による介入の有

用性: スコーピングレビュー
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「総説」

共著 平成7年8月

「提言」

単著 平成21年10月

共著 平成23年3月

共著 平成23年4月

単著 平成25年5月

本稿では，認知症患者の理学療法経験を通して，学ん

だ工夫や視点を述べた．具体的には，認知症患者の介

入によって，症例を理解しようと焦らず，何かを感じ

取ろうとすること，患者の細かな変化を日々の中で捉

えること，理学療法評価やツールとして家族機能を活

用することで切る動作を通して治療を組み立てること

などを提示した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

本論文では，実習生自らが提出した自己分析レポート

を分析し，実習生の内面の変容過程を明らかにし，そ

こから一実習指導を提起した．コミュニケーションに

おいては方法の模索に始まり，新たな模索へという子

過程が示された．実習での新たな発見からは視野が広

がる過程が示された．これらの過程に即した指導が必

要になることを提起した．

アメリカ理学療法士協会の機関紙である”Physical

Therapy，1994年”に掲載された92編の論文を要約し,

それらから運動療法，物理療法，運動学，検査，測

定，義肢・装具，教育・管理・調査に分類し主だった

ものをいくつか紹介した．1年間を通して各研究にお

いて研究デザインが検討されており，研究自体の信頼

性を高める努力がなされている．また日常的な技術に

ついての信頼性や妥当性の再確認もされていた．その

他，患者教育に関するもの，物理療法に関する研究が

多くなされていた．

本人担当部分：和訳，考察，論文執筆

（共著者：武政誠一, 嶋田智明, 日高正巳，池田耕

二）

本稿では，現場で実感しにくい生活の質を目標に理学

療法を漠然と行うのではなく，理学療法の哲学的基盤

を根底から見直し，終末期理学療法の位置づけを筆者

の経験をもとに再考した．そして，終末期理学療法は

生活の質の再構築と納得を目指すものと提起した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，中田加奈子）

1 ”Physical Therapy”1994年

版まとめ

理学療法ジャーナル　29

（8）　865－869

3 認知症患者1症例の理学療法

経験から学んだ「工夫」や「視

点」

4 理学療法士発達論に基づいた

教育方法の開発に向けて

理学療法ジャーナル 45(3)

240

2 終末期における理学療法の位

置づけを再考する

理学療法ジャーナル

45（4） 332

理学療法ジャーナル 43(10)

942 -943

理学療法ジャーナル

47（5）423

1 コミュニケーション能力の向

上を課題にした自己分析レポー

トから見えてきたもの

本稿では，徒弟制度に基づく教育だけでは個々の人材

が有する新たな可能性を摘んでしまう危険性があるこ

とを指摘し，その可能性を積まない教育支援方法の必

要性を説いた．そこで，理学療法士の内面の発達を理

学療法士発達論とし，それにもとづく理学療法教育を

行う必要性を提起した．
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共著 令和3年4月

単著 令和4年5月

「研究報告書」

単著 令和3年4月

　 A4判5頁

単著 令和3年5月

A4判4頁

「学会発表」

＜国際学会＞

－ 平成9年8月

リハビリテーション学科臨床実習管理センターにおけ

るホームページによる双方向性活用システムの構築の

経緯，可能性について報告した．

本稿では，「理学療法士の発達を促す経験学習支援方

法の開発」の研究成果を報告した．

奈良学園大学保健医療学部

共同研究費助成成果報告書

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した．車椅子スポーツ

チャンバラの方法やルールを考案し紹介した．

本人担当部分：車いすスポーツチャンバラの開発，実

践，考察）

（共同発表者：K.TAKEBE, K.IKEDA, T.KANEKO,

S.TAKEMASA, T.NAGAO）

2 リハビリテーション学科臨床

実習管理センターにおけるホー

ムページによる双方向性活用シ

ステムの構築−臨床実習教育の

質的向上を目指して−

1 INTRODUCTION OF

"WHEELCHAIR SPORTS

CHANBARA"- A NEW PROGRAM IN

REHABILITATION -

(車いすチャンバラの紹介；新

しいリハビリテーションプログ

ラム)

1 理学療法士の発達を促す経験

学習支援方法の開発

5 これからの地域社会に求めら

れる理学療法士像を考える

6 コロナ禍で変わる臨床実習：

奈良学園大学リハビリテーショ

ン学科

理学療法ジャーナル

49（11）：1058

科学研究費助成事業　（基

盤研究C）研究成果報告書

作業療法ジャーナル 55(4)

373 - 374

7 私のターニングポイント：自

分と理学療法士としての成長の

重なり

PTジャーナル 56(5)578

本稿では，2020年，コロナ禍で学内で行われた早期体

験実習と地域理学療法実習について紹介した．具体的

には，企画，内容，ＩＴの活用，問題意識，実践な

ど，学生と教員が共同で実践した内容を提示し，これ

からの課題と合わせて提示した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：中島大貴, 坪内善仁, 池田耕二, 山形力

生, 大浦智子, 辻下守弘）

本稿では，理学療法士である筆者の理学療法士として

の成長と自信の成長を重なり合わせ、時間をかけて理

学療法士は成長することを示唆した。

本稿では，地域包括ケア等がはじまった地域社会から

現場で本当に求められる理学療法士像を考察した．現

場では，様々な対応や知識が求めらえる．そして，そ

れらを包括して解決に向かわせる力が必要となる．こ

れを包括的理学療法として位置づけ，現場で必要な能

力とした．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝，池田耕二）

The 8th World Congress of

The International

Rehabilitation Medicine

Association, KYOTO, JAPAN

（京都）
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－ 平成20年8月

－ 平成21年7月

－ 平成28年10月

<国内学会>

－ 平成5年11月

－ 平成6年5月

－ 平成7年6月

 変形性膝関節症における体重支持指数と日常生活動

作についての関連性について検討した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆（共同

発表者：池田耕二，宮本真美，平山敦子，太田光子，

武部恭一，武政誠一，生島秀樹，石川司）

部分的荷重によって骨盤底筋群の収縮がどのように影

響されるかについて調査検討を行い報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：Asuka Iso,　Miwako Ishii,　Mayumi

Tayanaka, Kosaku Ota, Koji Ikeda）

The Asian Confederation

for Physical Therapy

2016，Kuala Lumpur（クア

ラルンプール）

深在性組織に直接刺入できない対象組織の温度変化に

対応可能な極細の針状センサーを試作，開発しその特

徴について報告した．

本人担当部分：実験担当，データ収集，分析

（共同発表者：講武芳英，嶋田智明，池田耕二，北

潔）

本研究では，基礎研究としてラットにおいて関節運動

を生じさせない状態での皮膚のストレッチが関節拘縮

の予防に効果的かを検討した．その結果，皮膚のスト

レッチは関節拘縮の予防になる可能性を示唆した．

本人担当部分：考察

（共同発表者：Atsushi Tasaka, Takeya Ono, Hideki

Ishikura, Kazuki Aihara, Yuta Sato, Koji Ikeda,

Sadaaki Oki）

4 Study on the Effects of

Skin Stretching without

Joint Movement on range of

motion in Rats

（ラットにおける関節可動域運

動が無い状態での皮膚のスト

レッチ効果に関する研究）

2 INFLUENCE ON THE VOLUNTARY

CONTRACTION OF PELVIC FLOOR

MUSCLES WITH BODY WEIGHT

SUPPORT

（体重支持による骨盤底筋群の

随意収縮の影響）

Improving University

Teaching (IUT) 34th

International Conference,

Simon Fraser University,

Burnaby Campus,

Vancouver, Canada（バン

クーバー）

10th International

Congress of the Asian

Confederation for

Physical Therapy, CHIBA,

JAPAN（千葉）

3 CHANGE OF CONSCIOUSNESS IN

STUDENTS IN PHYSICAL THERAPY

CLINICAL PRACTICE-

EXPLORATORY STRUCTURE

ANALYSIS BY QUALITATIVE

CONTENT ANALYSIS AND

QUANTIFICATION III -

（理学療法臨床実習における実

習生の意識構造の変化－質的内

容分析と数量化Ⅲ類による探索

的構造分析―）

2 変形性膝関節症における体重

支持指数と日常生活動作につい

て

3 生体加温の際の組織酸素分圧

測定用センサーの試作と特徴

第30回日本理学療法士学会

（東京）

　

1 当院における大腿骨頚部骨折

術後患者の生活状況について

第29回日本理学療法士学会

（青森）

本研究の目的は，理学療法臨床実習期間における臨床

実習生の意識変容過程を明らかにすることにある．そ

の結果，理学療法臨床実習生は理学療法実践を多く学

びながら，緊張や焦りを多く感じて思考的に意欲を心

がける傾向にあることが明らかとなった．また意識構

造は,知識・感情の軸と冷静な実習・躍動的な実習の

軸で構成されていることがわかり,さらにその変容過

程は「感情」，「知識」，「専門・統合」，「意

欲」，「冷静」，「躍動」，「混合」優位の７つのタ

イプに分類できることが明らかとなった．

本人担当部分：データ取集，分析，考察，執筆

（共同発表者：Koji IKEDA，Akira TAMAKI，Masaki

YOSIDA)

第33回近畿理学療法士学会

(和歌山）

当院において手術し，リハビリテーションが施行され

た大腿骨頸部骨折患者の生活状況を調査し報告した．

本人担当部分：調査，分析，執筆

（共同発表者：平山敦子，宮本真美，池田耕二，太田

光子，武部恭一，武政誠一）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成7年6月

－ 平成7年11月

－ 平成8年5月

－ 平成9年5月

－ 平成10年11月

－ 平成13年2月

－ 平成13年2月

第30回日本理学療法士学会

（東京）

　

第32回日本理学療法士学会

（埼玉）

バレエ動作の特徴である足部障害を有する３症例の理

学療法経験から，その効果について検討を行い報告し

た．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：菊池奈美，池田耕二，磯あすか，式田

利晴，玉木彰,林義孝）

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した．車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものをビデオにて紹介した．

本人担当部分：開発，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，金子

翼，武政誠一，長尾徹）

第12回大阪府理学療法士学

会（大阪）

大学のサッカーチームを対象に選手の外傷・障害の調

査をポジション別に行い，その調査結果を報告した．

本人担当部分：考察

（共同発表者：岩本雅浩，池田耕二）

バレエ動作の特徴である足部障害を，繰り返し動作の

回数という視点から調査分析を行い，その関連性を報

告した．

本人担当部分：調査，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，菊池奈美，磯あすか，式田

利晴，玉木彰,林義孝）

両側セメントレス大腿骨人工骨頭置換術を行った2症

例に対して荷重訓練を行う上で問題点を述べた．本2

症例は片側例と違って健側での支持が期待できないた

めリハビリテーションを行うためには症例に応じた工

夫が必要であることを報告した．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

(共同発表者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政

誠一）

6 骨粗鬆症患者におけるﾗｲﾌｽﾀｲ

ﾙ･生活活動能力と骨密度との関

連に関する一考察

骨粗鬆症患者を対象にライフスタイルと骨密度との関

連を検討した結果，朝食，喫煙，散歩，体操，牛乳で

は健康的な生活習慣を有するものが高い骨密度を示す

ことを報告した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，武部恭一，武政誠一，長尾

徹，嶋田智明）

7 車椅子スポーツチャンバラの

紹介－リハビリテーションの一

環としてー

9 バレエ動作による足部障害

PartⅠ－繰り返し動作との関連

性－

10 バレエ動作による足部障害

PartⅡ　－３症例を通して－

4 振り子打腱装置の開発とその

精度の検討

　

第31回日本理学療法士学会

（愛知)

8 大学サッカー選手における外

傷・障害調査

　

第12回大阪府理学療法士学

会（大阪）

第38回近畿理学療法士学会

(和歌山）

第35回近畿理学療法士学会

（京都）

5 両側ｾﾒﾝﾄﾚｽ大腿骨人工骨頭置

換術に対する荷重訓練について

振り子打鍵装置を開発し，それらの定量的評価におけ

る精度について報告した．

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：篠原英紀，吉田正樹，武富由雄，瀬藤

乃理子，富田義之，鈴木喜子，池田耕二，坂本達也，

徳原尚人，中山伸治）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成13年5月

－ 平成14年5月

－ 平成19年11月

－ 平成20年11月

－ 平成20年11月

－ 平成21年11月

身体機能低下を伴った認知症高齢者の２症例の理学療

法経験から，理学療法士の関わり方について考察し報

告した．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子, 池田耕二，山本秀美，玉

木　彰）

有酸素能力の差が運動時のLocomotor Respiratory

Coupling発生に及ぼす影響を検討し，報告した．

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：玉木彰，長谷川聡，小室透，白須章

子，池田耕二, 土井暁子，辻田純三，堀清記）

第37回日本理学療法学術大

会（静岡）

他動的関節可動域が終末期寝たきり脳血管障害者に及

ぼす影響を，シングルケースデザイン法によって検討

したことを報告した．

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，分析，考

察，執筆

（共同発表者：池田耕二，玉木彰，山本秀美，中田加

奈子）

認知症後期高齢患者の理学療法実践における「実践

知」を明らかにし活用できるようにするために，その

構造化を，質的研究を用いて行った．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，玉木彰，山本秀美，中田加

奈子）

第47回近畿理学療法学術大

会（京都）

本研究は，終末期理学療法を実践している3年目の理

学療法士を対象に，「無力感や意欲低下」の生成過程

を検討したものである．本研究の結果からは，3年目

の理学療法士は，実践における葛藤や実践している環

境の中から，無力感や意欲低下が生成されていくこと

が明らかとなった．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子, 池田耕二，山本秀美）

16　3年目の理学療法士は終末

期理学療法実践をどのように体

験しているか？－SCQRMをメタ

研究法とした修正版M－GTAによ

るモデル構築－

第48回近畿理学療法学術大

会（大阪）

12 有酸素能力の差が運動時の

Locomotor Respiratory

Coupling発生に及ぼす影響(運

動・神経生理)

第48回近畿理学療法学術大

会（大阪）

15 身体機能低下を伴った認知

症高齢者の理学療法経験

13 他動的関節可動域が終末期

寝たきり脳血管障害者に及ぼす

影響

第49回近畿理学療法学術大

会（兵庫）

14 認知症後期高齢患者の理学

療法実践における「実践知」の

構造化にむけた事例研究

11  随意的胸式・腹式呼吸が呼

吸運動及び換気反応に及ぼす影

響(第2報) : 肢位の違いによる

検討

第36回日本理学療法学術大

会（広島）

随意的胸式・腹式呼吸が呼吸運動及び換気反応に及ぼ

す影響を肢位の違いから検討を行い報告した．

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：土井暁子，玉木彰，小室透，山下堅，

太田善行，長谷川聡，池田耕二，辻田純三，堀清記）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成21年11月

－ 平成22年7月

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

－ 平成23年5月

－ 平成23年9月

本研究では，脳出血後高齢血液透析患者1症例の10m介

助歩行における往路と復路の能力差に着目し，縦断的

に研究した．その結果，往路・復路の能力差は不安定

性を示した．それらを今後さらに分析するとともに，

それらを安定させることが課題であると考えられた．

本人担当部分：データ取集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，玉木彰，山本秀美，中田加

奈子）

19 脳出血後高齢血液透析患者

１症例の10ｍ介助歩行における

往路と復路の能力差に着目した

縦断研究・第２報

21 理想の理学療法士モデルを

視点にした理学療法臨床実習生

の質的変化の検討

－評価実習と総合実習の比較－

22 感情変化に基づいた感性工

学的臨床実習指導法の開発にむ

けて

アルツハイマー型認知症を伴う大腿骨人工骨頭置換術

後患者1症例の理学療法経験から，関わりの中におけ

る工夫や視点について考察した．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

終末期寝たきり患者１症例の理学療法経験から，評価

思考ツールの開発にむけた事例研究を行った．その結

果，終末期寝たきり患者は全身状態と食事，コミュニ

ケーションの関係から評価・思考できることが明らか

となった．

本人担当部分：理学療法実践，開発，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

本研究では，実習日誌から感情表現を抽出し，実習期

間中における感情変化と成績との関係を明らかにし

た．それを基に指導方法を提起した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二,吉田正樹）

18 アルツハイマー型認知症を

伴う大腿骨人工骨頭置換術後患

者に対する理学療法経験

－関わりの中における工夫や視

点－

第49回近畿理学療法学術大

会（兵庫）

17　脳出血後高齢血液透析患者

1症例の10m介助歩行における往

路と復路の能力差に着目した縦

断研究

第50回近畿理学療法学術大

会（和歌山）

本研究では，理学療法臨床実習生が抱く理想の理学療

法士モデルを視点に，質的変化の分析を行い，理学療

法評価実習と総合実習における違いを明らかにした．

本人担当部分：データ収取集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，吉田正樹,山本秀美,中田加

奈子）

第50回近畿理学療法学術大

会（和歌山）

第13回日本感性工学会（東

京）

第46回日本理学療法学術大

会（宮崎）

20 終末期寝たきり高齢患者に

対する理学療法評価思考ツール

の開発に向けた事例研究

本研究では，脳出血後高齢血液透析患者1症例の10m介

助歩行における往路と復路の能力差に着目し，それら

の縦断研究を行い，能力差の不安定性と重錘負荷との

関係を明らかにした．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，山本秀美，中田加奈子,玉

木彰）

第22回大阪府理学療法学術

大会（大阪）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

－ 平成24年7月

－ 平成24年11月

－ 平成25年5月

－ 平成25年7月

27 退院後の転倒予防に向けた

体力測定表の開発に向けて−運

動器疾患を通して-

本研究では，Critical illness polyneuropathy 1症

例に対する訪問リハビリテーションの有用性を検討し

た．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：廣瀬将士，池田耕二，大原佳孝，竹内

本研究では，以前，筆者らが構造化した「終末期理学

療法評価思考ツール」に対するアンケートを実施し，

その有用性について検討を行った．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二, 山本秀美）

23トイレ動作が自立できていな

い高齢患者の在宅復帰を促す要

因（構造）の検討

25 終末期リハビリテーション

における理学療法評価思考ツー

ルの開発に向けた暗黙知モデル

の有用性について―理学療法士

へのアンケート調査から―

24 強い拒否がみられた認知症

高齢患者2症例の理学療法経験

から

第51回近畿理学療法学術大

会（滋賀）

本研究では，回復期病棟における脳血管障害患者のＦ

ＩＭの経時的変化を，退院先（在宅，非在宅）別に明

らかにし分析した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：廣瀬将士, 池田耕二, 河野茉梨絵, 大

原佳孝, 水野瑛梨, 粉川友太, 朴聖章, 阪本みさき）

本研究では，強い拒否がみられた認知症高齢患者にお

ける症例検討を行い，理学療法の有り方を提起した．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

第53回近畿理学療法学術大

会（奈良）

本研究では，トイレ動作が自立できていない高齢患者

を対象に，在宅復帰を促す構造を明らかにした．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣，池田耕二，梅木速水）

第52回近畿理学療法学術大

会（滋賀）

本研究では，入院中の運動器疾患患者を対象に評価を

行い，退院後の転倒予防に向けた体力測定表の開発経

過を報告した．

本人担当部分：開発，データ収集，分析，執筆

（共同発表者：髙本晴輝，山本秀美，中田加奈子，中

本研究では，理学療法臨床実習生の認識構造を構成

し，それをもとに終末期理学療法実践と教育における

課題を抽出した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二,山本秀美,中田加奈子,黒田

未貴,廣瀬将士）

第24回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

第47回日本理学療法学術大

会（兵庫）

第24回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

28 理学療法臨床実習生の終末

期理学療法に対する認識構造か

らみた終末期理学療法の課題

第48回日本理学療法学術大

会（愛知）

26 Critical illness

polyneuropathyを来した1例に

対して訪問リハビリテーション

介入により復職可能となった経

験

29 回復期病棟における脳血管

障害患者のFIMの経時的変化



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成25年7月

－ 平成25年6月

－ 平成25年8月

－ 平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成26年5月 本研究では，質的研究を用いて，新人・中堅理学療法

臨床実習指導者の不安増幅プロセスを構成した．それ

を視点に不安解消対策を提示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：湯地英充，池田耕二）

本研究では，2症例の行動様式に着目し，チームアプ

ローチによって転倒予防に取り組んだ経験を報告し

た．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子, 池田耕二, 黒田未貴, 井

谷友香理, 中川真優, 朴聖章, 北林直人, 川岸美佐

子, 小川敦子, 福井孝子, 池田秀一）

第53回近畿理学療法学術大

会（京都）

本研究では，特発性間質性肺炎患者に対して心肺運動

負荷試験行い，それをもとに運動処方を行った．その

結果，運動療法における有用性が明らかとなった．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝, 池田耕二, 北川紗也佳, 水

野瑛梨, 宇野陽子, 堀江淳, 池田秀一）

本研究では，回復期病棟に入院し，在宅復帰が円滑に

進んだ終末期がん患者1症例を対象に，そこから在宅

復帰をスムーズにするための条件を抽出した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二,中田加奈子,中川

真優,朴聖章,井谷友香理,北林直人,川岸美佐子,村中

恵子,小川 敦子,池田 秀一）

本研究では，理学療法養成大学における学生に演劇

ワークショップを取り入れ，好評であったこと，そし

て学生に質的な変化がみられたことを報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：山本貴啓，原田信子, 池田耕二, 田坂

厚志, 横井輝夫）

本研究では，入院高齢患者に対して様々な評価を行

い，運動器疾患によってそれからがどのように違って

くるかを検討した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：中川真優, 山本秀美, 中田加奈子, 朴

聖章, 杉本貴美子, 池田耕二）

31 回復期病棟における終末期

患者の在宅復帰をスムーズにす

るための条件とは?

第18回日本緩和医療学会学

術大会（横浜）

32 理学療法士教育における演

劇ワークショップを用いた対人

技能向上の取り組み

第53回近畿理学療法学術大

会（京都）

34 患者の行動様式を視点に多

職種チームアプローチによって

転倒予防対策に取り組んだ2症

例

30 運動耐容能トレーニングが

奏効した特発性間質性肺炎患者

の一例　心肺運動負荷試験によ

る運動処方

33 高齢入院患者の転倒予防に

向けた取り組み－運動器疾患に

着目して－

35 臨床実習にある新人・中堅

臨床実習指導者の不安増幅プロ

セスとは？

第24回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

第5回日本ヘルスコミュニ

ケーション学会学術集会

（岐阜）

第49回日本理学療法学術大

会 (神奈川)



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年5月

－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年8月

本研究では，不整脈・慢性糸球体腎炎を有する大腿骨

転子部骨折術後患者の運動療法の経験を報告し，心電

図モニタの活用や医師との連携の必要性を再提起し

た．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：黒岡禎治，池田耕二，大原佳孝）

共同研究につき本人担当部分抽出不可能

本研究では，腰椎圧迫骨折を呈した1症例に対して，

早期に家屋調査を行い，課題遂行型アプローチを実践

し，良好な結果を得た経験を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：高橋昇嗣，池田耕二，黒田未貴，中川

真優）

本研究では，脳幹出血後遺症の患者と家族を支えた

16ヵ月間の理学療法経験を報告し，支える医療におけ

る理学療法士の役割を提言した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：山口朋彦，木村美帆子，堀寿美代，黒

田敦士，池田耕二，沢田学）

本研究では，回復期病棟入院時に家族が述べる在宅復

帰のための条件，特にそれをトイレ動作の自立とした

家族と患者の在宅復帰に着目し，その実態を調査し

た．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：勢登香織，池田耕二，岡村太嗣）

40 不整脈・慢性糸球体腎炎を

有する大腿骨転子部骨折術後患

者の運動療法〜心電図モニタと

医師との連携によるリスク管理

〜

41　構造構成的協同臨床教育法

の視点導入に基づく新たな協働

の有り方に関する研究－ケース

スタディへの応用－

38 整形外科疾患患者における

内部障害有病率に関する実態調

査

第49回日本理学療法学術大

会 (神奈川)

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

37 腰椎圧迫骨折を呈した1症例

に対する課題指向型アプローチ

〜家屋調査から見えてきた課題

を中心に〜

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

36 回復期リハビリテーション

病棟における「家族が述べる在

宅復帰のための条件」と在宅復

帰に関する実態調査　―在宅復

帰のための条件がトイレ動作の

自立の場合―

39 慢性期病院における終末期

理学療法の1症例〜脳幹出血後

遺症の患者と家族を支えた16ヵ

月間〜

本研究では，筆者が開発した構造構成的協同臨床教育

法の視点を職業リハビリテーションのケーススタ

ディーに応用し，新たな協働の在り方を提言した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：前原和明，池田耕二）

第42回日本職業リハビリ

テーション学会（岩手）

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，整形外科疾患患者における内部障害の実

態を調査した．その結果，内部障害の有病率は75％で

あることが分かった．これらからは，整形疾患患者と

いえども内部障害に着目した理学療法が必要であり，

包括的な理学療法が必要であることが示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，吉富滋洋，徳永美由貴，池

田耕二，池田秀一）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年10月

－ 平成26年11月

－ 平成27年1月

－ 平成27年1月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年11月

本研究では，病院と訪問リハの連携によって終末期が

ん患者の在宅復帰を可能にした実践を報告した．病

院,訪問リハスタッフの連携により在宅支援を進める

意義は大きいと思われた．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，大原佳孝，池田耕二，原田

美江，中瀬美穂，池田秀一）

本研究では，終末期理学療法実践に対する評価法（考

え方）を，構造構成主義を活用することで理論的に構

築し，理学療法教育に提案した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，田坂厚志，貞末仁美）

本研究では，右重度片麻痺患者の退院時支援から，支

援が奏功する3つの要因と，退院後にしか明らかにな

らなかった2つの課題を明らかにした．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中川真優，大原佳孝，池田耕二，北林

直人，上田紀子，清水貴恵，川岸美佐子，池田秀一）

本研究では，肺サルコイドーシスを有する右脛骨高原

骨折術後一症例の理学療法経験を報告し，包括的理学

療法の必要性を示唆した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：高橋昇嗣，大原佳孝，池田耕二，宮崎

紗也佳，猪子純一，池田秀一）

47 終末期がん患者の理学療法

実践の方向性を示す理学療法教

育モデルの構築とその可能性

－2症例の経験から－

第20回日本緩和医療学会

（横浜）

46 看取り近くまでの理学療法

を実践した終末期がん患者１症

例における入院と訪問の担当理

学療法士の連携について

第55回近畿理学療法士学会

（神戸）

48 肺サルコイドーシスを有す

る両側人工膝関節置換術後一症

例患者の運動耐容能および日常

生活活動の経時的変化（第2

報）

第1回日本地域理学療法学会

（大阪）

42 終末期理学療法実践に対す

る評価法（考え方）の理論的構

築と提案―実践の有効性をどの

ように評価するか？－

43 肺サルコイドーシスを有す

る右脛骨高原骨折術後一症例の

理学療法　－臨床現場における

包括的理学療法の必要性－

第1回日本地域理学療法学会

（大阪）

第8回全国大学理学療法教育

学会(兵庫)

44 右重度片麻痺患者一症例の

退院後カンファレンスから得ら

れたこと

第20回日本緩和医療学会

（横浜）

本研究では，理解されにくい終末期がん患者の理学療

法を，その有り方や目標がイメージしやすいモデルに

構築しなおし，教育モデルとしの可能性を考察した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二，河野茉梨絵，赤

田美和子，早田敏）

45 病院リハと訪問リハの連携

によって終末期がん患者の在宅

復帰を可能にした実践報告

第54回近畿理学療法学術大

会（大阪）

本研究では，肺サルコイドーシスを有する両側人工膝

関節置換術1症例の運動耐容能をCPXにて測定し，運動

耐容能と日常生活活動の経時的変化からその関係性に

ついて考察した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：髙橋昇嗣，池田耕二，大原佳孝，猪子

純一，池田秀一）

本研究では，看取りに向けた終末期がん患者の在宅復

帰に対して，病棟担当理学療法士と訪問理学療法士の

連携について考察した．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，山本秀美，黒

田未貴，早田敏）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成27年12月

－ 平成28年3月

－ 平成28年5月

－ 平成28年6月

－ 平成28年6月

－ 平成28年7月

本研究では，終末期がん患者に対する看取りに向けた

緩和ケアを開発する目的にて，終末期がん患者の睡眠

状態を調査した．その結果，睡眠パターン等が崩れて

いく状態が明らかとなり緩和ケアとしては良質な睡眠

の確保が重要になっていくことが示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，赤田

美和子，早田敏）

本研究では，地域の特色が反映される訪問リハ事業所

と訪問看護ステーションにおける利用者の基本的な特

性を調査し，そこから支援課題を抽出した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，池田耕二，濱田絵美，古家

真優，中瀬美穂，池田秀一）

本研究では，がん患者のリハビリやケアの質を向上さ

せるために，アセスメントシートを作成し，それを用

いることで必要な配慮や工夫を抽出していこうとし

た．これによりがん患者個々に配慮したリハビリの展

開が可能となった．

本人担当部分：アセスメント作成，データ収集，分

析，考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二，河野茉梨絵，赤

田美和子，早田敏）

第21回日本緩和医療学会

（京都）

54 在宅終末期がんサバイバー

のリハビリテーションにおける

多職種連携の有効性

本研究では，スマートフォン等を活用することで地域

における広域の多職種連携を可能にし，在宅ガンサバ

イバーに対する有効な実践を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：金谷親好，濵﨑恵，竹ノ内裕一，  池

田耕二，久松憲明）

53 がん患者に対するリハビ

リ・ケアの質的向上を目指した

アセスメントシートの開発とそ

の有効性

第21回日本緩和医療学会

（京都）

49 当訪問リハビリテーション

事業所・訪問看護ステーション

利用者における基礎的調査―

理学療法における支援課題抽出

に向けて　―

第18回日本在宅医学会大会

（東京）

52 看取りまでの緩和ケアの開

発を目的にした終末期がん患者

の睡眠状態の把握

51　早期歩行獲得を目指した脊

髄髄内上衣下腫摘出術後一症例

に対する理学療法経験―感覚性

運動失調に対するアプローチ―

日本腎臓リハビリテーショ

ン学会学術大会（岡山）

50　透析患者に対する包括的腎

臓リハビリテーションの役割―

2症例の経験から　―

第2回日本地域理学療法学会

（千葉）

本研究では，透析患者に対するリハビリテーションの

代表的な二つの役割を，事例研究を通して紹介した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，朴聖

章，吉冨滋洋）

本研究では，胸髄髄内上衣下腫術後一症例に対して感

覚性運動失調に着目した運動療法を行い，短期間に歩

行が獲得できたのでその詳細を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共著者：宮﨑紗也佳，池田耕二，井上良太，田中秀

和，北村哲郎，竹島靖浩，堀川博誠）

日本理学療法学術大会（札

幌）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年2月

－ 平成29年5月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

第52回日本理学療法学術大

会（千葉）

59 訪問リハビリテーション利

用者における外出頻度，地域活

動への参加，時間の感覚，憂鬱

に関する実態調査

本研究では，我々が開発した訪問利用者の暮らしを守

るための生活見守りシートと，それを用いた実践を紹

介した．虚弱高齢者や終末期利用者に倒しても生活見

守りシートは問題点や方向性が示唆できるようになっ

てあり，実践だけでなく教育にも有効活用できる可能

性が示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，中岡絵美，山本秀美，古家

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

55 血液透析患者のフットケア

における理学療法士の役割と可

能性

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

60 重症急性膵炎後に廃用症候

群を呈した1症例に対する訪問

リハビリテーションの長期介入

効果に関する一考察

57 訪問リハビリテーション利

用者の暮らしを守る生活見守り

シートの開発と実践の紹介

56 理学療法想定場面における

フレーミング効果を意識した声

掛けが意欲に与える影響につい

て

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

第7回腎臓リハビリテーショ

ン学会学術大会（茨城）

58 終末期患者の緩和ケアにお

ける訪問リハビリテーションの

可能性

本研究では，終末期のがん患者，非がん患者に対する

訪問リハビリテーションの実践事例から，その可能性

を報告した．在宅において理学療法士が看取りまで実

践する意義や可能性を示唆することができた．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，池田耕二，中岡絵美，古家

真優，大島知子，中瀬美穂，池田秀一）

本研究では，発症後，衰弱がひどく予後が不良な症例

に対して，訪問リハビリテーションによる長期介入を

行った．その結果，日常生活が自立し，活動範囲は広

がり，自己管理能力が育まれたことを報告した．これ

により，今後予想される在宅の虚弱高齢者に対する訪

問リハビリテーションの可能性を広げることができ

た．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：大島知子，池田耕二，山本秀美，古家

本研究では，これから需要が高まる透析患者のフット

ケア業務の構築とそれに関わる理学療法士の可能性

を，実務面から検討し報告した．

本人担当部分：業務の構築，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，吉冨

滋洋，朴聖章，白川優子， 池田秀一）

本研究では，理学療法における様々な場面において，

フレーミングを意識した声がけが意欲の向上とどのよ

うな関係にあるかをRCTによって調査した．その結

果，主に肯定的なフレーミングが意欲の向上に寄与し

ていることが分かった．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）

本研究では，ICFにおける活動や参加を促すことを目

的に，訪問リハビリテーション利用者の活動，参加の

実態を調査した．その結果，利用者の活動，参加が低

下しているという実態があらためて示唆された．地域

特性を考えながらこれらに対処していく必要性が示唆

された．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，大島知子，池田秀一）
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－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年7月

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月66 当院における入院高齢患者

の「装い」に関するアンケート

調査 -「装い」を支援する作業

療法介入に向けて-

第22回ペインリハビリテー

ション（神戸）

第22回日本緩和医療学会学

術大会（横浜）

本研究では，意欲低下を示したがんサバイバーの高齢

者が，外出を契機に活動意欲を取り戻し自宅復帰が可

能になった事例を報告した．ここでは，あらためて機

能障害だけでなく，活動，参加に目を向けた実践や多

職種連携の有効性や必要性を示唆した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：門内鈴香，池田耕二，中岡伶弥，  黒

田未貴）

本研究では，線維筋痛症患者の3週間入院プログラム

の効果を，心理的変化と生活の質（ＱＯＬ）の改善か

ら示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：高井範子，藤田信子，池田耕二，丸山

伸廣，栗田樹，中原理，髙橋紀代，三木健司，仙波恵

美子）

65 線維筋痛症２症例に対する3

週間入院運動療法プログラムの

試み　－心理的側面からの検討

本研究では，地域における認知高齢者の生活を，多職

種，多部門連携と近隣住民との協力によって再建した

事例を報告した．これにより認知症高齢者の地域生活

再建の可能性を示唆することができた．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：金谷親好，池田耕二，久松憲明）

本研究では，入院高齢患者の「装い」に対する関心度

をアンケート調査した．多くの高齢者は「装い」，す

なわち，おしゃれに対する関心が低くなっていた．作

業療法では装いを支援していく必要があることを報告

した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：松井美夕貴，池田耕二，木村恵理，阪

本みさき，尾藤彩花，宮内克明，水本紀子，黒田未

貴，老田弘子，池田秀一）

64 線維筋痛症2症例に対する3

週間入院運動療法プログラムの

試み ～運動療法介入による脳

血流の変化とQOLの改善につい

て～

第37回近畿作業療法学会

（奈良）

本研究では，線維筋痛症患者の3週間入院プログラム

の効果を，脳血流の変化と生活の質（ＱＯＬ）の改善

から示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：藤田信子，池田耕二，高井範子，松野

悟之，小泉優喜，平岡駿典，高橋紀代，三木健司，仙

波恵美子）

本研究では，終末期がん患者に対して，我々が開発し

てきた理学療法ケアシートと睡眠計を活用した理学療

法の実践を通して，緩和ケアにおける理学療法の有効

性や可能性を示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，赤

田美和子，早田敏）

第22回ペインリハビリテー

ション（神戸）

第19回日本在宅医学会大会

（名古屋）

62 不眠のある終末期がん患者1

症例に対する緩和ケアにおける

理学療法の可能性 ‐睡眠計と

理学療法ケアシートの活用－

第29回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

61 訪問リハビリテーションに

より認知症高齢者の地域生活の

再建ができた事例報告

63 外出を契機に活動意欲を取

り戻し自宅復帰可能となった虚

弱高齢者1症例の理学療法経験
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－ 平成29年10月

－ 平成29年12月

－ 平成29年12月

－ 平成30年3月

67 繊維筋痛症患者に対する３

週間入院プログラムの試み

68　圧迫刺激が足関節背屈可動

域および足関節底屈筋の筋出力

に及ぼす影響について

本研究では，理学療法を積極的に取り組んでいる腕神

経叢引き抜き損傷を有する男性の意欲を探求し，理学

療法実施患者の意欲向上における知見を得た．本男性

からは，【半年限定で意欲が維持できるという認識】

【焦り，病状，苦痛を，身体を回復させるための意欲

に変化させる力】【家族の存在によって強気な自分を

維持できる】【妻の努力に依存しない自分，妻からエ

ネルギーをもらう自分という二つの自分】【父親，主

人，男としてのプライド】【努力を維持するために，

自分をモニタリングし，追い込む力】【職場復帰への

意欲と，復帰後への不安から生じる葛藤】【医療ス

タッフからの情報により，ゆらぐ思い】【セラピス

ト，病棟，友人との関係性から構成される意欲や思

い】の9つのテーマが得られた．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）

本研究では，透析患者における足病変・足部変形の実

態調査を行った．その結果，①足病変は有26肢，無6

肢，内訳は胼胝形成が58%，乾燥が12%，潰瘍形成が

15%等（重複）であった．②足部変形は有26肢，無6

肢，内訳は浮き足43%，外反母趾25%，内反小趾13%等

（重複）であった．③ROM制限は有24肢，無8肢，横

アーチは正常9肢，低下23肢であった．③潰瘍形成

は，有4肢，無28肢であったことを報告し，足病変，

足部変形のケアの必要性を報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，朴聖章，髙橋昇

嗣，吉冨慈洋，前田純依，島津生江，池田秀一）

本研究では，線維筋痛症患者に対する3週間入院プロ

グラム（運動療法）の効果を示唆した．

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：高橋紀代，小泉優喜，谷山ゆりえ，丸

山信廣，中原理，池田耕二，高井範子，藤田信子，三

木健司，仙波恵美子）

日本繊維筋痛症学会第9回学

術集会（大阪）  

69 理学療法を積極的に取り組

んでいる腕神経叢引き抜き損傷

を有する男性患者の意欲を探求

する ―解釈学的現象学分析―

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）

保健医療学学会第8回学術集

会（大阪）

保健医療学学会第8回学術集

会（大阪）

本研究では，圧迫刺激が足関節背屈可動域および足関

節底屈筋の筋出力に及ぼす影響について調査した．結

果，圧迫による足関節背屈可動域への影響は認められ

なかったが，筋出力においては介入後の腓腹筋に有意

な低下が認められた．これは圧迫による腓腹筋の筋出

力低下作用を示唆した．

本人担当部分：分析，執筆

（共同発表者：城野靖朋，岡村和典，池田耕二，粕渕

賢志，神里巌，金井秀作）

70　当院における血液透析患者

の足病変・足部変形のケアに向

けた実態調査
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－ 平成30年3月

－ 平成30年3月

－ 平成30年6月

－ 平成30年6月

－ 平成30年7月 第30回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

73 当院がんリハビリテーショ

ン実施患者の実態調査

第23回日本緩和医療学学会

（神戸）

75　これからの魅力ある臨床実

習，臨床教育に向けて

74　パーキンソン病独居高齢者

に対する自助力を高める視点か

らの訪問リハビリテーションの

実践

72　末期腎不全(ESKD)を併存し

た恥骨骨折症例に対する理学療

法経験

本研究では，筆頭演者所属病院におけるがんリハビリ

テーションの実態を調査し，年齢80歳代，PSは重度，

家族の関わり有は9割，独居は4割，症状は倦怠感，痛

み，食欲低下が多く，ADL介助は清拭，移動，排泄が

多く，退院先は自宅，死亡退院が4割を占めていたこ

とを報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，中

本直子，松井美夕貴，中川卓，赤田美和子，早田敏）

本シンポジウムでは，現在の学生や新人の現状を鑑

み，大切になると考える3つの視点，①現場教育にお

ける「場」づくりという視点．②経験資本という視

点．③感情労働という視点を紹介し，今後の臨床実

習，新人教育，人材育成についての課題をなげかけ

た．

本研究では，転倒を繰り返し在宅生活が困難になりつ

つあったパーキンソン独居高齢者に対し，生活を見守

る視点から訪問リハビリテーション（以下，訪問リ

ハ）を実践し，良好な結果を得たので報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，竹内章，大島知子，池田秀一）

第12回訪問リハビリテー

ション学会（北九州）

本研究では，末期腎不全（ESKD）を併存した恥骨骨折

症例に対する理学療法の経験を報告した．

具体的には，本経験からは医師と連携し，理学療法士

が運動中の呼吸循環応答等を評価し慎重に運動負荷を

調整すれば，ESKD症例に対しても有効な理学療法が可

能となり，ADL向上が図れることを示唆した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：前田純依，池田耕二，大原佳孝，髙橋

昇嗣，吉冨慈洋，前田純依，池田秀一）

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）

本研究では，高齢血液透析患者の自覚的困難感を軽減

する緩和的な理学療法の取り組みに向け，FIMと自覚

的的困難感の関係性を検討した．その結果，高齢HD患

者の困難感を軽減するためには，個々に合わせた継続

的な運動や環境・介助調整等が大切になることを報告

した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：朴聖章，池田耕二，大原佳孝，高橋昇

嗣，吉冨滋洋，前田純依，島津生江，池田秀一）

71　高齢血液透析患者における

FIMと自覚的困難感との関係性

～緩和的な理学療法に向けた取

り組み～

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）
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－ 平成30年7月

－ 平成30年9月

－ 平成30年9月

－ 平成30年10月

－ 平成30年11月

－ 平成30年11月

本研究では，横紋筋融解症に褥瘡，摂食嚥下機能障害

を合併していた症例に対して，栄養状態と摂食嚥下機

能に着目した理学療法を行い，経口摂取を可能にし栄

養状態や基本的動作等を改善した症例を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中本直子，池田耕二，古家真優，大原

佳孝）

本研究では，卒前教育として実施している終末期理学

療法の講義が，学生に死と向き合う機会を提供し，終

末期PTに対する学習・実践意欲を高める機会になって

いることを報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：山口朋彦，池田耕二，栁本展孝）

79　転倒を契機に横紋筋融解症

を呈した超高齢患者一症例に対

する理学療法経験 ―摂食嚥下

機能と栄養状態に着目して―

第7回日本理学療法教育学会

（神戸）

第7回日本理学療法教育学会

（神戸）

80　卒前教育における終末期理

学療法講義の役割を再考する

81　理学療法士の経験学習プロ

セスの解明にむけた探索的研究

－成長を促す経験と教訓―

78　線維筋痛症高齢女性２症例

に対する３週間 入院運動プロ

グラムの試み －患者の心身の

変化と理学療法士の関わり方に

第23回日本ペインリハビリ

テーション学会（福岡）

76　閉じこもり傾向にあった高

齢者に対して生活の再構築を可

能にした理学療法実践～脱臼不

安感，運動と食への関心に着目

して～

77　線維筋痛症高齢女性2症例

に対する3週間入院運動プログ

ラムの試み：前頭前野の血流動

態の変化と疼痛，抑うつ，QOL

の改善について

第30回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，入院前より閉じこもり傾向にあった高齢

者に対して，身体機能だけでなく，脱臼不安感や運動

と食への関心，他者との交流に着目した理学療法を実

践したことで，それらに対する認識が変化し，生活の

再構築が可能となった事例を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，竹内章，大島知子，池田秀一）

第5回日本予防理学療法学会

（福岡）

本研究では，熟達理学療法士の経験学習プロセスにあ

る成長を促す経験と教訓を明らかにした．これらを理

学療法士の現場教育に活用できれば有効な人材育成が

可能になることを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢志，

城野靖朋，松田淳子）

本研究では，線維筋痛高齢女性に対して3週間入院運

動プログラムを行い，疼痛，抑うつ，QOLの改善と

Near Infrared spectroscopy (NIRS)による前頭前野

(PFC)の血流動態の変化について報告した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：藤田信子，池田耕二，高井範子，松野

悟之，金子基史，三木健司，行岡正雄，仙波恵美子）

第23回日本ペインリハビリ

テーション学会（福岡）

本研究では，線維筋痛症（FM）患者である高齢女性２

症例について，３週間入院運動プログラムの介入を行

い，その効果と理学療法士（PT）の関わり方を含めた

心身の変化の検討を行った．

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：高井範子，藤田信子，池田耕二，金子

基史，三木健司，行岡正雄，仙波恵美子)
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－ 平成30年12月

－ 平成30年12月

－

令和元年10月

－ 令和元年11月

第5回日本地域理学療法学会

（横浜）

第9回保健医療学学会

2018年12月

85 熟達理学療法士の経験学習

能力を支える 仕事に対する信

念とは？

第54回日本理学療法学術大

会・第8回日本理学療法教育

学会・第2回理学療法士学

会・管理部門研究会（名古

屋）

82　在宅終末期リハビリテー

ションを実践しているセラピス

トの体験を探求する

84 質的研究で変形性膝関節症

患者の痛みの心理社会的側 面

を生成する要因と過程をひも解

く：探索的事例研究

第7回日本運動器理学療法学

会学術大会（岡山）

83 当訪問リハビリテーション

事業所における利用者のクラス

ター分析による類型化とその特

徴

本研究では，在宅終末期リハビリテーションを実践し

ているセラピストの体験を探求し，在宅終末期リハビ

リテーションを有効に実践するためには患者や家族と

の関係性づくりや変化に気づく等の能力が必要である

ことを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：根釜夢乃，岩永愛里奈，谷口茉恵，西

本正樹，池田耕二）

本研究では，活動，栄養，排泄，睡眠の4つの視点か

らなる評価ツールを活用し，クラスター分析によって

訪問リハ利用者の類型化を試みることである．その結

果，訪問リハ利用者は，Ⅰ群：活動と睡眠に主な課

題・介入箇所があり，特に運動機能が低い介護度4の

高齢者，Ⅱ群：睡眠に主な課題・介入箇所がある介護

度3の高齢者，Ⅲ群：栄養〈食事〉以外の7項目にわず

かな課題・介入箇所がある介護度3の高齢者，Ⅳ群：

睡眠〈量〉と排泄〈排便〉に主な課題・介入箇所があ

る介護度3の高齢者の4群に類型化できたことを報告し

た．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，大島知子，山本秀美，中岡

絵美，中川真優，竹内章，尾藤彩花，池田秀一）

本研究では膝OA患者の一人の語り（主観的体験）か

ら，痛みの心理社会的側面の要因と生成・対処過程を

モデル構築し，探索した．その結果，＜膝の症状に対

する過剰な執着＞をコアカテゴリーとするモデルが構

築でき，痛みの心理社会的側面の一つである症状への

執着は適切な対処によって軽減可能なことを示唆し

た．本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：瓜谷大輔，池田茜，城之木徹，松端賢

太郎，六浦優斗，池田耕二）

本研究では，理学療法士の経験学習能力に大きく影響

を与える仕事に対する信念を，熟達理学療法士から解

明した．その結果，熟達PTの信念は人間関係の構築，

PTのプライドや責任感，熱意と幅広い実践，治療成果

による社会還元等から形成されていたことを報告し

た．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野

靖朋, 松田淳子）
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－

令和2年9月

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田茜, 瓜谷大輔, 池田耕二）

－ 令和2年11月

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

－ 令和3年5月

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：金谷親好, 金丸真由美, 池田耕二,

田中千恵）

－ 令和3年10月

－ 令和3年12月

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：上田翔平，田坂厚志，辻郁，池田耕

二）

88 本人の希望であった書字動

作の獲得が契機となり生活の質

の向上が図られた末期肺腺がん

利用者の訪問リハの実践

86 変形性膝関節症に患者・理

学療法士はそれぞれどのように

向き合っているのか:質的研究

（共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野

靖朋, 松田淳子）

本研究では，生活空間の広い通所リハビリテーション

利用者の身体機能と生活様式の実態について報告し

た．

90 生活空間の広い通所リハビ

リテーション利用者の身体機能

と生活様式の実態について‐転

倒有無別による比較‐

日本地域理学療法学会・日

本支援工学理学療法学会

日本理学療法教育学会・日

本理学療法管理研究会 合同

学術大会2021（熊本WEB開

催）

89　放課後等デイサービスにお

ける保護者視点の児童の課題お

よび 目標に関する探索的研究

日本発達障害学会 第56回研

究大会（鹿児島WEB開催）

第32回大阪理学療法学術大

会（大阪）

本研究では，膝OA患者とPTにおいて，膝OAに対する向

き合い方に共通認識がある一方で，運動実施の判断基

準や情報の信憑性の判断等に認識の差異が認められ

た．現場で膝OA患者の能動的参加を促すためには，こ

れらの差異を意識した実践が必要になると考えられ

た．

87 熟達理学療法士の経験学習

プロセスにある成長を促す経験

とは？

第55回日本理学療法学術大

会 第９回日本理学療法教育

学会学術大会 第３回日本理

学療法士学会・管理部門研

究会 （埼玉WEB）

本研究では，多くの専門職において経験学習プロセス

にある成長を促す経験から経験学習支援方法が示唆さ

れているなか，理学療法士の成長を促す経験を明らか

にし，それをもとに経験学習支援方法を提案した．

本報告では，放課後等デイサービスにおける保護者視

点の児童の課題および 目標に関する探索的研究を行

い，保護者は児童の家庭における具体的な生活動作に

課題・目標を設定しており，将来的には児童の個性に

合わせた就労支援について悩んでいることを明らかに

した．

本人担当部分：データ分析，考察，執筆

（共同発表者：辻下聡馬,辻下千賀，池田耕二）

本報告では，本人の希望であった書字動作の獲得が契

機となり生活の質（QOL）の向上が図れた末期肺線が

ん利用者の訪問リハビリテーション実践を報告した．

第18回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（高知）
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91　熟達理学療法士の成長を促

す経験における経験学習サイク

－ 令和3年12月

― 教訓と応用　―

－ 令和3年12月

－ 令和4年７月

－ 令和4年７月

93　地域の特性を考慮した村民

の健康増進への取り組みの検討

本報告では，放課後等デイサービスにおけるスタッフ

視点の児童の課題および目標に関する探索的研究を行

い，スタッフは，身体機能に課題・目標を設定してお

り，将来的には児童の就労について悩んでいることを

明らかにした．

本人担当部分：データ分析，考察，執筆

（共同発表者：辻下聡馬,辻下千賀，池田耕二）

日本地域理学療法学会・日

本支援工学理学療法学会

日本理学療法教育学会・日

本理学療法管理研究会 合同

学術大会2021（熊本WEB開

催）

本研究では，熟達PTの経験学習プロセスにある成長を

促す経験から，獲得していた教訓，その後の応用の内

容を明らかにした．様々な応用パターンを理解し，成

長を促す経験を提供することができれば効率の良い人

材育成が可能になると考えられる．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆（共同

発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野靖朋,

松田淳子）

94 慣性センサーの加速度と角

速度を用いて算出した角度の妥

当性検証 ―単軸運動の角速度

とセンサー位置の影響―

92　放課後等デイサービスにお

けるスタッフ視点の児童の目

標・課題に関する探索的研究

第31回奈良県理学療法士学

会（奈良）

関節角度は運動分析において重要な評価項目である.

慣性センサーは重力加速度が鉛直方向に加わる特性を

利用する方法と,角速度を利用する方法で角度を算出

できる.本研究ではこれらの方法で算出した角度の妥

当性,単軸運動の角速度と慣性センサーの設置位置が

及ぼす影響を検証した.その結果，慣性センサーから

算出できる角度は低速運動では加速度,高速運動では

角速度を利用することで妥当性の高い結果が得られる

ことが示された.

本人担当部分：考察

（共同発表者：城野靖朋，野田優希，前田吉樹，飯塚

照史，池田耕二）

本研究では，高齢化率40.2％（平成31年1月）である

岡山県西北端に位置する真庭郡新庄村においてAging

in Placeを実現および継続するために，地域の環境や

特性・資源を調査し，村民の健康増進および介護予防

の方法を検討した．新庄村は高齢になっても農業に従

事している者が多く，ロコトレ参加者の平均年齢が80

歳を超えており，元気な高齢者が多いと考えられる．

しかし入所施設および小規模多機能型居宅介護以外の

短期入所施設が無いため，何らかの障害を有すると村

内での生活が困難となる．また農業従事者は仕事と生

活の線引きが難しく1日の殆どが仕事という生活であ

るため，中高年者の健康への意識は低いと考えられ

る．以上より，村民の健康増進，介護予防および

Aging in Placeの実現と継続には，自身の健康へ目を

向ける機会を増やすとともに，農業による身体への負

荷を軽減する動作指導等，高齢者のみならず中高年者

へのアプローチが重要と考える．

本人担当部分：考察

（共同発表者：笹野弘美，平野孝行，池田耕二，滝本

幸治，辻下聡馬，笹野英樹）

日本予防理学療法学会 第7

回サテライト集会（霧島）

第11回保健医療学学会学術

集会（大阪）
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－ 令和4年11月

－ 令和4年12月

－ 令和4年12月

95　コロナ禍における生活変化

はフレイルに影響するか？ ―

後期高齢者を対象とした質問紙

による検討―

96 軟式野球部のコンディショ

ニングに対する意識向上を目的

としたアクションリサーチ

97 コロナ禍における在宅・地

域高齢者の「思い」を探索す

る：３事例による探索的研究

本研究では，高齢化が進む山間地域の後期高齢者を対

象に，コロナ禍における生活変化がフレイルに影響し

ているか質問紙にて調査したので報告する．その結

果，コロナ禍における生活の変化が，フレイル判定や

後期高齢者の質問票の結果と関連していることが分

かった．質問紙且つ小サンプルの調査結果ではある

が，山間地域に在住の後期高齢者では，コロナ禍での

生活変化が虚弱な状態への移行に関連する可能性が示

唆された．

本人担当部分：考察

（共同発表者：滝本幸治, 池田耕二, 笹野弘美, 辻下

聡馬, 椿根純子, 小枩宜子）

アクションリサーチを用いたスポーツ現場の障害予防

を実践した報告は見当たらない．そこで，本手法を用

いて，コンディショニングに対する意識の向上を目的

とした．対象は対象は奈良学園登美ヶ丘中学校・高等

学校の軟式野球部の部員21名および監督とした．チー

ムのコンディショニングに対する意識についてアン

ケート調査し，その結果を受けてウォーミングアップ

の提供および指導を行った．介入による意識や行動の

変化を捉えるためにアクションリサーチの手法を用い

て分析した．コンディショニングに対する生徒の意識

は，介入により一旦低下したが，介入方法を修正する

ことで再び向上した．介入に際しては，メニューの目

的をしっかり伝えること，チームの練習時間によって

メニュー変更可能であるものにすること，さらに習得

度に合わせ段階的に提供することでコンディショニン

グに対する取り組みを促すことができることが示唆さ

れた．

本人担当部分：研究計画，考察

（共同発表者：野田優希，寄能彩未，寺岡舞，橋本晃

樹，池田耕二）

本研究では，コロナ禍における在宅・地域高齢者の

「思い」を構造化した. その結果，在宅・地域高齢者

の「思い」の構造からは，「コロナ感染からくる怖さ

や不安」を中心に【コロナ禍での 様々な変化】，

「コロナ禍における制動」，「ワクチン接種がもたら

す自由や期待」の 3 つがバランスを保ちつつ， 高齢

者の行動を形成していることが示唆された.また，怖

さや不安は「コロナ禍に対する感染対策への揺れる思

い」と「コロナ禍がもたらす若者への揺れる思い・考

え」と三角関係を形成し変容していること，そして

【コロ ナ禍における死生観の再考】を促し，死の覚

悟と喜びをもたらしていることも示唆された.

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

執筆

（共同発表者：松井翔大，前田颯太，松本嵐，土肥あ

かね，松本洋平，池田耕二）

第9回日本予防理学療法学会

学術大会（東京）

保健医療学学会第12回学術

集会（奈良）

保健医療学学会第12回学術

集会（奈良）
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－ 令和4年12月

− 令和4年12月

− 令和4年12月

98 理学療法士を育む【場】の

形成に向けて：新たな枠組みと

今後の課題

99 理学療法士の苦悩経験(失

敗，ミスなどを含む )における

探求的研究

100 リハビリテーション専門職

の働きがいに与える 要因

近年の現場は若手の理学療法士(以下，PT)の急増，ハ

ラスメント意識の高まり，働き方改革、社会 的ニー

ズの多様化により大きく変わりつつある.現場には教

えられないものも多くあり，個々の PT は自己学習・

研鑽，経験学習により実践知や能力を獲得していかな

ければならない.本演題では現在の現場教育の限界を

踏まえつつ，筆者らの経験と文献から必要と考えられ

る新たな枠組み，【場】づくりを示唆し，その実現に

向けた今後の方向性と課題を提案した．【場】の形成

はあくまでも間接的支援であり，直接的支援である教

育方法の開発や実践は継続されなければならないと考

える.

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

執筆

（共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 城野靖朋, 吉川

義之, 野田優希）

第5回日本理学療法管理研究

会学術大会（WEB）

保健医療学学会第12回学術

集会（奈良）

本研究では，熟達理学療法士（以下，PT） の苦悩経

験を探索した．その結果，PTは，患者に対して「理学

療法の未熟さや目標設定ミス，患者 の転倒や死」に

苦悩し，周囲や自身，学生・後輩に対して「周囲との

関係性，自分の力量不足，自分の不甲斐ない態度，指

導 不足や学生のドロップアウト」に苦悩していた．

特に中堅PT (4-10年目)の時期に苦悩する傾向にあ

り，PT管理者はPTの患者 や周囲・自身等に向かう苦

悩に適切な支援を行う必要があると考えられた．

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

執筆

（共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 城野靖朋, 吉川

義之, 野田優希）

第5回日本理学療法管理研究

会学術大会（WEB）

本研究では，当法人のリ ハビリ専門職の働きがいに

影響を与える要因を明らかにした．その結果，当法人

のリハビリ専門職の働きがいに影響を与える要 因

は，配置，ビジョン共有，能力向上であった．当法人

のリハビリは4部門あるが，配置は面談にて希望を確

認し納得のうえで実施している．ビジョン共有はビ

ジョン・ミッションの刷新を行ない職員で作成したビ

ジョンを各部門で共有し，能力向上はプリセプター制

度の採用，各部門での研修会や 症例検討会の実施，

今年度からはキャリアラダー等を採用している．今

回，これらが大きく影響したものと思われ，評価や処

遇がなかった理由は当法人の人事考課制度が作成段階

にあるためと推察できた．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：池田祐介，池田耕二）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

− 令和4年12月

− 令和4年12月

「招待講演，シンポジスト」

－ 平成7年11月

－ 平成9年1月

101 感情労働や共感疲労からく

る理学療法士のスト レスを探

求する:解釈学的現象学的分析

102 後縦靭帯骨化症術後の運動

障害に対して対側下肢を用いて

運動感覚を想起させる介入が功

を奏した一症例

1 痛みに対する低出力レーザー

療法

2 車椅子スポーツチャンバラの

紹介

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した．車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものを紹介した．

本人担当部分：車いすスポーツチャンバラの開発，執

筆

（共同発表者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，金子

翼，武政誠一，長尾徹)

第3回物理療法研究会　神戸

大会（神戸）

第4回身体障害者スポーツ指

導員養成講習会（大阪）

肩関節周囲炎患者に対して低出力レーザーの臨床効果

を判定した．低出力レーザーは除痛効果があるもの

の，症例ごとには使用方法の再検討が示唆された．ま

た今後の課題としては照射条件や他の物理療法とのコ

ンビネーション効果，使用時期などがあげられた．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政

誠一）

本研究では，OPLL術後に運動障害を合併した症例に対

し、初期介入時に反対側下肢を用いた運動感覚に着目

した介入を実施し功を奏したので報告した．椎間板ヘ

ルニアの罹患期間も合わせると2年間以上下肢に神経

障害があったと推察できるため、OPLL術後の左下肢介

入だけでは運動感覚の想起 や再教育が難しかったも

のと考えられる．脳血管障害でも非麻 痺側への介入

でクロスエデュケーションとして利用されてきた

が、本症例においても初期介入時に有効な介入方法と

なること が示唆された．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：森田隆剛，喜多一馬，梅津俊介，池田

耕二）

第62回近畿理学療法学術大

会（和歌山）

第5回日本理学療法管理研究

会学術大会（WEB）

本研究では，現場の理学療法士（以下，PT）の心理的

ストレスを解釈学的現象学的分析により探究し，支援

方法を提案した．その結果， PTの心理的ストレスの

経験には、対患者，対医療スタッフ，PT自身に由来の

ものがあった.それぞれへの支援としては、対患者で

は「患者への疼痛や吐露，理不尽さ，クレーム，ハラ

スメン トへの対応方法に関する教育やトレーニン

グ，患者の突然の死や病状進行，出口の見えない状

況，PTとして委ねられる意思決 定に対峙したときの

ケア，患者との関係を決定する職場の環境 の整

備」、対医療スタッフでは「上司や他職種の決定や振

る舞いに対する研修や仕組み作り，上司や他職種との

考えや理解の 相違を埋めるための研修，管理職とし

て働くうえでの研修やケア」，PT自身では「PTとして

無力感が生じたときのケア」が提案できた.

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成18年2月

－ 平成19年7月

－ 平成20年2月

－ 平成20年3月

－ 平成29年12月

－ 平成30年7月

－ 平成30年12月

－ 平成31年1月

－ 令和元年11月

3 臨床実習における指導方法に

ついて

4 臨床実習における指導方法の

実際　―臨床実習指導者からの

提言―

7　理学療法研究方法論

10 クリニカルリーズニング

臨床実習に対する指導方法の中でも，特に情意面にお

ける指導方法について講演を行った．

理学療法における研究法やエビデンスに基づく理学療

法実践についての講演を行った．

問題を有する実習生に対して，実際行っている具体的

な指導方法について講演した．

理学療法におけるクリニカルリーズニングをわかりや

すく解説する講演を行った．

大阪医療福祉専門学校　実

習指導者会議　(大阪）

大阪府理学療法士会

臨床実習指導者研修会（大

阪）

公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会（大阪）

神戸大学就進会理学療法分

科会（神戸大学医学部保健

学科同窓会，神戸）

5 地域医療（小規模型民間病

院）における終末期理学療法の

実践― 事例研究の紹介

6 Bridge the gap，－”１”臨

床実習指導者の提言－

理学療法における研究法やエビデンスに基づく理学療

法実践についての講演を行った．

11 リハビリテーションの視点

から見た温泉旅行の可能性

ユニバーサルツーリズム

阿智村シンポジウム2019

長野阿智村において開催されたユニバーサルツーリズ

ムのシンポジウムにおいて，リハビリテーションにお

ける温泉旅行の可能性を講演した．

（共同発表者：池田耕二，喜多一馬）

8 これからの魅力ある臨床実

習，臨床教育に向けて

第30回大阪府理学療法学術

大会　教育シンポジウム

（大阪）

これからの理学療法臨床実習の在り方を講演した．

9 理学研究方法論（EBPTを含

む）

地域医療における一般病院にて行われている終末期医

療を紹介し，それに対する事例研究を報告した．また

これから事例研究がどうあるかべきかについても合わ

せて報告した．

行岡リハビリテーション専

門学校　臨床実習指導者会

議　教育講演（大阪）

臨床実習における実習生の内面をパターン分類し，そ

れらに対する指導方法について講演を行った．

公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会（大阪）

公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会（三島ブロック）

（大阪）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 令和3年11月

－ 令和4年2月

－ 令和4年2月

− 令和4年12月

－ 令和5年3月

＜研究大会＞

－ 平成6年11月

－ 平成7年11月

13　終末期・緩和ケアにおける

在宅理学療法に求められる視点

と対応

1 当院における車椅子スポーツ

チャンバラの試み

　

　

16　終末期・緩和ケアにおける

在宅理学療法に求められる視点

と対応

12　現場の理学療法士育成論：

経験学習を通して

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学

療法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩

和期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，

エンド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性

など，緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実

践的基盤について紹介した．

考案した車椅子スポーツチャンバラが，それに参加し

た患者に対して身体にどのような影響をあたえるか

を，心拍変動より検討した．

本人担当部位：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，金子

翼，長尾 徹，小室 透，居村茂幸）

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学

療法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩

和期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，

エンド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性

など，緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実

践的基盤について紹介した．

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した．車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものを紹介した．

本人担当部位：車いすスポーツチャンバラの開発，考

察，執筆

（共同発表者：池田耕二，平山敦子，朝倉光子，武部

恭一，金子 翼，武政誠一）

2 車椅子ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾝﾊﾞﾗにおける

心拍数変動について

　

　

リハテック・リンクス　地

域理学療法（オンライン）

大阪北区理学療法士会　研

修会（大阪）

14　学習し続ける組織の構築に

むけて

15　緩和ケア領域における理学

療法の紹介−理学療法士の可能

性と広がる役割−

大阪府理学療法士会・医

療・介護保険部　ミドルマ

ネジメント講習会（大阪）

大阪府理学療法士会の理学療法士の中間管理職，管理

職を対象に学習する組織の構築について講演した．講

演内容は，現場経験に基づく組織づくりの内容に加え

科学研究費による研究成果である理学療法士の経験学

習プロセスの解明から導かれた経験学習支援方法を紹

介した．

保健医療学学会第12回学術

集会（ランチョンセミ

ナー）

医療情勢の変化や働き方改革・等を背景に研修会や勉

強会を重視した学習だけでは，現場の理学療法士

（PT）教育・育成は限界にきている．そこで現場で行

う経験学習に注目し，PTの経験学習プロセスの解明を

もとに，現場教育・人材育成における支援方法を教示

した．

緩和ケア領域における理学療法を紹介し，理学療法士

の可能性と広がる役割について講演した．

第4回車椅子ｽﾎﾟｰﾂ研究集会

(名古屋）

第5回車椅子ｽﾎﾟｰﾂ研究集会

（大阪）

リハテック・リンクス　地

域理学療法（オンライン）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成8年8月

－ 平成9年9月

－ 平成23年11月

－ 平成25年11月

平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成25年11月 本研究は，アンケートによって，がんの緩和リハに対

する意識が看護師とリハビリスタッフでは違うことを

明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵, 池田耕二, 黒田未貴, 廣

瀬将士, 赤田美和子, 池田秀一）

本研究では,回復期病棟入院時に家族が述べる在宅復

帰のための条件と在宅復帰の関連性を検討した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣, 池田耕二, 深田大介）

本研究では，嚥下造影検査と嚥下障害の関係を調査

し，その実態を明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：上田紀子，池田耕二，黒田未貴，廣瀬

将士，清水貴恵，福井孝子，池田秀一）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

6　回復期リハビリ病棟におけ

る家族が述べる「在宅復帰のた

めの条件」と在宅復帰について

本研究では，介護者の負担かんと要介護者のＦＩＭと

の関連性を明らかにし，訪問リハビリにおける理学療

法の方向性を提示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣，池田耕二，岩森渉）

考案した車椅子スポーツチャンバラが，それに参加し

た患者に対して心理面や血圧にどのような影響をあた

えるかを検討した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：磯あすか，池田耕二，杉山安幾子，平

田憲市，武部恭一，金子翼，武政誠一，長尾徹）

本研究では，在宅復帰に向けた家屋調査の実態を調査

し，玄関，トイレ，入浴に環境調整が多いことを明ら

かにした．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：北林直人, 池田耕二, 井谷友香里, 坂

本みさき, 尾藤彩花, 上田紀子, 黒田未貴, 廣瀬将

士, 清水貴恵, 福井孝子, 池田秀一）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

8 在宅復帰に向けた家屋調査の

実態とその傾向

第 7回車椅子ｽﾎﾟｰﾂ研究集会

（東京）

地域住民の健康に寄与する目的にて「健康教室」を10

年実施してきた．それらから長期継続するための工夫

や，今後の展望について検討した．健康教室の有効性

は示唆されたが，今後は情報源としても健康教室を役

立たせ地域リハビリテーションの１システムとして確

立していきたいことを報告した．

本人担当部分：健康教室の企画・運営，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，武政

誠一）

3 健康教室"10年間の総括-公開

講座を継続させる工夫-

7　嚥下造影検査に嚥下障害の

実態調査

5　訪問リハビリを利用してい

る主介護者の介護負担感と要介

護者のＦＩＭとの関連性につい

て

リハビリテーション・ケア

合同研究大会くまもと2011

（熊本）

4 車椅子スポーツチャンバラに

おける心身反応について

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

9 がんの緩和リハに対する意識

調査－看護とリハスタッフの比

較－

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

第18回全国地域リハビリ

テーション研究会（神戸）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年2月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

－ 平成27年10月

－ 平成27年10月

本研究では，重度右片麻痺患者一症例の退院後カン

ファレンスから，オムツ交換の早期指導や転落時の対

応指導，指導用パンフレットの有効性を明らかにし

た．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中川真優，池田耕二，黒田未貴, 北林

直人，上田紀子，福井孝子，川岸美佐子，池田秀一）

本研究では，回復期リハビリテーション病棟における

高齢者に対して，退院にむけた活動量の調査を行っ

た．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：杉本貴美子，池田耕二，古家真優，吉

冨滋洋，池田秀一）

本研究では，慢性心不全患者の訪問リハビリを，生活

管理の視点から見直し，その役割について考察した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：濵田絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，須々木星衣子，中瀬美穂，池田秀一）

14 慢性心不全患者1症例に対す

る生活管理という訪問リハビリ

の役割‐入退院を繰り返さない

ために‐

11 デイケアにおけるサービス

向上に向けた実施調査

リハビリテーション・ケア

合同研究大会（神戸）

本研究では，デイケアにおいて実態調査を行い，約8

割の利用者がリハビリに満足していたことや，約6割

に転倒不安があり，4割が外出を控えていたことを明

らかにした．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：大庭由香莉，池田耕二，上田紀子，中

田加奈子，大村昌和，小田瑛梨，勝久江，池田秀一）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

15 高齢者の退院に向けた身体

活動量把握の取り組み

リハビリテーション・ケア

合同研究大会（神戸）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

12 重度右片麻痺患者一症例の

退院後カンファレンスからみえ

てきたもの

本研究では，退院後のインタビュー調査から，患者や

家族の環境調整に対する理解不足，環境調整の追加の

必要性や不安の存在を明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：尾藤彩花，池田耕二，上田紀子，北林

直人，阪本みさき，井谷友香理，久貝亮太，黒田未

貴，廣瀬将士，清水貴恵，池田秀一）

13 家屋調査と環境調整に関す

る追跡調査―インタビュー調査

による質的検討―

10 転倒予防専用カンファレン

スによる転倒予防の取り組み―

転倒カンファ導入の効果検討

回復期リハビリテーション

協会　第23回研究大会（愛

知）

本研究では，転倒予防専用のカンファレンスが病棟の

転倒予防に有用であることを示唆した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，黒田未貴，井

谷友香理，中川真優，朴聖章，川岸美佐子，小川敦

子，福井孝子，池田秀一）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成28年10月

－ 平成28年10月

－ 平成28年10月

－ 平成29年2月

－ 平成29年10月

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

本研究では，訪問リハビリテーション対象患者の生活

習慣とリズムを，主に活動，栄養，排泄，睡眠の4つ

の視点から調査した．その結果，訪問リハ利用者の活

動低下，睡眠不足等の実態が明らかとなり，この4つ

の視点からの実践が今後は大切になることを示唆し

た．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，山本秀美，中岡絵美，古家

真優，大島知子，池田秀一）

17 転倒により入退院を繰り返

した一症例に対する病棟と訪問

理学療法士における協同の振り

返り－シームレスな療養支援の

構築に向けて

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

18 高次脳機能障害患者1例に対

する道のりシートを用いた退院

支援について ―退院までの道

程を共有する道のりシートの作

成と活用―

19 回復期リハビリテーション

病棟における高齢患者の活動量

について －　測定部位（手首

と腰部），FIM，うつ，転倒予

防自己効力感に着目して　－

第29回復期リハビリテー

ション病棟協会研究大会

（広島）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

本研究では，病棟と訪問の理学療法士が共同で同じ症

例を振り返ることで，シームレスな支援の構築に重要

な実践知を抽出した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

16 訪問リハビリテーション利

用者の生活習慣とリズムに関す

る実態調査- 虚弱高齢者の暮ら

しを支える活・栄・排・睡の4

つの視点 -

20 質問項目から見た患者タイ

プ別のフレーミング効果を意識

した肯定的・否定的な声かけの

有効性に関する探索的研究

本研究では，リハビリテーションや退院支援が困難で

ある高次脳機能障害患者に対して，退院の方向性や段

階を示す道のりシートなるものを作成し，実践した．

これにより患者の心理は安定し，リハビリテーション

は可能となり，職員の連携も良好となり，有効な退院

支援が可能となったことを報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：尾藤彩花，池田耕二，木村恵理，阪本

みさき，松井美夕貴，猪子純一，黒田未貴，大原佳

孝，米沢仁美，清水貴恵，上地康子，池田秀一）

本研究では，回復期リハビリテーション患者の活動量

を手と腰に装着し，それぞれの活動量を測定すること

で病棟の活動実態を明らかにした．手に装着した活動

量では病棟生活の実態がより反映した．またFIM，う

つ，転倒自己効力感との関係性についても報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：杉本貴美子，池田耕二，吉冨滋洋，中

岡伶弥，古家真優，池田秀一）

本研究では，ユニーク質問により患者をタイプ別に分

類し，肯定的な声かけと否定的な声かけでフレーミン

グ効果を検証してみた．その結果，肯定的な声かけで

フレーミング効果がみられたが，タイプ別に明らかに

なることはなかった．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 令和3年10月

21 重複障害を有する独居高齢

者の退院支援から見えてきたも

の

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究は，回復期リハビリテーション病棟におけサル

コペニア症例を対象に，退院時にサルコペニアが改善

した群と改善しなかった群を比較し，その特徴を明ら

かにし，今後の取り組みの方向性を示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：中岡伶弥，池田耕二，杉本貴美子，尾

藤彩花，大庭由香莉，加藤靖乃，門内鈴香，松井美夕

貴，岡村大，田渕真由美，大原佳孝，老田弘子，池田

秀一）

25　奈良学園大学におけるコロ

ナ禍の学内実習の紹介①

：臨床実習専用ホームページの

開設と運用方法の紹介

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究では，重複障害を有する独居高齢者の退院支援

を振り返り，退院支援能力を向上させる知見を抽出し

た．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：阪本みさき，池田耕二，尾藤彩花，木

村恵理，松井美夕貴，黒田未貴，老田弘子，池田秀

一）

本研究では，デイケアにおいて閉じこもり傾向にあっ

た高齢利用者に対する行動変容理論を用いた実践を，

物語分析によって分析し，閉じこもりを予防できる知

見を抽出した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大山大将，池田耕二，黒岡禎治，廣瀬

将士，吉冨滋洋，高本晴加，勝久江，池田秀一）

本研究は，糖尿病による右下腿切断後の認知症高齢患

者を，多職種連携と訪問リハビリテーションによって

生活の再構築を実現させた実践報告である．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：竹内章，池田耕二，山本秀美，中岡絵

美，大島知子，池田秀一）

22 デイケアにおいて閉じこも

り傾向にあった高齢利用者に対

する行動変容理論を用いた実践

―3事例の物語分析から得た知

見―

23 糖尿病による右下腿切断

後，多職種連携による訪問リハ

ビリテーションを実施し生活の

再構築を図った 認知症患者1症

例の実践報告

24 当院回復期リハビリテー

ション病棟におけるサルコペニ

ア症例の特徴からみた今後の取

り組み

全国リハビリテーション学

校協会　第34回教育研究大

会・教員研修会（福岡WEB開

催）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究では，本学の臨床実習専用ホームページの紹介

と，コロナ禍における学内実習の活用例(予習，経

験，復習のサイクルに応用）を紹介した．併せて学生

のアンケート結果を提示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，滝本幸治，飯塚照史，城野

靖朋，野田優希，福原啓太，中田修，辻下聡馬，岩﨑

智子，辻下守弘）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 令和3年10月

－ 令和3年10月

<医療集談会>

1 車椅子ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾝﾊﾞﾗの試み － 平成6年3月

－ 平成10年2月

3 竹を素材とした自助具の紹介 － 平成10年2月

<その他>

－ 平成10年2月 『リハビリテーション・ケアセンターうららか』の軌

跡を実践報告として振り返った（開設から現在までの

振り返り）．

本人担当部分：実践，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，古家真優，梅津奈史,

石田大貴，池田耕二）

本研究では，，新型コロナウィルス感染拡大を受け，

地域実習を学内実習としたが，その概要と学に対して

実施したアンケート結果を提示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：滝本幸治，吉川義之，笹野弘美，坪内

善仁，前田吉樹，中島大貴，辻下聡馬，大浦智子，山

形力生，池田耕二）

本研究では，新型コロナウィルス感染拡大を受け，早

期体験実習を学内実習としたが，その概要と学生に対

して実施したアンケート結果を提示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：前田吉樹，中島大貴，伊藤健一，野中

紘士，阿波邦彦，藤田信子，岩﨑智子，橋本雅至，山

形力生，池田耕二）

全国リハビリテーション学

校協会　第34回教育研究大

会・教員研修会（福岡WEB開

第17回兵庫県リハビリテー

ション医療集談会（兵庫）

　

全国リハビリテーション学

校協会　第34回教育研究大

会・教員研修会（福岡WEB開

催）

『リハビリテーション・ケアセ

ンターうららか』の軌跡 〜 実

践報告：開設から現在までの振

27　奈良学園大学におけるコロ

ナ禍の学内実習の紹介③

：地域理学療法・作業療法実習

の概要と学生アンケート調査－

2 当院における訪問ﾘﾊの現状と

問題点

第14回兵庫県リハビリテー

ション医療集談会（兵庫）

　

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した．車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものを紹介した．

本人担当部分：スポーツチャンバラの開発，考察，執

筆

（共同発表者：池田耕二，宮本真美，平山敦子，太田

光子，栗岡真弓，武部恭一，金子 翼，武政誠一）

26　奈良学園大学リハビリにお

けるコロナ禍の学内実習の紹介

②

：早期体験実習の概要と学生ア

ンケート調査

第17回兵庫県リハビリテー

ション医療集談会（兵庫）

全国有料老人ホーム協会第

25回西日本事例研修発表会

(WEB)

関節リウマチ患者に対して竹を素材とした自助具を作

成し，その活用方法とともに紹介を行った．

本人担当部分：考察

（共同発表者：長尾徹，金子翼，武政誠一，池田耕

二，武部恭一）

当院における訪問リハビリテーションの立ち上げ，そ

の活動の現状と問題点を整理し報告を行った．

本人担当部分：訪問リハの開設，分析，考察，執筆

（共同発表者：平田憲市，池田耕二，杉山安幾子，磯

あすか，松本知子，武部恭一，武政誠一，長尾徹）



年月日

平成18年4月

～

平成25年9月

平成23年4月

～

平成26年3月

平成24年4月

～

平成31年3月

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

令和　5 年　3 月 31日

氏名　池田　耕二

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

リハビリテーション科学，理学療法学，教育工学 理学療法学・理学療法教育，教育工学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

担当授業科目：理学療法技術実習2，総合技術特別実習3

授業は，理学療法の認知スキル，つまり技術の一つとし

ての理学療法臨床推論について講義した．ぺ－パーペイ

シェントを用いて問題を抽出し，それを基に仮説生成し

ながら理学療法プログラムを立案する作業を行った．ま

た，その際にはインターネット等を活用し，実践型の授

業を展開した．その結果，問題を解決していこうとする

姿勢や具体的な解決方法を学ぶことができた．

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当授業科目：理学療法体験実習，評価実習，総合臨床

実習

学外施設で行われる各臨床実習を，個々のレベルに合わ

せて円滑に行えるようにするため，実習前には各学生と

個人面談を行い，知識の習熟度，コミュニケーション能

力，その他，不安なことを確認し，それを学外施設の指

導者と共有しながら実習を行った．必要に応じて実習前

に実技練習を行ったり，また何度も学外施設に出かけた

り，学生との面談を繰り返したりした． これにより学生

のレベルに合わせた実習が可能となり，個々の学生が成

長できた．

3）個々の学生の習熟度に合わせた学外実習指導

大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当授業科目：理学療法治療学Ⅱ

授業は，暗記型の授業ではなくできるだけ理学療法とは

どういったものか考えることができるような授業にし

た．そのために授業資料は図によって見やすくレイアウ

トしたものを用いたり，臨床現場のスライド等をみせつ

つ，学生自身に実際現場に立てばどういった態度や評

価，実践を行うかを問いながら，シュミレーショを交え

学生とともに検討するスタイルにした．また，ときには

勉強の仕方や資料の調べ方など，実践現場で臨床を行い

ながらどのように勉強していくのか等を，経験を交えて

教示した．その結果，学生は理学療法実践するにあたっ

て自分に何が足らないかを再認識し，自ら勉強しなけれ

ばならないという姿勢を学ぶことができたと考える．

1）図示化教材と臨床現場を体験できるスライド教材

を用いたシュミレーション教育の実践

2）ペイパーペイシェントとインターネット活用によ

る認知スキルトレーニングの実践



年月日事項 概 要

平成26年4月

～

平成28年9月

平成26年4月

～

平成30年9月

平成26年9月

～

平成29年3月

平成28年9月

～

現在に至る

4）チーム別体験学習による教育実践

5）高齢患者の動画教材を用いた教育実践

6）ペイパーペイシェントとインタ-ネットを活用した

チームアプローチ実践

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当授業科目：日常生活活動学演習

授業では，代表的な疾患を整理しながら，日常生活活動

の評価法を教授し実践させた．また，障がい別に日常生

活活動や生活関連動作の評価や動作指導，介助方法等に

ついても，疑似体験させ理解を深めさせた．チーム別に

レポートをまとめさせることでチームアプローチの重要

性を体験させ，実際の現場で口頭指導ができるような体

験も取り入れた．これにより日常生活活動における評価

や指導力がついた．また，学年によっては理解を深める

ために，班長には別に1コマ時間を作り，実践を教授し，

それを伝えさせる練習も加えた．これにより学生の学習

も進んだ．

大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当授業科目：老年学

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：老年期疾病論，老年期障害理学療法

授業では，学生があまり触れることない高齢者の身体的

特徴をはじめ，疾患，環境についての講義を行った．そ

の際には実際の患者の動画やデータを基に臨場感をもた

せ，本学問と理学療法との関わりについて講義した．こ

れからの高齢者には，地域における転倒，認知症，腰

痛，生活習慣病に対する予防理学療法が大切になってく

ることも教授し，理解を深めた．これにより高齢者理学

療法の実態を理解し，興味をもって老年学を学習できる

ようになった．

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

担当授業科目：チームリハビリテーション特論

授業は，理学療法におけるチームアプローチによる臨床

推論について講義した．ぺ－パーペイシェントを用いて

問題抽出し，それを基に仮説を生成しながらチームアプ

ローチによって理学療法プログラムを立案する作業を

行った．また，その際にはインターネット等を活用し，

実践型の授業を展開した．これによりチームアプローチ

による臨床推論と理学療法プログラムの立案能力が養わ

れた．

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

担当授業科目：基礎医学特論Ⅰ

授業では，一般病院，地域におけるがんリハビリテー

ションについて教授し．生活の質を高めるための実際の

工夫も加え，興味をひくように展開した．その際は，触

れる機会の少ない終末期がん患者のリハビリテーション

の風景のスライド教材を作成し，「生」や「死」，支

援，ケアについて考えてもらうようにした．これにより

がんリハビリテーションに対する知見を深めることがで

きた．

7）終末期・がん患者リハビリテーションにおけるス

ライド教材の作成と教育実践



年月日事項 概 要

平成28年9月
～

平成30年9月

令和元年9月

〜

令和5年3月

令和2年8月
〜

現在に至る

9）運動学I（総論）ワークブックを用いた教育実践 奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　運動学I（総論）

本授業では，運動学の総論を講義した．しかし，その範

囲は非常に広く，どれも重要事項であるため，学生がど

こから手をつけて良いかわかりづらくなっている．その

ため，学生の学習意欲が下がる危険性も大きい．そこ

で，学習の方向性を示したり，運動学の理解を促すワー

クブックを作成し，それを用いて講義を行なった．これ

により，自己学習を促し，学習意欲の低下を防ぐことが

できた．

10) オンデマンド・ライブ配信を行った学内・

    見学実習

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　早期体験実習（理学療法）

本実習は，外部の医療施設におもむき見学を通して学習

を深めるものである．しかし，コロナ感染のため学内実

習に切り替えた．できるだけ従来の実習に近づけるた

め，動画教材を作成し，病院からもライブ配信を実施し

た．さらには予習，復習のためのホームページも作成

し，学習を変化にすすめた．これにより従来の見学実習

と同程度の学習内容が得られたものと考える．ただし，

実際に現場に行けなかったことは大きな不安材料になっ

たことは否めない．

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当授業科目：地域リハビリテーション

本授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例検

討式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進め

た．また，その際には，予習シート，体験シート，復習

シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習する

姿勢を養うように工夫した．さらには，在宅における看

取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの訪

問リハの有り方をともに考えることにした．

 また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，地

域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々の

価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考える

ことが大切となる．そこで,少し時間をかけて書物多く読

んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練習も

行った．これにより,地域リハビリテーションの奥深さと

かんがえることの大切さを学ばせた．

8）予習，体験，復習シートを用いた訪問リハビリ

テーションにおける教育実践



年月日事項 概 要

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

令和5年3月

令和2年9月
〜

令和5年3月

令和2年9月
〜

令和5年3月

13) 課題ワークシートを活用した日常生活動作学演習

の実践

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　日常生活活動学演習

本演習は，コロナ禍においてオンライン・対面のハイブ

リッドで実践されたため演習時間が限られていた．そこ

で，できるだけ効率よく学習をすすめるために日常生活

動作学演習の課題ワークシートを作成し，それをもとに

考えるグループ学習を実践した．これにより演習は教え

る垂直型教育だけでなく，学生同士による平行型教育も

可能となり，考える学習が実践できたと考える．これに

より対面と同じ程度の学習効果が得られたとも考える．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　地域理学療法実習

本実習は，外部の介護保健施設，地域におもむき見学等

を通して学習を深めるものである．しかし，コロナ感染

のため学内実習に切り替えた．できるだけ従来の実習に

近づけるため，動画教材を作成し，病院からもライブ配

信を実施した．さらには予習，復習のためのホームペー

ジも作成し，学習を変化にすすめた．これにより従来の

地域理学療法実習と同程度の学習内容が得られたものと

考える．ただし，実際に現場に行けなかったことは大き

な不安材料になったことは否めない．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　地域理学療法学演習

本演習は，地域理学療法学を習得後，あらためて個々の

対象者に対する地域理学療法学を演習を通して学ぶもの

である．本演習では，障害を有する高齢者を設定し，

QOLを向上させる外出計画を個々に立案させた．立案計

画は，同じ設定であっても多様な内容になることや，そ

れぞれ意味合いが違うことを明らかにした．これらの実

践により，地域理学療法学の多様性を学習できたと考え

る

14）高齢者のQOLを向上させるための外出プランの作

成課題を通した地域理学療法学習

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目　運動器評価学I（総論）

本講義は，コロナ禍においてオンライン・対面のハイブ

リッドで実践されたため，実技時間が限られていた．そ

こで，できるだけ効率よく学習をすすめるために予習用

ワークシートを作成し，これにより自己学習を促した．

限られた実技練習の時間には，予習シートから理解度が

低い考えられるところを抽出し，そこを重点的に説明で

きるようにした．これにより対面と同じ程度，学習効果

を維持できたと考える．

11) オンデマンド・ライブ配信を行った学内・

    地域理学療法実習

12) 予習・復習ワークシートを用いた徒手筋力検査学

実習の教育実践



年月日事項 概 要

1）図式化教材の作成 平成18年4月

～

平成25年9月

平成19年9月

～

平成23年12月

平成20年4月

～

平成23年12月

平成22年6月

平成23年7月

平成26年4月

～

平成31年3月

6）高齢者理学療法における動画教材の作成 大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当授業科目：老年学

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：老年期疾病論，老年期障害理学療法

授業では，高齢者の現場の実際の動画やデータを基に臨

場感をもたせながら，本学問と理学療法との関わり動画

教材を作成し講義した．これにより高齢者の理学療法が

実感できるようになり，学生は興味をもって学習できる

ようになった．

2）理学療法士のための物理療法臨床判断ガイド

ブック

２　作成した教科書，教材

病院現場における臨床実習指導

学生にとって対応が難しいとされる認知症患者の理学療

法を指導する際に，認知症後期高齢者に対する理学療法

から実践知を構造化し，図示化したものを活用し，臨床

実習指導を行った．これにより学生は，認知症後期高齢

患者の理学療法における方向性や概要が把握しやすくな

り，学習効果が進んだ．

大阪医療福祉専門学校

担当授業科目：理学療法治療学Ⅱ

整形疾患に対する理学療法において，図で見る教材を作

成し，視覚にうったえる教材を作成し，それに基づいて

教育を行った．これにより教科書に苦手意識をもつ学生

も興味をもって臨むようになり学習効果が向上した．

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

特別講義：動作分析

病院における患者の状態を観察し，１）病態を探る，

２）その能力から何ができるかを考える，３)動作の意味

を考える，といったように動作分析の重要性や活用方法

をわかりやすくするプレゼンテーション資料を作成し

た．これにより動作分析学習における導入が容易となり

学習効果が向上した．

病院現場における臨床実習指導

物理療法における浮腫に関する個所を担当し，ディシ

ジョンツリーによって，わかりやすく治療を判断できる

ようにした（出版）．

3）認知症後期高齢者に対する理学療法の実践知の構

造化による教材作成

4）臨床における動作分析についてのプレゼンテー

ション資料（教材）の作成

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

特別講義：臨床推論

高齢者の問題構造の把握や理学療法（運動療法）の設定

方法を学ぶことを目的に，プレゼンテーション資料を作

成した．これにより多角的な視点が必要となる高齢者理

学療法の一端を体験することができるようになり学習効

果が向上した．

5）臨床における高齢者の理学療法(運動療法）

実践に向けたプレゼンテーション資料（教材）の作成



年月日事項 概 要

平成27年4月

～

平成30年3月

平成28年9月

～

平成30年9月

平成29年8月

平成30年3月

令和元年9月

〜

令和5年3月

令和2年9月

〜

現在に至る

7）終末期理学療法の実践 大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当授業科目　老年期障害理学療法学

終末期理学療法実践に関する教育方法を，熟達度に合わ

せて分かりやすく紹介した（出版）．
書籍名　終末期理学療法の実践　Ｂ5判　全208頁

編集者：日高正巳，桑山浩明

著者：池田耕二　本人担当部分：第2章　「終末期理学療

法をどのように教えるか，そして学ぶか」pp7-13を単

著．

在宅での終末期にリハビリテーションにかかわるセラピ

ストに求められる視点や，対象者と家族，周辺の人々と

のかかわり方，セラピストの在り方について提言した

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　運動学I（総論）

運動学（総論）における学習意欲の低下を防ぎ，自己学

習を促すために，ワークブックを作成し，それを授業に

活用した．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　運動器評価学I（総論）

コロナ禍における遠隔・対面のハイブリッド講義におい

て，徒手筋力検査の学習を効率よく行うために予習復習

シートを作成し活用した．

12）徒手筋力検査学習のための予習・復習シートの作

成

10）訪問リハビリテーション アドバイスブック

運動器の運動療法の理解を深めるために，運動療法にお

ける歴史をまとめて紹介した（出版）．

書籍名　局所と全身からアプローチする運動器の運動療

法　Ｂ5判　全342頁　編集者：小柳磨毅，中江徳彦，井

上悟

著者：池田耕二　本人担当部位：第Ⅰ部　総論，1.運動

器の運動療法とは，運動療法の歴史 pp14-17を単著．

8）地域リハビリテーション学習における予習，

体験，復習シートの作成

11) 運動学ワークブック

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当授業科目：地域リハビリテーション

本授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例検

討式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進め

た．また，その際には，予習シート，体験シート，復習

シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習する

姿勢を養うように工夫した．さらには，在宅における看

取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの訪

問リハの有り方をともに考えることにした．

 また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，地

域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々の

価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考える

ことが大切となる．そこで,少し時間をかけて書物多く読

んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練習も

行った．これにより,地域リハビリテーションの奥深さと

かんがえることの大切さを学ばせた．

9）局所と全身からアプローチする運動器の運動療法



年月日事項 概 要

令和2年12月

令和3年2月

平成20年4月

～

平成23年3月

平成26年4月

～

平成30年9月

令和2年度

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

令和5年3月

15）PT・OTのための運動学テキスト : 基礎・実習・

臨床

３）奈良学園大学における授業評価アンケート調査

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　日常生活活動学演習

コロナ禍における遠隔・対面のハイブリッド講義におい

て，徒手筋力検査の学習を効率よく行うために予習復習

シートを作成し活用した．

運動学の理解を深めるために，補訂版を作成するにあた

り編集・校正に加わり，運動学総論・等を紹介した

（出版）．

書籍名　PT・OTのための運動学テキスト : 基礎・実

習・臨床　B5判　全570頁　編集者：小柳磨毅，山下協

子，大西秀明，境隆弘

著者：池田耕二本人担当部分：主に運動学の定義，生体

力学のページの大幅な修正・校正を行った．

コロナ禍で初めて行われた本学の学内実習の内容を紹介

した（出版）．

書籍名　理学療法臨床実習とケーススタディ　B5判

285頁編集者：鶴見隆正，辻下守弘

著者：池田耕二　本人担当部分：With コロナ社会での

1） 臨床実習施設における臨床実習生のアンケート調

査

大学授業評価の結果は，担当科目「日常生活活動」「日

常生活活動演習」「老年期疾病論」「老年期障害理学療

法」「地域リハビリテーション」「理学療法概論」にお

いて，「十分理解できた」，「理解できた」，「授業に

情熱を感じた」等の評価を受けた．また，卒業研究ゼミ

においては，一番の人気ゼミとなっている．

授業評価については，アンケートが実施された「運動学

I」，「運動器評価学」，「日常生活動作学演習」におい

て5段階中4.0以上の満足度が得られていた．

３　教育上の能力に関する大学等の評価

13）日常生活活動学演習のための課題シートの作成

2）大阪行岡医療大学における授業評価アンケート調

査

14) 理学療法臨床実習とケーススタディ

臨床実習施設において臨床実習生にアンケート調査を行

い毎回臨床実習指導の評価を行った．その結果，評価と

しては「実習生に適した指導をしてもらえた」，「努力

を継続することの必要性を学べた」，「親切丁寧に指導

してもらえた」等があげられた．



年月日事項 概 要

1)　臨床実習指導 平成5年6月

～

平成23年3月

平成22年4月

～

平成23年3月

平成25年4月

～

現在に至る

令和元年9月

〜

現在に至る

2）各施設（池田病院総合リハビリテーションセン

ター，大阪北警察病院，サンシティ―木津，大阪行岡

医療大学など）の中堅理学療法士に対する教育，指導

活動

学生や新人理学療法士教育については，近年充実してき

たが，中堅理学療法士が成長できる機会は，技術講習会

や大学院を除いてほとんどない．そのため，業務管理や

後輩指導，その他の技量アップや情報発信できる力を養

うことを目的に，大学業務以外に個別に業務や学術指導

を行ってきた．現在も中堅理学療法士の指導は継続実施

であり，希望者があれば社会貢献目的で今後もそうした

活動を継続する．

道仁病院にて臨床教育を有効に行うために構造構成主義

を臨床教育に導入した構造構成的協同臨床教育法を開発

し実践した．　昨今の理学療法臨床実習では指導者，学

生ともに問題を有していることから，臨床実習の運営や

指導が上手くいかないこともある．そこで考え方を根本

から見直し，信念対立を解消することができる構造構成

主義を基盤に新たな教育法を開発し実践した．そのこと

によって効果的に理学療法やその他のことを教示・学習

しやすくなり臨床実習効果が向上した．

４　実務の経験を有する者についての特記事項

3)介護付有料老人ホームにおけるリハビリテーション

業務のシニアアドバイザー

武部整形外科リハビリテーション，小川病院，道仁病院

の各施設にて，臨床における理学療法業務において，実

習指導者として理学療法の理論・技術の教授，実技の援

助を実習生に対して行った．合計9校から，計83名の実

習生を指導した．臨床現場で症例を数例担当し，理学療

法実践を学ぶだけでなく，それ以外にもどのような準備

や実践，チームワークが必要かも学んでもらった．また

医療や社会のどのようなルールに基づいて理学療法が行

われているのかも教示し学習してもらった．また，実践

の中でどのように課題に取り組み，研究を行っていくの

かも少し触れてもらうことにした．その結果，学生は理

学療法評価や実践だけではなく，現場の諸仕事を学習し

理学療法士のあり方を学習するにいたった．

介護付有料老人ホームのリハビリテーション室の立ち上

げと業務等の指導・相談．老人ホームにおける理学療法

の開発を担う．具体的には，リハビリテーション・ケア

センターうららかを開設し，実践の振り返りを通して，

介護付き有料老人ホームのリハビリテーション・モデル

を開発し提案している．



年月日事項 概 要

令和2年度

～

現在に至る

平成5年3月

～

平成10年3月

平成7年11月

平成9年1月

平成18年2月

平成19年7月

平成20年3月

・臨床実習における指導方法の実際

 ―臨床実習指導者からの提言―

・車椅子スポーツチャンバラの紹介

・公開講座である健康教室の企画・開催と講師

臨床実習では，指導者と学生の間に大きな隔たり，すな

わちギャップがある．これを意識して指導することが有

効な臨床実習につながっていくことを講演した．

・Bridge the gap - 臨床実習指導者の提言－

第4回身体障害者スポーツ指導員養成講習会　講師

肩関節周囲炎患者に対する低出力レーザーは除痛効果が

あるものの，症例ごとには使用方法の再検討が示唆され

た．今後の課題としては照射条件や他の物理療法とのコ

ンビネーション効果，使用時期などがあげられることを

講演した．

・痛みに対する低出力レーザー療法

4）臨床実習指導者講習会　講師と世話人

・臨床実習における指導方法について

臨床実習指導には，知識や技術だけでなく感情面につい

ての指導や配慮も必要であることを示唆し，具体的な手

法と実践報告を講演した．

行岡リハビリテーション専門学校

臨床実習指導者会議教育講演　講師

大阪府理学療法士会 臨床実習指導者研修会 講師

臨床実習生を知識・技術，感情面等からみると様々な学

生がいることが理解できる．それに合わせて指導するこ

とが臨床実習指導を有効にできることを講演した．

大阪医療福祉専門学校実習指導者会議　講師

第3回物理療法研究会（神戸大会）講師

診療所（武部整形外科リハビリテーション）が市民に対

して開いている健康教室の企画・準備・開催とその講師

を行った．テーマは，腰痛，膝の痛み，肩の痛み，骨折

などである．詳細については 医学書院，公衆衛生学の活

動レポートとして出版された．論文名「健康教室」10年

間の総括－公開講座を継続させる工夫－として（査読

付）公衆衛生 61(7) 495－499, 1997．

2020年における理学療法養成校指定規則の改変による指

導者の育成を行っている．

厚生省，日本理学療法士協会，奈良県理学療法士協会，

奈良県理学療法養成校協議会による共同主催．

スポーツチャンバラを，患者や障がい者にリハビリの一

環として，または楽しんもらうために車いすスポーツ

チャンバラとして開発し，実用していることを講演し

た．

5）講演，シンポジウム



年月日事項 概 要

平成21年2月

平成27年3月

平成27年8月

平成27年12月

平成28年3月

平成29年1月

平成30年3月

令和元年11月

長野阿智村において開催されたユニバーサルツーリズム

のシンポジウムにおいて，リハビリテーションにおける

温泉旅行の可能性を講演した．

・リハビリテーションの視点から見た温泉旅行の可能

性

ユニバーサルツーリズム　阿智村シンポジウム2019

・人間科学リハビリテーションにおける

　エビデンスを考える

　高齢者に多い疾患や障害の紹介とともに，それに対す

る予防方法や生活管理，制度，リハビリテーション等に

ついて講演した．

・高齢者のリハビリテーション

・地域医療（小規模型民間病院）における終末期

　理学療法の実践　－事例研究の紹介－

・理学療法臨床実習をどのように実践していく

　か？ 臨床実習指導について，知識や技術供与だけでなく，大

切なことは学生が自然と伸びる場づくりであることを講

演した．

大阪行岡医療大学市民公開講座　講師

・理学療法士を育む

第13回人間科学リハビリテーション研究会　講師

・リハビリテーションと生活管理－寝たきりにならな

いために－

三加茂田中病院（徳島）教育講師　講師

地域医療における終末期がん患者，血液透析患者，遷延

性意識障害患者等に対する終末期理学療法実践の内容を

講演した．

神戸大学就進会理学療法分科会

（神戸大学医学部保健学科同窓会）講師

池田病院の管理者研修の一環として，人材育成に関する

方法論を理学療法士教育を通して講演した．

宝持会　池田病院（大阪）教育講演　講師

宝持会総合健康づくりセンターハリーえいわ　市民健康

講座　講師

寝たきりにならないためには，リハビリテーションが終

了したあとも大切であることを伝え，生活管理として生

活習慣の見直す，あるいは自己管理していくことが重要

であることを講演した．

人間科学においては，客観的実証主義に代表される数値

化だけでエビデンスは作れないこと示唆し，現象学，構

造構成学，接面等の考え方を利用すれば，新たな視点か

らエビデンスが作れる可能性が高まることを講演した．

大阪行岡医療大学健康教室　講師

地域住民の方に対して健康教室を開催し，認知症の疫学

や予防方法，介護方法等について講演した．

・認知症を正しく知ろう



年月日事項 概 要

令和3年11月

令和4年2月

令和4年2月

令和4年12月

令和5年3月

平成24年4月

～

平成31年3月

・終末期・緩和ケアにおける在宅理学療法に求められ

学習し続ける組織の構築にむけて

・緩和ケア領域における理学療法の紹介−理学療法士

の可能性と広がる役割−

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学療

法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩和

期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，エン

ド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性など，

緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実践的基盤

について紹介した．

緩和ケア領域における理学療法を紹介し，理学療法士の

可能性と広がる役割について講演した．

大阪府理学療法士会の理学療法士の中間管理職，管理職

を対象に学習する組織の構築について講演した．講演内

容は，現場経験に基づく組織づくりの内容に加え科学研

究費による研究成果である理学療法士の経験学習プロセ

スの解明から導かれた経験学習支援方法を紹介した．

・終末期・緩和ケアにおける在宅理学療法に求められ

る視点と対応

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学療

法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩和

期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，エン

ド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性など，

緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実践的基盤

について紹介した．

５　その他

大阪行岡医療大学 医療学部理学療法学科

担当授業科目：理学療法体験実習，評価実習，総合臨床

実習 専任教員

学外施設で行われる各臨床実習を，個々のレベルに合わ

せて円滑に行えるようにするため，実習前には各学生と

個人面談を行い，知識の習熟度，コミュニケーション能

力，その他，不安なことを確認し，それを学外施設の指

導者と共有しながら実習を行った．必要に応じて実習前

に実技練習を行ったり，また何度も学外施設に出かけた

り，学生との面談を繰り返したりした． これにより学生

のレベルに合わせた実習が可能となり，個々の学生が成

長できた．

・理学療法士養成校における教育実績

　（専任教員）

・現場の理学療法士育成論：経験学習を通して 医療情勢の変化や働き方改革・等を背景に研修会や勉強

会を重視した学習だけでは，現場の理学療法士（PT）教

育・育成は限界にきている．そこで現場で行う経験学習

に注目し，PTの経験学習プロセスの解明をもとに，現場

教育・人材育成における支援方法を教示した．



年月日事項 概 要

平成26年4月

～

平成28年9月

平成26年4月

～

平成30年9月

平成26年9月

～

平成27年3月

平成26年9月

～

平成31年3月

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当授業科目：老年期疾病論（老年期障害学）専任教員

授業では，老年期を代表する疾患や高齢者問題等を教授

した．また現在の医療保険制度や介護保険制度などの社

会制度についても教授し，高齢者リハビリテーションに

は医療，看護，保険，社会福祉等の多様な知識が必要で

あることや，多職種のチームアプローチが必要であるこ

とを伝えた．

これにより老年期疾病やそれに対する理学療法の理解が

深まった．また，これから理学療法士が多く扱うであろ

う慢性疾患，とくに生活習慣病等についての対応も教授

し，その役割の大きさを理解させた．

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当授業科目：老年期障害理学療法　専任教員

授業では，老年期の障害の評価に基づいて，老人の生活

自立に向けた系統的な健康管理や地域参加を促進するた

めに，医学的管理下において，機能訓練などの理学療法

技術が展開できるように演習した．これにより，老年期

障害理学療法における考え方や捉え方が養われた．ま

た，今後重要となってくる様々な内部障害や慢性疾患を

想定し，運動や活動が体にどのような影響を及ぼすかも

考えさせ，その奥深さを実感してもらった．また，がん

をはじめ終末期の理学療法についても教授し，これから

必要となる看取りまでの理学療法の可能性を示し，今後

の課題を実感してもらった．

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当授業科目：日常生活活動学演習　専任教員

授業では，代表的な疾患を整理しながら，日常生活活動

の評価法を教授し実践させた．また，障がい別に日常生

活活動や生活関連動作の評価や動作指導，介助方法等に

ついても，疑似体験させ理解を深めさせた．チーム別に

レポートをまとめさせることでチームアプローチの重要

性を体験させ，実際の現場で口頭指導ができるような体

験も取り入れた．これにより日常生活活動における評価

や指導力がついた．

また，学年によっては理解を深めるために，班長には別

に1コマ時間を作り，実践を教授し，それを伝えさせる練

習も加えた．これにより学生の学習も進んだ．

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当授業科目：日常生活活動学　専任教員

授業では，国際障害分類，国際生活機能分類をはじめ，

生活活動評価であるバーサルインデックスや機能的自立

度評価表（ＦＩＭ）等を教授した．また，代表的な疾患

を整理しながら，日常生活活動の評価と実践内容の概要

を教授した．



年月日事項 概 要

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年9月
～

平成30年9月

平成28年9月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成30年9月

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当授業科目：卒業研究 専任教員

テーマは，平成28年度「終末期がん患者の在宅療養を支

援するための理学療法の課題」，平成29年度「消化器系

がんによる低栄養と運動療法」，「脊椎転移患者に対す

る理学療法」であった．

これから大きな役割を担うと思われる難病や終末期を対

象とした患者の理学療法を学習し，今後に備えることに

した．

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当授業科目：理学療法概論　（専任教員）

授業では，高齢者の理学療法の概論を担当し，高齢者の

理学療法の役割や可能性，その展望について紹介した．

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当授業科目：理学療法評価学 専任教員

授業では，理学療法評価学に関する知識を総論的に教授

し，ICFに基づく理学療法プログラムの立案や臨床推論

の方法を教授した．

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当授業科目：地域リハビリテーション 専任教員

授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例検討

式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進め

た．また，その際には，予習シート，体験シート，復習

シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習する

姿勢を養うように工夫した．さらには，在宅における看

取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの訪

問リハの有り方をともに考えることにした．

また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，地

域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々の

価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考える

ことが大切となる．そこで,少し時間をかけて書物多く読

んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練習も

行った．これにより,地域リハビリテーションの奥深さと

かんがえることの大切さを学ばせた．



年月日事項 概 要

平成31年4月

〜

現在に至る

令和元年10月

〜

現在に至る

令和元年10月

〜

令和5年3月

令和2年4月

〜

令和5年3月

令和2年4月

〜

令和5年3月

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：地域理学療法学（専任教員）

本講義では，地域理学療法における施設系，訪問系の理

学療法を講義した．また終末期理学療法についても講義

した．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：日常生活動作学（専任教員）

本講義では，日常生活動作の基本や疾患別の動作分析，

日常生活評価を講義した．また，様々な評価方法や評価

尺度を紹介した．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：早期体験実習（理学療法）（専任教員）

授業では，十分なオリエンテーションのうえ，一般病院

等の医療施設を３つ学生に体験してもらった．帰校後

は，さらに学習を深化させてもらうためにディスカッ

ションを行い学習内容の発表を行なった．これにより医

療施設における理学療法，その他の専門職種の役割が理

解できた．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：基礎ゼミII（専任教員）

授業では，自己学習の進め方を学習するために，課題設

定，文献検索の方法や読み方，プレゼンテーション方法

を教授し，学習成果の発表を行なった．これにより学生

は，大学内，学外実習，またはプロになってからの自己

学習方法の一部が身についた．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：運動学I（総論）（専任教員）

授業では，運動学の総論を内容をすべて網羅できるよう

に講義を行なった．なお，その際には運動学ワークブッ

クを作成し，大切なところや自己学習の方向性がわかる

ようにし，学習を深めた．



年月日事項 概 要

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

現在に至る

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：地域理学療法学演習（専任教員）

本演習は，地域理学療法学を習得後，あらためて個々の

対象者に対する地域理学療法学を演習を通して学ぶもの

である．本演習では，障害を有する高齢者を設定し，

QOLを向上させる外出計画を個々に立案させた．立案計

画は，同じ設定であっても多様な内容になることや，そ

れぞれ意味合いが違うことを明らかにした．これらの実

践により，地域理学療法学の多様性を学習できたと考え

る

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：日常生活動作学演習（専任教員）

本演習は，コロナ禍においてオンライン・対面のハイブ

リッドで実践されたため演習時間が限られていた．そこ

で，できるだけ効率よく学習をすすめるために日常生活

動作学演習の課題ワークシートを作成し，それをもとに

考えるグループ学習を実践した．これにより演習は教え

る垂直型教育だけでなく，学生同士による平行型教育も

可能となり，考える学習が実践できたと考える．これに

より対面と同じ程度の学習効果が得られたとも考える．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：運動器評価学I（総論）（専任教員）

本講義は，コロナ禍においてオンライン・対面のハイブ

リッドで実践されたため，実技時間が限られていた．そ

こで，できるだけ効率よく学習をすすめるために予習用

ワークシートを作成し，これにより自己学習を促した．

限られた実技練習の時間には，予習シートから理解度が

低い考えられるところを抽出し，そこを重点的に説明で

きるようにした．これにより対面と同じ程度，学習効果

を維持できたと考える．

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：地域理学療法実習（専任教員）

本実習は，外部の介護保健施設，地域におもむき見学等

を通して学習を深めるものである．しかし，本年は，コ

ロナ感染のため学内実習に切り替えた．できるだけ従来

の実習に近づけるため，動画教材を作成し，病院からも

ライブ配信を実施した．さらには予習，復習のための

ホームページも作成し，学習を変化にすすめた．これに

より従来の地域理学療法実習と同程度の学習内容が得ら

れたものと考える．ただし，実際に現場に行けなかった

ことは大きな不安材料になったことは否めない．



年月日事項 概 要

令和3年4月

平成12年4月

～

平成13年9月

平成18年4月

～

平成25年9月

平成23年4月

～

平成24年9月

大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当授業科目：理学療法治療学Ⅱ　整形外科疾患（関節

リウマチ，足部・足関節）　非常勤講師

授業は，暗記型の授業ではなくできるだけ理学療法とは

どういったものか考えることができるような授業にし

た．そのために授業資料は図によって見やすくレイアウ

トしたものを用いたり，臨床現場のスライド等をみせつ

つ，学生自身に実際現場に立てばどういった態度や評

価，実践を行うかを問いながら，シュミレーショを交え

学生とともに検討するスタイルにした．また，ときには

勉強の仕方や資料の調べ方など，実践現場で臨床を行い

ながらどのように勉強していくのか等を，経験を交えて

教示した．

その結果，学生は理学療法実践するにあたって自分に何

が足らないかを再認識し，自ら勉強しなければならない

という姿勢を学ぶことができたと考える．

大阪電気通信大学　医療福祉工学部理学療法学科

担当授業科目：理学療法技術実習2　非常勤講師

授業は，理学療法の認知スキル，つまり技術の一つとし

ての理学療法臨床推論について講義した．ぺ－パーペイ

シェントを用いて問題を抽出し，それを基に仮説生成し

ながら理学療法プログラムを立案する作業を行った．ま

た，その際にはインターネット等を活用し，実践型の授

業を展開した．その結果，問題を解決していこうとする

姿勢や具体的な解決方法を学ぶことができた.

・理学療法士養成校における教育実績

　（非常勤講師）

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当授業科目：老年期障害理学療法学（専任教員）

本授業では，高齢者の身体，心理的，社会的特徴ととも

に，高齢者の理学療法における評価や実践方法を，その

エビデンスとともに教授した．

大阪府立看護大学　医療技術短期大学部理学療法学科

担当授業科目：臨床実習　非常勤講師

臨床現場で理学療法を行うにあたり，単に理学療法評価

や実践を学ばせるだけでなく，それ以外にもどのような

準備や実践が必要なのか，医療や社会においてどのよう

なルールに基づいて理学療法が行われているのか等も教

示し，学習できるようにした．その結果，学生は理学療

法評価や実践だけではなく，現場の諸仕事を学習し理学

療法士のあり方を学習するにいたった．



年月日事項 概 要

平成25年9月

～

平成26年3月

平成26年4月

～

平成31年3月

平成26年9月

～

平成29年3月

平成28年9月

～

令和4年3月

令和元年12月

大阪医療福祉専門学校 理学療法学科

担当授業科目：老年学，非常勤講師

授業は，高齢者の身体的特徴をはじめ，疾患，環境につ

いての講義を行った．また，その際には実際の患者の動

画やデータを基に，本学問と理学療法との関わりについ

ても講義した．

また，これからの高齢者においては，地域における転

倒，認知症，腰痛，生活習慣病に対する予防理学療法が

大切になってくることを教授し，理解を深めた．これに

より高齢者理学療法の実態を理解し，興味をもって老年

学を学習できるようになった．

大阪電気通信大学医療福祉工学部 理学療法学科

担当授業科目：チームリハビリテーション特論　非常勤

講師

授業は，理学療法におけるチームアプローチによる臨床

推論について講義した．ぺ－パーペイシェントを用いて

問題抽出し，それを基に仮説を生成しながらチームアプ

ローチによって理学療法プログラムを立案する作業を

行った．また，その際にはインターネット等を活用し，

実践型の授業を展開した．これによりチームアプローチ

による臨床推論と理学療法プログラムの立案能力が養わ

れた．

大阪行岡医療大学　特論

担当授業科目：理学療法特論　非常勤講師

授業では，がんリハビリテーション・ケアと終末期理学

療法の実践を教授し，これらの実践力がこれからの地域

リハビリテーションには必要になることを学習した．

大阪電気通信大学　医療福祉工学部理学療法学科

担当授業科目：総合技術特別実習3　非常勤講師

授業は，認知スキルの一つとして理学療法における臨床

推論について講義した．ぺ－パーペイシェントを用いて

問題抽出し，国際生活機能分類に即しながら，それを基

に仮説生成し理学療法プログラムを立案する作業を行っ

た．また，その際にはインターネット等を活用し，実践

型の授業を展開した．その結果，国際生活機能分類に即

しながら，問題を解決していこうとする姿勢が身に付

き，具体的な解決方法を自ら発見し，学ぶことができ

た．

大阪電気通信大学 医療福祉工学部理学療法学科

担当授業科目：基礎医学特論Ⅰ　非常勤講師

授業では，一般病院，地域におけるがんリハビリテー

ションについて教授し．生活の質を高めるための実際の

工夫も加え，興味をひくように展開した．これによりが

んリハビリテーションに対する知見を深めることができ

た．



年月日事項 概 要

令和4年６月

平成21年10月

年月日

平成 5年6月

平成13年3月

平成15年6月

平成20年3月

平成22年4月

平成24年3月

平成25年8月

平成28年2月

平成31年3月

平成5年3月

～

平成8年3月

福祉住環境コーディーネーター　2級

　なし

専門理学療法士（教育・管理理学療法）取得

（証書番号10‐2‐04540）

大阪保健医療学　保健医療学部　理学療法学学科

担当授業科目　老年期理学療法治療学

授業では，緩和ケアの理学療法の実践を教授した。

ケアマネージャー （登録番号27995318号）

概 要

1）武部整形外科リハビリテーション

　（有床診療所）

　　職種　理学療法士

１　資格，免許

理学療法士免許 （登録番号21836号）

３　実務の経験を有する者についての特記事項

臨床実習指導者の資格，および指導者を育成できる資格

を獲得した．（第2018-2-046号）

日本理学療法士協会が制度化した専門理学療法士制度の

専門理学療法士（教育・管理）を取得   登録番号（７

－90）

事項

大阪電気通信大学大学院 医療福祉工学研究科医療福祉工

学専攻（学位番号博医甲第0028号）

題目「理学療法臨床実習における実習生の意識変化の解

析に関する研究」

放送大学大学院 文化科学研究科 教育開発プログラム

（学位番号第1903号）

題目「理学療法臨床実習による臨床実習生の意識構造の

変化」

博士（工学）

修士（学術）

TOGU“FT-Physio”,”FT-coach Level1”

がんリハビリテーション料の算定可能

臨床実習指導者講習会　修了

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

・臨床実習生の自己開示レポートから意識変化を分析

し，提言をおこなった．

理学療法ジャーナル 43(10) 942-943

 題目「コミュニケーション能力の向上に課題にした自己

分析レポートからみえてきたもの」として実習生の自己

開示レポートを分析し，実習指導における指導方法につ

いて考察した．

理学療法士として，主に脊椎圧迫骨折，大腿骨頸部骨折

術後，人工膝関節置換術，前十字靭帯再建術，アキレス

腱縫合術，下肢の切断等，整形外科疾患の理学療法に従

事する．担当患者のカンファレンスや退院指導，訪問指

導の役割も担う．また，診療所主催の公開講座である健

康教室の企画を担当し，準備やテーマごとに講師の役割

も担う．2か月に1回開催を実施．学術活動にも積極的に

参加する．

２　特許等

TOGU社製のツールを活用したトレーニングやコンディ

ショニングを実践するインストラクター（Instructor

Number 002）

大阪府がんリハビリテーション研修　終了



年月日事項 概 要

平成8年4月
～

平成13年3月

平成10年4月
～

平成13年3月

平成13年4月

～

平成23年12月

理学療法士として，上述した整形外科疾患診療に関わる

傍ら，公開講座である健康教室の企画，運営にも関わっ

た．また主任として，訪問リハビリテーションの開設

し，大腿骨頸部骨折や脊椎圧迫骨折後の患者，脳卒中の

患者にに対する在宅理学療法を行う．また，リハビリ

テーション室の管理業務として，職員である理学療法士

の募集から育成，また理学療法アシスタントの育成を担

う．治療実績の管理，勉強会，学術活動への積極的な参

加，学生に対する臨床実習指導に従事する．

　　職種　主任　理学療法士

3）小川病院　リハビリテーション科

2）武部整形外科リハビリテーション

　（有床診療所）

　　職種　主任　理学療法士

4）道仁病院　リハビリテーション科

　　職種　統括責任者　理学療法士

統括責任者として，リハビリテーション科開設のための

機器の見積もり，搬入等の準備・施設基準Ⅱの取得とシ

ステムの構築，そして開設に従事した．その後，統括責

任者として管理業務を行う．具体的には治療実績の管

理，理学療法士の募集，後輩理学療法士の育成，勉強会

の開催，学術活動に推進，学生に対する臨床実習指導を

担う．

　理学療法士としては，医療，介護のケアミックス病棟

であったことから，整形外科疾患を中心に，長期寝たき

り患者，がん患者，内部障害，虚弱高齢者等の理学療法

に従事する．また，緩和ケアや終末期の患者に対する理

学療法も行う．このとき末期がんの理学療法に対する症

例報告の論文を発表し，理学療法ジャーナル奨励賞を受

賞する．

リハビリテーション科開設のため，主任としてリハビリ

テーション機器の見積もり，搬入等の準備・施設基準Ⅱ

の取得とシステムの構築，そして開設に従事した．その

後，リハビリテーション科の主任として管理業務を行

う．具体的には治療実績の管理，理学療法士の募集，後

輩理学療法士の育成，勉強会の開催，学術活動に推進，

学生に対する臨床実習指導を担う．

　理学療法士としては，医療，介護のケアミックス病棟

であったことから，整形外科疾患を中心に，長期寝たき

り患者，虚弱高齢者等の理学療法に，この時から緩和ケ

ア，終末期理学療法に関わる．また夜間にはスポーツ専

門リハビリテーションを開設し，主に学生のスポーツ障

害後のリハビリテーションに従事する．

　



年月日事項 概 要

平成23年12月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

令和元年9月

令和元年9月

～

現在に至る

令和3年10月

～

現在に至る

6）池田病院　総合リハビリテーションセンター

 職種　リハビリテーションコーディネーター（教

育・研究活動と実務の指導）

　職種　主任　理学療法士（現場最高責任者）

総合リハビリテーションセンターの現場最高責任者とし

て，一般病棟，回復期リハビリテーション病棟，療養型

病棟，訪問リハビリテーション，デイケア，デイサービ

ス等のリハビリテーションセンターの運営に携わる．診

療報酬の改定や患者へのサービス充実にあわせてシステ

ムの再構築も行った．また，学術委員，医療安全委員，

接遇委員等も担った．さらに理学療法士，作業療法士，

言語療法士等の人事にも携わった．理学療法士として

は，主に急性期から維持期の脳血管，運動器，呼吸器，

循環器，内部障害（がん，糖尿病による切断等）の理学

療法に関わった．また積極的に終末期医療や高齢者医療

にもたずさわり理学療法士の役割等を模索・実践してき

た．また地域住民の方々に対して理学療法の啓蒙や健康

維持を目的に，相談や公開講座も行った．

　現場では複数の部下（理学療法士）に勉強会や講習を

行い育成にも力を注いできた．

5）池田病院　総合リハビリテーションセンター

大学勤務の傍ら，総合リハビリテーションセンター施

設，訪問リハビリテーション，訪問看護ステーション，

デイケア，デイサービス（医療，介護）において，リハ

ビリテーションコーディネーターとして研究，相談業務

を行ってきた．

　その際は，実際に現場にでて臨床実践するだけでな

く，中堅，新人理学療法士の管理教育や学術活動等をも

支援してきた．また，医療，保健，介護の分野における

横断的な相談も担い，リハビリテーションが円滑に行え

る環境作りや支援を必要に応じて行っている．

　現在，総合リハビリテーション施設では，緩和ケア系

のがんリハビリテーションの評価やプログラム開発，腎

臓リハビリテーションの構築，これから重要度が増して

くると在宅リハビリテーションの評価やプログラム開

発，健康予防教室等を行っており，地域リハビリテー

ション発展に寄与するだけでなく，後進教育という役割

も担っている．

大学勤務の傍ら，介護付有料老人ホームサンシティ木津

リハビリテーション・ケアセンターうららかの立ち上げ

と，教育・研究・実務相談業務を行なってきた．

　現在，要介護度が高い高齢入居者に対するリハビリ

テーションの評価・実践プログラムの開発を検討してお

り，後進教育を担っている．

大学勤務の傍ら，児童支援　放課後デイサービスいちご

ハウスにおける教育・研究のアドバイスを行っている．

　現在，現場の問題点を抽出し，よりよい課題解決や人

材育成，サービスの立案を担う研究や教育に関するアド

バイスを行っている．

7）サンシティ木津　リハビリテーション・ケア

　　センターうららか

　　職種　シニアアドバイザー

　　（教育・研究・実務相談業務）

8）児童発達支援　放課後デイサービス

　　いちごハウス

　　職種：教育研究アドバイザー



年月日事項 概 要

平成28年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

令和2年3月

令和元年6月

～

令和2年3月

令和2年6月

～

令和3年3月

令和2年6月

～

令和3年3月

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年6月

～

現在に至る

令和3年6月

～

現在に至る

「地域の特性を活かした高齢者の健康増進に関する研

究」

研究経費　令和3年度700千円 令和4年度1800千円

題目「COVID-19パンデミックが高齢者の健康および日常

生活に及ぼす影響に関する研究　―コロナ禍における遠

隔指導を加味した検討―」

研究代表者　滝本幸治　研究協力者　池田耕二

・奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

9）科学研究費等の研究助成

・奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

・奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

題目「フラの動作に関する研究:フラを活用した効果的な

介護予防プログラムを作成するために―」

・科学研究費助成事業（基盤研究C）

題目「線維筋痛症患者に対する運動療法の効果の検証：

脳内ネットワークの変化を指標として」

題目「リハビリテーション学科臨床実習管理センターに

おけるホームページによる双方向性活用システムの構築−

臨床実習教育の質的向上を目指して−」研究代表　池田耕

二

題目「山間過疎地域における高齢者の体力特性－フレイ

ル質問票を用いた検討―」

「理学療法士の発達や経験学習を促す【場】の特性の解

明」
研究代表　池田耕二

・科学研究費助成事業（基盤研究C）

・科学研究費助成事業（基盤研究C）

研究代表者　笹野弘美　研究協力者　池田耕二

研究経費　令和2年度160千円

研究代表者　滝本幸治　研究協力者　池田耕二

・奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

研究経費　令和2年度　220千円

・奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

研究代表　池田耕二

研究経費　平成29年度288千円，平成30年度354千円，令

研究代表　藤田信子　分担者　池田耕二

研究経費　平成28年度2.0千円，平成29年度4.5千円，平

成30年度5.5千円

題目「理学療法士の発達を促す経験学習支援方法の開

発」

研究経費　令和3年度　340千円

研究代表者　笹野弘美　研究協力者　池田耕二

研究経費　令和3年度　340千円



年月日事項 概 要

1）メディア取材

平成5年3月

～

平成10年3月

平成22年1月

平成22年7月

平成23年1月

平成30年11月

令和元年12月

令和4年11月

令和4年12月

令和4年12月

3）学会査読

平成23年5月

平成24年5月

平成25年5月

平成25年7月

平成26年5月

平成26年7月

平成27年5月

・第11回日本理学療法教育学会　座長

・第5回日本理学療法管理研究会学術大会　座長

第11回日本理学療法教育学会の座長を行なった．

・保健医療学部第12回学術集会　特別講演　座長

第5回日本理学療法管理研究会学術大会の座長を行なっ

た．

保健医療学部第12回学術集会の特別講演の座長を行なっ

た．

第22回大阪府理学療法学術大会において座長を行った．

第48回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・第25回大阪府理学療法学術大会　査読

・第26回大阪府理学療法学術大会　査読 第26回大阪府理学療法学術大会の査読を行った．

第49回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・第50回日本理学療法学術大会　査読

第25回大阪府理学療法学術大会の査読を行った．

第46回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法教育

学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）の座長を行っ

た．

・第49回日本理学療法学術大会　査読

・第22回大阪府理学療法学術大会　 座長

４　その他

・第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法

教育学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）座長

・スポーツチャンバラと車椅子を活用して車椅子ス

ポーツチャンバラとして体系化を行い，院内でのリハ

ビリに活用した

2）学会座長

大阪府理学療法士会が新人教育を目的として平成22年よ

り開始した北河内ブロック新人症例発表会において座長

を行った．

第50回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・保健医療学会第10回学術集会座長

大阪府理学療法士会が新人教育を目的として平成22年よ

り開始した北河内ブロック新人症例発表会において座長

を行った．

・大阪府理学療法士会 北河内ブロック新人症例発表

会　座長

車椅子スポーツチャンバラをリハビリに活用した（ラジ

オや新聞の取材あり）

・第47回日本理学療法学術大会　査読

保健医療学会第10回学術集会の座長を行なった．

第47回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・第48回日本理学療法学術大会　査読

・第46回日本理学療法学術大会　査読

・大阪府理学療法士会 北河内ブロック新人症例発表

会　座長



年月日事項 概 要

平成28年5月

平成29年5月

平成29年11月

平成30年9月

平成30年12月

令和元年12月

令和2年11月

令和3年12月

令和4年11月

令和4年12月

令和5年2月

4）論文査読

平成30年6月

令和2年3月

令和3年2月

令和3年1月

令和4年2月

・総合理学療法　論文査読 令和4年11月

令和5年3月

5）委員会活動

平成27年5月

～

平成28年3月

平成29年4月

～

平成30年3月

・第62回近畿理学療法学術大会　査読 第62回近畿理学療法学術大会の査読を行なった．

・第11回日本理学療法教育学会　査読 日本理学療法教育学会の査読を行なった．

・第5回日本理学療法管理研究会学術大会　査読 日本理学療法管理研究会学術大会の査読を行なった．

・医療情報福祉行動学雑誌　論文査読 医療情報福祉行動学雑誌の論文査読を行った．

・保健医療学雑誌　論文査読 保健医療学学会「保健医療学雑誌」の論文査読を行っ

た．
・医療情報福祉行動学雑誌　論文査読 医療情報福祉行動学雑誌の論文査読を行った．

・保健医療学学会　第8回学術集会　大会準備委員長 保健医療学学会　第8回学術集会開催に向けて準備を行っ

た．

・公益社団法人大阪府理学療法士会

　臨床実習倫理規定策定特別委員会　委員

公益社団法人大阪府理学療法士会　臨床実習倫理規定策

定特別委員会にて，理学療法臨床実習における倫理規定

の策定を行った．

・保健医療学雑誌　論文査読 保健医療学学会「保健医療学雑誌」の論文査読を行っ

た．

・理学療法教育学　論文査読

総合理学療法の論文査読を行った．

理学療法教育学の論文査読を行った．

・医療情報福祉行動学雑誌　論文査読 医療情報福祉行動学雑誌の論文査読を行った．

第51回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・第51回日本理学療法学術大会　査読

・保健医療学学会第8回学術集会　査読

第51回日本理学療法学術大会における教育・管理理学療

法部門の学会報告の査読を行った．

・第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法

教育学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）査読

第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法教育

学会・第1回日本理学療法管理部門研究大会）の学会報告

の査読を行った．

・保健医療学学会第9回学術集会　査読 保健医療学学会第9回学術集会の査読を行った．

・第55回日本理学療法学術大会：日本地域・支援工

学・教育合同理学療法学会学術大会2020（合同開催：

理学療法管理部門研究会）査読

日本地域・支援工学・教育合同理学療法学会学術大会

2020（合同開催：理学療法管理部門研究会）の学会報告

の査読を行った．

・第56回日本理学療法学術大会：日本地域・支援工

学・教育合同理学療法学会学術大会2020（合同開催：

理学療法管理部門研究会）査読

日本地域・支援工学・教育合同理学療法学会学術大会

2021（合同開催：理学療法管理部門研究会）の学会報告

の査読を行った．

保健医療学学会第8回学術集会の査読を行った．

・保健医療学学会第10回学術集会　査読 保健医療学会第10回学術集会の査読を行なった．

・第52回日本理学療法学術大会　査読



年月日事項 概 要

令和3年8月

～

現在に至る

令和3年11月

～

現在に至る

令和4年7月

～

現在に至る

6）学会理事活動

平成29年4月

～

現在に至る

平成7年11月

平成9年1月

平成18年2月

平成19年7月

平成20年2月

平成20年3月

平成29年12月

～

平成30年12月

平成31年1月

平成30年7月

・日本理学療法士協会　指定規則等検討部会部会員

（学校養成施設検討作業部会）

日本理学療法士協会　指定規則等検討部会部会員と学校

養成施設検討作業部会を担う

・大阪医療福祉専門学校　実習指導者会議　(大阪）

講師

問題を有する実習生に対して，実際行っている具体的な

指導方法について講演した．
・大阪府理学療法士会臨床実習指導者研修会（大阪） 臨床実習に対する指導方法の中でも，特に情意面におけ

る指導方法について講演を行った．

・神戸大学就進会理学療法分科会（神戸大学医学部保

健学科同窓会，神戸）講師

・行岡リハビリテーション専門学校　臨床実習指導者

会議　教育講演（大阪）

新人教育プログラム研修における「クリニカルリーズニ

ング」の講義を行った．

・公益社団法人　大阪府理学療法士会（大阪）　新人

教育プログラム研修　講師

臨床実習における実習生の内面をパターン分類し，それ

らに対する指導方法について講演を行った．

・第30回大阪府理学療法学術大会（大阪）教育シンポ

ジウムのシンポジスト

新人教育プログラム研修における「理学療法研究方法

論」の講義を行った．

・公益社団法人　大阪府理学療法士会（大阪）　新人

教育プログラム研修　講師

地域医療における一般病院にて行われている終末期医療

を紹介し，それに対する事例研究を報告した．またこれ

から事例研究がどうあるかべきかについても合わせて報

告した．

・第4回身体障害者スポーツ指導員養成講習会（大

阪）講師

肩関節周囲炎患者に対して低出力レーザーの臨床効果に

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取り

入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャンバ

ラを考案し方法やルール等を紹介した．

7）招待講演　シンポジスト

・日本理学療法教育学会　選挙管理委員

・日本理学療法教育学会　コアカリキュラム委員

保健医療学会の理事に就任し運営に携わった．

日本理学療法教育学会の選挙管理委員を担った．

・保健医療学学会　理事

日本理学療法教育学会コアカリキュラム委員を担った．

これからの理学療法臨床実習の在り方を講演した．

・第3回物理療法研究会（神戸）シンポジスト



年月日事項 概 要

令和3年11月

令和4年2月

令和4年2月

令和4年12月

令和5年3月

平成31年3月

令和2年2月

令和2年2月

令和3年6月

令和3年6月

・緩和ケア領域における理学療法の紹介−理学療法士

の可能性と広がる役割−

・終末期・緩和ケアにおける在宅理学療法に求められ

る視点と対応

医療情勢の変化や働き方改革・等を背景に研修会や勉強

会を重視した学習だけでは，現場の理学療法士（PT）教

育・育成は限界にきている．そこで現場で行う経験学習

に注目し，PTの経験学習プロセスの解明をもとに，現場

教育・人材育成における支援方法を教示した．

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学療

法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩和

期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，エン

ド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性など，

緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実践的基盤

について紹介した．

大阪府理学療法士会の理学療法士の中間管理職，管理職

を対象に学習する組織の構築について講演した．講演内

容は，現場経験に基づく組織づくりの内容に加え科学研

究費による研究成果である理学療法士の経験学習プロセ

スの解明から導かれた経験学習支援方法を紹介した．

緩和ケア領域における理学療法を紹介し，理学療法士の

可能性と広がる役割について講演した．

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学療

法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩和

期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，エン

ド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性など，

緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実践的基盤

について紹介した．

臨床実習指導者の資格，および指導者を育成できる資格

を獲得した．

8）公益社団法人日本理学療法士協会 臨床実習指導者

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

・第368回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

・第378回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

・現場の理学療法士育成論：経験学習を通して

・終末期・緩和ケアにおける在宅理学療法に求められ

・学習し続ける組織の構築にむけて

・第120回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

・第128回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

・第2回　臨床実習指導者講習会（大阪）　修了



年月日事項 概 要

令和3年8月

令和3年9月

令和3年11月

令和4年3月

令和4年3月

平成25年4月

～

平成31年3月

平成31年4月

～

令和4年3月

令和2年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和4年4月

～

現在に至る

現在に至る

平成28年4月

～

平成29年3月

奈良学園大学　大学評議委員を任命された．

理学療法専攻専攻長，大学広報委員長を任命された

・第664回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

・第706回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

・第399回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

奈良学園大学開学から臨床実習部会部長，入試委員を任

命された．

奈良学園大学　広報委員を任命された.

大阪行岡医療大学開学から臨床実習教育を担う臨床実習

委員，教務一般を担う教務委員，国家試験対策を担う国

家試験委員等に任命された．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した．

9）大阪行岡医療大学における市民公開講座

　企画と運営

・第515回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

大阪行岡医療大学で行われる市民公開講座の企画運営を

行った．

・第437回　臨床実習指導者講習会（奈良）　講師・

世話人

8）大学内業務の経験

奈良学園大学　専攻主任，地域・高齢者領域領域長，予

算委員，国家試験委員，大学院開設委員を担う．



年月日事項 概 要

平成22年4月

～

現在に至る

平成25年5月

10) 日本理学療法士協会

　　専門理学療法士（教育・管理）取得

日本理学療法士協会が制度化した専門理学療法士制度の

専門理学療法士(教育・管理)を取得した．

11) 理学療法士の内面の発達を理学療法士発達論と

し，それもとに理学療法教育を行う必要性を指摘し

た．

理学療法ジャーナル　47（5）423

題目「理学慮法士発達論に基づいた教育方法の開発に向

けて」に，理学療法士の内面の発達を理学療法士発達論

とし，それもとに理学療法教育を行う必要性を指摘し

た．



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 平成19年9月

共著 平成22年4月

共著 平成23年4月

共著 平成26年4月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

1.理学療法士のための物理療法

臨床判断ガイドブック

本書は，物理療法の対象となる疾患に対して，臨床的

判断が行いやすいようにデシジョンツリーを作成して

まとめ上げ，それぞれの手技や方法について系統立て

て述べたものである．

Ｂ5判　全566頁

編者：木村貞治

共著者：玉木彰，池田耕二

本人担当部分：第Ⅱ章，疾患・症状別　臨床判断に基

づく物理療法のすすめかた 19 ｃ浮腫に対する物理療

法の臨床判断を考える　pp323－344を単著．

　浮腫の病態から，それらに対する理学療法を臨床的

判断が行いやすいようにデシジョンツリーを作成して

まとめ上げ，それぞれの手技や方法について系統立て

て述べた．

2.持続可能な社会をどう構想す

るか．

（構造構成主義研究　第４巻）

3.よい教育とは何か．

（構造構成主義研究　第５巻）

本書は，「持続可能な社会をどう構想するか」につい

ての有識者の鼎談と構造構成主義の論文集をまとめた

ものである．

Ａ5判　全255頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「構造構成的協同臨床教育法の構築に

向けて-理学療法臨床実習を通して-」pp100-126を単

著．

　構造構成主義を基盤に，お互いの関心をすり合わせ

ながら，お互いに教え合うことを可能にする教育方

法，すなわち構造構成的協同臨床教育方法を開発し，

これを理学療法臨床実習に活用し学習効果を上げたこ

とを述べた．

本書は，「よい教育とは何か」についての有識者の鼎

談と構造構成主義研究の論文集をまとめたものであ

る．

Ａ5判　全328頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「理学療法臨床実習を通じた構造構成

的協同臨床教育法の方法論的拡張」pp218-239を単

著．

　筆者が開発した構造構成的協同臨床教育方法を方法

論的に拡張し，臨床現場基礎力の少ない学生に対して

文光堂

北大路書房

北大路書房

北大路書房 本書は，「思想がひらく未来へのロードマップ」につ

いての鼎談と構造構成主義研究の論文集をまとめたも

のである．

Ａ5判　全261頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「終末期理学療法教育における構造構

成的協同臨床教育法の可能性」pp135-153を単著．

　理学療法士にとってスムーズに教育が進みにくい終

末期理学療法教育に対して，構造構成的協同臨床教育

方法を活用し，その効果と可能性を述べた．

4.思想が開く未来へのロード

マップ．

（構造構成主義研究　第6巻）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

5.終末期理学療法の実践 共著 平成27年5月

共著 平成29年8月

共著 平成30年3月

共著 令和2年12月 医学書院

B5判　285頁

編集者：鶴見隆正，辻下守弘

著者：池田耕二

本書は，訪問リハビリテーションにかかわるセラピス

トに対する様々なアドバイスをまとめた入門書であ

る．

B5判　全324頁

監修：青山朋樹，高橋紀代

編集者：辰巳昌嵩

著者：池田耕二

本人担当部分：コラム⑨終末期/ターミナル患者と，

その家族に対する訪問スタッフ（セラピスト）のあり

かた，pp254-257を単著．

在宅における終末期/ターミナル患者と，その家族に

対する訪問スタッフ（セラピスト）のありかたを提言

した．

8.理学療法臨床実習とケースス

タディ

本書では，コロナ禍における奈良学園大学の早期体

験，地域理学療法実習の学内実習の実践内容を紹介し

た．

本人担当部分：With コロナ社会での学内実習の方法

pp50-59を単著

コロナ社会における学内実習の枠組みや具体的な実践

内容について紹介した．

メジカルビュー社

本書は，運動器疾患に関する運動療法を，主に，総

論，身体の部位別の運動療法，姿勢と運動連鎖でまと

めた入門書である．関節リウマチ，悪性腫瘍に対する

運動療法についても少し触れている．

Ｂ5判　全342頁

編集者：小柳磨毅，中江徳彦，井上悟

著者：池田耕二

本人担当部位：第Ⅰ部　総論，1.運動器の運動療法と

は，運動療法の歴史 pp14-17を単著．

　運動器に対する運動療法の歴史を，古代，近代，近

現代，近年に分類し，その発展過程を説明した．

本書は，終末患者に対する理学療法の実践方法を，総

論，具体的な介入方法，諸問題，チームケアの展開の

４つ点からまとめたものである．

Ｂ5判　全208頁

編集者：日高正巳，桑山浩明

著者：池田耕二

本人担当部分：第2章　「終末期理学療法をどのよう

に教えるか，そして学ぶか」pp7-13を単著．

　終末期理学療法における理学療法士教育の問題点

を，理学療法士の発達段階ごとにあげ，それにあわせ

た学習や教育方法を紹介した．

文光堂

6.局所と全身からアプローチす

る運動器の運動療法

羊土社

7.訪問リハビリテーション ア

ドバイスブック



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和3年2月 金原出版

B5判　全570頁

編集者：小柳磨毅，山下協子，大西秀明，境隆弘

著者：池田耕二

本人担当部分：主に運動学の定義，生体力学のページ

の大幅な修正・校正を行った．

（学術論文）

共著 平成5年12月

共著 平成6年5月

共著 平成6年12月

共著 平成7年11月

本書は，運動学を基礎，実習，臨床の観点からまとめ

たものである．

理学療法学　21(5)　347－

350

9.PT・OTのための運動学テキス

ト : 基礎・実習・臨床

深在性組織に直接刺入できない対象組織の温度変化に

対応可能な極細の針状センサーを開発した．これによ

り温熱や寒冷などの理学療法施行中の組織血行動態の

変化を定量・経時的に計測が可能となり治療効果の判

定に寄与することを報告した．

本人担当部分：実験担当，データ収集，一部加筆）

（共著者：講武芳英，荒川佳子，池田耕二，嶋田智

明，石川斉，北潔）

肩関節周囲炎患者に対して低出力レーザーの臨床効果

を判定した．低出力レーザーは除痛効果があるもの

の，症例ごとには使用方法の再検討が示唆された．ま

た今後の課題としては照射条件や他の物理療法とのコ

ンビネーション効果，使用時期などがあげられた．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政誠

一）

4 痛みに対する低出力レーザー

療法

2 変形性膝関節症における疼痛

および筋力とＡＤＬ能力との関

係（査読付）

ラットを対象に頸部神経節近傍への近赤外線照射を

行ったところ，筋内の酸素分圧の上昇にある程度の影

響を与えることが判明したことを報告した．

本人担当部分：実験担当，データ収集，分析，考察，

一部加筆

（共著者：講武芳英，嶋田智明，石川斉，池田耕二，

北潔）

変形性膝関節症患者の疼痛，変形・筋力・肥満度の観

点から日常生活動作能力低下との関係を調べた．その

結果，日常生活動作の低下には疼痛と筋力低下に影響

されていることが示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，一部加筆

（共著者：生島秀樹，日高正巳，池田耕二）

1 自動温度補償機能付きpO2

  センサーの開発（査読付）

物理療法研究会会誌　3 38

－41

神戸大学医療技術短期大学

部紀要　9　113－117

3 直線偏光近赤外線照射が筋肉

の血行動態に与える影響につい

て（査読付）

神戸大学医学部保健学科紀

要 10 43-47



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成7年12月

共著 平成8年11月

共著 平成8年12月

共著 平成8年12月

共著 平成9年7月

骨粗鬆症患者を対象にライフスタイルと骨密度との関

連を検討した結果，朝食，喫煙，散歩，体操，牛乳で

は健康的な生活習慣を有するものが高い骨密度を示し

た．今後の課題としては若い世代の生活習慣と骨密度

の関係や，現在の生活習慣と骨密度の減少速度の関係

があげられた．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，一部加筆

（共著者：日高正巳，池田耕二， 武部恭一，武政誠

一，長尾徹， 嶋田智明）

神戸大学医学部保健学科紀

要 12 39-44

7 両側セメントレス大腿骨人工

骨頭置換術に対する理学療法の

経験（査読付）

9 「健康教室」10年間の総括－

公開講座を継続させる工夫－

（査読付）

地域住民の健康に寄与する目的にて「健康教室」を10

年実施してきた．それらから長期継続するための工夫

や，今後の展望について検討した．健康教室の有効性

は示唆されたが，今後は情報源としても健康教室を役

立たせ地域リハビリテーションの１システムとして確

立していきたいことを報告した．

本人担当部分：健康教室の企画，開催．分析，考察，

論文執筆

（共著者：池田耕二，武部恭一，武政誠一，岩本雅

浩）

公衆衛生　61（7）　495－

499

両側セメントレス大腿骨人工骨頭置換術を行った2症

例に対して荷重訓練を行う上での問題点を述べた．本

2症例は片側例と違って健側での支持が期待できない

ためリハビリテーションを行うためには症例に応じた

工夫が必要であることを報告した．

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，武政誠

一，日高正巳）

5 変形性膝関節症における膝周

囲筋力と日常生活動作能力との

関連性（査読付）

神戸大学医学部保健学科紀

要 11 9－15

変形性膝関節症患者に対して大腿四頭筋やハムストリ

ングスの筋力を測定し，それらを体重で除した値等と

疼痛，歩行，日常生活動作の障害程度の関係性を調査

した．その結果，日常生活動作能力を筋力で評価する

ときは大腿四頭筋を体重で除した値が有効であるとい

うことが示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政誠

一，生島秀樹）

在宅高齢障害者を対象に実施した実態調査結果より，

介護者の負担について分析した．被介護者の日常生活

と家族の介護力とが，介護者の負担や健康に影響を与

えていることを示唆した．介護者の精神的負担を今後

の研究課題としてあげた．

本人担当部分：分析，考察，一部加筆

（共著者：日高正巳，池田耕二，武政誠一，嶋田智

明）

8 骨粗鬆症患者におけるライフ

スタイルと骨密度との関連に関

する一考察（査読付）

神戸大学医学部保健学科紀

要 12 157-161

6 在宅脳卒中後片麻痺者の自立

度と介護者の負担との関係（査

読付）

公衆衛生　60（11）　814－

817



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成16年10月

共著 平成19年7月

単著 平成20年3月

共著 平成21年3月

本研究の目的は，臨床実習期間における実習生の意識

変容過程の分析から効果的な指導方法や援助方法を検

討することにある．対象者は臨床実習生13名（男8

名，女5名，平均年齢23.6±3.8歳）であり，分析対象

は実習日誌の感想文であった．分析方法は，感想文の

内容に対して知識・感情・意欲の３つ視点から「コー

ド化/カテゴリー化」を行い数量化を行った．そして

各期間における各カテゴリー数の変化と，臨床実習生

の意識構造の分析を行った．その結果から，実習生に

は，理学療法実践だけではなく医療人として視野を広

げるための指導や援助，緊張や焦りを少なくし心理的

負担を少なくするためのケア，または具体的な行動目

標の立案や課題の設定や自己モニタリング能力を養う

指導や援助が必要と考えられた．また，臨床実習生の

意識構造は，「感情」，「知識」，「専門・統合」，

「意欲」，「冷静」，「躍動」，「混合」優位の７タ

イプに分類することができ，それぞれのタイプに合わ

せた指導や援助が必要になることが示唆された．

Ａ4判　全41頁

高齢血液透析患者1症例から，身体能力評価表を作成

しそれを用いて15か月間の身体能力推移を経時的に記

録した．これらからは個人にあった課題抽出や理学療

法の介入効果をあげるためには長期介入と観察，経時

的記録など様々な角度から評価する必要性が示唆され

た．

本人担当部分：評価表の作成，理学療法実践，分析，

考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰，中塚奈々，山本秀美，

宮崎昌之）

本論文では，マニュアルセラピーの理論的基盤に構造

構成主義をおき広義の科学性を担保した．その結果，

客観的なものから主観的なものまでをマニュアルセラ

ピーのエビデンスとすることを理論的に可能にした．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：瓜谷大輔，池田耕二）

12 理学療法臨床実習による臨

床実習生の意識構造の変化

（修士論文）

11 高齢血液透析患者における

身体能力推移の経時的記録利用

の試み－単一症例による15か月

の理学療法経験－（査読付）

理学療法ジャーナル　41

（10）　865－869

10 末期癌患者の緩和ケアにお

ける理学療法士の役割に関する

一考察－未告知であった2症例

の経験から－（査読付）

末期癌患者2症例の緩和ケアにおいて理学療法士がど

のような役割を担えるのかについて考察した．理学療

法士には，疼痛緩和や身体機能低下から生じる不安や

苦痛などに対する心理的サポートという役割があるよ

うに考えられた．

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰，中塚奈々，村田磨優，

宮崎昌之）

13 マニュアルセラピーと科学

性：マニュアルセラピーのエビ

デンスを考える～構造構成主義

からみた見解～（査読付）

放送大学

理学療法ジャーナル　38

（7）　597－602

徒手的理学療法 8（2）49-

52



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成21年9月

単著 平成22年4月

共著 平成22年4月

共著 平成22年8月 本研究は，終末期理学療法を実践している3年目の理

学療法士を対象に，「無力感や意欲低下」の生成過程

を検討したものである．本研究の結果からは，3年目

の理学療法士は，実践における葛藤や実践している環

境の中から，無力感や意欲低下が生成されていくこと

が明らかとなった．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

認知症後期高齢患者に対する理学療法の実践知を質的

研究によって構造化した．その結果，実践知モデルを

活用することで理学療法実践においてどの部分に力点

をあてるのかわかりやすくなり，また柔軟な理学療法

ストラテジーの選択が可能になることを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木　彰，山本秀美，中田加奈

子，西條剛央）

本研究では,多くの諸問題を抱えている理学療法臨床

実習教育において，それらを解消しつつ教育効果を高

める方法として構造構成的協同臨床教育法を構築し

た．それはお互いの理解を促したり，広義の科学性を

担保することができるとされている構造構成主義をメ

タ理論に導入した教育法であり，指導者と実習生が共

に成長できる教育法である．その特徴としては従来の

知識や技術だけでなく，暗黙知や主観的なもので構成

される知識や技術についても教育しやすくなってい

る．

本研究は，遷延性意識障害を有する脳血管高齢患者を

対象に，関節可動域運動が可動域維持以外にどのよう

な効果を有しているかを検討したものである．その結

果，関節可動域運動は，上肢の動きを即時的に促す効

果があることが明らかとなった．

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，分析，考

察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰，山本秀美 ，中田加奈

子）

理学療法科学　25(2) 305－

308

理学療法科学 25(4) 523-

528

15 構造構成的協同教育法の構

築に向けて-理学療法臨床実習

を通して-（査読付）

16 遷延性意識障害を有する脳

血管障害高齢患者1症例の理学

療法実践からみた他動的関節可

動域運動の即時効果に関する一

考察（査読付）

17 3年目の理学療法士は終末期

理学療法実践をどのように体験

しているか？－「無力感や意欲

低下」の生成過程について－

（査読付）

構造構成主義研究 4　100－

126

14 認知症後期高齢患者に対す

る理学療法実践知の構造化：構

造構成的質的研究法をメタ研究

法としたメモリーワークとＭ－

ＧＴＡのトライアンギュレー

ションによる事例研究（査読

付）

心身健康科学　5(2)　102－

109



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成22年12月

単著 平成23年4月

共著 平成23年12月

本研究は，以前，筆者が開発した構造構成的協同臨床

教育法を方法論的に拡張し，理学療法における臨床現

場基礎力の欠如の構造を構成し，教育的介入方法を検

討したものである．臨床実習基礎力の欠如は，様々な

構造からなっており，その構造を一つひとつ解消，ま

たは対応することで臨床実習指導がスムーズになるこ

とを示唆した．

本研究では,医療や介護施設で患者の障害構造を評価

する実習,いわゆる評価実習を行った実習生10名と患

者に理学療法治療プログラムを総合実践する実習,い

わゆる総合実習を行った実習生17名から実習理想因

子,実習負荷軽減因子,不安軽減因子の内面3因子を抽

出し,それらと睡眠,自宅勉強時間,自己目標達成度の

経時的変化を調査した.その結果,実習期間を通して,

内面3因子では評価,総合実習ともに実習理想因子は維

持され実習負荷軽減因子と不安軽減因子は増加する傾

向にあること,睡眠と自宅勉強時間では評価実習は自

宅勉強時間が多く総合実習は睡眠時間が多い傾向にあ

ること,自己目標達成度では評価,総合実習ともに増加

する傾向にあることが明らかとなった.本研究は，理

学療法臨床実習生の内面因子を明らかにし，それら因

子の経時的変化を明らかにしたものである．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，吉田正樹）

教育工学会会誌 35 33-36

構造構成主義研 5　218－

239

19 理学療法臨床実習を通じた

構造構成的協同臨床教育法の方

法論的拡張

－臨床現場基礎力の欠如問題を

通して－(査読付）

20 理学療法臨床実習における

実習生の内面因子の経時的変化

(査読付)

本研究は，臨床実習生の実習日誌を対象に知識・感

情・意欲の視点から分析を行い，臨床実習生の意識変

化には，「感情」，「知識」，「専門・統合」，「意

欲」，「冷静」，「躍動」，「混合」優位の７タイプ

があり，それぞれのタイプに合わせた指導や援助が必

要になることを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰,吉田正樹）

18 理学療法臨床実習における

実習生の意識構造の変化－質的

内容分析と数量化Ⅲ類による探

索的構造分析―　(査読付）

理学療法科学　25（6）881-

888



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

単著 平成24年3月

単著 平成26年3月

共著 平成26年6月

本研究は，筆者が開発した構造構成的協同臨床教育法

を終末期理学療法教育に応用した実践研究であり，そ

れによる学習効果を明らかにした．終末期理学療法に

は，従来の理学療法にはない最後に死を迎えるという

問題を抱えていえる．そのため，無力感につながる可

能性が大きい．こうした特殊な問題を抱える終末期理

学療法教育において学習効果を示せた意義は大きいこ

とを提示した．

本研究では，理学療法臨床実習生の終末期理学療法に

対する認識構造を視点に，終末期理学療法の教育的，

実践的課題を提起した．理学療法臨床実習生の終末期

理学療法に対する認識構造モデルは，主に理学療法士

の内面の原動力と環境や状況

からくる行動の原動力から構成されていた．よって，

本モデルからは終末期理学療法の環境や状況の見直し

のための啓蒙や教育，医療，社会のシステム作り，死

の語りを取り入れた教育課程の導入等が提起された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二,山本秀美,中田加奈子,黒田未貴,

廣瀬将士）

23　理学療法臨床実習の認識構

造からみた終末期理学療法の課

題（査読付）

22　終末期理学療法教育におけ

る構造構成的協同臨床教育法の

可能性（査読付）

大阪電気通信大学21　理学療法臨床実習における

実習生の意識変化の解析に関す

る研究

（博士論文）

構造構成主義研究 6　135-

153

本研究は，実習生の知識，感情，意欲の3因子に着目

し，質的内容分析を用いて探索的に実習生の日誌を解

析した．その結果，実習期間を通して，実習生は意識

の中で理学療法実践を多く学びながら緊張や焦りを多

く感じ，思考的な意欲を心がける傾向にあることを明

らかにした．続いて，同じ3因子に着目し，質的（言

語）データの因子分析とされる数量化Ⅲ類を用いて，

実習生の日誌を探索的に解析し，実習生を「感情優

位」，「知識優位」，「専門・統合優位」，「意欲優

位」，「冷静優位」，「躍動優位」，「混合」の7タ

イプに分類できることを明らかにした．さらに従来は

着目されなかった肯定的，否定的，高喚起，低喚起感

情の４つの感情変化に着目し，実習生の日誌を解析し

た．その結果，実習生にはいくつかの感情変化パター

ンがあることを明らかにした．ここまでの解析方法は

作業負担が大きく実用性にも欠けることから，簡便な

調査方法が必要と考え調査票を作成し調査を行った．

その結果，実習生には実習理想因子，実習負荷軽減因

子，不安軽減因子の3つの内面因子があること，それ

ら3因子と睡眠，自宅勉強時間，自己目標達成度の経

時的変化からは，精神的ストレスは実習期間を通して

軽減していくこと，精神的ストレスと自己目標達成度

の間には因果関係があること，評価実習と総合実習で

は実習生の睡眠と自宅勉強時間の関係が逆転すること

を明らかにした．

Ａ4判　全131頁

理学療法科学　29(3) 411-

415
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共著 平成27年3月

共著

共著 平成27年7月26　回復期リハビリテーション

病棟における終末期がん患者の

在宅復帰を円滑にする条件 －

悪性リンパ腫1症例の理学療法

経験を通して－（査読付）

理学療法科学 30(3)

479-482

理学療法ジャーナル 49(3)

267-271

理学療法科学 30(1)

135-139

本研究では，術後感染症による両側2期的TKA再置換術

1症例の理学療法を行い，従来のTKAとは違う経過や問

題点を経験したので，それをもとに具体的な臨床的課

題を抽出した．その結果，1）疼痛に対する物理療法

の適切な選択，2）適切な関節運動を誘導する関節可

動域運動とその妥当性，3）関節や筋の状態を評価し

ながら負荷量を設定する筋力増強運動とその妥当性，

4）転倒リスクの回避と日常生活活動の維持，5）体力

維持（廃用症候群予防），6）炎症の再燃を意識した

運動量の設定，7）退院後の炎症の把握，8）運動量の

増加に伴う転倒リスク，9）長期入院による心理的負

担という臨床的課題が挙げられたことを提示した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：宮﨑紗也佳, 池田耕二, 廣瀬将士, 町井義

本研究では，回復期リハビリテーション病棟における

終末期がん患者の在宅復帰を円滑にするための条件を

明らかにした．その条件とは， 1）患者，家族の在宅

復帰への意志が明確であったこと，2）関わるスタッ

フが終末期という視点に転換できたこと，3）関わる

スタッフが情報を共有できたこと，4）かかりつけ医

との相性の良さや急変時の受け入れ体制が明確であっ

たことであり，これら4つの条件を満たすことで終末

期がん患者の在宅復帰は円滑になることを示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：黒田未貴，池田耕二，中田加奈子，井谷由

香理，中川真優，朴聖章）

本研究では，特発性器質化肺炎（COP）に対する呼吸

理学療法の有効性を1症例の症例研究法にて検討し

た．初期（1週）と最終（7週）の肺機能検査，心肺運

動負荷試験，長崎大学呼吸器疾患日常生活活動評価表

（NRADL）の評価結果を比較したところ，症例の運動

耐容能，NRADLが改善し，病型分類に基づく呼吸理学

療法の有効性を示唆した．Idiopathic Interstitial

Pneumonias（以下，IIPs）の病型分類に基づく呼吸理

学療法はCOP患者に対して有効であることを提示し

た．

引用文献 (11)

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝, 池田耕二, 宮崎紗也佳, 小田瑛

梨, 堀江淳, 池田秀一）

24　術後感染による両側TKA再

置換術後１症例の理学療法から

みた臨床的課題（査読付）

25　特発性器質化肺炎患者に対

して積極的呼吸理学療法を実施

した一症例（査読付）

平成27年3月



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要
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共著 平成28年3月

共著 平成29年2月

共著 平成29年3月 本研究では，近年，リハビリテーション対象者として

多い骨折や認知症を抱える70～90歳代の女性を対象

に，退院支援後の生活を調査し，回復期リハビリテー

ション病棟における退院支援能力を向上させる知見を

抽出した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，尾藤彩花，黒田未貴，阪本みさ

き，木村恵理，松井美夕貴，久貝亮太，池田秀一，清

水貴恵）

28　理学療法時の意欲を向上さ

せる声かけの言い回しに関する

予備的研究（査読付）

大阪行岡医療大学紀要 4

19-24

27　直腸がんによるストーマ造

設と化膿性関節炎による大腿骨

骨頭切除を施行したがんサバイ

バー１人の二つの体験（査読

付）

本研究では，フレーミング効果を用いた言葉かけの言

い回しが，リハビリテーション対象患者の意欲にどの

ような影響を与えるかを調査した．対象は，調査に協

力を得られた入院患者37名（男性17名，女性20名，年

齢69.9 ± 12.6歳）とした．紙面によるアンケートに

て，トイレ，歩行，疼痛の3つの場面を想定し，各場

面で肯定的および否定的な声かけの2つの言い回しを

設定し，意欲の向上がみられるかを調査し比較した．

結果，3つの場面全てにおいて，肯定的な声かけの言

い回しで患者の意欲の向上が認められ，否定的な声か

けの言い回しでは意欲の向上は認められなかった．理

学療法時の肯定的な声かけの言い回しは，患者の意欲

を向上させることが示唆された．結果は，肯定的なフ

レーミングによる言い回しが有効であったことを示唆

した

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

本研究では，がんサバイバー1人の二つの体験から理

学療法ケア（心理的ケア，配慮，工夫など）構築のた

めの有効な視点を提示した．対象は，直腸がんによる

ストーマの造設と化膿性関節炎による大腿骨骨頭の切

除を同時に体験した40歳代の男性1人である．方法は

構造構成的質的研究法をメタ研究法においた事例─

コード・マトリックス法とした．結果，本男性の体験

は，【排泄機能の変更体験】と【下肢支持機能の停止

体験】という二つの体験事例と，【生活レベルの変化

の感じ方】，【機能変更，停止による感情表出】，

【機能変更，停止に対する受け止め方】，【患部に対

する認識】，【患部に対する接触行動】，【機能変

更，停止による新たな学習】の六つのコード（カテゴ

リー）から構成された．二つの事例比較からは，生活

レベルの変化の感じ方や機能変更，停止による感情表

出，受け止め方，新たな学習の内容に違いが認めら

れ，患部に対する認識や接触行動の内容には共通した

ものが認められた．直腸がんによるストーマ造設後と

化膿性関節炎による大腿骨骨頭切除後のがんサバイ

バーに対する理学療法ケア構築のための有効な視点が

提示できた．

本人担当部分：理学療法実践，データ収取，分析，考

察，論文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，黒田未貴，河野茉梨

絵）

理学療法科学31（1）

175-180

理学療法科学 32(1)

35-38

29　回復期リハビリテーション

病棟における高齢患者に対する

退院支援能力の向上に向けた事

例研究 ―高齢患者本人，家

族，ケアマネージャーに対する

インタビュー調査より―（査読

付）
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単著 平成29年5月

共著 平成29年6月

32 在宅終末期がんサバイバー

のリハビリテーションにおける

多職種連携の有効性（査読付）

共著 平成29年８月

共著 平成29年10月

本研究では，肺サルコイドーシスを有する脛骨高原骨

折術後1症例の全身持久力を，CPX（心肺運動負荷試

験）を用いて検査し，問題点を明らかにするとともに

運動処方を有効に行い，生活を向上させることができ

たことを示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，池田秀

一）

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆した．なお，訪問リハビリテーションに

よる生活管理の実践で有効であった事例を提示した．

本稿では，脳卒中後遺症患者に対する緩和ケア（緩和

的理学療法実践）の経過と合わせて，家族に対する支

援について検討を加えた．リハビリテーション専門職

が積極的に緩和ケアに取り組むことで家族の心理的負

担は軽減し，緩和ケアに満足できる可能性が高まると

考えられる．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：山口朋彦，池田耕二，山口美帆子，堀寿美

代，沢田学）

ペインクリニック 38

(5) 623-639

33　当院における家族支援の取

り組みー事例からみたリハビリ

テーション科の支援の検討(査

読付）

31  肺サルコイドーシスを有し

た脛骨高原骨折術後1症例に対

する全身持久力トレーニングの

効果（査読付）

がんサバイバーは，がん罹患者（生存者）だけでなく

家族（遺族）などを含む概念であり，周囲と共に人生

を構築しようとする意味がある．そのため，がんサバ

イバーの訪問リハでは，本人に加え，周囲を取り込み

ながら実践していく必要がある．今回，在宅終末期が

んサバイバー2事例のかかわりからは，地域における

多職種連携の有効性を示唆することができたので報告

する．事例1は，80歳代前立腺がんの男性である．多

職種連携からは，情報共有アプリを利用したことで，

座椅子に対する本人の想いや仏壇前でおむつを交換す

ることへの妻の嫌悪感が理解できた．事例2は，60歳

代右下顎歯肉がんの男性である．後日，本人の不安や

葛藤の原因が間近に迫る次女の結婚式にあることが多

職種連携でわかった．これらからは，従来の方法に加

え，情報共有アプリなどを積極的に活用した多職種連

携が地域でも有効に機能すれば，本人や家族の想いに

応える実践が可能になると考えられた．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：金谷親好,竹ノ内裕一,岩元香菜子,濵﨑

恵,池田耕二,久松憲明）

理学療法科学32

（3) 449-453

地域リハビリテーション

12(8)701-708

日本慢性期医療協会誌

25(113) 68-71

30　慢性疼痛患者の生活管理-

訪問リハビリテーションによる

実践-
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共著 平成30年2月

共著 平成30年4月

共著 平成30年8月

共著 平成30年8月

本稿では，訪問リハビリテーションにおける在宅緩和

ケアとしての理学療法の実践から有効な実践知を抽出

し，その可能性を提示した．

事例1の大腸がんを有する80歳代女性の実践からは，

理学療法士の介入は限られているが，多職種連携によ

り運動療法と環境調整が継続できれば，疼痛緩和の時

間を多くし，生活全体を変化させることができること

を示唆した．

事例２の多系統萎縮症を有する60歳代女性の実践から

は，疼痛等により他者との関わりが減少していても，

多職種連携によって小さな効果を積み重ねていくこと

ができれば，最後まで希望のある充実した時間を提供

できることを示唆した．

今回の訪問リハビリテーションにおける多職種連携に

よる在宅緩和ケアの２実践は，がん患者と非がん患者

に対する在宅緩和ケアとしての理学療法の可能性を広

げたと考えられた．

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，考察，論

文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，古家真優，中岡絵

理学療法科学33(4)725-729

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆し，訪問リハビリテーションによる生活

管理の実践事例も紹介した．

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

(共著者：池田耕二, 山本秀美, 中岡絵美, 古家真優,

大島知子,竹内章）

36【ペインリハビリテーショ

ン：新視点からの理学療法】慢

性疼痛患者に対する地域・在宅

リハビリテーション：理学療法

士による生活管理の実践

37 腎臓リハビリテーションに

おける高齢血液透析患者に 対

する理学療法士の役割に関する

一考察（査読付）

34 訪問リハビリテーションに

おける在宅緩和ケアとしての理

学療法の可能性

―がん患者と非がん患者の事例

を通して―（査読付）

医療福祉情報行動科学研究5

3-9

本稿では，高齢血液透析患者2症例の腎臓リハビリ

テーションから，運動療法による身体機能の改善，行

動変容に対する支援，身体活動量の管理，生活の再構

築に向けたソーシャルワーク的実践という理学療法士

の4つの役割を示唆した

本人担当部分：分析, 考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝, 池田耕二, 古家真優, 高橋昇

嗣,池田秀一）

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆し，訪問リハビリテーションによる生活

管理の実践事例も紹介した．

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

(共著者：池田耕二, 山本秀美, 中岡絵美, 古家真優,

大島知子,竹内章）

ペインクリニック39(8)

1038-1044

ペインクリニック

39特別号：246－252

35 【ペインリハビリテーショ

ンの新潮流・新戦略】慢性疼痛

患者に対する地域・在宅リハビ

リテーション：理学療法士によ

る生活管理の実践
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共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 令和元年6月

共著 令和元年10月

本稿では，理学療法士の経験学習プロセスの解明と支

援方法の開発に向け，これまで多くの専門職の経験学

習プロセスを明らかにしてきた松尾による経験学習研

究の理論的枠組みを要約し紹介した．

そして，それによって解明された看護師と保健師の経

験学習プロセスを紹介し，理学療法士の経験学習プロ

セスの解明に向けての研究的枠組みを整理し，課題を

考察した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢志，城野靖

朋，松田淳子）

38 理学療法士の経験学習プロ

セスの解明に向けて ―経験学

習研究における理論的枠組みと

課題―（査読付）

本稿では，前方ジャンプ着地後のDynamic stability

index（DSI）の信頼性と，性差，体格との関連等を検

討し，DPSIの信頼性は良好であり，性差の影響も把握

できることを示唆した．また，女性はジャンプ着地後

の姿勢安定化能力が低いことを示した．

本人担当部分：分析の一部，考察

（共著者：粕渕賢志，神里巌，久保峰鳴，幸田仁志，

藤田浩之，福本貴彦，池田耕二）

本稿では,理学療法時の肯定的，否定的な声かけの言

い回しの違いによる視覚的文字教示が，患者の意欲に

どのような影響を与えるかを検証し，いくつかの場面

で肯定的な言い回しの方が患者の意欲を向上させるこ

とを明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

本研究の目的は，障がいを有した働き盛りの患者の理

学療法への取り組みに対する意欲を向上させるための

知見を得ることである．対象は，理学療法に積極的か

つ意欲的に取り組んでいる40 歳代の男性入院患者で

ある．方法は解釈学的現象学的分析とし，手順として

は，本患者に半構造化面接を行い，理学療法を積極的

かつ意欲的に取り組める理由について聞きとり，理学

療法への取り組みに対する意欲を分析した．結果は，

本患者の理学療法への取り組みに対する意欲を9 つの

テーマから解釈することができた．テーマは，半年限

定，家族や妻の存在，男のプライド，苦痛を意欲に変

化させる力，関係性から構成される意欲等が示され

た．我々は，これらに着目した理学療法実践時の声か

けや配慮，工夫が理学療法への取り組みに対する意欲

の向上に大切になると結論づけた．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

41 理学療法を積極的に取り組

んでいる障がいを有した働き盛

りの患者の理学療法への取り組

みに対する意欲を探求する－解

釈学的現象学的分析による事例

研究―（査読付）

大阪行岡医療大学紀要 (6),

5-9, 2019

保健医療学部雑誌

10(2) 79-91

大阪行岡医療大学紀要 (6),

23-33, 2019

理学療法科34(4)353-35740 理学療法想定場面における

フレーミング効果を意識した声

かけの言い回しの違いによる視

覚的文字教示が患者の意欲に与

える影響について ―肯定的と

否定的な言い回しによる比較―

（査読付）

39 ジャンプ着地後の姿勢安定

化能力の信頼性と性差の検討

（査読付）
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42 高齢線維筋痛症2症例の3週

間入院運動プログラムの効果に

ついて ─痛みと身体・注意機

能，包括的QOLおよび背外側前

頭前野の血流動態への影響─

（査読付）

共著 令和元年12月

43 卒前教育における終末期理

学療法講義の役割を再考する

（査読付）

共著 令和2年2月

44 デイケアにおいて閉じこも

り傾向にあった高齢利用者に対

する行動変容理論の実践（査読

付）

共著 令和2年3月

理学療法科35(1)133-138

地域リハビリテーション

15(1) 54-59

本研究の目的は，高齢線維筋痛症（FM）患者の入院運

動プログラムが痛みと身体・注意機能，包括的

quality of living（QOL），背外側前頭前野

（DLPFC）の機能に与える影響を検討することであっ

た．対象は，高齢FM女性2名とし，方法は3週間入院運

動プログラムを行い，介入前後に痛み，身体・注意機

能，包括的QOL，DLPFCの血流量と反応時間の評価を

行った．結果は，両者とも痛みの認知・情動的側面，

身体機能，包括的QOLに改善がみられたが，注意機能

とDLPFCの機能については症例で異なる結果となっ

た．高齢者FM患者に対する入院運動プログラムの介入

は，痛みの認知・情動的側面や身体機能，包括的QOL

の改善に有効であることを示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：藤田信子，池田耕二，高井範子，金子基

史，松野悟之，三木健司，仙波恵美子）

本研究の目的は，終末期理学療法（終末期PT）の講義

を理学療法学科の学生がどのように受け止めているか

を明らかにし，本講義の役割を再考することである．

対象は理学療法学科の学生62名とし，方法は質的研究

法である修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー

チ（Modified Grounded Theory Approach：M-GTA）を

用いて終末期PTの講義後（90分）の感想文のテクスト

データからカテゴリー化によってモデル構築を行い分

析した．結果，モデルは，死と向き合う機会，死と向

き合うことで促された学び，終末期PTに対する実践意

欲の向上の3つカテゴリーからなり，これらは階層性

を成していた．モデルは終末期PT講義における学生の

段階的な受け止め方（習熟度）と実践意欲を高める過

程を示した．これを活用すれば学生の習熟度に合わせ

た実践意欲を高める講義が可能になると考えられた．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：山口朋彦，池田耕二，桝本展孝）

高齢者の閉じこもりは，要支援・要介護，死亡リスク

を高めるため，その予防や対策が重要視されている．

高齢者の閉じこもり対策の一つに行動変容理論の実践

がある．しかし，デイケア（通所リハ）における行動

変容理論の具体的な実践方法や工夫などの知見は少な

い．そこで今回，3つの実践事例に対する物語分析か

ら有効な実践知を抽出した．その結果，3実践事例か

らは，個々に応じた靴の変更や横断歩道の横断開始の

タイミングの指導，または痛みに対する自己管理の指

導，時期に応じたケアマネジャーとの連携，デイケア

における屋外歩行練習による成功体験の蓄積等の効果

が重なることで，買い物行動の獲得に繋がる可能性が

あるという実践知が得られた．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：大山大将, 池田 耕二, 黒岡禎治, 廣瀬将

士, 吉富慈洋, 高本晴加, 勝久江, 池田秀一)

理学療法科34(6)893-846



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

45 在宅終末期リハビリテー

ションを実践しているセラピス

トの体験を探求する ―グルー

プインタビューによる事例研究

―（査読付）

共著 令和2年3月

46 地域リハビリテーションと

しての温泉旅行の可能性を探る

−事例研究−（査読付）

共著 令和2年3月

共著 令和2年7月

共著 令和2年8月

本人担当部分：考察，論文執筆

本研究では，TBTテストが主観的な膝の不安定感を反

映した体重負荷条件下でACLDによる機能的不安定感を

定量的に評価できる安全かつ信頼性の高い方法である

ことを示した．本テストは，ACL再建前後の客観的な

測定値を追加することで，治療成果やスポーツ復帰の

指標となる．

本人担当部分：データ解析・統計

（共著者：松尾高行，小柳磨毅，沖本遼，森内俊貴，

池田耕二，中江徳彦，中川滋人，史野根生）

本研究の目的は，地域リハビリテーションのソフトイ

ンフラとして温泉旅行を整備するため，温泉旅行およ

び温泉旅行の各活動場面が要介護高齢者に与える影響

を明らかにすることである．方法は，日帰り温泉旅行

に参加した要介護高齢者2名を対象に，半構造化イン

タビューを行った．インタビューでは温泉旅行にある

各活動場面の楽しみの程度と対象者や家族等の変化を

調査した．結果は，A氏は入浴を含めた温泉旅行の全

活動場面を楽しんでいた．また，脳卒中後10年間行く

ことはなかった温泉旅行に再び行こうとしており，温

泉旅行の参加に対する自信を回復していた．B氏は温

泉旅行の入浴以外の準備，移動を楽しんでおり，温泉

旅行で新たな人間関係を構築していた．本研究では，

温泉旅行にある各活動場面や温泉旅行は個々の要介護

高齢者に様々な影響を及ぼすことが示唆された．その

影響としては，自信の回復や人間関係の再構築を促進

させることが示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

本論文では，認知症高齢者に対して，生活リズムの改

善，生活意欲と活動性の向上に着目し，訪問リハが本

人の希望に即しながら多角的に介入すれば，地域生活

の再建に有効であることを示唆した．

（共著者：金谷親好，金丸真由美，池田耕二，久松憲

明）

訪問リハビリテーション

10(3) 153-159

大阪行岡医療大学紀要

7 11-17

医療福祉情報行動科学研究

7 37 - 43

本研究では，在宅終末期リハビリテーションを実践し

ているセラピストの体験を探求し，在宅終末期リハビ

リテーションを有効に実践するためには患者や家族と

の関係性づくりや変化に気づく等の能力が必要である

ことを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共著者：池田耕二，根釜夢乃，岩永愛理奈，谷口茉

恵，西本正樹）

48 単身世帯の認知症高齢者1症

例の地域生活の再建を可能にし

た訪問リハビリテーションの実

践 （査読付）

47 Quantitative Evaluation

of Functional Instability

Due to Anterior Cruciate

Ligament Deficiency（前十字

靭帯断裂による機能的不安定性

の定量的評価）（査読付）

Orthopaedic journal of

sports medicine 8(7)

2325967120933885 -

2325967120933885
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共著 令和2年10月

共著 令和2年12月

共著 令和2年12月

理学療法学 48(1) 19-28

奈良学園大学紀要 13 1-8

奈良学園大学紀要 13 149-

155

本研究では，本学保健医療学部リハビリテーション学

科の広報活動に資する基礎資料とするため，2020年度

新入生の志望経緯および本学に対する印象等について

アンケート調査を行った．その結果，理学療法・作業

療法いずれの専攻についても，多くの学生は当初の志

望を中途変更することはなかった．一方で，中途で変

更する学生においては，自身の経験や自身の適性につ

いての内省，さらに作業療法学専攻については，特徴

的な技術に魅力を感じたことが契機となっていた．入

学前の本学選択においては設備，環境面を魅力と感じ

ており，入学後は教員や教育の質について肯定的な意

見が多かった．以上から，低年齢時における分かりや

すい理学療法・作業療法に関する周知，あるいは本学

の特徴的な講義等の教育方法に関する広報が有用であ

ると考えられた．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：飯塚照史, 辻下守弘, 池田耕二, 城野靖

朋, 中島大貴）

本論文では，熟達理学療法士（以下，PT）の経験学習

プロセスにある成長を促す経験と学習内容を明らかに

した．熟達PT はキャリアの初期に「障がいを有した

患者の社会参加に向けた実践経験」から〈人とのかか

わりや社会・生活に対する実感〉を，初期～中期に

「予期できぬ否定的な経験」から〈医療の厳しさ〉等

や「重度患者を基本的理学療法で改善した経験」から

〈基本的理学療法技術の有効性〉等を，中期～後期に

「実習生や新人に対するサポート経験」から〈自己内

省による知識・技術の整理〉等や「多職種連携による

介入経験」から〈コミュニケーション〉等を学習して

いることを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志,　　 城野

靖朋, 松田淳子）

本論文では，2019年に理学療法士作業療法士学校養成

施設指定規則の一部を改正する省令がだされ，理学療

法臨床実習は大きく変わろうとしていること，昨今の

社会情勢を背景に理学療法士の現場教育も変わろうと

していることを踏まえ，学生や新人理学療法士の自律

性を育成し，それを支える教育的工夫や配慮を，1)教

育目標の共有，2)現場のストレスに対する認識，3)

チームという場づくり，4)感情労働，5)経験資本とい

う視点から，筆者らの経験をもとに提案した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 城野靖朋）

49 理学療法士の経験学習プロ

セスの解明と支援方法の開発に

向けた探索的研究 （査読付）

50 理学療法臨床実習・現場教

育を支援する教育的工夫と配慮

51 本学保健医療学部リハビリ

テーション学科志望経緯に関す

る調査
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共著 令和3年8月

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：金谷親好, 金丸真由美, 池田耕二, 田中千

恵）

共著 令和3年9月

本論文では，日帰り温泉旅行に参加した個々の要介護

高齢者自身の生活機能に対する認識の変化を，解釈学

的現象学的分析を用いて分析した．その結果，13サブ

テーマと【楽しさに繋がる行動を促進する】，【喪失

されていた思いの再獲得】，【豊かな感情を喚起する

環境に対する認識】，【スタッフの関り方や置かれた

立場によって生じる感情】，【自身の在り方に対する

認識の変化】という5テーマが抽出できた．要介護高

齢者は温泉旅行を経験したことにより，多様な生活機

能に対する認識の変化を生じていたことを述べた．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬, 池田耕二）

訪問リハビリテーション

11(3) 160-165

本論文では，終末期にある利用者との間に，信頼関係

の構築ができれば，たとえ余命1ヶ月であったとして

も新たに希望が芽生え，訪問リハが終末期がん高齢者

に対するQOL向上の実現の可能性を高めることや，訪

問リハの多面的な視点と専門的な知識・技術に基づい

た介入，多職種連携による多角的介入が有効に機能す

れば，終末期がん高齢者のQOLも向上させることがで

きることを示唆した．

本研究では，日本人の膝OA患者がどのように症状や障

害を経験・認識し，保存的ケアの際にどのように向き

合っているのかを質的研究によって明らかにした．参

加者は膝OA患者（男性2名，女性7名，平均年齢74.3±

5.5歳）であった．対面式の半構造化インタビューに

よって個人的な経験を聞き取った．分析はグラウン

デッド・セオリー・アプローチに基づいて行った．結

果，データから「負の経験」と「困難への対処」の2

つのコアカテゴリーが抽出された．日本人の膝OA患者

は，エビデンスに基づいた情報や，同じ境遇の人とつ

ながって問題を解決することを望んでいることがわ

かった．よって，患者の不安を解消するためには，医

療従事者が丁寧なヒアリングを行い，患者の過去の経

験に関する情報を得て，膝OAに関する患者の経験を理

解する必要がある．膝OA患者が経験する症状や困難

は，膝OAに対する患者の認識や信念を統合したエビデ

ンスに基づく情報によって管理されるべきである．

本人担当部分：計画，データ収集，分析，考察，執筆

（共著者：Daisuke Uritani, Akane Ikeda, Toru

Shironoki, Kentaro Matsubata, Yuto Mutsura,

Tadashi Fujii, Koji Ikeda）

52　日帰り温泉旅行における要

介護高齢者自身の生活機能に対

する認識の変化：解釈学的現象

学的分析（査読付）

医療福祉情報行動科学研究

8 55-65

53　終末期肺腺がん高齢者1症

例のQOLの向上が図れた訪問リ

ハビリテーションの実践（査読

付）

54 Perceptions, beliefs, and

needs of Japanese people

with knee osteoarthritis

during conservative care: A

qualitative study(保存療法中

の変形性膝関節症の日本人にお

ける認識，信念，ニーズ：質的

研究)（査読付）

BMC Musculoskeletal

Disorders3;22(1):754.

doi: 10.1186/s12891-021-

04641-7.
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本論文では，介護付き有料老人ホームにおける2年間

のリハビリテーション実践の振り返りを通して，その

効果や役割，あり方，可能性を考察した．その結果，

筆者らが取り組んでいる介護付き有料老人ホームのリ

ハビリは，リハビリスタッフと入居者，家族とのコ

ミュニケーションや関係性を基軸に，喜びや安心感と

いう感情表出，全身調整機能や生活リズムの再構築，

集団リハビリというコミュニティ，環境変化からくる

多様な効果や役割が総じて，入居者や家族の生活の質

（QOL）向上の可能性を高めていると考えられた．こ

れらを考慮したリハビリテーションが実施できれば多

様な障害像を有する入居者のQOL向上が図れると期待

することができる．これらについてはさらに検証を加

える必要があり，今後の課題であることを提言した．

本人担当部分：実践，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，古家真優，梅津奈

央，大塚佳世）

本論文では，温泉旅行を地域リハビリテーションの一

環として理論的に整備し，その可能性について考察し

た．温泉旅行の効果に関する先行研究の多くは温泉浴

の疾病に対するものであり，生活の質への効果やその

因果関係を明示するものは少ない．しかし，高齢者に

人気のある温泉旅行を，生活の質を向上させるための

ソフトインフラとして，新たな視点から理論的に再構

築する意義は大きい．日帰り温泉旅行における2つの

実態調査からは，要介護高齢者には多様な楽しみ方が

あることや，多様な思い・感情・変化があることが示

唆されている．これらを温泉旅行へ理論的に組み込む

ことができれば，地域リハビリテーションの新たなソ

フトインフラになる可能性があると考えられる．本稿

では，これらの知見を通じて，温泉旅行をソフトイン

フラとして理論的に再構築し，多様な工夫や企画等を

提案し，その可能性や課題を提示した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬, 池田耕二）

本論文では，学部設置3 年目を迎えた奈良学園大学リ

ハビリテーション学科においては，定員充足率増加に

伴い新入生の進学経緯も多様になっているものと考え

られれる．そこで，3 期生においてアンケート調査を

実施し，2 期生との比較を通じてその傾向について比

較検討した．結果，当初における職業選択は変更され

ることなく，近しい人物への相談を伴ったオープン

キャンパスへの参加，加えて本学近隣環境等への好感

を以て進学を決定している経緯があり，2 期生との大

きな変化はなかった．一方で，プレゼンスの高まり，

教員対応への肯定的意見と捉えられる側面もあり，本

学魅力の一端として認識する必要性が示唆された．

本人担当部分：考察，一部加筆

（共著者：飯塚照史, 辻下守弘, 池田耕二, 城野靖朋

•, 大貴）

57　地域リハビリテーションに

おけるソフトインフラとしての

温泉旅行についての再考：地域

高齢者・障がい者のQOLの向上

を図る仕組み作り

55 2021年度リハビリテーショ

ン学科新入生における志望経緯

に関する調査

奈良学園大学紀要 13 1-6

56　介護付き有料老人ホームに

おけるリハビリテーションに関

する一考察一事例研究．リハビ

リテーション•ケアセンターつ

ららかにおける実践の振り返り

一

奈良学園大学紀要 13 53-58

奈良学園大学紀要 13 7-17
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共著 令和4年2月 〔目的〕新たに考案した3週間入院運動プログラムに

よる介入前後の線維筋痛症（FM）患者の心身の変化を

調査し，理学療法士（PT）の適切な対応を明らかにす

ることである．〔対象と方法〕FM女性患者12名を対象

とし，医療や心理学などの専門家による共同チームが

考案した3週間入院運動プログラムによる介入を行

い，その前後において質問票（日本語版線維筋痛症質

問票（JFIQ），日本版ベック抑うつ質問票（BDI-

Ⅱ），The 8-item Short-Form Health Survey （SF-

8））による評価と心理面談による聴き取りを行っ

た．〔結果〕本プログラムによりFM患者のJFIQでは11

名，BDI-Ⅱでは10名，SF-8では9名（身体面），8名

（精神面）が改善を示した．患者の語りからは，患者

の痛みや辛さに寄り添う姿勢など，PTの対応が患者に

とり重要であることが示唆された．〔結語〕本プログ

ラムはFM患者の心身に変化を及ぼす効果があり，その

遂行において患者の痛みや辛さに寄り添うPTの姿勢が

重要である．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：高井範子, 藤田信子, 池田耕二, 金子基

史, 丸山伸廣, 中原理, 三木健司, 髙橋紀代, 仙波恵

美子）

本研究では，FM患者12名を対象とした3週間入院運動

プログラムの介入前後に行った半構造化面接から，痛

みの背景にある精神的ストレス要因，および，FM患者

の痛みの状況や疼痛抑制要因に関する語りを取り上

げ，今後のFM治療に望まれることを示唆する．結果，

疼痛抑制要因として痛みがあっても身体を動かすこと

が逆に痛みを軽減させること．セルフマッサージや入

浴・シャワーなどで身体を温めること，運動を含めた

規則正しい生活習慣等が重要になることが示唆され

た．また辛さに共感してくれる他者の存在が痛みの軽

減につながることが語られた．今後，FM治療に望まれ

ることとして，FM治療の専門家の育成やFM患者に対す

る「初期対応」の重要性，FM患者が語る疼痛抑制要因

から見出された疼痛管理やFM患者に対する入院運動プ

ログラムの可能性，さらに，FM患者への言葉がけの工

夫や患者に寄り添う医療スタッフの育成，および，FM

患者に対するチーム医療の必要性などが患者の語りか

ら見出された．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：高井範子，池田耕二，藤田信子，三木健

司，高橋紀代，仙波恵美子）

58 線維筋痛症患者の語りから

見出された疼痛の背景•疼痛抑

制要因および今後の治療に望ま

れること

奈良学園大学紀要 13 91-

101

理学療法科学 37(1) 45-5859 3週間入院運動プログラムに

よる線維筋痛症患者の心身の変

化 -心理面談により明らかに

なった理学療法士の対応の重要

性- （査読付）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和4年2月

共著 令和4年2月

近年，放課後等デイサービスの事業所は年々増加して

おり，そこに関わる理学療法士は国，放課後等デイ

サービスおよび理学療法士協会から期待されている．

しかし，現状は放課後等デイサービスに関わる理学療

法士は極めて少ない．また放課後等デイサービスにお

ける理学療法士の役割や課題に関する先行研究や実践

報告はほとんど見受けられない．このような現状では

理学療法士はどのように放課後等デイサービスに関わ

れるべきか分かりにくい状況である．理学療法士が放

課後等デイサービスで働くことに関心を有しても，行

動に移しづらい要因となっている．そこで，本論文で

は，放課後等デイサービスにおける理学療法士の役割

や課題について，数少ない先行研究や実践報告，そし

て，筆者のこれまでの経験を通して提示することを目

的とした．その結果，放課後等デイサービスにおける

理学療法士の役割は，個別療育と集団療育の大きく二

つあることが分かった．個別療育では理学療法士が主

に個別に合わせたリハビリテーションを行う．集団療

育では主には理学療法士以外のサービス提供職員が担

当することが多いが，集団療育の場にも積極的に理学

療法士が関与することで支援スタッフの児童やリハビ

リテーション専門職への理解が進む可能性がある．次

に，放課後等デイサービスに理学療法士が関わる際の

今後の課題としては日常生活動作が比較的自立した児

童～医療的ケアが必要な重症児にも対応できるように

理学療法士としての専門性を幅広く高める必要性，リ

ハビリテーション専門職が早期から放課後等デイサー

ビスと情報共有する必要性，地域に住む人たちが障害

児・者についての理解を広げてもらえるように理学療

法士が啓発活動を行うことなどが課題として挙げられ

た．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：辻下聡馬, 池田耕二, 辻下千賀）

【目的】指定規則の改正により，訪問リハビリテー

ションまたは通所リハビリテーションに関する

実習（以下，地域実習）を行うことになった．しか

し，新型コロナウイルスの感染拡大により現場での実

習実施が困難となったため，令和2年度・3年度におい

ては学内実習を行うこととなった．本研究は学内実習

の構成について触れ，履修学生のアンケート調査より

学内実習の課題と可能性について検討した．【方法】

リハビリテーション学科（理学／作業療法専攻）の地

域実習は，2年次後期配当科目（2単位）であり，2週

間にわたり実施した．学内実習は，①予習，②学内実

習，③復習で構成した．①予習は臨床実習専用ホーム

ページ（HP）にて，実習開始1か月前に予習用教材を

掲載した．②学内実習では，可能な限り学外実習と遜

色のない学習機会が学生に提供されるよう配慮し，

日々の学習テーマに沿ってグループ討議を積極的に行

い，訪問・通所事業所とライブ中継等を取り入れた．

③復習は，学内実習を振り返ることができるよう復習

用資料をHPに掲載した．また，令和2年度・3年度の履

修学生に対し，実習終了後に学内実習に関するアン

ケート調査を実施した．【結果】回答率は，令和2年

度95.7%，令和3年度94.7%であった．

60 放課後等デイサービスにお

ける理学療法士の役割および課

題 （査読付）

医療福祉情報行動科学研究

9 39-46 2022年

61 コロナ禍における地域理学

療法・作業療法実習の取り組み

と課題―学内実習の概要と学生

アンケート調査による考察―

（査読付）

医療福祉情報行動科学研究

9 31-38 2022年2月
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アンケート調査の結果，両年度ともに類似した回答傾

向であり，地域実習で扱ったテーマについては77.5 –

97.2%が理解できたと回答した．訪問・通所事業所の

ライブ中継については，94.4 - 100%で高い評価結果

であった．一方，3年次以降の臨床実習に関する質問

では，36.4 - 85.9%の学生が「不安」という回答で

あった．自由記載では，「地域リハビリテーションに

関する関心や意識が向上した」という感想がある一

方，「現場に行きたかった」「実技の時間が欲しい」

などの意見もみられた．

本人担当部分：実践，考察

（共著者：滝本幸治,吉川義之,笹野弘美,坪内善仁,前

田吉樹, 中島大貴,辻下聡馬,大浦智子,山形力生,池田

耕二）

令和2年および3年度，新型コロナウイルスの感染拡大

をうけ早期体験実習を学内実習として実施した．学生

アンケートの結果から，学内実習の意義や課題を明確

にした．アンケートの結果，両年度とも実習内容につ

いては多くの学生が「よく理解できた」「まぁまぁ理

解できた」と回答した反面，「2年次以降の学外実習

に向けた不安」を訴える学生が多かった．自由記述で

は「教員が近くにいる分質問などがしやすかった」，

「疑問をすぐに先生に質問することができた」という

意見のほか，「自分が知らなかった分野にも興味が持

てた」という意見もみられた．学内実習で医療施設で

の学びを完全に再現することは困難だが，早期体験実

習の本来の目的を達成する上で，学内実習は必ずしも

不利な点ばかりではない．

本人担当部分：実践，考察

（共著者：前田吉樹，中島大貴，伊藤健一，野中紘

士，阿波邦彦，藤田信子，岩﨑智子，橋本雅至，山形

力生，池田耕二）

【目的】熟達理学療法士から経験学習プロセスにある

成長を促す経験を明らかにし，経験学習支援を理論

的・実践的に示唆することである．【方法】対象は，

熟達理学療法士43名とした．方法はアンケート調査と

し，印象に残った経験（時期，内容）を聞き取った．

分析にはオープンコーディング法を採用し，成長を促

す経験カテゴリーを作成し，コード数の多い上位の成

長を促す経験カテゴリーを抽出した．【結果】1) 担

当患者の理学療法・関係性に苦悩した経験，2) 理学

療法における成功体験，3) 先輩・指導者の治療技術

に差を感じた経験などの成長を促す経験カテゴリーが

抽出された．【考察】成長を促す経験からは，キャリ

アを通して理学療法士管理者・指導者は，理学療法士

に対して担当患者の理学療法や，担当患者との関係性

からくる苦悩に対してケアを行うこと，できるだけ成

功体験の蓄積を支援すること，先輩と治療技術の差を

実感させる機会を多くすること，そして重度な患者を

診る機会や学会発表や参加する機会を多くすることが

経験学習支援につながると考えられた．

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野靖

朋, 松田淳子）

63 熟達理学療法士の経験学習

プロセスにおける成長を促す経

験（査読付）

医療福祉情報行動科学研究

9 97-103 2022年

62 コロナ禍における理学・作

業療法士養成課程の早期体験実

習 ―学内実習後の学生アン

ケート調査による検証－（査読

付）

医療福祉情報行動科学研究

9 55-63 2022年
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[Purpose] This study aimed to elucidate the

content of work beliefs related to proficiency

among physical therapists in Japan.

[Participants and Methods] Participants included

50 therapists who met the definition of

proficiency to participate in a questionnaire

survey conducted between October 2017 and March

2019. Participants were asked to freely describe

their daily work beliefs, including their

thoughts, values, and ideals. This content was

coded and categorized using open coding; a

hierarchical cluster analysis (Ward’s method)

was conducted of the proficient therapists with

the individuals and belief categories as the

variables. All belief categories were classified

into three groups. [Results] Three work beliefs

were identified as follows: 1) practices that

emphasize building relationships in the field,

2) broad practices with physical therapist pride

(responsibility and enthusiasm), and 3)

practices with awareness of treatment outcomes

and social benefits. [Conclusion] A better

understanding of the three aforementioned work

beliefs would facilitate good support for and

development of physical therapists. We recommend

continuing to elucidate the three work beliefs

identified among proficient therapists and

verify their educational effects.

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

論文執筆

（共著者：Koji Ikeda, Atsushi Tasaka, Kenji

Kasubuchi, Yasutomo Jono, Junko Matuda）

64 Work beliefs and

experiential learning among

proficient physical

therapists in Japan:

Developing a method to

support belief formation

（査読付）

Journal of Physical

Therapy Science 34(4)

262-268

65 養成校からみた訪問への臨

床実習の実際

訪問リハビリテーション

12(2) 112-123

66 放課後等デイサービスにお

ける保護者およびスタッフ視点

の児童の課題・目標に関する探

索的研究 （査読付）

理学療法科学 37(6) 571-

578

訪問リハの役割を，①再自立支援型，②疾病・介護予

防型，③緩和ケア型に区別し，各役割ごとに学習すべ

き事柄や重要ポイントを述べ，訪問リハの臨床実習の

配置時期と３つの役割ごとに，臨床実習における組み

立て方や指導，教育方法について紹介した．

本人担当部分：論文執筆

（共著者：池田耕二, 吉川義之）

〔目的〕児童に対する保護者およびスタッフの目標や

課題を明らかにし，理学療法の課題を提示することで

ある．〔対象と方法〕対象は保護者10名とスタッフ5

名とし，10名の各児童の目標・課題を質問紙による自

由記述式にて調査した．分析方法はオープン・コー

ディング法とし，短期・長期的な目標や課題を整理し

たうえで保護者とスタッフのものを比較した．〔結

果〕短期的な目標・課題では，保護者は家庭内の生活

のことを，スタッフは学校内の生活のことを気にする

意見が多く，認識の相違が認められ，長期的な目標・

課題では，保護者もスタッフも就労に関するものが多

く，将来の方向性は類似していた．
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〔結語〕今後の理学療法の課題は，保護者およびス

タッフに対して定期的に理学療法評価の結果を伝え，

協働してリハビリテーションを進めていくことが重要

である．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：辻下聡馬, 池田耕二, 辻下千賀）

68 施設の種類に対応した臨床

参加型実習モデルの提案 一施

設の特徴を活かした経験の積ま

せ方一

奈良学園大学紀要 15 1-14

69 理学療法士を育む【場】づ

くりの着想に関する一考察

奈良学園大学紀要 15 15-20

67 数量化III類分析による線維

筋痛症女性患者の症状改善傾向

の類型化 −3週間入院運動プロ

グラムにおける症状変化を通し

て−（査読付）

理学療法科学 37(6) 593-

599

〔目的〕3週間入院運動プログラム（有酸素運動，筋

力増強運動など）における線維筋痛症（FM）女性患者

の症状改善傾向を類型化すること．〔対象と方法〕対

象はFM女性患者11名，方法はプログラムの開始前，

中，後で，①SF-8（身体的健康度（PCS），精神的健

康度（MCS）は前後のみ），②体調，③疲労度，④熟

睡度，⑤疼痛，⑥楽しさ，⑦歩数，⑧睡眠時間，⑨睡

眠効率，⑩姿勢（座位・立位の割合）を測定し，各項

目の改善傾向から数量化Ⅲ類分析を用いて症状改善傾

向を4つに分類した．〔結果〕症状改善傾向は，1）睡

眠時間，熟睡度，疲労度，2）姿勢とPCS，3）歩数，

MCS，睡眠効率，4）疼痛，楽しさ，体調の4つのグ

ループに分類できた．〔結語〕本研究はFM女性患者の

運動療法の効果の現れ方を4つに類型化した．

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

論文執筆

（共著者：池田耕二, 藤田信子, 松野悟之, 高井範

子, 金子基史, 三木健司, 仙波恵美子）

本稿では，臨床実習が行われる医療施設と介護施設，

訪問リハビリテーションに大別しながら，各施設の理

学療法の特徴や役割を整理し，臨床実習の内容や方向

性を確認した．次に，学生に対する経験の積ませ方を

考慮しながら，各施設における臨床参加型臨床実習モ

デルを構築し，併せて臨床実習におけるキーポイント

を提示した．

本人担当部分：論文執筆

（共著者：池田耕二, 滝本幸治, 城野靖朋, 吉川義

之, 野田 優希, 野中紘士, 辻下守弘）

本稿では，現在の理学療法士の現場教育や人材育成の

課題と限界を提示し，新たな枠組みの必要性を指摘す

る。筆者らが着想する新たな枠組みとは，理学療法士

の発達や成長を後押しする“理学療法士を育む【場】

づくり”である。これは理学療法士の経験学習が促進

されやすい【場】（雰囲気や組織風土からなる空間）

をつくりあげるというものである。しかし，現在，理

学療法士の経験学習を促す【場】の特性や，それを成

立させるための条件は明らかになっていない。これら

を解明することができれば，理学療法士を育む【場】

づくりが可能となり，現場教育や人材育成に貢献でき

ると考える。本枠組みの実現可能性は十分あり，これ

からの現場教育，人材育成の課題の一つとなる。

本人担当部分：論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 城野靖朋, 吉川義

之, 野田優希）
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71 熟達理学療法士における成

長を促した経験学習サイクルを

探求する:教訓と応用 （査読

付）

【目的】熟達理学療法士の成長を促した経験から獲得

した教訓と応用の内容を探求すること． 【方法】対

象は熟達理学療法士 43 名とした．方法はアンケート

調査とし，調査項目は1基本属性，2成長を促した経

験，3獲得した教訓内容，4次に向けた応用内容とし

た．分析方法はオープンコーディング法とし，成長を

促した経験と教訓，応用内容をカテゴリーとして抽出

した． 【結果】1基本属性:男 31 名，女 12 名，年

齢 36.8 ± 4.5 歳，臨床経験年数 14.0 ± 4.4 年で

あった．次に2成長を促した経験と3教訓，4応用カテ

ゴリーは順に，a)担当患者の理学療法・関係性に苦

悩した経験，教訓は理学療法士としての態度，応用は

丁寧な患者対応など，b)理学療法における成 功体

験，教訓は個々の症例に対する気づき，応用は介入方

法の変化など，c)先輩・指導者の治療技術 に差を感

じた経験，教訓は評価の重要性，理学療法士の能力の

必要性，応用は自己研鑽などであった．【結論】熟達

理学療法士は多様な経験から多様な教訓を得て，次の

経験に向けて応用していた．

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野靖

朋, 松田淳子）

心不全患者に対する治療目的の一つは生活の質

(Quality of life：QOL)の改善であり，日本循環器学

会のガイドラインは高齢心不全患者に対する多職種連

携による介入を推奨している．しかし，高齢心不全患

者のQOLに関する研究の多くは在宅や地域の患者を対

象としており，入院中の患者を対象にはしていない．

今後，日本では高齢心不全患者の増加が予測されてお

り，入院中の高齢心不全患者に対する多職種連携によ

る介入のQOL改善効果を検討する意義は大きい．そこ

で，本研究では入院中の高齢心不全患者に対する多職

種連携による介入が退院後のQOL改善に寄与している

かという関心のもと，スコーピングレビューを行っ

た．対象文献の収集はPubMedと医中誌web版とした．

結果，11件が全文精読の対象となり，そのうち，分析

対象となった文献は1件であった．本採用文献は入院

中の高齢心不全患者に対する多職種連携による介入の

QOL改善効果を示したが，除外された中で対象国が日

本である文献の全てはQOL評価が実施されておらず，

日本における入院中の高齢心不全患者に対する多職種

連携による介入のQOL改善効果の研究が不十分である

ことを示唆した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：梅津俊介, 喜多一馬, 森田隆剛, 池田耕

二）

70 高齢心不全患者のQOL に対

する多職種連携による介入の有

用性: スコーピングレビュー
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単著 平成21年10月

共著 平成23年3月

共著 平成23年4月

単著 平成25年5月

本稿では，認知症患者の理学療法経験を通して，学ん

だ工夫や視点を述べた．具体的には，認知症患者の介

入によって，症例を理解しようと焦らず，何かを感じ

取ろうとすること，患者の細かな変化を日々の中で捉

えること，理学療法評価やツールとして家族機能を活

用することで切る動作を通して治療を組み立てること

などを提示した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

本論文では，実習生自らが提出した自己分析レポート

を分析し，実習生の内面の変容過程を明らかにし，そ

こから一実習指導を提起した．コミュニケーションに

おいては方法の模索に始まり，新たな模索へという子

過程が示された．実習での新たな発見からは視野が広

がる過程が示された．これらの過程に即した指導が必

要になることを提起した．

アメリカ理学療法士協会の機関紙である”Physical

Therapy，1994年”に掲載された92編の論文を要約し,

それらから運動療法，物理療法，運動学，検査，測

定，義肢・装具，教育・管理・調査に分類し主だった

ものをいくつか紹介した．1年間を通して各研究にお

いて研究デザインが検討されており，研究自体の信頼

性を高める努力がなされている．また日常的な技術に

ついての信頼性や妥当性の再確認もされていた．その

他，患者教育に関するもの，物理療法に関する研究が

多くなされていた．

本人担当部分：和訳，考察，論文執筆

（共著者：武政誠一, 嶋田智明, 日高正巳，池田耕

二）

本稿では，現場で実感しにくい生活の質を目標に理学

療法を漠然と行うのではなく，理学療法の哲学的基盤

を根底から見直し，終末期理学療法の位置づけを筆者

の経験をもとに再考した．そして，終末期理学療法は

生活の質の再構築と納得を目指すものと提起した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，中田加奈子）

1 ”Physical Therapy”1994年

版まとめ

理学療法ジャーナル　29

（8）　865－869

3 認知症患者1症例の理学療法

経験から学んだ「工夫」や「視

点」

4 理学療法士発達論に基づいた

教育方法の開発に向けて

理学療法ジャーナル 45(3)

240

2 終末期における理学療法の位

置づけを再考する

理学療法ジャーナル

45（4） 332

理学療法ジャーナル 43(10)

942 -943

理学療法ジャーナル

47（5）423

1 コミュニケーション能力の向

上を課題にした自己分析レポー

トから見えてきたもの

本稿では，徒弟制度に基づく教育だけでは個々の人材

が有する新たな可能性を摘んでしまう危険性があるこ

とを指摘し，その可能性を積まない教育支援方法の必

要性を説いた．そこで，理学療法士の内面の発達を理

学療法士発達論とし，それにもとづく理学療法教育を

行う必要性を提起した．
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「研究報告書」

単著 令和3年4月

　 A4判5頁

単著 令和3年5月

A4判4頁

「学会発表」

＜国際学会＞

－ 平成9年8月

リハビリテーション学科臨床実習管理センターにおけ

るホームページによる双方向性活用システムの構築の

経緯，可能性について報告した．

本稿では，「理学療法士の発達を促す経験学習支援方

法の開発」の研究成果を報告した．

奈良学園大学保健医療学部

共同研究費助成成果報告書

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した．車椅子スポーツ

チャンバラの方法やルールを考案し紹介した．

本人担当部分：車いすスポーツチャンバラの開発，実

践，考察）

（共同発表者：K.TAKEBE, K.IKEDA, T.KANEKO,

S.TAKEMASA, T.NAGAO）

2 リハビリテーション学科臨床

実習管理センターにおけるホー

ムページによる双方向性活用シ

ステムの構築−臨床実習教育の

質的向上を目指して−

1 INTRODUCTION OF

"WHEELCHAIR SPORTS

CHANBARA"- A NEW PROGRAM IN

REHABILITATION -

(車いすチャンバラの紹介；新

しいリハビリテーションプログ

ラム)

1 理学療法士の発達を促す経験

学習支援方法の開発

5 これからの地域社会に求めら

れる理学療法士像を考える

6 コロナ禍で変わる臨床実習：

奈良学園大学リハビリテーショ

ン学科

理学療法ジャーナル

49（11）：1058

科学研究費助成事業　（基

盤研究C）研究成果報告書

作業療法ジャーナル 55(4)

373 - 374

7 私のターニングポイント：自

分と理学療法士としての成長の

重なり

PTジャーナル 56(5)578

本稿では，2020年，コロナ禍で学内で行われた早期体

験実習と地域理学療法実習について紹介した．具体的

には，企画，内容，ＩＴの活用，問題意識，実践な

ど，学生と教員が共同で実践した内容を提示し，これ

からの課題と合わせて提示した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：中島大貴, 坪内善仁, 池田耕二, 山形力

生, 大浦智子, 辻下守弘）

本稿では，理学療法士である筆者の理学療法士として

の成長と自信の成長を重なり合わせ、時間をかけて理

学療法士は成長することを示唆した。

本稿では，地域包括ケア等がはじまった地域社会から

現場で本当に求められる理学療法士像を考察した．現

場では，様々な対応や知識が求めらえる．そして，そ

れらを包括して解決に向かわせる力が必要となる．こ

れを包括的理学療法として位置づけ，現場で必要な能

力とした．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝，池田耕二）

The 8th World Congress of

The International

Rehabilitation Medicine

Association, KYOTO, JAPAN

（京都）
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－ 平成21年7月

－ 平成28年10月

<国内学会>

－ 平成5年11月

－ 平成6年5月

－ 平成7年6月

 変形性膝関節症における体重支持指数と日常生活動

作についての関連性について検討した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆（共同

発表者：池田耕二，宮本真美，平山敦子，太田光子，

武部恭一，武政誠一，生島秀樹，石川司）

部分的荷重によって骨盤底筋群の収縮がどのように影

響されるかについて調査検討を行い報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：Asuka Iso,　Miwako Ishii,　Mayumi

Tayanaka, Kosaku Ota, Koji Ikeda）

The Asian Confederation

for Physical Therapy

2016，Kuala Lumpur（クア

ラルンプール）

深在性組織に直接刺入できない対象組織の温度変化に

対応可能な極細の針状センサーを試作，開発しその特

徴について報告した．

本人担当部分：実験担当，データ収集，分析

（共同発表者：講武芳英，嶋田智明，池田耕二，北

潔）

本研究では，基礎研究としてラットにおいて関節運動

を生じさせない状態での皮膚のストレッチが関節拘縮

の予防に効果的かを検討した．その結果，皮膚のスト

レッチは関節拘縮の予防になる可能性を示唆した．

本人担当部分：考察

（共同発表者：Atsushi Tasaka, Takeya Ono, Hideki

Ishikura, Kazuki Aihara, Yuta Sato, Koji Ikeda,

Sadaaki Oki）

4 Study on the Effects of

Skin Stretching without

Joint Movement on range of

motion in Rats

（ラットにおける関節可動域運

動が無い状態での皮膚のスト

レッチ効果に関する研究）

2 INFLUENCE ON THE VOLUNTARY

CONTRACTION OF PELVIC FLOOR

MUSCLES WITH BODY WEIGHT

SUPPORT

（体重支持による骨盤底筋群の

随意収縮の影響）

Improving University

Teaching (IUT) 34th

International Conference,

Simon Fraser University,

Burnaby Campus,

Vancouver, Canada（バン

クーバー）

10th International

Congress of the Asian

Confederation for

Physical Therapy, CHIBA,

JAPAN（千葉）

3 CHANGE OF CONSCIOUSNESS IN

STUDENTS IN PHYSICAL THERAPY

CLINICAL PRACTICE-

EXPLORATORY STRUCTURE

ANALYSIS BY QUALITATIVE

CONTENT ANALYSIS AND

QUANTIFICATION III -

（理学療法臨床実習における実

習生の意識構造の変化－質的内

容分析と数量化Ⅲ類による探索

的構造分析―）

2 変形性膝関節症における体重

支持指数と日常生活動作につい

て

3 生体加温の際の組織酸素分圧

測定用センサーの試作と特徴

第30回日本理学療法士学会

（東京）

　

1 当院における大腿骨頚部骨折

術後患者の生活状況について

第29回日本理学療法士学会

（青森）

本研究の目的は，理学療法臨床実習期間における臨床

実習生の意識変容過程を明らかにすることにある．そ

の結果，理学療法臨床実習生は理学療法実践を多く学

びながら，緊張や焦りを多く感じて思考的に意欲を心

がける傾向にあることが明らかとなった．また意識構

造は,知識・感情の軸と冷静な実習・躍動的な実習の

軸で構成されていることがわかり,さらにその変容過

程は「感情」，「知識」，「専門・統合」，「意

欲」，「冷静」，「躍動」，「混合」優位の７つのタ

イプに分類できることが明らかとなった．

本人担当部分：データ取集，分析，考察，執筆

（共同発表者：Koji IKEDA，Akira TAMAKI，Masaki

YOSIDA)

第33回近畿理学療法士学会

(和歌山）

当院において手術し，リハビリテーションが施行され

た大腿骨頸部骨折患者の生活状況を調査し報告した．

本人担当部分：調査，分析，執筆

（共同発表者：平山敦子，宮本真美，池田耕二，太田

光子，武部恭一，武政誠一）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成7年6月

－ 平成7年11月

－ 平成8年5月

－ 平成9年5月

－ 平成10年11月

－ 平成13年2月

－ 平成13年2月

第30回日本理学療法士学会

（東京）

　

第32回日本理学療法士学会

（埼玉）

バレエ動作の特徴である足部障害を有する３症例の理

学療法経験から，その効果について検討を行い報告し

た．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：菊池奈美，池田耕二，磯あすか，式田

利晴，玉木彰,林義孝）

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した．車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものをビデオにて紹介した．

本人担当部分：開発，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，金子

翼，武政誠一，長尾徹）

第12回大阪府理学療法士学

会（大阪）

大学のサッカーチームを対象に選手の外傷・障害の調

査をポジション別に行い，その調査結果を報告した．

本人担当部分：考察

（共同発表者：岩本雅浩，池田耕二）

バレエ動作の特徴である足部障害を，繰り返し動作の

回数という視点から調査分析を行い，その関連性を報

告した．

本人担当部分：調査，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，菊池奈美，磯あすか，式田

利晴，玉木彰,林義孝）

両側セメントレス大腿骨人工骨頭置換術を行った2症

例に対して荷重訓練を行う上で問題点を述べた．本2

症例は片側例と違って健側での支持が期待できないた

めリハビリテーションを行うためには症例に応じた工

夫が必要であることを報告した．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

(共同発表者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政

誠一）

6 骨粗鬆症患者におけるﾗｲﾌｽﾀｲ

ﾙ･生活活動能力と骨密度との関

連に関する一考察

骨粗鬆症患者を対象にライフスタイルと骨密度との関

連を検討した結果，朝食，喫煙，散歩，体操，牛乳で

は健康的な生活習慣を有するものが高い骨密度を示す

ことを報告した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，武部恭一，武政誠一，長尾

徹，嶋田智明）

7 車椅子スポーツチャンバラの

紹介－リハビリテーションの一

環としてー

9 バレエ動作による足部障害

PartⅠ－繰り返し動作との関連

性－

10 バレエ動作による足部障害

PartⅡ　－３症例を通して－

4 振り子打腱装置の開発とその

精度の検討

　

第31回日本理学療法士学会

（愛知)

8 大学サッカー選手における外

傷・障害調査

　

第12回大阪府理学療法士学

会（大阪）

第38回近畿理学療法士学会

(和歌山）

第35回近畿理学療法士学会

（京都）

5 両側ｾﾒﾝﾄﾚｽ大腿骨人工骨頭置

換術に対する荷重訓練について

振り子打鍵装置を開発し，それらの定量的評価におけ

る精度について報告した．

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：篠原英紀，吉田正樹，武富由雄，瀬藤

乃理子，富田義之，鈴木喜子，池田耕二，坂本達也，

徳原尚人，中山伸治）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成13年5月

－ 平成14年5月

－ 平成19年11月

－ 平成20年11月

－ 平成20年11月

－ 平成21年11月

身体機能低下を伴った認知症高齢者の２症例の理学療

法経験から，理学療法士の関わり方について考察し報

告した．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子, 池田耕二，山本秀美，玉

木　彰）

有酸素能力の差が運動時のLocomotor Respiratory

Coupling発生に及ぼす影響を検討し，報告した．

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：玉木彰，長谷川聡，小室透，白須章

子，池田耕二, 土井暁子，辻田純三，堀清記）

第37回日本理学療法学術大

会（静岡）

他動的関節可動域が終末期寝たきり脳血管障害者に及

ぼす影響を，シングルケースデザイン法によって検討

したことを報告した．

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，分析，考

察，執筆

（共同発表者：池田耕二，玉木彰，山本秀美，中田加

奈子）

認知症後期高齢患者の理学療法実践における「実践

知」を明らかにし活用できるようにするために，その

構造化を，質的研究を用いて行った．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，玉木彰，山本秀美，中田加

奈子）

第47回近畿理学療法学術大

会（京都）

本研究は，終末期理学療法を実践している3年目の理

学療法士を対象に，「無力感や意欲低下」の生成過程

を検討したものである．本研究の結果からは，3年目

の理学療法士は，実践における葛藤や実践している環

境の中から，無力感や意欲低下が生成されていくこと

が明らかとなった．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子, 池田耕二，山本秀美）

16　3年目の理学療法士は終末

期理学療法実践をどのように体

験しているか？－SCQRMをメタ

研究法とした修正版M－GTAによ

るモデル構築－

第48回近畿理学療法学術大

会（大阪）

12 有酸素能力の差が運動時の

Locomotor Respiratory

Coupling発生に及ぼす影響(運

動・神経生理)

第48回近畿理学療法学術大

会（大阪）

15 身体機能低下を伴った認知

症高齢者の理学療法経験

13 他動的関節可動域が終末期

寝たきり脳血管障害者に及ぼす

影響

第49回近畿理学療法学術大

会（兵庫）

14 認知症後期高齢患者の理学

療法実践における「実践知」の

構造化にむけた事例研究

11  随意的胸式・腹式呼吸が呼

吸運動及び換気反応に及ぼす影

響(第2報) : 肢位の違いによる

検討

第36回日本理学療法学術大

会（広島）

随意的胸式・腹式呼吸が呼吸運動及び換気反応に及ぼ

す影響を肢位の違いから検討を行い報告した．

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：土井暁子，玉木彰，小室透，山下堅，

太田善行，長谷川聡，池田耕二，辻田純三，堀清記）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成21年11月

－ 平成22年7月

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

－ 平成23年5月

－ 平成23年9月

本研究では，脳出血後高齢血液透析患者1症例の10m介

助歩行における往路と復路の能力差に着目し，縦断的

に研究した．その結果，往路・復路の能力差は不安定

性を示した．それらを今後さらに分析するとともに，

それらを安定させることが課題であると考えられた．

本人担当部分：データ取集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，玉木彰，山本秀美，中田加

奈子）

19 脳出血後高齢血液透析患者

１症例の10ｍ介助歩行における

往路と復路の能力差に着目した

縦断研究・第２報

21 理想の理学療法士モデルを

視点にした理学療法臨床実習生

の質的変化の検討

－評価実習と総合実習の比較－

22 感情変化に基づいた感性工

学的臨床実習指導法の開発にむ

けて

アルツハイマー型認知症を伴う大腿骨人工骨頭置換術

後患者1症例の理学療法経験から，関わりの中におけ

る工夫や視点について考察した．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

終末期寝たきり患者１症例の理学療法経験から，評価

思考ツールの開発にむけた事例研究を行った．その結

果，終末期寝たきり患者は全身状態と食事，コミュニ

ケーションの関係から評価・思考できることが明らか

となった．

本人担当部分：理学療法実践，開発，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

本研究では，実習日誌から感情表現を抽出し，実習期

間中における感情変化と成績との関係を明らかにし

た．それを基に指導方法を提起した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二,吉田正樹）

18 アルツハイマー型認知症を

伴う大腿骨人工骨頭置換術後患

者に対する理学療法経験

－関わりの中における工夫や視

点－

第49回近畿理学療法学術大

会（兵庫）

17　脳出血後高齢血液透析患者

1症例の10m介助歩行における往

路と復路の能力差に着目した縦

断研究

第50回近畿理学療法学術大

会（和歌山）

本研究では，理学療法臨床実習生が抱く理想の理学療

法士モデルを視点に，質的変化の分析を行い，理学療

法評価実習と総合実習における違いを明らかにした．

本人担当部分：データ収取集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，吉田正樹,山本秀美,中田加

奈子）

第50回近畿理学療法学術大

会（和歌山）

第13回日本感性工学会（東

京）

第46回日本理学療法学術大

会（宮崎）

20 終末期寝たきり高齢患者に

対する理学療法評価思考ツール

の開発に向けた事例研究

本研究では，脳出血後高齢血液透析患者1症例の10m介

助歩行における往路と復路の能力差に着目し，それら

の縦断研究を行い，能力差の不安定性と重錘負荷との

関係を明らかにした．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，山本秀美，中田加奈子,玉

木彰）

第22回大阪府理学療法学術

大会（大阪）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
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－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

－ 平成24年7月

－ 平成24年11月

－ 平成25年5月

－ 平成25年7月

27 退院後の転倒予防に向けた

体力測定表の開発に向けて−運

動器疾患を通して-

本研究では，Critical illness polyneuropathy 1症

例に対する訪問リハビリテーションの有用性を検討し

た．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：廣瀬将士，池田耕二，大原佳孝，竹内

本研究では，以前，筆者らが構造化した「終末期理学

療法評価思考ツール」に対するアンケートを実施し，

その有用性について検討を行った．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二, 山本秀美）

23トイレ動作が自立できていな

い高齢患者の在宅復帰を促す要

因（構造）の検討

25 終末期リハビリテーション

における理学療法評価思考ツー

ルの開発に向けた暗黙知モデル

の有用性について―理学療法士

へのアンケート調査から―

24 強い拒否がみられた認知症

高齢患者2症例の理学療法経験

から

第51回近畿理学療法学術大

会（滋賀）

本研究では，回復期病棟における脳血管障害患者のＦ

ＩＭの経時的変化を，退院先（在宅，非在宅）別に明

らかにし分析した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：廣瀬将士, 池田耕二, 河野茉梨絵, 大

原佳孝, 水野瑛梨, 粉川友太, 朴聖章, 阪本みさき）

本研究では，強い拒否がみられた認知症高齢患者にお

ける症例検討を行い，理学療法の有り方を提起した．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

第53回近畿理学療法学術大

会（奈良）

本研究では，トイレ動作が自立できていない高齢患者

を対象に，在宅復帰を促す構造を明らかにした．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣，池田耕二，梅木速水）

第52回近畿理学療法学術大

会（滋賀）

本研究では，入院中の運動器疾患患者を対象に評価を

行い，退院後の転倒予防に向けた体力測定表の開発経

過を報告した．

本人担当部分：開発，データ収集，分析，執筆

（共同発表者：髙本晴輝，山本秀美，中田加奈子，中

本研究では，理学療法臨床実習生の認識構造を構成

し，それをもとに終末期理学療法実践と教育における

課題を抽出した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二,山本秀美,中田加奈子,黒田

未貴,廣瀬将士）

第24回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

第47回日本理学療法学術大

会（兵庫）

第24回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

28 理学療法臨床実習生の終末

期理学療法に対する認識構造か

らみた終末期理学療法の課題

第48回日本理学療法学術大

会（愛知）

26 Critical illness

polyneuropathyを来した1例に

対して訪問リハビリテーション

介入により復職可能となった経

験

29 回復期病棟における脳血管

障害患者のFIMの経時的変化



著書，学術論文等の名称
単著・
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概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成25年7月

－ 平成25年6月

－ 平成25年8月

－ 平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成26年5月 本研究では，質的研究を用いて，新人・中堅理学療法

臨床実習指導者の不安増幅プロセスを構成した．それ

を視点に不安解消対策を提示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：湯地英充，池田耕二）

本研究では，2症例の行動様式に着目し，チームアプ

ローチによって転倒予防に取り組んだ経験を報告し

た．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子, 池田耕二, 黒田未貴, 井

谷友香理, 中川真優, 朴聖章, 北林直人, 川岸美佐

子, 小川敦子, 福井孝子, 池田秀一）

第53回近畿理学療法学術大

会（京都）

本研究では，特発性間質性肺炎患者に対して心肺運動

負荷試験行い，それをもとに運動処方を行った．その

結果，運動療法における有用性が明らかとなった．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝, 池田耕二, 北川紗也佳, 水

野瑛梨, 宇野陽子, 堀江淳, 池田秀一）

本研究では，回復期病棟に入院し，在宅復帰が円滑に

進んだ終末期がん患者1症例を対象に，そこから在宅

復帰をスムーズにするための条件を抽出した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二,中田加奈子,中川

真優,朴聖章,井谷友香理,北林直人,川岸美佐子,村中

恵子,小川 敦子,池田 秀一）

本研究では，理学療法養成大学における学生に演劇

ワークショップを取り入れ，好評であったこと，そし

て学生に質的な変化がみられたことを報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：山本貴啓，原田信子, 池田耕二, 田坂

厚志, 横井輝夫）

本研究では，入院高齢患者に対して様々な評価を行

い，運動器疾患によってそれからがどのように違って

くるかを検討した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：中川真優, 山本秀美, 中田加奈子, 朴

聖章, 杉本貴美子, 池田耕二）

31 回復期病棟における終末期

患者の在宅復帰をスムーズにす

るための条件とは?

第18回日本緩和医療学会学

術大会（横浜）

32 理学療法士教育における演

劇ワークショップを用いた対人

技能向上の取り組み

第53回近畿理学療法学術大

会（京都）

34 患者の行動様式を視点に多

職種チームアプローチによって

転倒予防対策に取り組んだ2症

例

30 運動耐容能トレーニングが

奏効した特発性間質性肺炎患者

の一例　心肺運動負荷試験によ

る運動処方

33 高齢入院患者の転倒予防に

向けた取り組み－運動器疾患に

着目して－

35 臨床実習にある新人・中堅

臨床実習指導者の不安増幅プロ

セスとは？

第24回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

第5回日本ヘルスコミュニ

ケーション学会学術集会

（岐阜）

第49回日本理学療法学術大

会 (神奈川)
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年5月

－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年8月

本研究では，不整脈・慢性糸球体腎炎を有する大腿骨

転子部骨折術後患者の運動療法の経験を報告し，心電

図モニタの活用や医師との連携の必要性を再提起し

た．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：黒岡禎治，池田耕二，大原佳孝）

共同研究につき本人担当部分抽出不可能

本研究では，腰椎圧迫骨折を呈した1症例に対して，

早期に家屋調査を行い，課題遂行型アプローチを実践

し，良好な結果を得た経験を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：高橋昇嗣，池田耕二，黒田未貴，中川

真優）

本研究では，脳幹出血後遺症の患者と家族を支えた

16ヵ月間の理学療法経験を報告し，支える医療におけ

る理学療法士の役割を提言した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：山口朋彦，木村美帆子，堀寿美代，黒

田敦士，池田耕二，沢田学）

本研究では，回復期病棟入院時に家族が述べる在宅復

帰のための条件，特にそれをトイレ動作の自立とした

家族と患者の在宅復帰に着目し，その実態を調査し

た．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：勢登香織，池田耕二，岡村太嗣）

40 不整脈・慢性糸球体腎炎を

有する大腿骨転子部骨折術後患

者の運動療法〜心電図モニタと

医師との連携によるリスク管理

〜

41　構造構成的協同臨床教育法

の視点導入に基づく新たな協働

の有り方に関する研究－ケース

スタディへの応用－

38 整形外科疾患患者における

内部障害有病率に関する実態調

査

第49回日本理学療法学術大

会 (神奈川)

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

37 腰椎圧迫骨折を呈した1症例

に対する課題指向型アプローチ

〜家屋調査から見えてきた課題

を中心に〜

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

36 回復期リハビリテーション

病棟における「家族が述べる在

宅復帰のための条件」と在宅復

帰に関する実態調査　―在宅復

帰のための条件がトイレ動作の

自立の場合―

39 慢性期病院における終末期

理学療法の1症例〜脳幹出血後

遺症の患者と家族を支えた16ヵ

月間〜

本研究では，筆者が開発した構造構成的協同臨床教育

法の視点を職業リハビリテーションのケーススタ

ディーに応用し，新たな協働の在り方を提言した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：前原和明，池田耕二）

第42回日本職業リハビリ

テーション学会（岩手）

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，整形外科疾患患者における内部障害の実

態を調査した．その結果，内部障害の有病率は75％で

あることが分かった．これらからは，整形疾患患者と

いえども内部障害に着目した理学療法が必要であり，

包括的な理学療法が必要であることが示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，吉富滋洋，徳永美由貴，池

田耕二，池田秀一）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年10月

－ 平成26年11月

－ 平成27年1月

－ 平成27年1月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年11月

本研究では，病院と訪問リハの連携によって終末期が

ん患者の在宅復帰を可能にした実践を報告した．病

院,訪問リハスタッフの連携により在宅支援を進める

意義は大きいと思われた．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，大原佳孝，池田耕二，原田

美江，中瀬美穂，池田秀一）

本研究では，終末期理学療法実践に対する評価法（考

え方）を，構造構成主義を活用することで理論的に構

築し，理学療法教育に提案した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，田坂厚志，貞末仁美）

本研究では，右重度片麻痺患者の退院時支援から，支

援が奏功する3つの要因と，退院後にしか明らかにな

らなかった2つの課題を明らかにした．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中川真優，大原佳孝，池田耕二，北林

直人，上田紀子，清水貴恵，川岸美佐子，池田秀一）

本研究では，肺サルコイドーシスを有する右脛骨高原

骨折術後一症例の理学療法経験を報告し，包括的理学

療法の必要性を示唆した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：高橋昇嗣，大原佳孝，池田耕二，宮崎

紗也佳，猪子純一，池田秀一）

47 終末期がん患者の理学療法

実践の方向性を示す理学療法教

育モデルの構築とその可能性

－2症例の経験から－

第20回日本緩和医療学会

（横浜）

46 看取り近くまでの理学療法

を実践した終末期がん患者１症

例における入院と訪問の担当理

学療法士の連携について

第55回近畿理学療法士学会

（神戸）

48 肺サルコイドーシスを有す

る両側人工膝関節置換術後一症

例患者の運動耐容能および日常

生活活動の経時的変化（第2

報）

第1回日本地域理学療法学会

（大阪）

42 終末期理学療法実践に対す

る評価法（考え方）の理論的構

築と提案―実践の有効性をどの

ように評価するか？－

43 肺サルコイドーシスを有す

る右脛骨高原骨折術後一症例の

理学療法　－臨床現場における

包括的理学療法の必要性－

第1回日本地域理学療法学会

（大阪）

第8回全国大学理学療法教育

学会(兵庫)

44 右重度片麻痺患者一症例の

退院後カンファレンスから得ら

れたこと

第20回日本緩和医療学会

（横浜）

本研究では，理解されにくい終末期がん患者の理学療

法を，その有り方や目標がイメージしやすいモデルに

構築しなおし，教育モデルとしの可能性を考察した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二，河野茉梨絵，赤

田美和子，早田敏）

45 病院リハと訪問リハの連携

によって終末期がん患者の在宅

復帰を可能にした実践報告

第54回近畿理学療法学術大

会（大阪）

本研究では，肺サルコイドーシスを有する両側人工膝

関節置換術1症例の運動耐容能をCPXにて測定し，運動

耐容能と日常生活活動の経時的変化からその関係性に

ついて考察した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：髙橋昇嗣，池田耕二，大原佳孝，猪子

純一，池田秀一）

本研究では，看取りに向けた終末期がん患者の在宅復

帰に対して，病棟担当理学療法士と訪問理学療法士の

連携について考察した．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，山本秀美，黒

田未貴，早田敏）
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発行所，発表雑誌等
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－ 平成27年12月

－ 平成28年3月

－ 平成28年5月

－ 平成28年6月

－ 平成28年6月

－ 平成28年7月

本研究では，終末期がん患者に対する看取りに向けた

緩和ケアを開発する目的にて，終末期がん患者の睡眠

状態を調査した．その結果，睡眠パターン等が崩れて

いく状態が明らかとなり緩和ケアとしては良質な睡眠

の確保が重要になっていくことが示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，赤田

美和子，早田敏）

本研究では，地域の特色が反映される訪問リハ事業所

と訪問看護ステーションにおける利用者の基本的な特

性を調査し，そこから支援課題を抽出した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，池田耕二，濱田絵美，古家

真優，中瀬美穂，池田秀一）

本研究では，がん患者のリハビリやケアの質を向上さ

せるために，アセスメントシートを作成し，それを用

いることで必要な配慮や工夫を抽出していこうとし

た．これによりがん患者個々に配慮したリハビリの展

開が可能となった．

本人担当部分：アセスメント作成，データ収集，分

析，考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二，河野茉梨絵，赤

田美和子，早田敏）

第21回日本緩和医療学会

（京都）

54 在宅終末期がんサバイバー

のリハビリテーションにおける

多職種連携の有効性

本研究では，スマートフォン等を活用することで地域

における広域の多職種連携を可能にし，在宅ガンサバ

イバーに対する有効な実践を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：金谷親好，濵﨑恵，竹ノ内裕一，  池

田耕二，久松憲明）

53 がん患者に対するリハビ

リ・ケアの質的向上を目指した

アセスメントシートの開発とそ

の有効性

第21回日本緩和医療学会

（京都）

49 当訪問リハビリテーション

事業所・訪問看護ステーション

利用者における基礎的調査―

理学療法における支援課題抽出

に向けて　―

第18回日本在宅医学会大会

（東京）

52 看取りまでの緩和ケアの開

発を目的にした終末期がん患者

の睡眠状態の把握

51　早期歩行獲得を目指した脊

髄髄内上衣下腫摘出術後一症例

に対する理学療法経験―感覚性

運動失調に対するアプローチ―

日本腎臓リハビリテーショ

ン学会学術大会（岡山）

50　透析患者に対する包括的腎

臓リハビリテーションの役割―

2症例の経験から　―

第2回日本地域理学療法学会

（千葉）

本研究では，透析患者に対するリハビリテーションの

代表的な二つの役割を，事例研究を通して紹介した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，朴聖

章，吉冨滋洋）

本研究では，胸髄髄内上衣下腫術後一症例に対して感

覚性運動失調に着目した運動療法を行い，短期間に歩

行が獲得できたのでその詳細を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共著者：宮﨑紗也佳，池田耕二，井上良太，田中秀

和，北村哲郎，竹島靖浩，堀川博誠）

日本理学療法学術大会（札

幌）



著書，学術論文等の名称
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年2月

－ 平成29年5月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

第52回日本理学療法学術大

会（千葉）

59 訪問リハビリテーション利

用者における外出頻度，地域活

動への参加，時間の感覚，憂鬱

に関する実態調査

本研究では，我々が開発した訪問利用者の暮らしを守

るための生活見守りシートと，それを用いた実践を紹

介した．虚弱高齢者や終末期利用者に倒しても生活見

守りシートは問題点や方向性が示唆できるようになっ

てあり，実践だけでなく教育にも有効活用できる可能

性が示唆された．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，中岡絵美，山本秀美，古家

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

55 血液透析患者のフットケア

における理学療法士の役割と可

能性

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

60 重症急性膵炎後に廃用症候

群を呈した1症例に対する訪問

リハビリテーションの長期介入

効果に関する一考察

57 訪問リハビリテーション利

用者の暮らしを守る生活見守り

シートの開発と実践の紹介

56 理学療法想定場面における

フレーミング効果を意識した声

掛けが意欲に与える影響につい

て

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

第7回腎臓リハビリテーショ

ン学会学術大会（茨城）

58 終末期患者の緩和ケアにお

ける訪問リハビリテーションの

可能性

本研究では，終末期のがん患者，非がん患者に対する

訪問リハビリテーションの実践事例から，その可能性

を報告した．在宅において理学療法士が看取りまで実

践する意義や可能性を示唆することができた．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，池田耕二，中岡絵美，古家

真優，大島知子，中瀬美穂，池田秀一）

本研究では，発症後，衰弱がひどく予後が不良な症例

に対して，訪問リハビリテーションによる長期介入を

行った．その結果，日常生活が自立し，活動範囲は広

がり，自己管理能力が育まれたことを報告した．これ

により，今後予想される在宅の虚弱高齢者に対する訪

問リハビリテーションの可能性を広げることができ

た．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：大島知子，池田耕二，山本秀美，古家

本研究では，これから需要が高まる透析患者のフット

ケア業務の構築とそれに関わる理学療法士の可能性

を，実務面から検討し報告した．

本人担当部分：業務の構築，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，吉冨

滋洋，朴聖章，白川優子， 池田秀一）

本研究では，理学療法における様々な場面において，

フレーミングを意識した声がけが意欲の向上とどのよ

うな関係にあるかをRCTによって調査した．その結

果，主に肯定的なフレーミングが意欲の向上に寄与し

ていることが分かった．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）

本研究では，ICFにおける活動や参加を促すことを目

的に，訪問リハビリテーション利用者の活動，参加の

実態を調査した．その結果，利用者の活動，参加が低

下しているという実態があらためて示唆された．地域

特性を考えながらこれらに対処していく必要性が示唆

された．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，大島知子，池田秀一）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年7月

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月66 当院における入院高齢患者

の「装い」に関するアンケート

調査 -「装い」を支援する作業

療法介入に向けて-

第22回ペインリハビリテー

ション（神戸）

第22回日本緩和医療学会学

術大会（横浜）

本研究では，意欲低下を示したがんサバイバーの高齢

者が，外出を契機に活動意欲を取り戻し自宅復帰が可

能になった事例を報告した．ここでは，あらためて機

能障害だけでなく，活動，参加に目を向けた実践や多

職種連携の有効性や必要性を示唆した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：門内鈴香，池田耕二，中岡伶弥，  黒

田未貴）

本研究では，線維筋痛症患者の3週間入院プログラム

の効果を，心理的変化と生活の質（ＱＯＬ）の改善か

ら示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：高井範子，藤田信子，池田耕二，丸山

伸廣，栗田樹，中原理，髙橋紀代，三木健司，仙波恵

美子）

65 線維筋痛症２症例に対する3

週間入院運動療法プログラムの

試み　－心理的側面からの検討

本研究では，地域における認知高齢者の生活を，多職

種，多部門連携と近隣住民との協力によって再建した

事例を報告した．これにより認知症高齢者の地域生活

再建の可能性を示唆することができた．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：金谷親好，池田耕二，久松憲明）

本研究では，入院高齢患者の「装い」に対する関心度

をアンケート調査した．多くの高齢者は「装い」，す

なわち，おしゃれに対する関心が低くなっていた．作

業療法では装いを支援していく必要があることを報告

した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：松井美夕貴，池田耕二，木村恵理，阪

本みさき，尾藤彩花，宮内克明，水本紀子，黒田未

貴，老田弘子，池田秀一）

64 線維筋痛症2症例に対する3

週間入院運動療法プログラムの

試み ～運動療法介入による脳

血流の変化とQOLの改善につい

て～

第37回近畿作業療法学会

（奈良）

本研究では，線維筋痛症患者の3週間入院プログラム

の効果を，脳血流の変化と生活の質（ＱＯＬ）の改善

から示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：藤田信子，池田耕二，高井範子，松野

悟之，小泉優喜，平岡駿典，高橋紀代，三木健司，仙

波恵美子）

本研究では，終末期がん患者に対して，我々が開発し

てきた理学療法ケアシートと睡眠計を活用した理学療

法の実践を通して，緩和ケアにおける理学療法の有効

性や可能性を示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，赤

田美和子，早田敏）

第22回ペインリハビリテー

ション（神戸）

第19回日本在宅医学会大会

（名古屋）

62 不眠のある終末期がん患者1

症例に対する緩和ケアにおける

理学療法の可能性 ‐睡眠計と

理学療法ケアシートの活用－

第29回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

61 訪問リハビリテーションに

より認知症高齢者の地域生活の

再建ができた事例報告

63 外出を契機に活動意欲を取

り戻し自宅復帰可能となった虚

弱高齢者1症例の理学療法経験



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年10月

－ 平成29年12月

－ 平成29年12月

－ 平成30年3月

67 繊維筋痛症患者に対する３

週間入院プログラムの試み

68　圧迫刺激が足関節背屈可動

域および足関節底屈筋の筋出力

に及ぼす影響について

本研究では，理学療法を積極的に取り組んでいる腕神

経叢引き抜き損傷を有する男性の意欲を探求し，理学

療法実施患者の意欲向上における知見を得た．本男性

からは，【半年限定で意欲が維持できるという認識】

【焦り，病状，苦痛を，身体を回復させるための意欲

に変化させる力】【家族の存在によって強気な自分を

維持できる】【妻の努力に依存しない自分，妻からエ

ネルギーをもらう自分という二つの自分】【父親，主

人，男としてのプライド】【努力を維持するために，

自分をモニタリングし，追い込む力】【職場復帰への

意欲と，復帰後への不安から生じる葛藤】【医療ス

タッフからの情報により，ゆらぐ思い】【セラピス

ト，病棟，友人との関係性から構成される意欲や思

い】の9つのテーマが得られた．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）

本研究では，透析患者における足病変・足部変形の実

態調査を行った．その結果，①足病変は有26肢，無6

肢，内訳は胼胝形成が58%，乾燥が12%，潰瘍形成が

15%等（重複）であった．②足部変形は有26肢，無6

肢，内訳は浮き足43%，外反母趾25%，内反小趾13%等

（重複）であった．③ROM制限は有24肢，無8肢，横

アーチは正常9肢，低下23肢であった．③潰瘍形成

は，有4肢，無28肢であったことを報告し，足病変，

足部変形のケアの必要性を報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，朴聖章，髙橋昇

嗣，吉冨慈洋，前田純依，島津生江，池田秀一）

本研究では，線維筋痛症患者に対する3週間入院プロ

グラム（運動療法）の効果を示唆した．

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：高橋紀代，小泉優喜，谷山ゆりえ，丸

山信廣，中原理，池田耕二，高井範子，藤田信子，三

木健司，仙波恵美子）

日本繊維筋痛症学会第9回学

術集会（大阪）  

69 理学療法を積極的に取り組

んでいる腕神経叢引き抜き損傷

を有する男性患者の意欲を探求

する ―解釈学的現象学分析―

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）

保健医療学学会第8回学術集

会（大阪）

保健医療学学会第8回学術集

会（大阪）

本研究では，圧迫刺激が足関節背屈可動域および足関

節底屈筋の筋出力に及ぼす影響について調査した．結

果，圧迫による足関節背屈可動域への影響は認められ

なかったが，筋出力においては介入後の腓腹筋に有意

な低下が認められた．これは圧迫による腓腹筋の筋出

力低下作用を示唆した．

本人担当部分：分析，執筆

（共同発表者：城野靖朋，岡村和典，池田耕二，粕渕

賢志，神里巌，金井秀作）

70　当院における血液透析患者

の足病変・足部変形のケアに向

けた実態調査



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成30年3月

－ 平成30年3月

－ 平成30年6月

－ 平成30年6月

－ 平成30年7月 第30回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

73 当院がんリハビリテーショ

ン実施患者の実態調査

第23回日本緩和医療学学会

（神戸）

75　これからの魅力ある臨床実

習，臨床教育に向けて

74　パーキンソン病独居高齢者

に対する自助力を高める視点か

らの訪問リハビリテーションの

実践

72　末期腎不全(ESKD)を併存し

た恥骨骨折症例に対する理学療

法経験

本研究では，筆頭演者所属病院におけるがんリハビリ

テーションの実態を調査し，年齢80歳代，PSは重度，

家族の関わり有は9割，独居は4割，症状は倦怠感，痛

み，食欲低下が多く，ADL介助は清拭，移動，排泄が

多く，退院先は自宅，死亡退院が4割を占めていたこ

とを報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，中

本直子，松井美夕貴，中川卓，赤田美和子，早田敏）

本シンポジウムでは，現在の学生や新人の現状を鑑

み，大切になると考える3つの視点，①現場教育にお

ける「場」づくりという視点．②経験資本という視

点．③感情労働という視点を紹介し，今後の臨床実

習，新人教育，人材育成についての課題をなげかけ

た．

本研究では，転倒を繰り返し在宅生活が困難になりつ

つあったパーキンソン独居高齢者に対し，生活を見守

る視点から訪問リハビリテーション（以下，訪問リ

ハ）を実践し，良好な結果を得たので報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，竹内章，大島知子，池田秀一）

第12回訪問リハビリテー

ション学会（北九州）

本研究では，末期腎不全（ESKD）を併存した恥骨骨折

症例に対する理学療法の経験を報告した．

具体的には，本経験からは医師と連携し，理学療法士

が運動中の呼吸循環応答等を評価し慎重に運動負荷を

調整すれば，ESKD症例に対しても有効な理学療法が可

能となり，ADL向上が図れることを示唆した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：前田純依，池田耕二，大原佳孝，髙橋

昇嗣，吉冨慈洋，前田純依，池田秀一）

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）

本研究では，高齢血液透析患者の自覚的困難感を軽減

する緩和的な理学療法の取り組みに向け，FIMと自覚

的的困難感の関係性を検討した．その結果，高齢HD患

者の困難感を軽減するためには，個々に合わせた継続

的な運動や環境・介助調整等が大切になることを報告

した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：朴聖章，池田耕二，大原佳孝，高橋昇

嗣，吉冨滋洋，前田純依，島津生江，池田秀一）

71　高齢血液透析患者における

FIMと自覚的困難感との関係性

～緩和的な理学療法に向けた取

り組み～

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成30年7月

－ 平成30年9月

－ 平成30年9月

－ 平成30年10月

－ 平成30年11月

－ 平成30年11月

本研究では，横紋筋融解症に褥瘡，摂食嚥下機能障害

を合併していた症例に対して，栄養状態と摂食嚥下機

能に着目した理学療法を行い，経口摂取を可能にし栄

養状態や基本的動作等を改善した症例を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中本直子，池田耕二，古家真優，大原

佳孝）

本研究では，卒前教育として実施している終末期理学

療法の講義が，学生に死と向き合う機会を提供し，終

末期PTに対する学習・実践意欲を高める機会になって

いることを報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：山口朋彦，池田耕二，栁本展孝）

79　転倒を契機に横紋筋融解症

を呈した超高齢患者一症例に対

する理学療法経験 ―摂食嚥下

機能と栄養状態に着目して―

第7回日本理学療法教育学会

（神戸）

第7回日本理学療法教育学会

（神戸）

80　卒前教育における終末期理

学療法講義の役割を再考する

81　理学療法士の経験学習プロ

セスの解明にむけた探索的研究

－成長を促す経験と教訓―

78　線維筋痛症高齢女性２症例

に対する３週間 入院運動プロ

グラムの試み －患者の心身の

変化と理学療法士の関わり方に

第23回日本ペインリハビリ

テーション学会（福岡）

76　閉じこもり傾向にあった高

齢者に対して生活の再構築を可

能にした理学療法実践～脱臼不

安感，運動と食への関心に着目

して～

77　線維筋痛症高齢女性2症例

に対する3週間入院運動プログ

ラムの試み：前頭前野の血流動

態の変化と疼痛，抑うつ，QOL

の改善について

第30回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，入院前より閉じこもり傾向にあった高齢

者に対して，身体機能だけでなく，脱臼不安感や運動

と食への関心，他者との交流に着目した理学療法を実

践したことで，それらに対する認識が変化し，生活の

再構築が可能となった事例を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，竹内章，大島知子，池田秀一）

第5回日本予防理学療法学会

（福岡）

本研究では，熟達理学療法士の経験学習プロセスにあ

る成長を促す経験と教訓を明らかにした．これらを理

学療法士の現場教育に活用できれば有効な人材育成が

可能になることを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢志，

城野靖朋，松田淳子）

本研究では，線維筋痛高齢女性に対して3週間入院運

動プログラムを行い，疼痛，抑うつ，QOLの改善と

Near Infrared spectroscopy (NIRS)による前頭前野

(PFC)の血流動態の変化について報告した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：藤田信子，池田耕二，高井範子，松野

悟之，金子基史，三木健司，行岡正雄，仙波恵美子）

第23回日本ペインリハビリ

テーション学会（福岡）

本研究では，線維筋痛症（FM）患者である高齢女性２

症例について，３週間入院運動プログラムの介入を行

い，その効果と理学療法士（PT）の関わり方を含めた

心身の変化の検討を行った．

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：高井範子，藤田信子，池田耕二，金子

基史，三木健司，行岡正雄，仙波恵美子)
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－ 平成30年12月

－ 平成30年12月
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令和元年10月

－ 令和元年11月

第5回日本地域理学療法学会

（横浜）

第9回保健医療学学会

2018年12月

85 熟達理学療法士の経験学習

能力を支える 仕事に対する信

念とは？

第54回日本理学療法学術大

会・第8回日本理学療法教育

学会・第2回理学療法士学

会・管理部門研究会（名古

屋）

82　在宅終末期リハビリテー

ションを実践しているセラピス

トの体験を探求する

84 質的研究で変形性膝関節症

患者の痛みの心理社会的側 面

を生成する要因と過程をひも解

く：探索的事例研究

第7回日本運動器理学療法学

会学術大会（岡山）

83 当訪問リハビリテーション

事業所における利用者のクラス

ター分析による類型化とその特

徴

本研究では，在宅終末期リハビリテーションを実践し

ているセラピストの体験を探求し，在宅終末期リハビ

リテーションを有効に実践するためには患者や家族と

の関係性づくりや変化に気づく等の能力が必要である

ことを示唆した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：根釜夢乃，岩永愛里奈，谷口茉恵，西

本正樹，池田耕二）

本研究では，活動，栄養，排泄，睡眠の4つの視点か

らなる評価ツールを活用し，クラスター分析によって

訪問リハ利用者の類型化を試みることである．その結

果，訪問リハ利用者は，Ⅰ群：活動と睡眠に主な課

題・介入箇所があり，特に運動機能が低い介護度4の

高齢者，Ⅱ群：睡眠に主な課題・介入箇所がある介護

度3の高齢者，Ⅲ群：栄養〈食事〉以外の7項目にわず

かな課題・介入箇所がある介護度3の高齢者，Ⅳ群：

睡眠〈量〉と排泄〈排便〉に主な課題・介入箇所があ

る介護度3の高齢者の4群に類型化できたことを報告し

た．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，大島知子，山本秀美，中岡

絵美，中川真優，竹内章，尾藤彩花，池田秀一）

本研究では膝OA患者の一人の語り（主観的体験）か

ら，痛みの心理社会的側面の要因と生成・対処過程を

モデル構築し，探索した．その結果，＜膝の症状に対

する過剰な執着＞をコアカテゴリーとするモデルが構

築でき，痛みの心理社会的側面の一つである症状への

執着は適切な対処によって軽減可能なことを示唆し

た．本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：瓜谷大輔，池田茜，城之木徹，松端賢

太郎，六浦優斗，池田耕二）

本研究では，理学療法士の経験学習能力に大きく影響

を与える仕事に対する信念を，熟達理学療法士から解

明した．その結果，熟達PTの信念は人間関係の構築，

PTのプライドや責任感，熱意と幅広い実践，治療成果

による社会還元等から形成されていたことを報告し

た．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野

靖朋, 松田淳子）
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－

令和2年9月

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田茜, 瓜谷大輔, 池田耕二）

－ 令和2年11月

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

－ 令和3年5月

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：金谷親好, 金丸真由美, 池田耕二,

田中千恵）

－ 令和3年10月

－ 令和3年12月

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：上田翔平，田坂厚志，辻郁，池田耕

二）

88 本人の希望であった書字動

作の獲得が契機となり生活の質

の向上が図られた末期肺腺がん

利用者の訪問リハの実践

86 変形性膝関節症に患者・理

学療法士はそれぞれどのように

向き合っているのか:質的研究

（共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野

靖朋, 松田淳子）

本研究では，生活空間の広い通所リハビリテーション

利用者の身体機能と生活様式の実態について報告し

た．

90 生活空間の広い通所リハビ

リテーション利用者の身体機能

と生活様式の実態について‐転

倒有無別による比較‐

日本地域理学療法学会・日

本支援工学理学療法学会

日本理学療法教育学会・日

本理学療法管理研究会 合同

学術大会2021（熊本WEB開

催）

89　放課後等デイサービスにお

ける保護者視点の児童の課題お

よび 目標に関する探索的研究

日本発達障害学会 第56回研

究大会（鹿児島WEB開催）

第32回大阪理学療法学術大

会（大阪）

本研究では，膝OA患者とPTにおいて，膝OAに対する向

き合い方に共通認識がある一方で，運動実施の判断基

準や情報の信憑性の判断等に認識の差異が認められ

た．現場で膝OA患者の能動的参加を促すためには，こ

れらの差異を意識した実践が必要になると考えられ

た．

87 熟達理学療法士の経験学習

プロセスにある成長を促す経験

とは？

第55回日本理学療法学術大

会 第９回日本理学療法教育

学会学術大会 第３回日本理

学療法士学会・管理部門研

究会 （埼玉WEB）

本研究では，多くの専門職において経験学習プロセス

にある成長を促す経験から経験学習支援方法が示唆さ

れているなか，理学療法士の成長を促す経験を明らか

にし，それをもとに経験学習支援方法を提案した．

本報告では，放課後等デイサービスにおける保護者視

点の児童の課題および 目標に関する探索的研究を行

い，保護者は児童の家庭における具体的な生活動作に

課題・目標を設定しており，将来的には児童の個性に

合わせた就労支援について悩んでいることを明らかに

した．

本人担当部分：データ分析，考察，執筆

（共同発表者：辻下聡馬,辻下千賀，池田耕二）

本報告では，本人の希望であった書字動作の獲得が契

機となり生活の質（QOL）の向上が図れた末期肺線が

ん利用者の訪問リハビリテーション実践を報告した．

第18回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（高知）
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91　熟達理学療法士の成長を促

す経験における経験学習サイク

－ 令和3年12月

― 教訓と応用　―

－ 令和3年12月

－ 令和4年７月

－ 令和4年７月

93　地域の特性を考慮した村民

の健康増進への取り組みの検討

本報告では，放課後等デイサービスにおけるスタッフ

視点の児童の課題および目標に関する探索的研究を行

い，スタッフは，身体機能に課題・目標を設定してお

り，将来的には児童の就労について悩んでいることを

明らかにした．

本人担当部分：データ分析，考察，執筆

（共同発表者：辻下聡馬,辻下千賀，池田耕二）

日本地域理学療法学会・日

本支援工学理学療法学会

日本理学療法教育学会・日

本理学療法管理研究会 合同

学術大会2021（熊本WEB開

催）

本研究では，熟達PTの経験学習プロセスにある成長を

促す経験から，獲得していた教訓，その後の応用の内

容を明らかにした．様々な応用パターンを理解し，成

長を促す経験を提供することができれば効率の良い人

材育成が可能になると考えられる．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆（共同

発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野靖朋,

松田淳子）

94 慣性センサーの加速度と角

速度を用いて算出した角度の妥

当性検証 ―単軸運動の角速度

とセンサー位置の影響―

92　放課後等デイサービスにお

けるスタッフ視点の児童の目

標・課題に関する探索的研究

第31回奈良県理学療法士学

会（奈良）

関節角度は運動分析において重要な評価項目である.

慣性センサーは重力加速度が鉛直方向に加わる特性を

利用する方法と,角速度を利用する方法で角度を算出

できる.本研究ではこれらの方法で算出した角度の妥

当性,単軸運動の角速度と慣性センサーの設置位置が

及ぼす影響を検証した.その結果，慣性センサーから

算出できる角度は低速運動では加速度,高速運動では

角速度を利用することで妥当性の高い結果が得られる

ことが示された.

本人担当部分：考察

（共同発表者：城野靖朋，野田優希，前田吉樹，飯塚

照史，池田耕二）

本研究では，高齢化率40.2％（平成31年1月）である

岡山県西北端に位置する真庭郡新庄村においてAging

in Placeを実現および継続するために，地域の環境や

特性・資源を調査し，村民の健康増進および介護予防

の方法を検討した．新庄村は高齢になっても農業に従

事している者が多く，ロコトレ参加者の平均年齢が80

歳を超えており，元気な高齢者が多いと考えられる．

しかし入所施設および小規模多機能型居宅介護以外の

短期入所施設が無いため，何らかの障害を有すると村

内での生活が困難となる．また農業従事者は仕事と生

活の線引きが難しく1日の殆どが仕事という生活であ

るため，中高年者の健康への意識は低いと考えられ

る．以上より，村民の健康増進，介護予防および

Aging in Placeの実現と継続には，自身の健康へ目を

向ける機会を増やすとともに，農業による身体への負

荷を軽減する動作指導等，高齢者のみならず中高年者

へのアプローチが重要と考える．

本人担当部分：考察

（共同発表者：笹野弘美，平野孝行，池田耕二，滝本

幸治，辻下聡馬，笹野英樹）

日本予防理学療法学会 第7

回サテライト集会（霧島）

第11回保健医療学学会学術

集会（大阪）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 令和4年11月

－ 令和4年12月

－ 令和4年12月

95　コロナ禍における生活変化

はフレイルに影響するか？ ―

後期高齢者を対象とした質問紙

による検討―

96 軟式野球部のコンディショ

ニングに対する意識向上を目的

としたアクションリサーチ

97 コロナ禍における在宅・地

域高齢者の「思い」を探索す

る：３事例による探索的研究

本研究では，高齢化が進む山間地域の後期高齢者を対

象に，コロナ禍における生活変化がフレイルに影響し

ているか質問紙にて調査したので報告する．その結

果，コロナ禍における生活の変化が，フレイル判定や

後期高齢者の質問票の結果と関連していることが分

かった．質問紙且つ小サンプルの調査結果ではある

が，山間地域に在住の後期高齢者では，コロナ禍での

生活変化が虚弱な状態への移行に関連する可能性が示

唆された．

本人担当部分：考察

（共同発表者：滝本幸治, 池田耕二, 笹野弘美, 辻下

聡馬, 椿根純子, 小枩宜子）

アクションリサーチを用いたスポーツ現場の障害予防

を実践した報告は見当たらない．そこで，本手法を用

いて，コンディショニングに対する意識の向上を目的

とした．対象は対象は奈良学園登美ヶ丘中学校・高等

学校の軟式野球部の部員21名および監督とした．チー

ムのコンディショニングに対する意識についてアン

ケート調査し，その結果を受けてウォーミングアップ

の提供および指導を行った．介入による意識や行動の

変化を捉えるためにアクションリサーチの手法を用い

て分析した．コンディショニングに対する生徒の意識

は，介入により一旦低下したが，介入方法を修正する

ことで再び向上した．介入に際しては，メニューの目

的をしっかり伝えること，チームの練習時間によって

メニュー変更可能であるものにすること，さらに習得

度に合わせ段階的に提供することでコンディショニン

グに対する取り組みを促すことができることが示唆さ

れた．

本人担当部分：研究計画，考察

（共同発表者：野田優希，寄能彩未，寺岡舞，橋本晃

樹，池田耕二）

本研究では，コロナ禍における在宅・地域高齢者の

「思い」を構造化した. その結果，在宅・地域高齢者

の「思い」の構造からは，「コロナ感染からくる怖さ

や不安」を中心に【コロナ禍での 様々な変化】，

「コロナ禍における制動」，「ワクチン接種がもたら

す自由や期待」の 3 つがバランスを保ちつつ， 高齢

者の行動を形成していることが示唆された.また，怖

さや不安は「コロナ禍に対する感染対策への揺れる思

い」と「コロナ禍がもたらす若者への揺れる思い・考

え」と三角関係を形成し変容していること，そして

【コロ ナ禍における死生観の再考】を促し，死の覚

悟と喜びをもたらしていることも示唆された.

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

執筆

（共同発表者：松井翔大，前田颯太，松本嵐，土肥あ

かね，松本洋平，池田耕二）

第9回日本予防理学療法学会

学術大会（東京）

保健医療学学会第12回学術

集会（奈良）

保健医療学学会第12回学術

集会（奈良）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 令和4年12月

− 令和4年12月

− 令和4年12月

98 理学療法士を育む【場】の

形成に向けて：新たな枠組みと

今後の課題

99 理学療法士の苦悩経験(失

敗，ミスなどを含む )における

探求的研究

100 リハビリテーション専門職

の働きがいに与える 要因

近年の現場は若手の理学療法士(以下，PT)の急増，ハ

ラスメント意識の高まり，働き方改革、社会 的ニー

ズの多様化により大きく変わりつつある.現場には教

えられないものも多くあり，個々の PT は自己学習・

研鑽，経験学習により実践知や能力を獲得していかな

ければならない.本演題では現在の現場教育の限界を

踏まえつつ，筆者らの経験と文献から必要と考えられ

る新たな枠組み，【場】づくりを示唆し，その実現に

向けた今後の方向性と課題を提案した．【場】の形成

はあくまでも間接的支援であり，直接的支援である教

育方法の開発や実践は継続されなければならないと考

える.

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

執筆

（共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 城野靖朋, 吉川

義之, 野田優希）

第5回日本理学療法管理研究

会学術大会（WEB）

保健医療学学会第12回学術

集会（奈良）

本研究では，熟達理学療法士（以下，PT） の苦悩経

験を探索した．その結果，PTは，患者に対して「理学

療法の未熟さや目標設定ミス，患者 の転倒や死」に

苦悩し，周囲や自身，学生・後輩に対して「周囲との

関係性，自分の力量不足，自分の不甲斐ない態度，指

導 不足や学生のドロップアウト」に苦悩していた．

特に中堅PT (4-10年目)の時期に苦悩する傾向にあ

り，PT管理者はPTの患者 や周囲・自身等に向かう苦

悩に適切な支援を行う必要があると考えられた．

本人担当部分：研究計画，データ収集，分析，考察，

執筆

（共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 城野靖朋, 吉川

義之, 野田優希）

第5回日本理学療法管理研究

会学術大会（WEB）

本研究では，当法人のリ ハビリ専門職の働きがいに

影響を与える要因を明らかにした．その結果，当法人

のリハビリ専門職の働きがいに影響を与える要 因

は，配置，ビジョン共有，能力向上であった．当法人

のリハビリは4部門あるが，配置は面談にて希望を確

認し納得のうえで実施している．ビジョン共有はビ

ジョン・ミッションの刷新を行ない職員で作成したビ

ジョンを各部門で共有し，能力向上はプリセプター制

度の採用，各部門での研修会や 症例検討会の実施，

今年度からはキャリアラダー等を採用している．今

回，これらが大きく影響したものと思われ，評価や処

遇がなかった理由は当法人の人事考課制度が作成段階

にあるためと推察できた．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：池田祐介，池田耕二）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

− 令和4年12月

− 令和4年12月

「招待講演，シンポジスト」

－ 平成7年11月

－ 平成9年1月

101 感情労働や共感疲労からく

る理学療法士のスト レスを探

求する:解釈学的現象学的分析

102 後縦靭帯骨化症術後の運動

障害に対して対側下肢を用いて

運動感覚を想起させる介入が功

を奏した一症例

1 痛みに対する低出力レーザー

療法

2 車椅子スポーツチャンバラの

紹介

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した．車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものを紹介した．

本人担当部分：車いすスポーツチャンバラの開発，執

筆

（共同発表者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，金子

翼，武政誠一，長尾徹)

第3回物理療法研究会　神戸

大会（神戸）

第4回身体障害者スポーツ指

導員養成講習会（大阪）

肩関節周囲炎患者に対して低出力レーザーの臨床効果

を判定した．低出力レーザーは除痛効果があるもの

の，症例ごとには使用方法の再検討が示唆された．ま

た今後の課題としては照射条件や他の物理療法とのコ

ンビネーション効果，使用時期などがあげられた．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政

誠一）

本研究では，OPLL術後に運動障害を合併した症例に対

し、初期介入時に反対側下肢を用いた運動感覚に着目

した介入を実施し功を奏したので報告した．椎間板ヘ

ルニアの罹患期間も合わせると2年間以上下肢に神経

障害があったと推察できるため、OPLL術後の左下肢介

入だけでは運動感覚の想起 や再教育が難しかったも

のと考えられる．脳血管障害でも非麻 痺側への介入

でクロスエデュケーションとして利用されてきた

が、本症例においても初期介入時に有効な介入方法と

なること が示唆された．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：森田隆剛，喜多一馬，梅津俊介，池田

耕二）

第62回近畿理学療法学術大

会（和歌山）

第5回日本理学療法管理研究

会学術大会（WEB）

本研究では，現場の理学療法士（以下，PT）の心理的

ストレスを解釈学的現象学的分析により探究し，支援

方法を提案した．その結果， PTの心理的ストレスの

経験には、対患者，対医療スタッフ，PT自身に由来の

ものがあった.それぞれへの支援としては、対患者で

は「患者への疼痛や吐露，理不尽さ，クレーム，ハラ

スメン トへの対応方法に関する教育やトレーニン

グ，患者の突然の死や病状進行，出口の見えない状

況，PTとして委ねられる意思決 定に対峙したときの

ケア，患者との関係を決定する職場の環境 の整

備」、対医療スタッフでは「上司や他職種の決定や振

る舞いに対する研修や仕組み作り，上司や他職種との

考えや理解の 相違を埋めるための研修，管理職とし

て働くうえでの研修やケア」，PT自身では「PTとして

無力感が生じたときのケア」が提案できた.

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成18年2月

－ 平成19年7月

－ 平成20年2月

－ 平成20年3月

－ 平成29年12月

－ 平成30年7月

－ 平成30年12月

－ 平成31年1月

－ 令和元年11月

3 臨床実習における指導方法に

ついて

4 臨床実習における指導方法の

実際　―臨床実習指導者からの

提言―

7　理学療法研究方法論

10 クリニカルリーズニング

臨床実習に対する指導方法の中でも，特に情意面にお

ける指導方法について講演を行った．

理学療法における研究法やエビデンスに基づく理学療

法実践についての講演を行った．

問題を有する実習生に対して，実際行っている具体的

な指導方法について講演した．

理学療法におけるクリニカルリーズニングをわかりや

すく解説する講演を行った．

大阪医療福祉専門学校　実

習指導者会議　(大阪）

大阪府理学療法士会

臨床実習指導者研修会（大

阪）

公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会（大阪）

神戸大学就進会理学療法分

科会（神戸大学医学部保健

学科同窓会，神戸）

5 地域医療（小規模型民間病

院）における終末期理学療法の

実践― 事例研究の紹介

6 Bridge the gap，－”１”臨

床実習指導者の提言－

理学療法における研究法やエビデンスに基づく理学療

法実践についての講演を行った．

11 リハビリテーションの視点

から見た温泉旅行の可能性

ユニバーサルツーリズム

阿智村シンポジウム2019

長野阿智村において開催されたユニバーサルツーリズ

ムのシンポジウムにおいて，リハビリテーションにお

ける温泉旅行の可能性を講演した．

（共同発表者：池田耕二，喜多一馬）

8 これからの魅力ある臨床実

習，臨床教育に向けて

第30回大阪府理学療法学術

大会　教育シンポジウム

（大阪）

これからの理学療法臨床実習の在り方を講演した．

9 理学研究方法論（EBPTを含

む）

地域医療における一般病院にて行われている終末期医

療を紹介し，それに対する事例研究を報告した．また

これから事例研究がどうあるかべきかについても合わ

せて報告した．

行岡リハビリテーション専

門学校　臨床実習指導者会

議　教育講演（大阪）

臨床実習における実習生の内面をパターン分類し，そ

れらに対する指導方法について講演を行った．

公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会（大阪）

公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会（三島ブロック）

（大阪）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 令和3年11月

－ 令和4年2月

－ 令和4年2月

− 令和4年12月

－ 令和5年3月

＜研究大会＞

－ 平成6年11月

－ 平成7年11月

13　終末期・緩和ケアにおける

在宅理学療法に求められる視点

と対応

1 当院における車椅子スポーツ

チャンバラの試み

　

　

16　終末期・緩和ケアにおける

在宅理学療法に求められる視点

と対応

12　現場の理学療法士育成論：

経験学習を通して

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学

療法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩

和期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，

エンド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性

など，緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実

践的基盤について紹介した．

考案した車椅子スポーツチャンバラが，それに参加し

た患者に対して身体にどのような影響をあたえるか

を，心拍変動より検討した．

本人担当部位：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，金子

翼，長尾 徹，小室 透，居村茂幸）

緩和ケア・終末期の在宅理学療法における支持的理学

療法の考え方や対応方法を講演した．具体的には，緩

和期・終末期の定義や位置付け，終末期患者の特性，

エンド・オブ・ライフケアという考え方，死と関係性

など，緩和ケア・終末期の在宅理学療法の哲学的・実

践的基盤について紹介した．

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した．車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものを紹介した．

本人担当部位：車いすスポーツチャンバラの開発，考

察，執筆

（共同発表者：池田耕二，平山敦子，朝倉光子，武部

恭一，金子 翼，武政誠一）

2 車椅子ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾝﾊﾞﾗにおける

心拍数変動について

　

　

リハテック・リンクス　地

域理学療法（オンライン）

大阪北区理学療法士会　研

修会（大阪）

14　学習し続ける組織の構築に

むけて

15　緩和ケア領域における理学

療法の紹介−理学療法士の可能

性と広がる役割−

大阪府理学療法士会・医

療・介護保険部　ミドルマ

ネジメント講習会（大阪）

大阪府理学療法士会の理学療法士の中間管理職，管理

職を対象に学習する組織の構築について講演した．講

演内容は，現場経験に基づく組織づくりの内容に加え

科学研究費による研究成果である理学療法士の経験学

習プロセスの解明から導かれた経験学習支援方法を紹

介した．

保健医療学学会第12回学術

集会（ランチョンセミ

ナー）

医療情勢の変化や働き方改革・等を背景に研修会や勉

強会を重視した学習だけでは，現場の理学療法士

（PT）教育・育成は限界にきている．そこで現場で行

う経験学習に注目し，PTの経験学習プロセスの解明を

もとに，現場教育・人材育成における支援方法を教示

した．

緩和ケア領域における理学療法を紹介し，理学療法士

の可能性と広がる役割について講演した．

第4回車椅子ｽﾎﾟｰﾂ研究集会

(名古屋）

第5回車椅子ｽﾎﾟｰﾂ研究集会

（大阪）

リハテック・リンクス　地

域理学療法（オンライン）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成8年8月

－ 平成9年9月

－ 平成23年11月

－ 平成25年11月

平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成25年11月 本研究は，アンケートによって，がんの緩和リハに対

する意識が看護師とリハビリスタッフでは違うことを

明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵, 池田耕二, 黒田未貴, 廣

瀬将士, 赤田美和子, 池田秀一）

本研究では,回復期病棟入院時に家族が述べる在宅復

帰のための条件と在宅復帰の関連性を検討した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣, 池田耕二, 深田大介）

本研究では，嚥下造影検査と嚥下障害の関係を調査

し，その実態を明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：上田紀子，池田耕二，黒田未貴，廣瀬

将士，清水貴恵，福井孝子，池田秀一）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

6　回復期リハビリ病棟におけ

る家族が述べる「在宅復帰のた

めの条件」と在宅復帰について

本研究では，介護者の負担かんと要介護者のＦＩＭと

の関連性を明らかにし，訪問リハビリにおける理学療

法の方向性を提示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣，池田耕二，岩森渉）

考案した車椅子スポーツチャンバラが，それに参加し

た患者に対して心理面や血圧にどのような影響をあた

えるかを検討した．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：磯あすか，池田耕二，杉山安幾子，平

田憲市，武部恭一，金子翼，武政誠一，長尾徹）

本研究では，在宅復帰に向けた家屋調査の実態を調査

し，玄関，トイレ，入浴に環境調整が多いことを明ら

かにした．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：北林直人, 池田耕二, 井谷友香里, 坂

本みさき, 尾藤彩花, 上田紀子, 黒田未貴, 廣瀬将

士, 清水貴恵, 福井孝子, 池田秀一）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

8 在宅復帰に向けた家屋調査の

実態とその傾向

第 7回車椅子ｽﾎﾟｰﾂ研究集会

（東京）

地域住民の健康に寄与する目的にて「健康教室」を10

年実施してきた．それらから長期継続するための工夫

や，今後の展望について検討した．健康教室の有効性

は示唆されたが，今後は情報源としても健康教室を役

立たせ地域リハビリテーションの１システムとして確

立していきたいことを報告した．

本人担当部分：健康教室の企画・運営，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，武政

誠一）

3 健康教室"10年間の総括-公開

講座を継続させる工夫-

7　嚥下造影検査に嚥下障害の

実態調査

5　訪問リハビリを利用してい

る主介護者の介護負担感と要介

護者のＦＩＭとの関連性につい

て

リハビリテーション・ケア

合同研究大会くまもと2011

（熊本）

4 車椅子スポーツチャンバラに

おける心身反応について

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

9 がんの緩和リハに対する意識

調査－看護とリハスタッフの比

較－

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

第18回全国地域リハビリ

テーション研究会（神戸）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年2月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

－ 平成27年10月

－ 平成27年10月

本研究では，重度右片麻痺患者一症例の退院後カン

ファレンスから，オムツ交換の早期指導や転落時の対

応指導，指導用パンフレットの有効性を明らかにし

た．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中川真優，池田耕二，黒田未貴, 北林

直人，上田紀子，福井孝子，川岸美佐子，池田秀一）

本研究では，回復期リハビリテーション病棟における

高齢者に対して，退院にむけた活動量の調査を行っ

た．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：杉本貴美子，池田耕二，古家真優，吉

冨滋洋，池田秀一）

本研究では，慢性心不全患者の訪問リハビリを，生活

管理の視点から見直し，その役割について考察した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：濵田絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，須々木星衣子，中瀬美穂，池田秀一）

14 慢性心不全患者1症例に対す

る生活管理という訪問リハビリ

の役割‐入退院を繰り返さない

ために‐

11 デイケアにおけるサービス

向上に向けた実施調査

リハビリテーション・ケア

合同研究大会（神戸）

本研究では，デイケアにおいて実態調査を行い，約8

割の利用者がリハビリに満足していたことや，約6割

に転倒不安があり，4割が外出を控えていたことを明

らかにした．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：大庭由香莉，池田耕二，上田紀子，中

田加奈子，大村昌和，小田瑛梨，勝久江，池田秀一）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

15 高齢者の退院に向けた身体

活動量把握の取り組み

リハビリテーション・ケア

合同研究大会（神戸）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

12 重度右片麻痺患者一症例の

退院後カンファレンスからみえ

てきたもの

本研究では，退院後のインタビュー調査から，患者や

家族の環境調整に対する理解不足，環境調整の追加の

必要性や不安の存在を明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：尾藤彩花，池田耕二，上田紀子，北林

直人，阪本みさき，井谷友香理，久貝亮太，黒田未

貴，廣瀬将士，清水貴恵，池田秀一）

13 家屋調査と環境調整に関す

る追跡調査―インタビュー調査

による質的検討―

10 転倒予防専用カンファレン

スによる転倒予防の取り組み―

転倒カンファ導入の効果検討

回復期リハビリテーション

協会　第23回研究大会（愛

知）

本研究では，転倒予防専用のカンファレンスが病棟の

転倒予防に有用であることを示唆した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，黒田未貴，井

谷友香理，中川真優，朴聖章，川岸美佐子，小川敦

子，福井孝子，池田秀一）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成28年10月

－ 平成28年10月

－ 平成28年10月

－ 平成29年2月

－ 平成29年10月

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

本研究では，訪問リハビリテーション対象患者の生活

習慣とリズムを，主に活動，栄養，排泄，睡眠の4つ

の視点から調査した．その結果，訪問リハ利用者の活

動低下，睡眠不足等の実態が明らかとなり，この4つ

の視点からの実践が今後は大切になることを示唆し

た．

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，山本秀美，中岡絵美，古家

真優，大島知子，池田秀一）

17 転倒により入退院を繰り返

した一症例に対する病棟と訪問

理学療法士における協同の振り

返り－シームレスな療養支援の

構築に向けて

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

18 高次脳機能障害患者1例に対

する道のりシートを用いた退院

支援について ―退院までの道

程を共有する道のりシートの作

成と活用―

19 回復期リハビリテーション

病棟における高齢患者の活動量

について －　測定部位（手首

と腰部），FIM，うつ，転倒予

防自己効力感に着目して　－

第29回復期リハビリテー

ション病棟協会研究大会

（広島）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

本研究では，病棟と訪問の理学療法士が共同で同じ症

例を振り返ることで，シームレスな支援の構築に重要

な実践知を抽出した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

16 訪問リハビリテーション利

用者の生活習慣とリズムに関す

る実態調査- 虚弱高齢者の暮ら

しを支える活・栄・排・睡の4

つの視点 -

20 質問項目から見た患者タイ

プ別のフレーミング効果を意識

した肯定的・否定的な声かけの

有効性に関する探索的研究

本研究では，リハビリテーションや退院支援が困難で

ある高次脳機能障害患者に対して，退院の方向性や段

階を示す道のりシートなるものを作成し，実践した．

これにより患者の心理は安定し，リハビリテーション

は可能となり，職員の連携も良好となり，有効な退院

支援が可能となったことを報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：尾藤彩花，池田耕二，木村恵理，阪本

みさき，松井美夕貴，猪子純一，黒田未貴，大原佳

孝，米沢仁美，清水貴恵，上地康子，池田秀一）

本研究では，回復期リハビリテーション患者の活動量

を手と腰に装着し，それぞれの活動量を測定すること

で病棟の活動実態を明らかにした．手に装着した活動

量では病棟生活の実態がより反映した．またFIM，う

つ，転倒自己効力感との関係性についても報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：杉本貴美子，池田耕二，吉冨滋洋，中

岡伶弥，古家真優，池田秀一）

本研究では，ユニーク質問により患者をタイプ別に分

類し，肯定的な声かけと否定的な声かけでフレーミン

グ効果を検証してみた．その結果，肯定的な声かけで

フレーミング効果がみられたが，タイプ別に明らかに

なることはなかった．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 令和3年10月

21 重複障害を有する独居高齢

者の退院支援から見えてきたも

の

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究は，回復期リハビリテーション病棟におけサル

コペニア症例を対象に，退院時にサルコペニアが改善

した群と改善しなかった群を比較し，その特徴を明ら

かにし，今後の取り組みの方向性を示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：中岡伶弥，池田耕二，杉本貴美子，尾

藤彩花，大庭由香莉，加藤靖乃，門内鈴香，松井美夕

貴，岡村大，田渕真由美，大原佳孝，老田弘子，池田

秀一）

25　奈良学園大学におけるコロ

ナ禍の学内実習の紹介①

：臨床実習専用ホームページの

開設と運用方法の紹介

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究では，重複障害を有する独居高齢者の退院支援

を振り返り，退院支援能力を向上させる知見を抽出し

た．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：阪本みさき，池田耕二，尾藤彩花，木

村恵理，松井美夕貴，黒田未貴，老田弘子，池田秀

一）

本研究では，デイケアにおいて閉じこもり傾向にあっ

た高齢利用者に対する行動変容理論を用いた実践を，

物語分析によって分析し，閉じこもりを予防できる知

見を抽出した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大山大将，池田耕二，黒岡禎治，廣瀬

将士，吉冨滋洋，高本晴加，勝久江，池田秀一）

本研究は，糖尿病による右下腿切断後の認知症高齢患

者を，多職種連携と訪問リハビリテーションによって

生活の再構築を実現させた実践報告である．

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：竹内章，池田耕二，山本秀美，中岡絵

美，大島知子，池田秀一）

22 デイケアにおいて閉じこも

り傾向にあった高齢利用者に対

する行動変容理論を用いた実践

―3事例の物語分析から得た知

見―

23 糖尿病による右下腿切断

後，多職種連携による訪問リハ

ビリテーションを実施し生活の

再構築を図った 認知症患者1症

例の実践報告

24 当院回復期リハビリテー

ション病棟におけるサルコペニ

ア症例の特徴からみた今後の取

り組み

全国リハビリテーション学

校協会　第34回教育研究大

会・教員研修会（福岡WEB開

催）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究では，本学の臨床実習専用ホームページの紹介

と，コロナ禍における学内実習の活用例(予習，経

験，復習のサイクルに応用）を紹介した．併せて学生

のアンケート結果を提示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，滝本幸治，飯塚照史，城野

靖朋，野田優希，福原啓太，中田修，辻下聡馬，岩﨑

智子，辻下守弘）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 令和3年10月

－ 令和3年10月

<医療集談会>

1 車椅子ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾝﾊﾞﾗの試み － 平成6年3月

－ 平成10年2月

3 竹を素材とした自助具の紹介 － 平成10年2月

<その他>

－ 平成10年2月 『リハビリテーション・ケアセンターうららか』の軌

跡を実践報告として振り返った（開設から現在までの

振り返り）．

本人担当部分：実践，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，古家真優，梅津奈史,

石田大貴，池田耕二）

本研究では，，新型コロナウィルス感染拡大を受け，

地域実習を学内実習としたが，その概要と学に対して

実施したアンケート結果を提示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：滝本幸治，吉川義之，笹野弘美，坪内

善仁，前田吉樹，中島大貴，辻下聡馬，大浦智子，山

形力生，池田耕二）

本研究では，新型コロナウィルス感染拡大を受け，早

期体験実習を学内実習としたが，その概要と学生に対

して実施したアンケート結果を提示した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：前田吉樹，中島大貴，伊藤健一，野中

紘士，阿波邦彦，藤田信子，岩﨑智子，橋本雅至，山

形力生，池田耕二）

全国リハビリテーション学

校協会　第34回教育研究大

会・教員研修会（福岡WEB開

第17回兵庫県リハビリテー

ション医療集談会（兵庫）

　

全国リハビリテーション学

校協会　第34回教育研究大

会・教員研修会（福岡WEB開

催）

『リハビリテーション・ケアセ

ンターうららか』の軌跡 〜 実

践報告：開設から現在までの振

27　奈良学園大学におけるコロ

ナ禍の学内実習の紹介③

：地域理学療法・作業療法実習

の概要と学生アンケート調査－

2 当院における訪問ﾘﾊの現状と

問題点

第14回兵庫県リハビリテー

ション医療集談会（兵庫）

　

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した．車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものを紹介した．

本人担当部分：スポーツチャンバラの開発，考察，執

筆

（共同発表者：池田耕二，宮本真美，平山敦子，太田

光子，栗岡真弓，武部恭一，金子 翼，武政誠一）

26　奈良学園大学リハビリにお

けるコロナ禍の学内実習の紹介

②

：早期体験実習の概要と学生ア

ンケート調査

第17回兵庫県リハビリテー

ション医療集談会（兵庫）

全国有料老人ホーム協会第

25回西日本事例研修発表会

(WEB)

関節リウマチ患者に対して竹を素材とした自助具を作

成し，その活用方法とともに紹介を行った．

本人担当部分：考察

（共同発表者：長尾徹，金子翼，武政誠一，池田耕

二，武部恭一）

当院における訪問リハビリテーションの立ち上げ，そ

の活動の現状と問題点を整理し報告を行った．

本人担当部分：訪問リハの開設，分析，考察，執筆

（共同発表者：平田憲市，池田耕二，杉山安幾子，磯

あすか，松本知子，武部恭一，武政誠一，長尾徹）



業績書-1

年月日

平成17年4月

～

平成28年9月

平成26年10月

～

平成28年9月

平成17年4月

～

平成28年9月

平成26年12月

平成27年12月

平成25年 9月

平成25年 9月

平成25年 9月

平成26年10月

平成27年10月 平成25年度第4回ホッと＆ハートの会

「骨密度と転倒予防運動について」講師

平成25年度佐賀県理学療法士会研修会

「心臓リハビリテーション：入門のためのミニマム

エッセンス」講師

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書
令和5年3月31日

氏名　　　伊藤　健一 　　　　印

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

人間医工学

1）講義の工夫

事項

１　教育方法の実践例

2）実験・実習の工夫

呼吸・心臓リハビリテーション，糖尿病理学療法

総合評価Ａ(S〜Cの４段階評価)

概 要

平成25年度第3回ホッと＆ハートの会

「呼吸体操」講師

大阪府立看護大学医療技術短期大学部理学療法学科

大阪府立看護大学総合リハビリテーション学部

理学療法学専攻

大阪府立大学総合リハビリテーション学類

理学療法学専攻

内部障害理学療法学I・II・III

物理療法学I・II

講義では可能な限りイラストやビデオを多用し，分か

りやすいように工夫した．また，様々な資料等で出て

くる単語の統一にも気を配り，学生が混乱しないよう

に努めた．さらに，教科書的な内容の教授の後に，実

際の症例に重ね合わせることで机上での勉強と臨床で

のギャップを少なくするように努めた．また，国家試

験対策も盛り込んだ．

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

大阪府立大学総合リハビリテーション学類

理学療法学専攻

内部障害理学療法学I・II・III

物理療法学I・II

講義には active learning を促通する目的で反転授

業を取り入れている．具体的には自主制作した e-

learning 教材で自宅学習させ，講義時間は演習や

ディスカッションに活用した．

大阪府立看護大学医療技術短期大学部理学療法学科

大阪府立看護大学総合リハビリテーション学部

理学療法学専攻

大阪府立大学総合リハビリテーション学類

理学療法学専攻

内部障害理学療法学I

基礎技術の習得には可能な限り時間を掛け，その後，

臨床で起こりうる難渋例を想定した実習を行った．

呼吸リハビリテーションにおける聴診の実習ではシュ

ミレータを活用した．

平成26年度第2回ホッと＆ハートの会

「運動の新しい視点：自分の運動量を見直そう」

講師

はびきの市民大学「正しい運動で健康増進」講師

1)講演，研究会について

総合評価Ｓ(S〜Cの４段階評価)

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1)大阪府立大学　平成25年度教員業績評価

2)大阪府立大学　平成26年度教員業績評価



業績書-2

年月日事項 概 要

平成25年 1月

平成25年 7月

平成26年 7月

平成26年 9月

大阪府立今宮高等学校「リハビリテーションとは」　

講師

大阪府立八尾高等学校「リハビリテーションとは」　

講師

大阪府立寝屋川高等学校「リハビリテーションとは」　

講師

大阪府立急性期・総合医療センターふれあい病院探検

隊「理学療法における評価」講師

2)高大連携　講義について



業績書-3

年月日事項 概 要

平成27年 7月

平成28年 1月

平成30年6月

平成30年12月

平成31年1月

平成23年4月〜

平成25年4月〜

平成26年4月〜

平成27年4月〜

平成24年2月

大阪府立河南高等学校「人を支える「リハビリテー

ション」を知る：変わるニーズと進歩する技術　講師

奈良県立生駒高等学校「理学療法とは」講師

奈良県立高取国際高等学校「リハビリテーション学へ

の招待」講師

Dependency of preparatory inhibition of

○主査：1名

呼息時低周波電気刺激の効果に関する研究：健常成人

によるランダム化比較対照試験（博士前期課程）

○副査：3名

リズミカルな足関節運動が対側ヒラメ筋H反射興奮性に

及ぼす影響（博士前期課程）

スタチン投与中の運動が骨格筋ミトコンドリアへ及ぼ

す影響

○博士後期課程：2名

Predictors of improvements in exercise 

capacityduring cardiac rehabilitation in the 

recovery phase after coronary artery bypass 

graft surgery versus acute myocardial 

infarction

Changes in exercise tolerance and quality of 

life are unrelated in lung cancer survivors 

who undergo　video-assisted thoracic surgery

○博士前期課程：1名

食道がん切除再建術後患者の理学療法における認知行

動療法の併用が退院後の身体活動量と健康関連QOLに与

える影響

○博士前期課程：1名

エアマットレスが臥床中の呼吸機能へ与える影響

○博士前期課程：2名

透析低血圧患者における透析施行中の低負荷レジスタ

ンストレーニングは血圧および運動機能の改善に寄与

するか

大阪府立急性期・総合医療センターふれあい病院探検

隊「理学療法を体験しよう」講師

○博士前期課程：1名

呼息時低周波電気刺激の効果に関する研究：健常成人

によるランダム化比較対照試験

大阪府立泉陽高等学校「リハビリテーションとは」　

講師

５　その他

1)大学院博士前期・後期課程指導実績

　（大阪府立大学）

2)大学院博士前期・後期課程学位審査会実績

　（大阪府立大学）



業績書-4

年月日事項 概 要

平成25年2月

平成26年2月

平成27年2月

離散運動と周期運動の運動制御の違いについて

（博士前期課程）

○主査：1名

エアマットレスが臥床中の呼吸機能へ与える影響

（博士前期課程）

○副査：2名

Monaural auditory stimulus affects selection 

of the hand to reach（博士前期課程）

Motor evoked potential of the hand muscles 

elicited by posterior-anterior current is 

suppressed during eye movement without 

vision

（博士前期課程）

○主査：1名

透析低血圧患者における透析施行中の低負荷レジスタ

ンストレーニングは血圧および運動機能の改善に寄与

するか（博士前期課程）

Transcranial magnetic stimulation over the 

cerebellum induces long latency motor 

response during visually guided manual 

tracking task 

（博士後期課程）

○副査：2名

外乱予測が筋反応および反応前期の皮質脊髄路興奮性

に与える影響（博士前期課程）

 corticospinal excitability on the sequence 

of the to-be-signaled motor response

（博士後期課程）



業績書-5

年月日事項 概 要

平成30年2月

年月日

1)臨床実習指導者講習会

なし

○副査：3名

Switching or cancelling leg movement 

suppresses anticipatory postural adjustment 

before gait initiation（博士前期課程）

腕運動に随伴する眼球運動の発生源に関する研究

（博士前期課程）

Changes in exercise tolerance and quality of 

life are unrelated in lung cancer survivors 

who undergo　video-assisted thoracic surgery 

（博士後期課程）

The effect of tonic contraction of one hand 

muscle on motor area of tonically 

contracting another hand muscle（博士後期課

程）

○学外審査員：2名

Predictors of improvements in exercise 

capacity during cardiac rehabilitation in 

the recovery phase after coronary artery 

bypass graft surgery versus acute myocardial 

infarction

（博士後期課程）

概 要

平成31年

3月3日

第2018-2-031号：厚生労働省

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

１　資格，免許

事項

２　特許等



業績書-6

年月日事項 概 要

平成28年

10月1日

〜

平成30年

3月31日

平成26年10月

～

平成28年9月

平成30年4月

平成30年7月

平成30年12月

平成31年４月

令和3年４月

令和4年４月

2)大学委員会の活動

奈良学園大学大学院入試小委員会委員（平成31年３月

まで）

奈良学園大学保健医療学部研究倫理審査委員会委員

（平成31年３月まで）

奈良学園大学ハラスメント調査委員会委員長（令和元

年６月まで）

1)国家公務員共済組合連合会枚方公済病院理学療法士

文部科学省大学教育再生加速プログラム（I・II複合

型）大阪府立大学プロジェクト委員

臨床業務，教育業務，研究業務 

リハビリテーション科主任（室長）

組織再編と新人教育システムの構築

呼吸器リハビリテーション外来の開設

看護師長および看護師教育

療法士教育プログラムの作成と運営

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項

奈良学園大学教務委員長（現在に至る）

奈良学園大学教務委員会委員（現在に至る）

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科教

務ワーキング委員（現在に至る）

1)国・地方公共団体における審議会・委員会等の参画

奈良学園大学共通教育委員会委員（現在に至る）

奈良学園大学入試広報委員会委員（平成31年３月ま

で）

奈良学園大学自己点検・評価委員会委員（令和3年3月

まで）

奈良学園大学共通教育委員会委員（現在に至る）



業績書-1

年月日

平成17年4月

～

平成28年9月

平成26年10月

～

平成28年9月

平成17年4月

～

平成28年9月

平成26年12月

平成27年12月

平成25年 9月

平成25年 9月

平成25年 9月

平成26年10月

平成27年10月 平成25年度第4回ホッと＆ハートの会

「骨密度と転倒予防運動について」講師

平成25年度佐賀県理学療法士会研修会

「心臓リハビリテーション：入門のためのミニマム

エッセンス」講師

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書
令和5年3月31日

氏名　　　伊藤　健一 　　　　印

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

人間医工学

1）講義の工夫

事項

１　教育方法の実践例

2）実験・実習の工夫

呼吸・心臓リハビリテーション，糖尿病理学療法

総合評価Ａ(S〜Cの４段階評価)

概 要

平成25年度第3回ホッと＆ハートの会

「呼吸体操」講師

大阪府立看護大学医療技術短期大学部理学療法学科

大阪府立看護大学総合リハビリテーション学部

理学療法学専攻

大阪府立大学総合リハビリテーション学類

理学療法学専攻

内部障害理学療法学I・II・III

物理療法学I・II

講義では可能な限りイラストやビデオを多用し，分か

りやすいように工夫した．また，様々な資料等で出て

くる単語の統一にも気を配り，学生が混乱しないよう

に努めた．さらに，教科書的な内容の教授の後に，実

際の症例に重ね合わせることで机上での勉強と臨床で

のギャップを少なくするように努めた．また，国家試

験対策も盛り込んだ．

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

大阪府立大学総合リハビリテーション学類

理学療法学専攻

内部障害理学療法学I・II・III

物理療法学I・II

講義には active learning を促通する目的で反転授

業を取り入れている．具体的には自主制作した e-

learning 教材で自宅学習させ，講義時間は演習や

ディスカッションに活用した．

大阪府立看護大学医療技術短期大学部理学療法学科

大阪府立看護大学総合リハビリテーション学部

理学療法学専攻

大阪府立大学総合リハビリテーション学類

理学療法学専攻

内部障害理学療法学I

基礎技術の習得には可能な限り時間を掛け，その後，

臨床で起こりうる難渋例を想定した実習を行った．

呼吸リハビリテーションにおける聴診の実習ではシュ

ミレータを活用した．

平成26年度第2回ホッと＆ハートの会

「運動の新しい視点：自分の運動量を見直そう」

講師

はびきの市民大学「正しい運動で健康増進」講師

1)講演，研究会について

総合評価Ｓ(S〜Cの４段階評価)

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1)大阪府立大学　平成25年度教員業績評価

2)大阪府立大学　平成26年度教員業績評価



業績書-2

年月日事項 概 要

平成25年 1月

平成25年 7月

平成26年 7月

平成26年 9月

大阪府立今宮高等学校「リハビリテーションとは」　

講師

大阪府立八尾高等学校「リハビリテーションとは」　

講師

大阪府立寝屋川高等学校「リハビリテーションとは」　

講師

大阪府立急性期・総合医療センターふれあい病院探検

隊「理学療法における評価」講師

2)高大連携　講義について



業績書-3

年月日事項 概 要

平成27年 7月

平成28年 1月

平成30年6月

平成30年12月

平成31年1月

平成23年4月〜

平成25年4月〜

平成26年4月〜

平成27年4月〜

平成24年2月

大阪府立河南高等学校「人を支える「リハビリテー

ション」を知る：変わるニーズと進歩する技術　講師

奈良県立生駒高等学校「理学療法とは」講師

奈良県立高取国際高等学校「リハビリテーション学へ

の招待」講師

Dependency of preparatory inhibition of

○主査：1名

呼息時低周波電気刺激の効果に関する研究：健常成人

によるランダム化比較対照試験（博士前期課程）

○副査：3名

リズミカルな足関節運動が対側ヒラメ筋H反射興奮性に

及ぼす影響（博士前期課程）

スタチン投与中の運動が骨格筋ミトコンドリアへ及ぼ

す影響

○博士後期課程：2名

Predictors of improvements in exercise 

capacityduring cardiac rehabilitation in the 

recovery phase after coronary artery bypass 

graft surgery versus acute myocardial 

infarction

Changes in exercise tolerance and quality of 

life are unrelated in lung cancer survivors 

who undergo　video-assisted thoracic surgery

○博士前期課程：1名

食道がん切除再建術後患者の理学療法における認知行

動療法の併用が退院後の身体活動量と健康関連QOLに与

える影響

○博士前期課程：1名

エアマットレスが臥床中の呼吸機能へ与える影響

○博士前期課程：2名

透析低血圧患者における透析施行中の低負荷レジスタ

ンストレーニングは血圧および運動機能の改善に寄与

するか

大阪府立急性期・総合医療センターふれあい病院探検

隊「理学療法を体験しよう」講師

○博士前期課程：1名

呼息時低周波電気刺激の効果に関する研究：健常成人

によるランダム化比較対照試験

大阪府立泉陽高等学校「リハビリテーションとは」　

講師

５　その他

1)大学院博士前期・後期課程指導実績

　（大阪府立大学）

2)大学院博士前期・後期課程学位審査会実績

　（大阪府立大学）



業績書-4

年月日事項 概 要

平成25年2月

平成26年2月

平成27年2月

離散運動と周期運動の運動制御の違いについて

（博士前期課程）

○主査：1名

エアマットレスが臥床中の呼吸機能へ与える影響

（博士前期課程）

○副査：2名

Monaural auditory stimulus affects selection 

of the hand to reach（博士前期課程）

Motor evoked potential of the hand muscles 

elicited by posterior-anterior current is 

suppressed during eye movement without 

vision

（博士前期課程）

○主査：1名

透析低血圧患者における透析施行中の低負荷レジスタ

ンストレーニングは血圧および運動機能の改善に寄与

するか（博士前期課程）

Transcranial magnetic stimulation over the 

cerebellum induces long latency motor 

response during visually guided manual 

tracking task 

（博士後期課程）

○副査：2名

外乱予測が筋反応および反応前期の皮質脊髄路興奮性

に与える影響（博士前期課程）

 corticospinal excitability on the sequence 

of the to-be-signaled motor response

（博士後期課程）



業績書-5

年月日事項 概 要

平成30年2月

年月日

1)臨床実習指導者講習会

なし

○副査：3名

Switching or cancelling leg movement 

suppresses anticipatory postural adjustment 

before gait initiation（博士前期課程）

腕運動に随伴する眼球運動の発生源に関する研究

（博士前期課程）

Changes in exercise tolerance and quality of 

life are unrelated in lung cancer survivors 

who undergo　video-assisted thoracic surgery 

（博士後期課程）

The effect of tonic contraction of one hand 

muscle on motor area of tonically 

contracting another hand muscle（博士後期課

程）

○学外審査員：2名

Predictors of improvements in exercise 

capacity during cardiac rehabilitation in 

the recovery phase after coronary artery 

bypass graft surgery versus acute myocardial 

infarction

（博士後期課程）

概 要

平成31年

3月3日

第2018-2-031号：厚生労働省

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

１　資格，免許

事項

２　特許等
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年月日事項 概 要

平成28年

10月1日

〜

平成30年

3月31日

平成26年10月

～

平成28年9月

平成30年4月

平成30年7月

平成30年12月

平成31年４月

令和3年４月

令和4年４月

2)大学委員会の活動

奈良学園大学大学院入試小委員会委員（平成31年３月

まで）

奈良学園大学保健医療学部研究倫理審査委員会委員

（平成31年３月まで）

奈良学園大学ハラスメント調査委員会委員長（令和元

年６月まで）

1)国家公務員共済組合連合会枚方公済病院理学療法士

文部科学省大学教育再生加速プログラム（I・II複合

型）大阪府立大学プロジェクト委員

臨床業務，教育業務，研究業務 

リハビリテーション科主任（室長）

組織再編と新人教育システムの構築

呼吸器リハビリテーション外来の開設

看護師長および看護師教育

療法士教育プログラムの作成と運営

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項

奈良学園大学教務委員長（現在に至る）

奈良学園大学教務委員会委員（現在に至る）

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科教

務ワーキング委員（現在に至る）

1)国・地方公共団体における審議会・委員会等の参画

奈良学園大学共通教育委員会委員（現在に至る）

奈良学園大学入試広報委員会委員（平成31年３月ま

で）

奈良学園大学自己点検・評価委員会委員（令和3年3月

まで）

奈良学園大学共通教育委員会委員（現在に至る）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 平成26年1月 本書は新人理学療法士に対してon the job 

trainingとoff the job trainingを職場の教育体

制として整備するだけではなく，成人としての学

習方法を身につけてもらうこと，そしてそうした

自己研鑽が自らのエンプロイアビリティ学習に向

けた動機付けを目的にしたテキストである．

B5判 全190頁 

編者：斉藤秀之，島村耕介，森本榮

共著者：斉藤秀之，森本榮，青山誠，大塚功，小

泉幸毅，松原徹，豊田平介，島村耕介，後藤伸

介，対馬栄輝，高橋哲也，伊藤直人，奥山夕子，

村永信吾，伊能幸雄，中村崇，兼子昌幸，小林久

文，川村博文，辻下守弘，西上智彦，川勝邦浩，

大矢暢久，鶴見隆正，伊藤健一，他1名

本人担当部分：「症例報告から何を学ぶべき

か！」（P175‐P181）を共著

分担執筆者：川村博文，辻下守弘，西上智彦，川

勝邦浩，大矢暢久，鶴見正隆，伊藤健一

１年目のPTとして習得したい基本スキルとして

「症例報告から何を学ぶべきか！」について，症

例報告書の作成方法，症例報告の発表方法につい

て具体例を提示した中で重要ポイントをまとめ，

解説した．

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

1　PT卒後ハンドブック　１年

目に習得したい基本スキル

三輪書店



業績書-14

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

（学術論文）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成25年5月

共著 平成25年5月

共著 平成26年12月

共著 平成27年2月

椅座位からの漸増反復起立動作テスト(IRST)が

COPD患者の運動耐容能評価として活用できるかを

検討した．男性COPD患者18例を対象に6分間歩行

距離(6MWD)，漸増シャトルウォーキングテスト

(ISWT)，心肺運動負荷テスト(CEST)，IRSTを測定

した．Peak VO2の比較として，6MWTの予測値と

ISWTの予測値では，ISWTの方が有意に高値で，

6MWTの予測値とIRSTではIRSTの方が有意に高値で

あったが，IRSTとISWT ，IRST，CESTには有意差

を認めなかった．また，CEST-Peak VO2=0.12×起

立回数＋8.26，CEST-Peak VO2=0.02×6MWD＋

3.48，CEST-Peak VO2=0.02×ISWT＋6.48との有意

な回帰式が得られた．IRSTは，客観的な運動耐容

能の把握，運動処方，効果検証が可能になり，

COPD患者の運動耐容能の評価法として活用できる

可能性が示唆された．

（分担執筆者：Horie,J., Ito,K., Haya

shi,S., Fujii,H.,Ishihara,H.,Hori

kawa,E.）

（担当部分：資料収集と考察）

これまでに我々は，人工炭酸泉浴が筋損傷の治癒

回復を促進する可能性を見いだした．本研究はそ

の治癒促進のメカニズムを探ることを目的に行っ

た．筋損傷後に人工炭酸泉浴を行うと損傷筋の筋

芽細胞増殖に関わるMyoDタンパクの発現に変化は

見られないが，筋管形成に関わるmyogeninタンパ

クの発現が増加した．以上より，筋損傷後の人工

炭酸泉浴は筋管形成を促進する可能性が示唆され

た．

（分担執者:Nonaka,K.,Akiyama,J.,

Tatsuta,N.,Une,S.,Ito,K.,Ogaya,S.,

Kataoka,M.,Iwata,A.,Okuda,K.）

（担当部分：資料収集）

糖尿病時の筋萎縮が酸化ストレスと関連があるか

について検証した．速筋線維優位である長指伸筋

は萎縮し，抗酸化酵素(カタラーゼ，グルタチオ

ンペルオキシダーゼ，スーパーオキサイドジスム

ターゼ)活性の上TBARSの増加が確認された．一

方，赤筋線維優位であるヒラメ筋の萎縮は軽度

で，カタラーゼ活性は上昇したが，それ以外の抗

酸化酵素活性とTBARSに変化は認められなかっ

た．以上より，糖尿病に伴う酸化ストレスが速筋

線維の萎縮を惹起する可能性を示した．

（分担執筆者:Nonaka,K., Une,S., Tatsuta,N.,  

Ito,K., Akiyama,J.）

（担当部分：資料収集）

研究の目的は,COPD患者に対する呼息時電気刺激

（PESE）を用いた換気フィードバックの有効性を

明らかにすることである．24名のCOPD患者を，プ

ラセボ群とPESEを行う群に割り付けた．これら対

象者には5分間のエルゴメータ運動を2回行っても

らい，ベースライン（BL）と各介入による換気指

標を中心としたデータの測定を行った．BLに対し

プラセボ群では，安静時・運動時とも明らかな変

化は認められなかったが， PESE群では安静時・

運動時とも有意な換気効率の改善を認めた．この

結果によりCOPD患者の換気効率改善にPESEが有効

であることが明らかとなった．

（分担執筆者:Ito,K., Nozoe,T., Okuda,M., 

Nonaka, K.,Yamahara,J., Horie,J., Hayama,Y., 

Kawamura,H.）

（担当部分：研究の企画と考察，論文作成）

Acta Physiologica 

Hungarica, 101：P421-P428

Journal of Physical 

Therapy Science ，25：

P709-P711

3　Changes in antioxidant 

enzymes and lipid 

peroxidation in extensor 

digitorum longus muscles of 

streptozotocin-diabetic rats 

may contribute to muscle 

atrophy

（査読付）

（ストレプトゾトシン糖尿病

ラット長指伸筋の抗酸化酵素と

過酸化脂質の変化は筋萎縮と関

連する）

4　Electrical stimulated 

ventilation feedback improve 

ventilation pattern in 

patients with COPD

 (筆頭著者）

（査読付）

（電気刺激による換気フィード

バックはCOPD患者の換気パター

ンを改善する）

1　The Usefulness of the 

Incremental Load Repeated 

Standup Test in the 

Assessment of the Exercise 

Capacity of Patients with 

Chronic Obstructive 

Pulmonary Disease

（査読付）

（慢性閉塞性肺疾患患者の運動

能力評価における漸増反復起立

動作テストの有用性）

Journal of Physical 

Therapy Science ，25：

P391-P395

2　Carbon Dioxide Water 

Bathing Enhances Myogenin 

but Not MyoD Protein 

Expression after Skeletal 

Muscle Injury

（査読付）

（炭酸泉浴は骨格筋損傷後の

MyoDタンパク質を増加させない

がMyogeninを増加させる）

Journal of Physical 

Therapy Science, 27：

P325-P330
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

研究の目的は,COPD患者に対する呼息時電気刺激

（PESE）を用いた換気フィードバックの有効性を

明らかにすることである．24名のCOPD患者を，プ

ラセボ群とPESEを行う群に割り付けた．これら対

象者には5分間のエルゴメータ運動を2回行っても

らい，ベースライン（BL）と各介入による換気指

標を中心としたデータの測定を行った．BLに対し

プラセボ群では，安静時・運動時とも明らかな変

化は認められなかったが， PESE群では安静時・

運動時とも有意な換気効率の改善を認めた．この

結果によりCOPD患者の換気効率改善にPESEが有効

であることが明らかとなった．

（分担執筆者:Ito,K., Nozoe,T., Okuda,M., 

Nonaka, K.,Yamahara,J., Horie,J., Hayama,Y., 

Kawamura,H.）

（担当部分：研究の企画と考察，論文作成）

4　Electrical stimulated 

ventilation feedback improve 

ventilation pattern in 

patients with COPD

 (筆頭著者）

（査読付）

（電気刺激による換気フィード

バックはCOPD患者の換気パター

ンを改善する）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成27年4月

共著 平成28年5月

共著 平成28年6月

共著 平成28年7月 本研究の目的は，運動中の呼息を促通させるため

に電気刺激を用いたフィードバック（ESVF）を行

い，その効果と安全性を明らかにすることであ

る．健常成人23名をESVF群と対照群に割り付け

た．対象者は呼吸練習において，呼気延長の呼吸

パターンを練習し，その呼吸法を運動中も維持す

るように指導された．運動中と運動後の呼気/吸

気時間比において対照群と比較してESVF群が有意

に高値を示した．また，ESVFによる副作用が認め

られなかったことからESVFは運動中の呼吸法を習

得させるツールになり得ることが明らかとなっ

た．

（分担執筆者:Yamahara,J.,Ito,K.,Nonaka,K.）

（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成指

導）

Japanease Journal of 

Occupational Medicine and 

Traumatology, 64: 162-172

本研究の目的は，虚弱高齢者に対する腹筋トレー

ニングを含んだ6ヵ月間の通所リハの効果を検証

することである．対象者は通所リハ利用中の虚弱

高齢者20名（80.5 ± 6.6歳）とした．対照群は

既存のプログラムとし，介入群は既存プログラム

に1日20回の腹筋トレーニングを含んだ．結果，

片脚立脚時間と5 m最速歩行速度は介入群が有意

に向上した．腹筋トレーニングを含んだ通所リハ

は虚弱高齢者のヘルスプロモーションとして有効

である可能性が示唆された．

（分担執筆者:阿波邦彦，北村智哉，堀江淳，伊

藤健一）

（担当部分：考察と論文作成指導）

健康づくりのための運動指針2006に基づく身体活

動促進プログラム(EPAR)の効果を一般的な運動指

針(GEG)とともに明らかにした．対象は製造業に

従事する勤労者で,これら対象者をEPAR群とGEG

群,コントロール群に割り付け,それぞれの介入を

行った．評価項目は生化学検査値，身体組成，膝

進展筋力，運動に対する自己効力感，行動変容ス

テージである.結果より健康づくりのための運動

指針2006に基づく身体活動促進プログラムは運動

への自己効力感を増大させ，生活習慣病予防に寄

与する可能性が示唆された.

（分担執筆者：Asada,F.,Nomura,T.,

Kubota,M.,Ohashi,M.,Ito,K.）

（担当部分：研究の企画およびデザインと論文指

導）

呼吸リハビリテーションの基礎研究として呼気筋

の筋活動パターンを筋電図を用いて呼気抵抗別に

検討した．10%PEmax, 20%PEmax,30%PEmaxの抵抗

を負荷した呼息時の腹直筋と内腹斜筋,外腹斜筋

の活動量を評価した．３つの筋のうち,最も大き

な活動量を示したのは内腹斜筋であった．ただ

し,その活動量は30%PEmaxの負荷であっても

20%MVC以下であった．通常の呼吸筋トレーニング

では30%PEmax程度の負荷が推奨されるが,生理学

的な視点でみた場合,その負荷は弱すぎることが

示唆された．

（分担執筆者：Ito,K., Nonaka,K., Ogaya,S.，

Oogi,A., Matsunaka,C., Horie,J.） 

（担当部分：研究の企画およびデザインと論文作

成）

7　Surface electromyogra-phy 

activity of the rectus 

abdominis, internal 

oblique,and external oblique 

muscles during forced 

expiration inhealthy adults 

（筆頭著者）

（査読付）

（健常成人の努力性呼気時にお

ける腹直筋，内腹斜筋，外腹斜

筋の表面筋電図の活動）

Physiotherapy Theory and 

Practice，32:P483-P488

6  Evaluation of a Physical 

Activity Promotion Program 

Using the "Exercise Guide 

2006" Aimed at Preventing 

Life style-related Disease 

among Working People

（査読付）

（勤労者の生活習慣病予防を目

的としたエクササイズガイド

2006を用いた身体活動促進プロ

グラムの評価）

8　Electrical stimulation 

ventilatory feedback 

facilitates maintenance of a 

prolonged expiration pattern 

during exercise: A proof of 

concept study in healthy 

adults

（査読付）

（電気刺激呼吸フィードバック

は運動中の呼気延長の維持を容

易にする：健常成人における概

念実証試験）

5　虚弱高齢者を対象とした腹

筋トレーニングを含む通所リハ

ビリテーションの効果

（査読付）

ヘルスプロモーション理学

療法研究，5：P31-P36

Journal of Electromyo-

graphy and Kinesiology, 

28: 76-81
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発行又は

発表の年月
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年3月

共著 平成29年4月

共著 平成29年11月

共著 平成30年3月

理学療法科学，32：

P183-P188

Journal of Physical

Therapy Science, 30:

P467-P473 

本研究の目的は手関節疼痛部位と同皮膚節レベル

に実施する経皮的電気神経刺激（TENS）の鎮痛効

果を比較検討することである．対象は成人女性

で，熱刺激を手関節に与えて疼痛を出現させてコ

ントロールを設定し，次に同熱刺激を与えつつ対

側の同皮膚節レベルである手関節（CW）へのTENS

実施，手関節背側の疼痛部位と同皮膚節レベルの

頸部（N）へのTENS実施，CWとNの同時両部位

（CWN）へのTENS実施である計3方法での介入を行

い，痛みの程度及び脳血流測定を行った．3つの

介入の痛みの程度は，コントロールに比べ有意に

減少したが，3方法間における痛みの程度の比較

では，いずれの組合せにおいても有意な差は認め

られなかった．効果的なTENSには皮膚節を有効に

活用することも重要であるものと考えられた．

（分担執筆者：Kawamura,H.,Nishigami,T., 

Yamamoto,A.,Tsujishita,M.,Ito,K., Ohya,N., 

Takagi,M.)

（担当部分：資料収集と考察）

本研究の目的は，胸腔鏡下手術（VATS）を受けた

患者の運動耐容能の変化とQOLとの関係を明らか

にすることである．VATS後3ヶ月間，肺癌患者36

名を追跡調査し，QOLと身体機能を評価した．QOL

の身体的および社会的側面は，術後有意に減少し

たが，第12週までに回復した．対照的に，身体機

能は術後4週までに回復していた．QOLの変化率と

身体機能に関する変化率との間には有意な相関は

認められなかった．身体機能の回復とQOLの回復

は相関しないことが明らかとなった．

（分担執筆者：Anami,K.，Horie,J.，

Hirayama,Y.，Yamashita,N.，Ito,K.）

（担当部分：研究デザインと解析，考察）

日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌，26：

P495-P501

本研究の目的は，慢性呼吸器患者における

Physical Activity Scale for the 

Elderly(PASE)を用いた身体活動量評価の有用性

を検証することである．対象である50名のCOPD患

者はPASEの回答の後，活動量計を２週間装着し

た．PASE調査は初回回答から１週間後に再度行っ

た．結果はPASEスコアと活動量計カロリーには相

関が認められ，さらに初回PASEスコアと2回目

PASEスコアにも高い相関が認められた．これらの

ことから慢性呼吸器患者に対してPASEが利用でき

ることが明らかとなった．

（分担執筆者:青田絵里，伊藤健一，奥田みゆ

き，濃添建男，堀江淳，石原英樹）

12　Changes in exercise 

tolerance and quality of 

life are unrelated in lung 

cancer survivors who undergo 

video-assisted thoracic 

surgery

（査読付）

（胸腔鏡下手術を受けた肺がん

患者では運動耐容能の変化と

QOLは関係がない

10　エアマットレスが臥床中の

呼吸機能へ与える影響

（査読付）

9 慢性呼吸器疾患における

Physical Activity Scale for 

the Elderlyを用いた身体活動

量評価の有用性に関する検証

（査読付）

11　Comparison of the pain-

relieving effects of 

transcutaneous electrical 

nerve stimulation applied at 

the same dermatome levels as 

the site of pain in the 

wrist joint 

（査読付）

（手関節疼痛部位と同皮膚節レ

ベルに実施する経皮的電気神経

刺激の鎮痛効果の比較）

Journal of Physical 

Therapy Science, 29：

P1996-P1999

本研究の目的は臥床時の呼吸機能に対するエア

マットレスの悪影響の有無を明らかにすることで

ある.対象は健常者群 19 名と胸郭コンプライア

ンス低下群 10名に対して，エアマットレスと標

準マットレスの 2 つの条件下で臥位にて測定さ

れた呼吸機能を比較した．測定項目は一回換気

量，分時換気量，死腔換気率，呼吸数，呼気時

間， 吸気時間，全呼吸時間，呼気平均流量，吸

気平均流量，吸気における腹部の隆起が開始する

タイミングの 10 項目とした．結果は両群ともに

すべての測定項目でエアマットレス上臥位と標準

マットレス上臥位の間に有意な差は認められな

かった．以上よりエアマットレス導入は呼吸機能

へ悪影響を与えないことが明らかになった.

（分担執筆者:井上貴裕，野中紘士，伊藤健一）

（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成指
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本研究の目的は，胸腔鏡下手術（VATS）を受けた

患者の運動耐容能の変化とQOLとの関係を明らか

にすることである．VATS後3ヶ月間，肺癌患者36

名を追跡調査し，QOLと身体機能を評価した．QOL

の身体的および社会的側面は，術後有意に減少し

たが，第12週までに回復した．対照的に，身体機

能は術後4週までに回復していた．QOLの変化率と

身体機能に関する変化率との間には有意な相関は

認められなかった．身体機能の回復とQOLの回復

は相関しないことが明らかとなった．

（分担執筆者：Anami,K.，Horie,J.，

Hirayama,Y.，Yamashita,N.，Ito,K.）

（担当部分：研究デザインと解析，考察）
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共著 平成30年4月

共著 平成30年8月

共著 平成31年2月

共著 令和3年4月

心臓リハビリテーション(心リハ)における，冠状

動脈バイパス術後(CABG)患者と急性心筋梗塞

(AMI)患者の運動耐容能改善予測因子を検討し

た．CABG後患者(61例)では，等尺性膝伸展筋力の

変化率(β=0.39,p<0.01)，ヘモグロビン値の変化

値(β=0.23,p<0.05)，心リハ開始時の脳性ナトリ

ウム利尿ペプチド値(β=-0.37, p<0.01)が運動耐

容能改善予測因子であった．一方，AMI患者(91

例)では心リハ開始時の運動耐容能(%予測値)(β

=-0.43, p<0.01)が唯一の運動耐容能改善予測因

子であった． 

（分担執筆者：Suzuki,Y.，Ito,K.，

Yamamoto,K.，Fukui,N.，Yanagi,H.，

Kitagaki,K.，Konishi,H.，Arakawa,T.，

Nakanishi,M.，Goto,Y.） 

（担当部分：研究デザインと解析，考察）

本研究では，加速度の減少が上腕三頭筋による前

方進行の筋電位の低下と関連しているかどうかを

明らかにするために，前方への身体重心加速度お

よび筋電位に対する個々の筋の寄与を分析した．

対象は膝OA患者12人と健常者12人である．誘導加

速度分析を使用して，各筋肉が70〜100％の立脚

期の間に前方への身体重心加速にどのように寄与

したかを分析した．次に，前方への身体重心加速

度の筋電位を算出した．膝OA患者は健常者と比較

してヒラメ筋，腓腹筋，および腸腰筋で有意に低

い前方への身体重心加速度を示した．これらの所

見は，前進に対するヒラメ筋の寄与を改善するこ

とが後期立脚期の間に膝OA患者の歩行速度を高め

るのに有効であることが明らかとなった．

（分担執筆者：Ogaya,S.,Kubota,R.,Chujo,Y., 

Hirooka,E.,Ito,K.,Kim,K.,Hase,K.）

（担当部分：研究デザインと考察）

本研究の目的は，CM 中の歩行または足踏みを促

す身体活動プログラムの実行可能性と身体活

動量への影響を明らかにすることである.CM 開始

時点から歩行または足踏みを開始し，CM 終了ま

で継続するよう指示した.また,CM 中の歩行ま

たは足踏みは，7日間，各日1日を通して実施する

よう指示した．加速度計の装着時間は通常週が

平均 776.6 ± 80.0 分/日，介入週が平均

751.6 ± 116.0分/日であり，介入週で有意

に短かった。通常週の歩数は平均6,483 ± 3,019

歩/日，介入週の歩数は平均7,304 ± 3,196 歩 / 

日であり，介入週で有意に増加した．また，

通常週の歩行時間は平均67.6 ± 35.8分/日，介

入週の歩行時間は平均77.6 ± 36.9分/日であ

り，歩行時間は介入週で有意に増加した．本研

究により，CM 中の歩行または足踏みを促す身体

活動プログラムは，高齢者の歩数と歩行時間

を有意に増加させ，厚生労働省の提案する「プ

ラス 10」を満たすための実行可能な方法となり

得ることが示された．

（分担執筆者：中島大貴, 伊藤健一, 坪内喜仁,

藤井啓介,田畑泉）

（担当部分：研究デザインと考察）

アトルバスタチン（AS）の投与中に，マウスの持

久力運動が骨格筋のミトコンドリア順応および筋

肉損傷を誘発するか否かを調査した．雄のマウス

を３つの群のうちの１つに割り当てた：対照

（Con），スタチン（Sta），またはスタチンおよ

び運動(Sta＋Ex)．そしてASを投与し，トレッド

ミル上で8週間運動を行った．大腿四頭筋におけ

るミトコンドリア関連タンパク質PGC-1α，およ

び呼吸鎖複合体（COX）I-V，および筋肉損傷マー

カーである血清クレアチンキナーゼのレベルを計

測した．PGC-1αおよびCOX I-VはStaおよびConの

群と比較して，Sta＋Exの群で増大した．血清ク

レアチンキナーゼレベルは同様であった．これら

のことからマウスにおける持久力運動はAS投与中

に，筋肉損傷を引き起こさずに骨格筋におけるミ

トコンドリア順応を誘導することが明らかとなっ

た．

（分担執筆者：Nonaka, K.,Ozaki, Y., 

Ito,K.,Sakita,M.,Une,S.,Akiyama,J.）

（担当部分：研究デザインと考察）

13　Predictors of 

improvements in exercise 

capacity during cardiac 

rehabilitation in the 

recovery phase after 

coronary artery bypass 

graft surgery versus acute 

myocardial infarction 

（査読付）

（回復期心臓リハビリテーショ

ンにおける運動耐容能改善予測

因子の検討-冠状動脈バイパス

術後患者と急性心筋梗塞患者の

比較-）

16　地域在住高齢者におけるテ

レビコマーシャルメッセージの

時間を活用した身体活動促進プ

ログラムの予備的研究

（査読付）

健康支援，23：早期公開

Heart and Vessels, 33:

P358-P366 

The Journal of 

Physiological Sciences, 

69: P327-333

14　Potential of muscles to 

accelerate the body during 

late-stance T forward 

progression in individuals 

with knee osteoarthritis

（査読付）

（変形性膝関節症患者における

立脚後期の前進中に体幹を加速

するための筋の潜在性）

Human Movement Science, 

61:P109-116

15　Endurance exercise 

increases the protein levels 

of PGC-1α and respiratory 

chain complexes in mouse 

skeletal muscle during 

atorvastatin administration

（査読付）

（アトルバスタチン投与中の持

久力運動はマウス骨格筋のPGC-

1αと呼吸鎖複合体タンパク質

を増加させる）
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「総説」

共著 平成25年2月

共著 平成25年12月

共著 平成30年６月

共著 令和4年4月

「学会発表」

〈国際学会〉

3　他職種で作成したハイフ

ローシステムマニュアル

日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌，27巻：

P146-P152

呼吸リハビリテーションを処方するにあたり必須

となる以下の点についてまとめた．１）リハの適

応者と評価，対応，２）注意点，３）主治医のリ

ハ依頼の目的や期待，４）リハ依頼の多い疾患の

概略，５）症例とその効果

（分担執筆者：石田健司，野村卓生，伊藤健一）

（担当部分：情報収集とデータ提供）

本研究の目的は，CM 中の歩行または足踏みを促

す身体活動プログラムの実行可能性と身体活

動量への影響を明らかにすることである.CM 開始

時点から歩行または足踏みを開始し，CM 終了ま

で継続するよう指示した.また,CM 中の歩行ま

たは足踏みは，7日間，各日1日を通して実施する

よう指示した．加速度計の装着時間は通常週が

平均 776.6 ± 80.0 分/日，介入週が平均

751.6 ± 116.0分/日であり，介入週で有意

に短かった。通常週の歩数は平均6,483 ± 3,019

歩/日，介入週の歩数は平均7,304 ± 3,196 歩 / 

日であり，介入週で有意に増加した．また，

通常週の歩行時間は平均67.6 ± 35.8分/日，介

入週の歩行時間は平均77.6 ± 36.9分/日であ

り，歩行時間は介入週で有意に増加した．本研

究により，CM 中の歩行または足踏みを促す身体

活動プログラムは，高齢者の歩数と歩行時間

を有意に増加させ，厚生労働省の提案する「プ

ラス 10」を満たすための実行可能な方法となり

得ることが示された．

（分担執筆者：中島大貴, 伊藤健一, 坪内喜仁,

藤井啓介,田畑泉）

（担当部分：研究デザインと考察）

理学療法，30巻：P176-P180 「内部障害に対する運動療法における臨床推論と

臨床判断」について解説した．具体的には臨床推

論と臨床判断の意義・要点，臨床推論と臨床判断

を的確に行うための基本的知識の整理と留意点に

ついて図を用いて解説した．

（分担執筆者：伊藤健一）

（担当部分：企画と論文作成）

2　他科で役立つこんな時のリ

ハ処方

4.呼吸器内科・呼吸器外科−呼

吸リハを中心に

Journal of Clinical 

Rehabilitation，22巻：

P1211-P1217

1　内部障害に対する運動療法

における臨床推論と臨床判断

16　地域在住高齢者におけるテ

レビコマーシャルメッセージの

時間を活用した身体活動促進プ

ログラムの予備的研究

（査読付）

4　おしえてQ&A

呼吸ケア・リハビリテーション

の未来はどうなる？

みんなの呼吸器

Respica，20巻2号：P96

呼吸不全の新しい治療法であるハイフロー療法で

用いるハイフローシステムの設定や取り扱い方に

ついて，医師や看護師，理学療法士，薬剤師，臨

床工学技士がそれぞれの視点からわかりやすくま

とめた．

（分担執筆者：奥田みゆき，田中順哉，福田康

二，木戸悠人，清水学，上田耕平，辻是道，加治

木幸，有満道子，前田里美，伊藤健一，大木敦

司，高橋留佳，野原隆司）

（担当部分：リハビリテーション部分の企画と校

正）

読者からの問い「呼吸ケア・リハビリテーション

の未来はどうなる？」に対し，昨今のリハビリ

テーションにおけるAIやICT・ロボット技術の導

入を例として取り上げ，医療従事者側のそのよう

な動向の認識と準備が必要であることを解説し

た．

（分担執筆者：伊藤健一）

（担当部分：執筆）
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- 平成25年9月

- 平成27年5月

- 平成27年9月 呼気筋の筋活動パターンを筋電図を用いて呼気抵

抗別に検討した．10%PEmax, 20%PEmax,30%PEmax

の抵抗を負荷した呼息時の腹直筋と内腹斜筋,外

腹斜筋の活動量を評価した．３つの筋のうち,最

も大きな活動量を示したのは内腹斜筋であった．

ただし,その活動量は30%PEmaxの負荷であっても

20%MVC以下であった．通常の呼吸筋トレーニング

では30%PEmax程度の負荷が推奨されるが,生理学

的な視点でみた場合,その負荷は弱すぎることが

示唆された．

（共同発表者：Ito,K.,Nonaka,K.,Ogaya,S.,　

Horie,J.）

（担当部分：データの解析，考察，学会発表）

24名の高齢COPD患者を対照群と呼息時低周波電気

刺激群に割り付け，安静時および運動時の換気機

能について，呼息時低周波電気刺激の効果を検証

した．結果より呼息時低周波電気刺激は換気機能

を有意に改善することが明らかとなった．

（共同発表者：Ito,K.,Nozoe,T.,Okuda,M.,

Nonaka,K.,Horie,J.,Kawamura,H.）

（担当部分：研究企画，資料の収集，データ解

析，学会発表）

European Respiratory 

Society Annual Congress 

2013 (Barcelona)

1　Effects of phasic 

electrical stimulation 

during expiration in elderly 

patients with chronic 

obstructive pulmonary 

disease: A randomised 

control trial

（高齢COPD患者における呼息時

電気刺激の効果：ランダム化試

験）

European Respiratory 

Society Annual Congress 

2015 (Amsterdam)

World Confederation for 

Physical Theraty Congress 

2015（Singapore）

2　CORRELATING FACTORS OF 

EXERCISE CAPACITY 

IMPROVEMENT AFTER CARDIAC 

REHABILITATION IN POST-

CORONARY ARTERY BYPASS GRAFT 

SURGERY PATIENTS

（冠動脈バイパス術後患者にお

ける心臓リハビリテーション後

の運動能力改善の関連因子）

心臓リハビリテーション(心リハ)に参加した冠動

脈バイパス術(CABG)後患者の運動耐容能改善関連

因子を検討した．対象は，CABG後に3か月間の心

リハプログラムに参加した61例とした．対象には

心リハ前後で，運動負荷試験，膝伸展筋力測定，

体組成測定，血液データ測定が行われた．多変量

解析の結果，膝伸展筋力の変化率(β＝0.51, P＜

0.05)と換気効率(VE/VCO2 slope)の変化率(β＝-

0.67, P＜0.01)が運動耐容能改善の独立した関連

因子であることが明らかとなった．

（共同発表者：Suzuki,Y.,Hieda,M.,

Fujiwara,R.,Yamamoto,K.,Fukui,N.,Konishi,H.A

rakawa,T.,Kumasaka,R.,Nakanishi,M.,

Fukui,S.,Nakao,K.,Ohara,T.,Noguchi, 

T.,Yanase,M.,Ito,K.,Goto,Y.）

（担当部分：計画と考察，研究指導）

3　Electromyography Activity 

of the Rectus Abdominis, 

Internal Oblique, and 

External Oblique Muscles 

During Forced Expiration in 

Healthy Adults

（健常成人における努力性呼気

時の腹直筋，内腹斜筋と外腹斜

筋の筋電活動）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成28年9月

- 平成29年9月

- 令和２年9月6　Analysis of changes in 

clinical characteristics of 

patients with COPD or 

interstitial pneumonia 

during a 6-minute walk test

（COPDと間質性肺炎の6分間歩

行中の臨床的特性）

European Respiratory 

Society Annual Congress 

2020 (Wien)

本研究の目的は，COPD患者と間質性肺炎の患者の

臨床的特性をあきらかにすることである．

COPD患者では，6分間歩行前後のICの有意な減少

が認められた（p <0.05）． 間質性肺炎患者で

は，歩行の開始から終了まで呼吸数ががCOPD患者

よりも有意に高い値を示した（p <0.05）．経時

的変化の特徴は，ほとんどすべての値が開始から

3分まで有意な変動を示したが，その後定常状態

に達したということでした．結果よりCOPDでのみ

に6分間の歩行テスト中に，動的過膨張が認めら

た．浅速呼吸は間質性肺炎でのみに認められた．

また，歩行開始後3分以内に各特性が現れること

が観察された．

（共同発表者：Ogi,A.,Enoki,T.,　

Matsumoto,T.,Ito,K.,Shimizu,G.,　

Okuda,M.,Tanaka,N.,  Fukuda,K.,Nohara,R.）

4　Validity and Intra-class 

Reliability of Spirometry 

Using a Mask Instead of  a 

Mouthpiece

（マウスピースの代わりにマス

クを用いたスパイロメータの信

頼性と妥当性）

European Respiratory 

Society Annual Congress 

2017 (Milan)

本研究の目的はマスクを用いたスパイロメトリの

妥当性と再現性を明らかにすることである．筒型

マウスピースの代わりにマスクを用いて肺機能を

測定した結果，妥当性と再現性が確認できた．こ

のことから，スパイロメトリの際に筒型マウス

ピースの代わりにマスクを用いることが可能であ

ると考えられた．但し，データの取り扱いに関し

ては一次回帰式で補正する必要がある．また，今

回の結果は安静時計測の結果であり，背景に記し

た運動時評価における妥当性と再現性の検討は今

後の課題である．

（共同発表者：Ito,K., Nonaka,K., Takeda,S., 

Nishikawa, T.,Anami,K., Horie,J., 

Tsujishita,M., Kawamura,H.）

（担当部分：データの解析，考察，学会発表）

European Respiratory 

Society Annual Congress 

2016 (London)

5　Assessment of the 

mechanism underlying the 

improvement in ventilation 

efficiency induced by phasic 

electrical stimulation 

during expiration in 

patients with chronic 

obstructive pulmonary 

disease.

（慢性閉塞性肺疾患患者に対す

る呼息時電気刺激がもたらす換

気効率の改善機序）

本研究の目的はCOPD患者に対する呼息時電気刺激

（PESE）が換気効率を改善する機序を明らかにす

ることである．対象は35名の外来COPD患者で電気

刺激を行わない，電極を設置しただけの群（sham 

control）と呼息筋である腹直筋に対して電気刺

激を行う群（R-PESE），呼息に関係の無い腕橈骨

筋に対し電気刺激を行う群（B-PESE）の３群に無

作為に割り付けた．各群とも安静時の換気機能指

標の計測の後，各群の介入下に軽い運動を行い換

気機能指標を計測した．本研究の結果よりPESEの

効果は呼息筋に対する機能的電気刺激としての効

果ではなく，呼息を促すbiofeedbackの効果であ

ることが明らかとなった．

（共同発表者：Ito,K., Nonaka,K., Nozoe,T., 

Shiranita,S.,Horie,J.,Shimizu,G.,Ogi,A., 

Okuda,M.,Watanabe,N.）

（担当部分：データの解析，考察，学会発表）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

 〈国内学会〉

- 平成25年5月

- 平成26年9月

1　高齢COPD患者に対する呼息

時低周波電気刺激の効果

第48回日本理学療法学術大

会 

（名古屋）

24名の高齢COPD患者に対して呼息時低周波電気刺

激（PESE）を用い，その効果を，安静時および運

動時の換気機能や酸素摂取量に着目し検討した．

本研究の結果よりPESEが安静時および運動時の換

気効率を改善することが明らかとなった．また，

その際にはPESEが仕事量増大の指標になり得る

VO2／Wの増大を誘発しないことが証明された．

（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，濃添建男，

奥田みゆき，川村博文）

（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解

析，学会発表）

2　胸腔鏡下肺葉切除術

（VATS）後1ヵ月時におけるAT

ポイントでのMETsの差異で術前

の身体機能に違いはあるか？

第33回日本臨床運動療法学

会学術集会（大阪）

本研究の目的は，胸腔鏡下肺葉切除術（以下，

VATS）後1ヵ月時におけるATポイントでのMETsの

差異で術前の身体機能に違いがあるか検証するこ

とである．対象はVATSが施行された23名，年齢

70.5±7.3歳であった．3.1METs以上群（12名）と

3METs以下群（11名）に分け術前身体機能を比較

した結果，3METs以下群は有意に体重比膝伸展筋

力が低値を認めたが，それ以外には有意差を認め

なかった．結果より術後に安全かつ効率的な運動

ができるためには下肢筋力が重要であることが明

らかとなった．

（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，堀江淳，太

田垣あゆみ，松井萌恵，田中宇大，山下直己，伊

藤健一）

（担当部分：計画と考察，研究指導）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成26年9月

- 平成26年10月

- 平成27年6月

- 平成27年6月

本研究は，VATS前後から術後1ヵ月にかけての身

体能力および健康関連QOLの変化を前向きに検討

した．対象は30名で年齢72.3±7.2歳であった．

反復測定分散分析の結果，呼吸機能は低下したま

まだが，運動耐容能は術後1ヵ月で術前の値まで

回復することが示唆された．しかしながら，健康

関連QOLは1ヵ月では完全に回復しないことが明ら

かとなった．そのため退院前指導をはじめとした

健康関連QOLを考慮した指導等の必要性が示唆さ

れた．

（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，山下直己，

堀江淳，太田垣あゆみ，松井萌恵，出見世真人，

佃陽一 ，伊藤健一）

（担当部分：計画とその解析，考察，研究指導）

呼吸リハビリテーションにおける呼吸筋トレーニ

ングを効率良く実施するために,強度別筋活動パ

ターンを筋電図を用いて検討した．10%PEmax, 

20%PEmax,30%PEmaxの抵抗を負荷した呼息時の腹

直筋と内腹斜筋,外腹斜筋の活動量を評価した．

３つの筋のうち,最も大きな活動量を示したのは

内腹斜筋であった．ただし,その活動量は

30%PEmaxの負荷であっても20%MVC以下であった．

通常の呼吸筋トレーニングでは30%PEmax程度の負

荷が推奨されるが,生理学的な視点でみた場合,そ

の負荷は弱すぎることが示唆された．

（共同発表者：大木敦司，松中千明，野中紘士，

伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察，研究指導）

トレッドミルを用いた屋内有酸素運動中の「映像

視聴」が及ぼす身体への影響について検討した．

24名の健常女子大学生を映像視聴「あり」群と

「なし」群の２群に割り付けトレドミル歩行を行

い,疲労指標や呼吸代謝指標,換気能力指標を測定

した．身体的疲労感と精神的疲労感はともに2群

間で有意な差は認められなかった．一方で

VO2,METS,EEについては,いずれも「あり」群が

「なし」群に比べ有意に高い値を示した．本研究

結果から,運動中の映像視聴は映像「なし」での

運動と変わらぬ疲労感で効率の良い運動が可能と

なることが示唆された．

（共同発表者：小西隆幸，杉山友香，谷口結子，

藤井愛美，野中紘士，伊藤健一）

（担当部分：計画と考察，研究指導）

健常者を対象に，エアマットレスが臥床中の呼吸

機能に与える影響を明らかにした．対象者にはエ

アマットレスと標準マットレス上にて臥位を取ら

せ，一回換気量，呼吸数などの呼吸機能を測定し

比較した．エアマットレス上臥位と標準マットレ

ス上臥位の間で呼吸機能に有意差は認められな

かった．胸郭のコンプライアンスの良い者につい

てはエアマットレスを使用しても，呼吸機能に変

化を及ぼさないことが明らかになった．

（共同発表者：井上貴裕，伊藤健一，野中紘士）

（担当部分：計画とその解析，考察，研究指導）

3　室内有酸素運動における映

像の効果

第33回日本臨床運動療法学

会学術集会（大阪）

第50回日本理学療法学術大

会

（東京）

5　胸腔鏡下肺葉切除術後患者

における身体能力および健康関

連QOLの縦断的変化の検証

第50回日本理学療法学術大

会

（東京）

6　強制呼気筋の強度別筋活動

パターンの解明：無作為割付，

シングルブラインドによる検討

4　エアマットレスが臥床時の

「換気」を制限するか：健常者

による基礎的研究

第24回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（奈良）
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著書，学術論文等の名称
単著・
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- 平成27年7月

- 平成27年7月

- 平成28年3月

第21回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（福岡）

9　透析低血圧患者における透

析施行中の低負荷レジスタンス

トレーニングの効果

本研究の目的は透析関連低血圧患者の特徴を明ら

かにすることである．対象は当院外来透析患者の

うち，研究の同意が得られた高齢心不全患者14名

とし，透析中に収縮期血圧が20mmHg以上低下し，

100mmHg未満となる血圧低下群7名と対照群7名の2

群に分け，身体機能などを比較検討した．対照群

と比較し，血圧低下群では蛋白異化率が有意に低

値であったことから，透析関連低血圧患者の特徴

として，蛋白摂取量が低い傾向であり栄養障害の

あることが示唆された．

（共同発表者：山下真由子，寺崎珠，中瀬理恵，

杉本篤子，木下千春，神田豊子，伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察，研究指導）

第6回日本腎臓リハビリテー

ション学会 (岡山)

7　心不全を伴う透析関連低血

圧患者の特徴（第1報）

第21回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（福岡）

8　冠動脈疾患患者の心臓リハ

ビリテーション後の体重増加は

全て悪か？：筋力・体組成から

の検討

心臓リハビリテーション(心リハ)に参加した冠動

脈疾患(CAD)患者の体重増加について検討した．

心リハ後に体重が増加した50例のうち膝伸展筋力

改善10%以上の18例を筋力増加群，10%未満の32例

を増加不良群とした．両群ともに膝伸展筋力と骨

格筋量 は心リハ後に有意に増加したが，各増加

率は筋力増加群が不良群より有意に大きかった．

さらに，筋力増加群では体脂肪量は不変で，運動

耐容能が有意に改善したが，不良群では体脂肪量

が有意に増加し，運動耐容能に有意な増加は見ら

れなかった．下肢筋力増加を伴う体重増加は「良

い体重増加」であることが明らかとなった．

（共同発表者：鈴木裕二，山本壱弥，福井教之，

柳英利，北垣和史，小西治美，稗田道成，藤原玲

子，荒川鉄雄，熊坂礼音，福井重文，大原貴裕，

簗瀬正伸，中尾一泰，中西道郎，伊藤健一，後藤

葉一）

（担当部分：計画と考察，研究指導）

透析低血圧患者の血圧や運動機能が３か月間低負

荷レジスタンストレーニング（RT）により改善す

るかを検討した。血圧については，変化は認めら

れなかった．歩行速度については，介入前後で対

照群で有意な低下が認められたが，RT群では維持

された．また，身体活動量については，介入前後

で対照群では有意な変化は認められなかったが，

RT群では有意な増加が認められた．運動に対する

行動変容ステージについても，RT群では介入前後

で有意に増加し，運動に対するアドヒアランスの

有意な改善が認められた．結果より今回のRTが運

動機能の維持や身体活動量，運動に対するアドヒ

アランスの改善において有用であることが明らか

となった．

（共同発表者：山下真由子，木下千春，

伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察）
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- 平成28年5月

- 平成28年5月

- 平成28年7月

- 平成28年10月

食道がん切除再建術後患者の生存期間に関与する

因子を対象の36名を生存群・死亡群に分け比較検

討した．結果，術後1年でのAlbが死亡群で低値，

術前のがん進行度が重症な者ほど生存期間が短

かった．死亡群で生存期間が術後1年程の者も多

く．術後におけるパラメータからは生存期間予測

は困難であった．がん進行度が重症であれば，術

後の生存期間が短い可能性があり，周術期から生

存期間も考慮した理学療法を実施する必要性があ

る．

（共同発表者：髙畑晴行，脇田正徳，伊藤健一，

金光浩，長谷公隆）

（担当部分：研究計画とデータの解析，考察）

心臓リハビリテーション参加後に減量したBMI25

以上の肥満を有する冠動脈疾患患者50例を，運動

耐容能(PVO2) 増加率が5%以上の33例(PVO2改善

群)と，5%未満の17例(非改善群)に分け，体組

成，筋力変化を比較した．PVO2改善群では，PVO2

改善(改善率 +17%，p＜0.01)に伴い，下肢筋肉量

(15.4→15.8kg，p＜0.01)と膝伸展筋力(41.4→

44.4kg，p＜0.01)が有意に改善したのに対し，

PVO2非改善群(PVO2改善率 -4%, NS)では下肢筋肉

量，膝伸展筋力とも有意な増加を示さなかった．

（共同発表者：鈴木裕二，福井教之，山本壱弥，

柳英利，北垣和史，伊藤健一，小西治美，稗田道

成，藤原玲子，渡慶次竜生，伊達歩，熊坂礼音，

荒川鉄雄，中西道郎，大原貴裕，高潮征爾，中尾

一泰，福井重文，簗瀬正伸，後藤葉一）

（担当部分：データの解析，考察）

本研究の目的は食道がん患者における運動習慣が

身体機能，QOLに与える影響を検討することであ

る．食道がん切除術を受ける15名の患者に対し，

手術前と退院時の行動変容ステージ，膝伸展筋

力，6分間歩行距離，咳嗽時最大呼気流量

（PCF），最大呼気流量（PEF），健康関連QOLを

測定した．結果を運動実行群と非実行群の2群に

分けて検討した．運動習慣と術後のQOLに関連性

は認められなかったが，運動習慣のある者は術前

PCF・PEF，術後PEFが有意に高かった．このこと

から，運動習慣は食道がん術後経過に良い影響を

及ぼす可能性が示唆された．

（共同発表者：髙畑晴行，濱田真一，金光浩，伊

藤健一，長谷公隆）

（担当部分：データの解析，考察）

10　肺がん患者の健康関連QOL

と身体能力の術後回復過程

第22回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（東京）

13　食道がん患者における術前

の運動習慣と 術後呼吸機能・

健康関連QOLとの関連

第26回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（横浜）

11　食道がん切除再建術後患者

の生存期間に影響を及ぼす因子

の検討―手術後におけるQOL，

身体機能改善への後追試的研究

―

12　減量に成功した肥満を有す

る冠動脈疾患患者の運動耐容能

変化が筋力・体組成に及ぼす影

響

第51回日本理学療法学術大

会

（札幌）

第51回日本理学療法学術大

会

（札幌）

本研究は，胸腔鏡下胚葉切除術を受ける肺がん患

者に対し，術前から術後3ヵ月にかけて健康関連

QOLおよび身体能力の変化を前向きに検証した．

結果，肺がん患者の身体能力は術後1カ月足らず

で回復することが確認できたが，健康関連QOL

（SF-36 PCS）は術前の状況まで回復するのに3ヵ

月以上を要することが明らかとなった．つまり，

身体能力を維持・向上させるだけでは健康関連

QOL対策としては不十分であることが示唆され

た．

（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，山下直己，

堀江淳，太田垣あゆみ，松井萌恵，出見世真人，

佃陽一， 伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察）
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発表の年月
概 要
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成28年10月

- 平成28年12月

- 平成29年2月

14　マスクを用いたスパイロメ

トリの妥当性と信頼性

16　運動メニューの順序変更が

心臓リハビリテーションの円滑

な進行に有効であった高度心機

能低下DCMの一例

15　筋骨格シミュレーション解

析を用いた変形性膝関節症患者

の歩行時膝伸展パターン分類

第26回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（横浜）

第3回日本運動器理学療法学

会学術集会（金沢）

日本心臓リハビリテーショ

ン学会第2回近畿地方会

（大阪）

今回，高度心機能低下若年DCM症例の心臓リハビ

リテーション（心リハ）を経験した．症例は25歳

女性，23歳時にDCMと診断され，今回心不全増悪

にて入院となった．心リハ開始時の左室駆出率は

25%，BNP980pg/mlであった．心リハ実施中に血圧

低下，眩暈がしばしば出現し，心リハ進行が困難

であった．そこで，運動メニューの順序として有

酸素運動の実施前に低強度レジスタンストレーニ

ングを先行させたところ，低血圧症状は軽減し，

心リハ3ヶ月終了時にはPeakVO2が＋37.7%，等尺

性膝伸展筋力が＋17.9%と良好に増加した．

（共同発表者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教之，

山本壱弥，柳英利，北垣和史，小西治美，渡慶次

竜生，伊達歩，熊坂礼音，荒川鉄雄，三浦弘之，

長谷川拓也，中尾一泰，福井重文，簗瀬正伸，中

西道郎，後藤葉一）

（担当部分：データの解析，考察，発表）

本研究の目的はマスクを用いたスパイロメトリの

妥当性と再現性を級内相関やブランド・アルトマ

ンプロットにより明らかにすることである．筒型

マウスピースの代わりにマスクを用いて肺機能を

測定した結果，妥当性と再現性が確認できた．こ

のことから，スパイロメトリの際に筒型マウス

ピースの代わりにマスクを用いることが可能であ

ると考えられた．但し，データの取り扱いに関し

ては一次回帰式で補正する必要がある．また，今

回の結果は安静時計測の結果であり，背景に記し

た運動時評価における妥当性と再現性の検討は今

後の課題である．

（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，武田匠平，

西川剛史，奥田みゆき）

（担当部分：データの解析，考察，発表）

本研究の目的は変形性膝関節症患者が歩行中にど

の筋を使って膝を伸展させるのかを調べ，代償動

作のパターンを分類することである．計測された

歩行の運動学・運動力学データを元に多関節運動

モデルを用いたシミュレーション解析を行った結

果，１．大殿筋の活動増加，２．ヒラメ筋の活動

増加，3．前脛骨筋の活動減少，の3つの膝伸展代

償パターンに分類できることがわかった．また，

大殿筋で膝伸展を代償するパターンは他2群より

も歩行速度が高いことがわかった．この結果よ

り，大殿筋による大腿骨の後方回旋で膝を伸展さ

せる作用が，変形膝関節症患者の歩行速度を維持

するのに重要であることが明らかとなった．

本発表で学術大会賞を受賞している．

（共同発表者：小栢進也，久保田良，中條雄太，

金光浩，伊藤健一，長谷公隆）

（担当部分：研究デザイン，考察）
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- 平成29年5月

- 平成29年7月

- 平成29年9月

18　CABG後患者の心臓リハビリ

での運動耐容能改善規定因子は

AMIと異なるか―重回帰分析に

よる検討―

17　食道がん切除再建術患者に

おける術前身体活動量が術後の

身体機能と健康関連QOLに与え

る影響

第52回日本理学療法学術大

会（千葉）

第23回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（岐阜）

第36回日本臨床運動療法学

会（大阪）

19　体重200kgを超える肥満肺

胞低換気症候群の症例を如何に

運動療法に繋げるか

体重が200kgを超える肥満肺胞低換気症候群患者

に対し，理学療法の位置づけを考察しながら減量

できた症例の経過について報告した．症例は30歳

男性，体重は239kgでBMIは78であった．入院当初

より低酸素血症と肺高血圧症，重度右心不全が認

められた．動作レベルは寝返り，起き上がりが何

とかできる程度であった．減量目的の介入が不可

欠であったが，立ち上がりができなかったことか

らセザムベッドによる立ち上がり介助を行い，立

位・歩行練習へと繋げていった．歩行距離も順調

に延長することができ，170kgまで減量ができた

ため，自宅退院となった．一般的な肥満患者の理

学療法プログラムでは減量目的の有酸素運動が主

となるが，今回のような症例では基本動作から歩

行までの手段を工夫し，担保する事が重要であ

る．

（共同研究者：大木敦司，伊藤健一，清水学，原

智恵, 林祐司，春名克純，奥田みゆき）

（担当部分：治療介入と考察）

心臓リハビリテーション（心リハ）に参加した，

冠状動脈バイパス術後（CABG）症例61例と急性心

筋梗塞（AMI）症例91例の運動耐容能改善規定因

子について検討した．CABG症例の運動耐容能改善

規定因子は，心リハ開始前後の膝伸展筋力の変化

率，血中ヘモグロビンの変化値，心リハ開始時の

血中脳性ナトリウム利尿ペプチド（BNP）値で

あった．AMI症例の運動耐容能改善規定因子は，

心リハ開始時の運動耐容能の%予測値であった．

（共同発表者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教之，

山本壱弥，柳英利，北垣和史，小西治美，渡慶次

竜生，伊達歩，熊坂礼音，荒川鉄雄，三浦弘之，

長谷川拓也，中尾一泰，福井重文，簗瀬正伸，中

西道郎，後藤葉一）

（担当部分：考察と指導）

本研究の目的は食道がん患者における手術前の身

体活動量が，術後の身体機能,健康関連QOLに与え

る影響を検討することである．術前の活動量が1

日3METs･時間以上の活動している群の方が，以下

の群よりも手術前では等尺性膝伸展筋力，6分間

歩行距離，身体的QOLサマリースコアが有意に高

く，術後では等尺性膝伸展筋力のみ有意に高い結

果となった．食道がん切除再建術は高侵襲を伴う

手術であるため，身体機能のなかでも心肺機能と

関連する運動耐容能の低下がQOLの低下に影響す

る可能性がある．今後は，術前，周術期，退院後

において運動耐容能を高めるための理学療法介入

の有効性について検討する必要がある．

（共同発表者：髙畑晴行，濱田真一，清水遼子，

脇田正徳，金光浩，伊藤健一） 

 （担当部分：研究の計画立案と考察，指導）
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- 平成29年10月

- 平成29年10月

- 平成29年11月

体重が200kgを超える肥満肺胞低換気症候群患者

に対し，理学療法の位置づけを考察しながら減量

できた症例の経過について報告した．症例は30歳

男性，体重は239kgでBMIは78であった．入院当初

より低酸素血症と肺高血圧症，重度右心不全が認

められた．動作レベルは寝返り，起き上がりが何

とかできる程度であった．減量目的の介入が不可

欠であったが，立ち上がりができなかったことか

らセザムベッドによる立ち上がり介助を行い，立

位・歩行練習へと繋げていった．歩行距離も順調

に延長することができ，170kgまで減量ができた

ため，自宅退院となった．一般的な肥満患者の理

学療法プログラムでは減量目的の有酸素運動が主

となるが，今回のような症例では基本動作から歩

行までの手段を工夫し，担保する事が重要であ

る．

（共同研究者：大木敦司，伊藤健一，清水学，原

智恵，林祐司，春名克純，奥田みゆき）

（担当部分：治療介入と考察）

研究の目的は枚方公済病院における「屋内移動」

と「トイレ」に関する「できる」「している」の

乖離度合いを調査し，早期退院につなげる方策を

検討することである．過去にリハビリテーション

の依頼のあった310名の患者カルテから「屋内移

動」と「トイレ」に関する「できる」・「してい

る」について調査した．「できる」・「してい

る」の乖離は7病棟中3病棟で存在していた．この

3病棟は認知症患者を多く抱える病棟で，患者の

転倒を避けるが故の乖離であることが推測でき

た．このことから認知症患者の病棟内移動手段の

決定には病棟看護師と理学療法士の密なコミュニ

ケーションと共通の基準を設ける必要性が示唆さ

れた．

（共同発表者：木村拓磨，大木敦司，池島浩司，

井上悟，吉本拓登，能勢亜友子，

伊藤健一，奥田みゆき）

（担当部分：考察と発表指導）

第66回共済医学会学術

集会（京都）

20　体重200kgを超える肥満肺

胞低換気症候群の１例：理学療

法の位置づけ

21　当院における「できる

ADL」と「しているADL」の検討

第66回共済医学会学術

集会（京都）

22　COPD患者の換気効率を改善

する呼息時電気刺激はどこを刺

激すべきか

第27回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（仙台）

本研究の目的はCOPD患者に対する呼息時電気刺激

(PESE)の刺激部位を特定することである．対象者

は35名のCOPD患者である．対象者は電極を設置し

ただけの群と呼息筋である腹部筋に対して刺激を

行う群，呼吸運動に関係の無い前腕部に対し刺激

を行う群の3群に割り付けられた．対象者にはエ

ルゴメータ運動を課し，種々の換気指標を計測し

た．結果よりPESEの効果は呼息筋に対する機能的

電気刺激としての効果ではなく，呼息を促す

biofeedbackの効果であることが示唆された．

よって刺激部位は腹部でなく，露出しやすい前腕

部でも良いことが明らかとなった．

（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，白仁田秀

一，堀江淳，清水学，大木敦司，奥田みゆき）

（担当部分：研究デザインと介入，考察，発表）
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- 平成29年11月

- 平成29年11月

- 平成30年2月

24 肺がん術後に乳糜胸を合併

した, 認知機能障害がある高齢

者に対する多職種での関わりが

有効であった一例

第27回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（仙台）

Platypnea-Orthodeoxia症候群（POS）を有する肝

肺症候群の理学療法について報告した．症例は50

代男性で診断名は間質性肺炎急性増悪，既往歴と

して肝硬変を有していた．呼吸苦により他院で上

記診断．入院時血ガスは酸素4LでPCO2 

33.6torr，PO2 55.2torrであり胸部CTでは両側下

背野に網状影.を認めた．オキシマイザー+酸素6L

で臥位ではSpO2は97%を維持できたが，起坐位で

はSpO2が70%台となるPOSを認めた. 理学療法は

POSを許容した上で屋内短距離移動の獲得を目的

に臥位での筋力トレーニングを行った. 連続歩行

は20mまでとし,退院後は訪問サービスで管理する

ことで53病日オキシマイザー+酸素6LのHOTを使用

し自宅退院となった.

（共同発表者：大木敦司，伊藤健一，清水学，林

祐司，木戸悠人，川田富美子，奥田みゆき）

（担当部分：治療介入と考察）

症例は80歳台女性で，肺炎加療中に左肺腫瘍が見

つかり左上葉切除を施行した. 術後に乳糜胸を認

めた．乳糜胸の治療は安静による保存療法が一般

的であるが，本症例は認知症を合併していたた

め，更なる機能低下を懸念し他職種間で綿密な情

報交換を行いながら積極的なチームアプローチを

行った．結果，スムーズに退院に繋げることがで

きた．

（中村佳菜子, 松島裕美,糸賀詩織,能勢亜友子, 

田中順也,奥田みゆき,渡邊明,伊藤健一,上田 耕

平,辻是道）

（担当部分：理学療法の介入と考察）

フレイルの基礎研究として心不全入院時の身体機

能の実態を調査した．急性心不全あるいは慢性心

不全急性増悪で入院してきた患者で，入院前に屋

内歩行が可能でshort physical performance 

batteryを測定した患者212名が対象である．これ

ら対象者を低機能群，中間機能群，高機能群の3

群に分け，それぞれの群毎に退院時に機能改善の

認められた割合を調査した．低機能群のうち機能

回復を示した割合は60.3%，中間機能群では

57.1%，高機能群では0%であった．入院時に身体

的フレイルが認められた者のうち，低機能群・中

間機能群においてはリハビリテーションの介入で

50%以上の者に身体機能の改善が認められた．ま

た，高機能群においては入院時の機能が維持でき

ていたことが明らかとなり，フレイルに対するリ

ハビリテーションの介入効果が明らかとなった．

（共同発表者：池田力，岩津弘太郎，芦川博信，

松村幸一，坂本真実，伊藤健一，中野南帆子，阪

田智子，原谷こずえ，高林健介，藤田亮子，北口

勝司，野原隆司）

（担当部分：考察）

日本心臓リハビリテーショ

ン学会第3回近畿地方会（神

戸）

23　臥位での運動療法が生きる

ことを支援した終末期間質性肺

炎の一例

第27回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（仙台）

25　心不全入院時における身体

的フレイル指標の推移
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- 平成30年7月

- 平成30年11月

- 平成30年11月

- 令和元年11月29　在宅酸素療法（HOT）使

用者における酸素ボンベと

液体酸素デバイス間の患者

特性

第29回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（名古屋）

外来リハビリテーションを実施している安定期呼

吸器疾患患者70名を対象に，身体活動量及び生活

空間の広がり（IPAC）と運動機能（膝伸展筋力，

SPPB，6MD）の関連について調査検討した．結果

より安定期呼吸器疾患患者の外出頻度にはバラン

ス等のパフォーマンス能力が関与し，身体活動量

には運動耐容能が関与することが明らかとなっ

た．

（共同研究者：大木敦司，清水学，伊藤健一，松

本美希子，高橋留佳，池田力，奥田みゆき）

（担当部分：考察）

研究の目的はHOT適応者において，酸素ボン

ベと液体酸素各々の使用者の特性を明らかに

することである．51名のHOT適応患者におい

て年齢，肺機能，酸素流量，上下肢筋力，６

分間歩行距離，身体活動量，ADL能力，認知

機能について評価した．結果，液体酸素使用

群において上下肢筋力，身体活動量，認知機

能において有意に勝っていた．これらの結果

は酸素デバイスを選択する際に役立つものと

考えられた．

（共同研究者：清水学，大木敦司，池田力，

伊藤健一，森山久美子，高橋留佳，上田耕

平，木戸悠人，福田康二，奥田みゆき）

（担当部分：考察）

28　安定期呼吸器疾患の身体活

動量及び生活空間の広がりと運

動機能の関連

第28回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（幕張）

26 心臓サルコイドーシス患者

における心臓リハビリテーショ

ンの有効性

第24回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（横浜）

27　COPD患者に対する呼息時電

気刺激が動的肺過膨張に及ぼす

影響：パイロットスタディ

第28回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（幕張）

心臓リハビリ3ヶ月プログラムとCPXを実施してい

る21名の心臓サルコイドーシス患者に対する心臓

リハビリテーション（心リハ）の有効性と安全性

について検討した．検討した項目は最高酸素摂取

量と等尺性膝伸展筋力，血液データである．結果

より心臓サルコイドーシス患者では心リハ導入に

より運動耐容能は改善するが，開始時BNPの高値

例では運動耐容能の改善は乏しいことが明らかと

なった．また，有害事象も認められなかったこと

より心臓サルコイドーシス患者の心リハの有効性

と安全性が示唆された．

（共同研究者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教之，

山本壱弥，柳英利，北垣和史，島田幸洋，小西治

美，荒川鉄雄，中尾一泰，長谷川拓也，福井重

文，三浦弘之，中西道郎） 

（担当部分：考察）

研究の目的はPESEの動的肺過膨張への影響を明ら

かにすることである．外来COPD患者６名に対して

６分間歩行を呼息時電気刺激を行う「介入あり」

と「介入なし」の２条件下に実施した．その際に

最大吸気量(IC)と分時換気量(VE)，呼吸数(RR)，

酸素飽和度(SpO2)，自覚的運動強度(Borg scale)

を計測した．IC，VE，RR，SpO2，Borg scaleのい

ずれの評価項目においても有意な差は認められな

かった．効果量についてはBorg scaleで効果量

「大」であった．呼息時電気刺激は動的肺過膨張

を抑制することはできなかったが，息切れの軽減

に有用である可能性が示唆された．

（共同研究者：伊藤健一，大木敦司，清水学，奥

田みゆき）

（担当部分：デザイン，考察，発表）
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- 令和3年3月

30　高齢安定期呼吸器疾患

の身体活動量を規定する因

子

第29回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（名古屋）

31　地域在住呼吸器患者におけ

るCOVID-19流行期の状況調査　

ー身体活動性と各指標の関連ー

第30回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（京都）

研究の目的は高齢安定期呼吸器疾患の身体活

動量を規定する因子を明らかにすることであ

る．外来呼吸リハを実施している92名の患者

に対し，SPPB，NRADL，HADS，MMSE，LSAを評

価し，LSAを目的変数として重回帰分析を

行った．結果，SPPBとNRADLが身体活動量を

示すLSAを規定する因子として抽出された．

高齢安定期呼吸器疾患の身体活動量を向上さ

せるには息切れのコントロールを含めたADL

能力とパオーマンス能力の向上が重要である

ことが示唆された．

（共同研究者：大木敦司，清水学，伊藤健

一，森山久美子，高橋留佳，池田力，奥田み

ゆき）

（担当部分：考察）

研究の目的はCOVID-19流行期の地域在住呼吸器患

者の身体活動性と関連する要因を分析することで

ある．感染予防対策の記載は手洗いやうがいが5

割以上であり，運動習慣の記載はストレッチやス

クワットが3割り程度であった.Life-Space 

Assessmentと性別,BMI,要介護度に有意な相関を

認めた.COVID-19流行期において,呼吸器患者の身

体活動性は低値であり,Life-Space Assessmentが

低値な者は女性,低BMI，要介護度が高いという特

徴が明らかとなった.

（共同研究者：大木敦司，清水学，上田耕平，伊

藤健一，池田力，奥田みゆき）

（担当部分：考察）
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〈研修会〉

- 平成25年9月1　心臓リハビリテーション：

入門のためのミニマムエッセン

ス

平成25年度　佐賀県理学療

法士会研修会（佐賀）

新人理学療法士に向け，近年急速にニーズが高

まってきた心臓リハビリテーションを実施するに

あたり，最低限押さえておかなければならない基

礎知識，リスク管理，評価，運動療法プログラム

について,そのエッセンスについて提示した．

（伊藤健一）

（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解

析，発表）
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（著書）

共著 平成26年1月 本書は新人理学療法士に対してon the job 

trainingとoff the job trainingを職場の教育体

制として整備するだけではなく，成人としての学

習方法を身につけてもらうこと，そしてそうした

自己研鑽が自らのエンプロイアビリティ学習に向

けた動機付けを目的にしたテキストである．

B5判 全190頁 

編者：斉藤秀之，島村耕介，森本榮

共著者：斉藤秀之，森本榮，青山誠，大塚功，小

泉幸毅，松原徹，豊田平介，島村耕介，後藤伸

介，対馬栄輝，高橋哲也，伊藤直人，奥山夕子，

村永信吾，伊能幸雄，中村崇，兼子昌幸，小林久

文，川村博文，辻下守弘，西上智彦，川勝邦浩，

大矢暢久，鶴見隆正，伊藤健一，他1名

本人担当部分：「症例報告から何を学ぶべき

か！」（P175‐P181）を共著

分担執筆者：川村博文，辻下守弘，西上智彦，川

勝邦浩，大矢暢久，鶴見正隆，伊藤健一

１年目のPTとして習得したい基本スキルとして

「症例報告から何を学ぶべきか！」について，症

例報告書の作成方法，症例報告の発表方法につい

て具体例を提示した中で重要ポイントをまとめ，

解説した．

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

1　PT卒後ハンドブック　１年

目に習得したい基本スキル

三輪書店
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（学術論文）
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共著 平成25年5月

共著 平成25年5月

共著 平成26年12月

共著 平成27年2月

椅座位からの漸増反復起立動作テスト(IRST)が

COPD患者の運動耐容能評価として活用できるかを

検討した．男性COPD患者18例を対象に6分間歩行

距離(6MWD)，漸増シャトルウォーキングテスト

(ISWT)，心肺運動負荷テスト(CEST)，IRSTを測定

した．Peak VO2の比較として，6MWTの予測値と

ISWTの予測値では，ISWTの方が有意に高値で，

6MWTの予測値とIRSTではIRSTの方が有意に高値で

あったが，IRSTとISWT ，IRST，CESTには有意差

を認めなかった．また，CEST-Peak VO2=0.12×起

立回数＋8.26，CEST-Peak VO2=0.02×6MWD＋

3.48，CEST-Peak VO2=0.02×ISWT＋6.48との有意

な回帰式が得られた．IRSTは，客観的な運動耐容

能の把握，運動処方，効果検証が可能になり，

COPD患者の運動耐容能の評価法として活用できる

可能性が示唆された．

（分担執筆者：Horie,J., Ito,K., Haya

shi,S., Fujii,H.,Ishihara,H.,Hori

kawa,E.）

（担当部分：資料収集と考察）

これまでに我々は，人工炭酸泉浴が筋損傷の治癒

回復を促進する可能性を見いだした．本研究はそ

の治癒促進のメカニズムを探ることを目的に行っ

た．筋損傷後に人工炭酸泉浴を行うと損傷筋の筋

芽細胞増殖に関わるMyoDタンパクの発現に変化は

見られないが，筋管形成に関わるmyogeninタンパ

クの発現が増加した．以上より，筋損傷後の人工

炭酸泉浴は筋管形成を促進する可能性が示唆され

た．

（分担執者:Nonaka,K.,Akiyama,J.,

Tatsuta,N.,Une,S.,Ito,K.,Ogaya,S.,

Kataoka,M.,Iwata,A.,Okuda,K.）

（担当部分：資料収集）

糖尿病時の筋萎縮が酸化ストレスと関連があるか

について検証した．速筋線維優位である長指伸筋

は萎縮し，抗酸化酵素(カタラーゼ，グルタチオ

ンペルオキシダーゼ，スーパーオキサイドジスム

ターゼ)活性の上TBARSの増加が確認された．一

方，赤筋線維優位であるヒラメ筋の萎縮は軽度

で，カタラーゼ活性は上昇したが，それ以外の抗

酸化酵素活性とTBARSに変化は認められなかっ

た．以上より，糖尿病に伴う酸化ストレスが速筋

線維の萎縮を惹起する可能性を示した．

（分担執筆者:Nonaka,K., Une,S., Tatsuta,N.,  

Ito,K., Akiyama,J.）

（担当部分：資料収集）

研究の目的は,COPD患者に対する呼息時電気刺激

（PESE）を用いた換気フィードバックの有効性を

明らかにすることである．24名のCOPD患者を，プ

ラセボ群とPESEを行う群に割り付けた．これら対

象者には5分間のエルゴメータ運動を2回行っても

らい，ベースライン（BL）と各介入による換気指

標を中心としたデータの測定を行った．BLに対し

プラセボ群では，安静時・運動時とも明らかな変

化は認められなかったが， PESE群では安静時・

運動時とも有意な換気効率の改善を認めた．この

結果によりCOPD患者の換気効率改善にPESEが有効

であることが明らかとなった．

（分担執筆者:Ito,K., Nozoe,T., Okuda,M., 

Nonaka, K.,Yamahara,J., Horie,J., Hayama,Y., 

Kawamura,H.）

（担当部分：研究の企画と考察，論文作成）

Acta Physiologica 

Hungarica, 101：P421-P428

Journal of Physical 

Therapy Science ，25：

P709-P711

3　Changes in antioxidant 

enzymes and lipid 

peroxidation in extensor 

digitorum longus muscles of 

streptozotocin-diabetic rats 

may contribute to muscle 

atrophy

（査読付）

（ストレプトゾトシン糖尿病

ラット長指伸筋の抗酸化酵素と

過酸化脂質の変化は筋萎縮と関

連する）

4　Electrical stimulated 

ventilation feedback improve 

ventilation pattern in 

patients with COPD

 (筆頭著者）

（査読付）

（電気刺激による換気フィード

バックはCOPD患者の換気パター

ンを改善する）

1　The Usefulness of the 

Incremental Load Repeated 

Standup Test in the 

Assessment of the Exercise 

Capacity of Patients with 

Chronic Obstructive 

Pulmonary Disease

（査読付）

（慢性閉塞性肺疾患患者の運動

能力評価における漸増反復起立

動作テストの有用性）

Journal of Physical 

Therapy Science ，25：

P391-P395

2　Carbon Dioxide Water 

Bathing Enhances Myogenin 

but Not MyoD Protein 

Expression after Skeletal 

Muscle Injury

（査読付）

（炭酸泉浴は骨格筋損傷後の

MyoDタンパク質を増加させない

がMyogeninを増加させる）

Journal of Physical 

Therapy Science, 27：

P325-P330



業績書-16

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

研究の目的は,COPD患者に対する呼息時電気刺激

（PESE）を用いた換気フィードバックの有効性を

明らかにすることである．24名のCOPD患者を，プ

ラセボ群とPESEを行う群に割り付けた．これら対

象者には5分間のエルゴメータ運動を2回行っても

らい，ベースライン（BL）と各介入による換気指

標を中心としたデータの測定を行った．BLに対し

プラセボ群では，安静時・運動時とも明らかな変

化は認められなかったが， PESE群では安静時・

運動時とも有意な換気効率の改善を認めた．この

結果によりCOPD患者の換気効率改善にPESEが有効

であることが明らかとなった．

（分担執筆者:Ito,K., Nozoe,T., Okuda,M., 

Nonaka, K.,Yamahara,J., Horie,J., Hayama,Y., 

Kawamura,H.）

（担当部分：研究の企画と考察，論文作成）

4　Electrical stimulated 

ventilation feedback improve 

ventilation pattern in 

patients with COPD

 (筆頭著者）

（査読付）

（電気刺激による換気フィード

バックはCOPD患者の換気パター

ンを改善する）
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共著 平成27年4月

共著 平成28年5月

共著 平成28年6月

共著 平成28年7月 本研究の目的は，運動中の呼息を促通させるため

に電気刺激を用いたフィードバック（ESVF）を行

い，その効果と安全性を明らかにすることであ

る．健常成人23名をESVF群と対照群に割り付け

た．対象者は呼吸練習において，呼気延長の呼吸

パターンを練習し，その呼吸法を運動中も維持す

るように指導された．運動中と運動後の呼気/吸

気時間比において対照群と比較してESVF群が有意

に高値を示した．また，ESVFによる副作用が認め

られなかったことからESVFは運動中の呼吸法を習

得させるツールになり得ることが明らかとなっ

た．

（分担執筆者:Yamahara,J.,Ito,K.,Nonaka,K.）

（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成指

導）

Japanease Journal of 

Occupational Medicine and 

Traumatology, 64: 162-172

本研究の目的は，虚弱高齢者に対する腹筋トレー

ニングを含んだ6ヵ月間の通所リハの効果を検証

することである．対象者は通所リハ利用中の虚弱

高齢者20名（80.5 ± 6.6歳）とした．対照群は

既存のプログラムとし，介入群は既存プログラム

に1日20回の腹筋トレーニングを含んだ．結果，

片脚立脚時間と5 m最速歩行速度は介入群が有意

に向上した．腹筋トレーニングを含んだ通所リハ

は虚弱高齢者のヘルスプロモーションとして有効

である可能性が示唆された．

（分担執筆者:阿波邦彦，北村智哉，堀江淳，伊

藤健一）

（担当部分：考察と論文作成指導）

健康づくりのための運動指針2006に基づく身体活

動促進プログラム(EPAR)の効果を一般的な運動指

針(GEG)とともに明らかにした．対象は製造業に

従事する勤労者で,これら対象者をEPAR群とGEG

群,コントロール群に割り付け,それぞれの介入を

行った．評価項目は生化学検査値，身体組成，膝

進展筋力，運動に対する自己効力感，行動変容ス

テージである.結果より健康づくりのための運動

指針2006に基づく身体活動促進プログラムは運動

への自己効力感を増大させ，生活習慣病予防に寄

与する可能性が示唆された.

（分担執筆者：Asada,F.,Nomura,T.,

Kubota,M.,Ohashi,M.,Ito,K.）

（担当部分：研究の企画およびデザインと論文指

導）

呼吸リハビリテーションの基礎研究として呼気筋

の筋活動パターンを筋電図を用いて呼気抵抗別に

検討した．10%PEmax, 20%PEmax,30%PEmaxの抵抗

を負荷した呼息時の腹直筋と内腹斜筋,外腹斜筋

の活動量を評価した．３つの筋のうち,最も大き

な活動量を示したのは内腹斜筋であった．ただ

し,その活動量は30%PEmaxの負荷であっても

20%MVC以下であった．通常の呼吸筋トレーニング

では30%PEmax程度の負荷が推奨されるが,生理学

的な視点でみた場合,その負荷は弱すぎることが

示唆された．

（分担執筆者：Ito,K., Nonaka,K., Ogaya,S.，

Oogi,A., Matsunaka,C., Horie,J.） 

（担当部分：研究の企画およびデザインと論文作

成）

7　Surface electromyogra-phy 

activity of the rectus 

abdominis, internal 

oblique,and external oblique 

muscles during forced 

expiration inhealthy adults 

（筆頭著者）

（査読付）

（健常成人の努力性呼気時にお

ける腹直筋，内腹斜筋，外腹斜

筋の表面筋電図の活動）

Physiotherapy Theory and 

Practice，32:P483-P488

6  Evaluation of a Physical 

Activity Promotion Program 

Using the "Exercise Guide 

2006" Aimed at Preventing 

Life style-related Disease 

among Working People

（査読付）

（勤労者の生活習慣病予防を目

的としたエクササイズガイド

2006を用いた身体活動促進プロ

グラムの評価）

8　Electrical stimulation 

ventilatory feedback 

facilitates maintenance of a 

prolonged expiration pattern 

during exercise: A proof of 

concept study in healthy 

adults

（査読付）

（電気刺激呼吸フィードバック

は運動中の呼気延長の維持を容

易にする：健常成人における概

念実証試験）

5　虚弱高齢者を対象とした腹

筋トレーニングを含む通所リハ

ビリテーションの効果

（査読付）

ヘルスプロモーション理学

療法研究，5：P31-P36

Journal of Electromyo-

graphy and Kinesiology, 

28: 76-81
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共著 平成29年3月

共著 平成29年4月

共著 平成29年11月

共著 平成30年3月

理学療法科学，32：

P183-P188

Journal of Physical

Therapy Science, 30:

P467-P473 

本研究の目的は手関節疼痛部位と同皮膚節レベル

に実施する経皮的電気神経刺激（TENS）の鎮痛効

果を比較検討することである．対象は成人女性

で，熱刺激を手関節に与えて疼痛を出現させてコ

ントロールを設定し，次に同熱刺激を与えつつ対

側の同皮膚節レベルである手関節（CW）へのTENS

実施，手関節背側の疼痛部位と同皮膚節レベルの

頸部（N）へのTENS実施，CWとNの同時両部位

（CWN）へのTENS実施である計3方法での介入を行

い，痛みの程度及び脳血流測定を行った．3つの

介入の痛みの程度は，コントロールに比べ有意に

減少したが，3方法間における痛みの程度の比較

では，いずれの組合せにおいても有意な差は認め

られなかった．効果的なTENSには皮膚節を有効に

活用することも重要であるものと考えられた．

（分担執筆者：Kawamura,H.,Nishigami,T., 

Yamamoto,A.,Tsujishita,M.,Ito,K., Ohya,N., 

Takagi,M.)

（担当部分：資料収集と考察）

本研究の目的は，胸腔鏡下手術（VATS）を受けた

患者の運動耐容能の変化とQOLとの関係を明らか

にすることである．VATS後3ヶ月間，肺癌患者36

名を追跡調査し，QOLと身体機能を評価した．QOL

の身体的および社会的側面は，術後有意に減少し

たが，第12週までに回復した．対照的に，身体機

能は術後4週までに回復していた．QOLの変化率と

身体機能に関する変化率との間には有意な相関は

認められなかった．身体機能の回復とQOLの回復

は相関しないことが明らかとなった．

（分担執筆者：Anami,K.，Horie,J.，

Hirayama,Y.，Yamashita,N.，Ito,K.）

（担当部分：研究デザインと解析，考察）

日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌，26：

P495-P501

本研究の目的は，慢性呼吸器患者における

Physical Activity Scale for the 

Elderly(PASE)を用いた身体活動量評価の有用性

を検証することである．対象である50名のCOPD患

者はPASEの回答の後，活動量計を２週間装着し

た．PASE調査は初回回答から１週間後に再度行っ

た．結果はPASEスコアと活動量計カロリーには相

関が認められ，さらに初回PASEスコアと2回目

PASEスコアにも高い相関が認められた．これらの

ことから慢性呼吸器患者に対してPASEが利用でき

ることが明らかとなった．

（分担執筆者:青田絵里，伊藤健一，奥田みゆ

き，濃添建男，堀江淳，石原英樹）

12　Changes in exercise 

tolerance and quality of 

life are unrelated in lung 

cancer survivors who undergo 

video-assisted thoracic 

surgery

（査読付）

（胸腔鏡下手術を受けた肺がん

患者では運動耐容能の変化と

QOLは関係がない

10　エアマットレスが臥床中の

呼吸機能へ与える影響

（査読付）

9 慢性呼吸器疾患における

Physical Activity Scale for 

the Elderlyを用いた身体活動

量評価の有用性に関する検証

（査読付）

11　Comparison of the pain-

relieving effects of 

transcutaneous electrical 

nerve stimulation applied at 

the same dermatome levels as 

the site of pain in the 

wrist joint 

（査読付）

（手関節疼痛部位と同皮膚節レ

ベルに実施する経皮的電気神経

刺激の鎮痛効果の比較）

Journal of Physical 

Therapy Science, 29：

P1996-P1999

本研究の目的は臥床時の呼吸機能に対するエア

マットレスの悪影響の有無を明らかにすることで

ある.対象は健常者群 19 名と胸郭コンプライア

ンス低下群 10名に対して，エアマットレスと標

準マットレスの 2 つの条件下で臥位にて測定さ

れた呼吸機能を比較した．測定項目は一回換気

量，分時換気量，死腔換気率，呼吸数，呼気時

間， 吸気時間，全呼吸時間，呼気平均流量，吸

気平均流量，吸気における腹部の隆起が開始する

タイミングの 10 項目とした．結果は両群ともに

すべての測定項目でエアマットレス上臥位と標準

マットレス上臥位の間に有意な差は認められな

かった．以上よりエアマットレス導入は呼吸機能

へ悪影響を与えないことが明らかになった.

（分担執筆者:井上貴裕，野中紘士，伊藤健一）

（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成指
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本研究の目的は，胸腔鏡下手術（VATS）を受けた

患者の運動耐容能の変化とQOLとの関係を明らか

にすることである．VATS後3ヶ月間，肺癌患者36

名を追跡調査し，QOLと身体機能を評価した．QOL

の身体的および社会的側面は，術後有意に減少し

たが，第12週までに回復した．対照的に，身体機

能は術後4週までに回復していた．QOLの変化率と

身体機能に関する変化率との間には有意な相関は

認められなかった．身体機能の回復とQOLの回復

は相関しないことが明らかとなった．

（分担執筆者：Anami,K.，Horie,J.，

Hirayama,Y.，Yamashita,N.，Ito,K.）

（担当部分：研究デザインと解析，考察）
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単著・
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共著 平成30年4月

共著 平成30年8月

共著 平成31年2月

共著 令和3年4月

心臓リハビリテーション(心リハ)における，冠状

動脈バイパス術後(CABG)患者と急性心筋梗塞

(AMI)患者の運動耐容能改善予測因子を検討し

た．CABG後患者(61例)では，等尺性膝伸展筋力の

変化率(β=0.39,p<0.01)，ヘモグロビン値の変化

値(β=0.23,p<0.05)，心リハ開始時の脳性ナトリ

ウム利尿ペプチド値(β=-0.37, p<0.01)が運動耐

容能改善予測因子であった．一方，AMI患者(91

例)では心リハ開始時の運動耐容能(%予測値)(β

=-0.43, p<0.01)が唯一の運動耐容能改善予測因

子であった． 

（分担執筆者：Suzuki,Y.，Ito,K.，

Yamamoto,K.，Fukui,N.，Yanagi,H.，

Kitagaki,K.，Konishi,H.，Arakawa,T.，

Nakanishi,M.，Goto,Y.） 

（担当部分：研究デザインと解析，考察）

本研究では，加速度の減少が上腕三頭筋による前

方進行の筋電位の低下と関連しているかどうかを

明らかにするために，前方への身体重心加速度お

よび筋電位に対する個々の筋の寄与を分析した．

対象は膝OA患者12人と健常者12人である．誘導加

速度分析を使用して，各筋肉が70〜100％の立脚

期の間に前方への身体重心加速にどのように寄与

したかを分析した．次に，前方への身体重心加速

度の筋電位を算出した．膝OA患者は健常者と比較

してヒラメ筋，腓腹筋，および腸腰筋で有意に低

い前方への身体重心加速度を示した．これらの所

見は，前進に対するヒラメ筋の寄与を改善するこ

とが後期立脚期の間に膝OA患者の歩行速度を高め

るのに有効であることが明らかとなった．

（分担執筆者：Ogaya,S.,Kubota,R.,Chujo,Y., 

Hirooka,E.,Ito,K.,Kim,K.,Hase,K.）

（担当部分：研究デザインと考察）

本研究の目的は，CM 中の歩行または足踏みを促

す身体活動プログラムの実行可能性と身体活

動量への影響を明らかにすることである.CM 開始

時点から歩行または足踏みを開始し，CM 終了ま

で継続するよう指示した.また,CM 中の歩行ま

たは足踏みは，7日間，各日1日を通して実施する

よう指示した．加速度計の装着時間は通常週が

平均 776.6 ± 80.0 分/日，介入週が平均

751.6 ± 116.0分/日であり，介入週で有意

に短かった。通常週の歩数は平均6,483 ± 3,019

歩/日，介入週の歩数は平均7,304 ± 3,196 歩 / 

日であり，介入週で有意に増加した．また，

通常週の歩行時間は平均67.6 ± 35.8分/日，介

入週の歩行時間は平均77.6 ± 36.9分/日であ

り，歩行時間は介入週で有意に増加した．本研

究により，CM 中の歩行または足踏みを促す身体

活動プログラムは，高齢者の歩数と歩行時間

を有意に増加させ，厚生労働省の提案する「プ

ラス 10」を満たすための実行可能な方法となり

得ることが示された．

（分担執筆者：中島大貴, 伊藤健一, 坪内喜仁,

藤井啓介,田畑泉）

（担当部分：研究デザインと考察）

アトルバスタチン（AS）の投与中に，マウスの持

久力運動が骨格筋のミトコンドリア順応および筋

肉損傷を誘発するか否かを調査した．雄のマウス

を３つの群のうちの１つに割り当てた：対照

（Con），スタチン（Sta），またはスタチンおよ

び運動(Sta＋Ex)．そしてASを投与し，トレッド

ミル上で8週間運動を行った．大腿四頭筋におけ

るミトコンドリア関連タンパク質PGC-1α，およ

び呼吸鎖複合体（COX）I-V，および筋肉損傷マー

カーである血清クレアチンキナーゼのレベルを計

測した．PGC-1αおよびCOX I-VはStaおよびConの

群と比較して，Sta＋Exの群で増大した．血清ク

レアチンキナーゼレベルは同様であった．これら

のことからマウスにおける持久力運動はAS投与中

に，筋肉損傷を引き起こさずに骨格筋におけるミ

トコンドリア順応を誘導することが明らかとなっ

た．

（分担執筆者：Nonaka, K.,Ozaki, Y., 

Ito,K.,Sakita,M.,Une,S.,Akiyama,J.）

（担当部分：研究デザインと考察）

13　Predictors of 

improvements in exercise 

capacity during cardiac 

rehabilitation in the 

recovery phase after 

coronary artery bypass 

graft surgery versus acute 

myocardial infarction 

（査読付）

（回復期心臓リハビリテーショ

ンにおける運動耐容能改善予測

因子の検討-冠状動脈バイパス

術後患者と急性心筋梗塞患者の

比較-）

16　地域在住高齢者におけるテ

レビコマーシャルメッセージの

時間を活用した身体活動促進プ

ログラムの予備的研究

（査読付）

健康支援，23：早期公開

Heart and Vessels, 33:

P358-P366 

The Journal of 

Physiological Sciences, 

69: P327-333

14　Potential of muscles to 

accelerate the body during 

late-stance T forward 

progression in individuals 

with knee osteoarthritis

（査読付）

（変形性膝関節症患者における

立脚後期の前進中に体幹を加速

するための筋の潜在性）

Human Movement Science, 

61:P109-116

15　Endurance exercise 

increases the protein levels 

of PGC-1α and respiratory 

chain complexes in mouse 

skeletal muscle during 

atorvastatin administration

（査読付）

（アトルバスタチン投与中の持

久力運動はマウス骨格筋のPGC-

1αと呼吸鎖複合体タンパク質

を増加させる）
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「総説」

共著 平成25年2月

共著 平成25年12月

共著 平成30年６月

共著 令和4年4月

「学会発表」

〈国際学会〉

3　他職種で作成したハイフ

ローシステムマニュアル

日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌，27巻：

P146-P152

呼吸リハビリテーションを処方するにあたり必須

となる以下の点についてまとめた．１）リハの適

応者と評価，対応，２）注意点，３）主治医のリ

ハ依頼の目的や期待，４）リハ依頼の多い疾患の

概略，５）症例とその効果

（分担執筆者：石田健司，野村卓生，伊藤健一）

（担当部分：情報収集とデータ提供）

本研究の目的は，CM 中の歩行または足踏みを促

す身体活動プログラムの実行可能性と身体活

動量への影響を明らかにすることである.CM 開始

時点から歩行または足踏みを開始し，CM 終了ま

で継続するよう指示した.また,CM 中の歩行ま

たは足踏みは，7日間，各日1日を通して実施する

よう指示した．加速度計の装着時間は通常週が

平均 776.6 ± 80.0 分/日，介入週が平均

751.6 ± 116.0分/日であり，介入週で有意

に短かった。通常週の歩数は平均6,483 ± 3,019

歩/日，介入週の歩数は平均7,304 ± 3,196 歩 / 

日であり，介入週で有意に増加した．また，

通常週の歩行時間は平均67.6 ± 35.8分/日，介

入週の歩行時間は平均77.6 ± 36.9分/日であ

り，歩行時間は介入週で有意に増加した．本研

究により，CM 中の歩行または足踏みを促す身体

活動プログラムは，高齢者の歩数と歩行時間

を有意に増加させ，厚生労働省の提案する「プ

ラス 10」を満たすための実行可能な方法となり

得ることが示された．

（分担執筆者：中島大貴, 伊藤健一, 坪内喜仁,

藤井啓介,田畑泉）

（担当部分：研究デザインと考察）

理学療法，30巻：P176-P180 「内部障害に対する運動療法における臨床推論と

臨床判断」について解説した．具体的には臨床推

論と臨床判断の意義・要点，臨床推論と臨床判断

を的確に行うための基本的知識の整理と留意点に

ついて図を用いて解説した．

（分担執筆者：伊藤健一）

（担当部分：企画と論文作成）

2　他科で役立つこんな時のリ

ハ処方

4.呼吸器内科・呼吸器外科−呼

吸リハを中心に

Journal of Clinical 

Rehabilitation，22巻：

P1211-P1217

1　内部障害に対する運動療法

における臨床推論と臨床判断

16　地域在住高齢者におけるテ

レビコマーシャルメッセージの

時間を活用した身体活動促進プ

ログラムの予備的研究

（査読付）

4　おしえてQ&A

呼吸ケア・リハビリテーション

の未来はどうなる？

みんなの呼吸器

Respica，20巻2号：P96

呼吸不全の新しい治療法であるハイフロー療法で

用いるハイフローシステムの設定や取り扱い方に

ついて，医師や看護師，理学療法士，薬剤師，臨

床工学技士がそれぞれの視点からわかりやすくま

とめた．

（分担執筆者：奥田みゆき，田中順哉，福田康

二，木戸悠人，清水学，上田耕平，辻是道，加治

木幸，有満道子，前田里美，伊藤健一，大木敦

司，高橋留佳，野原隆司）

（担当部分：リハビリテーション部分の企画と校

正）

読者からの問い「呼吸ケア・リハビリテーション

の未来はどうなる？」に対し，昨今のリハビリ

テーションにおけるAIやICT・ロボット技術の導

入を例として取り上げ，医療従事者側のそのよう

な動向の認識と準備が必要であることを解説し

た．

（分担執筆者：伊藤健一）

（担当部分：執筆）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成25年9月

- 平成27年5月

- 平成27年9月 呼気筋の筋活動パターンを筋電図を用いて呼気抵

抗別に検討した．10%PEmax, 20%PEmax,30%PEmax

の抵抗を負荷した呼息時の腹直筋と内腹斜筋,外

腹斜筋の活動量を評価した．３つの筋のうち,最

も大きな活動量を示したのは内腹斜筋であった．

ただし,その活動量は30%PEmaxの負荷であっても

20%MVC以下であった．通常の呼吸筋トレーニング

では30%PEmax程度の負荷が推奨されるが,生理学

的な視点でみた場合,その負荷は弱すぎることが

示唆された．

（共同発表者：Ito,K.,Nonaka,K.,Ogaya,S.,　

Horie,J.）

（担当部分：データの解析，考察，学会発表）

24名の高齢COPD患者を対照群と呼息時低周波電気

刺激群に割り付け，安静時および運動時の換気機

能について，呼息時低周波電気刺激の効果を検証

した．結果より呼息時低周波電気刺激は換気機能

を有意に改善することが明らかとなった．

（共同発表者：Ito,K.,Nozoe,T.,Okuda,M.,

Nonaka,K.,Horie,J.,Kawamura,H.）

（担当部分：研究企画，資料の収集，データ解

析，学会発表）

European Respiratory 

Society Annual Congress 

2013 (Barcelona)

1　Effects of phasic 

electrical stimulation 

during expiration in elderly 

patients with chronic 

obstructive pulmonary 

disease: A randomised 

control trial

（高齢COPD患者における呼息時

電気刺激の効果：ランダム化試

験）

European Respiratory 

Society Annual Congress 

2015 (Amsterdam)

World Confederation for 

Physical Theraty Congress 

2015（Singapore）

2　CORRELATING FACTORS OF 

EXERCISE CAPACITY 

IMPROVEMENT AFTER CARDIAC 

REHABILITATION IN POST-

CORONARY ARTERY BYPASS GRAFT 

SURGERY PATIENTS

（冠動脈バイパス術後患者にお

ける心臓リハビリテーション後

の運動能力改善の関連因子）

心臓リハビリテーション(心リハ)に参加した冠動

脈バイパス術(CABG)後患者の運動耐容能改善関連

因子を検討した．対象は，CABG後に3か月間の心

リハプログラムに参加した61例とした．対象には

心リハ前後で，運動負荷試験，膝伸展筋力測定，

体組成測定，血液データ測定が行われた．多変量

解析の結果，膝伸展筋力の変化率(β＝0.51, P＜

0.05)と換気効率(VE/VCO2 slope)の変化率(β＝-

0.67, P＜0.01)が運動耐容能改善の独立した関連

因子であることが明らかとなった．

（共同発表者：Suzuki,Y.,Hieda,M.,

Fujiwara,R.,Yamamoto,K.,Fukui,N.,Konishi,H.A

rakawa,T.,Kumasaka,R.,Nakanishi,M.,

Fukui,S.,Nakao,K.,Ohara,T.,Noguchi, 

T.,Yanase,M.,Ito,K.,Goto,Y.）

（担当部分：計画と考察，研究指導）

3　Electromyography Activity 

of the Rectus Abdominis, 

Internal Oblique, and 

External Oblique Muscles 

During Forced Expiration in 

Healthy Adults

（健常成人における努力性呼気

時の腹直筋，内腹斜筋と外腹斜

筋の筋電活動）
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単著・

共著の別
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成28年9月

- 平成29年9月

- 令和２年9月6　Analysis of changes in 

clinical characteristics of 

patients with COPD or 

interstitial pneumonia 

during a 6-minute walk test

（COPDと間質性肺炎の6分間歩

行中の臨床的特性）

European Respiratory 

Society Annual Congress 

2020 (Wien)

本研究の目的は，COPD患者と間質性肺炎の患者の

臨床的特性をあきらかにすることである．

COPD患者では，6分間歩行前後のICの有意な減少

が認められた（p <0.05）． 間質性肺炎患者で

は，歩行の開始から終了まで呼吸数ががCOPD患者

よりも有意に高い値を示した（p <0.05）．経時

的変化の特徴は，ほとんどすべての値が開始から

3分まで有意な変動を示したが，その後定常状態

に達したということでした．結果よりCOPDでのみ

に6分間の歩行テスト中に，動的過膨張が認めら

た．浅速呼吸は間質性肺炎でのみに認められた．

また，歩行開始後3分以内に各特性が現れること

が観察された．

（共同発表者：Ogi,A.,Enoki,T.,　

Matsumoto,T.,Ito,K.,Shimizu,G.,　

Okuda,M.,Tanaka,N.,  Fukuda,K.,Nohara,R.）

4　Validity and Intra-class 

Reliability of Spirometry 

Using a Mask Instead of  a 

Mouthpiece

（マウスピースの代わりにマス

クを用いたスパイロメータの信

頼性と妥当性）

European Respiratory 

Society Annual Congress 

2017 (Milan)

本研究の目的はマスクを用いたスパイロメトリの

妥当性と再現性を明らかにすることである．筒型

マウスピースの代わりにマスクを用いて肺機能を

測定した結果，妥当性と再現性が確認できた．こ

のことから，スパイロメトリの際に筒型マウス

ピースの代わりにマスクを用いることが可能であ

ると考えられた．但し，データの取り扱いに関し

ては一次回帰式で補正する必要がある．また，今

回の結果は安静時計測の結果であり，背景に記し

た運動時評価における妥当性と再現性の検討は今

後の課題である．

（共同発表者：Ito,K., Nonaka,K., Takeda,S., 

Nishikawa, T.,Anami,K., Horie,J., 

Tsujishita,M., Kawamura,H.）

（担当部分：データの解析，考察，学会発表）

European Respiratory 

Society Annual Congress 

2016 (London)

5　Assessment of the 

mechanism underlying the 

improvement in ventilation 

efficiency induced by phasic 

electrical stimulation 

during expiration in 

patients with chronic 

obstructive pulmonary 

disease.

（慢性閉塞性肺疾患患者に対す

る呼息時電気刺激がもたらす換

気効率の改善機序）

本研究の目的はCOPD患者に対する呼息時電気刺激

（PESE）が換気効率を改善する機序を明らかにす

ることである．対象は35名の外来COPD患者で電気

刺激を行わない，電極を設置しただけの群（sham 

control）と呼息筋である腹直筋に対して電気刺

激を行う群（R-PESE），呼息に関係の無い腕橈骨

筋に対し電気刺激を行う群（B-PESE）の３群に無

作為に割り付けた．各群とも安静時の換気機能指

標の計測の後，各群の介入下に軽い運動を行い換

気機能指標を計測した．本研究の結果よりPESEの

効果は呼息筋に対する機能的電気刺激としての効

果ではなく，呼息を促すbiofeedbackの効果であ

ることが明らかとなった．

（共同発表者：Ito,K., Nonaka,K., Nozoe,T., 

Shiranita,S.,Horie,J.,Shimizu,G.,Ogi,A., 

Okuda,M.,Watanabe,N.）

（担当部分：データの解析，考察，学会発表）
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単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

 〈国内学会〉

- 平成25年5月

- 平成26年9月

1　高齢COPD患者に対する呼息

時低周波電気刺激の効果

第48回日本理学療法学術大

会 

（名古屋）

24名の高齢COPD患者に対して呼息時低周波電気刺

激（PESE）を用い，その効果を，安静時および運

動時の換気機能や酸素摂取量に着目し検討した．

本研究の結果よりPESEが安静時および運動時の換

気効率を改善することが明らかとなった．また，

その際にはPESEが仕事量増大の指標になり得る

VO2／Wの増大を誘発しないことが証明された．

（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，濃添建男，

奥田みゆき，川村博文）

（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解

析，学会発表）

2　胸腔鏡下肺葉切除術

（VATS）後1ヵ月時におけるAT

ポイントでのMETsの差異で術前

の身体機能に違いはあるか？

第33回日本臨床運動療法学

会学術集会（大阪）

本研究の目的は，胸腔鏡下肺葉切除術（以下，

VATS）後1ヵ月時におけるATポイントでのMETsの

差異で術前の身体機能に違いがあるか検証するこ

とである．対象はVATSが施行された23名，年齢

70.5±7.3歳であった．3.1METs以上群（12名）と

3METs以下群（11名）に分け術前身体機能を比較

した結果，3METs以下群は有意に体重比膝伸展筋

力が低値を認めたが，それ以外には有意差を認め

なかった．結果より術後に安全かつ効率的な運動

ができるためには下肢筋力が重要であることが明

らかとなった．

（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，堀江淳，太

田垣あゆみ，松井萌恵，田中宇大，山下直己，伊

藤健一）

（担当部分：計画と考察，研究指導）
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単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成26年9月

- 平成26年10月

- 平成27年6月

- 平成27年6月

本研究は，VATS前後から術後1ヵ月にかけての身

体能力および健康関連QOLの変化を前向きに検討

した．対象は30名で年齢72.3±7.2歳であった．

反復測定分散分析の結果，呼吸機能は低下したま

まだが，運動耐容能は術後1ヵ月で術前の値まで

回復することが示唆された．しかしながら，健康

関連QOLは1ヵ月では完全に回復しないことが明ら

かとなった．そのため退院前指導をはじめとした

健康関連QOLを考慮した指導等の必要性が示唆さ

れた．

（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，山下直己，

堀江淳，太田垣あゆみ，松井萌恵，出見世真人，

佃陽一 ，伊藤健一）

（担当部分：計画とその解析，考察，研究指導）

呼吸リハビリテーションにおける呼吸筋トレーニ

ングを効率良く実施するために,強度別筋活動パ

ターンを筋電図を用いて検討した．10%PEmax, 

20%PEmax,30%PEmaxの抵抗を負荷した呼息時の腹

直筋と内腹斜筋,外腹斜筋の活動量を評価した．

３つの筋のうち,最も大きな活動量を示したのは

内腹斜筋であった．ただし,その活動量は

30%PEmaxの負荷であっても20%MVC以下であった．

通常の呼吸筋トレーニングでは30%PEmax程度の負

荷が推奨されるが,生理学的な視点でみた場合,そ

の負荷は弱すぎることが示唆された．

（共同発表者：大木敦司，松中千明，野中紘士，

伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察，研究指導）

トレッドミルを用いた屋内有酸素運動中の「映像

視聴」が及ぼす身体への影響について検討した．

24名の健常女子大学生を映像視聴「あり」群と

「なし」群の２群に割り付けトレドミル歩行を行

い,疲労指標や呼吸代謝指標,換気能力指標を測定

した．身体的疲労感と精神的疲労感はともに2群

間で有意な差は認められなかった．一方で

VO2,METS,EEについては,いずれも「あり」群が

「なし」群に比べ有意に高い値を示した．本研究

結果から,運動中の映像視聴は映像「なし」での

運動と変わらぬ疲労感で効率の良い運動が可能と

なることが示唆された．

（共同発表者：小西隆幸，杉山友香，谷口結子，

藤井愛美，野中紘士，伊藤健一）

（担当部分：計画と考察，研究指導）

健常者を対象に，エアマットレスが臥床中の呼吸

機能に与える影響を明らかにした．対象者にはエ

アマットレスと標準マットレス上にて臥位を取ら

せ，一回換気量，呼吸数などの呼吸機能を測定し

比較した．エアマットレス上臥位と標準マットレ

ス上臥位の間で呼吸機能に有意差は認められな

かった．胸郭のコンプライアンスの良い者につい

てはエアマットレスを使用しても，呼吸機能に変

化を及ぼさないことが明らかになった．

（共同発表者：井上貴裕，伊藤健一，野中紘士）

（担当部分：計画とその解析，考察，研究指導）

3　室内有酸素運動における映

像の効果

第33回日本臨床運動療法学

会学術集会（大阪）

第50回日本理学療法学術大

会

（東京）

5　胸腔鏡下肺葉切除術後患者

における身体能力および健康関

連QOLの縦断的変化の検証

第50回日本理学療法学術大

会

（東京）

6　強制呼気筋の強度別筋活動

パターンの解明：無作為割付，

シングルブラインドによる検討

4　エアマットレスが臥床時の

「換気」を制限するか：健常者

による基礎的研究

第24回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（奈良）
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- 平成27年7月

- 平成27年7月

- 平成28年3月

第21回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（福岡）

9　透析低血圧患者における透

析施行中の低負荷レジスタンス

トレーニングの効果

本研究の目的は透析関連低血圧患者の特徴を明ら

かにすることである．対象は当院外来透析患者の

うち，研究の同意が得られた高齢心不全患者14名

とし，透析中に収縮期血圧が20mmHg以上低下し，

100mmHg未満となる血圧低下群7名と対照群7名の2

群に分け，身体機能などを比較検討した．対照群

と比較し，血圧低下群では蛋白異化率が有意に低

値であったことから，透析関連低血圧患者の特徴

として，蛋白摂取量が低い傾向であり栄養障害の

あることが示唆された．

（共同発表者：山下真由子，寺崎珠，中瀬理恵，

杉本篤子，木下千春，神田豊子，伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察，研究指導）

第6回日本腎臓リハビリテー

ション学会 (岡山)

7　心不全を伴う透析関連低血

圧患者の特徴（第1報）

第21回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（福岡）

8　冠動脈疾患患者の心臓リハ

ビリテーション後の体重増加は

全て悪か？：筋力・体組成から

の検討

心臓リハビリテーション(心リハ)に参加した冠動

脈疾患(CAD)患者の体重増加について検討した．

心リハ後に体重が増加した50例のうち膝伸展筋力

改善10%以上の18例を筋力増加群，10%未満の32例

を増加不良群とした．両群ともに膝伸展筋力と骨

格筋量 は心リハ後に有意に増加したが，各増加

率は筋力増加群が不良群より有意に大きかった．

さらに，筋力増加群では体脂肪量は不変で，運動

耐容能が有意に改善したが，不良群では体脂肪量

が有意に増加し，運動耐容能に有意な増加は見ら

れなかった．下肢筋力増加を伴う体重増加は「良

い体重増加」であることが明らかとなった．

（共同発表者：鈴木裕二，山本壱弥，福井教之，

柳英利，北垣和史，小西治美，稗田道成，藤原玲

子，荒川鉄雄，熊坂礼音，福井重文，大原貴裕，

簗瀬正伸，中尾一泰，中西道郎，伊藤健一，後藤

葉一）

（担当部分：計画と考察，研究指導）

透析低血圧患者の血圧や運動機能が３か月間低負

荷レジスタンストレーニング（RT）により改善す

るかを検討した。血圧については，変化は認めら

れなかった．歩行速度については，介入前後で対

照群で有意な低下が認められたが，RT群では維持

された．また，身体活動量については，介入前後

で対照群では有意な変化は認められなかったが，

RT群では有意な増加が認められた．運動に対する

行動変容ステージについても，RT群では介入前後

で有意に増加し，運動に対するアドヒアランスの

有意な改善が認められた．結果より今回のRTが運

動機能の維持や身体活動量，運動に対するアドヒ

アランスの改善において有用であることが明らか

となった．

（共同発表者：山下真由子，木下千春，

伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察）
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- 平成28年5月

- 平成28年7月
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食道がん切除再建術後患者の生存期間に関与する

因子を対象の36名を生存群・死亡群に分け比較検

討した．結果，術後1年でのAlbが死亡群で低値，

術前のがん進行度が重症な者ほど生存期間が短

かった．死亡群で生存期間が術後1年程の者も多

く．術後におけるパラメータからは生存期間予測

は困難であった．がん進行度が重症であれば，術

後の生存期間が短い可能性があり，周術期から生

存期間も考慮した理学療法を実施する必要性があ

る．

（共同発表者：髙畑晴行，脇田正徳，伊藤健一，

金光浩，長谷公隆）

（担当部分：研究計画とデータの解析，考察）

心臓リハビリテーション参加後に減量したBMI25

以上の肥満を有する冠動脈疾患患者50例を，運動

耐容能(PVO2) 増加率が5%以上の33例(PVO2改善

群)と，5%未満の17例(非改善群)に分け，体組

成，筋力変化を比較した．PVO2改善群では，PVO2

改善(改善率 +17%，p＜0.01)に伴い，下肢筋肉量

(15.4→15.8kg，p＜0.01)と膝伸展筋力(41.4→

44.4kg，p＜0.01)が有意に改善したのに対し，

PVO2非改善群(PVO2改善率 -4%, NS)では下肢筋肉

量，膝伸展筋力とも有意な増加を示さなかった．

（共同発表者：鈴木裕二，福井教之，山本壱弥，

柳英利，北垣和史，伊藤健一，小西治美，稗田道

成，藤原玲子，渡慶次竜生，伊達歩，熊坂礼音，

荒川鉄雄，中西道郎，大原貴裕，高潮征爾，中尾

一泰，福井重文，簗瀬正伸，後藤葉一）

（担当部分：データの解析，考察）

本研究の目的は食道がん患者における運動習慣が

身体機能，QOLに与える影響を検討することであ

る．食道がん切除術を受ける15名の患者に対し，

手術前と退院時の行動変容ステージ，膝伸展筋

力，6分間歩行距離，咳嗽時最大呼気流量

（PCF），最大呼気流量（PEF），健康関連QOLを

測定した．結果を運動実行群と非実行群の2群に

分けて検討した．運動習慣と術後のQOLに関連性

は認められなかったが，運動習慣のある者は術前

PCF・PEF，術後PEFが有意に高かった．このこと

から，運動習慣は食道がん術後経過に良い影響を

及ぼす可能性が示唆された．

（共同発表者：髙畑晴行，濱田真一，金光浩，伊

藤健一，長谷公隆）

（担当部分：データの解析，考察）

10　肺がん患者の健康関連QOL

と身体能力の術後回復過程

第22回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（東京）

13　食道がん患者における術前

の運動習慣と 術後呼吸機能・

健康関連QOLとの関連

第26回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（横浜）

11　食道がん切除再建術後患者

の生存期間に影響を及ぼす因子

の検討―手術後におけるQOL，

身体機能改善への後追試的研究

―

12　減量に成功した肥満を有す

る冠動脈疾患患者の運動耐容能

変化が筋力・体組成に及ぼす影

響

第51回日本理学療法学術大

会

（札幌）

第51回日本理学療法学術大

会

（札幌）

本研究は，胸腔鏡下胚葉切除術を受ける肺がん患

者に対し，術前から術後3ヵ月にかけて健康関連

QOLおよび身体能力の変化を前向きに検証した．

結果，肺がん患者の身体能力は術後1カ月足らず

で回復することが確認できたが，健康関連QOL

（SF-36 PCS）は術前の状況まで回復するのに3ヵ

月以上を要することが明らかとなった．つまり，

身体能力を維持・向上させるだけでは健康関連

QOL対策としては不十分であることが示唆され

た．

（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，山下直己，

堀江淳，太田垣あゆみ，松井萌恵，出見世真人，

佃陽一， 伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察）
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- 平成28年12月

- 平成29年2月

14　マスクを用いたスパイロメ

トリの妥当性と信頼性

16　運動メニューの順序変更が

心臓リハビリテーションの円滑

な進行に有効であった高度心機

能低下DCMの一例

15　筋骨格シミュレーション解

析を用いた変形性膝関節症患者

の歩行時膝伸展パターン分類

第26回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（横浜）

第3回日本運動器理学療法学

会学術集会（金沢）

日本心臓リハビリテーショ

ン学会第2回近畿地方会

（大阪）

今回，高度心機能低下若年DCM症例の心臓リハビ

リテーション（心リハ）を経験した．症例は25歳

女性，23歳時にDCMと診断され，今回心不全増悪

にて入院となった．心リハ開始時の左室駆出率は

25%，BNP980pg/mlであった．心リハ実施中に血圧

低下，眩暈がしばしば出現し，心リハ進行が困難

であった．そこで，運動メニューの順序として有

酸素運動の実施前に低強度レジスタンストレーニ

ングを先行させたところ，低血圧症状は軽減し，

心リハ3ヶ月終了時にはPeakVO2が＋37.7%，等尺

性膝伸展筋力が＋17.9%と良好に増加した．

（共同発表者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教之，

山本壱弥，柳英利，北垣和史，小西治美，渡慶次

竜生，伊達歩，熊坂礼音，荒川鉄雄，三浦弘之，

長谷川拓也，中尾一泰，福井重文，簗瀬正伸，中

西道郎，後藤葉一）

（担当部分：データの解析，考察，発表）

本研究の目的はマスクを用いたスパイロメトリの

妥当性と再現性を級内相関やブランド・アルトマ

ンプロットにより明らかにすることである．筒型

マウスピースの代わりにマスクを用いて肺機能を

測定した結果，妥当性と再現性が確認できた．こ

のことから，スパイロメトリの際に筒型マウス

ピースの代わりにマスクを用いることが可能であ

ると考えられた．但し，データの取り扱いに関し

ては一次回帰式で補正する必要がある．また，今

回の結果は安静時計測の結果であり，背景に記し

た運動時評価における妥当性と再現性の検討は今

後の課題である．

（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，武田匠平，

西川剛史，奥田みゆき）

（担当部分：データの解析，考察，発表）

本研究の目的は変形性膝関節症患者が歩行中にど

の筋を使って膝を伸展させるのかを調べ，代償動

作のパターンを分類することである．計測された

歩行の運動学・運動力学データを元に多関節運動

モデルを用いたシミュレーション解析を行った結

果，１．大殿筋の活動増加，２．ヒラメ筋の活動

増加，3．前脛骨筋の活動減少，の3つの膝伸展代

償パターンに分類できることがわかった．また，

大殿筋で膝伸展を代償するパターンは他2群より

も歩行速度が高いことがわかった．この結果よ

り，大殿筋による大腿骨の後方回旋で膝を伸展さ

せる作用が，変形膝関節症患者の歩行速度を維持

するのに重要であることが明らかとなった．

本発表で学術大会賞を受賞している．

（共同発表者：小栢進也，久保田良，中條雄太，

金光浩，伊藤健一，長谷公隆）

（担当部分：研究デザイン，考察）
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- 平成29年7月
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18　CABG後患者の心臓リハビリ

での運動耐容能改善規定因子は

AMIと異なるか―重回帰分析に

よる検討―

17　食道がん切除再建術患者に

おける術前身体活動量が術後の

身体機能と健康関連QOLに与え

る影響

第52回日本理学療法学術大

会（千葉）

第23回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（岐阜）

第36回日本臨床運動療法学

会（大阪）

19　体重200kgを超える肥満肺

胞低換気症候群の症例を如何に

運動療法に繋げるか

体重が200kgを超える肥満肺胞低換気症候群患者

に対し，理学療法の位置づけを考察しながら減量

できた症例の経過について報告した．症例は30歳

男性，体重は239kgでBMIは78であった．入院当初

より低酸素血症と肺高血圧症，重度右心不全が認

められた．動作レベルは寝返り，起き上がりが何

とかできる程度であった．減量目的の介入が不可

欠であったが，立ち上がりができなかったことか

らセザムベッドによる立ち上がり介助を行い，立

位・歩行練習へと繋げていった．歩行距離も順調

に延長することができ，170kgまで減量ができた

ため，自宅退院となった．一般的な肥満患者の理

学療法プログラムでは減量目的の有酸素運動が主

となるが，今回のような症例では基本動作から歩

行までの手段を工夫し，担保する事が重要であ

る．

（共同研究者：大木敦司，伊藤健一，清水学，原

智恵, 林祐司，春名克純，奥田みゆき）

（担当部分：治療介入と考察）

心臓リハビリテーション（心リハ）に参加した，

冠状動脈バイパス術後（CABG）症例61例と急性心

筋梗塞（AMI）症例91例の運動耐容能改善規定因

子について検討した．CABG症例の運動耐容能改善

規定因子は，心リハ開始前後の膝伸展筋力の変化

率，血中ヘモグロビンの変化値，心リハ開始時の

血中脳性ナトリウム利尿ペプチド（BNP）値で

あった．AMI症例の運動耐容能改善規定因子は，

心リハ開始時の運動耐容能の%予測値であった．

（共同発表者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教之，

山本壱弥，柳英利，北垣和史，小西治美，渡慶次

竜生，伊達歩，熊坂礼音，荒川鉄雄，三浦弘之，

長谷川拓也，中尾一泰，福井重文，簗瀬正伸，中

西道郎，後藤葉一）

（担当部分：考察と指導）

本研究の目的は食道がん患者における手術前の身

体活動量が，術後の身体機能,健康関連QOLに与え

る影響を検討することである．術前の活動量が1

日3METs･時間以上の活動している群の方が，以下

の群よりも手術前では等尺性膝伸展筋力，6分間

歩行距離，身体的QOLサマリースコアが有意に高

く，術後では等尺性膝伸展筋力のみ有意に高い結

果となった．食道がん切除再建術は高侵襲を伴う

手術であるため，身体機能のなかでも心肺機能と

関連する運動耐容能の低下がQOLの低下に影響す

る可能性がある．今後は，術前，周術期，退院後

において運動耐容能を高めるための理学療法介入

の有効性について検討する必要がある．

（共同発表者：髙畑晴行，濱田真一，清水遼子，

脇田正徳，金光浩，伊藤健一） 

 （担当部分：研究の計画立案と考察，指導）
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- 平成29年10月

- 平成29年11月

体重が200kgを超える肥満肺胞低換気症候群患者

に対し，理学療法の位置づけを考察しながら減量

できた症例の経過について報告した．症例は30歳

男性，体重は239kgでBMIは78であった．入院当初

より低酸素血症と肺高血圧症，重度右心不全が認

められた．動作レベルは寝返り，起き上がりが何

とかできる程度であった．減量目的の介入が不可

欠であったが，立ち上がりができなかったことか

らセザムベッドによる立ち上がり介助を行い，立

位・歩行練習へと繋げていった．歩行距離も順調

に延長することができ，170kgまで減量ができた

ため，自宅退院となった．一般的な肥満患者の理

学療法プログラムでは減量目的の有酸素運動が主

となるが，今回のような症例では基本動作から歩

行までの手段を工夫し，担保する事が重要であ

る．

（共同研究者：大木敦司，伊藤健一，清水学，原

智恵，林祐司，春名克純，奥田みゆき）

（担当部分：治療介入と考察）

研究の目的は枚方公済病院における「屋内移動」

と「トイレ」に関する「できる」「している」の

乖離度合いを調査し，早期退院につなげる方策を

検討することである．過去にリハビリテーション

の依頼のあった310名の患者カルテから「屋内移

動」と「トイレ」に関する「できる」・「してい

る」について調査した．「できる」・「してい

る」の乖離は7病棟中3病棟で存在していた．この

3病棟は認知症患者を多く抱える病棟で，患者の

転倒を避けるが故の乖離であることが推測でき

た．このことから認知症患者の病棟内移動手段の

決定には病棟看護師と理学療法士の密なコミュニ

ケーションと共通の基準を設ける必要性が示唆さ

れた．

（共同発表者：木村拓磨，大木敦司，池島浩司，

井上悟，吉本拓登，能勢亜友子，

伊藤健一，奥田みゆき）

（担当部分：考察と発表指導）

第66回共済医学会学術

集会（京都）

20　体重200kgを超える肥満肺

胞低換気症候群の１例：理学療

法の位置づけ

21　当院における「できる

ADL」と「しているADL」の検討

第66回共済医学会学術

集会（京都）

22　COPD患者の換気効率を改善

する呼息時電気刺激はどこを刺

激すべきか

第27回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（仙台）

本研究の目的はCOPD患者に対する呼息時電気刺激

(PESE)の刺激部位を特定することである．対象者

は35名のCOPD患者である．対象者は電極を設置し

ただけの群と呼息筋である腹部筋に対して刺激を

行う群，呼吸運動に関係の無い前腕部に対し刺激

を行う群の3群に割り付けられた．対象者にはエ

ルゴメータ運動を課し，種々の換気指標を計測し

た．結果よりPESEの効果は呼息筋に対する機能的

電気刺激としての効果ではなく，呼息を促す

biofeedbackの効果であることが示唆された．

よって刺激部位は腹部でなく，露出しやすい前腕

部でも良いことが明らかとなった．

（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，白仁田秀

一，堀江淳，清水学，大木敦司，奥田みゆき）

（担当部分：研究デザインと介入，考察，発表）
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- 平成29年11月

- 平成29年11月

- 平成30年2月

24 肺がん術後に乳糜胸を合併

した, 認知機能障害がある高齢

者に対する多職種での関わりが

有効であった一例

第27回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（仙台）

Platypnea-Orthodeoxia症候群（POS）を有する肝

肺症候群の理学療法について報告した．症例は50

代男性で診断名は間質性肺炎急性増悪，既往歴と

して肝硬変を有していた．呼吸苦により他院で上

記診断．入院時血ガスは酸素4LでPCO2 

33.6torr，PO2 55.2torrであり胸部CTでは両側下

背野に網状影.を認めた．オキシマイザー+酸素6L

で臥位ではSpO2は97%を維持できたが，起坐位で

はSpO2が70%台となるPOSを認めた. 理学療法は

POSを許容した上で屋内短距離移動の獲得を目的

に臥位での筋力トレーニングを行った. 連続歩行

は20mまでとし,退院後は訪問サービスで管理する

ことで53病日オキシマイザー+酸素6LのHOTを使用

し自宅退院となった.

（共同発表者：大木敦司，伊藤健一，清水学，林

祐司，木戸悠人，川田富美子，奥田みゆき）

（担当部分：治療介入と考察）

症例は80歳台女性で，肺炎加療中に左肺腫瘍が見

つかり左上葉切除を施行した. 術後に乳糜胸を認

めた．乳糜胸の治療は安静による保存療法が一般

的であるが，本症例は認知症を合併していたた

め，更なる機能低下を懸念し他職種間で綿密な情

報交換を行いながら積極的なチームアプローチを

行った．結果，スムーズに退院に繋げることがで

きた．

（中村佳菜子, 松島裕美,糸賀詩織,能勢亜友子, 

田中順也,奥田みゆき,渡邊明,伊藤健一,上田 耕

平,辻是道）

（担当部分：理学療法の介入と考察）

フレイルの基礎研究として心不全入院時の身体機

能の実態を調査した．急性心不全あるいは慢性心

不全急性増悪で入院してきた患者で，入院前に屋

内歩行が可能でshort physical performance 

batteryを測定した患者212名が対象である．これ

ら対象者を低機能群，中間機能群，高機能群の3

群に分け，それぞれの群毎に退院時に機能改善の

認められた割合を調査した．低機能群のうち機能

回復を示した割合は60.3%，中間機能群では

57.1%，高機能群では0%であった．入院時に身体

的フレイルが認められた者のうち，低機能群・中

間機能群においてはリハビリテーションの介入で

50%以上の者に身体機能の改善が認められた．ま

た，高機能群においては入院時の機能が維持でき

ていたことが明らかとなり，フレイルに対するリ

ハビリテーションの介入効果が明らかとなった．

（共同発表者：池田力，岩津弘太郎，芦川博信，

松村幸一，坂本真実，伊藤健一，中野南帆子，阪

田智子，原谷こずえ，高林健介，藤田亮子，北口

勝司，野原隆司）

（担当部分：考察）

日本心臓リハビリテーショ

ン学会第3回近畿地方会（神

戸）

23　臥位での運動療法が生きる

ことを支援した終末期間質性肺

炎の一例

第27回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（仙台）

25　心不全入院時における身体

的フレイル指標の推移
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- 平成30年7月

- 平成30年11月

- 平成30年11月

- 令和元年11月29　在宅酸素療法（HOT）使

用者における酸素ボンベと

液体酸素デバイス間の患者

特性

第29回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（名古屋）

外来リハビリテーションを実施している安定期呼

吸器疾患患者70名を対象に，身体活動量及び生活

空間の広がり（IPAC）と運動機能（膝伸展筋力，

SPPB，6MD）の関連について調査検討した．結果

より安定期呼吸器疾患患者の外出頻度にはバラン

ス等のパフォーマンス能力が関与し，身体活動量

には運動耐容能が関与することが明らかとなっ

た．

（共同研究者：大木敦司，清水学，伊藤健一，松

本美希子，高橋留佳，池田力，奥田みゆき）

（担当部分：考察）

研究の目的はHOT適応者において，酸素ボン

ベと液体酸素各々の使用者の特性を明らかに

することである．51名のHOT適応患者におい

て年齢，肺機能，酸素流量，上下肢筋力，６

分間歩行距離，身体活動量，ADL能力，認知

機能について評価した．結果，液体酸素使用

群において上下肢筋力，身体活動量，認知機

能において有意に勝っていた．これらの結果

は酸素デバイスを選択する際に役立つものと

考えられた．

（共同研究者：清水学，大木敦司，池田力，

伊藤健一，森山久美子，高橋留佳，上田耕

平，木戸悠人，福田康二，奥田みゆき）

（担当部分：考察）

28　安定期呼吸器疾患の身体活

動量及び生活空間の広がりと運

動機能の関連

第28回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（幕張）

26 心臓サルコイドーシス患者

における心臓リハビリテーショ

ンの有効性

第24回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（横浜）

27　COPD患者に対する呼息時電

気刺激が動的肺過膨張に及ぼす

影響：パイロットスタディ

第28回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（幕張）

心臓リハビリ3ヶ月プログラムとCPXを実施してい

る21名の心臓サルコイドーシス患者に対する心臓

リハビリテーション（心リハ）の有効性と安全性

について検討した．検討した項目は最高酸素摂取

量と等尺性膝伸展筋力，血液データである．結果

より心臓サルコイドーシス患者では心リハ導入に

より運動耐容能は改善するが，開始時BNPの高値

例では運動耐容能の改善は乏しいことが明らかと

なった．また，有害事象も認められなかったこと

より心臓サルコイドーシス患者の心リハの有効性

と安全性が示唆された．

（共同研究者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教之，

山本壱弥，柳英利，北垣和史，島田幸洋，小西治

美，荒川鉄雄，中尾一泰，長谷川拓也，福井重

文，三浦弘之，中西道郎） 

（担当部分：考察）

研究の目的はPESEの動的肺過膨張への影響を明ら

かにすることである．外来COPD患者６名に対して

６分間歩行を呼息時電気刺激を行う「介入あり」

と「介入なし」の２条件下に実施した．その際に

最大吸気量(IC)と分時換気量(VE)，呼吸数(RR)，

酸素飽和度(SpO2)，自覚的運動強度(Borg scale)

を計測した．IC，VE，RR，SpO2，Borg scaleのい

ずれの評価項目においても有意な差は認められな

かった．効果量についてはBorg scaleで効果量

「大」であった．呼息時電気刺激は動的肺過膨張

を抑制することはできなかったが，息切れの軽減

に有用である可能性が示唆された．

（共同研究者：伊藤健一，大木敦司，清水学，奥

田みゆき）

（担当部分：デザイン，考察，発表）
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- 令和3年3月

30　高齢安定期呼吸器疾患

の身体活動量を規定する因

子

第29回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（名古屋）

31　地域在住呼吸器患者におけ

るCOVID-19流行期の状況調査　

ー身体活動性と各指標の関連ー

第30回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（京都）

研究の目的は高齢安定期呼吸器疾患の身体活

動量を規定する因子を明らかにすることであ

る．外来呼吸リハを実施している92名の患者

に対し，SPPB，NRADL，HADS，MMSE，LSAを評

価し，LSAを目的変数として重回帰分析を

行った．結果，SPPBとNRADLが身体活動量を

示すLSAを規定する因子として抽出された．

高齢安定期呼吸器疾患の身体活動量を向上さ

せるには息切れのコントロールを含めたADL

能力とパオーマンス能力の向上が重要である

ことが示唆された．

（共同研究者：大木敦司，清水学，伊藤健

一，森山久美子，高橋留佳，池田力，奥田み

ゆき）

（担当部分：考察）

研究の目的はCOVID-19流行期の地域在住呼吸器患

者の身体活動性と関連する要因を分析することで

ある．感染予防対策の記載は手洗いやうがいが5

割以上であり，運動習慣の記載はストレッチやス

クワットが3割り程度であった.Life-Space 

Assessmentと性別,BMI,要介護度に有意な相関を

認めた.COVID-19流行期において,呼吸器患者の身

体活動性は低値であり,Life-Space Assessmentが

低値な者は女性,低BMI，要介護度が高いという特

徴が明らかとなった.

（共同研究者：大木敦司，清水学，上田耕平，伊

藤健一，池田力，奥田みゆき）

（担当部分：考察）
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〈研修会〉

- 平成25年9月1　心臓リハビリテーション：

入門のためのミニマムエッセン

ス

平成25年度　佐賀県理学療

法士会研修会（佐賀）

新人理学療法士に向け，近年急速にニーズが高

まってきた心臓リハビリテーションを実施するに

あたり，最低限押さえておかなければならない基

礎知識，リスク管理，評価，運動療法プログラム

について,そのエッセンスについて提示した．

（伊藤健一）

（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解

析，発表）



年月日

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

　　　令和  5年　3月 　31日

氏名　　　大浦　智子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1) 双方向授業の実践と演習・実習の効果的な活用

公衆衛生学, 疫学, 作業療法学 健康情報学, 作業療法学, ヘルスコミュニケーション

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

平成31年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の専任教員として担当の「基礎ゼミⅡ」（1年
次）において，文献検索やMicrosoft Office
Word, Excel, PowerPointの操作における課題教材
の提示と演習により，スキルの修得を図った. 適
時，発表とフィードバックの機会を提供し，双方
向授業を実践した．

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「基礎作業学」（2年次）に
おいて，基礎作業学の理解を深めるための演習を
行い知識の定着につなげた. 適時，発表とフィー
ドバックの機会を提供するとともに，ICTを活用し
た予習や復習，課題実施状況をふまえた授業を展
開し，双方向授業を実践した．

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「地域作業療法学Ⅰ」（2年
次）において，地域作業療法学の理解を深めるた
めの課題教材に加え，発表とフィードバックの機
会を提供するとともに，ICTを活用した予習や復
習，課題実施状況をふまえた授業を展開し，双方
向授業を実践した．

令和2年4月
～

令和3年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「疫学」（看護学科2年次）
において，疫学の理解を深めるための課題教材を
活用して知識の定着につなげるとともに，講義に
応じたスライドにより，講義の理解を高めた（オ
ンデマンド動画）．適時，ICTを活用したフィード
バックを行い，課題実施状況をふまえた授業を展
開し，双方向授業を実践した．

令和2年4月
～

令和3年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の保健師国家試験対策（看護
学科4年次）において，保健師国家試験に向けて疫
学の理解を深めるための事前学習課題の活用と，
演習形式のフィードバックと講義に応じたスライ
ドにより，知識の定着につなげた.

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅰ
（総論）」（3年次）において，老年期障害作業療
法学の全体的理解を深めるための課題教材の活用
に加え，適時，発表とフィードバックの機会を提
供するとともに，ICTを活用した予習や復習，課題
実施状況をふまえた授業を展開し，双方向授業を
実践した．



年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域作業療法学」（3年次，専門科目）
は，地域生活者である対象者の理解と地域におけ
る作業療法実践の理解を深める科目である. 講義
に加えて適宜外部講師を招聘し，演習や事例検討
を加え，地域リハビリテーションや地域作業療法,
在宅サービスを理解するためのアクティブラーニ
ングを促進した。これにより，個々の学生の学習
到達度を高めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「基礎作業学」（2年次，専門科目）は,
作業療法の基礎となる作業活動, 理論, 作業分析
を理解するための科目である. 補充資料に加えて
体験型の演習および分析を伴う実習を取り入れ,
アクティブラーニングを促進した.これにより，
個々の学生の学習到達度を高めることができた．

令和3年4月
～

現在に至る

令和3年4月
～

現在に至る

平成22年4月
～

平成31年3月

2) 演習・実習の効果的な活用とパワーポイント
   の効果的活用

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域作業療法学演習」（3年次，専門科
目）は，地域生活者の疾病・障害の予防や地域集
団に対する予防教育に関する理解を深める科目で
ある. 健康行動理論や予防の考え方に関する講義
のほか，介護者支援代表や行政で働く作業療法士
を適宜招聘するとともに，行政と連携した地域住
民対象の介護予防事業等を通して，地域リハビリ
テーションや地域作業療法, 在宅サービスの理解
を高めることができた.

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法研究法」（3年
次）において，作業療法研究法の理解を深めるた
めの課題教材の活用に加え，適時，発表とフィー
ドバックの機会を提供するとともに，ICTを活用し
た予習や復習，課題実施状況をふまえた授業を展
開し，双方向授業を実践した．

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅱ
（各論）」（3年次）において，老年期障害作業療
法学各論の理解を深めるための課題教材の活用に
加え，適時，発表とフィードバックの機会を提供
するとともに，ICTを活用した予習や復習，課題実
施状況をふまえた授業を展開し，双方向授業を実
践した．

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法学特論Ⅳ」（3年
次）において，作業療法学特論Ⅳとして老年期障
害の作業療法の理解を深めるための課題教材の活
用に加え，適時，発表とフィードバックの機会を
提供するとともに，ICTを活用した予習や復習，課
題実施状況をふまえた授業を展開し，双方向授業
を実践した．



年月日事項 概 要

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅰ」（2年次，専門科目）は，
病院や施設において1週間を通じて臨床実習指導者
である作業療法士のもとで作業療法の役割の理解
を深め，作業療法の実際を見学する科目である.
臨床実習中および実習セミナーにおける指導によ
り，臨床実習指導者のもとでの病院や施設および
作業療法の役割について理解を深められるよう支
援した.これにより，学生の実習における学習到達
度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅱ」（3年次，専門科目）にお
いて，病院や施設において3週間を通じて臨床実習
指導者である作業療法士のもとで対象者の評価,
目標設定, 記録報告等を習得する科目である. 臨
床実習中および実習セミナーにおける指導によ
り，疾患や障害，作業療法評価，作業療法の目標
設定について理解を深められるよう支援した.これ
により，学生の実習における学習到達度を高める
ことができた．

3) 課題・レポートの調整と演習・実習の効果的
   な活用

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「身体障害作業療法学実習」（3年次，専
門科目）は，身体障害領域の作業療法実践の実際
を理解するための科目である. 主にリスク管理に
関する講義および観察・面接の演習とフィード
バックを担当し，疾患に応じた評価・治療計画を
立案し, 症例レポート作成に至るアクティブラー
ニングを促進した.これにより，個々の学生の学習
到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学研究法演習」（3年次，専門
科目）は，講義および文献抄読等を通して，学生
自ら卒業研究計画を立案する科目である.具体的な
研究計画事例の提示とともに，実際の研究計画を
立てる課題とフィードバックにより，研究計画手
順の習得を図った. これにより，個々の学生が研
究倫理を理解し，研究計画書を作成することがで
きた．

平成22年4月
～

平成27年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学研究法特論」（4年次，専門
科目）は，学生自身が卒業研究の実施と論文を執
筆する過程を習得するための科目である. 学士能
力として研究の実施・論文執筆・プレゼンテー
ション能力を修得できるよう支援した. これによ
り，個々の学生が研究を手順に沿って実施、分
析、考察することで研究の手順に対するの理解を
高めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月



年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「情報処理演習Ⅱ」（1年次，教養科目）
は，パワーポイントによるプレゼンテーション・
スキルを習得するため科目である. 課題の提示お
よびプレゼンテーション実践の場とした.これによ
り，学生の学習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅲ-2」（4年次，専門科目）
は，病院や施設において8週間を通じて臨床実習指
導者である作業療法士のもとで対象者の評価, 治
療の立案, 治療実施, 記録報告等を習得する科目
である. 臨床実習中および実習セミナーにおける
指導により，疾患や障害，作業療法評価，作業療
法の目標設定，治療計画の立案および実施につい
て理解を深められるよう支援した.これにより，学
生の実習における学習到達度を高めることができ
た．

平成25年4月
～

平成28年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学特論Ⅳ」において, 作業療
法の歴史, 作業療法の理論・モデルを理解・活用
を深めるために，反転授業を取り入れるととも
に，臨床実習担当事例の症例報告を活用した集団
討議を通してアクティブラーニングを促進した.こ
れにより，学生の学習到達度を高めることができ
た．

平成23年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

平成26年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学セミナー 」（4年次，専門
科目）は，作業療法士国家試験にむけた科目であ
る. このうち，作業療法理論・研究法・管理・地
域領域の知識の確認と理解を高めるための課題の
提供と演習機会を設けた. これにより，学生の学
習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅲ-1」（4年次，専門科目）
は，病院や施設において8週間を通じて臨床実習指
導者である作業療法士のもとで対象者の評価, 治
療の立案, 治療実施, 記録報告等を習得する科目
である. 臨床実習中および実習セミナーにおける
指導により，疾患や障害，作業療法評価，作業療
法の目標設定，治療計画の立案および実施につい
て理解を深められるよう支援した.これにより，学
生の実習における学習到達度を高めることができ
た．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学研究法」（3年次，専門科
目）は，作業療法領域における研究の位置づけや
手順を習得する科目である. 講義にあわせた演習
によって，研究法（特に実験研究, 研究デザイン,
統計解析）の理解を深めアクティブラーニングを
促進した.これにより，学生の学習到達度を高める
ことができた．



年月日事項 概 要

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の科目において，講義の進行
をわかりやすくるるためのパワーポイントを作成
した.特に，教科書を用いる場合においては教科書
に沿って要点を示す，教科書以外の説明を加える
場合には十分な時間をとって学生自身が記入しな
がら学習することが出来るように配慮して作成し
た．これにより，進行中の講義で示している箇所
が明確となり，学生が配布資料に記載することも
増え，理解を促進できた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の　「作業療法学概論」（1年次，専門科
目）は，作業療法の理解を図る導入の位置づけの
科目である. なかでも，作業療法士が働く分野と
その役割について解説し，例示することにより理
解を促進した.これにより，学生の学習到達度を高
めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

4) パワーポイントの効果的活用

平成29年4月
～

平成31年3月

平成28年4月
～

平成29年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の　ほぼ全科目において，講義の進行をわ
かりやすくるるためのパワーポイントを作成した.
特に，教科書を用いる場合においては教科書に
沿って要点を示す，教科書以外の説明を加える場
合には十分な時間をとって学生自身が記入しなが
ら学習することが出来るように配慮して作成し
た．これにより，進行中の講義で示している箇所
が明確となり，学生が配布資料に記載することも
増え，理解を促進できた．

平成31年4月
～

現在に至る

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「情報処理演習」（1年次，教養科目）
は，Microsoft Office Word, Excel, PowerPoint
の操作とプレゼンテーションの修得を図る科目で
ある. 課題の段階的提示と発表機会を設けアク
ティブラーニングを促進した.これにより，学生の
学習到達度を高めることができた．

5) 実例提示の活用

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域リハビリテーション演習」（2年
次，専門科目）は，地域リハビリテーションおよ
び集団を対象としたプログラムの立案を理解する
ための科目である. 介護保険・総合支援事業関連
施設におけるフィールドワークによって，実際場
面での経験を通じた理解を高めることが出来た.

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「基礎ゼミⅡ」（1年次，共
通教育科目）は，大学での学び方を理解し，レ
ポート作成・グループワークの実施・基本的なプ
レゼンテーションを身につける科目である. 文献
検索やレポートの作成，プレゼンテーションの実
施によって，理解を高めることが出来た.

平成31年4月
～

現在に至る



年月日事項 概 要

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅰ
（総論）」（3年次）において，老年期障害作業療
法学の全体的理解を深めるため知識に関する教授
に加えて実例を例示することにより理解を促進し
た.これにより，学生の学習到達度を高めることが
できた．

令和3年4月
～

現在に至る

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員および京都大学大学院医学研究科の非
常勤講師として担当の　ほぼ全科目において，講
義の進行をわかりやすくるるためのパワーポイン
トを作成した.学生自身が記入しながら学習するこ
とが出来るように配慮して作成した．これによ
り，進行中の講義でのディスカッション機会を設
けながら学生が配布資料に記載することも増え，
理解を促進できた．

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「地域作業療法学Ⅰ」（2年
次）において，地域作業療法学の理解を深めるた
め知識に関する教授に加えて実例を例示すること
により理解を促進した.これにより，学生の学習到
達度を高めることができた．

6) （院）パワーポイントの効果的活用

令和2年4月
～

現在に至る

平成24年4月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「基礎作業学」（2年次）に
おいて，基礎作業学の理解を深めるため知識に関
する教授に加えて実例を例示することにより理解
を促進した.これにより，学生の学習到達度を高め
ることができた．

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅱ
（各論）」（3年次）において，老年期障害作業療
法学各論の理解を深めるため知識に関する教授に
加えて実例を例示することにより理解を促進した.
これにより，学生の学習到達度を高めることがで
きた．

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法研究法」（3年
次）において，作業療法研究法の理解を深めるた
め知識に関する教授に加えて実例を例示すること
により理解を促進した.これにより，学生の学習到
達度を高めることができた．

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法学特論Ⅳ」（3年
次）において，作業療法学特論Ⅳとして老年期障
害の作業療法の理解を深めるため知識に関する教
授に加えて実例を例示することにより理解を促進
した.これにより，学生の学習到達度を高めること
ができた．



年月日事項 概 要

京都大学大学院医学研究科人間健康科学専攻の非
常勤講師として担当の「クリティカルケア看護学
特論Ⅰ」（修士課程）（平成28・29年度）および
「生活習慣病看護学特論」（博士後期課程）（平
成30年度）は，疫学研究のデザインの理解を深め
るための講義と研究仮説の立て方に関する演習科
目である. 演習を通じて，研究計画の立案への理
解を促進し，学生の学習到達度を高めることがで
きた．

平成28年4月
～

平成31年3月

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「生活行動支援学特論」
（必修）は，社会の健康を支援する視点, ヘルス
コミュニケーションを通じた健康支援の理解を深
める科目である. 学びを深化させるための議論の
機会を設けることで，学生の学習到達度を高める
ことができた．

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「健康支援学研究法」
（必修）は，大学院生としての研究手順を理解す
るための科目である. 主に研究法（特に実験研究,
研究デザイン, 統計解析）について担当した．適
宜演習を加えながら進めることで，学生の学習到
達度を高めることができた．

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「生活環境学演習」は，
ヘルスコミュニケーションおよび論文の批判的吟
味への理解を深めるための科目である. 課題準備
を進めたが，開講無だった.

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「日常生活環境学特論」
は，社会の健康を支援する視点, 制度的・文化的
環境を含む健康支援の理解を深める科目である.
学びを深化させるために議論の機会を設けること
で，学生の学習到達度を高めることができた．

7) （院）演習・実習の効果的な活用と遠隔
　　講義への対応

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「生活行動科学特論Ⅱ」
は，健康行動理論および作業療法理論の理解に
よって健康支援学をより深く探求する科目である.
学びを深化させるための討議や発表機会により，
学生の学習到達度を高めることができた．

平成26年4月
～

平成31年3月

平成26年4月
～

平成27年3月

平成26年4月
～

平成27年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

平成24年4月
～

平成26年3月

8)（院） 課題・レポートの調整・活用と
　　演習・実習の効果的な活用
　

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「生活環境学特論Ⅱ」
は，社会の健康を支援する視点, 制度的・文化的
環境を含む健康支援の理解を深めるための科目で
ある. 課題準備を進めたが，開講無だった.



年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域リハビリテーション演習」（2年
次，専門科目）において使用した. 補助教材を用
いて修得を図った.

平成29年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学研究法」（3年次，専門科
目）において使用した. 研究法（特に実験研究,
研究デザイン, 統計解析）の理解を深めるための
課題教材を活用して知識の定着につなげた. ま
た，講義に応じたスライドにより，講義の理解を
高めた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「基礎作業学」（2年次，専門科目）にお
いて使用した. 教科書に記載されていない内容を
補充するためのも所教材を用いて，作業療法の基
礎となる作業活動, 理論, 作業分析への理解を深
めた. また，講義に応じたスライドにより，講義
の理解を高めた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域作業療法学」（3年次，専門科目）
において使用した. 地域リハビリテーションや地
域作業療法, 在宅サービスへの理解を深めた. ま
た，講義に応じたスライドにより，講義の理解を
高めた．

1) 講義用補助教材

平成25年4月
～

平成28年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域作業療法学演習」（3年次，専門科
目）において使用した. 地域リハビリテーション
や地域作業療法, 在宅サービスを理解するため
に，スライドに加えてその元となった書籍等を提
示し，理解を深めた.また，講義に応じたスライド
により，講義の理解を高めた．

２　作成した教科書，教材

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「情報処理演習Ⅱ」（1年次，教養科目）
において使用した. パワーポイントによるプレゼ
ンテーション・スキルを習得するための課題の設
定により修得を図った.また，講義に応じたスライ
ドにより，講義の理解を高めた．

2) 講義用教材とスライド

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「情報処理演習」（1年次，教養科目）に
おいて使用した. Microsoft Office Word, Excel,
PowerPointの操作における課題教材の提示と演習
により，スキルの修得を図った. また，講義に応
じたスライドにより，講義の理解を高めた．

平成22年4月
～

平成31年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

平成23年4月
～

平成29年3月



年月日事項 概 要

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅱ
（各論）」（3年次）において使用した.老年期障
害作業療法学各論の理解を深めるための課題教材
を活用して知識の定着につなげる. また，講義に
応じたスライドにより，講義の理解を高めた．

令和2年4月
～

現在に至る

令和3年4月
～

現在に至る

令和2年4月
～

令和3年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅰ
（総論）」（3年次）において使用した.老年期障
害作業療法学の全体的理解を深めるための課題教
材を活用して知識の定着につなげた. また，講義
に応じたスライドにより，講義の理解を高めた．

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「地域作業療法学Ⅰ」（2年
次）において使用した.地域作業療法学の理解を深
めるための課題教材を活用して知識の定着につな
げた. また，講義に応じたスライドにより，講義
の理解を高めた．

令和2年4月
～

令和3年3月

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の
「疫学」（看護学科2年次）において使用した.疫
学の理解を深めるための課題教材を活用して知識
の定着につなげた. 講義に応じたスライドによ
り，講義の理解を高めた（オンデマンド動画）．

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の専任教員として担当の「基礎ゼミⅡ」（1年
次）において使用した. 文献検索やMicrosoft
Office Word, Excel, PowerPointの操作における
課題教材の提示と演習により，スキルの修得を
図った. また，講義に応じたスライドにより，講
義の理解を高めた．

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「基礎作業学」（2年次）に
おいて使用した.基礎作業学の理解を深めるための
課題教材を活用して知識の定着につなげた. ま
た，講義に応じたスライドにより，講義の理解を
高めた．

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の保
健師国家試験対策（看護学科4年次）において使用
した．保健師国家試験に向けて疫学の理解を深め
るための課題教材を活用して知識の定着につなげ
た. また，講義に応じたスライドにより，講義の
理解を高めた．

平成31年4月
～

現在に至る



年月日事項 概 要

令和3年4月
～

現在に至る

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学特論Ⅰ」（3年次，専門科
目）において使用した. 事前・事後学習のための
教材および評価表を用いて知識・技術の修得につ
なげた.

令和3年4月
～

現在に至る

龍谷大学社会学部の非常勤講師として担当の「地
域保健学」において使用した.地域保健学の理解を
深めるための課題教材を活用して知識の定着につ
なげた. 講義に応じたスライドにより，講義の理
解を高めた（オンデマンド動画）.

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅲ-1」（4年次，専門科目）に
おいて使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者
の評価, 治療の立案, 治療実施, 記録報告等を習
得できるよう用い，実習を円滑に進めた.

平成22年4月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法学特論Ⅳ」（3年
次）において使用した.作業療法学特論Ⅳとして老
年期障害の作業療法の理解を深めるための課題教
材を活用して知識の定着につなげる. また，講義
に応じたスライドにより，講義の理解を高めた．

3) 実習指導用マニュアル

平成22年4月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の
「早期体験実習（作業療法）」（1年次，専門科
目）において使用した. 病院や施設の特性と理学
療法・作業療法の役割について理解を深められる
よう用い，実習を円滑に進めた.

平成25年4月
～

平成26年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅱ」（3年次，専門科目）にお
いて使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者の
評価, 記録報告等を習得できるよう用い，実習を
円滑に進めた.

令和3年4月
～

現在に至る

平成31年4月
～現在に至る

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅰ」（2年次，専門科目）にお
いて使用した. 臨床実習指導者のもとで病院や施
設の特性と作業療法の役割について理解を深めら
れるよう用い，実習を円滑に進めた.

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅲ-2」（4年次，専門科目）に
おいて使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者
の評価, 治療の立案, 治療実施, 記録報告等を習
得できるよう用い，実習を円滑に進めた.

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法研究法」（3年
次）において使用した.作業療法研究法の理解を深
めるための課題教材を活用して知識の定着につな
げた. また，講義に応じたスライドにより，講義
の理解を高めた．



年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学セミナー 」（4年次，専門
科目）において使用した. 作業療法士国家試験範
囲のうち，作業療法理論・研究法・管理・地域領
域の課題教材を用いた演習により知識の定着につ
なげた.

令和2年4月
～

現在に至る

平成29年4月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の保
健師国家試験対策（看護学科4年次）において使用
した．保健師国家試験に向けて疫学の理解を深め
るための課題教材を活用して知識の定着につなげ
た. また，講義に応じたスライドにより，講義の
理解を高めた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学特論Ⅲ」（4年次，専門科
目）において使用した. 作業療法の歴史, 作業療
法の理論・モデルの理解・活用を深めた.

平成27年4月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法評価実習（作業
療法）」（3年次，専門科目）において使用した.
作業療法の評価の実際について理解を深め実践で
きるよう作成した.

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の
「地域実習（作業療法）」（2年次，専門科目）に
おいて使用した. 病院や施設の特性と理学療法・
作業療法の役割について理解を深められるよう用
い，実習を円滑に進めた.

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「総合臨床実習Ⅱ（作業療
法）」（4年次，専門科目）において，作業療法の
評価から治療までの一連の流れと医療人としての
心構えについて理解し実践できるよう作成した.

令和2年4月
～

現在に至る

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「検査測定実習（作業療
法）」（3年次，専門科目）において使用した. 作
業療法評価，検査・測定の意義について理解を深
め実践できるよう，実習を円滑に進めた.

令和2年4月
～

令和3年3月

5) 課題教材

6) 講義用教材（『作業療法研究法』
　（医歯薬出版株式会社）の発刊前校正刷）
　 と講義用補助教材

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学研究法」において（3年次，
専門科目）において使用した. 研究法（特に実験
研究, 研究デザイン, 統計解析）の理解を深める
ための補助教材をあわせて使用し，修得につなげ
た.

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「総合臨床実習Ⅰ（作業療
法）」（4年次，専門科目）において，作業療法の
評価から治療までの一連の流れと医療人としての
心構えについて理解し実践できるよう作成した.

4) スライド 平成22年4月
～

平成26年3月



年月日事項 概 要

平成26年4月
～

平成27年3月

2）授業評価（平成26年度, 星城大学）

平成30年4月
～

平成31年3月

1）授業評価（平成25年度, 星城大学）

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「生活行動支援学特論」
（必修）において使用した. 社会の健康を支援す
る視点, ヘルスコミュニケーションを通じた健康
支援の理解を深めるために教材を活用した.また，
講義に応じたスライドにより，講義の理解を高め
た．

平成23年4月
～

平成26年3月

平成26年4月
～

平成31年3月

星城大学大学院健康支援学研究科の専任教員とし
て担当の「生活行動科学特論Ⅱ」において使用し
た. 健康行動理論および作業療法理論の理解に
よって健康支援学をより深く探求するために，教
材を活用した. また，講義に応じたスライドによ
り，講義の理解を高めた．

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.36
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.17
授業アンケート科目③：作業療法学特論Ⅲ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.50

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.56
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.26

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「健康支援学研究法」
（必修）において使用した. 研究法（特に実験研
究, 研究デザイン, 統計解析）の理解を深めるた
めに，教材を活用した.また，講義に応じたスライ
ドにより，講義の理解を高めた．

平成27年4月
～

平成31年3月

平成28年4月
～

平成30年3月

京都大学大学院医学研究科人間健康科学専攻の非
常勤講師として担当の「クリティカルケア看護学
特論Ⅰ」（修士課程）において使用した. 独自教
材に基づき，課題の設定を行い，演習によって効
果的な学修機会となるよう配慮した.また，講義に
応じたスライドにより，講義の理解を高めた．

平成25年4月
～

平成26年3月

7) （院）講義用教材とスライド

平成27年4月
～

平成31年3月

３　教育上の能力に関する大学等の評価

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「日常生活環境学特論」
において使用した. 社会の健康を支援する視点,
制度的・文化的環境をふまえた健康支援の理解を
深めるために，教材を活用した.また，講義に応じ
たスライドにより，講義の理解を高めた．

京都大学大学院医学研究科人間健康科学専攻の非
常勤講師として担当の「生活習慣病看護学特論」
（博士後期課程）において使用した. 独自教材に
基づき，課題の設定を行い，演習によって効果的
な学修機会となるよう配慮した.また，講義に応じ
たスライドにより，講義の理解を高めた．



年月日事項 概 要

4）授業評価（平成28年度, 星城大学）

3）授業評価（平成27年度, 星城大学）

平成30年4月
～

平成31年3月

8）授業評価（令和3年度, 奈良学園大学） 令和4年4月
～

令和5年3月

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.54
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.52

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.46
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.46

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.87
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中4.00

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.06
授業アンケート科目②：基礎作業学
総合満足度の平均スコアは5点満点中3.78（9名）
授業アンケート科目③：老年期作業療法学Ⅰ（総
論）
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.14
授業アンケート科目④：作業療法研究法
総合満足度の平均スコアは5点満点中3.5（8名）
授業アンケート科目⑤：老年期作業療法学Ⅱ（各
論）
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.17
授業アンケート科目⑥：作業療法学特論Ⅳ（老年
期障害）
総合満足度の平均スコアは5点満点中3.56（9名）

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.25
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.00

平成28年4月
～

平成29年3月

5）授業評価（平成29年度, 星城大学） 平成29年4月
～

平成30年3月

6）授業評価（平成30年度, 星城大学）

平成27年4月
～

平成28年3月

令和3年4月
～

令和4年3月

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.47
授業アンケート科目②：基礎作業学
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.47
授業アンケート科目③：老年期作業療法学Ⅰ（総
論）
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.67
授業アンケート科目④：作業療法研究法
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.5
授業アンケート科目⑤：老年期作業療法学Ⅱ（各
論）
７項目すべてにおいて全体結果を上回っていた
授業アンケート科目⑥：作業療法学特論（老年期
障害）
７項目すべてにおいて全体結果を上回っていた

7）授業評価（令和3年度, 奈良学園大学）



年月日事項 概 要

平成26年8月

平成26年8月

平成27年2月

平成27年5月

平成27年10月

2) 日本訪問リハビリテーション協会
    認定技術研修会

「Shared Decision Making:  臨床実践者に求めら
れるスキルとは？」講師として，対象者中心の考
え方とエビデンスに基づく実践，その架け橋とな
る共有決定について講義した.

1) 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系
    専攻健康情報学分野同門会

3) 金井病院通所リハビリテーションでの2年次地
域
　 実習

滋賀医療技術専門学校3年次科目「臨床実習Ⅱ」と
して1名の学生に対して4週間，通所リハビリテー
ションにおける作業療法の役割を理解し，作業療
法評価および目標の設定を行うことが出来るよう
指導した.

平成12年11月
～

平成12年12月

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した.

「臨床実践者に求められるスキルとは？」講師と
して，対象者中心の考え方とエビデンスに基づく
実践，リハビリテーション場面における実情につ
いて講義した.

5) 日本訪問リハビリテーション協会認定技術研修
会

（講師・講演）

平成13年11月
～

平成14年1月

平成13年6月
～

平成13年8月

平成13年11月
～

平成13年12月

４　実務の経験を有する者についての特記事項

（実習指導）

2) 金井病院通所リハビリテーションでの
   4年次治療実習

1) 金井病院通所リハビリテーションでの
　 3年次評価実習

3) 八千代病院総合リハビリセンター　研修会

滋賀医療技術専門学校3年次科目「臨床実習Ⅱ」と
して1名の学生に対して4週間，通所リハビリテー
ションにおける作業療法の役割を理解し，作業療
法評価および目標の設定を行うことが出来るよう
指導した.

滋賀医療技術専門学校4年次科目「臨床実習Ⅲ」と
して1名の学生に対して8週間，通所リハビリテー
ションにおける作業療法の役割を理解し，作業療
法評価および目標の設定，治療計画の立案と実
施，再評価を行うことが出来るよう指導した.

大阪リハビリテーション専門学校2年次科目「作業
療法実習Ⅲ」として各日3名の学生に対し，地域に
おける作業療法士の役割，通所リハビリテーショ
ンの役割，他職種との連携等の理解を深めるため
の実習指導を行った.

4) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会 in
    大阪シンポジウム

シンポジウム1「訪問リハビリテーションにおける
教育のこれから～生命，生活，人生を共に歩む訪
問療法士を育てる為には～」シンポジストとし
て，求められる訪問リハビリテーションのあり
方，認定訪問療法士制度と教育について講演した.

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した.



年月日事項 概 要

平成28年2月

平成28年3月

平成30年5月

平成28年11月8) 第31回愛知訪問リハネットワーク
   「訪問リハビリテーションの効果：主観的
    指標と客観的指標」

12) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定基礎研修会

10) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定基礎研修会

様々な医療の場におけるSDMの試み 「地域医療の
立場から」シンポジストとして，地域におけるリ
ハビリテーション場面における情報共有の実態報
告と，望まれる共有決定のあり方について講演し
た.

「学校の特色紹介　学校と臨床現場をつなごう企
画」において，星城大学における学内教育と臨床
実践にむけた取り組みを紹介した.

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目
指す会員に対してリスク管理の考え方，および訪
問リハビリテーションにおけるリスク管理につい
て講義した.

15) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会 in
    にいがた【教育講座1】

令和元年6月

「訪問リハビリテーションの効果：主観的指標と
客観的指標」講師として，訪問リハビリテーショ
ンに従事する療法士を対象にリハビリテーション
におけるアウトカム，訪問リハビリテーションに
おける効果測定の重要性について講義した. ま
た，その後の症例報告会において全報告症例への
コメントの要望があり，フィードバックした.

平成30年6月

6) 平成27年度厚生労働科学研究費補助金
   (地域医療基盤開発推進研究事業)
  〈指定課題〉『社会的責任に応える医療
    の基盤となる診療ガイドラインの課題
    と可能性の研究』公開シンポジウム
  「 Shared decision making〈SDM〉の
   今・これから：診療ガイドラインの新た
   な可能性を考える」

9) 第10回 健康寿命延伸と介護予防を考える会
    ～70代、80代を元気に乗り越える為に～（公
    益財団法人杉浦記念財団）

平成30年5月 「高齢者ケアとリハビリテーション ―その人らし
い生活を支える作業療法―」について講演し，研
究会参加者との活発な意見交換を行った.

平成30年8月

13) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した．

平成30年11月 「訪問リハビリテーションにおけるリスクマネジ
メント」講師として，認定訪問療法士を目指す会
員に対してリスクマネジメントについて講義・演
習を行った．

平成30年10月

14) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会

7) 第3回臨床作業療法学会（東京）
  「教育と臨床のコラボ企画」

【教育講座1】「症例報告の書き方と留意点」講師
として，症例報告が果たす役割，書き方と留意点
について講演した．

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目
指す会員に対してリスク管理の考え方，および訪
問リハビリテーションにおけるリスク管理につい
て講義した.

「訪問リハビリテーションにおけるリスクマネジ
メント」講師として，認定訪問療法士を目指す会
員に対してリスクマネジメントについて講義・演
習を行った．

11) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会



年月日事項 概 要

平成26年6月

平成28年9月

平成30年6月

令和3年5月

20) 第54回日本作業療法学会専門作業療法士
　　セミナー⑧訪問作業療法「未来の実践に
　　つなげる調査・研究」

21) 第18回日本訪問リハビリテーション協会
　　学術大会in高知 学術部セミナー「臨床
　　疑問からはじめる調査・研究」

1) 第4回日本訪問リハビリテーション協会
   学術大会in熊本

令和元年10月

3) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会
    in  北九州 シンポジウム

令和元年7月16) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会

17) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定基礎研修会

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目
指す会員に対してリスク管理の考え方，および訪
問リハビリテーションにおけるリスク管理につい
て講義した.

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した．

令和2年9月

学術部セミナー講師として，「臨床疑問からはじ
める調査・研究」について講演を行った．

シンポジウム3「訪問リハビリテーションにおける
人材教育について」の座長として，訪問リハビリ
テーションに携わる人材の育成に取り組むシンポ
ジストの講演と質疑を進行した.

令和元年12月19) 奈良学園大学公開講座第2回登美ヶ丘カレッジ

「専門作業療法士セミナー⑧訪問作業療法」講師
として，「未来の実践につなげる調査・研究」に
ついて講演を行った（動画）．

「日常生活の工夫～健康情報の読み方から健康生
活のススメ～」講師として，一般市民に向けた講
演を行った．

（座長）

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した．

23) 日本訪問リハビリテーション協会企画研修
    「訪問リハビリテーション研究入門～研究
　　結果を臨床に活かす」

令和5年2月 学術部セミナー講師として，「訪問リハビリテー
ション研究入門～研究結果を臨床に活かす」につ
いて講義を行い，グループワーク等のファシリ
テータおよび運営を担った．

「人材育成・教育」の座長として，訪問リハビリ
テーションにおける人材育成およびリスク管理等
を扱うセッションを進行しコメントした.

2) 第50回日本作業療法学会

22) 日本訪問リハビリテーション協会企画研修
    「訪問リハビリテーション研究入門～研究
　　結果を臨床に活かす」

令和3年10月 学術部セミナー講師として，「訪問リハビリテー
ション研究入門～研究結果を臨床に活かす」につ
いて講義を行い，グループワーク等のファシリ
テータおよび運営を担った．

令和元年7月

18) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会

「理論・基礎6」の座長として，作業療法および関
連領域における文献研究，動物研究，人を対象と
した質的研究，量的研究等を扱うセッションを進
行しコメントした.



年月日事項 概 要

平成30年9月

令和元年10月

令和4年5月

1) 星城大学リハビリテーション学部における卒業
　 研究指導

平成22年4月
～

平成31年3月

平成26年5月
～

平成27年3月

4) 第52回日本作業療法学会

5) 第78回日本公衆衛生学会

５　その他

脳卒中患者を対象としたセルフケア自立度測定尺
度の信頼性検証のために，研究計画への助言など
を含む研究調整を行った.

東海市委託事業において、介護予防サロン運営に
関する調査および分析と報告書の作成を行った.

平成25年5月
～

平成26年3月

健康に関するシステマティックレビュー等を通し
て研究に協力した．

（卒業研究指導実績）

星城大学リハビリテーション学部専任教員とし
て，各々の学生1人につき1テーマの卒業研究指導
を行った.
平成22年度：1名
平成23年度：5名
平成24年度：2名
平成25年度：5名
平成26年度：3名
平成27年度：6名
平成28年度：3名
平成29年度：4名
平成30年度：4名

平成25年8月
～

平成26年7月

4) 「健康チャレンジ」京大共同研究プロジェクト
研究関連（株式会社電通）

平成30年9月
～

平成30年12月

2) 旭化成ファーマ株式会社業務委託（個人契約）

3) 東海市介護予防サロン運営展開方法調査（星城
大学契約/分担）

東海市委託事業において，各年代の健康に関する
アンケートの集計および分析と報告書の作成を
行った.

1) 東海市健康増進計画等の評価及び策定支援
   委託事業（星城大学契約/実務担当）

奈良学園大学専任教員として，卒業研究指導を
行った.
令和4年度：1名

6) 訪問リハビリテーション協会学術大会 in 長崎 学術セミナーの座長として，セッションを進行し
コメントした.

令和4年4月
～

現在に至る

（調査・研究協力・その他）

「ON-7 地域7」の座長として，地域作業療法を扱
うセッションを進行しコメントした.

「第23分科会P-2301」（保健医療介護サービス研
究）の座長として，保健医療介護サービス研究を
扱うセッションを進行しコメントした.

2) 奈良学園大学保健医療学部における卒業
　 研究指導



年月日事項 概 要

（卒業研究論文公表）

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻専
門職学位課程における課題研究において，研究協
力者として研究データの分析への助言および論文
執筆にむけた支援を行った.

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻専
門職学位課程における課題研究において，研究協
力者として研究データの分析への助言および論文
執筆にむけた支援を行った.

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
生活健康支援学領域（修士課程）　講師（平成30
年度准教授）として，竹田徳則教授が指導教員と
して指導する学生の研究指導補助教員の立場から
「認知症カフェにおける作業療法士の役割と課題
－インタビュー調査と生活行為向上マネジメント
の実践を通して－」の研究計画の立案・実施・分
析について支援した．

平成26年10月
～

平成27年3月

（修士論文作成支援及び指導実績）

平成28年4月
～

平成31年3月

4) 星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学
　 専攻生活健康支援学領域（修士課程）におけ
　 る健康支援学特別研究における研究指導補助
 　（1名）

1) 星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学
　 専攻における健康支援学特別研究への 教育支
援

平成25年4月
～

平成31年3月

1) 星城大学リハビリテーション学部における卒業
   研究指導論文の論文公表

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部専任教員とし
て，一部の学生の卒業研究は論文として掲載に
至った（指導学生[筆答]と論文・雑誌は以下の通
り）.
・山崎竜弥, 他. （短報）臨床実習後の作業療法
学生が目標・理想とする作業療法士査読付）. 愛
知作業療法22:55-58, 2014.
・船渡絵梨香, 他. 訪問リハビリテーション利用
者の主介護者における主観的介護負担感とその関
連要因の検討（査読付）. 愛知作業療法22:3-8,
2014.
・山内春香, 他. 作業療法士による訪問リハビリ
テーションの目標とプログラム：訪問リハビリ
テーション実施計画書の記載内容（査読付）. 作
業療法ジャーナル 51: 261-265, 2017
・榊原唯, 他. 中年世代の各ライフステージにお
ける趣味と思い出の傾向（査読付）. 臨床作業療
法 5: 14-19, 2018.
・水野里咲, 他. 病院と訪問における作業療法士
の役割と必要なスキル-学生の視点による質的研究
（査読付）. 作業療法ジャーナル   53(9): 1014-
1018, 2019.
・林映見, 他. （学生論文）「作業に焦点を当て
た実践」の現状と障壁（査読付）. 日本臨床作業
療法研究   6(1): 38-5, 2019.

3) 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系
　 専攻専門職学位課程大学院生への研究支援
 　（1名）

平成27年9月
～

平成28年3月

2) 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系
 　専攻専門職学位課程大学院生への研究支援
　 （1名）

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
生活健康支援学領域（修士課程）　講師（平成30
年度准教授）として，竹田徳則教授が指導教員と
して指導する学生の教育支援（研究計画への助
言，研究の相談等）を行った.



年月日事項 概 要

年月日

平成9年4月

平成15年8月

平成19年3月

平成22年9月

平成22年12月

平成23年4月

平成26年2月

平成31年2月

令和2年2月

平成26年2月

２　特許等

平成25年8月
～

平成26年7月

平成25年5月
～

平成27年3月

11) 日本作業療法士協会専門作業療法士（訪問）

3) （株）旭化成ファーマ

1) 医療法人社団淀さんせん会金井病院

4) 東海市健康増進計画等策定ワーキング部会

平成30年9月
～

平成30年12月

社医博　第76号
「Studies of setting care goals and
understanding subjective needs in aged care
facilities: care providers' and residents'
view（高齢者施設におけるケア目標の設定とニー
ズ把握の研究：ケア提供者と入所者本人の視点」

研究調整員として研究計画立案・データ収集への
助言, および研究調整業務を行った．（業務委
託）

10) 日本作業療法士協会認定作業療法士 第2279号

３　実務の経験を有する者についての特記事項

平成24年4月
～

平成29年3月

2) 東海市産学官連携協議会「健康関連事業への
　　参画」ワーキンググループ

第145号

第006号

平成27年8月

健康推進策定委員として策定会議に参加した．

3) 京都大学　社会健康医学修士（専門職） 社医修（専）　第63号
「脳卒中のリハビリテーション研究に用いられて
いる評価指標の分類と動向：1996年から2005年の
文献調査」

5) 株式会社電通

9) 京都大学　博士（社会健康医学） 平成29年1月

1) 作業療法士

１　資格，免許

2) 福祉用具プランナー

4) AMPS認定評価者

5) AAD（現・A3）認定評価者

6) 日本公衆衛生学会認定専門家

7) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
　 療法士

第5号（平成31年2月　更新）

Rater Number: 014924

第681号
（平成28年4月・令和3年4月　更新）

平成31年4月
～

令和2年3月

なし

8) RIASコーダー
　（The Roter Methods of Interaction
 　Process Analysis System）

概 要

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
生活健康支援学領域（修士課程）　における竹田
徳則教授が指導教員として指導する学生の研究に
ついて，前年度に引き続いて指導を継続した．

非常勤作業療法士として作業療法士の指導, およ
びリハビリテーション科の管理・運営に関する検
討（作業療法部門および関連部門従事者の面談含
む）や調査に関する助言を行った．

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

―

事項

作業療法士名簿登録番号　第18679号

第15-1209号

「健康チャレンジ」京大共同研究プロジェクト研
究関連にて，健康に関するシステマティックレ
ビュー等の研究協力を担った．

5) 星城大学大学院生健康支援学研究科健康支援学
　 専攻生活健康支援学領域（修士課程）への研究
　 支援（1名）

健康関連事業計画ワーキングメンバーとして，倒
壊しの健康推進にむけた検討会に定期的に参加し
た．



年月日事項 概 要

平成14年2月

平成15年8月

平成16年12月

平成18年8月

6) 奈良市登美ヶ丘地区地域包括支援センター 平成31年4月
～

現在に至る

作業療法と生活リスクコミュニケーション学会学
術担当理事として教育研修の構築と運用を行った.

４　その他

専門家（作業療法士）として自立支援ケア会議に
出席し，助言を行っている．

4) 第2回大学院生のための教育実践講座
   -大学でどう教えるか-修了

1) 第10回厚生労働省主催在宅訪問
   リハビリテーション講習会修了

3) 第31回理学療法士・作業療法士養成施設
   等教員講習修了

令和4年11月
～

現在に至る

（職能団体における実績）

3) 作業療法と生活リスクコミュニケーション
   学会　理事

京都市介護実習・普及センター主催の福祉用具プ
ランナー研修において財）テクノエイド協会が定
めた課程を修了（第15-1209号）

厚生労働省と財団法人医療研修推進財団が共催し
社団法人リハビリテーション医学会, 日本理学療
法士協会, 日本作業療法士協会及び全国理学療法
士作業療法士学校養成施設連絡協議会の協賛を得
て開催された研修課程を修了（第3408号）

京都大学高等教育研究開発推進センターが主催し
た左記講座の所定の課程を修了（第54号）

厚生労働省が日本リハビリテーション医学会に委
託し日本理学療法士協会及び日本作業療法士協会
の協賛を得て開催した講習会で所定の課程を修了
（第799号）

第6回日本訪問リハビリテーション協会学術大会に
おける奨励賞の受賞
「訪問リハビリテーション・チェックリストの開
発：具体的な目標設定と明確な課題解決のプロセ
ス」

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪
問療法士の認定審査を担当した.

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪
問療法士の認定審査および認定研修の担当理事と
して教育研修の構築と運用を行った（令和2年4月
より学術部）.

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪
問療法士の認定審査を担当し，審査委員長として
統括した.

 第53回近畿産業衛生学会における研究分野の若手
奨励賞の受賞
「高齢者施設の常勤介護職員における離職とその
関連要因の検討」

3) 第18回日本訪問リハビリテーション協会学術
   大会 優秀賞（調査研究部門）

令和 3年 5月 第18回日本訪問リハビリテーション協会学術大会
における優秀賞（調査研究部門）の受賞
「病院・訪問で働くリハビリテーション専門職の
勤務継続意向に関する基礎的検討」

（研修）

平成25年4月
～

令和2年3月

1) 日本訪問リハビリテーション協会　教育研修部
　認定審査委員

2) 日本訪問リハビリテーション協会　教育研修部
　認定審査委員会　委員長

（受賞歴）

1) 第53回近畿産業衛生学会若手奨励賞＜研究＞

3) 日本訪問リハビリテーション協会　理事 平成29年6月
～

現在に至る

平成25年11月

平成28年4月
～

令和2年3月

2) 第6回日本訪問リハビリテーション協会学術
   大会奨励賞

平成28年6月

2) 福祉用具プランナー講習会修了



年月日事項 概 要

平成22年2月

平成22年7月

7) 第11回RIASコーディング研修修了
（The Roter Methods of Interaction Process
  Analysis System）

平成27年8月

8) 倫理審査委員会・治験審査委員会委員養成
   研修修了

5) 第35回Assessment of Motor and Process
   Skills (AMPS)講習修了

6) 第5回Assessment of Awareness
   Disability (AAD)講習修了

日本AAD講習会事務局主催の講習会を修了し, 規定
のデータを提出し認定

AMPS講習会事務局主催の講習会を修了し, 規定の
データを米国AMPS Project Internationalに提出
し認定（Rater Number: 014924）

国立研究開発法人日本医療研究開発機構　医療技
術実用化総合促進事業「平成29年度臨床研究・治
験従事者等に対する研修」

平成29年12月

RIAS研究会日本部会主催の第11回RIASワーク
ショップにおける研修を修了し，規定のデータを
提出し認定（第145号）

9) 2021年度公認心理師現任者講習会修了 令和3年12月 公認心理師法（平成27年法律第68号）附則第2条第
2項第1号の規定に基づく文部科学大臣及び厚生労
働大臣指定講習会の課程を修了（修了番号
21C20401）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

(著書)

共著 平成29年5月

共著 平成29年9月

3 作業療法研究法 平成29年10月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

医歯薬出版株式会社1 PT・OT・STのためのエ
　ビデンスの基礎知識と
　診療ガイドライン活用
　法

2 これから始める！シェ
　アードデシジョンメイ
　キング：新しい医療の
　コミュニケーション

医療におけるコミュニケーションや意思決定とし
てのシェアードデシジョンメイキングについて，
国内における先駆者による解説と実践について示
した.
A5判　全172頁
編著：中山健夫
共著者：中山健夫，藤本修平，湯川慶子，中山和
弘，大坂和可子，堀江重郎，森田明夫，大浦智
子，今法子，浦尾充子，山口育子，射場典子

本人担当部分：「（コラム）臨床におけるSDM:
リハビリテーション」pp.129-130を単著.
　地域医療のなかでも訪問リハビリテーションに
おける患者と提供者間の情報共有とその実態につ
いて紹介し，今後のコミュニケーションのあり方
について示した.

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が診療ガイ
ドラインを活用するうえで必要な知識と活用方法
について，具体的に示した.
B5判　全180頁
監修：中山健夫
編集：日髙正巳・藤本修平
共著者：荒木浩二郎，有明陽佑，稲富宏之，大浦
智子，大寺祥佑，尾川達也，紙谷司，小久保徹，
小向佳奈子，今法子，酒井克也，佐々木祥，杉田
翔，竹林崇，田中宏明，坪内優太，中村学，芳賀
大輔，日髙正巳，福岡達之，福谷直人，藤本修
平，廣江貴則，吉川義之

本人担当部分：「質的研究を解釈するうえで必要
な知識」pp.55-60を単著.
質的研究の基本的な構成および考え方を概説し，
リハビリテーション専門職が臨床場面で質的研究
成果を活用するにあたり留意すべき点を解説し
た.

日本医事新報社

共著 医歯薬出版株式会社 作業療法士が押さえておくべき研究倫理，研究の
種類，研究のすすめ方，報告や発表について，作
業療法士養成教育に活用するために構成・編集し
た.
B5判　全164頁
編著：竹田徳則，大浦智子，藤本修平
第3部監修：廣江貴則
共著者：竹田徳則，大浦智子，木村大介，藤本修
平

本人担当部分：「量的研究」pp.34-41を単著
　量的研究における各種の研究デザインと特性に
ついて解説した.特に，観察研究と介入研究にお
ける各研究デザインの特徴と臨床場面における考
え方を示した.

本人担当部分：「質的研究」pp.50-54を単著
　質的研究における手順と方法，妥当性の担保な
どについて解説した．

本人担当部分：「混合法（mixed methods
approach）」pp.55-56を単著
　混合型の研究の種類や方法について，例を挙げ
ながら解説した．



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

作業療法士が押さえておくべき研究倫理，研究の
種類，研究のすすめ方，報告や発表について，作
業療法士養成教育に活用するために構成・編集し
た.
B5判　全164頁
編著：竹田徳則，大浦智子，藤本修平
第3部監修：廣江貴則
共著者：竹田徳則，大浦智子，木村大介，藤本修
平

本人担当部分：「量的研究」pp.34-41を単著
　量的研究における各種の研究デザインと特性に
ついて解説した.特に，観察研究と介入研究にお
ける各研究デザインの特徴と臨床場面における考
え方を示した.

本人担当部分：「質的研究」pp.50-54を単著
　質的研究における手順と方法，妥当性の担保な
どについて解説した．

本人担当部分：「混合法（mixed methods
approach）」pp.55-56を単著
　混合型の研究の種類や方法について，例を挙げ
ながら解説した．

本人担当部分：「診療ガイドラインの作成と活
用」pp.144-146を単著
　診療ガイドラインについて、作成の手順と活用
方法について解説した．

本人担当部分：「研究対象者の選定」pp.23-26を
共著
　研究対象者の選択方法について，バイアスを防
ぐ方法をふまえて解説した. （共著者とともに内
容を調整し，最終原稿を主として作成した. ）
共著者：大浦智子, 木村大介

本人担当部分：「アウトカム」pp.27-28を共著
　アウトカムの考え方について，尺度の種類に関
する説明のほか，メイン・アウトカムの設定や対
象者主体のアウトカムについて示した. （共著者
とともに内容を調整し，最終原稿を主として作成
した. ）
共著者：大浦智子, 木村大介

本人担当部分：「用語の説明」pp.1-7を共著
　作業療法士もしくは学生が研究法を効果的に学
ぶために，本書内における主要な用語を説明し
た. (説明する用語の抽出および執筆担当者の振
り分け，担当用語の執筆，全用語の内容の確認を
行った.)
共著者：竹田徳則，大浦智子, 木村大介

本人担当部分：「巻末課題」pp.148を共著
　作業療法士もしくは学生が研究法を効果的に学
ぶために，巻末課題を示した. （学部学生を想定
し，到達すべきであろう学習目標を設定して，共
著者とともに課題を作成した.）
共著者：竹田徳則，大浦智子

本人担当部分：「尺度開発」」pp.68-70を単著
　作業療法場面を想定した例あげながら，効果を
測定するための尺度の兼ね備えておくべき信頼性
と妥当性について解説した.

本人担当部分：「文献研究」pp.71-72を単著
　主にシステマティックレビューとメタアナリシ
スについて，解説した．

本人担当部分：「データベース研究」pp.73-74を
単著
　データベースの構築と研究への活用について，
利点と留意点を中心に解説した．

本人担当部分：「根拠に基づく医療（Evidence-
Based Medicine; EBM）」pp.140
　根拠に基づく医療と根拠に基づく実践につい
て，その考え方について解説した．

本人担当部分：「エビデンスの質と階層」」
pp.141-143を単著
　研究を実施する際だけでなく，既存研究を読み
解釈する際に参考となるエビデンスレベルについ
て解説した.



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）

平成25年9月

平成25年10月

1 （調査報告）「憩いの
  サロン」参加者の健康
  情報源と情報の授受：
  サロンは情報の授受の
  場になっているか？
 （査読付）

2 介護支援専門員と訪問
  介護員における訪問リ
  ハビリテーション効果
  への期待：量的・質的
  検討（査読付）

医学書院 リハビリテーション専門職向けにEvidence-based
medicineの考え方から研究論文の読み方,患者と
のコミュニケーション, 意思決定過程について示
した.

編著：藤本修平，竹林崇
共著者：藤本修平，竹林崇，小向佳奈子，杉田
翔，大浦智子，福田芽森，穴田周吾，中口拓真，
佐々木祥，村井歩志，他．

本人担当部分：「質的研究」pp.53-58を単著
　質的研究論文報告のためのチェックリストを用
いながら，臨床実践に役立てるための論文情報の
読み方について解説した．

メジカルビュー社 訪問リハビリテーションについて理解するため
に，多職種の立場から訪問リハビリテーション従
事者が抑えておくべき事項を示した.
監修：青山朋樹，高橋紀代
編集：辰巳昌嵩
共著者：辰巳昌嵩，阿毛裕理，片桐辰徳，藤本修
平，光武誠吾，高橋紀代，八木街子，宇野雄祐，
杉田翔，三好早苗，山﨑真一，奥村圭子，川場康
智，東田全央，今枝敬典，倉田昌幸，木村圭佑，
羽田真博，岩田研二，青山朋樹，藤田美和子，嶋
本尚恵，小口妃小江，杉浦徹，三木貴弘，朝倉健
太郎，尾畑翔太，中川征士，大場やよい，上野多
加子，森下元賀，小泉裕一，園山真弓，池田耕
二，大浦智子，鳴尾彰人，樺元大輝，南條拓也，
田代雄斗

本人担当部分：「筋力維持・増強」pp.260-265を
単著
　筋力維持・増強に関する基本的知識に加え，在
宅訪問リハビリテーションにおける着眼点と留意
点を解説した.

本人担当部分：「関節可動域の維持と改善」
pp.266-269を単著
　関節可動域に関する基本的知識に加え，在宅訪
問リハビリテーションにおける着眼点と留意点を
解説した.

本人担当部分：「転倒および転倒時対応」
pp.270-275を単著
　在宅生活を送る対象者の生活機能の低下を脅か
す転倒について，環境整備を含めて転倒予防対策
について解説した.

保健師ジャーナル69:
712-719, 2013.

作業療法32: 440-450,
2013.

介護支援専門員（care manager: CM）とヘルパー
を対象に実施した「訪問リハリハビリテーション
（訪問リハ）に期待している効果」に関する質問
紙調査の結果, 身体機能の回復, 動きやすさやセ
ルフケアの改善に偏っていた.

本人担当部分：共著者らと協力施設を調整し，研
究計画の立案と実施，論文を執筆した.
 共著者：大浦智子, 津山努, 中西康祐

Ａ町の介護予防事業であるサロンは, 一般参加者
にとって主要な健康関連情報の授受の場になって
おり, 健康情報の伝達と情報的サポートの増加に
より介護予防への寄与が期待できることが示唆さ
れた.

本人担当部分：共著者らの助言を得て研究計画の
立案と実施，論文を執筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，近藤克則，木村大
介，今井あい子

平成30年3月共著4 訪問リハビリテーショ
　ンアドバイスブック

5 PT-OT-STのための臨床に活
かすエビデンスと意思決定の
考えかた

共著

共著

共著

令和2年10月



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成26年3月

平成26年3月

共著 平成26年3月

平成26年4月

3 Care goal setting
  and
  associated factors:
  semi-structured
  interviews with
  multidisciplinary
  care providers in
  facilities for
  elderly people（介護
  目標の設定と関連要
  因：高齢者施設の多職
  種ケア提供者への半構
  造化面接）（査読付）

在宅要介護者の主介護者が感じる主観的介護負担
感とその関連要因を明らかにすることを目的に,
訪問リハビリテーション利用者の主介護者（66
名）を対象に質問紙調査を実施した結果，階段昇
降要介助の場合は自立に比べて, 主観的介護時間
が多い場合は少ない場合に比べて, オッズ比が高
かった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり指導した（責任著者）.
共著者：船渡絵梨香, 津山努, 今井あい子, 大浦
智子

愛知作業療法22:3-8,
2014.

A大学作業療法学専攻4年生を対象に, 目標・理想
の作業療法士に関する自由記述式質問紙による調
査を行い質的分析を行った. 目標・理想とする作
業療法士として, 【技能】の＜コミュニケーショ
ンスキル＞と【総合的判断力】の＜論理＞に着眼
していることが明らかとなった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり助言した.
共著者：山崎竜弥，大浦智子

共著

愛知作業療法22:55-58,
2014.

作業療法33(2): 181-
190, 2014.

学生が取り組むOSCEの症例課題実施場面を撮影
し, 終了後のビデオ・フィードバックと学習のふ
り返り機会を提供した. 臨床実習後の質問紙調査
（37名）では，OSCEの復習をした者が8割以上
で，その内容はビデオ・フィードバックを参考に
していた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，藤田高史，古澤麻
衣，木村大介，冨山直輝，林浩之，飯塚照史，坂
井一也，今井あい子

International Journal
of GERONTOLOGY 8(1):
12-17, 2014.

要介護高齢者入所施設の職員が考える高齢者のケ
ア目標とその関連要因を明らかにするために, 7
施設30人の職員を対象に半構造化面接を実施し,
その内容を質的に分析した結果, 4カテゴリが抽
出された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Takada A, Nakayama T

4 訪問リハビリテー
   ション利用者の主
   介護者における主
   観的介護負担感と
   その関連要因の検
   討（査読付）

5 （短報）臨床実習後
    の作業療法学生が目
    標・理想とする作業
    療法士
   （査読付）

6 （実践報告）客観的
   臨床能力試験
  （OSCE）場面のビデ
   オ・フィードバッ
   クによる臨床実習
   前教育の取り組み
  （査読付）

共著

共著



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成26年7月

平成26年12月

平成26年12月

平成27年1月10 Testing validity
   and
   reliability of a
   newly developed
   instrument to
   assess
   the subjective
   needs
   of
   institutionalized
   elderly（入所高齢者
   の主観的ニーズを
   評価するために新
   たに開発したツー
   ルの妥当性と
   信頼性の検証）
  （査読付）

Clinical Gerontologist
38(1): 88-102, 2015

入所高齢者のニーズを評価するための質問紙（4
領域25項目）を開発し, 妥当性と信頼性を検証し
た. 再検査法による信頼性は, ニーズの領域・項
目によって高低が認められた. 確認的因子分析の
結果, モデル適合度は許容範囲内と判断された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Ishizaki T, Higashi T,
Nakayama T

J Phys Ther Sci
26(12): 1971-1974,
2014

作業療法教育研究14(1):
16-22, 2014

評価主体の臨床実習（実習）開始約1カ月前に,
検査・測定，症例課題からなる客観的臨床能力試
験（OSCE）を実施し, 実習後に質問紙調査を実施
した. 対象学生33名中32名がOSCEの事前準備をし
たと自己評価していたが, 実習前には知識や評価
のみならず, 相手に合わせる応用技術を視野に入
れた準備が必要だと学生は感じていた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，藤田高史

作業療法33(6): 517-
525, 2014

在宅要介護高齢者128名を対象に, Modified
Barthel Indexに基づくセルフケア遂行評価日本
語版の因子的妥当性と内的整合性を検証した. 確
認的因子分析の結果, モデル適合度は許容範囲内
と判断された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Higashi T, Ishizaki T,
Nakayama T

共著

共著

訪問リハビリテーション利用者の訪問リハ利用の
きっかけと日々の生活目標を知るために, 質問紙
調査によって34 名の訪問リハ利用者の自由記述
回答を質的に分析した. 利用のきっかけは7 個の
二次テーマ, 生活目標は 8 個の二次テーマが抽
出された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子, 津山努

7 学生における客観的
  臨床能力試験（OSCE）
  前後の学習と臨床実
  習後の自己評価：量
  的・質的分析による
  検討
 （査読付）

8 訪問リハビリテー
  ション利用者のサ
  ービス利用のきっ
  かけと生活目標
 （査読付）

共著

9 Assessment of the
   validity and
   internal
   consistency
   of a performance
   evaluation tool
   based on the
   modified Barthel
   Index Japanese
   nversion for
   elderly
   people living at
   home（在宅高齢者
  におけるBarthel
  Index改変日本語版
  に基づく遂行評価
  ツールの妥当性と
  内的整合性）
 （査読付）

共著



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年3月

共著 平成27年6月

平成27年6月

平成27年7月14 健康サロンに参加す
   る高齢女性における
   認知機能低下の有無
   と健康情報ニーズと
   の関連
  （査読付）

11 初期認知症および軽
   度認知機能障害
  （MCI）における軽微
   な認知機能の変化を
   捉え得る神経心理学
   検査の検討
  （査読付）

13 Differences between
   home-visit
   rehabilitation
   users and
 　providers in their
　 understanding of
   the content and
   subjective
   effects of
   rehabilitation
   practices（リハビ
  リテーション内容の
  理解と主観的効果に
  関する訪問リハビリ
  テーション利用者と
  提供者間の違い）
 （査読付）

12 学生が地域で運営す
   る健康サロンにおけ
   る学習と気づき
  （査読付）

訪問リハビリテーション利用者と提供者34組を対
象に, 主観的効果と実施プログラムの認識の相違
を明らかにした. 利用者は, 提供者が考えている
よりも症状や床上動作の改善に向けたプログラム
を実施していると認識していた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

作業療法 34: 325-334,
2015.

学生が地域高齢者を対象に健康サロンを運営する
ことによって得られた学生自身の気づきを明らか
にするために, 運営開始11か月後に質問紙調査を
行った. 学びの場としての肯定的意見に対し, 実
務面での反省が挙げられていた.

本人担当部分：研究計画を立案し，共著者ととも
に実施，論文執筆にあたり助言をした.
共著者：古澤麻衣, 竹田徳則, 大浦智子

J Phys Ther Sci 27:
1705-1708, 2015.

介護予防における一次予防事業として行われてい
るサロン参加女性を対象に, 軽度認知機能低下の
有無と健康情報ニーズとの関連を明らかにするた
めの調査（自記式認知機能検査，健康情報ニーズ
等）と体力測定を実施した. 軽度認知機能低下の
有無による健康情報ニーズの違いは認められな
かった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 木村大介, 冨山直
輝, 古澤麻衣, 天野圭二

作業療法ジャーナル
49(8), 861-867

共著

動作性 IQ や日常生活場面での記憶障害が，MCI
や初期認知症の変化を把握できるかを確認するこ
とを目的に, 神経内科受診者のうち 1 年後の再
評価が実施できた 9 名のMini-Mental State
Examination（MMSE）, コース立方体組み合わせ
テスト, リバーミード行動記憶検査（RBMT）の初
期評価と 2 回目評価結果を比較した. 結果,
RBMT が軽微な認知機能の変化を検出可能であっ
た.

本人担当部分：研究計画の立案と実施を行い，論
文執筆に際して助言した.
共著者：木村大介，廣瀬秀一，大浦智子，中西康
裕，大槻輝子

日本認知症予防学会誌
48(1): 22-24, 2015

共著



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年8月

平成27年12月

平成28年1月

共著 平成28年2月

15 地域開催型ラジオ体
   操が高齢者の身体・
   心理社会面にもたら
   す効果
  （査読付）

16 Differences in
   understanding and
   subjective effects
   of home-visit
   rehabilitation
   between user
   families
   and rehabilitation
   providers（利用者家
   族と提供者間におけ
   る訪問リハビリテー
   ション内容の理解と
   主観的効果の違い）
  （査読付）

18 Evaluation of
   facilitative
   factors for
   preventing
   cognitive decline:
   A 3-year cohort
   study of community
   intervention
  （認知機能低下予防促
   進因子の評価：3年間
   の地域介入コホート
   研究）
  （査読付）

共著 介護老人保健施設に入所する高齢者のニーズと介
護職員によるニーズの把握の程度を明らかにする
ために, 高齢者と介護職員115組にインタビュー
と質問紙を用いた調査を行った. 基本的日常生活
と情緒的なニーズに比べ, 手段的日常生活と生活
環境に関するニーズのほうが, 職員による把握割
合が低い傾向にあった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Ishizaki T, Higashi T,
Nakayama T

J. Phys. Ther. Sci.
27: 3837–3841, 2015

BMC Res Notes 9:52,
2016.
DOI:10.1186/s13104-
016-1851-7

PSYCHOGERIATRICS
17(1):9-16, 2017.
DOI:
10.1111/psyg.12182

武豊プロジェクトの参加高齢者100名を3年間追跡
し, 認知機能を保つ要因を明らかにした. レ
ジャー活動や社会的つながりの強化が, 認知機能
の維持に正の効果を及ぼしていることが明らかと
なった.

本人担当部分：研究結果に対する解釈および論文
執筆に際して助言をした.
共著者：Kimura D, Takeda T, Ohura T, Imai A

高齢者の身体・心理社会面にもたらす地域開催型
ラジオ体操の効果を明らかにするために, 3か月
間の介入を行った. ラジオ体操群では下肢筋力や
バランスに有意な向上を認め, 体調の主観的変化
を認知していた.

本人担当部分：研究結果の解釈，統計解析および
論文の執筆にあたり助言した.
共著者：今井あい子, 加藤芳司, 竹田徳則, 大浦
智子, 北林由紀子, 山本和恵, 真田樹義

作業療法 34(4), 393-
402, 2015.

訪問リハビリテーション利用者家族と提供者50組
を対象に, 主観的効果と実施プログラムの認識の
相違を明らかにした. 利用者家族は, 提供者が考
えているよりも症状や床上動作の改善に向けたプ
ログラムやマッサージを実施していると認識して
おり, 痛みや症状の改善を自覚していた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

共著

17 Gaps between the
   subjective needs
   of older facility
   residents and how
   care workers
   understand them: a
   pairwise cross-
   sectional study
 （入所高齢者の主観的
   ニーズと介護職員が
   把握している程度と
   の隔たり：ペアワイ
   ズ横断研究）
  （査読付）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年3月

単著 平成29年1月

平成29年3月

共著 平成29年7月

平成29年8月

20 Studies of setting
   care goals and
   understanding
   subjective needs in
   aged care facilities:
　 care providers' and
   residents' view
   （高齢者施設におけるケ
   ア目標の設定とニーズ把
   握の研究：ケア提供者と
   入所者本人の視点）
   (博士論文）

22 認知症高齢者のQOL
   向上に向けたADL 支
   援プロトコル構築の
   ための在宅の基礎的
   調査
  （査読付）

21 作業療法士による訪
   問リハビリテーショ
   ンの目標とプログラ
   ム：訪問リハビリテー
   ション実施計画書の
   記載内容
  （査読付）

19 Correlation of the
   Hand 20 with the
   International
   Classification of
   Functioning,
   Disability, and
   Health and
   comparison of the
   results with those
   of the Disability
   of the Arm,
   Shoulder and Hand
　 （国際生活機能分類と
 　Hand20との関係とDASH
   スケールとの比較）
  （査読付）

23 Validity and
   reliability of a
   performance
   evaluation tool
   based on the
   modified Barthel
   Index for stroke
   patients（Barthel
   Index改変版として
   の遂行評価尺度の
   脳卒中患者におけ
   る妥当性と信頼性）
  （査読付）

作業療法士による訪問リハビリテーションの目標
とプログラムの実態を明らかにするために, 初回
実施計画書の記載内容を計量的に分析し, 社会参
加を見据えた活動・参加の目標のもと, 活動・参
加と心身機能・身体構造のプログラムが多く行わ
れていることが明らかとなった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり指導した（責任著者）.
共著者：山内春香, 佐竹美保, 津山努, 大浦智子

作業療法ジャーナル 51:
261-265, 2017

日本認知症ケア学会誌
16: 461-469, 2017

認知症高齢者の主観的生活の質（QOL）の維持向
上に向けた日常生活動作（ADL)支援プロトコルの
構築を目指し、在宅認知症高齢者の総合的なADL
の実態, 主観的QOLと総合的なADL等の因子との関
連を調査した.総合的ADLの障害が主観的QOLと関
連があり, 手段的ADLが基本的ADLに比べて自立度
が低い傾向にあることが示された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり助言した.
共著者：中西康祐，大浦智子，池谷政直

1) 施設職員による入所高齢者へのケア目標の設
定とケア目標に関連する要因，2) 入所高齢者の
生活上の主観的ニーズの評価法，3) 入所高齢者
の生活上の主観的ニーズと介護職員の把握状況，
を明らかにした.

A4判　全38頁（既出の学術論文9・16・23で構
成）

脳卒中患者におけるModified BI（MBI）に基づく
日本語版（performance evaluation tool of
MBI: PET-MBI）の妥当性と信頼性検証を行った.
PET-MBIは, BIとの基準関連妥当性と評価者間信
頼性・評価者内信頼性が高いと判断した.

本人担当部分：共著者とともに研究計画を立案・
実施し，論文を執筆した.
共著者：Ohura T, Hase K, Nakajima Y,
Nakayama T

BMC Medical Research
Methodology (2017)
17:131
DOI 10.1186/s12874-
017-0409-2

共著

共著

Asian J Occup Ther 11:
27-33, 2016

本邦の手外科領域で多用されている患者立脚型評
価Hand20の各項目について, ICF項目との関連か
らDASHとの比較を試みた結果, Hand20は心身機能
から5項目, 活動と参加から23項目, 個人因子か
ら2項目がICF項目と関連づけられた. また,
Hand20は, DASHより手に特化した身体部位特異的
尺度であると捉えられた.

本人担当部分：研究計画の立案に対する助言，研
究の実施をともに行い，論文執筆に際して助言を
した.
共著者：Iitsuka T, Ohura T, Fujita T.

京都大学



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年10月

共著 平成29年11月25 テキストマイニング
   手法を用いた訪問リ
   ハビリテーションプ
   ログラムの分析
  （査読付）

24 臨床実習後作業療法
   学生におけるハンド
   セラピィに対する認
   識
  （査読付）

訪問リハビリテーションの初回プログラム内容
と，3ヶ月以内の目標達成終了者の特徴を明らか
にするために, テキストマイニング手法を用いて
分析し，脳血管疾患と骨関節疾患のプログラムの
割合を計量した. 初回のプログラムは心身機能に
焦点をあてた機能訓練が多かった.

本人担当部分：研究計画を立案し，共著者ととも
に実施，論文執筆にあたり助言をした.
共著者：古澤麻衣，大浦智子 ，藤井啓介，津山
努

地域リハビリテーション
12: 968-975, 2017

日本ハンドセラピィ学会
誌 10: 43-48, 2017

養成校作業療法学生の臨床実習後におけるハンド
セラピィに対する認識を検討するために，学生の
提出レポートをテキストマイニング手法により分
析した. 主題分析を用いた質的検討を踏まえる
と，学生はハンドセラピィを作業療法の一分野と
して認知はしているものの，生活や作業とは対極
しており，作業療法士とは一線を画すとの認識で
あることが示唆された．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり助言した.
共著者：飯塚照史, 大浦智子

J. Phys. Ther. Sci.
30: 866–873, 2018

平成30年6月共著27 Occupation-based
   differences in
   shared perceptions
   of older resident
   needs within
   multidisciplinary
   care teams: a
   cross-sectional
   study of care
   workers, nurses,
   and therapists
   linked to older
   residents（入所高齢
  者の視点共有に関する
  多職種ケアチーム内に
  おける職種間の違い：
  入所高齢者とリンクさ
  れた介護・看護・リハ
  ビリテーション職を対
  象とした横断研究）
  （査読付）

26 中年世代の各ライフ
   ステージにおける趣
   味と思い出の傾向
   （査読付）

共著 平成30年5月 日本臨床作業療法研究
5: 14-19, 2018

中年世代のライフステージの趣味と，その時の思
い出の傾向を明らかにするために，自由回答式質
問紙調査を実施した．趣味の思い出は人との思い
出が最も多く，作業療法場面で趣味を活用する際
には，活動としての趣味だけでなく，その趣味に
含まれる意味や思い出を理解する必要性が示唆さ
れた．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案し，
論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：榊原唯，水野里咲，村松真侑子，阿部優
奈，大浦　智子

介護老人保健施設で働く介護・看護・リハビリ
テーション職による入所高齢者のニーズ把握の程
度とその共有実態を明らかにするために, 高齢者
と介護・看護・リハビリテーション職88組への調
査結果を分析した. 職員らは手段的日常生活と生
活環境に関するニーズを過小評価する傾向があ
り、職種によってニーズの把握領域が異なってい
た.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Higashi T, Ishizaki T,
Nakayama T
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平成31年5月28 関節リウマチ患者と医学
生の合同グループワークで得
られた患者と医学生の声　今
後の医学教育に必要なこと
（査読付）

共著

31 介護老人保健施設に入所
する高齢者の生活満足の関連
要因: ケア提供者の職種と
ニーズ把握を加味した検討
（査読付）

29 病院と訪問における作業
療法士の役割と必要なスキル
-学生の視点による質的研究
（査読付）

共著 令和元年8月 作業療法ジャーナル
53(9): 1014-1018, 2019

作業療法専攻で学ぶ大学生の視点で，作業療法士
に対して病院と訪問における作業療法士の役割と
必要なスキルをインタビューし，分析した．【目
標の共有】と【医療・介護保険の知識】は，訪問
リハに関する語りのみで抽出され，訪問リハで意
識されていることが明らかとなった．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案し，
論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：水野里咲, 榊原唯, 阿部優奈, 村松真侑
子, 大浦智子

関節リウマチ患者と医学生の合同グループワーク
の取り組みを紹介し，合同グループワーク後の感
想と，双方が考えている医学教育に必要なことを
問うた．双方とも，グループワークの取り組みを
肯定的にとらえていたのに加え，医学生は患者さ
んの生活を知ることの重要性を感じていた．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した．
共著者：大浦智子, 小嶋雅代, 荘子万能, 西明
博, 橋本里穂, 石橋茉実, 山中寿, 中山健夫

日本ヘルスコミュニケー
ション学会雑誌   10(1)
: 31-35, 2019

介護老人保健施設の入所高齢者の生活満足に入所
高齢者を対象に，4領域25項目のニーズ項目と生
活満足等で構成する質問紙を用いた面接調査を
行った．さらに，高齢者1人につき介護職員・看
護職員・リハビリテーション職員（リハビリ職
員）をマッチさせ，高齢者と同様のニーズ項目と
ケア提供への満足度等で構成する質問紙調査を実
施した．高齢者の生活満足を従属変数，高齢者の
特性（性，年齢，認知機能など），職員の特性
（カンファレンスの参加，ケア提供），職員によ
る高齢者のニーズ把握数を説明変数し，有意水準
を0.10未満として変数増加法を用いたロジス
ティック回帰分析にてオッズ比を算出した．入所
高齢者は，性や年齢にかかわらず約8割が生活に
満足していた．高齢者の生活満足をアウトカムと
したロジスティック回帰分析の結果，オッズ比
は，介護職員がケア提供に満足している場合がし
ていない場合に比べて9.46（95%信頼区間
[confidence interval: CI]1.04-86.02）だっ
た．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子，中山健夫

作業療法士に対する質問紙調査にて，OTを提供す
るうえで【目標共有】，【ニーズ】，【アプロー
チ】等に配慮し，「意味のある作業」に焦点を当
てることがOTを行う上で有用だと考えていること
がわかった．作業に焦点を当てた実践を知ってい
ると回答したOTRは限られていたが，知らないと
回答したOTRの約9割が知りたいとの回答を得た．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案し，
論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：林映見, 林原千夏, 野呂奈々穂, 加藤正
崇, 石黒佳世, 大浦智子

共著 令和2年3月 医療福祉情報行動科学研
究7: 63-72, 2020

令和元年8月 日本臨床作業療法研究
6(1): 38-5, 2019

30 （学生論文）「作業に焦
点を当てた実践」の現状と障
壁（査読付）

共著
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筋ジストロフィー患者の車いすシーティングに関
わる療法士を対象に、シーティングの実施状況に
ついて質問紙調査を実施した.

本人担当部分：共著者とともに研究計画の立案・
実施した
共著者：Fujita H, Tsukada A, Ohura T

健康意識・態度と健康に関する行動変容(健康増
進・疾病予防に関わる行動の変容)に係る地域に
おける一般生活者に対する介入の実態把握と，そ
の方略や手段など工夫(以下，工夫)の抽出を目的
に，産学連携体制にて国内文献のレビューを行っ
た．文献検索には医学中央雑誌を用い，41編の論
文を採択した．研究デザインは一群前後比較の研
究が多く(15編)，アウトカムは意識・態度変容の
みが8編，健康に関する行動変容(健康増進・疾病
予防に関わる行動の変容)を扱った研究が33編
だった．また介入対象者を健康関心層に設定した
研究が相対的に多かった(28編)．分析から，意
識・態度と健康に関する行動変容(健康増進・疾
病予防に関わる行動の変容)に係る工夫を77個抽
出し，8のカテゴリに整理した．今後は無関心層
や低関心層を対象とした研究の強化，5W1Hを起点
とした実効性の高い介入施策のデザインと検証，
有用なノウハウやアセットを持つ民間セクターと
の積極的な連携が期待される．

本人担当部分：文献検索および文献レビューを
行った.
共著者：佐藤克彦, 戒田信賢, 大浦智子, 太田は
るか, 中山寛子, 森岡美帆, 甲斐千晴, 小柳仁,
中山健夫

日本の在留外国人ならびに外国系日本人高齢者
（以下，外国系高齢者）の介護について概観する
ために，医学中央雑誌Web（Ver.5）による検索を
行った結果，205件の論文が抽出され，第一次・
第二次抽出手続きを経て，本テーマに該当すると
判断された論文は2件のみであった．この2件は主
に現在の75歳以上に多いとされる特別永住者であ
る在日韓国・朝鮮人，および中国帰国者と配偶者
を対象とした報告であった．今後の介護リスクを
有する外国系高齢者の介護を考えるうえで，特別
永住者はもとより，他国からの永住者の増加を見
据え，文化的背景や言語の多様化を考慮した課題
を明らかにし，対応を検討する必要がある．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子, 鷲尾昌一, 石崎達郎, 大坪徹
也, 安西将也, 甲斐一郎, 植木章三, 矢庭さゆ
り, 藤原佳典, 奥村二郎

心停止現場に居合わせた市民（バイスタンダー）
による心肺蘇生（CPR）の実施に影響する要因を
明らかにするために，ミクストメソッドの第１段
として、心停止現場に遭遇した方を対象に半構造
化面接を通じた質的研究を実施した．14名を対象
に16件の院外心停止事例が得られ，バイスタン
ダーCPRに関連する5つのカテゴリ“助けたいとい
う思い”，“CPR実施を促進する要素”，”CPR実
施を障害する要素”，“知識と経験”，“心停止
現場の状況と環境”と，19の概念が生成された．
バイスタンダーは心停止現場に遭遇した際に命を
助けたいと感じるが，CPRを実施するかしないか
という葛藤を繰り返し経験するプロセスが示唆さ
れた．

本人担当部分：筆頭筆者とともに質的分析を担っ
た.
共著者：Shimamoto T, Nishiyama C, Ohura T,
Kawamura T, Iwami T

令和2年10月 日本ヘルスコミュニケー
ション学会雑誌11(2) 43
–60, 2020

令和2年7月 日本公衆衛生雑誌
67(7): 435-441, 2020

令和2年9月 International Journal
of First Aid Education
3(2) 10 – 21, 2020

35 Surveying Therapists on
Seating Approaches for
 Patients with Muscular
 Dystrophy in Japan（査読
付）（日本における筋ジス
トロフィー患者のシーティ
ングアプローチに関する療
法士への調査）（査読付）

共著

共著

34 総説：日本国内の生活者
を対象とした健康増進・疾病
予防に関わる介入の実態―医
中誌webを用いたシステマ
ティックレビュー― （査読
付）

共著

32 特別論文：特別永住者や
外国系日本人における日本の
高齢者介護サービスへのアク
セスの現状と課題：公衆衛生
モニタリング・レポート委員
会報告（査読付）

共著

33 Psychological Conflicts
in Bystander
Cardiopulmonary
Resuscitation for Out-of-
Hospital Cardiac Arrest
（査読付）（院外心停止に
おけるバイスタンダーの心
肺蘇生における心理的葛
藤）

令和3年5月 Healthcare  9(6): 631,
2021.
DOI:10.3390/healthcare
9060631
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介護職員の離職に関わるよういんについて明らか
にするために，本邦にて発行された文献をレ
ビューし，概観した．
単著

39 Evaluation of Clinical
   Practice Guidelines
   for Rare Diseases in
   Japan（日本における希
   少疾患の診療ガイドライ
   ンの評価）（査読付）

共著 2022年10月 JMA Journal 5(4): 460-
470, 2022.

希少患者を対象とした診療ガイドラインをレ
ビューし，ガイドラインの実態を明らかにした．

本人担当分：共著者と共にレビューおよび研究を
実施した.
共著者：Uchida T, Takahashi Y, Yamashita H,
Nakaoku Y, Ohura T, Okura T, Masuzawa Y,
Hosaka M, Kobayashi H, Sengoku T, Nakayama T

高齢者の市中肺炎の危険因子とインフルエンザワ
クチン・肺炎球菌ワクチン接種について，検討し
た.

本人担当部分：共著者と共に実施した.
共著者：鷲尾昌一，石崎達郎，植木章三，藤原佳
典，大浦智子，安西将也，甲斐一郎，奥村二郎，
大坪徹也，矢庭さゆり，島本太香子，渡辺修一郎

41 高次脳機能障害者への
   実車評価の実施状況と
   受け入れに関する意向
   −指定自動車教習所の代
   表者と指導員への質問
   紙調査−（査読付）

共著 印刷中 作業療法ジャーナル（印
刷中）

訪問リハビリテーションまたは通所リハビリテー
ションに関する実習（以下、地域実習）において
新型コロナウイルスの感染拡大により，令和2年
度・3年度の学内での地域実習は2年次後期配当科
目で2週間実施した．実習は①予習，②学内実
習，③復習で構成され, 履修学生に対する実習終
了後アンケート調査は両年度ともに約95％の回答
率で類似した回答傾向，地域実習で扱ったテーマ
については約90%の学生が理解できたと回答，訪
問・通所事業所のライブ中継は100%に近い割合で
高い評価であった一方，3年次以降の臨床実習に
対して最大約40%の学生が「不安」と回答した．

本人担当部分：共著者とともに実習および研究を
実施した．
共著者：滝本幸治，池田耕二，吉川義之，坪内善
仁，笹野弘美，前田吉樹，中島大貴，辻下聡馬，
大浦智子，山形力生

病院・訪問で働く療法士を対象にリハビリテー
ション実践におけるチェックリストの因子的妥当
性と内的整合性を検証した．分析対象は385人
で，4因子20項目のモデル適合度はRMSEA0.083,
GFI0.843,AGFI0.799で、因子間の相関は0.67-
0.95，各因子からの因子負荷量は20項目すべてで
0.41以上だった． Cronbach’s α係数は0.896,
0.890, 0.935, 0.925だった．
本人担当部分：研究計画の立案・実施を主で行っ
た．
共著者：Ohura T, Tsuyama T, Furusawa M,
Iitsuka T

高次脳機能障害者の自動車運転について，実車評
価の実態と恵瓊れに関する意向について明らかに
した.

本人担当部分：主として質的分析を担当し，考察
した.
共著者：今井あい子, 石川稜馬, 飯塚照史, 大浦
智子

地域ケアリング 24(6)
64-66 2022.

36 Factorial validity and
internal consistency of a
practitioners’ checklist
 for therapists in
rehabilitation（査読付）
（リハビリテーションにお
ける療法士のための実践者
用チェックリストの因子的
妥当性と内的整合性）（査読
付）

共著

38 介護職員の専門職意識と
   離職予防:先行研究から
   の考察

単著 2022年6月

40 高齢者の市中肺炎（院外
   肺炎）の危険因子とイン
   フルエンザワクチン・
   肺炎球菌ワクチン接種：
   公衆衛生モニタリング・
   レポート委員会報告
  （査読付）

共著 印刷中 日本公衆衛生雑誌（印刷
中）.

37 コロナ禍における地域理
学療法・作業療法実習の取り
組みと課題―学内実習の概要
と学生アンケート調査による
考察―（査読付）

共著 令和4年3月 医療福祉情報行動科学研
究　Vol.9 : 31-
38,2022.

令和3年11月 JBI Evidence
Implementation 19:387–
393, 2021.



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「ガイドライン」

共著 平成26年3月

「総説・解説等」

単著 平成27年2月

平成27年5月

平成28年3月

単著 平成29年1月

「報告書等」

共著 平成26年2月

3 （特集）訪問リハビ
  リテーション・チェ
  ックリストの開発：
  具体的な目標設定と
  明確な課題解決のプ
  ロセス

地域リハビリテーション
12: 34-39, 2017

4 養成校における訪問
   リハビリテーション
   の教育の現状と課題

平成25年度東海市健康増
進計画等の評価及び策定
支援委託事業（星城大
学）

科学的根拠に基づく褥瘡予防・管理ガイドライン
の改訂版を作成した.

本人担当部分：委員会による作成のため抽出不可
能　（ガイドラインについての説明と位置づけに
ついて概説し，褥瘡予防・管理ガイドライン第3
版作成にあたり，各分野の推奨度の根拠となる文
献の研究デザインおよびエビデンスレベルを判断
し，ガイドラインにおける推奨度決定を支援し
た.）
共著者：The Japanese Society of Pressure
Ulcers Guideline Revision Committee（Tsuboi
R, Tanaka M, Kadono T, Nagai Y, Furuta
K,Noda Y, Sekine Y, Kaitani T, Kataoka H,
Nakagawa H, Iwamoto T, Kurita M, Kinoshita
M, Kurashige Y, Nakagami G, Kakizaki S,
Hidaka M, Hirose H, Sugimoto M, Miyajima M,
Noguchi M, Okuwa M, Ishizawa M, Kinoshita Y,
Sobue M, Murooka Y, Matsui Y, Ohura T, Konya
C, Ichioka S, Sugama J, Tanaka H, Adachi K,
Nakayama T, Miyachi Y）

共著

共著

作業療法領域における「患者中心のアプローチ
（Patient-centered approach: PCA）」, 「根拠
に基づく実践（Evidence-based Practice:
EBP）」, 「意思決定の共有（Shared-decision
making: SDM）」と「説明と同意Informed
Consent（IC）」を紹介した.

1 市民の健康に関する意識
　調査報告書

明確な目標設定に基づく効果的な訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）の提供を可能とするため
のアセスメントシートとチェックリストを開発し
た. チェックリストは4領域20項目で構成された.

本人担当部分：共著者の助言を得て研究計画を立
案・実施し，論文を執筆した.
共著者：大浦智子，津山努，古澤麻衣

メタアナリシスとシステマティックレビューの報
告のガイダンスであるPRISMA（Preferred
Reporting Items for Systematic reviews and
Meta-Analyses）の概要を紹介し，今後の展望を
まとめた.

本人担当部分：共著者の助言を得て，論文を執筆
した.
共著者：大浦智子，中山健夫

養成校における訪問リハビリテーションの教育の
現状と課題について, 報告した. 養成教育におけ
る地域関連科目と単位数，全体のなかでの訪問リ
ハビリテーションについて説明できる時間的制約
について概説する一方，近年の実習における訪問
リハビリテーション見学場面の増加などについて
示した.

OTジャーナル 49: 90-
91, 2015

Jpn Pharmacol Ther (薬
理と治療) 43 suppl. 1:
s44-s50, 2015.

1 （提言）患者中心の
  アプローチ（Patient-
  centered approach）
  と根拠に基づく実践
  （Evidence-based
  Practice）：より良
  い作業療法実践にむ
  けて

2 EQUATOR Networkから
  得られる，質の高い
  研究報告のための国
  際ルール④ PRISMA:
  システマティック・
  レビュー報告のため
  のツール

訪問リハビリテーション
協会機関紙43: 29-
34.2016

1 JSPU Guidelines for
　the Prevention and
　Management of
　Pressure Ulcers (3rd
　Ed.)
（褥瘡予防・管理ガイド
　ライン（第3版））

Jpn J PU 16(1): 12-90,
2014.

東海市健康増進計画等の評価及び策定にむけた調
査を集計し報告した.
A4判　全158頁

本人担当部分：データ集計・結果の解釈および報
告書を主となって作成し，とりまとめた.
共著者：江西一成, 竹田徳則, 大浦智子



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成26年3月

共著 平成27年1月

平成27年3月

2 地域居住高齢者の健
   康増進・介護予防プ
   ログラムとしてのシ
   リアスゲームの活用

平成26年度東海市委託事
業(星城大学)

平成26年3月

4 介護予防サロン運営
  展開方法調査報告書

共著

3 介護予防のための心理社
　会面に着目した包括的地
　域介入に関する研究

共著 平成25年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

5 地域居住高齢者の健
   康増進・介護予防プ
   ログラムとしてのシ
   リアスゲームの活用

平成25年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

共著 平成26年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

地域における介護予防のための健康サロンに参加
する高齢者の健康情報ニーズの収集方法などにつ
いて調査し，シリアスゲームを活用した健康教育
活動について検討した（2年目）.
A4版　全33頁
代表：大浦智子

本人担当部分：「地域居住高齢者の健康増進・介
護予防プログラムとしてのシリアスゲームの活
用」pp23-26を共著（筆頭）.
公民館サロン参加高齢者に対する健康増進・介護
予防プログラムとして実施した健康川柳の募集，
健康川柳を活用したカルタの作成とカルタの活用
について報告した．
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 天野圭二, 冨山直
輝, 木村大介

心理社会面と健康に着目し「憩いのサロン」を活
用した介護予防のための地域介入によってもたら
される効果と課題について長期追跡によって検証
した（2年目）.
A4判　全44頁
代表：竹田徳則

本人担当部分：「介護予防のための心理社会面に
着目した包括的地域介入に関する研究」pp.34-36
を共著
　介護予防の一次予防事業「憩いのサロン」拠点
数の増加に伴う延べ参加者の増加，一時予防事業
として展開される中での二次予防事業該当者のカ
バー，サロン参加と回数が多いほど要介護認定発
生が有意に低いことを報告した. （研究の実施お
よび論文執筆にあたり助言した.）
共著者：竹田徳則，木村大介，大浦智子，今井あ
い子

地域における介護予防のための健康サロンに参加
する高齢者の健康情報ニーズの収集方法などにつ
いて調査し，シリアスゲームを活用した健康教育
活動について検討した.
A4判　全44頁
代表：大浦智子

本人担当部分：「地域居住高齢者の健康増進・介
護予防プログラムとしてのシリアスゲームの活
用」pp31-33を共著（筆頭）.
公民館サロン参加高齢者の健康関連ニーズ及び入
手源について調査し，報告した．
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 天野圭二, 冨山直
輝, 木村大介

東海市のサロン運営ボランティアへのヒアリング
と質問紙調査の実施・集計と, これに基づく提案
を報告した.
A4判　全21頁

本人担当部分：共著者とともに質問紙を作成し，
調査の実施・集計と報告書の作成を主に担った.
共著者：安倍基幸, 竹田徳則, 江西一成, 大浦智
子



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成27年10月

平成28年3月

共著 平成28年8月

共著 平成28年10月9 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成27年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

7 小規模私立大学で運用
　可能な調査システムを
　活用した、大学生の精
　神健康実態調査

公益財団法人在宅医療助
成勇美記念財団2015年度
「在宅医療研究への助
成」一般公募研究（前
期）完了報告書

8 認知症高齢者主観
  的QOL向上をめざす
  ADLプログラム開発
  に向けた在宅生活
  の実態調査

日本公衆衛生学会

共著

6 公衆衛生モニタリ
   ング・レポート委
   員会平成26年度公
   衆衛生モニタリン
   グ・レポート年次
   報告書

平成27年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全64頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.13-17を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳典，矢庭さゆ
り，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

認知症高齢者の日常生活活動プログラム構築のた
めに, 在宅で暮らす認知症高齢者の日常生活活
動, 主観的QOLなどを調査した. 日常生活活動の
障害が, 認知症高齢者の主観的QOLを低下させる
要因であることが示唆された.（研究の実施，お
よび報告書作成にあたり助言した.）
A4判　全13頁（PDF公開）
代表：中西康祐

本人担当部分：代表者とともに研究計画を立案
し，分析・報告にあたり助言をした．
共著者：中西康祐, 大浦智子, 増田秀一

共著 日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある12グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全59頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.14-18を共著
（このうち，高齢者グループ個別課題②「高齢者
の地域におけるリハビリテーションについて」
pp.15-17担当執筆）
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳典，矢庭さゆ
り，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

A4判　全33頁
学年および学部別の精神健康の特徴，および進級
に伴う精神健康の推移を明らかにするために，学
生の精神健康について実態を調査した.
代表：羽山 順子
本人担当部分：「小規模私立大学で運用可能な調
査システムを活用した、大学生の精神健康実態調
査」pp25-29を共著.
学生の精神的健康とアルバイトとの関連，半年後
の精神健康を予測する要因について報告した．
共著者：羽山 順子，安部 基幸，赤岡 美津子，
大浦智子

日本公衆衛生学会
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共著 平成29年10月

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全83頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた2
つの個別課題pp.16-20を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，島本太香子，藤原佳典，矢庭さゆり，鷲尾
昌一，渡辺修一郎）

11 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成29/30年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

共著 平成30年10月

10 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成28年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

平成30年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

12 回復期リハビリテー
 　ション病棟における
　退院前指導に関する実
　態：レセプトデータに
　よる医科情報を用いた
　リハビリテーション研
　究の可能性

日本公衆衛生学会

日本公衆衛生学会

13 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   2018/2019年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

令和元年10月共著 日本公衆衛生学会

平成31年3月共著

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全72頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.18-23を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳典，矢庭さゆ
り，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

A4判　全83頁
回復期リハビリテーションを担う「回復期リハビ
リテーション病棟」における「入院時訪問指導加
算」算定の実態を明らかにすることを目的に，日
本医療データセンター（JMDC）のレセプトデータ
を用いて分析した.
代表：大浦智子
本人担当部分：「H003-2 リハビリテーション総
合計画評価料 」算定件数は増加傾向にあるこ
と，「入院時訪問指導加算」の算定割合は新規に
回復期リハビリテーション病棟に入院した数に対
して限定的で，月単位における増減があるもの
の、やや増加していることを明らかにし, pp.14-
16を共著．
共著者：大浦智子，飯塚照史

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全83頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた1
つの個別課題pp.13-20を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，島本太香子，藤原佳典，矢庭さゆり，鷲尾
昌一，渡辺修一郎）
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「国際学会」

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

「国内学会」

－ 平成25年6月1 訪問リハビリテーシ
   ョン利用者・家族の
   生活目標：自由記述
   回答の質的分析

第2回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（松本）

5箇所の訪問リハ事業所の利用者155名とその家族
を対象に生活目標に関する質問紙調査を実施し
た. 生活目標は, 利用者では8個の二次カテゴリ
に, 家族では17個の二次カテゴリに集約された.
利用者と家族の生活目標は, 歩行や外出等の移動
が共通し, 利用者では[自分らしい生活], 家族で
は[その人らしい活動]が挙げられていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，津山努

利用者と提供者間における訪問リハ内容・主観的
効果に対する認識の相違を明らかにするための質
問紙調査を行った. 利用者が提供者よりも実施し
たと認識する内容は, 筋力や体力・麻痺・床上動
作・身のまわり動作・屋内移動・呼吸の改善の6
項目, 利用者の主観的効果(維持・向上)は転倒の
危険・家族関係が最も高かった.

本人担当部分：研究の計画立案・実施と結果を集
計し，報告した.
共同発表者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

2 Evaluation of the
  Facilitative Factors
  for the Prevention
  of Cognitive Decline
  in a Preventive
  Intervention for
  Dementia（認知症予防
  介入における認知機能
  低下促進因子の評価）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

1 Differences between
  users and providers
  in regard to
  awareness and
  understanding the
  content and
  subjective effects
  of home-visit
  rehabilitation
 （訪問リハビリテー
  ションの内容と主
  観的効果に関する
  利用者と提供者の
  認識と理解の違い）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある12グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全80頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた2
つの個別課題のうち1つの課題pp.13-15を共著
（高齢者の市中肺炎の危険因子とインフルエンザ
ワクチンの効果. 執筆担当者：鷲尾昌一，石崎達
郎，大浦智子，渡辺修一郎）
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（渡辺修一郎（リーダー），安西将也，石崎達
郎，植木章三，大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，
甲斐一郎，島本太香子，藤原佳典，矢庭さゆり，
鷲尾昌一）

14 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   2020/2021年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

共著 令和3年12月 日本公衆衛生学会

3 Motor and
  psychosocial
  tendencies in
  elderly
  women receiving
  primary preventive
  services（一次予防事
  業に参加する高齢女性
  の運動と心理社会特
  性）

一次予防事業参加女性における運動器関連低下の
割合と健康に関連する心理社会面を, 横断的に検
討した. 予防事業参加女性の運動器該当群は約2
割で, 非該当群より生活機能, 外出頻度の低下,
うつ得点が高いことが示唆された.

本人担当部分：研究の計画立案・実施および報告
に向けた助言をした. .
共同発表者：Imai A, Takeda T, Kimura D,
Ohura T

一次予防事業であるサロン参加者の認知機能低下
をエンドポイントとした4年間の追跡調査と分析
を行った. サロン参加者では, Social networkや
Leisure activityの高い状態が長期的には, 認知
機能低下に保護的である可能性が考えられた.

本人担当部分：研究の計画立案・実施および報告
に向けた助言をした. .
共同発表者：Kimura D, Takeda T, Ohura T,
Imai A
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又は発表学会等の名称

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年10月

第47回日本作業療法学会
（大阪）

2006-2010年に公表された脳卒中患者に対するOT
介入RCTで使用された評価尺度を計量した. 2006-
2010年の5年間に公表された脳卒中患者対象のOT
介入RCTは9論文(入院5，地域4)で, 「活動・参
加」で使用された評価尺度は基本動作やセルフケ
アに関するものが主であり, IADLやQOL, 主観的
な満足感を評価尺度として採用している研究は一
部に限られていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施を支援し、
報告にむけて助言した.
共同発表者：田中理乃，大浦智子，中山健夫

2 作業療法学専攻学生
   における“憩いのサ
   ロン事業”参加前後
   の学習と気づき

3 脳卒中患者を対象と
   した作業療法介入ラ
   ンダム化比較試験に
   おける評価尺度の計
   量的研究

第47回日本作業療法学会
（大阪）

5 地域在住高齢者にお
   ける自己記入式認知
   機能検査日本語版
   (Test Your Memory
   -J)の基準関連妥当性
   の検討

介護予防に向けたサロン参加促進の手がかりを得
るために, お元気チェックにおいてサロン参加の
きっかけを質問項目のひとつとして調査した. サ
ロン参加へのきっかけは, ボランティアと参加者
で「人」と「町広報誌」, 参加者では「回覧板」
や「老人会」を介した情報的サポートが多い反
面, 「家族の勧め」は少なかった.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：竹田徳則, 近藤克則，大浦智子, 木
村大介, 今井あい子

4 ポピュレーションア
   プローチによる介護
   予防に向けた憩いの
   サロン事業-参加促
   進要因-

一次予防事業としての閉じこもり・認知症予防の
ための「憩いのサロン」に参加している学生を対
象に, サロン参加前後のコミュニケーションや作
業療法関連知識に対する質問紙調査を実施した.
サロン参加によって「コミュニケーションの反
省」や「改善したい態度」が意識化され, これら
の課題について臨床実習前に学生が気づくには学
内教育では限界があることがわかった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 竹田徳則, 木村大介, 今
井あい子

地域在住高齢者を対象にTest Your Memory-J
（TYM-J)の基準関連妥当性を, MMSE・HDS-R・CDR
を併用して検討した. 地域在住高齢者の認知機能
評価としてのTYM-Jの妥当性と検査適正が確認で
きた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：木村大介, 竹田徳則, 大浦智子, 今
井あい子

第47回日本作業療法学会
（大阪）

6 入所高齢者の主観的
   ニーズを把握するた
   めの質問紙の作成：
   内的整合性と再現性

第72回日本公衆衛生学会
（津）

施設入所の要介護高齢者における生活に関する主
観的ニーズ把握のための質問紙の内的整合性と再
現性を検証した. 質問紙は，高齢者の主観的ニー
ズに関する4領域・合計25項目で構成され, 質問
紙の4領域の内的整合性は高く, 領域や項目によ
る信頼性の高低があった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 東尚弘, 石崎達郎, 中山
健夫

第47回日本作業療法学会
（大阪）
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－ 平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成26年6月

－ 平成26年9月

－ 平成26年11月

最終学年での臨床実習（8週間の総合実習2回）を
終えた学生がm目指す作業療法士をを明らかにす
るために, 記述式質問紙調査で得た内容を質的に
分析した. 臨床実習を終えた学生は, 目標・理想
とする作業療法士の要素として【技能】や【総合
的判断力】に着目していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施を支援し、
報告にむけて助言した.
共同発表者：山崎竜弥，大浦智子

健康サロン参加高齢者の健康関連情報ニーズとIT
使用状況を明らかにするための質問紙調査を実施
した. 健康サロン参加高齢者の健康関連情報ニー
ズとして，認知症，物忘れ，筋力低下，骨粗鬆症
の関心が高かった. 携帯電話およびインターネッ
トの使用状況が決して高いとはいえなかった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，竹田徳則

第73回日本公衆衛生学会
（宇都宮）

11 健康サロン参加高
   齢者の健康関連情
   報ニーズとIT使用
   状況

9 訪問リハビリテー
   ションの効果判定
   に使用されている
   評価指標：国内外
   の作業療法効果に
   関する文献レビュー

第4回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（熊本）

高齢者への訪問リハビリテーションにおける作業
療法介入研究の使用評価指標を明らかにした. 包
含基準を満たす国内外5論文の使用評価指標は対
象者8種（セルフケアや転倒発生等）, 介護者2種
（負担感等）だった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 中山健夫

第4回日本認知症予防学
会（平成26年9月, 東
京）

10 女性高齢者の認知
   機能を規定する生
   活機能の探索的分
   析

サロンに参加する女性64名を対象に, 手段的自立
（以下，IADL）などを含む高次生活機能の状態が
認知機能に及ぼす影響を明らかにした. 見当識と
視空間はIADL, 語流暢性は知的能動性，遅延再生
は社会的役割の状態から説明可能であることが示
唆された.

本人担当部分：研究計画を立案し，実施および報
告にむけて助言した.
共同発表者：木村大介，古澤麻衣，大浦智子，竹
田徳則，冨山直輝，天野圭二

常勤介護職員の離職と職業ストレス, バーンアウ
ト, 抑うつ等との関係を明らかにするために, 調
査後1年以内の離職の有無をアウトカムとした共
分散構造分析を行った. 常勤介護職員において,
バーンアウト（BO）の情緒的消耗感には職業スト
レス・BO脱人格化やBO個人的達成感・抑うつが関
与しており, BO情緒的消耗感が限定的ではあるが
離職の直接要因となっていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，石崎達郎，中山健夫

7 高齢者施設の常勤介
   護職員における離職
   とその関連要因の検
   討

8 臨床実習後の作業療
   法学生が目標・理想
   とする作業療法士

第13回東海北陸作業療法
学会（富山）

第53回近畿産業衛生学会
（京都）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
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発行所，発表雑誌等
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－ 平成27年5月

－ 平成27年5月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

第49回日本作業療法学会
（神戸）

第6回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（大阪）

13 訪問リハビリテー
   ション・チェック
   リストの開発：具
   体的な目標設定と
   明確な課題解決の
   プロセス

14 院外心停止に居あ
   わせた市民の　心
   肺蘇生における心
   理・行動プロセス
   とその関連要因

16 訪問リハビリテー
   ション実施計画書
   の目標とプログラ
   ム

第49回日本作業療法学会
（神戸）

作業療法士が作成した訪問リハ実施計画書（計画
書）の目標とプログラムを構成するICF領域数を
計量した. 目標の組み合わせは＜活動のみ＞と＜
活動とその他＞をあわせて約半数を超えていたこ
とに対し, プログラムの上位は＜心身と活動＞,
＜心身と活動とその他＞, ＜心身と活動と環境＞
のように「心身」を含む複数領域で構成される組
み合わせに広がっていた.

本人担当部分：研究計画を立案・実施し，データ
の分析および報告にむけて支援した.
共同発表者：山内春香, 佐竹美保, 津山努, 大浦
智子

明確な目標設定に基づく効果的な訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）の提供を可能とするため
のアセスメントシートとチェックリストを開発し
た. チェックリストは4領域20項目で構成された.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

回復期リハビリテーション病棟から自宅退院した
認知症を伴う高齢者の介護者における負担感の変
化と関連要因を検討した. 介護者は高齢者が入院
中でも何らかの介護負担を感じ, 退院後に高い傾
向にあった. 介護者の多くは認知症の症状を理解
し, サポートの受領もあったが, 負担が高い群の
半数はBPSDによる負担感があり, その高齢者は退
院後もBPSDが出現し, ADL自立は総じて低かった.

本人担当部分：研究結果の解釈および報告にむけ
て助言した.
共同発表者：藤田彩花, 竹田徳則, 大浦智子, 神
田太一

訪問リハ実施計画書（計画書）の目標とプログラ
ムを構成するICF領域数を施設間で比較した. 3施
設に対象者特性の大きな違いはなかったが, 目標
の領域数はPTによる計画書で施設間の違いが認め
られた. プログラムの領域数は全体・PT・OTいず
れの場合においても施設間の違いが認められた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 山内春香, 佐竹
美保

15 訪問リハビリテー
   ション実施計画書
   における目標とプ
   ログラムの施設間
   の違い

12 認知症高齢者の回
   復期病棟退院前後
   における家族介護
   者の負担感の特徴

第16回認知症ケア学会
（札幌）

 院外心停止に居あわせた市民の心肺蘇生におけ
る心理・行動プロセスとその関連要因を明らかに
するために, インタビューを用いた質的研究を
行った. 助けたいという動機の存在のもと, 心配
停止現場に伴う負担と心肺蘇生を実施する根拠の
葛藤が生じていることが明らかとなった.

本人担当部分：データの分析を共に担い，研究の
実施および報告にむけて助言した.
共同発表者：島本大也, 西山知佳, 大浦智子, 石
見拓

第18回　日本臨床救急医
学会総会・学術集会（富
山）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
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－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

認知機能に対する予防要因を明らかにし, 予防要
因が認知機能に与える影響のプロセスを明らかに
した. 認知機能に対する予防要因である潜在変数
は, 「生活上の役割」「社会的技能」「知的
IADL」「身体機能」に集約された. 認知機能予防
事業には, 「社会参加」を通じて認知機能を高め
る関節効果と４つの潜在因子が認知機能に直接影
響する直接効果の両者の介入効果が包含されてい
た.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：木村大介，竹田徳則，大浦智子，今
井あい子

19 前向きな障害受容
   は脳卒中後遺症者
   の主観的幸福感に
   関連するか？

20 認知症高齢者の介
   護者に対する情報
   的サポート内容の
   検討

第49回日本作業療法学会
（神戸）

第49回日本作業療法学会
（神戸）

18 介護予防・認知症
   予防事業に参加し
   ている地域在住高
   齢者の認知機能の
   影響要因に関する
   共分散構造分析を
   用いた分析

脳卒中後遺症を有する者の主観的幸福感を高める
支援に向けて, 前向きな障害受容と主観的幸福感
の関連を検討した. ロジスティック回帰分析の結
果, 主観的幸福感には, 機能低下や活動制限など
以上に, 親しい人との交流満足感が関与してお
り, 脳卒中後遺症を有する者の対人交流の状態や
その満足感に着目する重要性が示唆された.

本人担当部分：研究計画の立案・実施および報告
にむけて助言した.
共同発表者：今井あい子, 平野友祐, 大浦智子

17 介護予防「憩いの
   サロン」事業参加
   者における二次予
   防リスク者の特徴

第49回日本作業療法学会
（神戸）

一時予防事業であるサロン参加者における二次予
防対策リスク者とその割合を確認し, サロンを活
用した一時予防事業プログラムにつながる基礎資
料を得るために, お元気チェックで得た自記式質
問紙の回答を分析した. 運動器と口腔機能, 認知
機能, うつの各リスク者, なかでも平均年齢の高
い一般参加者で二次予防事業該当者が多く含まれ
ていた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：竹田徳則, 木村大介, 大浦智子, 今
井あい子

介護者を対象にOTから入院中に受けたサポート内
容と自宅で介護をすることで入院中にあれば良
かったと思うサポート内容を調査し, OTが今後提
供すべきサポート内容を検討した. 退院1ヵ月後
の介護において入院中にあれば良かったサポート
は「認知症症状の対応」と「コミュニケーション
方法」, 「できることを増やす方法」など高齢者
の症状理解と対応方法に関する内容が多かった
が, これらは入院中の提供が少ない傾向であっ
た.

本人担当部分：結果の解釈に関する助言，および
報告にむけて支援した.
共同発表者：藤田彩花, 竹田徳則, 大浦智子, 神
田太一

第49回日本作業療法学会
（神戸）
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－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

－ 平成28年3月

－ 平成28年3月

－ 平成28年6月

第3回臨床作業療法学会
学術大会（東京）

25 脳卒中患者を対象と
   したModified
   Barthel Indexの信
   頼性

21 3ヶ月以内に訪問リ
  ハビリテーションの
  目標達成 終了に至
  る要因の探索

第74回日本公衆衛生学会
（長崎）

訪問リハビリテーションの初回目標/プログラム
の内容と目標達成による3か月以内の終了との関
連を明らかにするために, リハビリテーション実
施計画書の後方視的研究を行った. セルフケアの
うち, 入浴を視野に入れた目標のもと, 計画的に
評価を行うことが, 限られた期間内に目標を達成
し終了に至る要因となる可能性がある.

本人担当部分：研究計画を立案・実施し，データ
の分析および報告にむけて助言した.
共同発表者：古澤麻衣, 大浦智子, 藤井啓介

22 訪問リハビリテー
   ション内容と効果
   に対する利用者家
   族と提供者の捉え
   方の相違

第74回日本公衆衛生学会
（長崎）

訪問リハビリテーション利用者家族と提供者50組
を対象に, 主観的効果と実施プログラムの認識の
相違を明らかにした. 利用者家族は, 提供者が考
えているよりも症状や床上動作の改善に向けたプ
ログラムやマッサージを実施していると認識して
おり, 痛みや症状の改善を自覚していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 中山健夫

訪問リハと回復期リハにおける実践状況の相違を
明らかにした. 訪問群が回復期群に比べて, 環境
に関する評価や専門的立場からの助言, 対象者や
家族の意向を反映し理解のもとに決定したプラン
を立案・実施していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

作業療法士（OTR)のクリニカルリーズニング
（CR)と作業療法内容, クライアント（CL)の満足
度の関連を明らかにするために, 19組の質問紙回
答を分析した. 約半数のOTRの経験年数が1～2 年
目だったが, CRの合計は 7.3 と多くの活用が認
められた. CLの満足度はどの項目においても作業
療法に対して高い評価だったことに対し, OTR が
予測したCLの満足度や作業療法の提供満足度は約
5点と低かった.

本人担当部分：研究計画立案をともに行い，デー
タの分析および報告にむけて助言した.
共同発表者：古澤麻衣, 大浦智子, 藤井啓介

日本語版performance evaluation tool of
Modified Barthel Indexの信頼性を, ビデオ法を
用いて検証した. 合計点数の評価者間・評価者内
信頼性はAlmost perfect, 全項目がAlmost
perfect- Substantialであったことから, 信頼性
があると判断した.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 長谷公隆, 中島美恵, 中
山健夫

23 訪問と回復期にお
   けるリハビリテー
   ション実践状況の
   違い－複数施設を
   対象とした質問紙
   調査－

第3回臨床作業療法学会
学術大会（東京）

第53回日本リハビリテー
ション医学会(大阪）

24 作業療法のクリニ
   カルリーズニング
   と患者満足度との
   関連
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－ 平成28年6月

－ 平成28年9月

－ 平成28年9月

－ 平成28年9月

－ 平成28年10月

臨床経験が6年目以上の者における訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）配属期間と実践状況との
関連を明らかにした. 訪問長群は訪問短群に比べ
てICFの活動・参加に関する評価を行い, プラン
の実施に対象者や家族の意向を反映していると自
己評価していた. 訪問長群では, 対象者だけでな
く家族の意向の調整を含めた総合的視点に配慮し
た実践に取り組んでいた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

施設の認知症高齢者のQOL向上に寄与するADL介入
プロトコルを構築するため, 予備的介入調査を実
施しその効果を検証した. ADL介入をとおして,
QOLは主観的評価と代理評価のいずれも向上した.
介入毎の意欲向上の記録や介入後の肯定的な感想
から, QOLが向上した一因がうかがえた.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告にむけて助言した.
共同発表者：中西康祐, 大浦智子, 矢田智恵美,
浅井健一

第8回ヘルスコミュニ
ケーション学会（東京）

第50回日本作業療法学会
（札幌）

28 認知症高齢者のQOL
   向上に寄与するADL
   介入プロトコル構築
   のための予備的調査

臨床経験年数と実践状況との関連を明らかにする
ために, 6箇所の回復期リハ病棟から得られた223
名の質問紙の回答（新人群144名，経験群79名）
を分析した. 経験群は，全20項目において新人群
に比べて実践状況が高かったことから, これらの
項目の実践状況は経験年数との関連が示唆され
た.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

29 医学生は、患者視点
   をどのように学ぶこ
   とができるのか〜リ
   ウマチ患者へのイン
   タビューを通じて〜

27 臨床経験とリハビリ
   テーション実践との
   関連

26 臨床経験を有する者
   における訪問リハビ
   リテーション配属期
   間と実践状況との関
   連

第8回日本訪問リハビリ
テーション協会（東京）

30 回復期リハビリテー
   ション病棟と訪問リ
   ハビリテーション実
   践の制約

第75回日本公衆衛生学会
（大阪）

リハビリテーション（リハ）専門職における臨床
実践上での制約を明らかにした. 17箇所から得ら
れた385名の質問紙の回答（回復期222名，訪問
163名）から, 回復期ではプランの提案や立案・
実施に制約を感じる一方で，訪問では生活目標の
共有や課題の原因特定と対象者・家族への伝達・
理解に制約を感じていることがわかった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣

「リウマチ友の会」会員に行った質問紙調査の自
由記述式の質問に対する回答結果を, 医学生4名
（5年生3名、6年生1名）でKJ法により分析した.
患者が希望するのは『不安・不満の解消』であ
り, 患者の持つ不安・不満は『生活上の問題』,
『心理的な問題』, 『社会的な問題』に大別でき
た。これらの不安・不満の解消を阻害する要因と
して『患者視点に欠ける医療体制および診療内
容』が抽出された. これら2つの阻害要因につい
て, 具体的どのようなことを改善すべきなのかを
インタビュー調査で明らかにした.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告にむけて支援した.
共同発表者：荘子万能,  西明博, 橋本里穂, 石
橋茉実, 小嶋雅代, 大浦智子, 山中寿, 中山 健
夫

第50回日本作業療法学会
（札幌）
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－ 平成29年8月

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月

第21回　日本臨床救急医
学会総会・学術集会（名
古屋）

医療に対する患者の多様性を把握するために，関
節リウマチ患者を対象とした4回のフォーカスグ
ループインタビューを用いて，段階的コーディン
グで語りの潜在的意味を可視化するSCAT手法によ
り分析した.分析の結果，完治を追求する「理想
志向型」、医師に提案を行う「提案型」、医師の
言う通りに従う「開き直り型」、嘘をつく「医師
あやつり型」の4類型に分けられ，タイプ毎の医
師患者関係を明らかにした．

本人担当部分：共著者と共に研究を実施した.
共同発表者：中村里香，肥田武，小嶋雅代，末松
三奈，大浦智子, 安井浩樹，高橋徳幸，阿部恵
子，岡崎研太郎，植村和正

32 関節リウマチ患者と
   医学生の面接によっ
   て得られた「患者の
   声」

第9回ヘルスコミュニ
ケーション学会（京都）

「（病気の）つらさ」に焦点をあて,9名（女性）
の患者を対象に医学生3名（5回生）が同席のもと
で非医師がフォーカスグループインタビューを
行った結果, 4つの大カテゴリ（【ライフイベン
ト】【近親者による理解の有無】【周囲からの親
切に対する思い】【リウマチに対する受入れの困
難さ】）が抽出された. 患者個人の体験としての
ライフイベントや病気に対する周囲の理解に関す
る内容が「（病気の）つらさ」として抽出され,
これらへの支援の必要性が示唆された.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 小嶋雅代, 山中寿, 荘子
万能,  西明博, 橋本里穂, 石橋茉実, 中山 健夫

関節リウマチ（RA）患者と医学生の合同グループ
ワークグループワーク（GW）を通して両者が感じ
たことと、今後の医学教育に必要と考えることを
明らかにするために, 質問紙調査によって面接の
感想と医学教育に必要と考えることについて回答
を得た. 患者理解を試みる医学生に対し, 患者か
ら「伝えたい・教えたい」という思いが表出され
た一方, 医学生は患者の生活像を理解する必要性
を実感する機会となった.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 小嶋雅代, 山中寿, 荘子
万能,  西明博, 橋本里穂, 石橋茉実, 中山 健夫

34 救命処置実施への自
   信につながる心肺蘇
   生講習会の内容

－ 平成30年6月  救命処置の自信に繋がる心肺蘇生講習会の内容
を明らかにするために，心肺蘇生講習会に参加し
た18歳以上の市民を対象に質問紙調査を行い，自
由記述に記載された講習会の良かった点に関して
内容分析を行った. 自由記述を分析した結果，自
信に繋がった講習会の内容は「救命処置の体験」
に関わるものが多くを占めた．救命処置を体験す
ることで自信獲得に繋がること，質疑への対応や
手技へのフィードバック，リアリティのある状況
設定に応じた練習も重要であることが示唆され
た．

本人担当部分：データの分析を共に担い，研究の
実施および報告にむけて助言した.
共同発表者：島本大也, 西山知佳, 大浦智子, 石
見拓

33 関節リウマチ患者と
   医学生の合同グルー
   プワークの経験から
   ：患者さんの感じた
   こと・医学生の学ん
   だこと

第9回ヘルスコミュニ
ケーション学会（京都）

31 リウマチ寛解基準への
　 PGA導入過渡期の患者
 　の類型化

第49回日本医学教育学会
大会（札幌）
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36　回復期リハビリテー
　 ション病棟における実践
 　チェックリストの因子的
 　妥当性と内的整合性

－ 平成30年9月 第52回日本作業療法学会
（名古屋）

平成30年6月－ 第12回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（北九州）

38 筋ジストロフィー患者に
 　対する理学療法・作業療
　 法の実態把握にむけた系
 　統的レビュー

－ 令和2年2月 第30回日本疫学会学術総
会（京都）

医療従事者（理学療法士，作業療法士）を対象と
した筋ジストロフィー患者の姿勢保持支援に関す
る調査を視野に入れ，患者を取り巻く課題と調査
研究の実態を把握することを目的に, 医療従事者
が報告した「筋ジストロフィー」及び「理学療
法」あるいは「作業療法」をキーワードとした学
術報告について，系統的にレビューした．使用し
た文献データベースは医中誌webを用い，「筋ジ
ストロフィー」及び「理学療法」あるいは「作業
療法」をキーワードとし，2014年8月－2019年7月
の5年間を対象とした．対象の学術報告は延べ266
件であり，報告形態は事例研究86件，調査研究が
16件，観察研究が30件，介入研究3件，解説が35
件であった．そのうち，姿勢に関する報告件数は
事例研究5件のみであった．

本人担当部分：研究計画立案をともに行い，デー
タの分析および報告にむけて助言した.
共同発表者：藤田ひとみ,塚田敦史,大浦智子,木
村清人,辻村尚子

37　回復期リハビリテー
 　ション病棟における入院
　 時指導加算に関する実態

－ 令和元年10月 第78回日本公衆衛生学会
（高知）

日本医療データセンター（JMDC）のレセプトデー
タから，所定の期間に「1度でも回復期リハビリ
テーション病棟入院料を算定したことのある患
者」を抽出し，新規に回復期リハビリテーション
病棟に入院した数を概算した．次に，新規入院患
者に占める「入院時訪問指導加算」算定件数の割
合を算出した．2014年度以降，H003-2算定件数は
増加傾向にあり，新規に回復期リハビリテーショ
ン病棟に入院した数に対する「入院時訪問指導加
算」の算定割合は限定的であるもののH003-2と同
様に増加傾向がみられた．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た．

訪問リハに配属されている理学療法士，作業療法
士，言語聴覚士163名を分析対象とし，訪問リハ
実践チェックリストに基づいて過去1ヶ月間の実
践状況（0-10の11段階）を問う無記名自記式質問
紙調査結果を分析した．質問紙は基本情報のほ
か，長期・短期目標からなる＜目標設定：Q1-5
＞，優先度の高い活動を妨げている作業工程と行
為をICFで整理する＜課題の分析：Q6-10＞，解決
方法（プラン）の選択肢と根拠を整理する＜プラ
ンの提案：Q11-15＞，プランの頻度と期間を決定
づける＜プランの立案と実施：Q16-20＞の4領域
20項目で，確証的因子分析（CFA）によるモデル
適合はRMSEA=0.079，GFI=0.80，AGFI=0.74だっ
た．クロンバックα係数は4領域すべてで0.90以
上だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 津山努

回復期リハに配属されている理学療法士，作業療
法士，言語聴覚士222名を分析対象とし，実践
チェックリストに基づいて過去1ヶ月間の実践状
況（0-10の11段階）を問う無記名自記式質問紙調
査結果を分析した．質問紙は基本情報のほか，長
期・短期目標からなる＜目標設定：Q1-5＞，優先
度の高い活動を妨げている作業工程と行為をICF
で整理する＜課題の分析：Q6-10＞，解決方法
（プラン）の選択肢と根拠を整理する＜プランの
提案：Q11-15＞，プランの頻度と期間を決定づけ
る＜プランの立案と実施：Q16-20＞の4領域20項
目で，確証的因子分析（CFA）によるモデル適合
はRMSEA=0.087，GFI=0.80，AGFI=0.75だった．ク
ロンバックα係数は0.89～0.91だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 津山努

35 訪問リハビリテーショ
   ン実践チェックリスト
   の因子的妥当性と内的
   整合性
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39 病院で働くリハビリテー
　 ション専門職の仕事不満
 　足に関する要因

40 高齢者介護に従事する
　 介護福祉士が自覚する
 　仕事パフォーマンスの関
 　連項目の探索

－ 令和2年10月 第79回日本公衆衛生学会
総会（京都）

高齢者介護に従事する介護福祉士が自覚する
仕事パフォーマンスとの関連項目を明らかにする
ことを目的に, 高齢者介護施設・事業所を有する
2法人の介護福祉士(男性53名,女性182名)を対象
に, 質問紙調査を行った.仕事パフォーマンス
（過去4週間の仕事に対する自己評価）の平均値
(82.4±15.8%)から, 83%を基準に高・低パフォー
マンスに設定し, 高パフォーマンス者の特徴（女
性,年齢が高い,日常生活のストレスなし, 仕事の
相談相手が同職種の同僚,健康のために規則正し
い食事・バランスのとれた食事・十分な睡眠・ス
トレスをためない, 仕事の異動希望なし）を明ら
かにした.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た（単著）．

－ 令和2年9月 第54回日本作業療法学会
（新潟）

病院で働くリハ専門職の仕事への不満足感に関連
する要因を明らかにすることを目的に, リハ専門
職を対象に,自記式質問紙調査を実施した. 分析
対象は回復期・一般等の病院勤務者とし, 基本情
報(性・経験年数・職種等),仕事満足度,人間関係
満足度を分析に用い,オッズ比を算出した(説明変
数:性・経験年数・職種・人間関係満足度).分析
対象は170人(経験年数[中央値]3年)で,このうち
77人(45.3%)が女性だった.仕事に不満足の36人の
うち16人(44.4%),満足している134人のうち8人
(6.0%)が人間関係に不満足だった.ロジスティッ
ク回帰分析の結果,性・経験年数・職種は要因と
して抽出されず,人間関係のみが抽出された .
オッズ比は人間関係満足が不満に比べて 0.079 (
95% 信頼区間0.030-0.210),判別的中率は83.5%
だった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た．
共同発表者：大浦智子,福原啓太,佐藤英人,加藤
美樹,藤堂恵美子

41 病院・訪問で働くリハビ
 　リテーション専門職の勤
　 務継続意向に関する基礎
 　的検討

－ 令和3年5月 第18回日本訪問リハビリ
テーション協会in高知
2021（高知）

病院・訪問で働くリハ専門職の勤務継続意向に関
連する要因を明らかにするために, リハ専門職を
対象に，自記式質問紙調査を実施した. 分析対象
は回復期・一般等の病院勤務者（以下，病院）と
訪問リハ事業所・訪問看護ステーション勤務者
（以下，訪問）とし, 基本情報（年齢・性別・職
種・経験年数等），仕事の満足度，職場の勤務継
続の意向を分析に用いた．分析対象は193人で，
病院170人（経験年数[中央値]3年）のうち77人
（45.3%），訪問23人（同12年）のうち15人
（65.2%）が女性だった．継続意向は127人（経験
年数[中央値]4年，女性64人[50.4%]），異動希望
が63人（同2年，同26人[41.3%]）だった．仕事に
満足している154人のうち113人（73.4%），不満
の36人のうち14人（38.9%）が継続意向だった．
欠損値のある3名を除外した190名の勤務継続意向
をアウトカムとしたロジスティック回帰分析の結
果，継続意向のオッズ比は仕事満足が不満に比べ
て4.33（95%信頼区間2.03-9.26），病院が訪問に
比べて0.11（同0.01-0.84）であり，判別的中率
は71.1%だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た．
共同発表者：大浦智子,福原啓太,佐藤英人,藤堂
恵美子,加藤美樹
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「シンポジウム」

－ 平成27年5月

44 筋ジストロフィー患者へ
   のシーティングに関する
   全国調査.

- 令和4年8月 LIFE2022（web） 筋ジストロフィー患者の車椅子シーティングの質
向上に向けて実施した全国調査結果を報告した.

本人担当部分：研究の実施・考察助言を行った.
共同発表者：藤田ひとみ, 塚田敦史,大浦智子

43 根拠に基づく実践と効果
   指標の設定.

- 令和4年8月 LIFE2022（web） 筋ジストロフィー患者の車椅子シーティングの質
向上に向けて，根拠に基づく実践と効果指標の設
定について報告した.

本人担当部分：主となってとりまとめた.
共同発表者：大浦智子, 藤田ひとみ, 塚田敦史

奈良学園大学(理学療法学専攻・作業療法学専攻)
における2年次後期配当科目(2単位)である「地域
理学療法実習」「地域作業療法実習」(以下，地
域実習)がコロナ禍において学内実習となった．
学外実習と遜色がないよう多彩な実習プログラム
となるよう配慮し，①事前学習，②学内実習，③
事後学習で構成した．事後に行ったアンケートの
結果，学内実習は概ね肯定的な意見であったが，
今後の実習に対して不安があることが分かった．
次期実習に向けた学生の不安要素に対する支援が
必要である．

本人担当部分：研究を計画立案・実施した．
共同発表者：滝本幸治,吉川義之,笹野弘美,坪内
善仁,前田吉樹,中島大貴,辻下聡馬,大浦智子,山
形力生,池田耕二

42 奈良学園大学における
　 コロナ禍の学内実習の紹
 　介3―地域理学療法・
   作業療法実習の概要と
　学生アンケート調査―

- 令和3年10月 全国リハビリテーション
学校協会第34回教育研究
大会・教員研修会（福
岡）web開催
https://orbit-
cs.net/34rehatki/

46 コロナ禍における高齢者
介護従事者の仕事への不安と
心配.

- 令和4年10月  第81回日本公衆衛生学
会総会（山梨）

介護従事者のコロナ禍における仕事への不安・心
配と，家庭生活との関係について報告した.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た（単著）．

45 リハビリテーション専門
   職者におけるTime
   Pressure-Kiken Yochi
   Training (TP-KYT)の構
   成概念妥当性の検討.

- 令和4年9月 第56回日本作業療法学会
（京都）

リハビリテーション専門職者におけるTime
Pressure-Kiken Yochi Training (TP-KYT)の構成
概念妥当性について検討し，概念モデルの因子的
妥当性を検証した.

本人担当部分：分析の助言を行った.
共同発表者：木下亮平, 大浦智子, 有久勝彦, 松
下航, 宮口英樹

1「訪問リハビリテー
   ションにおける教育
   のこれから～生命，
   生活，人生を共に歩
   む訪問療法士を育て
   る為には～」

日本訪問リハビリテー
ション協会学術大会 in
大阪 シンポジウム（大
阪）

シンポジウム1のシンポジストとして，求められ
る訪問リハビリテーションのあり方，認定訪問療
法士制度と教育について講演した.
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－ 平成28年2月

「インタビューセッション」

「メディア」
－ 平成25年10月

－ 平成27年9月 メディアスFM

3 わたしの健康～ＨＡＰＰＹ
ライフ☆～　「健康デー」特
別番組

医療・健康情報の聞き方・伝え方. （星城大学大
学院教員によるシリーズ講話）

メディアスFM平成31年1月－

シンポジストとして，地域におけるリハビリテー
ション場面における情報共有の実態報告と，望ま
れる共有決定のあり方について講演した.

1 インタビューセッション

2 様々な医療の場にお
   けるSDMの試み「地
   域医療の立場から」

1 サロン参加で健康に
  良い情報が増えた人
  が8割

日本福祉大学健康社会研
究センタープレスリリー
ス

「憩いのサロン」参加者の健康情報源と情報の授
受：サロンは情報の授受の場になっているか？保
健師ジャーナル 69(9); 712-719. 2013.を紹介し
た.

2 シリーズ講話 「健康
  で長生きの秘けつ」

第6回「健康にまつわるコミュニケーション」を
担当し，医療や健康に関するコミュニケーション
の特性や留意事項を解説した. （星城大学大学院
教員によるシリーズ講話）

－ 令和3年5月 第18回日本訪問リハビリ
テーション協会in高知
2021（高知）

調査・研究部門優秀演者として，実践報告部門優
秀演者とともに登壇し，発表演題の背景や研究に
係る事項について意見交換などをセッションに形
式にて行った．

平成27年度厚生労働科学
研究費補助金(地域医療
基盤開発推進研究事業)
〈指定課題〉『社会的責
任に応える医療の基盤と
なる診療ガイドラインの
課題と可能性の研究』公
開シンポジウム「
Shared decision making
〈SDM〉の今・これか
ら：診療ガイドラインの
新たな可能性を考える」



年月日

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

　　　令和  5年　3月 　31日

氏名　　　大浦　智子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1) 双方向授業の実践と演習・実習の効果的な活用

公衆衛生学, 疫学, 作業療法学 健康情報学, 作業療法学, ヘルスコミュニケーション

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

平成31年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の専任教員として担当の「基礎ゼミⅡ」（1年
次）において，文献検索やMicrosoft Office
Word, Excel, PowerPointの操作における課題教材
の提示と演習により，スキルの修得を図った. 適
時，発表とフィードバックの機会を提供し，双方
向授業を実践した．

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「基礎作業学」（2年次）に
おいて，基礎作業学の理解を深めるための演習を
行い知識の定着につなげた. 適時，発表とフィー
ドバックの機会を提供するとともに，ICTを活用し
た予習や復習，課題実施状況をふまえた授業を展
開し，双方向授業を実践した．

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「地域作業療法学Ⅰ」（2年
次）において，地域作業療法学の理解を深めるた
めの課題教材に加え，発表とフィードバックの機
会を提供するとともに，ICTを活用した予習や復
習，課題実施状況をふまえた授業を展開し，双方
向授業を実践した．

令和2年4月
～

令和3年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「疫学」（看護学科2年次）
において，疫学の理解を深めるための課題教材を
活用して知識の定着につなげるとともに，講義に
応じたスライドにより，講義の理解を高めた（オ
ンデマンド動画）．適時，ICTを活用したフィード
バックを行い，課題実施状況をふまえた授業を展
開し，双方向授業を実践した．

令和2年4月
～

令和3年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の保健師国家試験対策（看護
学科4年次）において，保健師国家試験に向けて疫
学の理解を深めるための事前学習課題の活用と，
演習形式のフィードバックと講義に応じたスライ
ドにより，知識の定着につなげた.

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅰ
（総論）」（3年次）において，老年期障害作業療
法学の全体的理解を深めるための課題教材の活用
に加え，適時，発表とフィードバックの機会を提
供するとともに，ICTを活用した予習や復習，課題
実施状況をふまえた授業を展開し，双方向授業を
実践した．



年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域作業療法学」（3年次，専門科目）
は，地域生活者である対象者の理解と地域におけ
る作業療法実践の理解を深める科目である. 講義
に加えて適宜外部講師を招聘し，演習や事例検討
を加え，地域リハビリテーションや地域作業療法,
在宅サービスを理解するためのアクティブラーニ
ングを促進した。これにより，個々の学生の学習
到達度を高めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「基礎作業学」（2年次，専門科目）は,
作業療法の基礎となる作業活動, 理論, 作業分析
を理解するための科目である. 補充資料に加えて
体験型の演習および分析を伴う実習を取り入れ,
アクティブラーニングを促進した.これにより，
個々の学生の学習到達度を高めることができた．

令和3年4月
～

現在に至る

令和3年4月
～

現在に至る

平成22年4月
～

平成31年3月

2) 演習・実習の効果的な活用とパワーポイント
   の効果的活用

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域作業療法学演習」（3年次，専門科
目）は，地域生活者の疾病・障害の予防や地域集
団に対する予防教育に関する理解を深める科目で
ある. 健康行動理論や予防の考え方に関する講義
のほか，介護者支援代表や行政で働く作業療法士
を適宜招聘するとともに，行政と連携した地域住
民対象の介護予防事業等を通して，地域リハビリ
テーションや地域作業療法, 在宅サービスの理解
を高めることができた.

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法研究法」（3年
次）において，作業療法研究法の理解を深めるた
めの課題教材の活用に加え，適時，発表とフィー
ドバックの機会を提供するとともに，ICTを活用し
た予習や復習，課題実施状況をふまえた授業を展
開し，双方向授業を実践した．

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅱ
（各論）」（3年次）において，老年期障害作業療
法学各論の理解を深めるための課題教材の活用に
加え，適時，発表とフィードバックの機会を提供
するとともに，ICTを活用した予習や復習，課題実
施状況をふまえた授業を展開し，双方向授業を実
践した．

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法学特論Ⅳ」（3年
次）において，作業療法学特論Ⅳとして老年期障
害の作業療法の理解を深めるための課題教材の活
用に加え，適時，発表とフィードバックの機会を
提供するとともに，ICTを活用した予習や復習，課
題実施状況をふまえた授業を展開し，双方向授業
を実践した．



年月日事項 概 要

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅰ」（2年次，専門科目）は，
病院や施設において1週間を通じて臨床実習指導者
である作業療法士のもとで作業療法の役割の理解
を深め，作業療法の実際を見学する科目である.
臨床実習中および実習セミナーにおける指導によ
り，臨床実習指導者のもとでの病院や施設および
作業療法の役割について理解を深められるよう支
援した.これにより，学生の実習における学習到達
度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅱ」（3年次，専門科目）にお
いて，病院や施設において3週間を通じて臨床実習
指導者である作業療法士のもとで対象者の評価,
目標設定, 記録報告等を習得する科目である. 臨
床実習中および実習セミナーにおける指導によ
り，疾患や障害，作業療法評価，作業療法の目標
設定について理解を深められるよう支援した.これ
により，学生の実習における学習到達度を高める
ことができた．

3) 課題・レポートの調整と演習・実習の効果的
   な活用

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「身体障害作業療法学実習」（3年次，専
門科目）は，身体障害領域の作業療法実践の実際
を理解するための科目である. 主にリスク管理に
関する講義および観察・面接の演習とフィード
バックを担当し，疾患に応じた評価・治療計画を
立案し, 症例レポート作成に至るアクティブラー
ニングを促進した.これにより，個々の学生の学習
到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学研究法演習」（3年次，専門
科目）は，講義および文献抄読等を通して，学生
自ら卒業研究計画を立案する科目である.具体的な
研究計画事例の提示とともに，実際の研究計画を
立てる課題とフィードバックにより，研究計画手
順の習得を図った. これにより，個々の学生が研
究倫理を理解し，研究計画書を作成することがで
きた．

平成22年4月
～

平成27年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学研究法特論」（4年次，専門
科目）は，学生自身が卒業研究の実施と論文を執
筆する過程を習得するための科目である. 学士能
力として研究の実施・論文執筆・プレゼンテー
ション能力を修得できるよう支援した. これによ
り，個々の学生が研究を手順に沿って実施、分
析、考察することで研究の手順に対するの理解を
高めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月



年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「情報処理演習Ⅱ」（1年次，教養科目）
は，パワーポイントによるプレゼンテーション・
スキルを習得するため科目である. 課題の提示お
よびプレゼンテーション実践の場とした.これによ
り，学生の学習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅲ-2」（4年次，専門科目）
は，病院や施設において8週間を通じて臨床実習指
導者である作業療法士のもとで対象者の評価, 治
療の立案, 治療実施, 記録報告等を習得する科目
である. 臨床実習中および実習セミナーにおける
指導により，疾患や障害，作業療法評価，作業療
法の目標設定，治療計画の立案および実施につい
て理解を深められるよう支援した.これにより，学
生の実習における学習到達度を高めることができ
た．

平成25年4月
～

平成28年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学特論Ⅳ」において, 作業療
法の歴史, 作業療法の理論・モデルを理解・活用
を深めるために，反転授業を取り入れるととも
に，臨床実習担当事例の症例報告を活用した集団
討議を通してアクティブラーニングを促進した.こ
れにより，学生の学習到達度を高めることができ
た．

平成23年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

平成26年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学セミナー 」（4年次，専門
科目）は，作業療法士国家試験にむけた科目であ
る. このうち，作業療法理論・研究法・管理・地
域領域の知識の確認と理解を高めるための課題の
提供と演習機会を設けた. これにより，学生の学
習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅲ-1」（4年次，専門科目）
は，病院や施設において8週間を通じて臨床実習指
導者である作業療法士のもとで対象者の評価, 治
療の立案, 治療実施, 記録報告等を習得する科目
である. 臨床実習中および実習セミナーにおける
指導により，疾患や障害，作業療法評価，作業療
法の目標設定，治療計画の立案および実施につい
て理解を深められるよう支援した.これにより，学
生の実習における学習到達度を高めることができ
た．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学研究法」（3年次，専門科
目）は，作業療法領域における研究の位置づけや
手順を習得する科目である. 講義にあわせた演習
によって，研究法（特に実験研究, 研究デザイン,
統計解析）の理解を深めアクティブラーニングを
促進した.これにより，学生の学習到達度を高める
ことができた．



年月日事項 概 要

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の科目において，講義の進行
をわかりやすくるるためのパワーポイントを作成
した.特に，教科書を用いる場合においては教科書
に沿って要点を示す，教科書以外の説明を加える
場合には十分な時間をとって学生自身が記入しな
がら学習することが出来るように配慮して作成し
た．これにより，進行中の講義で示している箇所
が明確となり，学生が配布資料に記載することも
増え，理解を促進できた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の　「作業療法学概論」（1年次，専門科
目）は，作業療法の理解を図る導入の位置づけの
科目である. なかでも，作業療法士が働く分野と
その役割について解説し，例示することにより理
解を促進した.これにより，学生の学習到達度を高
めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

4) パワーポイントの効果的活用

平成29年4月
～

平成31年3月

平成28年4月
～

平成29年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の　ほぼ全科目において，講義の進行をわ
かりやすくるるためのパワーポイントを作成した.
特に，教科書を用いる場合においては教科書に
沿って要点を示す，教科書以外の説明を加える場
合には十分な時間をとって学生自身が記入しなが
ら学習することが出来るように配慮して作成し
た．これにより，進行中の講義で示している箇所
が明確となり，学生が配布資料に記載することも
増え，理解を促進できた．

平成31年4月
～

現在に至る

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「情報処理演習」（1年次，教養科目）
は，Microsoft Office Word, Excel, PowerPoint
の操作とプレゼンテーションの修得を図る科目で
ある. 課題の段階的提示と発表機会を設けアク
ティブラーニングを促進した.これにより，学生の
学習到達度を高めることができた．

5) 実例提示の活用

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域リハビリテーション演習」（2年
次，専門科目）は，地域リハビリテーションおよ
び集団を対象としたプログラムの立案を理解する
ための科目である. 介護保険・総合支援事業関連
施設におけるフィールドワークによって，実際場
面での経験を通じた理解を高めることが出来た.

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「基礎ゼミⅡ」（1年次，共
通教育科目）は，大学での学び方を理解し，レ
ポート作成・グループワークの実施・基本的なプ
レゼンテーションを身につける科目である. 文献
検索やレポートの作成，プレゼンテーションの実
施によって，理解を高めることが出来た.

平成31年4月
～

現在に至る



年月日事項 概 要

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅰ
（総論）」（3年次）において，老年期障害作業療
法学の全体的理解を深めるため知識に関する教授
に加えて実例を例示することにより理解を促進し
た.これにより，学生の学習到達度を高めることが
できた．

令和3年4月
～

現在に至る

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員および京都大学大学院医学研究科の非
常勤講師として担当の　ほぼ全科目において，講
義の進行をわかりやすくるるためのパワーポイン
トを作成した.学生自身が記入しながら学習するこ
とが出来るように配慮して作成した．これによ
り，進行中の講義でのディスカッション機会を設
けながら学生が配布資料に記載することも増え，
理解を促進できた．

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「地域作業療法学Ⅰ」（2年
次）において，地域作業療法学の理解を深めるた
め知識に関する教授に加えて実例を例示すること
により理解を促進した.これにより，学生の学習到
達度を高めることができた．

6) （院）パワーポイントの効果的活用

令和2年4月
～

現在に至る

平成24年4月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「基礎作業学」（2年次）に
おいて，基礎作業学の理解を深めるため知識に関
する教授に加えて実例を例示することにより理解
を促進した.これにより，学生の学習到達度を高め
ることができた．

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅱ
（各論）」（3年次）において，老年期障害作業療
法学各論の理解を深めるため知識に関する教授に
加えて実例を例示することにより理解を促進した.
これにより，学生の学習到達度を高めることがで
きた．

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法研究法」（3年
次）において，作業療法研究法の理解を深めるた
め知識に関する教授に加えて実例を例示すること
により理解を促進した.これにより，学生の学習到
達度を高めることができた．

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法学特論Ⅳ」（3年
次）において，作業療法学特論Ⅳとして老年期障
害の作業療法の理解を深めるため知識に関する教
授に加えて実例を例示することにより理解を促進
した.これにより，学生の学習到達度を高めること
ができた．



年月日事項 概 要

京都大学大学院医学研究科人間健康科学専攻の非
常勤講師として担当の「クリティカルケア看護学
特論Ⅰ」（修士課程）（平成28・29年度）および
「生活習慣病看護学特論」（博士後期課程）（平
成30年度）は，疫学研究のデザインの理解を深め
るための講義と研究仮説の立て方に関する演習科
目である. 演習を通じて，研究計画の立案への理
解を促進し，学生の学習到達度を高めることがで
きた．

平成28年4月
～

平成31年3月

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「生活行動支援学特論」
（必修）は，社会の健康を支援する視点, ヘルス
コミュニケーションを通じた健康支援の理解を深
める科目である. 学びを深化させるための議論の
機会を設けることで，学生の学習到達度を高める
ことができた．

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「健康支援学研究法」
（必修）は，大学院生としての研究手順を理解す
るための科目である. 主に研究法（特に実験研究,
研究デザイン, 統計解析）について担当した．適
宜演習を加えながら進めることで，学生の学習到
達度を高めることができた．

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「生活環境学演習」は，
ヘルスコミュニケーションおよび論文の批判的吟
味への理解を深めるための科目である. 課題準備
を進めたが，開講無だった.

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「日常生活環境学特論」
は，社会の健康を支援する視点, 制度的・文化的
環境を含む健康支援の理解を深める科目である.
学びを深化させるために議論の機会を設けること
で，学生の学習到達度を高めることができた．

7) （院）演習・実習の効果的な活用と遠隔
　　講義への対応

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「生活行動科学特論Ⅱ」
は，健康行動理論および作業療法理論の理解に
よって健康支援学をより深く探求する科目である.
学びを深化させるための討議や発表機会により，
学生の学習到達度を高めることができた．

平成26年4月
～

平成31年3月

平成26年4月
～

平成27年3月

平成26年4月
～

平成27年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

平成24年4月
～

平成26年3月

8)（院） 課題・レポートの調整・活用と
　　演習・実習の効果的な活用
　

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「生活環境学特論Ⅱ」
は，社会の健康を支援する視点, 制度的・文化的
環境を含む健康支援の理解を深めるための科目で
ある. 課題準備を進めたが，開講無だった.



年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域リハビリテーション演習」（2年
次，専門科目）において使用した. 補助教材を用
いて修得を図った.

平成29年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学研究法」（3年次，専門科
目）において使用した. 研究法（特に実験研究,
研究デザイン, 統計解析）の理解を深めるための
課題教材を活用して知識の定着につなげた. ま
た，講義に応じたスライドにより，講義の理解を
高めた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「基礎作業学」（2年次，専門科目）にお
いて使用した. 教科書に記載されていない内容を
補充するためのも所教材を用いて，作業療法の基
礎となる作業活動, 理論, 作業分析への理解を深
めた. また，講義に応じたスライドにより，講義
の理解を高めた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域作業療法学」（3年次，専門科目）
において使用した. 地域リハビリテーションや地
域作業療法, 在宅サービスへの理解を深めた. ま
た，講義に応じたスライドにより，講義の理解を
高めた．

1) 講義用補助教材

平成25年4月
～

平成28年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「地域作業療法学演習」（3年次，専門科
目）において使用した. 地域リハビリテーション
や地域作業療法, 在宅サービスを理解するため
に，スライドに加えてその元となった書籍等を提
示し，理解を深めた.また，講義に応じたスライド
により，講義の理解を高めた．

２　作成した教科書，教材

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「情報処理演習Ⅱ」（1年次，教養科目）
において使用した. パワーポイントによるプレゼ
ンテーション・スキルを習得するための課題の設
定により修得を図った.また，講義に応じたスライ
ドにより，講義の理解を高めた．

2) 講義用教材とスライド

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「情報処理演習」（1年次，教養科目）に
おいて使用した. Microsoft Office Word, Excel,
PowerPointの操作における課題教材の提示と演習
により，スキルの修得を図った. また，講義に応
じたスライドにより，講義の理解を高めた．

平成22年4月
～

平成31年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

平成23年4月
～

平成29年3月



年月日事項 概 要

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅱ
（各論）」（3年次）において使用した.老年期障
害作業療法学各論の理解を深めるための課題教材
を活用して知識の定着につなげる. また，講義に
応じたスライドにより，講義の理解を高めた．

令和2年4月
～

現在に至る

令和3年4月
～

現在に至る

令和2年4月
～

令和3年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「老年期障害作業療法学Ⅰ
（総論）」（3年次）において使用した.老年期障
害作業療法学の全体的理解を深めるための課題教
材を活用して知識の定着につなげた. また，講義
に応じたスライドにより，講義の理解を高めた．

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「地域作業療法学Ⅰ」（2年
次）において使用した.地域作業療法学の理解を深
めるための課題教材を活用して知識の定着につな
げた. また，講義に応じたスライドにより，講義
の理解を高めた．

令和2年4月
～

令和3年3月

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の
「疫学」（看護学科2年次）において使用した.疫
学の理解を深めるための課題教材を活用して知識
の定着につなげた. 講義に応じたスライドによ
り，講義の理解を高めた（オンデマンド動画）．

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の専任教員として担当の「基礎ゼミⅡ」（1年
次）において使用した. 文献検索やMicrosoft
Office Word, Excel, PowerPointの操作における
課題教材の提示と演習により，スキルの修得を
図った. また，講義に応じたスライドにより，講
義の理解を高めた．

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「基礎作業学」（2年次）に
おいて使用した.基礎作業学の理解を深めるための
課題教材を活用して知識の定着につなげた. ま
た，講義に応じたスライドにより，講義の理解を
高めた．

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の保
健師国家試験対策（看護学科4年次）において使用
した．保健師国家試験に向けて疫学の理解を深め
るための課題教材を活用して知識の定着につなげ
た. また，講義に応じたスライドにより，講義の
理解を高めた．

平成31年4月
～

現在に至る



年月日事項 概 要

令和3年4月
～

現在に至る

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学特論Ⅰ」（3年次，専門科
目）において使用した. 事前・事後学習のための
教材および評価表を用いて知識・技術の修得につ
なげた.

令和3年4月
～

現在に至る

龍谷大学社会学部の非常勤講師として担当の「地
域保健学」において使用した.地域保健学の理解を
深めるための課題教材を活用して知識の定着につ
なげた. 講義に応じたスライドにより，講義の理
解を高めた（オンデマンド動画）.

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅲ-1」（4年次，専門科目）に
おいて使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者
の評価, 治療の立案, 治療実施, 記録報告等を習
得できるよう用い，実習を円滑に進めた.

平成22年4月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法学特論Ⅳ」（3年
次）において使用した.作業療法学特論Ⅳとして老
年期障害の作業療法の理解を深めるための課題教
材を活用して知識の定着につなげる. また，講義
に応じたスライドにより，講義の理解を高めた．

3) 実習指導用マニュアル

平成22年4月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の
「早期体験実習（作業療法）」（1年次，専門科
目）において使用した. 病院や施設の特性と理学
療法・作業療法の役割について理解を深められる
よう用い，実習を円滑に進めた.

平成25年4月
～

平成26年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅱ」（3年次，専門科目）にお
いて使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者の
評価, 記録報告等を習得できるよう用い，実習を
円滑に進めた.

令和3年4月
～

現在に至る

平成31年4月
～現在に至る

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅰ」（2年次，専門科目）にお
いて使用した. 臨床実習指導者のもとで病院や施
設の特性と作業療法の役割について理解を深めら
れるよう用い，実習を円滑に進めた.

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「臨床実習Ⅲ-2」（4年次，専門科目）に
おいて使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者
の評価, 治療の立案, 治療実施, 記録報告等を習
得できるよう用い，実習を円滑に進めた.

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法研究法」（3年
次）において使用した.作業療法研究法の理解を深
めるための課題教材を活用して知識の定着につな
げた. また，講義に応じたスライドにより，講義
の理解を高めた．



年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学セミナー 」（4年次，専門
科目）において使用した. 作業療法士国家試験範
囲のうち，作業療法理論・研究法・管理・地域領
域の課題教材を用いた演習により知識の定着につ
なげた.

令和2年4月
～

現在に至る

平成29年4月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の保
健師国家試験対策（看護学科4年次）において使用
した．保健師国家試験に向けて疫学の理解を深め
るための課題教材を活用して知識の定着につなげ
た. また，講義に応じたスライドにより，講義の
理解を高めた．

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学特論Ⅲ」（4年次，専門科
目）において使用した. 作業療法の歴史, 作業療
法の理論・モデルの理解・活用を深めた.

平成27年4月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「作業療法評価実習（作業
療法）」（3年次，専門科目）において使用した.
作業療法の評価の実際について理解を深め実践で
きるよう作成した.

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の
「地域実習（作業療法）」（2年次，専門科目）に
おいて使用した. 病院や施設の特性と理学療法・
作業療法の役割について理解を深められるよう用
い，実習を円滑に進めた.

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「総合臨床実習Ⅱ（作業療
法）」（4年次，専門科目）において，作業療法の
評価から治療までの一連の流れと医療人としての
心構えについて理解し実践できるよう作成した.

令和2年4月
～

現在に至る

令和3年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「検査測定実習（作業療
法）」（3年次，専門科目）において使用した. 作
業療法評価，検査・測定の意義について理解を深
め実践できるよう，実習を円滑に進めた.

令和2年4月
～

令和3年3月

5) 課題教材

6) 講義用教材（『作業療法研究法』
　（医歯薬出版株式会社）の発刊前校正刷）
　 と講義用補助教材

星城大学リハビリテーション学部の専任教員とし
て担当の「作業療法学研究法」において（3年次，
専門科目）において使用した. 研究法（特に実験
研究, 研究デザイン, 統計解析）の理解を深める
ための補助教材をあわせて使用し，修得につなげ
た.

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として担当の「総合臨床実習Ⅰ（作業療
法）」（4年次，専門科目）において，作業療法の
評価から治療までの一連の流れと医療人としての
心構えについて理解し実践できるよう作成した.

4) スライド 平成22年4月
～

平成26年3月



年月日事項 概 要

平成26年4月
～

平成27年3月

2）授業評価（平成26年度, 星城大学）

平成30年4月
～

平成31年3月

1）授業評価（平成25年度, 星城大学）

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「生活行動支援学特論」
（必修）において使用した. 社会の健康を支援す
る視点, ヘルスコミュニケーションを通じた健康
支援の理解を深めるために教材を活用した.また，
講義に応じたスライドにより，講義の理解を高め
た．

平成23年4月
～

平成26年3月

平成26年4月
～

平成31年3月

星城大学大学院健康支援学研究科の専任教員とし
て担当の「生活行動科学特論Ⅱ」において使用し
た. 健康行動理論および作業療法理論の理解に
よって健康支援学をより深く探求するために，教
材を活用した. また，講義に応じたスライドによ
り，講義の理解を高めた．

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.36
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.17
授業アンケート科目③：作業療法学特論Ⅲ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.50

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.56
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.26

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「健康支援学研究法」
（必修）において使用した. 研究法（特に実験研
究, 研究デザイン, 統計解析）の理解を深めるた
めに，教材を活用した.また，講義に応じたスライ
ドにより，講義の理解を高めた．

平成27年4月
～

平成31年3月

平成28年4月
～

平成30年3月

京都大学大学院医学研究科人間健康科学専攻の非
常勤講師として担当の「クリティカルケア看護学
特論Ⅰ」（修士課程）において使用した. 独自教
材に基づき，課題の設定を行い，演習によって効
果的な学修機会となるよう配慮した.また，講義に
応じたスライドにより，講義の理解を高めた．

平成25年4月
～

平成26年3月

7) （院）講義用教材とスライド

平成27年4月
～

平成31年3月

３　教育上の能力に関する大学等の評価

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
の専任教員として担当の「日常生活環境学特論」
において使用した. 社会の健康を支援する視点,
制度的・文化的環境をふまえた健康支援の理解を
深めるために，教材を活用した.また，講義に応じ
たスライドにより，講義の理解を高めた．

京都大学大学院医学研究科人間健康科学専攻の非
常勤講師として担当の「生活習慣病看護学特論」
（博士後期課程）において使用した. 独自教材に
基づき，課題の設定を行い，演習によって効果的
な学修機会となるよう配慮した.また，講義に応じ
たスライドにより，講義の理解を高めた．



年月日事項 概 要

4）授業評価（平成28年度, 星城大学）

3）授業評価（平成27年度, 星城大学）

平成30年4月
～

平成31年3月

8）授業評価（令和3年度, 奈良学園大学） 令和4年4月
～

令和5年3月

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.54
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.52

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.46
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.46

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.87
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中4.00

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.06
授業アンケート科目②：基礎作業学
総合満足度の平均スコアは5点満点中3.78（9名）
授業アンケート科目③：老年期作業療法学Ⅰ（総
論）
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.14
授業アンケート科目④：作業療法研究法
総合満足度の平均スコアは5点満点中3.5（8名）
授業アンケート科目⑤：老年期作業療法学Ⅱ（各
論）
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.17
授業アンケート科目⑥：作業療法学特論Ⅳ（老年
期障害）
総合満足度の平均スコアは5点満点中3.56（9名）

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.25
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.00

平成28年4月
～

平成29年3月

5）授業評価（平成29年度, 星城大学） 平成29年4月
～

平成30年3月

6）授業評価（平成30年度, 星城大学）

平成27年4月
～

平成28年3月

令和3年4月
～

令和4年3月

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.47
授業アンケート科目②：基礎作業学
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.47
授業アンケート科目③：老年期作業療法学Ⅰ（総
論）
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.67
授業アンケート科目④：作業療法研究法
総合満足度の平均スコアは5点満点中4.5
授業アンケート科目⑤：老年期作業療法学Ⅱ（各
論）
７項目すべてにおいて全体結果を上回っていた
授業アンケート科目⑥：作業療法学特論（老年期
障害）
７項目すべてにおいて全体結果を上回っていた

7）授業評価（令和3年度, 奈良学園大学）



年月日事項 概 要

平成26年8月

平成26年8月

平成27年2月

平成27年5月

平成27年10月

2) 日本訪問リハビリテーション協会
    認定技術研修会

「Shared Decision Making:  臨床実践者に求めら
れるスキルとは？」講師として，対象者中心の考
え方とエビデンスに基づく実践，その架け橋とな
る共有決定について講義した.

1) 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系
    専攻健康情報学分野同門会

3) 金井病院通所リハビリテーションでの2年次地
域
　 実習

滋賀医療技術専門学校3年次科目「臨床実習Ⅱ」と
して1名の学生に対して4週間，通所リハビリテー
ションにおける作業療法の役割を理解し，作業療
法評価および目標の設定を行うことが出来るよう
指導した.

平成12年11月
～

平成12年12月

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した.

「臨床実践者に求められるスキルとは？」講師と
して，対象者中心の考え方とエビデンスに基づく
実践，リハビリテーション場面における実情につ
いて講義した.

5) 日本訪問リハビリテーション協会認定技術研修
会

（講師・講演）

平成13年11月
～

平成14年1月

平成13年6月
～

平成13年8月

平成13年11月
～

平成13年12月

４　実務の経験を有する者についての特記事項

（実習指導）

2) 金井病院通所リハビリテーションでの
   4年次治療実習

1) 金井病院通所リハビリテーションでの
　 3年次評価実習

3) 八千代病院総合リハビリセンター　研修会

滋賀医療技術専門学校3年次科目「臨床実習Ⅱ」と
して1名の学生に対して4週間，通所リハビリテー
ションにおける作業療法の役割を理解し，作業療
法評価および目標の設定を行うことが出来るよう
指導した.

滋賀医療技術専門学校4年次科目「臨床実習Ⅲ」と
して1名の学生に対して8週間，通所リハビリテー
ションにおける作業療法の役割を理解し，作業療
法評価および目標の設定，治療計画の立案と実
施，再評価を行うことが出来るよう指導した.

大阪リハビリテーション専門学校2年次科目「作業
療法実習Ⅲ」として各日3名の学生に対し，地域に
おける作業療法士の役割，通所リハビリテーショ
ンの役割，他職種との連携等の理解を深めるため
の実習指導を行った.

4) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会 in
    大阪シンポジウム

シンポジウム1「訪問リハビリテーションにおける
教育のこれから～生命，生活，人生を共に歩む訪
問療法士を育てる為には～」シンポジストとし
て，求められる訪問リハビリテーションのあり
方，認定訪問療法士制度と教育について講演した.

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した.



年月日事項 概 要

平成28年2月

平成28年3月

平成30年5月

平成28年11月8) 第31回愛知訪問リハネットワーク
   「訪問リハビリテーションの効果：主観的
    指標と客観的指標」

12) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定基礎研修会

10) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定基礎研修会

様々な医療の場におけるSDMの試み 「地域医療の
立場から」シンポジストとして，地域におけるリ
ハビリテーション場面における情報共有の実態報
告と，望まれる共有決定のあり方について講演し
た.

「学校の特色紹介　学校と臨床現場をつなごう企
画」において，星城大学における学内教育と臨床
実践にむけた取り組みを紹介した.

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目
指す会員に対してリスク管理の考え方，および訪
問リハビリテーションにおけるリスク管理につい
て講義した.

15) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会 in
    にいがた【教育講座1】

令和元年6月

「訪問リハビリテーションの効果：主観的指標と
客観的指標」講師として，訪問リハビリテーショ
ンに従事する療法士を対象にリハビリテーション
におけるアウトカム，訪問リハビリテーションに
おける効果測定の重要性について講義した. ま
た，その後の症例報告会において全報告症例への
コメントの要望があり，フィードバックした.

平成30年6月

6) 平成27年度厚生労働科学研究費補助金
   (地域医療基盤開発推進研究事業)
  〈指定課題〉『社会的責任に応える医療
    の基盤となる診療ガイドラインの課題
    と可能性の研究』公開シンポジウム
  「 Shared decision making〈SDM〉の
   今・これから：診療ガイドラインの新た
   な可能性を考える」

9) 第10回 健康寿命延伸と介護予防を考える会
    ～70代、80代を元気に乗り越える為に～（公
    益財団法人杉浦記念財団）

平成30年5月 「高齢者ケアとリハビリテーション ―その人らし
い生活を支える作業療法―」について講演し，研
究会参加者との活発な意見交換を行った.

平成30年8月

13) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した．

平成30年11月 「訪問リハビリテーションにおけるリスクマネジ
メント」講師として，認定訪問療法士を目指す会
員に対してリスクマネジメントについて講義・演
習を行った．

平成30年10月

14) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会

7) 第3回臨床作業療法学会（東京）
  「教育と臨床のコラボ企画」

【教育講座1】「症例報告の書き方と留意点」講師
として，症例報告が果たす役割，書き方と留意点
について講演した．

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目
指す会員に対してリスク管理の考え方，および訪
問リハビリテーションにおけるリスク管理につい
て講義した.

「訪問リハビリテーションにおけるリスクマネジ
メント」講師として，認定訪問療法士を目指す会
員に対してリスクマネジメントについて講義・演
習を行った．

11) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会



年月日事項 概 要

平成26年6月

平成28年9月

平成30年6月

令和3年5月

20) 第54回日本作業療法学会専門作業療法士
　　セミナー⑧訪問作業療法「未来の実践に
　　つなげる調査・研究」

21) 第18回日本訪問リハビリテーション協会
　　学術大会in高知 学術部セミナー「臨床
　　疑問からはじめる調査・研究」

1) 第4回日本訪問リハビリテーション協会
   学術大会in熊本

令和元年10月

3) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会
    in  北九州 シンポジウム

令和元年7月16) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会

17) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定基礎研修会

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目
指す会員に対してリスク管理の考え方，および訪
問リハビリテーションにおけるリスク管理につい
て講義した.

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した．

令和2年9月

学術部セミナー講師として，「臨床疑問からはじ
める調査・研究」について講演を行った．

シンポジウム3「訪問リハビリテーションにおける
人材教育について」の座長として，訪問リハビリ
テーションに携わる人材の育成に取り組むシンポ
ジストの講演と質疑を進行した.

令和元年12月19) 奈良学園大学公開講座第2回登美ヶ丘カレッジ

「専門作業療法士セミナー⑧訪問作業療法」講師
として，「未来の実践につなげる調査・研究」に
ついて講演を行った（動画）．

「日常生活の工夫～健康情報の読み方から健康生
活のススメ～」講師として，一般市民に向けた講
演を行った．

（座長）

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した．

23) 日本訪問リハビリテーション協会企画研修
    「訪問リハビリテーション研究入門～研究
　　結果を臨床に活かす」

令和5年2月 学術部セミナー講師として，「訪問リハビリテー
ション研究入門～研究結果を臨床に活かす」につ
いて講義を行い，グループワーク等のファシリ
テータおよび運営を担った．

「人材育成・教育」の座長として，訪問リハビリ
テーションにおける人材育成およびリスク管理等
を扱うセッションを進行しコメントした.

2) 第50回日本作業療法学会

22) 日本訪問リハビリテーション協会企画研修
    「訪問リハビリテーション研究入門～研究
　　結果を臨床に活かす」

令和3年10月 学術部セミナー講師として，「訪問リハビリテー
ション研究入門～研究結果を臨床に活かす」につ
いて講義を行い，グループワーク等のファシリ
テータおよび運営を担った．

令和元年7月

18) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会

「理論・基礎6」の座長として，作業療法および関
連領域における文献研究，動物研究，人を対象と
した質的研究，量的研究等を扱うセッションを進
行しコメントした.



年月日事項 概 要

平成30年9月

令和元年10月

令和4年5月

1) 星城大学リハビリテーション学部における卒業
　 研究指導

平成22年4月
～

平成31年3月

平成26年5月
～

平成27年3月

4) 第52回日本作業療法学会

5) 第78回日本公衆衛生学会

５　その他

脳卒中患者を対象としたセルフケア自立度測定尺
度の信頼性検証のために，研究計画への助言など
を含む研究調整を行った.

東海市委託事業において、介護予防サロン運営に
関する調査および分析と報告書の作成を行った.

平成25年5月
～

平成26年3月

健康に関するシステマティックレビュー等を通し
て研究に協力した．

（卒業研究指導実績）

星城大学リハビリテーション学部専任教員とし
て，各々の学生1人につき1テーマの卒業研究指導
を行った.
平成22年度：1名
平成23年度：5名
平成24年度：2名
平成25年度：5名
平成26年度：3名
平成27年度：6名
平成28年度：3名
平成29年度：4名
平成30年度：4名

平成25年8月
～

平成26年7月

4) 「健康チャレンジ」京大共同研究プロジェクト
研究関連（株式会社電通）

平成30年9月
～

平成30年12月

2) 旭化成ファーマ株式会社業務委託（個人契約）

3) 東海市介護予防サロン運営展開方法調査（星城
大学契約/分担）

東海市委託事業において，各年代の健康に関する
アンケートの集計および分析と報告書の作成を
行った.

1) 東海市健康増進計画等の評価及び策定支援
   委託事業（星城大学契約/実務担当）

奈良学園大学専任教員として，卒業研究指導を
行った.
令和4年度：1名

6) 訪問リハビリテーション協会学術大会 in 長崎 学術セミナーの座長として，セッションを進行し
コメントした.

令和4年4月
～

現在に至る

（調査・研究協力・その他）

「ON-7 地域7」の座長として，地域作業療法を扱
うセッションを進行しコメントした.

「第23分科会P-2301」（保健医療介護サービス研
究）の座長として，保健医療介護サービス研究を
扱うセッションを進行しコメントした.

2) 奈良学園大学保健医療学部における卒業
　 研究指導



年月日事項 概 要

（卒業研究論文公表）

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻専
門職学位課程における課題研究において，研究協
力者として研究データの分析への助言および論文
執筆にむけた支援を行った.

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻専
門職学位課程における課題研究において，研究協
力者として研究データの分析への助言および論文
執筆にむけた支援を行った.

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
生活健康支援学領域（修士課程）　講師（平成30
年度准教授）として，竹田徳則教授が指導教員と
して指導する学生の研究指導補助教員の立場から
「認知症カフェにおける作業療法士の役割と課題
－インタビュー調査と生活行為向上マネジメント
の実践を通して－」の研究計画の立案・実施・分
析について支援した．

平成26年10月
～

平成27年3月

（修士論文作成支援及び指導実績）

平成28年4月
～

平成31年3月

4) 星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学
　 専攻生活健康支援学領域（修士課程）におけ
　 る健康支援学特別研究における研究指導補助
 　（1名）

1) 星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学
　 専攻における健康支援学特別研究への 教育支
援

平成25年4月
～

平成31年3月

1) 星城大学リハビリテーション学部における卒業
   研究指導論文の論文公表

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部専任教員とし
て，一部の学生の卒業研究は論文として掲載に
至った（指導学生[筆答]と論文・雑誌は以下の通
り）.
・山崎竜弥, 他. （短報）臨床実習後の作業療法
学生が目標・理想とする作業療法士査読付）. 愛
知作業療法22:55-58, 2014.
・船渡絵梨香, 他. 訪問リハビリテーション利用
者の主介護者における主観的介護負担感とその関
連要因の検討（査読付）. 愛知作業療法22:3-8,
2014.
・山内春香, 他. 作業療法士による訪問リハビリ
テーションの目標とプログラム：訪問リハビリ
テーション実施計画書の記載内容（査読付）. 作
業療法ジャーナル 51: 261-265, 2017
・榊原唯, 他. 中年世代の各ライフステージにお
ける趣味と思い出の傾向（査読付）. 臨床作業療
法 5: 14-19, 2018.
・水野里咲, 他. 病院と訪問における作業療法士
の役割と必要なスキル-学生の視点による質的研究
（査読付）. 作業療法ジャーナル   53(9): 1014-
1018, 2019.
・林映見, 他. （学生論文）「作業に焦点を当て
た実践」の現状と障壁（査読付）. 日本臨床作業
療法研究   6(1): 38-5, 2019.

3) 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系
　 専攻専門職学位課程大学院生への研究支援
 　（1名）

平成27年9月
～

平成28年3月

2) 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系
 　専攻専門職学位課程大学院生への研究支援
　 （1名）

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
生活健康支援学領域（修士課程）　講師（平成30
年度准教授）として，竹田徳則教授が指導教員と
して指導する学生の教育支援（研究計画への助
言，研究の相談等）を行った.



年月日事項 概 要

年月日

平成9年4月

平成15年8月

平成19年3月

平成22年9月

平成22年12月

平成23年4月

平成26年2月

平成31年2月

令和2年2月

平成26年2月

２　特許等

平成25年8月
～

平成26年7月

平成25年5月
～

平成27年3月

11) 日本作業療法士協会専門作業療法士（訪問）

3) （株）旭化成ファーマ

1) 医療法人社団淀さんせん会金井病院

4) 東海市健康増進計画等策定ワーキング部会

平成30年9月
～

平成30年12月

社医博　第76号
「Studies of setting care goals and
understanding subjective needs in aged care
facilities: care providers' and residents'
view（高齢者施設におけるケア目標の設定とニー
ズ把握の研究：ケア提供者と入所者本人の視点」

研究調整員として研究計画立案・データ収集への
助言, および研究調整業務を行った．（業務委
託）

10) 日本作業療法士協会認定作業療法士 第2279号

３　実務の経験を有する者についての特記事項

平成24年4月
～

平成29年3月

2) 東海市産学官連携協議会「健康関連事業への
　　参画」ワーキンググループ

第145号

第006号

平成27年8月

健康推進策定委員として策定会議に参加した．

3) 京都大学　社会健康医学修士（専門職） 社医修（専）　第63号
「脳卒中のリハビリテーション研究に用いられて
いる評価指標の分類と動向：1996年から2005年の
文献調査」

5) 株式会社電通

9) 京都大学　博士（社会健康医学） 平成29年1月

1) 作業療法士

１　資格，免許

2) 福祉用具プランナー

4) AMPS認定評価者

5) AAD（現・A3）認定評価者

6) 日本公衆衛生学会認定専門家

7) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
　 療法士

第5号（平成31年2月　更新）

Rater Number: 014924

第681号
（平成28年4月・令和3年4月　更新）

平成31年4月
～

令和2年3月

なし

8) RIASコーダー
　（The Roter Methods of Interaction
 　Process Analysis System）

概 要

星城大学大学院健康支援学研究科健康支援学専攻
生活健康支援学領域（修士課程）　における竹田
徳則教授が指導教員として指導する学生の研究に
ついて，前年度に引き続いて指導を継続した．

非常勤作業療法士として作業療法士の指導, およ
びリハビリテーション科の管理・運営に関する検
討（作業療法部門および関連部門従事者の面談含
む）や調査に関する助言を行った．

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

―

事項

作業療法士名簿登録番号　第18679号

第15-1209号

「健康チャレンジ」京大共同研究プロジェクト研
究関連にて，健康に関するシステマティックレ
ビュー等の研究協力を担った．

5) 星城大学大学院生健康支援学研究科健康支援学
　 専攻生活健康支援学領域（修士課程）への研究
　 支援（1名）

健康関連事業計画ワーキングメンバーとして，倒
壊しの健康推進にむけた検討会に定期的に参加し
た．



年月日事項 概 要

平成14年2月

平成15年8月

平成16年12月

平成18年8月

6) 奈良市登美ヶ丘地区地域包括支援センター 平成31年4月
～

現在に至る

作業療法と生活リスクコミュニケーション学会学
術担当理事として教育研修の構築と運用を行った.

４　その他

専門家（作業療法士）として自立支援ケア会議に
出席し，助言を行っている．

4) 第2回大学院生のための教育実践講座
   -大学でどう教えるか-修了

1) 第10回厚生労働省主催在宅訪問
   リハビリテーション講習会修了

3) 第31回理学療法士・作業療法士養成施設
   等教員講習修了

令和4年11月
～

現在に至る

（職能団体における実績）

3) 作業療法と生活リスクコミュニケーション
   学会　理事

京都市介護実習・普及センター主催の福祉用具プ
ランナー研修において財）テクノエイド協会が定
めた課程を修了（第15-1209号）

厚生労働省と財団法人医療研修推進財団が共催し
社団法人リハビリテーション医学会, 日本理学療
法士協会, 日本作業療法士協会及び全国理学療法
士作業療法士学校養成施設連絡協議会の協賛を得
て開催された研修課程を修了（第3408号）

京都大学高等教育研究開発推進センターが主催し
た左記講座の所定の課程を修了（第54号）

厚生労働省が日本リハビリテーション医学会に委
託し日本理学療法士協会及び日本作業療法士協会
の協賛を得て開催した講習会で所定の課程を修了
（第799号）

第6回日本訪問リハビリテーション協会学術大会に
おける奨励賞の受賞
「訪問リハビリテーション・チェックリストの開
発：具体的な目標設定と明確な課題解決のプロセ
ス」

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪
問療法士の認定審査を担当した.

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪
問療法士の認定審査および認定研修の担当理事と
して教育研修の構築と運用を行った（令和2年4月
より学術部）.

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪
問療法士の認定審査を担当し，審査委員長として
統括した.

 第53回近畿産業衛生学会における研究分野の若手
奨励賞の受賞
「高齢者施設の常勤介護職員における離職とその
関連要因の検討」

3) 第18回日本訪問リハビリテーション協会学術
   大会 優秀賞（調査研究部門）

令和 3年 5月 第18回日本訪問リハビリテーション協会学術大会
における優秀賞（調査研究部門）の受賞
「病院・訪問で働くリハビリテーション専門職の
勤務継続意向に関する基礎的検討」

（研修）

平成25年4月
～

令和2年3月

1) 日本訪問リハビリテーション協会　教育研修部
　認定審査委員

2) 日本訪問リハビリテーション協会　教育研修部
　認定審査委員会　委員長

（受賞歴）

1) 第53回近畿産業衛生学会若手奨励賞＜研究＞

3) 日本訪問リハビリテーション協会　理事 平成29年6月
～

現在に至る

平成25年11月

平成28年4月
～

令和2年3月

2) 第6回日本訪問リハビリテーション協会学術
   大会奨励賞

平成28年6月

2) 福祉用具プランナー講習会修了



年月日事項 概 要

平成22年2月

平成22年7月

7) 第11回RIASコーディング研修修了
（The Roter Methods of Interaction Process
  Analysis System）

平成27年8月

8) 倫理審査委員会・治験審査委員会委員養成
   研修修了

5) 第35回Assessment of Motor and Process
   Skills (AMPS)講習修了

6) 第5回Assessment of Awareness
   Disability (AAD)講習修了

日本AAD講習会事務局主催の講習会を修了し, 規定
のデータを提出し認定

AMPS講習会事務局主催の講習会を修了し, 規定の
データを米国AMPS Project Internationalに提出
し認定（Rater Number: 014924）

国立研究開発法人日本医療研究開発機構　医療技
術実用化総合促進事業「平成29年度臨床研究・治
験従事者等に対する研修」

平成29年12月

RIAS研究会日本部会主催の第11回RIASワーク
ショップにおける研修を修了し，規定のデータを
提出し認定（第145号）

9) 2021年度公認心理師現任者講習会修了 令和3年12月 公認心理師法（平成27年法律第68号）附則第2条第
2項第1号の規定に基づく文部科学大臣及び厚生労
働大臣指定講習会の課程を修了（修了番号
21C20401）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

(著書)

共著 平成29年5月

共著 平成29年9月

3 作業療法研究法 平成29年10月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

医歯薬出版株式会社1 PT・OT・STのためのエ
　ビデンスの基礎知識と
　診療ガイドライン活用
　法

2 これから始める！シェ
　アードデシジョンメイ
　キング：新しい医療の
　コミュニケーション

医療におけるコミュニケーションや意思決定とし
てのシェアードデシジョンメイキングについて，
国内における先駆者による解説と実践について示
した.
A5判　全172頁
編著：中山健夫
共著者：中山健夫，藤本修平，湯川慶子，中山和
弘，大坂和可子，堀江重郎，森田明夫，大浦智
子，今法子，浦尾充子，山口育子，射場典子

本人担当部分：「（コラム）臨床におけるSDM:
リハビリテーション」pp.129-130を単著.
　地域医療のなかでも訪問リハビリテーションに
おける患者と提供者間の情報共有とその実態につ
いて紹介し，今後のコミュニケーションのあり方
について示した.

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が診療ガイ
ドラインを活用するうえで必要な知識と活用方法
について，具体的に示した.
B5判　全180頁
監修：中山健夫
編集：日髙正巳・藤本修平
共著者：荒木浩二郎，有明陽佑，稲富宏之，大浦
智子，大寺祥佑，尾川達也，紙谷司，小久保徹，
小向佳奈子，今法子，酒井克也，佐々木祥，杉田
翔，竹林崇，田中宏明，坪内優太，中村学，芳賀
大輔，日髙正巳，福岡達之，福谷直人，藤本修
平，廣江貴則，吉川義之

本人担当部分：「質的研究を解釈するうえで必要
な知識」pp.55-60を単著.
質的研究の基本的な構成および考え方を概説し，
リハビリテーション専門職が臨床場面で質的研究
成果を活用するにあたり留意すべき点を解説し
た.

日本医事新報社

共著 医歯薬出版株式会社 作業療法士が押さえておくべき研究倫理，研究の
種類，研究のすすめ方，報告や発表について，作
業療法士養成教育に活用するために構成・編集し
た.
B5判　全164頁
編著：竹田徳則，大浦智子，藤本修平
第3部監修：廣江貴則
共著者：竹田徳則，大浦智子，木村大介，藤本修
平

本人担当部分：「量的研究」pp.34-41を単著
　量的研究における各種の研究デザインと特性に
ついて解説した.特に，観察研究と介入研究にお
ける各研究デザインの特徴と臨床場面における考
え方を示した.

本人担当部分：「質的研究」pp.50-54を単著
　質的研究における手順と方法，妥当性の担保な
どについて解説した．

本人担当部分：「混合法（mixed methods
approach）」pp.55-56を単著
　混合型の研究の種類や方法について，例を挙げ
ながら解説した．



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

作業療法士が押さえておくべき研究倫理，研究の
種類，研究のすすめ方，報告や発表について，作
業療法士養成教育に活用するために構成・編集し
た.
B5判　全164頁
編著：竹田徳則，大浦智子，藤本修平
第3部監修：廣江貴則
共著者：竹田徳則，大浦智子，木村大介，藤本修
平

本人担当部分：「量的研究」pp.34-41を単著
　量的研究における各種の研究デザインと特性に
ついて解説した.特に，観察研究と介入研究にお
ける各研究デザインの特徴と臨床場面における考
え方を示した.

本人担当部分：「質的研究」pp.50-54を単著
　質的研究における手順と方法，妥当性の担保な
どについて解説した．

本人担当部分：「混合法（mixed methods
approach）」pp.55-56を単著
　混合型の研究の種類や方法について，例を挙げ
ながら解説した．

本人担当部分：「診療ガイドラインの作成と活
用」pp.144-146を単著
　診療ガイドラインについて、作成の手順と活用
方法について解説した．

本人担当部分：「研究対象者の選定」pp.23-26を
共著
　研究対象者の選択方法について，バイアスを防
ぐ方法をふまえて解説した. （共著者とともに内
容を調整し，最終原稿を主として作成した. ）
共著者：大浦智子, 木村大介

本人担当部分：「アウトカム」pp.27-28を共著
　アウトカムの考え方について，尺度の種類に関
する説明のほか，メイン・アウトカムの設定や対
象者主体のアウトカムについて示した. （共著者
とともに内容を調整し，最終原稿を主として作成
した. ）
共著者：大浦智子, 木村大介

本人担当部分：「用語の説明」pp.1-7を共著
　作業療法士もしくは学生が研究法を効果的に学
ぶために，本書内における主要な用語を説明し
た. (説明する用語の抽出および執筆担当者の振
り分け，担当用語の執筆，全用語の内容の確認を
行った.)
共著者：竹田徳則，大浦智子, 木村大介

本人担当部分：「巻末課題」pp.148を共著
　作業療法士もしくは学生が研究法を効果的に学
ぶために，巻末課題を示した. （学部学生を想定
し，到達すべきであろう学習目標を設定して，共
著者とともに課題を作成した.）
共著者：竹田徳則，大浦智子

本人担当部分：「尺度開発」」pp.68-70を単著
　作業療法場面を想定した例あげながら，効果を
測定するための尺度の兼ね備えておくべき信頼性
と妥当性について解説した.

本人担当部分：「文献研究」pp.71-72を単著
　主にシステマティックレビューとメタアナリシ
スについて，解説した．

本人担当部分：「データベース研究」pp.73-74を
単著
　データベースの構築と研究への活用について，
利点と留意点を中心に解説した．

本人担当部分：「根拠に基づく医療（Evidence-
Based Medicine; EBM）」pp.140
　根拠に基づく医療と根拠に基づく実践につい
て，その考え方について解説した．

本人担当部分：「エビデンスの質と階層」」
pp.141-143を単著
　研究を実施する際だけでなく，既存研究を読み
解釈する際に参考となるエビデンスレベルについ
て解説した.



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）

平成25年9月

平成25年10月

1 （調査報告）「憩いの
  サロン」参加者の健康
  情報源と情報の授受：
  サロンは情報の授受の
  場になっているか？
 （査読付）

2 介護支援専門員と訪問
  介護員における訪問リ
  ハビリテーション効果
  への期待：量的・質的
  検討（査読付）

医学書院 リハビリテーション専門職向けにEvidence-based
medicineの考え方から研究論文の読み方,患者と
のコミュニケーション, 意思決定過程について示
した.

編著：藤本修平，竹林崇
共著者：藤本修平，竹林崇，小向佳奈子，杉田
翔，大浦智子，福田芽森，穴田周吾，中口拓真，
佐々木祥，村井歩志，他．

本人担当部分：「質的研究」pp.53-58を単著
　質的研究論文報告のためのチェックリストを用
いながら，臨床実践に役立てるための論文情報の
読み方について解説した．

メジカルビュー社 訪問リハビリテーションについて理解するため
に，多職種の立場から訪問リハビリテーション従
事者が抑えておくべき事項を示した.
監修：青山朋樹，高橋紀代
編集：辰巳昌嵩
共著者：辰巳昌嵩，阿毛裕理，片桐辰徳，藤本修
平，光武誠吾，高橋紀代，八木街子，宇野雄祐，
杉田翔，三好早苗，山﨑真一，奥村圭子，川場康
智，東田全央，今枝敬典，倉田昌幸，木村圭佑，
羽田真博，岩田研二，青山朋樹，藤田美和子，嶋
本尚恵，小口妃小江，杉浦徹，三木貴弘，朝倉健
太郎，尾畑翔太，中川征士，大場やよい，上野多
加子，森下元賀，小泉裕一，園山真弓，池田耕
二，大浦智子，鳴尾彰人，樺元大輝，南條拓也，
田代雄斗

本人担当部分：「筋力維持・増強」pp.260-265を
単著
　筋力維持・増強に関する基本的知識に加え，在
宅訪問リハビリテーションにおける着眼点と留意
点を解説した.

本人担当部分：「関節可動域の維持と改善」
pp.266-269を単著
　関節可動域に関する基本的知識に加え，在宅訪
問リハビリテーションにおける着眼点と留意点を
解説した.

本人担当部分：「転倒および転倒時対応」
pp.270-275を単著
　在宅生活を送る対象者の生活機能の低下を脅か
す転倒について，環境整備を含めて転倒予防対策
について解説した.

保健師ジャーナル69:
712-719, 2013.

作業療法32: 440-450,
2013.

介護支援専門員（care manager: CM）とヘルパー
を対象に実施した「訪問リハリハビリテーション
（訪問リハ）に期待している効果」に関する質問
紙調査の結果, 身体機能の回復, 動きやすさやセ
ルフケアの改善に偏っていた.

本人担当部分：共著者らと協力施設を調整し，研
究計画の立案と実施，論文を執筆した.
 共著者：大浦智子, 津山努, 中西康祐

Ａ町の介護予防事業であるサロンは, 一般参加者
にとって主要な健康関連情報の授受の場になって
おり, 健康情報の伝達と情報的サポートの増加に
より介護予防への寄与が期待できることが示唆さ
れた.

本人担当部分：共著者らの助言を得て研究計画の
立案と実施，論文を執筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，近藤克則，木村大
介，今井あい子

平成30年3月共著4 訪問リハビリテーショ
　ンアドバイスブック

5 PT-OT-STのための臨床に活
かすエビデンスと意思決定の
考えかた

共著

共著

共著

令和2年10月



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成26年3月

平成26年3月

共著 平成26年3月

平成26年4月

3 Care goal setting
  and
  associated factors:
  semi-structured
  interviews with
  multidisciplinary
  care providers in
  facilities for
  elderly people（介護
  目標の設定と関連要
  因：高齢者施設の多職
  種ケア提供者への半構
  造化面接）（査読付）

在宅要介護者の主介護者が感じる主観的介護負担
感とその関連要因を明らかにすることを目的に,
訪問リハビリテーション利用者の主介護者（66
名）を対象に質問紙調査を実施した結果，階段昇
降要介助の場合は自立に比べて, 主観的介護時間
が多い場合は少ない場合に比べて, オッズ比が高
かった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり指導した（責任著者）.
共著者：船渡絵梨香, 津山努, 今井あい子, 大浦
智子

愛知作業療法22:3-8,
2014.

A大学作業療法学専攻4年生を対象に, 目標・理想
の作業療法士に関する自由記述式質問紙による調
査を行い質的分析を行った. 目標・理想とする作
業療法士として, 【技能】の＜コミュニケーショ
ンスキル＞と【総合的判断力】の＜論理＞に着眼
していることが明らかとなった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり助言した.
共著者：山崎竜弥，大浦智子

共著

愛知作業療法22:55-58,
2014.

作業療法33(2): 181-
190, 2014.

学生が取り組むOSCEの症例課題実施場面を撮影
し, 終了後のビデオ・フィードバックと学習のふ
り返り機会を提供した. 臨床実習後の質問紙調査
（37名）では，OSCEの復習をした者が8割以上
で，その内容はビデオ・フィードバックを参考に
していた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，藤田高史，古澤麻
衣，木村大介，冨山直輝，林浩之，飯塚照史，坂
井一也，今井あい子

International Journal
of GERONTOLOGY 8(1):
12-17, 2014.

要介護高齢者入所施設の職員が考える高齢者のケ
ア目標とその関連要因を明らかにするために, 7
施設30人の職員を対象に半構造化面接を実施し,
その内容を質的に分析した結果, 4カテゴリが抽
出された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Takada A, Nakayama T

4 訪問リハビリテー
   ション利用者の主
   介護者における主
   観的介護負担感と
   その関連要因の検
   討（査読付）

5 （短報）臨床実習後
    の作業療法学生が目
    標・理想とする作業
    療法士
   （査読付）

6 （実践報告）客観的
   臨床能力試験
  （OSCE）場面のビデ
   オ・フィードバッ
   クによる臨床実習
   前教育の取り組み
  （査読付）

共著

共著



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成26年7月

平成26年12月

平成26年12月

平成27年1月10 Testing validity
   and
   reliability of a
   newly developed
   instrument to
   assess
   the subjective
   needs
   of
   institutionalized
   elderly（入所高齢者
   の主観的ニーズを
   評価するために新
   たに開発したツー
   ルの妥当性と
   信頼性の検証）
  （査読付）

Clinical Gerontologist
38(1): 88-102, 2015

入所高齢者のニーズを評価するための質問紙（4
領域25項目）を開発し, 妥当性と信頼性を検証し
た. 再検査法による信頼性は, ニーズの領域・項
目によって高低が認められた. 確認的因子分析の
結果, モデル適合度は許容範囲内と判断された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Ishizaki T, Higashi T,
Nakayama T

J Phys Ther Sci
26(12): 1971-1974,
2014

作業療法教育研究14(1):
16-22, 2014

評価主体の臨床実習（実習）開始約1カ月前に,
検査・測定，症例課題からなる客観的臨床能力試
験（OSCE）を実施し, 実習後に質問紙調査を実施
した. 対象学生33名中32名がOSCEの事前準備をし
たと自己評価していたが, 実習前には知識や評価
のみならず, 相手に合わせる応用技術を視野に入
れた準備が必要だと学生は感じていた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，藤田高史

作業療法33(6): 517-
525, 2014

在宅要介護高齢者128名を対象に, Modified
Barthel Indexに基づくセルフケア遂行評価日本
語版の因子的妥当性と内的整合性を検証した. 確
認的因子分析の結果, モデル適合度は許容範囲内
と判断された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Higashi T, Ishizaki T,
Nakayama T

共著

共著

訪問リハビリテーション利用者の訪問リハ利用の
きっかけと日々の生活目標を知るために, 質問紙
調査によって34 名の訪問リハ利用者の自由記述
回答を質的に分析した. 利用のきっかけは7 個の
二次テーマ, 生活目標は 8 個の二次テーマが抽
出された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子, 津山努

7 学生における客観的
  臨床能力試験（OSCE）
  前後の学習と臨床実
  習後の自己評価：量
  的・質的分析による
  検討
 （査読付）

8 訪問リハビリテー
  ション利用者のサ
  ービス利用のきっ
  かけと生活目標
 （査読付）

共著

9 Assessment of the
   validity and
   internal
   consistency
   of a performance
   evaluation tool
   based on the
   modified Barthel
   Index Japanese
   nversion for
   elderly
   people living at
   home（在宅高齢者
  におけるBarthel
  Index改変日本語版
  に基づく遂行評価
  ツールの妥当性と
  内的整合性）
 （査読付）

共著



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年3月

共著 平成27年6月

平成27年6月

平成27年7月14 健康サロンに参加す
   る高齢女性における
   認知機能低下の有無
   と健康情報ニーズと
   の関連
  （査読付）

11 初期認知症および軽
   度認知機能障害
  （MCI）における軽微
   な認知機能の変化を
   捉え得る神経心理学
   検査の検討
  （査読付）

13 Differences between
   home-visit
   rehabilitation
   users and
 　providers in their
　 understanding of
   the content and
   subjective
   effects of
   rehabilitation
   practices（リハビ
  リテーション内容の
  理解と主観的効果に
  関する訪問リハビリ
  テーション利用者と
  提供者間の違い）
 （査読付）

12 学生が地域で運営す
   る健康サロンにおけ
   る学習と気づき
  （査読付）

訪問リハビリテーション利用者と提供者34組を対
象に, 主観的効果と実施プログラムの認識の相違
を明らかにした. 利用者は, 提供者が考えている
よりも症状や床上動作の改善に向けたプログラム
を実施していると認識していた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

作業療法 34: 325-334,
2015.

学生が地域高齢者を対象に健康サロンを運営する
ことによって得られた学生自身の気づきを明らか
にするために, 運営開始11か月後に質問紙調査を
行った. 学びの場としての肯定的意見に対し, 実
務面での反省が挙げられていた.

本人担当部分：研究計画を立案し，共著者ととも
に実施，論文執筆にあたり助言をした.
共著者：古澤麻衣, 竹田徳則, 大浦智子

J Phys Ther Sci 27:
1705-1708, 2015.

介護予防における一次予防事業として行われてい
るサロン参加女性を対象に, 軽度認知機能低下の
有無と健康情報ニーズとの関連を明らかにするた
めの調査（自記式認知機能検査，健康情報ニーズ
等）と体力測定を実施した. 軽度認知機能低下の
有無による健康情報ニーズの違いは認められな
かった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 木村大介, 冨山直
輝, 古澤麻衣, 天野圭二

作業療法ジャーナル
49(8), 861-867

共著

動作性 IQ や日常生活場面での記憶障害が，MCI
や初期認知症の変化を把握できるかを確認するこ
とを目的に, 神経内科受診者のうち 1 年後の再
評価が実施できた 9 名のMini-Mental State
Examination（MMSE）, コース立方体組み合わせ
テスト, リバーミード行動記憶検査（RBMT）の初
期評価と 2 回目評価結果を比較した. 結果,
RBMT が軽微な認知機能の変化を検出可能であっ
た.

本人担当部分：研究計画の立案と実施を行い，論
文執筆に際して助言した.
共著者：木村大介，廣瀬秀一，大浦智子，中西康
裕，大槻輝子

日本認知症予防学会誌
48(1): 22-24, 2015

共著



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年8月

平成27年12月

平成28年1月

共著 平成28年2月

15 地域開催型ラジオ体
   操が高齢者の身体・
   心理社会面にもたら
   す効果
  （査読付）

16 Differences in
   understanding and
   subjective effects
   of home-visit
   rehabilitation
   between user
   families
   and rehabilitation
   providers（利用者家
   族と提供者間におけ
   る訪問リハビリテー
   ション内容の理解と
   主観的効果の違い）
  （査読付）

18 Evaluation of
   facilitative
   factors for
   preventing
   cognitive decline:
   A 3-year cohort
   study of community
   intervention
  （認知機能低下予防促
   進因子の評価：3年間
   の地域介入コホート
   研究）
  （査読付）

共著 介護老人保健施設に入所する高齢者のニーズと介
護職員によるニーズの把握の程度を明らかにする
ために, 高齢者と介護職員115組にインタビュー
と質問紙を用いた調査を行った. 基本的日常生活
と情緒的なニーズに比べ, 手段的日常生活と生活
環境に関するニーズのほうが, 職員による把握割
合が低い傾向にあった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Ishizaki T, Higashi T,
Nakayama T

J. Phys. Ther. Sci.
27: 3837–3841, 2015

BMC Res Notes 9:52,
2016.
DOI:10.1186/s13104-
016-1851-7

PSYCHOGERIATRICS
17(1):9-16, 2017.
DOI:
10.1111/psyg.12182

武豊プロジェクトの参加高齢者100名を3年間追跡
し, 認知機能を保つ要因を明らかにした. レ
ジャー活動や社会的つながりの強化が, 認知機能
の維持に正の効果を及ぼしていることが明らかと
なった.

本人担当部分：研究結果に対する解釈および論文
執筆に際して助言をした.
共著者：Kimura D, Takeda T, Ohura T, Imai A

高齢者の身体・心理社会面にもたらす地域開催型
ラジオ体操の効果を明らかにするために, 3か月
間の介入を行った. ラジオ体操群では下肢筋力や
バランスに有意な向上を認め, 体調の主観的変化
を認知していた.

本人担当部分：研究結果の解釈，統計解析および
論文の執筆にあたり助言した.
共著者：今井あい子, 加藤芳司, 竹田徳則, 大浦
智子, 北林由紀子, 山本和恵, 真田樹義

作業療法 34(4), 393-
402, 2015.

訪問リハビリテーション利用者家族と提供者50組
を対象に, 主観的効果と実施プログラムの認識の
相違を明らかにした. 利用者家族は, 提供者が考
えているよりも症状や床上動作の改善に向けたプ
ログラムやマッサージを実施していると認識して
おり, 痛みや症状の改善を自覚していた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

共著

17 Gaps between the
   subjective needs
   of older facility
   residents and how
   care workers
   understand them: a
   pairwise cross-
   sectional study
 （入所高齢者の主観的
   ニーズと介護職員が
   把握している程度と
   の隔たり：ペアワイ
   ズ横断研究）
  （査読付）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年3月

単著 平成29年1月

平成29年3月

共著 平成29年7月

平成29年8月

20 Studies of setting
   care goals and
   understanding
   subjective needs in
   aged care facilities:
　 care providers' and
   residents' view
   （高齢者施設におけるケ
   ア目標の設定とニーズ把
   握の研究：ケア提供者と
   入所者本人の視点）
   (博士論文）

22 認知症高齢者のQOL
   向上に向けたADL 支
   援プロトコル構築の
   ための在宅の基礎的
   調査
  （査読付）

21 作業療法士による訪
   問リハビリテーショ
   ンの目標とプログラ
   ム：訪問リハビリテー
   ション実施計画書の
   記載内容
  （査読付）

19 Correlation of the
   Hand 20 with the
   International
   Classification of
   Functioning,
   Disability, and
   Health and
   comparison of the
   results with those
   of the Disability
   of the Arm,
   Shoulder and Hand
　 （国際生活機能分類と
 　Hand20との関係とDASH
   スケールとの比較）
  （査読付）

23 Validity and
   reliability of a
   performance
   evaluation tool
   based on the
   modified Barthel
   Index for stroke
   patients（Barthel
   Index改変版として
   の遂行評価尺度の
   脳卒中患者におけ
   る妥当性と信頼性）
  （査読付）

作業療法士による訪問リハビリテーションの目標
とプログラムの実態を明らかにするために, 初回
実施計画書の記載内容を計量的に分析し, 社会参
加を見据えた活動・参加の目標のもと, 活動・参
加と心身機能・身体構造のプログラムが多く行わ
れていることが明らかとなった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり指導した（責任著者）.
共著者：山内春香, 佐竹美保, 津山努, 大浦智子

作業療法ジャーナル 51:
261-265, 2017

日本認知症ケア学会誌
16: 461-469, 2017

認知症高齢者の主観的生活の質（QOL）の維持向
上に向けた日常生活動作（ADL)支援プロトコルの
構築を目指し、在宅認知症高齢者の総合的なADL
の実態, 主観的QOLと総合的なADL等の因子との関
連を調査した.総合的ADLの障害が主観的QOLと関
連があり, 手段的ADLが基本的ADLに比べて自立度
が低い傾向にあることが示された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり助言した.
共著者：中西康祐，大浦智子，池谷政直

1) 施設職員による入所高齢者へのケア目標の設
定とケア目標に関連する要因，2) 入所高齢者の
生活上の主観的ニーズの評価法，3) 入所高齢者
の生活上の主観的ニーズと介護職員の把握状況，
を明らかにした.

A4判　全38頁（既出の学術論文9・16・23で構
成）

脳卒中患者におけるModified BI（MBI）に基づく
日本語版（performance evaluation tool of
MBI: PET-MBI）の妥当性と信頼性検証を行った.
PET-MBIは, BIとの基準関連妥当性と評価者間信
頼性・評価者内信頼性が高いと判断した.

本人担当部分：共著者とともに研究計画を立案・
実施し，論文を執筆した.
共著者：Ohura T, Hase K, Nakajima Y,
Nakayama T

BMC Medical Research
Methodology (2017)
17:131
DOI 10.1186/s12874-
017-0409-2

共著

共著

Asian J Occup Ther 11:
27-33, 2016

本邦の手外科領域で多用されている患者立脚型評
価Hand20の各項目について, ICF項目との関連か
らDASHとの比較を試みた結果, Hand20は心身機能
から5項目, 活動と参加から23項目, 個人因子か
ら2項目がICF項目と関連づけられた. また,
Hand20は, DASHより手に特化した身体部位特異的
尺度であると捉えられた.

本人担当部分：研究計画の立案に対する助言，研
究の実施をともに行い，論文執筆に際して助言を
した.
共著者：Iitsuka T, Ohura T, Fujita T.

京都大学



著書，学術論文等の名称
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共著 平成29年10月

共著 平成29年11月25 テキストマイニング
   手法を用いた訪問リ
   ハビリテーションプ
   ログラムの分析
  （査読付）

24 臨床実習後作業療法
   学生におけるハンド
   セラピィに対する認
   識
  （査読付）

訪問リハビリテーションの初回プログラム内容
と，3ヶ月以内の目標達成終了者の特徴を明らか
にするために, テキストマイニング手法を用いて
分析し，脳血管疾患と骨関節疾患のプログラムの
割合を計量した. 初回のプログラムは心身機能に
焦点をあてた機能訓練が多かった.

本人担当部分：研究計画を立案し，共著者ととも
に実施，論文執筆にあたり助言をした.
共著者：古澤麻衣，大浦智子 ，藤井啓介，津山
努

地域リハビリテーション
12: 968-975, 2017

日本ハンドセラピィ学会
誌 10: 43-48, 2017

養成校作業療法学生の臨床実習後におけるハンド
セラピィに対する認識を検討するために，学生の
提出レポートをテキストマイニング手法により分
析した. 主題分析を用いた質的検討を踏まえる
と，学生はハンドセラピィを作業療法の一分野と
して認知はしているものの，生活や作業とは対極
しており，作業療法士とは一線を画すとの認識で
あることが示唆された．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり助言した.
共著者：飯塚照史, 大浦智子

J. Phys. Ther. Sci.
30: 866–873, 2018

平成30年6月共著27 Occupation-based
   differences in
   shared perceptions
   of older resident
   needs within
   multidisciplinary
   care teams: a
   cross-sectional
   study of care
   workers, nurses,
   and therapists
   linked to older
   residents（入所高齢
  者の視点共有に関する
  多職種ケアチーム内に
  おける職種間の違い：
  入所高齢者とリンクさ
  れた介護・看護・リハ
  ビリテーション職を対
  象とした横断研究）
  （査読付）

26 中年世代の各ライフ
   ステージにおける趣
   味と思い出の傾向
   （査読付）

共著 平成30年5月 日本臨床作業療法研究
5: 14-19, 2018

中年世代のライフステージの趣味と，その時の思
い出の傾向を明らかにするために，自由回答式質
問紙調査を実施した．趣味の思い出は人との思い
出が最も多く，作業療法場面で趣味を活用する際
には，活動としての趣味だけでなく，その趣味に
含まれる意味や思い出を理解する必要性が示唆さ
れた．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案し，
論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：榊原唯，水野里咲，村松真侑子，阿部優
奈，大浦　智子

介護老人保健施設で働く介護・看護・リハビリ
テーション職による入所高齢者のニーズ把握の程
度とその共有実態を明らかにするために, 高齢者
と介護・看護・リハビリテーション職88組への調
査結果を分析した. 職員らは手段的日常生活と生
活環境に関するニーズを過小評価する傾向があ
り、職種によってニーズの把握領域が異なってい
た.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Higashi T, Ishizaki T,
Nakayama T
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平成31年5月28 関節リウマチ患者と医学
生の合同グループワークで得
られた患者と医学生の声　今
後の医学教育に必要なこと
（査読付）

共著

31 介護老人保健施設に入所
する高齢者の生活満足の関連
要因: ケア提供者の職種と
ニーズ把握を加味した検討
（査読付）

29 病院と訪問における作業
療法士の役割と必要なスキル
-学生の視点による質的研究
（査読付）

共著 令和元年8月 作業療法ジャーナル
53(9): 1014-1018, 2019

作業療法専攻で学ぶ大学生の視点で，作業療法士
に対して病院と訪問における作業療法士の役割と
必要なスキルをインタビューし，分析した．【目
標の共有】と【医療・介護保険の知識】は，訪問
リハに関する語りのみで抽出され，訪問リハで意
識されていることが明らかとなった．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案し，
論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：水野里咲, 榊原唯, 阿部優奈, 村松真侑
子, 大浦智子

関節リウマチ患者と医学生の合同グループワーク
の取り組みを紹介し，合同グループワーク後の感
想と，双方が考えている医学教育に必要なことを
問うた．双方とも，グループワークの取り組みを
肯定的にとらえていたのに加え，医学生は患者さ
んの生活を知ることの重要性を感じていた．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した．
共著者：大浦智子, 小嶋雅代, 荘子万能, 西明
博, 橋本里穂, 石橋茉実, 山中寿, 中山健夫

日本ヘルスコミュニケー
ション学会雑誌   10(1)
: 31-35, 2019

介護老人保健施設の入所高齢者の生活満足に入所
高齢者を対象に，4領域25項目のニーズ項目と生
活満足等で構成する質問紙を用いた面接調査を
行った．さらに，高齢者1人につき介護職員・看
護職員・リハビリテーション職員（リハビリ職
員）をマッチさせ，高齢者と同様のニーズ項目と
ケア提供への満足度等で構成する質問紙調査を実
施した．高齢者の生活満足を従属変数，高齢者の
特性（性，年齢，認知機能など），職員の特性
（カンファレンスの参加，ケア提供），職員によ
る高齢者のニーズ把握数を説明変数し，有意水準
を0.10未満として変数増加法を用いたロジス
ティック回帰分析にてオッズ比を算出した．入所
高齢者は，性や年齢にかかわらず約8割が生活に
満足していた．高齢者の生活満足をアウトカムと
したロジスティック回帰分析の結果，オッズ比
は，介護職員がケア提供に満足している場合がし
ていない場合に比べて9.46（95%信頼区間
[confidence interval: CI]1.04-86.02）だっ
た．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子，中山健夫

作業療法士に対する質問紙調査にて，OTを提供す
るうえで【目標共有】，【ニーズ】，【アプロー
チ】等に配慮し，「意味のある作業」に焦点を当
てることがOTを行う上で有用だと考えていること
がわかった．作業に焦点を当てた実践を知ってい
ると回答したOTRは限られていたが，知らないと
回答したOTRの約9割が知りたいとの回答を得た．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案し，
論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：林映見, 林原千夏, 野呂奈々穂, 加藤正
崇, 石黒佳世, 大浦智子

共著 令和2年3月 医療福祉情報行動科学研
究7: 63-72, 2020

令和元年8月 日本臨床作業療法研究
6(1): 38-5, 2019

30 （学生論文）「作業に焦
点を当てた実践」の現状と障
壁（査読付）

共著
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筋ジストロフィー患者の車いすシーティングに関
わる療法士を対象に、シーティングの実施状況に
ついて質問紙調査を実施した.

本人担当部分：共著者とともに研究計画の立案・
実施した
共著者：Fujita H, Tsukada A, Ohura T

健康意識・態度と健康に関する行動変容(健康増
進・疾病予防に関わる行動の変容)に係る地域に
おける一般生活者に対する介入の実態把握と，そ
の方略や手段など工夫(以下，工夫)の抽出を目的
に，産学連携体制にて国内文献のレビューを行っ
た．文献検索には医学中央雑誌を用い，41編の論
文を採択した．研究デザインは一群前後比較の研
究が多く(15編)，アウトカムは意識・態度変容の
みが8編，健康に関する行動変容(健康増進・疾病
予防に関わる行動の変容)を扱った研究が33編
だった．また介入対象者を健康関心層に設定した
研究が相対的に多かった(28編)．分析から，意
識・態度と健康に関する行動変容(健康増進・疾
病予防に関わる行動の変容)に係る工夫を77個抽
出し，8のカテゴリに整理した．今後は無関心層
や低関心層を対象とした研究の強化，5W1Hを起点
とした実効性の高い介入施策のデザインと検証，
有用なノウハウやアセットを持つ民間セクターと
の積極的な連携が期待される．

本人担当部分：文献検索および文献レビューを
行った.
共著者：佐藤克彦, 戒田信賢, 大浦智子, 太田は
るか, 中山寛子, 森岡美帆, 甲斐千晴, 小柳仁,
中山健夫

日本の在留外国人ならびに外国系日本人高齢者
（以下，外国系高齢者）の介護について概観する
ために，医学中央雑誌Web（Ver.5）による検索を
行った結果，205件の論文が抽出され，第一次・
第二次抽出手続きを経て，本テーマに該当すると
判断された論文は2件のみであった．この2件は主
に現在の75歳以上に多いとされる特別永住者であ
る在日韓国・朝鮮人，および中国帰国者と配偶者
を対象とした報告であった．今後の介護リスクを
有する外国系高齢者の介護を考えるうえで，特別
永住者はもとより，他国からの永住者の増加を見
据え，文化的背景や言語の多様化を考慮した課題
を明らかにし，対応を検討する必要がある．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子, 鷲尾昌一, 石崎達郎, 大坪徹
也, 安西将也, 甲斐一郎, 植木章三, 矢庭さゆ
り, 藤原佳典, 奥村二郎

心停止現場に居合わせた市民（バイスタンダー）
による心肺蘇生（CPR）の実施に影響する要因を
明らかにするために，ミクストメソッドの第１段
として、心停止現場に遭遇した方を対象に半構造
化面接を通じた質的研究を実施した．14名を対象
に16件の院外心停止事例が得られ，バイスタン
ダーCPRに関連する5つのカテゴリ“助けたいとい
う思い”，“CPR実施を促進する要素”，”CPR実
施を障害する要素”，“知識と経験”，“心停止
現場の状況と環境”と，19の概念が生成された．
バイスタンダーは心停止現場に遭遇した際に命を
助けたいと感じるが，CPRを実施するかしないか
という葛藤を繰り返し経験するプロセスが示唆さ
れた．

本人担当部分：筆頭筆者とともに質的分析を担っ
た.
共著者：Shimamoto T, Nishiyama C, Ohura T,
Kawamura T, Iwami T

令和2年10月 日本ヘルスコミュニケー
ション学会雑誌11(2) 43
–60, 2020

令和2年7月 日本公衆衛生雑誌
67(7): 435-441, 2020

令和2年9月 International Journal
of First Aid Education
3(2) 10 – 21, 2020

35 Surveying Therapists on
Seating Approaches for
 Patients with Muscular
 Dystrophy in Japan（査読
付）（日本における筋ジス
トロフィー患者のシーティ
ングアプローチに関する療
法士への調査）（査読付）

共著

共著

34 総説：日本国内の生活者
を対象とした健康増進・疾病
予防に関わる介入の実態―医
中誌webを用いたシステマ
ティックレビュー― （査読
付）

共著

32 特別論文：特別永住者や
外国系日本人における日本の
高齢者介護サービスへのアク
セスの現状と課題：公衆衛生
モニタリング・レポート委員
会報告（査読付）

共著

33 Psychological Conflicts
in Bystander
Cardiopulmonary
Resuscitation for Out-of-
Hospital Cardiac Arrest
（査読付）（院外心停止に
おけるバイスタンダーの心
肺蘇生における心理的葛
藤）

令和3年5月 Healthcare  9(6): 631,
2021.
DOI:10.3390/healthcare
9060631
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介護職員の離職に関わるよういんについて明らか
にするために，本邦にて発行された文献をレ
ビューし，概観した．
単著

39 Evaluation of Clinical
   Practice Guidelines
   for Rare Diseases in
   Japan（日本における希
   少疾患の診療ガイドライ
   ンの評価）（査読付）

共著 2022年10月 JMA Journal 5(4): 460-
470, 2022.

希少患者を対象とした診療ガイドラインをレ
ビューし，ガイドラインの実態を明らかにした．

本人担当分：共著者と共にレビューおよび研究を
実施した.
共著者：Uchida T, Takahashi Y, Yamashita H,
Nakaoku Y, Ohura T, Okura T, Masuzawa Y,
Hosaka M, Kobayashi H, Sengoku T, Nakayama T

高齢者の市中肺炎の危険因子とインフルエンザワ
クチン・肺炎球菌ワクチン接種について，検討し
た.

本人担当部分：共著者と共に実施した.
共著者：鷲尾昌一，石崎達郎，植木章三，藤原佳
典，大浦智子，安西将也，甲斐一郎，奥村二郎，
大坪徹也，矢庭さゆり，島本太香子，渡辺修一郎

41 高次脳機能障害者への
   実車評価の実施状況と
   受け入れに関する意向
   −指定自動車教習所の代
   表者と指導員への質問
   紙調査−（査読付）

共著 印刷中 作業療法ジャーナル（印
刷中）

訪問リハビリテーションまたは通所リハビリテー
ションに関する実習（以下、地域実習）において
新型コロナウイルスの感染拡大により，令和2年
度・3年度の学内での地域実習は2年次後期配当科
目で2週間実施した．実習は①予習，②学内実
習，③復習で構成され, 履修学生に対する実習終
了後アンケート調査は両年度ともに約95％の回答
率で類似した回答傾向，地域実習で扱ったテーマ
については約90%の学生が理解できたと回答，訪
問・通所事業所のライブ中継は100%に近い割合で
高い評価であった一方，3年次以降の臨床実習に
対して最大約40%の学生が「不安」と回答した．

本人担当部分：共著者とともに実習および研究を
実施した．
共著者：滝本幸治，池田耕二，吉川義之，坪内善
仁，笹野弘美，前田吉樹，中島大貴，辻下聡馬，
大浦智子，山形力生

病院・訪問で働く療法士を対象にリハビリテー
ション実践におけるチェックリストの因子的妥当
性と内的整合性を検証した．分析対象は385人
で，4因子20項目のモデル適合度はRMSEA0.083,
GFI0.843,AGFI0.799で、因子間の相関は0.67-
0.95，各因子からの因子負荷量は20項目すべてで
0.41以上だった． Cronbach’s α係数は0.896,
0.890, 0.935, 0.925だった．
本人担当部分：研究計画の立案・実施を主で行っ
た．
共著者：Ohura T, Tsuyama T, Furusawa M,
Iitsuka T

高次脳機能障害者の自動車運転について，実車評
価の実態と恵瓊れに関する意向について明らかに
した.

本人担当部分：主として質的分析を担当し，考察
した.
共著者：今井あい子, 石川稜馬, 飯塚照史, 大浦
智子

地域ケアリング 24(6)
64-66 2022.

36 Factorial validity and
internal consistency of a
practitioners’ checklist
 for therapists in
rehabilitation（査読付）
（リハビリテーションにお
ける療法士のための実践者
用チェックリストの因子的
妥当性と内的整合性）（査読
付）

共著

38 介護職員の専門職意識と
   離職予防:先行研究から
   の考察

単著 2022年6月

40 高齢者の市中肺炎（院外
   肺炎）の危険因子とイン
   フルエンザワクチン・
   肺炎球菌ワクチン接種：
   公衆衛生モニタリング・
   レポート委員会報告
  （査読付）

共著 印刷中 日本公衆衛生雑誌（印刷
中）.

37 コロナ禍における地域理
学療法・作業療法実習の取り
組みと課題―学内実習の概要
と学生アンケート調査による
考察―（査読付）

共著 令和4年3月 医療福祉情報行動科学研
究　Vol.9 : 31-
38,2022.

令和3年11月 JBI Evidence
Implementation 19:387–
393, 2021.
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「ガイドライン」

共著 平成26年3月

「総説・解説等」

単著 平成27年2月

平成27年5月

平成28年3月

単著 平成29年1月

「報告書等」

共著 平成26年2月

3 （特集）訪問リハビ
  リテーション・チェ
  ックリストの開発：
  具体的な目標設定と
  明確な課題解決のプ
  ロセス

地域リハビリテーション
12: 34-39, 2017

4 養成校における訪問
   リハビリテーション
   の教育の現状と課題

平成25年度東海市健康増
進計画等の評価及び策定
支援委託事業（星城大
学）

科学的根拠に基づく褥瘡予防・管理ガイドライン
の改訂版を作成した.

本人担当部分：委員会による作成のため抽出不可
能　（ガイドラインについての説明と位置づけに
ついて概説し，褥瘡予防・管理ガイドライン第3
版作成にあたり，各分野の推奨度の根拠となる文
献の研究デザインおよびエビデンスレベルを判断
し，ガイドラインにおける推奨度決定を支援し
た.）
共著者：The Japanese Society of Pressure
Ulcers Guideline Revision Committee（Tsuboi
R, Tanaka M, Kadono T, Nagai Y, Furuta
K,Noda Y, Sekine Y, Kaitani T, Kataoka H,
Nakagawa H, Iwamoto T, Kurita M, Kinoshita
M, Kurashige Y, Nakagami G, Kakizaki S,
Hidaka M, Hirose H, Sugimoto M, Miyajima M,
Noguchi M, Okuwa M, Ishizawa M, Kinoshita Y,
Sobue M, Murooka Y, Matsui Y, Ohura T, Konya
C, Ichioka S, Sugama J, Tanaka H, Adachi K,
Nakayama T, Miyachi Y）

共著

共著

作業療法領域における「患者中心のアプローチ
（Patient-centered approach: PCA）」, 「根拠
に基づく実践（Evidence-based Practice:
EBP）」, 「意思決定の共有（Shared-decision
making: SDM）」と「説明と同意Informed
Consent（IC）」を紹介した.

1 市民の健康に関する意識
　調査報告書

明確な目標設定に基づく効果的な訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）の提供を可能とするため
のアセスメントシートとチェックリストを開発し
た. チェックリストは4領域20項目で構成された.

本人担当部分：共著者の助言を得て研究計画を立
案・実施し，論文を執筆した.
共著者：大浦智子，津山努，古澤麻衣

メタアナリシスとシステマティックレビューの報
告のガイダンスであるPRISMA（Preferred
Reporting Items for Systematic reviews and
Meta-Analyses）の概要を紹介し，今後の展望を
まとめた.

本人担当部分：共著者の助言を得て，論文を執筆
した.
共著者：大浦智子，中山健夫

養成校における訪問リハビリテーションの教育の
現状と課題について, 報告した. 養成教育におけ
る地域関連科目と単位数，全体のなかでの訪問リ
ハビリテーションについて説明できる時間的制約
について概説する一方，近年の実習における訪問
リハビリテーション見学場面の増加などについて
示した.

OTジャーナル 49: 90-
91, 2015

Jpn Pharmacol Ther (薬
理と治療) 43 suppl. 1:
s44-s50, 2015.

1 （提言）患者中心の
  アプローチ（Patient-
  centered approach）
  と根拠に基づく実践
  （Evidence-based
  Practice）：より良
  い作業療法実践にむ
  けて

2 EQUATOR Networkから
  得られる，質の高い
  研究報告のための国
  際ルール④ PRISMA:
  システマティック・
  レビュー報告のため
  のツール

訪問リハビリテーション
協会機関紙43: 29-
34.2016

1 JSPU Guidelines for
　the Prevention and
　Management of
　Pressure Ulcers (3rd
　Ed.)
（褥瘡予防・管理ガイド
　ライン（第3版））

Jpn J PU 16(1): 12-90,
2014.

東海市健康増進計画等の評価及び策定にむけた調
査を集計し報告した.
A4判　全158頁

本人担当部分：データ集計・結果の解釈および報
告書を主となって作成し，とりまとめた.
共著者：江西一成, 竹田徳則, 大浦智子



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成26年3月

共著 平成27年1月

平成27年3月

2 地域居住高齢者の健
   康増進・介護予防プ
   ログラムとしてのシ
   リアスゲームの活用

平成26年度東海市委託事
業(星城大学)

平成26年3月

4 介護予防サロン運営
  展開方法調査報告書

共著

3 介護予防のための心理社
　会面に着目した包括的地
　域介入に関する研究

共著 平成25年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

5 地域居住高齢者の健
   康増進・介護予防プ
   ログラムとしてのシ
   リアスゲームの活用

平成25年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

共著 平成26年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

地域における介護予防のための健康サロンに参加
する高齢者の健康情報ニーズの収集方法などにつ
いて調査し，シリアスゲームを活用した健康教育
活動について検討した（2年目）.
A4版　全33頁
代表：大浦智子

本人担当部分：「地域居住高齢者の健康増進・介
護予防プログラムとしてのシリアスゲームの活
用」pp23-26を共著（筆頭）.
公民館サロン参加高齢者に対する健康増進・介護
予防プログラムとして実施した健康川柳の募集，
健康川柳を活用したカルタの作成とカルタの活用
について報告した．
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 天野圭二, 冨山直
輝, 木村大介

心理社会面と健康に着目し「憩いのサロン」を活
用した介護予防のための地域介入によってもたら
される効果と課題について長期追跡によって検証
した（2年目）.
A4判　全44頁
代表：竹田徳則

本人担当部分：「介護予防のための心理社会面に
着目した包括的地域介入に関する研究」pp.34-36
を共著
　介護予防の一次予防事業「憩いのサロン」拠点
数の増加に伴う延べ参加者の増加，一時予防事業
として展開される中での二次予防事業該当者のカ
バー，サロン参加と回数が多いほど要介護認定発
生が有意に低いことを報告した. （研究の実施お
よび論文執筆にあたり助言した.）
共著者：竹田徳則，木村大介，大浦智子，今井あ
い子

地域における介護予防のための健康サロンに参加
する高齢者の健康情報ニーズの収集方法などにつ
いて調査し，シリアスゲームを活用した健康教育
活動について検討した.
A4判　全44頁
代表：大浦智子

本人担当部分：「地域居住高齢者の健康増進・介
護予防プログラムとしてのシリアスゲームの活
用」pp31-33を共著（筆頭）.
公民館サロン参加高齢者の健康関連ニーズ及び入
手源について調査し，報告した．
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 天野圭二, 冨山直
輝, 木村大介

東海市のサロン運営ボランティアへのヒアリング
と質問紙調査の実施・集計と, これに基づく提案
を報告した.
A4判　全21頁

本人担当部分：共著者とともに質問紙を作成し，
調査の実施・集計と報告書の作成を主に担った.
共著者：安倍基幸, 竹田徳則, 江西一成, 大浦智
子



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成27年10月

平成28年3月

共著 平成28年8月

共著 平成28年10月9 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成27年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

7 小規模私立大学で運用
　可能な調査システムを
　活用した、大学生の精
　神健康実態調査

公益財団法人在宅医療助
成勇美記念財団2015年度
「在宅医療研究への助
成」一般公募研究（前
期）完了報告書

8 認知症高齢者主観
  的QOL向上をめざす
  ADLプログラム開発
  に向けた在宅生活
  の実態調査

日本公衆衛生学会

共著

6 公衆衛生モニタリ
   ング・レポート委
   員会平成26年度公
   衆衛生モニタリン
   グ・レポート年次
   報告書

平成27年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全64頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.13-17を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳典，矢庭さゆ
り，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

認知症高齢者の日常生活活動プログラム構築のた
めに, 在宅で暮らす認知症高齢者の日常生活活
動, 主観的QOLなどを調査した. 日常生活活動の
障害が, 認知症高齢者の主観的QOLを低下させる
要因であることが示唆された.（研究の実施，お
よび報告書作成にあたり助言した.）
A4判　全13頁（PDF公開）
代表：中西康祐

本人担当部分：代表者とともに研究計画を立案
し，分析・報告にあたり助言をした．
共著者：中西康祐, 大浦智子, 増田秀一

共著 日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある12グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全59頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.14-18を共著
（このうち，高齢者グループ個別課題②「高齢者
の地域におけるリハビリテーションについて」
pp.15-17担当執筆）
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳典，矢庭さゆ
り，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

A4判　全33頁
学年および学部別の精神健康の特徴，および進級
に伴う精神健康の推移を明らかにするために，学
生の精神健康について実態を調査した.
代表：羽山 順子
本人担当部分：「小規模私立大学で運用可能な調
査システムを活用した、大学生の精神健康実態調
査」pp25-29を共著.
学生の精神的健康とアルバイトとの関連，半年後
の精神健康を予測する要因について報告した．
共著者：羽山 順子，安部 基幸，赤岡 美津子，
大浦智子

日本公衆衛生学会



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年10月

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全83頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた2
つの個別課題pp.16-20を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，島本太香子，藤原佳典，矢庭さゆり，鷲尾
昌一，渡辺修一郎）

11 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成29/30年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

共著 平成30年10月

10 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成28年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

平成30年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

12 回復期リハビリテー
 　ション病棟における
　退院前指導に関する実
　態：レセプトデータに
　よる医科情報を用いた
　リハビリテーション研
　究の可能性

日本公衆衛生学会

日本公衆衛生学会

13 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   2018/2019年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

令和元年10月共著 日本公衆衛生学会

平成31年3月共著

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全72頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.18-23を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳典，矢庭さゆ
り，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

A4判　全83頁
回復期リハビリテーションを担う「回復期リハビ
リテーション病棟」における「入院時訪問指導加
算」算定の実態を明らかにすることを目的に，日
本医療データセンター（JMDC）のレセプトデータ
を用いて分析した.
代表：大浦智子
本人担当部分：「H003-2 リハビリテーション総
合計画評価料 」算定件数は増加傾向にあるこ
と，「入院時訪問指導加算」の算定割合は新規に
回復期リハビリテーション病棟に入院した数に対
して限定的で，月単位における増減があるもの
の、やや増加していることを明らかにし, pp.14-
16を共著．
共著者：大浦智子，飯塚照史

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全83頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた1
つの個別課題pp.13-20を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，島本太香子，藤原佳典，矢庭さゆり，鷲尾
昌一，渡辺修一郎）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「国際学会」

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

「国内学会」

－ 平成25年6月1 訪問リハビリテーシ
   ョン利用者・家族の
   生活目標：自由記述
   回答の質的分析

第2回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（松本）

5箇所の訪問リハ事業所の利用者155名とその家族
を対象に生活目標に関する質問紙調査を実施し
た. 生活目標は, 利用者では8個の二次カテゴリ
に, 家族では17個の二次カテゴリに集約された.
利用者と家族の生活目標は, 歩行や外出等の移動
が共通し, 利用者では[自分らしい生活], 家族で
は[その人らしい活動]が挙げられていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，津山努

利用者と提供者間における訪問リハ内容・主観的
効果に対する認識の相違を明らかにするための質
問紙調査を行った. 利用者が提供者よりも実施し
たと認識する内容は, 筋力や体力・麻痺・床上動
作・身のまわり動作・屋内移動・呼吸の改善の6
項目, 利用者の主観的効果(維持・向上)は転倒の
危険・家族関係が最も高かった.

本人担当部分：研究の計画立案・実施と結果を集
計し，報告した.
共同発表者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

2 Evaluation of the
  Facilitative Factors
  for the Prevention
  of Cognitive Decline
  in a Preventive
  Intervention for
  Dementia（認知症予防
  介入における認知機能
  低下促進因子の評価）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

1 Differences between
  users and providers
  in regard to
  awareness and
  understanding the
  content and
  subjective effects
  of home-visit
  rehabilitation
 （訪問リハビリテー
  ションの内容と主
  観的効果に関する
  利用者と提供者の
  認識と理解の違い）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある12グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全80頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた2
つの個別課題のうち1つの課題pp.13-15を共著
（高齢者の市中肺炎の危険因子とインフルエンザ
ワクチンの効果. 執筆担当者：鷲尾昌一，石崎達
郎，大浦智子，渡辺修一郎）
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（渡辺修一郎（リーダー），安西将也，石崎達
郎，植木章三，大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，
甲斐一郎，島本太香子，藤原佳典，矢庭さゆり，
鷲尾昌一）

14 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   2020/2021年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

共著 令和3年12月 日本公衆衛生学会

3 Motor and
  psychosocial
  tendencies in
  elderly
  women receiving
  primary preventive
  services（一次予防事
  業に参加する高齢女性
  の運動と心理社会特
  性）

一次予防事業参加女性における運動器関連低下の
割合と健康に関連する心理社会面を, 横断的に検
討した. 予防事業参加女性の運動器該当群は約2
割で, 非該当群より生活機能, 外出頻度の低下,
うつ得点が高いことが示唆された.

本人担当部分：研究の計画立案・実施および報告
に向けた助言をした. .
共同発表者：Imai A, Takeda T, Kimura D,
Ohura T

一次予防事業であるサロン参加者の認知機能低下
をエンドポイントとした4年間の追跡調査と分析
を行った. サロン参加者では, Social networkや
Leisure activityの高い状態が長期的には, 認知
機能低下に保護的である可能性が考えられた.

本人担当部分：研究の計画立案・実施および報告
に向けた助言をした. .
共同発表者：Kimura D, Takeda T, Ohura T,
Imai A
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－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年10月

第47回日本作業療法学会
（大阪）

2006-2010年に公表された脳卒中患者に対するOT
介入RCTで使用された評価尺度を計量した. 2006-
2010年の5年間に公表された脳卒中患者対象のOT
介入RCTは9論文(入院5，地域4)で, 「活動・参
加」で使用された評価尺度は基本動作やセルフケ
アに関するものが主であり, IADLやQOL, 主観的
な満足感を評価尺度として採用している研究は一
部に限られていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施を支援し、
報告にむけて助言した.
共同発表者：田中理乃，大浦智子，中山健夫

2 作業療法学専攻学生
   における“憩いのサ
   ロン事業”参加前後
   の学習と気づき

3 脳卒中患者を対象と
   した作業療法介入ラ
   ンダム化比較試験に
   おける評価尺度の計
   量的研究

第47回日本作業療法学会
（大阪）

5 地域在住高齢者にお
   ける自己記入式認知
   機能検査日本語版
   (Test Your Memory
   -J)の基準関連妥当性
   の検討

介護予防に向けたサロン参加促進の手がかりを得
るために, お元気チェックにおいてサロン参加の
きっかけを質問項目のひとつとして調査した. サ
ロン参加へのきっかけは, ボランティアと参加者
で「人」と「町広報誌」, 参加者では「回覧板」
や「老人会」を介した情報的サポートが多い反
面, 「家族の勧め」は少なかった.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：竹田徳則, 近藤克則，大浦智子, 木
村大介, 今井あい子

4 ポピュレーションア
   プローチによる介護
   予防に向けた憩いの
   サロン事業-参加促
   進要因-

一次予防事業としての閉じこもり・認知症予防の
ための「憩いのサロン」に参加している学生を対
象に, サロン参加前後のコミュニケーションや作
業療法関連知識に対する質問紙調査を実施した.
サロン参加によって「コミュニケーションの反
省」や「改善したい態度」が意識化され, これら
の課題について臨床実習前に学生が気づくには学
内教育では限界があることがわかった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 竹田徳則, 木村大介, 今
井あい子

地域在住高齢者を対象にTest Your Memory-J
（TYM-J)の基準関連妥当性を, MMSE・HDS-R・CDR
を併用して検討した. 地域在住高齢者の認知機能
評価としてのTYM-Jの妥当性と検査適正が確認で
きた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：木村大介, 竹田徳則, 大浦智子, 今
井あい子

第47回日本作業療法学会
（大阪）

6 入所高齢者の主観的
   ニーズを把握するた
   めの質問紙の作成：
   内的整合性と再現性

第72回日本公衆衛生学会
（津）

施設入所の要介護高齢者における生活に関する主
観的ニーズ把握のための質問紙の内的整合性と再
現性を検証した. 質問紙は，高齢者の主観的ニー
ズに関する4領域・合計25項目で構成され, 質問
紙の4領域の内的整合性は高く, 領域や項目によ
る信頼性の高低があった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 東尚弘, 石崎達郎, 中山
健夫

第47回日本作業療法学会
（大阪）
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－ 平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成26年6月

－ 平成26年9月

－ 平成26年11月

最終学年での臨床実習（8週間の総合実習2回）を
終えた学生がm目指す作業療法士をを明らかにす
るために, 記述式質問紙調査で得た内容を質的に
分析した. 臨床実習を終えた学生は, 目標・理想
とする作業療法士の要素として【技能】や【総合
的判断力】に着目していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施を支援し、
報告にむけて助言した.
共同発表者：山崎竜弥，大浦智子

健康サロン参加高齢者の健康関連情報ニーズとIT
使用状況を明らかにするための質問紙調査を実施
した. 健康サロン参加高齢者の健康関連情報ニー
ズとして，認知症，物忘れ，筋力低下，骨粗鬆症
の関心が高かった. 携帯電話およびインターネッ
トの使用状況が決して高いとはいえなかった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，竹田徳則

第73回日本公衆衛生学会
（宇都宮）

11 健康サロン参加高
   齢者の健康関連情
   報ニーズとIT使用
   状況

9 訪問リハビリテー
   ションの効果判定
   に使用されている
   評価指標：国内外
   の作業療法効果に
   関する文献レビュー

第4回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（熊本）

高齢者への訪問リハビリテーションにおける作業
療法介入研究の使用評価指標を明らかにした. 包
含基準を満たす国内外5論文の使用評価指標は対
象者8種（セルフケアや転倒発生等）, 介護者2種
（負担感等）だった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 中山健夫

第4回日本認知症予防学
会（平成26年9月, 東
京）

10 女性高齢者の認知
   機能を規定する生
   活機能の探索的分
   析

サロンに参加する女性64名を対象に, 手段的自立
（以下，IADL）などを含む高次生活機能の状態が
認知機能に及ぼす影響を明らかにした. 見当識と
視空間はIADL, 語流暢性は知的能動性，遅延再生
は社会的役割の状態から説明可能であることが示
唆された.

本人担当部分：研究計画を立案し，実施および報
告にむけて助言した.
共同発表者：木村大介，古澤麻衣，大浦智子，竹
田徳則，冨山直輝，天野圭二

常勤介護職員の離職と職業ストレス, バーンアウ
ト, 抑うつ等との関係を明らかにするために, 調
査後1年以内の離職の有無をアウトカムとした共
分散構造分析を行った. 常勤介護職員において,
バーンアウト（BO）の情緒的消耗感には職業スト
レス・BO脱人格化やBO個人的達成感・抑うつが関
与しており, BO情緒的消耗感が限定的ではあるが
離職の直接要因となっていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，石崎達郎，中山健夫

7 高齢者施設の常勤介
   護職員における離職
   とその関連要因の検
   討

8 臨床実習後の作業療
   法学生が目標・理想
   とする作業療法士

第13回東海北陸作業療法
学会（富山）

第53回近畿産業衛生学会
（京都）
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－ 平成27年5月

－ 平成27年5月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

第49回日本作業療法学会
（神戸）

第6回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（大阪）

13 訪問リハビリテー
   ション・チェック
   リストの開発：具
   体的な目標設定と
   明確な課題解決の
   プロセス

14 院外心停止に居あ
   わせた市民の　心
   肺蘇生における心
   理・行動プロセス
   とその関連要因

16 訪問リハビリテー
   ション実施計画書
   の目標とプログラ
   ム

第49回日本作業療法学会
（神戸）

作業療法士が作成した訪問リハ実施計画書（計画
書）の目標とプログラムを構成するICF領域数を
計量した. 目標の組み合わせは＜活動のみ＞と＜
活動とその他＞をあわせて約半数を超えていたこ
とに対し, プログラムの上位は＜心身と活動＞,
＜心身と活動とその他＞, ＜心身と活動と環境＞
のように「心身」を含む複数領域で構成される組
み合わせに広がっていた.

本人担当部分：研究計画を立案・実施し，データ
の分析および報告にむけて支援した.
共同発表者：山内春香, 佐竹美保, 津山努, 大浦
智子

明確な目標設定に基づく効果的な訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）の提供を可能とするため
のアセスメントシートとチェックリストを開発し
た. チェックリストは4領域20項目で構成された.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

回復期リハビリテーション病棟から自宅退院した
認知症を伴う高齢者の介護者における負担感の変
化と関連要因を検討した. 介護者は高齢者が入院
中でも何らかの介護負担を感じ, 退院後に高い傾
向にあった. 介護者の多くは認知症の症状を理解
し, サポートの受領もあったが, 負担が高い群の
半数はBPSDによる負担感があり, その高齢者は退
院後もBPSDが出現し, ADL自立は総じて低かった.

本人担当部分：研究結果の解釈および報告にむけ
て助言した.
共同発表者：藤田彩花, 竹田徳則, 大浦智子, 神
田太一

訪問リハ実施計画書（計画書）の目標とプログラ
ムを構成するICF領域数を施設間で比較した. 3施
設に対象者特性の大きな違いはなかったが, 目標
の領域数はPTによる計画書で施設間の違いが認め
られた. プログラムの領域数は全体・PT・OTいず
れの場合においても施設間の違いが認められた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 山内春香, 佐竹
美保

15 訪問リハビリテー
   ション実施計画書
   における目標とプ
   ログラムの施設間
   の違い

12 認知症高齢者の回
   復期病棟退院前後
   における家族介護
   者の負担感の特徴

第16回認知症ケア学会
（札幌）

 院外心停止に居あわせた市民の心肺蘇生におけ
る心理・行動プロセスとその関連要因を明らかに
するために, インタビューを用いた質的研究を
行った. 助けたいという動機の存在のもと, 心配
停止現場に伴う負担と心肺蘇生を実施する根拠の
葛藤が生じていることが明らかとなった.

本人担当部分：データの分析を共に担い，研究の
実施および報告にむけて助言した.
共同発表者：島本大也, 西山知佳, 大浦智子, 石
見拓

第18回　日本臨床救急医
学会総会・学術集会（富
山）
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－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

認知機能に対する予防要因を明らかにし, 予防要
因が認知機能に与える影響のプロセスを明らかに
した. 認知機能に対する予防要因である潜在変数
は, 「生活上の役割」「社会的技能」「知的
IADL」「身体機能」に集約された. 認知機能予防
事業には, 「社会参加」を通じて認知機能を高め
る関節効果と４つの潜在因子が認知機能に直接影
響する直接効果の両者の介入効果が包含されてい
た.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：木村大介，竹田徳則，大浦智子，今
井あい子

19 前向きな障害受容
   は脳卒中後遺症者
   の主観的幸福感に
   関連するか？

20 認知症高齢者の介
   護者に対する情報
   的サポート内容の
   検討

第49回日本作業療法学会
（神戸）

第49回日本作業療法学会
（神戸）

18 介護予防・認知症
   予防事業に参加し
   ている地域在住高
   齢者の認知機能の
   影響要因に関する
   共分散構造分析を
   用いた分析

脳卒中後遺症を有する者の主観的幸福感を高める
支援に向けて, 前向きな障害受容と主観的幸福感
の関連を検討した. ロジスティック回帰分析の結
果, 主観的幸福感には, 機能低下や活動制限など
以上に, 親しい人との交流満足感が関与してお
り, 脳卒中後遺症を有する者の対人交流の状態や
その満足感に着目する重要性が示唆された.

本人担当部分：研究計画の立案・実施および報告
にむけて助言した.
共同発表者：今井あい子, 平野友祐, 大浦智子

17 介護予防「憩いの
   サロン」事業参加
   者における二次予
   防リスク者の特徴

第49回日本作業療法学会
（神戸）

一時予防事業であるサロン参加者における二次予
防対策リスク者とその割合を確認し, サロンを活
用した一時予防事業プログラムにつながる基礎資
料を得るために, お元気チェックで得た自記式質
問紙の回答を分析した. 運動器と口腔機能, 認知
機能, うつの各リスク者, なかでも平均年齢の高
い一般参加者で二次予防事業該当者が多く含まれ
ていた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：竹田徳則, 木村大介, 大浦智子, 今
井あい子

介護者を対象にOTから入院中に受けたサポート内
容と自宅で介護をすることで入院中にあれば良
かったと思うサポート内容を調査し, OTが今後提
供すべきサポート内容を検討した. 退院1ヵ月後
の介護において入院中にあれば良かったサポート
は「認知症症状の対応」と「コミュニケーション
方法」, 「できることを増やす方法」など高齢者
の症状理解と対応方法に関する内容が多かった
が, これらは入院中の提供が少ない傾向であっ
た.

本人担当部分：結果の解釈に関する助言，および
報告にむけて支援した.
共同発表者：藤田彩花, 竹田徳則, 大浦智子, 神
田太一

第49回日本作業療法学会
（神戸）
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－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

－ 平成28年3月

－ 平成28年3月

－ 平成28年6月

第3回臨床作業療法学会
学術大会（東京）

25 脳卒中患者を対象と
   したModified
   Barthel Indexの信
   頼性

21 3ヶ月以内に訪問リ
  ハビリテーションの
  目標達成 終了に至
  る要因の探索

第74回日本公衆衛生学会
（長崎）

訪問リハビリテーションの初回目標/プログラム
の内容と目標達成による3か月以内の終了との関
連を明らかにするために, リハビリテーション実
施計画書の後方視的研究を行った. セルフケアの
うち, 入浴を視野に入れた目標のもと, 計画的に
評価を行うことが, 限られた期間内に目標を達成
し終了に至る要因となる可能性がある.

本人担当部分：研究計画を立案・実施し，データ
の分析および報告にむけて助言した.
共同発表者：古澤麻衣, 大浦智子, 藤井啓介

22 訪問リハビリテー
   ション内容と効果
   に対する利用者家
   族と提供者の捉え
   方の相違

第74回日本公衆衛生学会
（長崎）

訪問リハビリテーション利用者家族と提供者50組
を対象に, 主観的効果と実施プログラムの認識の
相違を明らかにした. 利用者家族は, 提供者が考
えているよりも症状や床上動作の改善に向けたプ
ログラムやマッサージを実施していると認識して
おり, 痛みや症状の改善を自覚していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 中山健夫

訪問リハと回復期リハにおける実践状況の相違を
明らかにした. 訪問群が回復期群に比べて, 環境
に関する評価や専門的立場からの助言, 対象者や
家族の意向を反映し理解のもとに決定したプラン
を立案・実施していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

作業療法士（OTR)のクリニカルリーズニング
（CR)と作業療法内容, クライアント（CL)の満足
度の関連を明らかにするために, 19組の質問紙回
答を分析した. 約半数のOTRの経験年数が1～2 年
目だったが, CRの合計は 7.3 と多くの活用が認
められた. CLの満足度はどの項目においても作業
療法に対して高い評価だったことに対し, OTR が
予測したCLの満足度や作業療法の提供満足度は約
5点と低かった.

本人担当部分：研究計画立案をともに行い，デー
タの分析および報告にむけて助言した.
共同発表者：古澤麻衣, 大浦智子, 藤井啓介

日本語版performance evaluation tool of
Modified Barthel Indexの信頼性を, ビデオ法を
用いて検証した. 合計点数の評価者間・評価者内
信頼性はAlmost perfect, 全項目がAlmost
perfect- Substantialであったことから, 信頼性
があると判断した.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 長谷公隆, 中島美恵, 中
山健夫

23 訪問と回復期にお
   けるリハビリテー
   ション実践状況の
   違い－複数施設を
   対象とした質問紙
   調査－

第3回臨床作業療法学会
学術大会（東京）

第53回日本リハビリテー
ション医学会(大阪）

24 作業療法のクリニ
   カルリーズニング
   と患者満足度との
   関連



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成28年6月

－ 平成28年9月

－ 平成28年9月

－ 平成28年9月

－ 平成28年10月

臨床経験が6年目以上の者における訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）配属期間と実践状況との
関連を明らかにした. 訪問長群は訪問短群に比べ
てICFの活動・参加に関する評価を行い, プラン
の実施に対象者や家族の意向を反映していると自
己評価していた. 訪問長群では, 対象者だけでな
く家族の意向の調整を含めた総合的視点に配慮し
た実践に取り組んでいた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

施設の認知症高齢者のQOL向上に寄与するADL介入
プロトコルを構築するため, 予備的介入調査を実
施しその効果を検証した. ADL介入をとおして,
QOLは主観的評価と代理評価のいずれも向上した.
介入毎の意欲向上の記録や介入後の肯定的な感想
から, QOLが向上した一因がうかがえた.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告にむけて助言した.
共同発表者：中西康祐, 大浦智子, 矢田智恵美,
浅井健一

第8回ヘルスコミュニ
ケーション学会（東京）

第50回日本作業療法学会
（札幌）

28 認知症高齢者のQOL
   向上に寄与するADL
   介入プロトコル構築
   のための予備的調査

臨床経験年数と実践状況との関連を明らかにする
ために, 6箇所の回復期リハ病棟から得られた223
名の質問紙の回答（新人群144名，経験群79名）
を分析した. 経験群は，全20項目において新人群
に比べて実践状況が高かったことから, これらの
項目の実践状況は経験年数との関連が示唆され
た.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

29 医学生は、患者視点
   をどのように学ぶこ
   とができるのか〜リ
   ウマチ患者へのイン
   タビューを通じて〜

27 臨床経験とリハビリ
   テーション実践との
   関連

26 臨床経験を有する者
   における訪問リハビ
   リテーション配属期
   間と実践状況との関
   連

第8回日本訪問リハビリ
テーション協会（東京）

30 回復期リハビリテー
   ション病棟と訪問リ
   ハビリテーション実
   践の制約

第75回日本公衆衛生学会
（大阪）

リハビリテーション（リハ）専門職における臨床
実践上での制約を明らかにした. 17箇所から得ら
れた385名の質問紙の回答（回復期222名，訪問
163名）から, 回復期ではプランの提案や立案・
実施に制約を感じる一方で，訪問では生活目標の
共有や課題の原因特定と対象者・家族への伝達・
理解に制約を感じていることがわかった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣

「リウマチ友の会」会員に行った質問紙調査の自
由記述式の質問に対する回答結果を, 医学生4名
（5年生3名、6年生1名）でKJ法により分析した.
患者が希望するのは『不安・不満の解消』であ
り, 患者の持つ不安・不満は『生活上の問題』,
『心理的な問題』, 『社会的な問題』に大別でき
た。これらの不安・不満の解消を阻害する要因と
して『患者視点に欠ける医療体制および診療内
容』が抽出された. これら2つの阻害要因につい
て, 具体的どのようなことを改善すべきなのかを
インタビュー調査で明らかにした.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告にむけて支援した.
共同発表者：荘子万能,  西明博, 橋本里穂, 石
橋茉実, 小嶋雅代, 大浦智子, 山中寿, 中山 健
夫

第50回日本作業療法学会
（札幌）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成29年8月

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月

第21回　日本臨床救急医
学会総会・学術集会（名
古屋）

医療に対する患者の多様性を把握するために，関
節リウマチ患者を対象とした4回のフォーカスグ
ループインタビューを用いて，段階的コーディン
グで語りの潜在的意味を可視化するSCAT手法によ
り分析した.分析の結果，完治を追求する「理想
志向型」、医師に提案を行う「提案型」、医師の
言う通りに従う「開き直り型」、嘘をつく「医師
あやつり型」の4類型に分けられ，タイプ毎の医
師患者関係を明らかにした．

本人担当部分：共著者と共に研究を実施した.
共同発表者：中村里香，肥田武，小嶋雅代，末松
三奈，大浦智子, 安井浩樹，高橋徳幸，阿部恵
子，岡崎研太郎，植村和正

32 関節リウマチ患者と
   医学生の面接によっ
   て得られた「患者の
   声」

第9回ヘルスコミュニ
ケーション学会（京都）

「（病気の）つらさ」に焦点をあて,9名（女性）
の患者を対象に医学生3名（5回生）が同席のもと
で非医師がフォーカスグループインタビューを
行った結果, 4つの大カテゴリ（【ライフイベン
ト】【近親者による理解の有無】【周囲からの親
切に対する思い】【リウマチに対する受入れの困
難さ】）が抽出された. 患者個人の体験としての
ライフイベントや病気に対する周囲の理解に関す
る内容が「（病気の）つらさ」として抽出され,
これらへの支援の必要性が示唆された.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 小嶋雅代, 山中寿, 荘子
万能,  西明博, 橋本里穂, 石橋茉実, 中山 健夫

関節リウマチ（RA）患者と医学生の合同グループ
ワークグループワーク（GW）を通して両者が感じ
たことと、今後の医学教育に必要と考えることを
明らかにするために, 質問紙調査によって面接の
感想と医学教育に必要と考えることについて回答
を得た. 患者理解を試みる医学生に対し, 患者か
ら「伝えたい・教えたい」という思いが表出され
た一方, 医学生は患者の生活像を理解する必要性
を実感する機会となった.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 小嶋雅代, 山中寿, 荘子
万能,  西明博, 橋本里穂, 石橋茉実, 中山 健夫

34 救命処置実施への自
   信につながる心肺蘇
   生講習会の内容

－ 平成30年6月  救命処置の自信に繋がる心肺蘇生講習会の内容
を明らかにするために，心肺蘇生講習会に参加し
た18歳以上の市民を対象に質問紙調査を行い，自
由記述に記載された講習会の良かった点に関して
内容分析を行った. 自由記述を分析した結果，自
信に繋がった講習会の内容は「救命処置の体験」
に関わるものが多くを占めた．救命処置を体験す
ることで自信獲得に繋がること，質疑への対応や
手技へのフィードバック，リアリティのある状況
設定に応じた練習も重要であることが示唆され
た．

本人担当部分：データの分析を共に担い，研究の
実施および報告にむけて助言した.
共同発表者：島本大也, 西山知佳, 大浦智子, 石
見拓

33 関節リウマチ患者と
   医学生の合同グルー
   プワークの経験から
   ：患者さんの感じた
   こと・医学生の学ん
   だこと

第9回ヘルスコミュニ
ケーション学会（京都）

31 リウマチ寛解基準への
　 PGA導入過渡期の患者
 　の類型化

第49回日本医学教育学会
大会（札幌）
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36　回復期リハビリテー
　 ション病棟における実践
 　チェックリストの因子的
 　妥当性と内的整合性

－ 平成30年9月 第52回日本作業療法学会
（名古屋）

平成30年6月－ 第12回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（北九州）

38 筋ジストロフィー患者に
 　対する理学療法・作業療
　 法の実態把握にむけた系
 　統的レビュー

－ 令和2年2月 第30回日本疫学会学術総
会（京都）

医療従事者（理学療法士，作業療法士）を対象と
した筋ジストロフィー患者の姿勢保持支援に関す
る調査を視野に入れ，患者を取り巻く課題と調査
研究の実態を把握することを目的に, 医療従事者
が報告した「筋ジストロフィー」及び「理学療
法」あるいは「作業療法」をキーワードとした学
術報告について，系統的にレビューした．使用し
た文献データベースは医中誌webを用い，「筋ジ
ストロフィー」及び「理学療法」あるいは「作業
療法」をキーワードとし，2014年8月－2019年7月
の5年間を対象とした．対象の学術報告は延べ266
件であり，報告形態は事例研究86件，調査研究が
16件，観察研究が30件，介入研究3件，解説が35
件であった．そのうち，姿勢に関する報告件数は
事例研究5件のみであった．

本人担当部分：研究計画立案をともに行い，デー
タの分析および報告にむけて助言した.
共同発表者：藤田ひとみ,塚田敦史,大浦智子,木
村清人,辻村尚子

37　回復期リハビリテー
 　ション病棟における入院
　 時指導加算に関する実態

－ 令和元年10月 第78回日本公衆衛生学会
（高知）

日本医療データセンター（JMDC）のレセプトデー
タから，所定の期間に「1度でも回復期リハビリ
テーション病棟入院料を算定したことのある患
者」を抽出し，新規に回復期リハビリテーション
病棟に入院した数を概算した．次に，新規入院患
者に占める「入院時訪問指導加算」算定件数の割
合を算出した．2014年度以降，H003-2算定件数は
増加傾向にあり，新規に回復期リハビリテーショ
ン病棟に入院した数に対する「入院時訪問指導加
算」の算定割合は限定的であるもののH003-2と同
様に増加傾向がみられた．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た．

訪問リハに配属されている理学療法士，作業療法
士，言語聴覚士163名を分析対象とし，訪問リハ
実践チェックリストに基づいて過去1ヶ月間の実
践状況（0-10の11段階）を問う無記名自記式質問
紙調査結果を分析した．質問紙は基本情報のほ
か，長期・短期目標からなる＜目標設定：Q1-5
＞，優先度の高い活動を妨げている作業工程と行
為をICFで整理する＜課題の分析：Q6-10＞，解決
方法（プラン）の選択肢と根拠を整理する＜プラ
ンの提案：Q11-15＞，プランの頻度と期間を決定
づける＜プランの立案と実施：Q16-20＞の4領域
20項目で，確証的因子分析（CFA）によるモデル
適合はRMSEA=0.079，GFI=0.80，AGFI=0.74だっ
た．クロンバックα係数は4領域すべてで0.90以
上だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 津山努

回復期リハに配属されている理学療法士，作業療
法士，言語聴覚士222名を分析対象とし，実践
チェックリストに基づいて過去1ヶ月間の実践状
況（0-10の11段階）を問う無記名自記式質問紙調
査結果を分析した．質問紙は基本情報のほか，長
期・短期目標からなる＜目標設定：Q1-5＞，優先
度の高い活動を妨げている作業工程と行為をICF
で整理する＜課題の分析：Q6-10＞，解決方法
（プラン）の選択肢と根拠を整理する＜プランの
提案：Q11-15＞，プランの頻度と期間を決定づけ
る＜プランの立案と実施：Q16-20＞の4領域20項
目で，確証的因子分析（CFA）によるモデル適合
はRMSEA=0.087，GFI=0.80，AGFI=0.75だった．ク
ロンバックα係数は0.89～0.91だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 津山努

35 訪問リハビリテーショ
   ン実践チェックリスト
   の因子的妥当性と内的
   整合性
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39 病院で働くリハビリテー
　 ション専門職の仕事不満
 　足に関する要因

40 高齢者介護に従事する
　 介護福祉士が自覚する
 　仕事パフォーマンスの関
 　連項目の探索

－ 令和2年10月 第79回日本公衆衛生学会
総会（京都）

高齢者介護に従事する介護福祉士が自覚する
仕事パフォーマンスとの関連項目を明らかにする
ことを目的に, 高齢者介護施設・事業所を有する
2法人の介護福祉士(男性53名,女性182名)を対象
に, 質問紙調査を行った.仕事パフォーマンス
（過去4週間の仕事に対する自己評価）の平均値
(82.4±15.8%)から, 83%を基準に高・低パフォー
マンスに設定し, 高パフォーマンス者の特徴（女
性,年齢が高い,日常生活のストレスなし, 仕事の
相談相手が同職種の同僚,健康のために規則正し
い食事・バランスのとれた食事・十分な睡眠・ス
トレスをためない, 仕事の異動希望なし）を明ら
かにした.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た（単著）．

－ 令和2年9月 第54回日本作業療法学会
（新潟）

病院で働くリハ専門職の仕事への不満足感に関連
する要因を明らかにすることを目的に, リハ専門
職を対象に,自記式質問紙調査を実施した. 分析
対象は回復期・一般等の病院勤務者とし, 基本情
報(性・経験年数・職種等),仕事満足度,人間関係
満足度を分析に用い,オッズ比を算出した(説明変
数:性・経験年数・職種・人間関係満足度).分析
対象は170人(経験年数[中央値]3年)で,このうち
77人(45.3%)が女性だった.仕事に不満足の36人の
うち16人(44.4%),満足している134人のうち8人
(6.0%)が人間関係に不満足だった.ロジスティッ
ク回帰分析の結果,性・経験年数・職種は要因と
して抽出されず,人間関係のみが抽出された .
オッズ比は人間関係満足が不満に比べて 0.079 (
95% 信頼区間0.030-0.210),判別的中率は83.5%
だった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た．
共同発表者：大浦智子,福原啓太,佐藤英人,加藤
美樹,藤堂恵美子

41 病院・訪問で働くリハビ
 　リテーション専門職の勤
　 務継続意向に関する基礎
 　的検討

－ 令和3年5月 第18回日本訪問リハビリ
テーション協会in高知
2021（高知）

病院・訪問で働くリハ専門職の勤務継続意向に関
連する要因を明らかにするために, リハ専門職を
対象に，自記式質問紙調査を実施した. 分析対象
は回復期・一般等の病院勤務者（以下，病院）と
訪問リハ事業所・訪問看護ステーション勤務者
（以下，訪問）とし, 基本情報（年齢・性別・職
種・経験年数等），仕事の満足度，職場の勤務継
続の意向を分析に用いた．分析対象は193人で，
病院170人（経験年数[中央値]3年）のうち77人
（45.3%），訪問23人（同12年）のうち15人
（65.2%）が女性だった．継続意向は127人（経験
年数[中央値]4年，女性64人[50.4%]），異動希望
が63人（同2年，同26人[41.3%]）だった．仕事に
満足している154人のうち113人（73.4%），不満
の36人のうち14人（38.9%）が継続意向だった．
欠損値のある3名を除外した190名の勤務継続意向
をアウトカムとしたロジスティック回帰分析の結
果，継続意向のオッズ比は仕事満足が不満に比べ
て4.33（95%信頼区間2.03-9.26），病院が訪問に
比べて0.11（同0.01-0.84）であり，判別的中率
は71.1%だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た．
共同発表者：大浦智子,福原啓太,佐藤英人,藤堂
恵美子,加藤美樹
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「シンポジウム」

－ 平成27年5月

44 筋ジストロフィー患者へ
   のシーティングに関する
   全国調査.

- 令和4年8月 LIFE2022（web） 筋ジストロフィー患者の車椅子シーティングの質
向上に向けて実施した全国調査結果を報告した.

本人担当部分：研究の実施・考察助言を行った.
共同発表者：藤田ひとみ, 塚田敦史,大浦智子

43 根拠に基づく実践と効果
   指標の設定.

- 令和4年8月 LIFE2022（web） 筋ジストロフィー患者の車椅子シーティングの質
向上に向けて，根拠に基づく実践と効果指標の設
定について報告した.

本人担当部分：主となってとりまとめた.
共同発表者：大浦智子, 藤田ひとみ, 塚田敦史

奈良学園大学(理学療法学専攻・作業療法学専攻)
における2年次後期配当科目(2単位)である「地域
理学療法実習」「地域作業療法実習」(以下，地
域実習)がコロナ禍において学内実習となった．
学外実習と遜色がないよう多彩な実習プログラム
となるよう配慮し，①事前学習，②学内実習，③
事後学習で構成した．事後に行ったアンケートの
結果，学内実習は概ね肯定的な意見であったが，
今後の実習に対して不安があることが分かった．
次期実習に向けた学生の不安要素に対する支援が
必要である．

本人担当部分：研究を計画立案・実施した．
共同発表者：滝本幸治,吉川義之,笹野弘美,坪内
善仁,前田吉樹,中島大貴,辻下聡馬,大浦智子,山
形力生,池田耕二

42 奈良学園大学における
　 コロナ禍の学内実習の紹
 　介3―地域理学療法・
   作業療法実習の概要と
　学生アンケート調査―

- 令和3年10月 全国リハビリテーション
学校協会第34回教育研究
大会・教員研修会（福
岡）web開催
https://orbit-
cs.net/34rehatki/

46 コロナ禍における高齢者
介護従事者の仕事への不安と
心配.

- 令和4年10月  第81回日本公衆衛生学
会総会（山梨）

介護従事者のコロナ禍における仕事への不安・心
配と，家庭生活との関係について報告した.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た（単著）．

45 リハビリテーション専門
   職者におけるTime
   Pressure-Kiken Yochi
   Training (TP-KYT)の構
   成概念妥当性の検討.

- 令和4年9月 第56回日本作業療法学会
（京都）

リハビリテーション専門職者におけるTime
Pressure-Kiken Yochi Training (TP-KYT)の構成
概念妥当性について検討し，概念モデルの因子的
妥当性を検証した.

本人担当部分：分析の助言を行った.
共同発表者：木下亮平, 大浦智子, 有久勝彦, 松
下航, 宮口英樹

1「訪問リハビリテー
   ションにおける教育
   のこれから～生命，
   生活，人生を共に歩
   む訪問療法士を育て
   る為には～」

日本訪問リハビリテー
ション協会学術大会 in
大阪 シンポジウム（大
阪）

シンポジウム1のシンポジストとして，求められ
る訪問リハビリテーションのあり方，認定訪問療
法士制度と教育について講演した.
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－ 平成28年2月

「インタビューセッション」

「メディア」
－ 平成25年10月

－ 平成27年9月 メディアスFM

3 わたしの健康～ＨＡＰＰＹ
ライフ☆～　「健康デー」特
別番組

医療・健康情報の聞き方・伝え方. （星城大学大
学院教員によるシリーズ講話）

メディアスFM平成31年1月－

シンポジストとして，地域におけるリハビリテー
ション場面における情報共有の実態報告と，望ま
れる共有決定のあり方について講演した.

1 インタビューセッション

2 様々な医療の場にお
   けるSDMの試み「地
   域医療の立場から」

1 サロン参加で健康に
  良い情報が増えた人
  が8割

日本福祉大学健康社会研
究センタープレスリリー
ス

「憩いのサロン」参加者の健康情報源と情報の授
受：サロンは情報の授受の場になっているか？保
健師ジャーナル 69(9); 712-719. 2013.を紹介し
た.

2 シリーズ講話 「健康
  で長生きの秘けつ」

第6回「健康にまつわるコミュニケーション」を
担当し，医療や健康に関するコミュニケーション
の特性や留意事項を解説した. （星城大学大学院
教員によるシリーズ講話）

－ 令和3年5月 第18回日本訪問リハビリ
テーション協会in高知
2021（高知）

調査・研究部門優秀演者として，実践報告部門優
秀演者とともに登壇し，発表演題の背景や研究に
係る事項について意見交換などをセッションに形
式にて行った．

平成27年度厚生労働科学
研究費補助金(地域医療
基盤開発推進研究事業)
〈指定課題〉『社会的責
任に応える医療の基盤と
なる診療ガイドラインの
課題と可能性の研究』公
開シンポジウム「
Shared decision making
〈SDM〉の今・これか
ら：診療ガイドラインの
新たな可能性を考える」



フ リ ガ ナ

氏 名

国 籍

月額基本給 千円

年 月

　　昭和53年4月

　　昭和60年3月 大阪大学医学部医学科卒業　医学士

昭和60年5月 医師免許（第291103号）

平成10年5月

　　平成29年4月

平成31年4月 公認心理師（第22882号）

年 月

昭和60年7月

　　昭和61年7月 大阪警察病院麻酔科　医員（平成元年6月まで）

平成元年7月 佐賀医科大学麻酔科学教室　助手（平成2年6月まで）

平成2年7月 市立西宮中央病院麻酔科　副医長（平成5年3月まで）

平成5年4月 市立西宮中央病院麻酔科　医長（平成5年6月まで）

平成5年7月 大阪大学大学院医学系研究科麻酔集中治療医学教室　助手（平成16年12月まで）

平成17年1月

平成17年4月 大阪大学大学院医学系研究科麻酔集中治療医学教室　臨床助教授（兼任）

（平成19年3月まで）

平成17年7月 市立芦屋病院麻酔科　部長（平成19年3月まで）

平成19年4月

平成25年4月

平成30年4月

年 月

昭和60年4月

平成元年4月

平成2年4月

平成2年4月

平成2年4月

平成10年4月

平成22年4月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科教授（現在に至る）
担当科目：『生化学』『疾病治療論』『人体機能学』『内部障害学』『ペインコントロール論』
『疼痛学概論』『疼痛リハビリテーション学』『疫学』

国際疼痛学会　入会　（現在に至る）

日本運動器疼痛学会　入会　（現在に至る）

日本賠償科学会　入会（現在に至る）

日本慢性疼痛学会　入会　（現在に至る）

大阪大学医学部附属病院麻酔科　医員（昭和61年6月まで）

千里A&Hペインクリニック　勤務医（平成17年6月まで）

大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講座　教授（平成30年3月まで）
担当科目：『麻酔学』『臨床医学特論』『薬物治療学Ⅲ』

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター 副センター長（平成30年3月まで）

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等

現在所属している学会
日本麻酔科学会、日本疼痛学会、日本運動器疼痛学会、日本ペインクリニック学会、日
本慢性疼痛学会、国際疼痛学会、日本心療内科学会、日本リハビリテーション医学会、
日本賠償科学会

事 項

「学会活動」

日本麻酔科学会　入会　（現在に至る）

日本ペインクリニック学会　入会　（現在に至る）

日本疼痛学会　入会　（現在に至る）

事 項

日本国
現住所

〒665-0062 
兵庫県宝塚市仁川高台1-1-7

学 歴

事 項

大阪大学医学部医学科入学

大阪大学大学院医学系研究科　博士（医学 第14051号）

「博士論文名：The effect of electroconvulsive treatment on thermal hyperalgesia and 
  mechanical allodynia in a rat model of peripheral neuropathy. Anesth Analg 
  86:584-7,1998」

臨床心理士免許（第33329号）

職 歴

別記様式第４号（その１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 員 個 人 調 書

履 歴 書

シバタ　マサヒコ

性別 男 生年月日（年齢） 　昭和34年　1月　24日　（満62歳）
柴田　政彦

履歴書-1



平成25年4月

平成29年4月

「認定医および学会での役職」

昭和63年3月

平成4年4月

　　平成6年6月 日本ペインクリニック学会認定医

平成15年7月 日本ペインクリニック学会　評議員 (現在に至る)

平成24年4月 日本疼痛学会理事　（現在に至る）

平成27年11月 日本運動器疼痛学会　監事　（現在に至る）

「研究活動」

平成22年度～
平成23年度

平成23年度～
平成24年度

平成23年度～
平成24年度

平成23年度～
平成25年度

平成23年度～
平成25年度

平成25年度～
平成26年度

平成26年度

平成27年度～
平成28年度

平成26年度～
平成28年度

厚生労働省科学研究費補助金・慢性の痛み対策研究事業・慢性の痛みの診療の基盤となる情報の
集約とより高度な診療の為の医療システム構築に関する研究
研究代表者　牛田享宏（愛知医科大学）研究分担者　山下敏彦　矢吹省司　
井関雅子　北原雅樹　中村雅也　竹下克志　松平浩　中村裕之　松原貴子　福井聖　
田倉智之　西江宏行　横山正尚　細井昌子　西尾宏文　浅井雅代　柴田政彦
平成25年度　39,000千円、平成26年度　44,200千円

厚生労働省科学研究委託事業・慢性の痛み解明研究事業「慢性痛に対する認知行動療法の普及と
効果解明に関する研究」
研究代表者　研究分担者　堀越勝　北原雅樹　井関雅子　住谷昌彦　山本則子　高井ゆかり　今
村佳樹
井上玄　宮岡等　佐々木淳　小山なつ　木村慎二　沖田実　松原貴子　西上智彦　鈴木勉　祖父
江友孝
池本竜則　大江悠樹　高岸百合子　岩佐和典　福森崇貴　蟹江絢子
平成26年度 6,287千円
国立研究開発法人日本医療研究開発機構AMED慢性の痛み解明研究事業　「慢性痛に対する認知行
動療法の普及と効果解明に関する研究」　
研究代表者 研究分担者　堀越　勝　北原雅樹　住谷昌彦　山本則子　高井ゆかり　木村慎二　松
原貴子
西上智彦　鈴木勉　祖父江友孝　池本竜則　大江悠樹　高岸百合子　岩佐和典　福森崇貴　蟹江
絢子
岡本禎晃 松平 浩 西江宏行 高橋紀代 新明一星 細越寛樹 深井恭佑

文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C)「CRPS患者の運動障害における脳機能異常」
研究代表者　研究分担者　渡邉嘉之　寒重之　西上智彦　植松弘進　宮内哲
平成26年度　2,340千円、平成27年度　1,170千円、平成28年度　1,560千円

厚生労働科学研究費補助金・慢性の痛み対策研究事業「痛み」に関する教育と情報提供システム
の構築に関する研究
研究代表者　研究分担者　井関雅子　横山正尚　山下敏彦　竹林庸雄　池本竜則　小山なつ　中
塚映政
細井昌子　宮岡等　宮地英雄　亀田秀人　今村佳樹　大島秀規　平田幸一　沖田実　住谷昌彦　
和佐勝史
長櫓巧　竹下克志　中村雅也　牛田享宏　井上玄　岩田幸一　矢谷博文　和嶋浩一　川真田樹人　
鈴木勉
三木健司　北原雅樹　堀越勝　史賢林
研究経費：平成23年度5,200千円、　平成24年度5,200千円、平成25年度5,200千円

日本リハビリテーション医学会　入会　（現在に至る）

日本心療内科学会　入会　（現在に至る）

麻酔科標榜医　

麻酔科指導医　

厚生労働省科学研究費補助金・難治性疾患克服研究事業・脊髄障害性疼痛症候群の実態の把握と
病態の解明に関する研究
研究代表者 牛田享宏（愛知医科大学）研究分担者　戸山芳昭　菊池臣一　谷俊一　
田口敏彦　山下敏彦　高安正和　竹下克志　中村雅也　内田研造　井上和秀　野口光一　
上野雅文　中村裕之　　柴田政彦
平成22年度　19,500千円　平成23年度　13,000千円

文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C)「脳機能画像を用いた運動時痛の解明と治療法の開
発」
研究代表者  研究分担者　松田陽一　井上隆弥　坂上学　植松弘進
研究経費：平成22年度　2,860千円　平成23年度　910千円、　平成24年度　910千円

厚生労働省科学研究費補助金・慢性の痛み対策研究事業・難治性疼痛の実態の解明と対応策の開
発に関する研究
研究代表者　牛田享宏（愛知医科大学）研究分担者　山下敏彦 平田 仁  片山容一　
井関雅子　内田研造 神谷光広　細井昌子 柿木隆介　河野達郎 佐藤純　中塚映政  橋本亮太　
中村裕之  田倉智之　安田哲行　鈴木重行　小林章雄　大森豪 柴田政彦
平成23年度 40,300千円、平成24年度　41,103千円
  

日本損害保険協会2011年度交通事故医療特定課題研究助成「新しい運動療法の開発： 脳機能画像
を応用し、外傷後の『痛みの慢性化』に対して有効な運動療法を開発する」　
研究代表者　
5,000千円
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平成27年度

平成27年度～
平成29年度

平成27年度～
平成28年度

平成27年度～
平成29年度

平成27年度～
平成28年度

平成27年度～
平成29年度

平成28年度～
平成29年度

平成29年度

平成29年度

令和元年度から
令和２年度

平成27年4月
～現在

年 月

　　　年　　月  

国立研究開発法人日本医療研究開発機構AMED・慢性の痛み解明研究事業・「怒りや恨み、不公平
感などの情動に伴う慢性疼痛の実態に関する研究」
研究代表者　令和元年度7,150千円　令和２年度6,435千円

なし

日本損害保険協会2017年度交通事故医療一般研究助成金「外傷後遷延痛に伴う生活障害の維持・
増悪要因としての重要他者の破局化：重要他者の破局化の評価法と外傷後遷延痛の維持・増悪モ
デルの検証」
研究代表者　平成29年度　2,650千円

「社会活動」

芦屋市保健センター運営審議会委員長

賞 罰

事 項

厚生労働省慢性疼痛診療体制構築モデル事業補助金　怒りや恨み、不公平感などの情動に伴う慢
性疼痛の実態に関する研究
研究代表者　研究分担者　安達友紀　橋本淳　
平成29年度　7,992千円

日本損害保険協会2015年度交通事故医療一般研究助成金「安静時fMRIを用いた外傷後遷延痛患者
の痛み及び機能回復に関する予測手法の開発　
研究代表者　
5,000千円

厚生労働科学研究費補助金・慢性の痛み政策研究事業　「慢性の痛み診療・教育の基盤となるシ
ステム構築に関する研究」　
研究代表者　牛田享宏（愛知医科大学）研究分担者　山下敏彦　矢吹省司　木村慎二　
山口重樹　加藤実  井関雅子　北原雅樹　住谷昌彦　松平浩　川口善治　中村裕之　松原貴子　
笠井裕一　福井聖　田倉智之 西田圭一郎　尾形直則　田口敏彦　河野崇　西尾芳文　細井昌子　
門司晃　柴田政彦　
平成27年度　44,200千円、平成28年度　50,000千円、　平成29年度　50,000千円

国立研究開発法人日本医療研究開発機構AMED・慢性の痛み解明研究事業・診断・治療法の開発を
目指した痛み慢性化脳機構に関するトランスレーショナル研究
研究代表者　加藤総夫（東京慈恵会医科大学）研究分担者　南雅文　岡野ジェイムス洋尚 柴田政
彦
平成27年度 9,917千円、　平成28年度 9,965千円

厚生労働科学研究費補助金・新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業・「子宮頸がんワ
クチンの有効性と安全性の評価に関する疫学調査」
研究代表者　祖父江友孝（大阪大学）研究分担者　垣添忠生　福島若葉　
原めぐみ　榎本隆之　上田豊　宇川義一　平田幸一　岡明　宮本信也　喜多村祐里　柴田政彦
平成27年度　44,980千円、　平成28年度　35,000千円、　平成29年度　26,000千円
国立研究開発法人日本医療研究開発機構AMED・「統合医療」に係る医療の質向上・科学的根拠収
集研究・線維筋痛症に対する統合医療的介入の評価手法に関する研究
研究代表者　伊藤嘉記（大阪大学）　研究分担者　新谷歩　寒重之　仙波恵美子　
渡邉嘉之　牛田享宏　井上真輔　伊藤和憲　林紀行　柴田政彦
平成27年度　4,940千円、平成28年度　4,940千円

国立研究開発法人日本医療研究開発機構AMED・慢性の痛み解明研究事業・神経画像検査法を用い
た中枢性脳卒中後疼痛の客観的指標の探索と革新的非侵襲脳刺激療法の開発
研究代表者　平田仁（名古屋大学）研究分担者　寳珠山稔　岩月克之　
岩崎倫政　三上容司　寒重之　三木健司　住谷昌彦　森岡周　大野欽司　柴田政彦
平成27年度　7,410千円、平成28年度　6,890千円　平成29年度　6,669千円

文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C)「線維筋痛症患者に対する運動療法の効果の検証：脳
内ネットワークの変化を指標として」　
研究代表者　藤田信子（大阪行岡医療大学）　研究分担者　仙波恵美子　
行岡正雄　寒重之　柴田政彦　高井範子　堀竜次　高橋紀代
平成27年度　3,120千円、平成28年度　780千円、平成29年度　910千円
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勤　　務　　先 職名

奈良学園大学 教授 リハビリテーション学・看護学の教育・研究に従事

大阪大学 招へい教授 大学院医学系研究科

神戸大学
非常勤
講師

麻酔科学　講義

滋賀医科大学
非常勤
講師

大学院医学系研究科

市立芦屋病院 医師 麻酔科

勤　　務　　先 職名

氏名　柴 田　政 彦　印

外科系講座・麻酔科学分野

保健医療学部リハビリテー
ション学科

　上記のとおり相違ありません。

　　　　2021年　8月 15日

1日/週　ペインクリニックと緩和ケアチームにおける診療と教育
に従事

開　　設　　後　　の　　職　　務　　の　　状　　況

学部等又は所属部局の名称 勤務状況

現　　在　　の　　職　　務　　の　　状　　況

学部等又は所属部局の名称 勤務状況

臨床医学特論、環境健康リスク論（修士公衆衛生学コース）、総
合内科、薬物治療学（薬学部）　講義

麻酔・緩和医療学　講義
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年月日

平成29年4月

～

現在に至る

平成24年4月
～

現在に至る

甲南女子大学　人間科学部
一人当たり5時間程度のペインクリニック研修、学
生はペインクリニックの現場を見学することで、
診療、とりわけ難治性の疼痛患者に対するコミュ
ニケーションの基本や注意点を知ることができ
た。

2) 臨地実習における体験型学習 平成5年4月
～

平成26年3月

主に医学部5年次を対象に、痛みを対象とした医療
の臨床研修を指導した。学生は特殊な痛み医療の
現場を学び、医師としての基本的な診療技術を身
につけることができた。

滋賀医科大学医学部医学科「麻酔・緩和医療
学」、慢性疼痛に対する学際的治療、認知行動療
法、慢性痛に対する集学的診療について講義し
た。学生は慢性痛の集学的診療について基本的な
知識を入手した。

平成24年4月
～

現在に至る

大阪大学薬学部「薬物治療学Ⅲ」、薬学部の学生
に対し、痛みの基礎知識と種々の鎮痛薬について
講義をおこなった。薬学生は薬剤師としての痛み
に関する基本的な知識を身につけた。

平成24年4月
～

現在に至る

大阪大学医学部医学科「臨床医学特論」、痛みに
ついて医師として学ぶべき痛みの基礎知識の整理
と、慢性痛の概念、評価方法、治療法について講
義した。学生は痛みの基礎知識を学び、慢性痛治
療の基本的な情報を得ることができた。

平成24年4月
～

平成30年3月

大阪大学医学部医学科　「麻酔学」、局所麻酔、
伝達麻酔、医学生は局所麻酔と伝達麻酔について
学び、臨床医としての基礎的な情報を得た。

行動科学　認知脳科学　
リハビリテーション医学

痛み　脳機能画像　集学的診療　
行動科学　生物心理社会モデル

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

2021年8月15日

氏名　　　　　　　　　　　　印

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1) プリント、スライド、ディスカッション、
　 レポートの活用

平成21年4月
～

平成30年3月

大阪大学医学部付属病院新研修医プログラム、大
阪大学医学部の新研修医を対象に血管穿刺の方法
と注意点について講義した　新研修医は医師とし
て血管穿刺の基本的な方法とそのリスクについて
学んだ。
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年月日事項 概 要

平成24年4月

～

現在に至る

平成18年10月

平成23年4月2)  慢性痛の評価と治療
第28回 日本医学会総会 於：東京国際フォーラム

「講演」

1) 医療の立場から"身体"について シンポジウム 「JR福知山線列車事故を考える」
この事故の捉え方と”こころ”と”身体”の後遺
症について 於：三田市まちづくり協同センター

4) ＮＰＯ痛み医学研究情報センター講師 平成24年4月
～

平成30年3月

医療者向けの研修会における研修内容の会議に出
席、研修会の運営及び講師

3) 関西痛みの診療研究会代表世話人 平成23年4月
～

現在に至る

関西地区の痛み専門医療者の研修を目的として年
一回の研修会を運営

2) CRPS研究会世話人 平成20年4月
～

平成30年3月

厚生労働省研究班終了後、全国のCRPS研究者によ
る研究会を企画・運営

４　実務の経験を有する者についての特記事項

「研究会・NPO法人」

1) 疼痛勉強会代表世話人 平成2年4月
～

平成30年3月

関西地区の痛み専門医の研修を目的として年二回
の研修会を運営

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1) 大阪大学における授業評価アンケート 「臨床医学特論」での講義に関しては、学生から
のアンケートには「心理・社会モデルに基づく痛
みの見方がわかってよかった」といった意見もあ
り、高評価であった

「痛みの教育コンテンツ」を書籍として発行。平
成29年度厚労省慢性疼痛診療体制構築モデル事業
における医師・理学作業療法士・心理士向けの各
セミナーにおいて、講師の話す内容・要点・表現
などを統一する上で役立っている。

2) 痛みの集学的診療：痛みのコアカリキュラム
　（再掲）

平成28年10月
真興交易
全347貢

２　作成した教科書，教材

1) 痛みの教育コンテンツ提供システム 平成23年4月
～

現在に至る

厚生労働科学研究「痛みに関する教育と情報提供
システムの構築に関する研究」及び　AMED研究
「慢性痛に対する認知行動療法の普及と効果解明
に関する研究」の取り組みで、「痛みの教育コン
テンツ」というPowerPointスライドを作成した。
コンテンツは医学教育用・リハビリテーション医
学・歯学・薬学・看護教育用があり、内容は痛み
に関する基礎医学、概論、評価法、臨床的内容、
社会的問題など多岐にわたり、初学者に学んでも
らえるよう可能な限り平易な内容にし、学生講
義、実習、院内の勉強会、研究会などに活用でき
るシステムを構築した。ダウンロード件数は１万
件を超える。完全無償化とすることで、各大学の
授業・現職者向けのセミナー等において幅広く活
用されている。
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年月日事項 概 要

平成25年10月

平成27年3月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年6月

平成27年7月

平成27年7月

平成27年8月

平成27年9月

平成27年10月

平成27年12月

平成28年4月

平成28年6月

平成28年8月

平成28年8月 OSAKA疼痛治療セミナー講演会
於：シェラトン都ホテル大阪17)「慢性痛に対する集学的アプローチについて」

15) 慢性疼痛の基礎知識、　
　　慢性疼痛の評価と治療方針、疾患別各論

J-PAT FULL　於：ホテルアゴーラリー
ジェンシー堺

16)　慢性疼痛の基礎知識、
     慢性疼痛の評価と治療方針、疾患別各論

J-PAT FULL　於：東京コンベンションホール

14) 難知性疼痛の治療戦略、
　  オピオイドの長期使用について

J-PAT PA2　於：ホテルグランヴェア大阪

12)「痛みの慢性化と集学的アプローチの意義　
　　 ―脳機能画像研究から見えてくるもの」

第５回　脊椎の痛みを学ぶ会in九州
於：福岡サンパレス

日本損害保険協会「名古屋医療セミナー」
13)「複合性局所疼痛症候群　-補償上の問題点」

10)　難知性疼痛の治療戦略 J-PAT PA2　於：TKPガーデンシティ大阪梅田

11)「運動器疼痛を対象とした脳機能画像研究と
　　 治療応用」

第3回運動器疼痛を考える会　於：東京

8) 難知性疼痛の治療戦略 J-PAT PA2　於：メルパルク大阪

9)「一歩踏み込んだ痛みの治療」 芦屋市医師会講演会
於：芦屋市医師会館

6) 難知性疼痛の治療戦略、
　　オピオイドの長期使用について

J-PAT PA2　於：東京コンベンションホール

7) 慢性疼痛の基礎知識、
　　慢性疼痛の評価と治療方針、
　　疾患別各論

J-PAT FULL　於：ルポール麹町

一般社団法人 全国ファブリ―病患者と家族の会　
基調講演　於：大阪大学医学部附属病院5)「ファブリー病に伴う神経障害性痛について」

4)「慢性痛の成り立ちと対策」 第15回痛みの研究会　講演　於：九州大学医学部
百年講堂

3)「後遺障害診断書において痛みを扱うか?」 第15回自賠責講演会　於：神戸
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年月日事項 概 要

平成28年10月

平成28年11月

平成28年11月

平成29年1月

平成29年1月

平成29年6月

平成29年7月

平成29年7月

平成29年10月

平成29年10月

平成29年11月

27)「Alteration of resting state networks 
    in patients with fibromyalgia, CRPS 
    and other functional somatic pain 
    syndrome」
（線維筋痛症、CRPS、機能性疼痛症候群患者にお
ける安静時脳内ネットワーク活動の変化）

The 7th Asian Pain Symposium
Preliminary Scientific Program, Taiwan
（アジア疼痛シンポジウム：プレ大会，台湾）

28)「慢性痛医療のバランス」 イーライリリー社Painアドバイザリー会議

25)「ICD-11への改訂に向けての慢性痛」 第51回日本ペインクリニック学会リフレッシャー
コース　　於：長良川国際会議場

26)「大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターで
の集学的診療について」

日本線維筋痛症学会第9回学術集会シンポジウム　
於：千里ライフサイエンスセンター

23) 「飛翔」 第39回日本疼痛学会　会長講演
於：神戸国際会議場

日本損害保険協会「東京医療セミナー」

第56回日本定位・機能神経外科学会シンポジウム
於：グランフロント大阪コングレコンベンション
センター

22)「慢性疼痛に対する治療の現状と将来の展望」

24)「複合性局所疼痛症候群　-補償上の問題点」

文部科学省課題解決型事業「慢性疼痛患者の生き
る力を支える人材育成」キックオフ･セミナー　名
古屋市立大学桜山キャンパスさくら講堂

21)「何故　今？　慢性痛対策が重要なのか？」

20)「痛みの責任は誰にあるのか？」 日本麻酔医事法制研究会講演ファブリー病に伴う
神経障害性痛についてファブリー病に伴う神経障
害性痛について

18) 慢性疼痛の評価と治療方針、
　　疾患別各論

J-PAT FULL　於：JPタワーホール&カンファレンス

日本損害保険協会「さいたま医療セミナー」
19)「複合性局所疼痛症候群　-補償上の問題点」
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年月日事項 概 要

平成28年3月

年月日

昭和60年5月27日

平成10年5月29日

平成4年4月

平成6年6月

平成29年4月

平成17年7月
～

平成19年3月

市立芦屋病院麻酔科部長として診療に従事

平成17年4月
～

平成19年3月

大阪大学大学院医学系研究科臨床助教授を兼任
疼痛医療センターのカンファレンスに出席、若手
医師の教育および麻酔学教室の研究に従事した。

平成17年1月
～

平成17年6月

千里A&Hペインクリニックにて診療に従事

平成5年7月
～

現在に至る

大阪大学医学部附属病院麻酔科にて
診察に従事

平成2年7月
～

平成5年6月

西宮市立中央病院麻酔科にて副医長・医長として
診察に従事

平成元年7月
～

平成2年6月

佐賀医科大学麻酔科教室において助手として
診察に従事

昭和61年7月
～

平成元年6月

大阪警察病院麻酔科において診察に従事

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1) 臨床歴及び実務歴 昭和60年7月
～

昭和61年6月

大阪大学医学部附属病院麻酔科において
診察に従事

5) 臨床心理士免許 第33329号

２　特許等

　なし

2) 博士（医学） 大阪大学大学院医学系研究科　第14051号

3) 麻酔科学会 指導医 第24125号

4) 日本ペインクリニック学会認定医 第19940054号

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

1) 医師免許 第291103号

2) 学位論文査読（副査 1名） 研究テーマ：下肢の難治性神経障害性疼痛に対す
るHコイルによる反復経頭蓋磁気刺激の除痛効果

５　その他

1) 博士学位論文指導実績 （25名） 平成17年4月
～

現在に至る

神経障害性疼痛に対するリチウムの効果・神経障
害性疼痛におけるNOの役割・神経障害性疼痛に伴
う情動の変化・神経障害性疼痛に対する牛車腎気
丸の効果・神経障害性疼痛におけるSerotonin2C 
receptor mRNA の役割・CRPS患者における中枢機
能の障害・機械的刺激による痛みの認知機構（2
名）・運動時痛の認知機構・慢性痛患者における
不公平感・腕神経叢引き抜き損傷後痛の治療成績
など11名に対してそれぞれ2－4年間指導した。
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年月日事項 概 要

４　その他

1) 芦屋市保健センター運営審議会委員長 平成27年4月
～

現在に至る

審議会に出席し、芦屋市保健センター審議会の進
行役を務めるとともに、指導・助言をおこなう。

2) 治験における医学専門家 平成29年8月
～

現在に至る

治験の遂行を適切に実施するための医学的観点か
らの助言（日本臓器製薬株式会社）

2) 麻酔科指導医 平成5年4月
～

現在に至る

麻酔科指導医として約100名の研修医を指導

平成25年4月
～

現在に至る

疼痛医療センター副センター長就任

平成19年4月
～

現在に至る

大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講座
寄附講座教授就任

業績書－6



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
共著 平成23年5月 ㈱CBR

共著 平成25年7月

共著 平成25年11月 南江堂

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1) 長引く・頑固な・
    つらい痛み
    薬物療法2011

臨床医が治療に難渋する「長引く・頑固な・つら
い手・足・腰・筋・関節などの痛み」に対する薬
物療法の今日の治療指針について解説。最新の知
見に基づいて病理、病態生理から治療のメカニズ
ムまでを概観し、とりわけ薬物療法に関する科学
的裏付けを詳細に示した。薬物は非オピオイド系
から向精神薬、筋弛緩薬、抗リウマチ薬、さらに
は漢方薬までを網羅しており、各症候に対するベ
ストプラクティス、薬物相互作用、Drug 
informationなども紹介。非専門医でも薬物治療
のマネジメントができるよう解説した。

B5判・168頁
編者：米延策雄，菊池臣一，柴田政彦
共著者：柴田政彦，田口敏彦，関口美穂，紺野慎
一，竹下克志，西本憲弘，史賢林，橋本淳，安田
由華，大井一高ほか15名

本人担当部分：
「第2章 痛みを有する患者に対する薬の使い方」 
P12-35を共著
鎮痛薬投与に関する患者の痛みの評価、薬物の選
択基準、その効果について解説。
共著者：柴田政彦，田口敏彦，関口美穂，紺野慎
一

2) 癌性疼痛 ＦＯＲ　
    ＰＲＯＦＥＳＳ
    ＩＯＮＡＬ　
    ＡＮＥＳＴＨＥＳＴＯ
　　ＬＯＧＩＳＴ，Ｖ

克誠堂出版 癌の痛みを理解する知識を全て網羅。癌性疼痛の
発症機序、使用する薬物、オピオイドの使用法と
副作用、鎮痛補助薬、在宅医療などの各項目を解
説。ＷＨＯ方式の癌性疼痛治療法や、オピオイド
の副作用とその対処、オピオイドが効きにくい痛
みとその治療法にも触れる。さらには鎮痛補助薬
や各種代替療法、在宅医療における癌性疼痛への
対処法などについても解説した。

A4判・321頁
編者：花岡一雄
共著者：柴田政彦，松田陽一，眞下節，花岡一
雄，細川豊史，佐伯茂，有田英子，村川和重，小
川節郎，下山直人ほか39名

本人担当部分：
「神経ブロック療法」 P203-209を共著
癌の痛みに対する各種神経ブロックの方法につい
て，そのエビデンスと手技について解説。
共著者：柴田政彦，松田陽一，眞下節

3) 運動器慢性痛診療
    の手引き

局所の組織由来ではない運動器の慢性痛、なかで
も神経経路や記憶、精神面などに影響を受ける慢
性痛における診療マニュアル。、痛みを修飾する
メカニズムの解明とその対策について解説。さら
に整形外科医が使ってこなかった中枢系に作用す
る薬剤の使い方などについて、日本整形外科学会
運動器疼痛対策委員会の成果をまとめた。

A4判・180頁
編者：田口敏彦，山下敏彦，牛田享宏
共著者：柴田政彦，中村雅也，関口美穂，紺野慎
一，米和徳，中尾慎一，福井大輔，川上守，大鳥
精司，ほか15名

本人担当部分：
「複合性局所疼痛症候群」 P168-173を単著
複合性局所疼痛症候群の疾患概念と評価、治療方
針について解説。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年5月

共著 平成25年6月 羊土社

共著 平成27年5月 文光堂6) まれな疾患の麻酔　
    A to Z

麻酔科医のために、およそ400の“まれな疾患”
を取り上げて解説した。まれな疾患に遭遇した
際、辞書を引くように検索でき、診療に直結する
最新情報をすばやくアクセスできる構成とした。
各項目の冒頭には麻酔中に「してしてよいこと」
と「してはいけないこと（do or do not）」を
【注意事項】として掲載、リスクマネジメント教
育にも有用な構成となっている。

B5変型判・714頁
編者：高崎眞弓，河本昌志，木内恵子，白神豪太
郎，萩平哲
共著者：柴田政彦，神崎理英子，瀬戸口秀一，外
須美夫，重松研二，山浦健，小倉信，井手岳，又
吉宏昭，ほか360名

本人担当部分：
「ハンセン病」 P479を単著
ハンセン病患者の病態生理・臨床症状と、術中麻
酔時の留意事項について解説

4) ペインクリニシャン
    のための新キーワー
    ド135

真興交易(株)医書出版部 ペインクリニック診療の現場でよく用いられる
135項目のキーワードを、基礎的用語・病態およ
び疼痛性疾患・痛みの評価法・神経ブロック・治
療法(神経ブロック以外)・その他の6章分別、体
系的に分かりやすく解説した。『痛みの概念が変
わった 新キーワード100+α』(2008年刊)を基
に、スピリチュアルペイン・無痛分娩など新たな
項目を加え、最新のガイドライン・治験等を踏ま
え概説した。

A4判・368頁
編者：小川節郎
共著者：柴田政彦，山田芳嗣，小川節郎，細川豊
史，森本昌宏，井関雅子，三木健司，牛田享宏，
川股知之，児玉謙次ほか84名

本人担当部分：
第二章 病態「CRPS」 P73-74を共著
CRPSの病院、疫学、判定指標やその注意点につい
て解説。
共著者：住谷昌彦，柴田政彦，山田芳嗣

5) 増刊 レジデント
    ノート あらゆる科
    で役立つ！ 麻酔科
    で学びたい技術

麻酔科レジデントが、現代の麻酔の概念を理解で
きるように、また基本手技を習得できるように各
種技術を解説。周術期管理の基本を押さえ、知っ
ておくべき病気・病態の知識の整理ができるよう
な構成となっている。

A4判・261頁
編者：萩平哲
共著者：柴田政彦，上山博史，森本康裕，増井健
一，内田整，原真理子，柴田晶カール，車武丸，
浅井隆，鈴木昭広，讃岐美智義，ほか20名

本人担当部分：
「硬膜外麻酔」 P107-112を単著
麻酔時の体位・主義・薬剤管理などから、硬膜外
麻酔修得に要する技術について解説。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年5月 文光堂

共著 平成28年2月 総合医学社

共著 平成28年10月

7) 痛みScience&
    Practice臨床に役立
    つ神経障害性痛の理
    解

近年、神経障害性痛は多くの研究者や専門医によ
る様々な観点からの病態や治療法が探求されてい
る。本書では痛み診療に従事する医師が最良の治
療を行えるよう配慮。「痛みの機序に関する基礎
は，末梢から中枢まで連続性や統一性のある解
説」「神経障害性痛の正しい理解のため，その要
素を一部有している疾患やその周辺疾患も含めて
解説」「各疾患については，疫学，病態，治療法
などを詳細に解説」これらに重点を置きつつ、実
践的で分かりやすい構成で解説した。

A4判・285頁
編者：井関雅子
共著者：柴田政彦，佐々木美佳，河野達郎，大橋
宣子，渡部達範，南雅文，津田誠，内田仁司，植
田弘師，伊藤誠二，ほか102名

本人担当部分：
「線維筋痛症」 P238-241を単著
線維筋痛症の疫学・病態・症状と、その薬物治療
について解説。

8) 麻酔科学レビュー2016 研修医や若手麻酔科医に必要な麻酔科１４領域の
知識を総括し、さらに２０１３～２０１４年に発
表された文献の中で重要なもの１２０件を１頁１
文献で紹介、開設を加えた。

AB判・300頁
編者：澄川耕二，岩崎寛
共著者：柴田政彦，川前金幸，小出康弘，神山有
史，坂口嘉郎，貝沼関志，西川俊昭，原哲也，山
蔭道明，浅井隆，ほか40名

本人担当部分：
「38. ペインクリニック」 P221－225を単著
ペインクリニックにおける神経ブロックやイン
ターベンション、薬物治療に関するエビデンスに
ついて最新のレビューを交え解説。

9) 痛みの集学的診療：
　  痛みのコアカリキ
    ュラム

日本疼痛学会、痛みの教育
コアカリキュラム編集委員
会 真興交易（株）医書出版
部

慢性痛の診療を行うにあたり、医師や看護師だけ
でなく、多職種が集まる“集学的な診療チーム”
により「生物心理社会モデル」として合理的に考
えようとする取り組みが本邦でも始まっている。
本書はそれらに携わる医療従事者への“教育”に
必要な教科書として作成された。生物心理社会社
会モデルの説明を中心に、慢性痛の分類をIASP
（世界疼痛学会）の新しい分類に準拠して行い、
特に重要と思われる言葉をキーワードとしてまと
めた。

編者：西江宏之，北原雅樹，柴田政彦，福井聖，
矢吹省司，山下敏彦
共著者：西江宏之，北原雅樹，柴田政彦，福井
聖，矢吹省司，山下敏彦，小山なつ，仙波恵美
子，高橋直人，笠原諭，井関雅子ほか25人

A4判・347頁
本人担当部分：
「一次性慢性痛」 P256－263を単著
１次性慢性痛の代表例として、線維筋痛症・過敏
性腸症候群・慢性骨盤内疼痛について解説。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年6月

共著 平成28年12月

12)「痛みをやわらげる心の 令和4年6月 週間朝日 5779号

科学」最前線

13）あなたVS慢性痛 令和4年7月

11) 慢性疼痛診療ハンド
    ブック

中外医学社

10) 慢性疼痛疾患　
　  診断と治療のABC

最新医学社 慢性疼痛疾患は大きく「侵害受容性疼痛」と「神
経障害性疼痛」に分けられ，前者は末梢組織の障
害が正常の知覚神経経路を伝達することで感じる
痛み出るのに対し、後者は知覚神経伝達経路が障
害されることにより生じる痛みである。痛みの原
因が何であるかを診断することはその後の治療計
画を立てる上でも非常に重要となる。本書では痛
みの診断・評価法，薬物療法・理学療法・手術療
法をはじめ、各部位からみた慢性痛の診断と治療
を網羅した。さらに、また慢性疼痛に対する海外
と本邦との診療体制の差とそれらの実情・課題に
ついてもまとめた。

A4判・237頁
編者：田口敏彦
共著者：柴田政彦，井上雅之，細井昌子，二階堂
琢也，松平浩，松原貴子，寒竹司，今村佳樹，福
井聖，伊東勝也，ほか17名

本人担当部分：
「我が国における慢性疼痛に対する診療体制の実
情と課題」」 P232－237を単著
本邦の慢性痛に対する診療の実情や問題点、集学
的アプローチの可能性と課題・対策について解
説。

「痛み」は診療における中核的な症状であり患者
のQOLを著しく低下させる。なかでも特に慢性疼
痛について様々な見地から解説を行う。痛みに関
する科学的情報を発信するNPO法人「いたみ医学
研究情報センター」の医療者教育用資料を再編集
し、医師、理学・作業療法士、看護師、社会福祉
士など、慢性疼痛のケアに悩むすべての方にとっ
て役立つ内容を示した。

A5判・300頁
編者：池本竜則
共著者：柴田政彦，足立友紀，池本竜則，牛田享
弘，石川理恵，井関雅子，北原雅樹，住谷昌彦，
坂田尚子，西江宏行，内山徹ほか13名

本人担当部分：
「治療に難渋する慢性疼痛患者とは」 P14－26を
共著
治療に難渋する慢性痛患者の特徴について、身体
的要因・精神心理的要因・環境要因などの観点か
ら解説、さらに代表的な難治性疼痛症例との関係
性についても解説している。
共著者：柴田政彦，足立友紀

PRESDENT 第60巻第13号

2022.7.15号 p98-99

2022.6.3号　p26-27 



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）
共著 平成23年3月

共著 平成23年5月

共著 平成23年5月

2) Brain imaging of 
    mechanically 
    induced muscle 
    versus cutaneous 
    pain.
（脳機能画像における痛覚認
知機構の解析 : 筋由来の痛
みと皮膚由来の痛みの比較検
討）
（査読付）

Neuroscience 
Research70(1):78-84

筋のみへの機械的刺激に反応する脳活動を機能的
磁気共鳴画像法で評価し、皮膚と筋由来の痛みに
反応する脳活動部位の比較を行った。皮膚への局
所麻酔の有無により、「皮膚と筋への侵害圧刺
激」条件、「筋のみへの侵害圧刺激」条件を比較
した。皮膚由来の痛みによって第二次体性感覚野
が活動しやすいことが示された一方で、筋への侵
害圧刺激に特異的な脳領域はなく、代わりに特有
の活動パターンがあることが明らかになった。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: Uematsu H, Shibata M, Miyauchi S, 
Mashimo T.

3) Differential 
    efficacy of 
    electric motor 
    cortex stimulation 
    and lesioning of 
    the dorsal root 
    entry zone for 
    continuous vs 
    paroxysmal pain 
    after brachial 
    plexus avulsion
（腕神経叢引き抜き損傷後の
持続的な痛みと発作的な痛み
に対する大脳運動野電気刺激
療法・脊髄後根侵入部微小凝
固術の異なる効果）
（査読付）

Neurosurgery, vol. 68, 
issue 5 (2011) pp. 1252-
1257

腕神経叢引き抜き損傷後の異なる二つの痛み（持
続的痛み・発作的痛み）に対し、大脳運動野電気
刺激療法（EMCS）および脊髄後根侵入部微小凝固
術（GREZotomy）が与える影響を検証した。15名
の対象に対して治療介入を行った結果、
DREZotomyの方が両方の痛みをより効果的に改善
できることが示唆された。

本人担当部分： 患者の担当と調査結果を麻酔科
医の立場から評価し、研究統括をおこなった。

共著者: Ali M, Saitoh Y, Oshino S, Hosomi K, 
Kishima H, Morris S, Shibata M, Yoshimine T

1) The Animal Model 
    of Spinal Cord 
    Injury as an 
    Experimental Pain 
    Model.
（痛みの実験モデルとしての
脊髄損傷動物モデル）
（査読付）

Journal of Biomedicine 
and Biotechnology2011:1-
11.

痛みは脊髄損傷患者にとって重要な問題の１つで
ある。運動・自律神経障害とともに感覚障害も脊
髄損傷研究を複雑にしている。さらに様々な要因
の痛みもこれに関連する。これまで多くの脊髄損
傷動物モデルがその病理学的な一般メカニズムの
解明に役立ってきた。しかしながら、その結果は
誤解して解釈されやすいものである。よってヒト
の脊髄損傷の兆候を完全に理解することは重要で
ある。本レビューでは、動物の脊髄損傷モデルに
ついて概説し、そのそれらの有効利用例について
紹介する。

本人担当部分：論文の執筆ととりまとめをおこ
なった。

共著者: Nakae A, Nakai K, Yano K, Hosokawa 
K, Shibata M, Mashimo T.



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成23年8月

共著 平成23年10月

共著 平成24年5月6) 脳機能画像における
    痛覚認知機構の解析
    : 筋由来の痛みと皮
    膚由来の痛みの比較
    検討
   （査読付）

Journal of 
musculoskeletal pain 
research : 日本運動器疼痛
学会誌vol.3（1）52-62

筋のみへの機械的刺激に反応する脳活動を機能的
磁気共鳴画像法で評価し、皮膚と筋由来の痛みに
反応する脳活動部位の比較を行った。皮膚への局
所麻酔の有無により、「皮膚と筋への侵害圧刺
激」条件、「筋のみへの侵害圧刺激」条件を比較
した。筋への侵害圧刺激に特異的な脳領域はな
かったが、特有の活動パターンがあることが明ら
かになった。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者: 植松 弘進, 柴田 政彦, 大城 宜哲

4) Human brain 
    activity 
    associated with 
    painful mechanical 
    stimulation to 
    muscle and bone
（筋・骨組織に対する侵害圧
刺激に関連するヒトの脳活
動）
（査読付）

Journal of Anesthesia, 
vol. 25, issue 4 (2011) 
pp. 523-530

筋組織と骨に対する侵害圧刺激を受けている際の
ヒトの脳活動を、機能的核磁気共鳴画像（ｆ
MRI）を用いて検証した。結果、基底核のいくつ
かの領域は骨よりも筋に対する刺激の際に強く活
動がみられた。今回の結果は、筋の痛みの脳処理
過程に被殻・尾状核が関与する可能性を示唆して
いる。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: Maeda L, Ono M, Koyama T, Oshiro Y, 
Sumitani M, Mashimo T, Shibata M

5) 催眠による認知的評価と
痛みの変化に関する研究
（査読付）

催眠学研究 53(1), 14–22. 催眠が痛みの耐性と認知的評価に影響を及ぼすか
を検証した。被験者14名に痛み刺激として電気刺
激を提示し、覚醒条件と催眠条件において痛みの
耐性を比較した。結果、催眠条件では覚醒条件に
比べて痛みに対する「妨害性」が減少し(Z=-
2.94、p<.01)、「コントロール可能性」が増加す
る(t(13)=-2.71、p<.05)ことが示された。また、
条件による「妨害性」の変化と「コントロール可
能性」の変化の間に強い負の相関が見られた(r=-
.56、p<.05)。催眠による痛みの軽減は痛み刺激
の解釈の仕方の変化によって説明されうることが
示唆された。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: 安達友紀, 宮田敬一, 中江文, 柴田政彦



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成24年12月

共著 平成25年1月

共著 平成25年10月

8) 痛みの評価尺度・日本
    語版 Short-Form 
    McGill Pain 
    Questionnaire 2
   (SF-MPQ-2)の作成と
   その信頼性と妥当性の
   検討
  （査読付）

Pain Research 28(1), 43–
53.

Short-Form McGill Pain Questionnaire 2 
（SFMPQ-2）の日本語版を作成した。87名の患者
を対象にSFMPQ-2を回答させ、その妥当性評価の
ために探索的因子分析をおこなった。また信頼性
の評価のためにCronbachのα係数と級内相関係数
を算出した。結果、内的整合性・検査間信頼性と
もに高く、その他機能的評価との相関も高かっ
た。これらの結果は将来の臨床研究でこSFMPQ-2
を使用する上での基礎となる。

本人担当部分：データの取得と、結果について麻
酔科医の立場から評価をおこなった。

共著者: 圓尾知之, 中江文,前田倫,高橋香代子, 
Morris Shayn, 横江勝, 松崎大河, 柴田政彦, 齋
藤洋一.

9) Painful 
   Diabetic 
 
   Neuropathy in 
   Japanese 
   Diabetic Patients
   Is Common but 
   Underrecognized. 
（糖尿病性神経障害に伴う痛
みは一般的だが過小評価され
ている）
（査読付）

Pain Research and 
Treatment;2013:1-3.

痛みを伴う糖尿病性神経障害（PDN）の日本にお
ける疫学およびQOL・心理面への影響を調査し
た。298名の糖尿病患者を対象とした。結果、
22.1％にPDNがみられ、QOLと精神状態に負の影響
をもつことがわかった。その一方で、医師は症状
のある者の36.4%しかPDNに気付いていなかった。
本研究の結果は、日常の診療で医師がPDNに気付
き、その進行を防ぐことの重要性を示している。

本人担当部分：結果に対して麻酔科医の立場から
評価をおこない、研究総括をおこなった。

共著者: Tsuji M, Yasuda T, Kaneto H, 
Matsuoka T, Hirose T, Kawamori R, Iseki M, 
Shimomura I, Shibata M.

7) A Case of 
    Hypogonadotropic 
    Hypogonadism 
    Caused by Opioid 
    Treatment for 
    Nonmalignant 
    Chronic Pain.
（非悪性慢性疼痛治療のため
オピオイド療法によって低ゴ
ナドトロピン性性機能低下を
きたした症例）
（査読付）

Case reports in medicine 
2012:1-5.

本症例は、交通事故によって生じた慢性的な痛み
の治療に対して経皮的フェンタニル治療を施行さ
れたが、その後全般性の疲労と勃起障害を呈し
た。内分泌系の検査では低性腺刺激性性機能低下
が示唆され、またMRI検査でも異常所見は認めら
れなかった。このケースは、オピオイド治療にお
ける内分泌機能障害の可能性を考慮する必要性を
示唆している。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者: Tabuchi Y, Yasuda T, Kaneto H, 
Kitamura T, Kozawa J, Otsuki M, Imagawa A, 
Nakae A, Matsuda Y, Uematsu H, Mashimo T, 
Shibata M, Shimomura I.



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年8月

共著 平成26年12月

共著 平成27年8月12) Pain-Related 
   Brain Activity 
   Evoked by Active 
   and Dynamic Arm 
   Movement: Delayed-
   Onset Muscle 
   Soreness as a 
   Promising Model 
   for Studying 
   Movement-Related Pain 
   in Humans.
（動的運動によって誘発され
る痛みの脳活動：ヒトの遅発
性筋痛モデルを用いて）
（査読付）

Pain Medicine;16(8):1528-
1539.

遅発性筋痛が「運動によって誘発される痛み」の
適切なモデルとなるかを検証するため、遅発性筋
痛の発生する状況下で動的な運動をおこなわせた
際の脳活動を明らかにする。12名の健常成人に対
して、肘のレジスタンストレーニングをおこなわ
せて遅発性筋痛を誘発する。運動後2日目（遅発
性筋痛あり）条件と30日目（遅発性筋痛なし）条
件とで機能的核磁気共鳴画像にて脳活動を比較し
た。結果、筋痛あり条件で対側の一次運動野、頭
頂弁蓋部、両側の補足運動野により強い活動がみ
られた。また、Pain Matrixと呼ばれる痛み知覚
時の代表的な脳領域に関しては、両条件間に差を
認めなかった。この結果は、遅発性筋痛モデルが
ヒトの運動誘発痛研究において有効な実験モデル
であることを示唆している。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆および研究総括をおこなった。

共著者: Matsuda Y, Kan S, Uematsu H, Shibata 
M, Fujino Y.

10) Validation of the 
    Japanese Version 
    of the Pain Self-
    Efficacy 
    Questionnaire in 
    Japanese Patients 
    with Chronic Pain. 
（慢性痛患者に対する日本語
版Pain Self Efficacy 
Questionnarie <PSEQ>の妥当
性の検証）
（査読付）

Pain Med;15(8):1405-1417 PSEQ日本語版の開発と、その心理物理学的特性の
評価をおこなった。横断研究デザインで、複数の
病院およびクリニックの患者に対しPSEQとその他
痛みの心理学的評価指標を取得し、それらの関係
性を検証した。結果、PSEQは充分な信頼性と妥当
性を示した。階層的重回帰分析によって、PSEQで
取得された自己効力感は本研究で取得された指標
の変量で充分な説明が可能であることが示され
た。また、PSEQは社会的な活動と最も強く関連し
ていた。

本人担当部分：患者担当とデータ測定、麻酔科医
の立場から結果の評価をおこなった。

共著者: Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi K, 
Shibata M, Maeda L, Saitoh Y, Sasaki J.

11) Age-related 
    and sex-related 
    changes in 
    perfusion index 
    in response to 
    noxious electrical 
    stimulation in 
    healthy subjects.
（侵害電気刺激に対する灌流
指標の変化に対する年齢およ
び性別の影響）
（査読付）

Journal of Pain 
Research2014;7:91.

痛みの客観的指標の開発にむけ、痛み刺激の灌流
指標の変化に年齢・性別がもたらす影響を検証し
た。70名のボランティアに対して侵害電気刺激を
与え、痛みの強度が耐性閾値に達するまで与え
た。刺激前後の灌流指標と脈拍数の差を年齢・性
別で比較した。結果、灌流指標は高齢の女性で刺
激前後の変化が小さかった。灌流指標は高齢女性
以外では痛みの客観的指標として使用できる可能
性が示唆された。

本人担当部分：論文の執筆ととりまとめをおこ
なった。

共著者: Nakae T, Nishimura T, Shibata M, 
Mashimo T, Fujino Y.



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年12月

共著 平成28年1月

共著 平成28年2月

14) Go-sha-jinki-Gan 
   (GJG) ameliorates 
   allodynia in 
   chronic 
   constriction 
   injury model 
   mice via 
   suppression of 
   TNF-α expression in 
   the spinal cord. 
（牛車腎気丸がマウスの慢性
絞扼性アロディニアモデルの
症状を、脊髄のTNF-α発現を
抑制して改善させる）
（査読付）

Molecular Pain 12:1-16 牛車腎気丸は日本の伝統的なハーブ療法で、異常
痛や麻痺の改善に用いられてきたが、その作用メ
カニズムは不明である。本研究では、慢性絞扼性
アロディニアモデルマウスを用いて牛車腎気丸の
もつ鎮痛効果の分子メカニズムを明らかにする。
結果、牛車腎気丸によってマウスの痛覚過敏は初
期の段階から有意に低下した。さらに、牛車腎気
丸は脊髄中のIba1とTNF－αの発現を抑制してい
ることがわかった。牛車腎気丸は、神経炎症に
よって誘発される痛みの治癒に有効であることが
示唆された。

本人担当部分：結果について麻酔科医の立場から
評価をおこない、論文のとりまとめをおこなっ
た。

共著者: Nakanishi M, Nakae A, Kishida Y, 
Baba K, Sakashita N, Shibata M, Yoshikawa H, 
Hagihara K.

15) 第三者行為をきっか
    けとした神経障害性
    疼痛の治療反応性
   （査読付）

ペインクリニック 372(2), 
221–228.

他害的な外傷をきっかけとする慢性疼痛には複雑
な心理が関与し、臨床において治療抵抗性である
ことを経験する。第三者行為をきっかけとする神
経障害性疼痛10症例と、第三者行為がきっかけで
ない神経障害性疼痛11症例を対象に、治療反応性
を、複数の評価尺度を用いて多面的に比較検討し
た。初診時、および3ヵ月後の再診時に実施した
自記式質問紙の集計と、診療録の内容を後ろ向き
に収集し、統計解析を行った。その結果、初診時
の尺度スコア平均は2群間で有意な差を認めな
かった。治療反応性については、第三者行為を
きっかけとする神経障害性疼痛は、簡易痛みの質
問票、不安抑うつ尺度、痛み破局化スケールの拡
大視、EuroQoLのスコア改善が乏しかった。

本人担当部分: 研究の計画、データの取得、論文
のとりまとめと研究総括をおこなった。

共著者: 
山田恵子, 今野弘規, 磯博康, 柴田政彦

13) 痛みの自己効力感と
    その他の認知・感情
    的要因が慢性痛患者
    の健康関連Quality 
    of Lifeと生活障害
    度に及ぼす影響
   （査読付）

慢性疼痛 1(34), 1. 本研究では認知・感情的要因が健康関連QOLや生
活障害度といったアウトカムへ及ぼす影響を検討
した。大学附属病院集学的診療外来に受診した初
診患者60名に対し、健康関連QOL、生活障害度、
痛みの自己効力感、破局的思考、不安・抑うつ、
直近24時間の痛みの平均的な強さを測定する6つ
の尺度への回答を求めた。結果から、痛みの自己
効力感は健康関連QOLと正の相関を、生活障害度
と負の相関を示すこと、および痛みの自己効力感
が健康関連QOLに対して正の影響性を有すること
が明らかになった。これらのことから、慢性痛の
診療において適応的な認知・感情的要因を高めて
いくことの重要性が示唆された。

本人担当部分：研究の計画、データの取得、論文
のとりまとめと研究総括をおこなった。

共著者: 安達友紀, 山田恵子, 西上智彦, 佐々木
淳, 柴田政彦



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年5月

共著 平成28年6月

共著 平成28年8月18) 言語的妥当性を担保
    した日本語版
    Injustice 
    Experience 
    Questionnaire:
    IEQの作成
   （査読付）

ペインクリニック
vol.37(8)1053-1057

他害的な外傷をきっかけとする慢性痛患者は、自
分に落ち度がないのに不当に慢性痛を被っている
という不条理・不公平感に囚われているため、医
療者が治療に難渋することを経験する。慢性痛患
者が抱えるこのような不条理・不公平な扱いを受
けているという感情を欧米では「perceived 
injustice」と表現しており、Injustice 
Experience Questionnaireという尺度で計量心理
学的に定量化している。われわれは、尺度の他言
語翻訳を行う際の推奨ガイドラインに則って日本
語版Injustice Experience Questionnaireを作成
した。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者: 山田 恵子, 安達 友紀, 西上 智彦, 磯 
博康, 柴田 政彦

16) resting-state fMRI
    による上肢CRPS患者
    における感覚・運動
    ネットワークの検討
   （査読付）

日本運動器疼痛学会誌
vol.8(2)203-208

本研究では、複合性局所疼痛症候群(CRPS)患者に
おける運動機能障害の中枢機序の解明を目的とし
て、上肢CRPS患者の感覚・運動ネットワークを
resting-state fMRIにより検討した。健康成人と
比べ、CRPS患者では感覚・運動関連部位間の機能
的結合に変化が生じていた。本研究の結果は、感
覚・運動ネットワークの機能異常がCRPS患者にお
ける運動機能障害の発生に関与している可能性を
示唆するものである。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆と研究総括をおこなった。

共著者: 寒重之, 大迫正一, 植松弘進, 渡邉嘉
之, 田中壽, 柴田政彦

17) Independent Risk 
    Factors for 
    Positive and 
    Negative Symptoms 
    in Patients with 
    Diabetic 
    Polyneuropathy. 
（糖尿病性多発神経障害の陽
性および陰性症状に対する独
立危険因子）
（査読付）

Journal of Pain and 
Palliative Care 
Pharmacotherapy;30(3):178
-183.

糖尿病性神経障害（DPN）患者の麻痺・知覚障害
の危険因子を分析した。298名の糖尿病患者を対
象として、ロジスティック回帰モデルを用いて独
立因子を決定した。さらに統計モデルを痛みグ
ループ、知覚障害グループの二群に対して適用し
た。DPNの有無には抑うつ症状、アキレス腱反射
の異常、インシュリン治療の有無などが関連して
いた。また痛み群と知覚障害群の差には女性であ
ること、アキレス腱反射の異常、インシュリン治
療の有無が関連していた。

本人担当部分：結果の解析と論文のとりまとめを
おこなった。

共著者: Inoue R, Sumitani M, Yasuda T, Tsuji 
M, Nakamura M, Shimomura I, Shibata M, 
Yamada Y.
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20) Socioeconomic 
    value of 
   intervention 
   for chronic pain. 
（慢性痛介入の社会経済学的
価値について）
（査読付）

Journal of Anesthesia 
vol.30 Issue4 
2016;30(4):553-561.

本研究の目的は、痛みに対する医療の費用対効果
を評価することである。91名の患者を薬物治療、
薬物＋ブロック治療、その他教育・リハビリテー
ション治療の3カテゴリに分類し、EQ-5D得点から
QALY 質調整生存年を算出した。結果、見積もら
れた年間治療コストとQALYに基づく費用対効果の
計算から、痛みに対する医療には充分な社会経済
学的価値があることが示された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆をおこなった。

共著者: Takura T, Shibata M, Inoue S, 
Matsuda Y, Uematsu H, Yamada K, Ushida T.

21) Arthropathy-related 
    pain in a patient 
    with congenital 
    impairment of pain 
    sensation due to 
    hereditary sensory 
    and autonomic 
    neuropathy type II 
    with a rare 
    mutation in the 
    WNK1/HSN2 gene: a 
    case report. 
（WNK1/HSN2遺伝子の変異を
伴う hereditary sensory 
and autonomic neuropathy 
type II による先天性感覚障
害をもつ患者の関節痛：ケー
スレポート）
（査読付）

BMC Neurology16(1):201 Hereditary sensory and autonomic neuropathy
（HSAN） type IIにより先天的な感覚障害を呈し
た症例を経験した。本症例は手袋・靴下型の感覚
脱失を呈していたが、月経や内蔵の痛みは感じる
ことができていたが、骨隨炎による中足骨切除を
施行された。腓骨神経は生研上無髄・有髄神経共
に著しい損失がみられていた。さらに多数の関節
で激しい痛みを訴えていたが、アセトアミノフェ
ンによって痛みが軽減されQOLの改善に至った。
本件は日本で2件目のHSAN typeⅡ症例の報告であ
り、アセトアミノフェンが先天性の痛覚障害を有
する患者の痛みのコントロールに有効であった。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: Yamada K, Yuan J, Mano T, Takashima 
H, Shibata M.

19) ペインクリニック
    外来患者を対象と
    した薬剤師外来の
    現状
   （査読付）

医療薬学
vol.42(8)558-561

ペインクリニック外来患者を対象とした薬剤師外
来の現状について検討した。1年間に薬剤師外来
で対応した92例、実施回数347回を対象とした。
現在、1日あたり約8～10例程度の患者の面談を
行っている。新規患者の初回面談時に、お薬手帳
を用いて服用薬剤数を調査し、平均使用薬剤品目
数は7.3±4.4種類であった。薬剤師の介入内容
は、鎮痛薬の効果・副作用の確認、その他の併用
薬の副作用の確認、薬剤の減量(他科のものも含
む)、排便や睡眠状況など副作用や生活習慣に関
するアドバイス、精神的苦痛への対応など多岐に
わたった。

本人担当部分：結果を麻酔科医の立場から評価
し、研究総括をおこなった。

共著者: 中川左理, 岡本禎晃, 柴田政彦
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共著 平成28年10月24) Resting state fMRI
    を用いた各脳部位の
    相互作用の解析
   （査読付）

バイオメディカル・ファ
ジィ・システム学会年次大
会講演論文集vol.29 161-
164

Resting state fMRI(rs-fMRI)画像を用いて、各
脳部相互作用を解析する新しい方法を提案した。
約5分間のecho planer imaging(EPI)連続測定を
行い、脳機能画像を取得した。3名を対象として
脳機能画像を取得し、三つの推定パラメータを基
に各脳部位の関連を示す樹形図を形成し、関係性
の判別が可能となった。また、階層的クラスタリ
ングの解析で、脳部位番号26(被殻左側)と71(中
央帯状回右側)の関係性が近いことを示した。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆および研究総括をおこなった。

共著者: 丸居 航, Alam Saadia Binte, 寒 重之, 
柴田 政彦, Koh Min-Sung, 小橋 昌司

22)  Injustice 
     Experience 
     Questionnaire, 
     Japanese Version: 
     Cross-Cultural 
     Factor-Structure 
     Comparison and 
     Demographics 
     Associated with 
     Perceived Injustice. 
（Injustice Experience 
Questionnaire：IEQ日本語版
の作成: 「不公平感」に関連
する異文化間の因子構造の比
較と人口統計）
（査読付）

Plos One;11(8)e0160567 IEQは受傷に関連する不公平感を評価するバッテ
リーである。本研究ではIEQの日本語版作成のた
め、その因子構造と妥当性、信頼性、さらには
IEQスコアを予測する要因について検証した。71
名の患者を対象にとしてIEQと痛みの強さ・心理
的要因の評価、基本的情報の調査をおこなった。
因子分析の結果、日本語版は原典と異なり3因子
（Severity / irreparability, Blame / 
unfairness, Perceived lack of empathy ）構造
においてデータへの適合が高く、信頼性も高かっ
た。また、「1年以上の痛みの持続」と「受傷の
原因が多者にある場合」の2つが、IEQスコアへの
寄与率が高かった。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析および研究総括をおこなった。

共著者: Yamada K, Adachi T, Mibu A, 
Nishigami T, Motoyama Y, Uematsu H, Matsuda 
Y, Sato H, Hayashi K, Cui R, Takao Y, 
Shibata M, Iso H.

23) The Effect of 
    Guidance regarding 
    Home Exercise and 
    ADL on Adolescent 
    Females Suffering 
    from Adverse Effects 
    after HPV Vaccination 
    in Japanese 
    Multidisciplinary 
    Pain Centers. 
（子宮頸がんワクチン
（HPV）接種後の副反応を呈
した思春期女性に対する運動
とADL指導の効果；学際的痛
みセンターでの取り組み）
（査読付）

Pain Research and 
Management;2016:1-6.

HPV接種後の副反応を呈した若年女性は稀ながら
も230名を超えている。本研究の目的は、副反応
を呈した若年女性に対する認知行動療法的介入の
効果を調査することである。副反応を呈した145
名に対し、部分的に認知行動療法アプローチに基
づいて運動と日常生活の指導をおこない、それら
を後方視的に調査した。指標は痛みの強さのNRS
とHADS、PCSを用いた。結果、治療プログラムを
実施した80名のうち、10名は著しい改善、43名は
若干の改善を示した。認知行動療法的アプローチ
は、HPV接種後副反応の症状減弱に有効であるこ
とが示唆された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文のとりまとめをおこなった。

共著者: Ushida T, Shibata M, Kitahara M, 
Yabuki S, Sumitani M, Murakami T, Iseki M, 
Hosoi M, Shiokawa H, Tetsunaga T, Nishie H, 
Fukui S, Kawasaki M, Inoue S, Nishihara M, 
Aono S, Ikemoto T, Kawai T, Arai Y-C.
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26) 慢性痛患者への入院
    集学的リハの取り組
    み
   (査読付)

Journal of 
Musculoskeletal Pain 
Research 8巻3号 Page S125

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターでは、
院内で実施困難な慢性痛に対する集学的入院治療
を近隣の医療機関と連携協力して実施可能とし
た。就業や日常生活に支障をきたしている慢性痛
患者を治療対象とし、運動療法、認知行動療法、
集学的リハビリテーションの三要素を含んだ入院
プログラムを作成した。結果、痛みの評価が改善
し、就労した症例を経験した。また、EQ-5Dを用
いて、このプログラムの費用対効果も検討した。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者： 高橋紀代, 安達友紀, 丸山 伸廣, 西上 
智彦, 柴田 政彦

27) Fear-avoidance 
    beliefs are 
    independently 
    associated with 
    the prevalence of 
    chronic pain in 
    Japanese workers. 
（恐怖回避思考は日本におけ
る労働者の慢性痛の有無と独
立して関連している）
（査読付）

Journal of 
Anesthesia;31(2):255-262.

恐怖回避思考と慢性痛の関係は、アジア圏では明
らかにされていない。本研究の目的は、日本のホ
ワイトカラー層における恐怖回避思考と慢性痛の
関係を明らかにすることである。433名の労働者
にアンケート調査を実施し、TSK、仕事関連心理
因子、うつ傾向等を調査した。結果、調整済み
オッズ比でも慢性痛患者は高いTSKスコアを有す
ることがわかった。本研究の結果は、日本のホワ
イトカラー層においてTSKスコアと慢性痛の有無
に密接な関連があることを示唆している。

本人担当部分：データ測定、結果の評価を麻酔科
医の立場からおこなった。

共著者: Wakaizumi K, Yamada K, Oka H, Kosugi 
S, Morisaki H, Matsudaira K, Ushida T, 
Shibata M, Kitahara M, Yabuki S, Sumitani M, 
Murakami T, Iseki M, Hosoi M, Shiokawa H, 
Tetsunaga T, Nishie H, Fukui S, Kawasaki M, 
Inoue S, Nishihara M, Aono S, Ikemoto T, 
Kawai T, Arai Y-C.

25) 慢性疼痛に対する漢
    方エキス剤の効果を、
    国際的な尺度を用い
    て多面的に評価し得
    た症例
   （査読付）

痛みと漢方 26, 33–39 本症例は交通事故により頸椎捻挫との診断で受傷
3年を経過しても痛みが改善せず、当院を受診し
た。降雨前に痛みが強くなる訴えを水毒と解釈
し、五苓散(TJ-17)7.5g/日を投与したところ著効
した。特に症状が著しく軽減した初診から3ヵ月
間において、痛みの強さ7/10→5/10、Pain 
Disability Scale 21/60→7/60など著しい改善が
みられた。国際的に妥当性・信頼性の担保された
尺度を用い、医療用漢方エキス剤の効果を客観的
に評価できる可能性が示唆された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆と研究総括をおこなった。

共著者: 山田恵子, 蔭山充, 柴田政彦.
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共著 平成29年12月30) 就労環境における慢
    性痛の実態調査～仕
    事に影響する慢性痛
    のリスク因子の検討：
    QWLICスタディ
   （査読付）

産業衛生学会誌 vol.59 (5) 
125-134

就労環境における慢性痛の実態，及び慢性痛が仕
事に影響する重症例でのリスク因子を明らかにす
ることを目的とした。計3社18施設の被雇用者を
対象に，「からだの痛みに関する調査研究アン
ケート」を施行した。対象者の生活習慣や心理社
会的因子と慢性痛有症との関連について，性年齢
調整ロジスティック回帰分析を用いて分析した。
結果、仕事に影響する慢性痛を有することは，肥
満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック度の高
さ，上司・同僚からの支援の乏しさ，仕事の満足
度の低さ，仕事の要求度の高さ，仕事のコント
ロール度の低さ，心理的ストレスの高さ，抑うつ
状態と有意に関連があった。就労環境における慢
性痛とそのリスク因子の実態が一部明らかとなっ
た。

本人担当部分：データ測定、論文のとりまとめを
おこなった。

共著者： 山田恵子, 若泉謙太, 深井恭佑, 磯博
康, 祖父江友孝, 柴田政彦, 松平浩

28) 非がん性慢性疼痛
    のチーム医療　
    5.大阪大学医学部
    附属病院の痛み診
    療
   （査読付）

ペインクリニックVol.38　
No.8　P1063-1068

大阪大学疼痛医療センターで実施している集学的
診療外来、外来・入院リハビリテーション、認知
行動療法を紹介する。集学的診療外来やリハビリ
テーション、認知行動療法について、実施内容を
示し、疼痛医療センターの取り組みを支えている
研究や教育プログラムについて述べた。疼痛医療
センターでは、諸外国で行われている集学的な慢
性痛治療が、本邦でも広まることを期待してお
り、普及に向けた活動に取り組んでいる。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆および研究総括をおこなった。

共著者: 榎本聖香，安達友紀, 井上大輔, 細越寛
樹, 西上智彦, 高橋紀代, 柴田政彦

29) 中枢機能障害性疼痛
    患者における脳部位
    間の機能的結合と背
    景因子との関連：安
    静時fMRIによる検討
   （査読付）

PAIN RESEARCH
vol.32(1)52-59

中枢機能障害性疼痛(FSS)患者を対象に、
resting-state functional MRI(rs-fMRI)を用い
て脳部位間の機能的結合と背景因子との関連につ
いて検討した。痛みの強さと左扁桃体-左島皮質
の機能的結合の間に有意な正の相関、痛みの期間
と左右前帯状回吻側部・左島皮質前部の機能的結
合の間で有意な負の相関がみられた。またHADSの
不安スコアは右扁桃体内の機能的結合と有意な負
の相関、PCSスコアは右扁桃体-右海馬傍回・前帯
状回吻側部-右視床の機能的結合と有意な正の相
関を認めた。FSS患者に対するrs-fMRIによる機能
的結合の評価は、慢性疼痛の病態解明に有用であ
ることが示唆された。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆および研究総括をおこなった。

共著者:寒重之, 大迫正一, 植松弘進, 渡邉嘉之, 
田中壽, 柴田政彦
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共著 平成30年

共著 平成30年5月 Pain Pract.

共著 平成30年

共著 平成30年

共著 平成30年

共著 平成30年

共著者：Maeda Y, Kan S, Fujino Y, Shibata M

35)Evaluating the 
psychometric properties of 
two-item and four-item 
short forms of the 
Japanese Pain Self-
Efficacy Questionnaire: a 
cross-sectional study.

共著者：Adachi T, Enomoto K, Yamada K, Inoue 
D, Nakanishi M, Takahashi N, Nishigami T, 
Shibata M

36)Frequency of mental 
disorders among chronic 
pain patients with or 
without fibromyalgia in 
Japan.

Neuropsychopharmacol Rep 
38:167-174

共著者：Miki K, Nakae A, Shi K, Yasuda Y, 
Yamamori H, Fujimoto M, Ikeda M, Shibata M, 
Yukioka M, Hashimoto R

32)The relationships 
between pain 
catastrophizing 
subcomponents and multiple 
pain-related outcomes in 
Japanese outpatients with 
chronic pain: a cross-
sectional study.

共著者：Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi K, 
Maeda L, Saitoh Y, Shibata M, Sasaki J

33)Reliability and 
validity of the Athens 
Insomnia Scale in chronic 
pain patients.

J Pain Res 11:793-801

共著者：Enomoto K, Adachi T, Yamada K, Inoue 
D, Nakanishi M, Nishigami T, Shibata M

34)Verbal Instruction Can 
Induce Extinction of Fear 
of Movement-Related Pain.

j.jpain.19:1063-1073

31) Classification and 
characterisation of brain 
network changes in chronic 
back pain: A multicenter 
study.

Wellcome Open Res 3:19

共著者：Mano H, Kotecha G, Leibnitz K, 
Matsubara T, Nakae A, Shenker N, Shibata M, 
Voon V, Yoshida W, Lee M, Yanagida T, Kawato 
M, Rosa MJ, Seymour B



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成30年

共著 平成30年

共著 平成30年

共著 令和元年

共著 令和元年 Pain Rep 4:e71141)Japanese cross-cultural 
validation study of the 
Pain Stage of Change 
Questionnaire.

共著者：Adachi T, Sunohara M, Enomoto K, 
Sasaki K, Sakaue G, Fujita Y, Mizuno Y, 
Okamoto Y, Miki K, Yukioka M, Nitta K, 
Iwashita N, Kitagawa H,  Shibata M, Sasaki J, 
Jensen MP, Fukui S

39)慢性疼痛に対する認知行
動療法とリハビリテーション
の併用効果 : いきいきリハ
ビリノートの治療実績を含め
て

日本運動器疼痛学会誌 
10(2): 205-216

大鶴直史1,2), 木村慎二2), 細井昌子3), 松原貴
子4), 柴田政彦5), 水野泰行6), 西原真理7), 村
上孝徳8), 大西秀明1)
1)新潟医療福祉大学 運動機能医科学研究所, 2)
新潟大学医歯学総合病院 リハビリテーション科, 
3)九州大学病院 心療内科, 4)神戸学院大学 総合
リハビリテーション学部 理学療法学科, 5)大阪
大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講座, 6)
関西医科大学 心療内科学講座, 7)愛知医科大学
医学部 学際的痛みセンター, 8)札幌医科大学 リ
ハビリテーション医学講座

40)Factors influencing 
outcomes among patients 
with whiplash-associated 
disorder: A  population-
based study in Japan.

PLoS One 14:e0216857

共著者：Hayashi K, Miki K, Ikemoto T, Ushida 
T, Shibata M

37)Validation of the 
Japanese version of the 
life satisfaction 
checklist (LiSat-11)  in 
patients with low back 
pain: A cross-sectional 
study.

J Orthop Sci 23:895-901

共著者：Mibu A, Nishigami T, Tanaka K, 
Manfuku M, Yono S, Kajiwara S, Tanabe A, 
Shibata M

38)慢性疼痛領域における治
療の費用対効果と社会経済的
な負担

日本運動器疼痛学会誌 
10(1): 88-96

田倉智之1), 柴田政彦2), 牛田享宏3)
1)東京大学大学院医学系研究科 医療経済政策学, 
2)奈良学園大学 保健医療学部, 3)愛知医科大学 
学際的痛みセンター
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単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和2年

46)The Relationships 
Between Pain-
Catastrophizing 
Subcomponents and Multiple 
Pain-Related Outcomes in 
Japanese Outpatients with 
Chronic Pain: A Cross-
Sectional Study.

Pain Pract 19:27-36

共著：Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi K, 
Maeda L, Saitoh Y, Shibata M, Sasaki J

47)Pilot study of a basic 
individualized cognitive 
behavioral therapy program 
for  chronic pain in 
Japan.

Biopsychosoc Med 14:6

共著者：Hosogoshi H, Iwasa K, Fukumori T, 
Takagishi Y, Takebayashi Y, Adachi T, Oe Y, 
Tairako Y, Takao Y, Nishie H, Kanie A, 
Kitahara M, Enomoto K, Ishii H, Shinmei I, 
Horikoshi M, Shibata M

44)Smoking is associated 
with greater pain 
intensity and pain-related 
occupational disability in 
Japanese workers.

J Anesth 33:523-530

共著者：Yamada K, Wakaizumi K, Kubota Y, 
Matsudaira K, Shibata M

45)Evaluating the 
psychometric properties of 
two-item and four-item 
short forms of the 
Japanese Pain Self-
Efficacy Questionnaire: a 
cross-sectional study.

 J Anesth 33:58-66

共著者：Adachi T, Enomoto K, Yamada K, Inoue 
D, Nakanishi M, Takahashi N, Nishigami T, 
Shibata M

42)Association of sleep 
sufficiency and duration 
with chronic pain 
prevalence: A population-
based cross-sectional 
study.

J Psychosom Res 120:74-80

共著者：Yamada K, Kubota Y, Shimizu Y, 
Shibata M, Morotomi N

43)Towards prognostic 
functional brain 
biomarkers for cervical 
myelopathy: A resting-
state fMRI study.

 Sci Rep 9:10456

共著者：Takenaka S, Kan S, Seymour B, Makino 
T, Sakai Y, Kushioka J, Tanaka H, Watanabe 
Y, Shibata M, Yoshikawa H, Kaito T



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 令和2年

共著 令和2年

共著者：Takenaka 
S, Kan S, Seymour 
B, Makino T, Sakai 
Y, Kushioka J, 
Tanaka H, Watanabe 
Y, Shibata M, 
Yoshikawa H, Kaito 
T

共著 令和3年12月

51)

（その他）

「総説」
共著 平成20年11月

共著 平成23年4月

1)　Evaluation of 
    patients with 
    chronic pain
（慢性痛患者の評価）

Masui.57(11):1337-1342. 慢性痛患者の痛み行動は多くの要因によって変化
する。それらの要因を評価することは痛みのマネ
ジメント上重要なことである。多くの有効なアプ
ローチやこれらの示唆すること、患者の評価と治
療の選定など慢性痛患者のマネジメントに欠くこ
とができない事項について解説した。

本人担当部分：原稿の執筆をおこなった。
共著者: Shibata M, Inoue T, Sumitani M, 
Matsumura Y, Mashimo T.

2)  複合性局所疼痛症候群
    の診断と治療

日本医事新報4539：72-78 複合性局所疼痛症候群の診断、治療に関する歴史
的変遷を解説、近年用いられている判定指標や治
療手段について実例を交えながら解説した。

本人担当部分：原稿の執筆および全体の構成に携
わった。
共著者： 植松弘進, 柴田政彦

48)Associations between 
the injustice experience 
questionnaire and 
treatment term in  
patients with acute 
Whiplash-associated 
disorder in Japan

PLoS One 15:e0231077

共著者：Hayashi K, Miki K, Ikemoto T, Ushida 
T, Shibata M

49)Resting-state Amplitude 
of Low-frequency 
Fluctuation is a 
Potentially Useful  
Prognostic Functional 
Biomarker in Cervical 
Myelopathy.

Clin Orthop Relat Res 
478:1667-1680

50)皮膚科における帯状疱疹
関連痛の治療の現状

山岡 慶子(労働者健康安全機構関西労災病院 薬
剤部), 岡本 禎晃, 柴田 政彦, 前田 倫, 石井 
直子, 中川 左理

慢性疼痛(1340-2331)41巻1
号 Page91-95(2022.12)



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年12月

単著 平成28年8月

単著 平成28年8月

共著 平成28年8月

共著 平成28年11月7) オピオイド治療と内
   分泌機能異常

Locomotive Pain Frontier　
vol.5 No.2  P44-46

オピオイドの長期使用により性腺機能異常をはじ
めとする内分泌機能障害を併発することがある。
疲労感、気分障害、体重減少など、オピオイドの
適応となる慢性痛の随伴症状との鑑別が困難なた
め注意が必要である。特に強オピオイドを長期間
若い男性に投与する場合には、投与前に内分泌機
能を確認するなど、細心の注意が求められる。内
分泌機能の評価の際には、内分泌専門医にコンサ
ルトすることが望ましい。

本人担当部分：原稿執筆をおこなった。

共著者： 柴田政彦，田渕優希子，安田哲行

5) Functional Pain 
　　
　
   Disorder 3. 複合性
   局所疼痛症候群

最新医学71巻8号　P116-119 四肢の外傷後に痛みが遷延し,浮腫,皮膚温の変
化,発汗や発毛の異常,関節可動域制限や拘縮を伴
う場合,複合性局所疼痛症候群と呼ばれる.古くか
ら一部の患者に発症するこの病態の機序は謎に包
まれていたが,近年,脳機能の変化を伴うことが明
らかになってきており,末梢の炎症とともに本症
候群の原因や治療と関連する重要な現象として注
目されている.

6) 疼痛および鎮痛の神経
   メカニズム

The Japanese Journal of 
Rehabilitation Medicine第
53巻　8号　P591-595

痛覚の伝達経路には末梢から中枢へ向かう上行路
だけでなく，下行性に痛みを抑制あるいは増強さ
せる下行路もある．本稿では上行路（皮膚，脊
髄，体性感覚野および扁桃体）と下行路（state 
dependent control）に分けて概説し，さらに，
それぞれの経路に働きかけるリハビリテーション
の臨床応用について言及する．

本人担当部分：原稿の執筆および全体の構成に携
わった。

共著者： 西上智彦, 柴田 政彦

3) 慢性痛の問題点と今後
   の取り組み

理学療法学vol.41(8)
699-705

疫学、認知行動療法、条件付け、運動療法、脳機
能画像研究、バイオフィードバックという幅広い
テーマから、リハビリテーションにおける慢性痛
の位置づけを詳細に解説した。

本人担当部分：原稿の執筆および全体の構成に携
わった。

共同著者：柴田政彦, 山田恵子, 前田吉樹, 安達
友紀, 西上智彦, 寒重之

4) 医学生教育の観点から
   ：医学生への痛みの教
   育

ペインクリニックvol.37 
No.8 P991-998

痛みは患者が訴える最も頻度の高い症状であり、
医療者が患者の訴える痛みに対して適切に対応で
きるためには、医療者教育の早期に適切な教育を
受けることが重要である。国際的にもこの問題が
指摘されており、改善への取り組みが始まってい
る。わが国でも医学部において痛みの教育は系統
的に実施されていないが、今後の取り組みによっ
て改善していくことが望ましい。
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共著 平成28年12月

共著 平成28年12月

共著 平成29年3月

共著 平成30年

単著 令和3年4月

11)運動器慢性疼痛に対する
認知行動療法理論に基づいた
運動促進法

The Japanese Journal of 
Rehabilitation Medicine 
55(3): 206-214

Journal of Clinical 
Rehabilitation(0918-
5259)31巻4号 Page347-
351(2022.04)

12)慢性疼痛のリハビリテー
ション(第1回)　慢性疼痛の
病態と機序

木村慎二*1, 細井昌子*2, 松原貴子*3, 柴田政彦
*4, 水野泰行*5, 西原真理*6, 村上孝徳*7, 大鶴

直史*8
*1新潟大学医歯学総合病院リハビリテーション

科, *2九州大学心療内科, *3日本福祉大学健康科
学部リハビリテーション学科, *4大阪大学大学院
医学系研究科疼痛医学寄附講座, *5関西医科大学
心療内科学講座, *6愛知医科大学医学部学際的痛
みセンター, *7札幌医科大学リハビリテーション
医学講座, *8新潟医療福祉大学医療技術学部理学

療法学科

9) さまざまな慢性痛患
   者の安静時fMRI研究

Pain Research; vol.31 
No.4 P189-196

fMRIは核磁気共鳴現象を利用して脳活動を画像化
する非侵襲脳活動計測法の一つで、痛みの研究に
応用されてきた。様々な慢性痛患者の脳活動を健
常人と比較することによってその脳内機序を探る
方法として、近年安静時fMRIが注目されている。
線維筋痛症、慢性腰痛、片頭痛、その他の疾患を
対象とした安静時fMRIの論文を取り上げ、主な知
見をまとめた。

本人担当部分：原稿執筆、資料の提供、全体の構
成の総括をおこなった

共著者： 柴田政彦, 寒重之, 大迫正一, 三木健
司, 栁澤琢史, 助永憲比古, 恒遠剛示, 新田一
仁, 岩下成人, 福井聖, 黒崎弘倫, 中野直樹, 若
泉謙太, 上嶋江利, 本山泰士, 高雄由美子, 溝渕
知司

10) 痛みは脳をどう変え
    るか？-Neuroimaging
    からみえてきたもの

週刊　医学のあゆみ　別刷
vol.260 No.2 P155-160

従来の痛みの研究には大きく分けて2つの方法が
あった。動物を対象とした痛覚の研究と、ヒトの
痛みの訴えや感情・行動を対象とした痛みの研究
である。これら2つの研究の橋渡しを期待できる
のが脳機能画像研究である。患者が"痛み"を医療
者に伝え、医療者が患者の痛みを察知して何らか
の役割を果たそうとする。ありふれた状況である
が、この状況には、無数のメカニズム、因子が寄
与している。因果関係はともかく、これらの複雑
な仕組みの一端が脳に刻まれていることが推察さ
れ、その情報をもとに治療に応用しようという試
みがはじまっている。

本人担当部分：全体の構成の総括をおこなった

共著者： 寒重之, 柴田政彦

8) “Katakori”: a Pain 
     Syndrome Specific 
     to the Japanese
（日本に特異的な症状"肩こ
り"）

Current Pain and Headache 
Reports 
20(12)64-65

日本特有の痛みの訴えである「肩こり」につい
て、その疫学と機序、評価と治療について概説し
た。

本人担当部分：原稿執筆をおこなった

共著者：Masaki Kitahara, Masahiko Shibata
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又は発表学会等の名称

13)医学的に原因が見当たら
ない痛みで受診した患者の治
療方針について　痛みの原因
を探るのではなく、痛みを主
訴に受診したのはなぜかを考
える(Q&A)

単著 令和４年

「特集」

単著 平成26年12月

共著 平成27年3月

共著 平成27年7月

共著 平成27年10月

共著 平成28年3月

単著 平成28年6月

共著 平成28年10月

共著 平成28年11月8) 特集 慢性腰痛の診断
   と治療update 座談会

Bone Joint Nerve 6巻4号 
Page811-824

整形外科領域の神経障害性疼痛についてその機序
と慢性腰痛との関連を解説した 慢性腰痛の治療
の一つとして、生物・社会・心理モデルに基づい
たリハビリテーションや、心理的アプローチにつ
いて解説した。

紺野愼一, 中村雅也, 牛田享宏, 柴田政彦

6) コラム・ペインコンソ
   ーシアムの設立の経緯
   と取り組み

Journal of 
Musculoskeletal Pain 
Research　Vol.8 No.1 P5-6

痛み関連学会の情報共有の目的で、痛み関連の7
学会が参加できるペインコンソーシアムという組
織を設立し、運営してきた。

7)【慢性腰痛の診断と
   治療update】
   (Part1)基礎　神経
   障害性疼痛その機序
   と慢性腰痛との関連

Bone Joint Nerve
6巻4号 Page679-685

神経障害性疼痛と、慢性腰痛の関連について解説
した

牧野 孝洋, 三木 健司, 柴田 政彦

4) 我が国の痛みの集学
 （学際）的アプローチ
   はどうあるべきか？ 
   当院における慢性痛
   に対する集学的診療

Anet 19巻2号 Page6-10 大阪大学医学部附属病院における集学的診療の内
容を各医療者毎の役割を明確にしながら解説し
た。

柴田政彦, 安達友紀, 西上智彦

5) 痛みのClinical 
Neuroscience(9)座談会 本邦
における慢性痛対策 : 見え
てきた課題

最新医学 71巻3号　
Page426-439

本邦における慢性痛の診療体制の構築について現
状と今後の取り組みについて意見交換した。

田口敏彦, 柴田政彦, 北原雅樹

2) 座談会 本邦における
   集学的痛みセンター
   の必要性について

Practice of pain 
management 6巻1号 Page4-
11

認知行動療法など、心理的側面から意見交換をお
こなった。

北原雅樹, 柴田政彦, 牛田享宏

3) 一歩進んだ痛みの治療 臨床雑誌『整形外科』 66巻
7号 Page671-675

整形外科疾患に伴う、痛みの薬物療法について解
説した。

柴田政彦, 松田陽一, 植松弘進, 安達友紀, 西上
智彦

1) 慢性痛の心理
   アセスメント 私の診
   療現場から 「施す医
   療」からの転換私の診
   療に影響を与えた慢性
   痛の3症例

ペインクリニック35巻2号 
Page235-240

自分自身の診療経験から、患者に対して『施す医
療』から『支える医療』へ転換したいきさつにつ
いて解説した。

日本医事新報(0385-
9215)5129号 

Page53(2022.08)
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単著 平成29年4月

共著 平成29年4月

共著 平成31年

共著 平成31年

13）痛みの病態・機序 単著 令和2年4月

単著 令和3年10月

令和3年10月

単著 令和3年8月 Q&A

「新聞」

単著 平成23年6月 夕刊フジ

単著 平成23年6月 夕刊フジ

単著 平成23年10月 読売新聞3) 慢性の痛み目指す総合
   治療

慢性痛に対する集学的診療の重要性を解説

12）慢性疼痛の最新治療~集
学的診療~

難病と在宅ケア 25(5): 34-
38

日本医師会雑誌 (0021-
4493)149巻1号 Page21-24

1) 今日のストレス明日の
   病気：上肢の痛み

ストレスと痛みについて解説

2) 名医はこの人ブラック
   ジャックを探せ

原因が特定できない痛みへの対策について

9) 特集「ＣＲＰＳの最新
   事情」によせて

ペインクリニックvol.38 
no.4 P437-438

CRPSに関連する最新の知見について解説した。

10）痛みの責任は誰にある? 日本臨床麻酔学会誌 37(7): 
838-843

11）【神経障害】 高齢者の
脊椎由来の慢性疼痛へのアプ
ローチと薬物療法

Pharma Medica 37(1): 27-
30

14)「頭痛の診療ガイドライ
ン2021」準拠　ジェネラリス
トのための頭痛診療マス
ター】(第2章)頭痛患者のQOL
を改善するためのノウハウ　
慢性頭痛に対する集学的診療

jmed mook82号 Page116-
119(2022.10)

麻酔・ペインクリニック　慢
性痛の集学的診療の実施・運
営のポイントは?　集学的診
療には多職種の診療を支える
マネージャーが重要である

日本医事新報(0385-
9215)5137号 
Page54(2022.10)

医学的に原因が見当たらない
痛みで受診した患者の治療方
針について　痛みの原因を探
るのではなく、痛みを主訴に
受診したのはなぜかを考える

日本医事新報(0385-
9215)5129号 
Page53(2022.08)

高橋 紀代(千里山病院 集学的痛みセンター), 柴
田 政彦



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

単著

「報道」

－ 平成30年5月

「国際学会発表」

－ 平成26年10月

－ 平成28年9月

－ 平成28年9月

2) Psychologigal 
   characteristics 
   related to the 
   acquisition and 
   extention of pain-
   related fear
(痛みに関連する恐怖の獲得
と消去に影響する心理的特性
の検証)

16tｈ　World　congress on 
pain, Yokohama, 
2016.9.26-30

運動への恐怖条件づけの獲得、消去における個人
差に着目し、各個人の心理特性との関連性を探索
的に検討した。消去期におけるSPR振幅値と各心
理指標との相関がみられた。本研究の結果は、疼
痛の慢性化に性格傾向等の心理要因が関与する可
能性を示唆している。
ポスター発表
共同発表者：Takatoshi Masaki, Yoshiki Maeda, 
Shigeyuki Kan, Masahiko Shibata
担当部分: 研究計画、データ測定

3) Socioeconimic 
   Value of 
   Intervention for 
   chronic Pain
(慢性痛治療の社会経済的価
値の検証)

16tｈ　World　congress on 
pain, Yokohama, 
2016.9.26-30

本邦における集学的痛み診療の社会経済的価値を
試算した。集学的診療をうけた患者91名における
各疼痛バッテリーの改善値を、QUALY解析によっ
て価値化した。結果、１QUALyあたり平均45.879
＄の価値があることがわかった。
ポスター発表
共同発表者：Masahiko Shibata, Keiko Yamada, 
Youichi Matsuda, Hironobu Uematsu, Shinsuke 
Inoue, Takahiro Ushida, Tomoyuki Takura
担当部分: 抄録執筆、研究計画、データ測定、解
析

1)ガッテン！ NHK教育テレビ
2018年5月9日（水）午後7時
30分放送

痛みを“脳”で克服！“慢性痛”治療革命

1) Fear Conditioning 
   and Extinction 
   Associating 
   Voluntary 
   Movement with 
   Painful Stimulus: 
 
   Experimental 
   Verification of 
   Fear Avoidance 
   Model Using Skin 
   Potential Response
（運動と痛みの恐怖条件づ
け：恐怖回避モデルの実験的
検証）

15th
World Congress of
International
Assicuation 
for the Study of Pain, 
Buenos Aires.
2014.10.6-11

運動と痛みの恐怖が結びつくという現象の証明か
ら、その消去、さらには教示が与える影響までを
検証した。
ポスター発表
共同発表者：Yoshiki Maeda, Shigeyuki Kan, 
Yoshitetsu Oshiro, Satoru Miyauchi, Aya 
Nakae, Ben Seymour, Hideki Kashioka, 
Masahiko Shibata
担当部分: 研究計画、研究総括

4) 痛みよもやま話連載 平成24年8月～
平成25年4月

・京都新聞
・下野新聞
・福島新聞
・信濃毎日新聞
・日本海新聞
・山陽新聞
・北國新聞
・宮崎日日新聞
・神戸新聞
・愛媛新聞
・岐阜新聞
・千葉日報

①痛みの不思議
②痛みと錯覚
③トウガラシなどの刺激物
④痛がり遺伝子
⑤プラセボ効果
⑥プラセボ効果
⑦やはり問診が大事
⑧痛みと医療（前編）
⑨痛みと医療（後編）
⑩国で異なる鎮痛薬の処方
⑪三叉神経痛
⑫幻肢痛
⑬養成ギブス
⑭腰痛
⑮進歩する研究
⑯慢性痛と深く関連
⑰リハビリで元気に
⑱幻肢痛に大きな効果
⑲かかとの痛みとれず
⑳手術後に長く続く痛み
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－ 平成28年9月

－ 平成28年12月

－ 平成28年12月6) An Epidemiological 
   Study on the 
   Association Between 
   Job Satisfaction 
   and Reduced 
   Performance/
   sickness Absence 
   among Workers with 
   Chronic Pain
（慢性痛患者の職務満足度と
機能低下・病欠の疫学調査）

International Congress of 
Behavioral Medicine 2016, 
Melbourne, Australia. 
2016 Dec 7-10.

就労環境における慢性痛の実態，及び慢性痛が仕
事に影響する重症例でのリスク因子を明らかにす
ることを目的とした。計3社18施設の被雇用者を
対象に，「からだの痛みに関する調査研究アン
ケート」を施行した。対象者の生活習慣や心理社
会的因子と慢性痛有症との関連について，性年齢
調整ロジスティック回帰分析を用いて分析した。
結果、仕事に影響する慢性痛を有することは，肥
満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック度の高
さ，上司・同僚からの支援の乏しさ，仕事の満足
度の低さ，仕事の要求度の高さ，仕事のコント
ロール度の低さ，心理的ストレスの高さ，抑うつ
状態と有意に関連があった。就労環境における慢
性痛とそのリスク因子の実態が一部明らかとなっ
た。

本人担当部分：データ測定，研究総括をおこなっ
た。
ポスター発表
共同発表者： Keiko Yamada, Kenta Wakaizumi, 
Ko Matsudaira, Masahiko Shibata, and 
Hiroyasu Iso

4) Effects of 
   exercise therapy 
   for outpatients 
   with chronic pain
（慢性疼痛患者に対するリハ
ビリテーション入院プログラ
ム）

16tｈ　World　congress on 
pain, Yokohama, 
2016.9.26-30

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターでは、
院内で実施困難な慢性痛に対する集学的入院治療
を近隣の医療機関と連携協力して実施可能とし
た。就業や日常生活に支障をきたしている慢性痛
患者を治療対象とし、運動療法、認知行動療法、
集学的リハビリテーションの三要素を含んだ入院
プログラムを作成した。結果、痛みの評価が改善
し、就労した症例を経験した。また、EQ-5Dを用
いて、このプログラムの費用対効果も検討した。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、研究総括をおこなった。
ポスター発表
共同発表者： N. Takahashi, M. Shibata, T. 
Adachi, Y. Maeda, K. Yamada, T. Nishigami

5) Disabilities on 
   work and fear 
   avoidance beliefs 
   in Japanese 
   workers with 
   chronic pain.
（慢性痛患者の恐怖回避思考
と就労困難との関係）

International Congress of 
Behavioral Medicine 2016, 
Melbourne, Australia. 
2016 Dec 7-10.

就労環境における慢性痛の実態，及び慢性痛が仕
事に影響する重症例でのリスク因子を明らかにす
ることを目的とした。計3社18施設の被雇用者を
対象に，「からだの痛みに関する調査研究アン
ケート」を施行した。対象者の生活習慣や心理社
会的因子と慢性痛有症との関連について，性年齢
調整ロジスティック回帰分析を用いて分析した。
結果、仕事に影響する慢性痛を有することは，肥
満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック度の高
さ，上司・同僚からの支援の乏しさ，仕事の満足
度の低さ，仕事の要求度の高さ，仕事のコント
ロール度の低さ，心理的ストレスの高さ，抑うつ
状態と有意に関連があった。就労環境における慢
性痛とそのリスク因子の実態が一部明らかとなっ
た。
ポスター発表
本人担当部分：データ測定、抄録のとりまとめを
おこなった。

共同発表者：Kenta Wakaizumi, Keiko Yamada, 
Masahiko Shibata, Shizuko Kosugi, Hiroshi 
Morisaki, and Ko Matsudaira
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「国内学会発表」

－ 平成28年6月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月月

平成29年6月 会長講演4)飛翔 - 日本疼痛学会の新
しい門出を迎えて

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

2) 慢性痛患者への入院
   集学的リハの取り組み

第9回日本運動器疼痛学会、
東京、2016.11.26～27

慢性痛患者に対して短期入院による集学的リハを
実施したので報告する。集学的リハとして医師
（講義：1h／w），臨床心理士（講義：2h／w），
理学療法士（講義：1h／w），理学・作業療法士
（運動療法：6日／w）がそれぞれ介入。また，上
記以外の時間で自主トレの時間を午前・午後に各
1時間ずつ定。アウトカムを日常生活における移
動能力・ADL・情動面の改善とし，主な評価尺度
として3分間歩行，5m歩行，PDAS，HADS，PCS，
PSEQを入院時と退院時で比較した。結果、運動面
と情動面の改善が見られた。

本人担当部分： 研究計画、データ測定、結果の
解析、研究総括をおこなった。
ポスター発表
共同発表者：丸山伸廣，高橋紀代，柴田政彦

3) 慢性疼痛患者に対する
   外来運動療法完遂者と
   ドロップアウトした者
   との比較

第9回日本運動器疼痛学会、
東京、2016.11.26～27

大阪大学附属病院疹痛医療センター（痛みセン
ター）と連携した3ヵ月間の外来運動療法には、
プログラム途中で来院しなくなった患者も認めら
れる。今回ドロップアウトした患者に対して後方
視的に調査を行い，運動療法完遂者と比較した結
果を報告する。当院外来を受診した29名のうち、
計12回のプログラム参加したものを完遂群それ以
前に中断したものをドロップアウト群（DO群）と
した。結果、29名中20名が完遂し，9名が脱落し
ていた。
DO群と完遂群の比較では介入前の痛みNRS，EQ－
5D，PSEQに有意差を認めた。慢性痛に対する運動
療法を試行する際ドロップアウトの危険性の予測
に多面的評価の結果が有用となる可能性が示唆さ
れた。

本人担当部分： 研究計画、データ測定、結果の
解析、研究総括をおこなった。
ポスター発表
共同発表者： 鳴尾彰人，西上智彦，高橋紀代，

1) 慢性疼痛患者に対する
   リハビリテーション入
   院プログラムの効果

第53回日本リハビリテー
ション医学会学術集会

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターでは、
院内で実施困難な慢性痛に対する集学的入院治療
を近隣の医療機関と連携協力して実施可能とし
た。就業や日常生活に支障をきたしている慢性痛
患者を治療対象とし、運動療法、認知行動療法、
集学的リハビリテーションの三要素を含んだ入院
プログラムを作成した。結果、痛みの評価が改善
し、就労した症例を経験した。また、EQ-5Dを用
いて、このプログラムの費用対効果も検討した。

本人担当部分： 研究計画、データ測定、結果の
解析、研究総括をおこなった。
口述発表
共同発表者：高橋紀代，柴田政彦
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平成29年6月

平成29年6月

平成29年6月

平成29年6月

平成29年6月

平成29年11月

 

9)慢性痛患者における短縮版
アテネ不眠尺度 (AIS-5) の
信頼性・妥当性の検討

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

榎本聖香1, 安達友紀2,3,4, 山田恵子2,5, 井上
大輔2,6, 中西美保2,7, 西上智彦2,8, 柴田政彦
1,2
1大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講
座, 2大阪大学医学部附属病院 疼痛医療セン
ター, 3滋賀医科大学医学部附属病院 学際的痛み
治療センター, 4日本学術振興会, 5大阪大学大学
院医学系研究科 社会医学講座 公衆衛生学, 6大
阪リハビリテーション専門学校 作業療法学科, 7
大阪大学大学院医学系研究科 漢方医学寄附講座, 
8甲南女子大学 看護リハビリテーション学部 理
学療法学科

10)大阪大学医学部附属病院
疼痛医療センターでの集学的
痛み治療の現況と課題

第10回日本運動器疼痛学
会、福島、2017.11.18～19

柴田政彦1,3), 井上大輔1,2), 西上智彦1,3,4), 
安達友紀1,6), 榎本聖香1,3,6), 高橋紀代1,3,7)
1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター, 2)
大阪リハビリテーション専門学校作業療法学科, 
3)大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講
座, 4)甲南女子大学看護リハビリテーション学部
理学療法学科, 5)大阪大学大学院医学系研究科社
会医学講座公衆衛生学, 6)滋賀医科大学附属病院
学際的痛み治療センター, 7)篤友会千里山病院

7)頸椎症性脊髄症における安
静時fMRIを用いた自発脳活動
および機能的結合の変化の検
討

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

串岡純一1, 海渡貴司1, 武中章太1, 牧野孝洋1, 
坂井勇介1, 田中壽2, 渡邉嘉之2, 寒重之3, 柴田
政彦3
1大阪大学大学院医学系研究科 器官制御外科学
(整形外科), 2大阪大学大学院医学系研究科 放射
線統合医学講座 放射線医学教室, 3大阪大学大学
院医学系研究科 疼痛医学寄附講座

8)安静時fMRIを用いた変形性
膝関節症の痛みに関わる脳機
能異常の予備的研究

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

大迫正一1, 寒重之2, 植松弘進1, 松田陽一1,4, 
二井数馬4, 田中壽3, 渡邉嘉之3, 冨田哲也4, 柴
田政彦2, 藤野裕士1
1大阪大学大学院医学系研究科 生体統御医学講座 
麻酔・集中治療医学教室, 2大阪大学大学院医学
系研究科 疼痛医学寄附講座, 3大阪大学大学院医
学系研究科 放射線統合医学講座 放射線医学教
室, 4大阪大学大学院医学系研究科 器官制御外科
学

5)青少年における「疼痛又は
運動障害を中心とする多様な
症状」の受療状況に関する全
国疫学調査

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17 福島若葉1, 原めぐみ2, 柴田政彦3, 喜多村祐里

4, 祖父江友孝4
1大阪市立大学大学院医学研究科 公衆衛生学, 2
佐賀大学医学部 社会医学講座 予防医学分野, 3
大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講座, 
4大阪大学大学院医学系研究科 社会医学講座 環
境医学

6)慢性痛患者に対する集学的
入院治療の長期効果と費用対
効果

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

高橋紀代1,2,3, 安達友紀4,5,6, 柴田政彦3,4
1篤友会リハビリテーションクリニック, 2医療法
人篤友会 千里山病院, 3大阪大学大学院医学系研
究科 疼痛医学寄附講座, 4大阪大学医学部附属病
院 疼痛医療センター, 5滋賀医科大学医学部附属
病院 ペインクリニック科, 6日本学術振興会
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17)入院前の集学的診療が入
院集学的リハビリテーション
に与えた効果~入院中に関わ
る治療者が適応判断に加わる
意義について~

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

丸山伸廣1), 中原理1), 高橋紀代1), 榎本聖香
1), 柴田政彦2)
1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療学部

18)医療制度・診療報酬の国
際比較

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

三木健司1,2,3), 柴田政彦4)
1)大阪行岡医療大学医療学部, 2)早石病院疼痛医
療センター, 3)認定NPOいたみ医学研究情報セン
ター, 4)奈良学園大学保健医療学部

15)頚髄症患者における安静
時自発脳活動のALFFおよび
ReHoによる検討

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

寒重之1), 串岡純一2), 武中章太2), 牧野孝洋
2), 坂井勇介2), 海渡貴司2), 田中壽3), 渡邉嘉
之4), 柴田政彦5)
1)大阪大学大学院医学系研究科生体統御医学講
座, 2)大阪大学大学院医学系研究科器官制御外科
学講座, 3)大阪大学大学院医学系研究科放射線統
合医学講座, 4)大阪大学大学院医学系研究科次世
代画像診断学共同研究講座, 5)奈良学園大学保健
医療学部看護学科

16)慢性の痛みに関する教育
プログラムの構築 - 課題解
決型高度医療人材養成プログ
ラム : 慢性の痛みに関する
領域

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

鈴木秀典1), 坂井孝司1), 柴田政彦2), 牛田享宏
3), 福井聖4), 池田亮5), 田口敏彦6)
1)山口大学大学院医学系研究科整形外科学, 2)奈
良学園大学保健医療学部, 3)愛知医科大学医学部 
学際的痛みセンター, 4)滋賀医科大学医学部附属
病院 ペインクリニック科, 5)東京慈恵会医科大
学整形外科学, 6)山口労災病院

13)ICD-11への改訂に向けて
の慢性痛分類について

日本ペインクリニック学会
第51回大会、岐阜、
2017.7.20～22

柴田政彦1, 山田恵子2, 北原雅樹3, 井関雅子4, 
福井聖5, 牛田享宏6
1大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講座, 
2大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座公衆
衛生学, 3東京慈恵医科大学麻酔科, 4順天堂大学
医学部 麻酔科学・ペインクリニック講座, 5滋賀
医科大学医学部附属病院ペインクリニック科, 6
愛知医科大学 学際的痛みセンター

14)慢性側腹部痛に集学的診
療と漢方薬治療 (柴芍六君子
湯) が有効であった1例

日本ペインクリニック学会
第51回大会、岐阜、
2017.7.20～22

中西美保1, 山田恵子3, 柴田政彦4
1大阪大学大学院医学系研究科漢方医学寄附講座, 
2大阪大学医学部附属病院 疼痛医療センター, 3
大阪大学大学院 医学系研究科 社会医学講座 公
衆衛生学, 4大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医
学寄附講座

11)頸髄症における術前・術
前後の脳機能的結合の変化 : 
安静時fMRIによる検討

第10回日本運動器疼痛学
会、福島、2017.11.18～19

串岡純一1), 海渡貴司1), 武中章太1), 牧野孝洋
1), 坂井勇介1), 田中壽2), 渡邉嘉之2), 寒重之
3), 吉川秀樹1), 柴田政彦3)
1)大阪大学整形外科, 2)大阪大学放射線統合医学
講座, 3)大阪大学疼痛医学寄附講座

12)入院集学的リハビリテー
ションの適応と入院期間の検
討

第10回日本運動器疼痛学
会、福島、2017.11.18～19

高橋紀代1,2,3), 柴田政彦2,4)
1)千里山病院, 2)大阪大学医学部付属病院疼痛医
療センター, 3)篤友会リハビリテーションクリ
ニック, 4)大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学
寄附講座



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成30年12月

平成30年12月

平成30年12月

平成30年12月

平成30年12月
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平成30年12月

平成30年12月

25)いたみどめ調整入院によ
るフェンタニルクエン酸塩貼
付剤の一時的な使用が効果的
であった腰椎変形性側弯症の
一例

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

西山菜々子1,2), 田村宏1), 清水憲政3), 石井良
平2), 岡本禎晃2), 金井菜穂子2), 柴田政彦2,4)
1)市立芦屋病院リハビリテーション科, 2)市立芦
屋病院サポーティブケアチーム, 3)市立芦屋病院
整形外科, 4)奈良学園大学保健医療学部

26)線維筋痛症・広範囲慢性
疼痛の集学的診療の取り組み 
精神科診断について

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

三木健司1,2,4), 史賢林3), 柴田政彦5), 行岡正
雄4), 橋本亮太6)
1)大阪行岡医療大学医療学部, 2)早石病院整形外
科・疼痛医療センター, 3)てんじん整形外科リウ
マチ科, 4)行岡病院リウマチ科, 5)奈良学園大学
保健医療学部, 6)国立精神・神経医療研究セン
ター精神保健研究所精神疾患病態研究部

23)痛みの多面性が訪問リハ
ビリテーション利用者の生活
に及ぼす影響

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

鳴尾彰人1), 赤尾祥吾1), 西上智彦2), 高橋紀代
1), 柴田政彦3)
1)篤友会リハビリテーションクリニック, 2)甲南
女子大学看護リハビリテーション学部, 3)奈良学
園大学保健医療学部

24)入院集学的リハビリテー
ションによる介入が, 疼痛生
活障害尺度 (PDAS) の下位因
子に与える影響について

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

中原理1), 高橋紀代1,2), 榎本聖香2), 柴田政彦
2,3)
1)千里山病院, 2)大阪大学医学部附属病院疼痛医
療センター, 3)奈良学園大学保健医療学部

21)慢性痛発症の契機に他者
の落ち度を感じているか否か
が, 痛み信念に及ぼす影響

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

榎本聖香1), 安達友紀1), 西上智彦1), 高橋紀代
1), 柴田政彦1,2)
1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター, 2)
奈良学園大学保健医療学部

22)認知行動療法で過剰行動
と回避行動を順に扱い改善が
みられた一次性慢性痛の一症
例

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

細越寛樹1,2), 榎本聖香2), 安達友紀2), 高橋紀
代2), 西上智彦2), 柴田政彦2)
1)関西大学社会学部社会学科心理学専攻, 2)大阪
大学医学部附属病院疼痛医療センター

19)慢性痛に対する入院集学
的リハビリテーションの費用
対効果の検討

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

高橋紀代1), 中原理1), 榎本聖香2), 田倉智之
3), 柴田政彦2,4)
1)千里山病院, 2)大阪大学医学部附属病院疼痛医
療センター, 3)東京大学大学院医学系研究科医療
経済政策学講座, 4)奈良学園大学保健医療学部

20)厚生労働省慢性疼痛診療
体制構築モデル事業 (近畿地
区) 報告

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

柴田政彦1,4), 福井聖2), 水野泰行3), 榎本聖香
1,2), 西上智彦1), 高橋紀代1)
1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター, 2)
滋賀医科大学医学部附属病院学際的痛みセン
ター, 3)関西医科大学心療内科学講座, 4)奈良学
園大学保健医療学部
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平成30年4月

29)痛みの行動科学 平成30年6月

平成30年6月

平成30年6月

平成31年8月

平成31年4月

平成31年7月

平成31年7月

34)中枢性脳卒中後疼痛のア
ウトカム評価

第41回日本疼痛学会、名古
屋、2019.7.12～13

細見晃一1,2, 森信彦1,2, 眞野智生1,2, 柴田政
彦3, 貴島晴彦2, 齋藤洋一1,2
1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経機能再生
学, 2大阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科
学, 3奈良学園大学

35)中枢性脳卒中後疼痛にお
ける中枢神経感作

第41回日本疼痛学会、名古
屋、2019.7.12～13

細見晃一1, 森信彦1, 渡邉嘉之2, 柴田政彦3, 貴
島晴彦4, 齋藤洋一1
1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経機能再生
学・脳神経外科学, 2大阪大学大学院医学系研究
科 次世代画像診断学, 3奈良学園大学 保健医療
学部, 4大阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科
学

32)過活動の慢性痛患者への
認知行動療法　入院治療にお
ける多職種連携の一事例

第19回日本認知療法・認知
行動療法学会、東京、
2019.8.31～9.1

榎本 聖香(大阪大学 大学院人間科学研究科), 安
達 友紀, 佐々木 樹, 津田 清香, 中原 理, 高橋 
紀代, 佐々木 淳, 柴田 政彦

33)安静時functional MRIを
用いた頚髄症患者の脳局所活
動評価における可塑性, 予後
予測

第48回日本脊椎脊髄病学会
学術集会、横浜、2019.4.18
～20

武中章太1, 海渡貴司1, 寒重之2, 牧野孝洋1, 坂
井勇介1, 串岡純一1, 田中壽3, 渡邉嘉之3, 柴田
政彦4, 吉川秀樹1
1阪大大学院整形, 2阪大大学院麻酔集中医療医
学, 3阪大大学院放射線医学, 4奈良学園大保健医
療学部看護学科

第40回日本疼痛学会、
長崎、2018.6.15～16

30)中枢性脳卒中後疼痛の神
経画像研究と非侵襲脳刺激療
法

第40回日本疼痛学会、
長崎、2018.6.15～16

細見晃一1,2, 清水豪士1,2,3, 眞野智生1,2, 森
信彦4, 渡邉嘉之5, 柴田政彦6, 貴島晴彦2, 齋藤
洋一1,2
1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経機能再生
学, 2大阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科
学, 3大手前病院 脳神経外科, 4和歌山県立医科
大学附属病院紀北分院 リハビリテーション科, 5
大阪大学大学院医学系研究科 放射線医学, 6大阪
大学大学院医学系研究科 疼痛医学

31)中枢機能障害性疼痛患者
を特徴づける脳部位間機能的
結合の機械学習による検討

第40回日本疼痛学会、
長崎、2018.6.15～16

寒重之1, 大迫正一2, 植松弘進2, 田中壽3, 渡邉
嘉之4, 柴田政彦1
1大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講
座, 2大阪大学大学院医学系研究科 麻酔・集中治
療医学教室, 3大阪大学大学院医学系研究科 放射
線部, 4大阪大学大学院医学系研究科 放射線統合
医学講座

27)中枢性脳卒中後疼痛の機
能結合の変化

第48回日本臨床神経生理学
会学術大会、東京、
2018.11.9～

細見晃一1,2, 清水豪士1-3, 森信彦4, 眞野智生
1,2, 渡邉嘉之5, 柴田政彦6, 寒重之7, Khoo Hui 
Ming2, 谷直樹2, 押野悟2, 貴島晴彦2, 齋藤洋一
1,2
1大阪大学大学院医学系研究科脳神経機能再生学, 
2大阪大学大学院医学系研究科脳神経外科学, 3大
手前病院脳神経外科, 4和歌山県立医科大学附属
病院紀北分院リハビリテーション科, 5大阪大学
大学院医学系研究科次世代画像診断学, 6奈良学
園大学保健医療学部, 7大阪大学大学院医学系研
究科麻酔科学

28)安静時fMRIを用いた脳機
能的結合解析による頚髄症の
新規予後予測法の開発

第47回日本脊椎脊髄病学会
学術集会、神戸、2018.4.12
～14

海渡貴司1, 寒重之2, 武中章太1, 牧野孝洋1, 坂
井勇介1, 串岡純一1, 田中壽3, 渡邉嘉之3, 柴田
政彦2, 吉川秀樹1
1大阪大学整形外科, 2大阪大学医学部疼痛医学講
座, 3大阪大学医学部放射線統合医学講座
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平成31年11月

平成31年11月

平成31年11月

平成31年11月

平成31年7月

平成31年7月

共著 令和3年7月

共著 令和3年10月

令和3年12月 企画・座長　柴田政彦・富永敏行

40)脳機能画像解析による手
術6か月後の満足度の予測 - 
圧迫性脊髄症患者での検証

日本ペインクリニック学会
第53回大会、熊本、
2019.7.18～20

柴田政彦1), 寒重之2)
1)奈良学園大学 保健医療学部 リハビリテーショ
ン学科, 2)大阪大学大学院医学系研究科 生体統
御医学講座 麻酔集中治療医学教室

41)帯状疱疹後神経痛患者に
おける脳の可塑的変化に対す
る安静時機能的MRIによる検
討

日本ペインクリニック学会
第53回大会、熊本、
2019.7.18～20

恒遠剛示1,2), 寒重之3), 柴田政彦4)
1)牧整形外科病院 麻酔科・ペインクリニック科, 
2)兵庫医科大学病院 ペインクリニック部, 3)大
阪大学大学院医学系研究科 生体統御医学講座, 
4)奈良学園大学保健医療学部

38)訪問リハビリテーション
利用者の転倒と疼痛の心理的
側面との関連

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

赤尾祥吾1), 鳴尾彰人1), 西上智彦2), 高橋紀代
1), 柴田政彦3)
1)篤友会リハビリテーションクリニック, 2)甲南
女子大学看護リハビリテーション学部, 3)奈良学
園大学保健医療学部

39)慢性痛を有する訪問リハ
ビリテーション利用者の疼痛
や生活機能の縦断的変化

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

鳴尾彰人1), 赤尾祥吾1), 西上智彦2), 高橋紀代
1), 柴田政彦3)
1)篤友会リハビリテーションクリニック, 2)甲南
女子大学看護リハビリテーション学部, 3)奈良学
園大学保健医療学部

36)中強度負荷を目的とした
自転車エルゴメーターによる
有酸素運動のプロトコル作成
の検討

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

丸山伸廣1), 浦澤純一1), 中原理1), 高橋紀代
1), 柴田政彦2)
1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療学部

37)当院の集学的痛みセン
ター外来における中断者の特
徴について

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

中原理1), 高橋紀代1), 柴田政彦2)
1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療学部

シンポジスト　富永敏行・清水栄司・岩佐和典・
上野博司

慢性疼痛を含む身体症状証に
対する認知行動療法と身体的
治療とのコンビネーションに
ついて

第21回日本認知行動療法・
認知行動療法学会シンポジ
ウム

大前 隆仁(芦屋市立芦屋病院 緩和ケア内科), 柴
田 政彦, 岡本 禎晃, 松田 良信, 山下 由紀子, 
河野 真揮枝, 武田 亜衣, 加治佐 直子, 橋野 陽
子, 江頭 佐都美, 橋本 百世

癌性疼痛を有する進行膵癌患
者に対する腹腔神経叢ブロッ
クの影響に関する予備的後方
視調査

浦澤 純一(千里山病院), 中原 理, 前田 吉樹, 
高橋 紀代, 柴田 政彦

医療者による教育的な関りに
よってADL・疼痛の著明な改
善をもたらした一症例(会議
録)

Palliative Care 
Research(1880-5302)17巻
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フ リ ガ ナ

氏 名

国 籍

月額基本給 千円

年 月

　　昭和53年4月

　　昭和60年3月 大阪大学医学部医学科卒業　医学士

昭和60年5月 医師免許（第291103号）

平成10年5月

　　平成29年4月

平成31年4月 公認心理師（第22882号）

年 月

昭和60年7月

　　昭和61年7月 大阪警察病院麻酔科　医員（平成元年6月まで）

平成元年7月 佐賀医科大学麻酔科学教室　助手（平成2年6月まで）

平成2年7月 市立西宮中央病院麻酔科　副医長（平成5年3月まで）

平成5年4月 市立西宮中央病院麻酔科　医長（平成5年6月まで）

平成5年7月 大阪大学大学院医学系研究科麻酔集中治療医学教室　助手（平成16年12月まで）

平成17年1月

平成17年4月 大阪大学大学院医学系研究科麻酔集中治療医学教室　臨床助教授（兼任）

（平成19年3月まで）

平成17年7月 市立芦屋病院麻酔科　部長（平成19年3月まで）

平成19年4月

平成25年4月

平成30年4月

年 月

昭和60年4月

平成元年4月

平成2年4月

平成2年4月

平成2年4月

平成10年4月

平成22年4月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科教授（現在に至る）
担当科目：『生化学』『疾病治療論』『人体機能学』『内部障害学』『ペインコントロール論』
『疼痛学概論』『疼痛リハビリテーション学』『疫学』

国際疼痛学会　入会　（現在に至る）

日本運動器疼痛学会　入会　（現在に至る）

日本賠償科学会　入会（現在に至る）

日本慢性疼痛学会　入会　（現在に至る）

大阪大学医学部附属病院麻酔科　医員（昭和61年6月まで）

千里A&Hペインクリニック　勤務医（平成17年6月まで）

大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講座　教授（平成30年3月まで）
担当科目：『麻酔学』『臨床医学特論』『薬物治療学Ⅲ』

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター 副センター長（平成30年3月まで）

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等

現在所属している学会
日本麻酔科学会、日本疼痛学会、日本運動器疼痛学会、日本ペインクリニック学会、日
本慢性疼痛学会、国際疼痛学会、日本心療内科学会、日本リハビリテーション医学会、
日本賠償科学会

事 項

「学会活動」

日本麻酔科学会　入会　（現在に至る）

日本ペインクリニック学会　入会　（現在に至る）

日本疼痛学会　入会　（現在に至る）

事 項

日本国
現住所

〒665-0062 
兵庫県宝塚市仁川高台1-1-7

学 歴

事 項

大阪大学医学部医学科入学

大阪大学大学院医学系研究科　博士（医学 第14051号）

「博士論文名：The effect of electroconvulsive treatment on thermal hyperalgesia and 
  mechanical allodynia in a rat model of peripheral neuropathy. Anesth Analg 
  86:584-7,1998」

臨床心理士免許（第33329号）

職 歴

別記様式第４号（その１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 員 個 人 調 書

履 歴 書

シバタ　マサヒコ

性別 男 生年月日（年齢） 　昭和34年　1月　24日　（満62歳）
柴田　政彦
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平成25年4月

平成29年4月

「認定医および学会での役職」

昭和63年3月

平成4年4月

　　平成6年6月 日本ペインクリニック学会認定医

平成15年7月 日本ペインクリニック学会　評議員 (現在に至る)

平成24年4月 日本疼痛学会理事　（現在に至る）

平成27年11月 日本運動器疼痛学会　監事　（現在に至る）

「研究活動」

平成22年度～
平成23年度

平成23年度～
平成24年度

平成23年度～
平成24年度

平成23年度～
平成25年度

平成23年度～
平成25年度

平成25年度～
平成26年度

平成26年度

平成27年度～
平成28年度

平成26年度～
平成28年度

厚生労働省科学研究費補助金・慢性の痛み対策研究事業・慢性の痛みの診療の基盤となる情報の
集約とより高度な診療の為の医療システム構築に関する研究
研究代表者　牛田享宏（愛知医科大学）研究分担者　山下敏彦　矢吹省司　
井関雅子　北原雅樹　中村雅也　竹下克志　松平浩　中村裕之　松原貴子　福井聖　
田倉智之　西江宏行　横山正尚　細井昌子　西尾宏文　浅井雅代　柴田政彦
平成25年度　39,000千円、平成26年度　44,200千円

厚生労働省科学研究委託事業・慢性の痛み解明研究事業「慢性痛に対する認知行動療法の普及と
効果解明に関する研究」
研究代表者　研究分担者　堀越勝　北原雅樹　井関雅子　住谷昌彦　山本則子　高井ゆかり　今
村佳樹
井上玄　宮岡等　佐々木淳　小山なつ　木村慎二　沖田実　松原貴子　西上智彦　鈴木勉　祖父
江友孝
池本竜則　大江悠樹　高岸百合子　岩佐和典　福森崇貴　蟹江絢子
平成26年度 6,287千円
国立研究開発法人日本医療研究開発機構AMED慢性の痛み解明研究事業　「慢性痛に対する認知行
動療法の普及と効果解明に関する研究」　
研究代表者 研究分担者　堀越　勝　北原雅樹　住谷昌彦　山本則子　高井ゆかり　木村慎二　松
原貴子
西上智彦　鈴木勉　祖父江友孝　池本竜則　大江悠樹　高岸百合子　岩佐和典　福森崇貴　蟹江
絢子
岡本禎晃 松平 浩 西江宏行 高橋紀代 新明一星 細越寛樹 深井恭佑

文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C)「CRPS患者の運動障害における脳機能異常」
研究代表者　研究分担者　渡邉嘉之　寒重之　西上智彦　植松弘進　宮内哲
平成26年度　2,340千円、平成27年度　1,170千円、平成28年度　1,560千円

厚生労働科学研究費補助金・慢性の痛み対策研究事業「痛み」に関する教育と情報提供システム
の構築に関する研究
研究代表者　研究分担者　井関雅子　横山正尚　山下敏彦　竹林庸雄　池本竜則　小山なつ　中
塚映政
細井昌子　宮岡等　宮地英雄　亀田秀人　今村佳樹　大島秀規　平田幸一　沖田実　住谷昌彦　
和佐勝史
長櫓巧　竹下克志　中村雅也　牛田享宏　井上玄　岩田幸一　矢谷博文　和嶋浩一　川真田樹人　
鈴木勉
三木健司　北原雅樹　堀越勝　史賢林
研究経費：平成23年度5,200千円、　平成24年度5,200千円、平成25年度5,200千円

日本リハビリテーション医学会　入会　（現在に至る）

日本心療内科学会　入会　（現在に至る）

麻酔科標榜医　

麻酔科指導医　

厚生労働省科学研究費補助金・難治性疾患克服研究事業・脊髄障害性疼痛症候群の実態の把握と
病態の解明に関する研究
研究代表者 牛田享宏（愛知医科大学）研究分担者　戸山芳昭　菊池臣一　谷俊一　
田口敏彦　山下敏彦　高安正和　竹下克志　中村雅也　内田研造　井上和秀　野口光一　
上野雅文　中村裕之　　柴田政彦
平成22年度　19,500千円　平成23年度　13,000千円

文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C)「脳機能画像を用いた運動時痛の解明と治療法の開
発」
研究代表者  研究分担者　松田陽一　井上隆弥　坂上学　植松弘進
研究経費：平成22年度　2,860千円　平成23年度　910千円、　平成24年度　910千円

厚生労働省科学研究費補助金・慢性の痛み対策研究事業・難治性疼痛の実態の解明と対応策の開
発に関する研究
研究代表者　牛田享宏（愛知医科大学）研究分担者　山下敏彦 平田 仁  片山容一　
井関雅子　内田研造 神谷光広　細井昌子 柿木隆介　河野達郎 佐藤純　中塚映政  橋本亮太　
中村裕之  田倉智之　安田哲行　鈴木重行　小林章雄　大森豪 柴田政彦
平成23年度 40,300千円、平成24年度　41,103千円
  

日本損害保険協会2011年度交通事故医療特定課題研究助成「新しい運動療法の開発： 脳機能画像
を応用し、外傷後の『痛みの慢性化』に対して有効な運動療法を開発する」　
研究代表者　
5,000千円
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平成27年度

平成27年度～
平成29年度

平成27年度～
平成28年度

平成27年度～
平成29年度

平成27年度～
平成28年度

平成27年度～
平成29年度

平成28年度～
平成29年度

平成29年度

平成29年度

令和元年度から
令和２年度

平成27年4月
～現在

年 月

　　　年　　月  

国立研究開発法人日本医療研究開発機構AMED・慢性の痛み解明研究事業・「怒りや恨み、不公平
感などの情動に伴う慢性疼痛の実態に関する研究」
研究代表者　令和元年度7,150千円　令和２年度6,435千円

なし

日本損害保険協会2017年度交通事故医療一般研究助成金「外傷後遷延痛に伴う生活障害の維持・
増悪要因としての重要他者の破局化：重要他者の破局化の評価法と外傷後遷延痛の維持・増悪モ
デルの検証」
研究代表者　平成29年度　2,650千円

「社会活動」

芦屋市保健センター運営審議会委員長

賞 罰

事 項

厚生労働省慢性疼痛診療体制構築モデル事業補助金　怒りや恨み、不公平感などの情動に伴う慢
性疼痛の実態に関する研究
研究代表者　研究分担者　安達友紀　橋本淳　
平成29年度　7,992千円

日本損害保険協会2015年度交通事故医療一般研究助成金「安静時fMRIを用いた外傷後遷延痛患者
の痛み及び機能回復に関する予測手法の開発　
研究代表者　
5,000千円

厚生労働科学研究費補助金・慢性の痛み政策研究事業　「慢性の痛み診療・教育の基盤となるシ
ステム構築に関する研究」　
研究代表者　牛田享宏（愛知医科大学）研究分担者　山下敏彦　矢吹省司　木村慎二　
山口重樹　加藤実  井関雅子　北原雅樹　住谷昌彦　松平浩　川口善治　中村裕之　松原貴子　
笠井裕一　福井聖　田倉智之 西田圭一郎　尾形直則　田口敏彦　河野崇　西尾芳文　細井昌子　
門司晃　柴田政彦　
平成27年度　44,200千円、平成28年度　50,000千円、　平成29年度　50,000千円

国立研究開発法人日本医療研究開発機構AMED・慢性の痛み解明研究事業・診断・治療法の開発を
目指した痛み慢性化脳機構に関するトランスレーショナル研究
研究代表者　加藤総夫（東京慈恵会医科大学）研究分担者　南雅文　岡野ジェイムス洋尚 柴田政
彦
平成27年度 9,917千円、　平成28年度 9,965千円

厚生労働科学研究費補助金・新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業・「子宮頸がんワ
クチンの有効性と安全性の評価に関する疫学調査」
研究代表者　祖父江友孝（大阪大学）研究分担者　垣添忠生　福島若葉　
原めぐみ　榎本隆之　上田豊　宇川義一　平田幸一　岡明　宮本信也　喜多村祐里　柴田政彦
平成27年度　44,980千円、　平成28年度　35,000千円、　平成29年度　26,000千円
国立研究開発法人日本医療研究開発機構AMED・「統合医療」に係る医療の質向上・科学的根拠収
集研究・線維筋痛症に対する統合医療的介入の評価手法に関する研究
研究代表者　伊藤嘉記（大阪大学）　研究分担者　新谷歩　寒重之　仙波恵美子　
渡邉嘉之　牛田享宏　井上真輔　伊藤和憲　林紀行　柴田政彦
平成27年度　4,940千円、平成28年度　4,940千円

国立研究開発法人日本医療研究開発機構AMED・慢性の痛み解明研究事業・神経画像検査法を用い
た中枢性脳卒中後疼痛の客観的指標の探索と革新的非侵襲脳刺激療法の開発
研究代表者　平田仁（名古屋大学）研究分担者　寳珠山稔　岩月克之　
岩崎倫政　三上容司　寒重之　三木健司　住谷昌彦　森岡周　大野欽司　柴田政彦
平成27年度　7,410千円、平成28年度　6,890千円　平成29年度　6,669千円

文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C)「線維筋痛症患者に対する運動療法の効果の検証：脳
内ネットワークの変化を指標として」　
研究代表者　藤田信子（大阪行岡医療大学）　研究分担者　仙波恵美子　
行岡正雄　寒重之　柴田政彦　高井範子　堀竜次　高橋紀代
平成27年度　3,120千円、平成28年度　780千円、平成29年度　910千円
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勤　　務　　先 職名

奈良学園大学 教授 リハビリテーション学・看護学の教育・研究に従事

大阪大学 招へい教授 大学院医学系研究科

神戸大学
非常勤
講師

麻酔科学　講義

滋賀医科大学
非常勤
講師

大学院医学系研究科

市立芦屋病院 医師 麻酔科

勤　　務　　先 職名

氏名　柴 田　政 彦　印

外科系講座・麻酔科学分野

保健医療学部リハビリテー
ション学科

　上記のとおり相違ありません。

　　　　2021年　8月 15日

1日/週　ペインクリニックと緩和ケアチームにおける診療と教育
に従事

開　　設　　後　　の　　職　　務　　の　　状　　況

学部等又は所属部局の名称 勤務状況

現　　在　　の　　職　　務　　の　　状　　況

学部等又は所属部局の名称 勤務状況

臨床医学特論、環境健康リスク論（修士公衆衛生学コース）、総
合内科、薬物治療学（薬学部）　講義

麻酔・緩和医療学　講義
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年月日

平成29年4月

～

現在に至る

平成24年4月
～

現在に至る

甲南女子大学　人間科学部
一人当たり5時間程度のペインクリニック研修、学
生はペインクリニックの現場を見学することで、
診療、とりわけ難治性の疼痛患者に対するコミュ
ニケーションの基本や注意点を知ることができ
た。

2) 臨地実習における体験型学習 平成5年4月
～

平成26年3月

主に医学部5年次を対象に、痛みを対象とした医療
の臨床研修を指導した。学生は特殊な痛み医療の
現場を学び、医師としての基本的な診療技術を身
につけることができた。

滋賀医科大学医学部医学科「麻酔・緩和医療
学」、慢性疼痛に対する学際的治療、認知行動療
法、慢性痛に対する集学的診療について講義し
た。学生は慢性痛の集学的診療について基本的な
知識を入手した。

平成24年4月
～

現在に至る

大阪大学薬学部「薬物治療学Ⅲ」、薬学部の学生
に対し、痛みの基礎知識と種々の鎮痛薬について
講義をおこなった。薬学生は薬剤師としての痛み
に関する基本的な知識を身につけた。

平成24年4月
～

現在に至る

大阪大学医学部医学科「臨床医学特論」、痛みに
ついて医師として学ぶべき痛みの基礎知識の整理
と、慢性痛の概念、評価方法、治療法について講
義した。学生は痛みの基礎知識を学び、慢性痛治
療の基本的な情報を得ることができた。

平成24年4月
～

平成30年3月

大阪大学医学部医学科　「麻酔学」、局所麻酔、
伝達麻酔、医学生は局所麻酔と伝達麻酔について
学び、臨床医としての基礎的な情報を得た。

行動科学　認知脳科学　
リハビリテーション医学

痛み　脳機能画像　集学的診療　
行動科学　生物心理社会モデル

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

2021年8月15日

氏名　　　　　　　　　　　　印

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1) プリント、スライド、ディスカッション、
　 レポートの活用

平成21年4月
～

平成30年3月

大阪大学医学部付属病院新研修医プログラム、大
阪大学医学部の新研修医を対象に血管穿刺の方法
と注意点について講義した　新研修医は医師とし
て血管穿刺の基本的な方法とそのリスクについて
学んだ。
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年月日事項 概 要

平成24年4月

～

現在に至る

平成18年10月

平成23年4月2)  慢性痛の評価と治療
第28回 日本医学会総会 於：東京国際フォーラム

「講演」

1) 医療の立場から"身体"について シンポジウム 「JR福知山線列車事故を考える」
この事故の捉え方と”こころ”と”身体”の後遺
症について 於：三田市まちづくり協同センター

4) ＮＰＯ痛み医学研究情報センター講師 平成24年4月
～

平成30年3月

医療者向けの研修会における研修内容の会議に出
席、研修会の運営及び講師

3) 関西痛みの診療研究会代表世話人 平成23年4月
～

現在に至る

関西地区の痛み専門医療者の研修を目的として年
一回の研修会を運営

2) CRPS研究会世話人 平成20年4月
～

平成30年3月

厚生労働省研究班終了後、全国のCRPS研究者によ
る研究会を企画・運営

４　実務の経験を有する者についての特記事項

「研究会・NPO法人」

1) 疼痛勉強会代表世話人 平成2年4月
～

平成30年3月

関西地区の痛み専門医の研修を目的として年二回
の研修会を運営

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1) 大阪大学における授業評価アンケート 「臨床医学特論」での講義に関しては、学生から
のアンケートには「心理・社会モデルに基づく痛
みの見方がわかってよかった」といった意見もあ
り、高評価であった

「痛みの教育コンテンツ」を書籍として発行。平
成29年度厚労省慢性疼痛診療体制構築モデル事業
における医師・理学作業療法士・心理士向けの各
セミナーにおいて、講師の話す内容・要点・表現
などを統一する上で役立っている。

2) 痛みの集学的診療：痛みのコアカリキュラム
　（再掲）

平成28年10月
真興交易
全347貢

２　作成した教科書，教材

1) 痛みの教育コンテンツ提供システム 平成23年4月
～

現在に至る

厚生労働科学研究「痛みに関する教育と情報提供
システムの構築に関する研究」及び　AMED研究
「慢性痛に対する認知行動療法の普及と効果解明
に関する研究」の取り組みで、「痛みの教育コン
テンツ」というPowerPointスライドを作成した。
コンテンツは医学教育用・リハビリテーション医
学・歯学・薬学・看護教育用があり、内容は痛み
に関する基礎医学、概論、評価法、臨床的内容、
社会的問題など多岐にわたり、初学者に学んでも
らえるよう可能な限り平易な内容にし、学生講
義、実習、院内の勉強会、研究会などに活用でき
るシステムを構築した。ダウンロード件数は１万
件を超える。完全無償化とすることで、各大学の
授業・現職者向けのセミナー等において幅広く活
用されている。
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年月日事項 概 要

平成25年10月

平成27年3月

平成27年4月

平成27年4月

平成27年6月

平成27年7月

平成27年7月

平成27年8月

平成27年9月

平成27年10月

平成27年12月

平成28年4月

平成28年6月

平成28年8月

平成28年8月 OSAKA疼痛治療セミナー講演会
於：シェラトン都ホテル大阪17)「慢性痛に対する集学的アプローチについて」

15) 慢性疼痛の基礎知識、　
　　慢性疼痛の評価と治療方針、疾患別各論

J-PAT FULL　於：ホテルアゴーラリー
ジェンシー堺

16)　慢性疼痛の基礎知識、
     慢性疼痛の評価と治療方針、疾患別各論

J-PAT FULL　於：東京コンベンションホール

14) 難知性疼痛の治療戦略、
　  オピオイドの長期使用について

J-PAT PA2　於：ホテルグランヴェア大阪

12)「痛みの慢性化と集学的アプローチの意義　
　　 ―脳機能画像研究から見えてくるもの」

第５回　脊椎の痛みを学ぶ会in九州
於：福岡サンパレス

日本損害保険協会「名古屋医療セミナー」
13)「複合性局所疼痛症候群　-補償上の問題点」

10)　難知性疼痛の治療戦略 J-PAT PA2　於：TKPガーデンシティ大阪梅田

11)「運動器疼痛を対象とした脳機能画像研究と
　　 治療応用」

第3回運動器疼痛を考える会　於：東京

8) 難知性疼痛の治療戦略 J-PAT PA2　於：メルパルク大阪

9)「一歩踏み込んだ痛みの治療」 芦屋市医師会講演会
於：芦屋市医師会館

6) 難知性疼痛の治療戦略、
　　オピオイドの長期使用について

J-PAT PA2　於：東京コンベンションホール

7) 慢性疼痛の基礎知識、
　　慢性疼痛の評価と治療方針、
　　疾患別各論

J-PAT FULL　於：ルポール麹町

一般社団法人 全国ファブリ―病患者と家族の会　
基調講演　於：大阪大学医学部附属病院5)「ファブリー病に伴う神経障害性痛について」

4)「慢性痛の成り立ちと対策」 第15回痛みの研究会　講演　於：九州大学医学部
百年講堂

3)「後遺障害診断書において痛みを扱うか?」 第15回自賠責講演会　於：神戸
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年月日事項 概 要

平成28年10月

平成28年11月

平成28年11月

平成29年1月

平成29年1月

平成29年6月

平成29年7月

平成29年7月

平成29年10月

平成29年10月

平成29年11月

27)「Alteration of resting state networks 
    in patients with fibromyalgia, CRPS 
    and other functional somatic pain 
    syndrome」
（線維筋痛症、CRPS、機能性疼痛症候群患者にお
ける安静時脳内ネットワーク活動の変化）

The 7th Asian Pain Symposium
Preliminary Scientific Program, Taiwan
（アジア疼痛シンポジウム：プレ大会，台湾）

28)「慢性痛医療のバランス」 イーライリリー社Painアドバイザリー会議

25)「ICD-11への改訂に向けての慢性痛」 第51回日本ペインクリニック学会リフレッシャー
コース　　於：長良川国際会議場

26)「大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターで
の集学的診療について」

日本線維筋痛症学会第9回学術集会シンポジウム　
於：千里ライフサイエンスセンター

23) 「飛翔」 第39回日本疼痛学会　会長講演
於：神戸国際会議場

日本損害保険協会「東京医療セミナー」

第56回日本定位・機能神経外科学会シンポジウム
於：グランフロント大阪コングレコンベンション
センター

22)「慢性疼痛に対する治療の現状と将来の展望」

24)「複合性局所疼痛症候群　-補償上の問題点」

文部科学省課題解決型事業「慢性疼痛患者の生き
る力を支える人材育成」キックオフ･セミナー　名
古屋市立大学桜山キャンパスさくら講堂

21)「何故　今？　慢性痛対策が重要なのか？」

20)「痛みの責任は誰にあるのか？」 日本麻酔医事法制研究会講演ファブリー病に伴う
神経障害性痛についてファブリー病に伴う神経障
害性痛について

18) 慢性疼痛の評価と治療方針、
　　疾患別各論

J-PAT FULL　於：JPタワーホール&カンファレンス

日本損害保険協会「さいたま医療セミナー」
19)「複合性局所疼痛症候群　-補償上の問題点」
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年月日事項 概 要

平成28年3月

年月日

昭和60年5月27日

平成10年5月29日

平成4年4月

平成6年6月

平成29年4月

平成17年7月
～

平成19年3月

市立芦屋病院麻酔科部長として診療に従事

平成17年4月
～

平成19年3月

大阪大学大学院医学系研究科臨床助教授を兼任
疼痛医療センターのカンファレンスに出席、若手
医師の教育および麻酔学教室の研究に従事した。

平成17年1月
～

平成17年6月

千里A&Hペインクリニックにて診療に従事

平成5年7月
～

現在に至る

大阪大学医学部附属病院麻酔科にて
診察に従事

平成2年7月
～

平成5年6月

西宮市立中央病院麻酔科にて副医長・医長として
診察に従事

平成元年7月
～

平成2年6月

佐賀医科大学麻酔科教室において助手として
診察に従事

昭和61年7月
～

平成元年6月

大阪警察病院麻酔科において診察に従事

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1) 臨床歴及び実務歴 昭和60年7月
～

昭和61年6月

大阪大学医学部附属病院麻酔科において
診察に従事

5) 臨床心理士免許 第33329号

２　特許等

　なし

2) 博士（医学） 大阪大学大学院医学系研究科　第14051号

3) 麻酔科学会 指導医 第24125号

4) 日本ペインクリニック学会認定医 第19940054号

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

1) 医師免許 第291103号

2) 学位論文査読（副査 1名） 研究テーマ：下肢の難治性神経障害性疼痛に対す
るHコイルによる反復経頭蓋磁気刺激の除痛効果

５　その他

1) 博士学位論文指導実績 （25名） 平成17年4月
～

現在に至る

神経障害性疼痛に対するリチウムの効果・神経障
害性疼痛におけるNOの役割・神経障害性疼痛に伴
う情動の変化・神経障害性疼痛に対する牛車腎気
丸の効果・神経障害性疼痛におけるSerotonin2C 
receptor mRNA の役割・CRPS患者における中枢機
能の障害・機械的刺激による痛みの認知機構（2
名）・運動時痛の認知機構・慢性痛患者における
不公平感・腕神経叢引き抜き損傷後痛の治療成績
など11名に対してそれぞれ2－4年間指導した。
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年月日事項 概 要

４　その他

1) 芦屋市保健センター運営審議会委員長 平成27年4月
～

現在に至る

審議会に出席し、芦屋市保健センター審議会の進
行役を務めるとともに、指導・助言をおこなう。

2) 治験における医学専門家 平成29年8月
～

現在に至る

治験の遂行を適切に実施するための医学的観点か
らの助言（日本臓器製薬株式会社）

2) 麻酔科指導医 平成5年4月
～

現在に至る

麻酔科指導医として約100名の研修医を指導

平成25年4月
～

現在に至る

疼痛医療センター副センター長就任

平成19年4月
～

現在に至る

大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講座
寄附講座教授就任
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
共著 平成23年5月 ㈱CBR

共著 平成25年7月

共著 平成25年11月 南江堂

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1) 長引く・頑固な・
    つらい痛み
    薬物療法2011

臨床医が治療に難渋する「長引く・頑固な・つら
い手・足・腰・筋・関節などの痛み」に対する薬
物療法の今日の治療指針について解説。最新の知
見に基づいて病理、病態生理から治療のメカニズ
ムまでを概観し、とりわけ薬物療法に関する科学
的裏付けを詳細に示した。薬物は非オピオイド系
から向精神薬、筋弛緩薬、抗リウマチ薬、さらに
は漢方薬までを網羅しており、各症候に対するベ
ストプラクティス、薬物相互作用、Drug 
informationなども紹介。非専門医でも薬物治療
のマネジメントができるよう解説した。

B5判・168頁
編者：米延策雄，菊池臣一，柴田政彦
共著者：柴田政彦，田口敏彦，関口美穂，紺野慎
一，竹下克志，西本憲弘，史賢林，橋本淳，安田
由華，大井一高ほか15名

本人担当部分：
「第2章 痛みを有する患者に対する薬の使い方」 
P12-35を共著
鎮痛薬投与に関する患者の痛みの評価、薬物の選
択基準、その効果について解説。
共著者：柴田政彦，田口敏彦，関口美穂，紺野慎
一

2) 癌性疼痛 ＦＯＲ　
    ＰＲＯＦＥＳＳ
    ＩＯＮＡＬ　
    ＡＮＥＳＴＨＥＳＴＯ
　　ＬＯＧＩＳＴ，Ｖ

克誠堂出版 癌の痛みを理解する知識を全て網羅。癌性疼痛の
発症機序、使用する薬物、オピオイドの使用法と
副作用、鎮痛補助薬、在宅医療などの各項目を解
説。ＷＨＯ方式の癌性疼痛治療法や、オピオイド
の副作用とその対処、オピオイドが効きにくい痛
みとその治療法にも触れる。さらには鎮痛補助薬
や各種代替療法、在宅医療における癌性疼痛への
対処法などについても解説した。

A4判・321頁
編者：花岡一雄
共著者：柴田政彦，松田陽一，眞下節，花岡一
雄，細川豊史，佐伯茂，有田英子，村川和重，小
川節郎，下山直人ほか39名

本人担当部分：
「神経ブロック療法」 P203-209を共著
癌の痛みに対する各種神経ブロックの方法につい
て，そのエビデンスと手技について解説。
共著者：柴田政彦，松田陽一，眞下節

3) 運動器慢性痛診療
    の手引き

局所の組織由来ではない運動器の慢性痛、なかで
も神経経路や記憶、精神面などに影響を受ける慢
性痛における診療マニュアル。、痛みを修飾する
メカニズムの解明とその対策について解説。さら
に整形外科医が使ってこなかった中枢系に作用す
る薬剤の使い方などについて、日本整形外科学会
運動器疼痛対策委員会の成果をまとめた。

A4判・180頁
編者：田口敏彦，山下敏彦，牛田享宏
共著者：柴田政彦，中村雅也，関口美穂，紺野慎
一，米和徳，中尾慎一，福井大輔，川上守，大鳥
精司，ほか15名

本人担当部分：
「複合性局所疼痛症候群」 P168-173を単著
複合性局所疼痛症候群の疾患概念と評価、治療方
針について解説。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年5月

共著 平成25年6月 羊土社

共著 平成27年5月 文光堂6) まれな疾患の麻酔　
    A to Z

麻酔科医のために、およそ400の“まれな疾患”
を取り上げて解説した。まれな疾患に遭遇した
際、辞書を引くように検索でき、診療に直結する
最新情報をすばやくアクセスできる構成とした。
各項目の冒頭には麻酔中に「してしてよいこと」
と「してはいけないこと（do or do not）」を
【注意事項】として掲載、リスクマネジメント教
育にも有用な構成となっている。

B5変型判・714頁
編者：高崎眞弓，河本昌志，木内恵子，白神豪太
郎，萩平哲
共著者：柴田政彦，神崎理英子，瀬戸口秀一，外
須美夫，重松研二，山浦健，小倉信，井手岳，又
吉宏昭，ほか360名

本人担当部分：
「ハンセン病」 P479を単著
ハンセン病患者の病態生理・臨床症状と、術中麻
酔時の留意事項について解説

4) ペインクリニシャン
    のための新キーワー
    ド135

真興交易(株)医書出版部 ペインクリニック診療の現場でよく用いられる
135項目のキーワードを、基礎的用語・病態およ
び疼痛性疾患・痛みの評価法・神経ブロック・治
療法(神経ブロック以外)・その他の6章分別、体
系的に分かりやすく解説した。『痛みの概念が変
わった 新キーワード100+α』(2008年刊)を基
に、スピリチュアルペイン・無痛分娩など新たな
項目を加え、最新のガイドライン・治験等を踏ま
え概説した。

A4判・368頁
編者：小川節郎
共著者：柴田政彦，山田芳嗣，小川節郎，細川豊
史，森本昌宏，井関雅子，三木健司，牛田享宏，
川股知之，児玉謙次ほか84名

本人担当部分：
第二章 病態「CRPS」 P73-74を共著
CRPSの病院、疫学、判定指標やその注意点につい
て解説。
共著者：住谷昌彦，柴田政彦，山田芳嗣

5) 増刊 レジデント
    ノート あらゆる科
    で役立つ！ 麻酔科
    で学びたい技術

麻酔科レジデントが、現代の麻酔の概念を理解で
きるように、また基本手技を習得できるように各
種技術を解説。周術期管理の基本を押さえ、知っ
ておくべき病気・病態の知識の整理ができるよう
な構成となっている。

A4判・261頁
編者：萩平哲
共著者：柴田政彦，上山博史，森本康裕，増井健
一，内田整，原真理子，柴田晶カール，車武丸，
浅井隆，鈴木昭広，讃岐美智義，ほか20名

本人担当部分：
「硬膜外麻酔」 P107-112を単著
麻酔時の体位・主義・薬剤管理などから、硬膜外
麻酔修得に要する技術について解説。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年5月 文光堂

共著 平成28年2月 総合医学社

共著 平成28年10月

7) 痛みScience&
    Practice臨床に役立
    つ神経障害性痛の理
    解

近年、神経障害性痛は多くの研究者や専門医によ
る様々な観点からの病態や治療法が探求されてい
る。本書では痛み診療に従事する医師が最良の治
療を行えるよう配慮。「痛みの機序に関する基礎
は，末梢から中枢まで連続性や統一性のある解
説」「神経障害性痛の正しい理解のため，その要
素を一部有している疾患やその周辺疾患も含めて
解説」「各疾患については，疫学，病態，治療法
などを詳細に解説」これらに重点を置きつつ、実
践的で分かりやすい構成で解説した。

A4判・285頁
編者：井関雅子
共著者：柴田政彦，佐々木美佳，河野達郎，大橋
宣子，渡部達範，南雅文，津田誠，内田仁司，植
田弘師，伊藤誠二，ほか102名

本人担当部分：
「線維筋痛症」 P238-241を単著
線維筋痛症の疫学・病態・症状と、その薬物治療
について解説。

8) 麻酔科学レビュー2016 研修医や若手麻酔科医に必要な麻酔科１４領域の
知識を総括し、さらに２０１３～２０１４年に発
表された文献の中で重要なもの１２０件を１頁１
文献で紹介、開設を加えた。

AB判・300頁
編者：澄川耕二，岩崎寛
共著者：柴田政彦，川前金幸，小出康弘，神山有
史，坂口嘉郎，貝沼関志，西川俊昭，原哲也，山
蔭道明，浅井隆，ほか40名

本人担当部分：
「38. ペインクリニック」 P221－225を単著
ペインクリニックにおける神経ブロックやイン
ターベンション、薬物治療に関するエビデンスに
ついて最新のレビューを交え解説。

9) 痛みの集学的診療：
　  痛みのコアカリキ
    ュラム

日本疼痛学会、痛みの教育
コアカリキュラム編集委員
会 真興交易（株）医書出版
部

慢性痛の診療を行うにあたり、医師や看護師だけ
でなく、多職種が集まる“集学的な診療チーム”
により「生物心理社会モデル」として合理的に考
えようとする取り組みが本邦でも始まっている。
本書はそれらに携わる医療従事者への“教育”に
必要な教科書として作成された。生物心理社会社
会モデルの説明を中心に、慢性痛の分類をIASP
（世界疼痛学会）の新しい分類に準拠して行い、
特に重要と思われる言葉をキーワードとしてまと
めた。

編者：西江宏之，北原雅樹，柴田政彦，福井聖，
矢吹省司，山下敏彦
共著者：西江宏之，北原雅樹，柴田政彦，福井
聖，矢吹省司，山下敏彦，小山なつ，仙波恵美
子，高橋直人，笠原諭，井関雅子ほか25人

A4判・347頁
本人担当部分：
「一次性慢性痛」 P256－263を単著
１次性慢性痛の代表例として、線維筋痛症・過敏
性腸症候群・慢性骨盤内疼痛について解説。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年6月

共著 平成28年12月

12)「痛みをやわらげる心の 令和4年6月 週間朝日 5779号

科学」最前線

13）あなたVS慢性痛 令和4年7月

11) 慢性疼痛診療ハンド
    ブック

中外医学社

10) 慢性疼痛疾患　
　  診断と治療のABC

最新医学社 慢性疼痛疾患は大きく「侵害受容性疼痛」と「神
経障害性疼痛」に分けられ，前者は末梢組織の障
害が正常の知覚神経経路を伝達することで感じる
痛み出るのに対し、後者は知覚神経伝達経路が障
害されることにより生じる痛みである。痛みの原
因が何であるかを診断することはその後の治療計
画を立てる上でも非常に重要となる。本書では痛
みの診断・評価法，薬物療法・理学療法・手術療
法をはじめ、各部位からみた慢性痛の診断と治療
を網羅した。さらに、また慢性疼痛に対する海外
と本邦との診療体制の差とそれらの実情・課題に
ついてもまとめた。

A4判・237頁
編者：田口敏彦
共著者：柴田政彦，井上雅之，細井昌子，二階堂
琢也，松平浩，松原貴子，寒竹司，今村佳樹，福
井聖，伊東勝也，ほか17名

本人担当部分：
「我が国における慢性疼痛に対する診療体制の実
情と課題」」 P232－237を単著
本邦の慢性痛に対する診療の実情や問題点、集学
的アプローチの可能性と課題・対策について解
説。

「痛み」は診療における中核的な症状であり患者
のQOLを著しく低下させる。なかでも特に慢性疼
痛について様々な見地から解説を行う。痛みに関
する科学的情報を発信するNPO法人「いたみ医学
研究情報センター」の医療者教育用資料を再編集
し、医師、理学・作業療法士、看護師、社会福祉
士など、慢性疼痛のケアに悩むすべての方にとっ
て役立つ内容を示した。

A5判・300頁
編者：池本竜則
共著者：柴田政彦，足立友紀，池本竜則，牛田享
弘，石川理恵，井関雅子，北原雅樹，住谷昌彦，
坂田尚子，西江宏行，内山徹ほか13名

本人担当部分：
「治療に難渋する慢性疼痛患者とは」 P14－26を
共著
治療に難渋する慢性痛患者の特徴について、身体
的要因・精神心理的要因・環境要因などの観点か
ら解説、さらに代表的な難治性疼痛症例との関係
性についても解説している。
共著者：柴田政彦，足立友紀

PRESDENT 第60巻第13号

2022.7.15号 p98-99

2022.6.3号　p26-27 



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）
共著 平成23年3月

共著 平成23年5月

共著 平成23年5月

2) Brain imaging of 
    mechanically 
    induced muscle 
    versus cutaneous 
    pain.
（脳機能画像における痛覚認
知機構の解析 : 筋由来の痛
みと皮膚由来の痛みの比較検
討）
（査読付）

Neuroscience 
Research70(1):78-84

筋のみへの機械的刺激に反応する脳活動を機能的
磁気共鳴画像法で評価し、皮膚と筋由来の痛みに
反応する脳活動部位の比較を行った。皮膚への局
所麻酔の有無により、「皮膚と筋への侵害圧刺
激」条件、「筋のみへの侵害圧刺激」条件を比較
した。皮膚由来の痛みによって第二次体性感覚野
が活動しやすいことが示された一方で、筋への侵
害圧刺激に特異的な脳領域はなく、代わりに特有
の活動パターンがあることが明らかになった。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: Uematsu H, Shibata M, Miyauchi S, 
Mashimo T.

3) Differential 
    efficacy of 
    electric motor 
    cortex stimulation 
    and lesioning of 
    the dorsal root 
    entry zone for 
    continuous vs 
    paroxysmal pain 
    after brachial 
    plexus avulsion
（腕神経叢引き抜き損傷後の
持続的な痛みと発作的な痛み
に対する大脳運動野電気刺激
療法・脊髄後根侵入部微小凝
固術の異なる効果）
（査読付）

Neurosurgery, vol. 68, 
issue 5 (2011) pp. 1252-
1257

腕神経叢引き抜き損傷後の異なる二つの痛み（持
続的痛み・発作的痛み）に対し、大脳運動野電気
刺激療法（EMCS）および脊髄後根侵入部微小凝固
術（GREZotomy）が与える影響を検証した。15名
の対象に対して治療介入を行った結果、
DREZotomyの方が両方の痛みをより効果的に改善
できることが示唆された。

本人担当部分： 患者の担当と調査結果を麻酔科
医の立場から評価し、研究統括をおこなった。

共著者: Ali M, Saitoh Y, Oshino S, Hosomi K, 
Kishima H, Morris S, Shibata M, Yoshimine T

1) The Animal Model 
    of Spinal Cord 
    Injury as an 
    Experimental Pain 
    Model.
（痛みの実験モデルとしての
脊髄損傷動物モデル）
（査読付）

Journal of Biomedicine 
and Biotechnology2011:1-
11.

痛みは脊髄損傷患者にとって重要な問題の１つで
ある。運動・自律神経障害とともに感覚障害も脊
髄損傷研究を複雑にしている。さらに様々な要因
の痛みもこれに関連する。これまで多くの脊髄損
傷動物モデルがその病理学的な一般メカニズムの
解明に役立ってきた。しかしながら、その結果は
誤解して解釈されやすいものである。よってヒト
の脊髄損傷の兆候を完全に理解することは重要で
ある。本レビューでは、動物の脊髄損傷モデルに
ついて概説し、そのそれらの有効利用例について
紹介する。

本人担当部分：論文の執筆ととりまとめをおこ
なった。

共著者: Nakae A, Nakai K, Yano K, Hosokawa 
K, Shibata M, Mashimo T.



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成23年8月

共著 平成23年10月

共著 平成24年5月6) 脳機能画像における
    痛覚認知機構の解析
    : 筋由来の痛みと皮
    膚由来の痛みの比較
    検討
   （査読付）

Journal of 
musculoskeletal pain 
research : 日本運動器疼痛
学会誌vol.3（1）52-62

筋のみへの機械的刺激に反応する脳活動を機能的
磁気共鳴画像法で評価し、皮膚と筋由来の痛みに
反応する脳活動部位の比較を行った。皮膚への局
所麻酔の有無により、「皮膚と筋への侵害圧刺
激」条件、「筋のみへの侵害圧刺激」条件を比較
した。筋への侵害圧刺激に特異的な脳領域はな
かったが、特有の活動パターンがあることが明ら
かになった。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者: 植松 弘進, 柴田 政彦, 大城 宜哲

4) Human brain 
    activity 
    associated with 
    painful mechanical 
    stimulation to 
    muscle and bone
（筋・骨組織に対する侵害圧
刺激に関連するヒトの脳活
動）
（査読付）

Journal of Anesthesia, 
vol. 25, issue 4 (2011) 
pp. 523-530

筋組織と骨に対する侵害圧刺激を受けている際の
ヒトの脳活動を、機能的核磁気共鳴画像（ｆ
MRI）を用いて検証した。結果、基底核のいくつ
かの領域は骨よりも筋に対する刺激の際に強く活
動がみられた。今回の結果は、筋の痛みの脳処理
過程に被殻・尾状核が関与する可能性を示唆して
いる。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: Maeda L, Ono M, Koyama T, Oshiro Y, 
Sumitani M, Mashimo T, Shibata M

5) 催眠による認知的評価と
痛みの変化に関する研究
（査読付）

催眠学研究 53(1), 14–22. 催眠が痛みの耐性と認知的評価に影響を及ぼすか
を検証した。被験者14名に痛み刺激として電気刺
激を提示し、覚醒条件と催眠条件において痛みの
耐性を比較した。結果、催眠条件では覚醒条件に
比べて痛みに対する「妨害性」が減少し(Z=-
2.94、p<.01)、「コントロール可能性」が増加す
る(t(13)=-2.71、p<.05)ことが示された。また、
条件による「妨害性」の変化と「コントロール可
能性」の変化の間に強い負の相関が見られた(r=-
.56、p<.05)。催眠による痛みの軽減は痛み刺激
の解釈の仕方の変化によって説明されうることが
示唆された。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: 安達友紀, 宮田敬一, 中江文, 柴田政彦



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成24年12月

共著 平成25年1月

共著 平成25年10月

8) 痛みの評価尺度・日本
    語版 Short-Form 
    McGill Pain 
    Questionnaire 2
   (SF-MPQ-2)の作成と
   その信頼性と妥当性の
   検討
  （査読付）

Pain Research 28(1), 43–
53.

Short-Form McGill Pain Questionnaire 2 
（SFMPQ-2）の日本語版を作成した。87名の患者
を対象にSFMPQ-2を回答させ、その妥当性評価の
ために探索的因子分析をおこなった。また信頼性
の評価のためにCronbachのα係数と級内相関係数
を算出した。結果、内的整合性・検査間信頼性と
もに高く、その他機能的評価との相関も高かっ
た。これらの結果は将来の臨床研究でこSFMPQ-2
を使用する上での基礎となる。

本人担当部分：データの取得と、結果について麻
酔科医の立場から評価をおこなった。

共著者: 圓尾知之, 中江文,前田倫,高橋香代子, 
Morris Shayn, 横江勝, 松崎大河, 柴田政彦, 齋
藤洋一.

9) Painful 
   Diabetic 
 
   Neuropathy in 
   Japanese 
   Diabetic Patients
   Is Common but 
   Underrecognized. 
（糖尿病性神経障害に伴う痛
みは一般的だが過小評価され
ている）
（査読付）

Pain Research and 
Treatment;2013:1-3.

痛みを伴う糖尿病性神経障害（PDN）の日本にお
ける疫学およびQOL・心理面への影響を調査し
た。298名の糖尿病患者を対象とした。結果、
22.1％にPDNがみられ、QOLと精神状態に負の影響
をもつことがわかった。その一方で、医師は症状
のある者の36.4%しかPDNに気付いていなかった。
本研究の結果は、日常の診療で医師がPDNに気付
き、その進行を防ぐことの重要性を示している。

本人担当部分：結果に対して麻酔科医の立場から
評価をおこない、研究総括をおこなった。

共著者: Tsuji M, Yasuda T, Kaneto H, 
Matsuoka T, Hirose T, Kawamori R, Iseki M, 
Shimomura I, Shibata M.

7) A Case of 
    Hypogonadotropic 
    Hypogonadism 
    Caused by Opioid 
    Treatment for 
    Nonmalignant 
    Chronic Pain.
（非悪性慢性疼痛治療のため
オピオイド療法によって低ゴ
ナドトロピン性性機能低下を
きたした症例）
（査読付）

Case reports in medicine 
2012:1-5.

本症例は、交通事故によって生じた慢性的な痛み
の治療に対して経皮的フェンタニル治療を施行さ
れたが、その後全般性の疲労と勃起障害を呈し
た。内分泌系の検査では低性腺刺激性性機能低下
が示唆され、またMRI検査でも異常所見は認めら
れなかった。このケースは、オピオイド治療にお
ける内分泌機能障害の可能性を考慮する必要性を
示唆している。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者: Tabuchi Y, Yasuda T, Kaneto H, 
Kitamura T, Kozawa J, Otsuki M, Imagawa A, 
Nakae A, Matsuda Y, Uematsu H, Mashimo T, 
Shibata M, Shimomura I.



著書，学術論文等の名称
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共著の別
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共著 平成26年8月

共著 平成26年12月

共著 平成27年8月12) Pain-Related 
   Brain Activity 
   Evoked by Active 
   and Dynamic Arm 
   Movement: Delayed-
   Onset Muscle 
   Soreness as a 
   Promising Model 
   for Studying 
   Movement-Related Pain 
   in Humans.
（動的運動によって誘発され
る痛みの脳活動：ヒトの遅発
性筋痛モデルを用いて）
（査読付）

Pain Medicine;16(8):1528-
1539.

遅発性筋痛が「運動によって誘発される痛み」の
適切なモデルとなるかを検証するため、遅発性筋
痛の発生する状況下で動的な運動をおこなわせた
際の脳活動を明らかにする。12名の健常成人に対
して、肘のレジスタンストレーニングをおこなわ
せて遅発性筋痛を誘発する。運動後2日目（遅発
性筋痛あり）条件と30日目（遅発性筋痛なし）条
件とで機能的核磁気共鳴画像にて脳活動を比較し
た。結果、筋痛あり条件で対側の一次運動野、頭
頂弁蓋部、両側の補足運動野により強い活動がみ
られた。また、Pain Matrixと呼ばれる痛み知覚
時の代表的な脳領域に関しては、両条件間に差を
認めなかった。この結果は、遅発性筋痛モデルが
ヒトの運動誘発痛研究において有効な実験モデル
であることを示唆している。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆および研究総括をおこなった。

共著者: Matsuda Y, Kan S, Uematsu H, Shibata 
M, Fujino Y.

10) Validation of the 
    Japanese Version 
    of the Pain Self-
    Efficacy 
    Questionnaire in 
    Japanese Patients 
    with Chronic Pain. 
（慢性痛患者に対する日本語
版Pain Self Efficacy 
Questionnarie <PSEQ>の妥当
性の検証）
（査読付）

Pain Med;15(8):1405-1417 PSEQ日本語版の開発と、その心理物理学的特性の
評価をおこなった。横断研究デザインで、複数の
病院およびクリニックの患者に対しPSEQとその他
痛みの心理学的評価指標を取得し、それらの関係
性を検証した。結果、PSEQは充分な信頼性と妥当
性を示した。階層的重回帰分析によって、PSEQで
取得された自己効力感は本研究で取得された指標
の変量で充分な説明が可能であることが示され
た。また、PSEQは社会的な活動と最も強く関連し
ていた。

本人担当部分：患者担当とデータ測定、麻酔科医
の立場から結果の評価をおこなった。

共著者: Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi K, 
Shibata M, Maeda L, Saitoh Y, Sasaki J.

11) Age-related 
    and sex-related 
    changes in 
    perfusion index 
    in response to 
    noxious electrical 
    stimulation in 
    healthy subjects.
（侵害電気刺激に対する灌流
指標の変化に対する年齢およ
び性別の影響）
（査読付）

Journal of Pain 
Research2014;7:91.

痛みの客観的指標の開発にむけ、痛み刺激の灌流
指標の変化に年齢・性別がもたらす影響を検証し
た。70名のボランティアに対して侵害電気刺激を
与え、痛みの強度が耐性閾値に達するまで与え
た。刺激前後の灌流指標と脈拍数の差を年齢・性
別で比較した。結果、灌流指標は高齢の女性で刺
激前後の変化が小さかった。灌流指標は高齢女性
以外では痛みの客観的指標として使用できる可能
性が示唆された。

本人担当部分：論文の執筆ととりまとめをおこ
なった。

共著者: Nakae T, Nishimura T, Shibata M, 
Mashimo T, Fujino Y.
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共著 平成27年12月

共著 平成28年1月

共著 平成28年2月

14) Go-sha-jinki-Gan 
   (GJG) ameliorates 
   allodynia in 
   chronic 
   constriction 
   injury model 
   mice via 
   suppression of 
   TNF-α expression in 
   the spinal cord. 
（牛車腎気丸がマウスの慢性
絞扼性アロディニアモデルの
症状を、脊髄のTNF-α発現を
抑制して改善させる）
（査読付）

Molecular Pain 12:1-16 牛車腎気丸は日本の伝統的なハーブ療法で、異常
痛や麻痺の改善に用いられてきたが、その作用メ
カニズムは不明である。本研究では、慢性絞扼性
アロディニアモデルマウスを用いて牛車腎気丸の
もつ鎮痛効果の分子メカニズムを明らかにする。
結果、牛車腎気丸によってマウスの痛覚過敏は初
期の段階から有意に低下した。さらに、牛車腎気
丸は脊髄中のIba1とTNF－αの発現を抑制してい
ることがわかった。牛車腎気丸は、神経炎症に
よって誘発される痛みの治癒に有効であることが
示唆された。

本人担当部分：結果について麻酔科医の立場から
評価をおこない、論文のとりまとめをおこなっ
た。

共著者: Nakanishi M, Nakae A, Kishida Y, 
Baba K, Sakashita N, Shibata M, Yoshikawa H, 
Hagihara K.

15) 第三者行為をきっか
    けとした神経障害性
    疼痛の治療反応性
   （査読付）

ペインクリニック 372(2), 
221–228.

他害的な外傷をきっかけとする慢性疼痛には複雑
な心理が関与し、臨床において治療抵抗性である
ことを経験する。第三者行為をきっかけとする神
経障害性疼痛10症例と、第三者行為がきっかけで
ない神経障害性疼痛11症例を対象に、治療反応性
を、複数の評価尺度を用いて多面的に比較検討し
た。初診時、および3ヵ月後の再診時に実施した
自記式質問紙の集計と、診療録の内容を後ろ向き
に収集し、統計解析を行った。その結果、初診時
の尺度スコア平均は2群間で有意な差を認めな
かった。治療反応性については、第三者行為を
きっかけとする神経障害性疼痛は、簡易痛みの質
問票、不安抑うつ尺度、痛み破局化スケールの拡
大視、EuroQoLのスコア改善が乏しかった。

本人担当部分: 研究の計画、データの取得、論文
のとりまとめと研究総括をおこなった。

共著者: 
山田恵子, 今野弘規, 磯博康, 柴田政彦

13) 痛みの自己効力感と
    その他の認知・感情
    的要因が慢性痛患者
    の健康関連Quality 
    of Lifeと生活障害
    度に及ぼす影響
   （査読付）

慢性疼痛 1(34), 1. 本研究では認知・感情的要因が健康関連QOLや生
活障害度といったアウトカムへ及ぼす影響を検討
した。大学附属病院集学的診療外来に受診した初
診患者60名に対し、健康関連QOL、生活障害度、
痛みの自己効力感、破局的思考、不安・抑うつ、
直近24時間の痛みの平均的な強さを測定する6つ
の尺度への回答を求めた。結果から、痛みの自己
効力感は健康関連QOLと正の相関を、生活障害度
と負の相関を示すこと、および痛みの自己効力感
が健康関連QOLに対して正の影響性を有すること
が明らかになった。これらのことから、慢性痛の
診療において適応的な認知・感情的要因を高めて
いくことの重要性が示唆された。

本人担当部分：研究の計画、データの取得、論文
のとりまとめと研究総括をおこなった。

共著者: 安達友紀, 山田恵子, 西上智彦, 佐々木
淳, 柴田政彦
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共著 平成28年5月

共著 平成28年6月

共著 平成28年8月18) 言語的妥当性を担保
    した日本語版
    Injustice 
    Experience 
    Questionnaire:
    IEQの作成
   （査読付）

ペインクリニック
vol.37(8)1053-1057

他害的な外傷をきっかけとする慢性痛患者は、自
分に落ち度がないのに不当に慢性痛を被っている
という不条理・不公平感に囚われているため、医
療者が治療に難渋することを経験する。慢性痛患
者が抱えるこのような不条理・不公平な扱いを受
けているという感情を欧米では「perceived 
injustice」と表現しており、Injustice 
Experience Questionnaireという尺度で計量心理
学的に定量化している。われわれは、尺度の他言
語翻訳を行う際の推奨ガイドラインに則って日本
語版Injustice Experience Questionnaireを作成
した。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者: 山田 恵子, 安達 友紀, 西上 智彦, 磯 
博康, 柴田 政彦

16) resting-state fMRI
    による上肢CRPS患者
    における感覚・運動
    ネットワークの検討
   （査読付）

日本運動器疼痛学会誌
vol.8(2)203-208

本研究では、複合性局所疼痛症候群(CRPS)患者に
おける運動機能障害の中枢機序の解明を目的とし
て、上肢CRPS患者の感覚・運動ネットワークを
resting-state fMRIにより検討した。健康成人と
比べ、CRPS患者では感覚・運動関連部位間の機能
的結合に変化が生じていた。本研究の結果は、感
覚・運動ネットワークの機能異常がCRPS患者にお
ける運動機能障害の発生に関与している可能性を
示唆するものである。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆と研究総括をおこなった。

共著者: 寒重之, 大迫正一, 植松弘進, 渡邉嘉
之, 田中壽, 柴田政彦

17) Independent Risk 
    Factors for 
    Positive and 
    Negative Symptoms 
    in Patients with 
    Diabetic 
    Polyneuropathy. 
（糖尿病性多発神経障害の陽
性および陰性症状に対する独
立危険因子）
（査読付）

Journal of Pain and 
Palliative Care 
Pharmacotherapy;30(3):178
-183.

糖尿病性神経障害（DPN）患者の麻痺・知覚障害
の危険因子を分析した。298名の糖尿病患者を対
象として、ロジスティック回帰モデルを用いて独
立因子を決定した。さらに統計モデルを痛みグ
ループ、知覚障害グループの二群に対して適用し
た。DPNの有無には抑うつ症状、アキレス腱反射
の異常、インシュリン治療の有無などが関連して
いた。また痛み群と知覚障害群の差には女性であ
ること、アキレス腱反射の異常、インシュリン治
療の有無が関連していた。

本人担当部分：結果の解析と論文のとりまとめを
おこなった。

共著者: Inoue R, Sumitani M, Yasuda T, Tsuji 
M, Nakamura M, Shimomura I, Shibata M, 
Yamada Y.
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共著 平成28年8月

共著 平成28年8月

共著 平成28年10月

20) Socioeconomic 
    value of 
   intervention 
   for chronic pain. 
（慢性痛介入の社会経済学的
価値について）
（査読付）

Journal of Anesthesia 
vol.30 Issue4 
2016;30(4):553-561.

本研究の目的は、痛みに対する医療の費用対効果
を評価することである。91名の患者を薬物治療、
薬物＋ブロック治療、その他教育・リハビリテー
ション治療の3カテゴリに分類し、EQ-5D得点から
QALY 質調整生存年を算出した。結果、見積もら
れた年間治療コストとQALYに基づく費用対効果の
計算から、痛みに対する医療には充分な社会経済
学的価値があることが示された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆をおこなった。

共著者: Takura T, Shibata M, Inoue S, 
Matsuda Y, Uematsu H, Yamada K, Ushida T.

21) Arthropathy-related 
    pain in a patient 
    with congenital 
    impairment of pain 
    sensation due to 
    hereditary sensory 
    and autonomic 
    neuropathy type II 
    with a rare 
    mutation in the 
    WNK1/HSN2 gene: a 
    case report. 
（WNK1/HSN2遺伝子の変異を
伴う hereditary sensory 
and autonomic neuropathy 
type II による先天性感覚障
害をもつ患者の関節痛：ケー
スレポート）
（査読付）

BMC Neurology16(1):201 Hereditary sensory and autonomic neuropathy
（HSAN） type IIにより先天的な感覚障害を呈し
た症例を経験した。本症例は手袋・靴下型の感覚
脱失を呈していたが、月経や内蔵の痛みは感じる
ことができていたが、骨隨炎による中足骨切除を
施行された。腓骨神経は生研上無髄・有髄神経共
に著しい損失がみられていた。さらに多数の関節
で激しい痛みを訴えていたが、アセトアミノフェ
ンによって痛みが軽減されQOLの改善に至った。
本件は日本で2件目のHSAN typeⅡ症例の報告であ
り、アセトアミノフェンが先天性の痛覚障害を有
する患者の痛みのコントロールに有効であった。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: Yamada K, Yuan J, Mano T, Takashima 
H, Shibata M.

19) ペインクリニック
    外来患者を対象と
    した薬剤師外来の
    現状
   （査読付）

医療薬学
vol.42(8)558-561

ペインクリニック外来患者を対象とした薬剤師外
来の現状について検討した。1年間に薬剤師外来
で対応した92例、実施回数347回を対象とした。
現在、1日あたり約8～10例程度の患者の面談を
行っている。新規患者の初回面談時に、お薬手帳
を用いて服用薬剤数を調査し、平均使用薬剤品目
数は7.3±4.4種類であった。薬剤師の介入内容
は、鎮痛薬の効果・副作用の確認、その他の併用
薬の副作用の確認、薬剤の減量(他科のものも含
む)、排便や睡眠状況など副作用や生活習慣に関
するアドバイス、精神的苦痛への対応など多岐に
わたった。

本人担当部分：結果を麻酔科医の立場から評価
し、研究総括をおこなった。

共著者: 中川左理, 岡本禎晃, 柴田政彦
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共著 平成28年10月

共著 平成28年10月

共著 平成28年10月24) Resting state fMRI
    を用いた各脳部位の
    相互作用の解析
   （査読付）

バイオメディカル・ファ
ジィ・システム学会年次大
会講演論文集vol.29 161-
164

Resting state fMRI(rs-fMRI)画像を用いて、各
脳部相互作用を解析する新しい方法を提案した。
約5分間のecho planer imaging(EPI)連続測定を
行い、脳機能画像を取得した。3名を対象として
脳機能画像を取得し、三つの推定パラメータを基
に各脳部位の関連を示す樹形図を形成し、関係性
の判別が可能となった。また、階層的クラスタリ
ングの解析で、脳部位番号26(被殻左側)と71(中
央帯状回右側)の関係性が近いことを示した。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆および研究総括をおこなった。

共著者: 丸居 航, Alam Saadia Binte, 寒 重之, 
柴田 政彦, Koh Min-Sung, 小橋 昌司

22)  Injustice 
     Experience 
     Questionnaire, 
     Japanese Version: 
     Cross-Cultural 
     Factor-Structure 
     Comparison and 
     Demographics 
     Associated with 
     Perceived Injustice. 
（Injustice Experience 
Questionnaire：IEQ日本語版
の作成: 「不公平感」に関連
する異文化間の因子構造の比
較と人口統計）
（査読付）

Plos One;11(8)e0160567 IEQは受傷に関連する不公平感を評価するバッテ
リーである。本研究ではIEQの日本語版作成のた
め、その因子構造と妥当性、信頼性、さらには
IEQスコアを予測する要因について検証した。71
名の患者を対象にとしてIEQと痛みの強さ・心理
的要因の評価、基本的情報の調査をおこなった。
因子分析の結果、日本語版は原典と異なり3因子
（Severity / irreparability, Blame / 
unfairness, Perceived lack of empathy ）構造
においてデータへの適合が高く、信頼性も高かっ
た。また、「1年以上の痛みの持続」と「受傷の
原因が多者にある場合」の2つが、IEQスコアへの
寄与率が高かった。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析および研究総括をおこなった。

共著者: Yamada K, Adachi T, Mibu A, 
Nishigami T, Motoyama Y, Uematsu H, Matsuda 
Y, Sato H, Hayashi K, Cui R, Takao Y, 
Shibata M, Iso H.

23) The Effect of 
    Guidance regarding 
    Home Exercise and 
    ADL on Adolescent 
    Females Suffering 
    from Adverse Effects 
    after HPV Vaccination 
    in Japanese 
    Multidisciplinary 
    Pain Centers. 
（子宮頸がんワクチン
（HPV）接種後の副反応を呈
した思春期女性に対する運動
とADL指導の効果；学際的痛
みセンターでの取り組み）
（査読付）

Pain Research and 
Management;2016:1-6.

HPV接種後の副反応を呈した若年女性は稀ながら
も230名を超えている。本研究の目的は、副反応
を呈した若年女性に対する認知行動療法的介入の
効果を調査することである。副反応を呈した145
名に対し、部分的に認知行動療法アプローチに基
づいて運動と日常生活の指導をおこない、それら
を後方視的に調査した。指標は痛みの強さのNRS
とHADS、PCSを用いた。結果、治療プログラムを
実施した80名のうち、10名は著しい改善、43名は
若干の改善を示した。認知行動療法的アプローチ
は、HPV接種後副反応の症状減弱に有効であるこ
とが示唆された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文のとりまとめをおこなった。

共著者: Ushida T, Shibata M, Kitahara M, 
Yabuki S, Sumitani M, Murakami T, Iseki M, 
Hosoi M, Shiokawa H, Tetsunaga T, Nishie H, 
Fukui S, Kawasaki M, Inoue S, Nishihara M, 
Aono S, Ikemoto T, Kawai T, Arai Y-C.
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又は発表学会等の名称

共著 平成28年10月

共著 平成28年10月

共著 平成29年4月

26) 慢性痛患者への入院
    集学的リハの取り組
    み
   (査読付)

Journal of 
Musculoskeletal Pain 
Research 8巻3号 Page S125

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターでは、
院内で実施困難な慢性痛に対する集学的入院治療
を近隣の医療機関と連携協力して実施可能とし
た。就業や日常生活に支障をきたしている慢性痛
患者を治療対象とし、運動療法、認知行動療法、
集学的リハビリテーションの三要素を含んだ入院
プログラムを作成した。結果、痛みの評価が改善
し、就労した症例を経験した。また、EQ-5Dを用
いて、このプログラムの費用対効果も検討した。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者： 高橋紀代, 安達友紀, 丸山 伸廣, 西上 
智彦, 柴田 政彦

27) Fear-avoidance 
    beliefs are 
    independently 
    associated with 
    the prevalence of 
    chronic pain in 
    Japanese workers. 
（恐怖回避思考は日本におけ
る労働者の慢性痛の有無と独
立して関連している）
（査読付）

Journal of 
Anesthesia;31(2):255-262.

恐怖回避思考と慢性痛の関係は、アジア圏では明
らかにされていない。本研究の目的は、日本のホ
ワイトカラー層における恐怖回避思考と慢性痛の
関係を明らかにすることである。433名の労働者
にアンケート調査を実施し、TSK、仕事関連心理
因子、うつ傾向等を調査した。結果、調整済み
オッズ比でも慢性痛患者は高いTSKスコアを有す
ることがわかった。本研究の結果は、日本のホワ
イトカラー層においてTSKスコアと慢性痛の有無
に密接な関連があることを示唆している。

本人担当部分：データ測定、結果の評価を麻酔科
医の立場からおこなった。

共著者: Wakaizumi K, Yamada K, Oka H, Kosugi 
S, Morisaki H, Matsudaira K, Ushida T, 
Shibata M, Kitahara M, Yabuki S, Sumitani M, 
Murakami T, Iseki M, Hosoi M, Shiokawa H, 
Tetsunaga T, Nishie H, Fukui S, Kawasaki M, 
Inoue S, Nishihara M, Aono S, Ikemoto T, 
Kawai T, Arai Y-C.

25) 慢性疼痛に対する漢
    方エキス剤の効果を、
    国際的な尺度を用い
    て多面的に評価し得
    た症例
   （査読付）

痛みと漢方 26, 33–39 本症例は交通事故により頸椎捻挫との診断で受傷
3年を経過しても痛みが改善せず、当院を受診し
た。降雨前に痛みが強くなる訴えを水毒と解釈
し、五苓散(TJ-17)7.5g/日を投与したところ著効
した。特に症状が著しく軽減した初診から3ヵ月
間において、痛みの強さ7/10→5/10、Pain 
Disability Scale 21/60→7/60など著しい改善が
みられた。国際的に妥当性・信頼性の担保された
尺度を用い、医療用漢方エキス剤の効果を客観的
に評価できる可能性が示唆された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆と研究総括をおこなった。

共著者: 山田恵子, 蔭山充, 柴田政彦.
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共著 平成29年8月

共著 平成29年10月

共著 平成29年12月30) 就労環境における慢
    性痛の実態調査～仕
    事に影響する慢性痛
    のリスク因子の検討：
    QWLICスタディ
   （査読付）

産業衛生学会誌 vol.59 (5) 
125-134

就労環境における慢性痛の実態，及び慢性痛が仕
事に影響する重症例でのリスク因子を明らかにす
ることを目的とした。計3社18施設の被雇用者を
対象に，「からだの痛みに関する調査研究アン
ケート」を施行した。対象者の生活習慣や心理社
会的因子と慢性痛有症との関連について，性年齢
調整ロジスティック回帰分析を用いて分析した。
結果、仕事に影響する慢性痛を有することは，肥
満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック度の高
さ，上司・同僚からの支援の乏しさ，仕事の満足
度の低さ，仕事の要求度の高さ，仕事のコント
ロール度の低さ，心理的ストレスの高さ，抑うつ
状態と有意に関連があった。就労環境における慢
性痛とそのリスク因子の実態が一部明らかとなっ
た。

本人担当部分：データ測定、論文のとりまとめを
おこなった。

共著者： 山田恵子, 若泉謙太, 深井恭佑, 磯博
康, 祖父江友孝, 柴田政彦, 松平浩

28) 非がん性慢性疼痛
    のチーム医療　
    5.大阪大学医学部
    附属病院の痛み診
    療
   （査読付）

ペインクリニックVol.38　
No.8　P1063-1068

大阪大学疼痛医療センターで実施している集学的
診療外来、外来・入院リハビリテーション、認知
行動療法を紹介する。集学的診療外来やリハビリ
テーション、認知行動療法について、実施内容を
示し、疼痛医療センターの取り組みを支えている
研究や教育プログラムについて述べた。疼痛医療
センターでは、諸外国で行われている集学的な慢
性痛治療が、本邦でも広まることを期待してお
り、普及に向けた活動に取り組んでいる。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆および研究総括をおこなった。

共著者: 榎本聖香，安達友紀, 井上大輔, 細越寛
樹, 西上智彦, 高橋紀代, 柴田政彦

29) 中枢機能障害性疼痛
    患者における脳部位
    間の機能的結合と背
    景因子との関連：安
    静時fMRIによる検討
   （査読付）

PAIN RESEARCH
vol.32(1)52-59

中枢機能障害性疼痛(FSS)患者を対象に、
resting-state functional MRI(rs-fMRI)を用い
て脳部位間の機能的結合と背景因子との関連につ
いて検討した。痛みの強さと左扁桃体-左島皮質
の機能的結合の間に有意な正の相関、痛みの期間
と左右前帯状回吻側部・左島皮質前部の機能的結
合の間で有意な負の相関がみられた。またHADSの
不安スコアは右扁桃体内の機能的結合と有意な負
の相関、PCSスコアは右扁桃体-右海馬傍回・前帯
状回吻側部-右視床の機能的結合と有意な正の相
関を認めた。FSS患者に対するrs-fMRIによる機能
的結合の評価は、慢性疼痛の病態解明に有用であ
ることが示唆された。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆および研究総括をおこなった。

共著者:寒重之, 大迫正一, 植松弘進, 渡邉嘉之, 
田中壽, 柴田政彦
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共著 平成30年

共著 平成30年5月 Pain Pract.

共著 平成30年

共著 平成30年

共著 平成30年

共著 平成30年

共著者：Maeda Y, Kan S, Fujino Y, Shibata M

35)Evaluating the 
psychometric properties of 
two-item and four-item 
short forms of the 
Japanese Pain Self-
Efficacy Questionnaire: a 
cross-sectional study.

共著者：Adachi T, Enomoto K, Yamada K, Inoue 
D, Nakanishi M, Takahashi N, Nishigami T, 
Shibata M

36)Frequency of mental 
disorders among chronic 
pain patients with or 
without fibromyalgia in 
Japan.

Neuropsychopharmacol Rep 
38:167-174

共著者：Miki K, Nakae A, Shi K, Yasuda Y, 
Yamamori H, Fujimoto M, Ikeda M, Shibata M, 
Yukioka M, Hashimoto R

32)The relationships 
between pain 
catastrophizing 
subcomponents and multiple 
pain-related outcomes in 
Japanese outpatients with 
chronic pain: a cross-
sectional study.

共著者：Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi K, 
Maeda L, Saitoh Y, Shibata M, Sasaki J

33)Reliability and 
validity of the Athens 
Insomnia Scale in chronic 
pain patients.

J Pain Res 11:793-801

共著者：Enomoto K, Adachi T, Yamada K, Inoue 
D, Nakanishi M, Nishigami T, Shibata M

34)Verbal Instruction Can 
Induce Extinction of Fear 
of Movement-Related Pain.

j.jpain.19:1063-1073

31) Classification and 
characterisation of brain 
network changes in chronic 
back pain: A multicenter 
study.

Wellcome Open Res 3:19

共著者：Mano H, Kotecha G, Leibnitz K, 
Matsubara T, Nakae A, Shenker N, Shibata M, 
Voon V, Yoshida W, Lee M, Yanagida T, Kawato 
M, Rosa MJ, Seymour B
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共著 平成30年

共著 平成30年

共著 平成30年

共著 令和元年

共著 令和元年 Pain Rep 4:e71141)Japanese cross-cultural 
validation study of the 
Pain Stage of Change 
Questionnaire.

共著者：Adachi T, Sunohara M, Enomoto K, 
Sasaki K, Sakaue G, Fujita Y, Mizuno Y, 
Okamoto Y, Miki K, Yukioka M, Nitta K, 
Iwashita N, Kitagawa H,  Shibata M, Sasaki J, 
Jensen MP, Fukui S

39)慢性疼痛に対する認知行
動療法とリハビリテーション
の併用効果 : いきいきリハ
ビリノートの治療実績を含め
て

日本運動器疼痛学会誌 
10(2): 205-216

大鶴直史1,2), 木村慎二2), 細井昌子3), 松原貴
子4), 柴田政彦5), 水野泰行6), 西原真理7), 村
上孝徳8), 大西秀明1)
1)新潟医療福祉大学 運動機能医科学研究所, 2)
新潟大学医歯学総合病院 リハビリテーション科, 
3)九州大学病院 心療内科, 4)神戸学院大学 総合
リハビリテーション学部 理学療法学科, 5)大阪
大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講座, 6)
関西医科大学 心療内科学講座, 7)愛知医科大学
医学部 学際的痛みセンター, 8)札幌医科大学 リ
ハビリテーション医学講座

40)Factors influencing 
outcomes among patients 
with whiplash-associated 
disorder: A  population-
based study in Japan.

PLoS One 14:e0216857

共著者：Hayashi K, Miki K, Ikemoto T, Ushida 
T, Shibata M

37)Validation of the 
Japanese version of the 
life satisfaction 
checklist (LiSat-11)  in 
patients with low back 
pain: A cross-sectional 
study.

J Orthop Sci 23:895-901

共著者：Mibu A, Nishigami T, Tanaka K, 
Manfuku M, Yono S, Kajiwara S, Tanabe A, 
Shibata M

38)慢性疼痛領域における治
療の費用対効果と社会経済的
な負担

日本運動器疼痛学会誌 
10(1): 88-96

田倉智之1), 柴田政彦2), 牛田享宏3)
1)東京大学大学院医学系研究科 医療経済政策学, 
2)奈良学園大学 保健医療学部, 3)愛知医科大学 
学際的痛みセンター
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共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和2年

46)The Relationships 
Between Pain-
Catastrophizing 
Subcomponents and Multiple 
Pain-Related Outcomes in 
Japanese Outpatients with 
Chronic Pain: A Cross-
Sectional Study.

Pain Pract 19:27-36

共著：Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi K, 
Maeda L, Saitoh Y, Shibata M, Sasaki J

47)Pilot study of a basic 
individualized cognitive 
behavioral therapy program 
for  chronic pain in 
Japan.

Biopsychosoc Med 14:6

共著者：Hosogoshi H, Iwasa K, Fukumori T, 
Takagishi Y, Takebayashi Y, Adachi T, Oe Y, 
Tairako Y, Takao Y, Nishie H, Kanie A, 
Kitahara M, Enomoto K, Ishii H, Shinmei I, 
Horikoshi M, Shibata M

44)Smoking is associated 
with greater pain 
intensity and pain-related 
occupational disability in 
Japanese workers.

J Anesth 33:523-530

共著者：Yamada K, Wakaizumi K, Kubota Y, 
Matsudaira K, Shibata M

45)Evaluating the 
psychometric properties of 
two-item and four-item 
short forms of the 
Japanese Pain Self-
Efficacy Questionnaire: a 
cross-sectional study.

 J Anesth 33:58-66

共著者：Adachi T, Enomoto K, Yamada K, Inoue 
D, Nakanishi M, Takahashi N, Nishigami T, 
Shibata M

42)Association of sleep 
sufficiency and duration 
with chronic pain 
prevalence: A population-
based cross-sectional 
study.

J Psychosom Res 120:74-80

共著者：Yamada K, Kubota Y, Shimizu Y, 
Shibata M, Morotomi N

43)Towards prognostic 
functional brain 
biomarkers for cervical 
myelopathy: A resting-
state fMRI study.

 Sci Rep 9:10456

共著者：Takenaka S, Kan S, Seymour B, Makino 
T, Sakai Y, Kushioka J, Tanaka H, Watanabe 
Y, Shibata M, Yoshikawa H, Kaito T
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共著 令和2年

共著 令和2年

共著者：Takenaka 
S, Kan S, Seymour 
B, Makino T, Sakai 
Y, Kushioka J, 
Tanaka H, Watanabe 
Y, Shibata M, 
Yoshikawa H, Kaito 
T

共著 令和3年12月

51)

（その他）

「総説」
共著 平成20年11月

共著 平成23年4月

1)　Evaluation of 
    patients with 
    chronic pain
（慢性痛患者の評価）

Masui.57(11):1337-1342. 慢性痛患者の痛み行動は多くの要因によって変化
する。それらの要因を評価することは痛みのマネ
ジメント上重要なことである。多くの有効なアプ
ローチやこれらの示唆すること、患者の評価と治
療の選定など慢性痛患者のマネジメントに欠くこ
とができない事項について解説した。

本人担当部分：原稿の執筆をおこなった。
共著者: Shibata M, Inoue T, Sumitani M, 
Matsumura Y, Mashimo T.

2)  複合性局所疼痛症候群
    の診断と治療

日本医事新報4539：72-78 複合性局所疼痛症候群の診断、治療に関する歴史
的変遷を解説、近年用いられている判定指標や治
療手段について実例を交えながら解説した。

本人担当部分：原稿の執筆および全体の構成に携
わった。
共著者： 植松弘進, 柴田政彦

48)Associations between 
the injustice experience 
questionnaire and 
treatment term in  
patients with acute 
Whiplash-associated 
disorder in Japan

PLoS One 15:e0231077

共著者：Hayashi K, Miki K, Ikemoto T, Ushida 
T, Shibata M

49)Resting-state Amplitude 
of Low-frequency 
Fluctuation is a 
Potentially Useful  
Prognostic Functional 
Biomarker in Cervical 
Myelopathy.

Clin Orthop Relat Res 
478:1667-1680

50)皮膚科における帯状疱疹
関連痛の治療の現状

山岡 慶子(労働者健康安全機構関西労災病院 薬
剤部), 岡本 禎晃, 柴田 政彦, 前田 倫, 石井 
直子, 中川 左理

慢性疼痛(1340-2331)41巻1
号 Page91-95(2022.12)
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共著 平成26年12月

単著 平成28年8月

単著 平成28年8月

共著 平成28年8月

共著 平成28年11月7) オピオイド治療と内
   分泌機能異常

Locomotive Pain Frontier　
vol.5 No.2  P44-46

オピオイドの長期使用により性腺機能異常をはじ
めとする内分泌機能障害を併発することがある。
疲労感、気分障害、体重減少など、オピオイドの
適応となる慢性痛の随伴症状との鑑別が困難なた
め注意が必要である。特に強オピオイドを長期間
若い男性に投与する場合には、投与前に内分泌機
能を確認するなど、細心の注意が求められる。内
分泌機能の評価の際には、内分泌専門医にコンサ
ルトすることが望ましい。

本人担当部分：原稿執筆をおこなった。

共著者： 柴田政彦，田渕優希子，安田哲行

5) Functional Pain 
　　
　
   Disorder 3. 複合性
   局所疼痛症候群

最新医学71巻8号　P116-119 四肢の外傷後に痛みが遷延し,浮腫,皮膚温の変
化,発汗や発毛の異常,関節可動域制限や拘縮を伴
う場合,複合性局所疼痛症候群と呼ばれる.古くか
ら一部の患者に発症するこの病態の機序は謎に包
まれていたが,近年,脳機能の変化を伴うことが明
らかになってきており,末梢の炎症とともに本症
候群の原因や治療と関連する重要な現象として注
目されている.

6) 疼痛および鎮痛の神経
   メカニズム

The Japanese Journal of 
Rehabilitation Medicine第
53巻　8号　P591-595

痛覚の伝達経路には末梢から中枢へ向かう上行路
だけでなく，下行性に痛みを抑制あるいは増強さ
せる下行路もある．本稿では上行路（皮膚，脊
髄，体性感覚野および扁桃体）と下行路（state 
dependent control）に分けて概説し，さらに，
それぞれの経路に働きかけるリハビリテーション
の臨床応用について言及する．

本人担当部分：原稿の執筆および全体の構成に携
わった。

共著者： 西上智彦, 柴田 政彦

3) 慢性痛の問題点と今後
   の取り組み

理学療法学vol.41(8)
699-705

疫学、認知行動療法、条件付け、運動療法、脳機
能画像研究、バイオフィードバックという幅広い
テーマから、リハビリテーションにおける慢性痛
の位置づけを詳細に解説した。

本人担当部分：原稿の執筆および全体の構成に携
わった。

共同著者：柴田政彦, 山田恵子, 前田吉樹, 安達
友紀, 西上智彦, 寒重之

4) 医学生教育の観点から
   ：医学生への痛みの教
   育

ペインクリニックvol.37 
No.8 P991-998

痛みは患者が訴える最も頻度の高い症状であり、
医療者が患者の訴える痛みに対して適切に対応で
きるためには、医療者教育の早期に適切な教育を
受けることが重要である。国際的にもこの問題が
指摘されており、改善への取り組みが始まってい
る。わが国でも医学部において痛みの教育は系統
的に実施されていないが、今後の取り組みによっ
て改善していくことが望ましい。
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共著 平成28年12月

共著 平成28年12月

共著 平成29年3月

共著 平成30年

単著 令和3年4月

11)運動器慢性疼痛に対する
認知行動療法理論に基づいた
運動促進法

The Japanese Journal of 
Rehabilitation Medicine 
55(3): 206-214

Journal of Clinical 
Rehabilitation(0918-
5259)31巻4号 Page347-
351(2022.04)

12)慢性疼痛のリハビリテー
ション(第1回)　慢性疼痛の
病態と機序

木村慎二*1, 細井昌子*2, 松原貴子*3, 柴田政彦
*4, 水野泰行*5, 西原真理*6, 村上孝徳*7, 大鶴

直史*8
*1新潟大学医歯学総合病院リハビリテーション

科, *2九州大学心療内科, *3日本福祉大学健康科
学部リハビリテーション学科, *4大阪大学大学院
医学系研究科疼痛医学寄附講座, *5関西医科大学
心療内科学講座, *6愛知医科大学医学部学際的痛
みセンター, *7札幌医科大学リハビリテーション
医学講座, *8新潟医療福祉大学医療技術学部理学

療法学科

9) さまざまな慢性痛患
   者の安静時fMRI研究

Pain Research; vol.31 
No.4 P189-196

fMRIは核磁気共鳴現象を利用して脳活動を画像化
する非侵襲脳活動計測法の一つで、痛みの研究に
応用されてきた。様々な慢性痛患者の脳活動を健
常人と比較することによってその脳内機序を探る
方法として、近年安静時fMRIが注目されている。
線維筋痛症、慢性腰痛、片頭痛、その他の疾患を
対象とした安静時fMRIの論文を取り上げ、主な知
見をまとめた。

本人担当部分：原稿執筆、資料の提供、全体の構
成の総括をおこなった

共著者： 柴田政彦, 寒重之, 大迫正一, 三木健
司, 栁澤琢史, 助永憲比古, 恒遠剛示, 新田一
仁, 岩下成人, 福井聖, 黒崎弘倫, 中野直樹, 若
泉謙太, 上嶋江利, 本山泰士, 高雄由美子, 溝渕
知司

10) 痛みは脳をどう変え
    るか？-Neuroimaging
    からみえてきたもの

週刊　医学のあゆみ　別刷
vol.260 No.2 P155-160

従来の痛みの研究には大きく分けて2つの方法が
あった。動物を対象とした痛覚の研究と、ヒトの
痛みの訴えや感情・行動を対象とした痛みの研究
である。これら2つの研究の橋渡しを期待できる
のが脳機能画像研究である。患者が"痛み"を医療
者に伝え、医療者が患者の痛みを察知して何らか
の役割を果たそうとする。ありふれた状況である
が、この状況には、無数のメカニズム、因子が寄
与している。因果関係はともかく、これらの複雑
な仕組みの一端が脳に刻まれていることが推察さ
れ、その情報をもとに治療に応用しようという試
みがはじまっている。

本人担当部分：全体の構成の総括をおこなった

共著者： 寒重之, 柴田政彦

8) “Katakori”: a Pain 
     Syndrome Specific 
     to the Japanese
（日本に特異的な症状"肩こ
り"）

Current Pain and Headache 
Reports 
20(12)64-65

日本特有の痛みの訴えである「肩こり」につい
て、その疫学と機序、評価と治療について概説し
た。

本人担当部分：原稿執筆をおこなった

共著者：Masaki Kitahara, Masahiko Shibata
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13)医学的に原因が見当たら
ない痛みで受診した患者の治
療方針について　痛みの原因
を探るのではなく、痛みを主
訴に受診したのはなぜかを考
える(Q&A)

単著 令和４年

「特集」

単著 平成26年12月

共著 平成27年3月

共著 平成27年7月

共著 平成27年10月

共著 平成28年3月

単著 平成28年6月

共著 平成28年10月

共著 平成28年11月8) 特集 慢性腰痛の診断
   と治療update 座談会

Bone Joint Nerve 6巻4号 
Page811-824

整形外科領域の神経障害性疼痛についてその機序
と慢性腰痛との関連を解説した 慢性腰痛の治療
の一つとして、生物・社会・心理モデルに基づい
たリハビリテーションや、心理的アプローチにつ
いて解説した。

紺野愼一, 中村雅也, 牛田享宏, 柴田政彦

6) コラム・ペインコンソ
   ーシアムの設立の経緯
   と取り組み

Journal of 
Musculoskeletal Pain 
Research　Vol.8 No.1 P5-6

痛み関連学会の情報共有の目的で、痛み関連の7
学会が参加できるペインコンソーシアムという組
織を設立し、運営してきた。

7)【慢性腰痛の診断と
   治療update】
   (Part1)基礎　神経
   障害性疼痛その機序
   と慢性腰痛との関連

Bone Joint Nerve
6巻4号 Page679-685

神経障害性疼痛と、慢性腰痛の関連について解説
した

牧野 孝洋, 三木 健司, 柴田 政彦

4) 我が国の痛みの集学
 （学際）的アプローチ
   はどうあるべきか？ 
   当院における慢性痛
   に対する集学的診療

Anet 19巻2号 Page6-10 大阪大学医学部附属病院における集学的診療の内
容を各医療者毎の役割を明確にしながら解説し
た。

柴田政彦, 安達友紀, 西上智彦

5) 痛みのClinical 
Neuroscience(9)座談会 本邦
における慢性痛対策 : 見え
てきた課題

最新医学 71巻3号　
Page426-439

本邦における慢性痛の診療体制の構築について現
状と今後の取り組みについて意見交換した。

田口敏彦, 柴田政彦, 北原雅樹

2) 座談会 本邦における
   集学的痛みセンター
   の必要性について

Practice of pain 
management 6巻1号 Page4-
11

認知行動療法など、心理的側面から意見交換をお
こなった。

北原雅樹, 柴田政彦, 牛田享宏

3) 一歩進んだ痛みの治療 臨床雑誌『整形外科』 66巻
7号 Page671-675

整形外科疾患に伴う、痛みの薬物療法について解
説した。

柴田政彦, 松田陽一, 植松弘進, 安達友紀, 西上
智彦

1) 慢性痛の心理
   アセスメント 私の診
   療現場から 「施す医
   療」からの転換私の診
   療に影響を与えた慢性
   痛の3症例

ペインクリニック35巻2号 
Page235-240

自分自身の診療経験から、患者に対して『施す医
療』から『支える医療』へ転換したいきさつにつ
いて解説した。

日本医事新報(0385-
9215)5129号 

Page53(2022.08)
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単著 平成29年4月

共著 平成29年4月

共著 平成31年

共著 平成31年

13）痛みの病態・機序 単著 令和2年4月

単著 令和3年10月

令和3年10月

単著 令和3年8月 Q&A

「新聞」

単著 平成23年6月 夕刊フジ

単著 平成23年6月 夕刊フジ

単著 平成23年10月 読売新聞3) 慢性の痛み目指す総合
   治療

慢性痛に対する集学的診療の重要性を解説

12）慢性疼痛の最新治療~集
学的診療~

難病と在宅ケア 25(5): 34-
38

日本医師会雑誌 (0021-
4493)149巻1号 Page21-24

1) 今日のストレス明日の
   病気：上肢の痛み

ストレスと痛みについて解説

2) 名医はこの人ブラック
   ジャックを探せ

原因が特定できない痛みへの対策について

9) 特集「ＣＲＰＳの最新
   事情」によせて

ペインクリニックvol.38 
no.4 P437-438

CRPSに関連する最新の知見について解説した。

10）痛みの責任は誰にある? 日本臨床麻酔学会誌 37(7): 
838-843

11）【神経障害】 高齢者の
脊椎由来の慢性疼痛へのアプ
ローチと薬物療法

Pharma Medica 37(1): 27-
30

14)「頭痛の診療ガイドライ
ン2021」準拠　ジェネラリス
トのための頭痛診療マス
ター】(第2章)頭痛患者のQOL
を改善するためのノウハウ　
慢性頭痛に対する集学的診療

jmed mook82号 Page116-
119(2022.10)

麻酔・ペインクリニック　慢
性痛の集学的診療の実施・運
営のポイントは?　集学的診
療には多職種の診療を支える
マネージャーが重要である

日本医事新報(0385-
9215)5137号 
Page54(2022.10)

医学的に原因が見当たらない
痛みで受診した患者の治療方
針について　痛みの原因を探
るのではなく、痛みを主訴に
受診したのはなぜかを考える

日本医事新報(0385-
9215)5129号 
Page53(2022.08)

高橋 紀代(千里山病院 集学的痛みセンター), 柴
田 政彦
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単著

「報道」

－ 平成30年5月

「国際学会発表」

－ 平成26年10月

－ 平成28年9月

－ 平成28年9月

2) Psychologigal 
   characteristics 
   related to the 
   acquisition and 
   extention of pain-
   related fear
(痛みに関連する恐怖の獲得
と消去に影響する心理的特性
の検証)

16tｈ　World　congress on 
pain, Yokohama, 
2016.9.26-30

運動への恐怖条件づけの獲得、消去における個人
差に着目し、各個人の心理特性との関連性を探索
的に検討した。消去期におけるSPR振幅値と各心
理指標との相関がみられた。本研究の結果は、疼
痛の慢性化に性格傾向等の心理要因が関与する可
能性を示唆している。
ポスター発表
共同発表者：Takatoshi Masaki, Yoshiki Maeda, 
Shigeyuki Kan, Masahiko Shibata
担当部分: 研究計画、データ測定

3) Socioeconimic 
   Value of 
   Intervention for 
   chronic Pain
(慢性痛治療の社会経済的価
値の検証)

16tｈ　World　congress on 
pain, Yokohama, 
2016.9.26-30

本邦における集学的痛み診療の社会経済的価値を
試算した。集学的診療をうけた患者91名における
各疼痛バッテリーの改善値を、QUALY解析によっ
て価値化した。結果、１QUALyあたり平均45.879
＄の価値があることがわかった。
ポスター発表
共同発表者：Masahiko Shibata, Keiko Yamada, 
Youichi Matsuda, Hironobu Uematsu, Shinsuke 
Inoue, Takahiro Ushida, Tomoyuki Takura
担当部分: 抄録執筆、研究計画、データ測定、解
析

1)ガッテン！ NHK教育テレビ
2018年5月9日（水）午後7時
30分放送

痛みを“脳”で克服！“慢性痛”治療革命

1) Fear Conditioning 
   and Extinction 
   Associating 
   Voluntary 
   Movement with 
   Painful Stimulus: 
 
   Experimental 
   Verification of 
   Fear Avoidance 
   Model Using Skin 
   Potential Response
（運動と痛みの恐怖条件づ
け：恐怖回避モデルの実験的
検証）

15th
World Congress of
International
Assicuation 
for the Study of Pain, 
Buenos Aires.
2014.10.6-11

運動と痛みの恐怖が結びつくという現象の証明か
ら、その消去、さらには教示が与える影響までを
検証した。
ポスター発表
共同発表者：Yoshiki Maeda, Shigeyuki Kan, 
Yoshitetsu Oshiro, Satoru Miyauchi, Aya 
Nakae, Ben Seymour, Hideki Kashioka, 
Masahiko Shibata
担当部分: 研究計画、研究総括

4) 痛みよもやま話連載 平成24年8月～
平成25年4月

・京都新聞
・下野新聞
・福島新聞
・信濃毎日新聞
・日本海新聞
・山陽新聞
・北國新聞
・宮崎日日新聞
・神戸新聞
・愛媛新聞
・岐阜新聞
・千葉日報

①痛みの不思議
②痛みと錯覚
③トウガラシなどの刺激物
④痛がり遺伝子
⑤プラセボ効果
⑥プラセボ効果
⑦やはり問診が大事
⑧痛みと医療（前編）
⑨痛みと医療（後編）
⑩国で異なる鎮痛薬の処方
⑪三叉神経痛
⑫幻肢痛
⑬養成ギブス
⑭腰痛
⑮進歩する研究
⑯慢性痛と深く関連
⑰リハビリで元気に
⑱幻肢痛に大きな効果
⑲かかとの痛みとれず
⑳手術後に長く続く痛み
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－ 平成28年9月

－ 平成28年12月

－ 平成28年12月6) An Epidemiological 
   Study on the 
   Association Between 
   Job Satisfaction 
   and Reduced 
   Performance/
   sickness Absence 
   among Workers with 
   Chronic Pain
（慢性痛患者の職務満足度と
機能低下・病欠の疫学調査）

International Congress of 
Behavioral Medicine 2016, 
Melbourne, Australia. 
2016 Dec 7-10.

就労環境における慢性痛の実態，及び慢性痛が仕
事に影響する重症例でのリスク因子を明らかにす
ることを目的とした。計3社18施設の被雇用者を
対象に，「からだの痛みに関する調査研究アン
ケート」を施行した。対象者の生活習慣や心理社
会的因子と慢性痛有症との関連について，性年齢
調整ロジスティック回帰分析を用いて分析した。
結果、仕事に影響する慢性痛を有することは，肥
満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック度の高
さ，上司・同僚からの支援の乏しさ，仕事の満足
度の低さ，仕事の要求度の高さ，仕事のコント
ロール度の低さ，心理的ストレスの高さ，抑うつ
状態と有意に関連があった。就労環境における慢
性痛とそのリスク因子の実態が一部明らかとなっ
た。

本人担当部分：データ測定，研究総括をおこなっ
た。
ポスター発表
共同発表者： Keiko Yamada, Kenta Wakaizumi, 
Ko Matsudaira, Masahiko Shibata, and 
Hiroyasu Iso

4) Effects of 
   exercise therapy 
   for outpatients 
   with chronic pain
（慢性疼痛患者に対するリハ
ビリテーション入院プログラ
ム）

16tｈ　World　congress on 
pain, Yokohama, 
2016.9.26-30

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターでは、
院内で実施困難な慢性痛に対する集学的入院治療
を近隣の医療機関と連携協力して実施可能とし
た。就業や日常生活に支障をきたしている慢性痛
患者を治療対象とし、運動療法、認知行動療法、
集学的リハビリテーションの三要素を含んだ入院
プログラムを作成した。結果、痛みの評価が改善
し、就労した症例を経験した。また、EQ-5Dを用
いて、このプログラムの費用対効果も検討した。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、研究総括をおこなった。
ポスター発表
共同発表者： N. Takahashi, M. Shibata, T. 
Adachi, Y. Maeda, K. Yamada, T. Nishigami

5) Disabilities on 
   work and fear 
   avoidance beliefs 
   in Japanese 
   workers with 
   chronic pain.
（慢性痛患者の恐怖回避思考
と就労困難との関係）

International Congress of 
Behavioral Medicine 2016, 
Melbourne, Australia. 
2016 Dec 7-10.

就労環境における慢性痛の実態，及び慢性痛が仕
事に影響する重症例でのリスク因子を明らかにす
ることを目的とした。計3社18施設の被雇用者を
対象に，「からだの痛みに関する調査研究アン
ケート」を施行した。対象者の生活習慣や心理社
会的因子と慢性痛有症との関連について，性年齢
調整ロジスティック回帰分析を用いて分析した。
結果、仕事に影響する慢性痛を有することは，肥
満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック度の高
さ，上司・同僚からの支援の乏しさ，仕事の満足
度の低さ，仕事の要求度の高さ，仕事のコント
ロール度の低さ，心理的ストレスの高さ，抑うつ
状態と有意に関連があった。就労環境における慢
性痛とそのリスク因子の実態が一部明らかとなっ
た。
ポスター発表
本人担当部分：データ測定、抄録のとりまとめを
おこなった。

共同発表者：Kenta Wakaizumi, Keiko Yamada, 
Masahiko Shibata, Shizuko Kosugi, Hiroshi 
Morisaki, and Ko Matsudaira
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平成29年6月 会長講演4)飛翔 - 日本疼痛学会の新
しい門出を迎えて

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

2) 慢性痛患者への入院
   集学的リハの取り組み

第9回日本運動器疼痛学会、
東京、2016.11.26～27

慢性痛患者に対して短期入院による集学的リハを
実施したので報告する。集学的リハとして医師
（講義：1h／w），臨床心理士（講義：2h／w），
理学療法士（講義：1h／w），理学・作業療法士
（運動療法：6日／w）がそれぞれ介入。また，上
記以外の時間で自主トレの時間を午前・午後に各
1時間ずつ定。アウトカムを日常生活における移
動能力・ADL・情動面の改善とし，主な評価尺度
として3分間歩行，5m歩行，PDAS，HADS，PCS，
PSEQを入院時と退院時で比較した。結果、運動面
と情動面の改善が見られた。

本人担当部分： 研究計画、データ測定、結果の
解析、研究総括をおこなった。
ポスター発表
共同発表者：丸山伸廣，高橋紀代，柴田政彦

3) 慢性疼痛患者に対する
   外来運動療法完遂者と
   ドロップアウトした者
   との比較

第9回日本運動器疼痛学会、
東京、2016.11.26～27

大阪大学附属病院疹痛医療センター（痛みセン
ター）と連携した3ヵ月間の外来運動療法には、
プログラム途中で来院しなくなった患者も認めら
れる。今回ドロップアウトした患者に対して後方
視的に調査を行い，運動療法完遂者と比較した結
果を報告する。当院外来を受診した29名のうち、
計12回のプログラム参加したものを完遂群それ以
前に中断したものをドロップアウト群（DO群）と
した。結果、29名中20名が完遂し，9名が脱落し
ていた。
DO群と完遂群の比較では介入前の痛みNRS，EQ－
5D，PSEQに有意差を認めた。慢性痛に対する運動
療法を試行する際ドロップアウトの危険性の予測
に多面的評価の結果が有用となる可能性が示唆さ
れた。

本人担当部分： 研究計画、データ測定、結果の
解析、研究総括をおこなった。
ポスター発表
共同発表者： 鳴尾彰人，西上智彦，高橋紀代，

1) 慢性疼痛患者に対する
   リハビリテーション入
   院プログラムの効果

第53回日本リハビリテー
ション医学会学術集会

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターでは、
院内で実施困難な慢性痛に対する集学的入院治療
を近隣の医療機関と連携協力して実施可能とし
た。就業や日常生活に支障をきたしている慢性痛
患者を治療対象とし、運動療法、認知行動療法、
集学的リハビリテーションの三要素を含んだ入院
プログラムを作成した。結果、痛みの評価が改善
し、就労した症例を経験した。また、EQ-5Dを用
いて、このプログラムの費用対効果も検討した。

本人担当部分： 研究計画、データ測定、結果の
解析、研究総括をおこなった。
口述発表
共同発表者：高橋紀代，柴田政彦
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9)慢性痛患者における短縮版
アテネ不眠尺度 (AIS-5) の
信頼性・妥当性の検討

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

榎本聖香1, 安達友紀2,3,4, 山田恵子2,5, 井上
大輔2,6, 中西美保2,7, 西上智彦2,8, 柴田政彦
1,2
1大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講
座, 2大阪大学医学部附属病院 疼痛医療セン
ター, 3滋賀医科大学医学部附属病院 学際的痛み
治療センター, 4日本学術振興会, 5大阪大学大学
院医学系研究科 社会医学講座 公衆衛生学, 6大
阪リハビリテーション専門学校 作業療法学科, 7
大阪大学大学院医学系研究科 漢方医学寄附講座, 
8甲南女子大学 看護リハビリテーション学部 理
学療法学科

10)大阪大学医学部附属病院
疼痛医療センターでの集学的
痛み治療の現況と課題

第10回日本運動器疼痛学
会、福島、2017.11.18～19

柴田政彦1,3), 井上大輔1,2), 西上智彦1,3,4), 
安達友紀1,6), 榎本聖香1,3,6), 高橋紀代1,3,7)
1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター, 2)
大阪リハビリテーション専門学校作業療法学科, 
3)大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講
座, 4)甲南女子大学看護リハビリテーション学部
理学療法学科, 5)大阪大学大学院医学系研究科社
会医学講座公衆衛生学, 6)滋賀医科大学附属病院
学際的痛み治療センター, 7)篤友会千里山病院

7)頸椎症性脊髄症における安
静時fMRIを用いた自発脳活動
および機能的結合の変化の検
討

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

串岡純一1, 海渡貴司1, 武中章太1, 牧野孝洋1, 
坂井勇介1, 田中壽2, 渡邉嘉之2, 寒重之3, 柴田
政彦3
1大阪大学大学院医学系研究科 器官制御外科学
(整形外科), 2大阪大学大学院医学系研究科 放射
線統合医学講座 放射線医学教室, 3大阪大学大学
院医学系研究科 疼痛医学寄附講座

8)安静時fMRIを用いた変形性
膝関節症の痛みに関わる脳機
能異常の予備的研究

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

大迫正一1, 寒重之2, 植松弘進1, 松田陽一1,4, 
二井数馬4, 田中壽3, 渡邉嘉之3, 冨田哲也4, 柴
田政彦2, 藤野裕士1
1大阪大学大学院医学系研究科 生体統御医学講座 
麻酔・集中治療医学教室, 2大阪大学大学院医学
系研究科 疼痛医学寄附講座, 3大阪大学大学院医
学系研究科 放射線統合医学講座 放射線医学教
室, 4大阪大学大学院医学系研究科 器官制御外科
学

5)青少年における「疼痛又は
運動障害を中心とする多様な
症状」の受療状況に関する全
国疫学調査

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17 福島若葉1, 原めぐみ2, 柴田政彦3, 喜多村祐里

4, 祖父江友孝4
1大阪市立大学大学院医学研究科 公衆衛生学, 2
佐賀大学医学部 社会医学講座 予防医学分野, 3
大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講座, 
4大阪大学大学院医学系研究科 社会医学講座 環
境医学

6)慢性痛患者に対する集学的
入院治療の長期効果と費用対
効果

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

高橋紀代1,2,3, 安達友紀4,5,6, 柴田政彦3,4
1篤友会リハビリテーションクリニック, 2医療法
人篤友会 千里山病院, 3大阪大学大学院医学系研
究科 疼痛医学寄附講座, 4大阪大学医学部附属病
院 疼痛医療センター, 5滋賀医科大学医学部附属
病院 ペインクリニック科, 6日本学術振興会
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17)入院前の集学的診療が入
院集学的リハビリテーション
に与えた効果~入院中に関わ
る治療者が適応判断に加わる
意義について~

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

丸山伸廣1), 中原理1), 高橋紀代1), 榎本聖香
1), 柴田政彦2)
1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療学部

18)医療制度・診療報酬の国
際比較

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

三木健司1,2,3), 柴田政彦4)
1)大阪行岡医療大学医療学部, 2)早石病院疼痛医
療センター, 3)認定NPOいたみ医学研究情報セン
ター, 4)奈良学園大学保健医療学部

15)頚髄症患者における安静
時自発脳活動のALFFおよび
ReHoによる検討

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

寒重之1), 串岡純一2), 武中章太2), 牧野孝洋
2), 坂井勇介2), 海渡貴司2), 田中壽3), 渡邉嘉
之4), 柴田政彦5)
1)大阪大学大学院医学系研究科生体統御医学講
座, 2)大阪大学大学院医学系研究科器官制御外科
学講座, 3)大阪大学大学院医学系研究科放射線統
合医学講座, 4)大阪大学大学院医学系研究科次世
代画像診断学共同研究講座, 5)奈良学園大学保健
医療学部看護学科

16)慢性の痛みに関する教育
プログラムの構築 - 課題解
決型高度医療人材養成プログ
ラム : 慢性の痛みに関する
領域

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

鈴木秀典1), 坂井孝司1), 柴田政彦2), 牛田享宏
3), 福井聖4), 池田亮5), 田口敏彦6)
1)山口大学大学院医学系研究科整形外科学, 2)奈
良学園大学保健医療学部, 3)愛知医科大学医学部 
学際的痛みセンター, 4)滋賀医科大学医学部附属
病院 ペインクリニック科, 5)東京慈恵会医科大
学整形外科学, 6)山口労災病院

13)ICD-11への改訂に向けて
の慢性痛分類について

日本ペインクリニック学会
第51回大会、岐阜、
2017.7.20～22

柴田政彦1, 山田恵子2, 北原雅樹3, 井関雅子4, 
福井聖5, 牛田享宏6
1大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講座, 
2大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座公衆
衛生学, 3東京慈恵医科大学麻酔科, 4順天堂大学
医学部 麻酔科学・ペインクリニック講座, 5滋賀
医科大学医学部附属病院ペインクリニック科, 6
愛知医科大学 学際的痛みセンター

14)慢性側腹部痛に集学的診
療と漢方薬治療 (柴芍六君子
湯) が有効であった1例

日本ペインクリニック学会
第51回大会、岐阜、
2017.7.20～22

中西美保1, 山田恵子3, 柴田政彦4
1大阪大学大学院医学系研究科漢方医学寄附講座, 
2大阪大学医学部附属病院 疼痛医療センター, 3
大阪大学大学院 医学系研究科 社会医学講座 公
衆衛生学, 4大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医
学寄附講座

11)頸髄症における術前・術
前後の脳機能的結合の変化 : 
安静時fMRIによる検討

第10回日本運動器疼痛学
会、福島、2017.11.18～19

串岡純一1), 海渡貴司1), 武中章太1), 牧野孝洋
1), 坂井勇介1), 田中壽2), 渡邉嘉之2), 寒重之
3), 吉川秀樹1), 柴田政彦3)
1)大阪大学整形外科, 2)大阪大学放射線統合医学
講座, 3)大阪大学疼痛医学寄附講座

12)入院集学的リハビリテー
ションの適応と入院期間の検
討

第10回日本運動器疼痛学
会、福島、2017.11.18～19

高橋紀代1,2,3), 柴田政彦2,4)
1)千里山病院, 2)大阪大学医学部付属病院疼痛医
療センター, 3)篤友会リハビリテーションクリ
ニック, 4)大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学
寄附講座
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25)いたみどめ調整入院によ
るフェンタニルクエン酸塩貼
付剤の一時的な使用が効果的
であった腰椎変形性側弯症の
一例

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

西山菜々子1,2), 田村宏1), 清水憲政3), 石井良
平2), 岡本禎晃2), 金井菜穂子2), 柴田政彦2,4)
1)市立芦屋病院リハビリテーション科, 2)市立芦
屋病院サポーティブケアチーム, 3)市立芦屋病院
整形外科, 4)奈良学園大学保健医療学部

26)線維筋痛症・広範囲慢性
疼痛の集学的診療の取り組み 
精神科診断について

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

三木健司1,2,4), 史賢林3), 柴田政彦5), 行岡正
雄4), 橋本亮太6)
1)大阪行岡医療大学医療学部, 2)早石病院整形外
科・疼痛医療センター, 3)てんじん整形外科リウ
マチ科, 4)行岡病院リウマチ科, 5)奈良学園大学
保健医療学部, 6)国立精神・神経医療研究セン
ター精神保健研究所精神疾患病態研究部

23)痛みの多面性が訪問リハ
ビリテーション利用者の生活
に及ぼす影響

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

鳴尾彰人1), 赤尾祥吾1), 西上智彦2), 高橋紀代
1), 柴田政彦3)
1)篤友会リハビリテーションクリニック, 2)甲南
女子大学看護リハビリテーション学部, 3)奈良学
園大学保健医療学部

24)入院集学的リハビリテー
ションによる介入が, 疼痛生
活障害尺度 (PDAS) の下位因
子に与える影響について

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

中原理1), 高橋紀代1,2), 榎本聖香2), 柴田政彦
2,3)
1)千里山病院, 2)大阪大学医学部附属病院疼痛医
療センター, 3)奈良学園大学保健医療学部

21)慢性痛発症の契機に他者
の落ち度を感じているか否か
が, 痛み信念に及ぼす影響

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

榎本聖香1), 安達友紀1), 西上智彦1), 高橋紀代
1), 柴田政彦1,2)
1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター, 2)
奈良学園大学保健医療学部

22)認知行動療法で過剰行動
と回避行動を順に扱い改善が
みられた一次性慢性痛の一症
例

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

細越寛樹1,2), 榎本聖香2), 安達友紀2), 高橋紀
代2), 西上智彦2), 柴田政彦2)
1)関西大学社会学部社会学科心理学専攻, 2)大阪
大学医学部附属病院疼痛医療センター

19)慢性痛に対する入院集学
的リハビリテーションの費用
対効果の検討

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

高橋紀代1), 中原理1), 榎本聖香2), 田倉智之
3), 柴田政彦2,4)
1)千里山病院, 2)大阪大学医学部附属病院疼痛医
療センター, 3)東京大学大学院医学系研究科医療
経済政策学講座, 4)奈良学園大学保健医療学部

20)厚生労働省慢性疼痛診療
体制構築モデル事業 (近畿地
区) 報告

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

柴田政彦1,4), 福井聖2), 水野泰行3), 榎本聖香
1,2), 西上智彦1), 高橋紀代1)
1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター, 2)
滋賀医科大学医学部附属病院学際的痛みセン
ター, 3)関西医科大学心療内科学講座, 4)奈良学
園大学保健医療学部
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平成30年4月

29)痛みの行動科学 平成30年6月

平成30年6月

平成30年6月

平成31年8月

平成31年4月

平成31年7月

平成31年7月

34)中枢性脳卒中後疼痛のア
ウトカム評価

第41回日本疼痛学会、名古
屋、2019.7.12～13

細見晃一1,2, 森信彦1,2, 眞野智生1,2, 柴田政
彦3, 貴島晴彦2, 齋藤洋一1,2
1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経機能再生
学, 2大阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科
学, 3奈良学園大学

35)中枢性脳卒中後疼痛にお
ける中枢神経感作

第41回日本疼痛学会、名古
屋、2019.7.12～13

細見晃一1, 森信彦1, 渡邉嘉之2, 柴田政彦3, 貴
島晴彦4, 齋藤洋一1
1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経機能再生
学・脳神経外科学, 2大阪大学大学院医学系研究
科 次世代画像診断学, 3奈良学園大学 保健医療
学部, 4大阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科
学

32)過活動の慢性痛患者への
認知行動療法　入院治療にお
ける多職種連携の一事例

第19回日本認知療法・認知
行動療法学会、東京、
2019.8.31～9.1

榎本 聖香(大阪大学 大学院人間科学研究科), 安
達 友紀, 佐々木 樹, 津田 清香, 中原 理, 高橋 
紀代, 佐々木 淳, 柴田 政彦

33)安静時functional MRIを
用いた頚髄症患者の脳局所活
動評価における可塑性, 予後
予測

第48回日本脊椎脊髄病学会
学術集会、横浜、2019.4.18
～20

武中章太1, 海渡貴司1, 寒重之2, 牧野孝洋1, 坂
井勇介1, 串岡純一1, 田中壽3, 渡邉嘉之3, 柴田
政彦4, 吉川秀樹1
1阪大大学院整形, 2阪大大学院麻酔集中医療医
学, 3阪大大学院放射線医学, 4奈良学園大保健医
療学部看護学科

第40回日本疼痛学会、
長崎、2018.6.15～16

30)中枢性脳卒中後疼痛の神
経画像研究と非侵襲脳刺激療
法

第40回日本疼痛学会、
長崎、2018.6.15～16

細見晃一1,2, 清水豪士1,2,3, 眞野智生1,2, 森
信彦4, 渡邉嘉之5, 柴田政彦6, 貴島晴彦2, 齋藤
洋一1,2
1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経機能再生
学, 2大阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科
学, 3大手前病院 脳神経外科, 4和歌山県立医科
大学附属病院紀北分院 リハビリテーション科, 5
大阪大学大学院医学系研究科 放射線医学, 6大阪
大学大学院医学系研究科 疼痛医学

31)中枢機能障害性疼痛患者
を特徴づける脳部位間機能的
結合の機械学習による検討

第40回日本疼痛学会、
長崎、2018.6.15～16

寒重之1, 大迫正一2, 植松弘進2, 田中壽3, 渡邉
嘉之4, 柴田政彦1
1大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講
座, 2大阪大学大学院医学系研究科 麻酔・集中治
療医学教室, 3大阪大学大学院医学系研究科 放射
線部, 4大阪大学大学院医学系研究科 放射線統合
医学講座

27)中枢性脳卒中後疼痛の機
能結合の変化

第48回日本臨床神経生理学
会学術大会、東京、
2018.11.9～

細見晃一1,2, 清水豪士1-3, 森信彦4, 眞野智生
1,2, 渡邉嘉之5, 柴田政彦6, 寒重之7, Khoo Hui 
Ming2, 谷直樹2, 押野悟2, 貴島晴彦2, 齋藤洋一
1,2
1大阪大学大学院医学系研究科脳神経機能再生学, 
2大阪大学大学院医学系研究科脳神経外科学, 3大
手前病院脳神経外科, 4和歌山県立医科大学附属
病院紀北分院リハビリテーション科, 5大阪大学
大学院医学系研究科次世代画像診断学, 6奈良学
園大学保健医療学部, 7大阪大学大学院医学系研
究科麻酔科学

28)安静時fMRIを用いた脳機
能的結合解析による頚髄症の
新規予後予測法の開発

第47回日本脊椎脊髄病学会
学術集会、神戸、2018.4.12
～14

海渡貴司1, 寒重之2, 武中章太1, 牧野孝洋1, 坂
井勇介1, 串岡純一1, 田中壽3, 渡邉嘉之3, 柴田
政彦2, 吉川秀樹1
1大阪大学整形外科, 2大阪大学医学部疼痛医学講
座, 3大阪大学医学部放射線統合医学講座
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平成31年11月

平成31年11月

平成31年11月
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平成31年7月

共著 令和3年7月

共著 令和3年10月

令和3年12月 企画・座長　柴田政彦・富永敏行

40)脳機能画像解析による手
術6か月後の満足度の予測 - 
圧迫性脊髄症患者での検証

日本ペインクリニック学会
第53回大会、熊本、
2019.7.18～20

柴田政彦1), 寒重之2)
1)奈良学園大学 保健医療学部 リハビリテーショ
ン学科, 2)大阪大学大学院医学系研究科 生体統
御医学講座 麻酔集中治療医学教室

41)帯状疱疹後神経痛患者に
おける脳の可塑的変化に対す
る安静時機能的MRIによる検
討

日本ペインクリニック学会
第53回大会、熊本、
2019.7.18～20

恒遠剛示1,2), 寒重之3), 柴田政彦4)
1)牧整形外科病院 麻酔科・ペインクリニック科, 
2)兵庫医科大学病院 ペインクリニック部, 3)大
阪大学大学院医学系研究科 生体統御医学講座, 
4)奈良学園大学保健医療学部

38)訪問リハビリテーション
利用者の転倒と疼痛の心理的
側面との関連

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

赤尾祥吾1), 鳴尾彰人1), 西上智彦2), 高橋紀代
1), 柴田政彦3)
1)篤友会リハビリテーションクリニック, 2)甲南
女子大学看護リハビリテーション学部, 3)奈良学
園大学保健医療学部

39)慢性痛を有する訪問リハ
ビリテーション利用者の疼痛
や生活機能の縦断的変化

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

鳴尾彰人1), 赤尾祥吾1), 西上智彦2), 高橋紀代
1), 柴田政彦3)
1)篤友会リハビリテーションクリニック, 2)甲南
女子大学看護リハビリテーション学部, 3)奈良学
園大学保健医療学部

36)中強度負荷を目的とした
自転車エルゴメーターによる
有酸素運動のプロトコル作成
の検討

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

丸山伸廣1), 浦澤純一1), 中原理1), 高橋紀代
1), 柴田政彦2)
1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療学部

37)当院の集学的痛みセン
ター外来における中断者の特
徴について

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

中原理1), 高橋紀代1), 柴田政彦2)
1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療学部

シンポジスト　富永敏行・清水栄司・岩佐和典・
上野博司

慢性疼痛を含む身体症状証に
対する認知行動療法と身体的
治療とのコンビネーションに
ついて

第21回日本認知行動療法・
認知行動療法学会シンポジ
ウム

大前 隆仁(芦屋市立芦屋病院 緩和ケア内科), 柴
田 政彦, 岡本 禎晃, 松田 良信, 山下 由紀子, 
河野 真揮枝, 武田 亜衣, 加治佐 直子, 橋野 陽
子, 江頭 佐都美, 橋本 百世

癌性疼痛を有する進行膵癌患
者に対する腹腔神経叢ブロッ
クの影響に関する予備的後方
視調査

浦澤 純一(千里山病院), 中原 理, 前田 吉樹, 
高橋 紀代, 柴田 政彦

医療者による教育的な関りに
よってADL・疼痛の著明な改
善をもたらした一症例(会議
録)

Palliative Care 
Research(1880-5302)17巻
Suppl. Page 
S.245(2022.07)

Journal of 
Musculoskeletal Pain 
Research(2186-2796)14巻4
号 Page S45(2022.10)



年月日

平成28年4月

～平成30年3月

平成30年4月

～現在に至る

平成30年4月

～現在に至る

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

 4）奈良学園大学大学院看護学研究科委員会・
　   委員としての活動

 5）奈良学園大学大学院看護学研究科研究
       倫理審査委員会・委員としての活動

奈良学園大学大学院看護学研究科設置に伴い、研
究科の運営会議としての看護学研究科委員会の委
員となって、毎月1回開催される定例の委員会に出
席し、以下の事項について委員として審議を行っ
た。①研究科の課程及び学生の教育に関する事
項、②研究の指導及び論文の審査に関する事項、
③単位認定、課程修了認定並びに学位授与に関す
る事項、④学生の厚生補導及びその身分に関する
事項

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

外科系臨床医学

教 育 研 究 業 績 書

令和　5年　5月   11日

氏名　  　     辻下守弘

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

理学療法学、リハビリテーション学

奈良学園大学大学院看護学研究科設置に伴い、修
士課程の1学年生に対する研究倫理審査委員会の委
員として、毎年11月頃に開催される大学院研究倫
理審査委員会で申請された研究計画書と申請者へ
の質疑応答による審査を行った。これまで平成30
年度に6件、令和元年度に3件、令和2年度に2件、
令和3年度に5件の審査を担当した。

　平成30年4月
　～現在に至る

　平成30年4月
　～現在に至る

 3）奈良学園大学保健医療学部研究倫理委員
　　 会・委員長としての活動

 2）奈良学園大学評議員としての活動 奈良学園大学評議員として、大学に関する重要事
項の審議に加わることで大学運営に関与した。

保健医療学部研究倫理審査委員会は、教員の臨床
研究および疫学研究に関して、被験者に対する人
間の尊厳、人権の尊重その他の倫理的観点及び科
学的観点を調査審議することを目的に設置されて
いる。本委員会の委員長として、委員会の招集お
よび審議の調整および議事録作成と学長への報告
書作成など中心的な役割を果たした。これまで審
査した申請件数は平成30年度で11件、令和元年度
で34件、令和2年度で20件、令和3年度で22件であ
り、研究倫理審査委員長として審査した件数は合
計87件である。

奈良学園大学大学院看護学研究科修士課程の在宅
看護学分野指導教授として、研究指導と修士論文
の審査に関与した。
これまで主指導教員として2名の学生に対して研究
倫理審査申請書類の作成からはじまり、調査計画
およびデータ処理と修士論文作成に関する指導を
継続し、令和4年度末終了予定である。主指導教員
としてかかわっている学生の研究課題は、「重度
身体障害者が進路を決定する要因～重度身体障害
者の意識調査から～」と「病院から在宅移行支援
する効果的な連携のあり方」である。
また、副指導教員としては1名の学生にかかわり、
その研究課題は「在宅にて脳血管障がい者である
妻を支える男性介護者が感じる介護負担感につい
て―要因とその支援策の検討―」であり、令和元
年度末で修士課程を修了し、修士（看護学）の学
位が授与されている。
また、修士論文審査では、令和元年度に副査2件、
令和2年度に副査1件、令和3年度に主査1件を担当
した。
これまで副査として修士論文審査を担当した研究
課題は、以下のとおりである。
令和元年度は、「オストメイトの余暇活動に関す
る促進要因と阻害要因の検討」と「在宅にて脳血
管障がい者である妻を支える男性介護者が感じる
介護負担感について―要因とその支援策の検討
―」である。令和2年度は、「精神科病院入院患者
にトラウマ・インフォームドケアに基づく看護面
接を実施した看護師の内面に生じること」であ
る。
これまで主査として修士論文審査を担当した研究
課題は、以下のとおりである。
令和3年度は、「在宅看護を実施する際の訪問看護
師が抱える不安」である。

 1）奈良学園大学社会連携センター・
　   センター長としての活動

奈良学園大学社会連携センター長として、大学と
地域社会との連携をスムーズにするためのコー
ディネーターとしての役割を果たした。具体的に
は、大学が立地する市町村との連携事業である公
開講座の企画運営、大学シーズと地域ニーズとの
マッチング、産官学連携による共同研究の推進と
実施などに関して実施責任者としての活動を行っ
た。

　6）学位論文指導および修士論文審査の実績 　平成30年4月
　～現在に至る



年月日事項 概 要

令和元年4月

～現在に至る

年月日

平成29年4月1日

（研究活動）

 2）公益社団法人日本理学療法士協会認定試験
　　 委員会委員としての活動

平成30年6月
　～令和4年6月

公益社団法人日本理学療法士協会から神経(2017S-
02-000033）と運動器（2017S-03-000043）の2分野
に対する専門理学療法士資格を更新認定を取得

 1）専門理学療法士資格更新
　　（日本理学療法士協会）

概 要

１　資格，免許

 7）奈良学園大学保健医療学部リハビリテー
　　　 ション学科・学科長としての活動

令和元年4月にリハビリテーション学科が奈良学園
大学保健医療学部に開設され、開設に際して学科
長に就任した。学科長は、リハビリテーション学
科の運営と人事、および教学などの管理責任者で
あり、学科に所属する教員の代表としてリーダー
シップを発揮している。また。大学の執行部とし
て、企画運営会議や大学評議会にも所属し、大学
運営にも関与している。

事項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

奈良学園大学大学院看護学研究科修士課程の在宅
看護学分野指導教授として、研究指導と修士論文
の審査に関与した。
これまで主指導教員として2名の学生に対して研究
倫理審査申請書類の作成からはじまり、調査計画
およびデータ処理と修士論文作成に関する指導を
継続し、令和4年度末終了予定である。主指導教員
としてかかわっている学生の研究課題は、「重度
身体障害者が進路を決定する要因～重度身体障害
者の意識調査から～」と「病院から在宅移行支援
する効果的な連携のあり方」である。
また、副指導教員としては1名の学生にかかわり、
その研究課題は「在宅にて脳血管障がい者である
妻を支える男性介護者が感じる介護負担感につい
て―要因とその支援策の検討―」であり、令和元
年度末で修士課程を修了し、修士（看護学）の学
位が授与されている。
また、修士論文審査では、令和元年度に副査2件、
令和2年度に副査1件、令和3年度に主査1件を担当
した。
これまで副査として修士論文審査を担当した研究
課題は、以下のとおりである。
令和元年度は、「オストメイトの余暇活動に関す
る促進要因と阻害要因の検討」と「在宅にて脳血
管障がい者である妻を支える男性介護者が感じる
介護負担感について―要因とその支援策の検討
―」である。令和2年度は、「精神科病院入院患者
にトラウマ・インフォームドケアに基づく看護面
接を実施した看護師の内面に生じること」であ
る。
これまで主査として修士論文審査を担当した研究
課題は、以下のとおりである。
令和3年度は、「在宅看護を実施する際の訪問看護
師が抱える不安」である。

公益社団法人日本理学療法士協会において、新人
教育プログラム修了者を対象に、自らの専門性を
高め、高い専門的臨床技能の維持、社会、職能面
における理学療法の専門性（技術・スキル）を高
めていくことを目的とした生涯学習制度の一つと
して認定理学療法士がある。この認定試験の作問
と実施、そして認定基準などを審議する委員会の
委員として活動した。

　6）学位論文指導および修士論文審査の実績 　平成30年4月
　～現在に至る

 1）科学研究費補助金研究成果報告書
 　　　　　　　　　　　　　　　（基盤研究C）

平成24年度
 〜平成26年度

研究科題名：「性差と加齢を考慮した労働者の睡
眠の質改善のためのセルフケア・プログラムの開
発」
研究代表者：廣川空美
共同研究者：藤井保人、谷口敏代、辻下守弘
研究成果の概要：本研究の目的は、労働者の睡眠
の質における性差と加齢の影響を明確にし、性別
と加齢に応じた睡眠の質改善のプログラムを開発
することである。研究対象者は中規模事業場で働
く35歳以上の男女であった。研究期間中の健康診
断時期に調査を実施した。1年目の調査結果では、
男性の睡眠の質には運動習慣、女性の睡眠の質に
は教育歴や喫煙状況が関連していた。2年目には、
23項目の睡眠チェックリストを作成した。3年目に
は、睡眠の質改善のためのセルフケア・プログラ
ムの効果評価を行った結果、介入群において3項目
に改善が認められた。今後は産業保健スタッフが
睡眠改善指導にどのように活用するかを検討する
必要がある。



年月日事項 概 要

平成26年度
〜～平成28年度

令和2年度
〜令和5年度～平成28年度

令和4年度

　　～令和6年度

平成27年12月

～平成28年12月

研究課題名「転倒恐怖感を持つ高齢者を対象とし
た仮想現実技術を導入した曝露療法の開発とその
評価」、配分額4,160千円、研究代表者：辻下守
弘、共同研究者：登尾啓史、大西克彦、小枝正直
研究成果の概要：高齢者の転倒は、要介護状態を
促すだけでなく、転倒を恐れて日々の生活活動が
低下し、閉じこもりやうつ傾向を招き、再転倒や
虚弱化のリスクを高める。そこで、本研究の目的
は、仮想現実（VR）技術を用いて高齢者の転倒恐
怖感を軽減させるVR曝露療法を開発することであ
る。本研究では、転倒経験のある高齢者を対象と
して、転倒恐怖を感じる生活場面のVRデータを構
築し、それをVRゴーグルで高齢者に視聴してもら
うことで、高齢者に転倒恐怖感が惹起させること
を精神生理学的測定により確認する。さらに、そ
の転倒恐怖VRを用いて、惹起された恐怖感を心拍
変動バイオフィードバックにて緩和させるといっ

4）科学研究費補助金（基盤研究C）

 12）京都市立芸術大学大学院美術研究科美術専
 　　攻博士（後期）課程の博士論文審査委員

京都市立美術大学大学院美術研究科美術専攻博士
（後期）課程において、美術作品をリハビリテー
ション医療に活かす研究を博士論文の課題として
いる学生に対して、リハビリテーション医療に携
わる研究者として博士論文の審査を行っている。
平成28年2月には第1回の博士論文報告会があり、
発表論文への試問を実施し、博士論文審査委員会
において論文への評価と今後の課題について報告
を行った。

４　その他

研究課題名「乳がん患者の就労を支えるJob
recovery pathの開発」、配分額4,550千円、研究
代表者：新谷奈苗、研究分担者：岩永誠、佐藤禮
子、河野啓子、守本とも子、辻下守弘
研究成果の概要：乳がん患者の標準治療プロセス
を、確定診断、手術、化学療法、放射線療法、ホ
ルモン療法と定義し、これをベースに「全体プロ
セス」「確定診断時」「確定診断後」「手術後」
「化学療法中」「化学療法後」「放射線療法中」
「ホルモン療法前」「仕事を休みたい時」「つら
い時」というタイミングごとに課題を明確化し
た。その課題に対し、医療者、企業、社会がそれ
ぞれ何を行うべきかという対応策を検討、提示
し、Job recovery pathとしてまとめた。
なお対応策のなかには現時点で実現できていない
内容も含まれており、そういった課題の解決を広
く社会に対して働きかけ続けていくことも、重要
であると考えられる。

 3）科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究） 研究課題名「介護老人保健施設での介護職員指導
に関する研究－行動分析学の枠組みによる介助指
導－」、配分額2,860千円、研究代表者：小林和
彦、共同研究者：辻下守弘
研究成果の概要：行動分析学の枠組みを用いたe-
learningによる自己学習式移乗介助指導プログラ
ムを高齢者介護施設介護職員を対象に施行し、事
前、事後、およびフォローアップ評価を行うこと
で、その介入効果を検証した（介入群15名、統制
群15名）。評価内容は、介助技術評価指標として
「模擬患者への“身体接触率”」を用いた。
その結果、介入群の事後評価時における身体接触
率の減少傾向、およびフォローアップ評価時にお
ける増加傾向が認められた。また、指導コンテン
ツの満足度に関する事後アンケートの結果、否定
的な意見もあったものの、概ね良好な回答が得ら
れた。

 2）科学研究費補助金（基盤研究C）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

共著 平成24年9月

共著 平成25年6月

共著 平成27年4月

4 痛みのケア 共著 平成29年3月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1 日常生活活動学・生活環
境学

医学書院

2 脳卒中理学療法の理論と
技術

メジカルビュー社

本書は、「日常生活活動学」と「生活環境学」
の二部構成である。「日常生活活動学」は、総
論でADLの歴史、概念、評価などの基本事項を解
説し、各論で疾患別の評価方法とADL指導を具体
的に提示し、「生活環境学」では、概念や法的
諸制度、住宅改修や生活支援機器について解説
した。（377頁）
(編者：鶴見隆正、隆島研吾　分担執筆者：秋若
山佐一、林　克郎、辻下守弘、他25名）
担当部分：第1章第4節「ADLの運動学的分析」
運動学の基本事項を整理した上で、日常生活動
作を運動学的に分析するための基礎を詳細に解
説した。また、起き上がりや立ち上がりなどの
動作に対する運動学的分析を具体例も上げなが
ら論述した。
(pp.36～51、単著）

本書は、地域での生活を支援する介護福祉士と
して必要な基礎知識を，保健，心理，栄養，居
住環境，家族支援などの関連分野から体系的に
学習できるように解説している。（196頁）
(編者：上之園佳子、谷口敏代、鈴木聖子、　分
担執筆者：本名靖、太田貞司、土室修、辻下守
弘、他16名）
担当部分：第５章「介護福祉の基礎となる心理
学」の中の「学習」を担当した。
学習の定義と介護福祉領域で必要となる重要事
項を解説した上で、認知心理学的な考え方と行
動分析学的な考え方に分けて各理論を具体例を
入れながら解説した。
(pp.98～102、単著）

本書は、臨床の場で用いられる実践的な理学療
法と、その基礎となる解剖学・生理学の知識を
はじめ、病態生理の知識、理学療法評価の技
術、運動処方および生活指導のための理論的背
景と技術を解説した。（512頁）
(編者：原　寛美、吉尾雅春　分担執筆者：渡辺
雅彦、中村　元、辻下守弘、他22名）
担当部分：第Ⅴ章「理論と理学療法」の中の
「バイオフィードバック療法」を担当した。
バイオフィードバック理論の基礎となる学習理
論を解説した上で、バイオフィードバックが使
う各種モダリティーや国内の代表的な機器につ
いて紹介した。また、脳卒中片麻痺患者に対す
るバイオフィードバックとニューロフィード
バックについても論述した。
(pp.445～456、単著）

3 生活支援の基礎理論Ⅰ 光生館

ピラールプレス 本書は、看護現場で求められる痛みのケアにつ
いて、哲学・倫理学的理解と痛みの理論からは
じまり、痛みの治療と看護ケアについて解説し
た上で、看護実践事例について検討されてい
る。（編者：守本とも子 分担執筆者：池辺寧、
沖本克子、梶村郁子、辻下守弘、他15名）
担当部分：第Ⅱ部「痛みの理論」第5章「痛みの
行動科学的理解」を担当した。看護現場におけ
る痛みの生理医学的アプローチの問題点を指摘
した上で、慢性的ないたみを行動科学的にアプ
ローチすることの重要性について解説してい
る。また、痛みの社会的強化により出現する痛
み行動に対する理解と看護現場での具体的なケ
アの方法論について提案している。（pp.34～
41、単著）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 令和3年3月

共著 令和3年6月

（学術論文）

共著 平成24年10月

共著 平成24年10月

6 ＶＲ／ＡＲ技術における
感覚の提示、拡張技術と
最新応用事例

技術情報協会

5 看護師国家試験
   直前 社会福祉学領域
   ファイナルチェック

金芳堂 本書は、看護職をめざす読者が社会福祉につい
て学ぶためのテキストである。また同時に、す
でに看護職として活躍されている方々にも現代
における社会福祉についての理解を深め、看護
実践における社会資源の活用に向けて、重要な
示唆を与えるものとなっている。（編者：守本
とも子、富永堯史、分担執筆者：井上昌子、井
上葉子、小林由里、齋藤英夫、佐藤郁代、芝田
ゆかり、高橋寿奈、田場真理、中馬成子、辻下
守弘、他21名）
担当部分：第12章「ソーシャルワークの理解」
を担当した。ソーシャルワークが発展した歴史
を概説した上で、ソーシャルワークの基礎理論
と概念モデルについて解説した。また、看護職
に必要なソーシャルワークの実践過程の知識と
チーム医療における位置づけについても記述し
た。（pp.162～175、単著）

本書は、5G時代の到来で医療や教育、スポー
ツ、モノづくり現場まで様々な分野など市場が
拡大しているAR（拡張現実）やVR（人工現実）
などの先端技術に関する最新の理論と応用事
例、および科学的根拠となる研究の現状を各方
面の専門家により紹介している。（編者：技術
情報協会 分担執筆者：繁桝博昭、半田知也、鳴
海拓志、辻下守弘、他63名）
担当部分：第９章「医療分野への活用事例」第6
節「バーチャル・リハビリテーションの最新動
向とバイオフィードバック技術」を担当した。
本節では，コロナ禍の社会において注目される
ようになった遠隔リハビリテーションと最先端
技術であるバーチャル・リハビリテーション
（VR)の最新動向を紹介するとともに，このVR技
術とバイオフィードバック技術との融合につい
ても、自身が行った研究結果などを含めて解説
した。（pp.482～493、単著）

1　Relationship between
life satisfaction and
sympathovagal balance in
healthy elderly males at
home at night
（夜間在宅における健常老
年者の生活満足度と交感神
経バランスとの関連性）
（査読付）

Health
Vol.4 No.11
pp.1068-1072

本研究の目的は、老年者における夜間在宅での
生活満足度が交感神経バランスと関連するかを
検討することであった。健常老年者39名を対象
として、アクティブトレーサーにより72時間の
心拍変動と身体活動量を計測した。測定の結
果、生活満足度と交感神経バランスとの間には-
0.47の有意な相関関係を認めた。(5頁)
(分担執筆者：吉野公三、守本とも子、板垣孝
弘、池谷茂隆、永田昌美、辻下守弘）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
の結果部分を担当した。

2　Effects of a hardness
discrimination task in
failed back surgery
syndrome with severe low
back pain and disturbed
body image: case study
（身体像の認知課題作業が
背部の術後症候群による重
度な腰痛症に対する影響：
事例研究）
（査読付）

Journal of Novel
Physiotherapies
2012
Open Access

本研究では背部の術後に重度な腰痛を発症した
20歳の女性に対して認知課題による疼痛緩和の
アプローチを行った。初期の疼痛はNRSで10と最
大の痛みを訴えていた。また、身体像の認知に
障害を持っていた。介入として1日20分、週6日
の認知課題のトレーニングを4週間にわたり行っ
たところ、痛みがNRSで5と半分に緩和され、歩
行や日常生活動作能力も改善していた。(6頁)
(分担執筆者：西上智彦、奧埜裕之、中野英樹、
大村裕、清水ミッシェルアイズマン、辻下守
弘、壬生彰、牛田孝博）
担当部分：症例の理学的評価と訓練および論文
の結果部分を担当した。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年4月

共著 平成26年10月

共著 平成26年10月

共著 平成27年3月

1.運動器疾患を有する高齢者の生活機能の改善
には、高齢者の身体活動の開始と継続に関する
要因を理解する必要があり、心理・社会的要因
が大きく関連している。2.どのような治療を選
択するにしても、高齢者個々の心理・社会的要
因を認識し、オーダーメイドの治療を実施する
ことが必要である。3.高齢者の心理・社会的要
因を認識するための第一歩は、対象者とのコ
ミュニケーションである。単なるコミュニケー
ション技法を用いるのではなく、対象者を支え
ている信念や認識に触れる関わり方がオーダー
メイドの治療を実施できた。(7頁）
(分担執筆者：大門恭平、米田大人、辻下守弘、
川村博文）
担当部分：高齢者の運動機能に関する要因の分
析と論文の一部執筆を担当した。

3　運動器疾患を有する高齢
者の生活機能に対する理学
療法の取り組み　通所リハ
ビリテーション利用者の心
理・社会的側面に着目して

理学療法第31巻第4号
pp.376〜382

5　バイオフィードバックの
発展に向けての提言　日本
バイオフィードバック学会
企画委員会からのアンケー
ト結果報告

バイオフィードバック研
究
第41巻第2号
pp.95〜102

2012年の第40回学術総合においてアンケート調
査を実施した。学術総会に参加した25人の学会
員から回答を得た。その結果、1.医学・工学・
心理学の研究面の連携に関して学会の存在意義
を認める回答が多かった。2.学会に望むことに
ついては、次世代を担う若い研究者・学生が積
極的に参加できる環境づくりを指摘する意見が
目立った。3.会員以外には、バイオフィード
バックについて正しく分かりやすく理解しても
らう情報提供の必要性を訴える意見が多かっ
た。以上の結果に基づいて今後学会の方向性に
関する提案を行った。(8頁)
(分担執筆者：中尾睦宏、大須賀美恵子、廣田昭
久、佐久間春夫、志和資朗、竹林直紀、辻下守
弘）
担当部分：アンケート調査の作成からデータ整
理と統計分析および考察の一部の執筆を担当し
た。

4　Central neural
mechanisms of
interindividual
difference in discomfort
during sensorimotor
incongruence in healthy
volunteers: an
experimental study
（健康対象者における感覚
運動不一致による不快感が
個人差に関する中枢神経メ
カニズムについて：実験的
研究）
（査読付）

Rheumatology
2014
Open Access

本研究の目的は、感覚運動認知の不一致に関す
る個人差に関して、その中枢神経メカニズムを
明らかにすることである。対象は、18名の健常
若年女性であり、感覚運動認知の不一致課題を
独自に作成し、その認知課題中における脳波を
分析し、脳内メカニズムをLORETA法によって解
析した。その結果、不一致の個人差は前部帯状
回および後部帯状回の活動状況の違いと一致し
ていることがわかった。　(8頁)
(分担執筆者：分担執筆者：西上智彦、中野英
樹、大住道弘、辻下守弘、壬生彰、牛田孝博）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
の結果部分を担当した。

6　高齢者に対する視覚誘導
性到達課題を用いた音楽運
動療法の開発とその効果に
関する研究
（査読付）

医療福祉情報行動科学研
究
第3号
pp.27〜32

本研究では、視覚誘導性到達運動課題を用いた
音楽運動療法を開発することとこれが高齢者の
バランス能力に及ぼす影響を明らかにすること
であった。対象は70歳以上の健常高齢者16名で
あり、実施群8名と対照群8名の2群に割り付け
た。評価は機能的バランス尺度（BBS)、TUG、
FRTおよび静的重心動揺計と動的姿勢制御検査と
した。5回の練習後、BBS、FRTそして動的姿勢制
御検査の有意な改善を認めた。(6頁)
(分担執筆者：辻下守弘、川村博文、永田昌美、
前田吉樹）
担当部分：研究全般を実施し論文全体の執筆を
担当した。
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9　生体センシング技術を
使った仮想現実によるゲー
ムが高齢者の運動機能に及
ぼす影響について
（査読付）

理学療法科学第30巻第6
号
pp.811-815

8　介助者による介助の経時
的変化に基づいた介助評価
方法の検討－認知症を有す
る高齢障害7 者への介護職
員による移乗介助場面の行
動論的分析－
（査読付）

理学療法科学第30巻第6
号
pp.933-937

7　Kinectセンサーを使った
仮想環境が高齢者の運動機
能に及ぼす影響について
（査読付）

バイオフィードバック研
究
第42巻第1号
pp.57〜62

Microsoft社により開発されたKinectセンサーを
使った風船割りゲーム「キネリハシステム」を
使って高齢者にゲームを定期的に行ってもら
い、仮想環境が高齢者の運動機能にどのように
影響を及ぼすかを検討した。デイケアに週2回以
上通う高齢者23名に対しキネリハシステムを週2
回以上4週間実施した。この前後に(1)10m歩行
(2)TUG(3)5StepTestを測定し4週間完遂した者に
ついて結果を比較した。その結果、継続して
ゲームを行い施行期間の最後まで継続してやり
遂げ(1)～(3)を測定できた者は7名だった。ゲー
ム後の結果が(2)と(3)において有意に向上して
いた(p<0.05)。(6頁)
(分担執筆者：小貫睦巳、有田元英、井上悦治、
辻下守弘）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
の結果と考察の一部の執筆を担当した。

車椅子からベッドへの移乗課題を用い、介助を
基準に被介助者の遂行レベルを査定する評価法
の妥当性を行動論の視点から検討した。対象は
施設介護職員および入所中の認知症を有する高
齢障害者とした。介助者の4段階の介助系列をも
とに6段階の遂行レベルを設定し、各単位行動が
遂行されたときの介助を遂行機会ごとに図示
し、介助の経時的変化を被介助者の遂行レベル
の推移の視点から分析した。その結果、被介助
者による遂行過程は単位行動ごとに異なった遂
行レベルを推移しており，従来ADL評価法とは視
点の異なる情報が得られた。
(分担執筆者：小林和彦、辻下守弘）
担当部分：症例の評価と介入指導および論文の
結果と考察の一部の執筆を担当した。

10　中年女性に出現する肩
こりと腰痛の重複症状の実
態とその関連要因に関する
研究
（査読付）

甲南女子大学研究紀要
(看護学・リハビリテー
ション学編) 第10号
pp.1-10

本研究では、パソコン操作を主体とした作業に
従事する中年女性従業員335名を対象として、肩
こりと腰痛の重複症状が出現する実態を明らか
にするとともに、その身体的、心理的、社会的
な要因との関連性について検討した。症状なし
群、肩こり単独群、腰痛単独群、そして両者重
複群という4群間において各要因を比較したとこ
ろ、分散分析により有意な主効果を認めたの
は、年齢、運動態度、食行動、K6、そしてクッ
パーマン指数であった。多重ロジスティック回
帰分析の結果、肩こりと腰痛の両者重複と関連
する要因は、低いBMI、高いK6スコア、そして高
いクッパーマン指数であった。
(分担執筆者：辻下 守弘、永田 昌美、芝 寿実
子、前田 吉樹、川村 博文、小貫 睦巳）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
執筆を担当した。

生体センシング技術を使ったゲームを高齢者に
行わせ仮想現実を利用したゲームが高齢者の運
動機能にどう影響を及ぼすかを予備的調査し
た。高齢者23名に対しゲームシステムを週2回以
上4週間実施した。4週間実施前後の①10m歩行②
TUG③5StepTestの3つのパフォーマンステストの
結果及びゲームの測定機能を利用したゲームに
対する平均反応速度とゲームの成功率について
比較した。その結果、②と③及び平均反応速
度・成功率に於いて施行後が施行前に比べ有意
に向上していた。またゲーム完遂者に運動習慣
があるものが有意に多かった。
(分担執筆者：小貫睦巳、有田元英、井上悦治、
辻下守弘）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
の結果の一部の執筆を担当した。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年3月
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12　骨盤臓器脱術後の便失
禁症状に骨盤底筋の筋電図
バイオフィードバック療法
が奏効した症例
（査読付）

バイオフィードバック研
究
第43巻第1号
pp.19-26

11　心身のストレスおよび
作業量からみた体圧移動で
座面が変化するERチェアの
評価　健常成人女性および
高齢者を対象としたプレテ
ストの結果から
（査読付）

甲南女子大学研究紀要
(看護学・リハビリテー
ション学編) 第10号
pp.19-28

本研究は、高齢者用に開発したERチェアと通常
の椅子を比較し、対象者の心身のストレスにど
のような影響をもたらすかを検証することとし
た。被験者は、参加条件を満たした健常成人女
性6名と高齢者8名の計14名である。研究デザイ
ンはクロスオーバー・デザインとし、被験者に
はERチェアと通常の椅子の2種類の椅子に座った
際に５つの課題を課した。分析の結果、主観的
疲労感の全身倦怠感において、被験者全体の操
作実施前後の平均値はERチェアが減少したが、
通常の椅子は増加し、平均値の差の比較で統計
的に有意な差が認められた(p=.04)。また、唾液
アミラーゼ量において、高齢者の操作実施前後
の平均値はERチェアがやや減少し、通常の椅子
が増加して統計的に有意な差が認められたが
(p=.04)、交互作用が認められた。
(分担執筆者：丸尾 智実、兼田 美代、臼井 キ
ミカ、辻下 守弘、速水 裕子）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
の結果の執筆を担当した。

今回、骨盤底筋の選択的筋収縮が困難であった
便失禁を有する症例に対して、骨盤底筋の筋放
電を確認しながら筋収縮を確認し、筋収縮を調
整する筋電図バイオフィードバック療法が症状
の改善に有効であったので報告した。症例は、
膀胱瘤により骨盤臓器脱術を受けた70歳の女性
である。骨盤臓器脱の症状は手術により改善し
たが、運動時にガス程度の便失禁が4～5回以上
認められた。評価および介入は、Thought
Technology社製のMyotrac3を用い、骨盤底筋と
腹筋を分離して筋収縮させることを目的として
実施した。10セッション実施の結果、持続的収
縮においては8セッションから骨盤底筋のみを収
縮させることが可能となった。運動時の失禁頻
度は6セッション時から減少した。
(分担執筆者：松谷 綾子、青田 絵里、西上 智
彦、辻下 守弘、服部 耕治、木村 俊夫）
担当部分：症例の評価と治療および論文の症例
報告と考察の一部の執筆を担当した。

本研究においては、行動分析学の視点から理論
および介助の方法論を解説したパソコン上で作
動する教材を開発し、介護職員3名に自己学習と
セルフチェックを行ってもらい、介護老人保健
施設入所者に対するベッドから車椅子への移乗
介助技能への効果を、単一事例実験計画法を用
いて検証した。その結果、3名とも適切な介助の
頻度が増加(平均46.2%)し、彼らが日頃介助して
いる入所者も、より少ない介助で移乗が行える
ようになった。また、移乗介助指導の効果が同
じ入所者の脱衣介助に反映されることも確認さ
れた。さらに、指導プログラムの内容や意義に
関しても比較的良好な受け入れや評価が得られ
た。以上から、従来の指導方法によるデメリッ
トを補完する役割を果たすことができ、本教材
が介護職員指導における効果的な方法論として
位置づけられる可能性が示唆された。
(分担執筆者：小林和彦、辻下守弘）
担当部分：共同研究につき本人担当部分抽出不
可能。

13　行動分析学の枠組みを
用いたコンピューターシ
ミュレーション教材による
介護老人保健施設介護職員
への介助指導 - 高齢障害者
に対するベッドから車椅子
への移乗介助指導効果の検
討 -
（査読付）

行動療法研究第42巻第2
号
pp.201-213
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15　インタラクティブ・メ
トロノーム法の紹介とリハ
ビリテーションへの応用可
能性

奈良学園大学紀要第5集
pp.1-9

14　疼痛に対する物理療
法・運動療法

The Japan Journal of
Rehabilitation
Medicine
第53巻第8号
pp.604-609

コンピュータサイエンスの発展によってバー
チャルリアリティ（VirtualReality：VR）技術
が身近になった。一方で、わが国は急速なス
ピードで超高齢社会が進行し、要介護状態の高
齢者が急増する中で、高齢者のリハビリテ-ショ
ンが注目されている。そこで、本論文では、VR
の定義と特徴を解説した上で、主にWiiとKinect
センサーを用いた高齢者リハビリテーションへ
の応用に関する国内外の現状と課題を文献的に
考察した。その結果、WiiとKinectセンサーを用
いたトレーニングが高齢者の心身機能に及ぼす
影響を明らかにした良質の無作為化比較対照試
験（RCT）は少ないものの、高齢者の機能的なバ
ランス能力を改善させる効果のあることが多く
の論文で示唆されていた。VRを用いた高齢者の
リハビリテーションには課題もあるが、より没
入感の強いヘッドマウントディスプレイが普及
することで、今後は高齢者リハビリテーション
への応用可能性が拡大すると考えられた。

本論文では、疼痛に対する治療としての物理療
法、運動療法について、有効性に関わる理論的
な裏付けから臨床のエビデンスを交えて検討し
た。その結果、急性痛と慢性痛とでは、対応が
異なり、急性痛には過度な不活動を避け、原因
となる組織損傷の治療を下級的早期に進めるこ
とと、可能な限り疼痛を抑制し長期化を阻止す
ることが重要であることが分かった。また、慢
性痛では、感覚面に着目する以外に、情動面や
認知面などの多面的、複合的な側面での特性の
認識理解が不可欠であり、ADLやQOL向上を目的
として、TENSなどの物理療法、運動療法、学際
的集学的治療を導入することが重要であること
がわかった。
(分担執筆者：川村博文、西上智彦、伊藤健一、
大矢暢久、辻下守弘）
担当部分：文献収集と整理および論文の慢性疼
痛に関する部分の執筆を担当した。

本論文では、運動・認知機能のリハビリテー
ションに欠けていた脳内時計と時間情報処理能
力を高めるというコンセプトを導入した新しい
トレーニング方法であるインタラクティブ・メ
トロノーム法（Interactive Metronome®：以下
IMと略す）について、その歴史、原理と方法、
トレーニングの手順、そして科学的根拠を概説
した上で、リハビリテーションへの応用可能性
について解説した。IMの利点は、リズム音に手
と足の動きを同調させてタイミングをとると
いった非常にシンプルなトレーニングであり、2
歳程度の幼児から高齢者まで適用範囲が広く、
生体への侵襲も全くないため、従来のリハビリ
テーションへ併用して使用可能なことである
ただし、現在の問題点は、科学的根拠を裏付け
るIMの臨床研究が国際的にも不足していること
やIMシステムが日本における医療機器の薬事承
認を得てないことであった。

16 バーチャルリアリティ
（VR）技術を用いた高齢者
のリハビリテーションに関
する文献的研究

奈良学園大学紀要第7集
pp.75-81
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単著 平成29年9月

共著 平成29年11月

17 タイ王国の周産期看護
－チェンマイ大学看護学部
の視察を通して－

奈良学園大学紀要第7集
pp.179-185

タイ北部にあるチェンマイ大学を視察し、タイ
における周産期看護の現状についての現状把握
を行った。タイでは、仕事を持つ母親たちの多
くが授乳のための環境が整っていないために母
乳で育児を行うことは困難であり、母乳育児率
の低下が問題視されていた。こういった社会的
背景から、母乳育児の重要性についての啓発活
動と環境を改善するための王室によるプロジェ
クトが発足し、企業の事業所内の授乳コーナー
設置や無料での母乳輸送サービスの提供などが
現在では行われていた。日本においても母乳育
児の利点については知られてはいるが、タイ王
国のようなサービスの整備までには至っていな
い状況なため、タイ王国の周産期看護の現状を
把握することは、日本の周産期看護の質改善の
ための示唆を得ることにつながると考えられ
た。
（分担執筆者:田中和奈、守本とも子、辻下守
弘）
担当部分：現地での調査および論文のインタ
ビュー解析に関する部分の執筆を担当した。

本研究の目的は、各種の生体情報を音や光など
の人間にわかりやすい情報へ変換し、その情報
に基づいて自己の状態を調整するバイオフィー
ドバック（以下BF）に対するリハビリテーショ
ン医療（以下リハ医療）への応用可能性を検討
することであった。リハ医療の特徴は、一般的
な医療が手術や投薬など医療者に依存した受動
的治療であるのに対して、残存機能の回復や健
常機能への代償など患者自身による能動的治療
が主体となることであり、患者の学習過程への
介入が重要なアプローチとなる。本論文では、
その効果的な介入方法としてのBFに関して、そ
の治療メカニズムについて学習理論を用いた解
説を行った。また、脳卒中片麻痺に対す表面筋
電図BFについて、コンパクトなBF機器である
MyoTracの操作方法と治療手続きとその効果およ
び臨床応用上の課題について論説した。最後
に、EEG（脳波計）やHEG（近赤外線方式脳血流
計）を用いたニューロフィードバックトレーニ
ングが脳卒中だけでなく他の神経系障害および
運動器障害へのリハビリテーションに応用され
ていく可能性を検証し、多様なモダリティを
使ったBFがリハ医療に応用されていく必要性に
ついて論説した。

18 リハビリテーション医療
におけるバイオフィード
バック―脳卒中片麻痺に対
する応用可能性について

バイオフィードバック研
究
第44巻第2号
pp.70-75

19 Comparison of the
pain-relieving effects of
transcutaneous electrical
nerve stimulation applied
at the same dermatome
levels as the site of
pain in the wrist joint
（手関節部の疼痛に対する
頸部と対側手関節および両
者の同一皮膚分節知覚帯へ
の経皮的膚電気刺激が疼痛
軽減に及ぼす影響の比較）
（査読付）

Journal of Physical
Therapy Science
Vol.29 No.11  pp.1996-
1999

本研究の目的は、手関節部の疼痛に対する対側
同一皮膚分節知覚帯への経皮的電気刺激
(Transcutaneous Electrical Nerve
Stimulation:以下TENS)が疼痛緩和にどのような
影響を及ぼすかを検討することであった。対象
は15名の健康な成人女性（21.9±0.3歳[21-22
歳]）であった。実験手続きは、まず30秒間の安
静後に左手関節背側部へ47℃で60秒間の温熱刺
激にて疼痛を生じさせ、その後に頸部（N）と対
側手関節部（CW）および両者（CWN）へのTENS
（周波数:15Hz・波長:200㎲）を実施した。その
結果、TENSを行わない対照群を含んだ4条件の分
散分析では視覚的アナログ尺度（VAS）の違いに
有意な主効果を認めたが、N条件、CW条件、CWN
条件間には有意差を認めなかった。本研究の結
果、疼痛部位と同一の皮膚分節知覚帯へのTENS
には有意な効果があるものの、TENS部位間での
有意差は認められなかった。
（分担執筆者：川村博文、西上智彦、山本綾
子、辻下守弘、伊藤健一、大矢暢久、高木峰
子）
担当部分：被験者への疼痛評価とTENSの実施お
よび統計処理と論文の結果に関する部分の執筆
を担当した。
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20 訪問リハビリテーション
における在宅緩和ケアとし
ての理学療法の可能性―が
ん患者と非がん患者の事例
を通して―
（査読付）

医療福祉情報行動科学研
究
vol.5
pp.3-9

22 バーチャルリハビリテー
ションにおける次世代バイ
オフィードバックの可能性

バイオフィードバック研
究
第45巻第2号
pp.73-78

リハビリテーションとは, 脳卒中や交通事故に
より四肢に障害を抱えた患者をトレーニングし,
家庭や職場へ復帰できるように支援することで
あるが, そのトレーニングは辛く苦しいもので
あることが大きな課題であった.
 バーチャル・リハビリテーションとは, 一般
的にVRと呼ばれているバーチャルリアリティ
(仮想現実) 技術とロボット技術を統合した次世
代リハビリテーションの総称であるが, 国際的
には研究開発の歴史が長いものの日本ではまだ
普及が遅れているのが現状である.
 バーチャル・リハビリテーションの利点は,
病室やリハビリテーション室という限られた空
間の中で, 自由なVR場面を設定できることであ
る.
 本稿では, バイオフィードバックが応用され
たバーチャル・リハビリテーションについて紹
介し, その応用可能性について報告した.

本論文では、訪問リハビリテーションにおける
在宅緩和ケアとしての理学療法の2実践を通し
て、有効な実践知を抽出し、その可能性につい
て提示した。事例1の大腸がんを有する80歳代女
性の実践からは、理学療法士の介入は限られて
いるが、多職種間連携により運動療法と環境調
整を継続することで、疼痛緩和の時間を多く
し、生活全体を変化させることが可能であるこ
とを理解した。また、事例2の多系統萎縮症を有
する60歳代女性の実践からは、疼痛などにより
他者とのかかわりが減少したとしても、多職種
間連携によって小さな効果を積み重ねていくこ
とができれば、最後まで希望のある充実した時
間を提供できることが明らかとなった。本研究
では訪問リハビリテーションにおける多職種間
連携による在宅緩和ケアの2実践を通して、がん
患者と非がん患者に対する在宅緩和ケアとして
の理学療法に対する可能性を広げたものと考え
られた。
(分担執筆者：池田耕二、山本秀美、古家真優、
中岡絵美、大島知子、竹内　章、辻下守弘、池
田秀一)
担当部分：非がん患者である多系統萎縮症の事
例に関する記述と多職種間連携に関する考察の
執筆を担当した。

21 リハビリテーション医療
におけるバイオフィード
バックの応用

バイオフィードバック研
究
第45巻第1号
pp.41-44

リハビリテーション医療におけるバイオフィー
ドバックの応用として、主に表面筋電図バイオ
フィードバック（SEMGBF）と心拍変動バイオ
フィードバック（HRVBF）に関する臨床経験につ
いて解説した。SEMGBFについては、脳神経筋疾
患における促通目的と弛緩目的での治療に使わ
れることが多いため、その適用について目的別
の説明を行った。実際の適用症例として、促通
目的では交通外傷後の膝蓋大腿関節機能不全と
便失禁の原因となる骨盤底筋機能不全に対する
治療とその効果について紹介し、抑制目的では
無意識な筋肉の過緊張状態（ディスポネーシ
ス）を認める腰痛に対する治療とその効果につ
いて紹介した。また、HRVBFについては、心拍コ
ヒーレンス法を用いた膠原病性間質性肺炎によ
る呼吸不全患者の治療経験について紹介した。
最後に、リハビリテーション医療におけるバイ
オフィードバック応用の利点と欠点について考
察した上で、今後の応用可能性について論述し
た。
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　失禁（Incontinence）とは，排尿や排便が自
分の意志でコントロール（禁制：Continence）
できずに排出される状態のことをいう.本稿で
は，主に筋電図を用いた骨盤底筋に対するバイ
オフィードバックの方法とその効果について報
告した。まず、失禁と骨盤底筋機能障害との関
係について解剖生理学的に明らかにした上で、
失禁に関して骨盤底筋機能が重要であることと
そのケアについて解説した。また、骨盤底筋機
能を効果的に高めるアプローチとして筋電図バ
イオフィードバック療法(EMGBF）について、そ
の基本的原理と具体的なトレーニングの方法を
解説するとともに、これまで行われた臨床研究
を整理し、科学的なエビデンスについて言及し
た。最後に、日本においてEMGBFが欧米や中国に
比較すると未だ標準的な治療として位置づけら
れてい現状および今後の課題と展望についても
論述した。

24 作業療法を深める (42)
VR (仮想現実) VR 技術を用
いたリハビリテーションの
現状と展望

作業療法ジャーナル
第54巻第6号
pp.562-569

　最近ではコンピュータサイエンスの進歩によ
り，VR（人口現実）技術が身近となり，意欲を
高める多様なリハの可能性が高まり，欧米では
バーチャル・リハビリテーションと名づけら
れ，広く応用されつつある．また，脳卒中片麻
痺の運動障害等に対してVRを導入した治療で
は，主に上肢機能と日常生活活動への効果に関
する報告が多く，その効果は今のところ限定的
ではあるが，作業療法への応用可能性は高いと
考えられる．
　本稿では，VR技術を用いたリハに関して，ま
ずVRとは何かを定義したうえで，VRの鍵となる
「臨場感」と「没入感」について解説し，リハ
におけるVRの応用事例の紹介とリハビリテー
ション医療におけるVRの今後について展望し
た．

25 The Efficacy of
Virtual Reality Exposure
Therapy for Fear of
Falling (FOF) in the
Elderly ＜英文＞
高齢者における転倒恐怖症
に対するバーチャルリアリ
ティ曝露療法の効果
（査読付）

Conference paper
In International
Conference on Human-
Computer Interaction
Springer, Cham.
pp.178-187

26　本学保健医療学部リハ
ビリテーション学科志望経
緯に関する調査

奈良学園大学紀要第13集
pp.151-157

　転倒恐怖症は、過去1年間に転倒した人の平均
50％に発生するため、高齢者によく見られる症
状である。本研究の目的は、バーチャルリアリ
ティ曝露療法を用いて、高齢者の転倒者におけ
る転倒恐怖症（FOF）を軽減する試みについて報
告した。本研究では、以下の2つの実験を実施し
た。まず、バーチャルリアリティ技術を用いた
曝露療法システムを開発し、被験者にそれを装
着して視聴させ、被験者の心拍数や皮膚温など
のバイタルデータを収集し、バーチャルリアリ
ティを用いた曝露療法の有効性を検証した。本
研究では、以前に転倒したことのある高齢者を
対象として予備実験を行い、バーチャルリアリ
ティ曝露療法による転倒恐怖症の軽減効果を確
認した。
(分担執筆者：辻下守弘、登尾啓史、升谷保博、
小枝正直、大西克彦)
担当部分：バーチャルリアリティ曝露療法の開
発から臨床試験およびデータ解析と論文作成の
全体を担当した。

本学リハビリテーション学科の広報活動に資す
る基礎資料とするため、2020年度新入生の志望
経緯および本学に対する印象等についてアン
ケート調査を行った。その結果、理学療法・作
業療法いずれの専攻についても、多くの学生は
当初の志望を中途変更することはなかった。作
業療法学専攻については、特徴的な技術に魅力
を感じたことが契機となっていた。入学前の本
学選択においては設備、環境面を魅力と感じて
おり、入学後は教員や教育の質について肯定的
な意見が多かった。
(分担執筆者：飯塚 照史, 辻下 守弘, 池田 耕
二, 城野 靖朋, 中島 大貴)
担当部分：アンケート調査の実施と調査結果の
データ整理と統計処理を担当した。

23 失禁とバイオフィード
バック

バイオフィードバック研
究
第47巻第1号
pp.19-22
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28 創傷被覆材における近赤
外線透過率の検証
（査読付）

医療福祉情報行動科学会
雑誌
第8巻
pp.11-18

　本研究では、創傷被覆材であるフィルムド
レッシング（FD）材，ハイドロコロイドドレッ
シング（HC）材，ハイドロファイバー（PF）
材，ポリウレタンフォーム（HP）材のドレッシ
ング材を準備し，滲出液を含まない状態（乾燥
している状態）と滲出液を含んだと仮定した状
態（生理食塩水を吸収させた状態）の近赤外線
透過率を確認した。
　その結果、FD材については約95％の透過率が
あったため，FD材のみであれば十分な近赤外線
が創部へ到達すると考えられる。しかし，HC
材，PF材，HP材は13～96％と透過率に差があっ
たため，使用ドレッシング材の透過率を計算し
た上での照射強度の設定が必要であることが示
唆された。また，HC材については，水分を吸収
することで透過率が減少し，PF材については水
分を吸収することで透過率が増加していた。
(分担執筆者：吉川義之、城野靖朋、滝本幸治、
植村弥希子、辻下守弘)
担当部分：近赤外線透過率の計測とデータ解析
を担当した。

29 A Discussion of Social
Support for Dementia
Elderly People and Family
Carers　＜英文＞
認知症高齢者と家族介護者
におけるソーシャルサポー
トの考察
（査読付）

医療福祉情報行動科学会
雑誌
第8巻
pp.67-75

　本研究では認知症高齢者と家族介護者が在宅
での介護の継続を可能とし、QOLの高い生活が送
ることができることを目的として、生活実態と
ソーシャルサポートに視点をあてた支援方法に
ついて検討した。対象者は兵庫県・奈良県・三
重県・愛知県在住の認知症高齢者の主たる介護
者であり、アンケート調査の有効回答は、138人
(配布数200部、回収率69％)であった。また、面
接調査30人であった。
　本研究では約4割の介護者が認知症高齢者の緊
急時への対応に不安を持っていることから、地
域における医療的環境の改善が必要であると考
えられた。また、ソーシャルサポートを大別し
て「情緒的サポート」「手段的サポート」「情
報的サポート」に分類して考察した結果、情緒
的サポートでは、家族が重要な意味を持ってい
て、福祉や医療従事者はほとんど関与していな
かった。認知症という疾患を抱えた認知症高齢
者と家族介護者の情緒的なサポートとしては、
相談したり、往診したりしてくれる医師と緊急
時に入院させてくれる病院の存在が不可欠であ
ることが示唆された。
(分担執筆者：守本とも子、田場真理、新谷奈
苗、辻下守弘)
担当部分：アンケート調査の実施とデータ集計
および解析と論文の結果および英文作成を担当
した。

27 特集：コロナ禍における
バイオフィードバック.リハ
ビリテーション領域におけ
る現状

バイオフィードバック研
究
第48巻第1号
pp.17-23

　COVID-19の世界的な感染拡大は, リハビリ
テーション領域においても重大な問題となった.
そもそもリハビリテーション領域の理学療法や
作業療法は, 徒手的治療あるいは日常生活動作
指導において, セラピストと患者との濃厚接触
が基本となる治療的介入であり, それを否定す
る接触感染対策は受け入れがたいのが現状であ
る. コロナ禍におけるリハビリテーションの課
題は, 濃厚接触業務, 3密回避困難, そして社会
活動制限の3点である. これらの課題に対するBF
の応用として, 筋電図BFと心拍変動BFを紹介し
た. 今後は, 国内においても接触感染対策とし
ての遠隔リハビリテーションが大きく注目され,
BFの応用可能性はますます高くなると考えられ
ることについて論述した.
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30　An Analysis of
Related Factors of
Subjective Health and
Life Satisfaction among
Caregivers of Dementia
Elderly People　＜英文＞
認知症高齢者の介護者にお
ける主観的健康感、生活満
足度の関連要因の分析
（査読付）

医療福祉情報行動科学会
雑誌
第8巻
pp.77-83

　本研究では認知症高齢者の介護者が在宅での
介護の継続を可能とし、QOLの高い生活が送るこ
とができることを目的として、認知症高齢者の
介護者における主観的健康感、生活満足度に関
連する要因に視点をあてた支援方法について検
討した。対象者は兵庫県・奈良県・三重県・愛
知県在住の認知症高齢者の主たる介護者であ
り、アンケート調査の有効回答は、138人(配布
数200部、回収率69％)であった。また、面接調
査30人であった。
　調査の結果、主観的健康感と生活満足度に高
い相関が認められた。その結果は主観的健康感
を高めることが生活満足度を高める要因である
ことを示唆するものであった。また、生活満足
度は、認知高齢者と介護者の生活の質に大きく
関与する要因である。認知症高齢者と介護者
は、今後ますます高齢化が進み、健康障害をき
たしやすいことが考えられる。認知症高齢者と
介護者の生活の質を維持、向上させるためには
双方の健康管理が重要であることが示唆され
た。
(分担執筆者：守本とも子、田場真理、新谷奈
苗、辻下守弘)
担当部分：アンケート調査の実施とデータ集計
および解析と論文の結果および英文作成を担当
した。

　学部設置3年目を迎えたリハビリテーション学
科においては、定員充足率増加に伴い新入生の
進学経緯も多様になっているものと考えられ
る。そこで、3期生においてアンケート調査を実
施し、2期生との比較を通じてその傾向について
比較検討した。結果、当初における職業選択は
変更されることなく、近しい人物への相談を
伴ったオープンキャンパスへの参加、加えて本
学近隣環境等への好感を以て進学を決定してい
る経緯があり、2期生との大きな変化はなかっ
た。一方、プレゼンスの高まり、教員対応への
肯定的意見と捉えられる側面もあり、本学魅力
の一端として認識する必要性が示唆された。以
上の結果は、今後の広報戦略に資するものであ
ると考えられた。
(分担執筆者：飯塚 照史, 辻下 守弘, 池田 耕
二, 城野 靖朋, 中島 大貴)
担当部分：アンケート調査の実施と調査結果の
データ整理と統計処理を担当した。

31　2021年度リハビリテー
ション学科新入生における
志望経緯に関する調査

奈良学園大学紀要第14集
pp.1-6

本研究の目的は、高齢者を 対象としてキネリハ
を用いた運動トレーニングを実施し、全身の機
能的身体運動能力やバランス能力に及ぼす 影響
および認知脳機能に対する効果について検討す
ることであった。対象は、認知症や中枢神経系
疾患のないことが確認された健常高齢者3名で
あった。キネリハの所要時間は休息も入れて約
15分とし，週3回の頻度で2週間継続した。キネ
リハの結果3名ともにFRTはリーチ距離が改善
し、TUGは所要時間が短縮していた。ファイブ・
コグテストは手先の運動スピードと注意分割機
能が3名とも向上していた。
(共同研究者：辻下守弘、川村博文、西上智彦、
松谷綾子、井上悦治）
担当部分：症例の評価から治療および論文の執
筆まで研究の全般を担当した。

2　高齢者に対するキネクト
センサーを用いたインタラ
クティブ・リハビリテー
ションの効果
（口頭発表）

第42回日本バイオフィー
ドバック学会学術集会
（東京）
バイオフィードバック研
究第41巻第1号2014年
p.50

1　膝蓋大腿関節機能不全に
対する筋電図バイオフィー
ドバック療法の一経験
（口頭発表）

第41回日本バイオフィー
ドバック学会学術集会
（神奈川）
バイオフィードバック研
究第40巻第1号2013年
p.88

交通事故により膝蓋腱損傷を受傷し，再建術後
に膝蓋大腿骨腎機能不全となった症例に対して
筋電図バイオフィードバック療法（以下BF と略
す）を実施し、歩行障害の改善に著効を認めた
ので、その実施方法と経過について報告した。
退院時には、不安定性や疹痛もなく、階段昇降
やスクワット動作も問題なくスムーズ
に可能となっていた。
(共同研究者：辻下守弘、西上智彦、笹田朋香、
山本昇吾、孫 康基、梶原沙央里、田辺暁人）
担当部分：症例の評価から治療および論文の執
筆まで研究の全般を担当した。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年3月

共著 平成27年4月

共著 令和2年4月

4　タイミング誤差のフィー
ドバックトレーニングが時
間認知に及ぼす影響
（口頭発表）

第43回日本バイオフィー
ドバック学会学術集会
（つくば）
バイオフィードバック研
究第42巻第1号2015年
p.85-86

3　認知症患者に対するイン
タラクティブ・メトロノー
ムの症例報告
（口頭発表）

第1回認知症の早期発
見、予防・治療研究会
（東京）
抄録集
p.14

本研究では、認知機能の改善を目的としたIMト
レーニングが、高齢者の認知症に対しても同様
の効果が期待できると考え応用を試みたので報
告する。対象は、IMトレーニングを3ヶ月間継続
できた認知症高齢者2名とし、認知症の評価に
は、改訂長谷川式簡易知能評価スケール（HDS-
R）とIMの専用ソフトに内蔵されているミリ秒単
位でタイミング誤差を測定する評価ツールを使
用した。IMは、1セッション約20分とし、提示さ
れる1分間54のテンポに対して正確にタイミング
を合わせて両手、左右片手といった3種類のリズ
ム運動を週3回、3ヶ月間実施した。被験者2名
は、IMに対する意欲が3か月間維持され、トレー
ニング開始時に比較して、タイミング誤差が大
幅に短縮し、それに伴ってHDS-Rの改善も認めら
れた。IMは、認知症の認知機能の改善にも効果
が期待できる。

5　インタラクティブ・メト
ロノーム(IM)がアルツハイ
マー型認知症の認知機能に
及ぼす効果について
（口頭発表）

第47回日本バイオフィー
ドバック学会学術集会
（名古屋）
バイオフィードバック研
究第47巻第1号2020年
p.29

本研究では、注意欠陥多動性障害（ADHD）と認
知症といった代表的な認知機能障害に対してタ
イミング誤差のフィードバックトレーニングを
継続的に実施する機会を得た。対象は、ADHDの
中学生1名とアルッハイマー型認知症の高齢者1
名であった。トレーニングには、インタラク
ティブ・メトロノー ム法（IM）を用いた。IM
は、1セッション約30分とし、提示されるテンポ
に対して正確にタイミングを合わせてリズム運
動を行う課題を8週間で合計56セッション実施し
た。その結果、ADHDではセッション中期以降で
タイミング誤差が小さくなり、認知症ではセッ
ション中期で急激にタイミング誤差が小さく
なっていた。
(共同研究者：辻下守弘、西上智彦、松谷綾子、
青田絵里）
担当部分：症例の評価から治療および論文の執
筆まで研究の全般を担当した。

インタラクティブ・メトロノーム（IM）は、基
準となるリズム音に対して身体運動のタイミン
グを合わせる簡単なトレーニングであり、基準
音と運動のタイミング誤差を聴覚的・視覚的に
リアルタイムでフィードバックさせることが特
徴である。本研究では、軽度から中等度のアル
ツハイマー型認知症高齢者6名を対象として、IM
をトレーニングに取り入れその効果について検
討した。対象者全員がIMのスコアとトレーニン
グを理解し実施することが可能であった。その
結果、スコアと認知症評価とは関連性があり、
IMによってスコアが改善傾向にあることが分
かった。
(共同研究者：辻下聡馬、辻下守弘）
担当部分：IMトレーニングと効果検証および論
文の執筆までを担当した。

本研究の目的は、高齢者を 対象としてキネリハ
を用いた運動トレーニングを実施し、全身の機
能的身体運動能力やバランス能力に及ぼす 影響
および認知脳機能に対する効果について検討す
ることであった。対象は、認知症や中枢神経系
疾患のないことが確認された健常高齢者3名で
あった。キネリハの所要時間は休息も入れて約
15分とし，週3回の頻度で2週間継続した。キネ
リハの結果3名ともにFRTはリーチ距離が改善
し、TUGは所要時間が短縮していた。ファイブ・
コグテストは手先の運動スピードと注意分割機
能が3名とも向上していた。
(共同研究者：辻下守弘、川村博文、西上智彦、
松谷綾子、井上悦治）
担当部分：症例の評価から治療および論文の執
筆まで研究の全般を担当した。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
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発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 令和3年12月 指尖容積脈波を用いて、冷え症の女子大学生の
手浴後の自律神経の変化を調べることを目的と
した。安静時では冷え症は、非冷え症群と比べ
て脈波振幅の相対値は有意に低値を示した。1回
目手浴後冷え症は非冷え症群と比べて脈波振幅
の相対値は有意に高値を示し、2回目手浴後では
冷え症は非冷え症群と比べて脈波振幅の相対値
は有意に高値を示した。以上の結果から冷え症
では、温浴刺激によって脈波振幅が低値となり
血管収縮、拡張が繰り返し起こり、冷え症は温
浴刺激を繰り返すと自律神経が変調することが
わかった。
(共同研究者：関谷まり、辻下守弘、嶋田理博、
山本祐輔、水野由子）
担当部分：指尖容積脈波の測定とデータ解析を
担当した。

6　若齢女性における冷え症
の手浴効果における自律神
経評価
（口頭発表）

第51回日本臨床神経生理
学会学術大会（仙台市）
臨床神経生理学第49巻第
5号p.443



年月日

平成28年4月

～平成30年3月

平成30年4月

～現在に至る

平成30年4月

～現在に至る

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

 4）奈良学園大学大学院看護学研究科委員会・
　   委員としての活動

 5）奈良学園大学大学院看護学研究科研究
       倫理審査委員会・委員としての活動

奈良学園大学大学院看護学研究科設置に伴い、研
究科の運営会議としての看護学研究科委員会の委
員となって、毎月1回開催される定例の委員会に出
席し、以下の事項について委員として審議を行っ
た。①研究科の課程及び学生の教育に関する事
項、②研究の指導及び論文の審査に関する事項、
③単位認定、課程修了認定並びに学位授与に関す
る事項、④学生の厚生補導及びその身分に関する
事項

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

外科系臨床医学

教 育 研 究 業 績 書

令和　5年　5月   11日

氏名　  　     辻下守弘

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

理学療法学、リハビリテーション学

奈良学園大学大学院看護学研究科設置に伴い、修
士課程の1学年生に対する研究倫理審査委員会の委
員として、毎年11月頃に開催される大学院研究倫
理審査委員会で申請された研究計画書と申請者へ
の質疑応答による審査を行った。これまで平成30
年度に6件、令和元年度に3件、令和2年度に2件、
令和3年度に5件の審査を担当した。

　平成30年4月
　～現在に至る

　平成30年4月
　～現在に至る

 3）奈良学園大学保健医療学部研究倫理委員
　　 会・委員長としての活動

 2）奈良学園大学評議員としての活動 奈良学園大学評議員として、大学に関する重要事
項の審議に加わることで大学運営に関与した。

保健医療学部研究倫理審査委員会は、教員の臨床
研究および疫学研究に関して、被験者に対する人
間の尊厳、人権の尊重その他の倫理的観点及び科
学的観点を調査審議することを目的に設置されて
いる。本委員会の委員長として、委員会の招集お
よび審議の調整および議事録作成と学長への報告
書作成など中心的な役割を果たした。これまで審
査した申請件数は平成30年度で11件、令和元年度
で34件、令和2年度で20件、令和3年度で22件であ
り、研究倫理審査委員長として審査した件数は合
計87件である。

奈良学園大学大学院看護学研究科修士課程の在宅
看護学分野指導教授として、研究指導と修士論文
の審査に関与した。
これまで主指導教員として2名の学生に対して研究
倫理審査申請書類の作成からはじまり、調査計画
およびデータ処理と修士論文作成に関する指導を
継続し、令和4年度末終了予定である。主指導教員
としてかかわっている学生の研究課題は、「重度
身体障害者が進路を決定する要因～重度身体障害
者の意識調査から～」と「病院から在宅移行支援
する効果的な連携のあり方」である。
また、副指導教員としては1名の学生にかかわり、
その研究課題は「在宅にて脳血管障がい者である
妻を支える男性介護者が感じる介護負担感につい
て―要因とその支援策の検討―」であり、令和元
年度末で修士課程を修了し、修士（看護学）の学
位が授与されている。
また、修士論文審査では、令和元年度に副査2件、
令和2年度に副査1件、令和3年度に主査1件を担当
した。
これまで副査として修士論文審査を担当した研究
課題は、以下のとおりである。
令和元年度は、「オストメイトの余暇活動に関す
る促進要因と阻害要因の検討」と「在宅にて脳血
管障がい者である妻を支える男性介護者が感じる
介護負担感について―要因とその支援策の検討
―」である。令和2年度は、「精神科病院入院患者
にトラウマ・インフォームドケアに基づく看護面
接を実施した看護師の内面に生じること」であ
る。
これまで主査として修士論文審査を担当した研究
課題は、以下のとおりである。
令和3年度は、「在宅看護を実施する際の訪問看護
師が抱える不安」である。

 1）奈良学園大学社会連携センター・
　   センター長としての活動

奈良学園大学社会連携センター長として、大学と
地域社会との連携をスムーズにするためのコー
ディネーターとしての役割を果たした。具体的に
は、大学が立地する市町村との連携事業である公
開講座の企画運営、大学シーズと地域ニーズとの
マッチング、産官学連携による共同研究の推進と
実施などに関して実施責任者としての活動を行っ
た。

　6）学位論文指導および修士論文審査の実績 　平成30年4月
　～現在に至る



年月日事項 概 要

令和元年4月

～現在に至る

年月日

平成29年4月1日

（研究活動）

 2）公益社団法人日本理学療法士協会認定試験
　　 委員会委員としての活動

平成30年6月
　～令和4年6月

公益社団法人日本理学療法士協会から神経(2017S-
02-000033）と運動器（2017S-03-000043）の2分野
に対する専門理学療法士資格を更新認定を取得

 1）専門理学療法士資格更新
　　（日本理学療法士協会）

概 要

１　資格，免許

 7）奈良学園大学保健医療学部リハビリテー
　　　 ション学科・学科長としての活動

令和元年4月にリハビリテーション学科が奈良学園
大学保健医療学部に開設され、開設に際して学科
長に就任した。学科長は、リハビリテーション学
科の運営と人事、および教学などの管理責任者で
あり、学科に所属する教員の代表としてリーダー
シップを発揮している。また。大学の執行部とし
て、企画運営会議や大学評議会にも所属し、大学
運営にも関与している。

事項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

奈良学園大学大学院看護学研究科修士課程の在宅
看護学分野指導教授として、研究指導と修士論文
の審査に関与した。
これまで主指導教員として2名の学生に対して研究
倫理審査申請書類の作成からはじまり、調査計画
およびデータ処理と修士論文作成に関する指導を
継続し、令和4年度末終了予定である。主指導教員
としてかかわっている学生の研究課題は、「重度
身体障害者が進路を決定する要因～重度身体障害
者の意識調査から～」と「病院から在宅移行支援
する効果的な連携のあり方」である。
また、副指導教員としては1名の学生にかかわり、
その研究課題は「在宅にて脳血管障がい者である
妻を支える男性介護者が感じる介護負担感につい
て―要因とその支援策の検討―」であり、令和元
年度末で修士課程を修了し、修士（看護学）の学
位が授与されている。
また、修士論文審査では、令和元年度に副査2件、
令和2年度に副査1件、令和3年度に主査1件を担当
した。
これまで副査として修士論文審査を担当した研究
課題は、以下のとおりである。
令和元年度は、「オストメイトの余暇活動に関す
る促進要因と阻害要因の検討」と「在宅にて脳血
管障がい者である妻を支える男性介護者が感じる
介護負担感について―要因とその支援策の検討
―」である。令和2年度は、「精神科病院入院患者
にトラウマ・インフォームドケアに基づく看護面
接を実施した看護師の内面に生じること」であ
る。
これまで主査として修士論文審査を担当した研究
課題は、以下のとおりである。
令和3年度は、「在宅看護を実施する際の訪問看護
師が抱える不安」である。

公益社団法人日本理学療法士協会において、新人
教育プログラム修了者を対象に、自らの専門性を
高め、高い専門的臨床技能の維持、社会、職能面
における理学療法の専門性（技術・スキル）を高
めていくことを目的とした生涯学習制度の一つと
して認定理学療法士がある。この認定試験の作問
と実施、そして認定基準などを審議する委員会の
委員として活動した。

　6）学位論文指導および修士論文審査の実績 　平成30年4月
　～現在に至る

 1）科学研究費補助金研究成果報告書
 　　　　　　　　　　　　　　　（基盤研究C）

平成24年度
 〜平成26年度

研究科題名：「性差と加齢を考慮した労働者の睡
眠の質改善のためのセルフケア・プログラムの開
発」
研究代表者：廣川空美
共同研究者：藤井保人、谷口敏代、辻下守弘
研究成果の概要：本研究の目的は、労働者の睡眠
の質における性差と加齢の影響を明確にし、性別
と加齢に応じた睡眠の質改善のプログラムを開発
することである。研究対象者は中規模事業場で働
く35歳以上の男女であった。研究期間中の健康診
断時期に調査を実施した。1年目の調査結果では、
男性の睡眠の質には運動習慣、女性の睡眠の質に
は教育歴や喫煙状況が関連していた。2年目には、
23項目の睡眠チェックリストを作成した。3年目に
は、睡眠の質改善のためのセルフケア・プログラ
ムの効果評価を行った結果、介入群において3項目
に改善が認められた。今後は産業保健スタッフが
睡眠改善指導にどのように活用するかを検討する
必要がある。



年月日事項 概 要

平成26年度
〜～平成28年度

令和2年度
〜令和5年度～平成28年度

令和4年度

　　～令和6年度

平成27年12月

～平成28年12月

研究課題名「転倒恐怖感を持つ高齢者を対象とし
た仮想現実技術を導入した曝露療法の開発とその
評価」、配分額4,160千円、研究代表者：辻下守
弘、共同研究者：登尾啓史、大西克彦、小枝正直
研究成果の概要：高齢者の転倒は、要介護状態を
促すだけでなく、転倒を恐れて日々の生活活動が
低下し、閉じこもりやうつ傾向を招き、再転倒や
虚弱化のリスクを高める。そこで、本研究の目的
は、仮想現実（VR）技術を用いて高齢者の転倒恐
怖感を軽減させるVR曝露療法を開発することであ
る。本研究では、転倒経験のある高齢者を対象と
して、転倒恐怖を感じる生活場面のVRデータを構
築し、それをVRゴーグルで高齢者に視聴してもら
うことで、高齢者に転倒恐怖感が惹起させること
を精神生理学的測定により確認する。さらに、そ
の転倒恐怖VRを用いて、惹起された恐怖感を心拍
変動バイオフィードバックにて緩和させるといっ

4）科学研究費補助金（基盤研究C）

 12）京都市立芸術大学大学院美術研究科美術専
 　　攻博士（後期）課程の博士論文審査委員

京都市立美術大学大学院美術研究科美術専攻博士
（後期）課程において、美術作品をリハビリテー
ション医療に活かす研究を博士論文の課題として
いる学生に対して、リハビリテーション医療に携
わる研究者として博士論文の審査を行っている。
平成28年2月には第1回の博士論文報告会があり、
発表論文への試問を実施し、博士論文審査委員会
において論文への評価と今後の課題について報告
を行った。

４　その他

研究課題名「乳がん患者の就労を支えるJob
recovery pathの開発」、配分額4,550千円、研究
代表者：新谷奈苗、研究分担者：岩永誠、佐藤禮
子、河野啓子、守本とも子、辻下守弘
研究成果の概要：乳がん患者の標準治療プロセス
を、確定診断、手術、化学療法、放射線療法、ホ
ルモン療法と定義し、これをベースに「全体プロ
セス」「確定診断時」「確定診断後」「手術後」
「化学療法中」「化学療法後」「放射線療法中」
「ホルモン療法前」「仕事を休みたい時」「つら
い時」というタイミングごとに課題を明確化し
た。その課題に対し、医療者、企業、社会がそれ
ぞれ何を行うべきかという対応策を検討、提示
し、Job recovery pathとしてまとめた。
なお対応策のなかには現時点で実現できていない
内容も含まれており、そういった課題の解決を広
く社会に対して働きかけ続けていくことも、重要
であると考えられる。

 3）科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究） 研究課題名「介護老人保健施設での介護職員指導
に関する研究－行動分析学の枠組みによる介助指
導－」、配分額2,860千円、研究代表者：小林和
彦、共同研究者：辻下守弘
研究成果の概要：行動分析学の枠組みを用いたe-
learningによる自己学習式移乗介助指導プログラ
ムを高齢者介護施設介護職員を対象に施行し、事
前、事後、およびフォローアップ評価を行うこと
で、その介入効果を検証した（介入群15名、統制
群15名）。評価内容は、介助技術評価指標として
「模擬患者への“身体接触率”」を用いた。
その結果、介入群の事後評価時における身体接触
率の減少傾向、およびフォローアップ評価時にお
ける増加傾向が認められた。また、指導コンテン
ツの満足度に関する事後アンケートの結果、否定
的な意見もあったものの、概ね良好な回答が得ら
れた。

 2）科学研究費補助金（基盤研究C）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

共著 平成24年9月

共著 平成25年6月

共著 平成27年4月

4 痛みのケア 共著 平成29年3月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1 日常生活活動学・生活環
境学

医学書院

2 脳卒中理学療法の理論と
技術

メジカルビュー社

本書は、「日常生活活動学」と「生活環境学」
の二部構成である。「日常生活活動学」は、総
論でADLの歴史、概念、評価などの基本事項を解
説し、各論で疾患別の評価方法とADL指導を具体
的に提示し、「生活環境学」では、概念や法的
諸制度、住宅改修や生活支援機器について解説
した。（377頁）
(編者：鶴見隆正、隆島研吾　分担執筆者：秋若
山佐一、林　克郎、辻下守弘、他25名）
担当部分：第1章第4節「ADLの運動学的分析」
運動学の基本事項を整理した上で、日常生活動
作を運動学的に分析するための基礎を詳細に解
説した。また、起き上がりや立ち上がりなどの
動作に対する運動学的分析を具体例も上げなが
ら論述した。
(pp.36～51、単著）

本書は、地域での生活を支援する介護福祉士と
して必要な基礎知識を，保健，心理，栄養，居
住環境，家族支援などの関連分野から体系的に
学習できるように解説している。（196頁）
(編者：上之園佳子、谷口敏代、鈴木聖子、　分
担執筆者：本名靖、太田貞司、土室修、辻下守
弘、他16名）
担当部分：第５章「介護福祉の基礎となる心理
学」の中の「学習」を担当した。
学習の定義と介護福祉領域で必要となる重要事
項を解説した上で、認知心理学的な考え方と行
動分析学的な考え方に分けて各理論を具体例を
入れながら解説した。
(pp.98～102、単著）

本書は、臨床の場で用いられる実践的な理学療
法と、その基礎となる解剖学・生理学の知識を
はじめ、病態生理の知識、理学療法評価の技
術、運動処方および生活指導のための理論的背
景と技術を解説した。（512頁）
(編者：原　寛美、吉尾雅春　分担執筆者：渡辺
雅彦、中村　元、辻下守弘、他22名）
担当部分：第Ⅴ章「理論と理学療法」の中の
「バイオフィードバック療法」を担当した。
バイオフィードバック理論の基礎となる学習理
論を解説した上で、バイオフィードバックが使
う各種モダリティーや国内の代表的な機器につ
いて紹介した。また、脳卒中片麻痺患者に対す
るバイオフィードバックとニューロフィード
バックについても論述した。
(pp.445～456、単著）

3 生活支援の基礎理論Ⅰ 光生館

ピラールプレス 本書は、看護現場で求められる痛みのケアにつ
いて、哲学・倫理学的理解と痛みの理論からは
じまり、痛みの治療と看護ケアについて解説し
た上で、看護実践事例について検討されてい
る。（編者：守本とも子 分担執筆者：池辺寧、
沖本克子、梶村郁子、辻下守弘、他15名）
担当部分：第Ⅱ部「痛みの理論」第5章「痛みの
行動科学的理解」を担当した。看護現場におけ
る痛みの生理医学的アプローチの問題点を指摘
した上で、慢性的ないたみを行動科学的にアプ
ローチすることの重要性について解説してい
る。また、痛みの社会的強化により出現する痛
み行動に対する理解と看護現場での具体的なケ
アの方法論について提案している。（pp.34～
41、単著）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 令和3年3月

共著 令和3年6月

（学術論文）

共著 平成24年10月

共著 平成24年10月

6 ＶＲ／ＡＲ技術における
感覚の提示、拡張技術と
最新応用事例

技術情報協会

5 看護師国家試験
   直前 社会福祉学領域
   ファイナルチェック

金芳堂 本書は、看護職をめざす読者が社会福祉につい
て学ぶためのテキストである。また同時に、す
でに看護職として活躍されている方々にも現代
における社会福祉についての理解を深め、看護
実践における社会資源の活用に向けて、重要な
示唆を与えるものとなっている。（編者：守本
とも子、富永堯史、分担執筆者：井上昌子、井
上葉子、小林由里、齋藤英夫、佐藤郁代、芝田
ゆかり、高橋寿奈、田場真理、中馬成子、辻下
守弘、他21名）
担当部分：第12章「ソーシャルワークの理解」
を担当した。ソーシャルワークが発展した歴史
を概説した上で、ソーシャルワークの基礎理論
と概念モデルについて解説した。また、看護職
に必要なソーシャルワークの実践過程の知識と
チーム医療における位置づけについても記述し
た。（pp.162～175、単著）

本書は、5G時代の到来で医療や教育、スポー
ツ、モノづくり現場まで様々な分野など市場が
拡大しているAR（拡張現実）やVR（人工現実）
などの先端技術に関する最新の理論と応用事
例、および科学的根拠となる研究の現状を各方
面の専門家により紹介している。（編者：技術
情報協会 分担執筆者：繁桝博昭、半田知也、鳴
海拓志、辻下守弘、他63名）
担当部分：第９章「医療分野への活用事例」第6
節「バーチャル・リハビリテーションの最新動
向とバイオフィードバック技術」を担当した。
本節では，コロナ禍の社会において注目される
ようになった遠隔リハビリテーションと最先端
技術であるバーチャル・リハビリテーション
（VR)の最新動向を紹介するとともに，このVR技
術とバイオフィードバック技術との融合につい
ても、自身が行った研究結果などを含めて解説
した。（pp.482～493、単著）

1　Relationship between
life satisfaction and
sympathovagal balance in
healthy elderly males at
home at night
（夜間在宅における健常老
年者の生活満足度と交感神
経バランスとの関連性）
（査読付）

Health
Vol.4 No.11
pp.1068-1072

本研究の目的は、老年者における夜間在宅での
生活満足度が交感神経バランスと関連するかを
検討することであった。健常老年者39名を対象
として、アクティブトレーサーにより72時間の
心拍変動と身体活動量を計測した。測定の結
果、生活満足度と交感神経バランスとの間には-
0.47の有意な相関関係を認めた。(5頁)
(分担執筆者：吉野公三、守本とも子、板垣孝
弘、池谷茂隆、永田昌美、辻下守弘）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
の結果部分を担当した。

2　Effects of a hardness
discrimination task in
failed back surgery
syndrome with severe low
back pain and disturbed
body image: case study
（身体像の認知課題作業が
背部の術後症候群による重
度な腰痛症に対する影響：
事例研究）
（査読付）

Journal of Novel
Physiotherapies
2012
Open Access

本研究では背部の術後に重度な腰痛を発症した
20歳の女性に対して認知課題による疼痛緩和の
アプローチを行った。初期の疼痛はNRSで10と最
大の痛みを訴えていた。また、身体像の認知に
障害を持っていた。介入として1日20分、週6日
の認知課題のトレーニングを4週間にわたり行っ
たところ、痛みがNRSで5と半分に緩和され、歩
行や日常生活動作能力も改善していた。(6頁)
(分担執筆者：西上智彦、奧埜裕之、中野英樹、
大村裕、清水ミッシェルアイズマン、辻下守
弘、壬生彰、牛田孝博）
担当部分：症例の理学的評価と訓練および論文
の結果部分を担当した。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年4月

共著 平成26年10月

共著 平成26年10月

共著 平成27年3月

1.運動器疾患を有する高齢者の生活機能の改善
には、高齢者の身体活動の開始と継続に関する
要因を理解する必要があり、心理・社会的要因
が大きく関連している。2.どのような治療を選
択するにしても、高齢者個々の心理・社会的要
因を認識し、オーダーメイドの治療を実施する
ことが必要である。3.高齢者の心理・社会的要
因を認識するための第一歩は、対象者とのコ
ミュニケーションである。単なるコミュニケー
ション技法を用いるのではなく、対象者を支え
ている信念や認識に触れる関わり方がオーダー
メイドの治療を実施できた。(7頁）
(分担執筆者：大門恭平、米田大人、辻下守弘、
川村博文）
担当部分：高齢者の運動機能に関する要因の分
析と論文の一部執筆を担当した。

3　運動器疾患を有する高齢
者の生活機能に対する理学
療法の取り組み　通所リハ
ビリテーション利用者の心
理・社会的側面に着目して

理学療法第31巻第4号
pp.376〜382

5　バイオフィードバックの
発展に向けての提言　日本
バイオフィードバック学会
企画委員会からのアンケー
ト結果報告

バイオフィードバック研
究
第41巻第2号
pp.95〜102

2012年の第40回学術総合においてアンケート調
査を実施した。学術総会に参加した25人の学会
員から回答を得た。その結果、1.医学・工学・
心理学の研究面の連携に関して学会の存在意義
を認める回答が多かった。2.学会に望むことに
ついては、次世代を担う若い研究者・学生が積
極的に参加できる環境づくりを指摘する意見が
目立った。3.会員以外には、バイオフィード
バックについて正しく分かりやすく理解しても
らう情報提供の必要性を訴える意見が多かっ
た。以上の結果に基づいて今後学会の方向性に
関する提案を行った。(8頁)
(分担執筆者：中尾睦宏、大須賀美恵子、廣田昭
久、佐久間春夫、志和資朗、竹林直紀、辻下守
弘）
担当部分：アンケート調査の作成からデータ整
理と統計分析および考察の一部の執筆を担当し
た。

4　Central neural
mechanisms of
interindividual
difference in discomfort
during sensorimotor
incongruence in healthy
volunteers: an
experimental study
（健康対象者における感覚
運動不一致による不快感が
個人差に関する中枢神経メ
カニズムについて：実験的
研究）
（査読付）

Rheumatology
2014
Open Access

本研究の目的は、感覚運動認知の不一致に関す
る個人差に関して、その中枢神経メカニズムを
明らかにすることである。対象は、18名の健常
若年女性であり、感覚運動認知の不一致課題を
独自に作成し、その認知課題中における脳波を
分析し、脳内メカニズムをLORETA法によって解
析した。その結果、不一致の個人差は前部帯状
回および後部帯状回の活動状況の違いと一致し
ていることがわかった。　(8頁)
(分担執筆者：分担執筆者：西上智彦、中野英
樹、大住道弘、辻下守弘、壬生彰、牛田孝博）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
の結果部分を担当した。

6　高齢者に対する視覚誘導
性到達課題を用いた音楽運
動療法の開発とその効果に
関する研究
（査読付）

医療福祉情報行動科学研
究
第3号
pp.27〜32

本研究では、視覚誘導性到達運動課題を用いた
音楽運動療法を開発することとこれが高齢者の
バランス能力に及ぼす影響を明らかにすること
であった。対象は70歳以上の健常高齢者16名で
あり、実施群8名と対照群8名の2群に割り付け
た。評価は機能的バランス尺度（BBS)、TUG、
FRTおよび静的重心動揺計と動的姿勢制御検査と
した。5回の練習後、BBS、FRTそして動的姿勢制
御検査の有意な改善を認めた。(6頁)
(分担執筆者：辻下守弘、川村博文、永田昌美、
前田吉樹）
担当部分：研究全般を実施し論文全体の執筆を
担当した。
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共著 平成27年12月
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9　生体センシング技術を
使った仮想現実によるゲー
ムが高齢者の運動機能に及
ぼす影響について
（査読付）

理学療法科学第30巻第6
号
pp.811-815

8　介助者による介助の経時
的変化に基づいた介助評価
方法の検討－認知症を有す
る高齢障害7 者への介護職
員による移乗介助場面の行
動論的分析－
（査読付）

理学療法科学第30巻第6
号
pp.933-937

7　Kinectセンサーを使った
仮想環境が高齢者の運動機
能に及ぼす影響について
（査読付）

バイオフィードバック研
究
第42巻第1号
pp.57〜62

Microsoft社により開発されたKinectセンサーを
使った風船割りゲーム「キネリハシステム」を
使って高齢者にゲームを定期的に行ってもら
い、仮想環境が高齢者の運動機能にどのように
影響を及ぼすかを検討した。デイケアに週2回以
上通う高齢者23名に対しキネリハシステムを週2
回以上4週間実施した。この前後に(1)10m歩行
(2)TUG(3)5StepTestを測定し4週間完遂した者に
ついて結果を比較した。その結果、継続して
ゲームを行い施行期間の最後まで継続してやり
遂げ(1)～(3)を測定できた者は7名だった。ゲー
ム後の結果が(2)と(3)において有意に向上して
いた(p<0.05)。(6頁)
(分担執筆者：小貫睦巳、有田元英、井上悦治、
辻下守弘）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
の結果と考察の一部の執筆を担当した。

車椅子からベッドへの移乗課題を用い、介助を
基準に被介助者の遂行レベルを査定する評価法
の妥当性を行動論の視点から検討した。対象は
施設介護職員および入所中の認知症を有する高
齢障害者とした。介助者の4段階の介助系列をも
とに6段階の遂行レベルを設定し、各単位行動が
遂行されたときの介助を遂行機会ごとに図示
し、介助の経時的変化を被介助者の遂行レベル
の推移の視点から分析した。その結果、被介助
者による遂行過程は単位行動ごとに異なった遂
行レベルを推移しており，従来ADL評価法とは視
点の異なる情報が得られた。
(分担執筆者：小林和彦、辻下守弘）
担当部分：症例の評価と介入指導および論文の
結果と考察の一部の執筆を担当した。

10　中年女性に出現する肩
こりと腰痛の重複症状の実
態とその関連要因に関する
研究
（査読付）

甲南女子大学研究紀要
(看護学・リハビリテー
ション学編) 第10号
pp.1-10

本研究では、パソコン操作を主体とした作業に
従事する中年女性従業員335名を対象として、肩
こりと腰痛の重複症状が出現する実態を明らか
にするとともに、その身体的、心理的、社会的
な要因との関連性について検討した。症状なし
群、肩こり単独群、腰痛単独群、そして両者重
複群という4群間において各要因を比較したとこ
ろ、分散分析により有意な主効果を認めたの
は、年齢、運動態度、食行動、K6、そしてクッ
パーマン指数であった。多重ロジスティック回
帰分析の結果、肩こりと腰痛の両者重複と関連
する要因は、低いBMI、高いK6スコア、そして高
いクッパーマン指数であった。
(分担執筆者：辻下 守弘、永田 昌美、芝 寿実
子、前田 吉樹、川村 博文、小貫 睦巳）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
執筆を担当した。

生体センシング技術を使ったゲームを高齢者に
行わせ仮想現実を利用したゲームが高齢者の運
動機能にどう影響を及ぼすかを予備的調査し
た。高齢者23名に対しゲームシステムを週2回以
上4週間実施した。4週間実施前後の①10m歩行②
TUG③5StepTestの3つのパフォーマンステストの
結果及びゲームの測定機能を利用したゲームに
対する平均反応速度とゲームの成功率について
比較した。その結果、②と③及び平均反応速
度・成功率に於いて施行後が施行前に比べ有意
に向上していた。またゲーム完遂者に運動習慣
があるものが有意に多かった。
(分担執筆者：小貫睦巳、有田元英、井上悦治、
辻下守弘）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
の結果の一部の執筆を担当した。
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12　骨盤臓器脱術後の便失
禁症状に骨盤底筋の筋電図
バイオフィードバック療法
が奏効した症例
（査読付）

バイオフィードバック研
究
第43巻第1号
pp.19-26

11　心身のストレスおよび
作業量からみた体圧移動で
座面が変化するERチェアの
評価　健常成人女性および
高齢者を対象としたプレテ
ストの結果から
（査読付）

甲南女子大学研究紀要
(看護学・リハビリテー
ション学編) 第10号
pp.19-28

本研究は、高齢者用に開発したERチェアと通常
の椅子を比較し、対象者の心身のストレスにど
のような影響をもたらすかを検証することとし
た。被験者は、参加条件を満たした健常成人女
性6名と高齢者8名の計14名である。研究デザイ
ンはクロスオーバー・デザインとし、被験者に
はERチェアと通常の椅子の2種類の椅子に座った
際に５つの課題を課した。分析の結果、主観的
疲労感の全身倦怠感において、被験者全体の操
作実施前後の平均値はERチェアが減少したが、
通常の椅子は増加し、平均値の差の比較で統計
的に有意な差が認められた(p=.04)。また、唾液
アミラーゼ量において、高齢者の操作実施前後
の平均値はERチェアがやや減少し、通常の椅子
が増加して統計的に有意な差が認められたが
(p=.04)、交互作用が認められた。
(分担執筆者：丸尾 智実、兼田 美代、臼井 キ
ミカ、辻下 守弘、速水 裕子）
担当部分：データ収集から統計処理および論文
の結果の執筆を担当した。

今回、骨盤底筋の選択的筋収縮が困難であった
便失禁を有する症例に対して、骨盤底筋の筋放
電を確認しながら筋収縮を確認し、筋収縮を調
整する筋電図バイオフィードバック療法が症状
の改善に有効であったので報告した。症例は、
膀胱瘤により骨盤臓器脱術を受けた70歳の女性
である。骨盤臓器脱の症状は手術により改善し
たが、運動時にガス程度の便失禁が4～5回以上
認められた。評価および介入は、Thought
Technology社製のMyotrac3を用い、骨盤底筋と
腹筋を分離して筋収縮させることを目的として
実施した。10セッション実施の結果、持続的収
縮においては8セッションから骨盤底筋のみを収
縮させることが可能となった。運動時の失禁頻
度は6セッション時から減少した。
(分担執筆者：松谷 綾子、青田 絵里、西上 智
彦、辻下 守弘、服部 耕治、木村 俊夫）
担当部分：症例の評価と治療および論文の症例
報告と考察の一部の執筆を担当した。

本研究においては、行動分析学の視点から理論
および介助の方法論を解説したパソコン上で作
動する教材を開発し、介護職員3名に自己学習と
セルフチェックを行ってもらい、介護老人保健
施設入所者に対するベッドから車椅子への移乗
介助技能への効果を、単一事例実験計画法を用
いて検証した。その結果、3名とも適切な介助の
頻度が増加(平均46.2%)し、彼らが日頃介助して
いる入所者も、より少ない介助で移乗が行える
ようになった。また、移乗介助指導の効果が同
じ入所者の脱衣介助に反映されることも確認さ
れた。さらに、指導プログラムの内容や意義に
関しても比較的良好な受け入れや評価が得られ
た。以上から、従来の指導方法によるデメリッ
トを補完する役割を果たすことができ、本教材
が介護職員指導における効果的な方法論として
位置づけられる可能性が示唆された。
(分担執筆者：小林和彦、辻下守弘）
担当部分：共同研究につき本人担当部分抽出不
可能。

13　行動分析学の枠組みを
用いたコンピューターシ
ミュレーション教材による
介護老人保健施設介護職員
への介助指導 - 高齢障害者
に対するベッドから車椅子
への移乗介助指導効果の検
討 -
（査読付）

行動療法研究第42巻第2
号
pp.201-213
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15　インタラクティブ・メ
トロノーム法の紹介とリハ
ビリテーションへの応用可
能性

奈良学園大学紀要第5集
pp.1-9

14　疼痛に対する物理療
法・運動療法

The Japan Journal of
Rehabilitation
Medicine
第53巻第8号
pp.604-609

コンピュータサイエンスの発展によってバー
チャルリアリティ（VirtualReality：VR）技術
が身近になった。一方で、わが国は急速なス
ピードで超高齢社会が進行し、要介護状態の高
齢者が急増する中で、高齢者のリハビリテ-ショ
ンが注目されている。そこで、本論文では、VR
の定義と特徴を解説した上で、主にWiiとKinect
センサーを用いた高齢者リハビリテーションへ
の応用に関する国内外の現状と課題を文献的に
考察した。その結果、WiiとKinectセンサーを用
いたトレーニングが高齢者の心身機能に及ぼす
影響を明らかにした良質の無作為化比較対照試
験（RCT）は少ないものの、高齢者の機能的なバ
ランス能力を改善させる効果のあることが多く
の論文で示唆されていた。VRを用いた高齢者の
リハビリテーションには課題もあるが、より没
入感の強いヘッドマウントディスプレイが普及
することで、今後は高齢者リハビリテーション
への応用可能性が拡大すると考えられた。

本論文では、疼痛に対する治療としての物理療
法、運動療法について、有効性に関わる理論的
な裏付けから臨床のエビデンスを交えて検討し
た。その結果、急性痛と慢性痛とでは、対応が
異なり、急性痛には過度な不活動を避け、原因
となる組織損傷の治療を下級的早期に進めるこ
とと、可能な限り疼痛を抑制し長期化を阻止す
ることが重要であることが分かった。また、慢
性痛では、感覚面に着目する以外に、情動面や
認知面などの多面的、複合的な側面での特性の
認識理解が不可欠であり、ADLやQOL向上を目的
として、TENSなどの物理療法、運動療法、学際
的集学的治療を導入することが重要であること
がわかった。
(分担執筆者：川村博文、西上智彦、伊藤健一、
大矢暢久、辻下守弘）
担当部分：文献収集と整理および論文の慢性疼
痛に関する部分の執筆を担当した。

本論文では、運動・認知機能のリハビリテー
ションに欠けていた脳内時計と時間情報処理能
力を高めるというコンセプトを導入した新しい
トレーニング方法であるインタラクティブ・メ
トロノーム法（Interactive Metronome®：以下
IMと略す）について、その歴史、原理と方法、
トレーニングの手順、そして科学的根拠を概説
した上で、リハビリテーションへの応用可能性
について解説した。IMの利点は、リズム音に手
と足の動きを同調させてタイミングをとると
いった非常にシンプルなトレーニングであり、2
歳程度の幼児から高齢者まで適用範囲が広く、
生体への侵襲も全くないため、従来のリハビリ
テーションへ併用して使用可能なことである
ただし、現在の問題点は、科学的根拠を裏付け
るIMの臨床研究が国際的にも不足していること
やIMシステムが日本における医療機器の薬事承
認を得てないことであった。

16 バーチャルリアリティ
（VR）技術を用いた高齢者
のリハビリテーションに関
する文献的研究

奈良学園大学紀要第7集
pp.75-81
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単著 平成29年9月

共著 平成29年11月

17 タイ王国の周産期看護
－チェンマイ大学看護学部
の視察を通して－

奈良学園大学紀要第7集
pp.179-185

タイ北部にあるチェンマイ大学を視察し、タイ
における周産期看護の現状についての現状把握
を行った。タイでは、仕事を持つ母親たちの多
くが授乳のための環境が整っていないために母
乳で育児を行うことは困難であり、母乳育児率
の低下が問題視されていた。こういった社会的
背景から、母乳育児の重要性についての啓発活
動と環境を改善するための王室によるプロジェ
クトが発足し、企業の事業所内の授乳コーナー
設置や無料での母乳輸送サービスの提供などが
現在では行われていた。日本においても母乳育
児の利点については知られてはいるが、タイ王
国のようなサービスの整備までには至っていな
い状況なため、タイ王国の周産期看護の現状を
把握することは、日本の周産期看護の質改善の
ための示唆を得ることにつながると考えられ
た。
（分担執筆者:田中和奈、守本とも子、辻下守
弘）
担当部分：現地での調査および論文のインタ
ビュー解析に関する部分の執筆を担当した。

本研究の目的は、各種の生体情報を音や光など
の人間にわかりやすい情報へ変換し、その情報
に基づいて自己の状態を調整するバイオフィー
ドバック（以下BF）に対するリハビリテーショ
ン医療（以下リハ医療）への応用可能性を検討
することであった。リハ医療の特徴は、一般的
な医療が手術や投薬など医療者に依存した受動
的治療であるのに対して、残存機能の回復や健
常機能への代償など患者自身による能動的治療
が主体となることであり、患者の学習過程への
介入が重要なアプローチとなる。本論文では、
その効果的な介入方法としてのBFに関して、そ
の治療メカニズムについて学習理論を用いた解
説を行った。また、脳卒中片麻痺に対す表面筋
電図BFについて、コンパクトなBF機器である
MyoTracの操作方法と治療手続きとその効果およ
び臨床応用上の課題について論説した。最後
に、EEG（脳波計）やHEG（近赤外線方式脳血流
計）を用いたニューロフィードバックトレーニ
ングが脳卒中だけでなく他の神経系障害および
運動器障害へのリハビリテーションに応用され
ていく可能性を検証し、多様なモダリティを
使ったBFがリハ医療に応用されていく必要性に
ついて論説した。

18 リハビリテーション医療
におけるバイオフィード
バック―脳卒中片麻痺に対
する応用可能性について

バイオフィードバック研
究
第44巻第2号
pp.70-75

19 Comparison of the
pain-relieving effects of
transcutaneous electrical
nerve stimulation applied
at the same dermatome
levels as the site of
pain in the wrist joint
（手関節部の疼痛に対する
頸部と対側手関節および両
者の同一皮膚分節知覚帯へ
の経皮的膚電気刺激が疼痛
軽減に及ぼす影響の比較）
（査読付）

Journal of Physical
Therapy Science
Vol.29 No.11  pp.1996-
1999

本研究の目的は、手関節部の疼痛に対する対側
同一皮膚分節知覚帯への経皮的電気刺激
(Transcutaneous Electrical Nerve
Stimulation:以下TENS)が疼痛緩和にどのような
影響を及ぼすかを検討することであった。対象
は15名の健康な成人女性（21.9±0.3歳[21-22
歳]）であった。実験手続きは、まず30秒間の安
静後に左手関節背側部へ47℃で60秒間の温熱刺
激にて疼痛を生じさせ、その後に頸部（N）と対
側手関節部（CW）および両者（CWN）へのTENS
（周波数:15Hz・波長:200㎲）を実施した。その
結果、TENSを行わない対照群を含んだ4条件の分
散分析では視覚的アナログ尺度（VAS）の違いに
有意な主効果を認めたが、N条件、CW条件、CWN
条件間には有意差を認めなかった。本研究の結
果、疼痛部位と同一の皮膚分節知覚帯へのTENS
には有意な効果があるものの、TENS部位間での
有意差は認められなかった。
（分担執筆者：川村博文、西上智彦、山本綾
子、辻下守弘、伊藤健一、大矢暢久、高木峰
子）
担当部分：被験者への疼痛評価とTENSの実施お
よび統計処理と論文の結果に関する部分の執筆
を担当した。
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20 訪問リハビリテーション
における在宅緩和ケアとし
ての理学療法の可能性―が
ん患者と非がん患者の事例
を通して―
（査読付）

医療福祉情報行動科学研
究
vol.5
pp.3-9

22 バーチャルリハビリテー
ションにおける次世代バイ
オフィードバックの可能性

バイオフィードバック研
究
第45巻第2号
pp.73-78

リハビリテーションとは, 脳卒中や交通事故に
より四肢に障害を抱えた患者をトレーニングし,
家庭や職場へ復帰できるように支援することで
あるが, そのトレーニングは辛く苦しいもので
あることが大きな課題であった.
 バーチャル・リハビリテーションとは, 一般
的にVRと呼ばれているバーチャルリアリティ
(仮想現実) 技術とロボット技術を統合した次世
代リハビリテーションの総称であるが, 国際的
には研究開発の歴史が長いものの日本ではまだ
普及が遅れているのが現状である.
 バーチャル・リハビリテーションの利点は,
病室やリハビリテーション室という限られた空
間の中で, 自由なVR場面を設定できることであ
る.
 本稿では, バイオフィードバックが応用され
たバーチャル・リハビリテーションについて紹
介し, その応用可能性について報告した.

本論文では、訪問リハビリテーションにおける
在宅緩和ケアとしての理学療法の2実践を通し
て、有効な実践知を抽出し、その可能性につい
て提示した。事例1の大腸がんを有する80歳代女
性の実践からは、理学療法士の介入は限られて
いるが、多職種間連携により運動療法と環境調
整を継続することで、疼痛緩和の時間を多く
し、生活全体を変化させることが可能であるこ
とを理解した。また、事例2の多系統萎縮症を有
する60歳代女性の実践からは、疼痛などにより
他者とのかかわりが減少したとしても、多職種
間連携によって小さな効果を積み重ねていくこ
とができれば、最後まで希望のある充実した時
間を提供できることが明らかとなった。本研究
では訪問リハビリテーションにおける多職種間
連携による在宅緩和ケアの2実践を通して、がん
患者と非がん患者に対する在宅緩和ケアとして
の理学療法に対する可能性を広げたものと考え
られた。
(分担執筆者：池田耕二、山本秀美、古家真優、
中岡絵美、大島知子、竹内　章、辻下守弘、池
田秀一)
担当部分：非がん患者である多系統萎縮症の事
例に関する記述と多職種間連携に関する考察の
執筆を担当した。

21 リハビリテーション医療
におけるバイオフィード
バックの応用

バイオフィードバック研
究
第45巻第1号
pp.41-44

リハビリテーション医療におけるバイオフィー
ドバックの応用として、主に表面筋電図バイオ
フィードバック（SEMGBF）と心拍変動バイオ
フィードバック（HRVBF）に関する臨床経験につ
いて解説した。SEMGBFについては、脳神経筋疾
患における促通目的と弛緩目的での治療に使わ
れることが多いため、その適用について目的別
の説明を行った。実際の適用症例として、促通
目的では交通外傷後の膝蓋大腿関節機能不全と
便失禁の原因となる骨盤底筋機能不全に対する
治療とその効果について紹介し、抑制目的では
無意識な筋肉の過緊張状態（ディスポネーシ
ス）を認める腰痛に対する治療とその効果につ
いて紹介した。また、HRVBFについては、心拍コ
ヒーレンス法を用いた膠原病性間質性肺炎によ
る呼吸不全患者の治療経験について紹介した。
最後に、リハビリテーション医療におけるバイ
オフィードバック応用の利点と欠点について考
察した上で、今後の応用可能性について論述し
た。
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　失禁（Incontinence）とは，排尿や排便が自
分の意志でコントロール（禁制：Continence）
できずに排出される状態のことをいう.本稿で
は，主に筋電図を用いた骨盤底筋に対するバイ
オフィードバックの方法とその効果について報
告した。まず、失禁と骨盤底筋機能障害との関
係について解剖生理学的に明らかにした上で、
失禁に関して骨盤底筋機能が重要であることと
そのケアについて解説した。また、骨盤底筋機
能を効果的に高めるアプローチとして筋電図バ
イオフィードバック療法(EMGBF）について、そ
の基本的原理と具体的なトレーニングの方法を
解説するとともに、これまで行われた臨床研究
を整理し、科学的なエビデンスについて言及し
た。最後に、日本においてEMGBFが欧米や中国に
比較すると未だ標準的な治療として位置づけら
れてい現状および今後の課題と展望についても
論述した。

24 作業療法を深める (42)
VR (仮想現実) VR 技術を用
いたリハビリテーションの
現状と展望

作業療法ジャーナル
第54巻第6号
pp.562-569

　最近ではコンピュータサイエンスの進歩によ
り，VR（人口現実）技術が身近となり，意欲を
高める多様なリハの可能性が高まり，欧米では
バーチャル・リハビリテーションと名づけら
れ，広く応用されつつある．また，脳卒中片麻
痺の運動障害等に対してVRを導入した治療で
は，主に上肢機能と日常生活活動への効果に関
する報告が多く，その効果は今のところ限定的
ではあるが，作業療法への応用可能性は高いと
考えられる．
　本稿では，VR技術を用いたリハに関して，ま
ずVRとは何かを定義したうえで，VRの鍵となる
「臨場感」と「没入感」について解説し，リハ
におけるVRの応用事例の紹介とリハビリテー
ション医療におけるVRの今後について展望し
た．

25 The Efficacy of
Virtual Reality Exposure
Therapy for Fear of
Falling (FOF) in the
Elderly ＜英文＞
高齢者における転倒恐怖症
に対するバーチャルリアリ
ティ曝露療法の効果
（査読付）

Conference paper
In International
Conference on Human-
Computer Interaction
Springer, Cham.
pp.178-187

26　本学保健医療学部リハ
ビリテーション学科志望経
緯に関する調査

奈良学園大学紀要第13集
pp.151-157

　転倒恐怖症は、過去1年間に転倒した人の平均
50％に発生するため、高齢者によく見られる症
状である。本研究の目的は、バーチャルリアリ
ティ曝露療法を用いて、高齢者の転倒者におけ
る転倒恐怖症（FOF）を軽減する試みについて報
告した。本研究では、以下の2つの実験を実施し
た。まず、バーチャルリアリティ技術を用いた
曝露療法システムを開発し、被験者にそれを装
着して視聴させ、被験者の心拍数や皮膚温など
のバイタルデータを収集し、バーチャルリアリ
ティを用いた曝露療法の有効性を検証した。本
研究では、以前に転倒したことのある高齢者を
対象として予備実験を行い、バーチャルリアリ
ティ曝露療法による転倒恐怖症の軽減効果を確
認した。
(分担執筆者：辻下守弘、登尾啓史、升谷保博、
小枝正直、大西克彦)
担当部分：バーチャルリアリティ曝露療法の開
発から臨床試験およびデータ解析と論文作成の
全体を担当した。

本学リハビリテーション学科の広報活動に資す
る基礎資料とするため、2020年度新入生の志望
経緯および本学に対する印象等についてアン
ケート調査を行った。その結果、理学療法・作
業療法いずれの専攻についても、多くの学生は
当初の志望を中途変更することはなかった。作
業療法学専攻については、特徴的な技術に魅力
を感じたことが契機となっていた。入学前の本
学選択においては設備、環境面を魅力と感じて
おり、入学後は教員や教育の質について肯定的
な意見が多かった。
(分担執筆者：飯塚 照史, 辻下 守弘, 池田 耕
二, 城野 靖朋, 中島 大貴)
担当部分：アンケート調査の実施と調査結果の
データ整理と統計処理を担当した。

23 失禁とバイオフィード
バック

バイオフィードバック研
究
第47巻第1号
pp.19-22
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28 創傷被覆材における近赤
外線透過率の検証
（査読付）

医療福祉情報行動科学会
雑誌
第8巻
pp.11-18

　本研究では、創傷被覆材であるフィルムド
レッシング（FD）材，ハイドロコロイドドレッ
シング（HC）材，ハイドロファイバー（PF）
材，ポリウレタンフォーム（HP）材のドレッシ
ング材を準備し，滲出液を含まない状態（乾燥
している状態）と滲出液を含んだと仮定した状
態（生理食塩水を吸収させた状態）の近赤外線
透過率を確認した。
　その結果、FD材については約95％の透過率が
あったため，FD材のみであれば十分な近赤外線
が創部へ到達すると考えられる。しかし，HC
材，PF材，HP材は13～96％と透過率に差があっ
たため，使用ドレッシング材の透過率を計算し
た上での照射強度の設定が必要であることが示
唆された。また，HC材については，水分を吸収
することで透過率が減少し，PF材については水
分を吸収することで透過率が増加していた。
(分担執筆者：吉川義之、城野靖朋、滝本幸治、
植村弥希子、辻下守弘)
担当部分：近赤外線透過率の計測とデータ解析
を担当した。

29 A Discussion of Social
Support for Dementia
Elderly People and Family
Carers　＜英文＞
認知症高齢者と家族介護者
におけるソーシャルサポー
トの考察
（査読付）

医療福祉情報行動科学会
雑誌
第8巻
pp.67-75

　本研究では認知症高齢者と家族介護者が在宅
での介護の継続を可能とし、QOLの高い生活が送
ることができることを目的として、生活実態と
ソーシャルサポートに視点をあてた支援方法に
ついて検討した。対象者は兵庫県・奈良県・三
重県・愛知県在住の認知症高齢者の主たる介護
者であり、アンケート調査の有効回答は、138人
(配布数200部、回収率69％)であった。また、面
接調査30人であった。
　本研究では約4割の介護者が認知症高齢者の緊
急時への対応に不安を持っていることから、地
域における医療的環境の改善が必要であると考
えられた。また、ソーシャルサポートを大別し
て「情緒的サポート」「手段的サポート」「情
報的サポート」に分類して考察した結果、情緒
的サポートでは、家族が重要な意味を持ってい
て、福祉や医療従事者はほとんど関与していな
かった。認知症という疾患を抱えた認知症高齢
者と家族介護者の情緒的なサポートとしては、
相談したり、往診したりしてくれる医師と緊急
時に入院させてくれる病院の存在が不可欠であ
ることが示唆された。
(分担執筆者：守本とも子、田場真理、新谷奈
苗、辻下守弘)
担当部分：アンケート調査の実施とデータ集計
および解析と論文の結果および英文作成を担当
した。

27 特集：コロナ禍における
バイオフィードバック.リハ
ビリテーション領域におけ
る現状

バイオフィードバック研
究
第48巻第1号
pp.17-23

　COVID-19の世界的な感染拡大は, リハビリ
テーション領域においても重大な問題となった.
そもそもリハビリテーション領域の理学療法や
作業療法は, 徒手的治療あるいは日常生活動作
指導において, セラピストと患者との濃厚接触
が基本となる治療的介入であり, それを否定す
る接触感染対策は受け入れがたいのが現状であ
る. コロナ禍におけるリハビリテーションの課
題は, 濃厚接触業務, 3密回避困難, そして社会
活動制限の3点である. これらの課題に対するBF
の応用として, 筋電図BFと心拍変動BFを紹介し
た. 今後は, 国内においても接触感染対策とし
ての遠隔リハビリテーションが大きく注目され,
BFの応用可能性はますます高くなると考えられ
ることについて論述した.
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30　An Analysis of
Related Factors of
Subjective Health and
Life Satisfaction among
Caregivers of Dementia
Elderly People　＜英文＞
認知症高齢者の介護者にお
ける主観的健康感、生活満
足度の関連要因の分析
（査読付）

医療福祉情報行動科学会
雑誌
第8巻
pp.77-83

　本研究では認知症高齢者の介護者が在宅での
介護の継続を可能とし、QOLの高い生活が送るこ
とができることを目的として、認知症高齢者の
介護者における主観的健康感、生活満足度に関
連する要因に視点をあてた支援方法について検
討した。対象者は兵庫県・奈良県・三重県・愛
知県在住の認知症高齢者の主たる介護者であ
り、アンケート調査の有効回答は、138人(配布
数200部、回収率69％)であった。また、面接調
査30人であった。
　調査の結果、主観的健康感と生活満足度に高
い相関が認められた。その結果は主観的健康感
を高めることが生活満足度を高める要因である
ことを示唆するものであった。また、生活満足
度は、認知高齢者と介護者の生活の質に大きく
関与する要因である。認知症高齢者と介護者
は、今後ますます高齢化が進み、健康障害をき
たしやすいことが考えられる。認知症高齢者と
介護者の生活の質を維持、向上させるためには
双方の健康管理が重要であることが示唆され
た。
(分担執筆者：守本とも子、田場真理、新谷奈
苗、辻下守弘)
担当部分：アンケート調査の実施とデータ集計
および解析と論文の結果および英文作成を担当
した。

　学部設置3年目を迎えたリハビリテーション学
科においては、定員充足率増加に伴い新入生の
進学経緯も多様になっているものと考えられ
る。そこで、3期生においてアンケート調査を実
施し、2期生との比較を通じてその傾向について
比較検討した。結果、当初における職業選択は
変更されることなく、近しい人物への相談を
伴ったオープンキャンパスへの参加、加えて本
学近隣環境等への好感を以て進学を決定してい
る経緯があり、2期生との大きな変化はなかっ
た。一方、プレゼンスの高まり、教員対応への
肯定的意見と捉えられる側面もあり、本学魅力
の一端として認識する必要性が示唆された。以
上の結果は、今後の広報戦略に資するものであ
ると考えられた。
(分担執筆者：飯塚 照史, 辻下 守弘, 池田 耕
二, 城野 靖朋, 中島 大貴)
担当部分：アンケート調査の実施と調査結果の
データ整理と統計処理を担当した。

31　2021年度リハビリテー
ション学科新入生における
志望経緯に関する調査

奈良学園大学紀要第14集
pp.1-6

本研究の目的は、高齢者を 対象としてキネリハ
を用いた運動トレーニングを実施し、全身の機
能的身体運動能力やバランス能力に及ぼす 影響
および認知脳機能に対する効果について検討す
ることであった。対象は、認知症や中枢神経系
疾患のないことが確認された健常高齢者3名で
あった。キネリハの所要時間は休息も入れて約
15分とし，週3回の頻度で2週間継続した。キネ
リハの結果3名ともにFRTはリーチ距離が改善
し、TUGは所要時間が短縮していた。ファイブ・
コグテストは手先の運動スピードと注意分割機
能が3名とも向上していた。
(共同研究者：辻下守弘、川村博文、西上智彦、
松谷綾子、井上悦治）
担当部分：症例の評価から治療および論文の執
筆まで研究の全般を担当した。

2　高齢者に対するキネクト
センサーを用いたインタラ
クティブ・リハビリテー
ションの効果
（口頭発表）

第42回日本バイオフィー
ドバック学会学術集会
（東京）
バイオフィードバック研
究第41巻第1号2014年
p.50

1　膝蓋大腿関節機能不全に
対する筋電図バイオフィー
ドバック療法の一経験
（口頭発表）

第41回日本バイオフィー
ドバック学会学術集会
（神奈川）
バイオフィードバック研
究第40巻第1号2013年
p.88

交通事故により膝蓋腱損傷を受傷し，再建術後
に膝蓋大腿骨腎機能不全となった症例に対して
筋電図バイオフィードバック療法（以下BF と略
す）を実施し、歩行障害の改善に著効を認めた
ので、その実施方法と経過について報告した。
退院時には、不安定性や疹痛もなく、階段昇降
やスクワット動作も問題なくスムーズ
に可能となっていた。
(共同研究者：辻下守弘、西上智彦、笹田朋香、
山本昇吾、孫 康基、梶原沙央里、田辺暁人）
担当部分：症例の評価から治療および論文の執
筆まで研究の全般を担当した。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年3月

共著 平成27年4月

共著 令和2年4月

4　タイミング誤差のフィー
ドバックトレーニングが時
間認知に及ぼす影響
（口頭発表）

第43回日本バイオフィー
ドバック学会学術集会
（つくば）
バイオフィードバック研
究第42巻第1号2015年
p.85-86

3　認知症患者に対するイン
タラクティブ・メトロノー
ムの症例報告
（口頭発表）

第1回認知症の早期発
見、予防・治療研究会
（東京）
抄録集
p.14

本研究では、認知機能の改善を目的としたIMト
レーニングが、高齢者の認知症に対しても同様
の効果が期待できると考え応用を試みたので報
告する。対象は、IMトレーニングを3ヶ月間継続
できた認知症高齢者2名とし、認知症の評価に
は、改訂長谷川式簡易知能評価スケール（HDS-
R）とIMの専用ソフトに内蔵されているミリ秒単
位でタイミング誤差を測定する評価ツールを使
用した。IMは、1セッション約20分とし、提示さ
れる1分間54のテンポに対して正確にタイミング
を合わせて両手、左右片手といった3種類のリズ
ム運動を週3回、3ヶ月間実施した。被験者2名
は、IMに対する意欲が3か月間維持され、トレー
ニング開始時に比較して、タイミング誤差が大
幅に短縮し、それに伴ってHDS-Rの改善も認めら
れた。IMは、認知症の認知機能の改善にも効果
が期待できる。

5　インタラクティブ・メト
ロノーム(IM)がアルツハイ
マー型認知症の認知機能に
及ぼす効果について
（口頭発表）

第47回日本バイオフィー
ドバック学会学術集会
（名古屋）
バイオフィードバック研
究第47巻第1号2020年
p.29

本研究では、注意欠陥多動性障害（ADHD）と認
知症といった代表的な認知機能障害に対してタ
イミング誤差のフィードバックトレーニングを
継続的に実施する機会を得た。対象は、ADHDの
中学生1名とアルッハイマー型認知症の高齢者1
名であった。トレーニングには、インタラク
ティブ・メトロノー ム法（IM）を用いた。IM
は、1セッション約30分とし、提示されるテンポ
に対して正確にタイミングを合わせてリズム運
動を行う課題を8週間で合計56セッション実施し
た。その結果、ADHDではセッション中期以降で
タイミング誤差が小さくなり、認知症ではセッ
ション中期で急激にタイミング誤差が小さく
なっていた。
(共同研究者：辻下守弘、西上智彦、松谷綾子、
青田絵里）
担当部分：症例の評価から治療および論文の執
筆まで研究の全般を担当した。

インタラクティブ・メトロノーム（IM）は、基
準となるリズム音に対して身体運動のタイミン
グを合わせる簡単なトレーニングであり、基準
音と運動のタイミング誤差を聴覚的・視覚的に
リアルタイムでフィードバックさせることが特
徴である。本研究では、軽度から中等度のアル
ツハイマー型認知症高齢者6名を対象として、IM
をトレーニングに取り入れその効果について検
討した。対象者全員がIMのスコアとトレーニン
グを理解し実施することが可能であった。その
結果、スコアと認知症評価とは関連性があり、
IMによってスコアが改善傾向にあることが分
かった。
(共同研究者：辻下聡馬、辻下守弘）
担当部分：IMトレーニングと効果検証および論
文の執筆までを担当した。

本研究の目的は、高齢者を 対象としてキネリハ
を用いた運動トレーニングを実施し、全身の機
能的身体運動能力やバランス能力に及ぼす 影響
および認知脳機能に対する効果について検討す
ることであった。対象は、認知症や中枢神経系
疾患のないことが確認された健常高齢者3名で
あった。キネリハの所要時間は休息も入れて約
15分とし，週3回の頻度で2週間継続した。キネ
リハの結果3名ともにFRTはリーチ距離が改善
し、TUGは所要時間が短縮していた。ファイブ・
コグテストは手先の運動スピードと注意分割機
能が3名とも向上していた。
(共同研究者：辻下守弘、川村博文、西上智彦、
松谷綾子、井上悦治）
担当部分：症例の評価から治療および論文の執
筆まで研究の全般を担当した。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 令和3年12月 指尖容積脈波を用いて、冷え症の女子大学生の
手浴後の自律神経の変化を調べることを目的と
した。安静時では冷え症は、非冷え症群と比べ
て脈波振幅の相対値は有意に低値を示した。1回
目手浴後冷え症は非冷え症群と比べて脈波振幅
の相対値は有意に高値を示し、2回目手浴後では
冷え症は非冷え症群と比べて脈波振幅の相対値
は有意に高値を示した。以上の結果から冷え症
では、温浴刺激によって脈波振幅が低値となり
血管収縮、拡張が繰り返し起こり、冷え症は温
浴刺激を繰り返すと自律神経が変調することが
わかった。
(共同研究者：関谷まり、辻下守弘、嶋田理博、
山本祐輔、水野由子）
担当部分：指尖容積脈波の測定とデータ解析を
担当した。

6　若齢女性における冷え症
の手浴効果における自律神
経評価
（口頭発表）

第51回日本臨床神経生理
学会学術大会（仙台市）
臨床神経生理学第49巻第
5号p.443



別記様式第４号（その２） 

 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5 年 3 月 31 日 

氏名  西川 隆    

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 内科系臨床医学，神経科学 精神神経科学，神経科学一般，神経心理学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1) 作業療法学専攻における精神医学の授業に 

   参加型演習を導入 

平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部作業療法

学専攻学生 2 年次授業科目「精神障害論」（後に「精

神医学Ⅱ」）において，毎回，前週に検討課題を与え

てグループによる事前学習を行わせ，授業ではプレゼ

ンテーション・討論・総括を行い，翌週までに総括の

レポートを提出させるという今日のいわゆるアクテ

ィブ・ラーニングを実践し，課題検討能力の向上をは

かった。 

2) 作業療法学専攻における高次脳機能障害学 

   の授業に参加型演習を導入 

平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部作業療法

学専攻学生 3 年次授業科目「認知心理障害論Ⅱ」（後

に「高次脳機能障害学Ⅱ」）において，毎回，前週に

検討課題を与えてグループによる事前学習を行わせ，

授業ではプレゼンテーション・討論・総括を行うとい

う今日のいわゆるアクティブ・ラーニングを実践し，

課題検討能力の向上をはかった。 

3) 大学院生に対する職域横断的学術活動の支

援 

平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究

科大学院生に対し，各自の研究テーマに応じて，作業

療法士・言語聴覚士・理学療法士などの職域を超えた

医学分野の学会（老年精神医学会，高次脳機能障害学

会，統合失調症学会等）への加入を促し，学会報告・

論文発表を指導して，職域横断的な学術活動の能力向

上をはかった。 

現在，医療専門職として就業している社会人大学院生

が多いという事情を考慮し，週 1 回，大阪市中心部に

あるサテライト教室で夜間に研究指導を行った。 

   
２ 作成した教科書，教材   

精神医学マイテキスト 平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部における

「精神医学」（後に「精神医学Ⅰ」）の講義に用い，

理学療法学専攻および作業療法学専攻の学生に，精神

医学の諸理念と歴史，症候学，精神疾患の各論的知識

を習得するために活用した。 

   
３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 平成 18年 7 月 公立大学法人大阪府立大学大学院総合リハビリテー

ション学研究科臨床支援領域修士課程（職名：教授，

講義科目：高次脳機能障害学特論 Ｍ可，研究指導：

臨床支援特別演習 Ｍ○合，特別研究 Ｍ○合）の資格

ありと判定 

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 平成 20年 8 月 公立大学法人大阪府立大学大学院総合リハビリテー

ション学研究科博士後期課程（職名：教授，講義科目：

高次脳機能障害学特別講義 Ｄ可，研究指導：臨床支

援特別演習Ⅱ Ｄ○合，臨床支援特別演習Ⅲ Ｄ○合，

特別研究Ⅱ Ｄ○合，特別研究Ⅲ Ｄ○合）の資格あり

と判定 

４ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

  

   



   

５ その他   

   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1) 医師免許 昭和 54年 5 月 医師免許（第 244771 号） 

2) 博士（医学） 平成 13年 11月 大阪大学 16585 

3) 日本精神神経学会精神科専門医 平成 18年 4 月 会員番号 04466 

4) 老年精神医学会専門医 平成 16年 6 月 第 001676 号 

   

２ 特許等   

   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

  

   

   

４ その他   

   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1 意識と睡 

（脳とこころのプライ 

  マリケア 5） 

共著 平成 24年 6月 シナジー 脳とこころに関する病態を体系的に解説

した全書のうち，意識と睡眠に関する分

野における最近の研究知見を基礎から臨

床まで詳述した書 

B5 版 全 840 頁 

監修：日野原重明，宮岡等 

巻編者：千葉茂 

本人担当部分「特殊な意識障害 解離性

障害」の項（264-271） 

解離性障害は防衛機制として意識の一部

を自己から分離あるいは変容させること

により生じる病態である。てんかんや昏

睡との鑑別を中心にその症状と病態を解

説した。 

2 脳血管障害と神経心理

学   第 2 版 

共著 平成 25年 9月 医学書院 脳血管障害による局在病変と各神経心理

学的症候の関連を脳解剖生理学的病態理

論を踏まえて総合的に解説した書 

B5 版 全 550 頁 

編者：平山恵造，田川皓一 

本人担当部分「情動障害」の項（67-76） 

脳血管障害によって現れる各種の気分・

感情の障害につい知見を総説し，そ神経

基盤と病態機序について解説した。 

3 認知症ハンドブック 共著 平成 25年 11

月 

医学書院 認知症診療に必要な知識を全項目にわた

って詳しく解説した書 

A5 版 全 907 頁 

編者：中島健二，天野直二，下濱俊，冨

本秀和，三村將 

本人担当部分「認知症の診断―問診」の

項（109-115） 

認知症の問診手順と技法，留意事項につ

いて解説した。 



4 症例で学ぶ高次脳機能

障害-病巣部位からの

アプローチ- 

共著 平成 26年 9月 中外医学社 高次脳機能障害に関する種々の実例をも

とに，各症候の病巣部位と病態を解説し

た書 

B5 版 全 274 頁 

編者：鈴木匡子 

本人担当部分「脳梁前部」の項（236-245） 

脳梁前部症候群を呈した症例を提示しそ

の病態と診断上の留意点および脳梁の機

能解剖学的知識を解説した。 

5 注意と意欲の神経機構 共著 平成 26年 10

月 

新興医学出版社 従来の認知科学では捉え難かった人間の

注意と意欲の神経基盤とメカニズムにつ

いて種々の病態を通じて検討した書 

A5 版 全 280 頁 

編者：日本高次脳機能障害学会教育・研

修委員会 

本人担当部分「消去現象の病態と注意機

構」の項(97－118) 

消去現象とは一側刺激では感知可能な刺

激が両側刺激ではその一方を感知し得な

いという現象である。その病態に関する

研究の知見を総括し解説した。 

6 精神・心理機能評価ハ

ンドブック 

共著 平成 27年 6月 中山書店 精神疾患や神経疾患でみられる精神・心

理的障害および症状の評価尺度と検査法

を解説した書 

B5 版 全 528 頁 

編者：山内俊雄，鹿島晴雄 

本人担当部分「重度認知症における認知

機能検査」 

重度認知症の認知機能を評価しうる検査

として著者らが新たに開発した評価尺度

を解説した。 

7 情動とトラウマ 共著 平成 29年 4月 朝倉書店 心的トラウマが与える精神発達への影響

と精神障害発生の病態機制および治療戦

略を生物学的・心理学的・社会学的側面

から多面的に解説した書 

A5 版 全 230 頁 

編者：三村將 奥山眞紀子 

本人担当部分「ストレス関連障害に対す

る他の精神療法」の項（216-223） 

ストレス関連性精神障害の精神療法のう

ち認知行動療法を除く他の精神療法につ

いて効果のエビデンスにもとづく推奨度

を国際外傷性ストレス研究学会のガイド

ラインに沿って解説し，理論的背景を解

説した。 

8 女性のメンタルヘルス 共著 平成 29年 11

月 

南山堂 平成 26 年の女性活躍推進法の制定を受

け，働く女性のメンタルヘルスの向上と

不調の予防および治療について総合的に

解説した書 

B5 版 全 274 頁 

編者：丸山総一郎 

本人担当部分「女性のメンタル不調の診

察」の項（71-78） 

女性がメンタルヘルスの不調を呈した際

の診察手順とその際に考慮すべき女性特

有の生活史背景と心理的要因について解

説した。 



9 高次脳機能障害ビジ

ュアル大事典 

共著 令和 2 年 9 月 メディカ出版 看護師・理学療法士・作業療法士・言語

聴覚士を対象に、豊富なイラストと症例

提示を添えて各種の高次脳機能障害の症

候の概念と効果的な対応法を開設した事

典 

B5 版 全 286 頁 

監修：大沢愛子  

本人担当部分「聴覚失認」の項（168-170） 

聴覚失認の概念と病態の特徴、効果的な

ケアのアプローチについて解説した。 

 

 

 

（学術論文）     

1 重度認知症者のための   

認知機能検査 −  

‘Severe Cognitive   

Impairment Rating   

Scale’日本語版の臨床  

的有用性の検討 –  

（査読付） 

共著 平成 25年 10

月 

老年精神医学雑誌 

24(10):1037-1046 

重度認知症患者にとって既存の認知機能

検査は難易度が高く，残存する認知機能

を詳細に把握することが困難である．海

外では，重度認知症患者の認知機能検査

として， Severe Cognitive Impairment 

Rating Scale (SCIRS)が開発されている．

本研究では，SCIRS の日本語版を作成し，

臨床的有用性を検討した．その結果，既

存の検査では床効果を示した患者に対し

ても，SCIRS を用いてより詳細に認知機能

を判別できた．以上より，日本語版 SCIRS

は重度認知症者の残存する認知機能を詳

細に幅広く測定可能な検査であると考え

られた． 

本人担当部分：研究計画，調査，データ

分析，結果の考察，論文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，植松正保，永田優馬，

福原啓太，内藤泰男，大西久男，西川隆 

2 認知症患者における認   

知機能，ADL，BPSD の

関連性 重度認知症患

者に着目して 

（査読付） 

共著 平成 26年 3月 老年精神医学雑誌 

25(3):316-323 

94 人の認知症入院患者を対象に，認知機

能，日常生活活動（ADL），周辺症状（BPSD）

の関連性を検討した。その結果，ADL が高

ければ認知機能障害が軽度で，移動能力

が高いほど BPSDが増悪することが明らか

になった。また，重度認知症患者では，

認知機能検査，ADL 検査においていくつか

の検査項目で床効果を示した。そのため，

重度認知症患者向けの各検査が必要であ

ると考えられた。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，

論文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，植松正保，小城遼太，

永田優馬，福原啓太，内藤泰男，大西久

男，西川隆 



3 利き手・非利き手での   

到達把持動作での予測   

的な戦略の検討 

共著 平成 26年 3月 四條畷学園大学リハ

ビリテーション学部

紀要 平成 26 年度 

高齢者の巧緻動作能力の低下における特

徴を検討するために，到達運動時に見ら

れる Pre-shaping において最大切線速度

出現時点と母指・示指間最大距離出現時

点を指標として若年者と比較を行った。

その結果，高齢者では Pre-shaping が若

年者に比べてより早期に出現することが

示された。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察に

関わった。 

共著者：田丸佳希，内藤泰男，西川隆，

松下太，杉原勝美，西田斉二，川上永子，

北山淳，銀山章代，上田任克 

4 ライフヒストリーカル   

テの作成 生活史を多   

職種で共有する意義 

  （査読付） 

共著 平成 26年 7月 老年精神医学雑誌 

25(7)801-808 

医療・介護療養型病床および介護老人保

健施設に入院・入所している患者のケア

に資することを目的に対象者の生活史を

多職種が短時間で把握できる共有ツール

の作成を試みた。ケアスタッフへの意識

調査により，記載すべき情報として，出

身地，家族関係， 家族や友だち，遊び，

仕事，結婚，人柄，印象に残っている姿，

生活習慣，誇りなどが挙げられた。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，

論文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，山本祐子，小城遼太，

永田優馬，日垣一男，西川隆，植松正保 

5 非失語性失書を合併し   

たタイピング障害の一

例 ─ 失書との関連 

─ 

  （査読付） 

共著 平成 27年 6月 高次脳機能研究 

35(2)233-241 

非失語性の失書を伴うタイピング障害例

の病態を検討した。失書は運動覚性失書

であり，タイピングの障害は打鍵位置の

空間的誤りによるものであった。左中心

前回，角回に病巣を有し，音韻選択や配

列に関わる左中前頭回後部には及んでい

なかった。タイピングは書字と神経基盤

の一部を共有していることが示唆され

た。 

本人担当部分：症例の診断，神経学的所

見，画像所見，検査結果の分析と考察，

論文執筆に関わった。 

共著者：坂井麻里子, 柏木敏宏, 江口香

織, 西川 隆 

6 Development of the 

Cognitive Test for 

Severe Dementia 

（重度認知症のための認

知機能テストの開発） 

（査読付） 

共著 平成 27年 6月 Dement Geriatr Cogn 

Disord  

40(1-2): 94-106 

中等度から重度の認知症患者に対して既

存の認知機能検査は床効果を示し，特に

重度認知症者に対しては残存する認知機

能を測定することができない。著者らは

認知機能 7領域 13項目からなる重度認知

症患者向けの認知機能テスト(the 

Cognitive Test for Severe Dementia; 

CTSD）を開発し，信頼性と妥当性を検討

した。CTSD は床効果を示さず，信頼性・

妥当性も確認された。CTSD は他の認知機

能検査と比較して重度認知症患者の残存

する認知機能を鋭敏に測定することがで

きる。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Uematsu M, 

Takebayashi T, Hanada K, Inokawa M, 

Fukuhara K, Ogawa Y, Haga D, Kakegawa 

Y, Nishikawa T 



7 右前頭葉内側面損傷に  

より漢字の純粋失書を   

呈した一例 

 （査読付） 

共著 平成 27年 6月 神経心理学 

31(3)204-212 

右前頭葉内側面損傷により漢字の純粋失

書を呈した 1 症例について失書の発現機

序を検討した．漢字の誤り方の特徴とし

て，無反応に次いで形態性の誤りが多か

った．漢字の書字の成否は画数ではなく，

構成要素数の多さと関係し，錯書の場合

は構成要素が他の漢字の構成要素に置換

されることが多く，そのほとんどが実在

する構成要素を組み合わせていた．他の

言語機能に問題がなかったことから，本

例の漢字の失書は，音韻の配列や意味か

ら文字形態を想起する過程は終盤近くま

で保たれているが，最終段階における構

成要素の選択と配置の誤りによって生じ

ているものと考えられた． 

本人担当部分：症例の診断，神経学的所

見，画像所見，検査結果の分析と考察，

論文執筆に関わった。 

共著者：坂井麻里子，鈴木則夫，柏木敏

宏，西川隆 

8 Decline of gustatory    

sensitivity with the 

progression of    

Alzheimer’s disease 

（アルツハイマー病の進

行とともに低下する味

覚感度） 

（査読付） 

共著 平成 28年 3月 International 

Psychogeriatrics 

28(3)511-517 

アルツハイマー病患者 32 名の甘味・塩

味・酸味・苦味に関する味覚閾値をテー

ストディスクを用いて測定するととも

に，味覚弁別，味覚同定能力を評価した。

健常対照群と比較した。患者の味覚閾値

は初期から低下し認知症の重症度ととも

に進行した。酸味・苦味は弁別はできる

が同定は困難であったが，甘味だけは同

定能力が保たれていたことから，アルツ

ハイマー病患者にみられる甘味への強い

嗜好性の基盤に基礎的な味覚障害が関与

している可能性が示唆された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者： Sakai M, Ikeda M, Kazui H, 

Shigenobu K, Nishikawa T 

9 重度認知症に対する従   

来の QOL 尺度の限界 

（査読付） 

共著 平成 28年 4月 老年精神医学雑誌 

27(4): 429-437 

を対象に開発された QOL 尺度が用いられ

てきたが，近年，その QOL 概念の枠組み

は異なると示唆されている。36 人の重度

認知症者を対象に，自己評点式尺度と代

理評点式尺度をそれぞれ 2種類従来の QOL

尺度を用いて，重度認知症者に対する適

応性を検討した。適応性の検定の結果，4

尺度の内の 1 尺度内における 2 項目が適

合基準を満たしただけであった。重度認

知症者に対する従来の QOL 尺度の適応性

には限界があると考えられた． 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：永田優馬，田中寛之，石丸大貴，

植松正保，福原啓太，小川泰弘，内藤泰

男，西川隆 



10 右前頭葉の発話・書字   

への関与― 一過性の

発話開始困難と持続的

な漢字の純粋失書を呈

した症例からの考察 

共著 平成 28年 6月 高次脳機能研究 

36(2)236-243 

前補足運動野を含む右前頭葉内側面損傷

により一過性の発話開始困難と持続性の

漢字の失書を呈た症例を報告した。右前

頭葉内側面損傷による失書は過去に報告

されていない。本例の書字の成否は, 漢

字の画数や使用頻度に依存せず, 構成要

素 (偏や旁など漢字を構成する要素的単

位) の数が増すほど書字が困難であり, 

その誤りの特徴は構成要素の置換であっ

た。右前頭葉内側面は漢字書字を実現す

る過程の終盤の段階で, 構成要素の選

択・配列に関与している可能性が示唆さ

れる。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆を

担当した 

共著者：坂井麻里子，鈴木則夫，西川隆 

11 線画に比べ実物や写

真でより顕著な障害を

認めた視覚失認の一例 

 （査読付） 

共著 平成 28年 6月 高次脳機能研究 

36(2)304-311 

特異な視覚失認と大脳性色覚障害, 失語

症, 前向性健忘を呈する症例を報告し

た。左側の舌状回・紡錘状回を含む後頭

葉から側頭葉内側下部に病変を有し，一

般的に視覚対象の認知は実物や写真より

線画のほうが難しいと考えられているの

に反して, 症例では線画に比べ実物や写

真の認知が不良であった。症例の視覚認

知機能をさらに検討した結果, 輪郭情報

にもとづく対象の認知は比較的保たれて

いたが, 陰影や奥行きの情報を統合し, 

立体感のある対象として認知することが

困難であると考えられた。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆を

担当した。 

共著者：竹田奈央子, 渋谷静英, 塚本能

三, 西川隆, 柏木敏宏 

12 脳血管障害によりフ

レゴリの錯覚と身体パ

ラフレニアを合併した

2 症例 

 （査読付） 

共著 平成 28年 6月 高次脳機能研究 

36(2)312-319 

脳血管障害による右半球病変に伴って身

体パラフレニアとフレゴリの錯覚を合併

した 2 症例を報告した。Feinberg らは, 

身体パラフレニアを, カプグラ症候群と

同型の病態構造を有していると指摘して

いるが, 身体パラフレニアとカプグラ症

候群の合併の報告はみられない。一方, 

身体パラフレニアにフレゴリの錯覚の合

併をうかがわせる記述は少数見出され

た。身体パラフレニアと人物誤認症候は

右半球とりわけ前頭葉病変に共通した責

任病巣があるものと考えられており, こ

れまで注目されてこなかったが, フレゴ

リの錯覚と身体パラフレニアはより高率

に合併している可能性がある。 

本人担当分：画像所見，結果の考察，文

献的検討，論文執筆を担当した。 

共著者：掛川泰朗，磯野理，西川隆 



13 家族からのビデオレ

ターによる simulated    

Presence Therapy が言

語的混乱行動を軽減さ

せた認知症高齢者の一

症例 

（査読付） 

共著 平成 29年 4月 作 業 療 法 36(2): 

223-229 

家族からの語りをオーディオ・ビデオテ

ープに録音・録画・再生する擬似的再現

療法とはことで感情を刺激し,快適さを

もたらす療法を認知症高齢者の一症例に

実施した結果，介入前と比較して介入後

に言語的混乱行動の回数に有意な軽減を

認めたが，音楽刺激では効果がみられな

かった。家族からのビデオレターによる

擬似的再現は症例の欲求不満を軽減する

作用があると考えられた。 

本人担当分：結果の考察，論文執筆を担

当した。 

共著者：田中寛之，永田優馬，石丸大貴，

小城遼太，西川隆 

14 Impaired    

Interpretation of    

Others' Behavior is    

Associated with    

Difficulties in    

Recognizing    

Pragmatic Language    

in Patients with    

Schizophrenia 

（統合失調症において

他者の行動の理解障害

は語用論的言語理解障

害と関連している） 

（査読付） 

共著 平成 29年 10

月 

Journal of 

Psycholinguistic 

Research 46(5): 

1309-1318 

統合失調症患者 34 人と健常者 34 人に対

して，心の理論課題，比喩皮肉文課題，

社会常識テストを実施した，全ての課題

において，患者群は健常群よりも有意に

障害されていた。また患者群内において

比喩理解能力と正常行動理解能力，皮肉

理解能力と異常行動理解能力の間に有意

な相関がみられた。統合失調症患者の社

会的認知機能障害はこれら 2 つの語用論

的要因を含んでいることが示唆された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Fukuhara K, Ogawa Y, Tanaka H, 

Nagata Y, Nishida S, Haga D, Nishikawa 

T 

15 Earlier and greater 

hand pre-shaping in 

the    elderly: a 

study based on 

kinetic analysis of 

reaching movements to 

grasp objects 

（高齢者にみられる早

期のより大きな手

pre-shaping:物体把握

到達運の運動学的分析

に基づく研究） 

（査読付） 

共著 平成 29年 11

月 

Psychogeriatrics 

17(6): 382-388 

物体把握の準備動作として到達運動期間

にみられる手の形態変化を Pre-shaping

という。高齢者の巧緻動作の評価ととも

に，高齢者群と若年対象者群の

Pre-shaping を運動解析装置を用いて比

較したところ，Pre-shaping の最大切線速

度出現時点と母指・示指間最大距離出現

時点高齢者の方が若年者に比べてより早

期に出現することが示された。この結果

は高齢者においては巧緻動作能力の低下

を代償する方策として Pre-shaping を変

化させていることを示唆している。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，

論文執筆に関わった。 

共著者：Tamaru Y, Naito Y, Nishikawa T 



16 Gustatory 

dysfunction as an 

early symptom of    

semantic dementia 

（意味性認知症の初期

症状としての味覚障

害） 

（査読付） 

共著 平成 29年 11

月 

Dement Geriatr Cogn 

Dis Extra 7(3): 

395-405 

意味性認知症(SD)患者 18名とアルツハイ

マー病(AD)患者 18 名，健常対照者に対し

て，味覚閾値および味覚弁別・味覚同定

の能力を測定し比較した。SDと AD ではと

もに早期より健常者に比べて味覚閾値が

低下しており，その傾向は SDでより目立

った。この研究は SD の味覚閾値を測定し

た初めての研究である。SD では AD と比較

してより甘味への嗜好性の強いことが知

られているが，その背景には基本的な味

覚機能低下が関与していると考えられ

る。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者： Sakai M, Ikeda M, Kazui H, 

Shigenobu K,Komori K, Ikeda M, 

Nishikawa T 

17 Development of the    

Japanese version of 

the Quality of Life in 

late-stage Dementia 

Scale 

（Quality of Life in 

late-stage Dementia 

Scale 日本版の作成） 

（査読付） 

共著 平成 30年 3月 Psychogeriatrics 

18(2): 106-112 

重度認知症者の QOL 尺度は海外でも少数

しか開発されておらず，日本ではまだ臨

床に導入されていない。本研究は海外で

開発され広く使用されている Quality of 

Life in late-stage Dementia 

Scale(QUALID)を原著者の許可を得て翻

訳して日本版(QUALID-J)を作成し，その

信頼性と妥当性を検討したものである。

70 人の重度認知症者に評価を施行し，十

分な信頼性・妥当性を有する検査である

ことが確認された。今後重度認知症患者

の治療や介護の効果判定に役立つことが

期待される。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Nagata Y, Tanaka H, Ishimaru D, 

Uematsu M, Naito Y, Nishikawa T 

18 Clinical Utility of 

the Cognitive Test 

for Severe Dementia: 

Factor Analysis, 

Minimal Detectable 

Change, and 

Longitudinal Changes 

  (Cognitive Test for 

Severe Dementia の臨

床的有用性：因子分析，

最小検出可能変化値，

長期変化) 

（査読付） 

共著 平成 30年 6月 Dement Geriatr Cogn 

Dis Extra 8(2): 

214-225 

著者らが開発した重度認知症患者向けの

認知機能テスト CTSD (the Cognitive Test 

for Severe Dementia）の臨床的有用性を

COSMIN checklist によって検討した。232

人の認知症患者における認知機能の変化

を追跡し，そのデータにもとづいて 1)因

子分析による構成妥当性，2)標準誤差と

最小検出可能変化値による信頼性と解釈

可能性，3)長期変化による反応性，を検

討した。結果は CTSD が信頼しうる評価指

標であることを示した。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Nishikawa T 



19 Physical Activity in 

Severe Dementia is 

Associated with 

Agitation Rather than 

Cognitive Function 

（重度認知症の身体活動

は認知機能でなく焦燥

と関連している） 

（査読付） 

共著 令和 1 年 9 月 Am J Alzheimers Dis 

Other Demen 

doi: 

10.1177/15333175198

71397.  

重度認知症者における身体活動と認知機

能・日常生活活動(ADL)・心理行動症状

(BPSD)の関連を検討した。認知症患者 63

名の 1 日身体活動量をアクティウォッチ

で定量的に計測し，認知機能・日常生活

活動・心理行動症状の各評価尺度の結果

との関連を分析した。重度認知症者の身

体活動は認知機能ではなく BPSDの焦燥と

相関していた。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Ishimaru D, Tanaka H, Nagata Y, 

Nishikawa T 

20 Insight Into Illness 

and Defense Styles in 

Schizophrenia 

（統合失調症における

病識と防衛様式） 

（査読付） 

共著 令和 1 年 9 月 J Nerv Ment Dis 

207(10):815-819 

統合失調症者における病識と防衛機制，

認知機能の関連を検討した.38 名の統合

失調症患者に SAI-J（病識尺度），DSQ(防

衛様式)，BACS-J（神経認知機能），BPRS

（精神症状)を施行した結果，認知機能と

精神症状を統制した重回帰分析によっ

て，病識は未熟な防衛機制に関連してい

ることが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Ogawa Y, Fukuhara K, Tanaka H, 

Nagata Y, Ishimaru D, Nishikawa T 

21 Clinical factors 

associated with 

Activities of Daily 

Living and their 

decline in patients 

with severe and 

profound dementia 

（重度および最重度認

知症患者の日常生活活

動とその低下に関連す

る臨床要因） 

（査読付） 

共著 令和 2 年 3 月 Psychogeriatrics 

20(3):327-336 

認知症患者の ADL に影響を及ぼす因子を

検討した。131 人の患者に Personal 

Self-Maintenance Scale (PSMS)（ADL 尺

度）と CTSD(認知機能尺度)，NPI-NH と

CSDD(PPSD 尺度)，MNA-FS（栄養状態），CCI

（合併疾患）等による評価の 6 か月間の

変化を測定し，重回帰分析を行った結果，

最重度の段階の認知症においても ADL 機

能の低下を最もよく予測する因子は認知

機能であることが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Nishikawa T 

22 認知症における

engagement 評価尺度; 

日本語版 Menorah Park 

Engagement Scale の臨

床的有用性の検討  

（査読付） 

共著 令和 2 年 3 月 老年精神医学雑誌 

31(3):304-310 

engagement とは活動に取り組む主体の態

度のことであり，認知症者のリハビリテ

ーションにおいては重要な要因と考えら

れるが，本邦ではいまだこれに関する評

価尺度は導入されていない。海外で使用

されている Menorah Park Engagement 

Scale を原著者の許可を得て日本語に翻

訳し，その信頼性と妥当性を検討した。

日本語版 Menorah Park Engagement Scale

は認知症者の engagementを評価する上で

有用性な尺である。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：石丸大貴, 田中寛之, 永田優馬, 

西川隆 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/31503176/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/31503176/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/31503176/


23 Effect of 

Alzheimer's disease 

severity on upper 

limb function 

（上肢機能に対するア

ルツハイマー病重症度

の影響） 

（査読付） 

共著 令和 2 年 8 月 Psychogeriatrics. 

20(5):802-804 

著者らは物体把握の準備動作である

Pre-shaping の最大切線速度出現時点と

母指・示指間最大距離出現時点が加齢と

ともにより早く出現するようになること

を既に報告した。今回の研究では，重症

度の異なるアルツハイマー型認知症者

（AD）の左右上肢による物体到達・把握

動作を運動解析し，AD の初期の段階で利

き手の到達運動が解体されるが非利き手

には見られず，また把握動作には変化が

みられないことを明らかにした。この知

見は AD患者の動作障害を検討するうえで

有用である。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆に

関わった。 

共著者：Tamaru Y, Tanaka H, Ueda 

M, Sumino Y, Imaoka M, Matsugi 

A, Nishikawa T, Ishii R, Naito Y 

  
24 Incidence and 

lesions causative of 

delusional 

misidentification 

syndrome after 

stroke. 

（脳卒中後の妄想性誤

認症候群の発生頻度と

原因病巣） 

（査読付） 

共著 令和 2 年 9 月 Brain and Behavior 

10(11): e01829. 

脳卒中で入院した 874 人の患者における

妄想性誤認症候群(DMS)の発生頻度と合

併症，共通病巣を調査した。10 例の DMS

が見出されたが全て Fregoli症候群であ

り，Capgras 症候群を含め他の DMS はみら

れなかった。病変は全例が右半球病変を

有し，全例左半側空間無視(USN)を呈して

いた。DMS を呈しない USN の 24 例を対照

群とする voxel-based lesion–symptom 

mapping を用いた病巣解析の結果，鈎状束

を含む病変が Fregoli 症候群に特異的に

関連していることが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Kakegawa Y, Isono O, Hanada K, 

Nishikawa T  

25 青年期脳性麻痺児・者

のための自己回答式

QOL 尺度–Cerebral 

Palsy Quality of Life 

Questionnaire for 

Adolescents

（CPQOL-Teen）日本語

版の作成と有用性の検

討-． 

共著 令和 3 年 1 月 脳と発達 

53(1):10-14 

青年期脳性麻痺児・者の主観的 QOL 評価

尺度 CPQOL-Teenを著者の許可を得て和訳

した日本語版を脳性麻痺児・者 57 名 (CP

群) と定型発達児・者 58 名 (TD 群) に実

施し，評価尺度としての有用性を検討し

た.日本語版 CPQOL-Teen自己回答版は,十

分な検査-再検査信頼性と内的整合性，

J-KIDSCREEN-27 を外的基準とした妥当性

を示した. CPQOL-Teenの 5領域のうち『機

能についての満足度』は, CPの特性を反

映する可能性が示された. 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：加藤雅子，荒井洋，小松光友，

ラトン桃子，立山清美，西川隆 

https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Tamaru%2C+Yoshiki
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Tanaka%2C+Hiroyuki
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Ueda%2C+Masaya
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Sumino%2C+Hiroyuki
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Imaoka%2C+Masakazu
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Matsugi%2C+Akiyoshi
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Nishikawa%2C+Takashi
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Ishii%2C+Ryouhei
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Naito%2C+Yasuo
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Kakegawa%2C+Yasuro
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Isono%2C+Osamu
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Hanada%2C+Keisuke
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Nishikawa%2C+Takashi


26 Impact of disturbed 

rest-activity 

rhythms on activities 

of daily living in 

moderate and severe 

dementia patients. 

（中等度から重度認知

症者の日常生活活動に

与える休息・活動リズ

ムの影響） 

（査読付） 

共著 令和 3 年 4 月 Alzheimer Disease 

and Associated 

Disorders 

35(2):135-140 

中等度から重度認知症者 64 名の睡眠・覚

醒リズムをアクティグラフィで測定・解

析するとともに，認知機能，ADL，心理行

動異常を評価して，相互の関連を検討し

た。 

昼間の睡眠・覚醒リズムの不安定性と休

息ピークのタイミングの不適切さが低い

ADL に有意な影響を与える因子であるこ

とが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Ishimaru D, Tanaka H, Nagata Y, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Takabatake S, 

Nishikawa T 

27 左頭頂葉病変により

把握反射，本能性把握

反応を伴わず「つかん

だものが放せない」症

状を呈した 1 例（査読

付） 

共著 令和 3 年 6 月 高次脳機能研究 

41(2):219-226 

左中心後回後上部の転移性脳腫瘍に伴

い，右手でつかんだものを放せなくなる

症状を呈した症例を報告した。症状は，

持つ対象やつかむときの手の形，使用す

る指のいかんに関わらず生じた。また，

放すという行為にしか生じなかった。右

手には運動拙劣と道具を正しく持てない

症状があったが，麻痺はなく， 

複雑な指の動きも可能だった。把握反射

や本能性把握反応もみられなかった。つ

かんだものを放せない症状が把握反射や

本能性把握反応から独立して，また頭頂

葉損傷により起こりうることが示唆され

た。 

本人担当部分：画像診断，結果の考察，

論文執筆に関わった。 

共著者：坂井麻里子，平山和美, 後藤泰

伸, 西川隆 

28 Pitch accent 

disorder observed in 

a Japanese   patient 

due to traumatic head 

injury（頭部外傷の日

本人患者にみられた高

低アクセントの障害） 

共著 令和 3 年 9 月 Aphasiology 

doi.10.1080/0268703

8.2021.1978382 

頭部外傷により軽度ウェルニッケ失語に

高低アクセント障害を選択的に発症した

日本人の症例について，高低アクセント

障害のメカニズムを検討した。アクセン

トの誤りのパターンを分析した結果、誤

りであっても母語の大阪弁のパターンか

ら逸脱していなかった。この結果は、高

低アクセントの生成過程が音素の生成過

程とは独立している可能性を示唆し、ア

クセント障害は発声の過程でランダムに

生じたのではなく、母語のアクセントの

レパートリーから当該の単語にパターン

を割り当てる際に問題が生じたと思われ

る。つまり、この患者のアクセント障害

は、音声生成の運動制御にではなく、よ

り高次の言語処理、すなわち語彙的なア

クセントの符号化の問題であったと考え

られる。 

本人担当部分：画像診断，統計解析，結

果の考察，論文執筆に関わった。 

共著者：Sakai M, Ihori N, Nishikawa T 



29 Insight into illness   

and psychological 

defense attitudes in   

people with chronic   

schizophrenia using   

Markova's Insight 

Scale.  （Markova 病

識尺度によ  る統合失

調症患者の病識  と防

衛的態度） 

（査読付） 

共著 令和 3年 12月 J Nerv Ment Dis 

209(12):879-883 

病識は多次元的現象であり多くの評価法

がある。Markova の Insight Scale（IS）

に着目し、統合失調症患者 38名を対象に、

洞察力、心理的防衛スタイル、神経認知

との関係を検討した。その結果、洞察力

は未熟な防衛スタイルと有意に相関し、

臨床変数を統制しても ISは未熟な防衛ス

タイルによって有意に予測された。これ

らは、IS で評価された洞察力の高さが未

熟な防衛機制を反映している可能性が高

いことを示唆している。また洞察力スコ

アが高いほど発症年齢が早かった。洞察

力スコアは、統合失調症の未熟な心理的

防御態度を反映し、そのような患者が臨

床家の意見に従うことを望むようになる

と考えられる。 

本人担当部分：研究全体を統括，指導す

るとともに，研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Ogawa Y, Fukuhara K, Tanaka H, 

Nagata Y, Ishimaru D, Urakawa M, 

Nishikawa T 

30 Factors influencing   

the quality of life in   

patients with severe   

dementia（重度認知症

患者の QOL に影響する

要因）（査読付） 

共著 令和 4 年 1 月 Psychogeriatrics 

22(1): 49-54 

重度認知症患者の QOL に影響する要因を

検討するために，患者 105 名を対象に，

QoL(QUALID-J),認知機能(CTSD)，

BPSD(NPI-NH)，ADL(PSMS), 疼痛 

(PAINAD)および 居住環境(SCUEQS) 

QOL(QUALID-J)を各評価尺度によって評

価し重回帰分析を行った。QUALID-J の総

得点は NPI-NHと PAINAD の得点に有意に

影響されることが明らかとなった。

QUALID-J の因子 1（快適さの表現）と因

子 2（不快さの表現）は、それぞれ PSMS

と PAINAD、NPI-NHと PAINADの得点に有

意に影響されることが示された。この結

果は、認知症の行動・心理症状や痛みが、

重度認知症患者の QoL に影響を与える重

要な要因であることを示している。 

本人担当部分：研究全体を統括，指導す

るとともに，研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Nagata Y, Nishikawa T, Tanaka 

H, Ishimaru D, Ogawa Y, Fukuhara K, 

Shigenobu K, Ikeda M 

31 Clinical utility of 

an assessment scale 

for engagement in 

activities for 

patients with 

moderate-to-severe 

dementia: additional 

analysis. 

共著 令和 4 年 4 月 Psychogeriatrics 

22(4): 433-444 

我々が開発した中等度から重度の認知症

患者の engagement 評価ツールである「活

動への関与のための評価尺度（ASEA）」の

信頼性のに関して、精神科急性期病院に

おける中等度から重度の認知症患者 195

名を対象に、「健康測定機器選定のための

合意に基づく基準（COSMIN）チェックリ

スト」を用いた追加解析を行った。重度

の認知症に特化した数少ない評価方法の

中で、ASEA は治療活動への関与状態を数

値化し評価するのに有用な尺度であるこ

とが示された。共著者：Ishimaru D, 

Tanaka H, Nagata Y, Ogawa Y, Fukuhara 

K, Takabatake S, Nishikawa T. 



32語の意味記憶が解体さ

れた左側頭葉前部脳膿

瘍の 1 例. 

共著 令和 4 年 6 月 

 

神経心理学 38(2): 

144-154 

左側頭葉前部の脳膿瘍の患者にみられた

軽度の言語性意味記憶障害に対し，障害

の質的検討を行った．本例の理解障害の

特徴は，語の派生的意味の理解障害と語

の範疇的使用の障害であった．また，語

の理解が困難な場合，語の一部の意味や，

その語を含む慣用表現の音韻的脈絡を手

掛かりとして意味を探索する代償的方略

もみられた．Patterson ら（2007）の

Distributed-plus-hub 仮説を援用すれ

ば，これらの所見は，損傷が及ばない脳

領域の trans-modal pathway により各様

式の表象間の局部的連結に基づく具体的

な意味記憶は喚起されるが，semantic hub

である側頭葉前部の損傷によって，より

広範な表象の統合を要する抽象的な語の

意味記憶が解体されたものと解釈でき

る． 

共著者：坂井麻里子，鈴木則夫, 西川隆 

33 The Lower the 

Physical Function, 

the Higher the 

Quality of Life in 

Japanese Adolescents 

with Cerebral Palsy. 

共著 令和 5 年 3 月 

 

Physical & 

Occupational Therapy 

in Pediatrics, DOI: 

10.1080/01942638.20

23.2186197, March 

17, 2023 

脳性麻痺の青年 51 名を対象に，日本語

版 KIDSCREEN-27を用いた面接により主観

的 QOL を評価し，定型発達青年 60 名と比

較した。また、主観的 QOL と年齢、性別、

機能レベル（粗大運動、操作、コミュニ

ケーション）、知能、日常生活活動（ADL）

レベル、教育支援の種類との相関を検討

した。QOLの総得点および J-KIDSCREEN-27

の各領域は定型発達の青年と差がなく、

性別、操作・コミュニケーション機能、

知能は主観的 QOL と関係がなかった。総

運動機能と ADL レベルは、学校環境に対

する満足度と負の相関があった。重回帰

分析の結果、年齢が高いほど心理的幸福

度が低く、粗大運動機能が低いほど学校

環境に対する満足度が高く、特別支援学

校または特別支援学級に通っているほど

身体的幸福度が高い。通常のクラスに通

う軽症の青年に十分なサポートを提供す

ることが重要であることを指摘した。 

共著者： Kato M, Arai A, Komatsu K, 

Tateyama K, Nishikawa T 

 

    



（その他）     

「総説」     

1 神経心理学からみた高

齢者の認知機能低下 
共著 平成 24年 4月 老年精神医学雑誌

23(4): 441-454 

高齢者において減衰する認知機能低下に

関して神経心理学的機能の各領域につい

てこれまでの内外の研究知見をレビュー

し解説を加えた。近年のこの分野の研究

は社会学的認知機能に及んでおり，加齢

の影響を受ける程度には多様な差がある

ことを指摘した。 

本人担当部分：資料収集，執筆 

共著者：小川泰弘，西川隆 

2 現象学に対する神経心

理学的見地からの若干   

のコメント 

単著 平成 25年 3月 神経心理学 29(1): 

44-53 

現象学は近代の科学的客観主義が動態的

な現実を抽象的に捉えていることを批判

し，主体的体験を根拠として現実をとら

えようとする思想であった。このような

視点は，ともすれば客観主義的な人間観

を抱きがちな今日の脳科学や神経心理学

に対しても重要な批判的観点であること

を指摘した。 

3 外来で早期に認知症を   

疑うコツ 
単著 平成 27年 3月 治療 97(3): 313-316 一般的な診療において外来患者が認知症

であることを治療者が疑うのはどのよう

な所見を見出したときであるか，いくつ

かの経験上の要点を解説した。 

4 脳梁と精神疾患 単著 平成 27年 3月 神経内科 

82(3):297-304 

脳梁離断症状は自己の単一性や同一性の

障害を招くことがら，離断学説が提起さ

れて以来，統合失調症や心因性の解離症

状のモデルとされてきた。脳梁の解剖生

理学的知識と症候学および精神疾患と関

連する研究史の流れを解説し，今後の展

望を述べた。 

5 DSM-5 からみた複合性

注意の領域 
共著 平成 28年 12

月 

神経内科

85(2):182-187 

アメリカ精神医学会の精神疾患診断マニ

ュアル DSM-Ⅳから DSM-5への改訂に伴い，

認知症の診断基準に含まれる認知機能が

5 領域から 6 領域に増えるとともに，領域

間をまたいだ再編成が行われた。新たに

設けられた「複合性注意」の概念を改訂

の背景とともに開設した。 

本人担当分：執筆 

共著者：永田優馬, 田中寛之, 石丸大貴, 

西川隆 

6 統合失調症患者におけ  

る語用論的言語（比

喩・皮肉）の理解能力

について 

  （査読付） 

共著 平成 28年 12

月 

Journal of 

Rehabilitation and 

Health Sciences 

1415-25  

語用論の定義や統合失調症患者の言語使

用に関する学術的背景，統合失調症患者

の比喩・皮肉理解における障害について

の知見を総説し，言語的観点からの統合

失調症者に対する支援方法と今後の展望

について指摘した。 

本人担当分：執筆 

共著者：福原啓太，田中寛之，小川泰弘，

永田優馬，田中宏明，大西久男，西川隆 



7 認知症における食行動

異常と嗅覚・味覚の生

理学的機能 

共著 平成 29年 9月 神経心理学 

33(3):167-176 

認知症の食行動異常と嗅覚・味覚の生理

学的機能との関連について近年の知見を

概説した。アルツハイマー病（AD）とレ

ビー小体型認知症（DLB）ではしばしば嗅

覚障害を早期より認めるが，味覚につい

ては研究が少ない。著者らは AD と意味性

認知症（SD）に関して甘味・塩味・酸味・

苦味の検知・認知閾値が初期から上昇す

ることを見出し、食嗜好の変化の背景に

基礎的な味覚機能の変化が関わることを

指摘した。 

本人担当分：執筆 

共著者：坂井麻里子，西川隆 

8 グローバリゼーション  

の負債－貧困・高齢の  

都市生活者に見える風 

景－ 

単著 平成 30年 2月 臨床精神医学 47(2): 

169-175 

グローバリゼーションやボーダーレスが

進行する社会的影響について，都市の貧

困・単身の高齢者の視点から最近の社会

変化がどのように見えるかを救護施設で

の医療経験を踏まえ，素描した。 

9 重度認知症者のための

認知機能検査 : 

Cognitive Test for 

Severe Dementia, 

Severe Cognitive 

Impairment Rating 

Scale 

共著 平成 30年 11

月 

老年精神医学雑誌 

29(11):1175-1181 

重度認知症者の認知機能の変化を検出す

るためには残存する限られた機能を検出

し，それをさらに段階づけることができ

るだけの感度を備えていることが必要で

ある。現在日本で使用しうる検査のうち，

著者らが開発した CTSDと同じく著者らが

翻訳導入した SCIRS の 2 つの認知機能検

査について，それぞれの内容と特徴を解

説した。 

本人担当分：執筆 

共著者：田中寛之, 永田優馬, 石丸大貴, 

西川隆 

     

 



別記様式第４号（その２） 

 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5 年 3 月 31 日 

氏名  西川 隆    

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 内科系臨床医学，神経科学 精神神経科学，神経科学一般，神経心理学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1) 作業療法学専攻における精神医学の授業に 

   参加型演習を導入 

平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部作業療法

学専攻学生 2 年次授業科目「精神障害論」（後に「精

神医学Ⅱ」）において，毎回，前週に検討課題を与え

てグループによる事前学習を行わせ，授業ではプレゼ

ンテーション・討論・総括を行い，翌週までに総括の

レポートを提出させるという今日のいわゆるアクテ

ィブ・ラーニングを実践し，課題検討能力の向上をは

かった。 

2) 作業療法学専攻における高次脳機能障害学 

   の授業に参加型演習を導入 

平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部作業療法

学専攻学生 3 年次授業科目「認知心理障害論Ⅱ」（後

に「高次脳機能障害学Ⅱ」）において，毎回，前週に

検討課題を与えてグループによる事前学習を行わせ，

授業ではプレゼンテーション・討論・総括を行うとい

う今日のいわゆるアクティブ・ラーニングを実践し，

課題検討能力の向上をはかった。 

3) 大学院生に対する職域横断的学術活動の支

援 

平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究

科大学院生に対し，各自の研究テーマに応じて，作業

療法士・言語聴覚士・理学療法士などの職域を超えた

医学分野の学会（老年精神医学会，高次脳機能障害学

会，統合失調症学会等）への加入を促し，学会報告・

論文発表を指導して，職域横断的な学術活動の能力向

上をはかった。 

現在，医療専門職として就業している社会人大学院生

が多いという事情を考慮し，週 1 回，大阪市中心部に

あるサテライト教室で夜間に研究指導を行った。 

   
２ 作成した教科書，教材   

精神医学マイテキスト 平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部における

「精神医学」（後に「精神医学Ⅰ」）の講義に用い，

理学療法学専攻および作業療法学専攻の学生に，精神

医学の諸理念と歴史，症候学，精神疾患の各論的知識

を習得するために活用した。 

   
３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 平成 18年 7 月 公立大学法人大阪府立大学大学院総合リハビリテー

ション学研究科臨床支援領域修士課程（職名：教授，

講義科目：高次脳機能障害学特論 Ｍ可，研究指導：

臨床支援特別演習 Ｍ○合，特別研究 Ｍ○合）の資格

ありと判定 

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 平成 20年 8 月 公立大学法人大阪府立大学大学院総合リハビリテー

ション学研究科博士後期課程（職名：教授，講義科目：

高次脳機能障害学特別講義 Ｄ可，研究指導：臨床支

援特別演習Ⅱ Ｄ○合，臨床支援特別演習Ⅲ Ｄ○合，

特別研究Ⅱ Ｄ○合，特別研究Ⅲ Ｄ○合）の資格あり

と判定 

４ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

  

   



   

５ その他   

   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1) 医師免許 昭和 54年 5 月 医師免許（第 244771 号） 

2) 博士（医学） 平成 13年 11月 大阪大学 16585 

3) 日本精神神経学会精神科専門医 平成 18年 4 月 会員番号 04466 

4) 老年精神医学会専門医 平成 16年 6 月 第 001676 号 

   

２ 特許等   

   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

  

   

   

４ その他   

   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1 意識と睡 

（脳とこころのプライ 

  マリケア 5） 

共著 平成 24年 6月 シナジー 脳とこころに関する病態を体系的に解説

した全書のうち，意識と睡眠に関する分

野における最近の研究知見を基礎から臨

床まで詳述した書 

B5 版 全 840 頁 

監修：日野原重明，宮岡等 

巻編者：千葉茂 

本人担当部分「特殊な意識障害 解離性

障害」の項（264-271） 

解離性障害は防衛機制として意識の一部

を自己から分離あるいは変容させること

により生じる病態である。てんかんや昏

睡との鑑別を中心にその症状と病態を解

説した。 

2 脳血管障害と神経心理

学   第 2 版 

共著 平成 25年 9月 医学書院 脳血管障害による局在病変と各神経心理

学的症候の関連を脳解剖生理学的病態理

論を踏まえて総合的に解説した書 

B5 版 全 550 頁 

編者：平山恵造，田川皓一 

本人担当部分「情動障害」の項（67-76） 

脳血管障害によって現れる各種の気分・

感情の障害につい知見を総説し，そ神経

基盤と病態機序について解説した。 

3 認知症ハンドブック 共著 平成 25年 11

月 

医学書院 認知症診療に必要な知識を全項目にわた

って詳しく解説した書 

A5 版 全 907 頁 

編者：中島健二，天野直二，下濱俊，冨

本秀和，三村將 

本人担当部分「認知症の診断―問診」の

項（109-115） 

認知症の問診手順と技法，留意事項につ

いて解説した。 



4 症例で学ぶ高次脳機能

障害-病巣部位からの

アプローチ- 

共著 平成 26年 9月 中外医学社 高次脳機能障害に関する種々の実例をも

とに，各症候の病巣部位と病態を解説し

た書 

B5 版 全 274 頁 

編者：鈴木匡子 

本人担当部分「脳梁前部」の項（236-245） 

脳梁前部症候群を呈した症例を提示しそ

の病態と診断上の留意点および脳梁の機

能解剖学的知識を解説した。 

5 注意と意欲の神経機構 共著 平成 26年 10

月 

新興医学出版社 従来の認知科学では捉え難かった人間の

注意と意欲の神経基盤とメカニズムにつ

いて種々の病態を通じて検討した書 

A5 版 全 280 頁 

編者：日本高次脳機能障害学会教育・研

修委員会 

本人担当部分「消去現象の病態と注意機

構」の項(97－118) 

消去現象とは一側刺激では感知可能な刺

激が両側刺激ではその一方を感知し得な

いという現象である。その病態に関する

研究の知見を総括し解説した。 

6 精神・心理機能評価ハ

ンドブック 

共著 平成 27年 6月 中山書店 精神疾患や神経疾患でみられる精神・心

理的障害および症状の評価尺度と検査法

を解説した書 

B5 版 全 528 頁 

編者：山内俊雄，鹿島晴雄 

本人担当部分「重度認知症における認知

機能検査」 

重度認知症の認知機能を評価しうる検査

として著者らが新たに開発した評価尺度

を解説した。 

7 情動とトラウマ 共著 平成 29年 4月 朝倉書店 心的トラウマが与える精神発達への影響

と精神障害発生の病態機制および治療戦

略を生物学的・心理学的・社会学的側面

から多面的に解説した書 

A5 版 全 230 頁 

編者：三村將 奥山眞紀子 

本人担当部分「ストレス関連障害に対す

る他の精神療法」の項（216-223） 

ストレス関連性精神障害の精神療法のう

ち認知行動療法を除く他の精神療法につ

いて効果のエビデンスにもとづく推奨度

を国際外傷性ストレス研究学会のガイド

ラインに沿って解説し，理論的背景を解

説した。 

8 女性のメンタルヘルス 共著 平成 29年 11

月 

南山堂 平成 26 年の女性活躍推進法の制定を受

け，働く女性のメンタルヘルスの向上と

不調の予防および治療について総合的に

解説した書 

B5 版 全 274 頁 

編者：丸山総一郎 

本人担当部分「女性のメンタル不調の診

察」の項（71-78） 

女性がメンタルヘルスの不調を呈した際

の診察手順とその際に考慮すべき女性特

有の生活史背景と心理的要因について解

説した。 



9 高次脳機能障害ビジ

ュアル大事典 

共著 令和 2 年 9 月 メディカ出版 看護師・理学療法士・作業療法士・言語

聴覚士を対象に、豊富なイラストと症例

提示を添えて各種の高次脳機能障害の症

候の概念と効果的な対応法を開設した事

典 

B5 版 全 286 頁 

監修：大沢愛子  

本人担当部分「聴覚失認」の項（168-170） 

聴覚失認の概念と病態の特徴、効果的な

ケアのアプローチについて解説した。 

 

 

 

（学術論文）     

1 重度認知症者のための   

認知機能検査 −  

‘Severe Cognitive   

Impairment Rating   

Scale’日本語版の臨床  

的有用性の検討 –  

（査読付） 

共著 平成 25年 10

月 

老年精神医学雑誌 

24(10):1037-1046 

重度認知症患者にとって既存の認知機能

検査は難易度が高く，残存する認知機能

を詳細に把握することが困難である．海

外では，重度認知症患者の認知機能検査

として， Severe Cognitive Impairment 

Rating Scale (SCIRS)が開発されている．

本研究では，SCIRS の日本語版を作成し，

臨床的有用性を検討した．その結果，既

存の検査では床効果を示した患者に対し

ても，SCIRS を用いてより詳細に認知機能

を判別できた．以上より，日本語版 SCIRS

は重度認知症者の残存する認知機能を詳

細に幅広く測定可能な検査であると考え

られた． 

本人担当部分：研究計画，調査，データ

分析，結果の考察，論文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，植松正保，永田優馬，

福原啓太，内藤泰男，大西久男，西川隆 

2 認知症患者における認   

知機能，ADL，BPSD の

関連性 重度認知症患

者に着目して 

（査読付） 

共著 平成 26年 3月 老年精神医学雑誌 

25(3):316-323 

94 人の認知症入院患者を対象に，認知機

能，日常生活活動（ADL），周辺症状（BPSD）

の関連性を検討した。その結果，ADL が高

ければ認知機能障害が軽度で，移動能力

が高いほど BPSDが増悪することが明らか

になった。また，重度認知症患者では，

認知機能検査，ADL 検査においていくつか

の検査項目で床効果を示した。そのため，

重度認知症患者向けの各検査が必要であ

ると考えられた。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，

論文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，植松正保，小城遼太，

永田優馬，福原啓太，内藤泰男，大西久

男，西川隆 



3 利き手・非利き手での   

到達把持動作での予測   

的な戦略の検討 

共著 平成 26年 3月 四條畷学園大学リハ

ビリテーション学部

紀要 平成 26 年度 

高齢者の巧緻動作能力の低下における特

徴を検討するために，到達運動時に見ら

れる Pre-shaping において最大切線速度

出現時点と母指・示指間最大距離出現時

点を指標として若年者と比較を行った。

その結果，高齢者では Pre-shaping が若

年者に比べてより早期に出現することが

示された。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察に

関わった。 

共著者：田丸佳希，内藤泰男，西川隆，

松下太，杉原勝美，西田斉二，川上永子，

北山淳，銀山章代，上田任克 

4 ライフヒストリーカル   

テの作成 生活史を多   

職種で共有する意義 

  （査読付） 

共著 平成 26年 7月 老年精神医学雑誌 

25(7)801-808 

医療・介護療養型病床および介護老人保

健施設に入院・入所している患者のケア

に資することを目的に対象者の生活史を

多職種が短時間で把握できる共有ツール

の作成を試みた。ケアスタッフへの意識

調査により，記載すべき情報として，出

身地，家族関係， 家族や友だち，遊び，

仕事，結婚，人柄，印象に残っている姿，

生活習慣，誇りなどが挙げられた。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，

論文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，山本祐子，小城遼太，

永田優馬，日垣一男，西川隆，植松正保 

5 非失語性失書を合併し   

たタイピング障害の一

例 ─ 失書との関連 

─ 

  （査読付） 

共著 平成 27年 6月 高次脳機能研究 

35(2)233-241 

非失語性の失書を伴うタイピング障害例

の病態を検討した。失書は運動覚性失書

であり，タイピングの障害は打鍵位置の

空間的誤りによるものであった。左中心

前回，角回に病巣を有し，音韻選択や配

列に関わる左中前頭回後部には及んでい

なかった。タイピングは書字と神経基盤

の一部を共有していることが示唆され

た。 

本人担当部分：症例の診断，神経学的所

見，画像所見，検査結果の分析と考察，

論文執筆に関わった。 

共著者：坂井麻里子, 柏木敏宏, 江口香

織, 西川 隆 

6 Development of the 

Cognitive Test for 

Severe Dementia 

（重度認知症のための認

知機能テストの開発） 

（査読付） 

共著 平成 27年 6月 Dement Geriatr Cogn 

Disord  

40(1-2): 94-106 

中等度から重度の認知症患者に対して既

存の認知機能検査は床効果を示し，特に

重度認知症者に対しては残存する認知機

能を測定することができない。著者らは

認知機能 7領域 13項目からなる重度認知

症患者向けの認知機能テスト(the 

Cognitive Test for Severe Dementia; 

CTSD）を開発し，信頼性と妥当性を検討

した。CTSD は床効果を示さず，信頼性・

妥当性も確認された。CTSD は他の認知機

能検査と比較して重度認知症患者の残存

する認知機能を鋭敏に測定することがで

きる。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Uematsu M, 

Takebayashi T, Hanada K, Inokawa M, 

Fukuhara K, Ogawa Y, Haga D, Kakegawa 

Y, Nishikawa T 



7 右前頭葉内側面損傷に  

より漢字の純粋失書を   

呈した一例 

 （査読付） 

共著 平成 27年 6月 神経心理学 

31(3)204-212 

右前頭葉内側面損傷により漢字の純粋失

書を呈した 1 症例について失書の発現機

序を検討した．漢字の誤り方の特徴とし

て，無反応に次いで形態性の誤りが多か

った．漢字の書字の成否は画数ではなく，

構成要素数の多さと関係し，錯書の場合

は構成要素が他の漢字の構成要素に置換

されることが多く，そのほとんどが実在

する構成要素を組み合わせていた．他の

言語機能に問題がなかったことから，本

例の漢字の失書は，音韻の配列や意味か

ら文字形態を想起する過程は終盤近くま

で保たれているが，最終段階における構

成要素の選択と配置の誤りによって生じ

ているものと考えられた． 

本人担当部分：症例の診断，神経学的所

見，画像所見，検査結果の分析と考察，

論文執筆に関わった。 

共著者：坂井麻里子，鈴木則夫，柏木敏

宏，西川隆 

8 Decline of gustatory    

sensitivity with the 

progression of    

Alzheimer’s disease 

（アルツハイマー病の進

行とともに低下する味

覚感度） 

（査読付） 

共著 平成 28年 3月 International 

Psychogeriatrics 

28(3)511-517 

アルツハイマー病患者 32 名の甘味・塩

味・酸味・苦味に関する味覚閾値をテー

ストディスクを用いて測定するととも

に，味覚弁別，味覚同定能力を評価した。

健常対照群と比較した。患者の味覚閾値

は初期から低下し認知症の重症度ととも

に進行した。酸味・苦味は弁別はできる

が同定は困難であったが，甘味だけは同

定能力が保たれていたことから，アルツ

ハイマー病患者にみられる甘味への強い

嗜好性の基盤に基礎的な味覚障害が関与

している可能性が示唆された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者： Sakai M, Ikeda M, Kazui H, 

Shigenobu K, Nishikawa T 

9 重度認知症に対する従   

来の QOL 尺度の限界 

（査読付） 

共著 平成 28年 4月 老年精神医学雑誌 

27(4): 429-437 

を対象に開発された QOL 尺度が用いられ

てきたが，近年，その QOL 概念の枠組み

は異なると示唆されている。36 人の重度

認知症者を対象に，自己評点式尺度と代

理評点式尺度をそれぞれ 2種類従来の QOL

尺度を用いて，重度認知症者に対する適

応性を検討した。適応性の検定の結果，4

尺度の内の 1 尺度内における 2 項目が適

合基準を満たしただけであった。重度認

知症者に対する従来の QOL 尺度の適応性

には限界があると考えられた． 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：永田優馬，田中寛之，石丸大貴，

植松正保，福原啓太，小川泰弘，内藤泰

男，西川隆 



10 右前頭葉の発話・書字   

への関与― 一過性の

発話開始困難と持続的

な漢字の純粋失書を呈

した症例からの考察 

共著 平成 28年 6月 高次脳機能研究 

36(2)236-243 

前補足運動野を含む右前頭葉内側面損傷

により一過性の発話開始困難と持続性の

漢字の失書を呈た症例を報告した。右前

頭葉内側面損傷による失書は過去に報告

されていない。本例の書字の成否は, 漢

字の画数や使用頻度に依存せず, 構成要

素 (偏や旁など漢字を構成する要素的単

位) の数が増すほど書字が困難であり, 

その誤りの特徴は構成要素の置換であっ

た。右前頭葉内側面は漢字書字を実現す

る過程の終盤の段階で, 構成要素の選

択・配列に関与している可能性が示唆さ

れる。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆を

担当した 

共著者：坂井麻里子，鈴木則夫，西川隆 

11 線画に比べ実物や写

真でより顕著な障害を

認めた視覚失認の一例 

 （査読付） 

共著 平成 28年 6月 高次脳機能研究 

36(2)304-311 

特異な視覚失認と大脳性色覚障害, 失語

症, 前向性健忘を呈する症例を報告し

た。左側の舌状回・紡錘状回を含む後頭

葉から側頭葉内側下部に病変を有し，一

般的に視覚対象の認知は実物や写真より

線画のほうが難しいと考えられているの

に反して, 症例では線画に比べ実物や写

真の認知が不良であった。症例の視覚認

知機能をさらに検討した結果, 輪郭情報

にもとづく対象の認知は比較的保たれて

いたが, 陰影や奥行きの情報を統合し, 

立体感のある対象として認知することが

困難であると考えられた。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆を

担当した。 

共著者：竹田奈央子, 渋谷静英, 塚本能

三, 西川隆, 柏木敏宏 

12 脳血管障害によりフ

レゴリの錯覚と身体パ

ラフレニアを合併した

2 症例 

 （査読付） 

共著 平成 28年 6月 高次脳機能研究 

36(2)312-319 

脳血管障害による右半球病変に伴って身

体パラフレニアとフレゴリの錯覚を合併

した 2 症例を報告した。Feinberg らは, 

身体パラフレニアを, カプグラ症候群と

同型の病態構造を有していると指摘して

いるが, 身体パラフレニアとカプグラ症

候群の合併の報告はみられない。一方, 

身体パラフレニアにフレゴリの錯覚の合

併をうかがわせる記述は少数見出され

た。身体パラフレニアと人物誤認症候は

右半球とりわけ前頭葉病変に共通した責

任病巣があるものと考えられており, こ

れまで注目されてこなかったが, フレゴ

リの錯覚と身体パラフレニアはより高率

に合併している可能性がある。 

本人担当分：画像所見，結果の考察，文

献的検討，論文執筆を担当した。 

共著者：掛川泰朗，磯野理，西川隆 



13 家族からのビデオレ

ターによる simulated    

Presence Therapy が言

語的混乱行動を軽減さ

せた認知症高齢者の一

症例 

（査読付） 

共著 平成 29年 4月 作 業 療 法 36(2): 

223-229 

家族からの語りをオーディオ・ビデオテ

ープに録音・録画・再生する擬似的再現

療法とはことで感情を刺激し,快適さを

もたらす療法を認知症高齢者の一症例に

実施した結果，介入前と比較して介入後

に言語的混乱行動の回数に有意な軽減を

認めたが，音楽刺激では効果がみられな

かった。家族からのビデオレターによる

擬似的再現は症例の欲求不満を軽減する

作用があると考えられた。 

本人担当分：結果の考察，論文執筆を担

当した。 

共著者：田中寛之，永田優馬，石丸大貴，

小城遼太，西川隆 

14 Impaired    

Interpretation of    

Others' Behavior is    

Associated with    

Difficulties in    

Recognizing    

Pragmatic Language    

in Patients with    

Schizophrenia 

（統合失調症において

他者の行動の理解障害

は語用論的言語理解障

害と関連している） 

（査読付） 

共著 平成 29年 10

月 

Journal of 

Psycholinguistic 

Research 46(5): 

1309-1318 

統合失調症患者 34 人と健常者 34 人に対

して，心の理論課題，比喩皮肉文課題，

社会常識テストを実施した，全ての課題

において，患者群は健常群よりも有意に

障害されていた。また患者群内において

比喩理解能力と正常行動理解能力，皮肉

理解能力と異常行動理解能力の間に有意

な相関がみられた。統合失調症患者の社

会的認知機能障害はこれら 2 つの語用論

的要因を含んでいることが示唆された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Fukuhara K, Ogawa Y, Tanaka H, 

Nagata Y, Nishida S, Haga D, Nishikawa 

T 

15 Earlier and greater 

hand pre-shaping in 

the    elderly: a 

study based on 

kinetic analysis of 

reaching movements to 

grasp objects 

（高齢者にみられる早

期のより大きな手

pre-shaping:物体把握

到達運の運動学的分析

に基づく研究） 

（査読付） 

共著 平成 29年 11

月 

Psychogeriatrics 

17(6): 382-388 

物体把握の準備動作として到達運動期間

にみられる手の形態変化を Pre-shaping

という。高齢者の巧緻動作の評価ととも

に，高齢者群と若年対象者群の

Pre-shaping を運動解析装置を用いて比

較したところ，Pre-shaping の最大切線速

度出現時点と母指・示指間最大距離出現

時点高齢者の方が若年者に比べてより早

期に出現することが示された。この結果

は高齢者においては巧緻動作能力の低下

を代償する方策として Pre-shaping を変

化させていることを示唆している。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，

論文執筆に関わった。 

共著者：Tamaru Y, Naito Y, Nishikawa T 



16 Gustatory 

dysfunction as an 

early symptom of    

semantic dementia 

（意味性認知症の初期

症状としての味覚障

害） 

（査読付） 

共著 平成 29年 11

月 

Dement Geriatr Cogn 

Dis Extra 7(3): 

395-405 

意味性認知症(SD)患者 18名とアルツハイ

マー病(AD)患者 18 名，健常対照者に対し

て，味覚閾値および味覚弁別・味覚同定

の能力を測定し比較した。SDと AD ではと

もに早期より健常者に比べて味覚閾値が

低下しており，その傾向は SDでより目立

った。この研究は SD の味覚閾値を測定し

た初めての研究である。SD では AD と比較

してより甘味への嗜好性の強いことが知

られているが，その背景には基本的な味

覚機能低下が関与していると考えられ

る。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者： Sakai M, Ikeda M, Kazui H, 

Shigenobu K,Komori K, Ikeda M, 

Nishikawa T 

17 Development of the    

Japanese version of 

the Quality of Life in 

late-stage Dementia 

Scale 

（Quality of Life in 

late-stage Dementia 

Scale 日本版の作成） 

（査読付） 

共著 平成 30年 3月 Psychogeriatrics 

18(2): 106-112 

重度認知症者の QOL 尺度は海外でも少数

しか開発されておらず，日本ではまだ臨

床に導入されていない。本研究は海外で

開発され広く使用されている Quality of 

Life in late-stage Dementia 

Scale(QUALID)を原著者の許可を得て翻

訳して日本版(QUALID-J)を作成し，その

信頼性と妥当性を検討したものである。

70 人の重度認知症者に評価を施行し，十

分な信頼性・妥当性を有する検査である

ことが確認された。今後重度認知症患者

の治療や介護の効果判定に役立つことが

期待される。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Nagata Y, Tanaka H, Ishimaru D, 

Uematsu M, Naito Y, Nishikawa T 

18 Clinical Utility of 

the Cognitive Test 

for Severe Dementia: 

Factor Analysis, 

Minimal Detectable 

Change, and 

Longitudinal Changes 

  (Cognitive Test for 

Severe Dementia の臨

床的有用性：因子分析，

最小検出可能変化値，

長期変化) 

（査読付） 

共著 平成 30年 6月 Dement Geriatr Cogn 

Dis Extra 8(2): 

214-225 

著者らが開発した重度認知症患者向けの

認知機能テスト CTSD (the Cognitive Test 

for Severe Dementia）の臨床的有用性を

COSMIN checklist によって検討した。232

人の認知症患者における認知機能の変化

を追跡し，そのデータにもとづいて 1)因

子分析による構成妥当性，2)標準誤差と

最小検出可能変化値による信頼性と解釈

可能性，3)長期変化による反応性，を検

討した。結果は CTSD が信頼しうる評価指

標であることを示した。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Nishikawa T 



19 Physical Activity in 

Severe Dementia is 

Associated with 

Agitation Rather than 

Cognitive Function 

（重度認知症の身体活動

は認知機能でなく焦燥

と関連している） 

（査読付） 

共著 令和 1 年 9 月 Am J Alzheimers Dis 

Other Demen 

doi: 

10.1177/15333175198

71397.  

重度認知症者における身体活動と認知機

能・日常生活活動(ADL)・心理行動症状

(BPSD)の関連を検討した。認知症患者 63

名の 1 日身体活動量をアクティウォッチ

で定量的に計測し，認知機能・日常生活

活動・心理行動症状の各評価尺度の結果

との関連を分析した。重度認知症者の身

体活動は認知機能ではなく BPSDの焦燥と

相関していた。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Ishimaru D, Tanaka H, Nagata Y, 

Nishikawa T 

20 Insight Into Illness 

and Defense Styles in 

Schizophrenia 

（統合失調症における

病識と防衛様式） 

（査読付） 

共著 令和 1 年 9 月 J Nerv Ment Dis 

207(10):815-819 

統合失調症者における病識と防衛機制，

認知機能の関連を検討した.38 名の統合

失調症患者に SAI-J（病識尺度），DSQ(防

衛様式)，BACS-J（神経認知機能），BPRS

（精神症状)を施行した結果，認知機能と

精神症状を統制した重回帰分析によっ

て，病識は未熟な防衛機制に関連してい

ることが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Ogawa Y, Fukuhara K, Tanaka H, 

Nagata Y, Ishimaru D, Nishikawa T 

21 Clinical factors 

associated with 

Activities of Daily 

Living and their 

decline in patients 

with severe and 

profound dementia 

（重度および最重度認

知症患者の日常生活活

動とその低下に関連す

る臨床要因） 

（査読付） 

共著 令和 2 年 3 月 Psychogeriatrics 

20(3):327-336 

認知症患者の ADL に影響を及ぼす因子を

検討した。131 人の患者に Personal 

Self-Maintenance Scale (PSMS)（ADL 尺

度）と CTSD(認知機能尺度)，NPI-NH と

CSDD(PPSD 尺度)，MNA-FS（栄養状態），CCI

（合併疾患）等による評価の 6 か月間の

変化を測定し，重回帰分析を行った結果，

最重度の段階の認知症においても ADL 機

能の低下を最もよく予測する因子は認知

機能であることが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Nishikawa T 

22 認知症における

engagement 評価尺度; 

日本語版 Menorah Park 

Engagement Scale の臨

床的有用性の検討  

（査読付） 

共著 令和 2 年 3 月 老年精神医学雑誌 

31(3):304-310 

engagement とは活動に取り組む主体の態

度のことであり，認知症者のリハビリテ

ーションにおいては重要な要因と考えら

れるが，本邦ではいまだこれに関する評

価尺度は導入されていない。海外で使用

されている Menorah Park Engagement 

Scale を原著者の許可を得て日本語に翻

訳し，その信頼性と妥当性を検討した。

日本語版 Menorah Park Engagement Scale

は認知症者の engagementを評価する上で

有用性な尺である。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：石丸大貴, 田中寛之, 永田優馬, 

西川隆 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/31503176/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/31503176/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/31503176/


23 Effect of 

Alzheimer's disease 

severity on upper 

limb function 

（上肢機能に対するア

ルツハイマー病重症度

の影響） 

（査読付） 

共著 令和 2 年 8 月 Psychogeriatrics. 

20(5):802-804 

著者らは物体把握の準備動作である

Pre-shaping の最大切線速度出現時点と

母指・示指間最大距離出現時点が加齢と

ともにより早く出現するようになること

を既に報告した。今回の研究では，重症

度の異なるアルツハイマー型認知症者

（AD）の左右上肢による物体到達・把握

動作を運動解析し，AD の初期の段階で利

き手の到達運動が解体されるが非利き手

には見られず，また把握動作には変化が

みられないことを明らかにした。この知

見は AD患者の動作障害を検討するうえで

有用である。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆に

関わった。 

共著者：Tamaru Y, Tanaka H, Ueda 

M, Sumino Y, Imaoka M, Matsugi 

A, Nishikawa T, Ishii R, Naito Y 

  
24 Incidence and 

lesions causative of 

delusional 

misidentification 

syndrome after 

stroke. 

（脳卒中後の妄想性誤

認症候群の発生頻度と

原因病巣） 

（査読付） 

共著 令和 2 年 9 月 Brain and Behavior 

10(11): e01829. 

脳卒中で入院した 874 人の患者における

妄想性誤認症候群(DMS)の発生頻度と合

併症，共通病巣を調査した。10 例の DMS

が見出されたが全て Fregoli症候群であ

り，Capgras 症候群を含め他の DMS はみら

れなかった。病変は全例が右半球病変を

有し，全例左半側空間無視(USN)を呈して

いた。DMS を呈しない USN の 24 例を対照

群とする voxel-based lesion–symptom 

mapping を用いた病巣解析の結果，鈎状束

を含む病変が Fregoli 症候群に特異的に

関連していることが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Kakegawa Y, Isono O, Hanada K, 

Nishikawa T  

25 青年期脳性麻痺児・者

のための自己回答式

QOL 尺度–Cerebral 

Palsy Quality of Life 

Questionnaire for 

Adolescents

（CPQOL-Teen）日本語

版の作成と有用性の検

討-． 

共著 令和 3 年 1 月 脳と発達 

53(1):10-14 

青年期脳性麻痺児・者の主観的 QOL 評価

尺度 CPQOL-Teenを著者の許可を得て和訳

した日本語版を脳性麻痺児・者 57 名 (CP

群) と定型発達児・者 58 名 (TD 群) に実

施し，評価尺度としての有用性を検討し

た.日本語版 CPQOL-Teen自己回答版は,十

分な検査-再検査信頼性と内的整合性，

J-KIDSCREEN-27 を外的基準とした妥当性

を示した. CPQOL-Teenの 5領域のうち『機

能についての満足度』は, CPの特性を反

映する可能性が示された. 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：加藤雅子，荒井洋，小松光友，

ラトン桃子，立山清美，西川隆 

https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Tamaru%2C+Yoshiki
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Tanaka%2C+Hiroyuki
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Ueda%2C+Masaya
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Sumino%2C+Hiroyuki
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Imaoka%2C+Masakazu
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Matsugi%2C+Akiyoshi
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Nishikawa%2C+Takashi
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Ishii%2C+Ryouhei
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Naito%2C+Yasuo
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Kakegawa%2C+Yasuro
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Isono%2C+Osamu
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Hanada%2C+Keisuke
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorStored=Nishikawa%2C+Takashi


26 Impact of disturbed 

rest-activity 

rhythms on activities 

of daily living in 

moderate and severe 

dementia patients. 

（中等度から重度認知

症者の日常生活活動に

与える休息・活動リズ

ムの影響） 

（査読付） 

共著 令和 3 年 4 月 Alzheimer Disease 

and Associated 

Disorders 

35(2):135-140 

中等度から重度認知症者 64 名の睡眠・覚

醒リズムをアクティグラフィで測定・解

析するとともに，認知機能，ADL，心理行

動異常を評価して，相互の関連を検討し

た。 

昼間の睡眠・覚醒リズムの不安定性と休

息ピークのタイミングの不適切さが低い

ADL に有意な影響を与える因子であるこ

とが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Ishimaru D, Tanaka H, Nagata Y, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Takabatake S, 

Nishikawa T 

27 左頭頂葉病変により

把握反射，本能性把握

反応を伴わず「つかん

だものが放せない」症

状を呈した 1 例（査読

付） 

共著 令和 3 年 6 月 高次脳機能研究 

41(2):219-226 

左中心後回後上部の転移性脳腫瘍に伴

い，右手でつかんだものを放せなくなる

症状を呈した症例を報告した。症状は，

持つ対象やつかむときの手の形，使用す

る指のいかんに関わらず生じた。また，

放すという行為にしか生じなかった。右

手には運動拙劣と道具を正しく持てない

症状があったが，麻痺はなく， 

複雑な指の動きも可能だった。把握反射

や本能性把握反応もみられなかった。つ

かんだものを放せない症状が把握反射や

本能性把握反応から独立して，また頭頂

葉損傷により起こりうることが示唆され

た。 

本人担当部分：画像診断，結果の考察，

論文執筆に関わった。 

共著者：坂井麻里子，平山和美, 後藤泰

伸, 西川隆 

28 Pitch accent 

disorder observed in 

a Japanese   patient 

due to traumatic head 

injury（頭部外傷の日

本人患者にみられた高

低アクセントの障害） 

共著 令和 3 年 9 月 Aphasiology 

doi.10.1080/0268703

8.2021.1978382 

頭部外傷により軽度ウェルニッケ失語に

高低アクセント障害を選択的に発症した

日本人の症例について，高低アクセント

障害のメカニズムを検討した。アクセン

トの誤りのパターンを分析した結果、誤

りであっても母語の大阪弁のパターンか

ら逸脱していなかった。この結果は、高

低アクセントの生成過程が音素の生成過

程とは独立している可能性を示唆し、ア

クセント障害は発声の過程でランダムに

生じたのではなく、母語のアクセントの

レパートリーから当該の単語にパターン

を割り当てる際に問題が生じたと思われ

る。つまり、この患者のアクセント障害

は、音声生成の運動制御にではなく、よ

り高次の言語処理、すなわち語彙的なア

クセントの符号化の問題であったと考え

られる。 

本人担当部分：画像診断，統計解析，結

果の考察，論文執筆に関わった。 

共著者：Sakai M, Ihori N, Nishikawa T 



29 Insight into illness   

and psychological 

defense attitudes in   

people with chronic   

schizophrenia using   

Markova's Insight 

Scale.  （Markova 病

識尺度によ  る統合失

調症患者の病識  と防

衛的態度） 

（査読付） 

共著 令和 3年 12月 J Nerv Ment Dis 

209(12):879-883 

病識は多次元的現象であり多くの評価法

がある。Markova の Insight Scale（IS）

に着目し、統合失調症患者 38名を対象に、

洞察力、心理的防衛スタイル、神経認知

との関係を検討した。その結果、洞察力

は未熟な防衛スタイルと有意に相関し、

臨床変数を統制しても ISは未熟な防衛ス

タイルによって有意に予測された。これ

らは、IS で評価された洞察力の高さが未

熟な防衛機制を反映している可能性が高

いことを示唆している。また洞察力スコ

アが高いほど発症年齢が早かった。洞察

力スコアは、統合失調症の未熟な心理的

防御態度を反映し、そのような患者が臨

床家の意見に従うことを望むようになる

と考えられる。 

本人担当部分：研究全体を統括，指導す

るとともに，研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Ogawa Y, Fukuhara K, Tanaka H, 

Nagata Y, Ishimaru D, Urakawa M, 

Nishikawa T 

30 Factors influencing   

the quality of life in   

patients with severe   

dementia（重度認知症

患者の QOL に影響する

要因）（査読付） 

共著 令和 4 年 1 月 Psychogeriatrics 

22(1): 49-54 

重度認知症患者の QOL に影響する要因を

検討するために，患者 105 名を対象に，

QoL(QUALID-J),認知機能(CTSD)，

BPSD(NPI-NH)，ADL(PSMS), 疼痛 

(PAINAD)および 居住環境(SCUEQS) 

QOL(QUALID-J)を各評価尺度によって評

価し重回帰分析を行った。QUALID-J の総

得点は NPI-NHと PAINAD の得点に有意に

影響されることが明らかとなった。

QUALID-J の因子 1（快適さの表現）と因

子 2（不快さの表現）は、それぞれ PSMS

と PAINAD、NPI-NHと PAINADの得点に有

意に影響されることが示された。この結

果は、認知症の行動・心理症状や痛みが、

重度認知症患者の QoL に影響を与える重

要な要因であることを示している。 

本人担当部分：研究全体を統括，指導す

るとともに，研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：Nagata Y, Nishikawa T, Tanaka 

H, Ishimaru D, Ogawa Y, Fukuhara K, 

Shigenobu K, Ikeda M 

31 Clinical utility of 

an assessment scale 

for engagement in 

activities for 

patients with 

moderate-to-severe 

dementia: additional 

analysis. 

共著 令和 4 年 4 月 Psychogeriatrics 

22(4): 433-444 

我々が開発した中等度から重度の認知症

患者の engagement 評価ツールである「活

動への関与のための評価尺度（ASEA）」の

信頼性のに関して、精神科急性期病院に

おける中等度から重度の認知症患者 195

名を対象に、「健康測定機器選定のための

合意に基づく基準（COSMIN）チェックリ

スト」を用いた追加解析を行った。重度

の認知症に特化した数少ない評価方法の

中で、ASEA は治療活動への関与状態を数

値化し評価するのに有用な尺度であるこ

とが示された。共著者：Ishimaru D, 

Tanaka H, Nagata Y, Ogawa Y, Fukuhara 

K, Takabatake S, Nishikawa T. 



32語の意味記憶が解体さ

れた左側頭葉前部脳膿

瘍の 1 例. 

共著 令和 4 年 6 月 

 

神経心理学 38(2): 

144-154 

左側頭葉前部の脳膿瘍の患者にみられた

軽度の言語性意味記憶障害に対し，障害

の質的検討を行った．本例の理解障害の

特徴は，語の派生的意味の理解障害と語

の範疇的使用の障害であった．また，語

の理解が困難な場合，語の一部の意味や，

その語を含む慣用表現の音韻的脈絡を手

掛かりとして意味を探索する代償的方略

もみられた．Patterson ら（2007）の

Distributed-plus-hub 仮説を援用すれ

ば，これらの所見は，損傷が及ばない脳

領域の trans-modal pathway により各様

式の表象間の局部的連結に基づく具体的

な意味記憶は喚起されるが，semantic hub

である側頭葉前部の損傷によって，より

広範な表象の統合を要する抽象的な語の

意味記憶が解体されたものと解釈でき

る． 

共著者：坂井麻里子，鈴木則夫, 西川隆 

33 The Lower the 

Physical Function, 

the Higher the 

Quality of Life in 

Japanese Adolescents 

with Cerebral Palsy. 

共著 令和 5 年 3 月 

 

Physical & 

Occupational Therapy 

in Pediatrics, DOI: 

10.1080/01942638.20

23.2186197, March 

17, 2023 

脳性麻痺の青年 51 名を対象に，日本語

版 KIDSCREEN-27を用いた面接により主観

的 QOL を評価し，定型発達青年 60 名と比

較した。また、主観的 QOL と年齢、性別、

機能レベル（粗大運動、操作、コミュニ

ケーション）、知能、日常生活活動（ADL）

レベル、教育支援の種類との相関を検討

した。QOLの総得点および J-KIDSCREEN-27

の各領域は定型発達の青年と差がなく、

性別、操作・コミュニケーション機能、

知能は主観的 QOL と関係がなかった。総

運動機能と ADL レベルは、学校環境に対

する満足度と負の相関があった。重回帰

分析の結果、年齢が高いほど心理的幸福

度が低く、粗大運動機能が低いほど学校

環境に対する満足度が高く、特別支援学

校または特別支援学級に通っているほど

身体的幸福度が高い。通常のクラスに通

う軽症の青年に十分なサポートを提供す

ることが重要であることを指摘した。 

共著者： Kato M, Arai A, Komatsu K, 

Tateyama K, Nishikawa T 

 

    



（その他）     

「総説」     

1 神経心理学からみた高

齢者の認知機能低下 
共著 平成 24年 4月 老年精神医学雑誌

23(4): 441-454 

高齢者において減衰する認知機能低下に

関して神経心理学的機能の各領域につい

てこれまでの内外の研究知見をレビュー

し解説を加えた。近年のこの分野の研究

は社会学的認知機能に及んでおり，加齢

の影響を受ける程度には多様な差がある

ことを指摘した。 

本人担当部分：資料収集，執筆 

共著者：小川泰弘，西川隆 

2 現象学に対する神経心

理学的見地からの若干   

のコメント 

単著 平成 25年 3月 神経心理学 29(1): 

44-53 

現象学は近代の科学的客観主義が動態的

な現実を抽象的に捉えていることを批判

し，主体的体験を根拠として現実をとら

えようとする思想であった。このような

視点は，ともすれば客観主義的な人間観

を抱きがちな今日の脳科学や神経心理学

に対しても重要な批判的観点であること

を指摘した。 

3 外来で早期に認知症を   

疑うコツ 
単著 平成 27年 3月 治療 97(3): 313-316 一般的な診療において外来患者が認知症

であることを治療者が疑うのはどのよう

な所見を見出したときであるか，いくつ

かの経験上の要点を解説した。 

4 脳梁と精神疾患 単著 平成 27年 3月 神経内科 

82(3):297-304 

脳梁離断症状は自己の単一性や同一性の

障害を招くことがら，離断学説が提起さ

れて以来，統合失調症や心因性の解離症

状のモデルとされてきた。脳梁の解剖生

理学的知識と症候学および精神疾患と関

連する研究史の流れを解説し，今後の展

望を述べた。 

5 DSM-5 からみた複合性

注意の領域 
共著 平成 28年 12

月 

神経内科

85(2):182-187 

アメリカ精神医学会の精神疾患診断マニ

ュアル DSM-Ⅳから DSM-5への改訂に伴い，

認知症の診断基準に含まれる認知機能が

5 領域から 6 領域に増えるとともに，領域

間をまたいだ再編成が行われた。新たに

設けられた「複合性注意」の概念を改訂

の背景とともに開設した。 

本人担当分：執筆 

共著者：永田優馬, 田中寛之, 石丸大貴, 

西川隆 

6 統合失調症患者におけ  

る語用論的言語（比

喩・皮肉）の理解能力

について 

  （査読付） 

共著 平成 28年 12

月 

Journal of 

Rehabilitation and 

Health Sciences 

1415-25  

語用論の定義や統合失調症患者の言語使

用に関する学術的背景，統合失調症患者

の比喩・皮肉理解における障害について

の知見を総説し，言語的観点からの統合

失調症者に対する支援方法と今後の展望

について指摘した。 

本人担当分：執筆 

共著者：福原啓太，田中寛之，小川泰弘，

永田優馬，田中宏明，大西久男，西川隆 



7 認知症における食行動

異常と嗅覚・味覚の生

理学的機能 

共著 平成 29年 9月 神経心理学 

33(3):167-176 

認知症の食行動異常と嗅覚・味覚の生理

学的機能との関連について近年の知見を

概説した。アルツハイマー病（AD）とレ

ビー小体型認知症（DLB）ではしばしば嗅

覚障害を早期より認めるが，味覚につい

ては研究が少ない。著者らは AD と意味性

認知症（SD）に関して甘味・塩味・酸味・

苦味の検知・認知閾値が初期から上昇す

ることを見出し、食嗜好の変化の背景に

基礎的な味覚機能の変化が関わることを

指摘した。 

本人担当分：執筆 

共著者：坂井麻里子，西川隆 

8 グローバリゼーション  

の負債－貧困・高齢の  

都市生活者に見える風 

景－ 

単著 平成 30年 2月 臨床精神医学 47(2): 

169-175 

グローバリゼーションやボーダーレスが

進行する社会的影響について，都市の貧

困・単身の高齢者の視点から最近の社会

変化がどのように見えるかを救護施設で

の医療経験を踏まえ，素描した。 

9 重度認知症者のための

認知機能検査 : 

Cognitive Test for 

Severe Dementia, 

Severe Cognitive 

Impairment Rating 

Scale 

共著 平成 30年 11

月 

老年精神医学雑誌 

29(11):1175-1181 

重度認知症者の認知機能の変化を検出す

るためには残存する限られた機能を検出

し，それをさらに段階づけることができ

るだけの感度を備えていることが必要で

ある。現在日本で使用しうる検査のうち，

著者らが開発した CTSDと同じく著者らが

翻訳導入した SCIRS の 2 つの認知機能検

査について，それぞれの内容と特徴を解

説した。 

本人担当分：執筆 

共著者：田中寛之, 永田優馬, 石丸大貴, 

西川隆 
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年月日

平成25年4月

平成25年4月

令和3年8月

平成30年10月

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

　令和5年　　3月　　31日

氏名　　　橋本　雅至

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

健康・スポーツ科学

人間医工学
スポーツ科学、運動療法、動作分析、バイオメカニクス、病態運動学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

大阪河﨑リハビリテーション大学リハビリテーション

学部　「運動器系理学療法学」「運動器系理学療法学

実習」「スポーツ・リハビリテーション」において実

践的な実技を中心とした講義とプレゼンテーション資

料の作成、実技の復習や練習が可能な講義資料を作成

した。
奈良学園大学保健医療学部「スポーツ障害理学療法

学」「筋骨格障害理学療法学Ⅰ、Ⅱ」「理学療法計画

論」において理論内容の講義に加えて、実技を積極的

に取り入れ、理論に裏付けされた実技の実践を多く取

り入れた。臨床実習前の治療場面を想定した知識や情

報整理をおこなった。

7）実技を取り入れた実践的な講義・実習 平成25年4月

～

令和2年3月

8）実技を取り入れた実践的な講義・実習 令和1年4月

～

現在に至る

２　作成した教科書，教材

6）ビデオ教材の作成 大阪河﨑リハビリテーション大学

リハビリテーション学部理学療法学専攻

「臨床運動学演習」の動画を自主作成

症例の基本動作ビデオ、高齢者の歩行動作(約250名)の

動画集（約60分）

11）実践PTノート運動器傷害の理学療法（第2版）

　(三輪書店)

大阪河﨑リハビリテーション大学

リハビリテーション学部理学療法学専攻

「運動器系理学療法学実習」のテキスト作成

A5版205ページ、（共同）担当部分:全員による作成の

ため全ページを担当し、特定の担当箇所を定めていな

い。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1）大学設置・学校法人審査会の教員組織審査

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科理

学療法学専攻　教授

「基礎ゼミⅡ」「スポーツ医学」「運動学Ⅱ」「筋骨

格障害理学療法学Ⅰ」「筋骨格障害理学療法学Ⅱ」

「スポーツ障害理学療法学」「早期体験実習」「地域

理学療法実習」「理学療法評価実習」「総合臨床実習

Ⅰ」「総合臨床実習Ⅱ」「理学療法卒業研究」可と判

定。

12）運動器障害理学療法学テキスト（改訂第3版）

　(南江堂)

奈良学園大学保健医療学部

リハビリテーション学科理学療法学専攻

「筋骨格障害理学療法学Ⅰ、Ⅱ」のテキスト作成

B5版369ページ、（共同）担当部分:207〜216ページ、

21筋・軟部組織性障害①概論。
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年月日事項 概 要

平成25年5月

平成25年9月

平成25年12月

平成26年5月

平成26年6月

平成26年9月

平成26年10月

平成26年12月

平成27年5月

平成27年12月

平成28年10月

39）現職者対象の研修会、講習会の講師  (公社)大阪府理学療法士会　豊能ブロック主催第1回

新人教育プログラム講習会

４　実務の経験を有する者についての特記事項

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科理

学療法学専攻　教授

「基礎ゼミⅡ」「スポーツ医学」「運動学Ⅱ」「筋骨

格障害理学療法学Ⅰ」「筋骨格障害理学療法学Ⅱ」

「スポーツ障害理学療法学」「早期体験実習」「地域

理学療法実習」「理学療法評価実習」「総合臨床実習

Ⅰ」「総合臨床実習Ⅱ」「理学療法卒業研究」可と判

定。

41）現職者対象の研修会、講習会の講師 和歌山県高等学校体育クラブキャプテン研修会「身体

の土台、足から考えてみる」

40）現職者対象の研修会、講習会の講師  (公社)奈良県理学療法士会主催　第21回公開講座「ア

ンチエイジングの秘訣　それは『脚から』」

43）現職者対象の研修会、講習会の講師 (公社)大阪府理学療法士会　大阪南ブロック　研修会

「下肢運動連鎖を考慮した観察的動作分析とアプロー

チ（導入編）」

42）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪河﨑リハビリテーション大学同窓会（河泉会）ス

キルアップスキンシップ講座「下肢関節疾患（膝関

節）の評価と治療」

45）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪臨床整形外科医会療法士会研修会「膝関節障害に

対する理学療法～動作解析と評価から治療～」

44）現職者対象の研修会、講習会の講師 (公社)大阪府理学療法士会大阪南ブロック技術講習会

「下肢運動連鎖を考慮した観察的動作分析とアプロー

チ（実技編）」

47）現職者対象の研修会、講習会の講師 第14回　日本良導絡自律神経学会　近畿ブロック　講

習会「病態運動学から見たスポーツ傷害のとらえ方と

アプローチ」

46）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主催特別講習会「立位・歩行のための体幹機

能と動作のとらえ方」

48）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主催特別講習会「身体運動連鎖の基盤となる

体幹機能をどう捉えるか？」

49）現職者対象の研修会、講習会の講師 (公社)大阪府理学療法士会　堺ブロック　研修会

「歩行を診る」
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年月日事項 概 要

平成28年12月

平成29年12月

平成31年1月

令和1年8月

令和1年8月

令和2年9月

令和2年11月

令和2年12月

令和4年9月

令和4年12月

年月日

昭和63年4月
平成16年12月

奈良県障がい者スポーツ協会主催　

令和4年度奈良県初級障害者スポーツ指導員養成講習会

講習会

「各障がいのスポーツ指導上の留意点と工夫」

(公社)大阪府理学療法士会　堺ブロック　研修会

「歩行を診る」

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

50）現職者対象の研修会、講習会の講師

５　その他

51）現職者対象の研修会、講習会の講師

52）現職者対象の研修会、講習会の講師

53）現職者対象の研修会、講習会の講師

54）現職者対象の研修会、講習会の講師

55）現職者対象の研修会、講習会の講師

56）現職者対象の研修会、講習会の講師

あしべん主催特別講習会「力学的観点から歩行を診る

～動作分析の際、考慮すべきポイント～」

あしべん主催特別講習会「運動連鎖の観点から歩行を

診るポイント」

58）現職者対象の研修会、講習会の講師 日本理学療法士会主催　理学療法講習会

「スポーツフィールドにおける理学療法の実践　～導

入から実例紹介～」

59）現職者対象の研修会、講習会の講師

1）理学療法士関連 理学療法士免許（第15840号）取得：厚生労働省

第31回理学療法士・作業療法士養成施設等教員講習会

修了：厚生労働省（第3370号）

大阪府理学療法士会生涯学習センター主催

第2回生涯学習研修集会（Web開催）

研修４：膝・足・足関節の機能障害に挑む

「身体動作の基礎、足部・足関節機能の捉え方」

第58回近畿理学療法学術大会　教育講演「下肢の荷重

関節を力学的に考える〜まずは足元から〜」

第45回日本整形外科スポーツ医学会学術集会

特別企画４　コアトレーニングの神髄

講演「コアトレーニングを効果的に進めるために、体

幹（筋）機能を適切に捉える評価について」

大阪府理学療法士会生涯学習センター主催

2019年医工連携&運動器疾患（足関節）研修会

「運動連鎖について足部・足関節の機能から考える」

大阪市北区理学療法士会　第1回生涯学習研修会

「足部・足関節の機能からみた理学療法」

57）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主催　特別講演　「身体重心を考慮して、体

幹機能と足部・足関節機能を考える」
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年月日事項 概 要

平成22年4月

平成9年9月

平成12年3月

平成17年3月

専門理学療法士（運動器3-115）認定：日本理学療法士

協会

修士（体育学）取得：大阪体育大学大学院　第73号

「運動選手･非運動者における足部･足関節の機能評

価」

２　特許等

特になし

2）大学教育関連学位 学士(社会学)取得：佛教大学第42456号

博士（スポーツ科学）取得：

大阪体育大学大学院　第3号

「足部の機能と下肢の運動連鎖に関する研究」

３　実務の経験を有する者についての特記事項

金井整形外科医院非常勤にて外来部門を担当。週1回の

診療にて外来症例の理学療法を行っている。対象症例

に対して自宅リハや自主運動の立案、診療時のチェッ

クを頻回に行った。十数年に渡り診療を継続している

症例も少なくない。

　

(株)ワコール人間科学研究所 平成17年4月

〜

現在に至る

運動機能に着目したアンダーウェア、スポーツウェア

の開発と三次元動作解析装置を用いた効果の検証

　ワコールのスポーツウエア部門の製品を対象に機能

的ウエアの開発段階での効果検証や、発売前の機能効

果の検証や身体への影響を客観化する。手段は主に三

次元動作解析装置や筋電測定、加速度センサーなどを

用いて短時間で多くの客観的データの収集を行い、結

果の検証を行う。

平成18年4月

〜

現在に至る

宝持会池田病院リハビリテーションセンター非常勤に

て、外来部門の夜間診療を担当。週1回の診療にて外来

症例の理学療法を行っている。特にスポーツ選手のリ

ハビリテーションを多く担当している。また若い理学

療法士の教育的立場から臨床指導を行っている。

令和3年12月

〜

現在に至る

令和1年9月 奈良学園大学にて第1回ボッチャ大会を開催

大学生、特別支援学校生、地域住民を対象にパラス

ポーツ（ボッチャ）の体験会と大会を開催

：総勢150名の参加

　教員と大学生により大会運営を行い、特別支援学校

の生徒や地域の小学生から高齢者まで参加してもら

い、パラスポーツであるボッチャの体験会と、チーム

編成して試合(大会)を行った。当日の内容は奈良テレ

ビの夕方の地方ニュースでも報道された。

京都府立田辺高等学校硬式野球部（毎月1回）

スポーツ傷害予防の指導、スポーツ医事相談とトレー

ニング、コンディショニング指導の実践

　硬式野球部の監督から要請があり、学校長からの高

校として正式な依頼により、野球部部員の健康チェッ

クやスポーツ障害予防や、トレーニング・コンディ

ショニング指導を担当する。

3）学校保健・地域スポーツ活動への参画

平成7年4月

〜

現在に至る

1）理学療法士としての臨床実務歴

４　その他

1）学外研究機関などとの共同研究
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 平成25年4月

共著 平成28年5月

共著 平成29年5月

（株）三輪書店

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

9. 実践PTノート

   運動器傷害の理学療法

  （第2版）

運動器傷害の概論と運動療法に関して実際に実践して

いる実技内容を部位ごとに紹介した。さらに自己学習

のため、その手技の動画をDVDに収録し講義外での実

技練習に役立てるように工夫した。第1版から内容の

見直しと追加を行い、より実践的な内容に再編した

（Ａ４判　全210頁）

編著者：小柳磨毅

共著者：上野隆司、吉本陽二、橋本雅至、

淵岡聡、中江徳彦、佐藤睦美、境隆弘

共著者全員での執筆のため、本人担当部分を明記不可

10. 教科書にはない敏腕

    PTのテクニック

   -臨床実践変形性膝関

    節症の理学療法-

(株)文光堂 変形性膝関節症に対する理学療法評価と治療アプロー

チに関して臨床上の工夫を多く紹介した。クリティカ

ルパス通りに進まない場合のアプローチ、歩行（歩

容）の改善など，臨床で遭遇する症例への対応、さら

には、対象者を取り巻く心血管疾患を中心とした内科

的問題を併発する場合の運動療法の進め方、荷重関節

疾患との関連がある肥満に関する考慮のポイント、日

常生活を含めた患者教育の実践と工夫について図表を

用いて詳細に解説した。

（Ｂ５判　全196頁）

編著者：橋本雅至

　①本人担当部分：

膝OAの外科的治療を理解し術後に活かす（ｐ．47～

ｐ．59）を共著。

　人工膝関節置換術を中心にその手術方法を解説し、

皮膚切開から術後の理学療法の工夫や考慮のポイント

を解説した。特に術後関節可動性に影響を与えやすい

術創部のアプローチを具体的に紹介した。　

共著者：橋本雅至、木下和昭

　②本人担当部分：

膝OA患者の術前・術後の歩容改善をねらう（ｐ．120

～ｐ．134）を単著。

　手術前の状態から手術後の歩容の改善を、その時期

に分けて解説した。特に術後の残存する体幹機能の不

具合に着目して具体的なアプローチについて紹介して

いる。

著者：橋本雅至

11. 教科書にはない敏腕

    PTのテクニック

    -臨床実践足部・足関

     節の理学療法-

(株)文光堂 足部・足関節に頻発する運動器傷害を中心に評価やア

プローチについて臨床で行っている実践的な内容をま

とめた。運動器疾患以外にも内科的障害に起因する足

部の障害についてもあわせて解説した。

（Ｂ５判　全194頁）

編著者：橋本雅至

①本人担当部分：

足部・足関節機能と身体運動との関係をとらえる

（ｐ．25～ｐ．38）を共著。

　足部・足関節の力学的機能について解説し、身体運

動時の基礎としての役割に対して必要な機能を解説し

た。また機能不全の場合のアプローチについて紹介を

行った。　

共著者：橋本雅至、木下和昭

②本人担当部分：

扁平足障害−足部・足関節の機能的特徴をふまえ介入

する（ｐ．70～ｐ．84）を共著。

　臨床で経験する扁平足障害が足部にとどまらず、身

体運動に影響を及ぼす関係性について解説し、その評

価方法やアプローチについて紹介した。

共著者：中尾英俊、橋本雅至

③本人担当部分：

有痛性外反母趾−足部・足関節の機能的特徴をふまえ

介入する（ｐ．85～ｐ．98）を共著。

　外反母趾変形でも有痛性の場合を重要視して、足部

にとどまらず、身体運動に影響を及ぼす関係性につい

て解説し、その評価方法やアプローチについて紹介し

た。特に靴の工夫やインソールなどについて具体的に

解説した。

共著者：生島直樹、橋本雅至

④本人担当部分：

後脛骨筋腱、腓骨筋腱の要害−足部・足関節の機能的

特徴をふまえ介入する（ｐ．99～ｐ．113）を共著。

　足アーチ機能を担保する筋群に加わる力学的ストレ

スを具体的に紹介し、その頻回な負荷が引き起こす筋

腱の障害を解説した。足部機能だけではなく、身体の

重心保持の機能を含めて具体的に解説した。

共著者：瓜生玲子、橋本雅至
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年10月

共著 平成30年3月

一般社団法人アスリートケアに所属する理学療法士が

20年以上活動してきたスポーツ現場の健康支援事業を

解説し、それぞれの課題克服や工夫など広く共有する

ため事業の各方面(スポーツ現場、領域など)を細かく

解説した。

（A５判　全359頁）

越智隆弘監修、アスリートケア編集

本人担当部分：

第3章3高校部活動の支援　サッカー部.  （ｐ．224～

ｐ．237）を共著。

　高校サッカー部の健康支援について解説した。特に

成長期の体幹機能に着目をして，その評価(測定)方法

の開発、トレーニング指導の効果の検証を客観的に行

い、学会発表や論文になった内容などを含めて解説し

た。

共著者：井上直人、橋本雅至、高本晴輝、田頭悟志、

木下和昭

理学療法評価で得られた医学的情報，検査測定結果，

動作観察の内容をどのように統合・解釈し、臨床推論

をどのように組み立てていけばよいかを解説した。臨

床実習で指導者が学生に指導するように、情報収集の

項目と意味、画像解読のポイント，患者の動作をみる

ポイント、検査結果の解釈、治療場面での工夫とリス

クなどについて紹介した。

（Ｂ５判　全305頁）

西守隆 編著, 上杉雅之監修

本人担当部分：

第4章4アキレス腱断裂(手術適応例).  （ｐ．196～

ｐ．205）を共著。

　アキレス腱断裂術後の理学療法を臨床上の工夫を踏

まえて解説した。アキレス腱断裂の術後を中心に術後

療法を補装具使用など積極的な回復を目標に行う方法

における評価ポイントを紹介した。また機能改善に難

治するような事項に対する対処方法などを具体的問題

点把握から解説し、実践的な評価方法を紹介した。

共著者：橋本雅至、木下和昭

足部・足関節に頻発する運動器傷害を中心に評価やア

プローチについて臨床で行っている実践的な内容をま

とめた。運動器疾患以外にも内科的障害に起因する足

部の障害についてもあわせて解説した。

（Ｂ５判　全194頁）

編著者：橋本雅至

①本人担当部分：

足部・足関節機能と身体運動との関係をとらえる

（ｐ．25～ｐ．38）を共著。

　足部・足関節の力学的機能について解説し、身体運

動時の基礎としての役割に対して必要な機能を解説し

た。また機能不全の場合のアプローチについて紹介を

行った。　

共著者：橋本雅至、木下和昭

②本人担当部分：

扁平足障害−足部・足関節の機能的特徴をふまえ介入

する（ｐ．70～ｐ．84）を共著。

　臨床で経験する扁平足障害が足部にとどまらず、身

体運動に影響を及ぼす関係性について解説し、その評

価方法やアプローチについて紹介した。

共著者：中尾英俊、橋本雅至

③本人担当部分：

有痛性外反母趾−足部・足関節の機能的特徴をふまえ

介入する（ｐ．85～ｐ．98）を共著。

　外反母趾変形でも有痛性の場合を重要視して、足部

にとどまらず、身体運動に影響を及ぼす関係性につい

て解説し、その評価方法やアプローチについて紹介し

た。特に靴の工夫やインソールなどについて具体的に

解説した。

共著者：生島直樹、橋本雅至

④本人担当部分：

後脛骨筋腱、腓骨筋腱の要害−足部・足関節の機能的

特徴をふまえ介入する（ｐ．99～ｐ．113）を共著。

　足アーチ機能を担保する筋群に加わる力学的ストレ

スを具体的に紹介し、その頻回な負荷が引き起こす筋

腱の障害を解説した。足部機能だけではなく、身体の

重心保持の機能を含めて具体的に解説した。

共著者：瓜生玲子、橋本雅至

13. 統合と解釈がよくわかる

　　実践！理学療法評価学

(株)医歯薬出版

(株)三輪書店12. アスリートケア

　　理学療法士によるスポーツ

　　選手への健康支援
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成30年5月

共著 令和1年8月

理学療法評価で得られた医学的情報，検査測定結果，

動作観察の内容をどのように統合・解釈し、臨床推論

をどのように組み立てていけばよいかを解説した。臨

床実習で指導者が学生に指導するように、情報収集の

項目と意味、画像解読のポイント，患者の動作をみる

ポイント、検査結果の解釈、治療場面での工夫とリス

クなどについて紹介した。

（Ｂ５判　全305頁）

西守隆 編著, 上杉雅之監修

本人担当部分：

第4章4アキレス腱断裂(手術適応例).  （ｐ．196～

ｐ．205）を共著。

　アキレス腱断裂術後の理学療法を臨床上の工夫を踏

まえて解説した。アキレス腱断裂の術後を中心に術後

療法を補装具使用など積極的な回復を目標に行う方法

における評価ポイントを紹介した。また機能改善に難

治するような事項に対する対処方法などを具体的問題

点把握から解説し、実践的な評価方法を紹介した。

共著者：橋本雅至、木下和昭

肩関節機能障害に対する理学療法士の臨床技術を解説

した。病態を理解するための機能解剖と運動学，理学

療法士が押さえておくべき手術のポイント，運動療法

につなげるための機能評価を紹介した。さらに軟部組

織の痛み，関節可動域制限，筋機能低下，関節不安定

症を取り上げ，臨床で実際に行われている機能的特徴

を踏まえた理学療法手技を解説した。

（Ｂ５判　全208頁）

編著者：橋本雅至, 村西壽祥

本人担当部分：

　肩の機能解剖を理解する。

(p.2〜p.15)を担当

　肩関節周囲の評価の基本になる体表面から見る触察

方法を具体的に紹介した。また機能障害や疾患からく

る痛みの部位を解剖学的に正確に捉える重要性を解説

した。触察方法は図表を多く掲載し、評価手技につね

がるように考慮した。

共著者：中尾英俊、橋本雅至

体幹の機能障害や疾患に対する理学療法士の技術とコ

ツを解説下。触診による機能解剖や疾患の特徴から見

た運動連鎖の観点からの運動機能障害，機能評価を紹

介し、動作分析からみた腰痛発生のメカニズムや外科

的治療とその術後理学療法を解説した。また、成長期

スポーツ選手の腰痛や非特異的腰痛の特徴、運動連

鎖・隣接関節を理解したうえでの介入方法、産業医学

の立場から見た腰痛対策について紹介した。

（Ｂ５判　全192頁）

編著者：橋本雅至

①本人担当部分：

　疾患の特徴から腰部の運動機能障害を理解する。

(p.17〜p.27)を担当

　高齢者に多く見られる器質的疾患について紹介し、

その特徴を運動面や機能的異な観点から見る評価や観

察のポイントを解説した。それらの観点からつながる

理学療法の実践法を紹介した。

共著者：生島直樹、橋本雅至

②本人担当部分：

　コアスタビリティを評価し結果を介入に活かす。

(p.28〜p.38)を担当

　体幹の安定性に関わる体幹機能の評価から、体幹の

安定性改善を目的にした理学療法の立案を紹介する。

コアスタビリティの具体的な実践方法に対する、その

効果検証のため、評価の重要性について解説した。

共著者：田頭悟志、橋本雅至

③本人担当部分：

　運動連鎖の観点から体幹と下肢の機能の関連を評価

する。

(p.39〜p.57)を担当

　体幹の筋機能を中心に動的、静的に評価する方法を

紹介し、我々の行う体幹筋機能評価方法の実践と得ら

れた結果から荷重位の姿勢保持や動作における体幹機

能の関わりの考察を解説した。

著者：木下和昭、橋本雅至

④本人担当部分：

　非特異性腰痛の特徴を踏まえて介入する。

(p.113〜p.129)を担当

　非特異性腰痛の機能面での病態を評価し、体幹の筋

機能の特性を考慮したアプローチについて解説した。

特に体幹と股関節との連携、下肢荷重位での動作(歩

行)時の力学的ストレスを考察し．理学療法を立案す

る実践を紹介した。

著者：森藤武、橋本雅至

14. 教科書にはない敏腕

    PTのテクニック

    -臨床実践　肩関

     節の理学療法-

(株)文光堂

15. 教科書にはない敏腕

    PTのテクニック

    -臨床実践

　　　体幹の理学療法-

(株)文光堂
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和2年11月

共著 令和2年12月 (株)文光堂

体幹の機能障害や疾患に対する理学療法士の技術とコ

ツを解説下。触診による機能解剖や疾患の特徴から見

た運動連鎖の観点からの運動機能障害，機能評価を紹

介し、動作分析からみた腰痛発生のメカニズムや外科

的治療とその術後理学療法を解説した。また、成長期

スポーツ選手の腰痛や非特異的腰痛の特徴、運動連

鎖・隣接関節を理解したうえでの介入方法、産業医学

の立場から見た腰痛対策について紹介した。

（Ｂ５判　全192頁）

編著者：橋本雅至

①本人担当部分：

　疾患の特徴から腰部の運動機能障害を理解する。

(p.17〜p.27)を担当

　高齢者に多く見られる器質的疾患について紹介し、

その特徴を運動面や機能的異な観点から見る評価や観

察のポイントを解説した。それらの観点からつながる

理学療法の実践法を紹介した。

共著者：生島直樹、橋本雅至

②本人担当部分：

　コアスタビリティを評価し結果を介入に活かす。

(p.28〜p.38)を担当

　体幹の安定性に関わる体幹機能の評価から、体幹の

安定性改善を目的にした理学療法の立案を紹介する。

コアスタビリティの具体的な実践方法に対する、その

効果検証のため、評価の重要性について解説した。

共著者：田頭悟志、橋本雅至

③本人担当部分：

　運動連鎖の観点から体幹と下肢の機能の関連を評価

する。

(p.39〜p.57)を担当

　体幹の筋機能を中心に動的、静的に評価する方法を

紹介し、我々の行う体幹筋機能評価方法の実践と得ら

れた結果から荷重位の姿勢保持や動作における体幹機

能の関わりの考察を解説した。

著者：木下和昭、橋本雅至

④本人担当部分：

　非特異性腰痛の特徴を踏まえて介入する。

(p.113〜p.129)を担当

　非特異性腰痛の機能面での病態を評価し、体幹の筋

機能の特性を考慮したアプローチについて解説した。

特に体幹と股関節との連携、下肢荷重位での動作(歩

行)時の力学的ストレスを考察し．理学療法を立案す

る実践を紹介した。

著者：森藤武、橋本雅至

スポーツ外傷・障害の保存療法についての最新の知識

を紹介し、その具体的方法と進歩を解説した。下肢に

認められる、多岐にわたる疾患ごとに運動療法の適切

な選択や指導方法について細かく解説した。また、物

理・装具療法の併用のポイント、最近のトピックスで

あるPRPや体外衝撃波治療のポイントから最新の実績

まで網羅した。

（Ｂ５判　全316頁）

編集：熊井司、石橋恭之

本人担当部分：

　各種保存療法の基礎知識　運動療法。

(p.18〜p.33)を担当

　スポーツ選手に対する運動療法にて行われる実際の

手技を解説した。術後や急性期の基本的な運動療法か

ら、スポーツ復帰期の競技動作の基本となるトレーニ

ングについて紹介した。またスポーツ障害に対しては

身体機能を考慮した運動療法、トレーニングが必要で

あり、実際に例示して解説した。

著者：橋本雅至

スポーツによる膝の外傷・障害に対する理学療法士の

技術とコツについて解説した。触診による機能解剖や

機能評価，疾患の特徴や病態，外科的治療について紹

介し、外科的治療前後での介入や障害発生のメカニズ

ム，運動連鎖を応用したアプローチについて解説し

た。また，競技レベルへの復帰を導く手法，再発予防

のための取り組みについて紹介した。

（Ｂ５判　全214頁）

編著者：橋本雅至

①本人担当部分：

膝関節の筋機能と下肢機能を評価する。

(p.16〜p.27)を共著

　筋力や筋持久力にとどまらず、筋機能と身体動作と

の関連を考慮して、その機能を評価、測定に関する実

践方法を紹介した。筋機能測定機器を用いた方法(ト

ルク値やトルクカーブなど)や、スポーツ現場でも可

能な、パフォーマンステスト(スクワットやレッグラ

ンジなど)を工夫して筋機能の評価方法を紹介した。

共著者：井上直人、橋本雅至

②本人担当部分：

膝関節のオーバーユース障害の要因を評価し改善に導

く。(p.124〜p.140)を共著

　オーバーユース障害に至るメカニカルストレスに関

する評価方法を下肢荷重位でのアライメント評価と局

所の関節機能評価と組み合わせ、その考察から運動療

法やトレーニング方法を具体的に立案し、テーピング

などのアイテムも加えて、対応する実践的な方法を解

説した。

共著者：野田優希、橋本雅至

16. 運動器スポーツ外傷・障害

　　の保存療法　下肢

(株)南江堂

17. 教科書にはない敏腕

    PTのテクニック

    -臨床実践スポーツ傷害膝

　　の理学療法-
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和3年8月

（学術論文）

[原著論文]

共著 平成25年6月

共著 平成25年6月

障害と疾患の基本的理解と，根拠に基づく介入法とそ

の実践に必要な整形外科学などの基礎学問を解説した

教科書の改訂版．今改訂では本文をフルカラーとし，

運動療法・検査などを分かりやすいイラストで多数掲

載．視覚的な理解にも優れた紙面となった．さらに運

動器障害理学療法学分野，またその理解の基礎となる

整形外科学分野の過去10年分の国家試験問題へのリン

クも収載した充実の改訂版．

（Ｂ５判　全316頁）

編集：高柳清美、中川法一、木藤伸宏、森山英樹

本人担当部分：

21．筋・軟部組織性障害①　概論。(p.207〜p.216)を

共著

　軟部組織に起こる機能障害を例示して、軟部組織

(結合組織)の特徴を踏まえて解説した。筋、筋腱移行

部、腱、靱帯や関節包などに由来する機能障害に対す

る運動療法を問題点を見る評価とあわせて紹介し、理

学療法を学ぶ基本内容が網羅できるように解説した。

共著者：橋本雅至、野田優希

スポーツによる膝の外傷・障害に対する理学療法士の

技術とコツについて解説した。触診による機能解剖や

機能評価，疾患の特徴や病態，外科的治療について紹

介し、外科的治療前後での介入や障害発生のメカニズ

ム，運動連鎖を応用したアプローチについて解説し

た。また，競技レベルへの復帰を導く手法，再発予防

のための取り組みについて紹介した。

（Ｂ５判　全214頁）

編著者：橋本雅至

①本人担当部分：

膝関節の筋機能と下肢機能を評価する。

(p.16〜p.27)を共著

　筋力や筋持久力にとどまらず、筋機能と身体動作と

の関連を考慮して、その機能を評価、測定に関する実

践方法を紹介した。筋機能測定機器を用いた方法(ト

ルク値やトルクカーブなど)や、スポーツ現場でも可

能な、パフォーマンステスト(スクワットやレッグラ

ンジなど)を工夫して筋機能の評価方法を紹介した。

共著者：井上直人、橋本雅至

②本人担当部分：

膝関節のオーバーユース障害の要因を評価し改善に導

く。(p.124〜p.140)を共著

　オーバーユース障害に至るメカニカルストレスに関

する評価方法を下肢荷重位でのアライメント評価と局

所の関節機能評価と組み合わせ、その考察から運動療

法やトレーニング方法を具体的に立案し、テーピング

などのアイテムも加えて、対応する実践的な方法を解

説した。

共著者：野田優希、橋本雅至

60. デジタルカメラによ

    る胸腰椎可動域測定

    法の一検討(第一報)

    (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.22

:P.29-P.31

デジタルカメラにて撮影した静止画を用いて条件間の

角度の変化から脊柱の可動性を予測した。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：福本貴典、田頭悟志、板矢悠佑、高嶋厚史、

橋本雅至

59. クラウス・ウェーバ

    ーテスト変法と体幹

    深部筋エクササイズ

    における腹横筋の筋

    活動量について

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.22

:P.25-P.27

体幹筋機能を向上させる目的に行われるトレーニング

動作について実際の筋活動量の観点からその効果につ

いて検討した。筋活動の測定には、ワイヤー電極を用

い、深部の筋活動を導出した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：杉本拓也、能登洋平、林慈晃、池内誠、仲哲

治、土井龍雄、柳田育久、田邉　智、

大槻伸吾、橋本雅至、大久保衞

18. 運動器障害理学療法学

　　テキスト（改訂第3版）

(株)南江堂



業績書20

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成25年6月

共著 平成25年7月

共著 平成25年10月

共著 平成26年1月

共著 平成26年3月

共著 平成26年4月

61. 第5中足骨疲労骨折の

    既往を有する大学サッ

    カー選手におけるタ

    ーン動作時の足部圧

    力解析

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.22

:P.39-P.41

サッカー選手の好発する足部第5中足骨骨折の発生要

因として切り返し動作の繰り返しが考えられる。実際

にターン動作にて足部の同様な力学的なストレスが加

わるかを客観化し、発生要因を検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、藤竹俊輔、

来田晃幸、岸本恵一、武村政徳、辻田純三、

橋本雅至、大久保衞

64. 高校男子サッカー選

    手における体幹筋機

    能と股関節可動域が

    運動時腰痛に及ぼす

    影響

   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22

:P.59-P.66

高校生のサッカー選手を対象に体幹筋の持久性と協調

性を見た機能評価と股関節の可動性と柔軟性が､ス

ポーツ動作時の腰痛発生に及ぼす影響を考察し､その

関連性を示唆した。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：吉川晋矢、橋本雅至、井上直人、

古川博章、木下和昭、大槻伸吾

65. 高校男子サッカー選

    手における入学年度

    別の体幹筋機能と運

    動時腰痛発生の経時

    的変化

   (査読付)

四條畷学園大学リハビリ

テーション学部紀要

9号

:P7-P14

縦断的に調査している高校生サッカー選手が各年代の

体幹機能評価の結果に特徴があることが分かり、その

後トレーニング介入した結果、運動時の腰痛が一時期

改善するが、その後僅かに増加する傾向があることが

分かった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：石束友輝、橋本雅至、井上直人、

木下和昭、古川博章、大槻伸吾

62. 大学サッカー選手に

    おける足部スポーツ

    障害に対するインソ

    ールの有用性

   (査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

Vol.33 (3)

:P.292-P.297

縦断的に調査を継続している大学サッカー選手に認め

られる足部スポーツ障害に対して、市販のインソール

の使用がスポーツ障害発生にどのように影響を及ぼす

かを検討した。結果、インソールの使用の有用性が示

唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、岸本恵一、

橋本雅至、大久保衞

63. 荷物の持ち上げ動作

    時の下肢および体幹

    の運動力学的解析

   (査読付)

理学療法科学 

Vol.28 (5)

:P.619-P.622

日常生活から職業動作によく見られる荷物の持ち上げ

動作について動作分析を行った。三次元動作解析装置

を用いて体幹、下肢の力学的負荷を客観化した。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：三谷保弘、橋本雅至、北川智美、

松木明好

66. 大学アメリカンフッ

    トボール選手におけ

    るSide Bridge test

    と体幹筋力との関係

   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22 (2)

:P.297-P.301

大学生の体幹機能を瞬発力の観点と筋持久力の観点か

ら測定し、その関連性を検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、

新宮信之、廣瀬ちえ、橋本雅至、田頭悟志、

木下和昭
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年4月

共著 平成26年6月

共著 平成26年6月

共著 平成26年6月

共著 平成26年7月

68. 大学サッカー選手に

    おける足関節捻挫の

    競技復帰に影響を及

    ぼす要因の検討

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.23

:P.19-P.21

縦断的に調査している大学サッカー選手の足関節捻挫

についてスポーツ復帰に影響を及ぼす身体的特徴(筋

力、柔軟性など)を検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大久保衞、大槻伸吾、

藤竹俊輔、来田晃幸、岸本恵一、橋本雅至、田中康仁

69. ハンドヘルドダイナ

    モメーターを用いた

    体幹機能評価方法の

    再現性と関連性

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.23

:P.27-P.29

体幹筋の筋力測定にハンドヘルドダイナモメータを用

いた測定に関してその再現性について級内相関係数を

用いて検討を行った。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、米田勇貴、中雄太、

北西秀行、大八木博貴、橋本雅至、柴沼均

66. 大学アメリカンフッ

    トボール選手におけ

    るSide Bridge test

    と体幹筋力との関係

   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22 (2)

:P.297-P.301

大学生の体幹機能を瞬発力の観点と筋持久力の観点か

ら測定し、その関連性を検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、

新宮信之、廣瀬ちえ、橋本雅至、田頭悟志、

木下和昭

67. 第5中足骨疲労骨折の

    既往を有するサッカ

    ー選手の切り返し動

    作の動作解析

   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22 (2)

:P.331-P.335

第5中足骨の骨折経験のあるサッカー選手の方向転換

(切り返し)動作をハイスピードカメラにて撮影し､そ

の足部の関節運動を健常者と比較検討した。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、岸本恵一、

橋本雅至、大久保衞、熊井司、田中康仁

70. 本学学生の国家試験

    前後における不安の

    変化

   (査読付)

リハビリテーション教育研

究

19号

P.216-P.217

最終学年の学生を対象に国家試験前後の不安状態を客

観化し､その変化について検討を行った。資格を取得

する教育課程において最終目標となる国家試験は多く

の学生において不安をもたらす要因となることが考え

られた。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：小枩武陛、岡健司、髙橋泰子、

橋本雅至、酒井桂太

71. 荷重による足部アー

    チの変化が足部スポ

    ーツ障害の発生に与

    える影響　大学サッ

    カーチームの8年間の

    前向き研究

    (査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

Vol.34 (3)

:P.307-P.311

荷重負荷による足部アーチ高の沈降率を測定し、後に

足部に発生するスポーツ障害との関係性について検討

を行った。アーチ高の変化が大きい選手はスポーツ障

害発生に何ら影響を与える可能性が示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、橋本雅至、大槻伸吾、

大久保衞、熊井司、田中康仁
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年8月

 

共著 平成26年8月

共著 平成26年12月

共著 平成27年4月

共著 平成27年4月

72. 大学男子サッカーチ

    ームにおける10年間

    の傷害発生状況

   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22 (3)

:P.463-P.472

縦断的に関わっている大学サッカー選手のスポーツ障

害発生の動向について10年間の調査結果をまとめ、検

討した。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、

岸本恵一、橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、

熊井司、田中康仁

73. 股関節可動域、下肢

    筋タイトネスの経時

    的変化が運動時腰痛

    に及ぼす影響

   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22 (3)

:P.481-P.487

高校生サッカー選手を対象に股関節の可動性と下肢筋

の硬さが、運動時腰痛との関連と関連すると考えら

れ、トレーニング介入によるその改善がその後の運動

時腰痛にどう変化をもたらせるかを調査し検討を加え

た。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：福本貴典、橋本雅至、田頭悟志、

板矢悠祐、井上直人、木下和昭、大槻伸吾

荷重負荷による足部アーチ高の沈降率を測定し、後に

足部に発生するスポーツ障害との関係性について検討

を行った。アーチ高の変化が大きい選手はスポーツ障

害発生に何ら影響を与える可能性が示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、橋本雅至、大槻伸吾、

大久保衞、熊井司、田中康仁

76. 大学男子サッカーチ

    ームにおける上半身

   傷害の発生状況 : 

   10年間の傷害調査結果

  (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.23 (2)

:P.242-P.251

大学男子サッカーチームにおける, 2003年から2012年

までの10年間の上半身(上肢, 体幹, 頭頚部)に発生し

た傷害を調査した.  1年生時の発生率, ゴールキー

パーの発生率が有意に高く, 1部リーグに参加した年

度と人工芝グラウンドに変更した年度の上肢傷害発生

率の有意な増加が認められた.

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、岸本恵一、

橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、熊井司、田中康仁

74. 変形性膝関節症にお

    ける体幹機能と身体

    機能の関連性

   (査読付)

運動器リハビリテーション

Vol.25 (4)

:P.350-P.355

変形性膝関節症患者において、体幹機能評価を実施

し、身体機能との関連性を検討した。その結果、体幹

機能評価である体幹荷重支持機能は、膝関節伸展筋力

と静的バランス、動的バランスにおいて有意な相関が

認められた。このことから変形性膝関節症患者は体幹

機能にも着目することが重要であることが明らかと

なった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、橋本雅至、米田勇貴、

75. 端座位での片側支持

    における姿勢保持と

    Trunk Righting Test

    との関係

   (査読付)

理学療法科学

Vol.30 (2)

:P.329-P.332

体幹機能評価であるTrunk Righting Testの姿勢を重

心動揺の観点から検討した。その結果、Trunk 

Righting Testの劣位側は優位側に比して、外周面積

が大きく、単位面積軌跡長が有意に劣っていた。この

ことからTrunk Righting Test中枢神経におけるコン

トロールも重要であることが明らかとなった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、橋本雅至、米田勇貴、中雄太、北

西秀行、大八木博貴、星野祐一、柴沼均
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成27年5月

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月

  

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月

大学男子サッカーチームにおける, 2003年から2012年

までの10年間の上半身(上肢, 体幹, 頭頚部)に発生し

た傷害を調査した.  1年生時の発生率, ゴールキー

パーの発生率が有意に高く, 1部リーグに参加した年

度と人工芝グラウンドに変更した年度の上肢傷害発生

率の有意な増加が認められた.

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、岸本恵一、

橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、熊井司、田中康仁

77. 大学サッカー選手に

    おける足趾屈曲筋力

    が足部スポーツ障害

    の発生に与える影響

   (査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

Vol.35 (2)

:P.133-P.138 

多種多様なフットワーク動作が必要なサッカー選手に

おいて足趾の屈曲力(把持力)がスポーツ障害発生にい

かに関与するかを検討した。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：藤高紘平、橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、

熊井司、田中康仁

80. A novel objective 

    evaluation method

    for trunk function

  （体幹筋機能評価方法の

   検討）

   (査読付)

J. Phys. Ther. Sci. 

Vol.27

:P.1633–P.1636

立ち直り動作を客観化したTrunk Righting Testを考

案し、その再現性を報告した。その結果、検者内・検

者間共に良好な再現性を有していることが示唆され

た。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Kazuaki Kinoshita,

Masashi Hashimoto, Kazunari Ishida, 

Yuki Yoneda, Yuta Naka,

HidekuKi Kitanishi, Hirotaka Oyagi,

Yuichi Hoshino, Nao Shibanuma

81. 人工膝関節全置換術

    後患者の身体機能と

    術前および術後の体

    幹機能の関連性

   (査読付)

理学療法科学

Vol.30 (3)

:P.389-P.394

人工膝関節全置換術の術前後の体幹機能と術後の身体

機能の関連性を検討した。その結果、術前の体幹機能

が良好な方が術後のTUGが良好であることが示唆され

た。このことから術後の早期回復には術前の体幹機能

の向上が重要であることが考えられた。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、橋本雅至、中雄太、北西秀行、大

八木博貴

78. 足部横アーチ変化の

    測定方法の検討

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科

学研究会誌

Vol.24

:P.19−P.22

外見の形状では測定が困難である足部横アーチの客観

的な測定方法について考案し、その方法の有用性につ

て検討した。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、

岸本恵一、橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、

熊井 司、田中康仁

79. Trunk Righting Test

    と体幹機能の関係性

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科

学研究会誌

Vol.24

:P.31−P.34

体幹機能評価として考案したTrunk Righting Testと

体幹筋の持久性と協調性を見るブリッジテストとの関

連性から、体幹筋の評価方法について検討した。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、橋本雅至、北西秀行、

井上直人、植田篤史
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成28年1月

共著 平成28年4月

共著 平成28年6月

共著 平成29年3月

共著 平成29年5月

人工膝関節全置換術の術前後の体幹機能と術後の身体

機能の関連性を検討した。その結果、術前の体幹機能

が良好な方が術後のTUGが良好であることが示唆され

た。このことから術後の早期回復には術前の体幹機能

の向上が重要であることが考えられた。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、橋本雅至、中雄太、北西秀行、大

八木博貴

84. 体幹の荷重支持機能

    の左右差がジャンプ

    動作に与える影響

   (査読付)

JOSKAS

Vol.41 (3)

:P.1068-P.1074

Trunk Righting Testにて得られた体幹荷重機能の左

右差が各種のジャンプ動作に与える影響について調査

した。結果、体幹の安定性が大きく求められるジャン

プ動作では体幹機能の左右差が関与しやすいことが示

唆された。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、橋本雅至、井上直人、北西秀行、

中雄太、大八木博貴、植田篤史、星野祐一、石田一

成、柴沼均、中尾英俊、大槻伸吾

85. 成長期スポーツ障害

    の腰椎分離症と非特

    異的腰痛のX線による

    腰椎アライメントと

    可動性について

   (査読付)

大阪河﨑リハビリテーショ

ン大学紀要

11巻

:P.135-P.139

成長期スポーツ障害の腰痛症に多い、腰椎分離症と非

特異的腰痛の腰椎のアライメントと可動域について検

証した。検証はX線を用い、腰椎椎間角を計測した。

分離症では下位腰椎の前弯角が大きいことが示唆され

た。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：中尾英俊、橋本雅至、森藤武、岡健司

82. 座位体幹荷重支持機

    能テストと体幹筋機能

   (査読付)

理学療法科学

Vol.31 (1)

:P.49-P.52

座位での体幹荷重支持機能テストと既存する体幹機能

テストの関係を検討した。その結果、体幹荷重支持機

能テストと既存する体幹機能テストとの間には有意な

相関が認められなかった。そのため、両者は異なった

観点で評価をしていることが明らかとなった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、橋本雅至、北西秀行、

米田勇貴、中雄太、大八木博貴、井上直人、植田篤

史、田頭悟志、福本貴典、高嶋厚史、板矢悠佑、新谷

健、星野祐一

83. 腰椎変性疾患に対す

    る体幹伸展持久力ト

    レーニングの効果−

    日本整形外科学会腰

    椎疾患問診票

   （JOABPEQ）を用いた

    評価−

   (査読付)

理学療法科学

Vol.31 (2)

:P.275-P.279

腰椎変性疾患患者27名とし,体幹伸展持久力トレーニ

ングを実施する15名（T群）と，通院のみの12名（C

群）との間で,体幹伸展持久力,VAS,JOABPEQの経時変

化を比較した．結果,T群の体幹伸筋持久力は3ヵ月目

に，JOABPEQは腰椎機能障害のみ2ヵ月目に有意に高値

を，VASは2，3ヵ月目に有意に低値を示し,体幹伸筋持

久力トレーニングは，疼痛およびADLの改善に効果的

であることが示唆される．

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：中尾英俊、稲葉孝洋、森藤武、内原由佳子、

渡邊萌、金子元春、木下和昭、橋本雅至、大槻伸吾

86. 高校男子サッカー選

    手における体幹荷重

    支持機能とブリッジ

    姿勢保持の特徴～利

    き脚側と非利き脚側

    での比較～

   (査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

Vol.37 (2)

:P38-P41

高校サッカー選手の体幹荷重支持機能についてどのよ

うな特徴を有するのか検討した。その結果、利き側の

体幹荷重支持機能の方が有意に強いことが示唆され

た。このことから体幹の荷重支持機能は優位な荷重側

のみが強くなるわけではなく、その反復される動作に

影響を受ける可能性が明らかとなった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、橋本雅至、中尾英俊、大槻伸吾
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年6月

共著 平成29年6月

共著 平成29年7月

共著 平成29年7月 小中学生の野球経験年数別での肩関節可動域の変化に

ついて検討した。結果は野球経験年数の増加に伴い、

両側共に肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域に

有意な低下傾向が認められた。以上より、小中学生の

野球選手の肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域

は野球経験の増加に伴い減少していくことが考えら

れ、今後の投球障害治療の一助となる可能性が示され

た。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、中川泰彰、向井章悟、佐治隆彦、

薮本浩光、井上直人、伊藤春盛、橋本雅至、大槻伸吾

90. 野球経験年数での肩関

    節回旋可動域の変化

    (査読付)

JOSKAS

Vol.42 

：P.493-P.498

88. Relationship 

    between trunk 

    function 

    evaluated using the 

    trunk righting 

    test and physical 

    function in 

    patients with knee 

    osteoarthritis

  （体幹筋機能テストと

    変形性膝関節症患者

    の身体特性との関

    連性）

   (査読付)

J. Phys. Ther. Sci. 

Vol.29

:P.996–P.1000

変形性膝関節症（OA）患者の運動機能評価において体

幹の立ち直り運動のテスト（TRT）を用いて体幹筋機

能の評価を行っている。その臨床上の有効性について

検討した。結果、同側のTRTと関連する因子は、最大

等尺性膝伸筋力テストおよび同側のステップテストで

あった。術側と、非術側TRTはTUGとかなり関連してい

た。下肢の運動器疾患であるが、体幹機能評価の重要

性が示唆された。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Kazuaki Kinoshita, Kazunari Ishida, 

Masashi Hashimoto, YuKi Yoneda, Yuta NaKa, 

hideyuki Kitanishi, Hiroki Oyagi, Yuichi 

Hoshino, Masahiro Kurosaka, Nao Shibanuma

89. Side-to-side 

    differences in range 

    of motion, muscle 

    strength, and medial 

    elbow laxity in 

    young baseball 

    players 

    with medial elbow 

    injuries

   （内側型肘関節障害を

     有した成長期野球選

     手の関節可動域、筋

     力、関節弛緩性のの

     左右差について）

    (査読付)

J Phys Fitness Sports Med

Vol.6 (4)

:P.233-P.239

成長期の野球選手の肘関節の障害は投球動作に大きく

影響し、また投球動作から力学的影響を受ける。今

回、成長期の野球選手の関節機能の評価から検討を加

えた。結果、肩外内旋、肘屈伸、前腕回内外､股関節

内旋の可動域は非投球側に比べ減少していた。また僧

帽筋および棘上筋の筋力、肘関節の内側不安定性は左

右差を示していた。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Takeshi Morifuji, Hidetoshi Nakao,  

Takahiro Inaba, Kenji Kasubuchi, Masashi 

Hashimoto, Motoharu Kaneko

86. 高校男子サッカー選

    手における体幹荷重

    支持機能とブリッジ

    姿勢保持の特徴～利

    き脚側と非利き脚側

    での比較～

   (査読付)

高校サッカー選手の体幹荷重支持機能についてどのよ

うな特徴を有するのか検討した。その結果、利き側の

体幹荷重支持機能の方が有意に強いことが示唆され

た。このことから体幹の荷重支持機能は優位な荷重側

のみが強くなるわけではなく、その反復される動作に

影響を受ける可能性が明らかとなった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、橋本雅至、中尾英俊、大槻伸吾

87. 大学サッカー選手の

    人工芝グラウンドに

    おけるスポーツ傷害

    の経時的変化　人工

    芝グラウンドに対す

    るゴムチップ補充の

    影響

関西臨床スポーツ医・科

学研究会誌

Vol.25

:P53−P55

サッカー競技中に発生する外傷や障害を引き起こす要

因は，選手が使用しているグラウンドサーフェイスも

一要因になると報告されている。今回，長期経過した

人工芝グラウンドに特殊哇砂やゴムチップを補充した

ことによる，スポーツ傷害発生への影響を検討した．

結果、人工芝グラウンドでは年数が経過するとともに

下肢捻挫発生率が増加し，ゴムチップの補充後では下

肢肉離れの発生率が有意に減少した．

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、岸本恵一、

橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、熊井 司、田中康仁
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年8月

共著 平成29年10月

共著 平成30年6月

共著 平成30年12月

共著 平成31年1月

難度別core stability test（CST）の姿勢保持時間を

評価指標として測定を行い，設定した難度別CSTが有

用であるかを検討することを目的とした．結果，SB・

FBの保持時間はB～D の難度毎に有意差が認められ，A

～Bの難度では有意差が 認められなかった．つまり，

難度別CST においてB～Dは有用であり，Aは姿勢や被

験者の選定に 配慮が必要であると考えられた．

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：高嶋厚史, 田頭悟志, 板矢悠佑, 福本貴典, 

大槻伸吾, 木下和昭, 新谷健, 橋本雅至

日本人の健常高齢者を対象に運動機能評価と身体組

成､認知機能との関連を検討した。ロコモティブシン

ドロームのように運動機能の低下により引き起こされ

るが、これは認知機能の変化や体組成の変化との関連

が示唆された。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Misa Nakamura, Fumie Tazaki, Kazuki 

Nomura, Taeko Takano, Masashi Hashimoto,  

Hiroshi Hashizume, Ichiro Kamei

小中学生の野球経験年数別での肩関節可動域の変化に

ついて検討した。結果は野球経験年数の増加に伴い、

両側共に肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域に

有意な低下傾向が認められた。以上より、小中学生の

野球選手の肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域

は野球経験の増加に伴い減少していくことが考えら

れ、今後の投球障害治療の一助となる可能性が示され

た。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、中川泰彰、向井章悟、佐治隆彦、

薮本浩光、井上直人、伊藤春盛、橋本雅至、大槻伸吾

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌, 27:
p.27-p.29

93.体幹筋・股関節周囲筋の機

能評価を目的とした難度別の

core stability testの保持時

間について  (査読付)

91. 投球障害肘を有する

    小学生野球選手の肩

    関節可動域の特徴

   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.25 (3)

：P.454-P.457

投球動作において, 肩関節可動域の制限は, 投球障害

肘の発症と関連が報告されている. そのため, 本研究

の目的は投球障害肘を有する小学生野球選手の肩関節

可動域の特徴を明らかにすることとした.結果, 障害

群は健常群に比して, 投球側, 非投球側の肩関節外転

位での外旋可動域が, 有意に小さかった. また, 投球

側の肩全回旋可動域およびGlenohumeral Internal 

Rotation Deficitは, 2群間で統計学的に有意差はな

かったが, 障害群のほうが小さい傾向であった.

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：植田篤史、橋本雅至、木下和昭、小島喜義、

衛門良幸、井上直人、大槻伸吾

92. Cognitive impairment 

associated with locomotive 

syndrome in community 

dwelling elderly women in   

Japan

  （日本人の健常高齢者

    女性の運動機能評価

    と認知機能について）

   (査読付)

Clinical Interventions in 

Aging 2017

12 

:P.1–P.7

理学療法科学 33(6)

p.929-p.934

94.片脚立位と端座位での片側

支持姿勢の腰部周囲筋の筋活動

の関係  (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

27巻1号

p.27-p.33

95.腰痛を有する高校野球選手

における体幹・股関節筋力と腰

椎アライメントとの関係性  

(査読付)

片脚立位と体幹荷重支持との腰部周囲筋の筋活動の関

係をワイヤー筋電にて検討した。その結果、両側の内

腹斜筋と腹横筋，遊脚側の多裂筋と外腹斜筋に正の相

関が認められた。このことより、片脚立位と体幹の荷

重支持の腰部周囲筋の一部は，貢献度が同じ傾向で

あったことが明らかとなった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭, 橋本雅至, 中尾英俊, 澳昂佑, 板

谷悠佑, 福本貴典, 高嶋厚史, 大槻伸吾

腰痛を有する野球選手を腰痛群，腰痛のない 選手を

腰痛なし群とし，体幹・股関節筋力と腰椎前弯角を比

較検討した．結果，筋力の比較では両群に有意差を認

めなかったが，腰椎前弯角は体幹伸展位においてのみ

群間の差が有意であった．筋力と腰椎前弯角との間に

は，腰痛群において股関節屈筋筋力と腰椎前弯角との

間に有意な正の相関を認めた．腰痛を有する高校野球

選手では，股関節筋力と腰椎アライメントが関係して

いることが示唆された．

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：中尾英俊, 橋本雅至, 濱田太朗, 木下和昭, 

森藤武, 大槻伸吾
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成31年3月

共著 平成31年4月

共著 令和1年6月

共著 令和1年10月

肩肘障害を発症した軟式野球選手の一年前の肩関節可

動域の変化について検討した。その結果、肩関節外転

位での外旋角度において肩肘障害を発症する前には、

有意な可動域差は認められないが、発症後は肩肘障害

者において有意な低下が認められた。このことから、

肩肘の障害発生には、肩関節の可動域が重要な要因と

はならず、傷害発生後に肩関節の可動域が低下してい

ることが明らかとなった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下 和昭, 中川 泰彰, 向井 章悟, 伊藤 盛

春, 井上 直人, 橋本 雅至, 大槻 伸吾

JOSKAS　44巻3号

 Page882-888

98.体操競技に必要な倒立と身

体因子との関係  (査読付)

直線的な倒立姿勢に必要な身体機能因子について検討

した。その結果、直線的な倒立姿勢には背筋筋力、肩

-肩甲帯の柔軟性が重要な因子であることが明らかと

なった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭, 橋本雅至, 横田尚子, 澳昂佑, 来

田宣幸, 西澤勇一郎, 星野祐一

人工膝関節全置換術（TKA）後の早期のTimed up and 

go test（TUG）の回復に影響を及ぼす因子を検討し

た。結果、TKA後4週のTUGの回復率には，5STSと術側

のTRTが影響を及ぼす因子であった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭, 橋本雅至, 大八木博貴, 石田一

成, 柴沼均, 来田宣幸

97.肩肘障害を発症する小学野

球選手の肩関節可動域の特徴　

一年間の縦断的検討  (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

27巻2号

p.273-p.278

99.人工膝関節全置換術後早期

のTimed up and go testの改善

に関係する因子  (査読付)

理学療法科学　34巻5号

p.553-p.557

J. Phys. Ther. Sci. 

Vol.30(3)

:P.273–P.276

96.A Vertical Load Applied 

Towards the Trunk 

Unilaterally Increases the 

Bilateral Abdominal Muscle 

Activities  (査読付)

95.腰痛を有する高校野球選手

における体幹・股関節筋力と腰

椎アライメントとの関係性  

(査読付)

腰痛を有する野球選手を腰痛群，腰痛のない 選手を

腰痛なし群とし，体幹・股関節筋力と腰椎前弯角を比

較検討した．結果，筋力の比較では両群に有意差を認

めなかったが，腰椎前弯角は体幹伸展位においてのみ

群間の差が有意であった．筋力と腰椎前弯角との間に

は，腰痛群において股関節屈筋筋力と腰椎前弯角との

間に有意な正の相関を認めた．腰痛を有する高校野球

選手では，股関節筋力と腰椎アライメントが関係して

いることが示唆された．

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：中尾英俊, 橋本雅至, 濱田太朗, 木下和昭, 

森藤武, 大槻伸吾

端坐位と体幹荷重支持中の腰部周囲筋の筋活動につい

てワイヤー電極を用いて検討した。その結果、両側の

内腹斜筋、多裂筋、腹横筋、腹直筋、非移動側の外腹

斜筋に有意な筋活動の増大が認められた。このことか

ら体幹の荷重支持には、両側の腰背筋の筋活動が重要

であることが明らかとなった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Kazuaki Kinoshita, Kazunari Ishida, 

Masashi Hashimoto, Hidetoshi Nakao, Nao 

Shibanuma, Masahiro Kurosaka, Shingo Otsuki
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和1年11月

101.SVM-RFEを用いた足部アー

チ高比の低下を有する人の関連

要因分析  (査読付)

共著 令和1年12月

共著 令和2年3月

共著 令和2年4月

人工膝関節全置換術（TKA）後の早期のTimed up and 

go test（TUG）の回復に影響を及ぼす因子を検討し

た。結果、TKA後4週のTUGの回復率には，5STSと術側

のTRTが影響を及ぼす因子であった。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭, 橋本雅至, 大八木博貴, 石田一

成, 柴沼均, 来田宣幸

18歳以上の689名（男性370名,　女性319名）の足背高

および足長計測からアーチ高率を算出し, さらに自記

式アンケートを行った. アンケートから身長, 体重, 

BMI, 足の既往歴の有無, 歩行困難の有無, スポーツ

活動の有無を確認した. 足背高とアーチ高率から高値

（H群）, 標準（S群）, 低値（L群）の3群に分類し比

較した結果 足背高が高い群では体重とBMIの増加が影

響していることが示唆された. 

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：中尾英俊, 今岡真和, 岡健司, 肥田光正, 森

藤武, 橋本雅至, 松本和幸, 北研二

足部アーチの低下に基本属性が関連する要因の解析を

目的とする． 基本属性を説明変数とした非線形回帰

分析手法のSVM-RFEによる関連要因を判別する分析を

行った.　対象は1178名(男性485名,女性693名)とし,　

低アーチ群は207名,　非低アーチ群は971名となり,　

「年齢」,　「身長」,　「体重」,　「BMI」,　「足

長」の5項目を説明変数とした. その結果,　SVM-RFE

による説明変数の識別評価では,　「年齢」,　「足

長」,　「体重」の3項目が足部低アーチの関連要因と

して明らかとなった.　本研究では説明変数が限定的

かつ少数であったが,　足部低アーチの関連要因とし

て,　SVM-RFEの分析手法は有効であった．

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：中尾 英俊, 今岡 真和, 岡 健司, 森藤 武, 

橋本 雅至, 松本 和幸, 北 研二

102.小学生軟式野球選手におけ

る投球障害肘発症時の体幹筋機

能の変化  (査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

40巻1号

p.26-p.29

小学生軟式野球選手が投球障害肘を発症したときの

Side Bridge testの変化を調査した．結果，新たに投

球障害肘を発症した選手は，投球側のみSide Bridge 

testの向上が認められなかった．成長に伴い体幹筋機

能の向上が認められない場合，小学生軟式野球選手の

投球障害肘発生に影響を与えている可能性が示唆され

た．

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、横田尚子、

橋本雅至、木下和昭

一都道府県における小中学生の体操競技選手権大会に

出場する選手を対象とした疼痛発生の調査を行い，次

に上肢傷害の起因となり得る倒立での疼痛調査の特徴

について検討することである。結果，男女とも小学生

では足関節に多くの疼痛が発生しており，中学生では

それに加え，男子で上肢や膝関節，女子では腰部での

疼痛発生件数も多く見られた．また一年以内に倒立時

の疼痛を有した選手は男子 22.1％，女子37.2％ であ

り，手関節に多く，有痛の女子は身長が高く，体重が

重かった．

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、横田尚子、橋本雅至、来田宣幸、

西澤勇一郎、星野祐一

103.一都道府県のジュニア体操

競技選手権大会における疼痛発

生調査  (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

28巻2号

p.298-p.306

生体医工学　57巻6号 

Page190-196

100.健常者の足背高測定による

足部アーチ評価とアーチ高に影

響を及ぼす因子  (査読付)

バイオメカニズム学会誌　

43巻4号

p.256-p.262
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和2年6月

共著 令和3年3月

共著 令和3年8月

J Phys Fitness Sports 

Med, 9 (5)

運動習慣の少ない高齢者を対象に筋収縮を伴わない持

続伸張トレーニング(ストレッチング)を他動的に行う

ことで、the cardio-ankle vascular index (CAVI)が

減少し、動脈硬化における血管系の硬さの改善が認め

られた。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Takeshi Morifuji, Hidetoshi Nakao, 

Masashi Hashimoto, Masakazu Imaoka and Hidemi 

Fujino

一都道府県における小中学生の体操競技選手権大会に

出場する選手を対象とした疼痛発生の調査を行い，次

に上肢傷害の起因となり得る倒立での疼痛調査の特徴

について検討することである。結果，男女とも小学生

では足関節に多くの疼痛が発生しており，中学生では

それに加え，男子で上肢や膝関節，女子では腰部での

疼痛発生件数も多く見られた．また一年以内に倒立時

の疼痛を有した選手は男子 22.1％，女子37.2％ であ

り，手関節に多く，有痛の女子は身長が高く，体重が

重かった．

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下和昭、横田尚子、橋本雅至、来田宣幸、

西澤勇一郎、星野祐一

104.Acute effects of static 

passive stretching without 

voluntary contraction of

skeletal muscles on arterial 

stiffness in elderly lacking 

exercise habits  (査読付)

(運動習慣のない高齢者におけ

る動脈硬化に対する骨格筋の随

意収縮が関与しない静的受動的

ストレッチの急性効果)

Journal of orthopedic and 

surgery. 29(2)

地域高齢者の女性を対象に足部の痛みと足部アーチ形

状の変形が身体的特徴と運動機能に及ぼす影響を調査

した。方法は65〜90歳の145人の地域在住の女性と

し、足部アーチ高の比率（足背高/切長足長）を測定

した．参加者を高アーチ型グループ（HAG）、低アー

チ型グループ（LAG）、または通常アーチ型グループ

（NAG）とし、身体特徴（年齢、身長、体重、肥満度

指数（BMI）、骨格筋量を比較した。結果、足部の痛

みを有する場合において3グループ間で内在筋力、お

よび2ステップ値に有意差を示し、高アーチグループ

が低下を示した。足部アーチが高く、足部の痛みを有

する場合、足部内在筋の衰弱と関連しており、高齢者

の女性の運動機能の低下に影響を与える可能性があ

る。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Hidetoshi Nakao, Masakazu Imaoka, 

Mitsumasa Hida, Ryota Imai, Fumie Tazaki, 

Takeshi Morifuji, Masashi Hashimoto,  Misa 

Nakamura.

105.Correlation of Medial 

Longitudinal Arch Morphology 

with Body Characteristics 

and Locomotive Function in 

Community-Dwelling Older 

Women: A Cross-Sectional 

Study (査読付)

（地域女性高齢者の足部痛と足

部アーチ形状の変形が身体的特

徴と運動機能に及ぼす影響）

倒立姿勢は体操競技において最も重要な技である。成

長期のジュニア選手においては、協調性のある筋機能

により安定した倒立姿勢保持が好まれるため、倒立姿

勢における上肢の筋活動をEMGにて測定した。倒立姿

勢獲得の段階的な4つのトレーニング姿勢における筋

活動を測定し、4つの倒立獲得のトレーニングでは、

徐々に筋活動が高くなり、ゆるやかなおよびバランス

がとれた運動負荷量の増加を示していた。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Kazuaki Kinoshita, Yuichi Hoshino, Naoko 

Yokota, Masashi Hashimoto, Yuichiro Nishizawa, 

Noriyuki Kida

Isokinetics and Exercise 

Science (in press)

（Web公開済）

106.Stepwise increase of 

upper limb muscle activity 

induced by progressive 4 

positions of a handstand 

training 

(査読付)

(倒立姿勢獲得のための段階的

な4つのトレーニング姿勢によ

る上肢筋活動の増加について)
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和4年5月

共著 令和4年4月

共著 令和5年1月

その他

「総説・報告書」

単著 平成25年4月

単著 平成26年6月

共著 平成26年7月

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Kinoshita Kazuaki, Kazunari Ishida, 

Masashi Hashimoto, Hidetoshi Nakao, Yuichiro 

Nishizawa, Nao Shibanuma, Masahiro Kurosaka, 

Shingo Otsuki

108.小学軟式野球選手における

超音波検査かつX線やCT、MRI所

見で認められた肘障害の因子　

一年前の検診結果から

日本臨床スポーツ医学会誌

30巻2号 Page468-474

109.Factors affecting 

chronic low back pain among 

high school baseball players 

in Japan: A pilot study

PLoS One.  2023 Jan 

26;18(1): e0280453.doi: 

10.1371/journal.pone.0280

453.

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：木下 和昭, 中川 泰彰, 向井 章悟, 井上 直

人, 横田 尚子, 橋本 雅至

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Hidetoshi Nakao, Ryota Imai, Taro 

Hamada, Masakazu Imaoka, Mitsumasa Hida, Takeshi 

Morifuji, Masashi Hashimoto

理学療法京都

42号

：41-46

運動器疾患の理学療法を効果的に進めるにあたり、身

体の機能を如何に捉えることができるが重要である。

その際、動作の観察・分析が適切に行い、機能障害を

具体的にする評価が治療の成果を左右する。著者の工

夫している動作の捉え方を紹介しながら、ポイントを

解説した。

15.  観察的動作分析にお

     ける介入効果から身

     体運動を捉える方法

     ～足部・足関節の機

     能に着目して運動器

     疾患における歩行動

     作を考察する～

大阪河﨑リハビリテーショ

ン大学紀要

8巻1号

:P.158-P.165

身体運動の土台である足部足関節の機能を中心に運動

連鎖の観点から身体全体に及ぶ姿勢制御や運動調整に

ついて解説した。特にインソール療法と運動療法の併

用や荷重位トレーニングにおける考え方、観察的動作

観察のポイントなどを紹介しながら説明を加えた。

16.  足部・足関節のスポ

     ーツ障害-overuse障

     害の克服-　理学療

     法によるoveruse障

     害への対応

臨床スポーツ医学

31巻7号

：P.674-P.684

overuse障害の要因を関節弛緩性など関節の特性と運

動連鎖における力学的ストレスの観点から解説する。

具体的には運動療法の紹介とインソールなどの装具療

法を併用した理学療法を解説した。

本人担当部分：論文執筆

共著者：橋本雅至、伊佐地弘基

14. 運動器疾患の理学療

     法における臨床力

107.The effects of vertical 

trunk supportability 

improvement on one-leg 

rebound jump efficiency

PLoS One.　2022 May 

19;17(5): e0267460.doi: 

10.1371/journal.pone.0267

460.

倒立姿勢は体操競技において最も重要な技である。成

長期のジュニア選手においては、協調性のある筋機能

により安定した倒立姿勢保持が好まれるため、倒立姿

勢における上肢の筋活動をEMGにて測定した。倒立姿

勢獲得の段階的な4つのトレーニング姿勢における筋

活動を測定し、4つの倒立獲得のトレーニングでは、

徐々に筋活動が高くなり、ゆるやかなおよびバランス

がとれた運動負荷量の増加を示していた。

本人担当部分：研究方法の検証、結果の考察、論文執

筆指導

共著者：Kazuaki Kinoshita, Yuichi Hoshino, Naoko 

Yokota, Masashi Hashimoto, Yuichiro Nishizawa, 

Noriyuki Kida
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

単著 平成29年11月

(その他)

[学会発表]

(国際学会)

－ 平成25年9月

－ 平成28年10月

－ 令和1年5月

－ 令和1年6月

17.  動作解析を用いた機

     能的ウエア開発—ワ

     コールとの共同開発 

理学療法ジャーナル

51巻11号

：P.959-P.962

特集「多分野に広がる理学療法」の1つを担当執筆。

身体運動解釈、動作分析の観点から機能的ウエアを開

発する業務について紹介した。過去10年の実施の開発

例を示し、理学療法の観点がどのように活用できるか

を解説した。

ACPT Congress 2016

(Kuala Lumpur, Malaysia)

16.  足部・足関節のスポ

     ーツ障害-overuse障

     害の克服-　理学療

     法によるoveruse障

     害への対応

overuse障害の要因を関節弛緩性など関節の特性と運

動連鎖における力学的ストレスの観点から解説する。

具体的には運動療法の紹介とインソールなどの装具療

法を併用した理学療法を解説した。

本人担当部分：論文執筆

共著者：橋本雅至、伊佐地弘基

4. Characteristics of 

   human body movement 

   when lifting loads: 

   investigation into 

   difference in load 

   weight.

（重量物の持ち上げ動作

  におけるの重さに違い

  が身体動作に与える特

  徴）

WCPT-AWP & ACPT Congress 

2013

(Taichung, Taiwan)

荷物の持ち上げ動作における運動特性について、荷物

の重さを変えた時に体幹、下肢の運動負荷がどのよう

に変化するかを検討した。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導

共同発表者：Yasuhiro Mitani, Masashi Hashimoto,

Tomomi Kitagawa

6. Body Factors of Low Arch 

of Foot for Middle and 

Senior Age

（中高年者の足部アーチ低下に

関連する身体的因子について）

加齢に伴う足部変形の進行度はさまざまであり関連因

子の検討が必要である。対象は40歳以上の124名（男

性43名）とし，調査方法は足の測定としてアーチ高を

測定した。加えて、自記式のアンケート調査を行っ

た。結果，BMIのみが独立関連因子であった。40歳代

以降では、BMIが高いことは足部アーチ高の低下に関

連する因子であることが示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：Hidetoshi Nakao, Masakazu Imaoka, 

Kenji Oka, Mitsumasa Hida, Takeshi Morifuji, 

Masashi Hashimoto, Kazuyuki Matsumoto, Kenji 

Kita

7. Factor Affecting Low-Arch 

and High-Arch of Foot

（足部アーチ高に影響する因子

について）

International society of 

Physical and 

Rehabilitation Medicine 

world congress. （Kobe. 

Japan）

対象は1100人（男性471人）の右1100足、平均年齢

50.2±22.3（18～97歳）となった。方法は右足背高率

（足背高mm/足長mm×100）を算出した。加えて自記式

アンケートを実施した。アンケートには、身長、体

重、BMIなどを調査した。3群の比率は、Normalが940

足（86.2％）、Lowが64足（5.9％）、Highが86足

（7.9％）となった。統計解析の結果、年齢、BMIに有

意差を認めた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：Hidetoshi Nakao, Masakazu Imaoka, 

Kenji Oka, Mitsumasa Hida, Takeshi Morifuji, 

Masashi Hashimoto,Kazuyuki Matsumoto, Kenji Kita

WCPT congress 2019　

（Geneva, Switzerland）

5. Electromyography 

   analysis in 

   stratified core 

   stability 

   testing

  （体幹筋機能の評価テ

    ストの筋電図学的検

   討）

体幹機能評価としてブリッジ姿勢を用いた機能評価を

行っている。今回、その評価姿勢における体幹の筋活

動の特性を客観化し、今後の評価方法としての有用性

を検討することとした。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導

共同発表者：

Satoshi Tagashira, Masashi Hashimoto
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

(国内学会)

－ 平成25年7月

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月

69. 変形性膝関節症にお

    ける体幹機能と身体

    機能の関連性

第25回

日本運動器科学会

（神戸）

変形性膝関節症患者の体幹機能と下肢機能を中心とし

た身体動作との関連性を検討した。結果、下肢機能を

必要とする身体動作には体幹機能の状況が少なからず

関与することが示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 中雄太, 

米田勇貴, 北西秀行, 大八木博貴, 柴沼均

70.  Trunk Righting 

     Test (TRT) 結果と

     片側殿部支持によ

     る座位姿勢保持と

     の関連について

     重心(COP)動揺計

     測からの一考察

第24回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（熊本）

片側殿部支持の端座位（立ち直り動作）にて同側上部

体幹を上方に押す力を測定するTRTを実施しており，

今回，TRT時の姿勢を重心（COP）動揺から考察し，姿

勢制御との関連を検討した．外周面積と単位面積軌跡

長において優位側と劣位側との間で有意差が認められ

た．

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 米田勇貴, 

中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 星野祐一, 

柴沼均

7. Factor Affecting Low-Arch 

and High-Arch of Foot

（足部アーチ高に影響する因子

について）

International society of 

Physical and 

Rehabilitation Medicine 

world congress. （Kobe. 

Japan）

対象は1100人（男性471人）の右1100足、平均年齢

50.2±22.3（18～97歳）となった。方法は右足背高率

（足背高mm/足長mm×100）を算出した。加えて自記式

アンケートを実施した。アンケートには、身長、体

重、BMIなどを調査した。3群の比率は、Normalが940

足（86.2％）、Lowが64足（5.9％）、Highが86足

（7.9％）となった。統計解析の結果、年齢、BMIに有

意差を認めた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：Hidetoshi Nakao, Masakazu Imaoka, 

Kenji Oka, Mitsumasa Hida, Takeshi Morifuji, 

Masashi Hashimoto,Kazuyuki Matsumoto, Kenji Kita

71. 体幹筋機構評価の姿勢

    保持における骨盤・股

    関節周囲筋に関する筋

    電図学的分析．

第24回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（熊本）

Side Bridge test（SB）、Front Bridge test（FB）

とBack Bridge test（BB）を筋電図学的分析により、

体幹筋機能評価としての有用性について検討した。測

定筋は内腹斜筋、外腹斜筋、多裂筋、大殿筋、中瞥

筋、大腿筋膜張筋、大腿直筋、内側ハムストリングと

した。 %iEMG、MdPFともに有意な変化が認められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：田頭悟志, 橋本雅至, 高嶋厚史,

板矢悠佑, 福本貴典, 大槻伸吾
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月

－ 平成26年2月

－ 平成26年5月

73. 超音波画像を用いた

    大腿骨前捻角の測定

    方法

第24回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（熊本）

大腿骨には前捻角があり股回旋ROMとの関係がある。

前捻角を測定するRyder法は大転子の触診による測定

であり，検者による誤差が生じる可能性が考えられ

る．今回，超音波画像を用いた前捻角の測定方法を試

行し，その信頼性について検討した．結果、検者内

ICC検者間ICCともに有意な相関が認められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：新谷健, 橋本雅至, 井上直人, 

中川泰彰

74. 足部スポーツ障害を

    受傷した大学サッカ

    ー選手の足部アーチ

    の特徴

第24回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（熊本）

足部スポーツ障害を受傷した大学サッカー選手の足部

アーチの特徴を検討した。座位アーチ高率と立位アー

チ高率を測定し，座位アーチ高率から立位アーチ高率

を引いてアーチ高率変化量（アーチ変化量）を算出し

た．受傷群を立位アーチ高率が高い群（高アーチ群）

と

低い群（低アーチ群）の2群に分けアーチ変化量の比

較を行った．結果、受傷群の立位アーチ高率は非受傷

群よりも有意に低く，受傷群のアーチ変化量は非受傷

群よりも有意に大きかった．低アーチ群のアーチ変化

量は高アーチ群よりも有意に小さかった．

 

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平，大槻伸吾，岸本恵一，

橋本雅至，大久保衞，熊井司，田中康仁

72. 大学アメリカンフッ

    トボール選手におけ

    るSide bridge test

    と体幹筋力の関係

    ～第2報～

第24回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（熊本）

体幹筋機能検査として行っているSide bridge test

（SB）と体幹筋力の伸展／屈曲比（E／F比）との関連

について対象者数を増やしさらに検討を加えた。結

果、SBと伸展筋力との間、 SBとE／F比との間に有意

な相関が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：井上直人, 中川泰彰, 向井章悟,

新宮信之, 伊藤盛春, 廣瀬ちえ, 橋本雅至

75. 人工股関節全置換術

    後の体幹機能と膝関

    節伸展筋力、歩行能

    力獲得の関係

第44回

日本人工関節学会

（宜野湾）

股関節疾患による人工関節置換術後患者の体幹機能と

下肢機能、身体動作との関連性について検討した。結

果、下肢機能は体幹機能と関連性があり、身体運動に

も影響を及ぼすことが示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：中雄太, 木下和昭, 橋本雅至, 

北西秀行, 大八木博貴

76. 人工膝関節全置換術

    後患者の身体機能と

    術前及び術後の体幹

    機能の関連性

第49回

日本理学療法学術大会

（横浜）

変形性膝関節症患者（以下，膝OA）の膝関節の炎症や

変形などを主症状とする運動連鎖機能不全の一病態に

至ったものであると報告されており、術後は膝関節の

みでなく，病変の悪化につながる体幹および下肢の運

動連鎖を考慮することが重要である。我々はその機能

を客観化することを目的にTrunk Righting Test

（以下，TRT）を考案し，術後の体幹機能と身

体機能との関連性についても検討した。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 中雄太, 

北西秀行, 大八木博貴
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年9月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

77. 大学サッカー選手に

    おける足趾把持筋力

    が足部スポーツ障害

    の発生に与える影響

第40回

日本整形外科スポーツ医学

会学術集会

（東京）

多種多様なフットワーク動作が必要なサッカー選手に

おいて足趾の屈曲力(把持力)がスポーツ障害発生にい

かに関与するかを検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平, 岸本恵一, 橋本雅至, 

大槻伸吾, 大久保衞, 熊井司, 田中康仁

78. 高校生サッカー選手

    における体幹筋機能

    と障害発生の関係

第25回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

体幹筋機能検査として行っているSide bridge test

（SB）と体幹筋力の伸展／屈曲比（E／F比）との関連

について報告した．その後，対象者数を増やしさらに

検討を加えた。SBと伸展筋力との間、SBとE／F比との

間に有意な相関が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：田頭悟志, 橋本雅至, 新谷健, 

福本貴典, 板矢悠祐, 高嶋厚史, 木下和昭, 

大槻伸吾

76. 人工膝関節全置換術

    後患者の身体機能と

    術前及び術後の体幹

    機能の関連性

第49回

日本理学療法学術大会

（横浜）

変形性膝関節症患者（以下，膝OA）の膝関節の炎症や

変形などを主症状とする運動連鎖機能不全の一病態に

至ったものであると報告されており、術後は膝関節の

みでなく，病変の悪化につながる体幹および下肢の運

動連鎖を考慮することが重要である。我々はその機能

を客観化することを目的にTrunk Righting Test

（以下，TRT）を考案し，術後の体幹機能と身

体機能との関連性についても検討した。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 中雄太, 

北西秀行, 大八木博貴

79. Trunk Righting

    Testと体幹機能

    の関係性　第2報

第25回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

個人内のTrunk Righting Test(以下、 TRT)の左右

データの優劣かSide-Bridge test(以下、 SB)の姿勢

保 持時間の優劣を反映していることを報告した。そ

の後、対象者数を 増やしさらに検討を加えた。結

果、TRTとFB・SBとの間に相関関係は認められなかっ

た。またFB・SBともにTRTの優位側が有意に姿勢保持

の時間が長かった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至,米田勇貴, 

中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 井上直人, 

植田篤史, 田頭悟志, 福本貴典, 高嶋厚史, 

板矢悠祐, 新谷健, 星野佑一

80. Back Bridge 動作

    における体幹・股

    関節周囲筋に関す

   る筋電図学的分析

第25回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

体幹筋や股関節伸筋に着目し、Back Bridge(BB)を筋

電図学的に分析し、評価としての有用性を検討した。

結果、体幹伸筋、股関節伸筋の%IEMG、 MdPFに有意な

変化か認められ、BB姿勢保持が体幹伸筋、股関節伸筋

の持久性評 価の方法としての有用性か示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：高嶋厚史, 田頭悟志, 板矢悠祐, 

福本貴典, 橋本雅至, 大槻伸吾
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81. 人工膝関節全置換

    術前後における椅

    子立ち上がりテス

    トの有用性

第50回

日本理学療法学術大会

（横浜）

スクリーニングである30秒椅子立ち上がりテスト（以

下，CS-30）や5回椅子立ち上がりテスト（以下，SS-

5）が、変形性膝関節症の患者（以下，膝OA）やその

後，手術に至った患者に対する有用性について検討し

た。結果、SS-5は今回測定した他の動作テストとの関

係性が確認でき，先行研究と同様に膝OAに対して使用

が可能であることが示唆された。SS-5の方が短時間に

て可能であり，負担が少なく，有用性の高いテストで

あると考えられた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、中雄太、

米田勇貴、北西秀行、大八木博貴

82. 体幹の荷重支持機

    能の左右差がジャ

    ンプ動作に与える

    影響

第7回

日本関節鏡・膝・スポーツ

整形外科学会

 (札幌)

Trunk Righting Testにて得られた体幹荷重機能の左

右差が各種のジャンプ動作に与える影響について調査

した。結果、体幹の安定性が大きく求められるジャン

プ動作では体幹機能の左右差が関与しやすいことが示

唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、井上直人、

北西秀行、中雄太、大八木博貴、植田篤史、

星野佑一、石田一成

体幹筋や股関節伸筋に着目し、Back Bridge(BB)を筋

電図学的に分析し、評価としての有用性を検討した。

結果、体幹伸筋、股関節伸筋の%IEMG、 MdPFに有意な

変化か認められ、BB姿勢保持が体幹伸筋、股関節伸筋

の持久性評 価の方法としての有用性か示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：高嶋厚史, 田頭悟志, 板矢悠祐, 

福本貴典, 橋本雅至, 大槻伸吾

83. 高校男子サッカー

    選手の座位体幹荷重

    支持機能と利き脚、

    非利き脚との関連

第41回

日本整形外科スポーツ医学

会学術集会

（京都）

Trunk Righting Testにて得られた体幹荷重機能とブ

リッジ姿勢保持により得られた体幹筋機能の左右差と

効き脚と非効き脚の関係性について調査した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 中尾英俊, 

大槻伸吾

84. 人工股関節全置換術

    前における体幹機能

    評価の重要性

第42回

日本股関節学会学術集会

（大阪）

人工股関節全置換術（以下、THA）の術前の身体機能

が術後の回復に影響を与えることが報告されている。

THA前の体幹機能と身体機能の客観的な関連性を示し

た報告は少なく、我々はTHA前後の体幹機能に着目

し、術前から体幹機能評価（Trunk　Righting　Test

以下、TRT）を行っている。今回、THA前の症例を対象

に、術前の体幹機能と身体機能との関係性を検討し

た。結果、術側TRTと術側膝関節伸展筋力、術側下肢

荷重量との間にそれぞれ有意な正の相関が認められ

た。術側TRTと歩行時NRSとの間に有意な負の相関が認

められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：中雄太、木下和昭、橋本雅至、

柴沼均、林申也、橋本慎吾
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－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

85. 座位での体幹荷重支

    持機能テストの力学

    的考察

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

体幹荷重支持機能テスト（TRT）を考案し、片側の体

幹の荷重支持機能が同側の連続ジャンプ動作に影響を

与えることを報告した。今回、TRTを力学的に検討

し、荷重動作との関係も検討した。TRTの肩で押す力

と腎部で押す力は強い相関があった。またTRTの測定

値は床反力値と強い相関があった。 

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、中尾英俊、

井上直人、田頭悟志、新谷健、大槻伸吾

86. 高校男子サッカー選

    手における競技パフ

    ォーマンスと体幹筋

    機能との関係

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

高校男子サッカー部に対して、体幹筋機能とサッカー

に必要な競技パフォーマンスとの関係について検討し

た。FBはT－testと12分間走、

SBはT－testと12分間走、 BBはT－testと12分間走に

有意な相関が認められた。FB・SB・BBのような姿勢を

一定時間保持する体幹筋機能は、T－testや12分間走

と関係することが考えられた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：新谷健、橋本雅至、田頭悟志、

木下和昭、清野大輔

人工股関節全置換術（以下、THA）の術前の身体機能

が術後の回復に影響を与えることが報告されている。

THA前の体幹機能と身体機能の客観的な関連性を示し

た報告は少なく、我々はTHA前後の体幹機能に着目

し、術前から体幹機能評価（Trunk　Righting　Test

以下、TRT）を行っている。今回、THA前の症例を対象

に、術前の体幹機能と身体機能との関係性を検討し

た。結果、術側TRTと術側膝関節伸展筋力、術側下肢

荷重量との間にそれぞれ有意な正の相関が認められ

た。術側TRTと歩行時NRSとの間に有意な負の相関が認

められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：中雄太、木下和昭、橋本雅至、

柴沼均、林申也、橋本慎吾

87. Bridge姿勢を用いた

    体幹筋機能評価にお

    ける腹筋と背筋の不

    均衡についての検討

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

体幹筋機能評価としてBack Bridge test（BB）と

Front Bridge test（FB）の測定値から、 BB（背筋）

とFB（腹筋）の不均衡が動作テストに与える影響を検

討した。結果、BB／FB高値群（BB優位）のBB＋FBは3

回片足跳び、20m走、50m走、T test、12分間走との間

に有意な相関が認められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：高嶋厚史、橋本雅至、田頭悟志、

新谷健、福本貴典、板矢悠佑、幸田康宏、

木下和昭、大槻伸吾

88. 体幹筋機能の左右差

    がランニング動作へ

    及ぼす影響

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

サッカー選手に対して傷害予防やパフォーマンスの向

上を目的に介入し、体幹筋機能の左右差とランニング

動作との関連を調査した。体幹筋機能評価はFront 

Bridge test（FB）、Side Bridge test（SB）を実施

し、ランニング動作は50m走、 Ttest、12分間走とし

た。体幹筋機能評価より左右差あり群と左右差なし群

に群分けを行い、ランニング動作との相関を調査し

た。結果、体幹の安定性が必要なランニング動作では

体幹機能がランニングの動作に影響を及ぼすことが示

唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：田頭悟志、橋本雅至、新谷健、

板矢悠佑、福本貴典、高嶋厚史、幸田康宏、

木下和昭、大槻伸吾
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89. 成長期スポーツ障害

    の腰椎分離症と非特

    異的腰痛のX線による

    腰椎分節可動域の違い

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

成長期スポーツ選手の腰椎分離症と非特異的腰痛にお

ける腰椎の各椎体間の可動性について検証した。X線

またはMRIにてL5片側の腰椎分離症（分離群）と診断

された10名と、非器質的腰痛症（腰痛群）と診断され

た12名の臥位腰椎側面像のX線動態撮影により、Ll－S

の各椎体間の最大伸展時の前弩角および最大屈曲時の

後弩角を測定し、さらに最大伸展時と最大屈曲時の腰

椎分節角を計測し、その差から各椎体間の分節可動域

を算出した。結果、最大伸展時の前弩角は、分離群が

腰痛群に比して高値を示し、腰椎の分節可動域は、分

離群が腰痛群に比して高値を示した。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：中尾英俊、稲葉考洋、森藤武、

金子元春、木下和昭、橋本雅至、大槻伸吾

90. 小学生軟式野球選手

    におけるSide Bridge 

    testの有用性

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

小学生軟式野球選手に野球検診を実施しており、今

回、小学生軟式野球選手にSBを実施し、傷害との関連

を調査し、さらにSBの負荷量設定を検討した。結果、

今回の条件下の調査においては、SBと投球による傷害

との関連は認められなかった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、

佐治隆彦、藪本浩光、新宮信之、伊藤盛春、

廣瀬ちえ、橋本雅至、大場友裕、木下和昭、

高嶋厚史、石束友輝、吉川晋矢

サッカー選手に対して傷害予防やパフォーマンスの向

上を目的に介入し、体幹筋機能の左右差とランニング

動作との関連を調査した。体幹筋機能評価はFront 

Bridge test（FB）、Side Bridge test（SB）を実施

し、ランニング動作は50m走、 Ttest、12分間走とし

た。体幹筋機能評価より左右差あり群と左右差なし群

に群分けを行い、ランニング動作との相関を調査し

た。結果、体幹の安定性が必要なランニング動作では

体幹機能がランニングの動作に影響を及ぼすことが示

唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：田頭悟志、橋本雅至、新谷健、

板矢悠佑、福本貴典、高嶋厚史、幸田康宏、

木下和昭、大槻伸吾

91. 器質的な投球障害肘

    を有する小学野球選

    手の肩関節・体幹可

    動域の特徴

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

器質的な投球障害肘を有する小学生野球選手

における肩関節・体幹可動域の特徴を検討した。対象

は、投球障害肘と診断された小学生野球選手（以下、

障害群）と健常な小学生野球選手（以下、健常群）と

した。投球側の肩関節2nd外旋は障害群が健常群に比

して有意な可動域減少が認められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：植田篤史、橋本雅至、木下和昭、

小島喜義、衛門良幸、大槻伸吾

92. 下肢筋タイトネスが

    ボールキック動作時

    の骨盤前傾角度に及

    ぼす影響の検討

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

下肢筋タイトネスがボールキック動作時の骨盤運動や

肢位に及ぼす影響を検討した。

三次元動作解析システムにて、利き脚のインステップ

キックを解析した。踵腎間距離（HBD）と骨盤前傾角

度の最大値に有意な相関は認められなかった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：福本貴典、橋本雅至、田頭悟志、

新谷健、板矢悠佑、高嶋厚史、幸田康宏、

木下和昭、大槻伸吾
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－ 平成28年5月

－ 平成28年5月

－ 平成28年7月

93. 小学生軟式野球選手

    におけるSide 

    Bridge testと投球

    障害

第51回

日本理学療法学術大会

（札幌）

軟式野球連盟に加入している小学生に対して投球障害

を早期発見することを目的に野球検診を実施してい

る。投球動作においては，上肢機能だけでなく下肢，

体幹機能の重要性が報告されている。今回，体幹筋機

能の検査方法を取り入れ、小学生にSide Bridgetest

を実施し投球障害との関連を調査した。結果、Side 

Bridge testの保持時間は投球側､非投球側ともに肘障

害群と障害なし群の間に有意差は認められなかった。

点数の差は肘障害群が障害なし群に比べ、有意に大き

い結果であった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、

佐治隆彦、藪本浩光、伊藤盛春、廣瀬ちえ、

橋本雅至、木下和昭、高本晴輝

94. 高校男子サッカー選

    手におけるシンスプ

    リント既往者の疾走

    動作の特徴について

第51回

日本理学療法学術大会

（札幌）

シンスプリント（Medial Tibial Stress Syndrome  

以下，MTSS）の発生要因は下腿内側筋群の伸張性低下

や足部の過回内による伸張ストレスによるとの報告が

多い。我々は高校男子サッカー選手に対するフィジカ

ルチェックにて明らかな特徴が認められなかった。そ

こで今回、MTSS 群と MTSS 既往の無い群（以下，

control 群）の動作時アライメントを比較しMTSS 群

の動作的特徴を検討した。

結果、静的アライメントと ROM には有意差が認めら

れなかったが、動的アライメントでは

足関節の回内角度と足部外転モーメントに有意差が認

められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：幸田康宏、田頭悟志、新谷健、

福本貴典、板矢悠佑、高嶋厚史、林孝明、

春日勇磨、木下和昭、橋本雅至

92. 下肢筋タイトネスが

    ボールキック動作時

    の骨盤前傾角度に及

    ぼす影響の検討

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

下肢筋タイトネスがボールキック動作時の骨盤運動や

肢位に及ぼす影響を検討した。

三次元動作解析システムにて、利き脚のインステップ

キックを解析した。踵腎間距離（HBD）と骨盤前傾角

度の最大値に有意な相関は認められなかった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：福本貴典、橋本雅至、田頭悟志、

新谷健、板矢悠佑、高嶋厚史、幸田康宏、

木下和昭、大槻伸吾

95. 野球経験年数での肩

    関節回旋可動域の変

    化

第8回

日本関節鏡・膝・スポーツ

整形外科学会

（福岡）

小中学生の野球経験年数別での肩関節可動域の変化に

ついて検討した。結果は野球経験年数の増加に伴い、

両側共に肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域に

有意な低下傾向が認められた。以上より、小中学生の

野球選手の肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域

は野球経験の増加に伴い減少していくことが考えら

れ、今後の投球障害治療の一助となる可能性が示され

た。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 中川泰彰, 向井章悟, 佐治隆

彦, 薮本浩光, 井上直人, 橋本雅至, 大槻 伸吾
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－ 平成28年9月

－ 平成28年9月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

98. 童期野球選手におけ

    る肩肘関節障害者の

    肩関節可動域の特徴

    ～健常群と障害群と

    の比較～

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

学童期野球選手における野球経験年数別での肩、肘関

節に障害を有する者の肩関節可動域の特徴について検

討した。野球開始1年目から4年目の障害群では、投球

側の2nd外旋と2nd全可動域が健常群に比して有意に可

動域が低下していた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭、中川泰彰、向井章悟、藪本浩

光、新宮信之、伊藤盛春、井上直人、廣瀬ちえ、橋本

雅至、大槻伸吾

小中学生の野球経験年数別での肩関節可動域の変化に

ついて検討した。結果は野球経験年数の増加に伴い、

両側共に肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域に

有意な低下傾向が認められた。以上より、小中学生の

野球選手の肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域

は野球経験の増加に伴い減少していくことが考えら

れ、今後の投球障害治療の一助となる可能性が示され

た。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 中川泰彰, 向井章悟, 佐治隆

彦, 薮本浩光, 井上直人, 橋本雅至, 大槻 伸吾

96. 成長期野球選手の腰

　　椎分離症における股

　　関節屈筋群と伸筋群

　　の筋力の検討

第42回

日本整形外科スポーツ医学

会

（札幌）

腰椎と股関節の運動時における連動について着目し、

腰椎分離症による腰痛と、股関節周囲筋の筋機能との

関連性について検討した。結果、分離症を有する選手

の投球軸足股関節の屈曲筋力、伸展筋力ともに低く、

ステップ脚の股関節屈曲筋力が有意に低かった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：中尾英俊, 稲葉考洋, 木下和昭, 濱田太

朗, 森藤武, 橋本雅至, 大槻伸吾

99. 中学生と高校生野球

    選手における投球障

    害の危険因子の違い

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

投球障害（Throwing Injury、以下TI）の危険因子を

年代別で調査しTIの要因となる成長に伴う身体的特徴

の違いについて検討した。TIと関連性の高かった項目

は小中学生では投球側elbow push testとlnitial 

abduction test、高校生では投球側EPTと肩関節2nd外

旋可動域、股関節内旋可動域左右差であった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：衛門良幸、橋本雅至、小島喜義、植田篤

史、大木毅

97.　ボールキック動作に

　　 おける体幹運動の解

     析

第42回

日本整形外科スポーツ医学

会

（札幌）

サッカー選手の特有なボールのキック動作では、骨盤

から下肢の分析が多く、体幹の詳細な分析は少ない。

今回はキック動作中の体幹運動に着目し検討した。結

果、インステップキックは体幹伸展位、蹴側へ側屈さ

せて力を貯め、インパクトに向けて骨盤と胸郭が相反

する動きを伴いながら、急激に体幹を屈曲し、軸側方

向へ側屈させていくことが示唆された。また水平面上

では骨盤と胸郭が相反する回旋を伴いながら体軸を調

整し、脊柱を一定方向へ回旋させている可能性が示唆

された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 中尾英俊, 福本貴

典, 大槻伸吾
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－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月103. 階層別Core stability

    testにおける身体重

    心動揺についての検討

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

幅広い筋機能レベルの評価が可能となるように階層別

Core stability test（CST）を難易度別に考案し、身

体重心動揺の観点から、評価方法の難易度の設定に関

する妥当性を検討した。単位軌跡長、加速度は有意に

増加し、難度が高くなることにより姿勢保持における

不安定性が増加することが示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：高嶋 厚史、橋本雅至、田頭悟志、新谷

健、福本貴典、板矢悠佑、幸田康宏、木下和昭、大槻

伸吾

101. 座位での体幹荷重支

    持機能評価における

    筋活動

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

動作の体幹機能評価として、端座位での立ち直り姿勢

から鉛直方向への負荷を課した方法（体幹荷重支持機

能評価）を用いている。今回は本法の筋活動を検討し

た。体幹荷重支持機能評価において、腹直筋、内腹斜

筋、外腹斜筋、多裂筋、腹横筋が有意に高かった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、中尾 英俊、板矢

悠佑、福本貴典、高嶋厚史、田頭悟志、田邊智、大槻

伸吾

102. 高校野球選手の腰痛

    症の体幹・股関節筋

    力と腰椎アライメン

    トとの関係性

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

野球選手の腰痛発生頻度は高く、今回、ハンドヘルド

ダイナモメーター（HDD）にて野球選手の体幹と股関

節の筋力を測定し、腰痛者と腰痛の既往がない者で比

較した。腰痛群の筋力は股関節屈筋群が低下傾向を示

し、同様に腰椎

アライメントは前湾角が小さいことが認められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：中尾英俊、木下和昭、橋本雅至、大槻伸

吾

99. 中学生と高校生野球

    選手における投球障

    害の危険因子の違い

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

投球障害（Throwing Injury、以下TI）の危険因子を

年代別で調査しTIの要因となる成長に伴う身体的特徴

の違いについて検討した。TIと関連性の高かった項目

は小中学生では投球側elbow push testとlnitial 

abduction test、高校生では投球側EPTと肩関節2nd外

旋可動域、股関節内旋可動域左右差であった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：衛門良幸、橋本雅至、小島喜義、植田篤

史、大木毅

100. 小学生軟式野球選手

    におけるSide Bridge 

    testと投球障害肘と

    の関係 ～第2報～

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

小学生野球選手に対して野球肘検診を実施しており、

小学生野球選手の体幹筋機能検査として我々が用いて

いるSide Bridge test（SB）の負荷設定の変更が必要

であることを報告した。今回、SBの負荷を変更し投球

障害との関連を調査した。SBの差は肘傷害群が低い傾

向であったことから、SBの結果に左右差が認められる

ことが示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、藪本浩

光、新宮信之、伊藤盛春、廣瀬ちえ、橋本雅至、木下

和昭
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－ 平成29年9月

105. 片側の体幹の荷重支

     持機能の向上が動作

     に与える効果

第52回

日本理学療法学術大会

（千葉）

歩行や走行，ジャンプ動作では体幹に対して鉛直方向

に荷重負荷が加わりながら，片脚で支持するような場

面が求められ，その時の体幹機能の評価方法として座

位での片側の体幹荷重支持機能（Trunk Righting 

Test，TRT）に着目している。今回、TRT の向上がど

のような動作能力の向上に効果を与えるのか検討する

こととした。結果、pre 期と post 期の間では TRT 

と膝関節伸展の最大等尺性筋力，ジャンプ効率に有意

な増加が認められ，side hop test には有意な低下が

認められた。post 期と retraining 期の間では 

TRT，ジャンプ効率に有意な低下が認められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭，橋本 雅至，中尾 英俊田頭 

悟志，大槻 伸吾

106. 小学生野球選手にお

     ける肩肘関節障害発

     生者の肩関節可動域

     の特徴1年間の縦断

     的検討

第９回

日本関節鏡・膝・スポーツ

整形外科学会

（札幌）

1年間に肩肘関節の障害が発生した小学生野球選手の

肩関節可動域の特徴について検討した。対象は2015年

度から2016年度の1年間に肩肘関節に障害を有さな

かった小学生野球選手（健常群）140名と肩肘関節に

障害を有した小学生野球選手（障害群）38名とした。

結果、障害群は2015年度に比して2016年度の投球側の

2nd外旋が有意に低下していた（p＜0.05）。小学生野

球選手において新規に発生した肩肘障害者は投球側の

2nd外旋が低下していた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 中川泰彰, 向井章悟, 佐治隆

彦, 薮本浩光, 井上直人,伊藤盛春, 橋本雅至, 大槻 

伸吾

107. 高等学校におけるス

     ポーツ活動支援事業

     の利用状況とその意

     義

第43回

日本整形外科スポーツ医学

会

（宮崎）

本学では付属の高等学校に対し、スポーツ活動支援事

業を実施している。本研究の目的は、その事業の利用

者状況とその意義について考察する。結果、開始当初

は受診率が低値であったが、継続的に活動を行うこと

により増加する傾向であった。また医療機関を受診し

た者は、重度なスポーツ傷害と診断された利用者も存

在し、医療機関への受診の重要性が示唆された。これ

らの結果は、学校保健内において理学療法士が顧問や

保護者と良好な関係を保ちながら、継続的なスポーツ

活動支援事業を実施する重要性を示唆する。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、澳昂佑、北川智

美、長野聖、森永敏博、星野祐一、廣島和夫

幅広い筋機能レベルの評価が可能となるように階層別

Core stability test（CST）を難易度別に考案し、身

体重心動揺の観点から、評価方法の難易度の設定に関

する妥当性を検討した。単位軌跡長、加速度は有意に

増加し、難度が高くなることにより姿勢保持における

不安定性が増加することが示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：高嶋 厚史、橋本雅至、田頭悟志、新谷

健、福本貴典、板矢悠佑、幸田康宏、木下和昭、大槻

伸吾

104. 男子高校野球選手に

    おけるSide Bridge 

    Testと走タイムの関

    係性

 

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

男子高校硬式野球部員に対して、体幹筋機能検査とし

てSide Bridge Test（以下、 SB）を実施しており、

テストの目標値を提示するために走タイムとの関連性

を検討した。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：板矢悠佑、橋本雅至、田頭悟志、木下和

昭、新谷健、福本貴典、高嶋厚史、幸田康宏、大槻伸

吾
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－ 平成29年11月

－ 平成29年11月

－ 平成30年6月111.器械体操に必要な倒立姿勢

と身体因子との関連性

第10回日本関節鏡・膝・ス

ポーツ整形外科学会

（福岡）

直線的な倒立と身体因子の関係について検討した.倒

立の評価は,静止画撮影にて倒立時の肩関節屈曲角度

(以下,肩屈曲)と胸骨の傾斜角度を求めた.身体因子の

測定項目は肩甲上腕関節と肩甲胸郭,体幹の柔軟性,複

合的な肩関節の柔軟性,肩-肩甲骨の荷重位での安定

性,体幹筋機能,バランス能力とした.結果,直線的な倒

立は,各関節の柔軟性よりも,胸郭を含めた肩関節の可

動性と肩-体幹の安定性が影響していた.

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 横田尚子, 澳昂

佑, 来田宣幸, 西澤勇一朗, 星野祐一

110. 小学生軟式野球選手

     における関節可動域

     の経年変化と投球障

     害肘との関係

小学生の野球選手に対して継続して関わり、メディカ

ルチェックを行っている。対象の小学生の肘関節障害

が、スポーツ活動を継続し、時間経過を伴ってどのよ

うに発生するかを検討している。今回は左右の関節可

動域に着目して股関節の回旋可動域の減少と肘障害発

生との関連性を示唆した。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、藪本浩

光、新宮信之、伊藤盛春、橋本雅至、木下和昭

109. 姿勢保持の難度別に

     分けたCore 

     stability 

     test の筋活動につ

     い ての検討

第28回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

Core stability test を用いて体幹筋機能を測定する

にあたり、対象者の身体特性を反映して用いる姿勢保

持に難度別の条件を検討している。実際に考案した方

法ごとに筋活動を測定し、難度ごとに筋活動から見た

運動負荷の違いを検討した。結果、いくつかの条件間

で有意差が認められ、難度別に分けることがより具体

的になった。。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：高嶋 厚史、橋本雅至、田頭悟志、福本

貴典、板矢悠佑、木下和昭、大槻伸吾

本学では付属の高等学校に対し、スポーツ活動支援事

業を実施している。本研究の目的は、その事業の利用

者状況とその意義について考察する。結果、開始当初

は受診率が低値であったが、継続的に活動を行うこと

により増加する傾向であった。また医療機関を受診し

た者は、重度なスポーツ傷害と診断された利用者も存

在し、医療機関への受診の重要性が示唆された。これ

らの結果は、学校保健内において理学療法士が顧問や

保護者と良好な関係を保ちながら、継続的なスポーツ

活動支援事業を実施する重要性を示唆する。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、澳昂佑、北川智

美、長野聖、森永敏博、星野祐一、廣島和夫

108. 倒立姿勢保持におけ

     る肘関節と肩甲骨周

     囲の筋活動〜上肢の

     肢位の違いによる変

     化〜

第28回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

小学生女子の器械体操選手の肘関節障害に着目して、

競技特性である上肢での荷重肢位における筋活動か

ら、力学的考察を行った。特に肘関節障害の小学生に

多い、肩関節回旋位に観点を置き肩甲骨から肩関節肘

関節の制御する筋活動に代償運動を示す運動を示唆す

る筋活動が認められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、横田尚子、澳昂

佑、来田宜幸、星野祐一

第28回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）
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－ 平成30年9月

－ 平成30年9月

－ 平成30年9月

－ 平成30年9月

113.小学生軟式野球選手におけ

る投球障害肘発症時の体幹筋機

能の変化

第44回日本整形外科スポー

ツ医学会学術集会（徳島）

投球障害発生の原因として体幹筋機能の低下はその一

要因としての報告があり、小学生軟式野球選手を対象

に体幹筋機能検査としてSide Bridge testの変化を調

査した．過去1年以内に投球側の肘関節に障害の経験

がない小学5年生54名を対象とし，Side Bridge test

の1年の変化を調査した．結果，新たに投球障害肘を

発症した選手は，投球側のみSide Bridge testの向上

が認められなかった．成長に伴い体幹筋機能の向上が

認められない場合，小学生軟式野球選手の投球障害肘

発生に影響を与えている可能性が示唆された．

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：井上直人, 中川泰彰, 向井章悟, 横田尚

子, 橋本雅至, 木下和昭

112.腰痛症の高校野球選手に対

する股関節筋力トレーニングが

腰椎前弯角に及ぼす影響

第10回日本関節鏡・膝・ス

ポーツ整形外科学会

（福岡）

高校野球選手に股関節屈曲筋力トレーニングを実施さ

せ、腰椎前弯角と腰痛の変化を検討した。対象は腰痛

群12名と、腰痛がない選手16名をコントロール群とし

た。トレーニング期間は4週間とした。介入前後に腰

椎前弯角と体幹・股関節筋力を計測した。なお腰痛群

のみVASを評価した。結果、股関節屈曲筋力トレーニ

ングは、腰椎アライメントの変化と自覚的な痛みの改

善に影響を与えた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：中尾英俊, 木下和昭, 橋本雅至, 大槻伸

吾

115.地域在住高齢者における体

幹筋機能とロコモティブシンド

ロームとの関係について144. 

第44回日本整形外科スポー

ツ医学会学術集会（徳島）

健康教室に通う地域高齢者を対象に、体幹筋機能検査

を行い、体幹機能と身体活動量との関係を調査した。

結果、体幹機能の良好な高齢者と機構低鏡と止められ

る高齢者では、日常生活での身体活動量に客観的な差

が認められた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：高嶋厚史, 大槻伸吾, 橋本雅至, 田頭悟

志, 新谷健

114.ジュニア体操競技における

倒立時の疼痛調査

第44回日本整形外科スポー

ツ医学会学術集会（徳島）

H県ジュニア体操競技選手権大会に出場した選手に対

して倒立時の疼痛発生頻度や部位について検討した。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 横田尚子, 澳昂

佑, 来田宣幸, 西澤勇一郎, 星野祐一

111.器械体操に必要な倒立姿勢

と身体因子との関連性

第10回日本関節鏡・膝・ス

ポーツ整形外科学会

（福岡）

直線的な倒立と身体因子の関係について検討した.倒

立の評価は,静止画撮影にて倒立時の肩関節屈曲角度

(以下,肩屈曲)と胸骨の傾斜角度を求めた.身体因子の

測定項目は肩甲上腕関節と肩甲胸郭,体幹の柔軟性,複

合的な肩関節の柔軟性,肩-肩甲骨の荷重位での安定

性,体幹筋機能,バランス能力とした.結果,直線的な倒

立は,各関節の柔軟性よりも,胸郭を含めた肩関節の可

動性と肩-体幹の安定性が影響していた.

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 横田尚子, 澳昂

佑, 来田宣幸, 西澤勇一朗, 星野祐一

116.地域在住高齢者の園芸活動

の実態 ～園芸習慣のアンケー

トからわかったこと～

第8回日本認知症予防学会学

術集会（東京）

地域の高齢者において園芸を行う理由は男女で異なる

が，他者と関わり，つながるツールとして園芸が介在

していることが示唆された。また、前期高齢者と後期

高齢者では園芸をする環境条件は違っており，年を重

ねてからも，その時の身体機能に沿った方法で継続す

ることが可能な趣味活動であることが示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：髙野珠栄子, 田崎史江, 橋本雅至, 野村

和樹, 山口隆司, 中村美砂
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－ 平成30年11月

－ 平成30年11月

119.Side-bridge姿勢における

股関節の肢位の違いが腰部周囲

筋の筋活動に及ぼす影響

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

Side－bridge姿勢における股関節の肢位の違いが腰部

周囲筋の筋活動に及ぼす影響を検討した。Side－

bridge姿勢における挙上側の股関節肢位の変化は、体

幹の姿勢制御に必要なローカル筋群の筋活動に加え

て、股関節より遠位の下肢姿勢保持による負荷量の増

大に対応した腰部周囲グローバル筋の筋活動が増大す

ると考えられた。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：齋藤優季, 木下和昭, 橋本雅至, 来田宣

幸, 大槻伸吾

118.小学生軟式野球選手の肘障

害に影響を与える因子　1年前

の検診結果から

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

本研究は1年前の野球検診（以下、検診）の結果から

肘障害に影響を与えている因子について検討した。対

象は2015年から2017年に行われた検診に、2年連続

で参加した小学生軟式野球選手474名とした。学童期

軟式野球選手では、筋力やパフォーマンスが高く、野

球開始年齢が遅い選手ほど、肘障害の原因となる関節

への力学的負荷が大きくなる可能性が示唆された.

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 中川泰彰, 向井章悟, 伊藤盛

春, 井上直人, 横田尚子, 橋本雅至

117.健康教室へ参加されている

高齢者に対する体幹機能評価法

が血圧・心拍数に及ぼす影響に

ついて

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

高齢者の体幹機能をブリッジ姿勢にて評価し、その評

価方法が血圧と心拍数に及ぼす影響について検討し

た。ブリッジ姿勢を用いた体幹機能評価法は、血圧と

心拍数の観点からアメリカスポーツ医学会が定める基

準の範囲内での変化であったため安全に実施可能であ

ることが示唆された．

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：田頭悟志, 橋本雅至, 高嶋厚史, 福本貴

典, 新谷健, 大槻伸吾

120.高校男子サッカー選手にお

けるBridge姿勢の保持時間と筋

厚との関係性

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

Bridge姿勢の保持時間と筋厚との関係性及びトレーニ

ング効果について検討した。Side Bridge（SB）と

Front Bridge（FB）においてトレーニング群は非運動

群よりSB・FBの保持時間と筋厚は優っていたが、SB・

FBの保持時問と筋厚との相関はなく、Bridge姿勢の保

持には筋持久力や共同運動などが影響すると推察され

た。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：新谷健, 橋本雅至, 木下和昭, 田頭悟

志, 福本貴典, 高嶋厚史, 大槻伸吾

116.地域在住高齢者の園芸活動

の実態 ～園芸習慣のアンケー

トからわかったこと～

第8回日本認知症予防学会学

術集会（東京）

地域の高齢者において園芸を行う理由は男女で異なる

が，他者と関わり，つながるツールとして園芸が介在

していることが示唆された。また、前期高齢者と後期

高齢者では園芸をする環境条件は違っており，年を重

ねてからも，その時の身体機能に沿った方法で継続す

ることが可能な趣味活動であることが示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：髙野珠栄子, 田崎史江, 橋本雅至, 野村

和樹, 山口隆司, 中村美砂
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体幹筋機能の向上と下肢機能や移動能力の向上には、

関係性があると考えられる。本研究では一定の運動習

慣のある高齢者に対して、体幹筋機能と下肢機能や移

動能力との関係性について検討した。運動習慣のある

高齢者においてブリッジ姿勢で難度の高い姿勢を保

持できることが、下肢機能や移動能力の結果と関係し

ていることが示され、一定以上の体幹筋機能を有する

ことが下肢機能や移動能力の向上に必要であることが

示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：高嶋厚史, 橋本雅至, 田頭悟志, 新谷

健, 福本貴典, 木下和昭, 大槻伸吾

122.段階づけた倒立姿勢におけ

る肩関節と肩甲骨周囲筋の筋活

動の変化

第6回日本運動器理学療法学

術大会（福岡）

上肢傷害からのスポーツ復帰やジュニア世代の体操選

手での倒立練習は、上肢への荷重負荷を段階づける方

法が重要である。そこで本研究は段階づけた倒立の練

習方法における筋活動について検討した。肩関節角度

90°位と比較すると、135°位は肩甲骨周囲筋の筋活

動の増大が起こり、倒立まで上体を挙げることによ

り、さらに肩甲上腕関節周囲筋の筋活動の増大が起こ

ることが明らかとなった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 横田尚子, 澳昂佑

121.中高齢者の足部アーチ低下

の身体要因について

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

40歳代以降の足部アーチ高に着目し、低アーチの要因

について検討を行った。対象は124名（男性43名）調

査方法は足の測定としてアーチ高と自記式のアンケー

ト調査を行った。BMIのオッズ比0.84と独立関連因子

となった

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：中尾英俊, 木下和昭, 森藤武, 濱田太

朗, 橋本雅至, 大槻伸吾

120.高校男子サッカー選手にお

けるBridge姿勢の保持時間と筋

厚との関係性

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

Bridge姿勢の保持時間と筋厚との関係性及びトレーニ

ング効果について検討した。Side Bridge（SB）と

Front Bridge（FB）においてトレーニング群は非運動

群よりSB・FBの保持時間と筋厚は優っていたが、SB・

FBの保持時問と筋厚との相関はなく、Bridge姿勢の保

持には筋持久力や共同運動などが影響すると推察され

た。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：新谷健, 橋本雅至, 木下和昭, 田頭悟

志, 福本貴典, 高嶋厚史, 大槻伸吾

This study was to examine the muscle activity 

during handstands in a graded manner. The muscle 

activities were evaluated with the upper limb in 

flexion of 90°, 135°, and 180°positions and 

during handstand using the forearm (elbowstand). 

The scapular muscles showed increased muscle 

activity with increasing shoulder flexion angle 

in all postures. The shoulder muscles exhibited 

increased muscle activity from the 90°position 

to the 180°position. The elbowstand showed 

significantly increased muscle activity in the 

upper and middle trapezius muscles compared to 

that in the 135°position. 

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下 和昭, 横田 尚子, 橋本 雅至, 澳 

昂佑, 来田 宣幸, 西澤 勇一郎, 星野 祐一

123.運動講座に参加している高

齢者における体幹筋機能と下肢

機能及び移動能力との関係につ

いて

第6回日本運動器理学療法学

術大会（福岡）

124.倒立時の上肢障害予防に着

目した練習方法の筋活動の検討

(Muscle Activity Analysis of 

Exercise Methods Focusing on 

The Prevention of Upper Limb 

Disorders During a 

Handstand)

第11回日本関節鏡・膝・ス

ポーツ整形外科学会

（札幌）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 令和1年8月

－ 令和1年11月

－ 令和1年11月

－ 令和2年11月

－ 令和2年12月129.ジュニア体操競技選手にお

ける Sever 病が発生する身体

因子

JOSKAS/JOSSM2020 ジュニア体操競技選手におけるSever病が発生する身

体因子を検討した。結果、足アーチ高率が低い選手ほ

どsever病が発生しやすいことが示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 横田尚子, 橋本雅至, 西澤勇

一郎, 星野祐一

対象はマラソン大会に出場した39名(女性12名)，平均

41.7歳と日常的に運動習慣がない者111名(女性31

名)，平均年齢41.7歳、両群の足部アーチ高比（足背

高/切頂足長），身長，体重，BMI，足部の既往歴と既

往歴による歩行困難感の有無を比較した。結果、非運

動群に比べR群のアーチ高比は左右とも高く，足の既

往および歩行障害の経験の割合が高いことがわかっ

た．

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：中尾 英俊, 森藤 武, 濱田 太朗, 橋本 

雅至

128.一般ランナーと非運動者の

足部アーチアライメントおよび

足部の既往等に関するアンケー

ト調査の比較

第31回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（神戸）(Web

開催)

127.上肢支持を除外したSide 

Bridgeの筋活動について

第30回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（横浜）

上肢支持を除外したSBの筋活動を調査し、トレーニ

ングとして有用であるかを検討した。内腹斜筋、中殿

筋、大腿筋膜張筋、腓骨筋は下肢挙上をする

ことにより筋活動は有意に上昇した。僧帽筋、前鋸筋

は台を使用すると筋活動は有意に低下した。台を使用

し上肢支持を除外することにより、体幹、下肢への筋

活動を減少させることなく上肢の筋活動を低下させる

ことが可能であった。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：田頭 悟志, 橋本 雅至, 木下 和昭, 高

嶋 厚史, 福本 貴典, 大槻 伸吾

126.ジュニア体操競技選手にお

ける段階づけた倒立練習方法の

有用性

第30回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（横浜）

ジュニア体操競技選手に対して、段階づけた倒立練習

方法の導入による上肢の疾痛発生件数と身体機能の

変化について検討した。段階づけた倒立練習方法の亭

入は、肘痛を予防する一手段となることが考えられ

た。一方、その予防においては、体幹の筋機能や柔軟

性、肩一肩甲骨の荷重位での安定性など多角的な変化

が重重要であることが示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下 和昭, 横田 尚子, 橋本 雅至, 来

田 宣幸, 西澤 勇一郎, 星野 祐一

125.コアトレーニングを効果的

に進めるために、体幹(筋)機能

を適切に捉える評価について

This study was to examine the muscle activity 

during handstands in a graded manner. The muscle 

activities were evaluated with the upper limb in 

flexion of 90°, 135°, and 180°positions and 

during handstand using the forearm (elbowstand). 

The scapular muscles showed increased muscle 

activity with increasing shoulder flexion angle 

in all postures. The shoulder muscles exhibited 

increased muscle activity from the 90°position 

to the 180°position. The elbowstand showed 

significantly increased muscle activity in the 

upper and middle trapezius muscles compared to 

that in the 135°position. 

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下 和昭, 横田 尚子, 橋本 雅至, 澳 

昂佑, 来田 宣幸, 西澤 勇一郎, 星野 祐一

第45回日本整形外科スポー

ツ医学会学術集会

（大阪）

体幹筋機能の評価として考案したブリッジテストにつ

いて解説した。従来使用されるクラウスウェーバーテ

スト大阪市大変法との関係について検討し、実際に

行ってきた成長期のスポーツ選手の測定とデータ蓄積

から、その評価方法としての有用性を検討した研究を

紹介した。また、コアトレーニングの継続による、体

幹筋機能評価の成績の推移と腰痛発生との関係につい

て検討した研究などから、トレーニングとその客観的

な評価の重要性について提案した。

124.倒立時の上肢障害予防に着

目した練習方法の筋活動の検討

(Muscle Activity Analysis of 

Exercise Methods Focusing on 

The Prevention of Upper Limb 

Disorders During a 

Handstand)

第11回日本関節鏡・膝・ス

ポーツ整形外科学会

（札幌）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 令和3年10月

－ 令和4年2月

－ 令和4年8月

－ 令和4年10月

－ 令和4年10月

第69回日本教育医学会大会

（大阪　オンライン開催）

132.小学生における足部機能と

身体機能の関連　足アーチと足

趾把持筋力に着目して 本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：濱口 幹太, 露口 亮太, 吉田 平, 橋本 

雅至, 仲田 秀臣, 大槻 伸吾

133.男子小学生の陸上競技経験

の有無における足趾把持筋力と

走速度の関係について

第33回　日本臨床スポーツ

医学会学術集会（札幌）

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：濱口 幹太, 露口 亮太, 吉田 平, 橋本 

雅至, 仲田 秀臣, 大槻 伸吾

134.高校生中・長距離選手の足

部評価と走タイムの関係性につ

いて

第77回　日本体力医学会

(栃木　オンライン開催) 本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：濱口幹太、露口亮太、橋本雅至、仲田秀

臣、宮本忠吉、大槻伸吾

足部を評価する方法であるArch height index（AHI）

と走タイムの関係性について検討した。結果、男性で

は、アーチが低いほど、3000mの走タイムが速い結果

が示された。女性においては、足趾把持筋力が高いほ

ど1500mが速い結果であった。よって、足部評価と走

タイムの間には関係を示す可能性が示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：濱口幹太、露口亮太、橋本雅至、仲田秀

臣、宮本忠吉、大槻伸吾

131.高校生中・長距離選手の足

部評価と走タイムの関係性につ

いて

第36回日本体力医学会近畿

地方会(神戸)

130.男子小学陸上競技選手にお

ける足趾把持筋力と100m走記録

の関係

第32回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（東京）

足趾把持筋力（TGS）は、静止立位および前傾姿勢の

安定性や転倒などに関連している。TGSと100m走の関

係について検討した．結果、TGSと100mの関係は、4年

および5年において有意な相関が認められた。TGSは走

行時の蹴り出しに関与しており、小学陸上競技選手を

対象とした場合でもTGSは100m走に影響する可能性を

示した。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：濱口幹太, 露口亮太, 橋本雅至, 中西康

人, 仲田秀臣, 宮本忠吉, 大槻伸吾

129.ジュニア体操競技選手にお

ける Sever 病が発生する身体

因子

JOSKAS/JOSSM2020 ジュニア体操競技選手におけるSever病が発生する身

体因子を検討した。結果、足アーチ高率が低い選手ほ

どsever病が発生しやすいことが示唆された。

本人担当部分：研究計画検証、データ分析、結果考察

研究指導

共同発表者：木下和昭, 横田尚子, 橋本雅至, 西澤勇

一郎, 星野祐一
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

 (研究会、その他)

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

第23回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

運動量が多い高校サッカー選手の関節弛緩性について

調査した。成長期の高校生において関節の安定性や不

安定性はスポーツ障害の要因になることが考えられ、

個人差が多い成長段階にあるスポーツ選手の特徴を考

察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：山崎岳志, 橋本雅至, 井上直人, 

古川博章, 吉川晋也, 石束友輝

31. 足部横アーチ変化の

     測定方法の検討

第24回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

外見の形状では測定が困難である足部横アーチの客観

的な測定方法について考案し、その方法の有用性につ

て検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平, 藤竹俊輔, 来田晃幸, 

岸本恵一, 橋本雅至, 大槻伸吾, 大久保衞,

熊井司, 田中康仁

29. ハンドヘルドダイナ

    モメーターを用いた

    体幹機能評価方法の

    信頼性と妥当性

第23回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

体幹筋の筋力測定にハンドヘルドダイナモメータを用

いた測定に関してその再現性について級内相関係数を

用いて検討を行った。再現性のある方法として課題が

残り、方法のさらなる検討を必要とする。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 米田勇貴, 

中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 柴沼均

30. Trunk Righting 

     Test と体幹機能の

     関係性

第24回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

体幹機能評価として考案したTrunk Righting Testと

体幹筋の持久性と協調性を見るブリッジテストとの関

連性から、体幹筋の評価方法について検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 北西秀行, 

井上直人, 植田篤志

28. 高校男子サッカー選

     手における関節弛緩

     性とその特徴
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成28年6月

－ 平成29年6月35. 姿勢保持の難度別に

    分けたCore stability 

    testの保持時間につい

    ての検討

第27回

関西臨床スポーツ医科学研

究会（大阪）

我々は、体幹や股関節周囲筋の総合的な筋機能を反映

するBridge活動を利用したSide Bridge(SB)とFront 

Bridge(FB)をCore stabilityの評価として用いてい

る。客観的な指標として姿勢の保持時間を用いて評価

してきたが、多様な対象者に対する評価として課題が

あった。そこで今回、姿勢保持の難度に着目すること

が必要であると考え、SBとFBの姿勢を難度に分けて階

層別に評価する方法としてCore stability test(CST)

を考案した。結果、SBとFBの両姿勢においてB、C、D

順に姿勢保持時間が有意に長くなっていた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：高嶋厚史、橋本雅至、田頭悟志、新谷

健、福本貴典、板矢悠佑、木下和昭、大槻伸吾

33. 大学サッカー選手の

     人工芝グラウンドに

     おけるスポーツ傷害

     の経時的変化—人工

     芝グラウンドに対す

     るゴムチップ補充の

     影響—

第25回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

サッカー競技中に発生する外傷や障害を引き起こす要

因は，選手が使用しているグラウンドサーフェイスも

一要因になると報告されている。今回，長期経過した

人工芝グラウンドに特殊哇砂やゴムチップを補充した

ことによる，スポーツ傷害発生への影響を検討した．

結果、人工芝グラウンドでは年数が経過するとともに

下肢捻挫発生率が増加し，ゴムチップの補充後では下

肢肉離れの発生率が有意に減少した．

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平, 藤竹俊輔, 来田晃幸, 

岸本恵一, 橋本雅至, 大槻伸吾, 大久保衞, 熊井司, 

田中康仁

34. 腰椎分離症者のスポ

    ーツ復帰期間による

    腰椎前弯角と腰椎椎

    間可動域の違い

第26回

関西臨床スポーツ医科学研

究会（大阪）

腰椎矢状面上のアライメント評価は、分離症のストレ

ス要因の特徴を見出すうえで重要な項目であると考え

られる。今回、スポーツ復帰までの期間を急性期と亜

急性期との境界である4週経過を基準とし、X線撮影に

よる腰椎前弯角と腰椎椎間可動域について検討した。

結果、腰椎（L1-S）前弯角は、最大屈曲時、4週未満

群に対し、4週以上群は低値を示し、最大伸展時で

は、4週未満群に対し4週以上群は高値を示した。腰椎

椎間可動域は、4週未満群に対し、4週以上群は低値を

示した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：中尾英俊、稲葉孝洋、木下和昭、森藤

武、橋本雅至、大槻伸吾

外見の形状では測定が困難である足部横アーチの客観

的な測定方法について考案し、その方法の有用性につ

て検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平, 藤竹俊輔, 来田晃幸, 

岸本恵一, 橋本雅至, 大槻伸吾, 大久保衞,

熊井司, 田中康仁

32. 高校部活動に対する

     フィジカルサポート

第25回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

縦断的に行っている高校サッカー選手へのフィジカル

サポートについて具体的に紹介した。今まで行ってき

た経験から得た課題について考察を加えた。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：田頭悟志、新谷健、福本貴典、

板矢悠祐、高嶋厚史、幸田康宏、林孝明、

橋本雅至
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

我々は、体幹や股関節周囲筋の総合的な筋機能を反映

するBridge活動を利用したSide Bridge(SB)とFront 

Bridge(FB)をCore stabilityの評価として用いてい

る。客観的な指標として姿勢の保持時間を用いて評価

してきたが、多様な対象者に対する評価として課題が

あった。そこで今回、姿勢保持の難度に着目すること

が必要であると考え、SBとFBの姿勢を難度に分けて階

層別に評価する方法としてCore stability test(CST)

を考案した。結果、SBとFBの両姿勢においてB、C、D

順に姿勢保持時間が有意に長くなっていた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：高嶋厚史、橋本雅至、田頭悟志、新谷

健、福本貴典、板矢悠佑、木下和昭、大槻伸吾



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5年 3月 31 日 

氏名 山形 力生            

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 日常生活援助技術 

 高齢者支援 

 臨床教育技術 

福祉用具（自助具）、住宅改造、障害と日常生活、 

高齢に伴う機能低下に対する援助、生活環境への援助  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1）講義資料の作成 平成 18 年 

～ 

平成 31 年 

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法治療学、作業療法理論特論」講義内容によって多く

の専門書等から資料を集め授業資料を作成した。 

 令和元年 

～ 

令和 4年 

奈良学園大学リハビリテーション学科作業療法専攻 

科目名「作業療法概論、身体障害作業療法治療学、日常

生活活動学、生活環境学等」講義内容によって多くの専

門書等から資料を集め授業資料を作成した。 

2)パソコンを利用した視聴覚教材の作成 平成 18 年 

～ 

平成 31 年 

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法治療学、作業療法理論特論」講義内容によって、で

きるだけイメージできるように写真スライドの作成・提

示、アニメーションによる図表を多く取り入れた。 

 令和元年 

～ 

令和 4年 

奈良学園大学リハビリテーション学科作業療法専攻 

科目名「作業療法概論、身体障害作業療法治療学、日常

生活活動学、生活環境学等」講義内容によって、できる

だけイメージできるように写真スライドの作成・提示、

アニメーションによる図表を多く取り入れた。 

3)演習問題の提示 平成 18 年 

～ 

平成 31 年 

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「身体障害作業療法治療学」前期、後期のそれぞ

れ中期および後半の時期に演習問題を提示し、学習内容

がどの程度身に付いているかを学生自ら点検してもら

う機会とした。また、これにより学生が適切に学期末試

験の準備ができるように配慮した。 

 令和元年 

～ 

令和 4年 

奈良学園大学リハビリテーション学科作業療法専攻 

科目名「作業療法概論、身体障害作業療法治療学、日常

生活活動学、生活環境学等」講義内容によって、前期、

後期のそれぞれ中期および後半の時期に演習問題を提

示し、学習内容がどの程度身に付いているかを学生自ら

点検してもらう機会とした。また、これにより学生が適

切に学期末試験の準備ができるように配慮した。 

4)学期末試験の工夫 平成 18 年 

～ 

平成 31 年 

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

「身体障害作業療法治療学」出題形式を客観テストと記

述試験をバランス良く作成した。客観テストでは国家試

験を意識した回答方法を盛り込んだ。これにより学生が

国家試験の回答方法に慣れるようにした。記述試験は、

文章表現等の表現力の育成をねらいとし、作成に工夫を

こらした。 



 令和元年 

～ 

令和 4年 

奈良学園大学リハビリテーション学科作業療法専攻 

科目名「作業療法概論、身体障害作業療法治療学、日常

生活活動学、生活環境学等」出題形式を客観テストと記

述試験をバランス良く作成した。客観テストでは国家試

験を意識した回答方法を盛り込んだ。これにより学生が

国家試験の回答方法に慣れるようにした。記述試験は、

文章表現等の表現力の育成をねらいとし、作成に工夫を

こらした。 

5)学年担任およびチューター活動 平成 20 年 

～ 

令和 4年 

入学より卒業までを継続して担当している。定期的に学

生個人面談を行い、各学生の課題の確認と指導、学科教

員への周知に努めている。担当学生が１回生時には、学

習面に加え学校生活全般の状況把握を行い、２回生時は

学習面を重点的に指導・助言を行った。3回生からは臨

床実習時の状況把握と必要な指導を行っている。 

6)臨床実習訪問指導 平成 20 年 

～ 

平成 31 年 

2 回生時および 3回生時の臨床実習実施中に、実習施設

に訪問し、学生の問題や今後の実習の目標について、実

習指導者と協議する。毎年、各学年延べ 20 施設程度の

実習訪問指導を行った。 

7)臨床現場技術指導 平成 23 年 

～ 

平成 31 年 

卒業生を対象に週 1回、近隣のリハビリテーションの臨

床現場において技術指導を行っている。在校生の臨床実

習指導を担当する指導者の養成も兼ねている。 

   

   

２ 作成した教科書，教材   

1)教科書「作業療法士が選ぶ自助具・生活機器」 平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

臨床でよく使われる自助具・生活機器について紹介し、

必要な材料、制作方法、適応事例などについて紹介した。

（255 頁） 

頸髄損傷などの四肢麻痺に対するコンピューター機器

に対する自助具についての項を解説した。(P.124～

P.126) 

後に、姫路獨協大学で「福祉機器特論、身体障害作業療

法学」の資料として使用した。 

2)教科書「生活支援技術・介護過程」（黎明書房）

   

 

平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

居住環境の整備や身じたく、移動、食事、入浴、排泄、

睡眠等における実践的な介護の方法と、介護過程の意義

から実例をふまえた介護の実践的展開やチームアプロ

ーチまでを、初めて学ぶ人でも分かるようイラストや図

を交え解説した。 

第2章 自立へ向けた居住環境の整備を担当 （P24-P40）

ヘルパーを対象にした講習において教科書として使用

した。 

3) 教科書「老年看護学」（ピラールプレス） 平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

高齢者の身体的・心理的特徴を十分把握したうえで、高

齢者のQOLの向上を目指した看護実践を意識的に取り上

げた、老年看護の実践に向けての質の評価への取り組み

を盛り込んだ看護学生向けのテキストとして使用した。 

4)教科書「介護実習入門」（黎明書房） 平成 24 年 介護福祉士の養成科目のテキストとして作成、使用し

た。高等教育に向けた豊かな専門性と人間性の構築とい

う主旨を踏まえたうえで、介護の専門援助に焦点を当

て、その内容・方法を具体的に示した。 

5)「身体障害作業療法学実習」の補助教材 平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

PBL(問題解決型学習)のために、学生の主体的なグルー

プワークにより進められるが、その臨床症例を実際の症

例から選択し、教材用に修正し作成した。学生はこの教

材を基に、グループワークを行った。 



6)OSCE（客観的臨床能力試験）のための模擬患者 

 症例プロフィール資料 

平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

学生が受ける試験の模擬患者のプロフィールを実際の

臨床例に照らし合わせ作成した。症例は、脳卒中などの

内科系と骨折などの整形外科の 2症例作成した。４回生

の総合臨床実習前の客観的臨床能力試験の学生提示資

料として使用した。 

7)実体験型課題「動作分析のフローシート」の 

 作成 

平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

「日常生活活動学」において日常の動作の分析を学習す

る際に、実際の動作分析を教材として行う。初学者の学

生でも動作分析が身につくように、動作分析のフローシ

ートを作成した。このシートに書き込むことで動作の分

析が段階的に学習できるように工夫した。 

食事・更衣・トイレ・整容・入浴の 5種類の動作につい

8)演習問題の作成 平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

「日常生活活動学、身体障害作業療法学」のそれぞれの

中期および後半の時期に演習問題を分野ごとに 20 問程

度作成した（合計 80 問）。学習内容がどの程度身に付

いているかを学生自ら点検してもらうために使用した。 

9)国家試験模擬試験の作成 平成 25 年 

～ 

平成 31 年 

実際の国家試験の出題傾向に合せ、3回分の模擬試験問

題を作成した。4回生時の演習の中で使用した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

1)姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

  学生による授業評価 

平成 19 年 

～ 

平成 28 年 

科目：「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法学、作業療法理論特論」点検・評価の結果：長所と

しては、今回の調査による得点は平均を上回っており、

授業目標は達成されていると理解した。 

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1)奈良県介護支援専門員 現職者講習 講師 平成 15 年 

～ 

平成 28 年 

奈良県の現職者介護支援専門員に対象に「福祉用具・住

宅改修」の実際について講義指導した。平成１５年より

毎年１回担当、現在に至る。 

2)文部科学省教員免許更新講習 講師 平成 25 年 

～ 

平成 31 年 

教員免許更新講習において「障害支援（福祉機器領域）

論」（平 25-30501-56332 号）講師として年 2回担当す

る（1回 6時間） 

５ その他   
（講演）   
1)姫路市シニアオープンカレッジ「介護に役立つ 

  福祉用具の基礎知識」 

平成 24 年 8

月 5 日～ 

平成 24 年 8

月 31 日 

姫路市の依頼により、姫路市民を対象にした姫路市シニ

アオープンカレッジ「介護に役立つ福祉用具の基礎知

識」について企画した。また、5回の講座の講師を担当

した。 



2)姫路市立生涯学習大学校公演「地域の活動を  

支える」 

平成 25 年

12 月 
「地域の活動を支える」の第３回として「介護に役立つ

福祉用具の基礎知識」について公演する。歳を重ねても、

地域で生き生きと暮らしていくために役立つ福祉用具

について紹介し、介護保険制度での金銭的補助も含め

て、地域生活における介護活動への利用について述べ

た。 

3)姫路市立生涯学習大学校講座 

「暮らしに役立つ福祉用具について」 

平成 28 年

12 月 

健康生活コースの受講生を対象に「暮らしに役立つ福祉

用具について」３回の講座の講師を担当した。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

看護士免許 昭和 58 年 3月 （厚生省第 4985 号） 

作業療法士免許 昭和 63 年 4月 （厚生省第 13239 号） 

福祉用具プランナー 平成 10 年 3月 財団法人テクノエイド協会（第 9-0100 号） 

認定作業療法士 平成 16 年 4月 社団法人日本作業療法士協会 

臨床実習指導者研修修了認定 平成 31 年 2月 社団法人日本作業療法士協会（認定番号 1790） 

２ 特許等   

特になし   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

特になし   

４ その他   

奈良県介護実習・普及センター 運営委員会委員 

平成 21 年 4月 

～ 

現在に至る 

運営委員長および学識経験者の委員として運営委

員会に出席（奈良県知事より嘱託）。 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 
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共著の
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発表の年

月  

発行所，発表雑誌

等 

又は発表学会等

の名称 

著者名 貢 

概        要 

 （著書）       

1 生活支援技

術・介護過程 
共著 

 

2010 

 

黎明書房 守本とも子、

星野政明 
24-4

0 

（第２章 自立へ向けた居住環境の整備を

担当） 

2 老年看護学 共著 

 

2012 

 

黎明書房 

 

川野雅資、守

本とも子 
258-

266 

（高齢者を介護する家族への援助を担当） 

 

3 介護実習入門 共著 2012 黎明書房 守本とも子、

星野政明 

106-

134 

（第３節 整容の介助を担当） 

 （学術論文）       



本学作業療法学科では、３年生が教員の補助（Student
Assistant：以下，SA）として2年生の作業療法評価学実
習の授業に入り、実技指導する科目を採用している。今
回、SAの効果について調査、検討した。作業療法学科3
回生40名を対象として、SAに関する質問紙を参考に作成
し調査を実施した。内容は、授業の満足度、2年生およ
び教員とのコミュニケーション、授業後の学習意欲の変
化、自己の知識･技術の認職度、4年生臨床実習の準備な
どについて調査した．調査後、項目間の相関を調べた。
尚、相関係数は5％未満を有意とした。その結果、講義
を通じて学んだことして、説明のスキル(90％)、専門知
識技術の確認（75％）、CS（60％）を挙げた。授業の満
足度は92.5％と高く、知識技術は62％が確認できたと回
答した。成果として92.5％が実習の準備となり、95％が
今後の学習意欲が高まったと回答した。教科書等での事
前学習も十分に行い指導に望んだ学生は、対象学生に分
かりやすく説明でき、実技指導もうまくできたと評価し
た。SAの経験は既習技術の再確認となり、4年生実習の
準備の機会となると考えられ、さらなる学習意欲を高
め、授業の満足度も高くなると考えられた。一方、授業
準備が十分でなかった学生は、思ったよりも成果は上げ
られず、授業前の準備学習を確認させる工夫が今後の課
題と考えられた。また、説明のスキルに関して、2年生
にうまく説明しきれず、困惑する様子もみられ、状況に
応じて教員が介入する必要性も考えられた。

［担当部分］

研究の企画、データーの収集および分析、論文の執筆を
担当した。

本学では大学地域貢献事業の一環として教員免許状更新
研修を行っている。今回、この更新研修の一科目として
福祉用具に関する科目を実施し、受講者に意識調査を実
施した。調査の目的は、現場に従事する教員の福祉用具
に関する講習の実態や効果および課題点を検討すること
にある。平成26年および平成27年に受講した教員119名
を対象に、講習を選択した動機、従事する現場の詳細な
どの背景のほか、講習で扱った用具に対する認知度、講
習の理解度、用具の現場における必要度などについて調
査した．講座選択の動機から現場での用具の必要性を主
とする実践群と教養として選択した非実践群に大別され
た。調査の結果は、用具の種類により違いがあり、実践
群か否かによっても違いがみられた。講座の理解度は高
く、講習の内容の構成や難易度は概ね妥当と考えられ
た。また、用具の適応や判定の中で作業療法士の専門性
や役割について触れ、教員の作業療法士に対する認識を
高めることに寄与できたと考えられた。

［担当部分］

研究の企画、データーの収集および分析、論文の執筆を
担当した。

416-
421

4 教員免許更新講習
における福祉用具
講習の導入につい
て

共著 2016.3 兵庫県作業療法
士会機関誌第5
巻1号

◎山形力生, 田中
優子

P12-
P19

3 原著　作業療法評
価技術学実習にお
けるStudent
Assistantの効果—
上級生の視点から
—

共著 2016.3 リハ ビリ テー
ション教育研究
第21号

◎山形力生，石浦
佑一，沼田景三



現在、本学科の2年生は作業療法評価学実習において、3
年生が教員の補助（Student Assistant：以下、SA）と
して2年生に実技指導を行う授業形態を導入している。
SA導入の目的は、3年生から指導を受けることで、評価
に関する身近な自己到達目標が設定でき、学習意欲の向
上を図る，評価の重要性を具体的に学ぶ、コミュニケー
ションスキルの向上などである。今回、2年生の作業療
法評価学実習におけるSA導入の効果を調査、検討した。
本学科2年生51名を対象にSAに関する質問紙により実施
した。質問項目は、3年生の指導方法、3年生との関係
性、実習後の学習意欲の変化や満足度、習熟度、教員と
の関係性に関してであった。調査後、質問項目間の相関
を調べた。3年生の指導方法や3年生との関係性、学習意
欲の変化や満足度、習熟度、教員との関係性においては
ポジティブな回答が多かった。 質問項目間の相関につ
いて、学習意欲は、3年生の指導方法や3年生との関係
性、教員とのコミュニケーションで相関を認めた。また
満足度は、3年生の指導方法、3年生への声かけや相談で
相関を認めた。習熟度は、3年生の指導方法、教員への
相談、3年生への声かけや相談で相関を認めた。これら
の結果よりSA導入は本学科2年生にとって有効であるこ
とが示唆された。また、学習意欲、満足度、習熟度と3
年生の指導方法や3年生との関係性、教員とのコミュニ
ケーションで相関を認めたことから、3年生と2年生との
関係性をいかに良好に保つか、3年生が評価技術を適切
に指導できるよう教員がどのように調整していくかが重
要であり、今後の課題となった。

［担当部分］

研究の企画、データーの収集および分析、論文の執筆を
担当した。

臨床実習は学生にとってストレス状況であり，その状況
に適応し乗り越えることが要求される．ストレス状況に
直面し，乗り越えるためにはレジリエンス（精神的回復
力）が左右するものと考えられる．この研究の目的はレ
ジリエンスと実習ストレスとの関連について検討をする
こととした．対象および方法は，作業療法学生4年生69
名を対象とし，総合臨床実習の終了時にレジリエンス尺
度を実施した．また実習場面のストレスおよびストレス
による心理的落ち込みを測定し、レジリエンスとの関連
を検討した．その結果，実習ストレスの内容としては，
「対象者の評価・治療が上手くいかない」，「睡眠時間
の減少」，「レポートが進まない」の順に得点が高かっ
た．また，各尺度得点の相関を求めたところ，実習スト
レスと落ち込み得点は正の相関を示し，レジリエンスと
落ち込み得点は負の相関を示した．したがって，実習ス
トレスの高いものほど落ち込み得点は高い傾向にあり，
レジリエンスの高いものほど落ち込み得点は低い傾向を
示した．次にレジリエンスおよび実習ストレスの得点の
夫々について高得点群（高群）と低得点群（低群）に分
け，落ち込み得点について比較した．その結果，実習ス
トレスの高群において，レジリエンスの高群の落ち込み
得点は，レジリエンスの低群に比べ群有意に低値を示し
た（p<.01）． したがって，レジリエンスの高い学生は
同じストレスを受けてもレジリエンスの低い学生に比べ
精神的立ち直りは早く，ダメージは小さいと考えられ
た．

［担当部分］

研究の企画、データーの収集および分析、論文の執筆を
担当した。

脳 梗 塞 に よ り
apathyを呈した一
例への介入 ～ADL
自立と楽しみ活動
の再獲得を目指し
て～

脳血管性apathyは最近注目されてきた病態である.今回
apathyを発症し,難渋した一例に対し,“意欲には淡蒼球
の活性が重要である”とする池谷の理論を参考に作業療
法を行った.介入を通して,意欲の向上が見られ,ADLの自
立度も向上した.ひいては,退院後継続して実施可能な楽
しみ活動の再獲得に繋げることができたことは,70歳代
前半という若さで,施設に退院することが決まっている
症例にとって,QOLに関わる大切な事柄であったと考え
る.

［担当部分］

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執筆を担
当した.

7 共著 2017.3 兵庫県作業療法
士会機関誌第6
巻

岩﨑智子、◎山形
力生

16-21

p3-p7

6 原著　作業療法実
習における学生の
レジリエンスとス
トレスの関係につ
いて

共著 2017.3 リハ ビリ テー
ション教育研究
第22号

◎山形力生，櫻井
秀雄

280-
284

5 作業療法評価学実
習において
Student
Assistant導入が
学生におよぼす効
果

共著 2016.3 兵庫県作業療法
士会機関誌第5
巻1号

石浦佑一，◎山形
力生，眞々部仁美
，沼田景三



頚髄症により感覚障害が著明にあり，上肢使用頻度が減
少していた患者に対し，脳卒中患者に実施される
Constraint-induced movement therapy （CI療法）のコ
ンセプトであるTransfer Package(以下TP)を行った．

CI療法で併用されるTPではあるが，今回報告する頚髄症
患者では，患者自ら改善方法を探索できるようにTPの手
法を導入したところ，ADLでの両上肢の使用頻度が向上
する効果が得られた．その経過を報告するとともに頚髄
症に対するTP活用の可能性について考察した．頚髄症の
患者にも有効であったことから，脳卒中以外の疾患での
リハビリテーションで併用が効果的であると推察され
た．

［担当部分］

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執筆を担
当した.

臨床実習は学生にとってストレス状況であり，その状
況に適応し乗り越えることが要求される．学生は実習場
面において様々なストレス状況にさらされることになる
が，ストレス状況に直面し，乗り越えるためにはレジリ
エンス（精神的回復力）が左右するものと考えられる．
作業療法学生４年生に対してレジリエンス尺度（小塩
ら，2002）を実施し，総合臨床実習の終了時に実習場面
のストレスと実習中のストレスコーピングについて調査
した．調査は2014～2016年において，研究内容を説明し
同意を得られた84名（男性32名，女性52名）を分析対象
とした．ストレスは，川村ら（2008）の臨床実習中のス
トレスに関する因子分析の結果を参考に作成した質問紙
と神村ら（1995）のストレスへの対処方略尺度(以下
TAC-24）によって測定した．ストレスによる心理的落ち
込みの測定には堀野ら（1991）の落ち込み尺度を用い
た．レジリエンス（以下RES）とストレスの得点（以下
STR）は負の相関を示した．落ち込みと問題回避の得点
に有意な正の相関がみられた．RESとCP_F2には負の相関
がみとめられたまた，TAC-24の8下位尺度の各得点つい
て，クラスター分析を行った．その結果，Ⅰ型「問題回
避・情動調整型」, Ⅱ型「対処少・非情動調整型」，Ⅲ
型「問題解決・非問題回避型」の３つのクラスターが得
られた．次に，３型について落ち込み得点およびレジリ
エンス得点の分散分析を行ったところ，レジリエンス得
点はⅢ型が有意に高く，Ⅰ型が有意に低くかった．実習
等の指導においては「問題回避・情動調整型」のコーピ
ングを行うものの指導が重要と考えられ，問題の回避や
責任転嫁をしやすい学生ととらえ指導に当たる必要があ
ると考えた．

［担当部分］

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執筆を担
当した.

コロナ禍は医療教育のあり方も変えようとしている2020
年の新型コロナウイルス感染症拡大により．多くの謎成
校は臨床実習の中止を余儀なくされた．学生が患者と実
際に接して学ぶ臨床実習. この貴重な機会をどう確保す
るか.そこで試みられたのがオンラインシステムの活用
等である．この頁では、2020年に奈良学園大学の早期体
験実習（1年次）,地域作業療法実習（2年次）において
代替の学内実習プログラムを紹介するとともに,オンラ
インシステムなどを活用した学内実習の効果や問題点に
ついて報告した.

［本人担当部分］

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執筆を担
当した.

373-
374

10 コロナ禍で変わる
臨床実習

共著令和3年4月作業療法ジャーナ中島大貴，坪内善
仁，池田耕二，◎
山形力生，大浦智
子，辻下守弘

27-32

9 原著　作業療法実
習における学生の
レジリエンスとス
トレスの関係につ
いて ～ストレス
コーピングからの
分析

共著 2018.3 リハ ビリ テー
ション教育研究
第24号

◎山形力生，櫻井
秀雄

226-
231

8 手を使用する行動
戦略（Transfer
Package）により
上肢機能が改善し
た頚髄症の事例

共著 2017.3 兵庫県作業療法
士会機関誌第6
巻

塩見健太，◎山形
力生，和田由美
子，石田茜 ，上田
徹



令和4
年3月

"作業療法士は対象者の身体的側面だけでなく，心理
的，社会的な側面にも関わり，幅広い対人関係能力が求
められる。作業療法学生にとって対人関係能力を含む社
会的スキルを獲得することは重要といえる。そこで社会
的スキルの基礎的構造を成すコミュニケーション・スキ
ル（以下CS）について，その特徴を明らかにするため，
コミュニケーション・スキル尺度（ENDCOREs）を用いて
調査した。調査は4年制大学作業療法士養成課程の学生
を対象に3年次評価実習の前後，4年次総合実習後につい
て縦断的に行った。その結果，ENDCOREsの得点（以下CS
得点）は，評価実習の後に有意に低下する傾向がみら
れ，総合実習後では評価実習後と有意な変化はみられな
かった。また， ENDCOREsを構成する下位尺度から管理
系スキル，表出系スキル，反応系スキルについても算出
し，比較した。その結果では表出系スキルが他の2系の
スキルに比較し低値となる傾向がみられた。経時的変化
ではCS得点と同様に評価実習後に低値となる傾向がみら
れ，管理系スキルと表出系スキルは有意な低下がみとめ
られた。評価実習後のCS得点の低下は，初めての本格的
な実習の経験により，普段のコミュニケーション場面と
は異なる対象者や実習指導者との関わりにおいて，自身
のCSについて再認識したことによると推測され，スキル
の特徴として表出系スキルの自己評価が低くなる傾向が
あると考えられた。学生指導の観点からは，実習後の振
り返りの支援が必要と考えられ，その要点としては，CS
に対する気づきを実践の中で高めること，表出面のスキ
ルを高める支援が必要と考えた。

［本人担当部分］

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執筆を担
当した.

【目的】本学リハビリテーション学科の早期体験実習で
は，1年次の学生が複数の病院を見学し，療法士の役割
や自己の適性について学ぶ。しかながら令和2年度およ
び3年度は，新型コロナウイルスの感染拡大をうけ当実
習を学内実習として実施した 当実習を履修した学生の
【方法】早期体験実習は理学および作業療法学専攻の1
年次生の前期配当科目（1単位）であり，1週間にわたり
実施した。実習を構成する上で①ホームページを活用し
た予習・復習、②映像資料やライブ中継の活用、③朝礼
やロールプレイ等を通じた緊張感、④グループワークに
よる学びの４点を重視した。令和 2 年度・3 年度の履
修学生に対し、実習終了後に学内実習に関するアンケー
ト調査を実施した。

【結果】アンケートの結果、両年度とも実習内容につい
ては約90%が「よく理解できた」「まぁまぁ理解でき
た」と回答した。反面，「2年次以降の学外実習に向け
た不安」については、令和2年度で約45%，令和3年度で
58.9～76.7%が「不安」「非常に不安」と回答した。自
由記述では「教員が近くにいる分質問などがしやすかっ
た」、「疑問をすぐに先生に質問することができた」と
いう意見のほか，「自分が知らなかった分野にも興味が
持てた」という意見もみられた。

【考察】学内実習で臨地での学びを完全に再現すること
は困難だが、早期体験実習の本来の目的を達成する上で
学内実習は必ずしも不利な点ばかりではない。今回の学
内実習を通じて得た経験を、コロナ禍終息後の臨床実習
で活かしていくことが重要である。

［本人担当部分］

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執筆を担
当した.

作業を通して自信
と士気の回復を図
り，畑仕事の再開
を目指した一例

小脳梗塞により，自信を無くし，不安・恐怖の訴えが続
いていた症例に対し，本人にとって意味のある作業であ
る水彩画と畑仕事を用い介入した．加えて生活行為向上
マネジメント（MTDLP）を取り入れ，対象者を取り巻く
人的・物理的環境へのアプローチを含め介入を行った．

55-63

13 共著 令和4
年3月

医療福祉情報行
動 科 学 研 究 ,
vol.9

岩崎智子、◎山形
力生

19-30

12 コロナ禍における
理学・作業療法士
養成課程の早期体
験実習―学内実習
後の学生アンケー
ト調査による検証
－（査読付き）

共著 令和4
年2月

医療福祉情報行
動 科 学 研 究 ,
vol.9

前田吉樹、中島大
貴、伊藤健一、野
中紘士、阿波邦
彦、藤田信子、岩
崎　智子、橋本雅
至、◎山形力生、
池田耕二"

11 作業療法学生のコ
ミュニケーショ
ン・スキルの経時
的変化について
（査読付き）

単著 医療福祉情報行
動 科 学 研 究 ,
vol.9

◎山形力生 65-71



 －生活行為向上
マネジメント
（MTDLP）を活用
した作業療法介入
－（査読付）

限られた期間で合意目標の達成に向けて，畑仕事の再開
を目指すことができたのは，症例自身が自分の進歩を肯
定的に捉えることで自信や士気を回復し，漠然とした未
来の希望が，自分自身が主体的に達成するべき具体的な
目標と変化したことが大きい．その要因として，本人を
取り巻く家族や多職種との連携により，心理的側面への
作業活動の治療効果がより高められたことや，生活場面
での自主練習の時間が十分に確保できたこと，実際場面
での畑仕事の練習を繰り返し行うことで，症例自身が着
実に成果を積み重ねている実感を持てたことが大きく，
MTDLPを用いた作業療法介入の有効性が確認された．

［本人担当部分］

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執筆を担
当した.

14 地域在住成人にお
ける実行機能質問
紙の利用可能性の
検討－客観的行動
評価との関連－

実行機能は神経心理学検査によって評価されるが，こ
れらは検査に時間を要する等の不便さもあるため，簡便
に行える質問紙検査の作成が試みられている。本研究の
目的は，実行機能質問紙の得点と神経心理学的検査の成
績との関連を明らかにし，前者の利用可能性を検討する
ことである。

実行機能の主観的評価として実行機能質問紙（EFQ・
J-BES），客観的評価として神経心理学検査（TMT-J・新
ストループ検査Ⅱ・D-CAT）を実施した。年齢と認知機
能成績（MoCA-J）別に参加者を各2群に分け，基本情報
を比較した。各2群について実行機能質問紙の得点と，
神経心理学検査の成績との関連を検討した。

実行機能質問紙において，年齢Low群，MoCA-J高成績
群において有意な相関のある項目を多く認め，利用可能
性が比較的高いことが示唆された。対象者側の要因（年
齢や全般的な認知機能の程度）と使用する質問紙検査側
の要因（測定したい実行機能の要素）を考慮すること
で，実行機能質問紙を客観的行動評価のスクリーニング
として利用できる可能性があると考えた。

［本人担当部分］

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執筆を担
当した.

共著 令和5
年3月

医療福祉情報行
動 科 学 研 究 ,
vol.10

岩﨑智子，中田
修，◎山形力生，
中島大貴，大西 久
男
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（その他）学会発表     

70 臨床実習における作業療 

   法学生のコミュニケー 

   ション・スキルと実習成 

   績との関連について 

- 平成 25 年 6 月 第 47 回日本作業療法 作業療法学生（以下 OTS）にとって対人関係能力を含む社会的スキ

ルを獲得することは重要といえる。今回、社会的スキルの基礎的

構造を成すコミュニケーション・スキルについて、その能力と臨

床実習の実習成績との関連について検討をおこなった。H 大学

OTS4 年生 27 名について、総合臨床実習（7 週間）の終了時にコミ

ュニケーション・スキル尺度（ENDCOREs）を実施し，臨床実習の

成績との関連を検討した。調査後、 ENDCOREs の因子と実習成績領

域間相互の相関係数を求めた。「自己主張」や「表現力」の因子

は、「医療従事者としての行動様式」以外の 4 領域に相関をみと

めた。「他者受容」は「医療従事者としての行動様式」のみに相

関がみられた。「他者受容」の因子は入力系のスキルであり、他

者からのサインを敏感に読みとるなどの能力が問われるものと考

えられる。「医療従事者としての行動様式」は状況を把握したう

えで慎重な判断が要求される項目であることから、「他者受容」

との関連がみられたと考えた．。 

［共同発表者］ 

山形力生、眞々部仁美、櫻井秀雄 

   学会（大阪） 

     

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

71 早期の学外活動が学生に  

あたえたもの 

- 平成 25 年 6 月 第 47 回日本作業療法 現代学生の特徴として真面目で素直な性格である長所をもつ反

面、対人関係能力の未熟さや主体性の乏しさ等が指摘されてい

る。本作業療法学科においても積極的に欠ける、指導者や対象者

と適切な距離をとることができない等の理由により臨床実習でつ

まずく学生も多い。このような状況に対応するため、3 年前より 1

年生を対象に早期からの学外活動「地域連携・貢献活動」を必須

科目として実施している。今回、学外活動により学生が学んだこ

とを明らかにし、活動のあり方を検討するために実践内容を整理

したので報告する。本学科学生 31 名を対象とし、自由記述による

質問紙法を実施した。「学外活動により学んだこと」について、

ｌラベルにつき 1 つの内容を、思い浮かばなくなるまで書き出す

ように求めた。その後、記述内容を質的研究手法に基づき著者ら

で関連性のあるものに分類、空間配置図を作成した後に解釈結果

を叙述化した。作成された 205 のラベルを整理し、見出された最

終カテゴリは［対象者への関わり方（72）］［施設の性質や現場

を知る（51）］［対象者の理解（22）］［基礎的な対人関係スキ

ル（20）］［プログラム遂行の難しさと取組の姿勢（18）］［自

分自身に対する気付き（14）］［学習面への効用（8）］の 7 つで

あった。目的としていた能動的な行動や対人関係スキルの向上に

ついては体得してきている学生がいることが明らかになった。専

門的知識を持たないまま関わることで経験した見て学ぶ姿勢や、

   学会（大阪） 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       



       継続して参加することにより成された行動変容やそれによる成功

体験が，学生の能動性を喚起したのではないかと思われる。［共

同発表者］梅本静香、眞々部仁美、山形力生 
       

72 臨床実習成績の分析ー評 

  価および治療計画から探 

   るー 

- 平成 25 年 6 月 第 47 回日本作業療法 作業療法士養成課程の最終年次で実施される臨床実習は、学内で

学習した知識や技術を実際の臨床現場で統合する機会であり、卒

前教育として最終的かつ最重要な段階であるとされている。本学 4

年生は、作業療法学総合実習 l の科目を履修し、単位を修得しな

ければ臨床実習に臨めない。この科目は本学科独自が導入してい

る客観的臨床能力試験（以下 OSCE）であり、作業遂行障害の模擬

クライエントについて、作業療法プロセスの一部（作業遂行障害

の評価・分析の実施）を体験的に学習することを授業目的として

いる。本研究の目的は、昨年と同様の結果が得られた大項目の一

つである「評価および治療計画」の小項目を分析し、関連性を明

らかにすることとした。4 年生 27 名を対象とし、OSCE 結果及び臨

床実習成績を研究に使用する旨を説明し、同意を得た。OSCE の結

果は、合格者 19 名、不合格者 8 名であり、再試験では全員が合格

となった。総合実習前期において、OSCE 合格群と再試験群に有意

な差が認められたのは、1．3．5 の 3 項目であり、総合実習後期で

は 1．2．3．5．6．7 の 6 項目と増えた。前後期を通じて有意な差

を認めたのは、1：他職種からの情報収集、3：評価法の実施，5：

長期目標の設定であった。総合実習前期から後期にかけ、有意な

差を認めた項目が増えたことから、実習期間中の学び方に違いが

あると考えられ、低学年時から総合実習を意識した授業態度や学

習方法を確認し、主体的に行動および学習できる勉強方法を身に

つける必要があると考える。 

［共同発表者］ 

眞々部仁美 、 山形力生、梅本静香 

   学会（大阪） 

     

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

73 実習指導内容評価スケー  

ルの検討（２報）ー指導   

者による自己評価との比   

較ー 

- 平成 25 年 8 月 日本リハビリテーション 現在の大学教育では教授内容の改善や質の向上のため、学生によ

る授業評価が行われている。しかし、実習科目については評価を

受けることは少ない。筆者らは昨年の研究大会において、学生主

体の実習指導内容評価スケールについて報告した。今回は、指導

者による自己評価を実施し、学生による評価と比較検討し報告し

た。作業療法学科 4 年生 39 名を対象として、総合臨床実習終了

後、実習指導内容を評価する実習指導内容評価スケールに記入し

てもらった。調査協力の得られた 32 名の実習指導者による自己評

価を実施した。評価結果は、スケールの下位の９項目とも学生の

評価得点が上回る傾向がみられた。また、全項目の合計得点につ

いて学生得点と指導者得点の相関係数（Spearman の順位相関）を

求めたところ、正の相関がみられた。各下位の項目とも学生の評

価得点が上回る傾向がみられた。学生の得点が上回ったこという

ことは指導者の指導に対して概ね満足しているものと考えられ、

   学校協会第 26 回教育研究 

   大会（大阪） 

     

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       



       正の相関を示したことから指導内容評価スケールは指導内容を評

価するに妥当なものと考えた。［共同発表者］山形力生、眞々部

仁美、櫻井秀雄 

       

       

74 作業療法学生の OSCE の成 

   績とコミュニケーション 

   能力の関連について 

- 平成 25 年 8 月 日本リハビリテーション 本学科では 4 年次総合実習前に客観的臨床能力試験（以下 OSCE）を

実施してきているが、その成果を見るかぎり CS が重要な要素であ

るという印象をもたざるを得なかった。そこで今回は、学生の CS と

OSCE の成績との関連について検討し報告した。作業療法学科 4 年生

50 名を対象とした。CS の評価にコミュニケーション・スキル尺度

（ENDCOREs）を用い、ENDCOREs の点数と OSCE の成績の関連を検討

した。OSCE は総合臨床実習の約 1 カ月前に、面接と検査測定の 2 課

題を実施した。分析は、OSCE 合格群と不合格群の ENDCOREs 得点に

ついて比較検討した。OSCE 合格者は 29 名、不合格者は 21 名であっ

た。ENDCOREs 総合得点は合格群 93.90±15.03、不合格群 73.38±

18.46 と合格群の方が有意に高かった。 

 ENDCOREs による CS が高い学生は OSCE でも良好な成績を修めて

おり、特に面接課題の成績でその傾向が認められた。CS は作業療法

の面接や検査測定などの評価場面に限らずあらゆる場面で求めら

れる能力ではあるが、特に会話場面における行動と密接に関連した

個人特性であるため、会話に重点がおかれた面接課題にて ENDCOREs

得点に差が生じたと考える。学生の幅広い能力を育てていくことが

今後の課題であると考えられた。 

［共同発表者］ 

梅本静香、山形力生、眞々部仁美、櫻井秀雄 

   学校協会第 26 回教育研究 

   大会（大阪） 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

75 コミュニケーション・ス  

キル尺度 ENDCOREs の紹介 

- 平成 25 年 9 月 第 33 回近畿作業療法 作業療法士は人間関係を基盤としクライエントを援助する医療職

であり、人と相互作用を持ちながら問題解決していく能力が求め

られる。作業療法学生（以下 OTS）にとって対人関係能力を含む社

会的スキルを獲得することは重要課題といえる。今回、コミュニ

ケーション・スキル（以下 CS）尺度 ENDCOREs を紹介するととも

に、調査・研究でよく用いられている KiSS18 と比較検討した。臨

床実習を終了した作業療法学生のうち同意を得られた 44 名を対象

として、ENDCOREs（藤本ら，2007）および KiSS18 （菊池, 1988）

により CS を測定した。調査後、ENDCOREs と KiSS18 得点の相関を

調べた。その結果、ENDCOREs の総得点と KiSS18 得点には有意な相

関がみられた。一方、ENDCOREs の下位の因子「他者受容」とは関

連が低い傾向がみられた。これは、KiSS18 が総合的な社会的スキ

ルをみる尺度に対し、ENDCOREs が ENDCOREs 開発以前の CS に関す

る既存尺度の内容を包括的に検討し、整理、分類した上で作成さ

れたものであることによると考えた。 

［共同発表者］ 山形力生、 眞々部仁美、櫻井秀雄 

   学会（兵庫） 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

76 脳梗塞により右手指機能 

   障害と感覚障害を呈した 

- 平成 25 年 9 月 第 33 回近畿作業療法 脳梗塞により右片麻痺を呈し､約 1 カ月経過した症例（以下 A 氏）

を担当した｡重度であった失語症や上下肢の麻痺は顕著な回復を見   学会（兵庫） 



   一例ー食事動作における 

  質の向上を目指してー 

     せている反面､手指の麻痺と感覚障害は残存し､利き手である右手

の実用手としての使用は難しい状態である｡夫の死去後 3 日後に上

記疾患を発症したにも関わらず「今はこの手をよくするために頑

張りたい」と前向きな姿勢をもってﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに臨む A 氏に対し､

「右手で上手にご飯を食べたい」というﾃﾞﾏﾝﾄﾞに沿えるよう作業

療法を行った｡介入を通し麻痺側使用による箸操作が可能となり､

食事動作における質の向上へと繋がった経過と考察を報告した。 

［共同発表者］  

岩﨑智子、山形力生 

     

       

       

       

       

       

       

       

77 作業療法評価学実習にお 

   ける Student Assistant 

   の効果—上級生の視点か 

   ら— 

- 平成 26 年 8 月 日本リハビリテーション 本学作業療法学科では 3 年生が教員の補助（Student Assistant：

以下，SA）として 2 年生の作業療法評価学実習の授業に入り、実

技指導する科目を採用している。授業の目的は SA として 3 年生が

2 年生へ実技指導を通し、それまでに修得した知識・技術を対象者

に合わせて指導するスキル及び必要なコミュニケーションスキル

（CS）を向上させることにある。今回、SA の効果について調査、

検討した。 

 作業療法学科 3 年生 40 名を対象として、SA に関する質問紙を参

考に作成し、研究目的を説明し同意を得た上で調査を実施した。

その結果、講義を通じて学んだことして、説明のスキル(90％)、

専門知識技術の確認（75％）、CS（60％）を挙げた（回収率

100％）。授業の満足度は 92.5％と高く、知識技術は 62％が確認

できたと回答した。成果として 92.5％が実習の準備となり、95％

が今後の学習意欲が高まったと回答した。SA の経験は既習技術の

再確認となり、4 年生実習の準備の機会となると考えられ、さらな

る学習意欲を高め、授業の満足度も高くなると考えられた。 

［共同発表者］ 

山形力生、石浦佑一、沼田景三 

   学校協会第 27 回教育研究 

   大会（岡山） 

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

         

78 作業療法評価学実習にお  

ける Student Assistant   

の効果—下級生の視点から— 

- 平成 26 年 8 月 日本リハビリテーション 現在、本学科の 2 年生は作業療法評価学実習において，3 年生が教

員の補助（Student Assistant：以下，SA）として 2 年生に実技指

導を行う授業形態を導入している。SA 導入の目的は、3 年生から

指導を受けることで、評価に関する身近な自己到達目標が設定で

き、学習意欲の向上を図る、評価の重要性を具体的に学ぶ、コミ

ュニケーションスキルの向上などである。今回、2 年生の作業療法

評価学実習における SA 導入の効果を調査、検討した。質問項目

は、3 年生の指導方法、3 年生との関係性、実習後の学習意欲の変

化や満足度、習熟度、教員との関係性に関してであった。調査

後、質問項目間の相関を調べた。その結果、3 年生の指導方法や 3

年生との関係性、学習意欲の変化や満足度、習熟度、教員との関

係性においてはポジティブな回答が多かった。質問項目間の相関

について、学習意欲は、3 年生の指導方法や 3 年生との関係性、教

   学校協会第 27 回教育研究 

   大会（岡山） 

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       



       員とのコミュニケーションで相関を認めた。また満足度は、3 年生

の指導方法、3 年生への声かけや相談で相関を認めた。習熟度は、

3 年生の指導方法、教員への相談、3 年生への声かけや相談で相関

を認めた。SA 導入は 2 年生にとって有効であることが示唆され

た。また、学習意欲、満足度、習熟度と 3 年生の指導方法や 3 年

生との関係性、教員とのコミュニケーションで相関を認めたこと

から、3 年生と 2 年生との関係性をいかに良好に保つか、3 年生が

評価技術を適切に指導できるよう教員がどのように調整していく

かが、今後の課題となった。 

［共同発表者］石浦佑一、山形力生、沼田景三 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

         

79 作業療法実習における学  

生のレジリエンスとスト   

レスの関係について 

- 平成 27 年 6 月 第 49 回日本作業療法学会 【はじめに】臨床実習は学生にとってストレス状況であり、その

状況に適応し乗り越えることが要求される。学生は実習場面にお

いて様々なストレス状況にさらされることになるが、ストレス状

況に直面し、乗り越えるためにはレジリエンス（精神的回復力）

が左右するものと考えられる。この研究の目的はレジリエンスと

実習ストレスとの関連について検討をすることである。【対象お

よび方法】4 年制大学作業療法学生 4 年生に対して総合臨床実習

（7 週間）の終了時にレジリエンス尺度（小塩ら，2002）を実施

し、実習場面のストレスとの関連を検討した。調査は,平成 24 年

～平成 26 年において、研究内容を説明し同意を得られた 71 名

（男性 25 名，女性 46 名）を対象とした。ストレスは、川村ら

（2008）の臨床実習中のストレスに関する因子分析の結果を参考

に作成した質問紙（17 項目，５件法）によって測定した。また、

ストレスによる心理的落ち込みの測定には堀野ら（1991）の落ち

込み尺度（24 項目，４件法）を用いた。【結果】レジリエンスの

得点（以下 RES）は中央値 69 点、ストレスの得点（以下 STR）は

中央値 42 点を示した。また、落ち込み尺度得点（以下 DEP）は中

央値 72 点を示した。各尺度得点の相関を求めたところ、STR と

DEP は正の相関を示し、RES と DEP は負の相関を示した。次に RES

および STR の得点の夫々について中央値以上と未満の 2 群に分

け、DEP 値について比較した。その結果、ストレスの高い群（以下

STR_H）において、RES の低い群（以下 RES_L）が 82.3 点を示した

のに対し、RES の高い群（以下 RES_H）は 65.9 点と低値を示し、

Mann-Whitney の U 検定の結果，有意であった（p<.01）。【考察】

RES の高い学生は同じストレスを受けても RES の低い学生に比べ精

神的立ち直りは早く、ダメージは小さいと考えられ、RES_H 群が

RES_L 群に比べ DEP が低値となった理由と考えた。さらに、ストレ

スの低い STR_L 群では RES の高低群とも DEP に差がみられず、レ

ジリエンスはある程度の高いストレスに発揮されることを示すと

捉えた。［共同発表者］山形力生、櫻井秀雄、眞々部仁美  

   （神戸）ポスター発表 

     

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

         



80 脳梗塞により apathy を呈 

した一例への介入ーADL 自立

と楽しみ活動の再獲得を目指

してー 

- 平成 27 年 6 月 第 49 回日本作業療法学会 血栓性脳梗塞により apathy を呈した症例を担当した.病棟生活で

は無気力で臥床し,全 ADL に介助を要する状態であった.今後の退

院先が施設となる症例にとって,自立して行える ADL を 1 つでも増

やし,他者に依存した生活ではなく,意欲と自信・楽しいと思える

生活を取り戻すことが重要であると考え,作業療法を行った.介入

方法として,“意欲には淡蒼球の活性が重要である”とする池谷の

理論を参考に意欲向上訓練を取り入れ実施した.介入を通して,意

欲・発動性の向上が見られ,ADL 能力の向上,楽しみ活動の再獲得が

成された.［共同発表者］岩﨑智子、山形力生 

   （神戸）ポスター発表 

     

     

       

       

       

       

       

       

       

81 教員免許更新講習におけ 

   る福祉用具講習の導入に  

   ついて 

- 平成 27 年 6 月 第 49 回日本作業療法学会 本学では大学地域貢献事業の一環として教員免許状更新研修を行

っている。今回、この更新研修の一科目として福祉用具に関する

科目を実施し、受講者に意識調査を実施した。調査の目的は、現

場に従事する教員の福祉用具に関する講習の実態や効果および課

題点を検討することにある。平成 26 年および平成 27 年に受講し

た教員 119 名を対象に、講習を選択した動機、従事する現場の詳

細などの背景のほか、講習で扱った用具に対する認知度、講習の

理解度、用具の現場における必要度などについて調査した．講座

選択の動機から現場での用具の必要性を主とする実践群と教養と

して選択した非実践群に大別された。調査の結果は、用具の種類

により違いがあり、実践群か否かによっても違いがみられた。講

座の理解度は高く、講習の内容の構成や難易度は概ね妥当と考え

られた。また、用具の適応や判定の中で作業療法士の専門性や役

割について触れ、教員の作業療法士に対する認識を高めることに

寄与できたと考えられた。 

［共同発表者］ 

田中優子、山形力生 

   （神戸）ポスター発表 

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

         

82 活動経験と社会的スキ   

ル、活動の志向の関連に    

ついて 

- 平成 27 年 6 月 第 49 回日本作業療法学会 【はじめに】活動への集団または個別での取り組みは、取り組む対

象者に対し身体、心理、社会面などさまざまな面に影響を与える。

今回、学生のサークル活動の集団・個別の種目選択が、日常生活の

社会的スキルへの影響、日常の集団・個別作業の種目選択の志向に

関連があるか、ということについて検討したので報告する。【対象

および方法】対象は 4 年制大学生 172 名（男性 100 名、女性 72 名）

で、これまでのサークル活動の経験種目、日常生活社会的スキル尺

度（以下 LSS）、日常の集団・個別作業の種目選択について質問紙

により調査した。尚、調査は研究の目的を説明し同意を得られたも

のに実施した。【結果】サークル活動の経験種目は、運動系集団競

技（A 群 67 名）、運動系個人競技（B 群 57 名）、文化系（C 群 25

名）、その他（23 名）に大別された。経験年数は、2 年未満が 59 名

   （神戸）ポスター発表 

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       



       （34.7％）、2 年以上が 111 名（65.3％）であった。LSS により対人

スキル（以下 RS）および個人スキル（以下 PS）を求めた。両スキル

とも経験 2 年以上では、年数の増加と共に上昇する傾向がみられ、

有意な相関がみられた（p<.05）。また、RS、PS の値について経験

種目の３群を比較した。その結果、C 群より A,B 群が高い傾向がみ

られたが、分散分析では有意ではなかった（p<.05）。また、LSS を

構成する 8 因子についての 3 群間の比較では、第 2 因子（対人スキ

ル：リーダーシップ）に差をみとめた（F(2，145)=3.7，p<.05）。

さらに多重比較では、A 群が C 群より有意に高いことがわかった。

【考察】島本ら（2010）の先行研究では、LSS は、スポーツ群で他

の文化系群に対し有意に高くなることが確認されている。また、対

人、個人スキルについても同様の傾向にあるとされている。集団競

技の経験者は個人競技の経験者に対し対人スキル（RS）が高くなる

と予想していた。しかし差がみられなかった理由として、今回の調

査対象が学生のサークルであり、スポーツ活動体験としては文化系

より差がみられても、競技の個別か、集団かの要素にまで差がみら

れるレベルの体験ではなかったのではないかと考えた。 

［共同発表者］山田怜奈、岩切知美、山形力生 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

83 Student Assistant の効  

果と作業療法評価における実

技試験との関係について 

- 平成 27 年 8 月 日本リハビリテーション 目的：本学科の作業療法評価学実習では，3 年生が教員の補助

（Student Assistant：以下，SA）として 2 年生に実技指導を行う

授業形態を導入して 3 年になる．我々は先行研究にて，SA を導入

した 2 年生を対象にアンケート調査を実施し，3 年生や教員とのコ

ミュニケーションが学習意欲や習熟度，満足度と関係があったこ

とを報告した．今回は，作業療法評価の実技試験の得点とアンケ

ート結果との関係を調査し，SA において学生のどのような能力に

着目していけば実技能力の向上に結びつくか検討することを目的

とした．対象及び方法：平成 24 年度〜平成 26 年年度の本学科２

年生 79 名を対象に，SA に関するアンケートを作成し，研究目的を

説明し同意を得た上で調査を実施した．アンケートは３年生や教

員との関係性，実習後の学習意欲の変化や満足度，習熟度に関し

て 5 件法で回答してもらった．さらに 3 以上の回答をポジティブ

な群、2 以下をネガティブな群とし、実技試験の得点についてこの

2 群を比較した。結果：全ての質問項目においてポジティブな回答

が多数を占めていた．質問項目ごとに 2 群による実技試験の得点

を比較していくと，学習意欲と教員へのコミュニケーションに関

する項目でポジティブな回答をした群は有意に実技試験の得点が

高い結果となった．考察：3 年間の SA 導入によるアンケート結果

から，本学科 2 年生にとって SA は有効的な授業形態であることが

示された．さらに実技試験の得点との関係において，学習意欲と

教員へのコミュニケーションの項目でポジティブな回答をした群

は有意に得点が高かった．先行研究において，学習意欲は 3 年生

   学校協会第 28 回教育研究 

   大会（仙台） 

   ポスター発表 

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       



       とのコミュニケーションが関係しており，実技能力の向上にはコ

ミュニケーション能力が重要となることが示唆された．［共同発

表者］石浦佑一、眞々部仁美、梅本静香、山形力生沼田景三、友

國由美子 

       

       

84 作業療法評価学実習にお 

   ける Student Assistant 

   の効果ー上級生と下級生 

   のアンケート結果の比較 

   ー 

- 平成 27 年 8 月 日本リハビリテーション 本学作業療法学科では，3 年生が教員の補助（Student 

Assistant：以下，SA）として２年生の作業療法評価学実習の授業

に入り，実技指導する科目を採用している．今回，SA の効果につ

いて調査，検討した．作業療法学科 3 年生 40 名を対象として，授

業の満足度，2 年生および教員とのコミュニケーション，授業後の

学習意欲の変化，自己の知識･技術の認職度，4 年生臨床実習の準

備などについて調査した．調査後，項目間の相関を調べた．その

結果，講義を通じて学んだことして，説明のスキル(90％)，専門

知識技術の確認（75％），CS（60％）を挙げた．授業の満足度は

92.5％と高く，知識技術は 62％が確認できたと回答した．成果と

して 92.5％が実習の準備となり， 95％が今後の学習意欲が高まっ

たと回答した．教科書等での事前学習も十分に行い指導に望んだ

学生は，対象学生に分かりやすく説明でき，実技指導もうまくで

きたと評価した．SA の経験は既習技術の再確認となり，４年生実

習の準備の機会となると考えられ，さらなる学習意欲を高め，授

業の満足度も高くなると考えられた．一方、授業準備が十分でな

かった学生は，思ったよりも成果は上げられず，授業前の準備学

習を確認させる工夫が今後の課題と考えられた．また，説明のス

キルに関して，２年生にうまく説明しきれず，困惑する様子もみ

られ，状況に応じて教員が介入する必要性も考えられた． 

［共同発表者］ 

山形力生、石浦佑一、沼田景三 

   学校協会第 28 回教育研究 

   大会（仙台） 

   ポスター発表 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

         

85 学生のコミュニケーショ  

ン参与スタイルとグループ学

習における役割行動の関係に

ついて 

- 平成 28 年 8 月 日本リハビリテーション 筆者らの作業療法学科では、3 年次の評価実習を経験した後に、PBL

によるグループ学習を中心とした授業を導入している。今回、学生

のコミュニケーション参与スタイル（PS）とグループ学習内での役

割行動の関係について検討した。それは、2 者の関連性を検討する

ことにより学生がグループの中で取る役割を予測できれば、より効

果的なグループ編成を考える資料となるのではないかと考えた。対

象は、2013 年～2015 年に作業療法学科の授業を受講した３年生 68

名を対象とした。あらかじめコミュニケーションに参与する傾向を

コミュニケーション参与スタイル尺度（以下 COMPASS）によって調

べ、グループ学習後、実際にグループの中で各自がどのような役割

行動を取ることが多かったかをグループメンバーに評価してもら

い、両者の関係を調べた。グループ中での役割行動は、想定される

7 つの役割（リーダーなど）について 5 件法により点数化し、さら

に COMPASS から得られる４要素（因子得点）との関連性を検討した。 

その結果、「リーダーの役割」および「自分の意見を言う役割」は

   学校協会第 29 回教育研究 

   大会（高松） 

   ポスター発表 

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       



       COMPASS の「能動的参与」および「会話マネジメント」と有意な相

関を示し、「消極的参与」と逆相関を示した。「全体を調整する役

割」も同様の傾向がみられたが、「受動的参与」の因子に軽度な相

関を示すという違いがみられた。「状況を見守る役割」は、「能動

的参与」および「会話マネジメント」とは逆相関し、「消極的参与」

と軽い相関を示す特徴がみられた。「能動的参与」や「会話マネジ

メント」は、コミュニケーション・スキルの表出系の側面と相関す

る（2008、藤本ら）ことが確認されており、相関がみられた役割の

特徴と一致すると考えた。これらにより、学生の PS の傾向からグル

ープ学習内での役割行動を推測できる可能性が示唆された。 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

86 臨床に従事する作業療法  

士のコミュニケーション・ス

キルについて 

- 平成 28 年 9 月 第 50 回日本作業療法 作業療法学生(OTS)にとって対人関係能力を含む社会的スキルを獲

得することは重要といえる. OTS の目標と考えられる臨床家の作業

療法士を対象にコミュニケーション･スキル尺度（ENDCOREs）を用

いて検討を行った.また,臨床現場での他職種との関係を測定する

ために,鈴木らの臨床活動での質を測定する尺度（以下 QOE）を改

変し用いた.臨床経験群間の比較では,臨床経験とともにコミュニ

ケーション･スキル(以下 CS)が成長し充実していく傾向にあること

が示唆された.QOE_F3（他の職員と関係を維持する行動）は

ENDCOREs の得点と相関したことから,CS が現場における仕事上の

コミュニケーション活動全般の要素となっていることを示唆する

と考えた.経験年数に伴う CS の充実には,END_F2(表現力)や

END_F4(自己主張)の因子が影響するものと考えられた.これら 2 因

子のスキルの成長が CS や臨床活動の基盤になっている可能性が考

えられた. ［共同発表者］岩﨑智子、山形力生、櫻井秀雄 

   学会（札幌） 

   ポスター発表 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

87 手を使用する行動戦略 

（Transfer Package）に 

 より上肢機能が改善し 

 た頚髄症の事例 

- 平成 28 年 9 月 第 23 回兵庫県作業療法学

会（兵庫） 

頚髄症により感覚障害が著明にあり、上肢使用頻度が減少してい

た症例に対し、CI 療法に併用される Transfer Package（以下 TP）

を行った。 TP 導入までは ADL 上での上肢の使用に消極的であった

が、TP の要素である両手の使用状況の報告を義務付け、OTR と症

例が議論をするきっかけを増やし、症例自身で問題解決を促し

た。その結果、ADL での両上肢の使用頻度が向上した症例の経過と

考察を報告した。 

［共同発表者］  

塩見健太、上田徹、山形力生 

   

   

88 学生のコミュニケーショ

ン・スキルの経時的変化と臨

床実習の影響について 

 平成 29 年 9 月 日本リハビリテーション学

校協会 第 30 回教育研究

大会（新潟） 

【目的】学生のコミュニケーション・スキル（以下 CS）は様々な経

験を元に成長していくものと考えられる．特に実習経験は大きなも

のと考えられる．今回，この実習体験前後での CS の変化を縦断的に

調査し，その変化に影響した背景との関連を検討した．【方法】2013

年～2016 年に作業療法学科の評価実習を経験し，研究趣旨に同意を

得た学生 86 名を対象とした．実習前後において CS 尺度 ENDCOREs

により CS の程度を比較検討した．さらに追跡できた 39 名を対象に

変化に影響したと思われる内容について調査した．調査はその変化



の理由となる項目を学生に列挙させ，その項目について 5 件法（思

わない：１点～思う：５点）にて回答を求めた．【結果】CS 得点は

評価実習後で増加したのが 37.2％（32 名）に対し，67.8％（54 名）

が減少する傾向がみられた．Wilcoxon の符号付順位検定の結果，評

価実習前が 25.1±3.7 だったのに対し，評価実習後 24.1±3.8 と有

意に減少することが確認された（p<.01）．また，CS の変化に影響

した理由について「臨床評価実習の経験が影響したと思うか？」に

4 点以上の学生は 71.8％であった．主な理由として，4 点以上の学

生が多かったものは「実習での自分の説明力などから（79.5％）」，

「SV の指導内容による影響（76.9％）」「実習での対象者との関わ

り（61.5％）」，「実習でのいろんな人々との関わり（59.0％）」

だった．【考察】CS 得点の評価実習前後での減少傾向は，スキルの

低下を意味するのではなく，むしろ実習による自己認識が高まった

結果であると考えた．評価実習前の状況では，自己の CS 能力につい

て認識する経験の機会は少なく漠然とした評価と考えられ，実習に

よる指導者や対象者の関わりの中で，自己の能力に対して改めて気

づき，厳しい評価に結びついたのではないかと考えた． 

89 作業療法実習における学 

生のレジリエンスとストレス

の関係について～ストレスコ

ーピングからの分析 

- 平成 29 年 9 月 第 51 回日本作業療法学会 

（東京）ポスター発表 

作業療法実習における学生のレジリエンスとストレスの関係につ

いて～ストレスコーピングからの分析  平成 29 年９月 第 51 回日

本作業療法学会 （東京）ポスター発表 臨床実習は学生にとって

ストレス状況であり，その状況に適応し乗り越えることが要求さ

れる．学生は実習場面において様々なストレス状況にさらされる

ことになるが，ストレス状況に直面し，乗り越えるためにはレジ

リエンス（精神的回復力）が左右するものと考えられる．本学作

業療法学生４年生に対してレジリエンス尺度（小塩ら，2002）を

実施し，総合臨床実習の終了時に実習場面のストレスと実習中の

ストレスコーピングについて調査した．調査は 2014～2016 年にお

いて，研究内容を説明し同意を得られた 84 名（男性 32 名，女性

52 名）を分析対象とした．ストレスは，川村ら（2008）の臨床実

習中のストレスに関する因子分析の結果を参考に作成した質問紙

と神村ら（1995）のストレスへの対処方略尺度(以下 TAC-24）によ

って測定した．ストレスによる心理的落ち込みの測定には堀野ら

（1991）の落ち込み尺度を用いた．レジリエンス（以下 RES）とス

トレスの得点（以下 STR）は負の相関を示した．落ち込みと問題回

避の得点に有意な正の相関がみられた．RES と CP_F2 には負の相関

がみとめられたまた，TAC-24 の 8 下位尺度の各得点ついて，クラ

スター分析を行った．その結果，Ⅰ型「問題回避・情動調整型」, 

Ⅱ型「対処少・非情動調整型」，Ⅲ型「対処少・非情動調整型」

の３つのクラスターが得られた．次に，３型について落ち込み得

点およびレジリエンス得点の分散分析を行ったところ，レジリエ

ンス得点はⅢ型が有意に高く，Ⅰ型が有意に低くかった．実習等

の指導においては「問題回避・情動調整型」のコーピングを行う

   

   

   

   

   



ものの指導が重要と考えられ，問題の回避や責任転嫁をしやすい

学生ととらえ指導に当たる必要があると考えた．［共同発表者］

山形力生、櫻井秀雄 

90 作業療法士の職業経験と

その質について 

 平成 29 年 9 月 第 51 回日本作業療法学会 

（東京）ポスター発表 

臨床に従事する作業療法士は,様々な経験を重ね,臨床実践に関わ

る能力を獲得し,キャリアを成長させることが期待されている.今

回,現場に従事する作業療法士を対象に職業経験の質の一側面を調

査するとともにどのような傾向があるのかについて分析した.方法

として,鈴木らの臨床活動での質を測定する尺度（以下 QOE）を改変

し用い,また自己効力感（以下 SE）についても合わせて調べた.臨床

経験毎の比較では,QOE 合計得点は上昇する傾向にあり,臨床経験と

ともにその職業経験の質は充実していく傾向にあることが示唆さ

れた.さらに職業経験の質の高さは自己効力感の高さにも影響する

と考えられた.一方経験年数の浅い G1 群において,自己効力感の高

低によって職業経験の質に差があることが確認された．特に QOE_F

（実践力を獲得し,多様な役割を果たす行動）に差がみられたこと

から，役割を意識できることが重要と考えられ，新人 OTR に対する

卒後教育などでは留意すべき点と考えた.［共同発表者］岩﨑智子,

山形力生 

91 作業療法学生と臨床従事

者とのコミュニケーション・

スキルの比較 

 平成 30 年 9 月 第 52 回日本作業療法学会

（名古屋） 

【はじめに】作業療法士は対象者の身体的側面だけでなく,心理的,

社会的な側面にも関わり,幅広い対人関係能力が求められる．作業

療法学生（以下 OTS）にとって対人関係能力を含む社会的スキルを

獲得することは重要といえる．今回,社会的スキルの基礎的構造を

成すコミュニケーション・スキル（以下 CS）について,作業療法学

生と臨床実務に従事する作業療法士との比較をおこなったので報

告する．目的はそれぞれの特徴や共通点,相違点を検討することに

より,学生にとって育成すべきCS教育の方向性を明らかにすること

にある. 

【対象および方法】本学作業療法学生 3 年生に対してコミュニケー

ション・スキル尺度（ENDCOREs）を実施した.調査は 2014～2016 年

において,臨床評価実習（3 週間の 2 施設実施）の終了後に行い,研

究内容を説明し同意を得られた 108 名（男性 43 名,女性 65 名）を

分析対象とした．また,臨床現場に従事する臨床経験 4 年以上の作

業療法士 118 名（男性 51 名,女性 67 名,平均 31.7±5.3 歳,臨床経

験平均 8.5±4.7 年）に対しても同意を得て ENDCOREs を実施し,学

生（以下 OTS 群）と比較した．ENDCOREs は,「自己統制」（以下 END_F1）,

｢表現力｣（以下 END_F2）,「解読力」（以下 END_F3）,「自己主張」

（以下 END_F4）,「他者受容」（以下 END_F5）,「関係調整（以下

END_F6）」の６種類の下位スキルが測定できる．尚,本研究は本学生

命倫理審査委員会の承認（姫獨生 17-02）を得て行なわれた.統計学

的検討には Mann-Whitney の U 検定を用い,5％以下を有意とした. 

【結果】ENDCOREs 合計得点は現場の作業療法士(以下 OTR 群)が中央

値 124 点を示したのに対し,OTS 群が 96 点と有意に低値を示し



た.ENDCOREs の下位 6 因子の比較では,どの因子も OTS 群が低値の

傾向がみられた.特に END_F1,END_F4 では有意に OTS 群が低くかっ

た.また,CS の 3 系（管理系スキル,表出系スキル,反応系スキル）の

比較においても OTS群が低値の傾向がみられ,反応系スキル（END_F3

および END_F5）をのぞき表出系スキル,反応系スキルにそれぞれ有

意差がみられた. 

【考察】学生の CS に関する自己評価は,臨床実習などの経験により

変化する.今回は自己認識が高まったと考えられる評価実習を経験

した学生群を対象とした（2017,山形）.ENDCOREs 値は OTR 群と比較

して低値傾向にあることが確認された.CS を構成する 6 因子の比較

では,特に「自己主張」のスキルの因子の低値が学生の特徴と考えら

れた.さらに表出系スキル（END_F2 および END_F4）が有意に低かっ

たことから,CS 教育のプログラムにおいては表出面のスキルに重点

をおいて検討することがあらためて確認された.OTR 群においては

これら表出系スキルが臨床活動の基盤になっている可能性も指摘

されており（2016,岩崎）,将来の臨床活動の観点からも重要と考え

た．［発表者］山形力生 

 

92 DRIVE を用いた反復促通

療法と SIXPAD 併用により中

枢性重度麻痺に効果がみられ

た一症例  

 平成 30 年 9 月 第 52 回日本作業療法学会

（名古屋） 

【はじめに】脳卒中後のリハビリテーションにおいて電気刺激は脳

卒中ガイドライン 2015 で勧められている(グレード B)．一方で重度

上肢麻痺に対する介入方法についての報告は少ない．今回，弛緩性

麻痺の症例に対し，DRIVE(デンケン社製)で促通筋と拮抗筋を交互

に電気刺激しながら徒手での反復促通し，作業療法後に

SIXPAD(Body Fit：MTG 社製)を使用することで改善した一例を経験

したので考察を加えて報告する．尚，本報告に際し，本人の同意を

書面で得，当院の倫理審査委員会の承認を得ている．【対象】30 歳

代男性．親夫婦と娘 4 人暮らし．家事の分担，仕事に行くなど活動

的な生活をしていた．もやもや病による被殻出血と診断され，同日，

開頭血腫除去術と間接血行再建術を施行．発症後 26 病日に当院回

復期病院に転院．左片麻痺．Brunnstrom Recovery Stage(以下 BRS)

は上肢Ⅰ，手指Ⅰ，下肢Ⅲ．感覚軽度鈍麻．FIM57 点．認知機能は

MMSE28 点．【方法】SIXPAD とは筋力増強を目的としたコードレスの

電気刺激機器を指し，DRIVE とはスイッチ操作で 2 つの筋を同時，

もしくは別々に電気刺激が可能な機器である．40 病日で病棟セルフ

ケアは軽介助から見守りとなった．しかし，BRS においては左上肢・

手指ともに変化を認めなかったため，上肢神経促通の頻度を増やし

麻痺側上肢の肩屈曲・肘屈曲・手背屈の運動に対して DRIVE での反

復促通療法を開始した．具体的には関節運動の誘導しながら運動開

始を指示し，症例が肩屈曲を起こそうと努力したタイミングで三角

筋前部繊維，戻す際に三角筋後部繊維にスイッチで電気刺激を入れ

て関節運動を実現した．電気刺激の電極は各運動の目的筋に貼付

し，刺激条件は周波数 100Hz，刺激強度は筋が強縮して関節運動が



起こる運動閾値以上とした．期間は 28 日とし，回数は各運動パター

ン 50 回×2 を毎日とした．さらにリハビリ後に SIXPAD を三角筋に

対し貼付し，電気刺激条件は筋収縮する程度とし 23 分間，毎日実施

した．評価項目は BRS，Fugl-Meyer Assessment(以下 FMA)，Wolf 

Motor Function Test(以下 WMFT),改訂 Ashworth scale(以下 MAS)と

した．【結果】（→は 40 病日から 68 病日の変化を示す）BRS：上肢

(Ⅰ→Ⅲ)，手指(Ⅰ→Ⅲ)，下肢(Ⅳ→Ⅴ)．FMA(0/66→30/66)．WMFT(中

央値 120 秒→50.7 秒 FAS0→3.1)．MAS：肘関節屈筋群(0→1)，手

関節屈筋群(0→1)．68 病日以降は HANDS 療法・CI 療法を実施し，

159 病日には左上肢は実用手レベルまで改善し，職場復帰が可能に

なり，自宅退院となった．【考察】 脳卒中発症 1 か月の時点で測

定できるだけの握力がない場合は機能的予後が悪い(Sunderland 

A,1989)とされ，症例は 40 病日の時点で上肢運動機能は BRS 上肢

Ⅰ，手指Ⅰと，旧来の予後予測法では廃用手と判断されるレベルで

あった．脳卒中発症から 13～38 日の対象者の FMA の臨床における

意味のある最小変化量を 9～10 点と報告(Feys ら,1998)しており本

症例の電気刺激を用いた反復促通療法と自主練習での SIXPAD を実

施したことは自然回復の影響を受ける回復期であっても，意味のあ

る改善を示したことが示唆された．痙性麻痺筋の拮抗筋に対する電

気刺激では痙縮麻痺筋の痙縮が抑制される(鈴木ら,2009)としてい

る．さらに電気刺激は身体不活動状態にある抗重力筋に電気刺激を

与えると筋萎縮が予防できる(浜田ら,2002)としている．今回，廃用

が進んでおり，DRIVE で屈筋と伸筋の二筋を交互に電気刺激しなが

ら反復促通を実施し，作業療法後に SIXPAD 実施したことで屈筋の

痙縮を抑制しながら麻痺筋の随意性を向上することが可能になり，

その後の CI 療法も痙縮の影響を大きく受けることなく実用手にな

ったと推察される．以上より，電気刺激を用いた反復促通療法と

SIXPAD を実施した結果，上肢機能が向上し，退院時には実用手に至

るまで改善できた．今回は症例検討による知見であり，さらに症例

数を増やし統計的な検討が課題と考える．［共同発表者］塩見健太，

山形力生，上田徹 

93 学生の臨床実習における

職業的モデルとの出会いとそ

の影響に関する検討 

 平成 31 年 8 月 第 32 回教育研究大会（岐

阜） 

【目的】臨床実習は現場を体験する貴重な経験であり，特に自分が

目指す理想像を体現するモデルともいうべき職業的モデル（以下

VM）となるセラピストの出会いは職業的アイデンティティに影響を

与えると考えられる．今回，臨床実習において，このような VM との

出会いがあったか，またその VM はどのような要素を持っていたか，

また学生のセラピスト観や作業療法観との関連について調査，分析

したので報告する．【方法】対象は，2014 年～2018 年に作業療法養

成大学において総合実習を経験した学生 89 名を対象とした．総合

実習終了後，VM（OT モデル）の出会いの有無について調査し，出会

いがあった場合は，藤井らの VM 特性に関する質問紙によって回答

を求めた．また，学生のセラピスト観や OT 観への影響の有無につい



てあわせて調査した．尚、調査は目的等を説明し同意を得て実施し

た．【結果】1 期では，79.8％，2 期では，79.6％が OT モデルと出

会ったと回答した．OT モデルと出会った学生の VM 特性の 4 因子の

得点では，患者への医療を大切にする作業療法士（以下 OTR）の因

子が最も高く，次いで臨床への熱意を持っている OTR，学生への誠

意ある態度を持つ OTR，専門家としての力量を持った OTR の順であ

った．次に「この施設での実習は，作業療法観に影響を与えたか」，

「この施設での実習は，セラピスト像に影響を与えたか」について

5 段階にて回答を求めた．さらに，4 以上を「あり」群と 3 以下を

「なし」群とに分け，モデルに出会えた群と出会えなかった群のク

ロス集計を行った．χ2 検定の結果，モデルに出会えた群は，それ

ぞれに影響が「あり」の群が有意に多かった（P<.05）．【考察】モ

デルとの出会いは，学生の OT 観やセラピスト観に影響していると

考えられ．モデルのもつ要素としては，モデルとなった指導者の「患

者への医療的な対応」や「臨床への熱意」といった側面が学生に影

響を与えている可能性が示唆された． 

94 臨床実習における作業療

法学生のコミュニケーショ

ン・スキルと対人ストレスと

の関連について 

 平成 31 年 9 月 第 53 回日本作業療法学会

（福岡） 

【はじめに】作業療法士は対象者の身体的側面だけでなく,心理的,

社会的な側面にも関わり,幅広い対人関係能力が求められる．作業

療法学生にとって対人関係能力を含むコミュニケーション・スキル

（以下 CS）を獲得することは重要といえる．今回,臨床実習場面に

おいて学生が感じる対人ストレスイベントと学生の CS のレベルと

の関係について検討をおこなったので報告する．目的はこれらの検

討により,実習指導上の留意点を知ることと，育成すべき CS 教育の

方向性を明らかにすることにある. 

【対象および方法】4 年制大学作業療法養成校の 4 年生を対象とし,

総合臨床実習（7 週間）開始前に後述のコミュニケーション・スキ

ル尺度（ENDCOREs）を実施し，実習の終了後,実習中の対人場面を想

起してもらい対人ストレスについて質問紙による調査を行った.調

査は2015～2017年において,研究内容を説明し同意を得られた学生

57 名(男性 23 名,女性 34 名)を分析対象とした．ENDCOREs は,「自

己統制」（以下 END_F1）,｢表現力｣（以下 END_F2）,「解読力」（以

下 END_F3）,「自己主張」（以下 END_F4）,「他者受容」（以下 END_F5）,

「関係調整」（以下 END_F6）の６種類の下位スキルが測定できる．

また, 臨床実習中の対人ストレスの測定には，橋本ら（2000）の対

人ストレススイベント尺度を一部修正して使用した．この尺度は対

人関係上のストレスを感じた事項について24項目により測定され,

「対人葛藤」（以下 IP_F1）,「対人劣等」（以下 IP_F2）,「対人摩

耗」（以下 IP_F3）の 3 因子によって説明できる．合計点数が高い

ほど対人ストレスイベントの頻度が高かったことを示す．統計学的

検討には speaman の順位相関を用い,5％以下を有意とした. 

【結果】対人ストレスの因子得点の平均点数は,IP_F2 が最も高く

(18.5 点),IP_F3(9.8 点),IP_F1(13.0 点)の順に高かった.分散分析



の結果,有意であり,多重比較では IP_F2 が他の 2群に対し有意に高

かった．相関係数を求めたところ,IP_F2 と表出系スキル（END_F2 お

よび END_F4）との間に有意な逆相関(rs=-.43)がみられた. 

【考察】「対人劣等」の因子は, 対人関係において劣等感を触発す

る事態やスキルの欠如などに関するものと解釈されており,主とし

て主体側の要因に起因するもの,すなわち学生側のスキルの要因に

よるストレスイベントと捉えられる.また,「自己主張」や「表現力」

の 2 因子は ENDCORE モデルの中の表出系スキルを示す．これら 2 因

子と「対人劣等」の因子に逆相関をみとめたことは,表出系スキルの

未熟な学生は指導者への意思の伝達がうまくいかず,ストレスにな

りやすい可能性を示唆するものと考えた.「対人葛藤」の因子は主に

他者の行動に起因する顕在的な対人葛藤に関するものであり,これ

は実習指導者の要因によるものと考えられる.臨床実習指導に当た

っては,学生に十分な配慮を講じていたとしても,CS に乏しいと自

覚している学生は,対人ストレスイベントを多く経験している可能

性があると考えられ,このような学生への認識と対処に留意する必

要性が改めて確認された. 

95 近赤外分光法（NIRS）に

よる手工芸の基礎的研究：健

常若年者を対象とする予備的

研究 

 令和 3 年 9 月 第 55 回 日本作業療法学会

（仙台） 

紙細工の認知的治療効果について，健常若年者を対象に近赤外分光

法(NIRS)を用いて検証した．あわせて,ワーキングメモリと実行機

能との関連も検討した．紙細工活動はペーパーブロックとロールピ

クチャーを使用し，実験課題は,パーツを「折る（巻く）」課題と「構

成する」課題で,対照課題は用紙を無目的に折る－開く動作とした．

関心領域は左右の背外側前頭前野(DLPFC),左右の外側前頭極(外側

FP),内側前頭極(内側 FP)の 5 か所に設定した．分散分析の結果で

は,課題ごとの 5 領域でのΔoxy-Hb については,統計的差異は認め

られなかったが,部位と検査間の関連性の検討で,両活動において,

ワーキングメモリや実行機能を反映する指標とされる TMT B・

TMT(B-A)と，「構成する」課題で左 DLPFC との間に有意な負の相関

がみられた（所要時間が短いほど左 DLPFC のΔoxy-Hb が大きい傾向

を示した）こと等いくつかの示唆的結果を得た．［共同発表者］岩

崎智子，大西久男，山形力生，中田修，中島大貴 

96 奈良学園大学リハビリテ

ーション学科におけるコロナ

禍の学内実習の紹介②― 早

期体験実習の概要と学生アン

ケート調査－ 

共

著 

令和 3 年 10 月 第 34 回教育研究大会・教員

研修会 

本学の早期体験実習（1 年次）について，令和 2 年度は，新型コロ

ナウィルス感染拡大を受け，当実習を学内実習として実施した．

今回の実習では，①予習は臨床実習専用ホームページ（HP）に予

習用教材を配置し，Web フォームから課題を提出させた．②学内実

習では，療法士の役割や疾患・障がいの理解を促すために写真や

動画，現場からのライブ配信等の視覚教材を活用した．学生は 10

名程度の小グループに分かれ，専任教員のファシリテートのもと

意見を出し合い，学習内容の定着を図った．また③復習において

も同様に HP から復習を促すと共に，アンケートに回答させた．実

習内容については約 90%が「よく理解できた」「まぁまぁ理解でき

た」と回答していた．反面，「2 年次以降の学外実習に向けた学習

面の不安」については約 45%が「不安」「非常に不安」と回答し

た．また印象に残ったコンテンツとして「病院からのライブ配



信」「脳血管障害（高次脳機能障害）」を挙げた学生が約 50%い

た．自由記述では「教員と話ができた」「指導してもらえた」こ

とが良かったという意見のほか，「自分が知らなかった分野に興

味が持てた」という意見もみられた．コロナ情勢下においては，

従来のような多人数での見学実習は困難となる．今回は，現状に

おける早期実習の一つのモデルを示すことができたと考える． 

［共同発表者］前田吉樹，中島大貴，伊藤健一，野中紘士，阿波

邦彦，藤田信子，岩﨑智子，橋本雅至，山形力生，池田耕二 

97 手工芸が健常成人の脳活

動に及ぼす効果：実行機能の

個人差に着目した fNIRS 研究 

共

著 

令和 4 年 9 月 第 56 回 日本作業療法学会

（京都）口述発表 

作業療法で治療の手段として用いる手工芸の認知的効果について

健常成人を対象に NIRS を用いて検証した．あわせて，実行機能の

個人差との関連も検討した．手工芸として紙細工活動であるペー

パーブロックとロールピクチャーを用い，実験課題は，「パーツ

作成課題」と「構成課題」課題で，対照課題は用紙を無目的に折

る－開く動作とした．関心領域は左右の DLPFC，内側 FP の 3 か所

に設定した． 

実行機能 Low 群と High 群でΔoxy-Hb の総量を比較した分析の結

果，両活動とも，Low 群＞High 群となった．難易度が低い課題で

は，高齢になるほど神経資源を多く動員する必要があり，今回の

両活動においても，2 群間には年齢差があったことから Low 群の方

が脳賦活が高くなったと考えられた．課題毎に 3 領域の脳賦活を

分析した結果，また，High 群ではより選択的に DLPFC が賦活され

ており，Low 群では領域全般にわたり賦活される傾向があった．さ

らに，High 群では両活動において，右側の DLPFC の脳賦活が高か

ったことが特徴的であり，視覚・空間的処理の要素が影響したと

考えられた．Low 群ではペーパーブロックの構成課題でのみ左右

DLPFC が選択的に賦活されている点，ロールピクチャーの構成課題

にでは 3 領域において High 群より有意に賦活している点等が特徴

的であり，課題の難易度と認知的負荷が関連していると考えた．

以上により，紙細工活動を治療として選択する際には，個人の実

行機能に適した活動を選択することで，より効果的な治療として

活用できる可能性があると考えた． 

［共同発表者］岩崎智子，大西久男，山形力生，中田修 

    

 



「国際学会」       

1 Correlation between  

   students’ Resilience  

   and communication  

   skills in occupational  

   therapy practice 

  (作業療法学生の臨床実習

におけるレジリエンスとコミ

ュニケーション能力の関連に

ついて) 

  

  

  

- 平成 26 年 6 月 WFOT（第 16 回世界作業療法

士連盟大会・横浜） 

臨床実習は学生にとってストレス状況であり、その状況に適応し乗

り越えることが要求される。この研究の目的はレジリエンスとコミ

ュニケーション能力の関連について検討をすることである。臨床実

習を終了した作業療法学生のうち同意を得られた 29 名を対象とし

て、レジリエンスの質問紙（小塩ら，2002）を実施した。さらに、

ENDCOREs（藤本ら，2007）によりコミュニケーション・スキルを測

定した。調査後、それぞれの構成因子間の相関係数を調べた。その

結果、レジリエンスと ENDCOREs の得点には有意な相関がみられた。

これらからコミュニケーション能力の高い学生ほど困難な状況を

乗り越える精神的回復力は高い傾向にあることが示唆された。

ENDCOREs の「他者受容」や「解読力」の因子と相関がみられたこと

から、これらの反応系のスキルを高めることが安定したレジリエン

スをもたらすものと考えた。 

［共同発表者］ 

山形力生、櫻井秀雄、眞々部仁美 

 



別記様式第４号（その２） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和  5 年   3 月 31 日 

氏名 藤田 信子    

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

加齢運動制御 痛みにおける脳血流動態  姿勢調節 高齢者 認知機能 前頭前野血流動態 線維筋痛症  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例  

平成 25年度

～30 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「神経障害評価法」   

基礎知識の理解度を確認するために授業内で国家試験問

題を用いたり、授業開始毎に復習小テストを行った。 

 

 

検査技術ではグループによる実技練習を行わせた後に発

表形式で意見交換を実施した。 

 

授業評価は筆記試験、およびオスキーを基本とした実技

テストを実施し、知識と検査技能の総合評価を行った 

 

 

「運動学」 

解剖学を基盤に身体の姿勢および動作を理解することを

目的に、各関節の制御機構や動きに関わる筋肉の働き、

歩行分析や姿勢の分析についてエビデンスに基づき講義

した。 

 

 

特に、歩行に必要とされる関節運動や筋収縮について興

味を持ち理解を進めるため歩行周期カードを作成、学生

同士でカードを組み合わせるアクティビティを取り入れ

た。 

 

 

「臨床運動学」 

疾患を持つ患者の異常な姿勢や動作のメカニズムを、運

動学的考察に加え、運動力学的考察や姿勢反射的考察な

ど多角的な側面から理解することを目的に、グループで

行う動作観察や床反力計等を用いた測定実習を授業に取

り入れた。 

 

 

具体的には立ち上がり動作や立位、ジャンプ動作を筋電

図、床反力計等の機器で計測を行わせ、その結果と考察

をレポート作成させ、学生に能動的な学習習慣を定着で

きるよう工夫した。 

 

 

「中枢神経障害理学療法」 

活字で理解が困難な疾患のイメージを視覚的に捉えるこ

とで理解度を高めることを目的に視聴覚教材を用いて病

態の理解を深めたり、動作観察のレポート作成を行った。 

 

 

講座の後半ではペーパーペイシェントを対象に障害を把

握するための手技やプログラムの立案をグループで行っ

た。学生が能動的に脳血管障害患者の問題に取り組む姿

勢や態度を学ぶために、学生同士の発表会や討論会も実

施した。 

 

 

大阪行岡医療大学 

「復習テストの実施」 

 

 

 

「グループによる検査技術の実技演習」 

 

 

「実技テストの実施」 

 

 

 

「身体の姿勢と動作についての講義」 

 

 

 

 

 

 

「歩行周期カードの作成とアクティビティの実

施」 

 

 

 

 

「グループで動作観察」 

 

 

 

 

 

 

 

「床反力計による計測・結果の考察レポート作

成」 

 

 

 

 

「視聴覚教材を用いた病態・障害の説明」 

 

 

 

 

 

「ぺーパーペイシェントを対象に障害を把握し、

グループ間で発表・討議」 

 

 

 

 

 



「研究手法と発表レジメの作成の指導」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ゼミ生の学会発表の指導」 

 

 

 

 

「実習前・中・後の学生面談と指導」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「実習地への訪問と指導者との情報共有」 

 

 

 

 

 

「実習終了後の発表会の開催」 

 

 

 

 

 

奈良学園大学 

「研究手法の基本と論文抄読、概要、発表の指導」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「神経学的評価方法の講義」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「毎回の復習テスト実施」「オスキー実技テスト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年度 

  ～現在

に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「卒業ゼミ」 

研究の目的や方法、論文の読み方を講義し、研究手法や

結果のまとめ方の実際を体験させた。担当グループの研

究テーマは以下の通りである。一期生「椎間板ヘルニア

症例の分析」、二期生「高齢者の転倒の内的要因と転倒

予防対策に関する文献調査」、三期生「二重課題動作時

の運動課題の速度の違いが前頭前野の脳血流量に及ぼす

影響」、四期生「スマホ操作がステップ動作の premotor 

time に与える影響について」、五期生「n-back 課題介入

が疼痛抑制と脳活動に与える影響」「健常若年者に対す

る心的回転課題の介入が踏み出し動作反応時間に及ぼす

影響」。 

 

 

なお、五期生の「n-back 課題介入が疼痛抑制と脳活動に

与える影響」は、ゼミの代表者が保健医療学学会第 9 回

学術集会で発表を行い、学会奨励賞を受賞した。 

 

 

「臨床体験実習」「臨床評価実習」「臨床総合実習Ⅰ」

「臨床総合実習Ⅱ」 

実習前、実習期間中、実習終了時に少なくとも 3 回以上

の学生面談を実施し、常に学生の実習に対する不安や悩

み、心配事の相談を受けた。また実習前、および実習中

に実習地に訪問し、実習指導者と少なくとも 2 回以上の

面談を行い、実習の様子や学生が直面している問題など

情報収集を行った。 

 

 

学生と実習指導者がスムーズな人間関係を形成し良好な

コミュニケーションが取れるよう心がけ、学生が臨床現

場で十分な知識と技術が体得し有意義な実習が実現でき

るよう努めた。 

 

 

実習終了後は、実習中に学生が実際に行った評価および

治療プログラム作成をレジュメ作成し、発表会を開催し

て発表し、また他の学生の発表を通じて、理学療法の基

礎知識と実践をまとめあげた。 

 

 

「基礎ゼミⅡ」 

1 年生が大学の学習に慣れ、4 年間の大学生活を有意義に

送るための基礎を学ぶ。基本的には自分の興味ある論文

を収集しまとめ発表するという流れであるが、その中で

講義ノートの取り方、文献資料の検索方法、論文の読み

方、効果的な発表の仕方を学んでいく。グループの中で

ディスカッションやグループの中で発表会も行い、発表

の聞き方、質疑応答などのアクティビティも学びに含め

た。 

 

 

「神経障害評価学」 

脳卒中片麻痺患者の障害像理解と問題点の抽出に不可欠

となる神経学的評価方法を学生が相互に模擬症例となり

評価のシミュレーションを行い、ICF の考え方に従い理

学療法の評価の流れを学ぶことを目標とする。講義では

検査を行うためには検査の意義目的を把握することが重

要であり、そのためこれまで学修してきた解剖学、生理

学、運動学の知識を復習しながら実技を並行して行って

いる 

 

 

成績評価は毎回の講義前に行われる復習小テスト、前期

定期試験、オスキーをもとにした実技テストの総合点で



 

 

 

 

「中枢神経障害患者の理学療法の講義」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「視聴覚教材を用いた解説」 

 

 

 

 

 

 

 

「脳卒中患者理学療法の基礎を再学習」 

 

 

 

 

 

「ペーパーペイシェントを対象に情報の収集と

臨床推論」 

 

 

 

 

 

 

「脳卒中片麻痺患者さんを招き、実例をもとに動

作観察と問題点の抽出、実際の評価の見学を実施

する」 

 

 

「障害の把握と解釈を目的とした学修」 

 

 

 

 

 

 

「面接技能の習得」 

 

 

 

 

「患者の機能障害についてグループ討論とレポ

ート作成」 

 

 

 

 

「動作分析の学修を目的とした小テストとレポ

ート課題」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判断し、理論・実技両面からバランスよく学修できるよ

う工夫している。 

 

 

「中枢神経障害理学療法学Ⅰ（総論）」   

前半では、これまで習得した脳血管障害における障害像

や評価技術の知識を基に、脳血管障害の病態、脳の可塑

性のメカニズムと運動療法の適用、各病期における脳卒

中リハビリテーションの理論について講義し、脳卒中片

麻痺患者に対するリハビリテーションの基礎知識の学習

を行った。 

 

 

後半では、具体的な評価の方法やトレーニング方法の立

案と実施のために、臨床現場における患者の動作、歩行

を視聴覚教材を用いて解説し、実際の患者に対する運動

療法を視覚で学ぶとともに、脳卒中片麻痺患者に対する

運動療法の基本原理と治療体系リハビリテーションを具

体的な方法をもって習得できるよう工夫した。 

 

 

「中枢神経障害理学療法学Ⅱ（各論）」 

前半では画像から読み取る障害と予後予測、リスク管理

の方法、評価方法、病気における理学療法の目的と方法

などを再学習した。 

 

 

その後、ペーパーペイシェントを対象に情報収集、臨床

推論、ICF の作成、治療の目標と立案まで行えることを

目的に授業を進めた。患者の実像を理解しやすくするた

めに、ペーパーペイシェントと似通った患者の映像を視

聴させたり、最先端の治療の様子を視聴覚教材を用いて

説明を行った。 

 

 

後半では脳卒中片麻痺患者を招聘し、動作の観察方法、

考察、問題点の抽出、実際の評価などが能動的にできる

よう指導を行った。 

 

 

「理学療法評価学」   

理学療法の一連の過程の中で情報収集、観察、測定の概

要を学び、患者の障害像を相対的に把握するために、こ

れらを統合と解釈し治療の目的およびプログラムを決定

することを学修する。 

 

 

面接方法の講義では実際の患者と治療者の会話を学生同

士が行うことでよりよいコミュニケ―ションの方法を体

得している。 

 

 

また、患者の障害像を想像しながら日常生活動作におい

て、どのような機能障害が問題となるのかグループ討論

を交えて考える機会を与えている。成績評価は小テスト、

グループでまとめたレポートを評価対象としている。 

 

 

「臨床運動学」 

四肢と体幹・脊柱の関節の構造と筋肉の生理的機能、力

学的視点について学修し、これらに基づき寝返りや起き

上がり、立ち上がり、歩行などの動作分析を学ぶ。成績

評価は小テスト、グループでまとめたレポートを評価対

象としている。 

 



 

「理学療法部門を見学し実地で学ぶことで、理学

療法士の役割と自己の適性を確認させ、レポート

でまとめさせる」 

 

 

 

 

 

 

「リモートによる患者の観察と地域システムの

理解」「グループワークと討論」「経験談を交え

た講義」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「担当した科目について再度、講義」 

 

 

 

 

 

「模擬テスト実施で個別に教授」 

 

 

 

 

 

 

「BMI、CI 療法、r-TMS、ロボット治療、装具療

法など、脳卒中片麻痺患者を対象とした最新の応

用技術を用いた理学療法技術についての講義」 

 

 

 

 

「卒業研究ゼミ生に対する研究指導」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「早期体験実習（理学療法）」 

リハビリテーション病院や施設における各部門を見学す

ることによって、まず疾病や障がいを持つ者の問題を認

識することで理学療法士を目指すにあたり自己の適性を

確認させる。また、理学療法部門を観察することでリハ

ビリテーションの中で理学療法の役割と位置付けをレポ

ートにまとめ学修する。 

 

 

「地域理学療法実習」   

地域に在住している障碍者や障碍者を取り巻く社会環境

を含めた包括的な社会的リハビリテーションを学修す

る。リモートによる学びでは、システムである関連諸制

度や地域連携、物的および人的社会資源などを学び、対

象者の捉えかたや理学療法の知識の活用をグループワー

クで事例検討をしたりして地域理学療法のあり方を学修

する。実習における学生担当者としては、リアルな臨床

においても学生が十分な知識と技術が体得し有意義な実

習が実現できるよう経験談を交えた講義なども行う。 

 

 

「客観的臨床能力演習」  

これまで学んだ評価テストについて、その目的、技能、

結果の解釈などを総合的に体得できるよう学修し、最終

的にオスキーテストを実施し、その能力を評価する。 

 

 

学生は教科書をもとにペアで演習を行い、教員は担当し

た講義科目（申請者は神経系評価）に従い、順次、重要

ポイントの講義を行い、オスキーテスト前には模擬テス

トを実施し、学生の評価検査に不十分な点を個別に教授

する。  

 

 

「理学療法技術特論」 

理学療法士として必要な知識・技術についてより専門的

な事項について学修する。本授業は 4 人のオムニバス授

業であり、その中で「脳血管障害と老年期障害に関する

最新の理学療法技術」について講義をおこなった。 

 

 

「卒業研究」 

論文抄読、研究計画書作成、倫理審査申請書作成、実験

実施、データー解析、研究発表資料作成、プレゼンテー

ション、研究論文作成に至るまでの指導を実施。 

〇令和 4 年の研究テーマ 

「マスク着用による表情認知からわかる背外側前頭前野

の脳血流量変化の違い」 

 

 

２ 作成した教科書，教材 

「プリント授業教材の作成」 

 

 

「プリント授業教材の作成」 

 

 

「プリント授業教材の作成」 

 

 

 

平成 23年度

～24 年度 

 

平成 25年度

～30 年度  

 

平成 31年度

～現在に至

る  

 

 

 

「神経障害評価学」「日常生活活動学」 

 

「運動学」「臨床運動学」「神経障害評価学」「中枢神

経障害理学療法」 

 

 

「基礎ゼミⅡ」「理学療法評価学」「神経障害評価学」

「中枢神経障害理学療法学Ⅰ（総論）」「中枢神経障害

理学療法学Ⅱ（各論）」「臨床運動学」「客観的臨床能

力演習」「理学療法技術特論」 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

 

 

 

平成 28年度  

 

 

 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   



「市民公開講座（大阪行岡医療大学にて）」 平成 28年度 タイトル「運動で認知機能の向上！認知症予防！最新の

知見と運動の方法」茨木市の市民に対する公開講座を行

った。 

 

 

５ その他  

 

平成 25年度

～平成 30年

度 

 

 

 

 

平成 31年度

～現在に至

る 

 

 

 

 

 

 

 

大阪行岡医療大学 医療学部 理学療法学科授業担当：

「神経系障害評価法」、「運動学」、「臨床運動学」、

「理学療法研究論」、「理学療法概論」、「卒業研究」、

「臨床体験実習」、「臨床評価実習」、「中枢神経障害

理学療法学Ⅰ」「臨床総合実習Ⅰ」、「臨床総合実習Ⅱ」  

 

 

奈良学園大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 

理学療法学専攻授業担当：「理学療法評価学」「神経障

害評価学」「中枢神経障害理学療法学Ⅰ（総論）」「卒

業研究」「運動学」「臨床運動学」「日常生活活動学」

「中枢神経障害理学療法学Ⅱ（各論）」「理学療法技術

特論」「基礎ゼミⅡ」「客観的臨床能力演習」「早期体

験実習（理学療法）」「地域理学療法実習」「理学療法

評価実習」「理学療法総合実習Ⅰ・Ⅱ」 

 

「科目担当実績」 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許 

 

 

 

  

 

第 13798 号 

 

佛教大学（第 51336 号） 

 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科（第 871 号） 

 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科（第 981 号) 

  

理学療法士免許（厚生労働省） 

 

学士（文学） 

 

修士（学術） 

 

博士（学術） 

 

昭和 60 年 4

月 

平成 12 年 3

月 

平成 20 年 9

月 

平成 24 年 3

月 

２ 特許等   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 4

月～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研

究 C（課題番号 16K09002）研究課題「線維筋痛症患者に

対する運動療法の効果の検証：脳内ネットワークの変化

を指標として」 

研究代表者：藤田信子、研究概要：線維筋痛症患者に運

動療法を行い、日常生活での活動量を増やすことが、鎮

痛や抗うつに効果があることが注目されている。この効

果についての科学的検証とメカニズムの検討は未だ十分

でない。本研究では、線維筋痛症患者に 3 週間の入院に

よる有酸素運動を中心とした運動療法を行い、日常生活

活動量や睡眠の変化をモニター、また質問紙による「痛

み」「うつ」「睡眠」の評価を行った。また、脳機能変

化の指標として、fNIRS の計測と fMRI の撮像により脳内

のネットワークの変化と運動療法の関連性を明らかにす

ることを目的とした。令和 3 年 3 月までに 16 名の患者に

対して 3 週間の運動療法の効果を検証するために、治療

介入前後において、MRI 撮像、運動能力、生活 QOL、fNIRS

の計測、心理面でのアンケート等を実施した。研究の成

果や報告については、日本ペインリハビリテーション学

会、線維筋痛症学会で発表、また日本臨床と理学療法科

学でも論文発表した。また令和 2 年度から新たに運動療

法介入後の治療持続効果を確認するため退院後の患者の

痛みに関するアンケートや活動量の計測、インタビュー

などを 3 か月ごとに行っている。 

 

 

 

４ その他 

 

 

 

 

 

 

 
 



研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の

別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）     

1.Age-related differences 

in postural control 

associated with 

progression from a dynamic 

to a static during serial 

stepping in dual-task 

condition（二重課題を伴う

連続ステップ動作時の高齢

者が示す動的から静的姿勢

制御）  

（査読付） 

（筆頭論文） 

共著 

（ 筆

頭） 

平成 26 年 3 月 大阪行岡医療大学 

紀要第 1 号 

pp19-24 

注意要求課題を伴って動から静への漸

心的動作を行う時の高齢者の姿勢調節

を若年者と比較検討した。高齢者は二重

課題を課されたとき、ステップ開始し加

速するときの速度が減速し、ステップ終

了後には COP 総軌跡長が減少した。これ

らのことから、高齢者は姿勢調節がより

難しくなる場面において注意の容量が

増加すると、若年者とは異なるバランス

の適応戦略を利用することが明らかに

なった。 

著 者 ： ◎ Nobuko Harada(Fujita), 

Shuichi Okada 

 

 

2. 二重課題を伴った階段

降下動作が高齢者の姿勢調

節に及ぼす影響 

（査読付） 

（筆頭論文） 

共著 

（ 筆

頭） 

平成 26 年 10

月 

日本職業災害医学学会

誌  第 62 巻  5 号 

pp348-355 

階段降下動作において二重課題動作を

行う時の高齢者の立位姿勢調節を若年

者と比較検討した。高齢者は二重課題動

作時に階段降下時間を延長させ、また最

終段の床面着地時には下腿筋の筋活動

量を少なくし、共同収縮率を低くした。

また、階段着地後には高齢者の COP 動揺

が増加した。このことから、高齢者が階

段降下動作で最も注意配分の影響を受

けるのは連続動作から停止するときで

あることが示唆された。 

著者：◎原田（藤田）信子、大澤傑、岡

田修一 

 

 

 

3. 地域在住高齢者におけ

る 6 か月間のウォーキング

プログラムが体力と閉眼時

の歩行に与える影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.近赤外分光法の研究動向

(査読付) 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

平成 28 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 3 月 

ヘルスプロモーション

理 学 療 法 研 究  5(4) 

pp191-197   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪行岡医療大学 紀

要  (4)pp 25-31 

地域在住高齢者を対象に、継続的なウォ

ーキングプログラムが体力と閉眼時の

歩行に与える影響を検討した。結果は 6

か月間で Sit-to-Stand test の有意な短

縮を認め、閉眼時の歩行にも改善が見ら

れた。また、ロンベルグ率の変化と両脚

支持期間の変化率に有意な相関関係を

認めた。6 か月間のウォーキングプログ

ラムは体力と閉眼時の歩行能力を向上

させる可能性が示唆された。 

著者：国宗翔、原田（藤田）信子、岡田

修一 

 

 

 

総説。近赤外分光法(NIRS)の研究動向や

その原理・特性について述べるととも

に、特に NIRS が医療（小児、精神科）

の診断方法や治療の効果判定（リハビリ

テーション、循環器系）に実施されてい

る現状について紹介するとともに、現在

の NIRS の臨床上における課題について

も述べている。現在進められている小型

化や軽量化に伴う今後の脳神経科学の

観点でのエビデンス構築の可能性を論

じ、今後の発展性についてまとめた。 

著者：松野悟之 藤田信子 

 

 



5. Effect of wearing 

fingers rings on the 

behavioral and 

psychological symptoms of 

dementia: An exploratory 

study 

（認知症者の BPSDに対する

指輪の効果：探索的研究）         

(査読付) 

 

共著 平成 29 年 8 月 Sage Open Medicine 5 

1-11 

 

女性認知症患者の示す BPSD に対する指

輪の効果を検証するため、老人ホーム入

居の 7 名の認知症患者の BPSD の場面、

指輪の関心、自己認識能、全体像を用い

た。その結果、指輪自体が介護者らから

引き出した魔法の言葉「綺麗ね」が、対

象者の自尊心を高め、「易怒性/不安定

性」を軽減させる効果が見られた。 

著 者 ： Teruo Yokoi, H Okamura, T 

Yamamoto, K Watanabe, S Yokoi, H Atae, 

M Ueda, T Kuwayama, S Sakamoto, S 

Tomino, H Fujii, T Honda, T Morita, T 

Yukawa, Nobuko Harada(Fujita) 

 

 

6.線維筋痛症の運動療法―

その効果と奏効メカニズム 

 

共著 

（ 筆

頭） 

 

平成 30 年 6 月 

 

日本臨床  

76(11) pp2023-2029 

 

 

線維筋痛症の非薬物的アプローチであ

る運動療法の有用性について海外のガ

イドライン、システマティックレビュー

の概要を紹介。また、運動療法が奏効す

る脳メカニズムに関する最新の研究と

ニューロンを活性化し鎮痛に働くカギ

を握る慢性疼痛患者の生活習慣につい

ても言及した。 

著者：◎藤田信子 仙波恵美子 

 

7. 高齢線維筋痛症2症例の

3 週間入院運動プログラム

の効果について－痛みと身

体・注意機能、包括的 QOL、

および背外側前頭前野の血

流動態への影響― 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

（ 筆

頭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理学療法科学  

34(6) pp839-846 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢線維筋痛症患者の 3週間入院運動プ

ログラムを行い、痛み、身体・注意機能、

包括的 QOL、背外側前頭前野(DLPFC)の機

能に与える影響の検討を行った。2 症例

ともに抑うつ自己効力感の改善が大き

く見られ、これらが身体機能や包括的

QOL の改善に関与したことが推測され

た。DLPFC の機能の改善は 1 症例のみに

見られた。高齢者の脳機能については加

齢に伴う機能異常の影響も考えられ、今

後さらに検討する必要性が考えられた。 

著者：◎藤田信子 池田耕二 高井範子 

金子基史 松野悟之 三木健司 仙波

恵美子 

 

 

8. 健常成人男性における

家庭用体組成計を用いた部

位別筋肉量と重心動揺検査

における足圧中心動揺およ

び Functional Rearch Test

との関連性 

 

共著 令和 2 年 4 月 理学療法科学 

 35(2) pp165-169 

家庭用体組成計を用いて部位別筋肉量

と重心動揺検査における足圧中心動揺

指標・Functional Rearch Test との関連

性を検討した。部位別筋肉量と各足圧中

心動揺指標は有意な相関は認められな

かったが、体幹筋肉量と FRT とは有意な

中等度の正の相関が認められた。このこ

とより、体幹筋肉量とバランスの関連に

ついて、家庭用体組成計を用いる臨床的

意義があると考えられた。 

著者：松野悟之 幸田利敬 藤田信子 

 

 

 



9. Contribution of 

dorsolateral prefrontal 

cortex, ankle muscle 

activities, and 

coactivation during 

dual-task to  

Postural balance: A pilot 

study 

 

共著 

（ 筆

頭） 

令和 2 年 7 月 Journal of Physical 

Therapy Science 32(7) 

pp467-472 

若年者を対象に、二重課題実施時の前頭

前野の働きと足関節の筋活動、および足

関節の同時収縮の関連性について検討

を行った。その結果、二重課題時におい

て左前頭前野の酸素化ヘモグロビンの

増加がみられ、また重心動揺の少なかっ

たグループは前脛骨筋の活動が上昇し、

同時収縮率も高くなった。これらのこと

から、若年者においては、二重課題時に

は左前頭前野の活動が増加することは

明らかであり、重心動揺の大きさは足関

節同時収縮のストラテジーに関連する

ことが示唆された。 

著者：◎藤田信子 国宗翔 岡田修一 

 

 

 

10. Stroop テスト遂行時に

おける高齢者の前頭前野領

域血流動態と年齢との関連 

 

 

単著 令和 2 年 12 月 奈良学園大学紀要第 13

集 pp55-60 

前頭前野を 3領域に分け脳賦活反応性を

NIRS を用いて評価し、前頭前野の脳機能

と高齢者の年齢の関連を検討した。その

結果、高次の認知課題を実施するとき、

左 DLPFCと前頭極の酸素化ヘモグロビン

値は高齢者の年齢と有意な負の相関を

示したが、右 DLPFC は年齢との相関がみ

られなかった。これらのことから両側の

半球はそれぞれ異なった機能を持って

いるが、片側の半球が加齢のため生理的

機能が退行した場合、それを半球間で代

償する可能性が示唆された。 

 

11. ワーキングメモリ作業

負荷が与える脳活動および

主観的難易度と疼痛抑制効

果の関連性 

共著 令和 3 年 3 月 医療福祉情報行動科学

研究          

第 8 巻 pp47-53 

 

ワーキングメモリ課題遂行時における

作業負荷レベルが及ぼす前頭前野の脳

活動および主観的難易度と疼痛抑制効

果の関連性について検討を行った。その

結果、疼痛抑制効果は左背外側前頭前野

と有意な正の相関関係を示し、主観的難

易度とは負の相関関係を示した。これら

のことから、作業負荷を引き上げること

で左背外側前頭前野の活動は高くなり、

この脳活動の活性化が疼痛抑制効果に

関与することが示唆された。また、主観

的難易度においては作業負荷が高くな

るにつれ、難しいと感じるほど疼痛抑制

効果が下がることが示唆された。             

本人担当部分：論文執筆、研究統括        

共著者：◎藤田信子、林英典、林弘規、

木村晋太郎、大槻嵐志、松野悟之         

（査読付） 

（筆頭論文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12. 線維筋痛症患者の自律

神経機能と運動療法 

共著 令和 3 年 12 月 奈良学園大学紀要     

第 14 集 pp139-148 

 

 

 

線維筋痛症に対する非薬物療法として，

段階的有酸素運動や抵抗運動などが推

奨されており，線維筋痛症の主症状であ

る「痛み」をはじめ，「運動関連の QOL」

や「精神機能（うつや不安）」の改善が

認められている．一方で，「睡眠障害」

「慢性的な疲労」など，線維筋痛症の自

律神経機能の変調に対する運動の効果

については，いまだ十分な議論がされて

いない．本稿では，線維筋痛症患者の自

律神経機能，およびその変調に対する運

動介入の効果についてこれまでの研究

の動向を紹介するとともに，FM 患者の自

律神経機能障害に対する運動介入の今

後の展望について述べている。                 

本人担当部分：論文テーマ構想 論文執

筆             

共著者：◎藤田信子、仙波恵美子       

（筆頭論文） 

 

 

 

13. 線維筋痛症患者の語り

から見いだされた疼痛の背

景・疼痛抑制要因および今

後の治療二望まれること 

共著 令和 3 年 12 月 奈良学園大学紀要     

第 14 集 pp91-101 

FM 患者 12 名を対象とした 3 週間入院で

運動プログラムの介入前後に行った半

構造化面接から、痛みの背景にある精神

的ストレス要因、および FM 患者の痛み

の状況や疼痛抑制要因に関する語りを

取り上げた。痛みがあっても運動や歩く

ことなど身体を動かすことによって逆

に痛みが軽減すること、専心・没頭時に

は痛みが軽減し、忘れていること、セル

フマッサージも有効であった。規則正し

い生活習慣や寝る前にリラックスする

等が良好な睡眠につながり、また辛さに

共感して傾聴してくれる他者の存在が

精神面に大きく影響することが示唆さ

れた。               

本人担当部分：論文作成の計画、研究統

括         

共著者：高井範子、池田耕二、藤田信子、

三木健司、高橋紀代、仙波恵美子  

 

 

 

14. 3 週間入院運動プログ

ラムによる線維筋痛症患者

の心身の変化—心理面談に

より明らかになった理学療

法士の対応の重要性－ 

共著 令和 4 年 2 月 理学療法科学    

37(1) pp45-58 

3 週間入院運動プログラムによる介入前

後の心身の変化を調査し、理学療法士の

適切な対応を明らかにすることを目的

とした。J 介入前後において、日本語版

線維筋痛症質問票や日本語版ベック抑

うつ質問票、SF-8 で改善がみられた。

また患者の語りからは患者の痛みや辛

さに寄り添う姿勢等、理学療法士の対応

が患者にとって重要であることが示唆

された。                  

本人担当部分：論文作成の計画、研究統

括   

共著者：高井範子、藤田信子、池田耕二、

金子基史、丸山伸廣、中原理、三木健司、

高橋紀代、仙波恵美子            

（査読付き） 

 

 

 

 

 



15. コロナ禍における理

学・作業療法士養成課程の

早期体験実習 

―学内実習後の学生アンケ

ート調査による検証－ 

（査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. 線維筋痛症患者の入

院・外来運動療法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17．数量化Ⅲ類分析による

線維筋痛症女性患者の症状

改善の類型化―3 週間入院

プログラムにおける症状変

化を通して－ 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

令和 4 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 12 月 

医療福祉情報行動科学

研究 

vol.9, pp55-63 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペインクリニック 

Vol.43(10), 

pp1076-1083 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理学療法科学 

37(6) pp593-599 

令和 2 年度および令和 3 年度，新型コロ

ナウイルスの感染拡大をうけ早期体験

実習を学内実習として実施した。学生ア

ンケートの結果から，学内実習の意義や

課題を明確にした。アンケートの結果，

両年度とも実習内容については多くの

学生が「よく理解できた」「まぁまぁ理

解できた」と回答した反面，「2 年次以

降の学外実習に向けた不安」を訴える学

生が多かった。自由記述では「教員が近

くにいる分質問などがしやすかった」，

「疑問をすぐに先生に質問することが

できた」という意見のほか，「自分が知

らなかった分野にも興味が持てた」とい

う意見もみられた。学内実習で医療施設

での学びを完全に再現することは困難

だが，早期体験実習の本来の目的を達成

する上で，学内実習は必ずしも不利な点

ばかりではない。              

本人担当部分：論文作成の計画   

共著者：前田吉樹，中島大貴，伊藤健一，

野中紘士，阿波邦彦，藤田信子，岩﨑智

子，橋本雅至，山形力生，池田耕二       

（査読付き） 

 

 

 

「痛覚変調性疼痛として考える線維筋

痛症」の特集の一つとして「線維筋痛症

患者の入院・外来運動療法」をテーマに

執筆。脳機能イメージングの発達により

線維筋痛症の発症に中枢性感作が起因

することが明らかとなり、運動療法が線

維筋痛症の症状を改善できるとともに

脳機能にも変化を与えると考えられて

いる。本論文では、執筆者が取り組んだ

線維筋痛症患者に対する運動介入によ

り患者の心身機能と ADL改善効果につい

て述べるとともに、海外における線維筋

痛症患者への運動介入の効果について

最近の研究を紹介した。本人担当部分：

論文テーマ構想 論文執筆 

共著者：◎藤田信子、仙波恵美子，山野

宏章，松野悟之 

（招待あり） 

（筆頭著者） 

 

 

 

3 週間入院プログラムにおける線維筋痛

症患者の症状改善傾向を数量化Ⅲ類分

析を行い、症状改善傾向を 4 つに分類し

た。その結果、①睡眠時間、熟睡度、疲

労度②姿勢と PCS③歩数、MCS、睡眠効率

④疼痛、楽しさ、体調の 4 グループに分

類でき、運動療法の効果の現れ方が 4 つ

に類型化することが可能となった。 

本人担当部分：論文作成の計画、研究統

括 

共著者：池田耕二，藤田信子、松野悟之，

高井範子，金子基史，三木健司，仙波恵

美子 

(査読あり) 

 



（学会発表） 

1.Toe clearance and 

walking pattern on 

responding to unexpected 

surfaces in dual task; 

comparison between 

healthy and young adults   

(高齢者の二重課題歩行時

における足底接地面の違い

が Toe clearance および歩

容 に 与 え る 影 響 ）     

（筆頭演者） 

 

 

 

 

平成 25 年 6 月 

 

2nd Joint World 

Congress of ISPGR / 

Gait & Mental Function     

（秋田県) 

 

歩行時の足底接地面の状況の違いが高

齢者の二重課題歩行時の姿勢調節に与

える影響を若年者と比較検討した。flat 

surfaceや rugged surface上の二重課題

歩行時には高齢者の strideが短縮した。

また rugged surface 上の 2 歩目の toe 

clearanceは flat surface上よりも高か

った。これらのことから、高齢者の二重

課題歩行時には床面の状況が stride や

toe clearance に影響を与えることが示

唆された。 

演者：Nobuko Harada(Fujita), Shuichi 

Okada 

 

 

 

2.Prefrontal activation 

during a consecutive 

calculation related 

strategies for postural 

control in human adults; A 

fNIRS Study 

（計算課題時の立位姿勢制

御に関連する前頭前野の血

流動態について：fNIRS 研

究）         （筆

頭演者） 

 

 

平成 27 年 5 月 World Confederation 

for Physical Therapy 

Congress 2015 

(Singapore) 

健常人の計算課題実施時における立位

姿勢制御脳の前頭前野の活動にどのよ

うに影響されるのかを検証するために、

NIRSを用いたPFCの脳血流動態と床反力

計による COP 変位、下肢筋電図による下

肢の筋活動との関連性の検討を行った。

その結果、計算課題を行うと有意に対象

者全員の HbO2が増加したが、特に立位の

重心動揺が大きい対象者の方が小さい

対象者に比べて HbO2が増加し、下肢筋の

筋収縮が減少していた。これらのことか

ら、二重課題時の立位姿勢制御は戦略的

であり、そのことは前頭前野の活動に関

連していることが示唆された。 

演者：Nobuko Harada(Fujita), Shuichi 

Okada, Sho Kunimune, T Nishimura 

 

 

 

3.線維筋痛症 4 症例に対す

る 3 週間入院運動療法プロ

グラムの試み～運動療法介

入による脳血流量の変化と

QOL の改善について～ 

（筆頭演者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.線維筋痛症 2 症例に対す

る 3 週間入院運動療法プロ

グラムの試み －心理的側

面からの検討ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 22 回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術 大 会       

（兵庫県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 22 回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術 大 会       

（兵庫県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

線維筋痛症患者 4名に対して中等度負荷

の運動療法を集中的に行ったところ、前

頭前野の血流のバランスが良くなる傾

向が NIRS の測定で明らかとなった。期

間中に行った運動療法前後の注意機能

テスト(TMT)では全員改善が見られた

が、二重課題を伴った歩行速度の改善は

ばらつきが見られた。また QOL(SF8)では

全員に身体的健康では改善が見られた

が、精神的健康については改善が見られ

なかった者が一人いた。 

演者：藤田信子、池田耕二、高井範子、

松野悟之、 小泉優喜、平岡駿典、高橋

紀代、三木健司、仙波恵美子 

 

 

 

線維筋痛症の多くに見られる恐怖回避

反応と過活動傾向の忍耐反応のある対

極的な２例について、運動療法プログラ

ム介入による効果判定を心理的側面か

ら比較検討した。異なるタイプの患者で

はあったが運動療法は両者とも良い効

果をもたらしていた。しかし、同じ運動

療法を行っても、その体験がもたらす効

果は異なっていた。担当理学療法士が患

者の身体的、心理的傾向を速い段階で感

じ取り、その患者に応じた適切な言葉掛

け・アドバイスをすることが、運動療法 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 22 回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術 大 会       

（兵庫県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 回日本線維筋痛症

学 会 学 術 学 会     

（大阪府） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 回日本線維筋痛症

学会学術集シンポジウ

ムⅠ「心理療法・運動療

法の立場から考える、慢

性痛の再発・再燃の乗り

越え方」 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 23 回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術大会 

 

の効果をより高めるものとなることが

示唆された。 

演者：高井範子、藤田信子、池田耕二、

丸山伸廣、栗田樹、中原理、高橋紀代、

三木健司、仙波恵美子 

 

 

 

線維筋痛症患者 2症例に 3週間の集中的

運動療法を行い、取り組みにおける難渋

した点や工夫した点について紹介した。

2 症例とも痛みに囚われ、運動療法を開

始するところに難渋したが、可能な自動

運動から行い徐々に運動負荷を増加す

ることで、退院時には 2 症例とも身体機

能、痛みに改善の傾向を示した。身体の

触れ方、痛みの対応、動作方法の提案の

仕方、運動のペーシング、自己効力感の

確認など、注意と工夫を要した。 

演者：小泉優喜、平岡駿典、栗田樹、丸

山伸廣、中原理、高橋紀代、藤田信子、

三木健司、仙波恵美子 

 

 

 

線維筋痛症患者に中等度以上の運動療

法を行うことで疼痛の軽減と運動後の

爽快感を認めた例を紹介するとともに、

短期集中型運動療法のリスク管理、段階

的運動負荷について文献的考察を含め

て報告した。 

演者：高橋紀代、小泉優喜、谷山ゆりえ、

丸山伸廣、中原理、池田耕二、高井範子、

藤田信子、三木健司、仙波恵美子 

 

 

 

運動による鎮痛(EIH: exercise-induced 

hypoalgesia)のメカニズムについて運

動が脳報酬系の要である腹側被蓋野

(VTA)におけるドーパミン産生を増やし

自発運動量が多いほど産生が増え、疼痛

行動が抑えられること、その他背外側被

蓋核(LDT)や視床下部外側核などの関与

についても紹介し、脳報酬系の活性化が

鬱や QOLの改善につながることを紹介し

た。 

演者：仙波恵美子 藤田信子 

 

 

 

FM高齢女性に対して3週間の入院運動プ

ログラムを行い、疼痛、抑うつ、QOL、

の改善と NIRSによる前頭前野(PFC)の血

流動態の変化について報告した。高齢女

性の入院プログラムが疼痛、抑うつ、QOL

の改善につながり、背側前頭前野

(DLPFC)の質的、量的な脳活動変化を伴

ったと考えられた。 

演者：藤田信子 池田耕二 高井範子 

松野悟之 金子基史 三木健司 行岡

正雄 仙波恵美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.線維筋痛症 2 症例に対す

る 3 週間入院運動療法プロ

グラムの試み －運動が困

難な患者に対する介入方法

についてー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.維筋痛症患者に対する 3

週間入院プログラムの試み

～中等度以上の運動負荷が

可能であった症例～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.慢性疼痛に対する運動療

法を推進する立場から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.線維筋痛症高齢女性 2 症

例に対する 3 週間入院運動

の試み：前頭前野の血流動

態の変化と疼痛、抑うつ、

QOL の改善について 

 



9.線維筋痛症高齢女性 2 症

例に対する 3 週間入院運動

の試み：患者の心身の変化

と理学療法士の関わり方に

関する検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.n-back 課題の疼痛抑制

効果と前頭前野の脳活動と

の関連性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.運動療法が痛みに効く

基礎医学的機序と線維筋痛

症患者に対する集中的入院

運動療法の効果 

 

 平成 30 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 10 月 

 

 

第 23 回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健医療学学会第 9 回

学術集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11 回日本線維筋痛症

学会学術集会 シンポ

ジウム「慢性の痛み政策

研究事業からみた集学

的診療・運動療法の実

態」 

 

FM高齢女性に対して3週間の入院運動プ

ログラムを行い、BDI-2、JFIQ、インタ

ビューを行った。2 症例とも心身の回復

が良好であり、面談からも PT の関わり

方が非常に重要であることがわかった。

特に患者の不安傾向を踏まえ、運動内容

や規則正しい生活リズムをきちんと守

らせていたことが功を奏していた。 

演者：高井範子 藤田信子 池田耕二  

金子基史 三木健司 行岡正雄 仙波

恵美子 

 

 

 

背外側前頭前野(DLPFC)の活性化が痛み

刺激に対する閾値の関連性を明らかに

するため、n-back 課題による疼痛抑制効

果の検証を NIRS を用いて行った。その

結果、3-back 時に左 DLPFC の活性化が見

られ、また NRS は 3-back 時において左

DLPFC および前頭極の血流量と正の相関

がみられたが、正答率との間に相関がみ

られなかった。これらのことから、疼痛

抑制を目的に認知課題を与える場合、作

業負荷量や患者の主観的難易度に着目

することが疼痛抑制と脳の活性化に効

果を与えることが示唆された。 

演者：林英典 大槻嵐志 林弘規 木村

晋太郎 田中大樹 島田大地 松野悟

之 藤田信子 

 

 

 

運動による鎮痛(EIH: exercise-induced 

hypoalgesia)のメカニズムの中で、運動

による脳報酬系の活性化の重要性につ

いて、神経障害性疼痛を起こしたマウス

を自発運動させ、疼痛行動の著明な改善

とともに脳報酬系におけるドーパミン

産生の増加の観察について紹介。慢性疼

痛 患 者 の 脳 報 酬 系 を 含 む

mesocortico-limb system の機能不全、

特に側坐核の機能低下がみられるが、運

動による側坐核の活性化により側坐核

に投射する扁桃体基底外側核(BLA)、内

側前頭前野の活性化とともに、痛みに対

する恐怖による不動や種々の自律神経

反応の発現に関与する扁桃体中心核

(CeA)の抑制につながり脳のネットワー

クの正常化と鎮痛と生活習慣の改善に

つながることを紹介する。臨床例とし

て、現在、3 週間入院運動プログラムに

よる痛み、身体・認知機能、包括的 QOL、

うつや睡眠の改善について検討し、脳の

resting-state functional 

connectivity の解析による脳機能変化

についても紹介した。 

演者：仙波恵美子 藤田信子  

 

 

 

 

 

 

 



12.線維筋痛症患者への3週

間集中運動プログラムにお

ける効果発現機序の安静時

fMRI による検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．近赤外分光法を用いた

線維筋痛症患者における

Stroop 課題実施中の前頭前

野機能局在について－中高

年線維筋痛症患者を対象と

した一考察－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 2 年 12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 42 回日本疼痛学会 

シンポジウム「慢性疼痛

のイメージとニューロ

フィードバック」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 24 回一般社団法人日

本光脳機能イメージン

グ学会学術集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安静時ｆMRI を用いて線維筋痛症患者に

対する運動プログラムの奏効メカニズ

ムについて検討した。13 例では FM 質問

紙の得点および不安と恐怖の尺度が運

動プログラム終了後に有意に低下し、運

動プログラムによる抑うつ傾向の改善

は辺縁系の内側前頭前野と右扁桃体の

機能的結合の強度の変化と有意に相関

していた。これらの結果から、運動プロ

グラムが辺縁系の機能不全を正常化し

て症状を改善させたことが明らかとな

り、動物実験で示された慢性疼痛への運

動の奏効メカニズムが線維筋痛症患者

でも成り立つことを示唆した。 

演者：寒重之 藤田信子 仙波恵美子 

柴田政彦 三木健司 金子基史 高橋

紀代 中原理 

 

 

 

線維筋痛症は身体の広範な部位の筋骨

格系に生じる慢性疼痛と全身のこわば

りを主症状とする。また随伴症状の一つ

に認知機能の問題があり、FM 患者の生活

に多大な悪影響を与えている。本研究で

は NIRS を 用 い Central Executive 

Network に関連する背外側前頭前野

（DLPFC）と Default Mode Network に関

連する前頭極（FP）を関心領域とし、FM

患者の前頭前野の機能局在について検

討を行った。 

演者：藤田信子 仙波恵美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年月日

平成28年4月

～

平成28年9月

平成28年10月

～

平成29年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

3)少人数グループでの実習指導 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門基
礎科目「解剖学実習」（2年次配当　1単位）の実
習で取り組んだ。学生を10人程度の少人数グルー
プに分け、複数の教員でそれぞれが一グループを
担当した。実習では体表解剖のチェック項目を設
定し、それを基にを体表から骨指標や筋などの触
診を指導し、テスト形式で修得度の確認を行い、
学習を支援した。

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科
目「運動器障害評価法Ⅱ」（2年次配当　1単位）
において実践した。学生の主体的な取り組みを支
援する目的で、学生がペアで評価方法を実演する
形式をとり、学生の実演する評価方法で不足して
いる内容はその場で指導、訂正を行い、その後全
学生で演習を行った。学生ペアと実演する評価内
容は事前に学生に伝え、演習の事前学習を促し
た。実演担当の授業日までに教科書と教科書付属
のDVDでの事前学習を課題とした。DVDは全学生が
保有していたが、学内にも2ヶ所、学生が視聴でき
る場所を設けて事前学習を支援した。ほとんど毎
日いずれかの学生が演習の予習、復習を行ってお
り、教員にだけでなく学生間でも質問や指導が行
われるなど、積極的に学習へ取り組む学生の姿が
みられた。

1)確認テストによる理解度の確認と復習の支援 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科
目「運動療法学」（2年次配当　2単位）において
実践した。講義の要点を理解できているかを毎回
の講義で確認テストを行った。また、その小テス
トの問題と解答を学内ネットワーク上のフォルダ
で閲覧可能な状態とし、自主学習を促した。

人間医工学、健康・スポーツ科学、神経科学 理学療法学、運動処方と運動療法、臨床神経科学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

令和5年　3月　31日

氏名　　城野靖朋

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

１ 教育方法の実践例

4)学生による演習内容の実演を中心とした演習授
業の実施

2)中間テストによる理解度の確認と、理解度の低
い学生を対象とした学習支援

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科
目「運動療法学」（1年次配当　1単位）において
実践した。本講義は1年生を対象にした専門科目で
あったので、専門領域の学習に難渋する学生がい
ることも想定された。そこで、講義内容の理解度
を確認するための中間テストを実施し、学生の理
解度の把握に努めた。中間テストの得点の低かっ
た半数程度の学生を対象に誤答問題の解説作成を
課題とし、個別の添削を通して指導を行った。さ
らに、特に得点の低かった学生（クラスの1/4程
度）には授業時間以外の時間を利用して個別に指
導を行った。個別指導を実施した学生の中間試験
の平均点（個別指導前）はクラス全体の平均点の
40%の得点だったが、終講試験（個別指導後）の平
均点はクラス全体の平均点の87%の得点となった。
講義内容の理解度が低い学生に対して個別性の高
い指導を行うことで、専門科目の学習初期段階に
おける学力の向上に効果的があった。



年月日事項 概 要

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

令和元年9月

～

現在に至る

平成28年4月

～

平成28年9月

平成29年4月

～

平成30年3月

平成31年9月

～

現在に至る

令和2年4月

～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の専門基礎科目「運動学Ⅰ（総論）」（1年次配
当、1単位）、「人体機能学Ⅱ（動物性機能）」
（1年次配当、1単位）、「人体構造学Ⅲ（神経・
運動器）」（1年次配当、1単位）、「人体生理機
能実習」（2年次配当、2単位）、「人体構造実
習」（2年次配当、2単位）、「運動学演習」（2年
次配当、1単位）において、学習補助動画、確認テ
ストなど作成した。これにより、授業時間外での
学習ツールを提供し学生の自宅学習を促した。

6)臨床動画の活用 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科
目「理学療法学総合演習Ⅰ」（3年次配当　1単
位）において実践した。理学療法評価のひとつで
ある動作分析について、その基礎的な内容を講義
した後に、脳卒中後片麻痺者の理学療法（歩行練
習）の動画を視聴して実際の臨床を想定した学習
支援を行った。その結果、動画を視聴しながら動
作の模倣を行うなど、積極的な学習の姿勢が見ら
れた。

5)授業理解度の聞き取り調査と補講の実施、なら
びに講義スライド閲覧による自己学習支援

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門基
礎科目「運動器系解剖学」（1年次配当　4単位）
の担当10コマ（上下肢の筋学各論）において実践
した。専門的な科目を初めて受講する講義なの
で、数名の学生から理解が不十分な内容について
聞き取り調査を行った。また、その内容に基づい
た補講を行い、学習の理解に努めた。また、講義
スライドを学内のパソコンやタブレット端末で学
生がいつでも閲覧できる状態にし、自主学習を促
した。補講後には講義時間以外での質問が増える
など、分からないことをそのままにしない学習姿
勢が身についた。

4)オンライン教材の作成

2)授業時間外に復習できるスライドの作成 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門基
礎科目「運動器系解剖学」」（1年次配当　4単
位）の講義スライドを学内のパソコンやタブレッ
ト端末で学生がいつでも閲覧できる状態にし、自
主学習を促した。

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科
目「運動療法学」（2年次配当　2単位）において
作成し、学生の学習を促した。

3)ワークブックの作成 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の専門基礎科目「運動学Ⅰ」（1年次配当　1単
位）において作成した。これにより、学習内容を
明確にし学生の予習復習を支援することで、学生
に自主的な学習姿勢が見られた。

２　作成した教科書，教材

1)確認テストの作成

7)暗記カード形式のプリント配布による自己学習
支援

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の専門基礎科目「人体構造学Ⅲ」（1年次配当
1単位）において実施した。暗記が中心となる科目
なので、記憶の定着を目的に暗記カードを作成で
きる授業資料を作成した。授業時間外の学習ツー
ルを提供することで反復学習が必要となる暗記学
習を支援したが、学生が授業時間外で暗記してい
る場面がみられるなど、学生に自主的な学習姿勢
姿勢が見られた。



年月日事項 概 要

令和3年9月

～

現在に至る

平成29年4月

～

平成29年9月

平成30年8月

令和3年8月

平成20年2月

～

平成23年1月

３　教育上の能力に関する大学等の評価

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーショ
ン学科　講師	
担当授業科目：「運動学Ⅰ（総論）」「人体機能
学Ⅱ（動物性機能）」「人体構造学Ⅲ（神経・運
動器）」「基礎ゼミⅡ」「早期体験実習（理学療
法）」「人体生理機能実習」「人体構造実習」
「運動学演習」「地域理学療法実習」「客観的臨
床能力演習（理学療法）」「理学療法評価実習」
「総合臨床実習Ⅰ（理学療法）」「総合臨床実習
Ⅱ（理学療法）」可と判定	

3)奈良学園大学の授業評価アンケート 奈良学園大学の授業評価アンケート（5段階評価で
「5」が最も良い）のうち、複数の教員で担当する
科目の授業評価の「この授業は，総合的にみて満
足できるものでしたか。」の項目の得点が人体構
造実習で4.45、人体生理機能実習で4.39、運動学
演習で4.29と、すべての科目で全体平均の4.27よ
りも高い得点であった。

2)大学設置・学校法人審議会の教員組織審査

複数の理学療法士養成校から臨床実習生を受け入
れており、そのうちの5名の実習生にはケースバイ
ザーとして症例レポートの作成、院内における症
例発表の指導までを行った。実習生の学習を支援
する目的で以下のような環境設定に取り組んだ。
・実習指導を統括する責任者と相談し、実習生と
の信頼関係が構築しやすく、障害像が複雑過ぎな
い患者を選択し、実習が行えるよう調整
・実習指導責任者と連携し、実習指導内容の確認
や修正を行いながら実習指導を実施
・医師や他職種からの情報収集を実習生が直接行
えるように調整
・実習の進捗状況によって、疾患の異なる複数の
患者（中枢神経疾患の患者と整形外科疾患の患者
など）について、理学療法プロセスが経験できる
ように調整
・理学療法プロセスの模倣ができるよう、指導者
による指導だけでなく、理学療法士や他の実習生
の症例発表に参加できるよう調整
・他の理学療法士や他職種にも実習生が直接指導
を受けられる機会を設け、様々な意見や考えを聞
けるように調整
・実習で取り組んだこと、考えたことをまとめて
発表する機会を設定（症例発表）

1)理学療法士養成校から受け入れてた実習生に対
する指導

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1)大阪行岡医療大学の授業評価アンケート 大阪行岡医療大学の授業評価アンケート（4段階評
価で「4」が最も良い）のうち、一人で担当する
「運動器障害評価法Ⅱ」で回収した授業評価アン
ケートは概ね「4」、もしくは「3」の評価であっ
た。

5)OSCE bookの作成 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の専門科目「客観的臨床能力演習（理学療
法）」（3年次配当　2単位）において、自己の能
力を客観視する学習システムのツールとして作成
した。具体的には、演習のポイントと、動画撮影
した自身の演習の様子の自己採点を行う自己採点
表から構成される。これを使用することにより、
各学生の苦手な点を明確にすることができ、個別
性の高い学習を支援した。



年月日事項 概 要

平成25年9月

平成26年9月

平成28年8月

平成30年12月

平成29年6月

～

平成29年9月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成29年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

５　その他

5)腰痛予防講の講師 公立学校共済組合大阪支部が主催する腰痛予防講
座事業の講師の一人として、参加者42名に対して
講師2名で実演を交えた日常生活動作指導や運動療
法について模擬講義を行った。

1)奈良学園大学保健医療学部看護学科における教
育実績

奈良学園大学保健医療学部看護学科における非常
勤講師として、以下の科目を担当した。

「ヘルスプロモーション論」
　奈良学園大学保健医療学部看護学科の非常勤講
師として担当の「ヘルスプロモーション論」（選
択科目、2年次配当、半期、選択2単位）におい
て、運動学の基礎的な内容と、運動療法で用いら
れる運動と身体機能への効果について授業を行
い、それによって、学生に運動を用いたヘルスプ
ロモーションの方法を理解させる教育効果があっ
た。

「解剖学実習」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「解剖学実習」（専門基礎科目、2年
次および1年次配当、半期、必須1単位）におい
て、人体を体表から観察することによる肉眼的構
造の理解を促す授業を行い、それによって、学生
に具体的実体として人体の構造を理解させる教育
効果があった。

2)大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科におけ
る教育実績

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科における
専任教員（助教）として、以下のような科目を担
当した。

「運動療法学」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「運動療法学」（専門科目、2年次お
よび1年次配当、半期、必須2単位）において、運
動療法を適切に行うための基礎的な知識と運動器
や神経系疾患、内部障害など目的に合わせた運動
手技について授業を行った。それによって、学生
に運動療法の目的と治療計画立案など基礎理論を
理解させる教育効果があった。

4)模擬講義の講師 大阪行岡医療大学のオープンキャンパスの内容の
ひとつとして「腰痛講座」と題し、実演を交えた
日常生活動作指導や運動療法について模擬講義を
行った。

3)移乗動作介助に関する講習

2)病院職員に対する体位変換に関する講習 病院の職員を対象に、意識レベルが低いなどで自
力での寝返りが行えない入院患者に対する体位変
換について、静止画での説明と演習の実施を交え
た講習を実施した。

病院の職員を対象に、脳卒中後の機能障害によっ
て自力での移乗が行えない入院患者に対する移乗
時の介助方法について、動画による説明と実技演
習を交えた講習を実施した。



年月日事項 概 要

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年10月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

「理学療法学総合演習Ⅱ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「理学療法学総合演習Ⅱ」（専門科
目、4年次配当、半期、必須1単位）において、模
擬症例やグループワークを通して理学療法プロセ
スを経験する授業を行い、それによって、学生に
理学療法の目標と治療プログラムの立案と具体的
な実施方法を理解させ、実践力を養う教育効果が
あった。

「臨床体験実習」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「臨床体験実習」（専門科目、2年次
配当、半期、必須1単位）において、学外施設の臨
床実習指導者と連携して、理学療法の見学を通し
て理学療法業務について学び、問診や評価を一部
体験するなどの実習を行った。それによって、学
生に理学療法の意義と役割の理解させるだけでな
く、理学療法士として今後習得しなければならな
い能力を認識させる教育効果があった。

「理学療法概論」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「理学療法概論」（専門科目、1年次
配当、半期、必須2単位）において、理学療法にお
ける筋の知識の重要性に関する内容を担当し、そ
の授業を通して、学生に理学療法への興味・関心
を高める教育効果があった。

「運動器系解剖学」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「運動器系解剖学」（専門基礎科
目、1年次配当、半期、必須4単位）において、運
動器を構成する筋に関する内容を担当し、その授
業を通して、学生に身体運動を理解する基礎を理
解させる教育効果があった。

「理学療法学総合演習Ⅰ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「理学療法学総合演習Ⅰ」（専門科
目、4年次配当、半期、必須1単位）において、理
学療法の評価過程に必要な情報収集と検査・測定
技術の向上を目的に授業を行い、それによって、
学生に理学療法評価を理解させることと、理学療
法評価の立案と実施方法を習得させる教育効果が
あった。

「運動器障害評価法Ⅱ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「運動器障害評価法Ⅱ」（専門科
目、2年次配当、半期、必須1単位）において、筋
系障害の評価の理論と技術について授業を行い、
それによって、学生に筋系の評価と位置づけ、筋
力検査の意義を理解させることと、その方法を習
得させることの教育効果があった。



年月日事項 概 要

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

3)大阪ハイテクノロジー専門学校柔道整復師学科
における教育実績

「臨床総合実習Ⅰ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「臨床総合実習Ⅰ」（専門科目、4年
次配当、半期、必須6単位）において、学外施設の
臨床実習指導者と連携して、理学療法の対象とな
る代表的な疾患について障害評価から治療計画の
立案までの過程の実施と、理学療法の治療の一部
を体験するなどの実習を行った。それによって、
学生に一連の理学療法プロセスを実施できる能力
を向上させる教育効果があった。

「臨床総合実習Ⅱ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「臨床総合実習Ⅱ」（専門科目、4年
次配当、半期、必須8単位）において、学外施設の
臨床実習指導者と連携して、理学療法の対象とな
る代表的な疾患について障害評価から治療計画の
立案までの過程の実施と、理学療法の治療の一部
を体験するなどの実習を行った。それによって、
学生に一連の理学療法プロセスを実施できる能力
を向上させる教育効果があった。

「卒業研究」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「卒業研究」（専門科目、4年次配
当、通年、必須4単位）において、今まで学習して
きたことの見直し、文献検索、研究方法の選択や
論文の書き方の指導を行った。それによって、学
生に具体的なテーマを選択し、自ら研究する姿勢
と能力を養う教育効果があった。
・平成29年度の卒業研究のテーマ
「閉塞性換気障害と拘束性換気障害におけるADL指
導の違い」「筋緊張の分類とその特徴、そして治
療法、理学療法アプローチについて」「ギラン･バ
レー症候群と多発性硬化症の比較」
・平成30年度の卒業研究のテーマ
「トップアスリートへの理学療法的アプローチに
ついて」「整形外科疾患の歩行の特徴について」
「パーキンソン病の運動症状の特徴」

大阪ハイテクノロジー専門学校柔道整復師学科に
おける非常勤講師として、以下の科目を担当し
た。

「リハビリテーション医学」
　大阪ハイテクノロジー専門学校柔道整復師学科
の非常勤講師として担当の「リハビリテーション
医学」（3年次配当、前期-必須1単位、後期-必須1
単位）において、脳や脊髄、運動器、呼吸器など
の幅広い疾患による障害と、障害をリハビリテー
ションの観点から治療することについて授業を行
い、それによって、学生にリハビリテーションの
意義とリハビリテーションに携わる職種の役割を
理解させる教育効果があった。

「臨床評価実習」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教
として担当の「臨床評価実習」（専門科目、3年次
配当、半期、必須3単位）において、学外施設の臨
床実習指導者と連携して、症例に応じた基本的な
障害評価の方法を経験し、障害の種類や程度を具
体的に把握するなどの実習を行った。それによっ
て、学生に理学療法の基本的な評価技術を習得さ
せる教育効果があった。



年月日事項 概 要

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

平成31年9月

～

令和4年3月

「基礎ゼミⅡ」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「基礎ゼミⅡ」（共通教
育科目、1年次配当、半期、必須1単位）を少人数
のゼミ形式で1年次生が大学の学習に慣れ、4年間
の大学生活を有意義に送るための基礎を修得でき
るよう授業を担当した。最終的には一人一つの
テーマを設定し、具体的には、講義ノートの取り
方、文献資料の検索、学術的な文章の読み方など
について、ゼミ形式の演習を通じて学修し、最終
的には1人1テーマで学習した内容をまとめてプレ
ゼンテーションを行った。それによって、学生に
大学における能動的な学びを理解させ、慣れさせ
る教育効果があった。

4)奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科における教育実績

「人体構造学Ⅲ（神経・運動器）」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「人体機能学Ⅱ（動物性
機能）」（専門基礎科目、1年次配当、半期、必須
1単位）をオムニバス形式で5回分の授業を担当し
た。主に運動の発現とそれを統制・支配する脳神
経系の機能解剖を説明できるように授業を行っ
た。それによって、学生に、これらの知識を基に
機能解剖や運動学との関連性、臨床面への応用に
ついて理解させる教育効果があった。

「人体機能学Ⅱ（動物性機能）」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「人体機能学Ⅱ（動物性
機能）」（専門基礎科目、1年次配当、半期、必須
1単位）をオムニバス形式で5回分の授業を担当し
た。主に脳神経系に関する生理機能を系統的に理
解できるように授業を行った。それによって、学
生に理学療法士・作業療法士にとって動物性機能
が必要な意味を理解させる教育効果があった。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科における専任教員（講師）として、以下のよう
な科目を担当した。

「運動学Ⅰ（総論）」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「運動学Ⅰ（総論）」
（専門基礎科目、1年次配当、半期、必須1単位）
をオムニバス形式で5回分の授業を担当した。主に
運動の心身への影響と運動学習について授業を
行った。それによって、学生に運動をリハビリ
テーションに応用するための基礎的な理論を理解
させる教育効果があった。



年月日事項 概 要

平成31年9月

～

令和4年3月

令和2年4月

～

現在に至る

令和2年4月

～

現在に至る

令和2年4月

～

現在に至る

令和2年9月

～

現在に至る

「人体構造実習」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「人体構造実習」（専門
基礎科目、2年次配当、半期、必須2単位）を担当
した。脳神経系の機能解剖の学習にはコンピュー
ター上でヴァーチャルな人体解剖がおこなえるア
プリも導入し、構造を3次元的に理解させた。自己
の理解度を確認させるためにスケッチ課題、令和3
年からは粘土で脳の一部を作成させるなど、自己
理解度の確認を行わせた。それによって、学生
に、人体構造への興味を沸かせ、運動学との関連
性、臨床面への応用について理解させる教育効果
があった。

「地域理学療法実習」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「地域理学療法実習」
（専門科目、2年次配当、半期、必須2単位）を担
当した。令和2年度と3年度は学内にて実習を実施
した。地域理学療法の臨床のオンライン見学、事
例検討、グループワークを通して、地域に在住し
生活している障害児・者と家族を取り巻く社会環
境を含めた包括的な社会的リハビリテーションを
理解させる効果があった。

「運動学演習」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「運動学演習」（専門基
礎科目、2年次配当、半期、必須1単位）を担当し
た。リハビリテーション評価の基礎となる運動の
解析が行え、解析結果を解釈できるように授業を
行った。それによって、学生に、運動学を臨床へ
応用する方法とその重要性を理解させる教育効果
があった。

「早期体験実習(理学療法)」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「早期体験実習(理学療
法)」（専門科目、1年次配当、半期、必須1単位）
を担当した。教員引率による臨地での見学実習、
および学内でのセミナーを通して、理学療法の役
割と位置付けを学修させ、他職種の専門性と相互
の連携を理解させ、理学療法士への動機付けと学
習意欲を高める効果があった。なお、令和2年度と
3年度は学内にて実習を実施した。臨床のオンライ
ン見学、視聴覚教材を用いたリハビリテーション
における診療チームの役割を学習することで、理
学療法の役割と位置付け、他職種の専門性と相互
の連携を理解させる教育効果があった。

「人体生理機能実習」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「人体生理機能実習」
（専門基礎科目、2年次配当、半期、必須2単位）
を担当した。主に運動がおこる生理機能の理解
し、運動の電気生理的評価を行えるように授業を
行った。それによって、学生に、1年次で習得した
機能学の知識の臨床面への応用について理解させ
る教育効果があった。



年月日事項 概 要

令和3年9月

～

現在に至る

令和3年9月

～

現在に至る

令和4年4月

～

現在に至る

令和4年4月

～

現在に至る

平成28年6月

令和元年9月

令和3年8月

令和3年8月

～

令和3年11月

総合理学療法学の原著論文1編の査読を担当した。

「客観的臨床能力演習（理学療法）」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「地域理学療法実習」
（専門科目、3年次配当、半期、必須2単位）を担
当した。理学療法における臨床能力の演習を体系
的に行わせ、学生は本学独自のOSCE bookを用いて
自己の演習内容の動画から客観的に自己評価を行
わせた。これにより個別性の高い学習を支援する
とともに、積極的な演習の取り組みを促す効果が
あった。

「理学療法評価実習」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「理学療法評価実習」
（専門科目、3年次配当、半期、必須3単位）を担
当した。臨床実習施設と連携を図り、診療チーム
の一員として理学療法の経験を積ませ、理学療法
評価に基づいたニーズの把握、問題点の設定、治
療計画の作成といった一連の理学療法過程の経験
学習につながる実習教育を計画、実施した。それ
によって、学生に理学療法の基本的な評価技術の
習得と一連の理学療法過程を理解させる教育効果
があった。

「総合臨床実習Ⅰ（理学療法）」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「総合臨床実習Ⅰ（理学
療法）」（専門科目、4年次配当、半期、必須8単
位）を担当した。臨床実習施設と連携を図り、診
療チームの一員として理学療法の経験を積ませ、
理学療法の治療の一部の経験を含めた一連の理学
療法過程の経験学習につながる実習教育を計画、
実施した。それによって、学生に一連の理学療法
過程を理解させ、実施能力を向上させる教育効果
があった。

「総合臨床実習Ⅱ（理学療法）」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科の講師として担当の「総合臨床実習Ⅱ（理学
療法）」（専門科目、4年次配当、半期、必須8単
位）を担当した。臨床実習施設と連携を図り、診
療チームの一員として理学療法の経験を積ませ、
理学療法の治療経験や管理や各組織との連携を含
めた理学療法の経験学習につながる実習教育を計
画、実施した。それによって、学生に基礎的な理
学療法を広く理解させ、実施能力を向上させる教
育効果があった。

5)原著論文の査読 Journal of Physical Therapy Scienceの原著論文
1編の査読を担当した。

PLOS ONEの原著論文1編の査読を担当した。

PLOS ONEの原著論文1編の査読を担当した。



年月日事項 概 要

令和3年2月

令和4年1月

平成28年9月

平成29年9月

令和4年6月

令和4年11月

年月日

平成19年5月

平成25年3月

平成28年3月

平成21年1月

～

平成23年1月

３　実務の経験を有する者についての特記事項

6)学術大会演題の査読 大阪府理学療法士学会三島ブロックの新人症例発
表演題2名分の査読担当した。

理学療法士 理学療法士免許登録（第63125号）

事項 概 要

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

２　特許等

大阪府立大学　第15号
題名「The effect of tonic contraction of one
hand muscle on motor area of tonically
contracting another hand muscle 」（訳文：手
指筋緊張性収縮が緊張性に収縮する隣接運動野表
象へ及ぼす影響）

県立広島大学　第419号
題名「二重課題訓練の注意に関する指示が姿勢動
揺に与える影響」

博士（保健学）

大阪府理学療法士学会三島ブロックの新人症例発
表演題3名分の査読担当した。

医療福祉情報行動科学研究の原著論文1編の査読を
担当した。

第31回奈良県理学療法士学会の発表5名分の査読を
担当した。

保健医療学学会第12回学術集会の演題2名分の査読
を担当した。

医療福祉情報行動科学研究の原著論文1編の査読を
担当した。

なし

１　資格，免許

回復期病棟に勤務。
回復期病棟の専従理学療法士として、回復期病棟
で個別リハビリテーションを行うリハビリテー
ション専門職種のリーダーとして、回復期リハビ
リテーション病棟業務に従事した。リハビリテー
ションプログラムの検討、退院前の在宅訪問評
価、退院先の検討など、理学療法士の視点から
チーム医療に携わった。
　個別には脳血管疾患をはじめとする中枢神経疾
患患者、整形外科疾患をはじめとする運動器疾患
患者や肺炎後や外科的術後の廃用症候群の患者な
どを対象にした理学療法に従事した。

修士（保健福祉学）

1)東浦平成病院理学療法士



年月日事項 概 要

平成23年1月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

平成27年8月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成29年12月

平成31年5月

～

令和3年3月

令和3年7月

～

令和3年7月

令和3年7月

～

現在に至る

令和4年12月

令和2年6月

2)白須整形外科クリニック理学療法士 変形関節症、肩関節周囲炎、人工関節置換術後や
腱板断裂術後など多くの運動器疾患患者の理学療
法に従事した。また、オスグッドシュラッター
病、脊椎分離症など若年者の理学療法も実施し
た。微弱電流治療器という新奇性のある物理療法
の実施も行った。

3)大津病院理学療法士 療養病棟での勤務では、慢性期の整形外科疾患、
呼吸器疾患、中枢神経疾患の入院患者への理学療
法に従事した。
外来リハビリテーションでの勤務では、脳卒中後
で片麻痺のある地域在住高齢者の外来での理学療
法に従事した。
在宅訪問サービスでの勤務では、地域在住の片麻
痺の方や、神経変性疾患の方の理学療法に従事し
た。

日本物理療法研究会評議員として物理療法の発展
と普及のため、研究会の活動に貢献した。

4)ゆきおかデイケアセンター理学療法士

6)大阪大学大学院医学系研究科脳神経機能再生学
特任研究員

週に1回程度の頻度で、大阪大学大学院医学系研究
科脳神経機能再生学の特任研究員として臨床研究
に従事した。アルツハイマー型認知症や神経障害
性疼痛を有する対象者への反復経頭蓋磁器刺激に
よる治療の有効性に関する研究に従事した。

週に1回程度の頻度で、行岡病院の通所リハビリ
テーションで個別理学療法に従事した。対象は脳
血管疾患、脊髄小脳変性症などの中枢神経疾患、
変形性膝関節症、人工膝関節術後、腰椎圧迫骨折
などの運動器疾患を背景に持つ地域在住の高齢者
である。

保健医療学学会第12回学術集会準備委員として学
会の準備、運営に従事し、保健医療の発展に努め
た。

5)保健医療学学会第8回学術集会準備運営スタッフ 保健医療学学会第8回学術集会準備運営スタッフと
して学会の準備、運営に従事し、保健医療の発展
に努めた。

7)日本物理療法研究会評議員

9)保健医療学学会第12回学術集会準備委員

8)日本物理療法研究会理事

10)研究費取得実績 令和元年9月 奈良学園共同研究費助成：学童期から青年期にお
ける姿勢の形態学的・運動学的機能面が静的・動
的バランス能力に及ぼす影響について-パイロット
スタディ（共同研究者-助成額：70万円）

奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成：腱振
動刺激中マッチング課題の経時的解析（研究代表
者-助成額：22万円）

日本物理療法研究会理事として物理療法の発展と
普及のため、研究会の活動に貢献した。



年月日事項 概 要

令和2年6月

令和2年6月

令和3年6月

令和3年6月

令和3年6月

令和4年7月

令和2年4月

～

現在に至る

1)奈良学園大学ハラスメント防止委員会 ハラスメント防止委員としてハラスメント防止の
啓発活動、調停活動、相談員マニュアルの改訂な
どに従事し、ハラスメントの防止に努めた。

奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成：創傷
被覆材における近赤外線透過率の検証（共同研究
者-助成額：22万円）

奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成：リハ
ビリテーション学科臨床実習管理センターにおけ
るホームページによる双方向性システムの構築-臨
床実習教育の質向上を目指して-（共同研究者-助
成額：22万円）

奈良学園共同研究費助成：ICTを活用した幼児に対
するリズムとタイミングを強化する遊びが運動能
力に及ぼす効果の検証（共同研究者-助成額：27万
円-）

４　その他

奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成：電子
角度計を用いた痙縮評価の定量化の試み（研究代
表者-助成額：34万円）

奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成：足関
節捻挫既者に対する主観的評価質問票と客観的機
能評価との関連（共同研究者-助成額：34万円）

奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成：介護
を要する高齢者における見かけの可動域制限の実
態調査について（研究代表者-助成額：30万円）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
なし

（学術論文）

共著 平成24年11月

共著 平成25年3月

単著 平成25年3月

2 高齢者にみられる浮き
趾と足趾運動機能および
姿勢制御能力について
（査読付）

理学療法の臨床と研究
22号
pp.15-19

浮き趾と足趾運動機能、姿勢制御能力の関
連について検証した。足趾が全て接地して
いる対象と比較し、足趾の接地状態が不良
な対象では、Functional reach testの距離
および足趾荷重量が低値を示し、Center of
foot pressure軌跡の後方偏移を認めた。ま
た、これらの対象では足趾筋力が低値を示
し、足趾屈曲が困難であった。したがっ
て、浮き趾を有する高齢者では姿勢制御能
力や足部機能が低下している可能性が示唆
された。このことは、健常高齢者に限ら
ず、リウマチなどの運動器疾患や痙縮など
の中枢神経疾患による足趾変形の理学療法
評価と関連する知見である。
本人担当部分：研究結果と姿勢制御能力の
関係について考察するなど、考察を部分的
に担当。
共著者：長谷川正哉，金井秀作，島谷康
司，城野靖朋，島田雅史，大塚彰

3 二重課題訓練の注意に
関する指示が姿勢動揺に
与える影響
（修士論文）

県立広島大学 注意機能の低下がみられる中枢神経疾患患
者や高齢者の理学療法を想定し、健常成人
を対象とした運動課題と認知課題の二重課
題干渉効果ならびに、二重課題練習におけ
る注意に関する指示の影響を検証した。運
動課題と認知課題の二重課題干渉効果に
よって、運動課題パフォーマンスは向上
し、認知課題パフォーマンスは低下するこ
とが示唆された。また、二重課題練習時の
注意に関する指示は与えず、自由に練習さ
せることで、運動課題パフォーマンスが即
時的に向上することが示唆された。
A4判　全25頁

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

整形外科疾患、中枢神経疾患、また、高齢
や廃用症候群によって重度の筋力低下がみ
られる対象の運動療法の開発を目的とし
て、健常成人を対象にメンタルプラクティ
スによる膝伸展筋力増強効果を検証した。
メンタルプラクティスは等尺性膝伸展筋力
を有意に増強させた。イメージする課題中
の脳血流量を、近赤外光脳機能イメージン
グ装置で測定したところ、前頭葉領域の脳
活動賦活が確認された。したがって、メン
タルプラクティスによる筋力増強効果は、
脳活動を賦活させることによる神経性要因
による可能性が示唆された。
本人担当部分：研究結果の解釈、特に脳機
能に関する部分の考察について部分的に担
当。
共著者：谷出康士，金井秀作，城野靖朋，
後藤拓也

1 イメージ能力の差がメ
ンタルプラクティスによ
る筋力増強効果に与える
影響
（査読付）

運動療法と物理療法
23巻3号
pp.302-307



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成25年7月

共著 平成25年8月

共著 平成26年7月

4 運動課題と認知課題の
二重課題干渉効果
（査読付）

ヘルスプロモーション
理学療法研究
3巻2号
pp.47-51

運動課題にタンデム立位保持課題、認知課
題にストループ干渉課題を用いて、各課題
パフォーマンスが受ける二重課題干渉効果
について検証した。二重課題干渉効果でタ
ンデム立位の重心動揺面積は縮小し、スト
ループ干渉課題の正当数が減少した。した
がって、運動課題と認知課題の二重課題干
渉効果によって、運動課題のパフォーマン
スは向上し、認知課題のパフォーマンスは
低下することが示唆された。このことは、
注意機能の低下がみられるような高齢者や
中枢神経疾患患者にはより顕著に観察され
る可能性があり、そのような対象者の理学
療法評価で二重課題の干渉を考慮する必要
性を示している。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、結果の分析、論文作成、論文投稿に
至るまでを中心的に担当。
共著者：城野靖朋，金井秀作，後藤拓也，
原田亮，藤高祐太，谷出康士，長谷川正
哉，大塚彰

6 Different
corticospinal control
between discrete and
rhythmic movement of
the ankle.
（査読付）
（足関節背屈の単発運動
とリズミカル運動との間
における皮質脊髄制御の
違い）

Frontiers in Human
Neuroscience
Vol. 8
article.578
（訳文：フロンティア
イン　ヒューマン
ニューロサイエンス）

5 二重課題練習における
注意の指示の影響
（査読付）

理学療法科学
28巻4号
pp.533-537

中枢神経障害や加齢の影響によって注意機
能が低下している患者への理学療法では、
効率的に運動学習が達成されるための注意
の操作は重要な問題である。そこで健常成
人を対象に、二重課題練習における注意に
関する指示方略の影響を検証した。二重課
題練習時に注意の指示を与えない方略によ
る練習で、二重課題の運動課題パフォーマ
ンス、高難易度運動課題パフォーマンスが
即時的に向上した。したがって、二重課題
練習時の注意に関する指示は与えず、自由
に練習させることで、運動課題パフォーマ
ンスが即時的に向上することが示唆され
た。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、結果の分析、論文投稿に
至るまでを中心的に担当。
共著者：城野靖朋，金井秀作，後藤拓也，
原田亮，藤高祐太，谷出康士，長谷川正
哉，大塚彰

中枢神経障害や運動器障害によって生じる
歩行障害の理学療法では連続的な歩行練習
と分節的な歩行練習とが行われる。そこで
これらの違いを神経生理学的に明らかにす
るため、リズミカルな足関節底背屈運動
と、1回の足関節底背屈運動における皮質脊
髄制御ならびに脊髄制御の違いを検証し
た。その結果、前脛骨筋の運動誘発電位
が、リズミカルな運動の後期で有意に大き
かった。このことから、リズミカルな運動
の初期と後期で皮質脊髄制御が異なる可能
性が示唆された。この結論は、理学療法に
おける歩行練習が連続的もしくは分節的に
行うかによって、皮質脊髄制御のレベルで
違いがあることを示している。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。運動誘発電位とH反射の結果から，神経
的な制御機構に関する考察を行った。
共著者：Goto Y.（後藤夢野）, Jono Y.
（城野靖朋）, Hatanaka R.（畑中良太）,
Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.（谷恵
介）, Chujo Y.（中條雄太）, Hiraoka K.
（平岡浩一）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年10月

共著 平成26年10月

7 Bimanual coordination
of force enhances
interhemispheric
inhibition between the
primary motor cortices.
（査読付）
（両手間force協調が一次
運動野の半球間抑制を強
化）

NeuroReport
Vol. 25(15)
pp.1203-1207
（訳文：ニューロレ
ポート）

一次運動野の半球間抑制は、中枢神経障害
による運動麻痺に影響を及ぼしていると考
えられている。その半球間抑制が運動制御
に及ぼす影響を明らかにするため、Forceの
両手協調が、一次運動野の半球間抑制に与
える影響を神経生理学的に検証した。左右
の示指外転運動による両側間force調整が不
要な課題と比較して、両側間force調整が必
要な課題で半球間抑制が増大した。した
がって、両側間でforceを調整する運動の協
調において一次運動野の活動が抑制される
ことを示唆した。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
を部分的に担当。
共著者：Hiraoka K.（平岡浩一）, Ae M.
（阿江実乃里）, Ogura N.（小倉奈々）,
Sano C.（佐野千紗）, Shiomi K.（塩見啓
悟）, Morita Y.（森田祐司）, Yokoyama
H.（横山遥香）, Jono Y.（城野靖朋）,
Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.（谷恵
介）, Chujo Y.（中條雄太）

8 Asymmetry of
anticipatory postural
adjustment during gait
initiation.
（査読付）
（歩行開始時の予測的姿
勢制御の非対称性）

Journal of Human
Kinetics
Vol.42
pp.7-14
（訳文：ジャーナル
オブ　ヒューマンキネ
ティクス）

歩行開始時の重心移動は、まず歩行を開始
する足側かつ後方へ重心が移動する。これ
は予測的姿勢制御を反映しているが、パー
キンソン病患者の外的合図による歩行開始
では、歩行開始足と反対側に最初の重心移
動が生じることが多くなる（予測的姿勢制
御の誤り）。そこで、歩行開始足の選択プ
ロセスの違いが、歩行開始時の予測的姿勢
制御の非対称性へ与える影響を運動学的に
検証した。外的な合図による歩行開始時の
重心移動は、歩行開始足が右足や自由に選
択した足よりも左足の場合に有意に側方へ
変移した。本研究結果は外的合図による歩
行開始時の予測的姿勢制御の左右非対称性
を示唆する。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。結果の解釈、考察を部分ではパーキン
ソン病のすくみ足に関して臨床的観点から
議論を行った。
共著者：Hiraoka K.（平岡浩一）,
Hatanaka R.（畑中良太）, Nikaido Y.（二
階堂泰隆）, Jono Y.（城野靖朋）, Nomura
Y.（野村佳史）, Tani K.（谷恵介）,
Chujyo Y.（中條雄太）
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9 The effect of tonic
contraction of the
finger muscle on the
motor cortical
representation of the
contracting adjacent
muscle.
（査読付）
（手指筋緊張性収縮が収
縮中の隣接手指筋運動野
表象に与える影響）

Somatosensory & Motor
Research
Vol.32(2)
pp.114-121
（訳文：ソーマトセン
ソリー　アンド　モー
ターリサーチ）

10 Monaural auditory
cue affects the process
of choosing the initial
swing leg in gait
initiation.
（査読付）
（モノラルな音刺激が歩
行開始足の選択過程に与
える影響）

Journal of Motor
Behavior
Vol.47(6)
pp.522-526
（訳文：ジャーナル
オブ　モータービヘイ
バー）

すくみ足のみられるパーキンソン病患者で
は、歩行開始足の左右の選択にばらつきが
生じる。また、音信号は歩行開始時の反応
時間や歩幅、予測的姿勢制御などに影響を
与えることが知られている。そこで歩行開
始足の選択に音信号が与える影響を検証し
た。開始足に選択しにくい足側からの音信
号は、開始足に選択しにくい足を開始足に
選択する確率を増大させた。しかし、常時
同側から音信号与える実験では、開始足に
選択しにくい足を選択する確率を増大させ
なかった。したがって、選択しにくい足側
への音信号は、それが予測できない場合
に、選択しやすい足を選択する優先性を弱
めることが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案部分ではパーキンソン
病のすくみ足に関して臨床的観点から議論
を行った。
共著者：Hiraoka K.（平岡浩一）, Ae M.
（阿江実乃里）, Ogura N.（小倉奈々）,
Sano C.（佐野千紗）, Shiomi K.（塩見啓
悟）, Morita Y.（森田祐司）, Yokoyama
H.（横山遥香）, Iwata Y.（岩田泰幸）,
Jono Y.（城野靖朋）, Nomura Y.（野村佳
史）, Tani K.（谷恵介）, Chujo Y.（中條
雄太）

中枢神経疾患の運動障害である共同運動
は、活動を意図していない筋に隣接する筋
活動からの影響が及んでいる。そこで、隣
接筋間の活動の関係性を明らかにするた
め、手指筋支配運動野表象に隣接手指筋活
動が与える影響を神経生理学的に観察し
た。隣接筋活動の影響により興奮性の重心
が運動野内側へ偏移した。隣接筋運動野表
象との重複表象の興奮性は変化しなかった
が、非重複表象の興奮性は抑制された。非
重複表象は重複表象よりも外側に位置して
いた。したがって、隣接筋活動は非重複表
象の興奮性を抑制し、興奮性の重心を偏移
させることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
共著者：Jono Y.（城野靖朋）, Chujo Y.
（中條雄太）,  Nomura Y.（野村佳史）,
Tani K.（谷恵介）, Nikaido Y.（二階堂泰
隆）, Hatanaka R.（畑中良太）, Hiraoka
K.（平岡浩一）
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共著 平成28年3月

12 Corticospinal
Excitability in the
Hand Muscles is
Decreased During Eye
Movement with Visual
Occlusion.
（査読付）
（視覚遮断下での眼球運
動による手内在筋皮質脊
髄興奮性の減少）

Perceptual and motor
skills
Vol.122(1)
pp.238-255
（訳文：パーセプチャ
ル　アンド　モーター
スキルス）

地域在住高齢者の不安定面での姿勢制御能
力が転倒にどう影響するかを運動学的に検
証した。過去1年間の転倒歴から転倒群と非
転倒群とを分類し、ラバー負荷使用による
姿勢制御能力を比較した。その結果、重心
動揺面積ならびに軌跡長に有意な差は認め
られなかったが、ラバー負荷時のロンベル
ク率で、非転倒群で高値だった。したがっ
て、転倒群の姿勢制御は非転倒群と比べ下
肢の体性感覚への依存が少ない可能性が示
唆された。このことは地域在住高齢者に対
する理学療法のみならず、健康増進、予防
理学療法にとって重要な知見である。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察の姿
勢制御に関する議論を行い、部分的に担
当。
共著者：藤高祐太，金井秀作，原田亮，後
藤拓也，城野靖朋，田中聡，大塚彰

眼と手の協調的な運動制御を神経生理学的
に明らかにするため、眼球運動命令が手指
筋支配皮質脊髄路興奮性に及ぼす影響を検
証した。眼球運動前と比較して、眼球運動
開始から終了を4分割した第3相の手指筋支
配皮質脊髄路興奮性が有意に減少した。筋
の違い、眼球運動方向および筋が収縮した
場合の指運動方向に影響を受けなかった。
したがって、眼球運動命令が手指筋への運
動命令を生成しなかった。また、抑制は前
腕肢位の影響を受けなかったため、視覚的
フィードバックが存在しないときに前腕筋
の固有受容によって抑制が影響されなかっ
たことを示した。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共著者：Chujyo Y.（中條雄太）, Jono Y.
（城野靖朋）, Tani K.（谷恵介）, Nomura
Y.（野村佳史）, Hiraoka K.（平岡浩一）

13 Corticospinal
modulations during
bimanual movement with
different relative
phases
（査読付）
（異なる相対位相の両側
運動中における皮質脊髄
変調）

Frontiers in human
neuroscience
Vol.10
Artikle.95
（訳文：フロンティア
イン　ヒューマン
ニューロサイエンス）

11 不安定面での姿勢制御
能力が地域在住高齢者の
転倒に及ぼす影響―不安
定面での重心動揺検査に
おける検証―
（査読付）

ヘルスプロモーション
理学療法研究
5巻2号,
pp.75-79

相対位相の異なる両側性運動を用いて皮質
脊髄調整による運動制御への影響を神経生
理学的に調べた。難易度の高い相対位相の
両側性運動中の皮質脊髄興奮性が高かっ
た。このことは、課題の難易度、半球間相
互作用の関与、または運動課題を習得する
ために費やされる労力が大きいことに起因
する可能性がある。また、難易度の高い相
対位相の両側性運動中の背景筋活動に対す
る皮質脊髄興奮性の依存性は低かった。こ
のことは、難易度の高い相対位相の両側性
運動に対する皮質脊髄の寄与の小ささを反
映し得る。この知見は、両手を用いて行う
日常生活動作の難易度によって神経系の関
与が異なることも示している。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共著者：Nomura Y.（野村佳史）, Jono Y.
（城野靖朋）,  Tani K.（谷恵介）,
Chujyo Y.（中條雄太）, Hiraoka K.（平岡
浩一）
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14 The effect of tonic
contraction of one hand
muscle on motor area of
tonically contracting
another hand muscle
（博士論文）
（手指筋緊張性収縮が緊
張性に収縮する隣接筋運
動野表象へ及ぼす影響）

大阪府立大学 隣接する手指筋緊張性収縮が、運動野の興
奮性および抑制性に及ぼす影響について検
証した。第1実験では、隣接筋活動により運
動野興奮性分布が運動野の内側へ偏移し
た。第2実験では、独立性の高い運動に関連
する筋の運動野表象の外側が、独立性の低
い運動に関連する筋活動によって興奮性が
抑制し、抑制性は脱抑制した。したがっ
て、隣接する手指筋緊張性収縮の影響は筋
特異的かつ領域特異的であることが示唆さ
れた。このことは、中枢神経障害による運
動麻痺のパターンの特徴を電気生理学的に
示すことに発展する可能性がある。
A4判　全42頁

15 Time and direction
preparation of the long
latency stretch reflex
（査読付）
（長潜時反射の時間と方
向の準備）

Human movement
science
Vol.47
pp.38-48
（訳文：ヒューマン
ムーブメント　サイエ
ンス）

運動制御に影響を与える予測、反射、感覚
情報といった因子が、外力に対して指の位
置を保とうとする際の運動反応の潜時へど
のような影響を与えるかを神経生理学的に
検証した。長潜時の伸張反射は外力の方向
に関わらず誘引されたことから、筋伸張の
感覚情報だけでなく、運動方向に関係のな
い感覚情報によっても誘引されることが示
唆された。どちらの外力方向に対しても運
動反応の時間予測は長潜時伸張反射を促通
した。この変調は筋の伸長に媒介されない
と考えられる。また、運動反応の方向予測
は、その方向に筋が伸長された場合に長潜
時伸張反射と皮質脊髄興奮性を促通した。
したがって、これらの変調は脊髄反射に媒
介されていると考えられる．
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共著者：Nikaido Y.（二階堂泰隆）,
Hatanaka R.（畑中良太）, Jono Y.（城野
靖朋）, Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.
（谷恵介）, Chujyo Y.（中條雄太）,
Hiraoka K.（平岡浩一）

標的物へのリーチ動作に左右どちらの手を
選択するかの運動プロセスは、聴覚的な情
報処理に関わる脳機能が関係していると推
察し、モノラルな聴覚刺激が手選択に及ぼ
す影響について検証した。右耳への聴覚刺
激は右手選択を増大させ、左耳への聴覚刺
激は左手選択をわずかに増大させた。手選
択が左右均等になる水平視線角度は、右聴
覚入力の影響を受けて有意に左へ偏移した
が、左聴覚入力の影響を受けなかった。し
たがって、手選択に対する右聴覚刺激が有
意となる効果は、手選択の皮質活動の左右
非対称性を示唆する。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共著者：Tani K.（谷恵介）, Jono Y.（城
野靖朋）, Nomura Y.（野村佳史）, Chujyo
Y.（中條雄太）, Hiraoka K.（平岡浩一）

16 The Effect of
Monaural Auditory
Stimulus on Hand
Selection When Reaching
（査読付）
（モノラルな音刺激が
リーチ動作における手の
選択へ及ぼす影響）

Motor control
pp.1-23
（訳文：モーターコン
トロール）
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17 Interhemispheric
inhibition induced by
transcranial magnetic
stimulation over
primary sensory cortex
（査読付）
（一次感覚野への経頭蓋
磁器刺激による半球間抑
制）

Frontiers in human
neuroscience
Vol.10
Artikle.438
（訳文：フロンティア
イン　ヒューマン
ニューロサイエンス）

中枢神経障害による運動麻痺に影響を及ぼ
していると考えられている半球間抑制は、
一次運動野だけでなく一次感覚野において
も観察されている。一次感覚野を経頭蓋磁
気刺激することによる長潜時半球間抑制が
触覚入力によって調節されるのか、この抑
制が一次運動野を刺激することによって生
じる抑制と異なるのかを神経生理学的に検
証した。一次感覚野を刺激することによる
長潜時半球間抑制は、対側示指への皮膚刺
激による体性感覚求心性入力が一次感覚野
に到達するタイミングで促通した。一次運
動野を刺激することによる長潜時半球間抑
制は、指刺激の影響を受けなかった。した
がって、一次感覚野を刺激することによる
長潜時半球間抑制は、体性感覚経路の活動
と関連することが考えられ、また、一次運
動野を刺激することによる抑制と異なるこ
とが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共著者：Iwata Y.（岩田恭幸）, Jono Y.
（城野靖朋）, Mizusawa H.（水澤裕貴）,
Kinoshita A.（木下篤）, Hiraoka K.（平
岡浩一）

19 Change in
excitability of
corticospinal pathway
and GABA-Mediated
inhibitory circuits of
primary motor cortex
induced by contraction
of adjacent hand muscle
（査読付）
（隣接する手指筋収縮に
よる皮質脊髄の興奮性回
路とGABAが介在する抑制
性回路の興奮性変化）

Brain Topography
Vol.29(6)
pp.834-846
（訳文：ブレイン　ト
ポグラフィー）

隣接する複数の筋活動の協調性が障害され
るような脳卒中後の運動障害には，運動系
の興奮性や抑制性の問題が影響していると
考えられる。そこで本研究では，隣接する
手指筋緊張性収縮が運動野の興奮性および
抑制性に及ぼす影響について神経生理学的
に検証した。小指外転筋活動の影響によっ
て、運動野外側に位置する小指外転筋の運
動野表象周辺の第1背側骨間筋の運動野表象
で興奮性が減少し、抑制性は脱抑制した。
このことから共同的な示指と小指の運動に
おいて、独立性の高い運動に関連する筋が
独立性の低い運動に関連する筋の活動の影
響を受けることを示唆した。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施，論文作成，論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
共著者：Jono Y.（城野靖朋）, Iwata Y.
（岩田恭幸）, Mizusawa H.（水澤裕貴）,
Hiraoka K.（平岡浩一）

18　地域在住高齢者にお
ける三次元複数対象追跡
課題のトレーニング効果
の検証
（査読付）

理学療法科学
31巻5号
pp.729-732

脳卒中やパーキンソン病などの既往のある
方を含む地域在住高齢者を対象に、三次元
複数物体追跡課題のトレーニング効果を検
証した。トレーニング介入群ではTrail
Making Test part Aが介入後に有意に短く
なった。介入群においてTrail Making Test
part AとTimed Up and Go Testの変化比率
の間に有意な正の相関が認められた。地域
在住高齢者に対する三次元複数物体追跡課
題のトレーニング効果は注意機能および動
的バランス能力の向上が期待でき、新しい
運動療法として可能性があるだけでなく、
健康増進や転倒予防といった予防理学療法
に有効であることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
共著者：城野靖朋，辻下守弘
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21 眼球運動が立位姿勢制
御へ及ぼす影響
（査読付）

理学療法科学
32巻2号
pp.211-214

20 Processes of
anticipatory postural
adjustment and step
movement of gait
initiation（査読付）
（歩行開始のステップ動
作と予測的姿勢制御の調
整過程）

Human movement
science
Vol.52
pp.1-16
（訳文：ヒューマン
ムーブメント　サイエ
ンス）

歩行開始の予測的姿勢調整（APA）とステッ
プ動作のプロセス間の相互作用を検証し
た。APAは歩行開始前の圧力中心の変移の第
1相（S1）で観察した。S1は振出下肢変更あ
るいは歩行開始動作を中止した場合でも出
現し、歩行のAPAとステップ動作は二重プロ
セスであることが示唆された。S1の側方振
幅と持続時間が、振出下肢変更あるいは動
作中止により有意に減少した。歩行開始動
作の中止プロセスと振出下肢変更はAPAに対
して共通の抑制メカニズムを共有している
可能性がある。歩行開始の運動プロセス
は、すくみ足のあるパーキンソン病患者で
障害されていると考えられており、歩行開
始の運動プロセスの解明は、パーキンソン
病患者に限らず神経系障害患者の理学療法
評価につながる知見である。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案部分ではパーキンソン
病のすくみ足に関して臨床的観点から議論
を行った。
共著者：Mizusawa H.（水澤裕貴）, Jono
Y.（城野靖朋）, Iwata Y.（岩田恭幸）,
Kinoshita A.（木下篤）, Hiraoka K.（平
岡浩一）

眼球運動が立位姿勢制御に及ぼす影響を運
動学的に検証した。衝動性眼球運動を選択
反応課題で行わせた条件の重心動揺総軌跡
長は、衝動性眼球運動を単純反応課題で行
わせた条件と比較して有意に小さかった。
また、滑動性眼球運動を行わせた条件の重
心動揺総軌跡長と外周面積は、衝動性眼球
運動を選択および単純反応課題で行わせた
条件よりも有意に大きかった。したがっ
て、眼球運動による立位姿勢動揺への影響
は、眼球運動の反応課題の違いよりも、眼
球運動制御の違いによる影響を反映したも
のと考えられる．
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施，論文作成，論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
共著者：城野靖朋, 金井秀作

22 大腿四頭筋の運動錯覚
を惹起する振動刺激周波
数の再現性についての検
討
（査読なし）

大阪行岡医療大学紀要
5号
pp.23-27

大腿四頭筋の運動錯覚を惹起する振動刺激
周波数の再現性について検証した。Visual
Analog Scaleを用いて50Hz、70Hz、90Hz、
120Hzのそれぞれの周波数の振動刺激による
運動錯覚の程度を1週間以上の間隔をあけて
2回評価した。90Hzの周波数にのみ2回の評
価間に有意な正の相関がみられた。また、2
回の評価間の誤差の種類はすべての周波数
で偶然誤差であった。本研究結果より、
90Hzの周波数による振動刺激は大腿四頭筋
の運動錯覚を惹起させる方法として有用で
あることが明らかになった。
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
共著者：神里巌, 城野靖朋, 粕渕賢志
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共著 平成30年3月

共著 平成30年10月

共著 平成31年3月

23 異なる負荷値における
足関節背屈可動域測定の
信頼性
（査読なし）

大阪行岡医療大学紀要
5号
pp.19-22

低い負荷での足関節背屈可動域測定の信頼
性を明らかにする目的で、異なる負荷値に
おける足関節背屈可動域測定の信頼性を検
証した。本研究では同一検者による2回の測
定を実施した。本研究で用いた25N、50N、
75N、100Nすべての負荷におい誤差は偶然誤
差で、誤差の範囲は2.74°から3.79°の範
囲であった。本研究結果から、負荷値を統
一した足関節背屈可動域測定では、低い負
荷であっても4°未満の偶然誤差で評価でき
ることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
共著者：城野靖朋, 神里巌, 岡村和典, 金
井秀作, 大塚彰

24 足部内在筋トレーニン
グの学習における随意運
動介助型電気刺激装置の
効果　内在筋および外在
筋の筋活動からの検討
（査読付）

物理療法科学
25巻
pp.27-33

本研究ではShort Foot exercise(以下、
SFex)の習得を促進する目的で随意運動介助
型電気刺激装置(以下、IVES)を利用するこ
との有効性を検討した。その結果、IVESを
利用するSFexが、足部外在筋による代償を
増加させることなく、従来の方法以上に
SFex中の母趾外転筋の筋活動を増加させ
た。このことから、IVESの利用がSFexの習
得の促進に有効であることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
共著者：岡村和典, 城野靖朋, 山本征孝,
江川晃平, 金井秀作

25 The influence of
muscular activities in
a squat with hands on a
table for "locomotion
training"
(テーブルを用いたスク
ワットによるロコモー
ショントレーニングが筋
活動に与える影響)
（査読付）

人間と科学: 県立広島
大学保健福祉学部誌
19巻1号
pp.49-53

椅子上の座位からテーブルに手を添えたス
クワット(HOTS)をした際の筋活動を、通常
の立位スクワット(SPS)と比較した。HOTSで
はテーブルの高さを変えた高位HOTSと低位
HOTSの2種類で測定した。その結果、大腿直
筋、内側広筋および半腱様筋に関しては、
SPSによる筋活動の方が高位HOTSよりも有意
に大きかった。これらより、下肢筋の筋活
動はテーブルを用いたスクワットが通常の
スクワットより必ずしも有意に減少するわ
けでは無いことが明らかとなり、テーブル
の高さを調節することで、効果的で安全な
スクワットができることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
論文作成，論文投稿に至るまでを中心的に
担当。
共著者：金井秀作, 池上あゆみ, 岡村和典,
城野靖朋, 大塚彰
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共著 平成31年3月

共著 令和2年12月

26 前腕マッチング課題の
信頼性―自作装置による
予備的研究―
（査読なし）

大阪行岡医療大学紀要
6号
pp.11-16

本研究では自作の前腕マッチング課題装置
を用いた位置覚評価システムの信頼性を検
討し、適切な実験プロトコルを提案するこ
とを目的とし、肘関節の屈曲課題と伸展課
題においてマッチング課題の信頼性を検討
した。その結果、マッチング課題には偶然
誤差が認められた。信頼性が優秀となるに
は屈曲課題で10回、伸展課題で7回の計測が
必要であることが示された。これらより、
本システムによる位置覚の計測は10回以上
の計測が必要であることが示された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
共著者：城野靖朋, 神里巌

27 理学療法士の経験学習
プロセスの解明に向けて
―経験学習研究における
理論的枠組みと課題―
（査読なし）

大阪行岡医療大学紀要
6号
pp.23-33

理学療法士の経験学習プロセスの解明と支
援方法の開発に向けて、これまで多くの専
門職の経験学習プロセスを明らかにしてき
た松尾による経験学習研究の理論的枠組み
を要約するとともに、それらによって解明
された看護師と保健師の経験学習プロセス
について要約した。これらを踏まえ、我々
が計画している理学療法士の経験学習プロ
セスの解明に向けた研究的枠組みに関する
課題を考察した。
本人担当部分：理学療法士の経験学習プロ
セスの解明に向けた研究的枠組みに関する
課題の考察に関して、部分的に担当。
共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢
志, 城野靖朋, 松田淳子

28 本学保健医療学部リハ
ビリテーション学科志望
経緯に関する調査
（査読なし）

奈良学園大学紀要学紀
要
第13集
pp.151-157

本調査では2020年度新入生の志望経緯およ
び本学に対する印象等についてアンケート
調査を行った。その結果、理学療法・作業
療法いずれの専攻についても、多くの学生
は当初の志望を中途変更することはなかっ
た。一方で、中途で変更する学生において
は、自身の経験や自身の適性についての内
省、さらに作業療法学専攻については、特
徴的な技術に魅力を感じたことが契機と
なっていた。入学前の本学選択においては
設備、環境面を魅力と感じており、入学後
は教員や教育の質について肯定的な意見が
多いことが分かった。
本人担当部分：アンケート内容の作成、結
果のまとめ、解釈を部分的に担当。
共著者：飯塚照史，辻下守弘，池田耕二，
城野靖朋，中島大貴
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共著 令和3年2月

共著 令和3年5月

本稿では、臨床実習と現場教育における教
育目標の共有、現場のストレスへの認識、
チームの形成、感情労働、経験資本の視点
から、学生や新人理学療法士の自律性を育
成するための教育的工夫や配慮を提案し
た。現在、日本では理学療法教育や人材育
成に関する検討が進んでおり、有効な取り
組みやエビデンスの構築が行われている。
理学療法専門教育や人材育成は重要な課題
であり、今後ますます注目されると考えら
れる。
本人担当部分：本稿の計画段階、本文の作
成過程全般にわたり部分的に担当。
共著者：池田耕二，田坂厚志，城野靖朋

30 理学療法士の経験学習
プロセスの解明と支援方
法の開発に向けた探索的
研究─ 熟達理学療法士の
成長を促す経験とそこか
ら得る知識や教訓等─
（査読付）

理学療法
1号48巻
pp.19-28

31 Common motor drive
triggers response of
prime movers when two
fingers simultaneously
respond to a cue
（査読付）
（刺激に反応する2本指の
同時反応における主動作
筋への共通運動命令）

Brain Sciences
Vol.11(6)
Article.700
（訳文：ブレイン　サ
イエンス）

本研究では指運動の実行過程が、異なる指
運動に受ける影響を調べた。本研究から外
転の反応時間は、屈曲よりも有意に長く、
指の反応の運動実行にかかる時間が運動方
向に依存していることが示された。また、
反応時間の長い外転運動は異なる指運動の
反応時間を延長した。これにより、指運動
の反応時間は2本同時に運動することで差が
小さくなった。これらの結果は、2本の指が
一緒に動いたときに、共通の運動命令が運
動を誘発していることを示唆する。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施，論文作成，論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
共著者：Jono Y.（城野靖朋）, Iwata Y.
（岩田恭幸）, Kinoshita A.（木下篤）,
Hiraoka K.（平岡浩一）

本研究では熟達理学療法士の経験学習プロ
セスから成長を促す経験と学習内容を明ら
かにし、そこから理学療法士に対する経験
学習支援方法を示唆することを目的とし
た。熟達理学療法士3名を対象に質的研究の
手法と経験学習プロセス解明の枠組みを用
いた。熟達理学療法士はキャリアの初期に
人とのかかわりや社会・生活に対する実感
を、初期～中期に医療の厳しさや基本的理
学療法技術の有効性を、中期～後期に自己
内省による知識・技術の整理やコミュニ
ケーションを学習していた。このような学
習を促す経験を積ませることが、理学療法
士の経験学習支援につながると考えられ
る。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察部分
を部分的に担当。
共著者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢志，
城野靖朋，松田淳子

29 理学療法臨床実習・現
場教育を支援する教育的
工夫と配慮
（査読なし）

奈良学園大学紀要学紀
要
第13集
pp.1-8
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32 2021 年度リハビリ
テーション学科新入生に
おける志望経緯に関する
調査

奈良学園大学紀要学紀
要
第14集
pp.1-6

学部設置3年目を迎えたリハビリテーション
学科においては、定員充足率増加に伴い新
入生の進学経緯も多様になっているものと
考えられる。そこで本調査では、3期生にお
いてアンケート調査を実施し、2期生との比
較を通じてその傾 向について比較検討し
た。結果、当初における職業選択は変更さ
れることなく、近しい人物への相談を伴っ
たオー プンキャンパスへの参加、加えて本
学近隣環境等への好感を以て進学を決定し
ている経緯があり、 2期生との大き な変化
はなかった。一方で、プレゼンスの高ま
り、教員対応への肯定的意見と捉えられる
側面もあり、本学魅力の一端として認識す
る必要性が示唆された。以上の結果は、今
後の広報戦略に資するものであると考えら
れた。
本人担当部分：アンケート作成や調査に関
して部分的に担当。
共著者：飯塚照史, 辻下守弘, 池田耕二,
城野靖朋, 中島大貴

33 荷重量と下肢アライメ
ントを規定した足部内側
縦アーチ測定法の信頼性
（査読付）

医療福祉情報行動科学
研究
第9巻
pp.47-54

成人男性3名6足とし、90%荷重時と10%荷重
時の2条件において，MLAを測定し級内相関
係数を算出した。また，Bland-Altman分析
によって系統誤差の有無を検証した。さら
に，高い信頼性を確保するためにはICC≧
0.7を満たすことが必要とされているが、そ
の測定回数をSpearman-Brownの公式を用い
て算出し，ICC（1，k）を求めた。Bland-
Altman分析の結果，系統誤差は認められな
かったことから，本測定法の測定値に含ま
れる誤差は，偶然誤差のみであり，測定を
繰り返すことで高い信頼性を期待できるこ
とが分かった。また、本測定法は6回繰り返
し測定を行うことで，信頼性の高い測定方
法となることが分かった。
本人担当部分：研究データの記録，データ
解析を部分的に担当。
共著者：野田優希, 城野靖朋, 藤田信子,
橋本雅至
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共著 令和4年10月35 Randomized, sham-
controlled, clinical
trial of repetitive
transcranial magnetic
stimulation for
patients with
Alzheimer’s dementia
in Japan

Frontiers in Aging
Neuroscience
Article.14
（訳文：フロンティア
インエイジングニュー
ロサイエンス）

本研究では日本人アルツハイマー病患者40
名を対象とし、4週間の反復経頭蓋磁気刺激
（rTMS）の有効性と安全性を検討した。40
人の患者をランダムにrTMS の強度120％
Resting Motor threshold（120％ RMT）、
90％RMT、それと偽刺激とに割り付けた。
Alzheimer's Disease Assessment Scale-
Japanese Cognitive (ADAS-J cog)の3点以
上の改善は、120%RMT群では41.7%、Sham群
では0%で有意な差があった。Montreal
Cognitive Assessment (MoCA-J)も同様の傾
向を示したが、有意差はなかった。ADAS-
cogとMoCA-Jに基づくと、有効性は20週目に
消失した。介入に関連する重篤な有害事象
は発生しなかった。以上のことより、本治
療法は安全であり、120％RMT rTMSを用いた
重要な臨床試験のターゲットは中等症～軽
症のアルツハイマー病患者であると思われ
る。
本人担当部分：主として研究データの記録
を担当。
共著者：Saitoh Y.（齋藤洋一）,Hosomi K.
（細見晃一）,Mano T.（眞野智生）
Takeya Y.（竹屋泰）,Tagami S.（田上真
次）,Mori N.（森信彦）,Matsugi A.（松木
明好）,Jono Y.（城野靖朋）,Harada H.
（原田秀明）,Yamada T.（山田知
美）,Miyake A.（三宅顕光）

34 Work beliefs and
experiential learning
among proficient
physical therapists in
Japan: developing a
method to support
belief formation

Journal of Physical
Therapy Science
Vol.34(4)
pp.262-268
（訳文：ジャーナルオ
ブフィジカルセラピー
サイエンス）

本研究では、日本の理学療法士における仕
事に関する信念の内容を明らかにすること
を目的とした。参加者は、2017年10月から
2019年3月にかけてアンケート調査に参加し
た50人の理学療法士であり、日常の仕事に
関する考えや価値観、理想などを自由に記
述するように求められた。これらの内容は
コーディングとカテゴリー分類が行われ、
階層的クラスター分析（ワード法）が、熟
練した理学療法士の個人と信念のカテゴ
リーを変数として行われた。すべての信念
カテゴリーは3つのグループに分類された。
これらの3つの仕事に関する信念の理解は、
理学療法士のサポートや成長を促進する上
で重要です。熟練した理学療法士の持つ3つ
の仕事に関する信念をさらに明らかにし、
その教育効果を検証することを推奨する。
本人担当部分：アンケート調査の準備と実
施、データ分析、論文作成を部分的に担
当。
共著者：Ikeda K.（池田耕二），Tasaka A.
（田坂厚志），Kasubuchi K.（粕渕賢
志），Jono Y.（城野靖朋），Matsuda J.
（松田淳子）
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共著 令和5年3月38 理学療法士を育む
[場] づくりの着想に関す
る一考察

奈良学園大学紀要学紀
要
第15集
pp.15-20

本稿では、現在の理学療法士の現場教育や
人材育成の課題と限界を提示し、理学療法
士育成システムにおける新 たな枠組みの必
要性を指摘する。筆者らが着想する新たな
枠組みとは、理学療法士の発達や成長を後
押しする“理 学療法士を育む【場】づく
り”である。これは理学療法士の経験学習
が促進されやすい【場】(雰囲気や組織風土
からなる空間) をつくりあげるというもの
である。しかし、現在、理学療法士の経験
学習を促す【場】の特性や、それを成立さ
せるための条件は明らかになっていない。
これらを解明することができれば、理学療
法士を育む【場】づくりが可能となり、現
場教育や人材育成に貢献できると考える。
本枠組みの実現可能性は十分あり、これか
らの 現場教育、人材育成の課題の一つとな
る。
本人担当部分：本稿の計画段階、本文の作
成過程全般にわたり部分的に担当。
共著者：池田耕二，田坂厚志，城野靖朋，
吉川義之，野田優希

36 The relationship
between body sway
patterns and motor and
attentional functions
in early childhood

Journal of Physical
Therapy Science
Vol.
pp.
（訳文：ジャーナルオ
ブフィジカルセラピー
サイエンス）

幼少期の体の揺れパターンと運動・注意機
能の関係を調査し、4つのパターンに分類し
ました。身体運動能力テストとインタラク
ティブメトロノーム（IM）課題との関連を
検討し、揺れパターンが幼少期の運動・注
意機能の指標となるかを明らかにしまし
た。参加者は24人の男児と26人の女児で、
平均年齢は2,148.1±103.7日でした。結果
から、揺れパターンは運動機能とわずかに
関連していることが示されました。ただ
し、前後方向の揺れパターンを持つ参加者
は、他のパターンを持つ参加者と比較し
て、タスク平均とSRO%が低く、タイミング
や注意機能が低下していることがわかりま
した。これらの結果から、前後方向の揺れ
は6歳などの子どもの体の揺れを測定する際
に、注意機能を反映する可能性があると示
唆されました。
本人担当部分：データ記録の実施、データ
分析、論文作成を部分的に担当。
共著者：Tsujishita S.（辻下聡馬）,Jono
Y.（城野靖朋）,Tsujishita M（辻下守弘）

37 施設の種類に対応した
臨床参加型実習モデルの
提案 一施設の特徴を活か
した経験の積ませ方一

奈良学園大学紀要学紀
要
第14集
pp.1-14

本稿では、臨床実習が行われる施設を医療
施設と介護施設、訪問リハビリテーション
に大別しながら、各施設の理学療法の特徴
や役割を整理し、臨床実習の内容や方向性
を確認した。次に、学生に対する経験の積
ませ方を考慮しながら、各施設における臨
床参加型実習モデルを構築し、併せて臨床
実習におけるキーポイントを提示した。
本人担当部分：本稿の計画段階、本文の作
成過程全般にわたり部分的に担当。
共著者：池田耕二，滝本幸治，城野靖朋，
吉川義之，野田優希，野中紘士，辻下守弘
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な差をみとめなかった。したがって、二重
課題におけるdual-task costは、単一運動
課題能力に影響されない可能性が示唆され
た。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察を部
分的に担当。
共同発表者：Goto T.（後藤拓也）, Okita
K.（沖田一彦）, Hasegawa M.（長谷川正
哉）, Tanaka S.（田中聡）, Shimatani K.
（島谷康司）, Jono Y.（城野靖朋）,
Daniide Y.（谷出康士）, Harada R.（原田
亮）, Fujitaka Y.（藤高祐太）, Kanai S.
（金井秀作）

1 Effects of cerebral -
blood-flow change
during muscle power
enhancing training with
mental practice.
（訳文：メンタルプラク
ティスによる筋力増強訓
練における脳血流量変化
の影響）

The 6th WCPT-AWP &
12th ACPT Congress
2013
（於台湾）
（訳文：第6回世界理学
療法アジア西太平洋地
域学会および第12回ア
ジア理学療法学会の合
同学会）

1 ユニバーサルデザイン
と福祉用具の開発研究

理学療法えひめ

二重課題によるパフォーマンスの低下
（dual-task cost）は、高齢者や中枢神経
疾患患者で顕著にみられ、日常生活動作能
力へ影響を及ぼす重要な問題である。そこ
で、注意需要量を統制した運動課題下での
認知的負荷によるdual-task costへの影響
を検証した。難易度を注意需要量で統制し
た二重課題条件を設定し、単一運動課題能
力の高い群と低い群とでdual-task costを
比較した。両群間でdual-task costに有意

メンタルプラクティスによる膝伸展筋力増
強効果を検証した。2週間のメンタルプラク
ティスによる筋力増強効果の評価と、イ
メージ課題中の脳血流量を測定した。メン
タルプラクティスは等尺性膝伸展筋力を有
意に増強させた。イメージ課題中は、前頭
葉領域の脳活動賦活が確認された。した
がって、メンタルプラクティスは脳活動を
賦活させることで、神経性要因による筋力
増強効果を得ている可能性が示唆された。
これは、整形外科疾患、中枢神経疾患、ま
た、高齢や廃用症候群によって重度の筋力
低下がみられる対象の運動療法となりう
る。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察を部
分的に担当。
共同発表者：Daniide Y.（谷出康士）,
Kanai S.（金井秀作）, Jono Y.（城野靖
朋）, Goto T.（後藤拓也）

ユニバーサルデザインの概念に基づき，福
祉用具の研究・開発を行ってきた。サリド
マイド薬禍障害児の電動義手，進行性筋ジ
ストロフィー症児に対するバネ付き装具の
開発に始まり，様々な義手，福祉用具の研
究・開発に携わってきた。近年では障害を
持つヒトの余暇の利用を支援するタンデム
チェアスキーや，砂浜歩行研究に基づく砂
浜裸足用5本趾履物，介助者の主観的な負担
を軽減する寝返り介助用具を開発した。
本人担当部分：砂浜歩行研究に関する研究
を中心的に担当。
共同発表者：大塚彰，長谷川正哉，城野靖
朋，田中聡，沖貞明

2 Study of dual-task
cost by manipulating
the attentional demands
of a cognitive and
motor task.
（訳文：認知課題と運動
課題における注意需要量
を統制した二重課題コス
トの研究）

The 6th WCPT-AWP &
12th ACPT Congress
2013
（於台湾）
（訳文：第6回世界理学
療法アジア西太平洋地
域学会および第12回ア
ジア理学療法学会の合
同学会）
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1 メンタルプラクティス
による筋力増強効果の検
討

第47回日本理学療法学
術大会
（於神戸ポートピアホ
テル）

イメージ課題を用いたメンタルプラクティ
スによる筋力増強効果を検証した。メンタ
ルプラクティスは等尺性膝伸展筋力を有意
に増強させた。等尺性膝伸展筋力測定をイ
メージする課題中の脳血流量を、近赤外光
脳機能イメージング装置で測定したとこ
ろ、前頭葉領域の脳活動賦活が確認され
た。したがって、メンタルプラクティスは
脳活動を賦活させ、神経性要因による筋力
増強効果を得ることが示唆された。
本人担当部分：研究結果の解釈，考察を部
分的に担当。
共同発表者：谷出康士，金井秀作，城野靖
朋，後藤拓也，島谷康司，長谷川正哉，大
塚彰

2 変形性膝関節症に対す
る微弱電流の効果

第20回日本物理療法学
会学術大会
（於佛教大学）

変形性膝関節症患者を対象に，微弱電流の
効果を疼痛および歩行の変化から検討し
た。対象は70歳代の左変形性膝関節症患者1
名とし，通常の理学療法に微弱電流治療を
追加した。介入一日目に，疼痛の軽減と歩
行時の左下肢単脚支持期の延長がみられ
た。介入二日目以降，治療前後の変化は観
察できなかったが，一日目の治療効果は維
持できていた。本症例は微弱電流治療の介
入一日目に，疼痛緩和による単脚支持期の
延長が観察された。
本人担当部分：研究計画の立案から介入の
実践，発表資料の作成，発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，堀内賢，岡田裕
尚，百々美樹，白須健司

3 運動野表象に対する隣
接筋随意収縮の影響

第49 回日本理学療法学
術大会
（於パシフィコ横浜）

試験筋随意収縮中に隣接筋を随意収縮させ
た時に生じる試験筋支配運動野表象分布の
変化を観察し、試験筋随意収縮中の隣接筋
活動の影響を神経生理学的に検証した。隣
接筋活動の影響を受けて、試験筋運動野興
奮性分布の重心は内側へ偏移した。試験筋
随意収縮中の隣接筋活動は、試験筋運動野
表象の興奮性分布を変化させることが示唆
された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，中條雄太，谷恵
介，野村佳史，二階堂泰隆，畑中良太，平
岡浩一
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5 地域在住高齢者におけ
る不安定面での姿勢制御
能力が転倒にどのように
影響を及ぼすか―不安定
面での重心動揺検査にお
ける検証―

第49 回日本理学療法学
術大会
（於パシフィコ横浜）

ラバー負荷重心動揺検査を利用して、地域
在住高齢者の不安定面での姿勢制御能力が
転倒にどう影響するかを運動学的に検証し
た。ラバー負荷使用による姿勢制御能力
は、転倒と関連しなかった。ラバー負荷時
のロンベルク率は、非転倒群で高値を示し
た。したがって、転倒群の姿勢制御は非転
倒群と比べ下肢の体性感覚への依存が少な
い可能性が示唆された。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察を部
分的に担当。
共同発表者：藤高祐太，金井秀作，原田
亮，後藤拓也，城野靖朋，田中聡，大塚彰

4 外乱予測が筋反応およ
び反応前期の皮質脊髄興
奮性に与える影響

第49 回日本理学療法学
術大会
（於パシフィコ横浜）

外乱方向および外乱タイミング予測が外乱
に対する筋反応と反応前期の皮質脊髄興奮
性に与える影響を神経生理学的に検証し
た。タイミング予測により伸展外乱時のみ
反応前期皮質脊髄興奮性が増大した。タイ
ミング予測は筋伸張を予測できないにもか
かわらず伸展外乱反応前期のみで皮質脊髄
興奮性増大に作用することを示唆した。し
たがって、タイミング予測による反応前期
皮質脊髄興奮性増大に筋伸張求心性インパ
ルスが関与することが示唆された。
本人担当部分：実験の実施、研究結果の解
釈、考察を部分的に担当。
共同発表者：二階堂泰隆，畑中良太，城野
靖朋，谷恵介，野村佳史，中條雄太，平岡
浩一

6 身体軸に対する手指運
動方向が手指筋運動野表
象に及ぼす影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

身体軸に対する運動方向の違いが手指筋運
動野表象に及ぼす影響を検証した。異なる3
つの上肢肢位において手指筋運動誘発電位
マッピングを行った。運動方向の違いによ
る手指筋運動野表象の違いはみられなかっ
た。肩関節角度と肘関節角度の違いで、
hotspot内側の手指筋運動誘発電位に有意な
差がみられた。したがって、中枢関節角度
の影響により手指筋運動野表象内側の興奮
性が変化することが示唆された。肢全体の
関節に共同運動が生じてしまう中枢神経障
害の運動障害と関連する知見である可能性
がある。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，中條雄太，谷恵
介，野村佳史，畑中良太，岩田泰幸，水澤
裕貴，平岡浩一
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7 両側forceの協調が皮質
間抑制に及ぼす影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

聴覚刺激が視覚反応リーチ課題時の手選択
に及ぼす影響を検証した。右利き者のリー
チ側選択が左右均等になる水平視線角度
は、右聴覚入力の影響を受けて有意に左へ
偏移した。左利き者の水平視線角度は、右
聴覚入力の影響を受けて半数で左へ偏移し
たが、残りの半数では算出できなかった。
したがって、右聴覚音は右利き者の視覚標
的リーチ時の右手選択確率を増加させる
が、左利き者において右利き者と異なる機
構の存在が示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：谷恵介，城野靖朋，中條雄
太，野村佳史，畑中良太，平岡浩一

はみとめなかった。したがって、両側force
の協調は皮質間抑制を促通することが示唆
された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：平岡浩一，阿江美乃里，小倉
奈菜，佐野千紗，塩見啓悟，森田祐司，横
山遙香，城野靖朋，野村佳史，谷恵介，中
條雄太

半球間抑制は中枢神経障害による運動障害
と関係していると考えられている。そこ
で、両側forceの協調が半球間抑制に及ぼす
影響を神経生理学的に観察した。半球間抑
制は、左右示指同士を直接押し合う協調し
たforce出力を要する課題において、左右示
指間に金属板を挟んだ協調したforce出力を
要しない課題と比較して有意に大きくなっ
た。条件刺激と試験刺激の刺激間隔時間の
違いが、半球間抑制の大きさに与える影響

9 異なる相対位相の両側
リズミカル運動における
運動制御

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

相対位相の異なるリズミカルな両側性運動
の運動制御を神経生理学的に検証した。難
易度の高い相対位相のリズミカル運動で、
運動誘発電位が有意に大きくなり、背景筋
放電量に対する運動誘発電位の相関が有意
に低下した。したがって、高い難易度の両
側性運動では皮質脊髄路興奮性は増大する
が、筋出力の皮質脊髄制御の依存は小さい
ことが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：野村佳史，畑中良太，城野靖
朋，谷恵介，中條雄太，平岡浩一

8 聴覚刺激が視覚標的
リーチ時の手選択に及ぼ
す影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）
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10 視覚入力を伴わない衝
動性眼球運動が手指筋皮
質脊髄路興奮性に及ぼす
影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

視覚入力を伴わない衝動性眼球運動が、手
指筋支配皮質脊髄路興奮性に及ぼす影響を
神経生理学的に検証した。眼球運動前と比
較して、衝動性眼球運動開始から終了を4分
割した第3相の運動誘発電位が有意に減少し
た。前腕肢位及び筋の違いによる影響はみ
られなかった。衝動性眼球運動は手指筋支
配皮質脊髄路の興奮性を抑制するが、その
抑制に視覚、前腕固受容器、および共通経
路を介した手指運動命令は関与しないこと
が示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：中條雄太，城野靖朋，谷恵
介，野村佳史，畑中良太，平岡浩一

手指筋運動野表象の興奮性および抑制性回
路に及ぼす隣接筋活動の影響を神経生理学
的に検証した。第1背側骨間筋は，小指外転
筋と重複していない運動野表象で小指外転
筋活動による運動野興奮性および抑制性が
抑制された。小指外転筋では第1背側骨間筋
活動による運動野興奮性および抑制性は変
化しなかった。したがって，隣接筋活動に
よる運動野表象の興奮性変動は筋によって
異なることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施，発表資料の作成，発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，岩田恭幸，水澤裕
貴，平岡浩一

12 単耳聴覚性歩行開始合
図が振出下肢選択におよ
ぼす影響

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

11 手指筋の緊張性収縮が
隣接筋運動野の興奮性お
よび抑制性回路に与える
影響

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

単耳聴覚性歩行開始合図が振出下肢選択に
及ぼす影響を検証した。聴覚合図側が予想
不能なセッションで、自己ペース歩行開始
動作における振出下肢に選択しにくい下肢
側からの聴覚合図は、聴覚合図側の下肢を
振出下肢に選択する確率を増大させた。し
かし、聴覚合図側が予想可能なセッション
では、有意な変化は観察されなかった。し
たがって、選択しにくい振出下肢側への予
測不能な聴覚合図は、聴覚合図側の下肢選
択確率を増加させる。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：平岡浩一，阿江実乃里，小倉
奈々，佐野千紗，塩見啓悟，森田祐司，横
山遥香，岩田恭幸，城野靖朋，野村佳史，
谷恵介，中條雄太
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13 一次感覚野への経頭蓋
磁気刺激による一次運動
野半球間抑制

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

一次感覚野への経頭蓋磁気刺激による半球
間抑制を神経生理学的に観察した。一次感
覚野への経頭蓋磁器刺激により感覚減弱が
生じた対象者では、刺激後20 msおよび40ms
で半球間抑制が観察された。このことか
ら、一次感覚野への経頭蓋磁器刺激で長潜
時の半球間抑制を誘発可能であることが示
唆された。また、この抑制は感覚減弱が生
じた対象者で観察されたことから、皮膚知
覚経路に関連していると考えられる。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：岩田恭幸，城野靖朋，水澤裕
貴，平岡浩一

14 歩行開始時予測的姿勢
制御の動作変換または中
止による抑制

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

歩行開始時予測的姿勢制御における、足底
移動中心軌跡のS1相に及ぼす動作変換ある
いは中止の影響を運動学的に検証した。歩
行開始合図により生じたS1の側方振幅とそ
の持続時間が、振出下肢変更あるいは動作
中止により有意に減少した。このことは、
歩行開始時の予測的姿勢制御は、他の競合
する運動プログラムから抑制フィードバッ
クを受けることを示唆する。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：水澤裕貴，城野靖朋，岩田恭
幸，平岡浩一

15 高齢者に対する3次元
複数物体追跡課題を用い
た視覚認知トレーニング
の効果

第44回日本バイオ
フィードバック学会学
術集会（於日本大学文
理学部百年記念館）

地域在住高齢者を対象に、三次元複数物体
追跡課題のトレーニング効果を検証した。
トレーニング介入群ではTrail Making Test
part Aが介入後に有意に短くなった。介入
群においてTrail Making Test part Aと
Timed Up and Go Testの変化比率の間に有
意な正の相関が認められた。地域在住高齢
者に対する三次元複数物体追跡課題のト
レーニング効果は注意機能および動的バラ
ンス能力の向上が期待でき、新しい運動療
法としての可能性が示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：辻下守弘，城野靖朋
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16 異なる手指運動プロセ
ス間の協調

第46回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於ホテルハマツ）

異なる手指運動プロセス間の協調について
検証した。示視屈曲時の示指支配筋単純反
応時間は小指運動の影響を受けなかった
が、小指屈曲時の小指支配筋反応時間は示
指運動の影響を受けて有意に延長した。ま
た、示指支配筋と小指支配筋の反応時間差
の試行間標準偏差は、示指と小指の同時外
転時に最も小さく、同時屈曲時に最も大き
かった。したがって、独立性の高い運動を
実行する示指の運動プロセスでは他の指運
動プロセスとの干渉はないが、独立性の低
い小指の屈曲運動プロセスでは他の指運動
プロセスの干渉を受ける場合がある。ま
た、指の外転運動は屈曲運動よりも他の指
運動との共同性が高いことが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋, 岩田恭幸, 木下篤,
平岡浩一

ポリリズム両手運動に対するリズム視覚
フィードバックの入力側、刺激位置間距
離、およびフィードバックと運動側の一致
の影響を検証した。フィードバック入力側
が片側の条件におけるポリリズムの周期の
長い側の手運動周期が、片手運動と比較し
て短縮した。フィードバック入力側が両側
の条件では片手運動に対する周期の差は観
察されず、刺激位置間距離の違いにおいて
も運動周期の差は観察されなかった。した
がって、フィードバックの入力側半球が同
一であることに起因して、ポリリズムの周
期の長い側の手運動周期が短縮することが
考えられた。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：木下篤, 城野靖朋, 水澤裕
貴，岩田恭幸, 平岡浩一

対側示指への皮膚刺激が、経頭蓋磁気刺激
によって観察される長潜時半球間抑制へ及
ぼす効果を神経生理学的に観察した。一次
運動野を刺激することによる長潜時半球間
抑制は、対側示指への皮膚刺激の影響を受
けなかった。一次感覚野を刺激することに
よる長潜時半球間抑制は、一次感覚野を刺
激する20ms前に対側示指へ皮膚刺激を与え
ると促通した。これは体性感覚求心性入力
が一次感覚野に到達した時点で、一次感覚
野を刺激することによる長潜時半球間抑制
が促通されることを意味する。したがっ
て、一次感覚野を刺激することによる長潜
時半球間抑制は、体性感覚経路の活動と関
連することが考えられた。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：岩田恭幸, 城野靖朋, 水澤裕
貴，木下篤, 平岡浩一

18 リズムフィードバック
入力視野がポリリズム両
側運動に及ぼす影響

第46回日本臨床神経生
理学会学術大会（郡
山）

17 一次感覚野経頭蓋磁気
刺激による半球間抑制の
体性感覚経路依存性

第46回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於ホテルハマツ）
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第8回日本理学療法教育
学会学術大会・第2回日
本理学療法士学会管理
部門研究会（名古屋）

仕事に対する信念は専門職の経験学習に重
要な役割を担い、理学療法士（以下、PT）
の育成には信念の形成支援が大切となる．
しかし、PTの信念の内容や形成支援方法は
明らかにされていない．そこで、本研究で
は現場の熟達PTの信念を明らかにし、信念
の形成支援方法を提案する．熟達PTからは
30個の信念カテゴリーが得られたが、それ
らは実に多様であった．これらを要約する
と、熟達PTの信念は人間関係の構築、PTの
プライドや責任感、熱意と幅広い実践、治
療成果による社会還元等から形成されてい
た．
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
共同発表者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢
志，城野靖朋，松田淳子

21 創傷被覆材における近
赤外線透過率の検証

第1回物理療法部門研究
会（Web）
https://2020jspt.wixs
ite.com/toppage

本研究は、褥瘡治療に用いる近赤外線の創
傷被覆材（ドレッシング材）の透過率を、
ドレッシング材の状態（乾燥、湿潤）とド
レッシング材の種類の要因で検討した。
フィルムドレッシング材については約95％
の透過率があったため、フィルムドレッシ
ング材のみであれば十分な近赤外線が創部
へ到達すると考えられる。ハイドロコロイ
ドドレッシング材については、水分を吸収
することで透過率が減少し、ポリウレタン
フォームドレッシング材については水分を
吸収することで透過率が増加した。それゆ
えに、ドレッシング材の種類によって使用
時期を変更する必要性があることも示唆さ
れた。
本人担当部分：解析の実施、結果の解釈、
考察部分を部分的に担当。
共同発表者：吉川義之，辻下守弘，城野靖
朋，滝本幸治

19 上腕三頭筋腱振動刺激
時の肘関節角度の違いが
運動錯覚の惹起に及ぼす
影響

第27回日本物理療法学
会学術大会（東京）

関節角度の違いによる筋長の変化が筋腱振
動刺激による運動錯覚の惹起に及ぼす影響
を明らかにすることを目的とし、左肘関節
屈曲30度、60度、90度の3条件で運動錯覚を
評価した。その結果、肘関節屈曲60度と90
度において肘関節屈曲の運動錯覚が惹起さ
れた。したがって、筋腱振動刺激による運
動錯覚の惹起には被刺激筋の長さが影響
し、伸長位であることが必要だと考えられ
た。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，神里巌，吉川義
之，辻下守弘

20 熟達理学療法士の経験
学習能力を支える 仕事に
対する信念とは？
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22 筋腱振動刺激の圧力の
信頼性と圧力値フィード
バックの有効性について

第1回物理療法部門研究
会（Web）
https://2020jspt.wixs
ite.com/toppage

23 筋腱振動刺激圧力の安
全性に関する検討

24 奈良学園大学リハビリ
テーション学科における
コロナ禍の学内実習の紹
介①―実習専用ホーム
ページの開設と運用方法
の紹介―

第28回物理療法学会学
術大会（Web）
https://jseapt28.wixs
ite.com/jseapt28

第34回教育研究大会·教
員研修会（Web）
https://orbit-
cs.net/34rehatki/

本研究は筋腱振動刺激を安全に実施するこ
とを目的に、主観的な疼痛閾値以下の最大
限の圧力と、それらを繰り返し実施した際
の信頼性について検討した。対象は健常成
人9名の上腕二頭筋腱とし、2回の連続した
セッションを行った。本研究の結果から、
振動がある場合のセンサーからの圧力は
セッション間で偶然誤差であった。このこ
とから、本研究で用いた方法は、振動刺激
を疼痛閾値以下で制御するパラメーターと
して有効だと考えられる。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、結果の解釈、考察部分を中心的に担
当。
共同発表者：城野靖朋，吉川義之，野田優
希，神里巌，辻下守弘

本研究では臨床実習専用ホームページをコ
ロナ感染拡大下において学内実習へと切り
替えた2つの実習（早期体験実習;１年次,
地域理学・作業療法実習;2年次）において
活用し、それに対して学生に実施したアン
ケーを実施した。アンケートの結果、本学
科の取り組みは個々の学生の学習進捗状況
や理解度といった情報が円滑に共有できる
だけでなく、すべての項目で半数以上の学
生が「とてもよかった」、「まあまあよ
かった」と回答したことから、学習しやす
い良い取り組みだと考えている。
本人担当部分：解析の実施、結果の解釈、
考察を部分的に担当。
共同発表者：池田耕二，滝本幸治，飯塚照
史，城野靖朋，野田優希，福原啓太，中田
修，辻下聡馬，岩﨑智子，辻下守弘

本研究は筋腱振動刺激の圧力を被刺激部と
刺激部の圧力センサーにてそれぞれ記録
し、異なる振動周波数における圧力の信頼
性について検討した。また、圧力センサー
の値をフィードバックし、その効果につい
ても検討した。本研究の結果から、刺激部
の圧力は視覚的にフィードバックされてお
り,全ての条件で高い信頼性を示した。しか
し、被刺激部の圧力は信頼性が低く、特に
振動が加わると信頼性は著しく低下するこ
とが明らかになった。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、結果の解釈、考察部分を中心的に担
当。
共同発表者：城野靖朋，吉川義之，野田優
希，神里巌，辻下守弘
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26 熟達理学療法士の成長
を促す経験における経験
学習サイクルを解明する
― 教訓と応用 ―

本研究では中高生の神経機能の学年間の違
いを明らかにすることを目的とし、サッ
カー部所属の男子中高生31名（中学1年7
名、2年7名、3年9名、高校1年8名）を対象
にボタン押し、歩き始め、跳躍の運動課題
で反応時間を計測した。その結果、ボタン
押しのような焦点的な運動ではなく、歩き
はじめや跳躍といった全身運動の反応時間
に学年間の有意差がみられた。さらに跳躍
でみられた反応時間の学年間の違いは、前
運動時間の違いを反映している可能性があ
り、全身的な運動における動き始めるまで
の神経系の情報処理プロセスは、中高生に
おいても発達過程にあることが示唆され
た。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、結果の解釈、考察部分を中心的に担
当。
共同発表者：城野靖朋，野田優希，藤田信
子，三笘康之，橋本雅至

第8回 日本地域理学療
法学会学術大会（Web）
https://56thjsccpt-
jsatpt-jspte-
jsptm2021.org/

27 痙縮に対する筋腱振動
刺激の即時的効果

本研究はでは痙縮の治療に有効だと報告さ
れている振動刺激の刺激部位を痙縮筋とそ
の拮抗筋とに実施し、その即自的な効果を
観察した。痙縮筋への振動刺激は伸張反射
の出現角度を増大させ、拮抗筋への振動刺
激では減少させた。また、痙縮筋への振動
刺激では運動錯覚が観察されなかったが、
拮抗筋では観察された。これらのことから
拮抗筋への刺激は筋紡錘を興奮させて即時
的に痙縮を減弱させた可能性が考えられ
た。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、結果の解釈、考察部分を中心的に担
当。
共同発表者：城野靖朋，吉川義之，野田優
希，神里巌，辻下守弘

第2回日本物理療法研究
会学術大会
（Web）
https://2021jsbapt.wi
xsite.com/home

本研究では熟達理学療法士から教訓と応用
の内容を解明することを目的とし、臨床歴
10年以上、臨床実習指導や非常勤講師等の
教育歴、学位取得や学会発表等の研究歴の
すべてを有するもの43名を対象にアンケー
ト調査を行った。解析結果の一例として、
担当患者の理学療法・関係性に苦悩した経
験から、理学療法士としての態度を教訓と
して学び、丁寧な患者対応へと応用してい
たことが明らかとなった。このように、成
長を促す多様な経験から多様な教訓を得
て，次の経験に向けて応用 (思考・行動変
容)していることが分かった。これら理学療
法士支援方法の構築や検証は今後の課題で
ある。
本人担当部分：解析の実施、結果の解釈、
考察を部分的に担当。
共同発表者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢
志，城野靖朋，松田淳子

第4回 日本理学療法管
理研究会学術大会
（Web）
https://56thjsccpt-
jsatpt-jspte-
jsptm2021.org/

25 異なる運動課題が反応
時間の学年間の違いに及
ぼす影響
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第52回日本臨床神経生
理学会学術大会（於国
立京都国際会館）

この研究は、上肢の神経障害性疼痛に対す
る反復経頭蓋磁気刺激（rTMS）の有効性と
安全性を評価するために、盲検化無作為化
プラセボ対照並行群間比較試験を行いまし
た。30人の患者を実刺激群と偽刺激群にラ
ンダムに割り付け、8週間の介入を行いまし
た。結果では、実刺激群と偽刺激群の間で
明確な有効性の差は見られませんでした
が、長期的なrTMSの実施による有効性の可
能性が示唆されました。重大な有害事象は
報告されませんでした。この臨床試験で
は、8週間の実刺激が上肢の神経障害性疼痛
患者に対して偽刺激よりも有効であること
を明確には示せませんでしたが、長期的な
rTMSの有効性が示唆されました。
本人担当部分：主として研究データの記録
を担当。
共同発表者：細見晃一，西麻哉，森信彦，
三宅顕光，山田知美，林燦碩，松木明好，
城野靖朋，董冬，Khoo　HuiMing，谷直樹，
押野悟，貴島晴彦，齋藤洋一

29 上肢の神経障害性疼痛
に対する反復経頭蓋磁気
刺激の長期介入試験

第31回 奈良県理学療法
士学会(Web)
https://naragakkai.co
m/

本研究では、関節角度評価のための慣性セ
ンサーを使用した2つの方法（方法Aと方法
B）の妥当性を検証しました。等速運動装置
を使用して10回の運動試行を行い、異なる
速度条件と位置条件で角度を記録しまし
た。方法Aでは加速度から角度を算出し、方
法Bでは角速度を積分して角度を算出しまし
た。真の角度との比較に基づき、相関係数
（r）とRMSEを評価しました。結果では、方
法Bの妥当性が高く、速度が速いほど方法A
の妥当性が低下する傾向が見られました。
低速運動では加速度を使用する方法Aが適し
ており、高速運動では角速度を使用する方
法Bが優れていることが示されました。運動
解析においては、解析対象の運動と適切な
角度算出方法を考慮する必要があります。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、結果の解釈、考察部分を中心的に担
当。
共同発表者：城野靖朋，野田優希，前田吉
樹，飯塚照史，池田耕二

30 短期的な関節固定によ
る一時的な柔軟性の変化
に及ぼす性別の影響

保健医療学学会第12回
学術集会（於奈良学園
大学）

本研究では短期間の筋の短縮位固定による
一時的な柔軟性の変化と可動域制限などで
観察される柔軟性との関係について、性別
間の違いがあるかどうかを調べることを目
的とした。健常成人18名（男性9名）を対象
に、足関節の底屈、背屈の可動範囲を測定
し、その後、10分間足関節を底屈10度で固
定した後、等速運動装置を用いて繰り返し
底背屈運動を行い、受動トルクを計測し
た。その結果、男女間で可動域が異なるこ
とが確認され、男性では女性に比べて短期
的な関節固定による柔軟性の低下が大きい
ことが示された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、結果の解釈、考察部分を補助的に担
当。
共同発表者：林咲季, 中島瑠維, 清水龍助,
城野靖朋

28 慣性センサーの加速度
と角速度を用いて算出し
た角度の妥当性検証―単
軸運動の角速度とセン
サー位置の影響―
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「研究報告書」

1 研究助成報告会 - 令和2年8月

2 研究助成報告書 - 令和3年5月

3 研究助成報告書 - 令和3年5月

「学童期から青年期にお
ける姿勢の形態学的・運
動学的機能面が静的・動
的バランス能力に及ぼす
影響について-パイロット
スタディ」

奈良学園 本研究では中高生の神経機能の学年間の違
いを明らかにすることを目的とし、サッ
カー部所属の男子中高生）を対象にボタン
押し、歩き始め、跳躍の運動課題で反応時
間を計測した。また、アーチの計測、身体
組成の計測を行った。学会発表に向け準備
中である。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、解析、結果の解釈を中心的に担当。
共同研究者：橋本雅至、城野靖朋，野田優
希，藤田信子，三笘康之

本研究は筋腱振動刺激の圧力を被刺激部と
刺激部の圧力センサーにてそれぞれ記録
し、異なる振動周波数における圧力の信頼
性について検討した。また、圧力センサー
の値をフィードバックし、その効果につい
ても検討した。本研究の結果から、刺激部
の圧力は視覚的にフィードバックされてお
り,全ての条件で高い信頼性を示した。しか
し、被刺激部の圧力は信頼性が低く、特に
振動が加わると信頼性は著しく低下するこ
とが明らかになった。以上の内容を第1回物
理療法部門研究会（Web）にて令和3年の2月
に発表した。引き続き研究は継続して実施
している。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、結果の解釈、考察部分を中心的に担
当。
共同研究者：城野靖朋，吉川義之，野田優
希，神里巌，辻下守弘
A4判　全2頁

「腱振動刺激中マッチン
グ課題の経時的解析」

「創傷被覆材における近
赤外線透過率の検証」

奈良学園大学保健医療
学部共同研究費助成報
告書

本研究は、褥瘡治療に用いる近赤外線の創
傷被覆材（ドレッシング材）の透過率を、
ドレッシング材の状態（乾燥、湿潤）とド
レッシング材の種類の要因で検討した。
フィルムドレッシング材については約95％
の透過率があったため、フィルムドレッシ
ング材のみであれば十分な近赤外線が創部
へ到達すると考えられる。ハイドロコロイ
ドドレッシング材については、水分を吸収
することで透過率が減少し、ポリウレタン
フォームドレッシング材については水分を
吸収することで透過率が増加した。それゆ
えに、ドレッシング材の種類によって使用
時期を変更する必要性があることも示唆さ
れた。以上の内容を第1回物理療法部門研究
会（Web）にて令和3年の2月に発表し、論文
投稿の準備中であるる。
本人担当部分：解析の実施、結果の解釈、
考察部分を部分的に担当。
共同研究者：吉川義之，辻下守弘，城野靖
朋，滝本幸治
A4判　全2頁

奈良学園大学保健医療
学部共同研究費助成報
告書
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4 研究助成報告書 - 令和3年5月 本研究では臨床実習管理センターにホーム
ページによる双方向性活用システムを作成
し運用し、臨床実習教育施設との密な連携
の構築、臨床実習教育の質の向を目的とし
た。研究デザインは、アクションリサーチ
とし、その手順は臨床実習教育に関する課
題・問題点、解決のための方向性を抽出し
た（①）。問題点の優先順位を設定した
（②）。臨床実習管理センターのホーム
ページを作成し、手順②であげられた問題
点の優先順位の高いもの、解決の方向性が
示されているものから、解決できるシステ
ムを考案し、作成、導入した（③）。試用
を繰り返し、問題点を収集し、システムの
修正を行った（④）。手順①〜④の繰り返
しを行い、本リハ学科臨床実習教育ネット
ワークを構築した（⑤）。これらの結果を
学会発表に向けて準備中である。
本人担当部分：解析の実施、結果の解釈、
考察部分を部分的に担当。
共同研究者：池田耕二,飯塚照史,城野靖朋,
福原啓太,滝本幸治,リハビリテーション学
科臨床実習管理センター・教員,辻下守弘
A4判　全4頁

「リハビリテーション学
科臨床実習管理センター
におけるホームページに
よる双方向性システムの
構築-臨床実習教育の質向
上を目指して-」

奈良学園大学保健医療
学部共同研究費助成報
告書



年月日

平成12年4月

～

現在に至る

平成17年4月

～

現在に至る

平成17年4月

～

現在に至る

平成17年4月

～

現在に至る

4）臨床実習対策レクチャーの実施 土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科
専門分野 「臨床評価実習（2年次）」「臨床総合
実習Ⅰ（3年次）」「臨床総合実習Ⅱ（4年次）」
に先立って、当該学生を対象に臨床実習に向けた
対策レクチャーを開講。主に「姿勢・動作分析」
をテーマとして、観察・分析のプロセス、仮説の
証明（原因の特定）、治療手段の決定、効果判定
について実技を交えて指導。臨床に即した実践的
なレクチャーのため、毎年受講希望者が多く、実
習で役立ったという声も多い。

3）フィールドワークを通した職業意識の向上にむ
けた取り組み

土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科
専門分野 「地域リハビリテーション演習（3年
次）」「理学療法セミナーⅠ（3年次）」におい
て、自治体事業（介護予防事業等）や介護保険
サービス事業所（通所介護など）および高齢者の
自主運動教室に学生と参加。当事者や職員との関
わりから、地域課題や当事者意識に直接触れ、将
来理学療法士として学生自身がどのように貢献し
得るか考え関心を高める機会となり、学生の感想
も貴重な機会であったとする肯定する評価が大半
を占めた。

2）卒後の学術活動を意識した卒業研究指導 土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科
専門分野 「理学療法セミナーⅠ（3年次）」「卒
業研究（4年次）」において、各学年6名程度のゼ
ミ生に対し学生1名ごとに研究を指導。文献抄読や
研究計画のプレゼンテーションを積極的に行う。
学内での研究発表や論文執筆のみならず、在学中
の関連学会への演題投稿や学会発表なども積極的
に支援。卒後、臨床へのシームレスな学術活動の
支援を目的として指導しているため、卒後の臨床
研究に活動が継続されている。

1）臨床実習学生教育 平成12～平成16年には、理学療法士として臨床業
務に携わる傍ら、臨床実習学生の実践的スキルの
向上を目的とした教育を行ってきた。
　平成17年からは、土佐リハビリテーションカ
レッジ 理学療法学科 専門分野 「臨床評価実習
（2年次）」「臨床総合実習Ⅰ（3年次）」「臨床
総合実習Ⅱ（4年次）」において、令和元年からは
奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科にて、養成校教員の立場から臨床実習指導者と
連携し、特に実習困難な学生の指導方法について
相談・指導してきた。同時に、学生教育から資格
取得後の新人教育への連携を意識した教育を行っ
てきた。

１　教育方法の実践例

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

令和5年　3月　31日
　　氏名　　滝本　幸治

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学、地域理学療法学、
予防理学療法学、老年期理学療法学

健康増進、介護予防、地域包括ケア、歩行、転倒、認知症、
フレイル、サルコペニア

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要



平成17年10月

～

現在に至る

平成25年10月

～

現在に至る

平成26年4月

～

現在に至る

平成27年4月

～

現在に至る

令和元年10月

～

現在に至る

令和2年5月

～

現在に至る

9) 臨床における理学療法士・作業療法士に対する
教育

医療機関（社会医療法人黎明会 北出病院）におい
て、臨床経験の浅い理学療法士・作業療法士に対
しては、症例の担当場面に介入して直接的な指導
を実施（on the job training）。一方、中堅以上
のスタッフに対しては、学術活動や後進育成のた
めの教育・マネジメント、多職種・多事業所連携
等に関する相談・指導を実施した。

10) オンライン教育コンテンツを活用した学習支
援

教員が学生と共有できる教育コンテンツを活用
し、講義および講義で課した課題の解説などの動
画を掲載することで、学生がいつでもどこでも自
己学習できる環境を構築した。また、必要に応じ
て講義資料（補足、参考資料等）の掲載や演習問
題の提供・解説など、講義時間外においても学生
が学習できる機会を提供した。

8）事前テストの実施による学習目標の明確化 土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科
専門基礎分野 「人体の機能演習Ⅰ・Ⅱ」「運動学
演習Ⅰ・Ⅱ」（ともに1年次）では、初めて専門的
な学習を行う学生にとって難易度は高いと思われ
る。そこで毎回講義の最初に、当日講義で扱う内
容で構成された「事前テスト」を講義冒頭で実施
（5分程度）。これによりこれから何を学ぶか意識
付けするとともに、講義終了後には事前テストの
解答を完成させたものを提出させ、理解の確認と
ともに質問を受け付け、次回講義時にフィード
バックするよう努めた。学生評価は非常に高いも
のであった。

7）チューター制度による少人数制の学生生活およ
び学習のサポート

土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科お
よび奈良学園大学保健医療学部リハビリテーショ
ン学科において、学年を問わず、履修中の科目の
中で理解が不十分であったり、学生生活で悩みが
あったり、将来的な不安などを抱えている学生は
少なくない。そこで、学年別に少人数（6名程度）
の学生を対象に放課後等の時間を活用してチュー
ター制度を設けた。比較的共通する課題や悩みが
あるなどピアとしても機能し仲間意識が高まるな
ど、きめ細かいフォローが学生にとって有効には
たらいていることを実感する試みである。

6）メーリングリストを利用したレポート添削によ
る効率的な個別学習支援

土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科
専門分野 「運動分析学（2年次）」において、姿
勢・動作の観察・分析方法の指導と演習（レポー
ト作成）を行う。学生は繰り返しレポート提出を
行い、それに対して個別にフィードバックを行う
必要があるため、学内メーリングリストを利用し
た課題の提出・返却を実施した。学生は提出期日
までの間、昼夜問わずレポートを提出できる利便
性があるとともに、添削の際もワープロソフトの
校閲機能を用いて効率よく丁寧に実施できる。

5）国家試験対策レクチャーの実施 土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科に
おいて、国家試験受験を前にした学生に対し、毎
年10月～2月に国家試験対策レクチャーを実施。担
当領域は主に「生理学」「運動学」「義肢・装具
学」であり、国家試験過去問題からその傾向を探
り、学生の効率的且つ効果的な学習のために過去
問題演習とともにポイント解説を行っている。ま
た、平成28年から新たな国家試験出題基準が適応
されたことを受け、それに対応すべく新たな出題
傾向について検討するとともに情報収集に努め、
学生に情報提供している。
奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科においては、国家試験対策ソフトを活用した取
り組みや、CBTを反映したワークブックを作成し学
生に提供する取り組みを行っている。



令和2年5月

～

現在に至る

令和3年5月

～

現在に至る

平成26年4月

令和2年9月

令和3年6月

令和4年10月6) 国家試験模擬試験 個別返却シート作成 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科理学療法学専攻では、国家試験受験に向けた模
擬試験を実施している。受験後、学生が試験結果
を受けてその後の学習に活かせるよう、個々の学
生に模擬試験の個別返却シートを作成してフィー
ドバックを行っている。具体的には、問題の出題
領域ごとにレーダーチャートにして専攻正答率と
自己正答率を示したり、専攻の正答率が高いにも
関わらず自分が誤った問題を容易に確認できるな
どの工夫をしている。

4) 地域理学療法実習 予習・復習用ホームページ
作成

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科で担当している「地域理学療法実習」（2年次配
当科目）において、学科HPを活用した取り組みを
実施した。より充実した実習期間となるよう実習
に先駆けて予習用ページを作成・学生公開すると
ともに、実習終了後に復習用ページを作成・掲載
して実習の振り返るが行えるよう配慮した。

5) CBTワークブックの作成 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科理学療法学専攻では、3年次配当科目の理学療法
評価実習、4年次配当科目の臨床総合実習Ⅰ・Ⅱに
先んじて、実習で求められる知識面の確認のため
にCBT(computer based testing)を実施する。そこ
で、学生の学習ツールのひとつとして、学習すべ
き領域ごとに国家試験形式の問題を取りまとめ、4
冊のワークブック（「解剖・運動・生理学編」
「一版臨床医学編」「理学療法編１」「理学療法
編2」）を作成した。CBT実施の約半年前から順次
ワークブックを学生に配布し、必要に応じて教員
が取り組み状況を確認しながら学習を促した。

12) 臨床実習および国試対策としてのComputer
Based Testing（CBT）の実施

臨床実習を受講するために必要な知識の確認及び
国家試験対策として、複数回にわたってCBTを実施
している。また、CBTに先駆けて、学生が自己学習
に取り組むツールとして多肢選択問題を領域別に
網羅したCBTワークブックを作成して学生に提供し
ている。さらに、CBTの結果に基づき教員が学生に
個別指導を行うことで学習支援を行っている。

3）講義用テキスト作成 土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科で
担当している「地域リハビリテーション学」「地
域理学療法学Ⅰ」（ともに3年次）において、講義
用テキストを作成した。医療・福祉・保健・介護
等を取り巻く状況が目まぐるしく変遷するなか、
専門職養成に必要な標準的事項は既刊のテキスト
で補えるが、リアルタイムにトピックス的な話題
や状況を反映させるために、教材として50ページ
程度のサブテキストを作成し講義で活用してい
る。

11) 地域理学療法・作業療法実習の学内実習の実
施

コロナ禍により現場での実習が困難となったた
め、学内にて地域理学療法・作業療法実習を計画
し実施した。学内であっても本来の学外実習と遜
色がないよう工夫し、現場スタッフの講義や、現
場とWeb中継を行って現場の様子やスタッフや患者
様の声を聴かせて頂いた。また、グループワーク
やプレゼンテーションの機会をたくさん設けるこ
とで、学生の主体的取り組みを促した。

２　作成した教科書，教材



平成27年4月

令和3年4月

～

令和4年2月

平成26年

5月1日

平成28年

12月9日

平成18年

4月15日

平成25年

3月30日

平成27年

9月29日

令和3年

4月10日

土佐リハビリテーションカレッジ同窓会「未来
会」にて，理学療法士・作業療法士を対象に
「Motoric Cognitive Risk Syndromeについて考え
る�―高齢者の有害事象を予測する新しい徴候―」
というテーマで講演（オンラインにて実施）。

土佐リハビリテーションカレッジ同窓会「未来
会」にて、現職の理学療法士・作業療法士を対象
に「地域包括ケアシステムにおけるリハ専門職の
貢献と課題」というテーマで講演。

土佐リハビリテーションカレッジ同窓会「未来
会」にて、現職の理学療法士・作業療法士を対象
に「周期運動の神経メカニズム―タイミングと力
制御に関する研究動向とともに」というテーマで
講演。

5）同窓会「未来会」勉強会 講師 土佐リハビリテーションカレッジ同窓会「未来
会」にて、現職の理学療法士・作業療法士を対象
に「少子化する高齢社会」というテーマで講演。

4）川田整形外科 勉強会 講師 川田整形外科リハビリテーション科スタッフを対
象に「臨床実習教育について考える」というテー
マで講演。

3）島津病院 勉強会　講師 島津病院リハビリテーション科スタッフを対象に
「臨床実習教育再考」というテーマで講演。

2）奈良学園大学における授業評価アンケートにお
ける評価

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当科目である「運動学入門」「地域理学
療法学」「地域理学療法学演習」「理学療法研究
法」「物理療法学Ⅰ」「物理療法学Ⅱ」「福祉用
具・生活環境論Ⅱ（各論）」において授業評価が
行われ、結果に基づき教授方法を工夫した。概
ね、いずれの科目も肯定的な意見であったが、十
分に授業外学習に取り組めていない傾向を認め
た。そのため、オンラインツールを活用して、講
義・解説動画や補足資料を公開したり、授業で
扱った内容に関する問題を出題するなどして、学
生が授業外学習に取り組みやすい学習環境を提供
することにより、総合的に満足度が高い結果が得
られた。

1）土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科
学生による授業評価アンケート結果における評価

土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科の
担当科目である「人体の機能演習Ⅰ・Ⅱ」「運動
学演習Ⅰ・Ⅱ」や「地域リハビリテーション学」
「地域理学療法学Ⅰ」では、授業評価により得ら
れた結果を講義に反映することで、学生が求める
教授方法について再考し、必要に応じて対応し
た。具体例としては、配布資料に含まれる演習問
題について模範解答を付すことや、テキスト掲載
の図では分かりにくいものについて他の文献から
理解しやすい図をスライドで示したり資料として
配布したりするなど対応した。また講義資料作成
時に活用した文献・資料等についてのリストも学
生に紹介し、希望に応じて提供した。結果、学生
の学習意欲の向上や高い満足度が得られた。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項
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14) 介護予防事業実践報告研修　講師 高知県リハビリテーション職能三団体協議会の主
催による本研修において、PT・OT・STの参加者
（50名）を対象に「介護予防の機能強化を支援す
る活動の報告―地域リハビリテーション活動支援
事業を踏まえて―」というテーマで講演した。

12) 平成30年度香南市通所介護事業所連絡会　講
師

高知県香南市で年次計画されている通所介護事業
所連絡会において、通所介護事業所スタッフ向け
に「転ばぬ先の転倒予防体操―老いるショックに
陥らないために―」というテーマで講演。

高知県香南市で年次計画されている通所介護事業
所連絡会において、通所介護事業所スタッフ向け
に「根拠に基づく生活支援を考える―効果検証の
方法を通じて―」として、事例検討のなどの際に
一助となるよう症例研究デザインやアセスメント
の重要性について解説した。

13) 香南市いきいきクラブ事業研修会　講師 高知県香南市で実施されている住民主体型運動教
室の運営を支援する当該事業において、運動教室
のリーダーを対象に「健康体操で生きかた上手―
コグニサイズの方法と実践―」というテーマで講
演と実技指導を実施。

9) 高知県越知町介護予防事業リハ専門職派遣事業
講師

リハ専門職が介入していない自治体を県が抽出
し、リハ専門職を派遣する事業の一環。
高知県越知町にて継続されてきた介護予防事業に
おいて、参加者減少という課題や介護予防の動機
づけのために地域在住高齢者を対象に「健康長寿
で生きかた上手」というテーマで講演するととも
に体操と体力測定を実施。

10) 社医）黎明会 北出病院　勉強会講師 理学療法士を対象に「加速度センサを用いた歩行
解析の基礎―臨床研究への展開を踏まえて」とい
うテーマで講演。実際に歩行時加速度計測および
データ解析を実演するとともに、これらの臨床研
究への展開を想定した具体的提案を試みた。

11) 高知県介護予防強化型サービス事業所育成支
援事業研修会　講師

高知県主催の自立支援機能を強化する介護事業所
スタッフの育成支援を目的とした研修会であり、
「Healthy Agingを叶えるために―アセスメントに
基づく介入方法を考える―」と題して、老年症候
群（フレイル）の解説やアセスメント方法、アセ
スメント結果に基づく具体的介入方法等について
講演。高知県下の中央（高知市）・西部（黒潮
町）・東部（香美市）にて実施。

8）高知県芸西村教育委員会スポーツ研修会 講師 高知県芸西村教育委員会が、競技スポーツを実施
する小・中学生の保護者に対して企画した研修会
にて、「成長期のスポーツとの付き合い方」とい
うテーマで、実技を交えながら講義を実施。

7）高知県介護予防強化型サービス事業所育成支援
事業研修会 講師

高知県主催の自立支援機能を強化する介護事業所
スタッフの育成支援を目的とした研修会にて、
「転ばぬ先の転倒予防」と題して、アセスメント
方法や具体的転倒予防策等について講演。

6）高知県香南市地域ケア会議事前研修会 講師 高知県香南市が平成27年4月より実施する地域ケア
個別会議に先立って、事業所職員らを対象とした
研修会を実施。
「運動機能アセスメント―測定目的と方法につい
て―」と題して研修会講師を務めた。



平成31年

3月4日

令和元年

10月14日

令和2年

1月12日

令和2年

2月1日

令和3年
11月20日
～21日

第538回臨床実習指導者講習会が奈良学園大学
（Web開催）にて開催され、2日間に渡って48名の
参加者に対して講習会の運営に携わった。

令和4年
2月12日～13日

第646回臨床実習指導者講習会が奈良学園大学
（Web開催）にて開催され、2日間に渡って46名の
参加者に対して講習会の運営に携わった。

令和4年
3月5日～6日

第664回臨床実習指導者講習会が畿央大学（Web開
催）にて開催され、2日間に渡って47名の参加者に
対して講義を担当した。

令和3年
7月31日

～
8月1日

第399回臨床実習指導者講習会が白鳳短期大学にて
開催され、2日間に渡って80名の参加者に対して講
義・演習を担当した。

令和3年
9月11日～12日

第437回臨床実習指導者講習会が奈良学園大学にて
開催され、2日間に渡って74名の参加者に対して講
習会の運営に携わった。

令和3年
11月6日～7日

第515回臨床実習指導者講習会が白鳳短期大学にて
開催し、世話人・講師として参加した。2日間に
渡って80名の参加者に対して講義・演習を担当し
た。

令和2年
2月15日～16日

第128回臨床実習指導者講習会が奈良学園大学にて
開催され、2日間に渡って78名の参加者に対して講
義・演習を担当した。

令和3年
6月5日～6日

第368回臨床実習指導者講習会が白鳳短期大学にて
開催され、2日間に渡って78名の参加者に対して講
義・演習を担当した。

令和3年
6月26日～27日

第378回臨床実習指導者講習会が畿央大学にて開催
され、2日間に渡って80名の参加者に対して講義・
演習を担当した。

17)和歌山県理学療法士連盟研修会 講師 和歌山県理学療法士連盟の主催で開催された研修
会の講師として「地域包括ケアに貢献する理学療
法士になるために－「地域共生社会」の実現に向
けて－」というテーマで現職理学療法士を対象に
講演とともに住民への体操指導について実技・演
習を行った。

18) 奈良市社会福祉協議会　講演会　講師 奈良市社会福祉協議会（青和地区）主催の地域住
民を対象とした講演会で、「健康長寿を叶える街
づくり―人生100年時代にできること―」という
テーマで講演を行い、認知症予防体操や自宅でで
きる体操などを参加者とともに実施した。

19) 奈良県臨床実習指導者講習会　世話人・講師 令和2年
2月8日～9日

第120回臨床実習指導者講習会が白鳳短期大学にて
開催され、2日間に渡って80名の参加者に対して講
義・演習を担当した。

15) 高知県越知町介護予防事業リハ専門職派遣事
業 講師

高知県越知町のリハビリテーション活動支援事業
の一環として、越知町中大平地区の住民に対し
「元気よく畑仕事を続けるために―農作業がもた
らす健康生活―」というテーマで講演とともに体
操および体組成計側等を実施した。

16) 奈良市社会福祉協議会（青和地区）講演会 講
師

奈良市社会福祉協議会（青和地区）の主催で開催
された地域住民を対象とした講演会で、「Healthy
Agingを叶える街づくり―健康長寿を叶えるために
―」というテーマで講演とともに参加者とともに
体操を行った。



令和3年

10月3日

平成21年10月

～

平成28年3月

平成20年7月

～

平成22年9月

室戸高校 生活福祉系列の２・３年生に対して「リ
ハビリテーション医療の基礎技術について」とし
て看護基礎医学2の授業を担当した。

〈教育実績〉

1)高知大学教育学部 非常勤講師 高知大学 教育学部 共通科目「高齢者スポーツ
論」を担当。高齢社会の現状および要因分析とと
もに、老年医学の知見に基づいた高齢者の心身機
能の特徴を概説。健康長寿に向けた生涯スポーツ
の位置づけや考え方、老年学・公衆衛生学・健康
心理学等を踏まえた実践論について教授してい
る。

22) ひいののオープン記念特別健康講座　講師 令和4年
12月11日

和歌山県旧日高町立比井小学校跡にて、社会医療
法人黎明会主催のひいののオープン記念特別健康
講座の講師として「生き方上手で健康長寿」とい
うテーマで講演を行うとともに体力測定を行い、
参加者約50名に対して測定結果のフィードバック
を行った。

令和4年
11月11日

奈良市西福祉センターにて奈良市二名地域包括支
援センター主催の元気アップなら講座の講師とし
て「歩行は健康のバロメーター」というテーマで
講演を行うとともに体力測定を実施し、参加者に
対して測定結果のフィードバックを行った。

令和4年
11月16日

エクセルハイツ第二学園前集会所にて奈良市二名
地域包括支援センター主催の元気アップなら講座
の講師として「転ばぬ先の転倒予防」というテー
マで講演と健康体操を行った。

令和4年
12月2日

二名公民館にて奈良市二名地域包括支援センター
主催の元気アップなら講座の講師として「転ばぬ
先の転倒予防」というテーマで講演を行うととも
に体力測定を実施し、参加者に対して測定結果の
フィードバックを行った。

20）奈良県理学療法士協会　新人教育プログラム
講師

奈良県理学療法士協会の令和3年度第2回新人教育
プログラムにおいて、日本理学療法士協会の会員
である受講者に対して「臨床実習指導方法論」に
ついてオンライン形式での講義を行った。

21) 奈良市二名地域包括支援センター 元気アップ
なら講座　講師

令和3年
11月26日

奈良市二名地域包括支援センター主催の元気アッ
プなら講座にて、参加者に対して「転ばぬ先の転
倒予防」というテーマで講演を行うとともに体力
測定を実施し、参加者に対して測定結果のフィー
ドバックを行った。

令和4年
5月14日～15日

第727回臨床実習指導者講習会が白鳳短期大学
（Web開催）にて開催され、2日間に渡って48名の
参加者に対して演習を担当した。

令和4年
7月16日～17日

第776回臨床実習指導者講習会が奈良学園大学
（Web開催）にて開催され、2日間に渡って47名の
参加者に対して講習会の運営に携わった。

令和4年
9月10日～11日

第843回臨床実習指導者講習会が奈良学園大学
（Web開催）にて開催され、2日間に渡って46名の
参加者に対して講習会の運営に携わった。

５　その他

2)高知県立室戸高校「看護基礎医学2」授業担当



平成17年4月

～

平成31年3月

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年4月

～

現在に至る

年月日

平成12年

5月17日

平成20年3月

平成20年

7月13日

平成22年

2月2日

平成22年

4月1日

平成27年

1月18日

平成27年

2月1日

平成28年

5月17日

8)博士（医学） 高知大学大学院総合人間自然科学研究科（甲総医
博第47号）
論文題目「Comparison of timing and force
control of foot tapping between elderly and
young subjects（足タッピングのタイミングと力
の制御における高齢者と若年者の比較）」

7)介護予防推進リーダー　取得 （公社）日本理学療法士協会の重点施策の一つで
ある地域包括ケアシステムに関わることのできる
人材育成制度を修了。

6)地域包括ケア推進リーダー　取得 （公社）日本理学療法士協会の重点施策の一つで
ある地域包括ケアシステムに関わることのできる
人材育成制度を修了。

5)専門理学療法士（生活環境支援理学療法）取得 登録番号5-138
（公社）日本理学療法士協会が定める制度であ
る。自らの専門性を高め、良質なサービスを提供
する臨床能力を備え、理学療法の学問的発展に寄
与する研究能力を高めていくことを目的としたも
のである。

4)介護支援専門員　取得 登録番号39090079

5) 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科理学療法学専攻　講師

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として勤務。「運動学入門」「基礎ゼミ
Ⅱ」「理学療法評価学」「地域理学療法学」「地
域理学療法学演習」「物理療法学Ⅰ（総論）」
「物理療法学Ⅱ（各論）」「理学療法研究法」
「福祉用具・生活環境論Ⅱ（各論）」「客観的臨
床能力演習（理学療法）」「早期体験実習（理学
療法）」「地域理学療法実習」「理学療法評価実
習」の科目を担当。

1)理学療法士免許　取得 理学療法士名簿登録番号 第35252号

 

3) 土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科
専任講師

土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科の
専任講師として勤務。

4) 土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科
非常勤講師

土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科の3
年生に対して「地域リハビリテーション学」「地
域リハビリテーション演習」の講義を担当。

事項 概 要

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

１　資格，免許

2)修士（教育学） 高知大学大学院教育学研究科（教修第98号）
論文題目「運動に対する意識と体力の関連
　　　　 ‐運動経験・習慣・認識に着目して‐」

3)福祉住環境コーディネーター2級　取得 証書番号20-2-06209



平成29年

3月16日

令和1年

6月23日

令和2年

11月30日

令和4年

4月1日

令和4年

4月1日

令和4年

4月1日

令和4年

4月1日

平成29年3月

令和1年6月

令和2年5月6) 2020年度奈良学園大学保健医療学部共同研究助
成 採択

研究課題名:山間過疎地域における高齢者の体力特
性に関する研究―フレイル調査票を用いた検討―
研究代表者：滝本幸治
共同研究者：伊藤健一，池田耕二，大浦智子，堀
内美由紀，井上葉子，椿根純子，阿波邦彦，野中
紘士，松村あゆみ，笹野弘美，坪内善仁，中島大
貴
助成金額　：220,000円

4) 平成28年度 公益信託高知新聞・高知放送「生
命（いのち）の基金」採択

研究課題名：歩行動揺計を用いた認知機能検査に
関する研究
研究代表者：滝本幸治
助成金額　：507,600円

5) 2019年度 一社）日本物理療法学会研究助成 採
択

研究課題名：ヒト皮膚由来線維芽細胞における温
度の違いが細胞増殖に与える影響
研究代表者：吉川義之
共同研究者：杉元雅晴，野中紘士，滝本幸治，前
重伯壮，植村弥希子
助成金額　：450,000円

15)専門理学療法士（支援工学理学療法）取得 登録番号:S10-0002470
（公社）日本理学療法士協会が定める制度であ
る。自らの専門性を高め、良質なサービスを提供
する臨床能力を備え、支援工学理学療法の学問的
発展に寄与する研究能力を高めていくことを目的
としたものである。

12)登録理学療法士　取得 登録番号:T22-0017244
（公社）日本理学療法士協会が定める制度であ
る。多様な障害像に対応できる能力を有するジェ
ネラリストの育成と目的としたものであり、生涯
にわたる知識・技術の維持と亢進を促進し、社会
に対する理学療法士の質の担保の証となるもので
ある。

13)専門理学療法士（予防理学療法）取得 登録番号:S10-0002270
（公社）日本理学療法士協会が定める制度であ
る。自らの専門性を高め、良質なサービスを提供
する臨床能力を備え、予防理学療法の学問的発展
に寄与する研究能力を高めていくことを目的とし
たものである。

14)専門理学療法士（地域理学療法）取得 登録番号:S10-0002070
（公社）日本理学療法士協会が定める制度であ
る。自らの専門性を高め、良質なサービスを提供
する臨床能力を備え、地域理学療法の学問的発展
に寄与する研究能力を高めていくことを目的とし
たものである。

9）都道府県コーディネーター養成研修会　修了 （公社）日本理学療法士協会の介護予防・健康増
進事業であるシルバーリハビリ体操を普及するた
めの研修を茨城県水戸市にて受講し修了した。

10）臨床実習指導者講習会　修了 （公社）日本理学療法士協会、全国リハビリテー
ション学校協会の共催であり、各都道府県で今後
実施される講習会の世話人・講師を担う者を育成
する目的で開催された第10回臨床実習指導者講習
会を修了した。

11)フレイル対策推進マネジャー　取得 （公社）日本理学療法士協会の重点施策の一つで
ある保健事業と介護予防事業の一体的実施に関わ
ることのできる人材育成制度所定の課程を修了し
た。

    
      

 

２　特許等

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項



令和2年5月

令和2年5月

令和2年5月

令和3年3月

令和3年4月

令和3年6月

令和3年6月

令和4年6月

平成27年4月

～

平成31年3月

3)香南市地域ケア会議アドバイザー 高知県香南市がH27年度より開始した地域ケア個別
会議において、アドバイザーとして当初より参
加。個別事例の課題分析および目標設定、支援内
容について助言を行っている。

14）2022年度奈良学園大学保健医療学部共同研究
助成　採択

助成課題名：地域の特性を活かしたAging in
Placeに関する研究
研究代表者：笹野弘美
共同研究者：池田耕二，滝本幸治，平野孝行，辻
下聡馬，笹野英樹
助成金額　：300,000円

（自治体事業）

11）日本学術振興会 科学研究費 若手研究　採択 研究課題名：Motoric Cognitive Riskが社会参加
に与える影響に関する研究
研究代表者：滝本幸治
助成金額　：4,680,000円

12）2021年度奈良学園大学保健医療学部共同研究
助成　採択

助成課題名：COVID-19パンデミックが高齢者の健
康及び日常生活に及ぼす影響に関する研究―コロ
ナ禍における遠隔指導を加味した研究―
研究代表者：滝本幸治
共同研究者：池田耕二，大浦智子，吉川義之，笹
野弘美，坪内善仁，辻下聡馬
助成金額　：340,000円

13）2021年度奈良学園大学保健医療学部共同研究
助成　採択

助成課題名：地域の特性を活かした高齢者の健康
増進に関する研究
研究代表者：笹野弘美
共同研究者：池田耕二，滝本幸治，辻下聡馬，平
野孝行，笹野英樹
助成金額　：340,000円

7) 2020年度奈良学園大学保健医療学部共同研究助
成 採択

研究課題名：リハビリテーション学科臨床実習管
理センターにおけるホームページによる双方向性
活用システムの構築―臨床実習教育の質的向上を
目指して―
研究代表者：池田耕二
共同研究者：飯塚照史，城野靖朋，福原啓太，滝
本幸治，笹野弘美，前田吉樹，野田優希，中田
修，坪内善仁，中島大貴，岩﨑智子，辻下聡馬，
辻下守弘
助成金額　：220,000円

8) 2020年度奈良学園大学保健医療学部共同研究助
成 採択

研究課題名：創傷被覆材における近赤外線透過率
の検証
研究代表者：吉川義之
共同研究者：辻下守弘，城野靖朋，滝本幸治
助成金額　：220,000円

9) 2020年度奈良学園大学保健医療学部共同研究助
成（成果発表）採択

助成学術大会：第57回日本リハビリテーション医
学会学術集会
発表演題　：歩行予備能力は独立して転倒リスク
を反映するか？―地域在住高齢者を対象とした検
討―
筆頭発表者：滝本幸治
助成金額　：23,000円

10) 令和2年度 公益信託高知新聞・高知放送「生
命（いのち）の基金」採択

助成課題名：安全に可能な全身振動刺激療法とバ
ランス能力に関する研究
研究代表者：近藤　寛
共同研究者：竹林秀晃，滝本幸治
助成金額　：350,000円



平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年度

～

平成30年度

平成30年度

令和元年10月

～

現在に至る

令和2年度

～

現在に至る

平成20年5月

～

現在に至る

平成20年6月

～

平成26年6月

平成22年11月

～

平成28年11月

平成24年4月

～

平成25年3月

平成26年7月

～

平成31年3月

6）四国理学療法士学会　演題査読委員 四国理学療法士会が毎年開催する四国理学療法士
学会の演題査読委員を務めている。

4）日本理学療法学術大会 演題査読委員 （公社）日本理学療法士協会が毎年開催する日本
理学療法学術大会の演題査読委員を務めている。

5）日本理学療法士協会グランドデザイン
策定委員（予防領域）

（公社）日本理学療法士協会が、国民の保健福祉
を支援する理学療法士グランドデザインを策定す
るためにチームを構成し、「予防領域」の委員と
してグランドデザイン策定に携わった。

3）（公社）高知県理学療法士協会 広報部 （公社）高知県理学療法士協会の広報部員（後に
副部長）として、主に協会ホームページの管理や
会員向け会誌（県協会ニュース）や一般向け広報
誌「ぱわふるとさ！」の編集・発行に携わってき
た。

2）日本物理療法学会 選挙管理委員会 委員長 日本物理療法学会の選挙管理委員として（H23年5
月から委員長）、学会評議員の選出のための選挙
告示および選挙を実施している。

7)奈良市二名地区介護予防事業 奈良市二名地域包括支援センターの管轄する地域
住民を対象とした介護予防事業に講師として参
画。介護予防や健康に関連する講話とともに健康
体操の実践指導を実施。

8) 奈良県曽爾村 フレイル健診（後期高齢者の質
問票）

奈良県曽爾村において，令和2年度より全国市町村
で実施することになったフレイル健診（後期高齢
者の質問票）について，曽爾村保健師らとともに
フレイル健診の実施及び結果集約，今後の介護予
防事業への反映などについて協働。

（理学療法士協会関連業務）

5)高知県介護予防強化型サービス事業所育成支援
事業　講師

高知県下の通所介護事業所職員を対象に、生活機
能向上支援の知識・技術の習得を支援し、市町村
と連携して高齢者の自立支援に向けた介護サービ
スを提供できる事業所の育成を図るため、研修会
講師などを勤め講演等を実施。

6)香南市通所介護事業所連絡会 講師 高知県香南市の地域包括ケアシステム構築のた
め、地域の通所介護事業所のスタッフ育成及び多
職種連携などスキルアップを目指した研修の講師
を勤め、アセスメントおよび介護予防手法などに
ついて講演等を実施。

4)高知市介護認定審査会 委員 高知県高知市の介護認定審査会委員として、介護
認定審査にあたる。



平成27年6月

～

平成29年6月

平成27年6月

～

平成31年3月

平成29年6月

～

平成31年3月

平成30年3月

～

現在に至る

平成27年2月

～

現在に至る

令和2年12月

～

現在に至る

令和3年8月

～

現在に至る

令和4年8月

～

現在に至る

令和4年9月

～

現在に至る

令和4年11月

～

現在に至る

15) 近畿理学療法学術大会　演題査読委員 近畿理学療法学術大会の演題査読委員を務めてい
る。

16) 保健医療学学会学術集会　演題査読委員 保健医療学学会学術集会の演題査読委員を務めて
いる。

13) 日本理学療法教育学会学術大会　演題査読委
員

日本理学療法教育学会学術大会の演題査読委員を
務めている。

14) 公社）日本理学療法士協会 指定規則等検証部
会（カリキュラム検討作業部会）部会員

2018年に理学療法士作業療法士学校養成施設指定
規則が改正されたが、新カリキュラムの適用から5
年を目途として、新たな見直しの必要性について
の検討を行うことが望まれている。これを受け、
当該作業部会において改正された指定規則を検証
するとともにカリキュラムの改善などつについて
検討を行う。

10) 日本地域理学療法学会学術大会　演題査読委
員

日本地域理学療法学会学術大会の演題査読委員を
務めている。

11) 日本予防理学療法学会学術大会　演題査読委
員

日本予防理学療法学会学術大会の演題査読委員を
務めている。

12）奈良県理学療法士養成校協議会　理事 奈良県下の理学療法士養成校で組織された協議会
理事として，臨床実習指導者養成のための臨床実
習指導者講習会の開催計画・運営など担当。

8）高知県理学療法士連盟　事務局長 高知県理学療法士連盟の事務局長に就任。県民や
理学療法士の声を受け取り、県もしくは国に届け
るためのサポート（講演会の開催など）の活動し
ている。

9）（公社）高知県理学療法士協会　総務部長 （公社）高知県理学療法士協会の総務部長に就
任。会員管理や法人運営を担い、理事会および総
会の開催・運営を行っている。

7）（公社）高知県理学療法士協会 事務局次長 （公社）高知県理学療法士協会の事務局次長に就
任。高知県の理学療法士の質の向上と社会貢献の
ための企画総括や会員管理に努めている。



令和5年1月

～

現在に至る

平成27年

3月22日

平成27年

11月29日

平成29年

9月18日

平成30年

12月2日

令和元年

10月19日

令和元年

12月15日

令和3年

12月5日

令和4年

12月4日

平成19年6月

～

平成20年12月

12)第6回日本地域理学療法学会学術大会（座長） 第6回日本地域理学療法学会学術大会（京都）に
て、一般口述12「訪問・通所3」（6演題）の座長
を務めた。

13）第8回日本地域理学療法学会学術大会（座長） 第8回日本地域理学療法学会学術大会（Web開催）
にて、口述発表「地域⑪」（5演題）の座長を務め
た。

14）保健医療学学会第12回学術集会（座長） 保健医療学学会第12回学術集会（奈良）にて、口
述発表「教育セッション」（2演題）の座長を務め
た。

9)第72回日本体力医学会大会（座長） 第72回日本体力医学会大会（愛媛）にて、一般演
題「リハビリテーション，運動療法②」の座長を
務めた。

10)第47回四国理学療法士（座長） 第47回四国理学療法士学会（高知）にて、一般演
題Ⅳ-③「生活環境支援系」の座長を務めた。

11)第6回日本予防理学療法学会学術大会（座長） 第6回日本予防理学療法学会学術大会（広島）に
て、ポスター演題8（9演題）の座長を務めた。

8)第44回四国理学療法士学会（座長） 第44回四国理学療法士学会にて、一般演題Ⅱ-④
「運動器・基礎系」の座長を務めた。

7)第25回高知県理学療法士協会新人発表学術集会
（座長）

第25回高知県理学療法士協会 新人発表学術集会に
て、ポスター演題「生活環境」の座長を務めた。

（学術大会 司会・座長）

17) 日本物理用縫合同学術大会2024　準備委員 2024年1月26日（金）・27日（土）に奈良県コンベ
ンションセンターで開催される日本物理療法合同
学術大会2024の開催に向けて、準備委員を努めて
いる。

４　その他

1）第16回日本物理療法学会学術大会
大会準備委員長 （会期：2008.10.4～5）

 平成20年10月4日～5日の会期で高知にて開催され
た第16回日本物理療法学会学術大会の大会準備委
員長として、開催の約1年前より大会準備委員会を
立ち上げるなどし、大会の運営に携わった。



令和4年5月

～

令和4年12月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 令和4年4月

（学術論文）

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

1) 高齢者に対する予防的運
動介入―実践指導に必要な基
礎と技術

文光堂（東京） 　高齢者の運動指導場面において求められる知識
や実践的な方法論が網羅的に解説されている。医
療・保健・介護関連の施設や事業所、あるいは自
治体事業などにおいて活用されることを想定した
構成である。
B5判　全202頁
編　者：柳澤幸夫
共著者：井坂昌明，竜田庸平，速見弥央，柳澤幸
夫，澤田優子，今岡真和，土居誠治，森　耕平，
福岡達之，滝本幸治，大久保吏司，松浦　康，竹
林秀晃，近藤　寛，積山和加子，鶯　春夫，近藤
慶承，出口憲市，三浦　哉，清水裕子

本人担当部分：第4章 高齢者に使用するスクリー
ニングおよび体力測定（76-99頁）
　フレイル、サルコペニアおよび地域で活用でき
る体力測定項目（各種の歩行能力、筋力、バラン
ステスト）の方法について解説。計測機器を用い
なくても計測できる方法や具体的な計測手順・声
掛けの例などを示すとともに、測定時の留意事項
と判定指標を示すことで、より丁寧かつ正確な測
定が叶い、運動指導に役立てることができる構成
となっている。

膝伸展作用を有する内側広筋の有効なトレーニン
グ方法について筋電図を用いて検討した。結果、
踵セッティングおよび立位での股内転同期セッ
ティングでより内側広筋の活動が賦活することが
確認された。
・共著者：奥田教宏，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，滝本幸治
・本人担当部分：研究計画、データ計測・解析、
資料収集、論文の一部執筆

64）高齢者におけるMental
Chronometryの特性と各種身
体能力との関係

四国理学療法士会学会誌
36：pp78-79, 2014.

Mental Chronometry（心的時間）による歩行の運
動イメージ想起能力と各種身体能力との関連につ
いて若年・高齢者を対象に検討した。結果、高齢
者の方が実際の歩行と運動イメージとの誤差が大
きく、運動イメージ想起能力（誤差）と敏捷性の
間に正の相関を認めた。
・共著者：竹林秀晃，小松祐貴，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏
・本人担当部分：研究計画、データ計測、資料収
集、論文の一部執筆

63）等尺性収縮における内側
広筋のトレーニング方法の検
討

四国理学療法士会学会誌
36：pp54-55, 2014.

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

2) 第12回保健医療学学会学術集会 準備委員（会
期：2022年12月4日）

　令和4年12月4日に奈良学園大学（奈良市）で開
催された第12回保健医療学学会学術集会におい
て、集会の準備委員として主に会計について対応
し、大会の運営に携わった。

62）地域在住高齢者における
複合的運動機能に対しての注
意機能と身体機能の関連性に
ついて

四国理学療法士会学会誌
36：pp106-107, 2014

複合的運動機能テストであるTrail Walking
Test(TWT)と他の身体機能や注意機能との関連に
ついて検討した。結果、TWTは歩行能力や膝伸展
筋力、バランス能力や敏捷性、注意機能と有意な
相関を認めた。したがってTWTは種々の身体機能
や注意機能の総合的指標と成り得る。
・共著者：榛田彩香，竹林秀晃，滝本幸治，高芝
潤，川渕正敬，前田秀博，國澤雅裕
・本人担当部分：データ計測・解析、論文執筆、
資料収集、論文の一部執筆



共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月71）成人におけるなわ跳び動
作の分析

四国理学療法士会学会誌
38：pp138-139, 2016

発達性協調運動障害を呈する児が縄跳びを上手に
跳べない特徴を有することから、縄跳び動作の分
析を実施した。結果、上手に縄跳びを跳ぶために
は着地がつま先から行われていることや膝が伸展
位であることが見いだされた。
・共著者：森下誠也，滝本幸治
・本人担当部分：統計解析、論文の一部執筆

70）加齢による歩行運動イ
メージの特性 : 時空間的要
素における若年者との比較

高知県理学療法 22：
pp43-47, 2015.

歩行の運動イメージ評価に心的時間計測を用い
て、若年者と高齢者とを比較した。結果、実際の
歩行と運動イメージとの誤差は高齢者で大きく、
高齢者では歩行能力が低い者ほど運動イメージの
誤差が大きくなる知見を得た。
・共著者：竹林 秀晃 , 滝本 幸治 , 奥田 教宏
, 宮本 謙三 , 宅間 豊 , 井上 佳和 , 宮本 祥
子 , 岡部 孝生
・本人担当部分：研究計画、データ計測、資料収
集、論文の一部執筆

69）地域高齢者における転倒
因子の検討と各年代における
片脚立位時間の変化について

四国理学療法士会学会誌
37：pp88-89, 2015.

地域在住高齢者に対し、転倒と関連のある体力要
素を検討した。結果、転倒歴のある高齢者は、開
眼・閉眼片脚立位時間が短く膝伸展筋力が弱かっ
た。また、加齢に伴い片脚立位時間は短縮し、転
倒歴のある高齢者の方が片脚立位時間は短い傾向
にあった。
・共著者：奥田教宏，竹林秀晃，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生
・本人担当部分：研究計画、データ計測、資料収
集、論文の一部執筆

68）足タッピング課題による
加齢に伴う力制御能力の特性
―異なる力発揮水準を用いた
検討―

四国理学療法士会学会誌
37：pp108-109, 2015.

足タッピング課題を用いて異なる力発揮水準によ
る力制御の特性を若年・高齢群間で比較した。そ
の結果、小さい力発揮時に高齢群の力発揮の変動
が大きかった。また、力発揮水準が大きいほど若
年・高齢群の差が縮小する傾向にあった。
・共著者：滝本幸治，高橋夏姫，竹林秀晃，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏，椛秀人
・本人担当部分：研究計画、データ計測・解析、
論文執筆、資料収集

66）介護予防に貢献する理学
療法士の可能性を考える

高知県理学療法21：
pp25-32, 2014.

これまでの介護予防の課題を再認識するととも
に、理学療法士がどのような形で介護予防に貢献
し得るか事例を紹介。また、老年医学や公衆衛生
学など近接領域の知見を取り入れるとともに、健
康寿命延伸のためには歩行能力低下を予防する取
り組みが重要であることを示した。
・共著者：滝本幸治，島村千春
・本人担当部分：論文構成、論文執筆、資料収集

67）Mental Rotation課題に
おける道具使用・物体把持の
影響

四国理学療法士会学会誌
37：pp154-155, 2015.

運動イメージの評価・治療手法のひとつである
Mental Rotation（MR；心的回転）課題を用い
て、道具使用有無下で成績を比較した。結果、道
具使用有無間でMR課題の正答率に差を認めなかっ
たが、反応時間は道具を使用した条件下で有意に
速かった。
・共著者：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏
・本人担当部分：研究計画、データ計測、論文執
筆、資料収集、論文の一部執筆

65）加齢により異なる力制御
の特性―足タッピング課題を
用いた検討―

四国理学療法士会学会誌
36：pp82-83, 2014.

周期的な足タッピング課題を用いて、テンポ速度
やテンポ音有無を操作し若年・高齢群間でその特
徴を検討した。結果、両群とも遅いテンポで且つ
テンポ音のない条件下で足タップの精度が低下し
たが、若年群の精度が高齢群を下回るという興味
深い知見を得た。
・共著者：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人
・本人担当部分：研究計画、データ計測・解析、
論文執筆、資料収集



共著 平成26年3月

共著 平成28年5月

共著 平成28年12月

共著 平成28年12月

共著 平成28年12月

共著 平成29年3月

共著 平成29年3月78）自己身体像の視覚外乱刺
激は感覚の重みづけを変化さ
せる―身体感覚情報との不一
致が及ぼす影響―

四国理学療法士会学会誌
39：pp110-111, 2017

視覚情報を変化させることで身体感覚情報との不
一致を作り、姿勢制御への影響を検討した。被験
者自身の後方からの映像を回転させて見せ、立位
姿勢の重心動揺を評価したところ、回転角度が大
きいほど重心動揺が大きくなることが分かった。
・共著者：竹林秀晃，弘井鈴乃，滝本幸治，宮本
謙三，井上佳和，岡部孝生，宮本祥子，宅間豊
・本人担当部分：研究計画、データ計測、資料収
集、論文の一部執筆

76) 異なる二種類の二重課題
による転倒リスク評価の検討
―Multitarget Stepping
Taskの改良版による試み―
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル10：pp31-36,
2016.

二重課題であるMultitarget Stepping
Task(MTST)は、転倒リスク評価としての有用性が
知られているが、より感度よく評価するために認
知機能負荷を課した改良版MTSTを考案し、高齢者
を対象に転倒リスク評価を実施した。結果、改良
版MTSTは従来のMTSTより感度や正診率が高く、よ
り有効な転倒リスク評価として活用の可能性が示
唆された。
・共著者：門脇一弘，滝本幸治
・本人担当部分：研究計画，データ計測・統計解
析，資料収集、論文の一部執筆

77）心理社会的要因による痛
み関連脳領域の変化―高社会
性げっ歯類を用いた基礎研究
―

四国理学療法士会学会誌
39：pp112-113, 2017.

社会環境の変化による痛み関連領域（ペインマト
リックス）の変化についてハタネズミを用いて検
討した。結果、パートナーの存在有無によりペイ
ンマトリックスの活動性が変化し、脊髄後角にお
ける痛みシグナリングを減少させていることが示
唆された。
・共著者：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宅間豊，
宮本謙三，由利和也
・本人担当部分：統計解析、論文の一部執筆

74) 二重課題による認知機能
評価の有用性―地域在住高齢
者を対象とした検討―
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル10：pp1-8,
2016.

Walking Stroop Carpet(WSC)という新しい二重課
題を用いて、地域在住高齢者の認知機能低下の初
期スクリーニングとして有用か検討した。結果、
多変量解析によりWSCの文字条件が認知機能低下
を説明する変数として抽出され、ROC曲線におい
ても判別性能が高いことが示された。
・共著者：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
・本人担当部分：論文執筆、研究計画、データ計
測・解析，資料収集

75) 上腕骨・前腕両骨骨折
(floating elbow)を受傷した
症例
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル10：pp23-30,
2016.

機能障害が残存しやすく治療に難渋することが多
い上腕骨・前腕両骨骨折症例の理学療法効果につ
いて検討した。結果、術直後から早期に関節可動
域練習と上肢全体に対するアプローチが、疼痛の
消失や関節可動域の再獲得に効果をもたらした。
・共著者：上堀　琢，高橋佑輔，滝本幸治
・本人担当部分：研究計画，資料収集、論文の一
部執筆

73)Comparison of timing
and force control of foot
tapping between elderly
and young subjects（足タッ
ピングのタイミングと力の制
御における高齢者と若年者の
比較）
（査読付）
（博士論文）

Journal of Physical
Therapy Science 28:
pp1909-1015,2016.

足タッピング課題を用い、タイミングと力の制御
における高齢者と若年者の比較を行った。結果、
高齢者の方がタッピングの精度が低かったが、テ
ンポ音に同期してタップすると精度が低くなると
いう若年者とは異なる新知見を得た。
・共著者：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人
・本人担当部分：論文執筆、研究計画、データ計
測・解析、資料収集

72）複数体肢の同時動作にお
ける反応時間からみた運動制
御

四国理学療法士会学会誌
38：pp96-97, 2016.

左右上下肢の複数体肢の同時動作による反応時間
特性について検討した。結果、四肢いずれか単肢
および両上肢や両下肢で反応するより、同側上下
肢や対側上下肢で反応する際に有意に反応時間が
遅延することが分かった。
・共著者：竹林秀晃，前田康介，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏
・本人担当部分：研究計画、データ計測、資料収
集、論文の一部執筆



共著 平成29年3月

共著 平成29年3月

共著 平成29年6月

共著 平成29年12月

共著 平成29年12月

共著 平成30年3月84) 心理･社会的ストレスに
よるペインマトリックスの反
応性変化―炎症性疼痛時の脳
活動性―

四国理学療法士会学会誌
40：pp98-99, 2018.

高社会性げっ歯類のプレーリーハタネズミを用い
て、心理･社会的要因（絆）による痛み関連脳領
域（ペインマトリックス）の反応性を検討した。
結果、絆を解かれたネズミは側坐核外側のFos蛋
白発現が少なく内因性疼痛制御系のドーパミン経
路が機能しにくくなり、島ではFos蛋白が多く嫌
悪感や恐怖・不安を感じる可能性が示唆された。
・共著者：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，渡邊家
泰，宅間豊，宮本謙三，由利和也
・本人担当部分：統計解析、論文の一部執筆

82) 二重課題による認知機能
低下および転倒リスク評価の
有用性―Walking Stroop
Carpetを用いた検討―
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル11：pp1-8,
2017.

Walking Stroop Carpet (WSC)課題を用いて，認
知機能低下と転倒リスクの評価を行い，その有用
性について地域在住高齢者113名を対象に検討し
た。結果、認知機能低下はWSC課題（文字条件）
が，転倒リスクはWSC課題（色条件）が有意に説
明することが示され、地域在住高齢者の認知機能
低下と転倒リスクの簡便な評価ツールとして活用
の可能性が示唆された。
・共著者：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，宮本祥子，宅間豊，井上佳和，岡部孝生，
岡林　悠，宮本謙三
・本人担当部分：論文執筆、研究計画、データ計
測、統計解析、資料収集

83) 急性期脳卒中リハビリ
テーション
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル11：pp29-36,
2017.

脳卒中急性期においては，十分な医学的管理の下
にできる限りの離床と運動負荷を意識し対応する
ことで，二次的な合併症の予防や有害事象を発生
させることなく有効な治療成績が得られる報告が
多々存在する。早期リハの必要性を理解するため
に，安静臥床が及ぼす悪影響を理解したうえで，
早期リハが身体の諸機能に及ぼす影響について解
説した。
・共著者：小川真輝，滝本幸治
・本人担当部分：論文構成，文献収集、論文の一
部執筆

81）Walking Stroop Carpet
による転倒リスク評価の有用
性
（査読付）

理学療法学44(3)：
pp219-225, 2017.

Walking Stroop Carpet (WSC)課題による転倒リ
スク評価の有用性について、地域在住高齢者100
名を対象に検討した。結果、WSC課題（色条件）
は高齢者の転倒歴を有意に説明することが示さ
れ、地域在住高齢者の転倒リスク評価ツールとし
て活用の可能性が示唆された。
・共著者：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
・本人担当部分：論文執筆、研究計画、データ計
測、統計解析、資料収集

79）Dual Taskによる歩行能
力と認知機能評価の有用性―
Walking Stroop Carpetによ
る検討―

四国理学療法士会学会誌
39：pp56-57, 2017.

地域在住高齢者を対象に、Walking Stroop
Carpetを用いたDual Task歩行による転倒リスク
および認知機能評価を試みた。結果、過去1年の
転倒歴の判別適中率は79.0%、認知機能低下の判
別適中率は90.5%であり、Walking Stroop Carpet
の有用性が示唆された。
・共著者：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
・本人担当部分：論文執筆、研究計画、データ計
測・解析、資料収集

80) 高齢者大腿骨近位部骨折
術後患者の自宅退院に与える
要因―回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟
によるFIMを用いた検討―

高知県理学療法24：
pp63-67, 2017.

回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟に入院していた高齢大腿骨
近位部骨折術後患者42例を対象に、自宅退院に影
響を与える要因について検討した。結果、整容や
更衣動作などのセルフケアと移動動作の自立度、
認知機能の低下予防が自宅退院に必要な要因であ
ることが考えられた。
・共著者：奥田教宏，竹林秀晃，滝本幸治，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
・本人担当部分：研究計画、統計解析、資料収
集、論文の一部執筆



共著 平成30年3月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月90) 外来患者に対する杖適応
の判断基準の検討

四国理学療法士会学会誌
41：pp232-233, 2019.

整形外科疾患により外来通院中の患者を対象に、
杖使用を決定づける要因について検討した。結
果、杖使用群と未使用群間の比較において、有意
に杖使用群の10m歩行時間が遅延しており、多変
量解析によって歩行時間のみが杖使用有無を決定
付ける変数として抽出された。ROC曲線による判
別性能はAUC:0.79であり、カットオフ値は7.8秒
であった。
・共著者：土居優仁，山本哲夫，山下亜乃，片岡
歩，滝本幸治
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・解析，資料収集、論文の一部執筆

88) 運動負荷による疼痛域値
の変化―自転車エルゴメータ
―による比較―

四国理学療法士会学会誌
41：pp108-109, 2019.

自転車エルゴメーター駆動の運動負荷量の違いが
疼痛域値に与える影響について、健常若年成人男
性30名を対象に検討した。心拍数100拍／分と150
拍／分の運動20分実施後、第6頚椎棘突起側方の
表在感覚・圧痛域値を計測した結果、いずれの条
件も運動前後で比較で、運動後に疼痛域値が上昇
した。しかし、条件間では両域値に差を認めな
かった。
・共著者：奥田教宏，中平愛里，竹林秀晃，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
滝本幸治，渡邊家泰
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・解析，資料収集、論文の一部執筆

89) 視空間記憶能力と歩行能
力および転倒歴との関連―視
覚的ワーキングメモリスパン
テストを用いた検討―

四国理学療法士会学会誌
41：pp212-213, 2019.

視空間情報の記憶能力と高齢者の歩行能力・転倒
との関連について、高齢者15名を対象に検討し
た。歩行能力検査（10m歩行、TUG）とともに、視
覚的ワーキングメモリスパンテスト（VWMST）を
実施した結果、非転倒群より転倒群で空間位置情
報を記憶する能力（スペース課題）が有意に低下
しており、多変量解析によりスペース課題の成績
はTUGを説明する変数として抽出された。
・共著者：橋詰愛里彩，谷脇弘将，山﨑優，滝本
幸治
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・解析，資料収集、論文の一部執筆

86) 視覚外乱刺激において周
辺環境の有無が姿勢制御に及
ぼす影響

四国理学療法士会学会誌
41：pp54-55, 2019.

Head Mounted Displayを用いて映像を回転させる
ことによる視覚外乱刺激を加え、姿勢制御に及ぼ
す影響について検討した。結果、背景があると重
心動揺が増大するとともに、回転角度が大きいと
より顕著に重心動揺が増大した。視覚情報が姿勢
制御に与える影響が異なることから、トレーニン
グへの応用が期待できる。
・共著者：竹林秀晃，藤田雅登，滝本幸治，奥田
教宏，岡部孝生，宮本祥子，井上佳和，宅間豊，
宮本謙三
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・解析，資料収集、論文の一部執筆

87) 認知機能低下が歩行パラ
メータに与える影響―体幹加
速度計測による検討―

四国理学療法士会学会誌
41：pp92-93, 2019.

地域在住高齢者を対象に、認知機能低下有無が各
種歩行パラメータに与える影響について検討し
た。結果、歩行時の合成RMS（加速度振幅の大き
さ）が健常群より認知機能低下群で有意に増大す
るとともに
、多変量解析により認知機能低下を説明する変数
として抽出された（OR:1.34, 95%CI:1.01-1.77,
p<0.05)。
・共著者：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，浅井剛，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡
部孝生，岡林悠，宮本謙三
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・解析，資料収集

85) 加齢による二重課題条件
下での歩行特性―体幹加速度
計測による検討―

四国理学療法士会学会誌
40：pp160-161, 2018.

加齢による二重課題条件下での歩行を評価するた
めに、若年者と高齢者を対象に体幹加速度計測を
行った。結果、二重課題条件下では高齢者の歩行
速度低下とともに加速度振幅の指標であるRMSが
増大することが確認された。
・共著者：滝本幸治，山本聖香，浅井剛，竹林秀
晃，奥田教宏，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡
部孝生，渡邊家泰，宮本謙三
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・解析，資料収集



共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 令和2年3月

共著 令和3年3月

共著 令和3年3月

94）創傷被覆材における近赤
外線透過率の検証
（査読付）

医療福祉情報行動科学研
究8：pp11-17, 2021.

褥瘡に対する近赤外線療法を実施する場合、褥瘡
部分を覆っている創傷被覆材上から近赤外線療法
を実施することが推奨される。そのため、ドレッ
シング材の赤外線透過率を検証した。近赤外線透
過率はドレッシング材の種類により異なり、滲出
液を吸収した際に透過しやすいドレッシング材や
滲出液を吸収する前の方が透過しやすいドレッシ
ング材があった。そのため、ドレッシング材に
よって照射時期を変える必要であることが確認さ
れた。
・共著者：吉川義之，城野靖朋，滝本幸治，植村
弥希子，辻下守弘
・本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，
資料収集、論文の一部執筆

95）歩行予備能力は独立して
転倒リスクを反映するか―運
動習慣を有する高齢者を対象
とした横断研究―
（査読付）

医療福祉情報行動科学研
究8：pp25-30, 2021.

通常歩行時と努力歩行時の歩行能力の差異である
歩行予備能力が、既知の歩行能力指標と独立して
転倒リスクを反映するか、地域在住高齢者１８５
名を対象に検証した。多変量解析の結果、一般的
な歩行能力指標（10m歩行時間、TUGなど）と比較
して歩行予備能力のみが転倒歴を説明する変数と
して抽出された。
・共著者：滝本幸治，竹林秀晃，矢野まのか，平
井絢子
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・解析，資料収集

92) 地域包括ケアに貢献する
リハビリテーション専門職―
現状と展望―（総説）

高知県理学療法26：
pp83-90，2019.

リハビリテーション専門職が地域包括ケアシステ
ムの構築に向け貢献するためには，地域における
現状や課題の把握に努めるとともに，地域包括ケ
アに関連した枠組み（市町村事業等）や自治体と
の関係性構築が重要である。本論文では，これま
での取り組みの紹介を通して地域包括ケアに貢献
する手段をまとめ，解決すべき課題について解説
した。
・共著者：滝本幸治，竹林秀晃，井上佳和，萩原
賢二，吉村亮子，古谷知佐子，近藤沙綾，和田
譲，宮本謙三
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・解析，資料収集

93）臨床実習評価と帰属要
因・Gritとの関連

高知県理学療法27：
pp49-55，2020.

臨床実習成績とその帰属要因との関連について検
討するとともに、臨床実習成績とGrit（やり抜く
力）の関連について検討した。臨床総合実習を履
修した理学療法学生91名を対象とし、質問紙によ
り帰属要因やGritについて調査した。結果、実習
成績の帰属要因は、努力と能力が相関関係を示し
た。また、Gritと努力および実習難度で正の相関
を認めたが、Gritと実習成績に関連は認めなかっ
た。
・共著者：竹林秀晃，奥田教宏，渡邊家泰，滝本
幸治，岡部孝生，宮本祥子，井上佳和，宅間豊，
宮本謙三
・本人担当部分：研究計画，質問紙作成・集計，
統計解析，資料収集

91) パーキンソン病症例を対
象にした短期集中入院の効果

四国理学療法士会学会誌
41：pp254-255, 2019.

パーキンソン病(PD)専用リハコースに入院するPD
症例37名の効果検証を行った。リハ専門職による
介入を240分／日×週5回×5週間実施したとこ
ろ、入院前後比較によりUPDRSのpart1（精神機
能、行動及び気分）、part2（ADL）、part（運動
機能）は有意に改善したが、part4（治療の合併
症）は不変であった。また、抑うつ性(SDS)は有
意に低下した。
・共著者：下川貴大，馬渕勝，岡本和久，武田正
和，横瀬崇光，國重裕二，薮田英吾，澤田侑貴，
鎌田剛，滝本幸治
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・解析，資料収集、論文の一部執筆



共著 令和3年3月

単著 令和3年12月

共著 令和4年3月

共著 令和4年3月

共著 令和4年8月100）ヒト皮膚由来線維芽細
胞の培養温度が細胞増殖に与
える影響
（査読付）

物理療法科学29(1)：
pp72-76, 2022.

ヒト皮膚由来線維芽細胞(HDFs)を異なる温度で培
養し、細胞増殖に及ぼす影響を検討した。方法
は、HDFsを31,33,35,37,39℃の5条件で培養し、
24,48,72時間後に剥離して生細胞数と死細胞数を
カウントした。結果、24時間時点の細胞数を基準
とした細胞比率は、48,72時間のいずれの時点に
おいても培養温度の高さに依存して高くなった。
一方、細胞生存率については有意差を認めなかっ
た。結論として、今回検討した5条件において
は、31,33,35℃では37℃よりも細胞増殖が低下
し、39℃では37℃に比べ細胞増殖が促進した。
・共著者：吉川義之，野中紘士，滝本幸治，前重
伯壮，植村弥希子，杉元雅晴
・本人担当部分：研究計画，資料収集

98）バーチャルな手のサイズ
における視覚効果が身体性・
運動調節に及ぼす影響

四国理学療法士学会誌
43：pp114-115, 2022.

Virtual Reality(VR)により自身の手サイズを拡
大・縮小させる視覚効果を用いた際の筋力調整能
力課題を視標追従課題にて検討した。若年健常成
人20名を対象として検討した結果、VRによる手の
大きさの主観的感覚は、ノーマル・拡大・縮小サ
イズ間で有意に異なった。また、主観的感覚の差
異の大きさと力量調節誤差の間には有意な相関を
認めたが、サイズ間で力量調節誤差に有意差を認
めなかった。
発表者名：竹林秀晃，中西未来，繁桝博昭，滝本
幸治，奥田教宏，渡辺家泰，近藤寛，岡部孝生，
宮本祥子，井上佳和，宅間豊，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ解析，論文一部
執筆，資料収集

99）コロナ禍における地域理
学療法・作業療法実習の取り
組みと課題―学内実習の概要
と学生アンケート調査による
考察―
（査読付）

医療福祉情報行動科学研
究9：pp31-38, 2022.

訪問リハビリテーションまたは通所リハビリテー
ションに関する実習（地域実習）を、コロナ禍の
影響を受け、学内にて開講した。履修対象である
理学・作業療法学生（2年次生）に対し、2週間の
学内実習をICTの活用とともに、学生の能動的学
習（ワークブックの活用、グループワークなど）
を促し、臨床スタッフによる講義（現地とのオン
ライン講義含む）などを実施した。受講学生のア
ンケート結果からは、満足度は高かったものの、
次年度以降の臨床実習に対する不安が高い傾向で
あることが明らかになった。
・共著者：滝本幸治，池田耕二，吉川義之，坪内
善仁，笹野弘美，前田吉樹，中島大貴，辻下聡
馬，大浦智子，山形力生
・本人担当部分：論文執筆，実習計画・運営，ア
ンケート調査・集計，資料収集

96）二重課題を用いた歩行能
力の年代特性―地域在住高齢
者を対象とした横断研究―
（査読付）

医療福祉情報行動科学研
究8：pp31-37, 2021.

高齢者における歩行能力の年代間差異は、二重課
題（Walking Stroop Carpet：WSC課題）がより鋭
敏に反映するという仮説を検証した。65歳以上高
齢者を年代別に3群に分け、3つの年代を目的変数
としてロジスティック回帰分析を実施した結果、
WSC課題と10m努力歩行が説明変数として抽出され
たが、WSC課題の方がオッズ比が高い結果であっ
た。
・共著者：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・解析，資料収集

97）超高齢社会を担うﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ専門職が取り組むべき
課題に関する論考―現状と展
望を踏まえて―

奈良学園大学紀要第14
集：pp115-127, 2021.

超高齢社会においてリハビリテーション専門職が
地域包括ケアや健康寿命延伸のための予防などに
貢献するためには、新たにパラダイム転換が必要
である。また、予防活動のターゲットやそれらを
展開するための制度・関連事業の概略に触れると
ともに、コロナ禍におけるリハビリテーション専
門職の貢献についても概説した。
・著　者：滝本幸治
・本人担当部分：論文執筆，研究計画，データ計
測・集計，資料収集



共著 令和5年2月

共著 令和5年2月

共著 令和5年2月

共著 令和5年3月

共著 令和5年3月

104) 施設の種類に応じた臨
床参加型実習モデルの提案―
施設の特徴を活かした経験の
積ませ方―

奈良学園大学紀要第15
集：pp1-14, 2023.

医療機関以外で理学療法実習が取り組まれるよう
になりつつある中、各種施設・事業所における理
学療法の特徴・役割を整理し、臨床実習のあり方
について解説した取りあげた施設は医療施設と介
護施設、訪問リハビリテーションであり、臨床参
加型実習モデルを示すとともに、臨床実習のキー
ポイントも提示した。
・共著者：池田耕二，滝本幸治，城野靖朋，吉川
義之，野田優希，野中紘士，辻下守弘
・本人担当部分：論文構成，論文執筆，表作成，
資料収集

105) 老年健康科学領域の研
究で用いられる統計解析―検
定方法の選択基準と手順につ
いて―

奈良学園大学紀要第15
集：pp107-120, 2023.

老年健康科学領域で用いられる機会の多い統計解
析について、目的に応じた検定手法をどのように
選択するのか、あるいはどのような手順で検定を
進めるとよいか系統的に整理した。差の検定や相
関検定はじめ、多変量解析などについて取り上
げ、老年健康科学領域で臨床研究に取り組む初学
者や若手研究者にも理解できるよう解説した。
・共著者：滝本幸治，近藤寛，田中健太郎
・本人担当部分：論文構成，論文執筆，図表作
成，資料収集

102) 高齢者におけるタイミ
ング一致課題と身体機能との
関係

四国理学療法学会誌44：
pp66-67, 2023.

高齢者の静的・動的タイミングを一致させる能力
と身体機能との関係について検討した。対象は、
高齢の転倒群8名、非転倒群22名とした。方法
は、タイミング一致課題として5つのランプを0.5
秒間隔に順に点灯させ最終ランプの点灯に合わせ
る静的課題（手元のボタン押し）と動的課題（前
方へのジャンプ）とともに、膝伸展筋力、敏捷
性、バランス、歩行能力評価を実施した。結果、
転倒群において動的タイミングとともに敏捷性、
バランスと歩行能力が有意に低下していた。ま
た、動的タイミングと敏捷性と歩行能力に有意な
正の相関を認めた。
・共著者：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，近藤
寛，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，井上佳和，
宅間　豊，宮本謙三
・本人担当部分：研究計画，一部論文執筆，資料
収集

103) COVID-19院内クラス
ターによる影響調査―実践報
告を踏まえて―

四国理学療法学会誌44：
pp96-97, 2023.

院内クラスター発生時、理学療法が中止された80
名（平均81.3歳）に対して簡易式評価表を作成
し、中止前と再開後の身体機能および日常生活活
動（ADL）評価を実施した。結果、平均中止期間
は15.8日であり、再開時に関節可動域制限
（57%）、筋力低下（23%）、運動時の息ぎれ・倦
怠感（24%）などの廃用を認めた。ADL評価では、
移乗や移動に関する項目が低下傾向であった。理
学療法再開後も立ち入り制限等があったため、自
主運動パンフレットを作成して遠隔運動療法を試
みた。今後も、院内の感染レベルに準じた患者に
対する介入策を検討する必要がある。
・共著者：田中健太郎，滝本幸治，前田秀博
本人担当部分：研究計画，図表作成，一部論文執
筆，資料収集

101) 安全性を考慮した座位
での全身振動刺激トレーニン
グが身体機能に与える影響

四国理学療法学会誌44：
pp64-65, 2023.

立位不可の高齢者でも全身振動（WBV）刺激ト
レーニングが有効か検討する基礎研究として、若
年者21名（平均20.3±0.8歳）を対象に検討し
た。方法は、立位群と座位群でそれぞれ足底に対
してWBV刺激トレーニングを4週実施し、前後でバ
ランス能力、下肢筋力を評価した。結果、立位群
はバランスと筋力、座位群はバランスにのみ向上
を認めたが、対照群（プラセボ）との比較では差
を認めなかった。若年者であったことから十分な
能力改善を認めなかったことが考えらる。今後
は、高齢者における有効性の検討が必要である。
・共著者：近藤　寛，竹林秀晃，滝本幸治，奥田
教宏，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，井上佳
和，宅間　豊，宮本謙三
・本人担当部分：研究計画，一部論文執筆，資料
収集



（その他）

（国際学会発表）

― 平成25年6月

― 平成25年6月

― 平成25年9月

― 平成25年9月

― 平成27年5月

― 平成27年5月12）The association
between mental chronometry
temporal/spatial
conformity and physical
ability in the elderly
（高齢者の心的時間と時間・
空間的適合性と身体能力との
関連）

World Confederation
Physical Therapy
Congress 2015
（Singapore）

10m歩行による心的時間(MC)の加齢変化と、MCと
身体機能との関連について検討した。結果、MCと
実測時間との誤差は若年者より高齢者で高値を示
した。また、その誤差は若年・高齢者ともに実測
時間よりMCが延長する者が有意に多かった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

10）Characteristics of
aging on control of timing
and force of foot tapping
（足タッピング課題を用いた
タイミングと力制御の加齢特
性）

WCPT-AWP & ACPT
Congress 2013
（Taichung, Taiwan）

異なるテンポ速度で足タッピング課題を実施し、
加齢の影響を踏まえて力とタイミングの制御につ
いて検討した。結果、テンポ音の有無にかかわら
ずタッピング間隔の誤差は若年者より高齢者の方
が大きかった。しかしテンポ聴取下での力発揮は
若年者の方が誤差は大きくなるという興味深い知
見を得た。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

11）Usefulness of the
walking stroop carpet in
evaluation fall risks
among the community-
dwelling elderly（Walking
Stroop Carpetによる地域在
住高齢者の転倒リスク評価の
有用性）

World Confederation
Physical Therapy
Congress 2015
（Singapore）

地域在住高齢者を対象にWalking Stroop
Carpet(WSC)という二重課題による転倒リスク評
価の有用性について検討した。その結果、一般的
な歩行能力テストであるTUGとともにWSCは転倒歴
を説明する変数であり、判別性能が高いことから
その有用性が示された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

9）Characteristics of
motor coordination during
concentric and eccentric
contractions in the
elderly（高齢者の求心性・
遠心性収縮による運動制御特
性）

WCPT-AWP & ACPT
Congress 2013
（Taichung, Taiwan）

視標追従課題を膝伸展力発揮の求心性(CON)およ
び遠心性(ECC)収縮により行い、若年・高齢群を
対象に検討した。結果、両群ともにCONよりECCで
の力制御が困難であり、高齢群でより顕著である
ことが見いだされた。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，森岡周
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

7）Effect of various
information of sensory
modality on the postural
control（姿勢制御に対する
視覚情報の影響）

2nd Joint World
Congress of ISPGR and
Gait & Mental Function
2013（Akita, Japan）
(Poster Abstracts p29-
30.)

リアルタイムに視覚情報を変化させることで身体
感覚情報との不一致をつくり、姿勢制御への影響
を検討した。結果、自身の立位姿勢をより大きく
回転させた映像（135°、180°）を被験者自身に
見せた際に、より大きな重心動揺（総軌跡長、矩
形面積）を認めた。
発表者名：竹林秀晃，弘井鈴乃，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
森岡周
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

8）Characteristics of
force- and timing-control
in aging: A study of foot-
tapping（足タッピングによ
る加齢に伴う力とタイミング
制御の特徴）

2nd Joint World
Congress of ISPGR and
Gait & Mental Function
2013（Akita, Japan）
(Poster Abstracts p26-
27.)

異なるテンポ速度で足タッピング課題を実施し、
加齢の影響を踏まえて力とタイミングの制御につ
いて検討した。本研究の重要な結果として、筋出
力の絶対誤差平均は高齢群より若年群の誤差が大
きく、加齢による特徴の新たな側面を見出した。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成



（国内学会発表）

― 平成25年5月

― 平成25年5月

― 平成25年5月

― 平成25年5月

― 平成25年9月

― 平成25年11月

― 平成25年11月

78）等尺性収縮における内側
広筋のトレーニング方法の検
討

第42回四国理学療法士学
会（徳島）（プログラ
ム・抄録集p54）

内側広筋において肢位の違いによる筋活動の変化
を検討した。結果、踵セッティングおよび立位で
の股内転同期セッティングでより内側広筋の活動
が賦活することが確認された。
発表者名：奥田教宏，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，滝本幸治
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

79）高齢者におけるMental
Chronometryの特性と各種身
体能力との関係

第42回四国理学療法士学
会（徳島）（プログラ
ム・抄録集p68）

歩行動作の心的時間測定（MC）と、高齢者のMCと
身体能力との関連性について検討した。結果、高
齢者はMCと実際の歩行との誤差が大きく、MCより
実際の歩行時間が延長している者が有意に多かっ
た。
発表者名：竹林秀晃，小松祐貴，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

下肢CKC条件下での筋出力調節課題(10/20/30%
MVC)を行い、その制御特性について検討した。結
果、10/30%MVC間で有意差を認め30%MVC時により
誤差が大きかった。また、漸減運動時がより誤差
が大きい傾向であった。
発表者名：上野山 貴士, 松村 宏樹, 滝本幸治
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

77）加齢に伴うタイミングと
筋出力制御の特性―足タッピ
ング課題を用いた検討―

第68回日本体力医学会大
会（東京）（体力科学
62: p590, 2013）

一側足関節の周期的な足タッピング課題により、
下肢周期運動の特性とともに加齢に伴う影響を検
討した。結果、多くの指標においてテンポ音がな
い条件で且つテンポが遅いほど誤差や変動が大き
かった。力制御に関しては高齢者より若年者の誤
差が大きいという知見が得られた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

73）自己身体における視覚情
報と身体感覚情報との不一致
が姿勢制御に及ぼす影響

第48回日本理学療法学術
大会（名古屋）（理学療
法学40. Supplement 2:
P-A基礎-113）

リアルタイムに視覚情報を変化させることで身体
感覚情報との不一致をつくり、姿勢制御への影響
を検討した。結果、自身の立位姿勢をより大きく
回転させた映像（135°、180°）を被験者自身に
見せた際に、より大きな重心動揺（総軌跡長、矩
形面積）を認めた。
発表者名：竹林 秀晃, 弘井 鈴乃, 滝本 幸治,
宮本 謙三, 宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡
部 孝生
本人担当部分：研究計画，資料収集，抄録・プレ
ゼン資料一部作成

74）視標追従課題を用いた下
肢の筋出力調節能力の特性—
漸増・保持・漸減運動による
検討—

第48回日本理学療法学術
大会（名古屋）（理学療
法学40. Supplement 2:
P-A基礎-115）

一側膝関節の等尺性膝伸展力発揮による視標追従
課題を用いた力制御特性について検討した。結
果、10%MVCより30%MVCの力発揮の方が目標筋力と
発揮筋力との誤差が有意に大きかった。また、漸
減運動時の方がより誤差が大きい傾向であった。
発表者名：松村 宏樹, 上野山 貴士, 滝本 幸治
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

75）加齢に伴う筋出力とタイ
ミングの制御特性—足タッピ
ング課題を用いた検討—

第48回日本理学療法学術
大会（名古屋）（理学療
法学40. Supplement 2:
P-A基礎-194）

下肢タッピング課題により力とタイミングの制御
特性を見出すとともに加齢の影響について検討し
た。結果、タッピング間隔誤差は高齢者で大き
く、テンポが遅いほど誤差が大きかった。また、
力発揮の変動は高齢者で大きかったが、力発揮誤
差は若年者が大きかった。
発表者名：滝本 幸治, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 椛
秀人
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

76）視標追従課題を用いた下
肢CKC条件下における筋出力
調節能力の特性—漸増・保
持・漸減運動による検討—

第48回日本理学療法学術
大会（名古屋）（理学療
法学40. Supplement 2:
P-A基礎-210）



― 平成25年11月

― 平成25年11月

― 平成26年5月

― 平成26年5月

― 平成26年5月

― 平成26年11月

― 平成26年11月86）足タッピング課題による
加齢に伴う力制御能力の特性
―異なる力発揮水準を用いた
検討―

第43回四国理学療法士学
会（高知）（プログラ
ム・抄録集p90）

足タッピングを異なる力発揮水準で行い力制御の
特性を若年・高齢群間で比較した。その結果、小
さい力発揮時に高齢群の力発揮の変動が大きく、
力発揮水準が大きいほど若年・高齢群の差が縮小
する傾向にあった。
発表者名：滝本幸治，高橋夏姫，竹林秀晃，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏，椛秀人
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

84）肢位の違いによる内側広
筋の筋活動特性

第49回日本理学療法学術
大会（横浜）（理学療法
学41. Supplement 2:
1294）

肢位別による内側広筋の筋発揮量の相違について
筋電図を用いて検討した。結果、立位同期
settingでは筋活動量が最も低く、踵settingでは
最も筋活動量が高かった。
発表者名：奥田 教宏, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 滝
本 幸治
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

85）地域高齢者における転倒
因子の検討と各年代における
片脚立位時間の変化について

第43回四国理学療法士学
会（高知）（プログラ
ム・抄録集p80）

地域在住高齢者に対し、転倒に関連する因子を検
討するとともに各年代の片脚立位時間について検
討した。結果、転倒歴のある者はない者と比較し
て片脚立位時間や膝伸展筋力が有意に低値であ
り、年代が上がるにつれて片脚立位の保持時間が
短縮していた。
発表者名：奥田教宏，竹林秀晃，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録一部作成

83）加齢に伴う足タッピング
のタイミングと筋出力制御の
特徴― 異なる目標発揮筋力
による検討 ―

第49回日本理学療法学術
大会（横浜）（理学療法
学41. Supplement 2:
0335）

足タッピング課題を用いて加齢の要因に注目し、
異なる力発揮がタイミングと力制御に及ぼす影響
について検討した。結果、タッピング間隔の誤差
や変動は高齢者が有意に大きく、目標発揮筋力が
大きくなるほどその差が縮小する傾向であった。
筋出力ピーク値の変動も高齢群で有意に大きかっ
た。
発表者名：滝本 幸治, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 奥
田 教宏, 椛 秀人
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

81）地域在住高齢者における
複合的運動機能に対しての注
意機能と身体機能の関連性に
ついて

第42回四国理学療法士学
会（徳島）（プログラ
ム・抄録集p86）

複合的運動機能テストであるTrail Walking
Test(TWT)と身体機能や注意機能との関連につい
て検討した。結果、TWTは歩行能力や筋力、バラ
ンスや敏捷性、注意機能と有意な相関を認め、
TWTは種々の身体機能や注意機能の総合的指標と
成り得る。
発表者名：榛田彩香，竹林秀晃，滝本幸治，高芝
潤，川渕正敬，前田秀博，國澤雅裕
本人担当部分：研究計画，資料収集，抄録一部作
成

82）高齢者におけるMental
Chronometryの時間・空間的
一致性と身体能力との関係

第49回日本理学療法学術
大会（横浜）（理学療法
学41. Supplement 2:
0100）

10m歩行による心的時間(MC)の加齢変化と、MCと
身体機能との関連について検討した。結果、MCと
実測時間との誤差は若年者より高齢者で有意に高
値を示した。また、その誤差は若年・高齢者とも
に実測時間よりMCが有意に延長する者が多かった
が、若年・高齢者間で差は認めなかった。
発表者名：竹林 秀晃, 滝本 幸治, 奥田 教宏,
宮本 謙三, 宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡
部 孝生, 小松祐貴
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

80）加齢により異なる力制御
の特性―足タッピング課題を
用いた検討―

第42回四国理学療法士学
会（徳島）（プログラ
ム・抄録集p70）

 足タッピング課題を実施し、力制御の加齢によ
る特性について検討した。結果、筋出力値の変動
は高齢者が有意に大きかったが、目標筋出力値に
対する筋出力値の誤差は若年者の方が大きいとい
う特徴的な結果を得た。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成



― 平成26年11月

― 平成27年3月

― 平成27年6月

― 平成27年6月

― 平成27年6月

― 平成27年6月

― 平成27年11月93）複数体肢の同時動作にお
ける反応時間からみた運動制
御

第44回四国理学療法士会
学会（愛媛）（プログラ
ム・抄録集p77）

複数体肢の同時動作の組み合わせによる反応時間
の特性について、健常成人を対象に検討した。結
果、四肢いずれか単肢および両上肢や両下肢で反
応するより、同側上下肢や対側上下肢で反応する
際に有意に反応時間が遅延することが分かった。
発表者名：竹林秀晃，前田康介，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録一部作成

91）Stroop Walking Taskを
用いた転倒リスク評価の有用
性

第35回日本リハビリテー
ション医学会中国・四国
地方会（高知）（プログ
ラム・抄録集p54-55 ）

Stroop Walking Task (SWT)という二重課題が転
倒リスク者の検出に有効であるか検討した。結
果、SWT遂行時のエラー数は転倒歴有無別群間で
差は認めなかったが、SWT（色条件）は正診率が
74.5%であり、転倒リスク者の検出に有効である
ことが考えられた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

92）高齢者における歩行の運
動イメージについて―自由歩
行と努力歩行のMental
Chronometry―

第35回日本リハビリテー
ション医学会中国・四国
地方会（高知）（プログ
ラム・抄録集p56 ）

転倒歴の有無別群間で、歩行の運動イメージ能力
をMental Chronometry (MC)により評価し比較・
検討した。結果、転倒群の運動イメージは有意に
誤差が大きく、それは努力歩行においてより顕著
であった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

90）Walking Stroop Carpet
による新しい転倒リスク評価
の有用性

第50回日本理学療法学術
大会（東京）（理学療法
学42 Supplement 2: P3-
C-1069）

Walking Stroop Carpet(WSC)という二重課題が転
倒リスク者の検出に有効であるか検討した。結
果、WSC（色条件）とTimed Up & Go testが転倒
歴を説明する変数として抽出されたが、WSCの判
別性能がより優れることが分かった。
発表者名：滝本幸治, 近森鷹希, 竹林秀晃, 奥田
教宏, 宅間豊, 井上佳和, 宮本祥子, 岡部孝生,
宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

89）高齢者の努力歩行が
Mental Chronometryに及ぼす
影響―転倒と運動機能との関
連―

第50回日本理学療法学術
大会（東京）（理学療法
学42 Supplement 2: P2-
A-0513）

高齢者の努力歩行における心的時間(MC)に着目
し、転倒や運動機能との関連ついて検討した。結
果、歩行の実測時間とMCとの誤差は転倒歴のある
高齢者で高値を示した。また、時間一致の精度が
高い者ほど運動機能が高かった。
発表者名：竹林 秀晃, 滝本 幸治, 奥田 教宏,
宮本 謙三, 宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡
部 孝生
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

88）Walking Stroop Carpet
による転倒リスク評価の妥当
性

第28回高知県理学療法士
学会（高知市）（抄録集
p24 ）

Walking Stroop Carpet (WSC)は転倒リスク評価
に用いることができるかその妥当性について検討
した。結果、転倒歴の有無別群間で、WSC（色条
件）の所要時間に有意差を認め、ROC曲線を用い
た検討より、転倒歴の判別性能が高いことが確認
された。
発表者名：滝本幸治，近森鷹希，竹林秀晃，奥田
教宏，宅間　豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，門田美和，古谷千佐子，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

87）Mental Rotation課題に
おける道具使用・物体把持の
影響

第43回四国理学療法士学
会（高知）（プログラ
ム・抄録集p113）

運動イメージの評価法のひとつであるMental
Rotation（MR；心的回転）課題を用いて、道具使
用有無別に成績を比較した。結果、正答率に差を
認めなかったが、反応時間は道具を使用した条件
下で有意に速かった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成



― 平成28年3月

― 平成28年5月

― 平成28年5月

― 平成28年11月

― 平成28年11月

― 平成28年11月

― 平成28年11月

99）自己身体像の視覚外乱刺
激は感覚の重みづけを変化さ
せる―身体感覚情報との不一
致が及ぼす影響―

第45回四国理学療法士学
会（香川）（プログラ
ム・抄録集p67）

視覚に自己の背面像が回転する外乱刺激を加える
ことで身体感覚情報との不一致をつくり、立位保
持時の重心動揺に与える影響を検討した。結果、
回転角度が大きくなるに従い、視覚より前庭覚や
体性感覚が関与することが示唆された。
発表者名：竹林秀晃，弘井鈴乃，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

100）心理社会的要因による
痛み関連脳領域の変化―高社
会性げっ歯類を用いた基礎研
究―

第45回四国理学療法士学
会（香川）（プログラ
ム・抄録集p68）

プレーレーハタネズミを用いてその社会環境を変
化させ、心理･社会的要因により痛み関連脳領域
の反応性がどう変化するか検討した。結果、心
理･社会的要因による痛みの修飾メカニズムに
ドーパミンが関与している可能性が示唆された。
発表者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，宮本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，
岡部孝生，由利和也
本人担当部分：データ解析，資料収集，抄録一部
作成

97）高齢者の視覚フィード
バックによる関節位置調節課
題の制御特性

第78回日本体力医学会中
国・四国地方会（山口）
（抄録集p36-37）

加齢が下肢の視覚フィードバックによる関節位置
調節課題に及ぼす影響について検討した。結果、
静的な関節位置覚再現性は高齢・若年者間で差を
認めなかったが、動的な条件下では関節位置調節
の誤差が高齢群で有意に大きかった。
発表者名：竹林秀晃，田中美優，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，岡部孝生，奥田教宏
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

98）Dual Taskによる歩行能
力と認知機能評価の有用性―
Walking Stroop Carpetによ
る検討―

第45回四国理学療法士学
会（香川）（プログラ
ム・抄録集p39）

Walking Stroop Carpet(WSC)という新しい二重課
題による歩行能力評価により、転倒リスクと認知
機能低下の評価を高齢者を対象に試みた。結果、
WSCは転倒歴や認知機能障害の判別性能が良好で
あることが示された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

95）Walking Stroop Carpet
による認知機能評価の有用性
―自治体事業における地域在
住高齢者を対象とした検討―

第51回日本理学療法学術
大会（札幌）（理学療法
学43. Supplement 2: O-
YB-01-4）

Walking Stroop Carpet(WSC)が自治体事業等にお
いて認知機能障害のスクリーニング検査として有
用であるか地域在住高齢者を対象に検討した。重
回帰分析などにより検討した結果、WSCは認知機
能検査として有用であることが見いだされた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

96）加齢が下肢の視覚誘導性
関節運動調節に及ぼす影響

第51回日本理学療法学術
大会（札幌）（理学療法
学43. Supplement 2: P-
KS-29-2）

加齢が下肢の視覚誘導性関節運動調節に及ぼす影
響について検討した。結果、関節位置覚再現性の
誤差は若年・高齢者間で差を認めなかったが、視
覚誘導性関節運動では高齢者において有意に誤差
が大きかった。
発表者名：竹林秀晃, 田中未優, 滝本幸治, 宮本
謙三, 宅間豊, 井上佳和, 宮本祥子, 岡部孝生,
奥田教宏
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

94）自治体事業における効率
的な認知機能テストの試み―
Walking Stroop Carpetを用
いた検討―

第29回高知県理学療法学
会（香南市）（抄録集
p28）

Walking Stroop Carpet(WSC)という二重課題によ
る歩行能力評価は、集団に対する認知機能検査に
有用か地域在住高齢者を対象に検討した。結果、
認知機能検査(MMSE)が24点未満の者を正診率
90.5%で検出できたことから、WSCの認知機能検査
としての有用性が確認された。
発表者名：滝本幸治，伊東咲也香，上岡奈津美，
川久保優菜，竹林秀晃，奥田教宏，宅間豊，井上
佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成



― 平成29年5月

― 平成29年5月

― 平成29年5月

― 平成29年5月

― 平成29年9月

― 平成29年9月

― 平成29年11月107) 心理･社会的ストレスに
よるペインマトリックスの反
応性変化―炎症性疼痛時の脳
活動性―

第46回四国理学療法士学
会（徳島）（プログラ
ム・抄録集p73）

高社会性げっ歯類のプレーリーハタネズミを用い
て心理･社会的要因による痛み関連領域の反応性
を検討した。炎症性疼痛を惹起させ脳を採取した
結果、パートナーロス群では内因性疼痛抑制系で
あるドーパミン回路が機能しにくく、嫌悪感や不
安が強かった可能性が示唆された。
発表者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，渡邊家
泰，宅間　豊，宮本謙三，由利和也
本人担当部分：データ解析，資料収集，抄録一部
作成

106）新しい二重課題を用い
た地域在住高齢者に対する転
倒リスク評価―Walking
Stroop Carpet課題による検
討―

第72回日本体力医学会大
会（愛媛）

地域在住高齢者を対象に、Walking Stroop
Carpet（WSC）課題という二重課題による転倒リ
スク評価を試みた。結果、WSC課題（色条件）は
他の一般的な歩行能力指標よりも転倒歴の判別性
能に秀でている結果が得られた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，渡邊家康，
宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

105）腱への振動刺激が筋
力・筋出力調節に及ぼす影響

第72回日本体力医学会大
会（愛媛）

振動刺激が筋力と筋出力調節能力に及ぼす影響
を、膝伸展運動課題を用いて大腿四頭筋腱に対し
振動刺激を加えた。結果、再大筋力の増加ととも
に、膝伸展40%, 20%MVC時に筋出力調節能力の精
度が向上することが分かった。
　発表者名：竹林秀晃，吉川尚輝，滝本幸治，宮
本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，奥田教宏，渡邊家康
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

104）地域在住高齢者に対す
る二重課題を用いた歩行能力
の年代比較―Walking Stroop
Carpetによる検討―

第52回日本理学療法学術
大会（千葉）

地域在住高齢者の年代比較をWalking Stroop
Carpet（WSC）課題を用いて実施し、加齢による
歩行能力の特性を検討した。結果、一般的な歩行
能力テストでは検出が困難であったが、WSC課題
（文字条件）は、後期高齢者（75歳～）と超高齢
者（85歳～）の差異を明らかにした。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

103）パーキンソン病の姿勢
調節障害とは―表面筋電図を
用いた検討―

第52回日本理学療法学術
大会（千葉）

パーキンソン病（PD）者の姿勢調節障害に着眼
し、立位保持時の足関節周囲筋を筋電図学的に評
価し検討した。結果、PDの進行に伴い立位保持時
の重心動揺が大きくなり、前脛骨筋の活動が増大
すること確認された。
発表者名：下川貴大，横瀬崇光，岡本和久，渡利
太，武田正和，竹林秀晃，滝本幸治
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録・プレゼン資料一部作成

101）視覚フィードバック・
負荷の有無が関節位置覚に及
ぼす影響―若年者と高齢者の
比較―

第52回日本理学療法学術
大会（千葉）

視覚フィードバック（FB）と負荷有無の条件下
で、加齢を加味して関節運動制御特性を検討し
た。結果、高齢者では視覚FBがない条件下で関節
位置の変動が大きく、目標関節角度に対して正の
誤差が大きくなる特徴が得られた。
発表者名：竹林秀晃，津野沙也加，滝本幸治，奥
田教宏，宮本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

102）痛みの社会的修飾メカ
ニズムの一考―一夫一婦制
げっ歯類を用いた基礎的研究
―

第52回日本理学療法学術
大会（千葉）

高社会性げっ歯類（プレーリーハタネズミ）を用
い、社会環境の変化による痛みの修飾メカニズム
について検討した。結果、パートナーの存在が痛
刺激に対するペインマトリックスの反応性を高め
ることが示唆された。
発表者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，宮本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，
岡部孝生，由利和也
本人担当部分：データ解析，資料収集，抄録一部
作成



― 平成29年11月

― 平成30年2月

― 平成30年6月

― 平成30年6月

― 平成30年9月

― 平成30年10月113）認知機能低下が歩行に
及ぼす影響―加速度計測によ
る歩行パラメータを用いた検
討―

第5回日本予防理学療法
学会学術大会（福岡）
（プログラム集p149）

一般的な歩行能力検査(10m歩行)時に加速度計測
を行い、高齢者の認知機能が歩行パラメータのど
のような側面に影響するか検討した。結果、認知
機能が低下している者は歩行時の加速度振幅
(RMS)が増大するとともに、歩行の円滑性の指標
であるHarmonic ratio（前後成分）が低値を示し
たことから、円滑性に欠く歩行をしている可能性
が示唆された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，浅井　剛，奥田
教宏，渡邊家泰，岡林　悠，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

111）加齢における選択反応
課題のサイモン効果が及ぼす
影響

第55回日本リハビリテー
ション医学会学術集会
（福岡）

選択反応課題（ボタン押し課題）における刺激の
一致・不一致が加齢とともに反応時間にどう影響
するか検討した。結果、若年・高齢者ともに反応
時間の遅延を認める共通項も認めたが、刺激と反
対方向に反応する不一致課題では高齢者がより遅
延した。
発表者名：竹林秀晃，入野哲暢，滝本幸治，奥田
教宏，宮本謙三，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，渡邊家泰
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

112) Older adult have
delayed reaction times to
peripheral visual stimuli
during exercise
（高齢者における運動中の周
辺視野刺激に対する反応時間
の遅延について）

第73回日本体力医学会大
会（福井）（JPFSM
Vol.7,2018: p342）

中心及び周辺視野に提示する視覚刺激に対するス
テッピングの反応時間について、20代以上の成人
65名を対象に検討した。結果、50歳代を境に非線
形に反応時間は遅延し、反応時間のバラつきが大
きくなる結論を得た。
発表者名：竹林秀晃，今西　諒，滝本幸治，奥田
教宏，宮本謙三，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，渡邊家泰
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

109）二重課題による身体的
フレイル評価の試み―
Walking Stroop Carpetを用
いた検討―

第3回日本予防理学療法
学会サテライト集会（東
京）（プログラム集
p78）

Walking Stroop Carpet（WSC）という歩行による
二重課題を用いて、地域在住高齢者を対象に身体
的フレイルの評価を試みた。結果、一般的な歩行
能力検査では検出できなかったが、WSC課題（文
字条件）はプレフレイルに該当する高齢者を検出
することができた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，宅間　豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，岡林　悠，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

110）地域在住高齢者の認知
機能と歩行能力との関連―体
幹加速度計測による検討―

第55回日本リハビリテー
ション医学会学術集会
（福岡）

地域在住高齢者を対象に、認知機能テストととも
に歩行を加速度センサで計測し、認知機能と歩行
機能との関連を精査した。結果、健常群より認知
機能低下群の歩行速度が遅く、歩行時の加速度振
幅が大きい特徴を得たが、多変量解析では有意な
変数として抽出されなかった。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，浅井　剛，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，岡林　悠，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

108) 加齢による二重課題条
件下での歩行特性―体幹加速
度計測による検討―

第46回四国理学療法士学
会（徳島）（プログラ
ム・抄録集p109）

二重課題（減算課題）歩行時の体幹加速度を計測
し、加齢による歩行特性について検討した。結
果、加齢とともに二重課題による影響を反映した
パラメータは加速度成分(RMS)であり、高齢者の
み単純課題‐二重課題間でRMSの増大を認めた。
発表者名：滝本幸治，山本聖香，浅井　剛，竹林
秀晃，奥田教宏，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，渡邊家泰，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成



― 平成30年12月

― 平成30年12月

― 平成30年12月

― 平成30年12月

― 平成30年12月

― 平成30年12月119）パーキンソン病症例を
対象にした短期集中入院の効
果

第47回四国理学療法士学
会（高知）（プログラ
ム・抄録集p165）

パーキンソン病(PD)専用リハコースに入院するPD
症例37名の効果検証を行った。リハ専門職による
介入を240分／日×週5回×5週間実施したとこ
ろ、入院前後比較によりUPDRSのpart1（精神機
能、行動及び気分）、part2（ADL）、part（運動
機能）は有意に改善したが、part4（治療の合併
症）は不変であった。また、抑うつ性(SDS)は有
意に低下した。
発表者名：下川貴大，馬渕　勝，岡本和久，武田
正和，横瀬崇光，國重裕二，薮田英吾，澤田侑
貴，鎌田　剛，滝本幸治，三ツ井貴夫
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録・プレゼン資料一部作成

117）視空間記憶能力と歩行
能力および転倒歴との関連―
視覚的ワーキングメモリスパ
ンテストを用いた検討―

第47回四国理学療法士学
会（高知）（プログラ
ム・抄録集p144）

視空間情報の記憶能力と高齢者の歩行能力・転倒
との関連について、高齢者15名を対象に検討し
た。歩行能力検査（10m歩行、TUG）とともに、視
覚的ワーキングメモリスパンテスト（VWMST）を
実施した結果、非転倒群より転倒群で空間位置情
報を記憶する能力（スペース課題）が有意に低下
しており、多変量解析によりスペース課題の成績
はTUGを説明する変数として抽出された。
発表者名：橋詰愛里彩，谷脇弘将，山﨑　優，滝
本幸治
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

118）外来患者に対する杖適
応の判断基準の検討

第47回四国理学療法士学
会（高知）（プログラ
ム・抄録集p154）

整形外科疾患により外来通院中の患者を対象に、
杖使用を決定づける要因について検討した。結
果、杖使用群と未使用群間の比較において、有意
に杖使用群の10m歩行時間が遅延しており、多変
量解析によって歩行時間のみが杖使用有無を決定
付ける変数として抽出された。ROC曲線による判
別性能はAUC:0.79であり、カットオフ値は7.8秒
であった。
発表者名：土居優仁，山本哲夫，山下亜乃，片岡
歩，中内睦郎，滝本幸治
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

115）認知機能低下が歩行パ
ラメータに与える影響―体幹
加速度計測による検討―

第47回四国理学療法士学
会（高知）（プログラ
ム・抄録集p76）

地域在住高齢者を対象に、認知機能低下有無が各
種歩行パラメータに与える影響について検討し
た。結果、歩行時の合成RMS（加速度振幅の大き
さ）が健常群より認知機能低下群で有意に増大す
るとともに
、多変量解析により認知機能低下を説明する変数
として抽出された（OR:1.34, 95%CI:1.01-1.77,
p<0.05)。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，浅井　剛，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，岡林　悠，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

116）運動負荷による疼痛域
値の変化―自転車エルゴメー
ターによる比較―

第47回四国理学療法士学
会（高知）（プログラ
ム・抄録集p85）

自転車エルゴメーター駆動の運動負荷量の違いが
疼痛域値に与える影響について、健常若年成人男
性30名を対象に検討した。心拍数100拍／分と150
拍／分の運動20分実施後、第6頚椎棘突起側方の
表在感覚・圧痛域値を計測した結果、いずれの条
件も運動前後で比較で、運動後に疼痛域値が上昇
した。しかし、条件間では両域値に差を認めな
かった。
発表者名：奥田教宏，中平愛里，竹林秀晃，宮本
謙三，宅間　豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，滝本幸治，渡邊家泰，大迫洋治
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

114）視覚外乱刺激において
周辺環境の有無が姿勢制御に
及ぼす影響

第47回四国理学療法士学
会（高知）（プログラ
ム・抄録集p56）

Head Mounted Displayを用いて映像を回転させる
ことによる視覚外乱刺激を加え、姿勢制御に及ぼ
す影響について検討した。結果、背景があると重
心動揺が増大するとともに、回転角度が大きいと
より顕著に重心動揺が増大した。視覚情報が姿勢
制御に与える影響が異なることから、トレーニン
グへの応用が期待できる。
発表者名：竹林秀晃，藤田雅登，滝本幸治，奥田
教宏，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，井上佳
和，宅間　豊，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成



― 平成31年2月

― 令和元年6月

― 令和元年6月

― 令和元年9月

― 令和元年11月

123) 身体的フレイルが歩行
に及ぼす影響―運動習慣を有
する地域在住高齢者の検討―

第74回日本体力医学会大
会（つくば）

身体的フレイルの基準に歩行速度があるが、定期
的な運動習慣を有する高齢者における歩行の質的
な側面の特徴を検出した。運動習慣を有する高齢
者40名を対象に、J-CHSに基づくフレイル判定と
とともに歩行評価（速度、加速度計測）を実施し
た。結果、歩行速度はフレイル者がそうでない者
より有意に低下し，加速度解析による歩行時の円
滑さの指標(harmonic ratio)gaが低値（円滑さに
欠く）特徴を検出した。なお、健常者とプレフレ
イルとの者間で、歩行の差異は認めなかった。
発表者名：滝本幸治，門脇康平，竹林秀晃，浅井
剛，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

124) 視標追従課題における
自他由来波形操作が運動制御
に与える影響

第48回四国理学療法士学
会（愛媛）

運動学習において運動観察学習の有効性が知られ
ている。本研究では、視標追従力量調節課題によ
る自他のフィードバック(FB)情報が、力量調節の
学習に与える影響を検討した。健常成人32名を対
象とし、視標追従力量調節課題を実施した結果、
他者の課題成績のFBでは、運動主体感の低下を招
き力量調節の学習が妨げられた。また、自己の課
題成績がFBされたにもかかわらず、それが他者の
課題成績であると疑った場合には学習が妨げられ
た。
発表者名：竹林秀晃，門田涼香，滝本幸治，奥田
教宏，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，井上佳
和，宅間豊，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

121) 運動習慣を有する高齢
者の骨格筋量及び歩行特性―
プレフレイルに注目した検討
―

第56回日本リハビリテー
ション医学会学術集会
（神戸）

運動習慣を有する高齢者も長期的には加齢に伴い
体力が低下するが、その最初の転機であるプレフ
レイルの特徴を検討した。高齢者37名（ロバスト
18名、プレフレイル19名）を対象に四肢骨格筋量
と歩行パラメータを計測し特徴を検出したとこ
ろ、プレフレイル群の方が四肢骨格筋量が低値を
示し、歩行時の加速度振幅（垂直方向）が有意に
高値を示した。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，門脇康平，井上優輝，宅間豊，井上佳和，
宮本祥子，岡部孝生，浅井剛，岡林遥，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

122) 早期退院が可能であっ
た肺炎患者の特徴と要因

第56回日本リハビリテー
ション医学会学術集会
（神戸）

患者の栄養状態に注目し、肺炎患者の早期退院に
向けた取り組みを行った。肺炎の診断にて入院し
その後自宅退院となった61名の高齢者を対象に、
入院時の体格指数(BMI)、栄養評価(SGA)、介護
度、FIMなどのを用いて評価した。結果、入院時
BMIとともに、SGAが早期退院に影響していること
が示された。
発表者名：谷岡寿昭，西田佳祐，蔭山美紀，小松
聖偏，市川德和，滝本幸治
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成

　

　

120) 臨床実習成績の妥当性
と原因帰属要因との関連―15
年前との比較―

第32回高知県理学療法学
会（高知市）（抄録集
p27）

学生の臨床実習成績に対する認識について、過去
に実施したものと同様のアンケート調査を臨床総
合実習後の4年次生（91名、延べ182件）を対象に
実施した。結果、過去と同様に成績の帰属要因と
して努力が反映していたが、今回新たに指導者と
の相性が最も高く反映しており、過去の報告と異
なる特徴的な変化であった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，岡部
孝生，宮本祥子，渡邊家泰，井上佳和，宅間豊，
宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料一部作成



― 令和2年8月

― 令和2年12月

― 令和3年2月

― 令和3年10月

― 令和3年10月129) 筋力調節課題における
個人内・個人間での運動制御
特性

第26回日本基礎理学療法
学会学術大会（Web開
催）

筋出力が変化する筋力調節課題において、一人で
力制御を行う個人内課題と二人の共同行為として
行う個人間課題により力制御の運動特性を検討し
た。結果、個人内および個人間課題の間で力制御
の誤差や変動に有意差を認なかった。個人間で
あっても相手の出力に応じて自己の出力を増減さ
せ補うような相補的側面や同調的側面がみられ
た。
発表者名：竹林秀晃，西岡拓真，滝本幸治，奥田
教宏，渡辺家泰，近藤寛，岡部孝生，宮本祥子，
宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録一部作成

127）創傷被覆材における近
赤外線透過率の検証

第1回物理療法部門研究
会（Web開催）

創傷被覆材（ドレッシング材）管理下において，
赤外線照射の透過率を確認することで，褥瘡治療
の補完療法実施時の条件を確認した。結果，フィ
ルムドレッシング材は約94～97%の透過性を有し
た。一方，ハイドロコロイドドレッシング材，ポ
リウレタンドレッシング材，ハイドロポリマード
レッシング材は，13～96%と透過率に差があり，
使用ドレッシング材の透過率を考慮した照射強度
の設定が必要であることが示唆された。
発表者名：吉川義之，辻下守弘，城野靖朋，滝本
幸治
本人担当部分：研究計画，資料収集，抄録一部作
成

128) バーチャルな手のサイ
ズにおける視覚効果が身体
性・運動調節に及ぼす影響

第49回四国理学療法士学
会in香川（Web開催）

Virtual Reality(VR)を用いて自身の異なる大き
さの手を視覚効果として与えた際の筋力調整能力
を、視標追従課題により検討した。若年健常成人
20名を対象とした結果、VRによる手の大きさの主
観的感覚は、ノーマル・拡大・縮小サイズ間で有
意に異なった。また、主観的感覚の差異の大きさ
と力量調節誤差の間には有意な相関を認めたが、
サイズ間で力量調節誤差に有意差を認めなかっ
た。
発表者名：竹林秀晃，弘瀬未来，繁桝博昭，滝本
幸治，奥田教宏，渡辺家泰，近藤寛，岡部孝生，
宮本祥子，井上佳和，宅間豊，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，抄録・プレゼン資料一部作成

125) 歩行予備能力は独立し
て転倒リスクを反映するか？
―地域在住高齢者を対象とし
た検討―

第57回日本リハビリテー
ション医学会学術集会
（京都）

2種の10m歩行所要時間の変化率で表される歩行予
備能力は、既知の歩行指標と独立して転倒リスク
を反映するか検討した。自立生活を営む地域在住
高齢者185名を対象とし、転倒群・非転倒群に分
類し種々の歩行能力評価とともに歩行予備能力を
算出した。結果、多変量解析により歩行予備能力
のみが転倒歴を説明する変数として抽出された。
簡便に算出可能な本指標は、自立高齢者の転倒リ
スクを反映する指標であることが示唆された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，田井絢子，矢野
まのか，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

126) 視覚フィードバックの
操作による自己身体の変化が
身体認知・筋力調節に及ぼす
影響

第25回日本基礎理学療法
学会学術大会（Web開
催）

VRによる視覚フィードバックにより、自己身体サ
イズを変化させた際の身体認知および筋力調節能
力に及ぼす影響について検討した。対象は健常成
人20名である。VRにより被検者の手のサイズを拡
大・縮小する条件下で、ピンチ力の筋力調節課題
を実施した。結果、VRによる手の大きさの主観的
感覚は、拡大・縮小により有意差を認めた。しか
し、ピンチ力の調節課題における絶対誤差は有意
差を認めなかった。
発表者名：竹林秀晃，弘瀬未来，繁枡博昭，滝本
幸治，奥田教宏，渡邊家泰，近藤寛
本人担当部分：研究計画，データ解析，資料収
集，プレゼン資料作成



― 令和4年5月

― 令和4年10月

― 令和4年11月

― 令和4年11月

132）コロナ禍における生活
変化はフレイルに影響する
か？―後期高齢者を対象とし
た質問紙による検討―

第9回日本予防理学療法
学会学術大会（東京）

コロナ禍における生活変化がフレイルに影響して
いるか、奈良県曽爾村の住民健診に参加したの75
歳以上の後期高齢者58名を対象に質問紙調査を実
施した。質問紙は、過去1年における主観的な生
活変化を問うコロナ禍における生活変化の質問票
（QCL）、Frailty Screening Index（FSI）等で
構成した。結果、QCLうち主観的な脚筋力低下や
毎日の移動量、食事量減少などがフレイルと関連
していることが示唆された。
発表者名：滝本幸治，池田耕二，笹野弘美，辻下
聡馬，椿根純子，小枩宜子
本人担当部分：研究計画，データ計測・解析，資
料収集，抄録・プレゼン資料作成

133）安全性を考慮した座位
での全身振動刺激トレーニン
グが身体機能に与える影響

第50回四国理学療法士学
会（徳島）

立位不可の高齢者でも全身振動（WBV）刺激ト
レーニングが有効か検討する基礎研究として、若
年者21名（平均20.3±0.8歳）を対象に検討し
た。方法は、立位群と座位群でそれぞれ足底に対
してWBV刺激トレーニングを4週実施し、前後でバ
ランス能力、下肢筋力を評価した。結果、立位群
はバランスと筋力、座位群はバランスにのみ向上
を認めたが、対照群（プラセボ）との比較では差
を認めなかった。若年者であったことから十分な
能力改善を認めなかったことが考えられ、引き続
き高齢者においても検討が必要である。
発表者名：近藤寛，竹林秀晃，滝本幸治，奥田教
宏，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，井上佳和，
宅間豊，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，資料収集，抄録・プレ
ゼン資料作成

131) 運動イメージの時間的
要素は転倒に影響する

第20回日本神経理学療法
学会学術大会（大阪）

運動イメージ能力評価として心的時間測定（MC）
を用いて、高齢者の静的および動的タイミングの
一致能力を計測し検討した。高齢者31名（転倒群
9名、非転倒群22名）を対象に、MCには10m歩行課
題を用いた。また、ランプの点灯にタイミングを
合わせる静的・動的課題を実施した。検討した結
果、タイミング一致をジャンプ動作で求められる
動的課題において、転倒群が有意に誤差が大き
かった。また、転倒群でのみMCと動的課題の誤差
に有意な正の相関を認めた。結論として、転倒群
では、ジャンプ動作など自身の運動能力から運動
計画を正しく見積もる能力が低下していることが
示唆された。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，近藤
寛，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，井上佳和，
宅間豊，宮本謙三
本人担当部分：研究計画、抄録作成、ポスター作
成

130）地域の特性を考慮した
村民の健康増進への取り組み
の検討

第7回予防理学療法学会
サテライト集会（鹿児
島）（ハイブリット開
催）

高齢化率の高い山間地域の住民がAging in Place
を実現するため、地域環境の特性や社会資源を調
査し、村民の健康増進・介護予防の在り方を検討
した。方法は、現地にて行政職員や社会福祉協議
会からヒアリングを行い、フレイル対策教室（ロ
コトレ）等の訪問にて、現状を分析した。結果と
して、同地域は高齢でも一次産業従事者が多いた
め元気高齢者が多いと思われる一方、入所施設等
が無いため、障害を有した場合の生活継続が困難
になる可能性がある。高齢期のみならず、中高年
者へのヘルスプロモーションが重要と考えられ
た。
発表者名：笹野弘美，平野孝行，池田耕二，滝本
幸治，辻下聡馬，笹野英樹
本人担当部分：研究計画、抄録作成、ポスター作
成



― 令和4年11月

― 令和4年11月

134）高齢者におけるタイミ
ング一致課題と身体機能との
関係

第50回四国理学療法士学
会（徳島）

高齢者に対して静的・動的タイミングを合わせる
能力と身体機能との関係について検討した。対象
は、高齢の転倒群8名、非転倒群22名とした。方
法は、タイミング一致課題として5つのランプを
0.5秒間隔に順に点灯させ最終ランプの点灯に合
わせる静的課題（手元のボタン押し）と動的課題
（前方へのジャンプ）とともに、膝伸展筋力、敏
捷性、バランス、歩行能力評価を実施した。結
果、転倒群において動的タイミングとともに敏捷
性、バランスと歩行能力が有意に低下していた。
また、動的タイミングと敏捷性と歩行能力に有意
な正の相関を認めた。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，近藤
寛，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，宅間豊，井
上佳和，宮本謙三
本人担当部分：研究計画，資料収集，抄録・プレ
ゼン資料作成

135）COVID-19院内クラス
ターによる影響調査―実践報
告を踏まえて―

第50回四国理学療法士学
会（徳島）

院内クラスター発生時、理学療法が中止された80
名（平均81.3歳）に対して簡易式評価表を作成
し、中止前と再開後の身体機能および日常生活活
動（ADL）評価を実施した。結果、平均中止期間
は15.8日であり、再開時に関節可動域制限
（57%）、筋力低下（23%）、運動時の息ぎれ・倦
怠感（24%）などの廃用を認めた。ADL評価では、
移乗や移動に関する項目が低下傾向であった。再
開後にも病棟単位で立ち入り等制限があったた
め、自主運動パンフレットを作成し、看護部の協
力を得て遠隔運動療法を試みた。今後は、院内の
感染レベルに準じて患者の不利益防止に持続可能
な介入策を検討する必要がある。
発表者名：田中健太郎，滝本幸治，前田秀博
本人担当部分：研究計画，資料収集，抄録・プレ
ゼン資料作成
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（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 5 年  3 月 31 日 

氏名 野中 紘士         

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 人間医工学  生理学、骨格筋、物理療法 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1）講義の工夫 

平成 26

年 10月

1 日 

～ 

平成 28

年 3月

31 日 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療法学

専攻の物理療法学 I・II の講義にはアクティブラーニ

ングを促通する目的で反転授業を取り入れている．具

体的には自主制作した e-learning 教材で自宅学習さ

せ，講義時間は演習やディスカッションに活用してい

る．これにより，学生の臨床場面で獲得した知識の応

用を習得させる効果があった． 

 

令和 3

年9月1

日 

～ 

現在に

至る 

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科理

学療法学専攻・作業療法学専攻の人体構造学 III（神

経・運動器）の運動器部分の講義にアクティブラーニ

ングを促通する目的で反転授業を取り入れている．具

体的には制作した e-learning 教材で事前に自主学習

させ，講義時間はグループワークにより知識定着を促

進し，口頭試問による知識定着度の確認を行っている．

これにより，学生の運動器の解剖学的知識の修得を促

進させる効果があった． 

2）実験・実習の工夫 

平成 26

年 10月

1 日 

～ 

平成 28

年 3月

31 日 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療法学

専攻の物理療法学 I・II の実習ではロールプレイを導

入し，臨床場面で可能な限り近い状況で演習を行って

いる．学生にロールプレイでプレゼンテーションを行

わせ，フィードバックを通じて，必要な知識と治療技

術の修得ができるよう講義を展開している．これによ

り，学生の臨床能力育成に効果があった． 

   

２ 作成した教科書，教材   

1)寒冷療法（講義用資料） 
平成 23

年 10月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 Iで、寒冷療法の効果とそのメカニ

ズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資料を

作成し、寒冷療法を理解させ，実施する能力を習得さ

せる効果があった． 

2)水治療法（講義用資料） 
平成 23

年 11月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 Iで，水治療法の効果とそのメカニ

ズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資料を

作成し、水治療法を理解させ，実施する能力を習得さ

せる効果があった． 

3)温熱療法（講義用資料） 
平成 23

年 11月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 Iで，温熱療法の効果とそのメカニ

ズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資料を

作成し、温熱療法を理解させ，実施する能力を習得さ

せる効果があった。 

4)光線療法（講義用資料） 
平成 24

年 5月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 II で，光線療法の効果とそのメカニ

ズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資料を

作成し，光線療法を理解させる効果があった． 



5)電気刺激療法（講義用資料） 
平成 24

年 5月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 II で，電気刺激療法の効果とそのメ

カニズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資

料を作成し，電気刺激療法を理解させ，実施する能力

を習得させる効果があった． 

6)牽引療法（講義用資料） 
平成 24

年 6月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 II で，牽引療法の効果とそのメカニ

ズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資料を

作成し，牽引療法を理解させ，実施する能力を習得さ

せる効果があった． 

7)マッサージ療法（講義用資料） 
平成 24

年 7月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 II で，マッサージ療法の効果とその

メカニズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた

資料を作成し，マッサージ療法を理解させ、実施する

能力を習得させる効果があった． 

8)骨格筋（講義用資料） 
平成 24

年 11月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部の理学療法

学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習で，骨格筋

の構造や生理学的特性および収縮のメカニズム，筋電

図などについての要点をまとめた資料を作成した．骨

格筋の形態機能を理解させる効果があった． 

9)呼吸（講義用資料） 
平成 24

年 11月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部の理学療法

学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習で，呼吸器

の構造や生理学的特性およびガス交換のメカニズムな

どについての要点をまとめた資料を作成した．呼吸器

の形態機能を理解させる効果があった． 

10)神経（講義用資料） 
平成 24

年 12月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部の理学療法

学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習で，神経の

構造や生理学的特性および興奮の伝導・伝達のメカニ

ズムなどについての要点をまとめた資料を作成した．

神経の形態機能を理解させる効果があった． 

11)電気刺激療法（e-learning 用教材) 
平成 26

年 5月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療法学

専攻の物理療法学 II で，電気刺激療法の予習・復習用

e-learning 教材を作成し，電気刺激療法の基本的原理

とゲートコントロール理論の講義内容を理解させる効

果があった． 

12)心臓（講義用資料） 
平成 27

年 10月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類の理学療法

学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習で，心臓の

構造や生理学的特性および心臓の収縮メカニズムや心

電図などについての要点をまとめた資料を作成した．

心臓の形態機能を理解させる効果があった． 

13)寒冷療法（e-learning 用教材) 
平成 27

年 12月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療法学

専攻の物理療法学 Iで，寒冷療法の予習・復習用

e-learning 教材を作成し，寒冷療法の基本的原理と効

果の講義内容を理解させる効果があった． 

14）温熱療法（e-learning 用教材) 
平成 27

年 12月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療法学

専攻の物理療法学 Iで，温熱療法の予習・復習用

e-learning 教材を作成し，温熱療法の基本的原理と効

果の講義内容を理解させる効果があった． 

15）股関節の運動学（講義資料) 
平成 30

年 6月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動学演習で，

股関節の解剖と運動学などについての要点をまとめた

資料を作成した．股関節の運動学を理解させる効果が

あった． 



16）膝関節の運動学（講義資料) 
平成 30

年 6月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動学演習で，

膝関節の解剖と運動学などについての要点をまとめた

資料を作成した．膝関節の運動学を理解させる効果が

あった． 

17）足関節・足部の運動学（講義資料) 
平成 30

年 6月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動学演習で，

足関節・足部の解剖と運動学などについての要点をま

とめた資料を作成した．足関節・足部の運動学を理解

させる効果があった． 

18）関節リウマチの理学療法（講義資料) 
平成 30

年 11月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動器障害系理

学療法基礎演習で，関節リウマチの理学療法について

の要点をまとめた資料を作成した．関節リウマチの理

学療法を理解させる効果があった． 

19）上肢の骨折の理学療法（講義資料) 
平成 30

年 11月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動器障害系理

学療法基礎演習で，上肢の骨折の理学療法についての

要点をまとめた資料を作成した上肢の骨折の理学療法

を理解させる効果があった． 

20）肩関節障害の理学療法（講義資料) 
平成 30

年 11月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動器障害系理

学療法基礎演習で，肩関節障害の理学療法についての

要点をまとめた資料を作成した肩関節障害の理学療法

を理解させる効果があった． 

21）靭帯損傷の理学療法（講義資料) 
平成 30

年 11月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動器障害系理

学療法基礎演習で，靭帯損傷の理学療法についての要

点をまとめた資料を作成した靭帯損傷の理学療法を理

解させる効果があった． 

22）姿勢制御（講義資料) 
平成 30

年 12月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の臨床運動学演習

で，姿勢制御などについての要点をまとめた資料を作

成した．姿勢制御の運動学を理解させる効果があった． 

23)細胞の構造と膜の興奮（講義用資料） 
令和元

年 9月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体機能学 II（動物性機能）で，細胞

構造と細胞膜の興奮メカニズムなどについての要点を

まとめた資料を作成した．細胞膜の興奮のメカニズム

を理解させる効果があった． 

24)骨格筋の構造と収縮のメカニズム（講義用資料） 
令和元

年 9月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体機能学 II（動物性機能）で，骨格

筋の構造と収縮のメカニズムなどについての要点をま

とめた資料を作成した．骨格筋の構造と収縮のメカニ

ズムを理解させる効果があった． 

25)運動単位，神経支配比，脊髄反射（講義用資料） 
令和元

年 9月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体機能学 II（動物性機能）で，骨格

筋に関する運動単位，神経支配比，脊髄反射メカニズ

ムなどについての要点をまとめた資料を作成した．運

動単位，神経支配比，脊髄反射メカニズムを理解させ

る効果があった． 

26)骨格筋の代謝特性とエネルギー代謝（講義用資料） 
令和元

年 9月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体機能学 II（動物性機能）で，骨格

筋の代謝特性とエネルギー代謝などについての要点を

まとめた資料を作成した．骨格筋の代謝特性とエネル

ギー代謝を理解させる効果があった． 



27)骨の構造と生理（講義用資料） 
令和元

年 9月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体機能学 II（動物性機能）で，骨の

構造と生理などについての要点をまとめた資料を作成

した．骨の構造と生理を理解させる効果があった． 

28)体幹の解剖学（講義用資料） 
令和元

年 10月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体構造学 III（神経・運動器）で，体

幹の骨，筋および神経支配や作用，靭帯，周辺の血管

などについての要点をまとめた資料を作成した．体幹

の解剖を理解させる効果があった． 

29)下肢の解剖学（講義用資料） 
令和元

年 10月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体構造学 III（神経・運動器）で，下

肢の骨，筋および神経支配や作用，靭帯，周辺の血管

などについての要点をまとめた資料を作成した．体幹

の解剖を理解させる効果があった． 

   

   

   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

1) 大阪府立大学 総合リハビリテーション系長およ

び総合リハビリテーション学研究科長による平成25年

度教員業績評価  

平成 26

年 12月

4 日 

総合評価 S（4 段階中最高評価） 

2) 大阪府立大学 総合リハビリテーション系長およ

び総合リハビリテーション学研究科長による平成26年

度教員業績評価  

平成 27

年 12月

17 日 

総合評価 S（4 段階中最高評価） 

3)大阪府立大学 総合リハビリテーション系長および

総合リハビリテーション学研究科長による平成27年度

教員業績評価 

平成 28

年 12月

22 日 

総合評価 S（4 段階中最高評価） 

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1)講演について 

平成 24

年 6月

16 日 

いずみ健老大学 講師 

「腰痛予防」 

慢性腰痛について，現在考えられている発生理由とそ

の予防・改善のための運動療法（運動方法）について

講演を行った． 

 

平成 26

年 11月

26 日 

はびきの市民大学  講師 

「腰痛予防のための運動」 

慢性腰痛について，現在考えられている発生理由とそ

の予防・改善のための運動療法（運動方法）について

講演を行った． 

2)高大連携 講義について 

平成 26

年 10月

30 日 

大阪府立鳳高等学校 模擬講義講師 

「理学療法とリハビリテーション」 

リハビリテーション職である理学療法士の仕事内容や

社会における役割，また他の医療職とのかかわりにつ

いての講義を行った． 

 

平成 30

年 6月

14 日 

西舞鶴高校 講師 

「医療」 

医療職である理学療法士，作業療法士，臨床検査技師

の仕事内容について講義を行った． 

 

平成 30

年 6月

20 日 

伊吹高校 講師 

「医療技術・リハビリ」 

医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容や社

会における役割について講義を行った． 



 

平成 30

年 8月

23 日 

花園高校 講師 

「理学療法・作業療法」 

医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容や社

会における役割について講義を行った． 

 

平成 30

年 9月

11 日 

八日市高校 講師 

「医療技術・リハビリ」 

医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容や社

会における役割について講義を行った． 

 

平成 30

年 9月

26 日 

甲西高校 講師 

「医療技術（リハビリ）」 

医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容や社

会における役割について講義を行った． 

 

平成 30

年 9月

26 日 

桂高校 講師 

「医療技術」 

医療職である理学療法士，作業療法士，臨床検査技師

の仕事内容について講義を行った． 

 

平成 30

年 11月

12 日 

長浜北高校 講師 

「医療（理学療法）」 

医療職である理学療法士の仕事内容や社会における役

割について講義を行った． 

 

令和 3

円 2月

13 日 

賢明学院高等学校 講師 

「理学療法」 

医療職である理学療法士の仕事内容や社会における役

割について講義を行った． 

   

５ その他   

1)大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究

科学位論文(博士前期課程)審査実績 

平成 28

年 2月 

博士前期課程：副査 1名 

「スタチン投与中の運動が骨格筋ミトコンドリアへ及

ぼす影響」について学位論文（博士前期課程）の審査

を行った． 

2)大阪府立大学総合リハビリテーション学部および総

合リハビリテーション系における教育実績 

平成 21

年 4月

～平成

29 年 3

月 

「理学療法早期体験実習」（平成 21 年度から平成 28

年度まで） 

理学療法学専攻の 1年生に講義や病院や介護老人保健

施設での実習やディスカッションを行い，理学療法士

の役割や業務内容を理解させる教育効果があった． 

  

「理学療法基礎評価学 II」（平成 22 年度から平成 28

年度まで） 

 理学療法評価である関節可動域測定の方法について

講義を行い，関節可動域測定の習得させた 

  

「形態機能学実習」（平成 23 年から平成 28 年度まで） 

 神経，骨格筋，呼吸循環の解剖生理の講義および生

理機能に関する実習を行い，学生に解剖生理学の理解

を深める教育効果があった． 

  

「物理療法学 I」（平成 23 年から平成 28 年度まで） 

 物理療法の歴史や温熱，寒冷，水治療法の生理学的

効果や適応，禁忌，実施方法の講義を行い，それら知

識と実施方法を習得させた． 

  

「物理療法学 II」（平成 24 年から平成 28 年度まで） 

 電気，牽引，マッサージ療法の生理学的効果や適応，

禁忌，実施方法の講義を行い，それら知識と実施方法

を習得させた． 



  

「理学療法学総合評価演習」（平成 21 年度から平成 28

年度まで） 

 地域のボランティア高齢者の評価を行い，評価技術

の研鑽と評価レポート作成の指導を行い，理学療法評

価およびレポート作成を総合的に理解，実施できるよ

うにした． 

  

「理学療法学研究法 II」（平成 28 年度） 

 卒業論文作成の指導を行い，論文の作成方法および

リサーチマインドを習得せせる教育効果があった． 

  

「理学療法臨床実習 I」（平成 21 年度から平成 28 年度

まで） 

 病院で臨床現場を見学させることにより，理学療法業

務の概要や役割を理解させる教育効果があった． 

  

「理学療法臨床実習 II」（平成 21 年度から平成 28 年

度まで） 

 理学療法評価に関する実習を行い，各種検査の実施

と検査結果をもとに問題点を把握し，理学療法評価技

術を習得させる教育効果があった． 

  

「理学療法臨床実習 III」（平成 24 年度から理学療法

臨床実習 III・IV に変更 ）（平成 21 年度から平成 28

年度まで） 

 理学療法の過程全般を経験させ，理学療法の全体的

な業務を遂行させる能力および臨床場面で的確な理学

療法を発展させる能力を習得させる教育効果があっ

た． 

  

「理学療法臨床実習 IV」（平成 24 年度から平成 28 年

度まで） 

 臨床実習 III と同様に理学療法の過程全般を経験さ

せ，理学療法の全体的な業務を遂行させる能力および

臨床場面で的確な理学療法を発展させる能力を習得さ

せる教育効果があった．  

3)京都橘大学健康科学部における教育実績 

平成 29

年 4月

～平成

30 年 3

月 

「理学療法技術学入門演習Ⅰ」 

 解剖学の知識と触診技術の習得の教育効果があっ

た． 

  

「理学療法技術学入門演習 II」 

 筋の解剖学的知識と触診技術の習得の教育効果があ

った． 

  

「ヘルスプロモーション応用演習」 

 地域在住高齢者の体力測定を行い，高齢者の健康増

進を実践するための知識や技術の習得の学習効果があ

った． 

 

平成 29

年 4月

～平成

31 年 3

月  

「理学療法研究法 I」 

 研究計画の立案，研究の実施，結果のまとめ方につ

いて学習効果があった． 

  

「理学療法研究法 II」 

 研究計画の立案，研究の実施，結果のまとめ方につ

いて学習効果があった． 

  

「キャリア開発演習」 

 新入生に大学での学び方や生活の心構えなどに対し

て教育効果があった． 



 

平成 30

年 4月

～平成

31 年 3

月 

「運動学演習」 

下肢（股関節，膝関節，足関節，足部）の運動学につ

いて教授し，理学療法士の基礎となる運動学の知識習

得の教育効果があった． 

  

「動作分析学演習」 

 寝返り，立ち上がりの動作分析について教授し，理

学療法士にとって重要な動作分析法の習得の教育効果

があった． 

  

「臨床運動学演習」 

 力学に基づいた関節運動や動作に加え姿勢制御につ

いて教授し，理学療法士にとって重要な力学に基づい

た関節運動や動作に加え姿勢制御の知識習得の教育効

果があった． 

  

「運動器障害系理学療法基礎演習」 

 関節リウマチ，肩関節障害，上肢の骨折，靭帯損傷

の理学療法について教授し，理学療法士にとって重要

な運動器障害の理学療法の習得の教育効果があった． 

  

「総合臨床実習 I」 

 理学療法の過程全般を経験させ，理学療法の全体的

な業務を遂行させる能力および臨床場面で的確な理学

療法を発展させる能力を習得させる教育効果があっ

た． 

  

「総合臨床実習 II」 

 総合臨床実習 Iと同様に理学療法の過程全般を経験

させ，理学療法の全体的な業務を遂行させる能力およ

び臨床場面で的確な理学療法を発展させる能力を習得

させる教育効果があった．  

4) 奈良学園大学保健医療学部における教育実績 

平成 31

年 4月

～現在

に至る 

「基礎ゼミⅡ」 

 講義ノートの取り方，文献資料の検索，学術的な文

章の読み方などについて，演習を通じて大学での学習

を進める上で必要となる基礎的な知識や技能，学ぶ姿

勢を身につける教育効果があった． 

  

「人体構造学Ⅲ（神経・運動器）」 

 体幹及び下肢の骨や骨格筋，支配神経の解剖につい

ての講義行い，学生に解剖学の理解を深める教育効果

があった． 

  

「人体機能学Ⅱ（動物性機能）」 

 骨格筋，反射，骨の生理についての講義行い，学生

に生理学の理解を深める教育効果があった． 

  

「早期体験実習(理学療法)」 

 理学療法学専攻の 1年生に講義や病院での実習、デ

ィスカッションを行い，理学療法士の役割や業務内容

を理解させる教育効果があった． 

 

令和 2

年 4月

～現在

に至る 

「人体構造実習」 

 体幹及び下肢の骨や骨格筋，神経の解剖についての

講義行いうとともに，体表より触察方法の実習を行う

ことで，学生に解剖学の理解を深める教育効果があっ

た． 



  

「人体生理実習」 

 血圧，経皮的酸素飽和度，呼吸機能，心電図，筋電

図，誘発筋電図，平衡機能の実験実習を通じて，学生

に生理学の理解を深める教育効果があった． 

  

「地域実習(理学療法)」 

 理学療法学専攻の 2年生に地域理学療法についての

実習やディスカッションを行い，理学療法士の役割や

業務内容を理解させる教育効果があった． 

 

令和 3

年 4月

～現在

に至る 

「客観的臨床能力演習（理学療法）」 

 理学療法評価に前に，理学療法評価に関する演習を

通じて，理学療法評価技術を習得させる教育効果があ

った． 

  

「理学療法評価実習」 

 理学療法評価に関する実習を行い，各種検査の実施

と検査結果をもとに問題点を把握し，理学療法評価技

術を習得させる教育効果があった． 

 

令和 4

年 4月

～現在

に至る 

「総合臨床実習Ⅰ(理学療法）」 

 理学療法評価，治療に関する実習を行い，各種検査

の実施と検査結果をもとに問題点を把握し，治療プロ

グラム立案，治療の実施を経験させ，理学療法を実施

に関する知識の活用と実践を理解させる教育効果があ

った． 

  

「総合臨床実習Ⅱ(理学療法）」 

 総合臨床実習Ⅰ（理学療法）に引き続き，理学療法

評価，治療に関する実習を行い，各種検査の実施と検

査結果をもとに問題点を把握し，治療プログラム立案，

治療の実施を経験させ，理学療法を実施に関する知識

の活用と実践する能力向上の教育効果があった． 

  

「チーム医療論演習」 

リハビリテーション職種と医療に携わる多職種との連

携において，リハビリテーション職の役割を明確にし，

多職種を理解することで，多職種との連携のあり方を

ディスカッションとプレゼンテーションを通して学習

させ，チーム医療の実践を理解させる教育効果があっ

た． 

5) 奈良学園大学大学院看護学研究科看護学専攻修士

課程における教育実績 

平成 31

年 4月

～現在

に至る 

「フィジカルアセスメント」 

代謝性疾患にたいするフィジカルアセスメントの講義

と演習を行うことで，学生に代謝性疾患に対するフィ

ジカルアセスメントの理解を深める教育効果があっ

た． 

 

令和 3

年 4月

～現在

に至る 

「ヘルスプロモーション特論」 

サルコペニア，フレイル，ヘルスプロモーションを促

進するうえでの身体機能評価、運動の効果についての

講義と演習を行うことで，高齢者・子どもの身体機能

に関するヘルスプロモーションの理解を深める教育効

果があった． 

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1)理学療法士免許 平成 15 厚生労働省 第 44332 号 

2)修士（保健学） 
平成 17

年 3月 

吉備国際大学 修第 2-14 号 

論文題目「骨格筋収縮様式の違いによる解糖系酵素変

動の検討」 



3)博士（保健学） 
平成 20

年 3月 

吉備国際大学 博甲第保-4 号 

論文題目「遠心性収縮による持久トレーニング効果に

ついての検討」 

4)生理学エデュケーター認定 平成 28 日本生理学会 第 160056 号 

   

２ 特許等   

なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1)医療法人三憲会老人介護保健施設エリシウム柵原 

理学療法士 

平成 15

年 4月

～平成

17 年 3

月 

運動器疾患や神経疾患などを既往歴にもつデイケアお

よび施設入所の利用者を対象に、日常生活活動や運動

機能の維持・改善のための理学療法などにあたった。 

2）医療法人三憲会柵原病院 理学療法士 

平成 17

年 4月

～平成

20年 10

月 

回復期から慢性期における運動器疾患および神経系疾

患を発症した入院患者に対する日常生活活動動作や運

動機能の改善・維持のための理学療法などにあたった。

また、運動器疾患や神経疾患を発症した外来患者の疼

痛に対する理学療法、運動機能の維持・改善のための

理学療法などにあたった。 

   

４ その他   

1)受賞歴 
平成 22

年 5月 

第 43 回日本理学療法学術大会 優秀賞 

発表者として第 43回日本理学療法学術大会優秀賞を受

賞した． 

2)研究助成獲得実績 
平成 23

年 4月 

大阪ガスグループ福祉財団 

「高齢 COPD 患者に対する呼息時低周波電気刺激の臨床

効果に関する研究―パイロットスタディ」 

研究代表者：伊藤健一 研究分担者：濃添建男，奥田

みゆき，野中紘士，堀江淳，川村博文 

 
平成 24

年 4月 

大阪ガスグループ福祉財団 

「転倒のスクリーニングを目的とした加速時計による

動作時の身体動揺評価法の確立に関する研究」 

研究代表者：山中悠紀 研究分担者：野中紘士 

 
平成 24

年 9月 

大阪府立大学若手研究者シーズ育成事業 

「温熱療法による糖尿病性筋萎縮の予防効果について

の研究」 

研究代表者：野中紘士 

 
平成 24

年 9月 

大阪府立大学異分野研究シーズ発掘・連携促進・融合

領域創世支援事業  

「リハビリ期間短縮を目指した基礎研究」  

研究代表者：山地亮一 研究分担者：岩田晃，野中紘

士 

 
平成 25

年 4月 

科学研究費 基盤研究(C) 

「障がい児・者の平衡機能を促進するリハビリテーシ

ョン機器の開発」 

研究代表者：米津亮 研究分担者：野中紘士，片岡正

教，中川智皓，新谷篤彦 

 
平成 25

年 4月 

科学研究費 A-Step 探索試験 

「障がい児の体幹-足部運動連鎖型補装具の開発のた

めの実証的研究」 

研究代表者：米津亮 研究分担者：野中紘士，小栢進

也，アブドラマニ・アバス，新谷篤彦，中川智皓，草

田駿介，奥田邦晴，伊藤智博 

 
平成 26

年 4月 

科学研究費 基盤研究(B) 

「骨格筋量の性差制御因子の同定と食品成分による発

現調節」 

研究代表者：山地亮一 研究分担者：野中紘士 



 
平成 26

年 4月 

科学研究費 基盤研究(C) 

「COPD 患者に対する呼息時電気刺激を用いた呼吸リハ

ビリテーションの実証的研究」 

研究代表者：伊藤健一 研究分担者：野中紘士，堀江

淳，河村博文 

 
平成 27

年 6月 

御器谷科学財団 国際交流活動 

「Heat stress attenuates skeletal muscle atrophy in 

diabetic rats」 

研究代表者：野中紘士 

 
平成 30

年 4月 

科学研究費 基盤研究(C) 

「糖尿病による末梢神経の酸化ストレスおよび栄養血

管退行に対する運動療法の効果検証」 

研究代表者：野中紘士 研究分担者：秋山純一，崎田

正博 

 
平成 31

年 4月 

理学療法士協会 大規模臨床研究助成 

「地域在住高齢者の虚弱化を予防し健康寿命を延伸す

る介護予防プログラムの開発と効果検証」 

研究代表者：中野英樹 研究分担者：村田伸，堀江淳，

兒玉隆之，白岩加代子，安彦鉄平，野中紘士，合田明

生 

 
令和元

年 7月 

奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成 

「マウス由来C2C12筋管細胞に対する活性型ビタミンD

の抗炎症作用および筋タンパク分解抑制に関する検

討」  

研究代表者：野中紘士 研究分担者：秋山純一，畦五

月，伊藤健一 

 
令和元

年 10月 

日本物理療法学会研究助成  

「ヒト皮膚由来線維芽細胞における温度の違いが細胞

増殖に与える影響」 

研究代表者：吉川義之 研究分担者：杉本雅晴，野中

紘士，滝本幸治，前重伯壮，植村弥希子 

 
令和 2

年 5月 

奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成 

「高齢者における終末糖化産物と身体機能および身体

組成との関連についての検討」  

研究代表者：野中紘士 研究分担者：吉川義之，伊藤

健一，門條宏宣 

3)大阪府立大学総合リハビリテーション学部および総

合リハビリテーション系における学内業務実績 

平成 21

年 4月

～平成

29 年 3

月 

「広報委員」 

平成 21 年度に広報委員として，広報活動に携わった． 

  

「高大連携教育展開委員」 

平成 21 年度に高大連携教育委員として，地域住民向け

の講座や高校生向けの講座の調整などに携わった． 

  

「動物実験倫理委員」 

平成 22 年度から平成 28 年度まで動物実験倫理委員と

して倫理審査などに携わった． 

  

「予算委員」 

平成 27 年度から平成 28 年度まで予算委員として理学

療法学専攻の運営予算の配分や管理などに携わった． 

  

「紀要委員」 

平成 22 年度から平成 28 年度まで紀要委員として雑誌

の編集などに携わった． 



4)京都橘大学健康科学部における学内業務実績 

平成 29

年 4月

～平成

31 年 3

月 

「教育研修センター」 

平成 29年度から京都橘大学の卒業生を対象とした卒後

教育研修の運営に携わっている． 

  

「学科会議運営委員」 

平成 29 年から理学療法学科の会議運営に携わってい

る． 

5)奈良学園大学保健医療学部における学内業務実績 

平成 31

年 4月

～現在

に至る 

「教務ワーキンググループ」 

平成 31年度からリハビリテーション学科の教務関連の

運営に携わっている． 

  

「カリキュラム検討委員」 

平成 31年度からリハビリテーション学科のカリキュラ

ム検討の運営に携わっている． 

 

令和 3

年 4月

～現在

に至る 

「卒業研究委員」 

平成 31年度からリハビリテーション学科の卒業研究の

実施方法検討に携わっている． 

6)学術論文の査読歴 平成 26 「Journal of Physical Therapy Science」 

  「Experimental Physiology」 

  「Acta Physiologica Hungarica」 

  「Experimental and Molecular Pathology」 
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  「Journal of Life Science Research」 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1PT 入門 イラストでわかる

運動器障害理学療法 
共著 令和3年 1月 医歯薬出版株式会社 

運動器疾患に対する理学療法に関する

基本的な考え方と各疾患における実践

的な理学療法を解説している． 

A4 版 全 291 頁 

監修：上杉雅之 

編集：横山茂樹，甲斐義浩 

著者：安彦鉄平，井上由里，内田重博，

甲斐義浩，木村智子，幸田仁志，篠原博，

武内考祐，対馬栄輝，永松隆，根地島誠，

野田優希，野中紘士，松井知之，宮崎純

弥，宮地諒，横山茂樹 

 

本人担当部分：「第 14 章 関節リウマ

チ」（P.245-P.266)を単著． 

関節リウマチの病態・障害像，診断およ

び治療方針，理学療法評価，治療計画及

びプログラムについて解説した． 

:     

（学術論文）     

1 骨格筋収縮様式の違いによ

る解糖系酵素変動に関する

検討 

（修士論文） 

単著 
平成 17 年 3

月 
吉備国際大学大学院 

求心性収縮と遠心性収縮の持続的負荷

に対するエネルギー代謝系の 1つであ

る解糖系酵素変動について検討した．

ICR雄性マウスを用い，コントロール群，

上り走行（求心性収縮）群，水平走行群，

下り走行（遠心性収縮）群にわけ，実験

を行った．上り，下りの傾斜角度は±

16°とした．4週間走行負荷を速度

15m/min で行い，走行時間は 1 週目は 20

分とし，1週間ごとに 10 分延長した．4

週目に上腕三頭筋を摘出し，解糖系酵素

であるホスホフルクトキナーゼ活性，乳

酸脱水素酵素活性および乳酸脱水素酵

素アイソザイムの測定を行った．その結

果、求心性収縮と遠心性収縮の持続的負

荷により，両者間で解糖系酵素変動が異

なることが明らかとなった． 

A4 版 全 26 頁 

2 ヒト皮膚培養線維芽細胞に

対する紫外線（UVA)照射が不

定期DNA合成およびCollagen

合成に対する影響に関する

検討－年齢別の細胞応答 

共著 
平成 18 年 5

月 

吉備国際大学保健科

学部研究紀要 

11 号 

P.59-P.67 

光源別のヒト皮膚透過率を測定し細胞

の照射条件とした．若年者と高齢者培養

細胞に与える UVA 照射影響の違いを検

討するため,若年者由来細胞 3種と高齢

者由来細胞 3 種の皮膚真皮より樹立し，

不定期 DNA 合成測定試験と Collagen 合

成活性測定試験実験を行った．高齢者細

胞に有意な DNA の合成量と Collagen 合

成活性の低下が見られ,UVA 照射による

不定期 DNA 合成応答も低下していた．若

年者細胞には照射後に有意な Collagen

合成の増加応答が見られた． 

本人担当部分：形態学的視点より結果を

解釈した． 

共著者：秋山純一，中嶋正明，平上二九，

小幡太志，野中紘士，龍田尚美，速水明

香，新藤泰子 



3 関節固定の解除および再固

定が可能なラット膝関節創

外固定法の考案 

（査読付） 

共著 
平成 20 年 3

月 

理学療法科学 

23 巻 1 号 

P.73-P.77 

我々は，関節固定期間中に固定の解除と

再固定が自由かつ簡便にできるラット

膝関節創外固定法を考案した．今回，

我々は実験動物としてラットを用い，こ

の関節創外固定法の実験的関節拘縮モ

デル作成法としての有用性を検証した．

5週間の関節固定負荷の結果，関節固定

時に特徴的とされる関節可動域の減少

や組織学的所見が確認された．また，浮

腫，炎症，鬱血などの副次的作用を排除

することができた．この結果より，本関

節創外固定法は実験的関節拘縮モデル

作成法として有効であることが示され

た． 

本人担当部分：実験の実施および組織の

形態学的評価を行った． 

共著者：龍田尚美，中嶋正明，秋山純一，

野中紘士，祢屋俊昭 

4 遠心性収縮による持久ト

レーニング効果についての

検討 

（査読付） 

（博士論文） 

共著 
平成 20 年 4

月 

吉備国際大学大学院 

理学療法科学 

23 巻 2 号 

P.285-P.289 

遠心性収縮による持久トレーニングが

骨格筋の持久性改善に効果があるかを

検討した．ICR 雄マウスをコントロール

群(CONT)，上り走行群(求心性収縮，

+16°，UR)，水平走行群(0°，LR)，下

り走行群(遠心性収縮，-16°，DR)に分

けた．5週間の走行運動後、大腿四頭筋

の解糖系酵素は CONT に比べ，UR，LR で

上昇し，DR は変化しなかった．酸化系

酵素は CONT に比べ，UR，LR，DR で上昇

した．遠心性収縮による持久トレーニン

グは，嫌気的代謝に効果はないが，好気

的代謝には効果があることが示唆され

た． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：野中紘士，秋山純一，中嶋正明 

5 MNNG 誘導胃腸発癌に対する

1α(OH)D3 の抑制効果発現過

程における血管新生の阻害

について 

共著 
平成 21 年 3

月 

吉備国際大学保健科

学部研究紀要 

19 号 

P.11-P.15 

ラットを用いて MNNG 誘導胃腸癌の 1α

(HO)D3 による抑制モデルを作製し，抑

制効果発現過程における血管新生阻害

の有無および VEGF の関与について免疫

組織化学的に検討した．その結果，1α

(OH)D3 は VEGFの発現を抑えることで血

管新生を制御し，胃腸癌の発生抑制に働

いていることが示唆された． 

本人担当部分：実験実施，組織切片作成

を行った． 

共著者：川浦昭彦，谷田憲俊，泉啓介，

秋山純一，水谷雅年，野中紘士，武田英

二 



6 固定関節に対する異なる

頻度の関節可動域運動が関

節可動範囲に及ぼす影響 

（査読付） 

共著 
平成 21 年 6

月 

理学療法科学 

24 巻 3 号 

P.427-P.433 

ラットを用いて関節固定期間中に ROM 

ex 実施頻度の違いが固定関節の関節可

動範囲の減少，関節内組織の変性に与え

る影響を検討した．Wistar 系雄ラット

30 匹を，(1)無処置群，(2)ROM ex なし

群，(3)ROM ex 週 1 日群，(4)ROM ex 週

3 日群，(5)ROM ex 週 5 日群の 5群に分

け，関節可動範囲の経時的変化および実

験終了後の組織像を評価した．ROM ex

の週あたりの実施頻度が多いほど，関節

可動範囲の減少が抑制される傾向にあ

った．組織学的評価では，ROM ex なし

群，ROM ex 週 1 日群で関節腔内が結合

組織により充填されていた．ROM ex 週 3

日群，ROM ex 週 5 日群では軟骨表面に

少量の結合組織の増殖像が確認された．  

本人担当部分：実験の実施および組織の

形態学的評価を行った． 

共著者：龍田尚美，中嶋正明，秋山純一，

野中紘士，齋藤圭介，川上照彦 

7 Inhibitory effect of 

1a-hydroxyvitamin D3 on 

N-nitrosobis (2-oxopropyl) 

amine-induced 

cholangiocarcinogenesis in 

Syrian hamsters 

（N-ニトロソビス (2-オキ

ソプロピル)アミン誘導性胆

管癌発生に対する 1a ヒドロ

キシビタミン D3 の効果） 

（査読付） 

共著 
平成 23 年 6

月 

Acta Medica Okayama 

vol.65(3) 

P.193-P.197 

1α-hydorxyvitamin D3 [1α(OH)D3]の

N-nitrosobis(2-oxopropyl)amine(BOP)

誘発性胆管癌に対する効果を検討した．

ハムスターに5週間BOPを投与し胆管癌

を誘発した．BOP 投与と併せて 1α

(OH)D3 を 0.04μg 経口投与した．1α

(OH)D3 を投与したハムスターは胆管癌

の発生が投与していないハムスターに

比べ有意に低値を示した．本研究より，

1α(OH)D3 が BOP誘発性胆管癌を抑制す

ることが示された． 

本人担当部分：研究計画立案および実験

実施，組織切片作成を行った． 

共著者：Kawaura A, Tanida N, Akiyama 

J, Nonaka K, Mizutani M, Sawada K, 

Nakagawa K, Tsugawa N, Izumi K, Ii K, 

Okano T, Takeda E 

8 Thermal preconditioning 

attenuates 

exercise-induced muscle 

injury in mice 

（温熱プレコンディショニ

ングは運動誘発性筋損傷を

軽減する） 

（査読付） 

共著 
平成 23 年 6

月 

Journal of Physical 

Therapy Science 

vol.23(3) 

P.409-P.411 

運動前に温熱ストレスを与えることで，

その後の運動性筋損傷が予防できるか

について検討した．マウスに温浴

(41.5℃)を 20 分間行い温熱ストレスを

与え，24 時間後に走行運動を行い，大

腿四頭筋に損傷を惹起した．温浴にて温

熱ストレスを与えたマウスは温熱スト

レスを与えなかったマウスに比べ，大腿

四頭筋の Heat shock protein 25 の発現

量が増加し，筋損傷の指標である

Glucose-6-phoshate dehydrogenase 活

性の上昇が抑制された．本研究結果よ

り，運動前に温熱ストレスを与えること

で，運動誘発性筋損傷が減弱することが

示された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta 

N, Iwata A 



9 Cool water immersion 

after downhill running 

suppresses 

exercise-induced muscle 

damage in the rat soleus 

muscle 

（下り坂走行後の冷水浴は

ラットヒラメ筋の運動誘発

性筋損傷を軽減する） 

（査読付） 

共著 
平成 24 年 8

月 

Journal of Physical 

Therapy Science 

vol.24(7) 

P.613-P.616 

冷水浴による寒冷療法が運動誘発性筋

損傷を減弱するかについて検証した．ラ

ットにトレッドミルにてダウンヒル走

行運動（傾斜;-16°，速度;16 m/min）

を 90 分間行い，ヒラメ筋に損傷を惹起

した．運動直後，冷水浴（20℃）を 30

分間行った．冷水浴を行ったラットは運

動後のヒラメ筋の損傷筋線維が減少し，

筋損傷の指標である

Glucose-6-phoshate dehydrogenase 活

性の上昇が抑制された．本研究より，運

動後の冷水浴が運動後の骨格筋損傷を

減弱することが示された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta 

N，Une S 

10 Carbon dioxide-rich 

water bathing increases 

mynuclear number and muscle 

fiber size in regenerating 

skeletal muscles 

（高濃度人工炭酸泉浴は再

生骨格筋の筋核を増加させ，

筋線維径を増加させる） 

(査読付) 

共著 
平成 24 年 12

月 

Journal of Physical 

Therapy Science 

vol.24(12) 

P.1295-P.1298 

炭酸泉浴が筋損傷後の再生を促進させ

るかどうかについて検討した．Wistar

系雌ラットを用い実験を行った．ラット

の左前脛骨筋にブピバカイン塩酸塩に

より筋損傷を惹起し，損傷の翌日より，

炭酸泉（1,000 ppm）を１日に１回，37

度で 30 分間行った．損傷２週間後，左

前脛骨筋の筋核数と筋横断面積は炭酸

泉浴にて回復が促進されていた．本研究

より，炭酸泉は筋損傷後の再生を促進さ

せる可能性があることが示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta 

N, Une S, Ito K, Kataoka M, Ogaya S, 

Iwata A, Okuda K 

11 肉離れ損傷筋における基

底膜の特徴－ラットを用い

た基礎的研究 

（査読付） 

共著 
平成 24 年 12

月 

Journal of 

Rehabilitation and 

Health Sciences,  

vol.10 

P.7-P.11 

打撲と肉離れによる筋損傷時の筋基底

膜と形質膜の形態の違いを検証した．

Wistar 系雄ラットを打撲群，肉離れ群，

コントロール群に分け，損傷 2日後に被

験筋を摘出して損傷筋細胞の基底膜と

形質膜を染色した．肉離れ群の筋組織に

損傷筋細胞が散在性にみられ，正常筋細

胞に比べ基底膜が厚く，波打つような変

形を認めた．打撲群では損傷が広範囲

で，筋細胞の基底膜が厚くなった部分や

基底膜を認めない部分もあった．肉離れ

群/コントロール群の基底膜の平均面積

は 1430.9/1101.8，基底膜比(%)は

60.1/37.1 であり，基底膜面積と基底膜

比で有意差が認められた． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施と組織切片作成・染色を行

い形態学的評価を行った． 

共著者：岩田晃，野中紘士，上勝也 



12 Carbon dioxide water 

bathing enhances myogenin 

but not MyoD protein 

expression after skeletal 

muscle injury 

（人工炭酸泉浴は骨格筋損

傷後の myogenin を増加させ

るが MyoD は増加させない） 

（査読付） 

共著 
平成 25 年 6

月 

Journal of Physical 

Therapy Science 

vol.25(6) 

P.709-P.711 

これまでに我々は，人工炭酸泉浴が筋損

傷の治癒回復を促進する可能性を見い

だした．本研究はその治癒促進のメカニ

ズムを探ることを目的に行った．筋損傷

後に人工炭酸泉浴を行うと損傷筋の筋

芽細胞増殖に関わる MyoD タンパクの発

現に変化は見られないが，筋管形成に関

わる myogenin タンパクの発現が増加し

た．以上より，筋損傷後の人工炭酸泉浴

は筋管形成を促進する可能性が示唆さ

れた． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta 

N, Une S, Ito K, Ogaya S, Kataoka M, 

Iwata A, Okuda K 

13 Changes in antioxidant 

enzymes and lipid 

peroxidation in extensor 

digitorum longus muscles of 

streptozotocin-diabetic 

rats may contribute to 

muscle atrophy 

（ストレプトゾトシン糖尿

病ラット長趾伸筋の抗酸化

酵素と過酸化脂質の変化は

筋萎縮と関連する） 

（査読付） 

共著 
平成 26 年 12

月 

Acta Physiologica 

Hungarica 

vol.101(4) 

P.421-P.428 

糖尿病時の筋萎縮が酸化ストレスと関

連があるかについて検証した．速筋線維

優位である長趾伸筋は萎縮し，抗酸化酵

素(カタラーゼ，グルタチオンペルオキ

シダーゼ，スーパーオキサイドジスムタ

ーゼ)活性の上昇と TBARS の増加が確認

された．一方，赤筋線維優位であるヒラ

メ筋の萎縮は軽度で，カタラーゼ活性は

上昇したが，それ以外の抗酸化酵素活性

と TBARS に変化は認められなかった．以

上より，糖尿病に伴う酸化ストレスが速

筋線維の萎縮を惹起する可能性を示し

た． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Une S, Tatsuta N, Ito 

K, Akiyama J 

14 Electrical stimulated 

ventilation feedback 

improve ventilation 

pattern in patients with 

COPD 

（電気刺激による換気フィ

ードバックは COPD 患者の換

気パターンを改善する） 

（査読付） 

共著 
平成 27 年 2

月 

Journal of Physical 

Therapy Sciences 

vol.27(2) 

P.325-P.330 

COPD 患者に対する呼息時電気刺激

（PESE）を用いた換気フィードバックの

有効性を検証した．24名の COPD患者を，

プラセボ群と PESE を行う群に割り付け

た．対象者には 5分間のエルゴメータ運

動を 2回行ってもらい，ベースライン

（BL）と各介入による換気指標を中心と

したデータの測定を行った．BL に対し

プラセボ群では，安静時・運動時とも明

らかな変化は認められなかったが， 

PESE 群では安静時・運動時とも有意な

換気効率の改善を認め，COPD 患者の換

気効率改善に PESE が有効であることが

明らかとなった． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに，測定データの分析を行った． 

共著者：Ito K, Nozoe T, Okuda M, Nonaka 

K, Yamahara J, Horie J, Hayama Y, 

Kawamura H 



15 ラット骨折モデルによる

高濃度人工炭酸泉浴の骨折

治癒への影響 -TGF-β1 の血

中濃度変化と組織学的観察

による検討 

共著 
平成 27 年 3

月 

吉備国際大学保健福

祉研究所紀要 

16 号 

P.1-P.6 

炭酸泉浴の骨折治癒への影響について

検討した．ラットをコントロール群(C

群)，さら湯 35℃温浴群(I 群)，炭酸泉

35℃温浴群(II 群)に分けた．2週目の

TGF-β濃度は II 群が，I群と比べて高

値を示した．その後は時間経過ととも

に，TGF-β濃度は II 群で下降し，I群

では上昇し，8週目には，I群の方が高

値を示した．5週目では，II 群で治癒の

促進が見られた．8週目では，各群とも

骨再生が進み，群間での明らかな差は見

られなかった． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験を実施した． 

共著者：秋山純一, 高須賀純一，野中紘

士，矢田智大，川浦昭彦，中嶋正明，加

納良男，畦五月，龍田尚美，平上二九三 

16 Heat stress attenuates 

skeletal muscle atrophy of 

extensor digitorum longus 

in streptozotocin-induced 

diabetic rats 

(温熱刺激はストレプトゾト

シン誘発性糖尿病ラットの

長趾伸筋の萎縮を減弱させ

る) 

（査読付） 

共著 
平成 27 年 9

月 

Acta Physiologica 

Hungarica 

vol.102(3) 

P.293-P.300 

糖尿病による骨格筋萎縮が温熱療法に

より予防できるかについて検討した．ス

トレプトゾトシンを投与し糖尿病を誘

発したラットに 42℃で 30分間の温浴を

1週間に 5回，3週間行った．その結果，

温熱療法を行っていないラットに比べ

長趾伸筋の Heat shock protein 25, 72

の発現が増加し，筋線維横断面積の減少

が予防された．本研究より，温熱療法が

糖尿病による骨格筋萎縮を予防できる

ことを示した． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験の実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Une S, Akiyama J 

17 健康寿命と細胞の寿命 共著 
平成 28 年 3

月 

吉備国際大学保健福

祉研究所紀要 

17 号 

P.11-P.14 

突然変異を持つ PI3K 遺伝子による細胞

老化の法則を調べるために，FLAG 標識

野生型あるいは突然変異型 PI3K 遺伝子

をラット線維芽細胞に導入した．その結

果，正常なラット線維芽細胞は約 20 回

分裂すると老化した．しかし，突然変異

型 PI3K 遺伝子を導入したラット線維芽

細胞は約 26 回分裂まで長生きした．さ

らに我々は，突然変異型 PI3K 遺伝子を

マウスの受精卵に導入して作成したト

ランスジェニックマウスの寿命を調べ

たところ約 20%の寿命延長が観察され

た． 

本人担当部分：動物実験を実施した． 

共著者：秋山純一，平上二九三，野中紘

士，川浦昭彦，元田弘敏，井上茂樹，河

村顕治，加納良男 



18 Surface 

electromyography activity 

of the rectus abdominis, 

internal oblique, and 

external oblique muscles 

during forced expiration 

in healthy adults 

（健常成人の強制呼気中の

腹直筋および内腹斜筋，外腹

斜筋の表面筋電活動） 

（査読付） 

共著 
平成 28 年 4

月 

Journal of 

Electromyography and 

Kinesiology 

vol.28 

P.76-P.81 

呼気抵抗下（最大呼気の 10%，20%，30%）

での腹直筋，内・外腹斜筋の筋活動を筋

電図を用いて検証することを目的に研

究を行った．その結果，強制呼気の際は

腹直筋よりも内・外腹斜筋の筋活動が高

いことが明らかになった．また内・外腹

斜筋の活動は 10%，20%の抵抗に比べ 30%

の抵抗で高値を示した．また，本研究よ

り，呼気筋トレーニングとしては最低

30%の抵抗を必要であることが明らかに

なった． 

本人担当部分：研究計画の立案および解

剖生理学的側面から考察を行った． 

共著者：Ito K, Nonaka K, Ogaya S, Ogi 

A, Matsunaka C, Horie J 

19 Electrical stimulation 

ventilator feedback 

facilitates maintenance of 

a prolonged expiration 

pattern during exercise: a 

proof of concept study in 

healthy adults 

（電気刺激による換気フィ

ードバックは運動時の延長

呼息パターンの維持を促進

する－健常成人にたいする

概念実証研究） 

（査読付） 

共著 
平成 28 年 8

月 

Physiotherapy Theory 

and Practice 

vol. 32(6) 

P.483-P.488 

本研究の目的は，運動中の呼息を促通さ

せるために電気刺激を用いたフィード

バック（ESVF）を行い，その効果と安全

性を明らかにすることである．健常成人

23 名を ESVF 群と対照群に割り付けた．

対象者は呼吸練習において，呼気延長の

呼吸パターンを練習し，その呼吸法を運

動中も維持するように指導された．運動

中と運動後の呼気/吸気時間比において

対照群と比較して ESVF 群が有意に高値

を示した．また，ESVF による副作用が

認められなかったことから ESVF は運動

中の呼吸法を習得させるツールになり

得ることが明らかとなった． 

本人担当部分：研究計画の立案および一

部論文執筆を行った． 

共著者：Yamahara J, Ito K, Nonaka K 

20 Effects of hull 

scratching, soaking, and 

boiling on antinutrients in 

Japanese red sword bean 

(Canavalia gladiata) 

（赤なた豆の抗栄養成分に

対する皮処理および浸漬，加

熱の影響） 

（査読付） 

共著 
平成 28 年 10

月 

Journal of Food 

Science 

vol. 81(10) 

P.C2398-P.C2404 

ナタマメはタチナタマメに類似した学

名の豆であり，抗栄養性のレクチンを含

有している．餡として使用するために

は，その吸水性を上昇させることと，マ

メに含有されるレクチンを含んだ各種

の抗栄養成分の含有量を低下させるこ

とが課題となる．そこで，種皮に各種の

処理を施したマメについて吸水性と，抗

酸化活性，抗栄養成分(レクチン，各種

プロテアーゼインヒビター，アミラーゼ

インヒビター量など)を測定した．その

結果，種皮に穴をあけた場合にこれら物

質が無処理よりも有意に低下した．餡へ

の利用のためには，皮処置と浸漬処理，

加熱の三処理が必須と考えられた． 

本人担当部分：抗酸化活性のデータ測定

を行った． 

共著者：Une S, Nonaka K, Akiyama J 



21 Deep heating using 

microwave diathermy 

decreases muscle hardness: 

a randomized, 

placebo-controlled trial 

（極超短波を用いた深部加

温は筋硬度を返照させる－

無作為化，プラセボ対照試

験） 

（査読付） 

共著 
平成 28 年 12

月 

Journal of 

Rehabilitation and 

Health Sciences 

vol.14 

P.9-P.13 

深部温熱の筋硬度変化に与える影響を

極超短波を用いて検証した．20 名の健

常大学生をマイクロウェーブ群とプラ

セボ群に割り付け，介入前後で筋硬度変

化を測定した．介入後マイクロウェーブ

群では筋硬度が低下した．一方，プラセ

ボ群は筋硬度の変化を認めなかった．本

研究より，深部温熱は筋硬度を減少させ

る効果を持つことが示された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Kataoka M, Ogaya S, 

Ito K, Akiyama J 

22 Co-presence of 

osteophyte and effusion as 

a risk factor for knee pain 

in the community-dwelling 

elderly 

（骨棘と浮腫の共存は地域

高齢者の膝関節痛のリスク

ファクターである） 

（査読付） 

共著 
平成 29 年 3

月 

Topics in Geriatric 

Rehabilitation 

Vol. 33(1) 

P.57-P.61 

膝の痛みに関与する要素を検討するた

め，超音波診断装置を用いて膝関節周囲

組織の状態を調べた．その結果，関節浮

腫と骨棘の両方を有する高齢者におい

て膝の痛みを有する割合が高いことが

わかった． 

本人担当部分：データの解析を行った． 

共著者：Ogaya S, Iwata A, Nonaka K, 

Higuchi Y, Fuchioka S 

23 エアマットレスが臥床中

の呼吸機能へ与える影響 

（査読付） 

共著 
平成 29 年 4

月 

理学療法科学 

vol.32(2) 

P.183-P.188 

臥床時の呼吸機能に対するエアマット

レスの悪影響の有無を明らかにするこ

とである．健常者群 19 名と胸郭コンプ

ライアンス低下群 10 名に対して，エア

マットレスと標準マットレスの 2つの

条件下で臥位にて測定された呼吸機能

を比較した．測定項目は，一回換気量，

分時換気量，死腔換気率，呼吸数，呼気

時間，吸気時間，全呼吸時間，呼気平均

流量，吸気平均流量，吸気における腹部

の隆起が開始するタイミングの 10 項目

とした．両群ともにすべての測定項目

で，エアマットレス上臥位と標準マット

レス上臥位の間に有意な差は認められ

なかった．エアマットレス導入は呼吸機

能へ悪影響を与えないことが明らかに

なった． 

本人担当部分：研究計画の立案および考

察の検討を行った． 

共著者：井上貴裕, 野中紘士, 伊藤健一 



24 女性高齢者の外反母趾に

影響を及ぼす因子の検討 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 1

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

vol.7(4) 

P.165-P.169 

本研究の目的は，女性高齢者の外反母趾

に影響を及ぼす因子について，足部の形

態に着目して検討することである．高齢

者健康サークルに所属し，体力測定会に

参加した地域在住女性高齢者 176 名（平

均年齢 73.8±5.7 歳）を対象とした．測

定は，外反母趾に影響を及ぼす因子を抽

出するため，対象者の年齢，身長，体重，

Body Mass Index，および足部・足趾の

形態（足長，足幅，母趾角，小趾角，開

帳角，足底・足趾の接地状態）につて足

圧分布測定器を用いて測定した．さら

に，外反母趾と浮き趾の有無を判定し

た．ステップワイズ重回帰分析の結果，

外反母趾に影響を及ぼす因子として抽

出されたのは足幅のみであった．足部・

足趾の健康を考える場合，足長のみなら

ず足幅も考慮した靴のサイズ選びが重

要であることが示唆された． 

本人担当分：考察の一部を執筆． 

共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，

内藤紘一，安彦鉄平，白岩加代子，野中

紘士，堀江淳 

25 Heat stress prevents the 

decrease in succinate 

dehydrogenase activity in 

the extensor digitorum 

longus of 

streptozotocin-induced 

diabetic rats 

（温熱刺激はストレプトゾ

トシン誘発性糖尿病ラット

の長趾伸筋のコハク酸脱水

素酵素活性低下を予防する） 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 2

月 

Physiological 

Research 

vol.67(1) 

P.117-P.126 

温熱刺激が糖尿病による骨格筋コハク

酸脱水素酵素(SDH)活性低下を予防する

かについて検討した．Wistar 系雄ラッ

トを対照群および温熱群，糖尿病群，糖

尿病+温熱群に分け，ストレプトゾトシ

ン投与による糖尿病誘発を確認した後，

温熱刺激を 3 週間行った。糖尿病群と糖

尿病+温熱群では SDH 活性が低下した

が，糖尿病+温熱群は糖尿病群に比べ骨

格筋 SDH 活性低下が減弱した。本研究よ

り，温熱刺激が糖尿病による骨格筋 SDH

活性低下を予防することが示唆された。 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Une S, Komatsu M, 

Yamaji R, Akiyama J 

26 Lectin isolated from 

Japanese red sword beans 

(Canavalia gladiata) as a 

potential cancer 

chemopreventive agent 

（日本産のナタマメから精

製したレクチンはガンの化

学的予防剤となる可能性が

ある） 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 3

月 

Journal of Food 

Science 

Vol.83(3) 

P.837-P.834 

日本産のナタマメから精製したレクチ

ン（RSB-L）は、アミノ酸分析や部分的

なアミノ酸配列によりタチナタマメか

ら精製された ConA と類似した構造をし

ていた．しかし RSB-L は ConA より耐熱

性があり、糖に対する特異性が後者と異

なった．マイトジェン活性，NK 活性は

有意に RSB-L の方が高く，同時にマウス

B16 メラノーマ細胞の増殖を有意に

RSB-L は抑制した．一方，中国産のナタ

マメから得られたレクチンとも異なっ

た生物学的な性質を RSB-L は示した．

KSB-Lはガン予防作用を有する物質とし

て使用の可能性が示唆された． 

本人担当部分：データ測定の一部を行っ

た．加えて，データ解析および方法と結

果の一部の執筆を行った． 

共著者：Une S, Nonaka K, Akiyama J 



27 地域在住女性高齢者の浮

き趾と身体機能との関係 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 5

月 

地域リハビリテーシ

ョン 

Vol.13(5) 

P.383-P.387 

本研究の目的は，体力測定会に参加した

65 歳以上の女性高齢者 175 名（平均年

齢 73.8±5.7 歳）を対象に浮き趾と身体

機能との関係を明らかにすることであ

る．その結果，浮き趾群では足趾把持力

（p＝0.002），長座体前屈距離（p＝

0.046），身長（p＝0.005）が有意に低

い値を示した．その他の身体機能に有意

差は認められなかった．効果量は，足趾

把持力（d＝0.50）が中等度であり，身

長（d＝0.44）と長座体前屈距離（d＝

0.32）は小さい効果量が認められた．浮

き趾がある女性高齢者は足趾把持力が

有意に低下したが，歩行や立位バランス

などの身体機能に有意差は認められず，

総合的な身体機能の低下として表在化

しがたいことが示唆された． 

本人担当部分：考察の一部を担当した． 

共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，

内藤紘一，安彦鉄平，白岩加代子，野中

紘士，堀江淳 

28 Effect of skeletal 

muscle and fat mass on 

muscle strength in the 

elderly 

（高齢者の筋力に対する骨

格筋と脂肪量の影響） 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 6

月 

Healthcare 

Vol.6 No.3 

pii:E72 (計 6 ページ） 

本研究は，高齢者の筋力に対する脂肪量

と骨格筋量の影響を 192 名の女性高齢

者にてステップワイズ法を用いて検証

した．その結果，上肢の脂肪量と骨格筋

量のどちらも握力に影響していた．下肢

は骨格筋量のみが膝伸展筋力に影響し

ており，脂肪量は影響していなかった．

本研究より，筋力に影響する骨格筋量/

脂肪量率の閾値が存在する可能性が示

唆された。 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および解析を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Murata S, Shiraiwa 

K, Abiko T, Nakano H, Iwase H, Naito 

K, Horie J 

29 大腿中央前面筋厚・脂肪

厚，大腿周径，大腿前面筋硬

度測定の再現性および膝伸

展筋力との関連 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 7

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

Vol.8, No.2 

P.85-P.89 

本研究は，大腿中央前面筋厚（以下，筋

厚）・脂肪厚（以下，脂肪厚），大腿周

径，大腿前面筋硬度（以下，筋硬度）測

定の検者内・検者間再現性と膝伸展筋力

との関連を健常成人 20名の両下肢計 40

脚を対象として検討した．その結果，筋

厚，脂肪厚，大腿周径の再現性は，男女

ともに級内相関係数が 0.9 以上と極め

て高かったが，筋硬度は検者間で男性が

0.763，女性が 0.787 と低い値を示した．

筋力との相関では，男性の大腿周径のみ

に有意な相関(r＝0.54，p<0.05)が認め

られた．これらの結果から，筋硬度の測

定は測定値の再現性に留意すること，ま

た男性の大腿周径は膝伸展筋力を反映

するが，女性の大腿周径の測定値は脂肪

厚の影響を考慮する必要性が示唆され

た． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに，実験結果に基づき論文作成を行っ

た． 

共著者：小林佐季，乕若あかり，野中紘

士，安彦鉄平，白岩加代子，堀江淳，村

田伸 



30 Physical 

characteristics vary 

according to body mass 

index in Japanese 

community-dwelling elderly 

women 

（日本の地域在住高齢女性

において身体的特徴は BMI に

応じて変わる） 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 11

月 

Geriatrics 

Vol.3, No.4 

87(計 8 ページ） 

本研究は，日本の地域在住高齢女性を対

象に BMI に基づき低体重，過体重，肥満

群と正常体重の群と身体機能と体組成

の比較を行った．その結果，低体重群で

は正常体重群に比べ，上体起こしの回数

が少なく膝伸展筋力が歩行速度と強く

正相関した．過体重群では，正常体重群

に比べ，骨格筋量は増加したが膝伸展筋

力は増加しなかった．肥満群では正常体

重群に比べ，片脚立位時間が少なかっ

た．本研究により BMI により身体機能や

新体組成が変化すること，高齢女性の身

体機能の評価や維持・改善のプログラム

作成の際，BMI が有益な情報になること

を示した． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および解析を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Murata S, Shiraiwa 

K, Abiko T, Nakano H, Iwase H, Naito 

K, Horie J 

31 高齢者における歩行調整

能力の違いによる身体的特

徴 

（査読付） 

共著 
平成 31 年 1

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

Vol.8, No.4 

P.169-P.173 

高齢者の歩行速度調整能力を検討する

ために，歩行速度を「普通歩行」，「や

や速歩き」，「最速歩行」の 3段階で実

施し，主観的判断による速度変化と身体

機能，注意機能，認知機能との関係性に

ついて検討した．その結果，「やや速歩

き」の速度調整ができない高齢者が

39.4%いた．調整可能群は，調整不良群

より，やや速歩きと最速歩行が有意に速

い結果を示した．群間比較において，身

体機能，注意機能，認知機能には有意な

違いを示さなかったことから，調整不良

群は，歩行速度を調整する際に，筋力，

バランス能力などの機能が十分に活用

できていない可能性が示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もにデータ測定を行った． 

共著者：白岩加代子，村田伸，安彦鉄平，

野中紘士，中野英樹，岩瀬弘明，内藤紘

一，堀江淳 

32 要介護高齢者における大

腿四頭筋筋力と大腿前面筋

厚・脂肪厚，大腿周径，大腿

前面筋硬度との関連 

（査読付） 

共著 
平成 31 年 1

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

Vol.8, No.4 

P.181-P.185 

本研究では，要介護高齢者（男性 23 人，

女性 37 人）を対象に，大腿四頭筋筋力

と大腿前面筋厚（以下，筋厚）・脂肪厚，

大腿周径，大腿前面筋硬度との関連を検

討した．単相関解析の結果，男性では大

腿周径が，女性では筋厚と大腿周径が，

大腿四頭筋筋力との間に有意な相関を

示した．また重回帰分析の結果，男性で

は大腿周径が大きいほど，女性では筋厚

が厚いほど，大腿四頭筋筋力が強かっ

た．これらのことから，要介護高齢者に

おいて，男性では大腿周径が，女性では

筋厚が，大腿四頭筋筋力を反映すること

が示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もにデータ測定を行った． 

共著者：合田明生，村田伸，谷川加奈子，

藤井伶衣奈，吉岡弓佳，野中紘士，中野

英樹，安福祐一，白岩加代子 



33 地域在住高齢者における

プレサルコペニアの身体・認

知・心理機能特性 

（査読付） 

共著 
平成 31 年 2

月 

健康支援 

Vol.21, No.1 

P.11-P.17 

本研究は，地域在住の女性高齢者を対象

に，正常な筋肉量の高齢者と比較するこ

とで，筋肉量低下を生じたプレサルコペ

ニア高齢者の身体・認知・心理機能の特

性を明らかにすることを目的に行われ

た．その結果，プレサルコペニアに該当

する高齢者は，筋肉量の低下に伴い四

肢・体幹の筋力低下を認めることが示唆

された．プレサルコペニア高齢者は，筋

力以外の身体機能の低下が認められな

いことから，日常生活に支障をきたさ

ず，自身の筋力低下を自覚していないこ

とが予想された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もにデータ測定を行った． 

共著者：森耕平，村田伸，白岩加代子，

安彦鉄平，岩瀬弘明，内藤紘一，野中紘

士，中野英樹，堀江淳 

34 Endurance exercise 

increases the protein 

levels of PGC-1α and 

respiratory chain 

complexes in mouse skeletal 

muscle during atorvastatin 

administration 

（アトルバスタチン投与中

の持久的運動はマウス骨格

筋の PGC-1αと呼吸差複合体

タンパクを増加させる） 

（査読付） 

共著 
平成 31 年 3

月 

The Journal of 

Physiological 

Sciences 

Vol.69, No.2 

P.327-P.333 

本研究は，アトルバスタチン投与中の持

久的運動がマウス骨格筋のミトコンド

リア順応および筋損傷を起ここすかど

うかについて検討した．その結果，アト

ルバスタチン投与中に運動した群は，ア

トルバスタチン投与のみの群に比べ，大

腿四頭筋の PGC-1αと呼吸差複合体 I-V

のタンパクが増加した．また，アトルバ

スタチン投与中に運動した群の血清ク

レアチンキナーゼは上昇せず，組織学的

にも筋損傷は認められなかった．これら

の結果より，アトルバスタチン投与中の

持久的運動は骨格筋のミトコンドリア

順応を起こすこと，筋損傷は惹起されな

いことが示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Ozaki Y, Ito K, 

Sakita M,Une S, Akiyama J 



35 幼児の重心動揺と歩行パ

ラメータとの関連 

（査読付） 

共著 
平成 31 年 4

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

Vol.9, No.1 

P.7-P.11 

本研究の目的は，幼児の重心動揺と歩行

能力との関連を明らかにすることであ

る．対象児 45 名（男児 16 名，女児 29

名）の重心動揺の測定と歩行分析を行っ

た結果，重心動揺の指標とした総軌跡長

と外周面積は，ともに通常歩行時の歩行

率（総軌跡長 r＝－0.421，外周面積 r

＝－0.347），立脚時間（それぞれ r＝

0.474，0.426），両脚支持時間（それぞ

れ r＝0.398，0.346）の 3項目と有意な

相関が認められ，最速歩行時の歩行速度

（それぞれ r＝－0.469，－0.382），歩

行率（それぞれ r＝－0.388，－0.351），

立脚時間（それぞれ r ＝0.489，0.569），

両脚支持時間（それぞれ r＝0.556，

0.653）の 4項目と有意な相関が認めら

れた．これらの結果から，幼児期の重心

動揺と歩行は密接に関連しており，幼児

に対する重心動揺計を用いた姿勢制御

能の評価の重要性が示された．また，幼

児の姿勢制御能を高めることで，歩行を

はじめとする身体運動の発育支援が効

果的に行える可能性が示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：村田伸，安彦鉄平，中野英樹，

満丸望，久保温子，八谷瑞紀，古後晴基，

野中紘士，松尾大，上城憲司 

36 プレサルコペニア高齢者

の歩行速度と身体機能・認知

機能との関連 

（査読付） 

共著 令和元年7月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

Vol.9, No.2 

P.53-P.58 

本研究の目的は，プレサルコペニア高齢

者の歩行速度と身体機能および認知機

能との関連を検討することである．対象

者を正常筋肉量群（48 名）とプレサル

コペニア群（17 名）の 2群に分類し，

歩行速度（通常・最速）と身体機能（膝

伸展筋力，上体起こし，開眼片足立ち時

間，長座体前屈距離）および認知機能

（Mini-Mental State Examination ，

Trail making test-Part A；TMT-A）と

の相関分析を行った．その結果，プレサ

ルコペニア群の通常歩行速度と中程度

以上の有意な相関が認められたのは，膝

伸展筋力（r=0.51）および TMT-A

（r=-0.52）であり，最速歩行速度では

膝伸展筋力（r=0.74），TMT-A（r=-0.66）

および開眼片足立ち時間（r=0.56）であ

った．一方，正常筋肉量群の歩行速度は

いずれの項目とも中程度以上の有意な

相関は認められなかった．これらの知見

より，プレサルコペニア高齢者は正常筋

肉量の高齢者に比べ努力性の高い歩行

である可能性が示され，下肢筋力，バラ

ンス能力および注意機能のわずかな低

下をきっかけに歩行能力低下を生じる

可能性が示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：森耕平，村田伸，白岩加代子，

安彦鉄平，岩瀬弘明，内藤紘一，野中紘

士，中野英樹，堀江淳 



37 地域在住女性高齢者のヘ

ルスリテラシーと身体機能，

心理機能，運動習慣との関連

について－傾向スコア法に

よる検証 

（査読付） 

共著 令和元年7月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

Vol.9, No.2 

P.59-P.63 

地域在住の女性高齢者を対象にヘルス

リテラシーと身体機能，心理機能および

運動習慣との関連について，傾向スコア

法を用いてデータベースを作成し，ロジ

スティック回帰分析を用いて検討した．

解析の結果，ヘルスリテラシーに関連す

る因子として抽出されたのは，主観的健

康感と運動習慣であった．これらのこと

から，ヘルスリテラシーを高めるために

は，主観的健康感を高めるような取り組

みと運動習慣を定着させるような取り

組みが必要になることが示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：岩瀬弘明，村田伸，白岩加代子，

安彦鉄平，内藤紘一，野中紘士，堀江淳 

38 地域在住高齢者における

主観的認知機能低下と客観

的認知機能低下の関連 

（査読付） 

共著 令和元年7月 

日本早期認知症学会

誌 

Vol.12, No.1 

P.44-P.51 

本研究は，地域在住高齢者における主観

的認知機能低下（subjective cognitive 

decline：SCD）と客観的認知機能低下の

関連を検討することを目的とした．対象

は明らかな認知機能障害がない地域在

住高齢者 242 名とした．「基本チェック

リスト」の認知機能項目

（Kihon-Checklist-Cognitive 

Function：KCL-CF）を用いて，主観的認

知機能低下を測定した．また，

Mini-Mental State Examination（MMSE）

を用いて，客観的認知機能低下を測定し

た．対象者を KCL-CF 得点で群分けし，

MMSE 得点を比較した結果，SCD を認めた

対象者は，「認知症初期症状を反映する

MMSE 因子」の得点が有意に低かった

(p<0.05)．さらに，MMSE 下位項目得点

の得点別比率を比較すると，２つの

KCL-CF 質問項目（記憶，日付の見当識）

において，SCD を認めた対象者が，主に

「認知症初期症状を反映する MMSE 因

子」項目の得点が有意に低かった

(p<0.05)．KCL-CF で測定する SCD は，

地域在住高齢者の初期認知機能低下を

捉えるスクリーニングツールとして有

用である可能性が示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：合田明生，村田伸，白岩加代子，

野中紘士，中野英樹，安彦鉄平，堀江淳 



39 通所介護施設を利用する

高齢者の浮き趾と身体特性，

身体組成および身体機能と

の関連 

（査読付） 

共著 令和元年7月 

保健の科学 

Vol.61, No.7 

p.491-495 

通所介護施設を利用する要支援・要介護

認定を受けた高齢者の浮き趾(「立位時

に足趾が地面に接地していない状態」)

と身体特性、身体組成、身体機能との関

連を明らかにすることを目的に、滋賀県

の通所介護施設 1施設に通所中の高齢

者 57 名(男性 24 名、女性 33 名、平均年

齢 80.3±1.0 歳、要支援 38 名、要介護

19 名)を対象に検討した。浮き趾群(42

名)と非浮き趾群(15 名)を比較した結

果、浮き趾群では非浮き趾群と比べ、身

長、骨格筋量、足底接地率がそれぞれ有

意に低値を示した。 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，

野中紘士，中野英樹，白岩加代子 

40 要介護女性高齢者におけ

るロンブステストの再現性

と妥当性 

（査読付） 

共著 
令和元年 10

月 

保健医療学雑誌 

Vol.10, No.2 

P.92-P.98 

要介護女性高齢者において，新たな動的

バランス評価であるロンブステストの

再現性と妥当性を検証した．要介護女性

高齢者 29 名を対象に，ロンブステスト

と 4つの身体パフォーマンス指標（開眼

片脚立位時間，Timed Up and Go Test 

[TUG]，5ｍ最速歩行時間，30-sec chair 

stand test [CS-30]）を測定した．ロン

ブステストの再現性を検証するために，

20 名の対象者に対して，同一測定日に 2

回目の測定を実施した．その結果，ロン

ブステストは優れた再現性（ICC 0.96

～0.97）を示し，開眼片脚立位時間，TUG，

5m 最速歩行時間，CS-30 との間に中程度

の有意な相関（r=|0.42|～|0.59|）を認

めた．以上の結果から，ロンブステスト

は，要介護女性高齢者において，再現性

と妥当性のある動的バランス評価法で

あるとことが示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：合田明生，村田伸，礒谷光，宇

野友萌子，影山瑞希，野中紘士，中野英

樹，白岩加代子 

41 1 年後に軽度認知障害を発

症した地域高齢者の身体お

よび精神機能の特徴 

（査読付） 

共著 
令和元年 10

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

Vol.9, No.3 

P.119-P.125 

本研究は，1年後に軽度認知障害（MCI）

を発症した地域在住高齢者における，身

体機能・精神機能の特徴を明らかにする

ことを目的とした．ベースライン時点で

認知機能障害のない地域在住高齢者 91

名を対象とした。1年後に MMSE24‐26

点に低下した者を MCI 群，27 点以上に

保たれた者を非 MCI 群に分類し，ベー

スライン時の身体機能および精神機能

を比較した．その結果，MCI 群では，非

MCI 群と比較して開眼片脚立位時間が

有意に低値を示した（p＜0.05）．以上

から，開眼片脚立位時間は，地域在住高

齢者の 1 年後の MCI 発症を予測する評

価として有用である可能性が示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：合田明生，村田伸，白岩加代子，

野中紘士，中野英樹，安彦鉄平，堀江淳 



42 小学 6年生における足部

および足趾に関する実態調

査 

（査読付） 

共著 
令和元年 10

月 

体育の科学 

Vol.69, No.10 

P.767-P.771 

本研究は，小学 1年生と 6 年生の足部形

態および足部形態以上を調査すること

で，現代の学童期児童の足部成長状況お

よび浮き趾を主とした足部形態異常の

実態を明らかにすることを目的とした．

その結果，足部形態異常は，1年生およ

び 6年生に共通して浮き趾が認められ，

約 7割の児童が浮き趾であった．また，

6年生では外反母趾が 13.3%に認められ

たが，1年生では認められなかった．そ

の他，内反小趾と回張足は 1 年生および

6年生ともに認められなかった．結果よ

り，1年生から 6年生までの間に足部の

形態が大きく変化し，靴のサイズが足部

の形態に適していない可能性が推察さ

れた．  

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，

安彦鉄平，中野英樹，野中紘士，松井宏

彰 

43 Elongation training 

decreases spinal 

excitability in healthy 

human soleus muscle 

（エロンゲーショントレー

ニングは健常ヒトヒラメ筋

の脊髄の興奮性を減弱させ

る） 

（査読付） 

共著 
令和元年 11

月 

Journal of Asian 

Rehabilitation 

Science 

Vol.2 No.4 

P.23-26 

本研究は，健常ヒトヒラメ筋の脊髄の興

奮性に対するエロンゲーショントレー

ニング(ELT)の効果について検証した．

26 名の健常若年男性を無作為に ELT 群

（n=13)と安静対照群（n=13)に分け，介

入前，介入の 1と 30 分後に H反射と M

波を測定した．その結果，介入前の

H-max/M-max は両群で同レベルであり，

介入の1と30分後のH-max/M-maxはELT

群のみ低下した．本研究結果より，ELT

は脊髄の興奮性を低下させること，その

効果は最低でも 30 分持続することが示

唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案，データ

解析および一部考察を行った． 

共著者：Miyazaki J, Yurugi R, Ogawa H, 

Nonaka K, Uematsu A 



44 要介護高齢者における踵

上げ動作を用いたバランス

テストの再現性と妥当性 

（査読付） 

共著 
令和元年 12

月 

保健の科学 

Vol.61, No.12 

P.851-P.856 

本研究の目的は，要介護高齢者におい

て，踵上げテストの再現性と妥当性を検

証することであった．要介護高齢者 57

名を対象に， 踵上げテストと 4つの身

体パフォーマンス指標（Timed Up and Go 

Test [TUG]，30-sec chair stand test 

[CS-30]，開眼片脚立位テスト，

Functional Reach Test [FRT]）を測定

した．また踵上げテストの再現性を検証

するため，同一測定日に 2回目の測定を

実施した．その結果， 踵上げテスト は

優れた再現性（ICC 0.91）を示し， TUG，

CS-30，開眼片脚立位テスト，FRT との

間に有意な相関（rs=|0.32|～|0.60|）

を認めた．以上の結果から，踵上げテス

トは，要介護高齢者において,再現性と

妥当性のあるバランス評価法であると

ことが示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：合田明生，村田伸，髙畑咲紀，

谷口緩夏，野中紘士，中野英樹，白岩加

代子 

45.地域在住高齢者における

閉じこもり調査－身体機能，

身体組成，認知・精神心理機

能の特徴 

（査読付） 

共著 令和2年 1月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

第 9巻第 4号 

pp.195～200 

本研究では，体力測定会に参加した地域

在住高齢者 245 名（男性 50 名，女性 195

名）を対象に，閉じこもりの有無により，

身体機能，身体組成，認知・精神機能に

差異がみられるか検討した．その結果，

男性では，TUG と歩行速度が閉じこもり

群より，非閉じこもり群の方が有意に良

好な値を示した（p＜0.05）．身体組成

は，筋肉量，体水分量，タンパク質量，

骨ミネラル量，基礎代謝量が，閉じこも

り群より非閉じこもり群の方が良好な

値を示した（p＜0.05）．うつ傾向を示

す者が，閉じこもり群の方が非閉じこも

り群より有意に多い結果を示した．女性

では，身体機能は，握力，TUG，歩行速

度が閉じこもり群より非閉じこもり群

の方が良好な値を示した（p＜0.05）．

その他の項目には 2群間に有意差は認

められなかった．閉じこもりによる影響

は，男性と女性では異なることが示唆さ

れた． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もにデータ測定を行った． 

共著者：白岩加代子，村田伸，安彦鉄平，

中野英樹，合田明生，野中紘士，岩瀬弘

明，堀江淳 



46 Increased time 

difference between 

imagined and physical 

walking in older adults at 

a high risk of falling.  

（転倒ハイリスク高齢者に

おけるイメージ歩行と実歩

行の時間的不一致の増大） 

（査読付） 

共著 令和2年 5月 

Brain Sciences 

第 10 巻第 6号 

332（計 8ページ） 

歩行の運動イメージ能力は転倒恐怖感

と関連があることが報告されているが，

実際の転倒リスクとの関係性について

は未だ明らかにされていない．本研究

は，転倒ハイリスク群と転倒ローリスク

群高齢者におけるイメージ歩行と実歩

行の時間的不一致を明らかにすること

を目的とした．全ての対象者は幅の異な

る 3種類の歩行路におけるイメージ歩

行と実歩行に要する時間を測定した．そ

の結果，イメージ歩行と実歩行の時間的

不一致は幅が狭くなるにつれて転倒ハ

イリスク群で有意に増大した．さらに，

転倒ハイリスク群では自己の歩行能力

の過大評価を示した．本研究により，イ

メージ歩行と実歩行の時間的不一致は

運動イメージに基づく転倒リスク評価

として貢献できる可能性を示した． 

本人担当部分：データ測定，投稿論文の

チェックおよび校正を行った． 

共著者：Nakano H, Murata S, Shiraiwa 

K, Nonaka K 

47.Correlations between 

physical performance and 

muscle mass, strength, and 

quality in obese and 

normal-weight 

community-dwelling older 

Japanese women 

（地域在住日本人高齢女性

の肥満者と標準体重者にお

ける身体パフォーマンスと

骨格筋量および筋力，筋質と

の関連） 

（査読付） 

共著 令和2年 6月 

Asian Journal of 

Gerontology & 

Geriatrics 

第 15 巻第 1号 

pp.17～22 

本研究は地域在住日本人高齢女性の肥

満者と標準体重者における身体パフォ

ーマンスと骨格筋量および筋力，筋質と

の関連を調べることを目的とした．170

名の地域在住高齢女性を対象とし，被験

者を標準体重群と肥満群に分けた．被験

者の膝伸展筋力、下肢骨格筋量，筋質デ

ータ，30 秒椅子立ち上がりテスト

(CS-30)，timed up and go test (TUG)

を記録した．膝伸展筋力/体重比と下肢

骨格筋量/体重比は標準体重群に比べ肥

満群で低かったが、筋質は両群で同程度

だった．肥満群では CS-30 や TUG と骨格

筋量/体重比との間に有意な相関を認め

たが，筋質との有意な相関は認めなかっ

た．標準体重群では，CS-30 や TUG と筋

質の間に有意な相関を認めた．これらの

結果より，骨格筋量/体重比は肥満の地

域在住高齢者の身体パフォーマンスを

維持向上させるために重要な要因であ

ることが示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および解析を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Murata S, Shiraiwa 

K, Abiko T, Goda A, Yasufuku Y, Nakano 

H, Iwase H, Horie J 



48.Changes with aging in 

skeletal muscle mass, body 

fat mass, and bone mineral 

density in adults with 

cerebral palsy: A pilot 

cross-sectional study 

（成人脳性麻痺者の筋肉量，

体脂肪量，骨密度の加齢に伴

う変化-予備的横断研究） 

（査読付） 

共著 令和2年 7月 

International 

Journal on 

Disability and Human 

Development 

第 19 巻第 2号 

pp.139～144 

本研究は，27 名の成人脳性麻痺者を対

象に，成人脳性麻痺者の骨格筋量，体脂

肪量，骨密度の加齢変化を横断的に検証

した．その結果，成人脳性麻痺者の年齢

と骨格筋量との間に有意な相関が認め

られないこと，年齢と体脂肪量に有意な

正相関が認められること，年齢と骨密度

に有意な負の相関が認められることが

確認できた．これらの結果より，成人脳

性麻痺者は体脂肪の増加に注意する必

要があることが示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もにデータの解析を行った．また，解析

結果に基づき論文執筆を行った． 

共著者：Nonaka K, Iwase H, Murata S, 

Kubo A 

49.Different patterns in 

age-related morphometric 

alteration of myelinated 

fibers and capillaries of 

th tibial nerve: a 

longitudinal study in 

normal rats 

（脛骨神経のミエリン化線

維と毛細血管の年齢に関連

した形態変化におけるパタ

ーンの相違） 

（査読付） 

共著 令和2年 6月 

Journal of Anatomy 

第 236 巻第 6 号 

pp.1101～1111 

有髄線維と毛細血管の退行パターン間

の時間的関係はいまだ明らかにされて

いない．本研究は，有髄線維と毛細血管

両者の加齢に伴う形態学的および組織

学的変化を解析し，どちらが先行して退

行するかを明らかにすることを目的と

した．組織学的評価には，20 週齢(若齢

群)，70週齢(中齢群)，および 97週齢(高

齢群)に，それぞれ 7匹の Wistar 系雄ラ

ットを無作為に選択した．左右の脛骨神

経を摘出し，有髄線維と毛細血管を形態

学的および組織学的に解析した．軸索の

直径とミエリン厚は，若齢群と比較して

中齢群で変化は認められなかったが，こ

れらのパラメーターは高齢群において，

有意な減少を認めた(P<0.001)．毛細血

管の直径と吻合の数は中齢群で既に有

意に減少した(P<0.001)．これらの結果

から，末梢神経の有髄線維が高齢ラット

で退行の兆候を示すのに対して，毛細血

管は中齢で退行することを示している．

脛骨神経の自然老化では，毛細血管は有

髄線維の前に退行することを明らかに

した． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施した． 

共著者：Sakita M, Murakami S, Nonaka 

K, Sakamoto R, Saito T, Isobe W, 

Kumagai S 



50.1,25-dihydroxyvitamin 

D3 inhibits 

lipopolysaccharide-induce

d interleukin-6 production 

by C2C12 myotubes 

（1,25-Dihydroxyvitamin D3

は C2C12 筋菅細胞のリポポリ

サッカライドによるインタ

ーロイキン 6 産生を抑制す

る） 

（査読付） 

共著 令和2年 9月 

Medicina 

第 56 巻第 9号 

450（計 7ページ） 

本研究は、マウス由来 C2C12 筋菅細胞に

対する 1,25-dihydroxyvitamin D3 

[1,25(OH)2D3]の抗炎症作用と筋タンパ

ク分解抑制作用を検討することを目的

に実験を行った．マウス由来の C2C12 筋

芽細胞を増殖培地である10%牛血清を含

む Dulbecco Modified Eagle（DMEM）培

地で増殖させた後，培地を分化培地であ

る 2%ウマ血清を含む DMEM培地に変更し

4日間培養し，筋菅細胞に分化させた．

筋菅細胞に分化させた後、0、0.1、1、

10nM の 1,25(OH)2D3 を添加した培地で

24 時間培養し，その後，炎症を惹起さ

せるため 100ng/ml のリポポリサッカラ

イド（LPS）を含む培地で 48 時間培養し

た．その結果，LPS は培養液中の

interleukin (IL)-6 を増加させた．し

かしながら IL-6 の濃度は 1,25(OH)2D3

処理した筋管細胞で処理されていない

細胞に比べ，IL-6 濃度は有意に低かっ

た．ミオシンや MAFbx と MuRF1 は各条件

間で有意差は認められなかった．Tumor 

necrosis factorαの測定は多くのサン

プルで検出限界を下回ったため正確な

測定ができなかった．本研究結果から，

1,25(OH)2D3 が LPS刺激による筋菅細胞

での IL-6 産生を抑制することが示され

た． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Akiyama J, Yoshikawa 

Y, Une S, Ito K 

51.Association of low bone 

mass with decreased 

skeletal muscle mass: A 

cross-sectional study of 

community-dwelling older 

women 

(骨量低下と骨格筋量低下の

関連性：地域在住女性高齢者

を対象とした横断的研究) 

（査読付） 

共著 令和2年 9月 

Healthcare 

第 8 巻第 3号 

343（計 8ページ） 

本研究は，地域高齢者を対象に骨量と骨

格筋量，筋力そして身体能力の関連性を

検討することを目的とした．体力測定会

に参加した地域高齢者 306 名の中から，

214 名を対象とし，分析を行った．対象

者は超音波骨量測定装置により測定さ

れた骨量に基づき，正常 (T-score>−1)，

低値(−2.5<T-score≤−1)，超低値群

(T-score ≤ −2.5)に分けられた．加えて，

対象者の骨格筋量，筋力（握力と膝伸展

筋力），身体能力[歩行速度と timed up 

and go (TUG)]を測定した．上肢，下肢

および四肢の Skeletal muscle index は

骨量低値群に比べ骨量超低値群で有意

に低かった．握力，膝伸展筋力，歩行速

度，TUG は各群間で有意差を認めなかっ

た．これらの結果より，骨量が低い高齢

女性は骨格筋量が減少していることが

示された． 

研究計画を立案するとともに測定実施

および統括を行った．また，測定結果に

基づき論文執筆を行った． 

共著者：Nonaka K, Murata S,  Nakano H, 

Anami K, Shiraiwa K, Abiko T, Goda A, 

Iwase H,  Horie J 



52.Subjective and 

objective mental and 

physical function affects 

subjective cognitive 

decline in 

community-dwelling elderly 

Japanese people（主観的・

客観的な心身機能は地域在

住日本人高齢者の主観的認

知機能に影響を与える） 

（査読付） 

共著 令和2年 9月 

Healthcare 

第 8 巻第 3号 

343（計 8ページ） 

主観的認知機能低下（SCD）は複雑であ

り，特に日本人においてはよく理解され

ていない．本研究では，日本人の地域在

住高齢者を対象に，主観的および客観的

な心身機能と SCD との関係を明らかに

することを目的とした．SCD は、基本チ

ェックリストの認知機能項目を用いて

評価した．SCD 以外の客観的精神機能に

ついては，Mini-Mental State 

Examination (MMSE)と Geriatric 

Depression Scale (GDS-5)の 5 項目版を

用いて評価した．客観的な身体機能につ

いては，TUG（Timed Up-and-Go Test）

と膝伸展筋力を用い，主観的な精神・身

体機能については，健康関連 QOL 尺度の

8項目短縮版の Mental Component 

Summary（MCS）と Physical Component 

Summary（PCS）を用いて評価した．その

結果，MMSE，GDS-5，TUG，膝伸展筋力，

MCS は SCD 群で有意に悪化した．また、

ロジスティック回帰分析の結果，GDS-5，

MCS は SCD 発症と関連していた．以上の

ことから，日本人の地域在住高齢者にお

ける SCD の発症には，抑うつ症状と主観

的精神機能の低下が関係していること

が示唆された．これらの結果は，日本人

高齢者の認知症予防や介入プログラム

を計画する上で有用である． 

本人担当部分：データ測定と整理および

論文の校正を行った． 

共著者：Goda A, Murata S, Nakano H, 

Shiraiwa K, Abiko T, Nonaka K, Iwase 

H, Anami K, Horie J 

53.The association between 

health literacy and gait 

speed in 

community-dwelling older 

adults 

（地域在住高齢者のヘルス

リテラシーと歩行速度との

関連） 

（査読付） 

共著 令和2年 9月 

Healthcare 

第 8 巻第 4号 

349（計 10 ページ） 

本研究は，地域在住高齢者を対象にヘル

スリテラシーと歩行速度との関連を検

討することを目的とした．測定会に参加

した地域在住高齢者 240 名に対し，通常

歩行速度，ヘルスリテラシー，各種身体

機能，認知機能等を測定した．ヘルスリ

テラシーは CCHL を使用した．対象者は、

通常歩行速度に基づいて、速い（速度

≥1.3m/s）と遅い（<1.3m/s）の 2つのグ

ループに分けられ，歩行速度を従属変数

とするロジスティック回帰分析を行っ

た．その結果，CCHL は独立して歩行速

度に影響を与えることが明らかとなっ

た． 

本人担当部分：データ測定と整理および

論文の校正を行った． 

共著者：Anami K, Murata S, Nakano H, 

Nonaka K, Iwase H, Shiraiwa K, Abiko 

T, Horie J 



53. 地域在住女性高齢者に

おける異なる立ち上がりテ

ストと身体機能との関連 

（査読付） 

共著 
令和 2年 10

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

第 10 巻第 3号 

pp.105-110 

本研究の目的は，自立生活を営む地域在

住女性高齢者 154 名を対象に，30 秒椅

子立ち上がりテスト（30-sec Chair 

Stand test；CS-30）と虚弱高齢者用 10

秒椅子立ち上がりテスト（10-sec Chair 

Stand test for Frail Elderly；Frail 

CS-10）を併せて行い，上下肢・体幹の

筋力，柔軟性、静的・動的立位バランス

との関連から，地域在住女性高齢者に適

した簡易下肢機能評価法を検討した．重

回帰分析の結果，CS-30 と Frail CS-10

はともに大腿四頭筋筋力，上体起こし回

数，Timed Up Go Test の 3 項目と独立

して関連することが示された．これらの

結果から，特別な機器を必要とせず，簡

便に実施できる CS-30 と Frail CS-10

は，地域在住女性高齢者の下肢筋力や動

的バランス評価として有用であること

が示された．とくに Frail CS-10 は，自

立生活を営む地域在住女性高齢者を対

象としても，簡易下肢機能評価法として

汎用性の高いテストであることが示唆

された． 

本人担当部分：データ測定と整理および

論文の校正を行った． 

共著者： 村田伸，合田明生，白岩加代

子，安彦鉄平，中野英樹，岩瀬弘明，野

中紘士，阿波邦彦，松本典久，堀江淳 

54.地域在住高齢女性におけ

る 1年後の軽度認知機能障害

の発現を予測する身体機能

指標 -傾向スコアマッチン

グ法を用いた検証 

（査読付） 

共著 
令和 2年 10

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

第 10 巻第 3号 

pp.117-123 

本研究の目的は,1 年後に軽度認知障害

(mild cognitive impairment: MCI)を発

現する地域在住高齢女性における身体

機能を明らかにすることであった．ベー

スライン時点で認知機能障害のない地

域在住高齢女性 201 名を対象とした．1

年後に Mini-Mental State 

Examination(MMSE)24‐26点に低下した

者を MCI 群 36 名，27 点以上に保たれ

た非 MCI 群 165 名に分類した．その後,

傾向スコアを用いて認知機能低下に影

響する交絡因子をコントロールして両

群 36 名ずつにマッチングし，両群のベ

ースライン時の身体機能を比較した．そ

の結果，MCI 群では,非 MCI 群と比較し

て開眼片脚立位時間が有意に短く，

Timed Up and Go Test と 5m 最速歩行の

所要時間が有意に長かった．以上から，

バランス能力と歩行能力の評価は，地域

在住高齢女性の 1年後の MCI 発現を予

測するために有用なスクリーニング指

標である可能性が示された． 

本人担当部分：データ測定と整理および

論文の校正を行った． 

共著者： 合田明生, 村田 伸, 白岩加代

子, 中野英樹, 安彦鉄平, 野中紘士, 

岩瀬弘明, 阿波邦彦, 堀江 淳 



55. The Relationship 

between Subjective 

Cognitive Decline and 

Health Literacy in Healthy 

Community-Dwelling Older 

Adults 

[健康な地域在住高齢者にお

ける主観的認知機能低下と

ヘルスリテラシーの関係] 

（査読付） 

共著 
令和 2年 12

月 

Healthcare 

第 8 巻 4号 

567（計 10 ページ） 

健康な地域在住高齢者を対象に、ヘルス

リテラシーと主観的認知機能低下

（Subjective Cognitive Decline; SCD）

の関係を調査した。ロジスティック回帰

分析の結果、SCD の発生は年齢だけでな

く、ヘルスリテラシーの低さや抑うつの

重症度と関連していた。この結果は、健

康な地域在住高齢者において、ヘルスリ

テラシーの低さが SCD の罹患率と関連

していることを示唆しており、この集団

に対する認知症予防や介入プログラム

を計画する際に有用であることを示唆

するものである。 

本人担当部分：データ測定および論文の

校正を行った． 

共著者：Goda A, Murata S, Nakano H, 

Nonaka K, Iwase H, Shiraiwa K, Abiko 

T, Anami K,  Horie J 

56. 児童のロコモティブシ

ンドローム発生と運動イメ

ージ想起能力との関連  

（査読付） 

共著 令和3年 1月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究 

Vol.10, No.4 

P.183-P.188 

本研究の目的は児童のロコモティブシ

ンドローム（以下，ロコモ）発生と運動

イメージ想起能力との関連を明らかに

することである．対象は小学生の児童

212 名とした．ロコモ判定には運動器機

能不全チェック項目，運動イメージ想起

能力の測定にはメンタルローテーショ

ン課題を用いた．ロコモ判定の結果か

ら，対象者を陽性群 38 名と陰性群 174

名の 2群に分けた．2群比較の結果，ロ

コモ陽性群では，有意に男児が多く，年

齢，身長，体重，ローレル指数が高く，

メンタルローテーション課題の成績が

不良であった．性別，年齢，体格を調整

したロジスティック回帰分析の結果，メ

ンタルローテーション課題の成績は，ロ

コモ判定結果に対する有意な説明変数

であった．以上から運動イメージ想起能

力は，児童におけるロコモ発生に影響す

る因子であることが明らかとなった． 

本人担当部分：研究計画立案およびデー

タ測定を行った． 

共著者：合田明生，安彦鉄平，村田 伸，

久保温子，田中真一，満丸 望，野中紘

士，岩瀬弘明，甲斐義浩，宮地 諒，大

野真悠，宮崎純弥 



57. Physical performance in 

relation to preserved ratio 

impaired spirometry: a 

cross-sectional study of 

community-dwelling older 

Japanese adults 

（preserved ratio impaired 

spirometry に関連する身体

能力：日本の地域在住高齢者

を対象とした横断的研究） 

（査読付） 

共著 令和3年 8月 

Scientific Reports 

Vol.11， 

17411（計 9ページ） 

PRISm（Preserved ratio impaired 

spirometry）は死亡率の上昇と関連して

いるが，日本ではその特徴が明確に示さ

れていない．地域在住高齢者 668 人を調

査した結果，PRISm の有病率は 12％，閉

塞性肺障害の有病率は 6.9％であった．

傾向スコアマッチングを用いて，PRISm

群（n=80）と健常高齢者群（n=80）を比

較した．PRISm群は予測比肺活量（%FVC），

体幹筋持久力が低く，片足立ちの持続時

間が長かった．多変量ロジスティック回

帰では，%FVC の低下と片脚立ちの増加

が PRISm 状態の独立した予測因子であ

った．日本における地域在住高齢者の

PRISm の有病率は，閉塞性肺障害の有病

率を上回り，%FVC の低下やバランステ

ストの成績向上と関連していた． 

本人担当部分：データ測定と整理を担当

した． 

共著者： Kunihiko Anami, Shin Murata, 

Hideki Nakano, Koji Nonaka, Hiroaki 

Iwase, Kayoko Shiraiwa, Teppei Abiko, 

Akio Goda, Jun Horie 

58. Factors Influencing the 

Development of Mild 

Cognitive Impairment in 

Community-Dwelling People 

Aged 75 Years and Older 

（75 歳以上の地域居住者に

おける軽度認知障害の発症

に影響を与える要因） 

（査読付） 

共著 
令和 3年 10

月 

Geriatrics 

Vol.6, 

104（計 10 ページ） 

75 歳以上の地域在住高齢者 291 名を対

象に，身体的および心理的な状態が，軽

度認知障害（MCI）の発症と関連を検討

した．研究対象者を，Mini-Mental State 

Examination のスコアを基準に，非 MCI

群（28 点以上）と MCI 群（28 点未満か

つ 24 点以上）に分けた．さらに，病気

による受診状況，抑うつ症状の重症度，

各種身体機能，体組成を評価した．MCI

群の対象者は，教育歴が有意に短く，高

血圧による受診率が高く，バランス能力

も低かった．この結果から，これらの指

標は 75 歳以上の高齢者の MCI を発見す

るためのスクリーニング指標と考える

ことができ，この集団に対する介入プロ

グラムを計画する際に有用であると考

えられる． 

本人担当部分：データ測定と整理を担当

した． 

共著者：Akio Goda, Shin Murata, Kayoko 

Shiraiwa, Teppei Abiko, Hideki 

Nakano, Koji Nonaka, Hiroaki Iwase, 

Kunihiko Anami, Yuki Kikuchi, Jun 

Horie 



59. コロナ禍における理

学・作業療法士養成課程の早

期体験実習 

―学内実習後の学生アンケ

ート調査による検証－ 

（査読付） 

共著 令和4年 2月 

医療福祉情報行動科

学研究 

vol.9,  

P.55-P.63 

令和 2年度および令和 3年度，新型コロ

ナウイルスの感染拡大をうけ早期体験

実習を学内実習として実施した．学生ア

ンケートの結果から，学内実習の意義や

課題を明確にした。アンケートの結果，

両年度とも実習内容については多くの

学生が「よく理解できた」「まぁまぁ理

解できた」と回答した反面，「2年次以

降の学外実習に向けた不安」を訴える学

生が多かった．自由記述では「教員が近

くにいる分質問などがしやすかった」，

「疑問をすぐに先生に質問することが

できた」という意見のほか，「自分が知

らなかった分野にも興味が持てた」とい

う意見もみられた．学内実習で医療施設

での学びを完全に再現することは困難

だが，早期体験実習の本来の目的を達成

する上で，学内実習は必ずしも不利な点

ばかりではない． 

本人担当部分：データの集計および論文

の校正を行った． 

共著者：前田吉樹，中島大貴，伊藤健一，

野中紘士，阿波邦彦，藤田信子，岩﨑智

子，橋本雅至，山形力生，池田耕二 

60. 線維芽細胞の増殖，遊走

および Akt 活性化に対する微

弱電流刺激の効果 

（査読付） 

共著 令和4年 2月 

医療福祉情報行動科

学研究 

vol.9,  

P.73-P.79 

本研究では，微弱電流刺激に Akt の活性

化が関与していると仮説を立て、微弱電

流刺激による線維芽細胞の増殖，遊走，

Akt活性化に対する効果を調べることを

目的とした．ヒト皮膚線維芽細胞に微弱

電流刺激を電流 200μA，周波数 2Hz で 1

時間実施し，細胞増殖，遊走および Akt

活性化を調べた。1日 1回の微弱電流刺

激を 3回実施した結果，線維芽細胞は微

弱電流刺激により有意に減少した．微弱

電流刺激による遊走を検証するためス

クラッチアッセイを実施した結果，微弱

電流刺激により創傷治癒率は促進され

なかった．また，微弱電流刺激による

Akt 活性化を調べたが，微弱電流刺激に

よる線維芽細胞の Akt 活性化は認めら

れなかった．本研究結果より，微弱電流

刺激は刺激条件により線維芽細胞の増

殖や遊走の促進は見られず，細胞数を減

少させる可能性があることが示唆され

た． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験の実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：野中紘士, 吉川義之 



61 Relationship Between 

Age-Related Changes in 

Skeletal Muscle Mass and 

Physical Function: A 

Cross-Sectional Study of an 

Elderly Japanese 

Population 

（骨格筋量の加齢変化と身

体機能との関係：高齢日本人

集団の横断研究） 

（査読付） 

共著 令和4年 4月 

Cureus 

Vol.14, No.4 

e24260（計 7 ページ） 

本研究は，日本の地域在住高齢者におい

て部位別骨格筋量の年齢階級による変

化を明らかにし，部位別骨格筋量の年齢

による変化と身体機能との関係を明ら

かにすることを目的とした．参加者は 5

歳刻みの年齢群（65-69 歳、70-74 歳、

75-79 歳、80 歳以上）に分けられ，さら

に性差で分類された．上肢，下肢，体幹

の骨格筋量は，多周波生体電気インピー

ダンス分析装置を用いて測定した．身体

機能評価として，握力，大腿四頭筋力，

座位回数，座位・リーチ距離，開眼片足

立ち時間を測定し，Timed Up and Go テ

ストを行った。その結果，すべての測定

部位において，性別に関係なく加齢とと

もに骨格筋量が減少していることが明

らかになった．さらに，年齢，体質，運

動習慣の有無を調整した偏相関分析で

は，すべての部位で骨格筋量と握力との

間に最も高い相関があることが明らか

になった．このことから，日本人におい

ても握力の測定は全身の骨格筋量の代

表的な指標として利用できる可能性が

ある． 

本人担当部分：データ測定と整理，論文

の最終校正を担当した． 

共著者：Iwase S, Murata S, Nakano H, 

Abiko T, Goda A, Nonaka K, Anami K, 

Horie J 

62 ヒト皮膚由来線維芽細胞

の培養温度が細胞増殖に与

える影響 

（査読付） 

共著 令和4年 8月 

物理療法科学 

Vol.29 

P.72-P.76 

本研究ではヒト皮膚由来線維芽細胞

（HDFs）を異なる温度で培養し，細胞増

殖に及 ぼす影響を検討した．HDFs を 5

×104 cells/dish の濃度で 35-mm dish 

に播種し，31， 33，35，37，39℃の 5 条

件で培養した．HDFs は 24，48，72 時

間後に剥離し，血球計 算板を使用して

生細胞数と死細胞数をカウントした．解

析には，37℃で培養した 24 時 間時点

での細胞数を基準とした細胞比率を用

いた．また，それぞれの温度における細

胞 生存率を算出した．統計学的検討は

温度と時間については二元配置分散分

析を用い，細 胞生存率については一元

配置分散分析を行った．分散分析にて有

意差がみられた際には Bonferroni の

多重比較検定を行った．結果は二元配置

分散分析にて主効果，交互作用と もに

有意差を認めた（p＜0.01）．インキュ

ベーター設定温度の違いによる細胞比

率は， 48，72 時間のいずれの時点にお

いても培養温度の高さに依存して高い

結果となった．細 胞生存率については

有意差はみられなかった．以上のことか

ら，今回検討した 5 条件に おいては，

31，33，35°C では 37℃よりも細胞増

殖が低下し，39°C では 37℃に比べ細

胞 増殖が促進した． 

本人担当部分：研究計画立案，データ測

定と整理，論文の校正を担当した． 

共著者：吉川義之，野中紘士，滝本幸治，

前重伯壮，植村弥希子，杉元雅晴 



63 Comparison of Physical 

Function among Elderly 

Japanese Women with and 

without Low Bone Mass and 

Low Muscle Mass: A 

Cross-Sectional Study of 

Older Women Who Engage in 

Regular Physical Activity 

（低骨量・低筋量の日本人高

齢女性における身体機能の

比較：定期的な身体活動を行

う高齢女性の横断的研究） 

（査読付） 

共著 令和4年 9月 

Geriatrics 

Vol.7, No.5 

98（計 9ページ） 

骨量と筋肉量の両方が低下した高齢者

では，身体機能の低下が一般的である．

本研究の目的は，定期的に運動している

異なる年齢層の高齢女性において，低い

骨量と筋肉量と身体機能の関係を調査

することである．解析対象は，299 名の

高齢女性でとした．低骨量は Tスコア

-2.5 以下，低筋量は骨格筋量指数

5.7kg/m2 未満で判定した．身体機能と

して，握力，膝伸展力，起立力，歩行機

能，バランス機能を測定した．骨量と筋

肉量により 4 群に分け（健常群，低骨量

群，低筋量群，低骨・筋肉量群），身体

機能を比較した．その結果，低骨量・筋

肉量群と健常者群の間で身体機能に統

計的に有意な差は見られなかった．ま

た，後期高齢者（75 歳以上）において

も 4群間で身体機能に統計的に有意な

差は見られなかった．定期的に運動して

いる高齢女性は骨量や筋肉量が減少し

ても身体機能が低下しにくいことが確

認され． 

本人担当部分：研究計画の立案，データ

測定および論文内容の精査・修正を行っ

た． 

共著者：Katsurasako T Murata S Goda A, 

Nakano H Shiraiwa K, Horie J, Nonaka 

K 

:     

（その他）     

「文献抄録」     

1 定期的な身体運動活動を実

施している透析患者の不安

と抑うつの状態－予備研究 

単著 
平成 30 年 2

月 

理学療法ジャーナル 

52 巻 2 号 

P.184 

Dziubek らの論文"The level of anxiety 

and depression in dialysis patients 

undertaking regular physical 

exercise training: A preliminary 

study. Kidney Blood Press Res 41: 

86-98, 2016"の文献抄録作成を行った．

報告内容は以下の内容であった．透析中

に末期腎不全患者が定期的な身体活動

を行うことは不安感や抑うつを減弱す

ることができる．レジスタンス運動と持

久運動のどちらも抑うつを改善するが，

持久運動のみ不安感も減少させる．透析

中の定期的な身体運動プログラムは高

齢患者や，身体運動プログラム開始時に

抑うつと不安感が高い患者に対し最も

効果がある． 

「報告書」     



1 高齢 COPD 患者に対する呼

息時低周波電気刺激の臨床

効果に関する研究 

－パイロットスタディ 

共著 
平成 24 年 6

月 

大阪ガスグループ福

祉財団 調査・研究報

告集 

25 巻 

P.9-P.14 

本研究の目的は，我々が開発してきた低

周波電気刺激装置を用い，呼息時に対す

る低周波電気刺激の効果を検証するこ

とである。対象は高齢慢性閉塞性肺疾患

患者 12 名である。対象者はプラシーボ

介入群（対照群）と呼息時低周波電気刺

激介入群（介入群）に割り付けられた．

これらの対象者に対し介入前後の安静

時および運動時の換気機能、酸素飽和

度、自覚的運動強度を測定した．介入群

において換気パラメータの平均値にお

いて改善が認められた．しかし、その結

果は有意差を伴うものではなかった．今

回の研究では換気パラメータの有意差

を伴った改善が認められなかった．しか

し、平均値の改善傾向と標準偏差のばら

つきが認められていることから，対象者

数を増やすことで有意差を伴った改善

効果が期待できるものと推察された．今

回の研究結果より，呼息時低周波電気刺

激の効果が示唆されたとともに，本研究

の継続意義が明らかとなった。 

本人担当部分：研究計画立案およびデー

タ解析を行った． 

共著者：伊藤健一，濃添建男，奥田みゆ

き，野中紘士，堀江淳，川村博文 

2 転倒のスクリーニングを

目的とした加速度計による

身体動揺評価法の確立に関

する研究 

共著 
平成 25 年 6

月 

大阪ガスグループ福

祉財団 調査・研究報

告集 

26 巻 

P.93-P.97 

本研究では健常男子大学生 6名(年齢

20.8±0.4 歳)を対象として，静止立位

保持および片脚着地課題における身体

動揺を腰部正中後面に装着した小型 9

軸ワイヤレスモーションセンサーで評

価し，3次元動作解析装置で測定した身

体重心(COG)や床反力(GRF)と加速度波

形の時間積分から推定した COG 変位

(COGacc)や運動方程式から推定した

GRF(GRFacc)との比較から加速度計で評

価した身体動揺評価指標の特徴につい

て分析した．その結果，静止立位では前

後(AP)成分の実効値(RMS)，最大振幅

(PTP)が有意に低値を示し，COG と

COGacc の振幅が異なる可能性が示され

たが，非線形解析では COGacc は COG と

同様にカオス性を示した．着地動作では

AP成分の単位時間軌跡長(NPL)が有意に

高値を示した． 

本人担当部分：研究計画立案およびデー

タ解析を行った． 

共著者：山中悠紀，野中紘士 

「国際学会発表」     

1 The inhibitory effect of 

carbon dioxide-enriched 

water bathing on spinal 

motor neuron 

(高濃度人工炭酸泉による脊

髄運動神経抑制効果) 

- 
平成 20 年 8

月 

10th International 

Congress of the Asian 

Confederation for 

Physical Therapy（千

葉） 

炭酸泉浴が脊髄運動ニューロンの興奮

性に与える影響についてM波とH反射を

測定し検証した．その結果，炭酸泉浴が

H/M raito を低下させ，脊髄運動ニュー

ロンの興奮性を抑制することが確認さ

れた． 

本人担当部分：神経生理学的実験の実施

および発表を行った． 

共同発表者：Nonaka K, Nakajima M, 

Akiyama J, Tatsuta N 



2 Study of exercise-induced 

damage to skeletal muscle 

under the environment of 

various concentration of 

oxygen in rats 

（ラットを用いた各種酸素

濃度環境下における運動誘

発性筋損傷に関する研究） 

- 
平成 20 年 8

月 

10th International 

Congress of the Asian 

Confederation for 

Physical Therapy（千

葉） 

異なる酸素濃度環境下(10%，20%，50%)

での運動が運動誘発性筋損傷に及ぼす

影響を検証した．その結果，酸素濃度が

10%の場合に，20%，50%の場合に比べ，

運動誘発性筋損傷が高くなることが確

認された．本研究より，低酸素環境下で

は運動誘発性筋損傷が惹起されやすい

ことが示された． 

本人担当部分：研究計画の立案および実

験の実施，発表内容の検討を行った． 

共同発表者：Kurata K, Nonaka K, 

Nakajima M, Akiyama J 

3 Primary study of optimal 

load condition on 

ROM-exercise to prevent 

joint contracture 

development by joint 

immobilization 

（不動による関節拘縮予防

のための ROM 運動に対する適

切な負荷条件に関する予備

研究） 

- 
平成 20 年 8

月 

10th International 

Congress of the Asian 

Confederation for 

Physical Therapy（千

葉） 

1 日 5回の関節可動域運動を 5回/週の

頻度で実施した場合，関節拘縮を予防で

きるかについてラットを用いて検証し

た．その結果，関節可動域運動をしない

場合に比べ，関節拘縮の進行は遅延させ

ることができるが，完全に予防すること

はできないことが示された． 

本人担当部分：実験を実施した． 

共同発表者：Tatsuta N, Nakajima M, 

Akiyama J, Nonaka K, Kawakami T 

4 Carbon dioxide-rich water 

bathing promotes cutaneous 

wound healing in 

experimental animal model 

（高濃度人工炭酸泉は実験

動物モデルの皮膚損傷治癒

を促進させる） 

- 
平成 20 年 8

月 

10th International 

Congress of the Asian 

Confederation for 

Physical Therapy（千

葉） 

人工炭酸泉浴が創傷治癒を促進するか

をラット創傷モデルにて用いて検討し

た．その結果，人工炭酸泉浴がラットの

創傷治癒を促進することが明らかにな

った． 

本人担当部分：実験を実施し，組織の形

態学的評価を行った． 

共同発表者：Nakajima M, Hayamizu S, 

Nonaka K, Tatuta N, Akiyama J 

5 A modified quadriceps 

femoris muscle setting with 

co-contraction of the 

hamstrings 

（ハムストリングスの同時

収縮を伴った改良型大腿四

頭筋セッティング） 

- 
平成 20 年 11

月 

XXX World Congress of 

Sports Medicine（バ

ルセロナ） 

我々は大腿四頭筋セッティングの際，反

対側下肢を挙上させ，ハムストリングス

の同時収縮を伴う大腿四頭筋セッティ

ング(MQS)を開発した．そこで本研究は

健常人と ACL 損傷患者を対象に通常の

大腿四頭筋セッティング(NQS)と MQS の

筋活動を筋電図学的に検証した．その結

果，健常人では NQS に比べ，MQS はハム

ストリングスの同時収縮が確認された．

また，ACL 損傷患者では NQS に比べ MQS

で外側広筋の高い筋活動が確認できた．

本研究結果より，MQS は ACL 損傷患者の

大腿四頭筋筋力強化に安全で有効な方

法であることが示された． 

本人担当部分：実験結果の解析を行っ

た． 

共同発表者：Nakajima M, Abeno E, 

Nonaka K, Tatsuta N, Akiyama J 

6 The range of motion (ROM) 

exercise load condition 

required for preventing 

joint contracture 

development 

（関節拘縮進行予防のため

に必要となる関節可動域運

動条件） 

- 
平成 20 年 11

月 

XXX World Congress of 

Sports Medicine（バ

ルセロナ） 

1 日 5回の関節可動域運動を 5回/週の

頻度で実施した場合，関節拘縮を予防で

きるかについてラットを用いて検証し

た．その結果，関節可動域運動をしない

場合に比べ，関節拘縮の進行は遅延させ

ることができるが，完全に予防すること

はできないことが示された． 

本人担当部分：実験の実施および組織の

形態学的評価を行った． 

共同発表者：Tatsuta N, Nakajima M, 

Akiyama J, Nonaka K, Kawakami T 



7 The study of functional 

and morphological changes 

on peripheral nerve in rat 

developed disuse atrophy 

（廃用性筋萎縮を起こした

末梢神経の機能的、形態学的

変化についての研究） 

- 
平成 20 年 11

月 

XXX World Congress of 

Sports Medicine（バ

ルセロナ） 

廃用性筋萎縮モデルラットの運動神経

伝導速度と神経組織の変化を検証した．

その結果，廃用性筋萎縮モデルラットの

運動神経伝導速度は低下することが確

認された．さらに軸索の萎縮が観察され

た．本研究より，廃用時は筋萎縮だけで

なく軸索の萎縮と運動神経伝導速度が

低下することが明らかになった． 

本人担当部分：実験の実施および組織の

形態学的評価を行った． 

共同発表者：Akiyama J, Nakajima M, 

Nonaka K, Tatsuta N, Kurata K 

8 The analysis of abdominal 

muscle activity during 

trunk curl up exercise 

based on Pilates method 

（ピラティスメソッドに基

づいた体幹腹筋運動中の腹

筋活動の解析） 

- 
平成 20 年 11

月 

XXX World Congress of 

Sports Medicine（バ

ルセロナ） 

ピラティスによる体幹屈曲運動時の腹

部筋活動様式の特徴を健常成人 19 名を

対象に筋電図学的に解析した．その結

果，通常の体幹屈曲運動に比べピラティ

スによる体幹屈曲運動では内腹斜筋の

筋活動が高いことが確認された．また，

ピラティスによる体幹屈曲運動は通常

の体幹屈曲運動に比べ内腹斜筋/腹直筋

の割合が高値を示した．本研究により，

ピラティスによる体幹屈曲運動は通常

の体幹屈曲運動より腹斜筋の活動の割

合が大きいことが示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：Nonaka K, Nakajima M, 

Tatsuta N, Akiyama J 

9 Carbon dioxide-rich water 

bathing increases myogenin 

protein expression in rat 

injured skeletal muscle 

（高濃度人工炭酸泉は損傷

骨格筋の myogenin 蛋白発現

を増加させる） 

- 
平成 23 年 6

月 

16th International 

WCPT Congress (アム

ステルダム) 

炭酸泉が筋損傷後のMyoDとmyogeninの

タンパク発現に与える影響について検

証した．ラットを非損傷群(NI 群)，損

傷群(IC 群)，損傷＋淡水浴群(FW 群)，

損傷＋人工炭酸泉浴群(CO2 群)に分け，

IC 群，FW 群，CO2 群のラット左前脛骨

筋に筋損傷を誘発させた．損傷 1日後か

ら IC 群，CO2 群のラットは水温 37℃で

30 分間，淡水浴または炭酸泉浴を 1日 1

回，3日間，負荷された．その結果，CO2

群ではFW群に比べ損傷筋のmyogeninタ

ンパク量が高値を示した．結果より，炭

酸泉浴は筋損傷後の再生を促進する可

能性を示した． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：Nonaka K, Mori J, Tatsuta 

N, Akiyama J, Yonetsu R, Iwata A 

10 The characteristics of 

sit-to stand movement in 

infants aged 1 year: a 

preliminary study 

（1 歳児の立ち上がり動作の

特徴－予備研究） 

- 
平成 24 年 7

月 

XIXth Congress of the 

International 

Society of 

Electrophysiology & 

Kinesiology（ブリス

ベン） 

新生児の立ち上がり動作の特徴を明ら

かにすることを目的に研究を行った．そ

の結果，新生児の立ち上がりは成人に比

べ，体幹の前傾が少なく，足関節の背屈

が大きくなるという特徴が明らかにな

った． 

本人担当部分：研究計画の立案と結果の

解釈を行った． 

共同発表者：Yonetsu R, Sakita H, 

Yamashita N, Miki Y, Nonaka K, Iwata 

A, Kawarai Y, Shimizu J 



11 The development of a 

force plate focused on 

infants’ movements: an 

experimental study of 

reliability for measuremen 

（小児動作に着目したフォ

ースプレートの開発－計測

信頼性の実験的検証） 

- 
平成 24 年 7

月 

XIXth Congress of the 

International 

Society of 

Electrophysiology & 

Kinesiology（ブリス

ベン） 

我々が新たに開発したフォースプレー

トの正確性を検証した．その結果，従来

のフォースプレートに比べ，より小さい

値からの計測ができることを確認した．

この新しいフォースプレートは体重の

軽い小児の動作分析に有用で可能性を

示した． 

本人担当部分：研究計画の立案と実験を

実施した 

共同発表者：Yonetsu R, Arakawa S, 

Shintani A, Yoshioka M, Shimizu J, 

Iwata A, Nonaka K, Nakagawa C 

12 How many days per week 

should the range of motion 

exercise is performed to 

prevent the development of 

the joint contracture? 

（関節拘縮発生を予防する

ためには週に何日関節可動

域訓練を実施すればよい

か？） 

- 
平成 24 年 9

月 

XXXII World Congress 

of Sports Medicine

（ローマ） 

関節可動域運動を 1週間に何日行うと

関節拘縮が予防できるかについて，ラッ

トを用いて検証した．1週間に 1日，3

日，5日の関節可動域運動を行った結果，

5日行った場合が最も関節拘縮の予防が

可能であった．しかしながら，週 5日の

関節可動域運動では完全に関節拘縮の

発生を予防することができないことが

明らかになった． 

本人担当部分：実験を実施した。 

共同発表者：Tatsuta N, Nonaka K, 

Akiyama J, Nakajima M 

13 The study of artificial 

carbon dioxide-rich water 

bathing effect on 

experimental acute 

arthritis 

（人工炭酸泉浴の実験的関

節炎に対する効果について

の研究） 

- 
平成 24 年 9

月 

XXXII World Congress 

of Sports Medicine

（ローマ） 

各種温度（10℃，20℃，35℃）の人工炭

酸泉浴が急性炎症に与える影響をラッ

ト関節炎モデルにて検証した．その結果

10℃，20℃の人工炭酸泉浴は水道水に比

べ皮膚温の上昇が低かった．また，35℃

の人工炭酸泉浴は水道水での寒冷浴と

同等の抗炎症効果があることが明らか

になった． 

本人担当部分：研究計画の立案および結

果の解釈を行った． 

共同発表者：Akiyama J, Fujiwara Y, 

Tatsuta N, Nonaka K, Une S, Nakajima 

M 

14 The effect of carbon 

dioxide rich water bathing 

on the MyoD family proteins 

after muscle injury 

（筋損傷後の高濃度人工炭

酸泉浴の MyoD ファミリータ

ンパクに対する効果） 

- 
平成 24 年 9

月 

XXXII World Congress 

of Sports Medicine

（ローマ） 

筋損傷後の人工炭酸泉浴が MyoD ファミ

リーのタンパク質発現に及ぼす影響を

検証した．その結果，筋損傷後に人工炭

酸泉浴を行うと損傷 4日後に myogenin

の発現が上昇することが確認できた．

MyoDの発現に関しては変化がなかった．

本研究結果より，人工炭酸泉が一部の

MyoD ファミリータンパク質発現を増加

させ，筋損傷治癒を促進させている可能

性を示した． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った 

共同発表者：Nonaka K, Akiyama J, 

Tatsuta N, Une S 



15 Effects of phasic 

electrical stimulation 

during expiration in 

elderly chronic 

obstructive pulmonary 

disease: a pilot study 

（高齢慢性閉塞性肺疾患患

者の呼気中に同調させた電

気刺激の効果について－予

備研究） 

- 
平成 24 年 12

月 

17th Congress of the 

Asian Pacific 

Society of 

Respirology（香港） 

24名の高齢 COPD患者を対照群と呼息時

低周波電気刺激群に割り付け，安静時お

よび運動時の換気機能について，呼息時

低周波電気刺激の効果を検証した．結果

より呼息時低周波電気刺激は換気機能

を有意に改善することが明らかとなっ

た． 

本人担当部分：研究計画の立案および結

果の解析を行った． 

共同発表者：Ito K, Nozoe T, Okuda M, 

Nonaka K, Horie J, Kawamura H. 

16 Role of muscle 

coactivation and reaction 

time in postural 

perturbation in the elderly 

（高齢者の姿勢動揺での筋

協働活動と反応時間の役割

について） 

- 
平成 26 年

6-7 月 

2014 International 

Society for Posture & 

Gait Research World 

Congress（バンクーバ

ー） 

筋骨格シミュレーションモデルを用い

て筋の同時収縮が外乱刺激後の姿勢制

御にどのように影響するかを調べた．外

乱刺激後の反応時間が遅い場合のみ，同

時収縮が外乱を抑えるのに有効である

ことがわかった． 

本人担当部分：研究結果の解析を行っ

た． 

共同発表者：Ogaya S, Nagai K, Okita Y, 

Nonaka K, Iwata A, Higuchi Y, Fuchioka 

S 

17 A preliminary study of 

the effect of trunk 

position on strategies for 

lower limb function during 

forward reaching movements 

（前方リーチ動作時の下腿

機能ストラテジーに対する

体幹位置の効果についての

予備的研究） 

- 
平成 26 年 7

月 

The XX Congress of 

the International 

Society of 

Electrophysiology 

and Kinesiology（ロ

ーマ） 

前方リーチ動作の際の体幹ポジション

の違いが下肢機能に及ぼす影響につい

て検証した．その結果，体幹ポジション

の違いが床反力やハムストリングスと

前脛骨筋の筋活動に影響を及ぼすこと

が示された． 

本人担当部分：研究の立案および発表を

行った． 

共同発表者：Nonaka K, Yonetsu R, 

Taniguchi F, Ueno S, Shintani A, 

Nakagawa C, Kataoka M, Ito T 

18 Heat stress attenuates 

skeletal muscle fiber 

atrophy in diabetic rats 

（温熱刺激は糖尿病ラット

の骨格筋線維萎縮を減弱す

る） 

- 
平成 27 年 6

月 

9th World Congress of 

the International 

Society of Physical 

and Rehabilitation 

Medicine（ベルリン） 

糖尿病による筋萎縮が温熱療法で減弱

するかについて検討した．ストレプトゾ

トシンを投与し糖尿病を誘発したラッ

トに温浴(42℃)を 30 分間，1 週間に 5

日，3週間行った．温浴を行ったラット

は温浴を行っていないラット比べ長趾

伸筋の筋横断面積の減少が予防された．

本研究より，温熱療法が糖尿病による筋

萎縮を予防することが示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：Nonaka K, Iwata A, Une S, 

Akiyama J 



19 Electromyography 

activity of the rectus 

abdominis, internal 

oblique, and external 

oblique muscles during 

forced expiration in 

healthy adults 

（健常成人の強制呼気中の

腹直筋および内腹斜筋，外腹

斜筋の筋活動） 

- 
平成 27 年 9

月 

European Respiratory 

Society Annual 

Congress 2015 (アム

ステルダム) 

呼気筋の筋活動パターンを筋電図を用

いて呼気抵抗別に検討した．10%PEmax，

20%PEmax，30%PEmax の抵抗を負荷した

呼息時の腹直筋と内腹斜筋，外腹斜筋の

活動量を評価した．３つの筋のうち，最

も大きな活動量を示したのは内腹斜筋

であった．ただし，その活動量は

30%PEmax の負荷であっても 20%MVC 以下

であった．通常の呼吸筋トレーニングで

は 30%PEmax 程度の負荷が推奨される

が，生理学的な視点でみた場合，その負

荷は弱すぎることが示唆された． 

本人担当部分：研究の立案および解剖生

理学的視点より結果の解釈をした． 

共同発表者：Ito K, Nonaka K, Ogaya S, 

Horie J 

20 Effectiveness of back 

school versus brain school  

for elderly with chronic 

low back pain  

（慢性腰痛の高齢者に対す

る腰背教室と脳教室の効果） 

- 令和元年6月 

13th World Congress 

of the International 

Society of Physical 

and Rehabilitation 

Medicine（神戸） 

慢性腰痛を有する高齢者にバイオメカ

ニクスに基づいた腰背部教室と神経科

学的教育に基づいた脳教室の効果につ

いて検証した．慢性腰痛のある高齢者を

対象に，腰背部教室群（n=16）と脳教室

群（n=20)に分け、3か月間に 6回の介

入を行った．その結果，両群とも介入後

に疼痛の軽減が認められた．脳教室の対

象者は腰背部教室の対象者に比べ，Pain 

Catastrophizing Score，

Fear-Avoidance Beliefs Questionnaire

が有意に改善した．これらの結果より，

慢性腰痛の高齢者に対して，神経科学教

育に基づいた脳教室は腰背部教室に比

べ効果的であること，神経科学的教育は

心理面へ良好な効果があることが分か

った． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：Abiko T, Iwase H, Anami K, 

Madoba K, Nonaka K, Murata S 

「国内学会発表」     

1 股関節外旋位での

Straight Leg Raise exercise

が下肢筋活動に及ぼす影響 

- 
平成 15 年 5

月 

第 39 回日本理学療法

学術大会（仙台） 

下肢挙上運動(SLRex)実施時における挙

上下肢股関節外旋角度と大腿四頭筋活

動の関係について検討した．被験者は挙

上下肢股関節外旋 0，20，40 度で SLRex

を行った．その結果，膝伸展の単関節筋

である内側広筋，外側広筋の筋活動は外

旋角度が拡大するにつれて低下してい

るが，二関節筋である大腿直筋では変化

がなかった．大腿四頭筋筋力強化法とし

て SLRex を用いる場合，股関節を外旋さ

せずに行うことの重要性が示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：野中紘士，中嶋正明，秋山

純一，祢屋俊昭 



2 走行面の傾斜角度の違い

によるトレーニングがエネ

ルギー代謝系に及ぼす影響 

- 
平成 15 年 9

月 

第 58 回日本体力医学

会大会（静岡） 

マウスを用い持久的トレーニング時の

運動肢位の違いによる，臓器等の乳酸脱

水素酵素(LDH)活性の変化を検討した．

その結果，筋組織では走行面の傾斜角度

の違いによる LDH 活性の変化がみられ

た．水平走行群に比べ，下り走行群で心

臓に活性の低下が確認された．このこと

から，走行面の傾斜角度の違いにより，

運動負荷量や循環動態等が変化し，LDH

活性の変化に影響することが示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：野中紘士，秋山純一，中嶋

正明，祢屋俊昭 

3 人工炭酸泉浴が神経伝導

速度に及ぼす影響 
- 

平成 16 年 5

月 

第 39 回日本理学療法

学術大会（仙台） 

炭酸泉浴が神経伝導速度に及ぼす影響

について検討し，深部組織酸素飽和度と

の関係も含めて考察した．被験者は健常

成人 7名とした．浴水温度は不感温度

36℃とした．5 分間の左大腿部の阻血を

行った．神経伝導速度(MCV)測定には脛

骨神経を選択し，阻血前後，入浴後に測

定を行った．その結果，炭酸泉浴はさら

湯に比べ深部組織酸素飽和度と神経伝

導速度の回復が速かった．これらの結果

から，神経機能低下が原因となる疾患へ

の人工炭酸泉適用の可能性も示唆され

た． 

本人担当部分：神経伝導速度の測定を行

った． 

共同発表者：吉田巳有紀，道菅聖子，野

中紘士，秋山純一，中嶋正明，祢屋俊昭，

Poffenberger Chikako Kawakami 

4 人工炭酸泉浴の血管内皮

細胞増殖因子濃度に及ぼす

影響-ラット実験的末梢循環

障害モデルを用いた検討 

- 
平成 16 年 9

月 

第 59 回日本体力医学

会大会（大宮） 

炭酸泉浴の側副血行路形成促進効果を

評価した．ラットの左大腿動脈を結紮

し，末梢循環障害モデルを作成した．処

置後ラットは 36℃水道水と 36℃炭酸泉

への入浴負荷が 5日間行われ，血中と筋

組織中の血管内皮細胞増殖因子(VEGF)

が測定された．炭酸泉浴は入浴負荷前と

比べ VEGF を低下させた．筋組織中の

VEGF は炭酸泉浴により対照側と比べ結

紮側が低値を示した．炭酸泉浴の側副血

行路形成促進効果が VEGF の直接の作用

とは異なる機序で作用し，VEGF に対す

る negativefeedback の存在を示唆する

と考えられた． 

本人担当部分：実験の実施と VEGF の測

定を行った． 

共同発表者：中嶋正明，秋山純一，野中

紘士，祢屋俊昭 



5 トレーニング走行面の傾

斜角度の違いによる筋組織

中のLDH活性,PFK活性変動に

関する検討 

 

- 
平成 16 年 9

月 

第 59 回日本体力医学

会大会（大宮） 

角度可変型トレッドミを用いて，骨格筋

の乳酸脱水素酵素(LDH)活性とホスホフ

ルクトキナーゼ(PFK)活性について検討

した．マウスをコントロール群(CONT)，

上り走行群(UR 群)，水平走行群(LR 群)，

下り走行群(DR 群)に分け，4週走行負荷

を行った．その結果，骨格筋の LDH 活性

は LR 群，DR 群で低下する傾向を示し，

DR 群が CONT，UR 群と比較し有意に低下

した．走行角度が上方になるほど乳酸代

謝が低下し，上方になるほど解糖系代謝

が増加することが示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：野中紘士，秋山純一，中嶋

正明，祢屋俊昭 

6 創外固定によるラット実

験的膝関節拘縮モデルの作

成 

- 
平成 17 年 5

月 

第 40 回日本理学療法

学術大会（大阪） 

関節拘縮に対する効果的な理学療法を

検討していくため，ラット実験的関節拘

縮モデルの作成を行い，組織学的に検討

を行った．関節拘縮の作成法は，右大腿

骨および脛骨の膝関節から離れた位置

にそれぞれ 2 本のキルシュナー鋼線を

前額一水平軸に沿って貫通させ，各キル

シュナー鋼線を接合し膝関節を屈曲

90°に固定した．その結果，伸展角度変

化と組織学的検証からこのモデルが実

験的関節拘縮モデルの作成法として有

用であつた． 

本人担当部分：実験を実施し，組織の形

態学的評価を行った． 

共同発表者：龍田尚美，秋山純一，中嶋

正明，野中紘士，祢屋俊昭 

7 人工炭酸泉浴による血管

内皮増殖因子と乳酸脱水素

酵素変動に関する検討 

 

 

 

 

 

- 
平成 17 年 5

月 

第 40 回日本理学療法

学術大会（大阪） 

炭酸泉浴による血管新生因子の 1つで

ある血管内皮増殖因子(VEGF)と乳酸脱

水素酵素(LDH)活性を測定し，人工炭酸

泉浴の生体反応について検討した．マウ

スをコントロール群，さら湯群，炭酸泉

群に分けた．入浴は 3週間行われた．3

週間の入浴終了後，マウス血液と腓腹筋

を採取し,VEGF 測定に用いた．加えて，

腓腹筋の LDH 活性を測定した．炭酸泉群

ではコントロール群，さら湯群と比べ炭

酸泉群で低下傾向であった．人工炭酸泉

による LDH 活性の低下は乳酸産生を抑

制する効果があることが示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：野中紘士，秋山純一，中嶋

正明，龍田尚美，祢屋俊昭 



8 糖尿病合併症に関連した

おもに閉塞性動脈硬化症に

関する American Sunflower

エキス有用性の検討 

- 
平成 17 年 9

月 

第 60 回日本体力医学

会大会（岡山） 

糖尿病と閉塞性動脈硬化症に予防・治療

効果のある薬用成分とし

AmericanSunflower(A.S.)の検討を行っ

た．マウスまたはラットに A.S.抽出エ

キス溶液を経口投与し，1)糖負荷血糖値

抑制効果に関する検討，2)血液動態に関

する検討，3)血流阻害部位に対する皮膚

温に関する検討，4)血流阻害動物の血管

内皮細胞増殖因子に関する検討，5)培養

細胞を用いた血管増殖因子に関する検

討を行った．A.S.エキスに優れた血糖値

抑制効果と閉塞性動脈硬化症の予防・治

療に効果が期待できる，血流促進作用，

組織血液量および酸素飽和度増加作用

が見られた． 

本人担当部分：実験を実施した． 

共同発表者：秋山純一，中嶋正明，野中

紘士，龍田尚美，速水明香，祢屋俊昭 

9 ラット膝関節運動負荷試

験装置の試作 
- 

平成 18 年 5

月 

第 41 回日本理学療法

学術大会（群馬） 

ラット膝関節創外固定モデルに対応し

た，屈曲伸展運動において，目標軌道の

高精度な追従制御が行え，再現性があ

り，目標トルク抵抗を感知した時点で関

節運動を停止し反対方向への関節運動

を開始する関節運動負荷試験装置を製

作した．製作した膝関節運動負荷試験装

置はその屈曲伸展運動をコンピュータ

で制御したことにより様々な制御が可

能であり,さらに，タイミングベルトを

用いたことにより，その関節運動の制御

が正確に安定して実行された． 

本人担当部分：実験を実施した． 

共同発表者：龍田尚美，門林義幸，西村

一郎，渡辺正憲，中嶋正明，秋山純一，

野中紘士，祢屋俊昭 

10 ラット膝関節障害モデル

を用いた大腿四頭筋機能が

関節・筋組織変化に与える影

響の実験的検討 

- 
平成 18 年 5

月 

第 41 回日本理学療法

学術大会（前橋） 

ラット膝関節障害モデルを用いて，大腿

四頭筋の機能不全が軟骨変性と筋組織

の変化に与える影響について検討を行

った．大腿四頭筋を切除したラットは関

節面の評価点法である Mankin score 値

の有意な増加が認められた．更に術後 3

週から軟骨表面の不整化に加えて，細胞

の集塊化や分裂像が認められた．大腿四

頭筋の機能不全を伴う場合，関節軟骨の

退行変性が進行しやすい可能性が示唆

された． 

本人担当部分：研究計画の立案し，実験

を実施するとともに組織の形態学的評

価を行った． 

共同発表者：丸水ちえみ，山口博子，秋

山純一，龍田尚美，野中紘士，中嶋正明 



11 ラットを用いた人工炭酸

泉(寒浴)の急性膝関節炎に

対する効果の実験的検討 

- 
平成 18 年 5

月 

第 41 回日本理学療法

学術大会（前橋） 

急性炎症に対して，炭酸泉の寒冷療法へ

の適用について実験的に検討した．ラッ

トをコントロール群，淡水浴群，炭酸泉

浴群に分けた．ラットの左膝関節に関節

炎を惹起させ，炭酸泉浴または淡水浴を

行った．その結果，表面・深部温度とも

に炭酸泉浴群の方が淡水群に比べ入浴

前後の温度低下が小さい傾向が認めら

れた．炭酸泉浴群は平均最大幅の変化率

が淡水浴群に比べ小さい傾向が認めら

れた．これらより，炭酸泉の寒浴は，急

性炎症に対して有効な治療法であるこ

とが示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案と組織の

形態学的評価を行った． 

共同発表者：山口博子，丸水ちえみ，中

嶋正明，野中紘士，龍田尚美，秋山純一 

12 グルタチオン添加飼料長

期投与による寿命に関する

マウスを用いた実験的検討 

- 
平成 18 年 9

月 

第 61 回日本体力医学

会大会（神戸） 

グルタチオン(GSH)の摂取が生体の寿命

に関してどのように作用するか検討し

た．マウスを GSH 添加飼料終身投与群，

GSH 成人期以降投与群，メチオニン減量

飼料投与群および通常飼育繁殖用飼料

投与群に分け，寿命について検討を加え

た．その結果，GSH 投与群間の比較では

GSH成人期以降投与群の雌に寿命が長い

傾向がみられた．本研究結果より，GSH

の寿命の延長に対する効果は確認され

ず，逆に働く可能性も示唆された． 

本人担当部分：実験と生化学検査を実施

した． 

共同発表者：速水明香，秋山純一，中嶋

正明，野中紘士，龍田尚美 

13 関節拘縮予防のための至

適関節運動負荷条件の検討 
- 

平成 18 年 9

月 

第 61 回日本体力医学

会大会（神戸） 

ラットを用いて 1日に 1度,1 度に 5回

の関節可動域運動を週に 5 日行うこと

で関節拘縮の発生が予防されるのかを

実験的に検証した．関節固定群，関節運

動群に分けた．関節運動群は 1日に関節

可動域の往復運動5回1セットを4週間

負荷した．関節固定から 5 週間後，膝関

節の関節可動域を測定した．その結果，

週 5日，1度に 5回の関節運動を実施す

ることで関節拘縮の発生を予防するこ

とはできないことが明らかとなった． 

本人担当部分：実験を実施した． 

共同発表者：龍田尚美，秋山純一，野中

紘士，中嶋正明 



14 人工炭酸泉浴の創傷治癒

促進効果 
- 

平成 19 年 5

月 

第 42 回日本理学療法

学術大会（新潟） 

人工炭酸泉浴の創傷治癒促進効果の基

礎的検討を目的とし，人工炭酸泉浴の適

用による創傷治癒の促進効果について

ラット創傷モデルを作成し検討した．人

工炭酸泉水は湯浴群に比べ創部の完治

に要した日数が 67.2%にまで短縮した．

創傷面積の縮小率は人工炭酸泉浴群で

有意に促進された．VEGF や bFGF などの

強力な血管新生因子の発現が促される

ため難治性外傷に対してもかなりの治

癒促進効果を発揮することが示唆され

た． 

本人担当部分：実験を実施した． 

共同発表者：中嶋正明，速水明香，野中

紘士，龍田尚美，秋山純一 

15 クーリングダウンによる

運動誘発性筋損傷抑制効果

の検討 

- 
平成 19 年 5

月 

第 42 回日本理学療法

学術大会（新潟） 

運動後のクーリングダウンが運動誘発

性筋損傷を抑制するかどうかを実験的

に検討した．ラットにトレッドミルで下

り坂走行を負荷し，筋損傷を誘発した．

EX+C 群は 20℃の淡水に 30 分間浸し，ク

ーリングダウンを行った．EX 群と EX+C

群の比較では，24，48，72 時間後のい

ずれもクーリングダウン群で組織学的

に筋損傷が少なく G6PD 活性が低値を示

した．運動後のクーリングダウンは筋損

傷抑制に効果があることが示唆された． 

本人担当部分：共同研究につき担当部分

抽出は不可能 

共同発表者：野中紘士，速水明香，秋山

純一，龍田尚美，中嶋正明 

16 運動前の温熱負荷が運動

後の筋損傷抑制に及ぼす効

果 

- 
平成 19 年 5

月 

第 42 回日本理学療法

学術大会（新潟） 

運動前の温熱負荷が運動後のラットヒ

ラメ筋損傷の抑制に及ぼす効果の検討

を目的として，形態学的観察および酵素

化学的測定により検討した．運動群と温

熱負荷+運動群において，筋組織の変性

と組織内に貧食細胞の出現を認め温熱

負荷+運動群の方が運動群に比べ，貧食

細胞の浸潤が少ないことが確認された．

筋損傷のマーカーとされる筋組織内の

G6PD活性は温熱負荷+運動群が運動群に

比べ低下傾向がみられた．運動前の温熱

負荷が運動後の筋損傷の発生を抑制す

ることが示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表内容の検討を行った． 

共同発表者：上田康博，野中紘士，秋山

純一，中嶋正明 

17 関節拘縮予防のための関

節運動負荷条件の検討 
- 

平成 19 年 5

月 

第 42 回日本理学療法

学術大会（新潟） 

関節拘縮の予防の根拠を示す科学的研

究として，1日に 1度，1度に 5回の関

節可動域運動を週に 5日行うことで，関

節不動による関節拘縮の発生を予防す

ることができるのかをラットを用いて

実験的に検証した．その結果，1日に 1

度，1度に 5回の全可動域に及ぶ関節可

動域運動を週に 5日行う条件では関節

拘縮の発生を予防できないことが明ら

かとなった． 

本人担当部分：実験を実施した． 

共同発表者：龍田尚美，秋山純一，野中

紘士，速水明香，中嶋正明 



18 ラットの骨欠損モデルを

用いた低周波治療が骨再生

に及ぼす影響－サイトカイ

ンの変動と組織形態学的変

化による検討 

- 
平成 19 年 5

月 

第 42 回日本理学療法

学術大会（新潟） 

低周波治療の骨折治癒への有効性をラ

ット骨欠損モデルにて検討した．組織学

的検討と血清中の TGF-β1，オステオカ

ルシン濃度の測定した．組織形態学的な

比較検討では，低周波治療には，骨芽細

胞・骨細胞の出現を促進させる効果があ

るという結果が示された．また，サイト

カインの測定の結果では，低周波治療に

より初期の TGF-β1 濃度が高値を示し，

オステオカルシン濃度も上昇する傾向

がみられた．低周波治療は骨再生に有効

な治療であるということが示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案および組

織の形態学的評価，発表内容の検討を行

った． 

共同発表者：吉谷睦美，秋山純一，中嶋

正明，野中紘士，龍田尚美，速水明香 

19 各種酸素濃度環境が皮膚

欠損創治癒に与える影響の

実験的検討－治癒率の測定

と組織学的検討 

- 
平成 19 年 5

月 

第 42 回日本理学療法

学術大会（新潟） 

高圧酸素療法のような大がかりな装置

を用いず，常圧の各種酸素濃度環境下で

の難治性潰瘍の治癒促進効果について

二種の動物を用いて実験を行い，臨床適

用の可能性についてラットとマウスを

用いて検討した．ラットでは 10%群では

治癒率は有意に抑制された．完治するま

での日数の比較では，30%群は通常空気

群に比べて約80%に治癒期間が短縮され

た．しかし，マウスでは効果が見られず

重当たりの換気量や酸素消費率である

ことに関し，抗酸化系酵素保有の違いな

どが起因すると考えられた． 

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容の検討を行った． 

共同発表者：速水明香，秋山純一，野中

紘士，中嶋正明 

20 運動前の温熱負荷による

運動誘発性筋損傷予防効果

についての検討 

- 
平成 20 年 5

月 

第 43 回日本理学療法

学術大会（福岡） 

運動前の温熱負荷がマウスの運動誘発

性筋損傷を予防するか,生化学的および

形態学的に検討した．温熱負荷を施行し

たマウス大腿四頭筋には Heat shock 

protein 70(HSP70)が温熱負荷しないも

のに比べ多くみられた．筋損傷のマーカ

ーとされる筋組織内の G6PD 活性は温熱

負荷+運動群が運動群に比べ低かった．

組織像において温熱負荷+運動群の方が

運動群に比べ,損傷線維が少ないことが

確認された．運動前の温熱負荷が HSP70

を発現させ，運動誘発性筋損傷を予防す

ることが示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：野中紘士，秋山純一，中嶋

正明，龍田尚美 



21 低酸素，高酸素中での過

運動負荷による筋損傷の変

化に関する研究－組織形態

学観察および G-6-PDH 活性測

定による検討 

- 
平成 20 年 5

月 

第 43 回日本理学療法

学術大会（福岡） 

通常酸素から低酸素及び高酸素チャン

バー内に暴露され，運動療法またはトレ

ーニングを実施した場合，酸素濃度によ

って筋損傷の発生にどのような変化が

生じるかを，形態的観察および酵素化学

的測定により検討した．組織学的検討で

は 10%酸素濃度で 20%酸素濃度に比べ損

傷線維が少ない傾向にあった．50%酸素

濃度は 20%酸素濃度と比べ差はなかっ

た．G6PDH 活性は各酸素濃度間で差はな

かった．本研究より，低酸素環境下で運

動療法を実施した場合，筋損傷を抑制で

きる可能性が示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案と組織の

形態学的評価，G6PDH 活性の測定，発表

内容の検討を行った． 

共同発表者：倉田和範，中嶋正明，野中

紘士，都能槙二，迎山昇平，秋山純一 

22 ラット膝関節運動負荷試

験装置の試作（第 2報） 
- 

平成 20 年 5

月 

第 43 回日本理学療法

学術大会（福岡） 

ラット膝関節の可動域測定，関節運動を

高い再現性のもとに正確に負荷できる

装置を制作した．本装置のラットの体幹

および下腿の固定性は，十分に満足でき

るものであった．ゆえにラットの膝関節

にかかる抵抗値が 0.049Nm に達すると

関節運動方向は反転し，スムーズな屈曲

伸展運動を繰り返すことができた．本装

置を使うことで様々な関節運動負荷条

件の下で，すべてのラットに高い再現性

の元に同条件で関節運動を負荷するこ

とが可能となった． 

本人担当部分：実験を実施した． 

共同発表者：中嶋正明，大久保康，龍田

尚美，秋山純一，野中紘士，山本浩司 

23 関節拘縮予防を目的とし

た温熱療法(温水負荷)の効

果－ラット関節固定モデル

を用いた実験的研究 

- 
平成 20 年 5

月 

第 43 回日本理学療法

学術大会（福岡） 

温水負荷による温熱療法が関節拘縮の

発生予防に効果があるのかを検討した．

対照群，温熱療法群のどちらも膝関節を

屈曲 90°で固定し，温熱療法群は 41℃

の温水水で 15 分間温熱療法を行った． 

4，6週後の関節可動域は対照群に比べ

温熱療法群で大きかった．本研究で，温

熱療法によって関節不動による関節可

動域の減少が抑制されることが明らか

になった． 

本人担当部分：研究計画を立案し，実験

を実施した． 

共同発表者：都能槙二，中嶋正明，倉田

和範，迎山昇平，龍田尚美，野中紘士，

秋山純一 



24 関節可動域運動による関

節拘縮の発生予防効果(第 2

報)－ラット関節拘縮モデル

を用いた実験的検討 

- 
平成 20 年 5

月 

第 43 回日本理学療法

学術大会（福岡） 

関節運動の週あたりの実施日数と関節

拘縮予防効果の関連を検証した．ラット

を対照群，持続関節固定群，週 1日関節

運動群，週 3 日関節運動群，週 5日関節

運動群の 5群で実験を行った．結果とし

て，関節可動域は関節運動実施頻度が多

いほど維持された．形態学的には持続固

定群と 1日関節運動群の関節腔内に多

量の結合組織の増殖と癒着が確認され

たが，3日，5 日関節運動群は関節腔内

の結合組織の増殖は見られなかった．本

研究より，関節可動域の実施頻度の違い

による拘縮予防効果との関連が明らか

になった． 

本人担当部分：実験を実施し，組織の形

態学的評価を行った． 

共同発表者：龍田尚美，中嶋正明，秋山

純一，野中紘士，川上照彦 

25 ハムストリングスの同時

収縮を伴う等尺性収縮大腿

四頭筋筋力増強運動の考案

－筋電図学的検証 

- 
平成 20 年 5

月 

第 43 回日本理学療法

学術大会（福岡） 

ハムストリングスの収縮を伴う等尺性

収縮を用いた大腿四頭筋筋力増強運動

を考案し，筋電図学的に検証した．健常

男子学生 15 名を対象とし，背臥位にて

優位側の股関節，膝関節を 90 度屈曲位

で固定し，等尺性収縮による各種角度で

蹴り出しを行った．大腿四頭筋の筋活動

は-60 度から 45 度にかけて増加するの

に対し，ハムストリングスの筋活動は減

少した．ハムストリングス/大腿四頭筋 

割合(H/Q ratio)は-60 度から 45 度にか

けて減少した．本研究より，骨盤に対す

る蹴り出し方向によりH/Q ratioのコン

トロールが可能であることが明らかに

なった． 

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容の検討を行った 

共同発表者：江木翔平， 柳田恵美， 森

本訓代， 野中紘士， 中嶋正明 

26 ピラティスによる体幹屈

曲運動時の腹部筋活動様式

の筋電図学的解析 

- 
平成 20 年 9

月 

第 63 回日本体力医学

会大会大会（大分） 

ピラティスによる体幹屈曲運動時の腹

部筋活動様式の特徴を筋電図学的に解

析した．健常成人 11 名に通常の体幹屈

曲運動とピラティスによる体幹屈曲運

動を実施させ，右側腹直筋(RA)，内腹斜

筋(IO)の積分筋電図を測定した．通常の

体幹屈曲運動に比べピラティスによる

体幹屈曲運動では IO の筋活動が高いこ

とが認められた．加えて，ピラティスに

よる体幹屈曲運動は通常の体幹屈曲運

動に比べ IO/RA ratio が高値を示した．

本研究により，ピラティスによる体幹屈

曲運動は通常の体幹屈曲運動より IO 活

動の割合が大きいことが示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：野中紘士，中嶋正明，龍田

尚美，秋山純一 



27 床励振を受ける立位姿勢

人体の筋張力に関する検討 
- 

平成 23 年 3

月 

日本機械学会関西支

部第 86 期定時総会講

演会（京都） 

立位姿勢にある人体の床励振に対する

応答と安定性の基本的な現象について

検討した．その結果，以下が明らかにな

った． (1)若年者では足首まわりの筋肉

群に負担がかかりやすく，高齢者では腰

や膝まわりの筋肉群に負担がかかりや

すい．(2)高齢者の重心位置の移動範囲

は若年者に比べて小さくなる．(3)高齢

者の方が若年者に比べ，筋肉への負担が

大きい傾向にある． (4)電車のブレーキ

等の加速度外乱を受けると，高齢者では

若年者の 2倍の負担がかる場合もある． 

本人担当部分：モーションキャプチャー

による動作解析を行った． 

共同発表者：杉本太志，伊藤智博，新谷

篤彦，中川智皓，奥田邦晴，野中紘士 

28 ヒト立ち上がり動作支援

に関する基礎検討 
- 

平成 23 年 3

月 

日本機械学会関西支

部第 86 期定時総会講

演会（京都） 

ジャイロセンサと本研究で製作した床

反力計を用い，立ち上がり実験を行っ

た．実験により，座面高さの異なる椅子

から立ち上がる際のヒトの挙動を把握

し，単純化したヒトの解析モデルを構築

して，立ち上がり挙動を分析した．実験

データから，立ち上がり動作中の角度や

各速度を算出した．さらに椅子の座面高

さによる立ち上がり挙動の有意な違い

について考察を行った．また，ラグラン

ジュ方程式を用いて得られた運動方程

式に，角度等の実験データを代入し，

時々刻々の関節トルク等を逆解析によ

り得た． 

本人担当部分：モーションキャプチャー

による動作解析を行った． 

共同発表者：高井飛鳥，伊藤智博，新谷

篤彦，中川智皓，奥田邦晴，野中紘士 

29 人工炭酸泉浴による損傷

骨格筋の再生促進効果につ

いての検討 

- 
平成 23 年 5

月 

第 46 回日本理学療法

学術大会（宮崎） 

炭酸泉浴による損傷骨格筋の再生促進

効果について検討した．ラットを非損傷

群(NI)，損傷コントロール群(IC)，損傷

温浴群(FW)，損傷炭酸泉群(CO2)に分け，

IC 群，FW 群，CO2 群のラット左前脛骨

筋に損傷を誘発し，損傷 1 日後から，FW

群，CO2 群のラットに 37℃で 30 分間，

温浴または炭酸泉浴を 1日 1回，週 5日

行った．その結果，損傷の 2週間後，炭

酸泉浴により損傷前脛骨筋の筋核数と

筋線維横断面積の回復が促進すること

がわかった． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：野中紘士，井東あゆみ，森

潤一，龍田尚美，秋山純一，岩田晃 



30 人工炭酸泉浴による損傷

骨格筋の再生促進効果の可

能性についての検討 

- 
平成 23 年 9

月 

第 66 回体力医学会大

会（山口） 

本研究は，炭酸泉浴による損傷骨格筋の

再生促進効果を検討した．ラットを非損

傷群 (NI 群)，損傷群 (IC 群)，損傷＋

淡水浴群 (FW 群)，損傷＋人工炭酸泉浴

群 (CO2 群)に分けた．IC 群，FW 群，CO2

群のラット左前脛骨筋に筋損傷を誘発

させた．筋損傷誘発の 1日後から IC 群，

CO2 群のラットは 37℃で 30 分間のそれ

ぞれ，淡水浴または炭酸泉浴を1日1回，

3日間，負荷された．その結果，損傷筋

のMyogeninおよびM-cadherinは CO2群

で IC 群，FW 群に比べて高値を示した．

結果より，人工炭酸泉浴は損傷骨格筋の

再生を促進する可能性を示した． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：野中紘士，秋山純一，龍田

尚美，岩田晃 

31 アキレス腱損傷動物実験

モデルを用いた人工炭酸泉

浴の腱組織治癒に与える影

響の検討 

- 
平成 23 年 9

月 

第 66 回体力医学会大

会（山口） 

炭酸泉浴の損傷腱組織の修復に対する

治癒効果について検討した．人工炭酸泉

群，さら湯群，コントロール群に 3群に

分けアキレス腱損傷モデルを作成した．

人工炭酸泉群，さら湯群のラットは 35

度の人工炭酸泉浴，さら湯浴を各々1日

1回行った．その結果，人工炭酸泉群で

は，結合組織の再生亢進が観察され，加

えて腱組織再生修復の亢進が観察され

た．本研究より，人工炭酸泉浴が腱組織

の損傷治癒を促進することが確認され

た． 

本人担当部分：研究計画の立案し，実験

を実施した．また発表内容の検討を行っ

た． 

共同発表者：森潤一，秋山純一，野中紘

士，龍田尚美，中嶋正明 

32 立位時の足部接地位置に

着目した重心可動域の基礎

実測 

- 
平成 24 年 3

月 

日本機械学会関西支

部第 87 期定時総会講

演会（吹田） 

本研究では立位時の足部接地位置によ

る重心可動域の変化について，実測デー

タに基づき考察した．その結果，足間隔

を広げると重心可動域が広がることを

定量的に示した．後方よりも前方の重心

可動域の方が広いことが分かった． 

本人担当部分：モーションキャプチャー

による動作解析を行った． 

共同発表者：中川智皓，新谷篤彦，伊藤

智博，奥田邦晴，野中紘士 

33 可搬型計量床反力系の開

発 
- 

平成 24 年 5

月 

第 47 回日本理学療法

学術大会（兵庫） 

乳幼児の立ち上がりや歩行等を測定す

ることを目的とした，g 単位の荷重を計

測可能となる床反力計を開発し，その計

測精度について検討した．その結果，開

発した可搬式計量床反力計は g 単位の

荷重の記録をより正確に計測できるこ

とが可能であった． 

本人担当部分：研究計画を立案し，実験

を実施した． 

共同発表者：米津亮，野中紘士，清水順

市，崎田博之，岩田晃，瓦井義広，山下

典子，吉岡学，奥田邦晴 



34 ラットの骨折モデルを用

いた人工炭酸泉浴の骨折治

癒に与える影響－TGF-β濃

度の変動と組織形態学的変

化による検討 

- 
平成 24 年 5

月 

第 47 回日本理学療法

学術大会（兵庫） 

本研究はラットを用いて脛骨骨折モデ

ルを作成し，人工炭酸泉浴の骨折に対す

る治癒促進効果について検討した．その

結果，人工炭酸泉浴には骨折後早期の

TGF-β濃度の上昇作用と，骨芽細胞分化

促進作用があり，優れた骨折治癒促進効

果を有することを示した． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験を実施した． 

共同発表者：高須賀純一，矢田智大，森

潤一，野中紘士，龍田尚美，秋山純一 

35 ラット肉離れモデルにお

ける筋形質膜，基底膜の組織

学的検討 

- 
平成 24 年 5

月 

第 47 回日本理学療法

学術大会（兵庫） 

本研究では打撲と肉離れという異なる

筋損傷を誘発した場合の，筋形質膜，基

底膜の損傷について検証した．その結果

打撲では筋形質膜は破壊され，基底膜は

残存していた．肉離れ損傷も打撲と同様

の組織像を示した．本研究より，打撲と

肉離による筋損傷は筋形質膜と基底膜

の損傷の特徴が似ていることが示され

た. 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施と組織切片作成・染色を行

い形態学的評価を行った． 

共同発表者：岩田晃，野中紘士 

36 運動時換気および呼吸時

間に対する呼息時低周波電

気刺激の効果－健常人によ

る予備的検討 

- 
平成 24 年 11

月 

第 22 回日本呼吸器ケ

ア・リハビリテーショ

ン学会学術集会（福

井） 

本研究の目的は，運動中の呼息を促通さ

せるために電気刺激を用いたフィード

バック（ESVF）を行い，その効果と安全

性を明らかにすることである．健常成人

23 名を ESVF 群と対照群に割り付けた．

対象者は呼吸練習において，呼気延長の

呼吸パターンを練習し，その呼吸法を運

動中も維持するように指導された．運動

中と運動後の呼気/吸気時間比において

対照群と比較して ESVF 群が有意に高値

を示した．また，ESVF による副作用が

認められなかったことから ESVF は運動

中の呼吸法を習得させるツールになり

得ることが明らかとなった． 

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容を行った。 

共同発表者：山原純，野中紘士，藤川薫，

小川和哉，伊藤健一 

37 高齢 COPD 患者に対する呼

息時低周波電気刺激の効果 
- 

平成 24 年 11

月 

第 22 回日本呼吸器ケ

ア・リハビリテーショ

ン学会学術集会（福

井） 

24名の高齢 COPD患者を対照群と呼息時

低周波電気刺激群に割り付け，安静時お

よび運動時の換気機能の変化から，呼息

時低周波電気刺激の効果を検証した．結

果より呼息時低周波電気刺激は換気機

能を有意に改善することが明らかとな

った． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ解析を行った． 

共同発表者：伊藤健一, 野中紘士, 濃添

建男, 奥田みゆき 



38 赤なた豆からのレクチン

の精製とその性質 
- 

平成 25 年 5

月 

日本家政学会第 65 回

大会（東京） 

赤なた豆からレクチンを精製し，その化

学的性質を ConA と比較した．赤なた豆

からの精製レクチンは電気泳動で均一

なバンドを示した．両レクチンのこのバ

ンドの位置は近似しており，太いバンド

からなる分子量1万前後のA鎖とB鎖の

2種類のレクチンで構成されていたの

で，A，B鎖のタンパク質配列を N末端

から 20 配列まで分析した結果，両者は

同一の配列をしていた．さらに，なた豆

レクチンは ConA と極めて類似したアミ

ノ酸組成をしていた．以上の結果より，

なた豆レクチンは ConA と類似した化学

組成を持つレクチンと推定された． 

本人担当部分：電気泳動およびタンパク

質配列測定の一部を担当した． 

共同発表者：畦五月，野中紘士，秋山純

一 

39 高齢 COPD 患者に対する呼

息時低周波電気刺激の効果 
- 

平成 25 年 5

月 

第 48 回日本理学療法

学術大会（名古屋） 

高齢 COPD 患者に対して呼息時低周波電

気刺激（PESE）を用い，その効果を，安

静時および運動時の換気機能や酸素摂

取量に着目し検討した．本研究の結果よ

り PESE が安静時および運動時の換気効

率を改善することが明らかとなった．ま

た，その際には PESE が仕事量増大の指

標になり得る VO2／W の増大を誘発しな

いことが証明された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ解析を行った． 

共同発表者：伊藤健一，野中紘士，濃添

建男，奥田みゆき，川村博文 

40 倒立振子型車両乗車時の

筋負担の定量評価に関する

基礎検討 

- 
平成 25 年 9

月 

日本機械学会 2013 年

度次大会（岡山） 

倒立振子型車両乗車時の筋負担につい

て実験的評価を行った．乗車することで

上肢の筋負担が増加していることがわ

かった．また，6ケ所の筋肉群に関して

筋負担が大きいことがわかった．さら

に，車両と人間モデルの連成モデルを構

築し，実験と同様の条件で数値解析を行

った．その結果，胴体の筋負担の評価に

ついてさらなる検討が必要であること

がわかった． 

本人担当部分：モーションキャプチャー

による動作解析を行った． 

共同発表者：山下雄人, 中川智皓, 野中

紘士, 新谷篤彦, 伊藤智博 



41 気相中の高濃度炭酸ガス

が褥瘡治癒に与える影響－

ラットを用いた難治性創傷

モデルによる検討 

- 
平成 26 年 5

月 

第 49 回日本理学療法

学術大会（横浜） 

気相中の高濃度炭酸ガスが難治性創傷

モデルに与える影響について検討した．

ラットをコントロール群， 0.5％CO2 

群， 2％CO2 群に分け，全ラットに難治

性創傷を作成した．0.5％CO2 群，2％CO2 

群に対し，1 日 1 回 40 分，週 5 回の

頻度で 8 週間，高濃度炭酸ガス暴露を

行った．その結果，2％CO2 群は治癒の

促進が認められた．TGF-β1 はコントロ

ール群と比較して 2％CO2 群 4 日目に

おいて高値を示した．真皮結合組織形成

は 2％ CO2 群で促進した．本研究より，

気相中の高濃度炭酸ガスが難治性創傷

の治癒を促進することが明らかとなっ

た． 

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容の検討を行った． 

共同発表者：前川美幸，中村友貴，矢代

梓，野中紘士，森潤一，秋山純一 

42 マウスを用いたビタミン

D3 の経口投与による学習能

力に与える影響－受動的回

避試験と脳内のセロトニン

濃度測定による検討 

- 
平成 26 年 5

月 

第 49 回日本理学療法

学術大会（横浜） 

マウスにビタミン D3 の経口投与を行

い，受動的回避試験による学習効果と明

暗弁別回避学習の習得や空間記憶に関

与するとされる脳内セロトニン濃度の

変動について検討を行った．その結果，

ビタミン D3 投与は 学習効果を高めた．

脳内のセロトニン濃度はビタミン D3 投

与で高値を示した．以上より，ビタミン

D3 が学習能力に有意性を与えることが

確認された． 

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容の検討を行った． 

共同発表者：中村友貴，前川美幸，矢代

梓，野中紘士，森潤一，秋山純一 

43 脳性まひ児への新しい短

下肢装具の開発を目的とし

た異分野研究の試み 

- 
平成 26 年 5

月 

第 49 回日本理学療法

学術大会（横浜） 

脳性まひ児がより効率的な運動を実施

できる短下肢装具の開発するため，リハ

ビリテーション学的知見と工学的知見

を融合させた異分野研究に取り組んだ．

その結果，脳性まひ児の動作をコンピュ

ータ上で再現できる人間モデルを構築

することで，試作したいと考える短下肢

装具の設計を容易に考案できるように

なった． 

本人担当部分：研究計画の立案を行っ

た． 

共同発表者：米津亮，草田俊介，中川智

皓，新谷篤彦，崎田博之，三木由紀子，

瓦井義広，Abbas Abdorahmani，野中紘

士，谷口芙紗子，伊藤智博，奥田邦晴 



44 小型 3軸加速時計を用い

た静止立位時の重心動揺評

価 

- 
平成 26 年 5

月 

第 49 回日本理学療法

学術大会（横浜） 

面に装着した小型 3軸加速度計を用い

て静止立位時の身体重心加速度

（COGacc）を推定し，3次元動作解析装

置で求めた COG との比較からその有用

性を検討した．その結果，COG と COGacc

の実効値，最大振幅 ML 成分に有意な差

は認められず，非線形解析ではカオス性

が確認されたが，AP 成分に有意な差が

認められ COGacc と COG で振幅が異な

る可能性が示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ解析を行った． 

共同発表者：山中悠紀，野中紘士，山本

洋之，村上仁之，石井禎基 

45 室内有酸素運動における

映像の効果 
- 

平成 26 年 9

月 

第 33 回日本臨床運動

療法学会学術集会（大

阪） 

トレッドミルを用いた屋内有酸素運動

中の「映像視聴」が及ぼす身体への影響

について検討した．24 名の健常女子大

学生を映像視聴「あり」群と「なし」群

の２群に割り付けトレドミル歩行を行

い,疲労指標や呼吸代謝指標,換気能力

指標を測定した．身体的疲労感と精神的

疲労感はともに 2群間で有意な差は認

められなかった．一方で VO2,METS,EE に

ついては,いずれも「あり」群が「なし」

群に比べ有意に高い値を示した．本研究

結果から,運動中の映像視聴は映像「な

し」での運動と変わらぬ疲労感で効率の

良い運動が可能となることが示唆され

た． 

本人担当部分：研究計画の立案し，生理

学的視点から結果を解釈し，発表内容の

検討を行った． 

共同発表者：小西隆幸，杉山友香，谷口

結子，藤井愛美，野中紘士，伊藤健一 

46 エアマットレスは臥床時

の「換気」を制限するか－健

常者による基礎的研究 

- 
平成 26 年 10

月 

第 24 回日本呼吸ケ

ア・リハビリテーショ

ン学会学術集会（奈

良） 

健常者を対象に，エアマットレスが臥床

中の呼吸機能に与える影響を明らかに

した．対象者にはエアマットレスと標準

マットレス上にて臥位を取らせ，一回換

気量，呼吸数などの呼吸機能を測定し比

較した．エアマットレス上臥位と標準マ

ットレス上臥位の間で呼吸機能に有意

差は認められなかった．胸郭のコンプラ

イアンスの良い者についてはエアマッ

トレスを使用しても，呼吸機能に変化を

及ぼさないことが明らかになった．     

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容の検討を行った． 

共同発表者：井上貴裕，伊藤健一，野中

紘士 



47 各種植物レクチンのマウ

ス脾細胞を使用したマイト

ジェン活性と NK 活性 

- 
平成 27 年 5

月 

日本家政学会第 67 回

大会（岩手） 

サトイモレクチン，ナタマネレクチン，

キントキマメレクチンを生成し，それぞ

れのレクチンのマイトジェン活性と NK

活性を ConA レクチンと比較した．ConA

と比べサトイモレクチン，ナタマメレク

チンに強いマイトジェン活性を認めた

が，キントキマメレクチンのそれは低か

った．4種類のレクチンの羊赤血球を指

標とした凝集活性は，サトイモレクチン

が最も弱い結果であったこれらレクチ

ンを加熱した場合には，凝集活性は認め

られるもののマイトジェン活性が消失

したレクチンもあった 一部レクチンに

は NK 活性も認められ，一部のレクチン

は免疫活性化に関与する可能性が考え

られた. 

本人担当部分：NK 活性の測定を行った． 

共同発表者：畦五月，秋山純一，野中紘

士 

48 強制呼気筋の強度別筋活

動パターンの解明－無作為

割付，シングルブラインドに

よる検討 

- 
平成 27 年 6

月 

第 50 回日本理学療法

学術大会（東京） 

呼吸リハビリテーションにおける呼吸

筋トレーニングを効率良く実施するた

めに，強度別筋活動パターンを検討し

た．10%PEmax, 20%PEmax，30%PEmax の

抵抗を負荷した呼息時の腹直筋と内腹

斜筋，外腹斜筋の活動量を評価した．３

つの筋のうち,最も大きな活動量を示し

たのは内腹斜筋であった．ただし，その

活動量は 30%PEmax の負荷であっても

20%MVC 以下であった．通常の呼吸筋ト

レーニングでは 30%PEmax 程度の負荷が

推奨されるが,生理学的な視点でみた場

合，その負荷は弱すぎることが示唆され

た． 

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容の検討を行った． 

共同発表者：大木敦司，松中千明，野中

紘士，伊藤健一 

49 加熱による各種植物性食

品中のレクチンの変性 
- 

平成 28 年 5

月 

日本家政学会第 68 回

大会（名古屋） 

ボイルした食品からレクチンを精製し，

生のレクチンとの比較を試みた．金時マ

メとサトイモの試料においては，生と加

熱した状態では精製にあたってカラム

樹脂の種類が異なった．また電気泳動に

よるバンドの位置から生とは異種のタ

ンパク質に変性している可能性が推測

された．また，調理条件のわずかな違い

によりレクチンが熱変性していった可

能性が示唆された．ブロッコリーレクチ

ンについては，生ではマウス血球で全く

活性が検出されなかったが，加熱により

HA 活性を示し，その分子量は 200 万付

近の高分子になっていた． 

本人担当部分：電気泳動による測定を担

当した． 

共同発表者：畦五月，秋山純一，野中紘

士 



50 マスクを用いたスパイロ

メトリの妥当性と再現性 
- 

平成 28 年 10

月 

第 26 回日本呼吸ケ

ア・リハビリテーショ

ン学会学術集会（横

浜） 

マスクを用いたスパイロメトリの妥当

性と再現性を検証した．健常大学生 48

名の対象者に対し，マウスピース（MS）

とマスク（FS）を用いたスパイロメトリ

を実施した．計測項目は肺活量，一回換

気量，最大吸気量，1秒量，1秒率であ

る．今回計測した全ての項目において

MS と FS とで高い相関が認められた．同

様に全ての項目の 1 回目データ と 2

回目データとで高い級内相関が認めら

れた．本研究結果より，スパイロメトリ

の際にマウスピースの代わりにマスク

を用いることが可能であることが明ら

かとなった． 

本人担当部分：結果解析および発表内容

の検討を行った． 

共同発表者：伊藤健一, 野中紘士, 武田

匠平, 西川剛史, 奥田みゆき 

51 加熱調理したキントキマ

メレクチンのマウス細胞へ

の影響 

- 
平成 29 年 5

月 

一般社団法人日本家

政学会第69回大会(奈

良) 

本研究は，加熱したキントキマメに含有

されるレクチンの生体への影響を検討

することを目的とした．加熱試料から得

られたレクチンは，画分ごとに異なった

阻害糖を示し，この糖は生試料から生成

されたレクチンとは異種であった．生レ

クチンの耐酵素性は認められたが，加熱

試料の画分ごとの耐性は異なった．生レ

クチンは B16 細胞に対する成長阻害を

示したが，同濃度で細胞に添加した加熱

レクチンは増殖作用を示した． 

本人担当部分：B16 細胞の成長阻害効果

の測定および結果の解析を行った． 

共同発表者：畦五月，秋山純一，野中紘

士，森秀治，豊村隆男，渡邊政博，中田

理恵子 

52 ラット高齢期低強度運動

による末梢神経の修復・再生

に対する促進効果 

-血清と末梢神経組織の脳由

来神経栄養因子（BDNF）・BDNF

受容体（NTRK2）発現量解析

に着目して 

- 
平成 30 年 3

月 

第 19 回日本健康支援

学会年次学術大会（京

都） 

本研究では，高齢ラットに継続的な低強

度運動を実施し，血清と末梢神経組織の

BDNF および NTRK2 発現量解析により血

中から末梢神経組織への輸送が生じて

いるかを検討した．また，末梢神経組織

のBDNFおよびNTRK2量が増加した場合，

有髄線維の修復促進作用によって有髄

線維の形態が改善するか組織学的に検

討した．その結果、高齢ラットの 2週間

の低強度運動実施から，血中 BDNF と

NTRK2の一部は末梢神経組織に輸送され

ることが明らかとなった．また，末梢神

経組織の BDNF と NTRK2 の増加によりシ

ュワン細胞と軸索の修復シグナル伝達

が促進され，有髄線維の形態を改善させ

ることが考えられた． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：崎田正博，村上慎一郎，村

田伸，野中紘士，栗山みちる，小山梨穂，

斉藤彩夏，中田明里，齊藤貴文，磯部航，

熊谷秋三 



53 女性高齢者の浮き趾と身

体機能との関係 
- 

平成 30 年 3

月 

第 19 回日本健康支援

学会年次学術大会（京

都） 

本研究は，足底圧分布測定器を用いて浮

き趾の有無を判定し，上下肢筋力，全身

柔軟性，立位バランス，歩行などの身体

機能と浮き趾との関連を検討した．体力

測定会に参加した 65 歳以上の女性高齢

者 199 名を対象に浮き趾の有無，握力，

足趾把持力，大腿四頭筋力，長座体前屈

距離，開眼片脚立位時間，30 秒椅子立

ち上がりテスト(CS-30)，Timed Up & Go 

Test(TUG)，5ｍ最速歩行時間(5MWT)を測

定した．その結果，浮き趾がある女性高

齢者は足趾把持力が有意に低下したが，

歩行などの身体機能との関連は認めら

れなかった．また，浮き趾群では非浮き

趾群に比べ柔軟性が低下し，身長が低い

結果となり，高齢者特有の姿勢異常が関

与している可能性が予測された． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘

明，内藤紘一，安彦鉄平，白岩加代子，

野中紘士，堀江淳 

54 地域在住高齢者における

プレサルコペニアの身体・認

知・心理機能特性 

- 
平成 30 年 3

月 

第 19 回日本健康支援

学会年次学術大会（京

都） 

本研究は、地域在住の女性高齢者を対象

に、正常な筋肉量を有する高齢者と比較

することで、筋肉量低下を生じたプレサ

ルコペニア高齢者の身体・認知・心理機

能の特性を明らかにすることを目的と

した。対象とした 199 名の女性高齢者の

うち、正常筋肉量群は 142 名（71.4％）、

プレサルコペニア群が 49 名（24.6％）

であった。サルコペニアの判定項目およ

び身体機能の比較では、プレサルコペニ

ア群で SMI（p<0.01）、握力（p<0.01）、

膝伸展筋力（p<0.01）、上体起こし

（p<0.01）は有意に低値を示した。一方、

通常歩行速度、最速歩行速度、長座体前

屈距離、開眼片足立ち時間、CS-30、TUG

においては、両群間に有意な差を認めな

かった。また、認知機能および心理機能

においても、すべての項目で両群間に有

意な差を認めなかった。本研究結果よ

り、サルコペニアの予防には、高齢者の

早期の筋力低下を把握することは重要

であり、筋肉量の測定がその重要な指標

となる可能性が示された。 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：森耕平，村田伸，白岩加代

子，安彦鉄平，岩瀬弘明，内藤紘一，野

中紘士，中野英樹，堀江淳 



56 加熱調理したサトイモレ

クチンが免疫細胞へ与える

影響 

- 
平成 31 年 5

月 

一般社団法人日本家

政学会第71回大会(徳

島) 

本研究では，生及び加熱したサトイモか

ら精製した糖阻害，酵素耐性，さらには，

生体に与える影響を免疫に関する遺伝

子を指標に検討した．その結果，加熱試

料から得られたれクチン（加熱レクチ

ン）の阻害糖の種類は，活性のある文革

では同一種類の糖であったが，その阻害

濃度は分画ごとに異なった．また，生試

料から精製されたレクチン（生レクチ

ン）と加熱レクチンとは阻害糖の種類は

若干異なった．また，生レクチンの耐酵

素性は認められたが，加熱試料のクロマ

トグラフィー分画ごとのその耐性は異

なった．さらに，マウス腹腔マクロファ

ージを生レクチン，および加熱レクチン

で処理した結果，LPS 誘導による炎症反

応が抑制されることが明らかとなった． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：畦五月，秋山純一，野中紘

士，森秀治，豊村隆男，渡邊正博，中田

理恵子 

57 低学年の児童における運

動イメージ想起能力と身体

特性および運動能力との関

連 

- 令和2年 3月 

第 21 回日本健康支援

学会年次学術大会（那

覇） 

本研究は，低学年の児童を対象に，運動

イメージ想起能力が良好な児童と不良

な児童の身体特性および運動能力を比

較し，運動イメージ想起能力の運動能力

への関与について検討した．その結果，

メンタルローテーション課題の正答率

は全体 57.4±24.1%（174 名），良好群

89.6±7.6%（50 名），不良群 24.1±7.4%

（43 名）であった．不良群と比較して

良好群では握力，上体起こし回数，体支

持時間，立ち幅跳び距離が有意に高い値

であり，両足飛び越し時間が有意に低い

値であった．一方，月齢，身長，体重，

ローレル指数，性別，骨格筋量，長座体

前屈距離に有意差は認められなかった．

本研究結果より，低学年では運動イメー

ジ想起能力の高い児童は，低い児童と比

較して運動体力および運動技能が高い

ことが示された．これらの結果から，運

動イメージ想起能力は子どもの運動能

力に影響する因子であることが示され

た． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：安彦鉄平，大野真悠，村田

伸，兒玉隆之，甲斐義浩，宮﨑純弥，宮

地諒，野中紘士，久保温子，満丸望，田

中真一 



58 地域在住高齢者における

歩行速度とヘルスリテラシ

ーの関連 

 

- 令和2年 3月 

第 21 回日本健康支援

学会年次学術大会（那

覇） 

本研究は，地域在住高齢者の歩行速度と

ヘルスリテラシー，年齢や身体機能との

関連を検証することを目的に行った．歩

行速度で 2群に分けた結果，1.3m/sec

以上群は 206 名，1.3m/sec 未満群は 49

名であった。有意差を認めた指標は，年

齢，身長，教育歴，CCHL，握力，体重比

膝伸展筋力，足趾把持力，長座体前屈，

片足立ち保持時間，CS-30 であった．こ

れらを独立変数，歩行速度を従属変数と

し，ロジスティック回帰分析を実施した

結果，歩行速度に影響する要因として，

年齢（OR:0.940，95%CI：0.884-1.000），

身長（OR：1.055, 95%CI：1.004-1.109），

CCHL（OR：1.174, 95%CI：1.025-1.344），

CS-30（OR：1.151, 95%CI：1.060-1.250）

が抽出され，判別的中率は 83.5％であ

った．歩行速度に影響する要因に年齢，

身長，CCHL，CS-30 が抽出された．歩行

速度に年齢や身長，身体機能だけでな

く，ヘルスリテラシーが独立して影響す

ることが示唆された． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：阿波邦彦，村田伸，岩瀬弘

明，白岩加代子，安彦鉄平，合田明生，

中野英樹，野中紘士，堀江淳 

59 加熱した白花豆からのレ

クチンの精製とその性質 
- 令和2年 5月 

日本家政学会第 72 回

大会（高崎） 

本研究では加熱後の白花豆からレクチ

ンを精製し，その生物学的な性質を特に

レクチンの機能性に着目して研究した．

豆を乾熱と湿熱の条件で加熱した後，含

有されるレクチンをマウス赤血球凝集

活性を指標にしてアフィニティーカラ

ムにて精製した．マウス脾細胞を使用し

てマイトジェン活性を，さらにマウス

B16メラノーマ細胞を使用して細胞増殖

抑制効果を測定した． 

白花豆に含有されているレクチンは，湿

熱及び乾熱の双方の条件でも加熱時間

に関わらず失活は認められなかった．生

と加熱を施した豆からそれぞれ同一の

アフィニティーカラムクロマトでレク

チンを精製した結果，溶出状態に差が認

められた．この結果は熱処理により何等

かの構造変化がタンパク質であるレク

チンに起こったことを示唆している．金

時豆レクチンに認められた B16 メラノ

ーマ細胞に対する増殖抑制作用が，同様

に生の白花豆レクチンにも認められた． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：畦五月，秋山純一，野中紘

士，中田理恵子 



60 地域在住高齢者における

主観的認知機能低下とヘル

スリテラシーの関連 

- 
令和 2年 10

月 

日本ヘルスプロモー

ション理学療法学会 

第 10 回学術集会（京

都） 

本研究の目的は，認知機能低下のない地

域在住高齢者 499 名を対象に，主観的認

知機能低下（Subjective cognitive 

decline: SCD）とヘルスリテラシーの関

連を明らかにすることである．測定項目

は，SCD（Kihon check list-cognitive 

function: KCL-CF），ヘルスリテラシー

（Communicative and Critical Health 

Literacy），認知機能（Mini Mental State 

Examination），注意機能（Trail Making 

Test）抑うつ（5-item version of the 

Geriatric Depression Scale）とし，年

齢と教育歴を聴取した．KCL-CF１点以上

をSCDあり(184名)，0点をSCDなし(315

名)とした．群間比較の結果，ヘルスリ

テラシー，認知機能，抑うつ，年齢，教

育歴に有意差が認められた。続いて SCD

の有無を従属変数，有意な群間差があっ

た項目を説明変数としたロジスティッ

ク回帰分析（強制投入法）を行った結果，

ヘルスリテラシー，抑うつ，年齢が有意

な説明変数であった．この結果から，地

域在住高齢者における SCD 発症には，加

齢，抑うつ症状の他に，ヘルスリテラシ

ーの低さが関連することが示唆された．

ヘルスリテラシーの向上が SCD 発症予

防，ひいては認知機能低下予防につなが

る可能性が考えられる． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：合田明生，村田伸，白岩加

代子，中野英樹，安彦鉄平，野中紘士，

岩瀬弘明，阿波邦彦，堀江淳 



61 加熱調理したサトイモか

らのレクチンの細胞に与え

る影響 

- 令和3年 5月 
日本家政学会第 73 回

大会（神戸） 

レクチンは動植物界に広く分布する

(糖)タンパク質である．レクチンに糖を

認識する特異的な性質があるため，ガン

細胞を認識し，ガン細胞を特異的にアポ

トーシスに導くことも知られている．生

の試料から得られたレクチンの研究は

されているが，本研究では，調理した状

態で得たサトイモレクチンがガン細胞

や，免疫細胞に与える影響について検討

した．冷凍サトイモを一定時間加熱後，

カラムクロマトグフィーにより赤血球

凝集活性を示す画分を採集し，凍結乾燥

し試料とした．対照として生のサトイモ

からもレクチンを精製し，加熱後の試料

から採取した加熱後レクチンと比較し

た．細胞はガン細胞（マウスメラノーマ

細胞，LM8 細胞，Hela 細胞）を使用して

増殖抑制作用を測定した．マウス腹腔内

からマクロファージを採取し，炎症性サ

イトカイン発現量から免疫賦活作用を

検討した．サトイモレクチンは，無加熱

と加熱試料ともに，マウスメラノーマ細

胞には特異性を示さず，LM8 と Hela 細

胞に有意に増殖抑制を示す画分があっ

た．マウスマクファージを使用して免疫

賦活作用を測定した結果，粗抽出レクチ

ンと精製レクチン双方で，生イモ，加熱

イモ双方とも共通に IL-6，IL-1βなど

のサイトカインを有意に低下させた．加

熱した状態のイモに含まれるレクチン

が，生活習慣病予防に有効に作用する結

果が示唆された． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：畦五月，野中紘士，中田理

恵子 

62 ヒト皮膚由来線維芽細胞

における温度の違いが細胞

増殖に与える影響 

- 
令和 3年 10

月 

日 本 物 理 療 法 学 会

（WEB) 

高齢者は低体温であり、皮膚温も低めで

ある。しかし、培養細胞の環境は 37℃

で設定されているため、高齢者の体温を

反映されていないと考えられる。そのた

め、ヒト皮膚由来線維芽細胞を温度環境

の違う状況で培養し増殖を確認した。そ

の結果、コントロール群に比べ 39℃で

有意に増殖し、31・33・35℃で有意に増

殖が抑制された。これらの結果から体温

低下は創傷治癒を抑制する影響があり、

皮膚温の管理が創傷治癒を高める可能

性が考えられた。 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：吉川義之、野中紘士、滝本

幸治、杉元雅晴、前重伯壮、植村弥希子 



63 近赤外線照射はヒト皮膚

由来線維芽細胞増殖に影響

を及ぼさない 

- 令和4年 2月 
日本物理療法研究会 

（WEB) 

近赤外線照射療法は日本褥瘡学会ガイ

ドラインにおいて推奨されている治療

方法であるため、創傷治癒機序を検証す

るために行った研究である。その結果、

近赤外線照射による線維芽細胞の細胞

増殖はみられなかったため、他の因子が

治癒を促進していることが示唆された。

もしくは波長や強度による違いが示唆

された。本研究結果からは創傷治癒機序

を解明できなかったため、継続した研究

の必要性が示唆された。 

担当部分：共同研究につき本人担当部分

の抽出は不可能 

共同演者：吉川義之、野中紘士 

64 生及び加熱処理した白花

豆からのレクチンの分画と

ガン細胞への影響 

- 

 
令和 4年 5月 

日本家政学会第 73 回

大会（佐賀） 

本研究では，加熱した白花豆からレクチ

ンを含む画分を分画し，その機能性をガ

ン細胞増殖抑制作用を指標に評価する

ことを目的とした．北海道産の白花豆を

用い，加熱条件を湿式加熱と乾式加熱の

2本立てとし，水抽出により試料液を得

た．赤血球凝集活性はマウス赤血球を用

いて測定した．細胞増殖抑制活性にはマ

ウス B16 メラノーマ細胞，ヒト子宮ガン

Hela 細胞，ヒト肝臓ガン HepG2 細胞を

使用した．豆の加熱の有無，あるいは加

熱条件の相違による凝集活性及びガン

細胞の増殖抑制作用を MTT 法で検討し

た．100℃，60 分加熱で両方の処理豆中

に凝集活性は存在したため，両方の処理

豆からアフィニティークロマトグラフ

ィーによりレクチンを分画した．三種の

細胞に対して，生豆からと加熱処理豆か

らの分画画分双方において，有意に抑制

活性が存在した細胞もみられた，本結果

は，レクチンを含有する加熱豆を食用と

した場合，食薬として抗ガン作用を示す

可能性が示唆された． 

担当部分：共同研究につき本人担当部分

の抽出は不可能 

共同演者：畦五月，野中紘士，中田理恵

子 



65 培養線維芽細胞における

電気刺激が増殖に与える影

響 

- 令和4年 8月 
第 31 回奈良県理学療

法士学会（奈良） 

本研究では臨床で褥瘡の治癒を促進し

ている電気刺激条件（直流パルス電流刺

激，強度 200µA，周波数 2Hz，電流時間

率50%）を用いた培養細胞実験を実施し，

細胞増殖に及ぼす影響を確認すること

を目的とした．細胞培養プレート 6well

にヒト皮膚由来線維芽細胞を播種し10%

牛血清（FBS）を含む Dulbecco Modified 

Eagle 培地（DMEM）で培養し，播種の 24h

後に 1％FBS および 10％FBS に培地交換

を実施した。その後、電流刺激を 1時間

実施した．細胞数の測定は播種 72 時間

後に測定した。細胞数は、10％FBS の培

地ではコントロール群が(17.6±1.1)×

104 cells/well，電気刺激群が(12.5±

0.4)×104 cells/well であり，細胞数

はコントロール群で有意に多かった

（p<0.05）．1％FBS の培地では、コン

トロール群が(10.4±0.2)×104 

cells/well、電気刺激群が(10.2±0.2)

×104 cells/well であり，有意差は認

められなかった．これらのことから，直

流パルス電流刺激、強度 200µA、周波数

2Hz，電流時間率 50%の電気刺激は細胞

増殖を促進せず，細胞増殖を抑制するこ

とが示唆された． 

担当部分：共同研究につき本人担当部分

の抽出は不可能 

共同演者：吉川義之，野中紘士 

:     

 

 



年月日

平成23年5月

16日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

１　教育方法の実践例

3)臨床的視点の強化を目的とした自験例の提示

国家試験受験生である大阪府立大学総合リハビリ
テーション学部の4年生を対象に国家試験対策の講
義をティーチングアシスタントとして実施した．
国家試験の効率的な勉強方法を，実施者が実際に
使用したテキストや教科書，その使い方などを伝
達した．具体的には，有名参考書を2回解き，その
際，設問毎に考え得る周辺知識をそのテキストに
書き込む．1つの情報を他の類似する情報と紐づけ
ることにより，知識の増大化を図り，自身で作る
国家試験対策用の参考書を持つように促した．最
後に，国家試験対策用のPC問題集で反復的に問題
を解き，自身の苦手領域を把握し対策を取るよう
に促した．その年の国家試験合格率は94.4％で
あった。

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

教 育 研 究 業 績 書

令和5年3月31日

氏名　福原啓太

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

障害者就労支援　統合失調症

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

事項 概 要

精神科リハビリテーション
精神医学
心理学

精神科リハビリテーション　社会的認知　感情

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

1)作業療法士国家試験対策として自身の勉強方法の提
示

2)プレゼンテーションの導入

大阪府立大学地域保健学域の学部生を対象に
ティーチングアシスタントとして，「精神医学
Ⅱ」の科目内で「統合失調症の社会的認知の障害
と支援の方策」という題で合計2日間講義を実施し
た．対象は2年生である．講義内で教科書的な定義
や知識の理解を促すだけでは，臨床経験がほぼ皆
無の学生にとって想像や理解が困難となる．その
ため，できるだけ，詳細に自験例を提示し，学生
に覚えてもらいたい知識を実際の患者に結びつけ
て理解できるように工夫している．自験例は症例
レベルから臨床研究レベルまで幅広く提示してい
る．

大阪府立大学地域保健学域の学部生を対象に
ティーチングアシスタントとして，「精神医学
Ⅱ」の科目内で「統合失調症の社会的認知の障害
と支援の方策」という題で合計2日間講義を実施し
た．対象は2年生である．プレゼンテーション
（Power Pointの使用）により，授業を効率的に実
施することができた．学生は，準備されたプレゼ
ンテーション資料を見ながら，必要に応じて，講
義実施者の口頭説明をそれに書きこむことがで
き，確実に授業内容を把握することができた．ま
た，プレゼンテーションでの提示とその資料配布
により，学生の集中力低下による授業理解の遅れ
を是正に努めた．



年月日事項 概 要

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

6)臨床教育に沿った医学文献を学生に提供し，要約
文・感想文を書かせることによる臨床と研究を架橋す
る能力の指導

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として大阪府
立大学学部生を対象に臨床教育を実施している．
これまでに，臨床講師として4年生2名，1年生4名
を教育指導した。4年生には，特定の患者をケース
として持たせ，6週間評価・治療方法を教育・指導
した．1年生には2日間の実習で，主に精神科患者
との交流を促した．教科書からの勉強だけでは理
解し得ない，生身の患者を前にして実際の臨床現
場を体感してもらい，普段の患者の様子を観察・
評価・治療の一連，または一部を経験できるよう
促した．

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨
床実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教
育を実施した．臨床教育は病院の精神科デイケア
内で実施するため，患者の実生活を垣間見ること
ができない．そのため，積極的に，患者と学生を
病院外に連れ出し，学生に患者の社会生活の実際
を観察させた．例えば，患者の生活範囲や職業訓
練所への順路に患者，学生，臨床講師の3者で出向
き，患者の様子を観察させた．このフィールド
ワーク導入により，学生に精神科患者の病院外で
の生活の一部を把握させた。

4)学外，臨床現場での実践的な臨床指導・教育の実践

5)医療分野における社会人としてのマナー教育 大阪府立大学地域保健学域臨床講師として大阪府
立大学学部生を対象に臨床教育を実施している．
これまでに，臨床講師として4年生2名（各6週
間），1年生4名（各2日間）を教育指導した。臨床
現場における社会人として，患者への対応，職員
への対応を教育した．学生には，「常に明るく」
「笑顔で接する」「元気に挨拶」「対象者を敬
う」といった基本的な接遇・マナーを具体的に伝
え徹底させた．またそれが患者にとって安心につ
ながる支援になるということも教育した．

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨
床実習を受ける4年生2名を対象に臨床教育を実施
した．その際，臨床現場で実際に起こる問題や疑
問に対して，学術論文や著書を提供し，それを読
ませ課題として要約文・感想文を提出させた．こ
れは，臨床現場にて疑問が生じた際，迅速に適切
な文献をレビューし臨床疑問を解決する能力を育
むために実施した．その際，臨床疑問と提供した
文献の趣旨が学生の中で一致するように具体的に
「文献を読んで○○について述べよ」と課題を提
示し指導した．

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨
床実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教
育を実施した．その際，臨床現場で実際に起こる
患者の問題や疑問において，臨床講師の臨床研
究・症例報告の自験例をまとめた文献とその実際
の患者を提示した．それにより学生が，より臨床
的で実践的な技術を磨くことができるよう，また
臨床講師の技術を他の患者でも模倣できるよう指
導した．

7)自己の臨床研究・症例報告の自験例を学生が模倣で
きるように指導

8)学外，病院外において，患者の生活活動範囲での
フィールドワークの導入



年月日事項 概 要

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

令和1年6月14日

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨
床実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教
育を実施した．学生のレポート課題提出におい
て，電子媒体（Word）の提出を試みた．臨床実習
では，通常レポートの書き直しが頻回に起きるた
め，Wordでの課題提出と添削後の返却により，時
間と紙代費用削減に成功した．時間的削減によ
り，効率化が進むため，結果的に，より情報量の
多い教育・指導を学生に提供することができた．
また学生は紙の量が増えずにすむため，情報の整
理を容易にすることができた．

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として大阪府
立大学学部生を対象に臨床教育を実施している．
これまでに，臨床講師として4年生2名，1年生4名
を教育指導した．
全ての学生に，臨床実習終了後にお礼状とは別に
臨床講師宛に教育方針・方法の感想を用意した書
面にて記載してもらった．これにより，臨床講師
は自己の教育方法を振り返ることができ，かつ，
次期学生教育に役立てることができた．具体的な
評価として「全ての疑問に答えてくれてありがた
かった」とのポジティブ意見と「もう少し時間を
かけて指導して欲しかった」などのネガティブな
意見があった．これに対してはその都度教育方針
の訂正ができている．

単位外（授業外）にて、奈良学園大学保健医療学
部リハビリテーション学科作業療法学専攻学部1年
生に対して、「精神科作業療法の実践」について1
時間講義を実施した。学部1年生は、精神医学領域
の作業療法を学ぶ経験がなく、その予備知識もな
い。精神科作業療法に関して学ぶのは2年生前期で
ある。また精神医学領域という特性上、学部生に
はイメージしにくい領域である。そのため、一症
例の紹介を通して、精神科における作業療法の実
践を早期体験講義形式で伝達した。

10)レポート課題提出における電子媒体の利用

9)他職種連携・チーム医療の実践的指導

13)授業外早期体験講義の実施

12)学生による臨床講師への指導に関する評価の活用

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨
床実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教
育を実施した．臨床教育の場は病院の精神科デイ
ケアであったため，他職種との連携が重要であ
る．学生には，他職種の職能や実務について説明
し，各職種と必要に応じた関わり方が持てるよう
に場面設定した．具体的には，患者の情報を作業
療法士以外の他職種から得るために，学生には質
問事項をまとめさせ，目的となる他職種職員に学
生の質問に答えてもらう時間を作ってもらった．
それにより，学生が他職種連携の実践的経験を得
ることができた．

11)症例報告会の実施 大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨
床実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教
育を実施した．学生には，6週間の症例検討から得
られた臨床的経験を文書化し適切な症例報告とそ
の報告書作成をできるようにするため，また学生
レベルに留まらず臨床家としても一定レベルが確
保された症例報告を実施するため，質の高い症例
報告となるように教育・指導した．具体的には，
患者の評価において質的評価・量的評価の重要性
を説き，主観的・客観的の両側面から報告できる
ように教育した．



年月日事項 概 要

令和2年4月

～

令和3年9月

令和2年9月

～

現在に至る

令和2年2月

～

現在に至る

令和2年9月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年4月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の2年生を対象に、作業療法評価
学演習Ⅱ（精神）において、各種主義やモデルの
使用を各学生に割り振り、自分自身の主張を通し
ながらディスカッションをすることで、一つの主
義に固執することのデメリットの理解を体験する
授業を展開した。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の2年生を対象に、作業療法評価
学Ⅱ（精神）、作業療法評価学演習Ⅱ（精神）に
おいて、各15回（合計30回）の遠隔講義を実施し
た。ZOOMとGoogleClassroomを駆使し、学生に最大
限不利益が生じないように、レジュメの配布、レ
ジュメと表示資料の対応などを考慮した。さら
に、できる限りスムーズな学習がはかれるよう
に、数回の対面授業を実施した。

14)新型コロナウイルス禍に対応した遠隔講義と対面
講義のハイブリット授業の展開

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の3年生を対象に、医学映像教育
センターが提供しているスマコクforPT/OTというe
ラーニングサービスを使用して授業を展開した。e
ラーニングによる国試対策により、平常の授業と
国家試験問題を結びつけ、理解促進を図った。

15)eラーニングを用いた授業展開

16)eラーニングを用いた国家試験対策の展開 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科では国家試験対策を1年次生より導入している。
医学映像教育センターが提供しているスマコク
forPT/OTというeラーニングサービスを使用して、
2月に複数回にわたり国家試験問題を1・2年生学部
生に触れさせ、その後、確認テストを実施してい
る。

20)授業外相談の個別対応(精神科身体拘束について) 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の作業療法評価学Ⅱ（精神）受
講学生（2年生）個別対応。ある学生がネット記事
（精神障害者の身体拘束が日本で多いことについ
て）に興味を示し、教員の意見が聞きたいと問い
合わせがあった。学生が日常で精神科領域に触れ
る機会が少ないことからこの問い合わせは学生に
とって貴重な学習機会と考え、応じた。授業時間
外で日本の精神科と諸外国の精神科を対比しなが
ら日本の身体拘束が多い理由を解説しながらディ
スカッションを交え学生の興味を引き出し理解を
深める機会を提供した。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の2年生を対象に、作業療法評価
学Ⅱ（精神）の授業科目において模擬症例を提示
し、4～5人一組の学生グループに患者評価につい
て検討をしてもらう授業を展開した。各学生が自
身の意見を言い合い相互の主張を理解する機会を
提供した。

18)授業内容展開のためのeラーニングの展開 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の2年生を対象に、作業療法評価
学Ⅱ（精神）の授業科目において授業内容・配布
資料・教科書に沿って、適切に迅速に授業の復習
ができるようにGoogleClassroomとGoogleFormsを
使用しオリジナルの復習問題を作成した。設問は
資料を確認しながら解くように指示し、何度も繰
り返し解答できるように設定した。全問正解また
は規定の点数以上がとれると課題達成となるよう
にしたため、学生は意欲的に効率よく学習するこ
とが可能となった。成果としては全学生が9割以上
が繰り返し解答し満点をとるまで実施した。

17)医療現場における各主義同士の模擬的討論の実践

19)グループ模擬症例検討の実施



年月日事項 概 要

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年8月

令和3年8月 作業療法学専攻3年次生対象の検査・測定実習はコ
ロナ禍の影響により学内実習に切り替わった。そ
のため、学内で学外で学習する内容と同等の教
育、学習機会を設けることが必要となり、その
コーディネータとして業務に従事した。5日間の実
習を身体障害基礎、脳卒中運動機能、脳卒中高次
脳機能、整形外科、身体障碍臨床の5領域に分け各
専門の教員や臨床の作業療法士（非常勤講師）に
業務を振り分け学生が総合的に検査・測定実習を
経験できるよう采配した。

21)社会生活技能訓練(SST)の実技演習 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の2年生を対象に、精神障害作業
療法学Ⅰ（総論）の授業科目において精神科作業
療法の治療法の1つにあげられるSSTを実演した。
教員が作業療法士（治療者）役に学生を患者役に
みたて、学生の実際の困りごとに対する対処方法
を習得するように実践的な演習を行った。教員の
モデリング学習を経て次の段階として学生にも治
療者役をしてもらいさらなる学習を深めた。

23)メタ認知トレーニング(MCT)の実技演習 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の3年生を対象に、精神障害作業
療法学Ⅰ（総論）の授業科目において精神科作業
療法の治療法の1つにあげられるMCTを実演した。
教員が治療者役に学生を患者役に見立て、MCTを実
践した。PowerPointスライドを集団で見ながらク
イズ形式の治療構成がメタ認知改善の治療方法に
なることについて実演を通して理解を深める機会
を提供した。

24)治療プログラム立案とフィードバック 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の3年生を対象に、精神障害作業
療法学Ⅰ（総論）の授業科目において精神科作業
療法の治療プログラムについて、対象、方法、効
果、リスク管理など全般的な治療プログラム計画
を学生に立案させ、それぞれのプログラムについ
てフィードバックを行った。精神科作業療法にお
いて患者の治療を見据えた実践的な演習を行うこ
とで学生の治療計画立案能力向上に資する講義展
開ができた。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科理学療法学専攻・作業療法学専攻の1年生を対象
に、早期体験実習(コロナ禍による学内実習)にお
いて
学生の実習に向けた不安の対処法ならびに療法士
として必要とされる自身のメンタルヘルスセルフ
ヘルプの意識づけを目的とした心理学的自習教育
を実践した。「自分の不安を知ること」「不安を
表現すること」「不安の対処方法を分析するこ
と」の講義と学生間によるディスカッションを通
して、自身のメンタルヘルスや不安と向き合いな
がら臨床・実習に臨めるよう実習教育を行った。

25)メンタルヘルス・リテラシー教育(学内実習)

26)検査・測定実習（学内実習）

22)認知矯正療法(NEAR)の実技演習 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の3年生を対象に、精神障害作業
療法学Ⅰ（総論）の授業科目において精神科作業
療法の治療法の1つにあげられるNEARを実演した。
教員が認知矯正療法士役に学生を患者役に見立
て、NEARを実践した。PCゲームが認知機能改善の
治療方法になることについて実演を通して理解を
深める機会を提供した。



年月日事項 概 要

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

令和2年4月

～

現在に至る

令和元年9月

～

現在に至る

令和2年4月

～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻の学生の必修科目である2年生前
期「作業療法評価学Ⅱ（精神）」、2年生後期「作
業療法評価学演習Ⅱ（精神）」、3年生前期「精神
障害作業療法学Ⅰ（総論）」、3年生後期「精神障
害作業療法学Ⅱ（各論）」の計4科目（合計2年
間）は精神科作業療法、精神科リハビリテーショ
ンについて、一連の流れの中で学ぶことができる
ように計画されている。評価、治療、演習、ディ
スカッション、症例検討、国家試験対策など幅広
く学習できるように、してい教科書と連動しなが
ら学習が勧められるように、全てオリジナルの
PowerPoint資料を作成し、配布している。

２　作成した教科書，教材

1)講義における配布資料の工夫

大阪府立大学地域保健学域の2年生を対象にティー
チングアシスタントとして，「精神医学Ⅱ」の科
目内で「統合失調症の社会的認知の障害と支援の
方策」という題で合計2日間講義を実施した．その
際に配布するレジュメ講義資料（教材）は穴埋め
式となるように作成している．穴埋め式にするこ
とで，学生が授業に集中して取り組めるように工
夫している．また，穴埋め式文章は，受動的な受
講スタイルではなく，自ら考える時間を確保する
ことによる能動的な受講スタイルとなるという利
点もある．

3）授業オリジナル教材

大阪府立大学地域保健学域の2年生を対象にティー
チングアシスタントとして，「精神医学Ⅱ」の科
目内で「統合失調症の社会的認知の障害と支援の
方策」という題で合計2日間講義を実施した．その
際に使用するレジュメ講義資料としてプレゼン
テーション（Power Point）の全スライドを学生に
配布している．本講義で解説している領域につい
て，その資料だけでおおよその全体像から細部ま
で把握できるように，つまりハンドブック的に使
用することを想定して作成している．

2)穴埋め式の教材

4）科目担当実績「基礎ゼミⅡ」 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻1年生を対象に、基礎ゼミⅡを展
開している。社会人としてのマナー、ビジネス
メール、学術論文の選び方、学術論文の読み方、
学術論文のまとめ方、学術的発表の指導、など学
部1年生が身に付けるべき素養を教育・指導してい
る。講義・演習形式で実施している。（年間15コ
マ）

5）科目担当実績「作業療法評価学Ⅱ（精神）」 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻2年生を対象に、精神科作業療法
の評価学の授業を展開している。精神医学をベー
スとした精神科特有の作業療法の評価のあり方に
ついて、幅広い視点から適宜必要に応じて評価の
方法論を選択できるように教育・指導している。
主に講義形式で実施している。（年間15コマ）



年月日事項 概 要

令和2年9月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年9月

～

現在に至る

令和3年9月

～

現在に至る

令和2年5月

～

令和2年6月

令和2年7月

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類作業療法学専攻の学生4年生に対して実施。
新型コロナウイルス感染拡大の影響で臨床実習が
学内に切り替わったことにより、臨床経験者とし
て「臨床で必要なインテーク面接時の心得」を教
育指導した。その際、講師（福原）は患者役を演
じ、面接演習を実施し適宜学生に面接の方法につ
いて解説指導した。
実施コマ数：4コマ

6）科目担当実績「作業療法評価学演習Ⅱ（精神）」

7）科目担当実績「精神障害作業療法学Ⅰ（総論）」

8）科目担当実績「精神障害作業療法学Ⅱ（各論）」

10）科目担当実績「作業療法臨床実習Ⅳ特別講義」

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類作業療法学専攻の学生3年生に対し臨床経験
者として「臨床で必要なインテーク面接時の心
得」を教育指導した。その際、講師（福原）は患
者役を演じ、面接演習を実施し適宜学生に面接の
方法について解説指導した。
実施コマ数：2コマ

11）科目担当実績「精神障害作業療法学Ⅱ」

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻2年生を対象に、精神科作業療法
の評価学演習の授業を展開している。精神科作業
療法評価学で学んだ知識をベースとした精神科特
有の作業療法の評価のあり方について、幅広い視
点から適宜必要に応じて評価の方法論を学生が実
際に選択したり扱えるように教育・指導してい
る。主に講義・演習形式、事例検討などディス
カッションで実施している。（年間15コマ）

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻3年生を対象に、精神科作業療法
の治療学の授業を展開している。精神科作業療法
評価学・評価学演習で学んだ知識をベースとした
精神科特有の作業療法の治療のあり方について、
幅広い視点から適宜必要に応じて治療の方法論を
学生が実際に選択したり扱えるように教育・指導
している。主に講義・演習形式で実施している。
（年間15コマ、内完全独立での講義は10コマ）

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻3年生を対象に、精神科作業療法
の治療学演習の授業を展開している。精神科作業
療法評価学・評価学演習、治療学で学んだ知識を
ベースとした精神科特有の作業療法の治療のあり
方について、幅広い視点から適宜必要に応じて治
療の方法論を学生が実際に選択したり扱えるよう
に教育・指導している。主に講義・演習形式、事
例検討などディスカッションで実施、そして学生
自身が治療方法について検討し実演できるように
指導している。（年間15コマ）

9）科目担当実績「作業療法特論Ⅱ(精神)」 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻3年生を対象に、精神科作業療法
の評価学・評価学演習、治療学・治療学演習で学
んだ知識をベースに、4年次の臨床実習に向けた知
識の拡充を図る講義を展開している。臨床で必要
なトピックスを提示したり、良質な国家試験問題
を通して臨床実習や臨床現場の実際について教
育・指導している。（年間8コマ）



年月日事項 概 要

令和2年12月

平成27年

6月20日

平成27年

8月29日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成28年6月

～

平成29年3月

平成29年5月

～

平成30年3月
平成30年8月1日

～
平成31年3月31日

3)大阪府立大学教員（教授）による評価

1)大阪府立大学教員（助教）による評価

３　教育上の能力に関する大学等の評価

4)大阪府立大学学長による評価 大阪府立大学学長より大阪府立大学地域保健学域
臨床講師の称号を左記の期間付与されている．称
号の付与には臨床経験，大阪府立大学学部生への
臨床実習指導経験と履歴書が考慮されている．

2)大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究
科研究科長による評価

大阪府立大学地域保健学域助教の教員による推薦
で，第49回日本作業療法学会のシンポジウム7精神
科作業療法がなすべきこと～作業療法の効果を示
すための臨床研究～のシンポジストに選任され
た．

大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研
究科研究科長による推薦により、第3回全国作業療
法学系大学院ゼミナール in Osakaにおいて，研究
報告会第2座の座長に選任された．4人の研究者の
発表（内1名は欠席）について座長としての責務を
果たした．

大阪府立大学地域保健学域教授の教員による推薦
で，年に2日間，講義を実施している．ティーチン
グアシスタントとしての推薦であるが，2コマ分を
完全に1人で授業を実施している．内容は，自身の
研究領域である「統合失調症の社会的認知機能の
障害と支援の方策」がテーマである．本講義では
学生に馴染みのない精神科患者について最新の知
見を交え，詳細に病態について教育している．最
初の推薦以来，3年連続で推薦して頂いている．

12）科目担当実績「作業療法ゼミナールⅡ」 大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類作業療法学専攻の学生に対し「作業療法士
の精神科におけるキャリア形成」という題材で、
作業療法士として精神科領域の道を選択した場合
におけるキャリアの積み上げ方や精神科領域のな
かでも細分化する専門性について解説した。
実施コマ数：2コマ



年月日事項 概 要

平成31年4月

令和3年11月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション作
業療法学専攻設置時における福原啓太の職位は
「講師」として認定された。
「作業療法評価学Ⅱ（精神）」、
「作業療法評価学演習Ⅱ（精神）」、
「精神障害作業療法学Ⅰ(総論)」、
「精神障害作業療法学Ⅱ(各論)」、
「作業療法特論Ⅱ(精神)」、
「客観的臨床能力演習（作業療法）」、
「チーム医療論演習」、
「作業療法卒業研究」、「基礎ゼミⅡ」、
「早期体験実習（作業療法）」、「地域作業療法
実習」、
「検査・測定実習」、「作業療法評価実習」、
「総合臨床実習Ⅰ（作業療法）」、
「総合臨床実習Ⅱ（作業療法）」

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻対象の講義・演習・実習の学生
による授業アンケート結果は以下の通りである。
・作業療法評価学Ⅱ（精神）：「授業のわかりや
すさ」の平均点が4.29点／5点満点、「教員の熱心
さ」の平均点は4.79点／5点満点、「満足度」の平
均点は4.5点／5点満点
・作業療法評価学演習Ⅱ（精神）：「説明のわか
りやすさ」の平均点は4.2点／5点満点、「教員の
話し方」の平均点は4.47点／5点満点、「資料のわ
かりやすさ」の平均点は4.2点／5点満点
・精神障害作業療法学Ⅰ（総論）：「授業のわか
りやすさ」の平均点が4.6点／5点満点、

5)大学設置・学校法人審査議会の教員組織審査結果

6)学生による授業評価アンケートの結果

「教員の熱心さ」の平均点は5点／5点満点、「満
足度」の平均点は4.8点／5点満点
・精神障害作業療法学Ⅱ（各論）：「説明のわか
りやすさ」の平均点は4.8点／5点満点、「教員の
話し方」の平均点は5点／5点満点、「資料のわか
りやすさ」の平均点は5点／5点満点
・作業療法特論Ⅱ（精神障害）：「説明のわかり
やすさ」の平均点は4.8点／5点満点、「教員の話
し方」の平均点は4.8点／5点満点、「資料のわか
りやすさ」の平均点は5点／5点満点



年月日事項 概 要

平成25年

8月6日～

平成31年3月

４　実務の経験を有する者について特記事項

1)大学から受け入れた実習生に対する実習指導（作業
療法臨床実習など）

（実習指導）

四条畷学園大学リハビリテーション学部の臨床実
習指導者として，臨地見学実習ⅠおよびⅡにおい
て四条畷学園大学作業療法学専攻学部生11名に対
しそれぞれ2日間の臨床指導・教育を実施した．大
阪府立大学の臨床実習指導者・臨床講師として，
「作業療法臨床実習Ⅰ」および「作業療法臨床実
習Ⅳ」において，大阪府立大学地域保健学域総合
リハビリテーション学類作業療法学専攻の学生8名
に対して，28日間（うち4名は2日間）の臨床指
導・教育を実施した．
受け入れに際して，以下のことに留意した．
・実際の精神科の臨床現場（精神科デイケア）に
おいて，精神科患者に対する評価・治療について
を，患者との関りを通して指導した．
・患者と関わる経験の乏しい学生に対して，指導
者による患者へのコミュニケーション，評価，治
療の一連を間近で観察させた．
・必要に応じて指導者・臨床講師の指導のもと学
生にそれら一連を実践させた．
・学生を患者の中に放置するのではなく，患者と
適切な交流が持てるように，学生と患者が自然に
会話を開始できるように会話開始時には指導者が
両者をつなぎあわせた．
・事前に担当教員から学生の情報を聞き，特性を
踏まえて患者との関りを援助した．例えば，内気
な学生には手厚く患者と話ができるようサポート
した．
・事前に学生自身から自己PRを聞き，もし，特技
があるなら，患者の前で披露させ，患者との関り
初めが容易になるようにサポートした．
・他職種連携の経験ができるようにするため，デ
イケア内の作業療法士以外の職種にも相互に声を
かけさせ，さらに，デイケア外の職種（医師，精
神保健福祉士，訪問看護師）との関りも持てるよ
うに場面を設定した．
・学生の実習中に湧き出た疑問全てに答えられる
ようにするため，時間の許す限り，学生に対する
フィードバックを行った．
・学生が体調不良に陥らぬよう，睡眠時間の確認
とその確保，休憩の促しとその都度の課題量の調
節を行った．
これらにより，通常授業によって得ることのでき
ない実践的教育指導を学生に提供することができ
た．



年月日事項 概 要

平成27年

3月14日

平成28年

10月20日

令和2年

12月26日

平成27年

8月12日

ヤンセンファーマ株式会社主催のXeplion Patient
Focus Meeting（於ホテル日航大阪）より依頼を受
け講演を実施した．演題名は「ゼプリオンに対す
る当事者評価　デイケアスタッフ（作業療法士）
からみた変化～薬物療法と非薬物療法の効果～」
とし，2事例を挙げて薬物療法と非薬物療法（作業
療法）の相乗的な効果についての講演を実施し
た．
講演にはPowerPointスライドを用い、薬物療法と
非薬物療法（作業療法など）が患者の治療におい
て両輪の関係であるというモデルを提示し、製薬
会社職員、聴衆（医師、薬剤師など）に、非薬物
療法の重要性について説明した。また、実際の活
動中の患者の写真や動画をスライド内で用い、

活動量の変化を視覚的に提示した。その時の、座
長（医師）や製薬会社職員からは、患者の活動の
変化を引き出したこと、スライドの説得力につい
て好評を得た。

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル教
育接遇委員会から講師依頼を受け，全職員対象に
「統合失調症の社会的認知機能障害」について講
義した．精神科病院内において，統合失調症患者
の奇異な行動に対し，しばしば病院職員は理解を
示すことができない．それにより患者の病状を適
切に解釈することができず，対応に戸惑いが生じ
てしまう．その様な奇異な行動が出現するメカニ
ズムを社会的認知機能障害の観点から最新の知見
を交え解説した．これにより，受講職員の統合失
調症患者の行動に対する洞察力を高めることに努
めた

第19回北摂四医師会神経性氏に学研究会（共催：
大日本住友製薬株式会社）（於大阪医科大学）よ
り依頼を受け演題発表を実施した．演題名は「精
神科デイケアにおける，複数疾患に対するメタ認
知トレーニング（MCT）の実践」とし，6名の患者
（統合失調症，うつ病，強迫性障害，発達障害）
を介入実施前後での比較し検討した結果を報告し
た．MCTは複数の疾患に対して効果があることが示
唆された．
講演はPowerPointスライドを用いて実施した。多
職種の聴衆（医師、看護師、臨床心理士、精神保
健福祉士、作業療法士など）にわかりやすく伝え
るために、患者の客観的データによる変化と一人
一人の変化について細かく端的に、メタ認知ト
レーニングの効果を説明した．

ミス・パリエステティック専門学校より講演依頼
を受け、「精神障害・発達障害の実態や対応につ
いて」という演題で講演を行った。当該専門学校
のみならず、多くの学校教育現場において、精神
障害または発達障害の学生あるいはスムーズな学
習が困難な学生が在籍している。医学、リハビリ
テーション学、障害学などに精通していない高等
教育現場は多く、適切な対応や合理的配慮の方法
に苦慮しているところである。当該専門学校では
そのような事案にいち早く対応できるよう、精神
障害、発達障害に精通した本申請者に依頼し、当
該専門学校の教員・事務員向けに講演会を実施し
た。申請者はそれに応えるべく、スムーズな学習
が困難な学生に対する対応方法について講演を
行った。

1)製薬会社からの講演依頼

3)学校法人ミスパリ学園　ミス・パリ　エステティッ
ク専門学校　大阪校からの講演依頼

（企業内教育）

1)病院内職員の教育・接遇・育成を図るための研修

（講演依頼）

2)北摂四医師会からの講演依頼



年月日事項 概 要

平成29年

2月22日

平成29年

6月8日

めた．

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル精
神科デイケア内職員向けに，チーム医療・連携・
相互理解を高めるための講義を実施した．他職種
のそろう精神科デイケアは患者を多面的に支援す
る利点はあるが，反対に職種とその考え方の違い
による職員間・職種間の不理解がしばしば生じ
る．それぞれの医療に対する主義が対立すると
き，各々に多大なるストレスが生じそれは間接的
に患者の不利益につながる可能性がある．そこ
で，「方法論的自覚と多元主義」というテーマ
で，各職種や各個人が独自に持つ主義は無意識の
間に教育と自己の経験の中で確立されたものであ
ることを説き，自己の主義の方法論やその限界に
ついて自覚すること，さらに他職種もまた各々の
中で確立されたものであることを共通認識とし，
患者の問題に対し，その都度，どの主義が最もそ
の問題に対応し得るかを話し合うことが良い，と
される多元主義の考え方について講義した．その
成果として，各職員は自己の方法論について自覚
を持ち始め，さらに他職種の方法論に対して興味
を持ち始め相互理解が高まった．

3)病院内職員の教育・接遇・育成を図るための研修 医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル教
育接遇委員会から講師依頼を受け，全職員対象に
「精神科リハビリテーションにおける作業療法」
について講義した．精神科における医療は他職種
による関りが多く，職能の相互理解が良好なほど
患者に利益をもたらと推測される．そのため，精
神科領域で作業療法士が患者に「していること」
を知ってもらうことは患者にとっても，他職種に
とっても，我々作業療法士にとっても意義があ
る．しかし，他職種らは作業療法がの目的や効果
を適切に説明できる者は少ない．そのため，他職
種でもわかりやすいように，身近な例から一般的
な解釈，学術的な解釈などあらゆる方面から作業
療法について解説・講義をした．これにより，作
業療法士への他職種からの理解を高めることに努
めた．

2)病院精神科デイケア職員に対するチーム医療・連
携・相互理解を図るための研修



年月日事項 概 要

平成27年10月

平成27年12月

令和3年3月

令和3年11月

社会福祉法人天心会小阪病院精神科急性期病棟担
当の作業療法士より臨床指導の依頼を受けたた
め、PowerPointスライドを作成し、精神科作業療
法における急性期治療について学術的知見を交え
ながら臨床指導を行った。

南勢病院の作業療法士より臨床指導の依頼を受け
たため、対象患者に対するアプローチの具体的な
方策の指示、支援、教育、指導を当該作業療法士
に行い、症例報告として学会発表に至るまでの一
連を指導した。

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタルに
おいて作業療法士後輩職員に対し，学会での学術
発表を行えるように，その全般（執筆・発表）を
教育・指導した．※以下の学会発表欄「人と人を
つなぐことを目的としたプログラムの有効性―同
性集団活動による対人関係の変化―：第20回日本
デイケア学会」

５　その他

3)臨床現場の作業療法士への学術的指導

3)臨床現場の作業療法士への学術的・臨床的指導

2)臨床現場の後輩への学術的指導

1)臨床現場の後輩への学術的指導

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタルに
おいて作業療法士後輩職員に対し，学会での学術
発表を行えるように，その全般（執筆・発表）を
教育・指導した．※以下の学会発表欄「長期入院
患者が街に出た！！～退院促進プログラムの取り
組みより～：第23回日本精神障害者リハビリテー
ション学会高知大会」



年月日事項 概 要

年月日

平成23年4月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

平成31年3月

令和2年9月

～

現在に至る

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

医療法人達磨会東加古川病院作業療法室において
作業療法臨床業務に従事
平成23年度は急性期病棟および慢性期解放病棟を
担当
平成24年度は慢性期閉鎖病棟および認知症病棟を
担当
各病棟において、病期・疾患に合わせた精神科作
業療法を入院患者に提供。精神科作業療法内容と
して、創作活動、身体活動、音楽療法、レクレー
ション活動、映画鑑賞、外出訓練などを実施。
精神疾患の患者で特に長期入院患者は、活動性が
乏しく、中には病院内で生涯を過ごす患者もい
る。そのような患者に対して、精神科の作業療法
士は何ができるのかを常に考えながら業務に従事
した。できる限り、精神疾患を抱えながらまた、
精神的、身体的、社会的に制限を受けながらもそ
の人らしく前向きに生活ができるように支援をし
てきた。

株式会社ハーティケア　訪問看護ステーションこ
ころ　にて、作業療法士として訪問看護業務に従
事している。頻度は週1回
これまで、8名の利用者を担当し、そのうち6名を
主担当として従事した。

修士（保健学） 大阪府立大学
論文題目「統合失調症における心の理論・語用論
的能力と社会的行動に対する判断障害の関連」

作業療法士免許（国家資格）

公認心理師免許（国家資格）

大阪府立大学
論文題目「慢性期統合失調症患者の非形式言語の
理解及び表現能力に関する研究」

２　特許等

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル精
神科デイケアにおいて臨床業務に従事
病院運営として禁煙委員会委員長，広報委員会委
員長を兼任
平成29年10月より精神科デイケア主任・リハビリ
テーション科主任として臨床業務・管理業務に従
事
精神科デイケア内にて、対象患者に対し、社会的
認知機能訓練、神経認知機能訓練、社会技能訓
練、創作活動、日常生活訓練、リラクゼーション
活動、レクレーション活動、外出訓練などを提
供。地域で生活する精神科科患者が自分らしく生
きながら、生活の幅、人生の豊かさを感じられる
ように関りを継続した。
また、主任業務として、リハビリテーション科全
体の職員の業務マネジメント、心理的支援、職
員・患者の安全配慮、治療行為におけるリスク管
理を実施してきた。
委員会活動として、病院広報誌作成、精神科デイ
ケアホームページ作成、敷地内全面禁煙活動の推
進、敷地内外の巡回と清掃活動の指揮などを実
施。

事項 概 要

１　資格，免許

３　実務の経験を有する者についての特記事項

博士（保健学）

なし

1)作業療法士の臨床歴及び実務歴



年月日事項 概 要

平成24年12月

～

現在に至る

平成31年4月

～

令和元年3月

平成30年4月

～

現在に至る

令和1年12月8日

令和1年12月8日

令和1年12月8日

平成26年

4月1日

～

平成29年

3月31日

2)精神科OT研究会の運営

大学教員として大学に勤務する傍ら、週1日程度、
前職場である医療法人美喜和会美喜和会オレンジ
ホスピタルリハビリテーション科にて臨床指導を
行った。精神科一般病棟、精神科急性期病棟、認
知症治療病棟、精神科デイ・ケアにて、勤務する
作業療法士に臨床指導、教育を行った。また、申
請者自身も臨床活動実践を継続した。

　
　

第34回大阪府作業療法学会の運営委員として、学
会運営に従事した。

１）大阪府立大学　客員研究員 大阪府立大学大学院　総合リハビリテーション学
研究科において、客員研究員に任命されている。
客員研究員として大阪府立大学大学院田中寛之研
究室に所属し研究を継続している。

精神科領域に勤務する作業療法士が有志で集ま
り，作業療法士として相互に研鑽するために精神
科OT研究会を発足した．立案初期メンバーであ
る．2ヶ月に1回の頻度で研究会の集会を執り行
い，メンバーによる講義や症例報告を実施してい
る．平成28年4月1日より運営強化を目的に常任理
事を設定し，その中で副理事長に就任し，現在に
至る．これまでに臨床に従事する作業療法士に向
けて4回講義や症例報告をしている．
平成31年4月より令和2年12月に至るまで理事長に
就任した。

（学会活動）

1）第34回大阪府作業療法学会　座長 第34回大阪府作業療法学会の一般演題4において3
演題について、座長として学会を取り仕切った。

2）第34回大阪府作業療法学会　運営委員

3）第34回大阪府作業療法学会　当日演題審査員

大阪府作業療法士会にて「統合失調症セルフエ
フィカシー研究会」の研究員として年間10万円（3
年間で合計30万円）の研究助成を受けた．
研究代表者：小川泰弘
研究員：福原啓太，長池将太，梅田錬
平成26年度：「統合失調症者のセルフエフィカ
シーに関する文献レビュー」（学会報告として）
「統合失調症者セルフエフィカシー研究会活動報
告」（報告書として）
平成27年度：「統合失調症者の就労に関する自己
効力感尺度「Work – Related Self – Efficacy
Scale」の作成」（学会報告として）
「統合失調症者セルフエフィカシー研究会平成27
年度活動報告」（報告書として）
平成28年度：「就労関連自己効力感尺度 Work-
related self-efficacy scale WSES日本語版の信
頼性・妥当性の検討」（学会報告として）
「表題：精神障害者の就労関連自己効力感尺度日
本語版（WSS-J）作成の試み」（報告書兼学術誌短
報）

3)臨床指導および臨床活動継続の実施

（研究員）

4)研究助成

第34回大阪府作業療法学会において、演題賞を選
定する審査員をした。



年月日事項 概 要

平成28年

4月1日

～

平成31年

3月31日

平成25年

5月31日

平成25年

平成28年

5月31日

大学院博士後期課程在学中に第一種奨学金を借り
受けしていたが，特に優れた成績を挙げたと認定
され，奨学金の返還を一部免除された．

8)日本学生支援機構理事長からの認定証の授与

5)研究助成

大阪府立大学大学院博士前期課程在学中に第一種
奨学金を借り受けしていたが，特に優れた成績を
挙げたと認定され，奨学金の返還を一部免除され
た．

これまで，大阪府高槻市の市立図書館では，その
貸出可能利用者を高槻市に在住，在勤，在学の
者，または高槻市内に入院する患者のみを対象と
してきた．そこで，美喜和会オレンジホスピタル
と高槻市立阿武山図書館を通して高槻市中央図書
館館長と間接的に交渉することにより，高槻市外
に在住する精神科デイケア利用患者も図書貸出可
能という許可をもらうことができた．これによ
り，デイケアを利用する高槻市外在住の患者も図
書館にて図書と触れ合うことができるようにな
り，社会生活の幅をひろげることができた．

     

 
   

6)日本学生支援機構理事長からの認定証の授与

7)大阪府高槻市立図書館との連携

大阪府作業療法士会にて「生体医工学的指標・生
活研究会」の研究代表者として年間10万円（3年間
で合計30万円）の研究助成を受けた．
研究代表者：福原啓太
研究員：小川泰弘，森泰祐
平成28年度：「精神疾患患者を対象とした，生体
医工学技術を用いた客観的指標の検討」（学会報
告として）
「精神科生体医工学的指標・生活研究会平成28年
度活動報告」（報告書として）
平成29年度：「精神科生体医工学的指標・生活研
究会　H29年度研究報告」（学会報告として）
「精神科生体医工学的指標・生活研究会　平成29
年度　活動報告」（報告書として）
平成30年度：「：統合失調症の情動表出能力につ
いて～精神科生体医工学的指標・生活研究会　H30
年度研究報告～」（学会報告として）
「精神科生体医工学的指標・生活研究会　平成30
年度　活動報告」（報告書として）



年月日事項 概 要

平成31年4月

～

令和5年3月

令和元年4月

～

令和2年3月

令和元年4月

～

令和2年3月

令和2年4月

～

令和5年3月

令和2年4月

～

令和3年3月

令和2年4月

～

令和3年3月

9)科学研究費　基盤研究（C）（共同研究者）

研究課題/領域番号：20K19122
統合失調症の感情表現障害が対人交流に与える影
響の調査および治療技法開発の研究
概要：統合失調症はおおよそ100人に1人が発症
し、感情の「理解」と「表現」の障害を含む多彩
な症状により社会参加に制限をきたすことがある
精神障害である。本患者が、円滑に社会参加、対
人交流をするために感情の理解と表現の障害を改
善することは重要である。本研究では、主に感情
の表現についてとりあつかい、本邦における統合
失調症患者の感情表現（音声と表情）における障
害特性を明らかにする。また、社会参加に重要で
ある対人交流技能を評価し感情表現能力との関連
性を検証する。さらに、感情表現障害に対する治
療可能性について確認する。
助成額：4,160千円

研究課題/領域番号：19K11421
認知症高齢者における重症度・居住形態別ADLリハ
ビリテーション戦略の構築
概要：認知症者のADL障害の背景因子として, 認知
機能障害, 行動心理学的症候, 身体活動量など
様々な要因が指摘されている。先行研究の多くは,
交絡因子の調整が不十分であること, 重症度に合
わせた適切な評価指標が用いられていないこと,
など限界を有していた。しかし, 重症度に応じた
評価指標を導入することによって, ADL障害の背景
要因が重症度によって異なることを明らかにでき
ると考えている。本研究では,重症度別の検討に加
えて, 在宅・入院・入所と居住形態をも層別化し
てADL障害に関連する要因を明らかにし, 得られた
知見に基づいて重症度別・居住形態別のADL障害へ
のリハビリテーション戦略を構築する。
助成額：4,420千円

10)2019年度奈良学園大学保健医療学部共同研究助成

14)2020年度奈良学園大学保健医療学部共同研究助成 課題名：リハビリテーション学科臨床実習管理セ
ンターによる双方向性活用システムの構築　－臨
床実習教育の質的向上を目指して－
助成額：220千円

課題名：統合失調症患者のVocal Expression
Abnormalitiesにおける障害の同定と精神症状と生
活機能との関連に着目して
助成額：347千円

11)2019年度奈良学園大学保健医療学部共同研究助成 課題名：要介護高齢者ケア従事者の健康に関する
研究：パイロット調査（共同研究者）
助成額：347千円

13)2020年度奈良学園大学保健医療学部共同研究助成

12)科学研究費　若手研究（研究代表者）

課題名：精神障害者の雇用継続における促進・阻
害要因における実態調査～企業に向けたインタ
ビューによる質的研究～
助成額：220千円



年月日事項 概 要

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年4月

～

現在に至る

令和1年6月22日

令和2年6月20日

令和1年6月26日

令和1年7月13日

令和1年8月28日

令和1年9月28日

令和2年1月25日

令和2年3月14日

令和2年10月31日

令和2年11月23日

令和3年2月4日
令和3年9月25日

令和3年11月14日

令和3年12月4日

令和3年12月18日

令和元年10月

～

現在に至る

国家試験対策ソフト（スマコク）を学生が使用で
きるように教員がソフトの中身を把握することを
目的とした説明会に出席した。

保護者にむけて、奈良学園大学の学生向け国家試
験対策についてのビジョンを説明した。

7)奈良学園大学オープンキャンパス　ミニ講義担当 次年度の奈良学園大学の入学希望者に向けたオー
プンキャンパスにて、高校生に向けて「認知機能
と生活とリハビリテーションの世界」という題目
でミニ講義を実施した。

8)FD・SD委員会主催研修会（シラバス・ハラスメン
ト）出席

シラバス作成についての注意事項、ハラスメント
についてのワールドカフェ形式での研修会に出席
し、シラバスとハラスメントについての知識を深
めた。

10)ハラスメント相談員　就任

４　その他

9)奈良学園大学　入学試験　面接官　試験官

2)実習ワーキンググループ

(奈良学園大学　大学内業務)

奈良学園大学のハラスメント相談員に就任し、学
生、教職員からのハラスメントの相談窓口を担当
することになった。
令和3年より公認心理師国家資格を習得したことに
よりより専門的な対応が可能となった。

作業療法学専攻の学部生3年生4年生を対象とし
た、評価／検査測定実習・総合臨床実習につい
て、実習の手引き（要綱）作成、実習資料の作成
や実習候補地開拓を行っている。

保健医療学部リハビリテーション学科の１～4年生
の学部生を対象にした実習全般における作業を
行っている。臨床実習指導者会議における出欠状
況を管理している。

3)学生生活部会　国家試験対策 学生が受験する理学療法・作業療法国家試験の対
策委員として、実働している。内容は国家試験対
策用書籍の購入と管理、学生向けガイダンス、保
護者向けガイダンス、模擬試験の設定、国家試験
対策eラーニングソフト（スマコク）の管理、年度
予算の管理をしている。国家試験関連の模擬試験
の管理や試験監督を実施している。

4)図書委員 教員図書委員として、推薦図書、専攻別推薦図書
の管理をしている。

6)国家試験対策専用ソフト（スマコク）説明会

奈良学園大学入試面接官の実施

5)保護者懇談会　国家試験対策委員のガイダンス

1)実習部会【作業】評価／検査測手実習・総合臨床実
習



年月日事項 概 要

令和元年12月

22日

令和2年2月15日

令和2年2月19日

令和2年10月15日

令和3年2月17日

令和2年7月7日

令和3年4月

～

令和3年7月

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

高校3年生と保護者一組に対し、キャンパス見学会
を実施した。個別対応、作業療法士教育の相談、
作業療法士についての説明、キャンパス内施設見
学説明を2時間実施した。

13)卒業研究教務部会 大学学部教育における卒業研究について取りまと
めを行う卒業研究教務部会の担当者として当該業
務を実施している。

学部卒業研究の倫理委員に所属し、当該業務を実
施している。

関西大倉高等学校進路指導室担当者に本学リハビ
リテーション学科の特色について説明した。

高校生向けにリハビリテーション職（理学療法
士・作業療法士）の職業について説明をした。

12)高校生対象大学ガイダンス　ミニ講義

次年度の奈良学園大学の入学希望者に向けたオー
プンキャンパスにて、高校生に向けて「人の気持
ちに寄り添う作業療法」という題目でミニ講義を
実施した。

作業療法学専攻学部3年次生後期科目である評価実
習のコーディネータとして実習配置や実習内容に
ついての業務を実施している。

作業療法学専攻学部4年次生前期科目である総合実
習のコーディネータとして実習配置や実習内容に
ついての業務を実施している。

11)学部3年次生担任業務 奈良学園大学作業療法学専攻3年次生の担任業務
(副担任)担当。専門科目増加、臨床実習開始、学
内演習増加など学部生が作業療法士・社会人にな
るための意識づけが必要となる業務を実施し、学
生の全般的な生活・学習をサポートしている。

15)評価実習（作業療法）部会

16)総合臨床実習（作業療法）部会

14)卒業研究　倫理委員

12)キャンパス見学会

10)高校訪問大学説明

11)奈良学園大学オープンキャンパス　ミニ講義担当



著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月 概 要

（著書）
なし

（学術論文）
単著

共著 平成25年10月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

1　統合失調症における心の
理論・語用論的能力と社会
的行動に対する判断障害の
関連
（修士論文）

3　認知症患者における認知
機能，ADL，BPSDの関連性
重度認知症患者に着目して
（査読付）

4　リハビリテーション医療
系学生の抑うつ状況につい
て：学習性無気力の観点か
ら
（査読付）

「四条畷学園大学リハビ
リテーション学部紀要」
第9号
P.27～P.34

「老年精神医学雑誌」
第25巻第3号
P.316～P.323

大阪府立大学

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

近年，統合失調症患者の心の理論能力と共に語
用論的言語の理解能力が注目されている．本研
究では，地域に住む慢性期統合失調症患者28人
と健常者28人を対象に比喩・皮肉理解の能力と
ToM能力，社会常識テストを実施した．その結
果，我が国においても統合失調症患者は語用論
的言語の理解能力が障害されていた．また統合
失調症患者において，比喩理解能力と基本的な
認知機能に関連があり，心の理論の障害や皮肉
を文字通りに解釈する傾向は非社会的行動への
認識の低下と関連していることが示唆された．
A4判　全60頁

2　重度認知症者のための認
知機能検査 − ‘Severe
Cognitive Impairment
Rating Scale’日本語版の
臨床的有用性の検討 −
（査読付）

「老年精神医学雑誌」
第24巻第10号
P.1037～P.1046

重度認知症患者にとって既存の認知機能検査は
難易度が高く，残存する認知機能を詳細に把握
することが困難である．海外では，重度認知症
患者の認知機能検査として，Severe Cognitive
Impairment Rating Scale (SCIRS)が開発されて
いる．本研究では，SCIRSの日本語版を作成し，
臨床的有用性を検討した．その結果，既存の検
査では床効果を示した患者に対しても，SCIRSを
用いてより詳細に認知機能を判別できた．以上
より，日本語版SCIRSは重度認知症者の残存する
認知機能を詳細に幅広く測定可能な検査である
と考えられた．
共著者：田中寛之，植松正保，永田優馬，福原
啓太，内藤泰男，大西久男，西川隆
本人担当部分：認知機能検査の検査者としての
実施，データ収集

リハビリテーション系学生は，授業や課題の多
さ，長期実習，国家試験など多くのストレッ
サーが長期に継続する特徴がある. それらが学
生の「学習性無気力」の状況と関連すると考
え，学生の抑うつ傾向，心理的状況を調査した.
その結果，抑うつ傾向・ストレス反応が高くま
た自尊感情は低かった. また家庭内に相談でき
る人物が多いこと，睡眠・休養・食事の生活リ
ズムが確立していることが，抑うつ傾向を抑え
ることが示された. 学生生活や精神状態につい
て家族と情報を共有すること，また生活リズム
の確立に向けた援助が，教員として必要である
と考えられた．
共著者：西田斉二，橋本世奈，福原啓太，田丸
佳希，杉原勝美，北山淳
本人担当部分：学生に関する客観的意見の提言

認知症患者の認知機能，日常生活活動（ADL），
周辺症状（BPSD）の関連性を明らかにするた
め，94人の入院患者を対象に認知機能検査，ADL
検査そしてBPSDの検査を実施した．その結果，
入院中の認知症患者において，ADLが高ければ認
知機能障害が軽度であり，移動能力が高い程，
BPSDが増悪していることが明らかになった．ま
た，重度認知症患者においては，認知機能検
査，ADL検査において，いくつかの床効果を示し
た．そのため，重度認知症患者向けの各検査が
必要であると思われた．
共著者：田中寛之，植松正保，小城遼太，永田
優馬，福原啓太，内藤泰男，大西久男，西川隆
本人担当部分：認知機能検査の検査者としての
実施，データ収集



著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月 概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年6月

共著 平成28年4月

共著 平成29年8月 近年，大学生の学力低下，特に「国語能力」の
低下が大きな問題となっている．本研究では，
医療系大学1年生28名を対象に，日本語能力（語
彙・文法能力）と，主要必須科目成績との関連
性について検討した．その結果，前期GPAが日本
語能力を有意に説明でき，また比較的強い正の
相関を示した．つまり，日本語能力が1年生前期
の総合的な学力に影響することが示唆された．
そのため，入学前後に語彙や文法を学習するこ
とは学生の大学における学業適応に有効である
と考える．
共著者：西田斉二，福原啓太，田丸佳希，杉原
勝美
本人担当部分：研究計画立案時の提言，学生に
関する客観的意見の提言

6　重度認知症に対する従来
のQOL尺度の限界
（査読付）

また信頼性と妥当性も確認できた．CTSDは他の
認知機能検査と比較して重度認知症患者の残存
する認知機能を鋭敏に測定することができた．
共著者：Tanaka H, Nagata Y, Takebayashi T,
Hanada K, Inokawa M,Fukuhara K, Ogawa Y,
Haga D, Kakegawa Y, Nishikawa T（他1名）
本人担当部分：認知機能検査開発に対する提
言，認知機能検査の検査者として評価，データ
収集

中等度から重度の認知症患者に対して既存の認
知機能検査は床効果を示し，特に重度認知症者
に対しては残存する認知機能を測定することが
できない．我々は，7つの認知機能の領域をカ
バーする13項目からなる重度認知症患者向けの
認知機能テスト（the Cognitive Test for
Severe Dementia; CTSD）を開発し，その信頼性
と妥当性を検討した．CTSDは床効果を示さず，

7　リハビリテーション医療
系大学1年生の日本語能力と
科目成績の関連性について
の検討
（査読付）

「老年精神医学雑誌」
第27巻第4号
P.429～P.437

5　Development of the
Cognitive Test for Severe
Dementia
（重度認知症のための認知
機能テストの開発）
（査読付）

「Dement Geriatr Cogn
Disord」40(1-2)
P.94～P.106

重度認知症者のQOL（quality of life）評価に
は，軽度～中等度認知症用のQOL尺度が用いられ
てきたが，近年，そのQOL概念の枠組みは異なる
と示唆されている．本研究では，36人の重度認
知症者を対象に，軽度～中等度認知症用のQOL尺
度を用いて，重度認知症者に対する適応性を検
討した．QOL評価には，自己評点式尺度と代理評
点式尺度をそれぞれ2種類使用した．適応性の検
定の結果，4尺度の内の1尺度内における2項目の
み適合基準を満たした．以上より，重度認知症
者に対する従来のQOL尺度の適応性には限界があ
ると考えられた．
共著者：永田優馬，田中寛之，石丸大貴，植松
正保，福原啓太，小川泰弘，内藤泰男，西川隆
本人担当部分：研究計画立案時の提言

「第30回教育研究大会・
教員研修会誌」
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単著 近年，統合失調症の非形式的言語の理解・表出
の障害が注目されている．第Ⅰ章では統合失調
症患者の非形式言語の理解面に着目し，語用論
的言語理解の障害があることを確認した．また
その障害は社会的行動の理解障害と関連してい
た．第Ⅱ章ではその表出面である，プロソディ
と会話量をコンピュータで分析した．その結
果，患者群にプロソディの一部と会話量の障害
が認められ，会話量と生活機能は関連してい
た．第Ⅲ章では患者のプロソディと会話量の障
害に対し治療介入を実施した．その結果プロソ
ディの一部は改善が認められたが，会話量の改
善は認められなかった．
A4判　全79頁

9　精神障害者の就労関連自
己効力感尺度日本語版
（WSS-J)作成の試み
（査読付）

精神疾患を有する患者を対象とした課題特異的
な自己効力感尺度はいくつか開発されている
が，就労に関連する日本語の自己効力感尺度は
見当たらない．そこで諸外国で既に用いられて
いる就労関連自己効力感尺度（Work-related
self-efficacy scaleの日本語版；WSS-J）の作
成を試みた．本尺度は精神科患者自身による使
用を想定しているため，文章の理解のしやすさ
が求められた．本研究では，プレテストの実
施，文章の精度を整えた後，逆翻訳と原文との
比較も実施した．今後，本尺度の信頼性・妥当
性の検討が必要である．
共著者：小川泰弘，福原啓太，長池将太，梅田
錬，西川隆
本人担当部分：研究全般（研究計画，執筆補
助，データ収集・分析）

10　慢性期統合失調症患者
の非形式言語の理解及び表
出能力に関する研究
（博士論文）

8　Impaired
Interpretation of Others'
Behavior is Associated
with Difficulties in
Recognizing Pragmatic
Language in Patients with
Schizophrenia
（統合失調症において他者
の行動の理解障害は語用論
的言語理解障害と関連して
いる）
（査読付）

「大阪府作業療法ジャー
ナル」第31巻第2号
P.148～P.152

大阪府立大学

「Journal of
Psycholinguistic
Research」
vol.46(5)
P.1309～P.1318

近年，統合失調症患者の語用論的言語理解能力
が注目されている．我々は統合失調症患者34人
と健常者34人に対して，心の理論課題，比喩皮
肉文課題，社会常識テストを実施した．その結
果，全ての課題において，患者群は健常群より
も有意に障害されていた．また患者群内におい
て比喩理解能力と正常行動理解能力，皮肉理解
能力と異常行動理解能力の間に有意な相関がみ
られた．統合失調症患者の社会的認知機能障害
はこれら2つの語用論的要因を含んでいることが
示唆された。
共著者：Fukuhara K, Ogawa Y, Tanaka H,
Nagata Y, Nishida S, Haga D, Nishikawa T
本人担当部分：研究全般（研究計画，執筆，
データ収集・分析）
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共著 令和元年10月 心理学的な否認のモデルは乏しい洞察
（insight)は防衛機制の結果であると主張して
いるが、その二つの直接的な関係性は、明らか
にされていない。本研究の目的は、認知機能障
害を考慮しながら、洞察と防衛機制の関係性を
調査することである。38人の統合失調症患者に
対して、洞察、防衛機制、神経認知機能、精神
症状について評価した。神経認知機能と精神症
状を制御して洞察レベルの返送間分析を行った
ところ、「病気の認識」が未熟な防衛スタイル
と正の偏相関をして、成熟した防衛スタイルと
は負の偏相関がみられた。ステップワイズの回
帰分析では、「病気の認識」は有意に未熟な防
衛機制を予測することが明らかになった。我々
の結果は、未熟な防衛スタイルを使用する傾向
にある患者は、自分自身の精神病を受け入れて
いる傾向にあることを示唆している。
Ogawa Y, Fukuhara K, Tanaka H, Nagata Y,
Ishimaru D, Nishikawa T.
本人担当部分：論文構成補助、データ解析補
助、研究デザイン補助

本研究は、COSMINのチェックリストを用いて、
十分なアウトカム尺度を開発するために、
Cognitive Test for Severe Dementia（CTSD）
をさらに分析した。研究では、以下の方法を
行った。（１）構成概念妥当性を評価するため
に因子分析を用いた。（２）測定誤差（SEM)と
最小化検変化量について信頼性と解釈可能性を
評価した。（３）反応性を評価するために縦断
的変化を評価した。その結果、CTSDの因子分析
は2要因から説明され、各項目の通過率により2
分化された。我々はそれぞれSEMは1.6ポイン
ト、MDCは3.6ポイントと計算した。我々の結果
は、CTSDは、重度認知症患者に対する信頼でき
るアウトカム指標を提供するということを示し
ている。
Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, Ogawa Y,
Fukuhara K, Nishikawa T
本人担当部分：データ収集

Dementia and geriatric
cognitive disorders
extra   8(2) 214-225

12　Distraction技能獲得に
より不安の軽減と自己効力
感ならびに社会生活活動の
改善がみられた一例 : 事例
報告
（査読付）

11　Clinical Utility of
the Cognitive Test for
Severe Dementia: Factor
Analysis, Minimal
Detectable Change, and
Longitudinal Changes.
（査読付）
（重度認知症向けの認知機
能検査［CTSD］の有用性に
ついて：因子分析と最小可
検変化量、そして縦断的変
化）

13　Insight Into Illness
and Defense Styles in
Schizophrenia.
（査読付）
（統合失調症の病識と防衛
スタイル）

不安を根底にもつ強迫症/強迫性障害には、一般
的に薬物療法や認知行動療法(CBT)が適用され
る。一方で作業療法を用いた明確な治療的介入
方法はあまり見当たらない。本稿では、作業活
動をCBTの一技法であるdistractionとして応用
させることで、不安や強迫観念により社会生活
に制限のあった患者の不安、自己効力感そして
社会生活の改善が認められたため、その報告を
する。最後に、Distractionは不安や認知の歪み
を根本的に解決する手段というよりも、即時的
に不安や強迫観念から脱却し充実した社会生活
を送れるようになることの一手段として有用で
あるということを提唱したい。
福原啓太, 田中宏明, 西田斉二, 小川泰弘, 森
泰祐, 西川隆
本人担当部分：論文執筆、データ整理、対象者
介入を含む研究の全工程

大阪作業療法ジャーナル
32(2) 135-142

The Journal of Nervous
and Mental Disease
207(10) 815-819
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共著 令和2年1月

共著 令和元年12月

共著 令和2年12月 Alzheimer Dis Assoc
Disord.35(2):135-140

16　Impact of Disturbed
Rest-activity Rhythms on
Activities of Daily
Living in Moderate and
Severe Dementia Patients
（査読付）
（中等度及び重度認知症患
者における休息活動リズム
が日常生活活動に与える影
響について）

15　Clinical factors
associated with
Activities of Daily
Living and their decline
in patients with severe
dementia
（査読付）
（重度認知症患者のADLとそ
の減少に関連する臨床要因
について）

近年、統合失調症の陰性症状、特に情動表出に
ついて改めて注目されている。本研究は予備的
段階として、本邦の統合失調症患者の声の側面
に着目し、情動表出の減少について調査した。
DSM-5により統合失調症または統合失調感情障害
と診断された入院患者23名と、年齢と性別を
マッチさせた健常者23名に対して、声による情
動表出を引き出す課題（紙芝居音読課題と4感情
表出課題）を実施した。それにより得られた音
声サンプルをデジタル評価ならびにアナログ評
価を用いて、両群を比較した。その結果、患者
群は健常群と比較して、プロソディスコアが減
少しており、さらに怒りと幸せの感情について
正確に表現できていなかった。今後は、より明
確な知見を得るためにさらなる調査が必要であ
る。
福原啓太、小川泰弘、森泰祐、田中寛之、西川
隆
本人担当部分：論文執筆、データ収集、データ
解析、研究デザイン立案を含む研究全般

14　統合失調症患者の声に
よる情動表出能力について
～予備的研究～
（査読付）

大阪作業療法ジャーナル
33(2) 117-122

Psychogeriatrics 20(3)
327-336

認知症患者においてベースライン時と6ヶ月後の
間の変化に影響を与える臨床的要因を探索し
た。参加者は131名の認知症患者であった。重度
認知症の参加者のベースライン時においてADL尺
度であるPSMSスコアはCTSD、CCI、MNA-SF、CSDD
のスコアと有意に関連していた。縦断的な分析
に置いて、CTSDスコアのみが6ヶ月後のPSMSスコ
アと有意に関連していた。重度の認知症の参加
者にとって、6ヶ月後のADLに関連する要因とし
てCTSDで評価される認知機能は注目に値する。
Hiroyuki Tanaka, Yuma Nagata, Daiki
Ishimar2, Yasuhiro Ogawa, Keita Fukuhara,
Takashi Nishikawa
本人担当部分：執筆補助、データ解釈

認知症患者において休息-活動リズムの乱れや睡
眠時間の延長が問題になっている。しかし、こ
れらの問題が中等度及び重度の認知症患者の臨
床的問題に及ぼす影響については、ほとんど知
られていない。本研究では、安静時活動リズム
の乱れ及び睡眠時間の延長とADLとの関連を検討
した。その結果、中等度及び重度の認知症患者
における案政治活動リズムと睡眠時間の異常
は、ADLに影響を及ぼす可能性が示唆された。
Ishimaru D, Tanaka H, Nagata Y, Ogawa Y,
Fukuhara K, Takabatake S, Nishikawa T.
本人担当部分：データ解釈、執筆補助
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共著 令和3年7月

共著 令和4年1月

共著 令和4年4月

The Journal of Nervous
and Mental Disease
209(12):879-883

17　Possibility of
Cognitive Improvement in
Severe Dementia: A Case
Series Assessed by
Cognitive Test for Severe
Dementia
（査読付）
（重度認知症における認知
機能の改善可能性について
～重度認知症向けの認知機
能テストを用いて評価した
ケースシリーズ）

INTERNATIONAL JOURNAL
OF GERONTOLOGY 15(2)
174-176

重度認知症患者の認知機能の改善は使用してい
る検査が鋭敏でなければ見過ごされてしまうか
もしれない。我々が開発したCTSDはそのような
変化にも敏感である。ここではCTSDで評価した
結果認知機能が改善した4人の重度認知症患者に
ついて報告する。臨床的に有意な認知機能の改
善は重度の認知症であっても、介入方法や結果
の測定方法を工夫することで、定量化すること
ができることが示唆された。
Hiroyuki Tanaka, Yuma Nagata, Daiki
Ishimaru, Yasuhiro Ogawa, Keita Fukuhara,
Takashi Nishikawa
本人担当部分：執筆補助、データ解釈

中等度から重度の認知症患者の治療活動時の患
者の活動への取り組み（エンゲージメント）に
ついて定量化する評価ツール（ASEA）を開発し
た。その信頼性と実行可能性について追加の分
析をしたため報告する。この分析により、ASEA
の各データは感情と有意に相関していた。
重度認知症に特有のいくつかの評価方法の中で
もASEAは治療活動への取り組みの状態を定量化
し評価するための有用なツールであることが示
された。
Hiroyuki Tanaka, Ren Umeda, Tatsunari
Kurogi, Yuma Nagata, Daiki Ishimaru, Keita
Fukuhara, Shunsuke Nakai, Masahiro Tenjin,
Takashi Nishikawa
本人担当分：感情分析とデータ解釈、執筆補助

18　Insight Into Illness
and Psychological Defense
Attitudes in People With
Chronic Schizophrenia
Using Markova's Insight
Scale
（査読付）
（慢性期統合失調症患者の
病識と心理的防衛機制につ
いて～マルコバのインサイ
トスケールを用いて～）

統合失調症の病識は多次元的な現象であり様々
な評価法がある。我々はMarkovaのInsight
Scale（IS）に着目し統合失調症患者38名に病
識、心理的防衛スタイル、神経認知機能の関連
を検討した。今回の結果は、ISで評価された洞
察力の高さが未熟な防衛機制を反映している可
能性が高いことを示している。
Ogawa Y, Fukuhara K, Tanaka H, Nagata Y,
Ishimaru D, Urakawa M, Nishikawa T.
本人担当部分：データ解釈、執筆補助

19　Factors influencing
the quality of life in
patients with severe
dementia.
（査読付き）
（重度認知症患者の生活の
質に影響を与える要因）

重度認知症患者に適した評価尺度を使用してQOL
に寄与する要因を特定するために、105人の対象
者を評価した。その結果、認知症と痛みの行動
的および心理的症状が、重度の認知症患者のQOL
に影響を与える要因であることが示された。
Nagata Y, Nishikawa T, Tanaka H, Ishimaru
D, Ogawa Y, Fukuhara K, Shigenobu K, Ikeda
M.
本人担当部分：データ解釈、執筆補助

Psychogeriatrics
22(1):49-54

Psychogeriatrics. 2022
Jul;22(4):433-444

20 Clinical utility of an
assessment scale for
engagement in activities
for patients with
moderate-to-severe
dementia: additional
analysis
（査読付き）
（中等度から重度の認知症
患者向けの活動への取り組
み評価尺度の臨床的有用性
について：追加分析）
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（その他）
「総説」

共著 平成28年12月

「依頼原稿」

単著 平成25年1月

単著 平成26年7月 「日本作業療法協会誌」
第28号
P.38～P.39

1　統合失調症患者における
語用論的言語（比喩・皮
肉）の理解能力について
（査読付）

1　学会・研修会印象記　第
32回近畿作業療法学会

「Journal of
Rehabilitation and
Health Sciences」
14巻
P.15～P.25

2　第16回WFOT大会を終えて
（その1）精神科セッション

統合失調症患者の症状は，陽性症状，陰性症
状，認知機能障害の3つに大別される．そしてこ
れらは社会生活，社会的関係，コミュニケー
ション，そして言語的な理解に影響を与え，そ
の疾患を特徴づけている．本稿では，語用論の
定義や統合失調症患者の言語使用に関する学術
的背景を述べた後に，統合失調症患者の比喩・
皮肉理解における障害についてレビューしてい
る．病期や類型，他の認知機能との関連，比喩
と皮肉の理解プロセスの違いにも言及し，統合
失調症患者の語用論的障害について詳細にまと
めている．最後に，言語的観点からの支援方法
や今後の展望について提言している．
共著者：福原啓太，田中寛之，小川泰弘，永田
優馬，田中宏明，大西久男，西川隆
本人担当部分：執筆，文献レビュー，分析

平成26年6月に4日間にわたりパシフィコ横浜で
開催された16th International Congress of
the World Federation of Occupational
Therapists（WFOT）における精神科セッション
についての印象記執筆の依頼原稿である．過去
最大級の作業療法の国際会議・学会が我が国で
開催されたため，本邦での作業療法士の取り組
みを概観し集団を対象にした研究から単症例を
対象にした症例報告までいくつかを紹介した．
一方で海外の作業療法士の研究の特徴，つまり
グループ活動や行政的取り組み，啓発的取り組
みが目立った様子を，読者にわかりやすく対比
して執筆した．

平成24年10月に2日間にわたり大阪国際交流セン
ターで開催された第32回近畿作業療法学会につ
いての印象記執筆の依頼原稿である．著者は作
業療法士（臨床）および大学院生（研究者）2年
目であったため，新人作業療法士としての視点
から，学会発表を見聞きし，当日に参加できた
者，できなかった者が学会参加の意義を再確認
できるよう執筆した．文章内で高畑進一学会長
の「作業療法士がより脳の機能を理解すること
が作業療法の幅を広げる」という言葉を代弁す
るする形で，作業療法の学術意義について述べ
ている．

「作業療法ジャーナル」
47巻第1号
P.95



著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月 概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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4　登録事例の紹介 単著 平成28年3月 「日本作業療法協会誌」
第48号
P.42～P.43

「大阪府作業療法ジャー
ナル」29巻2号
P.73～P.80

3　特集：0からの研究「精
神科に従事する作業療法士
が臨床研究に取り組むこと
の意義」

該当教員が同協会学術委員会事例登録班員とし
て執筆している．日本作業療法協会の教育的活
動の一環である「事例登録システム」において
精神科部門で「精神障害×認知（機能）」に
沿ったテーマを2事例（「楽手教材を使った統合
失調症患者へのアプローチ」，「認知ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝを実践した双極性感情障害の一例」）を紹介し
た．これらを通して「対象者の特性」「生活能
力」「作業能力」「認知機能」などと言った評
価視点の重要性を読者に説いている．

精神科領域において作業療法のエビデンスが求
められている．われわれ作業療法士の実践の効
果を形あるものにし，対象者，他職種，第三者
が理解できるように示す必要がある．研究は，
様々な形で臨床に活き，臨床を深める手段とな
る．しかし，精神科の作業療法領域において，
研究をすることは容易ではない．本稿では精神
科の社会情勢を知ることで作業慮法の社会的位
置づけを確認し，そして，著者の臨床研究の経
験を通して，精神科の臨床の作業療法士が臨床
研究に取り組むことの意義と研究の難しさに対
する対応について述べている．
共著者：福原啓太，西川隆
本人担当部分：執筆，情報収集，分析
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「研究報告書」

共著 平成27年7月

共著 平成29年1月

共著 平成29年7月

1　統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会活動報告

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第29巻第1号
P.55

平成26年度における「統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会」の大阪府作業療法士会に提
出した活動報告である．統合失調症患者に対す
る医療では，症状や認知機能障害などの客観的
指標だけでなく，「患者自身がどのように感じ
ているのか」という主観的側面の指標が重要視
されている．その中でも本研究会は統合失調症
患者のセルフエフィカシーに焦点を当て，文献
レビューを実施した．海外では比較対象研究や
相関研究など関連性についての研究が半数を超
えていた．一方で国内では介入研究やケースス
タディなど実践的な報告が多かった．また本邦
では，入院時から退院後の社会参加促進をター
ゲットとするセルフエフィカシー尺度が少ない
という問題が抽出された．
共著者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，福原啓
太
本人担当部分：執筆補助，海外文献レビュー

精神保健福祉領域において「患者自身がどのよ
うに感じているか」という主観的側面，とりわ
け自己効力感が重要視されていると考えられ
る．本研究では，精神障害者の社会参加に関連
する自己効力感尺度の作成を目的としている．
そこで，就労関連自己効力感尺度（Work-
related self-efficacy scale；WSS-J）の翻訳
作業を原著者の許可を得て実施した．外来・入
院患者併せて53名の精神障害者の協力を得るこ
とができた．今後は，協力者を増やし，信頼
性・妥当性の検証を行うこととする．
共著者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，福原啓
太
本人担当部分：執筆補助，尺度翻訳，データ収
集，データ分析

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第30巻第2号
P.146～P.147

平成27年度における「統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会」の大阪府作業療法士会に提
出した活動報告である．前年度に抽出された
「本邦において社会参加に関するセルフエフィ
カシー尺度が少ない」という問題点をカバーす
るために，海外で開発された「就労関連自己効
力感尺度 Work-related self-efficacy scale
(WSES)」の原著者に許可を得て日本語版作成を
実施した．研究員4名で原文を日本の精度や文化
的背景に合うように複数回議論し，修正を重ね
て仮尺度へと翻訳した．専門業者にも逆翻訳を
依頼し，日本語版を完成させた．今後は信頼
性・妥当性の検討へと進めていく予定である．
共著者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，福原啓
太
本人担当部分：執筆補助，尺度翻訳，データ収
集，データ分析

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第31巻第1号
P.66～P.66

2　統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会平成27年
度活動報告

3　統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会 平成28年
度 活動報告
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「学会発表」

〈国際会議〉

― 平成26年6月

― 令和元年6月

統合失調症患者28人，健常者28人に対し，比
喩・皮肉文テスト，心の理論課題，社会常識テ
ストを実施した．どの課題においても統合失調
症群のほうに有意な成績低下を認めた．また，
患者群を課題の成績順に群わけすると，皮肉理
解と心の理論に障害がなければ，社会常識テス
トの成績は良く，皮肉理解と心の理論に障害が
あれば，成績が低下していることがわかり，社
会的認知機能の一部は社会常識の程度にある程
度影響を与えることが示唆された．
共同発表者：Keita Fukuhara, Yasuhiro Ogawa,
Goro Nishio, Hiroyuki Tanaka, Takashi
Nishikawa
本人担当部分：研究全般（研究計画，執筆，
データ収集・分析）

統合失調症患者の感情表出障害の一つにプロソ
ディの障害が挙げられている．さらに海外では
その評価に音声のコンピュータ分析を用いた生
体医工学的指標がしばしば使用されている．本
研究の目的は日本の統合失調症患者のプロソ
ディの調査である．本報告書では，研究計画と
データ蓄積中である旨について中間報告をして
いる．患者群に対する評価としてプロソディの
評価，精神症状評価，行動評価を実施した．
共同発表者：福原啓太，小川泰弘，森泰祐
本人担当部分：研究全般（研究計画，執筆，
データ収集・分析）

4　精神科生体医工学的指
標・生活研究会 平成28年度
活動報告

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第31巻第1号
P.72～P.73

13th International
Society of Physical
and Rehabilitation
Medicine World
Congress (ISPRM 2019)
（於　神戸コンベンショ
ンセンター）

1　Relationship among
pragmatic function, ToM
function and judgment of
abnormal social behavior
in patient with
schizophrenia.
（統合失調症患者における
語用論的機能，心の理論能
力および社会的異常行動に
対する判断能力の関連）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists（於パシフィ
コ横浜）

2　What are Effective
Ways to Maintain
Cognitive Abilities of
People with Severe
Dementia? Results of a
One-Year Follow-Up Using
the Cognitive Test for
Severe Dementia
（重度認知症の人々の認知
機能を維持する効果的な方
法は何か？CTSD［重度認知
症患者用認知機能検査］を
用いた1年間のフォローアッ
プの結果）

我々は、重度認知症患者に対し、CTSDにより1年
間の得点の変化を追った。我々は、CTSD上で、
意味のある最小の変化（4ポイント上昇）が見ら
れた患者のグループを発見した。161人のデータ
を集めたが、1年後に再テストできたのは40人で
あった。その中で、我々は4人のCTSDの得点が上
昇した参加者を発見した。しかし、その患者ら
はMMSEの得点に変化はみられなかった。彼ら
は、脳血管性認知症と診断されていた。この結
果は、CTSDによって、評価することで、重度認
知症の認知機能改善が明らかにできる群がいる
ことを示唆した。
Hiroyuki Tanaka, Yuma Nagata, Daiki
Ishimaru, Keita Fukuhara, Yasuhiro Ogawa,
Takashi Nishikawa
本人担当部分：データ収集、研究デザイン補助
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― 令和元年6月

〈国内会議〉

― 平成24年6月

― 平成25年4月

現在あるMMSE，HDS-Rなどの認知機能検査は重度
認知症にとって「床効果を示す」「集中力が続
かない」などの問題点が指摘されており，残存
している認知機能を評価することが難しい．そ
こで，海外で重度認知症向けに開発された
Severe Mini Mental State Examination
(SMMSE)，Severe Cognitive Impairment Rating
Scale (SCIRS)の臨床的有用性を示すことを目的
に検査―再検査信頼性と評価者間信頼性を検討
した．その結果，SMMSEとSCIRSは既存の検査の
MMSE，HDS-Rと比較して，重度認知症者の残存す
る認知機能をより詳細に評価でき，信頼性・妥
当性にたる検査であることが示唆された．
共同発表者：田中寛之，植松正保，福原啓太，
大西久男，西川隆
本人担当部分：検査実施を担当

2　統合失調症者における語
用論的能力と社会常識理解
の関連

3　Comprehensive Social
Cognition in
Schizophrenia from the
Social Common Sense
Ability Perspective
（統合失調症における包括
的な社会的認知昨日につい
て、社会常識的能力の観点
から）

13th International
Society of Physical
and Rehabilitation
Medicine World
Congress (ISPRM 2019)
（於　神戸コンベンショ
ンセンター）

第8回日本統合失調症学
会（於浦河町総合文化会
館）

1　重度認知症者の認知機能
検査に関する研究(第2報)-
本版SMMSE, SCIRSの信頼性
に関する検討-

第27回日本老年精神医学
会（於大宮ソニックシ
ティ）

近年、多くの研究は統合失調症の社会的認知と
社会的機能障害の関係について注目している。
これまで社会的認知はいくつかの方法で別々に
調査されてきた。したがって、統合失調症の社
会的認知を包括的に評価する方法はあまりな
い。本研究では統合失調症の包括的な社会的認
知を社会的常識能力の観点から調査した。統合
失調症34人と健常者34人が研究に参加した。
Dewey Stry Testを用いて社会的常識能力を評価
した。正常行動と異常行動のそれぞれの合計得
点について2群で優位さがみられた。本研究は、
2群において、人間の行動に対する認識に差異が
あることを示し、また、このようなギャップが
患者の社会的機能に影響を及ぼすということを
示唆している。
Keita Fukuhara, Hiroyuki Tanaka, Yasuhiro
Ogawa, Yuma Nagata, Saiji Nishida, Taisuke
Mori, Takashi Nishikawa
本人探訪分：研究全般（論文執筆、研究デザイ
ン立案、データ収集、データ解析）

地域に住む慢性期の統合失調症患者28人に対し
て比喩・皮肉文テスト（metaphor and sarcasm
scenario test; MSST），MMSE，社会常識テスト
を実施した．比喩理解能力はMMSE得点と有意な
相関関係を示し，皮肉誤答回避得点（皮肉を文
字通りにとらえてしまう傾向）は社会常識テス
トにおける社会常識総点と有意に相関してい
た．比喩・皮肉のような語用論的言語理解能力
は，全般的知能，または他者の正常または異常
の行動を理解するような高度な社会的能力と関
連があることが示唆された．
共同発表者：福原啓太，芳賀大輔，西尾五郎，
小川泰弘，内藤泰男，西川智子，大西久男，田
中宏明，田中寛之，西川隆「他3名」
本人担当部分：研究全般（研究計画，執筆，
データ収集・分析）
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― 平成25年6月

― 平成25年11月

― 平成26年3月

― 平成26年11月

3　統合失調症者における語
用論理解障害の一側面―一
症例にみられた特徴的な思
考様式―

4　精神科デイケア利用者へ
の図書館利用の斡旋～社会
生活の広がりに向けて～

第21回日本精神障害者リ
ハビリテーション学会沖
縄大会（於沖縄コンベン
ションセンター）

6　デイケア喫茶での役割を
持つことで日常的な行動に
変化が見られた，後期高齢
の統合失調症患者の一症例

第9回日本統合失調症学
会（於京都テルサ）

5　プログラム「図書館ツ
アー」により生活の認識や
行動に変化が見られた一症
例

第22回日本精神障害者リ
ハビリテーション学会い
わて大会（於いわて県民
情報交流センターアイー
ナ）

第47回日本作業療法学会
（於大阪国際会議場）

精神科リハビリテーションのうち，社会参加の
一環として，デイケア利用患者を地域の図書館
へ引率するプログラムとその前後に実施したア
ンケート調査について報告した．精神科患者
は，地域の図書館に興味はありつつも，多くの
患者は利用していなかった．実際に図書館へ引
率し，図書館の利用方法を患者とともに経験す
るなかで，参加した患者らは地域の行き場所と
して図書館の利用を始めた．精神疾患患者を地
域の社会資源に結び付けるには，支援者が共に
経験することで不安や抵抗感を消失させること
が有効であると考えられる．
共同発表者：福原啓太，小川泰弘，西川隆
本人担当部分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

認知症を伴わない高齢の精神疾患患者は，自宅
生活科デイケアなどの施設に通所することが多
く，このような患者は今後増加すると予測され
る．そこで，働きたいという希望を持ち，また
それが現実検討できていない状態として評価さ
れる後期高齢の地域在住の統合失調症患者一事
例に対し，デイケアでの喫茶活動のマスターと
いう役割を仕事実技プログラムの一環として提
供したと．その結果，精神症状（意欲向上，自
閉の消失，情動表出の改善），活動面（活動量
の増加），社会的交流面（会話量の増加）に変
化が認められた．
共同発表者：福原啓太，小川泰弘，西川隆
本人担当部分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

日常生活で，多数の声主から命令的な幻聴に悩
まされる地域に住む慢性期の統合失調症患者1人
についての症例報告である．本患者は悪意ある
幻聴からの命令に対しても，「自分の為を思っ
て言ってくれている」と解釈していた．3人から
の声主（幻聴）に敬意を持っている本患者は，
相反する声主からの要求に耳を傾け，行動停止
に陥るといった著しい行動制限に陥っていた．
皮肉文テストでは成績低下を認めた．このこと
から悪意ある発言に対して，他者の悪意を「悪
意」と捉えることへの困難さが伺われた．
共同発表者：福原啓太，小川泰弘，芳賀大輔，
田中寛之，西川隆
本人担当部分：研究全般（研究計画，執筆，
データ収集・分析）

精神科デイケア利用患者である統合失調症患者1
人についての事例報告である．以前より，生活
するグループホームの世話人から図書館の利用
を促されていたが，一度も行くことのなかった
患者を図書館へ引率した．そこで，本患者は趣
味である音楽関連のCDや本を借りることができ
ると知り，毎週末に図書館を利用するように
なった．支援者と共に図書館を利用することで
初めて本患者は図書館の利用価値を知ることが
できた．言葉による促しのみではなく，実際の
体験があったからこそ，その人が利用価値を見
出せ日常生活に汎化したものと考えられる．
共同発表者：福原啓太，小川泰弘，田中寛之，
永田優馬，多和田卓也，石井幾子，園田むつ
み，西川隆
本人担当部分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）



著書，学術論文等の名称 単著・
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発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 平成26年11月

― 平成27年3月

― 平成27年6月

― 平成27年10月

20年もの間，無為自閉で自宅生活を送ってい
た，元プロのジャズドラマーにおける事例報告
である．対象者は本人が希望したデイケアでの
バンド活動（作業療法）を通して，精神症状の
安定，活動量の増加，対人交流の増加，QOLの向
上が認められた．対象者のニーズを引き出すこ
とで，本人が希望としたバンド活動が目的にも
手段にもなり，社会生活が改善した．本人は，
「昔の自分に戻れた」「意欲が出てきた」と発
言し，リカバリーが達成された．
共同発表者：福原啓太，大尾充剛，森葉子，小
川泰弘，西川隆
本人担当部分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

対人交流を活性化し，上手な人付き合い，仲間
作りを目的にした介入についての実践報告であ
る．デイケアプログラムの治療的効果の一つ
に，作業を共にすることによる「友人作り」が
挙げられる．また同質グループはメンバー相互
の共感が得られやすく集団としての凝集性も高
くなりやすいといわれている．今回デイケアで
実施した，同性（特に女性）同士のみで構成さ
れたプログラムは，日常の男女混合のプログラ
ムにはない凝集性が生まれやすくなることが確
認された．
共同発表者：山西亜弥, 山﨑勢津子,和田卓也,
福原啓太
本人担当部分：研究計画指導，執筆指導，発表
指導，データ収集，データ分析指導

第49回日本作業療法学会
（於神戸ポートピアホテ
ル）

9　統合失調症を発症した
ジャズドラマーが発症前の
自分を取り戻すまでの道の
り

7　統合失調症者のセルフエ
フィカシーに関する文献レ
ビュー

8　退院後の地域包括的支援
が成功した要因の検討～長
期入院後の高齢統合失調症
患者一事例を通して～

10　人と人をつなぐことを
目的としたプログラムの有
効性―同性集団活動による
対人関係の変化―

第20回日本デイケア学会
（於大阪府立国際会議
場）

第29回大阪府作業療法学
会（於大阪保健医療大
学）

統合失調症とセルフエフィカシー（自己効力
感）に関する文献を国内外問わず，レビュー
し，これまでの研究動向を調査した．結果は，
海外の文献数のほうが多く，海外は比較対照研
究・介入研究の評価として使用されることが多
かった．国内では介入研究・ケーススタディが
主に多かった．セルフエフィカシー研究の文献
レビューにより，今後は，社会参加に向けた自
己効力感の尺度に注目した研究やその尺度開発
が必要であることがわかった．
共同発表者：小川泰弘, 梅田錬, 長池将太, 福
原啓太
本人担当部分：英語文献のレビューとそのまと
め作業

長期入院を経た，高齢の統合失調症患者一事例
が地域包括的支援により社会生活が安定した要
因について検討した事例報告である．対象者
は，退院後夫と二人暮らしになったが，外来通
院に加え，デイケアと訪問看護によるチームア
プローチにより，精神症状の安定，活動量の増
加，対人交流の増加，QOLの向上が認められた．
地域で生活することをチームで支えることで，
精神症状が活発な患者であっても十分に地域生
活できるケースが確認された．
共同発表者：福原啓太，藤林幸代，山西亜弥，
前川公祐，小川泰弘，西川隆
本人担当部分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

第10回日本統合失調症学
会（於都市センターホテ
ル）
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― 平成27年11月

― 平成27年12月

― 平成28年3月

― 平成28年9月 第50回日本作業療法学会
（於ロイトン札幌）

長期入院中で病棟からの外出を拒否する統合失
調症患者に退院促進プログラムとして，外出プ
ログラムを導入した．自己効力感の先行要因
（成功体験，代理体験，言語的説得，生理的情
緒的高揚）に基づき，介入した結果，対象者は1
人で，または病棟の友人と外出し買い物をする
ようになった．依然退院には結びついていない
ものの，退院促進プログラムによって，病院外
への外出回数が増加し，社会生活における行動
範囲の拡大が認められた．
共同発表者：前川公祐，福原啓太
本人担当部分：研究計画指導，執筆指導，発表
指導

13　統合失調症の軽症事例
に対するデイケア治療のみ
による変化-事例報告‐

第11回日本統合失調症学
会（於ベイシア文化ホー
ル）

14　強迫性障害患者の不安
に対するdistraction技能獲
得のための支援―事例報告
―

11　統合失調症者の就労に
関する自己効力感尺度
「Work – Related Self –
Efficacy Scale」の作成

第30回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）

就労に関する自己効力感尺度（Work - Related
Self - Efficacy Scale; WSES）は海外で作成さ
れた評価尺度である．しかし，このような就労
における自己効力感に関する評価尺度は本邦で
は見当たらない．そこで，WSES作成者に連絡を
とり，日本語版WSESを作成の許可を得た．日本
語翻訳をしたWSESを精神疾患を有する患者28人
に対し実施し，日本語の分かりにくい箇所を指
摘してもらった．さらにそれを修正した．今後
はバックトランスレーション研究に移行してい
く予定である．
共同発表者：梅田錬. 小川泰弘. 長池将太, 福
原啓太
本人担当部分：研究計画，データ収集，データ
分析，執筆指導，発表指導

不安を根底に持つ神経性障害には，一般的に薬
物療法や認知行動療法などが適用される．認知
行動療法の中でも，行動を伴う注意の転換
（distraction）は強迫観念や不安の抑制に効果
がある．事例報告では，20代女性，強迫性障害
の患者に対し，distractionを支援した．具体的
には，不安が増大する場面に対して本人がしう
る対処行動をリスト化した．不安場面で，その
リストを見ることにより落ち着いて不安への対
処行動を実行していくよう支援した．その結
果，対処行動の強化，不安の軽減，地域生活に
対する自己効力感の向上，社会生活の改善が認
められた．
共同発表者：福原啓太，田中宏明，西川隆
本人担当部分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

第23回日本精神障害者リ
ハビリテーション学会高
知大会（於高知市文化プ
ラザかるぽーと）

統合失調症と診断された20代の対象者が，効果
を実感できなかった薬物療法を拒否したため，
デイケア治療のみで対応したところ，デイケア
プログラムによる問題解決能力向上訓練を通し
て，他者交流が増加し，慢性的に持続していた
対人面の不安感が消失した．また安心感の獲得
により不安感や病的体験の減少が認められた．
このような薬物療法がうまく適合しないケース
でもデイケアのような心理社会的治療により社
会機能が改善することが確認された．
共同発表者：福原啓太, 藤林幸代, 山西亜弥,
西川隆
本人担当部分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

12　長期入院患者が街に出
た！！～退院促進プログラ
ムの取り組みより～
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― 平成28年9月

― 平成28年10月

― 平成28年10月

― 平成29年9月

病識の低下は統合失調症の主要な特徴のひとつ
であり，治療コンプライアンスや再入院率など
の因子と関連が示されていることから，臨床的
にも重要な指標である．また病識の低下は，神
経認知機能障害と関連していることが報告され
ている．本研究では，「狭義の病識」，「障害
認識」と神経認知機能の関連について調査し
た．その結果，「狭義の病識」の低下には認知
機能障害が影響している可能性が示唆された．
一方「障害認識」は神経認知機能に依存してい
ない可能性が示唆された．
共同発表者：小川泰弘，福原啓太，梅田錬，西
川隆
本人担当部分：研究計画への提言，考察部分へ
の提言，発表方法への提言

16　精神疾患患者を対象と
した，生体医工学技術を用
いた客観的指標の検討

17　就労関連自己効力感尺
度 Work-related self-
efficacy scale WSES
日本語版の信頼性・妥当性
の検討

第31回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）

2013年にDSM-5が公表された．統合失調症の診断
基準では，DSM-Ⅳ-TRで“affective
flattening”とあった記載が，この改定で，
“diminished emotional expression”へと変更
された．これは，必ずしも統合失調症患者が感
情体験に障害があるのではなく，むしろ表出に
のみ障害が生じる場合があることを示したもの
である．本研究では，その感情表出のうち声の
抑揚（prosody）の客観的評価に注目している．
具体的な評価方法は主観的バイアスを排除した
もので，被験者の声をデジタル録音し，コン
ピュータ分析により客観的評価として非常に精
度の高いものとなっている．本報告では，本研
究の有用性と研究経過について報告した．
共同発表者：福原啓太，小川泰弘，森泰祐
本人担当部分：研究全般（研究計画，執筆，
データ収集・分析）

15　統合失調症における病
識と神経認知機能の関連

18　就労意欲が表面化して
いない精神科デイケア患者
に対する短期就労体験プロ
グラムの効果

指針疾患患者に対する評価では，客観的指標だ
けでなく，「患者自身がどのように感じている
か」という主観的側面の評価が重要視されてい
る．主観的側面における評価指標の一つとして
セルフエフィカシーがある．本研究では，諸外
国で用いられている「仕事関連自己効力感尺度
Work-related self-efficacy scale（WSES）」
の原著者に許可を得て，日本語版を作成し，そ
の信頼性・妥当性を検討している．WSESは就労
についての患者の主観的側面を評価できること
から，治療計画立案のための指標としてだけで
はなく，介入の効果指標としても有効であると
思われる．
共同発表者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，福
原啓太
本人担当部分：研究全般（研究計画，執筆援
助，データ収集・データ分析）

第51回日本作業療法学会
（於東京国際フォーラ
ム）

精神障害者の就職件数はこの10年で増加の一途
をたどっているが，就労意欲が表面化しづらく
就労へのニーズが潜在化している患者に対して
は十分な支援が行き届いていない．そこでわれ
われは，そのような患者8名に対し意欲を引き出
すことを目的に病院内での短期就労体験プログ
ラムを実施した．その結果，就労の継続を希望
した者，ハローワークに通いだした者が認めら
れた．たとえ対象者の就労意欲が表面化してい
なくとも，潜在的にそれを有している可能性が
あることが示唆された．
共同発表者：小川泰弘，田口功，高結花，福原
啓太，西川隆
本人担当部分：研究計画，執筆補助，結果の解
釈への提言

第50回日本作業療法学会
（於ロイトン札幌）

第31回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）
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― 平成29年12月

― 平成30年7月

― 平成30年12月

― 平成30年12月

20　統合失調症における会
話量と精神症状，活動量と
の関連について

第38回近畿作業療法学会
（於大阪国際交流セン
ター）

第32回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）

統合失調症の症状は陽性症状，陰性症状，認知
機能障害が主に挙げられるが，バイオマーカー
のような客観的かつ定量的に評価されることは
稀である．本研究では，陰性症状のうち情動表
出の減少をプロソディと会話量の観点からコン
ピュータをもちいて分析した．また陽性・陰性
症状，日常生活活動も評価し，それらとの関連
性を検討した．その結果，一部のプロソディと
会話量は統合失調症患者において障害が確認さ
れ，会話量は陰性症状と日常生活活動と関連し
た．会話量は他者との関りにおいて重要である
ことが示唆される．
共同発表者：福原啓太，小川泰弘，森泰祐
本人担当部分：研究全般（研究計画，執筆，
データ収集・分析）

19　精神科生体医工学的指
標・生活研究会H29年度研究
報告

22　引換券を用いることで
予測障害を減少させ、活動
範囲の拡大に至った慢性期
統合失調症の患者につい
てー事例報告ー

21　統合失調症の情動表出
能力について～精神科生体
医工学的指標・生活研究会
H30年度研究報告～

日本精神障害者リハビリ
テーション学会　第26回
東京大会（於早稲田大学
国際会議場）

将来のことに対して予測することが困難とな
り、活動の範囲が狭小化していた慢性期病棟に
入院している統合失調症患者に対し、将来の活
動を示した紙（引換券）を用いて、プログラム
活動へ誘導した結果、次の行動（活動）に対し
て予測が可能となり、活動範囲の拡大に至った
事例について報告した。
森泰祐、李真吾、稲富宏之、福原啓太、日垣一
男
本人担当部分：執筆補助、介入補助、対象者評
価

第33回大阪府作業療法学
会（於藍野大学）

統合失調症の言語表出能力が注目されている。
その中でも本研究は会話量に着目した。統合失
調症患者の会話量と精神症状、行動評価に関し
て関連性を分析したところ、ポジティブな刺激
に対する発話時間と陰性症状は有意な負の相関
を示し、ニュートラルな刺激に対する発話時間
においても陰性症状と有意な負の相関を示し、
そして行動評価とも有意な負の相関を示した。
ネガティブな刺激に対する発話時間は陰性症状
と有意な負の相関を示し、また行動評価とも有
意な負の相関を示した。一方で、インタビュー
時の発話時間は陽性症状と正の相関を示した。
統合失調症の発話量は課題設定や状況により、
異なるタイプの精神症状や行動と関連すること
が明らかとなった。
福原啓太、大尾充剛、森泰祐、小川泰弘、西川
隆
本人担当部分：研究全般（研究計画、執筆、
データ収集・分析）

統合失調症の「情動表出の減少」が注目されて
いる。平成30年度は統合失調症と健常者を対象
として、情動表出について評価者の耳による判
断を用いて評価した。評価方法はPutnam(2007）
の方法を採用している。研究進捗について、本
学会で結果と考察を交え発表した。
福原啓太、 小川泰弘、森泰祐
本人担当部分：研究全般（研究計画、執筆、
データ収集・分析）
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― 令和元年9月

― 令和元年9月

― 令和元年9月

― 令和元年9月

― 令和元年9月

問題行動を起こしてしまう精神科デイケアに通
所する対象者に対し、複数の精神科デイケアが
協同して、対象者を巡回式に支援した。その結
果、対象者は適度な緊張感を保ちながら、問題
行動を起こすことなく、各精神科デイケアで過
ごすことができた。この画期的な方法について
事例報告を行った。
森岡知久、谷上美奈子、福原啓太
本人担当部分：執筆補助、介入、データ整理補
助

我々の研究グループは海外から就労関連自己効
力感尺度を輸入し、日本語版を作製した。本研
究では、本尺度の日本語版について、信頼性と
妥当性を検討した結果、十分な信頼性と妥当性
が示された。
梅田錬、長池将太、小川泰弘、福原啓太
本人担当部分：研究計画、執筆補助、データ収
集、データ解析

26　精神科デイケアにおけ
る多元主義の応用について

精神科デイケアでの支援においては, 「患者自
身がどのように感じているか」という主観的側
面, とりわけ自己効力感が重要な指標のひとつ
と考えられる. 自己効力感には, 具体的な課題
や状況に依存せず, 個人が日常生活の中で示す
「一般性自己効力感」と, 具体的な課題や領域
に対する「課題特異的自己効力感」の2つの水準
があることが知られている. 今回の発表では,
病院内就労体験と就労移行支援通所によって自
己効力感に変化のみられた症例を報告し, 就労
に関連する課題特異的自己効力感尺度を臨床で
使用する意義について述べることを目的として
発表した.
小川泰弘、長池将太、福原啓太、梅田錬、西川
隆
本人担当部分：執筆補助

23　病院内売店実習と尺度
を用いた振り返りにより就
労への自己効力感が向上・
適正化した事例について
就労関連自己効力感尺度を
用いて

第53回日本作業療法学会
（於福岡国際会議場）

我々の研究グループが海外から輸入し、日本語
版について作成した就労関連自己効力感尺度を
持ちて、就労支援を実施した。対象者には売店
実習（店員補助）を活動として提供し、その振
り返りを就労関連事故効力感尺度を用いて実施
した結果、対象者は、自身の弱点を振り返るこ
とがでい、支援者に指摘されるのではなく、能
動的に自身の弱点を克服するための行動をとる
ことができた事例について報告した。
福原啓太，小川泰弘，長池将太，梅田錬，田中
寛之
本人担当部分：研究全般（研究計画、執筆、
データ収集・分析）

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

24　複数の精神科デイケア
を巡回式に利用する事の可
能性についての一考察　－
事例報告－

25　就労関連自己効力感
Work-related self-
efficacy scale日本語版
（WSS-J）の作成　～信頼
性・妥当性の検討～

27　就労訓練によって自己
効力感に変化の見られた一
事例　～WSS-JとGSESの比較
～

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

精神医学において、現在、多元主義を用いた考
え方が推奨されている。精神科デイケアにおい
ても多元主義の考え方は非常に有用である。そ
の有用性について、事例を交えて報告した。
福原啓太、田中寛之、小川泰弘、西川隆
本人担当部分：執筆、事例介入

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）
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― 令和元年9月

― 令和2年9月

― 令和2年9月

― 令和3年9月

― 令和3年11月

31　認知症患者の活動に対
する取り組み方評価尺度の
開発　Assessment Scale of
Engagement to Activities
と感情AIとの客観的妥当性

第55回日本作業療法学会
（於Web開催）

我々が開発した、認知症患者の集団作業療法活
動に対する取り組み方を評価できるAssessment
Scale of Engagement to Activities（ASEA）に
ついて、感情分析ソフトを用いてその妥当性を
検証した。妥当性の検証には相関分析を用い
た。その結果、ASEAの総合点と各領域の感情値
には有意な相関が認められた。つまり、ASEAの
感情領域や香料領域における妥当性を確認する
ことができた。
田中寛之, 永田優馬, 石丸大貴, 梅田錬, 福原
啓太
本人担当分：評価方法の検証、感情解析結果の
解釈の指示

精神科デイケア利用者において、睡眠の乱れや
不規則な生活リズムはしばしば観察される。生
活リズムの評価は、聞き取り調査や質問紙など
の主観的なものが用いられるが、近年アクチグ
ラフが注目されている。今回、アクチグラフを
用いて生活リズムを評価し、その評価をかしか
し共有した症例に生活リズムの改善の行動変容
が認められたため、報告する。
小川泰弘、田中寛之、福原啓太、石丸大貴、西
川隆
本人担当部分：内容の妥当性の担保、執筆補
助、データ解釈補助

29　病院で働くリハビリ
テーション専門職の仕事不
満足に関する要因

第54回日本作業療法学会
（於Web開催）

30　アクチグラフを用いた
生活リズムの可視化
―就労に対する適切な行動
へとつながった双極性障害
の一症例―

28　精神障がい者の就労に
関する自己効力感尺度
Work-Related Self-
efficacy Scale日本語版作
成の試み　～因子構造の検
討～

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

32　無為自閉が強い統合失
調症患者が、就労プログラ
ムを通して対人交流、活動
量の増加に至った一事例

精神科デイケアを利用する無為・自閉、陰性症
状が顕著な慢性期統合失調症患者に対し、自己
効力感の観点から就労支援プログラムを提供し
た。本人が出来得る活動提供と積極的な声掛
け、環境設定により就労意欲が高まり日常生活
行動においても社会性が向上する般化が見られ
た。
麻野梨沙、福原啓太
本人担当部分：評価治療指示、評価治療支援、
介入方針の指示、執筆補助

第54回日本作業療法学会
（於Web開催）

日本デイケア学会第26回
年次大会
（於Web開催）
http://www.daycare.gr.
jp/26th/outline.html

我々の研究グループは海外から就労関連自己効
力感尺度を輸入し、日本語版を作製した。本研
究では、本尺度の日本語版について、因子構造
について検討した。119人の精神障害者を対象に
就労関連自己効力感尺度を実施し、因子分析を
行った。その結果、原版と同様に日本語版も4因
子であることが確認された。
長池将太、福原啓太、梅田錬、小川泰弘
本人担当部分：研究計画、執筆補助、データ収
集、データ解析

リハ専門職は増加傾向にある。一方、職場管理
の観点から離職は問題の一つに挙げられる。本
研究では病院で働くリハ専門職の仕事への不満
足感に関連する要因を探索した。その結果、リ
ハ専門職の仕事不満足感には人間関係の不満足
が関連していた。
大浦智子、福原啓太、佐藤英人、加藤美樹、藤
堂恵美子
本人担当部分：データ解析、執筆補助



著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月 概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 令和4年9月

「シンポジウム」

― 平成27年6月

― 平成27年11月

33　統合失調症の病識と心
理防衛的傾向,神経認知機能
病識は抑うつや心理的苦痛
へとつながるか?

第55回日本作業療法学会
（於Web開催）

病識の低下は統合失調症の特徴の一つであり、
服薬アドヒアランスや再入院率などの臨床的に
重要な変数と関連が示されている。そこで、
我々は、病識は心理防衛的傾向と関連があるの
か、病識の高さは抑うつや心理的苦痛と関連が
あるのかについて調査した。その結果、未熟な
防衛傾向をもつ統合失調症患者ほど、病識が高
いことを示す一見矛盾した結果を得た。つま
り、未熟な防衛をもつものは、自分はせいしん
しっかんであるというラベルを用意に受け入れ
てしまう可能性が示唆された。また、その未熟
な防衛の結果としての病識は、抑うつや心理的
苦痛として当事者を苦しめてしまう可能性も示
唆された。
小川泰弘, 早川智美, 浦川瑞生, 福原啓太, 西
川隆
本人担当部分：内容の妥当性の担保、執筆補
助、データ解釈補助

1　臨床に従事する精神科OT
が研究することの意義

第49回日本作業療法学会
（於神戸ポートピアホテ
ル）

大阪府立大学学部生を対象に，精神分野におけ
る作業療法士の役割について教育的，学術的，
臨床的観点から講演した．臨床現場に触れる機
会が少ない学部生に精神障害をわかりやすく伝
え，精神障害者の困難を社会機能の観点から解
説し，演者が経験した症例を挙げ，臨床現場に
おける作業療法士の役割，支援方法を提示し
た．その際，患者の生活と学生自身の生活を対
比させ，患者が求める，あるいは社会的に求め
られる生活に向けたリハビリテーション・作業
療法を提言した．

臨床に従事しながらの研究は，労力と時間がか
かり決して楽ではない．作業療法士が特に精神
科領域において研究を続ける際，多くの困難と
向き合う必要がある．発表者自身の臨床研究の
経験を通し，臨床で芽生えた疑問を研究疑問に
発展させ，臨床研究に結びつける過程を聴衆
（臨床家）に対して教育的観点からわかりやす
く説明している．エビデンスに基づいた評価・
治療を患者に提供できるよう，全国学会の場
で，精神科領域に従事する作業療法士に呼び掛
けている．

2　「作業療法って何？」を
伝える．考える．精神分野
の作業療法士の役割

第4回大阪府立大学作業
療法大会（於大阪府立大
学）



年月日

平成27年1月
～平成28年3月

平成27年1月
～平成28年3月

　令和元年4月
～現在に至る

奈良学園大学 保健医療学部
リハビリテーション学科 「痛み学概論」

1年次学生を対象に、痛みを通じて医療を学ぶこと
を目的とした講義を担当。「痛みを測る」「痛みの
行動科学」「痛みの心理」「痛みの情動」「身近な
痛み」を担当。スマートフォンを用いたオンライン
回答システム「スマコク」を用いて知識確認を実施
した。

事項 概 要

１　教育方法の実践例

1)実験形式の授業とレポートの提出・添削

2)プレゼンテーションの導入、小テスト形式

甲南女子大学　教養科目「現実をみるG」

他学部の1年次・2年次学生を対象とした、健康科学
関連の教養科目を担当。「痛みを知り痛みと向き合
う」「女性が抱える痛みについて」「リハビリテー
ションの実際（脳卒中）」の3回を担当し、講義を
おこなった。授業の終わりには理解確認のための小
テストをこない、成績評価の一部とした。

ハーベスト医療福祉専門学校　理学療法学科
「生理学実習」

1年次学生を対象に、血圧・スパイロメータ・筋電
図・心電図・コキガス分析装置・感覚検査・バイオ
フィードバック・誘発電位などを用いた実験の指導
と、実験レポートの作成法を指導。1グループ4-5名
のグループに分かれ実験し、その内容をレポートと
して提出させた。レポートについては個別に添削を
おこない、授業中盤で実例を交えながらレポート作
成時の注意点を再度説明した。

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

人間医工学　境界医学　脳科学

教 育 研 究 業 績 書

　　　　令和　５年　５月　　１２日

氏名　　前田 吉樹

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

疼痛　恐怖条件付け　非侵襲脳計測　リハビリテーション 生理反応

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科　「内部障害学Ⅱ」

2年次学生を対象に、内臓疾患、内分泌・代謝疾患
の講義を担当。該当する箇所について定期試験を作
成・実施した。テスト対策として国家試験の問題を
改変して小テストを作成・実施し、理解力向上の一
助とした。

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科　「理学療法総合演習」

国家試験対策として、「内分泌・代謝疾患」、「バ
イオメカニクス」「統計学・研究法」の分野に対し
講義を実施。小テスト形式で添削をおこない回答力
の向上を図った。

平成22年4月
～現在に至る

平成27年1月
～平成28年3月

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項



年月日事項 概 要

　令和元年4月
～現在に至る

　令和3年4月
～現在に至る

平成27年1月
～平成28年3月

平成27年1月
～平成28年3月

平成27年1月
～平成28年3月

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「理学療法計画論」

3年次学生を対象に、「中枢疾患に対する理学療法
評価」の実習を担当。1グループ3名で模擬患者の理
学療法評価をおこない、症例レポートを作成させ
る。レポートは個別で添削をおこなう。その後発表
レジュメを作成させ、5～6名のグループで症例発表
をさせる。最後に、模擬患者評価の模様をビデオ撮
影したものを編集し、患者に対応する上での危険な
場面、失礼に値する行動がなかったかを指摘、講義
を行った。

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科　「筋骨格理学療法学Ⅰ」

2年次学生を対象に、「下肢の骨折（１）」、「脊
椎疾患（１）」を担当。疾患の基礎知識の復習とし
て講義を行った後、実技形式でストレッチ・筋力増
強運動の手技や各種治療機器の使用方法について説
明、学生どうしで模倣・練習させ、適宜個別指導に
よって指導した。その次の授業では小テストをおこ
ない、理解力向上の一助とした。定期考査では筆記
試験の他、実技試験も実施した。

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「運動機能障害診断学Ⅰ」

2年次学生を対象に、整形外科学的検査手技につい
ての説明と、実技指導をおこなった。模擬患者を想
定し、どのような検査が適当かを考えさせるグルー
プワークもおこなった。定期考査として実技試験を
おこなった。

4) 模擬患者を用いた実習、ビデオ撮影による振り
返り、実践・体験型学習、グループワーク、レ
ポートの活用、プレゼン形式

平成27年1月
～平成28年3月

甲南女子大学 看護リハビリテーション学部
理学療法学科 「理学療法行動科学」

3年次学生を対象とした講義において、行動科学の
基礎や応用行動分析、バイオフィードバック、リハ
ビリテーションへの応用について解説した。また、
慢性痛の病態や認知行動療法についても講義を行
い、「スマコク」を用いた小テストにて成績評価を
行った。

奈良学園大学 保健医療学部
リハビリテーション学科 「疼痛リハビリテーショ
ン学」

3年次学生を対象に、痛みの病態を理解する上で重
要な現象「恐怖条件付け」「オフセット鎮痛」「運
動誘発性鎮痛」「ラバーハンドイリュージョン」に
ついて実技形式の講義をおこなった。

5) 実験形式、マニュアルによる自己学習、グルー
プワーク、レポートの活用、プレゼン形式

3)プレゼンテーションの導入、小テスト形式、実
践・体験型学習・実技試験

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「運動学演習」

2年次学生を対象に、「筋力と関節角度や角速度の
関係」に関する実習項目を担当した。バイオデック
スを用いた筋力の測定実習に対してレポートを作成
させた。実習は機器の使用方法を記載したマニュア
ルを読ませることで、学生自身で問題を解決させな
がら進めるよう実施した。レポートはグループにつ
き１つを提出するようにし、添削もグループ単位で
おこなった。実習の終わりには、実験した内容につ
いての発表会を行わせた。



年月日事項 概 要

令和2年4月
～現在に至る

平成27年1月
～平成28年3月

平成27年1月
～平成28年3月

平成29年12月

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「基礎ゼミⅠ・Ⅱ」

1年次学生を対象としたゼミで、勉強の仕方やプレ
ゼンテーションのまとめ方など、学生の基礎スキル
向上を目的とした指導をおこなった。

平成27年1月
～平成28年3月

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「卒業研究」

配属された学生（3年・4年次学生）に対して、研究
計画の立て方や、データを解釈し論文にまとめるま
での過程を指導。ゼミ内での論文抄読や予備実験、
実験スケジュールの作成など行わせた。指導した卒
論テーマは「運動誘発性鎮痛と身体感覚不一致感の
関連についての研究」、「4肢位のマンスリービク
ス実施による月経随伴症状軽減効果の違いについて
の研究」であった。

「勉強会・研修会」

7)ゼミ活動

　令和元年4月
～現在に至る

実験システム

３　教育上の能力に関する大学等の評価

なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

奈良学園大学 保健医療学部 リハビリテーション学
科
「運動学演習」

2年次学生を対象に、「3次元動作解析装置を用いた
関節モーメントの推定」に関する実習項目を担当し
た。Optitrackを用いた運動学データの取得、
フォースプレートを用いた力学データの取得、さら
に両社から関節モーメントの算出までの過程を説
明。学生には、得られた結果をグラフで図示・考察
させた。レポートは各自1部ずつ提出させ、オンラ
インでの返信・添削をおこなった。

パワーポイント資料、動画、心理生理・心理物理

実験システム、３次元動作解析マニュアル動画

奈良学園大学　保健医療学部
リハビリテーション学科　「基礎ゼミⅡ」

1年次学生を対象としたゼミで、研究論文の読み方
やまとめ方、プレゼンテーションの方法などを指導
した上で、学生に文献レビューを行わせた。

奈良学園大学公開講座 登美ヶ丘カレッジ 「最新の
痛みのリハビリテーション　～痛みの病態に応じた
ケアを考える～」

1) 「高齢者の慢性疼痛管理」

２　作成した教科書，教材

パワーポイント資料、動画、

6)動物を用いた実験、グループワーク、レポート
の活用、プレゼン形式

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「人体の生理機能演習Ⅱ」（補助）

2年次学生を対象に、ウシガエルを用いた動物実験
で、機器の使用法や結果の解釈の仕方などを学生に
指導した。実験は1グループ５～６名でおこない、
事前学習によって実験の結果予測したものを発表さ
せ、入念に実験方法を学習させてから解剖を行わせ
た。



年月日事項 概 要

 平成30年10月

平成22年4月
～現在に至る

平成27年1月
～28年3月

令和元年4月
～現在に至る

平成31年4月
～現在に至る

年月日

平成16年5月7日

平成21年3月23日

平成31年3月25日

平成29年度

令和2年度～
現在に至る

大阪大学大学院医学系研究科外科系臨床医学専攻博
士後期課程

科目担当：生理学実習ハーベスト医療福祉専門学校

甲南女子大学 科目担当：内部障害学Ⅱ、理学療法総合演習、現実
をみるG、筋骨格理学療法学Ⅰ、運動機能障害診断
学Ⅰ、理学療法計画論、運動学演習、人体の生理機
能演習Ⅱ、基礎ゼミⅠ・Ⅱ、卒業研究

科目担当：理学療法行動科学

平成30年度 厚生労働省 慢性疼痛診療体制構築モデ
ル事業 理学療法士・作業療法士合同研修会

平成22年4月
～平成26年3月

大阪大学の実施するGCOEプログラムで、医学・工
学・人間科学の学生・研究者が集まり、学際的な融
合研究の創成を目指すプログラムでRAとなり、セミ
ナーやシンポジウムで討論や発表をおこなった。

奈良学園大学 科目担当：痛み学概論、疼痛リハビリテーション
学、運動学演習、基礎ゼミⅡ

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

大阪大学 グローバルCOEプログラム 「認知脳理解
に基づく機械工学創成」　リサーチ・アシスタン
ト

2) 「恐怖条件付けの理論と臨床実践」

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

４　その他

理学療法士免許取得 登録番号:第48466

５　その他

第30571号
論文題名「Verbal instruction can induce
extinction of fear of movement-related pain」

神戸大学大学院医学系研究科保健学専攻博士前期課
程　第439号
論文題名「立位リーチ動作反復による学習の汎化に
ついて：三次元動作解析器を用いた検討」

なし

事項 概 要

１　資格，免許

日本学術振興会 科学研究費助成事業（若手研究） 研究題名：恐怖条件付け実験系を用いた慢性痛の病
態と治療効果の客観的評価の試み
研究助成金：29,000千円
研究者代表者：前田吉樹

奈良学園大学保健医療学部共同研究費 研究題名：痛みと運動知覚の恐怖条件付け研究
研究助成金：200千円
共同代表者：前田吉樹

２　特許等

修士（医科学）

博士（医学）



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

1) 痛みのケア 共著 平成29年3月

2) 高齢者のための疼痛ケア 共著 平成30年3月 科学研究費助成事業「高齢者入居施設における疼
痛管理教育プログラムの開発」の一環として、高
齢者入居施設に勤務する看護職対象の疼痛管理教
育テキストを作成した。「高齢者入居施設に勤務
する看護職が受講したいと考えている教育内容」
のアンケートに基づき、内容を構成した。

B5判・全33貢
編者：田中和奈
共著者：田中和奈，百瀬由美子，溝尾朗，前田吉
樹，高橋晶

本人担当部分：
「第１章 高齢者の痛みとその特徴」 P2-P10を共
著
 痛みの定義や種類の説明、さらには高齢者の抱
える疼痛の問題点について概説した。
共著者：田中和奈，百瀬由美子，高橋晶，前田吉
樹
「第３章　理学療法的観点からの疼痛管理」
P25-27を単著
 理学療法士の立場から、高齢者の痛みのマネジ
メントに重要な点と、効果的な運動療法の実施方
法を中心に解説した。

（学術論文）

三恵社

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

ピラールプレス 　本書は看護職が患者への最善の痛みケアを提供
できるよう，第Ⅰ部で「痛みと人間」をテーマに
「痛みと性」，「痛みの意味」，「痛みと倫理」
「痛みと医療」について述べ，人間と痛みの関係
を理解する。そして第Ⅱ部5章～８章で「痛み理
論」を紹介し，痛みに関する理論をもとに痛みに
ついての理解を深める・第Ⅲ部では「痛みと看
護」をテーマに「高齢者の慢性的な痛みの治療と
看護」，「検査に伴う痛みの看護」，「治療に伴
う痛みの看護」「ターミナルケアと緩和医療」と
いった臨床の場面を想定した痛みのケアを学ぶ。
そして，第Ⅳ部では「痛みケアにおける看護実践
例」として，術後疼痛，癌性疼痛，急性・慢性疼
痛，出産に関連した痛みの看護，小児に関連した
痛みの看護といった主な疾患や状況における痛み
ケアの展開事例を紹介する。
B5判・全180貢
編者：守本とも子
共著者：守本とも子，池辺寧，辻下守弘，
前田吉樹，篠原百合子，棚橋千弥子，田中登美，
梶村郁子，立川茂樹，新谷奈苗，小池恵理子，澤
田京子，横山美菜，室津史子，高垣麻衣
本人担当部分：
「第7章　痛みの心理と情動」 P48－P57を単著
　痛みに深く関わる「心理」として不安・抑う
つ，「情動」として社会的痛み，痛みの恐怖につ
いて解説。非侵襲的脳機能計測の発達により，目
に見えない心を情動として観察し，その働きを推
察することが少しずつ可能になってきている。情
動から心理への因果関係や，それらのベースとな
る共通の神経機構を理解することは，痛みの心理
的・情動的側面を分析するうえでの一助となる。



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

1) 中年女性に出現する肩こり
と腰痛の重複症状の実態とその
関連要因に関する研究

共著 平成27年3月 パソコン操作を主体とした作業に従事する中年女
性従業員335 名を対象として，肩こりと腰痛の重
複症状が出現する実態を明らかにするとともに，
その身体的，心理的，社会的な要因との関連性に
ついて検討した。229名を対象とし、年齢，勤務
年数，体格，運動態度，食行動，K6，情緒的サ
ポートの程度，クッパーマン指数，そして肩こり
と腰痛とした。結果、有訴者率は肩こりが
73.8％，腰痛が53.3％であり，両者重複は47.6％
であった。年齢，運動態度，食行動，K6，クッ
パーマン指数に有訴との有意な関連があった。肩
こりと腰痛の両者重複者は、身体的、心理的に不
健康な状態にあり、それらを改善させるアプロー
チの必要性が示唆された。

共著者：辻下守弘, 永田昌美, 芝寿実子, 前田吉
樹, 川村博文, 小貫睦巳
本人担当部分：データの計測・解析

2) 低侵襲腰椎後方椎体間固定
術後1年の能力障害を予測する
術前および術後早期の心理的要
因の検討
（査読付）

共著 平成29年9月 腰椎後方椎体間固定術は脊柱管狭窄症や腰椎すべ
り症に対して有効である一方、改善の乏しい症例
も報告されている。そこで術前・術後の破局的思
考・運動恐怖とが術後の能力障害に与える影響を
検証した。結果、術前ではなく術後早期の運動恐
怖が術後の長期的な能力障害に影響を及ぼすこと
が明らかとなった。

共著者：田村典子，西上智彦，前田吉樹，加賀威
浩，和田治，田所浩

本人担当部分：論文の執筆、データの解析

3) 局所皮下麻酔と圧刺激によ
る筋の痛みの心理物理学
（査読付）

共著 平成30年2月 麻酔薬の皮下注により皮膚の痛みを除去し、筋の
みに持続的な機械的痛み刺激を与える方法を用い
て、被験者の主観的な痛みの強さと刺激圧と関係
性を回帰モデルにあてはめた。健常成人13名を対
象とし全員に「麻酔なし」と「麻酔あり」条件
で、デジタル圧痛計による圧刺激を与え、痛みの
強さをNRSで報告させた。結果、麻酔の有無にか
かわらず線形モデルよりも非線形モデルの方が決
定係数が高くなった。先行研究では熱刺激による
皮膚の痛みの回帰モデルがべき関数で表されるこ
とが報告されているが、圧刺激による筋の痛みも
同様に回帰できることを示している。

共著者：前田吉樹, 大城宜哲，小山哲男，植松弘
進，柴田政彦

本人担当部分：研究計画、データの計測・解析、
論文執筆

4) 足関節内反捻挫後のスポー
ツ動作開始時期に関連する因子
の検討 —交絡因子を考慮した多
変量解析による検討—
（査読付）

共著 平成30年2月 復帰時期を予測しながらリハビリテーションを進
めていくための評価指標として、片脚負荷テスト
（OLL-Test）を考案した。本研究では、OLL-Test
と圧痛部位ならびに年齢や性別・筋力等の行楽因
子が復帰時期に与える影響を検証した。202名を
対象とし、交絡因子を投入して多変量解析を行っ
た結果，スポーツ動作開始時期を予測する変数と
してOLL-Testの判定結果と圧痛部位が選択され
た。さらに交互作用項（OLL-Testの判定結果×圧
痛部位）を多変量解析に投入した結果でも，OLL-
Testの判定結果と圧痛部位，交互作用項が有意な
変数として選択されたことから，OLL-Testの判定
結果と圧痛部位は互いに影響し合ってスポーツ動
作開始時期を調整することが分かった。

（共著者：野田優希，柿花 宏信，前田吉樹，古
川裕之，松本 晋太朗，小松稔，内田智也，佃美
智留，藤田健司）

本人担当部分：データの解析、論文の執筆

日本運動器疼痛学会誌
No.9(2), 2017 pp308-313

医療福祉情報行動科学研究
vol.5, 2018 pp19-25

医療福祉情報行動科学研究
vol.5, 2018 pp11-17

甲南女子大学紀要 看護学・
リハビリテーション学編
vol.10 pp1-8



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

5) Verbal instruction can
induce extinction of fear of
movement-related pain
（教示は運動への痛み関連恐怖
の消去を促す）
（査読付）
（博士論文）

共著 平成30年4月 「動かしたら痛い」という患者の恐怖（運動恐
怖）が形成される過程と、その治療に繋がる心理
過程を実験的に検証した基礎研究。運動時に痛み
刺激が提示される過程を繰り返すことによって運
動恐怖を形成し（恐怖条件付け）、その後の条件
付けの消去の手続き（痛み刺激が伴わない運動の
反復）によって運動恐怖が消失するかを検証し
た。さらに患者を安心させる声かけのように「動
かしても痛み刺激がこない」という教示が条件付
けの消去に影響するかを併せて検証した。結果、
教示を与えて消去の手続きをおこなった群は恐怖
を反映した皮膚電気活動が即座に消失し、教示を
与えなかった群は皮膚電気活動の有意な減少がみ
られなかった。運動と痛みの恐怖が結びつくとい
う現象の証明から、その消去、さらには教示が与
える影響までと、自身の研究テーマである「運動
と痛みの恐怖条件付け」の集大成として発表し
た。

（共著者：Yoshiki Maeda, Shigeyuki Kan, Yuji
Fujino, Masahiko Shibata）

本人担当部分: 研究計画、データ測定・解析、論
文の執筆

6) コロナ禍における地域理学
療法・作業療法実習の取り組み
と課題―学内実習の概要と学生
アンケート調査による考察―
(査読付)

共著 令和4年2月 訪問リハビリテーションまたは通所リハビリテー
ションに関する実習（以下、地域実習）を令和2
年度・3年度において学内にて実習を行うことと
なった。履修学生のアンケート調査より学内実習
の課題と可能性について検討した。回答率は、令
和2年度95.7%、令和3年度94.7%であった。アン
ケート調査の結果、両年度ともに類似した回答傾
向であり、地域実習で扱ったテーマについては
77.5 – 97.2%が理解できたと回答した。訪問・通
所事業所のライブ中継については、94.4 - 100%
で高い評価結果であった。一方、3年次以降の臨
床実習に関する質問では、36.4 - 85.9%の学生が
「不安」という回答であった。自由記載では、
「地域リハビリテーションに関する関心や意識が
向上した」という感想がある一方、「現場に行き
たかった」「実技の時間が欲しい」などの意見も
みられた。学内実習となった地域実習は、学生に
とって充実した学修機会であったと思われる。

(共著者：滝本幸治, 池田耕二, 吉川義之, 坪内
善仁, 笹野弘美, 前田吉樹, 中島大貴, 辻下聡
馬, 大浦智子, 山形力生)

本人担当部分: 研究計画、データ測定・解析

7) コロナ禍における理学・作
業療法士養成課程の早期体験実
習―学内実習後の学生アンケー
ト調査による検証－
（査読付）

共著 令和4年2月 令和2年度および令和3年度，新型コロナウイルス
の感染拡大をうけ早期体験実習を学内実習として
実施した。学生アンケートの結果から，学内実習
の意義や課題を明確にした。アンケートの結果，
両年度とも実習内容については多くの学生が「よ
く理解できた」「まぁまぁ理解できた」と回答し
た反面，「2年次以降の学外実習に向けた不安」
を訴える学生が多かった。自由記述では「教員が
近くにいる分質問などがしやすかった」，「疑問
をすぐに先生に質問することができた」という意
見のほか，「自分が知らなかった分野にも興味が
持てた」という意見もみられた。学内実習で医療
施設での学びを完全に再現することは困難だが，
早期体験実習の本来の目的を達成する上で，学内
実習は必ずしも不利な点ばかりではない。

共著者：前田吉樹，中島大貴，伊藤健一，野中紘
士，阿波邦彦，藤田信子，岩﨑智子，橋本雅至，
山形力生，池田耕二

本人担当部分：研究計画、データの集計・解析、
論文の執筆

（その他）

「総説」

The Journal of Pain,
19(9) 2018 pp1063-1073

医療福祉情報行動科学研究
vol.9, 2022 pp55-63

医療福祉情報行動科学研究
vol.9, 2022 pp31-38



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年11月

共著 平成26年12月

3) 痛みのメカニズムの理解と
痛みに対するリハビリテーショ
ンの実践

共著 平成29年4月 「慢性痛と恐怖条件付け」というタイトルで、恐
怖条件付けの理論とその臨床応用、研究の方針ま
でを解説した。

共著者：西上智彦, 前田吉樹, 壬生彰, 田中 克
宜, 萬福允博, 山下浩史, 田村典子
本人担当部分：全体の構成、本文執筆

4) 【疼痛に対する最新の理学
療法-治療効果を最大化するた
めの理論と実践】恐怖条件付け
の理論と理学療法への応用

単著 令和2年10月 恐怖-回避モデルでは,恐怖条件付けとその般化に
よって痛みが慢性化すると考えられている。恐怖
の評価で重要なことは,患者の破局的な考えを聴
取し,恐怖の対象を明確化することである。慢性
痛に対する「段階的曝露療法」では,課題の段階
付けが重要となる。

5) 慢性痛の認知行動療法:―入
院環境での取り組み―

共著 令和3年11月 痛みのために，所見に比べて生活の質や活動性の
低下が著しい慢性痛患者には，認知行動療法など
の心理的アプローチを導入することで，痛みに対
する捉え方を修正し，運動や活動に対する恐怖が
軽減する。入院プログラムでは多職種が関与し，
各々が認知行動療法的アプローチを行うことで，
患者が自分の症状との向き合い方を知り，運動習
慣を身につけることを支援している．当院の入院
環境における認知行動療法の実際を紹介する．

共著者：高橋 紀代, 前田 吉樹, 中原 理, 那須
貴之, 柴田 政彦

本人担当部分：本文執筆

「学会発表」

＜国際学会＞

― 平成26年10月

1) 痛みの恐怖条件付け Monthly Book
Medical
Rehabilitation
No. 177 （11月号）
pp25〜30

痛みの慢性化には、「動かすと痛い」という一種
の恐怖条件付けが重要な基礎として機能する。こ
の考え方を支持する臨床研究、基礎研究を紹介し
ながら、恐怖を中心とした痛みの認知面の変化に
基づき、痛みの慢性化の病態とその治療の考え方
を概説している。

共著者：前田吉樹, 柴田政彦
本人担当部分：全体の構成、本文執筆

2) 慢性痛の問題点と今後の取
り組み

理学療法学
No. 41(8)
pp699～705

疫学、認知行動療法、条件付け、運動療法、脳機
能画像研究、バイオフィードバックという幅広い
テーマから、リハビリテーションにおける慢性痛
の位置づけを詳細に解説した。

共著者：柴田政彦, 山田恵子, 前田吉樹, 安達友
紀, 西上智彦, 寒重之
本人担当部分：全体の構成、本文執筆

日本赤十字リハビリテー
ション協会誌
No.31 pp10-28

リハビリテーション医学
No.58(11) pp1264-69

理学療法ジャーナル
No.54(10) pp1143-49

1) Fear Conditioning and
Extinction Associating
Voluntary Movement with
Painful Stimulus:
Experimental Verification of
Fear Avoidance Model Using
Skin Potential Response
（運動と痛みの恐怖条件づけ：
恐怖回避モデルの実験的検証）

15th
World Congress of
International
Assicuation
for the Study of Pain
(Buenos Aires)
2014.10.6-11

運動と痛みの恐怖が結びつくという現象の証明か
ら、その消去、さらには教示が与える影響までを
検証した。

共同発表者：Yoshiki Maeda, Shigeyuki Kan,
Yoshitetsu Oshiro, Satoru Miyauchi, Aya
Nakae, Ben Seymour, Hideki Kashioka,
Masahiko Shibata
本人担当部分: 研究計画、研究総括
ポスター発表
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2) Psychologigal
characteristics related to
the acquisition and
extention of pain-related
fear
(痛みに関連する恐怖の獲得と
消去に影響する心理的特性の検
証)

― 平成28年9月 運動への恐怖条件づけの獲得、消去における個人
差に着目し、各個人の心理特性との関連性を探索
的に検討した。消去期におけるSPR振幅値と各心
理指標との相関がみられた。本研究の結果は、疼
痛の慢性化に性格傾向等の心理要因が関与する可
能性を示唆している。

共同発表者：Takatoshi Masaki, Yoshiki Maeda,
Shigeyuki Kan, Masahiko Shibata
本人担当部分: 研究計画、データ測定
ポスター発表

＜国内学会＞

― 平成25年12月

― 平成26年6月

―
平成27年11月

― 平成28年11月

16tｈ　World　congress on
pain (Yokohama)
2016.9.26-30

1) 皮膚電位反応を用いた運動
と痛みの恐怖条件付けとその消
去の検証

第6回日本運動器疼痛学会
（兵庫県）

恐怖条件付けによって結びついた運動と痛みの恐
怖を、条件付けの消去によって軽減できるかを実
験的に検証した。消去の手続きによって運動に痛
み刺激が伴わないことを学習すると、恐怖を反映
して出現する皮膚電気活動が減少することを示し
た。しかし全体としては最後まで皮膚電気活動が
出現し続ける傾向にあり、運動に結びついた痛み
の恐怖が容易には取り去ることができないことを
示唆した。
共同発表者：前田吉樹, 寒重之, 大城宜哲, 宮内
哲, 圓尾知之, 齋藤洋一, 柴田政彦
本人担当部分: 研究計画、データ測定・解析、抄
録執筆
（口述発表）

肩甲下筋のテストであるLift off testとして
Belly press testとBelly off signが挙げられ
る。これら二つのテストの肩関節周囲筋の筋活動
の違いを筋電図を用いて明らかにすることを目的
とした。結果、BPはBOに比べ大胸筋、大円筋の働
きが抑えられ肩甲下筋、三角筋の働きが大きくな
ることがわかった。
共同発表者：吉村拓実、春名匡史、立花 孝、土
山耕南、西川 仁史、前田吉樹
本人担当部分：研究計画、準備
（口述発表）

2) 教示は運動に伴う痛みの恐
怖条件付けの消去に強く影響す
る

第36回日本疼痛学会
（大阪府）

患者を安心させる教示の有効性が条件付けの消去
に基づくものかを検証するために、「運動に結び
ついた痛みの恐怖」の消去に「動かしても刺激が
こない」という教示が影響するかを実験的に検証
した。結果、教示と経験による消去をおこなった
群は恐怖を反映した皮膚電気活動が即座に消失
し、経験だけで消去をおこなった群は最後まで皮
膚電気活動の有意な減少がみられなかった。
共同発表者：前田吉樹, 寒重之, 大城宜哲, 宮内
哲, 中江文, Ben Seymour, 柏岡秀紀, 柴田政彦
本人担当部分: 研究計画、データ測定・解析、抄
録執筆
（口述発表）

3) 運動への恐怖条件付けに関
連する心理尺度

4) 肩甲下筋テスト時
の肩関節周囲筋の
筋活動の検討

第56回 近畿理学療法学術大
会
（和歌山県）

運動への恐怖条件づけの獲得、消去における個人
差に着目し、各個人の心理特性との関連性を探索
的に検討した。消去期におけるSPR振幅値と各心
理指標との相関がみられた。本研究の結果は、疼
痛の慢性化に性格傾向等の心理要因が関与する可
能性を示唆している。
共同発表者：柾木隆寿,前田吉樹, 寒重之, 柴田
政彦
本人担当部分: 研究計画、データ測定
（口述発表）

第8回 日本運動器疼痛学会
（愛知県）
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5) 運動恐怖, 破局的思考に着
目し肩関節痛が寛解した1症例

― 平成30年9月 肩関節痛に関連する運動恐怖や破局的思考に着目
することで症状が寛解した症例を経験した。痛み
の持続因子となる運動恐怖、破局的思考の改善に
より、徒手的な介入が無くとも症状の寛解に繋
がった。
共同発表者：永見達朗、 吉野敦雄、前田吉樹
本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

6) 股関節痛の寛解によって生
物心理社会モデルへの理解を得
られた1症例

― 平成30年12月 本症例は重荷に感じていた仕事の終了に伴い股関
節の痛みが寛解したため、仕事への不安が痛みに
関係しているという気づきが得られた。急性の
股関節痛を有する患者において、急に痛みが寛解
したり、いつの間にか症状が改善している場合に
は、認知や環境の変化が影響している可能性があ
る。
共同発表者：永見達朗、吉野敦雄、前田吉樹
本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

7) 入院集学的リハビリテー
ションにおける恐怖―回避思考
への教育介入　―運動恐怖への
段階的暴露により機能が改善し
た慢性腰痛患者の1例―

― 令和1年9月 入院集学的リハビリテーションに、恐怖―回避思
考に対する教育介入を導入した症例を報告した。
腰痛患者に対し、破局的思考を整理し、腰曲げや
座位など各動作への恐怖心を点数化、紙面上に配
置してその階層性を示した。「痛みが出現する恐
れ」の確信度を確認しながら段階的に暴露した結
果、柔軟性や自己効力感、QOLの改善がみられ、
臥位時間が大幅に短縮した。特定の動作に強い恐
怖を示す症例には、その思考を整理・明確化して
暴露することで、入院リハの効果を高めることが
可能と考える。
共同発表者：前田吉樹　佐々木樹　島田隆志　中
原理
高橋紀代　榎本聖香　柴田政彦
本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（口述発表）

8) 疼痛教育、痛み日記を活用
して股関節痛が緩解した一症例

― 令和1年9月 変形性股関節症、進行期の女性に対し、痛みに対
する破局的思考を整理、痛みに応じて活動量を上
げるよう指導した。Dual taskによって痛みから
の注意を逸らしつつ段階的に介入していくこと
で、夜間痛も消失した。また他人の過剰な気遣い
に対する嫌悪感や、頼まれたことを何でも受け入
れてしまう自分への気づきを促した。３か月後、
１時間以上の長距離歩行が可能となった。進行期
の股関節痛であっても、生物心理社会モデルに基
づくアプローチによって痛みの緩解、ＱＯＬの向
上が期待できることが示唆された。
共同発表者：永見達朗、吉野敦雄、前田吉樹
本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（口述発表）

9) 運動恐怖、破局的思考に着
目し股関節痛が緩解した一症例

― 令和1年11月 60代女性、左変形性股関節症の患者に対し、外来
リハビリ開始。他院で「歩くのは無理しないよう
に」という説明を受けており、坂道に対する恐怖
と「趣味の旅行に行けなくなるのでは」、「股関
節術後に悪くなった近所の人のようになるので
は」という不安があった。困難な動作を痛みへの
注意を逸らしつつ段階的に実施、痛みなくできる
ことを経験させた。その後本人自身による行動の
変容がみられ、リハビリ9回目で各動作をほぼ痛
みなく行えるようになった。生物・心理・社会モ
デルの理解が得らて以降、症状の改善と破局的思
考の減少に至った。
共同発表者：永見達朗、吉野敦雄、前田吉樹
本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

第23回 日本ペインリハビリ
テーション学会学術大会
（福岡県）

第11回 日本運動器疼痛学会
（滋賀県）

第24回 日本ペインリハビリ
テーション学会学術大会
（名古屋市）

第24回 日本ペインリハビリ
テーション学会学術大会
（名古屋市）

第121回 日本運動器疼痛学
会
（東京都）
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10）集学的治療入院プログラム
に対する3週間の漸増的サイク
リング運動における痛みと運動
の生理的変化

― 令和2年11月 痛みの破局化や恐怖，回避などにより，活動
性低下・不活動を引き起こしていると，目標と
する運動強度まで到達できず，計画通りに治療
が進まないことがある。この問題に焦点を当て，
慢性痛患者を対象に痛みと運動負荷，自覚的運動
強度，心拍数との関係を調べた。実施前
に比べ終了時に痛み度が減少し，運動による鎮
痛緩和がみられた。しかし運動中の生理的変化
は健常者と相違しており，自覚的運動強度が高
い傾向が認あられた。今後，症例を重ね慢性痛
の病態解明や治療に生かしたい。
中原理、高橋紀代、西下祥子、丸山伸廣、前田吉
樹、柴田政彦
本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（口述発表）

11) 就労希望のある慢性痛患者
の就労状況について

― 令和2年11月 集学的痛みセンターを受診した初診患者のうち、
就労希望のあった患者を対象に、職場復帰群と未
復帰群の特徴を検討した。職場復帰群では、9回
の外来診療や入院診療を利用することで、職場へ
復帰していることが確認できた。
浦澤純一、高橋紀代、中原理、前田吉樹、柴田政
彦
本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

12) 13年ぶりに就労を再開でき
た緊張型頭痛の1症例
―長期的な外来リハビリテー
ションを通じて―

― 令和3年3月 痛みの訴えが多い患者に対して自主練習の記録を
指導したことが、痛くても動けることを実感する
きっかけとなった。自主練習のペーシングに難渋
することもあったが、記録を行うことでペーシン
グの調整が可能となったと考えられた。長期的な
リハビリを通じて活動量も向上していき、就労に
も繋がったと推察された。
浦澤純一、前田吉樹、中原理、高橋紀代、榎本聖
香、柴田政彦
本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（オンデマンド発表）

13) 痛みによる過度な安静によ
り独居困難となり、入院リハビ
リテーション後に独居を再開し
た後期高齢者の一例

― 令和3年3月 痛みによる過度な安静が定着し、独居生活が困難
になった症例を担当した。痛みがあっても動ける
ことを自覚してもらうとともに痛みの対処法を指
導した。その結果、退院後に独居と余暇活動を再
開できた。集中的な入院リハビリテーションによ
り、自分に合った運動負荷、痛みの対処法を指導
することで活動量が向上し、退院後のADL改善に
繋がったと考える。
菱田稜介、浦澤純一、中原理、高橋紀代、榎本聖
香、前田吉樹、柴田政彦
本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（オンデマンド発表）

14) 慢性痛患者に対する高強度
負荷の有酸素運動における運動
前後の痛みの緩和について

― 令和3年6月 慢性痛患者を対象に痛みと運動負荷，自覚的運動
強度，心拍数との関係を調べた。患者は概ね目標
心拍数に到達したが、痛みへの効果は個人差が大
きかった。

共同発表者：中原理, 高橋紀代, 西下祥子, 丸山
伸廣, 前田 吉樹, 柴田政彦
本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（オンデマンド発表）

第13回 日本運動器疼痛学会
（オンライン）

第50回 日本慢性疼痛学会
（オンライン）

第50回 日本慢性疼痛学会
（オンライン）

第58回 日本リハビリテー
ション医学会
（国立京都国際会館）

第13回 日本運動器疼痛学会
（オンライン）
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15) 入院集学的リハビリテー
ション後に職場復帰できた線維
筋痛症の一症例

― 令和3年11月 院集学的リハビリテーション後に趣味を生かした
仕事へ就職できた症例について報告する。患者は
仕事を「したいことではなかった」「凄いストレ
ス」と訴え、痛みで欠勤が多く入院前に退職した
が、復職は考えていなかった。趣味に対しても
「嫌いになる」と訴えていた。入院中は集中的に
自転車エルゴメーターや屋外歩行に取り組む中
で、次第に痛くても動けることを実感していき、
自ら楽器を用意して演奏を楽しむこともできた。
「趣味の調理を生かした仕事がしたい」と考える
ようになり、退院1ヵ月後に調理の仕事へ応募し
2ヵ月後に就職した。痛くても動けることを実感
していき、趣味活動へ目を向けられるようにもな
り、自信を取り戻していった。その結果、やりが
いのある仕事への就職目標を持つことができ、就
分へ至った。

共同発表者：浦澤純一, 中原理, 小泉優喜, 津田
清香, 高橋紀代, 榎本聖香, 前田吉樹, 柴田政彦

本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（オンデマンド発表）

16) 医療者による教育的な関り
によってADL・疼痛の著明な改
善をもたらした一症例

― 令和4年11月 痛みの原因が特定できない場合、慢性的な痛みは
ドクターショッピングや対症療法の繰り返しにな
りがちである。医療者と患者の間で「痛みを軽減
するのではなく、以前の生活に戻る」という考え
方を共有するのは難しい。痛みは危険を回避し治
癒するための重要なもので、危険な状態でも痛み
がなかったり、危険でない状態で強い痛みがある
こともある。患者に正しい知識を伝えることが運
動療法や認知行動療法に有効。30歳代女性の症例
では、痛みへの肯定的な受け入れが運動恐怖の減
少と痛みの軽減につながった。

共同発表者：浦澤純一, 中原理, 前田吉樹, 高橋
紀代, 柴田政彦

本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

17) Virtual Reality はゲーム
中断中および終了後でも痛みへ
の反応を変化させるか？

― 令和4年12月 近年、医療でのVR技術の利用が進んでいる。痛み
の軽減効果が注目されているが、一時的な気逸ら
し効果だけでなく、長期的な効果も検証される必
要がある。健康な成人を対象に、VRの効果を痛み
の閾値と自律神経反応で検証した結果、ゴーグル
装着中は痛みの閾値が変化せず、ゴーグル除去後
に有意な上昇が見られた。VRの鎮痛効果は気逸ら
しの影響が大きいことが示唆された。

共同発表者：増谷結菜, 前田吉樹

本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

18) 目標設定が曖昧であったが
入院リハ中に活動量が向上し、
退院後に目標を達成できた後期
高齢者の1例

― 令和5年3月 本研究は、後期高齢者のリハビリテーションに関
するケーススタディである。入院時には目標が曖
昧であったが、リハビリテーション中の活動量の
増加により、退院後に目標を達成することができ
た。目標設定の明確さよりも、積極的な活動とリ
ハビリテーションチームとのコミュニケーション
が機能向上に貢献する可能性が示されている。

共同発表者： 菱田稜介, 浦澤純一,中原理, 島田
隆志,高橋紀代, 前田吉樹, 柴田政彦

本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

第12回 保健医療学会学術集
会

第15回 日本運動器疼痛学会

第52回日本慢性疼痛学会

第14回 日本運動器疼痛学会
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19) 治療に難渋することが予想
されたにもかかわらず早期に就
労できた慢性腰背部痛の一例

― 令和5年3月 本研究では、慢性腰痛患者が集学的診療の過程で
治療が難渋すると予測されていたが、早期就労に
至った特異なケースの報告である。

共同発表者： 北純一, 浦澤純一,中原理, 津田清
香, 高橋紀代, 前田吉樹, 柴田政彦

本人担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

<依頼原稿>

― 平成26年10月

<研究助成金>

平成29年度

2) 科学研究費助成事業（若手
研究）

令和2年度～
現在に至る

研究題名：恐怖条件付け実験系を用いた慢性痛の
病態と治療効果の客観的評価の試み
【令和2年度採択課題】
研究助成金：29,000千円
研究者代表者：前田吉樹

プラセボ効果は、医学研究、とりわけ試薬の研究
において本来の治療効果とは異なる「取り去るべ
き」ものとして捉えられてきた。しかしながら、
近年痛みの臨床においてはプラセボ効果も治療の
一つとして取り入れようという流れがある。それ
らプラセボ効果に関する認識の変遷を、具体的な
研究報告とともに解説した。
（2頁）
（分担執筆者：前田吉樹,柴田政彦）

日本学術振興会

1) 「プラセボ効果とはどのよ
うなものですか？」

Locomotive Pain Frontier
vol. 3 （2）
pp42〜43

1) 奈良学園大学保健医療学部
共同研究費

奈良学園大学 研究題名：痛みと運動知覚の恐怖条件付け研究
【平成29年度採択課題】
研究助成金：200千円
共同研究者：前田吉樹，辻下守弘，守本とも子

第52回日本慢性疼痛学会



リハビリテーション医学、理学療法学、障害学、老年学

応用健康科学 ヘルスプロモーション

年月日

い

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
「運動学Ⅰ（総論）」にて実施。
運動学Ⅰ（総論）の講義は幅広く、教科書を読むだ
けでは学生へは伝わりにくい。そのため、教科書の
中から比較的重要度の高い項目を抜き出し、ワーク
ブックを作成した。そうすることで、学生の学習意
欲意欲を高めることができた。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
「基礎ゼミⅡ」にて実施。
基本的な学び方・調べ方の内容を教授したあとは、
学生が自らで学び実践し、学生が発表する機会を多
く与えた。また、将来学会発表など発信する練習も
兼ねた授業を実施している。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
「運動器障害評価学」にて実施。
「運動器障害評価学」では限られた時間内に徒手筋
力検査法を覚える必要があるため、学生に対して教
科書を確認の上、分からない箇所を授業中に質問さ
せる用に実施した。また、チェックシートを記載さ
せ、どの学生がどの程度理解しているのかを確認し
ながら実施した。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
「地域理学療法学演習」にて実施。
訪問・通所リハビリテーションを担当し、実際の臨
床現場の動画を使用しながら授業を実施。その後、
学生自身が障がいを持ったと仮定して自らの自宅で
在宅生活をする体験をしてもらい、その内容をグ
ループごとにディスカッションしてもらい代表者に
は全体で発表させた。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
「日常生活活動演習」にて実施。
日常生活活動の教科書の写真や図の動きを解説しつ
つ、学生自身にも障害者の動作を体験させ、グルー
プでレポートを作成させた。また、作成したレポー
トを発表し、学生同士でディスカッションを実施
し、知識の共有を図る形式をとった。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
「早期体験実習・地域理学療法実習」にて実施。
令和2年・3年度の早期体験実習・地域理学療法実習
ではコロナ禍であったため、臨地実習ではなく学内
実習となった。そのため、現場とのLive中継や現場
で働く理学療法士を学内に招いたり、オンラインで
繋ぐなどを通して可能な限り現場の雰囲気を学生に
伝えられるよう配慮して実施した。学生からもLive
中継に関する評価は非常に高かった。

奈良学園大学看護学研究科「在宅看護学特論Ⅰ」に
て実施。
褥瘡予防・治療における最新の知見を紹介と失禁ケ
アやストーマ、スキンテアの最新論文（システマ
ティックレビューなど）の抄読会を実施し、その結
果を基にグループワークを実施した。

令和1年度～現在に
至る

令和1年度～現在に
至る

令和2年度～現在に
至る

令和2年度～現在に
至る

令和2年度～現在に
至る

令和2年度～現在に
至る

令和2年度～現在に
至る

令和3年度～現在に
至る

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

福祉工学

教 育 研 究 業 績 書

令和　5年　3月　31日

氏名　吉川　義之

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

リハビリテーション科学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概　　　　　　　要

１　教育方法の実践例

１）ワークブック作成・活用による学習意欲の向

２）アクティブラーニング学習による自発性の向

３）反転授業による学習効率の向上

４）動画を利用した授業による学習意欲の向上

５）グループワークにより学生間理解の共有

６）学内実習による知識および興味・関心の向上

８）臨床実践方法の違いを他職種で共有すること

７）最新知見の共有および文献抄読によるグルー

奈良学園大学看護学研究科「在宅看護学特論Ⅲ（回
復支援）」にて実施。
地域での在宅生活を回復支援する上での基盤となる
地域リハビリテーションの理念、ケアに関わる者が
果たすべき役割について理解を深めながら、多職種
による知識・技術の違いを共有し多職種連携の強化
を図った。また、今後現場におけるリーダーとして
活躍できるような実践的能力の基礎を学修させた。

業績書－1



年月日事項 概　　　　　　　要

平成30年4-5月

　　（奈良学園大学）

平成27年10月

１）大学設置・学校法人審議会の教員組織審査に
　　おいて、奈良学園大学保健医療学部リハビリ
　　テーション学科講師として判定

基礎ゼミⅡ、運動学Ⅰ(総論)、職場管理論、客観的
臨床能力演習(理学療法)、理学療法卒業研究、運動
器障害評価学、物理療法学Ⅰ(総論)、物理療法学Ⅱ
(各論)、日常生活動作学演習、地域理学療法学演
習、早期体験実習(理学療法)、地域理学療法実習、
理学療法評価学実習、総合臨床実習Ⅰ(理学療法)、
総合臨床実習Ⅱ(理学療法) の担当可と判定

２）学生による授業評価アンケート 令和1年度～現在に
至る

学生の授業評価アンケートは5段階において2.2～
4.4点であった。評価の低い項目としては「この授
業を理解するのに1週間に授業時間外でどれほど学
習を行っていましたか？」に対して、「あまりそう
思わない」「そう思わない」と回答した学生が半数
以上いた。しかし、「この授業に積極的に参加して
いますか」「教員の説明はわかりやすいですか」
「授業の要点はめいかくですか」などに関しては4
点以上であった。予習・復習に対しての意識付けに
課題がある一方で、授業に関する興味・関心は高い
と評価されている。

基礎運動学（教科書）の範囲は幅広く、どの分野が
重要なのかが非常に分かりにくいため、担当教員で
それぞれの単元をまとめたワークブックを作成し、
その内容を中心に覚えられるように工夫した。
使用大学：奈良学園大学保健医療学部リハビリテー
ション学科
共著者名：池田耕二、吉川義之、城野康朋、
本人担当分：姿勢、運動と動作分析①、運動と動作
分析②、歩行と走行①、歩行と走行②

実習では実習地により経験できる項目に差が出現す
る可能性があるため、各学生が経験した項目を把握
するために作成した。また、この実習経験シートは
次の実習指導者へ申し送りできるため、実習指導者
も経験項目と未経験項目を把握しやすくなる。
使用大学：奈良学園大学保健医療学部リハビリテー
ション学科

地域理学療法実習における学生が経験した項目など
をまとめやすくするため、学ぶべき内容を単元ごと
にまとめたワークシートを作成した。これを活用す
ることにより学修の整理につながった。
使用大学：奈良学園大学保健医療学部リハビリテー
ション学科

令和2年度～現在に
至る

令和1年度～現在に
至る

３）日常生活活動演習用課題シート作成

５）地域理学療法実習用ワークシート作成

４）実習経験シート作成

平成24年度
～

平成26年度

2）国家試験対策

４　実務の経験を有する者についての特記事項

関西総合リハビリテーション専門学校卒業生として
学生・教員・卒業生を対象に15周年記念式典での講
演した。講演内容は「セラピストが褥瘡対策チーム
で発揮できる技術」とし、局所治療としての物理療
法と、予防としてのポジショニングの有効性につい
て講演した。

日常生活活動演習を学生が理解しやすくするため、
各動作毎に項目分けされた課題シートを作成し、学
生自身が課題シートに記入しながら学ぶ教材を作成
した。これにより学生の自主性が得られ、学生同士
でディスカッションする機会が増えた。
使用大学：奈良学園大学保健医療学部リハビリテー
ション学科

令和2年度～現在に
至る

３　教育上の能力に関する大学等の評価

関西総合リハビリテーション専門学校にて国家試験
対策の講義を担当した。担当科目は内部障害理学療
法と物理療法学であった。内部障害理学療法は心電
図の診かたと心疾患の理学療法について国家試験問
題を解きながら解説した。物理療法学は概論と物理
療法の基礎、実施方法について国家試験問題を解き
ながら解説した。

1）臨床実習教育

3）専門学校記念式典の特別講演

２　作成した教科書，教材

１）運動学ワークブック

平成18年度
～

平成30年度

２）実習の手引

神戸大学、畿央大学、神戸学院大学、目白大学、神
戸国際大学からの臨床実習指導を担当した。年間約
10名の学生に対して、理学療法評価・理学療法実施
方法について指導し、レポート作成および症例報告
会を実施した。特に物理療法と地域理学療法に関し
ては大学で学んでいる学生が少なかったため、上記
二点を中心に指導した。その結果、実習生は物理療
法の効果については特に興味を抱いていた。

令和2年度～現在に
至る

早期体験実習、地域実習用の実習の手引を作成し
た。地域実習においては、学生が地域実習を円滑に
行えるようにするため、経験項目シートを作成し、
大学教員と臨床実習指導者が学生に実習してほしい
項目に差が出ないようにする取り組みを行った。
使用大学：奈良学園大学保健医療学部リハビリテー
ション学科

令和1年度～現在に
至る
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年月日事項 概　　　　　　　要

1．加古川市地域セミナー 平成27年11月

2．明石市大久保町在宅介護支援センター 平成28年7月

平成29年10月

平成30年6月

3．兵庫県健康保険事務所主催「筋萎縮性側索硬化
症（ALS） 医療相談会・交流会

ALS患者・患者家族に対して、神経内科医が「ALSの
病態と治療について」、理学療法士が「ALSのリハ
ビリテーション」の講演を行った。その後交流会に
参加し、日常生活上で困っている事などについて助
言を行った。

4．加西市生活サポーター＆介護予防リーダー養成
　 講座

加西市の生活サポーター＆介護予防リーダー養成講
座にて、地域の高齢者を対象に「加齢による変化を
受入れ、華麗に介護予防を」について講演した。

1）日本理学療法士協会認定理学療法必須
   研修会資料作成

平成25年度
～

令和3年度

明石市大久保町の老人クラブにて「認知症予防と運
動療法の必要性」についての講演と自宅でできる運
動を実施。

５　その他

加古川市の地域在住高齢者について「認知症予防と
運動療法」について講演

褥瘡・創傷ケア認定理学療法士の必須研修会で指導
するための教材を作成した。内容は「褥瘡の創面評
価、リスク評価について」「褥瘡・創傷ケアに対す
る電気刺激療法の実際」の資料を作成した。

4）地域セミナー

2）日本理学療法士協会褥瘡・創傷ケア認定
   理学療法士認定試験問題作成

褥瘡・創傷ケア認定理学療法士の認定試験問題を作
成した。

基礎ゼミⅡ、運動学Ⅰ(総論)、職場管理論、客観的
臨床能力演習(理学療法)、理学療法卒業研究、運動
器障害評価学、物理療法学Ⅰ(総論)、物理療法学Ⅱ
(各論)、日常生活動作学演習、地域理学療法学演
習、早期体験実習(理学療法)、地域理学療法実習、
理学療法評価学実習の科目を担当した。

平成25年度
～

令和3年度

3）奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
　 学科

令和1年度
～

令和4年度

3）奈良学園大学大学院看護学研究科 令和3年度
～

令和4年度

在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学）、在宅看護学特論
（回復支援）の科目を担当した。

業績書－3



年月日事項 概　　　　　　　要

年月日

1）理学療法士免許 平成15年4月30日

平成20年1月1日

平成23年3月 修第八八号(神戸大学大学院)

平成23年9月1日

平成24年4月1日

平成25年4月1日

平成25年4月1日

9）専門理学療法士（生活環境支援系） 平成25年4月1日 登録番号2016S-05-000039（日本理学療法士協会）
平成29年3月

1）理学療法士の活動

3）株式会社アバンサール

（学会・論文査読実績）

平成24年11月

平成26年4月

平成26年7月

平成26年11月

平成27年4月

平成27年7月 一般演題査読

修士論文題名：「側臥位における大転子部の体圧分
散を配慮したポジショニングの検証」

博士論文題名:[Monophasic pulsed microcurrent
of 1-8 Hz increases the number of human dermal
fibroblasts.」（1-8Hzの単相性パルス微弱電流は
ヒト皮膚由来線維芽細胞を増殖させる。）

4）修士（保健学）

３　実務の経験を有する者についての特記事項

概　　　　　　　　要

登録番号19-6（日本理学療法士協会）

2）3学会合同呼吸療法認定士 登録番号第080806号（日本胸部外科・呼吸器・麻酔科学会）

なし

10）博士（医療リハビリテーション学）

登録番号16-120（日本理学療法士協会）

登録番号2016S-06-000005（日本理学療法士協会）

6）認定理学療法士（介護予防）

１　資格，免許

免許番号第47993号

6）第55回近畿理学療法学術大会

1）第48回日本理学療法学術大会

8）専門理学療法士（物理療法）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項

2）第26回兵庫県理学療法学術大会

平成24年11月に通所介護施設を開設し、機能訓練指
導員として理学療法業務および管理者として運営面
全般を実施していた。平成27年4月に訪問看護ス
テーションを開設し、それ以降は訪問看護ステー
ションからの訪問リハビリテーション業務に従事し
ていた。平成26年度からは地域で認められた通所介
護施設と訪問看護ステーションとなり、明石市介護
保険サービス事業者連絡協議会や在宅介護支援セン
ター、兵庫県健康保険事務所より講演依頼をいただ
き、理学療法業務に加え講演等の職務も実施してい
た。平成30年度からは地域の神経内科医と共に神経
難病患者（ALS、多系統萎縮症、脊髄小脳変性症
等）を担当することが多く、褥瘡予防をはじめ、褥
瘡治療、神経難病に対する理学療法業務を遂行して
いた。
また、代表取締役として、会社の経営管理を実施し
ていた。経理・総務は部門分けをして他の役員が担
当し、管理運営部門に関してマネジメント業務を中
心に実施していた。

7）認定理学療法士（褥瘡・創傷ケア）

医リ博甲第四号（神戸大学大学院）

２　特許等

登録番号第417号（日本褥瘡学会）5）日本褥瘡学会　認定褥瘡理学療法士

一般演題査読

一般演題査読

平成16年4月
～

平成24年8月

3）第54回近畿理学療法学術大会

4）第50回日本理学療法学術大会

４　その他

平成16年4月～平成17年8月までは、河上整形外科に
て整形外科の術後理学療法および外来理学療法を中
心に理学療法業務に従事した。木・土曜日は午後が
休診であったため、訪問リハビリテーションで維持
期の脳梗塞後遺症患者の理学療法を実施していた。
平成19年9月～平成24年8月までは、有床診療所の理
学療法士として、心疾患患者や呼吸器疾患患者の理
学療法を実施した。呼吸療法認定師や心臓リハビリ
テーション指導士の取得はこの時期に取得し、ケー
スレポート等もまとめた。また、寝たきり高齢者の
理学療法も実施し、褥瘡治療および褥瘡予防のポジ
ショニング等を実施していた。褥瘡の理学療法に関
する臨床研究はこの時期に実施していた。平成22年
4月より介護保険領域の部署の異動となり、主任と
して通所リハビリテーションと訪問リハビリテー
ション業務に従事した。理学療法業務に加え、職員
管理、利用者契約などの業務も担当した。

平成24年9月
～

平成31年3月

5）第27回兵庫県理学療法学術大会

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読
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年月日事項 概　　　　　　　要

平成27年11月

平成28年4月20日

平成28年7月

平成28年7月

平成28年11月

平成29年4月

平成29年7月

平成29年7月

平成30年7月

令和1年7月

17）日本褥瘡学会誌 令和2年9月1日 投稿論文査読

令和2年12月

令和3年2月 投稿論文査読

令和3年7月

令和3年12月

令和4年1月 投稿論文査読

令和4年11月 投稿論文査読

令和4年12月

令和5年1月 投稿論文査読

平成26年11月3日

平成30年7月1日

平成31年1月20日

令和1年8月23日

令和1年10月20日

令和3年2月20日

令和4年2月19日

令和4年8月28日

令和4年8月28日

令和5年2月18日

令和5年2月18日

令和3年10月23日

平成23年9月

平成24年5月

一般演題査読

一般演題査読

（シンポジウム・パネルディスカッション座長）

19）医療福祉情報行動科学研究

20）第28回日本物理療法学会学術大会

18）第1回日本物理療法研究会学術大会

（一般演題座長）

7）第51回日本理学療法学術大会

9）第24回日本物理療法学会学術大会

8）Journal of Wound Care

10）第56回近畿理学療法学術大会

一般演題査読

投稿論文査読

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

15）第26回日本物理療法学会学術大会 一般演題査読

16）第27回日本物理療法学会学術大会 一般演題査読

12）第29回兵庫県理学療法学術大会

11）第52回日本理学療法学術大会

一般演題査読

一般演題査読

22）医療福祉情報行動科学研究

13）第25回日本物理療法学会学術大会

14）第57回近畿理学療法学術大会

一般演題査読

21）第2回日本物理療法研究会学術大会

26）第54回近畿理学療法学術大会

（特別講演・教育講演座長）

31）第1回物理療法研究会 教育講演「物理療法最前線」の座長

27）第30回兵庫県理学療法学術大会

第17 セッション 生活環境支援系2 の座長

第9 セッション の座長

28）第58回近畿理学療法学術大会

29）第21回日本褥瘡学会学術集会

第3 セッション 生活環境1　の座長

臨床で実施している電気刺激療法の実際をシンポジ
ストとして発言した。また、海外で発表されている
先行研究との比較も行い、電気刺激療法の必要性に
ついて提言した。（第47回日本理学療法学術大会）

38）職種別サテライトシンポジウム
  （理学療法士）
    テーマ：新人から見た褥瘡の魅力．

39）直流微弱電流刺激療法の効果と実践．
    テーマ：最先端のエビデンスUpdate
    褥瘡ケアへの理学療法士の参画．

褥瘡予防・管理に理学療法士としてどのように関
わっているのか褥瘡に関わりだした新人セラピスト
として、理学療法士が関わる魅力についてシンポジ
ストとして発言した。（第13回日本褥瘡学会）

37）第28回日本物理療法学会学術大会 シンポジウム「訪問リハビリテーションで物理療法
を使いこなす」の座長

30) 第28回日本物理療法学会学術大会

リハビリテーション２／機器・用具　の座長

一般口述演題Ⅴ　神経・筋制御の座長

32）第2回物理療法研究会 教育講演「廃用に伴う骨格筋の可塑的変化のメカニ
ズム ～筋萎縮・拘縮・疼痛に対する新たな物理療
法戦略～」の座長

（シンポジウム・パネルディスカッション）

23）体力科学

25）医療福祉情報行動科学研究

24）第2回日本物理療法研究会学術大会 一般演題査読

33）第24回日本褥瘡学会

34）第24回日本褥瘡学会

35）日本物理療法合同学術大会2023

36）日本物理療法合同学術大会2023

学術大会長講演「物理療法の評価と治療」の座長

教育講演「褥瘡の評価と治療」の座長

教育講演「教育講演12　物理療法最前線1」の座長

教育講演「教育講演13　物理療法最前線2」の座長
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年月日事項 概　　　　　　　要

平成26年5月

平成27年9月

平成28年3月

令和2年9月

令和2年9月

令和3年9月

（研修会講師）

平成25年9月29日

平成26年6月22日

平成27年10月24日

　

平成27年12月6日

平成28年10月7日

平成28年12月11日

平成29年8月20日

平成29年10月15日

平成30年9月16日

平成30年12月1日

令和1年5月18日

58）第21回日本褥瘡学会学術集会　教育講演11 令和1年8月24日

令和1年9月7日

令和3年7月17日

日本褥瘡学会主催の兵庫県在宅褥瘡セミナーのリハ
ビリテーション分野で講師として、看護師・介護士
理学療法士・作業療法士を対象に講義した。

第23回日本物理療法学会学術大会にて、褥瘡・創傷
ケアの物理療法について実際に物理療法機器を使用
してハンズオンセミナーを実施した。

41）日本褥瘡学会認定師によるチーム医療
    の今後の方向性について

60）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

54）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

52）兵庫県在宅褥瘡セミナー講師

褥瘡ケアにおける多職種協働の取り組みを在宅ケア
に関わる理学療法士の立場からパネリストとして発
言した。（第13回 日本褥瘡学会近畿地方会学術集
会）

43）下肢創傷リハと褥瘡リハが実現する創傷
　　リハビリテーションの市民権

40）褥瘡局所治療 (down stream)における
    理学療法技術．
    テーマ：褥瘡対策チームで発揮できる
    理学療法技術．

認定褥瘡理学療法士として褥瘡予防・管理における
理学療法士の必要性と可能性についてシンポジスト
として発言した。（第17回日本褥瘡学会学術集会）

42）褥瘡ケアにおける多職種協働の取り組み
    ～地域連携の実際．

48）ハンズオンセミナー講師

50）第51回日本理学療法士協会全国学術
　  研修大会講師

45）体圧分散寝具の最新知見 臨床現場におけるマットレス選択や安全対策につい
て理学療法士の立場から現状の問題点を中心に発言
し、討論した。（第23回　日本褥瘡学会学術集会）

47）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

44）ベッド・マットレスにおける安全対策 ベッドおよびマットレスの安全対策を理学療法士の
立場から現状の問題点を中心に発言し、討論した。
（第22回　日本褥瘡学会学術集会）

褥瘡リハに関わる立場から理学療法士の必要性と現
状の課題をシンポジストとして発言し、討論した。
（第22回　日本褥瘡学会学術集会）

46）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

褥瘡局所治療として電気刺激療法と超音波療法の有
効性について、実施している方法と臨床データにつ
いてシンポジストとして発言した。（第49回日本理
学療法学術大会）

55）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

56）姿勢・活動ケア研究会「褥瘡セミナー」講師

57）姿勢・活動ケア研究会「褥瘡セミナー」講師

姿勢・活動ケア研究会主催の褥瘡セミナーにて「褥
瘡の評価と物理療法」のテーマで講義した。

日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

59）認定理学療法士必須研修会講師

姿勢・活動ケア研究会主催の褥瘡セミナーにて「褥
瘡の評価と物理療法」のテーマで講義した。

教育講演11（褥瘡患者のリハビリテーション医療）
のテーマで講演した。なお、この教育講演は皮膚科
領域講習1単位に該当する講演である。

53）富山県理学療法士会研修会講師

49）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

沖縄県で開催された日本理学療法士協会全国学術研
修大会において「褥瘡ケアで理学療法士だからでき
ること～病院・施設・在宅ケア～」のテーマで講演
した。

51）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

褥瘡・創傷ケアの理学療法に関する内容で理学療法
士・作業療法士・看護師を対象とした講演を実施し
た。

平成28年10月30日
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年月日事項 概　　　　　　　要

令和3年10月24日

令和5年2月18日

（学会運営）

平成21年3月8日

平成26年3月2日

平成28年5月13日

平成28年10月1日

平成29年5月12日

69）日本物理療法学会　法人化担当委員 平成29年8月21日

平成30年5月12日

平成30年3月～

令和2年3月

令和2年6月10日

令和3年6月15日

令和4年5月17日

75）第2回物理療法研究会準備委員

令和2年10月1日～
　　令和3年2月20日

74）日本褥瘡学会認定師委員会

第1回物理療法研究会準備委員として開催半年前よ
り運営準備に従事した。

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行った。

令和3年3月1日～
　　令和4年2月19日

70）日本褥瘡学会認定師委員会
　　認定師審査（新規・更新）

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行った。

61）創傷管理の物理療法　基礎から臨床応用

63）第6回日本褥瘡学会近畿地方会学術集会
   準備委員

64）第11回日本褥瘡学会近畿地方会学術集会
   準備委員

65）第23回日本物理療法学会学術大会
   準備委員

日本褥瘡学会近畿地方会学術集会準備委員として開
催1年前より運営準備に従事した。

72）日本褥瘡学会認定師委員会
　　認定師審査（新規・更新）

73）第1回物理療法研究会準備委員

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行った。

71）日本褥瘡学会近畿地方会学術大会準備委員長 日本褥瘡学会近畿地方会の学術大会において準備委
員長を拝命された。

67）日本褥瘡学会実態調査委員　協力者 4年に1度の日本褥瘡学会褥瘡患者実態調査の調査委
員の協力者として、兵庫県内の病院・施設などに調
査依頼を行った。

日本褥瘡学会近畿地方会学術集会準備委員として開
催1年半前より運営準備に従事した。

62）日本物理療法合同学術大会　教育講演

創傷管理の物理療法について、培養細胞実験と臨床
研究の結果を紹介し創傷管理の物理療法の発展に関
する講演を実施した。

「褥瘡の評価と治療」の教育講演で物理療法を使用
した褥瘡治療について講演した。

　　認定師審査（新規・更新）

68）日本褥瘡学会認定師委員会
　　認定師審査（新規・更新）

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行った。

平成26年10月
24・25日

日本物理療法学会学術大会準備委員として開催1年
半前より運営準備に従事した。主に演題担当とし
て、演題の査読振り分け、プログラム作成に従事し
た。

66）日本褥瘡学会認定師委員会
　　認定師審査（新規・更新）

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行った。

任意団体であった日本物理療法学会を一般社団法人
として法人化するための担当委員として勤めた。8
月21日に一般社団法人として認可され、設立時社員
として登記された。

76）日本褥瘡学会認定師委員会

　　認定師審査（新規・更新）

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行った。

第2回物理療法研究会準備委員として開催1年前より
運営準備に従事した。

79）第2回物理療法研究会準備委員 令和4年3月1日～
　　令和5年2月19日

日本物理療法合同学術大会2023の準備委員として開
催1年前より運営準備に従事した。

78）保健医療学学会第12回学術集会　準備委員長 令和2年12月15日～
　　令和4年12月4日

保健医療学学会第12回学術集会準備委員長として開
催1年前より運営準備に従事した。
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年月日事項 概　　　　　　　要

著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要

（著書）

共著 平成24年9月

共著 平成26年5月

共著 平成27年5月

共著 平成28年8月 文光堂

共著 平成29年5月 医歯薬出版

3.理学療法士のための在宅
  療養者の診かた

文光堂 症例を通して、在宅療養者に対する理学療法の評
価からプログラムの立案まで、実際の流れに沿っ
て解説した実践書で、臨床の現場で役立つヒント
や工夫はクリニカルヒントとしてまとめた。B5判
総頁数190頁
編集：杉元雅晴
共著者：（杉元雅晴，吉尾雅春，望月久，岩﨑
洋，山川友康，平野康之，井澤和大，宮川哲夫，
小嶋功，吉川義之，横井輝夫，前重伯壮，舘村
卓，田村佳奈美，野口まどか，渡邊光子，松田崇
本人担当分：骨折－糖尿病を合併した下肢骨折
pp 96-102（単著）
糖尿病を合併した下肢骨折の症例を提示し、評
価・理学療法プログラムの立案・実施について、
リスク管理も含めて解説した。

4.理学療法を活かす褥瘡
  ケア

理学療法士が褥瘡対策チームの一員として行う理
学療法技術（運動療法・物理療法・日常生活活動
練習）を豊富な図表を用い平易に解説した。専門
職種共通の創の病態評価から予防や局所治療プロ
グラムなど必要な知識が幅広く網羅されている。
B5判 総頁数153頁
編集：杉元雅晴
共著者：杉元雅晴，吉川義之，前重伯壮，植村弥
希子，井上里英子，西山友貴，岩﨑洋，日髙正巳
本人担当部分：第Ⅱ章：褥瘡患者の評価；2．褥
瘡の手段．第Ⅲ章：褥瘡の局所治療－物理療法；
3．電気刺激療法．第Ⅳ章：予防―姿勢管理・運
動療法；1．臥位姿勢．pp20-34, 41-48, 62-67
（単著）
褥瘡の評価、局所治療（電気刺激療法）、ベッド
上のポジショニングについて研究から得られた知
見と臨床現場から得た知識を組み合わせて解説し
た。

5.PT・OT・STのための診療
　ガイドライン活用法

診療ガイドラインについて理解し、臨床現場での
意志決定に活用できる力を身につけることを目的
としており、ガイドラインの作成過程や基礎知
識、ベースとなるエビデンスへの批判的吟味の方
法、実践適用ケースまでをわかりやすく解説して
いる。B5判 総頁数170頁
監修：中山健夫編集：日髙正巳、藤本修平
共著者：荒木浩二郎・有明陽佑・稲富宏之・大浦
智子・大寺祥佑・尾川達也・紙谷司・小久保徹・
小向佳奈子・今法子・酒井克也・佐々木祥・杉田
翔・竹林崇・田中宏明・坪内優太・中村学・芳賀
大輔・福岡達之・福谷直人・廣江貴則・吉川義之
本人担当部分：第4章：診療ガイドラインの活用
法；3　エビデンスと診療ガイドラインの活用の
実際．褥瘡　pp152-155（単著）
日本褥瘡学会のガイドラインから、理学療法士が
実施すべき内容について症例を提示して解説し
た。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1.創傷のすべて 克誠堂 創傷に対する外科療法・保存療法・看護ケア・リ
ハビリテーションの内容をまとめた書籍である。
B5判 総頁数403頁
監修：市岡滋編集：安部正敏，溝上祐子，寺師浩
人
共著者：市岡滋、安部正敏，溝上祐子，寺師浩
人、杉元雅晴，吉川義之、他39名
本人担当部分：第Ⅳ章：創傷に対する治療選択：
5．物理療法 電気刺激療法　pp320,　321（共
著；杉元雅晴，吉川義之）
創傷に対する電気刺激療法の実施方法および効果
についてまとめた。

2.理学療法から診る廃用症
  候群

文光堂 廃用症候群の特徴，発症のメカニズム、経過な
ど，前提となる基礎知識を症状ごとに簡潔に解説
した。また、実際の臨床でどう対応すべきか、主
な疾患に特有な廃用症候群を想定し、その予防と
臨床的介入について具体的に解説した。B5判　総
頁数264頁
編集：奈良勲，神戸晃男，山崎俊明，木林勉
共著者：奈良勲，神戸晃男，山崎俊明，木林勉、
杉元雅晴，吉川義之，前重伯壮、他23名
本人担当部分：第Ⅱ章：廃用症候群のメカニズ
ム：A局所性廃用症候群のメカニズム 05褥瘡）
pp73-85（共著；杉元雅晴，吉川義之，前重伯
壮）
廃用症候群に合併する褥瘡について評価と治療に
ついて解説した。
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年月日事項 概　　　　　　　要

共著 令和1年6月 医歯薬出版

7.最新理学療法学講座物理
　療法学

共著 令和3年1月 医歯薬出版 物理療法の基礎知識から最新の物理療法までをを
分かりやすくまとめた教科書である。B5判　総頁
数294頁
編集：烏野大、川村博文
共著者：藤田峰子、森下勝行、久保田雅史、生野
公貴、坂口顕、吉田秀樹、菅原仁、岡崎大資、山
口智史、田上未来、荻野智之、大矢暢久、中村潤
二、吉川義之、栗原靖、山本綾子、松田雅弘、日
下隆一
本人担当部分：第14章：物理療法の臨床応用　褥
瘡　pp232-236（単著）、褥瘡の物理療法につい
て、電気刺激療法、超音波療法、近赤外赤外線療
法、水治療法についての使用方法・目的などを解
説している。

10. エビデンスから身につ
　　ける物理療法

共著 令和5年3月 羊土社 物理療法についてエビデンスレベルを解説しなが
ら有効性の高い物理療法を学べるテキストとなっ
ている。初学者にも分かりやすく解説されてい
る。
編集：庄本康治
共著者：庄本康治、大住倫弘、瀧口述弘、吉田陽
亮、安孫子幸子、梛野浩司、加賀谷善教、竹内伸
行、生野公貴、徳田光紀、中村潤二、肥田光正、
前重伯壮、吉川義之、箕島佑太
本人担当部分：第2章：治療法各論
10．圧迫療法　pp287-300（単著）、圧迫療法に
おける注意点・禁忌を解説しながら実施方法を解
説している。

8.ハンドセラピィ 共著 令和4年3月 医学書院 ハンドセラピィの初学者にも分かりやすくまとめ
られた書籍である。ハンドセラピィに関わる上で
の必須となる知識が盛り込まれている。
編集：斎藤和夫、飯塚照史、下田信明
編集協力：秋山洋輔
共著者：斎藤和夫、粕渕賢志、岡本絵里加、平田
久実、山中美季、飯塚照史、児島範明、田中芳
美、平田恵介、松木良介、趙吉春、下田信明、吉
川義之、車谷洋、谷口しのぶ、渡辺康太、高橋里
奈、古田裕之、秋山洋輔、稲垣慶之、内屋純、桝
田臣弘
本人担当部分：第3章：治療編
１．物理療法　PP86-93（単著）、ハンドセラ
ピィにおける物理療法の紹介と注意事項、効能効
果について解説している。

9. 地域理学療法学 共著 令和4年12月 文光堂 地域理学療法学のアクティブラーニングテキスト
であり、学部教育向けの書籍となる。
編集：日髙正美
教育編集：有馬慶美、加藤研太郎
共著者：佐藤三矢、小貫睦巳、日髙正巳、加藤研
太郎、永野忍、田口孝行、吉田一正、二宮省悟、
門條宏宣、吉川義之、岩﨑祐子、三浦祐司、永井
宏達、笹川健吾、井上順一朗、三村健、高倉保
幸、國澤洋介、金谷佳和、渡邊観世子、藤田博
暁、長谷川諒、明日徹、原真子、森明子、大内み
ふか、須永康代、佐野一成、及川龍彦、渡辺長、
鈴木恭平
本人担当部分：第5章：通所施設における理学療
法　PP86-96（共著）、通所施設における理学療
法士の役割と制度について解説している。

6.イラストでわかる物理
　療法

物理療法の基礎知識から臨床応用までを分かりや
すくまとめた教科書である。B5判　総頁数231頁
監修：上杉雅之　編集：杉元雅晴、菅原仁
共著者：安孫子幸子・植村弥希子・大矢暢久・金
原一宏・斎藤弘・髙木峰子・中西亮介・平賀篤・
太箸俊宏・吉川義之
本人担当部分：第4章：温熱療法（３）超音波療
法　pp41-51（単著）、超音波の理論と治療方
法・目的および留意点について説明し、疾患別に
使用方法などを解説している。
第7章：水治療法　pp77-87（単著）、水の特性、
力学的・生理学的作用および治療目的を解説し、
実際の臨床場面での使用方法について説明してい
る。
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年月日事項 概　　　　　　　要

（学術論文）

共著 平成25年6月

共著 平成25年10月

共著 平成26年1月

共著 平成26年10月

２．仙骨部褥瘡患者に対す
    る直流微弱電流刺激療
    法の試み
   （査読付）

褥瘡会誌 14：582-586 仙骨部褥瘡に対して電気刺激療法を実施し、創の
縮小効果について検討した。刺激条件は基礎研究
のデータを用いて、褥瘡部を陰極、強度80µA、周
波数0.1Hz、時間40分、頻度週5回とした。その結
果、電気刺激療法の介入後に創の縮小が加速し最
終的に治癒に至った。本結果より標準治療に電気
刺激療法を併用することにより創の加速的治癒が
期待できる。
本人担当部分：研究計画、実施、解析、論文のま
とめ
共著者：吉川義之, 杉元雅晴, 前重伯壮, 寺師浩
人

３. Critical Point Of
    Direct Microcurrent
    Stimulation Intensity
    To Promote
    Galvanotaxis For
    Human Dermal
    Fibroblasts
  （ヒト真皮線維芽細胞の
    電気走性を促進する直
    流微弱電流刺激強度の
    重要なポイント）
  （査読付）

Wound Repair and
Regeneration 22(1): A19

陽極帯電している線維芽細胞の電気走性を促進す
るため、直流微弱電流刺激を実施した。その結
果、コントロール群に比べ200 µA群で線維芽細胞
の遊走は促進され、300 µA群で抑制されることが
解明された。この結果により、臨床現場で褥瘡治
癒を促進するための線維芽細胞遊走に期待する強
度は200 µAであることが示唆された。
本人担当部分：解析、論文のまとめ
共著者：Uemura M, Maeshige N, Yoshikawa Y,
Terashi H, Usami M, Takata S, Sugimoto M

４. NST対象患者の褥瘡発生
    に関わる危険因子の検
    討
   （査読付）

褥瘡会誌　16：520-527 NST対象患者において、褥瘡ハイリスク患者ケア
加算判定項目およびK式スケール判定項目と褥瘡
発生の関連性を調査し、NST対象患者特有の褥瘡
発生因子の解明を目的とした。その結果、褥瘡発
生例では「必要カロリーを摂取していない」「褥
瘡に関する危険因子があってすでに褥瘡を有する
もの」「自力体位変換できない」「病的な骨突
出」が有意に高かった。そのためこれらに注意す
る必要性が示唆された。
本人担当部分：解析、考察、まとめ
共著者：前重伯壮，野口まどか，今井秀人，沖佳
祐，吉川義之，寺師浩人，宇佐美眞

１．褥瘡部を陰極とした微
    弱直流電流刺激療法に
    よる創の縮小効果
   （査読付）

理学療法学 40：200-206 細胞培養実験にて得られた電気刺激条件を臨床研
究にて確認した。刺激条件は褥瘡部を陰極とし、
強度を80µAで1時間、週5回通電した。その結果、
全症例の創の縮小が加速し、統計学的にも有意な
結果となった。また、過去に行われた先行研究よ
りも週治癒率が高く、褥瘡に対する低強度の電気
刺激療法は創の縮小に有用であることが確認され
た。
本人担当部分：研究計画、実施、統計解析、論文
のまとめ
共著者：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，植村弥
希子，高尾篤，松田一浩，寺師浩人
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年月日事項 概　　　　　　　要

共著 平成27年3月

共著 平成27年7月

共著 平成28年10月

単著 平成29年3月

共著 平成29年9月

８. Monophasic pulsed
    microcurrent of 1-8
    Hz increases the
    number of human
    dermal fibroblasts.
    (1-8Hzの直流バルス電
    流はヒト皮膚線維芽細
    胞数を増加させる。)
   （博士論文）
   （査読付）

神戸学院大学総合リハビリ
テーション学研究科

培養線維芽細胞を用いて電気刺激周波数の違いに
よる細胞増殖を確認した。褥瘡の治癒には線維芽
細胞の遊走・増殖・分化が必要であり、本実験で
は増殖に着目して実験を行った。その結果、強度
200µA，1-8Hzの周波数で線維芽細胞の増殖が確認
された。中でも周波数2Hzにおいて増殖が大き
かった。本研究結果から褥瘡に対して電気刺激療
法を実施する場合は周波数を2Hz前後で設定する
必要性が示唆された。
（A4判全21頁）

９. 直流パルス電流の刺激
    周波数が線維芽細胞の
    遊走およびFocal
    adhesion kinaseに与え
    る影響
　　（査読付）

物理療法科学 24: 26-31 培養線維芽細胞の遊走に関する電気刺激の最適周
波数を検討した。スクラッチ法にて線維芽細胞の
遊走に最適な周波数を求めた結果、2Hz群がコン
トロール群や10Hz群に比べ有意に遊走しているこ
とが確認された。
本人担当部分：細胞培養、実施、まとめ
共著者：植村弥希子，前重伯壮，井上岳人，古賀
由華，杉元雅晴，吉川義之，宇佐美眞

５. 立ち上がり可能な座面
    の高さと日常生活活動
    の関連性について
    －通所利用者の立ち上
    がりによる検討－
   （査読付）

神戸学院総合リハビリテー
ション研究 10：121-127

立ち上がり可能な座面の高さの違いによって日常
生活活動との関連性があるかの検討を、通所リハ
利用者を対象として実施した。その結果、30㎝の
高さから立ち上がれる高齢者は日常生活が自立し
ていることが確認された。また、その他のパ
フォーマンステストとも関連性があり有用な検査
であることが確認された。そのため、30㎝をカッ
トオフ値する事や30㎝からの立ち上がりを目標と
する必要性が示唆された。
本人担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，門條宏
宣，小枝允耶，柿花宏信，梶田博之，春藤久人

６.　Positioning
     bedridden patients
     to reduce interface
     pressures over the
     sacrum and great
     trochanter
    (寝たきり高齢者の仙骨
     部と大転子部の体圧分
     散を配慮したポジショ
     ニング)
　　（査読付）

Journal of Wound Care 4:
319-325

特別養護老人ホームに入所中の高齢者17名を対象
に体圧分散可能なポジショニングの検討を行っ
た。方法は30度40度側臥位時にベッドと接する側
の股関節を自然位にした場合と内旋位した場合と
の比較検討を行った。その結果、ベッドと接する
側の下肢を内旋位にした方が広い殿筋面で体圧を
分散することができ、有用なポジショニングであ
ることが確認された。この結果により、仙骨部お
よび大転子部の褥瘡予防および褥瘡患者の治癒促
進に期待できる。
本人担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者：Yoshikawa Y, Maeshige N, Sugimoto M,
Uemura M, Noguchi M, Terashi H

７. Monophasic pulsed
    microcurrent of 1-8
    Hz increases the
    number of human
    dermal fibroblasts.
   (1-8Hzの直流バルス電流
   はヒト皮膚線維芽細胞数
   を増加させる。)
  （査読付）

Progress in Rehabilitation
Medicine 1, 20160005

培養線維芽細胞を用いて電気刺激周波数の違いに
よる細胞増殖を確認した。褥瘡の治癒には線維芽
細胞の遊走・増殖・分化が必要であり、本実験で
は増殖に着目して実験を行った。その結果、強度
200µA，1-8Hzの周波数で線維芽細胞の増殖が確認
された。中でも周波数2Hzにおいて増殖が大き
かった。本研究結果から褥瘡に対して電気刺激療
法を実施する場合は周波数を2Hz前後で設定する
必要性が示唆された。
本人担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者：Yoshikawa Y, Sugimoto M, Uemura M,
Matsuo M, Maeshige N, Niba ET, Shuntoh H
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年月日事項 概　　　　　　　要

共著 平成30年5月

共著 平成30年11月 PLoS One 10 e0195309   

共著 平成30年12月

共著 令和2年3月

11. Modulation of plantar
    pressure and
    gastrocnemius
    activity during gait
    using electrical
    stimulation of the
    tibialis anterior in
    healthy adults（健常
    成人における前脛骨筋
    への電気刺激が歩行中
    の足底圧および腓腹筋
    活動に及ぼす影響につ
    いて）
   （査読付）

健常成人の前脛骨筋に電気刺激療法を実施するこ
とで拮抗筋である腓腹筋が相反神経抑制され、足
底圧が減少する傾向が確認された。今後はこの方
法を用いて足底圧が上昇することにより足潰瘍が
発生しやすい糖尿病患者に対して実施し、足壊死
や切断患者の予防に努めていく。
本人担当部分：研究計画、考察、まとめ。
共著者：Moriguchi M, Maeshige N, Ueno M,
Yoshikawa Y, Terashi H, Fujino H.

12. Taking a sitting
    position within 13
    days of subarachnoid
    hemorrhage onset
    prevents decline in
    the ability to
    perform activities of
    daily living and
    shortens
    hospitalization
    duration（クモ膜下出
    血の発症から13日以内
    に座位をとることは、
    日常生活の活動能力の
    低下を防ぎ、入院期間
    を短縮する）
   （査読付）

Int J Disabil Hum Dev 14(4)
517-524

くも膜下出血患者を対象として早期に座位をとっ
た症例と座位をとらなかった症例の日常生活活動
レベルと入院期間を検討した。その結果、13日以
内に座位をとった群は入院期間が短縮した。その
ため、くも膜下出血患者は病状を把握し、神経学
的兆候を確認しながら早期に歩行練習する必要性
が示唆された。
本人担当部分：計画、考察、まとめ
共著者：Uemura M, Inoue T, Kuwata S,
Yoshikawa Y, Matsumoto H, Hirata Y

13. 車椅子乗車時の戸の開
    閉操作が坐骨結節部へ
    与える影響
    (査読付）

医療福祉情報行動科学研究 7
25-35

車椅子乗車時における褥瘡好発部位である坐骨結
節部位のずれ力と圧力の移動を検討した。平地走
行ではなく、日常生活で必要となるドアの開閉動
作時に坐骨結節部のずれ力と圧力を測定してい
る。その結果、開き戸に比べ引き戸は前後のずれ
力が少ない結果となった。しかし、前左右方向に
ついては開き戸も引き戸もずれ力に差がなかっ
た。そのため、坐骨結節に褥瘡発生リスクがある
対象者にはドアの開閉操作は極力避けるように促
し、必要な場合は引き戸を勧めることが示唆され
た。
本人担当部分：計画、考察、まとめ
共著者：吉川義之，杉元雅晴，植村弥希子，松下
友貴，松本流音

10. Weight-bearing
    stretching of the
    triceps surae muscle
    increases the range
    of motion on ankle
    dorsiflexion in
    diabetic patients: an
    approach to reduce
    the risk of diabetic
    foot ulcer
    development（糖尿病患
    者に対する自重負荷に
    よる下腿三頭筋スト
    レッチングは足関節背
    屈可動域を増加させ
    る。：糖尿病性足潰瘍
    発生リスクを減らすた
    めのアプローチ）
   （査読付）

J Jap.WOCM 22(3) 281-286 糖尿病患者に対して自重負荷による下腿三頭筋ス
トレッチングを実施することで、足関節背屈可動
域の増加が確認された。足関節背屈可動域の低下
は足底圧が上昇することにより足潰瘍の要因とさ
れている為、本研究結果より糖尿病患者の足潰瘍
発生リスクを減らすためのアプローチ方法確立の
一助となる。
本人担当部分：研究計画、考察、まとめ。
共著者：Maeshige N, Hirasawa Y, Moriguchi M,
Yoshikawa Y, Maruo K, Noguchi M, Terashi H,
Fujino H
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年月日事項 概　　　　　　　要

共著 令和2年9月

共著 令和3年3月

共著 令和3年3月

15．創傷被覆材における
　　近赤外線透過率の検証

医療福祉情報行動科学研究 8
11-17

褥瘡に対する近赤外線療法を実施する場合、褥瘡
部分を覆っている創傷被覆材上から近赤外線療法
を実施することが推奨される。そのため、ドレッ
シング材の赤外線透過率を検証した。近赤外線透
過率はドレッシング材の種類により異なり、滲出
液を吸収した際に透過しやすいドレッシング材や
滲出液を吸収する前の方が透過しやすいドレッシ
ング材があった。そのため、ドレッシング材に
よって照射時期を変える必要であることが確認さ
れた。
本人担当部分：計画、実施、統計解析、論文執筆
共著者：吉川義之，城野靖朋、滝本幸治、植村弥
希子、辻下守弘

16．Monophasic Pulsed
　　Current Stimulation
　　of Duty Cycle 10%
　　Promotes
　　Differentiation of
　　Human Dermal
　　Fibroblasts into
　　Myofibroblasts
　　（デューティサイクル
　　10％の単相パルス電流
　　刺激は、ヒト皮膚線維
　　芽細胞の筋線維芽細胞
　　への分化を促進しま
　　す）
　　（査読付）

Phys Ther Res 24: 145-152 本研究は創傷治癒に必要な細胞である線維芽細胞
に電気刺激を実施した実験である。線維芽細胞の
増殖・分化に対して有効な刺激強度と周波数は過
去の研究から証明されつつある。しかし、有効な
デューティサイクルと増殖・分化に対する影響は
不明である。そのため、本研究では線維芽細胞が
分化するために有効なデューティサイクルの検証
を実施した。その結果、10％のデューティサイク
ルにおいてα-平滑筋アクチンおよびトランス
フォーミング成長因子のmRNA発現が有意に促進し
ました。それゆえにデューティサイクルは筋線維
芽細胞の分化に影響を与える可能性があり、
デューティサイクルが10％の電気刺激は創傷治癒
に効果的であると示唆された。
本人担当部分：実験実施および，実験結果に基づ
き論文執筆の補助を担当した。
共著者：Uemura M, Sugimoto M, Yoshikawa Y,
Hiramatsu T, Inoue T

14. 1,25-Dihydroxyvitamin
　　D3 Inhibits
　　Lipopolysaccharide-
　　Induced Interleukin-6
　　Production by C2C12
　　Myotubes
　（1,25-Dihydroxyvitamin
　　D3はC2C12筋菅細胞のリ
　　ポポリサッカライドに
　　よるインターロイキン6
　　産生を抑制する）
　（査読付）

Medicina 56(9) 450-457 本研究は、マウス由来C2C12筋菅細胞に対する
1,25-dihydroxyvitamin D3 [1,25(OH)2D3]の抗炎
症作用と筋タンパク分解抑制作用を検討すること
を目的に実験を行った．マウス由来のC2C12筋芽
細胞を増殖培地である10%牛血清を含むDulbecco
Modified Eagle（DMEM）培地で増殖させた後，培
地を分化培地である2%ウマ血清を含むDMEM培地に
変更し4日間培養し，筋菅細胞に分化させた．筋
菅細胞に分化させた後、0、0.1、1、10nMの
1,25(OH)2D3を添加した培地で24時間培養し，そ
の後，炎症を惹起させるため100ng/mlのリポポリ
サッカライド（LPS）を含む培地で48時間培養し
た．その結果，LPSは培養液中のinterleukin
(IL)-6を増加させた．しかしながらIL-6の濃度は
1,25(OH)2D3処理した筋管細胞で処理されていな
い細胞に比べ，IL-6濃度は有意に低かった．ミオ
シンやMAFbxとMuRF1は各条件間で有意差は認めら
れなかった．Tumor necrosis factorαの測定は
多くのサンプルで検出限界を下回ったため正確な
測定ができなかった．本研究結果から，
1,25(OH)2D3がLPS刺激による筋菅細胞でのIL-6産
生を抑制することが示された．
本人担当部分：実験実施および，実験結果に基づ
き論文執筆の補助を担当した．
共著者：Nonaka K, Akiyama J, Yoshikawa Y,
Une S, Ito K
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年月日事項 概　　　　　　　要

共著 令和3年7月

共著 令和3年7月

共著 令和3年9月

共著 令和3年9月

18. Immediate Effects of
    Weight-Bearing Calf
    Stretching on Ankle
    Dorsiflexion Range of
    Motion and Plantar
    Pressure During Gait
    in Patients with
    Diabetes Mellitus.
　　（糖尿病患者の歩行中
　　の足関節背屈可動域お
　　よび足底圧に対する腓
　　腹筋ストレッチングの
　　即時効果）
　　（査読付）

The international journal
of lower extremity wounds
13: 15347346211031318

足底圧の上昇は糖尿病性足潰瘍の危険因子であ
り、足首背屈可動域（ROM）の制限が高い足底圧
を引き起こすことが知られている。またストレッ
チは、ROMを改善するための非侵襲的で一般的な
手段です。しかし、ROMと足底圧に対するスト
レッチの効果は、糖尿病の患者では明らかにされ
ていない。そのため、本研究では糖尿病患者の歩
行中の足首背屈ROMと足底圧に対する断続的な体
重負荷ストレッチの効果を研究することを目的と
した。その結果、足首背屈ROMは、ストレッチ後
に大幅に増加した。ピーク圧と圧力-時間積分
は、特に前足部で大幅に減少し、これらも足底表
面全体で大幅に減少した。測定接地の持続時間は
ストレッチ後に減少した。ストレッチは、足首背
屈ROMを改善し、歩行中の足底圧を低下させた。
これらの結果は、腓腹筋のストレッチが糖尿病性
足潰瘍を予防および治療するための効果的な手段
である可能性があることを示唆しています。
本人担当部分：研究計画、データ採取，実験結果
に基づき論文執筆の補助を担当した．
共著者：Maeshige N, Uemura M, Hirasawa Y,
Yoshikawa Y, Moriguchi M, Kawabe N, Fujii M,
Terashi H, Fujino H

19.皮下組織の損傷を超音波
　 画像診断装置にて発見
   し、除圧を行うことで悪
   化せずに治癒に至った一
   症例（査読付）

物理療法科学 28: 49-53 皮膚の欠損がなく皮下組織が損傷している褥瘡
（深部損傷褥瘡：Deep tissue injury)に対し
て、超音波画像診断装置を用いて早期発見し、除
圧および離床時間の延長を実施したことによって
褥瘡を悪化させずに治癒に至った症例報告であ
る。Deep tissue injuryは超音波画像診断装置を
使用しなければ深部の損傷を把握することができ
ないため、Deep tissue injuryが疑われる際は早
期に超音波画像診断装置による評価が必要である
ことを示唆した論文である。それにより皮膚を損
傷させずに深部褥瘡が治癒した新しい視点からの
症例報告である。
本人担当部分：論文指導、論文執筆補助
共著者：植村弥希子，北村瑠玲，杉元雅晴，吉川
義之，山浦生也，寺師浩人

20.直流パルス微弱電流刺激
   療法の電極改良により褥
   瘡治癒が促進された症例
　（査読付）

物理療法科学 28: 54-60 褥瘡部に対して適切に電流が到達するようにした
改良電極を用いた電流刺激療法を実施した研究で
ある。医師の指示のもとで電極を改良し電極の安
全性を確認して実施した。その結果、停滞してい
た褥瘡が囲み電極を使用した電気刺激療法によっ
て、創の縮小効果が認められた。また、改良電極
を使用したことによる副作用も確認されなかっ
た。
本人担当部分：実施計画、論文指導、論文執筆補
助
共著者：出口太紀，杉元雅晴，吉川義之，植村弥
希子，平松輝隆，巻渕弘治

17. The Shift of the
    Ischial Region during
    Maneuvering the
    Standard Wheelchair
    and the Electric
    Wheelchair in Healthy
    Adults
　　（健常成人における標
　　準車椅子および電動車
　　椅子の駆動中の坐骨領
　　域の座圧変化）
　　（査読付）

International Journal of
Clinical Medicine 12(7):
297-305

坐骨部褥瘡は再発が多いため車椅子乗車時の外力
の把握が必要です。そのため、健常成人における
標準型車椅子と電動車椅子乗車時の坐骨部圧と圧
移動の変化を体圧分布装置を用いて測定した。そ
の結果、電動車椅子では圧移動はみられないが、
標準型車椅子では圧の移動が確認された。標準型
車椅子ではハンドリムを把持して駆動することが
必要であり、そこで体幹の前後傾が加わるために
圧の移動が示唆された。この結果から、坐骨部に
褥瘡発生リスクがある患者および術後の患者に対
しては自操式車椅子ではなく電動車椅子の使用が
有用であると示唆された。
本人担当部分：研究計画，研究指導，実験結果に
基づき論文執筆の補助を担当した．
共著者：Uemura M, Sugimoto M,Shimizu M,
Maeshige N,Yoshikawa Y, Fujino H
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年月日事項 概　　　　　　　要

共著 令和4年2月

共著 令和4年2月

共著 令和4年3月

共著 令和4年8月24. ヒト皮膚由来線維芽細胞
の培養温度が細胞増殖に与え
る影響

物理療法科学 29:720-76 深い褥瘡の治癒には肉芽による修復が必須とな
る。その肉芽の基盤となるヒト皮膚由来線維芽細
胞を温度のみ違う環境で培養した。その結果、体
温よりも低い温度（31、33、35℃）では細胞増殖
が抑制された。一方、体温よりも高い温度
（39℃）では細胞増殖が促進した。そのため、褥
瘡治療において創部周辺の温度管理は重要であ
り、低すぎると治癒に悪影響を及ぼし、体温より
もやや高めであると治癒が促進されることが示唆
された。
本人担当部分：研究計画，研究デザイン立案，統
計解析，実験，実験結果に基づき論文執筆を担当
した．
共著者：吉川義之, 野中紘士, 滝本幸治, 前重伯
壮, 植村弥希子, 杉元雅晴

21.コロナ禍における地域理
　 学療法・作業療法実習の
   取り組みと課題―学内実
   習の概要と学生アンケー
   ト調査による考察―
   （査読付）

医療福祉情報行動科学研究 9
31-38

新型コロナウイルスの感染拡大により本学で実施
している地域実習の臨地実習が困難となったた
め、学内実習を実施した。実習後に学生に対して
アンケート調査を実施し学内次週の課題と可能性
について検討した。回答率は95%であった。約90%
の学生が理解できたと回答していた。また、現地
からのライブ中継は100%に機会学生が高い評価で
あった。一方で臨地実習に行けていないことで
40%程度の学生が将来の実習が不安であると回答
していた。以上のことから学内実習は学生にとっ
て充実した学習機会であったと思われる一方で、
今後の実習に対する不安が高い結果であった。
本人担当部分：アンケート作成、調査、論文執筆
補助、まとめ
共著者：滝本幸治，池田耕二，吉川義之，坪内善
仁，笹野弘美，前田吉樹，中島大貴，辻下聡馬，
大浦智子，山形力生

22.線維芽細胞の増殖，遊走
　 およびAkt活性化に対す
   る微弱電流刺激の効果
  （査読付）

医療福祉情報行動科学研究 9
73-79

本研究では，微弱電流刺激にAktの活性化が関与
していると仮説を立て、微弱電流刺激による線維
芽細胞の増殖，遊走，Akt活性化に対する効果を
調べることを目的とした．ヒト皮膚線維芽細胞に
微弱電流刺激を電流200μA，周波数2Hzで1時間実
施し，細胞増殖，遊走およびAkt活性化を調べ
た。1日1回の微弱電流刺激を3回実施した結果，
線維芽細胞は微弱電流刺激により有意に減少し
た．微弱電流刺激による遊走を検証するためスク
ラッチアッセイを実施した結果，微弱電流刺激に
より創傷治癒率は促進されなかった．また，微弱
電流刺激によるAkt活性化を調べたが，微弱電流
刺激による線維芽細胞のAkt活性化は認められな
かった．本研究結果より，微弱電流刺激は刺激条
件により線維芽細胞の増殖や遊走の促進は見られ
ず，細胞数を減少させる可能性があることが示唆
された．
本人担当部分：研究計画の立案、実験の実施およ
び補助を行った．
共著者：野中紘士, 吉川義之

23. Prediction of callus
    and ulcer development
    in the patients with
    diabetic peripheral
    neuropathy by
    isosceles triangle-
    forming tuning fork
　 （二等辺三角形形成音叉
　  による糖尿病性末梢神
    経障害患者の胼胝と潰
    瘍の発生の予測）
　 （査読付）

SAGE Open Medicine 10:1-10 健常高齢者と糖尿病性神経障害患者の身体機能を
測定し、胼胝の発生予測を実施した。また、糖尿
病性神経障害患者に対しては追跡調査を実施し、
下肢創傷の有無を確認した。胼胝の発生について
は改良音叉を用いた振動覚検査により判別が可能
であり、検査部位については拇趾末節骨背側での
検査が有用であった。また、糖尿病性神経障害の
下肢創傷についても拇趾末節骨背側での振動覚検
査によって予測することが可能であることが示唆
された。そのため、改良音叉を用いて拇趾末節骨
背側の振動検査を実施することで、胼胝および下
肢創傷の予測が可能であると示唆された。
本人担当部分：研究計画、研究デザイン立案，統
計解析、実験結果に基づき論文執筆を担当した．
共著者：Yoshikawa Y, Maeshige N, Uemura M,
Tanaka M, Kawabe N, Atomu Yamaguchi, Fujino
H, Terashi H
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年月日事項 概　　　　　　　要

共著 令和4年8月 Eplasty 22 e27

共著 令和4年9月

共著 令和5年1月27. Acute Effects of
    Combination Therapy
    by Triceps Surae
    Stretching and
    Electrical
    Stimulation to the
    Tibialis Anterior on
    Medial Forefoot
    Plantar Pressure
    During Gait in
    Patients With
    Diabetes Mellitus.
    （糖尿病患者における
　　歩行時の前足部内側足
　　底圧に対する下腿三頭
　　筋ストレッチと前脛骨
　　筋への電気刺激併用療
　　法の急性効果）

The international journal
of lower extremity wounds
15347346221148456

糖尿病性足病変の予防のため、ストレッチングと
前脛骨筋に対する電気刺激療法の組み合わせが足
底圧に及ぼす研究を実施した。対象は糖尿病患者
であった。結果としては、糖尿病患者に対してス
トレッチングと電気刺激療法を併用した群は、何
もしない群、ストレッチのみ群、電気刺激療法の
みの群に比べ足底圧が有意に低下した。その傾向
は糖尿病性足病変を患いやすい足底内側部で著明
であった。以上のことから、糖尿病性足病変のリ
スクのある患者に対してはストレッチングに電気
刺激療法を併用することが有用であると示唆され
た。
本人担当部分：研究データ採取、解析、論文執筆
補助
共著者：Maeshige N, Moriguchi M, Fujii M,
Kanazawa H, Yoshikawa Y, Kitamura K, Okuno
F, Yamaguchi A, Uemura M, Hosomi M, Hara K,
Terashi H, Fujino H

25. Electrical Shunting
    Prevents the Decline
    of Galvanotaxis After
    Monophasic Pulsed
    Microcurrent
    Stimulation in Human
    Dermal Fibroblasts.
   （ヒト皮膚由来線維芽細
    胞における単相性パル
    ス微弱電流刺激後の電
    気シャントが逆向き電
    流による細胞遊走を抑
    制した）

培養線維芽細胞に単相性パルス電流刺激を実施
し、放電操作の必要性について検証した。単相性
パルス電流刺激では蓄電効果により、そのままに
しておくと逆向き電流が発生するため、放電操作
が必要と仮説を立てて実施した。その結果、放電
操作をすれば陰極側へ遊走し、放電操作をしなけ
れば線維芽細胞が逆向き（陽極）に遊走すること
が分かった。そのため、臨床で単相性パルス電流
刺激を実施する際は放電作業を実施する必要性が
示唆された。
本人担当部分：細胞培養、実施、解析、考察、ま
とめ、論文執筆補助
共著者：Uemura K, Sugimoto M, Yoshikawa Y,
Inoue R

26. Efficacy of Low-
    frequency Monophasic
    Pulsed Microcurrent
    Stimulation Therapy
    in Undermining
    Pressure Injury: A
    Double-blind
    Crossover-controlled
    Study
    （褥瘡に対する低周波
　　単相パルス微小電流刺
　　激療法の有効性．二重
　　盲検クロスオーバー
　　対照試験）

Progress in Rehabilitation
Medicine 7 1-10

これまで褥瘡治療のために実施してきた電気刺激
の細胞培養研究の結果を基に臨床研究を実施し
た。研究デザインは電気刺激介入期とプラセボ期
を設けたクロスオーバー比較試験であった。実施
した結果、電気刺激介入期に褥瘡の創縮小率が有
意に促進された。電気刺激以外の項目に差はみら
れなかった。以上の結果から褥瘡に対する電気刺
激は褥瘡の創縮小率を有意に改善し褥瘡治療に有
用であることが示唆された。本人担当部分：研究
計画，研究総括，解析，考察，論文執筆
共著者：Yoshikawa Y, Hiramatsu T, Sugimoto
M, Uemura M, Mori Y, Ichibori R
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年月日事項 概　　　　　　　要

（その他）
「総説・依頼原稿」

共著 平成22年7月

共著 平成25年2月

共著 平成25年4月

共著 平成26年12月

単著 平成27年3月

単著 平成29年4月

共著 平成30年4月

単著 令和1年12月

単著 令和1年12月9．褥瘡患者のリハビリテ
　　ーション医療 －褥瘡
　　ケアの理学療法－

褥瘡会誌22（1）：19-25 これまで理学療法士が褥瘡患者に関わる際にポジ
ショニングやシーティングを中心として関わって
きたが、それ以外にも物理療法を用いて治療に参
画できることを伝えた。しかし、その際は医師や
看護師などの多職種協働が必要であり、褥瘡創面
評価の必要性なども含めて解説した。

6．褥瘡ケアで理学療法士だ
   からできること

理学療法学 44(1): 47-51 褥瘡・創傷ケアについて理学療法士の必要性を解
説した。予防や環境調整などのポジショニングだ
けではなく、物理療法を用いて治療にも関われる
ことを示し、理学療法士が褥瘡・創傷ケアに関
わっていくべきという内容を解説した総説論文で
ある。

7．理学療法士からみた褥瘡
　 予防の問題点とその対
　 応策

WOC Nursing 6(4)：63-72 理学療法士の視点から褥瘡予防の問題点を解説し
た。移乗や移動時の注意点、ベッド上のポジショ
ニングや車椅子駆動時における問題点などを他職
種にもわかりやすく解説している。
本人担当部分：体位変換・姿勢保持、基本動作に
おける注意点。
共著者：杉元雅晴，吉川義之，植村弥希子

8．発生と悪化を防ぐための
　　褥瘡予防

訪問リハビリテーション 9：
352-358

褥瘡の発生予防と悪化予防を解説した。褥瘡の発
生機序からリハビリテーションが褥瘡に与える影
響などを説明し、理学療法や作業療法を実施する
際の注意点をまとめた総説論文である。

3.慢性創傷に対する理学療
  法

理学療法　30(4)：402-410 慢性創傷に対する電気刺激療法と超音波療法の使
用方法と研究結果のまとめを総説論文としてまと
めた。
本人担当部分：まとめ
共著者名：杉元雅晴，前重伯壮，吉川義之

4. 褥瘡対策チームで発揮で
   きる理学療法技術

理学療法学第41: 690 - 698 褥瘡対策チームで理学療法士が発揮できる技術に
ついて解説した。理学療法士は褥瘡を評価し、さ
らに動作を評価することにより適切なポジショニ
ングを実施することができる。また、褥瘡部を評
価することにより物理療法を用いて治療に参加す
ることもできる。これらの技術で褥瘡対策チーム
で活躍する事に期待できる。
本人担当部分：電気刺激療法、まとめ
共著者名：前重伯壮，杉元雅晴，吉川義之，植村
弥希子，井上里英子，日高正巳

5. 褥瘡に対する物理療法の
   実践②：直流微弱電流刺
   激療法

理学療法magazine 2(3): 54-
58

褥瘡に対する物理療法として電気刺激療法の使用
方法を解説した。これまでの臨床研究の結果に加
え基礎研究で得られたデータも提示し、より治癒
効果の高い電気刺激療法を実施して頂けるように
解説した総説論文である。

1．物理療法技術の継承、こ
   う考える‐臨床の立場か
   ら

日本物理療法学会誌　17:  21
-22

臨床の立場から物理療法技術を継承について教育
現場・メーカーへの提言をまとめた。
本人担当部分：まとめ
共著者名：前重伯壮，藤原秀太郎，本田寛人，吉
川義之，杉元 雅晴

2.最先端のエビデンス
  Update : 褥瘡ケアへの理
  学療法士の参画

理学療法学 40: 56-58 褥瘡ケアへの理学療法士の参画を促すため，医師
から理学療法士に期待する事をまとめていただ
き、理学療法士の立場から運動療法について、物
理療法についての内容を記載した。また、褥瘡・
予防ガイドラインの作成委員会からリハビリテー
ション分野のガイドラインについて解説した。
本人担当部分：電気刺激療法、まとめ
共著者名：杉元雅晴，日高正巳，寺師浩人，吉川
義之，前重伯壮，廣瀬秀行
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年月日事項 概　　　　　　　要

共著 令和2年9月

共著 令和3年2月

共著 令和3年2月

共著 令和3年2月

共著 令和3年10月

共著 令和3年10月15．リハビリテーション専
　　門職からみた基礎知識
　　とアップデート

WOC Nursing 9(10)：59-65 リハビリテーション専門職からみた褥瘡予防・管
理の基礎知識（特にシーティング）を解説した。
また、近年トピックスとされているフレイル・サ
ルコペニアについても褥瘡予防・管理に必要な知
識として解説した。さらには、褥瘡管理における
物理療法の必要性と今後の展望についてまとめ、
今後リハビリテーション専門職が褥瘡予防・管理
に参画する際の一助となる内容である
本人担当部分：全体の監修、校正、物理療法の項
目
共著者：永吉恭子、門條宏宣、吉川義之

12．仙骨部褥瘡とリハビリ
　　テーション医療～仙骨
　　部褥瘡を観て予防す
　　る，観て治療する～

褥瘡会誌23（1）：14-18 本邦の褥瘡患者の特徴は高齢で瘦せ型、病的骨突
出を有していることがあげられる。また、仰臥位
で寝ているため、病的骨突出がある高齢者は容易
に褥瘡が発生してしまう。そのため、好発部位で
ある仙骨部分に褥瘡が発生しないように頻回な体
位変換や体圧分散寝具の活用が求められる。さら
には、定期的に確認して予防する必要がある。こ
の解説論文ではポジショニングを中心に仙骨部褥
瘡の予防方法について解説している。
本人担当部分：ベッド上のポジショニングについ
て、まとめ
共著者：植村弥希子、杉元雅晴、吉川義之

13．高齢者の褥瘡予防のた
　　めのポジショニング

臨床老年看護28：25-32 加齢に伴い皮膚は脆弱化し、しわやたるみが多く
なる。さらに、関節拘縮や変形、筋力低下などで
褥瘡発生リスクが高まる。そのため、本解説論文
では高齢者の褥瘡予防ケアを実施するにあたり、
どのようなポジション具を実践していけばよい
か、個人的要因と環境・ケア要因の両方から解説
している。
本人担当部分：全体の編集、校正、まとめ
共著者：吉川義之、永吉恭子

14．座圧の可視化により生
　　まれる支援と責任

褥瘡会誌23（4）：309-312 坐骨部や尾骨部の褥瘡は座位で発生することが多
い。近年は座圧センサーマットが進化し、座圧を
可視化することが可能となっている。それゆえに
感覚障害や精神障害、意識障害を有する患者に対
しても座圧を軽減するための提案が可能になって
きている。一方で座圧センサーマットにはセン
サーピッチ、圧測定範囲、シートの柔らかさ、圧
のドリフトなど管理項目も多々存在する。これら
の管理の必要性も大切である。本論文では、セン
サーシートの特性をふまえたうえで管理の仕方と
測定結果の解釈などを解説している。
本人担当部分：座圧センサーマットの項目、座位
褥瘡について、まとめ
共著者：前重伯壮、吉川義之、植村弥希子、寺師
浩人

10．Infection Control
    Measures For  The Use
    of Electrophysical
    Agents Devices and
    Treatment
    Procedures
   （物理療法機器における
    感染対策とICU関連筋力
    低下に対する物理療法
    について )

INTERNATIONAL SOCIETY FOR
ELECTROPHYSICAL AGENTS IN
PHYSICAL
THERAPY

物理療法の使用による感染拡大を防ぐために、物
理療法機器における感染対策をまとめている。ま
た、重症化したSARS-CoV-2肺炎に併発する可能性
のあるICU関連筋力低下について、近年、運動療
法の代替手段として注目されている電気刺激療法
に関する知見をまとめている。院内感染の広がり
が懸念される中、本ガイドによって適正に感染対
策がなされ、かつ少しでも良好な転機を導けるよ
う物理療法を臨床で活用していただくためにまと
めている。
本人担当部分：物理療法の使用による感染対策に
ついて
共著者：Ikuno K, Yamaguchi T, Yoshikawa Y,
Tokuda M, Nakamura J

11．坐骨部褥瘡患者への
　　リハビリテーション
　　医療の原則

褥瘡会誌23（1）：1-7 褥瘡の好発部位である坐骨褥瘡の予防（再発を含
む）に関して解説している。特に、車椅子生活者
は坐骨褥瘡を発生させやすいため、日常生活にお
ける注意点（圧迫とズレ力）を中心に解説し、理
学療法士の関わるべき点なども解説している。ま
た、創をみることでどこにどのような外力が加
わっているかについても解説している。
本人担当部分：車椅子上のシーティングについ
て、まとめ
共著者：杉元雅晴、吉川義之、植村弥希子
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年月日事項 概　　　　　　　要

共著 令和4年5月

共著 令和4年6月

共著 令和4年8月

共著 令和4年8月

20．創傷管理の物理療法 共著 令和4年8月

18．物理療法，活かせてい
　　ますか？

物理療法科学 29(1) 39-44 物理療法の禁忌・注意点を解説した総説論文とな
る。これまで禁忌とされてきた内容などについて
もカナダで実施された研究論文を読み解き、絶対
的禁忌と相対的禁忌の違いなどについても解説し
ている。臨床で物理療法を適切に使用するための
具体的な方法などをまとめた論文である。
本人担当部分：全体の内容整理、臨床現場での使
用方法、図表
共著者：植村弥希子, 杉元雅晴, 前重伯壮, 吉川
義之

19．局所と全身の相互作用
　　に注目した炎症・修
　　復・免疫と理学療法の
　　展望

物理療法科学 29(1) 29-32 物理療法が局所だけではなく全身にも影響を与え
ることが近年の研究で明らかとなってきた。骨格
筋に対して物理的刺激を加えることで全人にも影
響を与え、逆に全身運動が局所へも良い影響を与
えることが明らかとなってきている。これからの
理学療法ではこれらを含めた管理が必要であり、
今後の展望なども含めた総説論文となっている。
本人担当部分：全体の内容整理、まとめ、
共著者：前重伯壮, 吉川義之, 植村弥希子, 河辺
信秀, 林久恵, 山口亜斗夢, 馬暁琪, 寺師浩人,
藤野英己

物理療法科学 29(1) 26-28 創傷における物理療法の効果と近年発表されたガ
イドラインに基づいて、本邦で使用可能な物理療
法の解説をしている。まだまだエビデンスが足り
ない領域もあるため、使用方法などについても記
載している。
本人担当部分：論文執筆
共著者：吉川義之, 前重伯壮, 植村弥希子, 杉元
雅晴

16．【フットケア・足病に
　　大切なリハビリテー
　　ション】糖尿病患者の
　　足部・足関節周囲筋に
　　対するストレッチング
　　の効果

日本フットケア・足病医学会
誌 3(2) 71-75

フットケアにおけるストレッチングの必要性と糖
尿病性足病変に関わる理学療法士のための介入方
法を解説した総説論文である。これまで実施して
きた研究データなども加えながら、実施すべき点
と注意点なども詳しく解説している。
本人担当部分：評価、これまでの研究データの生
理、図、全体の校正
共著者：前重伯壮, 吉川義之, 植村弥希子, 平沢
良和, 田中雅侑, 河辺信秀, 藤井美樹, 寺師浩
人, 藤野英己

17．【訪問のための臨床実
　　習】養成校からみた訪
　　問への臨床実習の実際

訪問リハビリテーション
12(2) 112-123

臨床実習における訪問リハビリテーションの在り
方、関わり方について奈良学園大学での取組、考
え方を執筆している。訪問リハビリテーションに
もいろいろな種類があるため、表を使用しながら
整理している。これにより実習を送り出す教員側
も実習を受け入れる現場の理学療法士も双方がど
のように関われば良いのかが整理できると考えら
れる。
本人担当部分：全体の内容整理、表
共著者：池田耕二，吉川義之
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「研究報告書」
共著 平成31年3月 日本褥瘡学会

共著 令和2年4月

共著 令和3年3月

共著 令和3年4月

共著 令和3年4月5．研究報告書
　「研究題目：腱振動刺激
　中マッチング課題の経時
　的解析」

奈良学園大学保健医療学部 振動刺激は運動錯覚を起こすことが明らかとされ
ている。この運動錯覚は筋紡錘への刺激により起
こるものとされているため、振動刺激による運動
錯覚は筋緊張制御に期待できる物理療法手段であ
る。本研究では上腕三頭筋に対して振動刺激を加
えることにより肘関節角度に影響を及ぼすかを検
討した。その結果、上腕三頭筋への振動刺激は肘
関節角度に影響を及ぼし運動錯覚が確認された。
今後は脳卒中片麻痺患者の痙性筋に対して実施し
ていくことで臨床応用に期待できる。
（A4判全2頁）
担当部分：実施、評価、まとめ、報告書作成補助
共著者：城野靖朋、神里巌、吉川義之、辻下守弘

2．研究助成報告書
　「研究題目：マウス由来
　Ｃ２Ｃ１２筋管細胞に対
　する活性型ビタミンＤの
　抗炎症作用および筋タン
　パク分解抑制に関する検
　討

奈良学園大学保健医療学部 本研究は、マウス由来C2C12筋菅細胞に対する
1,25-dihydroxyvitamin D3 [1,25(OH)2D3]の抗炎
症作用と筋タンパク分解抑制作用を検討すること
を目的に実験を行った．マウス由来のC2C12筋芽
細胞を増殖培地である10%牛血清を含むDulbecco
Modified Eagle（DMEM）培地で増殖させた後，培
地を分化培地である2%ウマ血清を含むDMEM培地に
変更し4日間培養し，筋菅細胞に分化させた．筋
菅細胞に分化させた後、0、0.1、1、10nMの
1,25(OH)2D3を添加した培地で24時間培養し，そ
の後，炎症を惹起させるため100ng/mlのリポポリ
サッカライド（LPS）を含む培地で48時間培養し
た．その結果，LPSは培養液中のinterleukin
(IL)-6を増加させた．しかしながらIL-6の濃度は
1,25(OH)2D3処理した筋管細胞で処理されていな
い細胞に比べ，IL-6濃度は有意に低かった．ミオ
シンやMAFbxとMuRF1は各条件間で有意差は認めら
れなかった．Tumor necrosis factorαの測定は
多くのサンプルで検出限界を下回ったため正確な
測定ができなかった．本研究結果から，
1,25(OH)2D3がLPS刺激による筋菅細胞でのIL-6産
生を抑制することが示された．
（A4判全2頁）
本人担当部分：実験実施および，実験結果に基づ
き論文執筆の補助を担当した．
共著者：野中紘士、秋山純一、吉川義之、畦五
月、伊藤健一

3．研究助成報告書
　「研究題目：ヒト皮膚
　由来線維芽細胞におけ
　る温度の違いが細胞増
　殖に与える影響」

日本物理療法学会 高齢者は低体温であり、皮膚温も低めである。し
かし、培養細胞の環境は37℃で設定されているた
め、高齢者の体温を反映されていないと考えられ
る。そのため、ヒト皮膚由来線維芽細胞を温度環
境の違う状況で培養し増殖を確認した。その結
果、コントロール群に比べ39℃で有意に増殖し、
31・33・35℃で有意に増殖が抑制された。これら
の結果から体温低下は創傷治癒を抑制する影響が
あり、皮膚温の管理が創傷治癒を高める可能性が
考えられた。
（A4判全4頁）
本人担当部分：研究計画、実施、統計処理、発
表、報告書作成
共著者：吉川義之、野中紘士、滝本幸治、杉元雅
晴、前重伯壮、植村弥希子

4．研究報告書
　「研究題目：創傷被覆材
　における近赤外線透過率
　の検証」

奈良学園大学保健医療学部 褥瘡に対する近赤外線療法を実施する場合、褥瘡
部分を覆っている創傷被覆材上から近赤外線療法
を実施することが推奨される。そのため、ドレッ
シング材の赤外線透過率を検証した。近赤外線透
過率はドレッシング材の種類により異なり、滲出
液を吸収した際に透過しやすいドレッシング材や
滲出液を吸収する前の方が透過しやすいドレッシ
ング材があった。そのため、ドレッシング材に
よって照射時期を変える必要であることが確認さ
れた。
（A4判全2頁）
本人担当部分：計画、実施、統計解析、報告書作
成
共著者：吉川義之，城野靖朋、滝本幸治、辻下守
弘

1 ．研究助成報告書
　　「研究題目：歩行時足
　　底圧を減少させる中周
　　波電気刺激の至適条件
　　と機序の解明」

健常成人の前脛骨筋に電気刺激療法を実施するこ
とで拮抗筋である腓腹筋が相反神経抑制され、足
底圧が減少する傾向が確認された。今後はこの方
法を用いて足底圧が上昇することにより足潰瘍が
発生しやすい糖尿病患者に対して実施し、足壊死
や切断患者の予防に努めていく。
（A4判全6頁）
本人担当部分：研究計画、実施、発表、報告書作
成
共著者：吉川義之、前重伯壮、守口舞輝、前重伯
壮、寺師浩人、藤野英己
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「国際学会」
－ 平成22年9月

－ 平成24年9月

－ 平成24年9月

－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

3. Clinical Effects of
   Galvanic Micro-Current
   Stimulation for
   Pressure Ulcers
   (褥瘡に対する直流微弱
   電流刺激の臨床効果)

第4回 World Union of Wound
Healing Societies（神奈川
県）

褥瘡を有する高齢者に対して電気刺激療法を実施
し、効果を確認した。電気刺激療法は滲出液を吸
収したドレッシング材に棒状電極を挿入し、ド
レッシング材を関電極として使用した。不関電極
は10㎝程度離れた健常皮膚部位に貼付した。電流
強度は80µAとして、周波数2Hz，極性は褥瘡部陰
極として40分，週5日実施した。その結果、前例
において創が治癒した。上記の結果から、褥瘡に
対する電気刺激療法は褥瘡治癒を促進させる可能
性がある。
本人担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者：Yoshikawa Y, Sugimoto M, Maeshige
N, Honda H, Terashi H

4．Examination of risk
   factor for falls among
   the elderly with high
   physical activity
   (活動性の高い高齢者の
    転倒危険因子の検討)

第6回 WCPT-AWP & 第12回
Asian Confederation for
Physical Therapy（台湾）

TUG が11秒以下で身体能力が高いとされる高齢者
を対象として転倒因子を検討した。その結果、転
倒群と非転倒群において筋力に差はみられなかっ
たが、振動覚の低下と片脚立位時間の低下が転倒
因子として有意であった。この結果から、身体能
力が高い高齢者に対しては振動覚検査と片脚立位
時間で転倒予測を行う必要性がある事が示唆され
た。
本人担当部分：研究計画、解析、考察、まとめ、
発表
共同演者：Yoshikawa Y, Kajita H, Matsuda K,
Uemura M, Koeda M, Sugimoto M, Shuntoh H

5．Case report on wound
   healing promotion of
   an intractable
   pressure ulcer by long
   irradiation of low-
   intensity pulse mode
   ultrasound
  (低出力超音波の長時間照
   射によって難治性褥瘡が
   治癒促進した症例)

第6回 WCPT-AWP & 第12回
Asian Confederation for
Physical Therapy（台湾）

褥瘡に対する超音波療法の効果について検討し
た。超音波は固定式の超音波装置を用いて、褥瘡
の洗浄時にフィルムドレッシングの上から照射し
た。その結果、コントロール期間に比べ有意に創
の縮小が確認された。上記の結果から、褥瘡に対
する固定式超音波療法は褥瘡の創治癒を促進させ
る可能性があるため、臨床での積極的に使用する
必要性がある。
本人担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：Maeshige N, Fujiwara H, Honda H,
Yoshikawa Y, Terashi H, Usami M, Sugimoto M

1．Effect of the combined
   use of ultrasound
   irradiation and wound
   dressing on pressure
   ulcers
  (褥瘡に対する創傷被覆材
   と超音波照射の
   併用効果)

第11回 Asian Confederation
for Physical Therapy （イン
ドネシア）

褥瘡に対する超音波療法の効果について検討し
た。近年の褥瘡治療は創傷被覆材を使用している
ため、補完療法として実施する際には創傷被覆材
の上から超音波療法を実施する必要がある。その
ため創傷被覆材の超音波透過率を調査し、超音波
療法を実施した。その結果、褥瘡面積が縮小し加
速的な治癒が認められた。
本人担当部分：解析、まとめ
共同演者：Maeshige N, Fujiwara H, Honda H,
Yoshikawa Y, Terashi H, Usami M, Sugimoto
M）

2．A new proposal of a
   better positioning for
   a bedridden patient.
   (寝たきり高齢者に対す
   る新しいポジショニング
   の提案)

第4回 World Union of Wound
Healing Societies（神奈川
県）

褥瘡ハイリスク者である日常生活自立度Cランク
の高齢者を対象に新しいポジショニングを検討し
た。ポジショニングは30度側臥位を実施した際に
ベッドと接する側の股関節を内旋させ、殿筋面を
広げて体圧分散を試みた。その結果、体圧は分散
される結果となった。上記の結果から、30度側臥
位を実施する際はベッドと接する側の股関節を内
旋させる必要性が示唆された。
本人担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者：Yoshikawa Y, Sugimoto M, Maeshige
N, Honda H, Madoka Noguchi, Terashi H
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－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

－ 平成27年5月

－ 平成27年5月

9．The effects of direct
   micro–current
   stimulation on
   proliferation of human
   dermal fibroblasts
   (ヒト皮膚線維芽細胞の
    増殖に対する直流微弱
    電流刺激の効果)

第17回 World Confederation
for Physical Therapy（シン
ガポール）

培養線維芽細胞に対して周波数を変更した電気刺
激療法を実施し、細胞増殖について検討した。そ
の結果、2Hz群で細胞増殖が確認された。また
64Hzについては細胞増殖が抑制される結果となっ
た。そのため、臨床で電気刺激療法を実施する際
は2Hzで実施するすることで創の治癒が促進され
る可能性が示唆され、周波数の設定の必要性が示
唆された。
本人担当部分：研究計画、細胞培養、実施、解
析、考察、まとめ、発表
共同演者：Yoshikawa Y, Sugimoto M, Uemura M,
Matsuo M, Maeshige N, Shuntoh H

10．Early ambulation
    improves activities
    of daily living and
    reduces
    hospitalization in
    aneurysmal
    subarachnoid
    hemorrhage patients
   (くも膜下出血後の早期
    歩行開始は日常生活活
    動を改善し、入院期間
    を減少させる)

第17回 World Confederation
for Physical Therapy（シン
ガポール）

脳卒中専門の急性期病院に救急搬送された初発く
も膜下出血患者の早期離床とその予後について検
討した。その結果、早期離床を促せた患者ほど転
帰がよく、早期離床が遅れるほど転帰が悪かった
という結果が得られた。そのため、可能な限り早
期離床を促してリハビリテーション介入する必要
性が示唆された。
本人担当部分：考察、まとめ
共同演者：Uemura M, Kuwata S, Yoshikawa Y,
Maeshige N, Inoue T, Natsume S, Yoshida Y,
Matsumoto H

6．Greater influence of
   pain than motor
   function on the fear
   of falling
   (有痛性症例の転倒は運
    動機能よりも影響が大
   きい)

第6回 WCPT-AWP & 第12回
Asian Confederation for
Physical Therapy（台湾）

大腿骨近位部骨折患者は転倒リスクが高いことが
示されている。最近の研究では運動機能が低下す
ることで恐怖感が出現することを報告している。
しかし、これらの研究は疼痛との関連性は検討し
ていない。そのため、本研究では疼痛と運動機能
が恐怖感に及ぼす影響を調査した。その結果、疼
痛が運動機能よりも大きく影響を及ぼしているこ
とが確認された。それゆえに、疼痛の緩和が優先
されることが示唆された。
本人担当部分：考察、まとめ
共同演者：Kakihana H, Koeda M, Yamashita T
Uemura M, Yoshikawa Y

7．Critical point of
   direct microcurrent
   stimulation intensity
   to promote
   galvanotaxis for in
   human dermal
   fibroblasts
  (ヒト皮膚線維芽細胞の遊
   走を促進する刺激強度の
   重要なポイント)

第6回 WCPT-AWP & 第12回
Asian Confederation for
Physical Therapy（台湾）

培養線維芽細胞の電気走性について検討した。こ
れまで、コントロール群よりも100µAで陰極方向
へ遊走することを確認してきたが、それ以上の強
度について検討していない。本研究は100µA以上
の強度を確認することが目的である。その結果、
遊走は200µAで最大となり300µAで抑制されること
が確認された。そのため、臨床で褥瘡に電気刺激
療法を実施する際には200µA前後が望ましいこと
が推測される。
本人担当部分：細胞培養、実施、考察、まとめ
共同演者：Uemura M, Maeshige N, Yoshikawa Y,
Terashi H, Usami M, Takata S, Sugimoto M

8．Effect of living at
   home on falls self-
   efficacy to patients
   with hip fracture
  (股関節骨折患者の自宅生
   活における自己効力感低
   下の影響)

第6回 WCPT-AWP & 第12回
Asian Confederation for
Physical Therapy（台湾）

自己効力感は大腿骨近位部骨折患者の転倒恐怖心
と関連している。本研究は大腿骨近位部骨折患者
の自己効力感に関する研究を実施した。対象を入
院訓練群と退院訓練群に分け、比較検討した。そ
の結果、転倒に対する自己効力感は退院訓練群に
おいて改善し、入院訓練群では変化がみられな
かった。そのため、早期に退院し自宅で理学療法
を行うことで自己効力感が改善する可能性が確認
された。
本人担当部分：考察、まとめ
共同演者：Koeda M, Kakihana H, Uemura M,
Yoshikawa Y, Kajita H, Bishu N
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（国内発表）  
－ 平成25年7月

－ 平成25年7月

－ 平成25年7月

－ 平成26年9月

20．低出力パルスモード超
    音波の長時間照射によ
    り治癒の停滞が改善し
    た一症例

第15回日本褥瘡学会（兵庫県
神戸市）

褥瘡に対する超音波療法を検討した症例報告であ
る。基礎研究で得られた結果を臨床適応させた方
法である。低出力パルスモードでSATP強度
0.1W/cm2の20％パルスモードで実施した。その結
果、停滞していた創収縮が改善され、創の加速的
治癒につながった。本研究の結果より、低出力パ
ルス超音波は創の縮小に効果があることを証明し
た。
本人担当部分：解析、方法、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，上山徹，山本智恵子，大橋
郁乃，尾上真俊，吉川義之，植村弥希子，寺師浩
人，杉元雅晴

21．シーティングにより、
    ズレによる圧迫及び食
    事時のムセが改善され
    た１症例

第15回日本褥瘡学会（兵庫県
神戸市）

適切なシーティングを実施する事により嚥下がス
ムーズとなり活動性が向上しQOLが向上した症例
を経験した。理学療法士が介入するまでは普通型
車椅子を使用していたが、シーティングが不十分
であったため、ティルト・リクライニング型車椅
子を導入し適切なシーティングを行うこと改善し
た症例である。
本人担当部分：研究計画、実施、考察、まとめ
共同演者：原田浩樹，吉川義之

22．車いす駆動にて戸の開
    閉時にかかる坐骨部へ
    の負担の検証

第16回日本褥瘡学会（愛知
県）

車椅子乗車時に戸の開閉動作を実施する事は多く
みられる。しかし、その際に坐骨部に加わるずれ
力や圧を検討した研究はない現状である。本研究
では戸の開閉時に坐骨部に加わるずれ力と圧力に
ついて検討した。その結果、引き戸ではずれ力が
少なく、開き戸ではずれ力が高くなることが確認
された。そのためADL練習を実施する際は開き戸
の使用は注意する必要がある。
本人担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：西山友貴，杉元雅晴，松本流音，藤島
里英子，吉川義之

19．寝たきり患者に対する
    ポジショニング評価方
    法の検討および評価に
    基づいた指導による改
    善‐第２報‐

第15回日本褥瘡学会（兵庫県
神戸市）

褥瘡対策委員会で実施したポジショニングが病棟
でどの程度把握し、実施できているかの検討を
行った。その結果、胸郭・骨盤の角度設定不足、
体圧分散不足、四肢の圧迫管理不足、マットレス
管理不足などの問題点があげられた。この結果よ
り、今回不足であった項目に対して再度チェック
リストを作成し、より徹底したポジショニング管
理ができるように試みる。
本人担当部分：考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，上山徹，山本智恵子，大橋
郁乃，尾上真俊，橋本弘子，植村弥希子，吉川義
之，杉元雅晴，寺師浩人
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年月日事項 概　　　　　　　要

－ 平成26年9月

－ 平成26年3月

－ 平成27年5月

－ 平成27年9月26．線維芽細胞の電気走性
    における直流微弱電流
    刺激強度と integrin
    α2β1発現の関連性

第17回日本褥瘡学会（宮城
県）

培養線維芽細胞に対して電気刺激を実施し、細胞
の電気走性について検討した。線維芽細胞は陰極
方向に200µAで遊走が促進され、300µAで抑制され
ることが確認された。また細胞接着因子である
integrin α2β1が電気刺激側へ移動しているこ
とが確認され、200µAの刺激により線維芽細胞が
陰極側へ遊走することが確認された。この結果か
ら臨床で実施する場合は強度を200µAで実施する
ことで治癒効果が促進されることが示唆された。
本人担当部分：細胞培養、解析、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子，前重伯壮，古賀由華，吉
川義之，藤島里英子，杉元雅晴，青山（石川）倫
子，三好真琴，寺師浩人，宇佐美眞

23．ヒト皮膚線維芽細胞増
    殖における電気刺激周
    波数の関連性

第16回日本褥瘡学会（愛知
県）

褥瘡治癒に必要な線維芽細胞を培養し、電気刺激
を実施することでの変化を検討した。異なった周
波数で電気刺激を行った結果、64Hzで細胞増殖が
抑制され2Hzで細胞増殖が確認された。そのた
め、褥瘡患者に対いて電気刺激を実施する際は周
波数64Hzを使用することは勧められず、2Hzを使
用することが望ましいと考えられる。
本人担当部分：研究計画、細胞培養、実施、解
析、考察、まとめ、発表
共同演者：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，植村
弥希子，藤島里英子，寺師浩人，春藤久人

24．平地および坂道での車
    いす駆動が坐骨部のず
    れに与える影響

第11回日本褥瘡学会近畿地方
会学術集会（兵庫県神戸市）

車椅子を自操で駆動する際の坐骨部へ加わるずれ
力について検討した。健常成人を対象として、平
地走行と坂道走行を実施した。その結果、坂道走
行は平地走行に比べ有意にずれ力が発生した。理
由としては体幹の前屈動作が平地走行に比べ大き
くなることが考えられた。そのため、車椅子走行
を実施する際は体幹の前屈動作に注意する必要性
が示唆された。
本人担当部分：研究計画、解析、考察、まとめ
共同演者：山本将之，杉元雅晴，前重伯壮，吉川
義之，植村弥希子，桑田真吾，小野くみ子，高田
哲，寺師浩人

25. ストレッチングボード
    を用いた足関節底屈筋
    群の持続伸張が糖尿病
    患者の足関節背屈可動
    域に与える影響と足底
    圧変化の関連性

第24回日本創傷・オスト
ミー・失禁管理学会（千葉
県）

糖尿病性神経障害患者の多くは足関節背屈可動域
制限が出現し、足底圧の上昇が確認される。この
足底圧上昇は糖尿病性足潰瘍の原因となるため、
足関節背屈可動域の維持・拡大が必要である。そ
のため、ストレッチングボードを用いた持続伸張
が背屈可動域改善に効果があるかを検討した。そ
の結果、ストレッチングボードによる持続伸張は
背屈可動域を拡大させ、足底の局所圧を低下する
ことが示唆された。
本人担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮、平沢良和、守口舞輝、吉川
義之、丸尾郁、寺師浩人、藤野英己
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年月日事項 概　　　　　　　要

－ 平成28年10月

－ 平成28年12月

－ 平成28年12月

－ 平成28年12月

29. ヒト皮膚由来線維芽細
    胞の電気走性における
    放電操作の有効性

第46回日本創傷治癒学会（東
京都）

培養線維芽細胞に直流微弱電流刺激を実施し、放
電操作の必要性について検証した。直流電流刺激
では蓄電効果により、そのままにしておくと逆向
き電流が発生するため、放電操作が必要と仮説を
立てて実施した。その結果、放電操作をすれば陰
極側へ遊走し、放電操作をしなければ線維芽細胞
が逆向き（陽極）に遊走した。
本人担当部分：細胞培養、実施、解析、考察、ま
とめ、発表
共同演者：吉川義之，井上里英子，杉元雅晴，植
村弥希子

30．糖尿病患者に対する足
    関節底屈筋群のスト
    レッチングによる歩行
    時足底圧の減少

第46回日本創傷治癒学会（東
京都）

糖尿病患者は足底圧の上昇により胼胝が形成さ
れ、それが足潰瘍になることが示されている。そ
こで、本研究ではストレッチングをする事で歩行
時の足底圧に影響を及ぼすかを検討した。その結
果、ストレッチングは歩行時の集中的な足底圧を
分散し、圧を減少させることが確認された。
本人担当部分：方法、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，平沢良和，守口 舞輝，吉
川義之，寺師 浩人，藤野 英己

27．直流パルス電流の刺激
    周波数が線維芽細胞の
    遊走およびFocal
    adhesion kinaseに与え
    る影響

第24回日本物理療法学会（宮
城県）

培養線維芽細胞に異なった周波数の電気刺激を実
施して、細胞遊走の活性化マーカーであるFAKに
与える影響について検討した。その結果、コント
ロールと10Hz群に比べ2Hz群でFAKが活性化し、
2Hz群ではスクラッチ法でも細胞の遊走が確認さ
れた。そのため、遊走においても周波数が影響す
ることが示唆され、2Hzが有用であること確認さ
れた。
本人担当部分：細胞培養、実施、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子，前重伯壮，井上岳人，古
賀由華，杉元雅晴，吉川義之，宇佐美眞

28. 直流パルス電流刺激の
    周波数の違いにより筋
    線維芽細胞への分化に
    与える効果

第46回日本創傷治癒学会（東
京都）

培養線維芽細胞の遊走に関する電気刺激の最適周
波数を検討した。スクラッチ法にて線維芽細胞の
遊走に最適な周波数を求めた結果、2Hz群がコン
トロール群や10Hz群に比べ有意に遊走しているこ
とが確認された。
本人担当部分：細胞培養、実施、まとめ
共同演者：植村弥希子，杉元雅晴，吉川義之
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年月日事項 概　　　　　　　要

－ 平成29年5月

－ 平成29年8月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成30年9月35. 褥瘡基礎研究の最先端:
　　異分野融合 周波数と
　　通電率による線維芽細
　　胞への影響 褥瘡の加速
　　的治癒を促す電気刺激
　　療法の確立を目指して

第20回日本褥瘡学会（神奈
川）

皮膚由来線維芽細胞に対して電気刺激を実施し、
周波数依存ではなく通電率による線維芽細胞への
影響を検討した。その結果、通電率が高すぎる場
合は細胞生存率が低下し、低すぎる場合には細胞
遊走や増殖能が低下した結果となり、50%の通電
率が最適であることが確認された。
本人担当部分：計画、細胞培養、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子、杉元雅晴、吉川義之、平
松輝隆

32. 歩行時足底圧を減少さ
    せる経皮的電気刺激療
    法の至適条件および機
    序の検討

第18回日本褥瘡学会（岩手
県）

糖尿病性神経障害患者は足関節背屈可動域により
足底圧が上昇するといわれている。そのため、電
気刺激を使用し相反抑制を用いて背屈可動域の改
善および筋の伸張性が増加すると考えた。まず、
健常成人に対して基礎的研究を実施し、糖尿病性
神経障害患者に適応するのが望ましいため、健常
成人を対象とした研究を実施した。その結果、電
気刺激により相反抑制が働き、H波が有意に抑制
され、足底圧の低下が確認された。
本人担当部分：研究計画、実施、解析、考察、ま
とめ、発表
共同演者：吉川義之、守口舞輝、前重伯壮、寺師
浩人、藤野英己

33. 疼痛の増悪によりADL制
    限を呈した関節リウマ
    チ患者に対する振動・
    温熱・磁気刺激療法の
    効果

第25回日本物理療法学会（奈
良）

疼痛により日常生活活動が低下し、歩行困難と
なった3症例に対して、温熱・振動・磁気刺激を
実施し、疼痛の緩和を試みた。その結果、薬剤や
電気刺激療法では疼痛の緩和が図れなかった3症
例の疼痛が緩和し、日常生活活動レベルが改善し
た。その内容をまとめ、学会発表した。
本人担当部分：計画、実施、考察、まとめ、発表
共同演者：吉川義之、門條宏宣

34. 褥瘡部の洗浄頻度と創
    治癒期間の関連性

第25回日本物理療法学会（奈
良）

理学療法士は水治療法として褥瘡部の洗浄を実施
する事が可能であるが実施されていない現状にあ
る。そのため、訪問リハビリテーション実施中に
看護師と共に創部の洗浄を実施した7症例と訪問
看護師のみが洗浄を実施した5例を比較検討し
た。その結果、理学療法士が訪問リハビリテー
ション中に洗浄を実施した群が有意に治癒日数が
早かった。これは単純に洗浄回数が多かったこと
が要因と考えられた。そのため、理学療法士も洗
浄を実施する必要がある事が示唆された。
本人担当部分：計画、実施、評価、考察、まと
め、発表
共同演者：吉川義之、杉元雅晴、植村弥希子、前
重伯壮、平松輝隆

31. 糖尿病神経障害患者の
    胼胝および創傷発生に
    対する振動覚検査の有
    用性～3年間の追跡調査
    による検討～

第9回日本下肢救済・足病学会
学術集会（福岡県）

糖尿病神経障害患者の胼胝形成に関与する理学療
法評価の調査と3年間追跡調査し、創傷発生者と
非発生者を比較検討した。その結果、振動覚の低
下、触圧覚閾値の上昇、足関節背屈・母趾伸展可
動域の低下などが胼胝形成に影響を及ぼしてい
た。また、創傷発生者は振動覚の低下が著しく、
振動覚の低下は創傷発生の予測因子として有償で
ある事が示唆された。
本人担当部分：計画、実施、解析、考察、まと
め、発表
共同演者：吉川義之，前重伯壮，渡邊佑，守口舞
輝
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年月日事項 概　　　　　　　要

ー 令和1年6月

ー 令和1年9月

ー 令和1年9月

ー 令和1年9月

ー 令和1年9月

38．上腕三頭筋腱振動刺激
　　時の肘関節角度の違い
　　が運動錯覚の惹起に及
　　ぼす影響

第27回日本物理療法学会（東
京）

振動刺激は運動錯覚を起こすことが明らかとされ
ている。この運動錯覚は筋紡錘への刺激により起
こるものとされているため、振動刺激による運動
錯覚は筋緊張制御に期待できる物理療法手段であ
る。本研究では上腕三頭筋に対して振動刺激を加
えることにより肘関節角度に影響を及ぼすかを検
討した。その結果、上腕三頭筋への振動刺激は肘
関節角度に影響を及ぼし運動錯覚が確認された。
今後は脳卒中片麻痺患者の痙性筋に対して実施し
ていくことで臨床応用に期待できる。
本人担当部分：実施、評価、まとめ
共同演者：城野靖朋、神里巌、吉川義之、辻下守
弘

39．肉眼的には判別困難な
　　深部損傷褥瘡を超音波
　　検査により確認できた
　　褥瘡の一症例

第27回日本物理療法学会（東
京）

褥瘡は圧迫とずれ力により発生するといわれてい
るが、深い褥瘡については骨側から発生すること
が知られている。中でも皮膚損傷のない深部褥瘡
（DTI)については早期判別が困難であり、皮膚損
傷が確認された時には骨まで至る難治性潰瘍と
なっていることがある。本研究ではDTIの疑いの
ある紫斑形成された褥瘡に対して超音波画像診断
装置を用いて早期よりDTIを確認した。その結
果、DTIが確認され早期より介入できたことで皮
膚損傷が発生する前に治癒となった症例を経験し
た。今後は症例数を増やすことで早期介入の効果
を検証したいと考えている。　　　　　本人担当
部分：実施、評価、まとめ
共同演者：植村弥希子、北村瑠玲、杉元雅晴、吉
川義之、平松輝隆、山浦生也、寺師浩人

40．直流パルス微弱電流
　　刺激療法の電極改良
　　により治癒が促進さ
　　れた症例

第27回日本物理療法学会（東
京）

褥瘡に対する電気刺激療法は治癒促進効果が示さ
れている。しかし、創が小さくなるにつれて創部
に適切に電流刺激をすることが難しくなる。そこ
で本研究は改良電極を用いて創の周囲から創部に
対して適切に電流刺激が実施できるように実施し
た。その結果、小さくなった褥瘡に対しても変わ
らず電流刺激ができ、治癒速度を落とすことなく
電気刺激療法が実施できた。今後は症例数を増や
して検討していく必要がある。
本人担当部分：実施、評価、まとめ
共同演者：出口太紀、杉元雅晴、植村弥希子、吉
川義之、平松輝隆、巻渕弘治

36．ストレッチングと電気
　　刺激療法の併用が糖尿
　　病患者における歩行時
　　の足底圧異常に対して
　　与える是正効果

第11回日本下肢救済・足病学
会学術集会（神戸）

糖尿病患者の足潰瘍は足関節可動域制限による前
足部の足底圧の上昇が知られている。これまで
我々は健常者に対して、下腿三頭筋へのストレッ
チングと前脛骨筋に対して電気刺激を実施するこ
とで前足部の足底圧を減少させることを確認し
た。本研究は糖尿病患者に対して実施し、健常者
と同様の結果であるかを確認した。その結果、糖
尿病患者においても同様の結果が得られ、下腿三
頭筋へのストレッチングと前脛骨筋への電気刺激
療法は足底圧を減少させることが確認された。
本人担当部分：実施、評価、まとめ
共同演者：守口舞輝、前重伯壮、藤井美樹、金沢
星慶、吉川義之、北村和也、奥野史也、細見雅
史、原賢太、寺師浩人、藤野英己

37．膝OA一症例に対する経
　　皮的電気刺激治療の鎮
　　痛効果が日常生活と精
　　神活動に及ぼす影響

第27回日本物理療法学会（東
京）

変形性膝関節症に対する経皮的電気刺激療法
（TENS）は鎮痛効果が示されている。本研究は、
1症例に対して日常生活上でも装着できる電気刺
激治療器を用いて鎮痛効果を検証するとともに日
常生活と精神活動を検証した。その結果、鎮痛効
果が得られ、日常生活と精神活動にも良い影響を
与えていることが示唆された。今後は症例数を増
やして検討していく予定である。
本人担当部分：実施、評価、まとめ
共同演者：徳田光紀、庄本康治、吉川義之、瀧口
述弘、山口智史
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ー 令和3年2月

43.培養線維芽細胞における
   電気刺激が増殖に与える
   影響

ー 令和5年7月 第31回奈良県理学療法士学会
（奈良)

褥瘡治癒において必須となる線維芽細胞に対して
電気刺激を実施し細胞増殖に最適な刺激周波数を
検討した。その結果、単相性パルス電流刺激，強
度200µA，周波数2Hz，電流時間率50%の電気刺激
は細胞増殖を促進せず，細胞増殖を抑制すること
が示唆された．一方、筋線維芽細胞への分化は細
胞増殖を停止させた状態で起こることが示されて
いるため、上記の刺激条件が筋線維芽細胞への分
化を促す可能性が示唆された。
本人担当部分：研究計画、実施、統計処理、発表
共同演者：吉川義之、野中紘士

44.褥瘡に対する単相性パル
　 ス微弱電流刺激療法の効
   果とbody mass indexの
   関連性

ー 令和5年11月 第52回日本創傷治癒学会（名
古屋)

本研究では、治癒が遷延化するポケットを有する
褥瘡に対する単相性パルス微弱電流の効果と治癒
促進に関わる背景因子を検証した。その結果、単
相性パルス微弱電流を実施した際は縮小率は有意
に高値であった（p<0.01）。また、非刺激縮小率
は背景因子に対して有意な相関を示さず、単相性
パルス微弱電流の縮小率はBMIに対して正の相関
を示した。相対縮小率についてもBMIのみ正の相
関を示した。以上のことから、　褥瘡に対する単
相性パルス微弱電流は創の縮小を促進し、BMIが
高いほど単相性パルス微弱電流の効果が得られや
すいことが示唆された。今後創傷周囲の皮下組織
厚等との関連性を検証する必要がある。
本人担当部分：研究計画、実施、統計処理、発表
共同演者：吉川義之、前重伯壮、平松輝隆、植村
弥希子、寺師浩人

41．創傷被覆材における
　　近赤外線透過率の検証

第1回日本物理療法研究会
（WEB）

褥瘡に対する近赤外線療法を実施する場合、褥瘡
部分を覆っている創傷被覆材上から近赤外線療法
を実施することが推奨される。そのため、ドレッ
シング材の赤外線透過率を検証した。近赤外線透
過率はドレッシング材の種類により異なり、滲出
液を吸収した際に透過しやすいドレッシング材や
滲出液を吸収する前の方が透過しやすいドレッシ
ング材があった。そのため、ドレッシング材に
よって照射時期を変える必要であることが確認さ
れた。
本人担当部分：研究計画、実施、統計処理、発表
共同演者：吉川義之、城野靖朋、滝本幸治、辻下
守弘

42.ヒト皮膚由来線維芽細胞
   における温度の違いが細
   胞増殖に与える影響

ー 令和3年10月 第28回日本物理療法学会
（WEB)

高齢者は低体温であり、皮膚温も低めである。し
かし、培養細胞の環境は37℃で設定されているた
め、高齢者の体温を反映されていないと考えられ
る。そのため、ヒト皮膚由来線維芽細胞を温度環
境の違う状況で培養し増殖を確認した。その結
果、コントロール群に比べ39℃で有意に増殖し、
31・33・35℃で有意に増殖が抑制された。これら
の結果から体温低下は創傷治癒を抑制する影響が
あり、皮膚温の管理が創傷治癒を高める可能性が
考えられた。
本人担当部分：研究計画、実施、統計処理、発表
共同演者：吉川義之、野中紘士、滝本幸治、杉元
雅晴、前重伯壮、植村弥希子

43.近赤外線照射はヒト皮膚
　 由来線維芽細胞増殖に影
　 響を及ぼさない

ー 令和4年2月 第2回日本物理療法研究会
（WEB)

近赤外線照射療法は日本褥瘡学会ガイドラインに
おいて推奨されている治療方法であるため、創傷
治癒機序を検証するために行った研究である。そ
の結果、近赤外線照射による線維芽細胞の細胞増
殖はみられなかったため、他の因子が治癒を促進
していることが示唆された。もしくは波長や強度
による違いが示唆された。本研究結果からは創傷
治癒機序を解明できなかったため、継続した研究
の必要性が示唆された。
本人担当部分：研究計画、実施、統計処理、発表
共同演者：吉川義之、野中紘士
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「研究大会」 　
1．温熱・振動・磁気刺激に
   より疼痛が緩和した一症
   例

－ 平成28年10月

－ 平成29年10月

45.車椅子クッションの違い
　 が坐骨部圧に及ぼす影響
   について

ー 令和5年12月 保健医療学学会第12回学術大
会（奈良)

本研究では、本研究では車椅子クッションによる
坐骨部圧の違いを比較検討した。使用した車椅子
クッションはウレタン，ゲル，エア，ハイブリッ
ドの4つであった。クッションを使用することで
坐骨部圧は有意に低下し、素材による違いはウレ
タンおよびハイブリッドの減圧効果が高かった．
坐骨部圧はクッションなしの場合はBMIと坐骨部
圧に有意な負の相関を認めたが，クッションを用
いることで相関関係は消失した．時間経過による
坐骨部圧が変化しにくい素材はゲルであった．以
上のことから，車椅子クッションは坐骨部圧の減
少に有効ではあるが，それぞれの特徴があるた
め，車椅子クッション使用時は対象者の特徴に合
わせて選ぶ必要があると考えられた。
本人担当部分：研究計画、実施、統計処理、研究
責任者
共同演者：瀧田脩斗, 青山侑樹, 和田哲平, 永吉
恭子, 前重伯壮, 吉川義之

リハビリテーション・ケア合
同研究大会　茨城2016（茨
城）

坐骨神経痛によりADLが低下した症例に対して温
熱・振動・磁気刺激の3つの要素がある物理療法
機器を使用した。坐骨神経痛に対して薬物療法や
電気刺激療法を実施したが疼痛が緩和しなかった
ため、温熱・振動・磁気刺激が可能な物理療法機
器で緩和を試みた。その結果、疼痛が緩和しADL
が改善したため報告した。
本人担当部分：計画、実施、解析、考察、まと
め、発表
共同演者：吉川義之、小枝允耶、小枝美由紀

2. 通所介護利用者における
   2型糖尿病罹患の有無が
   身体機能に及ぼす影響に
   関する調査―後ろ向き調
   査研究―

リハビリテーション・ケア合
同研究大会　久留米2017（福
岡）

近年、糖尿病は筋力低下の原因や日常生活活動低
下の原因とされている。そのため、当通所施設利
用中の方を対象を糖尿病群と非糖尿群に分け、過
去6ヶ月の身体機能を後ろ向きに調査した。その
結果、非糖尿病群は身体機能が向上していたにも
関わらず、糖尿病群は能力の維持もしくは低下し
ていた。そのため、糖尿病患者に対する運動療法
をより吟味する必要性が示唆された。
本人担当部分：計画、解析、考察、まとめ
共同演者：松本洋平、吉川義之、門條宏宣、吉川
絵美、小枝允耶、菅原史帆、岩城一孝、松田美
佳、長谷川千紗、小倉敬史、水岡崇、藤井勇太、
千田日向子

業績書－29



年月日

2014年4月
～

2018年3月

2014年4月
～

2018年3月

2014年4月
～

2018年3月

2014年4月
～

2018年3月

2014年4月
～

2018年3月

2016年1月
～

2016年3月

2017年4月
～

2018年3月

7）行政と共同で地域住民の予防活動を企画運営 名古屋学院大学リハビリテーション学部理学療法学
科
行政の依頼による地域住民の予防活動を企画運営す
ることで、理学療法士と行政との関わり、理学療法
士が行政から求められている事について学習すると
ともに、理学療法士ができる予防活動について検討
する。行政、地域在住高齢者それぞれが理学療法士
に求めている事、さらに理学療法士が予防活動に関
わる必要性について理解した。

4）多職種連携教育において医学部・薬学部・看護
学部とともに行事を企画

名古屋学院大学リハビリテーション学部理学療法学
科
医学部・薬学部・看護学部の学生とともに地域住民
に対し健康に関する行事を企画、実施。各学部の特
色、使用する用語の違いなどを理解し、協働で1つ
の事に対応する必要性と困難さを理解した。

5）多職種連携教育において医学部・薬学部・看護
学部とともに地域在住高齢者宅へ訪問を実施

名古屋学院大学リハビリテーション学部理学療法学
科
医学部・薬学部・看護学部の学生とともに地域在住
高齢者宅へ訪問し閉じこもりがちな高齢者を見つけ
参加を促すとともに健康面・生活面での問題点を見
つけ解決策を検討する。地域在住高齢者の現状を知
るとともに、多職種で関わることの必要性を理解し
た。

6）地域で予防活動に関わる理学療法士の見学及び
体験の企画、実施

名古屋学院大学リハビリテーション学部理学療法学
科
地域で体操教室等の予防活動に関わる理学療法士に
同行し見学及び体験をすることで、理学療法士が予
防に関わる意義について学習する。理学療法士が予
防に関わることの難しさと地域で求められている事
について理解した。

1）高齢者の体力測定実施 名古屋学院大学リハビリテーション学部理学療法学
科
高齢者の体力とヘルスプロモーションについて学習
し、地域在住高齢者に対し体力測定の企画及び実
施、結果のフィードバックを行うことで、高齢者の
問題点について考える。体力測定に必要な知識とそ
の結果が意味することを理解し、また、対象者に適
切なフィードバックをする必要性を理解することが
できた。

2）小規模多機能型居宅介護施設でのレクリエー
ション実習の実施

名古屋学院大学リハビリテーション学部理学療法学
科
小規模多機能型居宅介護施設におけるレクリエー
ションの企画、実施し、理学療法士が行うレクリ
エーションについて学習する。理学療法士がレクリ
エーションを行う意義、同じ内容であっても対象者
の状態に応じた対応の必要性を理解できた。

3）高齢者へ運動指導を実施 名古屋学院大学リハビリテーション学部理学療法学
科
地域在住高齢者に対し身体的精神的機能の維持を目
的とした運動指導を行い、運動習慣をつけていただ
く方法を検討する。地域で生活する高齢者の特性に
ついて理解し、状態に応じて適切な運動を選択し指
導する必要性を理解した。

人間医工学・健康スポーツ科学・社会医学
理学療法学・ヘルスプロモーション・加齢老化・地域保健・多職種連携
教育

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事     項 概 要

１　教育方法の実践例

(様式2-1)

教 育 研 究 業 績 書

2023年　3月　31日

氏名　　笹野 弘美

研　究　分　野 研　究　内　容　の　キ　ー　ワ　ー　ド



8）オンライン講義の実施 2020年5月
～
現在

2020年8月
～
現在

2014年4月
～
現在

2）予防理学療法学要論 2017年1月

2020年12月

2021年10月

2021年8月

2021年8月

2021年8月

2021年8月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻
老年期障害理学療法学（履修者38名、回答率92%）
5段階評価：3.69

奈良学園大学保健医療学部看護学科
保健医療学概論（履修者89名、回答率73%）
5段階評価：4.25

３　当該教員の教育上の能力に関する大学の評価

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻
日常生活動作学（履修者56名、回答率100%）
5段階評価：4.13

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻
地域理学療法学（履修者56名、回答率53%）
5段階評価：4.6

1）スライド作成 地域理学療法・ヘルスプロモーション論・地域リハ
ビリテーション演習・日常生活動作学・地域理学療
法学・老年期障害理学療法学等において、パワーポ
イントにてスライドを作成し、講義資料として使
用。

予防理学療法を体系化し基礎から応用までを網羅し
た教科書。

3）標準理学療法学 専門分野 理学療法 臨床実習
とケーススタディ　第3版

理学療法士養成課程における「臨床実習」の教科
書。

4)理学療法ガイドライン第2版 エビデンスに基づく理学療法によって臨床の質を高
めるために、これからの臨床の指針となる一冊であ
り、学内教育においても教科書として活用できる。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻
新型コロナウイルス感染拡大に伴い、講義および臨
床実習をオンラインにて実施。限られた環境の中で
最大限の知識と技術が習得できるよう工夫した。

9）学内実習 奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻
新型コロナウイルス感染拡大に伴い、医療介護現場
での臨床実習の実施が困難になったため、学内にお
いて同等の知識や技術が習得できるよう工夫した。

２　作成した教科書，教材



2014年11月

2015年2月

2016年2月

2017年12月

2014年12月

2015年5月

2017年7月

2014年3月

2015年5月

2015年5月

2016年1月

2016年3月

2016年8月

2017年1月
～

2017年2月

2017年3月

2017年9月

2017年12月
～

2018年2月

2018年7月

2018年8月

2019年11月

2019年12月14)薬剤師のためのスキルアップセミナー 名古屋市立大学において薬局薬剤師に対し予防理学
療法についての講義と健康維持のための体操指導を
実施。

11)予防理学療法研修会（基礎編） 予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するた
め、予防理学療法の基礎について講義。

12)フラダンスで健康に！ NHK名古屋放送局の情報番組「さらさらサラダ」に
てフラダンスの運動効果について解説。

13)予防理学療法研修会（総論） 予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するた
め、予防理学療法の基礎について講義。

8）日常生活で予防しようフレイルとMCI 地域住民に対し、フレイルとMCIについて概要と予
防法について講演、及び、予防のためのストレッ
チ・筋力トレーニング・複合課題について指導。

9）いつまでも住み慣れた街で暮らすために
～AIPの実現のための予防理学療法～

中部リハビリテーション専門学校同窓会のナイトセ
ミナーにおいて、予防理学療法の基礎と理学療法士
の関わり方について講演。

10)予防理学療法研修会（基礎編）(全4回) 予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するた
め、予防理学療法の基礎について講義。

5）簡単筋トレで老化防止 フラダンスの講師に対し、レッスン時に問題となる
肩・腰・膝の痛みについて、出現の原因と疾患、そ
の対処法について講演。

6）障害者の介助方法について 飲食店従業員に対し、視覚障害者に対する知識の習
得と安全な介助方法について研修を実施。

7) 予防理学療法研修会（基礎編）(全2回) 予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するた
め、予防理学療法の基礎について講義。

2）日常での運動機能維持及び低下防止について 一般の方々に対し、老化に伴う身体的・精神的変化
についての講演、及び、日常生活でできる筋力ト
レーニングと複合課題を指導。

3）AIPについて（なごやかモデルの紹介） リハビリテーションスタッフに対し、AIP（Aging
in　Place）と理学療法士がAIPに関わる目的、及び
「なごやかモデル」でのAIPへの取り組みについて
講演。

4）痛みとその対処法について フラダンスの講師に対し、レッスン時に問題となる
肩・腰・膝の痛みについて、出現の原因と疾患、そ
の対処法について講演。

2）レッツ！タオルを使って健康体操 地域住民に対し、タオルを利用して簡単にできるス
トレッチ及び筋力トレーニングを指導。

3）予防理学療法の基本と実践 理学療法士に対し、健康・AIP（Aging in
Place）・予防理学療法の概要についての講演、及
び、介護予防の実践例としてフラダンス教室の紹
介。

「講座・研修等」

1）安全な介助のために 飲食店を開店するにあたり必要な身体的精神的障害
者の知識と安全な介助について研修を実施。

3）フラダンスによるロコモティブシンドロームの
予防

一般の方々に対し、ロコモティブシンドローム及び
ロコモティブシンドロームとメタボリックシンド
ローム・認知症とのかかわりについての講演、及
び、フラダンス教室の紹介。

4）なごやかモデルにおける活動報告 なごやかモデルにおける名古屋学院大学の取り組み
と成果報告について発表。

「講演会」

1）腰痛の予防と改善ワンポイントアドバイス 地域住民に対し、腰痛の発生機序と予防・痛みの改
善について講演。

４　実務を有する者についての特記事項

「シンポジウム」

1）AIP社会の実現に向けて 一般の方々に対し、理学療法士について及びAIP
（Aging in　Place）と理学療法士がAIPに関わる目
的について講演。

2）学生の地域参加によるAIPコミュニティ づくり 一般の方々に対し、なごやかモデルにおける当大学
リハビリテーション学部の活動報告と今後の課題に
ついて講演。
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2) 在宅医療・介護連携部会専門委員 名古屋市緑区

3) 平成26年度在宅医療と介護の連携に関する調査 名古屋市緑区
研究経費：平成26年度　725千円
研究代表者：稲葉静代
研究分担者：姜琪鎬，佐藤貴久，小森敦夫，山口一
丸，永田康子，赤津裕康，笹野弘美　他5名

特になし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1）介護認定審査員 名古屋市中川区

9) 認定理学療法士（学校教育） 日本理学療法士協会

11) 博士（医療リハビリテーション学） 神戸学院大学大学院

２　特許等

10)Lomi Lomi セラピスト Aloha Lomi

12）フィットネスフラ インストラクター JWI(JAPAN WELLNESS INNOVATION)

6) 専門理学療法士（地域理学療法） 日本理学療法士協会（生活環境支援より移行）

7) 専門理学療法士（支援工学理学療法） 日本理学療法士協会（生活環境支援より移行）

8) 修士（医療リハビリテーション学） 神戸学院大学大学院

1) 理学療法士免許 登録 第17016号

3) 学士（人間科学） 人間総合科学大学

5) 専門理学療法士（予防理学療法） 日本理学療法士協会（生活環境支援より移行）

2）福祉用具プランナー 登録 第16－30007号

4）福祉住環境コーディネーター2級 東京商工会議所　登録 第16－2－03666号

2）多職種連携教育 名古屋市立大学医学部・薬学部・看護学部、名古屋
工業大学大学院医療工学との多職種連携教育を担
当。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事   項 概 要

１　資格，免許

17)理学療法ガイドライン第2版について 予防理学療法セミナーにおいて、理学療法ガイドラ
イン第2版の作成過程から活用方法までを教授。

５　その他

1）第35回理学療法士・作業療法士養成
   施設等教員講習会修了

厚生労働省と（財）医療研究推進団との共催。理学
療法士・作業療法士養成施設の教員の養成確保を図
るため、より高度な知識及び技術を習得させ、合わ
せてリハビリテーション医療の普及及び向上に資す
ることを目的とする研修。

18)予防理学療法と Aging inPlace～いつまでも住
み慣れた街で暮らすために～

福岡県理学療法士会主催の理学療法講習会におい
て、健康と予防理学療法及びAging in Placeと理学
療法士が Aging in Placeに関わる目的について講
演。

15)アロハ　フラダンスで介護予防 日本予防理学療法学会第6回サテライト集会の市民
公開講座にて、フラダンスを活用した介護予防プロ
グラムについての、実技を含めた講演を実施。

16)軽度認知障害理学療法ガイドライン・フレイル
理学療法ガイドラインの紹介

第8回日本予防理学療法学術大会の特別講演Ⅲにお
いて、令和3年10月に発刊した理学療法ガイドライ
ン第2版の中で日本予防理学療法学会が担当した
「軽度認知障害理学療法ガイドライン」および「フ
レイル理学療法ガイドライン」について紹介。
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2016年3月

2022年4月
～
現在

著書、学術論文等の名称
単著・共
著の別

発行または発
表の年月日

概　要

<著書>

1)予防理学療法学要論 共著 2017年1月 初めての予防理学療法分野の書籍であり、予防理
学療法を体系化し、予防理学療法の定義、領域、
制度、研究法、予防理学療法の役割などの基礎か
ら栄養学や瀬人間の成長との関わり、メタボリッ
クシンドローム、認知症、スポーツ障害の予防や
各疾患の再発予防などの応用までを網羅した教
本。
共著者：大渕修一、井上和久、浦辺幸夫、小松泰
喜、笹野弘美他
本人担当部分：Ⅱ章５学童期の予防pp.57～62

2) 地域包括ケアと口腔ケア 共著 2017年8月 歯科医及び歯科衛生士向けの書籍であり、地域包
括ケアの基礎知識や医療計画に盛り込むべき5疾
病における口腔ケアを解説するとともに、他職種
が歯科に望むこと、また歯科が他職種とどのよう
に連携していけばよいかについて、連携に関わる
10職種が解説
共著者：渋谷恭之、田村清美、赤津裕康、大原弘
隆、笹野弘美他
本人担当部分：第2章2-2脳卒中－口腔ケアの実例
pp.36～37、第4章4-7多職種におけるそれぞれの
役割と相互理解－理学療法士pp.140～144

3）標準理学療法学専門分野
理学療法 臨床実習とケース
スタディ第3版

共著 2020年12月 理学療法士養成課程における「臨床実習」の教科
書であり、臨床実習を控えた学生に主眼をおきつ
つ，教員や臨床実習指導者にも役立つ内容。学内
実習やOSCE（客観的臨床能力試験）におけるペー
パーペイシェント教材としても活用でき、また、
新型コロナウイルス感染症とそれに対する学内実
習の実際に関する内容も記載
共著者：鶴見隆正、辻下守弘、池田耕二、間瀬教
史、笹野弘美他
本人担当部分：第8章4フレイル・サルコペニアに
対する予防理学療法pp.276～279

4）理学療法ガイドライン第2
版

共著およ
び編集

2021年10月 エビデンスに基づく理学療法によって臨床の質を
高めるために、これからの臨床の指針となる一
冊。理学療法の現在の立ち位置と進むべき方向を
示すため21領域、41疾患・外傷を網羅
共著者：赤坂清和、舟見敬成、日高正巳、池添冬
芽、笹野弘美他
本人担当部分：作成資金、利益相反
（COI)pp.xiii～xiv
理学療法標準化検討委員会ガイドライン部会員
（統括委員）として編集を行った。

<学術論文>

医歯薬出版(pp.57～62)

(一財)口腔保健協会
(pp.36～37、140～144)

医学書院(pp.276～279)

医学書院(pp.xiii～xiv)

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所、学会雑誌等
又は発表学会等名称

5) 在宅医療推進多職種連携研修会準備委員 名古屋市緑区

6) 住民の体力調査 岡山県真庭郡新庄村
(一社)むらづくり新庄村共催、新庄村役場後援にて
実施

４　その他

特になし

4)サンシティ視察 アメリカ合衆国アリゾナ州マリコパ郡内に位置する
国勢調査指定地域サンシティにおてい「豊かに老い
を迎え、その人らしく暮らすことのできるコミュニ
ティ」の視察



1）介護老人保健施設職員の
移乗関連用具に対する認識及
び腰痛との関連（兼修士論
文）（査読付）

筆頭 2013年6月 東海地区の介護老人保健施設3施設の全職員に、
移乗関連用具の認知・使用の有無とその理由、腰
痛についての調査を実施した。調査結果より、腰
痛の出現の有無と移乗関連用具の使用の有無と及
び使用方法の理解度に関連があると考えられた。
職員の卒前及び卒後教育により移乗関連用具の正
しい知識について教育することで、職員の腰痛予
防、軽減が可能となると考えられる。
共著者：朝倉(笹野)弘美、備酒伸彦、金谷親好、
山田智大

2）フラダンスは介護予防プ
ログラムとして有効か（査読
付）

筆頭 2016年3月 フラダンス未経験の地域在住高齢女性7名に対
し、3か月間（計12回）、1回60分のフラダンス
レッスンを実施し、実施前後の運動機能・動作能
力、E-SAS（Elderly Status Assessment Set）、
HDS-R（改定長谷川式簡易知能評価スケール）を
比較した。対象者数が少なく全てにおいて統計学
的有意差は認められなかったが、運動機能・動作
能力6項目中4項目及びE-SAS5項目中3項目に実数
として改善傾向が見られた。また3か月で欠席及
び辞退者は無かった。介護予防には継続的な運動
が重要であり、さらに3か月の実施で改善傾向が
見られている事より、フラダンスは有効な手段と
考える。今後はさらに対象者を増やし検証してい
く必要がある。
共著者：笹野弘美、後東尚樹、北村敏乃

3）地域在住高齢者の筋力と
骨格筋量及び身体機能と の
関連性（査読付）

共著 2016年3月 地域在住高齢者52名を対象に身体機能検査、体組
成測定、E-SAS、MMSEを実施し、筋力と骨格筋量
及び身体機能の関連性について検討した。筋力及
び骨格筋量は男性に比べ女性に低値であり、骨格
筋量は加齢に伴い低下する傾向にあった。筋力と
骨格筋量は有意な相関関係にあり特に下肢筋力に
比べ握力で相関が強かった。運動機能は筋力との
相関を認めたが、骨格筋量との相関は認められな
かった。認知機能と筋力及び骨格筋量に相関は認
めなかった。今後も同地区にて継続的に測定を実
施する予定であり、経年的な経過を検証しながら
運動機能向上及び健康増進を目指した地域での取
り組みに活かしていきたい。
共著者：平野孝行、笹野弘美

4）多職種連携教育－なごや
かモデルの紹介と学生の満足
度－（査読付）

筆頭 2017年3月 「文部科学省　未来医療研究人材養成拠点形成事
業　なごやかモデル」で実施している、高齢化率
44。1%の団地をフィールドにした3大学協同での
IPEの紹介と、IPEに参加した学生の満足度調査に
ついて報告及び課題の検討を実施した。本調査で
は現在実施しているIPEについては概ね満足して
いるも、3大学それぞれ独自のカリキュラムがあ
り、またキャンパスも離れている事より授業内に
合同で活動することが困難であった。また単年度
参加より複数年度参加した学生の方が肯定的な意
見が多いことより、eラーニングやSNSなどの活用
により学生同士がより密に連絡を取り合いお互い
を理解し共通認識を持つことが必要である。ま
た、各大学でも学生がより学びやすくなるよう時
間割の調整や休日利用の検討も必要である。
共著者：笹野弘美、平野孝行

理学療法科学28巻3号
(pp.329～334)

名古屋学院大学論集　医
学・健康科学・スポーツ
科学篇第4巻2号(pp.15～
22)

名古屋学院大学論集　医
学・健康科学・スポーツ
科学篇第4巻2号(pp.23～
33)

名古屋学院大学論集　医
学・健康科学・スポーツ
科学篇第5巻2号(pp.37～
47)



5）フラダンスの運動効果の
検証と介護予防プログラムと
しての有効性の検討（第1
報）（査読付）

筆頭 2018年3月 地域在住高齢女性18名に対し、週1回60分のフラ
ダンスレッスンを実施し、レッスン開始前・レッ
スン開始3か月及び6か月後の運動機能・動作能力
等をを比較し、FＲ、立ち上がりに統計学的有意
差が認められた。また有意差は認められなかった
が、実数として長座体前屈、片足立ち、反応時間
においては半数以上、股外転筋力、TUGにおいて
は7割以上の対象者に改善が認められた。さらに
希望者14名とインストラクターに対し三次元動作
解析システムによる動作解析を実施し、レッスン
開始後12カ月でインストラクターの動きに近づい
てきた。これらより、フラダンスは体幹・股関節
周囲筋を多く使い、またステップに応じ個々の筋
を選択的に使うため体幹・股関節周囲筋の筋力維
持・強化に有効であり,フラダンスは介護予防の
有効な手段である。
共著者：笹野弘美、平野孝行、森田良文、佐藤徳
孝

名古屋学院大学論集　医
学・健康科学・スポーツ
科学篇第6巻2号(pp.21～
27)



6）介護予防におけるフラダ
ンスの有効性の検討(兼博士
論文）（査読付）

筆頭 2019年3月 60・70歳代のフラ未経験女性18名に対し、週1回
60分のフラレッスンを実施し、最後まで継続でき
た14名を対象に、レッスン開始前・レッスン開始
から3か月毎に３６か月間の運動機能・動作機
能・能力を比較し、立ち上がり、FRに統計的有意
差が認められた。また、有意差は認められなかっ
たが、片足立ちにおいて改善傾向が見られた。さ
らにBMI、握力、股外転筋力、TUG、反応時間、つ
ぎ足、E-SAS、MMSEの平均値においては介入前か
ら介入後36カ月まで大きな低下は見られなかっ
た。これらよりフラは体幹・股関節周囲筋の筋力
維持・強化に有効であり、介護予防に有効な手段
であると考える。さらに、介護予防には運動の継
続が重要であるが、18名中14名が36か月継続でき
ていることからもフラは介護予防の有効な手段で
ある。
共著者：笹野弘美、備酒伸彦、平野孝行

7）フラの上達度の可視化と,
上達度と身体機能・運動機能
との関係について(第1報)
（査読付）

筆頭 2021年7月 三次元動作解析のグラフよりフラの上達度の可視
化を検討し、リサジュー図形にて可視化が可能で
あることがわかった。さらにフラを活用した介護
予防教室に参加し三次元動作解析を実施した地域
在住高齢者より無作為に抽出した3名について、
リサジュー図形を用いた上達度と身体機能・運動
機能との関係について検証し、長座体前屈とフラ
の上達度との関係がある可能性が高いことがわ
かった。しかし、対象者が3名と少ないため、今
後、三次元動作解析を実施した残りの6名につい
ても検証することで、フラを用いたより運動効果
の高いプログラムの作成が可能となり、高齢者の
介護予防に寄与できると考える。
共著者：笹野弘美、平野孝行、森田良文、佐藤徳
孝

8）フラの動作に関する研究
－介護予防プログラムの検討
に向けて－（査読付）

筆頭 2021年12月 20歳代女性フラダンサー1名に対しフラの6種類の
基本ステップ時の体幹及び下肢８筋の表面筋電図
を計測し、最大筋力時の筋活動と比較。多裂筋は
全てのステップで60％、中殿筋も1つのステップ
を除いて50％前後の筋活動が見られ、また、各ス
テップでそれぞれ各筋の活動量に違いがあること
が分かった。そのため、多くの種類のステップを
組み合わせて運動頻度を多くすることで、多裂
筋、中殿筋以外の筋においても高い運動効果を得
られる可能性があると考えられる。
共著者：笹野弘美、下野俊哉

8)コロナ禍における地域理学
療法・作業療法実習の取り組
みと課題－学内実習の概要と
学生アンケート調査による考
察－

共著 2022年2月 指定規則の改正により地域実習を行うこととなっ
たが、新型コロナウイルス感染拡大により令和
2・3年度は学内にて実施した。実習開始1か月前
に予習課題をHPへ掲載し実習へ向けての自己学習
を促した。実習ではライブ中継やグループ討議な
ど能動的に学習する機会を多く作った。学内実習
を振り返ることができる王、実習終了後には復習
用資料をHPに掲載した。実習後に実施した学生へ
のアンケートでは、7割以上の学生が実習で扱っ
たテーマについて理解できたと回答したが、次年
度以降の臨床実習に関しては多くの学生が不安を
持っていることが分かった。次期実習までにこれ
らの結果を踏まえた学習の在り方を考える必要が
ある。
共著者：滝本幸治、池田耕二、吉川義之、坪内善
仁、笹野弘美他

中部リハビリテーション
雑誌16巻(pp.8－11)

医療福祉情報行動科学研
究　第9巻 (pp.31－38)

地域リハビリテーション
第14巻1号(pp.80～85)

医療福祉情報行動科学研
究　第8巻 (pp.91－98)



<その他>

「学会発表」

1)フラダンスは介護予防プ
ログラムに利用できるのか！

筆頭 2013年5月 60歳代・70歳代のフラ未経験女性8名（平均年齢
66.1歳）を対象に3か月間（週1回、計12回）のフ
ラレッスンを実施し、実施前後の運動機能・動作
能力等を比較。12回のフラレッスンにより、半数
以上に筋力、バランス能力、柔軟性、歩行能力の
改善が認められたことは特筆すべき。またE-SAS
においても5項目中3項目に改善が認められたこと
により、フラは介護予防に有用な手段となり得
る。フラは楽しく実施でき、その「楽しさ」が
「運動の継続」に繋がる。さらに、人前でダンス
を披露することの「満足感・達成感」が、さらな
る「運動の継続」に繋がる。介護予防には、定期
的な、そして継続的な運動が重要であり、フラは
その有効な手段である。

2)多職種連携教育とAIP
 （Aging in Place）コミュ
ニティ作りについての報告

筆頭 2015年3月 「文部科学省　未来医療研究人材養成拠点形成事
業　なごやかモデル」における多職種連携教育の
取り組みと同事業において進めている「学生と住
民と協働してAIPコミュニティ作り」について報
告。学生がグループで企画運営をする事で職種毎
に偏りがちな考え方を知り、お互いに話し合うこ
とで最善の方法を見出すという「チーム」を学内
教育で体験する事は重要であり、多くの医療系養
成校で取り入れていく必要がある。しかしながら
現事業で連携している3大学のうち当大学のみ
キャンパスが離れており、グループでの活動に参
加しづらい状況である。また、多大学で実施する
場合はカリキュラムの調整が難しく、テレビ会議
システム等を利用した遠隔及び時間差での受講、
eラーニング等の検討も必要である。

3)在宅医療・地域包括体制構
築に向けた行政、地域、大学
連携による調査

共同 2015年6月 名古屋市緑区で在宅医療及び介護施設の利用者本
人とその家族、各20名、サービスを提供する医
師・歯科医師・薬剤師・訪問看護ステーション看
護師・療法士・ケアマネージャー（計279名）に
対し、地域における在宅、高齢者医療、介護体制
の問題点と課題を明確化することを目的にアン
ケート調査を実施。利用者に対するアンケートは
学生実習の一環として医学部学生による聞き取り
調査として実施。詳細な内容の解析は改めて報告
予定であるが、提供者側の回答率が率直に現在の
問題点を反映している可能性が推察される。今回
は特に利用者側をある程度抽出した形で進めたが
今回の解析を踏まえ、さらに緑区、さらには名古
屋市全体の現状・意識調査の展開により在宅医
療・地域包括体制構築の糧としたい。

4)介護予防におけるフラダ
  ンスの効果について－運
  動機能・運動能力に着目
  して－

筆頭 2016年5月 名古屋市在住の60・70歳代の女性18名(平均71.4
歳)を対象に週1回のフラレッスンを行い、介入前
後の運動機能・能力について比較した。週1回の
レッスンにより、10項目のうち3項目において統
計学的有意差が認められ、またそれ以外の5項目
においても改善傾向が認められた事より、フラは
運動機能・能力の維持改善に有用な手段であると
考える。また、6か月間の実施において入院によ
る1名を除く17名全員が継続できていることも特
筆すべきである。フラは楽しく実施でき、人前で
披露することの「満足感・達成感」や普段とは違
う化粧による「高揚感」が「運動の継続」に繋が
ると考える。介護予防には定期的・継続的な運動
が重要であり、本研究によりフラはその有効な手
段であると考える。今後も経時的変化を追うとと
もに、その他の検査項目との関連性についても検
討したい。

第57回日本老年医学会学
術集会(パシフィコ横浜）

第51回日本理学療法学術
大会（札幌コンベンショ
ンセンター）

第48回日本理学療法学術
大会（名古屋国際会議
場）

第24回愛知県理学療法学
術集会（ウインクあい
ち）



5)多職種連携教育－なごやか
モデルの紹介と学生の満足度
－

2016年11月 「文部科学省　未来医療研究人材養成拠点形成事
業　なごやかモデル」における多職種連携教育の
取り組みと参加した当大学リハビリテーション学
部4年生21名に実施した満足度調査について報告
した。ほぼ6割の学生が満足したと回答したが、
他職種の理解ができたと回答したのは3割強で
あった。このプログラムで連携している3大学の
うち当大学のみキャンパスが離れており、グルー
プ活動に参加しづらい状況であるため、これが、
他の職種を理解できない要因の1つとなっている
と考える。

6)介護予防におけるフラ
  ダンスの効果について
  －フラ基本ステップの
  動作に着目して－

2017年5月 フラインストラクター(48歳)に対しVICONによる
動作解析を実施。また60・70歳代の女性18名(平
均71.4歳)を対象に週1回のフラレッスンを行い、
14名(平均72.4歳)の希望者に対し動作解析を実
施。ステップはカオ・カホロの2種とし、フラの
独特の動きである骨盤の傾斜に着目した。インス
トラクターはどのステップでも肩をほぼ水平に
保ったまま骨盤を左右に傾斜させているが、高齢
者は介入前には肩と骨盤が同じように傾斜し体が
傾いた状態であった。介入後6か月では徐々に肩
を水平に保つことができるようになり、インスト
ラクターの動きに近づいてきた。フラは体幹・股
関節周囲筋を多く使い、またステップに応じて
個々に筋を使う。肩をほぼ水平に保ったまま骨盤
を左右に傾斜させる場合、これらの筋を必要に応
じて個々にコントロールしており、体幹及び体
幹・股関節周囲筋の筋力維持・強化に有効である
と考える。

7)フラダンスを活用した介護
予防プログラムの有効性の検
討

2019年10月 フラ未経験高齢女性18名（平均年齢71.4±5.1
歳）に週1回のフラレッスンを36か月間実施し、
研究期間中継続できた14名（平均年齢70.9±5.2
歳）を対象に、介入前及び介入後3か月毎に身体
機能・運動機能・能力を検査し比較した。立ち上
がり、FRに統計学的に有意な上昇が認められ、片
脚立ちに改善傾向が見られた。フラは常に股関
節・膝関節屈曲位で体幹を正中位に保持したまま
骨盤の回旋・傾斜運動を反復的に行うため、体
幹・股関節周囲筋の筋力強化に有効であり、加齢
と共に低下が予測される握力等に大きな変化が見
られなかった事から、維持的な効果もあると考え
る。また、音楽に合わせ、歌詞の意味を理解しハ
ンドモーションで相手に伝え、幾つかの基本ス
テップを組み合わせて踊るため、認知面に対する
効果も期待できる。更に18名中14名が36か月に参
加の継続ができた。これらよりフラを用いた介護
予防プログラムには個人の身体的要素の一部に短
期的効果を期待できる。

8）奈良学園大学におけるコ
ロナ禍の学内実習の紹介－地
域理学療法・作業療法実習の
概要と学生アンケート調査－

共同 2021年10月 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、奈良学園大
学では、地域理学療法・作業療法実習を学外実習
から学内実習に切り替えて実施した。その実施方
法について紹介および実施後の学生へのアンケー
ト調査の結果を報告した。実習であるため、多く
のライブ中継にて現場を理解する機会やグループ
ワーク・発表の機会を持ち、学生の能動的学習の
機会を多く作った。事後アンケートの結果では実
習に対してはおおむね肯定的な意見であったが、
今後の実習に対して不安があることが分かった。
そのため次期実習に向けた学生の不安要素に対す
る支援が必要である。

9）地域の特性を考慮した村
民の健康増進への取り組みの
検討

筆頭 2022年5月 高齢化率40.2％（平成31年1月）である岡山県西
北端に位置する真庭郡新庄村においてAging in
Placeを実現および継続するために、村民の健康
増進および介護予防の方法を検討することを目的
に地域の環境や特性・資源を調査した。村民の健
康増進、介護予防およびAging in Placeの実現と
継続には、自身の健康へ目を向ける機会を増やす
とともに、農業による身体への負荷を軽減する動
作指導等、高齢者と伴に中高年者へのアプローチ
が重要であることがわかった。

「研修報告書」

第7回日本予防理学療法学
会サテライト集会　（国
分シビックセンター）

第4回日本理学療法教育学
会学術集会（国際医療福
祉学院ももちホール

第52回日本理学療法学術
大会（幕張メッセ）

第6回日本予防理学療法学
会学術大会
第54回日本理学療法学術
大会
（広島国際会議場）

第34回教育研究大会・教
員研修会（福岡WEB開催）



1) アメリカサンシティ研修
報告

単著 2015年3月 2014年10月、アメリカ・アリゾナ州にあるサンシ
ティへの「文部科学省　未来医療人研究人材養成
拠点形成事業『なごやかモデル』」の研修に参加
したため報告した。この研修を通して、楽しんで
生活をする事の大切さ、人から必要とされること
の大切さなど「高齢者の街づくり」に関する多く
のヒントを得た。今回得られた知識、情報を『な
ごやかモデル』の目指す『Aging In Place』に役
立てたい。

「調査報告書」

1)平成26年度在宅医療と介護
の連携に関する調査報告書

共著 2015年10月 平成26年度における在宅医療と介護の現状把握
と、課題を抽出し今後の方策を検討するために、
医療や介護の受給者および提供者の双方に対する
調査を実施した結果の報告書。
本人担当部分：研究計画、調査、データ分析
共著者：稲葉静代、姜琪鎬、佐藤貴久、小森敦
夫、山口一丸、永田康子、赤津裕康、笹野弘美
他

名古屋学院大学論集　医
学・健康科学・スポーツ
科学篇第3巻2号(pp.23～
27)

緑区地域包括ケア推進会
議在宅医療・連携部会
緑区在宅医療・介護連携
支援センター



年月日

平成29年10月

平成29年11月

平成30年1月

概 要

2）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
   テーション学類　評価・治療の実技と症例動画
　 を用いた身体障害作業療法学実習
　 「呼吸器の作業療法」講師

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類3年次の学生20名に対し身体障害作業療法学
実習(専門科目、3年次配当、半期、1単位・45時
間)の「呼吸器の作業療法」と題して、3時間の授
業を行った。講義では、授業カリキュラムに則
り、はじめに呼吸器の解剖学・生理学の基本的知
識を教示した。次に、医学的情報として、臨床で
必要な血液ガスやレントゲンの読み取り方を伝え
るとともに、フィジカルアセスメントについて実
際の臨床につながるように、実技を交えて学習し
た。最後に、具体的な症例をグループで検討し、
目的を持って学習方法、知識と技術の融合を目指
した。学生は、机上の勉強だけでは伝わらない部
分も、実技や症例、動画を交えることで具体的に
イメージできたとの感想が多くきかれた。

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

　　　令和5年　3月　31日

氏名　坪内　善仁

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

高齢期作業療法、地域在住高齢者の認知症予防 高齢者、認知症、介護予防、地域、エンパワメント

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項

１　教育方法の実践例
1）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
   テーション学類　「在宅リハビリテーショ
   ン論」 ティーチング・アシスタントとして
   事例（仮想）を通じた具体的指導の実践

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類3年次の学生20名に対し身体障害作業療法学
実習(専門科目、3年次配当、半期、1単位・45時
間)の「代謝性疾患の作業療法」と題して、3時間
の授業を行う。講義では、授業カリキュラムに則
り、糖尿病および骨粗鬆症の病態生理から説明を
行い、解剖学・生理学の基本的知識を教示する。
次に、医学的情報として、臨床で必要な血液検査
の読み取り方を伝えるとともに、グループワーク
を用いて日常生活指導の方法、低血糖への対応方
法、セルフトレーニングの指導方法について実践
形式で学習する。最後には症例検討を行い、次年
度の臨床実習で評価・治療につながるように教示
する。加えて、吸引技術についても、マニュアル
を作成し伝達するとともに、デモンストレーショ
ンを行い、全員が模擬的に経験する。

4）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
   テーション学類　評価・治療の実技と症例動画
　 を用いた身体障害作業療法学実習
  「循環器疾患の作業療法」講師

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類3年次の学生20名に対し身体障害作業療法学
実習(専門科目、3年次配当、半期、1単位・45時
間)の「循環器疾患の作業療法」と題して、3時間
の授業を行う。講義では、授業カリキュラムに則
り、心不全、心筋梗塞、弁膜症、狭心症など心疾
患の病態生理について学ぶ。さらに、心電図の理
解と読み取り方について、質疑応答形式で具体的
に教示する。ロールプレイとして、心臓の図形模
写や日常生活動作の指導・介助方法を行うととも
に、患者・家族とのコミュニケーション・情報収
集手段について実践を通じて学習する。また、評
価から運動療法（有酸素運動・筋力増強訓練・家
事動作訓練など）症例検討では、具体的入院事例1
例、在宅事例1例を提示し、学生が評価からプログ
ラムを立案する方法を学ぶ。

平成29年1月 大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類3年次のティーチング・アシスタントとして
「在宅リハビリテーション論」において、より実
践を意識した実技教育とするために、臨床での経
験上頻出する事例と困難点・工夫を例示し、直接
教示した。そのことで、学生から自主的な質問が
増加し、総合臨床実習に向けた予習促進や学生の
不安軽減につながる可能性が示唆された。

3）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
   テーション学類　評価・治療の実技と症例動画
　 を用いた身体障害作業療法学実習
  「代謝性疾患の作業療法」講師



2　作成した教科書，教材

平成29年10月

平成29年11月

平成30年1月

令和1年9月

～

現在に至る

令和2年4月

～

現在に至る

令和2年7月

令和3年8月

4）奈良学園大学保健医療学部リハビリ
　 テーション学科「基礎ゼミⅡ」授業用教材

リハビリテーション学科1年生に対して、研究論文
の読解や解釈の方法、発表スライドのまとめ方、
発表時の注意点等をまとめたスライド30枚をオリ
ジナルで作成した。学生にとって未経験の作業と
なるため、自身の論文と作成過程の資料も含めて
提示・説明を行った。

5）奈良学園大学保健医療学部リハビリ
   テーション学科「地域作業療法学Ⅰ」
   授業用教材

作業療法学専攻2年生の「地域作業療法学Ⅰ」で使
用する教材として、スライド約40枚/回をオリジナ
ルで作成し、全員に配布した。地域の概念、地域
包括ケアシステムの概要は言葉で伝わりにくいた
め、地域作業療法学第3版(医学書院)の内容に加え
て仮想の事例や街づくりの企画を用いた演習を組
み込んだ資料とした。また、図・表、写真を多く
用いて具体的にイメージできるように工夫した。

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
学類3年次　身体障害作業療法学実習(専門科目、3
年次配当、半期、1単位・45時間)の「循環器疾患
の作業療法」で使用する教材として、スライド110
枚をオリジナルで作成し、全員に配布する。構成
は、身体機能作業療法学第2版(医学書院)の流れに
沿って、図・表、写真を多く用いて具体的にイ
メージできるように工夫した。また、作業療法実
践に際し、より新しい知見が得られるように、近
年の論文をレビューして引用した。臨床場面で遭
遇するチアノーゼや頸動脈怒張の視診、具体的評
価方法については、実際の動画を挿入し、提供し
た。

リハビリテーション学科1年生の早期体験実習が感
染症の影響により学内実習となったため、「神経
難病のリハビリテーション」について病態やリハ
ビリテーションの流れ，現場で行う実習の注意
点、リスクマネジメント等について自らの体験を
含めてスライド30枚と動画をオリジナルで作成し
た。動画では、学生目線で視聴できるように配慮
し、メモの取り方や質問の方法、個人情報保護の
徹底など、教育目標に沿って現場で経験する事項
を出来るだけ含めた資料とした。

6）奈良学園大学保健医療学部リハビリ
   テーション学科「早期体験実習」
   学内実習用教材

3）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
   テーション学類身体障害作業療法学実習
  「循環器疾患の作業療法」授業用教材

1）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
   テーション学類身体障害作業療法学実習
  「呼吸器の作業療法」授業用教材

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
学類3年次　身体障害作業療法学実習(専門科目、3
年次配当、半期、1単位・45時間)の「呼吸器の作
業療法」で使用する教材として、スライド220枚を
オリジナルで作成し、全員に配布した。構成は身
体機能作業療法学第2版(医学書院)の流れを参考
に、病態生理、解剖の図・表を多く（写真含む）
示し、実際のレントゲン画像や血液データを挿入
して作成した。また、視診・触診評価では、デモ
ンストレーション動画、臨床の動画集を作成・挿
入し、スライド内で提供した。

2）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
   テーション学類身体障害作業療法学実習
  「代謝性疾患の作業療法」授業用教材

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
学類3年次　身体障害作業療法学実習(専門科目、3
年次配当、半期、1単位・45時間)の「代謝性疾患
の作業療法」で使用する教材として、スライド120
枚をオリジナルで作成し、全員に配布する。構成
は、身体機能作業療法学第2版(医学書院)を参考
に、糖尿病の病態・運動療法・薬物療法・家族指
導について、近年の論文から得られる知見を含
み、より実践で重要なポイントを伝達する。吸引
実技では、デモンストレーション動画を作成・挿
入し、スライド内で提供した。



令和2年9月

～

現在に至る

令和2年9月

～

現在に至る

令和2年9月

～

現在に至る

令和2年9月

～

現在に至る

令和3年4月

～

現在に至る

令和3年9月

～

現在に至る

10）奈良学園大学保健医療学部リハビリ
    テーション学科「身体障害作業療法学Ⅲ」
    授業用教材

作業療法学専攻2年生の「身体障害作業療法学Ⅲ」
で使用する教材として、パーキンソン病と脳血管
障害に関するスライド約50枚/回をオリジナルで作
成し、全員に配布した。身体障害作業療法学Ⅰ・
Ⅱで学んだ内容を発展できるように仮想事例によ
る演習や基本情報や医学情報の解釈の実際を詳細
に説明し、3年生の総合演習や検査測定実習、作業
療法評価実習につながるように留意した。また、
オンライン授業が中心であったため、オリジナル
の動画を作成し、疾患ごとの症状や病態を学生が
具現化できるように努めた。

8）奈良学園大学保健医療学部リハビリ
　 テーション学科「地域作業療法学Ⅱ」
   授業用教材

作業療法学専攻2年生の「地域作業療法学Ⅱ」で使
用する教材として、スライド約40枚/回をオリジナ
ルで作成し、全員に配布した。地域作業療法学Ⅰ
で得た地域の概念、地域包括ケアシステムの概要
をより具現化するために、教員が過去に実践した
内容と効果について資料・動画を作成し、併せて
説明に用いた。また、学生が想起した街づくり計
画をまとめ、発表できるように資料作成のポイン
トを説明した資料も作成・配布した。

作業療法学専攻3年生の「老年期作業療法学Ⅰ」で
使用する教材として、高齢期領域の作業療法第2版
(中央法規)を参考にスライド約50枚/回をオリジナ
ルで作成した。高齢者の疾病特性から心身の変
化、地域在住高齢者の閉じこもりやフレイルの概
念と予防の実際、終末期の概念と作業療法支援ま
で、幅広く老年期を理解できるように工夫した。
同時に、老年期とひとくくりに考えるのではな
く、高齢者の個別性を重視した思考を養うために
事例紹介を含めた資料作成を行った。

11）奈良学園大学保健医療学部リハビリ
    テーション学科「老年期作業療法学Ⅰ」
    授業用教材

7）奈良学園大学保健医療学部リハビリ
   テーション学科「地域作業療法実習」
   学内実習用教材

作業療法学専攻2年生の地域作業療法実習が感染症
の影響により学内実習となったため、医療分野か
ら捉えた地域支援として「生活障害の捉え方」，
「退院支援の実際・他職種協働」について自らの
体験や厚生労働省の退院支援ガイドラインを参考
にスライド100枚をオリジナルで作成した。構成
は，入院から退院の流れ，退院後の支援，リハビ
リテーションの役割，他職種の役割と連携のポイ
ントを仮想事例に沿って説明できるように工夫し
た。また、実際の臨床場面が想起できるように、
教員の協力により患者面接と評価の流れ、カン
ファレンスの動画を作成し，開示した。

11）奈良学園大学保健医療学部リハビリ
    テーション学科「老年期作業療法学Ⅱ」
    授業用教材

作業療法学専攻3年生の「老年期作業療法学Ⅱ」で
使用する教材として、高齢期領域の作業療法第2版
(中央法規)を参考にスライド約30枚/回をオリジナ
ルで作成した。老年期作業療法学Ⅰとの関連を意
識しつつ、事例や実際の地域支援活動、介護予防
について、具体的な内容提示で資料作成を行っ
た。

9）奈良学園大学保健医療学部リハビリ
   テーション学科「作業技術学Ⅱ」
   授業用教材

作業療法学専攻2年生の「作業技術学Ⅱ」で使用す
る教材として、作業活動実習マニュアル(医歯薬出
版)を参考に機織りと陶芸の目的や効果、患者適用
時の注意点に関するスライド約20枚/回をオリジナ
ルで作成した。また、作業の手順は実演動画にま
とめ、学生が予習・復習や実施時に適宜視聴でき
るようにクラスルームに掲示した。



令和3年9月

～

現在に至る

平成29年7月

　

令和3年11月

作業療法学専攻3年生の「作業療法総合演習」で使
用する教材として、脳画像の見方や動作分析の方
法について、模擬事例を含めた資料約30枚/回をオ
リジナルで作成した。

1）所属長による評価

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項

11）奈良学園大学保健医療学部リハビリ
    テーション学科「作業療法総合演習」
    授業用教材

医療法人鴻池会秋津鴻池病院の作業療法士（身体
障がい部門）として14年間勤務し、係長として
日々の臨床実践に加えて、現場マネジャーや単位
の管理、後輩・学生教育など幅広く活躍してい
る。学生教育では豊富な経験から個別性を重視
し、それぞれの能力や理解力、性格など個々に合
わせた指導法を実践しており、直接指導した学生
や後輩だけではなく、他職種、患者とその家族か
らの信頼も厚い。学生は、総合臨床実習の前後で
表情や発言の変化が明確で、学生自身の充実感か
ら、当該職員の卒後教育を求めて入職することも
多い。近年は、社会活動や研究活動で得た知識を
教育場面で活用し、より学生にとって良い指導と
なるように研鑽を重ねている。臨床と研究、教育
の実務経験からも、教育上の能力を有しているも
のと評価する。

「地域作業療法学Ⅰ」、「地域作業療法学Ⅱ」、
「作業技術学Ⅱ」、「老年期障害作業療法学
Ⅰ」、「老年期障害作業療法学Ⅱ」、「身体障害
作業療法学Ⅲ」、「作業療法総合演習」の授業ア
ンケートにおいて、授業のわかりやすさや資料の
見やすさ、話の丁寧さなど、全項目で4点以上(5点
満点中)と満足度の高い結果であった。また、昨年
度の課題であった自己学習時間は、昨年度は「30
分～」が多かったが、今年度は「60分～」が多
く、定着している様子であった。以上から、指導
内容やペース、授業量など個々の学生に配慮され
た授業構成になっていると考えられた。

2）学生による授業評価アンケート結果

（院内教育）

1）卒後教育体制構築（スーパーバイザー） 平成19年4月
～

平成31年3月

秋津鴻池病院では卒後1～3年目の職員ごとにスー
パーバイザーを設定しており、平成19年から1年目
の職員について、年1名・合計7名の直接指導を
行った。指導内容は、訓練同行による実技（評
価・治療）指導、住環境整備・福祉用具指導に加
えて、自己研鑽方法指導、年2回の症例報告会のレ
ジュメ作成指導、年1回のリハビリテーション部研
究発表会の発表指導（研究計画・発表資料作
成）、ストレス対処・体調管理指導を行った。2年
目の職員について、継続した臨床指導に加えて、
奈良県作業療法士会主催の事例報告会、奈良県作
業療法学会での発表指導を4名行った。3年目の職
員には、臨床指導・相談に加えて、後輩への指導
方法を教示した。また、学会発表や日本作業療法
協会の事例登録制度への指導を5名実施した。これ
ら卒後継続指導では、常に相談ができる安心感を
得るとともに各世代での目標をバイザーと共有す
ることで、研鑽意欲を保持する点に留意してい
る。
平成23年6月からは、係長として現場マネジャーを
担い、各職員の臨床能力・業務処理状況について
把握に努めた。また、状況を上司に報告・相談
し、担当対象者数、役割、フォローアップについ
て個別に考慮した。これらは、年1回全職員と個別
面談を行い、相違が生じないように留意した。



医療法人鴻池会秋津鴻池病院リハビリテーション
部研究発表会において、平成19年10月から指導を
務めた。第12回「関わることの難しさを経験した
一事例～“かわいそうな私”を表出する症例を通
して学んだこと～（平成20年1月）」、第12回「自
ら求める感覚刺激に着目した働きかけ（平成20年2
月）」、第14回「自宅復帰を目指した家族との協
力～お互いの想いを知ることから～（平成22年2
月）」、第15回「安全な在宅生活環境の自己選択
に至った一事例～「直接的な経験」を考慮して～
（平成23年2月）」、第17回「対象者の意思を考慮
した排泄動作訓練～転倒リスク軽減を目指して～
（平成25年2月）」、第18回「園芸を通して内発的
動機づけが向上した事例（平成26年1月）」、第20
回「MIにより排泄動作学習が困難となっていた一
事例～視覚提示を用いた作業療法介入～（平成27
年2月）」、第21回「退院後施設での居場所を獲得
した一事例～認知症高齢者の役割感に着目して～
（平成28年1月）」、第22回「作業の体験を重視し
た臨床実習指導～自己効力感向上を認めた学生を
通して～（平成29年1月）」の計9演題の指導を
行った。
　学会発表では、平成21年4月から、
第3回奈良県作業療法学会「自分らしい生活の再構
築を目指したアプローチ～作業バランスの視点か
ら～（平成21年5月）」、第7回奈良県作業療法学
会「洗濯物たたみ動作への介入～ワーキングメモ
リ－に着目して～（平成26年6月）」、第8回奈良
県作業療法学会「閉じこもりがちな病棟生活が変
容した一事例～他者との関わりがもたらす自己有
用感の獲得～（平成27年6月）」、第17回日本認知
症ケア学会大会「退院後施設での居場所を獲得し
た一事例～認知症高齢者の役割に着目して～（平
成28年6月）」、第32回日本老年精神医学会「認知
症高齢者の転帰先に影響する要因の探索的調査
（平成29年6月）」、第37回近畿作業療法学会「作
業の体験を重視した臨床実習指導（平成29年10
月）」の計6演題の共同演者として指導を行った。

3）臨床実習指導：日本作業療法士協会臨床実
   習指導者研修全課程修了（認定番号298号）

平成21年4月
～

平成31年3月

身体障がい領域の臨床実習指導者として、星城大
学4年生（8週間）3名（平成21年4月～5月、平成25
年6月～8月、平成26年4月～5月）、神戸学院大学4
年生（9週間）1名（平成21年8月～10月）、大阪河
﨑リハビリテーション大学4年生（9週間）1名（平
成22年6月～8月）、関西学研医療福祉学院3年生
（7週間）1名（平成24年7月～9月）、関西福祉科
学大学3年生（5週間）1名（平成25年9月～11
月）、藍野大学4年生（8週間）2名（平成26年6月
～8月、平成27年4月～6月）、藍野大学3年生（3週
間）2名（平成26年9月～10月、平成27年9月～10
月）、大阪府立大学4年生（6週間）2名（平成28年
4月～6月、平成29年4月～6月）、計13名の指導を
実施した。また、ケースバイザーとして、神戸学
院大学4年生（9週間）1名（平成22年8月～10
月）、星城大学4年生（8週間）1名（平成23年4月
～5月）、四條畷学園大学4年生（8週間）1名（平
成28年8月～9月）、計3名の指導を行った。
　平成28年2月には、日本作業療法士協会臨床実習
指導者研修全課程修了（認定番号298号）の認定を
受けた。
実習指導では、①～⑪に留意した。
①必ず学生自身で目標立案を行い、実習指導者、
責任教員と共有し実現を支援する、②教員と密に
情報共有し、実習前の課題と実習の進め方、実習
終了後のフォローアップを含めて連携を図る、③
対象者に実習の目的や方法を説明し、学生・対象
者ともに主体的に取り組めるよう関係を構築す
る、④評価・治療ともに「見る」「模倣する」
「実践する」「助言により修正する」流れを徹底
し、不安軽減と学習につなげる、⑤医師・看護
師・介護士・理学療法士・言語聴覚士・管理栄養
士・医療相談員と情報共有する場を設定し、他職
種協業を理解する、⑥始業・終業時間を順守し、
自宅での学習時間を確保する、⑦会議や管理業務
を含めて、実際の業務に触れ、管理能力を養う、
⑧リスク管理下で極力学生が役割を担う、⑨スー
パーバイザー・サブバイザー制度により、偏った
指導を抑制し、コーチング・ティーチングの使い
分けにより学生の動機付けを強化する ⑩対象者

2）リハビリテーション部研究発表会、
　 学会発表指導

平成19年10月
～

平成31年3月



平成28年3月

　

平成28年7月

　

6）第20回星城大学リハビリテーション研究会
　「10年間の軌跡」シンポジスト

星城大学リハビリテーション学部の学生および卒
業生を主体として構成される研究会において、
「10年間の軌跡」の題目でシンポジストを務め
た。作業療法士として臨床で従事し、10年が経過
した今感じることをテーマに、これまでの経験を
振り返り、特に病院から地域への働きかけの重要
性を語った。また、経験的根拠に基づく福祉機
器・自助具の選定から、神経難病患者への評価ポ
イントなど教科書や論文にあまり述べられていな
い事項に留意して、若手作業療法士に取り組みを
紹介した。

平成25年4月
～

平成31年3月

5）看護師卒後3年研修講師 平成29年11月 看護師の卒後教育の一環として、他職種協業を目
指した「リハビリテーション専門職の役割」に関
する講義を行った。
講義内容は、①「リハビリテーション・看護の定
義」について、日本理学療法士協会・日本作業療
法士協会・日本言語聴覚士協会・看護協会の定義
をICFの図を用いて共通する領域および専門性の強
い領域について事例提示を用いて説明を行った。
次に、②「作業療法士が臨床で使用する評価法」
について、当院で日常的に使用する身体機能評価
（関節可動域、筋力、感覚など）・神経心理学的
評価（認知機能、自己効力感や満足度、うつ度な
ど）の評価目的と結果の解釈方法、目標や治療設
定との関連について説明を行った。③「リハビリ
テーション職と看護師の連携」について、①②の
内容から専門性の理解を促した上で、対象者を主
体とした目標設定・共有の方法、対象者の強みを
日常生活に導入する方法について、どのような工
夫が必要か・可能かについてグループワークを行
い、実践で活かせるように留意した。

秋津鴻池病院では、リハビリテーション部の新入
職の職員（作業療法士・理学療法士・言語聴覚
士）を対象に週1回・通年で研修カリキュラムを実
施している。その中で、「認知症のひとの理解」
（平成26年まで）、「患者心理について」（平成
27年以降）の講座を担当し年1回の講義を計5回
行った。
両担当講座で重点指導事項として、はじめにひと
を対象とした職種であることの理解を促した。研
修の具体的内容は、①「倫理的配慮の遵守」とし
て接遇の徹底、個人情報保護、安全管理に触れ、
疾患特異性を考慮した関わり（特に意思の表出が
困難な対象者との関わり）について説明を行っ
た。次に、②「科学的根拠のある治療の必要性」
について、なぜ常に自己研鑽・知識のアップデー
トが必要かを中心に著書や論文における理論の変
遷を提示し、経験に基づく対象者のニーズ（より
良い治療方法選択の権利）を合わせて説明を行っ
た。③「対象者の思い」について、経験に基づく
具体的事例を提示し、神経心理学的評価の結果と
合わせて説明を行った。同時に、グループワーク
を実施し、自身の推察と他者の考えを比較し、違
いを体験することで 対象者主体の考え方につい

（院外での講演）

7）医療法人弘仁会南和病院看護師研修
　「認知症をもつ人の支援」講師

4）リハビリテーション部新人研修会講師

医療法人弘仁会南和病院看護師研修会において、
講師を務めた。療養病院である南和病院では、入
院患者の大半を高齢者が占め、認知症をもつ人も
少なからず存在する。そんな現場で働く看護師の
困りごととして、抜針や介護拒否、徘徊など認知
症の行動・心理症状への対応が挙げられ、行動観
察法の紹介から具体的な対応方法について作業療
法士の視点から考え方を説明した。講義内容は、
①出来ないことだけではなく出来ること（強み）
の把握、②行動の捉え方・評価方法、③変性・進
行疾患の特徴を中心に、前半は講義、後半は事例
を用いたグループワークを行った。認知症の支援
ではなく、認知症をもつ人の支援であることを強
調し、生活歴の解釈や、意味ある作業の支援方
法、抑制ではなく共同するための心理コントロー
ルについて説明した結果、グループワークでは、
強み（作業）を活かしたケア実践につながる考え
や意見が多くみられた。



平成28年8月

　

平成29年2月

　

奈良県御所市の地域住民を対象とした介護予防講
座において講師を務めた。市内では、認知症カ
フェやサロンが行われているが、参加者数が少な
く周知出来ていない現状があった。そのため、あ
らためて認知症の理解と予防の重要性について啓
発することを目的とした。具体的な内容は、①認
知症と加齢性もの忘れの違い、②早期診断・早期
治療の重要性、③日常生活で実践できる予防方
法、④地域での取り組み紹介とした。理解につな
がるように、説明時の言葉選びに配慮し、予防に
重要な運動や活動を体験しながら学習を図った。
一緒に参加した保健師からも、講座後に参加者か
ら地域の取り組みについて問い合わせがあった旨
が伝えられ、一時的にでも関心が高まっていると
の報告を受けた。

平成28年10月 奈良県吉野郡大淀町介護予防リーダー養成講座に
おいて、講義資料提供を行った。講座内容は、①
全員が楽しむ方法、②二重課題・多重課題の導入
ポイント、③集団場面の注意点を中心に、レクリ
エーション考案・進行を介護予防リーダーが実践
できるよう配慮した。前半は講座、後半はレクリ
エーション計画のグループワークを設定し、他参
加者に披露することで学習強化を図った。

9）奈良県御所市介護予防講座
 　「認知症の理解と予防」講師

平成28年9月

10）奈良県吉野郡大淀町介護予防リーダー
    養成講座「レクリエーションの考え方」
    講義資料提供

11）奈良県吉野郡大淀町地域住民への
  　認知症啓発事業「やすらぎカフェ」講師
　　ファシリテーター

平成28年11月 奈良県吉野郡大淀町の地域住民および認知症家族
を対象に、「やすらぎカフェ」をいう名前の認知
症啓発事業を実施し、講師・ファシリテーターを
務めた。講座では、認知症をもつ人とその家族を
地域で支えるをテーマに、実際に介護を経験した
家族介護者による講演の後に①認知症は特別な病
気ではないこと、②家族介護者を支援するための
コミュニケーション方法、③気付いた時の相談窓
口について教授した。その後、カフェタイムには
グループワークで認知症介護の困りごとと支援方
法について話し合い、様々な意見が出るように各
グループにファシリテーターを配置したことで、
活発な意見交換が行われた。

12）奈良県吉野郡吉野町サロン交流会
　 「認知症の理解と予防」講師

奈良県吉野郡吉野町のサロン（地域住民主体の取
り組み）の各リーダーが集まり、年1回開催される
交流会において、講師を務めた。目的は、それぞ
れのサロン活動報告への助言と、認知症予防を町
全体で実現していく為には、各サロン活動に予防
の考えを取り入れる必要がある事を教授した。具
体的には、認知的アプローチの説明と実践効果に
ついて説明し、特別なことではなく日常のサロン
活動を工夫することが重要であると説明した。後
半はグループワークで、サロン活動の困りごとと
目標（1年）を考え共有を図った。また、平成29年
度に認知症予防として作業療法士の支援を希望す
るサロンを募集し（3サロン）、月1回・1年間の支
援したい旨を伝えた。

8）奈良県吉野郡大淀町介護予防教室
　「いきいきふれあい教室」講師

奈良県吉野郡大淀町の地域住民を対象に、2ヶ所の
介護予防教室で「認知症・高齢期うつ病の理解と
予防」の題目で講師を務めた。認知症や高齢期う
つ病の啓発を目的に、①加齢と認知症の違い、②
予防のための生活習慣、③早期診断・早期治療の
重要性について教授した。同時に、地域で見守り
を強化し、気付いたら相談することを依頼し、相
談方法と相談場所の確認を役場職員とともに行っ
た。



平成29年11月

平成30年11月

令和1年11月

平成31年4月

～　現在

年月日

平成18年4月

②認定作業療法士取得 平成26年3月

平成29年3月

　

令和5年3月

第39301号①作業療法士免許

1) 奈良学園大学保健医療学部
   リハビリテーション学科　授業担当

基礎ゼミⅡ、地域作業療法学Ⅰ、地域作業療法学
Ⅱ、作業技術学Ⅱ、老年期障害作業療法学Ⅰ、老
年期作業療法学Ⅱ、身体障害作業療法学Ⅲ、作業
療法総合演習、早期体験実習、地域作業療法学実
習、作業療法評価実習、総合臨床実習Ⅰ、総合臨
床実習Ⅱの計13科目で授業資料作成および学生へ
の講義を行った。

13）奈良県橿原市認知症予防講座
　「運動を取り入れた認知症予防
　　と認知症初期集中支援事業に
　　ついて」講師

平成29年10月
～令和2年2月

奈良県橿原市の地域住民主体サロンで年3-4ヶ所
「運動を取り入れた認知症予防と認知症初期集中
支援事業について」の題目で講師を務めた。住民
主体の介護予防活動が推進される中で、多くのサ
ロンでは運動やレクリエーションなど既成のプロ
グラムが継続して行われ、参加者も減少傾向にな
るなど、慣れによる参加率低下が問題となってい
た。そこで、習慣化された運動の中に楽しみの要
素と多重課題による認知症予防方法を重点的かつ
具体的に教示した。また、難易度調整の考え方を
同時に伝えることで、慣れによる参加者数低下予
防を図った。次に、認知症早期診断・早期対応の
ために、近隣住民だから出来ることとして、気付
きから認知症初期集中支援事業に至るまでの相談
窓口と具体例を提示し、理解と協力を依頼した。
行政・専門職だけ、住民だけではなく、互いに協
力し合う街づくりの実現に向けて積極的に協力し
ていく旨の感想が聞かれた。

認定番号1790

③修士（保健学）

事項 概 要

１　資格，免許

④博士（保健学）

大阪府立大学第145号
論文題目「地域在住高齢者における計画を重視し
た集団調理介入の効果」

大阪府立大学第61号
論文題目「入院高齢患者のためのエンパワメント
尺度日本語版の作成」

５　その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

15）認知症の人と家族の会奈良県支部特別講演
　「知ってほしい、作業療法士の仕事」講師

令和1年10月 平成30年度から認知症の人と家族の会との連携が
開始され、認知症の当事者と家族に対し、作業療
法士の視点からお手伝いできること、一緒に取り
組めることをテーマに講演を行った。

14）奈良県立大淀高等学校医療・看護コース
　「認知症サポーター養成講座」講師
　　ファシリテーター

奈良県立大淀高校　医療・看護コースの1年生40名
を対象に、「認知症サポーター養成講座」を実施
し、講師およびグループワークのファシリテー
ターを務めた。認知症サポーター養成講座のカリ
キュラムに則って解説を行うとともに、地域の高
校生が認知症に関する知識をもち、積極的に地域
活動に参加することの意味について教示する。ま
た、グループワークを通じて認知症をもつ人への
支援方法を検討し、主体的な取り組みにつながる
ように配慮する。



（作業療法実践業務）

1）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
   リハビリテーション部作業療法士

平成18年3月
～

平成31年3月

内科（亜急性期病棟、回復期リハビリテーション
病棟、療養病棟）、精神科（一般棟）に勤務。
　脳卒中、大腿骨骨折、肺炎など中枢疾患や整形
疾患、内科疾患を中心に身体障害領域の作業療法
に従事した。亜急性期から回復期では自宅・施設
ともに退院先で必要なADL・IADL獲得に向けて身体
機能訓練・生活機能訓練を中心に支援を行った。
特に、退院先の環境調査・調整を積極的に実施
し、退院後の生活を想起した訓練を早期より病棟
生活に導入できるよう、医師、看護師、介護職員
との連携を重点的に行った。療養病棟では、看取
りに関わることも多く、終末期の作業療法につい
て研修会等に積極的に参加し、支援を行った。ま
た、当院では精神科一般棟においても、上記身体
疾患に伴い必要に応じた作業療法を実施してい
る。そのため、認知症や統合失調症を有す対象者
の、身体機能とともに精神機能・認知機能を考慮
した支援の実践を行った。院内では、月2回症例検
討会が開催されており、平成18-22年度の間に年1-
3回、合計10回の症例報告を実施した。

２　特許等

毎年1月～2月に3日間の日程で行われるリハビリ
テーション研究発表会において、3演題発表を行っ
た。
第11回「療養棟におけるチームコミュニケーショ
ン　病棟別検討会議を通じて（平成19年2月）」で
は、療養棟の看護師とリハ職で月1回の会議を開始
し、問題点や工夫点について話し合った。本会議
の実施前後において病棟スタッフ23名にアンケー
ト調査を行った結果、リハ職とのコミュニケー
ションが図りやすくなったと約80%が答えた。しか
し、約30%は検討会議の内容理解が難しいことがあ
ると答えた。他職種会議を積極的に行う上で相互
理解可能な表現・内容に留意する必要がある。
第13回「超高齢者の閉じこもり生活からの脱却を
目指した症例（平成21年2月）」では、高齢者の役
割獲得が活動量に与える影響を明らかにすること
を目的とした。100歳代の慢性心不全を有し、自宅
で閉じこもり生活を送っていた高齢者に対し、役
割獲得モデルを用いて病院内・デイサービス・自
宅での役割再獲得を目指した。結果、長老・大黒
柱など役割の認識的側面に変化が生じ、閉じこも
り生活からの脱却を図れた。年齢・環境に応じた
役割を対象者・家族・サービススタッフが認識・
共有して支援することで、高齢者においても活動
量は向上すると考えられた。
第17回「MSA患者への注意機能を中心とした治療介
入の経験～脳神経ネットワークに着目して～（平
成25年2月）」では、MSAを有す患者の認知機能と
身体図式の歪みを捉えることと、介入による変化
を捉えることであった。注意機能や身体後方の運
動イメージに歪みが生じた事例に、視覚・体性感
覚情報の顕在化を図り、段階的に口頭指示や代償
を減らし潜在化を図った。結果、身体描画など改
善し、便座や車椅子への移乗動作は介助量が軽減
した。MSAをもつ対象者にも認知機能に着目した訓
練を行うことは重要であったと考えられた。

2）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
   リハビリテーション部研究発表会演題発表

平成19年2月
平成21年2月
平成25年2月

3）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
   リハビリテーション部レクリエーション
   委員会委員長

平成21年4月
～

平成25年3月

総勢約100名のリハビリテーション部の歓・送迎会
や忘年会、スポーツ大会、季節ごとのイベント、
他職種との交流会を主催・運営し、スタッフ間交
流を促すとともに、心理的ケアを目的にイベント
開催を担い、企画・運営・広報・全体の統括を
行った。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

　　なし



4）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
   リハビリテーション部主任

平成22年6月
～

平成23年5月

主任として1年間、内科の亜急性期病棟、療養病棟
の現場統括を担った。特に、療養病棟において、
除圧や関節可動域、身体活動量の維持に向け、職
種間で介助方法における相違を減らすようにデモ
ンストレーションの方法を看護師、介護職員と連
携してマニュアル化した。

5）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
   リハビリテーション部係長

平成23年6月
～

平成31年3月

係長として6年間、精神科における身体障害合併症
におけるリハビリテーション（作業療法・理学療
法・言語療法）を統括した。他院や他施設にて対
応が難しいと判断され、行動・心理症状の軽減と
身体機能向上の双方を目指す必要があり、認知機
能低下を有す際の身体機能向上過程に生じる転倒
リスクへの対応、活動制限の軽減に取り組んだ。
また、精神科医や精神科看護師に対し、勉強会を
行い早期より身体機能訓練の必要性を啓発した。
また、認知症を有す場合には、自宅への退院が困
難となるケースも多く、家族へ個別での介護方法
指導や負担感の傾聴、出来ることへの理解を促
し、可能な限り住み慣れた自宅への退院促進に取
り組んだ。
内科、精神科に関わらず、身体リハビリテーショ
ンが実施されている全対象者で、必ず月1度・各対
象者10分程度、医師・看護師・理学療法士・作業
療法士・言語聴覚士・医療相談員・管理栄養士が
集まりカンファレンスを実施している。このカン
ファレンスの総括を担い、各部門の現状報告に加
えて、身体機能やADL、生活の予後予測における客
観性の確保、目標の確認と円滑な退院促進に向け
た連携指導・情報の整理に努めた。同様に、地域
包括ケア病棟（旧亜急性期病棟）の入院時カン
ファレンスや各病棟の退院前カンファレンスでは
司会を務め、当事者、家族、介護保険サービス
（ケアマネジャー、施設スタッフ）が相互に意見
を出し合う雰囲気作りと情報の整理に努めた。
当法人では、住宅改修・福祉機器導入に際し、病
院・介護老人保健施設のスタッフが集まる環境調
整カンファレンスで必ず承認を受ける必要があ
る。平成24年度より当カンファレンスでの総括を
担い、①対象者・家族の意向を反映しているか、
②動作と処方案が合致しているか、③実用性・将
来性が確保されているかを吟味し判断を行った。
また、家族や医師への説明において、理解が得ら
れにくい場合や業者・ケアマネジャーへの処方案
説明において、責任者として同行し追加説明を
行った。

6）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
   リハビリテーション部研究発表会実行委員長

平成25年3月
～

平成27年2月

当院では、年1回リハビリテーション部主催で、他
職種合同による研究発表会を開催している。当研
究発表会の実行委員長として、2年間企画・広報・
抄録作成・予算管理・運営・司会業務にあたると
ともに、実行委員長として全体の統括を行った。

7）医療法人鴻池会秋津鴻池病院新規事業企画
   会議「できること検討委員会」委員

平成28年4月
～

平成31年3月

当院における新規事業を考え、企画書を作成し、
委員長（リハビリテーション部部長）が理事会に
て提案を行う。具体的内容は、①医療・介護連携
の取り組み、②地域連携の取り組み、③利用しや
すい病院作り、④働きやすい環境の整備を中心に
新規事業の検討・立案を行った。会議は1～2月に1
度行われ、現在までに院内デジタルサイネージ・
リーフレットの設置や介護相談教室の開催、フッ
トサルコートの建設企画を行った。



平成23年6月

　

8）奈良県作業療法士会教育部部員活動 平成19年4月
～

平成25年5月

奈良県作業療法士会教育部の活動として、約6年間
部員を務めた。主に、奈良県内の作業療法士を対
象とした現職者共通研修・教育部研修会の年間ス
ケジュール立案、講師依頼、会場調整、案内文の
作成、広報、受講者管理、司会を担い、期間中ス
ケジュール通りに研修の運営が行えていた。

11）第31回近畿作業療法学会学会運営委員 平成23年10月 奈良県で開催された近畿6県の作業療法士を対象と
した第31回近畿作業療法士学会において、3回の運
営委員会議と当日の運営スタッフを担った。当日
の役割として、受付業務の管理を担い、円滑な受
付運営に努めた。金銭・時間管理など大きな問題
なく終えることが出来た。

（講演・教育活動）

12）奈良県作業療法士会事業部副部長 平成25年6月
～

令和3年6月

奈良県作業療法士会事業部の活動として、約4年間
副部長を務めた。年度始めには、年間12本の事業
部スキルアップセミナーと年間3本の事業部研修会
を企画し、日程・講師の選定・打診（連絡は部長
が実施）、会場予約、各講師への依頼文作成、宿
泊・懇親会設定、講師料の準備、ホームページ更
新と他府県への案内依頼、参加者の管理を行っ
た。また、当日は司会と参加者案内、総括を担っ
た。企画では、参加者が興味を持ち、積極的に参
加したいと思える内容に留意し、毎回50名程度の
参加者に研修会希望を聴取し、出来るだけ奈良県
作業療法士会員の意見を集約し、開催した。
研修以外で、パーキンソン病やALSなど奈良県内で
在宅支援が不十分であると考えられたため、パー
キンソン病家族の会や奈良県神経難病支援セン
ターに直接作業療法士の活動内容を説明に伺い、
同意のもと支援体制の構築に努めた。結果、地域
保健師および家族会より徐々に依頼があり、在宅
支援の一員として活動の実施に至った。特に、作
業療法士はその専門性が周知されていないことが
多く、専門性を伝えられるよう努力した。その結
果であると考えられた。

9）奈良県作業療法士会主催症例発表交流会 奈良県作業療法士会が主催する、症例発表会にお
いて「Pusher syndromを呈した症例～失禁ゼロを
目指して～」の題で発表を行った。左被殻出血後
の後遺症として、Pusher syndromと注意障害を呈
し回復期リハビリテーション病棟に入院した症例
に対して、身体図式再構築を目的とした感覚促通
訓練に加えて、実際の環境にて視覚的cueを用いた
立位姿勢の安定、病棟連携による定時での排泄リ
ズム確立を図った。結果、排泄は軽介助となり、
失禁は消失したという内容の発表であった。

10）日本作業療法士協会「事例報告登録システ
　　ム」事例登録

平成23年10月
～

令和3年6月

日本作業療法士協会が作業療法の質担保を目的に
推進する事例報告・登録制度で、「回復期リハ病
棟における超高齢事例への「参加」に対する働き
かけ～役割獲得に着目して～」、「園芸を通じ内
発的動機づけの向上を認めた一事例」、「認知症
高齢患者における退院後の閉じこもり脱却を目指
した集団交流プログラムの実践」、「認知症作業
療法における家族介護者の思いを重視した終末期
ケアプログラム実践」、「せん妄後に抑うつを呈
した認知症患者の役割再獲得を目指した作業療
法」の5事例が審査で合格し、事例集に公開されて
いる。



平成25年6月
　

15）奈良県作業療法士会認知症支援委員会委員 平成26年3月
～

現在に至る

奈良県作業療法士会認知症支援委員として、約3年
間支援委員の統括役と積極的な実践に務めた。具
体的には、各市町村の認知症予防教室への参画や
啓発事業、認知症カフェの企画支援、認知症サ
ポーター養成講座の支援、認知症家族教室のアド
バイザーとして依頼を受けて実施した。また、奈
良県内の各市町村と作業療法士の協業体制につい
て情報を集約し、広報誌への掲載を年3回実施し
た。平成30年度から多くの市町村で開始される認
知症初期集中支援チームへの作業療法士参画を目
的に役場を訪問し、作業療法士の専門性について
啓発・説明を行った。現在、南和地域では5市町村
で連携を図っており、今後さらに拡大していくよ
うに啓発に努める。同時に、奈良県作業療法士会
員の認知症支援技術向上を目的に企画を検討して
いく。

16）第7回奈良県作業療法学会運営委員

13）奈良県吉野郡下北山村への在宅
　　アウトリーチ支援

奈良県作業療法士会事業部として、吉野保健所の
依頼を受けて奈良県吉野郡下北山村への在宅アウ
トリーチ支援を3事例実施した。訪問の目的は、①
生活機能評価、②福祉機器・環境調整支援、③身
体機能維持訓練の指導、④家族への介助指導とし
た。訪問した地域は、山間部にあり、在宅サービ
スが整備されていない状況であった。具体的な支
援では、内服状況の確認と自主訓練の指導、オー
バーフレームのリース、緊急警報ベルの紹介、園
芸環境の整備など多岐であった。共通点として、
対象者が望む生活の継続支援に向けた助言で、評
価結果と支援内容は紙面とともに保健師、主治医
へ報告を行った。

14）NPO法人SMILECHAIN主催セミナー
　 「中枢神経系障害の捉え方」講師

平成25年7月
平成25年8月
平成25年11月
平成25年12月
平成26年3月

作業療法士・理学療法士・言語聴覚士向けの研修
会を主催・運営するSMILECHAINの研修依頼を受
け、「中枢神経系障害の捉え方」について講師を
務めた。名古屋、大阪、東京、福岡で計5回開催さ
れ、受講者は約50～80名であった。講義内容は、
脳画像所見の解釈から脳機能解剖および病態生理
の説明を中心に実施した。詳細には、立位姿勢制
御と感覚処理、筋緊張亢進と錐体外路系の制御機
構、姿勢反射障害のメカニズム、大脳皮質－基底
核ループについて、歩行実行系に必要な神経ネッ
トワーク・CPGの関与について説明した。また、高
次脳機能障害では、症状のみを捉えたアプローチ
ではなく、中枢神経障害として機能局在と神経
ネットワークを捉えて根拠に基づく予後予測・治
療、ADL環境の調整につなげることを重点的に説明
した。講座の中では、治療動画や画像・事例を用
いて、臨床場面で活かせるように留意した。研修
後は、同名性半盲事例への評価方法や姿勢調整障
害の捉え方について質問を受け、アンケートでは
「実例が多く含まれていたことで理解しやすかっ
た」との意見があった。

本学会の運営委員を担い、平成26年3月から3回の
会議に参加し、当日は受付業務を担当した。受付
係の配置と会場設営に配慮し、学会では大きな問
題なく無事に終えることができた。

平成26年3月
～

平成26年6月



平成26年6月
　

20）日本作業療法士協会主催第55回作業療法
　　全国研修会奈良会場運営委員

平成26年12月 本研修会において、当日の受付業務を担った。全
国から受講者が参加する大規模な研修であったた
め、事前登録を含め会計の不一致が生じないよう
留意した。大きな問題はなく、受付業務を終える
ことが出来た。

17）第7回奈良県作業療法学会ランチョンセミ
　　ナー「認知症初期集中支援チームの概要」
　　講師

第7回奈良県作業療法学会のランチョンセミナーに
おいて、講師を務めた。講演内容は、①認知症初
期集中支援チームとは、②支援チームにおける作
業療法士の役割、③啓発活動の重要性であった。
認知症初期集中支援チームは、自律生活のサポー
トを行うことが目的であり、チーム員が優先度を
判断し初回訪問から6ヶ月の介入支援を行う点を説
明した。また、評価ではエピソードや経過の他に
MMSE、DASCやDBD13、Zarit8、身体機能・ADL評価
を行うこと（各評価の概要とともに）を説明し
た。作業療法士は、評価の解釈をもとに医療・介
護の専門職間における伝達役でもあり、生活機能
を調整する中核的役割を担うことを強調した。加
えて、支援の実際では、信頼関係の構築が不可欠
であり疾患の特性からも難しさがあることも申し
添えた。

18）奈良県作業療法士会事業部研修会
　 「認知症における作業療法実践」講師

平成26年8月
平成27年6月
平成28年1月

奈良県作業療法士会主催の事業部研修会において
平成26年から3年間継続して「認知症における作業
療法実践」の講師を務めた。研修内容は、①認知
症の病態生理、②認知症の行動心理症状の捉え
方、③事例紹介、④認知症に関する最新の知見紹
介を中心に紹介した。特に認知症は脳の変性であ
ると同時に、日常生活で遭遇する症状が中枢症状
か環境・個人因子に伴う症状か、つまり可塑性が
あるか否かについて、客観的評価と解釈の方法を
示した。また、早期に病態を捉え、生活における
ADL・福祉機器の工夫、環境調整、強みの理解と家
族支援を実施することの重要性を客観的根拠を示
しながら説明した。平成27年度の講座からは、認
知症における終末期の捉え方を含めて、病院から
在宅で働く作業療法士が予防から終末期まで包括
的に認知症をもつ人の支援を実践できるよう配慮
した。

19）奈良県神経難病患者アウトリーチ支援 平成26年10月 奈良県作業療法士会事業部として、奈良県香芝市
の保健師からの依頼を受けて、ALS患者1事例への
在宅アウトリーチ支援を実施した。訪問の目的
は、①コミュニケーション評価と残存機能で活用
可能なツールの紹介、②排泄動作環境・福祉機器
の評価、③家族支援（介助指導含む）であった。
事例のディマンドはパソコンを使用したメール・
コミュニケーションの継続であり、手指の筋力・
巧緻性低下がみられたものの、スイッチ操作は可
能であったことからスイッチの適応評価と伝の心
やハーティラダーなどツールの紹介を行った。ま
た、下肢機能の残存を評価し、車いす操作やトイ
レ内介助方法について実際に家族指導を行った。
保健師とともに、妻の思いの聴取と、吸引機など
必要となる医療機器について説明した。特に注意
した点として、対象者の認識と客観的状況に乖離
が生じていたため、心理面には十分に配慮した。
これら評価と支援した内容については、紙面とと
もに主治医への報告を実施し、地域の訪問看護ス
タッフへ継続フォローを依頼した。



平成27年6月
　

平成29年2月
令和2年12月

平成29年2月
　

22）奈良県作業療法士会主催　現職者共通研修
　「作業療法における協業・後輩育成」講師

学会では、身体障がい領域の発表4演題の座長を務
た。座長業務の中では、発表者の意図と目的の理
解に努めるとともに、聴講者特に若手作業療法士
が内容を理解し、質問がしやすいように配慮し
た。結果、受講者から積極的な質問があり、発表
者にとってもさらに研究を進展させる一助になっ
た。

平成27年8月
平成28年11月

本研修会は日本作業療法士協会の定める生涯教育
制度にある基礎研修で、若手作業療法士の育成を
目的とした研修である。平成27年から年1回計2回
講座を担当した。

株式会社ケアプラスに所属する訪問医療マッサー
ジ師30名を対象に、「認知症をもつ人の支援」の
講師を務めた。講座内容は、①認知症の病態生
理、②認知症の行動・心理症状の捉え方、③認知
症をもつ人の理解であった。特に、受講者は在宅
医療領域が中心であったため、在宅生活での評価
のポイントとして身体機能・認知機能を含めて、
出来ている事と難しくなった事の整理、家族の思
いの傾聴方法について説明した。また、進行や症
状変化のポイントをまとめ、変化を認めた際の相
談・報告・連携の方法について確認した。研修会
後は、徘徊や被害妄想時の対応方法、その人らし
さを大切にするためのポイントについて質問が

奈良県作業療法士会会長の推薦により、日本作業
療法士協会の認知症推進委員に奈良県作業療法士
会を代表して参加した。平成28年11月に開催され
た年1回の都道府県推進委員会会議の出席と、会議
で得た情報の奈良県作業療法士会員への伝達、奈
良県内における認知症支援状況の集約と日本作業
療法士協会への報告がこれまでの主な役割として
実施した。

25）日本作業療法士協会・奈良県作業療法士
　　会共催「認知症アップデート研修会」講師

日本作業療法士協会・奈良県作業療法士会共催
で、認知症支援においてすべての領域の作業療法
士が参画出来るように人材育成を目的とした研修
会の講師を担った。講義内容は、①日本・世界の
認知症、②認知症の病態生理、③認知症の行動・
心理症状、④認知症をもつ人の生活支援の実際、
⑤事例のまとめ方、⑥奈良県の認知症施策であっ
た。座学を中心に、平成28年度は51名の参加があ
り、研修会後には認知症支援委員として新たに11
名が支援委員への参画を希望した。平成29年度以
降も継続し、全会員の受講を目指していく方針と
した。

21）第8回奈良県作業療法学会座長

平成28年5月
～

平成29年7月

学会では、近畿圏内の各施設・大学で働く作業療
法士が実行委員として参加したため、5回の会議の
他、情報共有にDropBoxを用いて、効率化を図っ
た。役割として、会計および受付業務、備品準
備、生涯教育基礎ポイント管理、特別講演・教育
講演講師との連絡係を担い、想定した予算内で学
会の全工程を終了することが出来た。また、受付
においても大きな混乱なく、円滑に終えることが
出来た。少数スタッフでの運営であったが、頻回
な会議による交通費・会議費の増加を抑えたこと
で、予算内で効率的に実施出来、滞りない運営に
至った。

23）第11回日本作業療法研究学会学術大会
　　運営委員

24）日本作業療法士協会認知症推進委員

26）ウェルネスコンシェルジュ協会主催研修会
　 「認知症をもつ人の支援」講師

平成28年8月
～

令和1年3月



平成29年3月
　

平成29年4月
　

平成29年10月

令和1年6月

令和1年9月
令和2年1月
令和3年5月
令和3年9月
令和3年12月
令和4年8月
令和5年1月

令和1年12月35) 奈良県作業療法士会主催現職者選択研修
　　「老年期のトピックス」講師

日本作業療法士協会の会員約70名に対し、老年期
疾患の最新の治療方針や知見、研究動向を共有
し、日常の作業療法展開の発展に向けた根拠を教
示した。

27）奈良県作業療法士会事業部研修会
　　「肩関節機能障害へのアプローチ」講師

奈良県作業療法士会主催の事業部研修会において
「肩関節機能障害へのアプローチ」の講師を務め
た。本研修会では、作業療法士にとって重点的に
行われる肩関節の評価・治療に着目し、講座前半
では①肩関節の解剖・基礎知識、②肩関節機能障
害の評価（中枢疾患・整形疾患）、③肩関節機能
障害へのアプローチについて座学にて説明し、後
半では受講者2名ずつデモンストレーションを行い
ながら個別に実技指導を実施した。特に、肩関節
の評価では、同一の筋であっても姿位によって作
用が異なる点の理解に留意し、視診・触診から基
本評価方法と解釈・アプローチへの一連の流れを
教授した。講座後は多くの質問があり、日頃の臨
床で実技を学ぶ場の少なさと継続教育の必要性が
示された。

28）バリアフリー2017作業療法ブース担当 バリアフリー2017の作業療法ブースにて、相談業
務・福祉用具・支援機器の展示説明（身体障がい
者用）を担当した。相談業務では、グループホー
ム入所者への生活機能維持方法や運動麻痺の軽
減・介助方法について相談を受けた。また、機器
展示では、食具選定に関する質問や使用方法、洗
体補助具作成について質問があった。

32) 臨床実習指導者講習会　講師 臨床現場で働く作業療法士約70名/回に対し、厚生
労働省の指導要領に基づき、臨床実習の進め方や
留意点等について、演習を通じて教示を行った。

29）第15回IT機器レンタル事業
　　「作業療法士が行うIT活用支援説明会」
　　日本作業療法士協会・奈良県作業療法士
　　会共催研修会運営スタッフ

平成29年5月 研修は、日本作業療法士協会と奈良県作業療法士
会の共催であり、運営スタッフとして受付、会場
設営、昼食手配、懇親会設定、会場案内を務め
た。参加者数は24名で、受付および会場運営にお
いて問題なく終えた。

30）第37回近畿作業療法学会運営委員

33) 奈良県作業療法士会主催現職者共通研修
　　「実践における作業療法研究」講師

第37回近畿作業療法学会の運営スタッフとして受
付、会場誘導係を務めた。参加者数は460名で、受
付および会場運営において問題なく終えた。

大阪府作業療法士会堺ブロック学会にて、教育講
演の講師を務めた。参加者は大阪府作業療法学会
に所属する作業療法士であった。講演では、認知
症のある高齢患者の排泄と食事に焦点をあて、評
価から支援の実際について経験と研究をもとに報
告した。協力頂いたスタッフからも、理解が深
まった旨の感想がきかれた。

31）大阪府堺ブロックPetit学会教育講演
　　「認知症をもつ人の作業療法：食事・排泄の
　　評価と支援」講師

平成30年10月
令和1年9月
令和3年2月
令和4年3月
令和5年1月

臨床現場で働く若手作業療法士約15名/回に対し、
作業療法士に必要な研究の基本的知識と臨床疑問
から研究実践に結びつける方法について、演習を
通じて教示した。

令和1年11月34）奈良県作業療法士会　事業部研修会
　「排泄機能障害の作業療法」講師

奈良県作業療法士会の会員約30名に対し、作業療
法士の専門である日常生活動作、特に排泄に特化
し、評価から支援について講演を行った。



令和3年6月

令和3年10月
令和4年10月

令和5年2月

　　なし

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
なし

（学術論文）
共　著 平成19年4月

単　著 平成29年3月

  （修士論文）

平成29年2月
令和3年3月
令和3年8月
令和4年9月

39）奈良県作業療法士会　現職者選択研修
　　「身体障害領域の基礎知識」講師

40) 愛知県作業療法士会主催現職者選択研修
    「老年期のトピックス」講師

医療・保健・福祉全ての領域で必要になる身体障
害の作業療法について、法制度や理論の変遷から
実践知まで多角的な内容のオンライン講義を行っ
た。

日本作業療法士協会の会員13名に対し、老年期疾
患の最新の治療方針や知見、研究動向を共有し、
日常の作業療法展開の発展に向けた根拠を教示し
た。

令和3年6月
～

現在に至る

2.「地域在住高齢者におけ
   る計画を重視した集団調
   理介入の効果」

大阪府立大学 本研究の目的は，調理計画を重視した集団調理介
入が地域在住高齢者の認知機能に及ぼす効果と在
宅生活に汎化し調理頻度が増加するかについて調
査することであった．対象は地域在住高齢者54名
で，調理計画群23名(計画を重視した集団調理プ
ログラム)，調理実施群18名(調理実践プログラ
ム)，対照群13名(調理以外のプログラム)に週1回
6ヶ月間プログラムを実施し，介入前後での認知
機能，心理機能，社会行動の効果について比較検
討した．結果，調理計画群は介入によって認知機
能が有意に改善し，介入後は他群に比べ抑うつ傾
向が低く，交流頻度が多い結果であった．これら
のことから，調理計画を重視した集団調理介入
は，対象者の認知機能を高め，認知症予防の一助
になり得ると考えられた．また，対象者同士のコ
ミュニケーションや主体的な役割遂行が促され，
抑うつ傾向改善の可能性が示唆された．（頁数：
A4 29枚）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

41) 第43回近畿作業療法学会　実行委員 令和4年10月
～

令和5年6月

第43回近畿作業療法学会の演題査読委員、会場・
オンライン管理として学会運営に携わった。

38) 奈良県作業療法士会　理事・事業局長

学会参加者にオンデマンド研修として、世界の認
知症予防の進化とIoTやAIを駆使した最新の研究・
ケアの方法を共有し、自らの研究内容を含めて作
業療法士が知っておくべき知見を教示した。

37) 第13回奈良県作業療法学会　セミナーⅡ
　　「認知症の予防とこれからの支援」講師

理事・事業局長となり、奈良県作業療法士会会員
の質的向上を目的に、教育・研究活動の推進、会
員同士のつながり改善、社会貢献の発展に努めて
いる。

36) 奈良県作業療法士会主催現職者共通研修
　　「事例検討・事例報告」講師

日本療養病床協会機関誌
第15巻1号p54-p59

1.「スタッフ間の連携を考
　　える」

本報告では，秋津鴻池病院の医療療養病床におけ
る多職種連携の実際について概説し，スタッフの
アンケート結果をもとにその重要性と効果につい
て考察した。特に，病棟ADLの改善には，デモン
ストレーションを交えた介護方法の共有が重要で
あり，排泄成功確率の増加や介助量軽減といった
効果を示した。
本人担当部分：研究実施、論文執筆（一部）
共著者：西田宗幹，田中美香，山田悠，
　坪内善仁，森本麻紗子

臨床現場で働く若手作業療法士に対し、症例発表
をもとに評価結果から治療を導く手順、考察とま
とめ方について、演習を通じて教示した。

４　その他



共　著 平成30年2月

共　著 平成30年7月

共　著 平成30年10月

3.「認知症作業療法にお
　　ける家族介護者の思
　　いを重視した終末期
　　ケアプログラムの実
　　践」
　　(査読付)

6.「身体疾患を合併する精
　　神疾患患者の自宅退院
　　に関連する因子の検
　　討」
　　(査読付)

理学療法学
第45巻6号p366-p372

本研究は，身体疾患を合併した精神科入院患者に
おいて，自宅退院が可能であった患者の特徴を明
らかにすることを目的とした．2012年1月～2016
年6月の間に理学療法(以下，PT)を実施した統合
失調症および気分障害を有す患者108例を対象
に，PT終了時の転帰を自宅群と非自宅群に群分け
し，自宅退院に影響を及ぼす因子を検討した．結
果，自宅退院に影響を及ぼす因子として，身体疾
患発症時の生活場所が自宅，終了時のBarthel
Index65点以上，終了時のGlobal Assessment
Functioning51点以上，同居家族ありが抽出され
た．
本人担当部分：研究構想と計画、データ収集、
　論文監修
共著者：石橋雄介，林久恵，坪内善仁，
　福田浩巳，洪基朝，西田宗幹

本報告では，家族介護者の思いを重視した終末期
ケアプログラムを実践し，終末期の認知症の人
（A氏）と家族（妻）への支援のあり方について
考察することを目的とした．作業療法では，①身
体機能の維持，②馴染みのある作業の継続を行
い，多職種連携にて③妻の身体的ケア参加，④自
宅への外出を支援した．結果，A氏は入院16週目
に死亡退院となったが，妻は希望であった身体的
ケア参加や自宅への外出を果たした．また，終末
期ケア移行期，病棟ケア参加期，自宅への外出期
の妻への評価では，介護負担感尺度は，57点，53
点，42点と，幸福感尺度は，1点，3点，8点と，
うつ尺度は，3点，3点，1点と改善傾向を示し
た．今回，認知症の終末期ケアにおいて，家族介
護者の語りを促し，その思いに沿った支援が家族
の心残りと不全感を軽減した．このことは，後に
家族が前向きな生活を再獲得する一助になり得た
と考えられた．
本人担当部分：研究計画、研究実施、論文執筆
共著者：坪内善仁，東條秀則

作業療法ジャーナル
第52巻2号p190-p194

本研究の目的は，身体合併症を有し精神科病床に
入院する認知症患者の自宅または施設退院(地域
退院)に関連する入院時情報の特徴を明らかにす
ることとした．方法は，地域退院患者73名(地域
退院群)と入院継続患者87名(入院継続群)の基本
情報，医学的情報，作業療法評価情報について，
単変量解析，多変量解析で比較・分析した．結
果，入院前の生活場所，家族介護者の有無，
Barthel Indexの合計・移乗・食事・排尿・排便
コントロ－ルで有意差を認め，地域退院の主な関
連要因として家族介護者あり，排尿コントロ－ル
が良好であることが示された．結果から，身体合
併症を有す認知症患者の地域退院支援において，
OTは他職種・家族と連携し入院後早期に環境情報
やADLを把握するとともに，個別性を考慮した排
泄形態・介助方法を検討し排泄機能改善に取り組
む必要がある．
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析、
　論文執筆
共著者：坪内善仁，宝田イオリ，石橋雄介，
　大西和弘，東條秀則

日本認知症ケア学会誌
第17巻2号p423-p430

5.「身体合併症を有す認知
　　症患者の地域退院に関
　　連する入院時情報の特
　　徴」
　　(査読付)

本研究では，当院精神科病床に入院した身体合併
症を有す重度認知症患者について，入院時情報か
ら死亡転帰に関連する要因を探索的に調査した．
調査項目は，基本情報，医学的情報，作業療法評
価情報に分け，自宅または施設退院患者73名(生
存退院群)と死亡退院患者39名(死亡退院群)の間
で,各変数について単変量解析，ロジスティック
回帰分析を行った．結果，嚥下障害の有無，認知
症の重症度，併存疾患指数，認知機能評価，認知
症分類が死亡転帰の主な影響要因であることが示
された．このことから，他職種が連携し，入院時
から幅広く評価情報を共有し，早期から個別性を
重視した支援に取り組む必要があると考えた．
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析、
　論文執筆
共著者：坪内善仁，宝田イオリ，石橋雄介，
　大西和弘，東條秀則，洪基朝

老年精神医学雑誌
第29巻3号p301-p309

平成30年3月共　著4.「身体合併症を有す重度
　　認知症患者の死亡転帰
　　に関連する入院時情報
　　の特徴；作業療法評価
　　を含めた探索的調査」
　　(査読付)



共　著 平成30年11月

共　著 平成31年4月

共　著 令和2年9月

8.「地域在住女性高齢者の
　　献立立案から取り組む
　　集団調理プログラムの
　　効果」
　　(査読付)

作業療法
第38巻2号p187-p196

本研究の目的は，献立立案から取り組む集団調理
プログラムが地域在住女性高齢者の認知機能と自
宅での調理頻度に及ぼす効果を調査することで
あった．対象は地域在住女性高齢者39名で，献立
立案-調理群20名，調理実施群19名に週1度・6ヶ
月間プログラムを実施し，介入前後で認知機能，
心理機能，社会的活動量の変化を比較検討した．
結果，認知機能項目で測定時期による主効果を認
めたが，交互作用はなかった．また，調理頻度の
変化も両群で有意差は示されなかった．
今回の結果から，調理活動自体の認知機能改善へ
の効果は示唆されたが，献立立案課題単独の認知
機能・調理頻度への効果は乏しく，介入手法につ
いてさらなる検討が必要である．
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析、
　論文執筆
共著者：坪内善仁，安田圭志，山中美里，
　東條秀則，内藤泰男

Journal of
Rehabilitation and
Health Science
第15巻p17-p24

本研究では，計画・実行・振り返りを重視した認
知症予防プログラムを週に1回・2年間実践し，専
門職から住民運営に移行した後の効果を検証する
とともに，ファシリテーター(職種)の違いがもた
らす効果と特徴を明らかにすることを目的とし
た．結果は，集団式松井単語記憶検査の即時再生
1回目(p=0.021)，2回目(p=0.013)，山口漢字符号
変換テスト(p=0.020)，交流頻度(p<0.001)，認知
症予防を意識した行動(p<0.001)で改善を認め，
住民自主運営への移行後も効果は持続した．ま
た，ファシリテーターの違いによって，集団式松
井単語記憶検査の即時再生1回目(p=0.033)，外出
頻度(p=0.040)，認知症発症への不安(p=0.020)で
差を認めた．このことから，認知症予防における
地域住民・他職種との連携では，認知症の危険因
子を共有し，認知機能，心理機能，生活習慣の総
合評価をもとに支援を実践する必要がある．
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析、
　論文執筆
共著者：坪内善仁，山中美里，安田圭志，
　東條秀則，内藤泰男

7.「住民自主運営による認
　　知症予防プログラム実
　　践を目指した2年間の効
　　果：作業療法士と介護
　　職員，異なるファシリ
　　テーター2職種による介
　　入効果への影響」
　　(査読付)

9.「認知症高齢患者におけ
    る退院後の閉じこもり
    脱却を目指した集団交
    流プログラムの実践」
　　(査読付)

認知症ケア事例ジャーナ
ル
第13巻2号p75-p80

超高齢社会を迎え，認知症高齢者の閉じこもり予
防が国の重要課題となっている．今回，入院前か
ら閉じこもりを呈した認知症高齢患者に対して，
院内でグループ回想法を用いた集団交流プログラ
ムを実践した結果，交流を媒介に日常生活活動量
が向上し，退院後には閉じこもりを脱却した．こ
の結果から，認知症高齢者の集団交流プログラム
の実践は，外出への動機付けを強化し，閉じこも
り脱却の一助になると考えられた．
本人担当部分：研究計画、調査・介入実施、
　論文執筆
共著者：坪内善仁，東出美紀



共　著 令和2年12月

共　著 令和3年1月

共　著 令和3年1月

11.「Premature oral pre-
     shaping for feeding
     in elderly
     population with risk
     of aspiration
     pneumonia.」
　　(誤嚥性肺炎リスクがあ
　　る高齢者の摂食におけ
　　る口腔内準備の未熟さ)
　　(査読付)

10.「肺炎を罹患した当院精
    神科病棟入院患者の死
    亡転帰に関連する因子
    の検討」
　　(査読付)

本研究の目的は，誤嚥性肺炎のリスクが高い高齢
者において，実際に食事のために嚥下する前の手
と口の異常行動を明らかにすることである．誤嚥
性肺炎の診断を受けた高齢者（EAP）10名，健常
高齢者（HE）15名，若年成人（YA）21名を登録し
た．自己摂食時と補助摂食時の摂食時間と上唇と
下唇の距離が最大になるタイミングをモーション
アナライザーを用いて抽出した．その結果，EAP
の摂食時間は，自己摂食および補助摂食におい
て，他の群に比べて有意に長かった．また，自力
摂食時には，EAP群の口の準備のタイミングが他
の群よりも有意に早く，逆に，補助摂食時には，
EAP群のタイミングが有意に遅れていた．この結
果から，誤嚥性肺炎の経験がある高齢者では，自
力・介助ともに、実際に飲み込む前の口の形の準
備や手の動きの時間に異常がある可能性が示唆さ
れた．
本人担当部分：研究構想と計画、データ収集、
　論文監修
共著者：Yoshiki Tamaru, Akiyoshi Matsugi,
　Shinzo Masaki, Yoshihito Tsubouchi,
　Akiyoshi Yanagawa

PloS one
第16巻2号

理学療法学
第47巻6号p593-p599

研究の目的は，肺炎罹患により，理学療法
（Physical Therapy；以下，PT）を実施した精神
科病棟入院患者の死亡転帰にかかわる因子を検討
すること．方法は，対象が2015 年1 月～2018 年
11 月の間に，医療・介護関連肺炎（Nursing and
Healthcare associated Pneumonia：以下，
NHCAP）を発症し，PT を実施した精神科病棟入院
患者とした．PT 開始から120 日の観察期間中
に，死亡した患者を死亡群，生存した患者を生存
群とし，Cox 比例ハザード分析を用いて，死亡転
帰にかかわる因子を検討した．結果，解析対象は
81 名，観察期間中の死亡者は31名（38.3%）で
あった．Cox 比例ハザード分析では，年齢と発症
時Body Mass Index（以下，BMI）が採択された．
以上より，NHCAP を罹患した当院精神科病棟入院
患者の死亡転帰は，年齢と発症時BMI に影響され
ることが示唆された．
本人担当部分：研究構想と計画、データ収集、
　論文監修
共著者：神田孝祐, 坪内善仁, 福田浩巳,
　石橋雄介, 洪基朝, 西田宗幹

12.「認知症高齢患者のせん
     妄後の抑うつに対する
     Fettermanの3ステップ
     アプローチ適用の
     効果」
　　(査読付)

認知症ケア学会誌
第19巻4号p701-p708

せん妄の再発を予防するためには，入院中からエ
ンパワメントを促進し，積極的な社会参加や家庭
内役割継続に向けた支援が不可欠である．今回，
せん妄後の抑うつから自宅退院に消極的であった
認知症高齢患者に対して，Fetterman の3 ステッ
プアプロ－チを適用して介入し，退院後の家庭内
役割の再獲得を目指した．結果，料理という家庭
内役割を獲得したことで，退院後生活への不安感
や抑うつは軽減し，自宅退院を実現した．このこ
とから，入院中の3 ステップアプロ－チによるエ
ンパワメント促進は，せん妄後の抑うつを軽減
し，安心・納得した自宅退院の実現に貢献すると
考えられた．
本人担当部分：研究計画、介入実施と調査、
論文執筆
共著者：坪内善仁，中島大貴，田丸佳希



共　著 令和3年4月

共　著 令和3年4月

共　著 令和3年5月

共　著 令和3年8月

Covid-19の影響により、感染対策を目的に介護予
防指導や評価を直接行うことが難しくなってい
る．本研究では，認知機能評価をオンラインで実
施し，直接評価の結果と関連を調査することで，
オンライン評価の有効性を検証することを目的と
した予備的研究である．結果は、オンライン評価
と直接評価には有意な相関が認められたことか
ら，今後の実用化に向けてさらなる検証が必要で
ある．
本人担当部分：研究構想と計画、調査実施、
　データ分析、論文監修
共著者：Noboru Hasegawa, Takako Yamada,
　Miyako Mochizuki, Yoshihito Tsubouchi,
　Nobuyuki Honda, Nobuko Shimizu

14.「シリーズ ポストコロ
    ナ社会を考える；変わ
    るもの、変わらないも
    のコロナ禍で変わる臨
    床実習」

作業療法ジャーナル
第55巻4号p373-p374

2020年度は，COVID-19の影響により，各大学での
臨床実習が学内実習によって代替された．本報告
では，奈良学園大学で実施した「早期体験実習」
および「地域実習」に関する実施方法や学生によ
るアンケート結果を記述した．特に本学独自で実
施した臨床現場のライブ中継は非常に有意義であ
り，学生からも一定の評価が得られていた．（総
説・依頼原稿）
本人担当部分：研究構想と実施、論文執筆、
　論文監修
共著者：中島大貴, 坪内善仁, 池田耕二, 山形力
生, 大浦智子, 辻下守弘

13.「地域在住高齢者におけ
    るテレビコマーシャル
    メッセージの時間を活
    用した身体活動促進プ
    ログラムの予備的研
    究」
   (査読付)

健康支援
第23巻2号p195-p200

本研究は，高齢者においてCM中の歩行または足踏
みを促す身体活動プログラムの効果と実行可能性
を明らかにすることを目的とした。対象は健常高
齢者20名（平均年齢75.0歳）とした．介入方法
は、CM中の歩行または足踏みとした．歩数と歩行
時間の測定は3軸加速度計を使用し，通常通りの
日常生活を送る週（以下，通常週）とCM中の歩行
または足踏みを促す週（以下，介入週）の計14日
間の測定を実施した結果，通常週に歩数および歩
行時間は有意に増加した．
本人担当部分：研究構想と計画、データ収集、
論文監修
共著者：中島大貴, 伊藤健一, 坪内善仁,
藤井啓介, 田畑泉

医療福祉情報行動科学研
究 第8巻p133-p142

15.「Cognitive and
    Physical Assessment
    in the Elderly while
    Maintaining Social
    Distance Using A Web
    Conference System: A
    Pilot Study」
　　(Web会議システムによ
　　り社会的距離を保持し
　　た高齢者の認知・身体
　　機能評価：予備研究)
   (査読付)

International Journal
of Nursing & Clinical
Practices
第8巻p1-p5

認知症予防では，積極的な社会参加により予防の
ための生活習慣を獲得することが重要である．本
研究の目的は，軽度認知障害のある地域在住女性
高齢者を対象に，基本属性，心理機能，生活機能
の各変数が1年後の認知機能低下に影響するかを
検証することである．方法は，まず初回調査から
1年後の認知機能変化量で低下(低下群)・維持(維
持群)・向上(向上群)に分け，初回調査時の各変
数を比較した．次に，認知機能の変化量を従属変
数，生活機能の各項目を独立変数として関連を調
査した．その結果，低下群では初回調査時のエン
パワメントが低下し，外出頻度と健康上の相談相
手が少ないことが示された．また，認知機能変化
との関連では，健康上の相談相手の有無と交流頻
度が有意であった．本研究の結果から，認知症予
防では，高齢者のエンパワメントを強化し，積極
的に外出，交流，相談できる地域づくりが重要で
あると考えられた．
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析、
　論文執筆
共著者：坪内善仁, 中島大貴, 田丸佳希,
　内藤泰男

16.「軽度認知障害が疑われ
    る地域在住女性高齢者
    の個人的特徴と1年後の
    認知機能低下に影響す
    る因子：エンパワメン
    ト評価を含めた後ろ向
    き観察研究」
   (査読付)



共　著 令和3年12月

共　著 令和4年3月

共　著 令和4年3月 International Journal
of Nursing & Clinical
Practices
第9巻p1-p5

18.「地域における健康高齢
　　者の重要な生活行為：
　　SCATによる分析」
   (査読付)

2018 年にタイ農村地域の高齢者に焦点を当てた
「生きがい」や「老いる」とはどのような意味を
持つかについて調査したところ，「今，楽しみに
していることは何か」の問いに，ほぼ全員が「人
の役に立っていること」と回答している．今回，
日本国内の「地方」と「都会」の高齢者にインタ
ビューした．インタビューには Canadian
Occupational Performance Measure（カナダ作業
遂行測定，以下 COPM）を使って，「重要度」
「遂行度」「満足度」の 3 つのキーワードから
生活を語ってもらったが，継続して同一人物を
フォローすることができないという研究構成上の
問題もあってインタビュー内容を，Steps for
coding Theorization（以下 SCAT）を使って分析
した．その結果，日本ではタイのように「人の役
に立つこと」を重要な生活行為として自覚してい
ないことが明らかになった．が，実際の生活行為
としては「都会」の高齢者は「人のために役立つ
生活行為」を実践している傾向が強かった．
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析
共著者：山田恭子，清水暢子，長谷川昇，
　望月美也子，坪内善仁

19.「Association between
    Serum Vitamin D
    Levels and Muscle
    Weight of Adult Day-
    Care Center Clients
    in Three Different
    Latitude Areas of
    Japan」
   (査読付)

BMC geriatrics Vol.21,
No1, p672

17.「A conceptual
　　analysis of older
　　adults’empowerment
　　in contemporary
    Japanese culture」
   (査読付)

本研究の目的は，現代日本における高齢者エンパ
ワメントの概念がもつ構成要素を明らかにし，概
念の定義を再構築することである．
概念分析では，Rodgers進化論的手法を用いた．5
つのデータソースを用いて、「エンパワメント，
参加」，「高齢者，高齢患者」，「日本，日本
人」で検索した．2000年から2020年の間に発表さ
れた8811本の論文のうち，目的に合致した61本を
選定した．分析の結果，7つの先行要件，6つの属
性，6つの結果が明らかになった．現代日本にお
ける高齢者のエンパワメントとは，"作業・他
者・地域とのつながりにおいて自己を開示し，自
身の存在と課題を意識化し，意思決定に基づく協
働目標および新たな作業に対して自らの行動を適
用させていく過程"と定義された．この概念は，
日本だけでなく世界的な高齢化においても，自助
や互助を基盤とした地域づくり，高齢者支援の実
践，教育，研究に有用である．
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析、
　論文執筆
共著者：Yoshihito Tsubouchi,
  Kyosuke Yorozuya, Akiyoshi Tainosho,
  Yasuo Naito

3つの異なる緯度の地域で、緯度が25OHDレベルと
筋肉重量に及ぼす影響について研究した結果、
25OHDの不足・充足比は緯度と有意に関連した
（χ2 = 7.919, p= 0.019, φ= 2）。3地域の緯
度の程度と25OHD欠乏症の有病率の間に正の相関
が認められた（ɤ= 0.981）。25OHDは四肢および
体幹の骨格筋と弱い相関があった。DEX処理のみ
では筋管ATPは有意に減少した。25OHDはDEXの存
在下で細胞内ATP濃度の上昇を用量反応的に誘導
した。結論 これらの事実は、サルコペニアを予
防するために、特に冬季や高緯度に位置する施設
において、デイケアサービスでの積極的な日光浴
を採用する必要性を示している
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析
共著者：Noboru Hasegawa, Nobuko Shimizu,
  Takako Yamada, Yoshihito Tsubouchi,
  Miyako Mochizuki, Mayumi Kato,
  Masashi Yoshitake, Ayako Yokota

佛教大学保健医療技術学
部論集 第16号p53-p68



共　著 令和4年2月

共　著 令和4年2月

共　著 令和4年6月

共　著 令和4年8月

21.「コロナ禍における地域
   理学療法・作業療法実習
   の取り組みと課題」
   (査読付)

医療福祉情報行動科学研
究 9(9) 31-38

指定規則の変更により、地域理学療法・作業療法
実習が必須となった。コロナウイルスの影響によ
り学内実習となり、ICTを駆使した実習の成果に
ついて受講した学生へのアンケートから振り返っ
た。その結果、訪問・通所事業所のライブ中継の
満足度が高く、「地域リハビリテーションに関す
る関心や意識が向上した」と高い評価を得た。一
方で、現地実習への不安が残りる結果であった。
ICT利用により学生にとって充実した学修機会で
あった一方で、不安に配慮した実習内容をさらに
検討する必要がある。
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析
共著者：滝本幸治，池田耕二，吉川義之，
　坪内善仁，笹野弘美, 前田吉樹, 中島大貴,
　辻下聡馬, 大浦智子, 山形力生

22.「Reliability and
　Validation of the
　Japanese Version of the
　Patient Empowerment
　Scale」
   (査読付)

Healthcare 10(6) 1151 入院高齢患者のエンパワメント尺度である
Patient Empowerment Scaleを邦訳し、日本語版
の妥当性と信頼性を検証した。調査対象は151名
(81.75±7.15歳)で、天井・床効果の確認および
探索的因子分析の結果、6因子37項目で構成され
るPES-Jが完成した．また、PES日本語版は高い信
頼性と妥当性が示され、日本の入院高齢患者にお
ける統計学的有用性が確認された。
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析、
　論文執筆
共著者：Yoshihito Tsubouchi,
　Akiyoshi Tainosho, Koudai Shimomura,
　Kyosuke Yorozuya, Motoasa Kou, Rie
　Tsubouchi, Hiroyuki Tanaka, Yasuo Naito

医療福祉情報行動科学研
究 9(9) 3-10

20.「閉じこもり傾向にある
   高齢患者の意味のある作
   業獲得を目指した作業療
   法：能力の自己認識に基
   づく課題の段階付けによ
   り自己効力感が改善した
   一事例」
   (査読付)

心身機能やできるADLが改善した後も能力の自己
認識低下が残存し，閉じこもり傾向を示した対象
者に対して，能力の自己認識とOTR評価との差を
共有，段階的な課題設定，実践の繰り返しによる
認識修正を図った。結果，自己効力感が改善し，
意味のある作業の獲得，主体的活動への行動変容
につながった。一方で，QOLの観点では先行研究
で示されるような効果は見出せなかった。病院と
いう限られた環境では，真のニードを満たすこと
が出来なかったが，医療・介護連携の重要性が示
唆された。能力の自己認識と課題設定の段階付け
に着目した作業療法実践は意味のある作業の獲
得，および退院後の閉じこもり脱却に向けて効果
がある可能性が示された。
本人担当部分：研究計画、データ分析、論文一
　部執筆と監修
共著者：後呂智成，坪内善仁

23.「重度・終末期認知症の
　人と家族への支援：居住
　環境の特徴に沿った作業
　療法士の役割」
   (依頼論文)

大阪作業療法ジャーナル
36(1) 23-29

認知症が進行すると、嚥下障害や身体疾患を合併
する危険性が高まり、当事者の生活機能や居住環
境は急激に変化する。同時に、当事者の意思決定
が徐々に困難となることで、家族は居住環境や優
先すべきケアの選択に強い不安やストレスを感じ
ることがある。そのため、作業療法士は居住環境
に沿った緩和ケア計画を立案し、入院・入所施設
では家族による意思決定の尊重とケア参加への支
援が重要になる。また、地域生活では家族への労
いと精神的ケア、適切な介護指導とマネジメント
が必要である。そして、いずれの居住環境におい
ても、最期まで当事者と家族による作業の協働を
支援し、家族の不安や心残りを軽減することが作
業療法士の重要な役割となる。
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析、
　論文執筆
共著者：坪内善仁，山本江吏子，田結荘秋嘉



共　著 令和4年10月

共　著 令和4年11月

共　著 令和4年12月

共　著 令和5年1月

25.「Effect of a
  multimodal non-
  pharmacological
  intervention on older
  people with dementia: a
  single-case
  experimental design
  study」
   (査読付)

BMC geriatrics 22(1)
906

本研究の目的は、マルチモーダルな非薬理学的介
入 (MNPI) が、介護老人保健施設(NH)に入所する
認知症高齢者(PWD)における全体的な認知機能、
BPSD、および ADL の維持と改善に有効かどうか
検証することであった。シングルケースABデザイ
ンを使用し、NHの3人で実施された。評価は、ABC
認知症スケール (ADL [「A」]、BPSD [「B」]、
および認知機能 [「C」] を同時に評価する) が
使用された。結果は3人のうち1人で認知症の重症
度、全体的な認知機能、ADL、 BPSDの改善を示し
た。しかし、他の2人は改善を示さなかった。以
上より、MNPIは改善の余地があるが、NHsのPWDに
おける認知機能、ADL、BPSD の維持・改善に有効
である可能性がある。
本人担当部分：研究計画、データ分析、論文一
　部執筆
共著者：Kyosuke Yorozuya,
  Yoshihito Tsubouchi, Yuta Kubo,
  Yoshihiro Asaoka, Hiroyuki Hayashi,
  Takashi Fujita, Hideaki Hanaoka

26.「A Novel Method to
　Predict Cognitive and
　Physical Function,
　Muscle Weight and
　Quality of Life in
　Japanese Elderly Using
　Deep Learning 」
   (査読付)

加齢に伴い、生活の質（QOL）に影響を及ぼす認
知機能障害と身体機能障害、およびうつ病が蔓延
している。本研究は高齢者サロンに参加する65歳
以上の健康高齢者155名を対象に、5つのベースラ
インデータセット（年齢、性別、体格指数
（BMI）、体脂肪率（％Fat）、血清25OHD
（VitD））から、深層学習フレームワーク
TensorFlow（予測システム）を用いて、MMSEと
MoCA-J、WHO-QOL、握力および骨格筋指数（SMI）
の予測を行った。結果、70％以上の精度を達成
し、SMIは92.1%，MMSEは78.9%の正解率であっ
た。つまり、深層学習技術により，認知機能，身
体機能，筋肉重量，QOLを効果的に予測できるこ
とが示された。
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析
共著者：Noboru Hasegawa, Seiji Tsuchiya,
　Yoshihito Tsubouchi, Takako Yamada,
　Nobuko Shimizu, Mayumi Kato,
　Miyako Mochizuki

27.「Relationship between
　Empowerment and
　Functioning and
　Disability in Older
　Japanese Patients: A
　Covariance Structure
　Analysis 」
   (査読付)

Healthcare 11(1) 44 本研究は、高齢患者のエンパワメントと生活機能
との関連および構造を明らかにすることを目的と
した。対象は回復期病棟に入院する65歳以上の高
齢患者で、高齢患者のエンパワメントと生活機能
との関連および構造の検証では、共分散構造分析
を用いてモデル適合度を検証した。結果、エンパ
ワメントは身体活動量、心身機能に影響すること
が示され、モデル適合度も統計学的に許容範囲で
あった。このことから、高齢患者のエンパワメン
ト促進は年齢や世帯構成の影響を考慮し、役割の
認識や心身機能の向上を目指した支援が重要であ
る。
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析、
　論文執筆
共著者：Yoshihito Tsubouchi,
　Akiyoshi Tainosho, Koudai Shimomura,
　Motoasa Kou, Kyosuke Yorozuya,
　Daiki Nakashima, Yasuo Naito

International Journal
of Nursing & Clinical
Practices 9 366

24.「医療・介護関連肺炎を
　呈した精神科病棟患者に
　おける歩行獲得者の特徴
　と予後予測の検証」
   (査読付)

日本呼吸ケア・リハビリ
テーション学会誌 30(3)

本研究では、肺炎の罹患により，理学療法（PT）
を実施した精神科病棟入院患者の歩行獲得に関わ
る因子を抽出し，予後予測能の検証を行った。対
象は医療・介護関連肺炎（NHCAP）を発症し，PT
を実施した当院精神科病棟入院患者としたで、PT
終了時の移動状況から歩行獲得群と非獲得群に分
類し，診療記録をもとに，群間比較とROC曲線分
析を行った。結果、群間比較にて抽出された項目
のカットオフ値と曲線下面積（AUC）は，PT開始
時のFIM運動項目が21点、認知項目が14点、安静
臥床期間が12日であった。NHCAPを罹患した精神
科病棟入院患者の歩行獲得には，PT開始時の運
動・認知項目の点数と安静臥床期間が関連してお
り，歩行獲得の可否の判断に必要な項目であるこ
とが示唆された。
共著者：神田孝祐，石橋雄介，福田浩巳，
　坪内善仁，西田宗幹，洪基朝



共　著 令和5年3月

共　著 令和5年3月

単　著 令和5年3月

共　著 令和5年3月

30.「Relationship between
　Empowerment and
　Functioning and
　Disability in Older
　Japanese Patients: A
　Covariance Structure
　Analysis 」
   (博士論文)

2022年度大阪府立大学博
士論文集

日本の高齢者のエンパワメントについて定義及び
概念構造を検証し、エンパワメント測定尺度であ
るPatient Empowerment Scale日本語版(PES
Japanese version: PES-J)の妥当性(構造的妥当
性，基準関連妥当性)と信頼性(内的整合性，検査
－再検査信頼性)、生態学的妥当性を検証した。
結果、概念分析では7つの先行要件、6つの属性、
6つの帰結が示され、新たな定義が再構築され
た。また、PES-Jは6因子・37項目が妥当な構造
で、高齢患者を対象に高い妥当性と信頼性が示さ
れた。さらに、PES-Jへの影響因子として役割と
家族構成が示され、PES-Jは身体活動量、心身機
能・能力に影響することが明らかとなった。これ
ら一連の検証結果は，日本の高齢者におけるエン
パワメント概念を的確かつ広範に浸透させる一助
になると思われる。

29.「チームビルディング
　を基盤とした全学合同新
　入生研修の試み」

奈良学園大学紀要 (15)
225-232

本研究では、人間教育学部と保健医療学部（看護
学科・リハビリテーション学科）の2学部3学科で
合同の新入生研修を開催し，学部・学科を越えた
仲間づくりを目指した。研修はチームビルディン
グを基盤に、謎解きゲームを行った。結果，学生
は「いろいろと話せた」，「楽しい」と感じてお
り，目標が達成できた。さらに，「楽しみ」と
「不安」のアンビバレンツな感情を抱きつつも，
「頑張る」という前向きな気持ちを抱いているこ
とが確認でき，研修で一定の効果が得られたと考
えられた。
本人担当部分：研究計画、介入とデータ収集、
共著者：服部律子，松岡克典，阿波邦彦，
　安東雅訓，川端咲子，松浦尚子，荻布優子，
　嶋田理博，高橋寿奈，坪内善仁，辻井直幸

31.「アクティブシニアの健
  康増進・フレイル対策に
  おける血清ビタミンDの役
  割」
   (依頼論文)

Geriatric Medicine
61(3) 207-210

意欲的で健康意識が高いアクティブシニアの健康
寿命の延伸には，Web 会議システムを活用して身
体機能や認知機能を把握し，機能維持のための個
別支援を行うことが有効である. 地域在住高齢者
の健康増進のためには，フレイルを経由する過程
を回避することが必要となり，栄養，運動，社会
的活動の介入を行う前提として，筋肉量を維持す
ることが必要である．ビタミンD は認知機能，身
体機能を向上させ筋肉量の維持に有効であること
から，看護師としてのフレイル予防には，運動を
伴う外気浴の推進，ビタミンD を多く含む食品摂
取の指導に心掛け，必要に応じてサプリメントに
よる介入が
有用である．
本人担当部分：調査・介入実践、論文修正確認
共著者：長谷川昇，山田恭子，清水暢子，
　坪内善仁，望月美也子

28.「Patient Empowerment
  Scale日本語版の反応性・
  解釈可能性の検証」
   (査読付)

医療福祉情報行動科学研
究 10 29-36

本研究では、65歳以上の高齢患者を対象に
Patient Empowerment Scale Japanese version
(PES-J)の反応性と解釈可能性を検証した。
反応性の検証では、ΔPES-JとSE、SOC-13、PGCの
変化量でそれぞれ有意な相関を認めた。解釈可能
性の検証では、ΔPES-Jと入院期間、PES-JとFIM
の変化率でそれぞれ相関を認めた。FIM改善に対
するΔPES-Jのカットオフ値は15点であった。今
回、PES-Jが高齢患者のエンパワメントを縦断的
に測定可能であること、日常生活活動の自立度改
善にはPES-Jで15点以上の向上が必要であること
が示唆された。
本人担当部分：研究計画、データ収集と分析、
　論文執筆
共著者：坪内善仁，田結荘秋嘉，下村広大，
　萬屋京典，洪基朝，中島大貴，内藤泰男



（その他）
「学会発表(筆頭)」

－ 平成27年11月

－ 平成28年6月

－ 平成28年9月

－ 平成30年9月

－ 令和1年5月

第50回日本作業療法学会
（於札幌市教育文化会
館）

　奈良県吉野郡吉野町において、認知症予防サロ
ン“スマイルくらぶ”の活動支援を実施した。ス
マイルくらぶは週2回水曜日と金曜日に開催さ
れ、参加者は水曜日・金曜日のどちらかを自主選
択（曜日は1年間固定）した。内容と進行は両曜
日とも同じとなるよう徹底し、毎回担当者間で進
行状況を確認した。認知的手法を柱に、調理・創
作・講話・回想法・体操を行った。本報告では、
同一プログラムを6ヶ月間作業療法士（水曜
日）・介護職員（金曜日）が分担し参画した結
果、ファシリテーターの違いによって、効果に差
異が生じるかを明らかにすることとした。結果
は、両群間で開始時・6ヶ月後で有意差は認め
ず、健康意識行動の増加を認めた。この結果か
ら、プログラム内容や目的を共有することで、地
域における認知症予防活動は他職種連携が可能で
あると考えられた。

4.「地域高齢者の“計画・
    実行・振り返り”を重
    視した集団での調理プ
    ログラムの効果」

第52回日本作業療法学会
（於名古屋国際会議場）

地域在住高齢者58名を対象に、計画・実行・振り
返りを重要視したプログラムの認知機能・生活機
能への介入効果を検証した。検証では、調理計画
群24名、調理実施群19名、非介入群15名の3群で
6ヶ月間の前後で群間比較を行った。結果、記憶
機能や注意機能で調理計画群のみ有意な改善を認
めた。このことから、計画・実行・振り返りを意
識した調理活動は、認知症予防の一助になると考
えられた。

1.「一般社団法人奈良県作
    業療法士会による認知
    症予防サロンへの取り
    組み報告」

日本プライマリ・ケア連
合学会第29回近畿地方会
（於奈良県社会福祉総合
センター）

　当学会では、奈良県作業療法士会の推薦によ
り、認知症施策に関する作業療法士活動状況を他
職種に共有することを目的とした。奈良県吉野郡
吉野町在住の高齢者地域サロンの参加者を対象
に、認知的手法を用いた介入を週1回1年間実施し
た。結果、注意機能やうつ傾向の有意な改善、交
流頻度の増加を認めた。しかし、他地域で報告さ
れている記憶の自己効力感では有意な変化はな
かった。このことから、認知的手法を用いた介入
は、認知症予防に影響する可能性があるが、自己
効力感向上にはプログラム設定に検討が必要と考
えられた。また、認知症の当事者および家族を対
象としたカフェでは、参加者が集まらず、開催が
困難であった。このことは、地域特性を考慮し、
参加しやすい場の設定を再検討する必要があると
考えられた。

2.「認知症高齢者の最期の
    外出支援－“家”に込
    めた妻の想い－」

第17回日本認知症ケア学
会大会（於神戸国際展示
場）

　精神科一般棟においても高齢化が著名であり、
従来の身体的治療・認知的ケアに加えて、終末期
ケアが重視されている。本報告では、脳血管性認
知症を有し、脳梗塞後に重度意識障害・嚥下障害
を呈し終末期と告知された対象者とその家族に対
し、配偶者のケア参加と自宅への外出を他職種で
支援した。結果、家族の介護負担感や抑うつ傾向
は軽減し、対象者の死後も配偶者は前向きな生活
を再獲得できた。職人であった対象者にとって、
家は自ら建て家族が集える大切な居場所であり、
配偶者は家に連れて帰れなかった後悔の思いを強
く感じていた。この点から、対象者の思いを実現
することは、対象者への支援であると同時に家族
介護者にとっても重要な支援であると考えられ
た。

　感染症により精神科一般棟に入院し、せん妄と
抑うつを呈した認知症高齢患者において、エンパ
ワメント促進を目標に日常生活場面で自己選択・
自己決定を支援した。その結果、せん妄の消失に
加え、せん妄再発や退院後の生活への不安が軽減
し、自律した生活の再獲得に至った。このことか
ら、認知症のある高齢患者においても、自己選
択・自己決定を重要視し、本人らしい生活再獲得
に向けた作業療法支援が重要であると考えられ
た。

5.「せん妄再発への不安軽
    減により自宅退院を実
    現した1事例：認知症高
    齢者のエンパワーメン
    トを目指した取り組
    

第20回日本認知症ケア学
会大会（於国立京都国際
会館）

3.「認知症予防サロン（介
    護予防普及啓発事業）
    における他職種連携を
    目指した取り組み－作
    業療法士と介護職員に
    よる介入効果の比較か
    ら－」



－ 令和1年9月

－ 令和3年6月 　認知症の終末期では，本人の思いに沿った支援
に難渋することがある．今回，レビー小体型認知
症高齢者(A氏)の「口から食べたい」という言葉
の背景にある思いを把握し，チームで支援した結
果，最期まで経口摂取継続を実現した．A氏が望
む経口摂取とは，娘を安心させるための手段で
あったと考えられ，今回の経口摂取支援はA氏の
母親としての思いを実現する一助になったと考え
られた．

－ 令和3年9月 　認知症の終末期では，本人の思いに沿った支援
に難渋することがある．今回，レビー小体型認知
症高齢者(A氏)の「口から食べたい」という言葉
の背景にある思いを把握し，チームで支援した結
果，最期まで経口摂取継続を実現した．A氏が望
む経口摂取とは，娘を安心させるための手段で
あったと考えられ，今回の経口摂取支援はA氏の
母親としての思いを実現する一助になったと考え
られた．

－ 令和4年6月 本研究では、認知症患者の学習性無力感に影響す
る要因を解明した。結果、学習性無力感の有無に
よる2群比較では年齢とFIM，RSES，HLC，PGC，
SESに有意差を認め，RSESとHLCが主な影響要因で
あった。高齢認知症患者の学習性無力感を予防す
るためには、日常生活能力の改善に加えて、交流
や作業の失敗を防ぐことで自尊感情を保ち、行動
の自己統制意識を高める支援と環境調整が重要で
ある。

－ 令和4年8月 　本研究は、現代日本における高齢者エンパワメ
ントの概念がもつ構成要素を明らかにし、概念の
定義を再構築した。結果、7つの先行要件，6つの
属性，6つの結果が明らかとなり、"作業・他者・
地域とのつながりにおいて自己を開示し，自身の
存在と課題を意識化し，意思決定に基づく協働目
標および新たな作業に対して自らの行動を適用さ
せていく過程"と定義された。

－ 令和4年9月 　高齢患者に適用可能なPatient Empowerment
Scale(PES)を邦訳し，妥当性と信頼性を検証し
た。結果、37項目PES-Jは妥当性と信頼性のある
尺度であることが確認され、高齢患者に適用可能
と判断された。本研究で高齢患者のエンパワメン
ト測定が可能になったことは、高齢患者のエンパ
ワメントへの影響因子の解明など研究発展の一助
になると考えられた。

10.「A Concept Analysis
　　of Elderly
　　Empowerment in
　　Contemporary Japan」

18TH World Federation
of Occupational
Therapists Congress
（in Paris）

11.「Patient Empowerment
　　Scale 日本語版の開
　　発」

第56回日本作業療法学会
（於 京都）

9.「回復期リハビリテー
　　ション病棟における認
　　知症患者の学習性無力
　　感に影響する要因の検
　　討」

第23回日本認知症ケア学
会大会（オンライン）

8.「高齢患者の不活動予防
    を目指した就寝前自己
    選択プログラムの効
    果」

第55回日本作業療法学会
（オンライン学会）

第53回日本作業療法学会
（於福岡国際会議場）

　近年、回復期リハビリテーション病院の入院患
者においても認知症を合併する割合が増加してい
る。そこで、回復期リハビリテーション病棟に入
院した大腿骨頸部骨折患者148名を対象に、認知
症合併の有無が転帰や日常生活動作の回復に影響
するかについて検証を行った。結果、認知症を合
併した患者の特徴として、高齢で入院日数が長
く、主介護者は子供の割合が高かった。また、日
常生活動作は入院時・退院時ともに有意な低下を
示した。以上より、自宅退院を目指した支援で
は、日常生活動作に加えて、主介護者など環境へ
の配慮・支援が重要である。

7.「認知症高齢者の終末期
    における経口摂取実現
    を目指した多職種協
    働」

第22回日本認知症ケア学
会大会（オンライン学
会）

6.「回復期リハビリテー
    ション病棟から自宅退
    院した大腿骨近位部骨
    折患者の特徴 ：認知症
    合併の有無に着目し
    て 」



年月日

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

２　作成した教科書，教材

事項 概 要

１　教育方法の実践例

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

地域在住高齢者の健康増進

教 育 研 究 業 績 書

令和 　 　5年　 　3月 　　31日

                                   　　　　　　　　　 　 氏名   中島　大貴

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

身体活動量，身体および精神心理機能

1）講義で使用するパワーポイントの作成

1）動画資料，病院とのライブ中継による講義の
　 実施

令和1年8月
～

令和4年9月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科
令和元年度は「早期体験実習」を臨地で実施した
が，令和2年度および3年度は「早期体験実習」
「地域作業療法実習」が学内実習となった．学内
実習においては，協会の動画資料を用いた作業療
法士の役割の説明，病院とのライブ中継や映像資
料を用いた講義，多職種連携に関する講義，介護
予防事業や地域づくりに関する講義を担当した．
両実習共に学生から「満足した」との評価が得ら
れた．

2）演習（高齢者との関りなど）による講義の実
　 施

令和2年9月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科
「地域作業療法学Ⅱ」では，高齢者の健康増進事
業に参加し，学生が考えたプログラムを高齢者と
ともに実践することで，高齢者との関わり方や健
康増進事業の展開方法を学修できるよう努めてい
る．「作業技術学Ⅰ」「作業技術学Ⅱ」「日常生
活支援学Ⅱ」では，作業活動の実践やADL指導方法
について学生同士での演習や道具・福祉用具の使
用法に関する体験を通して実践力を育成できるよ
う努めている．授業アンケートの「講義内容のわ
かりやすさ」，「講義の要点の明確さ」において
も4.0/5.0以上の評価を得られた．

3）国家試験対策も取り入れた講義の実施 令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科
「身体障害作業療法Ⅱ（運動器・難病）」「地域
作業療法学Ⅱ」「作業技術学Ⅰ」「作業技術学
Ⅱ」「日常生活支援学Ⅱ（各論）」では，講義資
料に国家試験で頻出する問題と関連する内容も含
め，国家試験問題を小テストとして提示した．国
家試験の出題傾向を理解できた等の評価を得られ
た．

令和1年9月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科
「基礎ゼミⅡ」「作業技術学Ⅰ」「作業技術学
Ⅱ」「作業療法総合演習」「身体障害作業療法学
Ⅱ（運動器・難病）」「日常生活支援学Ⅱ（各
論）」「地域作業療法学Ⅱ（各論）」において講
義で使用する資料を作成した．講義資料に掲載に
同意の得られた実際の症例の映像などを用いるこ
とで，授業アンケートの「講義資料のわかりやす
さ」では，4.2/5.0以上の評価が得られた．

2）国家試験問題問題等の小テストの作成

4）症例検討を踏まえた講義の実施 令和3年9月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科
「作業療法総合演習」では，整形外科疾患（大腿
骨頸部骨折または脊椎圧迫骨折）の症例検討を行
い，作業療法における臨床思考過程を教授してい
る．また，学生間での意見交換の機会を作り，他
学生の意見を聞くことでより多面的な検討ができ
るよう促している．授業アンケートの「講義内容
のわかりやすさ」においては4.8/5.0と高い評価が
得られ，学生の理解度向上につながった．

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科
「作業技術学Ⅰ」「作業技術学Ⅱ」「身体障害作
業療法学Ⅱ（運動器・難病）」「日常生活支援学
Ⅱ（各論）」「地域作業療法学Ⅱ（各論）」にお
いて，講義範囲に関係する国家試験問題を提示
し，理解度を確認した．国家試験の出題傾向を理
解できた等の評価を得られた．



年月日事項 概 要

7）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（総合実習）

平成29年9月
～

平成29年10月

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，平成医療短期大学作業療法学
科3年生の臨床実習指導を行った（ケースバイ
ザー）．内容は症例の評価・治療に関する助言や
レポートの指導である．

6）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（総合実習）

平成29年1月
～

平成29年2月

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，日本福祉大学作業療法学科4年
生の臨床実習指導を行った（スーパーバイ
ザー）．内容は症例に対する評価に関しての助言
やレポートの指導である．

３　教育上の能力に関する大学等の評価

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，中部大学作業療法学科4年生の
臨床実習指導を行った（ケースバイザー）．内容
は症例に対する評価・治療に関する助言やレポー
トの指導である．

平成29年12月1) 東海記念病院リハビリテーション部
　 作業療法科 係長による評価

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において約6年勤務し，回復期リハビリ
テーション，認知症サポート委員，がんリハビリ
テーション委員，介護予防事業等多岐にわたる分
野で活躍をしていた.各領域に関する知識等はその
都度自身で積極的に学習し，患者様への還元が行
えていた.また，そのような姿勢が部内の後輩の模
範となるだけでなく，多職種からも信頼されてお
り院内勉強会や医師会での講師や発表の経験も豊
富である.研究活動に関しては自身の研究活動以外
に後輩の研究活動へのアドバイザーとして協力し
ており部内の教育活動にも貢献していた.臨床・研
究・教育のいずれの観点からみても教育上の能力
を十分に有していると評価する.

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，中部大学作業療法学科4年生の
臨床実習指導を行った（スーパーバイザー）．内
容は症例に対する評価・治療に関する助言やレ
ポートの指導である．

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，名古屋大学作業療法学科4年生
の臨床実習指導を行った（ケースバイザー）．内
容は症例に対する評価・治療に関する助言やレ
ポートの指導である．

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，星城大学作業療法学科4年生の
臨床実習指導を行った（スーパーバイザー）．内
容は症例に対する評価・治療に関する助言やレ
ポートの指導である．

3）授業アンケートの評価 令和1年9月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科
「基礎ゼミⅡ」「作業技術学Ⅰ」「作業技術学
Ⅱ」「作業療法総合演習」「身体障害作業療法学
Ⅱ（運動器・難病）」「日常生活支援学Ⅱ（各
論）」「地域作業療法学Ⅱ（各論）」のを担当し
た．令和3年度に実施された授業アンケートでは．
すべての科目において「講義内容のわかりやす
さ」で4.0/5.0以上の評価を得られた．また，「講
義資料のわかりやすさ」では，4.2/5.0以上の評価
が得られた．

1）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（半日見学実習）

平成24年8月
～

平成29年8月

2）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（総合実習）

平成25年6月
～

平成25年8月

3）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（総合実習）

平成26年7月
～

平成26年8月

平成27年6月
～

平成27年8月

4）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（総合実習）

平成28年6月
～

平成28年8月

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，中部大学作業療法学科1年生の
病院見学の引率を行った．

2）文部科学省　教員審査結果

5）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（総合実習）

平成30年4月 大学設置・学校法人審議会の教員組織審査におい
て，奈良学園大学保健医療学部リハビリテーショ
ン学科専任助教の判定を得た．また，「基礎ゼミ
Ⅱ」「チーム医療論演習」「作業技術学Ⅰ」「作
業技術学Ⅱ」「作業療法卒業研究」「客観的臨床
能力演習（作業療法）」「作業療法総合演習」
「身体障害作業療法学Ⅱ（運動器・難病）」「日
常生活支援学Ⅱ（各論）」「地域作業療法学Ⅱ
（各論）」「早期体験実習（作業療法）」「地域
作業療法実習」「検査・測定実習」「作業療法評
価実習」「総合臨床実習Ⅰ（作業療法）」「総合
臨床実習Ⅱ（作業療法）」の科目判定で「可」を
得た．

４　実務の経験を有する者についての特記事項

平成29年9月 医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，中部大学作業療法学科2年生の
見学実習の引率とレポート指導を行った．

8）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（見学実習）



年月日事項 概 要

平成30年10月

平成31年3月

愛知県海部郡大治町の保健センターが主催する一
次介護予防事業である「じぃじ体操クラブ」に講
師として参加．地域在住の男性高齢者に対して，
健康講話と運動指導を行った．

9）地域在住高齢者（サロン参加者）に対しての
　 認知症予防に関する講演
  （岐阜県下呂市社会福祉協議会下呂支部）

平成29年9月

愛知県春日井市にある医療法人社団喜峰会東海記
念病院において実施されている，介護予防事業
「さぼてんクラブ」が主催している健康講話の講
師として参加．地域在住の中高齢者に対して，自
宅での認知症ケアに関して講話を行った．

奈良学園大学が主催する市民公開講座「登美ヶ丘
カレッジ」において，「住み慣れた環境で安心・
安全で暮らすために」というテーマで講演を行っ
た．加えて新設されるリハビリテーション学科や
作業療法士の説明をした．

平成28年8月12）地域在住の中高齢者に対しての認知症ケア
　　に関する講話
　（愛知県春日井市一次予防事業）

岐阜県下呂市社会福祉協議会が運営する「いきい
きサロン」に講師として参加．地域在住高齢者を
対象に認知症予防に関する講演を行った．講演は
9ヶ所で実施した．

平成28年6月 岐阜県下呂市にある寺院本光坊が主催する高齢者
の集いに講師として参加．地域在住高齢者を対象
に認知症予防に関する講演を行った．

11）認知症患者の介護者に対しての認知症ケア
　　に関する講演
　（岐阜県下呂市社会福祉協議会下呂支部）

岐阜県下呂市社会福祉協議会が主催する「認知症
介護者の集い」に講師として参加．認知症患者の
介護者を対象に認知症ケアに関する講演を行っ
た．

平成28年7月

14）登美ヶ丘カレッジ

平成28年4月
～

平成28年12月

15）地域在住高齢者に対する健康講話

10）地域在住高齢者に対しての認知症ケアに
　　関する講演（岐阜県下呂市　本光坊）

13）地域在住の男性高齢者に対しての健康講話
　　と運動指導

22）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年7月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「ちょこっとサロン」において，「認知症と身体
活動」というテーマで講演を行った．

23）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年8月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「登美ヶ丘地区元気いきいき講座」において，
「認知症予防における身体活動・運動の重要性」
というテーマで健康講話と運動指導を行った．

24）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年9月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「POUTO」において，「認知症と身体活動」という
テーマで健康講話と運動指導を行った．

21）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年7月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「元気アップなら講座」において，「認知症と身
体活動」というテーマで講演を行った．

18）自立支援型地域ケア会議への出席

19）社会福祉協議会職員および地域在住高齢者
　　に対する健康講話

20）地域在住高齢者に対する健康講話

令和1年6月

平成31年4月
～

令和2年3月

奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「自立支援型地域ケア会議」に出席し，作業療法
士の視点からケアプランへの助言を行っている．

令和1年6月

登美ヶ丘地区社会福祉協議会が主催する登美ヶ丘
地区社会福祉協議会総会において，「介護予防-い
つまでも元気でいられるように今から心掛けてお
くこと-」という内容で講演を行った．

（公財）奈良市生涯学習財団登美ヶ丘公民館が主
催する「ひとみ学級」において，「健康寿命を延
ばすために」という内容で講演を行った．

17）地域在住高齢者に対する健康講話 平成31年4月 アップル学園前およびローレル会が主催する高齢
者を対象にした勉強会において，「認知症と身体
活動」というテーマで講演および運動指導を行っ
た．

奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「POUTO」において，認知症予防に関する健康講話
と運動指導を行った．

16）地域在住高齢者に対する運動指導 平成31年3月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「ローレル会健康体操」において，認知症予防の
運動「マットス」を紹介し，指導及び実施をし
た．



年月日事項 概 要

31）地域在住高齢者に対する健康講話 令和2年2月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「ローレル会健康体操」において，「膝関節痛の
予防」というテーマで健康講話と運動指導を行っ
た．

令和1年12月

32）自立支援型地域ケア会議への出席 令和2年4月
～

令和3年3月

奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「自立支援型地域ケア会議」に出席し，作業療法
士の視点からケアプランへの助言を行った．

33）自立支援型地域ケア会議への出席 令和3年4月
～

令和4年3月

奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「自立支援型地域ケア会議」に出席し，作業療法
士の視点からケアプランへの助言を行っている．

34）登美ヶ丘公民館「ひだまり体操」での講師 令和3年7月
～

令和4年3月

登美ヶ丘公民館が主催する「ひだまり体操」にお
いて，運動方法の指導を行っている．また，必要
に応じて健康講話も行っている．

35）地域在住高齢者に対する健康講話

登美ヶ丘公民館が主催する「ひだまり体操」にお
いて，運動方法の指導を行っている．また，必要
に応じて健康講話も行っている．

40）登美ヶ丘公民館「ひだまり体操」での講師 令和4年6月
～

令和5年3月

奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「ふれあい広場」において，「運動の大切さにつ
いて」というテーマで健康講話と運動指導を行っ
た．

25）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年9月 東登美ヶ丘地区民生児童委員および登美ヶ丘地区
社会福祉協議会が主催する「とみの里ふれあいサ
ロン」において，「介護予防と運動について」と
いうテーマで健康講話と運動指導を行った．

29）地域在住の若年者から高齢者に対する講演 （公財）奈良市生涯学習財団登美ヶ丘南公民館が
主催する「登美ヶ丘南公民館まつり」において，
「楽しい健康づくり・コグニサイズ入門」という
テーマで講演を行った．

30）地域在住高齢者に対する健康講話

令和3年7月

39）自立支援型地域ケア会議への出席 令和4年4月
～

令和5年3月

奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「自立支援型地域ケア会議」に出席し，作業療法
士の視点からケアプランへの助言を行っている．

奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「オレンジカフェ」に対する助言をするととも
に，本事業に参加し，当事者・家族の相談を受け
る，集団活動を実施する等の活動を行っている．

36）自立支援・重度化防止事業での講演 令和3年7月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「自立支援・重度化防止事業」において，「作業
療法士から見た自立と自律」というテーマで，介
護支援専門員や介護保険事業所職員に向けて講演
を行った．

奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「POUTO」において，「腰痛予防」というテーマで
健康講話と運動指導を行った．

令和2年1月

27）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年10月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「POUTO」の参加者を対象に，大学内見学および交
流会を実施した．

26）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年10月

38）地域在住高齢者に対する健康講話 令和4年2月 地域在住高齢者の自主グループであるAAA・Kネッ
トワーク主催の「第3回ながらウォーキング」にお
いて，「歩行に関する豆知識」というテーマで健
康講話と運動指導を行った．

28）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年10月
～

令和2年3月

奈良市二名包括支援センターが主催する「奈良市
一般介護予防事業」において，介護予防に関する
講話と運動指導を行っている．

奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「ローレル会健康体操」において，「フレイルに
ついて」というテーマで健康講話と運動指導を
行った．

37）オレンジカフェの助言と参加 令和3年8月
～

令和4年3月



年月日事項 概 要

年月日

平成24年4月

平成26年7月

平成26年11月

平成30年3月

平成31年12月

3）第23回愛知県作業療法学会運営委員

43）登美ヶ丘地区での体力測定会の実施 令和4年11月
令和5年3月

登美ヶ丘地区在住の高齢者を対象とした体力測定
会を実施した．本件は奈良市登美ヶ丘地域包括支
援センターや登美ヶ丘公民館の依頼のもと実施し
た．

5）近畿作業療法学会の査読委員 令和3年1月 第41回近畿作業療法学会の査読委員として，一般
演題の査読を行った．

マットスインストラクター I000096

１　資格，免許

平成24年4月
～

平成27年3月

1）星城大学リハビリテーション研究会の企画と
　 運営

42）登美ヶ丘合同サロンの講師 令和4年11月 住民同士のつながりの拡充を目的に奈良市登美ヶ
丘地域包括支援センターが主催した「登美ヶ丘合
同サロン」で介護予防と運動に関する講話と運動
指導を行った．

概 要

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

学校法人石田学園星城大学リハビリテーション学
部卒業生を対象に，卒後教育，自己研鑽となるこ
とを目的とし，年2回の研究会をしている．これら
のことにより，経験年数の短い後輩の新人セラピ
ストに対し教員および経験年数の長い先輩のセラ
ピストが指導する場となり，臨床現場への意欲の
維持・向上を目的として、臨床現場の問題点に関
するディスカッションや問題の明確化を行った．

41）登美ヶ丘わいわいフェスタ2022への参加 令和4年10月 登美ヶ丘地区社会福祉協議会が主催する「登美ヶ
丘わいわいフェスタ」に作業療法学専攻の代表と
して出店し，地域住民との交流を図った．また，
学生も参加することで社会貢献活動の体験の場と
した．

2）4年制大学での科目担当 令和1年9月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科
講義または演習科目として，「基礎ゼミⅡ」「作
業技術学Ⅰ」「作業技術学Ⅱ」「作業療法総合演
習」「身体障害作業療法学Ⅱ（運動器・難病）」
「日常生活支援学Ⅱ（各論）」「地域作業療法学
Ⅱ（各論）」を担当している．

５　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1）身体障害領域，老年期障害領域・地域領域に
　 おける臨床業務
  （医療法人社団喜峰会東海記念病院）

平成24年4月
～

平成29年12月

医療法人社団喜峰会 東海記念病院において，身体
障害・老年期障害領域（一般病棟，外来リハビ
リ，地域包括ケア病棟，回復期病棟）の臨床を
行った．また，作業療法科リーダーとして，病棟
でのカンファレンス，がんリハビリテーション
チームや認知症対応チームでの活動にも参加し
た．

平成27年5月 一般社団法人愛知県作業療法学会が主催の学術大
会に運営スタッフとして参加し，学術大会の準
備・運営業務に従事した．

4）奈良学園大学保健医療学部
　 リハビリテーション学科の申請準備

平成30年1月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の文部科学省への設置申請に向けて，病院訪問
や書類作成業務を行った．

認知症対応向上研修　修了 第14-363号

２　特許等

なし

修士（リハビリテーション学）

厚後援26年5-124号

2）病院の認知症対応力向上事業での取り組み内
　 容の報告

平成27年2月
～

平成29年2月

愛知県が取り組んでいる「病院の認知症対応向上
事業」の活動報告会において，東海記念病院認知
症サポートチームの取り組み状況を報告した．

がんのリハビリテーション研修　修了

中部大学

論文題目「季節変動が寒冷地域在住高齢者の身体
活動量に及ぼす影響」

作業療法士免許 作業療法士名簿登録番号　第68464号

事項

6）日本作業療法士協会　教育部 令和4年12月
～

令和5年3月

日本作業療法士協会の教育部部員として，指定規
則の改訂に関するWGに関わり，会議やアンケート
の集計等を行った．



年月日事項 概 要

4）奈良学園大学保健医療学部
   リハビリテーション学科での委員会業務等

令和4年4月
～

令和5年3月

教務部会（卒業研究），実習部会（早期体験・地
域実習，総合臨床実習，評価/検査測定実習，実習
管理センター），4年生学年担任，大学院設置準備
WG，学科予算WG，登美ヶ丘自治会連携WG，広報委
員会の業務を行った．

3）奈良学園大学保健医療学部
   リハビリテーション学科での委員会業務等

令和3年4月
～

令和4年3月

教務部会（卒業研究），実習部会（早期体験・地
域実習，総合臨床実習，評価/検査測定実習，実習
管理センター），入試広報部会（入試広報対
策），大学院設置準備WG，学科予算WG，協会関連
の対応，AC対応，地域交流WG，広報委員会の業務
を行った．

実習部会（早期体験・地域実習，総合臨床実習，
評価/検査測定実習），協会関連の対応，AC対応，
共通教育委員会の業務を行った．

1）奈良学園大学保健医療学部
   リハビリテーション学科での委員会業務等

平成31年4月
～

令和2年3月

４　その他

2）奈良学園大学保健医療学部
   リハビリテーション学科での委員会業務等

令和2年4月
～

令和3年3月

実習部会（早期体験・地域実習，総合臨床実習，
評価/検査測定実習，実習管理センター），入試広
報部会（入試広報対策），協会関連の対応，AC対
応，地域交流WG，共通教育委員会の業務を行っ
た．



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
　なし

（学術論文）
共著 平成28年4月

共著 平成28年8月

共著 平成28年10月

共著 平成29年4月

共著 平成29年6月

3．ボールローリングエク
   ササイズは非利き手の
   手指巧緻動作と箸操作
   困難感を改善する：健
   常若年者を対象とした
   実験研究
  （査読付）

本研究は，健常者若年者を対象に母指IP関節と
示指・中指PIP関節の機能的可動域を明らかにし
た．その結果，活動遂行に要する角度は，母指
IP関節が44°/13°，示指PIP関節が74°/-3°，
中指PIP関節が78°/-12°であった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文執筆
共著者：中島大貴，中村守吾，川浦真未子，林
浩之

6．Upper-limb motor and
   sensory function in
   patients with hip
   fracture: Comparison
   with community-
   dwelling adults
　（股関節骨折患者におけ
　 る上肢運動および感覚
　 機能：地域在住高齢者
　 との比較）
  （査読付）

本研究では，股関節骨折患者32名と地域在住高
齢者32名の上肢機能を比較し，股関節骨折患者
の上肢機能を評価することを目的とした．その
結果，股関節骨折患者は握力，ピンチ力，手指
巧緻性，包括的な手機能が著名に低下している
ことが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集
共著者：Hayashi Hiroyuki, Nakashima Daiki,
Matsuoka Hiroka, Iwai Midori, Nakamura
Shugo, Kubo Ayumi, Tomiyama Naoki

4．大腿骨近位部骨折患者
   における精神心理機能
   に関する研究：地域在
   住高齢者との比較
  （査読付）

本研究では，大腿骨頸部骨折患者の精神心理機
能を明らかするために，地域在住高齢者と比較
した．大腿骨頸部骨折患者群は，MMSE，WHO-5が
有意に低く，GDS-15は有意に高く，Delta TMTは
異常値を示した．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文添削（修正案の提示）
共著者：岩井緑，林浩之，中島大貴，中村守
吾，松岡紘佳，窪優太，久保歩，冨山直輝

5．活動遂行における母指
   指節間関節と示指およ
   び中指近位指節間関節
   の可動域
  （査読付）

日本作業療法士協会学術
誌「作業療法」，35
（5）
p.462-p.469

日本作業療法士協会学術
誌「作業療法」，36
（1）
p.35-p.41

Journal of Back and
Musculoskeletal
Rehabilitation, 30
（6）
p.1231-p.1236

本研究では，健常若年者を対象にボールローリ
ングエクササイズを行い，上肢機能やADL動作へ
の効果を明らかにした．その結果，ボールロー
リングエクササイズが手指巧緻動作と箸操作困
難感の改善に寄与することが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文添削（修正案の提示）
共著者：中村守吾，中島大貴，川浦真未子，林
浩之

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

1．Factors affecting
　 the discharge
   destination on hip
   fracture patients who
   live alone and have
   been admitted to an
   inpatient
   rehabilitation unit
　（独居の大腿骨近位部骨
　 折患者の転帰先に影響
　 を及ぼす要因）
　（査読付）

本研究の目的は，機能的評価と退院先との関
係，大腿骨頸部骨折患者のリハビリ後の自宅退
院におけるカットオフポイントの特定であっ
た．多重ロジスティック回帰分析の結果，FIMの
認知スコアが退院先に影響する重要な変数で
あった．また，ROC曲線分析において，認知スコ
ア23.5点が自宅退院のカットオフポイントであ
ることが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集
共著者：Hayashi Hiroyuki, Iwai Midori,
Matsuoka Hiroka, Nakashima Daiki, Nakamura
Shugo, Kubo Ayumi, Tomiyama Naoki

Journal of Physical
Therapy Science, 28
（4）
p.1228-p.1232

2．Exploring the factor
   on sensory motor
   function of upper limb
   associated with
   executive function in
   community-dwelling
   older adults
　（地域在宅高齢者の遂行
　 機能に関連する上肢の
　 感覚運動機能）
　（査読付）

Nagoya Journal of
Medical Science, 78
（3）
p.285-p.291

本研究では，地域在住高齢者における上肢の感
覚・運動機能と遂行機能の関連性を評価するこ
とを目的とした．重回帰分析の結果，非利き手
の手指巧緻性が遂行機能と関連付けていること
が明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集
共著者：Hayashi Hiroyuki, Nakashima Daiki,
Matsuoka Hiroka, Iwai Midori, Nakamura
Shugo, Kubo Ayumi, Tomiyama Naoki

平成29年6月 日本作業療法士協会学術
誌「作業療法」，36
（3）
p.291-p.298

共著

業績書－4



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
共著 平成29年8月

単著 平成30年3月

令和2年10月

8. 季節変動が寒冷地域在住
   高齢者の身体活動量に及
   ぼす影響
　（修士論文）

中部大学大学院 本研究では，寒冷地域在住高齢者を対象に，①
季節による身体活動量の変動と②季節による生
活活動内容の変化を検討した．多重比較検定の
結果，Lifecorderで測定した歩数や低強度の活
動時間は冬季に減少し，春季や夏季に増加する
ことが明らかになった．一方で総エネルギー消
費量や中強度以上の活動時間に季節変動は認め
られなかった．Physical activity scale for
the elderlyを用いて評価した生活活動は，「屋
外での園芸」のみ冬季に減少することが明らか
となった．(A4判用紙，全58頁)

本研究では，認知症高齢者の抑うつ・アパシー
改善を目的に集団での料理活動を実施した．介
入の結果，対照群と比較して介入群では介入期
間中に抑うつの有意な改善が認められたが，介
入終了後の持続効果はなかった．一方，アパ
シー，QOLは有意な改善は認められなかった．
本人担当部分：研究計画，介入，論文添削（修
正案の提示）
共著者：窪優太，中澤僚一，各務真菜，加藤美
樹，中島大貴，岡村英俊，長谷川慧，竹田徳則

7．回復期リハビリテーシ
   ョン病棟入院の抑うつ
   ・アパシーを呈する認
   知症高齢者に対する集
   団料理活動の効果
  （査読付）

日本老年精神医学会学術
誌「老年精神医学雑誌」
，28（8）
p.899-p.903

9．心理的介入により脳卒中
   後のapathyに改善を認
   め，ADLの回復へと繋
   がった一例
  （査読付）

共著 令和1年6月 「脳神経内科」，90
（6）
p.701-p.704

本研究では，脳血管障害後のApathyを呈した症
例に対して，認知症のApathyで有効とされる心
理的アプローチを実施し，その効果を報告し
た．心理的介入を継続的に実施した結果，
Apathyは改善し，ADLの改善に繋がった．そのた
め，心理的介入は脳血管障害後のApathyに対し
て有効であることが考えられた．
本人担当部分：研究計画，介入への助言，論文
添削（一部執筆，修正案の提示）
共著者：舩戸敦，中島大貴，窪優太

10．Influence of seasonal
    variations on
    physical activity in
    older people living
    in mountainous
    agricultural areas
　 （山間地域在住高齢者の
　　身体活動に対する季節
　　変動の影響）
　 （査読付）

本研究では，地域在住高齢者を対象に，①季節
による身体活動量の変動と②季節による生活活
動内容の変化を検討した．多重比較検定の結
果，加速度計で測定した歩数や低強度の活動時
間は冬季に減少し，春季や夏季に増加すること
が明らかになった．Physical activity scale
for the elderlyを用いて評価した生活活動は，
「屋外での園芸」のみ冬季に減少することが明
らかとなった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文執筆
共著者：Daiki Nakashima,Daisuke Kimura
,Hidehiro Watanabe,Fumihiko Goto, Miki
Kato,Keisuke Fujii,Eri Kasuya,Naoki
Tomiyama,Ryuichi Hasegawa

本研究は，新入生の志望動機と経緯に関するア
ンケート調査を行い，今後の広報活動について
検討することを目的とした．本研究では，2020
年度の新入生を対象に，奈良学園大学を志望し
た経緯と大学に対する印象等を質問紙で調査し
た．その結果，PT・OTの両専攻において，多く
の学生は当初の志望を中途変更しないことが明
らかとなった．また，入学後の教育については
肯定的な意見が多かった．
本人担当部分：研究計画，論文添削（修正案の
提示）
共著者：飯塚照史，辻下守弘，池田耕二，城野
靖朋，中島大貴

11．介護予防事業における
　　集団ゴムバンド運動が
　　軽度認知障害を有する
　　女性高齢者の認知機能
　　に及ぼす影響
　 （査読付）

共著 「認知症ケア学会誌」，
19（3）
p.557-p.563

本研究では，軽度認知障害を有する地域在住女
性高齢者を対象に，介護予防事業における運動
教室が認 知機能に及ぼす効果を検討した．11週
間の集団ゴムバンド運動教室参加者を介入群，
11週間通常どおりの生活を送るよう求めた参加
者を対照群とした．介入の効果を検討するため
に二要因共分散分析を用いて分析を行った結
果，両群における日本語版Montreal Cognitive
Assessment（合計）の変化に有意な交互作用は
認められなかった(F = 0.008, p = 0.931).
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文添削（修正案の提示）
共著者：渡邉英弘，冨山直輝，後藤文彦，中島
大貴，木村大介，井戸尚則，岡山直樹，長谷川
龍一

12．本学保健医療学部リハ
　　ビリテーション学科志
　　望経緯に関する調査

共著 令和2年12月 「奈良学園大学紀要」，
13
p.149-p.156

共著 令和1年11月 「Journal of Rural
Medicine」，14（2）
p.165-p.175
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17．介護予防を目的とした
　　高齢者主体で運営され
　　る自主グループによる
　　ソーシャルサポート・
　　ネットワークの変化
　 （査読付）

令和3年1月 「認知症ケア学会誌」，
19（4）
p.701-p.708

本研究では，せん妄後の抑うつから自宅退院に
消極的であった認知症高齢患者に対して，
Fettermanの3ステップアプロ－チを適用して介
入し，退院後の家庭内役割の再獲得を目指し
た．その結果，料理という家庭内役割を再獲得
したことで，退院後生活への不安感や抑うつは
軽減し，生活機能も改善し，自宅退院を実現し
た．このことから，入院中の3ステップアプロ－
チによるエンパワメント促進は，せん妄後の抑
うつを軽減し，安心した自宅退院の実現に貢献
すると考えられた．
本人担当部分：研究計画，介入の助言，論文添
削（修正案の提示）
共著者：坪内善仁，中島大貴，田丸佳希

共著 令和3年8月

令和3年4月 「健康支援」，23(2)
p.195-p.200

本予備的研究では，高齢者においてCM中の歩行
または足踏みを促す身体活動プログラムの効果
と実行可能性を明らかにすることを目的とし
た。対象は健常高齢者20名（平均年齢75.0歳）
とした．介入方法は、CM中の歩行または足踏み
とした．歩数と歩行時間の測定は3軸加速度計を
使用し，通常通りの日常生活を送る週（以下，
通常週）とCM中の歩行または足踏みを促す週
（以下，介入週）の計14日間の測定を実施した
結果，通常週に歩数および歩行時間は有意に増
加した（p < 0.01）．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文執筆
共著者：中島大貴，伊藤健一，坪内善仁，藤井
啓介，田畑泉

共著

「理学療法科学」，
36(4)，
p.481-p.489

本研究は，運動教室後に継続して自主グループ
に参加した高齢者のソーシャルサポート・ネッ
トワークを明らかにすることを目的とした．対
象は，従来型運動教室に参加した30名と，自主
グループ設立を目的とした運動教室に参加し，
自主グループに継続して参加できた26名とし
た．ソーシャルサポート・ネットワークの評価
にはLSNS- 6を用い，運動教室の前後とフォロー
アップ3か月後の計3時点で評価した．LSNS- 6の
下位項目の交互作用は，友人で認められたが，
家族では認められなかった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文添削（修正案の提示）
共著者：後藤文彦，渡邉英弘，中島大貴，井戸
尚則，岡山直樹，冨山直輝，木村大介，長谷川
龍一

15．地域在住高齢者におけ
　　るテレビコマーシャル
　　メッセージの時間を活
　　用した身体活動促進プ
　　ログラムの予備的研究
　 （査読付）

共著

16．軽度認知障害が疑われ
　　る地域在住女性高齢者
　　の個人的特徴と1年後の
　　認知機能低下に影響す
　　る因子：エンパワメン
　　ト評価を含めた後ろ向
　　き観察研究
　 （査読付）

共著 令和3年8月 「医療福祉情報行動科学
研究」，8
p.133-p.142

本研究の目的は,地域在住女性高齢者を対象
に,MCIが疑われる者の特徴と1年後の認知機能低
下に影響する因子を明らかにすることであっ
た．初回調査時(初期)の MoCA-Jを用いて,26 点
以上(健常群)と 25 点以下(MCI群)で,基本属性,
精神心理機能,生活機能を Mann-Whitney の検定
と Fisher の正確確率検定で比較した．さら
に,MCI群について,1年後のMoCA-Jの変化量をも
とに低下群・維持群・向上群に分け,一元配置分
散分析および Fisherの正確確率検定で1年間の
認知機能低下に関連する因子を検証した．その
結果,MCI群の中でも低下群は教育年数が短く,エ
ンパワメントの相互作用による問題の意識化で
低下を認めた．
本人担当部分：研究計画，データ分析の助言，
論文添削（修正案の提示）
共著者：坪内善仁，中島大貴，田丸佳希，内藤
泰男

本研究の目的は，Phase angleと低栄養の関係を
明らかにし，性別に応じて，高齢入院患者の
Phase angleによる低栄養状態のカットオフ値を
算出することであった．男性59（平均年齢76.5
歳）と女性101名（平均年齢78.8歳）を対象に
Phase angleとGNRIを測定した．その結果，
Phase angleは男性・女性の低栄養状態に関連す
ることが明らかとなった．また，ROC曲線により
算出したカットオフ値は，男性4.03度（感度：
87.0％．特異性：75.9％），女性3.65度（感
度：78.6％，特異性：60.5％）であった．
本人担当部分：研究計画，論文添削（修正案の
提示）
共著者：Yuta Kubo，Kento Noritake，Daiki
Nakashima，Keisuke Fujii，Kazumasa Yamada

13．認知症高齢患者のせん
　　妄後の抑うつに対する
　　Fettermanの3ステップ
　　アプローチ適用の効果
　 （査読付）

18．2021年度リハビリテー
　　ション学科新入生にお
　　ける志望経緯に関する
　　調査

本研究では，奈良学園大学保健医療学部リハビ
リテーション学科の3期生に志望経緯に関するア
ンケート調査を実施し，2期生と比較することで
傾向を分析した．その結果，当初における職業
選択は変更することなく，オープンキャンパス
への参加，加えて本学の近隣環境等への交換を
以って進学した経緯があることが分かり，2期生
との大きな変化はなかった．一方で，プレゼン
スの高まり，教員対応への肯定的意見と捉えら
れる結果もあり，本学魅力の一端として認識す
る必要性が示唆された．
本人担当部部分：研究計画，論文添削（修正案
の提示）
共著者：飯塚照史，辻下守弘，池田耕二，城野
靖朋，中島大貴

14．Relationship between
　　nutritional status
　　and phase angle as a
　　noninvasive method
　　to predict
　　malnutrition by sex
　　in older inpatients
　 （高齢入院患者におけ
　　る栄養障害を性ごとで
　　予測するための栄養状
　　態と非侵襲法である
　　Phase angleの関係）
 　（査読付）

共著 令和3年1月 「Nagoya Journal of
Medical Science」，83
（1）
p.31-p.41

共著 令和3年12月 「奈良学園大学紀要」，
14
p.1-p.6
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本研究では，構造方程式モデリング (SEM) を使
用して，エンパワメントと状況要因，機能・障
害の関連を調査した．分析には，151名の患者が
含まれた．SEM 解析の結果，役割の存在(β
=0.45，p<0.01)と家族構造(β=0.18，p=0.02)が
エンパワメントに影響することを示した．さら
に，患者のエンパワメントが身体活動(β
=0.25，p<0.01)および心身機能と能力(β
=0.36，p<0.01) にプラスの影響を与えることを
示した．なお，本研究で仮説を立てたモデルの
適合度は優れていた．
本人担当部部分：研究計画，論文添削（修正案
の提示）
共著者：Yoshihito Tsubouchi, Akiyoshi
Tainosho, Koudai Shimomura, Motoasa Kou,
Kyosuke Yorozuya, Daiki Nakashima, Yasuo
Naito

23.Effect of acute high-
   intensity intermittent
   exercise on serum
   brain-derived
   neurotrophic factor
   concentrations
  （急性高強度間欠的運動
　 による血清脳由来神経栄
   養因子への影響）
　（査読付）

共著 令和5年2月 J Sports Med Phys
Fitness，63(6)
※Online ahead of
print

本研究では，疲労困憊に至るHIIEと疲労困憊に
至らないHIIE後の血清BDNF濃度の変化を比較す
ることを目的とした．対象は健常大学生8名とし
た．参加者は170%VO2maxの負荷で20秒の運動と

10秒の休息を繰り返すHIIEを2条件（疲労困憊に
至る：6-7set，疲労困憊に至らない：5set）で
実施し，安静時・運動前・運動後複数回（直
後，5分後，10分後，30分後,60分後，90分後）
で血清BDNF濃度を測定した．その結果，両条件
ともに運動後に血清BDNF濃度は上昇したが，疲
労困憊に至るHIIEでは血清BDNF濃度上昇の持続
時間が長いことが分かった．
本人担当部部分：研究計画，データ解析，論文
執筆
共著者：Daiki Nakashima, Shumpei Fujie,
Masanari Togo, Shunsuke Takeshita, Keiji
Hasegawa, Izumi Tabata

本研究では，令和2年度・3年度に実施した学内
での早期体験実習実習を履修した学生のアン
ケート結果から，学内実習の意義や課題につい
て考察した．早期体験実習は，1週間にわたり実
施した．実習は①予習・復習，②映像資料やラ
イブ中継の活用，③朝礼やロールプレイ，④グ
ループワークによる学びの4点を重視した．実習
終了後に実施したアンケートの結果，両年度と
も実習内容については約90%が「理解できた」と
回答した．一方で，2年次以降の学外実習に向け
た不安については、令和2年度で約45%，令和3年
度で50%以上が「不安」「非常に不安」と回答し
た．
本人担当部分：研究計画，データ収集，論文添
削（修正案の提示）
共著者：前田吉樹，中島大貴，伊藤健一，野中
紘士，阿波邦彦，藤田信子，岩崎智子，橋本雅
至，山形力生，池田耕二

「医療福祉情報行動科学
研究」，9
p.55-p.63

令和4年2月共著20．コロナ禍における理
　　学・作業療法士養成課
　　程の早期体験実習
　　―学内実習後の学生ア
　　ンケート調査による検
　　証－
　 （査読付）

21．Frail older adults
    without occupational
    dysfunction maintain
    good subjective well-
    being: A cross-
    sectional study
 　（作業機能障害を有さな
　　い虚弱高齢者は良好な
　　主観的幸福感を維持し
　　ている-横断的研究-）
　 （査読付）

共著 令和4年9月 「Healthcare」，10(10)
p.1922

本研究の目的では，フレイル/職業機能障害
(OD) の有無と地域在住高齢者の主観的な幸福感
との関係を明らかにした．対象は2,308名の高齢
者とし，フレイルの有無と主観的幸福感を調査
した．参加者をフレイルとODの程度で6グループ
に分類した．フレイル/ODと主観的幸福度の関係
を調べるために，分散分析を行った．その結
果，高齢者のフレイル/ODと主観的幸福の有無と
の間に有意な関連性が示された．
本人担当部部分：研究計画，論文添削（修正案
の提示）
共著者：Keisuke Fujii, Yuya Fujii, Yuta
Kubo, Korin Tateoka, Jue Liu, Koki Nagata,
Daiki Nakashima, Tomohiro Okura

19．コロナ禍における地域
　　理学療法・作業療法実
　　習の取り組みと課題
　　―学内実習の概要と学
　　生アンケート調査によ
　　る考察―
　 （査読付）

共著 令和4年2月 「医療福祉情報行動科学
研究」，9
p.31-p.38

本研究では，令和2年度・3年度に実施した学内
での地域実習の構成について触れ，履修学生の
アンケート調査より学内実習の課題と可能性
について検討した．学内での地域実習は2 週間
にわたり実施した．学内実習は，①予習，②学
内実習，③復習で構成した．令和2年度・3年度
の履修学生に対し，実習終了後にアンケート調
査を実施した．回答率は，令和2年度95.7%，令
和3年度94.7%であった．アンケートの結果，両
年度ともに類似した回答傾向であり、地域実習
については 70%以上が理解できたと回答した．
一方で，3年次以降の臨床実習については，
36.4-85.9%の学生が「不安」と回答した．
本人担当部分：調査データの収集，論文添削
（修正案の提示）
共著者：滝本幸治，池田耕二，吉川義之，坪内
善仁，笹野弘美，前田吉樹，中島大貴，辻下聡
馬，大浦智子，山形力生

22.Relationship between
   Empowerment and
   Functioning and
   Disability in Older
   Japanese Patients: A
   Covariance Structure
   Analysis
  （日本人高齢患者におけ
   るエンパワーメントと機
   能・障害との関連：共分
   散構造分析）
  （査読付）

共著 令和4年12月 「Healthcare」，11(11)
p.44
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概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

（その他）

「総説・依頼原稿」

「国際学会」

24.Patient Empowerment
　 Scale 日本語版の反応
   性・解釈可能性の検証
　（査読付）

25.地域在住成人における実
　 行機能質問紙の利用可能
　 性の検討-客観的行動評
　 価との関連-
　（査読付）

共著

共著 令和5年3月

令和5年3月

「医療福祉情報行動科学
研究」，10
p.29-p.36

「医療福祉情報行動科学
研究」，10
p.17-p.27

本研究では,PES-Jの反応性と解釈可能性を検証
した．高齢患者151名を対象に,反応性では，
SE，SOC-13，PGCの変化量とΔPES-Jとの関連を
検証した．解釈可能性では，ΔPES-J と年齢,教
育年数との関連,性別や入院契機となった疾患，
既往歴の違いによるΔPES-Jの差を検証した．ま
た，FIMとPES-Jの変化率の関連を検証した後，
FIM 改善に対するΔPES-J のカットオフ値を算
出した．反応性の検証では,ΔPES-JとSE,SOC-
13,PGCの変化量で有意な相関を認めた．解釈可
能性の検証では,ΔPES-Jと入院期間，PES-Jと
FIMの変化率で相関を認めた．FIM改善に対する
ΔPES-Jのカットオフ値は15点で，AUCは 0.70で
あった．
本人担当部部分：研究計画，論文添削（修正案
の提示）
共著者：坪内善仁，田結荘秋嘉，下村広大，萬
屋京典，洪基朝，中島大貴，内藤泰男

本研究の目的は，実行機能質問紙の得点と神経
心理学的検査の成績との関連を明らかにし，前
者の利用可能性を検討することである．実行機
能の主観的評価としてEFQ・J-BES，客観的評価
としてTMT-J・新ストループ検査Ⅱ・D-CATを実
施した．年齢と認知機能成績別に参加者を各2群
に分け，実行機能質問紙の得点と，神経心理学
検査の成績との関連を検討した．実行機能質問
紙において，年齢Low群，MoCA-J高成績群におい
て有意な相関のある項目を多く認め，利用可能
性が比較的高いことが示唆された。
本人担当部分：研究計画，データ収集の補助，
論文添削（修正案の提示）
共同発表者：岩﨑智子，中田修，山形力生，中
島大貴，大西久男

1．コロナ禍で変わる臨床実
   習（奈良学園大学リハビ
   リテーション学科）

共著 令和3年4月 作業療法ジャーナル，
55(4)
p.373-p.374

2020年度は，COVID-19の影響により，各大学で
の臨床実習が学内実習によって代替された．本
報告では，奈良学園大学で実施した「早期体験
実習」および「地域実習」に関する実施方法や
学生によるアンケート結果を記述した．特に本
学独自で実施した臨床現場のライブ中継は非常
に有意義であり，学生からも一定の評価が得ら
れていた．
本人分担分：実習担当，依頼論文の執筆
共著者：中島大貴, 坪内善仁, 池田耕二, 山形
力生, 大浦智子, 辻下守弘

1. Ball Rolling Exercise
　 Improves Finger
   Dexterity and
   Chopstick Operability
   of the Non-Dominant
   Hand in Healthy Young
   Adults
  （ボールローリングエク
   ササイズは非利き手の手
   指巧緻動作と箸操作困難
   感を改善する）

本研究では，健常若年者を対象にボールローリ
ングエクササイズを行い，上肢機能やADL動作へ
の効果を明らかにした．その結果，ボールロー
リングエクササイズが手指巧緻動作と箸操作困
難感の改善に寄与することが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料添削
共同発表者：中村守吾，中島大貴，川浦真未
子，林浩之

平成26年6月 第16回世界作業療法士連
盟大会
第48回日本作業療法学会
（パシフィコ横浜）

-

Occupational　Therapy
Australia 27th
National Conference
and Exhibition 2017
（Australia，Perth
Convention and
Exhibition Center）

本研究では，超高齢女性（85歳以上）の身体活
動量に影響を与える要因を明らかにすることを
目的とした．重回帰分析の結果，GDS-15のスコ
ア（抑うつ）が，超高齢女性の身体活動量に影
響を与える可能性が示唆された．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：Nakashima Daiki, Watanabe
Hidehiro, Goto Fumihiko,Kimura Daisuke,
Tomiyama Naoki, Islam Mohammod Monirul

2. Physical,
　 psychological, and
   cognitive factors
   that have higher
   influences on physical
   activity in community-
   dwelling oldest-old
   women
  （地域在住高齢者におけ
   る身体活動量に影響を与
   える身体的，精神的，認
   知的要因）

- 平成29年7月
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発行所，発表雑誌等
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- 平成29年7月

「国内学会」

本研究では，地域在住高齢者における上肢の感
覚・運動機能と遂行機能の関連性を評価するこ
とを目的とした．重回帰分析の結果，非利き手
の手指巧緻性が遂行機能と関連付けていること
が明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：中島大貴，林浩之，金田（松岡）
紘佳，市川（久保）歩，冨山直樹

Occupational　Therapy
Australia 27th
National Conference
and Exhibition 2017
（Australia，Perth
Convention and
Exhibition Center）

本研究では，地域で高齢者の集団に運動介入を
行い，地域交流のある高齢者群と地域交流のな
い高齢者群で，ソーシャルネットワークと精神
機能にどのような効果を示すか明らかにした．
介入の結果，地域交流のない群の方がソーシャ
ルネットワークと精神機能が有意に拡大した．
本人担当部分：発表資料添削
共同発表者：Fumihiko Goto, Hidehiro
Watanabe, Daiki Nakashima, Mohammod Monirul
Islam, Ryuichi Hasegawa

4. Effects of elastic
　 band-based resistance
   exercises on impaired
   cognition in
   community-dwelling
   older adults having
   mild cognitive
   impairment
  （軽度認知障害を有する
   地域在住高齢者における
   認知障害に対するゴムバ
   ンド運動の効果）

本研究は，地域在住の軽度認知症高齢者を対象
に，認知機能に対するゴムバンド運動の効果を
明らかにした．ゴムバンド運動の介入前後で，
The Japanese version of Montreal Cognitive
Assesmentの得点が有意に改善することが明らか
になった．
本人担当部分：調査データの収集，発表資料添
削
共同発表者：Hidehiro Watanabe, Fumihiko
Goto, Daiki Nakashima, Mohammod Monirul
Islam, Ryuichi Hasegawa

平成27年6月 第49回日本作業療法学会
（神戸ポートピアホテ
ル，神戸国際会議場）

- 平成25年6月 第47回日本作業療法学会
（大阪国際会議場）

本研究は，健常者若年者を対象に母指IP関節と
示指・中指PIP関節の機能的可動域を明らかにし
た．その結果，活動遂行に要する角度は，母指
IP関節が44°/13°，示指PIP関節が74°/-3°，
中指PIP関節が78°/-12°であった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：中島大貴，中村守吾，川浦真未
子，林浩之

3. Effects of group-
　 based resistance
　 exercise on social
　 networking and mental
　 depression in older
　 adults
  （集団で行う抵抗運動が
　 高齢者のソーシャルネ
　 ットワークと抑うつ状
　 態に及ぼす影響）

- 平成29年7月 Occupational　Therapy
Australia 27th
National Conference
and Exhibition 2017
（Australia，Perth
Convention and
Exhibition Center）

2. 地域在住高齢者の注意
　 機能に関連する上肢機
   能の探索的研究

1. 活動遂行における母指
   指節間関節と示指およ
　 び中指近位指節間関節
   の可動域

3. 大腿骨近位部骨折患者
　 における精神心理機能
   に関する研究：地域在
   住高齢者との比較

本研究では，大腿骨頸部骨折患者の精神心理機
能を明らかすることを目的に，地域在住高齢者
との比較行った．大腿骨頸部骨折患者群は，
MMSE，WHO-5が有意に低く，GDS-15は有意に高
く，Delta TMTは異常値を示した．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料添削
共同発表者：岩井緑，林浩之，中島大貴，中村
守吾，金田（松岡）紘佳

第49回日本作業療法学会
（神戸ポートピアホテ
ル，神戸国際会議場）

平成27年6月-

-
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単著・
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発行又は

発表の年月
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又は発表学会等の名
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本研究は，大腿骨近位部骨折患者の上肢機能が
地域在住高齢者と比較し，どの程度であるかを
把握するために行った．その結果，大腿骨近位
部骨折患者は，筋力，Jebsen-Taylor Hand
function testのスコア，知覚機能が有意に低下
していることが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集
共同発表者：中村守吾，林浩之，中島大貴，金
田（松岡）紘佳，岩井緑

本研究の目的は，大腿骨頸部骨折患者のリハビ
リ後の自宅退院におけるカットオフポイントの
特定であった．多重ロジスティック回帰分析の
結果，FIMの認知スコアが退院先に影響する重要
な変数であった．また，ROC曲線分析において，
認知スコア23.5点が自宅退院のカットオフポイ
ントであることが明らかになった．
本人担当部分：調査データの収集
共同発表者：林浩之，岩井緑，金田（松岡）紘
佳，中島大貴，市川（久保）歩

7. 抑うつ・アパシーを呈
   する認知症高齢者に対
   する集団料理活動の効
   果の検討-回復期リハ
   ビリテーション病棟に
   おける取り組み
   第一報-

第17回日本認知症ケア学
会大会
（神戸国際展示場）

8. 回復期リハビリテーシ
   ョン病棟入院の抑うつ
   ・アパシーを呈する認
   知症高齢者に対する集
   団料理活動の持続効果
   の検討

- 平成28年9月 第6回日本認知症予防学
会学術集会
（東北大学百周年記念会
館）

-

- 平成28年4月

本研究では，回復期リハビリテーション病棟に
入院中の抑うつ・アパシーを呈する認知症高齢
者に集団料理活動を実施し，その持続効果を検
討することを目的とした．その結果，料理活動
後の持続効果は一部認められたが，抑うつには
改善の持続は認められず，活動終了後のフォ
ローアップの必要性が示唆された．
本人担当部分：研究計画，介入
共同発表者：窪優太，加藤美樹，中島大貴，岡
村英俊，中澤僚一，長谷川慧，各務真奈，竹田
徳則

本研究の目的は，高次生活機能に影響を与える
上肢機能を明らかにすることであった．共分散
構造分析の結果，手指巧緻性と知覚機能が高次
生活機能に影響を及ぼす要因であることが明ら
かになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
発表者：中島大貴

本研究では，回復期リハビリテーション病棟入
院中の抑うつ・アパシーを呈する認知症高齢者
に対して実施した，集団料理活動の効果の検討
を目的とした．その結果，介入群は抑うつ・ア
パシー・QOLの改善が認められた．集団での活動
を通じた受容体験と賞賛による自己効力感の向
上が抑うつ・アパシー・QOLの改善につながった
と考えられた．
本人担当部分：研究計画，介入
共同発表者：窪優太，加藤美樹，中島大貴，岡
村英俊，中澤僚一，長谷川慧，各務真奈，竹田
徳則

4. 大腿骨近位部骨折患者
　 の上肢機能に関する基
   礎的研究：地域在住高
   齢者との比較

第49回日本作業療法学会
（神戸ポートピアホテ
ル，神戸国際会議場）

6. 地域在住高齢者の生
   活機能に影響を及ぼ
   す上肢機能に関する
　 予備的研究

- 平成27年11月 第74回日本公衆衛生学会
（長崎ブリックホール）

平成27年6月 第49回日本作業療法学会
（神戸ポートピアホテ
ル，神戸国際会議場）

5. 独居の大腿骨近位部骨
　 折患者の転帰先を分け
   るFIM得点に関するパ
   イロットスタディ

- 平成27年6月
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
本研究の目的は，Physical activity scale for
the elderly（PASE）と加速度計を用いて高齢者
の身体活動量を測定し，その関連を検討するこ
ととした。その結果，PASEと総エネルギー消費
量の間に有意な相関が認められたが，中高強度
の活動時間との間には関連を認めなかった。
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
発表者：中島大貴

10. 集団によるゴムバンド
    運動が軽度認知障害者
    の認知機能に与える
    効果

平成29年11月-

12．入院超高齢患者の抑う
　　つの有無による栄養状
　　態，体組成，認知機
　　能，日常生活動作能力
　　の比較．

- 平成30年9月

本研究は，集団ゴムバンド運動実施群（介入
群）と対照群を設定し，集団ゴムバンド運動の
認知機能への効果を検討した．二元配置分散分
析の結果，交互作用は認めなかった．しかし，
The Japanese version of Montreal Cognitive
Assesmentの得点がカット値以上に改善した者の
割合は，介入群で有意に多いことが明らかに
なった．．
本人担当部分：調査データの収集
共同発表者：渡邉英弘，中島大貴，藤井啓介

本研究では，地域在住高齢者を対象に，①季節
による身体活動量の変動と②季節による生活活
動内容の変化を検討した．多重比較検定の結
果，Lifecorderで測定した歩数や低強度の活動
時間は冬季に減少し，春季や夏季に増加するこ
とが明らかになった．一方で総エネルギー消費
量や中強度以上の活動時間に季節変動は認めら
れなかった．Physical activity scale for the
elderlyを用いて評価した生活活動は，「屋外で
の園芸」のみ冬季に減少することが明らかと
なった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：中島大貴，渡邉英弘，後藤文彦，
加藤美樹，木村大介，冨山直輝，長谷川龍一

13．高齢骨折患者における
　　Phase angleを用いた栄
　　養状態の評価

- 令和元年11月 第3回日本リハビリテー
ション医学会秋季学術集
会
（静岡県コンベンション
アーツセンターグラン
シップ）

本研究では，高齢骨折患者におけるPAと栄養状
態の関係を調査し，PAにおける栄養状態のカッ
トオフ値を算出することを目的とした．解析の
結果，PAは栄養障害と有意に関連し（OR:
2.73，95％CI: 1.31-5.67），PAにおける栄養障
害のカットオフ値は3.74度（AUC: 0.69, p =
0.004）であることが明らかとなった．
本人担当部分：研究計画，発表資料の作成
共同発表者：窪優太，則竹賢人，中島大貴，藤
井啓介，山田和政

本研究では，入院超高齢患者の抑うつの有無に
よる栄養状態，体組成，認知機能，ADL能力につ
いて比較し，抑うつを有する入院超高齢患者の
特徴を明らかにすることとした．その結果，抑
うつ群は，チャールソン併存疾患指数が有意に
高く，ADL能力の評価指標であるFunctional
Independence Measure得点は有意に低かった．
その他の項目は，いずれも統計的有意差を認め
なかった．
本人担当部分：研究計画，発表資料作成
共同発表者：窪優太，則竹賢人，中島大貴，山
田和政

回復期リハビリテーショ
ン病棟協会第33回研究大
会 in 舞浜・千葉
（東京ディズニーシー・
ホテルミラコスタ）

平成31年2月-

9. 地域在住高齢者におけ
   るPhysical activity
   scale for the elderly
   と加速度計からみた
   身体活動量の関連

- 平成29年10月 第66回日本農村医学会
（沖縄コンベンションセ
ンター）

第73回日本体力医学会
（アオッサ・ハピリン）

第76回日本公衆衛生学会
（鹿児島県民交流セン
ター）

11．季節変動が寒冷地域在
    住高齢者の身体活動量
    に及ぼす影響
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第34回教育研究大会・教
員研修会
（https://orbit-
cs.net/34rehatki/regis
tration.html）

本報告では，奈良学園大学で実施した地域実習
の学内実習概要とともに学生アンケート結果を
報告した．地域実習では，①予習，②学内実
習，③復習で構成した．実習後のアンケートで
は，地域実習で扱ったテーマについては約90%の
学生が理解できたと回答した．訪問・通所事業
所のライブ中継は，実際の業務を見学するとと
もにスタッフ・サービス利用者に質問する機会
があり，学生の95%が高く評価した．一方で，3
年次以降の臨床実習に関する質問では，「不
安」という回答が約50%を占めた．
本人担当部分：調査データの収集，発表資料の
作成
共同発表者：滝本幸治，池田耕二，吉川義之，
坪内善仁，笹野弘美，前田吉樹，中島大貴，辻
下聡馬，大浦智子，山形力生

本報告では，奈良学園大学で実施した早期体験
実習の学内実習の概要と，学生対象のアンケー
ト結果を報告した．早期体験実習は①動画資料
等を用いた予習，②動画資料や病院からのライ
ブ中継，③復習という構成とした．実習後のア
ンケートでは，多くの学生が実習内容を「よく
理解した」と回答した．一方で，2年次以降の学
外実習に向けた学習面の不安についておよそ半
数が「不安」「非常に不安」と回答した．
本人担当部分：研究計画，データ収集，発表資
料の作成
共同発表者：前田吉樹，中島大貴，伊藤健一，
野中紘士，阿波邦彦，藤田信子，岩崎智子，橋
本雅至，山形力生，池田耕二

第34回教育研究大会・教
員研修会
（https://orbit-
cs.net/34rehatki/regis
tration.html）

令和3年10月17．奈良学園大学における
　　コロナ禍の学内実習の
　　紹介② ― 早期体験実
　　習の概要と学生アン
　　ケート調査－

- 令和3年10月18．奈良学園大学における
　　コロナ禍の学内実習の
　　紹介③ ―地域理学療
　　法・作業療法実習の概
　　要と学生アンケート調
　　査－

-

-16．近赤外分光法（NIRS）
　　による手工芸の基礎的
　　研究：健常若年者を対
　　象とする予備的研究

15．地域在住高齢者の孤独
　　感と作業機能障害の関
　　連性：横断研究

14．地域在住高齢者におけ
　　るコマーシャルメッ
　　セージ時間を活用した
　　身体活動促進プログラ
　　ムの検討

本研究では，近赤外線分光法を用いて，紙細工
活動中の大脳半球前頭部の血流動態を検証し
た．その結果，ペーパーブロックとロールピク
チャの両課題において，TMT partB・ΔTMTと
「構成する課題」で左DLPFCとの間に負の相関が
みられた（机上課題の遂行時間が短いほど左
DLPFCのΔoxy-Hbが増加する傾向を示した）．
本人担当部分：研究計画，発表資料の作成
共同発表者：岩﨑智子，大西久男，山形力生，
中田修，中島大貴

第55回日本作業療法学会
（https://www.c-
linkage.co.jp/ot55/ind
ex.html）

令和3年9月

- 令和3年9月 第55回日本作業療法学会
（https://www.c-
linkage.co.jp/ot55/ind
ex.html）

本研究では，高齢者を対象として作業機能障害
と孤独の関連性を検討した．孤独の測定には日
本語版UCLA孤独感尺度を使用し，作業機能障害
の測定にはCAODを使用した．また，孤独に関連
する性別や学歴，家族構成等の交絡因子を調査
した．共分散分析を行った結果，孤独に関連す
る交絡因子を調整した後でも，作業機能障害と
孤独の関連性が確認された．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：中島大貴，藤井啓介

- 令和2年9月 第75回日本体力医学会
（https://jspfsm75.soc
iety-web.jp/）

本研究では，高齢者においてCM中の歩行または
足踏みを促す身体活動プログラムの効果と実行
可能性を明らかにすることを目的とした．通常
通りの日常生活を送る週（以下，通常週）とCM
中の歩行または足踏みを促す週（以下，介入
週）の計14日間の測定を実施した結果，通常週
に歩数および歩行時間は有意に増加した（p <
0.01）．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共著者：中島大貴，伊藤健一，坪内善仁，藤井
啓介，田畑泉
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
「研究会」

- 平成27年11月

- 平成28年11月

- 平成29年10月

本研究では，回復期リハビリテーション病棟入
院中の抑うつ・アパシーを呈した認知症高齢者
に対する，集団作業活動の紹介と効果を検討し
た．集団活動実施群（介入群）と集団活動非実
施群（対照群）で比較した結果，介入群に抑う
つ・アパシーに対する即時的改善が認められた
が，持続効果に一定した見解は得られなかっ
た．
本人担当部分：研究計画，介入
共同発表者：窪優太，加藤美樹，中島大貴，岡
村英俊，中澤僚一，長谷川慧，各務真菜，竹田
徳則

第14回東海記念病院リハ
ビリテーション研究会
（東海記念病院）

本研究では，東海記念病院で実施されている認
知症高齢者を対象にした院内デイケアが，参加
者の認知機能に与える影響を明らかにした．介
入前後の比較を行った結果，Neuropsychiatric
Inventoryに有意な改善が認められ，Mini-
Mental State Examinationが維持されていたこ
とから，認知機能の維持，BPSDの改善に有用で
あることが示唆された．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：中島大貴，窪優太，土屋智歩，船
戸敦，岡村英俊，加藤美樹

3. 脳血管疾患患者に
　 対する上肢機能訓練
　 について

本研究では，脳建艦疾患患者の上肢機能訓練に
関して最新の知見を文献レビューした．また，
東海記念病院で実施されている上肢機能訓練の
効果を運動麻痺や上肢筋力の改善から検討し
た．文献レビューの結果，Bio feedback，電気
刺激，課題指向型訓練などが有用であり，これ
らを取り入れた東海記念病院における介入でも
上肢機能訓練が有意に改善していることが明ら
かになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成
共同発表者：神村美帆，酒井美幸，長谷川慧，
中島大貴

2. 院内デイケアの活動内
　 容と結果報告

第13回東海記念病院リハ
ビリテーション研究会
（東海記念病院）

1. 回復期リハビリテー
　 ション病棟における
　 認知症を伴う高齢者を
　 対象とした集団活動に
　 関する効果の検討

第12回東海記念病院リハ
ビリテーション研究会
（東海記念病院）
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年月日

平成23年10月

～

令和2年1月

平成23年10月

～

令和2年1月

平成26年4月

～

平成27年1月

平成27年4月

～

平成27年7月

平成27年11月

～

令和元年11月

高次脳機能障害、身体障害、認知症 脳損傷、在宅生活、テクノロジー

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

2）患者に来校してもらい実際の評価の過程を体験 専門科目「日常生活活動」の授業後半では、評価実
習を数か月後に控え、より実践的な作業療法手法を
学ぶことを目的として3名の脊髄損傷患者に来校し
ていただく。学生はあらかじめADLを中心とした評
価項目を検討し評価計画を立て評価手技を練習す
る。こうすることで実践的な手技が身に付くだけで
なく，評価実習に向けた心構えの形成に寄与する。
また対象者との接し方や声のかけ方を学ぶことがで
きる。

3）作業療法についての文章や書籍を予め読んでま
とめ授業当日グループディスカッションと発表

専門科目「作業療法特論Ⅰ」では、作業療法への理
解を深めることを目的に、30名の学生に対してグ
ループディスカッションを主体とした授業を行う。
担当教員が指定した書籍の1単元や1人の対象者につ
いて書かれたレビューを予め読んでまとめさせてお
く。授業時間では当日抽選で決まった5～6人を1グ
ループとして30分間書いてあった内容や得た知識、
感想や調べても理解できなかったことなどについて
ディスカッションを行う。最後にグループごとに発
表を行う。作業療法についてさまざまな知識が得ら
れるだけでなく、1年生時にすべての学生が自由に
討議する機会を提供することで、クラスの凝集性が
高まりその後の友人関係の形成に役立ったとの感想
が学生から聞かれた。また発表者や書記・司会者も
抽選でランダムに決定されるので、全ての学生に何
らかの役割が常に与えられるようになっており、自
ら主体的に他者と関わる機会にもなったとの感想も
きかれた。

教 育 研 究 業 績 書

　　　　令和３年　　５月　　２１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　中田　修

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1）動画を用いた効果的な授業 「高次脳機能障害作業療法学」は高次脳機能障害の
基礎知識を学ぶものである。この授業では実際の症
状を理解しやすいように，市販されている症状に関
する動画や学内に保管されている患者の動画を見な
がら解説を加え患者の症状理解が進むように指導を
行う。

4）作業療法に関する文献を抄読し自らレビューを
書いて他の学生に解説

専門科目「作業療法特論Ⅱ」では、1，2年生各4～5
名が一組となり近隣の介護老人保健施設で、通所し
ている高齢者に対して午後からのレクレーションを
企画運営する形式で演習を実施している。担当教員
は事前準備や企画書のチェックを行い、当日はリス
ク管理と終了後のフィードバックを行う。この演習
を通して対象者との実践的な関わり方を学ぶだけで
なく、１年生は2年生の行動や言動を見ることで今
後の具体的な目標設定の一助となり、2年生はリ
ハーサルや当日の進行の中で下級生にも配慮する必
要性から自らの上級生としての在り方を自覚するこ
とが可能となる。このような学年間の相互作用が作
業療法士を目指す学生の成長に貢献すると考える。

5）自らの実習での体験を学会形式で発表 専門科目「作業療法概論Ⅱ」の中で、研究法につい
て教授する。この時期学生は臨床実習で少なくとも
1名の患者を対象として治療を体験しているので、
シングルケースとして7分のパワーポイントを作成
し学会形式で発表会を授業の中で開催した。担当教
員は各自の発表終了後1枚ずつのスライドについ
て、見せ方や、色の使い方、文字数などを細かく指
導し、今後の学会発表に寄与するように心がけた。
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年月日事項 概 要

平成23年4月

～

令和2年2月

平成27年10月

～

令和2年2月

平成23年

3月1日

平成24年

3月8日

平成24年

11月5日

平成26年

3月10日

平成27年

11月15日

平成28年

8月12日

平成28年

9月20日

平成29年

8月4日

平成30年

8月24日

平成30年

9月4日

２　作成した教科書，教材

1）講義用補助教材 「身体障害作業療法Ⅱ」で使用したスライドをカッ
コ抜きの問題形式に再編成し配布した。学生には授
業中に得た知識の自宅での確認が可能との意見が聞
かれた。

2）実習に役立つ補助教材 「高次脳機能障害作業療法学」（専門科目、2年次
配当、半期、必修2単位）で複数の授業の中で取り
上げた「代表的な簡易評価バッテリー」の得点の解
釈についてまとめたプリントを配布した。学生から
は実習でバッテリー結果から患者の状態をどのよう
に解釈すればよいかを判断する際に大いに役立った
との意見が聞かれた。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

なし

地域の住民に対する高次脳機能障害への啓蒙活動の
一貫として実施された講演会で、「障害のある人の
生活上の困難さを楽にしてくれる道具の可能性」と
いうテーマで講演を行った。

地域の住民に対する高次脳機能障害への啓蒙活動の
一貫として実施された講演会で、高次脳機能障害者
に対するテクノロジー支援について講演を行った。

大津赤十字病院が地域の病院職員や自院の職員を対
象として定期的に開催している研修会において講師
を務めた。高次脳機能障害者の生活に関して講義を
行い、受講者からの質疑に答えた。

院内勉強会に招かれて、注意障害とリハビリテー
ションというテーマで講義を行った。

5）高次脳機能障害作業療法研究会第36回大会にお
いて発表者として講演

４　実務の経験を有する者についての特記事項

頭部外傷により高次脳機能障害をきたし、在宅生活
のさまざまな場面で家族の促しが必要であった症例
に対するITを使った介入というテーマで講演し、受
講者と議論した。

1）「第2回真庭市高次脳機能障害家族の集い」に
て講演会講師

2）大阪高次脳機能研究会にて講演

3）大津赤十字病院地域支援病院研修会にて講義の
講師

第一線で活躍する作業療法士の集まりである兵庫県
活動分析研究会に講師として招かれ、高次脳機能障
害について講演を行った。高次脳機能障害を抱える
患者の問題点に関して活発な意見交換を行った。

7）2017年度第二回兵庫県作業療法士会
丹波北播磨ブロック勉強会の講師

兵庫県作業療法士協会が主催する丹波北播磨ブロッ
ク勉強会において「前頭前野と高次脳機能障害」と
いうテーマで講義を行った。

8）2018年度第一回兵庫県作業療法士会
丹波北播磨ブロック勉強会の講師

兵庫県作業療法士協会が主催する丹波北播磨ブロッ
ク勉強会において「頭頂連合野のはたらき」という
テーマで講義を行った。

9）2019年度第一回兵庫県作業療法士会
但馬ブロック勉強会の講師

兵庫県作業療法士協会が主催する但馬ブロック勉強
会において前頭前野に関してで講義を行った。

10）2019年度第二回兵庫県作業療法士会
丹波北播磨ブロック勉強会の講師

6）兵庫県活動分析研究会－ＡＤＬ勉強会において
講義の講師

4）神戸協同病院院内勉強会にて講師

兵庫県作業療法士協会が主催する丹波北播磨ブロッ
ク勉強会において「各脳葉と高次脳機能障害」とい
うテーマで講義を行った。
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年月日事項 概 要

平成23年4月

～

令和2年3月

平成23年4月

～

平成29年7月

平成23年4月

～

平成23年7月

「身体障害作業療法Ⅱ」 平成23年4月

～

令和元年7月

平成23年10月

～

令和2年1月

平成23年10月

～

令和2年1月

平成23年10月

～

令和2年1月

「作業療法概論Ⅱ」 平成23年6月
～

令和元年11月

平成26年4月

～

平成27年1月

５　その他

1）神戸総合医療専門学校作業療法士科における教
育実績

神戸総合医療専門学校作業療法士科専任教員として
以下のような科目を担当した。

「解剖学実習Ⅰ」 「解剖学実習Ⅰ」（専門基礎科目、1年次配当、半
期、必修2単位）において、下肢の解剖生理につい
て講義および演習を実施した。人体模型を用いた実
践的な講義を行い、個別に口頭試問を行うことで患
者の体の構造を理解させる教育効果があった。

「運動学実習」（専門基礎科目、1年次配当、半
期、必修2単位）において、運動学の基礎的用語に
ついて講義し、実際の体の動きや反応をについて講
義および演習を実施した。1回ごとに実験テーマや
運動課題を与え動作分析や姿勢分析の方法を指導し
た。健常者と運動の仕組みを理解することで、それ
と比較した患者の障害を理解させる教育効果があっ
た。

「運動学実習」

「身体障害作業療法Ⅱ」（専門科目、2年次配当、
半期、必修2単位）において、脊髄損傷・関節リウ
マチ・ＡＬＳ等の神経筋疾患について講義を行っ
た。各疾患の特性と作業療法における治療的介入に
ついて最新の知見を取り入れながら講義を行うこと
で、実習だけでなく免許取得後も実践において役に
立つ教育を心がけた。
「解剖学実習Ⅱ」（専門基礎科目、1年次配当、半
期、必修2単位）において、大脳の解剖生理につい
て講義および演習を実施した。実物大の脳模型を用
いた実践的な講義を行い、大脳の構造及び機能が理
解しやすいようにスライドでは図表を多用し、患者
の大脳の構造および機能を理解させる教育効果が
あった。

「高次脳機能障害作業療法学」 「高次脳機能障害作業療法学」（専門科目、2年次
配当、半期、必修2単位）において、高次脳機能障
害の基礎知識から作業療法における治療的介入まで
を教授した。自らの研究成果や学会で得た知識を積
極的に取り入れながら講義を行ったことで、高次脳
機能障害に対する幅広い知識を理解させる教育効果
があった。

「解剖学実習Ⅱ」

「日常生活活動」 「日常生活活動」（専門科目、2年次配当、半期、
必修2単位）において、ＡＤＬの概念や障害との関
連について教授した。授業の後半では脊髄損傷の当
事者3名に来校していただきＡＤＬ評価を体験する
機会を提供した。この授業を通して知識だけでなく
実践力を身につけるという教育効果があった。

「作業療法概論Ⅱ」（専門科目、３年次配当、6
月、8月、11月に集中講義として開催、必修2単位）
において、研究法ならびに管理運営について講義し
た。管理運営については教科書を中心とした制度的
な基礎知識を教授した。研究法については、作業療
法における研究の意義と方法論を具体的に指導する
だけでなく、学会発表を想定した模擬発表会を行っ
た。このように将来の研究機会に備えた実践的な演
習を通して作業療法の発展に寄与できる人材の育成
を行った。

「作業療法特論Ⅰ」 「作業療法特論Ⅰ」（専門科目、1年次配当、通
年、必修４単位）において、作業療法の基礎知識、
ノートの取り方や具体的な学習方法について教授し
た。また早期臨床体験として近隣の老人保健施設や
養護施設に出向き障害のある対象者と関わる機会を
得た。このように学校生活に対する細かな指導や実
際の現場を体験することで、早期から作業療法士を
目指す学生としての自覚を促すことができ、専門学
校での積極的な学びを実践するという効果があっ
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年月日事項 概 要

平成27年4月

～

平成28年1月

平成28年4月

～

令和2年1月

令和2年4月

～

現在に至る

令和2年4月

～

現在に至る

令和2年9月

～

現在に至る

令和3年4月
～

現在に至る

令和3年9月
～

現在に至る

令和3年9月
～

現在に至る

令和3年9月
～

現在に至る

年月日

平成8年3月

平成13年4月

平成29年3月

２）奈良学園大学保健医療学部リハビリテーショ
ン学科作業療法学専攻における教育実績

「作業療法特論Ⅲ」（専門科目、3年次配当、通
年、必修４単位）において、実習準備と実習後の
フォローアップを行った。また臨床実習報告会や、
実習地で得た知識や技能をお互いに開示しあう勉強
会なども定期的に開催した。またこの授業では国家
試験対策も実施し、講師からの講義だけでなく、自
分たちで小グループを組んでの過去問題の解答集作
成や、国試新規問題の作成会を開催した。講師から
は新規問題や過去問など実践的な小テストを1週間
に数回開催するとともに、週に1回の面談を実施す
ることで学生の進度に合わせたきめ細やかな指導が
行われた。そのような指導を通して全国平均を上回
る国家試験合格率を達成できた。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻助教として以下のような科目を担当
した

「作業療法特論Ⅱ」 「作業療法特論Ⅱ」（専門科目、2年次配当、通
年、必修４単位）において、作業療法の文献抄読
や、過去の事例報告の再検討、自らの実習体験の報
告などを行った。授業は3～4人のグループ単位で
ディスカッションしたのち全体での討議を行うとい
う形式をとり、各学生が他の学生の発言を参考にし
ながら自らの考えを述べる機会が持てるように心が
けた。また近隣の老人保健施設で1年生と合同で4～
5人１組でレクリエーションを企画実施した。この
ような取り組みを通して、徐々に作業療法に対する
自ら 意見を形成 きるように導く とが きた

「作業療法特論Ⅲ」

「作業療法評価学Ⅰ（身体）」 「作業療法評価学Ⅰ（身体）」（専門科目、2年次
配当、半期、必修2単位）において、身体障害分野
における作業療法評価の理論的側面を教授した。こ
の授業を通して知識だけでなく対象者との良好な関
係を築くための心得を身につけるという教育効果が
あった。

「作業療法評価学演習Ⅰ（身体）」

2）作業療法士免許 名簿登録番号第24842号

「高次脳機能障害作業療法（総論）」

「作業療法評価学演習Ⅰ（身体）」（専門科目、2
年次配当、半期、必修2単位）において、身体障碍
分野における作業療法評価の実践指導を実技を交え
て教授した。学生に対して実技試験を実施しその場
でフィードバックを行うことで、より実践力を養う
という教育効果があった。

「高次脳機能障害作業療法（総論）」（専門科目、
3年次配当、半期、必修2単位）において、作業療法
士として関わる高次脳機能障害の基礎知識を教授し
た。高次脳機能障害の一般的な特徴と患者への対応
を円滑に行う上で基礎となる各症状の基本的な特
性、各疾患と病態に対する適切な評価と援助の実践
に関する理解を深める。事例などを視聴覚教材で示
すことで、より具体的な障害像を理解するという教
育効果があ た

「高次脳機能障害作業療法学Ⅱ（各論）」 「高次脳機能障害作業療法学Ⅱ（各論）」（専門科
目、2年次配当、半期、必修2単位）において脳血管
障害や頭部外傷などによる高次脳機能障害の各種検
査の具体的方法を学ぶと共に、評価や結果の解釈と
その思考の流れ等を学ぶ。高次脳機能障害作業療法
学Ⅰ（総論）で修得した知識を基盤として、具体的
な高次脳機能障害の評価方法や結果の解釈に関し
て、グループごとの検討会を通してより理解を深め

「作業療法特論Ⅴ（高次脳機能障害）」 「作業療法特論Ⅴ（高次脳機能障害）」（専門科
目、2年次配当、半期、必修2単位）において、高次
脳機能障害領域の作業療法における最新の知見や臨
床現場で用いられる治療・支援方法など、作業療法
実践で注目されているテーマを紹介して知見を広げ
るために、具体的な症例を介して1人の対象者に対
する総合的な見方ができるようになることを目指し
た。いくつかの症例を通してより実践力を養うとい

「日常生活支援学Ⅱ（各論）」 「日常生活支援学Ⅱ（各論）」（専門科目、2年次
配当、半期、必修2単位）において、対象者の日常
生活活動の向上に向けた支援が検討できるよう、一
般的な日常生活動作の各種実践方法と分析技能につ
いて演習を交えて教授した。作成した視聴覚教材を
用いて分析を行いながら実践することで、より効果
的な動作解析のプロセスを学ぶという教育効果が
あった。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

1）修士（理学） 金沢大学第170251号
「修士論文名：昆虫インスリン様遺伝子の探索」

２　特許等

なし

3）博士（保健学） 神戸大学第226号
「博士論文題名：Extraction and Classification
of Difficulties Faced by Patients with Brain
Injury Living at Home While Using Everyday
Technology」
「和名：在宅生活をおくる脳損傷者が日常生活機器
使用時に直面する困難さの抽出と分類」

３　実務の経験を有する者についての特記事項
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年月日事項 概 要

なし

４　その他
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年月日事項 概 要

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

なし

（学術論文）

共著 平成26年4月

共著 平成29年3月

共著 平成29年4月

共著 平成31年1月

共著 令和2年10月

共著 令和3年3月

共著 令和4年3月

３）Everyday technology
use among older adults in
Sweden and Japan: A
comparative study.
（スウェーデンと日本の高齢
者間での日常生活機器使用の
比較研究）
（査読付）

Scandinavian Journal of
Occupational Therapy.
Vol. 27 P.1-P.11

日常生活機器の使用状況を調査する質問紙である
Everyday Technology Use Questionnaire (ETUQ)
を用いて、日常生活機器使用のさまざまな側面を
スウェーデンと日本の高齢者で比較検討した。統
計学的分析によってＥＴを使う挑戦のレベルは両
群で同じであったが、グループレベルの関連性は
スウェーデンの高齢者の方が幾分か高く、ＥＴ使
用に対する自覚的能力はスウェーデンの高齢者の
方が有意に高かった。スウェーデンと日本の高齢
者におけるＥＴ使用の違いや共通性はＥＴＵＱを
使って明らかにすることができる。
本人担当分：日本の在宅高齢者の自宅での調査お
よびデータの入力と取りまとめを行った。
共著者：Malinowsky C, Nygård L, Tanemura R,
Nagao T, Noda K, Nakata O, Sagara J,
Rosenberg L, Asaba E, Kottorp A

４）Difficulties in
Everyday Technology use of
the people with acquired
brain injury living at
home comparing controls
（在宅生活をおくる頭部外傷
者の日常生活機器使用での困
難さの対照群との比較）

Asian Journal of
Occupational
Therapy.Vol.15 P63-P68

日常生活機器は現代の生活の中心になっている
が、その使用は認知障のある人に課題をもたら
す。そこで本研究では、後天性脳機能障害を持つ
人々が日常生活機器を使用する際に知覚される困
難のレベルを説明しようと試みた。自覚的な困難
のレベルと認知障害との相関関係を評価したとこ
ろ、後天的脳機能障害を持つ対象者22人は使用し
ている機器の比率と神経心理検査結果の間に負の
相関の傾向が観察され、特に遂行機能障害の度合
いと支援を必要としている機器の割合との間に強
い負の相関が確認された。
本人担当分：調査及び結果の分析と論文執筆。
共著者：OSAMU NAKATA 、RUMI TANEMURA 、TORU
NAGAO、KAZUE NODA、JIRO SAGARA．

５）The Characteristics of
Perceived Difficulties in
Everyday Technology Use
among Individuals with
Acquired Brain Injury
Compared to That among
Controls.（対照群と比較し
た脳損傷者の日常生活機器使
用の特徴）

Journal of Behavioral
and Brain Science, 10,
410-419.

脳損傷者は日常生活での機器使用時にさまざまな
問題を抱えている。そこで本研究では機器使用時
の困難さの特徴を対照群との比較において明らか
にしようとした。脳損傷者は対照群と比較して使
用している機器の使用は優位に少なく、さまざま
な困難が生じたとき、彼らはETを独立して管理す
ることができず、介護者の支援を必要としている
ことが明らかになった。
本人担当分：調査及び結果の分析と論文執筆。
共著者：Nakata, O. , Tanemura, R. , Nagao,
T. , Noda, K. and Sagara, J.

２）Extraction and
Classification of
Difficulties Faced by
Patients with Brain Injury
Living at Home While Using
Everyday Technology（在宅
生活をおくる脳損傷者が日常
生活機器使用時に直面する困
難さの抽出と分類）(博士論
文)(査読付)

Bulletin of Health
Sciences Kobe,32,pp17-
29,2017
（神戸大学）

脳損傷者の日常生活機器（以下ET）使用の困難さ
の特徴を明らかにするために脳損傷者と健常者各
25名を対象としET使用困難さを抽出した。得られ
た困難さから質的分析手法に基づき分類表を作成
した。得られたカテゴリーは脳機能との関連で理
解可能であった。ABI者特有なカテゴリーは遂行
機能と関連している一方で、注意関連のカテゴ
リーは健常者でもみられた。本分類表により、脳
損傷者のET使用困難を具体的に理解でき、脳機能
と関連させることが可能となる。
A4判 全13頁
本人担当分：調査及び結果の分析と論文執筆
共著者：OSAMU NAKATA 、RUMI TANEMURA 、KAZUE
NODA、TORU NAGAO

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

１）認知症の人に優しい家電
テレビのリモコン使用が混乱
しないように(査読付)

福祉介護　テクノプラス
7 , 4 , pp14-17

認知症者のEveryday technology（ET）使用状況
調査を行ったところ，テレビのリモコンは使用頻
度が高くリモコン操作に何らかの問題を抱えてい
る認知症者が多いことが明らかとなった．さらに
その困難さの質的内容を分析するとボタンの多さ
が問題で起こる間違いがみられた．そこでわれわ
れはボタン数が少なく形状が単純であるリモコン
を用いて，さらに作成したリモコンカバーをこれ
に装着し（改良型リモコン），認知症者7名に約2
週間使用してもらった．その結果改良型リモコン
はボタン押し間違いが減少し利用に混乱が生じな
いことが確かめられた．
A4判 全4頁
本人担当分：共同して在宅調査を行い，リモコン
カバー作成過程の議論に参加した．
共著者：長尾徹、種村留美、野田和惠、中田修、
相良二朗

６）在宅で生活する重度の高
次脳機能障害者に対する
Assistive Technology支援

医療福祉情報行動科学研
究，第8巻、pp39-46

脳損傷者が抱える生活上の困難さを、シングル
ケースを通して明らかとし、テクノロジーを使っ
てそれらの困難さに対応することで、良好な効果
を得たことを報告した。本研究では対象者の困難
さが軽減されただけでなく、介護する家族の負担
も軽減することが確認された。
共著者：中田　修，種村　留美，相良　二朗，野
田　和恵，長尾　徹

７)外傷性脳損傷者の遂行機
能障害とEveryday
Technologyの使用状況との関
連,(原著)

医療福祉情報行動科学研
究，第8巻、pp39-46

外傷性脳損傷者は日常生活機器の使用にさまざま
な困難さを抱えていることが知られている。外傷
性脳損傷者において障害されることが多く、日常
生活との関連が指摘されている遂行機能と日常生
活機器使用児の困難さの傾向について報告した。
調査の結果、遂行機能障害が重度の場合、困難さ
を感じずに使用できる日常生活機器が少なくな
り、その対応の仕方は家族からの支援に頼ってい
ることが明らかとなった。
共著者：中田　修，種村　留美，相良　二朗，野
田　和恵，長尾　徹
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年月日事項 概 要

共著 令和4年4月

共著 令和5年3月
９）地域在住成人における実
行機能質問紙の利用可能性の
検討－客観的行動評価との関
連－

医療福祉情報行動科学研
究,vol.10,pp17-27

実行機能は神経心理学検査によって評価される
が，これらは検査に時間を要する等の不便さもあ
るため，簡便に行える質問紙検査の作成が試みら
れている。実行機能質問紙において，年齢Low
群，MoCA-J高成績群において有意な相関のある項
目を多く認め，利用可能性が比較的高いことが示
唆された。対象者側の要因（年齢や全般的な認知
機能の程度）と使用する質問紙検査側の要因を考
慮することで，実行機能質問紙を客観的行動評価
のスクリーニングとして利用できる可能性がある
と考えた。
共著者：岩﨑智子，中田修，山形力生，中島大
貴，大西 久男

８）Livelihood support by
assistive technology based
on a home visit survey（訪
問調査に基づくAssistive
Technologyを用いた支援）

Studies in Psychology,
Volume 43, Issue 1
Pages 206-226

日本は今や超高齢化社会にあり、2025年までに4
〜5人に1人が75歳以上になると見込まれてる。テ
クノロジーは高齢者を中心に絶えず進歩してお
り、認知機能の低い高齢者は対応できていない。
本研究ではこれらの問題を在宅生活を送る人々へ
の調査を通して明らかにしたうえで、テクノロ
ジーを用いた対応について具体例を挙げながら論
じている。
Toru Nagaoa ,Rumi Tanemura,Kazue Noda,Jiro
Sagara & Osamu Nakata
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年月日事項 概 要

（その他）

「報告書」

共著 平成23年4月

「国際学会」

― 平成23年6月

― 平成26年6月

― 平成29年10月

現代生活においてはあらゆる場面で日常生活機器
（Everyday Technology：ET）の使用は欠かすこ
とができず，新たなETの開発も日々行われてい
る．今回の調査ではさまざまな認知機能の低下に
伴って，多くのETの使用に困難さをきたすことが
明らかになった．それら使用の困難さへの対応と
して今回の場合には，①使いにくくなったETに対
してシールやメモを貼り付けるあるいはマスクし
てしまうなどで操作手順を視覚的に示しながらそ
のまま使い続ける，②より簡便に使えそうなETに
買い換える，③新たなATを使って使いにくさを援
助するという３つに大きく分けられた．
A4判 全20頁
共著者：中田修、種村留美、野田和惠、長尾徹、
相良二郎

頭部外傷受傷後在宅生活を送っている高次脳機能
障害のあるケース10名について、日常生活におい
て日常生活機器（ET）使用時にどのような困難さ
があるかを明らかにすることを目的とする。各種
の神経心理検査を実施しETの使用状況調査は自宅
でEveryday Technology Use Questionnaire
（Rosenberg et al,2009）の日本版（ETUQ-
Japan）を使って実施した。ETUQ-Japan全101アイ
テムのうちで使用しているものは29～36アイテム
であった。日常生活場面での問題点の原因を、展
望記憶障害（洗濯機からの出し忘れ等）、注意障
害（トイレの水の流し忘れ等）、遂行機能障害
（リモコンの操作手順が判らない等）、等に分類
可能であった。
共著者：Osamu Nakata, Jiro Sagara, Peter
Bonjtje, Kazue Noda, Toru Nagao, Jun
Tanemura, Rumi Tanemura

遂行機能障害とET使用状況との関連を明らかにす
ることを目的として，高次脳機能障害者を遂行機
能障害の重症度で2群に分け，それぞれのET使用
状況を比較した．使用ET数の平均はA群38.6±7.6
品目,B群30.8±7.4品目（ｔ検定，ｐ<0.05），困
難有りET数の平均は各13.9±6.4品目,15.1±4.8
品目（n.s.）であった．さらに困難ありETを，独
力使用 と援助使用とに分けると，A群とB群の各
独力使用割合はA群78.3％/B群31.1%，各援助使用
割合は A群21.7％/B群69.6％であった．A群がB群
より有意に使用ET数が少なかったことから，ET使
用数と遂行機能障害の重症度との関連が示唆され
た．
共著者：Osamu Nakata, Rumi Tanemura, Toru
Nagao, Kazue Noda, Jiro Sagara

認知症者と高次脳機能障害者のEveryday
Technology （ET）使用状況をETUQを用いて調査
し比較検討を行った。平均使用ET数は認知症者が
28.4±8.9、高次脳機能障害者の35.1±8.2よりも
有意に少なかった。困難がありながら使っている
ETの割合は認知症者が15.5％に対して高次脳機能
障害者は40.2％と有意に高かった。使わなくなっ
たETの平均数は認知症者が13.4個に対して高次脳
機能障害者は1.4個だった。このことから,高次脳
機能障害群は困難さがありながらもtry and
errorで何とか使い続けられるのに対して,認知症
群では認知機能の低下により今まで使えていたET
が徐々に使えなくなり、困難となった場合には使
うことを止めてしまったと考えられる。
共著者：Osamu Nakata, Rumi Tanemura, Toru
Nagao, Kazue Noda, Jiro Sagara

3）Comparison of everyday
technology use between
persons with dementia and
cognitive impairment.（認
知症者と高次脳機能障害者と
のeveryday technology使用
の比較）

ASEAN Conference on
Health Ageing‐
（Kuching）

2）The comparison of
everyday technology (ET)
usage according to the
severity of executive
dysfunction（遂行機能障害
の重症度に基づいたEveryday
Technology（ＥＴ）使用の困
難さの比較）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational Therapists
Congress 2014 -
（Yokohama）

1）Difficulties in
Everyday Technology use
after brain injury:
assessment using the
Everyday Technology Use
Questionnaire (ETUQ)（脳損
傷後のEveryday Technology
（ＥＴ）使用の困難さ―
Everyday Technology Use
Questionnaire（ＥＴＵＱ）
を用いた調査）

6th  the International
Society of Physical and
Rehabilitation Medicine
World Congress- （San
Juan）

1）認知に問題を有する高齢
者のテクノロジーを用いた在
宅生活継続の検討

ユニベール財団研究助成
金報告書　2009
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年月日事項 概 要

「国内学会」

― 平成23年6月

― 平成23年11月

ー 平成24年6月

ー 平成24年11月

ー 平成25年6月

ー 平成25年11月
６）高次脳機能障害者のトイ
レの流し忘れに対する促しト
イレシステムによる支援

第37回日本高次脳機能障
害学会学術総会ー（松
江）
日本高次脳機能障害学会
学術総会プログラム・講
演抄録　37：280

在宅生活を送る高次脳機能障害者は，健常者と比
較してEveryday Technology（以下ET）使用に
様々な困難がある．またET操作そのものは可能だ
が記憶や注意などの障害から家族の促しが必要な
場合があり，そのことが家族の介護負担感を増加
させることがある．今回記憶と遂行機能に重度の
障害を有する高次脳機能障害者の在宅調査から得
たトイレの流し忘れという問題に着目し「促しト
イレシステム」を導入することで，機能障害は持
続しながらトイレの水の流し忘れが改善し家族の
介護負担感が軽減させることが可能となった
共著者：中田修、種村留美、相良二朗

４）高次脳機能障害者の在宅
生活でのEveryday
Technology（ET）使用におけ
る困りごとの分類

第36回日本高次脳機能障
害学会学術総会ー（宇都
宮）
日本高次脳機能障害学会
学術総会プログラム・講
演抄録　36：272

高次脳機能障害者の在宅生活における困難さへの
介入の一助となることを目的に，在宅生活を送る
高次脳機能障害者24名に対しEveryday
Technology（ET）使用時の困難さを聴取し抽出さ
れた困りごとを質的に分類した．得られた第一次
カテゴリーは，「うっかりし忘れる」，「本人が
必要性を感じていない」，「途中で他のことをす
ると忘れる」など56種類であった。第二次カテゴ
リーでは、「判断を誤ったり，思考がうまく働か
ない」，「忘れる」，「同じことをし続ける」，
「うっかりし間違う」，「注意がそれてうまくい
かない」，「操作をし間違う」など 10項目に分
類することが可能であった．
共著者：中田修、種村留美

５） 高次脳機能障害者にお
けるEveryday Technology
（ET）の使用状況

第47回日本作業療法学
会ー（大阪）
日本作業療法学会抄録集
47: 683 -683

日々の暮らしにおいてEveryday Technology(ET)
はごくありふれたものであり，それらのおかげで
我々の生活は便利になったが，ほとんどのETは障
害のない人を対象に制作されている．在宅生活を
営む高次脳機能障害者25人を対象にETの使用状況
と使用の際の困難さを，健常者25名との比較を通
して検討した．患者群の使用ET数はcontrol群に
比べて少なく，さらにその少ないETを使用する際
にもcontrol群と比較して困難さが多い．ETを使
用する機会が少なく使用する際に困難さが多いこ
とは日常生活での様々な制約となると考えられる
共著者：中田修, 野田和惠, 長尾徹, 種村留美

３）高次脳機能障害者と認知
症者における日常生活機器
（Everyday Technology）の
使用状況の比較

第46回日本作業療法学
会ー（宮崎）
日本作業療法学会抄録集
46: 661

Everyday Technology （ET）の使用状況を，在宅
生活を送っている高次脳機能障害者（15名）と認
知症者（28名）で比較しその差を検討した．使用
頻度の高いETは高次脳機能障害群と認知症群で共
通していたが，認知症群では困難さがありながら
使っているETの数が高次脳機能障害症群に比べて
少ないが，使用を中止しているETは高次脳機能障
害群より多くなっている．このことから，高次脳
機能障害群は困難さがありながらもtry and
errorで何とか使い続けられるのに対して,認知症
群では認知機能の低下により今まで使えていたET
が徐々に使えなくなり，困難となった場合には使
うことを止めてしまったことが伺える．
共著者：中田修, 種村留美, 長尾徹, 野田和恵,
相良二朗

２）高次脳機能障害者の
Everyday Technology （ET）
使用時の困難さとその支援の
検討

第35回日本高次脳機能障
害学会学術総会ー（鹿児
島）
日本高次脳機能障害学会
学術総会プログラム・講
演抄録　35：223

ポスター優秀賞受賞
頭部外傷受傷後在宅生活を送っている高次脳機能
障害のあるケース10名について，神経心理学的検
査所見と日常生活において問題なく使用できるア
イテムの数との関連性を検討した．高次脳機能障
害者のET使用では，手順が複雑でET操作が困難な
場合もあるが，操作そのものは可能だが「し忘
れ」による失敗（照明器具のスイッチやトイレの
水を流すなど）もみられた．これらの中で介護者
の促しによって可能な場合，個々にカスタマイズ
されたETによる支援を行う必要がある．
共著者：中田修、種村留美、長尾徹、野田和惠、
種村純

１）記憶障害例の日常生活に
おける困りごと

第45回日本作業療法学
会ー（埼玉）
日本作業療法学会抄録集
45：272

受傷後約16年間高次脳機能障害に対するリハビリ
テーションを受けていなかった自宅生活を営む男
性を対象に，日常生活機器（Everyday
Technology 以下ET）に焦点をあててその使用状
況の調査を行った．さらにそこで明らかになった
日常生活での困りごとのなかで記憶障害が原因と
考えられるものを抽出し，家族のニードを踏まえ
て支援方法をとして鍵や携帯電話の「置き忘れ」
に対して探し物リモコンを提供した。さらに職場
までバス利用が不安との家族の訴えに対して、バ
ス会社に患者の顔写真を提供しどの運転手でも対
応してもらえるようにすることで、安定した通勤
が可能となった。
共著者：中田修、生方志浦、種村留美
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年月日事項 概 要

ー 平成27年9月

ー 令和3年3月

ー 令和3年9月

ー
令和3年10月

ー 令和4年9月

第34回教育研究大会・教
員研修会

令和2年度のコロナ感染拡大下において，学内実
習へと切り替えた2つの実習に関して、各実習を
円滑・有意義に進めるため臨床実習専用ホーム
ページ（以下，HP）を開設し運用した効果を考察
した。保護者向けの説明や、学生向けコンテンツ
を作成したことに対して、学生へのアンケートを
実施した結果、学生からは良好な感想を得た。学
内実習では同じ教材・内容を用いるので個々の学
生の学習進捗状況や理解度を把握する上でHPを通
じた学習指導は有用と感じられた。

８）自閉スペクトラム症児に
対する馬介在療法の効果

日本看護研究学会第34回
近畿・北陸地方会学術集
会

７）高次脳機能障害者と認知
症者と健常者の日常生活機器
（Everyday Technology）の
使用状況の比較

第49回日本作業療法学
会ー（神戸）
日本作業療法学会抄録集
(CD-ROM)、 49th、
ROMBUNNO.P2463G

ETの使用状況を,在宅生活を送っている健常群及
び高次脳機能障害群と認知症群で比較しその差を
検討した．日常生活において高次脳機能障害者は
健常者に比べて使用ET数が少なく，認知症者のそ
れはさらに少なかった．認知症者は金銭管理，移
動関連，テレコミュニケーションに含まれるすべ
てのETの使用数が有意に少くこのことは認知症者
の社会参加の低さを示している．また高次脳機能
障害者は，使用時に困難なET数が他の群より多い
一方，使用を中止したETが他群より少ないことか
ら，認知症者のように困難さを感じてET使用を止
めるのではなく，困難さがありながらもETをなん
とか使い続けていると考えられる．
共著者：中田修、種村留美、長尾徹、野田和惠

11）奈良学園大学リハビリ
テーション学科におけるコロ
ナ禍の学内実習の紹介①―実
習専用ホームページの開設と
運用方法の紹介―

12)手工芸が健常成人の脳活
動に及ぼす効果：実行機能の
個人差に着目したfNIRS研究

第56回 日本作業療法学会
（京都）

医師により自閉スペクトラム症と診断された5名
に対して馬介在療法がその心理的側面に及ぼす効
果を検討した。POMS2下位尺度の怒り-敵意、活気
-活力、およびTMD（総合的気分状態得点）で有意
差が認められた。POMS2マニュアルによれば、TMD
得点が高い場合「現在，情緒機能に関する問題を
抱えている」とされる。従ってTMD得点が馬介在
療法後に有意に低下しているということは、自閉
スペクトラム症児の情緒機能の改善に馬介在療法
が効果的であったことを示唆している。ASDの中
核症状は社会性の障害であり、リハビリテーショ
ン場面だけでなく、日常生活において対人関係や
情緒面でストレスを抱えやすいとされ、馬介在療
法は自閉スペクトラム症児の社会性の改善の一助

になる可能性がある。
共著者：中田修、笹井久嗣

作業療法で治療の手段として用いる手工芸の認知
的効果について健常成人を対象に NIRSを用いて
検証した．実行機能Low群とHigh群でΔoxy-Hbの
総量を比較した分析の結果，両活動とも，Low群
＞High群となった．Low群ではペーパーブロック
の構成課題でのみ左右DLPFCが選択的に賦活され
ている点，ロールピクチャーの構成課題にでは3
領域においてHigh群より有意に賦活している点等
が特徴的であり，課題の難易度と認知的負荷が関
連していると考えた．紙細工活動を治療として選
択する際には，個人の実行機能に適した活動を選
択することで，より効果的な治療として活用でき
る可能性があると考えられる。
共同発表：岩崎智子，大西久男，山形力生，中田
修

10）	近赤外分光法（NIRS）に
よる手工芸の基礎的研究：健
常若年者を対象とする予備的
研究

第55回 日本作業療法学会 紙細工の認知的治療効果について，健常若年者を
対象に近赤外分光法(NIRS)を用いて検証した．あ
わせて，ワーキングメモリと実行機能との関連も
検討した．分散分析の結果では，課題ごとの5領
域でのΔoxy-Hbについては，統計的差異は認めら
れなかったが，部位と検査間の関連性の検討で，
両活動において，ワーキングメモリや実行機能を
反映する指標とされるTMT B・TMT(B-A)と，「構
成する」課題で左DLPFCとの間に有意な負の相関
がみられた．
共著者：岩崎智子，大西久男，山形力生，中田
修，中島大貴
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年月日

(1）講義の工夫 令和元年4月

～

現在に至る

令和元年4月

～

現在に至る

平成30年9月25日

令和2年12月10日

令和3年1月25日

令和3年8月15日

令和4年1月1日

別記様式第４号（その２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 研 究 業 績 書

　　　　令和 5 年　3月　31日

氏名　野田　優希

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

　講義では可能な限りイラストやビデオを多用し,分か

りやすいように工夫している．また様々な資料等で出

てくる単語の統一にも気を配り，学生が混乱しないよ

うに努めている．

　さらに，教科書的な内容の教授の後には，実際の症

例に重ね合わせ，机上での勉強と臨床でのギャップを

極力少なくするように努めている．また，国家試験対

策も盛り込んでいる．

(2）実験・実習の工夫 基礎技術の習得には可能な限り時間を掛け，その後，

習得した知識をどのように臨床応用するかイメージし

やすいように、実際に臨床で経験した患者を例に挙げ

実習している。また、エコーや骨模型を用いること

で、軟部組織の動きや関節運動がイメージしやすいよ

う工夫している。

２　作成した教科書，教材

1）頭蓋療法を含むファンクショナルポジショナルリ

リースと促通位リリースのアプローチ（翻訳）（ポジ

ショナルリリーステクニック）

　翻訳にあたって、できるだけ原文に忠実に翻訳し

た。また専門的な表現や特殊な言い回し、分かりにく

い表現の場合は、可能な限り読者に伝わりやすいよう

言葉を選び翻訳した。

スポーツリハビリテーション、運動器系理学療法 スポーツリハビリテーション、足関節、競技復帰

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例 

５）実践リハ評価マニュアルシリーズ　症例動画から学ぶ臨床

姿勢分析　〜姿勢・運動連鎖・形態の評価法

　足関節から上行性運動連鎖による膝への影響につい

て臨床症例をイメージし執筆した。実際の症例の画像

を多く含め、また運動連鎖についても丁寧に説明する

ことで、二次的な障害が生じるメカニズムについて理

解しやすいよう記述した。

2）教科書にはない敏腕PTのテクニック　臨床実践　ス

ポーツ傷害膝の理学療法

　執筆にあたって、臨床で有用なテクニックや評価法

等を自分の臨床経験を踏まえ記載した。多くの実際の

患者さんの写真や治療場面の写真を含めることで、臨

床に応用するイメージが湧きやすいよう工夫した。

3）PT入門　イラストでわかる運動器障害理学療法 　足関節捻挫に関する章を執筆した。執筆にあたっ

て、現在のゴールドスタンダードとされる評価法や最

新の情報を海外文献を引用して多く盛り込んだ。ま

た、イメージしやすいよう多くの図や写真を掲載し

た。

4）シンプル理学療法学シリーズ　運動器障害理学療法

学テキスト　改定第３版

　筋・軟部組織性障害の概論について執筆した。執筆

にあたっては、臨床において担当することの多い疾患

を中心に、基本的な病態と評価、治療プログラムを記

載した。学生から新人にも理解しやすいようできるだ

け図や写真を多くし、明瞭な記載を心がけた。
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平成30年8月

平成21年7月

〜

現在に至る

３　教育上の能力に関する大学等の評価 大学設置・学校法人審議会の教員組織審査において

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション科　

助教　

担当授業科目：「早期体験実習」「基礎ゼミⅡ」「ス

ポーツ医学」「運動学演習」「スポーツ障害理学療法

学」「筋骨格障害理学療法学Ⅱ（各論）」「理学療法

計画論」「理学療法評価実習」「総合臨床実習Ⅰ（理

学療法）」「総合臨床実習Ⅱ（理学療法）」「客観的

臨床能力演習（理学療法）」「理学療法卒業研究」可

と判定

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1）富士通９人制バレーボールチームトレーナー 富士通9人制バレーボールチームのトレーナーとして、

週１回練習に帯同し、全国大会・近畿大会などの試合

は計100回以上帯同した。選手のテーピングやウォーミ

ングアップ、トレーニング指導およびアスレティック

リハビリテーションを担当した。

2）実習指導実績 平成21年4月1〜平

成30年3月31日

藤田整形外科スポーツクリニック・リハビリテーショ

ン部において、毎年２〜３名の専門学校生や大学生の

評価実習・長期実習指導を担当した。患者さんとのコ

ミュニケーションをとることを積極的に促し、机上の

知識と臨床での現象をいかに分かりやすく結びつける

かを重要視して指導を行った。
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令和元年4月

～

現在に至る

令和元年9月

～

現在に至る

令和元年9月

～

現在に至る

令和元年9月

～

現在に至る

令和2年4月

～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科にお

ける教育実績

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科に

おける専任教員（助教）として、以下のような科目を

担当した。

「スポーツ医学」

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科の

助教として「スポーツ医学」（専門基礎科目、1年次配

当、半期、必須1単位）を担当した。講義では可能な限

りイラストや実際の患者さんの写真またはビデオを多

用し,分かりやすいように工夫している．また専門的な

言葉や表現については分かりやすいよう説明を加え、

学生の理解の向上に努めている．

教科書的な内容を実際の症例に重ね合わせ，机上での

勉強と臨床でのギャップを極力少なくするように努め

ている．実技を含む講義に関しては、教科書的な内容

に加え、臨床において役立つコツや工夫についても経

験をふまえ伝えるようにしている。

「基礎ゼミⅡ」

　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科

の助教として「基礎ゼミⅡ」（共通教育科目、1年次配

当、半期、必須1単位）を担当した。少人数のゼミ形式

で1年次生が大学の学習に慣れ、4年間の大学生活を有

意義に送るための基礎を修得できるよう授業を組み立

てた。最終的には一人一つのテーマを設定し、講義

ノートの取り方、文献資料の検索、学術的な文章の読

み方などについて、ゼミ形式の演習を通じて学修し、

最終的には1人1テーマで学習した内容をまとめてプレ

ゼンテーションを行った。それによって、学生に大学

における能動的な学びを理解させ、慣れさせる教育効

果があった。

５　その他

「早期体験実習(理学療法)」

　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科

の助教として担当の「早期体験実習(理学療法)」（専

門科目、1年次配当、半期、必須1単位）を担当した。

教員引率による臨地での見学実習、および学内でのセ

ミナーを通して、理学療法の役割と位置付けを学修さ

せ、他職種の専門性と相互の連携を理解させ、理学療

法士への動機付けと学習意欲を高める効果があった。

なお、令和2年度と3年度は学内にて実習を実施した。

臨床のオンライン見学、視聴覚教材を用いたリハビリ

テーションにおける診療チームの役割を学習すること

で、理学療法の役割と位置付け、他職種の専門性と相

互の連携を理解させる教育効果があった。

「運動学演習」

　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科

の助教として担当の「運動学演習」（専門基礎科目、2

年次配当、半期、必須1単位）を担当した。リハビリ

テーション評価の基礎となる運動の解析が行え、解析

結果を解釈できるように授業を行った。それによっ

て、学生に、運動学を臨床へ応用する方法とその重要

性を理解させる教育効果があった。
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令和3年9月

～

現在に至る

令和3年9月

～

現在に至る

令和3年9月

～

現在に至る

令和3年9月

～

現在に至る

年月日

平成27年4月1日〜

令和2年3月31日

令和3年10月1日〜

現在に至る

「理学療法計画論」

　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科

の助教として「理学療法計画論」（専門科目、3年次配

当、半期、必須2単位）をオムニバス形式で5回分の授

業を担当した。講義では、実習でよく担当するであろ

う疾患を中心にとりあげ、実習に出た際に活用できる

知識となることを意識させた資料作成を学生へ指導し

た。

「スポーツ障害理学療法学」

　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科

の助教として「スポーツ障害理学療法学」（専門科

目、3年次配当、半期、必須1単位）をオムニバス形式

で7回分の授業を担当した。講義では、スポーツ障害が

生じるメカニズム、個人要因、環境要因に分け多面的

な視点で評価する必要性について講義した。また、

テーピングの実技も取り入れ実践を意識した内容とし

た。

「筋骨格障害理学療法学Ⅱ（各論）」

　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科

の助教として「スポーツ障害理学療法学」（専門科

目、3年次配当、半期、必須1単位）をオムニバス形式

で5回分の授業を担当した。講義では、教科書的な知識

だけでなく実際のエピソードや臨床でのコツなどを交

え、机上の知識と臨床像が繋がるよう意識した。

「客観的臨床能力演習（理学療法）」

　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科

の講師として担当の「客観的臨床能力演習（理学療

法）」（専門科目、3年次配当、半期、必須2単位）を

担当した。演習では学生同士で行う患者役、療法士役

を担う演習内容の動画撮影を行った。巡回指導による

細やかな指導と、学生間でのフィードバック、動画を

振り返ることによる自己評価を通して、今まで学習し

てきた理学療法学を実践力として養わせた。これに

よって、学生に、理学療法学と実践の理学療法を結び

つける効果、自己の苦手部分の理解と克服の効果が

あった。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

1）理学療法士免許 平成19年5月10日〜

現在に至る

第65175号：厚生労働省

2）認定理学療法士（スポーツ理学療法） 第9-80号：日本理学療法士協会

3）認定理学療法士（スポーツ理学療法）更新 令和2年4月1日〜現

在に至る

第9-560号：日本理学療法士協会

4)臨床実習指導者講習会修了 令和3年6月6日〜現

在に至る

第2021-368-044：厚生労働省

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1)藤田整形外科スポーツクリニック　理学療法士 平成21年4月

〜

令和元年3月

常勤スタッフとして、10年間勤務した。整形外科疾患

を有する小学生から高齢者まで幅広い年齢層を対象に

リハビリテーション業務に従事した。週末は、トレー

ナー契約を結んでいる実業団チームへ帯同し、選手の

コンディショニング、アスレティックリハビリテー

ション、トレーニング業務に従事した。

5)日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー 登録番号：0446174：公益財団法人　日本スポーツ協会

２　特許等

なし
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令和３年９月

令和４年７月

令和４年９月

令和４年１１月

令和４年１２月

令和４年１２月

令和元年11月3日

令和3年11月4日

〜5日

令和3年11月20日

〜21日

令和4年3月5日

〜6日

令和4年10月15日〜

16日

令和4年10月15日〜

16日

4)第３３回日本臨床スポーツ医学会学術集会 日本スポーツ理学療法学会共催シンポジウム 「足関節

靱帯損傷の予防に向けた機能評価」にて「足関節外側

捻挫後の関節機能評価」というテーマで講演を行っ

た。

5)保健医療学学会第１２回学術集会 「学生演題発表」にて座長を担当した。

6)第9回日本スポーツ理学療法学会学術大会 シンポジウム４「Performance Enhancement」にて

「慣性センサを用いた片足連続ホッピング時の

Reactive Strength Index （RSI）測定の試み」と

いうテーマで講演を行った。

４　座長・司会・シンポジウム等

1)第９回日本運動器理学療法学術大会 ミニシンポジウムにて、「急性足関節捻挫に対する重

症度評価指標と復帰時期との関連」というテーマで講

演を行った。

2)第３１回 奈良県理学療法士学会 教育講演6にて、畿央大学の福本貴彦先生を講師にむか

え司会を行った。

3)第１０回日本運動器理学療法学術大会 ポスター演題、一般演題8「膝関節2」にて座長を担当

した。

3)臨床実習指導者講習会　世話人 講習会のファシリテーターとして業務に従事した

　　　　　　　　　　（奈良学園大学主催 WEB開催）

4)臨床実習指導者講習会　世話人 講習会のファシリテーターとして業務に従事した

　　　　　　　　　　（畿央大学主催 WEB開催）

5)臨床実習指導者講習会　世話人 講習会のファシリテーターおよび講師として業務に従

事した　　　　　（白鳳短期大学大学主催 WEB開催）

５　その他

1)JWBAウェイクボード全日本選手権 in 芦屋　コン

ディショニングスタッフ

大会に、コンディショニングスタッフとして参加し、

選手のパフォーマンス向上および傷害予防を目的にコ

ンディショニングの指導を行った。

2)臨床実習指導者講習会　世話人 講習会のファシリテーターとして業務に従事した

　　　　　　　　　　　　　　（白鳳短期大学開催）

6)臨床実習指導者講習会　講師 講習会の講義5の講師として業務に従事した

　　　　　　　　（白鳳短期大学大学主催 WEB開催）
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著書，学術論文等の名称 単著・ 発行又は 概 要

（著書）

1)頭蓋療法を含むファンク

ショナルポジショナルリ

リースと促通位リリースの

アプローチ（翻訳）（ポジ

ショナルリリーステクニッ

ク）

共著 平成30年9月 「頭蓋療法を含むファンクショナルポジショナ

ルリリースと促通位リリースのアプローチ」

　翻訳にあたって、できるだけ原文に忠実に翻

訳した。また専門的な表現や特殊な言い回し、

分かりにくい表現の場合は、可能な限り読者に

伝わりやすいよう言葉を選び翻訳した。

第1版　全頁253頁、

監訳者　森　彩子、小幡 太志

共著者　横山 茂樹、◎野田 優希

本人担当部分121-150頁

2)教科書にはない敏腕PTの

テクニック　臨床実践　ス

ポーツ傷害膝の理学療法

共著 令和2年12月 「膝関節のオーバーユース障害の要因を評価し

改善に導く」

 執筆にあたって、臨床で有用なテクニックや

評価法等を自分の臨床経験を踏まえ記載した。

多くの実際の患者さんの写真や治療場面の写真

を含めることで、臨床に応用するイメージが湧

きやすいよう工夫した。

第1版　全頁200頁

監修者　松尾 善美

編集者　橋本 雅至

共著者　橋本 雅至、◎野田 優希

本人担当部分124-140頁

3)PT入門　イラストでわか

る運動器障害理学療法

単著 令和3年1月 「足関節の運動器障害 - 足関節外側靭帯損

傷」

　足関節捻挫に関する章を執筆した。執筆にあ

たって、現在のゴールドスタンダードとされる

評価法や最新の情報を海外文献を引用して多く

盛り込んだ。また、イメージしやすいよう多く

の図や写真を掲載した。

第1版　全頁291頁

監修者　上杉 雅之

編集者　横山 茂樹

単著　◎野田 優希　

本人担当部分229-244頁

4)シンプル理学療法学シ

リーズ 運動器障害理学療法

学テキスト

共著 令和3年8月 「筋・軟部組織性障害の概論」

　執筆にあたっては、臨床において担当するこ

との多い疾患を中心に、基本的な病態と評価、

治療プログラムを記載した。学生から新人にも

理解しやすいようできるだけ図や写真を多く

し、明瞭な記載を心がけた。

改訂第3版　全頁369頁

監修者　細田 多穂

編集者　高柳 清美

共著者　橋本 雅至、◎野田 優希、三谷 保弘

本人担当部分207-216頁

5)実践リハ評価マニュアル

シリーズ　症例動画から学

ぶ臨床姿勢分析　〜姿勢・

運動連鎖・形態の評価法

単著 令和4年1月1日 足関節から上行性運動連鎖による膝への影響に

ついて臨床症例をイメージし執筆した。実際の

症例の画像を多く含め、また運動連鎖について

も丁寧に説明することで、二次的な障害が生じ

るメカニズムについて理解しやすいよう記述し

た。

第１版　全頁217頁

編集者　吉田 一也

単著　　◎野田 優希

本人担当部分188-199頁

医歯薬出版株式会社

株式会社　南江堂

ヒューマン・プレス

研究業績等に関する事項

発行所，発表雑誌等

ガイアブックス

文光堂
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（学術論文）

1）中学野球選手における

Functional Movement 

Screenと投球障害の関係

（査読付）

共著 平成28年4月 　兵庫県内の中学生に対し，Functional 

Movement Screenを実施し，そのScoreと投球

障害の関係を分析した．投球障害を経験してい

る者はScoreが低く，投球障害の経験のない者

はScoreが高い結果となった.

共著者：内田 智也，松本 晋太朗，小松 稔，

◎野田 優希，石田 美弥，佃 美智留，中山 良

太，武田 雄大，平川 理映子，武藤 貢平，大

久保 吏司，古川 裕之，藤田 健司

（本人担当部分：測定とデータ分析）

2）Single Leg Up Downテ

ストと体重支持指数

(Weight Bearing Index)

の関連（査読付）

共著 平成28年12月 　中学野球選手202名に我々が考案したSingle 

Leg Up Downテスト(以下SLUDテスト)と体重

支持指数(以下WBI)の関連について検討した．

20cm台からのSLUDテスト遂行の可否が下肢筋

力のスクリーニングテストとして有用であるこ

とが示された.

共著者：内田 智也, 古川 裕之, 松本 晋太

朗, 小松 稔, ◎野田 優希, 石田 美弥, 佃 

美智留, 大久保 吏司, 藤田 健司（本人担当部

分：測定）

3）足関節内反捻挫受傷後の

初診時における片脚負荷テ

ストと圧痛部位，スポーツ

復帰時期の関連性（査読

付）

共著 平成29年1月 　足関節捻挫後の復帰時期を予測するために片

脚負荷テスト(OLLT)を実施した．OLLTは片脚

立ち，片脚カーフレイズ，片脚ホップを実施し

た．受傷後早期にどの動作が可能かによって復

帰時期に有意な差がみられた．OLLTのレベルに

よりスポーツ復帰時期を予測できることが分

かった．

共著者：◎野田 優希，古川 裕之，松本 晋太

朗，小松  稔，内田 智也，石田 美弥，佃 美

智留，横山 茂樹，藤田 健司（本人担当部分：

データ収集，結果分析，論文作成を行った）

4） 性差によるバレーボー

ルの傷害発生の特徴（査読

付）

共著 平成29年1月 　バレーボールの傷害調査を行い，男女間の傷

害発生の傾向を分析した．バレーボールでは足

部，腰部，肩関節，下腿において発生する傷害

が男女で異なっており，コンディショニング指

導の際は性差による傷害発生の特徴を考慮する

必要性が示された．

共著者：◎野田 優希，古川 裕之，松本 晋太

朗，小松  稔，内田 智也，石田 美弥，佃 美

智留，藤田 健司（本人担当部分：データ収

集，結果分析，論文作成を行った）

5）投球動作のEarly 

Cocking期における軸足股

関節の運動学・運動力学的

特徴（査読付）

共著 平成29年1月 　中学野球選手51名を対象に，良好なEarly 

Cocking期の体重移動における軸足下肢運動の

運動学的及び運動力学的な特徴を明らかにする

ことを目的とした．Early Cocking期の良好な

体重移動を遂行するには軸足股関節屈曲位を保

持するべく股関節伸展筋群の活動を意識するこ

とが重要だと考えられた．

共著者：内田 智也, 大久保 吏司, 松本 晋太

朗, 小松 稔,◎野田 優希, 石田 美弥, 佃 美

智留, 古川 裕之, 藤田 健司（本人担当部分：

測定）

「体力科学」第65巻第2号 

P.237-P.242

「理学療法科学」第31巻第

6号 P.791-P.794

「日本臨床スポーツ医学会

誌」第25巻第1号 P.59-

P.63

「日本ヘルスプロモーショ

ン理学療法」第6巻第4号 

P.197-P.200

「日本臨床スポーツ医学会

誌」第25巻第1号 P.16-

P.23
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6）中学野球選手の投球動作

におけるEarly Cocking期

の下肢関節・体幹動作の不

良と上肢関節トルクの関係 

（査読付）

共著 平成29年8月 　良好な投球動作を遂行するには，Early 

Cocking期（以下，E.C.期）の良好な下肢関

節・体幹動作が重要とされる．そこで本研究は

E.C.期の下肢関節・体幹動作の良否が上肢関節

トルクに及ぼす影響を検討した．E.C.期の下肢

関節・体幹動作の不良は，上肢関節へのストレ

スを増大させる一因になると考えられ，運動力

学的にも障害発生リスクの高い投球動作である

ことが示唆された．

共著者：内田 智也，大久保 吏司，古川 裕

之，松本 晋太朗，小松 稔，◎野田 優希，石

田 美弥，佃美 智留，藤田 健司（本人担当部

分：対象の測定）

7）投球動作におけるフット

コンタクト時の軸足股関節

屈曲角度と骨盤回旋の関係 

（査読付）

共著 平成29年8月 　不良な投球動作の一つに「投球方向への早期

の骨盤回旋」が挙げられ，その動作はFoot 

Contact(FC)での軸足股関節屈曲角度と関係が

あると考えられている．そこで，本研究はFCの

軸足股関節屈曲角度と骨盤回旋との関係を検討

することを目的とした．不良な投球動作の典型

例である投球方向への骨盤の早期回旋を修正す

るにはFCにおける軸足股関節屈曲角度に着目す

ることが重要であると考えられた．

共著者：内田 智也，大久保 吏司，古川 裕

之，松本 晋太朗，小松 稔，◎野田 優希，石

田  美弥，佃 美智留，藤田 健司（本人担当部

分：対象の測定）

8）女性バレーボール競

技者の　ポジションに

よる 傷害発生の特徴　─

スパイカー,セッター,レ

シーバーの3つのポジ

ションによる検討─（査読

付）

共著 平成29年10月 　30歳未満の女性バレーボール競技者 290 

人 638 件を対象にバレーボールのポシ

゙ションによる傷害発生の特徴を明らかにし,

傷害予防やコンディショニング指導の一助

とすることを目的とした.疾患はポジションに

より特徴がみられた.傷害予防やコンディ

ショニング指導の際には,ポジションに

よる傷害発 生の特徴を考慮する必要性が示

唆された.

共著者：◎野田 優希，古川 裕之，松本 晋太

朗，小松 稔，内田 智也，石田 美弥，佃 美智

留，藤田 健司（本人担当部分：データ収集，

結果分析，論文作成を行った）

9）足関節内がえし捻挫受傷

後の圧痛部位を考慮した片

脚負荷テストとスポーツ動

作開始時期の関連性（査読

付）

共著 平成30年1月 　足関節外側靭帯損傷と診断され，練習完全復

帰までフォロー可能であった202名を対象に，

圧痛部位を考慮した片脚負荷テスト（以下，

OLL-Test）とスポーツ動作開始時期との関連

性を検証した．圧痛部位を考慮したOLL-Test

により，足関節の荷重機能の障害度とスポーツ

動作開始時期の関連性をより詳細に把握できる

可能性を示唆した．

共著者：◎野田 優希，古川 裕之，松本 晋太

朗，小松 稔，内田 智也，石田 美弥，佃 美智

留，横山茂樹，藤田健司（本人担当部分：デー

タ収集，結果分析，論文作成を行った）

「日本臨床スポーツ医学会

誌　」第25巻第3号 P.333-

P.338

「日本臨床スポーツ医学会

誌　」第25巻第3号 P.339-

P.345

「理学療法科学」第32巻第

5号 P. 621-P.625

「日本臨床スポーツ医学会

誌」第26巻第1号 P.54-

P.59
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10）足関節内反捻挫後のス

ポーツ動作開始時期に関連

する因子の検討　—交絡因子

を考慮した多変量解析によ

る検討—（査読付）

共著 平成30年2月 練習完全復帰までフォロー可能であった202

名，209足を対象とした．交絡因子を投入して

多変量解析を行った結果，スポーツ動作開始時

期を予測する変数として，片脚負荷テスト（以

下，OLL-Test）の判定結果と圧痛部位が選択

された．よって，OLL-Testの判定結果と圧痛

部位は独立してスポーツ動作開始時期の予測に

重要であることが分かった．さらに，交互作用

項（OLL-Testの判定結果×圧痛部位）を多変

量解析に投入した結果，OLL-Testの判定結果

と圧痛部位，交互作用項が有意な変数として選

択されたことから，OLL-Testの判定結果と圧

痛部位は互いに影響し合ってスポーツ動作開始

時期を調整することが分かった．　　共著者：

◎野田 優希，柿花 宏信，前田 吉樹，古川 裕

之，松本 晋太朗，小松 稔，内田 智也，佃 美

智留，藤田 健司（本人担当部分：データ収

集，結果分析，論文作成を行った）

11) Quick and simple 

test to evaluate 

severity of acute 

lateral ankle sprain

（査読付）

共著 令和3年7月  我々は、足関節捻挫受傷後早期にどれだけ荷

重できるかがスポーツ動作開始時期に影響する

と考え、独自の機能テスト（以下、片脚負荷テ

スト）を実施し、スポーツ復帰時期の目安とし

ている。しかしながら、本テストが足関節捻挫

後の状態を適切に反映しているかどうかは不明

のため、靭帯損傷の程度および他のスコアリン

グスケールとの関連性について検討した。受傷

後３日以内に当院を受診した足関節外側靭帯I

度又はII度損傷と診断された50名（年齢15.6

±3.0歳）に対し、片脚負荷テストを施行し、

超音波検査による前距腓靭帯の損傷タイプ、客

観的・主観的評価質問票との関連性について検

討した。片脚負荷テストは、靭帯損傷の程度お

よび他のスコアリングスケールと有意な相関を

認め、足関節捻挫後の状態を簡便に調べる機能

テストとして使用可能であることが示唆され

た。

◎野田 優希, 堀部 秀二, 平松 久仁彦, 高尾 

理樹夫, 藤田 健司

（本人担当部分：データ収集，結果分析，論文

作成を行った）

「医療福祉情報行動科学」

第5巻 P.11-P.17

Asia-Pacific Journal 

of Sports Medicine, 

Arthroscopy, 

Rehabilitation and 

Technology 25 P.30-

P.34
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12）荷重量と下肢アライメ

ントを規定した足部内側縦

アーチ測定法の信頼性（査

読付）

共著 令和4年3月 足部内側縦アーチ（MLA）の評価は傷害発生を

予防するうえで非常に重要である。スポーツ時

は片脚荷重と非荷重が繰り返されることから、

これらの条件を反映したMLAの評価が重要であ

るといえる。本研究の目的は，新たな測定方法

の信頼性を検証することである。対象は，健常

成人男性３名６足とし、90%荷重時と10%荷重時

の2条件において，MLAを測定し級内相関係数を

算出した。また，Bland-Altman分析によって

系統誤差の有無を検証した。さらに，高い信頼

性を確保するためにはICC≧0.7を満たすことが

必要とされているが、その測定回数を

Spearman-Brownの公式を用いて算出し，ICC

（1，k）を求めた。Bland-Altman分析の結

果，系統誤差は認められなかったことから，本

測定法の測定値に含まれる誤差は，偶然誤差の

みであり，測定を繰り返すことで高い信頼性を

期待できることが分かった。また、本測定法は

6回繰り返し測定を行うことで，信頼性の高い

測定方法となることが分かった。

◎野田 優希, 城野 靖朋, 藤田 信子, 橋本 

雅至

（本人担当部分：データ収集，結果分析，論文

作成を行った）

13）Single-leg loading 

test performed after 

acute lateral ankle 

sprain in competitive 

athletes（博士論文）

単著 令和4年3月 足関節外側捻挫受傷後3日以内の240名を対象と

し、独自の足関節機能テストである片脚負荷テ

スト（以下、SLL test）の有用性について検

討した。SLL testは、片脚立位、片脚ヒール

レイズ、片脚ホップから構成されており、それ

ぞれの課題動作の可不可によって４つのレベル

に分類するものである。本テストは、各種スコ

ア、および超音波検査による靭帯評価と有意な

相関を認め、かつ重回帰分析においても本テス

トが有意な変数として選択されたことから、足

関節外側捻挫後の簡易的なスクリーニングテス

トとして使用できることが分かった。また、本

テストを用いることでジョギング開始時期およ

びスポーツ復帰時期のを予測可能であることも

明らかとなった。A4判　全20頁

14)理学療法士を育む

【場】づくりの着想に関す

る一考察

共著 令和5年3月 　現在の理学療法士の現場教育や人材育成の課

題と限界を提示し、新たな枠組みの必要性を指

摘する。筆者らが着想する新たな枠組みとは、

理学療法士の発達や成長を後押しする“理学療

法士を育む【場】づくり”である。これは理学

療法士の経験学習が促進されやすい【場】（雰

囲気や組織風土からなる空間）をつくりあげる

というものである。しかし、現在、理学療法士

の経験学習を促す【場】の特性や、それを成立

させるための条件は明らかになっていない。こ

れらを解明することができれば、理学療法士を

育む【場】づくりが可能となり、現場教育や人

材育成に貢献できると考える。本枠組みの実現

可能性は十分あり、これからの現場教育、人材

育成の課題の一つとなる。 

共著者：池田 耕二，田坂 厚志，城野 靖朋，

吉川 義之，野田 優希

（本人担当部分：論文作成を行った）

医療福祉情報行動科学研究, 

第9巻P.47-P.54

大阪府立大学

奈良学園大学紀要，第15集 

P.15-P.20
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15)各施設における臨床参

加型臨床実習モデルの提案 

－施設の特徴を活かした経

験の積ませ方－

共著 令和5年3月 　臨床実習が行われる医療施設と介護施設、訪

問リハビリテーションに大別しながら、各施設

の理学療法の特徴や役割を整理し、臨床実習の

内容や方向性を確認した。次に、学生に対する

経験の積ませ方を考慮しながら、各施設におけ

る臨床参加型臨床実習モデルを構築し、併せて

臨床実習におけるキーポイントを提示した。

共著者：池田 耕二，滝本 幸治，城野 靖朋，

吉川 義之，野田 優希，野中 紘士，辻下 守弘

（本人担当部分：論文作成を行った）

「解説」

1）慢性足関節不安定性

(Chronic Ankle 

Instability; CAI)に対す

る固有感覚トレーニングの

有効性とその課題

共著 平成28年9月 　慢性足関節不安定症について固有感覚に対す

る文献のレビューおよびその課題について述べ

た．また臨床で実践可能な評価トレーニングに

ついても記載した．

共著者：◎野田 優希，竹之下秀樹，横山 茂樹

(本人担当部分：本文作成，資料収集）

2）動作・運動計測機器の活

用法　下肢荷重検査

共著 平成30年4月 　下肢荷重検査の臨床における活用法について

説明した．重心と足圧中心の違いについて説明

した．また，実際の患者を症例として提示し，

身体機能評価と重心動揺・足圧分布から患者の

機能低下を推察する臨床思考について述べた．

共著者：◎野田 優希，瀬戸川 大(本人担当部

分：本文作成，資料収集)

「国内学会発表」

1）バレーボール競技者の傷

害調査(第2報)傷害発生率

と性差について

― 平成25年5月 　2007年4月から2011年10月までに当院を受診

したバレーボール競技者の傷害調査を行い，男

女間で傷害発生部位が異なるか否か，また各部

位ごとの発生傷害に違いがみられるかについて

傷害発生率をもとに検討した．肩関節，腰部，

足部において男女間で違いがみられた．試合の

流れの違いが，今回の疾患別傷害発生率に男女

間の違いとなって表れたのではないかと考えら

れた．

発表者：◎野田 優希, 古川 裕之, 福岡 ゆか

り, 松本 晋太朗, 小松 稔, 内田 智也, 藤田 

健司（本人担当部分：データ分析，学会発表）

2）当院における足関節靱帯

損傷の復帰傾向　初診時の

足関節機能テストからジョ

グ開始時期・練習完全復帰

時期は予測可能か

― 平成26年5月 　当院で行っている初診時の足関節機能テスト

（Ankle Functional Test：AFT）とジョグ開

始時期,練習完全復帰時期の関係,およびAFTに

おけるレベル別のジョグ開始時期と練習完全復

帰時期の相関関係を分析した．足関節捻挫後に

AFTを実施することである程度の復帰時期を予

測できることが示された．

発表者：◎野田 優希, 内田 智也, 松本 晋太

朗, 小松 稔, 石田 美弥, 佃 美智留, 古川 

裕之, 藤田 健司（本人担当部分：対象の治

療，データ分析，学会発表）

3）SLUDテストと体重支持

指数(Weight Bearing 

Index)の関連について

― 平成26年10月 　投球動作は運動連鎖に基づく全身運動であ

り，下肢筋力不足による投球フォームの乱れは

投球障害発生の一因となる．下肢筋力の評価法

としてSLUDテストを考案した．SLUDテストが

競技特性を踏まえた投球障害のスクリーニング

テストとなる可能が示唆された．

発表者：内田 智也, 小松 稔, 松本 晋太朗, 

◎野田 優希, 石田 美弥, 大久保 吏司, 古川 

裕之, 藤田 健司（本人担当部分：測定）

奈良学園大学紀要，第15集 

P.1-P.14

「Sportsmedicine」第183

巻 P.9-P.14

医療と検査機器・試薬 第

41巻P.83-P.88

第48回日本理学療法学術大

会（愛知）

第49回日本理学療法学術大

会（神奈川）

第25回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（東京）
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4）当院における足関節靱帯

損傷後の復帰傾向

― 平成26年10月 　足関節靭帯損傷後，内側に圧痛を認める選手

は外側のみの選手よりも重症であり復帰が遅れ

る印象がある．受傷後早期の足関節機能と圧痛

部位から復帰時期を分析した．ジョグ開始時

期，練習復帰時期は全ての群間で有意な差があ

り受傷後早期の足関節機能により復帰時期に差

が生じることが示された．圧痛部位では復帰時

期に有意な差がなかったことから，復帰時期を

考える際足関節機能が重要であることが示唆さ

れた．

発表者：◎野田 優希, 内田 智也, 松本 晋太

朗, 小松 稔, 石田 美弥, 佃美知留, 古川 裕

之, 藤田 健司（本人担当部分：対象の治療，

データ分析，学会発表）

5）Early cocking期の動

作不良がその後の投球動作

に及ぼす運動力学的影響

― 平成27年10月 　良好な投球動作を遂行するためにはEalry 

cocking期（E.C期）の軸足股関節を使った体

重移動が重要となる．体重移動の可否により対

象を良好群と不良群に分けた．不良群は球速の

増大に伴い肩関節内旋トルク及び肘関節内反ト

ルクが増大した．よって，E.C期の体重移動に

おいて股関節屈曲を意識させることが重要だと

考えられた.

発表者：内田 智也, 小松 稔, 松本 晋太朗, 

◎野田 優希, 石田 美弥, 古川 裕之, 大久保 

吏司, 藤田 健司（本人担当部分：対象の測

定）

6）当院における肩関節前方

脱臼に対する治療成績

― 平成27年10月 　肩関節前方脱臼に対して鏡視下Bankart法と

鏡視下Bankart & open Bristow法を行った症

例の治療経過，競技復帰について術式による違

いを検討した．両術式ともに同様の回復過程を

示し，競技復帰時期に術式の違いは認められな

かった．

発表者：古川 裕之, 松本 晋太朗, ◎野田 優

希, 小松 稔, 内田 智也, 石田 美弥, 佃 美

智留, 藤田 健司（本人担当部分：対象の治

療，測定）

7）投球動作におけるステッ

プ側の下肢筋力と膝関節動

作及び肩関節・肘関節トル

クとの関係

― 平成28年5月 　投球動作は軸足による並進運動及びステッ

プ足を軸とした回転運動によって構成され,

良好な投球動作を獲 得するためには,安定した

下肢・体幹動作が重要となる．投球動作にお

けるステップ側の下肢筋力と膝関節 動作及

び肩関節・肘関節トルクの関係を検討した．

ステップ足の膝伸展筋力の筋力不足はフット

プラント以降のスムーズな膝関節屈曲動作

を阻害し,上肢に過 剰なストレスを与える投球

動作に繋がることが示唆された．

発表者：内田　智也，松本　晋太朗，小松 

稔，◎野田 優希，石田　美弥，佃　美智留，

古川　裕之，大久保　吏司，藤田　健司（本人

担当部分：測定）

第26回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（兵庫）　

第26回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（兵庫）

第51回日本理学療法学術大

会（北海道）

第25回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（東京）



業績書-13

8）当院における上腕骨小頭

OCDに対するMosaicplasty

の治療成績

― 平成28年10月 　OCDの診断を受けMosaicplastyを施行し練習

復帰までフォロー可能だった男性20例を対

象とした．Mosaicplasty後の練習復帰は，諸家

の報告と比べ早期に可能だった．また，今回

の結果では特に屈曲可動域について有意な改

善が見られた．術後急性期は愛護的な可動域

訓練を行うが，術後3ヶ月までに積極的な

可動域訓練を行うことで改善が可能だっ

たと考えられる．

発表者：小松 稔, 松本 晋太朗, 内田 智也, 

◎野田 優希, 石田 美弥, 佃 美智留, 古川 

裕之, 藤田 健司（本人担当部分：対象者の治

療とデータ入力）

9）足関節内反捻挫受傷後に

おける初診時の片脚負荷テ

ストとスポーツ復帰時期の

関連性

― 平成29年1月 　当院で行っている初診時の片脚負荷テスト

(One Leg Loading Test: OLL-Test)とジョ

ギング開始時期,スポーツ復帰時期の関係を分

析した．OLL-Testは足関節障害の重症度とス

ポーツ動作再開時期の関連性を把握できる有用

なテストであることが示唆された．

発表者：◎野田 優希, 内田 智也, 松本 晋太

朗, 小松 稔, 石田 美弥, 佃美知留, 古川 裕

之, 藤田 健司（本人担当部分：対象の治療，

データ分析，学会発表）

10）投球動作におけるス

テップ側下肢筋力と身体重

心速度および肩関節内旋ト

ルクの関係

― 平成29年1月 　上肢優位の不良な投球動作の一例に「膝の縦

割れ」というステップ動作が挙げられ，大腿四

頭筋の筋力不足はその一因であると考えられ

る．そこで，本研究はその根拠を示すべく，ス

テップ側下肢筋力と身体重心加速度および肩関

節内旋トルク（SIRT）との関係を定量的に検討

した．ステップ側下肢筋力不足は「膝の縦割

れ」と表現される投球動作に繋がり，投球障害

のリスクファクターになり得ることが示され

た．

発表者：内田 智也，古川 裕之，松本 晋太

朗，小松 稔，◎野田 優希，石田 美弥，佃 美

智留，大久保 吏司，藤田 健司（本人担当部

分：対象の測定）

11）投球動作における“体

の開き”の評価基準の検討

― 平成29年5月 　早期に骨盤・体幹の回転運動が開始する動

作，いわゆる“体の開き”は不良な投球動作で

あるが統一した基準はない．そこで，本研究は

その評価基準を統一化する一助となるべく，い

わゆる“体の開き”に関連があるとされる

Early Cocking期（E.C.期）の軸足動作と骨

盤回旋のタイミング（TPR）との関連を検討し

た．軸足股関節屈曲角度と骨盤回旋のタイミン

グを評価することで“体の開き”を評価するこ

とが出来る可能性があ示唆された．

発表者：内田 智也，松本 晋太朗，小松 稔，

◎野田 優希，石田 美弥，佃 美智留，古川 裕

之，大久保 吏司，藤田 健司（本人担当部分：

対象の測定）

第27回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（千葉）

第22回スポーツ傷害フォー

ラム（大阪）

第22回スポーツ傷害フォー

ラム（大阪）

第52回日本理学療法学術大

会（千葉）
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12）投球動作におけるス

テップ脚膝関節の力学的仕

事量と肩関節トルクの関係

― 平成29年5月 　投球中の肩関節ストレスの軽減には，良好な

下肢関節動作が重要となる．そこで，本研究は

Foot Contact(FC)以降のステップ脚膝関節の

力学的仕事量と肩関節トルクの関係について検

討した．ステップ脚膝関節伸展筋力は良好な投

球動作獲得に寄与し，FC以降の不十分な大腿四

頭筋の遠心性筋発揮は肩関節ストレスを増大す

ると考えられた．

発表者：内田 智也，古川 裕之，松本 晋太

朗，小松 稔，◎野田 優希，藤田 健司（本人

担当部分：対象の測定）

13) 足関節捻挫受傷後に実

施した片脚負荷テストの妥

当性の検証

― 令和元年10月 第30回日本臨床ス

ポーツ医学会学術集

会（神奈川）

　我々は、足関節捻挫症例に対し、独自の機能

テスト（以下、片脚負荷テスト）を実施し、ス

ポーツ復帰時期の目安としている。本テストと

靭帯損傷の程度および他のスコアリングスケー

ルとの関連性について検討した。片脚負荷テス

トは、靭帯損傷の程度および他のスコアリング

スケールと有意な相関を認め、足関節捻挫後の

状態を簡便に調べる機能テストとして使用可能

であることが示唆された。

発表者：◎野田 優希,藤田 健司,古川 裕之,松

本 晋太朗,小松 稔,内田 智也,佃 美智留,土

定 寛之,平松 久仁彦,堀部 秀二（本人担当部

分：対象の治療，データ分析，学会発表）

14）足関節外側捻挫後の片

脚負荷テスト　捻挫既往と

の関連

― 令和2年10月 　我々は、足関節捻挫受傷後早期に重症度判定

のため、独自の機能テスト（以下、片脚負荷テ

スト）を実施しており、本テストと靭帯損傷の

性状、客観的・主観的評価質問票と関連してい

たことを報告した。しかしながら、片脚負荷テ

ストと捻挫既往との関連は不明である。片脚負

荷テストは、初回群、既往群共に靭帯損傷の性

状、客観的・主観的評価質問票と関連があり、

捻挫の既往に関係なく使用可能なスクリーニン

グテストであることが示された。

発表者：◎野田 優希,藤田 健司,古川 裕之,松

本 晋太朗,小松 稔,内田 智也,佃 美智留,土

定 寛之,平松 久仁彦,堀部 秀二（本人担当部

分：対象の治療，データ分析，学会発表）

15) 筋腱振動刺激の圧力の

信頼性と圧力値フィード

バックの有効性について

― 令和3年2月 　本研究は筋腱振動刺激の圧力を被刺激部と刺

激部の圧力センサーにてそれぞれ記録し、異な

る振動周波数における圧力の信頼性について検

討した。また、圧力センサーの値をフィード

バックし、その効果についても検討した。本研

究の結果から、刺激部の圧力は視覚的にフィー

ドバックされており,全ての条件で高い信頼性

を示した。しかし、被刺激部の圧力は信頼性が

低く、特に振動が加わると信頼性は著しく低下

することが明らかになった。

発表者：城野靖朋，吉川義之，◎野田 優希，

神里巌，辻下守弘(本人担当部分：対象の測定)

第9回日本関節鏡・膝・ス

ポーツ整形外科学会（北海

道）

第31回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（オンライン

開催）

第1回物理療法部門研究会

（Web）
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16) 筋腱振動刺激圧力の安

全性に関する検討

― 令和3年10月 　本研究は筋腱振動刺激を安全に実施すること

を目的に、主観的な疼痛閾値以下の最大限の圧

力と、それらを繰り返し実施した際の信頼性に

ついて検討した。対象は健常成人9名の上腕二

頭筋腱とし、2回の連続したセッションを行っ

た。本研究の結果から、振動がある場合のセン

サーからの圧力はセッション間で偶然誤差で

あった。このことから、本研究で用いた方法

は、振動刺激を疼痛閾値以下で制御するパラ

メーターとして有効だと考えられる。

発表者：城野 靖朋，吉川 義之，◎野田 優

希，神里 巌，辻下 守弘(本人担当部分：対象

の測定)

17) 足関節外側捻挫後の片

脚負荷テスト

−ジョギング開始時期および

スポーツ復帰時期との関連−

― 令和3年11月 　我々は、足関節捻挫受傷後早期に重症度判定

のため、独自の機能テストを実施している。本

研究では、片脚負荷テストとジョギング開始時

期およびスポーツ復帰時期との関連性について

検討した。対象は、受傷後3日以内に当院を受

診し、足関節外側靭帯損傷と診断された244名

（平均年齢15.3±2.5歳）に対し、初診時に片

脚負荷テストを実施した。初診時の片脚負荷テ

ストのレベルによるジョギング開始時期および

スポーツ復帰時期の差を、Steel-Dwassの多重

比較法を用いて検討した。多重比較検定の結

果、ジョギング開始時期およびスポーツ復帰時

期は片脚負荷テストのレベル間で有意な差がみ

られ、レベルが上がるほどジョギング開始時

期、スポーツ復帰時期は早かった。受傷後早期

に実施した片脚負荷テストのレベル判定結果

が、ジョギング開始時期、スポーツ復帰時期の

ひとつの指標となる可能性が示唆された。

発表者：◎野田 優希,藤田 健司,古川 裕之,松

本 晋太朗,小松 稔,平松 久仁彦,堀部 秀二

（本人担当部分：対象の治療，データ分析，学

会発表）

18) 異なる運動課題が反応

時間の学年間の違いに及ぼ

す影響

― 令和3年12月 　本研究では中高生の神経機能の学年間の違い

を明らかにすることを目的し、サッカー部所属

の男子中高生31名（中学1年7名、2年7名、3年

9名、高校1年8名）を対象にボタン押し、歩き

始め、跳躍の運動課題で反応時間を計測した。

その結果、ボタン押しのような焦点的な運動で

はなく、歩きはじめや跳躍といった全身運動の

反応時間に学年間の有意差がみられた。さらに

跳躍でみられた反応時間の学年間の違いは、前

運動時間の違いを反映している可能性があり、

全身的な運動における動き始めるまでの神経系

の情報処理プロセスは、中高生においても発達

過程にあることが示唆された。

発表者：城野 靖朋，◎野田 優希，藤田 信

子，三笘 康之，橋本 雅至

(本人担当部分：対象の測定)

第8回 日本地域理学療法学

会学術大会（Web）

第28回物理療法学会学術大

会（Web）

第32回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（オンライン

開催）
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19) 足関節外側捻挫の既往

がステップ動作の

premotor timeに与える影

響

― 令和4年7月 　足関節外側捻挫後，姿勢制御能の低下や，腓

骨筋の反応時間の遅延などによりパフォーマン

スの低下が生じることが報告されている．本研

究の目的は，足関節外側捻挫の既往がサイドス

テップ（以下，SS）とクロスオーバーステップ

（以下，CS）のpremotor time（以下，PMT）

に与える影響を検討することである．対象は，

本学園サッカー部所属の男子中高生35名とし、

足関節外側捻挫の既往を有する者（以下，既往

群）と，足関節外側捻挫の既往の無い者（以

下，コントロール群）に分類した．全身反応時

間の課題はSSとCSとし，全身反応時間課題の

PMTは，Fz成分について課題開始信号の直前

500msec区間の平均値を基準とし，LEDライト

点灯から3SD以上変位したタイミングとした．7

回のPMTの平均値を算出した．既往群において

SS時のPMTが遅延しており、足関節外側捻挫の

既往者によりSSの情報処理に中枢性の変容が生

じている可能性が示唆された．

発表者：野田 優希,城野 靖朋

（本人担当部分：対象の測定，データ分析，学

会発表）

19)中高一貫校の軟式野球

部のコンディショニングに

対する意識向上を目的とし

た

アクションリサーチの実践

― 令和4年12月 アクションリサーチを用いたスポーツ現場の障

害予防を実践した報告は見当たらない。そこ

で、本手法を用いて、コンディショニングに対

する意識の向上を目的とした。対象は対象は奈

良学園登美ヶ丘中学校・高等学校の軟式野球部

の部員21名および監督とした。チームのコン

ディショニングに対する意識についてアンケー

ト調査し、その結果を受けてウォーミングアッ

プの提供および指導を行った。介入による意識

や行動の変化を捉えるためにアクションリサー

チの手法を用いて分析した。コンディショニン

グに対する生徒の意識は、介入により一旦低下

したが、介入方法を修正することで再び向上し

た。介入に際しては、メニューの目的をしっか

り伝えること、チームの練習時間によってメ

ニュー変更可能であるものにすること、さらに

習得度に合わせ段階的に提供することでコン

ディショニングに対する取り組みを促すことが

できることが示唆された。

発表者：野田優希、寄能彩未、寺岡舞、橋本晃

樹、池田耕二

（本人担当部分：介入の実施，データ分析，学

会発表）

第31回 奈良県理学療法士

学会（Web）

保健医療学学会第12回学術

集会（奈良）



年月日

令和元年8月

令和2年8月
令和3年8月
令和4年8月

令和2年9月
令和3年9月
令和4年9月

令和3年8月

令和4年8月

(1)早期体験実習における臨地での指導

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：早期体験実習（1年次 理学療法・作業
療法）
本実習は外部の医療施設に赴き見学を通して学習
を深めるものでり,その準備・運営の補助に携わっ
た．学生は約20グループに分かれ,奈良県総合リハ
ビリテーションセンターを含む3施設を見学する．
当該施設には,本学教員が実習期間中常駐し,施設
内での指導を行う．当施設内にて,県営福祉パーク
を担当し,福祉用具・機器について説明と指導を担
当した．学生に対し臨床的な実践を踏まえた指導
を行い理解を深めることができた．

(3)オンデマンド・ライブ配信を用いた学内 地域
理学療法実習・作業療法実習の補助

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：地域理学療法実習・作業療法実習（2年
次 理学療法・作業療法）
本実習は本来外部の介護保険施設等に赴き見学を
通して学習を深めるものであるが，新型コロナウ
イルス感染症拡大により,動画教材やライブ配信を
活用した学内実習となった．その準備(遠隔講義用
機器や環境の整備)・運営(遠隔実習中のオンライ
ンツールの管理等),講義・演習中のファシリテー
ターの補助,事前・事後セミナーの補助を行った．

(2)オンデマンド・ライブ配信を用いた学内 見学
実習の補助

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：早期体験実習（1年次 理学療法・作業
療法）
本実習は本来外部の医療施設に赴き見学を通して
学習を深めるものであるが，令和2年度からは新型
コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて,動画教
材やライブ配信を活用した学内実習となった．新
たな準備(遠隔講義用機器や環境の整備)の他,運
営,講義・演習中のファシリテーターの補助,事
前・事後セミナーの補助を行った．

(4)臨床の作業療法士や疾患を持つ対象者を招いた
学内 検査・測定実習の補助

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：検査・測定実習（3年次 作業療法）
本実習は本来外部の医療施設に赴き，検査・測定
を通して学習を深めるものであるが，新型コロナ
ウイルス感染症拡大により,学内実習となった．臨
地での従来の実習に近づけるため，臨床の作業療
法士（講師）による演習や，疾患を持つ方を対象
にした実技を通し学習を深めた，その準備・運
営，実技指導，講義・演習中のファシリテーター
の補助,事前・事後セミナーの補助等を行った．

(5)臨地での実習を想定した症例を通して実技・指
導を行った学内 評価実習

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：評価実習（3年次 作業療法）
本実習は本来外部の医療施設に赴き評価・治療計
画の立案等を通して学習を深めるものである．新
型コロナウイルス感染症拡大により,学内・学外実
習を並行することとなり，その準備,事前・事後セ
ミナーの補助等を行った．また学内実習学生につ
いて,臨地での実習を想定した症例を提供し,実技
を含めた指導を行うことで理解を深めた．

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

健康科学　人間医工学　心理学

教 育 研 究 業 績 書

令和5年　3月　31日

氏名　　岩﨑　智子

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

作業療法学　脳高次機能学　リハビリテーション科学
健康福祉工学　認知脳科学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例



令和4年4月
～8月

令和4年8月

令和5年2月

令和2年10月～
11月,

令和3年10月～
11月

令和3年4月～
12月,

令和4年4月～
12月

令和3年11月,
令和4年11月～

12月

令和4年5月
(10)ICTを活用したアクティブラーニングによる講
義の実践

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：理学療法概論；ゲストスピーカー（1年
次 理学療法）
本講義は理学療法の定義や歴史，評価や治療等に
ついて総合的に学修するものである．その中で
「他職種の為の作業療法入門」として，関連職種
である作業療法についての講義を行った．「作
業」の意味や理学療法との違い等についてリアル
タイムアンケートツールを活用し個々の意見をア
ウトプットさせたり,ICFに基いた評価・計画・治
療について,漫画教材を用いて考えてもらったり,
臨床現場のPT・OTのインタビューを用いてフィー
ドバックする等,ICTを用いたアクティブラーニン
グを実施しし，理解を深めた．

(6)学外実習（検査・測定実習、評価実習、総合実
習）の補助

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：総合実習（3年次 作業療法）
本実習は外部の医療・介護施設に赴き評価・計
画・治療を通して学習を深めるものである．その
準備，事前・事後セミナーの補助等を行った．

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：検査・測定実習（3年次 作業療法）
本実習は外部の医療施設に赴き検査・測定を通し
て学習を深めるものである．その準備，事前・事
後セミナーの補助等を行った．

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：評価実習（3年次 作業療法）
本実習は外部の医療・介護施設に赴き検査・測定
を通して学習を深めるものである．その準備，事
前・事後セミナーの補助等を行った．

(7)専門技術を活かし，個々の学生に応じた作業活
動実技指導

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：作業技術学Ⅱ（3年次 作業療法）
本演習は作業療法で実際に使う作業活動について
実技や作業分析を行うこととでその意味や効果を
学ぶものである．作業活動(陶芸)において，実技
の準備(窯の使用準備,粘土や釉薬の準備)と指導を
行った．土練り,成型,高台削り,素焼き,施釉の各
段階において,実演を踏まえて説明し,詳細につい
ては各学生の進度や理解度に応じて個々に指導を
行った．

(8)OSCE(客観的臨床能力演習)における実技指導や
課題作成・運営の補助

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：客観的臨床能力演習;OSCE（3年次 作業
療法）
本演習では臨床で必要な評価を実施できるよう1年
間を通して約20項目の講義・演習を行う．その中
で,提出物の確認,試験実施・運営の補助,実技指
導,試験の課題作成の補助等を行った．

(9)自助具作成における個々の学生に応じた実技指
導

奈良学園大学リハビリテーション学科
授業科目：生活環境整備論（3年次 作業療法）
本演習では,障害を持つ人のニーズに合った自助具
を作成できるようになることを目的に,奈良県「自
助具の会」の方をゲストスピーカーに招き,万能カ
フやペンホルダー,片手用爪切り等の自助具を,専
門的な工具を用いて作成する．実習の際の個々の
学生に応じた実技指導やリスク管理,準備・運営の
補助を行った．



令和4年6月

令和5年5月
（予定）

令和2年10月～
11月,

令和3年10月～
11月

令和4年5月

令和4年6月

令和2年11月
～令和5年3月

５　その他

（1）演習用補助教材の作成

（2）講義用動画教材の作成

奈良学園大学作業療法学専攻の作業技術学Ⅱ（2年
次 専門科目）において使用した．作業活動(陶芸)
において，教科書に十分に記載されていない内容
について，各段階（成形・素焼き・釉掛け・本焼
き）の陶器を作成し提示しながら，方法や手順・
ポイントについて教示し理解を深めた．

奈良学園大学リハビリテーション学科において,理
学療法概論（1年次 理学療法専攻学生対象専門科
目）にて作成し使用した．作業療法のICFに基いた
評価・計画・治療について,漫画教材を用いて考え
てもらい,そのフィードバックには，実際の臨床現
場の理学療法士・作業療法士に評価・治療方法を
インタビューするとともに，一例を実践しても
らった動画教材を作成し提示して，講義の理解を
深めた.

奈良学園大学のオープンキャンパスにて，高校生
と保護者対象の講義において使用した．脳機能と
趣味との関連について，実際に手工芸を行ってい
る際の脳血流を，NIRS（近赤外分光法）を使用し
て測定し，グラフやトポグラフィを利用して脳賦
活の様相を視覚的にわかりやすく提示した動画教
材を作成し活用することで講義の理解を深めた．

２　作成した教科書,教材

(1)アクティビティ(作業活動)サークル顧問

奈良学園大学リハビリテーション学科において,作
業療法専攻学生を中心に,作業療法で治療として用
いる作業活動(革細工・陶芸・編み物・レジン等)
を行うサークルの顧問を担当した．作業活動の実
技指導,コロナ渦での実施の際の感染対策の指導,
材料の購入手順の指導,作業活動を使った地域活動
への参加等を行った．

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項

奈良学園大学リハビリテーション学科
担当授業科目：リハビリテーション概論（1年次
理学療法・作業療法）
本講義はリハビリテーションの理念や役割等につ
いて総合的に学修するものである．その中で「リ
ハビリテーションにおける作業療法士の役割」
「リハビリテーションにおける作業療法士と理学
療法士との連携と協働」を担当する予定である．

奈良学園大学リハビリテーション学科
オープンキャンパスでの講義「趣味を活かしたリ
ハビリテーション～認知の予備力から考える～」
奈良学園大学のオープンキャンパスにて,高校生と
保護者対象に講義を行った．脳機能と趣味との関
連や,趣味をどのようにリハビリテーションに活か
せるかについて,リアルタイムアンケートツールを
活用したり,実際に手工芸を体験してもらったりし
て双方向の講義となるよう工夫した．また実際に
その場でNIRS（近赤外分光法）を使用し,紙細工活
動中の脳賦活の計測を実践し，賦活部位と認知機
能の関連についてグラフやトポグラフィを示すこ
とで理解を深めた．来場者から直接，または講義
後のアンケートから多数「面白かった」という声
が聞かれた．



平成31年4月
～8月

平成31年4月
～現在に至る

平成31年4月
～令和2年3月

平成31年4月
～現在に至る

令和元年6月
令和2年8月

令和3年5・6月
令和4年5・6月

平成31年4月～
現在に至る

平成31年4月
～令和5年7月

令和元年8～9
月

令和元年10月
～現在に至る

令和元年12月

(3)作業療法専攻会議での議事録の作成
奈良学園大学リハビリテーション学科において,毎
月(2週に1回)実施される作業慮法専攻会議の議事
録を作成した．

(4)教員会

(5)保護者懇談会の運営の補助

奈良学園大学リハビリテーション学科において,毎
年行われる学科の保護者懇談会において,必要物品
の準備や会場設営,誘導や受付業務などの運営の補
助を行っている．

(7)非常勤講師の講義のコーディネーター

奈良学園大学リハビリテーション学科において,非
常勤講師の講義のコーディネーターとして,対面講
義の際は電子黒板・プロジェクター等の準備,資料
の印刷,電話・メール対応等行っている．遠隔講義
のの際は,オンラインツールを利用した講義コンテ
ンツの配信,学生に対する講義内容や課題のアナウ
ンス,出欠管理,課題提出の確認等を行った．

(9)実習管理センター業務

奈良学園大学リハビリテーション学科において,新
規実習施設追加に伴う依頼書・契約書・原議書等
の各公文書の作成,発送業務を行っている．また,
実習や実習後セミナー,SV会議等の実習に関わる書
類作成,必要物品(遠隔開催用PC関連用品や文房具
等)の発注等を行っている．
実習管理センターの担当においては,電話・FAX・
メール等の対応,アンケート・調査票の管
理,accessへの情報入力,名刺,実習地訪問の際の書
類の準備や発送,手土産の管理,新規施設への開拓
のための電話等を行っている．

(8)実習管理センター設置に関する準備業務

奈良学園大学リハビリテーション学科では,実習業
務が円滑に行えるよう,令和元年10月から実習管理
センターが設置された．設置に当たり,机や椅子,
棚等の環境整備,ファックス等の必要備品,文房具
等の消耗品の購入・整備を行った。

(6)物品・器材室管理

奈良学園大学リハビリテーション学科において,学
科の教員会を担当し,教員の冠婚葬祭時の慶弔費等
(花代・電報など)の準備や管理を行っている．

(1)リハビリテーション学科開設時の実習業務

奈良学園大学リハビリテーション学科において,開
設年度（令和元年）の実習について,施設利用手続
きや,実習地との連絡,accessへの実習地情報入力,
実習関係の必要物品の購入,実習地の資料の作成,
依頼文等の作成,必要書類の印刷等,円滑に実習開
始できるよう,準備に関わる業務を行った．

(2)学科教授会等の陪席,議事録の作成

奈良学園大学リハビリテーション学科において,毎
月の学科教授会・連絡調整会議,リハビリテーショ
ン学科会議に陪席し,議事録を作成している．ま
た,資料の配布や参集の際の連絡,令和2年度以降の
コロナ渦でのWeb会議では,オンラインツールでの
会議の管理の補助等も行っている．

奈良学園大学リハビリテーション学科において,学
科・専攻運営に必要な備品の発注・購入,納品後の
管理等に携わっている．令和2年度～3年度には,学
生が学習しやすい環境を整備するために,各実習室
に掃除用具等の購入・搬入を行った．また指定規
則で指定されている備品の確認,授業等で用いる必
要備品のリストアップ,納品後の備品シールの貼
付・整理作業等を行っている.

(10)作業療法専攻の広報関連業務

奈良学園大学リハビリテーション学科において,作
業療法の学生獲得に向けての次年度計画について
各教員から出たアイデア(OTのパンフレット作
成,SNS,学園祭・オープンキャンパスでの作業療法
体験・展示,作業療法についての漫画の配布等)を
整理し,会議用資料を作成した．OTパンフレットに
ついては案を作成し,作業療法体験については必要
備品を購入し実施の準備を進めた．



令和元年12月
～令和2年7月

令和元年12月

令和2年1月

令和2年4月～
令和3年3月

令和3年8月

令和4年1月
～現在に至る

令和4年3月

令和4年5～8月

年月日

平成13年3月

平成13年3月

平成13年3月

平成13年3月

(16)臨床実習（検査・測定実習，評価実習，総合
実習）の準備業務

奈良学園大学リハビリテーション学科において,臨
床実習において, 実習地獲得のための施設への連
絡，依頼状や承認申請書，特殊書式等の書類の作
成・発送などの準備作業を行っている．

奈良学園大学リハビリテーション学科では,実習を
円滑に行うために,学科のホームページを作成して
いる．その内容を充実させるために,ホームページ
のデザインや,キャラクターのデザイン作成等,
ホームページ作成の補助を行った．

(15)オープンキャンパス用の実習室紹介の動画作
成

奈良学園大学では,コロナ渦において,オープン
キャンパスに来校できない学生のために,各実習室
の紹介動画を作成し,遠隔で参加する対象者に活用
する取り組みが成された．その中で,金工・木工・
陶工実習室の紹介動画の作成を担当した．電気釜
棟の実習室内の設備を紹介するとともに,陶芸や革
細工を通して,手工芸の身体的・心理的治療効果に
ついて易しく紹介し,高校生に興味を持ってもらえ
るように作成した．

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格,免許

(18)作業療法PR動画・ポスター・広告の企画・作
成

奈良学園大学リハビリテーション学科において,学
科の広報の一環として,作業療法の内容を一般向け
に紹介する広報物（動画・ポスター・チラシ）の
企画・作成を行った.領域別（精神・身体・発達・
手の外科・福祉用具・地域）に作業療法実施場面
の動画・写真を撮影し一般向けに分かりやすい説
明を加え,音楽やエフェクトで高校生・学生にも親
しみやすいよう編集した。オープンキャンパス等
での使用にて,専攻希望未定の高校生が作業療法専
攻に決めるといった効果があった．

(14)学科の実習ホームページ作成の補助

(17)大学ホームページ用の実習室紹介のYouTube動
画作成

奈良学園大学ホームページにて,リハビリテーショ
ン学科の施設・設備・実習室をYouTubeで紹介する
取り組みの中で,本学作業療法専攻をPRするため,
金工・木工・陶工実習室の紹介動画の作成を担当
した．実習室で行う陶芸や革細工等の手工芸の実
演を通して,作業の身体的・心理的治療効果につい
て易しく紹介し,実習室だけでなく作業療法そのも
のについて高校生に興味を持ってもらえるように
作成した.

(1)教育 学士 高知大学 8678号

(2)高等学校教諭一種免許状（美術） 平12高1第475号

(3)高等学校教諭一種免許状（工芸） 平12高1第476号

(13)入学前教育での高校生指導

奈良学園大学では,入学試験合格者に対し,大学生
活に対する不安や疑問を解決し,4月からの大学生
活が円滑に行えるようにするために入学前教育を
行っている約10グループ(1グループ10名強)に分か
れ,Visible Bodyの体験や,運動学の演習を体験す
る．その中でグループを担当し,指導に携わった．

(11)オープンキャンパスでの各実習室の看板・の
ぼり作成

奈良学園大学のオープンキャンパスにおいて,リハ
ビリテーション学科の各実習室を紹介するため,各
実習室前に設置する看板を作成した．それぞれの
実習室での学習内容に合うイラスト・キャッチコ
ピーを入れてillustratorを用いデザインした．令
和2年度には,さらに参加者に見やすいよう,看板を
もとにのぼりを作成し,設置した．

(12)オープンキャンパスでの作業療法体験コー
ナーの実施

奈良学園大学のオープンキャンパスにて,高校生を
対象に,在学生ボランティアとともに,作業体験と
して革細工体験ブースを設置し運営した。作業体
験を通して,作業療法を紹介し興味を持ってもらう
とともに,本学に対する質問や,学校生生活につい
ての質問などを気軽にできる交流の場としても活
用できた．

(4)中学校教諭一種免許状（美術） 平12中1第285号



平成23年3月

平成23年4月

平成28年3月

平成29年10月

平成30年9月

令和4年3月

令和4年6月

平成23年4月～
平成24年3月

平成24年4月～
平成27年10月

平成25年5月

平成26年9月～
11月

平成27年2月

平成27年8月
平成28年8月
平成29年8月
平成30年8月

平成28年4月～
平成31年3月

平成28年10月

平成30年1月～
2月

(11)認定作業療法士 認定番号2655(日本作業療法士協会)

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項

(7)医療法人社団 六心会 恒生病院 作業療法士

(9)生活行為向上マネジメント研修 修了

脳神経外科,整形外科疾患を中心とした急性期・回
復期病院にて,回復期リハビリテーション病棟に勤
務．在宅復帰に向けて上肢機能や高次脳機
能,ADL,IADL等にアプローチするとともに,社会復
帰に向けて職業練習を実施するなど,患者様のデマ
ンドに応じた作業療法を実施した．

(8)院内リハビリテーション課勉強会「生活行為向
上マネジメント（MTDLP）」

NO.4948(日本作業療法士協会)

恒生病院にて,理学療法・作業療法勉強会で,生活
行為向上マネジメント（MTDLP）について発表し
た.概要の説明,演習シートを使用したグループ
ワーク,事例発表を通してMTDLPの考え方を教示し
た.
[担当部分]
発表の企画,構成,プレゼンテーションの作成,発表

(9)恒生病院 回復期リハビリテーションでの臨床
実習指導(評価実習)

大阪医療福祉専門学校 臨床実習(評価実習)とし
て,5週間,作業療法士3年次学生のスーパーバイ
ザーを担当し,症例の評価・目標設定・治療計画の
立案やレポート作成等の指導を行った．

(1)医療法人内海慈仁会　姫路北病院 作業療法士

精神科病院（急性期・一般・療養・認知症）の療
養病棟を担当．統合失調症などの精神障害,躁うつ
病などの気分障害,認知症などの患者様を対象に,
手工芸,コーラス,料理などの集団作業療法を通し
て精神面の安定と回復を支援した．

(7)作業療法士臨床実習指導者研修 修了 認定番号169号

(8)認知症作業療法士アップデート研修　修了 修了番号 280279(兵庫県作業療法士会)

64784号(厚生労働省)

(10)保健学　修士 大阪府立大学大学院 第219号

(5) 院内勉強会「作業は人を元気にする」

酒井病院 院内勉強会にて, “作業は人を元気にす
る”をテーマに,院内で行っている作業療法を通し
て, 治療効果が表れ,元気になった症例を介すると
ともに,人にとって大切で意味のある作業,元気に
なれる作業とは何かを考え.院内の他職種に向け
て,作業療法を啓発した.
[担当部分]発表の企画,構成,プレゼンテーション
の作成, ムービーの作成

(6)障害支援（福祉機器領域）論
(教員免許状更新講習)の講師

平成27年～30年の計4回(各2日間),姫路獨協大学教
員免許状更新講習において,現職の教員向けに障害
支援についての講議を行った. 福祉用具概論,車椅
子と移動・移乗用具,住宅改修,自助具等について
解説・講義した.
[担当部分]
車椅子と移動・移乗用具,車椅子の基礎知識・シー
ティングについての講義

(2)医療法人社団みどりの会　酒井病院 作業療法
士

一般病院（急性期・回復期・療養・外来のケア
ミックス型）の病院に勤務．身体障害領域（脳血
管疾患,整形疾は回復期の専従として,在宅復帰や
社会復帰に向けて患者様の支援を行うともに,セラ
ピスト・他職種間の連携の中心を担う役割をし
た．また回復期リハビリテーション病棟としての
質の向上を図るため,地域のシームレス会議に参加
し,取り組みの発表や他院との意見交換等を行っ
た．

(3)院内学会「認知症患者に対する作業療法～関わ
り方を通して～」

医療法人社団みどりの会酒井病院において, 院内
学会で他職種向けに,認知症の概要と評価,基本的
な関わり方と作業療法について発表した.
［担当部分］
発表の企画,構成,プレゼンテーションの作成

(4)酒井病院 回復期リハビリテーションでの臨床
実習指導(長期実習)

平成リハビリテーション専門学校総合実習Ⅱ(長期
実習)として,8週間,作業療法士3年次学生のケース
バイザーを担当し,症例の評価・治療やレポート作
成等の指導を行った．

(5)医療保健学 学士 姫路獨協大学 医第10064号

(6)作業療法士免許状



平成30年9月～
10月

令和元年9月～
現在に至る

令和元年9月

令和2年7月,10
月

令和2年11月

令和3年10月,
令和4年10月

令和4年9月

令和4年11月

令和元年度

令和2年度

令和2年度

(15)「登美ヶ丘わいわいフェスタ2021」への参加,
革細工体験の運営

奈良学園大学リハビリテーション学科作業療法専
攻として,登美ヶ丘地区社会福祉協議会が主催する
「登美ヶ丘わいわいフェスタ2021」にボランティ
ア学生とともに参加し,作業体験(革細工)を運営し
た．本イベントは,住みよい明るい街づくりを目標
に,登美ヶ丘地域の各種団体が連携・協力して出
店・出演する催しである．90名程度の参加者に対
し,キーホルダー,コースター等の製作体験を提供
するとともに,本学作業療法専攻の啓発を行った．

４　その他(研究助成)

奈良学園大学近隣地域(東登美ヶ丘)のとみの里ふ
れあい会館で行われる健康フェア・文化祭「とみ
の里ふれあいまつり」へ参加し,体力測定の補助
や,健康体操・講演の補助等,運営の補助を行っ
た．

(10)恒生病院 回復期リハビリテーションでの臨床
実習指導(長期実習)

関西総合リハビリテーション専門学校 臨床実習Ⅲ
(長期実習)として,8週間,作業療法士3年次学生の
スーパーバイザーを担当し,症例の評価・治療やレ
ポート作成等の指導を行った．

(3)奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

研究題名「高機能自閉症スペクトラム障がい者に
対する乗馬セラピーが心理的および生理的側面に
及ぼす効果の検討」,配分額220千円,
研究代表者：中田修
共同研究者：山形力生,岩﨑智子,笹井久嗣

(17)招聘による講師・指導助言
奈良県福祉フェア 第５回福祉機器展 in 奈良2022
出展依頼（奈良県社会福祉事業団）
「近赤外光を用いた脳血流の変化を計測と作業療
法研究での応用」

奈良学園大学リハビリテーション学科として,社会
福祉法人 奈良県社会福祉事業団が主催する「奈良
県福祉フェア 福祉機器展 in 奈良」に参加した．
本イベントは障がいのある人の社会参加と自立の
促進のため,福祉用具の展示や体験を通して,県民
に福祉用具の普及啓発を図る催しである．参加内
容として「光イメージング脳機能測定装置
NIRS」を出展し、実際に紙細工などの作業を行っ
ている時の脳活動の様子を一般の来訪者に体験し
てもらった．これによりリハビリテーション学科
および作業療法専攻への紹介に繋げる広報活動と
した．

(16)「若者と家族の会」での講演
題目：当事者を取り巻く「昨今」の様相

頭部外傷や病気による後遺症をもつ「若者と家族
の会」総会において,当事者を取り巻く医療・福祉
制度，高次脳機能障害等について講演を行った．
大西久男（講師）,岩﨑智子
[担当部分]介護保険制度,高次脳機能障害者の福祉
制度

(1)奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成
研究題名「近赤外分光法（NIRS）による手工芸の
基礎的研究」,配分額347千円,
研究代表者：岩﨑智子

(2)奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成

研究題名「リハビリテーション学科臨床実習管理
センターにおけるホームページによる双方向性活
用システムの構築－臨床実習教育の質的向上を目
指して－」,配分額220千円,
研究代表者：池田耕二
共同研究者：飯塚照史,城野靖朋,福原啓太,滝本幸
治,笹野弘美,前田吉樹,野田優希,中田修,坪内善
仁,中島大貴,岩﨑智子,辻下聡馬,辻下守弘

(13)「ローレルスクエア登美ヶ丘 健康教室」への
参加

奈良学園大学近隣地域(中登美ヶ丘)の健康教室
(ローレルスクエア登美ヶ丘)に参加し,運営の補助
や,ストレッチ指導等を行った．

(11)医療法人 博愛会 松倉病院 作業療法士

整形外科疾患を中心とした回復期リハビリテー
ション病棟に勤務し,ADLやIADLを中心にした作業
療法を実施．あわせて若年セラピストの指導も実
施している．

(12)臨床実習指導者講習会ファシリテーター
(奈良県作業療法士会)

奈良県作業療法士会の臨床実習指導者講習会にお
いて,ファシリテーターを行った.

(14)「とみの里ふれあいまつり」への参加



令和3年度

令和4年度

令和元年10月
～

現在に至る

著書,学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

1

（学術論文）

(1)脳梗塞によりapathyを呈
した一例への介入
～ADL自立と楽しみ活動の再
獲得を目指して～
（査読付）

共著 平成29年3月

脳血管性apathyは,リハビリテーションにおける
阻害因子となることが挙げられているものの,治
療に関する報告は少ない．apathyを発症し,難渋
した一例に対し,“意欲には淡蒼球の活性が重要
である”とする池谷の理論を参考に作業療法を
行った．介入を通して,意欲の向上が見られ,ADL
の自立度も向上した．ひいては,退院後継続して
実施可能な楽しみ活動の再獲得に繋げることがで
きた．
本報告は第49回日本作業療法学会における演題発
表をもとに加筆し,再構成したものである．
［共著者］◎岩﨑智子（筆頭）,山形力生
［担当部分］研究計画,介入・評価,考察,論文執
筆

(2)作業を通して自信と士気
の回復を図り,畑仕事の再開
を目指した一例
－生活行為向上マネジメント
（MTDLP）を活用した作業療
法介入－
（査読付）

共著 令和4年2月

小脳梗塞により,自信を無くし,不安・恐怖の訴え
が続いていた症例に対し,本人にとって意味のあ
る作業である水彩画と畑仕事を用い介入した．加
えて生活行為向上マネジメント（MTDLP）を取り
入れ,対象者を取り巻く人的・物理的環境へのア
プローチを含め介入を行った．
限られた期間で合意目標の達成に向けて,畑仕事
の再開を目指すことができたのは,症例自身が自
分の進歩を肯定的に捉えることで自信や士気を回
復し,漠然とした未来の希望が,自分自身が主体的
に達成するべき具体的な目標と変化したことが大
きい．その要因として,本人を取り巻く家族や多
職種との連携により,心理的側面への作業活動の
治療効果がより高められたことや,生活場面での
自主練習の時間が十分に確保できたこと,実際場
面での畑仕事の練習を繰り返し行うことで,症例
自身が着実に成果を積み重ねている実感を持てた
ことが大きく,MTDLPを用いた作業療法介入の有効
性が確認された．
［共著者］◎岩﨑智子（筆頭）,山形力生
［担当部分］研究計画,介入・評価,考察,論文執
筆

(3)コロナ禍における理学・
作業療法士養成課程の早期体
験実習
－学内実習後の学生アンケー
ト調査による検証－
（査読付）

共著 令和4年2月

令和2年度および令和3年度,新型コロナウイルス
の感染拡大をうけ早期体験実習を学内実習として
実施した。学生アンケートの結果から,学内実習
の意義や課題を明確にした．アンケートの結果,
両年度とも実習内容については多くの学生が「よ
く理解できた」「まぁまぁ理解できた」と回答し
た反面,「2年次以降の学外実習に向けた不安」を
訴える学生が多かった．自由記述では「教員が近
くにいる分質問などがしやすかった」,「疑問を
すぐに先生に質問することができた」という意見
のほか,「自分が知らなかった分野にも興味が持
てた」という意見もみられた．学内実習で医療施
設での学びを完全に再現することは困難だが,早
期体験実習の本来の目的を達成する上で,学内実
習は必ずしも不利な点ばかりではない．
［共著者］◎前田吉樹,中島大貴,伊藤健一,野中
紘士,阿波邦彦,藤田信子,岩﨑智子,橋本雅至,山
形力生,池田耕二
［担当部分］研究計画,論文の添削と修正案の提
示

発行所,発表雑誌等
又は発表学会等の名称

(4)奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成
研究題名「実行機能検査時のfNIRSによる脳賦活の
比較」,配分額300千円,研究代表者：岩﨑智子

兵庫県作業療法士会機関
誌,vol.6,pp16-21．

　その他(研修受講等)

(1)専門作業療法士(高次脳機能障害)に関わる研修
の受講

専門作業療法士資格取得のため,高次脳機能障害
専門基礎研修「専門基礎Ⅰ」「専門基礎Ⅲ」「専
門基礎Ⅳ」を受講している．

(4)奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成
研究題名「手工芸による認知的効果の基礎的研
究：課題遂行時の脳活動の分析」,配分額300千円,
研究代表者：岩﨑智子

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

医療福祉情報行動科学研
究 ,vol.9,pp55-
63,2022．

医療福祉情報行動科学研
究 ,vol.9,pp19-
30,2022．



(4)手工芸活動と実行機能の
個人差が健常成人の
脳活動に及ぼす効果：fNIRS
による基礎的研究
（修士論文）

単著 令和4年2月

作業療法で治療の手段として用いることがある紙
細工の認知的治療効果について,健常成人を対象
に近赤外分光法(NIRS)を用いて検証した．あわせ
て,実行機能の個人差との関連も検討した．紙細
工活動はペーパーブロックとロールピクチャーを
使用し,実験課題は,「パーツ作成課題」と「構成
課題」課題で,対照課題は用紙を無目的に折る－
開く動作とした．関心領域は左右のDLPFC,内側FP
の3か所に設定した．
両活動において,脳賦活はLow群の方がHigh群より
高かった．実行機能は加齢により低下すると言わ
れ,実行機能の高低で2群に分けた際には,年齢差
が反映されたと考える．難易度が低い課題では,
同じ課題を遂行した際に,高齢になるほど脳賦活
が高いとされており,今回の両活動においても,同
様の結果が得られた．また,High群ではより選択
的にDLPFCが賦活されており,Low群では領域全般
にわたり賦活される傾向があった．さらに,High
群では両活動において,右側のDLPFCの脳賦活が高
かったことが特徴的であり,視覚・空間的処理の
要素が影響したと考えられた．Low群ではペー
パーブロックの構成課題でのみ左右DLPFCが選択
的に賦活されている点,ロールピクチャーの構成
課題にでは3領域においてHigh群より有意に賦活
している点等が特徴的であり,課題の難易度と認
知的負荷が関連していると考えた．紙細工活動を
治療として選択していく際には,個人の実行機能
に適した活動を選択することで,より効果的な治
療として活用できる可能性があると考えた．
（A4 全55頁）

(5)地域在住成人における実
行機能質問紙の利用可能性の
検討－客観的行動評価との関
連－

共著
令和5年3月
（採択済）

医療福祉情報行
動 科 学 研
究 ,vol.10,pp17-
27,2023.

実行機能は神経心理学検査によって評価される
が，これらは検査に時間を要する等の不便さもあ
るため，簡便に行える質問紙検査の作成が試みら
れている。本研究の目的は，実行機能質問紙の得
点と神経心理学的検査の成績との関連を明らかに
し，前者の利用可能性を検討することである。
　実行機能の主観的評価として実行機能質問紙
（EFQ・J-BES），客観的評価として神経心理学検
査（TMT-J・新ストループ検査Ⅱ・D-CAT）を実施
した。年齢と認知機能成績（MoCA-J）別に参加者
を各2群に分け，基本情報を比較した。各2群につ
いて実行機能質問紙の得点と，神経心理学検査の
成績との関連を検討した。
　実行機能質問紙において，年齢Low群，MoCA-J
高成績群において有意な相関のある項目を比較的
多く認め，利用可能性が比較的高いことが示唆さ
れた。対象者側の要因（年齢や全般的な認知機能
の程度）と使用する質問紙検査側の要因（測定し
たい実行機能の要素）を考慮することで，実行機
能質問紙を客観的行動評価のスクリーニングとし
て利用できる可能性があると考えた。
［共著者］◎岩﨑智子（筆頭）,中田修，山形力
生，中島大貴，大西 久男
［担当部分］研究計画,実施・評価,考察,論文執
筆

（その他）学会発表

(1)「右手で上手にご飯を食
べたい」
～Demandsに添えるOTとは～

― 平成25年9月

脳梗塞により右片麻痺を呈した症例を担当した．
上下肢の麻痺は顕著な回復を見せている反面,手
指の麻痺と感覚障害は残存し,利き手である右手
の実用手としての使用は難しい状態であった症例
にとって,「右手で上手にご飯を食べる」ことは,
自身のプライドと尊厳に関わる重要な問題である
と考え,Demandsに沿えるよう作業療法を行った．
介入を通し麻痺側使用による箸操作が可能とな
り,症例にとって納得ができる結果が得られた．
Demandsに添うOTとは,患者自身にとって,その
demandsがどういう意味を持つか考え,患者自身か
ら内発的動機が生まれるよう支援することが重要
である．
［共同発表者］◎岩﨑智子（筆頭）,山形力生
［担当部分］研究計画,介入・評価,考察,論文執
筆

大阪府立大学大学院 総
合リハビリテーション学
研究科

第33回 近畿作業療法学
会（兵庫）



(2)脳梗塞によりapathyを呈
した一例への介入
～ADL自立と楽しみ活動の再
獲得を目指して～

― 平成27年6月

血栓性脳梗塞によりapathyを呈した症例を担当し
た．病棟生活では無気力で臥床し,全ADLに介助を
要する状態であった．今後の退院先が施設となる
症例にとって,自立して行えるADLを1つでも増や
し,他者に依存した生活ではなく,意欲と自信・楽
しいと思える生活を取り戻すことが重要であると
考え,作業療法を行った．介入方法として,“意欲
には淡蒼球の活性が重要である”とする池谷の理
論を参考に意欲向上訓練を取り入れ実施した．介
入を通して,意欲・発動性の向上が見られ,ADL能
力の向上,楽しみ活動の再獲得が成された．
［共同発表者］◎岩崎智子（筆頭）,山形力生
［担当部分］研究計画,介入・評価,考察,論文執
筆

(3)臨床に従事する作業療法
士のコミュニケーション・ス
キルについて

― 平成28年9月

作業療法学生(OTS)にとって対人関係能力を含む
社会的スキルを獲得することは重要といえる．
OTSの目標と考えられる臨床家の作業療法士を対
象にコミュニケーション･スキル尺度
（ENDCOREs）を用いて検討を行った．また,臨床
現場での他職種との関係を測定するために,鈴木
らの臨床活動での質を測定する尺度（以下QOE）
を改変し用いた．臨床経験群間の比較では,臨床
経験とともにコミュニケーション･スキル(以下
CS)が成長し充実していく傾向にあることが示唆
された．QOE_F3（他の職員と関係を維持する行
動）はENDCOREsの得点と相関したことから,CSが
現場における仕事上のコミュニケーション活動全
般の要素となっていることを示唆すると考えた．
経験年数に伴うCSの充実には,END_F2(表現力)や
END_F4(自己主張)の因子が影響するものと考えら
れた．これら2因子のスキルの成長がCSや臨床活
動の基盤になっている可能性が考えられた．
［共同発表者］◎岩崎智子（筆頭）,山形力生,櫻
井秀雄
［担当部分］データ収集・解析,抄録執筆,発表資
料作成,発表

(4)作業療法士の職業経験と
その質について

― 平成29年9月

臨床に従事する作業療法士は,様々な経験を重ね,
臨床実践に関わる能力を獲得し,キャリアを成長
させることが期待されている．今回,現場に従事
する作業療法士を対象に職業経験の質の一側面を
調査するとともにどのような傾向があるのかにつ
いて分析した．方法として,鈴木らの臨床活動で
の質を測定する尺度（以下QOE）を改変し用い,ま
た自己効力感（以下SE）についても合わせて調べ
た．臨床経験毎の比較では,QOE合計得点は上昇す
る傾向にあり,臨床経験とともにその職業経験の
質は充実していく傾向にあることが示唆された．
さらに職業経験の質の高さは自己効力感の高さに
も影響すると考えられた．一方経験年数の浅いG1
群において,自己効力感の高低によって職業経験
の質に差があることが確認された．特にQOE_F
（実践力を獲得し,多様な役割を果たす行動）に
差がみられたことから,役割を意識できることが
重要と考えられ,新人OTRに対する卒後教育などで
は留意すべき点と考えた．
［共同発表者］◎岩崎智子（筆頭）,山形力生
［担当部分］研究計画,データ収集・抄録執筆,発
表資料作成,発表

(5)作業を通して士気と自信
の回復を図り,畑仕事の再開
を目指した脳梗塞の一例

― 令和元年9月

本人の趣味と仕事に関わる作業（水彩画・畑仕
事）を取り入れ,士気と自信の回復を図り,デマン
ドである畑仕事の再開に繋げた経過と考察を報告
した．水彩画を通して,徐々に上手く描けるよう
になったことや,他者から認められる機会が増え
たこと,フロー体験が積み重ねらたことで,不安や
落ち込みの軽減が図られ,ひいては病棟ADLへの意
欲の一助となったと考える．畑仕事では,病前の
ようには難しいとしても,どのようにすれば継続
していくことが可能か,MTDLPを実践することで現
実的に考え,他職種や家族とともに実現を目指し
ていくことができた．院内の畑での成功体験を積
み重ね,家族の協力を得て実際に自宅で行ったこ
とで,課題や目標が明確となり,意欲を向上させた
と考える．また援助を得ながらでも,実際に現地
で実施できたことは,本人にとって自信となり,士
気を再獲得する最大の要因となったと考える．
［担当部分］研究を計画立案・実施し,報告した
（単著）

第53回 日本作業療法学
会（福岡）

第49回 日本作業療法学
会（兵庫）

第51回 日本作業療法学
会（東京）

第50回 日本作業療法学
会（北海道）



(6)調理活動の再獲得を目指
した高次脳機能障害の一例

― 令和2年9月

脳梗塞により,高次脳機能障害を呈した事例を担
当し,回復期病棟で作業療法を実施した．事例は
調理の再開を希望したが,火や刃物の取扱い等に
危険が伴う現状に,「調理は禁止すればよい」と
の意見もあった．OTでは,調理を本人にとって意
味のある作業であると考え,その実現性を模索し
た．実動作の経験を通して,現実的な調理活動の
再獲得に至った経過に考察を加え,報告した．
［担当部分］研究を計画立案・実施し,報告した
（単著）

(7)健常成人に対する手工芸
活動の認知的効果：
課題間の脳活動の分析

― 令和3年8月

作業療法で治療の手段として用いることがある紙
細工の認知的治療効果について,健常成人を対象
に近赤外分光法(NIRS)を用いて検証した．あわせ
て,ワーキングメモリと実行機能との関連も検討
した．紙細工活動はペーパーブロックとロールピ
クチャーを使用し,実験課題は,パーツを「折る
（巻く）」課題と「構成する」課題で,対照課題
は用紙を無目的に折る－開く動作とした．関心領
域は左右の背外側前頭前野(DLPFC),内側前頭極
(内側FP)の3か所に設定した．
二元配置分散分析の結果では,両活動とも,3課題
×3領域のΔoxy-Hbについて,課題と領域の主効果
に有意差を認めた．対照活動と「折る(巻く)」課
題に比べ,構成課題では有意に賦活が減少してい
たことから,活動・課題（間）の難易度との関係
や脳疲労の関与について今後検討していく必要が
ある．また,内側FPよりも左右DLPFCの賦活が有意
に高かったことから,紙細工活動時は,実行機能に
関連する領域を活用していることが示唆された．
［共同発表者］◎岩崎智子（筆頭）,大西久男
［担当部分］研究計画,データ測定・解析,抄録執
筆,発表資料作成,発表

(8)近赤外分光法（NIRS）に
よる手工芸の基礎的研究：健
常若年者を対象とする予備的
研究

― 令和3年9月

紙細工の認知的治療効果について,健常若年者を
対象に近赤外分光法(NIRS)を用いて検証した．あ
わせて,ワーキングメモリと実行機能との関連も
検討した．紙細工活動はペーパーブロックとロー
ルピクチャーを使用し,実験課題は,パーツを「折
る（巻く）」課題と「構成する」課題で,対照課
題は用紙を無目的に折る－開く動作とした．関心
領域は左右の背外側前頭前野(DLPFC),左右の外側
前頭極(外側FP),内側前頭極(内側FP)の5か所に設
定した．分散分析の結果では,課題ごとの5領域で
のΔoxy-Hbについては,統計的差異は認められな
かったが,部位と検査間の関連性の検討で,両活動
において,ワーキングメモリや実行機能を反映す
る指標とされるTMT B・TMT(B-A)と,「構成する」
課題で左DLPFCとの間に有意な負の相関がみられ
た（所要時間が短いほど左DLPFCのΔoxy-Hbが大
きい傾向を示した）こと等いくつかの示唆的結果
を得た．
［共同発表者］◎岩崎智子（筆頭）,大西久男,山
形力生,中田修,中島大貴
［担当部分］研究計画,データ測定・解析,抄録執
筆,発表資料作成

(9)奈良学園大学リハビリ
テーション学科におけるコロ
ナ禍の学内実習の紹介①―実
習専用ホームページの開設と
運用方法の紹介―

― 令和3年10月

本学では,臨床実習を円滑・有意義に進めるため
臨床専用HPを開設し運用している．今回の2つの
学内実習では,保護者向けページで学内実習へ切
り替えた経緯と実習の目標や内容について説明
し,学生向けページでは実習の基本的枠組みであ
る①予習,②学内実習,③復習ができるコンテンツ
を配置し,学習の方向性を示すと共に学習進捗状
況も確認できるようにした．実習後,各実習に対
して学生からHPの運用に関するアンケートを実施
した．HP活用に際して保護者からの問い合わせは
なかった．実習終了後のアンケート結果は早期体
験実習（1年次理学・作業75名,回答率92．0％：
69名）,地域理学・作業療法実習（2年次理学38
名・作業18名,回答率95．7%：44名）いずれにお
いても,学生の印象は良かったと思われる．学内
実習では同じ教材・内容を用いるので個々の学生
の学習進捗状況や理解度を把握する上でHPを通じ
た学習指導は有用と感じられた．
［共同発表者］◎池田耕二,滝本幸治,飯塚照史,
城野靖朋,野田優希,福原啓太,中田修,辻下聡馬,
岩﨑智子,辻下守弘
［担当部分］研究計画,発表資料作成

第54回 日本作業療法学
会（新潟）

第8回全国作業療法学系
大学院ゼミナール（大
阪）

第55回 日本作業療法学
会（仙台）

第34回教育研究大会・教
員研修会



(10)奈良学園大学リハビリ
テーション学科におけるコロ
ナ禍の学内実習の紹介②―
早期体験実習の概要と学生ア
ンケート調査－

― 令和3年10月

本学の早期体験実習（1年次）について,令和2年
度は,新型コロナウィルス感染拡大を受け,当実習
を学内実習として実施した．今回の実習では,①
予習は臨床実習専用ホームページ（HP）に予習用
教材を配置し,Webフォームから課題を提出させ
た．②学内実習では,療法士の役割や疾患・障が
いの理解を促すために写真や動画,現場からのラ
イブ配信等の視覚教材を活用した．学生は10名程
度の小グループに分かれ,専任教員のファシリ
テートのもと意見を出し合い,学習内容の定着を
図った．また③復習においても同様にHPから復習
を促すと共に,アンケートに回答させた．実習内
容については約90%が「よく理解できた」「まぁ
まぁ理解できた」と回答していた．反面,「2年次
以降の学外実習に向けた学習面の不安」について
は約45%が「不安」「非常に不安」と回答した．
また印象に残ったコンテンツとして「病院からの
ライブ配信」「脳血管障害（高次脳機能障害）」
を挙げた学生が約50%いた．自由記述では「教員
と話ができた」「指導してもらえた」ことが良
かったという意見のほか,「自分が知らなかった
分野に興味が持てた」という意見もみられた．コ
ロナ情勢下においては,従来のような多人数での
見学実習は困難となる．今回は,現状における早
期実習の一つのモデルを示すことができたと考え
る．
［共同発表者］◎前田吉樹,中島大貴,伊藤健一,
野中紘士,阿波邦彦,藤田信子,岩﨑智子,橋本雅
至,山形力生,池田耕二
［担当部分］研究計画,発表資料作成

(11)在宅生活を送る遷延性意
識障害者・児の家族のレスパ
イトについて：アンケート
「自由記述」欄の計量テキス
ト分析による検討

― 　令和4年7月

24時間・365日の介護が必要とされる遷延性意識
障害者・児の当事者を在宅でケアしている家族介
護者の身体的負担・精神的負担は想像を絶するも
のである．しかしながら,多くの家族は,当事者の
生命・生活を守るためには,極度の負担感があっ
ても休むことができない現状がある．当事者を自
宅で介護している家族が普段介護を休むこと（レ
スパイト）についてどのように思っているかをア
ンケート調査の自由記述文から検討することが本
研究の目的である．大西・原田（2019）のレスパ
イトに関するアンケート調査の自由記述部分「介
護者の考える『レスパイト』について」を分析対
象テキストとした．フリーソフトウェアのKH
Coder を用い,①頻出単語,②共起性,および③多
次元尺度法からの分析を行った．①100 回以上出
現した頻出語は,「介護」（284 回）,「思う」
（192 回）,「レスパイト」（177 回）,「時間」
（149 回）,「自分」（144 回）,「利用」（135
回）,「病院」（117 回）の 7 語であった．②
「介護」を検索語とした時,共起関係の高い語と
しては「思う,レスパイト,時間,自分,家族,病院,
入院,利用,必要,考える」であった．一方,「レス
パイト」を検索語とした時は,「介護,時間,家族,
入院,病院」が共起関係の高い語であった．③多
次元尺度法では,7 つの尺度（グループ）の存在
が明らかになり,「介護,レスパイト,思う,時間,
病院,自分,家族」が第 1 グループで,それぞれが
近い距離に位置していた．今回の分析の中で,
「レスパイト」を検索語とした際の共起性の分析
でのみ,「自分」が出現せず,この事は主介護者自
身は介護の中心ではあるが,レスパイト（休息）
の中心ではないことを示しているのかもしれな
い．
［共同発表者］◎大西久男,原田菜摘,岡田海渡,
中村優奈,岩崎智子
［担当部分］計量テキスト分析（テキストマイニ
ング）の考察

第34回教育研究大会・教
員研修会

第30回日本意識障害学会
（東京）



(12)手工芸が健常成人の脳活
動に及ぼす効果：実行機能の
個人差に着目したfNIRS研究

― 令和4年9月

作業療法で治療の手段として用いる手工芸の認知
的効果について健常成人を対象に NIRSを用いて
検証し,あわせて実行機能の個人差との関連も検
討した．手工芸として紙細工活動であるペーパー
ブロックとロールピクチャーを用い,実験課題は,
「パーツ作成課題」と「構成課題」課題で,対照
課題は用紙を無目的に折る－開く動作とした．関
心領域は左右のDLPFC,内側FPの3か所に設定し
た．
実行機能Low群とHigh群でΔoxy-Hbの総量を比較
した分析の結果,両活動とも,Low群＞High群と
なった．難易度が低い課題では,高齢になるほど
神経資源を多く動員する必要があり,今回の両活
動においても,2群間には年齢差があったことから
Low群の方が脳賦活が高くなったと考えられた．
課題毎に3領域の脳賦活を分析した結果,High群で
はより選択的にDLPFCが賦活されており,Low群で
は領域全般にわたり賦活される傾向があった．さ
らに,High群では両活動において,右側のDLPFCの
脳賦活が高かったことが特徴的であり,視空間的
処理の要素が影響したと考えられた．Low群では
ペーパーブロックの構成課題でのみ左右DLPFCが
選択的に賦活されている点,ロールピクチャーの
構成課題にでは3領域においてHigh群より有意に
賦活している点等が特徴的であり,課題の難易度
と認知的負荷が関連していると考えた．以上によ
り,紙細工活動を治療として選択する際には,個人
の実行機能に適した活動を選択することで,より
効果的な治療として活用できる可能性があると考
えた．
［共同発表者］◎岩崎智子（筆頭）,大西久男,山
形力生,中田修
［担当部分］研究計画,データ測定・解析,抄録執
筆,発表資料作成

(13)地域在住成人の実行機能
における主観的評価と客観的
評価との関係－実行機能質問
紙の利用可能性の検討－

―
令和5年6月
（発表予定）

実行機能を評価する神経心理学検査には時間を要
する等の不便さがあり，簡便に行える質問紙検査
の作成が試みられている．本研究では，実行機能
質問紙の得点と神経心理学的検査の成績との関連
を明らかにし，前者の利用可能性を検討した．
　実行機能の主観的評価として実行機能質問紙
（EFQ・J-BES），客観的評価として神経心理学検
査（TMT-J・新ストループ検査Ⅱ・D-CAT）を実施
した。年齢と認知機能成績（MoCA-J）別に参加者
を各2群に分け，実行機能質問紙の得点と，神経
心理学検査の成績との関連を検討した．
　年齢Low群，MoCA-J高成績群において有意な相
関のある項目を比較的多く認め，実行機能質問紙
において利用可能性が比較的高いことが示唆され
た．対象者側の要因（年齢や全般的な認知機能の
程度）と使用する質問紙検査側の要因（測定した
い実行機能の要素）を考慮することで，実行機能
質問紙を客観的行動評価のスクリーニングとして
利用できる可能性があると考えた．
［共同発表者］◎岩崎智子（筆頭）,中田修，山
形力生，中島大貴，大西久男
［担当部分］研究計画,データ測定・解析,抄録執
筆,発表資料作成

（注）

第43回 近畿作業療法学
会（奈良）口述発表
(演題採択済)

第56回 日本作業療法学
会（京都）

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。
２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。
３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。
①	著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。
②	著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。
③　共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。
④　最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。
⑤　芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、
特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの
がある場合もこれに含めてもよい。


	1人間教育
	①奈良学園教育研究業績書（大西）2023_3_31
	③業績最新版（20230530）最新Ｒ５：奈良学園大学（住本業績）教務課提出用20220512西野様・飯島様へ（h25～10年）
	④大学HP公開用研究業績書 20230512 高岡
	⑤R5大学HP公開用研究業績書（中島栄之介）
	⑥大学HP公開用研究業績書（R5）_根岸 
	⑦教育研究業績書 長谷川栄子20230331
	⑧教育研究業績書（松井典夫）
	⑨森先生_研究業績書（令和5年度版）
	⑪令和５年　教育・研究業績書（青山）
	⑫230512〆切 R4年度教育研究業績書（Ｈ25～R4 ）（善野）
	⑬教育研究業績書(安東)
	⑮230331【最新版】教育研究業績調書　奈良学園大学（岡野聡子）
	⑯R4（岡野由美子）教育研究業績書
	⑰業績・個人調書（岡村季光）（2013.04-2023.03）.pdf2
	教育研究業績書

	⑱大学HP公開用研究業績書_（岡本恵太）
	⑲研究業績2022（鍵本）日付修正
	⑳大学HP公開用研究業績書（川端）
	㉑教育研究業績書（澁谷）
	㉒2022年度研究業績書（高橋千香子）230512提出
	㉓2023業績0520辻井(日付訂正済)
	㉔大学HP公開用研究業績書（西江なお子）
	㉕大学HP公開用研究業績書230512（林）
	㉖【原口】R5年度教育研究業績書
	㉗教育研究業績書（松岡克典）2023
	㉘「教育研究業績書」（森瀬）2023年3月28日提出
	㉙研究業績（山田　明広）
	㉚大学HP公開用研究業績書（石原由貴子）
	㉛太田業績調書（R5.3)
	㉜大学HP公開用研究業績書（荻布優子）
	㉝オチャンテ R5教育研究業績書_原本
	㉞2022年度大学HP公開用研究業績書（葛城元）
	㉟研究業績書前田綾子
	㊱履歴・研究業績（間井谷容代）　xlsb
	4-2


	２看護
	①業績　2023年5月（上野栄一）
	②22年度教育研究業績書_阪元勇輝
	④西薗大学HP公開用研究業績書.doc2023.5
	⑤R5_教育研究業績書 服部律子
	⑨教育研究業績書　R５　看護学科　小林由里
	⑩個人調書／教育研究業績書2023.ns佐藤pdf
	⑫2022教育研究業績書　(井上葉子)
	⑬大学HP公開用研究業績書 （木下）
	⑭令和5年高田教育研究業績書
	⑮2023年度用　更新　研究業績（高橋寿奈）
	⑯2023年度教育研究業績書（田場真理）
	⑰ 西出 提出用pdf  履歴研究業績書
	⑱教育研究業績書　令和5年用井上昌子
	⑲教育研究業績書2023（松村）
	⑳大学HP公開用研究業績書_令和4年度山本真樹子
	㉕教育研究業績書　松居　20220331
	㉖教育研究業績書_松浦尚子
	㉗履歴・業績書書式（文科省様式）溝口みちる
	4-2教育・研究業績書

	㉙研究業績書　R4　森本早紀 (看護)

	3リハ
	①研究業績＿飯塚 - コピー
	①研究業績＿飯塚
	②池田）教員業績書2022年度 - コピー
	②池田）教員業績書2022年度
	③-1業績2023報告用１　伊藤 - コピー
	③-1業績2023報告用１　伊藤
	③-2業績2023報告用２　伊藤 - コピー
	③-2業績2023報告用２　伊藤
	④2022大浦智子_教育研究業績調書 - コピー
	2022大浦智子_教育研究業績調書R1
	2022大浦智子_教育研究業績調書R2

	④2022大浦智子_教育研究業績調書
	2022大浦智子_教育研究業績調書R1
	2022大浦智子_教育研究業績調書R2

	⑤R4個人調書、研究業績書＿柴田政彦 - コピー
	⑤R4個人調書、研究業績書＿柴田政彦
	⑥教育研究業績書辻下守弘2013.4～2023.3提出版 - コピー
	⑥教育研究業績書辻下守弘2013.4～2023.3提出版
	⑦西川隆　教育研究業績書（2013.4.1～2023.3.31） - コピー
	⑦西川隆　教育研究業績書（2013.4.1～2023.3.31）
	⑧橋本業績〜202303
	⑨教育研究業績書のまとめ（山形）
	⑪R5　理学　藤田信子　教育研究業績書 修正
	⑬城野＿個人調書＿20233月まで修正差し替え_HP
	4-2
	4-2 (2)

	⑭2013ー2022年度 教育研究業績（滝本）新
	4-2

	⑮2022野中_教育研究業績書 
	⑯R5年3月31日時点　福原個人調書（大学情報公開用）
	4-2
	4-2 (2)

	⑰研究教育業績書 2023前田
	⑱2023年　教務提出用　吉川
	⑲大学HP公開用業績書（笹野）20230519
	⑳坪内善仁（リハ学科）教育研究業績書
	4-2

	㉑中島 個人調書・業績 2022年度
	4-2
	4-2 (2)

	㉒業績　提出用（中田）
	業績

	㉓2023年10年業績2023.5.12野田
	㉔履歴・業績書岩崎20230319
	4-2教育・研究業績書





